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巻　頭　言

　大学院医歯学総合研究科年報（2013年版）が完成いたしました。本研究科の研究活動の成果を総括する資

料としてご活用いただけると幸いです。

　本学は、文部科学省の公募型大型プロジェクトである平成25年度「研究大学強化促進事業」の支援対象機

関に選定され、リサーチユニバーシティ（RU）として研究戦略や知的財産を担う研究マネジメント人材（リ

サーチ・アドミニストレーターを含む）群の確保・活用や、集中的な研究力強化に取り組んでいます。具体

的には、東京医科歯科大学RU推進機構を設置し、学長のリーダーシップの下でガバナンス強化を進めるとと

もに、人材確保、研究環境の整備、産学連携推進を図ることで、最終的には世界大学ランキングトップ100入

りを果たすことを目指します。さらに本学では、研究活動を支える学内共同研究施設として、産学連携研究

センター、疾患バイオリソースセンター、医歯学研究支援センター、再生医療研究センター、実験動物セン

ター、臨床試験管理センター、生命倫理研究センター、医療イノベーション推進センター、脳統合機能研究

センターを整備し、大学全体として研究力を強化するシステムの構築に努めています。研究を志す者に取っ

てはますます恵まれた環境になってきたと言えるでしょう。

　一方、生命科学研究が高度化し多様化するにつれて、研究者の社会との関わり方がより重要な問題となっ

てきています。個々の研究者においては、自らの携わる研究活動の社会全体での位置付けと自らの社会や公

益に対する責任を認識することが今まで以上に強く求められます。利益相反、研究結果の取扱い、研究費の

取扱いなどに関して、正しい知識と高い倫理観をもって研究活動に臨むことが重要です。各省庁や関連学会・

諸団体が策定するガイドライン、本学が開催する講習会等を通じて、安全かつ適正な研究活動を実践してい

ただくようお願いします。

　最後に、本年報が、一人ひとりの研究者のさらなる意欲向上と研究者間の連携強化のきっかけとなること

を願っています。また、ここに取りまとめられた研究活動の実績が、明日の人類社会の幸福に寄与するよう

な大きな成果へと実を結んでいくことを期待して止みません。

　　2014 年 9 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  東京医科歯科大学大学院
医歯学総合研究科長　森　山　啓　司
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口 腔 病 理 学 分 野
Oral Pathology

教　　授　山口　朗
講　　師　坂本　啓
助　　教　栢森　高
技　　官　濱垣美和子
大学院生(博士)
　　　　　チョウ　キン，
　　　　　Rumana Khanom，
　　　　　Zayar Lin(インプラント)，
　　　　　遠山　怜，
　　　　　Masita Mandasari，
　　　　　中村　亮介(顎顔面外科学)，
　　　　　小倉健司(顎顔面矯正)，
　　　　　行森　茜，
　　　　　Wanlada Sawangarun
秘　　書　田中ゆみ

（1）教　育
担当科目
　D ３ではモジュール「病理」の授業を担当している．実習は講義の内容をさらに理解できるように配慮して行っている。
学界の指導者を非常勤講師として迎えて、特別講義を兼ねた集中講義を適宜行っている。

教育方針
　ヒトの健康を維持し,病（疾病，疾患）を治すための自然科学的方法を探求しているのが医学であるが、その対象としての
病の本態、原因、成り立ち、経過などの知識を体系化して理解しようとするのが病理学である。歯科医師として、疾病に悩
む患者に接し、診断・治療する際、その対象は多くの場合、齲蝕や歯周疾患であるが、一般の疾患の本質とその要因を系統
的に理解することは医療人として必須であることは自明である。すなわち、病理学は医学・歯学全体の中核的な基礎知識と
なるものであり、臨床医学はもちろん基礎医学の領域で占めるその役割は極めて重要である。
　病理学：臓器や組織の如何に関わらず見られる疾患の本態の形態学的変化に関する一般的原則を教授し理解させることを
目的とする病理学総論と各臓器や組織に見られる疾患を教授し理解させることを目的とする病理学各論（すなわち，肝臓の
病理，肺の病理など）とがあるが、ここでは総論を中心に教授し、各論は主要な病態を総論の中で取り上げて教授する。
　口腔病理学：病理学総論を履修させた後に、顎口腔領域に発症する疾病を対象とした口腔病理学を講義と実習によって教
授し理解させる。

（2）研　究
　以下の分野の研究を行っている．
１）口腔、顎顔面領域の臨床病理学的研究
２）骨形成と骨再生の分化調節機構の解析
３）Notchシグナルとその修飾因子による骨芽細胞の分化調節機構の解明
４）口腔癌による顎骨破壊メカニズム
５）硬組織蛍光イメージング技術の開発と応用
６）脊椎動物の進化における骨格形成の変遷

（3）研究業績
［原著］

  1.	 Hoshino A, Ueha S, Hanada S, Imai T, Ito M, Yamamoto K, Matsushima K, Yamaguchi A, Iimura T: Roles of 
chemokine receptor CX3CR1 in maintaining murine bone homeostasis through the regulation of both osteoblasts 
and osteoclasts. J Cell Sci 126:1031-1045,2013 

  2.	 Tanabe R, Haraikawa M, Sogabe N, Sugimoto A, Kawamura Y, Takasugi S, Nagata M, Nakane A, Yamaguchi A, 
Iimura T, Masae Goseki-Sone : Retention of bone strength by feeding of milk and dairy products in ovariectomized 

— 3 —

口腔機能再構築学講座



rats; involvement of changes in serum levels of 1alpha, 25(OH)2D3 and FGF23. J Nutr Biochem. 24:1000-1007,2013 
  3. 	Makino Y, Takahashi Y, Tanabe R, Tamamura Y, Watanabe T, Haraikawa M, Hamagaki M, Hata K, Kanno J, 

Yoneda T, Saga Y, Goseki-Sone M, Kaneko K, Yamaguchi A, Iimura T: Spatiotemporal disorder in endochondral 
ossification during axial skeleton development in the Mesp2-null mouse: A developmental etiology of spondylocostal 
dysostosis and spondylothoracic dysostosis. BONE 53:248-258,2013 

  4. 	Matsumoto T, Iimura T, Ogura K, Moriyama K, Yamaguchi A: The role of osteocytes in bone resorption during 
orthodontic tooth movement. J Dent Res 92:340-345, 2013 

  5. 	Pal KS, Sakamoto K, Aragaki T, Akashi T, Yamaguchi A: The expression profiles of acidic epithelial keratins in 
Ameloblastoma. Oral Surgery, Oral Medicine, Oral Pathology, Oral Radiology 115:523-531,2013 

  6. 	Sato K, Lee JW, Sakamoto K, Iimura T, Kayamori K, Yasuda H, Shindoh M, Ito M, Omura K, Yamaguchi A: 
RANKL synthesized by both stromal cells and cancer cells plays a crucial role in osteoclastic bone resorption 
induced by oral cancer. Am J Pathol 182:1890-1899,2013 

  7. 	Matsushita Y, Sakamoto K, Tamamura Y, Shibata Y, Minamizato T, Kihara T, Ito M, Katsube K, Hiraoka S, Koseki 
H, Harada K, Yamaguchi A: CCN3 protein participates in bone regeneration as an inhibitory factor. J Biol Chem 

288:19973-19985,2013 
  8.	 Shimada Y, Katsube K, Kabasawa Y, Morita K, Omura K, Yamaguchi A, Sakamoto K: Integrated genotypic analysis 

of hedgehog-related genes identifies subgroups of keratocystic odontogenic tumor with distinct clinicopathological 
features. Plos One 8:e70995, 2013

［総説］
  1.	 山口 朗：IL-6、136-140、最新の骨粗鬆症学 ―骨粗鬆症の最新知見―、日本臨床社,2013
  2.	 山口 朗：BMA (Bone-modifying agents)による顎骨壊死、口腔外科ハンドマニュアル2013、（日本口腔外科学会編）、

クインテッセンス出版株式会社、2013
  3.	 Makino Y, Kaneko K, Yamaguchi A, Iimura T: Developmental biology and etiology of axial skeleton: Lessons from a 

mouse model of spondylocostal dysostosis and spondylothoracic dysostosis. J Oral Biosci 55:175-179,2013

［招待講演］
  1.	 山口 朗：骨細管系の比較形態学的解析、パネルディスカッション：骨代謝研究の進歩と臨床応用への展開、第86回日

本整形外科学会学術総会、広島、2013年5月23日
  2.	 山口 朗：オステオネットワークの獲得・維持・破綻（特別講演）、第５回しまなみ骨・関節フォーラム、愛媛大学医

学部、松山、2013年7月4日
  3.	 山口 朗：骨芽細胞分化と骨再生におけるCCN3の役割（特別講演、 Keynote Lecture）、第５回日本CCNファミリー研

究会、岡山コンベンションセンター、岡山市、平成25年９月20日
  4.	 Yamaguchi A: Role of CCN3 in osteoblast differentiation and bone regeneration (invited speaker), 7th International 

CCN Workshop, October 18, 2013, Nice, France 
  5.	 山口 朗：インプラントに必要なオステオネットワークの知識、教育講演、デンタルコンセプト21例会、秋葉原コンベ

ンションホール、2013年11月17日（東京）
  6.	 山口 朗：骨細胞の分化・形態・機能、招待講演、DENTISTRY, QUO VADIS? 、星陵会館、2013年12月8日（東京）
  7.	 山口 朗：口腔癌の顎骨浸潤の病理、第32回日本口腔腫瘍学会総会、札幌コンベンションセンター、2014年1月23日（札

幌）
  8.	 山口 朗：我が国の歯科医学研究の現状と将来、第11回日本歯学系学会協議会講演会、2014年2月8日、GC Corporate 

Centerレクチャールーム（東京）
  9.	 山口 朗：骨形成と骨再生、教育講演、日本口腔外科学会第41回教育研修会（2014年度口腔四学会合同研修会）、2014

年2月22日、日本大学会館　大講堂（東京）
10.	 山口 朗：骨再生の分子基盤、教育講演、バイオインテグレーション学会　第４回学術大会・総会、2014年2月23日、

東京大学医学部教育研究棟14階鉄門記念講堂（東京）
11.	 Yamaguchi A: Bone destruction by oral cancer. Molecular mechanism in bone and tooth, its clinical implication. 

Tokyo Medical and Dental University Grants for Excellent Graduate Schools Symposium. Tokyo, February 17, 2014
12.	 Yamaguchi A: Bisphosphonate-related osteonecrosis, update. Workshop “Update on Jaw Diseases” at Annual Dental 

Technology and Research Conference in Vietnam, Ho Chin Min City, Vietnam. March 29, 2014
13.	 Yamaguchi A: Bone destruction by oral cancer. Annual Dental Technology and Research Conference in Vietnam, 

Ho Chin Min City, Vietnam. March 31, 2014
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［学会発表］
  1.	 遠山怜、竹本暁、明石巧、江石義信、山口朗：手術20年後に高悪性化し、縦隔たりに再発した子宮内膜間質肉腫によ

り死亡した一剖検例、第102回日本病理学会総会、2013年6月6日、札幌
  2.	 松下祐樹、坂本啓、南里篤太郎、原田清、山口 朗：CCN3は骨形成における抑制因子である、第55回歯科基礎医学会

学術大会・総会、岡山コンベンションセンター、岡山市、2013年9月21日（優秀ポスター発表賞：病理部門）
  3.	 遠山怜、栢森高、鵜沢成一、岡田憲彦、山口朗：石灰化嚢胞性歯原性腫瘍から続発したと考えられる歯原性癌腫の一例、

第47回日本口腔科学会関東地方部会、東京医科歯科大学、2013年9月28日
  4.	 道川千絵子、鵜沢成一、炭野淳、守谷友二朗、森田琢磨、出雲俊之、山口朗、原田清：皮膜外浸潤の分類に関する検討、

第47回日本口腔科学会関東地方部会、東京医科歯科大学、2013年9月28日
  5.	 松下祐樹、坂本啓、南里篤太郎、原田清、山口 朗：CCN3は骨再生過程における抑制因子である、第55回基礎歯科医

学会学術大会、岡山コンベンションセンター、2013年9月20日（優秀ポスター発表賞：病理部門）
  6.	 Matsushita Y, Sakamoto K, Minamizato T, Harada K, Yamaguchi A: CCN3 participates in bone regeneration as an 

inhibitory factor, American Society of Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual meeting 3013, Baltimore, USA, 
October 4, 2013 (Young Investigator Award)

  7.	 道川千絵子、鵜沢成一、炭野淳、守谷友二郎、森田琢磨、出雲俊之、山口朗、原田清:被膜外浸潤の病態に関する検討、
第32回日本口腔腫瘍学会総会、札幌コンベンションセンター、2014年1月23日（札幌）

[研究助成金]
  1.	 科学研究費補助金基盤研究（A）「口腔癌による骨破壊メカニズムの総括的解析とその応用」：研究課題番号：

25253098  研究代表者　山口　朗　
  2.	 科学研究費補助金基盤研究（C）「Notch1による扁平上皮分化調節機構とその破綻による口腔癌発生機序の解明」：研

究課題番号：00302886  研究代表者　坂本　啓





細 菌 感 染 制 御 学 分 野
Bacterial Pathogenesisy

教　　授　中川一路
准 教 授　丸山史人	
テニュアトラック助教　野澤孝志
日本学術振興会特別研究員　相川知宏，渡辺孝康	
大学院生　Bijaya Haobam，
　　　　　Amonrattana Roobthaisong，
　　　　　Tejaswini Vaman Kullarni，
　　　　　野澤敦子，中島慎太郎，山田俊介，
　　　　　今村拓朗，遠藤亜希子(歯周病学分野)，
　　　　　丸山緑子(歯周病学分野)，
　　　　　郷田　瑛(顎顔面外科学分野)，
　　　　　川辺綾子(口腔機能矯正学分野)，
　　　　　尾田誠一郎(顎口腔外科学分野)，
　　　　　村本慶子(顎顔面矯正学分野)，
　　　　　芝　佳彦(歯周病学分野)

（1）教　育
大学院生の教育
　本分野では、種々の病原性細菌のゲノム情報の解析を通じてそれらの病原性獲得機構と進化の道程を明らかにすると共に、
宿主動物細胞や動物細胞内での動態を分子レベルで解析することにより、細菌感染症に対する新規予防法や治療方法を確立
することを目標としている.特に、近年では、高速シーケンサーの普及により、膨大な量の遺伝子情報が蓄積されているが、
本分野では、微生物ゲノム解析・環境微生物解析を自ら行うと共に、情報解析によって得られた仮説を実験的に証明するこ
とを主眼において研究を進めている．

歯学部学生の教育
　歯学科学生３年次学生に「感染と生体防御」ユニットの講義および実習を担当し、細菌学、ウイルス学の教育を行っている．
口腔内には人体でも多種の微生物が生息する環境であり、また多くの全身性疾患を引き起こす病原性細菌の感染ルートとし
ても重要である．そのため、口腔だけでなく、全身性・局所性疾患を引き起こす細菌・真菌については、その細菌叢の成立
過程から、遺伝子の発現制御機構、感染の成立過程から予防法・治療法にわたるまで、歯科領域だけでなく医学領域でも役
に立つ幅広い知識を身につけることを主眼に教育を行っている．また、ウイルス性疾患についても歯科治療において重要と
されるHIV、Hepatitis B、Cウイルスのみならず、口腔内に症状の現れる種々のウイルス感染症、あるいは全身性に重篤な
症状を示すウイルス感染症についての教育を行っている．また、口腔保健学科１年および２年生では「病原微生物と生体防御」
ユニットの講義を、口腔保健学科の２年生には実習を担当している．

（2）研　究
１．全ゲノム遺伝子発現解析に基づく細菌の生存戦略の解明（Analysis of bacterial strategy based on bacterial whole 

genome gene expression.） 
２.	 比較ゲノム解析による病原性細菌の外来性遺伝子獲得機能と進化（Regulation of bacterial gene acquisition and 

evolution by comparative genomics.） 
３.	 細胞内侵入性細菌の認識機構（Analysis of recognition system against intracellular bacteria） 

（3）研究業績
【原著】
  1.	 Sawabe T*, Ogura Y, Matsumura Y, Feng G, Amin AR, Mino S, Nakagawa S, Sawabe T, Kumar R, Fukui Y, Satomi 

M, Matsushima R, Thompson FL, Gomez-Gil B, Christen R, Maruyama F, Kurokawa K, Hayashi T “Updating the 
Vibrio clades defined by multilocus sequence phylogeny: proposal of eight new clades, and the description of Vibrio 
tritonius sp. nov.” frontiers in MICROBIOLOGY 2013 Dec 27;4:414. doi: 10.3389/fmicb.2013.00414. eCollection 2013.

  2.	 Nakagawa I “Streptococcus pyogenes Escapes from Autophagy” Cell Host and Microbe Volume 14, Issue 6, 604-606, 
11 December 2013. 
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  3.	 Ito C, Saito Y, Nozawa T, Fujii S, Sawa T, Inoue H, Matsunaga T, Khan S, Akashi S, Hashimoto R, Aikawa C, 
Takahashi E, Sagara H, Komatsu M, Tanaka K, Akaike T, Nakagawa I, Arimoto H “Endogenous Nitrated Nucleotide 
Is a Key Mediator of Autophagy and Innate Defense Against Bacteria” Molecular Cell 2013 Nov 19. pii: S1097-
2765(13)00790-9. doi: 10.1016/j.molcel.2013.10.024. 

  4.	 Mori H*, Maruyama F*, Kato H*, Toyoda A, Dozono A, Ohtsubo Y, Nagata Y, Fujiyama A, Tsuda M**, Kurokawa 
K** “Design and Experimental Application of a Novel Non-Degenerate Universal Primer Set that Amplifies 
Prokaryotic16S rRNA Genes with a Low Possibility to AmplifyEukaryotic rRNA Genes” DNA Research doi: 
10.1093/dnares/dst052 (2013) 

  5.	 Goda A*, Maruyama F*, Michi Y**, Nakagawa I, Harada K “Analysis of the factors affecting the formation of the 
microbiome associated with chronic osteomyelitis of the jaw” Clinical Microbiology and Infection in press 2013. 

  6.	 Masuda S*, Hori K, Maruyama F, Ren S, Sugimoto S, Yamamoto N, Mori H, Yamada T, Sato S, Tabata S, Ohta H, 
Kurokawa K. “Whole-Genome Sequence of the Purple Photosynthetic Bacterium Rhodovulum sulfidophilum strain 
W4” Genome Announcements in press 2013.

  7.	 田島直幸*, 佐藤修正, 丸山史人, 黒川顕, 太田啓之, 田畑哲之, 関根康介, 森山祟, 佐藤直樹**. “単細胞紅藻チノリモ
（Porphyridium purpureum）の葉緑体ゲノム解析” 光合成研究. 22: 156-159 (2012)

  8.	 Okada K*, Roobthaisong A, Swaddiwudhipong W, Hamada S, Chantaroj S. “Vibrio cholerae O1 Isolate with Novel 
Genetic Background, Thailand-Myanmar” EMERGING INFECTIOUS DISEASES. Volume 19, Number 6-June 2013.

  9.	 Watanabe T*, Nozawa T, Aikawa C, Amano A, Maruyama F**,Nakagawa I. “CRISPR regulation of ittraspecies 
diversification by limiting IS transposition and intercellular recombination.”　GENOME BIOLOGY AND 
EVOLUTION. 2013;5(6):1099-114. doi: 10.1093/gbe/evt075.

10.	 渡辺孝康*, 中川一路, 丸山史人**. “原核生物の新規な獲得免疫機構CRISPR/Casシステム” 化学と生物. 51: 440-443 
(2013).

11.	 Takamatsu D*, Maruyama F*. “Diversity and Universality of Capsular Polysaccharide Synthesis Gene Clusters in 
Streptococcus suis.” Appl Environ Microbiol. in press 2013.

12.	 Okura M*, Takamatsu D**, Maruyama F**, Nozawa T, Nakagawa I, Osaki M, Sekizaki T, Gottschalk M, Kumagai Y, 
Hamada S. “Genetic Analysis of Capsular Polysaccharide Synthesis Gene Clusters from All Serotypes of 
Streptococcus suis: Potential Mechanisms for the Generation of Capsular Variation.” Appl Environ Microbiol. 
79(8):2796-806 (2013)

13.	 Minegishi K*, Aikawa C*, Furukawa A, Watanabe T, Nakano T, Ogura Y, Ohtubo Y,Kurokawa K, Hayashi T, 
Maruyama F**, Nakagawa I, Eishi Y. “Complete Genome Sequence of Propionibacterium acnes Isolate from 
sarcoidosis patient.” Genome Announc. 1(1). pii: e00016-12. (2013)

〈国内学会発表〉
  1. 	芝多佳彦，竹内康雄，中川一路, 和泉雄一 “インプラント周囲炎・歯周炎罹患部位で活性を有する細菌群集比較を通じ

た周囲炎原因候補種の選定” 第78回国腔病学会学術大会，2013年12月6-7日，東京医科歯科大学（東京）
  2.	 遠藤亜希子，渡辺孝康，丸山史人，和泉雄一，中川一路 “歯周病原細菌ゲノム情報から紐解く種の共生機構” 第29回

日本微生物生体学大会，2013年11月22-25日，鹿児島大学郡元キャンパス（鹿児島）
  3.	 中川一路 メインシンポジウム　オーミクスから彫塑する疾患像 “CRISPRによる病原性細菌雄生存と進化侵略” 第55

回歯科基礎医学会学術大会・総会，2013年9月20-22日，岡山コンベンションセンター（岡山県）
  4.	 丸山史人，渡辺孝康，野澤孝志，中川一路 “Porphyromonas gingivalisにおける遺伝的組換えとCRISPRによる相反的

な種内多様性制御” 第55回歯科基礎医学会学術大会・総会，2013年9月20-22日，岡山コンベンションセンター（岡山県）
  5.	 遠藤亜希子，渡辺孝志，丸山史人，和泉雄一，中川一路 “Red-complex構成細菌間での異なる進化機構” 第55回歯科

基礎医学会学術大会・総会，2013年9月20-22日，岡山コンベンションセンター（岡山県）
  6.	 渡辺孝康，野澤孝志，相川知宏，遠藤亜希子，丸山史人，中川一路 “多株ゲノム情報から見出された歯周病原細菌

CRISPRの新機能” 第7回日本ゲノム微生物学会若手の会，2013年9月19-20日，ろうきん研修所富士センター（静岡県）
  7.	 丸山史人，渡辺孝康，野澤孝志，相川知宏，中川一路 “遺伝的組換えとCRISPRによる相反的な細菌種内多様性制御”

NGS現場の会　第三回研究会，2013年9月4-5日，神戸ポートピアホテル（兵庫県）
  8.	 渡辺孝康，遠藤亜希子，丸山史人，和泉雄一，中川一路 “CRISPRとゲノム構造からみた歯周病原細菌の共存機構”

NGS現場の会　第三回研究会，2013年9月4-5日，神戸ポートピアホテル（兵庫県）
  9.	 丸山史人 “細菌感染および免疫システムオートファジーに関わる遺伝子発現ネットワークの解明” 新学術領域「ゲノ

ム支援」拡大班会議，2013年8月28-29日，神戸ポートピアホテル（兵庫県）
10.	 郷田瑛，丸山史人，道泰之，加地博一，中川一路，原田清 “顎骨骨髄炎の細菌創を規定する因子とコア・マイクロバ

イオーム” 第7回若手コロッセウム，2013年8月7-9日，フォレストヒルズガーデン/広島エアポートホテル（広島県）
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11.	 丸山史人 “A群レンサ球菌の宿主寄生を介した新規病原因子獲得機構の時空間的解析” マトリョーシカ生物の世界，
2013年7月24-26日，京都ガーデンパレス（京都府）

12.	 遠藤亜希子、渡辺孝康、荒川真一、丸山史人、中川一路、和泉雄一 “比較ゲノム解析から見出されたTannerella 
forsythia特異的生存戦略” 第56回日本歯周病学会, 2013年5月31-6月1日, タワーホール船堀（東京都）

13.	 丸山緑子、竹内康雄、丸山史人、中川一路、和泉雄一 “インプラント周囲炎と歯周炎で構成種と共起・排除関係が異
なる” 第56回日本歯周病学会, 2013年5月31-6月1日, タワーホール船堀（東京都）

14.	 丸山史人、渡辺孝康、相川知宏、野澤孝志、中川一路 “ファージとその防御機構に着目したA群レンサ球菌ゲノム多
様化機構の解明” 第86回日本細菌学会総会, 2013年3月18-20日, 幕張メッセ国際会議場（千葉県）

15.	 野澤孝志、相川知宏、郷田瑛、丸山史人、中川一路 “A群レンサ球菌によるオートファジーを制御するRabタンパク質
群” 第86回日本細菌学会総会, 2013年3月18-20日, 幕張メッセ国際会議場（千葉県）

16.	 相川知宏、野澤孝志、郷田瑛、丸山史人、中川一路 “オートファジー回避に関与するA群レンサ球菌遺伝子の同定”
第86回日本細菌学会総会, 2013年3月18-20日, 幕張メッセ国際会議場（千葉県）

17.	 渡辺孝康、野澤孝志、相川知宏、丸山史人、中川一路 “遺伝的組換えとCRISPRによる相反的な細菌種内多様性制御”
第86回日本細菌学会総会, 2013年3月18-20日, 幕張メッセ国際会議場（千葉県）

18.	 郷田瑛、丸山史人、野澤孝志、相川知宏、渡辺孝康、中川一路 “顎骨骨髄炎の細菌叢を規定する因子とコア・マイク
ロバイオーム” 第86回日本細菌学会総会, 2013年3月18-20日, 幕張メッセ国際会議場（千葉県）

19.	 遠藤亜希子、渡辺孝康、細見晋吾、相川知宏、野澤孝志、荒川真一、丸山史人、中川一路、和泉雄一 “多株比較ゲノ
ム解析による歯周病原細菌Tannerella forsythiaの進化機構” 第86回日本細菌学会総会, 2013年3月18-20日, 幕張メッセ
国際会議場（千葉県）

20.	 Amonrattana Roobthaisong, Fumito Maruyama, Ichiro Nakagawa “A群レンサ球菌の二成分制御系機能解明を目指し
た網羅的遺伝子発現解析” 第86回日本細菌学会総会, 2013年3月18-20日, 幕張メッセ国際会議場（千葉県）

21.	 渡辺孝康、野澤孝志、相川知宏、遠藤亜希子、丸山史人、中川一路 “細菌種内多様性創出の新規制御機構” 第7回日本
ゲノム微生物学会年会, 2013年3月8-10日, 長浜バイオ大学（滋賀県）

22.	 丸山史人、郷田瑛、道泰之、中川一路、原田清 “顎骨骨髄炎のコア・マイクロバイオームと菌叢決定因子” 第7回日本
ゲノム微生物学会年会, 2013年3月8-10日, 長浜バイオ大学（滋賀県）

〈国際学会〉
  1. 	Takashi Nozawa, Chihiro Aikawa, Shinichiro Oda, Akira Goda, Fumito Maruyama, and Ichiro Nakagawa “Atg5-

independent/Rab9A-dependent target of intracellular Group A Streptococcus” FEMS 2013 (5th congress of 
european microbiologists)，2013年7月21日-25日,（ドイツ・ライプチヒ）

  2.	 Akira Goda, Fumito Maruyama, Yasuyuki Michi, Nakagawa Ichiro, and Kiyoshi Harada “Analysis of the factors 
affecting the formation of the microbiome associated with chronic osteomyelitis of the jaw” FEMS 2013 (5th 
congress of european microbiologists) ，2013年7月21日-25日,（ドイツ・ライプチヒ）

  3.	 Takayasu Watanabe, Fumito Maruyama, Chihiro Aikawa, Takashi Nozawa, Ichiro Nakagawa “CRISPR regulation 
of intra-species diversification by limiting IS movement and inter-cellular recombination” asm2013（アメリカ微生物
学会総会），2013年5月18日-21日,（アメリカ・デンバー）

  4.	 Akiko Endo, Takayasu Watanabe, Chihiro Aikawa, Takashi Nozawa, Shinichi Arakawa, Fumito Maruyama, Yuichi 
Izumi, Ichiro Nakagawa “Comparative genome analysis revealed distinctive features of periodontal pathogen 
Tannerella forsythia for survival” asm2013（アメリカ微生物学会総会），2013年5月18日-21日,（アメリカ・デンバー）

  5.	 Takashi Nozawa, Wantana Paveenkittiporn, Surang Dejsirilert, Shigeyuki Hamada “Unique distribution of emm 
types and superantigen gene profiles of Group A Streptococcus isolates in Thailand” AARF2013（新興・再興感染
症に関するアジア・アフリカリサーチフォーラム），2013年１月23日-24日, 東京医科歯科大学（東京都）

［研究助成金］
  1.	 中川一路：基盤研究Ｂ　研究代表者「細菌感染によるAtg5依存・非依存オートファジーの分解と炎症誘導メカニズム

の解析」(2012年度 480万円)
  2.	 中川一路：基盤研究B(海外学術研究)　研究代表者「レンサ球菌属のCRISPRスペーサー配列解析による新規流行株予

測法の確立」(2012年度 200万円)
  3. 中川一路：挑戦的萌芽研究　研究代表者「Genome Editing法を応用した遺伝子破壊導入による細菌感染制御法の開発」

(2012年度170万円)
  4.	 中川一路：新学術領域　分担研究者「A群レンサ球菌の感染細胞内でのファージを介したゲノムアダプテーション」

(2012年度180万円)
  5.	 丸山史人：若手研究A　研究代表者「高細菌感染および免疫システムオートファジーに関わる遺伝子発現ネットワー
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クの解明」2011年度　100万円
  6.	 丸山史人：挑戦的萌芽研究　研究代表者「ヒト第二のゲノムである常在細菌叢の「記憶」と「老化」の制御と再構築」

2011年度　100万円
  7.	 丸山史人：新学術領域　分担研究者「A群レンサ球菌の宿主寄生を介した新規病原因子獲得機構の時空間的解析」マ

トリョーシカ型進化原理　2012年度　250万円
  8.	 野澤孝志：若手研究B 研究代表者「新たな免疫システムとしてのオートファジーの膜動態解析」2012年度　120万円



分 子 免 疫 学 分 野
Molecular Immunology

教　　授　東　みゆき
准 教 授　永井重徳(9月～)
助　　教　大野建州　　　
非常勤講師　清野　宏，橋口昌章，神村洋介，
　　　　　　東　剛司 (10月～)
大学院生(博士)
　　　　　Zhang Chenyang，
　　　　　Bhingare C. Arundhati，
　　　　　Kang Siwen，
　　　　　前川祥吾(歯周病学分野)，
　　　　　近藤雄太(顎顔面外科学分野)，
　　　　　Hirunwidchayarat Worawalun(10月～），
大学院研究生
　　　　　Doan Ti Toa(～9月)
　　　　　Niken Adiba Nadya（10月～）

（１）教育
担当科目： 
　当該年度は、歯学部歯学科の第３学年「感染と生体防御モジュール」（ユニット１：感染と生体防御概論、ユニット５：
生体免疫応答）、 歯学部口腔保健学科・口腔保健衛生学専攻の第２学年「病原微生物と生体防御」、口腔保健工学専攻の第２
学年「感染予防」、医学部医学科第２学年「免疫学I」、大学院医歯学総合研究科・修士課程医歯理工学専攻「免疫学」、大学
院医歯学総合研究科・博士課程・分子免疫学特論・演習・実験を担当した。

教育方針：
　生体防御機構において免疫システムがどのようにかかわっているかを理解する。免疫システムが関与する全身性および臓
器特異的疾患の発症メカニズムと免疫制御による疾患治療の可能性を習得させることを目的としている。

（２）研究
研究目標：　
　生体防御において重要な役割を果たしている免疫系は、リンパ球上の膜分子と可溶性分子の相互反応により巧みに制御さ
れ維持されている。なかでも、抗原特異的な適応免疫反応を担うT細胞とB細胞は、抗原受容体を介した刺激のみならず、共
刺激(costimulatory)分子と呼ばれる細胞表面機能分子の働きにより、免疫応答の質と量が決定されている。また、各免疫細
胞や周囲組織細胞から産生される種々のサイトカインも，免疫応答の制御に深く関わっている。T細胞およびB細胞、マク
ロファージ、樹状細胞などの抗原提示細胞を含む免疫担当細胞はもちろんのこと、各種臓器における組織細胞上の多種多様
な補助シグナル分子の発現、制御、機能を解明することで、補助シグナル分子の役割を明らかにする．また、これらの分子
を標的とした、骨髄移植・臓器移植・自己免疫疾患・癌・炎症(歯髄炎，歯周炎を含む)およびアレルギー性疾患における免
疫治療法を開発する。
　口腔粘膜や歯における免疫応答は、全身性免疫と共通な部分と口腔独自のユニークな部分から成り立っている。口腔独自
のユニークな点を、口腔粘膜樹状細胞に注目しながら、分子レベルで解析することにより、口腔における免疫応答の特性を
明らかにしていく。さらに、研究成果をもとに口腔疾患の治療法開発へ繋げる。

　本年は、以下のテーマで研究を行った。
１．口腔粘膜樹および歯髄樹状細胞の動態および機能解析
1）マウス歯髄から所属リンパ節に遊走する樹状細胞の同定
2）口腔粘膜への抗原刺激により変化する粘膜局所および所属リンパ節遊走樹状細胞
3）花粉症治療のための舌下粘膜療法の効果発現に関わる口腔粘膜樹状細胞の関与

２．新規B7ファミリー補助シグナル分子の機能解析
1）皮細胞上のCD274 (B7-H1) の発現動態とその誘導にかかわるシグナル分子解析
2）舌下粘膜経由の抗原特異的免疫応答にけるCD279 (PD-1):CD274/CD273経路の関与
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3）CD279:CD274 経路の歯肉炎および歯周病発症における関与
4）新規分子VISTA (PD-1H)の機能解析
5）CD279:CD274/CD274経路の抗体産生系への影響
6）T細胞以外に発現するTlt2の機能解析
7）癌免疫応答にかかわるCD279非依存性経路の探索

３．新規サイトカインIL-33の機能解析
1）マウス歯肉炎・歯周病モデルにおける IL-33の関与
2）TLR リガンド刺激によるIL-33の発現制御

４．ヘリコバクターピロリ（Hp）感染におけるヘルパーT（Th）細胞の機能解析
1）PI3K-mTORC1経路がHp特異的Th細胞分化に及ぼす影響
2）低酸素応答がHp特異的Th細胞分化に及ぼす影響

５．ヒトパピローマウイルス (HPV)16 E2の宿主免疫に与える影響

　研究手法としては、モノクローナル抗体作成による組織および細胞上の発現およびin vitroおよび in vivoでの機能解析、
ノックアウトあるいはトランスジェニックマウスを用いた機能解析、発現クローニングによる未知のレセプター・リガンド
分子の同定、マウス疾患モデルにおける補助シグナル分子発現の免疫組織学的解析や抗体投与実験などを用いている。

（３）研究業績
[原著]

（欧文）
  1.	 Ueno T, Yeung MY, McGrath M, Yang S, Zaman N, Snawder B, Padera RF, Magee CN, Gorbatov R, Hashiguchi M, 

Azuma M, Freeman GJ, Sayegh MH, Najafian N.  Intact B7-H3 signaling promotes allograft proliferation through 
preferential suppression of Th1 effector responses. Eur J Immunol 42:2343-53, 2013  

  2. 	Schmiedel BJ, Scheible CA, Neubling T, Kopp H, Wirths S, Azuma M, Schneider P,  Jung G, Grosse-Hovest L, Salih 
HR. RANKL expression, function and therapeutic targeting in multiple myeloma and chronic lymphocytic leukemia. 
Cancer Res 73: 683-694, 2013.

  3. 	Schmiedel BJ, Nuebling T, Steinbacher J, Malinovska A, Wende CM, Azuma M,  Schneider P, Grosse-Hovest L. Salih 
HR. Rreceptor activator for NF-kB ligand in acute myeloid leukemia: expression, function and modulation of NK cell 
immunosurveillance. J Immunol 190:821-31, 2013 

  4. 	Kamijo S, Takeda H, Tokura T, Suzuki M , Inui K, Hara M, Matsuda H, Matsuda A , Oboki K, Ohno T, Saito H, 
Nakae S, Sudo K, Suto H, Ichikawa S, Ogawa H, Okumura K, Takai T. IL-33-mediated innate response and adaptive 
immune cells contribute to maximum responses of protease allergen-induced allergic airway inflammation. J 
Immunol 190:4489-99, 2013. 

  5. 	Van der Werf N, Redpath SA, Azuma M, Yagita H, Taylor MD. Th2 cell-intrinsic hypo-responsiveness determines 
susceptibility to helminth infection. PLOS Pathogens 62:2859-60, 2013

  6. 	Pauken KE, Jenkins MK, Azuma M. Fife BT. PD-1, but not PD-L1, expressed by islet-reactive CD4+ T cells 
suppresses infiltration of the pancreas during type 1 diabetes. Diabetes 62:2859-60, 2013 

  7. 	Saha A, Aoyama K, Taylor PA, Koehn BH, Veestra RG, Panoskaltsis-Mortari A, Munn DH, Murphy WJ, Azuma M, 
Yagita H, Fife B, Sayegh MH, Najafian N, Ahme R, Freeman GJ, Sharpe AH, Blazar BR. Host programmed death 
ligand-1 is dominant over programmed death ligand-2 expression in regulating graft-versus-host disease lethality 
Blood 122:3062-73, 2013

  8. 	Baghdadi M, Yoneda A, Yamashina T, Nagao H, Komohara Y, Nagai S, Akiba H, Foretz M, Yoshiyama H, Kinoshita 
I, Dosaka-Akita H, Takeya M, Viollet B, Yagita H, Jinushi M. TIM-4 glycoprotein-mediated degradation of dying 
tumor cells by autophagy leads to reduced antigen presentation and increased immune tolerance. Immunity 39:1070-
81, 2013.

  9. 	Murakami R, Denda-Nagai K, Hashimoto SI, Nagai S, Hattori M, Irimura T.  A unique dermal dendritic cell subset 
that skews the immune response toward Th2. PLoS One 8:e73720, 2013.

10. Yoshida H, Kotani H, Kondo T, Tani I, Wei X, Tsuruta S, Kimura A, Asakawa M, Ito M, Nagai S, Yoshimura A. CDK 
inhibitors suppress Th17 and promote iTreg differentiation, and ameliorate experimental autoimmune 
encephalomyelitis in mice. Biochem Biophys Res Commun 435:378-84, 2013.

[著書]
分担執筆　東 みゆき　5.7口腔粘膜の疾患5.アレルギー・自己免疫性疾患　p701-703　口腔科学　朝倉書店　戸塚靖則・高

— 12 —

口腔機能再構築学講座



— 13 —

口腔機能再構築学講座

戸毅 監修、 2013.11.25 初版

[総説]
（欧文）

  1.	 Nagai S, Kurebayashi Y, Koyasu S. Role of PI3K/Akt and mTORcomplexes in Th17 differentiation. Ann N Y Acad 
Sci 280:30-34, 2013.

  2.	 Kurebayashi Y, Nagai S, Ikejiri A, Koyasu S. Recent advances in understanding the molecular mechanisms of the 
development and function of Th17 cells. Genes Cells  18:247-65, 2013.

  3. 	Nakae S, Morita H, Ohno T, Arae K, Matsumoto K, Saito H. Role of interleukin-33 in innate-type immune cells in 
allergy. Allergol Int 62:13-20, 2013. 

（和文）
  1.	 永井重徳．mTORによるTh17分化機構．炎症と免疫 21(2): 98-107, 2013．
  2.	 Morita H, Unno H, Arae K, Ohno T, Saito H, Matsumoto K, Nakae S. Role of IL-25 and IL-33 in allergic diseases. 

Arerugi 62:924-35, 2013. 
  3. 	大野建州、森田英明、東みゆき、中江進．マクロファージからのIL-33産生誘導の機序．臨床免疫・アレルギー科

59:309-317, 2013
  4. 	大野建州、東みゆき．CD28/B7ファミリーと免疫応答　抑制性共刺激分子を中心に．医学のあゆみ 245:211-217, 2013
  5. 	東 みゆき．Cosignal分子標的療法 -from bench to bedside and back to bench- 序　炎症と免疫 21: 179-181, 2013
  6. 	東 みゆき．PD-1免疫チェックポイント阻害による癌免疫療法　医学のあゆみ244:809-815, 2013
  7. 	東 みゆき．歯髄の炎症応答解析に必要な基礎免疫学　歯科医療 27: 4-13, 2013
  8.	 東 みゆき．共刺激分子に対するアゴニスト抗体　実験医学 31: 1958-1963, 2013
 

[学会発表]
(国際学会)
  1.	 Azuma M, Zhang C, Yanagisawa S, Tomoda T, Kang S, Ohno T. Effects of sublingual immunotherapy on a murine 

model of Japanese cedar pollinosis. Immunology 2013, Honolulu, USA, 2013.5.3-7.
  2.	 Ohno T, Zhang C, Yagita H, Azuma M. Dual function of PD-1 in CD4+ T cell responses by sublingual mucosa-

mediated antigen application. Immunology2013, Honolulu, USA, 2013.5.3-7.
  3. 	Ishihama H, Ishii K, Nagai S, Kakinuma H, Sasaki A, Yoshioka K, Kuramoto T, Shiono Y, Aizawa M, Okada Y, 

Koyasu S, Toyama Y, Matsumoto M. Development of a novel antimicrobial-coated biomedical polymer. The 
International Society for the Study of Lumbar Spine (ISSLS) 2013, Arizona, USA, 2013.5.13-17. 

  4.	 Yosihoka K, Ishii K, Nagai S, Kakinuma H, Kuramoto T, Sasaki A, Aizawa M, Okada Y, Koyasu S, Toyama Y, 
Matsumoto M. A comparison of biofilm formation in various metal materials. The International Society for the 
Study of Lumbar Spine (ISSLS) 2013, Arizona, USA, 2013.5.13-17. 

  5.	 Shiono Y, Ishii K, Nagai S, Kuramoto T, Yoshioka K, Ishihama H, Funao H, Kakinuma H, Sasaki A, Aizawa M, 
Okada Y, Koyasu S, Toyama Y, Matsumoto M. Propionibacterium acnes causes delayed surgical site infection only in 
the presence of implant. The International Society for the Study of Lumbar Spine (ISSLS) 2013, Arizona, USA, 
2013.5.13-17.

  6.	 Azuma M, Zhang C, Ohno T. Unique features of sublingual mucosal dendritic cells after antigen application. 2nd 
Meeting of the International Association of Dental Research-Asia Pacific Region (IADR-APR), Bangkok, Thailand, 
2013.8.21-23

  7.	 Ohno T, Zhang C, Maekawa S, Azuma M. Dual roles interleukin-33 in LPS-induced gingival inflammation. 2nd 

Meeting of the International Association of Dental Research-Asia Pacific Region (IADR-APR), Bangkok, Thailand, 
2013.8.21-23

  8.	 Maekawa S, Ohno T, Kobayashi H, Nakagawa I, Izumi Y, Azuma M. 'Protective roles of co-inhibitory molecule 
B7-H1 in gingival inflammation'. 2nd Meeting of the International Association of Dental Research-Asia Pacific Region 
(IADR-APR), Bangkok, Thailand, 2013.8.21-23.

  9.	 Zhang C, Ohno T, Azuma M. Unique features of sublingual mucosal dendritic cells after antigen application. 15th 
International Congress of Immunology (ICI), Milan, Italy, 2013.8.22-27.

10. 	Ohno T, Zhang C, Yagita H, Azuma M. Co-stimulatory effects of PD-1 in sublingual mucosa-mediated CD4+ T cell 
responses. 15th International Congress of Immunology (ICI), Milan, Italy, 2013.8.22-27

11. 	 Zhang C, Yagishita S, Tomoda T, Kang S, Azuma M. Establishment of a simple method for Japanese cedar 
pollinosis and sublingual immunotherapy in mice. 15th International Congress of Immunology (ICI), Milan, Italy, 
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2013.8.22-27.
12.	 Nakamura M, Zhuang Z, Umeda R, Nagai S, Aizawa M. Cellular response of immunocyte to boron-containing apatite 

ceramics. The 2nd International Symposium on Inorganic and Environmental Materials (ISIEM) 2013, Rennes, 
France, 2013.10.27-31.

(国内学会)
  1.	 Yoshizawa A, Nagai S, Baba Y, Nishimura T, Yamada T, Koyasu S. Development of pulmonary alveolar proteinosis 

in PI3K deficient mice. The Joint International Meeting of The 78th Meeting of the Japanese Society of Interferon 
and Cytokine Research and The 21st International Symposium on Molecular Cell Biology of Macrophages2013 東京 
2013.5.20-21

  2.	 前川祥吾、大野建州、小林宏明、中川一路、和泉雄一、東みゆき.　急性および慢性歯肉炎症における免疫抑制分子
B7-H1の関与. 第56回日本歯周病学会(春季) 東京2013.5.31-6.1

  3.	 吉岡研之、石井賢、永井重徳、柿沼祐亮、佐々木文、相澤守、岡田保典、小安重夫、戸山芳昭、松本守雄.　超音波照
射はインプラント表面のバイオフィルムを除去しインプラント関連感染症 (IAI) の発症を予防する. 第25回整形外科超
音波学会学術集会　　名古屋 2013.6.6

  4.	 Bhingare A、大野建州、張晨陽、東みゆき.  Kaedeトランスジェニックマウスを利用した歯髄から所属リンパ節に遊
走する樹状細胞の同定. 第55回歯科基礎医学会学術大会 岡山 2013.9.20-22　 

  5.	 張晨陽、大野建州、東みゆき.　抗原塗布後における舌下粘膜樹状細胞の特徴.　 第55回歯科基礎医学会学術大会 岡山
2013.9.20-22　

  6.	 Nagai S, Yoshizawa A, Baba Y, Yamada T, Nishimura T, Koyasu S. The pathogenesis of pulmonary alveolar 
proteinosis in PI3K deficient mice. 第42回日本免疫学会学術集会 幕張2013.12.11-13

  7.	 Zhang C, Kang S, Ohno T, Azuma M. Unique features of sublingual mucosal dendritic cells.  第42回日本免疫学会学
術集会 幕張 2013.12.11-13

  8.	 Ohno T, Zhang C, Azuma M.  T cell-dependent and -independent regulatory roles of a new inhibitory molecule 
VISTA. 第42回日本免疫学会学術集会 幕張 　2013.12.11-13

  9.	 Kang S, Zhang C, Ohno T, Yanagisawa S, Yagita H , Azuma M. Involvement of  PD-1 and B7-H1 in a Japanese 
ceder pollinosis. 第42回日本免疫学会学術集会 幕張 2013.12.11-13

10.	 Bhingare A, Ohno T, Zhang C, Tomura M, Azuma M. Determination of Migratory Dental Pulp Dendritic Cells in 
Regional Lymph Nodes using. 第42回日本免疫学会学術集会 幕張 2013.12.11-13

11.	 Adachi T, Moro K, Nagai S, Amagai M, Nagao K.. Resident memory T cells in epidermis require hair follicle-derived 
cytokines for survival. 第42回日本免疫学会学術集会 幕張 2013.12.11-13

[研究助成金]
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究A「口腔組織特異的免疫応答と免疫寛容の制御メカニズムの解明」研究

代表者　東　みゆき　 
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「皮膚および口腔粘膜における炎症の蔓延化メカニズムの解析」

研究代表者　東　みゆき 
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究B 「Th17細胞分化におけるPI3K-Akt-mTORC1経路による制御機構の解

明」　研究代表者　永井　重徳
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究B 「歯周病病態形成におけるインターロイキン33関与の解明」研究代表

者　大野　建州
  5.	 日本学術振興会受託研究「歯学/病態科学歯学・歯科放射線学分野にかかる学術研究動向に関する調査研究」研究代

表者　東　みゆき

[その他]
（セミナー・大学院特別講義）

  1.	 長谷耕二：粘膜面におけるバリア機構　大学院特別講義　2013.6.10
  2.	 出原賢治：アレルギー性炎症の慢性機序　大学院特別講義　2013.7.1

（特許）
  1.	 CARRER No.: US 8524250 B2, 2013.9.13, S Koyasu, S Nagai, C Sasakawa, H Mimuro

口腔機能再構築学講座
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先 端 材 料 評 価 学 分 野
Advanced Biomaterials

教　　授　宇尾基弘
准 教 授　本郷敏雄
助　　教　中村英雄，和田敬広
大学院生　塩沢真穂，浅川裕也，
　　　　　Koottathape Natthavoot(～10月)
大学院特別研究学生　杉山知子

（１）教　育
「生体材料」ユニットの講義・実習
　各種歯科・生体材料の成分・特性・適用範囲についての講義および実習

「先端材料評価学（大学院講義）」の講義
　各種生体材料評価法に関する講義

（２）研　究
　当先端材料評価学分野では、先端的な材料と評価技術の開発を目的として、以下の二点を主たる研究目標としている。
(1) ガラス・セラミックスを中心とした、新たな機能を持つ歯科・生体材料の開発
(2) 放射光を用いた新規分析法による歯科・生体材料および生体内微量元素の分析・評価
　現在は以下のようなテーマを対象として研究を行っている。
1）コンポジットレジン用の新規ガラスフィラーの開発
2）歯科用ジルコニアセラミックスおよびジルコニア専用陶材の開発・評価
3）放射光を用いた生体中微量元素の検出と状態分析
4）X線吸収微細構造解析(XAFS)を用いた歯科・生体材料の状態・構造解析
5）湿潤環境下におけるグラスアイオノマーセメントのイオン溶出挙動と機械的特性変化
6）ガラス短繊維のグラスアイオノマーセメントへの応用
7）歯科用充填材の各種環境下での摩耗挙動

（３）研究業績
[原著]
  1.	 Uo M., Nakajima Y., Asakawa Y., Wada T., Hongo T., Soga K., Koga Y.: I Rare earth oxide containing filler for 

dental composite resin. Key Engineering Materials, 529, 512-515, 2013
  2.	 Shiozawa M., Takahashi H., Finger W. J., Iwasaki N.: Effects of the space for wash materials on sulcus depth 

reproduction with addition-curing silicone using two-step putty-wash technique. Dent Mater J., 32(1), 150-155, 2013
  3.	 Shiozawa M., Takahashi H., Iwasaki N.: Fluoride release and mechanical properties after 1-year water storage of 

recent restorative glass ionomer cements. Clin Oral Investig., DOI 10.1007/s00784-013-1074-4. 2013 Aug 22. [Epub 
ahead of print]

  4.	 Shiozawa M., Takahashi H., Iwasaki N., Uo M.: Effect of calcium chloride solution immersion on surface hardness of 
restorative glass ionomer cements. Dent Mater J., 32(5), 828-833, 2013

  5.	 Asakawa Y., Takahashi H., Kobayashi M., Iwasaki N.: Effect of components and surface treatments of fiber-
reinforced composite posts on bond strength to composite resin. Journal of the Mechanical Behavior of Biomedical 
Materials, 26, 23-33, 2013

  6.	 Bando K. K., Wada T., Miyamoto T., Miyazaki K., Takakusagi S., Koike Y., Inada Y., Nomura M., Yamaguchi A., Gott 
T., Oyama S. T., Asakura K.: Combined in Situ QXAFS and FTIR Observation of a Ni Phosphide Catalyst - 
Determination of Active Species for a Hydrodesulfurization Reaction -. Photon Factory Activity Report 2011 PART 
A, 29, 32 - 33, 2013

[学会]
（海外）

  1.	 Nakamura H., Motomura K., Yoshikawa T., Yamamoto M., Tanaka S.: Zirconia surface modification by femtosecond 
laser improving adhesion, 91st General Session & Exhibition of the IADR (Seattle, Wash, 2013/3/22)
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  2.	 Wada T., Huang H., Haraguchi Y., Ariga H., Takakusagi S., Asakura K.: Precise control of the microstructure and 
the catalytic properties of Sb2O4/VSbO4 catalysts prepared, 7TH WORLD CONGRESS ON OXIDATION 
CATALYSIS (Saint Louis, Missouri, 2013/6/9-12)

  3.	 Koottathape N., Takahashi H., Iwasaki N., Finger J. W., Lauvahutanon S.: Fatigue strength of nanofiller containing 
composite resins, 2nd Meeting of the IADR – Asia Pacific Region (Bangkok, 2013/8/21-23)

  4.	 Shiozawa M., Takahashi H., Iwasaki N.: Color stability of dual curable composite resin cements, 91st General Session 
and Exhibition of the IADR (Seattle, Wash, 2013/3/23)

  5.	 Shiozawa M., Takahashi H., Iwasaki N., Uo M.: Color stability of adhesive resin cements after coffee immersion, 2nd 
Meeting of the IADR – Asia Pacific Region (Bangkok, 2013/8/21-23)

  6.	 Asakawa Y., Takahashi H., Iwasaki N., Kobayashi M., Uo M.: Effect of ultraviolet-light irradiation on bonding of 
polyamide denture resin, 2nd Meeting of the IADR – Asia Pacific Region (Bangkok, 2013/8/21-23)

  7.	 Maekawa M., Wada T., Kanno Z., Hongo T., Doi H., Hanawa T., Uo M., Ono T.: Mechanical properties of super-
engineering-plastic-made orthodontic wires, 2nd Meeting of the IADR – Asia Pacific Region (Bangkok, 2013/8/21-23)

  8.	 Fukasawa S., Churei H., Chowdhury R. U., Wada T., Uo M., Takahashi H., Ueno T.: Application of Dental Silicone 
Rubber Material for Repairing Mouthguard, 2nd Meeting of the IADR – Asia Pacific Region (Bangkok, 2013/8/21-
23)

  9. 	Fukasawa S., Churei H., Chowdhury R. U., Shresta A., Wada T., Uo M., Takahashi H., Ueno T.: Application of Dental 
Silicone Rubber Material for Repairing Mouthguard, 5th TMDU International Summer Program (Tokyo, 2013/8/26-
30)

10.	 Motomura K., Nakamura H., Yoshioka T., Yamamoto M., Tanaka S.: Femtosecond laser cleaning for tooth stain 
inside the cracks, 91st General Session and Exhibition of the IADR (Seattle, Wash, 2013/3/23)

（国内）
  1.	 宇尾基弘, 和田敬広, 本郷敏雄：希土類蛍光材を用いたコンポジットレジン用高輝度蛍光フィラーの開発，第61回日本

歯科理工学会学術講演会（東京 2013年4月13, 14日）
  2.	 宇尾基弘, 和田敬広, 本郷敏雄：東京医科歯科大学医歯学総合研究科先端材料評価学分野のご紹介，第54回ガラスおよ

びフォトニクス材料討論会（大阪 2013年11月21, 22日）
  3.	 本郷敏雄, 和田敬広, 宇尾基弘：常温重合レジンの重合に伴うN,N'-dimethyl-p-toluidineの分解産物について，第61回日

本歯科理工学会学術講演会（東京 2013年4月13, 14日）
  4.	 本郷敏雄, 和田敬広, 宇尾基弘：メタノール中での芳香族アミン類と過酸化ベンゾイルとの反応，第62回日本歯科理工

学会学術講演会（新潟 2013年10月19, 20日）
  5.	 中村英雄, 本村一朗, 田中繁一：フェムト秒レーザーのジルコニア表面改質による接着性向上の基礎研究（東京 2013年

7月20日）
  6.	 中村英雄, 本村一朗, 田中繁一：超小型ファイバーセンサーを用いた歯髄腔内情報抽出へのアプローチ，平成25年度公

益社団法人日本補綴歯科学会東京支部学術大会（東京 2013年10月26日）
  7.	 和田敬広, 本郷敏雄, 宇尾基弘：S-PRGフィラー溶出液に浸漬したヒト歯質中ホウ素の11B-NMRによる構造解析，第62

回日本歯科理工学会学術講演会（新潟 2013年10月19, 20日）
  8.	 クッタテープナタフット，高橋英和，Finger J Werner，兼平正史，Lauvahutanon Sasipin：Fatigue strength and 

wear resistance of composite resins, 第61回日本歯科理工学会学術講演会（東京 2013年4月13, 14日）
  9.	 浅川裕也，岩崎直彦，高橋英和：難接着性歯科材料の接着性改善を目的とした小型紫外線照射装置の開発，第23回日

本医用歯科機器学会研究発表大会（東京 2013年8月3日）
10.	 浅川裕也, 高橋英和, 岩崎直彦, 小林雅博：ポリアミド樹脂への表面処理化学重合型レジンとの接着強さにおよぼす影

響，第62回日本歯科理工学会学術講演会（新潟 2013年10月19, 20日）
11.	 前川南, 和田敬広, 本郷敏雄, 土居壽, 塙隆夫, 宇尾基弘：高強度プラスチック製矯正ワイヤーの機械的性質，第61回日

本歯科理工学会学術講演会（東京 2013年4月13, 14日）
12.	 杉山知子, 和田敬広, 宇尾基弘, 尾曲大輔, 小宮山一雄, 沼子千弥, 及川将一, 草間幹夫：SR-XRF, PIXE及びXAFSを用い

た口腔扁平苔癬様疾患中の微量元素の分布と状態分析，第16回XAFS討論会（東京 2013年9月5-7日）
13.	 杉山知子, 和田敬広, 本郷敏雄, 宇尾基弘：量子ビームを用いた口腔扁平泰泉量子ビームを用いた口腔扁平苔癬様疾患

(OLL)中の微量金属元素検出と状態分析，第62回日本歯科理工学会学術講演会（新潟 2013年10月19, 20日）
14.	 杉山知子, 和田敬広, 宇尾基弘, 尾曲大輔, 小宮山一雄, 沼子千弥, 及川将一, 草間幹夫：PIXE, SR-XRF およびXAFS を

用いた口腔粘膜疾患組織中の微量元素の分布と状態分析, 第29回PIXEシンポジウム（福井 2013年11月13-15日）
15.	 中禮宏, 和田敬広, 宇尾基弘, 深沢慎太郎, チョードリー ルーマン ウディン, 安部圭祐, 高橋英和, 上野俊明：ガラス繊維

強化型サーモプラスチック作製時の含浸性の向上，第24回日本スポーツ歯科医学会総会・学術大会（東京 2013年6月
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29, 30日）
16.	 チョードリー ルーマン ウディン, 中禮宏, 和田敬広, 宇尾基弘, 深沢慎太郎, 安部圭祐, 高橋英和, 上野俊明：ガラス繊維

を用いた熱可塑性マウスガード材料の試作，第24回日本スポーツ歯科医学会総会・学術大会（東京 2013年6月29, 30日）
17.	 深沢慎太郎, 中禮宏, チョードリー ルーマン ウディン, 横田嘉代子, 和田敬広, 宇尾基弘, 高橋英和, 上野俊明：マウスガ

ード修理用材料の開発に向けた基礎的研究，第24回日本スポーツ歯科医学会総会・学術大会（東京 2013年6月29, 30日）
18.	 深沢慎太郎, 中禮宏, 和田敬広, 宇尾基弘, 高橋英和, 上野俊明：マウスガードシートへの歯科用シリコーンの接着に対

する工夫，第62回日本歯科理工学会学術講演会（新潟 2013年10月19, 20日）
19.	 村田尚義, 鈴木卓弥, 小林誠, 和田敬広, 上原広充, 朝倉清高：マイクロガスセンサに用いるPtドープSnO2触媒のIn-situ 

XAFS解析，第16回XAFS討論会（東京 2013年9月5-7日）
20.	 船本雄輝, 多田文武, 柳田さやか, 和田敬広, 宇尾基弘, 安盛敦雄：XAFSを用いたナトリウムホウケイ酸塩系分相ガラス

中のSnおよびCuイオンの状態分析，第16回XAFS討論会（東京 2013年9月5-7日）
21.	 舟本雄輝, 柳田さやか, 和田敬広, 宇尾基弘, 安盛敦雄：ナトリウムホウケイ酸塩系分相ガラス中のCuおよびSnイオンの

化学状態，第54回ガラスおよびフォトニクス材料討論会（大阪 2013年11月21, 22日）

[研究助成金」
  1.	 インプラント表面処理層および骨結合界面の深さ分解XAFS解析，科学研究費基盤研究(B)（平成23～26年度）研究代

表者：宇尾基弘
  2. 	歯科用ジルコニアセラミックスの内部微小欠陥検出法の開発，科学研究費挑戦的萌芽研究（平成24～26年度）研究代

表者：宇尾基弘
  3.	（分担：宇尾基弘）金属製生体材料からの生体・細胞内での微量溶出金属元素の分布・状態評価，科学研究費挑戦的

萌芽研究（平成23～25年度）研究代表者：高師則行（北海道大学）
  4.	（分担：中村英雄）レーザー援用インクリメンタル成形による形状・組織の同時CNC制御とその医療応用，科学研究

費基盤研究(C)（平成23～24年度）研究代表者：田中繁一（静岡大学）
  5.	（分担：中村英雄）最先端レーザーを用いたジルコニア補綴物加工および無痛治療応用，科学研究費挑戦的萌芽研究（平

成23～24年度）研究代表者：本村一朗
  6.	 表面敏感XAFS法を用いた歯質/接着剤界面非破壊分析，科学研究費研究活動スタート支援（平成24～25年度）研究代

表者：和田敬広
  7.	 チタンインプラント表面における骨形成過程に対する紫外線照射促進効果とそのメカニズム解明，北海道大学触媒化

学研究センター平成25年度　共同利用・共同研究（平成25年度）研究代表者：和田敬広

[その他]
（シンポジウム）

  1.	 Minami M., Wada T., Kanno Z., Hongo T., Doi H., Hanawa T., Uo M., Ono T.: Mechanical properties of super-
engineering-plastic-made orthodontic wires, The 1st Joint Symposium on Orthodontics between Chulalongkorn 
University and Tokyo Medical and Dental University (Bangkok, 2013/5/13)

（受賞）
  1.	 浅川裕也：演題「難接着性歯科材料の接着性改善を目的とした小型紫外線照射装置の開発」第23回日本医用歯科機器

学会研究発表大会・銅賞

（学会主催）
  1.	 第16回XAFS討論会（東京 2013年9月5-7日）
	 実行委員長：宇尾基弘、実行委員：和田敬広
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口腔病態診断科学分野
Diagnostic Oral Pathology

准 教 授　出雲俊之
非常勤講師　岡田憲彦
医　　員　道川千絵子(〜3月)，廣田由佳(4月〜)
臨床検査技師
　　　　　山田祐一，南雲清子，難波可奈，
　　　　　遠藤可奈，浅野朋子，南麻由子，
　　　　　黒木佑紀子

　本分野は大学院医歯学総合研究科口腔機能再建学講座に所属する分野で、歯学部附属病院では臨床検査および病理診断の
診療業務を担当しているが、2012年4月から内容を一新した。口腔病理学分野が基礎医学に立脚した研究・教育を本務とす
るのに対し、口腔病態診断科学分野はより臨床的な人体病理学を目指し、臨床医学としての病理診断科学の実践とその発展
を図るものである。本学における病理関連部門（口腔病理学分野、診断病理学分野、人体病理学分野、包括病理学分野、神
経病理学分野、分子病態検査学分野）との連携の基に、全身の一般病理診断を基盤とした真の口腔病理医育成の場として国
内に広く門戸を開くと共に、口腔疾患の病態理解を通じて、研究遂行能力を有する優れた臨床歯科医師育成の役割を果たし
ていきたい。

（１）教育
　教育に関しては、歯学科学生に対する病理学、口腔病理学の講義･実習、口腔保健学科学生に対する臨床検査学の講義・
実習を担当し、臨床医学、口腔科学に必要な病理学あるいは臨床病理学的知識の理解、習得を図っている。また、大学院生
およびポスドクの病理専門医研修医に対しては、外科病理学の講義、病理診断や口腔疾患病態の研究指導を通して、優れた
口腔病理医の育成を期するものである。これからの口腔病理を担う若手育成のためには、既知の部分から未知の領域へと小
さな歩みを積み重ねていく、普遍的な人体病理の基本を教育する。

（２）研究
　本分野は以下のテーマを主要研究課題としている。
１．口腔癌の外科病理学的研究
　口腔癌を扱ういろいろな立場の人が、共通の認識を持って診断・治療・研究を進めるためには、基本的な考え方や具体
的な取扱いの標準化が必要である。個々の症例から臨床医学に有用な外科病理学的情報を集積し、診断・治療・研究の共
通の基盤となる口腔癌の病態検索を行う。

２．新たな分子病理学的診断法の検討
　伝統的な病理組織学的診断の基準や質の継続性を維持しつつ、遺伝子診断等に基づくこれからの個別化医療にも対応で
きる病理診断システムを、他の臨床各科や基礎分野の協力も得て検討していく。

３．口腔疾患の診断科学
　本学の豊富で貴重な症例をもとに口腔病理診断学の体系を再構築すると同時に、院内感染症、免疫不全症に続発する感
染症、多剤耐性菌感染症など様々な病態を示す感染症の臨床細菌学的研究や、病態生化学的検査を基にした疾患の鑑別、
診断などについて臨床病理学的研究を進める。

（３）臨床
　歯学部附属病院検査部として病理診断業務および臨床検査業務を担っている。病理診断は、生検、手術検体、迅速診、細
胞診等の検体からなるが、外部診療施設からの病理診断依頼検体も受け付けている。顎口腔領域に発生する腫瘍性病変は歯
原性腫瘍をはじめ、他の臓器に発生する腫瘍とは異なるものも多いが、本院におけるこれらの病変の症例数は本邦歯大、歯
学部中で最多である。臨床検査は、血液検査部門、細菌検査部門、生化学検査部門、生理（心電図、呼吸機能）部門、病理
検査部門からなり、2006年からは中央施設として採血業務、輸血検査・自己血貯血業務も開始した。2013年1月から12月末
までの各部門検査件数を以下に示す。
　　　血液検査部門	 22,211	(項目)　　　
　　   細菌検査部門	 7,288	(項目)　　
　　   生化学検査部門	 177,442	(項目)
　　   生理（心電図, 呼吸機能）部門	 1,858	人(患者数)
　　　採血・輸血部門
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　　　　採血	 3,942	人(患者数)
　　　　輸血前検査	 2,452	(項目)　
　　　　自己血貯血	 78	人(患者数)
　　　　交差適合試験	 88	人(患者数)　
　　　病理検査部門（生検、手術例） 	 2,772	検体
　　　外部診療施設からの病理検査依頼	 203	検体 

（４）研究業績
[原著]
  1.	 Sakamoto K, Morita KI, Shimada Y, Omura K, Izumo T, Yamaguchi A. Peripheral odontogenic keratocyst 

associated with nevoid basal cell carcinoma syndrome: a case report. Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol. 
2013 Dec 10. pii: S2212-4403(13)00523-3. doi: 10.1016/j.oooo.2013.09.015.

  2.	 Kudo T, Shimazu Y, Yagishita H, Izumo T, Soeno Y, Sato K, Taya Y, Aoba T. Three-dimensional reconstruction of 
oral tongue squamous cell carcinoma at invasion front. Int J Dent. 2013;2013:482765. doi: 10.1155/2013/482765.

  3.	 八木原一博, 出雲俊之, 石井純一, 桂野美貴, 宮嶋大輔, 柳下寿郎, 岡部貞夫. 舌扁平上皮癌周囲に異型上皮を認めた症例
の検討. 日本口腔腫瘍学会誌25: 21-31, 2013

  4.	 八木原一博, 石井純一, 桂野美貴, 住本和歌子, 宮嶋大輔, 出雲俊之, 柳下寿郎, 岡部貞夫.  20年を過ぎて遠隔転移を認め
た口蓋malignant melanoma in situの1例. 日本口腔科学会雑誌60: 60, 2013

 
[学会]
  1.	 太田嘉英、桐田忠昭、楠川仁悟、大倉正也、新谷　悟、林　孝文、美島健二、森　泰昌、出雲俊之　ワークショップ1 

口腔癌の外科病理　舌癌高悪性度群の検討　第31回日本口腔腫瘍学会　2013年1月　東京
  2. 	山城庄司、出雲俊之、佐藤　徹、柴原孝彦、丸山　智、八木原一博、山本信治　ワークショップ1　口腔癌の外科病

理　口腔癌早期病変（表在癌）の臨床診断　第31回日本口腔腫瘍学会　2013年1月　東京
  3. 	出雲俊之、石川文隆、栢森　高、草深公秀、笹平智則、丸山　智、美島健二、森　泰昌、柳下寿郎. ワークショップ1 

口腔癌の外科病理 口腔癌早期病変の病理診断：WHO分類から規約分類へ　第31回日本口腔腫瘍学会　2013年1月　東
京

  4.	 柳下寿郎、出雲俊之、石川文隆、栢森　高、草深公秀、笹平智則、丸山　智、美島健二、森　泰昌　ワークショップ1 
口腔癌の外科病理　YK分類の再検討　第31回日本口腔腫瘍学会　2013年1月　東京

  5.	 道川千絵子, 鵜沢成一, 炭野 淳, 守谷友二朗, 山城庄司, 原田 清, 山口 朗, 出雲俊之. 被膜外浸潤を生じたリンパ節の検討 
第31回日本口腔腫瘍学会　2013年1月　東京

  6.	 大迫利光、小村　健、遠山　怜、出雲俊之　12歳女児の下顎部に生じたdesmoid type fibromatosisの1例.  第31回日本
口腔腫瘍学会　2013年1月　東京

  7.	 桂野美貴, 石井純一, 宮嶋大輔, 柳下寿郎, 出雲俊之, 岡部貞夫　当科における若年性舌扁平上皮癌の臨床病理学的検討
　第31回日本口腔腫瘍学会　2013年1月　東京

  8.	 八木原一博, 石井純一, 桂野美貴, 宮嶋大輔, 石川文隆、柳下寿郎、出雲俊之, 岡部貞夫　移植部に生じた舌紡錘形細胞
癌の1例第31回日本口腔腫瘍学会　2013年1月　東京

  9.	 南雲清子、遠藤加奈、浅野朋子　頸部リンパ節に遠隔転移したと思われる膀胱癌の1例　第62回日本医学検査学会 
2013年5月　高松

10. 	道川千絵子, 鵜沢成一, 炭野 淳, 守谷友二朗, 森田琢磨, 原田 清, 山口 朗, 出雲俊之. 被膜外浸潤を生じた転移リンパ節の
分類. 第37回日本頭頸部癌学会　2013年6月　東京

11. 	出雲俊之 口腔癌の外科病理  口腔病学会6月例会　2013年6月　東京
12. 	坂本貴志, 小西文雄, 吉田卓義, 良永康雄, 出雲俊之. 肛門腺由来と考えられた肛門管腺癌の1例. 第38回日本外科系連合

学会　2013年6月　東京
13. 	廣田由佳、富岡寛文、小村　健、出雲俊之　下顎骨腫瘍の１症例　第24回　日本臨床口腔病理学会　2013年8月　東

京
14. 	道川千絵子、鵜澤成一、炭野淳、守谷友二朗、森田琢磨、出雲俊之、山口朗、原田清　被膜外浸潤の分類に関する検

討.  第47回  NPO 法人日本口腔科学会関東地方部会 2013年9月　東京
15. 	道　泰之、水谷美保、三浦千佳、大山厳雄、出雲俊之、鵜澤成一、原田　清. 頰粘膜扁平上皮癌の臨床的検討　第58

回日本口腔外科学会　2013年10月　横浜
16. 	水谷美保、道　泰之、大山厳雄、鵜澤成一、山城正司、出雲俊之、原田　清　当科における多形腺腫150例の臨床的

検討　第58回日本口腔外科学会　2013年10月　横浜
17. 	桂野美貴、石井純一、八木原一博、住本和歌子、宮嶋大輔、出雲俊之、岡部貞夫　40歳未満の若年者舌癌における後
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発頸部転移症例の検討　第58回日本口腔外科学会　2013年10月　横浜
18. 	三浦千佳、道　泰之、林　央子、水谷美保、出雲俊之、原田　清  Gorlin症候群の角化囊胞性歯原性腫瘍が癌化した1

例　第58回日本口腔外科学会　2013年10月　横浜
19. 	Michikawa C, Uzawa N, Izumo T, Yamaguchi A, Harada K.  Classification of extracapsular spread of the lymph 

node metastasis in oral cancer.  21st International conference on oral and maxillofacial surgery, October 21-24th  2013, 
Barcelona

[研究助成金]
  1.	 文部科学省科学研究費補助金（基礎研究(B）「キナーゼ抗体ライブラリーを用いた新規口腔癌治療標的分子の検索」課

題番号：23390469　研究分担者　出雲俊之
  2.	 文部科学省科学研究費補助金（基礎研究(C）「発現遺伝子に基づく組織の悪性度と患者免疫能評価を組み合わせた口

腔癌の予後診断法」課題番号：23592976　研究分担者　出雲俊之
  3.	 文部科学省科学研究費補助金（若手研究(B）「口腔扁平上皮癌頸部リンパ節転移巣における被膜外浸潤の遺伝的多様

性の検索」課題番号：24792181 研究代表者　道川千絵子
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有機材料学分野（有機材料）
Organic Biomaterials

教　　授　由井伸彦
助　　教　徐　知勲，田村篤志
事務補佐員　西　七絵
大学院生　横山奈那子(〜3月)，田中　朝(〜3月)，
　　　　　池田　剛，尾池康彰，馬場雄基，　
　　　　　利根川朝人(4月～)，西田　慶(4月～)，
　　　　　伏見麻由(4月～)

（１）教育
　有機材料の物性を活かした細胞機能の制御が可能な基盤技術を構築することを目的に、有機材料の合成、材料物性の評価、
細胞－材料間の相互作用解析を駆使した研究を通じて、高い技術力を持った人材の育成を目指す。

（２）研究
１．動的バイオマテリアル表面の設計

分子ネックレス構造を有するポリロタキサンを利用し、分子運動性が自由に調節できる新概念のバイオマテリアル表面
を設計することで、有機生体材料表面の分子運動性が細胞応答に及ぼす影響を基礎科学的な観点から明らかにしている。

２．動的リガンド表面による迅速な分子間相互作用誘導
細胞膜タンパク質と特異的に相互作用するリガンドが導入された動的バイオマテリアル表面では、従来の有機生体材料
表面では実現できない迅速な細胞認識を誘導することができる。このような特性を活かすことで、幹細胞の分化や細胞
の接着特性を迅速に引き起こすことが可能であり、この原理を利用した新規バイオマテリアル表面を開発している。

３．細胞内機能性超分子－生体分子複合体による細胞機能誘導
細胞内環境で特異的に分解して機能を発現するポリロタキサンを設計し、核酸やタンパク質などの生体高分子の細胞内
導入への応用を推進するとともに、分解応答機能の効果、ならびに生理活性との相関性を検討している。細胞内でのポ
リロタキサンの分解は、核酸やタンパク質の生理活性を細胞内において効率的に誘導できることを明らかにしている。

４．細胞内分解性ポリロタキサンによる先天性代謝異常症治療
細胞内分解性ポリロタキサンのシクロデキストリン放出機能を利用して、細胞内に脂質等の慢性的蓄積を生じるライソ
ゾーム病に対する治療法を検討する。細胞内でのシクロデキストリンの放出はニーマンピック病C型におけるコレステ
ロール代謝を顕著に亢進することをこれまでに明らかにしており、医薬品としての応用が期待される。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Fukumoto I., Tamura A., Matsumura M., Miura H., Yui N. Sensitization potential of dental resins: 2-hydroxyethyl 
methacrylate and its water-soluble oligomers have immunostimulatory effects. PLoS ONE 8(11): e82540, 2013. 

  2.	 Kakinoki S., Yui N., Yamaoka T. Platelet responses to dynamic biomaterial surfaces with different poly(ethylene 
glycol) and polyrotaxane molecular architectures constructed on gold substrates. J. Biomater. Appl. 28(4): 544-551, 
2013. 

  3.	 Tamura A., Ikeda G., Seo J. H., Tsuchiya K., Yajima H., Sasaki Y., Akiyoshi K., Yui N. Molecular logistics using 
cytocleavable polyrotaxanes for the reactivation of enzymes delivered in living cells. Sci. Rep. 3: 2252, 2013. 

  4.	 Kakinoki S., Seo J. H., Inoue Y., Ishihara K., Yui N., Yamaoka T. A large mobility of hydrophilic molecules at the 
outmost layer controls the protein adsorption and adhering behavior with the actin fiber orientation of human 
umbilical vein endothelial cells. J. Biomater. Sci. Polym. Ed. 2(11): 1320-1332, 2013.

  5.	 Tamura A., Yui N. A supramolecular endosomal escape approach for enhancing gene silencing of siRNA using acid-
degradable cationic polyrotaxanes. J. Mater. Chem. B 1(29): 3535-3544, 2013. 

  6.	 Seo J. H., Kakinoki S., Inoue Y., Yamaoka T., Ishihara K., Yui N. Inducing rapid cellular response on RGD-binding 
threaded macromolecular surfaces. J. Am. Chem. Soc. 135(15): 5513-5516, 2013. 

  7.	 Seo J. H., Kakinoki S., Inoue Y., Nam K., Yamaoka T., Ishihara K., Kishida A., Yui N. The significance of hydrated 
surface molecular mobility in the control of the morphology of adhering fibroblasts. Biomaterials 34(13): 3260-3214, 
2013.

  8.	 Seo J. H., Sakai K., Yui N. Adsorption state of fibronectin on poly(dimethylsiloxane) surfaces with varied stiffness 
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can dominate adhesion density of fibroblasts. Acta Biomater. 9(3): 5493-5501, 2013.
  9. 	Tamura A., Yui N. Cellular internalization and gene silencing of siRNA polyplexes by cytocleavable cationic 

polyrotaxanes with tailored rigid backbones. Biomaterials 34(10): 2480-2491, 2013.
10.	 Nagahama K., Aoki R., Saito T., Ouchi T., Ohya Y., Yui N. Enhanced stereocomplex formation of enantiomeric 

polylactides grafted on a polyrotaxane platform. Polym. Chem. 4(6): 1769-1773, 2013. 
11.	 Seo J. H., Yui N. The effect of molecular mobility of supramolecular polymer surfaces on fibroblast adhesion. 

Biomaterials 34(1): 55-63, 2013.
12.	 Seo J. H., Kakinoki S., Yamaoka T., Yui N. Movable polyrotaxane surfaces for modulating cellular adhesion via 

specific RGD-integrin binding. Adv. Sci. Tech. 86: 59-62, 2013. 

［学会］
（海外・国際）

  1. 	Yokoyama N., Seo J. H., Tamura A., Yui N. Optimizing the molecular structure of polyrotaxanes for efficient 
intracellular delivery. The 25th European Conference on Biomaterials (ESB), Madrid, Spain, September, 2013

  2.	 Tamura A., Yui N. Effect of supramolecular structure of cytocleavable cationic polyrotaxanes in intracellular uptake 
and gene silencing of siRNA. The 40th Annual Meeting & Exposition of the Controlled Release Society, Honolulu, 
Hawaii, July, 2013

  3. 	Seo J. H., Kakinoki S., Inoue Y., Yamaoka T., Ishihara K., Yui N. Call adhesion behavior on the RGD introduced 
dynamic polyrotaxane surface. The 4th Asian Biomaterials Congress, Hong Kong, June, 2013

  4.	 Tamura A., Yui N. Enhanced cytoplasmic delivery of small interfering RNA using acid-degradable cationic 
polyrotaxanes. The 4th Asian Biomaterials Congress, Hong Kong, June, 2013

（国内）
  1. 	福本いづみ, 田村篤志, 由井伸彦, 松村光明, 三浦宏之. In vitro試験法による歯科用レジン成分の感作性評価. 第35回 日

本バイオマテリアル学会大会, 東京, 2013年11月
  2.	 横山奈那子，徐  知勲，田村篤志，由井伸彦. 超分子骨格が細胞-マテリアル間相互作用に与える影響の検討. 第35回 日

本バイオマテリアル学会大会, 東京, 2013年11月
  3.	 池田 剛, 田村篤志, 由井伸彦. 分解性機能を有するポリロタキサン－酵素複合体の調製と細胞内導入への応用. 第35回 

日本バイオマテリアル学会大会, 東京, 2013年11月
  4.	 田中 朝, 田村篤志, 由井伸彦. ポリロタキサンを表層に有する自己組織化ナノ粒子の調製と標的指向化の検討. 第35回 

日本バイオマテリアル学会大会, 東京, 2013年11月
  5.	 Tamura A., Yui N. Biodegradable supramolecular nanocarriers for enhancing the intracellular activity of delivered 

biomacromolecules. 第35回 日本バイオマテリアル学会大会, 東京, 2013年11月
  6.	 由井伸彦, 徐 知勲, 柿木佐知朗, 井上祐貴, 山岡哲二, 石原一彦. リガンド導入型動的ポリロタキサン表面による迅速な

細胞応答誘導. 第62回 高分子討論会, 2013年9月
  7.	 田村篤志, 由井伸彦. 細胞内特異的にシクロデキストリンを徐放可能な超分子ナノメディシンの設計とライソゾーム病

治療への展開. 第30回 シクロデキストリンシンポジウム, 熊本, 2013年9月
  8.	 池田 剛, 田村篤志, 土屋好司, 矢島博文, 由井伸彦. 細胞内環境特異的に活性化される分解性ポリロタキサン－酵素複合

体の設計と機能評価. 第42回 医用高分子シンポジウム, 東京, 2013年7月
  9.	 徐 知勲, 柿木佐知朗, 井上祐貴, 山岡哲二, 石原一彦, 由井伸彦. ポリロタキサンブロック共重合体による迅速な分子認

識表面の構築. 第42回 医用高分子シンポジウム, 東京, 2013年7月
10.	 田村篤志, 池田 剛, 由井伸彦. 分解性ポリロタキサンによる酵素デリバリーと細胞内での酵素活性発現. 第29回 日本

DDS学会学術集会, 京都, 2013年7月
11.	 横山奈那子, 徐 知勲, 田村篤志, 由井伸彦. カチオン性ポリロタキサンの細胞内取り込みにおける超分子骨格の影響. 第

29回 日本DDS学会学術集会, 京都, 2013年7月
12.	 田中 朝, 田村篤志, 徐 知勲, 由井伸彦. 超分子骨格構造が制御されたポリロタキサン含有ABAトリブロック共重合体の

合成. 第62回 高分子学会年次大会, 京都, 2013年5月
13.	 Tamura A., Yui N. Acid-degradable polyrotaxanes for promoting endosomal escape of siRNA. 第62回 高分子学会年

次大会, 京都, 2013年5月
14.	 Seo J. H., Kakinoki S., Inoue Y., Yamaoka T., Ishihara K., Yui N. Regulation of cell adhesion behavior by designing 

dynamic polyrotaxane block copolymer surfaces. 第62回高分子学会年次大会, 京都, 2013年5月
15.	 Nam K., Seo J. H., Kinura T., Yui N., Kishida A. Investigation of the behavior of the collagen adsorption and 

fibrillization on the dynamic surface. 第62回高分子学会年次大会, 京都, 2013年5月
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［研究助成金］
  1. 	文部科学省科学研究費補助金　新学術領域「細胞内応答駆動型超分子によるバイオ分子間反応解析」：研究代表者  由

井伸彦
  2.	 文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽「刺激応答分解性エナメル質接着性ポリロタキサンによる歯科校正用レジ

ン接着剤の開発」：研究代表者　由井伸彦
  3.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究B「分子運動性による吸着タンパク質の変性抑制・配向制御に基づいた細胞

生育環境の構築：研究代表者　由井伸彦
  4.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「光応答型分解性ドーパミンによる歯科校正用レジンの開発」：研究代表者 

徐知勲
  5.	 公益財団法人 持田記念医学薬学振興財団, 平成25年度持田記念研究助成「細胞内コレステロール代謝を促進するシク

ロデキストリン超分子集合体の設計とライソゾーム病治療への応用」：研究代表者　田村篤志
  6.	 公益財団法人吉田科学技術財団 平成25年度国際研究集会派遣研究者「Effect of supramolecular structure of 

cytocleavable cationic polyrotaxanes in intracellular uptake and gene silencing of siRNA」：研究代表者　田村篤志

［その他］
〈招待講演〉

（海外・国際）
  1. 	Yui N., Supramolecular logistics using cytocleavable polyrotaxanes for modulating cellular functions, The 2nd 

International Symposium on Nanomedicine Molecular Science, Tokyo, Japan, October, 2013
  2.	 Yui N., Seo J. H., Tamura A. Emerging biomaterials functions through supramolecular polyrotaxanes. The 7th World 

Congress on Biomimetics, Artificial Muscles and Nano-Bio (BAMN2013), South Korea, August, 2013
  3.	 Seo J. H., Kakinoki S., Inoue Y., Yamaoka T., Ishihara K., Yui N. Cell adhesion behavior on the highly dynamic 

supramolecular surfaces. The 7th World Congress on Biomimetics, Artificial Muscles and Nano-Bio (BAMN2013), 
South Korea, August, 2013

  4.	 Tamura A. Supramolecular polyelectrolyte complexes for enhancing the intracellular activity of delivered 
biomacromolecules. TMDU International Summer Program 2013 (ISP2013), Tokyo, Japan, August, 2013

  5.	 Yui N., Tamura A. Cytoplasmic small intefering RNA delivery using cytocleavable polyrotaxanes. The 7th 
International Conference on Materials for Advanced Technologies (ICMAT2013), Singapore, July, 2013

  6.	 Yui N. Hydrated molecular mobility at supramolecular surfaces dominates the fate of cellular adhesion. International 
Symposium of Catalysis Research Center (CRC), Sapporo, Japan, February, 2013

  7.	 Tamura A., Yui N. Cytocleavable polyrotaxanes for the intracellular delivery of biomacromolecules. The 4th Taiwan-
Japan Symposium on Nanomedicine, Taipei, Taiwan, January, 2013

（国内）
  1. 	由井伸彦. 分子運動操作を基盤とした多次元的バイオ界面. JST-CREST「ナノ界面技術の基盤構築」研究領域第3回公

開シンポジウム, 東京, 2013年12月
  2.	 由井伸彦. 超分子骨格の特性を活かしたバイオマテリアルの創発. 第8回四大学連合文化講演会, 東京, 2013年10月
  3.	 田村篤志. 超分子バイオマテリアルによる生体分子の細胞内送達とイメージング. 新学術領域ナノメディシン分子科学

セミナー 高精度分子イメージングで拓く医学新領域, 東京, 2013年6月

〈受賞〉
  1.	 田村篤志. 2013年日韓バイオマテリアル学会若手研究者交流AWARD, 日本バイオマテリアル学会, 2013年11月
  2.	 田村篤志, 由井伸彦. 第30回シクロデキストリンシンポジウム ポスター賞, シクロデキストリン学会, 2013年9月
  3.	 池田 剛. 第11回 IBB Biofuture Research Encouragement Prize研究発表会 学部生部門 優秀賞, 2013年1月
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機能材料学分野（物質医工学）
Functional Materials (Material-based Medical Engineering)

准 教 授　木村　剛
大学院生　中村奈緒子，呉　平麗，植木光樹

（１）教　育
　医療に貢献する技術について、分子レベルからデバイスまでを対象に、基礎知識から開発に必要な分子設計論までを講義
する。大学院医歯学総合研究科では、生体機能材料学特論、人間環境医療工学、機能材料学特論を担当している。

（２）研　究
　医療および歯科医療に貢献する技術を開発するためには、分子レベルでの設計概念の構築とそれを実現するためのシステ
ム化が必要である。高分子化学、有機化学、物理化学を基盤に、細胞工学、遺伝子工学の技術を用いて具体的な臨床応用を
目指した研究を展開している。具体的な対象領域は、新医用材料開発、再生医療、遺伝子治療、治療工学および天然薬物探
索である。

（１）脱細胞化生物組織を用いた再生医療
　異種細胞の完全な除去、感染性細菌・ウイルスの除去を目的として生体組織を超高圧処理する新しい処理法を開発し、
再生医療のための新しいスキャフォールドとしての応用が期待される。

（２）超高圧処理による分子集合体形成
　6000気圧以上の超高圧処理による水素結合性分子集合体形成について、基礎および応用研究を行う。具体的な応用例
としてDNAとの複合化による遺伝子送達システムの研究を行っている。

（３）細胞外マトリックスリモデリング
　人工的に再構築した細胞外マトリックス構造体の損傷部位への移植より、損傷組織の再構築を誘導します。このマト
リクスの構造を緻密に設計し、人工皮膚および人工角膜としての応用を目指している。

（４）免疫制御を目指した特異的な細胞捕獲・放出技術の創出
　がん免疫治療において、免疫反応を負に制御する制御性T細胞（Treg）を除去することで、抗腫瘍免疫応答を増強で
きる。Tregを高効率・intactな状態で捕獲・回収する技術開発を行っている。

（３）研究業績
［原著］

  1)	Tsuyoshi Kimura, Yukie Kanda, Kimio Kurita, Kwangwoo Nam, Akio Kishida, High hydrostatic pressurized lipoplex 
enhanced the transfection efficiency in vitro， Advanced Biomedical Engineering 2:80-83, 2013.

  2)	Naoko Nakamura, Kiriko Sugano, Kwangwoo Nam, Tsuyoshi Kimura, Toshiya Fujisato, Akio Kishida，A new 
method for mandible reconstruction using decellularized cortical bone，Advanced Biomedical Engineering 2:95-100, 
2013.

  3)	Kwangwoo Nam*, Kenji Yamamoto, Kosuke Kasahara, Tsuyoshi Kimura, Seiichi Funamoto, Shigeru Shimizu, 
Tetsuya Higami, Toru Masuzawa, Akio Kishida,  Fundamental study on the development of a surgical device for 
polymer-tissue adhesion using vibration damping of polymeric materials, Journal of Applied Polymer Science 
130(4):2532-2537, 2013.

  4)	舩本誠一，吾郷友亮，橋本良秀，根岸淳，南広祐，木村剛，樋上哲哉，岸田晶夫，酸素供給マトリクスとしての脱細
胞化肝臓の応用，ライフサポート25(3):76-81，2013.

  5)	Tsuyoshi Kimura, Asami Sano, Kwangwoo Nam, Kazunari Akiyoshi, Yoshihiro Sasaki, Akio Kishida, Improvement 
of Antisense Oligonucleotides Delivery Using High Hydrostatic Pressurized Lipoplex, Proceedings of 2012 MRS fall 
meeting MRS Proceedings, vol 1498

［総説］
  1)	Y. Sawa，E. Tatsumi，T. Tsukiya，K. Matsuda，K. Fukunaga，A. Kishida，T. Masuzawa， G. Matsumiya，A. 

Myoui，M. Nishimura，T. Nishimura，T. Nishinaka，E. Okamoto，Journal of Artificial Organs 2012: the year in 
review，Journal of Artificial Organs 16(1): 1-8，2013.

［学会発表・講演（国際）］
一般
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  1)	Kwangwoo Nam，Ji-HunSeo，Tsuyoshi Kimura，Nobuhiko Yui，Akio Kishida，Investigation of interaction 
between the dynamic polymer surfaces and collagen molecules，2013 Annual Meeting of the Society For 
Biomaterials，USA，Apr，2013

  2)	Kwangwoo Nam，Rie Matsushima，Yukiko Shimatsu，Tsuyoshi Kimura，Toshiya Fujisato，Akio Kishida，
Preparation and characterization of soft tissue-polymer complex for percutaneous device，2013 Annual Meeting of 
the Society For Biomaterials，USA，Apr，2013

  3)	Mitsuki Ueki，Tsuyoshi Kimura，Naoko Nakamura，Kwangwoo Nam，Toshiya Fujisato，Akio Kishida，
Preparation of Decellularized Melanoma Tissue using High Hydrostatic Pressure Technology，The TERMIS-
Americas 2013 Annual Conference & Exposition， USA，Nov，2013

  4)	Naoko Nakamura，Kwangwoo Nam，Tsuyoshi Kimura，Toshiya Fujisato，Hiroo Iwata，Akio Kishida，
Microenvironment of Decellularized Bone Marrow for HSPC Homing，The TERMIS-Americas 2013 Annual 
Conference & Exposition， USA，Nov，2013

［学会発表（国内）］
一般
  1)	松嶋理恵，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岸田晶夫，生体組織/高分子複合体を用いた経皮デバイスの作製とその機能

評価，第22回ライフサポート学会フロンティア講演会，東京，3月，2013
  2)	Pingli Wu，Tsuyoshi Kimura，Hiroko Tadokoro，Kwangwoo Nam，Akio Kishida，Measurement of protein 

permeability of decellularized aorta by using diffusion chamber system，第22回ライフサポート学会フロンティア講
演会，東京，3月，2013

  3)	岩田拓也，伊掛浩揮，南広祐，木村剛，清水繁，岸田晶夫，表面グラフト改質高分子を用いた生体組織接着に関する
研究，第22回ライフサポート学会フロンティア講演会，東京，3月，2013

  4)	呉平麗，田所弘子，木村剛，南広祐，岸田晶夫，Protein permeability of decellularized aorta by various methods，
第12回日本再生医療学会総会，神奈川，3月，2013

  5)	南 広祐，徐 知勲，木村 剛，由井伸彦，岸田晶夫，表面分子運動性によるコラーゲン吸着と線維化挙動の検討，第62
回高分子学会年次大会，京都，5月，2013

  6)	Pingli Wu，Tsuyoshi Kimura，Hiroko Tadokoro，Kwangwoo Nam，Akio Kishida，Investigation of protein 
permeability of decellularized aorta using diffusion chamber system，第62回高分子学会年次大会，京都，5月，2013

  7)	南広祐，木村剛，藤里俊哉，岩田博夫，岸田晶夫，人工造血巣としての脱細胞化骨髄の開発と造血細胞生着評価，第
42回用高分子シンポジウム，東京，7月，2013

  8)	橋本一生，田代翔子，柴建次，岸田晶夫，尾関和秀，増澤徹，生体組織融着技術を用いた血管吻合装置の開発-ステン
トの加熱と融着強度の評価-，生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013，山梨，9月，2013

  9)	中村奈緒子，菅野桐子，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岸田晶夫，下顎骨治療に向けた脱細胞化皮質骨置換モデルの開発，
生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013，山梨，9月，2013

10）	諏訪陽祐，増澤徹，南広祐，木村剛，岸田晶夫，複合低エネルギ生体組織接合に関する研究-加圧熱によるコラーゲン
フィブリルの幾何学的形状変化の検討-，生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013，山梨，9月，2013

11）	木村剛，中村奈緒子，岩田拓也，南広祐，木村俊作，坂口志文，岸田晶夫，特異的リンパ球の回収を目指した抗体修
飾基材の開発，生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013，山梨，9月，2013

12）	南広祐，木村剛，岸田晶夫，コラーゲン線維-ＧＡＧ複合体ゲルの作製とその機能の検討，第62回高分子討論会，金沢，
9月，2013

13）	Tsuyoshi Kimura，Yukie Kanda，Asami Sano，Kwangwoo Nam，Yoshihiro Sasaki，Kazunari Akiyoshi，Toshiya 
Fujisato，Akio Kishida，High hydrostatic pressurized lipoplex enhanced transfection efficiency in vitro，生体医工
学シンポジウム2013，福岡，9月，2013

14）	Naoko Nakamura，Kiriko Sugano，Kwangwoo Nam，Tsuyoshi Kimura，Toshiya Fujisato，Akio Kishida，A new 
method for mandible reconstruction using decellularized cortical bone，生体医工学シンポジウム2013，福岡，9月，
2013

15）	中村奈緒子，菅野桐子，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岸田晶夫，脱細胞化皮質骨を用いた下顎再建モデルの構築，第
51回日本人工臓器学会大会，横浜，9月，2013

16）	田淵正樹，舩本誠一，根岸淳，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岸田晶夫，樋上哲哉，脱細胞化加工材料を用いた組織治
癒の検討，第51回日本人工臓器学会大会，横浜，9月，2013

17）	植木光樹，木村 剛，中村奈緒子，南 広祐，藤里俊哉，岸田晶夫，脱細胞化腫瘍の調製と生医学応用，第35回日本バ
イオマテリアル学会大会，東京，11月，2013

18）	本田智史，相馬貴彦，木村 剛，鈴木郁郎，南 広祐，岸田晶夫 ，脳由来ECMの調製および神経細胞挙動評価，第35回
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日本バイオマテリアル学会大会，東京，11月，2013
19）	中村奈緒子，南 広祐，木村 剛，藤里俊哉，岩田博夫，岸田晶夫，人工造血環境構築のための脱細胞化骨髄への造血

細胞ホーミング評価，第35回日本バイオマテリアル学会大会，東京，11月，2013
20）	中村 奈緒子, Nam Kwangwoo, 木村 剛, 藤里 俊哉, 岩田 博夫, 岸田 晶夫, HSC homing induced by the ECM preserved 

decellularized cancellous bone, 第36回日本分子生物学会年会，神戸，12月，2013
21）	木村 剛, 植木 光樹, 中村 奈緒子, 南 広祐, 藤里 俊哉, 岸田 晶夫，Preparation of decellularized tumor using high 

hydrostatic pressure technology，第36回日本分子生物学会年会，神戸，12月，2013

［研究助成金］
  1)	文部科学省科学研究費　基盤研究Ｂ　「脱細胞化生体組織を基盤とする組織完全復元化技術の開発」研究代表者　岸

田晶夫　分担研究者　木村剛
  2)	文部科学省科学研究費　基盤研究A　「細胞機能イメージングを実現する多機能走査型バイオプローブ顕微鏡の開発」

研究代表者　柴田隆行　分担研究者　木村剛
  3)	JST 戦略的イノベーション創出推進プログラム　「免疫制御を目的とした体外循環治療の基盤技術の創製と応用」分

担研究者　岸田晶夫、木村剛





口腔放射線腫瘍学分野
Oral Radiation Oncology

教　　授　三浦雅彦
助　　教　戒田篤志(9月〜)
大学院生（博士課程）後藤達明(4月〜)，
　　　　　　　　　本田明日見(顎顔外)(〜3月)
　　　　　　　　　山田千里(顎顔外)
　　　　　　　　　土田絵梨(顎顔外)
　　　　　　　　　奥山紘平(顎顔外)(4月〜) 
　　(特別研究学生）朝比奈泰斗(順天堂)(6月〜)
　　　　（修士課程）出口詩史(〜3月)
　　　　　　　　　大森逸美(〜3月)
技術補佐員　松田理恵子(〜3月)
外国人研究者　薛　蓮(〜10月)

（１）教育
　卒前教育では、「放射線の人体に対する影響」を担当し、分子レベルから細胞、組織、個体レベルにおいて放射線が生体
に与える影響について、放射線腫瘍学、放射線管理学を含めた放射線の生物影響について講義を行う。大学院教育では、口
腔領域がんの放射線療法について、最先端の治療法を交えて解説する。また、放射線治療効果の予測、放射線増感のための
方法論について、細胞内シグナル伝達機構、アポトーシス制御機構、ゲノム修復機構、血管新生機構等を概説するとともに
放射線治療の個別化に向けた展開について論じる。さらに、基礎研究から臨床応用に向けた探索的臨床研究（Translational 
research）の基本概念に重点をおいて解説する。

（２）研究
　がんの放射線治療に関連した研究を中心に、シグナル伝達機構、アポトーシス制御機構、ゲノム修復機構、血管新生阻害
機構等の観点から、分子生物学的、細胞生物学的なアプローチを行う。
 (1) 分子イメージングによる腫瘍の放射線反応性の可視化に関する研究　
 (2) 新規微小管重合阻害剤による放射線増感機構の解析
 (3) 放射線抵抗性シグナル伝達機構に関する研究
 (4) 口腔領域がんの放射線治療に関する臨床研究

（３）臨床
　医学部放射線科外来・病棟において、医学部放射線科治療部門のスタッフとともに、口腔領域がんの放射線治療の診療に
あたっている。具体的には、小線源治療による根治的放射線療法、術前・術後照射等の診療を行い、治療後の組織欠損や機
能障害がほとんどないQOLの高いがん治療を実施している。さらに、歯科の専門外来（歯科放射線科外来、口腔外科外来・
顎顔面外科外来、顎義歯外来）と連携をとりながら、患者個人の病態ならびに要望に最も適した診療となるよう取組んでいる。

（４）研究業績
[原著]
  1.	 Kaida A, Miura M: Visualizing the effect of tumor microenvironments on radiation-induced cell kinetics in 

multicellular spheroids consisting of HeLa cells. Biochem Biophys Res Commun, 439:453-458 (2013)
  2.	 Yuasa-Nakagawa K, Shibuya H, Yoshimura R, Miura M, Watanabe H, Kishimoto S, Omura K. Cervical lymph node 

metastasis from early-stage squamous cell carcinoma of the oral tongue. Acta Otolaryngol. 133: 544-551 (2013)

[著書]
  1.	 三浦雅彦:「口腔科学」Stomatology , 第4章口腔疾患治療学総論.　4-10放射線療法. 1)放射線腫瘍学の基礎、2)放射線治

療の概念. pp377-385, 戸塚靖則　高戸毅監修, 朝倉書店. (2013). 
  2.	 三浦雅彦:「第5版歯科放射線学」第2章4.人体に対する放射線影響, 第6章1.腫瘍に対する放射線の作用.  pp395-402, 医歯

薬出版株式会社. (2013). 
  3.	 三浦雅彦:「がん放射線治療のbiology」特集 婦人科がん放射線治療の最新知見, 産婦人科の実際. pp 889-895, 62: No7, 

金原出版株式会社. (2013).
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[学会]
特別講演, シンポジウム
  1.	 三浦雅彦：Fucciによる放射線照射後のスフェロイド内腫瘍細胞動態解析. 日本動物実験代替法学会第26回大会シンポ

ジウム.2013年12月19-21日, 京都.
  2.	 三浦雅彦：初学者に必要な放射線治療のABC. 第18回日本歯科放射線学会臨床画像大会教育講演, 2013年11月3日,東京.
  3.	 三浦雅彦：放射線腫瘍医教育システムの確立：ベンチからベッドサイドまで「放射線生物学：分子生物学的理解の必

要性」．日本放射腫瘍学会第26回学術大会シンポジウム, 2013年10月20日,弘前.
  4.	 三浦雅彦：低酸素がん細胞に対する治療戦略「血管新生阻害によるvascular normalizationと放射線増感戦略」．日本

放射線影響学会第56回大会シンポジウム, 2013年10月18日,弘前.
  5.	 Masahiko Miura: Potential utility of Fucci in radiobiology. KIRAMS Symposium 2013. “For better understanding of 

radiation signaling in cancer”，23 August, 2013, Seoul, Korea.
  6.	 三浦雅彦：低酸素状態と放射線感受性. 第42回放射線による制癌シンポジウム, 2013年7月5日,仙台.
  7.	 三浦雅彦：口腔癌の診断と治療戦略：基礎そして臨床から-口腔癌の先端研究に基づいた近未来的治療戦略について-. 

第67回NPO法人日本口腔科学会学術集会シンポジウム, 2013年5月24日,宇都宮.
  8.	 Masahiko Miura: Visualization of cell cycle kinetics in tumor cells after radiation exposure using the fluorescent 

ubiquitination-based cell cycle indicator (Fucci), “Biological Response after Radiation Exposure”，The 3rd Asian 
Congress of Radiation Research, 10-13 May, 2013, Beijing, China.

一般講演
  1.	 松田悠平, 吉澤秀貴, 荒川真一, 三浦雅彦, 渡邊裕：舌癌小線源治療患者の口腔環境評価, 第78回口腔病学会, 2013年12月

6-7日,東京.
  2.	 斎藤由香理, 高山俊男, 小俣透, 渋谷均, 三浦雅彦, 渡邊裕：口腔がん小線源治療の被曝低減のための遠隔線源装填装置, 

第2回次世代がん治療推進専門家養成プランシンポジウム, 2013年11月9日,東京.
  3.	 戒田篤志, 三浦雅彦：細胞周期イメージングが拓く固形腫瘍内で起きていることの可視化、ワークショップ「放射線

影響評価に貢献するイメージング技術」 第56回日本放射線影響学会第学術大会, 2013年10月18-20日, 弘前.
  4.	 中川惠子, 原田直樹, 三浦雅彦, 渡邊裕, 戒田篤志：口腔内放射線小線源組織内照射治療のlearning curve, 日本放射線腫

瘍学会第26回学術大会, 2013年10月18-20日, 弘前.
  5.	 戒田篤志, 三浦雅彦：放射線照射によって区別される固形腫瘍内増殖動態のFucciによる可視化. 第42回放射線による

制癌シンポジウム、第51回日本放射線腫瘍学会生物部会学術大会, 2013年7月5-6日, 仙台.
  6.	 戒田篤志, 三浦雅彦：137-Cs線源からの低線量率連続照射が腫瘍細胞動態に及ぼす影響. 第54回日本歯科放射線学会, 

2013年5月31-2日, 福岡.
  7.	 戒田篤志, 三浦雅彦：Fucciを用いた137Cs線源低線量率連続照射による腫瘍細胞周期動態の解析. 第15回癌治療増感研

究シンポジウム, 2013年2月9-10日, 奈良.

[研究助成金]
  1. 	三浦雅彦（代表）科学研究費補助金・基盤研究B：「分子イメージングを用いた口腔癌微小環境の可視化とその放射線

治療への応用」
  2.	 三浦雅彦（代表）科学研究費助成事業・学術研究助成基金助成金・挑戦的萌芽：「放射線照射後の口腔癌における再

発起源癌幹細胞の同定とその特性解析」
  3.	 戒田篤志（代表）：科学研究費助成事業・研究活動スタート支援「細胞周期イメージングによる放射線治療効果に影

響を与える腫瘍内微小環境因子の解明」
  4.	 戒田篤志（代表）：科学研究費助成事業・特別研究員奨励費「リアルタイム細胞周期動態解析による放射線感受性規

定因子の解明」

[その他]
〈教育活動〉
  1.	 三浦雅彦：東京工業大学　医歯工学特別コース・がんプロ講義「医用放射線生物学・腫瘍放射線生物学特論」2013年

9月30日-10月4日　非常勤講師
  2.	 三浦雅彦：日本放射線腫瘍学会、第15回放射線腫瘍学夏季セミナー 講義「Hypofraction vs Hyperfraction 〜放射線生

物学的解釈はどこまで可能か〜」. 2013年8月3-4日
  3.	 三浦雅彦：日本医学物理学会・日本医学物理士会主催　医学物理士ミニマム講習会「放射線生物学」　2013年7月27日
  4.	 三浦雅彦：鶴見大学「放射線治療」講義 2013年7月3日
  5.	 三浦雅彦：日本放射線腫瘍学会、第3回放射線生物学セミナー 講義「放射線生物学概論」. 2013年2月2日
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〈研究会、シンポジウム企画〉
  1.	 日本放射線腫瘍学会第26回大会・日本放射線影響学会第56回大会合同シンポジウム. 「放射線抵抗性に対する臨床的・

生物学的挑戦」．2013年10月18日, 弘前
2.	 国際癌治療増感研究会第19回癌治療増感研究会. 2013年6月8日, 東京
3.	 次世代がん治療推進専門家養成プランシンポジウム.「癌治療抵抗性機構とその克服」2013年6月8日, 東京
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顎 口 腔 外 科 学 分 野
Oral and Maxillofacial Surgery

教　　授　小村　健
准 教 授　原田浩之
講　　師　樺沢勇司，丸川恵理子
助　　教　生田　稔，島本裕彰，佐藤　昌，津島文彦，　
　　　　　田中香衣，富岡寛文
硬組織疾患ゲノムセンター特任講師　森田圭一
大学院生　白川順平，木村　敦，
　　　　　プラディット ルシャタムカヤヌント，
　　　　　高原楠旻，仲野あや，尾田誠一郎， 
　　　　　アクター デルルバ，及川　悠，小野里祐佑, 
　　　　　武元　徹，山形優子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2013年4月）

(1) 教育
　学部教育では、モジュール顎口腔医療の中のユニット顔面・顎・口腔疾患を担当している。このユニットでは、顔面、顎、
口腔ならびにその隣接の領域の構造と機能を理解せしめたうえで、この領域に現れる先天性および後天性の外科的ならびに
内科的疾患について、その病因、症候、病態、診断、治療ならびに予後、予防法を理解せしめるとともに、その基本的な技
能を修得させるべく教育を行っている。なお本ユニットでは、当顎口腔外科学分野と顎顔面外科学分野の教官が中心となっ
て、その専門性を考慮して授業を担当している。
　大学院教育としては、初期臨床研修の場として、口腔外科全般にわたる基本的な診断法、治療法ならびに周術期における
患者管理等を中心として、口腔外科学に関する幅広い知識を修得すべく指導を行っている。また口腔外科学に関する専門的
教育を通じて、将来、広範な口腔外科の中から専門分野を選択できるような教育システムを推進している。

(2) 研究
　口腔外科で扱う疾患は多岐にわたるため、研究も多方面にわたっている。現在、当分野では主に以下の研究が行われている。
1. 口腔がんに関する研究
　口腔を中心に、中咽頭、唾液腺、頸部など口腔の隣接領域に発生した悪性腫瘍の診断と治療に関する臨床的ならびに臨床
応用のための基礎的な研究を行っている。
　臨床的研究としては、口腔がんの治療成績の向上と機能温存とを目標として、術前の化学放射線同時併用療法、リンパ節
転移進展例に対する術後の補助療法などの至適複合療法の開発とともに、機能温存や機能再建のための手術術式の開発に取
り組んでいる。また口腔がんにおけるリンパ節転移予測因子の検証を行っている。
　基礎的研究では、口腔がんの化学放射線療法感受性に関する分子生物学的解析などを行っている。
2. 顎変形症の治療成績に関する研究
　現在当科では外科的矯正治療を施行した患者に対し術後2年まで定期的に経過観察・予後調査を行っており、術前・術後
の骨格性の変化や後戻りの様相、軟組織の変化、通気度などを顎変形の種類・程度・術式の違いによって系統的に分析して
いる。また同時に咬合感圧シートを用いた咬合力・咬合接触面積の測定による咬合機能の変化と外科的矯正手術との関連、
ならびに現在術式として最も繁用されている下顎枝矢状分割術の後遺症に多いオトガイ神経麻痺について、患者の主観的評
価と温冷覚の客観的評価との相関を検索している。
3. 口唇口蓋裂に関する研究
　臨床的研究として、口唇形成術の術前鼻歯槽形成法の応用や、顎裂部への腸骨海綿骨移植時の多血小板血漿併用効果の検
討、口唇口蓋裂患者における上顎骨延長術に関する研究を行っている。
4. 顎関節疾患に関する研究
　臨床的研究として、不明な点が多い顎関節症の病因について、日常生活障害度、疼痛状態、抑鬱程度、性格傾向、生活上
の寄与因子などを含めた顎関節症患者の多次元評価に関する研究を行っている。また、現在のところ有効な治療法が確立さ
れていない間歇ロックについて、その診断と治療法に関する研究を行っている。
5. 骨組織再生に関する研究
　骨組織再生としておもに行われている自家骨移植では、採取量が限られている上に二次的な侵襲があり代用骨移植材料の
開発が望まれているため、当分野においても様々な骨移植材料に関する研究を実践しており、組織工学的手法を用いて生物
学的組織を作り出す方法としてβ-TCPや多血小板血漿を応用した骨組織再生についても検討している。
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6. 口腔粘膜疾患に関する研究
　口腔白板症、扁平苔癬等の過角化性病変や再発性アフタ、天疱瘡・類天疱瘡、ウイルス性口内炎などのアフタ、水疱性病
変そして舌炎、色素沈着症など多岐にわたる口腔粘膜疾患を対象とし、口腔乾燥症、シェーグレン症候群を含め、粘膜疾患
の専門外来を通じて診療にあたっている。臨床研究としては、難治性粘膜疾患における扁平苔癬様変化の関与や口腔白板症
の癌化について病理所見との関連を解析している。

(3) 臨床
　口腔、顎、顔面領域に発生するさまざまな疾患を有する患者が年間約6,200人初診している。その多くは歯科および医科か
らの紹介患者であり、口腔外科的歯性疾患、嚢胞、口腔粘膜疾患、外傷、顎変形症、口唇口蓋裂、顎関節疾患、良性腫瘍な
らびに悪性腫瘍が中心となっている。悪性腫瘍、顎関節疾患、口唇口蓋裂、顎変形症、口腔粘膜疾患などの高い専門性と長
期の経過観察が要求される疾患に関しては、専門外来を設置して口腔外科専門医が中心となって診療に当たっている。また
これらの患者に対する入院治療に関しても、その専門性を重視してグループ制をとり、高度で先進的な治療を実践している。
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の超音波検査における腫瘍の厚さと頸部リンパ節転移の関連. 第37回日本頭頸部癌学会　2013年6月13-14日　東京

35.	 平井秀明, 原田浩之, 大迫利光, 田口貴英, 釘本琢磨, 田中香衣, 富岡寛文, 島本裕彰, 中島雄介, 小村　健: 口腔扁平上皮癌
症例における他臓器重複癌の臨床的検討. 第37回日本頭頸部癌学会　2013年6月13-14日　東京

36.	 望月裕美, 小村　健, 原田浩之, 島本裕彰, 富岡寛文, 田中香衣, 平井秀明, 釘本琢磨, 大迫利光: 口腔多発扁平上皮癌症例
の臨床的検討. 第37回日本頭頸部癌学会　2013年6月13-14日　東京

37.	 木村　敦, 樺沢勇司, 佐藤　昌, 高原楠旻, 樋口佑輔, 加藤玄樹, 菅森泰隆, 高橋真理子, 田村幸彦, 青木和広, 大谷啓一, 小
村 健: ラット下顎骨延長モデルを用いたbasic fibroblast growth factor含有ゼラチンハイドロゲルの有用性評価.  第33
回日本歯科薬物療法学会 2013年6月14-16日　東京

38.	 樺沢勇司, 佐藤　昌, 高原楠旻, 菊池　剛, 佐藤百合子, 樋口佑輔, 松下善彦, 木村　敦, 小村　健: 上下顎骨同時形成術後
の口唇および咬合平面のカント変化の検討. 第23回日本顎変形症学会総会  2013年6月22-23日　大阪市

39.	 生田　稔, 礒部　薫, 小野里裕祐, 向山　仁, 小村　健: 咬合不安定な下顎骨骨折に実物大立体モデルを利用した整復法
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について. 第15回日本口腔顎顔面外傷学会総会　2013年7月　熊本市
40.	 上杉篤史, 津島文彦, 櫻井仁亨, 佐藤　昌, 松本佳奈子, 尾田誠一郎, 小村　健: 口腔扁平苔癬における臨床診断と病理診

断の相関～診断精度と上皮性異形成に関する検討～. 第23回日本口腔内科学会　2013年9月13-14日　東京
41.	 吉住　結, 三串伸哉, 中根綾子, 村田志乃, 寺中　智, 梅田慈子, 大渡凡人, 小村　健, 原田　清, 水口俊介: 舌腫瘍患者にお

ける錠剤の嚥下. 第19回 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　2013年9月22日　倉敷市
42.	 及川　悠, 丸川恵理子, 富岡寛文, 望月裕美, 平井秀明, 釘本琢磨, 田口貴英, 小村　健: 副咽頭間隙に進展した耳下腺

Warthin腫瘍の1例. 第47回NPO法人日本口腔科学会関東地方部会　2013年9月28日　東京
43.	 小野里祐佑, 高原楠旻, 原田浩之, 小村　健: Radical surgeryを適応した上顎BRONJ（stage3）の１例.  第47回日本口腔

科学会関東地方部会 2013年9月28日　東京
44.	 松川　祥, 森田圭一, 根岸綾子, 原田浩之, 中島雄介, 島本裕彰, 富岡寛文, 田中香衣, 尾野雅哉, 山田哲司, 小村　健: The 

potential predictive marker of chemotherapy and/or radiotherapy resistance in patients with oral SCC. 第72回日本
癌学会学術総会　2013年10月3-5日  横浜市

45.	 礒部　薫, 生田　稔, 小野里裕祐, 向山　仁, 小村　健: ゾレドロン酸注射剤による顎骨壊死の臨床的検討. 第58回日本口
腔外科学会総会 2013年10月11日-13日　福岡市

46.	 丸川恵理子, 佐藤　昌, 樋口佑輔, 小村　健:  ナノゲル-BMP-2複合体含有β-TCPの骨誘導能の検討. 第58回日本口腔外
科学会総会　2013年10月11日-13日　福岡市

47.	 工藤雅範, 原田浩之, 佐藤百合子, 小村　健, 石井良昌: 術前診断に苦慮した硬口蓋神経鞘腫の1例. 第58回日本口腔外科
学会総会　2013年10月11-13日　福岡市

48.	 日原大貴, 金高弘恭, 小枝聡子, 後藤　哲, 高橋　哲: 口唇機能の加齢変化に関する検討. 第58回日本口腔外科学会総会 
2013年10月11-13日　福岡市

49.	 小枝聡子, 里見徳久, 後藤　哲, 高橋　哲, 小村　健: 口蓋電気刺激による一次体性感覚野誘発磁界の検討.  第58回日本
口腔外科学会総会 2013年10月11-13日　福岡市

50.	 森田圭一, 谷本幸介, 林　深, 小崎健一, 稲澤譲治, 小村　健：次世代シーケンサーを用いたGorlin症候群患者における
hedgehog pathwayのゲノム解析．第58回日本口腔外科学会総会　2013年10月11-13日　福岡市

51.	 大坪邦彦, 藤田浩嗣, 丸川恵理子, 伊藤 努, 今井なほこ, 海老原康宏, 小笠原法子, 櫻井誠人: 下顎第二および第三大臼歯
の重積状水平埋伏の2症例. 第72回日本矯正歯科学会大会　2013年10月11-13日　松本市

52.	 森田圭一, 松川　祥, 原田浩之, 島本裕彰, 富岡寛文, 田中香衣, 林　深, 小崎健一, 稲澤譲治, 小村　健: 口腔扁平上皮癌患
者のゲノム構造異常解析による治療抵抗性予測. 第51回日本癌治療学会学術集会2013年10月24-26日　京都市

53.	 小枝聡子, 熊谷正浩, 菅野剛彰, 中里信和, 樺沢勇司, 小村　健:  脳磁図を用いた舌神経機能障害の客観的評価.  第１回日
本顎顔面再建先進デジタルテクノロジー学会総会　2013年11月9日　東京

54.	 森田圭一, 谷本幸介, 林　深, 小崎健一, 稲澤譲治, 小村　健：次世代シーケンサーを用いたGorlin症候群患者における
hedgehog pathwayのゲノム解析．日本人類遺伝学会第58回大会　2013年11月21-23日　仙台市

55.	 丸川恵理子, 小村　健: β-TCP（オスフェリオン®）による顎骨再生部位の組織学的評価. 第17回日本顎顔面インプラ
ント学会　2013年12月1-2日　東京

56.	 木村　敦, 樺沢勇司, 樋口佑輔, 田村幸彦, 青木和広, 大谷啓一, 小村　健:  ラット下顎骨延長モデルを用いたbasic 
fibroblast growth factor含有ゼラチンハイドロゲルの有用性評価.  第78回口腔病学会学術大会 2013年12月6日-7日　東
京 

57.	 弥郡ありさ, 佐藤百合子, 工藤雅範, 石井良昌: 舌に発生した内反乳頭腫の1例. 第196回日本口腔外科学会関東支部学術
集会　2013年12月7日　東京

58.	 山形優子, 富岡寛文, 平井秀明, 島本裕彰, 小村　健: 下顎骨に発生した骨芽細胞腫の１例. 第196回日本口腔外科学会関
東支部学術集会　2013年12月7日　東京

59.	 武元　徹, 津島文彦, 平井秀明, 原田浩之, 遠山　怜, 山口　朗, 小村　健: 顎関節部に発生した血腫の1例. 第196回日本口
腔外科学会関東支部学術集会　2013年12月7日　東京

60.	 平山超教, 富岡寛文, 小野里祐佑, 高原楠旻, 生田　稔, 小村　健: 口底正中部に発生した神経内分泌癌の1例. 第196回日
本口腔外科学会関東支部学術集会　2013年12月7日　東京

[講演・シンポジウム]
  1.	 Omura K: Oral cancer management in Japan. 4th World Congress of the International Academy of Oral Oncology. 

May 15-18, 2013, Rohdes Island, Greece.
  2.	 小村　健: 頸部郭清術．第2回 日本口腔腫瘍学会 教育研修会 2013年1月26日 東京　
  3.	 小村　健: 口腔癌の鑑別診断. 杉並同窓会講演会 2013年1月26日 東京
  4.	 森田圭一, 小村　健: 口腔がんにおける先端診断法開発. 第6回硬組織疾患ゲノムセンターシンポジウム 2013年3月5日  

東京
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  5.	 小村　健: 口腔がん　診断と治療の最前線. 第24回 信州頭頸部腫瘍研究会特別講演 2013年2月5日 松本市
  6.	 小村　健: 舌・口底癌の切除と再建. 第39回 日本口腔外科学会 教育研修会 2013年2月9日 東京
  7.	 Omura K: Overview of mandibular reconstruction. AOCMF Focused Workshop on Reconstruction. 2013年4月6日 東

京
  8.	 Omura K: Mandibular reconstruction with scapula. AOCMF Focused Workshop on Reconstruction.  2013年4月6日 

東京
  9.	 小村　健: 口腔がん治療の現状と課題. 第42回日本口腔外科学会中国四国支部学術集会　歯科臨床医リフレッシュセミ

ナー. 2013年4月26日　島根・隠岐
10.	 小村　健: 口腔癌治療の現状と課題. 鹿児島県歯科医師会・鹿児島市歯科医師会合同医療安全研修会　2013年5月25日

　鹿児島市
11.	 小村　健: 口腔癌　診断と治療の現況. 平成25年度 鶴見歯科医師会 学術講演会 2013年6月12日　横浜市
12.	 原田浩之, 小村　健, 島本裕彰:  口腔扁平上皮癌における選択的頸部郭清術.  第37回日本頭頸部癌学会　2013年6月

13-14日 東京
13.	 Omura K: Principles and indications of mandibular bridging with reconstruction plate. AOCMF Course - Principles 

in Craniomaxillofacial Fracture Management-　2013年7月19日　横浜市
14.	 Omura K: Mandibular reconstruction using vascularized bone flap. AOCMF Course - Principles in 

Craniomaxillofacial Fracture Management-　2013年7月19日　横浜市
15.	 小村　健: 舌・口底癌の切除と再建. 第40回 日本口腔外科学会 教育研修会 2013年7月28日　京都市
16.	 小村　健: 当科における下顎再建の現況. 福岡口腔癌研究会 2013年8月1日　福岡市
17.	 丸川恵理子: シンポジウム　骨補填材料の最前線　顎骨再生へのβ-TCP（β-リン酸三カルシウム）の臨床応用におけ

る現状と問題点. 第43回口腔インプラント学会学術大会2013年9月13－15日　福岡市
18.	 小村　健: 歯科医院における小手術. 平成25年度四市合同学術講演会　2013年9月29日　立川市　
19.	 小村　健: 口腔癌治療における頸部郭清術. 第28回日本病院歯科口腔外科協議会学術集会 2013年10月11日 福岡市
20.	 小村　健, 原田浩之: シンポジウム「口腔癌治療における術前、術後の補助療法」切除可能進行口腔扁平上皮癌に対す

る術前S-1・放射線同時併用療法. 第58回日本口腔外科学会総会・学術大会　2013年10月12日 福岡市
21.	 原田浩之, 小村　健, 島本裕彰: シンポジウム「口腔外科治療の最前線」口底扁平上皮癌の臨床病理学的検討.  第51回日

本癌治療学会総会 2013年10月24-26日 京都
22.	 小村　健: 当科における下顎再建の現況. 長崎大学歯学部口腔外科セミナー 2013年11月14日 長崎市
23.	 小村　健: 口腔癌. 東京都歯科医師会 講演会 2013年12月13日 東京

[講義]
  1.	 小村　健: 口腔悪性腫瘍の手術療法. 島根大学医学部 2013年7月22日　出雲市　　　　
  2.	 小村　健: 口腔悪性腫瘍の手術. 長崎大学歯学部 2013年11月15日　長崎市

[学会・研究会・講演会の主催]
  1.	 東京医科歯科大学CDE実習コース　日常臨床での外科小手術を身につける  2013年2月10日　東京　
  2.	 第10回 紹介医のための口腔外科セミナー  2013年3月3日　東京　
  3.	 第37回 日本頭頸部癌学会総会・学術大会　2013年6月13-14日　東京
  4.	 第11回 紹介医のための口腔外科セミナー　2013年9月8日　東京　 
  5.	 第47回 日本口腔科学会関東地方部会 　2013年9月28日　東京
  6.	 東京医科歯科大学CDE実習コース　日常臨床での外科小手術を身につける  2013年10月6日　東京
  7.	 東京医科歯科大学 臨床セミナー　小村健教授の口腔がん治療． 2013年12月1日　東京

[研究費]
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究
	 「１１ｑ１３．３増幅ナビゲーションマイクロダイセクト口腔癌ゲノム構造解析」 
	 研究代表者：小村　健
	 期間：平成24-25年度
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金・基盤研究C　
	 「組織弾性イメージングを用いた舌扁平上皮癌における術前治療効果の判定」　
	 研究代表者：原田浩之
	 期間：平成23-25年度
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金・基盤研究C　
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	 「再建した舌は大脳機能局在をかえるか」　
	 研究代表者：小枝聡子
	 期間：平成25-27年度
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金・若手研究B　
	 「ゼラチンハイドロゲルを用いたFGF除放による顎骨延長法の改良」　
	 研究代表者：樺沢勇司　
	 期間：平成24-25年度
  5.	 日本学術振興会科学研究費補助金・若手研究B　
	 「薬剤徐放性生体吸収メンブレンとFGF-2・骨髄幹細胞を用いた顎骨延長法の確立」　
	 研究代表者：樋口佑輔　
	 期間：平成25-26年度
  6.	 日本学術振興会科学研究費補助金・若手研究B　
	 「パラフィン包埋組織からのプロテオーム解析による新規唾液腺がんマーカーの開発」　
	 研究代表者：根岸綾子　
	 期間：平成24-25年度
  7.	 日本学術振興会科学研究費補助金・若手研究B
	 「口腔白板症の遺伝子異常解析と癌化予測診断への臨床応用」
	 研究代表者：栗林悠里
	 期間：平成24-26年度
  8.	 日本学術振興会科学研究費補助金・若手研究B
	 「癌抑制遺伝子型microRNAの機能的スクリーニングと核酸医薬への応用」
	 研究代表者：上杉篤史
	 期間：平成25-27年度
  9.	 日本学術振興会科学研究費補助金・若手研究B
	 「口腔癌におけるオートファジー細胞死抑制機構の研究」
	 研究代表者：富岡寛文
	 期間：平成25-26年度
10.	 日本学術振興会科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究
	 「ナノ磁性複合分子と生体埋込型ネオジム磁石によるマイクロDDSの開発」
	 研究代表者：森田圭一
	 期間：平成25-26年度
11.	 日本学術振興会科学研究費補助金・基盤研究B
	 「食道扁平上皮癌の新たな治療体系の構築を目指した統合的ゲノム・エピゲノム解析」
	 研究代表者：河野辰幸　研究分担者：小村　健
	 期間：平成24-26年度
12.	 文部科学省 次世代がん研究戦略推進プロジェクト 次世代がん研究シーズ戦略的育成プログラム　「食道扁平上皮癌の

新規治療標的分子と診断バイオマーカーの同定」
	 研究代表者：稲澤譲治　研究分担者：小村　健
	 期間：平成23-27年度
13.	 日本学術振興会科学研究費補助金・基盤研究Ｂ
　	「臨床体験型コンピュータシミュレーション教材の標準化と医歯学融合教育での教育効果」
	 研究代表者：木下淳博　研究分担者：樺沢勇司
	 期間：平成24-27年度
14.	 共同研究費　オリンパス株式会社　
	 「機能性生体材料の顎口腔外科分野での応用検討」
	 研究代表者：小村　健
	 平成24年10月1日～平成25年9月30日
15.	 武田科学振興財団研究助成金
	 「自己血漿と骨髄間葉系幹細胞を併用したハイブリッドマテリアルによる骨再生療法の検討」
	 研究代表者　丸川恵理子
	 2011年7月22日-2013年7月22日　
16.	 奨学寄付金
	 大鵬薬品工業株式会社
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17.	 奨学寄付金
	 第一三共株式会社

[受賞]
  1.	 大坪邦彦, 藤田浩嗣, 丸川恵理子, 伊藤　努, 今井なほこ, 海老原康宏, 小笠原法子, 櫻井誠人: 下顎第二および第三大臼歯

の重積状水平埋伏の2症例. 第72回日本矯正歯科学会大会優秀発表賞　2013年10月11-13日　松本市
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口 腔 放 射 線 医 学 分 野
Oral and Maxillofacial Radiology

教　　授　倉林　亨　　　　　　　　　 　
准 教 授　渡邊　裕 
講　　師　大林尚人，𠮷野教夫 
助　　教　鉄村明美，中村　伸，大河内清(〜3月)， 
　　　　　栗林亜実(3月まで休職)，
　　　　　能村嘉一(〜3月)，坂本潤一郎(4月〜)
医　　員　新垣理宣，能村嘉一(4月〜)，
　　　　　戒田篤志(〜3月)
大学院生　神山洋介(〜3月)，カムルン・ナハ(〜9月)，　
　　　　　キタピロン・コンカモル，髙橋　璋，尾崎吉弘，
　　　　　鈴木まどか，ラム・ダイ・フォン，
　　　　　小滝真也(4月〜)，
　　　　　ガンソム・スパック(10月〜)

(1) 教育
　歯科放射線学は、口腔・顎・顔面領域の疾患を主な対象とする放射線の医学的利用について体系づけた臨床歯科医学の専
門分野である。学部学生に対しては、疾患の診断と治療に関係する理論と知識及び基本的技術を身につけることを目標とし
て、講義と実習を行う。最近の放射線医学の進歩は著しく、現在の医療技術も将来の科学や技術的進歩に応じて変化するこ
とから、自己の生涯学習の基盤となる様な教育に配慮する事を重視している。一方、大学院における教育では、最新の画像
診断技術の歯科領域への応用や生物学的基礎に基づく口腔癌の放射線治療法に関する専門的教育を中心として教育を行う。

(2)  研究
　当分野で行なっている主な研究テーマは、断面画像による顎口腔領域病変の鑑別診断、拡散強調MRIやDynamic MRI, MR 
sialography等を用いた唾液腺疾患の診断、神経血管系疾患や顎関節疾患等を対象とした新しいMRI診断法の開発、口腔領域
悪性腫瘍患者の予後予測に関するCT画像診断の役割に関する研究、腫瘍の放射線抵抗性の機構と予測に関する研究等であ
る。

(3)  臨床
　当分野の臨床部門として、画像診断および放射線治療が挙げられる。
1. 画像診断
　64列マルチスライスCTスキャナおよび3テスラMRI撮像装置を用いた顎顔面領域の診断は、当分野における画像診断業務
の中核をなしている。前者では通常の断面画像に加えて、顎顔面骨や歯列の三次元画像表示、顎骨の多断面画像表示等の画
像処理を行なっており、後者では特に三叉神経痛や唾液腺疾患、顎関節疾患に対して新しい撮像法を開発しこれを臨床症例
に適用している。また本学PET核医学センターには当分野から 2名の教員を派遣しており、主に口腔悪性腫瘍のPET-CT診
断に携わっている。
2. 放射線治療
　歯科放射線外来には放射線治療の設備は設置されていないが、当分野では本学医学部附属病院放射線科に1名の教員を派
遣し、同科の治療担当医らと共に、口腔領域悪性腫瘍の放射線治療に携わっている。治療方針の決定等については、顎口腔
外科および顎顔面外科外来の担当医と密接に連携し、またスペーサー、モールド等の放射線治療補助装置の製作については、
顎義歯外来の協力を得て治療にあたっている。

(4) 研究業績
［原著］

  1.	 Hikita R, Miyamoto JJ, Ono T, Honda E, Kurabayashi T, Moriyama K. Activation patterns in the auditory 
association area involved in glottal stop perception. J Oral Biosci 55: 34-39, 2013.

  2.	 Imaizumi A, Kodama S, Sakamoto J, Sasaki Y, Otonari-Yamamoto M, Kuribayashi A, Kurabayashi T, Sano T. 
Imaging findings of benign peripheral nerve sheath tumor in jaw. Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol 116: 
369-76, 2013.

  3.	 Kamrun N, Tetsumura A, Nomura Y, Yamaguchi S, Baba O, Nakamura S, Watanabe H, Kurabayashi T. 
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Visualization of the superior and inferior borders of the mandibular canal: a comparative study using digital 
panoramic radiographs and cross-sectional computed tomography images. Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral 
Radiol 115: 550-7, 2013.

  4.	 Kretapirom K, Okochi K, Nakamura S, Tetsumura A, Ohbayashi N, Yoshino N, Kurabayashi T. MRI characteristics 
of rheumatoid arthritis in the temporomandibular joint. Dentomaxillofac Radiol 42: 31627230, 2013.

  5.	 Kuribayashi A, Imaizumi A, Tetsumura A, Yoshino N, Kurabayashi T. Magnetic resonance imaging of 
myoepithelioma in the salivary glands. Oral Radiol 29: 87-91, 2013.

  6.	 Momin MA, Kurabayashi T, Yosue T. Quantitative and morphological evaluation of cancellous and cortical bone of 
the mandible by CT. OMICS J Radiology 3: 1000155, 2013. 

  7.	 Nakamura S, Toriihara A, Okochi K, Watanabe H, Shibuya H, Kurabayashi T. Optimal timing of post-treatment 
[18F]fluorodeoxyglucose (18F-FDG)-PET/computed tomography (CT) to identify tumor recurrence, nodal metastasis, 
and distant metastasis for surveillance and discuss the optimal timing of 18F-FDG-PET/CT examination after the 
completion of treatment for head and neck malignancy. Nucl Med Commun 34: 162-7, 2013.

  8.	 Nomura Y, Watanabe H, Shirotsu K, Honda E, Sumi Y, Kurabayashi T. Stability of voxel values from cone-beam 
computed tomography for dental use in evaluating bone mineral content, Clin Oral Implants Res 24: 543-8, 2013.

  9.	 Ozaki Y, Watanabe H, Nomura Y, Honda E, Sumi Y, Kurabayashi T. Location dependency of the spatial resolution 
of cone-beam computed tomography for dental use. Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol 116: 648-655, 2013.

10.	 Pal SK, Sakamoto K, Aragaki T, Akashi T, Yamaguchi A. The expression profiles of acidic epithelial keratins in 
ameloblastoma. Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol 115: 523-31, 2013.

11.	 Sasaki Y, Sakamoto J, Otonari-Yamamoto M, Nishikawa K, Sano T. Potential of fluid-attenuated inversion recovery 
MRI as an alternative to contrast-enhanced MRI for oral and maxillofacial vascular malformations: experimental and 
clinical studies. Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol 116: 503-510, 2013.

12.	 Takahashi A, Watanabe H, Honda E, Sumi Y, Kurabayashi T. Localizing the mandibular canal on dental CT 
reformatted images: usefulness of panoramic views. Surg Radiol Anat 35: 803-809, 2013.

13.	 Toriihara A, Nakamura S, Kubota K, Makino T, Okochi K, Shibuya H. Can dual-time-point 18F-FDG PET/CT 
differentiate malignant salivary gland tumors from benign tumors? AJR Am J Roentgenol 201: 639-44, 2013.

14.	 Yuasa-Nakagawa K, Shibuya H, Yoshimura R, Miura M, Watanabe H, Kishimoto S, Omura K. Cervical lymph node 
metastasis from early-stage squamous cell carcinoma of the oral tongue. Acta Otolaryngol 133: 544-51, 2013.

[著書]
  1.	 倉林　亨. 舌下•顎下•頸部の疾患. 歯科放射線学第5版, 岡野友宏他 編集, 医歯薬出版, 東京, p.288−298, 2013.
  2.	 坂本潤一郎. 各種画像診断機器を理解する: MRIの原理. 基本臨床画像診断, 佐野　司•倉林　亨 編集, 医歯薬出版, 東京, 

p.48-52, 2013.
  3.	 倉林　亨. 各種疾患を読む: 上顎洞. 基本臨床画像診断, 佐野　司•倉林　亨 編集, 医歯薬出版, 東京, p.127−132，2013.
  4.	 倉林　亨, 中村　伸. 画像診断の実際: 腫瘍の画像診断. 基本臨床画像診断, 佐野　司•倉林　亨 編集, 医歯薬出版, 東京, 

p.160-171，2013.
  5.	 倉林　亨. 口腔の診察•検査•診断: MRI. 口腔科学, 戸塚靖則•高戸　毅 編集, 朝倉出版, 東京, p.276-279, 2013.
  6.	 渡邊　裕. 放射線治療 副障害とその対処. 口腔科学, 戸塚靖則•高戸　毅 編集, 朝倉出版, 東京, p.389-393, 2013.

[総説]
  1.	 誉田栄一, 浜田賢一, 倉林　亨, 宇山恵美, 吉田みどり. MRI対応生体内金属の開発. 日磁歯誌 22: 41-48, 2013.

[学会]
  1. Kurabayashi T. Cone-beam CT for dental use: comparison with medical CT. Special lecture, 35th Annual Scientific 

Conference on Dental Research and Continuing Education, Ho-Chi-Minh City, April 8, 2013.
  2.	 Saitoh Y, Takayama T, Omata T, Shibuya H, Miura M, Watanabe H. Development of remotely operated 

brachytherapy system for oral cancer. IEEE International Conference on Robotics and Automation, May 6-10, 
Germany, 2013.

  3.	 Hikita R, Miyamoto JJ, Ono T, Honda E, Kurabayashi T, Moriyama K. Activation patterns in the auditory 
association area involved in glottal stop perception. 12th International Congress on Cleft Lip/Palate and Related 
Craniofacial Anomalies, Orlando, May 5-10, 2013.

  4.	 Watanabe H, Takahashi T, Ozaki Y, Honda E, Sumi Y, Kurabayashi T. Localizing the mandibular canal on dental 
CT reformatted images: Availability of panoramic views. The 19th International Congress of Dent-Maxillofacial 
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Radiology, Bergen, Norway, June 22-27, 2013.
  5.	 Lam DP, Kuribayashi A, Imaizumi A, Yoshino N, Kurabayashi T. Usefulness of fast dynamic contrast-enhanced MRI 

in differentiating benign from malignant salivary gland tumors. The 19th International Congress of Dent-Maxillofacial 
Radiology, Bergen, Norway, June 22-27, 2013.

  6.	 Takahashi A, Watanabe H, Honda E, Sumi Y, Kurabayashi T. Localizing the mandibular canal on dental CT 
reformatted images: Usefulness of panoramic views. The 9th World Congress for Oral Implantology and American 
Academy of Implant Dentistry Global Conference, Seoul, August 24-25, 2013.

  7.	 Nunthayanon K, Honda E, Ohmori H, Inoue-Arai MS, Shimazaki K, Kurabayashi T, Ono T. 3T MRI movie: a new 
detective tool for articulation. The 3rd Tri-University Consortium on Oral Health and Sciences, Tokyo, November 6-7, 
2013.

  8.	 Kretapirom K, Okochi K, Kurabayashi T. MRI characteristics of rheumatoid arthritis in the temporomandibular 
joints. The 3rd Tri-University Consortium on Oral Health and Sciences, Tokyo, November 6-7, 2013.

  9.	 𠮷野教夫, 鉄村明美, 鈴木まどか, 倉林　亨. 舌咽神経痛におけるNeurovascular CompressionのMRIによる評価. NPO法
人日本歯科放射線学会第216回関東地方会, さいたま市, 2013年1月19日.

10. 	戒田篤志, 三浦雅彦. 137Cs線源低線量率連続照射による腫瘍細胞周期動態の解析. 第15回癌治療増感研究シンポジウム, 
奈良市, 2013年2月9-10日.

11. 	𠮷野教夫, 鉄村明美, 鈴木まどか, 倉林　亨. 舌咽神経痛の3D-CISS MRIならびにTOF MRAによる評価. 第32回日本画
像医学会総会•学術大会, 東京, 2013年2月22日.

12. 	𠮷野教夫, 鈴木まどか, 嶋田昌彦, 倉林　亨. 顎顔面領域に症状を呈する頭蓋内病変のMRI所見の特徴. NPO法人日本歯
科放射線学会第54回総会•学術大会, 福岡, 2013年5月31日

13. 	今泉晶子, 佐々木秀憲, 坂本潤一郎, 神尾　崇, 西川慶一, 音成(山本)実佳, 和光　衛, 佐野　司. 超音波エラストグラフィ
における加圧力とElasticity IndexおよびElasticity Ratioの関係について. NPO法人日本歯科放射線学会第54回総会•学
術大会, 福岡, 2013年6月2日.

14. 	坂本潤一郎, 今泉晶子, 佐々木秀憲, 神尾　崇, 和光　衛, 音成実佳, 倉林　亨, 佐野　司. Intravoxel incoherent motion 
(IVIM)解析による頭頸部腫瘍の良悪性鑑別. NPO法人日本歯科放射線学会第54回総会•学術大会, 福岡, 2013年6月2日.

15. 	高橋　璋, 渡邊　裕, 誉田栄一, 倉林　亨. Dental CT画像における下顎管の同定に関して: 歯列平行断像の有用性. NPO
法人日本歯科放射線学会第54回総会•学術大会, 福岡, 2013年6月2日.

16. 	鈴木まどか, 吉野教夫, 嶋田昌彦, 倉林　亨. 三叉神経痛におけるneurovascular compressionのMRI所見: 臨床症状との
関連性. NPO法人日本歯科放射線学会第54回総会•学術大会, 福岡, 2013年6月2日.

17. 	鉄村明美, 中村　伸, 𠮷野教夫, 坂本潤一郎, 樺沢勇司, 佐藤　昌, 高　楠旻, 東堀紀尚, 小村　健, 森山啓司, 倉林　亨.  3T 
MR装置を用いた顎関節撮像における矯正装置の影響. NPO法人日本歯科放射線学会第217回関東地方会•第33回北日本
地方会•第21回合同地方会、新潟市, 2013年7月6日.

18. 	中村　伸. イメージインタープリテーション　症例1 出題と解説. 第49回日本医学放射線学会秋季大会臨床大会•第26回
頭頸部放射線研究会, 名古屋, 2013年10月13日.

19. 	坂本潤一郎. イメージインタープリテーション　症例6 回答. 第49回日本医学放射線学会秋季大会臨床大会•第26回頭頸
部放射線研究会, 名古屋, 2013年10月13日.

20. 	𠮷野教夫, 鈴木まどか, 嶋田昌彦, 倉林　亨. 三叉神経痛のMRI所見: neurovascular compressionと臨床症状との関連性. 
第49回日本医学放射線学会秋季大会臨床大会•第26回頭頸部放射線研究会, 名古屋, 2013年10月13日.

21. 	新垣理宣, 中村　伸, 園田格, 鳥井原彰, 道泰之, 原田清, 倉林　亨. 多発性筋炎患者に発症したMTX関連リンパ増殖症の
1例. NPO法人日本歯科放射線学会第18回臨床画像大会, 東京, 2013年11月2日.

22. 	大林尚人. シェーグレン症候群に有用なMRI画像所見の検討. NPO法人日本歯科放射線学会第18回臨床画像大会, 東京, 
2013年11月2日.

23. 	中川惠子, 原田直樹, 三浦雅彦, 渡邊　裕, 戒田篤志. 口腔内放射線小線源組織内照射治療のlearning curve. 日本放射線
腫瘍学会第26回学術大会, 弘前市, 2013年10月18−20日.

24. 	澤田亜理沙, 臼井信男, 大森浩子, 島崎一夫, 泰羅雅登, 倉林　亨, 小野卓史. 矯正歯科治療による疼痛における認知行動
療法の効果の検討. 第78回口腔病学会学術大会•総会, 東京, 2013年12月7日.

25. 	能村嘉一, 渡邊　裕, 倉林　亨. 歯科用コーンビームCT撮影における軟組織の画素値について. 第78回口腔病学会学術
大会•総会, 東京, 2013年12月7日.

26.	 松田悠平, 吉増秀實, 荒川真一, 三浦雅彦, 渡邊　裕. 舌癌小線源治療患者の口腔環境評価. 第78回口腔病学会学術大会•
総会, 東京, 2013年12月7日.

［研究助成金］
  1. 	倉林　亨. 光干渉断層画像診断法の歯科領域への応用と最適化に関する研究. 平成25年度日本学術振興会科学研究費補
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助金. 基盤研究C (代表).
  2.	 倉林　亨. 近赤外光・レーザー等を用いた新たな歯科疾患診断・治療用機器の開発に関する研究. 平成25年度長寿医療

研究開発費(分担). 研究代表者 角　保徳.
  3.	 倉林　亨. CBCT評価の標準化項目の提案. 平成25年度日本歯科医学会プロジェクト研究費 (分担). 研究代表者 勝又明

敏.
  4.	 倉林　亨. 奨学寄付金1件.
  5.	 坂本潤一郎. IVIM MRイメージングで迫る舌癌リンパ節転移予測. 平成25年度日本学術振興会科学研究費補助金. 若手

研究B (代表).
  6.	 坂本潤一郎. 顎関節疼痛を関節液蛋白濃度の可視化により診断するプロジェクト. 平成25年度日本学術振興会科学研究

費補助金. 基盤研究C (分担). 研究代表者　佐野　司.
  7.	 渡邊　裕, 倉林　亨. 「上顎または下顎臼歯部の単歯中間欠損に埋入されたSLA/TLインプラントの臨床成績評価に関

する研究」における口内法エックス線フィルムの読影. 臨床研究経費 (ストローマンジャパン株式会社).
  8.	 渡邊　裕, 倉林　亨. 「上顎および下顎前歯あるいは小臼歯に埋入されたストローマン　ボーンレベルインプラントの

臨床成績評価に関する研究」における口内法エックス線フィルムの読影. 臨床研究経費 (ストローマンジャパン株式会
社).

  9.	 戒田篤志. 細胞周期イメージングによる放射線治療効果に影響を与える腫瘍内微小環境因子の解明. 平成25年度科学研
究費補助金. 研究活動スタート支援 (代表).

［その他］
1. 講演
  1)	倉林　亨. 歯科X線検査における放射線被曝のリスク. 川口市歯科医師会講演会, 川口市, 2013年2月23日.
  2)	倉林　亨. 歯科用コーンビームCTの基礎と臨床. 歯科診療での正しい利用のために. 東京都社会保険診療報酬支払基金

審査研究会, 東京, 2013年9月25日.
  3)	渡邊　裕. 温熱療法 (Hyperthermia)について, 東京工業大学大学院, 東京, 2013年10月2日.
  4)	渡邊　裕. 放射線腫瘍学•治療学, 昭和大学歯学部, 東京, 2013年12月16日.

2. 学術雑誌等
  1)	Kurabayashi T. Editorial board member, Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol.
  2)	Kurabayashi T. Editorial board member, Oral Radiology.

3. 外国人研究者の招聘
  1)	Vannaporn Chuenchompoonut. Lecturer, Oral Radiology Department, Chulalongkorn University, Thailand, 2013年7

月22日-8月2日.

4. 受賞
  1)	𠮷野教夫, 鉄村明美, 鈴木まどか, 倉林　亨.　第32回日本画像医学会総会•学術大会 会長賞, 2013年2月22日.
  2)	坂本潤一郎, 今泉晶子, 佐々木秀憲, 神尾　崇, 和光　衛, 音成美佳, 倉林　亨, 佐野　司. NPO法人日本歯科放射線学会第

54回総会•学術大会 安藤正一賞, 2013年6月2日.
  3)	Lam DP. Travel grant, 19th International Congress of Dento-Maxillo-Facial Radiology, June 22-27, 2013.
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麻酔・生体管理学分野
Anesthesiology and clinical physiology

教　　授　深山治久
准 教 授　小長谷光
講　　師　神野成治
非常勤講師　瀬畑　宏，奥村ひさ，鈴木あつ子，三浦雅明，
　　　　　中地　進，飯島毅彦，中村全宏，元橋功典，
　　　　　木下　樹，牧野兼三，大野由夏(11月〜)
助　　教　吉川文広，宮本智行，
　　　　　脇田　亮(10月より休職復帰)，
　　　　　松村朋香(～9月)
大学院生　佐治可奈子(～3月)，中島　淳(～3月)，
　　　　　海老澤智子，船山拓也，松本勝洋，
　　　　　佐々木陽子(社会人)， 井上卓俊(4月〜)
医　　員　大野由夏(～10月)，大上沙央理(4月～9月)，
　　　　　松村朋香(10月～)，水谷文子(4月～)，
　　　　　洲崎仁美(4月～)，佐治可奈子(4月～)，
　　　　　中島　淳(4月～)，熊坂　祝(4月～)，
　　　　　灰田　悠(～3月，6月～12月)，
　　　　　久保田一政(～3月)，福森洋平(～3月)，
　　　　　馬場有希子(～3月)，市川怜那(～3月)，
　　　　　田草川裕子(～3月)，矢島愛美(～3月)
大学院研究生　原田達也(4月〜)
大学院非常勤講師　加藤誠一，外園智唯，阿部佳子
客員臨床講師　下町香苗，安藤　寧
研修登録医　大江智可子，池田代子，泉川仁美，
　　　　　高橋奈々恵，相﨑邦雄，山田　聡，
　　　　　足立なつみ(5月〜)，新美敬太(7月〜)，
　　　　　大上沙央理(11月～)，河合紫織(11月～)
研究補助　佐藤　夏

（１）教 育
　教育目的は学部学生に日常歯科診療で必要な麻酔（全身麻酔、局所麻酔を含む）、合併症を有する患者の全身管理,顎顔面
痛治療についての知識と技術を与えることにある。年度計画では、講義は麻酔（全身麻酔、局所麻酔）、精神鎮静法、心肺
蘇生法の３つの教育要素からなっている。全身麻酔の項では学生は呼吸、循環の生理、吸入麻酔薬、静脈麻酔薬、筋弛緩薬
の薬理作用とメカニズムを学ぶ。精神鎮静法は歯科治療恐怖症や、全身疾患を有する患者にしばしば用いられるので、理論的、
技術的な講義を行う。局所麻酔は歯科臨床ではもっとも繁用される。学生は局所麻酔薬の薬理学、実施法、副作用について
学ぶ。心肺蘇生法の講義では心肺蘇生の原理、最新の心肺蘇生法ガイドラインについて理論的に講述する。実習では浸潤麻
酔法、伝達麻酔法、笑気吸入鎮静法、心肺蘇生法を行っている。救急実習では心肺蘇生訓練システムを用いて実施している。

（２）研 究
１）非侵襲ドラッグデリバリーシステムの開発
２）新しい歯科局所麻酔法の開発
３）顎顔面領域でのニューロパシックペインの病因の解明とその治療法の解明
４）広範囲抑制性鎮痛機構の解明
５）精神鎮静法と歯科治療における全身管理の臨床的研究

（３）臨床上の特色
１）精神鎮静法を用いた基礎疾患を有する患者の全身管理
２）障害者の日帰り全身麻酔
３）院内救急への対応
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４）低侵襲局所麻酔法の実施

（４）研究業績
［原著］

  1.	 Saji K, Ikeda Y, Kim W, Shingai Y, Tateno A, Takahashi H, Okubo Y, Fukayama H, and Suzuki H. Acute NK1 
receptor antagonist administration affects reward incentive anticipation processing in healthy volunteers.
International Journal of Neuropsychopharmacology, 2013 Aug;16(7):1461-71,2013.

  2.	 Nakajima A, Wakita R, Haida H, Fukayama H: Efficacy of Lidocaine lontophoresis Using Either Alternating or 
Direct Current in Hairless Rats. J Med Dent Sci. 2013 Sep 30;60(3):63-71, 2013.

  3.	 Oono Y, Baad-Hansen L, Wang K, Arendt-Nielsen L, Svensson P. Effect of conditioned pain modulation on trigeminal 
somatosensory function evaluated by quantitative sensory testing. Pain 154: 2684-90, 2013.

  4.	 Oono Y, Wang K, Atiş ES, Arendt-Nielsen L. Thermal application modulates orofacial somatosensory perception in 
healthy men and women. Clin Neurophysiol 124: 581-588, 2013.

  5.	 Yoshikawa F, Tamaki Y, Okumura H, Miwa Z, Ishikawa M, Shimoyama K, Nakamura Z, Kunimori H, Jinno S, 
Kohase H, Fukayama H. Risk Factors With Intravenous Sedation for Patients With Disabilities. Anesth Prog. 2013 
Winter; 60(4): 153–161,2013.

  6.	 Townsend EA, Zhang Y, Xu C, Wakita R, Emala CW. Active Components of Ginger Potentiate β-Agonist-Induced 
Relaxation of Airway Smooth Muscle by Modulating Cytoskeletal Regulatory Proteins. Am J Respir Cell Mol Biol. 
2014 Jan;50(1):115-24,2013.

  7.	 久保田一政，伊東祐之，近藤陽一，糟谷周吾，深山治久，鈴木康之：小児全身麻酔下磁気共鳴画像（MRI）検査―国
立成育医療研究センター手術･集中治療部での概要―．麻酔；62：1003-1008，2013．

  8.	 久保田一政，糟谷周吾，深山治久，元橋功典，鈴木康之 ： 新生児の舌内甲状舌管嚢胞摘出術における全身麻酔経験：
挿管時にPentax-AWS Airway ScopeTMが有用であった１例.　日本小児麻酔学会誌；19：137-141，2013．

  9.	 久保田一政，田村高子，糟谷周吾，深山治久，元橋功典，鈴木康之：総動脈幹症に部分肺動脈還流異常を合併した患
児の歯科治療に対する全身麻酔管理．日本歯科麻酔学会雑誌；41(5)：603-604，2013．

10.	 松村朋香，神野成治，櫻井仁亨，大野由夏，田草川裕子，小村健，深山治久：先天性角化不全症の歯科口腔外科処置
における全身麻酔経験．日本歯科麻酔学会雑誌；41(3)：296-297，2013．

11.	 妹尾美幾，阿部佳子，神谷洋子，関田俊介，河原　博：線維筋痛症患者に対する歯科治療時の静脈内鎮静法による全
身管理経験．日本歯科麻酔学会雑誌；41：609-610，2013．

12.	 船山拓也，神野成治，脇田亮，海老澤智子，神谷清，深山治久： 火傷瘢痕による気管偏位が原因と思われた挿管に難
渋した自閉症患者症例．日本歯科麻酔学会雑誌；41(2)：217-218，2013．

13.	 木村友里子, 岡村誠, 播岡徳也, 原忠司, 神谷清, 松川隆: 術前にラッテクスアレルギー素因を同定し得なかった1症例.  
麻酔；62(12)：1469-1471，2013．

14.	 吉川文広，河野龍太郎，花田隆造，足達淑子，飯島毅彦，深山治久：航空業界のCrew Resource Managementを歯科
医療に応用する可能性．日歯教誌；29（3）：83‐89，2013．

15.	 奥村ひさ，小林淳子，芝地治子，馬場有希子，三輪全三，吉川文広，深山治久．歯科日帰り全身麻酔後に悪心嘔吐が
みられた１症例の対応について．日歯麻誌；41（3）：292‐293，2013．

16.	 国森ひとみ，神野成治，江面陽子，吉野綾，吉川文広，深山治久．先天性無痛無汗症患者の口腔外科手術後管理にデ
クスメデトメジンが有用であった1症例．日歯麻誌；41（5）：601‐602，2013．

17.	 筒井　睦，石黒千代栄，道脇信恵，有友たかね，水上美樹，田中陽子，鈴木あつ子：認定歯科衛生士研修会調査報告 
－平成24年度第1回認定歯科衛生士研修会アンケート結果－．障歯誌；34(4)：686-691，2013．

18.	 矢島愛美，神野成治，灰田悠，馬場有希子，深山治久：アミノフィリン水和物微量持続投与が咳発作のコントロール
に有用であったインプラント埋入術症例．日歯麻誌；41(2)：219-220，2013．

19.	 深山治久：局所麻酔の工夫．東京都歯科医師会雑誌： 61(8)； 407-410，2013．
20.	 深山治久，澤田則宏，伊藤幹太，山本英雄，黒田真司：トラブルを起こさない局所麻酔．歯界展望： 121(3)； 411-426，

2013．
21.	 深山治久：交流イオントフォレーシスの歯科領域への応用．日本歯科評論：73(9)；9-11， 2013．
22.	 深山治久：一から学ぶ　命を守る全身管理「診療室の緊急事態」．DHstyle：7(7)；16-19， 2013．
23.	 深山治久：一から学ぶ　命を守る全身管理「意識・表情・顔色・しぐさ」．DHstyle：7(8)； 16-20，2013．
24.	 深山治久：一から学ぶ　命を守る全身管理「血圧(1)」．DHstyle：7(9)；16-19，2013．
25.	 深山治久：一から学ぶ　命を守る全身管理「血圧(2)」．DHstyle：7(10)；14-17，2013．
26.	 深山治久：一から学ぶ　命を守る全身管理「呼吸状態とSpO₂」．DHstyle：7(11)；16-19， 2013．
27.	 深山治久：一から学ぶ　命を守る全身管理「脈とECG（心電図）(1)」．DHstyle：7(12)；12-15，2013．
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［学会］
  1.	 Yoshikawa F, Sumi Y, Nishimura M, Togashi K, and Fukayama H：Anesthetic Effect of Water-Soluble Edible Film 

Containing Surface Anesthetics. IADR/AADR General Session. Seattle. March 21, 2013.
  2.	 Ebisawa T, Matsumoto K, Nakajima A, Haida H, Ando, S Yoshioka T, Ikoma T, Tanaka J, and Fukayama H : 

Calcium Alginate gel as electrode material for iontophoresis of lidocaine. The 7th International Conference on the 
Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-7), Yokohama, Japan, 19-21 June, 2013.

  3.	 Fukayama H: New devices for local anesthesia in dentistry. MANDALAY DENTAL CONFERENCE 2013, 
Myanmar, July, 2013.

  4.	 Fukayama H: Painless local anesthesia. The 6th Annual Meeting of Federation of Asian Dental Anesthesiology 
Societies, The 13th Annual Meeting of the Korean Dental Society of Anesthesiology, Seoul Korea, July, 2013. 

  5.	 Oono Y, Wang K, Baad-Hansen L, Futarmal S, Ogami S, Matsumoto K, Fukayama H, Kohase H, Svensson P, Arendt-
Nielsen L. Conditioned pain modulation in temporomandibular disorders patients. The 8th Congress of the European 
Federation of IASP Chapters (EFIC), Florence, Italy, October, 2013.

  6.	 Atis ES, Wang K, Oono Y, Arendt-Nielsen L. Effect of local cooling on jaw-stretch reflex of masseter muscle of 
healthy human. In: Abstracts of the Annual Meeting of the Society for Neuroscience, Society for Neuroscience, 
Neuroscience, San Diego, CA, USA. 9-13 November, 2013.

  7.	 T. Ebisawa, K. Matsumoto, A. Nakajima, H. Haida, S.Ando,T. Yoshioka, T. Ikoma, J. Tanaka, and H. Fukayama :AC 
Iontophoresis of Lidocaine with Alginic-Acid Gel Electrodes, International Symposium on EcoTopia Science 2013 
(ISETS ’ 13),Nagoya, Japan, 13-15 December, 2013.

  8.	 T. Matsumura, Y. Ikeda, K. Kubota, S. Jinno, H. Fukayama. Intravenous Sedation for Dental Patients with Previous 
Methamphetamine Psychosis. IADR/AADR/CADR General Session & Exhibition - Seattle, Washington, USA, 2013.

  9.	 Townsend EA, Zhang, Y, Xu1 C, Wakita R, Emala CW. Active Constituents Of Ginger Potentiate β-Agonist-
Induced Relaxation of Airway Smooth Muscle. American Thoracic Society International Conference, Philadelphia 
USA, 5.13-22. 2013.

10.	 船山拓也, 池田裕美子, 舘野周, 高橋英彦, 大久保善朗, 深山治久, 鈴木秀典：健常者における報酬処理に対するモダフィ
ニルの効果：薬理学的fMRI研究. 第86回　日本薬理学会年会. 福岡. 2013年3月23日.

11.	 藏本祐介, 今井恵理子, 山本雄大, 花岡透子, 阿部世紀, 大畑淳：鎮静中の小児に行ったcap-ONEマスク®を用いた呼吸数
測定の正確性に関する検討．第60回日本麻酔科学会学術集会．札幌．2013年5月23日.

12.	 神谷清, 岡村誠, 木村友里子, 原忠司, 播岡徳也: 術前にラッテクスアレルギー素因を同定し得なかった1例．第60回日本
麻酔科学会総会．札幌．2013年5月23日.

13.	 播岡徳也, 木村友里子, 岡村誠, 原忠司, 神谷清: 陽圧換気におけるTaperGuardTM気管チューブとHi-LoTM気管チューブカ
フの圧の変動–気管モデルを用いた比較. 第60回日本麻酔科学会総会．札幌．2013年5月24日.

14.	 阿部佳子，堂下幹司，曽我部健，河原　博：モニター心電計の波形モードによりBrugada症候群様の波形を生じた症例．
第30回関東臨床歯科麻酔懇話会，東京，2013年6月8日.

15.	 神野成治，山﨑陽子，新美知子，細田明利，井村紘子，嶋田昌彦，深山治久：プレガバリンに立効散の併用が有効で
あった口腔内神経障害性疼痛2症例 :第26回日本疼痛漢方研究会.東京.2013年7月6日.

16.	 神野成治，須田知慧，深山治久：口腔衛生領域における音楽療法の応用―ブラッシング効率向上、超音波スケーラー
刺激の不快感抑制効果―：第28回日本歯科心身医学会.博多.2013年7月13-14日.

17.	 吉川文広，河野龍太郎，花田隆造，足達淑子，飯島毅彦，深山治久：航空安全教育（CRM）を歯科医療に応用する試
み．第32回日本歯科医学教育学会総会・学術大会．札幌．2013年7月13日．

18.	 佐治可奈子，池田裕美子，深山治久，鈴木秀典：NK1受容体拮抗薬の単回投与が健常成人の報酬期待処理に及ぼす影
響の検討-ｆMRI研究．第128回日本薬理学会関東部会．東京．2013年7月14日．

19.	 大上沙央理, 山田守正, 北川健, 大野由夏, 小長谷光, 深山治久：多様な合併症を有した患者の歯性壊死性筋膜炎に対す
る緊急手術の全身麻酔経験．第48回中部歯科麻酔研究会．豊明． 2013年7月20日.

20.	 市川怜那, 吉野綾, 木下樹, 深山治久：副腎白質ジストロフィー患者に対する全身管理経験．第41回日本歯科麻酔学会
学術集会．横浜．2013年10月3日.

21.	 神谷洋子，笹尾真美，堂下幹司，妹尾美幾，山田寛之，阿部佳子，野口いづみ，河原　博：on call入室口腔外科待機
手術における術前経口補水療法の有用性．第41回日本歯科麻酔学会，新横浜，2013年10月3日.

22.	 佐々木陽子，海老澤智子，加藤誠一，三浦雅明，深山治久：ミダゾラム・プロポフォールによる深鎮静中の唾液分泌量．
第41回日本歯科麻酔学会．横浜．2013年10月3日.

23.	 水谷文子、松村朋香、小長谷光、深山治久：遺伝性血管性浮腫(HAE)を有する小児患者の全身麻酔経験. 第41回日本歯
科麻酔学会・学術集会、横浜.2013年10月3日.

24.	 関野麗子，見崎徹，深山治久，吉川文広．電動注射器の臨床使用における比較検討．第41回日本歯科麻酔学会総会・
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学術集会．横浜．2013年10月3日．
25.	 深山治久：歯科麻酔用電動注射器の有用性や最新情報の紹介．第41回日本歯科麻酔学会総会・学術集会ランチョンセ

ミナー．横浜．2013年10月3日． 
26.	 船山拓也, 池田裕美子, 佐治可奈子, 鈴木秀典, 深山治久：健常人を対象としてモダフィニルが報酬機能に及ぼす作用の

検討：fMRI研究. 第41回　日本歯科麻酔学会総会・学術集会. 新横浜. 2013年10月4日.
27.	 神野成治、松村朋香、篠塚修、深山治久：フルマゼニルの投与によって除脈性不整脈を呈した２症例．第41回日本歯

科麻酔学会・学術集会、新横浜.2013年10月2-4日.
28.	 大上沙央理, 山田守正, 北川健, 大野由夏, 小長谷光, 深山治久：多様な合併症を有した患者の歯性壊死性筋膜炎に対す

る３回におよぶ緊急手術の全身麻酔経験．第41回日本歯科麻酔学会総会・学術集会．新横浜．2013年10月2日-4日.
29.	 小長谷光, 市川怜那, 田草川裕子, 熊坂祝, 大野由夏, 大上沙央理, 松村朋香, 深山治久：意図的レミフェンタニル濃度維

持による, 静穏な全身麻酔からの覚醒P-1-36, 第41回日本歯科麻酔学会総会・学術集会．新横浜．2013年10月2日-4日.
30.	 大野由夏, 小長谷光, 市川怜奈, 田草川裕子, 深山治久：院内にて心室細動による心肺停止蘇生後に冠攣縮性狭心症と診

断され救命しえた一例．第41回日本歯科麻酔学会総会・学術集会．新横浜．2013年10月2日-4日.
31.	 吉野綾, 市川怜那, 木下樹, 深山治久：臼歯部歯槽骨の低形成を伴う骨幹端異形成症の１症例．第30回日本障害者歯科

学会学術大会．神戸．2013年10月12日.
32.	 良盛典夫，福田幸泰，小林正典，河合悟，萩谷勅信，中嶌誠治，髙木幹正，宮本智行，玄景華，式守道夫．某県歯科

医師会の訪問歯科診療における医療安全対策（第１報）～インシデント事例収集事業～．第30回日本障害者歯科学会
学術大会．神戸．2013年10月12日.

33.	 福田幸泰，良盛典夫，小林正典，河合悟，萩谷勅信，中嶌誠治，髙木幹正，宮本智行，玄景華，式守道夫．某県歯科
医師会の訪問歯科診療における医療安全対策（第２報）～チェックリストの作成～．第30回日本障害者歯科学会学術
大会．神戸．2013年10月12日.

34.	 佐々木陽子，海老澤智子，加藤誠一，山地知子，関根由美子，水田朋子，高橋絢子，竹内絵里，三浦雅明，深山治久：
ミダゾラム・プロポフォールによる深鎮静下歯科治療時の唾液アミラーゼ活性．第30回日本障害者歯科学会．神戸．
2013年10月13日.

35.	 茂木 瑞穂, 松村 朋香, 高 真紀子, 三輪 全三, 深山 治久：逆生埋伏過剰歯を有するグルコース-6-リン酸脱水素酵素
(G6PD)異常症児に対し摘出術を行った1例．第30回日本障害者歯科学会総会および学術大会, 神戸.2013年10月13日．

36.	 鈴木あつ子，永井淳子，石山直欣：当センターにおける最近5年間の薬物的行動調整に関する調査報告；第30回日本
障害者歯科学会総会および学術大会．神戸．2013年10月13日．

37.	 神野成治，市川怜那，海老澤智子，篠塚修，深山治久：口腔保健学科臨床実習生におけるスペシャルニーズデンティ
ストリー関連用語の認知度：第30回日本障害者歯科学会. 神戸. 2013年10月11-13日.

38.	 戸坂清二，永井宣子，桜井敦朗，阪柳敏春，菊田高行，丸山清孝，桜井真理，峯岸忠，西尾智見，野田幸枝，篠塚修，
小長谷光，神野成治，深山治久，鈴木朋，本間宏実，今井裕樹，松浦信幸，一戸達也，新谷誠康：障害者歯科診療所
を受診する患者および付添者による診療アウトカム評価―新旧２診療所の利用者満足度の比較― : 第30回日本障害者
歯科学会. 神戸. 2013年10月11-13日.

39.	 水谷文子，神野成治，深山治久：歯の保護床の不適切な使用により多数歯の損傷を来した1症例：第33回日本臨床麻
酔学会. 金沢. 2013年11月2日.

［研究助成金］
  1.	 大野由夏：慢性疼痛患者の疼痛コントロール　痛みのテーラーメード治療を目指して，若手研究 (B)，平成25年度．
  2.	 吉川文広：航空安全教育を用いる全身管理トレーニングシステムの開発，挑戦的萌芽研究，平成25年度，156万円．
  3.	 小長谷光：分担臨床体験型コンピュータシミュレーション教材の標準化と医歯学融合教育での教育効果，基盤研究

(B)，平成25年度 ．
  4.	 小長谷光：広範囲侵害性調節機構と慢性痛との関連-カテコールアミン神経機構の役割，基盤研究(C)，平成25年度．
  5.	 小長谷光：歯学研究，エドワーズ株式会社(外部資金)，平成25年度，10万円．
  6.	 角　保徳，（分担研究者）深山治久：高齢者の口腔機能の維持・向上法に関する研究，長寿医療研究開発費，平成25

年度，80万円．
  

［招待講演・講義・テーブルクリニック・学会等主催・受賞・その他］
〈講演〉

  1.	 宮本智行：歯科診療に関するインシデント事例分析．東京医科歯科大学歯学部附属病院平成24年度医療安全対策研修
会後期．東京医科歯科大学．2013月1月15日．

  2.	 宮本智行：部署リスクマネージャーとの連携に関する現状と課題，ＲＭとして実践可能な取り組み，院内ラウンドを
通してみる再発防止対策の効果や部署との連携の評価．国立大学附属病院医療安全協議会専任リスクマネージャー部
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会平成24年度関東甲信越地区研修．千葉大学．2013年1月18日．
  3.	 宮本智行：様々な歯科環境における患者安全を考える‐超高齢社会・在宅診療、緊急対応・心肺蘇生・医療安全・感

染対策‐．岐阜県歯科医師会館．2013年1月20日．
  4.	 深山治久：歯科医院における救急処置－やらないで済ますためには－．富士市歯科医師会学術講演会．2013年2月23日．
  5.	 深山治久：バイタルサインセミナー．平成24年度医療管理講習会．三重県歯科医師会館．2013年3月10日．
  6.	 宮本智行：歯科診療に関するインシデント事例分析．東京医科歯科大学歯学部附属病院平成24年度医療安全対策研修

会後期（補講）．東京医科歯科大学．2013月2月28日および3月21日．
  7.	 宮本智行：医療事故防止対策：東京医科歯科大学歯学部附属病院平成24年度新規診療従事者オリエンテーション：東

京医科歯科大学：2013年4月2日．
  8.	 宮本智行：歯科治療における緊急時の対応：東京医科歯科大学歯学部附属病院平成24年度第2総合診療科研修歯科医

オリエンテーション：東京医科歯科大学：2013年4月4日．
  9.	 宮本智行：医療安全全国共同行動の診療所部会．日本歯科医師会医療安全研修会．歯科医師会館．2013年4月13日．
10.	 木下　樹：在宅障害児への口腔ケア. 平成25年度在宅療養支援委員会研修会. 群馬県立小児医療センター. 2013年5月9

日.　 
11.	 木下　樹：口腔環境と全身疾患の関わり. 平成25年度群馬県臨床工学技士会市民公開講座. 高崎. 2013年5月26日.
12.	 木下　樹：乳幼児期からの口腔衛生、虫歯予防. 恩賜財団母子愛育会地域母子保健研修会. 東京. 2013年6月21日.　
13.	 宮本智行：院内外の各種の医療事故情報に関する収集と活用の方法．医療安全基礎講座2013『医療安全の技術と情報』．

国際予防医学リスクマネージメント連盟．東京大学伊藤国際学術研究センター．2013年6月28日．
14.	 木下　樹：緊急時の初期対応（一次救命処置）．国立コロニーのぞみの園職員研修.高崎.　2013年7月11-12日.　 
15.	 木下　樹：発達障害児の口腔ケア. 恩賜財団母子愛育会地域母子保健研修会.東京.　2013年8月23日.
16.	 深山治久：安心・安全の局所麻酔注射. 北埼玉歯科医師会学術講演会. 2013年9月1日．
17.	 宮本智行：『歯科診療に必要な感染予防対策の実際』．厚生労働省委託．日本歯科医師会．平成25年度歯科医療従事者

に対する感染症予防講習会，コラボしが21．2013年9月8日． 
18.	 木下　樹：局所麻酔再考（痛くない局所麻酔のコツと電動注射器の活用）．東京デンタルショウ2013 生涯研修セミナ

ー. 東京. 2013年9月14日.
19.	 深山治久：歯科医療における安全．平成25年度胆江・両磐地域医療安全対策研修会． 2013年10月9日．
20.	 宮本智行：医療機器ミスに対する原因の分析方法ならびに予防対策の立案方法．医療機器安全の現状と課題．医療機

器安全管理研修会2013医療機器事故のリスク管理と危機管理．国際予防医学リスクマネージメント連盟．東京大学．
2013年10月13日．

21.	 宮本智行：歯科領域の対応困難患者の現状．第23回国立大学附属病院医療安全管理協議会総会教育セッション「チー
ム医療実践のための患者相談と医療安全の連携」．ANAクラウンプラザホテル京都．2013年10月18日．

22.	 宮本智行：質の高い安全な医療に向けて．平成25年度医療安全研修会．特定医療法人愛仁会太田総合病院．2013年11
月7日．

23.	 宮本智行：院内ラウンドの具体的な実施方法と評価について．国立大学附属病院医療安全協議会専任リスクマネージ
ャー部会平成24年度関東甲信越地区研修．信州大学．2013年11月15日．

24.	 深山治久：医療安全対策講習会（「外来環」対応）．2013年度医療安全対策講習会．　2013年11月28日．
25.	 宮本智行：『歯科診療に必要な感染予防対策の実際』．平成25年度歯科医療従事者に対する感染症予防講習会，奥羽大学．

2013年12月8日．

〈講義〉
  1.	 宮本智行らは，国際医療リスクマネージメント学会主催．医療安全教育セミナー2012年度冬期(医療安全管理研修会)－ 

リスクマネージメントの実習編－にて，設計故障モード影響解析(FMEA)演習，危険予知訓練(KYT)演習，根本原因
分析(RCA)演習の実習指導を行った．東京大学本郷キャンパス．2013年2月6日- 8日．

  2.	 深山治久：東京医科歯科大学歯科同窓会C.D.E.コースにて，静脈内鎮静法入門-無痛治療をめざす-」講義・実習指導．
東京．2013年11月3，4日．

〈学会等主催〉
  1.	 鈴木あつ子：平成25年度第1回認定歯科衛生士研修会．集まれ！認定歯科衛生士（Ⅱ）～それぞれのスタンスで取り

組む口腔ケアについて～：神戸国際展示場：2013年10月12日．

〈留学〉
  1.	 脇田亮：Research Fellow of Columbia University (Department of Anesthesiology)(~2013年9月)
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〈受賞〉
  1.	 大野由夏：優秀研究賞．東京医科歯科大学歯学部．東京．2013年1月23日．



疼 痛 制 御 学 分 野
Orofacial Pain Management

教　　授　嶋田昌彦
助　　教　山﨑陽子
医　　員　新美知子，安藤祐子，冨澤大佑
客員臨床教授　川島正人
客員臨床講師　真秀重成
非常勤講師　宮脇卓也，室賀一宏，
　　　　　水間謙三，前田　亮
大学院生　細田明利，井村紘子，
　　　　　グェン ホー クィン アン
研修登録医　篠原康彰

　当分野は平成12年4月に発足し，口腔・顎・顔面領域における痛みの発症機序の解明と痛みの制御法の確立，さらには痛
みの伝達機構，認知機構ならびに制御機構の解明を目的としている．また，東洋医学の科学的解明ならびに適切なる臨床応用，
さらには新しい分野への応用などについて研究を発展させていくことをも目的としている．

（１）教育
　歯学部２年生に対してペインクリニック入門として講義を行っている。歯学部５年生に対して，疼痛制御学の講義を行っ
ている．６年生に対しては疼痛制御学の実習を行っている．疼痛制御学では口腔・顎・顔面領域の痛み，異常感覚，知覚麻痺，
異常運動および運動麻痺などに対する診断および治療をテーマとしている．
　大学院修士課程では，感覚受容器と求心性情報処理に関する講義を行っている．博士課程においては，疼痛制御学では痛
みを伴う疾患に対する診断，治療の基本について基礎ならびに臨床面から講義を行い，特に痛覚伝達のメカニズム，下行性
鎮痛抑制系，ニューロパシックペイン，神経麻痺などについて解説している．口腔東洋医学では，鍼，灸，漢方に代表され
る東洋医学を臨床応用するにあたっての診断法ならびに治療法に関する講義を行っている．

（２）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している．
　１．口腔・顎・顔面部に出現する異常感覚の分析
　　原因不明の痛みや不快症状に対する末梢の受容機構および中枢機構の生理学的，形態学的，心理学的な分析
２．ニューロパシックペインの発現メカニズムの分析ならびに治療法の開発
　　ニューロパシックペインに対する神経薬理学的分析とACイオントフォレーシスによる治療法の開発

　３．口腔への侵害刺激に対する制御機構に関する研究
　４．舌痛症および味覚障害の分析と治療法の開発
　

（３）臨床
　歯学部附属病院ペインクリニックにおいて次に示すような口腔・顎・顔面領域の疾患ならびに症状に対する治療を行って
いる．
　１．痛み

歯科治療に関連した難治性の痛み，三叉神経痛，舌痛症，悪性腫瘍に伴う痛み，外傷に伴う痛み，ならびにその他の
痛みを主訴とするすべての疾患

　２．異常感覚
　　　口腔粘膜，歯，顎，顔面などのさまざまな不快な感覚，味覚異常，口腔乾燥など
　３．知覚麻痺
　　　歯科口腔外科に関連した知覚麻痺，中枢性の知覚麻痺
　４．異常運動
　　　オーラルジスキネジア，舌の異常運動，痙攣など
　５．運動麻痺
　　　顔面神経麻痺
　これらに対し，西洋医学療法だけではなく東洋医学療法をも取り入れた全人的医療を行っている．
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（４）研究業績
［原著］

  1.	 Yamazaki Y, Niimi T, Ando Y, Tomizawa D. and Shimada M. Necessity of Magnetic Resonance Imaging (MRI) 
using an appropriate sequence for diagnosis of trigeminal neuralgia associated with intracranial tumor. Open 
Journal of Stomatology, 3, 510-514, 2013 Dec.

  2.	 Kohjitani, A. Miyawaki T., Shimada M., Sugiyama K.; Features of Lateral Cephalograms Associated With Difficult 
Laryngoscopy in Japanese Children Undergoing Oral and Maxillofacial Surgery,  Pediatric Anesthesia, 23(11), 994-
1001, 2013

  3. 	一戸達也、嶋田昌彦、小谷順一郎、丹羽　均、今村佳樹、仲西　修、瀬尾憲司、福田謙一．非歯原性（筋性・神経障
害性・神経血管）歯痛の診断と治療のガイドラインの立案、日本歯科医学会雑誌、32、59-62,　2013

  4. 	小谷順一郎、嶋田昌彦．ミダゾラム注射液（ドルミカム®注射液）の歯科・口腔外科領域における静脈内鎮静法に関
する臨床使用実態調査、日本歯科麻酔学会雑誌、41（2）、160-170,　2013

  5. 	安藤祐子、山﨑陽子、新美知子、井村紘子、細田明利、川島正人、嶋田昌彦．プレガバリンと桂枝加朮附湯の併用に
より疼痛管理が可能となった三叉神経痛の一症例、日本口腔顔面痛学会雑誌、6、19-23,  2013

［著書］
  1.	 嶋田昌彦．東洋医学と疼痛治療、口腔顔面痛の診断と治療　ガイドブック、医歯薬出版  119-128, 2013.

［総説］
  1.	 嶋田昌彦．口腔顔面領域の慢性疼痛、東京都歯科医師会雑誌、61巻６号、3-10,　2013

［学会］
  1.	 山﨑陽子、新美知子、嶋田昌彦．立効散および桔梗湯の併用が有効であったBurning Mouse Syndromeの１症例、第

64回日本東洋医学会学術総会、鹿児島、６月２日、2013
  2. 	新美知子、山﨑陽子、嶋田昌彦．神経障害性疼痛と思われる歯痛に立効散が奏効した一症例、第64回日本東洋医学会

学術総会、鹿児島、６月２日、2013
  3. 	鈴木まどか、　吉野教夫、　嶋田昌彦、　倉林　亨．三叉神経痛における neurovascular compression のMRI所見：臨床

症状との関連性，第54回日本歯科放射線学会学術大会、福岡県立ももち文化センター、６月２日、2013
  4. 	吉野教夫、鈴木まどか、嶋田昌彦、倉林　亨. 顎顔面領域に症状を呈する頭蓋内病変のMRI所見の特徴. 第54回日本歯

科放射線学会学術大会、福岡県立ももち文化センター、６月１日、2013
  5. 	川島正人、新美知子、冨澤大佑、安藤祐子、細田明利、井村紘子、山﨑陽子、嶋田昌彦．疼痛教室の参加によりQOL

が改善され、痛みの共存が可能となった2症例、第30回日本歯科麻酔学会地方会（関東歯科麻酔懇話会）、６月８日、
昭和大学歯学部

  6. 	三浦佳子，月川和香奈，内田達郎，鎌田絹子，小畑佳代子，小西富代，長井丈英，難波可奈，原田安子，松原恒，深
山智子，村田直，吉田ひとみ，和達礼子， 俣木志朗，嶋田昌彦．東京医科歯科大学歯学部附属病院における5S活動の
取り組みについて、第54回日本歯科医療管理学会総会・学術大会、朝日大学、６月29日、30日、2013

  7. 	細田明利、山﨑陽子、新美知子、安藤祐子、冨澤大佑、井村紘子、嶋田昌彦．抜髄後の痛みに対して桂枝加朮附湯が
奏効した１症例、第26回日本疼痛漢方研究会学術集会、東京、７月６日、2013

  8. 	神野成治、山﨑陽子、新美知子、細田明利、井村紘子、嶋田昌彦、深山治久．プレガバリンに立効散の併用が有効で
あった口腔内神経障害性疼痛２症例、第26回日本疼痛漢方研究会学術集会、東京、７月６日、2013

  9. 	冨澤大佑、川島正人、嶋田昌彦、舘野周、大久保善朗．Burning Mouth Syndromeの精神科診断に関する検討、第28
回日本歯科心身医学会総会・学術大会、福岡、７月13日、2013

10. 	安藤祐子、山﨑陽子、新美知子、冨澤大佑、井村紘子、細田明利、川島正人、嶋田昌彦．プレガバリンと桂枝加朮附
湯の併用により疼痛管理が可能となった三叉神経痛の一症例、第18回日本口腔顔面痛学会、大宮、７月12日、2013

11. 	H. Imura, M. Shimada, Y. Yamazaki, Y. Kono, N. Yoshida, K. Sugimoto, Does salivary antioxidant capacity reflect 
that of blood serum? ;　 FDI、8月28－31日、イスタンブール、2013

12. 	一戸達也、嶋田昌彦．抗精神病薬常用者に対する日常使用量の歯科用アドレナリン添加リドカイン製剤の安全性に対
する我が国の使用実態を調査、第41回日本歯科麻酔学会、横浜、10月３日、2013

13. 	山﨑陽子、新美知子、安藤祐子、冨澤大佑、井村紘子、細田明利、川島正人、嶋田昌彦．ラットの顔面皮膚における
直流および交流電流を用いたイオントフォレーシスの電極下の皮膚状態の検討、第41回日本歯科麻酔学会、横浜、10
月４日、2013

14. 	礪波健一，俣木志朗，大林尚人，橋本吉明，鵜澤成一，小林宏明，難波佳子，森本清子，森薗立男，深山智子，足達
淑子，水口俊介，嶋田昌彦．東京医科歯科大学歯学部附属病院 平成24年度患者満足度アンケート調査の分析結果、第
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78回口腔病学会学術大会、東京、12月７日、2013
15. 	秀島雅之，中村周平，飯田知里，西山 暁，犬飼周佑，安部友佳，石山裕之，稲数彩花，三間裕子，足立明奈，松原 恒，

俣木志朗， 嶋田昌彦．快眠歯科(いびき・無呼吸)外来発足の経緯と診療概要、第78回口腔病学会学術大会、東京、12
月７日、2013

16. 	井村　紘子，嶋田昌彦，杉本久美子．唾液中および血清中の抗酸化能の関連性、第78回口腔病学会学術大会、東京、
12月７日、2013

17. 	吉田直美，杉本久美子，河野葉子，井村　紘子．更年期女性の口腔内状態の検討　―第１報　歯科衛生士を対象とし
た質問紙調査から―　第78回口腔病学会学術大会、東京、12月７日

18. 	杉本久美子，河野葉子，井村　紘子，吉田直美．更年期女性の口腔内状態の検討　―第２報　歯科衛生士を対象とし
た唾液分析から―　第78回口腔病学会学術大会、東京、12月７日、2013

[商業誌]
  1.	 嶋田昌彦．「口腔疾患の漢方治療」、『漢方と診療』第14号、２－13、2013
  2.	 嶋田昌彦．ペインクリニック、日本歯科医師会ＨＰ「テーマパーク8020」、2013

[研究助成]
  1.	 嶋田昌彦　平成25年度日本学術振興会科学研究費補助金「神経因性疼痛の治療法と開発　－イオントフォレーシス－

効果の基礎的研究」基盤研究（Ｃ）研究課題番号22592253　研究代表者　交付金額　780,000円

（５）その他
[講演]
  1.	 嶋田昌彦．大学から発信する歯科の未来と可能性、東京医科歯科大学歯科千葉県同窓会、千葉、10月27日、2013
  2.	 嶋田昌彦．インプラントの術後トラブルへの対応（神経損傷を中心に）、岩手医科大学・ハーバード大学共同開催イ

ンプラントセミナー、岩手、12月15日、2013

[シンポジウム]
  1.	 嶋田昌彦．「大学教育を考える」、第64回日本東洋医学会学術総会、鹿児島、６月２日、2013
  2.	 嶋田昌彦．「痛みと不定愁訴に対するクリニカルアプローチ」第28回日本歯科心身医学会総会・学術大会、福岡、７

月13日、2013
  3.	 嶋田昌彦．「地域における障害者の全身麻酔下歯科治療　―沖縄県心身障害児（者）全身麻酔下歯科治療事業を踏ま

えて」、第41回日本歯科麻酔学会総会・学術集会、横浜、10月３日、2013

[特別講義]
  1.	 嶋田昌彦　学生講義　岡山大学歯学部、平成25年７月10日

[国際交流関係]
  1.	 大学の世界展開力強化事業における海外学生受入れ、疼痛制御学分野、３月13日、2013
  2.	 台湾高雄医学大学口腔医学院歯学生の歯学部附属病院（ペインクリニック）で研修、６月10日～21日
  3.	 大学の世界展開力強化事業における海外学生受入れ、疼痛制御学分野、10月22日、2013
  4.	 2013年度東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　歯科医学グローバルリーダー養成プログラム、受入れ１名：

NGUYEN Ho Quynh Anh氏、University of Medicine and Pharmacy, HCMC, Vietnam

[社会活動]
嶋田昌彦　医療系大学間共用試験実施評価機構　歯学系CBT実施委員会　委員長
　　　　　歯学系CBT実施小委員会　ブラッシュアップ専門部会　部会長
　　　　　歯学系CBT実施小委員会　事後評価解析小委員会問題プール化専門部会　部会長
嶋田昌彦　歯科医師臨床研修マッチング協議会委員　
嶋田昌彦　財団法人日本救急医療財団心肺蘇生法委員会委員
嶋田昌彦　厚生労働省　医道審議会臨時（専門）委員（歯科医師分科会）
嶋田昌彦　経済産業省　医療サービス国際化推進事業委員
嶋田昌彦　独立行政法人　医薬品医療機器総合評価機構専門委員
嶋田昌彦　日本歯科医学会　理事
嶋田昌彦　日本歯科麻酔学会　理事長，評議員，雑誌編集委員，倫理委員会委員，事業企画委員会委員，標榜科推進委員

口腔機能再構築学講座



— 56 —

　　　　　会委員
嶋田昌彦　日本口腔顔面痛学会　副理事長、評議員
嶋田昌彦　口腔病学会副会長，常任理事，理事
嶋田昌彦　有病者歯科学会評議員



小 児 歯 科 学 分 野
Pediatric Dentistry

講　　師　小野芳明，三輪全三
助　　教　橋本吉明，宮新美智世，藤田晴子，茂木瑞穂
医　　員　今村由紀(〜3月)，柿野聡子，高真紀子,
　　　　　中島幸恵，大石敦之，後藤早智，
　　　　　上原奈緒子(4月〜)
大学院生　大庭聖子(〜3月)，庄井香(〜3月)，中根綾子，
　　　　　関矢多希，堀川大樹，伊藤幸子，上原智己，
　　　　　中村州臣(4月〜)，田中志寿佳(4月〜)，
　　　　　沈東鶴(10月〜)，
　　　　　ホンゴルズル・ガンボルト(10月〜)
非常勤講師　島田陽一郎，武井啓一，五十川伸崇，
　　　　　下川仁弥太，田中光郎，向井美惠

（１）教　育
担当科目：
　小児歯科学、口腔小児医学
教育方針：
　小児歯科学は、小児期における健全な口腔機能の育成と、これを障害する異常や疾患の診断および予防、治療に関する教育・
研究を行う臨床歯学である。そこで、教育方針としては、先ず小児の顎口腔機能の育成法、これらに関連する疾患や異常に
対する診断法や予防法、治療法などについて、その理論と方法を習得させる。
　口腔小児医学は成長発育過程にある小児の口腔領域の健康の維持・増進とそれを障害する異常や疾患の病因および病態、
予防、治療に関する教育・研究を行う臨床歯学である。そこで、教育方針としては、先ず小児は成人と異なる精神的、肉体的、
生理的特徴を持つ生体であることを理解させたうえで、小児特有の口腔疾患の病因と病態および、診断法や予防法、治療法
を修得させる。そして、乳児期から成人にいたるまでの口腔領域の健康の維持・増進に必要な継続的な健康管理方法について、
その理論と方法を修得させる。また、小児患者のbehavioral managementについては診療上の意義と重要性を理解させ、そ
の方法を精神発達との関連において教育するとともに、保護者の理解と協力の必要性、重要性を認識させる。
　

（２）研　究
研究テーマ

（1）小児の顎・口腔機能に関する生理学的、生物学的研究
　　Physiological and biological studies on the stomatognathic function of children
　新生児期から小児期にかけて獲得される吸綴や嚥下、咀嚼、発音、言語などの高次の口腔機能について、それらに関連す
る口腔諸器官の機能とともに、発達の過程を生理学的および生物学的に検討し、各々の特徴と意義について解析する。

（2）歯の形成および異常に関する研究
　　Studies on the development and developmental disturbances of the teeth
　小児の各種口腔機能の発達と維持に基本的な関わりを持っている乳歯および永久歯について、それぞれの形成の過程を形
態学的、分子生物学的に解析するとともに、形成異常の病因と病態、治療法について研究する。

（3）小児の歯列、顎、顔面頭蓋の成長発育について
　　Studies on the growth and development of the dentition and the maxillofacial cranium
　小児の口腔機能の発達と維持に基本的な関わりを持っている歯列・顎・顔面頭蓋の成長発育とその異常について、主に形
態学的に解析する。特に成長の予測という観点で利用できる情報の発見と利用法の開発を目指す。

（4）乳歯および幼若永久歯の歯内療法剤の開発に関する研究
　　Development of new materials for endodontic treatment of deciduous and immature permanent teeth
　乳歯および幼若永久歯の歯内療法は歯根吸収や歯根形成への影響を考え、永久歯とは異なる方法が適用されなければなら
ない。このような観点で、乳歯および幼若永久歯に望ましい歯内療法を研究する。特に、現在多用されている水酸化カルシ
ウム製剤に比べ、より生理的な反応を誘導する歯内療法剤の開発を目指す。

（5）小児歯科治療に関する基礎的研究
　　Basic research on clinical pediatric dentistry
　小児の歯科疾患の内、頻度が高く、口腔機能の発育に対する影響の大きいう蝕と歯の外傷について、開発された材料や機
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器を応用した、より効果的な治療法の検討を行うとともに、予防対策について新しい方法の開発を目指す。

（３）臨　床
臨床上の特色
　口腔機能育成系診療科小児歯科外来は成長発育期にある小児を対象とする包括的歯科診療を行っている。ここでは小児の
主要な口腔疾患および異常について診査、診断、治療を行い、加えてそれらの予防について保健指導や予防処置を実施する
とともに、定期的なリコールシステムによる長期的な口腔健康管理を行い、健全な口腔の機能と形態の育成を行っている。

（４）研究業績
[原著]
  1.	 Nassar M, Hiraishi N, Shimokawa H, Tamura Y, Otsuki M, Kasugai S, Ohya K, Tagami J. The inhibition effect of 

non-protein thiols on dentinal matrix metalloproteinase activity and HEMA cytotoxicity. J Dent. 2013 December 4. 
doi: 10.1016/j.jdent.2013.11.023. PMID: 24316344  [Epub ahead of print]

  2.	 Sriarj W, Aoki K, Ohya K, Takahashi M, Takagi Y, Shimokawa H. TGF- beta in dentin matrix extract induces 
osteoclastogenesis in vitro. Odontology 2013 December 24.  DOI 10.1007/s10266-013-0140-3 PMID: 24366403  [Epub 
ahead of print]

  3.	 Pluemsakunthai P, Kuroda S, Shimokawa H, Kasugai S. A basic analysis of platelet-rich fibrin: distribution and 
release of  platelet-derived growth factor-BB. Inflammation and Regeneration. 33 (3), 164-172, 2013.

  4.	 Haga N, Kubota M, Miwa Z. Epidemiology of Hereditary Sensory and Autonomic Neuropathy TypeⅣ and Ⅴ in 
Japan.  American Journal of Medical Genetics Part A. 161A:871–874, 2013.

  5.	 Yoshikawa F, Tamaki Y, Okumura H, Miwa Z, Ishikawa M, Shimoyama K, Nakamura Z, Kunimori H, Jinno S, 
Kohase H, Fukayama H. Risk Factors with Intravenous Sedation for Patients with Disabilities. Anesth Prog. 60(4), 
153–161, 2013.

  6.	 Kakino S, Kushibiki S, Yamada A, Miwa Z, Takagi Y, Matsuura Y. Optical Measurement of Blood Oxygen 
Saturation of Dental Pulp. ISRN Biomedical Engineering. Vol. 2013, Article ID 502869, 2013.

  7.	 Oishi A, Terashima T, Miyashin M, Takagi Y. Repair process of experimental root fractures in rat molars examined 
by histopathological techniques and 3D micro-CT imaging. Pediatric Dental Journal, 23, 8-15, 2013.

  8.	 小野芳明. 担任も知っておきたい保健の知識－むし歯を治療しない家庭への働きかけ－ 教育研究, 第6号, 56-57, 2013．

[総説]
  1.	 今村由紀. 第八リン酸カルシウムセメントの乳歯用根管充填材料への応用に関する研究. 小児歯科学雑誌. 51(3), 333-

339, 2013.

[著書]
１．執筆
  1.	 三輪全三：Section8 小児歯科, 予防・治療（アドバンス）技術, 4.2）非協力児・障害児のう蝕治療, 歯科臨床イヤーノ

ート2014, 住友雅人他（編），クインテッセンス. 594-595, 2013.
  2.	 宮新美智世：Section8 小児歯科, 予防・治療（アドバンス）技術, 4.2）歯の外傷の治療, 6.2）歯の外傷の応急処置, 歯

科臨床イヤーノート2014, 住友雅人他（編），クインテッセンス. 595-597，610-613, 2013.
  3.	 小野芳明：Section 8 小児歯科, 予防・治療（アドバンス）技術, 咬合誘導処置, 歯科臨床イヤーノート2014, 住友雅人

他（編），クインテッセンス. 599-602, 2013.

[メディア]
  1.	 高木裕三, 宮新美智世：日歯TV, 歯やお口のトラブル（2）永久歯のケガ, http://www.jda.or.jp/tv/63.html, 日本歯科医

師会ホームページ, 2013.
  2.	 宮新美智世, 高木裕三：日歯TV, 歯やお口のトラブル（3）乳歯のケガ, http://www.jda.or.jp/tv/63.html, 日本歯科医師

会ホームページ, 2013.

[学会]
  1.	 Nakajima Y, Shimada Y, Miyashin M, Sadr A, Tagami J, Sumi Y. SS-OCT assessment of occlusal caries in primary 

teeth. 91st IADR General Session. Seattle, March 20-23, 2013.
  2.	 Miyashin M. Utilization of Micro Focus X-ray Computed Tomographic Images of Primary and Newly Erupted 

Permanent Teeth in Endodontics. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo. May 22-26, 2013.
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  3.	 Fujita H, Uehara T, Goto S, Higuchi K, Nakamura Z, Ono Y. Three supernumerary primary teeth in the maxillary 
molar area and these successors; report of a case. 24th IAPD. Seoul. June 12-15, 2013.

  4.	 Nassar M, Hiraishi N, Shimokawa H, Tamura Y, Otsuki M, Ohya K, Tagami J. The 5th International Congress on 
Adhesive Dentistry. Non-Protein Thiols Inhibit Dentinal MMPs and HEMA Toxicity. Philadelphia, June 14-15,  2013.

  5.	 Isidro S, Ono Y, Kawamura T. Craniofacial and dental arch characteristics of children with dental attrition. IADR-
APR, Bangkok, August 23, 2013.

  6.	 Sekiya T, Miwa Z, Tsuchihashi N, Sugimoto K. Objective understanding of emotional changes induced by viewing 
dental treatments.  FDI Annual World Dental Congress. Istanbul. August 28-31, 2013.

  7.	 Motegi M, Yonezawa H, Senpuku H. Roles of Genes to Aggregation and Biofilm Formation in the Streptococcus 

mutans. EUROBIOFILMS, Ghent. September 9-12, 2013.
  8.	 高真紀子, 茂木瑞穂, 橋本吉明. 乳歯に認められた特発性多発性内部吸収の2例.　第51回日本小児歯科学会大会.岐阜. 

2013年5月23-24日.
  9.	 村田周子，下川仁彌太，庄井香，宮新美智世．歯根膜細胞に対する脱落歯保存液の影響．第51回日本小児歯科学会大

会. 岐阜. 2013年5月23-24日.
10.	 藤田晴子, 中島幸恵, 上原智己, 菅原貴子, 後藤未奈, 橋本吉明, 小野芳明.　歯科治療により全身状態が改善したと考えら

れる高IgE症候群児の１例.　第51回日本小児歯科学会大会. 岐阜. 2013年5月23-24日.
11.	 金沢英恵，宮新美智世，工藤みふね，和田奏絵, 金田一純子. 悪性腫瘍治療におけるエックス線照射から小児の歯を保

護するための遮蔽材の研究. 第51回日本小児歯科学会大会. 岐阜. 2013年5月23-24日.
12.	 宮新美智世, 大石敦之, 村田周子. 相対値法電気根管長測定器の根未完成歯ならびに歯根破折歯への応用. 第13回日本外

傷歯学会. 所沢. 2013年7月21日.
13.	 和田奏絵, 宮新美智世. コンポジットレジンによる歯髄処置後の乳臼歯審美性歯冠修復の予後評価. 第24回日本審美歯

科学会大会. 東京. 2013年7月21日.
14.	 中村全宏, 泉川仁美, 大江智可子, 藤田晴子, 石川健太郎, 大岡貴史, 弘中祥司. 歯科治療での体温管理について. 第39回日

本重症心身障害学会学術集会. 栃木. 2013年9月26日．
15.	 中根綾子，三輪全三，北迫勇一，佐々木好幸，田上順次．幼児における酸蝕歯の調査‐生活習慣との関連‐．日本小

児保健協会学術集会. 東京. 2013年9月26-28日.
16.	 伊藤織恵, 池尾茉莉, 中島幸恵, 帰山えりか.　1歳6か月児健診前の患児保護者に対する意識調査報告. 第32回日本小児歯

科学会近畿地方大会. 奈良. 2013年9月29日.
17.	 茂木瑞穂, 松村朋香, 高真紀子, 三輪全三, 深山治久. 逆生埋伏過剰歯を有するグルコース-6-リン酸脱水素酵素（G6PD）

異常症児に対し摘出術を行った1例.　第30回日本障害者歯科学会大会. 神戸. 2013年10月11-13日.
18.	 後藤早智，藤田晴子，髙木裕三．低リン血症性くる病患児の歯科治療経験．第30回日本障害者歯科学会大会. 神戸. 

2013年10月11-13日．
19.	 釼持郁，今村由紀，大関智子，永田幸子，十川裕子，難波佳子，大沼由季，足達淑子，橋本吉明，篠塚修.　某特別支

援学校における15年間の歯科保健指導.　第30回日本障害者歯科学会大会. 神戸. 2013年10月11-13日.
20.	 中島幸恵, 島田康史, サダルアリレザ, 宮新美智世, 田上順次, 角保徳. SS-OCTによる乳歯咬合面う蝕診断の評価. 日本歯

科保存学会2013年度秋季学術大会(139回). 秋田.  2013年10月17-18日.
21.	 伊藤幸子, 島田康史, 中島幸恵, サダルアリレザ, 高木裕三, 田上順次, 角保徳. SS-OCTによる咬合面裂溝ならびに予防填

塞材の断層画像評価. 日本歯科保存学会2013年度秋季学術大会(139回). 秋田. 2013年10月17-18日.
22.	 宮新美智世, 大石敦之, 村田周子. 相対値法電気的根管長測定器の根未完成歯ならびに歯根破折歯への応用．第28回日

本小児歯科学会関東地方会. 横須賀. 2013年10月27日. 
23.	 和田奏絵，金沢英恵，工藤みふね，宮新美智世，金田一純子．乳歯エナメル質形成不全の審美的修復－全身疾患を有

する幼児における多数歯への接着修復の1例．第28回日本小児歯科学会関東地方会. 横須賀. 2013年10月27日.
24.	 伊藤幸子，藤田晴子，関矢多希，上原智己，宮島千佳，川村朋子，小野芳明．歯牙腫により埋伏した下顎第二乳臼歯

を開窓牽引した１例．第28回日本小児歯科学会関東地方会. 横須賀. 2013年10月27日.
25.	 今村由紀, 橋本吉明, 宮新美智世.　部分無歯症患者の乳歯自家移植の1例.  第25回日本小児口腔外科学会. 船堀. 2013年

11月3日.
26.	 金沢英恵，馬場祥行，宮新美智世，工藤みふね，和田奏絵，内藤りょう，北村正幸，正木英一，金田一純子．放射線

治療から小児の水晶体を防護するコンタクトの作製．第67回国立病院総合医学会．金沢．2013年11月8-9日.
27.	 礪波健一，俣木志朗，大林尚人，橋本吉明，鵜澤成一，小林宏明，難波佳子，森本清子，森薗立男，深山智子，足達

淑子，水口俊介，嶋田昌彦.　東京医科歯科大学歯学部附属病院平成24年度患者満足度アンケート調査の分析結果. 第
78回口腔病学会. 東京. 2013年12月7日.

28.	 宮新美智世, 大石敦之, 中村州臣．乳歯と根未完成歯のmicrofocus X-ray CT情報の応用．第78回口腔病学会. 東京. 
2013年12月7日.
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[研究助成金]
文部科学省研究費
  1. 	文部科学省科学研究費補助金　若手研究（B）継続「う蝕病原性細菌のバイオフィルム関連遺伝子と母子感染の研究」：

H23-26. 課題番号 23792416　研究代表者　茂木瑞穂
  2.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究（B）新規「多波長LEDを利用した歯髄血液酸素飽和度測定による非侵襲的

定量的歯髄診断法の開発」：H24-26. 課題番号 25870201　研究代表者　柿野聡子

その他
  1.	 中島幸恵：富徳会研究助成（2013年度）「非侵襲断層画像診断法OCTを用いた乳歯の診断」
  2.	 三輪全三, 柿野聡子：科学技術振興機構(JST)受託研究費（2013）「血流波形の診断解析プログラムを組み込んだ透過

型光電脈波歯髄診断器の開発」
  3.	 茂木瑞穂：平成25年度女性研究者支援事業　東京医科歯科大学研究支援員配備事業「う蝕病原性細菌のバイオフィル

ム関連遺伝子と母子感染の研究」

[その他]	
（国際学術交流）
1. 招待講演・シンポジウム・セミナー
  1.	 Nakajima Y. Assessment of tooth fracture using SS-OCT. The 1st International Symposium and Mini-Exhibition 

“Optical Coherence Tomography in Dentistry”．Tokyo, June 20-21, 2013.
  2.	 Fujita H. Oral health care of children. Dental Health Seminar and Consultation. Bangkok. Sept. 8, 2013.
  3.	 Ono Y. 子供に上手に歯科治療を受けさせるには. Dental Health Seminar and Consultation. Bangkok. Sept. 8, 2013.
  4.	 Sekiya T, Miwa Z, Tsuchihashi N, Sugimoto K. Analyses of physiological responses associated with emotional 

changes induced by viewing video images of dental treatments. The 3rd Tri-University Consortium on Oral Science 
and Education. Tokyo, November 6-7, 2013.

（国内学術交流）
1. 招待講演・シンポジウム・セミナー
  1.	 宮新美智世：専門医セミナー 外傷難症例の臨床と課題. 日本小児歯科学会平成24年度専門医セミナー, 愛知学院大学楠

元学舎, 名古屋, 2013年2月24日.
  2.	 宮新美智世：小児歯科における接着の応用－外傷と歯内療法の臨床から－. 第31回顎日本咬合学会, 東京, 2013年6月30

日.
  3.	 小野芳明：小児歯科からみた顎関節症の診断と治療. シンポジウム「児童および生徒における顎関節症の診断と治療」．

第26回日本顎関節学会総会, 東京. 2013年7月21日.
  4.	 柿野聡子：透過型光電脈波法による歯髄血流測定―小児期外傷歯の歯髄診断への応用―. 第6回レーザー学会 「レーザ

ーバイオ医療」技術専門委員会, 仙台, 2013年8月30日.
  5.	 大石敦之, 寺島達夫, 宮新美智世, 高木裕三：根未完成歯に実験的に作製した外傷性歯根破折の修復過程―病理組織切

片と3次元マイクロCTイメージングによる観察．第28回日本小児歯科学会関東地方会若き研究者の集い，横須賀, 2013
年10月27日．

  6.	 橋本吉明, 上原奈緒子, 藤田晴子, 小野芳明. 関東9歯科大学小児歯科の特色紹介とアピール：東京医科歯科大学小児歯
科外来.　第28回日本小児歯科学会関東地方会, 横須賀, 2013年10月27日.

  7.	 三輪全三：第21回無痛無汗症シンポジウム. 東京, 2013年11月2-3日.
  8.	 宮新美智世：日本歯内療法学会認定臨床研修会　認定カリキュラムⅣ　歯の外傷, 大阪歯科大学, 大阪, 2013年12月15

日.

（一般医歯学雑誌）
  1.	 小村健，田中香衣，藤田晴子：“目・耳・鼻・口” の診かたと初期対応〈口〉地図状舌. 小児内科, 45(10):1845−1847．

2013.
  2.	 今村由紀: 第八リン酸カルシウムセメントの乳歯用根管充填材料への応用に関する研究. 小児歯科臨床, 18(7):77-82, 

2013.

（新聞記事、その他）
  1.	 三輪全三：黒い歯が生えてきた. 携帯サイト健康相談, 保健同人社モバイル事業 , 2013.7.8.
  2.	 三輪全三：永久歯が斜めに生えてきた. 携帯サイト健康相談, 保健同人社モバイル事業, 2013.12.2.
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  3.	 三輪全三：小児の顎関節症. 携帯サイト健康相談, 保健同人社モバイル事業, 2013.12.25.
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咬 合 機 能 矯 正 学 分 野
Orthodontic Science

教　　授　小野卓史
准 教 授　
講　　師　松本芳郎，簡野瑞誠，細道　純(4月〜)
助　　教　細道　純(〜3月)，島﨑一夫，渡　一平，小海　暁，
　　　　　米満郁男，石田宝義(4月〜)
大学院生　今井治樹(〜3月)，金島貴子(〜3月)，
　　　　　小池紗里奈(〜3月)，古森紗知子(〜3月)，
　　　　　久良木建(〜3月)，舌野知佐(〜3月)，舟木幸葉，
　　　　　川辺綾子，沖原秀政，小野理恵子，
　　　　　Privatananupunt Jutiporn(タイ，国費留学生)，
　　　　　澤田亜理沙，若杉絵美奈，池田侑平，今村俊博，
　　　　　許　瑞瑾(台湾、私費留学生），宮坂　南，宮﨑　睦，
　　　　　沖藤明日香，Nunthayanon Kulthida(タイ，国費留学生)，
　　　　　喜田壮馬，隈陽一郎，牧口実央，坂口智美，大石修史，
　　　　　山口博之，安　珍圭(韓国，私費留学生)，
　　　　　頼　威任(台湾，私費留学生)，阿部泰典(4月〜)，
　　　　　福島由香乃(4月〜)，笠原由紀(4月〜)，
　　　　　小川卓也(4月〜)，柴田　育(4月〜)，
　　　　　Uchima Koecklin Karin Harumi(4月～,ペルー,私費留学生)，
　　　　　Kanaguchi Akemi(9月～，メキシコ，私費留学生)，
　　　　　Pavethy Nath Velusamy(9月～，インド，国費留学生)
大学院研究生(専攻生)　
　　　　　黒田由紀子(〜3月)，服部育子(〜3月)，平沼摩耶，
　　　　　加藤千帆(〜3月)，水町真理子(〜3月)，酒井敬一、
　　　　　今井治樹(4月〜)，金島貴子(4月〜)，小池紗里奈(4月〜)，
　　　　　久良木建(4月〜)，舌野知佐(4月〜)，桐井絢子，上杉俊輔，
　　　　　松村智成，鈴木淳平，山田恭平，纐纈美沙子(4月〜)，
　　　　　島峯隆浩(4月〜)，鈴木克彦(4月〜)，
　　　　　Tang Huan(9月～，中国，国費留学生)，
　　　　　Uchima Koecklin Karin Harumi(～3月,ペルー,私費留学生)，
　　　　　高津裕介(9月～)，来栖　聡、富田大介

（1）教　育
担当科目：
　咬合機能矯正学、不正咬合病態学、機能適応生物学

教育方針：
咬合機能矯正学
　顎顔面頭蓋と全身の諸構造とが均衡のとれた状態で咬合機能を発育させ、また病態もしくはそれに移行する咬合状態を矯
正し、さらに増齢に伴う最適な機能を獲得維持させるような制御の機構と方法を下記の項目に分けて教授する。
１）不正に陥っている咬合系の生理学的機構を病態学的に解説し、矯正歯科治療に関する科学的根拠の理解を深める。
２）咬合力や矯正力等の外力に対する咬合系の反応性と適応性について、また、増齢に伴うそれらの変化についても解説し、

生物現象への関心を高める。
３）矯正歯科治療を主とする咬合系の形態や機能を制御する術式について、生力学的ならびに材料学的に解説し、術式開発

への意識向上を図る。
４）矯正歯科治療に対する歯科医師が考える必要度と、一般人が考える要求度について解説し、社会歯科学の認識を高める。

不正咬合病態学
　咬合に関与する機能と形態の変異を増齢に伴って把握し、不正咬合の位置づけとその病態としての客観的な認識について、

— 63 —

口腔機能再構築学講座



生理学、生力学、生物学および社会学の見地から教育を行う。

機能適応生物学
　咬合を中心とした環境的な制御を目的として、矯正刺激を付与した際に惹起される、増齢要素を含めた生物学的な応答過
程を、一次的な反応性と二次的な適応性とから、その機構について教育を行う。

（2）研　究
　本分野では、主に以下のテーマを研究対象としている。

1）咬合機能に関する生力学的研究
　不正咬合の客観的評価方法の確立や正常咬合の生物学的意義とその科学的根拠の解明を目的として、主に計算力学的手法
を適用した生力学的検討を推し進めている。その結果、咬合することによりかかるエネルギーを指標とした咬合状態の定量
的評価法、および流体力学的手法により咀嚼時の食塊の流れからみた咀嚼機能評価法を確立した。また、咀嚼時における下
顎第一大臼歯の変位の食塊破壊に対する意義を検討した。さらに、実際に摂取される食品の物理的性状を測定し、これに併
せて不正咬合患者に対して食品摂取アンケートを実施することにより、咀嚼機能を客観的および主観的の両面から評価して
いる。くわえて、下顎側方偏位症例の顎関節症状について臨床的調査を行い、その発症メカニズムについて、上下顎骨・歯列・
顎関節構造からなる稠密なシミュレーションモデルを構築することにより、生力学的に検証している。

2）矯正力・咬合力に対する生物学的反応と機能的適応に関する研究
　矯正力・咬合力に対する生物学的反応ならびに機能的適応を明らかにすることを目的として、形態学的、酵素・免疫組織
化学的、分子生物学的ならびに電気生理学的解析を進めている。その結果、咬合機能低下による歯根膜における機械受容器、
血管、細胞外マトリックス、一酸化窒素、神経ペプチドの変化や歯槽骨の変化を明らかにした。さらに、機能回復による影
響も明らかにした。歯の移動に関して、矯正力の大きさ、作用様式・時間の違いや咬合力の影響、さらにオステオポンチン、
Cbfa1、レプチン、PTH、インスリンの関与を解明した。また、機械的刺激の大きさや時間の違いによる歯根膜細胞および
骨系細胞の反応や各種遺伝子発現に及ぼす影響を明らかにした。

3）歯の自家移植の術式の開発と矯正臨床への応用
　成功率の高い根完成歯の自家移植の術式の開発を目的として、組織化学的、分子生物学的手法を用い、移植歯歯根膜の治
癒のメカニズムについて検討してきた。その結果、適切な時期に与えられる咬合刺激が歯根膜細胞の増殖活性を高め、さら
には、一酸化窒素や神経ペプチドを介しての移植歯の歯根吸収や骨性癒着が抑制されることを明らかにした。また、移植前
における移植歯への矯正力の負荷と移植後の歯根膜治癒との関連性についても明らかにした。

4）不正咬合と顎関節に関する研究
　不正咬合と顎関節との関連を解明することを目的として、酵素・免疫組織化学的、生力学的、電気生理学的解析を進めて
いる。下顎骨偏位や咬筋切除による咬合力低下が、顎関節の形態ならびに機能変化を引き起こすことを明らかにした。また、
それらの咬合状態の変化に対する顎関節受容器や咀嚼筋筋紡錘の適応についても見出してきた。さらに、歯根膜機械受容器
から咀嚼筋、頚部筋群への反射機構について明らかにした。
　くわえて、多因子性疾患である顎関節症発症のメカニズムを解明することを目的として、分子生物学的手法を用い、エス
トロゲンやその他の因子と滑膜炎症との関連性について明らかにした。

5）咬合の変化および増齢に伴う歯・頭蓋顎顔面の形態と機能の変化に関する研究
　成長発育を含めた歯・頭蓋顎顔面の形態と機能の増齢変化を解明することを目的として、免疫組織化学的、分子生物学的
手法、電気生理学的手法を用い、歯根膜機械受容器の応答性や歯肉血管網の増齢変化を解明してきた。一方、生理学的手法
を用いて、非作業側の側頭筋活動に対する作業側臼歯部歯根膜機械受容器の役割、小臼歯部の咬合状態と咬合力との関連を
明らかにしてきた。また、開咬症例における歯の動揺度や咀嚼筋筋活動の変化を検討している。動物においては、咬合高径
を変化させたときの閉口筋筋紡錘応答特性の変化や、下顎を側方偏位させたときの、左右顎関節機械受容器の応答特性の変
化を検討している。さらに、機械受容器の成長発育についての検討も行っている。

6）頭蓋顎顔面と全身との関連に関する研究
　頭蓋顎顔面の形態ならびに機能の形成・維持と全身の形態ならびに機能との関連性を解明することを目的として、下顎骨
偏位患者や外科的矯正治療患者における治療前後の体重心動揺様相の変化、咬みしめ時の胸鎖乳突筋にみられる筋疲労、咀
嚼時の下顎運動に伴う頭頚部の能動的運動の存在、歯根膜機械受容器および顎関節機械受容器の入力による頚部モーターユ
ニットの活動を明らかにしてきた。また、咀嚼時の下顎運動に伴う頭部運動と食品性状との関連の解析、下顎運動時におけ
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る頭頚部有限要素モデルの作製とその動解析も行っている。

7）歯科材料学の矯正臨床への応用
　より安全で効率のよい矯正歯科治療の術式を開発することを目的として、超弾性型チタンニッケル合金ワイヤーの改良お
よびその臨床応用、それらの生物学的、生力学的背景について検討してきた。また、コイルスプリングの改良、チタンニッ
ケル合金と異種合金との接合法開発および臨床応用、中空型の超弾性型チタンニッケル合金ワイヤーの開発および臨床応用
を行ってきた。さらに、チタンニッケル合金角型ワイヤーの振動減衰能に着目した材料力学的、生物学的ならびに生力学的
検討、矯正用接着材および前処理方法の改良も進めている。

（3）臨　床
　本分野では、材料および治療技術を開発することにより、常に世界に先駆けて矯正歯科治療技術の二大転換期をリードし
てきた。すなわち、矯正用ブラケットを歯に直接つける接着方法を開発することによる、古くから用いられてきた矯正用バ
ンドを用いない治療システムを展開してきた。またステンレススチールなどの剛性の高いワイヤーを用いる治療から、超弾
性型のチタンニッケル合金ワイヤー、さらには近年開発した改良超弾性型チタンニッケル合金角型ワイヤーを用いることに
より、弱い持続的な矯正力で効率よく安全に行う画期的な治療技術を発展させてきた。その結果、矯正歯科治療単独では限
界と考えられていた数多くの難症例に対しても良好な臨床成績を収めている。一方、不正咬合の病態生理を解明することに
より、矯正歯科治療の必要性を裏付ける科学的根拠を明らかにし、さらには研究結果をいち早く臨床にフィードバックさせ
ることにより、新たな術式開発を目指している。
　大学院生には、基礎研究の他に卒後臨床教育カリキュラムに則って、歯科矯正学の高度な専門知識と診療態度および技能
を習得させ、論理的思考力を研鑽していくことにより、臨床研究者となる次世代のリーダーを育成している。大学院卒業後
もグループ診療体制により、多角的な視点から診療を行っている。
　また、唇顎口蓋裂やその他の先天性疾患、顎変形症、顎機能異常、歯周疾患等を有する症例や、埋伏歯、欠損歯を伴う症
例に対する歯の移植、さらには矯正治療用のインプラント固定源等においては、関連分野との協力により包括的歯科治療を
行っている。
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19.	 沖原秀政，小海暁，石田宝義，加藤千帆，平沼摩耶，藪下忠親，石田和人，道川誠，小野卓史：成長期における咀嚼
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環境の変化が記憶・学習機能に与える影響．第72回日本矯正歯科学会大会，松本，2013年10月7-9日.
20.	 大石修史，清水康広，細道純，隈陽一郎，前田秀将，臼見莉沙，金香佐和，舌野知佐，鈴木淳一，吉田謙一，小野卓史：

間欠的低酸素はラット顎顔面領域の骨成長を抑制し形態の不調和をもたらす．第72回日本矯正歯科学会大会，松本，
2013年10月7-9日.

21.	 川辺綾子，簡野瑞誠，中川一路，塙隆夫，小野卓史：チタン表面へのポリエチレングリコール電着による唾液環境下
バイオフィルム形成の評価．第72回日本矯正歯科学会大会，松本，2013年10月7-9日.

22.	 山田恭平，大森浩子，桐本博章，島﨑一夫，小野卓史：下顎側方偏位を伴う顎変形症患者における顎関節症状と下顎
頭形態との関連性．第72回日本矯正歯科学会大会，松本，2013年10月7-9日.

23.	 小池紗里奈，今井治樹，澤田亜理沙，舟木幸葉，池田侑平，沖藤明日香，宮崎睦，臼見莉沙，加藤千帆，石田宝義，
渡一平，細道純，簡野瑞誠，小野卓史：不正咬合者の関節窩形態と顎運動の関連性．第72回日本矯正歯科学会大会，
松本，2013年10月7-9日.

24.	 藤田紘一，大村進，横関雅彦，渋谷直樹，本田康二，米満郁男，島崎一夫，藤内祝，小野卓史：両側顎関節頭吸収を
伴う骨格性II級患者に対する上顎骨単独移動メカニクス．第72回日本矯正歯科学会大会，松本，2013年10月7-9日.

25.	 簡野瑞誠，小野卓史：歯の移植を含めた包括的な歯科治療により咬合を回復した鋏状咬合2症例．第72回日本矯正歯
科学会大会，松本，2013年10月7-9日.

26.	 Hsu JC, Watari I, Funaki Y, Kokai S, Ono T: Unilateral nasal obstruction affects the distribution of fungiform 
papillae in the rat tongue. 第72回日本矯正歯科学会大会，松本，2013年10月7-9日.

27.	 松本芳郎，豊島由佳子，添島沙夜香，田中沙織，川原貴：矯正歯科診療を受けたトップアスリートに関する施設内統
計学的調査・検討. 第24回日本臨床スポーツ医学会学術集会，熊本，2013年10月25-26日.

28.	 澤田亜理沙：矯正歯科治療による疼痛における認知行動療法の効果. 第78回口腔病学会, 東京, 2013年12月6日.

[研究助成金]
（文部科学研究費補助金）

  1.	 研究代表者：米満郁男. 研究分担者：藪下忠親, 武居真希. 基盤研究C, 課題番号：22592294, 顎関節への負荷頻度上昇が
関節軟骨内アスポリン過剰発現を介したOAの発症をもたらす. 平成22～24年度.

  2.	 研究代表者：小野卓史, 研究分担者：誉田栄一, 泰羅雅登. 挑戦的萌芽研究. 課題番号：23659964, 心を測る：不正咬合
がもたらす心理的障害の脳機能イメージング. 平成23～25年度.

  3.	 研究代表者：金香佐和. 研究分担者：松本芳郎, 簡野瑞誠, 細道 純, 石田雄之. 基盤研究C, 課題番号：23593020, 歯肉歯
槽骨リモデリングにおけるペリオスチン発現制御による歯肉退縮回避の追求. 平成23～25年度.

  4.	 研究代表者：松本芳郎. 研究分担者：小野卓史, 金香佐和, 細道 純. 基盤研究C, 課題番号：23593022, 永久歯萌出に関わ
る歯導帯・歯小嚢相互作用と歯胚萌出異常に伴う歯根吸収機構の解明. 平成23～25年度.

  5.	 研究代表者：細道純. 若手研究B, 課題番号：23792420, 変形性関節症軟骨におけるエストロゲン受容体を介した病的血
管新生の制御機構の解明. 平成23～24年度.

  6.	 研究代表者：渡一平. 若手研究B, 課題番号：23792421, RNAサイレンシングによるGPCRクラスB発現調節と骨再生へ
の新戦略. 平成23～24年度.

  7.	 研究代表者：武居真希. 若手研究B, 課題番号：23792422, 成長期における顎関節形成不全改善とOA発症および進行と
の関連. 平成23～25年度.

  8.	 研究代表者：柴田真衣. 研究活動スタート支援, 課題番号：23890056, 咬合状態の変化に伴う咀嚼運動feedforward制御
系の変調. 平成23～24年度.

  9.	 研究代表者：福山英治. 研究分担者：小野卓史, 島﨑一夫. 基盤研究C, 課題番号：23593023, 13C呼気試験による消化管
機能と咀嚼能率の関連性の解明. 平成23～25年度.

10.	 研究代表者：小海暁. 研究分担者：小野卓史, 米満郁男. 基盤研究C, 課題番号：24593081, 呼吸障害に伴う口腔領域体性
感覚系神経回路の再編成. 平成24～26年度.

11.	 研究代表者：島﨑一夫. 研究分担者：小野卓史, 大村進. 基盤研究C, 課題番号：24593082, 新しい外科的矯正治療スキー
ムの検討:上顎移動術に起因する呼吸・睡眠機能の変調. 平成24～26年度.

12.	 研究代表者：石田宝義. 若手研究B, 課題番号：25792279, 空間認知記憶能力を指標とした成長期における咀嚼刺激の意
義. 平成24～25年度.

13.	 研究代表者：清水康広. 研究活動スタート, 課題番号：24890062, 咬合異常に伴う骨量減少及び骨成長抑制に対するβ
アドレナリンレセプターの関与. 平成24～25年度.

14.	 研究代表者：細道純. 研究分担者：米満郁男, 清水康広. 基盤研究C, 課題番号：25463170, 不死化顎関節円板クローン細
胞による顎関節のバイオエンジニアリング技術の基盤的開発. 平成25～27年度.

15.	 研究代表者：米満郁男. 研究分担者：細道純, 武居真希. 基盤研究C, 課題番号：25463171, 顎関節へのLIPUS照射がもた
らす新たな軟骨再生メカニズムの解明. 平成25～27年度.
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16.	 研究代表者：臼見莉沙. 研究活動スタート, 課題番号：25893073, 咬合刺激低下歯に矯正力を加えた際に生じる虚血障
害のメカニズム解明とその予防. 平成25～26年度.

（女性健康科学研究助成金）
  1.	 研究代表者：渡一平. 妊娠中の耐糖能低下が母体の口腔内および新生児の頭蓋顎顔面成長発育に及ぼす影響について. 

平成24年度

[その他]
〈招待講演〉
（海外・国際）

  1. 	Ono T. Tooth Autotransplantation for Future Orthodontics, In Lecture “Current and future principles in 
Orthodontics”．University of Medicine and Pharmacy at Ho Chi Minh City, Ho Chi Minh, April 9-12, 2013.

  2.	 Ono T. Biology of Hypofunctional Teeth, In Lecture “Current and future principles in Orthodontics”．University of 
Medicine and Pharmacy at Ho Chi Minh City, Ho Chi Minh, April 9-12, 2013.

  3.	 Ono T. Oral Dysfunction and Brain: Is There Any Relationship?, In Lecture “Current and future principles in 
Orthodontics”．University of Medicine and Pharmacy at Ho Chi Minh City, Ho Chi Minh, April 9-12, 2013.

  4.	 Ono T, Ishida Y. In Lecture “Current and Future Principles in Orthodontics”．University of Medicine and Pharmacy 
at Ho Chi Minh City, Ho Chi Minh city, Vietnam, Apr 9-12, 2013.

  5.	 Ono T. How do we incorporate neurophysiological way of viewing/thinking into orthodontic practice?: An invitation 
to Neuro-Orthodontics. The 1st Joint Symposium on Orthodontics between Chulalongkorn University and Tokyo 
Medical and Dental University, Bangkok, May 15, 2013.

  6.	 Ono T. Comprehensive approaches from birth for subjects with cleft lip and palate. The 17th Congress of Korean 
Cleft Lip and Palate Association, Seoul, June 30, 2013.

  7.	 Ono T. OSAS. International Symposium on Dental Sleep Medicine, Yinchuan, Nov 19-24, 2013.
  8.	 Ono T. Class III treatment. International Symposium on Dental Sleep Medicine, Yinchuan, Nov 19-24, 2013.
  9.	 Ono T. The earlier, the better?: A comprehensive team approach for subjects with cleft lip and palate. TAO 

National Annual Meeting, Kaohsiung, Dec 7-8, 2013.

（国内）
  1. 	小野卓史. 歯亡舌存：多機能器官として舌をみる. 第1回日本口腔筋機能療法学会学術大会, 東京, 2013年11月14日.
  2.	 小野卓史. 早期治療の意義を再考する. 熊本矯正歯科研究会, 熊本, 2013年11月16日.

〈シンポジウム〉
（海外・国際）

  1. 	Maekawa M, Wada T, Kanno Z, Hongo T, Doi H, Hanawa T, Uo M, Ono T: Mechanical properties of super-
engineering-plastic-made orthodontic wires. The 1st Joint Symposium on Orthodontics between Chulalongkorn 
University and Tokyo Medical and Dental University, Bangkok, Thailand, May 13, 2013.

  2.	 Nunthayanon K, Honda E, Ohmori H, Inoue-Arai MS, Shimazaki K, Kurabayashi T, Ono T: 3T MRI Movie: A New 
Detective Tool for Articulation. The 3rd Tri-University Consortium on Oral Science and Education, Tokyo, Japan, 
Nov 6, 2013.

〈セミナー〉
（海外・国際）

  1. 	Miyazaki M. Early orthodontic treatment and temporomandibular joint development. CU-TMDU Research 
Experience Exchange, Bangkok, Thailand, Jan 14-16, 2013.

  2.	 Oishi S. The effect of intermittent hypoxia on mandibular growth in childhood. CU-TMDU Research Experience 
Exchange, Bangkok, Thailand, Jan 14-16, 2013.

  3.	 Yamaguchi Y. Inhibit gingival inflammation by using NF-kB decoy. CU-TMDU Research Experience Exchange, 
Bangkok, Thailand, Jan 14-16, 2013.

  4.	 Ono R. An Angle Class I adult case with tooth transplantation using Ni-Ti wire. The 15th Case Presentation in 
Celebration of the Residency Completion, Seoul, Korea, Jan 31, 2013

（国内）
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  1. 	藤田紘一. 歯科矯正学. 平成24年度横浜市立大学医学部3年次講義, 横浜, 2013年1月8日.
  2.	 細道純，大石修史，隈陽一郎. 顎顔面組織の成長への間欠的低酸素暴露の影響について. 第5回SAS共同研究者会議, 東

京, 2013年3月3日.
  3.	 細道純，大石修史，隈陽一郎. ラット間欠的低酸素モデルにおける舌骨筋の生化学的解析. 第6回SAS共同研究者会議, 

東京, 2013年9月13日.
  4.	 石田雄之，竹原祥子，關奈央子，福井雄二，森尾郁子，川口陽子，田上順次. Inter-university Exchange Program 

toward Dental Netwouking in Southeaset Asian Countries. International Symposium 3, 東京, 2013年10月3日.

〈受賞〉
  1. 	清水康広：第11回日本歯科骨粗鬆症研究会学術大会 学術奨励賞，2013年3月2日.
  2.	 Hsu JC, Watari I, Funaki Y, Kokai S, Ono T: 第72回日本矯正歯科学会大会　優秀発表賞，2013年10月7-9日.
  3.	 山田恭平，大森浩子，桐本博章，島﨑一夫，小野卓史：第72回日本矯正歯科学会大会　優秀発表賞，2013年10月7-9日．
  4.	 隈陽一郎，臼見莉沙，細道純，大石修史，永井恒志，清水康広，金香佐和，舌野知佐， 鈴木淳一，吉田謙一，小野卓史：

第72回日本矯正歯科学会大会　優秀発表賞，2013年10月7-9日.
  5.	 大石修史，清水康広，細道純，隈陽一郎，前田秀将，臼見莉沙，金香佐和，舌野知佐，鈴木淳一，吉田謙一，小野卓史：

第72回日本矯正歯科学会大会　優秀発表賞，2013年10月7-9日.
  6.	 Ikeda Y, Yonemitsu I, Takei M, Shibata S, Ono T: The 46th Annual Scientific Congress Korean Association of 

Orthodontists　優秀発表賞, Oct 31 – Nov 2, 2013.
  7.	 Uchima Koecklin K H, Kato C, Funaki Y, Hiranuma M, Ishida T, Fujita K, Yabushita T, Kokai S, Ono T: The 46th 

Annual Scientific Congress Korean Association of Orthodontists 優秀発表賞, Oct 31 – Nov 2, 2013.

〈セミナー主催〉
  1. 	豊福明（東京医科歯科大学医歯学総合研究科歯科心身医学分野教授）：歯科矯正と “こころ” の問題. 特別セミナー, 東

京, 2013年1月25日.
  2.	 三浦不二夫（東京医科歯科大学名誉教授）：教授歴五十年の回想. 特別講演会（顎顔面矯正学分野と合同開催），東京, 

2013年2月4日.
  3.	 Yoonji Kim (Assistant Professor, Department of orthodontics, Seoul St. Mary’ s Hospital, The Catholic University of 

Korea, Seoul, Korea): 3D cone beamCT: its application in daily orthodontic practice. 留学生フォーローアップ事業特
別セミナー, 東京, 2013年2月20日.

  4.	 Paiboon Techalertpaisarn (Assistant Professor, Department of Orthodontics, Faculty of Dentistry, Chulalongkorn 
University, Bangkok, Thailand): The Finite Element Analysis of closing loops and two cases report on the whole 
arch distalization. 特別セミナー（顎顔面矯正学分野と合同主催），東京, 2013年3月7日.

  5.	 Eung-Kwon Pae (Professor and Chairman, Department of Orthodontics and Pediatric Dentistry, University of 
Maryland School of Dentistry, Maryland, USA): After All, Diabetesisa Respiratory Disorder. 特別セミナー（顎顔面
矯正学分野と合同主催），東京, 2013年3月13日.

  6.	 尾崎周作（東京医科歯科大学歯学部非常勤講師）：上顎前突症における治療戦略. 非常勤講師セミナー, 東京, 2013年3
月18日.

  7.	 福山英治（東京医科歯科大学歯学部臨床教授）：大人の卒業セミナー－咬合機能矯正学分野を卒業して2年－.　臨床教
授臨床セミナー, 東京, 2013年3月28日.

  8.	 滝口弘毅（滝口歯科診療所院長）：矯正の古い歴史から考える. 特別セミナー（顎顔面矯正学分野と合同主催），東京, 
2013年6月7日.

  9.	 Won Moon (Associate Professor, Section of Orthodontics, UCLA School of Dentistry, CA, USA): Maxillary 
Expansion: Overview of Conventional Maxillary Expanders and the Introduction of Micro-Implant Assisted Rapid 
Palatal Expander (MARPE), the Novel Concept. 特別セミナー（顎顔面矯正学分野と合同主催）, 東京, 2013年6月17日.

10.	 松原望（東京医科歯科大学歯学部非常勤講師）：アングルI級症例の治療方針に対する考察. 非常勤講師セミナー, 東京, 
2013年6月19日.

11.	 Leslie A. Will (Chair and Anthony A. Gianelly Professor, Department of Orthodontics and Dentofacial Orthopedics, 
Director of Graduate Orthodontics, Boston University Goldman School of Dental Medicine, Boston, MA, USA): 
Condylar resorption: Diagnosis and Treatment for Orthodontists. 特別セミナー（顎顔面矯正学分野と合同主催），東
京, 2013年7月22日.

12.	 Heon-Mook (Resident, Department of Orthodontics at Seoul National University School of Dentistry, Seoul, Korea): 
ソウル大学交換留学プログラムセミナー, 東京, 2013年9月11日

13.	 Sheldon Peck (Adjunct Professor of Orthodontics, University of North Carolina, Chapel Hill, NC, USA): How to 
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better treat and understand tooth agenesis and associated orthodontic problems. 特別セミナー（顎顔面矯正学分野
と合同主催），東京, 2013年10月11日.

14.	 Franco Bruno (Director of private office “Bruno & Associates”，Arona, Italy and Visiting professor and chief of the 
department of Bioprogressive at Cagliari University, Italy): Pre-formed elastodontics: function, growth and teeth. 
The 3 faces of the soft appliances. 特別セミナー（顎顔面矯正学分野と合同主催），東京, 2013年10月21日.

15.	 福山英治（東京医科歯科大学歯学部臨床教授）：東京医科歯科大学咬合機能矯正学分野　卒後3年目講義. 臨床教授臨
床セミナー, 東京, 2013年12月18日.
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う 蝕 制 御 学 分 野
Cariology and Operative Dentistry

教　　授　田上順次
准 教 授　大槻昌幸，佐々木好幸
講　　師　二階堂徹，中島正俊
助　　教　吉川孝子，島田康史，北迫勇一，井上　剛，保坂啓一，
　　　　　高垣智博，原田直子，高橋礼奈　　　　　
特任講師　中嶋省志，Alireza Sadr
特任助教　平石典子，N. H. M Khairul Matin
医　　員　高橋真広，荒牧　音，半場秀典，水谷朋子，
　　　　　杉田伊織(4月から)
外国人研究員　Ilnaz Hariri(10月から)，Makishi Patricia(3月から)
臨床教授　中村勝文
客員臨床教授　西村耕三
事務補佐員　尾木志ほり，山田範予
大学院生　Ilnaz Hariri(9月まで)，今井加奈子(3月まで)，
　　　　　今村友美(3月まで)，鵜鷹佐知子(3月まで)，
　　　　　杉田伊織(3月まで)，桐原　大(3月まで)，
　　　　　栗林恵美(3月まで)，坂野若詠(3月まで)，
　　　　　美田　瞳(3月まで)，Suppason Thittaweerat(9月まで)，
　　　　　Turki Abdulsam Bakhsh(9月まで)，
　　　　　Gerardo Jose Joves Mendez，田中　梓，貝ノ瀬公典，
　　　　　Mona Mohammad Mandurah，Md. Sofiqul Islam，
　　　　　中川寿一(3月まで)，Haidil Akmla Mahdan，Ena Lodha，
　　　　　Mohannad Nassar，松井七生子，和田郁美，上杉有美子，
　　　　　吉峰斉昭，太嶋恵美，永井茂之，
　　　　　Ornnicha Thanatvarakorn，Alaa Turkistani，
　　　　　Teerapong Mamanee，喬　華，Ehab Zaki Alsayed，
　　　　　Sahar Jameel Khunkar，品川淳一，小黒玲奈，指宿隆秀，
　　　　　会田麻美，千葉彩香，堀江　圭，上野智香，手塚弘樹，
　　　　　佐藤健人，佐藤隆明，荒井昌海，中村真理愛，増子律子，
　　　　　Kong Kalyan，Baba Bista，
　　　　　Maria Jacinta Rosario Hernandez Romero，
　　　　　Zaher Bukhari，Patrycja Zaklina Majkut，
　　　　　草薙彩花(4月から)，津田優香(4月から)，
　　　　　畑山貴志(4月から)，松浦千尋(4月から)，
　　　　　加納亨紀(4月から)，成瀬由己(4月から)，
　　　　　林　樹莉(4月から)，杉浦美穂(4月から)，
　　　　　住谷雄大(4月から)，田上温子(4月から)，
　　　　　中村圭喜(4月から)，野田有佳里(4月から)，
　　　　　岡田麻里(4月から)，周　媛(4月から)，
　　　　　GUAN Rui(4月から)，田口敬太(4月から)，
　　　　　Jorge ESPIGARES(10月から)，後村純史(4月から)，
　　　　　THWE ZIN EI(4月から)，
　　　　　Hamed Atrgiran Yazdi(4月から)
大学院研究生　小倉真次，木島峯雄，三井祐一郎，
　　　　　草薙彩花(3月まで)，Jorge ESPIGARES(9月まで)
研修登録医　小野雅洋，伊藤志麻，

（１）教育
　う蝕や咬耗・磨耗、歯牙破折、酸蝕症、変色歯など、歯の硬組織疾患に対する診査・診断、治療を行うにあたり、必要と
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なる保存修復学の原理と技能について、理解・習得させることを目標とする。現在の保存修復治療は、歯質接着性材料を用
いることなしに行うことはできない。したがって、歯質接着のメカニズムおよび歯質接着性材料に関する深い知識とその修
復術式について習得する必要がある。これらのことを考慮し、次のような方針により教育・実習を行う。
１）第３学年では、保存修復治療に必要な歯の形態と機能の回復について理解を深めるため、歯型彫刻実習を行う。また、

臨床での基礎理論を理解するため、臨床イントロダクションの講義と実習を行う。さらに臨床現場はどのようなものか
身をもって感じさせるために、むし歯外来にて病院体験実習を行う。

２）第４学年では、保存修復学の講義および基礎模型実習を行う。講義では、う蝕および歯牙硬組織疾患の病態の把握とそ
の診断法ならびに予防法、切削器具の種類とその使用法、修復材料の種類、窩洞形成法と修復処置法についての最新の
知識・術式を教授する。また、基礎模型実習では講義と有機的に関連させながら、抜去歯および人工歯を組み合わせて
各種修復法について、特に必要最小限の歯質削除と接着を応用した歯質保存的な修復方法を習得させる。

３）第５学年では、基礎選択実習で当分野を選択した学生に対し、接着修復についての知識をより深めるため、基礎的もし
くは臨床的な実験を計画し、研究指導を行う。また、臨床予備実習では臨床総合実習への導入として、附属病院むし歯
外来において診断および保存修復の相互実習を行う。

４）第６学年では、臨床総合実習を通じて、う蝕をはじめとする歯牙硬組織疾患に対する保存修復に関する幅広い学問的知
識とそれに裏付けられた技術を体得し、近年要望が高まってきている審美歯科修復処置についても指導し、口腔の健康
保持・増進のため、患者の立場に立って医療を行える、また、社会的要求にあった歯科医師の育成を計る。

５）研修医および専攻生の卒後教育のためには、臨床現場において保存修復治療が適切に行えるよう最新の知識・技術の習
得を目指し、指導を行い、良質な歯科医師の育成を計る。

６）大学院生に対しては、先端的、国際的な研究を目指し、世界をリードする基礎研究者となりえるような教育を行うと同
時に、臨床研究者および歯科医学教育者としての育成を計る。

（２）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している。
1) ボンディングシステムの歯質接着性の評価
　接着性修復材料の歯質（エナメル質、象牙質、セメント質）への接着性について、各種接着試験法（微小引張り接着試験
や微小せん断接着試験など）を用いて検討し、歯種や部位の違い、う蝕や歯牙フッ素症、各種切削法、治療用放射線の照射、
根管治療歯などの影響について評価する。さらに各種接着システムの接着耐久性について検討する。
2) Super Toothに関する研究
　生体材料を歯質に応用することによって、健全歯質よりも物理的、化学的、生物学的に強固な歯質（Super Tooth）を形
成することをめざし、歯の強化、長寿化に貢献する。Super Toothの形成機序の解析や各種接着性モノマー、フッ化物含有
リン酸カルシウムを添加した材料による歯の石灰化誘導についても検討する。
3) 歯科用OCTの開発と臨床導入
　光干渉断層計（OCT）は、生体組織の断層構造を、電離放射線による被曝を伴わずに光学組織切片に近い精度で画像化す
ることができる。う蝕や歯の亀裂などの歯科疾患を高い精度で診断できる歯科用OCTの開発と臨床導入をめざし、研究を行
う。
4) レジンコーティングによる接着性間接修復物の適合性、接着強さの向上
　窩洞面へのレジンコーティング処理後のレジンセメントの接着性や修復物の適合性、術式の検討などを行う。さらに、レ
ジンコーティング法の間接法支台築造への応用について検討する。
5) 接着性修復の非破壊適合性試験
　口腔内の接着修復物のギャップや二次う蝕を非破壊で検出する方法を確立するため、光干渉断層計（OCT）を用い、コン
ポジットレジン修復の適合性試験を評価する。
6) 歯の光学的特性の測定
　エナメル質や象牙質など、光の屈折率や減衰係数の計測を行い、脱灰と再石灰化による変化を検討する。
7) レジンコアによる無髄歯支台築造
　無髄歯に対するレジンコアによる支台築造の際の、コア用レジンの根管象牙質への接着性能、ファイバーポストの応用な
どについて評価・検討する。
8) 咬・摩耗症の検討
　Tooth wearを引き起こす要因となる、酸性の薬や飲料、食品などによるエナメル質酸蝕を調べるため、エナメル質ブロッ
クを、pH値の異なる各種溶液に浸漬し、全焦点３Ｄ表面形状測定装置を使用して浸漬後の表面性状変化や表層pH値につい
て検討する。
9) カリエスリスクの判定
　被検者から採取した唾液サンプルについてpH値を測定し、カリエスリスクの簡易で客観的な診断法の確率をめざす。さら
にう蝕原因菌とpH値との関係について明らかにする。
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10) コンポジットレジンの重合特性と各種照射光の特性評価
　コンポジットレジンの重合収縮応力緩和効果を有する臨床技法の確立のため、接着材、コンポジットレジンの組成、照射
光の種類、光照射法および窩洞形態（C-factor）がレジンの重合収縮応力に与える影響を、歯質に対する窩壁適合性や接着
強さ、光干渉断層計（OCT）による断層画像観察、Micro X線CT画像解析によるレジンの重合挙動により評価する。
11) う蝕原性細菌の歯質への初期付着能の評価
　バイオフィルム形成の初期過程であるS.mutansなどの齲蝕原性細菌の歯質への初期付着能とその遺伝的因子についてモデ
ル実験により検討する。 
12) 接着性修復材料の生態適合性の評価
　各種接着性材料および修復法の歯髄に対する影響について免疫組織学的な検討を行い、評価する。
13) フッ素徐放性修復材料、CPP-ACPと二次う蝕抑制効果
　フッ素徐放性修復材料やCPP-ACP ペーストの塗布によるエナメル質、象牙質の脱灰抑制効果について、非破壊的にマイ
クロCTにより観察し、二次う蝕との関連性について評価する。
14) う蝕除去法の評価
　う蝕歯質領域を同定し、従来の回転切削の他、器械‐化学的なう蝕除去、レーザー、エアーアブレイシブなどの新しいう
蝕除去法について、う蝕象牙質の除去効果やその後の修復への影響について評価を行う。
15) 審美歯科材料の開発、評価
　コンポジットレジンの色調と光特性に関する評価研究を行う。また、審美歯科、歯のホワイトニングに関連する材料につ
いて臨床応用に関する研究を行う。
16) 臨床評価
　本学歯学部附属病院むし歯外来に来院した患者に施行した修復処置の術後の経過についてプロトコールを作成し、材料や
術式についての短期的および長期的評価を行う。
 

（３）臨床
　本学歯学部附属病院において、う蝕制御学分野は歯髄生物学分野とともに、「むし歯外来」を担当している。う蝕制御学
分野では、前身の歯科保存学第一講座から、う蝕治療の研究を行っており、う蝕に対して最小限の歯質の削除と、接着性材
料を用いたコンポジットレジン修復技術を確立し、最小限の侵襲（minimal intervention）によるう蝕治療を実践している。
また、患者の審美的な要求の高まりとともに歯冠色材料を応用した審美的歯冠修復法や変色歯に対する処置についても対応
している。
　「むし歯外来」においては患者に対する人権を最大限に配慮しながら、卒前・卒後の学生、研修医の臨床教育を行い、さ
らに新規器材・器具などの臨床治験も実施している。専門性の高い診療としては、う蝕の診断およびリスク診断、各種切削
器具によるう蝕の除去、接着性材料を応用した歯冠色修復法、歯牙漂白などが挙げられる。一方で、診療内容が専門性の高
い治療に偏ることなく、患者のニーズに合わせた一口腔単位の包括的な診療を心がけており、必要に応じて症例検討を行い、
他の専門外来また、地域の歯科医師と連携して治療を行っている。
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増刊号、興地隆史、井澤常泰、石井信之、木之本喜史編、pp118-125，デンタルダイヤモンド社、2013年7月1日．

[総説] 
  1.	 二階堂徹、田上順次. (2013).レジンコーティングの役割と臨床的意義、日本歯科理工学会誌、32(1):1-4.
  2.	 高橋礼奈、二階堂徹、田上順次. (2013).最近のレジンコーティング材と無髄歯への適応、日本歯科理工学会誌、32(1):9-

12.
  3.	 二階堂徹、井上剛、高垣智博、田上順次．(2013). 特集　歯質に対する接着耐久性を考える、「修復物の二次う蝕につ

いて」日本歯科理工学会誌、32(4):253-6.
  4.	 二階堂徹. (2013).いま臨床で求められる接着と審美のう蝕治療とは？、お口の健康　全身元気、各世代の最新歯科医療、

第22回日本歯科医学会総会、歯界展望特別号、p328、医歯薬出版、2013年6月1日．
  5.	 二階堂徹、田上順次.　 (2013).各種修復物周囲の二次う蝕の発生に関する評価．だれもが知っておきたいReference, 

the Classic, ザ・クインテッセンス．32(3):203-7. 
  6.	 二階堂徹、田上順次.(2013).う蝕処置と歯質保存的修復法の変遷．だれもが知っておきたいReference, the Classic, ザ・

クインテッセンス．32(7):203-7.
  7.	 中島正俊、田上順次．だれもが知っておきたいReference「the Classic」セルフエッチ接着システムにおけるエナメル

質リン酸エッチングの併用（selective enamel acid-etching）．ザ・クインテッセンス vol. 32, no. 11 November, 201-
207, 2013

  8.	 保坂啓一、高橋真広、中島正俊、田上順次．特集「ボンディング材の劣化が接着耐久性に及ぼす影響」日本歯科理工
学雑誌　32巻4号，269-272，2013

  9.	 北迫勇一.　酸蝕歯へのコンポジットレジンの応用.　デンタルダイヤモンド　38巻15号,　56-63,　2013.

[学会]
（海外・国際）

  1.	 Sadr A, Mandurah M, Shimada Y, Tagami J, Sumi Y. Monitoring of Enamel Lesion Remineralization by Optical 
Coherence Tomography: An Alternative Approach towards Signal Analysis. Lasers in DentistryXIX, SPIE 
Photonics West, San Francisco, February 2-7, 2013

  2.	 Chui C, Aoki A, Takeuchi Y, Hiratsuka K, Sasaki Y, Abiko Y, Izumi Y. Antimicrobial effect of a-PDT using high 
power blue LED and red dye agent on Porphyromonas gingivalis. Academy of Laser Dentistryʼs 20th Anniversary 
Meeting, Palm Springs, February 7, 2013.

  3.	 Agee K, Rouch K, Takahashi M, Carvalho RM, Carrilho MRO, Breschi L, Mazzoni A, Tjaderhane L, Tay FR, 
Pashley DH. Cathepsin K is the source of CTX in dentin matrix. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 
2013.

  4.	 Alsayed EZ, Sadr A, Nakashima S, Hariri I, Bakhsh TA, Shimada Y, Tagami J, Sumi Y. Demineralization prevention 
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by enamel resin coating: optical coherence tomography evaluation. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 
2013.

  5.	 Bakhsh TA, Sadr A, Shimada Y, Mandurah M, Alsayed EZ, Tagami J, Sumi Y. Non-destructive evaluation of 
internal cavity adaptation in class II resin composite. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

  6.	 Hamba H, Nikaido T, Sadr A, Nakashima S, Tagami J. Quantitative Analysis of Natural Occlusal Dentin Caries 
Using Polychromatic μCT. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

  7.	 Hiraishi N, Kaneko D, Taira T, Islam S, Otsuki M, Tagami J. Mussel-mimetic bio-adhesive polymers: the alternative 
to petroleum adhesives. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

  8.	 Islam S, Hiraishi N, Tamura Y, Nassar M, Otsuki M, Kasugai S, Ohya K, Taira S，Kaneko D, Tagami J. 
Biocompatibility of Mussel-mimetic Bio-adhesive Resin. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

  9.	 Jin J, Takahashi R, Zhao L, Hickel R, Kunzelmann K. Surface Characterization of Nanohybrid composites: The effect 
of toothbrush simulation. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

10.	 Mandurah MM, Sadr A, Shimada Y, Nakashima S, Bakhsh TA, Tagami J, Sumi Y. Enamel Lesion Remineralization 
Evaluated by Nanoindentation and Optical Coherence Tomography. 91th IADR general session, Seattle, March 
20-23, 2013.

11.	 Nakajima Y, Shimada Y, Miyashin M, Sadr A, Tagami J, Sumi Y. SS-OCT assessment of occlusal caries in primary 
teeth. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

12.	 Nassar M, Hiraishi N, Tamura Y, Islam S, Otsuki M, Kasugai S, Ohya K, Tagami J, Tay FR. Glutathione 
Detoxification of 2-Hydroxyethylmethacrylate and Its Effect on Bond Strength. 91th IADR general session, Seattle, 
March 20-23, 2013.

13.	 Oto Aramaki, Nobuyuki Kawashima, Yasushi Shimada, Noriyuki Suzuki, Masayuki Otsuki, Hideaki Suda, Junji 
Tagami. Identification of several subpopulations of DCs in rodent dental pulp. IADR oral presentation. 91th IADR 
general session, Seattle, March 20-23, 2013.

14.	 Sadr A, Hariri I, Shimada Y, Nakashima S, Tagami J, Sumi Y. Association between Enamel Lesion Parameters and 
Surface Layer Characteristics. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

15.	 Shimada Y, Nakagawa H, Sadr A, Nakajima M, Nikaido T, Otsuki M, Tagami J, Sumi Y. Non-invasive cross-sectional 
imaging of proximal caries using SS-OCT in vivo. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

16.	 Thanatvarakorn O, Nakajima M, Prasansuttiporn T, Ichinose S, Foxton R, Tagami J. Nanoleakage inhibition in self-
etch adhesive interface by smear layer deproteinizing. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

17.	 Yoshikawa T, Wattanawongpitak N. Effect of Remaining-Tooth-Thickness on Bond Strength to Dentin Wall. 91th 
IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

18.	 Wada I, Shimada Y, Sadr A, Nakashima S, Tagami J, Sumi Y. Assessment of non-carious cervical lesions using 
optical coherence tomography. 91th IADR general session, Seattle, March 20-23, 2013.

19.	 Wang XY, Nakajima M, Mamanee T, Hosaka K, Tagami J. Dentin Bonding Efficacy of HEMA-containing and 
HEMA-free Self-etch Adhesives. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

20.	 Bacelar-Sa R, Bedran-Russo A.K, Nikaido T, Tagami J, Ambrosano GMB, Giannini M. Adhesion of HEMA-free 
Adhesives Systems to Dentin. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

21.	 Garcia RN, Takagaki T, Sato T, Matsui N, Nikaido T, Tagami J. Effect of Dentin Desensitizers on Resin Cement 
Bond Strengths. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

22.	 Gerardo Joves, Inoue G, Hamba H, Nikaido T, Tagami J. Remineralization assessment of two-step adhesive with 
simulated-pulpal fluid using Micro-CT. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

23.	 Hiraishi N, Tochio N, Kigawa T, Otsuki M, Tagami J. Monomers Interaction to Collagen Studied by Saturation 
Transfer Difference NMR. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

24.	 Hosaka K, Takahashi M, Nakajima M, Nishitani Y, Pashley DH, Tagami J. Ultra-high-speed Fracture Observation in 
Resin-dentin Interface under Microtensile load. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

25.	 Inoue G, Shinagawa J, Tagami J. Morphological Assessment of the Effect of Fluoride-containing Solutions onto 
Dentin. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

26.	 Joves GJ, Inoue G, Hamba H, Nikaido T, Tagami J. Remineralization Assessment of Adhesive with Simulated Pulpal 
Fluid Using Micro-CT. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

27.	 Kirihara M, Inoue G, Nikaido T, Tagami J, Momoi Y. Elemental Analysis of the Resin-dentin Interface Using TOF-
SIMS. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

28.	 Li N, Nikaido T, Takagaki T, Chen JH, Tagami J. TEM Observation of Acid-base Resistant Zone on Enamel. 5th 
IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.
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29.	 Matsui N, Takagaki T, Nikaido T, Ichinose S, Ikeda M, Tagami J. The Role of MDP in Two-step Self-etching 
Bonding Agent. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

30.	 Nassar M, Hiraishi N, Islam S, Shimokawa H, Tamura Y, Otsuki M, Kasugai S, Ohya K,Tagami J. Inhibition of 
Dentinal MMPs and HEMA Cytotoxicity by Non-Protein Thiols. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

31.	 Oshima M, Hamba H, Nikaido T, Tagami J. Effect of Polymer-based Coating Materials on Root Caries Prevention. 
5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

32.	 Sadr A, Shimada Y, Bista B, Makishi P, Sumi Y, Tagami J. Non-destructive Non-staining 3D Analysis of Marginal 
and Internal Microgaps. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

33.	 Takagaki T, Nikaido T, Matsui N, Sato T, Tagami J. QCM-D Analysis of Chemical Adsorption of Functional-
monomer with HAp Sensor. 5th IAD, Philadelphia, June 14-15, 2013.

34.	 Mamanee T, Takahashi M, Nakajima M, Tagami J. Bond strength of self-etch adhesives to combined enamel-dentin-
composite substrates. 2nd IADR-APR , Bangkok, August 21-23, 2013.

35.	 Prasansuttiporn T, Sakano W, Nakajima M, Tagami J. Polymerization behavior within self-etch adhesives layer: A 
micro-Raman spectroscopic study. 2nd IADR-APR, Bangkok, August 21-23, 2013.

36.	 Romero MJRH, Nakashima S, Nikaido T, Ichinose S, Sadr A, Tagami J. HA growth inhibition by casein, a potential 
salivary phosphoprotein analogue. 2nd IADR-APR, Bangkok, August 21-23, 2013.

37.	 Takahashi M, Hosaka K, Nakajima M, Tagami J, Scheffel DLS, Carvalho RM, Mazzoni A, Carrilho MRO, Tezvergil-
Mutluay A, Breschi L, Tjaderhane L, Tay FR, Pashley DH. The size-exclusion characteristics of type I collagen in 
dentin matrices. 2nd IADR-APR, Bangkok Thailand, 21 -23 August 2013.

38.	 Teerapong M, Takahashi M, Nakajima M, Tagami J. Bond strength of self-etch adhesives to combined enamel-
dentin-composite substrates. 2nd IADR-APR, Bangkok, August 21-23, 2013.

39.	 Thanatvarakorn O, Nakajima M, Prasansuttiporn T, Ichinose S, Tagami J. Effect of smear layer deproteinizing on 
All-in-one adhesive-dentin interface. 2nd IADR-APR, Bangkok, August 21-23, 2013.

40.	 Trairatvorakul C, Songsiripradubboon S, Hamba H, Tagami J. Frequency and timing on the effectiveness of sodium 
fluoride mouthrinse. 2nd IADR-APR, Bangkok, 21-23 August, 2013.

41.	 Sato T, Takagaki T, Matsui N, Nikaido T, Tagami J. SEM observations of enamel acid-base resistant zone using self-
etch adhesive systems. ISP2013, August 27, Tokyo, 2013.

42.	 Otsuki M, Ikeda M, Suzuki T, Tagami J. Comparison of two shade guides for evaluation of tooth-bleaching effect. 
8th world congress of the international federation of Esthetic Dentistry. Munchen, September 18-21, 2013.

43.	 Makishi P, Thitthaweerat S, Sadr A, Shimada Y, Giannini M, Tagami J, Sumi Y. Marginal adaptation of different 
adhesive systems to dentin by optical coherence tomography. Academy of Dental Materials Meeting, Vancouver, 
BC, October 9-12, 2013.

44.	 Sadr A, Bista B, Bakhsh TA, Shimada Y, Sumi Y, Tagami J. Comparison of Tomographic Techniques for 
Assessment of Marginal and Internal Microgaps of Composites. Academy of Dental Materials Meeting (ADM), 
Vancouver, BC, October 9-12, 2013.

（国内）
  1.	 会田麻美，中島正俊，關奈央子，田上順次．エナメルマージン形態がコンポジットレジン修復物の色調に及ぼす影響．

第138回日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日．
  2.	 荒牧音，川島伸之，島田康史，鈴木規元，大槻昌幸，須田英明，田上順次．ラット臼歯歯髄における樹状細胞のサブ

ポピュレーション．第138回日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日． 
  3.	 池田英治，半場秀典，田上順次，須田英明. ヒト象牙芽細胞機能複合体の刺激象牙質形成への貢献. 第138回日本歯科

保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日．
  4.	 上野智香，島田康史，マティンカイルール，サダルアリレザ，田上順次．バイオフイルムによる小窩裂溝う蝕の形成

とSS-OCTを用いた非破壊観察．第138回日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日． 
  5.	 佐藤隆明，高垣智博，松井七生子，二階堂徹，田上順次．第138回日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6

月27,28日． 
  6.	 品川淳一，井上剛，二階堂徹，田上順次．MMA系接着材の接着強さと耐酸性の評価．第138回日本歯科保存学会春季

学術大会，福岡市，2013年6月27,28日． 
  7.	 菅原豊太郎, 桃井保子, 中嶋省志, 田上順次. NaFとAPFの根面象牙質に対する脱灰抑制効果のin-vitroでの比較. 第138回

日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日．
  8.	 千葉彩香，Prasansuttiporn Taweesak，中島正俊，關奈央子，田上順次．コンタクトキュア・デュアルキュア型コン

ポジットレジン接着システムにおけるボンディング材中のキャタリストと未重合層が象牙質接着強さに及ぼす影響．
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第138回日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日． 
  9.	 手塚弘樹，島田康史，マティンカイルール，サダルアリレザ，田上順次．Streptococcus mutansを用いた歯頸部の脱

灰とSS-OCTによる評価．第138回日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日． 
10.	 堀江圭，島田康史，マティンカイルール，サダルアリレザ，田上順次．接着修復物の二次う蝕に関する研究　バイオ

フイルムによる脱灰層のSS-OCT評価．第138回日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日． 
11.	 吉川孝子，趙永哲，田上順次.　光重合型コンポジットレジンの窩底部重合促進効果.  第138回日本歯科保存学会春季

学術大会，福岡市，2013年6月27,28日． 
12.	 ローダ イナ, 田上順次, 半場秀典, 中嶋省志, 二階堂徹. 歯面コート材による象牙質脱灰抑制効果のマイクロCT解析. 第

138回日本歯科保存学会春季学術大会，福岡市，2013年6月27,28日．
13.	 Khunkar SJ, Utaka S, Sadr A, Nakashima S, Nikaido T, Tagami J. Formation and characterization of 

hypermineralized zone beneath dentin lesion body induced by topical fluoride in-vitro. 第138回日本歯科保存学会春季
学術大会，福岡市，2013年6月27,28日．

14.	 飯野由子，河村隼，渡辺聡，吉岡俊彦，花田隆周，中野生和子，海老原新，須田英明，島田康史，田上順次，角保徳．
SS-OCTによる上顎大臼歯近心頬側第二根管の検出．第139回日本歯科保存学会秋季学術大会，秋田市，2013年10月
17,18日．

15.	 伊藤幸子，中島幸恵，高木裕三，島田康史，サダルアリレザ，田上順次，角保徳．SS-OCTによる咬合面裂溝ならび
に予防填塞材の断層画像評価．第139回日本歯科保存学会秋季学術大会，秋田市，2013年10月17,18日． 

16.	 小黒玲奈，關奈央子，サダルアリレザ，中島正俊，田上順次．エナメル質が歯の色調に及ぼす影響．第139回日本歯
科保存学会秋季学術大会，秋田市，2013年10月17,18日． 

17.	 北迫勇一，佐々木好幸，高垣智博，田上順次．成人を対象としたTooth Wearに関する調査（第一報）歯種歯面別罹
患率ならびに酸蝕関連因子．第139回日本歯科保存学会秋季学術大会，秋田市，2013年10月17,18日． 

18.	 草薙彩花，中嶋省志，大槻昌幸，田上順次．ラジカルによる歯の漂白に関する基礎的研究．第139回日本歯科保存学
会秋季学術大会，秋田市，2013年10月17,18日． 

19.	 菅原豊太郎, 桃井保子, 鵜鷹佐知子, 中嶋省志, 清水明彦, 田上順次. カリオテスターを用いたフッ化物ジアミン銀の歯根
象牙質における脱灰抑制効果および再石灰化効果のin-vitro評価. 第139回日本歯科保存学会秋季学術大会，秋田市，
2013年10月17,18日．

20.	 中島幸恵，島田康史，サダルアリレザ，宮新美智世，田上順次，角保徳．SS-OCTによる乳歯咬合面う蝕診断の評価．
第139回日本歯科保存学会秋季学術大会，秋田市，2013年10月17,18日． 

21.	 中村圭喜，半場秀典，住谷雄大，二階堂徹，田上順次．S-PRGフィラー含有ペーストによるエナメル質脱灰抑制効果-
マイクロCTによる評価-．第139回日本歯科保存学会秋季学術大会，秋田市，2013年10月17,18日． 

22.	 中村真理愛，北迫勇一，中嶋省志，田上順次．酸蝕歯モデルを用いたエナメル質に対する歯ブラシ摩耗の影響-各種歯
磨剤の比較-．第139回日本歯科保存学会秋季学術大会，秋田，2013年10月17,18日． 

23.	 林樹莉、サダルアリレザ、島田康史、田上順次、角保徳．Ⅰ級窩洞に充填したコンポジットレジンのギャップの形成
とその変化．第32回日本接着歯学会学術大会，福岡市，2013年11月30日,12月1日．

24.	 イスラム  ソフィクル, コン カリヤン, ナサー  モハナード, 平石典子, 大槻昌幸, 田上順次.フェチン酸処理のMMA系レ
ジンセメントの接着性への影響.　第32回日本接着歯学会学術大会，福岡市，2013年11月30日,12月1日．

25.	 コン  カリヤン, イスラム  ソフィクル, ナサー  モハナード, 平石典子, 大槻昌幸, 田上順次. フェチン酸処理の象牙質接
着への影響. 第32回日本接着歯学会学術大会，福岡市，2013年11月30日,12月1日． 

26.	 保坂啓一, 田代浩史, 佐藤健人, 畑山貴志, 千葉彩香, 高橋真広, 中島正俊，田上順次、超高速度撮影技術を用いたレジン
象牙質接着破壊の可視化、第32回日本接着歯学会学術大会，福岡市，2013年11月30日,12月1日． 

27.	 松村麻由，遠藤美枝子，重村侑哉，門坂清加，尾花典隆，佐々木好幸．イエテボリ法に適するフッ化物歯磨剤の検討
～増粘剤による分散性及び保型性への影響～．第62回日本口腔衛生学会総会，松本市，2013年5月16日．

28.	 森田十誉子，山崎洋治，藤春知佳，石井孝典，佐々木好幸，川戸貴行，本橋正史，前野正夫．職域成人における歯周
ポケットの形成と改善に影響する健康行動および口腔状態に関するコホート解析．第62回日本口腔衛生学会総会，松
本市，2013年5月16日．

29.	 佐々木好幸，井上真衣，遠藤圭子，藤原愛子．歯科衛生士の雇用・求人の有無による歯科医師の特性の相違．第54回
日本歯科医療管理学会総会学術大会，瑞穂市，2013年6月29日．

30.	 渡部(鈴木)恵子，嶋崎広恵，佐々木好幸，櫻井真人，横山沙織．超音波インスツルメンテーション実習前の知識や行
動に関するアンケート調査．日本歯科衛生学会第8回学術大会，神戸市，2013年9月15日．

31.	 中根綾子，三輪全三，北迫勇一，佐々木好幸，田上順次．幼児における酸蝕歯の調査　生活習慣との関連．第60回日
本小児保健協会，東京，2013年9月27日

32.	 牟田口郷子，佐々木好幸．清瀬市成人歯科保健対策「お口のパスポート」事業評価について～短時間で効率良く行う
成人歯科保健対策の効果～．第9回東京都福祉保健医療学会，東京，2013年12月18日． 
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33.	 須永昌代，大槻昌幸，池田正臣，田上順次，木下淳博：術者目線のオリジナル3Dムービー作成・供覧システムの歯学
科う蝕制御学講義への応用と評価．教育システム情報学会第38回全国大会，金沢市，2013年9月2－4日．

34.	 大槻昌幸，田上順次，須永昌代，秀島雅之，川口真奈，谷岡正行，木下淳博．高精度窩洞形成シミュレーション・評
価システムの基礎実習への導入．第32回日本歯科医学教育学会、札幌市、2013年7月12,13日．

[研究助成金]
  1.	 科学研究費補助金、挑戦的萌芽
	 研究題目：コラーゲンの高分子修飾と高密度石灰化ハイブリッドSuper Dentinの誘導形成
	 研究代表者：田上順次
	 研究分担者：島田康史
	 期間：平成23年‐平成24年
	 研究費総額：364万円
  2.	 科学研究費補助金、基盤B
	 研究題目：光干渉断層計の歯冠修復領域への応用
	 代表：田上順次
	 研究分担者：島田康史
	 期間：平成23年‐平成25年
	 研究費総額：1920万円
  3.	 科学研究費補助金、基盤研究C
	 研究題目：歯の漂白の評価のための変色歯モデルと評価システムの開発
	 研究代表者：大槻昌幸
	 期間：平成21‐平成24年
	 研究費総額：442万円
  4.	 科学研究費補助金、基盤研究C
	 研究題目：象牙質接着界面に生成したう蝕抵抗層(ABRZ)とナノリ―ケージとの関係
	 研究代表者：二階堂　徹
	 期間：平成22年‐平成24年
	 研究費総額：455万円
  5.	 科学研究費補助金、基盤C 
	 研究題目：レジン修復物の重合収縮応力緩和と接着性能同時向上効果を有する臨床技法の開発
	 研究代表者：吉川孝子
	 期間：平成22年‐平成24年
	 研究費総額：325万円
  6.	 科学研究費補助金、基盤研究C
	 研究題目：クロルヘキシジン含有・歯科接着剤の抗菌性、接着耐久性の研究
	 研究代表者：平石典子
	 期間：平成22年‐平成24年
	 研究費総額：442万円
  7.	 科学研究費補助金、若手研究B
	 研究題目：周波数掃引光コヒーレンストモグラフィーの信号強度と歯硬組織の特性の関連性
	 研究代表者：サダル　アリレザ
	 期間：平成22年‐平成24年
	 研究費総額：210万円
  8.	 科学研究費補助金、基盤C 
	 研究題目： 金属化合物とフッ化物が象牙質コラーゲンの分解と脱灰に及ぶ影響 
	 研究代表者： 中嶋省志 
	 期間： 平成25年‐平成27年 
	 研究費総額：364万円
  9.	 科学研究費補助金、基盤C
	 研究題目：コンポジットレジン修復物の色調適合性の向上―カメレオン効果発現機構の解析
	 研究代表者：中島正俊
	 期間：平成25年‐平成27年
	 研究費総額：507万円
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10.	 科学研究費補助金、基盤C
	 研究題目：Hidden cariesの非侵襲トモグラフィーを用いた３Ｄ評価
	 研究代表者：島田康史
	 期間：平成24年‐平成26年
	 研究費総額：546万円
11.	 科学研究費補助金、基盤C
	 研究題目：OCTを用いた口腔内エナメル質初期う蝕に対するフッ化物配合ガムの再石灰化効果評価　
	 研究代表者：　北迫勇一
	 期間：平成25年‐平成28年
	 研究費総額：507万円
12.	 科学研究費補助金：基盤C
	 研究題目：STD-NMR法による接着性モノマーとコラーゲンとの相互作用の分子レベル解析 
	 研究代表者： 平石典子
	 期間： 平成25年‐平成27年 
	 研究費総額：494 万円
13.	 科学研究費補助金、基盤C
	 研究題目：歯科医療機器のレギュラトリー・サイエンスの構築に関する研究
	 研究代表者： 原田直子
	 期間：平成22年‐平成25年
	 研究費総額：325万円
14.	 科学研究費補助金、基盤C
	 研究題目：Micro X線CT画像を用いた光重合型レジンの重合収縮挙動解析とその臨床対策
	 研究代表者：吉川孝子
	 期間：平成25年‐平成27年
	 研究費総額：390万円
15.	 科学研究費補助金、若手研究B
	 研究題目：　根面う蝕の抑制と石灰化誘導に関するマイクロCT解析
	 研究代表者：半場秀典
	 期間：平成25年‐平成28年
	 研究費総額：442万円
16.	 科学研究費補助金、若手研究B 
	 研究題目： コラーゲン分解酵素阻害剤と再石灰化作用を持つ” 自己強化型接着システムの開発”
	 研究代表者： 高橋礼奈 
	 期間： 平成25年‐平成27年 
	 研究費総額：338万円
17.	 科学研究費補助金、若手研究B
	 研究題目：OCTを用いたコンポジットレジンの3次元及びリアルタイムの評価
	 研究代表者：サダル　アリレザ
	 期間：平成24年‐平成26年
	 研究費総額：377万円
18.	 科学研究費補助金、若手研究 B
	 研究題目： アシッドベースレジスタントゾーンの精査と改質
	 研究代表者： 井上剛
	 期間： 平成22年‐平成25年
	 研究費総額：300万円
19.	 科学研究費補助金、若手研究B
	 研究題目：接着破壊メカニズムの３次元動的解析－疎水性接着システム開発への応用－
	 研究代表者：保坂啓一
	 期間：平成23年‐平成26年
	 研究費総額：403万円
20.	 科学研究費補助金、若手研究B
	 研究題目：FIB-TEMを用いたエナメル質接着界面のナノレベル解析
	 研究代表者：高垣智博
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	 期間：平成24年‐平成26年
	 研究費総額：429万円
21.	 科学研究費補助金、若手研究B 
	 研究題目：カルボジイミドを用いたコラーゲン架橋化による恒常的歯質接着耐久性の獲得
	 研究代表者： 高橋真広 
	 期間： 平成25年‐平成26年 
	 研究費総額：338万円
22.	 科学研究費補助金、奨励研究
	 研究題目：接着歯科治療の破壊メカニズム－超高速度動的解析の応用－
	 研究代表者：田代浩史
	 期間：平成25年‐平成26年
	 研究費総額：80万円
23.	 独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO) 若手研究グラント
	 研究課題：革新的ナノ接合を活用した水中接着性ポリフェノール重合体の創製
	 研究分担者：平石典子
	 期間：平成22年～平成27年
24.	 研究成果展開事業 研究成果最適展開支援プログラムA-STEP フィージビリティスタディステージ　探索タイプ
	 研究題目：骨修復機能を持つ植物由来接着剤の創製
	 研究分担者： 平石典子
	 期間： 平成25年‐平成26年 
	 研究費総額：169万円
25.	 委託研究
	 研究題目：口腔内プローブを用いた光干渉断層計（OCT）の臨床応用
	 研究代表者：田上順次
	 期間：平成22年‐平成25年
	 研究費総額：150万円
26.	 委託研究
	 研究題目：近赤外光・レーザーを用いた新たな歯科疾患診断・治療用機器の開発に関する研究
	 研究分担者：田上順次
	 期間：平成22年‐平成25年
	 研究費総額：500万円
27.	 パナソニック　アプライアンス社（株）との共同研究契約
	 研究題目：機能水による口腔洗浄技術に関する研究（機能水による口腔洗浄効果の検証）
	 研究代表者：田上順次
	 期間：平成24年11月‐平成25年3月
	 研究費総額：100万円
28.	 受託研究
	 研究題目：口腔内エナメル質初期う蝕に対するフッ化物配合ガムの再石灰化効果
	 研究代表者：田上順次
	 期間：平成24年‐平成27年
	 研究費総額：150万円
29.	 共同研究
	 研究題目：新歯科用漂白材の開発に関する研究
	 研究代表者：大槻昌幸
	 期間：平成25年
	 研究費総額：100万円

[その他]
〈特別講演〉
（海外・国際）

  1.	 田上順次．keynote lecture;「Keys for bonding of composite in clinical application」講演,　平成25年1月24日、
Traderʼs Hotel Yangon

  2.	 田上順次．北京大学口腔医学院客座教授照合付与式および付与式後 “Paradime Shift in Cariology and Operative 
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Dentistry” 講演、平成25年2月18日、北京大学口腔医学院
  3.	 田上順次．Cariology:Development of SS-OCT and its application to diagnosing caries and estimating adhesive 

restoration講演、The 16th Scientific Meeting & Refresher Course in Dentistry（インドネシア大学歯学部主催）、平
成25年3月2日、インドネシア

  4.	 田上順次．「台北医学大学口腔医学院国際シンポジウム　“Application of swept source optical coherent tomography 
to dental clinic and research”」講演、2013年5月18日、台北大学

  5.	 田上順次．Annenberg Center for the Performing Arts、第５回国際接着歯学会IA「SessionⅡ-Conposite Resin 
Update-　“Strategies for Preventing Gap Formation”」講演、2013年6月15日、フィラデルフィア

  6.	 田上順次．「審美修復とミニマル・インターベンション‐長期的な歯の健康を考える‐」講演、2013年9月5日、大連
医科大学

  7.	 田上順次．The new international course new materials and technologies in dental medicine　「Scientific background 
of minimally invasive caries treatment」講演、大学訪問、2013年11月13日、マサリク大学医学部口腔科学科

  8.	 田上順次．The 4th Annual International Dental Science and Education Meeting of School of Odonto-Stomatology, 
Hanoi Medical University on the occasion of the 40th anniversary of diplomanic relations between Vietnam and 
Japan, 「Promotion interdisciplinary international projects and educating research oriented health care professionals」
講演、2013年11月26日、School of Odonto-Stomatology, Hanoi Medical University

  9.	 Nikaido T. Nano-characterization of reinforced enamel and dentin by self-etch adhesives: Super Tooth formation. 5th 
IAD, June 14-15, 2013, Philadelphia, USA.

10.	 Nikaido T. “Super Tooth” - New concept of adhesive interface using self-etching adhesive system.　Symposium on 
Advanced Esthetic Dentistry, “Future Trend of Esthetic Dentistry, Achieving The Optimal Patient Satisfaction”，
August 24, 2013, Bangkok

11.	 Nikaido T. How to use materials and technique for success of direct composite restorations? Symposium on 
Advanced Esthetic Dentistry, “Future Trend of Esthetic Dentistry, Achieving The Optimal Patient Satisfaction”，
August 24, 2013, Bangkok

12.	 Nikaido T. New trend of indirect esthetic restorations. Symposium on Advanced Esthetic Dentistry, “Future Trend 
of Esthetic Dentistry, Achieving The Optimal Patient Satisfaction”，August 24, 2013, Bangkok.

13.	 Nikaido T. Cutting-edge applied materials and technology in Adhesive Dentistry. JADR-sponsored symposium at 
the APR meeting, August 21-23, 2013, Bangkok, Thailand

14.	 Nikaido T. “Super Tooth” - New concept of adhesive interface using self-etching adhesive system. タイ国マヒドン大
学歯学部大学院講義、Aug 23, 2013.

15.	 Nikaido T. Future trend of Esthetic Dentistry achieving the optimal patient satisfaction. Associon Dental Del 
Distrito Federal, November 14, 2013, Mexico City, Mexico

16.	 Hamba H. Non-Destructive Quantitative Analyses of De/Remineralization Using Micro-Computed Tomography 
(µCT). Lunch and Learning, 93rd IADR general session, March 20-23, 2013, Seattle.

17.	 Otsuki M. Composite restoration based on minimal intervention, The 29th Annual AACD Scientific Session, April 
24-27 2013, Washington State Convention Center, Seattle, USA.

18.	 Otsuki M. Composite restoration based on minimal intervention, Koeran Academy of Ethtetic Dentistry, November 
11 2013, 世宗大学, Korea.

19.	 Otsuki M. Composite restoration based on minimal intervention, November 12 2013, 延世大学, Korea.
20.	 Otsuki M. Composite restoration based on minimal intervention, Brazilian Division of IADR, September 5-8 2013, 

Aguas de Lindoia, Brazil.
21.	 Otsuki M. Composite restoration based on minimal intervention, Brazilian Division of IADR, September 3 2013, 

UNICAMP, Piracicaba, Brazil.
22.	 Otsuki M. Tooth bleaching with titanium oxide photocatalyst, Brazilian Division of IADR, September 10 2013, 

UNICAMP, Piracicaba, Brazil.
23.	 Otsuki M. Composite restoration based on minimal intervention, Brazilian Division of IADR, September 13 2013, 

Federal University of Ceará, UNICAMP, Fortaleza, Brazil.

（国内）
  1.	 田上順次．Space Oral Health Promotion(SOHP)プロジェクト第2回検討会「最新のう蝕診断、治療技術、予防につい

て」講演，平成25年2月7日，宇宙航空研究開発機構宇宙医学生物学研究室
  2.	 田上順次．国際シンポジウム「国際医療人の育成を目指して」講演、平成25年2月13日、東京医科歯科大学歯学部第1

講義室
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  3.	 田上順次．歯科器材･薬品発明センターシンポジウム「歯科医療機器産業の活性化に向けて」講演、平成25年2月19日、
東京医科歯科大学　歯学部付属病院4階　特別講堂

  4.	 田上順次．日本レーザー歯学会「第1回教育研修会」、平成25年2月24日、東京医科歯科大学　歯科棟　4階特別講堂
  5.	 田上順次．歯型彫刻コンペティション「東南アジア医療･歯科医療ネットワークの構築を目指した大学間交流プログ

ラム」、平成25年3月11日、東京医科歯科大学
  6.	 田上順次．国際シンポジウム「日本の歯学教育の国際汎用性を考える」、平成25年3月11日、ホテル東京ガーデンパレ

ス2階
  7.	 田上順次．「シンポジウム・なくそう 減らそう 歯の病気～オーラルケアでキラキラ笑顔美人」特別講演、日本歯科医

師会・毎日新聞社共催、2013年5月19日、丸ビルホール（東京都千代田区丸の内2-4-1丸ビル7･8階）
  8.	 田上順次．「第36回　大学院医歯学総合研究科　大学院セミナー　歯と骨の分子疾患科学」講演、2013年6月4日、東

京医科歯科大学大学院
  9.	 田上順次．「第一回国際シンポジウム　歯科医学における光干渉断層計の応用」講演、2013年6月20日、東京医科歯科

大学
10.	 田上順次．夢ナビライブ講演「講演ライブ　タイトル：世界一受けたい「むし歯治療」」講演、2013年7月13日、東京

ビックサイト
11.	 田上順次．「DIRECT RESTORATION OF CONPOSIT　RESIN　–コンポジットレジンの発想転換-　IN 

HAMAMATSU」第１期講義、2013年7月27日、DIRECT RESTORATION CENTER　研修室
12.	 田上順次．「ISP　2013　5th International Summer Program “Biomaterials:From the Laboratory to the Clinic”」 

Opening Remarks、2013年8月27日、東京医科歯科大学
13.	 田上順次．「平成25年度長寿医療研究開発費『近赤外光・レーザーなどを用いた新たな歯科疾患診断・治療用機器の

開発に関する研究』」班会議出席、発表、討論、2013年10月3日、国立長寿医療研究センター
14.	 田上順次．日・ASEAN友好協力40周年「Development of Dental Education in Asia 2013 –Symposium and 

Exchange–」オーガナイザー、2013年10月29日、場所
15.	 田上順次．「国際総合プレゼンテーション　卓越した大学院拠点形成支援補助金事業　大学院医歯学総合研究科　『医

歯理学先端研究特論』　第119回　“Mechanical improvement of bonding interface”」講演、2013年10月28日、東京医科
歯科大学　歯・骨関連疾患のグローバル研究センター

16.	 田上順次．「The 3rd Tri-University Consortium on Oral Science and Education」、Opening Adress、 2013年11月6日、
東京医科歯科大学　

17.	 田 上 順 次．「The 3rd Tri-University Consortium on Oral Science and Education　Session1　“Promotion 
Interdisciplinary International Projects and Educating Reseach-oriented Health Care Professionals”」、Presenter、 
2013年11月6日、東京医科歯科大学

18.	 田上順次．「The 3rd Tri-University Consortium on Oral Science and Education」、Closing Adress 、2013年11月6日、
東京医科歯科大学

19.	 田上順次．日本メタルフリー歯科学会　「第5回　日本メタルフリー歯科学会学術大会　シンポジウム‐1　“MIに基づ
く審美修復について”」、2013年11月23日、東京医科歯科大学

20.	 二階堂徹．保存領域における接着、日本接着歯学会2013 年度 シンポジウム、平成25年7月27日、釧路
21.	 Shimada Y. SS-OCT for the detection of dental caries and tooth crack. Optical Coherence Tomography in Dentistry 

The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯科大学
22.	 Sadr A. Time-resolved and quantitative analysis of dental structure by OCT. Optical Coherence Tomography in 

Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯科大学
23.	 Alsayed E. Optical and nano-indentation medical properties evaluation of enamel coated by resin-thin-film. Optical 

Coherence Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、
東京医科歯科大学

24.	 Bista B. Non-destructive assessment of current one-step self-etch dental adhesives using optical coherence 
tomography. Optical Coherence Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、
2013年6月20、21日、東京医科歯科大学

25.	 Espigares J. comparison of optical coherence tomography versus micro-CT for visual assessment of early enamel 
lesions. Optical Coherence Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年
6月20、21日、東京医科歯科大学

26.	 Wada I. Assessment of non-cervical lesions using optical coherence tomography. Optical Coherence Tomography in 
Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯科大学

27.	 Mandurah M. Characterization of transparent dentin in attrited teeth using optical coherence tomography. Optical 
Coherence Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、
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東京医科歯科大学
28.	 Turkistani A. Sealing performance of resin cements monitored using optical coherence tomography. Optical 

Coherence Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、
東京医科歯科大学Optical Coherence Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-
Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯科大学

29.	 Majkut P. Assessment of remaining dentin thickness during caries excavation by SS-OCT. Optical Coherence 
Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯
科大学

30.	 Makishi P. Marginal adaptation of self-etch adhesives by 3D optical coherence tomography. Optical Coherence 
Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯
科大学

31.	 Hariri I. Estimation of the enamel and dentin mineral content from the refractive index. Optical Coherence 
Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯
科大学

32.	 Bakhsh T. Relationship between OCT image, microscopic gap and bond strength of composites. Optical Coherence 
Tomography in Dentistry The 1st International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯
科大学

33.	 Nakajima Y. Assessment of tooth fracture using SS-OCT. Optical Coherence Tomography in Dentistry The 1st 
International Symposium and Mini-Exhibition、2013年6月20、21日、東京医科歯科大学

34.	 Sadr A, Evaluation of dental composites by OCT. Invited Lecture, DENTSPLY/Caulk R&D Center, June 13, 2013, 
Milford

35.	 Sadr A, Non-ionizing In-depth Dental Imaging by Optical Coherence Tomography: A Benchtop to Chairside 
Development Story. TMDU International Summer Program Speaker, August 27, 2013, Tokyo

36.	 北迫勇一．新世代に向けた歯科保存治療のパラダイムシフト、大阪大学、2013年3月5日、大阪
37.	 北迫勇一．酸蝕症とブラッシング－エビデンスとコンセンサス－、日本口腔衛生学会、2013年5月15日、長野
38.	 北迫勇一．食品由来素材POs-Caの口腔ケアへの応用、日本小児歯科学会、2013年5月23日、岐阜
39.	 北迫勇一．歯が健康を守る　飲み物で歯が溶ける！？、木更津市役所市民公開講座、2013年7月7日、千葉
40.	 北迫勇一．Tooth Wearの臨床対応とガムを用いた　再石灰化療法の最前線、熊本市歯科医師会、2013年8月24日、熊

本
41.	 北迫勇一．歯みがきを再考する－エビデンス（根拠）とコンセンサス（合意）－、日本歯科保存学会・日本口腔衛生

学会共催シンポジウム、2013年10月17日、秋田
42.	 北迫勇一．自分の歯を守るためにできること　見直そう毎日の生活習慣 、東京都歯科医師会都民公開講座、2013年11

月10日、東京
43.	 原田直子．シンポジウム「歯科医療機器の評価の現状」（日本機械学会　第25回バイオエンジニアリング講演会、平

成25年1月9日、独立行政法人　産業技術総合研究所　つくば中央）
44.	 原田直子．シンポジウム「歯科医療機器産業の活性化に向けて　事前アンケートから」（第９回歯科器材・薬品開発

センターシンポジウム、平成25年2月19日、東京医科歯科大学歯学部特別講堂）
45.	 大槻昌幸．歯のホワイトニング　－ 安全で満足度の高い審美歯科治療 －，第4回オゾン医療研究会，2013年5月12日，

文京区．

〈受賞〉
  1.	 半場秀典. 第6回 日本歯科理工学会IADR-DMGC-J記念賞、2013年4月14日.
  2.	 Sadr A, First Place Scientific Award, 5th International Congress on Adhesive Dentistry, Philadelphia, PA, USA, 

June 15,2013).
  3.	 Takagaki T, Second Place Scientific Award, 5th International Congress on Adhesive Dentistry, Philadelphia, PA, 

USA, June 15,2013).
  4.	 Hiraishi N, Third Place Scientific Award, 5th International Congress on Adhesive Dentistry, Philadelphia, PA, USA, 

June 15,2013).
  5.	 サダルアリレザ、学術大会発表優秀賞、第32回日本接着歯学会学術大会、福岡県歯科医師会館、平成25年12月1日．
  6.	 袁 楊、大槻昌幸、Kong Kalyan、池田正臣、田上順次．日本接着歯学会論文賞．
  7.	 神原啓介、中島正俊、保坂啓一、高橋真広、田上順次．日本接着歯学会論文賞
  8.	 青木香那子　日本接着歯学会論文賞　（平成24年度）
  9.	 二階堂徹　東京医科歯科大学歯学部優秀教員賞（平成24年度）
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〈学会主催〉
  1.	 The 1st International Symposium and Mini-Exhibition on “Optical Coherence Tomography in Dentistry”，June 

20-21, 2013, TMDU Faculty of Dentistry Auditorium, Tokyo, Japan.  http://www.tmdu.net/oct/

〈新聞、雑誌、TV報道〉
  1.	 田上順次．「子供の科学　2013　６月号　歯を守れ！虫歯菌バトル」　誠文堂新光社　
  2.	 田上順次．「報告　我が国における歯科医学の現状と国際比較　2013　平成25年9月2日　日本学術会議」歯学委員会  

2013年9月2日
  3.	 田上順次，島田康史．テレビ東京　「ワールドビジネスサテライト」　2013年5月31日　出演
  4.	 田上順次．テレビ朝日　「相葉マナブ　[よくある生活の注意点]」　2013年9月29日　出演
  5.	 田上順次．テレビ朝日　「モーニングバード」　2013年10月28日　出演
  6.	 Sadr A, IAD Selected Abstract and Commentary, Penn Dental Medicine Journal, PDMJ Fall 2013, page 48. http://

www.dental.upenn.edu/pdf/62133_Univ_of_Pa1_sprf.pdf
  7.	 北迫勇一、歯に美白ケア　女性を磨く　産経新聞、2013年11月18日
  8.	 北迫勇一、奥深い歯みがき最新NEWS、VOCE、2014年2月号
  9.	 北迫勇一、酸蝕症、レタスクラブ、2013年9月25日号
10.	 北迫勇一、デンタルケア3ナイ新常識、DOOR、2013年冬号

〈その他〉
  1.	 二階堂徹、(2013).監修、2014年版「歯はたいせつ」カレンダー、凸版印刷株式会社、2013年4月．
  2.	 二階堂徹．(2013). 世界で活躍する日本の接着事情、楡林　平成25年度版：43－47，2013.
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摂 食 機 能 保 存 学 分 野
Fixed Prosthodontics

教　　授　三浦宏之
准 教 授　吉田恵一
講　　師　岡田大蔵，駒田　亘
助　　教　進　千春，大竹志保，川島久美子(〜3月)，
　　　　　五島健一，遊佐耕一郎，熊谷直輔，
　　　　　小椋麗子(4月～)
大学院生　大森　哲(〜3月)，根本怜奈(〜3月)，
　　　　　牧野　祥(〜3月)，許　寧，植田洋二，
　　　　　福本いづみ，稲垣祐久，藤田理雅，岡本寛之，
　　　　　佐藤美穂，大島ふじの，松川京司，羅　思陽，
　　　　　石川陽子，岩田夏子，久保茉莉子，藤田和久，
　　　　　松井秀人，山田理沙，
　　　　　Paisankobrit Vibul(10月～)，
　　　　　Bakhit Mohammed Yassin M(10月～)

　冠橋義歯補綴学は，上下顎すべての歯の欠損の修復を目的とする全部床義歯補綴学および部分的な歯の欠損の修復を目的
とする部分床義歯補綴学とともに歯科補綴学を構成する一分野であり，人工歯冠による歯冠修復を取り扱う歯冠補綴学と，
冠補綴物を応用して欠損歯列を回復することを目的とする橋義歯補綴学とをその内容としている．

(1) 教育
　講義，示説，模型実習および臨床実習を通じて，歯質，歯の欠損にともなって生じた口腔，顎ならびに隣接する諸組織の
形態，機能および外観上の障害を冠橋義歯によって回復するに必要な学理と実際を習得させる．人工材料による歯冠形態の
回復および冠橋義歯による咬合の回復を目的とする冠橋義歯補綴学が立脚する三本の柱は，形態学（口腔解剖学とくに歯牙
解剖学），機能学（口腔生理学）および材料学（歯科理工学）であるので，冠橋義歯補綴学の教育においては，これらの知
識を総合して，いかにして生物学的に適正な修復を行なうか，という冠橋義歯補綴学の内容を理解させる．そのほか歯髄の
病理，処置に関連して歯内治療学，修復物の歯周刺激，歯周組織への負担過重およびプラークコントロールに関連して歯周
治療学，歯質削除に関連して保存修復学などの臨床学科目との関連を学ばせる．

(2) 研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している．
1. 咬合，咀嚼に関する研究（下顎位，下顎運動，咬合器，咀嚼効率など）
　顎口腔系の機能評価に関して、下顎位，下顎運動，咀嚼効率などの観点からさまざまな解析評価を行なっている．また、
口腔機能と調和したクラウン、ブリッジなどの補綴装置を作製するために、咬合器の調節機構についても研究を行っている．
2. 咬合接触によって生じるメカニカルストレスが歯周組織をはじめとする顎口腔系に及ぼす影響に関する研究（歯の変位，

歯槽骨の歪み，咬合接触，コンタクトなど）
　補綴学の目標には機能の回復と回復した機能の維持とがあるが，従来は機能の回復という面にのみ重点をおいてきた．当
教室では，機能の維持という面に力点をおき，クラウン、ブリッジなどの補綴装置の咬合面形態によって生じるメカニカル
ストレスに関する種々の研究を行い，補綴装置にどの様な咬合面形態、咬合接触を与えれば良いかについて研究を行ってい
る．
3. 主機能部位に関する研究
　食片圧入や歯牙破折などと関係の深い主機能部位と咬合接触との関係に関する研究を行っている．
4. 支台築造に関する研究
　支台築造法、補綴装置の形状、種類が歯根象牙質、周囲歯槽骨に及ぼす応力解析を行なうとともに、セメント材料が及ぼ
す影響についても検討を行っている． 
5. CAD/CAM、ジルコニア、光学印象などの最新技術の臨床応用、新素材の開発
　CAD/CAM,デジタルインプレッションなどの最新技術を応用した補綴装置作製ならびに、補綴装置用新素材の臨床応用に
関する研究を行っている．
6. インプラントの咬合接触が天然歯の歯周組織に及ぼす影響に関する研究
　インプラントは，歯根膜が無いために機能時に天然と異なる変位を示し，わずかな咬合干渉が顎骨あるいは対合歯の歯周
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組織に影響を与える危険性が高い．そこで，インプラント補綴装置の咬合接触、隣接面接触が周囲の顎口腔組織にどのよう
な影響を与えるかについて，解析を行っている．
7. レーザーの冠橋義歯補綴分野への応用に関する研究
　口腔内で応用可能なレーザーによるブリッジの溶接に関する研究を行っている．
8. 歯科材料が歯周組織，生体へ及ぼす影響に関する研究
　口腔内の金属補綴修復物から溶出したとみられる金属元素によると思われる金属アレルギー等の障害が報告されるように
なってきており，従来生体にとってほぼ無為害性とされてきた合金についても使用時には注意を払う必要がでてきている．
歯科アレルギー外来において原因除去療法を行うとともに，歯科材料が歯周組織，生体へ及ぼす影響に関する研究を行って
いる．
9. 顎機能異常の機能分析
　歯牙要素の傾斜角を変化させた場合に顎口腔系に及ぼす影響, 特に顆路および咀嚼筋活動に及ぼす影響について研究して
いる．6自由度顎運動測定装置を用いて下顎頭も含む下顎全体の運動をとらえ，顎顔面形態の変化が顎口腔機能に如何なる
影響を及ぼすかを咀嚼運動路および側方限界運動路について解析している．

(3) 臨床
　外来は，主に補綴治療を行う一般の義歯外来と，歯科材料に対するアレルギーを取り扱う専門外来，歯科アレルギー外来
がある．義歯外来では，４～８人からなる診療グループを形成し，各グループのグループ長との連携により診断，治療計画
の立案，また急患などの対応などを行い，一歯牙の歯冠修復から全部床義歯にいたるまで，最先端の治療が実践できるよう
体制が整えられている．また，歯科アレルギー外来では，口腔内の金属修復物及び治療用歯科材料が原因と考えられるアレ
ルギー患者に対して，アレルギー関連の諸検査を行い，口腔内の金属修復物中の原因物質の存在を非撤去成分分析を行うこ
とにより明らかにし，原因除去療法を行っている．

(4) 研究業績
[原著]
  1.	 Omori S, Komada W, Yoshida K, Miura H: Effect of thickness of zirconia-ceramic crown frameworks on strength 

and fracture pattern. Dent Mater J. 32(1), 189-194, 2013. 
  2.	 Nemoto R, Nozaki K, .Fukui Y, Yamashita K, Miura H：Effect of framework design on surface strain of zirconia 

fixed partial dentures。Dent Mater J, 32(2), 289-295, 2013.
  3.	 Makino S, Okada D, Shin C, Ogura R, Ikeda M and Miura H: Evaluation of the occlusal contact of crowns fabricated 

with the bite impression method. J Med Dent Sci, 60(3), 74-81, 2013.
  4.	 Fukumoto I, Tamura A, Matsumura M, Miura H, Yui N: Sensitization potential of dental resins: 2-hydroxyethyl 

methacrylate and its water-soluble oligomers have immunostimulatory effects. PLoS One, Nov 29, 8(11), e82540, 
2013.

  5.	 Xu　N, Shin C,Fukui Y, Omori S, Otake S, Nemoto R, Komada W, Kumagae N, Yoshida K, Miura H: The effect of 
prolonged holding time in firing schedules on the bond strength between the zirconia core and veneered porcelain. 
Asian Pac J Dent, 13, 19-25, 2013.

[総説]
  1.	 三浦宏之，戸塚靖則，高戸毅監修：6.13 金属アレルギーと全身所見，口腔科学，朝倉書店， 2013年11月．
  2.	 三浦宏之：医療デバイスの成形革命－光積層造形CAD/CAM－"「ジルコニアセラミックスのCAD/CAM成形」，バイ

オマテリアル．31(4)，252－259．2013.

[学会]
（海外，国際）

  1.	 Ishikawa K, Goshima K, Kawashima K, Abe H, Okada D, Miura H: Objective assessment of masticatory 
performance in shortened dental arch, 91st General Session & Exhibition of IADR, Seattle, U.S.A., March 20-23, 2013.

  2.	 Miura H, Nemoto R, Fujita R, Matsukawa K, and Morinaga A: Clinical Evaluation of All Ceramic Bridges using 
Ce-TZP/Al2O3 Nanocomposite. 91st General Session & Exhibition of IADR, Seattle, U.S.A., March 20-23, 2013.

  3.	 Matsukawa K, Kumagae N, Morinaga A, Oshima F, Nozaki　K, and　Miura H:　Wear Evaluation of Human Enamel 
Opposed to CAD/CAM Restorative Materials. 91st General Session & Exhibition of IADR, Seattle, U.S.A., March 
20-23, 2013.

  4.	 Fujita R, Komada W, Nozaki K, Miura H: Measurement of the Remaining Dentin Thickness using Optical Coherence 
Tomography for Crown Preparation. The 3rd Tri-University Consortium on Oral Science and Education, Tokyo, 
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Japan, November 6-7, 2013.

（国内）
  1.	 稲垣祐久，駒田　亘，根本怜奈，福井雄二，三浦宏之：4ユニットジルコニアブリッジへの荷重時の表面ひずみに関す

る研究．第4回日本歯科CAD/CAM学会学術大会, 東京, 2013年4月20-21日．
  2.	 大竹志保，進　千春，駒田　亘，吉田惠一，三浦宏之：根管壁象牙質に対する新規セルフアドヒーシブセメントの微

小引張接着強さ．社団法人日本補綴歯科学会第122回記念学術大会，福岡，2013年5月18-19日．
  3.	 阿部晴臣，石川杏子，五島健一，川島久美子，岡田大蔵，加藤　均，三浦宏之：短縮歯列における主機能部位．社団

法人日本補綴歯科学会第122回学術大会，福岡，2013年5月18-19日．
  4.	 許　寧，進　千春，福井雄二，大森　哲，大竹志保，根本怜奈，駒田　亘，吉田恵一，三浦宏之：ジルコニア専用陶

材の焼成時係留時間がせん断焼付強さに及ぼす影響．第24回日本歯科審美学会学術大会，東京，2013年7月20-21日．
  5.	 佐藤美穂， 加藤　均， 岡田大蔵， 小椋麗子， 阿部晴臣， 牧野　祥， 松川京司， 五島健一， 三浦宏之：咬合関係と主機能

部位．日本顎口腔機能学会 第51回学術大会，新潟，2013年10月5-6日．
  6.	 駒田　亘，松川京司，大森　哲，根本怜奈，熊谷直輔，進　千春，大竹志保，松井秀人，久保茉莉子，三浦宏之：硬

化熱発生を抑えた新規即時重合レジンの諸性質についての検討．第62回日本歯科理工学会学術講演会，新潟，2013年
10月19-20日．

  7.	 福本いづみ，田村篤志，松村光明，三浦宏之，由井伸彦: In vitro試験法による歯科用レジン成分の感作性評価, 第35回
日本バイオマテリアル学会大会，東京，2013年11月25-26日．

  8.	 松井秀人，稲垣祐久，松川京司，熊谷直輔，山田理沙，岩田夏子，大竹志保，駒田　亘，三浦宏之：新規支台築造用
コンポジットレジンの物性評価．第32回接着歯学会, 福岡, 2013年11月30日-12月1日．

  9.	 岩田夏子，松井秀人，松川京司，大竹志保， 駒田　亘，三浦宏之：新規レジンセメントの機械的性質．第32回日本接
着歯学会学術大会，東京，2013年11月30日-12月1日．

[研究助成金]
  1.	 ナノジルコニア製デンチャーフレームとCAD/CAM装置，形状修正用バー（汎用）の開発　経済産業省「課題解決型

医療機器の開発･改良に向けた病院･企業間の連携支援事業」研究分担者　三浦宏之
  2.	 光干渉断層計の歯冠修復への応用　科学研究費基盤研究（B）23390432　分担研究者 駒田　亘
  3.	 歯根，歯周組織保護を考慮したジルコニアブリッジフレームに適した支台築造法の検討　科学研究費若手研究（B）　

24792061　研究代表者　駒田　亘
  4.	 ブリッジ支台歯の歯根破折に関する実験的研究　科学研究費若手研究(B)課題番号24792062　研究代表者　進　千春
  5.	 ナノジルコニアを用いたオールセラミッククラウンに最適なフレーム形態を探る　科学研究費研究活動スタート支援  

課題番号25893067　研究代表者　大森　哲
  6.	 咀嚼部位と咀嚼効率の関係性に関する研究　科学研究費若手研究（B）課題番号 24792060　研究代表者　阿部晴臣

[その他]
（受賞）

（招待講演）
  1.	 三浦宏之．メタルフリー修復最前線．日本補綴歯科学会，福岡，2013年5月18日．
  2.	 三浦宏之．ジルコニアを応用した審美修復の現状と今後の展望．日本歯科技工学会関東支部・第10回学術大会，東京，

2013年9月8日．
  3.	 三浦宏之．レーザーが拓く新しい補綴歯科治療．日本レーザー歯学会，東京，2013年9月28日．
  4.	 松村光明．歯科医療安全の基本と実際　歯科材料アレルギーの現状と対応，国際医療マネージメント学会，東京，

2013年10月26日．
  5.	 三浦宏之．オールセラミクスレストレーションについて．第5回日本メタルフリー歯科学会学術大会，東京，2013年

11月23日．
  6.	 駒田　亘．審美修復におけるメタルフリーポストについて．第5回日本メタルフリー歯科学会学術大会，東京，2013

年11月23日．
  7.	 松村光明．歯科アレルギーと接着性の関係‐より安全な接着材料の選択法‐，第32回日本接着歯学会学術大会，福岡，

2013年12月1日．．

（主催したセミナー）
  1.	 三浦宏之．東京医科歯科大学歯科同窓会CDE講習会，クラウンブリッジ入門-正しい支台歯形成を効率よく行うには-，
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東京・東京医科歯科大学，2013年5月12日．

（その他）
  1.	 三浦宏之．座長，社団法人日本補綴歯科学会第122回学術大会，福岡，2013年5月18-19日．
  2.	 吉田恵一．座長，社団法人日本補綴歯科学会東京支部総会・第17回学術大会，東京，2013年10月26日．
  3.	 松村光明．大会長，第5回日本メタルフリー歯科学会学術大会，東京，2013年11月23日．

— 92 —

口腔機能再構築学講座



歯 髄 生 物 学 分 野
Pulp Biology and Endodontics 

教　　授　須田英明
准 教 授　小林千尋(～3月)，
　　　　　砂川光宏(クリーンルーム歯科外来兼任)
講　　師　竹田淳志，池田英治
助　　教　海老原新，川島伸之，
　　　　　松本宏之(クリーンルーム歯科外来兼任)，和達礼子，
　　　　　鈴木規元，渡辺　聡，河村　隼(4月〜)
大学院生　瀧本晃陽(～3月)，周夢宇(～3月)，李　頴(～3月)，
　　　　　Jamleh Ahmed Osama(ヨルダン国費留学生 ～3月)，
　　　　　小松　恵，宮良香菜，山本弥生子，古畑和人，
　　　　　朴錦丹(中国私費留学生)，Salima Arkin，顧　潔，
　　　　　飯野由子，浦羽真太郎，時田大輔(4月〜)，
　　　　　田澤建人(4月〜)，八尾香奈子(4月〜)，
　　　　　高篠奈美(7月〜)，Alamuddin Bakhit(10月～)

（1）教　育
　歯内療法学は，歯の硬組織，歯髄および根尖歯周組織の疾患の原因，病態，診断，治療ならびに予防を考究する臨床歯学
の一分野である．歯髄は周囲を硬組織に囲まれた特殊な環境下に置かれている．歯を保存し，口腔内で十分に機能させるた
めには，その特徴をよく理解し，歯髄の保護に努める必要がある．他方，歯髄疾患を放置すれば，やがて歯髄死を招き，根
尖歯周組織疾患を生ずるに至る．歯内療法学はこれらの歯髄疾患や根尖歯周組織疾患の予防や治療により，歯を生体に為害
性を及ぼさない状態で保存し，永くその機能を営ませることを目的としている． 
　歯内療法の基本は，外科的処置と考えられるので，厳密な無菌的処置が要求される．特に歯髄や根管の処置は，口腔とい
う狭く汚染されやすい部位で行われ，直視直達が困難な場所での複雑な治療術式のため，制腐的な考慮を十分に払って操作
を進めることが重要である．加えて，歯内療法では歯痛の機序および歯痛のコントロールに関する知識が重要である．また，
歯痛で苦しんでいる患者への同情と心理の洞察を行うことにより，信頼関係が築ける．
　以上のように，歯内療法の重要性を理解させることを基本理念とし，講義ならびに実習を進めている．

（2）研 究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している．
1)  歯髄および根尖歯周組織における免疫防御システム
①歯髄における免疫システム
　歯髄組織における免疫防御システムについて検討を行っている．正常な歯髄組織においてすでに樹状細胞，マクロファ
ージおよびNK細胞が常備され，象牙細管由来の外来異物の侵入にたいするサーベイランスシステムが構築されているこ
とを明らかにしてきた．これは，あるレベル以下の外来侵襲に対して，歯髄組織は十分に対応できることの証左であり，
外来侵襲を量的，質的にコントロールすることで歯髄組織の保全を図ることが可能であると思われる．また，実験的な窩
洞形成刺激により，窩洞直下の樹状細胞はいったん消失し，その後再び出現してくることが明らかにした．樹状細胞は，
外来侵襲に対し速やかに反応し，所属リンパ節への速やかな移行と，その部における獲得免疫の発動，さらに歯髄局所へ
の再浸潤といった動態を示すことが示された．

②歯髄炎における炎症性メディエーターの役割とその抑制による歯髄炎制御の可能性
　歯髄炎の発症とともに，一酸化窒素（NO）をはじめとする炎症性メディエーターの産生が誘発されることから，炎症
性メディエーターが相互に関連しながら歯髄炎の病態を形成していることが推察される．メディエーター産生を制御する
ことから歯髄炎の進展を抑制し，いままで抜髄されていた炎症歯髄を保存する可能性について検討を行っている．また歯
髄炎の発症過程で産生されるマトリックスメタロプロテアーゼ（MMP）3には，組織の治癒を促進する機能があると報告
されている．歯髄炎の消退を図るとともに，歯髄組織の再生に有望なMMP3の機能について検討を行っている．

③歯根の成長と神経ペプチド
　歯根形成に関与するヘルトビッヒの上皮鞘にVIPリセプターが高発現していることから，神経ペプチドの一種である
VIPが歯根形成を制御している可能性が推察される．神経ペプチドと歯根形成について検討を行っている．

2)  根尖性歯周炎における骨破壊のメカニズムとその制御
①根尖性歯周炎におけるIL17 
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　根尖性歯周炎における骨吸収には，IL1，TNFαをはじめとするマクロファージ由来のサイトカインが関与することは
すでに報告したが，さらにIL17が根尖部骨吸収に関与している可能性を示唆する結果が得られている．そのメカニズムの
詳細について現在検討中である．

②カテプシンKインヒビターの根尖性歯周炎への応用
　破骨細胞特異的酵素であるカテプシンKは，破骨細胞を特異的に阻害するのみならず炎症反応を抑制する働きを持つ．
カテプシンKインヒビターを投与することで，ラット根尖病変の進展は抑制された．そのメカニズムの解明を進めるとと
もに，臨床応用への展望を図りたい．

3)  歯髄幹細胞の特性および分化メカニズム・歯髄再生へのメルクマール
①歯髄未分化間葉細胞の特性
　歯髄組織の主体を成す歯髄細胞は，神経堤由来の未分化間葉細胞であり，歯に特異的な硬組織である象牙質を形成する
象牙芽細胞への分化能を有するとされているが，その特性についてはいまだ不明な点が多い．現在，整形外科と共同で幹
細胞としての特性について検討を行っている．

②歯髄幹細胞分化におけるスフェロイドカルチャーの影響
　幹細胞をハンギングドロップ法にて培養することにより様々な細胞・組織への分化誘導が可能である。ハンギングドロ
ップ法をより簡便に行うことができるスフェロイドカルチャーを用いた歯髄幹細胞分化について検討を行っている。スフ
ェロイドカルチャーを行うことにより、象牙芽細胞マーカーであるDspp等の発現が促進し、硬組織形成細胞への分化が促
進されることが明らかになった．

③歯髄細胞分化におけるWntシグナル
　Wntシグナルは様々な細胞の分化・増殖に関与するシグナルであり、歯胚発生においても重要な役割を果たす。Wntシ
グナルと歯髄細胞分化についてはいまだ不明な点が多い。歯髄細胞をBMPを用いて分化誘導させたとき、Wntシグナルが
動いていることを明らかにした。さらにWntシグナルの阻害剤を添加したとき、歯髄細胞分化は抑制された。Wntシグナ
ルは象牙芽細胞分化を正の方向に制御する因子であることが明らかになった．

④骨芽および象牙芽細胞分化におけるNotchシグナルの役割
　骨芽細胞および象牙芽細胞分化のメカニズムについて，いまだ不明な点が多い．これまでにわれわれはNotchシグナル
が骨芽細胞分化に大きな役割を担っていることを明らかにした．すなわち，Notchシグナルは骨芽細胞分化において未熟
な状態を保つ機能を有し，Notchシグナルによる拘束が外れることにより骨芽細胞への分化が進む可能性を示唆する所見
を得た．象牙芽細胞においても同様の所見を得ている．現在，そのメカニズムの詳細について，コンディショナルノック
アウトマウスを用いて解明を進めている．

⑤エナメル芽細胞の分化メカニズムの解明
　歯の発生においては，上皮組織および間葉組織の双方からのシグナルネットワークが重要な意味を持っていると報告さ
れている．特に，Enamel Knotはシグナルセンターとしての役割を担っていると考えられ，エナメル芽細胞および象牙芽
細胞の分化をコントロールしている．sonic hedgehog（Shh）は， Enamel Knotにおいて産生される代表的なシグナル分子
であり，そのリセプターであるPatchedを介して上皮細胞の分化を制御している．今回，エナメル芽細胞株ALCを用いて
実験を行い，Shhによりエナメルマトリックス発現の上昇が認めた．さらに，Shhシグナルの重要な転写調節因子である
Gli1の強制発現によってもエナメルマトリックスの発現は促進され，逆にGli1特異的なRNAiによってそれらの発現は抑制
された．マウス皮下への移植実験でもアメロブラスティンおよびアメロジェニン発現が確認された．すなわち，Shhシグ
ナルはエナメル芽細胞の重要な分化誘導因子であり，そのシグナルはGli1を介して直接的にエナメルマトリックスタンパ
ク発現を誘導すると思われた．現在さらにBMPシグナルとの共役関係について検討中である．

4)  根管洗浄に関する研究
　安全で洗浄効果の高い超音波吸引洗浄法を考案した，樋状根15歯の根管内に水酸化カルシウムペーストを満たし，洗浄に
よる除去効果をマイクロフォーカスCBCTにより調べた．根管内に残留したペーストの体積を，シリンジによる洗浄，
EndoVac，ProUltra，超音波吸引洗浄法で比較した．その結果，超音波吸引洗浄法の洗浄効果が最も高いことを再確認した．
実用化に向けて，器械の改良中である．
5)  電気的根管長測定器の改良に関する研究 
　根管長測定器の改良のため，根管の電気的特性をインピーダンスアナライザで測定し，その結果をよく再現する等価回路
をコンピュータシミュレーションによって求めようとしている．従来の抵抗1個とコンデンサー1個からなる直列あるいは並
列の等価回路では根管の周波数特性を的確に表現することは不可能であるため，さらに複雑な等価回路が必要とされること
が分かった．
6)  模型歯を用いた電気的根管長測定器の精度に関する研究
　正確な根尖の検出は歯内療法の成功において不可欠である．しかしながら，電気的根管長測定器（EAL）は根管内外の環
境により測定結果が変化することがある．すでに，抜去歯を用いたEALの挙動に関する研究は数多くされているが，抜去歯
は結果にばらつきが出やすい．そこで，歯牙模型を用いて電気的根管長測定が可能かどうかについて検討した．結果，歯牙
模型を用いても抜去歯と同様に測定が可能であることが分かった．今後は，様々な形態の歯牙模型を作製し，歯牙および根
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管の形態と電気的根管長測定の関係について検討していく予定である．
7)  根管壁象牙質の歪みに関する研究
　根管形成時あるいは根管充填時には，予想外に大きな歪みが根管壁象牙質に生じ歯根破折の原因になりうることがストレ
ンゲージを用いた実験により明らかになった．短時間に応力が繰り返し加重されるような条件下では，歪みの蓄積が生じト
ータルでの歪み量は0.2〜0.3％に達することがあることが明らかになった．さらに，湿潤状態における根管象牙質の膨張，垂
直加圧根管充填時に生じる膨張等についても調べている．
8)  逆根管充填材によって引き起こされる象牙質の歪と破折の進展についての研究
　本研究の目的は逆根管充填材の充填の際に引き起こされる象牙質の歪の大きさと象牙質の破折の進展について検討した．
ヒト抜去下顎前歯を根尖切除し逆根管充填後，象牙質の歪はストレインゲージにて測定した.また,SEMにより窩洞辺縁部と
MTAの緊密な封鎖性が観察された．硬化膨張による破折は認めなかったが逆根管窩洞形成時に起きた微小破折の進展を一
部の歯に認めた．MTAの硬化膨張は優れた封鎖性があるが微小破折を進展させる可能性を示唆された．
9)  歯内治療における薬剤の応用
　歯痛に対し使用が認められている消炎鎮痛剤の数は非常に限定されている．今後、歯痛への適用の拡大を図るには、歯痛
に対する消炎鎮痛剤の標準的な効果判定法の確立が不可欠である。近年、痛みの評価にはVASが注目されている。当講座を
含めた5大学においてVASを用いた消炎鎮痛剤の臨床研究を実施し、これまで経験的に感じていた薬効と一致することが確
認されたことから、本法は標準的な効果判定法として応用可能であることが示された．
10)  数値流体解析による歯内治療手技の検証
　近年歯の保存治療技術の進歩により残存歯数が減少し、抜去歯を用いたin vitro研究の実施が困難になっている。また、材
料の開発に応じた早急な研究結果が求められている。数値流体解析によるコンピューターシミュレーションによる検討は、
これらの問題の解決法として期待される。当講座で開発された新しい根管洗浄法である根管内吸引洗浄法を、本法を用いて
従来法と比較したところ、前者では根尖部において洗浄在の安定した挙動が認められ、根尖部まで完全かつ確実に根管洗浄
が行われることが示唆された． 
11)  ラットの組織培養標本を用いた組織化学的研究
　組織培養液を還流することによるラット下顎の組織培養標本の作製人成功し，この系における滞在型マクロファージの機
能が生体の同細胞の機能と同様に保たれることを見出した。この系は，様々な歯髄反応を解析するのに有効であることが示
唆された．
12)  レーザー光の歯内治療領域への応用に関する研究
①根管用チップR135TとR200Tを用いてEr：YAGレーザーをヒト根管象牙質あるいは牛歯象牙質模擬根管に固定した状態で
照射し、microCTにてEr：YAGレーザー照射前後を撮影し切削挙動を観察した．今後，さらに移動時の切削挙動，軟組織
への影響等，研究を進めていく予定である．

②象牙質面にEr:YAGレーザーあるいはNd:YAGレーザーを照射し，照射面に対する線維芽細胞の接着能をin vitroで比較した
ところ，Er:YAG レーザー照射面では接着細胞数が増加し、Nd:YAGレーザーでは減少していた．Er:YAG レーザー照射
により根尖切除面の初期における治癒が促進される可能性が示唆された．

13)  光干渉断層画像診断法（OCT）の歯内治療領域への応用に関する研究
　OCT は，近赤外光と光学干渉計を用いた非侵襲的に組織の精密断層像を得ることが可能な医療撮像用の新技術である．
OCT の特徴は，非侵襲的に空間分解能約10μm という極めて高い解像度を具備しているため，現在用いられている医療用
画像技術に比べ，解像度が高い鮮明な画像が得られることにある．現在までに抜去歯を用いた歯根破折線の検出や象牙質内
部の根管の探索に有用である可能性が示されている．今後，より臨床的に歯根破折線の検出能力や根管探索の精度などを肉
眼・歯科用実体顕微鏡・ＣＢＣＴなどと比較検討を行っていく予定である．
14)  ニッケルチタンファイルの金属工学的解析
①熱処理やファイルの加工法が機械的性質に与える影響
　素材であるニッケルチタン合金の相変態挙動が，ニッケルチタンファイルの機械的性質，根管形成能に与える影響につ
いて研究を行っている．これまでに，市販されているファイルの曲げ特性は相変態挙動に影響を受けることを明らかにし
てきた．さらに熱処理により，相変態挙動を変化させることで，ファイルの柔軟性，根管形成能および破折抵抗性が向上
するという結果が得られている．同様に，ねじれ加工により作製されたファイルは従来のファイルと比較し，相変態温度
が上昇することで，ファイルの柔軟性が向上すると示唆されている．

②低サイクル疲労領域における疲労挙動の解析
　ニッケルチタンファイルの破折のうち，特に低サイクル疲労領域の疲労挙動を明らかにするため，独自の疲労試験器を
作製し，解析を行っている．これまでの知見から，超弾性変形そのものが疲労破折を促進させることが，示唆されている．
今後，熱処理などを用いてより詳細に検討を行っていく予定である．

③nano-indentation testによる回転疲労破折の評価
　回転疲労による破折メカニズムを解明するために，nano-indentation testを行っている．回転疲労による破折したファイ
ルの破断面付近では，硬度と弾性率が減少していることが，示唆されている．
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15)  象牙芽細胞に関する電気生理学的研究
①象牙芽細胞膜イオンチャネルの解析
　象牙芽細胞膜に存在する張力感受性イオンチャンネルをシングルチャンネル記録法およびナイスタチン穿孔パッチクラ
ンプ法により記録した．

②象牙芽細胞間の電気カップリング
　象牙芽細胞間のイオンおよび低分子の移動にはgap-junctionを介した情報伝達系が関与しており，そのelectrotonic 
conductanceをdual patch clamp法を用いて明らかにし，その加齢，細胞外温度，細胞外pHの影響を観察した．細胞間ネ
ットワークは象牙芽細胞およびその下層の細胞を含めて，大きなネットワークを形成しており，細胞間レジスタンスはあ
るものの，横断面で考えるとほぼ歯髄の反対側まで繋がっていることが明らかになった．

③象牙芽細胞膜のカルシウム伝播系
　象牙芽細胞膜対する機械的歪み刺激が細胞膜カルシウムチャネルを介したカルシウムイオンの流入とそのギャップジャ
ンクションを介した伝播を引き起こすことがわかった．この流入・伝播にはIP3（イノシトール３リン酸）を引き金とし
たカルシウムストアからイオン流出が関与することが確認された．

④象牙芽細胞膜弾性
　動水力学説では象牙細管内容液の瞬時の移動が神経線維終末を機械的に変形させることに注目されているが，細管内の
象牙芽細胞・神経線維と細管壁の間の機能的距離は水力学的に重要である．そこで，この距離の計測に成功でき，あわせ
て象牙芽細膜自体の物理的弾性（Young率）を計測した．

⑤透過型電子顕微鏡による突起間結合の解析
　隣接する象牙芽細胞突起間の機能結合の有無を透過型電子顕微鏡にて観察し，石灰化象牙質部と象牙前質では異なった
隣接細胞突起の接合がみられた．

⑥血管平滑筋と血管内皮細胞間のカップリング
　血管平滑筋と血管内皮細胞は電気的なカップリングをしており，神経による支配以外にその細胞間連絡による情報伝達
を行っていることを示した．細胞外の温度，pHによる血管収縮への作用を明らかにした．

⑦歯痛の動水力学的スペースの計測
　象牙芽細胞突起と象牙細管間の動水力学説的液体移動可能スペースを蛍光微小球を用いて計測した．

16)  エナメル質―象牙細管の物質透過性
①交流電荷の影響　
　象牙細管経由の物質透過性が年齢，う蝕によって受ける影響を明らかにした．歯髄方向への物質の侵入は，高濃度化，
電荷，低分子化，静水圧で影響を受けることを個々に証明した．また，エナメル質の物質透過性は少量であったためこれ
まで着目されてこなかったが，低分子量の物質は拡散で通過しうるし，交流性の電荷をかけることでこの物質移動が促進
されることが明らかになった． 

②コンフォーカル顕微鏡による物質移動の確認
　蛍光小球をエナメル質，象牙質に作用させconfocal and two photon microscopyにより象牙芽細胞突起と象牙細管間の機
能的幅を計測した．

17)  歯髄リンパ管の分布と新生、再生
①歯髄炎症時の歯髄リンパ管の新生，再生　
　歯髄に細菌刺激，機械刺激により炎症を生じ，VEGFR-3, LYVE-1, Prox-1抗体により染色し，健常時と比較して，リン
パ管の分布に変化が生じていることを確認し，それが歯髄生活性を維持するためのlymphangiogenesisであると考えられ
た．

18)  歯痛に関する神経科学的研究
①Mustard oil歯髄適用にて実験的歯髄炎を誘発させたラット中枢ニューロンの応答性の変化を経時的に調べると共に，それ
らのニューロンが存在する中枢部位内における興奮性アミノ酸グタメイトのNMDA型受容体の発現様式について分子生物
学的に検討を加えた。この実験系においてNR2A及びNR2DサブユニットmＲＮＡの発現の亢進が確認された．

②Mustard oil歯髄適用にて実験的歯髄炎を誘発させたラットにおいて中枢性感作が成立する際にmicrogliaやastrocyteとい
ったglia細胞の関与を検索する目的で，それらが特異的に発現するp38MAPKやGFAPのmＲＮＡ発現様式を検索した。実
験的歯髄炎発症後短期間の内にこれらのmRNAが視床MD核内で亢進することを示した．

③Mustard oil歯髄適用にて実験的歯髄炎を誘発させたラットにおいて中枢内歯髄駆動ニューロンが存在する視床において，
免疫担当細胞に特異的に発現するCD80やclass II MHCなどのmＲＮＡの発現の亢進が認められることを示した。これは，
免疫担当細胞と起源を同じくすると考えられているaastrocyteが活性化されている可能性を示している．

19)  歯髄疾患に由来する根分岐部病変の成立や歯槽骨吸収に関する分子生物学的研究　
①歯根破折を呈している生活歯髄歯の破折部周囲の骨吸収部位内にではCa++イオンチャネルmＲＮＡの発現が亢進してい
ることを示した．

②実験的に露髄させ歯髄感染を起こさせたラットにおいては，正常動物や露髄後仮封して可及的に感染を防いだ動物に比し
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て髄床底直下の根分岐部における免疫担当細胞の活性が増加していることが分子生物学的に認められた．
20)  歯科用コーンビームCTを用いた根尖部骨欠損の三次元的形態評価
　垂直性歯根破折（以下VRF）と根尖性歯周炎（以下per）は，臨床症状および根尖部Ｘ線透過像の形態が類似しているた
めに鑑別が困難な場合が多い．歯根破折における特徴的な所見としては，限局した深いポケット形成および暈状の根尖部Ｘ
線透過像が挙げられる．これまでの研究ではデンタルX線写真の透過像あるいは歯科用コンビームCT（以下CBCT）の近遠心・
頬舌断面画像の骨欠損の形態を数値化・評価を行い，VRFの診断に用いてきた．このような2次元の評価に対し，本研究で
は近遠心・頬舌・水平の3方向から骨欠損の評価を描出することよって，3次元的な骨欠損の形態を構築し，VRFとperの骨
欠損の形態を比較・検討した．
　本学歯学部附属病院むし歯外来を受診し，むし歯外来にてCBCT（FineCube®，吉田製作所）撮像を行った患者を調査対
象とした．患者は，いずれも根尖周囲外科手術を行い，歯科用顕微鏡にて破折の有無が確認された．破折線が確認された場
合には，VRFと診断し，破折線が認められなった場合には，perと診断した．それぞれの術前のCBCT画像を近遠心・頬舌・
水平断面画像の3方向から評価した．3次元解析ソフト（Amira5.3, Visage Imaging, オーストリア）を用いて，それぞれの方
向で最小スライス厚（110um）の2次元画像から骨欠損を描出した．この評価をもとに骨欠損部の3次元構築モデル（以下
TDM）を作成し，解析を行った．
　この解析により骨欠損部の3次元な形態を把握することが可能になった。また、CBCT画像での破折像の有無，透過像の広
がりについて，VRFとperで特徴的な像に差があるかどうかを比較し，CBCTによる術前の画像診断のみで確定診断を得る
ことが可能か検討する．
21)  歯科用CT画像におけるモーションアーチファクトの影響に関する研究
　歯内療法領域では，歯根や根管の解剖学的形態や歯根の破折の診断，根管内破折器具の確認，骨欠損の診断などに歯科用
CTが用いられている．しかし歯科用CT撮影中の患者のわずかな体動により再撮影が必要になる場合がある．このような患
者の体動が画像にどのような影響を及ぼすか検討するため，ブタ顎骨やアルミニウム円柱ファントムを用いた検討を行って
いる．
22)  グローバルCOEプログラム：歯と骨の分子疾患科学の国際教育研究拠点 －デントメドミクスのインテリジェンスハブ－
①根尖性歯周組織に存在する樹状細胞細胞は,形態および細胞膜表面発現抗原の異なる多種の樹状細胞細胞より構成されるこ
とが,免疫電顕および分子生物学的手法を用いた実験から明らかとなった.  

②血管内皮細胞の血管新生能および幹細胞の分化能に着目し,抜去歯の歯髄腔内に歯髄組織を再生させることを目的として検
索を行っている．これまでの研究からin vivoにおいて歯髄組織に極めて類似した組織を抜去歯の髄腔内に再生できること
が示されている．

③神経ペプチドが根尖部免疫担当細胞の動態を制御している可能性を示唆する所見がこれまでの研究で得られている．さら
にそのメカニズムの一端を明らかにする目的で，神経ペプチドの一つであるVIPがTh17活性化と関与する可能性について
検討を行っている．Th17は炎症性骨吸収に関連すると報告されており，われわれはTh17関連サイトカインが根尖病変に
おいて顕著に産生されている所見をすでに得ている．今後，VIPをはじめとする神経ペプチドとTh17との関連を中心に解
析を行っていく予定である．

④根尖切除面へのfibroblastあるいはosteoblastの接着能についてEr:YAG レーザー照射、Nd:YAGレーザー照射、歯面処理の
効果を形態学的に観察している．

⑤低出力レーザーによる創傷治癒促進効果等の生物学的効果について分子生物学的に検討を行っている．

（3）臨 床
　歯髄生物学分野は，本学歯学部附属病院においてう蝕制御学分野と共にむし歯外来を担当している．主にグローバルスタ
ンダードな歯内療法を国民に提供することを目的として診療にあたっている．以下にその代表的な処置内容を挙げる．
・歯内療法の診査・診断
・歯内療法の治療計画・予後観察
・生活歯髄の処置（歯髄の保護，象牙質知覚過敏症処置）
・非外科的歯内療法
・外科的歯内療法
・歯の漂白
・歯内療法後の歯の修復
　歯内療法はここ数年で大きく変化している．新材料であるNi-Tiファイルによる根管形成，新機器である新世代の電気的根
管長測定器，そして，従来のデンタルX線診査に加えて，小照射野CTを術前診査に使用し，手術用実体顕微鏡を用いた
Microendodonticsなどである．特にMicroendodonticsは今まで「手探りで行ってきた歯内療法」を，明視野で拡大して見る
ことにより歯内療法の各ステップでの処置が確実かつ容易で予知性の高いものとなり，「より確実な歯内療法」へと変化さ
せた．いずれの処置においても，本分野における基礎的実験や取捨選択された情報収集による科学的根拠に立脚した
evidence-based dentistryが臨床にフィードバックされるように，臨床報告などの評価を行っている．
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  3.	 二階堂徹（共著者 海老原新）：垂直歯根破折歯を救え！ . クインテッセンス出版, 18-31, 2013/7/10.
  4.	 戸塚靖則・高戸毅監修（共著者 須田英明）：“第4章　口腔疾患治療学総論 4.1. 歯・口腔疾患の治療学, 第5章　口腔疾

患各論5.1. 歯と歯周組織疾患”．口腔科学, 朝倉書店, 288－292. 426－446. 2013/11/25.
  5.	 特定非営利活動法人日本歯科保存学会・日本歯内療法学会　編（共著者 須田英明, 川島伸之, 和達礼子, 澤田則宏）：歯

内療法学専門用語集. 医歯薬出版株式会社, 1－99. 2013/3.

【総説】
  1. 	浦羽真太郎, 池田英治, 須田英明：根管洗浄の動向について. クインテッセンス出版, 196-197, 2013/1//10.
  2.	 鈴木規元, 須田英明：5．根尖性歯周炎における骨破壊のメカニズム. 季刊 歯科医療, 第一歯科出版, 27(2): 35-40, 

2013/4/10.
  3.	 川島伸之, 須田英明：6．根管治療の基本術式－感染の排除に焦点をあてて－. 季刊　歯科医療, 第一歯科出版, 27(2): 

41-48, 2013/4/10. 
  4.	 海老原新, 須田英明：第9回世界歯内療法会議報告. 日本歯内療法学会雑誌, 34(3): 141-144, 2013.
  5.	 須田英明："Book Review マイクロエンドをはじめよう超！入門テキスト 北村知昭　編著". "歯界展望", 医歯薬出版, 
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122(4): 793, 2013/4.
  6.	 一戸達也, 金子明寛，石河信高，石島弘己，越川憲明，佐藤聡，砂川光宏，妻鹿純一，松島潔，澤木康平：歯科医薬

品Q&A第9回　Q56-Q62. 日本歯科医師会雑誌, 佐々木広告社, 65, 1264−1267,  2013.
  7.	 一戸達也, 金子明寛，石河信高，石島弘己，越川憲明，佐藤聡，砂川光宏，妻鹿純一，松島潔，澤木康平： 歯科医薬

品Q&A第10回　Q56-Q62. 日本歯科医師会雑誌, 佐々木広告社, 65, 1373−1379,  2013.
  8.	 一戸達也, 金子明寛，石河信高，石島弘己，越川憲明，佐藤聡，砂川光宏，妻鹿純一，松島潔，澤木康平： 歯科医薬

品Q&A第11回　Q56-Q62. 日本歯科医師会雑誌, 佐々木広告社, 65, 1472−1479.  2013. 
  9.	 佐竹和久, 池田英治, 須田英明：根尖までの穿通性維持（apical patency)が根尖部2mmへの根管洗浄液の送達性に及ぼ

す影響. クインテッセンス出版, 194-195, 2013/5/10.
10.	 興地隆史，井澤常泰，石井信之，木ノ本喜史編, 砂川光宏：ライフステージと歯内療法. Dental Diamond増刊号, デン

タルダイヤモンド社, 100－103. 2013/7.
11.	 市川勝, 池田英治, 須田英明：亀裂歯に対する要因の分析. クインテッセンス出版, 208-210, 2013/11/10.
12.	 Hideaki Suda, Toshihiko Yoshioka：Visual Information and Imaging Technology in Endodontics. Roots;international 

magazine of endodontology, 3,32, 2013.　
13.	 Hideaki Suda：“The ninth WEC will help to elevate the technical and scientific standards of endodontic research, 

practice and teaching”．Roots;international magazine of endodontology, 2, 38-39, 2013.　
14.	 須田英明：開催支援リポート　第9回世界歯内療法会議. 東京観光財団　会報, 7, 2013.
15.	 須田英明：特別講演 予後の良い歯内療法のために. 北海道歯科医師会誌, 68, 2013/2/1.　
16.	 須田英明：人間性・創造性・国際性を教育理念の軸とし “知と癒しの匠” を創造する. 卓越する大学2014, 大学通信, 

156, 2013.
17.	 須田英明: これからの歯科界（歯科医師や歯科医療、厚生行政　等）に期待すること、望むこと、将来の夢　等. 日歯

広報, 1594, 2013/5/8. 
18.	 池田英治, 須田英明：歯がしみるのはすべて象牙質知覚過敏症か？ , 象牙質知覚過敏症　目からウロコのパーフェクト

治療ガイド　冨士谷盛興、千田彰　編集, 医歯薬出版, 第２版, 40-40, 印刷中.
19.	 池田英治, 須田英明：歯内療法に関与する神経損傷時の痛み, 歯内療法における偶発症への対応, ヒョーロン・パブリ

ッシャーズ, 73(59), 45-56, 2013/5/10.
20.	 池田英治：インプラントの時代における再根管治療. S FriedmannのIFEA報告, 2014Year Book, 印刷中.

【学会】
（海外，国際）

  1.	 Ikeda H, Suda H: Contribution of Syncytial Odontoblasts to Three-dimensional Tertiary Dentin Formation. 91st 
IADR, Washington State Convention Center, Seattle USA, 2013/3/20.

  2.	 Kawamura J, Kaneko T, Chokechanachaisakul U, Yamanaka Y, Ito T, Sunakawa M, Okiji T, Suda H: Glial Cell/
neuronal Interaction in Thalamus following Dental Pulp Inflammation. 91st IADR, Washington State Convention 
Center, Seattle, USA, 2013/3/23-24.  

  3.	 Ding J, Anjo T, Watanabe S, Iino Y, Kokuzawa C, Ebihara A, Suda H: In vitro Detection of Bone Cavity in the 
Porcine Mandible by Optical Coherence Tomography. APEC 2013, Souel COEX, Seoul. South Korea, 2013/3/23-24. 

  4.	 Ikeda H, Li Y, Suda H: New Considerations of the Hydrodynamic Mechanism - the Functional Space for Fluid 
Movement and the Deformation of Odontoblast Cell Membrane. APEC, Souel COEX, Souel, South Korea, 2013/3/23.

  5.	 Watanabe S, Azuma H, Ebihara A, Suda H: Pustulosis Palmaris et Plantaris Possibly Caused by Endodontic Lesion: 
A Case Report APEC 2013, Souel COEX, Seoul. South Korea, 2013/3/23-24. 

  6.	 Kawashima N, Koizumi Y, Yamamoto M, Takimoto K, Zhou M, Suzuki N, Saito M, Harada H, Suda H: Promoting 
Effects of Wnt Signaling on Odontoblast Differentiation. Asian Pacific Endodontic Conference, Souel COEX, Seoul. 
South Korea, 2013/3/23-24. 

  7.	 Takimoto K, Kawashima N, Nakashima M, Suda H: Anti-inflammatory Effects of MMP-3 on Experimentally-induced 
pulpitis. IADR, Pulp Biology and Regeneration Group Symposium, University of Pacific, Arthur A, Dugoni School of 
Dentistry. San Francisco. USA, 2013/3/25. 

  8.	 Miyara K, Ogura S, Hayashi Y, Ebihara A, Suda H: Shaping Ability of WaveOne® in S-shaped Canal Models. AAE, 
Journal of Endodontics, Honolulu.USA, 2013/4/18.

  9.	 Ikeda H, Suda H: Functional Space for Hydrodynamic Fluid Movement in Rat Dentinal Tubules. The 9th World 
Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/24. 

10.	 Watanabe S: Dentin Strain Produced by Root-end Cavity Preparation Using Er:YAG Laser. The 9th World 
Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/24.
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11.	 Ding J, Watanabe S, Iino Y, Kokuzawa C, Anjo T, Ebihara A, Suda H: Ability of Optical Coherence Tomography to 
Identify Pulp Exposure during Access Cavity Preparation using Er: YAG Laser. The 9th World Endodontic 
Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/25.

12.	 Takeda A, Suda H: Effect of Motion Artifact on the Quality of Cone-Beam CT Images. The 9th World Endodontic 
Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/25. 

13.	 Piao J, Miyara K, Ebihara A, Nomura N, Hanawa T, Suda H: “Correlation between Cyclic Fatigue and Bending 
Property of Profile Endodontic Instruments”．The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, 
Tokyo, 2013/5/25.

14.	 Uraba S, Yoshioka T, Ebihara A, Suda H: “Usefulness of Cone-beam Computed Tomography for Detecting Periapical 
Radiolucency”．The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/25.

15.	 Iino Y, Yoshioka T, Ebihara A, Suda H, Sumi Y: Detection of the Second Mesiobuccal Canal of Maxillary Molars by 
Swept-source Optical Coherence Tomography. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, 
Tokyo, 2013/5/25. 

16.	 Kokuzawa C, Ebihara A, Iino Y, Miyara K, Yoshioka T, Suda H: Cemental Tear Confirmed by Exploratory 
Endodontic Surgery. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/25.

17.	 Yamauchi T, Miyara K, Yahata Y, Ebihara A, Suda H: Mandibular Incisors with a Large Periapical Lesion 
Diagnosed and Followed up by CBCT. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 
2013/5/25.

18.	 Yoshioka T, Iino Y, Ebihara A, Suda H, Sumi S: Observation of the Pulp Chamber using SS-OCT. The 9th World 
Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/25.

19.	 Miyara K, Yamamoto D, Suzuki N, Ebihara A, Suda H: Canal Shaping using WaveOne™ Primary with Special 
Reciprocal Motion in J-shaped Canal Models. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, 
Tokyo, 2013/5/26. 

20.	 Yahata Y, Miyara K, Sakaue H, Ebihara A, Suda H, Miyazaki T: Phase Transformation Behavior and Bending 
Properties of Newly Designed Shape-memorized Nickel-Titanium Rotary Endodontic Instruments. The 9th World 
Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26.

21.	 Komatsu K, Yoshioka T, Ebihara A, Ishimura H, Suda H：Morphological Evaluation of Periapical Radiolucency in 
Three Dimensions using Cone-beam CT. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 
2013/5/25.

22.	 Kawamura J, Kokuzawa C, Sunakawa M, Suda H: A Case of Maxillary First Molar with Unique Morphology. The 
9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/25.

23.	 Furuhata K, Wadachi R、Suda H: Behavior Analysis of Root Canal Irrigant using Computational Fluid Dynamics 
(CFD) in Apical Negative Pressure Irrigation Technique. The 9th World Endodontic Congress. Poster. The 9th 
World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26.

24.	 Yamamoto M, Kawashima N, Suzuki N, Koizumi Y, Takimoto K, Zhou M, Suda H: 3-D Spheroid Culture Method 
Promotes Odonto-/Osteo- blastic Differentiation of Dental Pulp Cells.  The 9th World Endodontic Congress, Tokyo 
International Forum, Tokyo, 2013/5/26.

25.	 Aierken S, Ikeda H, Suda H: Effect of Enamel Etching and AC-iontophoresis on the Permeability of Charged 
Substance through Enamel. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26.

26.	 Wadachi R, Suda H: The Analgesic Effect of Nonsteroidal Anti-inflammatory Drugs（NSAIDs） to Odontogenic Pain 
-Establishment of Quantitative Criterion-. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 
2013/5/25. 

27.	 Koizumi Y, Kawashima N, et al: Involvement of Wnt Signaling in Odontoblast Differentiation Induced by BMP2. 
The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26.

28.	 Sunakawa M, Suda H: Treatment of Teeth Possibly with Iatrogenic Neuropathic Pain. The 9th World Endodontic 
Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26.

29.	 Matsumoto H, Sunakawa M, Suda H: Alterations of Periodontal Mechanoreceptive  Afferents' Activities by 
MO-induced Pulpal Inflammation. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 
2013/5/26.

30.	 Ebihara A, Uraba S, Iino Y, Komatsu K, Yoshioka T, Suda H: A Survey on Usage of Cone Beam Computed 
Tomography for Endodontic Diagnosis. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 
2013/5/26.

31.	 Gu J, Ikeda H, Suda H: Beta-2 Adrenoreceptor Immunoreactivity in the Odontoblastic Layer of Human Dental Pulp. 
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The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26.
32.	 Kawashima N, Suda H: Importance of Differential Diagnosis in Keratocystic Odontogenic Tumor. The 9th World 

Endodontic Congress, Oral, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/23−26.
33.	 Suzuki N, Kawashima N, Takimoto K, Suda H: Suppresive Regulation of Bone Destruction in Rat Periapical Lesions. 

The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26.
34.	 Takimoto K, Kawashima N, et al: Down-regulation of Inflammatory Mediator Synthesis and Infiltratation of 

Immunocompetent Cells in Rat Experimental Pulpitis by MMP-3. The 9th World Endodontic Congress, Tokyo 
International Forum, Tokyo, 2013/5/26.

35.	 Henmi K, Kawashima N, et al: Effects of Nano-bubbles on Enterococcus faecalis - Transmission Electron Microscopy 
Investigation. The 9th World Endodontic Congress,  Poster, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26. 

36.	 Satake K, Watanabe S, Anjo T, Ebihara A, Kobayashi C, Suda H: Pressure Generated outside the Apex during 
Er:YAG Laser Activated Irrigation. IADR-APR Bankok, Plaza Athenee, Bangkok Thailand. 2013/8/22.

37.	 Kawamura J, Kaneko T, Chokechanachaisakul U, Yamanaka Y, Ito T, Sunakawa M, Okiji T, Suda H: Analysis of 
Glial Cell-related Genes in Rat Thalamus following Dental Pulp Inflammation. the 2nd Meeting of the International 
Association of Dental Research-Asia Pacific Region (IADR-APR), Bangkok, Thailand. 2013/8/21.

38.	 Yamamoto M, Kawashima N, Koizumi Y, Takimoto K, Zhou M, Suzuki N, Saito M, Harada H, Suda H: Spheroid 
Culture induces Odonto-/osteoblastic Differenciation of Dental Pulp Cells through Integrin Signaling. 16th ESE 
Biennial Congress, Lisbon Congress Center, Lisbon, 2013/9/14.

39.	 Kawashima N, Zhou M, Yamamoto M, Koizumi Y, Takimoto K, Onishi K, Suzuki N, Katsube K, Saito M, Harada H, 
Suda H: Periostin: A Negative Regulator of Mineralization in the Dental Pulp Tissue. 16th ESE Biennial Congress, 
Lisbon Congress Center, Lisbon, 2013/9/14.		

40.	 Watanabe S, Ebihara A, Kobayashi C, Suda H: Dentin Strain produced by Root-end Cavity Preparation using 
Er:YAG Laser. The 3rd Tri-university Consortium on Oral Science and Education, Tokyo Medical and Dental 
University, Tokyo, 2013/11/7.

41.	 Ikeda H, Suda H: Chronic Pain Associated with Endodontic Treatment. The 140th Scientific meeting of KACD and 
the 15th Joint Scientific Meeting between the JSCD and KACD, Poster J Korean Society of Conservative Dentistry, 
The K Hotel & Resort, Gyeongju, South Korea, 2013/11/23.

42.	 Kawashima N, Yamamoto M, Takashino N, Takimoto K, Koizumi Y, Suzuki N, Suda H: Stem Cell Marker 
Expression in the 3-D Spheroid Cultured Human Dental Pulp Stem Cells. The 140th Scientific Meeting of KACD 
and the 15th Joint Scientific Meeting between the JSCD and KACD, Poster J Korean Society of Conservative 
Dentistry, The K Hotel & Resort, Gyeongju, Korea, 2013/11/23−24.

43.	 Miyara K, Tokita D, Ebihara A, Suda H: Cyclic Fatigue Properties of Two New Ni-Ti Rotary Instruments made of 
Two Different Heat-treated Ni-Ti Wires. The 140th Scientific Meeting of KACD and the 15th Joint Scientific 
Meeting between the JSCD and KACD, J Korean Society of Conservative Dentistry, The K Hotel & Resort, 
Gyeongju, Korea, 2013/11/23−24. 

44.	 Yao K, Satake K, Ichikawa M, Watanabe S, Ebihara A, Kobayashi C, Suda H: Root Canal Irrigation Pressure 
Generated outside the Apipcal Foramen during Er:YAG Laser-activated Irrigation. The 140th scientific meeting of 
Korean Academy of Conservative Dentistry and 15th Scientific Joint Meeting between JSCD and KACD, The K 
Hotel & Resort, Gyeongju, Korea, 2013/11/23−24.

45.	 Iino Y, Yoshioka T, Hanada T, Ebihara A, Sumi Y, Suda H: Detection of the Second Mesiobuccal Canal of Maxillary 
Molars by Swept-source Optical Coherence Tomography -Evakuation by Inexperienced Dentists-. The 140th 
scientific meeting of Korean Academy of Conservative Dentistry and 15th Scientific Joint Meeting between JSCD 
and KACD, The K Hotel & Resort, Gyeongju, Korea, 2013/11/23-24.

46.	 Piao J, Miyara K, Ebihara A, Nomura N, Hanawa T, Suda H: Effects of Cyclic Fatigue on Bending Properties of 
Profile® Nickel-titaniumu Rotary Instruments. The 140th Scientific Meeting of Korean Academy of Conservative 
Dentistry and 15th Scientific Joint Meeting between JSCD and KACD, The K Hotel & Resort, Gyeongju, Korea, 
2013/11/23-24.

47.	 Tokita D, Miyara K, Ebihara A, Suda H: Efficacy of a Prototype Automatic Root Canal Preparation Device with an 
Improved Torque-reverse Mechanism. The 140th Scientific Meeting of Korean Academy of Conservative Dentistry 
and 15th Scientific Joint Meeting between JSCD and KACD, The K Hotel & Resort, Gyeongju, Korea, 2013/11/23-24.

48.	 Miyara K, Ogura S, Komabayashi T, Ebihara A, Hanawa T, Suda H: Centering Ability and Bending Property of 
WaveOne™ Primary Reciprocating Files. AADR, Charlotte, 2014/3/19－22. 

49.	 Aramaki O, Kawashima N, et al：Identification of Several Subpopulations of DCs in Rodent Dental Pulp. 91st 
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General Session & Exhibition of IADR, Seattle USA, 2013/3/20－23.

（国内）
  1.	 川島伸之：歯髄幹細胞による歯髄・骨再生の現状と課題. 第11回口腔医科学フロンティア学術集会, 宮崎・青島パーム

ビーチホテル, 2013/3/2. 
  2.	 川島伸之：歯髄幹細胞の分離法の確立と歯髄幹細胞による歯髄および骨再生の誘導. 第36回大学院セミナー, 東京医科

歯科大学, 2013/6/4.
  3.	 川島伸之、山本弥生子、瀧本晃陽、小泉悠、鈴木規元、須田英明：ヒト歯髄幹細胞の三次元培養による象牙芽細胞・

骨芽細胞マーカーの変動. 第138回日本歯科保存学会, 福岡国際会議場, 福岡, 2013/6/27.
  4.	 山本弥生子, 川島伸之, 鈴木規元, 小泉悠, 瀧本晃陽, 齋藤正寛, 須田英明：スフェロイド培養による歯髄細胞の特性変化

の検討. 第138回日本歯科保存学会, 福岡国際会議場, 福岡, 2013/6/27.
  5.	 池田英治, 半場秀典, 田上順次, 須田英明：ヒト象牙芽細胞機能複合体の刺激象牙質形成への貢献. 第138回日本歯科保

存学会, 福岡国際会議場, 福岡, 2013/6/27.
  6.	 Ding J, Watanabe S, Anjo T, Iino Y, Kokuzawa C, Ebihara A, Suda H：The Ability of Optical Coherence 

Tomography to Image Bone Lesion: Comparison between Porcine Maxilla and Mandible. 第138回日本歯科保存学会, 
福岡国際会議場, 福岡市, 2013/6/28.

  7.	 川島伸之：歯髄幹細胞を用いた再生医療の現状. 第138回日本歯科保存学会, 福岡国際会議場, 福岡, 2013/6/28.
  8.	 河村 隼, 金子友厚，山中裕介，伊藤崇史，砂川光宏，興地隆史，須田英明：実験的歯髄炎はラット視床におけるミク

ログリアを活性化させる. 第138回日本歯科保存学会, 福岡国際会議場, 福岡, 2013/6/28.
  9.	 三浦佳子, 月川和香奈, 内田達郎, 小畑佳代子, 小西富代, 原田安子, 深山智子,吉田ひとみ, 和達礼子, 俣木志朗, 嶋田昌彦：

東京医科歯科大学歯学部附属病院における５Ｓ活動の取り組みについて. 日本歯科医療管理学会, 2013/6/29.
10.	 海老原新：海老原新先生の保存臨床講演会「歯を守る、最新の歯内療法」Part 2 臨床例を中心に. 2013年度コサカ学

術講演会, コサカ, 2013/7/11.
11.	 海老原新, 和達礼子, 石村瞳, 須田英明：E-learningの歯内治療学模型実習への活用-第１報：システムについて-. 日本歯

科医学教育学会, 北海道大学学術交流会館, 北海道, 2013/7/12.
12.	 和達礼子, 海老原新, 石村瞳, 須田英明：E-learningの歯内治療学模型実習への活用-第２報：学生によるアンケート結果

から-. 日本歯科医学教育学会, 北海道大学学術交流会館, 北海道, 2013/7/12. 
13.	 丁江峰, 海老原新, 須田英明：Use of Optical Coherence Tomography to Observe the Pulp Chamber OCTを用いた髄

室の観察. 日中笹川医学奨学金制度 第35期研究者研究報告会 研究報告集, 2013/8/29.
14.	 岸美沙子, 鈴木規元, 渡辺聡：新しい根管充填用MTA(Ortho MTA)を用いた根管充填法の評価. D4研究体験実習発表会，

東京医科歯科大学, 東京, 2013/9/17.
15.	 佐竹和久, 八尾香奈子, 市川勝, 渡辺聡, 安生智郎, 海老原新, 小林千尋, 須田英明：Er:YAGレーザーを用いた根管洗浄時

に生じる根尖孔外の圧力. 日本レーザー歯学会, 住友不動産ベルサール新宿グランド 東京, 2013/9/28.
16.	 和達礼子, 吉岡俊彦, 花田隆周, 海老原新, 須田英明："歯の破折症例の現状ならびに課題 ―歯内療法専門外来初診患者

にみる現在の歯科臨床のニーズ―. "第139回日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），秋田, 
2013/10/17.

17.	 古畑和人, 和達礼子, 須田英明：サイドベントニードル使用時における根管洗浄液の挙動解析. 第139回日本歯科保存学
会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），秋田, 2013/10/17.

18.	 佐竹和久, 八尾香奈子, 市川勝, 渡辺聡, 安生智郎, 海老原新, 小林千尋, 須田英明：Er:YAGレーザーを用いた根管洗浄時
に生じる根尖孔外の圧力-照射距離による影響-. 第139回日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン）， 秋
田市, 2013/10/17. 

19.	 市川勝, 八尾香奈子, 佐竹和久, 渡辺聡, 安生智郎, 海老原新, 小林千尋, 須田英明：Er:YAGレーザーを用いた根管洗浄時
に生じる根尖孔外への洗浄液の溢出量および溢出距離. 第139回日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリ
オン），秋田市, 2013/10/17.

20.	 八尾香奈子, 市川勝, 佐竹和久, 渡辺聡, 安生智郎, 海老原新, 小林千尋, 須田英明：Er:YAGレーザーを利用した根管側枝
の洗浄：清掃効果と歯根周囲に加わる圧力. 第139回日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），秋田
市, 2013/10/17.

21.	 池田英治： 歯髄神経から見た象牙質知覚過敏症. 第139回日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），
秋田市, 2013/10/18.

22.	 顧潔, 池田英治, 須田英明：ヒト歯髄象牙芽細胞層におけるβ2アドレナリン受容器の局在に関する免疫組織化学的研
究.第139回日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），秋田市, 2013/10/18.

23.	 飯野由子, 河村隼, 渡辺聡, 吉岡俊彦, 花田隆周, 中野生和子, 海老原新, 島田康史, 田上順次, 角保徳, 須田英明：SS-OCT
による上顎大臼歯近心頬側第二根管の検出. 第139回日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），秋田
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市, 2013/10/18.
24.	 宮良香菜, 八幡祥生, 海老原新, 塙隆夫, 須田英明：新型ニッケルチタンファイルVortex BlueTMの相変態挙動. 第139回

日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），秋田市, 2013/10/18.
25.	 時田大輔, 宮良香菜, 海老原新, 須田英明：トルクリバース機構を備えた試作型自動根管形成装置の形成能. 第139回日

本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），秋田市, 2013/10/18.
26.	 川島伸之：歯髄幹細胞の分化における３D培養の役割. 医歯学総合研究科コース特論, 東京医科歯科大学, 2013/12/19.
27.	 川島伸之：Regenerative Endodontics-induction of Bone and Dental Pulp Tissue from Dental Pulp. 「歯・骨関連疾患

のグローバル研究センター」国際総合プレゼンテーション, 東京医科歯科大学, 2014/1/20.

【研究助成金】
  1. 	須田英明（分担者　海老原新, 吉岡俊彦）：光干渉断層計・コンピュータ断層撮影・実体顕微鏡の融合による新たな診

断法の確立. 基盤研究(B) 
  2.	 角保徳：（分担者　須田英明）：近赤外光・レーザー等を用いた新たな歯科疾患診断・治療用機器の開発に関する研究

寄付金. 長寿医療研究費
  3.	 池田英治：核磁気共鳴映像法（ｆＭＲＩ）とＴＲＰ受容器タンパク解析法を用いた歯髄感覚の再分類．挑戦的萌芽
  4.	 川島伸之：歯髄幹細胞分離法の確立とシグナルネットワーク制御による硬組織再生の新規パラダイム．基盤研究(B)
  5.	 横瀬敏（分担者　川島伸之）：歯髄細胞の分化におけるシグナルネットワークの新しいパラダイムの構築と臨床への

展望．基盤研究(A) 
  6.	 中島美砂子（分担者　川島伸之）：健康研究成果の実用化加速のための研究開発システム関連の隘路解消を支援する

プログラム．JST 
  7.	 中島美砂子（分担者　川島伸之）：歯髄幹細胞を用いた歯髄・象牙質再生によるう蝕・歯髄疾患治療法の臨床応用開発．

長寿医療研究費
  8.	 木下淳博（分担者　大谷啓一, 荒木孝二, 吉田直美, 小長谷光, 近藤圭子, 足達淑子, 樺沢勇司, 大山　篤, 須永昌代, 和達

礼子）：臨床体験型コンピュータシミュレーション教材の標準化と医歯学融合教育での教育効果．基盤研究(B)
  9.	 渡辺聡：分子レベルでの微小破折発生機構の解明と新しい破折制御概念に基づく歯科治療法の確立．若手(B)
10.	 河村隼：歯髄炎に伴う神経・グリア細胞の相互作用に関する総合的研究. 若手(B)
11.	 安生智郎：硬組織切削レーザーの歯科への臨床応用について. 若手(B)
12.	 大井智恵：FGF18nによる歯髄・骨芽細胞分化誘導メカニズムの解明とその臨床化．若手(B)
13.	 高橋里美：ShhシグナルとBMP・Wntシグナルのクロストークが導くエナメル質再生の新展開. 若手(B) 
14.	 花田隆周：ファイバーポイント応用による垂直性歯根破折の予防．若手(B)
15.	 辺見浩一：ナノバブルを応用した次世代根管洗浄システムが開拓する生体に優しい根管治療法．若手(B)
16.	 吉岡俊彦：光干渉断層画像装置による根管観察および象牙質切削に関する検討. 若手(B)
17.	 田上順次（分担者　海老原　新）：光干渉断層計の歯冠修復への応用. 基盤研究(B)	

【その他】
①国際学術交流
(a) 招待講演,シンポジウム
  1. 	Hideaki Suda: Visual Information and Imaging Technology in Endodontics. 2013 Asian Pacific Endodontic 

Confederation(APEC), Grand Ballroom COEX SEOUL, SEOUL, KOREA, March 23-24, 2013.
  2.	 Hideaki Suda: Management of Pain in Endodontic Treatment. 2013 Autumn Scientific Meeting(the 140th) and Joint 

Scientific Meeting of JSCD-KACD(the 15th), The K Hotel and Resort, Gyeongju, KOREA, November 22-24, 2013.
(b) 国際研究活動
  1. Hideharu Ikeda: Innocuous sensation in human dental pulp. Chiang Mai University/Mahidol University, Chian Mai 

University, Chiang Mai, Thailand, July 31.
(c) 拠点大学交流
  1. 	Arata Ebihara: Application  of  E-learning(Blackboard) system to Endodontic training course. Chulalongkorn 

University, Bangkok, Thailand, March 2-7, 2013.
  2.	 Arata Ebihara: Endodontic diagnosis and treatment using cone-beam CT, Chulalongkorn University, Bangkok, 

Thailand, March 2-7, 2013.
  3.	 Kana Miyara: "The influence of heat treatment on the mechanical properties of Ni-Ti file materials." Chulalongkorn 

University,  Bangkok, Thailand, March 2-7, 2013.
  4.	 Kana Miyara: "Lower premolar with two root canals." Chulalongkorn University, Bangkok Thailand, March 2-7, 2013.
  5.	 Yoshiko Iino: "Detection of the second mesiobuccal canal of maxillary molars by swept-source optical coherence 
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tomography." Chulalongkorn University, Bangkok, Thailand, March 2-7, 2013.
  6.	 Yoshiko Iino: "A case of removing the guttapercha point from over-extended root filling." Chulalongkorn University, 

Bangkok, Thailand, March 2-7, 2013.
  7.	 Shintaro Uraba: "Usefulness of cone-beam computed tomography for detecting periapical radiolucency." 

Chulalongkorn University, Bangkok Thailand, March 2-7, 2013.
  8.	 Shintaro Uraba: "Root Perforation Repair using Mineral Trioxide Aggregate." Chulalongkorn University, Bangkok 

Thailand, March 2-7, 2013.

②国内学術交流
(a) 招待講演，シンポジウム
  1. 	須田英明: 歯根破折について. 第13回日本外傷歯学会総会・学術大会,	 所沢市民文化センターミューズマーキーホー

ル, 2013/7/20.
  2.	 須田英明:「根管処置のトラブル解決」. 葛飾区歯科医師会学術講演会, 葛飾区歯科医師会館, 2013/9/25.
  3.	 須田英明: 東京医科歯科大学での45年を顧みて. 第78回口腔病学会学術大会, 東京医科歯科大学, 2013/12/7.
  4.	 砂川光宏: 平成25年度歯科医療関係者感染症予防講習会, 宮崎県歯科医師会館, 2013/9/8.
  5.	 砂川光宏: 平成25年度「東京都HIV歯科診療従事者講習会」第1回, "平成25年度エイズ診療従事者臨床研修", 東京医科

歯科大学, 2013/10/9-10.
  6.	 砂川光宏: 平成25年度「東京都HIV歯科診療従事者講習会」，"平成25年度エイズ診療従事者臨床研修", 東京医科歯科大

学, 2013/11/13-14.
  7.	 池田英治: 歯髄神経から見た象牙質知覚過敏症. 第139回日本歯科保存学会, 秋田県総合生活文化会館（アトリオン），

2013/10/18. 
  8.	 川島伸之: 歯髄幹細胞を用いた再生医療の現状と課題. 第138回日本歯科保存学会, 福岡国際会議場, 2013/6/27.
  9.	 川島伸之, 辺見浩一, 市野瀬志津子, 鈴木考尚, 山下直也, 立花克郎, 中島美砂子, 須田英明: 超音波ナノバブルを応用した

歯の感染根管内細菌の除去効果. 第5回超音波とマイクロバブルの相互作用に関するシンポジウム.

(b) 主催したセミナー
  1.	 須田英明、海老原新、和達礼子、鈴木規元、渡辺聡: リフレッシュ歯内療法　-成功するエンドのために-. IKASHIKA 

C.D.E. 2013年第50期 Part I, 本学, 2013/1/27.
  2.	 須田英明、海老原新、和達礼子、鈴木規元、渡辺聡: リフレッシュ歯内療法　-成功するエンドのために-. IKASHIKA 

C.D.E. 2013年第50期 Part II, 本学, 2013/7/14.
  3.	 須田英明: 第9回世界歯内療法会議からみた歯内療法臨床の動向. 2013年日本歯内療法学会研修会（東京），上野(株)ヨ

シダホール3階, 2013/3/9.
  

(c) 座長
  1. 	須田英明: 一般演題　座長. 第138回日本歯科保存学会, 福岡国際会議場, 2013/6/28.
  2.	 須田英明: 一般演題  座長. 第36 回 大学院医歯学総合研究科 大学院セミナー, 東京医科歯科大学, 2013/6/4.
  3.	 須田英明: 歯内療法におけるSS－OCTの有用性. 平成25年度長寿医療研究開発費23-20班会議, 愛知県国立長寿研究所, 

2013/10/3.

③受賞・特許
  1. 	Ikeda H Suda H: IADR Pulp Biology and Regeneration Group Best Paper Award; Odontoblastic syncytium through 

electrical coupling in the human dental pulp. 2013/2/12.
  2.	 Ikeda H: Best presentation award in the 15th Joint Scientific Meeting between the Japanese Society of Conservative 

Dentistry and the 140th Scientific Meeting, Korean Academy of Conservative Dentistry; Chronic Pain Associated 
with Endodontic Treatment. 2013/11/24.

④翻訳・解説など
  1. 	須田英明: 特別講演 予後の良い歯内療法のために. 北海道歯科医師会誌, 68, 2013/2/1.
  2.	 須田英明: これからの歯科界（歯科医師や歯科医療、厚生行政　等）に期待すること, 望むこと, 将来の夢　等. 日歯広

報, 1594, 2013/5/8.
  3.	 須田英明: 人間性・創造性・国際性を教育理念の軸とし “知と癒しの匠” を創造する. 卓越する大学2014, 大学通信, 

156, 2013. 
  4.	 須田英明: 開催支援リポート 第9回世界歯内療法会議. 東京観光財団会報, 7, 2013.
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  5.	 Hideaki Suda, Toshihiko Yoshioka: Visual Information and Imaging Technology in Endodontics, roots international 
magazine of endodontology, 3, 32, 2013.

  6.	 Hideaki Suda: “The ninth WEC will help to elevate the technical and scientific standards of endodontic research, 
practice and teaching”．roots international magazine of endodontology, 2, 38-39, 2013.

  7.	 海老原新, 須田英明: 第９回世界歯内療法会議報告. 日本歯内療法学会雑誌, 34, 3, 141-144, 2013.
  8.	 角保徳, 須田英明: 歯内療法領域におけるOCTの有用性の評価. 近赤外線光・レーザー等を用いた新たな歯科疾患診断・

治療用機器の開発に関する研究. 平成24年度総括・分担研究報告書, 2013/3.

⑤教育上の特記すべき事項
  1.	 須田英明: 「外科的歯内療法」．九州歯科大学学生講義, 2013/5/8.
  2.	 須田英明: 「歯痛の基礎と臨床」．新潟大学歯学部講義, 2013/9/2.
  3.	 須田英明: 「影像信息在根管治療中的有効利用」．大連医科大学招待講演, 大連, 中華人民共和国,2013/9/16.
  4.	 須田英明: 「Research projects going on at TMDU Endo」．延世大学歯学部, ソウル市 韓国, 2013/11/25.
  5.	 須田英明: 「歯髄疾患の治療法」．九州大学学生講義, 2013/12/2.
  6.	 須田英明: 「歯内処置のトラブル解決」．九州大学大学院特別講義, 2013/12/2.
  7.	 砂川光宏: 「歯の痛みの基礎と臨床」．日本大学歯学部歯学科４年, 2013/4/22.





部分床義歯補綴学分野
Removable Partial Denture Prosthodontics

教　　授　若林則幸
准 教 授　笛木賢治
講　　師　上野剛史
助　　教　佐藤雅之(〜3月），南　一郎，中村輝保，
　　　　　和達重郎，犬飼 周佑，吉田英子，和田淳一郎，
　　　　　村上奈津子
医　　員　安部友佳，岡野耕大(〜3月），青藍一郎(〜3月），
　　　　　岩城有希，藤木健吾，高市敦士，坪田康弘，
　　　　　葉山博工
大学院生　庄井和人(〜3月），関西崇史，豊嶋悠輔，林　遼，
　　　　　鈴木奈月，原川良介，李宗霖，新井祐貴，
　　　　　石山裕之，加嶋祐佳，熊谷勇人，堤　千明，
　　　　　野川秦葉，半田和之，秋本悌助，稲川英明，
　　　　　稲用友佳，鈴木成之，高草木謙介，吉原千絵，
　　　　　渡辺知恵

（１） 教　育
担当科目：部分床義歯学
教育方針：
　部分床義歯学は、一部の歯およびそれに関連した組織の欠損を人工的に補って、咀嚼器官の形態的、機能的な回復を図る
ことを目的とした歯科補綴学の一部門である。部分床義歯は、人工歯が、床を介して欠損部顎堤上に配置されることから、
全部床義歯とともに床義歯と呼ばれ、可撤性である。したがって、部分床義歯学は、可撤性の床義歯を歯の欠損した口腔に
いかに適応させるかに関して生物学的、理工学的な面から考究する学問であるといえる。部分床義歯による補綴は、1歯が
失われた小さな欠損から1歯だけ残存する無歯顎に近いような状態までの極めて多様な歯の欠損とそれに伴う生体変化を対
象とするが、その最も基本となる考え方と技術とを修得し、将来自分でそれを応用し得るような能力を身につけることを期
待して教育している。具体的には、欠損部を補い天然歯列に近い状態で形態的に回復するだけでなく、対合歯との咬合を重
視し、咀嚼器官の総合的な機能の回復と同時にその十分な保守を目指すよう、講義、模型実習を通じて指導する。

（２）研究
1．咬合彎曲と咀嚼機能の関連
2．下顎運動の滑らかさ評価と関連因子
3．睡眠時ブラキシズムの遺伝的・心理学的因子
4．マウス顎骨のローカルストレインが破骨細胞の出現と骨吸収に及ぼす影響
5．チタン製インプラントの表面処理が骨結合能に及ぼす効果
6．歯科用CAD/CAMシステムにおける光学的咬合採得の精度
7．歯科補綴装置の設計における有限要素解析の応用
8．義歯用材料の改良および臨床応用

（３）臨床
臨床上の特色： 
　日本の１人平均喪失歯数は減少する傾向を示し（平成23年歯科疾患実態調査）、今後、無歯顎患者よりも部分的に歯が欠
損（部分歯列欠損）した患者の割合が増加することが予測される。部分床義歯補綴学分野は，部分歯列欠損患者に対する可
撤性義歯を用いた補綴治療を専門領域とする。治療計画の立案に際しては、口腔内感覚、咀嚼、発音および審美性を考慮し
て義歯を設計し、患者の生活の質（Quality of Life）の回復に貢献すべく個々の患者に最も適した治療を行っている。
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　　　　　　　　佐藤大輔，尾関真帆，山口葉子，中田秀美，
　　　　　　　　清水勇気，近藤尚知，鬼原英道，伊達佑生
医　　員　作山　葵，中村貴弘，小林裕史，鶴見和久，
　　　　　今　一裕(12月～)，淵上　慧，古市祥子(4月～10月)，
　　　　　藤井政樹(4月～)，永山友子(4月～)，
大学院生　湯川　健，山本麻衣子，Zayar Lin，干　淼，
　　　　　Pluemsakunthai Warunee，山下　優，楠本雄生，
　　　　　三田　稔，濱田泰治，前田大樹，宮坂宗充，張　馗，
　　　　　金　柔炅，Kuppusamy Maheswari，佐藤瑞希，
　　　　　柴崎真樹，松浦剛士，呉　松涛，王　新，
　　　　　Khaing Nyein Soe，Moe Htet，岡田恵美，安達政輝，
　　　　　DING Lin，NGUYEN Vo Ngoc Trang，
　　　　　BOOSANA Kaboosaya，
研 究 生　小山修一，小松貴之，斉藤　仁，吉田忠正，重松敏充，
　　　　　森川俊彦，井上一彦，渡邊　武，武山秀子，林　弘子，
　　　　　岩田有弘，安　吉祐，佐藤成実，横山佳子，
　　　　　久保田陽香，今北千春，石渡正浩，小竹秀和，
　　　　　伊東令華，井上　豪，大原誠司，鈴木章弘，堀田達也，
　　　　　秋野徳雄，宮原宇将，赤塚麻帆(4月～)，
　　　　　高　尚(4月～)，下岸将博(4月～)，浜口潤也(4月～)，
　　　　　小林直子(4月～)，MULATI Aierken(4月～)，
　　　　　PHYO Thu Aung(4月～)，
　　　　　TIN Htut Win Naing(4月～)，
　　　　　MYOE Kyaw Thet(10月～)
外国人研究生　郝　佳，Osama Zakaria
特定外国人研究員　陳　康
研修登録医　鶴淵　浩(4月～)，山本　愛(6月～)，
　　　　　　小島利文(10月～)，福富健介(11月～)

（1）教　育
　歯が欠損した場合その機能を回復する治療法として、現在歯科インプラント治療は確実な治療法となっている。そのよう
な状況の中で、インプラントの社会的な意義と歯科医学における位置を確認し、インプラント治療の特殊性やインプラント
の機能的な特殊性について理解を深めることは極めて重要である。歯学科5年生に対してインプラントに関する講義を9時間
おこなった。また、歯学科5年生の学生を半日間外来で受け入れ、初診時の対応方法、治療計画の立案について教育した。
さらに歯学科6年生の各学生を2日間外来で受け入れ、インプラント外科手術、補綴治療、メインテナンスについて教育した。
本学の研修歯科医師の中でインプラント外来を選択したのべ9名に対して、これらの内容をさらに発展させた教育を外来で
おこない、インプラント埋入および印象採得の実習をおこなった。
　我が国においては歯科教育6年間のうちに臨床実習が充分おこなえないため、平成18年度からは歯学部卒業後に研修医と
なることが義務化された。このように我が国においては、歯学部の臨床実習教育が卒後に先送りされる状況にある。米国に
おいては、インプラント埋入と補綴治療を含めた歯科インプラント治療が歯学部学生の臨床実習教育としておこなわれてお
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り、米国の学生と我が国の学生が受けているインプラント臨床の教育レベルの差は著しく大きい。近年、わが国においては
歯科インプラント治療を希望する患者数の急増に伴い、歯科インプラント治療を受けた後に様々な問題で苦しむ患者が増加
している。したがって、日米の歯科教育制度の差はあるが、歯学科学生に対する歯科インプラントに関する教育をさらに充
実させる必要があることは明白である。博士課程の大学院学生に対して、「インプラント学」として歯科インプラントの概
念を生体材料学的・形態再建学的・機能構築学的な見地から検討し、最近の研究知見に基づいた新たな診断法と治療法の解
説をおこなった。
　現在、口腔組織の欠損に対して種々の材料を用いてその欠損部を補填する治療がおこなわれている。歯科インプラント治
療も材料を用いた機能回復法の一つである。一方、生体には自己修復能力があり、その自己修復能力を巧みに引き出し、失
われた組織を再生する組織再生法が注目されている。歯科臨床において組織再生法がすでにいくつか応用されており、今後
組織再生を応用した治療法の歯科臨床での重要性はますます増していくものと考えられる。学生に対しては、歯科領域にお
ける組織再生法とそれに関する研究を理解し、歯科における再生医療に対する将来的展望を持てるような教育をおこなう必
要がある。博士課程の大学院学生に対して、「口腔再生医学」として、現在までに試みられてきた骨と歯周組織再生に関す
る研究の概説をおこない、今後どのような方向で研究を進めるべきかについての討論をおこなった。

（2）研　究
　現在インプラント治療は確実で効果的な治療法となっているが、解決されなくてはならない問題点が多く存在する。また、
失われた組織を再生し機能を回復する再生医療が近年注目を集めており、歯科領域においても様々な再生医療に関する研究
がおこなわれている。医療は臨床効果が確実であり安全であり簡便であると同時に、社会に受け入れられる価格で提供され
ることが望まれる。再生医療もこれらの条件を満たす必要があると考えられる。前年に引き続き、以下の研究をおこなった。
　(1)　インプラントとインプラント支持組織の関係
　(2)　インプラント上部構造の適正化
　(3)　生体親和性の高いインプラントの開発
　(4)　骨および歯周組織再生法の開発
　インプラントに関しては、インプラント周囲の骨に関する研究、特にインプラントデザインがインプラント周囲の骨に及
ぼす作用についての研究、インプラント治療における診査に関する研究を進展させた。またインプラント治療に伴って起き
る様々な問題として、インプラントの破折、上部構造の破折、インプラント周囲炎についての研究を進展させ、学会発表した。
現在までにインプラント治療をおこなった症例のメインテナンスをおこない、臨床経過を継続して観察した。
　コレステロールを共有結合したプルランから成るナノゲル[cholesterol-bearing pullulan nanogels, (CHP)-nanogel]膜および
架橋ゼラチン膜が、骨欠損部の再生を促進することを組織学的に確認した。この2種類の膜は内因性の成長因子を膜内に蓄
積し、その後徐々に放出することよって骨の再生を促進する可能性が考えられた。吸収性のalpha-TCPに骨芽細胞のBMP2
発現を促進するシンバスタチンを組み合わせて我々が以前開発した骨補填材の臨床試験を継続しておこない、この骨補填材
が骨と置換する骨補填材であり、インプラント治療に有用であることを明らかにした。さらに、シンバスタチンをbeta-TCP
あるいはHA（ハイドロキシアパタイト）と組み合せた場合にも骨形成の促進が期待できるが、組み合わせる材料によって
吸収性が異なることを確認した。また、抗酸化作用を示す緑茶のカテキン(EGC)とalpha-TCPを組み合わせた骨補填材も、骨
形成を促進して骨と置換する材料であることを明らかにし、抗酸化剤を用いた組織再生の可能性が示唆された。近年の組織
工学的手法の応用により、骨組織の造成は比較的簡便におこなうことが可能であるが、垂直的に骨を造成することは難しい。
　我々は骨膜下にメッシュを置いて徐々に挙上することで垂直的な骨造成が可能であることを発見して報告した。

（3） 臨　床
　歯学部附属病院のインプラント外来において歯科インプラント治療をおこなっており、平成25年は年間約1316本のインプ
ラント埋入をおこない、インプラント埋入本数および症例数は全国の大学附属病院の中でトップであった。患者数は毎年増
加しており、平成25年度の1日の平均患者数は約100名であった。患者数の急激な増加の理由としては、高齢者人口が増加し
たこと、歯科インプラント治療が確実な治療法となりこの治療法が一般にも良く知られるようになったこと、侵襲を伴う外
科的治療であるため一般歯科医院より大学病院での治療を希望する患者が多いことが考えられる。現在、教授1、准教授1、
講師1、助教1、医員８であり、医員以上の診療スタッフ数は12名である。歯学部付属病院7階のインプラント外来の6台の治
療椅子では患者数の増加に対応できないため、平成19年度中途より、病院１階のスペシャルケア外来の治療椅子4台も用い
て治療をおこなっている。しかし、外来診療の場所が7階と1階に分離していることで、スタッフと治療機器が分散し、診療
を効率的におこなうことが困難な状況である。一方で、患者数が多く症例数が多いことは臨床教育の場として適している。
インプラント・口腔再生医学所属の研究生は34名、診療見学希望の臨床研修登録医が4名おり、臨床研修の希望者の増加も
著しい。また、インプラント外来の見学を希望する他大学や海外からの臨床家、研究者、学生の数も多い。外来スペースの
慢性的不足と、外来診療が二つの場所に分散していることによって、臨床研修および通常の診療に弊害が起きている。
　患者数の増加に伴ってインプラント外来の稼働額の増加も著しく、平成25年度は約8億円で稼働額を上げ今年度はこれを
上回る見通しである。インプラント外来に、患者数と稼動額の増加に見合った人員とスペースが配分されることで、当外来
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は大学と社会のために一層貢献できると考えられる。人員とスペースの増加要望を継続しておこなっている。このような状
況において、新規インプラントや骨補填材の開発を継続しておこなった。
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22. 	塩田　真: インプラント補綴での難症例. 第14回口腔インプラント専門医臨床技術向上講習会 2013.6.16,東京.
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2013.9.13-15, 福岡.
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35. 	藤森達也: ミューワンHAインプラントハンズオンセミナー　サイバーネットシステム東京　2013.3.3.  
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  2. 	塩田 真: インプラント審美の現状. 日本インプラント臨床研究会 102症例で知るインプラント日常臨床 92, クインテッ

センス出版株式会社, 東京, 2013.
  3. 	塩田 真: 矯正とインプラントの現状. 日本インプラント臨床研究会 102症例で知るインプラント日常臨床 104, クイン

テッセンス出版株式会社, 東京, 2013.
  4. 	塩田 真: インプラントオーバーデンチャーの現状. 日本インプラント臨床研究会 102症例で知るインプラント日常臨床 

104, クインテッセンス出版株式会社, 東京, 2013.
  5. 	塩田 真: インプラントのメインテナンスの現在. Quintessence Dental Implantology 20(6) 48-50, 2013.
  6. 	宗像源博, 立川敬子, 能村嘉一, 馬場麻人, 春日井昇平. ポリ乳酸デバイスをスペースメイキングに用いた骨移植材を併

用しない上顎洞底挙上術の臨床学的検討. Quintessence Year Book 2013. 166-173.
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  7. 	宗像 源博, 小林 裕史, 柴崎 真樹.【メインテナンスを踏まえたインプラント治療をどう考えるか】 Implantoplastyをど
う考えるか（解説/特集）：日本歯科評論，73巻1号 Page51-58.2013.

  8. 	淵上　慧, 石渡正浩, 三田　稔：フィクスチャーの形態をどう考えるか. 日本歯科評論 No843 73巻01号　2013.

[研究助成]
  1.	 黒田真司: 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究　平成23-25年度「立体培養脂肪細胞による骨再生への

チャレンジ」　
  2. 	春日井昇平, 黒田真司: 文部科学省　チーム「ニッポン」マルチサポート事業　研究開発プロジェクト「人工歯根（デ

ンタルインプラント）による顎位安定と身体バランスの維持に関する研究」　
  3. 	中田秀美: 日本学術振興会科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究 平成24-26年度 「脂肪細胞由来スフェロイドを用いた組織

再生の試み」
  4. 	作山　葵: 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究（B） 平成24-27年度「BP系薬剤のインプラントへの影響―ウサ

ギ骨粗鬆症モデルの組織学的研究―」
  5. 	永山友子: 研究活動スタート支援 平成25-26年度 「ADSCスフェロイドと単球・マクロファージ共培養による骨再生へ

の検討」

[受賞]
  1.	 山本麻衣子, 中田秀美, ハオジア, 春日井昇平, 黒田真司. CD90陽性脂肪組織由来幹細胞の骨芽細胞分化の可能性. 骨粗

鬆症研究会 東京Mar. 2013. 優秀研究発表賞受賞.
  2. 	渕上 慧, 石渡正浩, 山本麻衣子, 宗像源博, 春日井昇平. インプラント周囲骨吸収に関する臨床的検討．第43回日本口腔

インプラント学会学術大会 2013.9.13-15,  福岡国際会議場, 福岡. デンツプライ賞受賞.
  3. 	中田秀美, 山本麻衣子, 永山友子, 春日井昇平, 黒田真司. 脂肪由来スフェロイドの三次元的分化誘導による骨再生の試

み. 第43回日本口腔インプラント学会学術大会 2013.9.13-15,  福岡国際会議場, 福岡. Dentsply Award 受賞.
  4. 	于 淼, 春日井昇平. Zr-Nb合金を審美性のアバットメント材料として利用するための高温酸化処理．第43回日本口腔イ

ンプラント学会学術大会 2013.9.13-15, 福岡国際会議場, 福岡. 優秀発表賞受賞.
  5. 	佐藤瑞樹, 塩田　真, 藤森達也, 今北千春, 春日井昇平 : 天然歯とインプラント間の歯間理解度の経時的変化. 第17回日

本補綴歯科学会東京支部学術大会 2013.10.26, 東京. 優秀発表賞受賞.
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形成・再建外科学分野
Plastic and Reconstructive Surgery

教　　授　岡崎　睦
講　　師　森　弘樹
助　　教　（医学部附属病院）田中顕太郎(〜3月)，
　　　　　宇佐美聡(4月〜)
大学院生　矢野智之，植村法子，
　　　　　田中顕太郎(4月〜)，脇村祐輝，
　　　　　高田亜希、井上牧子、東野琢也、
　　　　　五来克也，宮下宏紀(4月〜)，
　　　　　丸山陽子(4月〜)

（１）教育
　形成外科は、診療科としては、主として体表の形態・機能の再建を担当し、その領域には全身が含まれる。診断学より治
療学（そのほとんどが手術）の比重が高く、顔面・頸部、手足など人目につく部位を扱うことが多いため、外見にも配慮し
た治療結果が求められるのが特徴である。医学生にとって、形成外科は外科系診療科の最も基本となる診療科であり、将来
進む専門分野が何であるかにかかわらず、創傷治癒の機序、組織の愛護的な扱い方を学ぶことや、外傷や熱傷に対するプラ
イマリーケアを習得することは、医者として必須事項であると考えている。また、病院内における形成外科の位置づけと、
各科との連携によるチーム医療の重要性を理解してもらいたい。まずは、学生が形成外科に興味を持ち、講義や実習が感動
の場となるような、教育を目指している。

［学習目標］
₁：形成外科の意味あいを知り、外科学における位置づけを理解する。特に他の外科系各科との関連性、競合性、合同性

について認識する。
₂：形成外科の歴史的背景を知り、社会的必要性を理解する。
₃：形成外科的基本手技（皮切縫合，植皮，皮弁，その他の組織移植）における器械、手技を理解し、その結果、どこま

で機能的、整容的に修復できるかを知る。
₄：	形成外科的疾患（皮膚の形成外科，頭部頭蓋の形成外科，顔面，躯幹，四肢の形成外科，整容外科）を認識し理解する。
₅：将来的に可能な形成外科的な臓器移植、ならびに組織移植について理解する。
₆：生体組織に代用できる人工物質について認識し、将来における代用組織開発への洞察力を養う。

［修得すべき知識・技術に関する目標］
₁：形成外科とは何であるか、どうして必要であるかを説明できる。
₂：どんな疾患が形成外科に含まれるかを患者または各科の医師に助言でき、適切な対応ができる。
₃：それぞれの患者についてどの様な治療方法がとられるべきかの判断ができる。
₄：形成外科的基本手技に用いられる器具の取り扱い、縫合糸の選択ができ、どの様な手技が用いられるべきか科学的に

論述できる。
　卒後教育では、初期臨床研修後の４年間の形成外科研修後、日本形成外科学会認定医の資格が取得できるよう研修プログ
ラムを組み、更に一定の臨床経験を積んだ後に以下に述べるような研究活動に取り組み、形成外科学の最前線を開拓する臨
床医であると同時に、研究者としても研鑽を積むことを目標としている。

（２）研究
　形成外科的手技に則した臨床研究を行っており、今後、創傷治癒、組織移植時の免疫、組織工学などの実験研究を行って
いく予定である。
臨床研究
₁．乳房再建における、知覚回復と形態予測に関する研究
₂．頭蓋底再建における、各種再建材料の安定性の評価と、頭蓋底欠損のタイプによる再建法のアルゴリズムの開発
₃．機能温存を重視した、口腔・咽頭癌切除後再建法の開発
₄．顔面神経麻痺の症状の分類と、静的及び動的再建術を組み合わせた形成術
₅．眼瞼下垂の分類と形成法のアルゴリズムの開発
₆．虚血肢に対する客観的評価と創傷治癒の機序を生かした治療法
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₇．乳頭乳輪再建における医療用刺青の色再現性と経時的変化に関する前向き研究 
など
基礎研究
₁．炎症性色素沈着の、機序と予防法に関する研究
₂．低瘢痕創傷治癒の可能性に関する研究
₃．インドシアニングリーンを用いた皮弁の血行と血流支配領域に関する研究
₄．各種皮弁・全層皮膚のドナー特異性に関する研究

（３）臨床上の特徴
　形成外科は外表に表われるすべての醜形を取り扱うため、疾患は多岐にわたり、その対象は全年代に及ぶ。また形成外科
医療は全人的なものであり、形成外科医個人によって成り立つものではなく、関連各科との密接な連携が必要である。具体
的には小児先天異常は小児科と、また腫瘍切除後の再建では、耳鼻科、頭頚科、口腔外科、婦人科、整形外科、一般外科な
どと関連が深い。特に本学においては今後、歯学部各科と連携することにより、唇、顎、口蓋裂などの先天異常の治療なら
びに腫瘍切除後組織欠損の再建についてより総合的に検討していく予定である。

（４）業績
【原著】

  1.	 Tanaka K, Okazaki M. Visualization of blood supply to the ‘vascularized nerve’ with anterolateral thigh flap using 
indocyanine green fluorescence angiography. J Plast Reconstr Aesthet Surg 66: 146-147, 2013

  2.	 Tanaka K, Mori H, Okazaki M, Nishizawa A, Yokozeki H. Long-term treatment outcome after only popliteal lymph 
node dissection for nodal metastasis in malignant melanoma of the heel: the only “interval node” dissection can be 
an adequate surgical treatment. Case Reports in Oncological Medicine 2013: 259326, 2013

  3.	 Rodotheou P, Wang W, Itoh S, Okazaki M, Takakuda K. Laser-perforated porous nonwoven chitosan nerve conduit. 
Journal of Biomechanical Science Engineering 8: 139-151, 2013

  4.	 Yano T, Okazaki M, Kawaguchi R, Suesada N, Tanaka K, Kishimoto S. Tongue reconstruction with minimal donor 
site morbidity using a deep inferior epigastric perforator (DIEP) free flap in a 6-year-old girl. Microsurgery 33:487-
90, 2013

  5.	 Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Jibiki M, Inoue Y, Tanaka K, Okazaki M. Combined arterial reconstruction and free 
tissue transfer for patients with critical limb ischemia. Ann Vasc Dis. 6:706-10, 2013

  6.	 宇佐美聡, 河原三四郎, 戸部正博, 平良貴志, 山口利仁. 再接着を行ったavulsion typeの完全切断指の検討. 日本手の外科
学会会誌 29: 592-595, 2013

  7.	 森　弘樹, 岡崎　睦, 久保田一徳, 町田洋一. 乳房自家組織再建へのMDCTの応用. PEPARS 73: 40-46, 2013
  8.	 植村法子, 田中顕太郎, 森　弘樹, 岡崎　睦. 眼窩内腫瘍性病変９例の検討. 形成外科 56: 307-312, 2013
  9.	 宇佐美聡, 戸部正博. Oblique triangular flap. Orthopaedics 26: 49-54, 2013
10.	 宮下宏紀, 岡崎　睦. 顔面外傷の治療戦略と手術のポイント. 小児外科 45: 961- 964, 2013
11.	 神田英華, 林　大海, 横山明子, 鈴木理央, 森　弘樹, 岡崎　睦. 表在静脈に生じたvenous aneurysmの検討. 形成外科 56: 

1087-1093, 2013
12.	 末貞伸子, 櫻庭　実, 永松将吾, 宮本慎平, 篠崎　剛, 林　隆一. 喉頭全摘後に生じた咽頭皮膚瘻の制御に難渋した一例. 

頭頸部癌 39: 504-508, 2013
13.	 中川剛士, 佐藤隆宣, 森　弘樹, 植村法子, 永原　誠, 杉原健一. 全身化学療法施行後、組織拡張器挿入により一次再建を

施行したT4bN3c乳癌の１例. 癌と化学療法40: 2354-2356, 2013

【総説・その他】
  1.	 岡崎　睦. Vol.1：「傷が治る」とは何か. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線」2013
  2.	 岡崎　睦. Vol.2：「1%キシロカインE」使う理由. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線2013
  3.	 岡崎　睦. Vol.3：消毒には二つの概念がある. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線 2013
  4.	 岡崎　睦. Vol.4：これが「恥ずかしい創縫合」．m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線 2013
  5.	 岡崎　睦. Vol.5：部位、目的で縫合法は変わる. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線 2013
  6.	 岡崎　睦. Vol.6：顔面外傷、麻酔は基本「E」入り. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線 2013
  7.	 岡崎　睦. Vol.7：危険な咬傷、犬より猫、猫より人. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線 2013
  8.	 岡崎　睦. Vol.8：顔面骨折、基本的には緊急性なし. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線 2013
  9.	 岡崎　睦. Vol.9：神経切断「ゼムクリップ」で診る. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線 2013
10.	 岡崎　睦. Vol.10：指尖部欠損、電子メス止血禁物. m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線2013
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11.	 岡崎　睦. Vol.11：感染性粉瘤は「垢の玉」．m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線 2013
12.	 岡崎　睦. Vol.12：形成外科学「診断学」より「治療学」．m3.com 臨床ダイジェスト 研修最前線2013

【著書】
  1.	 田中顕太郎, 岡崎　睦. partⅠ老年症候群　9褥瘡. 病棟レジデント、病棟医のための　高齢患者診療マニュアル. メデ

ィカルサイエンスインターナショナル. 2013, 69-78

【学会】
  1.	 Yano T, Okazaki M, Suesada N, Homma T, Tanaka K, Kishimoto S. An impact of standardization of reconstructive 

procedure in skull base reconstruction using free flaps. 7th Congress of the World Society for Reconstructive 
Microsurgery. Chicago, 2013年7月11日

  2.	 Yano T. Craniofacial reconstruction after extirpation of skull base tumor using flap wrapping technique. 7th 
Congress of the World Society for Reconstructive Microsurgery. Chicago, 2013年7月11日

  3.	 Homma T, Yano T, Tanaka K, Suesada N, Aoyagi M, Kishimoto S, Okazaki M. Free flap reconstruction of huge and 
invasive craniofacial nasopharyngeal angiofibroma involving skull base region. 7th Congress of the world society for 
reconstructive microsurgery. Chicago, 2013年7月13日

  4.	 Uemura N, Mori H, Okazaki M. Random Incision: an Alternative Approach to Gynecomastia. 第22回中日形成外科学
会. 大連, 2013年8月24日

  5.	 宮下宏紀. 下腹部正中切開後の腹部遊離皮弁でICG造影が瘢痕を越えた一例. 第18回東京医科歯科大学形成外科集談会. 
文京区, 2013年1月12日

  6.	 安村恒央, 森島容子, 樋口慎一, 岩本昌熙. Sub zone 2切断におけるgraft on flap の母床としてのthenar flapの有用性. 第
18回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 2013年1月12日

  7.	 鈴木真澄, 梅田 整, 石井義剛. 下腿難治性潰瘍に対する植皮術にメピテルワンと局所陰圧閉鎖処置を使用した1例. 第18
回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 2013年1月12日

  8.	 神田英華, 林　大海. 眼瞼黄色腫と誤診されたdermoid cystの１例. 第18回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 
2013年1月12日

  9.	 安永能周, 松尾　清. 大腿筋膜付き遊離ALT皮弁による後頸部再建の経験. 第18回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文
京区, 2013年1月12日

10.	 安永能周, 松尾　清, 寺本祐二. 知っておきたい疾患名 “BRONJ” ビスフォスフォネート剤関連顎骨壊死に対する下顎
再建の経験. 第18回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 2013年1月12日

11.	 横山明子, 川口留奈. メルケル細胞癌の1例. 第18回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 2013年1月12日
12.	 宮下教子, 岡崎　睦. 骨膜下へのtissue expander挿入による、頭部再発性腫瘤の治療経験. 第18回東京医科歯科大学形

成外科集談会. 文京区, 2013年1月12日
13.	 鈴木理央. 私の推奨する創傷被覆材 ―ちょっとアヤシイ方法も加えて. 第18回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京

区, 2013年1月12日
14.	 山本真魚. 私の推奨する創傷被覆材 ―オプサイトPOST-OPビジブルの採皮部における有用性. 第18回東京医科歯科大

学形成外科集談会. 文京区, 2013年1月12日
15.	 浜永真由子, 高見麻衣子, 伊藤　理. 私の推奨する創傷被覆材 ―全身熱傷に対するアクアセルAg使用の経験. 第18回東

京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 2013年1月12日
16.	 宇佐美聡, 本間　勉, 岡崎　睦, 若林良明. 大きさの等しい蟹爪型の母指多指症の１例. 第２回関東上肢先天異常症例検

討会. 港区, 2013年1月16日
17.	 鈴木理央. 高齢褥瘡患者における栄養管理と胃ろう造設の選択について　手術を行う立場から. 第28回日本静脈経腸栄
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41.	 田中顕太郎, 岡崎　睦, 末貞伸子, 矢野智之. シンポジウム5　頭頚部再建外科の新展開〜上下顎の理想的再建　顎義歯
を併用した上顎再建. 第37回日本頭頚部癌学会. 新宿区, 2013年6月14日

42.	 石井義剛, 矢野智之, 末貞伸子, 大久保ありさ, 田中顕太郎, 角田篤信, 岸本誠司, 岡崎　睦. 中頭蓋底領域手術へのアプロ
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大学形成外科集談会. 文京区, 2013年7月13日
55.	 神田英華, 林　大海. 巨大痛風結節に対する外科的治療の経験. 第19回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 2013
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性皮膚潰瘍の1例. 第20回横浜形成外科フォーラム. 横浜市, 2013年11月9日

84.	 大久保ありさ, 田中顕太郎, 本間　勉, 岡崎　睦. 外科的治療が速やかな寛解に結びついた耳下腺原発のMALTリンパ腫
症例. 関東形成外科学会第276回東京地方会. 新宿区, 2013年12月7日

【講演・その他】
  1.	 岡崎　睦. 小児患者における形成外科的治療〜先天異常と後天性変形・外傷〜. 東京医科歯科大学小児科セミナー. 文

京区, 2013年2月25日
  2.	 田中顕太郎, 矢野智之, 末貞伸子, 岡崎　睦. 顎義歯を用いた上顎再建〜よりよい上顎再建術式とは？ 医病歯病合同症

例検討会. 文京区, 2013年3月8日
  3.	 岡崎　睦. 体表外傷に対するプライマリ・ケア（実践編）．東京医科歯科大学臨床教育センターイブニングセミナー. 

文京区, 2013年6月28日
  4.	 岡崎　睦. 植皮. 第６回日本創傷外科学会教育セミナー. 京都市, 2013年7月11日
  5.	 岡崎　睦. がん治療における、形成外科の役割−必要不可欠な再建から、QOLを追求した再建まで−. 第146回みなと

セミナー 第11回がんセンター講習会. 横浜市, 2013年8月21日

【座長・司会】
  1.	 岡崎　睦. ランチョンセミナー３「小川令：形成外科手術手技のために何ができるか」．第18回日本形成外科学会. 新

宿区, 2013年2月23日
  2.	 岡崎　睦. 頭頸部再建2. 第56回日本形成外科学会総会・学術集会. 新宿区, 2013年4月4日
  3.	 岡崎　睦. ガイドラインシンポジウム4「頭頸部再建II−上顎、下顎、頭蓋、頭蓋底再建」．第56回日本形成外科学会総

会・学術集会. 新宿区, 2013年4月4日
  4.	 宮下宏紀. 乳房再建. 第66回日本形成外科学会中部支部信州地方会. 松本市, 2013年6月1日
  5.	 岡崎　睦. シンポジウム5「頭頸部再建外科の新展開　上下顎の理想的再建」．第37回日本頭頸部癌学会. 新宿区, 2013

年6月14日
  6.	 岡崎　睦. 一般演題9「基礎研究」．第5回日本創傷外科学会総会・学術集会. 京都市, 2013年7月11日
  7.	 Okazaki M. Poster session. International summer program 2013, TMDU. 文京区, 2013年8月27日
  8.	 岡崎　睦. 一般演題「皮弁9」．日本マイクロサージャリー学会40周年記念学術集会. 岩手市, 2013年9月28日
  9.	 岡崎　睦. ポスター3「腫瘍」．第31回日本頭蓋顎顔面外科学会. 名古屋市, 2013年10月24日
10.	 岡崎　睦. 一般演題7「組織移植・再生（脂肪）1」．第22回日本形成外科学会基礎学術集会. 新潟市, 2013年11月7日

【学会・研究会主催】
  1.	 岡崎　睦. 第273回関東支部東京地方会. 新宿区, 2013年3月2日
  2.	 岡崎　睦. 第18回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 2013年1月12日
  3.	 岡崎　睦. 第19回東京医科歯科大学形成外科集談会. 文京区, 2013年7月13日

【賞与】
  1.	 矢野智之. 第2回International traveling fellow. 日本マイクロサージャリー学会. 2013年7月
  2.	 矢野智之. Best NORMAL in Head and Neck reconstruction. World society for reconstructive microsurgery. 2013年7

月
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【外部資金】
  1.	 宇佐美聡. 科学研究費補助金　若手研究B. 日本学術振興会. ヒト爪組織の細胞学的特性の研究〜ヒト爪再生を目指して

〜
  2.	 森　弘樹. 科学研究費補助金　基盤研究C. 日本学術振興会. 非創傷部位への陰圧療法の可能性を探る　末梢神経再生・

移植脂肪生着増加を目指して
  3.	 岡崎　睦. 科学研究費補助金　基礎研究(C). 日本学術振興会. ナノスペクトCTを用いた、筋弁・脂肪弁における血流と

体積の経時的変化の定量
  4.	 岡崎　睦. 独立行政法人国立がん研究センター　がん研究開発費. 独立行政法人国立がん研究センター. 23-A-2「手術手

技の最適化による標準治療確立のための多施設共同研究」頭蓋底手術後の再建法の標準化
  5.	 岡崎　睦. 厚生労働科学研究費補助金（研究分担）．厚生労働省. 多施設ヒト幹細胞臨床研究による3次元再生皮下軟骨

の有効性確認
  6.	 田中顕太郎. 科学研究費補助金　基礎研究(C). 日本学術振興会. 移植神経軸索再生と移植床および移植組織の血流量と

の関連についての定量的解析





頭 頸 部 外 科 学 分 野
Head and Neck Surgery

教　　授　岸本誠司
講　　師　角　卓郎
医　　員　得丸貴夫(〜3月)，稲吉康比呂(4月～)，
　　　　　野村文敬
大学院生　宮崎眞和，全田貞幹，佐々木徹，
　　　　　野村文敬，増淵達夫，福島啓文，
　　　　　得丸貴夫(4月～)
外国人研究生　Paiboon Surepong(〜3月)

　頭頸部外科の対象は，頭蓋顔面および頸部のうち頭蓋内，眼窩内および頸椎を除いた全ての領域の疾患である．

（１）教　育
　卒前教育は，系統講義では主として頭頸部腫瘍の診断と治療について，本教室のスタッフのみならず，学内他科あるいは
学外の臨床病院の第一線で頭頸部腫瘍の治療に携わる医師を講師として招き，その概念から最新の知見に至るまで横断的に
学ぶ．
　臨床実習では耳鼻咽喉科とともに病棟，外来，手術室で実際の診療を体験する．
　卒後教育は耳鼻咽喉科頭頸部外科全般について研修することから始まる．学内および関連病院における実地医療を通して
外来診療から手術に至るまでを学ぶ．さらに一年目から積極的に研究，学会発表を行い，論文作成をするよう指導している．

（２）研　究
　大きなテーマは機能と形態を考慮した頭頸部(悪性)腫瘍の治療である．具体的には以下の研究があげられる．
・顔面深部・頭蓋底手術における新しいアプローチ法の開発
・頭蓋底外科のための臨床解剖
・頭頸部癌の頸部リンパ節転移に対する標準的治療法の確立
・小児頭頸部腫瘍に対する外科的治療
・頭頸部癌に対する放射線化学療法
・副咽頭間隙腫瘍の外科的治療法の検討
・頭蓋底腫瘍に対するナビゲーション手術
・中下咽頭表在癌の診断と治療
・新しい頭頸部用デジタル内視鏡の開発
・３Ｄ実体モデルの頭蓋底手術への臨床応用
・頭頸部癌におけるヒトパピローマウィルスの研究

（３）臨床上の特徴
　頭頸部領域は生命維持に最低限必要な呼吸と嚥下機能，あるいは社会生活に欠かすことのできない重要なコミュニケーシ
ョン手段である発声構音，聴覚といった機能を受け持つ．また，顔面・頸部は審美的にも重要である．頭頸部領域の疾患の
治療に際しては，単に根治性を目指すだけでなくこれらの機能と形態の保持，回復をはかるべく各疾患，各症例ごとにきめ
の細かな対応が要求される．特に，最近では小児の頭頸部腫瘍の症例が多く紹介されるようになり，より形態や機能の温存
を目指した手術が要求されるようになってきている．

（４）業　績
[原著]
  1.	 野村文敬、杉本太郎、岸本誠司：上顎骨に発生した繊維性骨異型成症手術におけるナビゲーションシステムの応用．

耳展55(5):331-332,2013
  2.	 杉本太郎、岸本誠司、川田研郎、有泉陽介、得丸貴夫、清川祐介、野村文敬：ELPSに関する手術支援機器について

の考察．耳展55(5):369-374,2013
  3.	 角田篤信、岸本誠司：聴器悪性腫瘍に対する外科治療．Otology Japan22(2):845-848,2013
  4.	 K Nakagawa, H Shibuya, R Yoshimura, M Miura, H Watanabe, S Kishimoto, K Omura：Cervical lymph node 

metastasis from early-stage squamous cell carcinoma of the oral tongue. Acta Oto-Laryngologica,133(5):544-551、
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2013
  5.	 川田研郎、岡田卓也、杉本太郎、藤原尚志、斎藤賢将、藤原直人、了徳寺太郎、太田俊介、宮脇豊、Sawngsri　J,星

野明弘、東海林裕、中島康晃、熊谷洋一、永井鑑、清川佑介、野村文敬、角卓郎、得丸貴夫、岸本誠司、河野辰幸：
上部消化管経鼻内視鏡による中咽頭反転法の有用性．日気食会報64(4):265-270,2013

  6.	 角田篤信、岸本誠司：頭蓋底手術後の顔面神経麻痺の取り扱いについて。Facial N Res Jp 33:198-199,2013
  7.	 矢野智之、岡崎睦、田中顕太郞、末貞伸子、角田篤信、岸本誠司：頭蓋底再建のための新しい欠損分類の有用性の検

討ー頭蓋底再建症例127例における検討．頭頸部癌39(4):430-434,2013
  8.	 杉本太郎，岸本誠司，川田研郎，角卓郎，得丸貴夫，清川佑介，野村文敬，岡田卓也，河野辰幸. 下咽頭深部に存在

する下咽頭癌の診断と治療　―バルサルバ法と彎曲型喉頭鏡の有用性―．日気食会報64(2)：153, 2013．
  9.	 Zenda S,  Ishi S, Ichihashi T, et al.　A Dermatitis Control Program (DeCoP) for head and neck cancer patients 

receiving radiotherapy: a prospective phase II study. Int J  Clinoncol 　2013 Apr;18(2): 350-55
10.	 Zenda S,  Nakagami Y, Akimoto T, et al. Strontium-89 (Sr-89) chloride in the treatment of various cancer patients 

with multiple bone metastases. Int J  Clinoncol 　2013, in-press.
11.	 田中宏子(がん研有明病院画像診断部), 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 佐藤由紀子：化学

放射線同時併用療法後のCT・MRIによるリンパ節評価. 頭頸部癌(1349-5747)39巻1号 Page66-71(2013.04)
12.	 佐々木 徹, 川端 一嘉, 三谷 浩樹, 米川 博之, 福島 啓文, 新橋 渉, 瀬戸 陽, 小泉 雄, 神山 亮介, 蛯名 彩, 足立 充孝, 福岡 

修, 志村 英二, 日高 竜太, 白尾 浩太郎, 山田 南星, 上里 迅, 太田 久幸, 長谷川 温, 濱 孝憲, 佐藤 由紀子, 山本 智理子, 高
橋 俊二：唾液腺癌の診断と治療up-to-date 顎下腺癌の治療.  頭頸部癌(1349-5747)39巻3号 Page281-286(2013.10)

13.	 Hamahata A, Saitou T, Beppu T, Yamaki T, Sakurai H：A new nasal cavity and maxilla reconstruction method 
using jejunum flap with non-vascularised bone. J ReconstrMicrosurg. 66(1):e12-5, 2013

14.	 Hamahata A, Saitou T, Ishikawa M, Beppu T, Sakurai H：Lower Lip Reconstruction Using a Combined Technique 
of the Webster and JohansonMethods. AnnPlast Surg. 70(6):654-6, 2013

15.	 別府　武、白倉　聡、畑中章生、服部夏子、岡崎　雅、清川佑介、稲吉康比呂、田崎彰久、石原明子、西嶌　渡、斎
藤吉弘、楮本智子：中咽頭扁平上皮癌に対する化学療法の治療適応についての検討．頭頸部癌　39(3): 325-330, 2013

16.	 別府　武、川端一嘉、鎌田信悦：耳下腺癌の手術計画に関する考察――何を基準に計画すればよいか？――．耳鼻
59(1): 45-53, 2013

17.	 別府　武、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、服部夏子、福田　俊、田中洋一：縦隔気管孔形成における術後合併症対
策の工夫および問題点．日本気管食道科学会会報　64(2) 156, 2013

18.	 西尾綾子、角卓郎、山田雅人、桑波田悠子：精神疾患を合併した耳鼻咽喉科患者の治療経験．日耳鼻116: 97-102, 2013

[著書]
  1.	 Seiji Kishimoto: Technique for excision of cervical schwannoma. Masters    Techiques in Otolaryngorogy-Head and 

Neck Surgery: Head and neck surgery Vol.2 Ed.P81-91
  2.	 杉本太郎，岸本誠司，清川佑介，川田研郎．ここまで進歩した内視鏡 ―ファイバースコープから最新のNBI内視鏡ま

で.  ENT［耳鼻咽喉科］臨床フロンティア　がんを見逃さない ―頭頸部癌診療の最前線．p134-141，岸本誠司 編，
中山書店，東京，2013．

  3.	 杉本太郎，岸本誠司，川田研郎．0-Ⅱa型　赤色調病変（中咽頭の0-Ⅱa型②）．一目でわかる咽頭表在がんアトラス．
p96-97，武藤学、渡邉昭仁 編，中外医学社，東京，2013．

  4.	 杉本太郎，岸本誠司，川田研郎．0-Ⅱa型　赤色調病変（下咽頭梨状陥凹の0-Ⅱa型②）．一目でわかる咽頭表在がんア
トラス．p102-103，武藤学、渡邉昭仁 編，中外医学社，東京，2013．

  5.	 杉本太郎，岸本誠司，川田研郎．0-Ⅱa型　赤色調病変（下咽頭その他の部位の0-Ⅱa型②）．一目でわかる咽頭表在が
んアトラス．p108-109，武藤学、渡邉昭仁 編，中外医学社，東京，2013．

  6.	 全田貞幹，　秋元哲夫　：鼻・副鼻腔悪性腫瘍に対する陽子線治療，頭頸部癌， 39(4)：402-404，久保田　彰 他監修，
一橋印刷，東京，2013．

  7.	 全田貞幹：　局所進行頭頸部扁平上皮癌に対する国内第二相試験，　頭頸部癌FRONTIER，1(2)：30-32，岸本　誠司
他監修， メディカルレビュー，　東京，2013．

[総説]
  1.	 岸本誠司：専門編集．ENT臨床フロンティア：がんを見逃さない―頭頸部がん診療の最前線．中山書店、東京,2013
  2.	 岸本誠司：頭頸部がんとは．ENT臨床フロンティア：がんを見逃さない―頭頸部がん診療の最前線、専門編集：岸本

誠司、p2-9,中山書店、東京,2013
  3.	 角卓郎、岸本誠司：プロに学ぶ手術所見の記載法:上顎部分切除術・全摘出術．JOHNS 29(4):726-728,2013
  4.	 得丸貴夫、岸本誠司：耳鼻咽喉科における乳幼児診療Q＆A：乳幼児に頭頸部腫瘍にはどう対応したら良いですか？  
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MB　ENT.152:102-108,2013
  5.	 有泉陽介、岸本誠司：検査値をどう読むか―腫瘍マーカー．JOHNS　29(9):1388-1390、2013
  6.	 岸本誠司：スキルアップ-頭頸部がん診療－司会のことば－．日本耳鼻咽喉科学会会報116(9):1059,2013
  7.	 角卓郎、岸本誠司：診療所外来でできる手術：頸部リンパ節摘出術．JOHNS 29: 1185-1187, 2013
  8.	 角卓郎：メトトレキセート（MTX）関連リンパ増殖性疾患．日耳鼻116(6):734-735-2013
  9.	 杉本太郎，岸本誠司，清川佑介，川田研郎，岡田卓也，Swangsri J，野村文敬，得丸貴夫，角卓郎，稲吉康比呂．特集／

下咽頭癌はここまで治る　初回治療でここまで治る―適応と成績　彎曲型喉頭鏡による経口的下咽頭部分切除術. 
JOHNS 29(6)：983-988, 2013

10.	 清川佑介，稲葉雄一郎，岸本誠司：症例をどう見るか　副咽頭間隙に発生した脂肪芽腫症例．JOHNS,29:1955-
1959,2013

11.	 川端 一嘉, 三谷 浩樹, 米川 博之, 福島 啓文, 佐々木 徹, 新橋 渉, 田中 宏子：【気管食道科領域における切除不能癌の対
応】 気管食道科領域における切除不能癌について: 日本気管食道科学会会報(0029-0645)64巻5号 Page313-319(2013.10)

12.	 別府　武、白倉　聡、濱畑淳盛：初回治療でここまで治る―適応と成績　咽頭喉頭頸部食道全摘出術．JOHNS vol 29 
967-970, 2013

[学会]
  1.	 岡田卓也、川田研郎、Jirawat Swangsri、藤原尚志、藤原直人、太田俊介、宮脇豊、東海林裕、中島康晃、熊谷洋一、

永井鑑、河野辰幸、杉本太郎、清川佑介、岸本誠司、野村文敬、伊藤崇、江石義信：下咽頭表在性MALTリンパ腫の
1例．第12回頭頸部表在癌研究会（東京）2013年1月

  2.	 川田研郎、岡田卓也、JirawatSwangsri、藤原尚志、藤原直人、太田俊介、宮脇豊、東海林裕、中島康晃、熊谷洋一、
永井鑑、河野辰幸、杉本太郎、清川佑介、岸本誠司、野村文敬、伊藤崇：経鼻内視鏡による中咽頭反転法の有用性～
舌根を後方より正面視する観察法～．第12回頭頸部表在癌研究会（東京）2013年1月

  3.	 清川佑介、杉本太郎、角卓郎、得丸貴夫、野村文敬、角田篤信、岸本誠司：当科における頸部神経鞘腫手術症例の検討．
第23回日本頭頸部外科学会、鹿児島、2013年1月

  4.	 角卓郎、杉本太郎、得丸貴夫、野村文敬、清川祐介、鈴木康弘、稲葉雄一郎、角田篤信、岸本誠司：副甲状腺機能亢
進症手術症例の検討．第23回日本頭頸部外科学会、鹿児島、2013年1月

  5.	 角田篤信、岸本誠司、須田稔士、枝松秀雄：口腔に突出した副咽頭間隙腫瘍に対する経口ならび経耳下腺法の組み合
わせによる摘出法．第23回日本頭頸部外科学会、鹿児島、2013年1月

  6.	 小林宗也、野村文敬、岸本誠司：悪性褐色細胞腫左鎖骨上多発リンパ節転移症例～術中所見を中心に～．第23回日本
頭頸部外科学会、鹿児島、2013年1月

  7.	 得丸貴夫、角田篤信、杉本太郎、角卓郎、清川佑介、野村文敬、山田雅人、岸本誠司：当科で行っている鼻咽腔血管
線維腫に対する新しいアプローチ方法～Maxillo-orbito-zygomatic approach～．第23回日本頭頸部外科学会、鹿児島、
2013年1月

  8.	 岸川正大、角田篤信、岩崎朱見、岸本誠司：内視鏡下での摘出が困難と診断された鼻腔乳頭腫の１例．第23回日本頭
頸部外科学会、鹿児島、2013年1月

  9.	 得丸貴夫、角田篤信、杉本太郎、角卓郎、清川佑介、野村文敬、岸本誠司：頭蓋底に進展した若年性鼻咽腔血管線維
腫に対する治療戦略．第23回日本頭頸部外科学会、鹿児島、2013年1月

10.	 得丸貴夫、角田篤信、杉本太郎、角卓郎、清川祐介、野村文敬、山田雅人、岸本誠司：当科で行っている鼻咽腔血管
線維腫に対する新しいアプローチ方法～Maxillo-orbito-zygomatic approach～．第23回日本頭頸部外科学会　鹿児島， 
2013年1月

11.	 矢野智之、岡崎睦、田中顕太郎、末貞伸子、岸本誠司、青柳傑：前頭蓋底再建におけるsupra-orbital bar、鼻骨全欠
損に対する頭蓋骨内板とflap wrapping techniqueを用いた整容再建の試み．第6回日本整容脳神経外科研究会、松本、
2013年3月

12.	 角田篤信、岸本誠司：頭蓋底手術後の顔面神経麻痺の取り扱いについて．第36回日本顔面神経研究会、沖縄、2013年
4月

13.	 Y. Yoshino, S. Nemoto, T. Tomori, K. Miki, M.Inoue, K. Arimura, A. Tsunoda, S. Kishimoto, K Kitamura：
Endoscopically assisted direct intratumoral embolization of juvenile　nasopharyngeal angiofibroma。2nd Meeting of 
European Academy of ORL-HNS and CE ORL-HNS, Nice, April, 2013.

14.	 角田篤信、喜多村健、岸本誠司：当科における電子カルテの現況について．第2回耳鼻咽喉科電子カルテ情報交換会、
札幌、2013年5月

15.	 角田篤信、角卓郎、古宇田寛子、伊藤卓、得丸貴夫、山田雅人、岸川正大、白倉聡、大野十央、岸本誠司：当施設に
おける頭蓋底手術について－外側頭蓋底手術(Lateral skull base surgery).第114回日本耳鼻咽喉科学会総会、札幌、
2013年5月
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16.	 山田雅人、角田篤信、岸本誠司、青柳傑、河野能久、矢野智之、田中顕太郎：頭蓋底・側頭下窩へ進展した若年性鼻
咽腔血管線維腫の手術法―自験例11例による検討―．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会、札幌、2013年5月

17.	 清川佑介、岸本誠司、杉本太郎、角卓郎、得丸貴夫、野村文敬、本田圭司、岸川正大：当科におけるdesmoid tumor
の治療経験．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会、札幌、2013年5月

18.	 杉本太郎、岸本誠司、喜多村健、角卓郎、得丸貴夫、野村文敬、清川佑介、岩崎朱美、本田圭司、岸川正大、村岡秀樹、
稲吉康比古、伊藤崇：中咽頭癌診断におけるNBI内視鏡観察の意義とHPV陽性中咽頭癌発症機序についての考察．第
114回日本耳鼻咽喉科学会総会、札幌、2013年5月

19.	 木村百合香、加藤智史、長岡みどり、西山耕一郎、岸本誠司：耳鼻咽喉科医に求められる嚥下障害診療とは？～板橋
区における多職種アンケート調査より～．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会、札幌、2013年5月

20.	 角田篤信、角卓郎、得丸貴夫、清川佑介、有泉陽介、青柳傑、田中顕太郎、岸本誠司: 側頭骨亜全摘術の手術手技に
ついて. 第37回日本頭頸部癌学会、東京,2013年6月

21.	 末貞伸子、矢野智之、田中顕太郎、石井義剛、大久保ありさ、岸本誠司、岡崎睦: 側頭頭長筋骨膜弁の頭頸部小欠損
再建への応用．第37回日本頭頸部癌学会、東京,2013年6月

22.	 杉本太郎、岸本誠司、川田研郎、角卓郎、得丸貴夫、清川佑介、野村文敬、河野辰幸: 下咽頭癌に対する経口的下咽
頭部分切除術の手術適応．第37回日本頭頸部癌学会、東京,2013年6月

23.	 矢野智之、岡崎睦、田中顕太郎、末貞伸子、石井義剛、大久保ありさ、角田篤信、青柳傑、岸本誠司:頭蓋底領域にお
ける再建術式の標準化の試み－139例の検討．第37回日本頭頸部癌学会、東京,2013年6月

24.	 石井義剛、矢野智之、末長伸子、大久保ありさ、田中顕太郎、角田篤信、岸本誠司、岡崎睦：中頭蓋底領域手術への
アプローチとして2度のFacial dismasking flapを用いた2例．第37回日本頭頸部癌学会、東京,2013年6月

25.	 大久保ありさ、矢野智之、末長伸子、石井義剛、田中顕太郎、角田篤信、岸本誠司、岡崎睦：側頭頭頂筋骨膜弁によ
る頭蓋底再建術後感染例に対する温存側頭筋弁を用いたサルベージサージャリー．第37回日本頭頸部癌学会、東京, 
2013年6月

26.	 角卓郎、岸本誠司、杉本太郎、有泉陽介、神山亮介、角田篤信、得丸貴夫､野村文敬、清川佑介、鈴木康弘、矢野智之：
鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する頭蓋底手術の治療成績．第37回日本頭頸部癌学会、東京,2013年6月

27.	 野村文敬、岸本誠司、矢野智之、田中顕太郎：口腔咽頭領域に原発した小児肉腫の4症例．第37回日本頭頸部癌学会、
東京,2013年6月

28.	 鈴木康弘、杉本太郎、角卓郎、得丸貴夫、清川佑介、野村文敬、角田篤信、岸本誠司：頭頸部原発小児ユーイング肉
腫の5例．第37回日本頭頸部癌学会、東京,2013年6月

29.	 杉本太郎，岸本誠司，川田研郎，清川佑介，岡田卓也，藤原尚志，角卓郎，野村文敬，稲吉康比呂，齋藤賢将，藤原
直人，了徳寺大郎，東海林裕，中島康晃，永井鑑，河野辰幸，河内洋，伊藤崇：咽喉頭表在癌の彎曲型喉頭鏡下手術
における手術手技の工夫．第16回頭頸部表在癌研究会、東京,2013年6月

30.	 川田研郎，岡田卓也，杉本太郎，小郷泰一，藤原尚志，齋藤賢将，藤原直人，了徳寺大郎，太田俊介，宮脇豊，
J.Swangsri，星野明弘，東海林裕，中島康晃，熊谷洋一，永井鑑，清川佑介，野村文敬，岸本誠司，伊藤崇, 河野辰幸：
咽喉頭表在癌の彎曲型喉頭鏡下手術における手術手技の工夫．第16回頭頸部表在癌研究会、東京,2013年6月

31.	 得丸貴夫、角田篤信、杉本太郎、山田雅人、青柳傑、河野能久、矢野智之、岸本誠司：若年性鼻咽腔血管線維腫に対
する新しいアプローチ法～Maxillo-orbito-zygomatic approach～. 第25回日本頭蓋底外科学会、名古屋、2013年6月

32.	 河野能久､青柳傑、田村郁､菅原貴志、岸本誠司、前原健寿：翼状突起基部および中頭蓋底内側病変への拡大側頭下窩
アプローチ．第25回日本頭蓋底外科学会、名古屋、2013年6月

33.	 小出暢章、稲葉雄一郎、岸本誠司：口腔から挿入した軟性内視鏡による上咽頭・後鼻腔病変の観察.第24回耳鼻咽喉科・
頭頸部外科御茶ノ水研究会、東京、2013年7月

34.	 江口紘太郎、本田圭司、角卓郎、岸本誠司：再三の腫瘍減量により長期にわたりQOLを維持している巨大な上咽頭神
経鞘腫の1例．第24回耳鼻咽喉科・頭頸部外科御茶ノ水研究会、東京、2013年7月

35.	 角卓郎：セッションⅡ、座長、第5回本郷・湯島医学フォーラム耳鼻咽喉科　東京, 2013年3月
36.	 角田篤信、角卓郎、古宇田寛子、伊藤卓、得丸貴夫、山田雅人、岸川正大、岸本誠司：当施設における頭蓋底手術に

ついて－外側頭蓋底手術（Lateral skull base surgery）．第114回日本耳鼻咽喉科学会　札幌， 2013年5月
37.	 清川佑介，岸本誠司，杉本太郎，角卓郎，得丸貴夫，野村文敬，本田圭司，岸川正大：当科におけるdesmoid tumor

の治療経験．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　札幌，2013年5月．
38.	 清川佑介，稲葉雄一郎，岸本誠司：小児副咽頭間隙脂肪芽腫の一例．第75回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会，

2013年7月
39.	 江口紘太郎、角卓郎、岸本誠司：腫瘍減量を繰り返してQOLを維持している上咽頭神経鞘腫の1例．第26回日本口腔

咽頭科学会　名古屋, 2013年9月
40.	 野村文敬、岸本誠司：小児口腔咽頭領域原発肉腫の4例．第37回日本頭頸部癌学会、東京、2013年6月。
41.	 小出暢章、稲葉雄一郎、岸本誠司：口腔から挿入した軟性内視鏡による上咽頭・後鼻腔病変の観察.第24回耳鼻咽喉科・
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頭頸部外科御茶ノ水研究会、東京、2013年7月
42.	 岸川正大、得丸貴夫、岸本誠司：巨大耳下腺腫瘍の1例．第24回耳鼻咽喉科・頭頸部外科御茶ノ水研究会、東京、

2013年7月
43.	 稲葉雄一郎、岸本誠司：脊椎転移による麻痺症状を呈した頸部悪性パラガングリオーマの2症例.第75回日本耳鼻咽喉

科臨床学会,神戸、2013年7月
44.	 T Homma, T Yano, K Tanaka, N Suesada, M Aoyagi, S Kishimoto, M Okazaki：Free flap reconstruction of huge 

and invasive craniofacial nasopharyngeal angiofibroma involving skull base region. 7th World Society for 
Reconstructive Microsurgery 2013 Congress, Chicago, July,2013

45.	 T Yano, M Okazaki, N Suesada, T Honma, K Tanaka, M Aoyagi, S Kishimoto：An impact of standardization of 
reconstructive procedure in skull base reconstruction using free flaps, 7th World Society for Reconstructive 
Microsurgery 2013 Congress ,Chicago, July,2013

46.	 鈴木康弘、岸本誠司：当科における頭頸部原発小児ユーイング肉腫症例の検討．日本ユーイング肉腫研究グループ
(JESS)研究会,2013年7月

47.	 野村文敬：アービタックス＋RT療法の奏効例．頭頸部癌分子標的薬治療勉強会、東京,2013年8月
48.	 東森俊樹, 吉野義一, 三木一徳, 井上雅人, 有村公一, 根本繁、角田篤信、角卓郎、岸本誠司：直接穿刺法を加えた塞栓

術を施行して内視鏡下摘出術により治療した咽頭粘表皮癌の一例．第121回日本脳神経外科学会関東支部会、東京、
2013年9月

49.	 角田篤信、岸本誠司、角田晃一：頭蓋底手術における所見撮影の問題点及び対策について．第15回耳鼻咽喉科手術支
援システム・ナビ研究会、京都、2013年10月

50.	 菅原貴志、青柳傑、河野能久、玉置正史、矢野智之、岸本誠司、前原健寿：眼窩内進展を伴う鼻副鼻腔悪性腫瘍に対
する頭頸部外科・脳神経外科・形成外科3科による手術戦略とその臨床的検討．第72回日本脳神経外科学会、東京、
2013年10月

51.	 稲葉雄一郎、鈴木康弘、岸野　充浩、我有、野村文敬、清川祐介、岸本誠司：大量喀血を来した甲状腺を主座とする
巨大な頸部動静脈奇形の一例．第65回日本気管食道科学会、東京、2013年11月

52.	 杉本太郎、岸本誠司、川田研郎、清川佑介、藤原尚志、角卓郎、野村文敬、稲吉康比呂、小郷泰一：下咽頭癌に対す
るELPSによる経口的下咽頭部分切除術の治療成績と機能温存の検討．第6回喉頭機能温存治療研究会、東京、2013年
11月

53.	 川田研郎、藤原尚志、小郷泰一、奥田将史、齋藤賢将、藤原直人、了徳寺大郎、宮脇豊、東海林裕、中島康晃、永井鑑、
杉本太郎、清川佑介、岸本誠司、伊藤崇、河野辰幸：経鼻内視鏡＋咽喉頭展開法により発見した下咽頭表在癌の検討．
第14回頭頸部表在癌研究会、東京、2013年11月

54.	 清川佑介、杉本太郎、岸本誠司、小出暢章、川田研郎、藤原尚志、小郷泰一、河野辰幸、角卓郎、野村文敬、稲吉康
比呂、河内洋、伊藤崇：下咽頭癌化学放射線療法後再発に対してELPS を施行し遅発性の後出血を認めた1 症例．第
14回頭頸部表在癌研究会、東京、2013年11月

55.	 杉本太郎、岸本誠司、清川佑介、川田研郎、藤原尚志、小郷泰一、岡田卓也、河野辰幸、角卓郎、野村文敬、稲吉康
比呂、河内洋、伊藤崇：下咽頭癌の（化学）放射線療法後再発・残存に対して経口的下咽頭部分切除術を施行した症
例の検討．第14回頭頸部表在癌研究会、東京、2013年11月

56.	 鈴木涼子、福島敬、小林千恵、福島紘子、酒井愛子、石田敏章、落合秀匡、岸本誠司、陳基明、細貝亮介、細谷要介、
三春晶嗣、渡辺温子、五藤周、増本幸二、水本斉志、櫻井英幸、須磨崎亮：Ewing 肉腫ファミリー腫瘍初発に対する
陽子線照射併用集学的治療の有用性について．第55回日本証に血液・がん学会、福岡、2013年11月

57.	 渡邊浩基、杉本太郎、角卓郎、稲吉康比呂、清川佑介、野村文敬、岸本誠司：頭頸部癌に対するCetuximabの使用経
験～放射線併用例を中心に～。第25回御茶ノ水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会、東京、2013年12月

58.	 角卓郎：第Ⅳ群　座長.第25回御茶の水耳鼻咽喉科頭頸部外科研究会　東京, 2013年12月
59.	 全田貞幹：鼻副鼻腔腫瘍に対する陽子線治療．第37回日本頭頸部癌学会、東京．2013年6月　
60.	 全田貞幹：化学放射線療法における皮膚・粘膜障害のマネージメント．第11回日本臨床腫瘍学会、仙台．2013年8月
61.	 全田貞幹：陽子線治療の実地経験．第49回日本医学放射線学会、名古屋．2013年10月
62.	 全田貞幹：頭頸部癌における放射線化学療法．日本放射線腫瘍学会第26回学術大会、青森．2013年10月
63.	 全田貞幹：頭頸部化学放射線療法．第51回日本癌治療学会、京都．2013年10月
64.	 増淵達夫　鎌田　信悦：ベッセルシーリングシステムを使用した頭頸部手術．第114回日本耳鼻咽喉科学会　北海道  

2013.5月
65.	 増淵達夫　鎌田信悦：Ligasureを用いた頭頚部手術 ― 頚部郭清術を中心に ―．第23回　日本頭頸部外科学会　鹿児

島　2013年1月
66.	 増淵達夫：ボイスプロテーシス50例の経験．日本喉頭科学会、横浜　2013年3月　
67.	 佐藤由紀子, 古田玲子, 山本智理子, 新橋渉, 利安隆史, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹：原発不明頸
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部転移癌におけるリンパ節転移巣からのHPV検出方法の検討．第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月
68.	 利安隆史, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 田中宏子, 高橋俊二：中咽頭扁平上皮癌に対する

放射線治療　治療効果と再発形式．第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月
69.	 神山亮介, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 北野睦三, 小泉雄, 蛯名彩, 小倉真理子, 足

立充隆, 富樫孝文, 福岡修：下咽頭喉頭全摘(TPL)・食道同時手術症例の臨床検討　術後合併症とその対策・予後につ
いて．第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月

70.	 白尾浩太郎, 新橋渉, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 北野睦三, 小泉雄, 神山亮介, 蛯名彩, 小
倉真理子, 足立充隆, 富樫孝文：当科における下顎区域切除症例の臨床的検討．第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月

71.	 北野睦三, 佐々木徹, 福岡修, 富樫孝文, 足立充隆, 小倉真理子, 蛯名彩, 神山亮介, 小泉雄, 瀬戸陽, 新橋渉, 福島啓文, 米川
博之, 三谷浩樹, 川端一嘉：超音波断層法による頭頸部癌頸部リンパ節転移の診断の検討．第37回頭頸部癌学会　東京 
2013.6月

72.	 山田南星, 福島啓文, 志村英二, 白尾浩太郎, 足立充隆, 蛯名彩, 神山亮介, 戸田和寿, 小泉雄, 瀬戸陽, 新橋渉, 佐々木徹, 米
川博之, 三谷浩樹, 川端一嘉：当科における気管癌の臨床的検討．第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月

73.	 小倉真理子, 新橋渉, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 北野睦三, 小泉雄, 神山亮介, 蛯名彩, 足
立充隆, 佐藤由紀子：嗅神経芽細胞腫における臨床病理学的検討．第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月

74.	 木村幸紀, 柳澤昭夫, 山本智理子, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 北野睦三, 小泉雄：
Stage I・II筋層浸潤舌扁平上皮癌200例の後発転移と予後．第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月

75.	 小泉雄, 福島啓文, 三谷浩樹, 米川博之, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 北野睦三, 神山亮介, 蛯名彩, 足立充隆, 小倉真理子, 佐
藤由紀子, 川端一嘉：硬口蓋に発生した腺様嚢胞癌の治療経験．第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月

76.	 蛯名彩, 福島啓文, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 佐々木徹, 新橋渉, 佐藤由紀子, 田中 宏子：全身転移を来した副咽頭
間隙多形腺腫の1例．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　札幌　2013.5月

77.	 福島啓文，川端一嘉，三谷浩樹，米川博之，佐々木徹，新橋渉，瀬戸陽，北野睦三，神山亮介，蛯名彩，小倉真理子， 
富樫孝文，福岡修，志村英二，日高竜太，山田南星：Provox2を用いた気管食道シャント発声の過緊張症例の検討．
第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　札幌　2013.5月

78.	 新橋渉，川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 北野睦三，戸田和寿, 神山亮介，蛯名彩，小倉真
理子，富樫孝文，福岡修，志村英二，日高竜太，山田南星：中咽頭癌におけるHPV感染と臨床病理組織学的検討．第
114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　札幌　2013.5月

79.	 北野睦三，川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽,　戸田和寿, 神山亮介,　蛯名彩,　小倉真
理子，富樫孝文,　福岡修,　志村英二,　日高竜太,　山田南星：眼瞼脂腺癌の所属リンパ節転移の制御．第114回日本耳
鼻咽喉科学会総会・学術講演会　札幌　2013.5月

80.	 佐々木徹, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 新橋渉, 瀬戸陽, 北野睦三, 神山亮介, 蛯名彩, 小倉真理子, 富樫孝文, 
福岡修, 志村英二,　日高竜太,　山田南星：鼻副鼻腔腺様嚢胞癌症例の検討．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講
演会　札幌　2013.5月

81.	 別府　武、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、服部夏子、西嶌　渡：中咽頭扁平上皮癌手術症例における治療成績およ
び術後ＱＯＬについての検討．第23回　日本頭頸部外科学会 鹿児島　2013年１月

82.	 別府　武、濱畑淳盛、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、服部夏子、得丸貴夫、藤川太郎、山田雅人、齋藤　喬：当科
における下顎区域切除症例の検討．第37回　日本頭頸部癌学会　 東京　2013年６月

83.	 別府　武、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、得丸貴夫、藤川太郎、山田雅人：埼玉県立がんセンター頭頸部外科新体
制に向けての整備．第24回御茶ノ水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京医科歯科大　2013年７月

84.	 別府　武、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、得丸貴夫、藤川太郎、山田雅人：頸部郭清術における手術器具選択．埼
玉県頭頸部癌手術懇話会　川越　2013年９月

85.	 岡崎 雅,  服部夏子，畑中章生, 白倉 聡, 別府 武：当初原発不明癌と考えられた進行甲状腺がんの1例, 第２回　埼玉県
頭頸部腫瘍セミナー　大宮　2013年４月 

86.	 白倉　聡、別府　武、畑中章生、岡崎　雅、服部夏子：頸部N3手術症例の臨床検討．第114回日本耳鼻咽喉科学会総
会　札幌　2013年５月

87.	 岡崎　雅、白倉　聡、畑中章生、服部夏子、別府　武：喉頭癌根治照射後再発例に対して喉頭全摘を施行した症例の
検討．第37回　日本頭頸部癌学会　東京　2013年６月

88.	 白倉　聡、別府　武、畑中章生、岡崎　雅：悪性黒色腫頸部リンパ節転移の臨床検討．第37回　日本頭頸部癌学会  
東京　2013年６月

89.	 畑中章生、別府　武、白倉　聡、服部夏子、岡崎　雅、濱畑淳盛：当科における上顎洞癌の臨床的検討．第37回　日
本頭頸部癌学会　東京　2013年６月

90.	 濱畑淳盛、別府　武、白倉　聡、畑中章生、斎藤　喬、櫻井裕之：肩甲下動脈系連合皮弁と口唇switch-flapを用いた
口唇・頬部欠損を含む下顎再建の検討．第37回　日本頭頸部癌学会　東京　2013年６月
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91.	 濱畑淳盛、斎藤　喬、白倉　聡、畑中章生、八木原一博、別府　武、櫻井裕之：舌癌術後再建例における舌圧の検討．
第37回　日本頭頸部癌学会　東京　2013年６月

92.	 得丸貴夫、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、山田雅人、別府　武：当科における進行下咽頭癌に対する手術治療の検討．
第114回日耳鼻埼玉県地方部会学術講演会　 浦和　2013年６月

93.	 得丸貴夫、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、山田雅人、別府　武：当科における喉頭全摘出・咽頭再建後の音声獲得．
第24回　御茶ノ水耳鼻咽喉科医会・学術講演会　東京医科歯科大　2013年７月

94.	 畑中章生、別府武、白倉聡、 岡崎昌史、服部夏子：晩発性に大出血を来した下咽頭食道重複癌症例．第16回　sonic 
symposium on otolaryngology　大宮　2013年７月

95.	 藤川太郎、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、得丸貴夫、山田雅人、別府　武：当科における高齢者進行頭頸部癌の術
後合併症の検討．第115回日耳鼻埼玉県地方部会学術講演会　浦和　2013年10月

96.	 白倉　聡、別府　武、畑中章生、岡崎　雅、得丸貴夫、藤川太郎、山田雅人：多発肺転移により診断された若年者の
甲状腺乳頭癌両側頸部咽後リンパ節転移症例．第19回北関東頭頸部腫瘍研究会　大宮　2013年10月 　 

97.	 大久保悠、齋藤吉弘、川原正寛、牛島弘毅、楮本智子、別府　武、白倉　聡、畑中章生、岡崎　雅、西嶌　渡：耳下
腺癌術後に予防的頸部リンパ節照射は必要か？．第26回　日本放射線腫瘍学会　青森　2013年１１月

特別講演
  1.	 岸本誠司：特別講演「頸部郭清術の歴史と新展開」第98回日本耳鼻咽喉科学会静岡県地部会、静岡、2013年4月21日
  2.	 杉本太郎：ランチョンセミナー：咽喉頭表在がんの内視鏡下治療．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会、札幌,2013年5月

司会（特別企画のみ）
  1.	 岸本誠司：司会：ランチョンセミナー「頭頸部癌に対する分子標的薬の適正な使用」田原信．第114回日本耳鼻咽喉

科学会総会、札幌、2013年5月
  2.	 S. Kishimoto:Moderator.Panel Discussion “Management of Advanced Oropharyngeal Cancer”．20th IFOS World 

Congress 2013 (Seoul) June 2013
  3.	 岸本誠司：司会：シンポジウム「頸部郭清術の新展開」．第37回日本頭頸部癌学会、東京,2013年6月
  4.	 岸本誠司：司会：ランチョンセミナー田原信「分子標的薬を用いた実臨床とその管理」．第37回日本頭頸部癌学会、

東京, 2013年6月
  5.	 岸本誠司：司会：特別企画：頭蓋底外科の歴史と将来展望－手術手技の軽傷、頭蓋底外科医の育て方－．第25回日本

頭蓋底外科学会、名古屋,2013年6月
  6.	 S Kishimoto：Chairman:Symposium-Oncology、The 8th Interrnational Symposium on Tonsils and Mucosal Barriers 

of the Upper Airways (ISTMB),Zurich,July 2013
  7.	 岸本誠司：司会：特別講演・田原信「分子標的薬Cetuximab(アービタックス)について」．頭頸部癌分子標的薬治療勉

強会、東京、2013年8月
  8.	 岸本誠司：司会：パネルディスカッション「咽頭癌診断・治療のパラダイムシフト」．第26回日本口腔/咽頭科学会、

名古屋、2013年9月
  9.	 岸本誠司：司会：シンポジウム「咽頭・食道癌の内視鏡手術」．第65回日本気管食道科学会、東京、2013年11月

シンポジウム，パネル等
  1.	 岸本誠司：講演：アドバンストコース「私が伝えたい匠の技」頭蓋底外科、第23回日本頭頸部外科学会（鹿児島）
  2.	 T Sugimoto, S Kishimoto, K Kawada, Y Kiyokawa, T Okada, J Swangsri, T Sumi，T Tokumaru, F Nomura：

Symposium:Hypopharyngeal cancer "Transoral Resection of Hypopharyngeal Cancer".  The 3rd ASHNO Congress 
(Cebu, Philippines),2013.3.21

  3.	 S Kishimoto, T Sugimoto, A Tsunoda, T Sumi, M Aoyagi, Y Kawano, T Yano, K Tanaka：Symposium: Paranasal 
sinuses & Skull Base Surgery "Skull Base Surgery for Sinonasal Malignant Tumor".  The 3rd ASHNO Congress 
(Cebu, Philippines)、2013.3.21

  4.	 S Kishimoto, T Sugimoto, A Tsunoda, M Aoyagi, Y Kawano, T Yano, K Tanaka：Symposium: Other Head & Neck 
Cancers "Pediatric Head and Neck Malignancy with Skull Base Invasion".  The 3rd ASHNO Congress (Cebu, 
Philippines), 2013.3.21

  5.	 A Tsunoda, S Kishimoto：Symposium: Temporal Bone Cancer "Surgical Treatment for Ear Cancer".  The 3rd 
ASHNO Congress (Cebu, Philippines), 2013.3.21

  6.	 S. Kishimoto：Keynote Lecture : Historical and current concepts of neck management in head and neck cancer.  
20th IFOS World Congress 2013 (Seoul) June 2013

  7.	 S. Kishimoto: Symposium "Management of Sinonasal Tumors" : Craniofacial resection and reconstruction 
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forsinonasal tumors involving the skull base. 20th IFOS World Congress 2013 (Seoul) June 2013
  8.	 岸本誠司: 教育セミナー：上咽頭癌と扁平上皮癌以外の悪性腫瘍　「扁平上皮癌以外の悪性腫瘍　手術の立場から」．

第4回日本頭頸部癌学会教育セミナー,東京,2013年6月
  9.	 岸本誠司：特別講演：頭蓋底腫瘍に対するCraniofacial apporach．第2回脳神経外科Up To Date学術講演会、筑波, 

2013年6月
10.	 菅原貴志、青柳傑、河野能久、田村郁、萩島隆浩、玉置正史、矢野智之、角田篤信、前原健寿、岸本誠司：シンポジ

ウム：前頭蓋底手術におけるチーム医療￥当院における癌か内進展を伴う鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する治療戦略とその
臨床的検討．第25回日本頭蓋底外科学会、名古屋,2013年6月

11.	 杉本太郎、岸本誠司：パネルディスカッション：私の副咽頭間隙腫瘍手術：副咽頭間隙腫瘍の診断と治療：悪性腫瘍
の予測因子の観点から．第25回日本頭蓋底外科学会、名古屋,2013年6月

12.	 角田篤信、岸本誠司：シンポジウム：側頭骨悪性腫瘍のマネージメント：側頭骨悪性腫瘍摘出における手術手技につ
いて．第25回日本頭蓋底外科学会、名古屋, 2013年6月

13.	 矢野智之、岡崎睦、本間勉、田中顕太郎、角田篤信、青柳傑、岸本誠司：パネルディスカッション：頭蓋底手術後の
整容問題への対応－How I do itー：側頭頭頂筋骨膜弁を用いた術後側頭陥凹を回避する整容的頭蓋底再建法．第25回
日本頭蓋底外科学会、名古屋、2013年6月

14.	 T Sugimoto, S Kishimoto, K Kawada, Y Kiyokawa, T Okada, J Swangsri, H Fujiwara, T Sumi，T Tokumaru, F 
Nomura：Symposium / Transoral resection for hypopharyngeal cancer: Endoscopic laryngo-pharyngeal surgery 
using curved distending laryngoscope. Eurasian Federation of Oncology, St. Petersburg, July 2013

15.	 佐々木徹, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 新橋渉, 瀬戸陽, 北野睦三, 小泉雄, 神山亮介, 蛯名彩, 足立充隆, 富樫
孝文, 福岡修, 志村英二. 唾液腺癌の診断と治療up-to-date 顎下腺癌の治療：　第37回頭頸部癌学会　東京　2013.6月

16.	 岸本誠司：講演：頭蓋底・顔面深部の外科－様々なアプローチ法の検討－.第7回香川頭頸部治療セミナー,高松、2013
年9月

17.	 T Sugimoto, S Kishimoto, K Kawada, Y Kiyokawa, T Okada, H Fujiwara, T Kawano, T Sumi，F Nomura, Y 
Inayoshi, T Ito, H Kawachi：Symposium:Early Detection and Organ Preservation Surgery of the Pharyngeal Cancer 
in Japan "Endoscopic laryngo-pharyngeal surgery using curved distending laryngoscope.  UAE　Cancer Congress 
2013,Dobai,October2013

18.	 岸本誠司：大学院特別講義「頭蓋底外科」。京都府立医科大学耳鼻咽喉科、京都、2013年9月
19.	 杉本太郎, 岸本誠司, 川田研郎, 清川佑介, 藤原尚志, 岡田卓也, 角卓郎, 野村文敬, 稲吉康比呂, 岡田卓也,  河野辰幸：シ

ンポジウム「咽頭・食道癌の内視鏡手術」：下咽頭癌に対するELPSの術後管理についての検討．第65回日本気管食道
科学会、東京、2013年11月

20.	 T Sugimoto, S Kishimoto, K Kawada, Y Kiyokawa, T Okada, N Fujiwara, Y Ogo, T Sumi， F Nomura, Y Inayoshi：
Endoscopic laryngo-pharyngeal surgery using curved distending laryngoscope for early staged hypopharyngeal 
cancer. 第6回喉頭機能温存治療研究会　東京, 2013年11月

21.	 角田篤信、喜多村健、岸本誠司：公募インストラクションコース：耳および側頭骨解剖の効果的な指導～ティール法
検体を用いて. 第23回日本耳科学会、宮崎、2013年11月

22.	 岸本誠司：シンポジウム「小児固形悪性腫瘍の外科的治療」頭頸部の小児肉腫に対する外科治療. 第55回日本証に血液・
がん学会、福岡、2013年11月

23.	 岸本誠司：特別講演「頭蓋底外科」．第10回京都大学頭蓋底セミナー, 京都、2013年12月

マスコミ
  1.	 インターネット－Gooヘルスケア「喉頭がんの検査」監修、2013年3月5日
	 http://health.goo.ne.jp/column/cancer/c001/0019.html
  2.	 サンケイスポーツ　Dr. サンスポ　予防できるがん,2013年3月30日
  3.	 がんサポート　「がん相談QA 口腔がん」、123巻114－115頁,2013年6月
  4.	 きょうの健康「声のかすれ」2013年6月号127ページ
  5.	 テレビ朝日　たけしの家庭の医学「顎関節巨細胞腫」2013年月6月25日放映
  6.	 Astellas Square 2013年8-9月号　12－13頁　No.51 (2013 Vol.9 No.4)　がん患者さんとともに　15　がん治療後の患者

さんを診るために－喉頭がん治療後のフォローアップ　岸本誠司
  7.	 ＮＨＫきょうの健康　健康ダイアリー2014年版「気になるのどの症状」P141、　主婦と生活社、2013年
  8.	 がんサポート　「がん相談QA 口腔がん」128巻110－111頁,2013年11月
  9.	 からころ　30号、KKネグジット総研, 2013年9月
10.	 日刊ゲンダイ「がん治療最前線」下咽頭がんの新手術法 2013年12月19日
11.	 よく分かる医療最前線　第33回　口腔の最新治療　その2口腔がん・咽喉頭がん
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[研究助成金]
  1.	 岸本誠司：平成24年度文部科研費補助金（基盤研究B）：頭蓋底外科における低侵襲かつ安全な頭蓋顔面アプローチ法

の確立に関する研究。課題番号：23390394主任研究者
  2.	 岸本誠司：重粒子線癌治療臨床研究班頭頸部腫瘍臨床研究.
  3.	 全田貞幹：平成25年度厚生労働科学研究費補助金　22-3次がん-一般-033　江角班　研究分担者
  4.	 全田貞幹：平成25年度がん研究開発費　久保田班　分担研究者
  5.	 杉本太郎　平成25年度内視鏡医学研究振興財団研究助成B （研究テーマ／下咽頭早期癌に対する内視鏡下経口的下咽

頭部分切除術の有用性と安全性の検討）





腫瘍放射線治療学分野/ 画像診断・核医学分野
Radiation Therapeutics and Oncology / Diagnostic Radiology and Nuclear Medicine

腫瘍放射線治療学分野
教　　授　渋谷　均(～3月)
助　　教　林　敬二，中川惠子(4月～)
医　　員　中川惠子(～3月)，原田直樹(～9月)，　　
　　　　　佐藤力哉(7月～)

画像診断・核医学分野
准 教 授　大橋　勇，山田一郎
講　　師　花房　薫，岸野充浩
助　　教　牧野朋子(～3月)， 北詰良雄，鳥井原彰，　
　　　　　町田洋一(4月～)，岡澤かおり，
　　　　　中館雅志(4月～9月)，松久顕之(11月～)
医　　員　中館雅志(～3月，10月～)， 
　　　　　藤岡友之(4月～)，岩佐嘉洋(4月～)，
　　　　　角張瑠奈(～3月)，荻原佑介(4月～6月)，
　　　　　山下　航(4月～１０月）
レジデント　藤岡友之(～3月)，
大学院生　町田洋一(～3月)，林　賢子(～3月)，
　　　　　メイス・アブダラメア(～3月)
大学院研究生　矢内秀一(～3月)
研修登録医　牧野朋子(4月～)，本田真希子，
　　　　　　高梨智子, 角張瑠奈(7月～)，
　　　　　　佐藤力哉(6月)，
　　　　　　（教官は併任を含む）

　　
（1）教　育
　新しい放射線科専門医制度では、2年間の卒後臨床研修に引き続く日本放射線学会認定研修施設での3年間の総合研修の後

（卒後6年目）に放射線科専門医認定試験の受験資格が得られる。合格後、放射線治療あるいは画像診断に分かれてさらに2
年間の専門研修の後（卒後8年目）に放射線治療専門医あるいは放射線診断専門医の認定試験受験資格が得られる。
　腫瘍放射線医学分野は平成25年7月より、放射線治療部門を担当する腫瘍放射線治療学分野と画像診断部門を担当する画
像診断・核医学分野に分かれた。ただし、放射線科専門医認定試験は治療・診断共通であるため、3年間の総合研修期間は
治療あるいは診断に分かれることなく研修が行われる予定である。日本医学放射線学会の定める専門医研修カリキュラムガ
イドラインに準拠して約1年間の学内研修に続いて約2年間の学外関連病院での研修が行われるのが一般的である。現在、学
会認定の研修機関として11（都内5，関東6）の学外関連病院がある。専門研修に入る時点で各分野に所属することになろう。
2年間の専門研修後に全員が放射線治療専門医あるいは放射線診断専門医を目指す。また、ほぼ全員が大学院あるいは社会
人大学院に入学し学位取得を目指している。さらに、第1種放射線取扱主任者の資格を得ているものも多い。

（2）診療および研究活動
A．画像診断部門
・CT：放射線診断科として関与するCTは放射線部の2台（64列MDCT）とER室の1台（16列MDCT）の計3台である。

MDCTにより検査数が増加しただけでなく（30415件/2013年）、1mm厚画像やMPR（多断面再構成）画像の読影による診
断能の向上が得られている。

・MRI：放射線診断科として関与するMRIは1.5テスラ装置2台と3テスラ装置の１台の計3台である。これにより検査件数が大
幅に増加した（12505件/2013年）。今年度中にもう１台の3テスラ装置を導入予定であり、さらなる検査件数の増加が見込
まれる。臨床研究のテーマとして、拡散強調像を用いた画像診断法の開発と臨床応用、がある。

・超音波検査：放射線診断専門医によりおもに乳腺、腹部領域の検査を行っている（1026件/2013年）。
・血管造影、Interventional Radiology：血管領域では、肝細胞癌に対するTAE、閉塞性動脈疾患に対するPTAおよびステン

ト留置、骨盤内腫瘍に対する動注、ERからの緊急止血など（401件/2013年）を行っている。非血管領域では、おもに胸部
領域のCTガイド下生検（14件/2013年）、乳腺腫瘤やリンパ節に対する生検（221件/2013年）を施行している。

・乳腺領域：乳腺外科との協力のもと、チーム医療としての乳腺画像診断を担っている。マンモグラフィ読影、超音波検査、
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およびMRI、FDG-PET/CTなどを組み合わせた質の高い画像診断や、画像ガイド下生検、手術範囲マーキングを行い、乳
癌の早期診断、正確な術前診断や、治療方針検討に努めている。臨床研究のテーマとして、乳腺の画像診断と画像ガイド
下生検の集合的利用による乳腺疾患診断法の検討と開発、がある。

B．核医学部門
〔臨床〕2006年11月に2台目のPET/CTが稼動を始め、PET検査は悪性腫瘍を中心に15～16件/日、一般核医学検査は脳・心
筋SPECTを中心に8～10件/日行っている。

〔研究〕中枢神経疾患でのSPECT検査、口腔癌や頭頸部癌の診断におけるPET/CT の有用性に関する研究や、乳癌の診断・
治療におけるPET/CTの有用性に関する研究を行っている。

C．放射線治療部門
　放射線治療部門は口腔癌や前立腺癌、子宮癌の根治小線源治療を大きな特徴としている。これらの分野では症例数と治療
成績において国内外でも代表的施設となっている。また、乳癌、前立腺癌、子宮癌、頭頚部癌などの根治外部放射線治療に
おいても大学病院内外の診療科との協力の結果、国内のトップレベルの症例と成績をあげている。2004年12月からは前立腺
癌のI-125密封小線源治療にも着手し、2010年度に累積200名をこえる症例となった。また2012年にIMRT対応の治療装置３台
体制となった。臨床研究では、これら、豊富で統一されたプロトコールで行われている治療症例における治療成績の向上と
合併症低減のための種々の試行と口腔粘膜の放射線耐要線量の研究についての成果が積み上げられてきている。

（3）業　績
［原　著］

  1.	 Yamada I, Hikishima K, Miyasaka N, Tokairin Y, Kawano T, Ito E, Kobayashi D, Eishi Y, Okano H, Shibuya H. 
Diffusion-tensor MRI and tractography of the esophageal wall ex vivo. J Magn Reson Imaging 2013, doi:10.1002/
jmri.24411.

  2.	 Yamada I, Hikishima K, Miyasaka N, Kawano T, Tokairin Y, Ito E, Kobayashi D, Eishi Y, Okano H. Esophageal 
carcinoma: ex vivo evaluation with diffusion-tensor MR imaging and tractography at 7 T. Radiology (in press).

  3.	 Toriihara A, Nakamura S, Kubota K, Makino T, Okochi K, Shibuya H. Can dual-time-point (18)F-FDG PET/CT 
differentiate malignant salivary gland tumors from benign tumors? Am J Roentgenol 2013;201:639-44

  4.	 Nakamura S, Toriihara A, Okochi K, Watanabe H, Shibuya H, Kurabayashi T. Optimal timing of post-treatment 
[18F]fluorodeoxyglucose-PET/CT for patients with head and neck malignancy. Nucl Med Commun 2013;34:162-167

  5.	 Umezaki Y, Katagiri A, Watanabe M, Takenoshita M, Sakuma T, Sako E, Sato Y, Toriihara A, Uezato A, Shibuya H, 
Nishikawa T, Motomura H, Toyofuku A. Brain perfusion asymmetry in patients with oral somatic delusions. Eur 
Arch Psychiatry Clin Neurosci 2013;263:315-323

  6.	 Takagi Y, Toriihara A, Nakahara Y, Yomota M, Okuma Y, Hosomi Y, Shibuya M, Okamura T. Eligibility for 
bevacizumab as an independent prognostic factor for patients with advanced non-squamous non-small cell lung 
cancer: a retrospective cohort study. PLoS One 2013;8:e59700(Epub 2013 Mar.26)

  7.	 Machida Y, Takemoto A, Ban D, Yoshimoto T, Mihara M, Shibuya H. Adrenal cortical adenoma arising from an 
adrenohepatic union. Jpn J Radiol. 2013 Sep;31(9):623-6. doi: 10.1007/s11604-013-0211-y. Epub 2013 May 18.

  8.	 Nakadate M, Yoshida K, Ishii A, Koizumi M, Tochigi N, Suzuki Y, Ryu Y,　Nakagawa T, Umehara I, Shibuya H. Is 
18F-FDG PET/CT useful for　distinguishing between primary thyroid lymphoma and chronic　thyroiditis? Clin 
Nucl Med. 2013;38: 709-714

  9.	 Kojima M, Shibuya H, Hayashi K, Yuasa‐Nakagawa K, Harata N. Steady decrease　of the time interval between 
the occurrence of the primary and subsequent　primary early (stage I-II) head and neck cancers. World Journal of
　Epidemiology and Cancer Prevention 2013; 2: 1-7.

10.	 五味直哉、國分優美、堀井理絵、亀井桂太郎、藤田崇史、大西清、矢形寛、坂本尚美、小野稔、福間英佑、渡辺良二、
位籐俊一：血性乳頭分泌を呈して来院した非触知乳癌の診断 乳腺甲状腺超音波医学：2（１）38-42 , 2013

11.	 亀井桂太郎、位籐俊一、五味直哉、渡邉良二、小野稔、福間英佑、大西清、矢形寛、橋本秀行、藤田崇史、坂本尚美、
秋山太：乳癌検診で発見された腫瘤像非形成性病変の診断　乳腺甲状腺超音波医学:2（３）28ー32  2013

[総説]
  1.	 五味直哉、國分優美、小泉満、松枝清：癌取り扱い規約からみた悪性腫瘍の病期診断と画像診断　2013 　乳癌臨床放

射線：58　1575-1592  2013
  2.	 松枝清、叶篤浩、植野映子、小山眞道、五味直哉、田中宏子、山田恵子、河野敦：癌取り扱い規約からみた悪性腫瘍

の病期診断と画像診断　2013　肝・胆道　臨床放射線：58 　1513-1535  2013
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  3.	 五味直哉: 乳腺疾患の臨床　-放射線科医に求められる役割- 画像診断: 23（９）	  972-982  2013
  4.	 五味直哉、伊藤良則、笹野公伸、深田一平：症例検討会　術前薬物療法の効果判定　第4回　Cancer Board　乳癌 ６（１）

5～23　2013
  5.	 五味直哉　伊藤良則　笹野公伸　深田一平：症例検討会　術前薬物療法の効果判定　第5回 Cancer Board　乳癌: ６

（２） 105～122  2013
  6.	 五味直哉：乳房ＭＲＩの実際：有用性と基盤となる技術　Rad Fan：11（14） 42～45 2013
  7.	 久保田一徳　マンモグラフィ検診―現状と今後の展開　からだの科学2013春号　24-27　2013
  8.	 久保田一徳　町田洋一　片山貴　岡澤かおり　藤岡友之　渋谷均　乳房MRIの読影方法 －BI-RADS-MRI－臨床放射

線 58:517-528　2013
  9.	 久保田一徳　町田洋一　片山貴　岡澤かおり　藤岡友之　大橋勇　乳房MRI―BI-RADS-MRIに基づいた画像評価方法

―　画像診断33（9）1005-1017　2013
10.	 久保田一徳　町田洋一　藤岡友之　中川剛士　佐藤隆宣　渋谷均　癌の術後の画像診断、乳癌　画像診断33（11）

38-49　2013

[著書]
  1.	 山田一郎：磁気共鳴画像 (MRI) 検査. In: 系統看護学講座　臨床検査 (第7版). (奈良信雄 編). 医学書院, 東京, 323-327, 

2013.
  2.	 五味直哉：乳がんの検査と診断　ＭＲＩ検査　ＣＴ検査　骨シンチグラフィ　乳がん患者ケア：46～60 学研メディカ

ル秀潤社　2013
  3.	 五味直哉：ケースファイル 扁平上皮癌	 乳癌画像診断　最前線170～172　南江堂　2013
  4.	 五味直哉：ケースファイル 髄様癌 乳癌画像診断　最前線　173～176　南江堂　2013
  5.	 五味直哉：ケースファイル  乳腺線維症 乳癌画像診断　最前線 198～200　南江堂　2013
  6.	 五味直哉：ケースファイル 過誤腫  乳癌画像診断 最前線　201～203　南江堂　2013
  7.	 久保田一徳：PET/CT、乳房画像診断最前線　106-109　南江堂　2013
  8.	 久保田一徳（共同執筆）：科学的根拠に基づく乳癌学会ガイドライン２疫学・診断編2013年版　日本乳癌学会編　金

原出版　2013
  9.	 久保田一徳（共同執筆）：日本医学放射線学会ガイドライン2013年版　日本医学放射線学会、日本放射線科専門医会・

医会編　金原出版　2013

[学会]
  1.	 Yamada I, Hikishima K, Miyasaka N, Tokairin Y, Kawano T, Ito E, Kobayashi D, Eishi Y, Okano H, Shibuya H. 

Esophageal Carcinoma: evaluation with diffusion-tensor MR imaging and tractography ex vivo. The 99th Scientific 
Assembly and Annual Meeting of the Radiological Society of North America, Chicago, USA, December, 2013.

  2.	 Yamada I, Miyasaka N, Hikishima K,Tokairin Y, Kawano T, Ito E, Kobayashi D, Eishi Y, Okano H, Shibuya H. Ultra-
high-field (7.0-T) MR imaging of esophageal carcinoma ex vivo: correlation of high-spatial-resolution MR images and 
histopathologic findings. The 99th Scientific Assembly and Annual Meeting of the Radiological Society of North 
America, Chicago, USA, December, 2013.

  3.	 Kubota K, Machida Y, Katayama T, Okazawa K, Fujioka T, Toriihara A,Ohashi I. How to Use Multiple Modalities 
for Diagnosis of Axillary　Lymph Node and Other Axillary Diseases? RSNA 2013 annual meeting, Dec　2013, 
Chicago, USA

  4.	 J. Isogai, M. Miyazaki, T. Yamada, T. Miyata. Non-contrast high resolution MR venography of lower extremity 
perforating veins. 21th ISMRM, April 2013, Salt Lake City, US

  5.	 Toriihara A, Kitazume Y, Kubota K, Machida Y, Nakadate K, Okazawa K, Makino T, Shibuya H. Comparison of 
FDG-PET/CT images between chronic renal failure patients on hemodialysis and controls with normal renal 
function. SNNMI 60th Annual Meeting, June 8-12, 2013, Vancouver, BC, Canada

  6.	 五味直哉、國分優美、岩瀬拓士、秋山太：症例呈示「この症例次のステップは」The 8th The Breast Care Course　
2013/1/13東京

  7.	 國分優美、五味直哉、岩瀬拓士、秋山太：症例呈示「血性乳頭分泌」第9回　MRマンモグラフィ研究会2013/1/12東
京

  8.	 松久顕久、大山潤、森耕一：胃穿通を来たした膵仮性嚢胞内出血に対して左胃動脈仮性動脈瘤をTAEにて治療した一
例　第49回日本医学放射線学会秋季臨床大会　2013/10　名古屋　

  9.	 大山潤、松久顕久、森耕一：上甲状腺動脈の仮性動脈瘤に対しコイル塞栓術を施行した一例　第49回日本医学放射線
学会秋季臨床大会　2013/10　名古屋
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10.	 大山潤、松久顕久、森耕一：胸部大動脈解離および瘤患者のAdamkiewicz動脈、気管支動脈、肋間/肋下動脈の描出
に関する検討　第72回日本医学放射線学会総会　2013/4　横浜

11.	 大山潤、松久顕久、森耕一、芳村雅隆、山本信二：発症時辺縁系脳炎が疑われたglioblastomaの一例　第26回茨城県
脳腫瘍治療研究会　2013/3　つくば

12.	 大山潤、松久顕久、森耕一：当院における成人の低酸素脳症4例の頭部MRI所見の報告　第62回日本農村医学会学術
総会　2013/11　福島

13.	 森耕一：卵巣癌治療中に肺塞栓が疑われた67歳女性　第36回茨城県画像診断研究会　2013/10　つくば
14.	 嶋田謙、土屋純一：MMC添加1mm径ジェルパート単独による塞栓術が著効したAP　shuntを伴うHCCの一例　第7回

IVR技術交流会　2013/3　東京
15.	 嶋田謙、土屋純一：vasa rectaへの超選択的なマイクロカテーテルの挿管が困難な憩室出血に対してNBCA-Lipiodolに

よる塞栓術が有効だった1例　第7回IVR技術交流会　2013/3　東京
16.	 嶋田謙、土屋純一、荻原佑介：希釈ボスミンを用いたB-TACEについて　第8回IVR技術交流会　2013/7　東京
17.	 岸野充浩、北詰良雄、中館雅志、藤岡友之、工藤篤、竹口友有子、竹口隆也、大橋勇、渋谷均　神経内分泌腫瘍肝転

移に対するLipiodol-TACE/TAIの有効性-当院における初期治療成績　第４２回 日本IVR学会総会、2013/5 軽井沢
18.	 久保田一徳、町田洋一、片山貴、岡澤かおり、藤岡友之、角張瑠奈、 佐藤隆宣、中川剛士、永原誠、田村宜子、石場

俊之、笠原舞、森弘樹、根木真理子、河内洋、杉原健一、渋谷均：当院における乳腺のマルチモダリティ診断、
BI-RADS-MRIでの報告とマネージメントを中心に、第28回お茶の水乳腺研究会　2013/1　東京

19.	 久保田一徳　シンポジウム・MRI：乳管内病変の診断と鑑別診断　第22回日本乳癌画像研究会　2013/2　東京
20.	 久保田一徳　教育講演・乳腺MRIの利用方法　第32回日本画像医学会　2013/2　東京
21.	 久保田一徳、町田洋一、片山貴、鳥井原彰、岡澤かおり、藤岡友之、角張瑠奈、牧野朋子、渋谷均：腋窩リンパ節の

マルチモダリティ診断　第72回日本医学放射線学会総会　2013/4　横浜
22.	 久保田一徳　ランチョンセミナー・乳癌の診断と治療の最前線・PETを含めた乳癌の画像診断　第13回日本核医学会

春季大会　2013/4　東京
23.	 久保田一徳、笠原舞、杉本斉、林祐二、渋谷均：任意型乳癌検診におけるマンモグラフィ・超音波検査の判定状況と

今後の課題について　第21回日本乳癌学会学術総会　2013/6　浜松
24.	 久保田一徳　乳房MRI　第２回湯島乳腺画像研究会　2013/7　東京
25.	 久保田一徳　乳癌診療におけるPET／CTの有用性　第42回埼玉核医学研究会 2013/10　大宮
26.	 鳥井原彰、石橋洋則、鈴木志保、久保田一徳、牧野朋子、大久保憲一、渋谷均：FDG-PET/CTが施行された胸膜原発

巨大孤立性線維性腫瘍の一例. 第78回日本核医学会関東甲信越地方会　2013/1　東京
27.	 鳥井原彰、中館雅志、久保田一徳、中村伸、大橋勇：画像診断医が悪性リンパ腫の可能性を考慮したFDG-PET/CT所

見と最終診断. 第53回日本核医学会学術総会　2013/11　福岡
28.	 上里彰仁、豊福明、梅崎陽二朗、鳥井原彰、神戸陽、甫母瑞枝、玉井眞一郎、山本直樹、車地暁生、西川徹：Oral 

PRSを用いた口腔異常感の評価. 第109回日本精神神経学会学術総会　2013/5　福岡
29.	 鳥井原彰：悪性リンパ腫を疑った40歳代男性の2症例. 第6回TOPIC　2013/9　東京
30.	 町田洋一、 久保田一徳、片山貴、岡澤かおり、藤岡友之、角張瑠奈、佐藤隆宣、中川剛士、永原誠、石場俊之、笠原舞、

田村宣子、渋谷均: MRIガイド下生検可能な施設における病変マネージメント　第22回日本乳癌画像研究会　2013/2  
東京

31.	 町田洋一、久保田一徳、佐藤隆宣、中川剛士、渋谷均: 乳房内に広範囲な進展を呈した　浸潤性微小乳頭癌の一例 第
32回日本画像医学会　2013/2　東京

32.	 町田洋一、久保田一徳、片山貴、岡澤かおり、藤岡友之、角張瑠奈、佐藤隆宣、中川剛士、永原誠、田村宜子、石場
俊之: 乳癌症例における病側優位のbackground parenchymal enhancement 概念としての提唱とその特徴の検討　第
21回日本乳癌学会学術総会　2013/6　静岡

33.	 町田洋一　乳房再建における画像診断の役割　第2回湯島乳腺研究会　2013/7　東京
34.	 町田洋一、北詰良雄、若林晶、梶山明日香、若菜公雄、久保田俊郎: ギナンドロブラストーマの一例 第14回JSAWI 

2013/9　兵庫
35.	 町田洋一、森弘樹、久保田一徳、植村法子、佐藤隆宣、中川剛士、大橋勇: 深下腹壁動脈穿通枝皮弁(DIEP flap)　低

電位撮像MDCTとMRIを用いた術前評価　第1回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会　2013/9　福岡
36.	 町田洋一、久保田一徳、大橋勇: 加齢に伴う乳房の形状変化　腹臥位画像の解析から　2013/10　東京
37.	 角張瑠奈、久保田一徳、町田洋一、片山貴、岡澤かおり、藤岡友之、渋谷均、佐藤隆宜、中川剛士、永原誠：男性乳

房に発生した良性腫瘍5例の検討、第21回日本乳がん学会総会　2013/6　浜松　
38.	 片山貴、海老島瑠奈、須藤拓馬、諸橋大樹、山崎悦夫：一円硬貨を誤飲した一例　単純X線写真で1円硬貨はどう写る？  

第49回日本医学放射線学会秋季臨床大会　2013/10　名古屋　
39.	 角張瑠奈、片山貴、山崎悦夫：腹膜垂炎の3例、第49回日本医学放射線学会秋季臨床大会　2013/10　名古屋　
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40.	 中館雅志、三瀬葉子、藤井隼彦、原田直樹、龍嘉治、中川達生、鈴木良夫、田中信孝、渋谷均　上澄み便サイン：拡
張結腸における腸管壊死の新たなCT所見　第72回日本医学放射線学会総会　2013/4　横浜

41.	 中館雅志、岸野充浩、北詰良雄、藤岡友之、遠藤彰、後藤文男、藤井俊光、渡辺守、渋谷均　出血性ショックを来し
た小腸出血に対し塞栓術を施行して救命し得た腸チフスの1例　第42回日本IVR学会総会　2013/5　軽井沢

42.	 中館雅志、岸野充浩、北詰良雄、藤岡友之、竹口友有子、岡本師、稲葉雄一郎、岸本誠司、渋谷均　甲状腺AVM塞
栓術にtriple coaxialシステムが有用であった1例　第42回日本IVR学会総会　2013/5　軽井沢

43.	 中館雅志、北詰良雄、伴大輔、渡辺まゆみ、大橋勇、渋谷均　肝子宮内膜症の1例　第27回日本腹部放射線研究会　
2013/6　宇都宮

44.	 中館雅志、石橋洋則、大西威一郎、鳥井原彰、久保田一徳、大久保憲一、明石巧、大橋勇：FDG-PET/CTが施行され
た気管支原発神経鞘腫の一例　第79回日本核医学会関東甲信越地方会　2013/7　東京

45.	 松久顕之、大山潤、森耕一　消化管出血に対するTAE　第33回つくばIVRカンファレンス　　2013/07　つくば
46.	 中川惠子、原田直樹、三浦雅彦、渡邉裕、戒田篤志　口腔内放射線小線源組織内照射治療のlearning curve　日本腫

瘍放射線学会第26回学術大会　2013/10　青森
47.	 久能木裕明、北條秀博、平井崇久、伊藤佳菜、中代真弓、朝比奈泰斗、斉藤アンネ優子、石倉聡、原田直樹、中川惠子、

笹井啓資　膣を主病変とした子宮頸癌に対する手製シリンダでの腔内＋組織内照射の初期体験　日本腫瘍放射線学会
第26回学術大会　2013/10　青森

48.	 藤岡友之、久保田一徳、町田洋一、片山貴、岡澤かおり、牧野朋子、鳥井原彰、渋谷均　DCISにおけるFDG-PET/
CT　第22回日本乳癌画像研究会　2013/02　東京

49.	 藤岡友之、鳥井原彰、牧野朋子、久保田一徳、中村伸、大河内清、渋谷均　A Study on Evaluation of Detectability 
to Recurrence of Olfactory Neuroblastoma after Surgery with FDG-PET/CT　第72回医学放射線学会総会　2013/04  
横浜

50.	 藤岡友之、久保田一徳、町田洋一、片山貴、岡澤かおり、角張瑠奈、佐藤隆宣、中川剛士、永原誠、田村宜子、石場
俊之、笠原舞、針生検でDCISと診断された場合のFDG-PET/CTの有用性の検討　第21回日本乳癌学会学術総会  
2013/06　静岡

51.	 藤岡友之、岸野充浩、中館雅志、北詰良雄、竹口友有子、大橋勇　経皮的腎血管形成術後にネフローゼ症候群の増悪
と高血圧の遷延を認めた1例　第8回日本IVR学会関東地方会　2013/07　東京

52.	 藤岡友之、久保田一徳、岡澤かおり、町田洋一、永原誠、中川剛士、佐藤隆宣、大橋勇　線維腺腫として経過観察し、
11年目に浸潤性乳管癌と診断した腫瘤の1例　第70回東京乳腺研究会　2013/12　東京

[研究助成金]
  1.	 山田一郎　伊藤栄作. 平成25年度文部科学省科学研究費補助金・基盤研究 (Ｃ) (一般) 「高分解能MR内視鏡の開発と

その臨床的有用性に関する研究」: 課題番号23591753.
  2.	 北詰良雄　平成25年度土田直樹研究助成金「MR enterocolonographyによる先進的な非侵襲的クローン病疾患活動性

評価システムの開発」

[その他]
受賞
  1.	 Ichiro Yamada, Distinguished Reviewer Award of JMRI (Journal of Magnetic Resonance Imaging). International 

Society of Magnetic Resonance in Medicine, 2013/4.
  2.	 北詰良雄、大橋勇、鳥井原彰、田浦新一、佐藤真優子、中港秀一郎、渋谷均： 肝限局性病変の拡散強調MR画像：標

準法および改変法によるmonoexponential modelの比較　Cypos賞 Gold medal　第72回日本医学放射線学会総会  
2013/4　横浜

  3.	 町田洋一　第32回日本画像医学会　フィルムリーディング優秀賞　2013/2　東京





顎 顔 面 解 剖 学 分 野
Maxillofacial Anatomy

教　　授　柴田俊一
准 教 授　寺島達夫
助　　教　鹿野俊一，
　　　　　阿部達彦(〜3月)
大学院生　守田　剛(4月～），
　　　　　藤川芳織(4月～），

（1）教育
　顎顔面領域に存在する諸器官の機能を形態学的に理解させるとともに、臨床および基礎的研究の場において遭遇する種々
の生体反応の現象を形態学的見地から評価する能力を身につけさせる。

（2）研究
　顎顔面口腔領域を構成している組織（歯、歯周組織、顎骨、口腔粘膜等）の構造と機能について肉眼ならびに微細構造学
的に検討を行うとともに、歯ならびに顎骨の発生と再生に関し、比較解剖学的見地から研究している。
　また、近年歯科臨床分野において多用されている人工材料の顎骨や歯牙への適応性に関する研究も行っている。

　主な研究テーマは以下のようである。
１．下顎頭軟骨の構造上の特徴に関する研究
２．歯肉接合上皮の接着機構の解明
３．歯ならびに歯周組織の発生と再生に関する比較解剖学的研究
４．口腔粘膜の基本構造に関する観察
５．国際解剖学名（ラテン語名）の分析と分類、および対応する日本語名との比較
６．長期間器官培養法を用いた歯根形成に関する細胞生物学的研究
７．エナメル質形成不全ラット（ami）を用いたエナメル質形成機構の解析
８．歯と歯周組織形成における歯小嚢の役割の解析
９．歯胚のヒアルロン酸合成に関する研究
10．顎骨の再生に関する研究

（3）研究業績
[原著]
  1.	 Baba O, Ota MS, Terashima T, Tabata MJ, Takano Y: Expression of transcripts for fibroblast growth factor 18 and 

its possible receptors during postnatal dentin formation in rat molars. Odontology. 2013 Dec 28. [Epub ahead of 
print]

  2.	 Hinata N, Murakami G, Abe S, Shibata S, Morizane S, Honda M, Isoyama T, Sejima T, Takenaka A: Coexistence of 
elastic fibers with hyaluronic acid in the human urethral sphincter complex: A histological study.　J Urol, 190: 1313-
1319, 2013.

  3.	 Kakhlon O, Glickstein H, Feinstein N, Liu Y, Baba O, Terashima T, Akman HO, Dimauro S, Lossos A: Polyglucosan 
neurotoxicity caused by glycogen branching enzyme deficiency can be reversed by inhibition of glycogen synthase. 
J Neurochem, 127(1):101-113, 2013 Oct.

  4.	 Kim JH, Parkkila S, Shibata S, Fujimiya M, Murakami G, Cho BH: Expression of carbonic anhydrase IX in human 
fetal joints, ligaments and tendons: a potential marker of mechanical stress in fetal development?  Anat Cell Biol: 
46(4): 272-284, 2013 Dec.

  5.	 Oishi A, Terashima T, Miyashin M, Takagi Y: Repair processes of experimental root fractures in rat molars 
examined by histopathological techniques and 3D micro-CT imaging.　Pediatr Dent J, 23: 8-15, 2013.

  6.	 Shibata S, Cho KH, Kim JH, Abe H, Murakami G, Cho BH: Expression of hyaluronan (hyaluronic acid) in the 
developing laminar architecture of the human fetal brain. Ann Anat, 195(5):424-430, 2013 Oct.

  7.	 Shibata S, Sato R, Murakami G, Fukuoka H, Rodríguez-Ｖázquez JF: Origin of mandibular condylar cartilage in mice, 
rats, and humans: Periosteum or separate blastema? 　J Oral Biosci, 55: 208-216, 2013.

  8.	 Shibata S, Sakamoto Y, Baba O, Qin C, Murakami G, Cho BH: An immunohistochemical study of matrix proteins in 
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the craniofacial cartilage in midterm human fetuses.  Eur J Histochem, 57, No. 4: e.39, 2013.

[著書]
  1. 	柴田俊一: 5章-6　末梢神経系, 7　神経系の主な伝導路.「人体の構造と機能1 解剖学・組織発生学・生理学」 第1版４刷 , 

全国歯科衛生士教育協議会 監修, 医歯薬出版, 東京, 159-169, 2013.1.20.

[学会]
(海外・国際)
  1. 	Fukuoka H and Shibata S: Effect of beta-xyloside on mandibular condylar cartilage formation. The 91st General 

Session & Exhibition of the IADR, with the 37th Annual Meeting of the CADR, March 20-23, 2013, Seattle, 
Washington, USA.

  2. 	Ikeda Y, Yonemitsu I, Takei M, Shibata S, Ono T: Nonphysiological loading leads to osteoarthritis-like changes in 
the hypofunctional temporomandibular joint in growing rats. The 46th Annual Scientific Congress Korean 
Association of Orthodontists 2013, Oct.31-Nov.2, 2013, International Convention Center Jeju, Korea.

  3. 	Shibata S: Effect of β-xyloside on tooth germ formation in organ culture system.  International Symposium Frontier 
Meeting, Seoul/Jeonju 2013, Feb. 12-15, 2013, Korea.

(国内)
  1. 	大石敦之, 寺島達夫, 宮新美智世, 高木裕三: 根未完成歯に実験的に作製した外傷性歯根破折の修復過程―病理組織切片

と3次元マイクロCTイメ－ジングによる観察. 日本小児歯科学会関東地方会, 2013年10月27日, 神奈川.
  2. 	林 海里, 高橋敏幸,　田辺麻衣, 三ツ山晃弘, 堀江正樹, 榎本光裕, 柴田俊一, 柳下和慶, 上野俊明: ラット頭蓋骨欠損モデ

ルを用いた骨欠損治癒に対する高気圧酸素治療の効果.　第24回日本スポ－ﾂ歯科医学会総会・学術大会, 平成25（2013）
年6月29・30日, 東京.

  3. 	柴田俊一: 東京医歯大における医歯合同解剖学実習における初年度の結果について. 北海道医療大学歯学部第31回学術
大会, 平成25（2013）年3月9日, 札幌.

[研究助成金]
  1. 	歯胚、歯牙形成細胞が合成するプロテオグリカン、ヒアルロン酸の構造と機能の研究　 科学研究費基盤研究（Ｃ） 継

続　研究代表者：柴田俊一

[その他]：特許、受賞、学会主催など
特許・発明
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認 知 神 経 生 物 学 分 野
Cognitive Neurobiology

教　　授　泰羅雅登
講　　師　小島久幸
助　　教　勝山成美
技術補佐員　臼井信男
非常勤講師　神代真里
博士研究員　藤原寿理
大学院生　舘枝里子，水谷真之，
　　　　　今井祐子，河野葉子，
　　　　　山本真弓，山手千里

（1）教育
1.「神経系の機能Ⅰ（神経生理学総論、運動機能）」ユニットの講義
　感覚、知覚、運動にかかわる末梢、中枢神経系の機能についての講義を行う。活動電位の発生・伝導の機序、シナプスの
伝達機序、骨格筋収縮メカニズム、筋伸展受容器および脊髄・脳幹・小脳・大脳基底核・皮質運動野の機能について学習する。
2.「神経系の機能 II（知覚、情動、本能、睡眠、高次機能）」ユニットの講義
　感覚、知覚、運動にかかわる末梢、中枢神経系の機能についての講義を行う。感覚系の機能、情動・本能・睡眠の神経機構、
高次脳機能について学習する。
3.「生命維持のための生体機能」ユニットの講義
　人体生命維持システムの機能を習得する。自律神経の構造と機能、循環、呼吸、消化・吸収、体液・体温調節・代謝、排泄・
体液調節、内分泌と生殖の機能について学習する。
4.「口腔生理」ユニットの講義
　人体における末梢神経系と感覚器の構成と役割についての講義を行う。口腔領域の体性感覚機能、正常な咀嚼と嚥下の神
経制御機構、唾液の分泌機構、口腔領域の痛みについて学習する。
5.「生理学実習」ユニット
　人体が正常に機能する「しくみ」について実験を通して実体験し、得られたデータを正確な解釈のもとに組み立てて現象
を論理的に考察する。

（2）研究
1.　運動、行動制御に関わる脳機能の解明
　　Neural mechanisms of motor control.
　運動、行動の発現とその調節にかかわる脳内メカニズムについて、動物とヒトを対象として研究する。

2.　知覚、認知に関わる脳機能の解明
　　Neural mechanisms for perception and cognition.
　視覚と触覚による対象の知覚と認知にかかわる脳内メカニズムについて、動物とヒトを対象として研究する。

3.　大脳皮質聴覚野における自然音の処理機構
　　Processing of natural sounds in auditory cortex.
　様々な自然音弁別に際し一次聴覚野と聴覚連合野がどのように情報処理に関わっているのかを動物を用いて研究する。

（3）研究業績
[原著]
  1.	 Fujiwara, J., Usui, N., Park, S.Q., Williams, T., Iijima, T., Taira, M., Tsutsui, K., Tobler, P.N. (2013): Value of freedom 

to choose encoded by the human brain.  J Neurophysiol. 110:1915-1929.
  2. 	Kawakubo, N., Miyamoto, JJ, Katsuyama N., Ono,. T., Honda, E.I., Kurabayashi, T., Taira, M., Moriyama, K. (2013): 

Effects of cortical activations on enhancement of handgrip force during teeth clenching: An fMRI study. 
Neuroscience Research, in press.  

  3. 	Murakami, T., Matsukawa, M., Katsuyama, N., Imada, M., Aizawa, S., Sato, T. (2013).  Stress-related activities 
induced by predator odor may become indistinguishable by hinokitiol odor.  Neuroreport 23:1071-1076.  
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  4. 	Takarada, Y., Ohki, Y., Taira, M. (2013) : Effect of transient vascular occlusion of the upper arm on motor evoked   
potentials during force exertion. Neurosci Res. 76:224-229.

  5. 	Yamaoka, A., Koike, H., Sato, T., Kanayama, K., Taira, M. (2013): Standard electrocardiographic data of young 
Japanese monkeys (Macaca fusucata). J Am Assoc Lab Anim Sci. 52:491-494.

  6. 	河野葉子、杉本久美子. (2013) 歯肉縁下用超音波スケーラーチップの摩耗が歯石除去効率と除去後の表面性状に与える
影響の実験的検討. 日本歯科衛生学会誌8: 35-42.  

[著書]
  1.	 第4版 カールソン神経科学テキスト 脳と行動 丸善出版 (2013/5/31) 監修, 翻訳: 泰羅 雅登、中村 克樹

[総説]
  1.	 泰羅雅登（2013）：体性感覚、Clinical Neuroscienc、31:53-55.
  2. 	泰羅雅登（2013）：1枚のスライド、BRAIN and NERVE、65:99-105.
  3. 	泰羅雅登（2013）：脳の神話：錯視をめぐって、顎機能誌、20:1-5.
  4. 	泰羅雅登（2013）：脳科学で語ろう!「咀嚼」はすこぶる「脳」にいい!、歯科衛生士、37:88-95
  5. 	勝山成美（2013）：『人間の視覚情報処理－陰影による奥行き知覚の例－』「映像情報メディア学会誌」68:46-51.

[学会]
（国内）

  1.	 庄井和人、笛木賢治、臼井信男、五十嵐順正：部分床義歯の人工歯列の短縮が咀嚼時の脳活動に及ぼす影響、日本補
綴歯科学会第122回学術大会、福岡、平成25年５月18日、19日。

  2. 	澤田亜理沙、島崎一夫、大森浩子、倉林亨、泰羅雅登、小野卓史：矯正歯科治療による疼痛における認知行動療法の
効果の検討、第78回口腔病学会学術大会、東京、平成25年12月７日。

  3. 	勝山成美、臼井信男、野瀬　出、泰羅雅登（2013） キャストシャドウによる奥行き知覚における光源方向の推定。第
36回日本神経科学大会。京都、2013年６月20日。

  4. 	石田倫裕、小島久幸、沼田亮太、杉本俊二、堀川順生：自然音に対する条件付後のモルモット聴覚皮質の活動変化。
日本音響学会聴覚研究会。愛知、平成25年11月28、29日。

  5. 	堀川順生、小島久幸、古川茂人：学習後の聴覚皮質活動の変化およびレーザー照射による質活動抑制。生理学研究所
神経分化研究部門セミナー、岡崎。平成25年２月20日。

  6. 	河野葉子、渋谷耕司、杉本久美子：クロモジ精油が唾液分泌および自律神経活動に及ぼす効果. 第78回口腔病学会、
東京、平成25年12月7日。

（海外・国際）
  1.	 Fujiwara, J,, Usui, N., Park, S.Q., Williams, T., Iijima, T., Taira, M., Tsutsui, K., Tobler, P.N.: Value of freedom to 

choose encoded by the human brain.  Annual meeting of the Society for Neuroeconomics. EPFL, Lausanne, 
Switzerland. Sep 27, 2013.  

  2. 	Fujiwara, J., Usui, N., Park, S.Q., Williams, T., Iijima, T., Taira, M., Tsutsui, K., Tobler, P.N.: Value of freedom to 
choose encoded by the human brain.  International symposium on "Prediction and Decision Making" by Grant-in-Aid 
for Scientific Research on Innovative Areas, MEXT, JAPAN　Kyoto, Japan. October 13, 2013.  

  3. 	Numata, R., Ojima, H., Ishida, T., Taira, M., and Horikawa, J.: Plastic changes of the auditory core fields after 
behavioral conditioning to a natural sound. Association for Research in Otolaryngology. Baltimore, USA. February 
16-20, 2013.

  4. 	Ojima, H., Tachi, E., and Taira, M.:  Sound recognition by guinea pigs: spectral and temporal cues and interval 
changes. Auditory Research Forum, Shiga, Japan. December 14-15, 2013. 

  5. 	Yoko Kono, Aya Yamagami, Koji Shibuya, Kumiko Sugimoto. Effects of odor of arborous essential oil on saliva and 
relaxation. Istanbul, Turkey, August 30, 2013

[研究助成金]
  1.	 泰羅雅登：文部科学省科学研究費基盤研究（C）空間認知地図の神経基盤の解明、平成24−26年度研究代表者（課題

番号：２４５００３７７）
  2. 	泰羅雅登：厚生労働科学研究費補助金　都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応、 平成23−25

年度　研究分担者（課題番号：H23-認知症-指定−004）
  3. 	藤原寿理：文部科学省科学研究費助成事業（科学研究費補助金）特別研究員奨励費、 平成24−26年度（研究代表者課
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題番号：24・3478）
  4. 	勝山成美：基盤研（C）「陰影による三次元運動視のメカニズムの研究」、平成23−25年度  研究代表者 （課題番号：

23500382）
  5. 	勝山成美：新学術領域『質感脳情報学』公募研究「アクティヴタッチによる質感知覚における視覚情報の影響」、平

成25−26年度  研究代表者 （課題番号：２５１３５７１１）
  6. 	小島久幸：文部科学省科学研究費基盤研究（C) 社会行動を利用したモルモット音識別の音響および神経基盤、平成

23−25年度  研究代表者（課題番号 : ２２５００３６８）
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分 子 発 生 学 分 野
Molecular Craniofacial Embryology

教　　授　井関祥子
准 教 授　池田正明
講　　師　太田正人(〜3月)
非常勤講師　土居洋文，山田俊平，奥原　滋
共同研究員　二宮洋一郎
大学院生(博士)　Prasitsak Thanit，Endrawan Pratama，
　　　　　古寺敏子(4月〜)，Charoenlarp Ponkawee(10月〜)
大学院生(修士)　大森逸美(4月〜)
派遣大学院生
　　　　　町田章彦(顎顔面外科学分野)(〜3月)，
　　　　　張　馗(インプラント・口腔再生医学分野），
　　　　　笠原由紀(咬合機能矯正学分野)(10月〜)
外国人研究者　Khandakar Abu Shameem MD. Saadat(〜3月)
大学院研究生　古寺敏子(〜3月)，Mya Nandar(4月〜)，	
　　　　　　　町田章彦(顎顔面外科学分野)(4月〜)
事務補佐員　　森中香織

（1） 教育
　本分野は、口腔顎顔面の細胞増殖・分化、形態形成等の発生機構の解明と、これら研究成果の再生医療への展開を研究領
域とする。この領域内で大学院生は自らの研究テーマを、指導教官の助言のもとに可能な限り独力で見つけ出し、問題を設
定する。さらに、この問題を解決するために分子生物学および分子発生学の知識と手法、ならびに細胞・組織・器官培養法、
全胚培養法等を含む哺乳類胚操作技術を必要に応じて修得するとともに、感性を磨き、論理構築力を養い、英語で論文を書
きあげる力を育成する。

（2）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している。
1.  哺乳類口腔顎顔面発生の分子機構の解明
　哺乳類の口腔顎顔面は脊椎動物の中でも複雑に構成されている。この器官の発生の分子的機構を、歯牙、口蓋、および
頭蓋冠に重点をおいて記述し、他の脊椎動物と比較する。

2.  硬組織再生への発生メカニズムの応用
　顔面口腔領域の再生の中心は硬組織再生である。上記研究によって得られた歯牙や骨の発生メカニズムとナノテクノロ
ジーを組み合わせた臨床応用への可能性について検討する。

3.  口腔領域の組織幹細胞の同定および組織幹細胞維持に関わる分子機構の解析
　口腔領域の組織は比較的修復能が高く、細胞の代謝回転も盛んであることが知られているが、それに関わる組織幹細胞
の局在領域や維持機構、さらに組織幹細胞からの細胞の分化機構などについての情報は非常に少ない。本研究では、味蕾
や歯周組織を材料として組織幹細胞の維持に関わる候補遺伝子を探索し、組織幹細胞の局在や維持機構を明らかにし、さ
らにこれを基盤にしたcell-based therapyへの展開を目標としている。

4.  発生・再生、細胞分化および癌における転写制御機構
　発生・再生、細胞分化および癌などの生命現象に関与する転写制御機構について、核内高次機能およびエピジェネティ
ックな制御の観点から研究をおこなう。核内高次機能については、細胞の細胞増殖およびストレス応答における核マトリ
クス結合因子の機能解析をおこない、クロマチンDNAと核内構造との相互作用を明らかにする。エピジェネティックな制
御ついては、間葉系幹細胞の多分化能および体細胞のリプログラミングにおける分子機構を解析するとともに、解明した
研究成果を新しい硬組織再生医療の開発へと展開することを目指す。

（3）研究業績
[原著]
  1.	 Nagayama T., Okuhara S., Ota M.S., Tachikawa N., Kasugai S., Iseki S. (2013) FGF18 accelerates osteoblast 

differentiation by upregulating Bmp2 expression. Congenit. Anom. 53 (2): 83-88.
  2.	 Kameda Y., Saitoh T., Nemoto N., Katoh T., Iseki S., Fujimura T. (2013) Hes1 is required for the development of 
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pharyngeal organs and survival of neural crest-derived mesenchymal cells in pharyngeal arches. Cell Tissue Res. 
353: 9-25.

  3.	 Khandakar A. S. M. Saadat. (2013) E2F標的遺伝子の発現および細胞増殖におけるARID3Aの役割、口腔病学会雑誌80 
(1): 15-20.

[総説]
  1.	 永山友子、藤岡―小林真左子、井関祥子（2013）「FGFの骨再生への応用を考える」BONE、メディカルレビュー社  

27 (4): 7-10.
　
[学会]

（海外）
  1. 	Ikeda, MA: Main Lecture (2013) “Association of caspase-8 and p53/p73 deficiencies with chemoresistance in oral 

carcinoma cells” The 16th Scientific and Refresher Course in Dentistry (KPPIKG 2013), February 27 - March 2, 
Jakarta, Indonesia.

  2. 	Michiko Yoshida, Kenji Hata, Sachiko Iseki, Teruko Takano-Yamamoto, Toshiyuki Yoneda, Riko Nishimura (2013)  
“Forkhead protein FoxC1 regulates chondrogenic genes expression by modulating Ihh/Gli2 signaling” 2013 Annual 
Meeting of the American Society for Bone and Mineral Research, October 4-7, Baltimore, Maryland USA.

  3. 	Thanit Prasitsak, Masato S Ota, Sachiko Iseki (2013) “The Role of Foxc1 in Telencephalic Vascular Development” 
The 57th annual meeting of the Society for Research into Hydrocephalus and Spina Bifida,  June 26-29, Cologne, 
Germany.

  4. 	Sachiko Iseki “Opposing effects of FGF18 and FGF2 on osteogenesis and its differential effects on Fgfr, Twist1 and 
Bmp2” (2013) Tripartite Conference on Tooth and Bone Scientific Program, August 7-8, Seoul, Korea.

  5. 	Tsuchida N, Ikeda MA, Kanazawa S, Ishino Y, Kaji K, Salvatore, G, Santoro M, Vecchio G “Alpha-L-fucosidase 
(FUCA1) is a p53 target gene, and is expressed at low levels in anaplastic thyroid carcinomas” (2013) 18th World 
Congress on Advances in Oncology and 16th International Symposium on Molecular Medicine, October 10-12, Crete, 
Greece.

（国内）
  1.	 町田章彦、奥原滋、原田清、井関祥子「髄膜におけるFoxc1/Twist1を介したBmp7の発現は頭蓋冠骨の頭頂側への成

長を制御する」第67回日本口腔科学会　2013年5月22〜24日　宇都宮
  2.	 小林真左子、宮本洋二、井関祥子「BMP2の骨誘導に対するFGFファミリーの併用効果」第67回日本口腔科学会  2013

年5月22〜24日　宇都宮
  3.	 Thanit Prasitsak, Masato S Ota, Sachiko Iseki 「The Role of Foxc1 in Telencephalic Vascular Development」第47回

日本発生生物学会大会　2013年5月28〜31日　松江
  4.	 町田章彦、奥原滋、原田清、井関祥子「髄膜におけるFoxc1/Twist1を介したBmp7の発現は頭蓋冠骨の頭頂側への成

長を制御する」第53回日本先天異常学会学術集会　2013年7月21〜23日　吹田
  5.	 奥原滋、町田章彦、天野孝紀、嵯峨井知子、 城石俊彦、井関祥子「舌の形態形成異常に起因する口蓋裂モデルマウス

の解析」第53回日本先天異常学会学術集会　2013年7月21〜23日　吹田
  6.	 井関祥子、奥原滋、太田正人、春日井昇平 「FGF18とFGF2はマウス頭蓋冠骨形成過程に相反する効果を示す」第55

回歯科基礎医学会学術大会・総会2013年9月20〜22日　岡山
  7.	 Khandakar A S M Saadat, Teng Ma, Widya Lestari, Endrawan Pratama, Kiyoshi Ohtani，Masa-Aki Ikeda. 「ARID3B 

silencing inhibits E2F-mediated transcription and cell proliferation.」 第36回日本分子生物学会年会　2013年12月4日　
神戸

 
[研究助成金]
  1.	 日本学術振興会：二国間交流事業共同研究「FGF18含有キチン/PLGA/ナノバイオガラスによる頭蓋冠骨修復」研究

代表者：井関祥子
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金：萌芽研究「インスレーターの解除による細胞のリプログラミングと骨細胞への直

接分化転換の試み」課題番号：24659870　研究代表者：池田正明
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金：基盤研究（C）「生殖腺を欠く遺伝子破壊マウスを利用した脳の性分化分子機構の

研究」課題番号：24590257－01（分担）池田正明
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金：基盤研究（C）「味蕾幹細胞ニッチのパラダイム転換」課題番号：22592061 研究

代表者：太田正人
  5.	 日本学術振興会科学研究費補助金：基盤研究（C）「咽頭発生におけるＳｈｈの役割」課題番号：25463130　研究代表者：
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奥原滋
  6.	 日本学術振興会科学研究費補助金：挑戦的萌芽研究「エナメル器星状網細胞の上皮間葉転換は血管新生の誘導メカニ

ズムになり得るか？」課題番号：24659818（分担）井関祥子

（4）その他
[講演・シンポジウム・セミナー]
  1. 	井関祥子　「頭蓋冠形成　–正常と異常のメカニズム–」シンポジウム「硬組織の発生と先天異常」第53回日本先天異

常学会学術集会　2013年7月21〜23日　吹田

[講義・学内]
（歯学部）

  1.	 D1 歯学最新情報（最新の歯学）
  2.	 D1 歯学概説
  3.	 D2 歯学最新情報（最新の歯科研究・歯科臨床）
  4.	 D2 人体の発生
  5.	 D2 疾患の分子的基盤（発がんのしくみ）
  6.	 D3 総合課題実習
  7.	 D4 研究体験実習（副モジュールコーディネーター）
  8.	 D3-D5 課題統合セミナー（口唇裂口蓋裂）

（口腔保健学科）
  9.	 OH2 人体の構造と機能I
 10.	 OH1 人体の発生

[講義・学外]
岡山大学医学部
東北大学歯学部

[主催したセミナー]
  1. 	大学院医歯学総合研究科博士課程（歯学系）特別講義　Karen Liu “Fuz mutant mice reveal shared mechanisms 

between ciliopathies and FGF  syndromes”　2013年5月10日
  2. 	セミナー　Jayakumar Rangasamy 　2013年10月25日

[その他]
  1. 	平成25年度高大連携受け入れ（日比谷高校学生2名）2013年7月18日　
  2. 	医学研究インターンシップ学生指導（岡山大学医学部医学科3年生　1名）2013年8〜11月
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分 子 細 胞 機 能 学 分 野
Cellular Physiological Chemistry

教　　授　森田育男
准 教 授　中浜健一
助　　教　加藤幸太郎(〜3月)
特任助教　穐山雅子
特任講師　Olga Safronova(10月～)
非常勤講師
　　　　　藤田　浩(都立墨東病院)，安部まゆみ(上武大学)，
　　　　　横山知永子，長谷貴子(〜3月)
大学院生　渡辺　毅
派遣大学院生
　　　　　橋田之彦(顎顔面外科)
　　　　　清水花織(インプラント・口腔再生医学)(〜9月)，
　　　　　秦野　雄(循環器制御内科学)，
　　　　　本多　泉(生殖機能協関学)，
　　　　　許　博文(先端倫理医科学開発学)，
　　　　　森丘千夏子(発達病態小児科学)，
　　　　　赤澤恵子(歯周病学)，遠井政行(歯周病学)，
　　　　　永田　瑞(歯周病学)，
　　　　　沖藤明日香(咬合機能矯正学)，
　　　　　松浦毅士(インプラント・口腔再生医学)(4月～)
特別大学院学生
　　　　　相坂一樹(ソニー株式会社)(〜3月)，
　　　　　小嶋健介(ソニー株式会社)(〜3月)，
　　　　　廣田直之(ソニー株式会社)(〜3月)
修　　士　沼田有理，池田麻美(4月～)

寄付講座　ナノメディスン(DNP）
　准教授　小牧基浩
　助　教　岩崎剣吾
　研究員　横山尚毅(大日本印刷 ㈱)，
　　　　　菖蒲弘人(大日本印刷 ㈱)
　派遣大学院生　木村康之(歯周病学)

GCOE
　主任研究者　野田政樹
　特任教員　　Olga Safronova(〜3月)
　SS大学院生　橋田之彦(4月～)

（１）教育
　大学院生の教育が主なものである。当研究室の研究プロジェクトの一つに参加させ、研究を遂行するために必要な手法や
技術を習得させると同時に、研究に対する真摯な態度を身につけさせる。週一回の教室全体セミナーや、週２～３回行われ
る各個プロジェクトセミナーへの参加を義務づけ、論文紹介させることによって当該領域における世界の最先端の研究レベ
ルについて認識させる。

（２）研究
　本分野では三大老年病（動脈硬化、ガン、骨粗鬆症）の成因解明のための基礎的研究を行っている。主としてノックアウ
トマウスの解析および各種細胞培養系を用いて、
１）血管新生の制御機構の解明及び再生医療への応用
２）骨形成、骨吸収機構の解明
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３）炎症ならびに組織再生のメカニズム
４）ギャップ結合の機序及び応用
を行っている。

１）血管新生の制御機構の解明及び再生医療への応用
　血管新生は、多くの疾患と関係しているが、褥瘡、心筋梗塞、創傷治癒、バージャー病、閉塞性動脈硬化症などは、血管
新生を促進することにより治療が可能となる病気であり、一方、固形腫瘍、関節リウマチ、動脈硬化、加齢黄斑変性、糖尿
病性網膜症、炎症などは、血管新生を抑制することにより治癒、もしくは改善効果が得られる疾患である。一方、組織移植
においては、移植された組織への酸素、栄養の供給のための血管新生が必須とされている。
　しかし血管促進物質の全身投与によるガン増殖、転移の可能性や炎症の悪化の可能性、また組織移植への応用を考え、局
所でのアプリケーションを行うため、印刷技術を応用した全く新しい概念のもとでの血管形成術を考案した。本方法により、
自由なパターンの血管をin vitro で作成することが可能となり、この体外で作成した血管を生体内に移植し、血流改善効果
が期待できるようになった。さらに、血管内皮細胞前駆細胞を臍帯血、抹消血から単離、増殖することが可能になった。

２）骨形成、骨吸収機構の解明
　骨代謝には骨形成と骨吸収のcouplingが必須であるが、これまでの研究は骨芽細胞による破骨細胞形成に焦点が当てられ
ていた。しかし、骨のリモデリングを考えた場合、骨細胞―骨芽細胞のシグナルおよび、骨芽細胞―破骨細胞のシグナルが
重要であることが考えられる。そこで、そのシグナルの解明を行っている。また、従来、当研究室では破骨細胞形成におけ
る接着分子の役割に関し多くの研究を行っており、前破骨細胞同士の融合に寄与するシグナルに関してICAMとMac-1の重
要性を見つけた。本年度は骨細胞と骨芽細胞のコミュニケーションに焦点を当て、コネキシンのコンディショナルノックア
ウト動物を解析した結果、皮質骨が薄く骨髄腔が広いというフェノタイプが認められた。

３）炎症ならびに組織再生のメカニズム
　炎症局所や固形ガンの中心部における低酸素状態は、病態の進展に重要な各種サイトカイン・ケモカインの産生を調節し
ている。しかし、これまでのサイトカインネットワークの構築に関する研究は通常の酸素分圧で行われており、炎症局所を
反映していない。この低酸素下のケモカイン産生を担う転写因子はHIF-1だけでなく、NF-κBが重要な役割を果たしている
が、我々はクロマチン構造そのものが低酸素における転写調節に重要であることをHDAC阻害剤を用いて明らかにしてきた。
そこで、本研究では低酸素による種々のケモカイン産生の調節におけるケモカインのプロモータ領域へのNF-κB/HDACを
含むタンパク複合体の結合の重要性を明らかにすることを目的としている。そこで、このタンパク複合体を同定するととも
に、低酸素による変動を調べた。このことは、従来の概念とは異なる新しいタイプの抗炎症薬の開発に貢献できるものと期
待している。
　組織再生に関しては、血小板、網膜、歯根膜の再生を目指して、研究を行っており、ヒト臍帯血からのメガカリオサイト
の産生系の確立、羊膜を用いた網膜の再生、および歯根膜組織からの多分化能をもった幹細胞の単離に成功している。

４）ギャップ結合の機序および応用
　ギャップ結合に関与するコネキシン（Cx）タンパクの役割を解明するため、単にギャップ結合だけではなく、Cxタンパ
クそのものにも焦点を当て、Cx遺伝子の発現から、コネクソンの構築、細胞膜へのインテグレート、細胞膜での挙動、ヘミ
チャネル、ギャップ結合に至る過程のタンパクの構造変化、およびリン酸化に伴うギャップ結合の安定化、開閉、役割を終
えたギャップ結合の細胞内への取り込み（annular gap形成）、プロテアソーム、リソソームでの分解、再利用など、すべて
の過程を網羅的に、しかも時間的要素を含めてCxタンパクの一生を明らかにすることにより、各種疾患におけるCxの関与
を明らかにすることを目的としている。すなわち、本研究においては分子生物学的手法に加えて、タイムラプス付き共焦点
位相差蛍光顕微鏡を用いた光学的手法、免疫電子顕微鏡による微細組織学的手法、およびCx43を膜にインテグレートさせた
リポソームなどを用いて、Cx43の四次元解析を可能にし、口腔疾患、特に腫瘍増殖、骨代謝疾患に焦点をあて、Cx43-ギャ
ップ結合の各過程における調節機序を解明し、Cx関与の病態の全貌を明らかにすることを目的としている。また、このよう
なギャップ結合を外因的に形成させる実験系を確立させるために、Cx43を膜に組み込ませたリポソームを作製した。この系
を用いて、ギャップ結合に依存した生理作用と依存しない生理作用とを分けることができ、ギャップ結合やCx研究のさらな
る発展のために重要である。また、構築した系を用いて、ギャップ結合の形成そのものがCx43の発現量やトラフィッキング
を調節するという仮説の検証を行った。さらに、リポソーム-細胞間のギャップ結合を利用した薬剤導入は新しいDDSとして
の大きな可能性を秘めており、是非とも確立したいと考えている。さらに、このCxを人為的に操作することにより、各種疾
患の治療に展開していく。

３）研究業績
［原著］
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  1.	Akiyama M, Nakahama K, Morita I. Impact of docosahexaenoic acid on gene expression during osteoclastgenesis in 
vitro-acomprehensive analysis. Nutrients, 2013 Aug, 13;5(8):3151-62

  2.	 Sawabe M, Aoki A, Komaki M, Iwasaki K, Ogita M, Izumi Y. Gingival tissue healing following Er:YAG laser ablation 
compared to electrosurgery in rats. Lasers Med Sci. 2013 Nov 16. [Epub ahead of print] 

  3.	 Iwasaki K, Komaki M, Yokoyama N, Tanaka Y, Taki A, Honda I, Kimura Y, Takeda M, Akazawa K, Oda S, Izumi 
Y, Morita I.  Periodontal Regeneration Using Periodontal Ligament Stem Cell-Transferred Amnion. Tissue Eng Part 
A. 2013 Dec 9. [Epub ahead of print]

  4.	 Iwasaki K, Komaki M, Yokoyama N, Tanaka Y, Taki A, Kimura Y, Takeda M, Oda S, Izumi Y,  Morita I. 
Periodontal Ligament Stem Cells Possess the Characteristics of Pericytes. J Periodontol. 2013 Oct;84(10):1425-33

  5.	 Fujita H, Ohwada A, Handa N and Nishimura S. Relative monocytosis in patients with erythrocytosis. Open J Blood 
Diseases. 3:21-24. 2013

  6.	 Fujita H, Sakuma R and Nishimura A. Possible red blood cell damage due to iatrogenic transfusion filter-related 
mistakes during blood transfusion. Medical Instrumentation. doi: 10.7243/2052-6962-1-4. 2013

  7.	 Kato H, Uruma M, Okuyama Y, Fujita H, Handa M, Tomiyama Y, Shimodaira S, Kurata Y and Takamoto S. 
Incidence of transfusion-related adverese reactions per patient reflects the potential risk of transfusion therapy in 
Japan. Am J Clin Pathol. 140:219-224. 2013

  8.	 Kato K, Morita I. Promotion of osteoclast differentiation and activation in spite of impeded osteoblast-lineage 
differentiation under acidosis: Effect of acidosis on bone metabolism. Biosci Trends, 2013, 7(1):33-41

［著書］
  1.	 森田育男：COX-2の生理・病理作用．1.COX-2遺伝子の特徴、2. COX-2酵素の活性調節、3. COX-2の生理・病理的役

割（1.炎症反応、2.血管におけるCOX-2の生理・病理的作用、3.血小板におけるCOX-2の生理・病理的作用、4.消化器系、
5.泌尿器系、6.硬組織）．（編集：石黒直樹、川合眞一、森田育男、山中　寿）．38－57頁．ファーマナビゲーター/
COX-2阻害薬編．メディカルレビュー社．東京．2013年

［総説］
  1.	 藤田 浩. 産科領域における自己血輸血の有用性.検査と技術.41：42-45.2013
  2.	 藤田 浩. 採血前に腕を『叩いてはいけない』.エキスパートナース.29：30.2013
  3.	 藤田 浩. 真空管採血では『血液が出てきてすぐに』駆血帯を外してはいけない.29：30-31.2013
  4.	 藤田 浩. 事故につながる！その『油断』採血・静注ルート確保時、“ビリッとした” と言われたけれど、「大丈夫ですよ」

と答えた. エキスパートナース.29：50-52.2013
  5.	 藤田 浩. 抗血栓療法中の出血に対する輸血戦略.都臨技会誌.41：134-141.2013
  6.	 藤田 浩. 内視鏡消毒剤オルト・フタルアルデヒドによる健康障害とその対策.病院設備.　55：48-53.2013

［新聞・雑誌・テレビ]
  1.	 大野京子、森田育男．生体の眼球を３Dで可視化、病的近視の原因を解明．医療研究☆最前線．Research Worker．

Bloom ! 医科歯科．No 14, March 2013 
  2.	 Kyoko Ohno-Matsui, Ikuo Morita. Press Releases. 3D MRI Analyses Clarify that Pathologic Myopia is Cause by Eye 

Globe Deformity.Cultivating Professionals with Knowledge and Humanity. TMDU ANNUAL NEWS. Vol 5, 
March2013

  3.	 森田育男　本学研究担当理事．（特別寄稿）Topic-3 / リサーチユニバーシティーに採択され．東京医科歯科大学お茶
の水会医科同窓会　会報　2013 10/30 No.260．6-7頁．東京．2013年．

［学会］
  1.	 藤田　浩、汐谷陽子、藤本昌子、浅香祐幸、間　由紀、大竹千晶、星野真理、西村滋子. 当院における高容量ペニシ

リンG使用者における血清アルブミン値とアルブミン製剤投与実績. 第135回日本輸血・細胞治療学会、関東甲信越支
部例会.高崎.2013年2月23日

  2.	 土佐将人、藤田　浩、石濱裕美子、西村滋子、井手隆文. 血小板凝集による偽性血小板減少症があり、血小板輸血の
適応に悩んだ緊急硬膜下血腫手術の一例.第135回日本輸血・細胞治療学会、関東甲信越支部例会.高崎.2013年2月23日

  3.	 藤田　浩、西村滋子、富山順治. 骨髄穿刺針による接触圧力測定の試み.第110回日本内科学会総会.東京.2013年4月13日
  4.	 西村滋子、大和田啓、判田直子、藤田　浩. 赤血球増加症における末梢血単球数に関する検討.第110回日本内科学会総

会.東京.2013年4月13日
  5.	 薬師寺史厚、細矢睦子、藤田　浩、安田睦子、木下博之. 低血糖患者での血液ガス測定装置ABL725による血糖測定の
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有用性.第110回日本内科学会総会.東京. 2013年4月14日
  6.	 杉山和宏、西村滋子、藤田　浩、石井桂輔、亀崎　真、浜辺祐一. 当院における重症外傷の輸血療法の変化と予後に

関する検討.第61回日本輸血・細胞治療学会総会.横浜.　 2013年5月16日
  7.	 藤田　浩、藤本昌子、浅香祐幸、間　由紀、大竹千晶、星野真理、西村滋子. アルブミン置換液による混合注射に関

する検討. 第61回日本輸血・細胞治療学会総会.横浜. 2013年5月16日
  8.	 西村滋子、藤本昌子、浅香祐幸、間　由紀、大竹千晶、星野真理、藤田　浩. 当院におけるアルブミン製剤の適正使

用推進. 第61回日本輸血・細胞治療学会総会.横浜.　 2013年5月16日
  9.	 間　由紀、藤本昌子、大竹千晶、浅香祐幸、星野真理、西村滋子、藤田　浩. 緊急内視鏡における輸血準備・使用状

況と内視鏡T&S導入について.第61回日本輸血・細胞治療学会総会.横浜. 2013年5月16日
10.	 Nakamura M, Teuvo H, Jukka S, Nakahama K, Morita I. Osteoclast differentiation and activation from marrow cells 

through the stimulation of osteocytes on surface-changed calcium apetite. 2nd Joint Meeting of the International 
Bone and Mineral Society and The Japanese Society for Bone and Mineral Research. Kobe. 28 May – 1 June, 2013

11.	 桑原宏哉、藤田　浩、松村　謙、渡邊睦房、富山順治、藤ヶ崎浩人. 多血症に合併する脳梗塞の臨床的特徴：ＪＡＫ2
遺伝子Ｖ６１７Ｆ変異の有無による検討.第54回日本神経学会総会.東京. 2013年5月29日

12.	 藤田　浩、西村滋子、佐久間良子. 抗DIC薬メシル酸化合物における輸血用血液との混合注射について.第35回日本血
栓止血学会.山形. 2013年5月31日

13.	 岩崎剣吾、小牧基浩、赤澤惠子、横山尚毅、菖蒲弘人、木村康之、遠井政行、和泉雄一、 森田育男. 歯根膜幹細胞の培
養過程における形態および分化能の変化について. 第56回春季日本歯周病学会学術大会. 東京.2013年5月31日

14.	 藤田　浩、西村滋子、佐久間良子. 真性赤血球増加症における凝固検査、脂質検査についての検討.第35回日本血栓止
血学会.山形. 2013年6月1日

15.	 金子雅一、宮崎紀樹、立石和也、浅見貞晴、根木謙、弓場隆生、鈴木紅、岩間徹、藤田　浩、惣宇利正善、一瀬白帝. 
出血を繰り返した腹部大動脈瘤の一例.第35回日本血栓止血学会.山形. 2013年6月1日

16.	 秦野　雄、中浜健一、磯部光章、森田育男．腫瘍における破骨細胞様多核巨細胞形成は腫瘍増大とリンパ管新生を促
進する．第34回日本炎症再生医学会．京都．2013年7月2～3日

17.	 岩崎剣吾、小牧基浩、横山尚毅、菖蒲弘人、森田育男．歯根膜幹細胞培養上清を用いたラット歯周組織の再生．第34
回日本炎症再生医学会．京都．2013年7月2～3日

18.	 橋田之彦、清水花織、穐山雅子、加藤幸太郎、中浜健一、原田　清、森田育男．骨芽細胞分化におけるCx43の役割に
ついて．第34回日本炎症再生医学会．京都．2013年7月2～3日

19.	 穐山雅子、中浜健一、森田育男．破骨細胞形成に関する遺伝子発現に及ぼすドコサヘキサエン酸およびエイコサペン
タエン酸の影響．第34回日本炎症再生医学会．京都．2013年7月2～3日

20.	 穐山雅子．研究会出席．破骨細胞形成に対するドコサヘキサエン酸の影響．アラキドン酸研究の最前線と新たな展開
（３）．第9回「必須脂肪酸と健康」研究会．大阪．2013年8月2日

21.	 岩崎剣吾、小牧基浩、赤澤惠子、横山尚毅、菖蒲弘人、永田瑞、木村康之、遠井政行、和泉雄一、森田育男歯根膜幹
細胞由来液性因子を用いた歯周組織再生. 第56回秋季日本歯周病学会学術大会. 群馬. 2013年9月22日

22.	 安部まゆみ、佐藤靖史、森田育男、澁谷正史. Pigpen, a nuclear coiled body component protein, is involved in 
endothelial differentiation, 第21回日本血管生物医学会学術総会.大阪.2013年9月27日

23.	 松永裕樹、三島秀樹、片山　康、石川進、藤田　浩. 人工弁置換術後ワーファリン内服中に発症した後天性血友病
A.第136回日本輸血・細胞治療学会、関東甲信越支部例会.新潟.2013年9月28日

24.	 藤田　浩. 抗血栓療法中の出血に対する輸血療法を教えてください.第12回東京都輸血療法研究会.東京.平成25年10月31
日

25.	 藤田　浩. 日本、外国における在宅輸血、外来輸血の現状.第12回東京都輸血療法研究会.東京.2013年10月31日
26.	 橋田之彦、中浜健一、原田　清、森田育男．骨代謝制御におけるCx43の役割とメカニズムの解明．第58回（公社）日

本口腔外科学会総会・学術大会．福岡．2013年10月11～13日
27.	 藤田　浩. 緊急・大量輸血について　輸血部の立場から.第18回多摩臨床血液・輸血療法研究会.東京. 2013年11月21日
28.	 池田麻美、橋田之彦、中浜健一、森田育男．骨芽細胞の機能におけるcAMPの影響．C-c細胞接着・細胞運動・細胞外

基質．第36回日本分子生物学会年会．神戸．2013年12月3～6日

［講演・シンポジウム・ワークショップ・セミナー］
  1.	 森田育男（研究担当理事）．研究にまつわる不正及びその対処について．平成24年度第１回医学部医学科及び大学院

医歯学総合研究科（医系）合同研修会プログラム．テーマ「医学教育改革と研究不正防止」．東京（本学）．2013年1
月5日

  2.	 森田育男．出席．文部科学省医学研究COIマネジメント検討班第2 回会議．高知．2013年2月8日
  3.	 森田育男．出席．平成24年度IP-med第2回地域連絡会議．浜松．2013年2月12～13日
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  4.	 森田育男（研究担当理事）．開会挨拶．平成25年度研究倫理講習会．東京．2013年5月22日
  5.	 森田育男（研究・産学連携推進機構長 / 副学長）．開会挨拶．学際生命科学東コンソーシアム主催　特別講演会（講

師　竹中俊子：ワシントン大学ロースクール教授、早稲田大学大学院法務研究科客員教授）．東京（本学）．2013年6
月5日

  6.	 森田育男（研究担当理事）．最近の大学改革の動向と本学の取組み．平成25年度東京医科歯科大学教職員ＦＤ研修プ
ログラム．2013年6月8日

  7.	 森田育男（研究担当理事）．開会挨拶．平成25年度研究倫理講習会．東京．2013年6月13日
  8.	 森田育男（研究担当理事）．出席．平成25年第2回評議員会．（公財）東京都医学総合研究所．2013年6月26日
  9.	 森田育男．教育講演　座長（演者　田賀哲也「中枢神経の発生と再生の分子基盤」）．第34回日本炎症・再生医学会．

京都．2013年7月2～3日
10.	 森田育男．シンポジウム　座長：一般公募「間葉系幹細胞とパラクライン因子」．第34回日本炎症・再生医学会．京都．

2013年7月2～3日
11.	 森田育男（研究担当理事）．総括．疾患バイオリソースセンター発足記念シンポジウム．東京．2013年7月16日
12.	 森田育男（研究担当理事 / 副学長）．開会挨拶．「ゲノムが拓く世界－未来の医療・社会を描く」2013年度クリニカル

サミット．当学．2013年8月20日
13.	 森田育男（研究担当理事 / 副学長）．座長．4.ゲノムと創薬/診療 (1）．「ゲノムが拓く世界－未来の医療・社会を描く」

2013年度クリニカルサミット．当学．2013年8月20日
14.	 森田育男．講演．“Challenge for regenerative mddicine”，第112回国際総合プレゼンテーション．大学院医歯学総合

研究科「医歯理学先端研究特論」．東京．2013年11月25日
15.	 森田育男（研究担当理事 / 副学長）．開会挨拶．4大学特別講演会．東京．2013年12月4日

[研究助成金]
  1.	 森田育男：代表、文部科学研究費補助金、挑戦的萌芽研究　（新規）H25～H26
	 「印刷技術を応用した病的近視新規治療法の開発」、研究課題番号：25670728-0、研究分担者：大野京子 25670728-1
  2.	 森田育男：代表、文部科学研究費補助金　基盤研究（B）（継続）H24～H26
	 「印刷技術を用いた新規歯周組織再生法」、研究課題番号：24390442-0、研究分担者：中浜健一24390442-1、小牧基浩

24390442-2、岩崎剣吾24390442-3、小野寺光江24390442-4
  3.	 森田育男：分担、文部科学研究費補助金　基盤研究（C）（継続）H24～H26　代表：久保田俊郎
	 「間葉系幹細胞を用いた新規の切迫早産治療法の開発」、研究課題番号：25462551-1
  4.	 森田育男：分担、文部科学研究費補助金　基盤研究（C）（新規）H25～H27　代表：大野京子
	 「異種画像融合を用いた強膜形状の可視化と視覚障害の発生機序の解明」、研究課題番号：2567072-1
  5.	 森田育男：分担、文部科学研究費補助金　基盤研究（C）（継続）H24～H26　代表：穐山雅子
	 「ドコサヘキサエン酸による破骨細胞分化抑制機序の解明」、研究課題番号：23592729-2
  6.	 中浜健一：分担、文部科学研究費補助金　基盤研究（C）（継続）H24～H26　代表：穐山雅子
	 「ドコサヘキサエン酸による破骨細胞分化抑制機序の解明」、研究課題番号：23592729-1
  7.	 中浜健一：分担、文部科学研究費補助金　基盤研究（B）（継続）H24～H26　代表：森田育男
	 「印刷技術を用いた新規歯周組織再生法」、研究課題番号：24390442-1
  8.	 森田育男：分担、文部科学研究費補助金　基盤研究（C）（継続）H25～H27　代表：岩崎剣吾
	 「幹細胞由来パラクライン因子を応用した新規歯周組織再生治療の開発」、研究課題番号：24593117-2
  9.	 森田育男：分担、代表：長村登紀子（東京大学・医科学研究所　講師） 
	 平成25年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業））
	 「希少疾患への治療応用を目指した臍帯および臍帯血由来細胞の系統的資源化とその応用に関する研究」
	 研究課題番号：2251211-01
10.	 穐山雅子：代表、文部科学研究費補助金　基盤研究（C）（継続）H23～H26　
	 「ドコサヘキサエン酸による破骨細胞分化抑制機序の解明」、研究課題番号：23592729-0、分担研究者：中浜健一

23592729-1、森田育男23592729-2　
11.	 小牧基浩：代表、文部科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究（継続）H24～H26
	 「幹細胞由来エクソソームによる組織再生メカニズムの解明」、課題番号：24659869-0、研究分担者：岩崎剣吾

24659869-1
12.	 岩崎剣吾：代表、基文部科学研究費補助金　盤研究(C) （継続）H25～H27
	 「幹細胞由来パラクライン因子を応用した新規歯周組織再生治療の開発」、課題番号：24593117-0
	 研究分担者：小牧基浩24593117-1、森田育男24593117-2
13.	 安部まゆみ（研究代表者）、澁谷正史、佐藤靖史（共同研究者）：VEGFにより発現制御される新規血管新生調節因子
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の検索．平成25年度（2013年）三俣記念基金
14.	 渡邉　毅：日本学術振興会特別研究員（DC2）（継続）H24~H26
	 「ASK－p38経路による核内受容体NR4Aファミリーのリン酸化制御と生理機能解析」、研究課題番号：249553-0
15.	 森田育男・大日本印刷（株）：共同研究費　平成17年～27年
	 「ナノテクノロジーを応用した再生医療および薬物導入技術の開発とその応用」、略称番号：2B040
16.	 森田育男：サントリーウェルネス（株）健康科学研究所：奨学交付金

[教育研究上の特記すべき事項]
（講義・学内）

  1.	 森田育男．講義．プロスタグランジンと骨のバイオロジー．D3「骨のバイオロジー」．歯学部第3学年．2013年1月17
日

  2. 	森田育男．平成24年度講義．ホルモン（1）．疾患の分子的基盤．生命の分子的基盤と細胞の機能．（2年前期）．2013
年1月30日

  3. 	森田育男．平成24年度講義．ホルモン（2）．疾患の分子的基盤．生命の分子的基盤と細胞の機能．（2年前期）．2013
年2月5日

  4. 	森田育男．平成24年度講義．血管形成と循環器障害．疾患の分子的基盤．生命の分子的基盤と細胞の機能．（2年前期）．
2013年2月21日

  5. 	森田育男．口腔保健 授業．「食生活教育」（2年生）．2013年5月13日
  6. 	森田育男．講義．抗炎症薬とその作用機序（1）．医歯理工学専攻修士課程・薬理学授業．2013年6月11日
  7. 	森田育男．講義．抗炎症薬とその作用機序（2）．医歯理工学専攻修士課程・薬理学授業．2013年6月12日
  8. 	岩崎剣吾．歯根膜幹細胞を用いた歯周病組織再生．大学院講義．平成25年度医歯学総合研究科授．2013年10月1日
  9. 	中浜健一．参加．平成24年度歯学部歯学科D5合宿研修．三浦．2013年10月3～4日
10. 	小牧基浩．間葉系幹細胞パラクライン因子と創傷治療．大学院講義．平成25年度医歯学総合研究科授業．2013年10月

8日
11. 	森田育男．プロスタグランジン．大学院講義．平成25年度医歯学総合研究科授業．2013年10月22日
12.	 中浜健一．細胞間コミュニケーションと代謝．大学院講義．平成25年度医歯学総合研究科授業．2013年11月12日
13. 	森田育男．口腔保健 授業．「栄養と代謝」（1年生）．2013年11月12、19、26日、12月3、10日
14. 	安部まゆみ．血管生物医学．大学院講義．平成25年度医歯学総合研究科授業．2013年11月26日
15. 	森田育男、中浜健一、篠原正浩．講義．生命の物質的基盤概説．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分

子とその代謝（2年後期）．2013年11月26日
16. 	中浜健一、篠原正浩．基礎化学演習．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分子とその代謝（2年後期）．

2013年11月27日
17. 	中浜健一．タンパク質の構造と機能．講義．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分子とその代謝（2年

後期）．2013年12月6日
18. 	藤田　浩．“Clinical Laboratoru and Pathology” ．大学院講義．平成25年度医歯学総合研究科授業．2013年12月3日
19. 	寺岡弘文（研究安全管理室）．細胞のがん化機構．大学院講義．平成25年度医歯学総合研究科授業．2013年12月17日
20. 	森田育男．講義．プロスタグランジンと骨のバイオロジー． D ３「骨のバイオロジー」．歯学部第３学年．2013年12

月19日
21. 	中浜健一．酵素．講義．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分子とその代謝（2年後期）．2014年1月7日
22. 	中浜健一．糖代謝とエネルギーの生成．講義．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分子とその代謝（2

年後期）．2014年1月9日
23. 	中浜健一．脂質代謝．講義．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分子とその代謝（2年後期）．2014年1

月22日
24. 	中浜健一．アミノ酸、核酸の代謝．講義．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分子とその代謝（2年後期）．

2014年1月24日
25. 	中浜健一．物質代謝の制御による生体機能の調節．講義．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分子とそ

の代謝（2年後期）．2014年1月29日
26. 	中浜健一．代謝の総合演習．生命の分子的基盤と細胞の機能．生命を構成する分子とその代謝（2年後期）．2014年1

月31日

[その他]
（主催したセミナー）

  1.	 渡部徹郎（東京薬科大学・大学院・生命科学部・腫瘍医科学研究室　教授）：細胞の分化におけるシグナル・転写ネ
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ットワークの役割．分子細胞機能学分野セミナー．2013年7月16日
  2.	 新井洋由（東京大学大学院薬学系研究科　衛生化学教室　教授）：膜リン脂質からみた新しい生体膜像．分子細胞機

能学分野セミナー．2013年10月15日
  3.	 落谷孝広（独立行政法人国立がんセンター・分子細胞治療研究分野　分野長）：疾患エクソソームの解明と診断治療

への応用．平成25年度大学院特別講義．2013年11月5日
  4.	 大津　真（東京大学医科学研究所・幹細胞治療研究センター・幹細治療分野/ステムセルバンク　准教授）：幹細胞研

究を活用した先進移植医療の実践．分子細胞機能学分野セミナー．2013年11月13日
  5.	 朝倉　淳（ミネソタ大学医学部幹細胞研究所・筋ジストロフィーセンター　准教授）：骨格筋幹細胞の自己複製の分

子機構と血管ニッチを利用した新たな筋ジストロフィー治療分子細胞機能学分野セミナー．2013年12月5日
  6.	 山本　博（金沢大学医薬保健研究域医学系・血管分子生物学　教授）：Glycationと細胞応答．分子細胞機能学分野セ

ミナー．2013年12月10日

（その他の社会活動）
  1.	 森田育男：理事長．日本炎症・再生医学会　2012年1月～
  2.	 森田育男：専門委員．独立行政法人医薬品医療機器総合機構　委嘱期間　平成24年4月1日～平成26年3月31日
  3.	 森田育男：NEDO技術委員．独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構．委嘱内容　機構の実施する事業に

おいて、外部有識者によるプロジェクト委託候補先等の事前審査、調査及び審議並びに技術評価等を行う　委嘱期間  
平成24年5月7日～平成26年3月31日

  4.	 森田育男：分科会長、「次世代機能代替技術の研究開発」研究評価委員会（分科会）委員　独立行政法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構．期間：次世代機能代替技術の研究開発（分科会）に係る評価報告書が確定するまで

  5.	 森田育男：独立行政法人日本学術振興会、科学研究費委員会専門委員　委嘱期間　平成24年12月1日～平成25年11月
30日

  6.	 森田育男：群馬大学テニュアトラック普及・定着事業人材養成システム改革、外部評価委員会委員　委嘱期間　平成
24年10月1日～平成26年3月31日

  7.	 森田育男：科学技術振興調整費評価作業部会委員．独立行政法人科学技術振興機構、科学技術システム改革事業推進
室　委嘱期間：平成25年6月14日～平成26年3月31日

  8.	 森田育男：科学研究費補助金における評価に関する委員会．委嘱内容　化学研究費補助金の評価　委嘱期間　平成25
年12月6日～平成26年12月5日

（受賞）
  1.	 岩崎剣吾.第34回日本炎症・再生医学会優秀演題賞. 京都.2013年





金 属 材 料 学 分 野
Metals

教　　授　塙　隆夫
准 教 授　堤　祐介
助　　教　土居　壽
助　　教　蘆田茉希(4月～）
特任助教　陳　鵬(4月～）
研究支援推進員　福島　修
事務補佐員　中西登志枝
事務補佐員　関　康子
大学院生　近藤亮太(～3月），西坂　武(4月～）

（１）教育
　医療用部材・機器の材料として重要な位置を占める金属材料に関して，結晶構造，加工，熱処理と強度・靭性との関係，
金属材料ナノ表面の構造と性質，材料表面での生体組織の形成，特に生体分子，細胞との反応，生体環境での表面酸化物皮
膜のナノメートルレベルの変化，電気化学的性質について，金属バイオマテリアルの全貌を把握できることを目指す．診療
時における材料の選択，研究上の必要に応じて金属材料が正しく扱えることを目標とする．

（２）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している．
1.  電気化学的表面処理による金属の生体機能化
　金属表面への生体機能分子の固定化や陽極酸化などの電気化学的表面処理技術により，金属系バイオマテリアルの生体機
能化を進めている．ポリエチレングリコールを利用したタンパク質吸着，血小板粘着，バイオフィルム形成の抑制や，耐摩
耗性の向上，また陽極酸化による皮膜成長成を利用した組織適合性の向上を実現する表面処理技術の開発を行っている．
2.  生体用新合金および多孔質金属の開発
　様々なインプラント材料に要求される力学的機能と生体適合性を兼ね備えた新規な生体用合金の開発を行っている．高強
度・高延性を有する歯科用コバルトクロム合金の開発や，レーザー積層造形技術での成形により，骨と同等の弾性率を保持
する高機能多孔質金属を開発している．
3.  MRIアーチファクトを抑制するZr合金の開発
　脳動脈瘤クリップや人工関節，歯科インプラント等に使用可能なMRI診断時のアーチファクトを抑制する生体用Zr合金の
開発を行っている．構成相と微細組織を制御することにより，低磁性を有し，高強度・高耐食性を兼備するZr合金の開発を
進めている．
4.  金属アレルギーへの対応
　金属系バイオマテリアルにとって重要な課題である金属アレルギー問題に対し，原因となる金属イオンの溶出を抑制する
ための合金組成や表面処理法の検討を行っている．また，アレルギーを判定するための新たなパッチテスト試薬の開発を進
めている．

（３）研究業績
［原著］

  1. 	Imai H, Tanaka Y, Nomura N, Tsutsumi Y, Doi H, Kanno Z, Ohno K, Ono T, Hanawa T. Three-dimensional 
quantification of susceptibility artifacts from various metals in magnetic resonance images. Acta Biomaterialia 9: 
8433-8439, 2013.

  2.	 Zhu S, Xie G, Qin F, Wang X, Hanawa T. Ti particles dispersed Ti-based metallic glass matrix composite prepared 
by spark plasma sintering. Materials Transactions 54: 1335-1338, 2013.

  3.	 Seki I, Umetsu R, Xie G, Nomura N, Wang X, Hanawa T. Cooling rate and composition dependences of magnetic 
susceptibility for Zr54−xCu30+xAl8Ag8 glassy alloys. Materials Transactions 54: 1356-1360, 2013.

  4.	 Hieda J, Niinomi M, Nakai M, Kamura H, Tsutsumi H, Hanawa T. Improvement of adhesive strength of segmented 
polyurethane on Ti–29Nb–13Ta–4.6Zr alloy through H2O2 treatment for biomedical application. Journal of Biomedical 
Materials Research 101B: 776-783, 2013.

  5.	 Takaichi A, Suyalatu, Nakamoto T, Joko N, Nomura N, Tsutsumi Y, Migita S, Doi H, Kurosu S, Chiba A, 
Wakabayashi N, Igarashi Y, Hanawa T. Microstructures and mechanical properties of Co-29Cr-6Mo alloy fabricated 
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by selected laser melting. The Journal of the Mechanical Behavior of Biomedical Materials 21: 67-79, 2013.
  6.	 Kaneto M, Namura Y, Tamura T, Shimizu N, Tsutsumi Y, Hanawa T, Yoneyama T. Influence of electrolytic 

treatment time on the corrosion resistance of Ni-Ti orthodontic wire. Dental Materials Journal 32: 305-310, 2013.
  7.	 Kondo R, Shimizu R, Nomura N, Doi H, Suyalatu, Tsutsumi Y, Mitsuishi K, Shimojo M, Noda K, Hanawa T. Effect of 

cold rolling on the magnetic susceptibility of the Zr-14Nb alloy. Acta Biomaterialia 9: 5795-5801, 2013.
  8.	 Tsutsumi Y, Kobayashi E, Ogo M, Suyalatu, Migita S, Doi H, Nomura N, Noda K, Hanawa T. Accelerated calcium 

phosphate formation on titanium utilizing galvanic current between titanium and gold in Hanks’ solution. Materials 
Transactions 54: 149-155, 2013.

  9.	 谷川大地, 塚本雅裕, 篠永東吾, 永井亜希子, 塙　隆夫, 山下仁大, 升野振一郎, 高橋謙次朗, 藤崎　晃, 阿部信行. 高繰り返
しナノ秒ファイバーレーザーを用いたTi-6Al-4V合金への微細周期構造形成. レーザー加工学会誌 20: 124-129, 2013.

［著書］
  1. 	Hanawa T. Metal–Polymer Composite Biomaterial, Polymeric Biomaterials. Structure and Function, Volume 1, （S. 

Dumitriu, V. Popa Eds.），CRC Press, Boca Raton, FL, USA, 2013
  2.	 塙　隆夫. 7-1 硬組織適合性向上を目的とした表面処理, 未来型人工関節を目指して（吉川秀樹, 中野貴由, 松岡厚子, 藤

本孝一編），日本医学館 283-287, 2013
  3.	 塙　隆夫. 第4章第2節　金属系材料の腐食性の評価試験, 体内埋め込み医療材料の開発とその理想的な性能・デザイン

の要件, 技術情報協会 298-302, 2013

［総説］
  1.	 Hanawa T. Research and development of metals for medical devices based on clinical needs. Science and 

Technology of Advanced Materials 13: 064102, 2013
  2.	 塙　隆夫. チタンの優れた生体組織適合性. 日本チタン協会機関誌「チタン」 61(2): 36-42, 2013
  3.	 塙　隆夫. 高分子配列制御による金属表面高機能化. 機能材料 33(9): 19-25, 2013
  4.	 堤　祐介. チタンおよび医療用合金の擬似体液中における長期腐食挙動の解析. 日本チタン協会機関誌「チタン」 61(4): 

26, 2013

［学会］
依頼講演
  1.	 Hanawa T. Development of new alloys and functional surfaces meeting clinical demands. The 4th Asian 

Biomaterials Congress, Hong Kong, June, 2013
  2.	 Hanawa T. Biofunctionalization of metallic materials. The 8th Pacific Rim International Congress on Advanced 

Materials and Processing (PRICM-8), Hawaii, USA, August, 2013
  3.	 Hanawa T. Research and development of metals for medical devices based on clinical needs. 5th TMDU 

International Summer Program (ISP2013), Tokyo, Japan, August, 2013
  4.	 Hanawa T. Introduction of IBB and development of metallic materials for medicine. Joint Symposium between 

Chulalongkorn University and IBB/TMDU on Biomedical Materials and Engineering, Bangkok, Thailand, October, 
2013

  5.	 Tsutsumi Y, Niizeki N, Chen P, Ashida M, Doi H, Noda K, Hanawa T. Improvement of biocompatibility of metallic 
biomaterial by electrochemical surface treatments. International Conference on Surface Engineering (ICSE2013), 
Busan, Korea, November, 2013

  6.	 Hanawa T. Development of new alloys and surface treatment techniques meeting clinical demands. 2013 Research 
Center for Oral Disease Regulation of the Aged International Symposium, Gwangju, Korea, November, 2013

  7.	 Hanawa T. Zirconium alloys to decrease artifact under MRI. 2013 Annual Meeting of the Korean Research Society 
for Dental Materials, Gwangju, Korea, November, 2013

  8.	 Hanawa T. Current and future metal-based biomaterials. The 30th Taiwan and Japan Engineering Symposium, 
Kaohsiung, Taiwan, November, 2013

  9.	 Hanawa T. Recent researches on surface modification of metals for biomedical use. The 30th Taiwan and Japan 
Engineering Symposium, Kaohsiung, Taiwan, November, 2013

10.	 Hanawa T. Biofunctionalization of metallic materials meeting clinical demands. TMDU-TMU Symposium on 
Advances of Biomaterials and Regenerative Medicine, Taipei, Taiwan, November, 2013

11.	 Niinomi M, Nakai M, Hieda J, Cho K, Goto T, Hanawa T. Biofunctional surface layer and its bonding strength in low 
modulus β-type titanium alloy for biomedical applications. International Conference on Processing & Manufacturing 
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of Advanced Materials (THERMEC’ 2013), Las Vegas, USA, December, 2013
12.	 Hanawa T. Materials for dental implant. Lecture and Seminar in School of Stomatology “New Technologies and 

Materials in Dentistry.” Brno, Czech, December, 2013
13.	 Hanawa T. Research and development of metallic biomaterials meeting clinical demands. 5th International 

Conference on Mechanics of Biomaterials and Tissues (ICMOBT 2013), Barcelona, Spain, December, 2013
14.	 Hanawa T. Development of new alloys and surface modification techniques based on clinical demand. International 

Symposium on EcoTopia Science 2013 (ISETS’ 13) -Innovation for Smart Sustainable Society-, Nagoya, Japan, 
December, 2013

15.	 塙　隆夫. チタンと生体組織との界面反応. 2013年春期講演大会（第152回）日本金属学会, 東京理科大学, 東京, 2013年
3月

16.	 塙　隆夫. 医療ニーズに基づいた金属材料の生体機能化. 科学技術フォーラム第133回セミナー, 品川区立総合区民会館
きゅりあん, 東京, 2013年7月

17.	 塙　隆夫. 生体材料の表面処理. 表面技術協会めっき部会7月例会, ルーテル市ヶ谷センター, 東京, 2013年7月
18.	 堤　祐介, 鈴木貴文, 土居 壽, 野田和彦, 塙 隆夫. 金属材料の加速腐食試験による金属アレルギーパッチテスト試薬の開

発. 東北大学金属材料研究所共同研究ワークショップ・日本バイオマテリアル学会東北地域講演会, 東北大学金属材料
研究所, 宮城, 2013年10月

19.	 塙　隆夫. 金属材料を再生医療に応用するための生体機能化. 京都リサーチパーク　「再生医療の全体像を見わたせる
わかりやすい解説講座」, 京都リサーチパーク, 京都, 2013年11月

20.	 塙　隆夫. 金属材料の医療応用と研究最前線. 加工プロセスによる材料新機能発現第176委員会第24回研究会, 神田エッ
サムホール, 東京, 2013年11月

21.	 堤　祐介. 医療用金属材料の腐食挙動とインピーダンス法による解析. 腐食防食学会第1回インピーダンス分科会, 文京
シビックセンター, 東京, 2013年12月

一般講演
  1.	 Tsutsumi Y, Migita S, Suyalatu, Doi H, Nomura N, Hanawa T. Long-term corrosion behavior of metallic biomaterials 

in simulated body fluid. The 4th Asian Biomaterials Congress, Hong Kong, June, 2013
  2.	 Chen P, Taniguchi A. Role of toll-like receptors in cellular uptake and response to nanoparticles exposure. The 4th 

Asian Biomaterials Congress, Hong Kong, June, 2013
  3.	 Tsutsumi Y, Bartakova S, Prachar P, Suyalatu, Migita S, Doi H, Nomura N, Hanawa T. Evaluation of long-term 

corrosion behavior of β-type Ti alloy in simulated body fluid. The 8th Pacific Rim International Congress on 
Advanced Materials and Processing (PRICM-8), Hawaii, USA, August, 2013

  4.	 Suzuki R, Noda K, Tsutsumi Y, Hanawa T. Localized corrosion resistance of Co-Cr alloy in NaCl solution. The 8th 
Pacific Rim International Congress on Advanced Materials and Processing (PRICM-8), Hawaii, USA, August, 2013

  5.	 Hanawa T, Kyuzo M, Inoue Y, Nagai A, Tsutsumi Y, Doi H, Ishihara K. Electrodeposition of phospholipid polymer 
to titanium to improve the biocompatibility. 25th European Conference on Biomaterials, Madorid, Spain, September, 
2013

  6.	 Tsutsumi Y, Niizeki N, Chen P, Ashida M, Doi H, Noda K, Hanawa T. Enhancement in biocompatibility of metallic 
biomaterials by micro-arc oxidation treatments. International Conference on Biosensors, BioElectronics, BioMedical 
Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013), Tokyo, Japan, October, 2013

  7.	 Tsutsumi Y, Hieda  J, Suyalatu, Chen P, Ashida M, Doi H, Nakai M, Niinomi M, Hanawa T. In-situ corrosion 
monitoring of various metallic biomaterials in simulated body fluid. Advanced Materials Development and 
Integration of Novel Structured Metallic and Inorganic Materials (AMDI4), Nagoya, Japan, December, 2013

  8.	 Tsutsumi Y, Niizeki N, Chen P, Ashida M, Doi H, Noda K, Hanawa T. Formation of antibacterial and bioactive 
porous oxide layer on Ti by micro-arc oxidation treatment. International Symposium on EcoTopia Science 2013 
(ISETS'13), Nagoya, Japan, December, 2013

  9.	 Nakano S, Tsutsumi Y, Chen P, Ashida M, Doi H, Suyalatu, Shimojo M, Noda K, Hanawa T. Effect of alloying 
elements on corrosion resistance of Zr in a simulated body fluid. International Symposium on EcoTopia Science 2013 
(ISETS'13), Nagoya, Japan, December, 2013

10.	 久藏　愛, 井上祐貴, 堤　祐介, 土居　壽, 石原一彦, 塙　隆夫. リン脂質ポリマーの電着によるチタン表面の生体機能化. 
第22回インテリジェント材料／システムシンポジウム, 東京, 2013年1月

11.	 糸井祐貴, 堤　祐介, 土居　壽, 野田和彦, 塙　隆夫. コバルトクロム合金への機能分子電着による摩擦特性の改善. 第22
回インテリジェント材料／システムシンポジウム, 東京, 2013年1月

12.	 中野成之, 下条雅幸, 近藤亮太, 堤　祐介, 土居　壽, 塙　隆夫. 擬似体液中におけるZrの耐食性に及ぼすSn添加の影響. 
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2013年春期講演大会（第152回）日本金属学会, 東京, 2013年3月
13.	 関　一郎, 梅津理恵, 秦　風香, 謝　国強, 王　新敏, 新家光雄, 塙　隆夫. 生体適合を目指したMg-Zn-Ca基金属ガラス合

金の磁化率. 2013年春期講演大会（第152回）日本金属学会, 東京, 2013年3月
14.	 蘇亜拉図, 野村直之, 土居　壽, 堤　祐介, 塙　隆夫. Zr-Mo合金の磁化率と機械的特性に及ぼす熱処理およびAl添加の

影響. 2013年春期講演大会（第152回）日本金属学会, 東京, 2013年3月
15.	 野村直之, 清水良太,  近藤亮太, 蘇亜拉図, 堤　祐介, 土居　壽, 野田和彦, 塙　隆夫. Sn添加したZr-Nb合金の磁化率に及

ぼすスウェージ加工と熱処理の影響. 2013年春期講演大会（第152回）日本金属学会, 東京, 2013年3月
16.	 堤　祐介, 横山嘉彦, 右田　聖, 蘇亜拉図, 土居　壽, 野村直之, 井上明久, 塙　隆夫. 擬似体液中で高耐食性を示すZr基バ

ルク金属ガラスの開発. 2013年春期講演大会（第152回）日本金属学会, 東京, 2013年3月
17.	 前川　南, 和田敬広, 本郷敏雄, 土居　壽, 塙　隆夫, 宇尾基弘. 高強度プラスチック製矯正ワイヤーの機械的性質. 第61

回日本歯科理工学会学術講演会, 東京, 2013年4月
18.	 蘇亜拉図, 新家光雄, 成田健吾, 謝　国強, 野村直之, 塙　隆夫. Zrの機械的性質に及ぼすCrおよびN添加の影響. 2013年

秋期講演大会（第153回）日本金属学会, 石川, 2013年9月
19.	 中野成之, 下条雅幸, 野田和彦, 堤　祐介, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 塙　隆夫. 擬似体液中におけるZrの耐食性に及ぼ

す合金化の影響. 2013年秋期講演大会（第153回）日本金属学会, 石川, 2013年9月
20.	 新関尚史, 野田和彦, 堤　祐介, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 塙　隆夫. 抗菌性と硬組織適合性を両立するTi表面の創製. 

2013年秋期講演大会（第153回）日本金属学会, 石川, 2013年9月
21.	 高久　茜, 田中勇太, 高橋　聰, 野村直之, 塙　隆夫. 低磁性Zr-Ta合金の硬さに及ぼすTa濃度の影響. 2013年秋期講演大

会（第153回）日本金属学会, 石川, 2013年9月
22.	 田中勇太, 高久　茜, 高橋　聰, 野村直之, 塙　隆夫. 低磁性Zr-Ta合金の相境界領域と弾性率の関係. 2013年秋期講演大

会（第153回）日本金属学会, 石川, 2013年9月
23.	 福永圭佑, 當代光陽, 中野貴由, 野村直之, 塙　隆夫. 生体用β型Zr基合金における相変態と塑性変形挙動. 2013年秋期講

演大会（第153回）日本金属学会, 石川, 2013年9月
24.	 中野成之, 堤　祐介, 土居　壽, 下条雅幸, 野田和彦, 塙　隆夫. 塩化物イオン環境中におけるジルコニウムの耐食性に及

ぼす合金元素の影響. 第60回材料と環境討論会, 福島, 2013年9月
25.	 加嶋祐佳, 高市敦士, 土居　壽, 堤　祐介, 塙　隆夫, 若林則幸. 高純度Zr-14Nb合金の歯科精密鋳造への応用. 第62回日本

歯科理工学会学術講演会, 新潟, 2013年10月
26.	 堤　祐介, 土居　壽, 塙　隆夫. EIS法による歯科用金属材料の長期腐食速度の解析. 第62回日本歯科理工学会学術講演

会, 新潟, 2013年10月
27.	 堤　祐介, 鈴木貴文, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 野田和彦, 塙　隆夫. 新規金属アレルギーパッチテスト試薬開発に向

けた疑似体液中での金属イオンの加速溶出法の検討. 第35回日本バイオマテリアル学会大会, 東京, 2013年11月
28.	 堤　祐介. マイクロアーク陽極酸化処理によるチタンへの抗菌性の付与. チタン若手研究者・技術者交流会, 大阪, 2013

年11月
29.	 新関尚史, 堤　祐介, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 野田和彦, 塙　隆夫. Ti表面への抗菌性酸化皮膜の形成とその評価. 第

35回日本バイオマテリアル学会, 東京, 2013年11月

［研究助成金］
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究（A）　「機能分子・生体分子電着による金属の汎用的生体機能化」：課題

番号22240059　研究代表者　塙　隆夫.
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究　「軟組織接着性金属表面の創出」：課題番号23656424　研究代表

者　塙　隆夫.
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究（A）「塩化物環境におけるジルコニウムの腐食機構の解明」：課題番号

25709064　研究代表者　堤　祐介.
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「歯科用合金の口腔内における腐食劣化を模擬した新たな測定法

の開発」：課題番号24650275　研究代表者　堤　祐介.
  5.	 JST 研究成果最適展開支援プログラムA-STEP　FSステージ探索タイプ　「細菌感染リスクフリーの長寿命型硬組織

適合インプラントデバイスの開発」研究代表者　堤　祐介.
  6.	 JST戦略的イノベーション創出推進プログラム（Ｓ-イノベ）　「金属系バイオマテリアルの生体機能化－運動骨格系健

康長寿の要－」研究代表者　塙　隆夫.
  7.	 戦略的国際科学技術協力推進事業日本（JST）－ブラジル（CNPq）研究交流「骨融合インプラントのチタン材料表面

の生体機能化」研究代表者　塙　隆夫.
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［その他］
特許
  1.	 硬組織接触具用材の製造方法、及び硬組織接触具, 特願2007-241100, 堤　祐介, 塙　隆夫, 西村大地, 2013.03.08.
  2.	 コバルトクロム鋳造合金、及び歯科用品, 特願2013-55348, 野村直之, 塙　隆夫, 蘇亜拉図, 2013.3.18.
  3.	 生体用ジルコニウム合金およびそれを用いた生体医療器具, 特願2013-061433, 高久　茜, 田中勇太, 塙　隆夫, 野村直之, 

2013.3.25.
  4.	 ジルコニウム合金、骨固定具、及びジルコニウム合金の製造方法, 国際出願PCT/JP2013/072618, 野村直之, 塙　隆夫, 

2013.8.2.
  5.	 生体用ジルコニウム合金、その製造方法およびその生体用ジルコニウム合金を用いた生体用医療器具, 特願2013-

180468,高久　茜, 田中勇太, 塙　隆夫, 川崎　亮, 野村直之, 2013.8.30.
  6.	 歯科用補綴物用部材、及び歯科用補綴物用部材の製造方法, 米国出願14/035123, 塙　隆夫, 春日井昇平, 2013. 9. 24.

受賞
  1.	 福永圭佑, 當代光陽, 中野貴由, 野村直之, 塙　隆夫. 優秀ポスター賞.  日本金属学会・鉄鋼協会関西支部 材料物性工学

談話会 平成24年度第3回講演会・ポスター発表会, 2013年1月
  2.	 塙　隆夫. 第14回 日本金属学会学術功労賞. 日本金属学会, 2013年3月
  3.	 篠永東吾, 塚本雅裕, 永井亜希子, 山下仁大, 塙　隆夫, 松下伸広, 謝　国強, 阿部信行. 優秀ポスター賞. 第79回レーザー

加工学会講演会, 2013年5月
  4.	 新関尚史, 堤　祐介, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土井　壽, 野田和彦, 塙　隆夫. 第35回日本バイオマテリアル学会大会ハイライ

ト講演. 第35回日本バイオマテリアル学会, 2013年11月
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 バイオデザイン分野（医歯工連携実用化施設）
Biodesign (Medical and Dental Device Technology Incubation Center)

教　　授　髙久田和夫
助　　教　王　巍
大学院生（博士課程） 
　　　　　國分　亮，福田　豊，渡邊正俊，
　　　　　小志戸前葉月，渡邉哲郎，岡野公禎，
　　　　　鈴木亮一，村上功成，池田弘樹，
　　　　　木村太郎，草場宏之，野亦久彌，
　　　　　丸川映子
　　　　（修士課程）杉原章太

（1）教　育
バイデザイン（大学院科目)
  生体力学を基礎とするバイデザインの原理を解説して生体機械工学，特に治療用に生体内に埋植される医療機器について
の理解を深める．

（2）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している．
１．生体組織および細胞の力学に関する研究
1）力学的環境が骨，軟骨，靭帯などに及ぼす影響
2）生体と人工材料の力学的生体適合性

２．医科および歯科用治療デバイスの開発
1）人工骨，人工靭帯，人工神経，人工硬膜，人工歯根，人工粘膜などの開発
2）医療機器の耐久性など機械的安全性試験，および規格試験

３．規制科学の研究
1）医療機器の科学的なリスク・ベネフィット分析に関する基礎的研究

（3）研究業績
[原著]
  1.	 Nozaki K, Wang W, Horiuchi N, Nakamura M, Takakuda K, Yamashita K, Nagai A.  Enhanced osteoconductivity of 

titanium implant by polarization-induced surface charges.  J Biomed Mater Res A.   2013 Oct 7; 
  2. 	Rodotheou P, Wang W, Itoh S, Okazaki M, Takakuda K.  Laser-Perforated Porous Nonwoven Chitosan Nerve 

Conduit.  Journal of Biomechanical Science and Engineering.   2013;8(2):139-151.  
  3. 	Uezono M, Takakuda K, Kikuchi M, Suzuki S, Moriyama K.  Hydroxyapatite/collagen nanocomposite-coated 

titanium rod for achieving rapid osseointegration onto bone surface.  J Biomed Mater Res Part B Appl Biomater.   
2013 Aug;101(6):1031-1038.

  4. 	Asoda S, Arita T, Takakuda K.  Mechanical attachment of soft tissue to dental and maxillofacial implants with mesh 
structures: an experiment in percutaneous model.  J Biomed Mater Res Part B Appl Biomater.   2013 
May;101(4):553-559. 

  5. 	Kimura T, Yokoyama Y, Sakota D, Nagaoka E, Kitao T, Takakuda K, Takatani S.  Evaluation of platelet 
aggregability during left ventricular bypass using a MedTech MagLev VAD in a series of chronic calf experiments.  
J Artif Organs.   2013 Mar;16(1):34-41. 

[総説・書籍]
  1.	 森山啓司，上園将慶，鈴木聖一，高久田和夫，菊池正紀．矯正歯科用骨膜下デバイスの開発と治療への応用．骨研究

最前線（分担）．エヌ・ティー・エス（東京）2013．
  2. 	菊池正紀，上園将慶，高久田和夫，鈴木聖一，森山啓司．水酸アパタイト／コラーゲン骨類似ナノ複合体の現状．FC

　Report  2013秋， 日本ファインセラミックス協会2013．

[学会]
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（海外・国際）
  1.	 Uezono M. Takakuda K, Kikuchi M, Suzuki S, Moriyama. Optimum Thickness of Hydroxyapatite/Collagen Nano 

Composite Coating for Subperiosteal Devices. The 7th International Conference on the Science and Technology for 
Advanced Ceramics. Jun 2013, Yokohama, Japan.

  2. 	Takakuda K. Biomaterials: From Basics To Clinics. 5th International Summer Program of TMDU. Aug, 2013, Tokyo, 
Japan.

  3. 	Wang W, Itoh S, Takakuda K. Decellularized Nerve for Peripheral Nerve Repairing. TERMS-AP 2013 Annual 
Conference. Oct, 2013. Shanghai, China.

（国内）
  1.	 高久田和夫，原田直子．医療機器のリスク・ベネフィットの定量評価．日本機械学会第25回バイオエンジニアリング

講演会，つくば，2013年1月．
  2. 	上園将慶，高久田和夫，鈴木聖一，菊池正紀，森山啓司．骨膜下デバイスにおける最適なハイドロキシアパタイトコ

ラーゲン複合体コーティングの厚さに関する検討．日本機械学会第25回バイオエンジニアリング講演会，つくば，
2013年1月．

  3. 	高久田和夫．医歯工連携実用化施設のご紹介およびミッションについて．歯科器材・薬品開発センターシンポジウム，
東京，2013年2月．

  4. 	高久田和夫．医療機器のリスクとベネフィットの定量解析．第29回分野横断型医工学研究プラットフォーム BASIC
講演会，東京， 2013年6月．

  5. 	高久田和夫．メッシュ構造を利用した軟組織付着型のデンタルインプラント．第28回歯科産業学会大会，郡山，2013
年8月．

  6. 	高久田和夫．人工歯根への軟組織付着の試み．第21回顎顔面バイオメカニクス学会，東京，2013年11月．
  7. 	王魏．脱細胞化神経による末梢神経欠損の架橋．第22回日本形成外科基礎学術集会，新潟，2013年11月．

[研究助成金]
  1. 	日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(B) ｢適応的リモデリングの制御による生体組織の再建｣：課題番号 

23300163  研究代表者 高久田和夫

— 172 —

顎顔面頸部機能再建学講座



顎 顔 面 外 科 学 分 野
Oral and Maxillofacial Surgery

教　　授　原田　清
講　　師　山城正司(～3月，4月～臨床教授)，
　　　　　山口　聰(4月〜)，鵜澤 成一
助　　教　佐藤　豊，儀武啓幸，道　泰之，黒原一人，
　　　　　中久木康一，大山厳雄(4月〜)
医　　員　園田　格，名生邦彦，鈴木(水谷)美保，
　　　　　高橋謙一郎，友松伸允，中地浩之，
　　　　　道川千絵子(4月〜)，炭野　淳，大上えりか，
　　　　　稲葉好則(4月〜)，三浦千佳，
大 学 院　郷田　瑛，橋田之彦，守谷友二朗，
　　　　　山田(高橋)知里，土田絵梨，中村亮介，
　　　　　山田峻之，李　慧(中国，私費留学生)，
　　　　　エンヒュボルド ウヤンガ(モンゴル 留学生)
　　　　　森田琢磨，吉田千紘，岡村武志，寺内正彦，
　　　　　加地博一，奥山紘平，和気　創，近藤雄太，
　　　　　星　礼子(4月〜)，金丸智紀(4月〜)，
　　　　　笠原祐介(4月〜)，勝村早恵(4月〜)，
大学院研究生　佐野(高野)祐美，西原　駿(4月〜)，

(1) 教育：教育方針または主要な教育テーマ
　口腔外科学においては口腔、顎、顔面領域に現れる先天性および後天性疾患について、その病因、病理、症状、診断、処
置ならびに予後を理解させ、かつ、各種疾患の予防および治療に応用させるように教育する。
口腔外科学で取り扱う範囲は非常に広く歯科と医科との重なり合った領域を扱うため、内科学、外科学ならびに隣接臨床医
学とは密接な関係を有している。
　口腔外科学は一般に、歯およびその周囲組織を中心とした疾患を対象とする歯科口腔外科学と、顎口腔顔面領域にわたる
疾患を対象とする顎口腔外科学に区分することができ、顎顔面外科学分野は顎口腔外科学分野と分担して教育する。

1-1　第5学年前期において，次の内容について講義を行う。
　顎口腔医療（内容については顎口腔外科学分野と分担して行う）
  1）顎口腔顔面領域の奇形，特に唇顎口蓋裂
  2）顎口腔顔面領域の変形症
  3）顎口腔顔面領域の損傷
  4）顎口腔顔面領域の炎症・感染症
  5）顎口腔顔面領域の嚢胞
  6）口腔粘膜疾患
  7）顎口腔顔面領域の良性，悪性腫瘍
  8）顎関節疾患
  9）唾液腺疾患
10）系統的骨疾患
11）その他

　以上の疾患の成因、症状、診断、処置および予後について講義を行う。
1-2　第5学年前期に次の内容について実習を行う。
  1）臨床検査とその評価
　(1) 一般簡易検査（血液型、赤血球数、白血球数、血色素量、血球容積、血球沈降速度、血液像、尿検査）
　(2) 血液検査手技（静脈採血、動脈採血）
　(3) 血清生化学検査、尿生化学検査（付、薬剤アレルギー検査、皮内反応）
　(4) 頸部の診察

  2）滅菌および消毒法
　　　手指の消毒，手術野の消毒，器械・器具の消毒など
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  3）抜歯の基本手技
　　　抜歯鉗子・挺子の使い方
  4）顎間固定法

　　　　連続歯牙結紮など					   
1-3　第6学年臨床実習
　外来実習では抜歯およびその他外来小手術の基本手技、投薬など、病棟実習では入院患者に対する手術を理解し、術前・
術後管理の基本などを修得する。
1-4　歯学部第6学年の特別講義を行っている。
1-5　医学部医学科第３学年および歯学部歯学科第３学年の頭頸部臨床ブロックの講義を担当している。
1-6　医学部医学科第４学年、口腔外科の講義、医学部医学科第５学年、口腔外科実習を担当している。
1-7　医学部保健衛生看護学科の講義を担当している。
1-8　医歯学総合研究科医歯科学専攻修士課程の講義を担当している。

(2) 研究：研究テーマ
　当分野では多岐にわたる顎顔面口腔領域の疾患に対し、以下のテーマを中心に研究を行っている。
１）顎変形症：術後の安定性と手術術式の改良を目的とした研究を行っている。特に、口内法における術式の改良、術後
の下顎頭の安定性、後戻り、下顎運動、皮膚感覚、安全な上顎骨後方挙上等について検討している。

	 　三次元超音波振動切削機（ピエゾサージェリーⓇ、ソノペットⓇ）を導入し、神経血管・骨膜損傷を抑える骨切り等を
行っている。また骨接合の際に用いる吸収性プレートの力学的強度の研究を企業との産学連携研究として行っている。

	 　口唇口蓋裂患者の重度の上顎発育不全に対して創内延長装置であるZurich maxillary distractorやRED systemを用い
た上顎全体の骨延長の適応や術後の安定性に関して検討している。

	 　自己血貯血の実態調査、外科手術前後の栄養調査、意識調査・口腔衛生に対する評価を行い、実際の臨床に反映させ
ている。下顎枝矢状分割術における下顎頭位置決め方法についても改良を進めている。

	 　また、クリニカルパスを導入して安全、確実な入院加療、術後入院期間の短縮を実現して患者に優しい医療を目指し
ている。

１）顎変形症：術後の安定性と手術術式の改良を目的とした研究を行っている。特に、口内法における術式の改良、術後
の下顎頭の安定性、後戻り、下顎運動、皮膚感覚、安全な上顎骨後方挙上等について検討している。三次元超音波振動
切削機（ピエゾサージェリーⓇ、ソノペットⓇ）を導入し、神経血管・骨膜損傷を抑えて馬蹄型骨切り等を行っている。
また骨接合の際に用いる吸収性プレートの力学的強度の研究を企業との産学連携研究として行っている。口唇口蓋裂患
者の重度の上顎発育不全に対して創内延長装置であるZürich maxillary distractorやRED systemを用いた上顎全体の骨
延長の適応や術後の安定性に関して検討している。外科手術前後の栄養調査、意識調査・口腔衛生に対する評価を行い、
実際の臨床に反映させている。下顎枝矢状分割術における下顎頭位置決め方法についても改良を進めている。また、ク
リニカルパスを導入して安全、確実な入院加療、術後入院期間の短縮を実現して患者に優しい医療を目指している。

２）口腔悪性腫瘍：超音波、CT、MRI、PET等の画像を用いた診断や腫瘍進展範囲の検索の精度を向上させるための研
究を引き続き行っている。超音波診断においては、カラードプラ超音波診断器を導入し、病変の血流の有無、方向、流速、
性状など、腫瘍の質的診断の研究を行っている。

	 　口腔癌の組織型、発生部位別の治療成績の検討から、予後不良因子を抽出し、常に治癒率の向上を目指している。
	 　また、重複癌に関する臨床的研究、若年者・高齢者における口腔癌患者の動向に関する臨床的研究、遠隔転移様相に
関する臨床的研究、口腔癌切除後の創被覆法、切除法の工夫に関する研究を行っている。さらに、術後治療の標準化、
新規抗がん剤治療による治療成績についての研究を行い、治療成績の向上に寄与する研究を行っている。

	 　口腔再建手術後の咀嚼、嚥下、構音などの口腔機能の評価法に関する研究も進めており、術後QOLを向上させる再建
法について検討を行っている。術後の摂食・嚥下障害が予想される患者に対しては、摂食リハビリ外来や病棟スタッフ
との連携のもとで、術前より摂食・嚥下機能評価を行っている。特に腫瘍切除後に組織移植により再建術を行う患者に
対しては、クリニカルパスを作成し、早期のリハビリ開始や、術後入院期間の縮小がはかられている。また、言語機能
評価は言語治療外来にて行っているが、切除範囲や術式ごとの検討を行うことにより、機能温存を重視した術式の開発
に取り組んでいる。

３）口唇口蓋裂：口唇口蓋裂患者の初回手術前より口蓋床を用い、術前顎発育誘導による歯列弓形態の経時的な変化につ
いて解析を行っている。口唇形成や口唇修正においては、積極的に人中形成を含めた自然な三次元的形態回復を行って
いる。顔面の形態評価については２次元解析を行っている。

	 　口蓋形成では、言語機能や顎発育の両面を考慮したよりよい術式を選択し、成長期における咬合状態と言語機能につ
いて評価を行い，咬合や言語に与える因子の解析を行っている。
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	 　顎裂部への二次的骨移植については、単純X線写真やCTを用い骨形態や歯列弓形態についての評価を行っている。ま
た、鼻咽腔閉鎖機能不全に対してまずは発音補助装置を用い改善を図り、必要に応じて咽頭弁移植術を行い、鼻咽腔閉
鎖機能の獲得を行っている。

	 　重度の上顎劣成長に対しては、骨延長を適応し咬合改善を行い、術後の後もどりや長期術後安定性について検討を行
っている。治療終了期の患者の総合評価を行い、治療プロトコールの問題点や改善点について検討している。また、1
歳半から18歳までのおける口腔ケアならび口腔保健に関する研究も行って、必要に応じて患者さんフィードバックして
いる。

	 　研究面では、研究書承諾書を頂いた患者さんから手術中に生じた患者さんの血液、組織を用いて口唇・口蓋裂の発生
に関わる遺伝子解析を本学分子発生学分野と共同研究を行っている。

４）顎関節疾患：口腔疾患と心因的な関連について、顎関節症患者を含む当科外来患者を対象として必要に応じて心理要
因の調査を実施し、疼痛と不安・抑うつとの関連性を解析し、治療法を検討している。また顎関節に発生する腫瘍性病
変についての外科治療を行うとともに発症原因や病態解明についての検索を行っている。

	 　従来からある開口訓練器の改良を行うと共に新しい型式の開口訓練器と開口度測定器の新規開発、それらの実用化と
臨床応用に向けての研究開発を進めている。

５）口腔再建：舌、口底、頬粘膜などの軟組織再建は、主に、前腕皮弁や腹直筋皮弁などの遊離皮弁移植を用いて行って
いる。顎骨などの硬組織再建は、遊離肩甲骨複合皮弁などの血管柄付き骨移植、骨髄海綿骨細片(PCBM)などによる再
建を行っている。顎義歯、インプラント義歯など用いた咬合再建を最終目標とする取り組みと、咀嚼機能、QOL評価を
通じて、より安全で機能的な口腔再建法の確立と機能評価・術式の標準化へ向けた研究を行っている。

６）口腔粘膜疾患：白板症、扁平苔癬などの口腔粘膜疾患に対する治療のために専門外来を設置している。また粘膜疾患
の病態に対する原因の調査を、全身疾患、局所、心因性のものにわたって行い、治療には一部東洋医学も導入している。

７）歯および骨の再生に関する研究：歯髄細胞を細胞供給元とした再生医療の研究を進めている。
	 　これまでにヒト歯髄細胞は無血清培地にて培養した場合には象牙質を形成することが見いだされた。歯の再生には上
皮系細胞と間葉系細胞が必要と思われる。上皮系細胞としてヒト口腔粘膜上皮細胞、間葉系細胞としてヒト歯髄細胞に
着目し歯の再生研究を行っている。

	 　最近になり手術時に生じる余剰骨組織よりヒト骨髄間葉系幹細胞の培養にも成功しており、再生医療への応用研究を
展開していきたいと考えているまた、骨再生医療のための新たな吸収性スキャフォールドとしてポリロタキサンに注目
し研究を進めている。

８）口腔癌に関する基礎的研究：口腔癌に対する基礎的研究：口腔癌検体より、レーザーマイクロダイセクションを用い
て、それぞれの検体から正常部、上皮性異形成部、癌部を採取し、マイクロアレイ解析を行うことにより口腔癌の発
癌過程におけるmRNAレベルの発現の変化をデータベース化した。そのデータベースより、正常から上皮性異形成、
上皮性異形成から浸潤癌への変化に伴い有意に発現が変化する15遺伝子を同定した。さらに、同データベースより、
浸潤癌に特異的に発現する4遺伝子を同定した。

	 　また、舌癌におけるリンパ管特異的マーカーであるpodoplaninの発現様式を免疫染色法により解析した結果、同タン
パク質の発現様式は癌の浸潤様式と有意に相関することが分かった。病理組織学的に、被膜外浸潤を分類することが
可能であることを示した。

(3) 臨床
　臨床上の特色：近年の口腔外科疾患に対する治療法の進歩により最新かつ専門化した集学的治療体系が必要とされてきて
いる。これに対応して当科では顎変形症、口腔悪性腫瘍、唇顎口蓋裂、顎関節、口腔粘膜疾患に対して専門外来を設け個々
の患者へのきめ細かい対応ができる態勢を整えている。同時に集学的治療の実践のため、顎変形症や唇顎口蓋裂では症例検
討会を矯正歯科外来と合同で行っており、口腔外科医と矯正歯科医が十分な検討を行った上で治療計画を立てている。また、
悪性腫瘍に限らず病態が複雑な疾患や稀少な疾患を対象に口腔病理科、歯科放射線科と合同で臨床病理カンファレンス

（CPC）を行い、症例について総合的に検討することにより、診断、治療に関わる知識を深め臨床に役立てている。さらに
は近年、心身医学的要素を持ち合わせた口腔疾患患者の増加を鑑み、精神神経科医と合同で診療にあたるリエゾン外来を開
設しており成果を上げている。
　2013年の外来新患患者数は7,194名（うち再初診1,002名）、入院患者数589名、入院手術件数457件である。
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20.	 山城正司：舌癌に対する密封小線源治療の適応は？日本頭頸部癌学会編：頭頸部癌診療ガイドライン2013年版:52-53, 

金原出版株式会社
21.	 山城正司：頭頸部癌の治療において口腔ケアは有効か？日本頭頸部癌学会編：頭頸部癌診療ガイドライン2013年版, 

:93-94　金原出版株式会社
22.	 山口聰、阿部成宏、濱田啓一、原田清：ヒト歯髄細胞の増殖・分化に対する血清の影響日本口腔組織培養学会雑誌 

22(1):3-4, 2013
23.	 山口聰、阿部成宏、濱田啓一、原田清：ヒト根未完成歯根尖部歯髄組織由来細胞の性質　― 再生医療への応用を目指

して ―  日本口腔組織培養学会雑誌 22(2):15-26, 2013
24.	 山城正司：抜歯後の皮下出血．デンタルダイヤモンド社(東京)38(554):118‐119, 2013

［総説］
  1.	 原田清：顎変形症の診断と手術手技－その基本と勘どころ－ 日本口腔外科学会雑誌59(4):214-222, 2013
  2.	 原田清：上顎の拳上手術－その術前予測と現実－ 東京矯正歯科学会雑誌 別冊23(2):145-151, 2013
  3.	 原田清：馬蹄形Le Fort I型骨切り術 日本顎変形症学会雑誌 23(4):233-237, 2013

［新聞・パンフレット］
  1.	 中久木康一：萬人一語「歯科医師国家試験イップス」，新聞QUINT， 2013年6月号（第210号）P1 ，2013年6月10日
  2.	 中久木康一：特別座談会「今後の歯科における災害時対応の方向性」，新聞QUNIT， 2013年10月号（第214号）P6-7，

2013年10月10日

［学会］
  1.	 Yosuke Harazono, Ken-ichi Kozaki, Tomoki Muramatsu, Hironori Endo, Narikazu Uzawa, Tatsuyuki Kawano, 

KiyoshiHarada, Johji Inazawa: miR-655 is an EMT-suppressive microRNA targeting ZEB1 and TGFBR2 AACR/
JCA Joint Conference, February 21-25, 2013 Maui, HI USA

  2.	 Motoko Okamitsu, Taiko Hirose, Taeko Teramoto, Noriko Okubo, Hidemi Yoshimasu, Yutaka Sato, Kei-ichi Morita, 
Ken Omura: Factors related to social support of mothers of infants with cleft lip and/or palate．International 
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Collaboration for Community　Health Nursing Research Conference 2013,(March 11-13, Edinburgh, Scotland)
  3.	 Harriman E.J, Ohyama Y, and Mochida Y: Characterization of Wdr72 Knockout Rats, Causative Gene for 

Amelogenesis Imperfecta. International Association for Dental Research. March 20-23, 2013, Seattle USA.
  4.	 Venkitapathi S, Ohyama Y, Jaha H.S, Almahmadi A, Aljamaan R, and,  Mochida Y: Ciliary Colocalization and 

Interaction of Evc &Evc2 Proteins. International Association for Dental Research. March 20-23, 2013, Seattle USA.
  5.	 Nagaoka R, Torikai T，Fukawa T , Kijima T，Misawa T, Naganisi H, Omura S: Le Fort II distraction osteogenesis 

using original distractor in a patient with Apert syndrome.12th International Congress on Cleft Lip/Palate and 
Related Craniofacial Anomalies May 5-10, 2013, Florida

  6.	 Yuki Matsushita, Kei Sakamoto, Ken-ichi Katsube, Kiyoshi Harada, Akira Yamaguchi: Role of CCN3/NOV in bone 
regeneration. 2nd Joint Meeting of the International Bone and Mineral Society and The Japanese Society for Bone 
and Mineral Research (IBMS-JSBMR) May 28-June 1, 2013, Kobe

  7.	 Goda A, Maruyama F, Michi Y, Ichiro N, Harada K: Analysis of the factors affecting the formation of the 
microbiome associated with chronic osteomyelitis of the jaw. FEMS 2013 5th congress of European 
microbiologistsJuly 21-25, 2013, Liepzig, Germany

  8.	 Yuki Matsushita, Kei Sakamoto, Tokutarou Minamizato, Kiyoshi Harada, Akira Yamaguchi: CCN3 participates in 
bone regeneration as an inhibitory factor. The American Society for Bone and Mineral Research 2013 Annual 
Meeting (ASBMR)  Oct 3–7, 2013, Baltimore

  9.	 Narikazu Uzawa, Miho Suzuki, Yasuyuki MIchi, Masashi Yamashiro, Kiyoshi Harada: Microsurgical Free Flap 
Reconstructions of Head and Neck Region in 401 cases: A 25-Year Experience. 21st International Conference on Oral 
and Maxillofacial Surgery Oct 21–24, 2013, Barcelona

10.	 Yuki Matsushita, Kei Sakamoto, Yoshihiro Tamamura, Ken-ichi Katsube, Kiyoshi Harada, Akira Yamaguchi: CCN3 
inhibits bone regeneration via BMP signaling pathway. 21st International Conference on Oral and Maxillofacial 
Surgery Oct 21–24, 2013, Barcelona

11.	 Chieko Michikawa, Narikazu Uzawa, Toshiyuki Izumo, Akira Yamaguchi, Kiyoshi Harada: Classification of 
extracapsular spread of the lymph node metastasis in oral cancer. 21st International Conference on Oral and 
Maxillofacial Surgery Oct 21–24, 2013, Barcelona

12.	 SONODA Itaru, UZAWA Narikazu, SAKAMOTO Kei, HARADA Kiyoshi: Two cases of Plasmocytosis 
Circumorificialis. 21st International Conference on Oral and Maxillofacial Surgery Oct 21–24, 2013, Barcelona

13.	 Hidemi Yoshimasu, Yutaka Sato, Takashi Mishimagi, Yuko Katsuki,Kiyoshi Harada: Long-term results following the 
pharyngeal flap operation in patients with cleft palate and congenital velopharyngeal．21st International Conference 
on Oral and Maxillofacial Surgery Oct 21–24, 2013, Barcelona

14.	 Tomomatsu N, Uzawa N, Aragaki T, Yoshitake H, Suzuki M, Watanabe Y, Harada K: A prognostic factor of the 
odontogenic maxillary sinusitis. 21st International Conference on Oral and Maxillofacial Surgery Oct 21–24, 2013, 
Barcelona

15.	 宮嶋大輔、八木原一博、桂野美貴、住本和歌子、石川文隆、柳下寿郎、石井純一：口蓋隆起部に発生した扁平上皮癌
の1例. 第31回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会(2013年1月24-25日，東京)

16.	 道川千絵子、鵜澤成一、炭野淳、守谷友二朗、山城正司、原田清、山口朗、出雲俊之：被膜外浸潤を生じたリンパ節
についての検討．第31回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会(2013年1月24-25日，東京)

17.	 山城正司、出雲俊之、佐藤徹、柴原孝彦、丸山智、八木原一博、山本信治：口腔癌早期病変（表在癌）の臨床診断．
第31回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会(2013年1月24-25日，東京)

18.	 鵜澤成一、山城正司、原田清：シンポジウム1　軟組織再建　前腕皮弁．第31回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会
(2013年1月24-25日，東京)

19.	 中久木康一：大規模災害時の歯科保健医療活動における，歯科衛生士・歯科技工士の役割に関する調査．第18回日本
集団災害医学会総会・学術集会(2013年1月17日-19日，神戸)

20.	 熊谷順也、小林明子、望月美江、澤田真人、山崎裕子、原田清：味覚障害に影響する因子について　第２報．第17回
口腔顔面神経機能学会(2013年3月2日，福岡)

21.	 郷田瑛、細見晋吾、渡辺孝康、野澤孝志、相川知宏、丸山史人、中川一路：顎骨骨髄炎の細菌叢を規定する因子とコア・
マイクロバイオーム．第86回日本細菌学会総会(2013年3月18-20日，幕張)

22.	 松下祐樹、坂本啓、勝部憲一、原田清、山口朗：骨再生におけるCCN3の役割. 第12回日本再生医療学会総会(2013年3
月21-23日, 横浜)

23.	 遠藤寛則、宮本日出雄、高野祐美、長谷川和樹：口蓋および頸部に生じたMALTリンパ腫の1例．第67回NPO法人日
本口腔科学会学術集会(2013年5月22-24日, 宇都宮)

24.	 道泰之、鈴木美保、三浦千佳、園田格、山城正司、原田清：小唾液腺原発粘表皮癌の臨床的検討. 第67回NPO法人日
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本口腔科学会学術集会(2013年5月22-24日, 宇都宮)
25.	 儀武啓幸、和気創、木野孔司、原田清：顎関節授動術におけるシリコンシート中間挿入物の使用の有無による術後開

口量についての検討．第67回NPO法人日本口腔科学会学術集会(2013年5月22-24日, 宇都宮)
26.	 鵜澤成一、鈴木美保、道泰之、山城正司、原田清：401遊離皮弁を用いた頭頸部再建の臨床的検討． 第67回NPO法人

日本口腔科学会学術集会(2013年5月22-24日, 宇都宮)
27.	 守谷友二朗、鵜澤成一、高橋謙一郎、道川千絵子、炭野淳、原田清：上皮性異形成の癌化に特異的に関与する遺伝子

の発現. 第67回NPO法人日本口腔科学会学術集会(2013年5月22-24日, 宇都宮)
28.	 町田章彦、奥原滋、原田清、井関祥子：髄膜におけるFoxc1/Twist1を介したBmp7の発現は頭蓋冠骨の頭頂側への成

長を制御する. 第67回NPO法人日本口腔科学会学術集会(2013年5月22-24日, 宇都宮)
29.	 高橋謙一郎、鵜澤成一、茂櫛薫、守谷友二朗、田中博、原田清：高密度SNPs Microarraysを用いた口腔扁平上皮癌原

発巣と転移巣間での遺伝子CNV解析．第67回NPO法人日本口腔科学会学術集会(2013年5月22-24日, 宇都宮)
30.	 鈴木美保、道泰之、鵜澤成一、山城正司、原田清：当科における肩甲骨皮弁再建症例の術後機能評価第67回NPO法人

日本口腔科学会学術集会(2013年5月22-24日, 宇都宮)
31.	 長岡亮介、鳥飼勝行、三沢尚弘、木島毅、長西裕樹、大村進、福山英治、島﨑一夫：最少回数の手術で若年期に外科

治療をほぼ終了した片側唇顎口蓋裂の1例．第37回日本口蓋裂学会総会・学術集会(2013年5月30-31日, 佐賀)
32.	 佐藤豊、三島木節、香月佑子、町田章彦、壬生美智子、谷口尚、吉増秀實、原田清：家族性に発現したOral-Facial-

Digital Syndrome Type Ι．第37回日本口蓋裂学会総会・学術集会(2013年5月30-31日, 佐賀)
33.	 三島木節、香月佑子、佐藤　豊、阿部成宏、上丸英、村嶋真由子、町田章彦、山田峻之、吉増秀實、原田清：片側性

唇顎口蓋裂児の乳歯列期咬合評価．第37回日本口蓋裂学会総会・学術集会(2013年5月30-31日, 佐賀)
34.	 吉増秀實、松田悠平、大里愛、佐藤豊、三島木節、香月佑子、町田章彦、原田清：東京医科歯科大学歯学部附属病院

顎顔面外科で治療を行った口唇裂・口蓋裂児の口腔保健について．第37回日本口蓋裂学会総会・学術集会(2013年5月
30-31日, 佐賀)

35.	 奥山紘平、道泰之、山城正司、遠山怜、川俣綾、山根正之、矢野智之、原田清：下顎半側切除術と腓骨皮弁による即
時再建術を行った小児の下顎エナメル上皮線維腫の１例．第195回 日本口腔外科学会関東支部学術集会(2013年6月1日，
千葉)

36.	 和気創、儀武啓幸、佐藤文明、中久木康一、和気裕之、原田清：当科における顎関節症治療の現状．第195回 日本口
腔外科学会関東支部学術集会(2013年6月1日，千葉)

37.	 名生邦彦、道泰之、鈴木美保、原田清：80歳以上の超高齢者口腔扁平上皮癌症例の臨床的検討．第37回日本頭頸部癌
学会(2013年6月13-14日，東京)

38.	 道泰之、鈴木美保、山城正司、原田清：シンポジウム２ 唾液腺癌の診断と治療up-to-date小唾液腺癌の治療. 第37回日
本頭頸部癌学会(2013年6月13-14日，東京)

39.	 宮嶋大輔、石井純一、八木原一博、桂野美貴、住本和歌子、石川文隆、柳下寿郎、岡部貞夫：化学放射線療法と胸腔
鏡下切除により治癒した進行癌の1例．第37回日本頭頸部癌学会(2013年6月13-14日，東京)

40.	 道川千絵子、鵜澤成一、炭野淳、守谷友二朗、森田琢磨、原田清、山口朗、出雲俊之：被膜外浸潤を生じた転移リン
パ節の分類．第37回日本頭頸部癌学会(2013年6月13-14日，東京)

41.	 長谷川和樹、山城正司、宮本日出雄：肩甲骨皮弁による顎骨再建とデンタルインプラントの応用．第37回日本頭頸部
癌学会(2013年6月13-14日，東京)

42.	 原口美恵子、山城正司、隅田由香、原田浩之、小村　健、原田　清、谷口　尚：口腔腫瘍切除患者における顎補綴治
療後の咀嚼機能評価―グミゼリーとガムを用いた臨床的評価―．第37回日本頭頸部癌学会(2013年6月13-14日，東京)

43.	 岡村武志、黒原一人、佐藤豊、儀武啓幸、中久木康一、細木美佐、友松伸充、小杉真智子、原田清：東京医科歯科大
学歯学部附属病院顎顔面外科における過去5年間の顎変形症患者に対する自己血輸血の実態調査．第23回顎変形症学
会総会・学術大会(2013年6月22-23日，大阪)

44.	 松下祐樹, 中久木康一, 小杉真智子, 黒原一人, 儀武啓幸, 細木美佐, 友松伸允, 原田 清：上下顎移動術における下顎頭位
置決めシステムの評価．第23回顎変形症学会総会・学術大会(2013年6月22-23日，大阪)

45.	 小杉真知子、中久木 康一, 黒原 一人, 儀武 啓幸, 細木 美佐, 友松 伸允, 原田 清：Le Fort I型上顎骨骨切り術後の上口唇・
上顎歯肉の知覚変化に関する検討　切開線による相違．第23回顎変形症学会総会・学術大会(2013年6月22-23日，大阪)

46.	 松下祐樹、中久木康一、小杉真智子、黒原一人、儀武啓幸、細木美佐、友松伸允、原田清：上下顎移動術における下
顎頭位置決めシステムの評価. 第23回顎変形症学会総会・学術大会(2013年6月22-23日，大阪)

47.	 中久木康一、小杉真智子、黒原一人、儀武啓幸、細木美佐、友松伸允、原田清：ハイドロキシアパタイト含有ポリ-L-
乳酸製メッシュによる固定を行った上下顎骨骨切り術術後の安定性．第23回顎変形症学会総会・学術大会(2013年6月
22-23日，大阪)

48.	 橋田之彦、穐山雅子、中浜健一、原田清、森田育男：骨芽細胞分化におけるCx43の役割について．第34回日本炎症・
再生医学会学術大会(2013年7月2-3日，京都)
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49.	 山城正司：がん医療において歯科医ができること．七華会学術研修会(2013年7月13日，東京)
50.	 塚越香、西山 暁、木野孔司、戸辺昌子、大友奈津子、羽毛田 匡、渋谷寿久、石川高行、神山美穂、高岡美智子、太

田武信、佐藤文明：顎関節症スクリーニンク質問票を用いた顎関節 症患者調査．第26回日本顎関節学会総会・学術集
会 (2013年7月20-21日，東京)

51.	 和気創、儀武啓幸、佐藤文明、中久木康一、和気裕之、小林明子、木野孔司、原田清：当科における顎関節症治療の
現状　2011年と1993年の比較．第26回日本顎関節学会総会・学術集会(2013年7月20-21日，東京)

52.	 中久木康一、和気裕之、宮地英雄、六島聡一、小杉真智子、上園明日見、松下祐樹、土永浩史、和気創、佐藤文明、
儀武啓幸、原田清、宮岡等：精神科リエゾン外来で診療した顎関節症症例の特徴．第26回日本顎関節学会総会・学術
集会 (2013年7月20-21日，東京)

53.	 儀武啓幸、佐藤文明、和気創、小林明子、中久木康一、和気裕之、原田清：当科における顎関節滑膜軟骨腫症の臨床
統計．第26回日本顎関節学会総会・学術集会(2013年7月20-21日 東京)

54.	 町田章彦、奥原滋、原田清、井関祥子：髄膜におけるFoxc1/Twist1を介したBmp7の発現は頭蓋冠骨の頭頂側への成
長を制御する. 第53回日本先天異常学会学術集会(2013年7月21～23日，大阪府)

55.	 長岡亮介、鳥飼勝行、長西裕樹、木島毅、馬場祥行、辻美千子、大村進、森山啓司：上下顎骨切術と梨状孔縁骨切骨
延長術の併用により中顔面低成長の改善を行ったラルセン症候群の1例. 第53回日本先天異常学会学術集会(2013年7月
21～23日，大阪府)

56.	 郷田瑛、丸山史人、道泰之、加地博一、中川一路、原田清：顎骨骨髄炎の細菌叢を規定する因子とコア・マイクロバ
イオーム. 第7回細菌学若手コロッセウム(2013年8月7-9日，広島)

57.	 松下祐樹、坂本啓、南里篤太郎、原田清、山口朗：骨再生におけるCCN3の役割. 第7回瀬戸内フォーラム(2013年8月
17-18日, 神戸)

58.	 松下祐樹、坂本啓、南里篤太郎、原田清、山口朗：CCN3は骨再生における抑制因子である. 第55回歯科基礎医学会学
術大会・総会(2013年9月20-22日, 岡山)

59.	 大上えりか、山口聰、黒原一人、熊谷順也、岡村武志、鵜澤成一、吉増秀寳、原田清：当科過去10年間における粘液
腫の臨床的検討. 第47回  NPO 法人日本口腔科学会関東地方部会(2013年9月28日, 東京医科歯科大学歯学部付属病院特
別講堂)

60.	 遠山怜、栢森高、鵜澤成一、岡田憲彦、山口朗：石灰化嚢胞性歯原性腫瘍から続発したと考えられる歯原生癌腫の一例．
第47回  NPO 法人日本口腔科学会関東地方部会(2013年9月28日, 東京医科歯科大学歯学部付属病院特別講堂)

61.	 道川千絵子、鵜澤成一、炭野淳、守谷友二朗、森田琢磨、出雲俊之、山口朗、原田清：被膜外浸潤の分類に関する検討．
第47回  NPO 法人日本口腔科学会関東地方部会(2013年9月28日, 東京医科歯科大学歯学部付属病院特別講堂)

62.	 横溝一郎、高坂晋哉：慢性期を中心とした病院でのベッドサイドにおけるレーザー治療が有効であった2例．第25回
日本レーザー歯学会総会・学術大会(2013年9月28-29日，新宿)

63.	 片岡恵一、東堀 紀尚、小川卓也、佐藤豊、原田清、森山啓司：Le FortⅠ型骨切り術により顎裂閉鎖と上顎骨延長を
行い咬合の改善を図った片側性口唇口蓋裂の一症例．第72回日本矯正歯科学会大会(2013年10月7日-9日，長野)

64.	 道泰之、水谷美保、三浦千佳、大山厳雄、出雲俊之、鵜沢成一、原田清：頬粘膜扁平上皮癌の臨床的検討. 第58回日
本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

65.	 香月佑子、三島木節、佐藤豊、町田章彦、山田峻之、吉増秀實、原田清：片側唇顎口蓋裂患者に対する術前顎発育誘
導における歯槽弓形態改善に関わる因子の検討. 第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

66.	 加地博一、中久木康一、原田清：側頭窩に迷入した上顎智歯をX線視下に抜去した1例．第58回日本口腔外科学会総会・
学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

67.	 儀武啓幸、原田清：顎関節の下顎頭滑走運動を誘導する新型の開口訓練器の開発．第58回日本口腔外科学会総会・学
術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

68.	 倉沢泰浩、高橋謙一郎、大庭祥子、天笠光雄、長澤宏和：舌癌治療後急速な転帰をとった胸膜中皮腫の１例．第58回
日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

69.	 阿部成宏、山口聰、佐藤豊、原田清：Neurosphere法を用いたヒト口腔粘膜間葉組織由来幹細胞様細胞集団の単離と
性状解析．第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

70.	 前田慶子、道泰之、山城正司、名生邦彦、道川千絵子、原田清：舌扁平上皮癌N0症例の局所再発・頸部後発転移に関
する検討. 第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

71.	 佐藤豊、三島木節、香月佑子、町田章彦、寺内正彦、吉田千紘、吉増秀實、原田　清：当科における医病歯病連携に
よる口唇裂・口蓋裂の治療．第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

72.	 高野祐美、長谷川和樹、遠藤寛則、宮本日出雄：上顎前歯部に発生した顎骨中心性癌と考えられた１例．第58回日本
口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

73.	 炭野淳、鵜澤成一、名生邦彦、鈴木美保、大山厳雄、道泰之、原田清：口腔癌の術後後発頸部リンパ節転移の発見の
契機に関する検討．第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)
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74.	 星礼子、山口聰、原田清：下顎嚢胞におけるCT画像とオトガイ部知覚鈍磨の関係について．第58回日本口腔外科学
会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

75.	 水谷美保、道泰之、大山厳雄、鵜澤成一、山城正司、出雲俊之、原田清：当科における多形腺腫161例の臨床的検討．
第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

76.	 郷田瑛、道泰之、村嶋真由子、炭野淳、守谷友二朗、加地博一、原田清：顎骨骨髄炎に関連する細菌叢の高解像度解
析. 第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

77.	 大山厳雄、Ahmad AHMEHMADI、原田　清、持田欣幸．Vwc2-like蛋白質による基質石灰化調節．第58回日本口腔
外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

78.	 宮嶋大輔、八木原一博、桂野美貴、住本和歌子、石井純一、柳下寿郎、石川文隆：下顎骨に発生した骨芽細胞腫の1
例. 第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

79.	 黒原一人：顎矯正手術における三次元シミュレーション. 第58回日本口腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 
福岡)

80.	 橋田之彦、道泰之、中浜健一、原田清、森田育男：骨代謝制御におけるCx43の役割とメカニズムの解析第58回日本口
腔外科学会総会・学術大会(2013年10月11-13日, 福岡)

81.	 中久木康一，有川量崇，田口千恵子，那須郁夫，寺岡加代：自治体における大規模災害時の歯科保健医療体制の整備
状況，第72回日本公衆衛生学会総会(2013年10月24日，三重)

82.	 香月佑子、三島木節、佐藤豊、五十嵐英、町田章彦、山田峻之、吉増秀實、原田清：片側唇顎口蓋裂に対する術前顎
発育誘導の治療目標をどこに設定すべきか．第20回横浜形成外科フォーラム(2013年11月9日，横浜)

83.	 高尚、塩田真、藤井政樹、佐藤仁、春日井昇平：ハイドロキシアパタイトファイバーをキャリアとしたシンバスタチ
ンのウサギモデルでの骨増生の促進．第17回日本顎顔面インプラント学会学術大会(2013年11月30-12月1日，東京）

84.	 三浦千佳、道泰之、名生邦彦、水谷美保、熊谷順也、勝部憲一、栢森　高、出雲俊之、原田清：下唇・オトガイ部の
知覚鈍麻を初発症状とした下顎骨脈瘤性骨嚢胞の1例．第196回日本口腔外科学会関東支部学術大会（2013年12月7日，
東京）

85.	 横溝一郎、小野正博、星作男、鈴木紘一、中久木康一、道泰之、原田清、吉川博康、波多野一：医療連携で周術期管
理を行い手術を施行した1例．第13回世田谷区医師会医学会(2013年12月7日，世田谷)

86.	 中久木康一：災害時に歯科保健医療支援ができる食支援の可能性，日本災害食学会第1回研究発表会(2013年12月14日，
東京)

［研究助成金］
  1.	 原田清：微小電流刺激と骨形成因子を応用したインプラント周囲骨増生法の開発．科学研究費補助金・基盤研究C

（2012-2014年度）
  2.	 山城正司：口腔準備期における口腔癌治療のインパクト評価．科学研究費補助金・基盤研究C（2011-2013年度）
  3.	 新中康史：上皮間葉間の移行阻害による癌の悪性放棄の機序解明．科学研究費補助金・基盤研究C（2011-2013年度）
  4.	 鵜澤成一：遺伝的相同性に基づく口腔癌頸部リンパ節転移経路の解析．科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究（2012-2013

年度）
  5.	 大山厳雄：Vwc2-likeによる石灰化促進メカニズムの解析．科学研究費補助金・研究活動スタート支援（2013-2014年度）
  6.	 園田格：唾液腺癌のオーダーメイド治療に向けての研究.科学研究費補助金・若手研究B（2012-2014年度）
  7.	 阿部成宏：口腔組織幹細胞の有用性と限界を探る挑戦的基礎研究：各幹細胞に適した再生医学の開発．科学研究費補

助金・若手研究B （2013-2014年度）
  8.	 名生邦彦：FNA-FISH法による口腔扁平上皮癌の遺伝子数的異常解析の研究．科学研究費補助金・若手研究B（2013-2015

年度）
  9.	 高橋謙一郎：なぜ長期経過観察後にも頸部リンパ節転移は生じるのか．科学研究費補助金・若手研究B（2013-2014年度）
10.	 友松伸允：新たな顎骨浸潤モデルの構築とTNF-αインヒビターを利用した新規治療法の開発. 科学研究費補助金・若

手研究B（2012-2013年度）
11.	 道川千絵子：口腔扁平上皮癌頸部リンパ節転移巣における被膜外浸潤の遺伝的多様性の検索．科学研究費補助金・若

手研究B（2012-2013年度）
12.	 大上えりか：口腔扁平上皮癌による顎骨破壊に関与する新規の因子の同定と新たな治療法の基礎構築．科学研究費補

助金・若手研究B（2013-2014年度）

［その他］
研究会主催
  1.	 第13回関東地区口腔腫瘍研究会（2012年7月28日、東京医科歯科大学特別講堂）
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勉強会主催
  1.	 関東地区腫瘍集談会（第244回：2月19日、第245回：3月12日、第246回：4月16日、第247回：5月28日、第248回：7月

2日、第249回：9月17日、第250回：11月5日、第251回12月3日）

講演
  1.	 原田清：“がん患者の周術期等における口腔機能の管理等” に果たす歯科衛生士の役割．さつき会平成24年度アザレア

公開講座　東京医科歯科大学特別講堂（東京、湯島）2013年1月27日．
  2.	 中久木康一：一般社団法人東京都西多摩歯科医師会　平成24年度医療管理事業　公開講演会「避難所における歯科医

療活動と歯科保健活動について」，2013年1月31日（木）19:00～21:00，西多摩歯科医師会館　2階講堂
  3.	 中久木康一：災害時における口腔ケアの必要性とその方法，災害時口腔ケア対応研修会，山口県歯科医師会，2013年

2月10日（日）10時～12時，山口県歯科医師会館
  4.	 佐藤文明：これからの顎関節症の治療−TCH（上下歯列接触癖）是正による力のコントロール−．浅草歯科医師会  

遠見会講演会　東京．2013年2月26日
  5.	 中久木康一：災害時の歯科保健活動，平成24年度市町・県歯科保健担当者研修会（兵庫県健康福祉部健康局健康増進課）

2013年3月4日（月）13:15～14:50兵庫県立ひょうご女性交流館501
  6.	 佐藤豊：医病歯病連携における口唇口蓋裂の治療．第5回 医病歯病連携推進症例検討会(2013年3月8日、東京医科歯科

大学歯学部附属病院4階　特別講堂）
  7.	 原田清：「顎変形症の診断と治療 －上顎の位置づけをどう考えるか－」：上顎の挙上手術 －その術前予測と現実－．

平成25年東京矯正歯科学会春季セミナー（東京、有楽町）2013年4月18日．
  8.	 原田清：「顎変形症 私の術式その3　Le Fort Ⅰ骨切り術 －基本術式とそのバリエーション－」：馬蹄形Le Fort Ⅰ骨

切り術．第23回日本顎変形症学会総会 第9回教育研修会（大阪）2013年6月21日．
  9.	 中久木康一：大規模災害時における歯科医療従事者の役割．（社）東京都歯科技工士会　東京都福祉保健局委託事業

　実技講習会第6回 “大規模災害時における即時入れ歯の製作方法”，2013年7月20日，東京医科歯科大学
10.	 佐藤文明：児童及び生徒における顎関節症の診断と治療．学校歯科健診における取り組み．第26回日本顎関節学会総会・

学術大会シンポジウム２．2013年7月20日-21日
11.	 中久木康一：今後の大規模災害時の公衆衛生歯科機能を考える「災害時の歯科保健医療活動～現状と課題～」、第31

回地域歯科保健研究会(夏ゼミ)ｉｎ盛岡、岩手県公会堂、2013年7月27日
12.	 佐藤文明：TCH― 痛みが消える，歯が長持ちする、歯科が変わる．東京医科歯科大学CDE講演会　東京．2013年9月

1日
13.	 中久木康一：ワークショップ「今考えよう！発災後、歯科衛生士がすぐに対応できるネットワーク」，第8回日本歯科

衛生学会学術大会ワークショップ，神戸商工会議所、2013年9月14日
14.	 中久木康一：平成25年度　日本歯科衛生士会　関東信越ブロック協議会リーダー研修会「災害時における口腔保健活

動の必要性と心構え」山梨県男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合），2013年10月6日（日）
15.	 中久木康一：「災害後3年目の災害時歯科保健活動の課題　～現場での時間の経過と移り変わる課題、そして、日本の

歯科界としての災害時対応への課題～」，ＮＰＯ法人ウエルビーイング、福岡県歯科医師会館１階第２会議室，2013
年10月10日（木）

16.	 原田清：「ワークショップⅠ 口唇裂・口蓋裂に対する包括的医療体制の構築と課題 －Part Ⅱ－」：上顎の顎変形に対
する外科的矯正治療．第58回日本口腔外科学会総会（福岡）2013年10月11日．

17.	 鵜澤成一：「ミニレクチャー 12これから始める顎口腔再建 前腕皮弁の拳上と再建について」第58回日本口腔外科学会
総会（福岡）2013年10月11日

18.	 中久木康一：平成25年度松阪地区歯科医師会『震災支援公開セミナー』「東日本大震災後の歯科保健活動　～災害時
の体制整備に向けた課題～」，松阪市健康センター２F大会議室，2013年10月22日（日）

19.	 中久木康一：第72回日本公衆衛生学会自由集会「災害時の住民の健康を守るための職種を越えた食支援のための連携」，
指定発言「災害時に栄養と歯科がどう連携できるのか～東日本大震災における経験から～」，三重県総合文化センタ
ー生涯学習センター4F小研修室，2013年10月23日 (木)

20.	 中久木康一：大規模災害時の歯科保健医療支援体制～現状・課題・方向性～，千葉大学災害看護グローバルリーダー
養成プログラム（DNGL）イブニングセミナー，2013年11月5日（火）18時～19時半，千葉大学看護学部北棟1階126号
室　COE会議室

21.	 中久木康一：「災害時の歯科衛生士の役割」、特別区職員研修「歯科保健」、2013年11月11日（月）9時～12時30
22.	 佐藤豊：歯科医院で注意すべき内科的疾患および薬剤．荒川区歯科医師会館学術講演会（2013年11月13日、荒川区）
23.	 中久木康一：第15回横浜中央地域歯科病診連携研究会　特別講演「歯科医院における災害対策とは？　～守る・開く・

届ける・続ける～」， 2013年11月16日（土）19：30～21：00，横浜船員保険病院大講堂
24.	 原田清：口腔粘膜疾患　その鑑別のポイント．浅草歯科医師会遠見会講演（東京、浅草）2013年11月26日．

顎顔面頸部機能再建学講座
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25.	 中久木康一：平成25年度災害支援歯科衛生士フォーラム、「災害支援活動　歯科衛生士実践マニュアル」を活用した
支援活動及びネットワークについて，日本歯科衛生士会，2013年12月15日（日），ステーションコンファレンス東京

26.	 大山厳雄：臨床科としての研究留学．グローバル人材育成推進事業．歯学部生・若手歯科医師のための留学セミナー。
(2013年12月22日, 東京医科歯科大学）

教室内研究発表会（東京医科歯科大学歯学部附属病院・特別講堂）
　2013年2月16日（土）14：00〜17：30・2月17日（日）10：00〜15：00

（発表順）
  1)	奥山紘平：下顎半側切除術、腓骨皮弁による即時再建術を行った小児の下顎エナメル上皮線維腫の1例
  2)	三浦千佳：形成外科と連携して行った腓骨再建の適応と実態
  3)	山口　聰： 歯髄細胞の増殖・分化に対する血清の影響
  4)	道川千絵子：口腔扁平上皮癌の頸部リンパ節転移巣における被膜外浸潤について
  5)	高橋謙一郎：高密度SNPs Microarraysを用いた口腔扁平上皮癌原発巣と転移巣間での遺伝子CNV解析
  6)	和気　創：当科における顎関節症治療の現状．－2011年臨床統計より－
  7)	儀武啓幸：新しい開口器の開発
  8)	寺内正彦：当科におけるエプーリスの臨床統計的検討
  9)	大上えりか：当科における粘液腫の治療について．－2002～2012年
10)	倉沢泰浩：舌癌治療後に発症した胸膜中皮腫の一例
11)	遠藤寛則：静岡病院における口腔癌治療の概要
12)	宮嶋大輔：顕著な骨破壊により上顎骨中心性癌を疑った一例
13)	炭野淳：舌扁平上皮癌の術後フォローにおける後発転移リンパ節の発見について
14)	名生邦彦：80歳以上の超高齢者口腔扁平上皮癌の臨床的検討
15)	細木美佐：髄外再発として見られた顎下腺部顆粒球肉腫の一例
16)	加地博一：慢性下顎骨骨髄炎に皮質骨除去は有効か
17)	友松伸允：歯性上顎洞炎の予後因子に関する検討
18)	中地浩之：診断に苦慮した口唇炎の一例
19)	園田　格：難治性・多発性口内炎の一例
20)	熊谷順也：味覚障害の要因について
21)	香月佑子：片側唇顎口蓋裂患者に対する術前顎発育誘導における歯槽弓形態改善因子の検討
22)	長岡亮介：最小回数の手術で若年期に外科治療をほぼ終了した片側唇顎口蓋裂の一例
23)	吉田千紘：当科における2012年のCLPの2-jaw
24)	佐藤　豊：医病歯病連携における口唇口蓋裂の症例
25)	星　礼子：下顎嚢胞におけるCT画像とオトガイ神経麻痺の関係
26)	荒木泰博：PET-CT SUV値と相関する因子について
27)	森田琢磨：口腔癌頸部転移リンパ節診断におけるFDG-PETの有用性の検討
28)	新垣理宣：口腔癌頸部リンパ節多発転移症例に対する臨床・画像診断学的検討
29)	近藤雄太：口腔癌患者における炎症反応性因子の臨床的有効性の検討
30)	川俣　綾：頭頸部癌患者におけるMohs軟膏の使用経験
31)	鈴木美保：当科における術後化学療法の現状
32)	道　泰之：術後CCRT中に生じた偽膜性大腸炎の一例
33)	渡辺　高：オトガイ形成術後に感染がみられた1例
34)	佐久間朋美：顎矯正手術に固執し対応に難渋した精神科的問題を有する顎変形症の２例
35)	小杉真智子：顎変形症術後の歯肉・皮膚の知覚変化の検討
36)	岡村武志：当科における過去4年間の顎変形症患者に対する自己血輸血の実態調査
37)	中久木康一：顎変形症手術における偶発症
38)	黒原一人：顎矯正手術術後に上顎の動揺が見られた症例

特許
  1.	 下顎頭の前方滑走を誘導する新型の開口訓練器の発明にて国際特許出願（開口訓練器：PCT/JP2013/083855）．国際

特許(PCT出願)について、JST(独立行政法人 科学技術振興機構)の外国特許出願支援制度に採択.
  2.	 簡易開口路測定機能を有する新しい開口度測定器の発明にて特許出願（開口度測定器：特願2013-180390）
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受賞等
  1.	 Science day in Boston University. ADA/Dentsply Award.　Harriman E.J, Ohyama Y, and Mochida Y. 

Characterization of Wdr72 Knockout Rats, Causative Gene for Amelogenesis Imperfecta. March 14, 2013
  2.	 The American Society for Bone and Mineral Research 2013 Annual Meeting (ASBMR), Young Investigator Award: 

Yuki Matsushita, Kei Sakamoto, Tokutarou Minamizato, Kiyoshi Harada, Akira Yamaguchi: CCN3 participates in 
bone regeneration as an inhibitory factor Oct 3–7, 2013, Baltimore

  3.	 第58回日本口腔外科学会学術大会，ゴールドリボン賞，阿部成宏，山口聰，佐藤豊，原田清：Neurosphere法を用い
たヒト口腔粘膜間葉組織由来幹細胞様細胞集団の単離と性状解析．(2013年10月11-13日)

  4.	 第13回日本口腔外科学会学術奨励賞 ，阿部成宏，吉増秀實，佐藤豊，藤村倫子，三島木節，村嶋真由子，香月佑子，
上丸英，新井直也，天笠光雄：上顎劣成長を伴った片側性完全口唇口蓋裂患者に対する上下顎移動術および骨延長術
の顎顔面形態と後戻りに関する比較検討.日口外誌 58(4): 204-211, 2012.

  5.	 平成25年度日本口腔組織培養学会学術奨励賞，山口聰、阿部成宏、濱田啓一、原田清：ヒト根未完成歯根尖部歯髄組
織由来細胞の性質　－再生医療への応用を目指して －日本口腔組織培養学会雑誌 22(2):15-26,2013

  6.	 第7回細菌学若手コロッセウムYoung Investigator Award，郷田瑛、丸山史人、道泰之、加地博一、中川一路、原田清：
顎骨骨髄炎の細菌叢を規定する因子とコア・マイクロバイオーム. (2013年8月7-9日)

  7.	 第58回日本口腔外科学会優秀口演発表賞，郷田瑛、道泰之、村嶋真由子、炭野淳、守谷友二朗、加地博一、原田清：
顎骨骨髄炎に関連する細菌叢の高解像度解析. (2013年10月11-13日)

  8.	 第26回日本顎関節学会学術大会ポスター発表優秀賞，和気創、儀武啓幸、佐藤文明、中久木康一、和気裕之、小林明子、
木野孔司、原田清:当科における顎関節症治療の現状　2011年と1993年の比較．(2013年7月20-21日)



顎 顔 面 矯 正 学 分 野
Maxillofacial Orthognathics

教　　授　森山啓司
准 教 授　鈴木聖一
講　　師　川元龍夫，小川卓也
助　　教　辻美千子，東堀紀尚，宮本　順，
　　　　　小林起穂(4月～）
GCOE特任講師　春山直人(〜3月)
GCOE特任助教　森田淳平(5月～），渡辺千穂(5月～）
硬組織疾患ゲノムセンター特任助教　小林起穂(〜3月)，
　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木尋之(4月～）
大学院生　伊藤洋介(〜3月)，川久保直美(〜3月)，
　　　　　駒﨑裕子(〜3月)，森田淳平(〜3月)，
　　　　　渡辺千穂(〜3月)，上園将慶，丸岡　亮，
　　　　　吉崎正子，Carolina Duarte，
　　　　　Paveenarat Aukkarasongsup，梅沢峻之，
　　　　　小倉健司，村本慶子，山本　直，
　　　　　Thunyaporn Surapornsawasd，
　　　　　劉世頴，八尋浩平，森下真紀，幸田直己，
　　　　　池田安紀津，Tsasan Tumurkhuu，
　　　　　庄司あゆみ(4月～），平塚泰三(4月～），
　　　　　林婉婷(4月～），

（１）教育
　顎顔面矯正学では、歯、歯周組織、顎顔面頭蓋およびこれに付随する筋軟組織系の正常な成長発育とその機能について教
授し、併せて、これら諸構造の不正により生じた咬合異常、形態異常等の改善ならびに、それらの発生の予防を教育する。
　兼務となる歯学部専門課程教育として、4年次、5年次を対象として、講義ならびに模型実習、5年次、6年次には、臨床実
習による教育が行われている。基本的教育方針は、顎口腔系の正常な形態と機能に対する理解を深め、咬合異常、顎顔面形
態異常の病態の正しい把握とその治療の実践に資する知識を、講義実習を通して教授することにある。
　大学院医歯学総合研究科としての講義内容は、口腔顎顔面頭蓋における骨格系、筋軟組織系の先天異常、成長発育異常の
メカニズムを分子遺伝学的、細胞工学的、生体計測学的手法を用いて解明し、疾病の予防法、外科手術ならびに補綴治療な
どと連携した包括治療法に関する教育研究を行う。

（２）研究
　本分野における主な研究課題を以下に示す。
１）顎顔面の成長発育疾患および先天性疾患の発症機構ならびに診断・治療法開発に関する研究
２）新規歯科矯正用装置の開発に向けた生体材料工学的研究
３）顎口腔成長ならびに不正咬合発症に関する疫学的研究
４）メカニカルストレスと骨代謝に関する研究
５）顎口腔機能と中枢神経系に関する研

（３）臨床
　本分野では、それぞれ6～7名からなる臨床グループによる診療体制をとっており、各グループにおいて週一回の症例検討
会や症例発表を行うことにより顎顔面矯正臨床の研鑽に励んでいる。特に顎変形症、ならびに口唇裂・口蓋裂をはじめとす
る種々の先天異常に関しては、専門グループによる診断前、手術前の事前検討会に加え、口腔外科、補綴科等との合同カン
ファレンスを行い、チームアプローチによる綿密な連携ならびに協力体制を確立している。さらに、先天異常症例においては、
治療開始前に母親、患者に対してカウンセリングを行っている。

（４）研究業績
［原著］

  1.	 Honda A, Baba Y, Ogawa T, Suzuki S, Moriyama K. Long-term maxillomandibular changes after maxillary 
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distraction osteogenesis in growing children with cleft lip with or without palate. Cleft Palate Craniofac J. 50(2):168-
73, 2013.

  2.	 Okamura E, Suda N, Baba Y, Fukuoka H, Ogawa T, Ohkuma M, Ahiko N, Yasue A, Tengan T, Shiga M, Tsuji M, 
Moriyama K. Dental and maxillofacial characteristics of six Japanese individuals with ectrodactyly-ectodermal 
dysplasia-clefting syndrome. Cleft Palate Craniofac J. 50(2):192-200, 2013.

  3.	 Hikita R, Miyamoto JJ, Ono T, Honda E, Kurabayashi T, Moriyama K. Activation patterns in the auditory 
association area involved in glottal stop perception. J Oral Biosci. 55: 34-39, 2013.

  4.	 Matsumoto T, Iimura T, Ogura K, Moriyama K, Yamaguchi A. The role of osteocytes in bone resorption during 
orthodontic tooth movement. J Dent Res. 92:340-5 2013.

  5.	 Uezono M, Takakuda K, Kikuchi M, Suzuki S, Moriyama K. Hydroxyapatite/collagen nanocomposite-coated titanium 
rod for achieving rapid osseointegration onto bone surface. J Biomed Mater Res B Appl Biomater. 101:1031-8, 2013.

  6.	 Aukkarasongsup P, Haruyama N, Matumoto T, Shiga M, Moriyama K. Periostin inhibits hypoxia-induced apoptosis 
in human periodontal ligament cells via TGF-ß signaling. Biochem Biophys Res Commun. 441:126-32, 2013.

  7.	 Cho A, Haruyama N, Hall B, Danton MJS, Zhang L, Arany P, Mooney DJ, Harichane Y, Goldberg M, Gibson CW, 
Kulkarni AB. TGF-ß regulates enamel mineralization and maturation through KLK4 expression. PLoS One. 2013 
Nov;8(11): e82267. 

  8.	 Kawakubo N, Miyamoto JJ, Katsuyama N, Ono T, Honda E, Kurabayashi T, Taira M, Moriyama K. Effects of 
cortical activations on enhancement of handgrip force during teeth clenching: an fMRI study. Neurosci Res. 2013 
Dec 8. pii: S0168-0102(13)00263-0.

  9.	 Watanabe C, Morita M, Hayata T, Nakamoto T, Kikuguchi C, Li X, Kobayashi Y, Takahashi N, Notomi T, Moriyama 
K, Yamamoto T, Ezura Y, Noda M. The stability of mRNA influences osteoporotic bone mass via Cnot3. Proc Natl 
Acad Sci USA. (in press)

10.	 Miyamoto JJ, Yabunaka T, Moriyama K. Cervical characteristics of Noonan syndrome. Eur J Orthod. (in press)
11.	 Ito Y, Kawamoto T, Moriyama K. The orthopaedic effects of bone-anchored maxillary protraction in a beagle model. 

Eur J Orthod. (in press)
12.	 Morita J, Nakamura M, Kobayashi Y, Deng CX, Funato N, Moriyama K. Soluble form of FGFR2 with S252W 

partially prevents craniosynostosis of the apert mouse model. Dev Dyn. (in press)
13.	 Ogawa T, Sato C, Kawakubo N, Moriyama K. Orthodontic treatment of a patient with hypoglossia. Cleft Palate 

Craniofac J. (in press)
14.	 Hikita R, Kobayashi Y, Tsuji M, Kawamoto T, Moriyama K. Long-term orthodontic and surgical treatment and 

stability of a patient with Beckwith–Wiedemann syndrome. Am J Orthod Dentofacial Orthop. (in press)
15.	 Ahiko N, Baba Y, Tsuji M, Suzuki S, Kaneko T, Kinndaicji J, Moriyama K. Investigation of maxillofacial morphology 

and dental development in hemifacial microsomia.  Cleft Palate Craniofac J. (in press)
16.	 金谷和宏、宮本 順、川元龍夫、鈴木聖一、森山啓司. 球形樹脂微粒子ガムを用いた咀嚼効率の研究、Orthodontic 

waves:日本矯正歯科学会雑誌 (印刷中)

［著書］
  1.	 安心・安全　歯科矯正用アンカースクリュー　この症例にこの方法. 編著　後藤繁巳、清水典佳、森山啓司、宮澤健、

槇宏太郎、石川博之. 医歯薬出版株式会社. 2013.
  2.	 アンチエイジングシリーズ３. 骨研究最前線　代謝・疾病のメカニズムから再生医療・創薬・リハビリ機器・機能性

食品開発まで.　第３章　骨研究からの最新歯科治療　第２節　矯正歯科用骨膜デバイスの開発と治療への応用. 森山
啓司、上園将慶、鈴木聖一、高久田和夫、菊地正紀. NTS INC. 2013.

  3.	 骨研究フロンティア−基礎から臨床まで−　骨形成・骨吸収における関連因子の働き　PTH.野田政樹、江面陽一、早
田匡芳、守屋秀一、白川純平、Smriti Aryal、納富拓也、渡辺千穂、長尾雅史、羽生亮：日本臨牀、71巻　増刊号2、
161-166、2013.4.20

［総説］
  1.	 菊地正紀、上園将慶、高久田和夫、鈴木聖一、森山啓司.　水酸アパタイト/コラーゲン骨類似ナノ複合体の現状. 

FINE CERAMICS REPORT、31(4), 140-144, 2013.

［学会］
（海外）

  1.	 Uezono M, Takakuda K, Kikuch M, Suzuki S and Moriyama K. Hydroxyapatite/collagen Nanocomposite-coating 
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Realized Rapid Osseointegration for Orthodontic Subperiosteal Anchorage Devices. The 91st General Session & 
Exhibition of the IADR, 42nd Annual Meeting & Exhibition of the AADR, 37th Annual Meeting of the CADR, Seattle, 
March 20-23, 2013.

  2.	 Yoshizaki M, Kobayashi Y, Moriyama K. Soluble FGFR2 with Apert mutation inhibits osteoblastic proliferation and 
differentiation. The 91st General Session & Exhibition of the International Association for Dental Research, Seattle, 
March 20-23, 2013.

  3.	 Surapornsawasd T, Ogawa T, Shimokawa H, Moriyama K. Oculofaciocardiodental Syndrome: Novel BCOR Mutation 
and Expression in Dental Cells. The 91st General Session & Exhibition of the International Association for Dental 
Research, Seattle, March 20-23, 2013.

  4.	 Duarte C, Kobayashi Y, Kawamoto T, Moriyama K. Relaxin Affects Osteoblast Proliferation and Differentiation In 
Vitro. The 91st General Session & Exhibition of the International Association for Dental Research, Seattle, March 
20-23, 2013.

  5.	 Watanabe C, Morita M, Ezura Y, Nakamoto T, Hayata T, Notomi T, Yamamoto T, Noda M, Moriyama K. 
Functional Analysis of Cnot3 in Regulation of Bone Metabolism. The 91st General Session & Exhibition of the 
International Association for Dental Research, Seattle, March 20-23, 2013.

  6.	 Tsuji M, Baba Y, Torikai K, Moriyama K. A case of Larsen syndrome treated using combined orthodontic-surgical 
treatment for improving midfacial hypoplasia and macrognathia. 12th international congress on cleft lip/palate and 
related craniofacial anomalies, Florida, May 5-10, 2013.

  7.	 Ahiko N, Baba Y, Sato M, Kanazawa H, Shiga M, Tsuji M, Suzuki S, Kaneko T, kindaichi J, Moriyama K. 
Investigation of maxillofacial morphology and dental development in hemifacial microsomia. 12th international 
congress on cleft lip/palate and related craniofacial anomalies, Florida, May 5-10, 2013.

  8.	 Kataoka K, Ogawa T, Moriyama K. Long-term Maxillomandibular Changes after Maxillary Distraction Osteogenesis 
in Adult Patients with Cleft Lip and Palate. 12th International Congress on Cleft Lip/ Plalate and Related 
Craniofacial Anomalies, Orland, May 5-10, 2013.

  9.	 Hikita R, Miyamoto J J, Ono T, Honda E, Kurabayashi T and Moriyama K. Activation Patterns in the Auditory 
Association Area Involved in Glottal Stop Perception. 12th International Congress on Cleft Lip/ Plalate and Related 
Craniofacial Anomalies, Orland, May 5-10, 2013.

10.	 Duarte C, Kobayashi Y, Kawamoto T, Moriyama K. Relaxin Affects Differentiation and Mineralization of MC3T3-E1 
Cells Through Rxfp2. 2nd Joint Annual Meeting of the International Bone and Mineral Society and the Japanese 
Society for Bone and Mineral Research, Kobe, May 28 - June 1, 2013.

11.	 Yoshizaki M, Kobayashi Y, Moriyama K. Soluble fibroblast growth factor receptor 2 with Apert mutation inhibits 
differentiation and mineralization of osteoblast. 2nd Joint Meeting of the International Bone Mineral Society and The 
Japanese Society for Bone and Mineral Research, Kobe, May 28 - June 1, 2013.

12.	 Uezono M, Takakuda K, Kikuchi M, Suzuki S and Moriyama K. Optimum Thickness of Hydroxyapatite/Collagen 
Nano Composite Coating for Subperiosteal Devices. The 7th International Conference on the Science and Technology 
for Advanced Ceramics, Yokohama, June 19-21, 2013．

13.	 Takada J, Miyamoto JJ, Dei A, Sato C, Moriyama K. Effect of myofunctional therapy using blood flow and 
electromyographic activity in subjects with facial deformity. 89TH CONGRESS OF THE EUROPEAN 
ORTHODONTIC SOCIETY, poster presentation, REYKJAVÍK, June 26-29, 2013.

14.	 Aukkarasongsup P, Haruyama N, Matsumoto T, Shiga M, Moriyama K. Periostin inhibits hypoxia-induced 
periodontal ligament cell apoptosis. The 2nd Meeting of the International Association for Dental Research – Asia 
Pacific Region, Bangkok, Aug 21-23, 2013.

15.	 Surapornsawasd T, Ogawa T, Shimokawa H, Moriyama K. The novel BCOR mutations in oculofaciocardiodental 
syndrome: 2 case reports. The 2nd Meeting of the International Association for Dental Research-Asia Pacific Region, 
Bangkok, Thailand, August 21-23, 2013.

16.	 Komazaki Y, Fujiwara T, Ogawa T, Sato M, Suzuki K, Yamagata Z, Moriyama K．Association between 
malocclusion and headache among japanese junior high school students: a population-based study．The 27th 
International Congress of Pediatrics ICP, Melbourne, August 24-29, 2013.

17.	 Uezono M, Takakuda K, Kikuchi M, Suzuki S and Moriyama K. Optimum Cross-section for Hydroxyapatite/
Collagen Nanocomposite-coated Subperiosteal Devices. The 4th International Symposium on Surface and Interface of 
Biomaterials. Rome, September 24-28, 2013．

18.	 Kikuchi M, Sato T, Aizawa M, Yun H-S, Uezono M, Takakuda K, Suzuki S and Moriyama K. Various applications of 
hydroxyapatite/collagen bone-like nanocomposite. Materials Science & Technology 2013 Conference & Exhibition. 
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Montreal, October 27-31, 2013．

（国内）
  1.	 三浦佳子、吉田ひとみ、中林美恵、葛西美樹、上原沙友里、竹廻祐希、渡辺沙慧子、鈴木聖一、森山啓司、木下淳博. 

歯科保健指導におけるコンピューターシュミレーション教材の患者への応用. 第7回医療系e－ラーニング全国交流会、
徳島、平成25年1月12-13日.

  2.	 吉田ひとみ、三浦佳子、中林美恵、葛西美樹、上原沙友里、竹廻祐希、渡辺沙慧子、鈴木聖一、森山啓司、木下淳博. 
コンピューターシュミレーション教材を活用した歯科衛生士スタッフ教育の実践報告. 第7回医療系e－ラーニング全
国交流会、徳島、平成25年1月12-13日.

  3.	 駒﨑裕子、藤原武男、小川卓也、佐藤美理、鈴木孝太、山縣然太朗、森山啓司. 日本の中学生における不正咬合と頭
痛との関係について～甲州市母子保健縦断調査～、第23回日本疫学学会学術総会、大阪、平成25年1月24-26日.

  4.	 渡辺千穂、森田斉弘、江面陽一、中元哲也、早田匡芳、菊口千智、李雪、納富拓也、山本雅、野田政樹、森山啓司. 
Cnot3はRANK  mRNAの安定性制御を介し骨量維持を行う. 日本歯科骨粗鬆症研究会第11回学術大会、東京、平成25年 
3月2日.

  5.	 丸岡亮、鳥居千春、清水厚志、森山啓司、小崎健次郎.　次世代シークエンサーの臨床応用：NF1を対象としたバリデ
ーション研究. 第36回日本小児遺伝学会学術大会、広島、平成25年4月17日.

  6.	 佐藤智美、小川卓也、高田潤一、上園将慶、森田圭一、小村　健、森山啓司.思春期性成長後期に上顎骨延長法を適応
した片側性口唇口蓋裂を伴うholoprosencephalyの一例. 第37回日本口蓋裂学会総会・学術集会、佐賀、平成25年5月
30-31日.

  7.	 澤田紘美、小川卓也、片岡恵一、阿彦希、小林起穂、馬場祥行、森山啓司. 口唇口蓋裂患者における創外型延長装置
による上顎骨延長時の牽引力に関する検討. 第37回日本口蓋裂学会総会・学術集会、佐賀、平成25年5月30-31日.

  8.	 片瀬洋、金澤学、猪越正直、山本信太、平野滋三、水口俊介、片岡恵一、和田精二. CAD/CAM技術を応用した全部
床義歯作製における顔貌シミュレーションシステム. 日本補綴歯科学会第122回学術大会、福岡、平成25年5月18-19日.

  9.	 松本力、福岡裕樹、鎌田秀樹、志賀百年、川元龍夫、鈴木聖一、森山啓司. 顔面非対称を伴う骨格性下顎前突症患者
における中顔面部の三次元形態解析.第23回日本顎変形症学会総会、大阪、平成25年6月22-23日.

10.	 三上智彦、福岡裕樹、柘植理沙、松本力、川元龍夫、森山啓司. 下顎枝矢状分割法を用いて下顎骨前方移動術を施行
した顎変形症患者の術後安定性の検討. 第23回日本顎変形症学会総会、大阪、平成25年6月22-23日.

11.	 森田淳平、宮本順、澤田紘美、森山啓司. 気道断面積に着目した下顎骨後方移動術にともなう上気道形態変化の検討. 
第72回東京矯正歯科学会大会、東京、平成25年7月18日.

12.	 長岡亮介、鳥飼勝行、長西裕樹、木島毅、馬場祥行、辻美千子、大村進、森山啓司. 上下顎骨切術と梨状孔縁骨切骨
延長術の併用により中顔面低形成の改善を行ったラルセン症候群の１例. 第53回日本先天異常学会学術集会、大阪、
平成25年7月21-23日.

13.	 志賀百年、辻美千子、鈴木尋之、森田淳平、鈴木聖一、森山啓司. マルファン症候群患者3症例の口腔顎顔面形態と歯
科矯正治療. 第53回日本先天異常学会学術集会、大阪、平成25年7月21-23日.

14.	 丁雪芳、鈴木聖一、鈴木尋之、志賀百年、辻美千子、榎本啓典、土井庄三郎、森山啓司. KGB症候群が疑われた上顎
巨大中切歯を有する一症例. 第53回日本先天異常学会学術集会、大阪、平成25年7月21-23日.

15.	 松本力、東堀紀尚、川元龍夫、鈴木聖一、森山啓司. 顔面非対称を伴う骨格性下顎前突症患者における中顔面部の三
次元形態解析.　第47回日本口腔科学会関東地方部会、東京、平成25年9月28日.

16.	 辻美千子、馬場祥行、片岡恵一、鈴木聖一、森山啓司. 創外型固定装置を用いた骨延長法により著しい上顎の劣成長
と正中偏位を改善した口唇口蓋裂症例の長期予後. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

17.	 阿彦 希、馬場 祥行、辻 美千子、佐藤 麻緒、堀川 玲子、金田一 純子、森山 啓司. 混合歯列期におけるTurner症候群
の顎顔面形態および口腔内の特徴に関する検討. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

18.	 伊藤洋介、川元龍夫、森山啓司. ビーグル犬におけるミニプレート顎間牽引の顎整形効果に関する組織学的検討. 第72
回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

19.	 上園将慶，高久田和夫，菊池正紀，鈴木聖一，森山啓司．骨膜下デバイスにおけるハイドロキシアパタイト/コラー
ゲンナノ複合体コーディングの最適条件に関する検討．第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

20.	 植野智子、東堀紀尚、福岡裕樹、鈴木聖一、森山啓司. 下顎頭変形を伴うII級不正咬合に対し上顎前歯部歯槽骨切りに
よる外科的矯正治療を行った一症例. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

21.	 池田倫世、高田潤一、宮本順、森山啓司．顔面非対称患者の下顎骨三次元形態と顎運動様相の関連について．第72回
日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

22.	 駒﨑裕子、藤原武男、小川卓也、山縣然太朗、森山啓司．不正咬合と頭痛に関する中学生を対象とした疫学的調査．
第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.　

23.	 佐藤智美、高田潤一、出井彩乃、宮本順、森山啓司. 口唇閉鎖不全者における口輪筋収縮時筋活動量および血流量に
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関する検討. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日
24.	 スラポンサワッド　タンヤポン、小川卓也、辻美千子、森山啓司. 新規BCOR遺伝子変異を認めた眼・顔面・心臓・歯症

候群の2例. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.
25.	 片岡恵一、東堀紀尚、小川卓也、佐藤豊、原田清、森山啓司. Le Fort I型骨切り術により顎裂閉鎖と上顎骨延長を行

い咬合の改善を図った片側性口唇口蓋裂の一症例. 第72回日本矯正歯科学会学術集会、松本、平成25年10月7-9日.
26.	 片柳みなみ、高田潤一、東堀紀尚、池田安紀津、Tsasan Tumurkhuu、志賀百年、辻美千子、森山啓司. 非症候性部

分性無歯症の臨床的特徴について-家族歴、欠如部位および歯冠形態に関する検討-. 第72回日本矯正歯科学会大会、松
本、平成25年10月7-9日.

27.	 丁雪芳、鈴木聖一、志賀百年、大林尚人、倉林亨、森山啓司. コーンビームＣＴを用いた成人の舌体積と口腔容積の
評価. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

28.	 髙橋由記、東堀紀尚、高田潤一、幸田直己、森下真紀、志賀百年、辻美千子、森山啓司．非症候性部分性無歯症の臨
床的特徴について−顎顔面形態に関する検討−第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

29.	 松本静、東堀紀尚、高田潤一、八尋浩平、志賀百年、辻美千子、森山啓司．非症候性部分性無歯症の臨床的特徴につ
いて−当科における患者動向に関する実態調査−第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

30.	 ドゥアルテ カロリーナ、小林起穂、川元龍夫、森山啓司. 子宮弛緩因子リラキシンが骨芽細胞の形質に及ぼす影響に
ついての検討. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

31.	 丸岡亮、小崎健次郎、森山啓司. 神経線維腫症1型における顎顔面領域の特徴と次世代シークエンサーを用いた遺伝子
診断法の開発. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

32.	 森田淳平、船戸紀子、小林起穂、中村正孝、森山啓司. アペール型変異(S252W)を伴う可溶型FGFR2はアペール症候群
モデルマウスの頭蓋冠早期癒合症の発症を抑制する. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

33.	 藪中友絵、福岡裕樹、田中敬子、小林宏明、森山啓司. 矯正患者における歯面清掃指導が口腔内環境に及ぼす影響-電
子歯ブラシを用いた検討-. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

34.	 吉崎正子、小林起穂、佐々木善浩、秋吉一成、森山啓司. 頭蓋冠縫合部早期癒合症に対するFGF/FGFRシクナルを標
的とした新規治療法開発への試み. 第72回日本矯正歯科学会大会、松本、平成25年10月7-9日.

35.	 丸岡亮、武内俊樹、鳥居千春、森山啓司、吉田雄一、太田有史、小崎健次郎. 次世代シークエンサーを用いたNF1遺
伝子診断法の確立. 第5回日本レックリングハウゼン病学会学術大会、東京、平成25年10月20日.

36.	 小川卓也、スラポンサワッド　タンヤポン、辻美千子、森山啓司. Oculofaciocardiodental syndrome: 新規BCOR遺伝
子変異の同定とヒト歯由来細胞における発現. 日本人類遺伝学会第58回大会、仙台、平成25年11月20-23日.

37.	 上園将慶，高久田和夫，菊池正紀，鈴木聖一，森山啓司．骨との早期接合に最適な新規骨膜下デバイスの表面改質お
よび断面形状に関する検討. 第78回口腔病学会学術大会、東京、平成25年12月7日.

［研究助成金］
  1.	 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究B「ゲノム・ナノサイエンスを応用した顎顔面先天異常に対する分子標的治療

開発の基盤創成」研究代表者　森山啓司
  2.	 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究B（海外学術）「モンゴロイドにおける顎顔面形態の国際比較研究」研究代表

者　森山啓司（4月〜）
  3.	 文部科学省科学研究費補助金 萌芽研究 「リラクシン含有磁気制御型リポソームを応用した新規骨縫合部改造法の開

発」研究代表者　森山啓司（〜3月）
  4.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究C「生体力学に基づいて材料と形状が最適化された矯正用オンプラントアン

カーの開発」研究代表者　鈴木聖一
  5.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究C「骨延長術により上顎側方偏位を改善する際の牽引力の解析」研究代表者

　馬場祥行
  6.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究C「ナノサイエンスを応用した新規顎顔面領域の縫合部制御法の開発」研究

代表者　川元龍夫（4月〜）
  7.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究C「ペリオスチンに着目した歯根膜弾性線維の機能解析」研究代表者　志賀

百年
  8.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究C「RNAプログラムの破綻に起因する歯根形成異常に関する分子遺伝学的研

究」研究代表者　小川卓也（4月〜）
  9.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究C「頭蓋冠縫合部早期癒合症におけるmicroRNAの発現および機能解析」研

究代表者　小林起穂（4月〜）
10.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「眼・顔面・心臓・歯症候群における歯根形成を制御する遺伝子BCORの

役割の解明」研究代表者　小川卓也（〜3月）
11.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「頭蓋冠縫合部早期癒合症に関与する細胞群の同定とその分化制御に関す



— 190 —

る研究」研究代表者　小林起穂（〜3月）
12.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「象牙質細胞外マトリクスによる骨代謝制御医薬の新規開発」研究代表者

　春山直人（〜3月）
13.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「エピゲノムからみた顎顔面領域の先天性疾患～ヒストンメチル化酵素の

役割～」研究代表者　東堀紀尚
14.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「ヒト脳機能の咀嚼運動制御の解明：脳機能画像と咀嚼筋活動・咬合力と

の同時計測の試み」研究代表者　宮本順
15.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「舌突出癖に対する筋機能療法の効果‐マルチモダリティ解析による検討」

研究代表者　高田潤一（4月〜）
16.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「口唇閉鎖不全に対する筋機能療法の効果：マルチモダリティ解析」研究

代表者　高田潤一（〜3月）
17.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究B「解剖学的バランス変化が上部気道開存性・睡眠呼吸機能に与える影響」

研究代表者　福岡裕樹
18.	 文部科学省科学研究費補助金、研究活動スタート支援「口唇形成術後の瘢痕組織への触覚刺激に伴う一次体性感覚野

の賦活パタンの解析」研究代表者　湊亜紀子（〜3月）
19.	 文部科学省科学研究費補助金、研究活動スタート支援「細胞増殖因子により軟組織との強い結合力を有するコラーゲ

ン電着固定化チタンの開発」研究代表者　鎌田秀樹
20.	 文部科学省科学研究費補助金、研究活動スタート支援「FGFシグナル制御によるApert症候群頭蓋冠縫合部早期癒合

の治療法開発」研究代表者　鈴木尋之
21.	 文部科学省科学研究費補助金、研究活動スタート支援「口唇口蓋裂患者をモデルとした聴覚・視覚を介する言語処理

プロセスの脳科学的解明」研究代表者　疋田理奈（4月〜）
22.	 文部科学省科学研究費補助金、研究活動スタート支援「骨固定源を応用した成長期における新規顎矯正歯科治療法の

開発」研究代表者　伊藤洋介（4月〜）
23.	 文部科学省科学研究費補助金、特別研究員奨励費「骨に固定源を求めた新規矯正用アンカレッジデバイスの開発」研

究代表者　上園将慶

［その他］
（招待講演、セミナー、シンポジウム）

  1.	 Keiji Moriyama: Prevalence and Gender Comparison of Malocclusion among Japanese Adolescents. 2013 Angle East 
Meeting, New Paltz, NY, U.S.A., April 13, 2013.

  2.	 Takuya Ogawa: Molecular pathogenesis of tooth agenesis, and orthodontic treatment. The 1st Joint Symposium on 
Orthodontics between Chulalongkorn University and Tokyo Medical and Dental University, Bangkok, May 15, 2013. 

  3.	 Keiji Moriyama: Orthodontic perspective of long-term care for cleft patients. Department of Orthodontics, 
Chulalongkorn University, Bangkok, August 19, 2013.

  4.	 Keiji Moriyama: Lessons from congenital anomalies at chairside and bench – Attempts to develop new treatment 
strategies. Department of Orthodontics, Chulalongkorn University, Bangkok, August 19, 2013.

  5.	 Keiji Moriyama: Non-surgical and surgical orthodontic treatment for patients of mandibular prognathism. Health 
Science University of Mongolia, September 3, 2013.

  6.	 Keiji Moriyama: Soluble form of fibroblast growth factor receptor 2 with S252W mutation - A potential peptide to 
prevent craniosynostosis in Apert syndrome. Department of Craniofacial Development and Stem Cell Biology, 
King's College London, United Kingdom, September 17, 2013.

  7.	 Keiji Moriyama:  Non-surgical and Surgical Orthodontic Treatment for the Patients of Mandibular Prognathism. 1er 
Seminario Profesional ASEIM-JICA December 4, 2013, Mexico City, Mexico

  8.	 森山啓司：一般歯科医が知っておきたい矯正治療の基礎知識 −混合歯列期の不正咬合を中心に−、相模原市歯科医師
会、平成25年1月24日.

  9.	 森山啓司：混合歯列期の咬合育成.　東京臨床小児歯科研究会、東京国際フォーラム、平成25年1月20日.　
10.	 森山啓司：口腔顎顔面先天異常の病態成立機構解明と新規治療法開発の試み. 第36回大学院医歯学総合研究科大学院

セミナー「歯と骨の分子疾患科学」、東京医科歯科大学、平成25年6月4日.
11.	 吉崎正子：Apert症候群型変異（S252W）を有する可溶性FGFR2とnanogelとの複合体を利用した頭蓋冠縫合早期癒合

症に対する新規治療法開発への基礎的研究. 先端歯学スクール2013、東京医科歯科大学、平成25年9月26日.
12.	 辻美千子、馬場祥行：疾患に対する歯科学的アプローチ. Forum on growth hormone research 2013. 京都、平成25年

10月19日.
13.	 森山啓司：「裁判官が知っておきたい歯科治療の基礎知識　−矯正治療を中心に−」司法研修所講演会、東京地方裁
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判所、平成25年11月13日.
14.	 トムルホー  ツァサン: 海外学術調査：一般集団を対象としたモンゴルにおける成長期児童の顎顔面形態に関する実態

調査. 第6回 硬組織疾患ゲノムセンターセミナー、東京、平成25年11月26日.

（受賞）
  1.	 Watanabe C, Morita M, Ezura Y, Nakamoto T, Hayata T, Notomi T, Yamamoto T, Noda M, Moriyama K. 

Functional Analysis of Cnot3 in Regulation of Bone Metabolism. The 91st General Session & Exhibition of the 
IADR, 42nd Annual Meeting & Exhibition of the AADR, 37th Annual Meeting of the CADR・IADR Unilever 
Hatton Divisional Award, Seattle, WA, USA. March 20-23, 2013.

  2.	 Yoshizaki M, Kobayashi Y, Moriyama K. Soluble Fibroblast Growth Factor Receptor 2 With Apert Mutation 
Inhibits Differentiation And Mineralization Of Osteoblast. New Investigator travel grant. 2nd Joint Meeting of the 
International Bone Mineral Society and The Japanese Society for Bone and Mineral Research, Kobe, Japan. May 
28-June 1, 2013.

  3.	 Duarte C, Kobayashi Y, Kawamoto T, Moriyama K. Relaxin affects mineralization and differentiation of MC3T3-E1 
cells through rxfp2. New Investigator travel grant. 2nd Joint Meeting of the International Bone Mineral Society and 
The Japanese Society for Bone and Mineral Research, Kobe, Japan. May 28-June 1, 2013.

  4.	 丸岡亮、鳥居千春、清水厚志、森山啓司、小崎健次郎. 次世代シークエンサーの臨床応用：NF1を対象としたバリデ
ーション研究. 第36回日本小児遺伝学会学術大会・優秀演題賞、広島、平成25年4月17日.

  5.	 森田淳平、船戸紀子、小林起穂、中村正孝、森山啓司. アペール型変異（S252W）を伴うFGFR2はアペール症候群モ
デルマウスの頭蓋冠早期癒合症の発症を抑制する. 第72回日本矯正歯科学会大会・優秀発表賞、松本、平成25年10月
7-9日.

  6.	 上園将慶、高久田和夫、菊池正紀、鈴木聖一、森山啓司. 骨膜下デバイスにおけるハイドロキシアパタイト/コラーゲ
ンナノ複合体コーティングの最適条件に関する検討. 第72回日本矯正歯科学会大会・優秀発表賞、松本、平成25年10
月7-9日.

  7.	 ドゥアルテ カロリーナ、小林起穂、川元龍夫、森山啓司. 子宮弛緩因子リラキシンが骨芽細胞の形質に及ぼす影響に
ついての検討. 第72回日本矯正歯科学会大会・優秀発表賞、松本、平成25年10月7-9日.

  8.	 吉崎正子、小林起穂、佐々木善浩、秋吉一成、森山啓司. 頭蓋冠縫合部早期癒合症に対するFGF/FGFRシグナルを標
的とした新規治療法開発への試み. 第72回日本矯正歯科学会大会・優秀発表賞、松本、平成25年10月7-9日.

（特許）
国際特許出願 
内容　HAp/Col複合体によって被覆された生体材料．
発明者　菊池正紀，高久田和夫，森山啓司，鈴木聖一，上園将慶．
権利者　東京医科歯科大学・NIMS
種類　発明
番号　PTC/JP2013/061666)
年月日　2013年4月19日．

（新聞、雑誌、TV報道）
  1.	 日本経済新聞 2013年4月9日付掲載．
  2.	 日刊工業新聞 2013年4月9日付掲載．
  3.	 科学新聞 2013年5月3日付掲載．
  4.	 マイナビニュース掲載 (http://news.mynavi.jp/news/2013/04/09/061/)
  5.	 東京医科歯科大学ホームページ掲載 (http://www.tmd.ac.jp/press-release/index.html)
  6.	 NIMSホームページ掲載 (http://www.nims.go.jp/news/press/2013/04/p201304080.html)
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顎 顔 面 補 綴 学 分 野
Maxillofacial Prosthetics

教　　授　谷口　尚
講　　師　隅田由香
大学院生　小坂　萌(～3月），Yiliyaer AIMAIJIANG，
　　　　　吉　志元，金崎彩子(4月～），
　　　　　Mahmoud Ellarousi ELBASHTI(10月～）
大学院研究生　渡邉真央(4月～）
非常勤講師　伊福部　達，佐藤　巌
大学院非常勤講師　尾澤昌悟，初野有人(～3月），
　　　　　　　　　飯田敏朗(～3月），門田千晶(4月～），
　　　　　　　　　猪原　健(4月～）

歯学部附属病院， （専）顎義歯外来
部　　長（併）教授　谷口　尚
副 部 長（併）講師　隅田由香
助　　教　服部麻里子，乙丸貴史
医　　員　星合泰治(～3月），村瀬　舞，原口美穂子，
　　　　　小坂　萌(4月～）
客員臨床准教授　野村晃路
歯科衛生士(技官）　釼持　郁(～8月），中西桃子(～4月），
　　　　　　　　　松本良恵，阿部祥子，
　　　　　　　　　奥山希美(4月～），難波佳子(9月～）
事務補佐員　一戸育子

歯学部附属病院，言語治療外来
部　　長（併）教授　谷口　尚
言語聴覚士（技官）壬生美智子

（１）教育
　担当領域は顎顔面補綴学および言語治療分野であり，種々の先天的あるいは後天的な障害を有する患者に対して，顎口腔
領域に後遺した機能的・形態的障害の再建・回復ならびに長期にわたる保存を図ることを目的とする．学生教育については，
内容的には卒前教育というよりも，卒後教育的な色彩が強いため，顎顔面補綴学についての概要を理解させ，将来予想され
る歯科医療状況に対応できるような教育内容が組み込まれている．

（２）研究
　本分野では研究テーマとして, 以下のものが挙げられる．
① 顎顔面欠損患者の機能障害に関する診断
② 顎顔面欠損患者の機能回復のための治療法の検討
③ 顎顔面欠損患者の咀嚼機能評価について
④ 顎顔面欠損患者の発話機能評価について
⑤ 顔面補綴に用いる材料の開発

（３）臨床
　顎義歯外来と言語治療外来を担当し，種々の先天的あるいは後天的な障害を有する患者に対し，顎口腔領域に後遺した機
能的・形態的障害の再建・回復ならびに長期にわたる保存を図っている．具体的には口唇裂口蓋裂患者の言語治療ならびに
補綴的再建，上顎，下顎，顔面欠損に対する補綴治療, 放射線治療補助装置およびそれらの患者の歯科的問題に対する治療
を行っている．

（4）研究業績
［原著］
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  1.	 山城正司，鈴木美保，道　泰之，鵜沢成一，原田　清，原口美穂子，隅田由香，谷口　尚，矢野智之，岡崎　睦：機
能温存を目指した口腔癌治療：咀嚼機能について．頭頸部癌39(1), 9-15, 2013．

  2.	 長井巴奈，村瀬　舞，隅田由香，谷口　尚：上顎腫瘍切除患者の発音機能検査―イミディエイトサージカルオブチュ
レータとディフィニティブオブチュレータ（顎義歯）の比較―．日補綴会誌5(1)，56-64，2013．

  3.	 服部麻里子，隅田由香，谷口　尚：上顎欠損患者における単音節を用いたnasalanceの測定．顎顔面補綴36(1), 34-38, 
2013.

  4.	 服部麻里子，隅田由香，谷口　尚：上顎欠損患者の中空型顎義歯製作過程において3種の発音検査を行った研究．口
腔病学会雑誌80(2), 49-53, 2013.

  5.	 Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H: Automatic evaluation of speech impairment caused by wearing a dental 
appliance. Open Journal of Stomatology 3, 365-369, 2013.

［著書］
  1.	 Sumita YI, Inohara K, Sakurai R, Hattori M, Ino S, Ifukube T, Taniguchi H: Chapter 4 Development of articulation 

simulation system using vocal tract Model. Selected Topics on Computed Tomography edited by Dongqing Wang, 
ISBN 978-953-51-1102-3, InTech, May 5, 2013.

  2.	 隅田由香，猪原健，谷口　尚．「人間健康福祉工学ハンドブック」1.8.1発語，嚥下系，p84-94，朝倉書店，東京，
2013．

  3.	 谷口　尚，乙丸貴史．「口腔科学」第5章口腔疾患各論，5-2歯の欠損と機能障害に対する治療，5顎顔面欠損の治療，
(1)顎顔面補綴とは，p524-526，戸塚靖則　髙戸　毅監修，朝倉書店，東京，2013．

  4.	 谷口　尚，乙丸貴史．「口腔科学」第5章口腔疾患各論，5-2歯の欠損と機能障害に対する治療，5顎顔面欠損の治療，
(3)下顎欠損の補綴治療，p530-532，戸塚靖則　髙戸　毅監修，朝倉書店，東京，2013．

  5.	 谷口　尚，乙丸貴史．「口腔科学」第5章口腔疾患各論，5-2歯の欠損と機能障害に対する治療，5顎顔面欠損の治療，
(5)口唇口蓋裂患者の補綴治療，p534-537，戸塚靖則　髙戸　毅監修，朝倉書店，東京，2013．

  6.	 谷口　尚，乙丸貴史．「口腔科学」第5章口腔疾患各論，5-2歯の欠損と機能障害に対する治療，5顎顔面欠損の治療，
(6)摂食・嚥下障害に対する舌接触補助装置，p537-539，戸塚靖則　髙戸　毅監修，朝倉書店，東京，2013．

  7.	 谷口　尚，乙丸貴史．「口腔科学」第5章口腔疾患各論，5-2歯の欠損と機能障害に対する治療，5顎顔面欠損の治療，
(7)さまざまな補綴装置，p539-541，戸塚靖則　髙戸　毅監修，朝倉書店，東京，2013．

  8.	 谷口　尚，乙丸貴史．「口腔科学」第5章口腔疾患各論，5-5歯・口腔・顎・顔面の先天性異常と成長発育異常，2口唇
口蓋裂，(11)補綴治療，p652-653．戸塚靖則　髙戸　毅監修，朝倉書店，東京，2013．

［学会］
  1.	 Haraguchi M, Yamashiro M, Sumita YI, Tachikawa N, Munakata M, Kasugai S, Harada K, Omura K, Taniguchi H: 

Assessment of chewing function after surgery in oral tumor patients. Poster Presentation, 91st IADR/AADR/
CADR General Session and Exhibition, Washington, USA, March 20-23, 2013.

  2.	 Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H: Voice Onset Time Measurement in Maxillectomy Patients with Dento-maxillary 
Prosthesis. Poster Presentation, 91st IADR/AADR/CADR General Session and Exhibition, Washington, USA, March 
20-23, 2013.

  3.	 Sumita YI, Iida T, Hoshiai T, Kosaka M, Yoshi S, Hattori M, Taniguchi H: Radiotherapy prostheses for head and 
neck cancer radiotherapy in Tokyo Medical and Dental University. Poster Presentation, Biennial joint congress of 
CPS/JPS/KAP, Jeju Korea, Apr 12-14, 2013.

  4.	 服部麻里子，隅田由香，谷口　尚：管楽器演奏用補助装置の製作と演奏の音響分析．ポスター発表，日本補綴歯科学
会第122回学術大会，福岡，2013年5月18-19日．

  5.	 隅田由香，吉　志元，服部麻里子，谷口　尚：チェアサイドにおける簡便な三次元表面記録の試み｛第一報｝表面処
理方法について．ポスター発表，日本補綴歯科学会第122回学術大会，福岡，2013年5月18-19日．

  6.	 佐藤　豊，三島木節，香月佑子，町田章彦，壬生美智子，谷口　尚，吉増秀實，原田　清：家族性に発現したOral-
Facial-Digital Syndrome Type I. 口頭発表，日本口蓋裂学会第37回記念学術大会，佐賀，2013年5月30-31日．

  7.	 原口美穂子，山城正司，隅田由香，原田浩之，小村　健，原田　清，谷口　尚：口腔腫瘍切除患者における顎補綴治
療後の咀嚼機能評価―グミゼリーとガムを用いた臨床的評価―．口頭発表，第37回日本頭頸部癌学会，東京，2013年
6月13—14日．

  8.	 吉　志元，乙丸貴史，谷口　尚：当科における顎顔面外傷後の補綴について－過去30年間の臨床統計的観察－．口頭
発表，第30回日本顎顔面補綴学会学術大会，郡山，2013年 6月21-22日．

  9.	 大木明子，隅田由香，服部麻里子，岩崎直彦，高橋英和，谷口　尚：エピテーゼ用シリコーンの粘弾性特性の検討．
口頭発表，日本顎顔面補綴学会第30回学術大会，福島，2013年 6月21-22日．
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10.	 乙丸貴史：processed record baseを応用し，無歯顎の上顎顎義歯を製作した１症例，アタッチメントを適用し，支台
歯の負担軽減を行い上顎顎義歯を製作した１症例．口頭発表，第30回日本顎顔面補綴学会学術大会，郡山，2013年 6
月21-22日．

11.	 Murase M, Sumita YI, Taniguchi H: Evaluation of the quality of life in maxillectomy patients. Poster Presentation, 
2nd Meeting of the International Association of Dental Research-Asia Pacific Region, Bangkok, Thailand, Aug 21-23, 
2013.

12.	 Sumita YI, Hattori M, Iwasaki N, Takahashi H, Lovely M, Aimaijiang Y, Yoshi S, Taniguchi H: Qualitative analysis 
of bonding between acrylic resin and silicone. Poster Presentation, IADR-APR, Bangkok Thailand, Aug 21-23, 2013.

13.	 Haraguchi M, Yamashiro M, Sumita YI, Suzuki M, Michi Y, Tachikawa N, Munakata M, Kasugai S, Harada H, 
Omura K, Harada K, Taniguchi H: The survey between mandibulectomy and/or glossectomy patients and smoking. 
Poster Presentation, 60th Meeting of the American Academy of Maxillofacial Prosthetics and 10th Meeting of the 
International Society for Maxillofacial Rehabilitation, New Mexico, USA, Oct 27-30, 2013.

14.	 Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H: Dental treatment for a woodwind musician: prosthesis and musical performance 
evaluation. Poster Presentation, International Educational Project on embouchure, Friesland, Netherlands, Nov 2, 
2013.

15.	 Elbashti ME, Sumita YI, Hattori M, Taniguchi H: Evaluation of articulation simulation system using artificial 
maxillectomy models. Poster Presentation, Bangkok Maxillofacial Rehabilitation Symposium, Bangkok, Thailand, Dec 
2-4, 2013.

16.	 Hattori M, Murase M, Sumita YI, Taniguchi H: The hoarseness evaluation in a patient after maxillofacial surgery. 
Poster Presentation, Bangkok Maxillofacial Rehabilitation Symposium, Bangkok, Thailand, Dec 2-4, 2013.

17.	 Yoshi S, Sumita YI, Hattori M, Elbashti ME, Taniguchi H: An experiment in three-dimensional recording and 
modeling of an obturator prosthesis for edentulous patient with maxillary defect. Poster Presentation, Bangkok 
Maxillofacial Rehabilitation Symposium, Bangkok, Thailand, Dec 2-4, 2013.

18.	 Aimaijiang Y, Otomaru T, Taniguchi H: The relationship between subjective and objective masticatory function and 
oral health-related quality of life in mandibulectomy and/or glossectomy patients with a dento-maxillary prosthesis．
口頭発表．第78回口腔病学会学術大会，東京，2013年12月6日-7日．

［研究助成金］
  1.	 文部科学省科学研究費補助金若手研究（B）インプラント応用した顎義歯による咬合回復が身体機能とQOLに及ぼす

影響　課題番号25861828　乙丸貴史
  2.	 文部科学省科学研究費補助金若手研究（B）有床義歯の設計と発音～コンピュータ音声認識による発音検査を用いた

研究　課題番号23792207　服部麻里子
  3.	 文部科学省科学研究費補助金挑戦的萌芽研究　有床義歯装着患者の慢性ストレスが唾液中のストレス感受性蛋白に及

ぼす影響　課題番号24659853　谷口　尚

［教育研究上の特記すべき事項］
（他大学への特別講義）

  1.	 隅田由香：「総合基礎歯学」口腔と咬合．日本歯科大学生命歯学科4年生講義，2013年6月28日．
  2.	 隅田由香：「口腔外科学」．聖禮クリストファー大学リハビリテーション学部言語聴覚学科2年生講義，2013年10月10日，

17日．
  3.	 谷口　尚：顎顔面補綴学．東京大学医学部学生講義，2012年11月5日．
  4.	 隅田由香：「人体の構造と発生」舌筋、咽頭、喉頭の筋．日本歯科大学生命歯学科2年生講義，2013年10月22日．

（講義学内）
  1.	 隅田由香：ことばの世界．D4学生課題総合セミナー，2013年1月10, 17, 24, 31日，2月7日.
  2.	 乙丸貴史：歯科と色「色の基本」D4学生課題総合セミナー，2013年1月10日．
  3.	 隅田由香：ボーダーレス教育コース「顎顔面補綴学とは」，2013年6月10日．
  4.	 壬生美智子：口蓋裂の言語治療－幼児期学童期．D5課題統合セミナー，2013年6月18日．
  5.	 隅田由香：臨床口腔保健衛生応用学II（顎顔面補綴学）．口腔保健学科3年，2013年11月18日，22日，29日．
  6.	 服部麻里子：口唇裂口蓋裂　青少年期から成人までの治療．D5課題総合セミナー，2013年6月21日．
  7.	 壬生美智子：発音機能の発達と遅滞．口腔保健学科3年，2013年12月9日．
  8.	 壬生美智子：言語治療の概要．口腔保健学科3年，2013年12月9日．
  9.	 壬生美智子：構音障害とその訓練1．口腔保健学科3年，2013年12月16日．
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10.	 壬生美智子：構音障害とその訓練2．口腔保健学科3年，2013年12月16日．
11.	 隅田由香：特殊な義歯．D5学生咬合回復，2013年7月5日．
12.	 乙丸貴史：技工特論（顎顔面補綴学）．2013年9月6日，13日，20日．
13.	 谷口　尚：がん治療高度専門家養成プログラム「頭頚部がん治療におけるエピテーゼの役割，口腔がんの集学的治療」，

2013年11月14日．

（実習学内）
  1.	 服部麻里子．研修医基礎研修（歯型彫刻），研修医16名，2013年4月9日．
  2.	 服部麻里子．歯学概説，歯学部歯学科1年生7名，2013年4月16日．
  3.	 隅田由香．病院実習，医歯学総合研究科医歯理工学専攻修士課程，2013年7月5日
  4.	 服部麻里子．早期臨床体験実習，歯学部歯学科1年生2名，2013年10月8日－11月12日．
  5.	 隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史．研究体験実習，歯学部歯学科4年生1名，2013年6月6日－7月31日．
  6.	 隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史．歯学部口腔保健工学専攻3年生14名．2013年11月18日-29日．
  7.	 谷口　尚，隅田由香，飯田敏明，服部麻里子，乙丸貴史．包括的臨床実習phase II，歯学部歯学科6年生．
  8.	 乙丸貴史．臨床体験実習，歯学部歯学科3年生．
  9.	 隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史，壬生美智子．臨床実習，歯学部口腔保健衛生学科4年生．32名，4月9日-8月1日，

10月1日-12月19日．
10.	 隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史．選択実習，研修医5名．

［その他］
（受賞）

  1.	 Elbashti ME: The winner of the poster session in Bangkok Maxillofacial Rehabilitation Symposium.

（大学院特別講義）
  1.	 伊福部達．「福祉工学の魅力―そこから生まれる脳科学とロボット―」，2013年5月29日．
  2.	 荒井隆行．「見て 触って 聴いて 分かる、音声科学」，2013年6月26日．
  3.	 木村晋太．「音声・対話の分析技術とその応用」，2013年7月3日．

（研究会，座長，世話人）
  1.	 隅田由香．座長　第30回日本顎顔面補綴学会学術大会，郡山，2013年6月21日．

（招待講演）
  1.	 隅田由香．Clinical System in Tokyo Medical and Dental University for Brachytherapy. 60th Meeting of the 

American Academy of Maxillofacial Prosthetics and 10th Meeting of the International Society for Maxillofacial 
Rehabilitation, New Mexico, USA, Oct 27-30, 2013.

  2.	 隅田由香．Prostheses for radiation therapy in Tokyo medical and dental university (TMDU). Bangkok Maxillofacial 
Rehabilitation Symposium, Bangkok, Thailand, Dec 2 -4, 2013.

（研修生受け入れ）
  1.	 大学の世界展開力強化事業（タイ，インドネシア，ベトナム）より6名受け入れ．2013年3月12日．
  2.	 横浜歯科技術専門学校歯科衛生歯学科より2名受け入れ．2013年6月．
  3.	 日本福祉教育専門学校（言語聴覚士養成校）3名受け入れ．2013年8月26日-12月27日．
  4.	 国際医療福祉大学言語聴覚科より1名受け入れ．2013年5月28日-7月6日．
  5.	 大学の世界展開力強化事業（タイ，インドネシア，ベトナム）より6名受け入れ．2013年10月24日．
  6.	 大学の世界展開力強化事業（タイ，インドネシア，ベトナム）より5名受け入れ．2013年10月25日．

（社会活動）
  1.	 原口美穂子．下顎再建における補綴の意義，研究会（SET），国際医療福祉大学三田病院，東京，2013年7月28日．
  2.	 隅田由香．下顎再建における補綴の意義，研究会（SET），国際医療福祉大学三田病院，東京，2013年7月28日．

顎顔面頸部機能再建学講座



細 胞 生 物 学 分 野
Cell Biology

教　　授　中田隆夫
准 教 授　井上明宏
助　　教　石井智浩
助　　教　角元利行
技術職員　中村里子

（１）教　育　
　新カリキュラムではこれまで分断された組織学を再編した。１コマの講義と２コマの顕微鏡実習をペアとして、実際に標
本を自分の目で観察する実習に重きを置いている。そのための導入および光学顕微鏡観察では得られない微細構造の知識の
補完のために講義があてられる。全体を通じて、形態の見方を身につけることを目標としている。そのため、評価は、ペー
パーテストのほか、実習試験、スケッチで行われる。

（２）研究
　2009年４月に研究室をスタートした。これまでの研究から内容を一新し、細胞、個体レベルで、時間空間的に異なるシグ
ナルの活性化が、どのような細胞の応答の違いを引き起こすかについて研究している。その手段として、光によって制御で
きるシグナル分子を開発している。

（３）研究業績
[原著]
  1)	T. Kakumoto, T. Nakata. Optogenetic Control of PIP3: PIP3 Is Sufficient to Induce the Actin-Based Active Part of 

Growth　Cones and Is Regulated via Endocytosis. PLOS ONE 8(8): e70861. 2013.

[著書]
  1)	Ishii, T. Genetic manipulation to analyze pheromone responses: knockouts of multiple receptor genes. Methods in 

Molecular Biology (2013)1068:133-154

[学会]
  1)	角元利行、中田隆夫. 「光遺伝学的制御により明らかにされた、神経細胞におけるPIP3シグナルの2つの緩衝機構

Optogenetic Control of PIP3 Reveals Its Two Signal Buffering Mechanisms in Neurons」Neuro2013　2013.6.20　京
都

[研究助成金]
  1)	日本学術振興会　科学研究費補助金　基盤研究B「多機能分子の細胞内活性の統合と制御－PI3Kの光操作を用いた研

究」研究代表者：中田隆夫　2013.4～2016.3
  2)	日本学術振興会　科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「細胞内シグナルの光操作と改良型FRETプローベによる生体

内生化学」研究代表者：中田隆夫　2013.4～2015.3
  3)	日本学術振興会　科学研究費補助金　基盤研究C「マウス嗅神経細胞におけるカルシウムシグナルの光操作」研究代

表者：石井智浩　2012.4～2015.3
  4)	内藤記念科学振興財団　第44回研究助成金　「光制御分子を用いた神経細胞極性形成の in vivo biochemistry」研究代

表者：中田隆夫　2012.12～2014.9
  5)	公益財団法人武田科学振興財団　2013年度医学系研究奨励（精神・神経・脳領域）「新規合成タンパク質を用いた神

経細胞局所シグナルの時空間的解析」研究代表者：石井智浩　2013.4～2016.3

[その他]
  1)	中田隆夫. 「東京医科歯科大学の取り組み」　第86回日本生化学会大会　フォーラム「基礎医学研究者養成の現状と展

望～十年後の基礎医学教育研究指導者を確保するために何をすべきか～」2013.9.12　横浜
  2)	Tomohiro Ishii, Toshiyuki Kakumoto, Takao Nakata.　Development of an optogenetics tool to control Ca2+ 

signaling.　シンポジウム「Sensory Systems & Neural Circuits: Celebrating the 22nd anniversary of odorant 
receptor discovery by Dr. Linda Buck」2013.2.11-12 東京大学本郷キャンパス伊藤国際学術センター
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  3)	中田隆夫　東京大学医学教育国際協力研究センター　客員研究員
  4)	井上明宏　財団法人東京都医学総合研究所　客員研究員



病 態 代 謝 解 析 学 分 野
Medical Biochemistry

教　　授　畑　　裕
講　　師　中川健太郎
助　　教　岩佐宏晃
助　　教　丸山順一
技術職員　2名
博士課程大学院生　4名
修士課程大学院生　3名
大学院研究生　2名
卒業研究生　3名

（１）教育
１：学部教育
　生化学系統講義・実習を担当した。
２：大学院教育
　修士課程「生化学」の科目責任を担当した。
３：その他
　がんプロフェッショナル養成コースで細胞接着と癌の関係、および癌細胞に特徴的な代謝変化について講義を行った。東
京外国語大学、北里大学で講義を行った。

（２）研究
　Hippo pathwayは、二種類のセリン・スレオニンキナーゼ（mammalian Ste20-like (MST)キナーゼとlarge tumor 
suppressor（LATS）キナーゼ）からなるキナーゼカスケードで、細胞密度が上昇し細胞が飽和状態に達しcontact inhibition
が掛かるとき、あるいは、ROS、紫外線、放射線などにより細胞が傷害されるときに活性化する。Hippo pathwayが活性化
すると、LATSキナーゼが転写コアクチベーターTAZ、YAP1をリン酸化し、細胞核から細胞質への移行、蛋白分解を引き
起こし、TAZ、YAP1による遺伝子転写を抑制する。TAZ、YAP1は、細胞周期促進的、細胞死阻害的遺伝子の転写を上昇
させるので、Hippo pathwayの活性化は細胞増殖抑制、細胞死誘導を起こす。Hippo pathwayはDNA損傷時の修復に重要で、
その機能不全はgenomic instabilityの原因になる。また、oncogenic stressによっても活性化し、癌遺伝子変異をもつ細胞の
増殖、生存を阻害する。すなわち、腫瘍抑制シグナルとして機能する。Hippo pathwayの機能不全は、ヒト癌症例で高頻度
に認められ、しかも、癌細胞にepithelial-mesenchymal transition（EMT）を起こし、転移・浸潤能を高め、予後の悪化を招
く。したがって、癌におけるHippo pathwayの機能回復は、癌治療に重要な意味をもつ。Hippo pathwayによって制御され
るTAZ、YAP1は様々な転写因子と共役するので、Hippo pathwayは癌以外のヒト疾病においても注目されている。Hippo 
pathwayは、ショウジョウバエの臓器サイズを決定するシグナル伝達系として発見されたが、哺乳動物でも圧負荷時の心筋
肥大に関わる。TAZ、YAP1は炎症性サイトカイン、細胞間基質の遺伝子転写も促進するので、炎症性疾患や、組織線維症
にも関係すると推定される。Hippo pathwayはWnt、Notch、Hedgehog、TGFβシグナルとクロストークして、組織幹細胞
の自己複製・分化を制御する。YAP1は腸管や神経の組織幹細胞の維持に必要で、YAP1が正常に機能しないと、組織損傷時
の修復が阻害される。TAZは、間葉系組織幹細胞のadipogenesisを抑制し、osteogenesisとmyogenesisを促進するので、肥満、
骨粗しょう症、筋萎縮との関連でも注目される。すなわち、腫瘍抑制の視点からはHippo pathwayの活性を高く維持するこ
とが望ましいが、Hippo pathwayが過剰に機能すれば、臓器損傷時の障害が拡大し、骨形成や筋形成も阻害される可能性が
あり、細胞・組織文脈依存的に、個々の場面に応じた活性の適正な制御が、個体のホメオスタシスに重要と考えられる。

(1) Hippo pathway並びに転写共役因子YAP1とTAZの活性に影響する化合物の探索とその応用
　Hippo pathwayについての知見は、ノックアウトマウス、ノックダウン実験、野生型・変異型構成分子の過剰発現などを
通じて得られているものがほとんどで、内在性の発現レベルを前提とした解析が進んでいない。Hippo pathwayを刺激、あ
るいは、抑制する試薬は、細胞・組織文脈依存的なHippo pathwayの生理機能の解明に不可欠である。そこで私たちは、細
胞レベルのアセイ系を構築して、Hippo pathway、YAP1、TAZの活性に影響を与える化合物の探索を行っている。YAP1、
TAZの活性を抑制する化合物からは、癌や組織線維症治療に有用な候補を、YAP1 、TAZの活性を亢進する化合物からは、
筋萎縮予防や損傷組織修復を促進する候補を絞り込み、治療的応用につなげようとしている。また、それぞれの化合物の分
子標的を同定することにより、これまでに知られていないHippo pathway、YAP1、TAZの制御機構を解明しようとしている。
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(2) RASSF蛋白の解析
　哺乳動物には全部で10個のRASSFがあり、そのうちRas結合ドメインがC末端寄りに位置する6個RASSF1-RASSF6は、シ
ョウジョウバエのdRASSFの哺乳動物ホモログとみなされている。なかでもRASSF1Aは代表的な腫瘍抑制分子として良く
知られている。ショウジョウバエの遺伝学的解析からdRASSFは、Hippo pathwayの構成分子として位置付けられている。
哺乳動物でもRASSFは、哺乳動物のHippoホモログであるMSTキナーゼの活性に影響する。これらのRASSFは、ヒト癌症
例で極めてしばしば、プロモーター領域のメチル化により発現が抑制され、Hippo pathwayの機能不全の大きな原因となっ
ている。RASSFはHippo pathwayの制御分子として機能するほか、Hippo pathwayとは独立した腫瘍抑制機能ももつことも
示されているが、その分子機構の詳細は不明である。RASSFの発現の低い癌は、発現が維持されている癌よりも、悪性度が
高く再発しやすく、生命予後が悪い。したがって、RASSFの発現を回復させれば、癌治療成績の向上に貢献すると予測され、
DNA脱メチル化剤が開発、研究されているが、それと別のカテゴリーとして、RASSFの発現が低下している状態で、
RASSFが果たすべき機能を補填する薬剤も有用と予測される。私たちは、RASSFの中でもRASSF3とRASSF6を研究対象と
して、細胞にDNA損傷やoncogenic stressがかかる時に起こる細胞周期、細胞死の制御において果たす役割を解析し、
RASSFの機能を、RASSFを介さずに補填する可能性を検討している。

（３）業績
[原著]
  1. 	Iwasa H, Kudo T, Maimaiti S, Ikeda M, Maruyama J, Nakagawa K, Hata Y. RASSF6 tumor suppressor regulates 

apoptosis and cell cycle via MDM2 and p53. J. Biol. Chem. 288(42):30320-30329
  2.	 Yang Z, Hata Y. What is the Hippo pathway?: Is the Hippo pathway conserved in Caenorhabditis elegans? J. Biochem. 

154(3):207-209 J. Biochem. (2013) 
  3.	 Hata Y, Timalsina S, Maimaiti S. Okadaic acid: a tool to study the Hippo pathway. Marine Drugs 11(3):896-902 (2013)
  4.	 Sanada Y, Kumoto T, Suehiro H, Nishimura F, Kato N, Hata Y, Sorisky A, Yanaka N. RASSF6 expression in 

adipocytes down-regulated by interaction with macrophages. PLoS One 8(4):e61931 (2013) 
  5.	 Iwasa H, Maimaiti S, Kuroyanagi H, Kawano S, Inami K, Timalsina S, Ikeda M, Nakagawa K, Hata Y. Yes-associated 

protein homolog, YAP1-1, is involved in the thermotolerance and aging in the nematode Caenorhabditis elegans. Exp. 

Cell Res. 319(7):931-945 (2013) 　
  6.	 Iwasa H, Kuroyanagi H, Maimaiti S, Ikeda M, Nakagawa K, Hata Y. Characterization of RSF-1, the Caenorhabditis 

elegans homolog of the Ras-association domain family protein 1. Exp. Cell Res. 319(3):1-11 (2013)

[その他]
  1. 	畑　裕　Thomas C. Südhof教授のノーベル医学・生理学賞受賞によせて　医学のあゆみ　247(11):1191-1192(2013)

[学会]
(シンポジウムなど)
  1.	 中川　健太郎、楊　沢宇、仁科　博史、畑　裕「転写共役因子TAZを活性化する薬剤はマウスモデルにおける骨格筋

の再生を促進する」2013年9月11日　第86回日本生化学会大会シンポジウム「ケミカルライブラリースクリーニング
再考：アカデミアで意味あるケミカルライブラリースクリーニングを実現するために」（オーガナイザー：中川　健
太郎、どど　孝介）横浜

  2.	 畑　裕、和泉　孝志　「基礎医学研究者養成の現状と展望～十年後の基礎医学教育研究指導者を確保するために何を
すべきか～」2013年9月12日　第86回日本生化学会大会　フォーラム　横浜

  3.	 岩佐宏晃、Sainawaer Maimaiti、河野　将大、稲見　俊和、池田　光伸、中川　健太郎、畑　裕　線虫YAP1は熱応
答と老化に関係している　2013年12月4日　第36回日本分子生物学会年会　神戸

  4.	 Hata Y, Zeyu Y, Nakagawa K, Ishigami-Yuasa M, Nishina H. Acceleration of skeletal muscle regeneration in a 
mouse muscle injury model injected by a TAZ activator. The Hippo Tumor Suppressor Network; From Organ Size 
Control to Stem Cells and Cancer. Keystone Symposia May 20, 2013. Montrey, USA.

[研究助成金]
  1.	 中川　健太郎　文部科学省科学研究費補助金若手研究（B）｢Hippoシグナル伝達系の活性を制御する化合物の探索と

その応用｣
  2.	 中川　健太郎　内藤記念科学奨励金「筋細胞分化における転写コアクチベーターTAZ、YAP1の役割の解析とTAZ、

YAP1を標的とする筋萎縮治療薬の開発」
  3.	 中川　健太郎　ライフサイエンス振興財団研究助成金「脂肪化を伴う老化性筋萎縮（sarcopenic obesity）の病態にお

ける転写コアクチベーターTAZ、YAP1の役割の解析、および、TAZ活性化剤とYAP1阻害剤の治療有用性の検証」
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[その他]
  1.	 畑　裕　第一三共株式会社共同研究「Hippo pathwayおよび転写コアクチベーターYAP1・TAZを標的とする

epithelial mesenchymal transition (EMT)抑制剤の探索と応用」





運 動 器 外 科 学 分 野
Joint Surgery and Sports Medicine

教　　授　宗田　大
講　　師　神野哲也
助　　教　古賀英之

軟骨再生学分野（寄附講座）
Cartilage Regeneration

准 教 授　辻　邦和
講　　師　渡邊敏文

関節機能再建学（寄附講座）
Joint Reconstruction

准 教 授　望月智之

大学院生　宮武和正，初鹿大祐，片桐洋樹，小田邊浩二，
　　　　　山田　淳，結城　新，中川裕介，松倉　遊，
　　　　　宇土美於，近藤伸平，齋藤龍佑，柳澤克昭，
　　　　　塩田幹夫，中村香織，日山鐘浩

(1) 教育
　診療科としては、「医学部整形外科」として大学院整形外科学と共同して活動を行っている。卒後研修期間を終えたのち、
医学部整形外科関連施設で整形外科、外傷学の基本的教育をうけ、その間に幅広い臨床的知識と技能を獲得し、医師として
の基本的な態度や技量を磨く。具体的には臨床医学の基礎としての麻酔蘇生学、救急医学、また関連のリハビリテーション
医学、神経内科学を含めて、外傷学を中心として2年間、さらに最低2年間、専門班病院にて関節系と神経系整形外科の専門
的研修を受ける。6年間の基礎研修期間を終えた時点で、日本整形外科学会認定専門医を取得することを義務づけている。
大学院への入学については、教育期間の4年を終えた時点で、個人の希望と実績の評価、また人数的なバランスに応じて受
験を許可している。
　また学外からの応募、留学生の受け入れ、大学院研究に興味のある医師、獣医師の受け入れも実施している。

(2) 研究
基礎的研究
１．間葉系組織由来幹細胞の分離・増殖方法の確立
２．間葉系組織由来幹細胞の生物学的特性の解明
３．間葉系幹細胞による関節軟骨損傷治療法の開発
４．無血清・ヒト血清を用いた幹細胞の分離・増殖方法の開発
５．骨形成因子の分子生物学的検討
６．軟骨・骨の人工材料の開発
７．骨・軟骨代謝に関係する新規治療薬の開発
８．骨代謝因子の遺伝子的アプローチ 
９．外傷・手術後関節炎のメカニズムの解明とコントロール
10．関節痛のメカニズムと治療法 
11．線維組織の治癒過程のコントロール
12．二次性股関節症の遺伝子解明
13．腱板損傷の治療方法の開発

臨床的研究
１．日本人により適合する人工膝・股関節の開発
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２．解剖学的前十字靱帯再建術の促進
３．術後の関節炎や関節症進行も遺伝子的背景の解析 
４．膝関節・股関節術、術前術後の動作解析
５．下肢関節手術におけるナビゲーションシステムの開発
６．外傷・手術後の疼痛に対する新しいアプローチ
７．臼蓋の解剖学的解析
８．変形性関節症マーカー

(3) 臨床
ｌ．下肢の疾患について小児から高齢者まで広い範囲の患者を扱い、それぞれのニーズに合わせた治療法の推進
２．人工股関節・人工膝関節置換術の早期社会復帰をめざしたプログラムの実践
３．よりよい膝関節・股関節術式の開発
４．患者の自己評価を重視した合理的治療体系をめざした関節外科治療
５．専門部位別の高度な治療システムの実践
６．スポーツの現場に対応できる実践的な治療法の開発と教育
７．軟骨疾患に対する再生医療

(4) 研究業績
【原著】

  1. 	Matsukura Y, Muneta T, Tsuji K, Koga H, Sekiya I.  Erratum to: Mesenchymal Stem Cells in Synovial Fluid 
Increase After Meniscus Injury. Clin Orthop Relat Res. 2014 Jan 3. [Epub ahead of print] No abstract available. 
PMID:24385041

  2. 	Matsukura Y, Muneta T, Tsuji K, Koga H, Sekiya I.  Mesenchymal Stem Cells in Synovial Fluid Increase After 
Meniscus Injury. Clin Orthop Relat Res. 2013 Dec 13. [Epub ahead of print] PMID:24338094

  3. 	Nakamura T, Sekiya I, Muneta T, Kobayashi E. [Bone and Cartilage Diseases and Regeneration. Articular cartilage 
regenerative therapy with synovial mesenchymal stem cells in a pig model]. Clin Calcium. 2013;23(12):1741-9. doi: 
CliCa131217411749. Japanese. PMID:24292528

  4. 	Horie M, Muneta T, Yamazaki J, Nakamura T, Koga H, Watanabe T, Sekiya I.  A modified quadrant method for 
describing the femoral tunnel aperture positions in ACL reconstruction using two-view plain radiographs. Knee 
Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013 Nov 28. [Epub ahead of print] PMID:24288076

  5. 	Koga H, Muneta T, Yagishita K, Watanabe T, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Sekiya I.  Effect of femoral 
tunnel position on graft tension curves and knee stability in anatomic double-bundle anterior cruciate ligament 
reconstruction. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013 Sep 24. [Epub ahead of print] PMID:24061720

  6. 	Ozeki N, Muneta T, Koga H, Katagiri H, Otabe K, Okuno M, Tsuji K, Kobayashi E, Matsumoto K, Saito H, Saito T, 
Sekiya I.  Transplantation of Achilles tendon treated with bone morphogenetic protein 7 promotes meniscus 
regeneration in a rat model of massive meniscal defect. Arthritis Rheum. 2013 Nov;65(11):2876-86. doi: 10.1002/
art.38099. PMID:23897174

  7. 	Katagiri H, Muneta T, Tsuji K, Horie M, Koga H, Ozeki N, Kobayashi E, Sekiya I.  Transplantation of aggregates of 
synovial mesenchymal stem cells regenerates meniscus more effectively in a rat massive meniscal defect. Biochem 
Biophys Res Commun. 2013 Jun 14;435(4):603-9. doi: 10.1016/j.bbrc.2013.05.026. Epub 2013 May 16. PMID:23685144

  8. 	Hatsushika D, Muneta T, Horie M, Koga H, Tsuji K, Sekiya I.  Intraarticular injection of synovial stem cells 
promotes meniscal regeneration in a rabbit massive meniscal defect model. J Orthop Res. 2013 Sep;31(9):1354-9. doi: 
10.1002/jor.22370. Epub 2013 Apr 17. PMID:23595964

  9. 	Mochizuki T, Fujishiro H, Nimura A, Mahakkanukrauh P, Yasuda K, Muneta T, Akita K.  Anatomic and histologic 
analysis of the mid-substance and fan-like extension fibres of the anterior cruciate ligament during knee motion, 
with special reference to the femoral attachment. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2014 Feb;22(2):336-44. doi: 
10.1007/s00167-013-2404-4. Epub 2013 Jan 24. PMID:23344119

10. 	Koga H, Muneta T, Yagishita K, Ju YJ, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Okawa A, Sekiya I.  Effect of 
posterolateral bundle graft fixation angles on graft tension curves and load sharing in double-bundle anterior 
cruciate ligament reconstruction using a transtibial drilling technique. Arthroscopy. 2013 Mar;29(3):529-38. doi: 
10.1016/j.arthro.2012.10.018. Epub 2013 Jan 20. PMID:23343714

11. 	Yamazaki J, Muneta T, Ju YJ, Koga H, Morito T, Sekiya I.  The kinematic analysis of female subjects after double-
bundle anterior cruciate ligament reconstruction during single-leg squatting.  J Orthop Sci. 2013 Mar;18(2):284-9. doi: 
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10.1007/s00776-012-0350-5. Epub 2013 Jan 18. PMID:23329075
12. 	 Ichinose S, Tagami M, Muneta T, Mukohyama H, Sekiya I.  Comparative sequential morphological analyses during 

in vitro chondrogenesis and osteogenesis of mesenchymal stem cells embedded in collagen gels. Med Mol Morphol. 
2013 Mar;46(1):24-33. doi: 10.1007/s00795-012-0005-9. Epub 2013 Jan 17. PMID:23325551

13. 	Miyatake K, Tsuji K, Yamaga M, Yamada J, Matsukura Y, Abula K, Sekiya I, Muneta T.  Human YKL39 (chitinase 
3-like protein 2), an osteoarthritis-associated gene, enhances proliferation and type II collagen expression in ATDC5 
cells. Biochem Biophys Res Commun. 2013 Feb 1;431(1):52-7. doi: 10.1016/j.bbrc.2012.12.094. Epub 2013 Jan 3. 
PMID:23291184

14. 	Watanabe T, Muneta T, Sekiya I, Banks SA.  Intraoperative joint gaps affect postoperative range of motion in 
TKAs with posterior-stabilized prostheses. Clin Orthop Relat Res. 2013 Apr;471(4):1326-33. doi: 10.1007/s11999-012-
2755-z. Epub 2012 Dec 19. PMID:23250854

15. 	Watanabe T, Ishizuki M, Muneta T, Banks SA.  Knee kinematics in anterior cruciate ligament-substituting 
arthroplasty with or without the posterior cruciate ligament. J Arthroplasty. 2013 Apr;28(4):548-52. doi: 10.1016/j.
arth.2012.06.030. Epub 2012 Oct 31. PMID:23122654

16. 	Hatsushika D, Nimura A, Mochizuki T, Yamaguchi K, Muneta T, Akita K.  Attachments of separate small bundles 
of human posterior cruciate ligament: an anatomic study. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013 May;21(5):998-
1004. doi: 10.1007/s00167-012-2224-y. Epub 2012 Sep 29. PMID:23052116

17. 	Muneta T, Koga H, Ju YJ, Horie M, Nakamura T, Sekiya I.  Remnant volume of anterior cruciate ligament 
correlates preoperative patients’ status and postoperative outcome. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013 
Apr;21(4):906-13. doi: 10.1007/s00167-012-2023-5. Epub 2012 Apr 28. PMID:22543472

18. 	Atesok K, Doral MN, Bilge O, Sekiya I.  Synovial stem cells in musculoskeletal regeneration..  J Am Acad Orthop 
Surg. 2013 Apr;21(4):258-9. doi: 10.5435/JAAOS-21-04-258. No abstract available. PMID:23545732

19. 	Matsukura Y, Muneta T, Tsuji K, Koga H, Sekiya I.  Mesenchymal Stem Cells in Synovial Fluid Increase After 
Meniscus Injury. Clin Orthop Relat Res. 2013 Dec 13. [Epub ahead of print] PMID:24338094

20. 	 Piao J, Tsuji K, Ochi H, Iwata M, Koga D, Okawa A, Morita S, Takeda S, Asou Y.  Sirt6 regulates postnatal growth 
plate differentiation and proliferation via Ihh signaling. Sci Rep. 2013 Oct 23;3:3022. doi: 10.1038/srep03022.

21. 	宗田　大：膝屈筋腱を用いたdouble-bundle reconstruction I – 4つ折半腱様筋腱を用い経脛骨骨孔的に大腿骨骨孔を作
製する2重束ACL再建術―　整形外科最少侵襲手術ジャーナル66：57‐66、2013.2

22. 	宗田　大：健康生活　NIKKEI PLUS1「膝の悩みを予防・緩和する」日本経済新聞 2013．3.16 s11
23. 	宗田　大：VIII．靭帯再建術後再断裂に対するRevision Surgery「再再建術と私のポイント」膝靭帯手術のすべて

MDICAL VIEW 2013.4.10　p.385-389
24. 	安田和則、宗田　大：「前十字靭帯再再建術の up to date」序文　第84回日本整形外科学会学術総会パネルディスカッ

ション　日整会誌87:p 219-220, 2013
25. 	宗田　大（総監集）：ひざ痛を治す　別冊NHKきょうの健康。2013.6.25発行
26. 	関矢一郎：手術でひざの痛みを改善する　別冊NHKきょうの健康　ひざ痛を治す　p66-80
27. 	関矢一郎：すり減った軟骨を再生させる新しい治療に期待、別冊NHKきょうの健康　ひざ痛を治す、整形・災害外科

p80-80
28. 	宗田　大：膝前十字靭帯再建術：ハムストリング腱使用例　臨床スポーツ医学臨時増刊号「関節鏡視下手術と術後リ

ハビリテーショ」Vol.30: p104-107, 2013.7.15発行
29. 	宗田　大：膝蓋腱炎（ジャンパー膝）の治療update. 【特集】腱・付着部症の最近の展開　整形災害外科55：p1371‐

1376, 2013.10.1発行
30. 	宗田　大：術後疼痛。ファーマナビゲーターCOX-2阻害薬編【改訂版】[石黒直樹、川合眞一、森田育男、山中　寿] 

p176-189、2013.11.1発行
31. 	宗田　大：膝蓋腱炎（p.181-83）、タナ障害（p.185-87）、脛骨疲労骨折（p.214-218）スポーツ整形外科マニュアル（福

林徹、篠塚昌述 編集）中外医学社2013.11.1
32. 	宗田大、関矢一郎：滑膜由来間葉系幹細胞による膝半月板再生　炎症と免疫 21巻、２号p148-156
33. 	宗田大：内側側副靱帯損傷の発生機序　膝靱帯手術の全て　p214-215
34. 	宗田大：内側側副靱帯損傷に対する修復術　－つり上げ修復法と半腱様筋腱補強術、膝靱帯手術の全てp216-226
35. 	宗田大、関矢一郎、：滑膜由来間葉系幹細胞を用いた半月板再生の基礎と臨床への展望、整形・災害外科　56巻５号

p593-601
36. 	堀江雅史、宗田大：滑膜由来間葉系幹細胞による膝半月板再生、炎症と免疫 21巻、２号、148-156
37. 	浅野浩司、立石智彦、宗田大：陸上短距離選手に生じた坐骨結節剥離骨折偽関節の1例、JOSKAS ３８１号p134-135
38. 	宗田大：内側側副靱帯損傷、スポーツ整形外科マニュアル、p153-157
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39. 	関矢一郎：半月板損傷　スポーツ整形外科マニュアルp165-172
40. 	関矢一郎：関節軟骨損傷　スポーツ整形外科マニュアルp194-196
41. 	関矢一郎：変形性膝関節症　スポーツ整形外科マニュアルp197-200
42. 	関矢一郎：半月板治療の限界と将来展望；滑膜幹細胞による半月板再生　診療マニュアル  26巻p73-79
43. 	関矢一郎、宗田 大、：滑膜由来間葉系幹細胞を利用した半月板再生技術、骨研究最前線３巻、207号1
44. 	立石 智彦、中村 智祐、古賀 英之、清水 禎則、林 将也、中川 照彦、土屋 正光、宗田 大：PCL付着部剥離骨折に対

し仰臥位Burksアプローチで治療した3例　38巻1号p134-135
45. 	関矢一郎、宗田 大、小林英司：滑膜間葉系幹細胞による軟骨再生治療：ミニブタモデルでの検討　CLINICAL 

CALCIUM23巻12巻p49-57
46. 	関矢一郎、宗田大、山本晴康：第2-5趾MTP関節脱臼に対する中足骨短縮術、Bone Joint Nerve　4巻1号

【学会発表】
（海外・国際）

  1. 	◎Abula K, Muneta T, Miyatake K, Yamada J, Matsukura Y, Inoue M, Sekiya I, Economides A, Rosen V and Tsuji 
K.  Endogenous BMP7 activity maintains articular cartilage homeostasis by negatively regulating inflammation in 
synovial membrane.  ASBMR,:Poster, USA, Baltimore,2013.10.6

  2. 	Hideyuki Koga,Tron Krosshaug.  ACL INJURY PREVENTION: THE MECHANISM OF ACL INJURY AND ITS 
PREVENTION; another injury mechanism in skiing.  9th ISAKOS Congress,2013/5/12-16,Canada

  3. 	Nobutake Ozeki,Ichiro Sekiya, Kunikazu Tsuji, Tomoyuki Saito, Takeshi Muneta.  Weekly intraarticular injections of 
synovial mesenchymal stem cells delay cartilage degeneration through trophic factors in a rat osteoarthritis model 
11th International Society for Stem Cell Reseach, Annual Meeting.  2013/6/12-15,USA

  4. 	Ichiro Sekiya、Takeshi Muneta.  Arthroscopic Transplantation of synovial MSCs for cartilage regeneration.  
International Cartilage Repair Society.  2013.9.15.Izmir, Turkey

  5. 	Nobutake Ozeki,Ichiro Sekiya, Kunikazu Tsuji, Tomoyuki Saito, Takeshi Muneta.  Weekly intraarticular injections of 
synovial mesenchymal stem cells delay cartilage degeneration through trophic factors in a rat osteoarthritis model.  
International conference ofcartilage repair.  2013/9/15-18,Turkey

  6. 	Yusuke Nakagawa,Sekiya I, Kondo S, Saito R, Yanagisawa K, Tabuchi T, Nagata T, Obara M,Okuaki T, Koga H, 
Tsuji K, Muneta T.  Comparison of MRI T1rho mapping and histology for normal and torn menisci in a pig model. 
11th International cartilage repair society annual meeting.  2013/9/15-18,Turkey

  7. 	Mio Udo,Ichiro Sekiya, Kunikazu Tsuji, Takeshi Muneta.  Evaluation of a rat arthritis model induced by various 
doses of monoiodoacetic acid.  11th International cartilage repair ,society annual meeting.  2013/9/15-18,

  8. 	Toshifumi Watanabe,Takeshi Muneta, Nicholas Dunbar, Alex Iorgulescu, Scott A Banks.  Intraoperative Joint Gap 
Affects Postoperative Knee Kinematics in Posterior-Stabilized TKA.  26th ISTA2013,2013.10.16-19,USA

  9. 	Toshifumi Watanabe,Stefan Kreuzer, Kevin Leffers, Michael Conditt, Jennifer Christopher, Brian Park, Nick Dunbar, 
Alex Iorgulescu, Scott A Banks.  Kinematic Comparison of Three Partial Knee Replacement Techniques. 26th 
ISTA2013,2013.10.16-19,USA

10. 	Miyoko Ojima、Ichiro Sekiya, Kunikazu Tsuji, Takeshi Muneta.  Human mesenchymal stem cells in synovial fluid 
increase in the knee after harvest of synovium.  11th International cartilage repair 、society annual meeting.  
2013/9/15-18、Izmir, Turkey

11. 	Koji Otabe、Hiroyuki Nakahara, Akihiko Hasegawa, Fumiaki Ayabe, Tetsuya Matsukawa, Martin K. Lotz, Hiroshi 
Asahara.  The transcription factor Mohawk plays an important role for maintaining human ACL homeostasis and 
ligament/tendon differentiation of mesenchymal stem cells. Osteoarthritis Research Society International、
2013/4/18-21USA

12. 	Koji Otabe,Hiroyuki Nakahara, Akihiko Hasegawa, Martin Lotz, Hiroshi Asahara.  Tenogenic effect of transcription 
factor Mohawk for bone marrow mesenchymal stem cells.  ACR/ARHP Annual Meeting 2013、2013/10/26-30、
USA

13. 	 Ichiro Sekiya.  Arthroscopic transplantation of synovial MSCs  for cartilage regeneration.  Sportsclinic Germany 
Hannover,Germany,2013.9.30

14. 	 Ichiro Sekiya.  Arthroscopic transplantation of synovial MSCs  for cartilage regeneration. Maartenskliniek 
Woerden,Netherlands,2013.10.2

15. 	 Ichiro Sekiya.  Cartilage and meniscus regeneration　with synovial stem cells.  Symposium on Materials and 
Regenerative Medicine ,taipei,TAIWAN, 2013.11.30

16. 	Mochizuki T.  The outcome of the arthroscopic Bankart repair in rugby football players after postop rehabilitation 
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for improving tackling skill.  Surgical Tips & Pearls in Shoulder Surgery, Soul. 2013.404.05
17. 	Mochizuki T.  Anatomic and histologic analysis of the rotator cuff and articular capsule on the greater tuberosity.  

Surgical Tips & Pearls in Shoulder Surgery, Soul. 2013.404.05

（国内）
  1. 	Kahaer Abula, 宗田　大, 宮武　和正, 山田　淳, 松倉　遊, 井上　真紀子, 大川　淳, 関矢　一郎 , 辻　邦和 ：内在性の

BMP7は滑膜の炎症に対して抑制的に機能し、加齢に伴う軟骨の退行変性を予防する　2013.10.17　日整会基礎学会, 
ポスター　千葉、幕張

  2. 	Kahaer Abula, 宗田　大, 宮武　和正, 山田　淳, 松倉　遊, 井上　真紀子, 大川　淳, 関矢　一郎 , 辻　邦和：内在性の
BMP7は滑膜の炎症に対して抑制的に機能し、加齢に伴う軟骨の退行変性を予防する　2014.3.1　日本軟骨代謝学会,口
頭示説の別 : 口演, 京都

  3. 	宗田　大：人工膝関節後の痛みとその対応　第43回日本人工関節学会　ランチョンセミナー　2013.2.23　滋賀医科大
学

  4. 	宗田　大：膝のスポーツ外傷と障害　第29回埼玉・県南東部整形外科勉強会　2013.3.8　獨協医科大学越谷医療センタ
ー大関覚　

  5. 	宗田　大：最近の私的膝関節疾患治療　熊本運動器疾患懇話会　熊本　2013.4.19　
  6. 	宗田　大：第86回日本整形外科会学術総会ランチョンセミナー、広島　2013.5.26　
  7. 	宗田　大：スポーツ復帰への膝外傷・障害の治療　第3回大分膝関節疾患研究会、大分　2013.5.30　
  8. 	宗田　大：滑膜間葉幹細胞移植による関節構成体の再生医療の実現化　第36回大学院医歯学総合研究科　大学院セミ

ナー　2013.6.4 歯学部特別講堂　東京医科歯科大学
  9. 	宗田　大：ACTIYASデザイン～開発背景からコンセプト～　ACTIYASセミナー　2013．7.13 KYOCERA
10. 	宗田　大：膝の痛みに対する私の保存治療　第5回さくら整形外科フォーラム。 日大板橋徳橋泰明教授。2013.7.20 東

京
11. 	宗田　大：スポーツ復帰のための保存治療と術後ケアーの実際　第116回宮城県スポーツ医学懇話会　2013.8.31 KKR

ホテル仙台
12. 	日本関節鏡膝スポーツ医学会（JOSKAS）ガイドライン策定委員会
	 西良　浩一　　徳島大学
	 杉山　肇　　　神奈川県リハビリテーションセンター　
	 高尾　昌人　　帝京大学　
	 津田　英一　　弘前大学　
	 遠山　晴一　　北海道大学　
	 中川　晃一　　東邦大学医療センター佐倉病院
	 宗田　大　　　東京医科歯科大学　委員長
	 出沢　明　　　帝京溝口病院　日本内視鏡学会理事
13. 	関節鏡視下手術のガイドライン：肩関節脱臼にする関節鏡視下バンカート修復術の有用性日本内視鏡学会ガイドライ

ン策定委員会　公聴会　2013.11.29　第26回日本内視鏡外科学会　
14. 	関矢一郎：OAは再生医療で治せるか　滑膜幹細胞移植を中心とする私たちの取り組み　2012.3.22第12回再生医療学

会、横浜
15. 	関矢一郎：滑膜由来の間葉系幹細胞を用いた関節軟骨再生　変形性膝関節症に対する私たちの取り組み.  2013.4.20  日

本リウマチ学会、京都
16. 	関矢一郎：滑膜間葉系幹細胞を用いる軟骨再生医療の実際　特に安全性の観点から　2013.5.23　日本整形外科学会総

会、広島
17. 	関矢一郎：自己血清で増殖させた体性幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療　2013.5.22　JMS社内講演会　広島
18. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生　2013.5.29　第４回関節治療研究会　東京
19. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生：基礎から臨床まで現状と展望　2013.6.20　JOSKAS　札幌
20. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による半月板治癒促進　2013.6.20　JOSKAS　札幌
21. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生　2013.7.14　第26回日本臨床整形外科学会　浜松
22. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生　2013.7.27　第23回膝肩スポーツの会　名古屋
23. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生医療の開発　2013.9.12　山梨運動器再生セミナー　甲府
24. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生医療　2013.10.10　BioJapan 2013　横浜
25. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による半月板再生　2013.10.18　日整会基礎　幕張
26. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療の開発　2013.10.11 東大　臨床研究者育成プログラム　東大
27. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生医療　2013.10.12 整形外科初期研修セミナー　富浦
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28. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療の開発　2013.10.28 第28回 新潟移植再生研究会　新潟
29. 	関矢一郎：体性幹細胞による軟骨・半月板の再生医療　基礎から臨床まで　2013.11.14 東京医科歯科大学大学院ボー

ダレス講義　東京医科歯科大学
30. 	関矢一郎：滑膜由来の間葉系幹細胞による軟骨・半月板再生　2013.11.16 第25回 日本臨床検査医学会　東京医科歯科

大学
31. 	関矢一郎：滑膜間葉幹細胞による関節軟骨・半月板再生　2013.12.2 新技術説明会　市ヶ谷
32. 	関矢一郎：関節軟骨障害治療2013　指定発現： Stem Cell治療　2013.12.7 膝関節フォーラム　高田馬場
33. 	関矢一郎：滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生　2013.12.16 第60回 山陰整形外科集談会　松江
34. 	辻邦和、片桐洋樹、中村香織、関矢一郎、宗田大：前十字靭帯再建術の手術侵襲に伴う関節疼痛の重症度は、術後の

関節液中のCD105陽性細胞数に逆相関する　2013.2.7-8 第6回日本運動器疼痛学会 口頭発表 神戸国際会議場
35. 	中村香織、辻邦和、片桐洋樹、井上牧子、Kahaer Abula、関矢一郎、宗田大：前十字靭帯再建術後の関節疼痛の重症

度は術後関節液中のCD105陽性細胞と逆相関する　2014.2.28-3-1 第27回日本軟骨代謝学会 口頭発表 京都府医師会館
36. 	望月智之, 吉村英哉, 山田睦雄, 二村昭元, 日山鐘浩, 池田浩夫, 宗田大.：ラグビー選手における鏡視下バンカート修復術

の治療成績　再発予防を目的としたリハビリ効果の検討. 5th JOSKAS; 2013.06, 2013.札幌
37. 	林将也, 宗田大, 池田浩夫, 立石智彦, 古賀英之, 望月智之, 朱寧進, 長瀬寅, 関矢一郎：前十字靱帯再建術後感染症例にお

けるアトピー性皮膚炎についての多施設後ろ向き調査. 5th JOSKAS; 6/20-6/22, 2013; 札幌.
38. 	洪洋喜, 吉村英哉, 日山鐘浩, 荻内隆司, 望月智之：鏡視下腱板修復術後の術後疼痛と再断裂の関係についての検討.  第

40回日本肩関節学会; 9/27.28, 2013; 京都.
39. 	野崎太希, 二村昭元, 望月智之, 山口久美子, 菅谷啓之, 秋田恵一：上腕骨大結節骨形態と棘下筋停止部との関係.  第40

回日本肩関節学会; 9/27.28, 2013; 京都
40. 	堀江雅史, 中村智祐, 古賀英之, 渡邊敏文, 望月智之, 柳下和慶, 関矢一郎, 大川淳, 宗田大：解剖学的二重束ACL再建術に

おいて大腿骨側の移植腱は骨孔内でどの位置に存在するか　3D-MRIを用いた検討.　第86回日本整形外科学術集会; 
2013.03, 2013.

41. 	堀江雅史, 中村智祐, 古賀英之, 渡邊敏文, 望月智之, 関矢一郎, 宗田大：2重束ACL再建術における大腿骨孔位置計測の
ための新しい術後レントゲン評価法　その再現性と正確性について. 5th JOSKAS; 2013.06, 2013. 札幌

42. 	八木茂典, 望月智之, 二村昭元, 吉村英哉, 中川照彦, 秋田恵一：腱板断裂に対する保存療法：機能解剖に基づいた理学
療法. 第40回日本肩関節学会; 9/27.28, 2013; 京都.

43. 	日山鐘浩, 吉村英哉, 洋喜 洪, 植木博子, 望月智之, 荻内隆司. ビーチチェア位での肩関節鏡術後に脱毛症を呈した2例. 
第40回日本肩関節学会; 9/27.28, 2013; 京都.

44. 	中基貴, 二村昭元, 高橋憲正, 河合伸昭, 望月智之, 秋田恵一, 菅谷啓之：鏡視下所見に基づくdelamination腱板断裂の臨
床的特徴の検討. 第40回日本肩関節学会; 9/27.28, 2013; 京都.

45. 	塚田幸行, 藤代瞳, 加藤敦夫, 二村昭元, 望月智之, 山口久美子：Mahakkanukrauh P, 安田和則, 宗田大, 秋田恵一. 
Femoral lateral intercondylar ridgeの個体差.  5th JOSKAS; 6/20-22, 2013; 札幌.

46. 	塚田幸行, 星野明穂, 池田浩夫, 吉村英哉, 望月智之, 島谷雅之, 塩崎彰, 高橋徹：小松秀郎, 仲津留恵日, 尾辻正樹, 塩田幹
夫.  TKA術後成績　変形性膝関節症に対する鏡視下デブリードマン　人工膝関節置換術施行例からの検討. 第43回日
本人工関節学会; 2012.12, 2013.

47. 	中村智祐, 望月智之, 二村昭元, 宗田大, 秋田恵一： 前十字靱帯脛骨側付着部の解剖学的研究　外側半月板から連続する
線維構造. 5th JOSKAS; 6/20-22, 2013; 札幌.

48. 	中村智祐, 関矢一郎, 柳下和慶, 渡邊敏文, 望月智之, 古賀英之, 堀江雅史, 大川淳, 宗田大：解剖学的二重束前十字靱帯再
建術における移植腱の太さが及ぼす影響. 第86回日本整形外科学術集会; 2013.03, 2013.広島

49. 	鈴木聡, 若林良明, 吉村英哉, 二村昭元, 望月智之, 大川淳, 宗田大：HAGL病変修復後の腋窩神経麻痺に対して神経剥離
を施行した1例. 第40回日本肩関節学会; 9/27.28, 2013; 京都.

50. 	植木博子, 吉村英哉, 望月智之, 二村昭元, 秋田恵一, 荻内隆司： 小胸筋延長腱についての臨床研究.  第40回日本肩関節
学会; 9/27.28, 2013; 京都.

51. 	秋田恵一, 望月智之, 塚田幸行, 二村昭元：膝前十字靱帯再建術の最前線 ACLの解剖学的付着の解析.  第86回日本整形
外科学術集会; 2013.03, 2013.広島

52. 	若林良明, 望月智之, 林将也, 宗田大, 大川淳： トップレベルラグビー選手の手根部外傷の治療経験.  第39回日本整形外
科スポーツ医学会; 9/13.14, 2013; 名古屋.

53. 	若林良明, 川端茂徳, 望月智之, 加藤剛, 古賀大介, 吉井俊貴, 高橋誠, 宗田大, 大川淳：整形外科後期研修における大学・
専門病院と一般病院の役割　後期研修医の手術経験調査より.   第86回日本整形外科学術集会; 2013.03, 2013.

54. 	山崎順也, 宗田大, 関矢一郎, 望月智之, 渡邊敏文, 古賀英之, 堀江雅史, 中村智祐：ACL再建術後患者のスポーツ復帰期
間に影響を及ぼす因子の検討.  5th JOSKAS; 2013.06, 2013; 札幌.

55. 	古賀英之, 宗田大, 柳下和慶, 渡邊敏文, 望月智之, 堀江雅史, 中村智祐, 関矢一郎：解剖学的2重束ACL再建術における大
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腿骨孔位置が移植腱張力変化及び膝制動性に与える影響.  5th JOSKAS; 6/20-22, 2013; 札幌.
56. 	古賀英之, 宗田大, 柳下和慶, 渡邊敏文, 望月智之, 堀江雅史, 中村智祐, 大川淳, 関矢一郎： 二重束ACL再建術における大

腿骨孔位置が移植腱張力変化および膝制動性に与える影響.   第86回日本整形外科学術集会; 2013.03, 2013.広島
57. 	古賀英之, 宗田大, 柳下和慶, 渡邊敏文, 望月智之, 堀江雅史, 中村智祐, 関矢一郎：ACL再建術one bundleからtwo 

bundle　同一施設でのoutcomeの比較.  1重束及び2重束ACL再建術の前向き無作為化比較試験の長期成績.  5th 
JOSKAS; 2013.06, 2013; 札幌.

58. 	古賀英之, 宗田大, 柳下和慶, 渡邊敏文, 望月智之, 堀江雅史, 中村智祐, 関矢一郎：逸脱外側半月板に対する鏡視下半月
板制動術の短期成績. 5th JOSKAS; 2013.06, 2013; 札幌.

59. 	渡邊敏文、宗田 大、関矢 一郎、古賀 英之、堀江 雅史、中村 智祐、Scott Banks：人工膝関節全置換術において後十
字靱帯がキネマティクスに及ぼす影響　5th JOSKAS; 6/20-22, 2013; 札幌.

60. 	渡邊敏文、宗田 大、関矢 一郎、古賀 英之、堀江 雅史、中村 智祐、Scott Banks：ロボット支援モジュール式人工膝
関節のキネマティクス　5th JOSKAS; 6/20-22, 2013; 札幌.

61. 	渡邊敏文、宗田 大、関矢 一郎、古賀 英之、堀江 雅史、中村 智祐：新しい日本人向け後方安定型人工膝関節の短期
成績　5th JOSKAS; 6/20-22, 2013; 札幌.

62. 	吉村英哉, 望月智之, 荻内隆司, 朱寧進, 高橋徹, 小松秀郎, 尾辻正樹, 仲津留恵日, 日山鐘浩, 池田浩夫, 秋田恵一.  肩甲下
筋腱最頭側部に対する解剖学的修復術の治療成績. 5th JOSKAS; 6/20-22, 2013; 札幌.

63. 	吉村英哉, 日山鐘浩, 望月智之：腱板広範囲断裂に対するグラフト補強手術の治療成績.  第40回日本肩関節学会, 2013; 
京都.

64. 	安宰成, 古賀英之, 関矢一郎, 渡邊敏文, 望月智之, 堀江雅史, 中村智祐, 宗田大：脛骨外側高原に生じたOsteochondral 
lesionに対し、逆行性骨軟骨移植術、及び外側半月板制動術を施行した一例. 5th  JOSKAS; 2013.06, 2013札幌

【研究助成金】
  1.	 文部科学省：「再生医療の実現化ハイウェイ」課題名：「滑膜幹細胞による膝半月板再生」機関名：東京医科歯科大学 

研究代表者：関矢　一郎
  2.	 文部科学研究費補助金：基盤研究(B)　研究課題：骨、関節組織のホメオスタシスにおける骨形成因子BMPの生理機

能の解析　研究代表者：辻邦和
  3.	 厚生科学研究費補助金　研究課題：幹細胞による次世代の低侵襲軟骨再生治療の開発と臨床応用　研究代表者： 関矢  

一郎
  4.	 厚生科学研究費補助金　研究課題：滑膜幹細胞による半月板・関節軟骨の治癒促進・再生　研究代表者：関矢  一郎
  5.	 文部科学研究費補助金：基盤研究(B)　研究課題：骨、関節組織のホメオスタシスにおける骨形成因子BMPの生理機

能の解析　研究代表者：辻邦和
  6.	 文部科学研究費補助金（基金）：基盤研究(C)　研究課題：変形性関節症の発症機構解明の為の新規動物モデルの確立

と関節組織の初期病変の解析　研究代表者：神野　哲也
  7.	 文部科学研究費補助金（基金）：基盤研究(C)　研究課題：関節疼痛の発症におけるオステオポンチンの生理機能の解

析　研究代表者： 朱　寧進
  8.	 文部科学研究費補助金（基金）：基盤研究(C)　研究課題：工膝関節全置換術後の動態解析および日本人膝の形態学的

検討　研究代表者：関矢一郎
  9.	 文部科学研究費補助金（基金）：基盤研究(C)　研究課題：サル膝半月板損傷に対する修復術後の滑膜間葉系幹細胞移

植　研究代表者：渡邊敏文
10.	 文部科学研究費補助金（基金）：若手研究(B)　研究課題：滑膜組織と滑膜由来間葉系幹細胞の至適保存条件の検討 研

究代表者：堀江雅史

【その他】
（受賞）

  1.	 学会賞等受賞　第28回日本整形外科学会基礎学術集会　 優秀口演賞　 ブタ損傷半月板に対するMRI T1rhoマッピン
グと組織学的評価　中川裕介

（学会主催）
  1.	 第31回運動器セミナー　日時：2013年1月11日（金）　9：30～18：00　場所：東京医科歯科大学　M&Dタワー11階  

大学院講義室3
	 研究報告　9：30～17：00　Discussion with Dr. Oscar Lee & Yi-Hung (Vincent) Chiang　
	 Ichiro Sekiya, Nobutake Ozeki, Daisuke Hatsushika, Yusuke Nakagawa, Yu Matsukura, Ryusuke Saito, Katsuaki 

Yanagisawa, Kazumasa Miyatake, Jun Yamada, Hiroki Katagiri, Kahaer Abula, Arata Yuki, Mio Udo, Shinpei Kondo, 
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Makiko Inoue
	 特別講演　16：45～18：00　｢Arthroscopic repair of rotator cuff tear｣  Dr. Yi-Hung (Vincent) Chiang　 Institute of 

Clinical Medicine National Yang-Ming University and Department of Orthopaedic Surgery, National Yang-Ming 
University Hospital

	 ｢Mesenchymal stem cells and skeletal tissue engineering｣  Dr. Oscar Lee　 Director, Stem Cell Research Center, 
National Yang-Ming University

  2.	 第32回運動器セミナー　日時：2013年 1月18日（金） 18:00～19:00　場所：東京医科歯科大学　MDタワー11階　大学
院講義室　3

	 特別講演 18:00～19:00
	 「再生医療における幹細胞の品質管理と糖鎖が果たす役割」豊田 雅士　先生　東京都健康長寿医療センター研究所  

老年病研究チーム血管医学研究　研究副部長
  3.	 第33回運動器セミナー　日時：2013年1月21日（月）　9：30～18：00　場所：東京医科歯科大学　M&Dタワー11階  

大学院講義室3
	 研究報告　9：30～17：00
	 Discussion with Dr. Gunil Im
	 Ichiro Sekiya,Nobutake Ozeki,Daisuke Hatsushika,Yusuke Nakagawa, Yu Matsukura,Ryusuke Saito,Katsuaki 

Yanagisawa,Kazumasa Miyatake, Jun Yamada,Hiroki Katagiri,Kahaer Abula,Arata Yuki,Mio Udo,Shinpei Kondo, 
Makiko Inoue, Seiya Matsuta

	 特別講演　17：00～18：00
	 ｢Chondrogenesis from stem cells｣ Dr. Gunil Im
	 Professor, Dept of Orthopaedics, Dongguk University Ilsan Hospital
  4.	 第9回学生のためのスポーツ医学セミナー　日本臨床スポーツ医学会　日時：2013年10月5日（土）  14:00～18:00  会場：

東京医科歯科大学　M＆Dタワー2階　鈴木章夫記念講堂
  5.	 テーマ「スポーツ外傷・障害における歯科治療の重要性と高圧酸素治療の治療効果」東京医科歯科大学　医学部附属

病院スポーツ医学診療センター　柳下和慶　　東京医科歯科大学　スポーツ医歯学　上野俊明
  6.	 テーマ「スポーツ選手をいかにサポートするか　−アスレチックケアとメディカルサポート−」東京医科歯科大学  

医学部附属病院スポーツ医学診療センター　相澤純也　　日本大学文理学部　体育学科　小山貴之　日本大学アメリ
カンフットボール部トレーナー

	 テーマ「チームドクターの果たすべき役割とは」浦和レッドダイヤモンズ　仁賀定雄　JIN整形外科スポーツクリニ
ック		

  7.	 テーマ「スポーツ選手の怪我との戦い　いかに怪我を乗り越えてきたか」元全日本女子バレーボールチーム代表（東
レ女子）大山加奈　　千葉整形美容内科リハビリテーション科　福田　努　元東レアローズ女子バレー部ストレング
ス&コンディショニングアドバイザー

（新聞、雑誌、TV報道）
  1.	 宗田　大：変形性膝関節症【部分】。朝日新聞朝刊21、2013.12.10（武田耕太）
  2.	 関矢一郎：TBSテレビ「未来の起源　膝半月板を再生させて患者を治療」2013.8.14放映
  3.	 関矢一郎：読売新聞「膝に幹細胞　年単位で治療」2013.8.14
  4.	 関矢一郎：読売新聞「医療ルネッサンス　進む再生医療・軟骨」2013.8.19
  5.	 関矢一郎：読売新聞「半月板　細胞移植で修復」2013.12.21
  6.	 望月智之：ＮＨＫテレビ　「チョイス」　肩の痛みが起こったら2013.05



硬組織構造生物学分野
Biostructural Science

教　　授　高野吉郎
准 教 授　田畑　純
助　　教　馬場麻人(〜3月)
技術専門職員　井関八郎(〜3月)
技術専門職員　杉浦真琴(5月～)
事務補佐員　黒田春乃(4月～)
大学院生　Ravindra Kumar Ratnayake(〜3月)，
　　　　　Dawud Abduweli

（1）教育
a) 歯学部歯学科：2013年
１年　モジュール１「歯学入門」
　ユニット３　最新の歯学：高野
　ユニット６　基礎情報医歯学：田畑

２年　モジュール２「人体の構造と機能」：高野**
　ユニット４　人体の基本要素（人体組織総論）：高野*、田畑
　ユニット５　人体の組織構造（人体組織各論）：田畑*、高野
　ユニット13　歯の発生と組織：高野*、田畑
　ユニット14　医療と造形：高野*
　（**モジュール責任者、*ユニット責任者）

２年　医歯学融合カリキュラム
　「頭頸部基礎」ブロック：高野、田畑

４年　モジュール13「研究体験実習」
　ユニット1　研究体験実習：田畑

b) 歯学部口腔保健工学科：2013年
１年　人体の構造と機能Ⅰ：田畑
２年　人体の構造と機能Ⅱ：田畑

c) 大学院医歯学総合研究科：2013年
修士　人体形態学・口腔形態学：高野、田畑
博士　生体硬組織の形成機構：高野、田畑
ボーダーレス講義：メダカが教える歯の発生と再生の仕組み：高野

（2）教育方針
a-c) 学部教育
　硬組織構造生物学分野は，D2、D3にまたがる歯学科カリキュラム最大のモジュールである「人体の構造と機能」モジュ
ールを中心に、医歯学融合ブロックにおける「頭頸部基礎」を通して、医学・歯学教育に参画している.
　「人体の構造と機能」モジュールは，発生学、解剖学・組織学・口腔解剖学・口腔組織学・生理学・口腔生理学・歯牙解
剖学/歯型彫刻 の教育内容全般を包含し，構造と機能と結びつけた有機的知識として教授する包括的教育を目指しているが、
この中で硬組織構造生物学分野は主に組織学（顕微解剖学）の教育に携わっている.
　専門知識を学び始めたばかりの学生達は，ここで個体発生の原理、および人体の基本単位としての細胞の構造と機能、分
化と組織化（人体の基本要素）について学び，それらで構成される生体諸器官の組織構造の特徴と機能を講義・実習を通し
て学ぶ．また、歯の解剖学で歯の形態的特徴を理解した上で，それらの組織構造と発生のメカニズムを学ぶ．東京藝術大学
の全面的協力によって実施が可能となった，「医療と造形」ユニットは，美術解剖学講義と頭頸部塑像制作実習を基軸とす
る世界にも例をみないユニークなカリキュラムであり、当分野はその運営にも参画している.
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c) 大学院教育
　骨や歯などの生体硬組織について，肉眼レベルから超微細構造レベルの形態的特徴を解説するとともに，それらの形成や
機能発現とその制御の仕組みについて，個々の硬組織関連細胞の機能特性とマトリックスの特性に着目して解説する. また
硬組織石灰化のメカニズムについて，共通点を抽出して生体組織に生ずる石灰化現象の基本原理を探るとともに，硬組織石
灰化の多様性についての理解を深める.また本研究分野を専攻あるいは副専攻とする大学院生を対象に、硬組織研究法のタイ
トルで大学院講義を開講する．

（3）研究
主要研究テーマ:
　生体硬組織（歯・骨・軟骨）の形成と維持・再生機構全般について形態学的，細胞生物学的研究を行っている.

１）生物学的石灰化機構
Mechanisms of biological mineralization.
生体硬組織は一般に基質小胞を核とする初期石灰化と，添加的石灰化が連続して進行するといわれるがこれは概念的な
区別であり，基質小胞が関与しない石灰化も，基質小胞が常時関与している石灰化もある. 正常軟組織への石灰沈着を
防ぐ仕組みも明らかでない. 多様な生物学的石灰化制御機構の本態を探る.

２）歯と歯周組織の再生誘導
　　Regeneration of dental and periodontal tissues.

歯と歯周組織形成過程の詳細な解析データを基に, vivoと細胞・組織培養系を用いてこれら組織の形成誘導因子の特定と
その発現パターン，消長経過を解析し，再生誘導の可能性を探る.

３）骨・軟骨の細胞生物学
　　Cell biological analyses of bone and cartilage.

骨や軟骨の形成と代謝にかかわる細胞の起源，分化，機能発現，それらを制御する局所的，全身因子について形態学的，
分子・細胞生物学的に検討し, 生体硬組織の形成と代謝の仕組みを明らかにする.

４）歯根および歯周組織の成長における象牙質タンパクの機能
　　Function of dentin proteins in development of tooth root and periodontium.

歯根および歯周組織の発生，成長過程における象牙質タンパクの局在を免疫組織学的，分子生物学的に解析し，それぞ
れのタンパクの機能を探るとともに, 歯根および歯周組織の成長過程のメカニズムについて検討する.

５）歯の硬組織に発現する周期パターンの非ゲノム制御機構
　　Non-genomic regulation of cyclical pattern formation in dental hard tissues.

象牙質の石灰化条やエナメル質の成熟期に発現する動的な周期パターンは， 既知の生体リズムでは説明できない.この特
異な周期現象の本態を動物実験系と非平衡化学反応系を用いたシミュレーションモデルを用いて解析する.

６）口腔領域の免疫担当細胞ネットワーク
　　Immunocompetent cell networks in oral regions.

口腔粘膜と歯およびその周囲組織における免疫担当細胞の分布と動態を探り，それらが歯と歯周組織の形成と生理的機
能の維持，および炎症等の病的変化にどのようにかかわるかを検討する.

７）咀嚼器の感覚受容システムの形態学的機能解析
　　Structural and functional analyses of sensory organs in masticatory systems.

歯髄，歯根膜，咀嚼筋に分布する知覚受容器の空間配置と形態学的，組織化学的特徴を様々な条件下で解析し，咀嚼運
動に果たすこれら感覚受容器の役割を明らかにする.

８）歯胚発生の分子メカニズム
　　Molecular mechanism of tooth development

歯の形成過程を細胞レベル，器官レベルで研究し，その分子メカニズムを明らかにする．そのためにマウスやラットを
実験動物とし，細胞培養や器官培養をベースとして，in vitro で in vivo の再現をしつつ，分子生物学と組織形態学の両
面から解析を行う．

９）歯の起源と進化のモデル実験研究
　　Model study for origin and evolution of tooth

我々の歯は，起源をさかのぼると，魚類のウロコや咽頭歯に行き着く．そこで，キンギョ，メダカ，ガーパイク，ポリ
プテルス，シーラカンスなどの魚鱗やメダカの咽頭歯をモデル実験系とし，組織学、実験形態学、器官培養，免疫組織
化学，分子生物学的手法などを駆使して，歯の発生や進化のメカニズムを探る．

10）培養ウロコを用いた宇宙生物学研究
　　Space biological study using fish scales in culture

キンギョのウロコは添加的石灰化で形成される硬組織であり、TRAP活性やALP活性を持つ細胞が多数存在する．しか
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も、培養が可能であり、場所をとらないこと、低温保存が可能であることなどから、宇宙実験に好適な材料でもある．
そこで、宇宙の微小重力下で生じる骨の減衰の原因と予防を究明するため、2010年5月17日に打上のスペースシャトル 
STS-132でウロコを軌道上の国際宇宙ステーションに運び、宇宙実験棟「きぼう」の船内実験室にて実験を行なった。
現在、宇宙における破骨細胞や骨芽細胞の変化や新規化合物の効果を帰還サンプルを用いて解析中である。

（3）研究業績
[原著]
  1.	 Ratnayake A.R.K. Ratnayake, Dawud Abduweli, Seong-Suk Jue, Otto Baba, Makoto J. Tabata, Kaj Josephsen, Ole 

Fejerskov, Yoshiro Takano: Organic Anion Transport in during Rat Enamel Formation.  J Oral Biosci (2013) 55: 
40-46. 

  2.	 Chisa Shitano, Otto Baba, Sawa Kaneko, Jun Hosomichi, Yasuhiro Shimizu, Naoki Shibutani,; Risa Usumi-Fujita, 
Yoshiro Takano, Takashi Ono: Alveolar bone loss induced by the orthodontic tooth movement under hypofunctional 
conditions in rats. Orthodontic Waves 01/2013; 72(4):148–155.

  3.	 Helle Damkier; Kaj Josephsen; Yoshiro Takano; Dirk Zahn; Ole Fejerskov; Sebastian Frische: Fluctuations in surface 
pH of maturing rat incisor enamel are a result of cycles of H+ secretion by ameloblasts and variations in enamel 
buffer characteristics, Bone. 2013 Dec 25;60C:227-234. doi: 10.1016/j.bone.2013.12.018. [Epub ahead of print]

  4.	 Nahar Kamrun, Akemi Tetsumura, Yoshikazu Nomura, Satoshi Yamaguchi, Otto Baba, Shin Nakamura, Hiroshi 
Watanabe, Tohru Kurabayashi. Visualization of the superior and inferior borders of the mandibular canal: a 
comparative study using digital panoramic radiographs and cross-sectional CT images.  Oral Surg Oral Med Oral 
Pathol Oral Radiol Endod 115:550-557, 2013.

  5.	 Yin Wang, Keli Ma, Peixiang Wang, Otto Baba, Helen Zhang, Jack M Parent, Pan Zheng, Yang Liu, Berge A 
Minassian, Yan Liu: Laforin Prevents Stress-Induced Polyglucosan Body Formation and Lafora Disease Progression 
in Neurons. Mol Neurobiol 48:49-61, 2013.

  6.	 Clara Prats, Alba Gomez-Cabello, Pernille Nordby, Jesper L Andersen, Jørn W Helge, Flemming Dela, Otto Baba, 
Thorkil Ploug: An optimized histochemical method to assess skeletal muscle glycogen and lipid stores reveals two 
metabolically distinct populations of type I muscle fibers. PLoS One 8(10):e77774, 2013.

  7.	 Otto Baba. Masato S Ota, Tatsuo Terashima, Makoto J Tabata, Yoshiro Takano: Expression of transcripts for 
fibroblast growth factor 18 and its possible receptors during postnatal dentin formation in rat molars. Odontology. 
2013 Dec 28. [Epub ahead of print]

  8.	 Chunlin Chen, Zhongchang Wang, Mitsuhiro Saito, Tetsuya Tohei, Yoshiro Takano & Yuichi Ikuhara: Fluorine in 
Shark Teeth: Its Direct Atomic-Resolution Imaging and Strengthening Function. Angew Chem Int Ed Engl (DOI: 
10.1002/anie.201307689)

[その他]
  1.	 高野吉郎：骨のタンパク質、Newton 別冊　人体は何でつくられているか、ニュートンプレス　2013年3月15日発行 

P.24.
  2.	 宗像源博，立川敬子，能村嘉一，馬場麻人，春日井昇平：ポリ乳酸デバイスをスペースメイキングに用いた骨移植材

を併用しない上顎洞底挙上術の臨床学的検討．別冊ザ･クインテッセンス　YEARBOOK2013　日常臨床で必ず使え
る！歯内療法克服の一手；特別付録　第2回クインテッセンス論文奨励賞　166-173，2013.

 
学会発表
[国際学会]
  1.	 Y. TAKANO, S. JUE, R. RATNAYAKE, D. ABDUWELI, T. UCHIDA: Co-Localization of Amelogenin and 

Ubiquitin/Proteasome in the Cytosol of Ameloblasts. 91st IADR/AADR General Session, Seattle, USA, March 20-23, 
2013.

  2.	 Yoshiro Takano: Ameloblast cell modulation during enamel maturation – why and how?” Ole Fejerskov Memorial 
Symposium, Oral Biology 1967-2013, Aarhus, Denmark May 3, 2013..

  3.	 Donacian M. Lyaruu1, Jing Guo1, Carolyn W. Gibson, Yoshiro Takano, Pamela DenBesten, Antonius LJJ Bronckers: 
Quantitative X-ray microprobe analysis of fluorotic amelogenin-null enamel. 11th International Conference on Tooth 
Morphogenesis and Differentiation, La Londo, France, May 27-31, 2013.

  4.	 Dawud Abduweli, Otto Baba, Yoshiro Takano: Teleost Fish Medaka- A New Experimental Modal for Tooth 
Regeneration. IADR-APR, JADR General Session 2013  Bangkok, Thailand, Aug 21-23, 2013.

  5.	 Y. Takano and D. Abduweli: Enamel pH affects calcium acquisition, crystal growth and dissolution. IADR-APR, 
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JADR General Session 2013  Bangkok, Thailand, Aug 21-23, 2013.
  6.	 Chisa Shitano, Otto Baba, Sawa Kaneko, Jun Hosomichi, Yasuhiro Shimizu, Naoki Shibutani, Risa Usumi-Fujita, 

Yoshiro Takano, Takashi Ono: Alveolar bone loss induced by hypofunctional tooth movement in rats.  IADR-APR, 
JADR General Session 2013  Bangkok, Thailand, Aug 21-23, 2013.

[国内学会]
  1.	 ChunLin Chen, Susumu Tsukimoto, Yuichi Ikuhara, Tetsuya Tohei, YoshiroTakano: Microstructural 

Characterization of the Enameloid of Shark teeth. 日本セラミックス協会2013年年会　2013年３月17～19日、東京工
業大学（大岡山キャンパス）、東京

  2. 	高野吉郎, Jue Seong-Suk, Ratyayake R, Abduweli Dawud, 内田 隆: Cytosolic Processing of Enamel Matrix Proteins 
in Rat Incisors. 第118 回日本解剖学会総会・全国学術集会, 2013年３月28～30日 香川県 高松市

  3. 	ChunLin Chen, Mitsuhiro Saito, Zhongchang Wang, Tetsuya Tohei, Yoshiro Takano, Yuichi Ikuhara: Atomic-Level 
Characterization of the Enameloid of Shark teeth, 日本顕微鏡学会第69回学術講演会 2013年5月20日～22日、大阪市

  4. 	Yoshiro Takano, Dawud Abduweli: Propagating Waves of Ameloblast Modulation Affect Enamel pH, Mineral 
Acquisition, and Crystal Growth in Maturing Enamel. 日本顕微鏡学会第57回シンポジウム、愛知県産業労働センター、
2013年１１月１５日～１６日、名古屋市

  5. 	三島弘幸、井上昌子、服部淳彦、鈴木信雄、田畑純、筧光男、松本敬、里村一人、見明康雄:象牙質の成長線形成機構
と体内時計の情報伝達分子であるメラトニンの分泌リズムの関係．第117回日本解剖学会・全国学術集会（高松市）、
2013年3月

[招待講演] 
  1.	 Yoshiro Takano: Ameloblast cell modulation during enamel maturation – why and how?” Ole Fejerskov Memorial 

Symposium, Oral Biology 1967-2013, Aarhus, Denmark, May 3, 2013..
  2. 	高野吉郎：硬組織の形成と石灰化の制御機構、鶴見大学歯学部歯科矯正科・鶴見大学歯学会・歯学研究科ＦＤ委員会

共催講演会、鶴見大学記念館、横浜市、2013年11月７日
  3. 	高野吉郎：　エナメル質成熟化の仕組み　−巨大アパタイト結晶誘導の細胞性制御−松本歯科大学大学院セミナー、

塩尻市、2013年12月12日

[研究助成金]
科学研究費：
  1.	 高野吉郎：基盤研究(B) [課題番号：24390408］[研究代表者] エナメル質成熟化の新パラダイム: エンドサイトーシスに

拠らない蛋白脱却機構の証明．2012年4月1日－2015年3月31日
  2. 	高野吉郎：基盤研究(S) [課題番号：21221003-01］[分担] 個体内における電離放射線誘発突然変異成立過程の解明. 2010

年4月1日-2014年3月31日
  3. 	田畑　純：基盤研究(C) [課題番号：23592727] [分担] 象牙質の成長線の周期と体内時計の情報伝達分子のメラトニンの

分泌リズムとの関係. 2011年4月1日-2013年3月31日
  4. 	田畑　純：基盤研究(C) [課題番号：23592991] [分担] TDL培養による歯根形態形成制御機構解明の新展開. 2011年4月1

日-2013年3月31日

[受託研究]
  1.	 微小重力がメダカの骨代謝関連細胞、特に破骨細胞の分布と形態、骨吸収活性に与える影響の形態学的、組織化学的

評価：国際共同宇宙ステーション日本実験棟「きぼう」船内実験室を用いた宇宙実験（委託者：財団法人日本宇宙フ
ォーラム）2012年4月1日-2013年3月31日.

[その他]
(国際学術交流）
共同研究

その他の学術交流
(国外での客員教授)
  1.	 高野吉郎：慶熙大学校（韓国）歯学部　客員教授 2012年3月1日～2014年2月28日

(国内学術交流)
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1. 共同研究等
ア. 	高野吉郎：微小重力下における骨の改造現象研究の動物モデル実験システムの開発と実施：国際共同宇宙ステーショ

ン日本実験棟「きぼう」を用いた宇宙実験（東京工業大学、工藤　明教授との共同研究）
イ. 	高野吉郎：個体内における電離放射線誘発突然変異成立過程の解明（東京大学、三谷啓志教授との共同研究）
ウ. 	高野吉郎：宇宙メダカコンソーシアム／代表者：東京大学・三谷啓志）
エ. 	田畑純：シーラカンスの歯とウロコに関する発生と再生のメカニズム研究（シーラカンス・コンソーシアム／代表者：

東京工業大学・岡田典弘）
オ.	 田畑純：宇宙空間における骨代謝制御：キンギョの培養ウロコを骨のモデルとした解析（日本宇宙フォーラムとの共

同研究）

2. 非常勤講師等
ア. 	高野吉郎：新潟大学医学部非常勤講師 
イ. 	高野吉郎：岡山大学歯学部非常勤講師

3. 教育・研究関係の行事・業務
平成25年度東京医科歯科大学献体の会
ア. 	 2013年3月19日　納骨堂春の彼岸法要　市川市総寧寺
イ. 	 2013年5月18日　総会・懇親会　東京医科歯科大学
ウ. 	 2013年9月25日　納骨堂秋の彼岸法要　市川市総寧寺

平成25年度東京医科歯科大学
ア. 	 2013年10月17日　解剖体追悼式　築地本願寺 
イ. 	 2014年1月21日　解剖学実習献体者ご遺骨返還式，東京医科歯科大学

生体支持組織学講座





硬 組 織 薬 理 学 分 野
Pharmacology

2013年（1〜12月）
教　　授　大谷啓一
准 教 授　青木和広
助　　教　田村幸彦
技術職員　高橋真理子
研究協力者(博士研究員）
　　　　　友松伸允(顎顔面外科学)，
　　　　　藤木健吾(部分床義歯補綴学)，
　　　　　清水康広(咬合機能矯正学)
特別研究員(学振） 戒田篤志(～8月）
大学院生　佐藤俊三，Md. Abdulla Al Masud Khan(GCOE Advanced
　　　　　Super Student)(〜3月)，
　　　　　Md. Abdullah Al Mamun(〜9月)，加藤玄樹，
　　　　　木村　敦(顎口腔外科学)，菅森泰隆，
　　　　　鈴木奈月(部分床義歯補綴学)，
　　　　　新井祐貴(部分床義歯補綴学，7月～)，
　　　　　上原智己(小児歯科学，7月～)，
　　　　　Md. Zahirul Haque Bhuyan (10月～)

（1）教　育
教育方針または主要な教育テーマ
　薬理学は薬と病気のかかわりに科学的な方法で接近し、薬物の作用の内面を知ろうとする学問である。薬理学は基礎学科
目であるが、薬物療法の基盤となる知識を得るという観点から、臨床科目とも密接な関連を有している。
　薬理学の教育目標は、基本的、代表的な薬物の薬理作用、作用機序、代謝、副作用、臨床応用などについて系統的な知識
を修得させることにある。その結果、臨床の現場において多数の薬物に遭遇しても薬理学知識を応用できるような基盤を習
得することになる。また歯科臨床において専用的に使用される薬物についてその特殊性を勘案して解説し理解させることも
目的である。さらに薬理実習を通じて薬物作用の解析と生物学的検定法の実際を経験させ、実験科学としての薬理学の研究
手法に関して学ぶことも重要である。

歯学科
　４年次モジュール：歯科医療基礎
　　　　　　　　ユニット： 薬理概説（薬理Ⅰ）
　　　　　　　　　　　　　神経系と薬物、麻酔薬、組織の損傷・炎症・治癒過程と薬物（薬理Ⅱ）
　　　　　　　　　　　　　感染の予防および治療薬、内科的疾患とその治療薬（薬理Ⅲ）
　　　　　　　　　　　　　薬物と生体反応の実際（薬理Ⅳ）
　３年次モジュール：生体と薬物
　　　　　　　　ユニット： 薬理概説（薬理Ⅰ）
　　　　　　　　　　　　　神経系と薬物、麻酔薬、組織の損傷・炎症・治癒過程と薬物（薬理Ⅱ）
　　　　　　　　　　　　　感染の予防および治療薬、内科的疾患とその治療薬（薬理Ⅲ）
　　　　　　　　　　　　　薬物と生体反応の実際（薬理Ⅳ）
　３年次モジュール：課題統合セミナー
　　　　　　　　ユニット：骨のバイオロジー
　３年次モジュール：病態科学演習
　　　　　　　　ユニット： 病態科学演習
　１年次連携教育：基礎情報医歯学

口腔保健学科
　３年次　歯科薬理・薬剤学
　２年次　薬理学（薬理学実習も含む）
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大学院医歯学総合研究科
　博士：硬組織の実験薬理学　：大谷啓一、青木和広、田村幸彦、野中希一
　修士：薬理学　　　　　　　：大谷啓一、青木和広

（2）研　究
主要な研究テーマ
　本教室では硬組織の生理および薬理を主テーマとして研究を行っているが、特に下記に記す項目について重点的に検索を
進めている。
　1． 歯、骨の形成・吸収機構の薬理学的解析
　2.　硬組織形成および吸収細胞の分化に及ぼす薬物作用
　3.　硬組織疾患治療薬の新規創薬標的の同定
　4． 硬組織再生療法のトランスレーショナルリサーチ
　5.　口腔組織に発現する薬物副作用の解析

（3）研究業績
［原著］

  1.	 Khan, M. Alles, N. Soysa, N. Mamun, A. Nagano, K. Mikami, R. Furuya, Y. Yasuda, H. Ohya, K. Aoki, K: The local 
administration of TNF-α and RANKL antagonist peptide promotes BMP-2-induced bone formation. J Oral 
Biosciences 55:47-54 DOI: 10.1016/j.job.2012.12.006 2013

  2.	 Mamun, A. Khan, M. Alles, N. Matsui, M. Tabata, Y. Ohya, K. Aoki, K: Gelatin hydrogel carrier with the W9-peptide 
elicits synergistic effects on BMP-2-induced bone regeneration. J Oral Biosciences 55:217-223 DOI: 10.1016/j.
job.2013.06.008 2013

  3.	 消炎鎮痛薬の効果判定基準作成委員会（歯痛）和達礼子、須田英明、大谷啓一、佐藤田鶴子、伊藤公一、森田章介: 
歯痛に対する非ステロイド性消炎鎮痛薬(NSAIDs)の鎮痛効果―標準的評価方法の検討―．歯科薬物療法 32(1):16-27 
2013

  4.	 Furuya,Y. Inagaki, A. Khan, M. Mori, K. Penninger, J.M. Nakamura, M. Udagawa, N. Aoki, K. Ohya, K. Uchida, K. 
Yasuda, H.: Stimulation of bone formation in cortical bone of mice treated with a receptor activator of nuclear 
factor-κB ligand (RANKL)-binding peptide that possesses osteoclastogenesis inhibitory activity. J Biol Chem 288(8): 
5562–5571 DOI: 10.1074/jbc.M112.426080 2013

  5.	 Nagai, Y. Osawa, K. Fukushima, H. Tamura, Y. Aoki, K. Ohya, K. Yasuda, H. Hikiji, H. Takahashi, M. Seta, Y. Seo. S. 
Kurokawa, M. Kato, S. Honda, H. Nakamura, I. Maki, K. Jimi, E.: p130Cas, Crk-associated substrate, plays important 
roles in osteoclastic bone resorption. J Bone and Mineral Res 28(12): 2449–2462 DOI: 10.1002/jbmr.1936 2013

  6.	 Sriarj, W. Aoki, K. Ohya, K. Takahashi, M. Takagi, Y. Shimokawa, H. : TGF-β in dentin matrix extract induces 
osteoclastogenesis in vitro. Odontology 12 DOI:10.1007/s10266-013-0140-3 2013

  7.	 Nassar, M. Hiraishi, N. Islam, MS. Aizawa, M. Tamura, Y. Otsuki, M. Kasugai, S. Ohya, K. Tagami, J.: Effect of 
phytic acid used as etchant on bond strength, smear layer, and pulpal cells. Eur J Oral Science 121(5):482-487 DOI: 
10.1111/eos.12064 2013 

  8.	 Nakamura, H. Aoki, K. Masuda, W. Alles, N. Nagano, K. Fukushima, H. Osawa, K. Yasuda, H. Nakamura, I. Mikuni-
Takagaki, Y . Ohya, K. Maki, K. Jimi, E.: Disruption of NF-κB1 prevents bone loss caused by mechanical unloading. 
J Bone and MIineral Res 28( 6):1457-1467 DOI: 10.1002/jbmr.1866  2013  

  9.	 Fujiki, K. Aoki, K. Marcian, P. Borak, L. Hudieb, M. Ohya, K. Igarashi, Y. Wakabayashi, N.: The influence of 
mechanical stimulation on osteoclast localization in the mouse maxilla: bone histomorphometry and finite element 
analysis. Biomechanics and Modeling in Mechanobiology 12(2): 325-333 DOI: 10.1007/s10237-012-0401-z  2013

［学会］発表者
  1.	 咬合異常によるストレスホルモンの上昇が骨密度に与える影響～マウス成長期咬合異常モデルを用いた長管骨骨密度

解析～    第11回日本歯科骨粗鬆症研究会学術大会・総会    東京    2013年3月2日    清水康広、青木和広、カーン・マ
スード、細道純、金香佐和、大谷啓一、小野卓史.

  2.	 OPG様ペプチドはⅡ型コラーゲンに誘導されたマウス関節炎における骨密度の低下を阻害する    第11回日本歯科骨
粗鬆症研究会学術大会・総会    東京    2013年3月2日    加藤玄樹、前田美紀、Alles, N、Mamun, A、Khan, M、高橋
真理子、田村幸彦、Murali, R、大谷啓一、青木和広.

  3.	 高齢歯科患者の骨粗鬆症とその治療薬に関する実態調査　　第11回日本歯科骨粗鬆症研究会学術大会・総会　東京    
2013年3月2日    大渡凡人、俣木志朗、青木和広、大谷啓一.
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  4.	 Glutathione Detoxification of 2-Hydroxyethylmethacrylate and Its Effect on Bond Strength.   IADR2013　Seattle 
(USA) 2013  Mar20-23  Nassar, M. Hiraishi, N. Tamura, Y. Islam, S. Otsuki, M. Kasugai, S. Ohya, K. Tagami, J. Tay, 
F.R.

  5.	 Biocompatibility of Mussel-mimetic Bio-adhesive Resin.  IADR2013  Seattle (USA)  2013 Mar20-23  Islam, S. Hiraishi, 
N. Tamura, Y. Nassar, M. Otsuki, M. Kasugai, S. Ohya, K. Taira, S. Kaneko, D. Tagami, J.

  6.	 A Small Peptide Inhibitor of Inflammatory Bone Resorption Promotes BMP-2-Induced Bone Formation.    第86回日
本薬理学会年会　福岡市　2013年3月21-23日　 Khan, M. Alles, N. Soysa, N. Mamun, A. Nagano, K. Mikami, R. 
Furuya, Y. Yasuda, H. Ohya, K. Aoki, K.

  7.	 Bone Regeneration Using Gelatin Hydrogel as a Novel Scaffold for a RANKL Antagonist Peptide W9.    第12回日本
再生医療学会総会　横浜市　2013年3月21-23日    Mamun, A. Khan, M. Alles, N. Tamura, Y. Matsui, M. Tabata, Y. 
Ohya, K. Aoki, K.

  8.	 An Osteoprotegerin-like Peptide Inhibits Bone Loss in Collagen Type II-Induced Murine Arthritis.    IBMS/JSBMR
第2回合同国際会議　神戸市　2013年5月28日-6月1日    Kato, G. Maeda, M. Alles, N. Mamun, A. Khan, M. Sugamori, 
Y. Takahashi, M. Tamura, Y. Murali, R. Ohya, K. Aoki, K.　＊Oral Poster Presentation selected

  9.	 CHPナノゲル担体のPEG架橋により骨吸収抑制ペプチドの作用は増強する-低Ca食飼育によるマウス骨吸収促進モデ
ルにおける検討.   第33回日本歯科薬物療法学会学術大会　東京　2013年6月15-16日　佐藤俊三、田村幸彦、大谷啓一、
青木和広.

10.	 ラット下顎骨延長モデルを用いたbasic fibroblast growth factor含有ゼラチンハイドロゲルの有用性評価.   第33回日
本歯科薬物療法学会学術大会　東京　2013年6月15日-16日    木村　敦、樺沢勇司、佐藤　昌、高原楠旻、樋口佑輔、
田村幸彦、青木和広、大谷啓一、小村　健.

11.	 メカニカルストレスによる顎骨吸収と炎症性サイトカインTNF－α の関与－マウス顎骨荷重モデルを用いた検討－    
第33回日本骨形態計測学会　浜松市　2013年7月4日-6日    藤木健吾、若林則幸、鈴木奈月、Libor, B.、大谷啓一、青
木和広.

12.	 RANKL結合ペプチドの軟骨細胞分化促進と軟骨破壊抑制作用    第55回歯科基礎医学会学術大会　岡山市　2013年9
月20-22日    菅森泰隆、加藤玄樹、田村幸彦、大谷啓一、青木和広.

13.	 W9 ペプチドの破骨細胞形成抑制作用と骨芽細胞分化促進作用    第55回歯科基礎医学会学術大会　岡山市　2013年9
月20-22日    中村 美どり、宇田川 信之、青木和広、大谷啓一.

14.	 p130Cas の破骨細胞における骨吸収能発現のメカニズム    第55回歯科基礎医学会学術大会    岡山市    2013年9月
20-22日    大澤賢次、福島秀文、田村幸彦、青木和広、大谷啓一、牧  憲司、自見英治郎.

15.	 The involvement of tumor necrosis factor-α in osteoclast differentiation induced by mechanical stress in a murine 
maxilla loading model.   ASBMR 2013（米国骨代謝学会）    Baltimore(USA)    2013 Oct 4-7    Fujiki, K. Wakabayashi, 
N. Suzuki, N. Borak, L. Ohya, K. Aoki, K.

16.	 Bone resorption inhibitor peptides work as a bone formation stimulator.    The 3rd Tri-University Consortium on 
Oral Science and Education　Tokyo(TMDU)　2013 Nov6-7   Aoki, K. Murali, R. Ohya, K.

17.	 An Osteoprotegerin-like Peptide Prevents Bone Loss in Collagen-Induced Murine Arthritis.    The 3rd Tri-University 
Consortium on Oral Science and Education　Tokyo(TMDU)　2013 Nov6-7   Kato, G. Shimizu, Y. Mamun, M. Murali, 
R. Ohya, K. Aoki, K.

18.	 ラット下顎骨延長モデルを用いたbasic fibroblast growth factor含有ゼラチンハイドロゲルの有用性評価.   第78回口
腔病学会学術大会　東京　2013年12月6日-7日    木村　敦、樺沢勇司、樋口佑輔、田村幸彦、青木和広、大谷啓一、
小村　健.

［研究助成金］
科学研究費補助金
基盤研究B
　　「抗炎症、骨増加作用を併せ持つTNF拮抗薬開発と歯周疾患への応用」大谷啓一　
　　「臨床体験型コンピューターシュミレーション教材の標準化と医歯学融合教育での教育効果」大谷啓一（分担）
　　「RANKL結合ペプチドのオリゴマー化による新規骨形成促進剤の創生」青木和広
　　「NF-κBの非古典的経路による骨代謝機構の分子基盤の解明と骨再生への応用」青木和広（分担）
萌芽研究
　　「TNF2型受容体アゴニストによる新規骨吸収抑制薬の創生」大谷啓一
若手研究B 
　　「糖尿病並びに歯周病の病態改善を目的とした新規ペプチド医薬品の開発」高橋真理子
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［その他］
〈受賞〉
  1.	 田村幸彦.  東京医科歯科大学歯学部 優秀教員賞. 1月
  2.	 Khan, M.  第86回日本薬理学会 若手研究者奨励賞. 福岡市 3月
  3.	 清水康広.　第11回日本歯科骨粗鬆症研究会学術大会 学術奨励賞. 東京 3月

〈主催学会〉
  1.	 第11回日本歯科骨粗鬆症研究会学術大会・総会　東京医科歯科大学歯学部特別講堂　2013年3月2日　
  2.	 第33回日本歯科薬物療法学会学術大会　東京医科歯科大学M&Dタワー2F鈴木章夫記念講堂　2013年6月15-16日

〈主催セミナー〉
  1.	 大学院特別講義　2013年1月10日
	 網塚　憲生（北海道大学大学院歯学研究科・硬組織発生生物学教室　教授）「骨基質石灰化の微細構造学的知見」
  2.	 大学院特別講義　2013年1月17日
	 千葉　一裕（東京農工大学 大学院農学研究院　教授）「イノベーションリーダーの心構え」
  3.	 大学院特別講義　2013年10月17日
	 鈴木　邦明（北海道大学大学院歯学研究科口腔病態学講座　教授）「Na,K-ATPaseに対するフッ素、ベリリウム及び

アルミニウムの作用」
  4.	 大学院特別講義　2013年11月14日
	 土肥　敏博（日本薬科大学薬学部薬学教育推進センター　教授）「疼痛制御の新たなる展開」

〈招待講演〉
  1.	 The recent development of therapeutic peptide candidates for bone disease.    2nd International Conference on 

Translational & Personalized Medicine    Chicago(USA)    2013 Aug5-7    Aoki, K.
  2.	 The bone resorption inhibitor peptide promotes bone formation by a reverse signaling pathway.    Samuel Oschin 

Comprehensive Cancer Institute Cedars-Sinai Medical Center    Los Angeles(USA)    2013 Oct3    Aoki, K.

〈特別講演〉
  1.	「硬組織の生理・薬理」過去、現在、未来.    第78回 口腔病学会学術大会　東京医科歯科大学　2013年12月6日　大谷

啓一



結 合 組 織 再 生 学 分 野
Connective Tissue Regeneration

　　　　　　　　　　准教授　篠村多摩之

（1） 教　育
　歯学部2年生を対象に、分子生物学全般について講義と実習を行っている。また大学院の修士課程および博士課程の学生
に対して、主に軟骨組織を中心に細胞外マトリックスと組織構築に関する講義を行った。

（2） 研　究
　本分野では結合組織の修復・再生を目的として、主に以下のテーマについて研究を進めている。
１．軟骨細胞の分化とその形質維持に必要な転写因子の解明
２．結合組織における細胞外マトリックス分子の動態について
３．歯周組織で発現している新規遺伝子の同定とその機能解析

（3） 研究業績
[原著]
  1.	 Takahashi S, Fukuda M, Mitani A, Fujimura T, Iwamura Y, Sato S, Kubo T, Sugita Y, Maeda H, Shinomura T, 

Noguchi T
	 Follicular dendritic cell-secreted protein is decreased in experimental periodontitis concurrently with the increase of 

interleukin-17 expression and the Rankl/Opg mRNA ratio
	 J Periodontal Res. (2013)

[学会]
  1.	 池田裕一、伊藤和生、篠村多摩之.　 アグリカンの高レベル発現に必要な新たなエンハンサー配列.　第26回 日本軟骨

代謝学会、大阪、2013年3月
  2.	 Nishida, Y., Urakawa, H., Arai, E., Futamura, N., Zhuo, L., Kimata, K., Shinomura, T., Isogai Z., Ikuta, K., Hamada, S., 

and Ishiguro, N. Hyaluronan, a possible therapeutic target, for musculoskeletal malignancies. 9th International 
Conference of International Society for Hyaluronan Sciences, OkurahomaCity, OK, USA, June 2013

  3.	 Ikeda, Y., Izumi, Y., and Shinomura, T. A new enhancer sequence responsible for aggrecan gene expression. Penn 
Periodontal Conferece 2013, Philadelphia, PA, USA, June 2013

[その他]
特になし
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硬組織病態生化学分野
Biochemistry

教　　授　柳下正樹
准 教 授　横山三紀
講　　師　粂井康宏
助　　教　井上 Katarzyna Anna
技術補佐員　寺澤和恵
非常勤講師　Zeredo, Jorge Luis Lopes，
　　　　　　浅利　晃
大学院生　山之口裕子，
　　　　　Rajapakshe Mudiyanselage，
　　　　　Anupama Rasadari Rajapakshe

（1）教　育
　学部教育では、歯学部歯学科の第２学年のモジュール「生命の分子的基盤」のユニットの中で、「細胞機能の分子的基盤」
および「生命の分子的基盤実習」を担当した。「細胞機能の分子的基盤」では生体膜の構造と機能および膜輸送、細胞内物
質輸送、細胞外マトリックス、細胞骨格に関わる分子の構造・機能および制御についての講義をおこなった。また「生命の
分子的基盤実習」では酵素の精製、酵素反応の測定と解析を指導した。
　大学院教育では研究の進め方について、さまざまな実例を示すことを目的とし、（１）細胞膜上でのタンパク質アセンブ
リ《リンパ球表面抗原CD38》の構造・機能解析、（２）スフィンゴ脂質に関連したトピックスとして「膜ドメイン」および「ス
フィンゴシン-1-リン酸シグナル」、（３）細胞外マトリックスに関連して「ヘパラン硫酸プロテオグライカンの構造と機能」、

（４）低重力における細胞応答、の講義（英語）をおこなった。

（2）研　究
　当該年では以下のようなテーマを対象として研究をおこなった。

1. ヘパラン硫酸プロテオグライカンによる神経変性疾患の発症機序
　ヘパラン硫酸プロテオグライカン(HSPG)は細胞膜や細胞外マトリックスの構成要素であり、ヘパリン結合性成長因子を
捕捉することによりシグナル伝達を制御する。またHSPGは病原体とも結合する。HSPGは神経組織の正常な発達に重要であ
る一方で、アルツハイマー病の発症につながるアミロイドβの蓄積に関連することが知られている。HSPGと神経変性疾患
との関連を明らかにする目的で、神経組織におけるHSPGの主な産生部位であるグリア細胞に着目し、グリア細胞に発現し
ているHSPGのコアタンパク質の分子種の解析をおこなった（The 8th International Conference on Proteoglycans. August 
25-29, 2013にて発表）。

2. リソソームの細胞内輸送の分子マシナリー
　リソソームは細胞内における分解反応を実行するために特殊化された細胞内小器官である。リソソームの働きは正常な細
胞機能に不可欠で、コレステロールのホメオスタシス、感染防御、骨代謝、組織修復などさまざまな場面に関与する。また
リソソームの機能障害はリソソーム病を引き起こす。リソソームによる分解反応が進行するためには、分解すべき対象物を
含む細胞内小器官（ファゴソーム、エンドソーム、オートファゴソーム）とリソソームとの融合が必要であり、そのために
は細胞内でリソソームがそれらの細胞内小器官と接近しなければならない。事実リソソームは微小管に沿って活発に細胞内
を輸送される。しかしリソソームの細胞内輸送装置の分子基盤（モーター分子との連結するしくみ）は十分には解明されて
いない。そこで、リソソーム膜に豊富に存在し、細胞内輸送に関与することが報告されている糖タンパク質LAMP-2に着目し、
膜上でのタンパク質アセンブリの解析(Hara-Yokoyama et al. Structure 2012)に用いた方法（結晶構造解析、部位特異的架
橋反応、変異体作成、質量分析の組み合わせ）を応用して、リソソームの細胞内輸送の分子マシナリーの解明をめざした。
当該年においてはLAMP-2結合タンパク質を質量分析により複数同定することに成功した。また骨芽細胞においてLAMP-2
の発現抑制がRANKLの細胞内輸送にも影響を与えるという興味深い知見を得た（第55回歯科基礎医学会学術大会　平成25
年9月20-22日にて発表）。

3. スフィンゴ脂質代謝による膜動態の制御
　スフィンゴ脂質は真核細胞の生体膜の構成成分であり、膜ドメインを形成することにより、小胞輸送や細胞膜上のシグナ
ル伝達装置の形成に関与する。また生理活性脂質としても機能し、代表的な例としてスフィンゴシン-1-リン酸 (S1P) はGタ
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ンパク質共役型受容体を介してリンパ球の動員、血管形成、細胞増殖などに関与する。スフィンゴシンキナーゼの阻害剤と
して開発されたスフィンゴシンアナログ (SG-12)の細胞増殖への影響を調べる過程で、SG-12が細胞内でリン酸化されると細
胞膜の透過性が亢進して細胞死を引き起こされる現象を見いだし報告した (Hara-Yokoyama, Bioorganic & Medicinal 
Chemistry Letters 2013)。がん細胞ではスフィンゴシンキナーゼの発現が上昇する場合が多いことから、この知見は新たな
抗がん剤の開発に役立つことが期待される。

4. 低重力に対する感受・応答機構
　地球上の生物はすべて1Gの重力を受けている。重力が変化した場合の生体反応への影響については、無重力や1G以上の重
力については報告があるが、0Gから1Gまでの低重力に対する影響については報告がない。そこでパラボラ飛行により低重力
状態を再現した飛行機内で、ラットの応答を解析した。以前のビデオ撮影の実験から1Gから0.4-0.2Gまで下がるとラットは
驚いてうずくまり、0.15Gになると0.01Gまで後肢の伸長が続くことが観察されていたが (Zeredo JL et al, Neurosci. Lett. 
2012)、当該年ではX線３D動画イメージングシステムを開発し、上記の行動学的変化を、X線動画による骨格系変化として
別視点での解析を行った。

（3）研究業績
[原著]
  1.	 Hara-Yokoyama, M., Terasawa K., Ichinose S., Watanabe, A., Podyma-Inoue, K.A., Akiyoshi K., Igarashi, Y. and 

Yanagishita M. (2013) Sphingosine kinase 2 inhibitor SG-12 induces apoptosis via phosphorylation by sphingosine 
kinase 2. Bioorganic & Medicinal Chemistry Letters 23: 2220-2224.

  2.	 Takehara S., Yanagishita M., Podyma-Inoue, K.A. and Kawaguchi Y. (2013) Degradation of MUC7 and MUC5B in 
human saliva. (2013) PLos One 8(7): e69059.

  3.	 Kasekarn Kasevayuth, Katarzyna Anna Podyma-Inoue, Masaki Yanagishita. (2013) Effect of lipopolysaccharide from 
Porphyromonas gingivalis on expression of heparanase in human gingival epithelial cell line, Ca9-22, Chulalongkorn 
University Dental Journal, 36, 143-152 

[総説]
  1.	 Hara-Yokoyama, M. (2013) Glycosylation Regulates CD38 Assembly on the Cell Surface. Trends In Glycoscience and 

Glycobiology (TIGG) 25(146): 215-225.
  2.	 Ebe, N., Hara-Yokoyama, M., and Izumi Y. (2013) Role of HMGB1 in Periodontal Disease, in “Studies on Periodontal 

Disease” edited by Ekuni etal., Humana Press

[学会]
(国際学会)
  1.	 J. Privatananupunt, I. Watari, K.A. Podyma-Inoue, M. Kubono, M. Yanagishita and T. Ono. Glucose-dependent 

insulinotropic polypeptide expression in the rat major salivary glands. The 2nd Meeting of the International 
Association for Dental Research-Asia Pacific Region, August 21-23, 2013, Bangkok, Thailand.

  2.	 Katarzyna. A. Podyma-Inoue, Miki Yokoyama and Masaki Yanagishita. Cell surface heparan sulphate proteoglycans 
expressed by mouse glioma cells: biochemical characterization. The 8th International Conference on Proteoglycans. 
August 25-29, 2013, Frankfurt, Germany

  3.	 Yasuhiro Kumei, Jorge L. Zeredo, Katarzyna A. Inoue, Katsuya Hasegawa, and Shuji Aou. X-ray movie visualization 
for differential thresholds of mouse adaptation to low gravities. The 29th American Society for Gravitational and 
Space Research, November 2013, Orlando FL, U.S.A.

  4.	 Katsuya Hasegawa, Masamitsu Kawamoto, Tomomi Kawasaki, Shuji Aou, and Yasuhiro Kumei. Miniaturized 
multicopter system for partial-gravity and microgravity experiments on the ground. The 29th American Society for 
Gravitational and Space Research. November 2013, Orlando FL, U.S.A.

(国内学会)
  1.	 Masaki Yanagishita. Cellular metabolism of heparan sulfate proteoglycans. The 20th Proteoglycan Forum “GAGs and 

PGs know no borders”．2013年（平成25年）3月９日、東京
  2.	 青山　絵美奈、渡　一平、井上　カタジナアンナ、柳下　正樹、小野　卓史　「MC3T3-E1 細胞におけるインクレチ

ン受容体の発現変化」　第55回歯科基礎医学会学術大会　2013年（平成25年）9月20-22日、岡山
  3.	 Rajapakshe Anupama, 井上　カタジナアンナ、柳下　正樹、横山　三紀「LAMP2 is involved in the intracellular 

transport of RANKL」第55回歯科基礎医学会学術大会　2013年（平成25年）9月20-22日、岡山
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[研究助成金]
  1.	 横山　三紀（代表）平成25-27年度　科学研究費補助金　基盤研究 (C)　「LAMP2を標的としたリソソーム細胞内輸送

のブロッキングによる顎骨吸収の抑制」
  2.	 横山　三紀（代表）平成25年度　日本白血病研究基金　「多発性骨髄腫に対する治療抗体Daratumumabによる細胞膜

透過性亢進の検討」
  3.	 粂井　康宏（代表）平成24-26年度　科学研究費補助金　基盤研究（B）「高速X線4Dイメージングによるパーキンソ

ン病リハビリテーションの次世代モデル開発」
  4.	 粂井　康宏（分担）平成23-25年度　科学研究費補助金　基盤研究（C）「超高速Ｘ線デュアルビーム撮影によるラッ

ト咀嚼、嚥下と顎舌運動の高精度３Ｄ立体解析」
  5.	 Katarzyne A. Podyma-Inoue（代表）平成23-25年度　科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究　「プロテオグライカンの

生体内機能を利用した神経変性疾患リハビリテーションの新規開発」

[学会開催]
  1.	 第20回プロテオグライカンフォーラム、“GAGs and PGs know no borders” 　2013年3月9日、東京医科歯科大学

[学会開催]
  1.	 紺谷　圏二「ARF-like GTPaseによる膜オルガネラ動態の制御」2013年（平成25年）10月8日、大学院特別講義





分 子 情 報 伝 達 学 分 野
Cell Signaling

准 教 授(分野長)中島友紀(4月～）
助　　教　林　幹人(6月～）

（1）教育
　分子細胞生物学を基盤として、生体高次機能や組織形成を司る細胞内および細胞相互のシグナル伝達機構について講義す
る。特に、硬組織を担う骨構成細胞（破骨細胞、骨芽細胞、骨細胞）の分化機構や細胞間クロストークの制御、骨と多臓器
の連環システムに焦点をあてる。また、臨床的な視点も重視し、歯周病や関節リウマチなどの炎症性骨破壊疾患や骨粗鬆症
への治療応用を視野に入れたシグナル伝達についての教育を行う。

（2）研究
　骨代謝は、内分泌系だけでなく、免疫系のような他の生体制御系とも深く関連しながら制御されている。本分野では、骨
構成細胞による骨リモデリング制御の解明、骨と多臓器の連環システムの解明を目指した研究を推進している。特にゲノム
ワイドなスクリーニング法や遺伝子改変マウスを用いた解析を展開し、分子生物学的な基礎研究から臨床応用研究まで幅広
いテーマで研究を行っている。

1) 骨リモデリングの制御機構の解明
　骨は、破壊と形成の動的な恒常性により、常に新しく作り替えている。この再構築は骨リモデリングと呼ばれ、強靭な骨
組織の維持のみならず、生命維持に必須なミネラルの代謝器官である骨を巧妙に制御している。骨を構成する細胞、破骨細胞、
骨芽細胞、骨細胞は、細胞間コミュニケーションによって骨リモデリングを制御しており、この制御機構の解明が様々な骨
疾患を理解する上で重要な鍵となる。我々はトランスクリプトームやプロテオーム解析を展開し網羅的な遺伝子・タンパク
発現を明らかにし、骨構成細胞の分化、機能発現の解明に取り組んでいる。

2) 骨が産生するオステオカインの同定とその機能解析
　これまで、骨は、主として単純に生体を支え、運動を可能にする硬い組織という認識であった。しかし、近年の研究によ
って、骨は能動的に全身の機能を制御している事が示唆されるようになってきた。我々は、骨産生分子が、全身性の生体シ
ステムに連関することを実証し、責任分子(ホルモンやサイトカイン等)の同定とその機能解析を行っている。これらの解析
によって、骨が多臓器を制御するネットワーク「オステオネットワーク」の全貌解明を目指している。

3) メカニカルストレス感受・応答分子の同定と骨制御機構の解明
　「骨は力学的環境に適した形状と量に調節される」（Wolffの法則）と提唱されているが、外界からのメカニカルストレスを
感受し骨形態と骨量を決定する分子機構は、殆ど解明されていない。また、骨構成細胞の１つである骨細胞は、その形態学
的な特徴から、骨代謝を制御する指令細胞としての可能性が示唆されているが、その機能は不明である。我々は骨細胞の機
能の解明、さらに骨細胞のメカニカルストレス感受・応答機構の解明を行っている。

4) 病態モデルを用いた治療応用の検討
　細胞内シグナル伝達経路の研究の重要性は単に科学的な意義だけではない。この中から、新たな治療標的分子を見つけ、
分子標的治療のモデル実験を行うことで、創薬への手がかりがつかめる。関節リウマチや骨粗鬆症のモデルマウスに対して、
siRNAやウイルスベクターを用いた治療実験を行うことで、基礎研究にとどまらず臨床応用を視野にいれた研究を推進して
いる。

（3）研究業績
［原著］
（英文）

  1.	 Komatsu N, Okamoto K, Sawa S, Nakashima T, Oh-hora M, Kodama T, Tanaka S, Bluestone JA, Takayanagi H. 
Pathogenic conversion of Foxp3+ T cells into TH17 cells in autoimmune arthritis. Nat Med 20, 62-68 (2013).

［総説］
（英文）

  1.	 OʼBrien CA, Nakashima T, Takayanagi H.: Osteocyte control of osteoclastogenesis. Bone  54, 258-263 (2013). 
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（和文）
  1.	 中島友紀：ビタミンDと骨免疫学　ビタミンDと疾患   100-108 (2013)
  2.	 林幹人、中島友紀、高柳広：セマフォリンシグナルによる骨代謝調節　THE BONE  27(4) 379-383  (2013)
  3.	 中島友紀：ストレスと骨の細胞間コミュニケーション　CLINICAL CALCIUM　23 (11) 1595-1603 (2013)
  4.	 中島友紀：Chaptor3:骨転移の成立・進展のメカニズム1.乳癌細胞の進展のメカニズムとRANKL 癌と骨    87-94 (2013)
  5.	 中島友紀：骨細胞による骨吸収制御　THE BONE  27(3) 49-57 (2013)
  6.	 中島友紀、林幹人、高柳広：骨細胞による骨恒常性の制御　Medical Science Digest 39 (8) 353-356 (2013)
  7.	 中島友紀、林幹人、高柳広：骨細胞による骨吸収調節機構　日本臨床   増刊号71(2) 121-125 (2013)
  8.	 中島友紀、高柳広：骨吸収作用 ファーマナビゲーターPTH編   46-54 (2013)
  9.	 中島友紀、林幹人、高柳広：骨リモデリングの制御機構　実験医学　31 (6) 842-848 (2013)
10.	 林幹人、中島友紀、高柳広：セマフォリンによる骨代謝　内科　111 (4) 711-715 (2013)
11.	 中島友紀、林幹人：Semaphorin　骨粗鬆症治療　12(1) 54-57 (2013)
12.	 林幹人、中島友紀、高柳広：セマフォリンによる骨代謝　実験医学　31 (4) 510-514 (2013)
13.	 中島友紀、林幹人、高柳広：骨疾患の治療標的としてのWnt シグナル リウマチ科　49 (3) 363-368 (2013)
14.	 中島友紀：骨構成細胞による骨恒常性の制御　CLINICAL CALCIUM　23 (2) 218-228 (2013)

［学会］
（海外・国際）

  1.	 IBMS-JSBMR 2013　Kobe, Young investigator workshop1:Experience of doing a postdoc. Tomoki Nakashima, May 
28 2013

  2.	 The 22nd International Rheumatology Symposium Kyoto, Regulation of bone remodeling by osteocytes. Tomoki 
Nakashima  April 19 2013

（国内）
  1.	 阿波いちないフォーラム2013 徳島　中島友紀 骨リモデリングの制御機構の解明　10月23日2013年　シンポニスト
  2.	 第55回歯科基礎医学会サテライトシンポジウム 岡山「骨細胞のバイオロジー」中島友紀 骨細胞による骨吸収制御機構 

9月20日2013年　シンポニスト
  3.	 第34回 日本炎症・再生医学会　京都　林幹人、中島友紀、 高柳広　破骨細胞分化に必須な転写因子 NFATc1の標的

遺伝子の解明　7月2日2013年
  4.	 国際骨代謝学会・日本骨代謝学会第2回 合同国際会議（IBMS-JSBMR 2013）神戸RANKLと骨疾患　中島友紀　5月

30日2013年　シンポニスト

［研究助成金］
  1.	 上原記念生命科学財団　平成25年度研究助成金　研究題目：骨の恒常性メカニズムの解明　代表：中島友紀
  2.	 科学技術振興機構（JST）さきがけ研究　平成24年度発足　研究題目：運動器の動的恒常性を司るロコモ・サーキッ

トの解明　代表：中島友紀
  3.	 テルモ科学振興財団　2013年テルモ科学一般研究助成　研究題目：骨産生因子による骨・全身性疾患治療と診断バイ

オマーカーの確立　代表：中島友紀
  4.	 持田製薬　平成25年度持田記念医学薬学振興財団研究助成　研究題目：骨恒常性メカニズムと骨産生因子による多臓

器制御システムの解明　代表：中島友紀
  5.	 第一三共株式会社　2013年 TaNeDSフィジビリティー研究型
  6.	 研究題目：運動器の動的恒常性を司る骨・筋連環因子の同定と応用　代表：中島友紀
  7.	 日本学術振興会　平成25年度科学研究費　萌芽研究　研究題目：骨恒常性を司る骨細胞の分化と機能制御機構の解明  

代表：中島友紀　
  8.	 日本学術振興会平成24年度科学研究費　基盤研究 (B)　研究題目：骨細胞によるミネラリゼーションの制御機構の解

明　代表：中島友紀
  9.	 科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業（ERATO型研究）　平成21年度発足研究題目：ERATO高柳オス

テオネットワーク：GL中島友紀(～9月)

［その他］
〈受賞〉

  1.	 中島　友紀：平成25年度　東京医科歯科大学優秀研究賞　2013年10月  
  2.	 林　幹人：第34回日本炎症・再生医学会　優秀演題賞　2013年7月
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無機生体材料分野・無機材料学分野
Inorganic Biomaterials・Inorganic Materials

教　　授　山下仁大
准 教 授　中村美穂
助　　教　堀内尚紘
特任助教　江部典子(4月～)
大学院生　土屋　悠(～3月)，難波　咲，
　　　　　木幡一博，沈　東鶴(4月～)

（1）教育
　生体材料学, 医用素材学総論

（2）研究
　本分野では中期計画プロジェクト「バイオインスパイアード・バイオマテリアルの創製と応用研究」の一環として以下の
テーマについて研究を行っている。

エレクトロベクトルセラミックスの創製
　ハイドロキシアパタイトなどのある種のセラミックスは，熱電気的な操作によりセラミックス内部にイオン分極を発生さ
せることができ，この結果大きな電荷を長期間にわたって表面に誘起できる。この表面誘起電荷の効果はmmオーダーの限
定された領域において有効であり，これをエレクトロベクトル効果と名付けた。このエレクトロベクトル効果をもつエレク
トロベクトルセラミックスの創製を行っている。

エレクトロベクトルセラミックスによる電場空間の局所制御
　上述のエレクトロベクトルセラミックスが有する電場強度や電場分布を材料化学的、電気化学的、結晶化学的側面から評
価し、マテリアル内でイオン分布変動による欠陥形成や結晶歪導入状況などの分極発生機構の解明、局所分極制御技術の確
立を目指す。

エレクトロベクトルセラミックスによる生体マニュピュレーション
　上述のエレクトロベクトル効果のもつ静電エネルギーは限定された空間においてのみ有効であるため，局所的反応のコン
トロールが可能である。従って，エレクトロベクトルセラミックスは，そのセラミックスのもつ表面特性と静電エネルギー
によりターゲット領域の生体内反応をイオンレベルから組織レベルまでマニュピュレートすることができる。実際に分子生
物学的手法や免疫学的手法を用いた解析により、タンパク質吸着、細菌吸着、培養細胞の増殖・接着・分化や骨組織の修復
に効果があることが判明している。

セラミックスによる医療用デバイスの開発
　上述のエレクトロベクトルセラミックによる自家骨に近い骨形成能をもつ人工骨・人工関節・人工歯根などの硬組織イン
プラントシステムの開発、ゾル・ゲル法によるハイドロキシアパタイトコーティング薄膜の開発を行っている。更に、血管
再生医工学材料の開発も行っている。また、セラミックスによる口腔内環境のコントロールや審美性の改善，効率的で精度
の高い臨床検査診断法の開発を行っている。

（3）研究業績
[原著]
  1.	 Wada N, Mukougawa K, Horiuch N, Wei W, Hiyama T, Nakamura M, Nagai A, Okura T, Yamashita K.  

Fundamental Electrical Properties of Ceramic Electrets. Mater. Res. Bull., 48; 3854-3859, 2013.
  2.	 S. Ohba, W. Wei, S. Itoh, A. Nagai, K. Yamashita, Enhanced Effects of New Bone Formation by an Electrically 

Polarized Hydroxyapatite Microgranule/Platelet-rich Plasma Composite Gel, Key Eng. Mater., 529-539; 82-87, 2013.
  3.	 M. Nakamura, A. Nagai, K. Yamashita, Surface Electric Fields of Apatite Electret Promote Osteoblastic Responses, 

Key Eng. Mater., 529-539; 357-360, 2013.
  4.	 Y. Tsuchiya, N. Horiuchi, M. Nakamura, K. Nozaki, A. Nagai, K. Hashimoto, K. Yamashita, Effect of Polarization 

Treatment Time on Inhibition of Low Temperature Degradation in Y-Doped ZrO2, Key Eng. Mater., 529-539; 601-
604, 2013.
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  5.	 R. Nemoto, K. Nozaki, K. Yamashita, H. Miura, Effect of Framework Design on the Surface Strain of Zirconia Fixed 
Partial Dentures, Dent. Mater. J., 32; 289-295, 2013.

  6.	 Wada N, Horiuch N, Nakamura M, Hiyama T, Nagai A, Okura T, Yamashita K.  Effect of Poly(acrylic acid) and 
Polarization on the Controlled Crystallization of Calcium Carbonate on Single-Phase Calcite Substrates. Cryst. 
Growth Des. 13; 2928-2937, 2013.

  7.	 Nakamura M, Toyama T, Morita A, Horiuchi N, Nozaki K, Nagai A, Yamashita K. Electric poling of cement 
composites of hydroxyapatite whiskers with chitosan and their chemical properties in simulated body fluid. J Ceram 
Soc Japan., 121; 895-900, 2013. 

  8.	 Nakamura M, Hentunen T, Salonen J, Nagai A, Yamashita K. Characterization of bone mineral-resembling 
biomaterials for optimizing human osteoclast differentiation and resorption. J Biomed Mater Res A., 101A; 3141-
3151, 2013.

  9.	 Horiuchi N, Nakamura M, Nagai A, Yamashita K. Drug Adsorption Property of Surfaces of Polarized Calcium 
Phosphate Powders. Key Eng. Mater., 566; 302–305, 2013.

10.	 Horiuchi N, Endo J, Nozaki K, Nakamura M, Nagai A, Katayama K, Yamashita K. Dielectric evaluation of fluorine 
substituted hydroxyapatite. J. Ceram. Soc. Jpn., 121; 770–774, 2013.

11.	 Horiuchi N, Endo J, Wada N, Nozaki K, Nakamura M, Nagai A, Katayama K, Yamashita K. Dielectric properties of 
stoichiometric and defect-induced hydroxyapatite. J. Appl. Phys., 113; 134905, 2013.　

12.	 K. Kohata, S. Itoh, S. Takeda, M. Kanai, T. Yoshioka, H. Suzuki, K. Yamashita, Enhancement of Fracture Healing by 
Electrical Stimulation in the Comminuted Intraarticular Fracture Treatment, Bio-Med. Mater. Eng., 23; 485-493, 
2013.

13.	 A. Nagai, N. Horiuchi, K. Nozaki, M. Nakamura, K. Yamashita, Quantitative Evaluation of the Hydrophilic Properties 
of Polarized Hydroxyapatite, Ceram. Trans., 242; 103-112, 2013.

14.	 M. Nakamura, A. Kobayashi, K. Nozaki, N. Horiuchi, A. Nagai, K. Yamashita, Improvement of Osteoblast Adhesion 
through Polarization of Plasma-Sprayed Hydroxyapatite Coatings on Metal, J. Med. Biol. Eng.(in press)

15.	 谷川大地、塚本雅裕、篠永東吾、永井亜希子、塙　隆夫、山下仁大、升野振一郎、高橋謙次郎、藤崎　晃、阿部信行．
高繰り返しナノ秒ファイバーレーザを用いたTi-6Al-4V合金への微細周期構造形成 レーザ加工学会誌., 20; 124-129, 
2013.

[成書・総説]
  1.	 中村美穂、山下仁大．生体電気刺激の物理現象、生体電気・物理刺激による骨・軟部組織修復法（金芳堂、2013）基

礎I、50-59（分担）．
  2.	 野崎浩佑、山下仁大、永井亜希子．生体内埋め込み医療材料の開発とその理想的な性能・デザインの要件、第１章第

４節「体内固定用ネジ・ボルトなど」［１］創外固定用ピンの挿入感染（技術情報協会、2013） (分担)

[学会発表]
（海外・国際）
招待
  1.	 Horiuchi N, Nozaki K, Nakamura M, Nagai A, and Yamashita K, Electric characterization in hydroxyapatite for 

understanding biointerfaces, the International Union of Materials Research Society - the International Conference in 
Asia - 2013 (IUMRS-ICA 2013), Bangalore, India, Dec. 2013.

  2.	 Nagai A, Yamashita K. Recent advances of carbonated apatite. 2013 Asian BIoceramics symposium, Kyoto, Japan, 
Dec., 2013.

  3.	 Nakamura M, Horiuchi N, Nozaki K, Nagai A, Yamashita K. Improved osteogenic cell behaviors by surface electric 
fields of polarized apatite. International Symposium on EcoTopia Science 2013, Nagoya, Dec., 2013.

一般
  1.	 Nakamura M, Hentunen T, Salonen J, Nakahama K, Morita I, Yamashita K. Osteoclast differentiation and activation 

from bone marrow cells through the stimulation of osteocytes on surface-charged calcium apatite. 2nd Joint Meeting 
of the International Bone and Mineral Society and the Japanese Society for Bone and Mineral Research. Kobe, May 
2013. 

  2.	 Horiuchi N, Tsuchiya Y, Nakamura M, Nozaki K, Nagai A, and Yamashita K, Thermally Stimulated Depolarization  
Current in YSZ Ceramics, the 19th International Conference on Solid State Ionics (SSI-19), Kyoto, Japan, June 2013.

  3.	 Nozaki K., Nagai A., Yamashita K. Effect of surface charges on early osseointegration of polarized Ti implant. 13th 

— 232 —

生体支持組織学講座



International Conference of the European Ceramic Society. Limoges, France, Jun., 2013.
  4.	 Nagai A, Hattori T, Nozaki K, Aizawa M, Yamashita K. Electric Fields Induced by Electric Polarization Reduce 

Proliferation Rates of Tumor Cell through Cell Cycle Modulation. The 4th International symposium of Surface and 
Interface of Biomaterials, Roma, Italy, Sep.,2013

  5.	 Nakamura M, Hentunen T, Salonen J, Nakahama K, Morita I, Nagai A, Yamashita K. Cell-mediated Stimulation of 
Osteoclast Differentiation without Any Differentiation Factors on Carbonated Apatite. 25th European Conference on 
Biomaterials. Madrid, Spain, Sep.,2013. 

  6.	 Horiuchi N, Nakamura M, Nozaki K, Ebe N, Nagai A, and Yamashita K, Evaluation of Electric Field on Polarized 
Hydroxyapatite Using Vibrating Electrode, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical 
Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013), Tokyo, Japan, Oct. 2013.

  7.	 Koizumi H., Nozaki K., Nagai A., Okura T., Yamashita K. Effect of electrical polarization on the adhesion of 
streptococcus mutans to the dental porcelain. 2nd International Symposium on Inorganic and Environmental 
Materials, Rennes, France, Oct., 2013.

  8.	 Nozaki K., Horiuchi N., Nakamura M., Nagai A., Yamashita K. Enhanced osteoinductivity of titanium implant with 
controlled surface charge. International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedecal Devices, BioMEMS /
NEMS and Applications 2013 & 5th Sensing Biology Symposium. Tokyo, Japan, Oct., 2013.

  9.	 Tsuchiya Y, Horiuchi N, Nozaki K, Nakamura M, Nagai A, Hashimoto K, and Yamashita K, Polarization effect on 
phase stability in yttria stabilized zirconia ceramics, the 13th Asian BioCeramics Symposium (ABC2013), Kyoto, 
Japan, Dec. 2013.

10.	 Namba S, Nakamura M, Toyama T, Nishimiya N, Yamashita K. Surface free energy of poalrized hydroxyapatite 
affects osteocyte behaviors.  Asian BioCeramics Symposium 2013, Kyoto, Dec., 2013．

11.	 Nozaki K., Ebe N., Nakamura M., Horiuchi N., Nagai A., Yamashita K. Effect of estrogen deficiency on 
osseointegration around surface charged titanium implant. International Symposium on EcoTopia Science 2013 & 
The 4th International Symposium on Advanced Materials Development and Integration of Novel Structured Metallic 
and Inorganic Materials. Dec., 2013. 

（国内)
一般
  1.	 野崎浩佑，山下仁大，永井亜希子．表面電荷を制御したチタンインプラントの骨結合能評価．日本歯科骨粗鬆症研究

会　第11回学術大会・総会，東京，2013年1月．
  2.	 和田徳雄，向川勝之，堀内尚紘，檜山哲夫，中村美穂，永井亜希子，大倉利典，山下仁大．水酸アパタイトエレクト

レット発電器の発電特性．日本セラミックス協会2013年年会，東京都，2013年3月.
  3.	 堀内尚紘，土屋悠，和田徳雄，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，橋本和明，山下仁大，熱刺激脱分極電流測定によ

るイットリア添加ジルコニアの分極評価，日本セラミックス協会2013年 年会，東京， 2013年3月.
  4.	 中村美穂、Hentunen T、Salonen J、永井亜希子、山下仁大. リン酸カルシウムセラミックス上における破骨細胞吸収

機能の比較、日本セラッミクス協会年会. 東京，2013年3月．
  5.	 中村美穂、安藤大志、Hentunen T、Salonen J、中浜健一、永井亜希子、遠山岳史、森田育男、山下仁大. 骨細胞機能

を利用した分化誘導因子非添加環境での破骨細胞分化誘導. 第11回日本再生医療学会総会，横浜，2013年3月.
  6.	 中村美穂、伊藤聰一郎、王巍、永井亜希子、山下仁大. 骨の圧電性からエレクトレット能へ,第４０回日本生体電気・

物理刺激研究会. 京都，2013年3月.
  7.	 野崎浩佑，中村美穂，堀内尚紘，山下仁大，永井亜希子．分極により表面電荷を制御したチタンインプラント周囲の

骨形成能の検討．第3回6大学連携プロジェクト公開討論会，愛知，2013年3月．
  8.	 野崎浩佑，山下仁大，永井亜希子．表面電荷を制御したCAD/CAM用セラミックブロックの細菌付着評価．日本歯科

理工学会学術講演会，新潟，2013年4月.
  9.	 堀内尚紘，土屋悠，和田徳雄，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，山下仁大，イットリア添加ジルコニアの熱刺激脱

分極電流測定による電気特性評価，粉体粉末冶金協会平成25年度春季大会，東京， 2013年5月.
10.	 野崎浩佑，堀内尚紘，山下仁大，永井亜希子．電気分極により表面電荷を制御したY-TZPの細菌付着への影響．日本

補綴歯科学会設立80周年記念第122回学術講演会，福岡，2013年5月．
11.	 西尾誠，和田徳雄，永井亜希子，橋本和明，山下仁大．ゲル法によるリン酸カルシウムの合成．無機マテリアル学会．

船橋市，2013年6月
12.	 永井亜希子. Development of functional bioceramics. 第5回国際サマープログラム、東京医科歯科大学、2013年8月
13.	 土屋悠，堀内尚紘，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，橋本和明，山下仁大，分極処理によるジルコニアの正方晶－

単斜晶相変態制御（Ⅳ），日本セラミックス協会 第26 回秋季シンポジウム，長野，2013年9月.
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14.	 遠藤樹里亜，堀内尚紘，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，片山恵一，山下仁大，ハイドロキシアパタイトのフッ素
置換による誘電および電気伝導特性の変化，第23回無機リン化学討論会，松江，2013年9月.

15.	 中村美穂、堀奈央子、Hentunen T，Salonen J，永井亜希子、山下仁大. 生体吸収性を有するバイオセラミックス上に
おける破骨細胞吸収特性. 日本セラミックス協会第26回秋季シンポジウム, 長野，2013年9月.

16.	 難波咲，中村美穂，遠山岳史，西宮伸幸，山下仁大．分極水酸アパタイトの表面自由エネルギーが及ぼす骨細胞への
効果．日本セラミックス協会第26回秋季シンポジウム, 長野，2013年9月.

17.	 堀奈央子、中村美穂、難波咲、永井亜希子、山下仁大．分極リン酸カルシウムセラミックスの表面エネルギーと骨系
細胞挙動．第23回日本無機リン化学会, 島根，2013年9月.

18.	 中村美穂、Hentunen T，Salonen J，永井亜希子、山下仁大. 生体吸収性を有するバイオセラミックス上における破骨
細胞分化能の比較. 第23回日本無機リン化学会, 島根，2013年9月.

19.	 小泉 弘樹，野崎 浩佑，永井亜希子，吉田直哉，大倉利典，山下仁大．分極結晶分散型ガラスの表面特性と細菌付着
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（1）教　育
　歯周病学とは歯周病の研究、予防及び治療を取り扱う歯科学の一部門である。歯周疾患または歯周病とは、歯の支持組織
である歯肉、歯根膜、セメント質及び歯槽骨よりなる歯周組織に発症する全ての病気の総括的疾患名であるが、現在では主
として慢性及び急性の炎症性疾患を指している。
　歯周病の代表的なものは歯周炎で、口腔内の不潔によるプラーク中の細菌の蓄積、歯石の沈着、その他の多くの原因によ
り歯肉炎として発病し、歯周病原細菌と呼ばれるポケット内のグラム陰性嫌気性細菌の増殖により歯周組織の炎症性病変が
起こる。この際、歯を支える歯根膜や歯槽骨の喪失が起こり、歯の支持組織を破壊しながら進行し、最終的には歯は支えを
失い脱落する。歯周炎は現在、慢性歯周炎、侵襲性歯周炎と全身疾患に伴う歯周炎に分類され、その中で侵襲性歯周炎の原
因としての生体因子についての研究も進んできている。
　歯周病はいくつかの全身疾患（心臓血管系疾患、糖尿病、呼吸器系疾患、早産・低体重出産、骨粗鬆症など）との関連性
が示唆されており、歯周治療を行うことは全身の健康に寄与し得ることについても学習する。

教育方針
　教育の基本方針として、『歯周組織の構造、機能、病理さらに正常な口腔状態を維持するための生理的な因子をまず理解
させて、歯周組織に起こる病変の検査、診断力を養う。次に歯周病の病因について理解させ、歯周病の原因がプラーク中の
細菌によるものであるとの認識を深めさせ、歯周治療の基本がプラークコントロールであることを徹底させる。また、単に
知識や技術の修得だけでなく、患者自身にその大切さを認識させる動機付けや信頼関係の確立という心理的および倫理的な
点も学ばせる。』ということを掲げている。 
　歯学部学生に対する講義と実習は、第５学年前期に行われ、講義時間は37時間、チュートリアル15時間、実習は38時間が
割り当てられている。基礎実習としては、相互実習による口腔内の観察と検査法および口腔清掃法の実習、人工歯模型とマ
ネキンを用いたスケーリング・ルートプレーニングの方法と暫間固定法の実習、豚の下顎を用いた歯周外科手術の実習、咬
合器と石膏模型を用いた咬合調整法とナイトガード作製の実習を行っている。第５学年前期終了時、コアーカリキュラムに
基づき共用試験のOSCEとCBTを受験させ、合格者のみ第５学年後期〜第６学年の包括臨床実習に進む。およそ1年間で、実
際の歯周病患者の治療法を修得できるように指導している。 
　歯周治療は、患者の口腔内での歯周病の進行状態を十分に把握した上で診断し、治療方針をたてて予後を予測しながら治
療を進めていかなければならない。１年間で治療を終了させメインテナンスまで到達させることは難しい症例もあるが、そ
の場合は次年度の学生に治療を引継ぎ、終了させるように指導を行っている。歯周治療を行う場合には、初診時の検査、診
断終了後、再評価後、治療終了時に教員が指導し、また、歯周外科処置は教員の指導の下で行っている。 
　以上、学部学生に対する卒前教育の他に、主に専攻生、歯科研修医を対象にして卒後教育を行っている。卒直後の研修は
極めて大切であり、歯周治療の基本を身につける好機でもあるので、臨床経験を深められるように配慮している。
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（2）研究テーマ
　本講座は、歯周病の病因、診断および治療に関して以下の項目に従って研究を行っている。
１） 歯周病原細菌に関する研究
　P. gingivalisやA. actinomycetemcomitansといった歯周病原細菌は高い病原性を持ち、時には歯肉組織内へ侵入して歯周組織に
高度な破壊を起こすと考えられている。しかし、歯周炎患者から歯周病原菌が検出されない、または健常者や健常部位から
検出される場合も認められる。そこで既知の細菌だけでなく、細菌の集合体（バイオフィルム）としての病原性の評価、新
たな病原因子としてウイルスや未知の細菌が関与する可能性を検討している。最近では、インプラント周囲炎に関与する細
菌叢についても検索を行っている。

２）歯周炎における遺伝的要因の解明
　歯周病に対する感受性は個体によって異なるため、遺伝的な要因が関与していると考えられている。我々はダウン症候群
やパピヨン・ルフェーブル症候群では、遺伝疾患の口腔内症状として重度な歯周炎が見られることを報告してきた。また、
fMLPレセプターの遺伝子型が侵襲性歯周炎の発症に関与していることを報告した。現在これらの遺伝子型に基づく診断・
治療の可能性、ならびに新規の候補遺伝子の検索を同時に行っている。

３）歯周炎における生体応答調節因子の作用機序に関する研究
　歯周炎局所ではサイトカイン(IL-1, IL-6, IL-17など)，プロスタグランジン（PGE2）などの生体応答調節因子の産生が認め
られ、また、近年HMGB1などの核蛋白や内因性マリファナであるアナンダマイドなどの新しい生体調節因子が注目されて
いるが、歯周炎におけるこれらの分子の役割には不明な点が多い。これらの生体応答調節因子の解明により，新しい診断法・
治療法の開発につながるよう，研究を進めている。

４）歯周組織再生に関する研究
　従来の歯周組織再生治療は、自家骨移植などのScaffoldを利用するものが主流であり、分化成長因子との組み合わせ、足
場の保持等に難があった。その欠点を補えるバイオマテリアルとして我々は、操作性および足場の保持が優れているインジ
ェクタブルα−リン酸三カルシウム（α−TCP）や、構造を自由に変えられるハニカムβ−リン酸三カルシウム（β−
TCP）の開発と応用に取り組んでいる。一方、組織工学的手法を用いて歯根膜細胞をシート状に加工する技術を開発し、大
型動物への移植で良好な結果を得ている。この方法はScaffoldなしで細胞外基質を温存したまま移植可能で、臨床応用には
有利であると考えている。さらに、歯周組織再生の鍵となる歯根膜細胞に注目し、その生物学的特徴を検討し、これまで
S100A4、FDC-SPや新規遺伝子アメロティンをクローニングし現在機能解析中である。これらの遺伝子／タンパクの再生治
療への関与について検討を進めながら、新たな再生治療ターゲット遺伝子の探索も続行中である。

５）Er:YAGレーザーによる新しい歯周治療の開発
　殺菌効果や無毒化を伴い、組織侵襲が少なく徹底的な病的組織の除去が可能な本レーザーを応用し、従来の歯周ポケット
治療の概念を変革する新規の歯周治療法を確立し、厳密な臨床比較研究によりその有効性を多角的に評価することを行って
いる。さらに、網羅的プロテオーム解析を用いてレーザー照射後の細胞の変化をタンパク質レベルで検索し、炎症の軽減や
組織再生の促進などの各種の生物学的効果の可能性とそのメカニズムを明らかにすることを目標に研究を進めている。

６）全身疾患と歯周病との関連性に関する研究
　歯周病が糖尿病や動脈硬化などの生活習慣病のリスク因子であることが注目されている。我々はバージャー病や動脈硬化、
糖尿病、大動脈瘤などの疾患と歯周炎との関連を報告してきた。現在はその関わりについての分子機構を明らかにする目的
で血管病変部における歯周病原細菌の検出やサイトカイン遺伝子の発現などについて詳細に検討を加えている。さらに介入
研究によって歯周治療によるこれらの疾患の改善についても検討している。また、生活習慣病以外の全身疾患においても、
炎症反応の増悪に歯周炎が関与することが報告されている。特に誤嚥性肺炎や関節リウマチと歯周病の関連が注目されてお
り、これらの疾患と歯周病の関わりについての分子機構を検討している。さらに誤嚥性肺炎への予防の一環として、多剤耐
性菌に対しても殺菌能を持つオゾンナノバブル水（特許申請中）の歯周治療への応用に着手している。加えて、歯周病と早産・
低体重児出産との関連性について検討している。

（3）臨床上の特徴
　歯周病により失われた歯周組織を再生することは歯周治療の最終目標である。自己歯根膜細胞シートを応用した歯周組織
再生療法等を中心に臨床に直結した基礎研究を展開中である。また、レーザーを歯周治療に応用するためのプロジェクトも
推進中で、フラップ手術のデブライドメントにレーザーを応用することが保険に認められた。また、歯周再生療法の一つで
あるエムドゲイン®応用によるバイオ・リジェネレーション法が先進医療に収載されている。PCR法を利用した細菌検索、
血清抗体価やフローサイトメーターを利用した免疫学的診断、歯周病感受性検査のための遺伝子診断等を歯周病の診断、予
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後の判定および歯周治療のモニターに活用している。
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26.	 前川祥吾、小林宏明、和泉雄一、中川一路、大野健州、東みゆき．急性および慢性歯肉炎症における免疫抑制分子
B7-H1の関与、第56回日本歯周病学会春季学術大会、タワーホール船堀、東京、平成25年5月30日

27.	 遠藤亜希子、渡辺孝康、荒川真一、丸山史人、中川一路、和泉雄一．比較ゲノム解析から見出されたTannerella 

forsythia 特異的生存戦略. 第56回日本歯周病学会, 2013年5月31-6月1日, タワーホール船堀（東京都）
28.	 始平堂由佳、鈴木淳一、青山典生、花谷智哉、小林奈穂、芦垣紀彦、関西明日香、金子誠、磯部光章、和泉雄一．

Porphyromonas gingivalis感染による心筋梗塞後の心室リモデリングの悪化.　第56回春季日本歯周病学会学術大会
（2013.5.31-6.1.東京）

29.	 水谷幸嗣．歯肉におけるインスリン抵抗性の発現にプロテインキナーゼCおよび酸化ストレスが及ぼす影響（口演）
第56回春季日本歯周病学会（東京、2013年6月1日、口演）

30.	 一ノ瀬顕子，青木　章，竹内康雄，丸岡豊，石川烈，和泉雄一．抗菌光線力学療法を用いた健常者における歯垢生成
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抑制効果．シンポジウムIII「細菌，ウイルスに対するPDTの研究結果」，第23回日本光線力学学会学術講演会，旭川，
2013.6.7-8 .

31.	 御給美沙、小林宏明、南原弘美、和泉雄一. P. gingivalis LPS刺激によるTHP-1細胞からのThrombospondin-1発現、第
138回日本歯科保存学会春季学術大会、福岡国際会議場、2013.6.27-28　福岡

32.	 金子 誠、鈴木淳一、青山典生、始平堂由佳、磯部光章、和泉雄一 P. gingivalis 感染が心肥大に与える影響 第138回春
期日本歯科保存学会学術大会（2013.6.27 福岡）

33.	 遠藤亜希子，渡辺孝志，丸山史人，和泉雄一，中川一路. Red-complex構成細菌間での異なる進化機構. 第55回歯科基
礎医学会学術大会・総会，2013年9月20-22日，岡山コンベンションセンター（岡山県）

34. 	片桐さやか, 竹内康雄. 咬合崩壊を伴う重度歯周炎に対し歯周基本治療および歯周補綴で対応した一症例第56回日本歯
周病学会秋季学術大会（前橋）　平成25年9月22日発表 

35. 	十川裕子, 竹内康雄, 片桐さやか, 竹内康雄, 木村文香, 難波佳子, 小田　茂, 足立淑子, 和泉雄一. 尋常性天疱瘡に歯周病
を併発した患者に歯周基本治療を行い良好な結果を得られた一症例第56回日本歯周病学会秋季学術大会（前橋）　平
成25年9月22日発表 日本歯周病学会誌第55巻秋季特別号　2013; 55(5): 148

36. 	野村義明, 中川種昭, 両角俊哉, 菅谷勉, 鈴木史彦, 阿部祐三, 大井麻子, 商野聡美, 中山洋平, 小林宏明, 菅野直之, 関野愉, 
深谷千絵, 吉成伸夫, 福田光男, 河野智生, 藤瀬修, 吉村購利, 中村利明, 角田衣理加, 高柴正悟, 吉江弘正．歯周ポケット
内細菌検査および血漿抗体価検査によるSPT期進行の予知判定　第56回秋期日本歯周病学会学術大会　2013.9.21-22 
前橋市民文化会館、前橋

37. 	安原雄介．田中敬子，高野琢也，今村亮介，木ノ内聡，小林宏明，和泉雄一. 電子歯ブラシのプラーク抑制効果　第
56回秋期日本歯周病学会学術大会　2013.9.21-22　前橋市民文化会館、前橋

38.	 木戸淳一、永田俊彦、多部田康一、山崎和久、吉江弘正、渡辺　久、和泉雄一、須田玲子、山本松男、柴　秀樹、栗
原英見、柳田　学、北村正博、南部敏之、水野光春、村上伸也．イムノクロマト法を用いた歯肉溝滲出液中のカルプ
ロテクチン測定による歯周病診断．2013日本歯周病学会秋季学術大会（第56回）2013.9.21-22., 前橋市民文化会館）

39.	 渡辺　久．矯正治療後に認められた侵襲性歯周炎患者の各ライフステージにおける治療経過と長期予後．2013日本歯
周病学会秋季学術大会（第56回）2013.9.21-22., 前橋市民文化会館）

40.	 星嵩, 秋月達也, 松浦孝典, 井川貴博, 竹内祥吾, 丸山起一, 小野彌, 小田茂, 松井誠, 田畑泰彦, 和泉雄一.　β-TCPゼラチ
ンハイドロゲル，歯根膜細胞，rhFGF-2を併用した歯周組織再生－イヌ根分岐部歯周組織欠損－.　第56回秋季日本歯
周病学会学術大会(2013.9.22. 前橋. ポスター発表)

41.	 萩原さつき.　広汎型侵襲性歯周炎患者に歯周組織再生療法を含む包括的歯周治療を行った一症例.  第56回秋季日本歯
周病学会　前橋　日本歯周病学会会誌　第55巻　秋季特別号　P135

42.	 津久井　明、渡辺　久．炭酸ガスレーザーとEr: YAGレーザーによる修復前処置での歯肉蒸散の比較．第25回日本レ
ーザー歯学会（2013. 9.28-29., 住友不動産ベルサール新宿グランド）

43.	 宮崎英隆、河内奈穂子、伊藤友里子、金　舞、加藤純二、渡辺　久、横尾　聡．レーザーを用いた口腔血管病変に対
する治療戦略．第25回日本レーザー歯学会（2013. 9.28-29., 住友不動産ベルサール新宿グランド） 

44.	 Lin T, Aoki A, Mizutani K, Taniguchi Y, Eguro T, Okagami Y, Izumi Y. Energy output reduction and surface 
alteration of quartz tips following Er:YAG laser contact irradiation on soft and hard tissues in vitro. 第25回日本レー
ザー歯学会総会・学術大会，東京，2013年9月28-29日．

45.	 澤辺正規，青木　章，荻田真弓，和泉雄一．Er:YAGレーザーによるラット歯肉処置後の歯周組織の創傷治癒 -電気メ
スとの比較．第25回日本レーザー歯学会総会・学術大会，東京，2013年9月28-29日．

46.	 江黒　徹，鈴木貴規，米本和顕，溝口　尚，青木　章，和泉雄一．インプラント治療におけるEr:YAGレーザーを用
いた無麻酔下でのソフトティッシュマネージメント．第25回日本レーザー歯学会総会・学術大会，東京，2013年9月
28-29日．

47.	 青木　章．光干渉断層画像診断法（OCT）の歯周組織診断への応用．平成25年度長寿医療研究開発費23-20「近赤外光・
レーザー等を用いた新たな歯科疾患診断・治療用機器の開発に関する研究」班会議，国立長寿医療研究センター，
2013.10.3.

48.	 伊藤　弘、沼部幸博、関野　愉、村樫悦子、石黒一美、戸田智幸、橋本修一、佐々木大輔、八重柏　隆、国松和司、
高井英樹、目澤　優、小方頼昌、渡辺　久、萩原さつき、和泉雄一、廣島佑香、木戸淳一、永田俊彦．歯肉溝滲出液（GCF）
のpＨにおける一考察　平成25年度日本歯科保存学会秋季学術大会（第139回）（2013.10．17-18、秋田市　秋田県総合
生活文化会館（アトリオン））

49.	 青山典生、鈴木淳一、金子誠、始平堂由佳、磯部光章、和泉雄一．若年の冠動脈疾患患者ではPorphyromonas gingivalis

に対する血清抗体価が高い．第139回日本歯科保存学会2013年度秋季学術大会．2013年10月17-18日．秋田
50.	 上窪 彩乃，平塚 浩一，青木 章，竹内 康雄，安孫子 宣光，和泉 雄一．抗菌光線力学療法がPorphyromonas gingivalisの

増殖に及ぼす影響について．2013年度日本歯科保存学会秋季学術大会(第139回)，秋田，2013年10月17-18日．
51.	 秋月達也, 松浦孝典, 星嵩, 井川貴博, 和泉雄一. クルクミン含有食品摂取のメインテナンス時の歯周炎再発部位に対す
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る効果　―パイロットスタディー―. 特定非営利活動法人日本歯科保存学会2013年度秋季学術大会（第139回）
(2013.10.18. ポスター発表.　秋田市)

52.	 青木　章， 坪川正樹，水谷幸嗣，林　泰誠，荻田真弓，谷口陽一，秋月達也，小田　茂，角　保徳， 和泉雄一．OCT
による歯肉のメタルタトゥの検査とEr:YAGレーザーによる除去治療．第34回日本レーザー医学会総会，東京，2013
年11月9-10日．

53. 	芝　多佳彦, 竹内康雄, 中川一路, 和泉雄一. インプラント周囲炎・歯周炎罹患部位で活性を有する細菌群衆比較を通じ
た周囲炎原因候補種の選定第78回口腔病学会学術大会（東京）　平成25年12月7日発表 第78回口腔病学会学術大会 プ
ログラム・抄録集　2013: 19

54. 	礪波健一、俣木志朗、大林尚人、橋本良明、鵜澤成一、小林宏明、難波佳子、森本清子、森園立男、深山智子、足立
淑子、水口俊介、島田昌彦. 東京医科歯科大学歯学部付属病院　平成２４年度患者満足度アンケート調査の分析結果
2013.12.6　第78回口腔病学会学術大会　東京医科歯科大学、東京

［招待講演・シンポジウム］
  1.	 Izumi Y. Periodontal medicine and modern periodontal treatment. The Dr. Wen-Kuei Changʼs lectureship in 

Periodontology, National Taiwan University, Taipei, Taiwan, Oct 13, 2013.
  2.	 Izumi Y. Topics of current periodontology. Special lecture for graduate students, National Taiwan University, 

Taipei, Taiwan, Oct 14, 2013.
  3.	 Izumi Y. Periodontitis and cardiovascular diseases: the link and relevant mechanisms. Penn Periodontal Conference 

2013. Philadelphia, USA, June 24-27, 2013.
  4.	 Izumi Y. Periodontal medicine and modern periodontal treatment. Invited lecture at Masaryk University Faculty of 

Medicine, December 10, 2013.
  5.	 Izumi Y. Periodontitis and cardiovascular diseases: the link and relevant mechanisms. Japan-Russian International 

Workshop 2013. October 28-29, 2013.
  6.	 Watanabe H: Laser uses in Periodontal Surgery- Basis and Clinics- 35th APDC WFLD Laser Symposium, Kuala 

Lumpur, Malaysia 2013. 5.8-9. MAHSA Dental Faculty, Invited lecture.
  7.	 Aoki A, Nagai S. Er:YAG Laser clinical world in periodontics, esthetics and peri-Implanttherapy - from basic studies 

to clinical applications. Academy of Laser Dentistryʼs 20th Anniversary Meeting, Palm Springs, USA, February 7-9 
(8), 2013.

  8.	 Aoki A. Current Clinical Applications of Er:YAG laser in periodontal and peri-implant therapy. WFLD-APDC Laser 
Symposium in conjunction with the 35th Asia Pacifc Dental Congress (APDC).　MAHSA Dental Faculty, Kuala 
Lumpur, Malaysia，May 8-9, 2013.

  9.	 Aoki A. Er:YAG Laser in periodontics and implant therapy - From basic studies to clinical applications. The Dr. 
Wen-Kuei Changʼs lectureship in Periodontology, National Taiwan University, Taipei, Taiwan, Oct 13, 2013.

10.	 Aoki A. Er:YAG Laser in periodontics and implant therapy - From basic studies to clinical applications. Special 
lecture for graduate students, National Taiwan University, Taipei, Taiwan, Oct 14, 2013. 

11. 	和泉雄一．歯周病と脳卒中との関連．STROKE 2013, 第38回日本脳卒中学会総会、東京2013.3.22.
12. 	和泉雄一．歯周病と糖尿病～医科歯科連携の推進～．日本プライマリ・ケア学会第27回近畿地方会．神戸．2013.9.8.
13．	和泉雄一．口と全身の密接な関係．日本WHO協会フォーラム2013．東京．2013.2.27.
14．	和泉雄一．全身の健康と歯周病との密接な関わり．第11回口腔ケア研修会．宇都宮．2013.9.19.
15. 	和泉雄一．歯の健康力と全身の健康．第65回近畿北陸地区歯科医学大会．富山．2013.10.27.
16. 	和泉雄一．インプラント周囲炎の細菌学的考察．OJ2013年次ミーティング．東京．2013.7.6.
17. 	和泉雄一．より適切で確実なインプラント治療へ．第43回日本口腔インプラント学会学術大会．福岡．2013.9.14.
18. 	和泉雄一．歯周病と全身との密接な関わり．口腔感染症フォーラム2013．鶴見．2013.12.22.
19. 	渡辺　久．長寿社会における歯周病対策とレーザー治療 特別講演 第93回　北海道医学大会レーザー医学分科会 第32

回日本レーザー医学会北海道地方会  2013年11月2日（土）ムトウビル　会議室
20. 	青木　章．歯周・インプラント治療へのEr:YAGレーザーの応用．日本レーザー歯学会第１回教育研修会，東京，

2013年2月24日．
21. 	青木　章．歯周外科治療におけるEr:YAGレーザーの応用．日本レーザー歯学会認定医講習会，第67回NPO法人日本

口腔科学会学術集会，宇都宮，2013.5.23.
22. 	青木　章．歯周病のトレンド：歯周病とレーザー．確実に治せる歯周治療へのアプローチ，HDM学術研修会，東京，

2012.6.30.
23. 	青木　章，石川　烈．青色および赤色LEDの歯科領域への応用．シンポジウム「LED光による歯科治療」，第13回日

本歯科用レーザー学会総会・学術大会，東京，2013年9月28-29日（29）．
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24. 	竹内康雄. インプラント周囲の細菌叢−わかっていること・いないこと−第56回日本歯周病学会春季学術大会（東京） 
平成25年6月1日発表  日本歯周病学会誌第55巻春季特別号　2013; 55(2): 70

25.	 竹内康雄. 歯周病とインプラント周囲病変のリスク因子第43回日本口腔インプラント学会学術大会（福岡）　平成25年
9月14日発表  日本口腔インプラント学会誌　2013; 26特別号: 89

［研究助成金］
  1.	 和泉雄一（代表），小林宏明，竹内康雄（分担）：歯周病由来の自己抗体による早産・低体重児出産への影響.　科学研

究費補助金，挑戦的萌芽研究，平成24年度〜25年度      
  2.	 和泉雄一（代表），小林宏明，竹内康雄、南原弘美（分担）：バイオインフォマティック解析を用いた歯周疾患新規バ

イオマーカーの検索.　科学研究費補助金，基盤研究B，平成25年度〜27年度
  3.	 青木　章（代表）：レーザー・LED光線を用いた歯周炎およびインプラント周囲炎の治療・予防法の開発(小林宏明、

竹内康雄、秋月達也，水谷幸嗣分担) 科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）25463212平成25～27年度
  4.	 小林宏明（分担）厚生科研、H25～28、患者データベースに基づく糖尿病の新規合併症マーカーの探索と均てん化に

関する研究―合併症予防と受診  中断抑制の視点から―（研究代表者:野田光彦）
  5.	 小林宏明（代表）南原弘美（分担）：IL-17AとIL-17Fバランスによる歯周炎生体防御機構の解明．科学研究費補助金・

基盤研究（Ｃ）平成25～27年度
  6.	 竹内康雄：次世代シークエンシング技術を用いたインプラント周囲疾患の細菌叢機能と病態の解析.　科学研究費補助

金・若手研究（Ｂ），平成24年度〜25年度
  7.	 木下淳博（代表），竹内康雄（分担）：臨床体験型コンピュータシミュレーション教材の標準化と医歯学融合教育での

教育効果.　科学研究費補助金・基盤研究B，平成24年度〜26年度
  8.	 秋月達也（代表）：石灰化歯根膜シートと人工ペプチドを使用した歯周組織再生.　科学研究費補助金・若手研究(B) 

23792465　平成23～25年度
  9. 	水谷幸嗣（代表）：インスリン抵抗性が歯周炎の進行へ及ぼす影響とそのメカニズムの解明　継続：科学研究費補助金・

若手研究(B)　
10. 	南原弘美（代表）：歯周病原細菌刺激による細胞内クロストークがWnt5a発現に及ぼす影響　科学研究費補助金・研究

活動スタート支援　平成25年度　
11. 	早雲彩絵（代表）：新規の機能水が細菌バイオフィルム及び宿主の免疫系に及ぼす効果の検討 科学研究費補助金・研

究活動スタート支援　平成25年度　
12. 	青山典生（代表）：大動脈瘤患者における歯周病罹患状態の解析．科学研究費補助金・若手研究（B）．平成25～26年度．
13. 	青山典生（代表）．第11回日本心臓財団・アステラス・ファイザー「動脈硬化Update」研究助成．研究題目：心血管

疾患患者における歯周病原細菌罹患状態の解析．
14. 	妻沼有香（代表）：日本学術振興会　特別研究員（PD）「歯根膜細胞移植における脈管系ならびに神経組織の再生機序

の解明」平成24～25年度
15. 	一ノ瀬（津野）顕子（分担）、伊藤俊之（代表）：抗菌光線力学的療法を用いた新たな口腔ケアの手法の開発と評価. 

平成24～26年度　国際医療研究開発費
16. 	片桐さやか　一般財団法人　サンスター財団　金田博夫研究助成金

［受賞］
  1.	 妻沼　有香. 日本歯周病学会奨励賞. Comparison of different tissue-derived stem cell sheets for periodontal 

regeneration in a canine 1-wall defect model.  (Biomaterials) 第56回春季日本歯周病学会学術大会. 東京, 2013.5.31-6.1.
  2.	 谷口陽一：第３回クインテッセンス論文奨励賞受賞論文　臨床論文部門：優秀論文賞
  3.	 青山典生．第11回「動脈硬化Update」優秀研究
  4.	 青木　章．日本歯周病学会第13回学術賞．2013年9月22日．
  5.	 渡辺　久．矯正治療後に認められた侵襲性歯周炎患者の各ライフステージにおける治経過と長期予後．日本歯周病学

会最優秀専門医臨床ポスター賞受賞 第56回日本歯周病会  秋季学術大会　前橋，2013.9.21-22.

［講演会・セミナー主催］
  1.	 和泉雄一、磯部光章、青山典生．第1回東京医科歯科大学循環制御内科・歯周病科  市民公開講座．歯周病を予防して

全身を守る．2013年11月9日．東京医科歯科大学鈴木章夫記念講堂．
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健 康 推 進 医 学 分 野
Health promotion

教　　授　高野健人
講　　師　木津喜雅
助　　教　森田彩子(8月〜)
大学院生　内村麻里，安齋　彩，下澤淑子(4月〜)，
　　　　　Chau Darapheak(〜9月)，須山　聡(〜3月)，
　　　　　伊藤美帆(〜3月)，岡田　梓(〜3月)

　健康推進医学・公衆衛生学は、人びとの貴重な資産である健康の保持・増進のための研究を発展させ、これらの領域の研
究者ならびに実践者を教育する役割を担っている。健康を願う社会の要請は、従来までの「より多くの人がより長生きする」
ことを目的としていた段階から、さらに「すべての人が、より高い人生の質をもって、より長く健やかに生きる」ことを追
及する段階に至っている。また健康とは、単に身体が頑強であるということばかりでなく、様々な疾病やハンディキャップ
がありながらも、持てる潜在能力を十分に発揮することでもあり、健康の成り立ちも極めて広範な人間居住環境の諸要因に
よって支えられていることが明らかにされてきた。また、保健・医療・福祉に関わる人間の基本的なニーズと、現存するリ
ソースとの効果的なマッチングを行なうシステムの構築や、新たなリソースの開発なども健康推進医学・公衆衛生学の役割
のひとつである。

（１）教育
大学院教育
　大学院教育では、パブリックヘルスの専門家として、幅広い視野と学識、総合的な判断力をもった、国際的に活躍する人
材の育成を目的としている。平成13年度には、大学院博士課程にパブリックヘルスリーダー養成特別コース（PHLコース）
が設置され、アジア･環太平洋諸国から留学生を受入れ、将来自国でパブリックヘルスの専門家として指導的役割を担う人
材の育成につとめている。平成16年度から開設されたMD-PhD（医学研究者早期育成）コースの学生を博士課程に受け入れ、
医学研究の最先端で世界をリードしていくような人材育成にも力を入れている。平成17年～20年度には、文部科学省「大学
教育の国際化推進プログラム（戦略的国際連携支援）」の東京医科歯科大学「医療グローバル化時代の教育アライアンス」
の事業推進を担当し、本学大学院教育の国際化に貢献した。

［修士課程］：公衆衛生学、疫学、社会医学、健康推進医学に関する幅広い知識を体系的、集中的に習得する。多様な専門領
域を背景にもった学生が学んでいる。

［博士課程］：学術研究の遂行を通じてリサーチマインドを強化し、具体的なリサーチプロジェクトに参加し、論文を作成、
発表する。研究テーマは、大学院生の興味、バックグラウンドに応じて設定し、研究者としての可能性を開花させる。また、
健康推進医学・公衆衛生学における高度の知識・技能・態度、総合的な判断力、プロジェクトマネージャーとしての管理能
力を習得する。

［PHLコース］：国際的視野、深い教養、高い専門性、知的リーダーシップを併せ持つパブリックヘルスの学際的専門家、特
に公的機関に属し、国際社会で指導的役割を担うリーダーを育成する。各国から優秀な人材が参加している。授業はすべて
を英語で行っており、国際的なコミュニケーション能力を身につけることができる。

卒前教育
　健康推進医学分野、国際保健医療協力学分野、政策科学分野の３分野が共同で医学部医学科公衆衛生学の教育を担当して
いる。将来の医師となる学生が、自らの行う医療を社会の中において位置づけ、医学のもつ科学性と社会性をともに実行し
ていける医師の輩出をめざしている。カリキュラムは、医学部医学科３年次４月より６月までの講義、４年次５月の小グル
ープセミナー、課題研究、学外実習を組み合わせた実習により組み立てている。自由選択学習（プロジェクトセメスター）
の受入、社会医学および腫瘍学の講義も担当している。

（２）研究
　世界の都市化が急速に進む中、公衆衛生が扱う課題は多く、内容も多様に変化している。人々の健康は、生活条件や生活
習慣に大きく影響を受けており、物理的、社会経済的、文化的な健康決定要因と複雑に関係している。健康決定諸要因と健
康状態の関係を明らかにすることは、集団の健康状態の多様性を理解し、健康に重点をおいた政策決定をする上でも重要な
ことである。
　本研究室では、様々な環境因子が健康に与える影響を多角的に研究している。また研究結果を統合的に構築し、得られた
成果の社会への還元を促進している。現在の主な研究課題は、都市環境、ライフスタイルと健康、新興国における急速な都
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市化と健康影響、社会的生活環境諸要因と健康水準の相互作用、健康水準と健康決定諸要因、地域保健包括プログラムとし
ての「健康都市プロジェクト」、情報通信技術の公衆衛生活動への応用、公衆衛生政策への地理情報システム（GIS）の応用、
都市型社会の感染症リスクの予測、都市の子どものライフスタイルと成長、保健医療サービスの国際化と医療専門職の流動、
エンド・オブ・ライフ（End of Life）ケアを支える地域基盤、医師の就業環境に関する研究、災害地における復興支援、等
である。
　また、1997年より世界保健機関（WHO）、WHO健康都市研究協力センター（WHO Collaborating Centre for Healthy 
Cities and Urban Policy Research）としての活動も行っている。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Intimate Partner Violence and Symptoms of Sexually Transmitted 
Infections: Are the Women from Low Socio-economic Strata in Bangladesh at Increased Risk. Int J Behav Med. 2014 
Apr;21(2):348-57.

  2.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Do Tobacco Smoking and Illicit Drug/Alcohol Dependence Increase 
the Risk of Mental Disorders Among Men? Evidence from a National Urban Bangladeshi Sample. Perspect 
Psychiatr Care. 2014 Jan 17. 

  3.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Does gender inequity increase the risk of intimate partner violence 
among women? Evidence from a national Bangladeshi sample. PLoS One. 2013 Dec 23;8(12):e82423.

  4.	 Al-Khulaidi GA, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Decline of supportive attitudes among husbands toward female 
genital mutilation and its association to those practices in Yemen. PLoS One. 2013 Dec 18;8(12):e83140.

  5.	 Soli KW, Kas M, Maure T, Umezaki M, Morita A, Siba PM, Greenhill AR, Horwood PF. Evaluation of colorimetric 
detection methods for Shigella, Salmonella, and Vibrio cholerae by loop-mediated isothermal amplification. Diagn 
Microbiol Infect Dis. 2013 Dec;77(4):321-3.

  6.	 Pham HL, Kizuki M, Takano T, Seino K, Watanabe M. Out-of-pocket costs of disabilities and its association with 
household socio-economic status among school-aged children in Vietnam. J Rural Med. 2013 Nov:8(2);205-11.

  7.	 Kibusi SM, Ohnishi M, Outwater A, Seino K, Kizuki M, Takano T. Sociocultural factors that reduce risks of 
homicide in Dar es Salaam: a case control study. Inj Prev. 2013 Oct;19(5):320-5.

  8.	 Keoprasith B, Kizuki M, Watanabe M, Takano T. The impact of community-based, workshop activities in multiple 
local dialects on the vaccination coverage, sanitary living and the health status of multiethnic populations in Lao 
PDR. Health Promot Int. 2013 Sep;28(3):453-65.

  9.	 Darapheak C, Takano T, Kizuki M, Nakamura K, Seino K. Consumption of animal source foods and dietary diversity 
reduce stunting in children in Cambodia. Int Arch Med. 2013 Jul 17;6(1):29.

10.	 Molina HF, Nakamura K, Kizuki M, Seino K. Reduction in inequality in antenatal-care use and persistence of 
inequality in skilled birth attendance in the Philippines from 1993 to 2008. BMJ Open. 2013 Jun 20;3(6).

11.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Intimate partner violence and chronic undernutrition among married 
Bangladeshi women of reproductive age: are the poor uniquely disadvantaged? Eur J Clin Nutr. 2013 Mar;67(3):301-7.

12.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Are survivors of intimate partner violence more likely to experience 
complications around delivery? Evidence from a national Bangladeshi sample. Eur J Contracept Reprod Health Care. 
2013 Feb;18(1):49-60.

［著書］
  1.	 高野健人.  健康都市  In: シンプル衛生公衆衛生学2013（鈴木庄亮、久道茂（監修）、辻一郎、小山洋（編））  南江堂（東

京） 2013
  2.	 高野健人.  健康都市  In: シンプル衛生公衆衛生学2014（鈴木庄亮、久道茂（監修）、辻一郎、小山洋（編））  南江堂（東

京） 2014

［研究助成金］
  1.	 災害における公衆衛生的な活動を行う支援組織の創設に係る研究　厚生労働科学研究
  2.	 都市高齢者の居住地域特性とエンドオブライフ期のケアパターンと関係性の類型的分析　科学研究費補助金・基盤研

究（Ｃ）
  3.	 医療・福祉・健康関連サービスアクセス多様性指標の開発と活用範囲の検討　科学研究費補助金・若手（Ｂ）
  4.	 中小企業における若年性脳血管疾患の予防と発症後の職場復帰に関する諸要因の解析　ヘルス・サイエンス・センタ

ー研究助成金
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［その他］
（国際学術交流）

  1.	 Takano T.  国際学術誌：Health Promotion International編集委員
（国際機関との連携）

  2.	 Takano T.  Director, WHO Collaborating Centre for Healthy Cities and Urban Policy Research
（省庁等との連携）

  3.	 高野健人.  日本学術会議連携会員、同基礎医学委員会・健康・生活科学委員会合同パブリックヘルス科学分科会委員、
同地域研究委員会紛争解決・災害復興のための国際貢献分科会委員

  4.	 高野健人.  国立保健医療科学院研究倫理審査委員会委員
  5.	 高野健人. 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員、同組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会分野別事後

評価部会専門委員
（学会主催・学会役員）

  6.	 高野健人.  日本公衆衛生学会理事、同専門職委員会委員長
  7.	 高野健人.  日本衛生学会評議員

（地域連携）
  8.	 高野健人.  災害支援パブリックヘルスフォーラム・メンバー
  9.	 高野健人.  葛飾区地域医療問題協議会会長
10.	 高野健人.  いきいき・たいとう推進プロジェクト協議会委員
11.	 高野健人.  健康たいとう21推進協議会委員
12.	 高野健人.  文京区地域福祉推進協議会委員
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国際環境寄生虫病学分野
Environmental Parasitology

教　　授　太田伸生
准 教 授　赤尾信明
講　　師　熊谷　貴
助　　教　関　丈典，鈴木光子(ガーナ派遣中）
ガーナ拠点特任教授　鈴木高史
技術専門職員　友田弥里
大学院生(博士） 
　　　　　常盤俊大(〜3月），宮沢悠樹(〜3月），　
　　　　　Katarina Macuhova(〜3月），
　　　　　前沢勝美，荒井俊夫，畑　伸秀、　　　
　　　　　Francis Ekow Dennis，加賀谷 渉
大学院生(修士） 
　　　　　山邊将史，小林大介，和田恵美

（１）教育
　日本の医療現場における原虫・蠕虫などによる寄生虫感染症への対応は減少傾向を示しているが、近年の社会環境の変化、
ペットブームなどに伴って発生動向や疾病構造など、寄生虫病の質的変化が著しい。それに加えて、わが国の物流および人
間の出入国の増加に伴い、寄生虫症が流行する熱帯地域の発展途上国からの輸入症例増加がわが国の安全・安心に重大な影
響を及ぼすようになった。1970年以降に世界各地で報告が相次いだ新興・再興感染症の中に寄生虫感染症も含まれている事
実は、わが国の保健医療分野の指導者が熱帯寄生虫感染症に十分な理解を持つことの必要性を示している。さらに21世紀に
なってクローズアップされてきた「顧みられない熱帯感染症；Neglected Tropical Diseases, NTD」の大半が寄生虫病であ
る事実は、寄生虫病が国際的に未だ解決されていないことを意味している。本分野ではこれからの保健医療分野で指導的立
場につく学生諸君が世界の様々な地域における健康と福祉を理解し、論ずることが出来る人材育成を進めるために、以下の
事項を中心に教育している。医学部医学科の医動物学、社会医学、感染症学の他に、保健学科、看護学科においても講義を
兼担した。また、医学科のプロジェクトセメスターにおいてはガーナ派遣学生の指導を担当した。主な講義内容は以下の通
りである。

1. 日本国内における寄生虫病の実態と診断・治療などの医療対応について
2. 世界の寄生虫感染症流行の実態と予防対策
3. 病態発現に関連した宿主—寄生体相互作用の生物学的プロフィール
4. 熱帯感染症の基礎知識と国際保健のあり方

（２）研究
　寄生虫感染症は終宿主と寄生体がともに高度に進化した動物であり、寄生適応にさまざまな巧妙な仕掛けを必要とする点
が他の感染症との際立った違いである。そのため流行成立にヒトの側の文化、風習による特徴的な行動の関与も大きい。
　一方でヒト寄生虫感染症には未だに診断・治療法の確立していない病気も多く、それは宿主と寄生体がともに真核生物で
あることによる生物学的相同性であることに起因する。さらに蠕虫類など多細胞動物による寄生現象の複雑さもあって薬剤
の治療標的が見出しにくいことも関係している。高度に進化した寄生体が宿主免疫の回避機構を獲得するなど、微妙に調節
された宿主—寄生体相互作用が成立している結果、明確な防御免疫が誘導されずワクチン開発は殆ど進んでいないし、寄生
虫感染で特徴的な血中IgEの上昇や好酸球・好塩基球の増加が果たす生物学的意義も不明である。
　このように寄生虫は研究材料として未だ未知の対象といって良い。また流行成立に生物学的および社会的要因が深く関与
するために包括的な取り組みも要求される。本分野では寄生虫感染症の成り立ちを多様なアプローチから研究している。
病理・形態学的研究：人獣共通感染症として近年問題となっている動物由来線虫による幼虫移行症の診断法と実験動物モデ
ル開発を目指している。
寄生虫感染症の疫学研究：広東住血線虫などの輸入蠕虫感染症の国内定着の実態把握のため、首都圏での流行フォーカスを
調査するとともに、国内の地理分布を反映する寄生虫の分子的指標の解析を行っている。国内で発生したアニサキス症病原
体の遺伝子解析による虫種の同定を行うことで、本症の正確な疫学情報を確認した。
熱帯感染症の分子疫学：マラリア流行地においてマラリア原虫の薬剤耐性遺伝子の地域差の解明、分子進化、媒介ハマダラ
カの殺虫剤耐性遺伝子の同定などを行っている。
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住血吸虫症の感染免疫：住血吸虫感染は強力な宿主Th2応答誘導のドライブとなり、虫卵抗原にその刺激活性がある。その
責任分子の同定や好塩基球の機能的関与、及びエキソソームを介した遺伝子発現調節の解析を行っている。
薬剤開発研究：住血吸虫症に効果が高い薬剤として、合成化合物N-89の作用と機序について研究を進めている。
ガーナ国野口記念医学研究所との共同研究：本学が設置したガーナ大学野口記念医学研究所の研究拠点において、アフリカ
トリパノソーマ症やマラリア薬剤耐性、媒介ハマダラカの分子的解析などについて特任教員を派遣してガーナとの共同研究
として実施している。

（３）臨床
　本分野は臨床部門ではないが、寄生虫感染症を対象とした診断法、治療薬研究、発症モデル実験などを行っている。また、
学内外の医療機関との連携を持って寄生虫症診断のアドバイスを通じた臨床寄生虫学の学習も可能である。

（４）研究業績
[原著]
  1.	 Shimogawara R, Hata N, Schuster A, Lesshafft H, Guedes de Oliveira S, Ignatius R, Akao N, Ohta N, Feldmeier H.  

Hookworm-related cutaneous larva migrans in patients living in an endemic community in Brazil: immunological 
patterns before and after ivermectin treatmen.  Eur J Microbiol Immunol, 3:258-66, 2013.

  2. 	Obata-Ninomiya K, Ishiwata K, Tsutsui H, Nei Y, Yoshikawa S, Kawano Y, Minegishi Y, Ohta N, Watanabe N, 
Kanuka H, Karasuyama H. The skin is an important bulwark of acquired immunity against intestinal helminths.  J 
Exp Med, 210:2583-95, 2013.

  3. 	Tokiwa T, Hashimoto T, Yabe T, Komatsu N, Akao N, Ohta N.　First report of Angiostrongylus cantonensis 
(Nematoda: Angiostrongylidae) infections in invasive rodents from five islands of the Ogasawara Archipelago, Japan.  
PLOS ONE 2013 Aug 7, 8(8):e70729.

  4. 	Tokiwa T, Ueda W, Takatsuka S, Okawa K, Onodera M, Ohta N, Akao N. The first genetically confirmed case of 
Dioctophyme renale (Nematoda: Dioctophymatida) in a patient with a subcutaneous nodule. Parasitol Int, doi: 10.1016/ 
j.parint 2013.09.015.

  5. 	Anyan WK, Seki T, Kumagai T, Obata-Ninomiya K, Furushima-Shimogawara R, Kwansa-Bentum B, Akao N, 
Bosompem KM, Boakye DA, Wilson MD, Karasuyama H, Ohta N.  Basophil depletion downregulates Schistosoma 

mansoni egg-induced granuloma formation.  Parasitol Int, 62:508-13, 2013.
  6. 	El-Malky MA, Maruyama H, Al-Harthi SA, El-Beshbishi SN, Ohta N. The role of B-cells in immunity against adult 

Strongyloides venezuelensis.  Parasit Vectors, 24:148, 2013.
  7. 	Okumura-Noji K, Miura Y, Lu R, Asai K, Ohta N, Brindley PJ, Yokoyama S. CD36-related protein in Schistosoma 

japonicum: candidate mediator of selective cholesteryl ester uptake from high-density lipoprotein for egg maturation.  
FASEB J, 27:1236-44, 2013.

  8. 	El-Malky MA, Lu SH, El-Beshbishi SN, Saudy NS, Ohta N.  Effect of Mirazid in Schistosoma japonicum-infected mice: 
parasitological and pathological assessment.  Parasitol Res, 112:373-7, 2013.

  9. 	Macuhova K, Akao N, Fujinami Y, Kumagai T, Ohta N.  Contamination, distribution and pathogenicity of Toxocara 

canis and T. cati eggs from sandpits in Tokyo, Japan.  J Helminthol. 87:271-276. 2013.

[著書]
  1.	 太田伸生．原虫症、寄生虫症の治療の動向　今日の治療指針 2013（山口豊、北原光夫、福井次矢 総編集）、医学書院、

pp.246-248, 2013.
  2. 	太田伸生．寄生虫感染症　ナーシンググラフィカ. MCメディカ出版　pp.95-105, 2013.
  3. 	太田伸生．標準微生物学（分担執筆）　医学書院　pp.580-586, 2013.
  4. 	赤尾信明．医動物学. 芝紀代子編 グリーン・ノート臨床編改訂版.メディカルビュー社 pp.84-97,2013.
  5. 	赤尾信明．医動物学. 芝紀代子編 イエロー・ノート臨床編改訂版.メディカルビュー社 pp.143-85,2013.
  6. 	大友弘士, 赤尾信明．寄生虫症. 小川 聡編 内科学書. 改訂第８版 中山書店 pp.135-144, 2013.

[総説]
  1.	 赤尾信明　トキソカラ症.  別冊日本臨牀　新領域別症候群シリーズ　感染症症候群（第２版）上.日本臨牀社 pp. 688-

691, 2013.
  2. 	太田伸生　私たちの研究　マラリアと住血吸虫をともに殺滅する薬剤開発の動向　化学療法の領域　29:840-47, 2013.
  3. 	太田伸生　原虫症、寄生虫症　日本臨床 別冊感染症症候群（上）、pp.751-4, 2013.
  4. 	太田伸生　肺寄生虫感染症　医学のあゆみ　別冊呼吸器感染症　Ver.6, pp.183-5, 2013.
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[学会]
（国際学会）

  1.	 Kumagai T, Seki T, Yamabe M, Shimogawara R, Ohta N.  Gene-knockdown by RNAi at the sporocyst stage of 
Schistosoma japonicum. 16th Folum Cheju International Parasitologist’ Seminar, Aug 30-31, 2013, Seoul, Korea.

  2.	 Takenori Seki, Mitsuko Suzuki, Takashi Suzuki , Wataru Kagaya, Mei Ikenori, Kofi D. Kwofie, Naa Ammah, Daniel 
A. Boakye, Kwadwo A. Koram, Frederic Aboagye, Dominic Edoh, Shoji Yamaoka, Yukihiro Shoyama and Nobuo 
Ohta Anti-trypanosomal activity of compound from Alnus japonicain vivo and in vitro.  Establishment of Effective 
Research Network for Infectious Diseases and Medical Plants in GHANA. 19 September, 2013, Legon, Ghana.

【研究助成】
  1.	 文部科学省委託費　新興・再興感染症研究拠点形成プログラム「西アフリカ地域の研究拠点を核とした感染症研究の

戦略的展開」　太田伸生（研究代表）
  2.	 日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究(B)　 日本住血吸虫中間宿主貝のゲノム情報プラットフォームの整備　

太田伸生（主任研究者）、熊谷 貴（分担研究）　
  3.	 厚生労働科学研究費補助金　政策創薬総合研究事業「わが国における熱帯病・寄生虫症の最適な診断治療体制の構築」

　太田伸生（分担研究）　
  4.	 厚生労働科学研究費補助金国際医学研究事業　「寄生虫疾患の病態解明及びその予防・治療をめざした研究」　太田伸

生（分担研究）
  5.	 JST委託研究費　地球規模課題対応国際科学技術協力事業　太田伸生（分担研究）
  6.	 日本学術振興会 科学研究助成事業　基盤研究(C)　「病態と連関する広東住血線虫の「株strain」の実験的証明　赤尾

信明（主任研究者）、関 丈典（分担研究）
  7.	 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究(C) 「住血吸虫由来の分泌型細胞外小胞による免疫抑制機構の解析」 熊谷 貴

（研究代表者）

【その他】
（招待講演）

 なし
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法 　 医 　 学 　 分 　 野
Forensic Medicine

教　　授　上村公一
講      師　秋　利彦，鵜沼香奈
助　　教　船越丈司
大学院生　内田恭子，則竹香菜子，渡邉まゆ美，
　　　　　藤井祐介，平山菜穂，船越　泉，
　　　　　山田真嗣，小島　遥，　
　　　　　別所麻里江(〜3月)，相原　瑶(4月～)

（1）教育
　法医学とは医学的解明助言を必要とする法律上の案件，事項について，科学的で公正な医学的判断を下すことによって，
個人の基本的人権の擁護，社会の安全，福祉の維持に寄与することを目的とする医学である。
　医学部における法医学の教育には死因究明に関する狭義の法医学と医事法学が含まれる。
法医学
　法律上問題となる医学的事項は多岐で、司法分野に限らず、行政、立法の分野にも及ぶが、司法的分野の問題が最も多い。
従って、法医学は法治国家には不可欠な学問であり、制定法の整った民主主義国家においては臨床医学のあらゆる領域に跨
って法医学的な問題が存在する。例えば死亡診断書の作成、医事紛争防止などは法医学専門家よりはむしろ臨床医に身近な
問題であるが、これらの問題の解決には法医学的な基本知識が必要である。特に医学を倫理、法律、行政、社会、訴訟など
と関連づけて見る目を養う必要がある。臨床医に必要な法医学的常識と心構えを医師になるまでに身に付けさせることを目
標として、講義と実習を行っている。
　系統的講義としては、主として死体に関するものである。死体現象、損傷の見方・所見の取り方、窒息、中毒、内因性急
死につき、死体検案に必要な知識を中心に講義を行う。応用的講義は、生体に関する法医学的事項も交えて、主として実務
問題の解決に必要な知識を中心に講義する。法医学を専門としない医師にとっても、診断書作成、医事紛争の防止、死体検
案などは必ず遭遇する身近な法医学的事項である。
　実習では、法医学特有の事項を体験することを主な目標として、血液型検査、アルコール検査、法医解剖の見学などがある。
 

（2）研究
　当教室では、研究は法医学的な応用を視野に入れながら、科学の発展に寄与できるように取り組んで行きたいと考えてい
る。
1. 中毒学
　中毒は法医学領域において、重要な死因であり、その薬毒物の作用機序を解明し、中毒の治療・予防に寄与することをめ
ざす。薬毒物によりその作用機序はことなり、死につながる病態も様々である。現在、細胞死の機序を生化学・分子生物学
的手法を用いて研究している。心臓または神経由来の培養細胞に、薬毒物（一酸化炭素、シアン、ヒ素）を作用させ、細胞
死に関与する細胞内情報伝達系について研究している。特にミトコンドリアの機能を中心に研究している。適宜、動物モデ
ルを用いる。
2. アルコール医学
　アルコールは急性中毒のみならず、アルコール依存症が関与した事故、犯罪、家庭崩壊、労働能力低下など社会的、経済
的に重要な薬物である。法医学領域においては、酩酊度の評価が重要である。日本人に顕著なアルコール代謝の個人差につ
いて、研究している。
3. 法医病理
　法医診断の精度向上のため、免疫組織化学、動物モデルを作成して、研究している。

（3）実務
　 法医学は社会医学系講座なので種々の鑑定業務を担当し、これが応用医学の臨床に相当する。裁判により、加害者ないし
は被告側には相応の責任が科せられるので、鑑定者の責任は重い。従って、法医学ではこれらの鑑定業務を遺漏なく円滑に
行うための研究に力が注がれている。
1.  死体に関する鑑定
　犯罪の被害者と思われる死体について、刑事訴訟法に基づき、検察または司法警察員の嘱託により、裁判所の許可を得て
解剖検査するもので、一般に司法解剖と呼ばれている。司法解剖では、「鑑定書」として嘱託者に回答する。鑑定書は刑事
裁判での証拠となり、場合により、鑑定者は裁判所で証人として死因等について証言することもある。これらは、裁判の有罪・
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無罪の判断にもつながり、公正な裁判制度の維持に貢献し、社会的にきわめて重要であり、責任の重い業務である。最近は
医療関連死の解剖も多くなり、最新の臨床知識も必要である。また、平成21年5月から裁判員制度も開始され、わかりやす
い鑑定書の作成も求められている。平成25年4月から「警察等が取り扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律（死因・
身元調査法）」に基づく解剖が開始された。これは事件性の有無が不明であり、主に死因究明および個人識別のために行わ
れる解剖である。当分野は、東京23区の日曜日と火曜日、および茨城県の月曜日の解剖を担当している。
2.  生体に関する鑑定
　検察または司法警察員の嘱託により、生体の損傷の程度や成傷時期についての鑑定を行っている。
 

（4）研究業績
[原著]
  1.	 Unuma K, Aki T, Matsuda S, Funakoshi T, Yoshida K, Uemura K.　Inducer of heme oxygenase-1 cobalt 

protoporphyrin accelerates autophagy and suppresses oxidative damages during lipopolysaccharide treatment in rat 
liver.  Hepatol Res. 2013;43(1):91-6. 

  2.	 Funakoshi T, Aki T, Unuma K, Uemura K.　Lysosome vacuolation disrupts the completion of autophagy during 
norephedrine exposure in SH-SY5Y human neuroblastoma cells.　Brain Res. 2013;1490:9-22.

  3.	 Hirose I, Harada K, Kuroda R, Ishii Y, Nakajima M, Kamei Y, Takazawa Y, Yoshida KI.　An autopsy report on a 
ruptured rudimentary horn (uterine anomaly) with ectopic pregnancy.　Forensic Sci Int. 2013;224(1-3):e4-6.

  4.	 Unuma K, Aki T, Funakoshi T, Yoshida K, Uemura K.　Cobalt Protoporphyrin Accelerates TFEB Activation and 
Lysosome Reformation during LPS-Induced Septic Insults in the Rat Heart.　PLoS One. 2013;8(2):e56526. doi: 
10.1371/journal.pone.0056526.

  5.	 Sugihara M, Odagiri F, Suzuki T, Murayama T, Nakazato Y, Unuma K, Yoshida K, Daida H, Sakurai T, Morimoto S, 
Kurebayashi N.　Usefulness of running wheel for detection of congestive heart failure in dilated cardiomyopathy 
mouse model.　PLoS One. 2013;8(1):e55514.

  6.	 Unuma K, Harada K, Oka T, Uemura K.　Starch accumulation in the lungs of two infants following positive 
ventilation.　 Forensic Sci Med Pathol. 2013;9(4):554-7.

  7.	 Fujii Y, Funakoshi T, Uchida K, Watanabe M, Saka K, Uemura K. An autopsy case of acute carbon monoxide 
poisoning with fatal hypnotic drugs in the blood.  Int Med J. 2013;20(5):587-588.

  8.	 Bessho M, Aki T, Funakoshi T, Unuma K, Noritake K, Kato C, Uemura K.　Rho-Kinase Inhibitor Y-27632 
Attenuates Arsenic Trioxide Toxicity in H9c2 Cardiomyoblastoma Cells.　Cardiovasc Toxicol. 2013;13(3):267-77.

  9.	 Aki T, Funakoshi T, Unuma K, Uemura K.　Impairment of autophagy: From hereditary disorder to drug 
intoxication.　 Toxicology. 2013;311(3):205-215.

10.	 Funakoshi-Hirose I, Aki T, Unuma K, Funakoshi T, Noritake K, Uemura K.　Distinct effects of methamphetamine 
on autophagy-lysosome and ubiquitin-proteasome systems in HL-1 cultured mouse atrial cardiomyocytes.  
Toxicology. 2013;312(4):74-82.

[学会]
  1.	 秋利彦、船越丈司、鵜沼香奈、上村公一.　法医領域において問題となるいくつかの薬毒物の毒性機構の基礎研究から

判明した共通性と多様性について.　第97次日本法医学会学術全国集会、2013年6月、札幌.
  2. 	小島遥、渡邉まゆ美、船越泉、山田真嗣、平山菜穂、上村公一.　頭部CT上特異な形態を示した硬膜下血腫の一例.  

第97次日本法医学会学術全国集会、2013年6月、札幌.
  3. 	鵜沼香奈、秋利彦、船越丈司、内田恭子、則竹香菜子、藤井祐介、上村公一.　ヘムオキシゲナーゼ誘導剤は敗血症ラ

ットの心筋障害をオートファジー活性化を介して軽減する.　第97次日本法医学会学術全国集会、2013年6月、札幌.
  4. 	内田恭子、鵜沼香奈、船越丈司、秋利彦、上村公一.　敗血症モデルラットの角膜におけるオートファジー誘導性転写

因子TFEBの活性化.　第82回日本法医学会学術関東地方集会、2013年10月、横浜.
  5. 	小島遥、藤井祐介、船越丈司、秋利彦、上村公一.　コカインによるアポトーシス誘導におけるオートファジー・リソ

ソームの関与.　第82回日本法医学会学術関東地方集会、2013年10月、横浜.
  6. 	渡邉まゆ美、鵜沼香奈、平山菜穂、船越泉、山田真嗣、上村公一.　アルコール性肝硬変にて通院中大量下血にて死亡し、

剖検時に上腸間膜静脈血栓を認めた男性の一剖検例.　第82回日本法医学会学術関東地方集会、2013年10月、横浜.
  7. 	船越丈司、秋利彦、鵜沼香奈、上村公一.　覚せい剤原料ノルエフェドリン暴露による細胞内コレステロール変動の解

析. 第36回日本分子生物学会年会、2013年12月、神戸.
  8. 	則竹香菜子、秋利彦、上村公一.　 エタノールが心筋ギャップ結合に及ぼす影響.　第86回日本生化学会大会、2013年9

月、横浜.
  9. 	則竹香菜子、秋利彦、上村公一.　 心筋ギャップ結合制御機構に及ぼすエタノールの影響.　平成25年度アルコール・
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薬物依存関連学会合同学術総会、2013年10月、岡山.

[研究助成金]
  1. 	研究代表者　鵜沼香奈：　平成24-25年度　日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究B「敗血症の早期診断マーカ

ーの検索と肝細胞傷害への一酸化炭素誘導による保護効果の検討」（24790639）
  2. 	研究代表者　上村公一：　平成25-27年度　日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究C「ヒ素中毒の機序について

の分子生化学的研究」（25460863）
  3. 	研究代表者　秋利彦：　平成25-27年度　日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究C「オミクスの手法を統合した

トキシコオミクスによる薬毒物中毒の分子機構解析」（25460862）
  4. 	研究代表者　船越丈司：　平成25-26年度　日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究B「薬毒物による細胞内空胞

化を介した細胞毒性機序の研究」（25860487）
  5. 	特別経費（高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実）
	 法医学・法歯学に関する医歯融合型の新分野構築プロジェクト　－法医解剖専門医、薬物・生体試料分析技術者、法

歯学者の育成を目指して－　平成25年度〜平成29年度

[その他]
司法解剖　108体（東京57体、茨城51体）、死因・身元調査に基づく解剖　30体、生体鑑定　0件、証人出廷　2件

〈受賞〉
鵜沼香奈　平成25年度日本法医学会学術奨励賞





国際保健医療協力学分野
International Health and Medicine

准 教 授　中村桂子
講　　師　清野薫子　
日本学術振興会論博研究者　Tayphasavanh Fengthong
大学院学生　Honeyfaith Molina Alteza,  Rami Hani Al- Rifai,  
　　　　　Adam Izzeldin Fadl,  Ghada Alkhulaidi,  
　　　　　Mosiur Rahman,  Nguen Huu Chau Duc,  
　　　　　Rakprasit Jutarat,  
　　　　　Shagdarsuren Tserendulam,  Saber Al-Sobaihi, 
　　　　　Omar Mohammad Mashal

　本分野は、人々の健康水準に影響をもたらす様々な要因の系統的な分析をとおして、世界各地の公衆衛生の向上をはかる
手段を提案する研究を行い、保健医療分野における国際貢献を担う人材を育成するための教育研究を目指している。特に、
開発途上国の保健医療水準の向上に寄与する総合的統合的な研究の推進、国際的指導力を発揮できる研究者の育成、国際保
健医療を体系的に理解し研究開発と実践を融合できる国際保健医療専門家の育成に重点をおいている。

（１）教育
　大学院教育においては、（１）国際保健医療課題の分析能力、（２）フィールド研究能力、（３）保健政策の立案ならびに
評価能力を養成し、国際保健医療協力の研究開発と実践を担うリーダーとしての幅広い視野と見識、総合的な判断力を有す
る人材の育成をめざしている。博士課程の教育プログラムは、個々の大学院生の関心、個性や経験に応じて研究テーマを選び、
効果的に目標が達成できるよう個別プログラムをたてている。国際的な保健医療課題の多くが開発途上国に存在することを
ふまえて、国際機関とも協力し、研修プログラム、実習、国際共同研究への参加の機会を用意している。博士課程社会人大
学院生の教育では、実社会でたずさわっているそれぞれの個別課題を題材とした研究指導を行うと同時に、国際保健学、公
衆衛生学、国際保健医療協力学の幅広い分野の最新情報を身につけ、実際の職場や国際保健医療協力の場でさらに力を発揮
する教育プログラムを提供している。医科学修士課程の教育プログラムは、国際保健医療協力の研究と実践に必要な基礎的
技能と、国際保健医療協力における総合的な判断力の養成をめざしている。
　環境社会医歯学系パブリックヘルスリーダー養成特別コース(PHLコース)では、アジア・太平洋ならびにその他の地域の
主として公的機関に属する環境社会医歯学の専門家を受け入れ各国で指導的役割を担う人材を育成している。授業は、外国
人留学生と環境社会医歯学系の博士課程大学院生が同時に参加し、英語により講義、演習、研究指導を行なっている。各国
の公的機関やＷＨＯとの連携をはかり、国際的な視野で能力を発揮できる人材の養成をめざしている。
　卒前教育では、健康推進医学分野、政策科学分野とともに、医学部医学科の系統講義「公衆衛生学」、「公衆衛生学実習」
を担当している。さらに、Medical Introductory Courseの「国際社会と医療」、系別講義「社会医学」の科目を担当している。
また、プロジェクトセメスターで学生を受け入れ、国際社会における保健医療および環境について指導している。様々な国
や地域における健康に関わる諸課題とその解決、保健医療分野における国際交流、援助についての知識、技術、態度を獲得し、
国際社会の中で自らの行う医療を理解できる医師の輩出をめざしている。

（２）研究
　現代社会にあってはひとつの国の中にも大なり小なり健康水準の格差が存在し、国と国との間には厳然として大きな健康
格差が存在している。健康格差は、地勢、気候、経済開発、社会開発の諸条件と密接な関係にあり、社会文化的背景が異な
る世界の各地域に様々な様態の格差が存在している。本分野では、人々の健康水準に影響をもたらす様々な要因の系統的な
分析を行い、世界各地の公衆衛生の向上に資することを目的として研究を行っている。現在取り組んでいる主な研究テーマ
は、（１）健康水準の格差とその背景要因の解明、（２）地理情報システムによる健康事象と環境諸条件の相互関連性解析手
法の開発、（３）生態系変容とその健康影響評価、（４）社会文化的健康決定要因の作用機序の解明、（５）健康開発地域プ
ログムの参加型評価、（６）情報通信技術を活用した保健医療福祉プログラムの開発とその評価、である。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Al-Khulaidi GA, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Decline of supportive attitudes among husbands toward female 
genital mutilation and its association to those practices in Yemen. PLoS One. 8(12):e83140, 2013.

  2.	 Molina HF, Nakamura K, Kizuki M, Seino K. Reduction in inequality in antenatalcare use and persistence of 
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inequality in skilled birth attendance in the Philippines from 1993 to 2008. BMJ Open. 3: e002507. doi:10.1136/
bmjopen-2012-002507, 2013. 

  3.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K. Kizuki M. Does gender inequity increase the risk of intimate partner violence 
among women? Evidence from a national Bangladeshi sample. PLoS One. 8(12):e82423, 2013.

  4.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K. Kizuki M. Intimate Partner Violence and Symptoms of Sexually Transmitted 
Infections: Are the Women from Low Socio-economic Strata in Bangladesh at Increased Risk. Int J Behav Med. 2013

  5.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K. Kizuki M. Are survivors of intimate partner violence more likely to experience 
complications around delivery? Evidence from a national Bangladeshi sample. Eur J Contracept Reprod Health Care. 
18(1):49-6, 2013.

  6.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Intimate partner violence and symptoms of sexually transmitted 
infections: Are the women from low socio-economic strata in Bangladesh at increased risk. Int J Behav Med. Mar 21, 
2013.

  7.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Intimate partner violence and chronic undernutrition among married 
Bangladeshi women of reproductive age: are the poor uniquely disadvantaged? Eur J Clin Nutr. 67(3):301-7, 2013.

  8.	 Rahman M, Nakamura K, Seino K, Kizuki M. Do Tobacco Smoking and Illicit Drug/Alcohol Dependence Increase 
the Risk of Mental Disorders Among Men? Evidence from a National Urban Bangladeshi Sample. Perspect Psychiatr 

Care. 2014 Jan 17.
  9.	 Kibusi SM, Ohnishi M, Outwater A, Seino K, Kizuki M, Takano T. Sociocultural factors that reduce risks of 

homicide in Dar es Salaam: a case control study. Inj Prev. 19(5):320-5, 2013.
10.	 Darapheak C, Takano T, Kizuki M, Nakamura K, Seino K. Consumption of animal source foods and dietary diversity 

reduce stunting children in Cambodia. Int Arch Med. 6 (1):29, 2013.

［総説］
  1.	 中村桂子．住民の健康を重視するまちづくり．都市の健康　人・まち・社会の健康づくり．第75回全国都市問題会議．

2013；36-41. 

［学会等］
  1.	 Nakamura K. Health Promotion and Urban Planning. 8th Global Conference on Health Promotion, Helsinki, 2013.6.11.
  2.	 中村桂子．フィジーにおける抗フィラリア薬地域一斉投与予防活動参加への伝統的村落集会の寄与.  第83回日本衛生

学会　金沢. 2013.3.25.
  3.	 中村桂子．住民の健康を重視するまちづくり．都市の健康　人・まち・社会の健康づくり．第75回全国都市問題会議  

大分．2013.10.11.
  4.	 Al-Khulaidi G. Maternal mortality associated with age and education of women in Yemen. 第72回日本公衆衛生学会  

三重. 2013.10.25. 
  5.	 Al-Rifai R. Psychological distress and associated factors among male workers in Jordan. 第72回日本公衆衛生学会  三

重. 2013.10.25. 
  6.	 Duc C. Associated factors with under five child mortality in Vietnam. 第72回日本公衆衛生学会　三重. 2013.10.25. 
  7.	 Rahman M. Tobacco smoking and the risk of mental disorders among urban Bangladeshi men . 第72回日本公衆衛生

学会  三重. 2013.10.25.

［その他］
（国際学術交流）

  1.	 Nakamura K. Meeting for Collaboration in Research on Health Policy between Tokyo Medical and Dental 
University and Naresuan University. February 2013.

  2.	 Nakamura K. Research Meeting on Healthy Cities Research, Taiwan Healthy City Association, July 2013.
  3.	 Nakamura K. Socio-cultural determinants influencing knowledge, attitude, and practice of contraception among 

currently married child bearing aged women in Afghanistan. Collaborative Research. July-October 2013.

（国際機関連携）
  1.	 Nakamura K. 15th Steering Committee Meeting of the Alliance for Healthy Cities. Wonju, Republic of Korea, October 

2013.
  2.	 Nakamura K. Secretariat of the Alliance for Healthy Cities. January – December 2013.
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（地域連携）
  1.	 中村桂子：「尾張旭市における健康都市づくりの最適化に関する研究」（受託研究）尾張旭市
  2.	 中村桂子：世界各地の健康都市づくり（市川市WHO健康都市和洋会講演）千葉県市川市（1月）
  3.	 中村桂子：WHOが推進する健康まちづくり（ヘルシー・シティーズ）～医療専門職、行政、市民の連携～.　勝浦・

夷隅医師会講演会　千葉県夷隅郡（2月）
  4.	 中村桂子：WHOの健康都市とは～食からつくる健康都市～．第１回全国健康都市めぐりin八幡浜市　愛媛県八幡市（3

月）
  5.	 中村桂子：ヘルシー・シティーの潮流～具体的な成果と今後の進め方～．市川市健康都市講演会（3月）
  6.	 中村桂子：健康都市連合日本支部大会　愛知県北名古屋市（7月）

（日本学術振興会　論博事業）
  1.	 Fengthong T. Spatial environmental health monitoring model by using interactive associations among various health 

determinants and health status in Lao PDR.
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政　策　科　学　分　野
Health Care Management and Planning

教　　授　河原和夫
特任助教　菅河真紀子
大学院生　竹中英仁，池田大輔，島　陽一，清水央子，
　　　　　仁賀建夫，井出健二郎，岡本左和子，吉田恵子，
　　　　　Md. Ismail Tareque，富塚太郎，
　　　　　Towfiqua Mahfuza Islam，玄　運官，
　　　　　菊池雅和，小村陽子，陳　健，村田正夫，
　　　　　小暮孝道，熊澤大輔，表　久志

《活動内容》
(1) 教育
　現実の日本の健康政策と社会・制度に着目して、その構造的な特色及び問題点を明らかにして、その解決のために保健医
療福祉分野ならびに周辺分野の研究成果の応用形態を考え、関係者と協同しながら政策形成能力の向上も視野に入れた教育
を行う。

(2) 研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究を行っている。
１．医療計画の今日的意義、課題及び医療システムに及ぼす影響について
　医療計画制度の政策上の問題点、推進方策に関する研究を実施している。また、救急施設搬送等に関わる時間的・距離
的公平性確保についての研究を行っている。

２．わが国の血液事業の構造分析と政策選択について
　わが国では過去に薬害HIV事件を起こしたが、その背景にはさまざまな要因がある。献血、検査から製品化さらに医療
現場での血液製剤の動態を分析することにより、安全性・安定供給要因等が最適な血液事業政策に関する研究を行ってい
る。また、採血基準の見直しのための疫学研究を実施している。

３．医療事故防止に関する政府の役割についての研究
　医療事故は衆目の集まるものであるが、輸血による経済損失や防止のための対策を始めとして、広く医療全般において
事故防止について関係者が果たすべき役割に関する研究を行っている。

４．地域保健システムに関する研究
　疾病予防及び健康増進活動について保健所等の活動分析を行うことにより、効率的な地域保健システムのあり方に関す
る研究を行っている。

５．保健医療分野における公共政策の体系化及び評価に関する研究
　公共政策の形成過程、作成システム、政党・圧力団体等の利害関係者及びその政策評価に関する研究を行っている。

(3) 研究業績
[原著]
  1.	 Tomoko FUJIMOTO,  Kazuo KAWAHARA,  Hiroo YOKOZEKI.  Epidemiological study and considerations of 

primary focal hyperhidrosis in Japan : From questionnaire analysis.  Journal of dermatology 2013; 40: 1-5
  2.	 Tareque MI, Hoque N, Islam TM, Kawahara K, Sugawa, M.: Relationships between the active aging index and 

disability-free life expectancy: A case study in the Rajshahi district of Bangladesh. Canadian Journal on Aging. S. 
Okamoto, K. Kawahara, A. Okawa, and Y. Tanaka. Values and risks of second opinion in Japanʼs universal health 
care system. Health Policy in publication, January 2013. 

  3.	 S. Okamoto, K. Kawahara, A. Okawa, & Y. Tanaka. “Values and risks of second opinion in Japanʼs universal health 
care system,” accepted by Health Expectation, online published on February, 2013.

  4.	 井出健二郎.「純損益の原理形成に関する一読解」2014年2月 『和光経済』第46巻第3号 
  5.	 井出健二郎.「医療法人会計基準設定の一研究」2014年2月 『産業経理』第73巻第4号 産業経理協会 
  6.	 住谷昌彦、小暮孝道、東賢志、松林嘉孝、竹下克志、山田芳嗣.　Ⅱ客観的評価方法 1.スクリーニングツール1)疼痛ス

クリーニングツール. Pain Clinic Vol.34 (2013.4) Spring Supplement S85-S96

[著書]
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  1.	 田中平三、河原和夫、　他．これからの公衆衛生、　社会・環境と健康．地域保健・衛生行政．p.239-244.　南江堂  
2013.

  2.	 河原和夫．アジア諸国の血液事業について．血液製剤調査機構だより．血液製剤調査機構．No．134、 p.11-18. 2013年．
  3.	 菅河真紀子、河原和夫.「献血者確保のための採血基準の見直しと環境整備」『公衆衛生』第77巻　第8号,pp 619-623.  

医学書院　2013年
  4.	 吉田恵子.  海外レポート: 施設全体が一つの町－オランダの認知症ケア最前線. 介護保険. 2013 年7月. 東京. 法研. 
  5.	 Tareque MI, Hoque N, Islam TM, Kawahara K, Sugawa M.: Active aging index and healthy life expectancy in 

Bangladesh. In N. Hoque, M. McGeHee, B. Bradshaw (eds.), Applied Demography and Public Health. NY: Springer.  2013.
  6.	 Applied Demography and Public Health : Chapter 16  Md. Ismail Tareque, Nazrul Hoque, Towfiqua Mahfuza Islam, 

Kazuo Kawahara, and Makiko Sugawa.  Active Aging Index and Healthy Life Expectancy in Rajshahi District of 
Bangladesh. pp.257-276.  2013  Springer

[総説等]
  1.	 河原和夫、菅河真紀子．医療計画の効果と課題．お茶の水医学雑誌　61：129—138（2013）

[学会]
  1.	 Takamichi Kogure, Masahiko Sumitani, Kenji Azuma, Hiroshi Sekiyama, Kazuo Kawahara, Yoshitsugu Yamada. 

CHRONIC PAIN PATIENTS WITH THE TRANSDERMAL FENTANYL GET ADEQUATE SLEEP, 
COMPARED BY THOSE WITHOUT OPIOID ANALGESICS: AN OBJECTIVE ASSESSMENT OF THE SLEEP 
ARCHITECTURE. presented in the 5th Association of South-East Asian Pain Societies Conference, Singapore, 2-5 
May 2013

  2.	 Maria Bito, Masahiko Sumitan, Takuya Ohata, Takamichi Kogure, Kenji Azuma, Maiko Obuchi,, Hiroshi Sekiyama, 
Yoshitsugu Yamada. CARE BURDEN TO MALE PATIENTS WITH CHRONIC PAIN IS GREATER THAN 
THAT TO FEMALE PATIENTS. presented in the 5th Association of South-East Asian Pain Societies Conference, 
Singapore, 2-5 May 2013

  3.	 Kenji Azuma, Masahiko Sumitani, Takamichi Kogure, Mizuho Yagisawa-Sumitani, Hiroshi Sekiyama, Syuichi Katano, 
Yoshitsugu Yamada. MRI examinations in supine and prone positions: A novel diagnostic test of the lumbar 
adhesive arachnoiditis. presented in the 5th Association of South-East Asian Pain Societies Conference, Singapore, 
2-5 May 2013

  4.	 Kaou Sugiura, Masahiko Sumitani, Maiko Obuchi, Kenji Azuma, Takamichi Kogure, Hiroshi Sekiyama, Yoshitsugu 
Yamada. Health literacy of chronic pain patients indicates necessity of different pain management and education. 
presented in the 5th Association of South-East Asian Pain Societies Conference, Singapore, 2-5 May 2013

  5.	 Maiko Obuchi,　Masahiko Sumitani, Takamichi Kogure, Kenji Azuma, Hiroshi Sekiyama, Katsushi Takeshita, 
Yoshitsugu Yamada. Obese Neuropathic Pain Patients Complain of More Severe Pain than Normal-weighted 
Neuropathic Pain Patients. presented in the 5th Association of South-East Asian Pain Societies Conference, 
Singapore, 2-5 May 2013

  6.	 Ai Furuta, Masahiko Sumitani, Takamichi Kogure, Kenji Azuma, Hironobu Uematsu, Hiroshi Sekiyama, Yoshitsugu 
Yamada. Classification of the pain nature of CRPS type 1, based on patients’ complaint, into neuropathic pain and 
nociceptive/inflammatory pain using the McGill Pain Questionnaire. presented in the 5th Association of South-East 
Asian Pain Societies Conference, Singapore, 2-5 May 2013

  7.	 Tareque MD Ismail Kawahara K, Sugawa, M, Hoque N.:　Healthy Life Expectancy and the Correlates of Self-rated 
Health for the Elderly in Rajshahi District of Bangladesh International Union for the Scientific Study of Population 
(IUSSP), Venue: BEXCO Convention Hall Lobby, Busan, South Korea, August 28th 2013

  8.	 Tareque MD Ismail Kawahara K, Sugawa, M, Hoque,　Changes in Healthy Life Expectancy and the Correlates of 
Self-rated Health in Bangladesh between 1996 and 2002 Wednesday, International Union for the Scientific Study of 
Population (IUSSP), Venue: BEXCO Convention Hall Lobby, Busan, South Korea, August 28th 2013

  9.	 Islam TM, Tareque MI, Kawahara K, Sugawa, M, Hoque N.: The most important factor needs attention in intimate partner 

violence: A case of  Bangladesh. Presented in Session 233: Intimate partner violence, organized by International Union 
for the Scientific Study of Population (IUSSP), Venue: BEXCO Convention Hall Lobby, Busan, South Korea, August 
31, 2013.

10.	 Islam TM, Tareque MI, Rahman KMM, Sugawa M, Kawahara K.: Violence against women. In Titumir RAM (ed.) 
Institutions Matter: State of  Women in Bangladesh 2013. The Unnayan Onneshan, Dhaka-1215, Bangladesh. 

11.	 河原和夫、菅河真紀子、杉内善之、野崎慎仁郎、上原鳴夫．アジア諸国における血漿分画製剤の製造体制およびわが
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国の国際貢献の可能性について（第２報）．第37回　日本血液事業学会総会．札幌市．
12.	 菅河真紀子、河原和夫、杉内善之、野崎慎仁郎、上原鳴夫．アジア諸国における血漿分画製剤の製造体制およびわが

国の国際貢献の可能性について（第１報）．第37回　日本血液事業学会総会．札幌市．　2013．
13.	 菊池雅和、河原和夫． 　社会医療法人の制度リスクについて　第51回日本医療・病院管理学会総会．京都．平成25年

9月27日．
14.	 熊澤大輔、菅河真紀子、島陽一、竹中英仁、村田正夫、河原和夫. 　セーフコミュニティ活動における科学的な状況

把握に基づく行政の政策立案の取り組み　第72回日本公衆衛生学会総会．津市．2013年10月25日．
15.	 菅河真紀子、島陽一、菊池雅和、村田正夫、熊澤大輔、竹中英仁、河原和夫．医療計画における精神疾患の課題認識

の実態と施策策定過程の分析（第１報）　第72回日本公衆衛生学会総会．三重県津市．2013年10月23日～25日．
16.	 島陽一　菅河真紀子　菊池雅和　村田正夫　熊澤大輔　竹中英仁　河原和夫．医療計画における精神疾患の課題認識

の実態と施策策定過程の分析（第2報）　第72回日本公衆衛生学会総会．三重県津市．2013年10月23日~25日．
17.	 村田正夫、菅河真紀子、竹中英仁、島陽一、熊澤大輔、河原和夫．東京23区のうちで平日準夜間等小児初期救急を病

院で行う区での受診件数、子ども医療費補助及び子ども人口との相関．第72回日本公衆衛生学会総会.  津市．2013年
10月24日．

18.	 竹中英仁、熊澤大輔、村田正夫、島陽一、菅河真紀子、河原和夫　献血固定施設における献血者数と固定施設の立地
条件と献血ベッド数に関する研究．第72回日本公衆衛生学会総会．三重県津市．平成25年10月23日．

19.	 清水央子、河原和夫.　日本薬剤疫学会第19回学術総会　一般演題　「患者数」の推定と医療情報 デー タベースの評価  
2013年11月16日

20.	 仁賀建夫．日本公衆衛生学会第72回総会．「医学部研究者と企業との連携によりヘルスケア関連商品を創出する方策
に関する研究」三重県津市．平成25年10月23日

21.	 仁賀建夫,　研究,・技術計画学会第28回年次学術大会, 「ヘルスケア分野のイノベーションを実現するヘルスケア産業プ
ラットフォーム（PHI）の活動に関する研究」東京都渋谷区,　平成25年11月3日

22.	 仁賀建夫．日本知財学会第11回年次学術研究発表会,「ヘルスケア関連商品の品質を表す表示（商標）に関する研究」
東京都港区、平成25年12月1日

23.	 小村陽子、板垣貴志、山崎喜比古、郡司篤晃、河原和夫．インフォームド・コンセント場面での患者における「納得度」
の評価尺度開発に関する研究．　第51回　日本医療・病院管理学会．京都．2013年9月28日．

24.	 玄運官、横田美幸.　周術期心筋虚血の予防管理について　第25回日本老年麻酔学会. 函館．平成25年2月9日．
25.	 玄運官　他．誤嚥性肺炎と変形性脊椎症合併大腿骨転子部骨折高齢患者の麻酔法選択とその施行に難渋した一例．第

33回日本臨床麻酔学会総会．　金沢市　2013年11月
26.	 大淵麻衣子、住谷昌彦、小暮孝道、東賢志、笠原論、関山裕詩、山田芳嗣. 慢性疼痛患者の痛みの性質と精神的問題

を関連付けられるか？　第60回学術集会　日本麻酔科学会　札幌市　2013.5.23～25
27.	 杉浦可桜、住谷昌彦、東賢志、小暮孝道、関山裕詩、山田芳嗣.　慢性疼患者のヘルスリテラシーに応じた疼痛管理と

教育の必要性　第60回学術集会　日本麻酔科学会　札幌市　2013.5.23～25
28.	 住谷昌彦、小暮孝道、東賢志、関山裕詩、山田芳嗣　CRPS Heated discussion around complex regional pain 

Syndrome　第47回　日本ペインクリニック学会　さいたま市　2013.7.14

[学術会議講演]
  1.	 小村陽子　「インフォームド・コンセントの再考と支援～「納得度」の評価尺度を中心に～」NPO医療の質に関する

研究会シンポジウム 　2013年5月11日
  2.	 仁賀建夫．メンタルケア学術学会第11回学術大会　特別講演「ヘルスケア産業の振興に向けた取組」，東京都世田谷区、

平成25年8月24日,　東京都世田谷区, 平成25年8月24日
  3.	 仁賀建夫,　第17回日本統合医療学会、講演「健康寿命延伸産業の創出に向けて」，東京都渋谷区, 平成25年12月22日．

[その他講演等]
  1.	 小暮孝道、住谷昌彦、河原和夫.　痛み治療の考察と精神科医の視点.　塩野義製薬株式会社　Tokyo Diversity Forum.

　東京都港区.　 2013年5月24日
  2.	 小暮孝道、住谷昌彦、河原和夫.　医療経済的視点を取り入れたリスパダールコンスタの有用性.　Janssen 

Pharmaceutical K.K.　Opinion  Leaders  Meeting / Re-positioning of RLAI in Schizophrenia Treatment.　東京都文
京区　2013年5月30日

  3.	 小暮孝道、住谷昌彦、河原和夫.　RLAIの戦略的位置付けと費用対効果.　Janssen Pharmaceutical K.K.　Opinion  
Leaders  Meeting / Re-positioning of RLAI in Schizophrenia Treatment.　東京都立川市　2013年8月1日

  4.	 小暮孝道、住谷昌彦、河原和夫.　痛み治療の考察と精神科医の視点.　順天堂大学脳神経内科教育講演 / 塩野義製薬
株式会社　Diversity Forum in お茶の水 ～痛みについて考察する～.　東京都文京区.　 2013年8月8日
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  5.	 小暮孝道、住谷昌彦、河原和夫.　RLAIの戦略的位置付けと費用対効果.　多摩地区薬剤師講演会 / Janssen 
Pharmaceutical K.K.　東京都三鷹市　2013年10月29日

  6.	 小暮孝道、住谷昌彦、河原和夫.　痛み治療の考察と精神科医の視点.　第3回医療者向け慢性の痛みワークショップ 
NPO法人いたみ医学研究情報センター（いたみラボ）/ 痛みセンター連絡協議会（厚生労働省慢性の痛み対策事業研究）
大阪市.　 2013年11月17日

  7.	 仁賀建夫．平成25年度病院栄養士育成のための全国リーダー育成研修会　講演「ヘルスケア産業振興に向けた経済産
業省の取組」,東京都, 平成25年4月20日

  8.	 菅河真紀子「医療制度の現状と課題」　医療ガス保安管理技術者講演会　医療機器センター　2013年11月1日
  9.	 清水央子.　技術 情報協会　<<事例に学ぶ>>「医薬マーケティングへのビッグデータの活用法」セミナー講師「ビッ

グデータ（レセプトデータ）を活用した医薬品市場の分析」　2013年11月27日

[研究助成金]
○主任研究
  1.	 河原和夫．地球規模保健課題推進研究事業　　アジア諸国における血漿分画製剤の製造体制の構築に関する研究．（厚

生労働省科学研究費補助金）
  2.	 河原和夫．医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業　採血基準の見直しに関する研究．（厚生労

働省科学研究費補助金）
  3.	 河原和夫．障害者対策総合研究事業．新しい精神科地域医療体制とその評価のあり方に関する研究．（厚生労働省科

学研究費補助金）

○分担研究
  1.	 河原和夫．難治性疾患克服研究事業補助金．希少性難治性疾患患者に関する医療の向上及び患者支援のあり方に関す

る研究．（厚生労働省科学研究費補助金）
  2.	 河原和夫．免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業．アレルギー疾患の社会経済的便益と損失に関する研究．（厚

生労働省科学研究費補助金）
  3.	 河原和夫．医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業．献血推進のための効果的な広報戦略等の開

発に関する研究．（厚生労働省科学研究費補助金）
  4.	 河原和夫．地域医療基盤開発研究事業．　専門医の地域分布に関する研究（厚生労働省科学研究費補助金）
  5.	 菅河真紀子．地球規模保健課題推進研究事業　　アジア諸国における血漿分画製剤の製造体制の構築に関する研究．

（厚生労働省科学研究費補助金）



— 267 —

分　子　疫　学　分　野
Molecular Epidemiology

教　　授　村松正明
准 教 授　佐藤憲子
助　　教　池田仁子
非常勤講師　須藤カツ子，佐田文宏
大学院学生　ネ・チー・トン，
　　　　　ジュネイド・パラヤン，平石敦子，
　　　　　趙　晨希，
　　　　　サリヤー・デーチャメーダーグン，
　　　　　沢辺美亜，カウン・シー・トゥ，
　　　　　キン・テテ・ゾー，前田裕子，
　　　　　藤谷啓雄
専 攻 生　平岡弓枝，テイ・ザ・チョウ

（１）教育
　本分野では、難治性病態に繋がる生活習慣病の発症に関わる遺伝子、環境因子およびその相互の関連を疫学手法、ゲノム
解析手法、エピゲノム解析手法、分子生物学的手法を用いて明らかにすることを目的として、大学院生および専攻生には、
ゲノム・エピゲノム学、遺伝統計学、疫学、そして分子生物学の知識や技術を教育し、学際的に広がりを持つ分野を理解し、
研究を遂行できる人材の育成を行っている。

（２）研究
　疫学フィールドを持つ研究グループとの共同研究のもとで、疾患の発症に及ぼす遺伝子および環境因子およびそれらの交
互作用の発見と検証を行っている。また疾患の易罹患性や薬剤反応性に関与する遺伝子とその多型を臨床グループとの共同
研究で解析し、さらには得られた遺伝子の機能解析を進めるべく研究を行っている。対照疾患は、生活習慣病の要である、
高血圧、糖尿病、肥満、メタボリックシンドローム、動脈硬化、慢性閉塞性肺疾患などである。多くの疾患は多因子疾患で
あり、遺伝子間の相互作用の影響が大きいので、これを包括的に解析するための手法の開発をバイオインフォマティックス
の観点からも進めている。これにより各多型の疾患に対する相加的、相乗的なリスクを測ることで、将来的にはオーダーメ
イド医療時代の新しい診断・治療指針の提唱を目指している。さらに、遺伝子多型とエピゲノムとの関係や、遺伝子多型で
は説明できない個体差とエピジェノタイプとの関連についての研究も開始している。特に、生活習慣病は、その一部の素因
が胎児期に形成されるという考え方が広く受け入れられるようになってきた。母親の胎内に宿っている期間に、個体のエピ
ゲノム状態が確立されるが、それが子宮内環境により変化するという考え方である。マウス個体やES細胞を用いて、子宮内
環境変化が胎児のDNAメチル化状態におよぼす影響についても研究を進めている。またパーソナルゲノム情報から、先制・
予防医療に重要な情報を抽出する方法を開発する研究を行っている。

（３）研究業績
業績目録
原著論文
  1.	 Kengia JT, Ko KC, Ikeda S, Hiraishi A, Mieno-Naka M, Arai T, Sato N, Muramatsu M, Sawabe M. A gene variant in 

the Atp10d gene associates with atherosclerotic indices in Japanese elderly population. Atherosclerosis. 231:158-62. 
2013

  2.	 Daimon M, Sato H, Kaino W, Tada K, Takase K, Karasawa S, Wada K, Kameda W, Susa S, Oizumi T, Kayama T, 
Muramatsu M, Kato T. Association of the G-protein β3 subunit gene polymorphism with the incidence of 
cardiovascular disease independent of hypertension: the Funagata study. J Hum Hypertens. 27:612-6. 2013

  3.	 Honma N, Mori S, Zhou H, Ikeda S, Mieno MN, Tanaka N, Takubo K, Arai T, Sawabe M, Muramatsu M, Ito H. 
Association between estrogen receptor-β dinucleotide repeat polymorphism and incidence of femoral fracture. J 
Bone Miner Metab. 31:96-101.2013

  4.	 Honma N, Yamamoto K, Ohnaka K, Morita M, Toyomura K, Kono S, Muramatsu M, Arai T, Ueki T, Tanaka M, 
Kakeji Y, Maehara Y, Okamura T, Ikejiri K, Futami K, Maekawa T, Yasunami Y, Takenaka K, Ichimiya H, 
Terasaka R. Estrogen receptor-β gene polymorphism and colorectal cancer risk: effect modified by body mass 
index and isoflavone intake. Int J Cancer. 132:951-8. 2013
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  5.	 Yatsuga C, Toyohisa D, Fujisawa TX, Nishitani S, Shinohara K, Matsuura N, Ikeda S, Muramatsu M, Hamada A, 
Tomoda A. No association between COMT genotype and attention deficit hyperactivity disorder (ADHD) in 
Japanese children. Brain Dev. S0387-7604(13)00258-1 2013 

  6.	 Kaniwa N, Sugiyama E, Saito Y, Kurose K, Maekawa K, Hasegawa R, Furuya H, Ikeda H, Takahashi Y, Muramatsu 
M, Tohkin M, Ozeki T, Mushiroda T, Kubo M, Kamatani N, Abe M, Yagami A, Ueta M, Sotozono C, Kinoshita S, 
Ikezawa Z, Matsunaga K, Aihara M; Japan Pharmacogenomics Data Science Consortium. Specific HLA types are 
associated with antiepileptic drug-induced Stevens-Johnson syndrome and toxic epidermal necrolysis in Japanese 
subjects. Pharmacogenomics. 14:1821-31. 2013

国際学会発表
  1.	 Htun NC, Miyaki K, Zhao C, Muramatsu M, Sato.N Effects of COMT and MTHFR on normal variation of mental 

health in a Japanese population. Human Genome Meeting 2013 4.13-18, Singapore
  2.	 Zhao C,Ikeda S, Arai T, Mieno NM, Sato N, Muramatsu M, Sawabe M. Association of the RYR3 gene 

polymorphisms with atherosclerosis in elderly Japanese population. Human Genome Meeting 2013 4.13-18, Singapore
  3.	 Sato N “Genetic risk assessment of type 2 diabetes appropriate for individualized health care in Japan”，2nd 

International Conference on Translational & Personalized Medicine, 2013. 08.05-07, Chicago, USA
  4.	 Muramatsu, M, Daimon M, Sato N. “A genomic nomogram of type 2 diabetes risk assessment for Japanese” Human 

Genome The 14th International Meeting on Human Genome Variation and Complex Genome. 2013. 9.30-10.2 Seoul, 
Korea

国内学会
  1.	 佐藤憲子「日本人糖尿病の複合遺伝子リスク」オミックス医療研究会 “パーソナルオミックス医療の現状と未来”、

2013.04.19, 東京
  2.	 Sato N “Effects of intrauterine environment on fetal epigenome”，AsiaCORD 2013, 2013.04.19-20, 神戸
  3.	 佐藤憲子「胎生初期の栄養変化による影響がマウス胎仔エピゲノムに現れるタイミング」第２回日本DOHaD研究会、

2013.06.07-08, 東京
  4.	 Dechamethakun S, Ikeda S, Arai T, Sato N, Sawabe M, Muramatsu M. “Association of CDKN2A/B, ADTRP, and 

PDGFD polymorphisms with coronary atherosclerosis in Japan”．生命医薬情報学連合大会, 2013.10.28-31, 東京
  5.	 Zhao C, Htun NC, Sato N, Muramatsu M. “Phasing haplotypes of HLA genes from Next Generation Sequencing data 

at individual level” 生命医薬情報学連合大会, 2013.10.28-31, 東京
  6.	 Kyaw TZ, Sato N, Muramatsu M. “Exploring Developmental Origins of Health and Disease (DOHaD) hypothesis 

employing publicly available data”．生命医薬情報学連合大会, 2013.10.28-31, 東京

学外教育活動
  1.	 村松正明：山形大学医学部非常勤講師、お茶の水女子大学非常勤講師、北里大学非常勤講師

研究費取得
  1.	 文部科学省科学研究費（基盤研究C）「生活習慣病に繋がるエピゲノム変化が胎生期低栄養により形成される機序の解

明」：課題番号24590399 研究代表者　佐藤憲子．
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研 究 開 発 学 分 野
Section of Research Development

教　　授　高瀬浩造
大学院生
　　博士課程
　　　　　小代裕子，東出雄二，
　　　　　見明奈央子(～2013.3)， 吉原敬典(～2013.3)，
　　　　　平林明美，伊豆上智子，小宮　清(～2013.3)，
　　　　　三浦　明，安藤英祐，大城康全，照屋秀樹，
　　　　　原茂順一
　　修士課程(ＭＭＡ)
　　　　　井岡菜美子，石井理恵，佐田啓二，中谷順子，
　　　　　矢野雅隆，行野鉄也

（１）教育：
病院情報管理学
医療におけるTQM
生物学的バイアスとデータマネジメント
医療政策統計学
Medical Informatics
医療と法律、医療倫理
判事補・検事への医療・医学研修
東京工業大学大学院医歯工学連携特別コース、医学概論、人体機能学
一橋大学複合領域コース 健康増進政策論、医学総論、医療危機管理論

（２）研究：
クリニカルパスの導入
医療訴訟と専門情報、司法制度改革
医療訴訟の質管理
病院経営組織論
医療政策
診療情報の管理と個人情報保護
医療におけるホスピタリティー
ガイドラインと医療の質
医療工学的機器開発

（４）研究業績
［原著論文］

高瀬浩造、小宮清: 
  1.	 Kiyoshi Komiya, Momoko Saito, Yuika Sakurai, Hiromi Kojima and Kozo Takase. Effectiveness of setting numerical 

targets in the surgical training of residents: A trial to achieve an optimal balance. J Med Dent Sci. 2013;60(4):93-101.
高瀬浩造、吉原敬典: 
  1.	 Keisuke Yoshihara, Kozo Takase. Correlation between doctor's belief on the patient's self-determination and medical 

outcomes in obtaining informed consent. J Med Dent Sci. 2013;60(1):23-40.

［修士課程学位論文］:
  1.	 井岡菜美子：多職種共同医療体制による慢性疾患ケア外来モデル開発と評価
  2.	 石井理恵：DPCデータから医療安全の推進に資するデータが分析可能か
  3.	 佐田啓二：日本における歯科医療機関の医療経営の本質に関する研究
  4.	 中谷順子：看護師に問われる注意義務の変化
  5.	 矢野雅隆：DPC/PDPSデータ分析による感染症治療の評価と医療関連感染防御対策
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  6.	 行野鉄也：生命保険における付加サービスとしての医療モデルに関する研究

[学会活動など]
  1.	 高瀬浩造：最高裁判所司法修習委員
  2.	 高瀬浩造：日本クリニカルパス学会理事・編集委員長
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医 療 政 策 情 報 学 分 野
Health Policy and Informatics

教　　授　伏見清秀        
大学院生　小田文子，井上貴裕，松藤賢二郎，
　　　　　塚崎朝子，金子剛士，篠田京子，
　　　　　松尾亜矢子，佐野元子，玉木敏裕，
　　　　　水野裕也，新城大輔，相澤宏樹，

（１）教育
　医療情報システム学特論，医療情報システム学演習，医療情報システム学実験，医療情報学を担当．医療において必要な
情報学の基礎能力と情報技術を応用した医療学分野での研究遂行能力の会得を目標とする．

（２）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究を進めている．
１．医療機関の機能分化と分担連携のあり方について
２．本邦の医療提供体制に即した診断群分類の開発
３．医療の標準化と医療情報共有のための情報技術について

（３）研究業績
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先進倫理医科学開発学分野
Life Sciences and bioethics（Life Sciences and bioethics Research Center）

教　　授　吉田雅幸
講　　師　藍　真澄(～6月)，小笹由香
助　　教　大坂瑞子，桑名　仁(7月～)
特任助教　鈴木美和
客員准教授　石井秀人
非常勤講師　神田英一郎
非常勤看護師　二井奈保子
技能補佐員　出牛三千代
博士後期課程　相原浩太郎，濱田勝彦，
　　　　　伊藤俊輔，末永祐哉，
　　　　　許　博文，主原　翠

(1) 教育
　当講座の教育2本柱は、研究倫理と臨床遺伝学である。
　研究倫理に関しては、昨今の社会状況も鑑み、基礎教育の段階から研究倫理に関する教育を展開するため、医歯学融合教
育カリキュラムの中で、低学年から高学年にわたり、継続的に講義・実習を積み重ねた。また、大学院教育としては、初期
研修プログラムの中で研究倫理の講義を行ない、大学院研究における倫理的配慮や研究倫理審査の重要性を体得させた。卒
後教育としては、治験や医療安全管理、動物実験施設とのネットワークをもち、研究の科学性と倫理性を担保するため、全
学の医療者、研究者を対象とした研究倫理講習会を義務づけるなど、学内における研究倫理における啓蒙活動をさらに定着
させた。
　臨床遺伝学としては、遺伝カウンセリングの実践を通して医療における倫理的側面にも配慮できることが重要である。従
って、医学・歯学・看護・検査などの基礎教育（学部）においては、実際の最先端医療における倫理的課題について、遺伝
子診療科における遺伝カウンセリング症例などを元に講義を担当した。大学院保健衛生学研究科では、遺伝カウンセリング
症例を提示し、遺伝看護としてのケアについて講義した。また、臨床遺伝専門医研修施設としての卒後教育的役割も担った。
現在12名の医師が研修中であり、5名が新たに専門医を取得した。
　また、本学難治疾患研究所、理化学研究所、国立保健医療科学院、国立環境研究所、東京工業大学、SONYなど、他の研
究施設の倫理審査委員会の外部委員を務め、研究倫理審査に貢献した。
　全国的な活動としては、医学系大学倫理委員会連絡会議の事務局活動を担い、国内の倫理審査委員会へのサポートも視野
に、関係者に情報提供・意見交換する場を提供し、他施設・他大学など国内においても生命・医療・研究倫理に関する教育
活動を展開した。

(2) 研究
生命・医療・研究倫理関係
　当センターの臨床機能である遺伝子診療科における、遺伝カウンセリング事例について、検査に至る経緯、遺伝的背景、
検査内容の理解、結果に対する検査前後の考えを分析し、遺伝医療の問題における特殊性や個別性を明らかにした。その結果、
家族・生活・医療の継続性といった、職種・領域を超えたチーム医療として患者・クライアントに対応できる診療体制がで
き上がった。独立した遺伝子診療科として最先端医療における倫理的課題（発症前診断、出生前診断など）に関与してきた。
　こうした最新の研究成果を社会に還元するため、研究倫理審査体制の整備に必要な課題について欧米などと比較検討する
ため、海外倫理関係学会（APREC、PRIM&R）に積極的に参加し、本邦における研究倫理審査体制構築を実施した。研究
倫理審査体制の整備が進む米国の研究倫理に関するe-learningシステム（CITI）に精通していることから、文部科学省の大
学間連携共同教育推進事業の分担研究者として2012年度に引き続き活動を行なった。利益相反、著者の責任、被験者の扱い
等の研究者の行動規範に関しては、グローバル・スタンダード化しつつあり、国際的研究を目指す研究者にとっては必要不
可欠な教養となっている。そのため、今後も様々な研究倫理教育プログラムを本邦、本学に導入するべく、研究活動を継続
していく。

基礎（ラボ）関係
　心筋梗塞、脳卒中などの生活習慣病の原因といわれる動脈硬化症の病態解明および治療法の開発を目指し、我々の研究室
では血管細胞生物学の立場から研究・開発を続けている。これら基礎研究を生かし、当センターにおける遺伝診療科のあり
かたは、従来の遺伝病を扱うだけではなく、生活習慣病をも含めた遺伝カウンセリングを行うことをめざしていくことがで
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きると考えている。主な研究テーマは以下の通り
１．メタボリックシンドロームにおけるMCP-1/CCR2シグナルの関与の解明
　動脈硬化症の炎症過程で最も重要な遊走因子とその受容体であるMCP-1/CCR2に着目し、動脈硬化症進展に及ぼす影響
を検討する。さらに、肥満や脂肪肝などのメタボリックシンドロームに対してどのように関与しているかを明らかにする。

２．未成熟血管内皮細胞における炎症反応減弱の機序解明
　未熟な血管内皮は炎症刺激時において接着分子の発現が成熟した血管内皮に対して低い。その機序を明らかにし、未熟
な血管内皮から成る新生血管における炎症反応が虚血など血管新生の生じる病態に与える影響を検討する。

３．インドキシル硫酸が血管内皮を傷害する機序の解明
　慢性腎臓病患者の血中で増加するインドキシル硫酸が動脈硬化症発症初期における血管内皮傷害にどのように関与して
いるのか、その機序を明らかにする。

４．乳酸菌飲料中に含まれるラクトトリペプチドの動脈硬化症進展に対する効果の検討
　培養血管内皮細胞を使用し、血管炎症反応による血管内皮への白血球の接着をラクトトリペプチドが抑制することをす
でに報告しているが、高脂肪食負荷をした生体で捉え、ラクトトリペプチドがどのような影響を及ぼすか、さらにその機
序について解明する。

５．高脂肪食が腸管リンパ液に与える影響
　高脂肪食負荷により腸管において慢性炎症状態となり、全身に影響を及ぼすことが知られている。高脂肪食による腸管
リンパ液の変化を検討し、その変化が全身に与える影響について明らかにする。

(3) 臨床
　医学部附属病院において、独立した診療科（遺伝子診療科）として、老年病内科、周産女性診療科、小児科、神経内科、
循環器内科、消化器内科、血液内科、呼吸器内科、内分泌代謝内科、膠原病リウマチ内科、大腸肛門外科、乳腺外科、耳鼻
咽喉科、口腔外科など他診療科と協働体制をさらに強化した。その結果、IL28B遺伝子多型検査、乳癌におけるBRCA1/
BRCA2遺伝子変異検査、家族性大腸腺腫症におけるAPC遺伝子変異検査、遺伝性非ポリポージス大腸がんにおけるMLH1/
MSH2/MSH6遺伝子変異検査を実施できることとなった。体制の強化に伴い、遺伝子診療外来から遺伝子診療科と科名変更
された。
　こうした体制の強化は、各診療科での臨床遺伝専門医の研修、取得につながり、大学全体として統合した診療体制を展開
できる基盤となるよう、引き続き実践を深めたいと考える。実践内容の拡大に伴い、さらなる遺伝子検査体制の充実と多職
種での連携と専門性を生かして診療・研修を展開する。
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護学会学術集会, 東京, 2013年1月

20.	 鈴木美和、小笹由香. 神経変性疾患発症前遺伝子診断における看護職の役割. 第6回日本看護倫理学会学術集会, 鹿児島, 
2013年6月.

21.	 鈴木美和、小笹由香、二井奈保子、藍　真澄、大久保卓哉、石川欽也、水澤英洋、吉田雅幸. 神経・筋疾患の発症前
遺伝子診断に関する意識調査. 日本遺伝看護学会第12回学術大会, 岩手, 2013年9月

22.	 野秋蘭子、平野博美、三津家照美、田中千里、長井暢子、柏倉淑子、小笹由香. 看護倫理における継続教育の実際. 日
本看護医療学会学術集会, 名古屋, 2013年9月

23.	 阿部庸子、豊島堅志、泉本典彦、袴田智美、中村麻里衣、金子英司、下門顕太郎. 新潟県見附市における東日本大震
災避難者の健康状態に関する検討. 第55回日本老年医学会学術集会, 大阪, 2013年9月

24.	 主原　翠、吉田雅幸、小笹由香. 出生前検査を目的に遺伝カウンセリングを受診したクライエントの不安の全体像の
解明. 日本人類遺伝学会第58回大会, 仙台, 2013年11月.

25.	 神田英一郎、藍　真澄、岡崎三代、前田益孝、佐々木成、吉田雅幸. 腹膜透析患者の末梢動脈疾患の進行にVLDLが影
響する. 第19回日本腹膜透析医学会学術集会・総会, 大阪, 2013年9月.

26.	 新井洋平、神田英一郎、菊池寛昭、山村知里、平澤　卓、安藝昇太,、稲葉直人、青柳　誠、田中啓之、田村禎一. 第
19回日本腹膜透析医学会学術集会・総会, 大阪, 2013年9月.

27.	 坂本麻実、正田若菜、東郷久子、赤澤政信、神田英一郎. サプリメントによる薬剤性高カルシウム血症を呈し、急性
腎不全に至った一例. 第58回日本透析医学会学術集会・総会, 福岡, 2013年6月.

28.	 正田若菜、東郷久子、坂本麻実、赤澤政信、神田英一郎. 当院透析患者における微量栄養素の検討. 第58回日本透析医
学会学術集会・総会, 福岡, 2013年6月.

29.	 鈴木一裕, 神田英一郎, 神吉秀明, 菅野義彦. シャント血流量が心拍出量に及ぼす影響. 第58回日本透析医学会学術集会・
総会, 福岡, 2013年6月.

30.	 神田英一郎、坂本麻実、赤澤正信、東郷久子、正田若菜、藍　真澄、岡崎三代、前田益孝、佐々木成、吉田雅幸. 腹
膜透析患者の動脈硬化とリポ蛋白サブクラスの関係. 第58回日本透析医学会学術集会・総会, 福岡, 2013年6月.

31.	 神田英一郎、正田若菜、東郷久子、坂本麻実、赤澤政信、藍　真澄、吉田雅幸、栗山廉二郎、椎貝達夫. ガイドライ
ン治療目標内での炭酸水素イオン濃度とCKD進行抑制効果　高齢CKD患者後ろ向きコホート研究. 第56回. 日本腎臓
学会学術大会, 東京, 2013年5月.

32.	 神田英一郎、宗雪年孝、平山智也、中島　啓、坂本香織、渡邉早苗、松本芳博、菅野義彦. 第56回. 日本腎臓学会学術
大会, 東京, 2013年5月.

[文部科学省委託事業]
  1.	 吉田雅幸：平成23～27年度　脳科学研究戦略推進プログラム　生命倫理課題「カウンセリング手法を用いた脳研究倫

理課題の解決支援」

[文部科学省「大学間連携共同教育推進事業｣]
  1.	 湯浅保仁、藍　真澄：平成24～28年度　研究者育成の為の行動規範教育の標準化と教育システムの全国展開

[研究助成金]
  1.	 吉田雅幸　心腎連関の原因物質としての尿毒症毒素の血管傷害メカニズム　文部科学省補助金　基盤研究（C）
  2.	 小笹由香　新型出生前診断（NIPT）を含めた出生前診断に関する助産師教育プログラムの開発　文部科学省補助金  

基盤研究（C）
  3.	 小笹由香　平成25年度厚生労働省科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事業）「出生前診断における遺伝カウン

セリングおよび支援体制に関する研究」研究分担者
  4.	 末永祐哉　2013年 日本心臓財団 多施設共同臨床研究助成: 「腎不全合併急性非代償性心不全患者におけるトルバプタ

ンの安全性・有効性前向きランダム化多施設比較試験（Answering question on tolvaptan's efficacy for patients with 
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acute decompensated heart failure and renal failure: AQUAMARINE Study）
  5.	 末永祐哉　2013年 日本ワックスマン財団 多施設共同臨床研究助成  「２型糖尿病合併心不全患者に対するシタグリプ

チン投与による心血管内皮機能・心機能および血糖コントロールへの影響に関する研究 (Prospective randomized 
controlled trial on efficacy of vascular endothelial Function and cardiac functions of the dipeptidyl peptidase-4 
inhibitor, sitagliptin, compared with Glimepiride in diabetic patients with heart failure)」
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医 療 経 済 学 分 野
Health Care Economics

教　　授　川渕孝一
助　　教　五十嵐公
大学院生　James Tumaini KENGIA(～9月)，
　　　　　青田薫枝(～3月)
大学院研究生　渡辺貞雄(～9月)
非常勤講師　杉原　茂，伊藤由希子，近藤暁子(～3月)，
　　　　　　乾　友彦(4月～)
技術補佐員　梶谷恵子
事務補佐員　宇野　聡，長縄弥生

（１）教育
　医療界で起こっている現象や事実を経済的視点からいかに分析するか，理論的アプローチと実証的アプローチについて学
習する。

（2）研究
　本分野では以下のようなテ－マを研究対象としている。

1.  非市場型サービス産業（医療）のアウトプット計測に関する研究
2.  大規模医療データの計量分析及び政策評価に関する研究
3.  小児腫瘍などに対する陽子線治療の費用対効果に関する研究
4.  生活習慣病と医療費適正化に関する研究
5.  歯科医療経済に関する研究

（3）研究業績
[原著]
  1.	 James Tumaini Kengia, Isao Igarashi, Koichi Kawabuchi: Effectiveness of Health Sector Reforms in Reducing 

Disparities in Utilization of Skilled Birth Attendants in Tanzania. The Tohoku Journal of Experimental Medicine, 
230(4), 241-253, 2013.

  2.	 James Tumaini Kengia, Kyi Chan Ko, Shinobu Ikeda, Atsuko Hiraishi, Makiko Mieno-Naka, Tomio Arai, Noriko Sato, 
Masaaki Muramatsu, Motoji Sawabe: A gene variant in the Atp10d gene associates with atherosclerotic indices in 
Japanese elderly population. Atherosclerosis, 231(1), 158-162, 2013.

[著書]
  1.	 Koichi Kawabuchi: The Status Quo and Issues of Health Care Insurance and Long-Term Care Insurance for the 

Old-Old in Japan. In Fanny M. Cheung, Jean Woo, Chi-kin Law (editors): Health Systems: Challenges, Visions, and 
Reforms from a Comparative Global Perspective, p.p.65-82, The Chinese University Press, 2013, Hong Kong.

  2.	 介護経営白書2013「イノベーションによる介護市場の活性化とサービス革命」編著及び第6章『介護経営の新資格「介
護福祉経営士」の誕生により介護はどう変わるのか』P.168-176, 2013 日本医療企画，東京．

[総説]
  1.	 Koichi Kawabuchi, Keiko Kajitani: Evidence-based Policy Making for Sustainable Healthcare in Japan: 2025 and 

beyond. Japan Hospitals, 32: 29-37, 2013.
  2.	 川渕孝一，梶谷恵子，長縄弥生：第4章 管理・治療 医療経済．最新医学 別冊 新しい診断と治療のABC 79/血液9 悪

性リンパ腫，206-213，2013.
  3.	 川渕孝一，宇野聡：DPC導入と外来抗がん剤治療の変化－1日定額払いによる “外来シフト” はあったのか．医学のあ

ゆみ，246(9)，613-619，2013．

[報告書]
  1.	 川渕孝一：「持続可能な社会保障の構築に向けて―効率化・重点化の視点も踏まえて『持続可能な医療・介護システ

ムの再構築』」，21世紀政策研究所「社会保障プロジェクト」，3月，2013.
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[雑誌連載]
  1.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】はじめに．医学のあゆみ，247(2)，205-206，2013．
  2.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】1．国民医療費の構造分析．医学のあゆみ，247(2)，207-212，2013．
  3.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】2．わが国の診療報酬制度の現状と課題．医学のあゆみ，247(3)，291-

296，2013．
  4.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】3．後期高齢者に関する医療費分析．医学のあゆみ，247(4)，362-369，

2013．
  5.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】4．特定保健指導で医療費は削減できるのか．医学のあゆみ，247(6)，

571-576，2013．
  6.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】5．視界ゼロを脱するかDPC/PDPS――今後の政策・運営方針への示唆．  

医学のあゆみ，247(7)，634-640，2013．
  7.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】6．“医療のみえる化” の現状と課題――P4Pは日本になじむか？．医学

のあゆみ，247(8)，705-710，2013．
  8.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】7．クリニカルパスの普及は何をもたらすか――医療の標準化は可能か？. 

医学のあゆみ，247(11)，1179-1185，2013．
  9.	 川渕孝一：【初学者のための医療経済学入門】8．症例数が多くなると医療成果は向上するのか．医学のあゆみ，

247(12)，1253-1259，2013．

[学会発表]
  1.	 伊藤由希子，川渕孝一：特定保健指導の医療費適正化効果の検証　2008年度～2012年度．第51回日本医療・病院管理

学会学術総会，1-D-1-4，口演，2013年9月27日，京都．（日本医療・病院管理学会誌）50(Suppl.)，177，2013．
  2.	 日本医療・病院管理学会教育委員会大学院教育調査ワーキンググループ（池田俊也，石川澄，上塚芳郎，岡田美保子，

緒方泰子，河原和夫，川渕孝一，北村昌之，小山秀夫，近藤克則，白髪昌世，高橋泰，田久浩志，中山茂樹，西田在賢，
馬場園明，伏見清秀，真野俊樹，山本光昭，山本康弘，吉村公雄，渡邉一平，今中雄一，大野達也，朴声哲，田中将之）：
大学院における医療マネジメント教育プログラムの内容と方法の現状．第51回日本医療・病院管理学会学術総会，
1-B-1-4，口演，2013年9月27日，京都．（日本医療・病院管理学会誌）50(Suppl.)，164，2013．

  3.	 日本医療・病院管理学会教育委員会学部教育調査ワーキンググループ（池田俊也，石川澄，上塚芳郎，岡田美保子，
緒方泰子，河原和夫，川渕孝一，北村昌之，小山秀夫，近藤克則，白髪昌世，高橋泰，田久浩志，中山茂樹，西田在賢，
馬場園明，伏見清秀，真野俊樹，山本光昭，山本康弘，吉村公雄，渡邉一平，今中雄一，大野達也，朴声哲，田中将之）：
学部における医療マネジメント教育プログラムの内容と方法の現状．第51回日本医療・病院管理学会学術総会，1-B-
1-5，口演，2013年9月27日，京都．（日本医療・病院管理学会誌）50(Suppl.)，165，2013．

  4.	 日本医療・病院管理学会教育委員会（池田俊也，石川澄，今中雄一，上塚芳郎，岡田美保子，緒方泰子，河原和夫，
川渕孝一，北村昌之，小山秀夫，近藤克則，白髪昌世，高橋泰，田久浩志，中山茂樹，西田在賢，馬場園明，伏見清秀，
真野俊樹，山本光昭，山本康弘，吉村公雄，渡邉一平，大野達也，朴声哲，田中将之）：医療マネジメント教育のプ
ログラム調査．第51回日本医療・病院管理学会学術総会，経営人材シンポジウム「医療経営の人材育成を強化する」
指定発言，2013年9月27日，京都．（日本医療・病院管理学会誌）50(Suppl.)，38，2013．

  5.	 浦本太一郎，佐藤久徳，西郷勝行，石塚英夫，川渕孝一：高血圧治療薬に関する調査研究－機能別病院における実態
調査―．第51回日本医療・病院管理学会学術総会，2-F-1-1，ポスター，2013年9月28日，京都．（日本医療・病院管理
学会誌）50(Suppl.)，277，2013．

  6.	 川渕孝一：「風邪」罹患者の行動と費用に関する一考察．第51回日本医療・病院管理学会学術総会，2-B-2-2，口演，
2013年9月28日，京都．（日本医療・病院管理学会誌）50(Suppl.)，237，2013．

[学会座長・指定討論]
  1.	 川渕孝一：指定討論「宇川直人：組織文化と抗菌薬使用に関する医療の質、病院特性の関係についての考察」．医療

経済学会第8回研究大会，一般演題A-1，2013年9月7日，東京．
  2.	 川渕孝一：座長（口演セッション2-C-1，医療政策）．第51回日本医療・病院管理学会学術総会，2013年9月28日，京都．
  3.	 川渕孝一：座長（ポスターセッション1-PH，DPC1）．第14回日本クリニカルパス学会学術集会，2013年11月1日，盛岡．

[研究助成金]
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(B)「大規模医療データの計量分析及び政策評価に関する研究」：課題番号 

24330067，研究代表者 縄田和満（東京大学大学院工学系研究科），研究分担者 川渕孝一．
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(A)「非市場型サービスの質の評価と生産性の計測」：課題番号23243044，

研究代表者 廣松毅（情報セキュリティ大学院大学），研究分担者 杉原茂．



— 285 —

環境社会医歯学講座

  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C)「行動経済学を応用したヘルスプロモーション理論の開発と服薬行動
における検証の研究」：課題番号25460620，研究代表者 田倉智之（大阪大学医学系研究科），研究分担者 杉原茂．

  4.	 日本学術振興会「課題設定による先導的人文・社会科学研究推進事業」（実社会対応プログラム）「病院を中心とする
街づくり　まちなか集積医療の提言」，研究代表者 伊藤由希子（東京学芸大学），研究分担者 川渕孝一．

  5.	 一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会医療経済研究機構 2013年度（第17回）研究助成「急性期入院サービス
提供の立地と医療の効率性」，研究代表者 伊藤由希子（東京学芸大学），研究分担者 川渕孝一．

  6.	 公益財団法人医療科学研究所 2013年度（第23回）研究助成「救急搬送と病院立地の効率性」，研究代表者 伊藤由希子
（東京学芸大学），研究分担者 川渕孝一．

[基調・特別・時局講演]
  1.	 川渕孝一：政権交代後の日本の医療の姿，平成24年度東濃医学会学術集会，2013.2.17，岐阜
  2.	 川渕孝一：日本の医療制度と社会保障～小児保健法を考える～，東北北海道小児科医会連合シンポジウム，宮城，

2013.4.13
  3.	 川渕孝一：日本における社会医療法人の現状と課題．2013　Korea Society of Hospital Administration (KSHA) Spring 

Conference，2013.5.10，Seoul，Korea．
  4.	 川渕孝一：シンポジウム5「医療経済学はPETに役にたっているのか」，日本核医学会PET核医学分科会主催，PETサ

マーセミナー2013  in  加賀百万石プログラム，2013.8.24，金沢．
  5.	 川渕孝一：社会保障制度改革国民会議の報告書から見える日本の医療の未来 ～「第4本の矢」になるか財政再建八策～，

日本医療マネジメント学会ランチョンセミナー，2013.10.11，山口.
  6.	 川渕孝一：改めて問う！ 医療は成長産業になるか？，第38回野依フォーラム例会，2013.11.15，愛知.
  7.	 川渕孝一：医療経済学から見た臨床検査の将来，（一社）日本臨床検査薬協会30周年記念講演，2013.11.19，東京.
  8.	 川渕孝一：求められる「医療の可視化」！ ～医療の質向上と効率化の同時達成は可能か?～，第3回IMS事務学会，

2013.11.9，東京.

[シンポジウム・パネルディスカッション]
  1.	 川渕孝一：第93回シンポジウム研究報告「持続可能な医療・介護システムの再構築」，21世紀政策研究所研究プロジ

ェクト，2013.2.4，東京.
  2.	 Koichi Kawabuchi: Adapting Hospitals and Overall Healthcare System to the Super-Aging Society in Japan. Korean 

Association of Medical Care and Facilities (promoter), The 2013 International Symposium on Healthcare for the 
Elderly, Session 4; Strategy to Innovate Hospital Management and Improve Profitability, June 28, 2013, Busan, 
Korea.

  3.	 川渕孝一：社会保障シンポジウム「求められる持続可能な医療・介護システムの再構築」，21世紀政策研究所研究プ
ロジェクト，2013.7.3，東京.

  4.	 川渕孝一：病院経営管理における戦略と戦術，第55回全日本病院学会，学会企画Ⅱ（前半）第1部，2013.11.2，埼玉.
  5.	 川渕孝一：病院グループ等大規模施設の経営，第55回全日本病院学会，学会企画Ⅱ（後半）第6部，2013.11.3，埼玉.
  6.	 川渕孝一：Adapting Hospitals and Overall Healthcare System to the Super-Aging Society in Japan.，日伊ビジネス

グループ合同会議，2013.10.24，東京.
  7.	 川渕孝一：第7回「ビッグデータビジネスが描く未来」研究会〜医療制度の課題，21世紀政策研究所，2013.11.18，東

京.
  8.	 川渕孝一：保険診療と保険外診療の併用療養制度について「公開ディスカッション」2013.11.28，東京.

[講義]
  1.	 川渕孝一：医療経営論「医療政策・制度の展望と医療経営～「可視化」のケース・スタディ～」，大阪市立大学大学

院経営学研究科，2013.4.22，大阪.
  2.	 川渕孝一：「医療経済−特定健診・保健指導で医療費は削減できるか−」，平成25年度医歯学総合研究科医歯理士学専

攻修士課程，2013.5.27，東京
  3.	 川渕孝一：Economics in Dental Services ~Lessons From Two Cases~, Basic-Clinical Borderless Education Oral 

Health and Education Course,2013.6.14,東京.
  4.	 川渕孝一：医療経済学Ⅰ，公立大学法人首都大学東京荒川キャンパス，2013.7.8，東京.
  5.	 川渕孝一：「Health Economics, Health Care Management and Health Policy Overview，」，北京対外経済貿易大学，

2013.7.22，中国（北京）．
  6.	 川渕孝一：「中日医疗服务差距在哪里？」，北京対外経済貿易大学，2013.7.23，中国（北京）．
  7.	 川渕孝一：「Adapting Hospitals and Overall Healthcare System to the Super-Aging Society in Japan.」，北京対外経
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済貿易大学，2013.7.24，中国（北京）．
  8.	 川渕孝一：「中、日、美三国间，急性心肌梗塞服务比较研究」，北京対外経済貿易大学，2013.7.25，中国（北京）．
  9.	 川渕孝一：医療経済学Ⅱ，公立大学法人首都大学東京荒川キャンパス，2013.7.29，東京.
10.	 川渕孝一：医療経済論～我が国における社会保障と医療経済（Ⅰ）～，東京都セカンドレベル研修，2013.8.2，東京.
11.	 川渕孝一：医療経済論～我が国における社会保障と医療経済（Ⅱ）～，東京都セカンドレベル研修，2013.8.7，東京．
12.	 川渕孝一：「医療経済学」がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン都市型がん医療連携を担う人材の実践的教育

プログラム，杏林大学三鷹キャンパス，2013.9.2，東京.
13.	 川渕孝一：医療福祉経営 ～医療の質向上と効率化の同時達成は可能か?～，認定看護管理者教育課程サードレベル，

2013.12.2，埼玉.
14.	 川渕孝一：医療・介護の現状分析 ～神戸市民は幸福か！？，神戸大学大学院医学研究科・医学部「先端医療トピック

ス」の特別講義，2013.12.9，兵庫.
15.	 川渕孝一：医療の質と医療機関のあり方 ～求められる「医療の可視化」～，順天堂大学大学院医科学専攻（修士課程）

「医学と社会医療Ⅱ」，2013.12.10，東京.

[商業論文]
  1.	 川渕孝一：時事評論　正念場の2013年二流国に甘んじるのか日本!?、週刊社会保障、1月号、30-31、2013
  2.	 川渕孝一：日本の後を追う!?中国～2013年は正念場、月刊歯科医療経済，1月号，6-7，2013
  3.	 川渕孝一：ソーシャルビジネスと新しい運用先、月刊歯科医療経済，2月号，4-5，2013
  4.	 川渕孝一：持続可能な医療・介護システムの再構築、月刊歯科医療経済，3月号，4-5，2013
  5.	 川渕孝一：医療施設経営における「医療経営士」の座標とその有用性、月刊新医療、5月号、94-97、2013
  6.	 川渕孝一：特定保健指導で医療費は削減できるか、週刊社会保障，3月号 No.2719 ，36-37，2013
  7.	 川渕孝一：求められる摂食・嚥下における歯科・医科連携、月刊歯科医療経済，4月号，4-5，2013
  8.	 川渕孝一：求められる歯科版DPC とパス、月刊歯科医療経済，5月号，4-5，2013
  9.	 川渕孝一：勝者はモノサシを握る　台湾とタイに見る歯科包括化の動き!?、月刊歯科医療経済，6月号，4-5，2013
10.	 川渕孝一：時事評論　「4本目の矢」になるか財政再建八策、週刊社会保障、6月号、32-33、2013
11.	 川渕孝一：歯科受診は平等・公平になったのか!?～タイにおける皆保険～、月刊歯科医療経済，7月号，4-5，2013
12.	 川渕孝一：インドネシアにおける歯科受診は平等・公平か、月刊歯科医療経済，8月号，4-5，2013
13.	 川渕孝一：時事評論　韓国・中国から見た日本の社会保障の姿、週刊社会保障、8月号、32-33、2013
14.	 川渕孝一：日本の学生は本当に内向きなのか～問われる国益重視の留学生政策～、月刊歯科医療経済，9月号，4-5，

2013
15.	 川渕孝一：混合診療の拡大、臨床栄養，10月号，582-583，2013
16.	 川渕孝一：オーラルテレケアの時代がやってきた!?、月刊歯科医療経済，10月号，4-5，2013
17.	 川渕孝一：時事評論　医療・介護は成長産業になるか？、週刊社会保障、11月号、32-33、2013
18.	 川渕孝一：社会保障制度改革は前途多難!?、ＷＡＭ、11月号、6-7、2013
19.	 川渕孝一：薬のインターネット販売解禁、臨床栄養，11月号，710-711，2013
20.	 川渕孝一：改めて問う！歯科の産業競争力？、月刊歯科医療経済，11月号，4-5，2013
21.	 川渕孝一：日本とイタリアどちらが幸せ？、月刊歯科医療経済，12月号，4-5，2013

[新聞・雑誌記事・インタビュー]
  1.	 川渕孝一：メタボ市販薬に物言い、読売新聞、2013.3.6.
  2.	 川渕孝一：必要な薬に手厚い配慮を、信濃毎日新聞（夕刊）、2013.4.30.
  3.	 川渕孝一：社会保障制度改革は待ったなし！実現可能な工程表づくりが急務、日本医療法人協会ニュース、5月号、

14-15、2013
  4.	 川渕孝一：必要な薬に手厚い配慮を、山陽中央新報、2013.5.9.
  5.	 川渕孝一：『稼げる「医療特区」構築せよ』というタイトルで日本経済新聞の経済教室に寄稿、2013.5.20.
  6.	 川渕孝一：歯医者・歯科大の末路、週刊ダイヤモンド、6月号、82-85、2013
  7.	 川渕孝一：地域別に医療・介護の見える化を、NIRA政策レビュー、7月号、2013
  8.	 川渕孝一：Revitalizing Medical Care:Searching for Directions、NIRA Policy Review、8月号、2013
  9.	 川渕孝一：ヘルスノミクス、日本経済新聞、2013.8.24.
10.	 川渕孝一：政策・財政面から考える介護保険制度の未来、介護ビジョン、8月号、26-31、2013
11.	 川渕孝一：所得格差が生む医療格差　韓国に見る混合診療の実態、週刊ダイヤモンド、10月号、52-53、2013
12.	 川渕孝一：安い後発薬 安くない？、日経産業新聞、2013.11.19.
13.	 川渕孝一：高額化する治療費、北海道新聞、2013.11.28.
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14.	 川渕孝一：医療分野は成長産業か!?、病院新聞、2013.12.5.
15.	 川渕孝一：先端医療に民間資金、日経新聞、2013.12.5.

[講演]
  1.	 川渕孝一：医療改革とこれからの病院経営，大分県厚生連病院，2013.1.12，大分.
  2.	 川渕孝一：今後の医療政策について～「可視化」のケース・スタディ～，大阪府私立病院協会事務長会月例研修会，

2013.1.25，大阪.
  3.	 川渕孝一：経済学から見たわが国の歯科医療の現状と課題～TPPは日本に上陸するのか？～，医療保険地区担当者協

議会横浜市歯科医師会連盟，2013.1.31，神奈川.
  4.	 川渕孝一：政権交代後の日本の医療～求められる「看護の可視化」，日本看護職副院長連絡協議会，2013.2.1，東京.
  5.	 川渕孝一：政権交代後の医療改革とこれからのヘルスケアマネジメント，結核予防会事業協議会研修会，2013.2.21，

東京.
  6.	 川渕孝一：政権交代後の日本の医療～地域包括ケアシステムは富山になじむか～，高岡市民病院経営戦略セミナー，

2013.2.28，富山.
  7.	 川渕孝一：医療システムと医療財源，東京都病院協会「経営塾」，2013.3.8，東京.
  8.	 川渕孝一：社会保障・税の一体改革とクスリ～崩れ去る「公助」「共助」から「自衛」の時代へ，日本製薬工業協会

薬事委員会，2013.3.8，東京.
  9.	 川渕孝一：持続可能な医療制度のために必要な改革（重点化・効率化策）～医療は成長産業となるのか!?～，日本商

工会議所社会保障専門委員会・東京商工会議所社会保障委員会合同　合同委員会，2013.3.11，東京.
10.	 川渕孝一：今後の医療制度改革とその展望，日本医事新報臨床医学セミナー，2013.3.16，東京.
11.	 川渕孝一：持続可能な医療・介護システムの再構築～求められる効率化・重点化～，自民党日本経済再生本部「マク

ロ金融財政経済政策グループ」，2013.3.26，東京.
12.	 川渕孝一：歯科医療を取り巻く状況について，平成25年度新規診療従事者オリエンテーション，2013.4.2，東京.
13.	 川渕孝一：社会保障・税の一体改革とクスリについて～崩れ去る「公助」「共助」から「自助」「自立」そして「自衛」

の時代へ！？，医療・医薬品情報研究会（第161回），2013.4.18，東京.
14.	 川渕孝一：2025年の姿を見据えての政権交代後の日本の医療～地域包括ケアシステムは九州になじむか～，九州HAS

研究会，2013.4.20，福岡.
15.	 川渕孝一：臨床検査技師から見た病院マネジメント，メディカルセミナーin名古屋（第3回），2013.4.26，愛知.
16.	 川渕孝一：医療経済学から見た生活習慣病対策と医療費の適正化～特定健診・保健指導で医療費は減るのか？～，第

681回社会保険特別研究会，2013.5.13，東京.
17.	 川渕孝一：医療改革～アベノミックス下の国家戦略を考える～，初任行政研修（人事院公務員研修所），2013.5.20，埼

玉.
18.	 川渕孝一：日本の医療の将来とこれからの薬局マネジメント，Class A コンベンション2013，2013.6.16，京都.
19.	 川渕孝一：医療経済学から見た生活習慣病対策と医療費の適正化～特定健診・保健指導で医療費は減るのか？～，第

260回社会保険神奈川特別研究会，2013.6.17，神奈川.
20.	 川渕孝一：持続可能な医療・介護システムの再構築～地域包括ケアシステムは福岡になじむか～，山幸政経塾，

2013.6.21，福岡.
21.	 川渕孝一：社会保障制度改革国民会議の方向性，大阪南医師会「医事懇話会」，2013.7.3，大阪.
22.	 川渕孝一：「なぜ介護福祉経営が必要か？介護福祉経営士の役割は何か？，一般社団法人日本介護福祉経営人材教育

協会，2013.7.4，神奈川.
23.	 川渕孝一：持続可能な医療・介護システムの再構築，医業経営コンサルタント継続研修専門研修講座第92回，

2013.7.6，東京.
24.	 川渕孝一：医療経済学から見た生活習慣病対策と医療費の適正化～特定健診・保健指導で医療費は減るのか？～，第

161回 社会保険静岡特別研究会，2013.8.1，静岡.
25.	 川渕孝一：社会保障・税の一体改革と薬局経営～日本の医薬分業は本当に患者のためになっているか？，日本保険薬

局協会　九州沖縄ブロック会議，2013.8.6，福岡.
26.	 川渕孝一：持続可能な社会保障の構築について～「医療の産業化」と「地域医療の充実」の同時達成は可能か？，大

阪府市医療戦略会議，2013.8.19，大阪.
27.	 川渕孝一：TPPで浮上する日本の医療構造改革，トヨタ記念病院，2013.8.30，愛知.
28.	 川渕孝一：日本の医療がトヨタを超える日！，第18期　船井幸雄「経営道場」，2013.9.1，兵庫.
29.	 川渕孝一：2014年改定と2025年改革への備え，医学通信社セミナー（2013秋），2013.9.19，東京.
30.	 川渕孝一：医療経済学から見た生活習慣病対策と医療費の適正化～特定健診・保健指導で医療費は減るのか？～，第

59回四郡県医療事業健康保険組合連絡懇談会，2013.9.24，神奈川.
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31.	 川渕孝一：医療経営～「真の連携」を考える～，京都私立病院協会　保健医療管理者養成講座，2013.9.28，京都.
32.	 川渕孝一：Big Data時代下の医療におけるコスト管理，大阪府私立病院協会第24回病院管理実務講座，2013.10.10，大

阪.
33.	 川渕孝一：社会保障制度改革国民会議の結論から見える医療の未来，高岡市民病院経営戦略セミナー，2013.10.22，富

山.
34.	 川渕孝一：社会保障制度改革国民会議の結論から見える医療の未来，HOSPEX 2013，2013.10.23，東京.
35.	 川渕孝一：2014年制度改革と今後の医療 ～消費税引上げ、診療報酬・薬価改定が医療に与える影響とは～，セジウム・

ストラテジックデータ株式会社クライアント　カンファレンス，2013.10.25，東京.
36.	 川渕孝一：医療経済学から見た放射線科マネジメント -医療の質の向上と効率化の同時達成は可能か？！，日本メジ

フィッジックス株式会社The 2nd NMMSC -Nuclear Medicine Management Skill-up Conference-，2013.10.26，東京.
37.	 川渕孝一：医療・介護は成長産業になりうるか？，UBICランチセッション，2013.11.14，東京.
38.	 川渕孝一：医療・介護は成長産業になるか？ ～日本再興戦略を考える，一般財団法人医療関連サービス振興会月例セ

ミナー，2013.11.21，東京.
39.	 川渕孝一：医薬分業の現状と保険薬局のあるべき姿～医療経済の立場から，第80回分業を考える会，2013.11.28，東京．
40.	 川渕孝一：社会保障制度改革国民会議の結論から見える日本の医療の姿，社会医療法人鴻仁会岡山中央病院地域医療

懇談会，2013.12.5，岡山.
41.	 川渕孝一：社会保障制度改革国民会議の結論から見える医療の未来，総合病院国保旭中央病院，2013.12.26，千葉.

[対談]
  1.	 川渕孝一：川渕孝一の「メディカルフロンティア」第23回，美原盤医師，Vita，Vol.30 No.1，57-79，2013
  2.	 川渕孝一：川渕孝一の「メディカルフロンティア」第24回，森臨太郎医師，Vita，Vol.30 No.2，46-63，2013
  3.	 川渕孝一：DPC/PDPSの未来予想図、月刊保険診療、4月号、6-18、2013
  4.	 川渕孝一：高齢化を見据えた提供体制と給付範囲の見直しが不可欠、週刊社会保障、GW特別合併号、22-35、2013
  5.	 川渕孝一：病院薬剤部新時代を迎えて～これからのファーマシー・マネジメントを語る、東和コミュニケーションプ

ラザ， No.27 ，2-7，2013
  6.	 川渕孝一：川渕孝一の「メディカルフロンティア」第26回，山口俊晴医師，Vita，Vol.30 No.4，75-91，2013
  7.	 川渕孝一：診療報酬を見直す5つの「論点」，月刊保険診療，Vol.68 No.11，15-25，2013
  8.	 川渕孝一：2014年改定と2025年改定への備え、月刊保険診療，11月号，66-67，2013
  9.	 川渕孝一：医療費膨張どう抑える、健康保険組合連合会の平井克彦会長，日経新聞、2013.12.15.

[マスコミ出演]
  1.	 川渕孝一：NHK「クローズアップ現代」にスタジオゲストとして出演 2013.10.2
  2.	 川渕孝一：NHK「ニュース7」でコメント2013.11.3
  3.	 川渕孝一：NHK「クローズアップ現代」にスタジオゲストとして出演 2013.11.14
  4.	 川渕孝一：テレビ朝日「たけしのTVタックル」にスタジオゲストとして出演 2013.11.18
  5.	 川渕孝一：BS11「INsideOUT」でコメント2013.12.19

（外部委員）
学会の役職（川渕孝一）
一般社団法人日本医療・病院管理学会　評議員・理事
日本クリニカルパス学会　理事
口腔病学会　理事

国の機関（川渕孝一）
内閣府・経済社会総合研究所「サービス産業のアウトプット及びデフレーターの計測に関する国際比較」研究会委員
内閣府「産業競争力会議医療・介護等分科会」外部有識者

その他委員（川渕孝一）
社団法人全国訪問看護事業協会研究委員会　委員
東京都立病院経営委員会委員
茨城県病院事業経営改善検証委員会　委員
茨城県立病院の経営形態に関する検討委員会　委員
愛知県立病院経営改善委員会　委員
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加賀市医療提供体制調査検討委員会　委員
加賀市統合新病院建設部会　部会長
大和市立病院経営改善委員会　委員
大和市総合計画審議会　委員
高岡市民病院経営懇話会　座長
かみいち総合病院改革プラン評価委員会　委員
一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会　理事
財団法人日本医療機能評価機構　評価調査者
全日本病院協会参与
公益財団法人先端医療振興財団　外部評価委員

非常勤講師（川渕孝一）
東京経済大学大学院「福祉･医療施設経営論」
大阪市立大学大学院経営学研究科「医療経営論」
神戸大学大学院医学研究科客員教授「先端医学トピックス」
順天堂大学大学院研究科病院管理学客員教授「医学と社会医療Ⅱ」
公立大学法人首都大学東京「医療経済学」
北京対外経済貿易大学「医療政策、医療経済、医療マネジメント論」
瀋陽医学院名誉教授
寧夏医科大学客員教授
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歯 学 教 育 開 発 学 分 野
Dental Education Development

教　　授　森尾郁子
講　　師　鶴田　潤(～2013年3月)
助　　教　關　奈央子(2013年6月～)
大学院生　室賀　麗，滝永　哲
　　　　　松川千夏

（１）教　育
担当科目
学部教育：【モジュールコーディネーターとして関わっている授業】

学年混合選択セミナー（D3～D5）
医歯学融合教育「グローバル・コミュニケーション」（MD2, MD3）

【その他、担当している授業】
・学年混合選択セミナー（D3～D5）：「アルクネットアカデミーを使用した医学英語入門（1）（2)」、「Basic 

English Writing (1) (2)」、「診療室・国際学会の英語（初級）」、「Intensive Studies in Dental Terminology」
・「科学英語Ⅰ」（口腔保健学科口腔保健工学専攻）
・「Medical Introductory Course歯学部附属病院案内」（M1）
・医歯学基盤教育（医学英語/Global Communication）MD2、MD3
・「大学の世界展開力強化事業」歯学部生海外（タイ・インドネシア）派遣英語準備講座
・「大学の世界展開力強化事業」歯学部生海外（ベトナム）派遣英語準備講座
・Research day派遣学生英語準備講座
・「科学英語Ⅰ」（口腔保健学科口腔保健衛生学専攻）
・Global Communication Workshop （ファシリテーター）
・グローバル・コミュニケーション 特別コース　（ファシリテーター）

	
大学院教育：【修士課程】

環境社会医歯学・講義（5月28日）

大学院教育：【博士課程】
・歯学教育開発学特論・演習
患者中心の医療が提供でき、また、保健・医療・福祉の統合を基盤としたチーム医療や地域医療が実践できる医
療人育成のための医歯統合化による学部教育・卒後研修・生涯研修及び地域社会啓蒙活動の内容や指導方法につ
いて特論・演習を行う。
10月26日（金）～12月14日（金）（金曜日15:00-17:00、英語による実施）

・ボーダレス教育・コースワーク「健康科学コース」（5月23日）
・ボーダレス教育健康科学コース・コースリーダー

その他：【担当授業】
・国際交流センター語学プログラム国際コース「TOEIC」、
・Extra curriculum English course「English lounge Advanced」

（２）研　究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している。
１．医療専門職業人教育のためのカリキュラム研究
２．歯科医学教育の国際比較
３．医療専門職業人教育における教育手法の研究・開発
４．医療専門職業人教育における英語教育に関する研究・開発

環境社会医歯学講座
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（３）研究業績
[研究報告]
  1.	 竹原祥子、森尾郁子、川口陽子：英国における歯学部進学希望者を対象とした情報提供に関する調査.　日歯教誌 

29(1), 21-31, 2013年4月20日．

[学会]
  1.	 Tsuruta J: Curriculum Design - Ethics and Professionalism. 16th Scientific Meeting & Refresher Course in Dentistry 

(KPPIKG2013), Jakarta, Indonesia, 28th February, 2013.
  2.	 千葉彩香、Prasansuttiporn Taweesak、關奈央子、中島正俊、田上順次：コンタクトキュア・デュアルキュア型コン

ポジットレジン接着システムにおけるボンディング材中のキャタリストと未重合層が象牙質接着強さに及ぼす影響. 
第138回日本歯科保存学会春季学術大会、福岡、６月28日．

  3.	 会田麻美、關奈央子、中島正俊、田上順次：エナメルマージン形態がコンポジット修復物の色調に及ぼす影響．第
138回日本歯科保存学会春季学術大会、福岡、６月27日．

  4.	 竹原祥子、石田雄之、關奈央子、福井雄二、森尾郁子、川口陽子、田上順次：海外の歯科学生を対象とした国際歯科
研修プログラム.　 第32回日本歯科医学教育学会総会・学術大会、北海道、7月12日．

  5.	 福井雄二、關奈央子、鶴田潤、森尾郁子、川口陽子：東京医科歯科大学および東南アジア地域15歯学部における卒前
教育カリキュラムの現状. 第32回日本歯科医学教育学会総会・学術大会、北海道、７月12日．

  6.	 關奈央子、福井雄二、竹原祥子、森尾郁子、川口陽子、田上順次：学生海外研修プログラムにおける今後の課題と展開−
国際化にむけて−. 第32回日本歯科医学教育学会総会・学術大会、北海道、７月12日．

  7.	 室賀麗、森尾郁子：モンゴルにおける歯科衛生士教育. 第32回日本歯科医学教育学会総会・学術大会、北海道、７月
12日．

  8.	 鶴田潤、室賀麗、松川千夏、森尾郁子：チーム歯科医療の実践にむけて−卒前歯科医学教育におけるFour-handed 
dentistryの教育状況−．第32回日本歯科医学教育学会総会・学術大会、北海道、７月13日．

  9.	 森尾郁子、鶴田潤、川口陽子：フランスの卒前歯学教育の特色について. 第32回日本歯科医学教育学会総会・学術大会、
北海道、７月13日．

10.	 Muroga R, Matsukawa C, Tsuruta J, Morio I: Educational environment concerning four-handed dentistry of 
Japanese dental hygiene schools. 19th International Symposium on Dental Hygiene, Cape Town, South Africa, 14-17 
Aug.

11.	 小黒玲奈、關奈央子、サダルアリレザ、中島正俊、田上順次、：エナメル質が歯の色調に及ぼす影響、第139回日本歯
科保存学会秋季学術大会、秋田、10月18日．

[研究助成金]
  1. 	森尾郁子（分担研究者）：厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業「地域や

ライフステージを考慮した歯および口腔の健康づくりの支援体制の構築に関する研究」（平成23～25年度）
  2.	 森尾郁子、關奈央子（実務担当者）：文部科学省特別経費（国際的に卓越した教育研究拠点機能の充実）「東南アジア

における医歯学教育研究拠点推進事業―歯学教育の標準化を目指して―」
  3.	 森尾郁子：本学フォローアップ事業（実務担当者）「歯科医学における基礎・臨床ボーダレス教育」、「下級生が上級

生に教わる歯科臨床体験実習―屋根瓦方式の教育システム」、「医歯学領域の若手研究者育成事業～東南アジア国際医
療ネットワークの構築～」

[その他]
（国際協力・国際共同研究）

  1. 	メルボルン大学との学術交流協定書作成・締結補助
  2.	 マラヤ大学との学術交流協定書作成・締結補助
  3.	 コンケン大学との学術交流協定書作成・締結補助
  4.	 キングスカレッジロンドンとの学生交流協定書作成・締結補助

（国際セミナー・学会等開催）
  1. 	「第２回国際歯科研究会アジア太平洋地区会議（The 2nd IADR-APR）」東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科博

士課程（歯系）への留学情報提供ブース出展・運営 （バンコク、タイ）　８月21日〜23日.
  2.	 特別経費「東南アジアにおける医歯学教育研究拠点推進事業」による歯学教育シンポジウムの開催（東京）10月29日．
  3.	 The Third Tri-University Consortium 運営（東京）11月６、７日.

環境社会医歯学講座
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（セミナー開催）
  1. 	第２回東京医科歯科大学海外公開講座　歯の健康セミナー・歯の健康相談会（特別経費）（バンコク、タイ）９月８日．

（研修会講師・タスクフォース・外部評価者・司会など）
  1. 	關奈央子：The Third Tri-University Consortium、東京（東京医科歯科大学）、総合司会、11月６、７日.

（研修会等参加）
  1. 	鶴田潤：平成24年度第2回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医講習会 タスクフォース、１月17−18日．
  2.	 鶴田潤：第 15 回 OECD／Japan セミナー、文部科学省、２月６日．
  3.	 鶴田潤：自己評価能力を高めるための目的・計画と指標の作り方に関する研修会、大学評価・学位授与機構主催、２

月８日．
  4.	 鶴田潤、室賀麗：平成24年度東南アジア医療・歯科医療ネットワークの構築を目指した大学間交流プログラム、チュ

ラロンコン大学、バンコク（タイ）、３月11〜16日．
  5.	 森尾郁子：平成25年度CBT問題作成講習会、学内、５月25日．
  6.	 森尾郁子、關奈央子：大学教員FD、学内、６月８日．
  7.	 關奈央子：PHMI研修参加、ボストン（米国）、９月15～26日．
  8.	 關奈央子：平成25年度D5-教員合宿研修、10月３、４日．
  9.	 瀧永哲、室賀麗：平成25年度　東南アジア医療・歯科医療ネットワークの構築を目指した大学間交流プログラム、チ

ュラロンコン大学、バンコク（タイ）、12月７日〜15日.

（国際交流：海外からの研究者／歯科学生の短期研修／見学受入れ）
  1. 	ブレシア大学歯学部（イタリア）：４年生１名．１月28日．
  2.	 全南大学校歯学部（韓国）：３年生４名．１月28日～２月１日．
  3.	 台北医学大学口腔医学院（台湾R.O.C.）：５年生５名．２月20日～24日．
  4.	 チェンマイ大学歯学部（タイ王国）：５年生２名．４月１日～３日．
  5.	 コンケン大学歯学部（タイ王国）：４年生１名、５年生１名．４月１～５日．
  6.	 チュラロンコン大学歯学部（タイ王国）：５年生２名、３年生３名．５月１日．
  7.	 チュラロンコン大学歯学部（タイ王国）：教員訪問．５月23日．
  8.	 高雄医学大学口腔医学院（台湾）：６年生１名．６月10日．
  9.	 四川大学華西口腔医学院（中国）：教員３名の訪問．６月18日．
10.	 ミネソタ大学歯学部（米国）：教員２名の訪問．６月20日．
11.	 ソウル国立大学歯学部：４年生１名．７月22日〜26日．
12.	 台北医学大学口腔医学院（台湾R.O.C.）：４年生６名．７月29〜８月２日
13.	 キングスカレッジロンドン歯学部（英国）：４年生３名．８月12日～８月16日．
14.	 中国医薬大学歯学部（台湾）：４年生６名．８月19日～30日．
15.	 ペンシルバニア大学歯学部（米国）：４年生２名．９月２～11日．
16.	 シドニー大学歯学部学生（オーストラリア）３年生４名. 12月２日〜６日．
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健 康 推 進 歯 学 分 野
Oral health promotion

教　　授　川口陽子
准 教 授　植野正之
助　　教　古川清香
医　　員　大貫茉莉
非常勤講師　大城暁子，財津崇，
　　　　　竹原祥子(国際交流センター)
研修登録医　西山裕美
大学院生　ハスリナ ラニ，イイアン，浦岡有里，
　　　　　佐藤茉莉恵(3月まで)，
　　　　　アナスタシア ブリズニュク，
　　　　　古森紗知子(4月から)，
　　　　　グェン ティ ホァン イェン(10月から)
大学院研究生　有明幹子(3月まで)　

（1）教育
1) 大学院教育
　歯科保健問題を生活環境、生活習慣、保健政策などの社会的状況との関連性からとらえ、健康の維持増進を目的とした歯
科保健の推進に関する研究を行い、同時に地域社会に貢献できる国際歯科医療人の育成を目的としている。
　　博士課程　健康推進歯学特論、演習、研究実習
　　　　　　　医歯学総合研究科コース特論　健康科学コース　
　　修士課程　環境社会医歯学

2) 学部教育
　公衆衛生、予防歯科関連の講義・実習を担当し、学生が健康と社会制度、環境、生活習慣、栄養との関連を理解し、また、
口腔疾患の予防と健康管理を行うために必要な基本的知識、技術、態度を身につけることを目的としている。	

歯学科1年生対象
　モジュール01「歯学入門」　ユニット03「最新の歯学」　
　　　　　　　　　　　　　ユニット04「早期臨床体験実習」
歯学科2年生対象
　モジュール04「社会と環境」　ユニット02「ライフスタイルと健康」
歯学科3年生対象
　モジュール10「予防と健康管理」　ユニット01「口腔疾患の予防（講義）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユニット02「口腔疾患の予防（実習）」
歯学科4年生対象
　モジュール19「研究実習」
歯学科6年生対象
　モジュール29「包括臨床実習」　
口腔保健学科4年生対象　
　「臨床実習」

（2）研究
本分野では以下のようなテーマで研究を行っている
1．歯科疾患の疫学・予防に関する研究
2．歯科保健医療システムに関する研究
3．口腔と全身の健康の関連についての研究
4．オーラルヘルスプロモーションに関する研究
5．口臭症の診断と治療システム構築に関する研究
6．国際歯科保健に関する研究
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（3）臨床 
　東京医科歯科大学歯学部附属病院の「息さわやか外来」において、口臭に関する診断、治療、予防を行う専門外来を担当
している。当外来を受診する口臭症患者は、歯学部附属病院内の他の診療科や外部の歯科診療所等からの紹介患者が約半数
を占め、インターネットや新聞･テレビなどのマスメディアにより当外来の存在を知り、来院する者も多い。
　当外来では、ガスクロマトグラフィーおよびガスセンサー口臭測定器による揮発性硫化物(VSC)濃度の測定と官能試験に
より、口臭の検査を行っている。正確な口臭の検査および口腔内診査に基づき診断を行い、患者の心理面も配慮し、口臭症
の治療を行っている。また、口臭の治療には継続した歯周疾患の管理や口腔ケアが必要であり、当病院の口腔ケア外来やか
かりつけ歯科医との連携を図っている。

（4）研究業績
[原著] 
  1.	 M.Ueno, S.Takeuchi, P.Samnieng, S.Morishima, K.Shinada, Y.Kawaguchi: Turbidity of mouthrinsed water as a 

screening index for oral malodor,Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol. 2013;116(2):203-9. 
  2.	 M.Ueno, S.Takeuchi, A.Oshiro, Y.Kawaguchi: Relationship between oral health literacy and oral health behaviors and 

clinical status in Japanese adults, Journal of Dental Sciences,2013;8(2),170-176
  3.	 M.Ueno, S.Ohara, M.Inoue, S.Tsugane, Y.Kawaguchi: Association between parity and dentition status among 

Japanese women: Japan public health center-based oral health study, BMC Public Health, 2013; 13:993.
  4.	 M.Ueno, A.Takayama, M.Adiatman, M.Ohnuki,T.Zaitsu, Y.Kawaguchi：Application of visual oral health literacy 

instrument in health education for senior high school students,International Journal of Health Promotion and 
Education, 2014; 52(1),38-46

  5.	 M.Adiatman, M.Ueno, M.Ohnuki, C.Hakuta, K.Shinada, Y.Kawaguchi: Functional tooth units and nutritional status of 
older people in care homes in Indonesia, Gerodontology, 2013; 30(4):262-269.

  6.	 P.Samnieng, M.Ueno, T.Zaitsu, K.Shinada, F.A.C. Wright, Y.Kawaguchi. The relationship between seven health 
practices and oral health status in community dwelling elderly Thai, Gerodontology, 2013; 30(4):254-261.

[著書]
  1.	 米満正美，小林清吾，宮崎秀夫，川口陽子編集：新予防歯科学 第4版　補訂「母子歯科保健」「学校歯科保健」「国際

歯科保健」，医歯薬出版，270‐281，284‐292，328‐334，2013.1
  2.	 Thomas R.Ward, 川口陽子, 廣瀬浩二, 杉田めぐみ：最新歯科衛生士教本「歯科英語」、医歯薬出版、第1版第7刷、

2013.2.20
  3.	 川口陽子分担著：最新歯科衛生士教本「保健生態学」、医歯薬出版、第1版第12刷、2013.2.20
  4.	 芝紀代子編集, 川口陽子分担著：臨床検査技師　イエロー・ノート臨床編 2nd edition「味覚機能検査、味覚の生理学、

味覚障害の原因、味覚機能検査」p.551-553 MEDICAL VIEW 2013.3.10
  5.	 芝紀代子編集, 川口陽子分担著：臨床検査技師　グリーン・ノート臨床編 2nd edition「味覚機能検査」p.300-301 

MEDICAL VIEW 2013.8.10

[総説]
  1.	 T.Hanioka,M.Ojima,Y.Kawaguchi,Y.Hirata,H.Ogawa,Y.Mochizuki:Tobacco interventions by dentists and dental 

hygienists, Japanese Dental Science Review;2013;49:47-56
  2.	 植野正之、川口陽子：多目的コホート研究(JPHC study)における口腔と全身の健康に関する研究～歯周病と冠動脈性

心疾患との関連～　8020推進財団　指定研究事業報告、8020　はち・まる・にい・まる、NO,12、99-101、2013.1
  3.	 川口陽子：特集　歯科口腔保健を巡る話題　口臭の臨床と公衆衛生　公衆衛生　医学書院　Vol.77,No.2, February. 

2013
  4.	 古川清香、植野正之、川口陽子：喫煙と歯科・口腔疾患　特集：喫煙と健康障害　日本臨床　第71巻・第3号　2013.3
  5.	 川口陽子：世界の予防歯科ウォッチング　イギリス　エビデンスに基づいた予防ツールキット　歯科衛生士　クイン

テッセンス社　Vol.37,Junuary.2013
  6.	 川口陽子：世界の予防歯科ウォッチング　タイ　「MILD　SEVEN」の画像警告表示　歯科衛生士　クインテッセン

ス社　Vol.37,February.2013
  7.	 川口陽子：世界の予防歯科ウォッチング　韓国　歯科製品に印刷された「2080」のメッセージ　歯科衛生士　クイン

テッセンス社　Vol.37,March.2013
  8.	 川口陽子：世界の予防歯科ウォッチング　シンガポール　体験型で楽しく学べる！ヘルスプロモーション学習施設  

歯科衛生士　クインテッセンス社　Vol.37,April.2013
  9.	 川口陽子：世界の予防歯科ウォッチング　ドイツ　子どもたちの健康を守るため、地域でサポート！歯科衛生士　ク
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インテッセンス社　Vol.37, May.2013
10.	 川口陽子：世界の予防歯科ウォッチング　デンマーク　生涯にわたる定期健診の習慣が身につくように学校歯科室が

サポート！　歯科衛生士　クインテッセンス社　Vol.37,June.2013
11.	 川口陽子：口臭に悩む患者さんをケアしよう！ <前篇>　DHが知っておきたい口臭に関する基礎知識　デンタルハイ

ジーン　2013,nov,vol.33,no.11
12.	 川口陽子：口臭に悩む患者さんをケアしよう！ <後篇>　DHが知っておきたい口臭患者への対応・指導　デンタルハ

イジーン　2013,dec,vol.33,no.12

[研究助成金]
  1.	 川口陽子（代表），植野正之（分担）: 厚生労働科学研究費補助金 （循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事

業）｢地域やライフステージを考慮した歯および口腔の健康づくりの支援体制の構築に関する研究｣
  2.	 川口陽子（分担）：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 B (海外学術調査)　｢モンゴロイドにおける顎顔面形態の

国際比較研究｣
  3.	 植野正之（代表），川口陽子（分担），古川清香（分担），竹原祥子（分担），大貫茉莉（分担）：文部科学省科学研究

費補助金　基盤研究C　｢日本版オーラルヘルスリテラシー評価法の開発に関する研究｣
  4.	 古川清香（代表）：文部科学省科学研究費補助金　若手研究B：「舌苔付着のメカニズムの解明～臨床応用可能な舌苔

評価方法の確立～」
  5.	 大貫茉莉（代表）：文部科学省科学研究費補助金　若手研究B：｢学校における体験型口腔健康教育プログラムの開発

と評価｣
  6.	 財津崇（代表） ：文部科学省科学研究費補助金　若手研究B：｢唾液防御機能の向上によるう蝕・歯周病予防プログラ

ムの開発と効果の検証｣
  7.	 イイアン（代表）：冨徳会研究者助成金「ミャンマーにおける口臭の実態」

[学会]
  1.	 S.Takehara, M.Yanagishita, K.A.Podyma-Inoue, M.Ueno, Y,Kawaguchi: Proteolytic Degradation of Human Salivary 

MUC58 and MUC7, 16th Scientfic Meeting & Refresher Course in Dentistry KPPIKG2013 Shaping the future of oral 
health, Jakarta Convention Center, Jakarta, Indonesia, Feb27-Mar2, 2013.

  2.	 M.Ohnuki, M.Ueno, Y, Kawaguchi：Taste Hyposensitivity in Schoolchildren, 16th Scientfic Meeting & Refresher 
Course in Dentistry KPPIKG2013 Shaping the future of oral health, Jakarta Convention Center, Jakarta,Indonesia, 
Feb27-Mar2,2013.

  3.	 Y.Uraoka, S.Furukawa, M.Ueno,Y,Kawaguchi：Changesin Anxiety and Self-Perception Level of Oral Malordor by 
Treatment, 16th Scientfic Meeting & Refresher Course in Dentistry KPPIKG2013 Shaping the future of oral 
health,Jakarta Convention Center, Jakarta, Indonesia, Feb 27-Mar 2,2013. 

  4.	 Y.Uraoka, S.Furukawa, M.Ueno, Y.Kawaguchi: Oral Malodor treatment improves the patients’ psychological 
condition and QOL,2013 INTERNATIONAL CONFERENCE OF THE KOREAN ACADEMY OF PREVENTIVE 
DENTISTRY, Dankook University, KOREA,21 April, 2013.

  5.	 S.Takehara, M.Ueno, Y.Kawaguchi: Japanese National Dental Surveys on Pre-school Children. 10th IADR World 
Congress on Preventive Dentistry as a joint meeting with the 6th Hungarian Preventive Dental Conference October 
9-12,2013, Budapest, Hungary.

  6.	 H.Rani, S.Furukawa, M.Ueno, Y.Kawaguchi: Dental Curriculum on Halitosis and Need for Continuing Education. 10th 
IADR World Congress on Preventive Dentistry as a joint meeting with the 6th Hungarian Preventive Dental 
Conference October 9-12,2013,Budapest,Hungary.

  7.	 A.Blizniuk,S.Furukawa, M.Ueno,Y.Kawaguchi:A Preliminary Study of Oral Health Literacy in Belarus. 10th IADR 
World Congress on Preventive Dentistry as a joint meeting with the 6th  Hungarian Preventive Dental Conference 
October 9-12, 013, Budapest, Hungary.

  8.	 H.Rani, A.Osiro, S.Takehara, M.Ohnuki, S.Furukawa, M.Ueno, Y.Kawaguchi: Oral malordor prevention in school-
based oral health education program. The 3rd Tri-University Consortium on Oral Science and Education November 
6-7, 2013, Faculty of Dentistry, Tokyo Medical and Dental University, Tokyo.

  9.	 Ei Ei Aung, S.Furukawa, M.Ueno, Y.Kawaguchi：Knowledge on oral malodor of Myanmar dental students and 
dentists、第62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17

10.	 A.Blizniuk, S.Furukawa, M.Ueno, Y.Kawaguchi：Evaluation of English websites on dental caries by consumer tools、
第62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17

11.	 H.Rani, S.Furukawa, U.Masayuki, Y.Kawaguchi：Dental Environment Stress and its Relationship with Social Anxiety 
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among Malaysian Dental Students、第62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17
12.	 Ei Ei Aung, S.Furukawa, M.Ueno, Y.Kawaguchi: Role of tongue cleaning for everyday fresh breath: Case study 

report. ASEAN-Japan Academic Forum 2013 held on 26 May, 2013, Tokyo, Japan
13.	 Ei Ei Aung, S.Furukawa, M.Ueno, Y.Kawaguchi: Knowledge on oral malodor of Myanmar dental students and 

dentists. The 2nd Meeting of the International Association for Dental Research(IADR) Asia Pacific Region 21-23 
August, Bangkok, Thailand.

14.	 川口陽子：禁煙推進委員会　歯科口腔保健のたばこ対策の推進を考える(Ⅰ)―歯科口腔疾患管理における禁煙指導・
禁煙支援の卒前教育―、第62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17

15.	 埴岡隆、花田信弘、青山旬、稲葉大輔、小川祐司、尾崎哲則、小島美樹、川口陽子、平田幸夫：健康政策の観点から
の「禁煙指導・禁煙支援」の歯学教育・歯科衛生学教育、第62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17

16.	 植野正之、川口陽子：歯周病と冠動脈性疾患との関連、第62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17
17.	 財津崇、大貫茉莉、竹原祥子、古川清香、植野正之、川口陽子：宇宙医学歯科領域における課題と今後の展望、第62

回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17
18.	 浦岡有里、佐藤茉莉恵、大貫茉莉、Haslina Rani、Ei Ei Aung、Anastasiya Blizniuk、財津崇、竹原祥子、古川清香、

植野正之、川口陽子：患者の主観的口臭評価とVSC値との関連、第62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17
19.	 佐藤茉莉恵、浦岡有里、古川清香、植野正之、松野才、藤原元幸、畠山桂郎、大島克郎、川口陽子：糖尿病と口腔の

健康との関連―平成23年度秋田県歯科疾患実態調査の結果から―、第62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17
20.	 古川清香、浦岡有里、佐藤茉莉恵、川口陽子：歯科保健医療制度の国際比較　第6報　シンガポールにおける学齢期

のう蝕予防対策について、第62回日本口腔衛生学会・総会, 松本, 2013.5.15-17
21.	 古川清香、浦岡有里、佐藤茉莉恵、大城暁子、川口陽子：歯科保健医療制度の国際比較　第7報　シンガポールにお

ける公的医療保険制度に関する調査、第62回日本口腔衛生学会・総会, 松本, 2013.5.15-17
22.	 長岡玲香、大城暁子、竹原祥子、古川清香、植野正之、川口陽子：歯科保健医療制度の国際比較　第8報　北欧諸国

が提案する「口腔保健医療に関する評価指標」について、第62回日本口腔衛生学会・総会, 松本, 2013.5.15-17
23.	 竹原祥子、長岡玲香、川口陽子：歯科保健医療制度の国際比較　第9報　スウェーデンにおける歯科医療サービス, 第

62回日本口腔衛生学会・総会,松本,2013.5.15-17
24.	 竹原祥子、石田雄之、關奈央子、福井雄二、森尾郁子、川口陽子、田上順次：海外の歯科学生を対象とした国際歯科

研修プログラム、第32回日本歯科医学教育学会総会および学術大会、北海道大学学術交流会館、2013.7.12-13
25.	 福井雄二、關奈央子、鶴田潤、森尾郁子、川口陽子：東京医科歯科大学および東南アジア地域15歯学部における卒前

教育カリキュラムの現状、第32回日本歯科医学教育学会総会および学術大会、北海道大学学術交流会館、2013.7.12-13
26.	 關奈央子、福井雄二、竹原祥子、森尾郁子、川口陽子、田上順次：学生海外研修プログラムにおける今後の課題と展

開－国際化に向けて－、第32回日本歯科医学教育学会総会および学術大会、北海道大学学術交流会館、2013.7.12-139

[海外での講演会・シンポジウム等]
  1.	 Yoko Kawaguchi:Effective school-based oral health education program targeting oral malodor prevention, Special 

Speaker, 16th Scientfic Meeting & Refresher Course in Dentistry KPPIKG2013 Shaping the future of oral 
health,Jakarta Convention Center, Jakarta, Indonesia,Feb27-Mar2,2013.

  2.	 Yoko Kawaguchi: Japanese school oral health system and effective oral health promotion program, Special 
Speaker,2013 International Conference of The Korean Academy of Preventive Dentistry, Dankook University, 
KOREA, 21 April,2013.

  3.	 Yoko Kawaguchi:Oral Health Promotion Program in Japan - Compared with Situation in Indonesia-, Special Seminar, 
Indonesia University, Indonesia, 6 September, 2013.

[国内講演会、シンポジウム等]
  1.	 川口陽子：「口臭治療のいま！」～日常の診療へ積極的に取り入れるには～平成24年度地域保健講演会　東京都港区

芝歯科医師会　神明いきいきプラザ　2013.2.14
  2.	 川口陽子：宇宙飛行士の歯科疾患予防マニュアルおよび診査項目の提案　Space Oral Health Promotion (SOHP)プロ

ジェクト　第2回検討会　東京医科歯科大学　
  3.	 川口陽子：「平成23年歯科疾患実態調査結果から今後の口腔保健を展望する」歯科疾患実態調査シンポジウム　平成

24年度　口腔衛生関東地方会　鶴見大学　2013.2.16
  4.	 川口陽子：国際シンポジウム「国際医療人の育成を目指して」～元学部留学生による歯学教育の国際評価～　大学の

世界展開力強化事業「東南アジア医療・歯科医療ネットワークの構築を目指して大学間交流プログラム」東京医科歯
科大学　2013.2.13

  5.	 川口陽子、植野正之、古川清香：実体験　口臭治療－「息さわやか外来」での治療－平成25年度医科歯科ＣＤＥ実習
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コース  東京医科歯科大学2013.6.30
  6.	 川口陽子：「保険でよい歯を」東京連絡会　2013夏の講演会　誰もが気になるお口のにおい～口臭治療最前線～　東

京保険医会、文京シビックホール、2013.7.7
  7.	 川口陽子：お口のエチケット～口臭予防は歯の健康から～　市民夏期大学講座　群馬県藤岡市教育委員会、みかぼみ

らい館　2013.7.17
  8.	 川口陽子、植野正之、古川清香：実体験　口臭治療－「息さわやか外来」での治療－平成25年度医科歯科ＣＤＥ実習

コース  東京医科歯科大学2013.11.10
  9.	 川口陽子：息さわやかに健康ライフ～口臭予防の基礎知識～　昭島市歯科医師会・学校歯科医会講演会　2013.11.9
10.	 川口陽子：口臭治療勉強会「口臭治療の最前線～口臭治療の診断、治療、予防」エムデンタルクリニック　名古屋  

2013.11.13
11.	 川口陽子：歯と口の健康講座～おいしく食べて　楽しく語らい　いつも笑顔で～　第28回口腔衛生指導講習会　北埼

玉歯科医師会　パストラルかぞ　2013.11.28
12.	 川口陽子：学校歯科保健からの「食育」へのアプローチ　目黒区学校歯科医会　2013.12.5
13.	 川口陽子：第1回　ウーマンズボイス　講演　「息さわやかに健康ライフ　～口臭治療最前線～」東京医科歯科大学同

窓会　東京医科歯科大学　2013.12.15

[他大学等での講義]
  1.	 川口陽子：広島大学　口腔衛生学　特別講義「口臭の予防」2013.1.18
  2.	 川口陽子：広島大学　口腔衛生学　特別講義「口臭の予防」2013.5.24
  3.	 川口陽子：福岡歯科大学　予防歯科学　特別講義「国際歯科保健」2013.9.27
  4.	 川口陽子：文京学院大学　「味覚機能検査、嗅覚検査、口臭検査、歯科保健について」特別講義  2013.11.12
  5.	 Yoko Kawaguchi:「Oral Health promotion programs in Japan」Masaryk University Czech Republic 2013.12.10

[一般の雑誌，新聞，テレビ，ホームページ等]
  1.	 植野正之：口臭治療、GOETHE、p72-73、幻冬舎、2013.1.15
  2.	 川口陽子：「不快な口臭　原因と対策」日本経済新聞　2013.2.2
  3.	 川口陽子：不快な口臭　原因と対策　日本経済新聞　2013.2.2 掲載分　MAIL EXPRESS 3月　第2週号　株式会社デ

ンタルプロスタッフ
  4.	 植野正之：なぜにおう？どうすれば予防できる？　Newton,118-119ページ,ニュートンプレス,2013年5月号
  5.	 植野正之：「健康寿命」果樹試験研究推進協議会,36-38ページ,vol.28,2013.4.1
  6.	 川口陽子：「誰もが気になるお口のにおい」2013夏の講演会　東京歯科保険医新聞　第520 2013.8.1
  7.	 川口陽子：気になる「口臭」大解決！　素晴らしい一日　プレジデント社　2013年11月号

[受賞対象]
なし
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ス ポ ー ツ 医 歯 学 分 野
Sports Medicine and Dentistry

准 教 授　上野俊明
助　　教　高橋敏幸，中禮　宏
医　　員　黒川勝英

大学院生　Sharika Shahrin(～9月)，石上貴之，
　　　　　Ruman Uddin Chowdhury，林　海里，
　　　　　田辺麻衣，三ツ山晃弘，深沢慎太郎，
　　　　　Abhishekhi Shrestha，白子高大(4月～）
非常勤講師　近藤剛史，佐々木幸生，佐藤　亮，
　　　　　山中拓人
研修登録医　三浦弘美，森　文彦，高畑智文，
　　　　　足立幸一郎，藤野祥子，安倍圭祐

（１）教育
１）担当科目
（１）歯学部・歯学科D3「総合課題演習」
（２）歯学部・歯学科D3「臨床体験実習」
（３）歯学部・歯学科D4「課題統合セミナー・オクルージョン」
（４）歯学部・歯学科D4「研究体験実習」
（５）歯学部・歯学科D5・D6「包括臨床実習 Phase I & II」
（６）歯学部・口腔保健学科DH3「再建系成人口腔保健衛生学」
（７）歯学部・口腔保健学科DH3「口腔保健衛生臨床実習」
（８）歯科技工士学校・実習科「臨床理工特論（スポーツ歯学）」
（９）大学院医歯学総合研究科・修士課程「環境社会医歯学（スポーツ医歯学）」
（10）大学院医歯学総合研究科・博士課程「スポーツ医歯学特論」
（11）歯科医師臨床研修・選択研修プログラム「スポーツ歯学」

２）教育方針
　本分野ではスポーツ選手の健康管理，スポーツ外傷の安全対策，競技力向上の3側面に関する有効かつ効率的な医・歯・
科学的サポートの在り方を追及し，そのために必要な学識的知識の整理，技能の習得，態度の研鑚を目指した教育を行って
いる。

（2）研究
　競技者やスポーツ愛好家の健康管理と外傷の安全対策に寄与貢献することを目的として，本分野ではスポーツや運動が人
体に与える様々な影響を考究している。
　１）スポーツ選手の口腔健康維持増進

（１）スポーツ選手の口腔保健実態調査
（２）スポーツ・運動に伴う口腔内環境の変化
（３）スポーツドリンクおよびサプリメントの口腔に対する影響

　２）スポーツ歯科傷害の安全対策
（１）マウスガード＆フェイスガード材料の改良・開発
（２）マウスガード＆フェイスガードの外傷予防効果の検証と快適性の向上
（３）競技種目・特性によるマウスガード＆フェイスガード外形の基準化
（４）スキューバダイビング用マウスピースの改良・開発

　３）咬合と骨格筋制御機能の相関
（１）バイオメカニクスによる骨格筋出力および力発揮特性の解析
（２）神経生理学的手法によるバックグラウンドメカニズムの検索

　４）咬合と身体平衡機能の相関
　５）咀嚼・咬合と脳機能の関連性
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　６）スポーツに関連する歯科疾患・傷害に対するHBOの応用

（3）臨床
　スポーツ歯科外来では，スポーツ選手・愛好家の口腔の健康の維持・管理・回復・増進を図ることを目的に，次のような
相談・健診・治療を実施している。
１）スポーツ歯科健診＆コンディショニング・アドバイス
２）歯科疾患全般に関する相談・治療
３）スポーツ傷害（外傷・障害）に関する相談・治療
４）カスタムメイド・マウスガードの製作・調整
５）カスタムメイド・フェイスガードの製作・調整

（4）研究業績
【原著】

  1)	Abe K, Takahashi H, Churei H, Iwasaki N, Ueno T: Flexural properties and shock absorbing capabilities of new face 
guard materials reinforced with fiberglass cloth. Dent Traumatol 29: 23-28, 2013.

  2)	上野俊明，添島沙夜香，松本　勝，近藤尚知，高橋敏幸，黒田真司，宇津宮幸正：一流競技者の健康・体力追跡調査
－第12回東京オリンピック記念体力測定－：歯科メディカルチェックについて．平成24年度スポーツ医・科学研究報
告（日本体育協会＆国立スポーツ科学センター），p36-41，2013．

  3)	田辺麻衣，高橋敏幸，下山和弘，添島沙夜香，上野俊明：ジュニアテニスプレーヤーとその保護者および指導者の口
腔衛生に関する意識行動調査．スポーツ歯学16：49‐55，2013．

  4)	高橋敏幸，田辺麻衣，林　海里，三ツ山晃弘，下山和弘，上野俊明：東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科4年生の
スポーツ歯科臨床実習に対する評価．スポーツ歯学17：5‐8，2013．

  5)	安井利一，前田芳信，田中佑人，石上惠一，上野俊明，松田成俊，松本　勝，月村直樹，竹内正敏，武田友高，額賀
康之，坂東陽月：マウスガードの外傷予防効果に関する大規模調査について－中間報告－．スポーツ歯学17：9‐13，
2013．

  6)	Reza F, Churei H, Takahashi H, Iwasaki N, Ueno T: Flexural impact force absorption of mouthguard materials 
using film sensor system. Dent Traumatol, Online published, 18 Sep 2013.

  7)	Shahrin S, Takahashi T, Chowdhury RU, Chowdhury NU, Toyoshima Y, Ueno T: General and oral injuries of the 
cricketers and field hockey players in Bangladesh. Int J Sports Dent 6: 13-23, 2013.

  8)	Tanabe M, Takahashi T, Shimoyama K, Toyoshima Y, Ueno T: Effects of rehydration and food consumption on 
salivary flow，pH and buffering capacity in young adult volunteers during ergometer exercise. J Int Soc Sports 
Nutr 10: 49-54, 2013.

【著書】
  1)	上野俊明（分担）：咬合と競技力の維持向上に関する基本的サポート．口腔科学，戸塚靖則，高戸　毅（監修），飯田

順一郎，伊藤公一，岡野友宏，木村博人，小谷順一郎，齊藤　力，佐々木啓一，白砂兼光，須田英明，丹沢秀樹，前
田健康，山根源之，山本浩嗣（編集），朝倉書店，東京，2013年．

【総説】
  1)	上野俊明：スポーツ・クレンチングのマネージメント．歯界展望（特別号）：334-335，2013．
  2)	Maeda Y, Yasui T, Tanaka Y, Ando T, Ishigami K, Ueno T, Matsumoto M, Matsuda N: Is mouthguard effective for 

preventing traumatic injuries during sports event?: A strategic protocol formulated by the Japanese Academy of 
Sports Dentistry (JASD) to accumulate scientific evidence. Int J Sports Dent 6: 7-11, 2013.

  3)	上野俊明：トップアスリートのメディカルチェックを検証する～ロンドンオリンピックをふりかえって～ 3．歯科医
の立場から．日臨スポ医学誌21：525-528，2013

【学会】
  1)	シャリカ，高橋敏幸，チョードリー，豊島由佳子，シェキ，上野俊明：Analysis of the dental injury pattern on the 

playing positions in Bangladesh elite cricketers．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．
  2)	チョードリー，中禮　宏，深沢慎太郎，安倍圭祐，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明：Prototype product of glass fiber 

reinforced thermoplastic for new mouthguard material．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．
  3)	石上貴之，高橋敏幸，藤野祥子，根来武史，上野俊明：咬合支持域の変化が動的バランス機能に及ぼす影響．第24回

日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．
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  4)	林　海里，高橋敏幸，田辺麻衣，三ツ山晃弘，堀江正樹，柴田俊一，柳下和慶，上野俊明：ラット頭蓋骨欠損モデル
を用いた骨欠損治癒に対する高気圧酸素治療の効果．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．

  5)	三ツ山晃弘，高橋敏幸，田辺麻衣，三浦弘美，上野俊明：日本プロアイスホッケー選手のマウスガード使用状況に関
するアンケート調査．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．

  6)	深沢慎太郎，中禮　宏，チョードリー，横田嘉代子，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明：マウスガード修理用材料の開
発に向けた基礎的研究．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．

  7)	田辺麻衣，高橋敏幸，下山和弘，上野俊明：ジュニアテニスプレイヤーとその保護者および指導者に対する口腔衛生
指導による行動変容効果．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．

  8)	黒川勝英，高橋敏幸，上野俊明：マウスガードの咬合接触関係の可視化．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，
2013年6月29-30日．

  9)	中禮　宏，和田敬広，宇尾基弘，深沢慎太郎，チョードリー，安倍圭祐，高橋英和，上野俊明：ガラス繊維強化型サ
ーモプラスチック作製時の含浸性の向上．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．

10)	高橋敏幸，田辺麻衣，三ツ山晃弘，林　海里，下山和弘，上野俊明：東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科4年生の
スポーツ歯科臨床実習におけるマウスガード体験実習導入の評価．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6
月29-30日．

11)	上野俊明，高橋敏幸，石上貴之，藤野祥子，中禮　宏：可綴性義歯使用者の動的姿勢保持能力の評価．第24回日本ス
ポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29-30日．

12)	山中拓人，高橋敏幸，黒川勝英，近藤剛史，佐々木幸生，佐藤　亮，斉藤　整，磯山永次郎，渡邊由直，上野俊明：
スポーツ外傷に起因する上顎前歯欠損部の補綴処置に関する文献学的考察．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，
2013年6月29-30日．

13)	添島沙夜香，豊島由佳子，田中沙織，高橋敏幸，近藤尚知，松本芳郎，宇都宮幸正，宮澤　慶，松本　勝，上野俊明：
我が国のトップアスリートの歯科保健状況の変化と推移-JISS開所から10年を経過して-．第24回日本スポーツ歯科医
学会，東京，2013年6月29-30日．

14)	Fukasawa S, Churei H, Chowdhury RU, Shrestha A, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T: Application of dental 
silicone rubber material for repairing mouthguard. 2nd IADR Asia Pacific Region Meeting, Bangkok, Thailand, Aug 
21-23, 2013.

15)	 Fukasawa S, Churei H, Chowdhury RU, Shrestha A, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T: Application of Dental 
Silicone Rubber Material for Repairing Mouthguard. 5th TMDU International Summer Program　(ISP2013), Aug 
27-29, 2013.

16)	Mitsuyama A, Takahashi T, Tanabe M, Ueno T: Dental injury incidence and prevalence of mouthguard in Japanese 
ice hockey players. 101th FDI Annual World Dental Congress, Istanbul, Turkey, Aug 28-31, 2013.

17)	 Ishigami T, Takahashi T, Fujino S, Ueno T: Effect of change in occlusal supporting zone on the stabilization of 
posture stance disturbed by electrical stimulation. 15th Biennial Meeting of the International College of 
Prosthodontists, Torino, Italy, Sep 18-21, 2013.

18)	深沢慎太郎，中禮　宏，和田敬広，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明：マウスガードシートへの歯科用シリコーンの接
着に対する工夫．第62回日本歯科理工学会，新潟，2013年10月19-20日．

19)	石上貴之，高橋敏幸，藤野祥子，相澤純也，柳下和慶，上野俊明：咬合支持域の変化が姿勢外乱時の動的バランス能
力に及ぼす影響．第24回日本臨床スポーツ医学会，熊本，2013年10月25-26日．

20)	田辺麻衣，高橋敏幸，三ツ山晃弘，下山和弘，上野俊明：ジュニアアイスホッケー選手の口腔保健行動に関する調査．
第24回日本臨床スポーツ医学会，熊本，2013年10月25-26日．

21)	上野俊明，添島沙夜香，豊島由佳子，松本　勝，近藤尚知，宇津宮幸正，高橋敏幸，宮澤　慶，川原　貴：東京オリ
ンピック記念体力測定参加者の歯科保健状況．第24回日本臨床スポーツ医学会，熊本，2013年10月25-26日．

【研究助成金】
  1)	高橋敏幸（代表），加藤　剛，上野俊明（分担）：日本学術振興会科学研究費補助金・基盤C「高気圧酸素療法を応用

した新しい歯牙再植法の開発」．
  2)	柳下和慶（代表），榎本光浩，上野俊明，高橋敏幸ほか（分担）：文部科学省概算要求プロジェクト「スポーツ医歯学

領域の独創的研究推進プロジェクト」．
  3)	安井利一（代表），前田芳信，石上惠一，上野俊明，鷹股哲也，小出　馨，松本　勝，川良美佐雄（分担）：日本歯科

医学会・プロジェクト研究助成　「咬合支持の回復は姿勢の維持と転倒防止に寄与するか」（担当：日本スポーツ歯科
医学会）．

  4)	中禮　宏（代表），深沢慎太郎，高橋英和，宇尾基弘，上野俊明（分担）：石本記念デサントスポーツ科学振興財団・
研究助成「アスリート向け高性能スポーツマウスガードの開発－ガラスファイバー強化型新規材料の創製と応用－」
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  5)	黒川勝英（代表），高橋敏幸，上野俊明（分担）：日本学術振興会科学研究費補助金・基盤C　「動的姿勢制御に関わる
口腔機能の解明」．

【その他】
１）招待講演・シンポジウム・セミナー
  1)	上野俊明：【講演】咬合と全身の関係からマウスガードを考える．愛知県歯科医師会主催・マウスガード認定講習会，

名古屋・愛知，2013年1月24日．
  2)	上野俊明：【講演】スポーツと歯科．日本体育協会主催・日体協公認スポーツドクター養成講習会，東京，2013年2月

16日．
  3)	上野俊明：【講演】スポーツ歯科．日本産業衛生学会主催・産業歯科保健部会研修会，東京，2013年2月17日．
  4)	安井利一，松本　勝，宮澤　慶，中禮　宏，黒川勝英ほか：【講演＆実習】埼玉県歯科医師会主催・マウスガード製

作講習会，坂戸・埼玉，2013年3月17日．
  5)	上野俊明：【講演】スポーツに関連する歯科的問題．埼玉県歯科医師会主催・スポーツ歯科講習会，さいたま・埼玉，

2013年4月18日．
  6)	上野俊明：【講演】咬合と全身の関係からマウスガードを考える．兵庫県歯科医師会主催・平成25年度兵庫県生涯研

修セミナー，神戸・兵庫，2013年6月16日．
  7)	上野俊明：【座長】教育講演：外傷歯の治療（月星光博）．第24回日本スポーツ歯科医学会，東京，2013年6月29日．
  8)	上野俊明：【講演】スポーツと歯の大切な関係．株式会社ジーシー主催・少年野球夏休みわくわくデー，東京，2013

年8月20日．
  9)	上野俊明：【講義】Up-to-dateスポーツ歯科医学2013．北海道大学歯学部D5臨床講義，札幌・北海道，2013年9月7日．
10)	上野俊明：【講演】JISSにおけるデンタルサポート事業．日本体育協会主催・東京国体ドクターズ・ミーティング，東

京，2013年9月27日．
11)	柳下和慶，上野俊明：【講演】スポーツ外傷・障害における歯科治療の重要性と高圧酸素治療の治療効果．日本臨床

スポーツ医学会主催・学生のためのスポーツ医学セミナー，東京，2013年10月5日．
12)	上野俊明，添島沙夜香，田中沙織：【シンポジウム】青少年のスポーツ活動と歯・口腔外傷の実態および予防方策：

トップアスリートの歯・口腔外傷の実態と要因．第24回日本臨床スポーツ医学会，熊本，2013年10月26日．
13)	上野俊明：【講演】スポーツデンティストの役割と今後．和歌山県歯科医師会主催・第2回スポーツ歯科指導者講習会，

和歌山，2013年11月17日．
14)	上野俊明，石上惠一，中村憲司，東　裕司：【パネルディスカッション】スポーツ歯科と安全－危機管理の考え方を

踏まえた歯・口のための教育と管理－．和歌山県歯科医師会主催・第2回スポーツ歯科指導者講習会，和歌山，2013
年11月17日．

15)	中禮　宏：【講演】サッカー選手に歯科的トラブルが起こったら．関東若手サッカードクター／ソクラテスの会主催・
第3回勉強会，東京，2013年11月18日．

16)	上野俊明：【座長】スポーツ医学と歯学の融合と発展を目指して．東京医科歯科大学スポーツ医歯学センター主催・
第1回湯島スポーツ医歯学研究会，2013年11月30日．

17)	高橋敏幸：【講演】咬合と四肢・全身筋力の関係．東京医科歯科大学スポーツ医歯学センター主催・第1回湯島スポー
ツ医歯学研究会，2013年11月30日．

２）雑誌・新聞・ラジオ・テレビ等
  1)	上野俊明：【テレビ】「生きる」の入り口－歯科医療は生活の中へ－：④「噛みしめる」の入り口．BS朝日，2013年3

月23日．
  2)	上野俊明：【DVD】ジュニア期のスポーツマウスガード．日本歯科医師会生涯研修ライブラリー（シリーズ1208），

2013年．
  3)	上野俊明：【ラジオ】Story－スポーツ歯学，咬合によるスポーツ運動機能への影響－．ラジオNIKKEI第2，2013年12

月24‐27日．
  4)	中禮　宏：【雑誌】スポーツ医学・コラム⑱サッカー競技における疲労骨折．東京都サッカー審判協会雑誌PlayOn33：

8，2013．
  5)	中禮　宏：【雑誌】スポーツ医学・コラム⑲スポーツドリンクの過剰摂取．東京都サッカー審判協会雑誌PlayOn34：8，

2013．

３）研修会・学会主催
  1)	山中拓人：【SPMDセミナー】NYU山野研究室における基礎研究の紹介－新しい非ウィルス遺伝子導入ベクターにつ

いて－．本学，2013年1月9日．
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  2)	石崎　明：【大学院特別講義】細胞の増殖・分化機構と組織再生について．本学，2013年1月30日．
  3)	Kwantae Noh：【SPMDセミナー】韓国における歯科補綴治療の実際．本学，2013年2月20日．
  4)	Seiichi Yamano：【SPMDセミナー】Implant treatment plans for partially edentulous patients．本学，2013年4月18日．
  5)	上野俊明，高橋英和，高橋敏幸，中禮　宏，黒川勝英，石上貴之，林　海里，三ツ山晃弘，深沢慎太郎ほか：【研修会】

スポーツ歯科アドバンス－外傷予防と競技力の維持向上に貢献する－．東京都歯科医師会主催・H25年度卒後研修，
2013年7月21日．

  6)	島田　淳：【大学院特別講義】顎関節症のEBMと臨床マネージメント．本学，2013年10月30日．
  7)	上野俊明，隅田陽介，高橋敏幸，中禮　宏，黒川勝英，藤野祥子，石上貴之，林　海里，三ツ山晃弘，深沢慎太郎，

チョードリー，シェキ，白子高大ほか：【研修会】東京医科歯科大学歯科同窓会主催C.D.E実習付きコース・スポーツ
歯科NOW－JASD公認マウスガードを学ぶ－．本学，2013年12月1日．

４）学術活動・交流
  1)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・理事（担当：庶務，社会保険）
  2)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・評議員
  3)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・社会保険委員会・委員長
  4)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・認定委員会・副委員長
  5)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・国際誌編集委員会・副委員長
  6)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・学術研究委員会・委員
  7)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・教育普及委員会・委員
  8)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・MG研修施設選考委員会・委員
  9)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・MGテクニカルインストラクター選考委員会・委員
10)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・学会賞選考委員会・委員
11)	上野俊明．日本スポーツ歯科医学会・学術論文賞選考委員会・委員
12)	上野俊明．International Journal of Sports Dentistry・編集委員
13)	上野俊明．JISS-国内スポーツ関連学会連携会議・委員
14)	上野俊明．歯学系学会社会保険委員会連合・委員
15)	上野俊明．日本歯科医師会・スポーツ歯科委員会・副委員長
16)	上野俊明．日本体育協会・スポーツ医・科学専門委員会・委員
17)	上野俊明．北海道大学歯学部・非常勤講師
18)	上野俊明．日本臨床スポーツ医学会･代議員
19)	上野俊明．大韓スポーツ歯科医学会・アドバイサー

５）海外研究者／歯科学生短期研修等
  1)	高雄医学大学口腔医学院（台湾）：1名，2013年6月．
  2)	キングスカレッジロンドン歯学部（英国）：3名，2013年8月．
  3)	高大連携プログラム（茨城・土浦第一高校）：5名，2013年8月
  4)	ペンシルバニア大学歯学部（米国）：2名，2013年9月．
  5)	チュラロンコン大学（タイ）：4名，2013年10月．
  6)	インドネシア大学（インドネシア）：2名，2013年10月．

６）社会貢献・ボランティア活動等
  1)	シェキ：【国際交流】留学生が紹介する私たちの国・ネパールについて．文京区国際交流委員会主催・東京医科歯科

大学留学生との交流会．東京，2013年2月15日．
  2)	中禮　宏，シャリカ，チョードリー，シェキ，三ツ山晃弘，黒川勝英，上野俊明ほか：【ボランティア活動】歯の健

康とけがの予防について（マウスガード展示・口腔衛生指導）．第6回市川市ラグビーフェスティバルwithクボタスピ
アーズ&NTTコミュニケーションズシャイニングアークス．市川・千葉，2013年3月24日．

  3)	中禮　宏：【ボランティア】スポーツ祭東京2013（東京国体）文京区ボランティア（前日準備・駐車場・駐輪場管理）．
東京，2013年10月3日．
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歯学教育システム評価学分野
Educational System in Dentistry

教　　授　　荒木孝二
非常勤講師　中村幸生，片岡博樹
大学院生　　黒佐通代，
　　　　　　菊池紘乃(2013年3月まで)

（１）教　育
　大学院教育では歯学教育システムの変革期にあたり、教育システム評価の方法論の構築と実践を主として、自学自習、
問題発見・解決型思考能力の啓発に役立つ教育を行っている。特に卒前および卒直後における国際的な教育水準を達成する
ための教育システムの構築とその評価方法の開発、教育カリキュラム評価方法、教育システム評価の検証法、および国際的
な教育水準評価システムについて詳細な知識を習得できるようにセミナー、演習を行っている。
　歯学部学生教育では、モジュール「課題統合セミナー」ユニット「全人的総合診断」の責任者、モジュール「包括臨床実習」
の責任者として、前者では講義・演習、後者では新しい臨床実習カリキュラムの作成・実行および学生臨床セミナーの開講、
実習ポートフォリオのチェックなどを通して、臨床実習が円滑に進行出来るようにしている。
　現在学年進行中で進んでいる新カリキュラムの授業日程、シラバス作成・点検について歯学部教育委員長として中心的
な役割を担っている。

（２）研　究
　本分野は2006年４月に開講した大学院医歯学総合研究科の分野である。現在以下のような研究課題について取り組んでい
る。１）歯学教育カリキュラム評価方法の開発、２）歯学教育システム評価の妥当性・信頼性の検証方法の開発、３）卒前・
卒直後における国際的な教育水準評価システムの開発　４）バーチャルリアリティ教育シミュレーションシステムによる歯
科技能能力向上プログラムの開発

（３）臨　床
　歯科総合診療部での治療・臨床実習中の学生への態度教育、研修医教育を行っている。

（４）研究業績
［原著］

  1. 	神原正樹, 大槻昌幸, 荒木孝二, 小田茂, 永井茂之, 野口俊英 : 教育問題検討委員会調査報告「レーザー歯学の卒前教育
と課題」　日本レーザー歯学会誌第24巻第1号　2013.4

  2. 	Hirono Kikuchi, Masaomi Ikeda, Koji Araki : Evaluation of a Virtual Reality Simulation System for Porcelain Fused 
to Metal Crown Preparation at Tokyo Medical and Dental University  ｐ782～792　Journal of Dental Education 
June 2013/Vol.77/No.6

  3. 	大山 篤, 須永 昌代, 木下 淳博, 新田 浩, 俣木 志朗, 荒木 孝二 : 臨床実習時における患者と歯学部学生との信頼関係構
築に関する国民の意識調査．日本口腔診断学会雑誌、26: 273-279, 2013.

［学会］
  1. 	則武加奈子, 礪波健一, 大原里子, 梅森幸, 荒木孝二, 俣木志朗 : 初診時医療面接初回実習時における学生の聴講傾向  第

32回日本歯科医学教育学会　札幌　2013年７月12日
  2. 	礪波健一, 則武加奈子, 大原里子, 梅森幸, 荒木孝二, 俣木志朗 : 初診実習ケースの疾病構造　第32回日本歯科医学教育

学会　札幌　2013年７月12日
  3. 	黒佐道代, 荒木孝二, 大原里子, 礪波健一, 梅森幸, 則武加奈子 : ペーパー試験とコンピュータ試験における臨床推論能

力測定の相違について　第32回日本歯科医学教育学会　札幌　2013年７月12日
  4. 	大山篤, 大原里子, 新田浩, 秀島雅之, 小田茂, 俣木志朗, 荒木孝二, 須永昌代, 木下淳博：歯科医師や学生の身だしなみに

関する国民の意識調査　第32回日本歯科医学教育学会　札幌　2013年７月12日
  5. 	黒佐通代, 荒木孝二, 大原里子, 礪波健一, 梅森幸, 則武加奈子, 須永昌代, 木下淳博：ペーパー試験とコンピュータ試験

における臨床推論能力測定の相違について　第78回　口腔病学会　東京　2013年12月6日、12月7日
  6. 	大山篤, 須永昌代, 吉岡隆知, 木下淳博, 荒木孝二：医歯学シミュレーション教育システムの教材レビュー事項の分析   

第78回　口腔病学会　東京　2013年12月6日、12月7日
  7. 	則武加奈子, 礪波健一, 大原里子, 梅森幸, 荒木孝二, 俣木志朗：包括臨床実習phaseⅡ初診時医療面接実習における学生

環境社会医歯学講座
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の聴取傾向の変化　第78回　口腔病学会　東京　2013年12月6日、12月7日
  8. 	梅森幸, 礪波健一, 新田浩, 荒木孝二, 俣木志朗：心電図Ｒ－Ｒ間隔の周波数分析を用いたストレスモニタについて  第

78回　口腔病学会　東京　2013年12月6日、12月7日

［著書］
  1. 	荒木孝二：「第22回日本歯科医学会総会　学生研究発表セッションにおける歯学科5年生2名優秀賞受賞」　8～9ｐ　東

京医科歯科大学　歯科同窓会　会報　No.184　2013年2月
  2. 	荒木孝二：SECTION２　歯内治療　1.医療面接, ２.治療計画（検査・診断を含む），３.予防・治療（基本）技術  304

～328ｐ　歯科臨床イヤーノート　2014～　クインテッセンス出版株式会社　2013年3月10日発行
  3. 	荒木孝二：シンポジウム新しい時代の歯科医師養成のための生涯教育を考える「臨床実習のモデル・コア・カリキュ

ラムと卒業時の臨床能力評価について」90～91ｐ　第22回日本歯科医学会総会　歯界展望　特別号-お口の健康全身元
気-各世代の最新歯科医療　2013

  4. 	荒木孝二：「歯学科新カリキュラムー医歯学融合教育について」　東京医科歯科大学歯科同窓会　会報 p35  №187  
2013年11月

［研究助成金］
  1. 	文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B）「臨床体験型コンピュータシミュレーション教材の標準化と医歯学融合

教育での教育効果」：課題番号24300280-2　分担研究者　荒木孝二
  2. 	文部科学省平成25年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）基礎・臨床を両輪とした医学教育改革によるグロ

ーバルな医師養成　歯学教育認証制度等の実施に関する調査研究　事業推進責任者：荒木孝二
  3. 	文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（A）「歯質表面損失症候群の診断法の確立と接着技法を応用した治療法の開

発」：課題番号25253100-01　分担研究者　荒木孝二
  4. 	厚生労働省科学研究費補助金（政策科学推進研究事業）「高度電子情報化に対応した適性な保険診療体制の構築に関

する研究」：課題番号 H25-政策-一般-009　分担研究者　荒木孝二
  5. 	文部科学省　先導的大学改革推進委託事業「医療提供体制見直しに対応する医療系教育実施のためのマネジメントの

在り方に関する調査研究」委員　荒木孝二
  6. 	厚生労働省受託事業　平成25年度 歯科保健医療情報収集等事業「一般歯科診療時の院内感染対策」 班長　荒木孝二（日

本歯科医学会）

［総説］

［その他］
（招待講演、シンポジウム、セミナー）

  1. 	中村幸生：「日本の歯科動向・問題点を北欧諸国と比較して考える」大学院特別講義（医歯学先端研究持論）2013年
₁月17日

  2. 	荒木孝二：平成24年度歯学教育認証評価検討ＷＧシンポジウム「日本の歯学教育認証評価のあり方について」2013年
3月5日　新潟ホテルオークラ

  3. 	片岡博樹：「保険診療の一環としての歯内療法」大学院特別講義　（医歯学先端研究特論）2013年3月21日
  4. 	荒木孝二：第三回岡山医療教育・研究国際シンポジウム「歯学教育における国際認証評価の現状と戦略」2013年9月

23日　岡山大学創立五十周年記念館

（ワークショップ・講演会）
  1. 	荒木孝二：「今求められる教育指導法およびコーチング」平成25年度全国歯科技工士教育協議会　専任教員講習会Ⅱ, 

全国歯科技工士教育協議会　2013年8月6日 
  2. 	荒木孝二：平成25年歯学科教養部教員研修　2013年9月28日
  3. 	荒木孝二：平成25年度　文部科学省補助金　歯学教育認証評価検討ＷＧワークショップ主催　総括として参加　2013

年10月19日～20日

（国際交流）
  1. 	荒木孝二：文部科学省　平成24年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）での海外視察のため、米国シカゴに

あるADA/CODA、カリフォルニア大学サンフランシスコ校、シアトルのワシントン大学を訪問した。2013年1月28日
～2月3日

  2. 	荒木孝二：大学の世界展開力強化事業　国際シンポジウム「国際医療人の育成を目指して～学部留学生OBによる歯
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学教育の国際評価～」に歯学科教育委員長として参加し、終了時の挨拶を行った。2013年2月13日
  3. 	荒木孝二：文部科学省　平成25年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）で、米国ボストンのタフツ大学歯学部、

ハーバード大学歯学部を訪問し、歯学教育内容と大学認証評価に関する情報収集と意見交換を行った。2013年11月13
日～18日

（学生教育）
  1. 	荒木孝二：平成25年度東京医科歯科大学新入生オリエンテーション（2013年4月10-11日、神奈川県足柄下郡箱根町）

にファシリテータとして参加した。
  2. 	荒木孝二：平成25年度　歯科医学における基礎・臨床ボーダレス教育「健康科学コース」で「教育評価の基礎」の講

義を担当　2013年5月30日
  3. 	荒木孝二：平成25年度東京医科歯科大学歯学部歯学科５年生に対して、「全人的総合診断学」講義を計15時間担当

した。2013年7月
  4. 	荒木孝二：平成25年度東京医科歯科大学歯学部歯学科５年生に対して実施した共用試験OSCEに執行部の一員として

参加した。2013年8月31日
  5. 	荒木孝二：平成25年度東京医科歯科大学歯学部歯学科５年次学生教員－学生合宿研修（2013年10月3-4日、神奈川県三

浦市）に統括責任者として参加した。
  6. 	荒木孝二：明海大学歯学部4年生に対して歯内治療学「根管貼薬と根管洗浄」について講義を行った。2013年10月25

日
  7. 	荒木孝二：平成25年度東京医科歯科大学歯学部歯学科5年生に対して、「包括臨床実習」のモジュールコーディネータ

ーとして授業スケジュールの策定とオリエンテーションを実施した。2013年10月～12月
  8. 	荒木孝二：平成25年度東京医科歯科大学歯学部歯学科5,6年生に対して、「包括臨床実習」のモジュールコーディネー

ターとしてポートフォリオのチェック、実習進行状態の管理、学生臨床セミナーの企画と実施、症例報告審査、終了
時OSCEを実施した。2013年1月-12月

（共用試験関係）
  1. 	荒木孝二：共用試験歯学系ＣＢＴモニター　奥羽大学歯学部　2013年2月8日
  2. 	荒木孝二：共用試験歯学系ＣＢＴモニター　九州歯科大学歯学部　2013年3月13日
  3. 	荒木孝二：共用試験歯学系CBT試験問題作成説明会, 東京, 2013年4月9日
  4. 	荒木孝二：各大学へのＣＢＴ問題作成講習会にタスクフォースとして参加　岩手医科大学　2013年4月27日
  5. 	荒木孝二：各大学へのＣＢＴ問題作成講習会にタスクフォースとして参加　神奈川歯科大学　2013年6月2日

（社会貢献）
  1. 	荒木孝二：日本歯科医学会副会長　（～2013年6月まで）
  2. 	荒木孝二：日本歯科医学会「歯科医療協議会」
  3. 	荒木孝二：日本歯科医学会　厚生労働省受託事業　歯科保健医療情報収集等事業　一般歯科診療時の院内感染対策  

班長
  4. 	荒木孝二：文部科学省　平成24年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）基礎・臨床を両輪とした医学教育改

革によるグローバルな医師養成　歯学教育認証制度等の実施に関する調査研究　事業推進責任者
  5. 	荒木孝二：独立行政法人　医薬品医療機器総合機構専門委員
  6. 	荒木孝二：財団法人　日中医学協会　共同研究等助成事業委員会委員
  7. 	荒木孝二：社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構理事、歯学系ＣＢＴ実施小委員会委員、歯学系ＣＢＴブラ

ッシュアップ専門部会員、歯学系ＣＢＴ事後評価解析小委員会委員
  8. 	荒木孝二：明海大学歯学部　非常勤講師（歯内療法学）
  9. 	荒木孝二：岐阜大学医学部医学教育開発研究センター運営協議会委員
10. 	荒木孝二：文部科学省　先導的大学改革推進委託事業「高齢社会を踏まえた医療提供体制見直しに対応する医療者教

育の在り方に関する調査研究」委員
11. 	荒木孝二：日本歯科医学教育学会　常任理事（財務担当）・評議員
12. 	荒木孝二：日本レーザー歯学会　理事・評議員
13. 	荒木孝二：日本レーザー歯学会　法人化推進・会則検討委員会委員長
14. 	荒木孝二：日本レーザー歯学会　広報委員会副委員長
15. 	荒木孝二：日本レーザー歯学会　教育問題検討委員会委員
16. 	荒木孝二：日本歯科保存学会　理事・評議員
17. 	荒木孝二：日本歯科保存学会　教育問題委員会委員
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18. 	荒木孝二：日本歯科保存学会　国際交流委員会委員
19. 	荒木孝二：日本歯科薬物療法学会　評議員
20. 	荒木孝二：日本口腔診断学会　評議員 
21. 	荒木孝二：東京医科歯科大学歯科同窓会委員（緊急時歯科医師派遣制度運営委員会）
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教育メディア開発学分野
Educational Media Development

教　　授　木下淳博
助　　教　須永昌代

（１）教育
　コンピュータシミュレーション教育システム、eラーニングシステム、通信講義システム等、情報通信技術を活用した新
しい教育システムおよび教育メディアの特徴を理解させ、関連する教育メディアを独自に作成する方法を修得させるととも
に、それらを医療系大学の卒前、卒後教育や、職種間連携に必要な教育に応用する方法を修得させる。
　歯学部歯学科1年次、口腔保健学科1、2年次では、コンピュータによるメディア情報処理、コンテンツ作成の基礎を修得
させ、インターネットとコンピュータを利用した学習、および研究活動に必要な情報検索の方法を修得させる。また、各種
データベースの利用の仕方を修得させることを目標とする。
　歯学部歯学科4年次では、医療現場を体験させることにより、将来の歯科医師としての自覚を高めさせ、歯科臨床に必要
な基本的態度と知識を身につけることを目標とする。ユニット「コンピュータシミュレーション実習」では、コンピュータ
を用いて歯科臨床のシミュレーションを行わせることにより、歯科臨床の知識、技能を自己学習する能力を身につけること
を目標とする。ユニット「D6体験実習」では、歯科における治療計画立案の重要性を理解させ、症例分析能力・治療計画立
案能力を修得させる。包括臨床実習現場において、実際の患者さんに医療面接を行わせ、将来の歯科医師としての自覚を高
めさせ、医療面接に必要な基本的態度と知識を身につけることを目標とする。

担当科目：
教育メディア開発学特論、医歯学総合研究科コース特論健康科学コース、大学院初期研究研修プログラム、臨床体験実習₂、
基礎情報医歯学、最新の歯学研究・歯科臨床、メディア情報学基礎、臨床口腔保健衛生基礎学

（２）研究
１）コンピュータシミュレーション教育システムの開発と活用に関する研究
　本学では、特色ある大学教育支援プログラム（特色GP）採択取組「医歯学シミュレーション教育システムの構築」、さら
に大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム採択取組 「コンピュータによる診療模擬実習の展開」
の取組として、本学附属病院の豊富な臨床資料を活用し、臨床教育に関するコンピュータシミュレーション教材を独自に作
成してきた。作成した教材を医学部医学科、医学部保健衛生学科、歯学部歯学科、歯学部口腔保健学科の学生等に活用し、
その教育効果を評価・解析するとともに、全学的なシミュレーション教育システムを開発する。

２）医療系教育におけるeラーニングシステムの活用に関する研究
　本学では、現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）採択取組「ICT活用教育と従来型臨床現場実習の連携」により、
実際の臨床で行われる手技を講義室にいる学生に術者の視点から解説し、「治療の流れ」を同時進行で学ばせるシステムを
開発してきた。このシステムにより、臨床現場と講義室を同時中継したライブ講義を行い、多くの学生に同じ症例を見学させ、
学生同士に共通の症例について討論させることが可能となった。臨床現場における処置・手術、模型実習室でのデモ、講義
室での講義、学生が行う模型実習・臨床実習手技等を映像自動収録装置によって日常的にもれなく収録、蓄積、評価できる
ようにICT活用コンテンツを充実させ、それらのコンテンツをオンデマンド配信し、現行の教育との連携を図り、学年進行
に合わせたフィードバック、自己評価、自己研鑽を推進できるようシステムの開発を行う。

３）医療系教育における教育メディアの開発と活用に関する研究
・シミュレーション実習用技能評価装置の研究：現在、本学では窩洞形成・支台歯形成実習において窩洞形成評価システム
が活用されているが、位置検出精度、切削対象ボクセル密度が低く、実用上の課題が多いのが現状である。そこで、新しい
シミュレーション実習用技能評価装置を開発し、窩洞形成や支台歯形成などのシミュレーション実習技能評価装置の実用性、
技能評価結果の適正度、評価方法の適正度、教育効果などを評価する。
・歯科実習用顎模型の研究・開発：様々な歯周ポケットを経験でき、ポケット底の触知、探査を含めた測定訓練ができる歯
周ポケット測定訓練用顎模型を開発してきた。本模型が測定者の訓練に有効か否か、および測定者の正確度の評価や標準化
に応用可能か否かを研究する。
・術者目線自動撮影・表示・録画システムの歯学教育への活用に関する研究：現在、歯学教育における講義・実習で活用さ
れているビデオ等の映像教材は、その多くが撮影者の目線でのカメラ映像である。また、歯学教育では学習の対象物（器具、
歯、模型、縫合の手技等）を学生に立体的に把握させたいことも多く、手技の実演を行っているが、学生全員が至近距離で
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実演を見ることは困難である。そこで、術者目線のオリジナル3Dムービー作成・供覧システムの開発を行い、遠隔講義、ス
ーパーインポーズ機能を用いた遠隔指導システムなど、教材コンテンツとしての応用可能性を研究する。
・カメラ、ミラー及び画像反転ユニット付ハンドピースシステムの開発：治療部位をリアルタイムでモニタに映し出し、よ
りわかり易く、また臨床に直結した臨場感のある講義を行えるように、歯科治療に用いるハンドピース（タービン、モータ
ー用ハンドピース、スケーラー等）に、小型カメラ、ミラー、及び画像反転ユニットを内蔵もしくは取り付けることが可能
なシステム（カメラ付ハンドピースシステム）を開発する。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Sunaga M, Kondo K, Adachi T, Miura Y, Kinoshita A.  Development and evaluation of a new dental model at Tokyo 
Medical and Dental University for the practice of periodontal pocket probing. J Dent Educ. 2013 Sep;77(9):1185-1192.  

  2.	 Iwaki M, Kanazawa M, Sunaga M, Kinoshita A, Minakuchi S.  Live broadcast lectures on complete denture 
prosthodontics at Tokyo Medical and Dental University: comparison of two years. J Dent Educ. 2013 Mar;77(3):323-
330. 

  3.	 大山 篤, 須永 昌代, 木下 淳博, 新田 浩, 俣木 志朗, 荒木 孝二.  臨床実習時における患者と歯学部学生との信頼関係構
築に関する国民の意識調査.  日本口腔診断学会雑誌. 2013;26(3):273-279.

［著書］
  1.	 臨床病態学3 第2版 （北村　聖　総編集）14歯科・口腔系疾患（俣木志朗　編）歯周病，p544-551. ヌーヴェルヒロカ

ワ, 2013 (ISBN-978-86174-051-0)
  2.	 住友雅人，木下淳博，沼部幸博，松村英雄　編：歯科臨床イヤーノート2014～.　クインテッセンス出版株式会社, 

2013  (ISBN-978-4-7812-0305-8)

［学会］
（国内）

  1.	 黒佐通代，荒木孝二，大原里子，礪波健一，梅森　幸，則武加奈子，須永昌代，木下淳博：ペーパー試験とコンピュ
ータ試験における臨床推論能力測定の相違について．第78回口腔病学会学術大会，口腔病学会雑誌81(1)，p57，2013
年12月6-7日，12月7日，口演，東京．

  2.	 大山　篤，須永昌代，吉岡隆知，木下淳博，荒木孝二：医歯学シミュレーション教育システムの教材レビュー事項の
分析．第78回口腔病学会学術大会，口腔病学会雑誌81(1)，p58，2013年12月6-7日，12月7日，口演，東京．

  3.	 長　雄一郎，窪田哲朗，木下淳博，星　治：臨床検査技師教育におけるe-learning教材の活用；臨床検査技師教育にお
けるe-learning教材の活用；組織学の自己学習による教育効果（第二報），第60回日本臨床検査医学会学術集会，臨床
病理61(補冊), p131，2013年10月31-11月3日，11月1日，口演，神戸, 2013年

  4.	 三浦佳子，吉田ひとみ，葛西美樹，上原沙友里，竹廻祐希，須永昌代，鈴木聖一，森山啓司，木下淳博：コンピュー
タシミュレーション教材の歯科保健指導における患者への応用と評価, 日本歯科衛生学会第8回学術大会，日本歯科衛
生学会雑誌8（1），p232，2013年9月14-16日，9月16，ポスター，神戸, 2013年

  5.	 原田悠介，須永昌代，木下淳博：歯学科学生に対する歯周ポケット測定訓練用顎模型の訓練効果, 第56回秋季日本歯
周病学会学術大会，日本歯周病学会会誌55(秋季特別号)，p125，2013年9月22日，ポスター，前橋, 2013年

  6.	 須永昌代，大槻昌幸，池田正臣，田上順次，木下淳博：術者目線のオリジナル3Dムービー作成・供覧システムの歯学
科う蝕制御学講義への応用と評価, 第38回教育システム情報学会全国大会，論文集，p179-180，2013年9月1-4日，9月3日，
口演，金沢, 2013年

  7.	 長　雄一郎，窪田哲朗，木下淳博，星　治：e-learning教材を活用した臨床検査技師卒前教育における組織学の自己学
習による教育効果（第二報），第8回日本臨床検査学教育学会学術大会，臨床検査学教育 5(Supp.),p94，2013年8月26-28
日，8月27日，口演，大阪, 2013年

  8.	 山口久美子，須永昌代，秋田恵一，木下淳博：医歯学融合教育におけるシミュレーション教材作成の試み, 第45回日
本医学教育学会大会，医学教育Vol.44 (suppl), p75，2013年7月26-27日，7月26日，口演，千葉, 2013年

  9.	 大山　篤，須永昌代，木下淳博：臨床実習時に求められる学生の態度やスキルに関するＷｅｂ調査, 第45回日本医学
教育学会大会，医学教育Vol.44(suppl), p113，2013年7月26-27日，7月27日，口演，千葉, 2013年

10.	 大槻昌幸，田上順次，須永昌代，秀島雅之，谷岡正行，川口真奈，木下淳博：高精度窩洞形成シミュレーション・評
価システムの基礎実習へ, 第32回日本歯科医学教育学会，プログラム・抄録集p85，2013年7月12-13日，7月13日，口演，
札幌, 2013年

11.	 大山　篤，大原里子，新田　浩，秀島雅之，小田　茂，俣木志朗，荒木孝二，須永昌代，木下淳博：歯科医師や学生
の身だしなみに関する国民の意識調査, 第32回日本歯科医学教育学会，プログラム・抄録集p82，2013年7月12-13日，7
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月12日，口演，札幌, 2013年
12.	 竹廻祐希，三浦佳子，佐川かおり，須永昌代，鈴木聖一，森山啓司，木下淳博：コンピュータシュミレーション教材

のスタッフ教育への応用, 第32回日本歯科医学教育学会，プログラム・抄録集p120，2013年7月12-13日，7月12日，ポ
スター，札幌, 2013年

13.	 三浦佳子，吉田ひとみ，中林美恵，葛西美樹，上原沙友里，竹廻祐希，渡部沙慧子，鈴木聖一，森山啓司，木下淳博：
歯科保健指導におけるコンピュータシミュレーション教材の患者への応用, 第7回医療系e－ラーニング全国交流会，
講演要旨集「絆をつなぐe－ラーニング」，p28-31，2013年1月12-13日，1月12日，ポスター，徳島, 2013年

14.	 吉田ひとみ，三浦佳子，中林美恵，葛西美樹，上原沙友里，竹廻祐希，渡部沙慧子，鈴木聖一，森山啓司，木下淳博：
コンピュータシミュレーション教材を活用した歯科衛生士スタッフ教育の実践報告, 第7回医療系e－ラーニング全国
交流会，講演要旨集「絆をつなぐe－ラーニング」，p32-35，2013年1月12-13日，1月12日，ポスター，徳島, 2013年

［研究助成金］
  1.	 基盤研究B：課題番号24300280：臨床体験型コンピュータシミュレーション教材の標準化と医歯学融合教育での教育

効果．代表者：木下淳博，分担者：大谷啓一，荒木孝二，吉田直美，小長谷　光，近藤圭子，足達淑子，樺沢勇司，
大山　篤，須永昌代，和達礼子，南　一郎，竹内康雄．平成24年度-27年度，平成24年度補助金2,600千円（間接経費
780千円）基金2,200千円（間接経費660千円，平成25年度補助金2,600千円（間接経費780千円）基金1,100千円（間接経
費330千円），平成26年度補助金2,400千円（間接経費720千円）基金1,000千円（間接経費300千円），平成27年度補助金
1,900千円（間接経費570千円）基金700千円（間接経費210千円）．

  2.	 基盤研究C：課題番号25350319：コンピュータシミュレーションを活用した歯科衛生士キャリアパスの構築．代表者：
足達淑子，分担者：木下淳博，近藤圭子，三浦佳子，品田佳世子，須永昌代．平成25年度-27年度，平成25年度2,080
千円（間接経費480千円），平成26年度1,430千円（間接経費330千円），平成27年度650千円（間接経費150千円）．

  3.	 挑戦的萌芽研究：課題番号25590220：ｅラーニングによる歯科衛生士の新人教育システムと復職支援システムの開発
と評価．代表者：三浦佳子，分担者：木下淳博，近藤圭子，須永昌代，足達淑子．平成25年度-27年度，平成25年度
1,690千円（間接経費390千円），平成26年度1,300千円（間接経費300千円），平成27年度650千円（間接経費150千円）．

  4.	 基盤研究C：課題番号24501176：医学歯学教育における術者目線３Ｄムービー作成・供覧・遠隔指導システムの開発
と評価．代表者：須永昌代，分担者：木下淳博，小林宏明，金澤　学，岩城麻衣子．平成24年度-26年度，平成24年度
1,800千円（間接経費540千円），平成25年度1,400千円（間接経費420千円），平成26年度900千円（間接経費270千円）．

  5.	 基盤研究C：課題番号22530955：歯科衛生士の技術教育におけるステッププログラムと評価システムの開発．代表者：
近藤圭子．分担者：木下淳博，遠藤圭子，白田千代子，三浦佳子，足達淑子．平成22-24年度，平成22年度 2,340千円（間
接経費540千円），平成23年度 1,430千円（間接経費330千円），平成24年度 650千円（間接経費150千円）．

［その他］
公開講座・招待講演等：

（国内）
  1.	 木下淳博，足達淑子，須永昌代，三浦佳子，大塚紘未，安田昌代：歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線，東京医

科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング・デンタル・エデュケーション第51期PartⅠ，平成25年12月4日，東
京．

  2.	 木下淳博：イージーオーダーの口腔衛生指導，長崎県歯科衛生士会研修会，平成25年9月29日，招待講演，長崎．
  3.	 木下淳博，足達淑子，須永昌代，三浦佳子，吉田ひとみ，大塚紘未，安田昌代：歯科衛生士が担う歯周基本治療の最

前線，東京医科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング・デンタル・エデュケーション第50期PartⅡ，平成25
年6月23日，東京．

  4.	 木下淳博，足達淑子，須永昌代，三浦佳子，吉田ひとみ，鈴木理紗：歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線，東京
医科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング・デンタル・エデュケーション第50期PartⅠ，平成25年2月17日，
東京．





— 315 —

環境社会医歯学講座

保 険 医 療 管 理 学 分 野
Insured Medical Care Management

教　　授　藍　真澄(10月1日〜)

　本分野は、平成25年10月1日に新設された。

（１）教育
　医学部附属病院保険医療管理部として、分野新設に先立ち5月1日より活動を開始し、病院全職員を対象とした保険診療講
習会およびイブニングセミナーでの講習会を開催した。

（２）研究
　本分野の主な研究課題は、
　　・保険診療の教育方法と教育ツールの開発および人材の育成方法
　　・医療機関における診療報酬請求体制整備に関する研究
　　・医療供給体制と社会保険医療システムの融合に関する研究
であり、それに加え本分野所属教官等の従来の研究フィールドでの活動を継続している。
　具体的には、脂質代謝、糖代謝、動脈硬化症に関する臨床・疫学研究、臨床検査医学に関する研究を行っている。

（３）臨床
　医学部附属病院における保険診療に関する管理とともに、本分野所属教官等の従来の臨床フィールドでの臨床活動を継続
している。具体的には、老年病内科における糖尿病、脂質代謝異常、動脈硬化症、老年病に関する診療等。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Miida T, Nishimura K, Okamura T, Hirayama S, Ohmura H, Yoshida H, Miyashita Y, Ai M, Tanaka A, Sumino H, 
Murakami M, Inoue I, Kayamori Y, Nakamura M, Nobori T, Miyazawa Y, Teramoto T, Yokoyama S. Validation of 
homogeneous assays for HDL-cholesterol using fresh samples from healthy and diseased subjects. Atherosclerosis 
(in press).

  2.	 Kanda E, Ai M, Kuriyama R, Yoshida M, Shiigai T. Dietary acid intake and kidney disease progression in the 
elderly. Am J Nephrol (in press).

  3.	 Furusyo N, Ai M, Okazaki M, Ikezaki H, Ihara T, Hayashi T, Hiramine S, Ura K, Kohzuma T, Schaefer EJ, Hayashi 
J. Serum cholesterol and triglyceride reference ranges of twenty lipoprotein subclasses for healthy Japanese men 
and women. Atherosclerosis.231(2):238-45,2013.

  4.	 Kanda E, Ai M, Iwamoto A, Okazaki M, Maeda Y, Sasaki S, Yoshida M. Relationship between icodextrin use and 
decreased level of small low-density lipoprotein cholesterol fractioned by high-performance gel permeation 
chromatography. BMC Nephrol. 2013 Oct 26;14:234.

  5.	 Kanda E, Ai M, Okazaki M, Maeda Y, Sasaki S, Yoshida M. The association of very low-density lipoprotein with 
ankle-brachial index in peritoneal dialysis patients with controlled serum low-density lipoprotein cholesterol level. 
BMC Nephrol. 2013 Oct 7;14:212.
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血 流 制 御 内 科 学 分 野
Geriatrics and Vascular Medicine

教　　授　下門顕太郎
准 教 授　金子英司(MDセンター)
助　　教　篠崎昇平，阿部庸子，豊島堅志
大学院生　泉本典彦，井藤佳恵，潮　靖子，
　　　　　岸本祐樹，髙橋経太，鳥羽梓弓，
　　　　　袴田智美，中村麻里衣，馬淵　卓，
　　　　　佐々木真理

（1）教　育
　大学院生にたいして実際のプロジェクト遂行に即して研究の指導を行なった。　医学部および歯学部学生に対して老年病
内科学の講義およびクリニカルクラークシップを担当した。

（２）研究
（１）動脈硬化危険因子の動脈硬化進展促進機構解明と診断・治療法の開発
　高脂血症・糖尿病・肥満･高血圧･喫煙における動脈硬化促進機構および診断･治療法の開発を目指している。高LDL血症
が脂質低下薬で治療可能となり、また高血圧、喫煙など複数のリスクを包括的に管理することにより　動脈硬化性疾患が
30-50%予防できるようになったが、それでも予防できない部分の残余リスクが問題となっている。残余リスクを解明するこ
と、また新規の動脈硬化治療予防の標的となる分子機構の発見を目指している。

（２）重症虚血肢の治療に関する研究
　重症虚血肢の再生医療をおこなうとともに、重症虚血肢の治癒過程をマウスモデルを用いて研究している。

（３）老化に関する研究
　ビタミンＣと老化の関係、在宅高齢者の精神医学的問題、サルコペニア等につき関連研究施設において研究が進行してい
る。
　

（３）臨床
　内科の一部門として老年病内科の診療を行っている。複数の疾患をかかえる高齢者、動脈硬化性疾患（特に末梢血管動脈
硬化）患者、および動脈硬化の危険因子のコントロール（高血圧、糖尿病、高脂血症、肥満など）が必要な患者の診療にあ
たった。また先端的医療として末梢幹細胞移植による末梢動脈の閉塞性疾患の治療を行っている。老年病専門医および糖尿
病専門医の教育施設、東洋医学会の教育関連施設に認定されている。

（4）研究業績
［原著・英文総説］

  1.	 Shohei Shinozaki, Tsuyoshi Chiba, Koichi Kokame, Toshiyuki Miyata, Eiji Kaneko, Kentaro Shimokado. A Deficiency 
of Herp, an Endoplasmic Reticulum Stress Protein, Suppresses Atherosclerosis in ApoE Knockout Mice by 
Attenuating Inflammatory Responses. PlosOne 2013 ; 8 : e75249

  2.	 Yuki Kishimoto, Takao Kanai, Kayoko Sato, Jaewon Lee, Kyu-Shik Jeong, Kentaro Shimokado, Naoki Maruyama, 
,Akihito Ishigami. .Insufficient ascorbic acid intake during gestation induces abnormal cardiac dilation in fetal and 
neonatal SMP30/GNL knockout mice  Pediatric Research  2013; 73:578

  3.	 Kae Ito, Hiroki Inagaki, Mika Sugiyama, Tsuyoshi Okamura,3 Kentaro Shimokado, Shuichi Awata1 Association 
between subjective memory complaints and mental health well-being in urban community-dwelling elderly in Japan..
iGeriatrics and Geront Int  2013;234

  4.	 Yuki Kishimoto, Norikatsu Saito, Katsumi Kurita, Kentaro Shimokado, Naoki Maruyama, Akihito Ishigami. Ascorbic 
acid enhances the expression of type 1 and type 4 collagen and SVCT2 in cultured human skin fibroblasts. 
Biochemical and Biophysical Research Communications 2013:430: 579–584

［和文原著］
  1.	 井藤佳恵　他：地域において困難事例化する認知症高齢者の抱える困難事象の特徴. 老年精神医学: 2013:24:1047-1061
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[その他] [授賞]
なし



— 321 —

リハビリテーション医学分野
Rehabilitation Medicine

准 教 授　森田定雄
大学院生　井上和久，久保田章仁，加地啓介，
　　　　　朴　金瑛(～3月)，荒木智子，正岡智和，
　　　　　兵頭甲子太郎，勝木員子，
　　　　　高田ちさと，买尔哈巴，艾力西丁，
　　　　　国分貴徳，池田　崇，平尾昌之，
　　　　　高田亮平

（1）教育
　担当科目：リハビリテーション医学，理学療法学，作業療法学、言語療法学．
　教育方針：リハビリテーション医療全般の臨床を理解した上で研究を行うことを基本とし，臨床上の問題点解決に焦点を

当てた研究手法を習得する．

（2）研究
現在行われている主な研究テーマ
１．動作解析
　6台のカメラにより3次元的な動作を計測するPEAKシステム用い，歩行分析や日常生活上の様々な動作，スポーツの諸
動作の分析を行う．臨床的に異常が疑われる患者の動作を分析することにより，肉眼では発見が困難な異常や，客観的評
価の指標を開発することを基本的なテーマとする． 
　磁気を利用したセンサーを用いた３次元動作解析により，上肢・下肢の日常生活活動における動作解析を試みている．
基本的動作の動きを収集して上下肢各関節の基本値を作成中である．測定準備を含めた計測に時間がかからないことから，
障害を有する患者の日常生活動作分析への臨床応用を検討している．

2．咬合とバランス機能の研究
咬合状態の良否が運動能力に影響することは今までも言われていることであるが、バランス機能からさらに転倒の危険に
咬合状態が関係している可能性を検討している。特に高齢者で義歯の適合などとの関係が転倒防止の観点から重要と考え、
Equi-Testシステムにてバランス機能との関係を検討している。

3．義足に関する研究
肢肢切断患者の断端形状を，赤外線を用いて3次元的に計測することが可能なCAPODシステムを用い，計測した肢切断患
者の断端と実際に使用している義足のソケットの形状を比較し，最適なモデルについて検討する．また，日本での屋内裸
足生活を考慮した義足足部の開発，および生体力学的な解析を行っている．

4．人工股関節の脱臼危険度に関する研究
人工股関節術後のCT画像を用いて，股関節の可動性とインプラント同士，インプラントと骨，骨同士の衝突の有無を検
討し，安全にリハビリテーションを行いうる，股関節の運動範囲を明らかにする方法を検討している．このテーマは上記
の下肢動作解析の結果もあわせ，総合的に研究を進めている．

5．筋疲労とバランス能力に関する研究
下肢筋をいくつかのグループに分け，筋疲労を起こさせることでバランス能力へ及ぼす影響を検討する．バランス能力を
高めるための運動療法確立へ向けての基礎研究．

（3）臨床
　臨床内容はリハビリテーション医療全般をカバーしている．その中で特に義足を必要とする患者の診療を長年にわたり積
極的に行っており，常に最新の義足パーツの導入をはかり，臨床的評価を行っている．義足処方後，歩行訓練を実践し，長
期的に義足ソケットや部品の調整も行っている，国内でも数少ない施設のひとつである．また人工股関節の術後リハビリテ
ーションに関しては国内で，最も早くゴール（T字杖歩行）に達するプログラムを開発し，現在は２週で外来でのリハビリ
テーションが不要なレベルとして退院可能なプログラムが稼動している．その他整形外科的手術後のリハビリテーションに
関しては全般的に早期離床，早期退院が実現しており，常に国内で最短日数での回復が得られるよう工夫を続けている．

（4）研究業績
［原著］

  1.	 Piao J, Tsuji K, Ochi H, Iwata M, Koga D, Okawa A, Morita S, Takeda S, Asou Y. Sirt6 regulates postnatal growth 
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plate differentiation and proliferation via Ihh signaling. Sci Rep. Oct 23;3:3022, 2013.
  2.	 二宮一成，池田崇，鈴木浩次．低侵襲人工関節置換術後の股関節が移転筋力トレーニングの違いが身体機能に及ぼす

影響．Bone Joint Nerve 3: 801-806, 2013.
  3.	 Aizawa J, Masuda T, Hyodo K, Jinno T, Yagishita K, Nakamaru K, Koyama T, Morita S. Ranges of active joint 

motion for the shoulder, elbow, and wrist in healthy adults. Disabil Rehabil. 2013 Aug; 35(16):1342-9.
  4.	 Inoue K, Uematsu M, Maruoka H, hara K, Kanemura N, Masuda T, Morita S. Influence of Lower Limb Muscle 

Fatigue on Balance Function. Journal of Physical Therapy Science Vol.25 No.3 331-335, 2013.
  5.	 Maruoka H, Hujii T, Inoue K. Effect of Ubiquinol on Exercise and the Oxidative Stress Regulation System in 

SMAP1 Mice. Journal of Physical Therapy Science Vol.25 No.3, 345-348, 2013.
  6.	 鈴木幸子，高橋紀子，小牧宏一，室橋郁生，市村彰英，新井恵，井上和久，臼倉京子，吉田由紀．受動喫煙被害の実

態と尿中コチニン値の通知が受動喫煙の認識と受動喫煙回避に及ぼす影響．禁煙科学，第7巻(02)7-12，2013.
  7.	 井上和久，原和彦，丸岡弘，河原崎崇雄，菅原壮平，望月あおい，中村岳雪．Wii Fit Plusによる運動効果および運動

習慣について－患者・利用者を対象とした場合－．理学療法－臨床・研究・教育－第20巻，28-33，2013.
  8.	 星野ちさと，古賀大介，神野哲也，麻生義則，小谷野岳，森田定雄，宗田大，大川淳．術中筋誘発電位モニタリング

で大腿神経損傷を認知しえた前方進入THA の 1 例．Hip Joint 39，811-815，2013.
  9.	 小谷野岳，神野哲也，古賀大介，麻生義則，星野ちさと，・宗田大，大川淳，森田定雄，松原正明．両側臼蓋形成不

全症例に対し片側のみ寛骨臼回転骨切り術によって介入した例の長期経過．Hip Joint 39，295-299，2013.

［著書］
  1.	 細田多穂，編集：磯崎弘司，両角昌実，横山茂樹，原和彦，井上和久．義肢装具学テキスト改訂第2版，南江堂，東京，

2013．

［学会］
  1.	 Kokubun T, Kanemura N, Maejima H, Morita S, Takayanagi K. Early protective joint motion influences gene 
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  3.	 池田崇，久合田浩幸，黒木裕介．腰部脊柱間狭窄症を有する虚弱高齢者の動的バランスは足底部への温熱療法により

改善するか？ 第21回日本物理療法学会学術集会.　平成25年10月19-20日，横須賀市．
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期股関節疾患における手術法選択．第40回日本股関節学会学術集会，平成25年11月29-30日，広島市．

25.	 古賀大介，神野哲也，麻生義則，高田亮平，平尾昌之，森田定雄，宗田大，大川淳．Wedge taper stemを用いた人工
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高 齢 者 歯 科 学 分 野
Gerodontology and Rehabilitation

教　　授　水口俊介
准 教 授　大渡凡人，戸原　玄
講　　師　小林賢一，関田俊明
助　　教　本村一朗，中根綾子，村田志乃，
　　　　　竹内周平，秋葉徳寿，金澤　学，佐藤佑介，
　　　　　岩城麻衣子，大久保舞
医　　員　井口寛弘，寺中　智(～11月)，梅田慈子，
　　　　　高橋一輝，常倍健矢(12月～)，駒ヶ嶺友梨子，
　　　　　竹下　晋，越智　恵，濵　洋平，山賀栄次郎，
　　　　　真弓一高
大学院生　白　東英，吉住　結，庄司仁孝，小川奈美，
　　　　　久保田チエコ，吉井詠智，佐藤茉莉恵，
　　　　　篠崎裕道，香川知範，井上　実，星野義人，
　　　　　掘江　毅，菊池圭介，山本信太，田上真理子，
　　　　　大村友理，城　彩実，平山大輔，藤本理子，
　　　　　中村敏成，谷本裕之，小田　憲，吉嵜太朗，
　　　　　藤本　唯，大和田学，家持　剛，鈴木啓之，
　　　　　添田ひとみ，水野　茜，Kadiriya Yalkun，
　　　　　阪口英夫，前田広士，大庭祥子，細田明美，
　　　　　赤羽寛子，大島　愛　

（１）教育
　高齢社会における人間の健康維持を目的に，人間として避けてとおることのできない老化という現象を中心に捉え，高齢
者の歯科医療に関連する臨床各科目の総合化と基礎領域を包括した学問の教育を目指している．疾病単位で患者を診るので
はなく，日常生活を含めて包括的に診ることに力点を置いている． 
　教育においては，誤嚥性肺炎の原因となる摂食・嚥下障害について，その原因，評価法，訓練法，“歯科” としての特徴を
踏まえた上での包括的な教育を行っている．特に，リハビリテーションが “生活の医学” であることを踏まえ，教科書的な
知識のみならず，より実践に即したアプローチも紹介することで，摂食・嚥下障害リハビリテーションが疾患に対してのも
のではなく，障害に対するものであることを認識させることに重点をおいている．
　また，無歯顎という特殊な口腔内状態を理解し，歯の喪失により生じた形態的，機能的変化を全部床義歯によりいかに回
復し維持するかを理解するとともに，全部床義歯製作法の基礎技術を習得することを目指し，講義，模型実習および臨床実
習を通して指導を行っている．

（２）研究
1）有病高齢者の侵襲的歯科治療における全身的偶発症の予防と予測を目的とした一連の研究
　有病高齢者は生理的および病的老化により歯科治療において循環器系偶発症が起きやすい．そこで，有病高齢者の循環器
系偶発症の非侵襲的な予測手段を開発するために，①病歴，薬剤，理学的検査データ等の疫学的調査，②開心術前高齢者の
歯科治療における循環動態変動解析，③ホルター心電図による不整脈発生の解析，④循環系偶発症予測を目的とした生体信
号の線形･非線形解析，⑤血圧変動予測のためのシステム同定を用いた数学的手法による解析，⑥発生した全身的偶発症に
関する病因論やリスクファクター等に関する研究，等を行っている．
2）口腔乾燥症の新しい診断方法の確立
　高齢者に多く発症する口腔乾燥症の新たな診断方法として，光ファイバーを用いた口腔内計測用の光学的水分計システム
の構築，および口腔内湿度計測装置の開発を行っている．
3）高齢者の口腔立体認知能力に関する研究
　近赤外線分光法（Near Infra-Red Spectroscopy: NIRS）を用いて口腔内認知能力テスト（Oral Stereognosis Ability: OSA
テスト）における高齢者の脳活動を計測した．さらに，OSAテストを改良し，認知症スクリーニングテストとしての実用性
について検討している．
4）高齢者の口腔粘膜における義歯床下粘膜の閾値に関する研究
　Semmes-Weinstein monofilamentsを用いて，義歯床下粘膜の疼痛閾値を計測し，残存歯数または，咬合様式による疼痛閾
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値変化を検討した．さらに，口腔内閾値変化に影響を与える因子について検討している．
5）最先端レーザーを用いたジルコニア補綴物加工および無痛治療応用
　「セラミッククラウンのデジタルプロセス」の確立を目的に，クラウンの3次元CADデータを作製し，ナノ秒レーザーとフ
ェムト秒レーザーを組み合わせて完全焼結ジルコニア材の３D高速レーザー加工を行っている．また，加工反力が非常に小
さく熱加工ではないフェムト秒レーザーによる天然歯の加工の有効性についても検討を行っている．
6）機能時の全部床義歯の動揺に関する研究
　咬合診査のために義歯の動揺量を測定する場合，不動点の確保が困難のため，歪ゲージ式やインダクタンス式変位変換器
は使用できない．そのため 不動点がいらない慣性計測装置（IMU）を設置することにより，変位量を測定することが可能と
なる．そこで慣性測量装置を用いた変位計の開発を行っている．
7）要介護高齢者の摂食嚥下機能について
　介護保険施設に入所している要介護高齢者の摂食嚥下機能や介護保険施設における食形態の立案，経口維持に関する研究
を行った．また，たべやすさと低栄養の改善を両立する食形態を目的として開発された，油脂を添加した食品が摂食・嚥下
機能に及ぼす影響について検討した．
8）口腔腫瘍術後患者の摂食・嚥下リハビリテーション
　口腔腫瘍術後の摂食・嚥下障害の病態について，錠剤の嚥下動態およびリクライニング位の効果を中心に研究を行った．
また，口腔腫瘍術後の嚥下障害患者に対するクリニカルパスを作成し，早期経口摂取を目指した効果的なリハビリテーショ
ンに関する研究を行っている．
9）延髄梗塞患者の嚥下障害
　延髄外側症候群患者において，食物が患側を優位に通過する症例があり，その原因として嚥下反射時の咽頭収縮の左右差
が推察されてきた．そのため食物の咽頭通過側の左右差と発症後日数，咽頭収縮の左右差の有無，嚥下反射時の食物先端位
置の関係を調べ，比較，検討した．
10）摂食・嚥下障害への歯科的アプローチ
　摂食・嚥下障害に対する対処法は理学療法的なアプローチが主となる．そこで，歯科医療従事者からの特異的なアプロー
チの効果を明確にすることで，この分野における我々の存在意義を明確にするために，舌接触補助床（PAP）や軟口蓋挙上
装置（PLP），専門的口腔ケアに関する研究を行っている．
11）不顕性誤嚥のスクリーニング法に関する研究
　これまでの摂食・嚥下障害のスクリーニング法の多くは，誤嚥時のむせを指標とするものであった．そこで，誤嚥しても
むせない不顕性誤嚥のスクリーニング法としての咳テストの有用性を検討した．さらに評価の難易度を上げることなくスク
リーニングの精度を上げるための研究を行っている．
12）嚥下運動と脳活動部位の解析
　光トポグラフィ装置を用いて，嚥下運動時や，摂食・嚥下リハビリテーション手技の適用時における脳活動部位の解析を
行った．
13）インプラントオーバーデンチャーの応力解析
　下顎の無歯顎症例においては義歯の安定を得ることが難しく，これは特に顎堤が著しく吸収した症例において顕著である．
義歯の支持・維持にインプラントを用いることによって義歯の安定の改善が期待できるが，インプラントに過大な応力が生
じた場合にはオッセオインテグレーションを阻害する可能性がある．インプラントオーバーデンチャーの応力解析を行い，
義歯の維持とインプラント周囲骨の応力緩和の点で望ましい補綴デザインを模索する．
14）全部床義歯補綴の臨床データの蓄積と補綴効果・予後を左右する要因の解析と予測
　全部床義歯はその維持安定を被圧縮性に富む顎堤粘膜に負うため，これらの条件によってその難易度が大きく変化する．
さらに，上下顎堤間の大きな空間の中に人工歯の配列位置や研磨面，床縁の位置が設定されるため，義歯の形態は各患者間で，
あるいは術者の技量によって非常にバリエーションが大きいものとなり，それらが義歯の予後に大きく関わる．加えて，全
身状態の影響や認知症など全部床義歯補綴の難易度や予後を左右する要因は多様で，その要因の変動幅も大きい．これらの
多数の要因を整理し，相互関係を明確にし，全部床義歯補綴の効果や予後を正確かつ定量的に予測できる手法を確立するこ
とを最終目的とする．
15）軟質裏装材の開発
　軟質裏装材の使用によって，床下粘膜の失われた弾性を補い咬合時の衝撃を吸収緩和し，疼痛を軽減するとされているが，
市販されている材料には理工学的性質，汚れの付着などの面で課題を残しており，長期の使用に十分ではない．義歯の機能
を向上させ，材質的にも安定し，長期の使用に耐えられる軟質裏装材を開発することを目的として，材料や表面処理剤を試
作し，理工学的に検討を行う．
16）無歯顎補綴の新しいデザイン・製作手法の確立
　全部床義歯では口唇・頬・舌などの周囲軟組織との機能的協調，適切な顔面形態の回復を考慮した義歯形態を付与するこ
とが重要である．そして床縁形態，人工歯配列や研磨面形態を上下顎堤間の自由度の大きい空間の中に口腔機能や顔面形態
に合致して設定しなければならない．しかしながら現状では，義歯形態決定は文章で表現された教科書的なガイドラインは
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あるものの，術者の技術経験によってなされるため，たとえ同じガイドラインに沿ったとしても作成される義歯の形態・品
質は患者間，術者間で非常にバリエーションが大きい．これは今後の社会のニーズに応え，教育を的確に行うためにも許容
できることではない．我々は義歯形態決定の指標を定量的なデータとして得ることを目的とし，さらには義歯形状決定のた
めの参照をより具体的な形で，数値データとして提供くれるような，マン-マシンシステムとしての義歯製作支援システムの
製作を試みている．
17）色変わりチューイングガムを用いた咀嚼能力評価法の確立
　現在，さまざまな咀嚼能力評価法が存在するが，簡便かつ客観的な評価法は少ない．当講座では，咀嚼によって緑から赤
に変色する色変わりチューイングガムを開発した．色変わりチューイングガムによる咀嚼能力評価を行うために，色変わり
ガムに対応したカラースケールを作成し，ガムの色変わりに影響する要因の分析を行い，残存歯数に関わらずさまざまな年
齢層からガムの色変わりデータを取得する．これにより，歯科医師だけでなく一般人であっても簡便かつ客観的に咀嚼能力
評価が可能な手段の確立を目指す．

（３）臨床
スペシャルケア外来：有病高齢者の包括的な歯科治療を行っている．また，医学部附属病院から様々な全身疾患を合併する
高齢者も数多く紹介されている．なかでも心臓弁膜疾患や先天性心疾患などで開心術を要する重篤な患者の紹介が多い．こ
のような患者の包括的な歯科治療を安全に行うために，循環系偶発症の予防と対応に重点を置いている．すなわち，医学的
知見に基づいた予防措置，ホルター心電図などを用いたモニタリング，全身的偶発症発生時の対応などの専門的な医学的管
理を行っている．また，観血的処置を行うハイリスク患者については，毎朝の術前カンファレンスを通して，チーム全員で
リスクマネジメントを徹底している． 
摂食リハビリテーション外来：主に，外来患者および口腔外科入院患者の摂食・嚥下機能の評価とリハビリテーションを行
っている．口腔腫瘍術後の摂食・嚥下障害患者に対しては，クリニカルパスを導入し，口腔外科・病棟看護師・栄養士と連
携して術後の早期経口摂取を目指したリハビリテーションを行っている．また，医学部附属病院理学療法部と連携し，医学
部附属病院に入院中の摂食・嚥下障害患者の嚥下機能評価と歯科補綴的アプローチを行っている．いずれも患者のみならず
関わる必要職種や家族への継続的な指導も行っている．更に，新規に摂食・嚥下リハビリテーションを行いたいという外部
医療機関からの要請に答え，検査法・訓練法などの指導も行っている．
義歯外来：無歯顎という特殊な口腔内状態に生じた形態的，機能的変化を全部床義歯によって回復し維持するためには，独
自な口腔内診査と義歯設計を行わなければならない．具体的には，全部床義歯は口腔内への維持を歯に求められないので，
口腔粘膜と義歯床面との唾液を介する付着力に頼らなければならない．全部床義歯にかかる咬合力は義歯床を介して床下粘
膜によって支持されるため，義歯床の安定をはかるために上下顎堤の対向関係を考慮し，顎運動と調和した人工歯の配列と
咬合様式の付与を行う必要がある．歯および歯の支持組織の欠損による無歯顎者の顔貌の大きな変化を全部床義歯によって
回復するにあたり，義歯周囲の筋および関連軟組織の形態や動態との調和を図り，義歯の維持を向上させる形態とする．ま
た歯の喪失および大きな補綴物が口腔内に装着されることによる患者の心理的負担を考慮して応対に注意する必要がある．
このような精神状態を含めた全身状態の変化は，口腔粘膜においても変化を生じる可能性が高く，それが義歯の維持，安定
の変化，ならびに回復された機能の変化につながる．そのため，定期的リコールを行い，問診やVASにより得られた義歯と
機能に対する患者の主観的評価の調査を継続して行い，回復された機能が長期にわたり維持されさらに改善されるよう心が
けている．また，当分野独自の評価基準を設け，患者の主観的意見だけでなくEBMに基づいた補綴処置効果の客観的評価も
行っている．

（４）研究活動
[原著]
  1)	Arakawa T, Ando E, Xin Wang, Miyajima K, Takeuchi S, Kudo H, Saito H, Takahashi M, Mitani T, Mitsubayashi K. 

Chemiluminescent Visualization for Evaluation of　Gaseous Ethanol Distribution During ‘La France’ Pear 
Maturation, IEEE Sensors Journal, 13(8): 2842-2848, 2013.

  2)	Iida T, Tohara H, Wada S, Nakane A, Sanpei R, Ueda K. Aging decreases the strength of suprahyoid muscles 
involved in swallowing movements. Tohoku J Exp Med. 2013;231(3):223-8.

  3)	Hara K, Tohara H, Wada S, Iida T, Ueda K, Ansai T. Jaw-Opening Force Test to Screen for Dysphagia: Preliminary 
Results. Arch Phys Med Rehabil. 2013 Sep 19.

  4)	Nakayama E, Kagaya H, Saitoh E, Inamoto Y, Hashimoto S, Fujii N, Katada K, Kanamori D, Tohara H, Ueda K. 
Changes in pyriform sinus morphology in the head rotated position as assessed by 320-row area detector CT. 
Dysphagia. 2013 Jun;28(2):199-204.

  5)	Inokoshi M, Kameyama A, De Munck J, Minakuchi S, Van Meerbeek B. Durable bonding to mechanically and/or 
chemically pre-treated dental zirconia. J Dent. 2013 Feb;41(2):170-9.

  6)	Inokoshi M, Poitevin A, De Munck J, Minakuchi S, Van Meerbeek B. Bonding effectiveness to different chemically 
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pre-treated dental zirconia. Clin Oral Investig. 2013 Nov 27.
  7)	Iwaki M, Kanazawa M, Sunaga M, Kinoshita A, Minakuchi S. Live broadcast lectures on complete denture 

prosthodontics at Tokyo Medical and Dental University: comparison of two years. J Dent Educ. 2013 Mar;77(3):323-
30.

  8)	Yamaga E, Sato Y, Minakuchi S. A structural equation model relating oral condition, denture quality, chewing 
ability, satisfaction, and oral health-related quality of life in complete denture wearers. J Dent. 2013 Aug;41(8):710-7.

  9)	Katase H, Kanazawa M, Inokoshi M, Minakuchi S. Face simulation system for complete dentures by applying rapid 
prototyping. J Prosthet Dent. 2013 Jun;109(6):353-60.

10)	Ochi M, Kanazawa M, Sato D, Kasugai S, Hirano S, Minakuchi S. Factors affecting accuracy of implant placement 
with mucosa-supported stereolithographic surgical guides in edentulous mandibles. Comput Biol Med. 2013 
Nov;43(11):1653-60.

11)	Umezaki Y, Katagiri A, Watanabe M, Takenoshita M, Sakuma T, Sako E, Sato Y, Toriihara A, Uezato A, Shibuya H, 
Nishikawa T, Motomura H, Toyofuku A. Brain perfusion asymmetry in patients with oral somatic delusions. Eur 
Arch Psychiatry Clin Neurosci. 2013 Jun;263(4):315-23.

12)	金澤 学．CAD/CAM技術を応用した全部床義歯製作法．日本補綴歯科学会誌5:126-129
13)	山賀栄次郎，金澤学，内田達郎，駒ヶ嶺友梨子，濵洋平，掘江毅，水口俊介．咀嚼後の保管方法が色変わりガムの咀

嚼後経時的色変化に与える影響.日本咀嚼学会雑誌 23(2):75-80

[総説・解説]
  1)	水口俊介. 世界的な超高齢社会へ向けての歯科医療の在り方　これからの高齢者歯科医療を担うために必要な教育.日

本歯科医師会雑誌，66（9）：888-889
  2)	小林賢一，小林弘清，平塚智裕，松田健男．インプラントと天然歯の連結を再考する―義歯新時代におけるIAPRDの

応用―．ザ・クインテッセンス，32(11): 2062-2378
  3)	小林賢一，小板橋明子，常倍健矢．合理的な下顎総義歯の印象採得3―各種印象法と適切なデンチャースペースの再

現―．歯界展望, 122(1): 102-111
  4)	小林賢一，小板橋明子，常倍健矢．合理的な下顎総義歯の印象採得2―個人トレーの調整と辺縁形成―．歯界展望, 

121(6): 1088-1093
  5)	小林賢一，高橋路奈，杉田龍士郎．合理的な下顎総義歯の印象採得, 歯界展望, 121(5): 870-877
  6)	高橋宏実，小林賢一．プロビジョナルレストレーションを用いて前歯部審美回復を行った症例．ザ・クインテッセン

ス, 32(30): 190-193
  7)	小林賢一．総義歯難症例への対応1．歯界展望，120(1): 64-70
  8)	小林賢一．総義歯難症例への対応2．歯界展望，120(2): 323-331
  9)	戸原玄，原豪志，和田聡子，佐藤光保．管理栄養士が知っておきたい摂食・嚥下の基本，栄養士ダイアリー2014別冊：

1-16
10)	戸原玄．摂食・嚥下機能のアンチエイジング．よくわかる歯科治療2014日経MOOK：118-121
11)	戸原玄．食べる機能が低下した場合には専門医に相談を．頼れる歯医者さん2014ダイヤモンドMOOK，47
12)	戸原玄，阿部仁子，中山渕利，和田聡子，佐藤光保，井上統温，植田耕一郎．歯科医療従事者による胃瘻患者への摂食・

嚥下リハビリテーションの可能性．歯会展望，22(4)：746-754
13)	戸原玄，阿部仁子，中山渕利，植田耕一郎．摂食・嚥下の簡便なスクリーニングと専門医療機関との連携．東京都歯

科医師会雑誌，61(9)：3-10
14)	戸原玄，阿部仁子，中山渕利，和田聡子，佐藤光保，井上統温，植田耕一郎．摂食・嚥下障害の評価と訓練の実際．

日本味と匂学雑誌，20(2)：111-120
15)	戸原玄，阿部仁子，中山渕利，和田聡子，佐藤光保，井上統温，植田耕一郎．胃瘻患者の経口摂取再会への道筋を考

える－在宅療養中の胃瘻患者への摂食・嚥下リハビリテーションの実際－．デンタルハイジーン，33(10)：114-118
16)	戸原玄，阿部仁子，中山渕利，植田耕一郎．摂食・嚥下障害への対応－摂食・嚥下障害の評価と訓練－．日本補綴歯

科学会雑誌，5(3)：265-271
17)	戸原玄．軽度の嚥下障害が疑われる高齢者の嚥下スクリーニングツール EAT-10．ツ・ナ・ガ・ル（13）：36-37
18)	戸原玄，阿部仁子，中山渕利．摂食・嚥下障害．日本臨床，71(6)：1019-1023
19)	戸原玄，原豪志．訪問歯科医師が教える口腔内の問題がわかる観察ポイント．ヘルスケアレストラン， 21(5)：26-27
20)	戸原玄，阿部仁子，中山渕利．摂食・嚥下障害の評価．日本歯科医学会雑誌，32：97-100
21)	三浦由佳，仲上豪二朗，野口博史，戸原玄．第11回嚥下のエコー検査 ナースが活用できるエコーの使い方＆読み方．

エキスパートナース，29(3)：90-95
22)	佐藤光保，戸原玄．誤嚥性肺炎のメカニズムと対処法．エキスパートナース，29(14)：24-31
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23)	和田聡子，戸原玄．誤嚥性肺炎のメカニズムと対処法．エキスパートナース，29(14)：19-23
24)	若杉葉子，戸原玄．誤嚥性肺炎のメカニズムと対処法．エキスパートナース，29(14)：14-18
25)	三浦由佳，仲上豪二朗，野口博史，戸原玄．嚥下・誤嚥の評価 看護に役立つ！エコーの読み方活かし方，129-134
26)	戸原玄，中山渕利，阿部仁子．摂食・嚥下療法（VE, VF）．歯科医療ナビゲーション，39-44
27)	下山 和弘, 大渡 凡人, 清水 一夫．日常生活で発生したクラウン・ブリッジの誤飲・誤嚥．老年歯科医学,27(4):414-420 
28)	金澤学，山本信太，中村敏成，水口俊介．CAD/CAM総義歯の潮流．QDT Art&Practice別冊 CAD/CAM YEAR 

BOOK 2013：10-21.
29)	金澤学, 岩城麻衣子, 水口俊介．狙いどおりの無歯顎印象がしたい!今選びたい印象用トレー(無歯顎用)7．Quintessence 

of Dental Technology，38(11)：1614-1626
30)	金澤学，水口俊介．CAD/CAM技術を応用した全部床義歯製作法．補綴臨床，46(2)：149-159

[著書]
  1)	水口俊介，飼馬祥頼．写真でマスターする　きちんと確実にできる全部床義歯の咬合採得．ヒョーロン．
  2)	里田隆博，戸原玄監修．CGと機能模型でわかる！摂食・嚥下と誤嚥のメカニズム．医歯薬出版
  3)	中根綾子．歯科衛生士教本 高齢者歯科第2版Ⅱ編　1章①全身的な変化．医歯薬出版

[学会]
  1)	Takeuchi S，Tohara H，Sekita T，Arakawa T，Mitsubayashi K．Pharyngeal Manometry with an optical fiber-

based sensor for swallowing analysis．Bio4Apps2013
  2)	Shimoyama K, OhwatariT, Matsuo M．Accidental Ingestion of Removable Dentures in Japan．The 20th IAGG 

World Congress of Gerontology and Geriatrics.COEX
  3)	Sato D，Kanazawa M，Kim Y，Minakuchi S, Baba K，Kasugai S, Ozeki M．CAD/CAM Template-Guided flapless 

Surgery for Immediate Loading of Two Implants Mandibular Overdentures. 28th annual meeting of the Academy of 
Osseointegration

  4)	Nakamura H，Motomura K，Yoshikawa T，Yamamoto M，Tanaka S．Zirconia surface modification by 
femtosecond laser improving adhesion．91st General Session & Exhibition of the IADR

  5)	Motomura K, Nakamura H, Yoshioka T, Yamamoto M, Tanaka S．Femtosecond laser cleaning for tooth stain inside 
the cracks．91st General Session & Exhibition of the IADR

  6)	Shimoyama K, Sato Y, and Minakuchi S. Influence of Dentures on Taste Perception in Complete Denture Wearers．
91st General Session & Exhibition of the IADR

  7)	Yamaga E，Sato Y, Minakuchi S. PREDICTORS FOR COMPLETE DENTURE THERAPY. A STRUCTURAL 
EQUATION MODELLING ANALYSIS．91st General Session & Exhibition of the IADR

  8)	大久保舞，佐藤佑介，安藤一夫，田中慎二，小林章二，長田英治，水口俊介．辺縁形成実習におけるシリコン模型の
導入と学生の自己評価の検討．第122回日本補綴歯科学会学術大会

  9)	掘江毅，金澤学，駒ヶ嶺友梨子，濱洋平，山賀栄次郎，藤本理子，水口俊介．ガムの色変わりと咀嚼時の咬合力・咬
合接触面積の関連．第122回日本補綴歯科学会学術大会

10)	金澤学，佐藤大輔，越智恵，大村友理，田上真理子，春日井昇平，水口俊介．即時荷重2インプラントオーバーデン
チャーの生存分析と主観的評価．第122回日本補綴歯科学会学術大会

11)	金澤学．クロスアーチブリッジによる咬合回復を行った症例．第122回日本補綴歯科学会学術大会
12)	折居雄介，道井貴幸，福島庄一，阿部二郎，金澤学，熊谷知弘，水口俊介，佐々木啓一．CAD/CAMおよびワックス

レジンによる総義歯作製法に関する研究．第122回日本補綴歯科学会学術大会
13)	梅田慈子，小林賢一，関田俊明，竹内周平，寺中智. 接着技法の応用によるオーラルリハビリテーション．第122回日

本補綴歯科学会学術大会
14)	竹内周平，小林賢一，関田俊明，梅田慈子，杉田龍士郎．内側性コーピングを用いた接着再稙法による漏斗状根管垂

直歯根破折歯に対する補綴症例．第122回日本補綴歯科学会学術大会
15)	中村英雄，本村一朗，田中繁一．超小型ファイバーセンサーを用いた歯髄腔内情報抽出へのアプローチ．日本補綴歯

科学会東京支部学術大会
16)	寺中智，中根綾子，村田志乃，三串伸哉，若杉葉子，須佐千明，梅田慈子，齋藤有美，庄司仁孝，吉住結，大庭優香，

水口俊介．頸椎前方固定術後に合併した嚥下障害5例についての経過．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学
会学術大会．

17)	澤島果林，重栖由美子，中根綾子，梅田慈子，庄司仁孝，菅武雄，曽根幸喜，戸原玄．当院の終末期における経口摂
取状況について―最後まで口から食べる支援―．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会．

18)	重栖由美子，中根綾子，澤島果林，庄司仁孝，梅田慈子，戸原玄，緒方翔，曽根幸喜，小出洋久．嚥下障害患者にお
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ける食道通過障害についての検討①－嚥下造影検査における食道期の確認の有用性について―．第19回日本摂食・嚥
下リハビリテーション学会学術大会．

19)	重栖由美子，中根綾子，澤島果林，庄司仁孝，梅田慈子，戸原玄，緒方翔，曽根幸喜，小出洋久．嚥下障害患者にお
ける食道通過障害についての検討②．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会．

20)	須佐千明，村田志乃，中根綾子，寺中智，梅田慈子，吉住結，庄司仁孝，町田奈美，吉井詠智，中久木康一，平井秀明，
上杉篤史，小村健，原田清，水口俊介．口腔腫瘍周術期における摂食・嚥下リハビリテーションの帰結．第19回日本
摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会．

21)	庄司仁孝，三串伸哉，中根綾子，吉田祥子，吉野英，水口俊介．筋萎縮性側索硬化症における嚥下障害の経過．第19
回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会．

22)	原豪志，戸原玄，和田聡子，植田耕一郎，安細敏弘．簡易な開口力計の試作と測定値の信頼性について．第19回日本
摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

23)	原豪志，戸原玄，島野嵩也，繁里有希，植田耕一郎．重症筋無力症患者にバルーン拡張訓練が有効であった一例．第
19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

24)	石山寿子，戸原玄，森寛子，内藤真理子，阿部仁子，植田耕一郎，近藤和泉．経管栄養を行っている頭部外傷患者の
在宅介護者における摂食・嚥下リハビリテーションの意義の検討．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学
術大会

25)	石山寿子，戸原玄，原豪志，金澤真弓，亀井編，近藤茂瑠，植田耕一郎．咳筋力と開口力との関連性についての検討．
第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

26)	繁里有希，戸原玄，阿部仁子，中山渕利，原豪志，佐藤光保，三瓶龍一，合羅佳奈子，山崎康弘，大橋瑠美，渡邊真央，
大野慎也，植田耕一郎．服薬困難な摂食・嚥下機能障害患者に対する適切な投薬方法の指導．第19回日本摂食・嚥下
リハビリテーション学会学術大会

27)	町田奈美，中久木康一，中根綾子，村田志乃，寺中智，梅田慈子，横溝一郎，光永幸代，戸原玄，原田清，水口俊介．
舌悪性腫瘍切除再建述術後の摂食・嚥下障害に影響する因子の検討．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会
学術大会

28)	戸原玄，野原幹司，柴田斉子，東口高志，早坂信哉，植田耕一郎，菊谷武，近藤和泉．在宅療養中の胃瘻患者に対す
る摂食・嚥下リハビリテーションに関する総合的研究報告⑤－胃瘻交換時の嚥下機能評価の有用性－．第19回日本摂
食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

29)	戸原玄，野原幹司，柴田斉子，東口高志，早坂信哉，植田耕一郎，菊谷武，近藤和泉．在宅療養中の胃瘻患者に対す
る摂食・嚥下リハビリテーションに関する総合的研究報告⑥－胃瘻選択基準と退院時指導について－．第19回日本摂
食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

30)	山崎千絋，元橋靖友，田邊智子，菅原幸子，西澤正子，戸原玄．質の良い口腔ケアを目指して－各症状に適した薬剤
は何か－．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

31)	山崎康弘，中山渕利，戸原玄，和田聡子，吉岡麻耶，植田耕一郎．食道入口部通過障害を有する嚥下障害患者に対して、
頚部回旋と” Lateral Shift of Cricoid Cartilage” の併用が有効であった症例．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーショ
ン学会学術大会

32)	和田聡子，戸原玄，原豪志，佐藤光保，井上温統，植田耕一郎．簡易な開口力計の試作と測定値の信頼性について－
第2報－．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

33)	和田聡子，戸原玄，原豪志，佐藤光保，井上温統，植田耕一郎．嚥下時および開口時の舌骨上筋の筋活動量の関連．
第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

34)	佐藤光保，戸原玄，飯田貴俊，井上統温，三瓶龍一，和田聡子，植田耕一郎．簡易咳テストと改訂水飲みテストを併
用したスクリーニング検査の有用性について．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

35)	高橋樹世，戸原玄．経口維持の取り組み開始後の転帰．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会
36)	若狭宏嗣，中山渕利，戸原玄，井上統温，三瓶龍一，熊倉彩乃，植田耕一郎．嚥下時の舌骨上下筋群活動量に咬合高

径が与える影響．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会
37)	池田裕子，戸原玄，原豪志，小倉峻幸，繁里有希，植田耕一郎，佐藤志津子．筋萎縮性側策硬化症患者の滲出性中耳

炎がバルーン拡張訓練により改善した一例．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会
38)	熊倉彩乃，戸原玄，和田聡子，原豪志，三瓶龍一，島野嵩也，若狭宏嗣，植田耕一郎．開口力と開口時の%MVCの関

係について．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会
39)	早坂信哉，戸原玄，才藤栄一，東口高志，植田耕一郎，菊谷武，近藤和泉．慢性期の嚥下リハビリテーションの嚥下

内視鏡検査評価指数の改善に関連する因子．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会
40)	内宮洋一郎，戸原玄，斉藤貴之，山本昌直，石田瞭．介護老人保健施設の入居者における栄養状態の実態調査．第19

回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会
41)	神田裕子，日野多加美，大嶋晶子，石橋尚基，若杉葉子，半田直美，中山渕利，原豪志，戸原玄．気管切開カニュー
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レの変更および抜去が嚥下機能に著しい影響を及ぼした一例抜去．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学
術大会

42)	鰕原賀子，戸原玄，市村和大，島野嵩也，石山寿子，繁里有希，原豪志，植田耕一郎．その食事摂取量、本当に合っ
ていますか？．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

43)	三浦由佳，仲上豪二郎，戸原玄，藪中幸一，小西英樹，野口博史，森武俊，真田弘美．超音波検査法を用いた誤嚥所
見の同定－気管壁と誤嚥所見を抽出する画像処理の提案－．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

44)	吉住結，三串伸哉，中根綾子，村田志乃，寺中智，梅田慈子，中久木康一，平井秀明，上杉篤史，大渡凡人，小村健，
原田清，水口俊介．舌腫瘍患者における錠剤の嚥下．第19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

45)	村田志乃，須佐千明，菊池恭子，豊島瑞枝，中根綾子，寺中智，梅田慈子，町田奈美，中久木康一，平井秀明，上杉
篤史，小村健，原田清，水口俊介．口腔腫瘍術後患者が退院後に抱える食生活への不安と摂食状況．第19回日本摂食・
嚥下リハビリテーション学会学術大会

46)	大渡凡人，竹内周平，高橋一輝，上野太郎，中根綾子，寺中智，梅田慈子，下山和弘．70歳以上の高齢歯科患者4848
名を対象とした骨粗鬆症治療薬剤に関する統計学的検討．第24回日本老年歯科医学会学術大会

47)	大庭祥子，大渡凡人，泰羅雅登，寺岡加代，植松宏．経口摂取再開時期を決定するための客観的指標確立に関する疫
学的研究．第24回日本老年歯科医学会学術大会

48)	見學恵梨子，中根綾子，梅田慈子，吉住結，寺中智，三串伸哉，齋藤 有美，高島真穂，須佐千明，町田奈美，吉井詠
智，鈴木瑠璃子，林田有貴子，村田志乃，関田俊明，大渡凡人．噴門側胃切除後の吻合部に錠剤をつまらせ通過障害
を引き起こした1症例．第24回日本老年歯科医学会学術大会

49)	吉井詠智，大渡凡人，竹内周平，上野太郎，常倍健矢，西亀元，下山和弘．抜歯翌日に脳幹出血を発症し死亡した高
齢者の1症例．第24回日本老年歯科医学会学術大会

50)	若杉葉子，野原幹司，辻聡，上田章人，阪井丘芳．絶食のまま経過している胃瘻患者の嚥下機能評価．第24回日本老
年歯科医学会学術大会

51)	林田有貴子，三串伸哉，中根綾子，村田志乃，吉住結，見學恵梨子，須佐千明，齋藤有美，吉井詠智，梅田慈子，寺
中智，高島真穂，町田奈美，鈴木瑠璃子，関田俊明．大学病院との連携対応により、在宅での直接訓練が可能になっ
た一例．第24回日本老年歯科医学会学術大会

52)	寺中智，中根綾子，梅田慈子，澤島果林．嚥下内視鏡検査時、口腔咽頭部に内頚静脈の走行異常を認めた症例．第24
回日本老年歯科医学会学術大会

53)	澤島果林，中根綾子．多職種が病院の歯科衛生士に求めているもの．第24回日本老年歯科医学会学術大会
54)	関田俊明，竹内周平，小林賢一．慣性測量装置を用いた義歯動揺量測定装置の研究．第24回日本老年歯科医学会学術

大会
55)	中山渕利，戸原玄，守澤正幸，黒岩彩花，岡田一宏，植田耕一郎．脳卒中の摂食・嚥下障害患者の退院先に影響する

因子．第24回日本老年歯科医学会学術大会
56)	原豪志，戸原玄，和田聡子，飯田貴俊，植田耕一郎，安細敏弘．開口力と嚥下時の機能評価について．第24回日本老

年歯科医学会学術大会
57)	島野嵩也，戸原玄，石山寿子，大山哲生，佐藤光保，井上統温，植田耕一郎．口腔癌術後患者への歯科病院内での多

寡連携により舌接触補助床を適用した一例．第24回日本老年歯科医学会学術大会
58)	熊倉彩乃，戸原玄，三瓶龍一，飯田貴俊，繁里有希，植田耕一郎．中咽頭癌術後かつ慢性期の摂食・嚥下障害冠者に

対する訓練にて経口摂取開始に至った一例．第24回日本老年歯科医学会学術大会
59)	内宮洋一郎，斉藤貴之，戸原玄，石田瞭．介護老人保健施設の入居者における栄養状態の実態調査．第24回日本老年

歯科医学会学術大会
60)	大渡凡人，俣木志朗, 青木和広, 大谷啓一．高齢歯科患者の骨粗鬆症とその治療薬に関する実態調査．第11回日本歯科

骨粗鬆症研究会学術大会
61)	大渡凡人，田山秀策，深山治久．未手術の高齢ファロー四徴症患者2症例の全身管理経験．.第22回日本有病者歯科医

療学会学術大会
62)	田山秀策, 大渡凡人．64歳のアイゼンメンジャー症候群患者の全身管理下歯科治療経験．第41回日本歯科麻酔学会学

術集会
63)	田山秀策，大渡凡人．失神の既往を有するQT延長症候群患者の全身管理経験．第41回日本歯科麻酔学会学術集会
64)	大村友理，金澤学，小田憲，佐藤大輔，春日井昇平，水口俊介．磁性アタッチメントを用いた下顎即時荷重インプラ

ントオーバーデンチャーの無作為化比較臨床試験（経過報告）．第23回日本磁気歯科学会学術大会
65)	山田理子，駒ヶ嶺友梨子，金澤学，掘江毅，浜洋平，山賀栄次郎，鈴木啓之，水口俊介．口腔運動機能と咀嚼能力と

の関連性．第24回日本咀嚼学会学術大会
66)	平山大輔，水口俊介，秋葉徳寿，金澤学，酒井譲．生体におけるSPH法粘弾性計算の検討．第26回日本機械学会計算

力学講演会
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67)	星野義人，井上実，岩城麻衣子，長沢悠子，日比野靖，角保徳，水口俊介，中嶌裕．試作フッ素系軟質裏装材におけ
るフッ素系ポリマーの含有率が義歯床用レジンとの接着に与える影響について．第61回日本歯科理工学会学術講演会

68)	井上実，星野義人，秋葉徳寿，長沢悠子，日比野靖，角保徳，水口俊介，中嶌裕．試作フッ素系軟質裏装材の粘弾性
特性に及ぼすサーマルサイクル負荷による影響について．第61回日本歯科理工学会学術講演会

69)	大宮貴明，吉田祥子，庄司仁孝，三串伸哉，湯浅龍彦．住宅型有料老人ホームにおける往診嚥下内視鏡の意義．第9
回日本神経筋疾患摂食・嚥下・栄養研究会学術集会

70)	中村英雄, 本村一朗, 田中繁一．フェムト秒レーザーのジルコニア表面改質による接着性向上の基礎研究．第24回日本
歯科審美学会学術大会

71)	金子信子，野原幹司，若杉葉子，辻聡，阪井丘芳，石川朗，萬田浩一．在宅における咽頭腫瘍終末期患者の経口摂取
を訪問歯科が支援した1症例．第15回日本在宅医学会学術大会

72)	小谷泰子，若杉葉子，野原幹司，阪井丘芳．嚥下内視鏡検査における誤嚥の有無と経過の乖離．第23回日本呼吸ケア・
リハビリテーション学会学術大会

[研究助成金]
  1)	水口俊介．メッシュレス解析（SPH法）による義歯と周囲軟組織との力学的関係の解明．科学研究費補助金（挑戦的

萌芽研究）
  2)	水口俊介．義歯安定剤利用ガイドライン構築に関する基盤研究：マルチセンター前向き臨床研究．科学研究費補助金（基

盤研究B） 分担
  3)	大渡凡人．高齢者歯科治療時の異常高血圧を予測する無侵襲モニターの開発に関する研究(VI)．科学研究費補助金（基

盤研究C）
  4)	大渡凡人．今後の歯科医師臨床研修制度の改善のための事態把握および効果的なプログラム等構築･運用等に関する

研究. 厚生労働科学研究費補助金 分担
  5)	大渡凡人，戸原玄．高齢者の口腔機能の維持・向上法に関する研究．長寿医療研究開発費 研究協力
  6)	戸原玄．在宅療養中の胃瘻患者に対する摂食・嚥下リハビリテーションに関する総合的研究．長寿医療研究開発費 分

担
  7)	関田敏明．慣性計測装置による義歯の動揺に関する研究．科学研究費補助金（基盤研究C）
  8)	本村一朗．極短パルスレーザを用いた天然歯とジルコニアの高精度歯科プロセス．公益財団法人天田財団研究助成金
  9)	秋葉徳寿．使用後に粘膜から容易に除去・清掃できる温度応答性ゲルを応用した義歯安定剤の開発． 科学研究費補助

金（若手研究B）
10)	金澤学．無歯顎補綴における Health Technology Assessment．科学研究費補助金（基盤研究C）
11)	竹内周平．口腔内計測用光学的水分量計測システムの構築．科学研究費補助金（若手研究B）
12)	金澤　学，岩城麻衣子．医学歯学教育における術者目線３Ｄムービー作成・供覧・遠隔指導システムの開発と評価．

科学研究補助金（基盤研究C）分担
13)	佐藤佑介．補綴治療後の咬合異常感に関する研究．科学研究費補助金（若手研究B）
14)	若杉葉子．胃瘻患者への摂食・嚥下リハビリテーション実施による肺炎予防効果の検討．科学研究費補助金（若手研

究B）
15)	中根綾子．要介護高齢者の不適切な食事形態と誤嚥性肺炎発症率の関連について．科学研究費補助金（若手研究B）
16)	岩城麻衣子．化学蒸着法（CVD）による義歯床用材料の表面改質．科学研究費補助金（若手研究B）
17)	駒ヶ嶺友梨子．義歯による欠損補綴が高齢者の栄養摂取に与える効果.平成25年度8020研究事業

[その他]
〈特許〉

  1)	水口俊介，内田達郎，金澤学．咀嚼力判定用カラースケールの作成方法（5443927号）
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臨 床 検 査 医 学 分 野
Laboratory Medicine

教　　授　奈良信雄　
准 教 授　東田修二
助　　教　伊藤真以
大学院生　奥橋佑基，高橋祐介，
　　　　　大高美香

　臨床検査医学は、臨床検査を応用した病態の解析、新しい臨床検査法の開発と応用、あるいは臨床検査を中心にした診断
支援システムの構築などを行う学問である。臨床検査は、現代医療の実践において不可欠の手段となっており、その有用性
をさらに高めると同時に、絶えず改良して新たな手法を開発していくことが臨床検査医学に課せられた使命である。当分野
では、白血病を始めとする悪性腫瘍の病態解析、ＤＮＡ診断を用いた感染症や悪性腫瘍の新しい臨床検査法の開発の研究に
取り組んでいる。

（１）教育
　大学院博士課程学生に対して、白血病細胞の増殖機序の分子生物学的解析と、それを応用した診断や病態解析の検査法の
開発の研究を指導している。修士課程学生に対しては、医歯学概論の臨床検査医学の講義を通して、臨床検査の意義とその
実際について概説し、特に遺伝子検査について実例を示して解説している。また、修士課程の病院検査部実習も分担している。
　医学部医学科学生に対しては、系統講義（臨床医学導入ブロック）、臨床検体を用いての細菌検査実習、プレクリニカル
クラークシップでのシミュレーターを用いての検査手技の指導などを通して、血液検査、感染症検査など臨床検査の目的・
原理・方法・手技・解釈を教授している。これらにより、医師として臨床検査を活用できる知識と能力を養うことを目標と
している。また、プロジェクトセメスターとして、医学科４年の学生を受け入れ、研究活動の指導を行っている。保健衛生
学科学生に対しては、血液検査学講義と病院検査部臨地実習（血液検査、細菌検査）、４年次卒業研究を分担している。

（２）研究
　研究では、臨床検査医学を応用した各種疾患の病態解析、新たな臨床検査法の開発と応用が主なテーマである。以下に現
在行っている研究プロジェクトを紹介する。

１）白血病細胞増殖機構の解析
　白血病は白血病細胞の無制限の増殖と正常造血機能の障害を特徴とする。白血病細胞の増殖は、その細胞集団の中のごく
少数の白血病幹細胞によって維持されている。白血病に対する有効な治療法の開発には、白血病幹細胞の自己複製能や増殖
のメカニズムの細胞・分子レベルでの病態解析が必要である。われわれはこれまでに、細胞・分子生物学的手法を用いて解
析し、白血病細胞が正常造血細胞を凌駕して増殖する機構を解明してきた。
　現在は造血幹細胞の自己複製能に重要な役割を持つNotch、mTOR、HIFなどの各シグナルの白血病幹細胞における役割
に焦点を当てて研究している。これらを通して、個々の症例の白血病幹細胞の特性を明らかにする検査法の開発に取り組ん
でいる。また、これらのシグナルに対する阻害薬は新たな分子標的治療法としての応用が期待されており、その薬剤感受性
検査法の開発にも取り組んでいる。これらに関して、トロント大学などの海外の大学や国内企業の研究者らとの共同研究も
進めている。

２）遺伝子診断法の臨床検査への応用
　近年、多くの悪性腫瘍や感染症などの疾患の病態が遺伝子レベルで解明されてきた。こうした研究の発展を受けて開発さ
れた新たな遺伝子診断法を、医療現場での臨床検査へ応用することが重要である。われわれは簡便で普遍性が高く、かつ精
度の高い検査法の開発を目指している。造血器腫瘍の新たな遺伝子検査の開発やその精度管理法、真菌・ウイルス・原虫な
ど従来の検査法では検出が難しい病原体の検出法の研究を行なっている。

３）悪性リンパ腫細胞の増殖機構の解析
　当研究室で樹立したび漫性大細胞型B細胞リンパ腫由来細胞株を用いて、B細胞受容体からNF-κBに至る増殖シグナルの
機序、シグナル抑制薬の効果、抑制薬の薬剤感受性検査の研究を行っている。

４）残存微量腫瘍細胞の検出法の開発
　癌治療の目標は、腫瘍細胞を根絶して患者を治癒に導くことにある。手術、化学療法、放射線療法、免疫療法などにより
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成果が上げられているが、なお再発の問題が残されている。再発を防ぐには、残存する腫瘍細胞を早期に検出し、治療する
ことが重要である。そこで、治療後の残存微量腫瘍細胞を的確に判定しうる検査法の開発を研究している。

（３）臨床上の特徴
　臨床各科との協力のもとに、臨床検査の解釈、精度管理、新しい検査法の開発などを行っている。また、臨床検査に関わ
る各診療科からの問い合わせや相談に応じ、診療支援を行っている。

（４）研究業績
［原著］

  1. 	Ono A, Oike R, Okuhashi Y, Takahashi Y, Itoh M, Nara N, Tohda S. Comparative effects of PP242 and rapamycin 
on mTOR signalling and NOTCH signalling in Leukemia cells. Anticancer Res. 2013; 33: 809-814.

  2. 	Yonekura S, Itoh M, Okuhashi Y, Takahashi Y, Ono A, Nara N, Tohda S. Effects of the HIF1 inhibitor, echinomycin, 
on growth and NOTCH signalling in leukaemia cells. Anticancer Res. 2013; 33: 3099-3103.

  3. 	Okuhashi Y, Itoh M, Nara N, Tohda S. NOTCH knockdown affects the proliferation and mTOR signaling of leukemia 
cells. Anticancer Res. 2013; 33: 4293-4298.

  4. 	永井成美、 赤松利恵、長幡友美、吉池信男、石田裕美、小松龍史、中坊幸弘、奈良信雄、伊達ちぐさ. 実践経験10年以
内の管理栄養士の専門的実践能力－コンピテンシー測定項目を用いた到達度評価－. 日本栄養士会雑誌2013; 56: 28-39.

  5. 	柴原真知子、錦織宏、中村真理子、鈴木利哉、武田裕子、小西靖彦、福島統、奈良信雄. 英国卒前医学教育改革の動
向－General Medical Councilにおける教育室保証の取り組み－. 医学教育2013; 44: 63-70. 

  6. 	奈良信雄. 進化するシミュレーション教育・臨床実習への導入と効果. 医学教育2013; 44: 166-167.
  7. 	石川和信、菅原亜紀子、小林元、奈良信雄：医学教育におけるシミュレータ活用に関する全国調査. 医学教育2013; 44: 

311-314.

［著書］
  1.	 奈良信雄編著：ナースの内科学. 中外医学社、東京、全721頁、2013.
  2. 	奈良信雄監修：ミッフィーの早引き看護略語ハンドブック. エクスナレッジ社、東京、全416頁、2013
  3. 	奈良信雄監修：コビトが案内する楽しい人体図鑑. エクスナレッジ社、東京、全48頁、2013.
  4. 	奈良信雄監訳：ウィリアムズ血液学マニュアル第２版. メディカル・サイエンス・インターナショナル社、東京、全

758頁. 2013.
  5. 	奈良信雄監修：人体のしくみと病気がわかる事典. 西東社、東京、全208頁、2013.
  6. 	奈良信雄：薬剤の影響を受ける臨床検査一覧. 髙久史麿、矢崎義雄監修「治療薬マニュアル2013」医学書院、東京、

付録pp80～95、2013.
  7. 	奈良信雄：血液・造血器系の疾患. 中村丁次、川島由起子、加藤昌彦編「臨床栄養学」医歯薬出版、東京、pp198～

204、2013.
  8. 	奈良信雄：再生不良性貧血．寺本民生監修「医師・薬剤師のための医薬品副作用ハンドブック」pp335-338．2013.
  9. 	東田修二（訳）：血小板異常と凝固異常、凝固蛋白の異常.ウィリアムズ血液学マニュアル第２版、メディカル・サイ

エンス・インターナショナル社、東京、2013、pp591-676.
10. 	東田修二：血球計数.臨床検査ガイド2013-2014．Medical Practice編集委員会編、文光堂、東京、2013、pp538-542.
11. 	東田修二：抗菌薬の分類・特徴・代表的な薬剤名.「研修指導ノート」第8版　ソフトナイン株式会社、大阪、2013、

pp118-125.

［総説、その他］
  1. 	奈良信雄：国際基準に基づく医学教育認証評価制度の発足. 医学のあゆみ. 2013; 245: 271-272.
  2. 	奈良信雄、齋藤成也：血液型と病気の関係は？免疫細胞の “型” である血液型の最新情報. ニュートン別冊 2013;  

46-51.
  3. 	奈良信雄：高齢者の赤血球数基準値の考え方と慢性疾患による貧血（ACD）の診断と治療. 血液フロンティア. 2013; 

23: 1675-1680.
  4. 	東田修二：微少残存白血病の検出法. 検査と技術. 2013; 41:19-24.
  5. 	東田修二：未分化大細胞リンパ腫. 臨床検査. 2013; 57:1638-1640.

［学会］
  1.	 Nobuo Nara, Toshimasa Yoshioka, Toshiya Suzuki, Sugata Takahashi, Masahiro Tanabe, Kiyoshi Kitamura, Osamu 

Fukushima: Establishing the Japan Accreditation Council for Medical Education (JACME) to extend the quality of 
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medical schools in Japan. Association for Medical Education in EuropePrague Congress Centre, Prague, Czech 
Republic 2013.08.26

  2.	 Eiji Kaneko, Kenji Toyoshima, Yasuko Abe, Masashi Beppu, Kentaro Shimokado, Nobuo Nara: Team-based learning 
(TBL) is effective in the education of geriatric medicine. Association for Medical Education in EuropePrague 
Congress Centre, Prague, Czech Republic 2013.08.26

  3. 	Kazunobu Ishikawa, Akiko Sugawara, Gen Kobayashi, Nobuo Nara: A national survey 2012 on clinical skills 
laboratory for clerkship in Japan. Association for Medical Education in EuropePrague Congress Centre, Prague, 
Czech Republic 2013.08.26

  4. 	Yuki Okuhashi, Mai Itoh, Nobuo Nara, Shuji Tohda. Effects of NOTCH knockdown on the proliferation and mTOR 
signaling of mTOR signaling of T-ALL and AML cell lines. The 55th American Society of Hematology. New Orleans, 
LA, USA. 2013.12.7

  5. 	Mai Itoh, Yusuke Takahashi, Yuki Okuhashi, Shuji Tohda. Effects of hypoxia on HIF, Notch, Akt, and NF-κB 
signaling in leukemia cell lines. The 55th American Society of Hematology. New Orleans, LA, USA. 2013.12.9

  6.	 奈良信雄：国際基準に基づく医学教育認証評価制度. 特別講演. 第72回日本医学放射線学会総会、横浜、2013.4.13
  7.	 奈良信雄、吉岡俊正：医学教育の質保証と国際認証評価. シンポジウム. 第54回日本神経学会学術大会、東京、

2013.5.30
  8. 	奈良信雄、鈴木利哉：欧米諸国のコンピテンスと学習成果基盤型教育（OBE）．シンポジウム. 第45回医学教育学会大会、

千葉、2013.7.27
  9.	 奈良信雄：わが国における医学教育認証評価制度の導入と確立. パネルディスカッション. 第45回医学教育学会大会、

千葉、2013.7.27
10. 	奈良信雄：国際基準に基づく医学教育認証評価における教員業績評価. パネルディスカッション. 第45回医学教育学会

大会、千葉、2013.7.27
11. 	金子英司、豊島堅志、阿部庸子、別府正志、下門顕太郎、奈良信雄：老年医学教育にTeam-based learning (TBL)を用

いた際の教育効果および評価について. 第45回医学教育学会大会、千葉、2013.7.27
12. 	奈良信雄：シミュレーション医学教育の現状と展望. 特別講演. 第１回日本シミュレーション医療教育学会学術大会、

新潟、2013.7.6
13. 	別府正志、金子英司、奈良信雄：東京医科歯科大学におけるPreClerkshipのスキルスラボ活動状況の変遷. 第１回日本

シミュレーション医療教育学会学術大会、新潟、2013.7.6　
14. 	金子英司、下門顕太郎、奈良信雄：高齢者疑似体験を用いた医療面接実習．第１回日本シミュレーション医療教育学

会学術大会、新潟、2013.7.6
15. 	高橋里枝子、澤辺悦子、金平紗季、市村直也、萩原友希、北村優佳、武部功、古畑紀子、萩原三千男、東田修二、斎

藤良一、島真理、小池竜司、東條尚子. KPC-2産生Klebsiella pneumoniaeが分離された1例．第24回日本臨床微生物学会
総会、横浜、2013.2.2.

16. 	萩原友希、澤辺悦子、金平紗季、高橋里枝子、市村直也、北村優佳、武部功、古畑紀子、萩原三千男、東田修二、東
條尚子. 抗酸菌核酸増幅機器GENECUBEの検討．第24回日本臨床微生物学会総会、横浜、2013.2.3.

17. 	武部功、澤辺悦子、古畑紀子、北村優佳、萩原友希、市村直也、高橋里枝子、金平紗季、大楠清文、萩原三千男、東
田修二、東條尚子. 血液培養でTsukamurella inchonensisを分離した骨髄線維症の１例．第24回日本臨床微生物学会総会、
横浜、2012.3.3.

18. 	吉藤康太、秋山めぐみ、山本正英、福田哲也、東田修二、三浦　修. 自己免疫性溶血性貧血の治療中に多臓器不全を
伴う播種性varicella zoster virus（VZV）感染を発症した1例. 第595回日本内科学会関東地方会. 東京、2013.3.9.

19. 	塚島明希、金盛英里子、齊藤弘子、水野菜々、甲田祐樹、村上直巳、東條尚子、東田修二. 骨髄壊死により骨髄穿刺
液の検査が不能であった急性リンパ芽球性白血病の1例. 第14回日本検査血液学会学術集会、東京、2013.7.27.

20. 	島野志都子、細川幹夫、小島和茂、本橋智子、額千裕、 萩原三千男、東田修二、東條尚子. 尿酸、クレアチニンが異常
高値を示した症例とその対策. 第52回日本臨床化学会年次学術集会、徳島、2013.8.31.　 

21. 	Miyu Kato, Ken Watanabe, Shihoko Suwa, Megumi Iida, Shuji Tohda, Osamu Miura, Tetsuya Fukuda. Roles of 
tyrosine kinases in B-cell receptor signaling regulating survival of CLL B cells. 第75回日本血液学会学術集会、札幌、  
2013.10.12. 

22. 	大野一彦、松本文枝、萩原三千男、東田修二、東條尚子.  Direct RT-LAMP法によるインフルエンザ診断の臨床的検
討. 第60回日本臨床検査医学会学術集会、神戸、2013.11.2.

23. 	高橋祐介、奥橋佑基、伊藤真以、東田修二. 白血病細胞におけるEph/ephrin系とNotch系との相互作用. 第60回日本臨
床検査医学会学術集会、神戸、2013.11.3.

24. 	奥橋佑基、高橋祐介、伊藤真以、東田修二. Notchを標的とするsiRNAを用いた白血病細胞の増殖に対する効果の検討. 
第60回日本臨床検査医学会学術集会、神戸、2013.11.3.
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25. 	伊藤真以、奥橋佑基、高橋祐介、東田修二. 白血病細胞の生存に対するHIF蛋白の役割. 第60回日本臨床検査医学会学
術集会、神戸、2013.11.3.

［研究助成金］
  1. 	奈良信雄. 国際基準に対応した医学教育認証制度の確立. 文部科学省大学改革推進事業（研究代表者）継続　　
  2. 	奈良信雄. 医師国家試験の改善に関する研究. 厚生労働科学研究費補助金（研究代表者）継続
  3. 	東田修二. 症例に応じた分子標的治療を目指した急性白血病幹細胞の定量と特性の検査法の開発. 文部科学省科学研究

費補助金　基盤研究(C)（研究代表者）継続
  4.	 伊藤真以. 骨髄ニッチを再現した低酸素環境での白血病幹細胞の病態解析に基づく分子標的治療. 文部科学省科学研究

費補助金　若手研究（B）（研究代表者）新規

[その他]
  1. 	奈良信雄.医学教育の質保証と国際認証ー求められる臨床実習の充実―九州地区医学部長病院長会議講演 2013.4.25
  2.	 奈良信雄.国際認証制度と今後の課題.第14回国公私立大学医学部・歯学部教務事務職員研修会講演. 2013.5.9
  3.	 奈良信雄.医学教育の質保証-日本医学教育認証評価評議会（Japan Accreditation Council for Medical Education: 

JACME）の発足と活動第171回東京医科大学医学会総会招待講演. 2013.6.1
  4.	 奈良信雄.医学教育の質保証と国際認証. 第22回日本医科大学医学教育のためのFDワークショップ. 2013.6.8
  5.	 奈良信雄.医学教育認証評価における医学教育カリキュラム. 第95回国立大学医学部長会議. 2013.6.14
  6.	 奈良信雄.看護に活かす臨床検査. 群馬県看護教育研修. 2013.7.19
  7.	 奈良信雄.active learningの推進と課題. 兵庫医科大学医学教育ミニ・ワークショップ. 2013.7.20
  8.	 奈良信雄.国際基準に基づく医学教育認証評価カリキュラム改革. 兵庫医科大学医学教育ミニ·ワークショップ. 2013.7.21
  9.	 奈良信雄.わが国における医学教育の質保証.第25回医学教育指導者フォーラム講演（医学教育振興財団）.2013.7.23
10.	 奈良信雄.医学教育の質保証制度についてー日本医学教育認証評価評議会の発足と活動準備状況－平成25年度第1回新

潟大学医学教育FD. 2013.7.25
11.	 奈良信雄.医学教育の質保証と教育カリキュラム改革－日本医学教育認証評議会JACMEによる認証評価. 金沢医科大学

第28回医学教育に関するワークショップ. 2013.8.3
12.	 奈良信雄.医学部の国際認証と臨床実習の充実化について. 北里大学医学部教員教育セミナー. 2013.8.9
13.	 奈良信雄.医学教育の質保証と教育カリキュラム改革－日本医学教育認証評議会JACMEによる認証評価. 佐賀大学平成

25年度第21回医学・看護学教育ワークショップ. 2013.8.16
14.	 奈良信雄.国際基準に対応した医学教育について. 滋賀医科大学FD講演会. 2013.9.3
15.	 奈良信雄.医学教育の質保証と教育カリキュラム改革ー日本医学教育認証評価評議会JACMEによる認証評価. 慶應大学

FDセミナー.2013.9.12
16.	 奈良信雄.よい試験問題の作成法. 新潟大学医学教育ワークショップ. 2013.9.14
17.	 奈良信雄.臨床検査技師のための医学英語特別講演. 兵庫県臨床検査技師会管理運営研修会.2013.9.21
18.	 奈良信雄.臨床開発担当者のための治験カルテ・診療録の見方・解釈R&D支援センター基礎講座. 2013.9.25
19.	 奈良信雄.からだがみえる臨床検査.埼玉県看護師協会研修会. 2013.9.26
20.	 奈良信雄.シミュレーション教育による臨床技能トレーニング. 第2回日本医科大学付属病院臨床研修指導医教育ワーク

ショップ. 2013.9.28
21.	 奈良信雄.地獄の沙汰も医者次第－賢い医者のかかり方で健康の維持・増進を－. 香川県経営者協会「健康講演会」

2013.10.3
22.	 奈良信雄.医学教育の質保証と教育カリキュラム改革日本医学教育認証評価評議会JACMEによる認証評価. 大分大学医

学部FD講演会. 2013.10.9
23.	 奈良信雄.国際基準に対応した医学教育認証制度の確立. 愛媛大学特別講演会.2013.10.24
24.	 奈良信雄.国際基準に対応した医学教育について. 山口大学医学科FD研修会.2013.11.12
25.	 奈良信雄.新しい医学教育に向けて. 神戸大学医学部FD講演会. 2013.11.15
26.	 奈良信雄.医学教育の質保証と教育カリキュラム改革. 大阪市立大学学部講演会. 2013.11.28
27.	 奈良信雄.グローバルスタンダードに準拠した医学部認証評価制度. 帝京大学. 2013.11.30
28.	 奈良信雄.グローバルスタンダードに準拠した医学教育の実現に向けて. 群馬大学医学部学教育教授法ワークショップ. 

2013.12.14.
29. 	東田修二．リンパ節の検査．第11回日本検査血液学会指定研修会（講演），東京，2013.11.30.
30.	 東田修二．症例提示による疾患の理解：白血病．日本衛生検査所協会第38期血液学コース（セミナー），東京，

2013.10.29.
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救 命 救 急 医 学 分 野
Critical Care Medicine

准 教 授　三高千惠子
講　　師　原口　剛(集中治療部)(2011.4.1.～)
助　　教　山本　衛(集中治療部)(2012.6.1～)
　　　　　地引政利(救命救急医学分野)(2012.4.1〜2013.9.30)
　　　　　豊福崇浩(救命救急医学分野)(2011.4.1～)
医　　員　藤原直人(集中治療部)(2012.4.1～)
　　　　　西澤真人(集中治療部)(2013.10.1～)
大学院生　メイ　キン　ニンスイ(2010.4.1～)
　　　　　ミニワン　トラプ(2010.4.1～)

（１）教育
卒前教育
系統講義：4年生対象、2時限
１．急性呼吸不全/人工呼吸（三高）
２．敗血症/多臓器不全（三高）
３．救命救急医学試験

クリニカルクラークシップ：５、６年生対象、心臓血管外科と合同で行ない、Critical Care部門として集中治療部での集中
治療実習を担当している。
　集中治療部の患者1-2人に関して、朝、晩のカンファランスを中心として実習を行なう。朝、8:30からの回診前にデータを
そろえて、回診時にpresentationを行ない、その日に行なうべきことをチェックし、一日かけて受け持ち医、集中治療部指
導医と共に患者の治療、検査を担当する。朝、晩に教授（もしくは代理者）を中心としたsystem-oriented roundsにおいて、
受け持ち患者のsystem-oriented presentationを行なう。
　教室の抄読会で、Critical Care Medicine 領域の代表的な最近の論文の抄読を担当させ、Power Point による発表を行って
いる。

（２）研究
　臨床面での発想から出発した、基礎的課題の研究、および臨床研究を主題としている。平成17年度から科学研究費補助金
基盤研究（Ｂ）の助成を受け、「肺の虚血/再環流障害の機序解析とその治療・予防策の開発」の課題に取り組んだ。また、
エンドトキシンショックと NO の関係、NO synthase inhibitor やNF-κB阻害の効果を、動物を使用しての研究をすすめて
いる。平成18年度から4年間科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）の助成を受け、核内酵素ポリ(ADP-リボース)シンセターゼ阻
害による敗血症性ショックの治療戦略の研究、平成22年度からは5年間科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）の助成を受け、急
性腎傷害における心房性ナトリウム利尿ペプチドの腎保護作用メカニズムの研究に取り組んでいる。臨床研究では、侵襲に
伴う NO 産生の定量的評価、心房性Na利尿ペプチドの臨床応用、心不全における酸素利用動態の解明、等に取り組んでいる。
	

（３）臨床
　集中治療医学／医療に特化して取り組んでいる。集中治療部における集中治療専門医の役割は、多専門分野にわたる重症
病態の治療を調整し、指導することにある。重症病態に陥ると、呼吸、循環、代謝を中心として原因疾患にかかわらず共通
の病態を示す。このような重症患者は、絶えざる監視・評価により状態の変化をすばやくとらえ、即応した治療を行なうこ
とが重要である(minute-to-minute titration of therapy)。集中治療専門医はこのtitration therapy を行ない、統合的な治療の
一環を担っている。このためには、ICUスタッフと主治医グループが協調して治療にあたることが重要である。重症病態に
対して、各患者の最適な生理的状態を維持するように治療を行ない、生命維持が確保されている間に原因疾患の治療、改善
を図ることが集中治療医学の目的である。
　集中治療医学が取り組んできた病態／疾患／治療法を具体的にあげると、各種ショック、急性呼吸不全、人工呼吸、敗血症、
多臓器不全症候群、酸塩基平衡異常、電解質異常、急性腎不全、急性中枢神経障害（意識障害）に対する集中治療、薬理学的／
機械的循環補助、栄養管理、血液浄化法、院内感染症防止策／治療、等である。

（４）研究業績 
【原著】
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  1. 	Hnin Si MK, Mitaka C, Tulafu S, Abe S, Kitagawa M, Ikeda S, Eishi Y, Kurata S, Tomita M, Inhibition of poly 
(adenosine diphosphate-ribose) polymerase attenuates lung-kidney crosstalk induced by intratracheal 
lipopolysaccharide instillation in rats. Rrespir Res 2013;14:126-133

  2.	 Tulafu M, Mitaka C, Hnin Si MH, Abe S, kitagawa M, Ikeda S, Eishi Y, Kurata S, Tomita M, Atrial natriuretic 
peptide attenuates kidney-lung crosstalk in kidney injury. J Surg Res 2014;186:217-225 

  3.	 Takashi Ishihara, MD, PhD; Go Haraguchi, MD, PhD; Daisuke Tezuka, MD; Tetsuo Kamiishi, MD; Hiroshi Inagaki, 
MD, PhD; Mitsuaki Isobe, MD, PhD, Diagnosis and Assessment of Takayasu Arteritis by Multiple Biomarkers. Circ 
J 2013; 77: 477-483 

  4.	 Susumu Hosokawa, Go Haraguchi, Akihito Sasaki, Hirokuni Arai, Susumu Muto, Akiko Itai, Shozaburo Doi, Shuki 
Mizutani, and Mitsuaki Isobe, Pathophysiological roles of nuclear factor kappaB (NF-kB) in pulmonary arterial 
hypertension: effects of synthetic selective NF-kB inhibitor IMD-0354. Cardiovascular Research 2013; 99: 35-43 

  5.	 Daisuke Tezuka, Go Haraguchi, Hiroshi Inagaki, Mitsuaki Isobe, Progression of thrombogenesis in large coronary 
aneurysms during anticoagulant therapy in a Buergerʼs disease patient. BMJ Case Rep 2013. doi:10.1136/bcr-2013-
009945

【著書】
  1. 	三高千惠子、45. 集中治療(2)体液、栄養、感染の管理、麻酔科学レビュー　最新文献集2013、p.250-255、監修　天羽

敬祐、総合医学社、2013年3月15日発行
  2.	 三高千惠子、2.気管支喘息重積発作　B症例：東京医科歯科大学医学部附属病院、クリティカルケアにおける呼吸管理、

編集　氏家良人、克誠堂出版、2013年11月1日発行
  3.	 三高千惠子、28外科手術と周術期、病棟レジデント、病棟医のための高齢患者診療マニュアル、編集　下門顯太郞、

メディカル・サイエンス・インターナショナル、2013年11月5日発行

【学会】
  1. 	Hnin Si MK; Mitaka C; Tulafu M; Abe S; Ikeda S, Atrial natriuretic peptide attenuates metabolic acidosis and 

inflammation of kidney, lung and heart in a rat model of renal ischemia-reperfusion injury, The 33rd International 
Symposium on Intensive Care and Emergency Medicine, March 20, 2013, Brussells, Belgium

  2.	 Mitaka C, Dong Z, Haraguchi G, The value of serum procalcitonin level for differentiation of infectious from 
noninfectious systemic inflammatory response syndrome after cardiac surgery. European Society of Intensive Care 
Medicine, The 26th Annual Congress of the European Society of Intensive Care Medicine, October 8, 2013 

  3.	 パネルディスカッション、潜在的女性パワーを探る、座長、第40回日本集中治療医学会学術洲会、松本市、長野県、
2013年3月1日

  4.	 原口剛、小西政則、磯部光章、三高千惠子、退院時低ナトリウム血症は急性心不全患者の予後不良因子である、第40
回日本集中治療医学会学術洲会、松本市、長野県、2013年3月1日

  5.	 加藤由美、原口剛、三高千惠子、ICU Acquired Weaknessと脳幹梗塞の鑑別が問題となった成人Still病急性増悪の一例、
第40回日本集中治療医学会学術洲会、松本市、長野県、2013年3月2日

【研究助成金】
  1. 	三高千惠子、平成25年度科学研究費補助金　基盤研究(C) 課題番号　22592010急性腎傷害における心房性ナトリウム

利尿ペプチドの腎保護作用メカニズムの研究
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心療・緩和医療学分野
Liaison Psychiatry and Palliative Medicine

准 教 授　松島英介
助　　教　宮島美穂
非常勤講師　上木雅人，太田克也，松田哲也，永井英明，
　　　　　　保坂　隆
大学院生　小泉　文，木村元紀，中村博文，
　　　　　渋谷(小池)眞規子，寺門亜子，西浦　希，
　　　　　小林真理子，河野裕子，中山菜央，渡邊さつき，
　　　　　山下　礼，市倉加奈子，重家里映，野田隆政，
　　　　　高野利実，石塚典子，和田佐保，吉田典子，
　　　　　栗山登至，梅澤志乃，厚坊浩史，鈴木陽子，
　　　　　松田綾沙，櫻井宏樹，根本純江，井寺奈美，
　　　　　高木麻理子，松田玲子，有岡宏子，鈴木如月，
　　　　　中川　潤，藤原真代，増田智恵子，伊藤美帆，
　　　　　中村奈都美
専 攻 生　相原興彦，茨木龍芳

（１）教育
　全人的医療という立場から、精神疾患はもとより身体疾患であっても患者の心理的、社会的側面を理解し、診断・治療に
あたることができることを目的とする。具体的には、各種身体疾患に見られる心理的問題や精神症状、癌患者への緩和医療
も含め、コンサルテーション・リエゾン医療の意義を解説し、身体各科においてみられる様々な精神身体的問題について包
括的に診断・治療できるように教育するとともに、予防法についても解説する。

（２）研究
　現在進みつつある研究は、以下の通りである。
　身体疾患に基づいた精神症状のうちでも、不安、うつ状態やせん妄状態に焦点を絞って臨床的、精神生理学的なアプロー
チをおこない、その発症メカニズムについて検討する。また、脳症をきたすような身体疾患について、神経心理学的諸検査
を組み合わせたテストバッテリーならびに脳画像を施行し、病態の把握や早期発見に役立てる。さらに、癌患者およびその
家族の心理、社会的な問題、スピリチュアルな問題についての臨床的な研究をおこない、臨床に還元していく。
この他、精神疾患のうちでも、統合失調症の客観的診断法の開発や脳機能画像の検索、注意欠陥障害の精神生理学的なアプ
ローチなどを行っている。

（３）臨床
　心身医療外来において、身体疾患患者の心理的な問題や精神症状、気分障害や不安障害に対応している。また、癌患者の
痛みのコントロールや精神的問題について解決する。

（４） 研究業績
[原著]
  1.	 Iwatani T, Matsuda A, Kawabata H, Miura D, Matsushima E. Predictive factors for psychological distress related to 

diagnosis of breast cancer. Psycho-Oncol 22(3): 523-529, 2013.
  2.	 Watanabe S, Hara K, Ohta K, Iino H, Miyajima M, Matsuda A, Hara M, Maehara T, Matsuura M, Matsushima M. 

Aroma helps to preserve information processing resources of the brain in healthy subjects but not in temporal lobe 
epilepsy. Seizure 22(1): 59-63, 2013.

  3.	 Koizumi A, Matsushima E, Mochizuki Y, Omura K, Amagasa T. Changes in the psychological characteristics of oral 
cancer patients in the perioperative period: a quantitative evaluation. J Med Dent Sci 60(1): 41-53, 2013.

  4.	 Terauchi M, Hiramitsu S, Akiyoshi M, Owa Y, Kato K, Obayashi S, Matsushima E, Kubota T. Associations among 
depression, anxiety and somatic symptoms in peri- and postmenopausal women. J Obstet Gynaecol Res 39(5): 1007-
1013, 2013. 

  5.	 Hara K, Maehara T, Miyajima M, Ohta K, Iino H, Inaji M, Matsuda A, Matsushima E, Hara M, Matsuura M. Post-
operative mismatch negativity recovery in a temporal lobe epilepsy patient with cavernous angioma. Clin Neurol 
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Neurosurg 115(6): 756-759, 2013.
  6.	 Matsuda A, Hara K, Miyajima M, Matsushima E, Ohta K, Matsuura M. Distinct pre-attentive responses to non-scale 

notes: An auditory mismatchnegativity (MMN) study. Clin Neurophysiol 124(6): 1115-1121, 2013.
  7.	 Matsuda A, Hara K, Watanabe S, Matsuura M, Ohta K, Matsushima E. Pre-attentive auditory processing of non-

scale pitch in absolute pitch possessors. Neurosci Lett. 26;548:155-158, 2013.
  8.	 広瀬有香、原　恵子、宮島美穂、渡邊さつき、松田綾沙、太田克也、松島英介、松浦雅人：検知閾値濃度のラベンダ

ーの香りが聴覚事象関連電位P300に与える影響.日本薬物脳波学会雑誌14:35-43, 2013.
  9.	 宮島美穂、原　恵子、渡邊さつき、松田綾沙、廣瀬有香、太田克也、前原健寿、原　實、松浦雅人、松島英介：抗て

んかん薬と事象関連電位(ERP)．日本薬物脳波誌 14: 11-18, 2013.
10.	 Kobayashi M, Kobayashi M, Suwa H, Matsushima E. The Validity and Usefulness of the Japanese Version of the 

Calgary Sleep Apnea Quality of Life Index in Patients with Obstructive Sleep Apnea Hypopnea Syndrome. Internal 
Medicine. 2013; 52(3): 309-15.

11.	 織田健司、松島英介：通過症候群.Clinical Neuroscience 31(11):1281-1282,中外医学社,2013.
12.	 Nakanishi H, Kurosaki M, Nakanishi K, Tsuchiya K, Noda T, Tamaki N, et al. Impaired brain activity in cirrhotic 

patients with minimal hepatic encephalopathy: Evaluation by near-infrared spectroscopy. Hepatol Res. 2013 Apr 5. 
doi: 10.1111/hepr.12127. [Epub ahead of print]

13.	 Kunugi H, Koga N, Hashikura M, Noda T, Shimizu Y, Kobayashi T, et al. Validation of computer-administered 
clinical rating scale: Hamilton Depression Rating Scale assessment with Interactive Voice Response technology--
Japanese version. Psychiatry Clin Neurosci. 2013 May;67(4):253-8.

14.	 Ota M, Sato N, Nakata Y, Ito K, Kamiya K, Maikusa N, Ogawa M, Okamoto T, Obu S, Noda T, Araki M, Yamamura 
T, Kunugi H. Abnormalities of cerebral blood flow in multiple sclerosis: a pseudocontinuous arterial spin labeling 
MRI study. Magn Reson Imaging. 2013 Jul;31(6):990-5.

15.	 山田麻紀，亀井雄一，野田隆政，有馬邦正．高照度光療法により睡眠覚醒リズムと抑うつ状態が改善した概日リズム
睡眠障害の1例．精神神経学雑誌 8: 115(8), 901,2013.

16.	 津村秀樹，山田華世，中澤佳奈子，安藤久美子，野田隆政，岡田幸之．聴覚刺激を用いた指タッピング課題に関する
探索的検討．国立精神･神経医療研究センター精神保健研究所年報，2013.9; 26: 242.

17.	 Ota M, Ishikawa M, Sato N, Hori H, Sasayama D, Hattori K, Teraishi T, Noda T, Obu S, Nakata Y, Higuchi T, 
Kunugi H. Discrimination between schizophrenia and major depressive disorder by magnetic resonance imaging of 
the female brain. J Psychiatr Res. 2013 Oct;47(10):1383-8.

18.	 Koseki S, Noda T, Yokoyama S, Kunisato Y, Ito D, Suyama H, et al. The relationship between positive and negative 
automatic thought and activity in the prefrontal and temporal cortices: a multi-channel near-infrared spectroscopy 
(NIRS) study. J Affect Disord. 2013 Oct;151(1):352-9.

19.	 富岡大，川崎真護，岩波明，野田隆政，兼子幸一，朴盛弘，三村將，中込和幸．うつ病患者のNIRSによる治療反応性
と疾患鑑別への有用性‐多施設における2時点検査の結果と診断変更症例の検討‐．MEDIX, 2013; 58: 4-9.

20.	 Kono Y,Matsushima E,Uji M:Psychometric properties of the 25-Item work limitations questionnaire in Japan factor 
structure,validity,and reliability in information and communication technology company employees.Journal of 
Occupational and Environmental Medicine 56(2),2014.

[著書]
  1.	 宮島美穂：精神・神経の治療薬事典 2014-’ 15専門医からのアドバイス. アセタゾラミド:pp.230-231, スルチアム:pp.232-

233, クロバザム:pp.244-245, クロナゼパム:pp.242-243, エトスクシミド:pp.228-229, プリミドン:pp.224-225, ラモトリギン: 
pp.264-266, (樋口輝彦総監修), 総合医学社, 2013

  2.	 太田克也：統合失調症．情緒発達と看護の基本（第３版）．(メディカ出版，大阪)168-172, 2013.
  3.	 太田克也：認知障害．情緒発達と看護の基本（第３版）．(メディカ出版，大阪)188-192, 2013.
  4.	 太田克也：抗うつ薬が睡眠に与える影響は？抗精神病薬が睡眠に与える影響は？「麻薬及び向精神薬取締法」と睡眠

薬の関連は？睡眠とその障害のクリニカルクエスチョン200．（松浦雅人，原恵子編；診断と治療社，東京）150-156, 
2013.

  5.	 太田克也：抗うつ薬が睡眠に与える影響は？抗精神病薬が睡眠に与える影響は？「麻薬及び向精神薬取締法」と睡眠
薬の関連は？睡眠とその障害のクリニカルクエスチョン200．（松浦雅人，原恵子編；診断と治療社，東京）150-156, 
2013.

  6.	 太田克也：統合失調症の睡眠障害の治療方針は？むずむず脚症候群と抗精神病薬によるアカシジアとの違いは？睡眠
とその障害のクリニカルクエスチョン200．（松浦雅人，原恵子編；診断と治療社，東京）309-314, 2013.

  7.	 太田克也、山崎まどか：眠らない子供、成人、高齢者で睡眠脳波を記録するコツは？脳波に異常が出ないてんかんは
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ある？てんかん性異常波があってもてんかんでない場合がある？脳波判読は症例についての情報を知らないまま行
う？脳波所見からてんかんの重症度が予測できる？全般てんかんで局在性の異常波が出現することがある？部分てん
かんで全般性の異常波が出現することがある？てんかん診療のクリニカルクエスチョン200．（松浦雅人，原恵子編；
診断と治療社，東京）91-98, 2013.

  8.	 内富庸介、大西秀樹、藤澤大介：がん患者心理療法ハンドブック，医学書院，Chapter7 (市倉加奈子、松島英介)， 
pp119-136，2013

  9.	 福田正人、須田真史、小池進介、西村幸香、川久保友紀、野田隆政、吉田寿美子「NIRS」山内俊雄、松田博史：「脳
画像でみる精神疾患」，新興医学出版社，pp91-110，2013年6月

10.	 野田隆政、瀬戸山志緒里、横山仁史：「第4章　光トポグラフィー」糸川昌成（監）「メンタル医療‐原因解明と診断、
治療の最前線‐」，シーエムシー出版，pp50-58，2013年10月

11.	 小池眞規子、矢永由里子：がんとエイズの心理臨床―医療にいかすこころのケア―,創元社、2013年５月.

[総説]
  1.	 松島英介：せん妄．今日の治療指針（山口　徹、北原光夫、福井次矢総編集）．医学書院，東京，pp.864-865, 2013.
  2.	 高橋　栄、鈴木正泰、松島英介、太田克也、倉知正佳、林　拓二、森田喜一郎、前田久雄、片山征爾、平安良雄、大

久保善朗、内山　真、小島卓也：統合失調症における探索眼球運動異常と症状の関係．精神神経学雑誌 115(1): 
3-9,2013.

  3.	 松島英介：せん妄．ドクターサロン 57(4): 11-16, 2013.
  4.	 松島英介：精神疾患（うつ病）．日本女性医学学会雑誌 20: 512-517, 2013.
  5.	 松島英介：妊娠・出産・授乳における向精神薬の使い方．精神科治療学 28(5): 591-601, 2013.
  6.	 松島英介：挙児希望者の精神症状に対する薬物療法の必要性　統合失調症．薬局 64(5): 95-101, 2013.
  7.	 市倉加奈子、松島英介：ナラティブ・セラピー．がん患者心理療法ハンドブック（内富庸介、大西秀樹、藤澤大介監訳）．

医学書院，東京，pp.119-136, 2013.
  8.	 松島英介：精神疾患に併存することの多い過敏性腸症候群とは．精神科治療学 28(7): 921-928, 2013.
  9.	 松島英介：妊娠・出産と薬物療法．精神科臨床サービス 13(3): 322-328, 2013.
10.	 松島英介：巻頭言　低活動型せん妄．精神医学 55(9): 818-819, 2013.
11.	 織田健司、松島英介：通過症候群．Clinical Neuroscience 31(11): 1281-1282, 2013.
12.	 宮島美穂、原　恵子、渡邊さつき、松田綾沙、広瀬有香、太田克也、前原健寿、原　實、松浦雅人、松島英介：抗て

んかん薬と事象関連電位(ERP).日本薬物脳波学会雑誌 14:11-18, 2013.
13.	 市倉加奈子、鈴木伸一：認知行動療法を知る―医療場面への適用―，臨床心理学，13 (2)，pp227-233，2013
14.	 野田隆政:「光トポグラフィによるうつ病診断」 医学のあゆみ 244巻5号，pp425-431， 2013年2月
15.	 野田隆政: 「Bipolar Depressionの診断と治療～最近の話題～NIRSの有用性」 Depression Frontier 11巻1号, pp15-22，

2013年3月
16.	 野田隆政，瀬戸山志緒里，横山仁史「特集　NIRSの臨床応用『気分障害』」精神科，第23巻第4号，pp405-413，2013

年10月
17.	 野田隆政、松崎朝樹、樋口輝彦：「精神科における『うつ』の診断」老年精神医学雑誌，印刷中
18.	 梅澤志乃：【一般病棟における認知症・せん妄・うつ病患者へのケア】 (第2章)「ちょっと変だな……」と思ったときの

アセスメントとスクリーニングの進め方　アセスメント時に利用できるスクリーニングツール．看護技術　2013年；
第59巻5号：490-499．

19.	 梅澤志乃．女性のがんと心のケア 女性がん患者に対する生活へのサポート　リエゾン精神看護師の立場から．女性心
身医学　2013年；第17巻3号：281-285．

20.	 梅澤志乃:【がん患者の意思決定支援入門】意思決定支援の基礎知識　がん患者さんとのコミュニケーションのとり方．
ナーシング・トゥデイ　2012年；第27巻5号：18－23.

21.	 市倉加奈子、 鈴木伸一： 認知行動療法を学ぶ―医療場面への適用―. 臨床心理学. 2012; 13 (2)
22.	 野田隆政、 中込和幸： シンポジウム　精神疾患の診断ツールとしての光トポグラフィー. 認知神経科学 14: 35-41, 2012.
23.	 野田隆政： 光トポグラフィによるうつ病診断. 医学のあゆみ, 244: 425-431, 2013.
24.	 野田隆政、 安藤 久美子、 平林直次、 大森まゆ、 黒木規臣、 岡田幸之： 医療観察法における ECT のインフォームド・コ

ンセント. 精神神経学雑誌, 114: SS385-SS390, 2013.
25.	 小林真理子：親のがんを子どもにどう伝え、どう支えるか、がん看護、南江堂、18巻1号、2013年1月
26.	 小林真理子：緩和ケア、In  臨床心理学面接特論、放送大学教育振興会、2013年3月
27.	 小林真理子：がん患者の子どもへのサポートプログラム日本版の研究、厚生労働省科学研究費補助金（がん臨床研究

事業）がん診療におけるチャイルドサポート、平成24年度研究報告書（研究代表者・小澤美和）pp15-19、2013年3月
28.	 小林真理子：がん患者の子どもへのアプローチ　In がんとエイズの心理臨床、誠信書房、2013年5月
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[学会]
【教育講演・特別講演】

  1.	 松島英介：妊婦・授乳婦に対する向精神薬の使い方．第58回General Hospital Psychiatry．東京，2013年１月19日．
  2.	 松島英介：妊婦・授乳婦に対する向精神薬の使い方．国立精神・神経医療研究センター病院　第3回精神医療セミナ

ー2013．東京，2013年２月19日．
  3.	 松島英介：精神症状．第１回東京医科歯科大学医学部附属病院主催「東京都緩和ケア研修会」．東京，2013年３月３日．
  4.	 松島英介：女性とうつ病．第19回日本行動医学会学術総会モーニングセミナー．東京，2013年３月８日．
  5.	 松島英介：サイコオンコロジー総論－がんと向き合う、いのちに向き合う－．第７回若手医師・医学生のためのがん

医療における心の医学セミナー．東京，2013年３月９日．
  6.	 松島英介：薬剤師に必要ながん患者におけるうつ病治療の知識とその対応．東京，2013年３月14日．
  7.	 松島英介：入院患者の精神症状に対する抗精神病薬の使い方．General Hospital Psychiatry Conference.　東京，2013

年３月27日．
  8.	 松島英介：がん患者および家族のこころとその対応．第63回がん診療連携拠点病院研修会．金沢，2013年３月30日．
  9.	 松島英介：がん医療における心への対応－疼痛との関係も含めて－．第11回豊田がん疼痛緩和研究会．豊田，2013年

４月17日．
10.	 松島英介：認知症とせん妄．第８回練馬区医師会認知症研究会．東京，2013年４月18日．
11.	 松島英介：妊婦・授乳婦に対する向精神薬の使い方．兵庫県病院薬剤師会精神科領域セミナー．神戸，2013年４月20日．
12.	 松島英介：妊婦・授乳婦に対する向精神薬の使い方．富山県精神科医会講演会．富山，2013年４月26日．
13.	 松島英介：がん医療と心のケア．第２回病診薬連携緩和ケア研究会．東京，2013年５月30日．
14.	 松島英介：身体疾患に伴う不安と抑うつ．岡山リエゾン精神医学講演会．岡山，2013年５月31日．
15.	 松島英介：統合失調症患者の結婚・妊娠・子育てを控えた薬物治療について．福岡PPST研究会セミナー．福岡，

2013年６月７日．
16.	 松島英介：教育講演「妊婦・授乳婦に対する向精神薬の使い方」．第42回日本女性心身医学会学術集会．東京，2013

年７月28日．
17.	 松島英介：かかりつけ医のためのうつ病診療のポイント．千代田区医師会・神田医師会合同学術講演会，東京，2013

年９月11日．
18.	 松島英介：妊婦・授乳婦に対する向精神薬の使い方．第6回女性のメンタルヘルス懇話会－TOKYO East－．東京，

2013年９月25日．
19.	 松島英介：身体疾患に伴う不安と抑うつ．第9回栃木県不安・抑うつフォーラム．小山，2013年９月26日．
20.	 松島英介：妊婦・授乳婦に対する向精神薬の使い方～医師の立場から～．第３回北東北精神科薬物療法研究会．盛岡，

2013年10月５日．
21.	 松島英介：女性のライフサイクルとうつ病～臨床的な特徴とライフステージに沿った治療指針～．福島県北精神医療

セミナー生涯教育学術講演会．福島，2013年10月９日．
22.	 松島英介：血液がん患者の精神的な痛みの軽減～精神腫瘍医の立場から．東京血液がんフォーラム．東京，2013年10

月27日．
23.	 松島英介：どうしてサイコオンコロジーが必要なのか？－がんと向き合う、いのちに向き合う－．第４回琉球サイコ

オンコロジーセミナー．那覇，2013年11月９日．
24.	 松島英介：薬剤師に必要なうつ病治療のポイント．東京都病院薬剤師会城東支部勉強会．東京，2013年11月21日．

【一般演題】
  1.	 Hashimoto H, Suzuki Y, Fujiwara K, Miyajima M, Yamakawa T, Kano M. Heart Rate Variability Analysis for 

Epilepsy Seizure Prediction. 第13回制御部門大会. 2013年3月5-8日, 福岡
  2.	 野田隆政、 中澤佳奈子、 市倉加奈子、 新明一星、 堀越勝、 有馬邦正、 伊藤弘人： シンポジウム「神経疾患領域における

メンタルヘルスケア」話題提供「身体疾患患者のメンタルヘルスケア」 第19回日本行動医学会学術総会, 東京, 2013年
３月９日.

  3.	 吉田典子、宮島美穂、鈴木陽子、太田克也、奥村正紀、中村　満、笹野哲郎、川良徳弘、松浦雅人、松島英介：電気
けいれん療法前後における心臓自律神経活動の変化について．第109回日本精神神経学会学術総会,福岡，2013年５月
23日．

  4.	 小林真理子、大沢かおり、井上絵未、村瀬有紀子、三浦絵莉子、小澤美和：がん患者の子どもへのサポートプログラ
ム日本版の作成(1)－CLIMB®プログラムの実施と普及－、第18回日本緩和医療学会、横浜市, 2013年６月21日.

  5.	 村瀬有紀子、小林真理子、井上絵未、大沢かおり、三浦絵莉子、小澤美和：がん患者の子どもへのサポートプログラ
ム日本版の作成(2)－CLIMB®プログラムにおけるがん教育パッケージの作成―. 第18回日本緩和医療学会, 横浜市, 
2013年６月21日.
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  6.	 Suzuki Y, Miyajima M, Ohta K, Yoshida N, Okumura M, Nakamura M, Sasano T, Kawara T, Matsuura M, 
Matsushima E: Cardiac autonomic nervous activity changes during electroconvulsive therapy. 30th International 
Epilepsy Congress. Montreal, Canada, 23-27 June 2013.

  7.	 久村和穂、松島英介、元雄良治：がん患者が抱える心理社会的問題と支援ニーズ．第18回日本緩和医療学会学術大会．
横浜，2013年６月22日．

  8.	 梅澤志乃、藤森麻衣子、小川朝生、松島英介、内富庸介：抗がん治療を積極的に勧められない状況について話し合う
際の患者－医療者間のコミュニケーションに関する研究～予後告知の実際と意向の報告（第１報）．第18回日本緩和
医療学会学術大会．横浜，2013年６月22日．

  9.	 中山菜央、辻尚子、湯坐有希、大山亘、石丸紗恵、金子隆、松島英介：小児がん患者の保護者の心理的側面に関する
研究―保護者の心的外傷性ストレス症状に関して－．第18回日本緩和医療学会学術大会．横浜, 2013年６月22日．

10.	 上杉英生、寺田千幸、梅澤志乃、小川朝生：第18回日本緩和医療学会ポスター発表「緩和ケアチーム専従看護師を対
象とした精神腫瘍学教育プログラムの開発　緩和ケアチーム専従看護師に求められる能力(第1報)」2013年６月22日.

11.	 市倉加奈子、小林未果、福田直子、朝倉隆司：大学生の「空気を読む」ことに対する自己評価と関連要因―学生相談
への活用を目指して―. 日本健康教育学会誌（第22回日本健康教育学会学術大会講演集），2013年６月.

12.	 高木麻理子、小高ふみ、山田陽介、田中理子：積極的治療が困難になった非小細胞性癌患者に緩和医療を提供する診
療科の違い（緩和ケア科と呼吸器内科）が予後に与える影響についての検討. 第18回日本緩和医療学会学術大会, 2013
年６月21日―22日.

13.	 根本純江、 冨田寛：症例報告　栄養指導とカウンセリングを応用した心因性味覚障害患者の病態改善の一例. 第２回日
本栄養改善学会東海支部　学術総会　浜松, 2013年６月

14.	 Taniguchi G, Miyajima M, Watanabe M, Okazaki M, Murata Y, Sone D, Kimura M, Ichikawa M, Sakata M: Three 
cases of nonconvulsive status epilepticus induced by newer antidepressants used at therapeutic doses. 30th 
International Epilepsy Congress, 23–27 June, 2013 Montreal, Canada,

15.	 Suzuki Y, Miyajima M, Ohta K, Yoshida N, Okumura M, Nakamura M, Sasano T, Kawara T, Matsuura M, 
Matsushima E: Cardiac autonomic nervous activity dynamically changes during electroconvulsive therapy. The 35th 
Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC). Osaka, Japan, 
3-7 July 2013.

16.	 Hashimoto H, Fujiwara K, Suzuki Y, Miyajima M, Yamakawa T, Kano M, Maehara T, Matsuura M: Analysis of 
Changesin HRV of Epileptic Patients in Preictal Period. The 35th Annual International Conference of the IEEE 
Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC), Osaka,Japan, 3-7 July 2013.

17.	 野田隆政：ワークショップ「気分障害診断における光トポグラフィー検査の実際：その意義と課題」話題提供「光ト
ポグラフィー検査入院の意義と今後」第10回日本うつ病学会総会，小倉，2013年７月19日.

18.	 小林真理子、神前裕子、久野美智子：がんの親をもつ子どもへの学校での支援―学校での支援に関する冊子の有用性
の検討―、日本心理臨床学会第32回大会、横浜市、2013.8.28

19.	 市倉加奈子、山下　礼、杉本太郎、岸本誠司、松島英介：頭頸部がん患者のストレスコーピングが不安や抑うつに及
ぼす影響．第26回日本サイコオンコロジー学会総会．大阪，2013年９月20日．

20.	 井寺奈美、本田弥生、後藤理紗、堀口和美、北川　大、宮本博美、有賀智之、山下年成、黒井克昌、松島英介：癌化
学療法に伴う悪心・嘔吐（CINV）と心理特性との関係～乳癌患者での検討．第26回日本サイコオンコロジー学会総会．
大阪，2013年９月20日．

21.	 石塚典子、高野利実、松島英介：化学療法ががん患者のパートナーの精神的苦痛に及ぼす影響．第26回日本サイコオ
ンコロジー学会総会．大阪，2013年９月20日．

22.	 吉田沙蘭、大島淑夫、小林真理子、猪口浩伸、清水研、加藤雅志：小児がん患児とのEnd of Lifeディスカッションに
関するバリアの探索、第26回日本サイコオンコロジー学会総会, 大阪市, 2013年９月20日.

23.	 山下　礼、市倉加奈子、杉本太郎、本松裕子、岸本誠司、松島英介：頭頸部腫瘍調査票の日本語版の作成．第26回日
本サイコオンコロジー学会総会．大阪，2013年９月20日．

24.	 Suzuki Y, Hashimoto H, Fujiwara K, Miyajima M, Yamakawa T, Kano M, Maehara T, Ohta K, Sasano T, Matsuura 
M, Matsushima E: Feature extraction of heart rate variability for epileptic seizure. SICE annual conference 2013. 
Nagoya, Japan, 14-17 September 2013.

25.	 根本　純江、 冨田　寛：心理的治療法を用いた心因性味覚障害患者の病態改善の検討. 第26回日本口腔・咽頭科学会  
学術総会　名古屋, 2013年９月.

26.	 鈴木陽子、橋本啓嗣、藤原幸一、宮島美穂、山川俊貴、加納　学、前原健寿、太田克也、笹野哲郎、松浦雅人、松島
英介：てんかん臨床症状開始前に心拍変動上昇を示した１例．第47回日本てんかん学会総会，北九州，2013年10月11
－12日．

27.	 Yamakawa T, Fujiwara K, Kano M, Miyajima M, Suzuki Y, Maehara T, Ohta K, Sasano T, Matsuura M, 
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Matsushima E: Development of a wearable HRV telemetry system to be operated by non-experts in daily life. 
APSIPA Annual Summit and Conference (APSIPA ASC). Kaohsing, Taiwan, Oct. 29 - Nov. 1 2013.

28.	 Hashimoto H, Fujiwara K, Suzuki Y, Miyajima M, Yamakawa T, Kano M, Maehara T, Ohta K, Sasano T, Matsuura 
M, Matsushima E: Heart rate variability features for epilepsy seizure prediction. APSIPA Annual Summit and 
Conference (APSIPA ASC). Kaohsing, Taiwan, Oct. 29 - Nov. 1 2013.

29.	 Ichikura K, Yamashita A, Sugimoto T, Kishimoto S, Matsushima E: Loneliness predicts the function of Japanese 
head and neck cancer patients. World Congress of Psycho-Oncology and Psychosocial Academy. Rotterdam, 
Netherlands, 4-8 Nov, 2013.

30.	 Kobayashi M, Ichikura K, Matsuda A, Noguchi W, Matsushita T, Matsushima E: Current-situation Survey 
Regarding the way of presenting information for End-of-Life Care in Japan after Enactment of Basic Anticancer 
Law. World Congress of Psycho-Oncology and Psychosocial Academy. Rotterdam, Netherlands, 4-8 Nov, 2013.

31.	 ICHIKURA K, MATSUOKA S, KOBAYASHI S, SUZUKI T, NISHIMURA K, SHIGA T, SUZUKI S, HAGIWARA 
N, ISHIGOOKA J, 2013 Perceptions of treatment predict Quality of Life in patients with Implantable Cardioverter 
defibrillators. Annual meeting of Academy of Psychosomatic Medicine (APM), Tucson, USA (November, 2013)

32.	 Mariko Kobayashi, Kaori Osawa, Miwa Ozawa：Support Group for Children Whose Parent Has Cancer – 
Implementation and Evaluation of the CLIMB® Program in Japan, 15th World Congress of Psycho-Oncology and 
Psychosocial Academy, Rotterdam, November 6, 2013

33.	 太田克也　シンポジウム：統合失調症の統合機能の異常．精神障害の病態解明への神経生理学の貢献．日本臨床神経
生理学会　2013年11月9日　高知．

34.	 市倉加奈子、松岡志帆、小林清香、鈴木豪、西村勝治、志賀剛、石郷岡純、萩原誠久、鈴木伸一：植込み型除細動器
治療に対するとらえ方が生活の質 (QOL) に及ぼす影響，第70回日本循環器心身医学会総会抄録，2013年11月.

35.	 鈴木陽子、宮島美穂、太田克也、吉田典子、奥村正紀、中村満、澤田由梨子、笹野哲郎、川良徳弘、松浦雅人、松島
英介：電気けいれん療法前後の安静時心拍変動の比較. 第43回臨床神経生理学会学術大会. 高知，2013年11月８日.

36.	 原恵子, 廣瀬有香, 鈴木陽子, 田端梓, 工藤琢巳 ,伊藤なつみ, 宮島美穂, 太田克也, 前原健寿, 松浦雅人. 頭蓋内電極を用い
たミスマッチ陰性電位解析区間についての検討.第43回臨床神経生理学会.2013年11月７- ９日,高知.

37.	 重家里映、八木智子、青木藍、横地正之、諏訪浩：レビー小体型認知症のBPSDに対する抗パーキンソン病薬の効果,
第32回日本認知症学会学術集会、松本、2013年11月8-10日.

38.	 重家里映、鈴木陽子、宮島美穂、太田克也、青木藍、猪狩温、今井径介、金子雄二郎、木村元紀、平林久吾、諏訪浩、
松島英介：レビー小体型認知症と自律神経障害；心拍変動解析を用いた検討．第26回日本総合病院精神医学会総会．
京都，2013年11月30日．

39.	 久村和穂、松島英介、元雄良治、津山正市、村上眞也：がん患者が抱える社会的問題と支援ニーズおよび精神心理的
問題に関する調査．第26回日本総合病院精神医学会総会．京都，2013年11月30日．

40.	 Suzuki Y, Miyajima M, Ohta K, Yoshida N, Okumura M, Nakamura M, Sasano T, Kawara T, Matsuura M, 
Matsushima E: Cardiac autonomic nervous system activity changes associated with generalized tonic-clonic seizures 
in electroconvulsive therapy (ECT). 67th American Epilepsy Society Conference. Washington, USA, 6-12 December 
2013.

41.	 Hashimoto H, Fujiwara K, Suzuki Y, Miyajima M, Yamakawa T, Kano M, Maehara T, Ohta K, Sasano T, Matsuura 
M, Matsushima E: Epileptic seizure monitoring by using multivariate statistical process control. Preprints of the 
12th IFAC Symposium on Computer Applications in Biotechnology (CAB). The International Federation of 
Automatic Control, Mumbai, India, 16-18 December, 2013.

［論文賞受賞］
  1.	 日本循環器心身医学会学会賞（市倉加奈子・松岡志帆・小林清香・鈴木豪・西村勝治・志賀剛・石郷岡純・萩原誠久・

鈴木伸一　2013　植込み型除細動器治療に対するとらえ方が生活の質 (QOL) に及ぼす影響）
  2.	 優秀ポスター賞受賞：久村和穂、松島英介、元雄良治：がん患者が抱える心理社会的問題と支援ニーズ．第18回日本

緩和医療学会学術大会．横浜，2013年６月22日．

［シンポジウム］
  1.	 松島英介：ワークショップ「初診時診察の基本を学ぶ：うつ病の鑑別診断から初期治療まで」．第109回日本精神神経

学会学術総会．2013年５月24日．
  2.	 松島英介：がん患者のせん妄．特別企画３「サイコオンコロジー入門」．第18回日本緩和医療学会学術大会．横浜，

2013年６月22日．
  3.	 松島英介：がん患者のせん妄．特別企画「サイコオンコロジー入門」．第26回日本サイコオンコロジー学会総会．大阪，
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2013年９月21日．
  4.	 松島英介：シンポジウム「身体疾患に併存する不安と抑うつ」心疾患に併存する不安と抑うつ．第25回日本総合病院

精神医学会総会．東京，2012年11月30日．

[研究助成金]
  1.	 平成25年度 厚生労働科学研究費補助金「リアルタイムfMRIによるバイオフィードバック法を用いた統合失調症の認

知リハビリテーション」分担研究者 松島英介　配分金10万円
  2.	 平成25年度　文部科学省研究費補助金「歯科医師のうつ病対策における情報提供システムの確立」分担研究者 松島英

介　配分金10万円
  3.	 日本学術振興会特別研究員 (平成24年度～26年度) 内定　市倉加奈子
  4.	 平成25年度精神・神経疾患研究開発費（23-10），研究課題「精神疾患の鑑別診断および転帰の予測における近赤外線

スペクトロスコピー（NIRS）の有用性に関する研究」，2013年4月～2014年3月
  5.	 公益財団法人　精神･神経科学振興財団平成25年度調査研究助成金，研究課題「VSRAD advanceによる変性性認知症

と大うつ病の鑑別に関する多施設共同研究」，2013年4月～2014年3月
  6.	 財団法人メンタルヘルス岡本記念財団助成金　梅澤志乃
  7.	 平成25年度厚生労働省科学研究費補助金・がん臨床研究事業「がん診療におけるチャイルドサポート」（研究代表者：

小澤美和）、「がんを持つ親の子どもへのサポートグループに関する研究」（研究分担者）小林真理子
  8.	 平成25年度科学研究費補助金（基盤研究(B)）「がん患者の子どもに対する親の療養から士別までの支援のあり方につ

いての研究」（研究代表者：的場元弘）、「がん患者の子どもに対する学校における支援のあり方についての研究」（研
究分担者）小林真理子

  9.	 平成25年度がん研究開発費「充実したがんサバイバーシップに向けた多角的支援モデルの開発に関する研究」（研究
代表者：高橋都）、「がんになった親と子どもに関する研究」（研究分担者）小林真理子

[その他]
【学会・研究会】

  1.	 第59回　GENEREAL HOSPITAL PSYCHIATRY 研究会　2012年７月20日　東京医科歯科大学ＭＤタワー２階共用
講義室１

  2.	 第60回　GENEREAL HOSPITAL PSYCHIATRY 研究会　2013年１月25日　東京医科歯科大学ＭＤタワー共用講義
室１
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薬物動態学分野（薬剤部）
Pharmacokinetics and Pharmacodynamics (Department of Hospital Pharmacy)

教　　授　安原眞人
准 教 授　永田将司

　薬剤部は、1999年4月より大学院医歯学総合研究科の協力講座として薬物動態学を担当し、薬学の専門家の立場から、有
効かつ安全な薬物療法の確立を通して医学・医療に貢献すべく、教育、臨床業務、研究に取り組んでいる。

（１）教育
　医学部学生に対し、薬物の物性や吸収、分布、代謝、排泄といった体内動態をふまえた薬物療法の基礎理論を講述する。
また、臨床実習では、抗生物質の適正使用に向けて、薬物血中濃度に基づく薬物投与設計を実習する。大学院では、基礎的
な実験技術のトレーニングの後、速度論などコンピュータのシミュレーションなども交えて薬物動態の解析法を修得させる
とともに、薬物動態の基礎となる薬物輸送機構に関する理論と研究の方法論について体得してもらう。また、研修医の教育
では、医薬品の適正使用を推進すべく、医薬品情報、薬物投与設計など薬物治療に関わる薬剤部の機能を具体的に教育する。
　さらに、薬剤部では高度な医療に対応できる薬剤師の後継者育成も重要な責務と位置づけ、薬剤部研修生や薬系大学から
の受託実習生、聴講生等の教育にあたっている。なお、本施設は日本臨床薬理学会認定薬剤師制度による研修施設ならびに
日本医療薬学会認定薬剤師制度による研修施設に認定されている。

（２）臨床業務
　薬剤部では安全で確実な調剤を基本に、医薬品情報の提供、入院患者に対する薬剤管理指導業務、薬品管理、麻薬管理、
治験薬管理、院内製剤、特殊製剤の調製、薬物血中濃度モニタリングなどの業務を通して、診療各科の薬物治療を支える重
要な任務を負っている。医薬品情報に関しては、医師や医療スタッフに向けた「医薬品情報」の発行に加え、「お薬情報」
紙や「おくすり手帳」など、患者を対象とした情報提供を行っている。さらに、薬剤師の病棟配置を進め、特定機能病院と
しての高度な医療の提供と医薬品の適正使用に積極的に取り組んでいる。

（３）研究
　有効かつ安全な薬物療法の確立に向けて、臨床に発して臨床に帰るという研究展開を基本に、薬物輸送機講の解明から薬
物投与設計や新しいDrug Delivery Systemの開発まで、医療薬剤学の基礎と臨床を研究対象とする。
１）薬物の生体膜輸送機構に関する研究：
　医薬品が生体に投与されて薬効を発現するまでの過程は、吸収、分布、代謝、排泄と作用部位への薬物移行を含めて、各
種生体膜の透過過程から成り立っている。従って、薬物投与後の体内動態を正確に予測するためには、これらの膜輸送機構
を解明することが必要不可欠である。現在までに、培養腎（LLC-PK1）および腸上皮細胞（Caco-2）の単層培養シートを用
いた輸送解析を進め、小腸粘膜や尿細管の上皮細胞に局在する薬物輸送機構の特性を明らかにしている。
２）病態時における薬物動態と薬効の速度論解析：
　薬物治療における個体差の原因として、患者固有の病態が薬物の体内動態や薬効発現に大きな影響を及ぼすことが考えら
れる。腎疾患、肝疾患、甲状腺機能異常、心筋梗塞など各種病態モデル動物を用い、薬物血中濃度や薬効の経時変化を精査
し速度論解析を加えることにより、病態に伴う薬効発現の変動要因を解明し、薬物投与後の薬効発現過程を定量的に予測で
きる速度論モデルの構築をめざす。
３）治療薬物モニタリング（ＴＤＭ）に基づく臨床薬物動態解析：
　薬物投与後の患者血中濃度測定を通して合理的な薬物投与設計を行うことが、治療薬物モニタリングの目的である。具体
的には、血中の薬物および代謝物の高感度微量分析法や臨床データ解析法の開発を進め、患者個別の合理的薬物投与設計シ
ステムを確立する。
４）新しいDrug Delivery System の開発：
　近年の微量で強い薬理活性を有する医薬品開発の進展に伴い、治療効果の最適化のために薬物動態の精密な制御が求めら
れるようになった。薬物の生体膜輸送機構のような薬物動態特性を知ることは、患者個々に対する投与設計に役立つととも
に、体内動態制御を目指した製剤システムの開発にも不可欠の情報である。ペプチド性薬品など生体内での安定性や体内動
態に問題を抱える薬物を対象に、患者ニーズに即した新しい投与剤形の開発を試みる。

（４）研究業績
[原著]
  1.	 Ishiwata Y, Takahashi Y, Nagata M, Yasuhara M.: Effects of moxifloxacin on serum glucose concentrations in rats     
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Biol. Pharm. Bull., 36, 686-690 (2013).

[著書]
  1. 	安原眞人：SBO48 肝臓疾患を伴った患者における薬物治療で注意すべき点を説明できる．SBO49 心臓疾患を伴った

患者における薬物治療で注意すべき点を説明できる．日本薬学会編，“スタンダード薬学シリーズ6、薬と疾病Ⅲ．薬
物治療（2）および薬物治療に役立つ情報” (第2版)，東京化学同人，p.342-349 (2012) 

[総説]
  1. 	安原眞人：倫理の時代に向けて. 研修センターニュース, No.225(1), 1 (2013).
  2. 	安原眞人：がん専門薬剤師の役割と展望．展望， 7，8-9 (2013).

[学会]
  1. 	永田将司：薬物による中枢毒性評価のための薬力学的アプローチ．日本薬剤学会第28年会, ラウンドテーブルセッシ

ョン「副作用発現の予測・予防に医療薬剤学研究がいかに貢献できるか？」，名古屋，2013 年5月23 日～25日
  2.	 冨平千晶, 安部絢子, 成田早織, 澁谷有香, 橋本なな, 小田洋美, 酒井涼一, 日高由加里, 石渡泰芳, 武田浩文, 青柳繁, 吉田

浩美, 永田将司, 根津雅和, 安原眞人：医師・看護師による薬剤師病棟常駐業務の評価．医療薬学フォーラム2013，金沢，
2013年7月20日～21日

  3.	 廣瀬藍子, 本松裕子, 山田麻記子, 三宅智, 安原眞人：東京医科歯科大学医学部附属病院における緩和ケアチームの活動
と薬剤師の介入内容. 医療薬学フォーラム2013，金沢，2013年7月20日～21日

  4.	 廣瀬藍子, 本松裕子, 坂下博之, 松島英介, 三宅智, 市野瀬慶子, 石原正一郎, 大久保卓哉, 水澤英洋, 安原眞人：視神経脊
髄炎による難治性疼痛に対して緩和ケアチームが介入し、退院可能となった一症例. 第7回日本緩和医療薬学会年会, 
千葉, 2013年9月14～16日 

  5.	 永田将司, 石渡泰芳，齋藤一隆, 藤井靖久, 木原和徳, 安原眞人：腎細胞癌治療におけるスニチニブの血中濃度と副作用
の関係．第23回日本医療薬学会年会，仙台，2013年9月21日～22日

  6.	 Kojima S, Isozaki R, Ishiwata Y, Nagata M, Yasuhara M.：Effect of phenytoin on busulfan-induced seizures in rats．
日本薬物動態学会第28回年会，東京，2013年10月9日～11日

[研究助成金]
  1. 	平成25年度科学研究費補助金（基盤研究（C））「薬物による血糖値異常の速度論モデルの構築と評価」：課題番号

24590180　研究代表者　安原眞人
  2.	 平成25年度厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）「薬剤師が担

うチーム医療と地域医療の調査とアウトカムの評価研究」（H25-医薬-指定-025）研究代表者　安原眞人
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臨床医学教育開発学分野
Medical Education Research and Development

総 　 合 　 診 　 療 　 部
Department of General Medicine

臨床教育研修センター
Center for Postgraduate Medical Education

教　　授　田中雄二郎
講　　師　高橋　誠，
　　　　　大岡真也(～2013年3月)，
　　　　　井津井康浩(2013年4月～)
准 教 授　角　勇樹
特任講師　杉山　徹(～2013年3月)
医　　員　北詰晶子(～2013年3月)，
　　　　　渡辺貴子(2013年4月～)

沿革
　本講座の起源は、医学部附属病院総合診療部にさかのぼる。総合診療部は平成12年に発足し、初代教授として田中雄二郎
が着任した平成13年4月より実働した。本学の総合診療部は「“調整” と “支援” を通じて高度先進医療の推進に貢献する」
を理念に揚げ、その理念に則り、①卒後臨床研修プログラムの策定、協力病院および施設ネットワークの構築、②医療福祉
支援体制の整備、③細胞治療センターの創設のほか、④卒前教育の横断的教育課程の充実に取り組んできた。組織上①を実
現するため平成14年卒後臨床研修センターを設立、平成15年に臨床教育研修センターに改組し、現在に至っている。②につ
いては平成14年に医療福祉支援センターを設立、③の細胞治療センターも森尾友宏（現細胞治療センター長）が中心となっ
て平成14年に設立された。④については田中が教育委員会、カリキュラム改善検討委員会の指定職委員として関与（同16年
より教育委員会委員長）している。具体的には新カリキュラムの基本設計のほか、初期臨床体験の導入、PBLの導入、医療
面接実習の実施、OSCE（客観的臨床能力試験）の準備、BSLの診療所実習の確立と実施体制の整備を行い、加えて、ハー
バード大学（平成14年から）やインペリアルカレッジ（平成15年から）との提携の実務も担当している。
　以上の経緯を経て、医療福祉支援、細胞治療等診療に関する支援は軌道に乗った段階で分離し、平成16年度からは病棟業
務改善（田中、山脇正永（現京都府立医科大学医学教育学教授））および安全管理（大川淳（現整形外科学教授）、大岡真也）
が主な診療支援業務となっている。教育および研修に関わる活動が主たるものとなり、研究活動も教育関連が主となった背
景を踏まえ、平成17年度より協力講座として総合診療医学講座を発足させた。その後、臨床実習の診療参加型への転換、後
期研修制度の基本設計・運営にも関与が求められ、全国的にはオンライン卒後臨床研修評価システム（EPOC）の運営に田中、
大川（発足時は増田美香子）が関与した事情もあり、平成18年度より臨床教育の研究開発を行う基幹講座（臨床医学教育開
発学）として改編され、現在に至っている。また、2011年新カリキュラム改訂で導入される医歯学融合教育を実現するため
設置された医歯学融合教育支援センターとも密接な連携をとっている。

（1）教育
卒前教育
　大学医学部附属病院の重要な使命である臨床研修を病院長のもと管理・運営する部門として、「患者中心の視点を有する
専門医」「高度先進医療を担える家庭医」の養成を目的に、医学生の診療参加型臨床実習、研修医教育、指導医教育、およ
び生涯教育に関する診療科を横断した教育体制の確立を目標としている。「患者中心の視点を有する専門医」には基盤教育
が重要であり、この視点に立ち入学初期からの継続的な卒前臨床教育を教育委員会に企画・提案するばかりでなくMIC 

（Medical Introductory Course）運営実施にも関与し、あわせて医学英語コースを運営している。また、学生・研修医教育
に資するため、東京大学国際医学教育センターと共同して模擬患者養成を行っている。臨床実習においても、低学年の早期
臨床体験・高学年の医療面接および系統的診療法の実習・診療所実習を実施している。臨床実習自体の質を向上させるため、
指導教員の評価体制の整備をし、かつ運営をしている。

卒後教育
　卒後臨床研修においても、平成16年度の卒後臨床研修必修化に対応した研修・指導体制の構築を図り、マッチング者は平
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成15年度85名、平成16年度113名、平成17年以来7年間フルマッチとなっており、平成25年度も119名とフルマッチを達成した。
また、臨床研修の全国共用評価方法であるオンライン卒後臨床研修評価システム（EPOC）の開発にも中心的役割を果たし
ている。
　後期研修については、平成20年度より実施している「大学病院連携型高度医療人養成推進事業」が平成24年度に終了したが、
平成25年度も引き続き本学フォローアップ経費での運営を行った。

大学院教育
　平成16年度に開始された修士課程医療管理政策学（MMA）コースにおいても開講当初より科目を担当し、本年も「系名：
８．人的資源管理と人材開発」の中の「２．人材の開発と活用」および「３．医療におけるリーダーシップ （実践論）」の2
科目を担当した。

（２）研　究
「臨床におけるEBMの継続的教育」（田中雄二郎教授）
　臨床現場においてEBM（Evidence-Based Medicine）はもはや常識化しているが、継続的な実践となると未解決の問題が
多い。卒前臨床実習と、卒後臨床研修においていかに学び、いかに実践し続けていくかについて教育及び評価技法を研究し
ている。

「医療リスク教育を目的とした医用HAZOP法の開発－基本外科手技の分析演習を通じて」（高橋講師）
　工業分野で汎用されている安全管理・リスク分析手法であるHAZOPを医療に応用することを目的としている。シミュレ
ーターによる手技体験と組み合わせ、医療リスクに対する教育手法として医療HAZOP法を確立することが目標である。

「卒後臨床研修の見直しによる影響」（田中教授、高橋講師）
　平成22年の卒後臨床研修の見直しが研修実績に及ぼした影響について、研修医の2/3が使用しているEPOCを利用して分析
を行った。

「医学教育に関する研究」（田中教授、高橋講師、大岡講師、井津井講師、角准教授）
　卒前、卒後における地域医療教育に関する研究 卒前・卒後の臨床医学教育におけるcompetence評価に関する研究、医療
面接教育における多面的評価方法に関する研究、効率的なPBLシステムの開発に関する研究、インフォームド・コンセント
の教育手法に関する研究を行っている。

（３）臨　床
セカンドオピニオン（大岡講師、井津井講師）
　「安全良質な高度・先進医療を提供し続ける、社会に開かれた病院」という病院理念をもとに、平成16年6月よりセカンド
オピニオン外来を開設した。全国の大学病院やセンター病院の患者から相談があり、毎年150件以上の相談に対して意見を
提供している。第1医からの診療情報や検査資料の提供を受け、診断内容や治療法に関して当院の専門医の意見・判断を提
供する自由診療ベースの外来である。患者の自己決定権への補助が目的であり、新たな診断的検査や治療は行わない。総合
診療部では患者相談をスクリーニングして、適確なセカンドオピニオン提供を行うために、専門診療科へ振り分けている。

医療安全（大岡講師）
　ジェネラルリスクマネージャーとして、医学部附属病院の医療安全に関する研修会や技術研修を主宰しているので、臨床
教育研修センターとの連携が可能であり、充実した医療安全研修を提供している。

（４）研究業績
[原著論文]
  1. 	Okamoto S, Kawahara K, Okawa A, Tanaka Y. Values and risks of second opinion in Japanʼs universal health-care 

system. Health Expect. 2013 Feb 14.

[著書]
  1. 	田中雄二郎：医学部附属病院　田中雄二郎新病院長のご挨拶、東京医科歯科大学医学部附属病院広報誌オアシス第4号、 

平成25年4月
  2.	 田中雄二郎：ご挨拶、東京医科歯科大学　献体の会会報　けんたい第39号、平成25年12月1日
  3.	 田中雄二郎：病院長挨拶、東京医科歯科大学医師会報No.27、平成25年12月15日
  4.	 田中雄二郎：堀　原一先生を偲んで、医学教育Vol.44、平成25年12月25日
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  5.	 駒崎義利、角勇樹、筒井俊晴、石塚聖洋、岡本師、藤江俊秀、土屋公威、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、稲瀬直彦：
器質化肺炎を呈したIgG4関連肺疾患の1例　日本胸部臨床72, 306-311, 2013

  6.	 Halwani R, Vazquez-Tello A, Sumi Y, Pureza MA, Bahammam A, Al-Jahdali H, Soussi-Gounni A, Mahboub B, 
Al-Muhsen S, Hamid Q: Eosinophils induce airway smooth muscle cell proliferation. J Clin Immunol 33(3):595-604, 
2013

  7.	 Takeda T, Sato T, Ito T, Sumi Y, Kobayashi T, Kitagawa M, Hirokawa K, Uchihara T: Four-repeat tau-selective 
deposition in subthalamic nucleus and motor cortex in Alzheimer disease. Clin Neurol Neurosurg 115: 641-3, 2013.

  8.	 Komazaki Y, Sakashita H, Furuiye M, Fujie T, Tamaoka M, Sumi Y, Miyazaki Y, Kojima K, Jin Y, Inase N: 
Feasibility study of adjuvant chemotherapy of S-1 and carboplatin for completely resected non-small cell Lung 
cancer. Chemotherapy 59: 35-41, 2013

  9.	 島田裕之、須原宏造、岡本師、古澤春彦、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、
稲瀬直彦：EBUS-TBNAにて診断した縦隔原発大細胞型Ｂ細胞性リンパ腫の1例　気管支学35:650-655, 2013

10.	 金子 俊, 井津井 康浩, 橋口 真子, 渡部 衛, 吉田 玲子, 明石 巧, 矢内 常人, 渡辺 守：肝転移および門脈浸潤をともなう胃
内分泌細胞癌に対してS-1/CDDP併用療法が奏効した1例　日本消化器病学会雑誌(0446-6586)110巻1号 Page56-63

［総説］
  1. 	角勇樹：臨床常識Q　月刊医師国試対策9:88-93,2013

[学会発表]
（国内学会）

  1. 	若林良明、川端茂徳、望月智之、加藤剛、古賀大介、吉井俊貴、高橋誠、宗田大、大川淳：整形外科後期研修におけ
る大学・専門病院と一般病院の役割　後期研修医の手術経験調査より．第86回日本整形外科学会学術総会、広島、
2013年5月24日

  2.	 小倉百合絵、高橋誠、小林志津子、田中雄二郎：模擬患者経験によるコミュニケーション能力や価値観について．第
45回日本医学教育学会、千葉、2013年7月26日

  3.	 高橋誠、吉井俊貴、田中雄二郎：日本の臨床系大学院が抱える諸問題について 臨床系大学院生の現況．第45回日本医
学教育学会、千葉、2013年7月27日

  4.	 大岡真也、高橋誠、角勇樹、北詰晶子、杉山徹、渡辺貴子、井津井康浩、田中雄二郎：初期臨床研修プログラムにお
ける研修医評価の問題点．第45回日本医学教育学会、千葉、2013年7月27日

  5.	 須原宏造、藤江俊秀、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：
環境調査が有用であった慢性鳥関連過敏性肺炎の1例　第144回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2013年3月, 東京

  6.	 筒井俊晴、坂下博之、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：間質性
肺炎に合併した重複肺癌の1例　第166回日本肺癌学会関東支部会, 2013年3月, 東京

  7.	 古澤春彦、白井剛、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、角勇樹、稲瀬直彦：サルコイ
ドーシスの気管支肺胞洗浄液におけるアクネ菌の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会, 2013年4月, 東京

  8.	 玉岡明洋、筒井俊晴、千葉佐保子、立石知也、藤江俊秀、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：当院における睡眠呼吸障害
合併多系統委縮症患者の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会, 2013年4月, 東京

  9.	 筒井俊晴、宮崎泰成、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：鳥関連
過敏性肺炎における環境中鳥抗原測定の有用性　第53回日本呼吸器学会学術講演会, 2013年4月, 東京

10.	 駒崎義利、宮崎泰成、藤江俊秀、坂下博之、土屋公威、玉岡明洋、角勇樹、稲瀬直彦：住居関連過敏性肺炎の検討　
第53回日本呼吸器学会学術講演会, 2013年4月, 東京

11.	 尾形朋之、土屋公威、石塚聖洋、鵜浦康司、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦　気腫を
伴う慢性過敏性肺炎の臨床的検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会, 2013年4月, 東京

12.	 千葉佐保子、角勇樹、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、稲瀬直彦：誘電
コアグロメトリーを用いた呼吸器疾患における凝固能の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会, 2013年4月, 東京

13.	 白井剛、古澤春彦、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦、石橋洋則、
大久保憲一：巨大な腫瘤影を呈した肺MAC症の１例　第204回日本呼吸器学会関東地方会, 2013年5月, 東京

14.	 柴田翔、岡本師、土屋公威、立石知也、古澤春彦、藤江俊秀、坂下博之、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：
気管生検にて気管気管支骨軟骨形成症と診断した１例　第145回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2013年6月, 東京

15.	 柴田翔、古澤春彦、岡本師、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、坂下博之、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：
肺扁平上皮癌に対してNab-Paclitaxel投与後に間質性肺炎の増悪を認めた1例　第167回日本肺癌学会関東支部会, 2013
年6月, 東京

16.	 酒井友子、岡本師、玉岡明洋、日下祐、榊原里江、柴田翔、瀬間学、貫井義久、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤
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江俊秀、坂下博之、宮崎泰成、角勇樹、稲瀬直彦：Cushing症候群に合併した肺クリプトコッカス症の一例　第146回
日本呼吸器内視鏡学会関東支部会, 2013年9月, 東京

17.	 榊原里江、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：左肺底動
脈大動脈起始症の1例　第206回日本呼吸器学会関東地方会, 2013年9月, 東京

18.	 石塚聖洋、宮崎泰成、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：
当院における抗ARS抗体陽性間質性肺炎症例の検討　第88回間質性肺疾患研究会, 2013年10月, 東京

19.	 古澤春彦、白井剛、岡本師、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：
膠原病を合併したサルコイドーシス症例の検討　第33回日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会, 2013年10月,　東京

20.	 榊原里江、坂下博之、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、石橋洋則、
大久保憲一、稲瀬直彦：当院における間質性肺炎に合併した非小細胞肺癌の術後化学療法の検討　第54回日本肺癌学
会総会, 2013年10月, 東京

21.	 古澤春彦、坂下博之、岡本師、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：サルコイ
ドーシスの経過中に肺癌が出現した症例の検討　第54回日本肺癌学会総会, 2013年10月, 東京

22.	 貫井義久、土屋公威、井部達也、岡本師、立石知也、古澤春彦、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：
Panitumumabが原因と考えられた薬剤性肺炎の1例　第207回日本呼吸器学会関東地方会, 2013年11月, 東京

23.	 須原宏造、宮崎泰成、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：
リウマチ肺の気管支肺胞洗浄液におけるプロテオミクス解析　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会, 2013年11月, 
東京

24.	 岡本師、宮崎泰成、藤井真弓、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：
慢性過敏性肺炎におけるKL-6, SP-Dの検討　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会, 2013年11月, 東京

25.	 新村卓也、榊原里江、坂下博之、酒井友子、日下祐、柴田翔、瀬間学、貫井義久、岡本師、立石知也、古澤春彦、土
屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、宮崎泰成、角勇樹、稲瀬直彦：羽毛布団使用下の病院に入院中は改善を示さなかった
鳥関連過敏性肺炎の一例　日本呼吸器内視鏡学会　関東支部会, 2013年12月, 東京

（国際学会）
  1. 	Chiba S, Sumi Y, Furusawa H, Tsuchiya K, Toshihide F, Tamaoka M, Sakashita H, Miyazaki Y, Inase N.: 

Examination of the blood clotting in respiratory diseases using a novel apparatus; dielectric blood coagulometry. 
ATS2013, 2013年5月, Philadelphia

  2.	 Suhara K, Miyazaki Y, Okamoto T, Tateishi T, Furusawa H, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, 
Inase N: Proteomics analysis of BALF in rheumatoid arthritis associated interstitial lung disease with usual 
interstitial pneumonia pattern. ATS2013, 2013年5月, Philadelphia 

  3.	 Okamoto T, Miyazaki Y, Fujii M, Furusawa H, Tateishi T, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, 
Inase N.: Serum levels of KL-6 and SP-D in chronic hypersensitivity pneumonitis. ATS2013, 2013年5月, Philadelphia

  4.	 Ishizuka M, Miyazaki Y, Tateishi T, Furusawa H, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, Inase N: 
Basophils in a murine model of bird-related hypersensitivity pneumonitis. ATS2013, 2013年5月, Philadelphia

  5.	 Tsutsui T, Miyazaki Y, Tateishi T, Furusawa H, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, Inase N.: 
Measurement of avian antigen from the environment of patients with bird-related hypersensitivity pneumonitis. 
ATS2013, 2013年5月, Philadelphia

  6.	 Suhara K, Miyazaki Y, Okamoto T, Tateishi T, Furusawa H, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, 
Inase N: Proteomics analysis of balf in rheumatoid arthritis associated interstitial lung disease with usual interstitial 
pneumonia pattern. APSR, 2013年11月, 横浜

[研究者海外派遣基金助成金]
  1. 	組織的な若手研究者等海外派遣プログラム、平成22年2月1日～

[特別教育研究経費]
  1. 	高齢化社会に対応する包括的医療教育の推進－医歯学融合教育の実現を通じて－、平成22年4月1日～

[大学病院連携型高度医療人養成推進事業]
  1. 	都会と地方の協調連携による高度医療人養成-付加価値を身につけるテーラーメイド研修-（平成20年度より）

[フォローアップ経費]
  1. 	国際的医療人育成のための先駆的教育体系、平成20年度～
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  2. 	都会と地方の協調連携による高度医療人養成-付加価値を身につけるテーラーメイド研修-（平成25年度より）

[文部科学研究費基盤研究]

[厚生労働科学研究費補助金]
  1. 	田中雄二郎、平成24年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進　研究事業）「医師臨床研修制度の評価

と医師のキャリアパスの動向に関する調査研究」（課題番号H24-医療-指定-042）（研究分担者）、2012年4月～

[研究助成金]
  1. 	角　勇樹（代表）：呼吸器疾患患者における末梢血凝固能の検討.　ソニー株式会社 2013.3.まで

[その他]
〈講演〉

  1.	 田中雄二郎　「働きやすい大学病院へ」、第二内科同窓会総会、平成25年6月1日、東京医科歯科大学
  2.	 田中雄二郎　「医学教育改革　10年史　～東京医科歯科大学の事例～」、第４回信州医学教育を考える会、平成25年8

月30日、松本
  3.	 田中雄二郎　「“態度” 教育の試み　–東京医科歯科大学の事例-」、第6回日本脳神経外科塾講演会、平成25年10月17日、

横浜
  4.	 高橋誠．EPOC サーベイヤーとしての活用方法．第10回サーベイヤー講習会、東京、2013年8月5日
  5.	 高橋誠．研修プログラムのサポーター ～ 進化したEPOC～．平成25年度プログラム責任者養成講習会、千葉、2013年

10月28日
  6.	 高橋誠．EPOC の利用について．第8回臨床研修病院事務担当者講習会、東京、2013年11月7日
  7.	 高橋誠．侵襲的医療手技の安全教育．第8回西多摩・痛みのセミナー、東京、2013年11月7日
  8.	 高橋誠．研修プログラムのサポーター ～進化したEPOC～．平成25年度プログラム責任者養成講習会、兵庫、2013年

11月25日

〈研究会発表〉

〈主催講習会〉
  1. 	田中雄二郎、平成24年度東京医科歯科大学医学部附属病院指導医講習会、東京、2013年2月9日～10日

〈主催研究会〉
  1. 	田中雄二郎、御茶ノ水プライマリケア教育研究会、東京、2013年2月16日

〈共催研究会〉
  1. 	角 勇樹　喘息・COPD勉強会 平成25年7月16日 東京医科歯科大学

〈その他公益に資する審議会・委員会〉
  1. 	国立大学附属病院長会議データベースセンター管理委員会、平成25年5月31日、9月27日、11月29日
  2.	 千代田健康開発事業団、平成25年5月27日
  3.	 日本内科学会雑誌編集委員会、平成25年5月30日
  4.	 全労済共済金審査会、平成25年6月10日、11月18日
  5.	 卒後臨床研修委員会、平成25年6月21日
  6.	 日本消化器病学会関東支部例会評議員会、平成25年7月13日
  7.	 文京区地域医療連携推進協議会　平成25年8月21日
  8.	 日病協　診療報酬実務者会議　平成25年8月21日、12月11日

〈特許〉

〈病態Discusser〉
  1. 	角勇樹　第253回臨床病理検討会3月7日　順天堂大学　当番幹事：東京医科歯科大学
  2. 	角勇樹　第256回臨床病理検討会6月13日　順天堂大学　当番幹事：順天堂大学
  3. 	角勇樹　第257回臨床病理検討会9月12日　順天堂大学　当番幹事：亀田総合病院
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  4. 	角勇樹　第258回臨床病理検討会12月12日　順天堂大学　当番幹事：日赤医療センター

〈研究会世話人〉
  1. 	角勇樹　第15回 新宿肺感染症研究会 2013年9月18日 社会保険中央総合病院
  2. 	角勇樹　第14回 新宿肺感染症研究会 2013年5月8日 社会保険中央総合病院
  3. 	角勇樹　第13回 新宿肺感染症研究会 2013年1月9日 社会保険中央総合病院
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救 急 災 害 医 学 分 野
Acute Critical Care and Disaster Medicine

教　　授　大友康裕　　　　　　　　　　　
講　　師　加地正人，相星淳一
助　　教　白石　淳，村田希吉，世良俊樹，
　　　　　安池純士，牛澤洋人，本藤憲一，
　　　　　遠藤　彰，髙橋麻里絵，千田　篤，
　　　　　登坂直規
医　　員　植木　穣，落合香苗，小島光暁，　
　　　　　藍　智彦，稲垣小百合，吉川和秀，
　　　　　佐藤浩之，宮川赳平，三島有華，
　　　　　三倉　直
大学院生　井上潤一，三上さおり，榎本真也，
　　　　　篠　美和，髙田洋介，吉川俊輔
後期研修医　中堤啓太，吉行綾子，齋田文貴，
　　　　　冨重智徳，高山　渉，中本礼良，
　　　　　根波朝陽

（１）教育
　東京医科歯科大学救急災害医学分野は、各種侵襲による生体反応とその制御の解明、治療法の開発といった集中治療学的
視野から、外傷に関する臨床的・基礎的研究、さらに外傷疫学・外傷予防、災害医療といった社会医学的要素までを網羅す
る裾野の広い研究分野である。将来、文部省科学研究、厚生労働省科学研究の研究者としてmedical scientistとして救急災
害医学分野において活躍できる、最先端でかつ実践的な研究を目標としている。

（２）研究
1.  各種侵襲による生体反応とその制御の解明、治療法の開発
2.  重症胸腹部外傷、多発外傷に関する臨床および基礎研究
3.  くも膜下出血後の循環動態に関する臨床研究
4.  外傷疫学および外傷予防医学
5.  災害医療
6.  脳卒中超急性期の初期診療に関する臨床研究

（３）研究業績
〔原著〕

  1.	 Ushizawa H, Foxwell AR, Bice S, Matsui T, Ueki Y, Tosaka N, Shoko T, Aiboshi J, Otomo Y,: Needs for disaster 
medicine: lessons from the field of the Great East Japan Earthquake. Western Pacific Surveillance and Response Journal, 
4(1):51-55, 2013

  2.	 Morishita K, Aiboshi J, Kobayashi T, Yokoyama Y, Mikami S, Kumagai J, Onisawa K, Otomo Y,: Group VIB Ca2+-
independent phospholipase A2F is associated with acute lung injury following trauma and hemorrhagic shock. J 

Trauma Acute Care Surg. 75: 767-774, 2013
  3.	 Gando S, Saitoh D, Ishikura H, Ueyama M, Otomo Y, Oda S, Kushimoto S, Tanjoh K, Mayumi T, Ikeda T, Toshiaki 

Iba, Eguchi Y, Okamoto K, Ogura H, Koseki K, Sakamoto Y, Takayama Y, Shirai K, Takasu O, Inoue Y, Mashiko K, 
Tsubota T, Endo S, : A randomized, controlled, multicenter trial of the effects of antithrombin on disseminated 
intravascular coagulation in patients with sepsis. Critical Care 2013, 17:R297 doi:10.1186/cc13163

  4.	 Hondo K, Shiraishi A, Fujie S, Saitoh D, Otomo Y：In-hospital trauma mortality has decreased in Japan possibly due 
to trauma education. J Am Coll Surg. 217(5):850-857, Nov. 2013

  5.	 遠藤　彰、加地正人、榎本真也、村田希吉、登坂直規、相星淳一、大友康裕：足関節から後腹膜に至る広範な劇症型
溶連菌感染症に対し、患肢温存し救命した１例 日本救急医学会雑誌 24(9):799-804, 2013

  6.	 Akira Endo, Atsushi Shiraishi, Junichi Aiboshi, Yoshiro Hayashi, and Yasuhiro Otomo ： A case of purpura fulminans 
caused by Hemophilus influenzae complicated by reversible cardiomyopathy, Journal of  Intensive Care In press.

  7.	 吉川俊輔、八木雅幸、本藤憲一、庄古知久：特発性後腹膜血腫の1例　日本救命医療学会雑誌　23: 43-47, 2013
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  8.	 Chang PC, Turker I, Lopshire JC, Masroor S, Nguyen BL, Tao W, Rubart M, Chen PS, Chen Z, Ai T. Heterogeneous 
Upregulation of Apamin-Sensitive Potassium Currents in Failing Human Ventricles. J Am Heart Assoc 2013; 2:e004713

  9.	 Hsieh YC, Chang PC, Lee YS, Weiss JN, Chen Z, Ai T, Lin SF, Chen PS. Inhibition of small conductance 
Ca-activated K+ channels flattens the action potential duration restitution and hinders the maintenance of 
ventricular fibrillation in failing rabbit ventricles. Circ Arrhythmia Electrophysiol 6:410-8, 2013

10.	 Turker I, Chang PC, Chen Z, Sohma Y, Chen PC, Ai T. Amiodarone inhibits small conductance Ca2+ -activated K+ 

(SK2) channel expressed in HEK-293 cells. PLoS ONE 2013;8:e70450
11.	 Xi Y, Wu G, Ai T, Cheng N, Kalisnik JM, Sun J, Abbasi S, Yang D, Fan C, Yuan X, Wang S, Elayda M, Gregoric ID, 

Kantharia BK, Lin SF, Cheng J. Ionic mechanisms underlying the effects of vasoactive intestinal polypeptide on 
canine atrial myocardium. Circ Arrhythm Electrophysiol  6:976-83, 2013

12.	 Maruyama, M, Ai T, Chua SK, Park HW, Lee YS, Shen MJ, Chang PC, Lin SF, Chen PS. Hypokalemia Promotes 
Late Phase 3 Early Afterdepolarization and Recurrent Ventricular Fibrillation During Isoproterenol Infusion in 
Langendorff Perfused Rabbit Ventricles. Heart Rhythm 2013. In press

13.	 Turker I, Ai T. Editorial Commentary: “Cervical sympathetic denervation: the last resort?” Heart Rhythm 2013. In 
press.

14.	 井上潤一：東日本大震災における災害派遣医療チーム(DMAT) 　国立病院看護研究学会誌 9(1), 53-55, 2013
15.	 井上潤一：東日本大震災の検証からみえてきた今後の方向性－消防と医療の連携 救急医学 37(1), 49-53, 2013-01
16.	 Katayama, Yoichi; Hifumi, Toru; Inoue, Junichi; Koido, Yuichi: A case of Takotsubo cardiomyopathy induced by 

accidental hypothermia and diabetic ketoacidosis. BMJ Case Reports . p1-3. Apr2013
17.	 Hifumi T, Kiriu N, Kato H, Inoue J, Koido Y: Survival after prolonged resuscitation from cardiac arrest due to 

diabetic ketoacidosis using extracorporeal life support. Am J Emerg Med  31(5):892.e1-2, 2013

〔著書〕
  1.	 加地正人：今日の救急治療指針　2013年版　心外傷 p.54-55　医学書院　2013年1月1日　
  2.	 加地正人：第3版 MIMMS大事故災害への医療対応　現場における実践的アプローチ 永井書店　Advanced Life 

Support Group Kevin Nackway-Jones　邦訳　MIMMS日本委員会　分担　Part 5　医療支援（サポート）2013年7月
10日

  3.	 加地正人：救急用語辞典　編集　坂本哲也、畑中哲生　分担　ぱーそん書房　（AIS、FAST、PTT、経皮的酸素飽和
度、動脈瘤、JTDB、NTDB、PBLS）2013年7月15日

〔学会発表〕
  1.	 白石　淳、大友康裕：災害医療での適切な外傷トリアージスコアの提言　第18回日本集団災害医学会総会・学術集会 （神

戸）2013年1月17日
  2.	 市原正行、辺見弘、小井土雄一、大友康裕、本間正人、近藤久禎、楠孝司、小早川義貴、大野龍男：シンポジウム１「巨

大地震への備え」政府総合防災訓練における広域医療搬送訓練について　シンポジウム　第18回日本集団災害医学会
総会・学術集会（神戸）2013年1月17日

  3.	 白石淳、大友康裕：災害医療で適切な外傷トリアージスコアの提言　第18回日本集団災害医学会総会・学術集会（神戸）
Oral Presentation　2013年1月17日

  4.	 白石　淳、小島光暁、吉川和秀、大友康裕：巨大広域災害ではDMATの展開規模と時間は依然不十分である --EMIS 
データの解析より。第18回日本集団災害医学会総会・学術集会（神戸）2013年1月18日

  5.	 世良俊樹、宮川赳平、三上さおり、村田希吉、白石淳、登坂直規、相星淳一、加地正人、大友康裕：救急隊員におけ
る広域医療搬送カルテの認知度について（ポスター）第18回日本集団災害医学会総会・学術集会（神戸）2013年1月
18日

  6.	 庄古知久、登坂直規、世良俊樹、牛澤洋人、加地正人、大友康裕：米国NDLSにおける最新の災害教育プログラム（一
般）第18回日本集団災害医学会総会・学術集会　（神戸）2013年1月18日

  7.	 大友康裕：パネルディスカッション3「1.17から3.11」DMATの現状と課題第18回日本集団災害医学会　パネルディス
カッション　2013年1月19日

  8.	 阿南英明、本間正人、森野一真、近藤久禎、大友康裕：MCLS ─CBRNEコース開発案─第18回日本集団災害医学会（神
戸）Oral Presentation 　2013年1月19日

  9.	 張替喜世一、大友康裕、本間正人、近藤久禎、関根和弘、田久浩志：Mass Casualty Life Supportコースにおける警
察官など多職種受講の意義について　第18回日本集団災害医学会総会・学術集会（神戸）Oral Presentation 2013年1
月19日

10.	 関根和弘、張替喜世一、本間正人、大友康裕：Mass Casualty Life Supportコースにおける受講者の受講前後の理解
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度アンケート　第18回日本集団災害医学会総会・学術集会（神戸）Oral Presentation  2013年1月19日
11.	 村田希吉、宮川赳平、加地正人、大友康裕：東京消防庁多数傷病者対応訓練への参加経験　第18回日本集団災害医学

会総会・学術集会（神戸）Oral Presentation  2013年1月19日
12.	 阿南英明、近藤久禎、小井土雄一、市原正行、大友康裕、本間正人、森野一真、中山伸一、赤坂理：災害拠点病院

DMAT保有必須化による今後の隊員養成研修に関する影響の検討第18回日本集団災害医学会総会・学術集会（神戸）  
Oral Presentation  2013年1月19日

13.	 阿南英明、近藤久禎、小井土雄一、市原正行、大友康裕、本間正人、森野一真、中山伸一、赤坂理：重症頭部外傷患
者に対する緊急穿頭術の位置づけ　第18回日本集団災害医学会総会・学術集会（神戸）Oral Presentation 2013年1月
19日

14.	 遠藤　彰、漆畑　直、村田希吉、白石　淳、大友康裕：最近7年間の腎損傷82例の検討 第63回日本救急医学会関東地
方会（東京）2013年2月16日

15.	 村田希吉、加地正人、相星淳一、大友康裕：シンポジウム５「Acute Care Surgeryへの取り組み」第49回日本腹部救
急医学会　シンポジウム　2013年3月13日

16.	 真弓俊彦、益子邦洋、大友康裕、北野光秀、山下裕一：シンポジウム５「Acute Care Surgeryへの取り組み」外傷外
科手術スタンダードによって外傷戦略、主義が広まるか？第49回日本腹部救急医学会　シンポジウム　2013年3月13
日

17.	 遠藤　彰、牛澤洋人、板谷早希子、榎本真也、世良俊樹、村田希吉、登坂直規、大友康裕 ：出血性ショックを呈した
腸チフスの一例 　第49回日本腹部救急医学会　（福岡）2013年3月13-14日

18.	 Atsushi Shiraishi, Ian Roberts, Daizoh Saitoh, Yasuhiro Otomo: External Validation of A Novel Trauma Score on 
CRASH-2 Cohort. 14th European Congress of Trauma & Emergency Surgery. Lyon. May 7, 2013

19.	 Turker I, Kovacs R, Vatta M, Ai T. A novel α-1 syntrophin mutation identified In a cardiomyopathy patient can 
cause QT-prolongation by affecting KCNQ1. Presented at Heart Rhythm 2013, Denver, May 2013.

20.	 Lin SF, Ai T, Li B, Chang PC, Liu J, Chen H, Rubart M, Pan Z, Shou W, Chen PS. Mechanisms Of Atrial Fibrillation 
In Transgenic Mice With Cardiac-restricted Fkbp12 Overexpression. Presented at Heart Rhythm 2013, Denver, 
May 2013

21.	 Masaya Enomoto, Atsushi Shiraishi, Ayako Yoshiyuki, Daizo Saito, Yasuhiro Otomo: Open Chest Versus Closed 
Chest Cardiopulmonary Resuscitation in Critically Injured Trauma Patients. Data from Japan Trauma Databank. 
14th European Congress of Trauma and Emergency Surgery, Lyon, France, May 4, 2013.

22.	 Enomoto M, Shiraishi A, Otomo Y：Open chest cardiopulmonary resuscitation (CPR) versus closed chest CPR in 
trauma patients. Data from Japan Trauma Databank  14th European Congress of Trauma and Emergency Surgery  
Oral Presentation  2013年5月5日

23.	 Otomo Y：Guest Symposium; IATSC Acute care surgery combining emergency surgery and visceral trauma – an 
optimal model for your country? from Japan. 14th European Congress of Trauma and Emergency Surgery  Oral 
Presentation  2013年5月7日

24.	 Shiraishi A, Roberts I, Enomoto M, Otomo Y：External Validation of A Novel Trauma Score on CRASH-2 cohort  
14th European Congress of Trauma and Emergency Surgery  Oral Presentation 2013年5月7日

25.	 白石淳、本藤憲一、藤江聡、齋藤大蔵、庄古知久、大友康裕：パネルディスカッション１「JPTEC, JATEC導入10年
で外傷診療は変わったか？」克服されつつある防ぎ得た外傷死と将来への展望 Panel Discussion  第27回日本外傷学
会総会・学術集会　2013年5月23日

26.	 小島光暁、白石淳、関谷宏祐、加地正人、大友康裕：骨盤骨折に対するIVRの適応　第27回日本外傷学会総会・学術
集会　Poster Presentation　2013年5月23日

27.	 白石　淳、本藤憲一、藤江　聡、齋藤大蔵、大友康裕：パネルディスカッション　JPTEC、JATEC導入10年で外傷
診療は変わったか？　克服されつつある防ぎ得た外傷死と将来への展望 －－日本外傷データバンクから　第27回日本
外傷学会総会・学術集会 （久留米）2013年5月23日 

28.	 Otomo Y, Koido Y, Kondo H, Kai T：Management of crush syndrome in large scale earthquakes--Japanese 
governmentʼs wide-area medical transportation plan for domestic disasters and JICAʼs disaster medical relief team 
with advanced functions for international disasters. 18th World Congress on Disaster and Emergency Medicine  
Oral Presentation  2013年5月28日

29.	 白石　淳、大友康裕、水澤英洋：脳卒中患者では転倒と関連した頭部および下肢への外傷リスクが高い　第54回日本
神経学会学術大会（東京）2013年6月1日

30.	 加地正人：共催セミナー LS　演者 救急医療における手術手技-特殊感染症を含めて- 第38回日本外科系連合学会学術
集会　2013年6月7日

31.	 加地正人、大友康裕、相星淳一、登坂直規、村田希吉、遠藤　彰、小島光暁、宮川赳平、白石淳、世良俊樹：パネル
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ディスカッション11「本邦における acute care surgery のあり方と将来像」 本邦における Acute Care Surgery のあ
り方　パネルディスカッション 第16回日本臨床救急医学会　2013年7月13日

32.	 遠藤　彰、村田希吉、小島光暁、加地正人、大友康裕：Acute Care Surgery研究会主催「外傷外科手術指南塾」にて
行われた受講生の意識調査について 第68回日本消化器外科学会総会 （宮崎）2013年7月17-19日

33.	 Otomo Y：IATSIC Main Session　Acute care: peritonitis and GI bleeding　Peritonitis: what to do when you canʼt 
find the source. International Surgical Week 2013, Helsinki, Finland  Panel Discussion  2013年8月26日

34.	 Gando S, Saitoh D, Ishikura H, Ueyama M, Otomo Y, Oda S, Kushimoto S, Tanjoh K, Mayumi T, Ikeda T, Toshiaki 
Iba, Eguchi Y, Okamoto K, Ogura H, Koseki K, Sakamoto Y, Takayama Y, Shirai K, Takasu O, Inoue Y, Mashiko K, 
Tsubota T, Endo S： A Randomized, Controlled, Multicenter Trial of the Effects of Antithrombin on Disseminated 
Intravascular Coagulation in Patients With Sepsis.  Chest 10/2013;144 (4_MeetingAbstracts):418A. DOI:10.1378/
chest.1701668　Oral Presentation  2013年10月1日

35.	 H. Ushizawa, Y. Yahata, K. Nakashima, K. Shibayama, K. Oishi, Y. Otomo. Nosocomial Outbreak of Multidrug-
resistant Acinetobacter baumannii (MDRAB) in a critical care centre, 2012 – First Report from Japan. 26th Annual 
Congress, European Society of Intensive Care Medicine. October 9th. Paris, France.

36.	 冨重智徳、白石　淳、相星淳一、加地正人、大友康裕： 急性薬物中毒患者における入院日数、挿管率、胃洗浄率など
の性差、年齢差 および入院時のK値について　第41回日本救急医学会総会・学術集会（東京）2013年10月21日

37.	 牛澤洋人、八幡裕一郎、中島一敏、柴山恵吾、大石和徳、大友康裕：口演「多剤耐性アシネトバクタ・バウマニの院
内アウトブレイク」第41回 日本救急医学会総会・学術集会（東京）2013年10月21日

38.	 遠藤　彰、白石　淳、遠藤英樹、大友康裕 ：鉄道外傷の重症度と現場活動時間についての検討　第41回日本救急医学
会総会・学術集会（東京）2013年10月21-23日

39.	 榎本真也、白石淳、大友康裕　重症外傷患者に対する開胸心臓マッサージと閉胸心臓マッサージの予後比較：第41回
日本救急医学会総会・学術集会（東京）2013年10月21日

40.	 本藤憲一、白石淳、藤江聡、大友康裕：防ぎ得た外傷死の減少と将来への展望　―日本外傷データバンク(JTDB)か
ら―　第41回日本救急医学会総会・学術集会（東京）2013年10月21日

41.	 植木穣、吉行綾子、白石　淳、加地正人、大友康裕：化学テロの可能性が懸念された地下鉄車内爆発事故の2症例  第
41回 日本救急医学会総会・学術集会（東京）2013年10月21日

42.	 白石　淳、中堤啓太、齋藤大蔵、大友康裕：CTは科学的にも死のトンネルか？ 第41回日本救急医学会総会・学術集
会（東京）2013年10月22日

43.	 吉川俊輔、白石　淳、小島光暁、幸本達矢、成田知大、八木雅幸、庄古知久：当院における骨盤骨折症例の検討　第
41回日本救急医学会総会・学術集会（東京）2013年10月22日

44.	 白石　淳、山本陽菜、大友康裕：ER・救命救急センター・集中治療室における初期研修は患者の転帰に影響するか？  
第41回日本救急医学会総会・学術集会（東京）2013年10月22日

45.	 Atsushi Shiraishi, Yasuhiro Otomo: CHARACTERISTICS OF TRAIN RELATED INJURIES IN JAPAN. 7th Asian 
Conference on Emergency Medicine. Tokyo. Oct 25, 2013

46.	 Marie Takahashi, Atsushi Shiraishi, Wataru Akaishi, Mitsuaki Isobe, Yasuhiro Otomo :　Combination of H-FABP 
immunoassay kit and serum troponin-I test can improve biomarker diagnosis for STEMI. 7th Asian Conference on 
Emergency Medicine, Tokyo. Oct 25, 2013

47.	 本藤憲一、加地正人、大友康裕：Acute Care Surgeon育成におけるNational Clinical Database (NCD)の有用性につい
ての検討　第5回日本Acute Care Surgery学会・学術集会（東京）2013年11月10日

48.	 遠藤　彰、 村田希吉、小島光暁、本藤憲一、加地正人、大友康裕 ：日本Acute Care Surgery学会主催 「外傷外科手術
指南塾」で施行した 受講生アンケート結果　第5回日本Acute Care Surgery学会・学術集会（東京）2013年11月10日

49.	 吉川俊輔、幸本達矢、成田知大、八木雅幸、庄古知久：外傷性精巣破裂の1例　第5回Acute Care Surgery学会学術集
会（東京）2013年11月10日

50.	 世良俊樹、春田浩一、宮川赳平、三宅章公、登坂直規、安田清、 野々木宏：2012年度に当院へ搬送された心肺停止症
例の検討　第16回日本救急医学会中部地方会（浜松）2013年11月23日

51.	 Yu CC, Ai T, Chen P. Apamin does not block major cardiac depolarization and repolarization currents. Heart Rhythm 
2013 Nov;10(11):1744. Presented at Cardiac EP 2013, Dallas, November 2013

52.	 白石　淳、齋藤大蔵、大友康裕：病院前外傷診療における酸素投与は外傷患者の生存率を改善している　第8回日本
病院前救急診療医学会（名古屋）2013年12月6日

〔研究助成金〕
  1.	 地方独立行政法人静岡県立病院機構　平成25年度　医学研究奨励事業　「地方におけるドクターカー運用の有用性と

問題点について」研究代表者：世良俊樹
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  2.	 日本学術振興会 平成24年度科学研究費補助金（基盤研究C）　課題番号：24592731　日本発の新しい外傷重症度スコ
アの開発　研究代表者：白石　淳

  3.	 日本学術振興会 平成23年度科学研究費補助金（基盤研究C）　課題番号：23592666　多臓器不全の発症機序における
カルシウム非依存性ホスホリパーゼA2の役割　研究代表者：相星淳一

  4.	 日本学術振興会 平成23年度科学研究費補助金（基盤研究C）　課題番号：25504004　出血性ショックモデルラットを
用いた魚油脂肪乳剤の抗炎症作用の解析　分担研究者：相星淳一

  5.	 厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）CBRNE 事態における公衆衛生対応に関する研
究（H25-健危-一般-013）　主任研究者：大友康裕

  6.	 厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）東日本大震災の課題からみた今後の災害医療体制のあ
り方に関する研究　　分担研究者：大友康裕

  7.	 厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）災害時における医療チームと関係機関との連携
に関する研究　分担研究者：大友康裕

〔講演、講習会〕
  1.	 大友康裕：福島県立医科大学「NBC講習会」 講演　爆傷外傷災害　2013年1月7日
  2.	 大友康裕：東北大学大学院講義「災害医学特論（概論）」　災害医学の基礎　2013年1月9日
  3.	 大友康裕：パネルディカッション「ラピッドカーの現状と今後の展望」司会　第7回病院前救急診療研究会学術集会  

座長　2013年1月11日
  4.	 加地正人、相星淳一：JPTEC; Japan Prehospital Trauma Evaluation and Care（東京医科歯科大学）講師  2013年1月

12日
  5.	 大友康裕：招待講演　わが国の災害医療　─1/17、3/11を経験し、我々ができたこと、できなかったこと─　第2回

日本災害医療薬剤師学会　2013年1月12日
  6.	 大友康裕：特別講演　わが国の災害医療　─1/17、3/11を経験し、我々ができたこと、できなかったこと─　第14回

災害・救急医療フォーラム in 北九州　2013年1月28日
  7.	 大友康裕：ロジスティック能力の育成のためのトレーニングプログラム　講演  文部科学省「都市の脆弱性が引き起

こす激甚災害の軽減化プロジェクト」サブプロ③「都市災害における災害対応能力の向上方策に関する調査･研究」　
2013年2月5日

  8.	 大友康裕：職員特別教育　NBCテロ災害現場対応　群馬県消防学校職員特別教育第4期救急隊長講習　講演　2013年2
月7日

  9.	 大友康裕：パネルディカッション「災害に強い特定機能病院─その訓練とは？─ 第34回全国国公立大学病院救急部連
絡協議会　講演　2013年2月8日

10.	 大友康裕：3.11から2年　首都直下地震に備える病院の災害対策　第21回城東地区医療連携フォーラム　講演　2013年
2月9日

11.	 加地正人：第63回日本救急医学会関東地方会学術集会（帝京大学板橋キャンパス）一般演題：胸部外傷　座長　2013
年2月16日

12.	 世良俊樹：日本内科学会・救急医学会認定　内科救急・ICLS講習会（JMECC）講師（東京）2013年2月17日
13.	 加地正人：日本DMAT隊員養成研修プログラム（立川）　講師　2013年3月4-5日
14.	 大友康裕：特別講演　多数傷病者発生時の対応　第57回神奈川県医師会救命情報システム症例検討会　講演　2013年

3月5日
15.	 植木穣、牛澤洋人、大友康裕：第1回BDLS女子医東プロバイダーコース　東京女子医科大学東医療センター　2013年

3月10日
16.	 大友康裕：シンポジウム５「Acute Care Surgeryへの取り組み」 司会　第49回日本腹部救急医学会　座長　2013年3

月13日
17.	 大友康裕：筑後地域救急医療研究会　市民公開講座　わが国の災害医療　─1/17、3/11を経験し、我々ができたこと、

できなかったこと─ 第12回筑後地域救急医療研究会　講演　2013年3月16日
18.	 大友康裕：世界銀行　Strengthening Competency on Disaster Nursing　Disaster Medicine　テレビ会議によるアジ

ア太平洋諸国への災害看護遠隔コース　講演　2013年3月19日
19.	 加地正人：外傷外科手術指南塾（東北大学医学部:仙台）講師　2013年3月23日
20.	 大友康裕：富山大学附属病院総合臨床教育センター完成記念式典記念講演 「災害時、地域における災害対応について」  

2013年4月5日
21.	 大友康裕：日本外科学会卒後教育セミナー「災害医療─外科医にとって重要な災害医療の知識─」災害医療総論　第

83回日本外科学会卒後教育セミナー（平成25年度春季）　講演　福岡　2013年4月13日
22.	 Otomo Y ：“Trauma Surgeon: A key role in Trauma” Trauma care in Japan - What we have done, What should we 
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do next-　The 4th Korean Society of Surgical Critical Care Symposium　2013年4月20日
23.	 大友康裕：わが国の災害医療　〜1.17, 3.11を経験し、我々が出来たこと、出来なかったこと〜 高知大学医学部　災害

医療講演会 第6回シリーズ防災・災害医療　講演　2013年4月24日
24.	 大友康裕：高知大学　医学科講義　災害医学・災害医療  高知大学医学部医学科 講義  2013年4月24日
25.	 大友康裕：わが国の外傷医療の現状と今後の課題　高知大学医学部 麻酔科講演会　講演  2013年4月25日
26.	 大友康裕：シンポジウム２「外傷性ショックの治療」　司会　第27回日本外傷学会総会・学術集会　座長　第27回日

本外傷学会総会・学術集会　座長 2013年5月2日
27.	 Otomo Y：Disasters: what are we talking about?　Nuclear problems with the Japan disaster　14th European 

Congress of Trauma and Emergency Surgery　 Invited lecture　 2013年5月5日
28.	 Otomo Y：Emergency Surgery　Key-note lecture　Acute Care Surgery: how to maintain surgical skills? The 

Japanese experience　14th European Congress of Trauma and Emergency Surgery　Key-note　2013年5月7日
29.	 加地正人：外傷外科手術指南塾（香川大学医学部:高松）講師　2013年5月11日
30.	 加地正人：東京消防庁消防学校（東京都）　講義（消化器、泌尿器）2013年5月13日
31.	 牛澤洋人：東京消防庁消防学校（東京都）　講義　解剖生理講義 第5講「循環器系・体液と血液系・呼吸器系」2013年

5月17日
32.	 加地正人：一般演題：腹部外傷（その他）座長　第27回日本外傷学会総会・学術集会　2013年5月23-24日
33.	 村田希吉、加地正人、相星淳一、遠藤彰、小島光暁、大友康裕：フォーラム「外傷専門医の育成」外傷専門医だけで

は重症外傷は救命できない　 第27回日本外傷学会総会・学術集会　Forum session  2013年5月24日
34.	 大友康裕：パネルディスカッション4-1 　外科系各科の救急医療への関わり　司会　第38回日本外科系連合学会　座

長　2013年6月7日
35.	 加地正人： JATEC; Japan Advanced Trauma Evaluation and Care東京（東京医科歯科大学）講師（コースディレク

ター）2013年6月8-9日
36.	 本藤憲一： JATEC; Japan Advanced Trauma Evaluation and Care東京（東京医科歯科大学）コーディネーター  

2013年6月8-9日
37.	 大友康裕：一般演題　自転車事故　第49回日本交通科学学会総会・学術講演会　座長　2013年6月22日
38.	 大友康裕：特別講演「わが国の外傷医療　過去、現在、未来」第27回東北救急医学会総会・学術集会　講演　2013年

6月22日
39.	 加地正人：JATEC; Japan Advanced Trauma Evaluation and Care（甲府）講師　2013年6月22日
40.	 大友康裕：3.11から2年　首都直下地震に備える災害医療対策　第21回城東地区医療連携フォーラム　講演　2013年6

月28日
41.	 加地正人：外傷外科手術指南塾（北海道大学医学部:札幌）講師　2013年6月29日
42.	 植木穣、牛澤洋人、大友康裕：BDLS; Basic Disaster Life Support　第１回BDLS静岡プロバイダーコース（静岡県立

総合病院）2013年6月30日
43.	 加地正人：BDLS; Basic Disaster Life Support　第1回BDLS静岡プロバイダーコース（静岡県立総合病院）講師  2013

年6月30日
44.	 加地正人：外傷外科手術指南塾（大阪市立大学医学部:大阪）講師　2013年7月7日
45.	 植木穣、牛澤洋人、大友康裕：BDLS; Basic Disaster Life Support　第4回BDLS金沢プロバイダーコース（金沢大学）

2013年7月7日
46.	 加地正人：JPTEC; Japan Prehospital Trauma Evaluation and Care（東京女子医大東医療センター）講師（世話人）

2013年7月11日
47.	 大友康裕：シンポジウム1「重症外傷患者への治療戦略」第16回日本臨床救急医学会　座長　2013年7月12日
48.	 加地正人：一般演題　救急医療システム　座長　第16回日本臨床救急医学会総会・学術集会　2013年7月12日
49.	 大友康裕：香川大学講義　「災害医療」　2013年7月24日
50.	 加地正人：東京医科歯科大学医学部学生　講義（外傷各論）2013年7月26日
51.	 大友康裕：筑豊地域救命救急研修会　特別講演　多職種連携のための「多数傷病者対応標準化プログラム（Mass 

Casualty Life Support; MCLS）」開発の経緯と今後のコース展開　第15回筑豊地域救命救急研修会 講演　2013年7月
27日

52.	 牛澤洋人、植木穣、大友康裕：第6回ADLS東京プロバイダコース（東京医科歯科大学）2013年8月3-4日
53.	 加地正人：日本DMAT　技能維持研修（茨城県立県民文化センター）講師　2013年8月10日
54.	 加地正人：日本DMAT隊員養成研修プログラム（立川）　講師　2013年.8.11
55.	 大友康裕：教育セミナー　特殊災害時のDMAT活動　第1回日本放射線事故・災害医学会　講演 2013年8月24日
56.	 Otomo Y：IATSIC Main Session　Acute care: peritonitis and GI bleeding　Moderator　International Surgical 

Week 2013, Helsinki, Finland　 座長 2013年8月26日
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57.	 冨重智徳、白石　淳、相星淳一、加地正人、大友康裕：二酸化窒素中毒　湯島フォーラム　2013年8月30日
58.	 加地正人：第10回　湯島救急フォーラム（東京医科歯科大学）座長　2013年8月30日
59.	 加地正人：平成25年度　政府防災訓練（巡視船上）　コントローラー　2013年8月31日
60.	 加地正人：CSA試験　試験官（東京医科歯科大学医学部）2013年9月4日
61.	 加地正人：第15回東葛地区救急カンファレンス　講演  胸部外傷　2013年9月4日
62.	 加地正人：英国ALSG公認コース　Hospital Major Incident Medical Management and Support(Hospital-MIMMS)（東

京医科歯科大学）講師（コースコーディネイター）2013年9月7-8日
63.	 本藤憲一：JATEC; Japan Advanced Trauma Evaluation and Care大阪　インストラクター　2013年9月7-8日
64.	 加地正人：東京DMAT（立川）講師　2013年9月18日
65.	 Otomo Y：AAST　Invited Discussant　the 72th annual meeting　座長　2013年9月19日
66.	 加地正人：東京医科歯科大学医学部学生　講義（救急領域における感染症、体温異常）2013年9月19日
67.	 加地正人：健和会大手町病院（北九州市）　 講演  胸部外傷　2013年9月20日
68.	 相星淳一：JPTEC; Japan Prehospital Trauma Evaluation and Care　コース担当責任医師　2013年9月21日
69.	 牛澤洋人、村田希吉、加地正人、大友康裕：第5回めざせ！カリスマ救急医　秋季セミナー in 医科歯科 2013「ICLS 

総論講義」「CDLS Lesson5 講義」2013年9月22-23日
70.	 加地正人：外傷外科手術指南塾（名古屋掖済会病院）講師　2013年10月12日
71.	 加地正人：示説　座長　第41回日本救急医学会総会学術集会　2013年10月21-22日
72.	 世良俊樹、登坂直規：静岡県立総合病院ICLSコース　講師　2013年11月4日
73.	 加地正人：てんかん治療を考える会「救命救急センター・脳神経外科から診て」座長　2013年11月5日
74.	 加地正人：ワークショップ　膵損傷IIIbの標準術式　演者　第5回日本Acute Care Surgery学会総会学術集会　2013年

11月10日
75.	 世良俊樹：JMECC指導者講習会　講師（東京）2013年11月16日
76.	 牛澤洋人、植木穣、大友康裕：BDLS; Basic Disaster Life Support　第3回 BDLS岡山プロバイダーコース（川崎医科

大学）2013年11月17日
77.	 Otomo Y：Invited lecture　Japanese Disaster Medical System An experience from the Japan Tsunami Disaster 

and the Nuclear Power Plant accident　The 65th annual congress of Korean Surgical Society 講演 2013年11月21日
78.	 大友康裕：平成25年度宮城県消防学校幹部教育中級幹部科（第28期）講師　2013年11月21日
79.	 加地正人：JATEC; Japan Advanced Trauma Evaluation and Care　講師（鳥取大学医学部、米子）　2013年11月

23-24日
80.	 本藤憲一：JATEC; Japan Advanced Trauma Evaluation and Care　インストラクター（鳥取大学医学部、米子）  

2013年11月23-24日　
81.	 加地正人：杉並区救急業務連絡協議会　講演　外傷　2013年11月29日
82.	 世良俊樹：埼玉医科大学JMECC　講師（埼玉）2013年12月1日
83.	 大友康裕：平成25年度山梨県災害医療従事者研修会講演　大災害時の患者トリアージと広域搬送について─災害拠点

病院における役割とその実践─ 平成25年度山梨県災害医療従事者研修会   講演　2013年12月14日
84.	 吉川俊輔：JATEC ; Japan Advanced Trauma Evaluation and Care　インストラクター資格取得　東京（東京国立国

際医療研究センター）2013年12月15日
85.	 加地正人：第3回　御茶ノ水Stroke Symposium　座長　2013年12月20日
86.	 牛澤洋人、植木穣、大友康裕：第1回 ADLS岡山プロバイダーコース（川崎医科大学）2013年12月21-22日





— 365 —

全人的医療開発学講座

臨 床 腫 瘍 学 分 野
Clinical Oncology

教　　授　三宅　智
特任准教授　大岡真也
特任助教　坂下博之
助　　教　川上千春

　当分野は、2012年5月に医歯学総合研究科に新設された分野である。准教授、助教については、同年から新たに策定され
た文部科学省の「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」の中で本学が基幹校となる「次世代がん治療推進専門家養
成プラン」によるスタッフである。三宅は緩和医療学を担当している。2013年4月からは前任の中島准教授に替わり、消化
器病態学分野（医学部附属病院総合診療部）から大岡准教授が着任しており、現在は緩和医療学に加えて、内科系固形腫瘍（消
化器がん、肺がん）を中心とした腫瘍内科学についての系統的な教育・研究を行っている。また本年度に限り、保健衛生学
科より川上助教が臨床腫瘍学分野所属として活動を行った（活動内容については保健衛生学研究科を参照）。

（１）教育
　卒前教育においては、Ｍ３ブロック講義「血液・腫瘍」において、精神腫瘍学と併せ、緩和医療学の講義を5コマ行った。
また医歯学融合教育においてチーム医療および終末期医療についての講義を行った。さらにＭ５の先端医学講義において緩
和医療学概論についての講義を行った。Ｍ４ｎｏプロジェクトセメスターでは、2名の学生を担当し、1名はカナダのトロン
ト大学での基礎研究を行い、もう1名は国内の緩和ケア病棟および腫瘍内科病棟見学を行った。
　大学院教育においては、「次世代がん治療推進専門家養成プラン」のカリキュラムを整備し、特に緩和医療学（基礎）、同（応
用）、がんの社会医学概論、臓器別がん診療、低侵襲がん治療、包括的がん治療演習（キャンサーボード）については科目
責任者（三宅）を担当した。講義については、緩和医療学、臓器別がん診療の一部および臨床腫瘍学特論を担当した。

（２）研究
①緩和医療学
・がんと診断された時からの緩和ケアの導入
・終生期におけるQOL向上を目的とした基礎医学との連携
・チーム医療を円滑に行うためのコミュニケーション技術の向上
・緩和医療学の卒前・卒後教育の整備

②腫瘍内科学（がん化学療法）
・肺がんにおける新規抗がん剤に対するバイオマーカーの役割
・膵がんにおける多施設共同研究
・原発不明癌の遺伝子プロファイルの解析と治療への応用

（３）臨床上の特徴
　現在、臨床腫瘍学分野を1対1で対応する診療科はないが、医学部附属病院腫瘍センターが実質的な臨床部門として稼働し
ている。同センターは三宅がセンター長を兼務し、緩和ケア部門、化学療法部門、がん登録部門、がん相談支援部門、がん
診療連携部門（キャンサーボード）の5部門から構成されている。医学部附属病院におけるがん診療を各診療科・部門横断
的にコーディネートする役割を持ち、短期的にはがん診療連携拠点病院認定に向けての準備も担当している。また歯学部附
属病院におけるがん診療についての医病歯病連携を担当している。

（４）業績
［原著論文・総説、著書］

  1.	 三宅　智　「がん患者の緩和医療とは」、口腔の緩和医療・緩和ケア, 杉原一正　岩渕博史編　永松書店　
  2.	 Sakashita H, Inoue H, Akamine S, Ishida T, Inase N, Shirao K, Mori M, Mimori K. Identification of the NEDD4L 

gene as a prognostic marker by integrated microarray analysis of copy number and gene expression profiling in 
non-small cell lung cancer. Ann Surg Oncol. 2013;20 Suppl 3:S590-8.

  3.	 Komazaki Y, Sakashita H, Furuiye M, Fujie T, Tamaoka M, Sumi Y, Miyazaki Y, Kojima K, Jin Y, Inase N: 
Feasibility study of adjuvant chemotherapy of S-1 and carboplatin for completely resected non-small cell Lung 
cancer. Chemotherapy 59: 35-41, 2013

  4.	 駒崎義利、角勇樹、筒井俊晴、石塚聖洋、岡本師、藤江俊秀、土屋公威、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、稲瀬直彦：
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器質化肺炎を呈したIgG4関連肺疾患の1例　日本胸部臨床72, 306-311, 2013
  5.	 内堀健、須原宏造、千葉佐保子、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、稲瀬直彦：気管支食道瘻に対して食道

バイパス術を行った肺扁平上皮癌の1例　気管支学35(2):150-155, 2013
  6.	 Chiba S, Tsuchiya K, Sakashita H, Ito E, Inase N: Rifampicin-induced acute kidney injury during the initial 

treatment for pulmonary tuberculosis: A case report and literature review. Intern Med 52:2457-2460, 2013
  7.	 島田裕之、須原宏造、岡本師、古澤春彦、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、

稲瀬直彦：EBUS-TBNAにて診断した縦隔原発大細胞型Ｂ細胞性リンパ腫の1例　気管支学35:650-655, 2013

［学会活動］
  1.	 日本緩和医療学会代議員、教育・研修委員会医学生セミナーWGP員
  2.	 日本緩和医療学会「緩和ケアの基本教育に関する指導者研修会」協力者
  3.	 日本死の臨床研究会関東甲信越支部会　役員
  4.	 東京都緩和医療研究会　理事
  5.	 全国がんプロ協議会緩和医療部会　理事

［学会発表］
  1.	 三宅　智　　第18回　日本緩和医療学会学術大会　ワークショップ
  2.	 大岡　真也　　第45回　日本医学教育学会大会　口演

［研究助成金］
  1.	 文部科学省科学研究費補助金  基盤研究(C) : 課題番号24590960　HCV培養系を用いたI型・III型インターフェロン不応

性機構の解析　研究期間：H24-H26

［講演］
  1.	 坂下　博之：ASCO2013　肺癌治療の最新と個別化医療について　がん化学療法看護認定師スキルアップセミナー

2013  2013年11月16日　聖路加看護大学
  2.	 坂下　博之：YLOG(Yushima Lung Cancer Oncology Group)におけるBevasizumabの使用状況と今後の臨床試験につ

いて　第2回お茶の水肺癌セミナー　2013年10月26日　経団連会館
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障 害 者 歯 科 学 分 野
Dentistry for Persons with Disabilities

障害者歯科学分野
　准 教 授(主任) 篠塚　修
　助　　教　楠本康香
　非常勤講師　芳賀　定，稲田　穣，関口五郎，
　　　　　　　石川博之，竹内陽平，田村昌平，
　　　　　　　中村盛幸
　大学院研究生　山脇弘稔，金口紀彦(10月〜)
スペシャルケア外来
　科　　長(併) 篠塚　修
　医　　員　鈴木　朋，林　直毅，木下陽介，
　　　　　　星合泰治
　研修登録医　有福愛美，渡邉麻里子
　客員臨床講師　桜井誠二

（１）教　育
　障害者歯科学分野は1999年の大学院改革に伴い，旧障害者歯科学講座より独立し特殊歯科領域の大学院として，1999年4
月に誕生した．担当領域は障害者歯科学および有病者歯科学分野であり，種々の先天的あるいは後天的な障害を有する患者
に対して，顎口腔領域に後遺した機能的・形態的障害の再建・回復ならびに長期にわたる保存を図ることを目的とする．学
生教育については，内容的には卒前教育というよりも，卒後教育的な色彩が強いため，障害者歯科学・有病者歯科学につい
ての概略を理解させ，将来予想されるいかなる歯科医療状況にも対応できるような教育内容が組み込まれている．

（2）研究
　当分野では以下のようなテーマを対象として研究している．
１）口腔バイオフィルムの生成
２）障害者における口腔バイオフィルムの除去
３）薬物誘発性歯肉増殖
４）全身疾患と口腔内環境との関連
５）染色体異常と歯科治療

（3）臨床
　身体的，精神的，医学的，情緒的およびこれらの重複した障害のために，歯科医療上，通法治療に困難を伴う患者をいわ
ゆる歯科的障害者といい，これらの患者に適切な行動調整および全身管理を行いつつ，長期の口腔管理と咀嚼能力の改善を
図ることを目的にしている．対象は1）肢体不自由などの身体的障害，あるいは，精神遅滞，自閉症スペクトラム障害など
の行動調整を必要とする患者，2）内部障害や歯科治療恐怖症などの理由で全身管理が必要な患者である．

（4）研究業績
【症例報告】

  1)	大沼由季，足達淑子，篠塚　修：横紋筋肉腫により右上顎亜全摘を施行した精神遅滞患者に、口腔ケアを行った1症
例. 障歯誌.  34(2)：109-117, 2013.

【総説】
  1)	篠塚　修:てんかんと障害者歯科．Epilepsy，7(2)，15-19，2013．
  2)	関口五郎：口腔保健センターにおける医療安全管理の取り組みと局所麻酔法の注意点．月刊小児歯科臨床．18(12):12-

18，東京臨床出版，2013．
 

【著書】
  1)	篠塚　修：最新歯科衛生士教本　障害者歯科　全国歯科衛生士教育協議会　監修．医歯薬出版．2012年．東京
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【シンポジウム】
  1)	篠塚　修：東京血液がんフォーラム「がん患者の口腔ケア～歯科の立場から」． 2013年10月27日，東京．

【学会発表】
  1)	関口五郎：当センターにおける歯科医療連携の現状と課題について．北海道医療大学歯学会第31回学術大会，2013年

3月9日．札幌．
  2)	神野成治, 松村朋香, 篠塚修, 深山治久：フルマゼニルの投与によって徐脈性不整脈を呈した2症例．第41回日本歯科麻

酔学会総会・学術集会．2013年10月2-4日．横浜． 
  3)	神野成治，市川怜那，海老澤智子，篠塚修,深山治久：口腔保健学科臨床実習生におけるスペシャルニーズデンティス

トリー関連用語の認知度．第30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．
  4)	村田隆弘，高橋正人，三坂亜矢子, 茂木愛，斉藤崇，高野淳志，富田直也，上房健裕，稲田穣，篠塚修：当歯科保健

医療センターの障害児・者歯科診療における10年間のあゆみ（第2報）．第30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月
11～13日．神戸．

  5)	戸坂清二，永井宜子，桜井淳朗，阪柳敏春，菊田高行，丸山清孝，桜井真理，峯岸忠，西尾智見,野田幸枝,篠塚修，小
長谷光，神野成治，深山治久，鈴木朋，本間宏美，今井祐樹，松浦信幸，一戸達也，新谷誠康：障害者歯科診療所を
受診する患者および付添者による診療アウトカム評価－新旧2診療所の利用者満足度の比較－．第30回日本障害者歯
科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．

  6)	横田祐司，梅津糸由子，上田豊，田村昌平，石渡利幸，船田淳子，宮坂和志，湊耕一，篠塚修,原龍馬：当センターに
おける大学病院と連携して行った全身麻酔下での歯科治療について．第30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月11
～13日．神戸．

  7)	林直毅，楠本康香，鈴木朋，星合泰治，木下陽介，山脇弘稔，渡邊麻里子，桜井誠治，有福愛美，篠塚修：歯学部附
属病院スペシャルケア外来の過去5年間における医科からの紹介患者の動向．第30回日本障害者歯科学会総会．2013
年10月11～13日．神戸．

  8)	劔持郁，今村由紀，大関智子，永田幸子，十川裕子，難波佳子，大沼由季，足達淑子，橋本吉明，篠塚修：某特別支
援学校における15年間の歯科保健指導．第30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．

  9)	岩沼智美, 関野　仁, 山崎正登, 関口五郎, 岩佐美里, 秋本由香利, 廣山涼香, 田渕川咲葵, 中澤　清, 宇佐美伸治, 山崎一男,
髙橋哲夫：歯科定期健診に対する保護者の意識調査．第30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．

10)	関野　仁, 山崎正登, 関口五郎, 壹岐千尋, 岩沼智美, 岩佐美里, 秋本由香利, 廣山涼香, 田渕川咲葵, 中澤　清, 宇佐美伸治, 
山崎一男, 髙橋哲夫：障害者における歯科定期健診の有用性の検討実態調査．第30回日本障害者歯科学会総会．2013
年10月11～13日．神戸．

11)	廣山涼香, 山崎正登, 関野　仁, 関口五郎, 壹岐千尋, 秋本由香利, 岩佐美里, 田渕川咲葵, 岩沼智美, 中澤　清, 宇佐美伸治, 
山崎一男, 髙橋哲夫：当センターにおける平成24年度歯科定期健診患者の実態調査．第30回日本障害者歯科学会総会．
2013年10月11～13日．神戸．

12)	三浦誠，石川博之，濵陽子，西村三美，砂田勝久,山城三喜子,關田俊介，粕谷寛，吉田直人，當房満，藤井達士: 咬合
崩壊した精神遅滞患者にHIP-Planeを応用し咬合再構成を行った2例.第30回日本障害者歯科学会総会. 2013年10月11～
13日．神戸．

13)	濵 陽子，西村三美，上笹貫さをり,石川博之，三浦 誠，關田俊介，上野明子,小出茂代,吉田和市,堀元隆司,吉田直人，
當房満，藤井達士: 当センターにおける過去4年間の初診患者受診動向. 第30回日本障害者歯科学会総会. 2013年10月11
～13日．神戸．

14)	山崎美貴, 石川博之, 西村三美, 川田理絵, 中村純子, 下山 瞳, 土門小百合, 濵 陽子, 三浦 誠, 安田昌代, 關田俊介, 武藤光
央, 吉田直人, 當房満, 藤井達士: 当センターにおける自閉症患者に対する視覚支援の取り組み～第3報～. 第30回日本障
害者歯科学会総会. 2013年10月11～13日．神戸

15)	稲田 穣，大瀧 潮，石川 侑香，長谷川友香，黒柳絢太，岸さおり，杉田友春：食後のハブラシ時の嘔吐・反芻様症状で，
食道通過不全が見つかった一例．第24回　療育集談会．2013年11月25日．東京

16)	関口五郎, 田中章寛, 山口さやか, 後藤悦子, 島田祐何里, 塚原寛子, 宇佐美伸治, 山崎一男, 髙橋哲夫：来院中断患者への
アンケート調査による中断理由の分析．第9回東京都福祉保健医療学会，2013年12月18日．東京．

【学会抄録】
  1)	関口五郎：当センターにおける歯科医療連携の現状と課題について．北海道医療大学歯学会第31回学術大会プログラ

ム・抄録集，32，2013. （北海道医療大学歯学会第31回学術大会，2013年3月9日．札幌．）
  2)	神野成治,松村朋香,篠塚修,深山治久：フルマゼニルの投与によって徐脈性不整脈を呈した2症例．日歯麻誌，

41(4)151,2013．（第41回日本歯科麻酔学会総会・学術集会．2013年10月2-4日．横浜．） 
  3)	神野成治，市川怜那，海老澤智子，篠塚修, 深山治久：口腔保健学科臨床実習生におけるスペシャルニーズデンティ
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ストリー関連用語の認知度．障歯誌，34(3)，242，2013．（第30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．）
  4)	村田隆弘，高橋正人，三坂亜矢子,茂木愛，斉藤崇，高野淳志，富田直也，上房健裕，稲田穣，篠塚修：当歯科保健医

療センターの障害児・者歯科診療における10年間のあゆみ（第2報）．障歯誌，34(3)，279，2013．（第30回日本障害者
歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．）

  5)	戸坂清二，永井宜子，桜井淳朗，阪柳敏春，菊田高行，丸山清孝，桜井真理，峯岸忠，西尾智見, 野田幸枝, 篠塚修，
小長谷光，神野成治，深山治久，鈴木朋，本間宏美，今井祐樹，松浦信幸，一戸達也，新谷誠康：障害者歯科診療所
を受診する患者および付添者による診療アウトカム評価－新旧2診療所の利用者満足度の比較－．障歯誌，34(3)，
367，2013．（第30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．）

  6)	横田祐司，梅津糸由子，上田豊，田村昌平，石渡利幸，船田淳子，宮坂和志，湊耕一，篠塚修,原龍馬：当センターに
おける大学病院と連携して行った全身麻酔下での歯科治療について．障歯誌，34(3)，397，2013．（第30回日本障害者
歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．）

  7)	林直毅，楠本康香，鈴木朋，星合泰治，木下陽介，山脇弘稔，渡邊麻里子，桜井誠治，有福愛美，篠塚修：歯学部附
属病院スペシャルケア外来の過去5年間における医科からの紹介患者の動向．障歯誌，34(3)，434，2013．（第30回日
本障害者歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．）

  8)	劔持郁，今村由紀，大関智子，永田幸子，十川裕子，難波佳子，大沼由季，足達淑子，橋本吉明，篠塚修：某特別支
援学校における15年間の歯科保健指導．障歯誌，34(3)，554，2013．（第30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月11
～13日．神戸．） 

  9)	岩沼智美, 関野　仁, 山崎正登, 関口五郎, 岩佐美里, 秋本由香利, 廣山涼香, 田渕川咲葵, 中澤　清, 宇佐美伸治, 山崎一男, 
髙橋哲夫：歯科定期健診に対する保護者の意識調査．障害者歯科，363，34(3)， 2013．（第30回日本障害者歯科学会総会．
2013年10月11～13日．神戸．）

10)	関野　仁, 山崎正登, 関口五郎, 壹岐千尋, 岩沼智美, 岩佐美里, 秋本由香利, 廣山涼香, 田渕川咲葵, 中澤　清, 宇佐美伸治, 
山崎一男, 髙橋哲夫：障害者における歯科定期健診の有用性の検討実態調査．障害者歯科，387，34(3)，2013. （第30回
日本障害者歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．）

11)	廣山涼香, 山崎正登, 関野　仁, 関口五郎, 壹岐千尋, 秋本由香利, 岩佐美里, 田渕川咲葵, 岩沼智美, 中澤　清, 宇佐美伸治, 
山崎一男, 髙橋哲夫：当センターにおける平成24年度歯科定期健診患者の実態調査．障害者歯科，399，34(3)，2013．（第
30回日本障害者歯科学会総会．2013年10月11～13日．神戸．）

12)	三浦 誠，石川博之，濵陽子，西村三美，砂田勝久,山城三喜子,關田俊介，粕谷寛，吉田直人，當房満，藤井達士: 咬合
崩壊した精神遅滞患者にHIP-Planeを応用し咬合再構成を行った2例.障歯誌34(3)，224，2013．（第30回日本障害者歯科
学会総会および学術大会，2013年10月11～13日．神戸．）

13)	濵 陽子，西村三美，上笹貫さをり,石川博之，三浦 誠，關田俊介，上野明子,小出茂代,吉田和市,堀元隆司,吉田直人，
當房満，藤井達士: 当センターにおける過去4年間の初診患者受診動向.障歯誌34(3)，260，2013．（第30回日本障害者歯
科学会総会および学術大会，2013年10月11～13日．神戸．）

14)	山崎美貴, 石川博之, 西村三美, 川田理絵, 中村純子,下山瞳, 土門小百合, 濵 陽子, 三浦 誠, 安田昌代, 關田俊介, 武藤光央, 
吉田直人, 當房満, 藤井達士: 当センターにおける自閉症患者に対する視覚支援の取り組み～第3報～. 障歯誌34(3)，
484，2013．（第30回日本障害者歯科学会総会および学術大会，2013年10月11～13日．神戸．）

15)	関口五郎, 田中章寛, 山口さやか, 後藤悦子, 島田祐何里, 塚原寛子, 宇佐美伸治, 山崎一男, 髙橋哲夫：来院中断患者への
アンケート調査による中断理由の分析．第9回東京都福祉保健医療学会誌口頭・ポスターセッション発表（平成25年度），
132-133，2013.（第9回東京都福祉保健医療学会，2013年12月18日．東京．）

【研究助成金】
  1)	星合泰治：金属床上顎義歯への最適な維持装置の設計について．科学研究費補助金，若手研究（B）（研究代表者）継

続

（5）社会活動
【学会評議員・委員，指導医，認定医等】

  1)	篠塚　修：日本障害者歯科学会　理事・代議員・認定医・指導医
  2)	篠塚　修：日本障害者歯科学会学術・研究推進委員会委員長
  3)	篠塚　修：日本障害者歯科学会編集委員会委員・教育委員会委員・学術大会プログラム委員会委員
  4)	篠塚　修：関東障害者歯科臨床研究会幹事
  5)	篠塚　修：日本小児歯科学会　専門医
  6)	篠塚　修：練馬つつじ歯科診療所　指導医
  7)	篠塚　修, 鈴木　朋：八南歯科医師会休日応急市障害者歯科八王子診療所　指導医
  8)	篠塚　修：東京都足立区歯科医師会口腔保健センター 指導医
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  9)	篠塚　修：東京歯科衛生専門学校 非常勤講師
10)	篠塚　修：日本歯科医学会予備評議員
11)	篠塚　修：日本歯科医学会学術研究委員会委員
12)	関口五郎, 楠本康香：日本障害者歯科学会　指導医・認定医
13)	関口五郎：日本障害者歯科学会　選挙管理委員会委員・ワークショップジョイント4実行委員
14)	関口五郎：日本小児歯科学会関東地方会幹事（広報担当）・ホームページ委員会委員長
15)	関口五郎：第28回日本小児歯科学会関東地方会大会準備委員会副委員長
16)	関口五郎：日本摂食・嚥下リハビリテーション学会認定士
17)	関口五郎：北海道医療大学歯学部口腔構造・機能発育学系小児歯科学分野非常勤講師
18)	稲田　穣：日本障害者歯科学会　認定医
19)	稲田　穣：館林邑楽歯科保健医療センター 指導医
20)	稲田　穣：江戸川区口腔保健センター 指導医
21)	稲田　穣：多摩市　摂食･えん下機能障害患者等支援推進委員（多摩市摂食･えん下機能障害患者等支援推進事業）
22)	田村昌平：足立区歯科医師会口腔保健センター 指導医
23)	有福愛美，竹内陽平，田村昌平，鈴木　朋，渡邊麻里子，林　直毅：日本障害者歯科学会　認定医
24)	楠本康香，林直毅：調布歯科医師会小島町歯科診療所　指導医
25)	楠本康香，田村昌平：学校法人中央医療歯科専門学校　非常勤講師

【講演会・研修会】
  1)	稲田　穣：調布市　乳幼児歯科保健業務従事者講習会. はみがきって　なぜいやがるの？　2013年1月21日．
  2)	渡邊麻里子：平成25年度小島町歯科診療所症例報告会.　自閉症患者の口腔内自傷.  2013年2月21日
  3)	稲田 穣：稲城市社会福祉協議会　職員研修会講師. 摂食機能の発達と障害 . 2013年9月18日
  4)	稲田 穣：多摩市　平成25年度 歯科講習会（多摩市教育委員会・学校保健会・学校歯科医会共催）．上手に食べるには. 

2013年10月31日

【地域活動】
  1)	篠塚　修：東京都立心身障害者口腔保健センター運営委員会委員
  2)	篠塚　修：東京都立心身障害者口腔保健センター教育研修小委員会委員

【国内学術交流】
  1)	篠塚　修：第29回日本障害者歯科学会学術大会座長．2012年9月29日，札幌
  2)	関口五郎：第28回日本小児歯科学会関東地方会大会座長，2013年10月27日，神奈川．
  

【国際学術交流】
  1)	韓国全南大学, イタリアブレシア大学歯学部学生：スペシャルケア外来見学,　2013年1月31日　　　　　　　　　　
  2)	コンケン大学歯学部学生：スペシャルケア外来見学, 2013年　4月4日
  3)	チュラロンコン大学, ホーチミン大学, インドネシア大学：障害者歯科実習,　2013年3月13日, 2013年10月23日
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総 合 診 療 歯 科 学 分 野
General Dentistry

歯 科 総 合 診 療 部
Oral Diagnosis and General Dentistry

部　長(併)俣木志朗
准 教 授　小田　茂
講　　師　秀島雅之，大原里子，礪波 健一
助　　教　梅森　幸，則武加奈子
医　　員　稲数彩花，三間裕子，菊地紘乃，
　　　　　足立明奈，鈴木允文，山田　梓，
　　　　　後藤美奈

（１）教　育
　包括診療歯科学講座は口腔領域における疾病の発生と進行の防止のための総合的な診療計画，歯科を訪れる患者の医療行
動学的解析，並びに心理社会学的側面を配慮した全人的な包括診療を中心として，口腔諸組織の健康の保持，増進を図るた
めの教育を行う．
　総合診療歯科学分野は高度な先進歯科医療の効率的な展開のために必要な，標準的すなわち総合的な歯科医療と疾病予防
を含む初期医療を教育し，併せてかかりつけ歯科医を養成する．歯学部における教育では，真に社会の期待に応えうる歯科
医師の基本となる人間的，社会的素養を実践的に習得させる目的で，第２学年で行動科学基礎の演習，第５学年で全人的口
腔診断学の講義を担当し，歯科疾患の動向および歯科臨床における診断に関する基本的知識を学生が習得できるようにする．
ついで，卒前臨床実習では，将来歯科医師として必要とされる総合的基盤の養成に重点をおいている．すなわち，第５学年
臨床実習PhaseⅠでは，医療面接，口腔診査，口腔総合診断，総合治療計画の立て方などを中心として，臨床実習PhaseⅡへ
の円滑な移行に必要な講義・実習を行う．また，第６学年臨床総合実習では新患患者に対する医療面接や口腔内の診察・診
断を実践するとともに，個々の治療を始める前提となる患者管理および治療計画に関する実習を行う．

（2）研　究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究を行っている．
1）歯歯科臨床教育システムの実施と評価に関する研究
①歯科臨床教育システムの実施と評価に関する研究
　歯科総合診療部では，歯学部学生の臨床実習および臨床研修歯科医の臨床研究の内容を継続的に調査・分析し，歯科臨
床教育に関するシステムの改善を行っている．特色ある大学教育支援プログラムで選定された医歯学シミュレーション教
育システムを活用した学生向け教材の実施においては，臨床実習による経験がシミュレーション教材の得点にも影響する
可能性が示唆されている．また，医歯学教育システム教育センターとともにスキルスラボにおける研修医向け臨床セミナ
ーや実習プログラムを開発し，その評価を行っている．

②学生の診断能力向上のためのトレーニング方法の開発に関する研究
　学生が患者の訴えから最終的な臨床診断にいたるまでの過程を分析し、どのような介入が効果的な教育効果に結び付く
かについて研究を行っている．

2）総合診療歯科に関する研究
　本分野では，全人的歯科医療の見地に立ち，国民のＱＯＬの向上に寄与する歯科におけるプライマリーケアーのための研
究を行っている．以下に細目を記載する．
①正確な診断を行うために必要な様々な因子の分析に関する研究
　患者の訴えを適切に分析し、各専門分野を包括するような診断システムを構築するために、診断に必要な因子を抽出し
分析することを行っている．

②複数の症状を訴える患者の診断と治療計画の多様性に関する研究
　患者の多様で主観的な訴えに対応した歯科医学的に妥当な治療計画を立案し、さらに患者満足につなげるためのナラテ
ィブとエビデンスを統合することを目標とした研究を行う．

③う蝕の新しい診断法に関する研究
　診療方針を決定する際の指針となるコンセプトMinimum Intervention (MI)を実践するためには非侵襲的かつ正確な診断
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が重要である．本分野では，光学写真の画像解析を応用した新たなう蝕診断法の研究を歯科医療行動科学分野と共同で行
っている．

④歯科治療におけるエキシマレーザーの応用に関する研究
　う蝕治療におけるＭＩの実現には，感染歯質のみ選択除去することが求められるが，現在広く用いられている回転切削
ではどうしても過剰に除去してしまう傾向がある．感染歯質の選択的除去を実現するために，エキシマレーザーの歯科応
用に関する研究を行っている．最近の研究では、エキシマレーザーを用いることでハイブリッド層によらない接着修復が
可能であることを示した．

⑤歯科治療環境の向上に関する研究
　歯科治療ユニットの水ラインは，水道水中に常在する従属栄養細菌に汚染されている傾向があることが報告されている．
本分野では，歯科治療ユニットの水ラインの滅菌方法の研究を行っている．現在まで，水ライン中の水を電気分解により
従属栄養細菌のバイオフィルムの形成を抑制することを明らかにしている．
　歯科治療が患者にストレスフルなものであるということが国民に広く認識されている．患者の歯科治療をより快適なも
のにするため，本分野では歯科治療中の患者の生理的ストレスモニタリングの研究を歯科医療行動科学分野と共同で行っ
ている．現在までに，モニタリング法として皮膚電位と心拍周波数分析を歯科治療に応用し成果を上げている．また，歯
科治療中の患者の生理的ストレスの変化と心理テストによって得られる性格特性との間に関連があることも明らかにし
た．

（３）臨　床
　歯科総合診療部は主として歯科病院を初めて訪れる新来患者の全身評価と口腔診査を行い，対応診療科を決定・紹介を行
う．したがって診療の最初の部分を受け持つ重要な診療部である．臨床的には，医療面接，口腔診査，総合口腔診断，治療
計画の立案を行うだけでなく，かかりつけ歯科医に必要な総合的歯科治療基本技術および応用技術や，口腔諸組織の健康の
維持・増進をはかるための手法を実践している．閉塞時睡眠時無呼吸症候群については，10月に歯学部附属病院に開設され
た快眠歯科と連携して行っている．

（４）研究業績
[原著]
  1)	Marwa Madi, Osama Zakaria, Kanako Noritake, Masaki Fuji, Shohei Kasugai. Peri-implantitis Progression Around 

Thin Sputtered Hydroxyapatite-Coated Implants: Clinical and Radiographic Evaluation in Dogs.J Oral and 
Maxillofacial Implants. 28(3) 701–709, 2013.

  2)	Nyan M, Hao J, Miyahara T, Noritake K, Rodriguez R, Kasugai S. Accelerated and Enhanced Bone Formation on 
Novel Simvastatin-Loaded Porous Titanium Oxide Surfaces. Clin Implant Dent Relat Res. 2013.

  3)	Masaki Fujii, Makoto Shiota, Kanako Noritake, Kazuhiro Kon, Hitoshi Sato, and Shohei Kasugai. Effect of Density of 
Hydroxyapatite Fiber material on Bone Regeneration in Vertical Bone Augmentation Model. J Oral Tissue Engin 
10(3) 115-122, 2013

  4)	Kang Chen, Jia Hao, Kanako Noritake, Yu Yamashita, Shinji Kuroda, Shohei Kasugai. Effects of low intensity pulsed 
ultrasound stimulation on bone regeneration in rat parietal bone defect model. Open Journal of Regenerative 
Medicine. .2(1), 8-14 2013

  5)	Sorasun Rungsiyanont, Kanako Noritake, Warunee Pluemsakunthai, Somchai Yodsanga ,Somporn Swasdison and 
Shohei Kasugai. In vivo biocompatibility evaluation of gelatin–hydroxyapatitecrosslink biomimetic scaffolds for bone 
regeneration. J Nanomater Mol Nanotechnol 2:6, 2013

  6)	神原正樹, 大槻昌幸, 荒木孝二, 小田　茂, 永井茂之, 野口俊英．レーザー歯学の卒前教育と課題、日本レーザー歯学誌、
第24巻、第1号、10-14、2013、4月.

  7)	Ken-ichi Tonami, Shiro Mataki. Students’ perception of clinical attire compared with those of patients and dentists. 
Jun 5. 2013, MedEdPublish (http://www.mededworld.org/MedEdWorld-Papers.aspx), Oct 9. 2013.

  8)	梅森 幸, 礪波 健一, 新田 浩, 保木 志朗.  心電図R-R間隔の周波数分析を用いた歯科治療中の患者のストレスモニタリン
グの有用性，日本歯科医療管理学会雑誌, 47巻, 280-288, 2013.

  9)	Yuki Ohara, Hirohiko Hirano, Yutaka Watanabe, Ayako Edahiro, Emiko Sato, Shoji Shinkai, Hiroto Yoshida and 
Shiro Mataki. Masseter muscle tension and chewing ability in older persons. Geriatrics Gerontology International  
13:372-377,　2013

10)	Ohara Y, Hirano H, Yoshida H, Obuchi S, Ihara K, Fujiwara Y, Mataki S. Prevalence and factors associated with 
xerostomia and hyposalivation among community-dwelling older people in Japan. Gerodontology. 2013 Dec 4. doi: 
10.1111/ger.12101. [Epub ahead of print]

11)	大山 篤, 須永 昌代, 木下 淳博, 新田 浩, 俣木 志朗, 荒木 孝二．臨床実習時における患者と歯学部学生との信頼関係構
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築に関する国民の意識調査．日本口腔診断学会雑誌、26: 273-279, 2013.
12)	Kengo Iwasaki, Motohiro Komaki, Naoki Yokoyama, Yuichi Tanaka, Atsuko Taki, Yasuyuki Kimura, Masaki 

Takeda, Shigeru Oda, Yuichi Izumi, Ikuo Morita, Periodontal ligament stem cells possess the characteristics of 
pericytes, Journal of Periodontology, Vol.84, No.10, 1425-1433, 2013.

[著書]
  1)	秀島雅之　分担：パーシャルデンチャーを得意になろう！ .五十嵐順正・若林則幸 編著，ヒョーロン，東京，2013.
  2)	小田　茂　分担：歯科臨床イヤーノート．住友雅人，木下淳博，沼部幸博，松村英雄編集委員．SECTION 3，2013.
  3)	俣木志朗　今日の治療薬2013解説と便覧　「歯科・口腔用剤」,　南江堂,　2013年
  4)	俣木志朗　臨床病態学3巻（北村 聖 総編集）：第14章歯科・口腔系疾患　ヌーベルヒロカワ

[総説]
  1)	秀島雅之，松浦 博：義歯と発音機能　－音声認識システムによる発語明瞭度の客観的評価－．東京都歯科医師会雑誌 

61. 4-13, 2013.
  2)	秀島雅之：磁性アタッチメントで困ったら：診療ガイドラインを踏まえて．日本磁気歯科学会雑誌，第22巻，第1号，

19-23，2013．
  3)	M. Hideshima, T. Ichikawa, H. Koshino, K. Hoshiai, J. Tanaka, S. Ozawa, Y. Suzuki, Y. Umekawa, T. Ishigami, K. 

Nagao, M. Sone, M. Kono, J. Wada, J. Wadachi, A. Nishiyama: Formulating clinical practice guidelines for magnetic 
attachment applications: The process and results of a survey using the Delphi method.　J J Mag Dent 22： 47-53, 
2013.

[学会]
  1)	Ito Y, Tonami K, Sasaki Y, Mataki S, What is behavior Science? Our investigation and study as one example, 33rd 

Myanmar Dental Conference & 14th FDI-MDA Joint Educational Meeting , Yangon, Myanmar, 2013, January.
  2)	則武加奈子、黒田真司、藤井政樹、小田　茂、春日井昇平．ラット頭蓋骨欠損部GBRモデルにおけるFGF-2,PDGFの

骨新生に対する効果の比較．日本口腔インプラント学会第32回関東・甲信越支部学術大会,東京, 2013年2月10-11日.
  3)	小原由紀、平野浩彦、杉本久美子、吉田直美、河野葉子、佐藤絵美子、吉田英世、大渕修一、俣木志朗: 口腔乾燥感

を自覚する地域在住高齢者への介入調査研究. 第24回日本老年歯科医学会学術大会, 大阪, 2013年6月4-6日.
  4)	Yuki Ohara, Naomi Yoshida, Yoko Kono, Kumiko Sugimoto, Shiro Mataki, Hirohiko Hirano, Hiroko Imura. The 

effectiveness of oral health educational program in community-dwelling elderly with xerostomia. The 20th IAGG 
World Congress of Gerontology and Geriatrics, Seoul, Korea, June 23-27, 2013.

  5)	犬飼周佑, 西山 暁, 安部友佳, 石山裕之, 中村周平, 秀島雅之, 藤江俊秀, 上里彰仁, 玉岡明洋, 宮崎泰成：OA療法予定の
OSA患者に対する睡眠の客観的評価と主観的評価の関連について. 日本睡眠学会第38回定期学術集会, 秋田, 2013年6月
27日, 28日. 

  6)	俣木志朗：第32回日本歯科医学教育学会総会学術大会シンポジウム Ⅰ『診療参加型臨床実習に関する現状と課題』、
北海道大学、札幌、2013年7月12日

  7)	大槻昌幸，田上順次，須永昌代，秀島雅之，谷岡正行，川口真奈，木下淳博：高精度窩洞形成シミュレーション・評
価システムの基礎実習への導入．第32回日本教育学会学術大会，札幌，2013年7月12-13日．

  8)	大山　篤、大原里子、新田　浩、秀島雅之、小田　茂、俣木志朗、荒木孝二、須永昌代、木下淳博．歯科医師や学生
の身だしなみに関する国民の意識調査．第32回歯科医学教育学会学術大会,札幌, 2013年7月12-13日．

  9)	礪波健一，則武加奈子，大原里子，梅森 幸，荒木孝二，俣木志朗．初診実習ケースの疾病構造，第32回歯科医学教育
学会学術大会,札幌, 2013年7月12-13日．

10)	則武加奈子，礪波健一，大原里子，梅森 幸，荒木孝二，俣木志朗．初診時医療面接初回実習時における学生の聴取傾
向，第32回歯科医学教育学会学術大会,札幌, 2013年7月12-13日．

11)	黒佐通代，荒木孝二，大原里子，礪波健一，梅森 幸，則武加奈子．ペーパー試験とコンピュータ試験における臨床推
論能力測定の相違について，第32回歯科医学教育学会学術大会,札幌, 2013年7月12-13日．

12)	新田 浩，渕田慎也，鈴木允文，小田 茂，秀島雅之，礪波健一，梅森 幸，則武加奈子，大山 篤，俣木志朗．東京医科
歯科大学歯学部附属病院臨床研修プログラムのクレジット獲得点数と診療に対する意識との関連性，第32回歯科医学
教育学会学術大会,札幌, 2013年7月12-13日．

13)	新田 浩，鈴木允文，礪波健一，梅森 幸，則武加奈子，小田 茂，秀島雅之，渕田慎也，大山 篤，俣木志朗．東京医科
歯科大学歯学部附属病院歯科医師臨床研修における総合診療研修のプログラム間の比較，第32回歯科医学教育学会学
術大会,札幌, 2013年7月12-13日．

14)	Takahiro IKAWA, Tatsuya AKIZUKI, Takanori MATSUURA, Shu HOSHI, Shogo TAKEUCHI, Wataru ONO, 
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Kiichi MARUYAMA, Shigeru ODA, Yuichi IZUMI, Alveolar ridge augmentation using random tunnel β-TCP 
block. 9th World congress for oral implantology & AAID global conference, Seoul, Korea , August 23-25, 2013.

15)	中村周平, 秀島雅之, 飯田知里, 西山 暁, 犬飼周佑, 安部友佳, 石山裕之, 稲数彩花, 三間裕子, 足立明奈, 松原 恒,  宮崎泰
成, 藤江俊秀, 上里彰仁, 玉岡明洋: 咬合力測定システムを用いた閉塞性睡眠時無呼吸症患者の口腔内装置使用に伴う経
時的な咬合状態の評価. 日本睡眠歯科学会第12回学術集会, 大阪, 2013年9月8日. 

16)	小原由紀、平野浩彦、吉田英世、大渕修一、井原一成、藤原佳典、河合　恒、小島基永、関口晴子、俣木志朗: 地域
在住高齢者の主観的口腔健康感に関連する要因の検討. 日本歯科衛生学会第8回学術大会, 兵庫, 2013年9月14-16日.

17)	星　嵩、秋月達也、松浦孝典、井川貴博、竹内祥吾、小野　彌、丸山起一、小田　茂、松井　誠、田畑泰彦、和泉雄
一. ゼラチンハイドロゲル、歯根膜細胞、rhFGF-2を併用した歯周組織再生－イヌ根分岐部骨欠損－. 日本歯周病学会
第56回秋季学術大会, 前橋, 2013年9月22日.

18)	十川裕子、竹内康雄、片桐さやか、木村文香、難波佳子、小田　茂、足達淑子、和泉雄一. 尋常性天疱瘡に歯周病を
併発した患者に歯周基本治療を行い良好な結果を得られた一症例. 日本歯周病学会第56回秋季学術大会, 前橋, 2013年9
月22日.

19)	秀島雅之, 中村周平, 飯田知里, 西山 暁, 犬飼周佑, 安部友佳, 石山裕之, 稲数彩花, 三間裕子, 足立明奈, 松原 恒,  俣木志
朗, 嶋田昌彦：快眠歯科（いびき・無呼吸）外来発足の経緯と診療概要. 第78回口腔病学会学術大会, 東京, 2013年12月
7日. 

20)	礪波健一，俣木志朗，大林尚人，橋本吉明，鵜澤成一，小林宏明，難波佳子，森本清，森薗立男，深山智子，足達淑子，
水口俊介，嶋田昌彦．東京医科歯科大学歯学部附属病院 平成24年度患者満足度アンケート調査の分析結果， 第78回口
腔病学会学術大会，東京，2013年12月7日．

21)	梅森幸, 礪波健一, 新田 浩, 荒木孝二, 俣木志朗．心電図R-R間隔の周波数分析を用いたストレスモニタについて, 第78
回口腔病学会学術大会，東京，2013年12月7日．

22)	黒佐通代, 荒木孝二, 大原里子, 礪波健一, 梅森 幸, 則武加奈子, 須永昌代, 木下淳博．ペーパー試験とコンピュータ試験
における臨床推論能力測定の相違について， 第78回口腔病学会学術大会，東京，2013年12月7日．

23)	新田　浩，鈴木允文，礪波健一，梅森 幸，則武加奈子，渕田慎也，小田　茂，秀島雅之，俣木志朗．歯科医師臨床研
修プログラムにおける「加齢と口腔機能セミナー（講義と演習）」に関するアンケート調査， 第78回口腔病学会学術大
会，東京，2013年12月7日．

24)	則武加奈子，礪波健一，大原里子，梅森 幸，荒木孝二，俣木志朗．包括臨床実習phaseⅡ初診時医療面接実習におけ
る学生の聴取傾向の変化， 第78回口腔病学会学術大会，東京，2013年12月7日．

［研究助成金］
  1)	平成25～26年度　文部科学省科研究費補助金・基盤研究（C）（一般）課題番号25330172：「発話音声から疲労度を検

出する音声セグメントに基づく疲労度評価法の開発」研究代表者　松浦 博，分担者　秀島雅之
  2)	平成25年度〜26年度．文部科学省科研究費補助金・若手研究(B)　課題番号：25861882:「吸収性β-TCP含有ゼラチン

GBR膜とFGF-2を用いた新規垂直的骨造成法の開発」研究代表者　則武加奈子
  3)	平成25年度〜27年度. 文部科学省科研究費補助金・基盤研究（C）（一般）課題番号：25463213：「IL-17AとIL-17Fバラ

ンスによる歯周炎生体防御機能の解明」研究代表者　小林宏明，分担者　小田茂
  4)	平成24年度〜26年度　文部科学省科研究費補助金・基盤研究（C）（一般）課題番号24593118：「タイムコントロール

ーナノゲルーサイトカインカクテルによる歯周組織再生療法の開発」研究代表者　小田茂
  5)	平成24～26年度　文部科学省科学研究費補助金・基盤研究（C）（一般）課題番号24592906：「義歯装着時の発音評価・

調整法の確立　－チェアサイド用構音動態可視化システムの開発－」　研究代表者　秀島雅之

［学生教育］
  1)	小田茂：平成23年度東京医科歯科大学歯学部歯学科5年生に対して，「包括臨床実習」のモジュールサブコーディネー

ターとしてオリエンテーション実施を行った，2011年10月～12月
  2)	小田茂：平成23年度東京医科歯科大学歯学部歯学科5,6年生に対して，「包括臨床実習」のモジュールサブコーディネ

ーターとしてポートフォリオのチェック，実習進行状態の管理，学生臨床セミナーの企画と実施，症例報告審査，終
了時ＯＳＣＥを実施した，2011年1月-12月

  3)	小田茂：平成23年度東京医科歯科大学歯学部歯学科5年生に対して，共用試験実施機構オスキー実施責任者としてオ
スキーを実施した（9月3日），

  4)	小田茂：平成23年度東京医科歯科大学歯学部歯学科6年生に対して，臨床実習終了時オスキー実施責任者としてオス
キーを実施した（11月5日），

  5)	小田茂：平成23年度東京医科歯科大学歯学部歯学科6年生に対して，「包括臨床実習」Phase IIIの講義を4回行った，
2011年月-3月
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  6)	小田茂：医歯理工学専攻修士課程病院実習1年生に対する歯学部附属病院見学の総括を行った（15時間），2011年7月

[その他]
Ⅰ，受賞
  1)	Yuki Ohara, Naomi Yoshida, Yoko Kono, Kumiko Sugimoto, Shiro Mataki, Hirohiko Hirano, Hiroko Imura. The 

effectiveness of oral health educational program in community-dwelling elderly with xerostomia. The 20th IAGG 
World Congress of Gerontology and Geriatrics. Best Poster Award. June 23-27, 2013, June 25 Seoul, Korea.

  2)	小原由紀, 杉本久美子, 遠藤圭子, 近藤圭子, 品田佳世子, 俣木志朗. 歯科衛生士における作業関連筋骨格系障害の実態.　
第6回学術論文優秀賞.　日本歯科衛生学会誌. 7(1):35-41,2012

Ⅱ，学内ワークショップ等
  1)	俣木志朗，新田　浩，鶴田　潤，礪波健一：平成24年度第2回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医

講習会．東京医科歯科大学歯学部附属病院主催、多摩永山情報教育センター、多摩市、2013年1月17-18日．
  2)	俣木志朗，新田　浩，鶴田　潤，礪波健一：平成25年度第1回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医

講習会．東京医科歯科大学歯学部附属病院主催、オンワード総合研究所人材開発センター、横浜市、2013年5月16-17日．
  3)	荒木孝二，俣木志朗，小田　茂，新田　浩，秀島雅之，大原里子，礪波健一，梅森　幸，則武加奈子：平成25年度東

京医科歯科大学共用試験OSCE．東京、2013年8月31日．
  4)	俣木志朗，新田　浩，鶴田　潤，礪波健一：平成25年度第2回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医

講習会．東京医科歯科大学歯学部附属病院主催、多摩永山情報教育センター、多摩市、2013年10月24-25日．
  5)	荒木孝二，俣木志朗，小田　茂，新田　浩，秀島雅之，大原里子，礪波健一，梅森　幸，則武加奈子：平成25年度東

京医科歯科大学D6終了時臨床技能達成度確認試験・OSCE．東京、2013年10月26日．

Ⅲ，学外ワークショップ，OSCE等
  1)	礪波健一（外部評価者）：平成24年度北海道医療大学共用試験OSCE. 当別町　2013年2月15-16日
  2)	俣木志朗：歯学教育認証評価シンポジウム、新潟、2013年3月5～6日
  3)	俣木志朗：平成25年度大阪大学歯学部附属病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会、吹田市、2013年6月1～2日
  4)	俣木志朗：徳島大学病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会、徳島、2013年6月15～16日
  5)	俣木志朗：平成25年度共用試験OSCE外部評価者養成ワークショップⅡ．昭和大学、東京、2013年6月22～23日．
  6)	俣木志朗：平成25年度医学・歯学教育者のためのワークショップ、文部科学省主催、東京慈恵会医科大学、2013年7

月24日　
  7)	俣木志朗、新田　浩、鶴田　潤、礪波健一、梅森　幸、関　辰明：新たな視点で歯科医院を変える　ワークショップ

で学ぶ行動科学の展開、人的資源の活用と問題解決について．東京都歯科医師会卒後研修、東京都歯科医師会主催、
2013年8月1日．

  8)	俣木志朗：共用試験歯学系OSCE新作課題策定のためのワークショップ、大阪大学歯学部、吹田市、2013年8月2～3日
  9)	俣木志朗：第7回医療コミュニケーション・ファシリテーター養成セミナー、日本歯科医学教育学会主催、名古屋、

2013年8月3～4日
10)	俣木志朗：平成25年度共用試験歯学系OSCE評価者養成ワークショップⅡ,　東北大学,　2013年8月17～18日
11)	俣木志朗：平成25年度歯科医師臨床研修プログラム責任者講習会、厚生労働省主催、富士教育研修所、裾野市、2013

年8月25～28日
12)	則武加奈子．第９回　TMDU-PHIリーダーシップコース．米国ボストン．2013年9月15-26日
13)	俣木志朗：歯学教育認証評価ワークショップ、TKPお茶の水カンファレンスセンター、東京、2013年10月19～20日
14)	俣木志朗：岡山大学病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会、岡山、2013年11月2～3日
15)	俣木志朗：平成24年度共用試験歯学系OSCE評価者養成ワークショップⅠ,　愛知学院大学歯学部,　名古屋、2013年11

月9～10日
16)	俣木　志朗：共用試験OSCE評価者養成ワークショップⅠ, 広島大学歯学部, 2013年11月30～12月1日
17)	俣木志朗：平成25年度文部科学省先導的大学改革推進委託事業シンポジウム「医療提供体制見直しに対応する医療系

教育実施のためのマネジメントの在り方に関する調査研究」医学・看護学・歯学チーム合同シンポジウム、東京医科
歯科大学、2013年12月5日

18)	俣木志朗、梅森　幸：「歯科医学教育者のためのワークショップ」日本歯科医学教育学会主催、富士教育研修所、裾
野市、2013年12月12～15日

19)	俣木志朗：平成25年度鶴見大学歯科医師臨床研修指導歯科医講習会、横浜、2013年12月21～22日

Ⅳ，大学院講義，セミナー，講習会
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  1)	俣木志朗：第32回日本歯科医学教育学会総会学術大会シンポジウム Ⅰ『診療参加型臨床実習に関する現状と課題』、
北海道大学、札幌、2013年7月12日

  2)	秀島雅之：ガイドライン策定経緯と遊離端義歯への磁性アタッチメント適用の診療ガイドライン．第23回日本磁気歯
科学会学術大会医療委員会【診療ガイドラインシンポジウム】「インプラントVS天然歯への磁性アタッチメント適用」，
2013年11月3日，登別．

  3)	俣木志朗：平成25年度九州歯科大学講義、2013年11月7日

Ⅴ．共用試験モニタリング委員
  1)	俣木志朗：共用試験歯学系OSCEモニター、九州歯科大学、北九州市、2013年3月8～9日
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歯 科 心 身 医 学 分 野
Psychosomatic Dentistry

教　　授　豊福　明
助　　教　石田　惠(〜3月)，竹之下美穂(4月〜)
医　　員　吉川達也(4月〜)，竹之下美穂(〜3月)，
　　　　　酒向絵美，倉沢(佐久間)朋美
大学院生　片桐綾乃(〜3月)，梅崎陽二朗，
　　　　　渡邉素子，鈴木スピカ(4月〜)
非常勤講師　本村春彦，片桐綾乃(4月〜)

（1）教　育
　従来、歯科における心身医学の卒前教育の重要性が強調されてきた。しかし、全国的にも精々わずかな座学のみの大学が
ほとんどで、とても十分とは言えないのが現状である。精神医学や内科領域の心身医学の単なる抜粋ではなく、歯科特有の
心身医学の体系が求められている。
　当分野では学部学生の教育においては、講義や本でかじった生半可な知識だけではなく、実体験を通じて本症を肌で感じ
取ってもらうことに主眼を置いている。早期体験実習で実際の診療場面を見学させ、6年生の包括臨床実習では、外来新患
の予診を担当し、教授診察の場でプレゼンテーションを課している。生の患者を眼前にし、当人から直接話を聞くことで、
歯科医師が担当すべき歯科心身症患者が実在すること、治療可能な疾患であること、安易に「心因性」「治らない」などと
片付けることの弊害、患者や家族の深刻な苦痛などに理解を深めさせている。また精神科に紹介すべき疾患の鑑別もできる
ようにPsychiatry In Primary Care（PIPC）を導入し、実践的な指導を心掛けている。ローテートしてきた臨床研修歯科医
師には、治療過程まで含めもう一歩踏み込んだ指導を行った。地道な取り組みではあるが、将来的には歯科心身医学の素養
を備えた本学卒業生により、本症の受療可能性の均てん化、難症例の対応能力の向上、ひいては歯科医療トラブルの減少が
期待される。
　歯科心身医学に、歯科医師としてのアイデンティティは重要である。しっかりした歯科医師としての考え方、知識、技術
に基づき、なおかつ技術偏重に陥らずに「病める人」として患者を深く理解できる歯科医師の育成を目指している。
　大学院教育においても、臨床における実践を重視し、歯科心身症を専門的に診れる歯科医師の育成とともに臨床現場で生
まれた問題提起をテーマに研究指導している。
　数の多さに流されず、1例1例を注意深く観察し、豊かな語彙で適確に描写できることを目指し、カルテ記載や紹介状・返
書の書き方にも工夫を求めている。

（2）研　究
　歯科領域における “medically and psychiatrically unexplained symptoms”。これが当分野が真に対象とする病態である。
歯科治療を契機に慢性疼痛や咬合の異常感、味覚障害や口腔内の異常感など様々な原因不明の症状が出現し、苦しんでいる
患者が大勢いる。このような患者は、歯科に行けば「心療内科へ行け」と一蹴され、心療内科や精神科では「歯の事は分か
らない」と匙を投げられ、医療難民化しているのが現状である。当分野では、このような「医療の隙間」に陥ってしまい、「ど
こへ行ったら良いのか分からなくなった」患者の病態解明と、より効果的で効率的な治療法の開発を目指している。
　当分野では「中枢からみた歯科学」をテーマに、「歯科心身症の治療技法の開発・改良および本症の病態解明」を目指し、
臨床と直結した研究を志向している。日々の診療の中で試行錯誤を繰り返しながら、病態の本質に迫るような治療技法の工
夫を続け、そこから得られた知見を元に本症の病態解明に取り組んでいる。
　本症の病態に脳内神経回路の構造やそれらの接続パターンの関与していることは間違いないと思われる。ところが酷似し
ているようで本症の症状には微妙なバリエーションがあり、薬剤の反応性、忍容性、副作用の出現にも個人差が大きいこと
がわかってきた。症状と責任病巣が必ずしも1対1対応ではなく、脳内のニューロンの異なる別個の活動状態が、主観的には
判別不能であるため酷似した訴えとして表出されるのかもしれない。臨床の段階でこのような個人差を可及的に減らしてか
ら脳機能画像研究に結び付けられるよう、臨床的評価の工夫を重ねている。
　豊富な症例数を活かし、歯科心身症と精神疾患とのcomorbidity に関する疫学的研究を継続している。本年は特に咬合の
愁訴に着目し、精神科的既往歴や当科での治療転帰を明らかにした。DPAやNaSSAなど新規向精神薬の歯科領域への応用な
ども積極的に行い、1000例以上の治療成績を解析し、よりより治療を検討している。脳機能画像研究も少しずつ軌道に乗り
始め、口腔内セネストパチーを題材に医学部精神科ならびに放射線科と共同研究の成果が、Eur Arch Psychiatry Clin 
Neurosciに掲載された。
　歯科心身症は、器質的な所見に乏しく、主観的な訴えが前面に表出されるという特性から、現時点では病態は不明な点が
多く動物実験による検証が困難である。しかし、実は末梢神経レベルの病態も未だ不明な点が多い。院生が日大歯学部口腔
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生理学教室とミネソタ大学に留学し、また九州大学分子口腔解剖学分野との共同研究を開始するなど、これまで “心因性”
と看做されがちであった三叉神経領域の慢性疼痛の生物学的基盤を末梢から見直すことも試みている。

（3）臨　床
　東京医科歯科大学歯学部附属病院の「歯科心身医療外来」にて、歯科心身症の専門的診断・治療を担当している。舌痛症、
非定型顔面痛（非定型歯痛）、口腔異常感症、顎関節症（咬合異常感）など歯科特有の患者群に力を入れている。特に歯列
矯正治療や義歯関連の不定愁訴は歯科特有の問題と捉え、近年大きな問題となってきたインプラント関連症例にも最善を尽
くしている。
　治療はTCA、SSRI、SNRI、NaSSAやSDA、DPAなどによる薬物療法に、適切な生活指導（症状への対処法など）を組み
合わせたり、必要に応じて各種心理療法を適用するなどして口腔症状の改善を図っている。難治例も増加傾向にあるが、1
例1例を大事にし、約70％の患者で比較的良好な経過が得られている。
　やはり歯科医師が担当すべき「歯科心身症」という守備範囲が存在する。歯科を受診してきても精神科で治療すべき患者
は鑑別し、適切な治療ルートに導く。しかし精神疾患に継発する口腔症状Functional somatic symptoms secondary to 
psychiatry disorderに関して精神科より依頼があれば、主治医と協力してその解決に努力するというスタンスをとっている。
口腔セネストパチーに関しては本学医学部精神神経科と連携を深め、難治性病態に対するより良い治療法の開発と病態解明
を目指している。 
　当科外来では年間約600名の新患を受け入れているが、再来患者が10000名を越すこともありマンパワー不足や外来の狭隘
が顕著となった。病院機能維持のため、やむを得ず完全紹介・予約制とさせて頂いている。首都圏はもちろん中部・関西、
果ては北海道や九州といった遠方からもご紹介頂いている。本学医学部附属病院はもとより他の大学病院や基幹病院の精神
科からの紹介も増え、症状が安定すれば逆紹介を促進し医療連携を深めている。
　歯科心身症は各科の専門医が集まり、それぞれの担当部分を分担治療すれば制圧できるという疾患ではない。中枢を巻き
込んだ歯科的症状、いわばこころと歯が複雑に絡み合った病態に対応しうる総合的歯科医療の実践を目指している。既存の
保険診療に安住せず、患者から学ぶ姿勢で先駆的な治療を取り入れる努力を続けている。より多くのニーズに応えるべく医
療連携の推進と共に、さらなる治療成績と治療効率の向上が課題である。

（４）研究業績
[原著]
  1)	Yojiro Umezaki, Ayano Katagiri, Motoko Watanabe, Miho Takenoshita, Tomomi Sakuma, Emi Sako, Yusuke Sato, 

Akira Toriihara, Akihito Uezato, Hitoshi Shibuya, Toru Nishikawa, Haruhiko Motomura, Akira Toyofuku：Brain 
perfusion asymmetry in patients with oral somatic delusions. Eur Arch of Psychiatry Clin Neurosci. 263(4)315-323, 
2013.

  2)	Katagiri A, Okamoto K, Thompson R, Bereiter DA.：Posterior hypothalamic modulation of light-evoked trigeminal 
neural activity and lacrimation.　Neuroscience. 2013 Aug 29;　246:133-41.  

  3)	Okamoto K, Thompson R, Katagiri A, Bereiter DA.：Estrogen status and psychophysical stress modify 
temporomandibular joint input to medullary dorsal horn neurons in a lamina-specific manner in female rats.　Pain. 
2013 Jul;154(7):1057-64.

  4)	梅崎陽二朗、佐藤佑介、片桐綾乃、渡邉素子、竹之下美穂、佐久間朋美、吉川達也、酒向絵美、豊福　明：アミトリ
プチリンが奏功したPhantom bite syndromeの1例。日歯心身27：44-49,2012.

  5)	渡邉素子、梅崎陽二朗、鈴木スピカ、片桐綾乃、佐久間朋美、酒向絵美、吉川達也、竹之下美穂、豊福　明：顎矯正
手術を契機に醜形恐怖が顕在化した2例。日歯心身28：2-7,2013.

  6)	片桐綾乃、梅崎陽二朗、渡邉素子、竹之下美穂、佐藤佑介、豊福　明：アリピプラゾールが奏功した口腔乾燥症（口
腔セネストパチー）の2例。日歯心身28：26-29,2013.

  7)	梅崎陽二郎、佐藤佑介、渡邉素子、片桐綾乃、竹之下美穂、佐久間朋美、吉川達也、酒向絵美、豊福　明：症状の改
善に伴い局所脳血流量の変化が見られたPhantom bite syndromeの1例。日歯心身28：30-34,2013.

[著書]
  1)	豊福　明：心身医学的病態（戸塚靖則、高戸毅、監修：口腔科学）朝倉書店、東京945-948、2013．
  2)	豊福　明　舌痛症：「著者名：コンテンツ名．監修：監修者名．今日の臨床サポート．永井良三，福井次矢，木村健

二郎，上村直実，桑島巌，今井靖，嶋田元，編．エルゼビア・ジャパン，2013（ウェブサイト：http://clinicalsup.jp/
jpoc/）」

  3)	豊福　明：Phantom bite syndrome（宮岡等、日野原重明、監修：脳とこころのプライマリ・ケア　シナジー出版、
446-452、東京2013.
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[総説]
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第54回日本神経学会学術大会、2013年5月29日～6月1日、東京.
  5)	Yojiro Umezaki, Ayano Katagiri, Motoko Watanabe, Miho Takenoshita, Tomomi Sakuma, Emi Sako, Yusuke Sato, 
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  2)	歯―薬連携勉強会　平成25年２月４日、東京医科歯科大学.
  3)	薬剤部・歯科心身医療外来勉強会　平成25年11月29日、東京医科歯科大学.

2. 一般雑誌，新聞等
  1)	豊福　明：舌がしびれる　朝日新聞どうしました2013．8.20朝刊
  2)	豊福　明：舌痛症。素晴らしい一日2014.1月号、p103．

3. その他特記すべき事項
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１）主催した大学院特別講義
  1)	「社会と脳」（理化学研究所　脳科学総合研究センター　適応知性研究チーム　藤井直敬PI）平成25年5月31日
  2)	「チームとリーダーの機能評価」（三井記念病院精神科　中嶋義文　部長）平成25年6月10日
  3)	「歯科臨床に役立つ精神医学概論」（川添記念病院精神科　本村春彦　医長）平成25年10月25日
  4)	「医療事故　ヒヤリ・ハットの情報収集による原因分析-再発防止と無過失補償による紛争解決」（公益財団法人日本医

療機能評価機構理事　医療事故防止事業部　後　信　部長）平成25年11月19日

２）学部学生講義
  1)	豊福　明：D5講義　モジュール21　全身と歯科治療：歯科医療と精神病、「歯科心身医学」「歯科心身症１・２」「精

神障害を合併した患者の歯科治療」
  2)	豊福　明：D2歯学最新情報 最新の歯科研究・臨床「心の病と歯科臨床」
  3)	豊福　明：D2-D5学年混合選択セミナー「ロボットの世界」（モジュールコーディネーター）

３）他大学への特別講義
  1)	豊福　明：豊福　明：北海道大学歯学部5年生　口腔診断内科学「歯科心身症」、平成25年5月27日
  2)	豊福　明：北海道医療大学歯学部4年生　歯科医療行動科学講義「歯科心身医学」、平成25年10月18日
  3)	豊福　明：広島大学歯学部3年生　歯科薬理学講義　「向精神薬の基礎と臨床」、　平成25年6月3日
  4)	豊福　明：朝日大学歯学部4年生　障害者歯科学「歯科心身症」、平成25年6月17日

４）学内の活動
  1)	豊福　明：歯学系教育研究臨床評価委員会委員（平成25年度）
  2)	豊福　明：歯学系個人評価委員会委員（平成25年度）
  3)	豊福　明：歯学部附属病院薬剤委員会委員長（平成25年度）
  4)	豊福　明：歯学部学生委員会委員（平成25年度）
  5)	豊福　明：医歯学総合研究科委員会委員（平成25年度）

受賞
  1)	梅崎陽二郎：平成25年度　東京医科歯科大学大学院学生研究奨励賞
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歯科医療行動科学分野
Behavioral Dentistry

教　　授　俣木志朗
准 教 授　新田　浩
大学院生　小原由紀

（１）教　育
　人間行動の特性，インフォームド・コンセントを基盤とした患者と歯科医師との関係を構築する幅広い基礎的知識の理解
と，多様な疾患を持つ患者の意識や行動様式及びその対処法について教育研究を行う．

（２）研　究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究を行っている．
１）歯科医学教育における歯科医療行動科学の体系化
　本研究の目的は，平成24年度より本学歯学部専門教育の学科目として導入された行動科学基礎の体系化と歯科医学教育
における行動科学の位置づけを明確にすることである．これまで，全人的医療の実践に必要な知識，技能，態度を習得す
るために，的確な学習目標の設定，コデンタルスタッフとの連携による教育，模擬患者実習および患者エスコート実習、
早期臨床体験実習、臨床体験実習Ⅰ,Ⅱなど、効果的な学習方略および学習評価の改善に関する研究を行っている．

２）歯科医学教育のカリキュラム開発における行動科学の応用
①より適切な学生評価の方法を検討する目的で，医療面接OSCE受験時の研修歯科医のストレスを，皮膚電位と心理テス
トを用いて解析する研究を推進した．

３）患者による病院評価と歯科臨床教育に関する研究
　本学歯学部附属病院来院患者を対象として，患者による病院評価と受療行動との関係および歯科臨床教育に対する理解
と協力との関連について検索を行った．

４）その他，歯科医療への行動科学の応用に関する研究
　全人的な歯科医療システムの構築を目標に，歯科診療中の患者および歯科医療従事者に与えるストレスの解析を皮膚電
位，発話分析，唾液中アミラーゼ活性、心電図の周波数分析等の指標を用いて行っている．また，咬合面齲蝕のデジタル
写真より齲蝕着色部の形態特性値を求め臨床的診断名との関連を検討し，歯科医師の視覚認知について行動科学的な考察
を行っている．

（３）臨　床
　歯科医療の臨床は当分野の研究テーマと密接に関連しているため，本学歯学部附属病院歯科総合診療部外来において，本
院の初診患者を診察し、受診すべき専門診療科を決定する業務、急患への対応、関連専門診療科と連携しながら包括的歯科
総合診療を行うとともに、歯学部学生および研修歯科医の臨床指導に当たっている．

（４）研究業績
[原著]
  1)	Ao A, Wakabayashi N, Nitta H, Igarashi Y. Clinical and microbiologic effects of lingual cervical coverage by 

removable partial dentures. Int J Prosthodont. 26:45-50, 2013.
  2)	Pariksha Bharti, Sayaka Katagiri, Hiroshi Nitta, Toshiyuki Nagasawa, Hiroaki Kobayashi, Yasuo Takeuchi, Hajime 

Izumiyama, Isao Uchimura, Shuji Inoue, Yuichi Izumi. Periodontal treatment with topical antibiotics improves 
glycemic control in association with elevated serum adiponectin in patients with type 2 diabetes mellitus. Obesity 
Research & Clinical Practice 7:e129-e138, 2013.

  3)	Katagiri S, Nitta H, Nagasawa T, Izumi Y, Kanazawa M, Matsuo A, Chiba H, Fukui M, Nakamura N, Oseko F, 
Kanamura N, Inagaki K, Noguchi T, Naruse K, Matsubara T, Miyazaki S, Miyauchi T, Ando Y, Hanada N, Inoue S. 
Effect of glycemic control on periodontitis in type 2 diabetic patients with periodontal disease. J Diabetes Investig. 
4:320-325, 2013. 

  4)	Yuki Ohara, Hirohiko Hirano, Yutaka Watanabe, Ayako Edahiro, Emiko Sato, Shoji Shinkai, Hiroto Yoshida and 
Shiro Mataki. Masseter muscle tension and chewing ability in older persons. Geriatrics Gerontology International  
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13:372-377,　2013
  5)	Ohara Y, Hirano H, Yoshida H, Obuchi S, Ihara K, Fujiwara Y, Mataki S. Prevalence and factors associated with 

xerostomia and hyposalivation among community-dwelling older people in Japan. Gerodontology. 2013 Dec 4. doi: 
10.1111/ger.12101. [Epub ahead of print]

  6)	Ken-ichi Tonami, Shiro Mataki. Students’ perception of clinical attire compared with those of patients and dentists. 
Jun 5. 2013, MedEdPublish (http://www.mededworld.org/MedEdWorld-Papers.aspx), Oct 9. 2013.

  7)	梅森 幸, 礪波 健一, 新田 浩, 保木 志朗. 心電図R-R間隔の周波数分析を用いた歯科治療中の患者のストレスモニタリン
グの有用性，日本歯科医療管理学会雑誌, 47巻, 280-288, 2013.

  8)	大山 篤, 須永 昌代, 木下 淳博, 新田 浩, 俣木 志朗, 荒木 孝二．臨床実習時における患者と歯学部学生との信頼関係構
築に関する国民の意識調査．日本口腔診断学会雑誌、26: 273-279, 2013.

[総説]
なし

[著書]
  1)	俣木志朗：今日の治療薬2013解説と便覧　「歯科・口腔用剤」,　南江堂,　2013年
  2)	俣木志朗：臨床病態学3巻（北村 聖 総編集）：第14章歯科・口腔系疾患　ヌーベルヒロカワ

[その他]
  1)	新田浩（監修）：歯周病はメタボや生活習慣病の原因に！口腔ケアしましょう．同業種健康保険組合連絡協議会パン

フレット．予防健康社、2013年

[学会]
  1)	Ito Y, Tonami K, Sasaki Y, Mataki S, What is behavior Science? Our investigation and study as one example, 33rd 

Myanmar Dental Conference & 14th FDI-MDA Joint Educational Meeting , Yangon, Myanmar, 2013, 1月.
  2)	小原由紀, 平野浩彦, 杉本久美子, 吉田直美, 河野葉子, 佐藤絵美子, 吉田英世, 大渕修一, 俣木志朗, 口腔乾燥感を自覚す

る地域在住高齢者への介入調査研究. 第24回日本老年歯科医学会学術大会, 大阪, 2013年6月4-6日.
  3)	俣木志朗, 診療参加型臨床実習に関する現状と課題. 第32回日本歯科医学教育学会総会学術大会シンポジウム, 札幌, 

2013年7月12日.
  4)	大山　篤, 大原里子, 新田　浩, 秀島雅之, 小田　茂, 俣木志朗, 荒木孝二, 須永昌代, 木下淳博, 歯科医師や学生の身だし

なみに関する国民の意識調査．第32回歯科医学教育学会学術大会,札幌, 2013年7月12-13日．
  5)	礪波健一，則武加奈子，大原里子，梅森 幸，荒木孝二，俣木志朗，初診実習ケースの疾病構造. 第32回歯科医学教育

学会学術大会,札幌, 2013年7月12-13日．
  6)	新田 浩，渕田慎也，鈴木允文，小田 茂，秀島雅之，礪波健一，梅森 幸，則武加奈子，大山 篤，俣木志朗，東京医科

歯科大学歯学部附属病院臨床研修プログラムのクレジット獲得点数と診療に対する意識との関連性，第32回歯科医学
教育学会学術大会,札幌, 2013年7月12-13日．

  7)	新田 浩，鈴木允文，礪波健一，梅森 幸，則武加奈子，小田 茂，秀島雅之，渕田慎也，大山 篤，俣木志. 東京医科歯
科大学歯学部附属病院歯科医師臨床研修における総合診療研修のプログラム間の比較，第32回歯科医学教育学会学術
大会,札幌, 2013年7月12-13日．

  8)	秀島雅之, 中村周平, 飯田知里, 西山 暁, 犬飼周佑, 安部友佳, 石山裕之, 稲数彩花, 三間裕子, 足立明奈, 松原 恒,  俣木志
朗, 嶋田昌彦：快眠歯科（いびき・無呼吸）外来発足の経緯と診療概要. 第78回口腔病学会学術大会, 東京, 2013年12月
7日.

  9)	礪波健一, 俣木志朗, 大林尚人, 橋本吉明, 鵜澤成一, 小林宏明, 難波佳子, 森本清, 森薗立男，深山智子，足達淑子，水口
俊介，嶋田昌彦，東京医科歯科大学歯学部附属病院 平成24年度患者満足度アンケート調査の分析結果. 第78回口腔病
学会学術大会，東京，2013年12月7日．

10)	梅森幸,礪波健一,新田 浩,荒木孝二,俣木志朗，心電図R-R間隔の周波数分析を用いたストレスモニタについて. 第78回口
腔病学会学術大会，東京，2013年12月7日．

11)	新田　浩，鈴木允文，礪波健一, 梅森 幸，則武加奈子，渕田慎也，小田　茂，秀島雅之，俣木志朗，歯科医師臨床研
修プログラムにおける「加齢と口腔機能セミナー（講義と演習）」に関するアンケート調査. 第78回口腔病学会学術大会，
東京，2013年12月7日．

12)	則武加奈子，礪波健一，大原里子，梅森 幸，荒木孝二，俣木　志朗，包括臨床実習phaseⅡ初診時医療面接実習にお
ける学生の聴取傾向の変化. 第78回口腔病学会学術大会，東京，2013年12月7日．
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[その他]
Ⅰ．受賞
  1)	Yuki Ohara, Naomi Yoshida, Yoko Kono, Kumiko Sugimoto, Shiro Mataki, Hirohiko　Hirano, Hiroko Imura. The 

effectiveness of oral health educational program in community-dwelling elderly with xerostomia. The 20th IAGG 
World Congress of Gerontology and Geriatrics. Best Poster Award. June 23-27, 2013, June 25 Seoul, Korea.

  2)	小原由紀, 杉本久美子, 遠藤圭子, 近藤圭子, 品田佳世子, 俣木志朗. 歯科衛生士における作業関連筋骨格系障害の実態.　
第6回学術論文優秀賞.　日本歯科衛生学会誌. 7(1):35-41,2012

Ⅱ．大学院講義，セミナー，講習会
  1)	新田　浩：糖尿病の合併症と医療連携に関する研修　歯周病と糖尿病． 北多摩西部保健医療圏糖尿病医療連携協議会

主催, 立川市, 2013年3月22日．
  2)	新田　浩：お口の健康が健康寿命を延ばします。万病の元「歯周病」を退治して、いきいき健康生活！ . 昭島市保健

所主催、昭島市, 2013年6月21日．
  3)	浦口良治、新田　浩：SRPハンズオンセミナー．東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー, 東京, 2013年7

月26日
  4)	新田　浩：シャープニングとSRP．東京歯科保険医協会主催, 2013年9月26日, 11月20日
  5)	新田 浩：炎症と咬合性外傷．東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー, 東京, 2013年9月27日．
  6)	新田　浩：正しい保険診療報酬．東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー．東京, 2013年4月5日, 10月1日．
  7)	俣木志朗：平成25年度九州歯科大学講義, 2013年11月7日
  8)	新田 浩：スケーリング・ルートプレーニングとシャープニング．東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナ

ー, 東京, 2013年6月14日, 11月15日．
  9)	新田　浩：口腔内写真の撮影法．東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー．東京, 2013年4月12, 26日．

Ⅲ．学内ワークショップ等
  1)	俣木志朗，新田　浩，礪波健一，鶴田　潤：平成24年度第2回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医

講習会，東京医科歯科大学歯学部附属病院主催，多摩永山情報教育センター，東京，2013年1月17-18日
  2)	俣木志朗，新田　浩，礪波健一，鶴田　潤：平成25年度第1回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医

講習会，東京医科歯科大学歯学部附属病院主催，オンワード総合研究所　人財開発センター, 横浜市, 2013年5月16-17
日

  3)	荒木孝二，俣木志朗，小田　茂，新田　浩，秀島雅之，大原里子，礪波健一，梅森　幸，則武加奈子：平成25年度東
京医科歯科大学共用試験OSCE，東京，2013年8月31日，

  4)	俣木志朗，新田　浩，礪波健一，鶴田　潤：平成24年度第2回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医
講習会，東京医科歯科大学歯学部附属病院主催，多摩永山情報教育センター，東京，2013年10月24～25日

  5)	荒木孝二，俣木志朗，小田　茂，新田　浩，秀島雅之，大原里子，礪波健一，梅森　幸，則武加奈子：平成25年度東
京医科歯科大学D6終了時臨床技能達成度確認試験・OSCE, 東京, 2013年10月26日．

Ⅳ．学外ワークショップ、OSCE等
  1)	俣木志朗：歯学教育認証評価シンポジウム, 新潟, 2013年3月5～6日
  2)	俣木志朗：共用試験歯学系OSCEモニター, 九州歯科大学, 北九州市, 2013年3月8～9日
  3)	新田　浩:九州歯科大学共用試験OSCE外部評価者, 北九州, 2013年3月9日
  4)	俣木志朗：平成25年度大阪大学歯学部附属病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会, 吹田市, 2013年6月1～2日
  5)	俣木志朗：徳島大学病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会, 徳島, 2013年6月15～16日
  6)	俣木志朗：平成25年度共用試験OSCE外部評価者養成ワークショップⅡ, 昭和大学, 東京, 2013年6月22～23日．
  7)	俣木志朗：平成25年度医学・歯学教育者のためのワークショップ, 文部科学省主催, 東京慈恵会医科大学, 2013年7月24

日　
  8)	俣木志朗, 新田　浩, 鶴田　潤, 礪波健一, 梅森　幸, 関　辰明：平成25年度東京都歯科医師会卒後研修会, 東京医科歯科

大学, 2013年8月1日
  9)	俣木志朗：共用試験歯学系OSCE新作課題策定のためのワークショップ, 大阪大学歯学部, 吹田市, 2013年8月2～3日
10)	俣木志朗：第7回医療コミュニケーション・ファシリテーター養成セミナー, 日本歯科医学教育学会主催, 名古屋, 2013

年8月3～4日
11)	俣木志朗：平成25年度共用試験歯学系OSCE評価者養成ワークショップⅡ,　東北大学,　2013年8月17～18日
12)	俣木志朗：平成25年度歯科医師臨床研修プログラム責任者講習会, 厚生労働省主催, 富士教育研修所, 裾野市, 2013年8
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月25～28日
13)	俣木志朗：歯学教育認証評価ワークショップ, TKPお茶の水カンファレンスセンター, 東京, 2013年10月19～20日
14)	新田　浩：臨床研修相互評価　評価者東北大学, 2013年10月31日．
15)	新田　浩：第19回歯科医師臨床研修指導歯科医講習会タスクフォース, 神奈川歯科大学主催, 横須賀市, 2013年11月2-3

日
16)	俣木志朗：岡山大学病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会, 岡山, 2013年11月2～3日
17)	俣木志朗：平成24年度共用試験歯学系OSCE評価者養成ワークショップⅠ, 愛知学院大学歯学部, 名古屋, 2013年11月9

～10日
18)	俣木　志朗：共用試験OSCE評価者養成ワークショップⅠ, 広島大学歯学部, 2013年11月30～12月1日
19)	俣木志朗：平成25年度文部科学省先導的大学改革推進委託事業シンポジウム「医療提供体制見直しに対応する医療系

教育実施のためのマネジメントの在り方に関する調査研究」医学・看護学・歯学チーム合同シンポジウム, 東京医科
歯科大学, 2013年12月5日

20)	俣木志朗、梅森　幸：「歯科医学教育者のためのワークショップ」日本歯科医学教育学会主催, 富士教育研修所, 裾野
市, 2013年12月12～15日

21)	俣木志朗：平成25年度鶴見大学歯科医師臨床研修指導歯科医講習会, 横浜, 2013年12月21～22日

Ⅴ．テレビ
  1)	新田　浩：歯のトラブル, 健康カプセル元気の時間, TBSテレビ, 東京, 2013年11月24日．
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顎関節口腔機能学分野
Temporomandibular Joint and Oral Function

准 教 授　木野孔司
助　　教　西山　暁
医　　員　木村浩子，戸辺昌子，大友奈津子
臨床准教授　渋谷寿久
非常勤講師(大学院)　羽毛田匡，石川高行，神山美穂
非常勤講師(学部)　高岡美智子，太田武信
大学院生　塚越　香
大学院研究生　梁　珊珊

（１）教育：
　歯学部，医学部，歯科技工士学校学生ならびに臨床研修医に対して，顎関節疾患に関する講義を実施している．ここでは，
診断，治療に関する基礎知識の習得を教育の方針としている．歯学部学生を対象に，顎関節症患者の病因・病態の多元的評
価を，多変量解析を用いて検討する方法習得を目的として実習を行っている．臨床研修医を対象に，顎関節疾患のうち，来
院患者の大多数を占める顎関節症について，診査，診断，治療，口腔内装置製作方法習得を目的として実習を行っている．

（２）研究：
　本治療部では以下のテーマについて研究を実施している．
１．顎関節症患者の多元的評価に用いる調査票の開発
　顎関節症患者を病態の評価に加えて，寄与因子（病因）としての日常生活障害程度，食品摂取困難度，疼痛持続期間，疼
痛の性質，精神心理状態，習慣や習癖，職場環境等から評価するための調査票の信頼性，妥当性の検討を行い，有効な調査
表を開発する．
２．就労環境（特にVisual display Terminal:VDT作業）と顎関節症との関連について企業調査を行い，心理社会的要因など
も踏まえた多元的な相関関係について検討する．
３．顎関節症患者における不安・抑うつとその予測因子について
　症状の維持や永続化に関与する不安や抑うつ状態を初診段階で予測するための要因を検討する．
４．夜間ブラキシズムとその他要因との関係
　携帯筋電計を用いて睡眠中のブラキシズムに伴う筋活動を計測し，不安状態や習慣・習癖等との関連性を検討する． 
５．理学療法の有効性に関する検討
　顎関節症治療における理学療法としての運動療法の有効性について，従来の治療との比較検討を行う．
６．咬みあわせ異常感に関与する咬合，心理，社会的因子の検討
　咬みあわせ異常感患者が，異常感なし患者と比較して，顎口腔系因子，心理的因子，生活社会因子に有する特性を検討する．

（３）臨床：
　東京医科歯科大学歯学部附属病院顎関節治療部には年間2,000名を越える顎関節疾患患者が来院している．顎関節症患者が
その約8割を占め，臨床検査および画像検査より顎関節症症型分類を行い病態の診断を行う．加えて，顎関節症発症におけ
る多因子性を考慮し，寄与因子となる異常習癖，心理的因子，社会的因子等について，詳細に抽出，評価し病因の診断を行う．
これら病態，病因診断に基づき治療計画を立案し，個々の寄与因子に重み付けを行った患者指導，病態に応じた薬物療法，
運動療法，咬合治療，外科療法を適宜選択し，患者個人に適した，オーダーメイド治療を推進している．また，顎関節症以
外の，はぎしり，咬み合わせ異常感，慢性口腔顔面痛の患者が増加傾向にあり，心理的因子も含めた多元的評価を行い，精
神医学領域との連携も含めた治療を行っている．

（４）研究業績
[原著]
  1. 	Yuasa H, Kino K, Kubota E, Kakudo K, Sugisaki M, Nishiyama A,  Matsuka Y, Ogi N, The Evidence-based Clinical 

Practice Guidelines Task Force, The Japanese Society for the Temporomandibular Joint, Tokyo, Japan. Primary 
treatment of temporomandibular disorders: The Japanese Society for the temporomandibular joint evidence-based 
clinical practice guidelines, 2nd edition, Japanese Dental Science Review 2013; 49: 89-98.

  2. 	Hayashi K, Sugisaki M, Kino K, Ishikawa T, Sugisaki M, Abe S. Absence of the articular disc in the Tasmanian devil 
temporomandibular joint. Anat Histol Embryol 2013; Feb 26. doi: 10.1111/ahe.12031. [Epub ahead of print].
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  3. 	AKIRA NISHIYAMA, KOJI KINO, KAORI TSUKAGOSHI, SHOKO TOBE & NATSUKO OTOMO. Effect of 
water-soluble titanium microparticle-permeated tape on temporomandibular disorders-related pain: A preliminary 
study. Acta Odontologica Scandinavica. 2013; Early Online, 1–4.

[著書]
  1. 	木野孔司．８顎関節疾患．池邊哲郎，他編．新・歯科衛生士教育マニュアル　口腔外科学・歯科麻酔学．クインテッ

センス出版，東京，2013，120-9.
  2.	 木野孔司．３顎関節疾患．北村　聖，他編．臨床病態学第2版　14歯科・口腔系疾患．ヌーベルヒロカワ，東京，

2013，597-603.
  3.	 木野孔司，齋藤　博．100歳まで自分の歯を残す４つの方法．健康ライブリー図解シリーズ．講談社，東京，2013．
  4.	 木野孔司．8顎関節症と肩こり．森本昌宏編．肩こりの臨床　関連各科からのアプローチ．克誠堂出版，東京，2013，

83-8．
  5.	 木野孔司，齋藤　博，佐藤文明，西山　暁．TCHのコントロールで治す顎関節症．医歯薬出版，東京，2013．
  6.	 木野孔司．1)多因子説，2)リスク要因，1-4顎関節症の発症メカニズムと症候，継発する病態．一般社団法人日本顎関

節学会編　新編顎関節症，永末書店，京都，2013，16-7．
  7.	 木野孔司．1)ホームケア，3生活指導および習癖の指導．一般社団法人日本顎関節学会編　新編顎関節症，永末書店，

京都，2013，138．
  8.	 西山　暁．「VDT作業が顎関節症の発症・持続・悪化に与える影響」．日本歯科医師会雑誌8月号．

[学会]
  1.	 西山　暁，木野孔司，塚越　香，杉崎正志．顎関節症における就労環境の影響．第86回日本産業衛生学会．2013年5

月17日．松山．ポスター発表優秀賞
  2.	 西山　暁，木野孔司．Tandospironeの投与により睡眠時ブラキシズムに関連した症状が軽減した症例．日本睡眠学会

第38回定期学術集会．2013年6月27日．秋田．
  3.	 犬飼 周佑，西山 暁，安部 友佳，石山 裕之，中村 周平，秀島 雅之，藤江 俊秀，上里 彰仁，玉岡 明洋，宮崎 泰成．

OA療法予定のOSA患者に対する睡眠の客観的評価と主観的評価との関連について．日本睡眠学会第38回定期学術集
会．2013年6月27日．秋田．

  4.	 来間恵里，杉崎正志，高野直久，林　勝彦，竹内理華，玉井和樹，木野孔司，西山　暁．東京都内一般歯科診療所受
診者における顎関節症患者背景因子の年次推移．第26回一般社団法人日本顎関節学会総会．2013年7月20日，東京．

  5.	 和気　創，儀武啓幸，佐藤文明，中久木康一，和気裕之，小林明子，木野孔司，原田　清．当科における顎関節治療
-2011年と1993年の比較-．第26回一般社団法人日本顎関節学会総会．2013年7月20日，東京．

  6.	 塚越　香，西山　暁，木野孔司，戸辺昌子，大友奈津子，木村浩子．顎関節症スクリーニング質問票を用いた顎関節
症患者調査．第26回日本顎関節学会総会・学術大会．2013年7月20日．東京

  7.	 木村浩子．顎関節症専門外来を受診した患者の傾向と治療の実際, 第18回日本心療内科学会総会・学術大会, 2013年12
月７日, 名古屋

[研究助成金]
  1.	 西山　暁：文部科学省科学研究費補助金：基盤研究（C）VDT作業が顎関節症の発症・持続・悪化に与える影響を探

る
  2.	 木野孔司：文部科学省科学研究費補助金：基盤研究（C）携帯型筋電図計を用いた睡眠時ブラキシズムの診断基準を

確立する
  3.	 木野孔司．西山　暁：文部科学省科学研究費補助金：基盤研究（Ｂ）睡眠時ブラキシズム発症に関与する因子構造の

解析

[その他]
（講義）

  1.	 木野孔司．臨床研究における統計．鶴見大学大学院講義．2013年9月17日

（講演）
  1.	 木野孔司．顎関節症への新しい対応．小金井歯科医師会講演。2013年6月1日．
  2.	 木野孔司．顎関節症への新しい対応．玉川歯科医師会講演。2013年5月21日．
  3.	 木野孔司，佐藤文明，西山　暁．TCH -痛みが消える　歯が長持ちする　歯科が変わる-．東京医科歯科大学歯学部同

窓会講演．2013年9月1日．
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  4.	 木野孔司．顎関節症への新しい対応．相模原歯科医師会講演。2013年11月14日．
  5.	 羽毛田　匡．顎関節症の初期治療は今後どうあるべきか－運動療法の適応と今後の展開．第26回日本顎関節学会学術

大会シンポジウム．2013年7月20日．
  6.	 羽毛田　匡．実践　顎関節症治療‐スプリント・運動療法・TCH‐．北佐久歯科医師会学術講演会．2013年9月28日．
  7.	 西山　暁．TMDの診査・診断．EPSDC診断学コース．子供の城．2013年2月17日．
  8.	 西山　暁．愛知県保険医協会歯科学研究会．保険医協会伏見会議室．2013年3月3日．
  9.	 西山　暁．香川県高松市歯科医師会学術講演会．高松市歯科救急医療センター．2013年8月3日．
10.	 西山　暁．顎関節症へのアプローチ！～力のコントロールとしての “ＴＣＨ” ～．浜松市保険医協会講演会．浜松市

福祉交流センター．2013年12月6日．

（テレビ出演）
  1.	 NHK「おはよう日本」顎関節治療部でのＴＣＨ治療．2013年12月17日．

（一般雑誌）
  1.	 木野孔司．特集　歯と治療をこわすクセ！　nico 2013; 74: 6-23.
  2. 	木野孔司．頭痛や肩こりは「〇〇癖」のせい？WebR25　2013.3.20.
  3. 	木野孔司．顎関節症．今日からはじめる健康生活　第16回　3分クッキング　日本テレビ，　東京，2013；7：112-3．
  4. 	木野孔司．顎関節症．Womenʼs CLINIC Vol136 レタスクラブ　角川マガジンズ，東京，2013；778：121．
  5. 	木野孔司．顎関節症．カラダ健康塾　ザ・テルミー　鐵五郎企画　東京，2013；391：11-3．
  6. 	齋藤博之，齋藤　博，木野孔司．TCHのコントロールを日常臨床に取り入れる．歯界展望 2013; 122: 704-9.

（主催した研究会，学会）
  1.	 第26回一般社団法人日本顎関節学会，一橋ホール，2013年7月20，21日
  2. 	次世代の顎関節症治療を考える会第3回研修会，本学，2013年10月13日
  3. 	第92回顎関節勉強会，本学，2013.12.16

（学術活動）
  1.	 木野孔司．日本顎関節学会評議員
  2. 	木野孔司．日本顎関節学会理事
  3. 	木野孔司．日本顎関節学会　顎関節症初期治療ガイドライン作成委員会委員長
  4. 	西山　暁．日本顎関節学会　顎関節症初期治療ガイドライン作成委員会委員
  5. 	西山　暁．日本顎関節学会　渉外委員会委員　Seeds委員会委員長　
  6. 	西山　暁．日本補綴歯科学会　診療ガイドライン委員会エキスパートパネル
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先駆的医療人材育成分野
Professional Development in Health Sciences

教　　授　高田和生
准 教 授　鶴田　潤，中川美奈
講　　師　山口久美子

（１）教　育　＊2013年10月１日分野設置（2013年10〜12月分）
担当科目　
学部教育：
・医学部医学科　１年　医学導入（講義）
・医学部医学科　２年　人体構造総論・人体解剖学・人体解剖学実習
・医学部医学科　３年　消化器ブロック
・医学部医学科　４年　消化器ブロック、プロジェクトセメスター
・歯学部歯学科　５年　臨床実習III　CC総論（講義・運営）
・歯学部歯学科　６年　臨床実習III　CC
・歯学部歯学科　３年　病態科学演習（講義・運営）
・歯学部歯学科　５年　包括臨床実習Phase1（臨床指導）
　（運営補助）
・医学部医学科　１年　医学導入
・医歯学融合教育２年　医歯学基盤教育（臨床統計、グローバル・コミュニケーション）、頭頸部基礎
・医歯学融合教育３年　医歯学基盤教育（臨床統計、グローバル・コミュニケーション）、頭頸部臨床、老年医学

大学院教育：【修士課程】＊
　　　　　　【博士課程】＊
その他：　　【担当授業】（修士：人体口腔形態学）（博士：消化器病態学分野）
　＊2013年10月１日に分野設置され2014年4月開講予定のため、実施なし。

（２）研　究
本分野の具体的研究テーマは、次の通りである。
１．次世代の医療ニーズ同定のための調査と研究
２．次世代の医療ニーズに即した医師・歯科医師および生命科学研究者育成のための教育カリキュラムの研究 
３．医療専門職種間連携およびそのための教育カリキュラムの研究
４．医療専門職種間連携のための学習方略の開発と運用

（３）研究業績
【原著】

  1.	 Muro S, Yamaguchi K, Nakajima Y, Watanabe K, Harada M, Nimura A, Akita K.　Dynamic intersection of the 
longitudinal muscle and external anal sphincter in the layered structure of the anal canal posterior wall.　Surg 
Radiol Anat. 2013 Nov 21.

  2.	 Mizoguchi, F., K. Takada, K. Ishikawa, H. Mizusawa, H. Kohsaka, N. Miyasaka, “A case of dermatomyositis with 
rhabdomyolysis, rescued by intravenous immunoglobulin”．Mod Rheumatol, epub 2013 Nov 5

  3.	 Yasuhiro Asahina, Kaoru Tsuchiya, Takashi　Nishimura, Masaru Muraoka, Yuichiro Suzuki, Nobuharu Tamaki, 
Yutaka Yasui, Takanori Hosokawa, Ken Ueda, Hiroyuki Nakanishi, Jun Itakura, Yuka Takahashi, Masayuki 
Kurosaki, Nobuyuki Enomoto, Mina Nakagawa, Sei Kakinuma, Mamoru Watanabe and Namiki Izumi: Genetic 
variation near interleukin 28B and the risk of hepatocellular carcinoma in patients with chronic hepatitis C. Journal 
of Gastroenterology 2013; 58:1253-62, doi: 10.1002/hep.26442.

  4.	 Yasuhiro Asahina, Mina Nakagawa, Sei Kakinuma, Mamoru Watanabe: Polymorphism near the interleukin 28B gene 
and anti-hepatitis C viral response. Journal of Clinical and Translational Hepatology 2013

  5.	 Kurosaki M, Tanaka Y, Nishida N, Sakamoto N, Enomoto N, Matsuura K, Asahina Y, Nakagawa M, Watanabe M, 
Sakamoto M, Maekawa S, Tokunaga K, Mizokami M, Izumi N.:Model incorporating the ITPA genotype identifies 
patients at high risk of anemia and treatment failure with pegylated-interferon plus ribavirin therapy for chronic 
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hepatitis C. J Med Virol. 2013; 85:449-58. doi: 10.1002/jmv.23497. 
  6.	 Asahina Y, Tsuchiya K, Nishimura T, Muraoka M, Suzuki Y, Tamaki N, Yasui Y, Hosokawa T, Ueda K, Nakanishi 

H, Itakura J, Takahashi Y, Kurosaki M, Enomoto N, Nakagawa M, Kakinuma S, Watanabe M, Izumi N.α-fetoprotein 
levels after interferon therapy and risk of hepatocarcinogenesis in chronic hepatitis C. Hepatology. 2013;58:1253-62, 
Epub, doi: 10.1002/hep.26442.

  7.	 Kiyohashi K, Kakinuma S, Kamiya A, Sakamoto N, Nitta S, Yamanaka H, Yoshino K, Fijiki J, Murakawa M, Kusano-
Kitazume A, Shimizu H, Okamoto R, Azuma S, Nakagawa M, Asahina Y, Tanimizu N, Kikuchi A, Nakauchi H, and 
Watanabe M. Wnt5a Signaling Mediates Biliary Differentiation of Fetal Hepatic Stem/Progenitor Cells. Hepatology 
2013;57:2502-13. doi: 10.1002/hep.26293. 

  8.	 Nitta S, Sakamoto N, Nakagawa M, Kakinuma S, Mishima K, Kusano-Kitazume A, Kiyohashi K, Murakawa M, 
Nishimura-Sakurai Y, Azuma S, Tasaka-Fujita M, Asahina Y, Yoneyama M, Fujita T, Watanabe M: Hepatitis C 
virus NS4B protein targets STING and abrogates RIG-I-mediated type-I interferon-dependent innate immunity. 
Hepatology; 2013; 57:46-58, doi: 10.1002/hep.26017.

【総説】
  1.	 田崎篤, 二村昭元, 望月智之, 加藤龍一, 山口久美子, 菅谷啓之, 黒田栄史, 秋田 恵一.【肩関節疾患の最前線】 (Part1)肩関

節疾患の基礎的研究　肩関節神経走行(肩甲上神経を中心に) Bone Joint Nerve(2186-1110)3巻4号 Page611-615(2013.10)
  2.	 朝比奈靖浩、中川美奈、渡辺守；特集II／C型慢性肝炎に対するTelaprevir/Peg-IFN/RBV3剤併用療法〜難治性C型肝

炎におけるテラプレビル3剤併用療法の効果と安全性：消化器内科57:367-370, 2013
  3.	 朝比奈靖浩、中川美奈、渡辺守；特集／消化器薬―新時代の治療指針〜C型肝炎：medicina 51巻1号別刷70-74、2014 

医学書院
  4.	 中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺守；特集／ウイルス肝炎診療の最前線と今後の展開〜日常診療のポイントと知っておき

たい最新情報：内科113: 632-635. 2014
  5.	 中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺守；Cyclophilin阻害剤　特集／C型肝炎治療2014：経口抗ウイルス薬時代の到来: 肝胆膵

67巻6号（2013年12月特大号）964-971,2013

（４）その他
【研修会】

  1.	 歯学部歯学科５年　合宿研修　運営・タスクフォース、2013.10.3〜4

【講演】
  1.	 RA鑑別疾患対策講演会（熊本市）、高田和生、「多発性筋炎・皮膚筋炎に合併する間質性肺炎の治療」2013年10月17

日
  2.	 Russia-Japan Forum、Introduction of Tokyo Medical and Dental University, Jun Tsuruta, 2013.10.29.東京
  3.	 リウマチセミナー IN OKINAWA、高田和生、「ステロイド・免疫抑制剤の使い方」2013年11月23日
  4.	 リウマチセミナー IN OKINAWA、高田和生、「抗リン脂質抗体症候群」2013年11月23日
  5.	 平成25年度文部科学省　先導的大学改革推進委託事業 医療提供体制見直しに対応する医療系教育実施のためのマネジ

メントの在り方に関する調査研究 医学・看護学・歯学チーム合同シンポジウム、鶴田潤、シンポジウム３「医歯学融
合教育における多職種連携教育―東京医科歯科大学―、2013.12.5.東京

  6.	 大分県臼津歯科医師会スタッフ研修セミナー、鶴田潤、必要とされる歯科医療とは何か。～これからの歯科医療を考
えよう！、2013.12.7.大分

  7.	 第12回御茶ノ水消化器疾患先端医療研究会　「C型慢性肝炎に対するテラプレビル併用3剤治療の効果と副作用の検討」
2013.2. ２.東京

  8.	 第13回御茶ノ水リバーカンファレンス「御茶ノ水リバーカンファレンスから発信する高齢化社会の実臨床に則したC
型慢性肝炎の治療戦略」2013.9.28 東京
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神 経 機 能 形 態 学 分 野
Neuroanatomy and Cellular Neurobiology

教　　授　寺田純雄
助　　教　川岸将彦，齊藤健太，佐藤啓介
大学院生   寺石俊也(～3月)
大学院生医歯学特別研究員(MD-PhDコース)
　　　　　佐藤文哉(4月～)

（１）教育
　2005年9月の教授着任を契機として組織を改組し、分野名称を旧神経解剖学分野から上記に変更した。医学部医学科第三
学年対象の学部教育においては、旧神経解剖学分野が担当していた神経科学（神経構造）の分担を引き継ぎ、本学の新しい
カリキュラムの特徴である神経科学コ－スのうちの形態学という観点から神経解剖学の教育を行っている。特に種々の神経
機能が発現するための形態的な基礎を与えることを主眼としている。カリキュラム変更に伴い、2012年より医学部医学科第
二学年を対象として、新たに「神経解剖学」と科目名を変更、内容を拡充した。
　具体的には、まず神経発生学から始まり、神経細胞学、神経組織学という総論的事項にもとづき、主として中枢神経系を
脊髄から大脳皮質に段階を追って上り、細胞構築、神経伝導路の理解をはかっている。その上で、それぞれの伝導路が複合
体としてどのように神経系というシステムを形成しているか、いいかえれば構造的な単位としての神経線維連絡が、神経系
においてどのような機能的な位置をしめるかを、俯瞰的に理解してもらうことを目標としている。
　その為、従来の系統講義と実習講義をまとめて講義内容の重複を抑え、実習にかける時間を増やすことにより、複雑な脳
の形態を実感できるように心がけている。講義と、その直後につづく実習における系統的な肉眼解剖学的剖出操作と観察、
及び、肉眼解剖学的観察と同一箇所の神経組織切片の顕微鏡観察によって、マクロからミクロに至る連続的な理解のはかっ
た上で、最終的にはスライス標本などにより、臨床的な事項との橋渡しにも配慮している。必要な教材、組織切片標本に関
しては、学内外の形態学関係諸教室の御協力を得て、継続的に作成、拡充に努力している。また以上に加えて八木沼洋行福
島県立医大教授、武井陽介東京大学准教授に特別講義をお願いしている他、当分野出身の大竹一嘉非常勤講師の御協力を仰
いで教育運営にあたっている。更に新カリキュラムから、最新の顕微測光法を利用した形態学研究の紹介を行っている。
　また通常の医学科向け学部教育とは別に医学科第四学年のプロジェクトセメスターとして半年弱の期間、特に神経科学に
興味をもった学生の研究活動を指導している他、2009年より、医学部保健衛生学科検査技術学専攻第二学年の人体構造学実
習の一部（神経解剖学）を担当している。また2013年より、医学科第二学年対象の研究実践プログラムにおける学生指導を
開始している。
　大学院教育としては、光学顕微鏡や電子顕微鏡などの形態学的研究を基盤としつつ、より分子細胞生物学的な手法を取り
入れ、生体の機能に迫る研究となるよう、環境の整備に注力してきた。テーマは、蛋白質の細胞内輸送と品質管理のクロス
トーク機構の解明や、神経特異的低分子量Ｇ蛋白質の機能解明、細胞内分子間ネットワークを可視化する新しい顕微鏡の開
発など、新しい分野を形成する可能性のあるものに特に力を入れている。また修士課程学生に対し、形態学入門コース（人
体形態学）を編成、担当している。

（２）研究
　神経系を中心に形態学的な観点から、新しい分子や現象を見つける、観察法を開発する、という姿勢で研究を進めている。
具体的テーマとしては
ａ）蛋白質の細胞内輸送と品質管理のクロストーク機構、神経変性の制御機構の解明
ｂ）生体内における細胞内分子間ネットワークをリアルタイムで検出する新たな解析手法の開発
ｃ）神経特異的低分子量Ｇ蛋白質の分子細胞生物学的解析
ｄ）蛍光測光法にかわる新たな分光法を利用した生体分子局在の観測手法の開発
ｅ）細胞骨格蛋白質に関連する新規細胞形態制御因子の探索
ｆ）吸入麻酔薬の動態可視化と作用機構の解明
などが挙げられる。

（３）研究業績
[原著]
  1. 	永井健治、齊藤健太、初谷紀幸： 化学発光タンパク質の高輝度化とバイオイメージングへの展開 顕微鏡, 48(3), 1-3 

(2013)
  2. 	T. Matsuda, K. Horikawa, K. Saito, and T. Nagai: Highlighted Ca2+ imaging with a genetically encoded ‘caged’ 
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indicator. Scientific Report, 3: 1398 (2013).
  3. 	M Yamanaka, K. Saito, N.I. Smith, S. Kawata, T. Nagai, and K. Fujita: Saturated excitation (SAX) of fluorescent 

proteins for sub-diffraction-limited imaging of living cells in three dimensions. Interface Focus, 3: 20130007 (2013).
  4. 	K. Saito, Y. Higuchi, Y. Arai, and T. Nagai: Video-rate imaging of luminescent tumour cells in freely moving 

unshaved mice. Protocol Exchange, (2013).

[著書]

[総説]
  1. 	寺田純雄．「神経特異的中間径フィラメント蛋白質の細胞内動態」　ブレインサイエンス・レビュー2013 ブレインサイ

エンス振興財団、123-154ページ 2013年2月
  2.	 小林　靖，寺田純雄．神経解剖学の見方、考え方　脳神経核 7：特殊体性感覚性（2）クリニカルニューロサイエンス

　31巻1号4－5ページ、2013年
  3.	 小林　靖，寺田純雄．神経解剖学の見方、考え方　脳神経核 8：特殊体性感覚性（3） 同31巻2号130-131ページ、2013

年
  4.	 小林　靖，寺田純雄．神経解剖学の見方、考え方　脳幹の聴覚伝導路　同31巻3号258-259ページ、2013年
  5.	 寺田純雄，小林　靖．神経解剖学の見方、考え方  脳幹網様体（1）分布と構成の概略  同31巻4号378-379ページ、

2013年
  6.	 寺田純雄，小林　靖．神経解剖学の見方、考え方  脳幹網様体（2）機能の概要　同31巻5号498-499ページ、2013年
  7.	 寺田純雄，小林　靖．神経解剖学の見方、考え方　縫線核　同31巻6号634-635ページ、2013年
  8.	 寺田純雄，小林　靖．神経解剖学の見方、考え方　青斑核　同31巻7号746-747ページ、2013年
  9.	 小林　靖，寺田純雄．神経解剖学の見方、考え方　菱脳唇に由来する構造　 　同31巻8号866-867ページ、2013年
10.	 寺田純雄，小林　靖．神経解剖学の見方、考え方　上丘（1）同31巻9号996-997ページ、2013年
11.	 寺田純雄，小林　靖．神経解剖学の見方、考え方  上丘（2）同31巻10号1114-1115ページ、2013年
12.	 寺田純雄，小林　靖．神経解剖学の見方、考え方  眼球運動に関連する構造（1）同31巻11号1234-1235ページ、2013年
13.	 寺田純雄，小林　靖．神経解剖学の見方、考え方  眼球運動に関連する構造（2）同31巻12号1350-1351ページ、2013年

[学会]
(国内)
  1. 	齊藤健太、小椋俊彦、寺田純雄:　新規超解像顕微鏡を利用したラベルフリー細胞観察、第118回日本解剖学会総会・

全国学術集会、高松、2013年3月
  2.	 佐藤啓介、Martin Lowe:  Functional characterisation of the golgin GMAP-210　第118回日本解剖学会総会・全国学

術集会、高松、2013年3月
  3.	 佐藤文哉、谷　知己、寺田純雄: ニューロフィラメントの細胞内動態の観察　第118回日本解剖学会総会・全国学術集会、

高松、2013年3月

（国際学会）

［研究助成金］
  1. 	文部科学研究費補助金 新学術領域研究：課題番号23113501　「分割Rluc-Venusを用いたシナプス形成・消失のリアル

タイムイメージング」　研究代表者　齊藤健太
  2.	 武田科学振興財団　ビジョナリーリサーチ助成「ニューロフィラメント動態制御機構の解明と神経変性初期変化診断・

治療法への展開」研究代表者　寺田純雄
  3.	 独立行政法人科学技術振興機構研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム）領域非特定型（機器開

発タイプ） 「分子構造指標を用いた生体関連分子の細胞内動態観察装置の開発」受託研究　研究分担者　寺田純雄
  4.	 独立行政法人日本学術振興会 科学研究費助成事業 (学術研究助成基金助成金) 挑戦的萌芽研究: 研究課題番号：

25670089　「非線型ラマン分光法による生体組織内における薬剤分子局在の可視化」　研究代表者: 川岸将彦
  5.	 独立行政法人日本学術振興会　二国間交流事業共同研究　オープンパートナーシップ共同研究　アメリカ合衆国との

共同研究（NIH・NSF）　先進的顕微分光法による顕微鏡開発と応用に関する共同研究　代表者　寺田純雄

［その他］
〈セミナー〉

  1.	 医学部特別講義. 脳幹の神経解剖学のまとめ、前庭覚と聴覚. 八木沼洋行（福島県立医科大学医学部医学科神経解剖・
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発生学講座教授）. 2013年12月
  2.	 医学部特別講義. 神経系の発生各論．武井陽介（東京大学大学院医学系研究科細胞生物学・解剖学講座准教授）．2013

年1月
  3.	 ONSAセミナー（大学院特別講義）．近赤外の量子ドット（Qdot）の基礎～生体蛍光イメージングへの応用　神　隆（理

化学研究所生命システム研究センター、ナノバイオ研究チームチームリーダー）．2013年10月
  4.	 ONSAセミナー（大学院特別講義）．覚醒動物における運動野回路イメージング　松崎政紀（基礎生物学研究所光脳回

路研究部門　教授）2013年10月

〈招待講演〉
（海外・国際）

（国内）
  1.	 齊藤健太:　明るい発光タンパク質Nano-lantern（ナノ・ランタン）の開発とバイオイメージングへの応用、CBIR若手

インスパイアシンポジウム　東京　2013年2月
  2.	 齊藤健太:　明るい発光タンパク質Nano-lanternの開発とバイオイメージングへの応用、第34・35回分子病態医学セミ

ナー、愛媛大学・大学院医学研究科、愛媛県・東温市、2013年3月
  3.	 齊藤健太:　CARSによる小分子生理活性物質(薬剤)局在の可視化の試み、新学術領域ナノメディシン分子科学セミナ

ー、東京医科歯科大学、東京 2013年6月
  4.	 齊藤健太:　蛍光・発光のバイオイメージング、第2回蛍光バイオイメージングミニシンポジウム、北海道大学・電子

科学研究所、北海道・札幌市、2013年9月
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システム神経生理学分野
Systems Neurophysiology

教　　授　杉原　泉
准 教 授　杉内友理子
講　　師　伊澤佳子
助　　教　高橋真有
学振博士研究員PD　藤田啓史
大学院生　Suteera Vibulyaseck， 
　　　　　Yuanjun Luo

（１）教　育
　医学部医学科の授業としては、「神経生理学導入」、「神経科学」、「生理学実習」（いずれも2年生）を担当し、他に、大学
院の授業も担当している。主に神経生理学の部分を担当し、神経細胞・神経系の正常機能の十分な理解の上に、それを基に
して疾患の病態が理解できるように形態学・薬理学とも関連させて臨床指向的な講義・実習を行っている。講義での内容は、
細胞膜の輸送と膜電位、興奮とシナプス伝達（神経生理学導入）、感覚系、運動系、自律神経系、脳高次機能など（神経科学）、
細胞レベルから個体レベルまでの神経生理学全般を扱っている。学生が基本的なことを自ら学ぶ習慣を身につけることを支
援するため、神経の興奮のコンピューターシミュレーションプログラムを自作し、生理学実習で使用している。

（２）研　究
　神経系の機能の発現の基盤になる構造を理解し、その上で機能を解明することを主なテーマとして研究を行っている。運
動制御の中枢神経機構として、臨床的にも重要でありこれまでも詳細な解析がなされている眼球運動の制御に関わる中枢神
経回路、および、それにも含まれるが、その病変が運動失調という特異な症状を現す小脳に関して、電気生理学的、形態学的、
細胞生物学的手法等を用いて解析を進めている。

１）小脳の構築と機能に関する研究
　小脳は部位により異なる神経回路網を脳の他の部分との間に作り、眼球運動を含め異なる運動の制御に関わっている。例
えば大脳との間には、大脳-橋核-小脳皮質（半球部）-小脳核（歯状核）-視床-大脳を結ぶ神経回路網があり、正確な運動の開
始と遂行を制御する。小脳の働きを理解するためには、このような小脳の区分の構成とそれに特異的な神経回路（入出力系）
を正確に知り、小脳全体がどのような原則に基づいて構築され入出力系を通して機能しているかを明らかにすることが必要
である。この問題に関して、形態学的方法、分子生物学的手法、電気生理学的方法などにより系統的に解析している。特に、
単一軸索再構築法、マーカー分子とトレーサーによる神経標識法、形成過程の三次元マッピング法で成果をあげている。

２）眼球運動の中枢神経機構の研究
　動物は視野内に興味のある物体が出現した時、眼と頚を動かし、対象をとらえる。この指向運動のシステムにおいて、二
次元の視覚情報から三次元の運動情報への座標変換の中枢機構を明らかにするために、上丘および脳幹の眼球運動系と脊髄
の頚部運動系において単一細胞活動の分析と形態学的解析を行っている。さらに眼球運動の制御と注視のメカニズムを明ら
かにするため、大脳前頭眼野から上丘および脳幹に至る眼球運動出力系の研究を行っている。

（３）研究業績
［原著］

  1. 	Sasamura K, Ohki-Hamazaki H, Sugihara I (2013) Morphology of the olivocerebellar projection of the chick: an 
axonal reconstruction study. J Comp Neurol; 521:3321-3339.  

  2. 	Cerminara N, Aoki H, Loft M, Sugihara I, Apps R (2013) Structural basis of cerebellar microcircuits in the rat. J 
Neurosci; 33:16427-16442.

  3. 	Sugiuchi Y, Takahashi M, Shinoda Y (2013) Input-output organization of inhibitory neurons in the interstitial nucleus 
of Cajal projecting to the contralateral trochlear and oculomotor nucleus. J Neurophysiol 110: 640-657. 

［著書］
  1. 	Voogd J, Shinoda Y, Ruigrok TJ, Sugihara I (2013) Cerebellar Nuclei and the Inferior Olivary Nuclei: Organization 

and Connections  In: Ed. M. Manto, D. Gruol, J. Schmahmann, N Koibuchi, F. Rossi eds, Handbook of the Cerebellum 
and Cerebellar Disorders, Part 2, Pages 377-436. New York, Springer.  
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  2.	 Shinoda Y, Sugihara I (2013) Axonal Trajectories of Single Climbing and Mossy Fiber Neurons in the Cerebellar 
Cortex and Nucleus  In: Ed. M. Manto, D. Gruol, J. Schmahmann, N Koibuchi, F. Rossi eds, Handbook of the 
Cerebellum and Cerebellar Disorders, Part 2, Pages 437-467. New York, Springer.  

  3.	 藤田啓史, Sarah H. Ying, 杉原泉（2013）ヒト小脳の構造と解剖学的機能局在　小脳と運動失調小脳はなにをしている
のか、シリーズ≪アクチュアル脳・神経疾患の臨床≫辻省次総編集　Pages 2-16, 東京・中山書店

  4.	 杉原泉（2013）終板電位の観察，8章，骨格筋，生理学実習書，日本生理学会教育委員会監修，Pages160-166，東京･
南江堂 

  5.	 高橋真有，杉原泉（2013）聴覚性脳幹誘発電位auditory brainstem evoked potential （聴性脳幹反応auditory 
brainstem response, ABR），9章，感覚，生理学実習書，日本生理学会教育委員会監修，Pages176-180，東京･南江堂

［総説］
  1. 	Fujita H, Sugihara I (2013) Branching patterns of olivocerebellar axons in relation to the compartmental organization 

of the cerebellum. Front. Neural Circuits 7:3. 
  2.	 Sugihara I, Fujita H (2013) Peri- and postnatal development of cerebellar compartments in the mouse. Cerebellum 

12:325-327.
  3.	 Sugihara I, Brown KM, Ascoli GA (2013) New insights on vertebrate olivo-cerebellar climbing fibers from 

computerized morphological reconstructions. BioArchitecture 3: 38-41. 
  4.	 高橋真有（2013）眼球運動制御系における上丘間抑制性及び興奮性交連結合の性質について、Equibrium Research, Vol. 

72 (2), 68-77.

［学会］
国際学会での招待講演・シンポジウム講演
  1. 	Sugihara I.  Compartmentalization of the cerebellar nuclei and cortex based on input and output axonal projections 

and molecular expressions. (Invited Talk on 08/12; 2013/08/21-26, Gordon Research Conference on the Cerebellum, 
New London, NH, U.S.A.).

  2.	 Sugihara I.  Basic organization of the mammalian cerebellum as revealed by detailed analysis of aldolase C 
compartmentalization in the marmoset. (Invited Talk on 10/3; 2013/10/03-04, 6th Igakuken International Symposium 
Marmoset Neuroscience. Tokyo, 2013/10/03-04).

  3.	 M Takahashi.  Properties and significant roles of commissural connections between the superior colliculi for vertical 
saccades in relation to the vestibuloocular system and Listingʼs Law.  (As an Invited speaker in the symposium in 
honor of Prof. Hall, Gordon Research Conference on “Eye Movements”，July 7-12, 2013, Stonehill College, Easton, 
MA.)

一般参加国際学会
  1. 	Sugiuchi Y., Takahashi M, Shinoda Y.  Functional role of mutual inhibition between inhibitory neurons in the 

bilateral interstitial nuclei of Cajal for generation of vertical saccades. Gordon Research Conference, Easton, Maine, 
USA, 2013/07/7-12

  2.	 Izawa Y, Suzuki H.  Activity of fixation neurons in the frontal eye field during smooth pursuit eye movements in 
monkeys, 2013.7.7-12, The Gordon Research Conference 2013 on Eye Movements, Stonehill College, Easton, MA, 
U.S.A.

国内学会でのシンポジウム講演
  1. 	Sugihara I, Fujita H, Aoki H, Yamazaki M, Sakimura K. Studies on the longitudinal compartmentqlization of the 

cerebellum using aldolase C-Venus knock in mice. (Talk in the Symposium “Development and application of cell 
type-specific transgene expression in the cerebellum” on March 27, The 90th Annual Meeting of the Physiological 
Society of Japan, Tokyo, 2013/03/27-29)

国内学会での一般発表
  1. 	杉内友理子, 高橋真有, 篠田義一.  垂直性サッケード生成機構におけるカハル間質核間の交連抑制の意義, 第72回日本

めまい平衡医学会総会・学術講演会, 大阪, 2013.11.14-15
  2.	 Izawa Y, Suzuki H, Shinoda Y.  Activity of fixation neurons in the monkey frontal eye field and its relation to the 

suppression of smooth pursuit eye movements. (平成25年6月20日発表、The 36th Annual Meeting of the Japan 
Neuroscience Society, Kyoto, 2013/6/20-23)
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  3.	 高橋真有、杉内友理子、篠田義一.  Listingの法則の中枢性神経基盤−左右上丘間の興奮性交連性結合、第72回日本め
まい平衡医学会総会、大阪、2013年11月14日。口演発表

  4. 	高橋真有、杉内友理子、篠田義一.  左右上丘間の抑制・興奮交連結合とサッケード座標系、第51回日本神経眼科学会、
秋田、2013年11月22日,口演発表

［研究助成金］
  1. 	杉原泉.  小脳機能局在の基盤としての小脳区画構造と部位対応的神経投射の形成過程, 日本学術振興会科学研究費補助

金・基盤研究(C)，平成25年度.
  2.	 高橋真有.  小脳核による急速眼球運動制御の神経機構, 日本学術振興会科学研究費補助金・若手研究(B)，平成25年度. 
  3.	 藤田啓史、小脳核出力軸索投射の機能構築と小脳核出力信号の形成機構の解明, 日本学術振興会科学研究費補助金・

特別研究員奨励費，平成25年度.

[その他]
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細 胞 薬 理 学 分 野
Pharmacology and Neurobiology

教　　授　田邊　勉
准 教 授　
助　　教　三枝弘尚，
　　　　　Zong Shuqin
大学院生

（１）教育
　学部学生に対する薬理学教育は、基本的、代表的な薬物を取り上げて、その薬理作用、作用機序、代謝、臨床応用などに
ついて系統的に解説し、その後の臨床講義や臨床の現場で多数の薬物に遭遇しても応用できるような薬理学的基礎を与える
ことを目的としています。そして生理学、生化学、薬理学等の区別にあまりとらわれずに、広く「物質と生体の相互作用」
という立場から教育を行います。また実習を通じた教育を重視しており、動物実験代替法としてコンピュータシミュレーシ
ョンプログラムを用い、様々な組織標本、動物個体に対する多くの薬物の薬理効果を自分の目で直接確認してもらいます。
また、薬物動態に関しても、実際に人を対象として実習を行ったならば膨大な時間や労力を要し、実質的には実施不可能な
項目についても、シミュレーション実習により、短時間で行うことが可能になりました。
　大学院生については、はじめに基礎トレーニングとして生化学、分子生物学、薬理学、電気生理学の練習実験の傍ら論文
の抄読を行ない関連分野の基礎知識と最新知識の吸収に努めさせる。その後テーマを決定し、senior staffの指導のもとに研
究を進めさせる。

（２）研究
　記憶と学習、認知と行動、意識の発生、個性とこころの問題など脳機能にはいまだ未知で興味深いものが非常に多い。一方、
より複雑化し平均寿命も伸びた現代社会においては、神経疾患、神経因性疼痛などの治療（予防）法の開発の必要性が著し
く高くなっている。我々の教室ではこれら疾患の原因究明と治療法開発の基盤確立を目指し、種々疾患モデルマウスを作製
し、神経細胞およびスライス標本を用いた細胞、組織レベルでの研究と動物個体を用いたシステムレベルでの研究の統合を
図っている。

１．小脳変性疾患の分子機構の解明と治療法の開発
　我々はこれまでに脊髄小脳失調症６型(SCA6)患者の臨床症候の分析、剖検脳組織を用いた形態学的、免疫組織化学的解析、
正常ヒト、および患者P/Q型チャネルcDNAの単離と培養細胞系における発現、発現細胞の形態学的解析、電気生理学的解
析および神経細胞死の解析を行うことによってSCA6の病態とチャネル遺伝子変異との関係を明らかにしてきた。そしてこ
れらの成果をもとにして、最終的にSCA6ノックインマウスを作製した。ノックインマウス小脳プルキンエ細胞のCa電流量
を測定したところ、内在性マウスチャネルの～30%の大きさであった。また電流量に関して、ノックインマウス（ポリグル
タミン28リピート）と野生型マウス（ポリグルタミン13リピート）との間に差は認められなかった。さらにin vitroの培養細
胞系で認められたチャネル特性の変化に関してもノックインマウスと野生型マウスの間において差は認められなかった。以
上の結果は、SCA6はCaチャネロパシーというよりも、ポリグルタミン疾患として捉える必要があることを示唆する。そこ
で現在、SCA6ノックインマウス、SCA6変異チャネルの発現する培養細胞などを用いて解析を続けている。
　SCA6は本邦の遺伝性脊髄小脳変性症においてMachado-Joseph病（SCA3）についで多く、社会的ニーズの高い疾患である。
SCA6は脊髄小脳変性症の中でも小脳皮質にほぼ限局した病変をきたす疾患であり、多系統を侵す他の脊髄小脳変性症に比
べより純粋にプルキンエ細胞を中心とする小脳変性のメカニズムを知る手がかりとなる。すなわち、様々な原因による小脳
障害のより一般的な治療法の開発に役立つ可能性が高い。一方、本チャネル遺伝子の他の変異が、SCA6同様難治性疾患で
ある反復発作性失調症２型 (EA2)および家族性片麻痺性偏頭痛 (FHM)の原因遺伝子としても同定されている。単一イオンチ
ャネル遺伝子内部の種々の変異がこのように多彩な神経疾患とそれぞれ独立にリンクしているということは驚きであるとと
もに大きなチャンスでもある。すなわちこれら疾患を包括的に考えることにより、個々の疾患症状の原因究明、治療法開発
が加速度的に早まることが期待される。

２．神経因性疼痛の発症メカニズムの解明と治療
　痛みは臨床上最も頻度の高い訴えであり、患者が病院を訪れる動機の筆頭理由である。全成人の6人に1人が何らかの痛み
に苦しんでいると言われ、そのコントロールは極めて重要な医学的研究課題であるとともに、有効な痛みのコントロール法
の確立が社会・経済的利益に及ぼす影響は計り知れない。しかし、治療の基礎となる痛みの分子機構については未解明な点
が多い。侵害受容性疼痛は組織の傷害に伴って発生する痛みで、特に急性の生理的な侵害受容性疼痛は外部からの侵害性刺
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激や体内の病変に対する生体防御機構として働き、生命維持に重要な警告反応である。一方、慢性の侵害受容性疼痛や神経
因性疼痛は病的な慢性疼痛であり、治療を必要とするものである。これらの疼痛は機械的および熱的侵害刺激に対する閾値
を下げて痛覚過敏現象を引き起こすばかりでなく、本来痛みを誘発しない触覚刺激が痛みを誘発する異痛現象(アロディニア
)をしばしば伴い、疼痛管理に難渋する主要な原因となる。痛覚過敏やアロディニアのメカニズムとして、末梢侵害受容器の
感作、脊髄後角における可塑的変化や内因性疼痛制御機構の異常などが考えられ、これらにはCa依存性の遺伝子発現変化を
伴う。
　本研究においては侵害受容性疼痛や神経因性疼痛が慢性化する重要なメカニズムとして痛覚伝達経路における遺伝子発現
変化を伴う可塑的変化に着目し、慢性の侵害受容性疼痛や、神経因性疼痛を発症しているマウス中枢神経系における遺伝子
発現変化を経時的に検索し、変動する分子群を単離する。そしてこれら分子が痛み伝達機構においてどのような働きをして
いるのかを動物個体を用いた行動薬理学的およびin vivoパッチクランプ解析、また脊髄、脳スライス等を用いたin vitroの電
気生理学的、光イメージング解析、さらには免疫組織化学的解析により明らかにする。

３．センサー機能のモーダルシフトによる触覚受容の病的変化のメカニズムの解明
　鋭利な刃物の先に触れた時に痛みを感じる触感覚は、生体防御反応として重要なものである。それに対し、シャツを着た
時に肌に生地が触れただけで痛みを感じるアロディニアは、異常な触感覚であり治療を要する病態である。アロディニアは
神経因性疼痛患者において一般的に認められる触覚異常であり、長期にわたって持続し、患者のQOL悪化の主要因の一つで
ある。この触感覚から治療を必要とする痛み感覚への変換には種々センサー分子群のセンサー機能のモーダルシフトが関与
すると考えられている。我々はこれらセンサー分子群の単離と、センサー機能のモーダルシフトによる触覚受容の病的変化
のメカニズムを明らかにすることを目標に研究を行っている。

４．ホルモンの神経細胞発達期可塑性への影響の解析
　種々ホルモンの成熟神経細胞への影響の重要性に関しては、ホルモン分泌異常患者に認められる種々の神経症状からも明
白である。このことから発達期脳における神経細胞の成熟、可塑的変化への種々ホルモンの影響が成人になったあとの脳機
能に影響を及ぼすことは十分に想像される。母体においては妊娠期に絨毛性ホルモン（絨毛性ゴナドトロピン）、卵巣ホル
モン（エストロゲン、プロゲステロン）の発現変動が著しい。絨毛性ゴナドトロピンはプロゲステロンの発現維持に寄与す
ることが知られているが、ペプチド性であるので血液―胎盤関門を通過できない。しかしながらエストロゲン、プロゲステ
ロンは通過でき、母体から胎児へと移動し、胎児の脳発達（神経細胞の増殖、分化）に影響を与えることは十分考えられる。
そこで本研究においてはES細胞由来未成熟神経細胞、妊娠マウスなどを用いて神経細胞の増殖、分化、機能に及ぼす種々ホ
ルモンの影響を細胞レベル、個体レベルで明らかにしたい。

５．麻薬性鎮痛薬の薬物耐性の分子基盤の解明
　オピオイドを用いた難治性疼痛治療戦略において古くから問題と考えられてきたのは、「薬物依存」と「鎮痛耐性」である。
薬物依存に関しては、疼痛患者にオピオイドを鎮痛薬として用いている場合には、起こりにくいあるいは起こらないという
のが、最近の共通見解であり、鎮痛薬としてオピオイドを処方する際に薬物依存をそれほど気にする必要がなくなった。し
たがって残された問題は鎮痛耐性である。神経系の電位依存性Caチャネルはオピオイド作用のターゲットであることから、
神経特異的P/Q型、N型、R型Ca チャネルの鎮痛作用の強さへの関与、鎮痛耐性のメカニズムへの関与が想像さfれる。一方、
これらチャネルの阻害剤として現在手に入るものはペプチド性のもののみであり、実験系として用いにくい。そこで我々は
チャンネル遺伝子欠損マウスを用いて解析を開始した（P/Q型Caチャネル欠損マウスは出生後２週間程度で致死になるので
用いることができずN型およびR型Caチャネル欠損マウスを用いた）。その結果、N型Caチャネル欠損マウスは野生型マウス
と同程度の鎮痛耐性を示したのに対しR型Caチャネル欠損マウスにおいては鎮痛耐性がほぼ消失していた。このことはR型
Caチャネルの活性化が鎮痛耐性機構に関与していることを示唆する。そこで本研究においてはR型Caチャネル欠損マウスを
用いて、鎮痛耐性の分子基盤を明らかにする。

（３）業績
［学会］

  1.	 Tsutomu Tanabe, Hironao Saegusa and Shuqin Zong: Activation of N-type Calcium channel in microglia induces 
neuropathic pain, 4th International Congress on Neuropathic Pain, Toronto Canada 5.23-26, 2013.
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認知システム学（分子神経科学）
Molecular and Cognitive Neuroscience (Molecular Neuroscience)

教　　授　田中光一
准 教 授　相澤秀紀
助　　教　相田知海
特任助教　相馬美歩，伊藤亨子，白　寧，
　　　　　柳澤美智子
大学院生　杉本潤哉，崔　万鵬，今橋理沙，
　　　　　葛山貴弥，杉山香織

（１）教育
　脳高次機能及びその異常による精神神経疾患を分子・細胞・個体レベルで明らかにするため、遺伝子改変マウス・トリの
作成及び作成した遺伝子改変動物の行動学的・形態学的・薬理学的・電気生理学的解析に関する教育・研究指導を行っている。

（２）研究
A. グルタミン酸トランスポーターの脳機能における役割
　中枢神経系の興奮性シナプス伝達は主にグルタミン酸により担われており、グルタミン酸シグナル伝達の解明は脳機能解
明の基礎となる。我々の分野では、神経回路網の形成・脳高次機能におけるグルタミン酸シグナリングの機能的役割を分子、
細胞、個体レベルで明らかにすることを目指す。また、過剰なグルタミン酸は神経毒性を示し、様々な精神神経疾患の原因
と考えられている。精神神経疾患におけるグルタミン酸シグナル伝達の病態生理学的役割を解明し、それら疾患の新しい治
療法の開発を目指す。グルタミン酸シグナル伝達に中心的な役割を果たすグルタミン酸トランスポーターを中心に研究を行
っている。
　グルタミン酸トランスポーターは、神経終末から放出されたグルタミン酸を取り込み、神経伝達物質としての作用を終わ
らせ、細胞外グルタミン酸濃度を低く保つ機能的分子である。現在まで脳のグルタミン酸トランスポーターには、グリア型
２種類（GLT1, GLAST）と神経型２種類（EAAC1, EAAT4）の計４種類のサブタイプが知られている。
　緑内障における網膜神経節細胞（RGC）の変性にもグルタミン酸の神経毒性が関与している。今年度は、興奮毒性による
RGCの変性にグルタミン酸受容体のサブタイプであるNR2BおよびNR2Dが関与していることを明らかにした（Bai et al, 
2013）。さらに、Dock3がNR2BおよびNR2Dと複合体を形成し、NR2BおよびNR2Dの細胞膜での発現を減少させ、RGCの保
護作用を示すことを明らかにした（Bai, et al, 2013; Namekata et al, 2013）。これらの結果は、NR2B, NR2DおよびDock3が
RGCの保護薬の標的として有望であることを示唆している。

B. うつ病における手綱核の役割
　睡眠は速い眼球運動を伴うレム睡眠とそれ以外のノンレム睡眠に分けられる。うつ病にみられる睡眠障害では、レム睡眠
が出現する時間帯が早まり、眼球運動の頻度も高くなることが知られている。しかし、このような特徴的な睡眠変化がどの
ようにして起こるのかは不明なままであった。セロトニン神経系の活動はその亢進が抗うつ効果を持ち、レム睡眠時に一時
的に抑制されることから睡眠障害を高頻度に合併するうつ病の病態に深く関与していると考えられる。
　最近の研究により、セロトニンの活動を制御する外側手綱核という脳領域は、動物が不快な状況や予想より悪い状況に陥
ると活性化されることが明らかとなっている（図A）。実際、うつ病患者の外側手綱核では血流量の異常な増加が報告されて
いることから、「異常に活性化した外側手綱核がセロトニン神経系を抑制し、うつ病症状を引き起こす」という仮説が注目
を集めている。
　我々は、この外側手綱核が睡眠障害に関係すると考え、ラットを用いた電気生理学的実験により上記仮説を検討した。齧
歯類の覚醒―ノンレム睡眠―レム睡眠と変化する脳状態は海馬神経活動の観察により分類可能できる。外側手綱核を破壊し
たラットを用いて電気生理学的に海馬神経活動を測定した結果、レム睡眠の割合が約41%減少、1回のレム睡眠の長さが約
24％減少することを見いだした（図B）。さらに、セロトニン神経細胞特異的神経毒素を用いた実験から、この手綱核機能不
全による脳状態への影響はセロトニン作動性神経細胞の活動依存的に行われていることが明らかとなった。また、野生型ラ
ットを測定すると、外側手綱核はレム睡眠時に特徴的に表れる海馬の神経活動と同期して活動していた。
　これらの研究成果により外側手綱核はレム睡眠を安定化・維持する機能を持つことが明らかになった。今後、うつ病患者
における睡眠障害のメカニズム理解につながるものと期待できる。

C. in vivoゲノム編集による高効率・高速ヒト疾患モデルマウスの作出
　遺伝子改変動物、中でも特定の遺伝子を働かなくしたノックアウトマウスや、ヒト疾患の遺伝子変異あるいは蛍光タンパ
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ク質等の機能分子を挿入したノックインマウスは、医学生物学発展の原動力となってきた。近年では高速遺伝子解読技術の
発展に伴い膨大な種類のヒト疾患の稀な変異が同定されつつあるが、それらが実際に疾患の原因であるかは現在ほとんど分
かっていない。これらの変異を挿入したヒト化ノックインマウスは、ヒトの変異と疾患の発症の関係を明らかにする為の重
要なツールである。一方、従来このような遺伝子改変マウスを作製するためには、ES細胞を用いて、少なくとも１年以上の
期間、数百万円以上の費用をかけた複雑な作業が必要であった。
　近年、どのような生物のどのような遺伝子配列も自在に効率良く改変する事を可能にするゲノム編集技術が開発された。
我々はこの技術によりマウス受精卵内で直接遺伝子改変を行う、in vivoゲノム編集をいち早く開発してきた（図）。これにより、
最短1ヶ月、1/50の費用、一度の実験で目的の遺伝子改変マウスを取得可能な極めて高効率のシステムを構築した。実際に、
高活性のゲノム編集ツールであるTALENやCRISPR/Casを用いて、緑内障患者さんで発見されたグルタミン酸トランスポー
ターGLASTの2つの遺伝子変異が各々挿入されたノックインマウス2系統を、世界最高の効率（従来のおよそ25倍）で作製
した。さらに様々な精神疾患・神経変性疾患の変異を挿入したヒト化ノックインマウスを多数作製した。また特定の脳部位
や細胞だけを可視化・操作する為のノックインマウスの開発中である。
　本成果により遺伝子改変マウス作製が極めて容易になり、個体レベルでの遺伝子機能解明に大きく貢献すると期待される。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Bai, N., Aida, T., Yanagisawa, M., Katou, S., Sakimura, K., Mishina, M., Tanaka K.  NMDA receptor subunits have 
differential roles in NMDA-induced neurotoxicity in the retina. Mol Brain 6. 34, 2013.

  2.	 Namekata, K., Kimura, A., Kawamura, K., Guo, X., Harada, C., Tanaka, K., Harada, T. Dock3 attenuates neural cell 
death due to NMDA neurotoxicity and oxidative stress in a mouse model of normal tension glaucoma. Cell Death 

Differ 20. 1250-1256, 2013.
  3.	 Hiraoka, Y., Komine, O., Nagaoka, M., Bai, N., Hozumi, K., Tanaka, K. Delta like 1 regulates Bergmann glial 

differentiation during cerebellar development. Mol Brain 6. 25, 2013.
  4.	 Bai, N., Hayashi, H., Aida, T., Namekata, K., Harada, T., Mishina, M., Tanaka, K. Dock3 interaction with a glutamate-

receptor NR2D subunit preotects neurons from excitotoxicity. Mol Brain 6. 22, 2013.
  5.	 Aizawa H, Yanagihara S, Kobayashi M, Niisato K, Takekawa T, Harukuni R, McHugh TJ, Fukai T, Isomura Y, 

Okamoto H. The synchronous activity of lateral habenular neurons is essential for regulating hippocampal theta 
oscillation. J Neurosci. 33. 8909-21, 2013. 

  6.	 Isomura Y, Takekawa T, Harukuni R, Handa T, Aizawa H, Takada M, Fukai T. Reward-modulated motor 
information in identified striatum neurons.  J Neurosci. 33. 10209-20, 2013. 

  7. 	Aoki T, Kinoshita M, Aoki R, Agetsuma M, Aizawa H, Yamazaki M, Takahoko M, Amo R, Arata A, Higashijima S-I, 
Tsuboi T, Okamoto H. Imaging of neural ensemble for the retrieval of a learned behavioral program. Neuron 78. 881-
894, 2013.

［総説］
  1.	 Aizawa, H., Cui, W., Tanaka, K., Okamoto, H. Hyperactivation of the habenula as a link between depression and    

sleep disturbance. Front Hum Neurosci 7. 826, 2013.
  2. 	Aizawa H. Habenula and the asymmetric development of the vertebrate brain. Anat Sci Int. 88. 1-9, 2013.
  3. 	Okamoto H and Aizawa H. Fear and anxiety regulation by conserved affective circuits. Neuron 78. 411-413, 2013. 
  4. 	田中光一：グルタミン酸と精神疾患：モノアミンを超えて、日本薬理学雑誌、142、291-296、2013
  5. 	田中光一：精神疾患におけるグルタミン酸トランスポーターの役割、日本生物学的精神医学会誌、23、157-161、2013
  6. 	田中光一：脳の形成とグルタミン酸、BRAIN AND NERVE、65、1121-1132、2013
  7. 	田中光一：精神神経疾患とグルタミン酸神経伝達：基礎医学的観点から、脳21、16:310-315, 2013

［研究助成金］
  1. 	相澤秀紀：脳内モノアミン制御を担う手綱核神経回路の遺伝学的同定　文部省科学研究費補助金、若手研究(B)　代表
  2.	 相澤秀紀：手綱核過剰活性化モデルによる難治性うつ病の病態解析　東京医科歯科大学難治疾患研究所研究助成「難

治疾患の研究」を重点課題とする研究助成　代表
  3.	 相澤秀紀：うつ病に特徴的なレム睡眠障害におけるグルタミン酸輸送体の役割　かなえ医薬振興財団・研究助成　代

表
  4.	 相澤秀紀：グルタミン酸輸送体欠損マウスを用いたうつ病睡眠障害モデルの開発　公益財団法人鈴木謙三記念医科学

応用・調査研究助成　代表
  5.	 田中光一：生涯に亘って心身を支える脳の分子基盤、環境要因、その失調の解明　脳科学研究推進プログラム課題E  
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分担
  6.	 田中光一：統合失調症のシナプスーグリア系病態の評価・修復法創出　戦略的創造研究事業(CREST)　分担
  7.	 田中光一：緑内障統合的分子診断法の確立と実証　厚生労働科学研究費補助金　分担

[その他]
〈受賞〉
  1.	 包括型脳科学研究推進支援ネットワーク夏のワークショップ若手優秀発表賞：相田知海
  2.	 東京医科歯科大学脳機能統合研究センター若手インスパイアシンポジウム優秀賞：相田知海、杉本潤哉
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神 経 病 理 学 分 野
Neuropathology

教　　授　岡澤　均
准 教 授　田川一彦
特任講師　非常勤講師
　　　　　貫名信行，内原俊記，　
　　　　　曽根雅紀(東邦大学理学部准教授)
助　　教　田村拓也
特任助教　笹邊俊和，吉田千里，本木和美(～8月)，
　　　　　藤田慶大，陳　西貴，本間秀典，
　　　　　谷口順子(9月～)
技術補佐員　田島たよ子，溝井千春，宇山祐子，　
　　　　　伊波川貴美子
秘　　書　大橋麻美，唐沢千麻(～6月)
大学院生　Mao Ying，近藤和，内田成則
専 攻 生　Juliana Bosso 谷口

（１）教　育
　医歯学総合研究科大学院学生に対して神経病理学の講義、実習、および研究指導を行っている。また、医学部学生に対し
て神経病理学の講義と実習を行っている。また保健衛生学科の学生に対しては、病理学と神経病理学各論の講義を担当して
いる。当分野の専攻生に対しては臨床病理解剖学・病理診断学、並びに神経病理学的研究のための技術習得の指導と研究指
導を行っている。大学院生・専攻生に対しては変性疾患の病理診断学、並びに神経病理学的研究のための技術習得の指導を
行っている。

（２）研　究
　分野は、１）神経変性疾患の分子機構の包括的理解とこれに基づいた治療開発を目指した研究、２）神経変性疾患研究の
過程で発見したPQBP1の分子機能解析を通じた精神遅滞の研究、３） Oct-3/4の機能解析を通じた幹細胞分化機構の研究、を
行っている。この中で本年度に成果のあった１）について報告する。

1）前頭側頭葉変性症原因遺伝子VCPはポリグルタミン病の共通病態を制御する
　私たちの研究室は、アルツハイマー病、パーキンソン病に次いで頻度の高い神経変性疾患であるポリグルタミン病の病態
解明に取り組んでいるが、これらの変性疾患の原因タンパク質は正常タンパク質と結合して機能阻害を起こすと考えられて
いる。私たちは10数年前に、ポリグルタミン配列に結合する新規タンパク質をyeast two-hybrid法により検索し、PQBP1と
共に発見した分子がTERA/VCPである（Imafuku et al., BBRC 1998）。その後、他のグループによりVCPのポリグルタミン
病タンパク質の一種（Ataxin 3）への結合と病態への関与が再検証されていた（Hirabayashi et al., Cell Death ＆ Differ. 
2001）。しかしながら、VCPがどのような分子機構でポリグルタミン病態を制御するのか、他のポリグルタミンタンパクに
も影響を与えるのかなど解明しなければならない点が数多く残されていた。VCPはAAA ATPaseファミリーに属するタン
パクであるが、「膜輸送」「小胞体関連タンパク質分解」「DNA損傷修復」などの様々な細胞機能においてその活性が必要で
ある。また、VCP遺伝子変異自体も前頭側頭葉変性症の原因となることが近年明らかとなっている。
　これらの現状を踏まえると、ポリグルタミン病においてはVCPを介した共通病態が存在するという仮説が可能になる。ま
た、変異型ポリグルタミン病タンパク質がVCPをトラップすることで神経変性に至るとすれば、多岐にわたるVCP機能のど
れが阻害されるのかも重要である。本年度の研究において、まずはVCPが実際に様々なポリグルタミン病タンパク質と結合
するかを検討した。Ataxin-1（脊髄小脳失調症１型（SCA1）の原因遺伝子）、Ataxin-7（脊髄小脳失調症７型の原因遺伝子）、
アンドロジェン受容体（球脊髄性筋萎縮症の原因遺伝子）、ハンチンチン（ハンチントン病（HD）の原因遺伝子）という、
４種類のポリグルタミン病の疾患遺伝子を用いて検討したところ、正常型、変異型ともにポリグルタミン病タンパク質は
VCPに結合し、ポリグルタミン病タンパク質からポリグルタミン配列だけを除いた変異体タンパク質とは結合しなかった。
これにより、VCPとポリグルタミン病タンパク質の関係が一般化された。そこで、VCP神経細胞内のどこで働くか、正常マ
ウスの細胞内局在を検討した。VCPはプルキンエ細胞及び脊髄運動ニューロンでは核に強く局在し、神経細胞においてVCP
が核での機能を発揮していることが示唆された。私たちはすでに、ポリグルタミン病における核DNAの二重鎖切断亢進とい
う病態を見出しており（Enokido et al., JCB 2010）、VCPの阻害がDNAダメージの修復不全を介して病態に関与するのでは
ないかと考え更なる実験を行った。
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　HDおよびSCA1モデルマウスとモデルショウジョウバエにおいて、DNA二重鎖切断のマーカーであるリン酸化ヒストン
（gammaH2Ax及びgammaH2Av）の免疫染色を行ったところ、これらのモデルではいずれもDNA二重鎖切断の亢進が確認
された。さらに、モデルショウジョウバエにおいてVCPを過剰発現させたところ、寿命の短縮といった症状のみならず、
gammaH2Avシグナルの低下も顕著であった。VCPはDNA損傷部位に集積することでDNA二重鎖切断を促進する機能を持
つ。そこで、マイクロレーザー照射法を用いて解析したところ、変異型ハンチンチン及びAtaxin-1を発現する細胞ではVCP
のダメージ部位への集積が阻害されていた。
　これらの結果は、１）ポリグルタミン病タンパク質はその種類によらず、TERA/VCP/p97と結合すること、２）変異ポ
リグルタミン病タンパク質がVCPと結合した際にVCPの細胞内動態が変化するために、DNA損傷部位への移動を妨げて
DNA修復能が低下し、最終的にDNA二重鎖切断が増加すること、を示している。近年、DNA二重鎖切断は正常な神経活動
によっても誘導されることが明らかになった（Suberbielle et al., Nat Neurosci 2013）が、このように非病態下で通常に生じ
るDNA二重鎖切断に対してVCPは修復を行っており、変異型ポリグルタミンタンパクがこの機能を阻害すると考えられる。
現在、ウィルスベクターによるモデルマウスの治療を目指しており、今後の治療応用が期待される。

2） SCA1病態を制御するDNA修復分子RpA1
　ポリグルタミン病の共通病態としてDNA損傷修復異常が分かったが、VCPによる改善は完全ではない。一方、私たちはハ
ンチントン病に特異的なDNA修復異常の分子機構をすでに明らかにしている（Enokido et al., JCB 2010）。そこで、ポリグ
ルタミン病の他の疾患にも着目しSCA1におけるDNA損傷修復異常について検討した。
　私たちは寿命短縮と羽化率の低下という表現型を示すショウジョウバエモデルを作成し、これを回復できるDNA損傷修復
関連遺伝子をin vivoスクリーニングした。スクリーニングの結果、8つの寿命回復遺伝子と12の短縮遺伝子を見出した。これ
らの遺伝子をIPAソフトウェアを用いてネットワーク解析したところ、寿命延長遺伝子ネットワークにおいてはRpA1が短縮
遺伝子ネットワークにおいてはchk1がそれぞれ中心的な役割を果たしていることが推定された。これらの遺伝子について複
眼変性モデルを用いて病態制御作用を確認した。予想通りRpA1は過剰発現で病態を改善し、ノックダウンで悪化させた。
Chk1も予想通り過剰発現で病態を悪化させ、ノックダウンで改善した。さらに、RpA1の過剰発現は寿命のみならず、DNA
二重鎖切断をも回復させた。私たちは免沈実験で、RpA1がAtaxin 1と結合することを示した。Ataxin 1の変異はRpA1との
結合をより強くした。また、マイクロレーザー照射法を用いた解析により変異型Ataxin 1がRpA1のDNA損傷部位への集積
を阻害することを明らかにした。
　これらの結果は、変異型Ataxin 1がRpA1をトラップすることでその機能を阻害し、DNA二重鎖切断がうまく修復されず
に蓄積してしまうことを示している。このDNA二重鎖切断の蓄積が神経機能を阻害することが主要病態であると想定される。
RpA1はhomologous recombination（HR）による二重鎖切断修復に特に重要な機能を持っている。HRは非分裂細胞である神
経では働かないと従来考えられていたが、近年では変性が神経細胞の細胞周期を再開させることが明らかとなってきている。
RpA1はこのような細胞でHRを行っているのではないだろうか？実際、SCA1モデルマウスでは成体のプルキンエ細胞にお
いてBrdUを取り込むものがあることを確認している。さらに、chk1についても阻害剤によるSCA1モデルショウジョウバエ
の寿命延長を確認しており、今回の結果はモデルマウスでの解析を経て将来、治療につながるものと考える。
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眼 　 科 　 学 　 分 　 野
Ophthalmology and Visual Science

准 教 授　大野京子 
講　　師　高瀬　博，鴨居功樹 
助　　教　堀江真太郎，小川　学，村井秀樹，林　憲吾
大学院生　石田友香，岩崎優子，今井彩乃，篠原宏成

　眼科の対象となる研究領域と診療領域は、視覚の受容体である眼と視覚伝導路および視覚中枢である。なかでも、眼球の
各組織の生理と病理、および、それらの組織に生じる疾患の診断、治療、発症機構が診療と研究の主な対象である。卒前教
育では、これらについて幅広い知識の習得を目指す。卒後教育では高い専門知識と診療技術を持つと同時に、臨床に根ざし
た医学研究の行える人材の育成を目指している。 

（1）教育 
　卒前教育では、視覚の生理と病理、眼科疾患の診断と治療、視覚障害についての幅広く深い知識と技術の習得、旺盛な探
求心を育てる。
　卒後臨床教育は、日本眼科学会専門医制度カリキュラムに準じた眼科臨床研修プログラムをとっている。即ち、厚労省が
定めた２年間の初期臨床研修の後に、４年間の眼科臨床研修を大学病院と関連教育病院とで行う。この間に各種眼科手術を
はじめ、眼科臨床経験を積み、眼科専門医試験を受験して眼科専門医資格を取得する。
　大学院生の教育は、高度先進医療を開発推進することの出来るアカデミック・ドクターの育成と高度に専門化している医
学研究を担える研究者の育成を目指し、その教育研究指導の充実をはかっている。探求心旺盛な若い人々の参入を歓迎する。
  

（2）臨床 
　一般眼科診療と専門外来スタッフによる診療が有機的に組織され、大学病院眼科に求められる高度先進医療と全人的医療
を推進している。一般眼科外来でスクリーニングされた症例の診断と治療方針の決定を各専門外来が行い、主治医と専門外
来が共同で診療にあたる。専門外来としては、ぶどう膜炎外来、網膜剥離外来、神経眼科外来、強度近視外来、眼鏡外来、
メディカル網膜外来などがある。手術に関しては、白内障、網膜剥離、増殖糖尿病網膜症、緑内障、斜視などを中心に年間
約1100例の手術が行われる。 
  

（3）研究 
　現在の研究グループとしては以下のものがあるが、この他にも、多様な大学院生や専攻生の研究分野の求めに応じて学内、
学外の研究施設と教育研究の協力を相互におこなっている。
1. 眼免疫 
　眼の局所防御機構の解明、各種ぶどう膜炎の診断法と治療の開発とその発症機構の解明に関する免疫学的・分子生物学的
研究を行っている。主な研究テーマは、１）眼内液による免疫調節作用の分子機構、２）ぶどう膜炎発症の分子機構、３）
ぶどう膜炎のサイトカイン療法、４）ぶどう膜炎の治療法の開発、５）感染性ぶどう膜炎の網羅的PCR診断などである。
2. 強度近視 
　日本人に多い強度近視の発症機序や進行に関する研究および発症原因遺伝子の解析を行っている。発症機序については、
強膜伸展の分子機構を動物モデルと細胞レベルで研究する。また、脈絡膜血管新生の分子機構を細胞レベルで研究している。
3. 神経眼科 
　視覚に関連する神経としての視覚系を研究対象としている。主な研究テーマは１）視覚誘発電位（VEP）の新たな測定装
置の開発と各疾患での変化の検討、 ２）Positron Emmission Tomography (PET)を用いた脳内視覚領の血行動態や代謝の研
究、３）視覚系の発達と弱視の形成機序の基礎的研究などである。 
4. 網膜・硝子体疾患 
　裂孔原性網膜剥離、増殖性硝子体網膜症、増殖糖尿病網膜症、黄斑円孔の病態解明と新しい治療法の開発を行っている。  
5. 角膜・前眼部疾患 
　新素材の開発、コンタクトレンズによるDrug Delivery System の開発、屈折矯正術の術式の開発などである。 
6. 斜視・弱視 
　両眼視と眼位におよぼす視覚背景の影響、弱視や斜視と動体視力に関する研究を行っている。
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14.	 宮永将、高瀬博、鴨居功樹、川添裕子、窪野怜央、川口龍史、中島由季子、神田紗也香、高橋任美、石塚敦子、福地麗、
杉田直、望月學．東京医科歯科大学におけるぶどう膜炎臨床統計 1998年～2001年と2007年～2011年の比較．第117回
日本眼科学会総会．2013.4.5、東京

15.	 福地麗、宮永将、高瀬博、鴨居功樹、横田眞子、望月學、赤尾信明．東京医科歯科大学における眼トキソカラ症の検討．
第117回日本眼科学会総会．2013.4.5、東京

16.	 不二門尚、大鹿哲郎、大野京子、石子智士、長谷部聡、稗田　牧、鳥居秀成．近視発生機序から考えた進行予防の我
が国での取り組み．教育セミナー「近視発生機序　最近の話題」. 第117回日本眼科学会総会．2013.4.6、東京

17.	 窪野怜央、高瀬博、寺田裕紀子、宮永将、鴨居功樹、杉田直、富田誠、望月學．ヘルペス性前部ぶどう膜炎の臨床像
の比較解析．第117回日本眼科学会総会．2013.4.6、東京

18.	 高瀬博、宮永将、神田紗也香、川口龍史、杉田直、新井文子、望月學．原発性眼内リンパ腫に対する初期治療と生命
予後の解析．第117回日本眼科学会総会．2013.4.6、東京

19.	 佐藤友光子、渋谷洋輔、蜂巣健一、田中明子．視線追跡装置で判定する乳幼児視力測定の試み．第69回日本弱視斜視
学会総会．2013. 7. 5、広島

20.	 小溝崇史、寺田裕紀子、子島良平、宮田和典、望月學．眼球摘出に至った関節リウマチによる壊死性強膜炎の１例．
第47回日本眼炎症学会．2013.7.12、大阪

21.	 寺田裕紀子、鴨居功樹、小溝崇史、子島良平、宮田和典、望月學．HTLV-1ぶどう膜炎の臨床像の検討．第47回日本
眼炎症学会．2013.7.12、大阪

22.	 高瀬博、大黒伸行、岡田アナベルあやめ、後藤浩、園田康平、冨田誠、南場研一、水木信久、望月學．急性網膜壊死
の診断基準の作成．第47回日本眼炎症学会．2013.7.12、大阪

23.	 丸山和一、稲葉亨、國方彦志、望月學、木下茂、中澤徹．ウイルス性ぶどう膜炎における硝子体細胞解析について．
第47回日本眼炎症学会．2013.7.12、大阪

24.	 稲葉万弓、酒井勉、野田健太郎、黒坂大太郎、青柳蘭子、岡野喜一朗、高瀬博、望月學、常岡寛．EBウイルス再活性
化により両眼汎ぶどう膜炎を呈した１例．第47回日本眼炎症学会．2013.7.13、大阪

25.	 高橋洋如、高瀬博、岩崎優子、宮永将、今井彩乃、鴨居功樹、望月學．ステロイド投与後に広汎な後極部壊死を生じ
た眼トキソプラズマ症の一例．第47回日本眼炎症学会．2013.7.13、大阪

26.	 蕪城俊克、南場研一、園田康平、毛塚剛司、慶野博、福原崇子、鴨居功樹、中井慶．新しいベーチェット病ぶどう膜
炎の活動性スコアの評価の再現性の検討．第47回日本眼炎症学会．2013.7.13、大阪

27.	 井出光広、窪野玲央、鴨居功樹、宮永将、高瀬博、望月學．全身のリンパ節腫脹と下腿浮腫を伴った両眼漿液性網膜
剥離の１例．第28回東京医科歯科大学同門会集談会．2013.7.15、東京

28.	 金子祐一郎、森山無価、島田典明、長岡奈都子、笠原香織、田中裕一郎、横井多恵、篠原宏成、所敬、大野京子．強
度近視眼における乳頭部組織血流の検討．第30回日本眼循環学会．2013.7.20、東京

29.	 島田典明．近視性牽引黄斑症．第49回日本眼光学学会総会．2013.9.7-8、京都
30.	 鴨居功樹．厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業「HTLV-1関連希少難治性疾患における臨床研究の
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全国展開と基盤整備」厚生労働省班会議．2013.9.13、宮崎
31.	 森山無価、篠原宏成、大野京子．新しい近視性眼底病変判定基準の提案　－判定者間一致率について－．第67回日本

臨床眼科学会．2013.10.31、横浜
32.	 森山無価．MRIによる正視化過程や病的近視発生メカニズムの解明．第67回日本臨床眼科学会．2013.10.31、横浜
33.	 田中裕一郎、島田典明、石田友香、篠原宏成、森山無価、大野京子．後部ぶどう腫の近縁の網膜の視野障害への影響．

第67回日本臨床眼科学会．2013.10.31、横浜
34.	 佐藤友光子、森山無価、説田雅子、西山友貴、内田亜梨沙、倉田あゆみ、宮後宏美、所敬、大野京子．強度近視眼の

眼球形状変化による視野測定への影響．第67回日本臨床眼科学会．2013.10.31、横浜
35.	 林憲吾．眼瞼下垂症手術の3つのパターン．インストラクションコース　眼形成のススメ vol.4．第67回日本臨床眼科

学会．2013.11.1、横浜
36.	 篠原宏成、森山無価、大野京子．病的近視眼のlacquer cracksとmyopic stretch linesの画像所見の比較．第67回日本

臨床眼科学会(SIG)．2013.11.1、横浜
37.	 袖山博健、戸所大輔、山田教弘、高瀬博、杉田直、望月學、岸章治．急性網膜壊死における原因ウイルスと臨床経過．

第67日本臨床眼科学会．2013.11.1、横浜
38.	 篠原宏成、森山無価、吉田武史、島田典明、長岡奈都子、笠原香織、横井多恵、田中裕一郎、金子祐一郎、所敬、大

野京子．強度近視眼にみられる網膜周辺部放射状線条の超広角眼底撮影による検討．第67回日本臨床眼科学会．
2013.11.2、横浜

39.	 長岡奈都子、森山無価、田中裕一朗、笠原香織、島田典明、吉田武史、Jost B. Jonas、大野京子．強度近視眼におけ
る視神経乳頭形状と視野障害の解析．第67回日本臨床眼科学会．2013.11.2、横浜

40.	 林憲吾、嘉鳥信忠、大野明子、大野京子．小児の片側性の先天眼瞼下垂に対する眼瞼手術前後の屈折変化．第67回日
本臨床眼科学会．2013.11.3、横浜

41.	 宮後宏美、大野明子、渋谷洋輔、説田雅子、佐藤友光子、内田亜梨紗、西山友貴、倉田あゆみ、大野京子．両眼内直
筋好転術を施行したメビウス症候群の一例．第54回 日本視能矯正学会.2013.11.16、福岡

42.	 神作明裕、江本博文、江本有子、清澤源弘．シャルル・ボネ症候群の視力良好例．第51回日本神経眼科学会総会．
2013. 11.22-23、秋田

43.	 西山友貴、江本博文、内田亜梨紗、宮後宏美、倉田あゆみ、佐藤友光子、説田雅子、清澤源弘．眼振のない動揺視の
一例．第51回日本神経眼科学会総会．2013.11.22-23、秋田

 
[特別講演・招待講演・シンポジウムなど] 
  1.	 Takase H. Prevalence of ocular sarcoidosis in Japan. International workshops on granulomatous uveitis and ocular 

Behcetʼs disease and Asia-Pacific intraocular inflammation study group. 2013.4.12. Taiwan
  2.	 Ohno-Matsui K. Novel surgical technique: Fovea-sparing ILM peeling. Symposium on Imaging & Management 

advices in Retinal Diseases. 2013.5.11. Singapore
  3.	 Ohno-Matsui K.  Novel OCT entities. Symposium on Imaging & Management advices in Retinal Diseases. 2013.5.11. 

Singapore
  4.	 Ide M, Kubono R, Miyanaga M, Kamoi K, Takase H, Mochizuki M. A case of idiopathic uveal effusion accompanied 

with systemic lymphadenopathy and leg edema.第2回Fluorescein Conference in Tokyo. 2013.7.21. 東京
  5.	 Ohno-Matsui K. Wide-field retinal imaging of the eyes with pathologic myopia. Annual meeting of Taiwan Retina 

Society. 2013.11.9-10. Taipei, Taiwan
  6.	 Ohno-Matsui K. Retina Subspecialty day: Choroidal Neovascularization Secondary to Pathologic Myopia. The 

American Academy of Ophthalmology米国眼科会議. 2013.11.16. New Orleans, USA.
  7.	 Ohno-Matsui K. A proposal of new classification of posterior staphyloma. 2013 International Congress of the Korean 

Retina Society. 2013.11.29. Seoul, South Korea.
  8.	 Ohno-Matsui K. Wide-field retinal imaging of pathologic myopia. 2013 International Congress of the Korean Retina 

Society. 2013.11.29. Seoul, South Korea.
  9.	 大野京子．強度近視眼におけるZinn-Haller動脈輪の描出．第3回近視緑内障研究会．2013.1.27、福岡
10.	 大野京子．病的近視の視神経イメージングから示された視野障害の機序．シンポジウム「近視眼における緑内障発症

を科学する」．第117回日本眼科学会総会．2013.4.5、東京
11.	 大野京子．眼球および強膜の形状解析から考える病的近視の病態．教育セミナー「近視発生機序　最近の話題」． 第

117回日本眼科学会総会．2013.4.6、東京
12.	 望月學．診療報酬改定の課題．「外保連手術試案と診療報酬」．第117回日本眼科学会総会、2013.4.7、東京
13.	 高瀬博．サブスペシャリティーサンデー．ぶどう膜炎：ぶどう膜炎診療の進歩「ステロイド抵抗性ぶどう膜炎への対応」

第117回日本眼科学会総会、2013.4.7、東京．
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14.	 大野京子．病的近視における視神経障害の機序を考える．シンポジウム「近視と視野」．第2回日本視野学会学術集会．
2013.5.18、東京

15.	 望月學．ガンサルコイドーシスの診断と治療 2013．第177回東京サルコイドーシス／肉芽腫性疾患研究会、2013.6.22、
東京

16.	 大野京子．病的近視における視野障害の原因の探求. 第20回緑内障よろず勉強会（R.Y.B.）. 2013.7.4、東京
17.	 大野京子．病的近視の病態解明と治療法の進歩．佐賀県眼科医会学術講演会．2013.7.6、佐賀
18.	 堀江真太郎．日本眼炎症学会学術奨励賞受賞講演「網膜色素上皮細胞による制御性T細胞の誘導と免疫治療の可能性」．

第47回日本眼炎症学会．2013.7.13、大阪
19.	 高瀬博．予防的治療に関する異分野討論 –眼原発悪性リンパ腫、予防的全身治療は必要か？−．「原発性眼内悪性リン

パ腫に全身化学療法は必須である」第47回日本眼炎症学会．2013.7.13、大阪
20.	 大野京子．病的近視における視野障害のメカニズムを考える．第2回緑内障アップデートセミナー．2013.7.27、福岡
21.	 大野京子．学童期の近視の進行と生活習慣．平成25年度 関東甲信越静学校医協議会．2013.8.1、東京
22.	 大野京子．病的近視の視野障害を考える．アイファガン点眼液0.1％発売1周年記念講演会 in 札幌．2013.8.3、札幌
23.	 大野京子．「NTGと神経疾患」病的近視の視神経障害～正常眼圧緑内障か近視性視神経症か？～．第24回日本緑内障

学会総会．2013.9.22、東京
24.	 大野京子．病的近視の病態解明と治療法の進歩．第7回北陸オフサルミックフォーラム．2013.9.28、金沢
25.	 大野京子．病的近視の病態と治療の探求．第7回Midland Seminar of Ophthalmology．2013.10.12、名古屋
26.	 高瀬博．今後ぶどう膜炎に期待される治療薬．「新しい免疫抑制薬への期待」第67回日本臨床眼科学会．2013.11.1、横

浜
27.	 大野京子．病的近視の眼底病変と眼球形状．第4回静岡県オフサルミックセミナー．2013.11.9、静岡
28.	 大野京子．病的近視による視野障害のメカニズム．第15回 Japan Glaucoma Council．2013.12.14、東京
29.	 大野京子．近視性CNVに対するルセンティス®の臨床成績．VEGF阻害薬の新たな幕開け－目に映るすべてのことが

治療の証し－．2013.12.14、東京
 

[研究助成金] 
  1.	 厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患等克服研究事業「HTLV-1関連希少難治性疾患における臨床研究の全国展開

と基盤整備」研究分担者：鴨居功樹
  2.	 厚生労働科学研究費補助金　新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業「HTLV-1感染症の診断法の標準化と

発症リスク解明に関する研究」研究分担者：鴨居功樹
  3.	 厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業「急性網膜壊死の診断基準に関する調査研究」研究代表者：

望月學、研究分担者：高瀬博
  4.	 日本学術振興会科学研究費　若手研究（B）「HTLV-1ぶどう膜炎における分子標的治療の開発」研究代表者：鴨居功

樹
  5.	 日本学術振興会科学研究費　若手研究（B）「アクネ菌を用いたサルコイドーシスぶどう膜炎モデルの樹立と解析」研

究代表者：宮永将
  6.	 日本学術振興会科学研究費　挑戦的萌芽「異種画像融合を用いた強膜形状の可視化と視覚障害の発生機序の解明」研

究代表者：大野京子
  7.	 日本学術振興会科学研究費、基盤研究（C）「ヘルペスウイルス性ぶどう膜炎におけるウイルス遺伝子と病態・疾病予

後に関する研究」研究代表者：高瀬博
  8.	 日本学術振興会科学研究費、奨励研究「ベーチェット病患者末梢血におけるインフリキシマブ濃度と制御性Ｔ細胞量

に関する研究」研究代表者：川添裕子 

[学会賞] 
  1.	 堀江真太郎．日本眼炎症学会学術奨励賞．2013.7.13
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耳 鼻 咽 喉 科 学 分 野
Otorhinolaryngology

教　　授　喜多村　健
准 教 授　角田篤信
講　　師　杉本太郎，野口佳裕
助　　教　戸叶尚史，鈴木康弘，
　　　　　川島慶之(平成25年8月～)，高橋正時
医　　員　清川佑介，稲葉雄一郎，
　　　　　長岡みどり，山本容子
大学院生　為口よしみ，山本　桂，高橋直人，
　　　　　西尾綾子，本田圭司，吉本亮一，
　　　　　Palida Aihaiti，

（１）教育
A. 卒前教育
　臨床系統講義では、耳鼻咽喉科領域の解剖や疾患の概念、病態、治療方法などについて講義を行っている。クリニカルク
ラークシップⅠ（総合診断実習）では耳鼻咽喉科領域の診断や検査の手技を指導する。クリニカルクラークシップⅡ（臨床
実習）では、外来および病棟にて直接患者さんに接する機会を設け、疾患についての詳細な解説や診察の指導を行っている。
すなわち外来では問診、視診、触診などを実際に行い、疾患についての理解を深めるような機会を設けて、病棟では学生が
手術症例を術前、術中、術後まで一貫して担当し、実際の臨床経過について学べるよう指導している。
B. 卒後教育
　₂年間の臨床研修を終了後、原則的には大学院に進学して耳鼻咽喉科学の研修を行う。研修は日本耳鼻咽喉科学会専門医
研修プログラムに準じて行い、卒後₅年目の専門医試験合格を最低目標に耳鼻咽喉科一般の診断、治療における知識ならび
に技術の習得を目指している。

（２）研究
　本教室においては以下のような研究が行われている。

１. 難聴遺伝子に関する研究
２. 聴覚電気生理学に関する研究
３. 耳鼻咽喉科領域の形態に関する研究
４. めまいにおける眼球運動に関する研究
５. アレルギー性鼻炎に代表される鼻疾患の治療、予後に関する研究
６. 耳鳴り治療に関する研究
７. 内視鏡医療に関する研究

（３）臨床
　臨床においては、めまい、突発性難聴、顔面神経麻痺、咽頭・喉頭領域における感染症といった急性疾患から、耳、鼻、
扁桃、咽頭、喉頭、良性・悪性腫瘍などの手術まで幅広く治療を行っている。埋め込み型骨導補聴器は、日本で最初の手術
を施行し経験が豊富である。また、頭頸部外科と合同にて、頭蓋底領域や再建を伴う悪性腫瘍に対する手術を積極的に行っ
ている。外来では耳鼻咽喉科領域全般を扱っているが、中耳炎、めまい、アレルギー、副鼻腔疾患、難聴、頭頸部腫瘍、耳鳴、
補聴器、顔面神経の各専門外来を設け診療にあたっている。
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31.	 野口佳裕，西尾綾子，武田憲昭，島田亜紀，千田いづみ，喜多村健：常染色体優性遺伝形式のAuditory neuropathy 
spectrum disorderの1家系．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　札幌，2013年5月．

32.	 野口佳裕，丸山絢子，喜多村健：公募インストラクションコース8「外リンパ瘻（CTP検査の有用性）」外リンパ瘻診
断におけるCTP検査の有用性．第23回日本耳科学会総会・学術講演会　宮崎，2013年11月．

33.	 野口佳裕，高橋正時，吉本亮一，本田圭司，川島慶之，喜多村健：前庭水管拡大症に関する全国調査の検討．第23回
日本耳科学会総会・学術講演会　宮崎，2013年11月．

34.	 古宇田寛子，渡邊嶺：大久保病院で経験したHIV症例．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013
年12月．

35.	 石原明子，岩崎朱見：アロンアルファ®による外耳道異物の一例．第24回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　
東京，2012年7月．

36.	 角卓郎，杉本太郎，得丸貴夫，野村文敬，清川祐介，鈴木康弘，角田篤信，岸本誠司：副甲状腺機能亢進症手術症例
の検討．第23回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会　鹿児島，2013年1月．

37.	 角卓郎，岸本誠司，杉本太郎，有泉陽介，神山亮介，角田篤信，得丸貴夫，野村文敬，清川祐介，鈴木康弘，矢野智之：
鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する頭蓋底手術の治療成績．第37回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会　東京，2013年6月．

38.	 鈴木康弘，杉本太郎，角卓郎，得丸貴夫，清川佑介，野村文敬，角田篤信，岸本誠司：頭頸部原発小児ユーイング肉
腫の５症例．第37回頭頸部癌学会総会・学術講演会　東京，2013年6月．

39.	 鈴木康弘，岸本誠司：当科における頭頸部原発小児ユーイング肉腫症例の検討．2013年度日本ユーイング肉腫研究会
　東京，2013年7月．

40.	 鈴木康弘，戸叶尚史，稲葉雄一郎，長岡みどり，喜多村健：当科での慢性副鼻腔炎手術症例における血中好酸球・好
塩基球推移の検討．第52回日本鼻科学会総会・学術講演会　福井，2013年9月．

41.	 鈴木康弘，喜多村健：当科における咽喉頭症状に対する漢方薬の使用経験．第29回日本耳鼻咽喉科漢方研究会学術集
会　東京，2013年10月．

42.	 木村百合香，牧野奈緒，加藤智史，喜多村健：内頸動脈鼓室内異常走行により致死的合併症を生した一症例の側頭骨
病理組織学的所見．第23回日本耳科学会総会・学術講演会　宮崎，2013年11月．

43.	 木村百合香，牧野奈緒，加藤智史，大野慶子，喜多村健：内頸動脈鼓室内異常走行により致死的合併症を生じた1例
の側頭骨病理組織学的所見．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年12月．

44.	 川島慶之，喜多村健：内耳有毛細胞の機械的シグナル伝達に必要不可欠な遺伝子TMC1，およびTMC2．第5回本郷・
湯島フォーラム　東京，2013年3月．

45.	 畑中章生，別府武，白倉聡，服部夏子，岡崎雅，濱畑淳盛：当科における上顎洞癌の臨床的検討．第37回日本頭頸部
癌学会総会・学術講演会　東京，平成25年6月．

46.	 畑中章生，別府武，白倉聡，岡崎昌史，服部夏子：晩発性に大出血を来した下咽頭食道重複癌症例．第16回sonic 
symposium on otolaryngology　埼玉，平成25年7月．

47.	 白倉聡，別府武，畑中章生，岡崎雅，服部夏子：頸部N3手術症例の臨床検討．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学
術講演会　札幌，2013年5月．

48.	 白倉聡，別府武，畑中章生，岡崎雅：頭頸部原発悪性黒色腫リンパ節転移の臨床検討．第37回日本頭頸部癌学会総会・
学術講演会　東京，2013年6月．

49.	 白倉聡：舌癌再建手術を契機にACTH単独欠損症と診断された1症例．第75回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会
　神戸，2013年7月．

50.	 白倉聡，別府武：当科における頸部食道癌手術症例の臨床検討．第65回日本気管食道科学会総会・学術講演会　東京，
2013年11月．

51.	 白倉聡，別府武，畑中章生，岡崎雅，得丸貴夫，藤川太郎，山田雅人，服部夏子：異所性甲状腺に舌根原発扁平上皮
癌を合併した1症例．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年12月．

52.	 白倉聡，別府武，畑中章生，岡崎雅，服部夏子：甲状腺乳頭癌の治療適応－高齢者，進行例，再発例の場合－．第2
回埼玉県頭頸部腫瘍セミナー　埼玉，2013年4月．

53.	 白倉聡，別府武，畑中章生，岡崎雅，得丸貴夫，藤川太郎，山田雅人：多発肺転移により診断された若年者の甲状腺
乳頭癌両側頸部及び咽後リンパ節転移症例．第19回北関東頭頸部腫瘍研究会　埼玉，2013年10月．

54.	 大野十央，渡邉嶺，丸山絢子：喉頭全摘術後の咽頭皮膚瘻に対するシリコンチューブの使用経験．武蔵野ENT研究会
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　東京，2013年1月．
55.	 大野十央，丸山絢子，岡田隆平：喉頭全摘術後の咽頭皮膚瘻に対するシリコンチューブの使用経験．第25回御茶の水

耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年12月．
56.	 加藤智史，木村百合香：Nutrition Support Teamに参加して．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　札幌，

2013年5月．
57.	 得丸貴夫，角田篤信，杉本太郎，角卓郎，清川祐介，野村文敬，山田雅人，岸本誠司：当科で行っている鼻咽腔血管

線維腫に対する新しいアプローチ方法～Maxillo-orbito-zygomatic approach～．第23回日本頭頸部外科学会総会・学
術講演会　鹿児島，2013年1月．

58.	 野村文敬，岸本誠司：小児口腔咽頭領域原発肉腫の4例．第37回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会　東京，2013年6月．
59.	 清川祐介，杉本太郎，角卓郎，得丸貴夫，野村文敬，角田篤信，岸本誠司：当科における頸部神経鞘腫の検討．第23

回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会　鹿児島，2013年1月．
60.	 西尾綾子，野口佳裕，佐藤達也，成瀬妙子，木村彰方，喜多村健：常染色体優性非症候群性遺伝性難聴例における

DFNA5遺伝子解析．平成24年度第2回厚生労働省急性高度難聴調査研究班会議　東京，2013年2月．
61.	 山本容子，野口佳裕，喜多村健：高気圧酸素治療における耳合併症の検討．第23回日本耳科学会総会・学術講演会　

宮崎，2013年11月．
62.	 山本容子，野口佳裕，柳下和慶，榎本光裕，喜多村健：高気圧酸素治療における耳合併症の検討．第47回日本高気圧

環境・潜水医学会学術総会，2013年11月．
63.	 山本容子，野口佳裕，柳下和慶，榎本光裕，喜多村健：高気圧酸素治療における耳合併症の検討．第25回御茶の水耳

鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年12月．
64.	 長岡みどり，木村百合香，加藤智史，喜多村健：中耳非結核性抗酸菌症の一例．第23回日本耳科学会総会・学術講演

会　宮崎，2013年11月．
65.	 稲葉雄一郎，岸本誠司：脊椎転移による麻痺症状を呈した頸部悪性パラガングリオーマの２症例．第75回日本耳鼻咽

喉科臨床学会総会・学術講演会　神戸，2013年7月．
66.	 稲葉雄一郎，鈴木康弘，野村文敬，清川祐介，岸本誠司：大量喀血を来した甲状腺を主座とする巨大な頸部動静脈奇

形の一症例．第65回日本気管食道科学会総会・学術講演会　東京，2013年11月．
67.	 倉田奈都子，石原明子，坂本恵，野村文敬：当科における扁桃周囲膿瘍の臨床的検討．第75回耳鼻咽喉科臨床学会総会・

学術講演会　神戸，2013年7月．
68.	 坂本恵，鈴木雅子，片山諭，川島慶之：頸部胚中心進展性異形成の2例．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研

究会　東京，2013年12月．
69.	 吉本亮一，岩崎真一，喜多村健：培養前庭神経節細胞における過分極誘発カチオンチャネルの特性．第5回東京医科

歯科大学　CBIR若手インスパイアシンポジウム　東京，2013年2月．
70.	 吉本亮一，岩崎真一，鷹合秀輝，喜多村健：培養前庭神経節細胞における過分極誘発カチオンチャネルの特性．第23

回日本耳科学会総会・学術講演会　宮崎，2013年11月．
71.	 大村卓也，大野慶子，長岡みどり，加藤智史，木村百合香：進行性核上性麻痺による喉頭狭窄に対し一期的に喉頭閉

鎖術を施行した1例．第24回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年7月．
72.	 山田雅人，角田篤信，得丸貴夫，青柳傑，河野能久，矢野智之，田中顕太郎，岸本誠司：頭蓋底・側頭下窩へ進展し

た若年性鼻咽腔血管線維腫の手術法－自験例11症例による検討－．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　
北海道，2013年5月．

73.	 大野慶子，加藤智史，木村百合香：脊髄硬膜外膿瘍を合併した咽後膿瘍の1例．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部
外科研究会　東京，2013年12月．

74.	 岸根有美，竹田貴策，水島豪太，川島慶之：インフルエンザを契機に発症した急性喉頭蓋炎の2症例．第24回御茶の
水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年7月．

75.	 岸根有美，川島慶之，鎌田知子，竹田貴策，水島豪太，喜多村健：インフルエンザを契機に発症した急性喉頭蓋炎の
2症例．第65回日本気管食道科学会総会・学術講演会　東京，2013年10月．

76.	 籾山直子，有泉陽介，立石優美子：当院における挿管性両側声帯運動麻痺症例の検討．第24回御茶の水耳鼻咽喉科・
頭頸部外科研究会　東京，2013年7月．

77.	 渡邊晶，山本容子，藤井可絵：賛育会病院における小児急性中耳炎の現状．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科
研究会　東京，2013年12月．

78.	 丸山絢子，野口佳裕，西尾綾子，高橋正時，池園哲郎，喜多村健：東京医科歯科大学におけるCTP 検査施行症例の検
討．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　札幌，2013年5月．

79.	 丸山絢子，渡邊嶺，岡田隆平，大野十央：当科における後鼻神経切断術の臨床と検討．第24回御茶の水耳鼻咽喉科・
頭頸部外科研究会　東京，2013年7月．

80.	 丸山絢子，岩崎朱見，小出暢章，伊藤京子，角田篤信，岸本誠司：角化嚢胞性歯源性腫瘍の症例．第8回医病歯病連
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携推進症例検討会　東京，2013年10月．
81.	 丸山絢子，野口佳裕，高橋正時，喜多村健：外耳道母斑細胞母斑の一例．第23回日本耳科学会総会・学術講演会　宮崎，

2013年11月．
82.	 岡田隆平，鈴木政美，新國摂，堀越浩幸：唾液腺腫瘍におけるARFI elastographyの有用性．第37回頭頸部癌学会総会・

学術講演会　東京，2013年6月．
83.	 岡田隆平，鈴木政美：甲状腺乳頭癌の膵転移症例．第46回甲状腺外科学会総会・学術講演会　名古屋，2013年9月．
84.	 水島豪太，岸根有美，竹田貴策，中村裕之，川島慶之：気道確保を要した成人クループ症候群の2症例．第24回御茶

の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，　2013年7月．
85.	 水島豪太，川島慶之，岸根有美，竹田貴策，喜多村健：気道確保を要した成人クループ症候群の2症例．第65回日本

気管食道科学会総会・学術講演会　東京，2013年10月．
86.	 岸川正大，角田篤信，岩崎朱見，岸本誠司：内視鏡下での摘出が困難と診断された鼻腔乳頭腫の１例．第23回日本頭

頸部外科学会総会・学術講演会　鹿児島，2013年1月．
87.	 岸川正大，竹田貴策，得丸貴夫，岸本誠司：巨大耳下腺腫瘍の一例．第24回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会

　東京，2013年7月．
88.	 小出暢章，伊藤京子，稲葉雄一郎，高橋正時，角田篤信，喜多村健：気道内病変の手術時におけるLaryngeal Mask気

道管理の有用性．日本耳鼻咽喉科学会東京都地方部会例会　第201回学術講演会　東京，2013年11月．
89.	 小出暢章，稲葉雄一郎，高橋正時，角田篤信，喜多村健：気管内病変の手術時におけるLaryngeal mask気道管理の有

用性．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年12月．
90.	 伊藤京子，野口佳裕，高橋正時，山本容子，喜多村健：3姉妹に認められた耳硬化症例．第24回御茶の水耳鼻咽喉科・

頭頸部外科研究会　東京，2013年7月．
91.	 伊藤京子，野口佳裕，川島慶之，高橋正時，八島隆敏，喜多村健：東京医科歯科大学過去5年間における耳硬化症手

術症例の検討．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年12月．
92.	 平井千晶，圓梨代，角田篤信，鈴木康弘，岩崎朱見，稲葉雄一郎，本田圭司，清川佑介，喜多村健：当科めまい外来

における過去８年間の受診患者の臨床的検討．第71回日本めまい平衡医学会総会・学術講演会　大阪，2013年11月．
93.	 圓梨代，平井千晶，角田篤信，喜多村健：当院での先天性眼振症例の電気眼振計による検討．第72回日本めまい平衡

医学会総会・学術講演会　大阪，2013年11月．
94.	 澤田光毅，野口佳裕，戸叶尚史，高橋正時，山本桂，吉本亮一，喜多村健：補聴器適合検査における適合評価につい

ての検討．第58回日本聴覚医学会総会・学術講演会　松本，2013年10月．
95.	 江口紘太郎，本田圭司，角卓郎，岸本誠司：再三の腫瘍減量により長期にわたりQOLを維持している巨大な上咽頭神

経鞘腫の1例．第24回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年7月．
96.	 江口紘太郎，角卓郎，岸本誠司：腫瘍減量を繰り返してQOLを維持している上咽頭神経鞘腫の1例．第26回日本口腔

咽頭科学会総会・学術講演会　名古屋，2013年9月．
97.	 渡邊浩基，杉本太郎，角卓郎，稲吉康比呂，清川佑介，野村文敬，岸本誠司：頭頸部癌に対するCetuximabの使用経

験～放射線併用例を中心に～．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年12月．

［研究助成金］
  1.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(B)「難聴症例のミトコンドリア遺伝子変異の網羅的解析法確立と内耳細胞内

の変異定量解析」課題番号　21390459　研究代表者　喜多村健．
  2.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(B)「聴覚受容体遺伝子の機能解析および難聴モデルマウスの作製」課題番号  

23390399　分担研究者　喜多村健．
  3.	 厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業）「前庭水管拡大症の臨床所見と遺伝子変異解析に基づく新診

断基準作成」：課題番号1211501　研究代表者　喜多村健．
  4.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「急性高度難聴に関する調査研究」：課題番号2212150　分担

研究者　喜多村健．
  5.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「遺伝性難聴および外耳、中耳、内耳奇形に関する調査研究」：

課題番号2241209　分担研究者　喜多村健．
  6.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（C）「老人性難聴発症の分子機構を規制するmiRNA・標的遺伝子群の同定」：課

題番号　25462629　研究代表者　野口佳裕．
  7.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（B）「聴覚受容体遺伝子の機能解析および難聴モデルマウスの作製」：課題番号  

23390399　研究分担者　野口佳裕．
  8.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（B）「ヒト加齢性難聴モデルマウスの遺伝的発症要因の網羅的スクリーニングと

ヒトへの応用」：課題番号　23300160　研究分担者　野口佳裕．
  9.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（B）「難聴症例のミトコンドリア遺伝子変異の網羅的解析法確立と内耳細胞内の

認知行動医学講座
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変異定量解析」：課題番号　21390459　研究分担者　野口佳裕．
10.	 厚生労働科学研究費補助金「遺伝学的検査の実施拠点の在り方に関する研究」：課題番号　H25—難治等（難）－一般

－030，研究分担者　野口佳裕．
11.	 文部科学省科学研究助成金　基盤研究（C）：「蝸牛外有毛細胞動毛形成の聴覚における影響の解析」：課題番号　

23592476　研究代表者　戸叶尚史．
12.	 文部科学省科学研究助成金　若手研究（B）：「アレルギー性鼻炎の発症・増悪における骨髄環境の関連性の解明」：課

題番号　24791755　研究代表者　鈴木康弘．
13.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究（B）「老化現象としての加齢性難聴に対するミトコンドリアDNAの変異及

び多型解析」：課題番号　80469965　研究代表者 加藤智史．
14.	 文部科学省科学研究助成金　若手研究（B）：「PMP22の難聴発症における分子機構の解明」：課題番号　22791576　研

究代表者　高橋正時．
15.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究（B）「創始者効果に着目した優性遺伝性難聴遺伝子解析法の確立」：課題番

号　24791754　研究代表者　西尾綾子．
16.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究（B）：「耳石欠損マウスによる耳石形成・吸収メカニズムの解明」：課題番号  

24791756　研究代表者　本田圭司．

［その他（講演，座長）］
  1.	 喜多村健：特別講演　診療ガイドラインに基づいた急性中耳炎、急性副鼻腔炎診療．日本耳鼻咽喉科学会高知県地方

部会総会並びに講演会　高知，2013年4月．
  2.	 喜多村健：特別講演Ⅱ　座長「花粉症診療update」大久保公裕．第12回御茶ノ水アレルギー研究会学術講演会　東京，

2013年1月．
  3.	 喜多村健：Ⅳ臨床セミナー　学術講演　司会「外リンパ瘻の臨床」池園哲郎．第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学

術講演会　札幌，2013年5月．
  4.	 Kitamura K: Chair. Implantable bone conduction hearing aids. 20th IFOS World Congress. Seoul Korea, June 2013.
  5.	 Kitamura K: Moderators. Inner ear/vestibular. 13th Triennial Meeting of the International Otopathology Society. 

Boston USA, June 2013.
  6.	 喜多村健：第2群：聴覚障害2．座長．第58回日本聴覚医学会総会・学術講演会　松本，2013年10月．
  7.	 Kitamura K: Chairman. Vestibular research. 29th Politzer Society Meeting, Antalya Turkey, Nov 2013.
  8.	 Kitamura K: Moderator. Round table 5. Third window. 29th Politzer Society Meeting, Antalya Turkey, Nov 2013.
  9.	 Kitamura K: Moderator. Round table 8. Congenital risk factors in sensorineural hearing loss and autoimmune 

hearing loss. 29th Politzer Society Meeting, Antalya Turkey, Nov 2013.
10.	 Kitamura K: Moderator. Scientific section 4. The 12th Taiwan-Japan Conference on Otolaryngology-Head and Neck 

surgery. Taipei Taiwan, Dec 2013.
11.	 野口佳裕：第29群　遺伝子臨床2．座長．第23回日本耳科学会総会・学術講演会　宮崎，2013年11月．
12.	 野口佳裕：第14群　補聴7．座長．第58回日本聴覚医学会総会・学術講演会　松本，2013年10月．
13.	 角卓郎：セッションⅡ　座長．第5回本郷・湯島医学フォーラム　東京，2013年3月．
14.	 角卓郎：第Ⅳ群　座長．第25回御茶の水耳鼻咽喉科・頭頸部外科研究会　東京，2013年12月．
15.	 鈴木康弘：特別講演　当科アレルギー副鼻腔専門外来の生い立ち～最近の知見も含めて～．葛飾区耳鼻咽喉科医会集

談会　東京，2013年2月．
16.	 鈴木康弘：社内レクチャー　アレルギー性鼻炎領域の最新の知見．サノフィ株式会社　東京，2013年2月．
17.	 鈴木康弘：社内招聘勉強会　アレルギー性鼻炎に関する診断と治療の実際．日本新薬株式会社　東京，2013年3月．
18.	 鈴木康弘：一般講演　座長　「Allergic night 2nd」東京，2013年9月．
19.	 坂本恵：突発性難聴～もし朝起きて片耳が聞こえにくくなっていたら？～　石心会健康塾　さいたま，2013年4月．

［その他（メディア，執筆，受賞）］
  1.	 喜多村健：シリーズ感染症プライマリケア　vol.43．小児急性中耳炎の診断・治療．Medical Tribune， 2013年4月18日．
  2.	 喜多村健：監修　医療機関に行く前に「めまい」．NHKテレビテキスト　きょうの健康，2013年9月21日．
  3.	 大野十央：第24回日本頭蓋底外科学会優秀論文賞．論文名：The approaches and outcomes of skull base surgery for 

pediatric sarcoma after initial therapy.掲載誌：Auris Nasus Larynx 2011: 38(2): 208-14.
  4.	 山田雅人：第25回日本頭蓋底外科学会優秀論文賞受賞 : Yamada M, Tsunoda A, Hagino K, Aoyagi M, Kawano Y, 

Yano T, Tanaka K, Kishimoto S: Surgical management of large juvenile nasopharyngeal angiofibroma invading the 
infratemporal fossa with intracranial extradural parasellar involvement in an 8-year-old boy. Auris Nasus Larynx 
39(3): 341-4, 2013に掲載．



— 429 —

認知行動医学講座

脳 神 経 病 態 学 分 野
Neurology and Neurological Science

主任教授　水澤英洋
特別研究教授　横田隆徳
講　　師　石川欽也，三條伸夫
助　　教　石橋　哲，大久保卓哉，石原正一郎
医　　員　市野瀬慶子，古川迪子，能勢裕里江，喜納里子，丸岡浩之，
　　　　　藤田恭平，大津信一
後期レジデント　西李依子，宮下彰子
特任助教　仁科一隆，佐藤　望，石黒太郎，桑原宏哉，由井大錦
特任研究員　朴　文英
大学院博士課程　仁科智子，橋本祐二，太田浄文，関口輝彦，尾崎　心，
　　　　　日熊麻耶，水谷真之，一條真彦，曽我一將，沼沢祥行，
　　　　　阿部圭輔，吉岡耕太郎，石津暢隆，テムチナ，伊藤陽子，
　　　　　八木洋輔
大学院修士課程　沼田純奈，寺岡静香，新田佳子，筋野裕美子
他分野所属神経内科専門医
　　　　　叶内　匡(検査部助教)，
　　　　　白石　淳(救急救命センター助教)，
　　　　　三木一徳(血管内治療科助教)

１．教育
　1980年の講座開設以来，臨床を重視した卒前・卒後教育を行い，神経筋疾患の診断や治療についての教育だけでなく，医
師として高い倫理に基づく責任ある行動の教育に努めている．M5・M6のクラークシップⅢでは，開設以来行ってきた外来
診療実習と，病棟では学生が主治医グループの一員として責任を持って診療を行うことで，より高い教育効果を得ている．
卒業後は2年間の初期臨床研修の後，入局して神経内科学の専門研修課程に入る．このシステムは2005年から本格的に導入
され，病棟研修の他に臨床神経生理学，神経放射線学および神経筋病理学の高度な専任研修を受けられるシステムであり，
日本神経学会でも模範として紹介された．この専任研修中に日本内科学会認定医，そして最短で卒後7年目に日本神経学会
専門医の取得を目指す．
　その後は多くの医師は大学院に入り研究に従事することになるが，大学院に入学しない医師は大学病院ではチーフレジデ
ントとして全レジデントを統括・指導し，あるいは関連施設においては神経内科専門医として診療や臨床研究を行って，さ
らなる研鑽を積むことになる．
　大学院卒業後は，大学病院や各関連施設の責任ある立場として診療，研究，教育に従事する．以上のように大学と関連施
設が協力して研修体制を整えており，研修を積んだ当教室出身者は，国内外の多くの大学，研究所，病院，企業，診療所等
で活躍している．

２．研究
　当教室は21世紀を脳の世紀とする日本の国家プロジェクトを担う中心的研究室のひとつであり，スタッフは文部科学研究
費や厚生労働科学研究費などの研究代表者あるいは研究分担者として，神経学分野で多くの業績をあげている．当教室で行
っている主な研究内容は下記の通りである．

（１）分子遺伝学研究
　１）さまざまな遺伝性神経筋疾患の遺伝子診断を行っている．症例は全国から集まり，診断している疾患は30を越える．２）
脊髄小脳変性症，特にSCA6とSCA31の研究を行っている．いずれの病型も本邦で非常に多い遺伝性脊髄小脳変性症である．
SCA6はヒトCav2.1カルシウムチャネル遺伝子の変異によって起こるが，遺伝子変異から病態解明および治療法確立を目指
して研究を行っている．SCA31は当科でポジショナル・クローニング，2009年に原因遺伝子の同定を果たし，モデル動物（シ
ョウジョウバエやマウス）の開発など根本病態の解明に挑んでいる．最近ヒトの小脳失調の病態を定量的に評価する機器を
発明した．３）ビタミンE欠乏による遺伝性脊髄小脳失調症のモデル動物を用いた病態解明，治療法の確立を目指す．

（２）核酸医薬を用いた神経疾患の遺伝子治療法の開発研究
　１）アルツハイマー病，脳梗塞，多発性硬化症といった難治性疾患の画期的な治療法の開発を目指しており，これまでに
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核酸医薬による神経系（神経細胞・血液脳関門）での遺伝子発現抑制に成功した. また，siRNAともアンチセンス核酸とも
異なる我々が独自に開発した新規核酸医薬は抜群の有効性を示すことが判明し、製薬企業との連携を行うことでサルでの前
臨床応用の段階に入っている. 様々な神経疾患への臨床応用を視野に入れて研究を進めている．
２）αTTPノックアウトマウスを用いて，酸化ストレスの老化や神経変性，βアミロイド代謝に果たす役割について研究を
行っている．

（３）ALSを含む神経変性疾患の動物モデル研究
　ALSの原因遺伝子の1つであるTDP-43タンパクを脊髄に過剰発現させることにより，進行性の上肢筋萎縮，筋力低下を示
すALSのモデルサルの開発に成功した．現在このモデルサルを用いてALSの原因究明，進展機序の解明，治療法の開発のた
めの研究を行っている．また，神経変性疾患の他の原因蛋白を直接中枢神経系に注入し，蛋白伝播モデルの開発にも着手し
ている．

（４）髄液miRNAバイオマーカー研究
　正常髄液miRNAのmiRNAアレイによるプロファイリング解析を行い，ALSをはじめとする神経変性疾患やサルコイドー
シスなどの炎症性疾患，多発性硬化症や視神経脊髄炎などの免疫介在性疾患などにおけるmiRNAバイオマーカーの探索を行
っている．

（５）免疫・感染症研究
１）多発性硬化症，特にneuromyelitis optica（NMO）が提唱されて以来，抗AQP4抗体の測定とそれ以外のNMO-IgGの同
定に努めている．
２）抗神経抗体や抗糖脂質抗体の測定と共に，新たな抗神経抗体の同定を目指している．　
３）HIV，EBV，JCVなどのウイルス感染による神経障害の病態解明，治療法の開発に努めている．

（６）神経再生医療・脳血管障害研究
　神経幹細胞や骨髄間質細胞を用いて神経前駆細胞，さらに目的とする神経細胞，プルキンエ細胞への細胞分化制御を目指
して研究を行ってきたが，2009年にマウスES細胞を小脳プルキンエ細胞に分化させることに成功した．また，げっ歯類の脳
虚血モデルや小脳変性疾患モデルに対して，細胞移植療法や内因性幹細胞の賦活による症状の改善効果を検討し，難治性神
経疾患の新たな治療法開発を目指す．

（７）認知症研究
　アルツハイマー病をはじめとする神経変性疾患に伴う認知症のほか，プリオン病やその他の原因による認知症全体につい
て，臨床症状，神経心理学的，神経放射線学的，生化学的な様々な観点から研究を行っている．特に2010年からは文部科学
省の脳科学研究戦略推進プログラム, 課題E (生涯健康脳)の中核拠点として我が国の認知症研究を推進している．アルツハイ
マー病の基礎的な研究として，１）γセクレターゼの各構成成分の機能解明とγセクレターゼ活性調節機能の解明，２）新
たなγセクレターゼ構成成分，あるいはγセクレターゼ活性調節因子の検索，３）アルツハイマー病関連タンパクの生化学
的特徴の解明，４）βアミロイドタンパクやタウタンパク蓄積の病態解明とその排出促進による治療法の開発，５）βアミ
ロイド沈着のイメージング法の検索等を行っている．プリオン病に関しては，当科はプリオン病の厚生労働省研究班の班長
を擁し，本邦で発症したすべてのプリオン病について臨床的な検討を行い，診断，治療法の開発だけでなく，介護，感染予
防などの啓発も行っている．

（８）神経筋病理研究
　当科では附属病院全科の，また関連施設からの末梢神経と筋の生検検体の処理と診断を行っている．病理診断はルーチン
の染色，電子顕微鏡による診断だけでなく，免疫組織化学やWestern blot，また遺伝子解析など分子生物学的手法を取り入
れて診断，病態解明の研究を行っている．

（９）神経生理研究
　脳波，末梢神経伝動検査，各種誘発脳波，磁気刺激装置，高電圧電気刺激装置のほかに針筋電図を臨床検査の一環として
行い，得られる情報を用いて病態生理解明のために研究を行っている．現在行っている研究としては，磁気刺激や高電圧電
気刺激装置を用いて，大脳・脊髄機能評価だけでなく，脊髄から末梢神経の機能評価について検討している．また新たな指
標を用いて糖尿病性末梢神経障害を評価する方法を考案し，その臨床的意義について診療を進めている．

３．臨床
　基準ベッド数は36床で，国立大学法人の神経内科としては最大規模の基準病床を有し，年間の入院患者数は約500名である．
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その内訳は，神経変性疾患，脳血管障害，自己免疫性神経疾患，その他と分類すると，それぞれ約1/4の割合となっており，
大学病院という研究・教育面も重要な意味を持つ病院としては理想的な環境となっている．また2006年から稼働を始めた救
命救急センターを通じて，髄膜炎や脳炎などの神経感染症，脳梗塞などの脳血管障害という急性期治療を必要とする患者の
割合が増加した．東京都は2009年3月から急性期脳卒中を当番制で受け入れるシステムを導入し，当院も神経内科と救急救
命センター，脳神経外科，血管内治療科が協力してそのシステムに参加している．診療は原則として助教－医員－研修医と
いうチーム体制で診療を行い，それを教授が毎朝行う新患回診，週１回行う病棟総回診のほか，免疫カンファレンス，電気
生理カンファレンス，病理カンファレンス，Strokeカンファレンス，神経放射線カンファレンスなどを通して，教員や医員
は全員が診療に関わっている．
　外来は１日あたり約100名の再来，10～20名の新患，5～10名の他科からのコンサルテーション依頼の患者を，毎日3～5名
の医師で診療している．外来診療を行う医師全員が日本神経学会専門医であり，広範な神経疾患全体の診療を基本としてい
るが，幾つかの対象疾患については神経難病先端治療外来を開設して診療に当たっている．また認知症については「もの忘
れ外来」を設けて，神経心理士による評価，脳MRIや脳血流シンチグラムを用いて評価し，社会のニーズに対応している．
また神経内科は全身を診る科である特性から，多くの専門科と連携をとりながら診療を行い，より高度な医療を提供できる
ように心掛けている．
　最近の医学の発展は著しく神経変性疾患も治療可能な時代になりつつある．当教室はその最先端の医療を提供するだけで
なく，さらに良い医療を追及しながら常に診療を行っている．
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神経ベーチェット病が疑われた1例. 第25回日本神経免疫学会学術集会. 下関. 2013. 11. 27.

94.	 横手裕明, 能勢裕里江, 石橋哲, 鎌田智幸, 田中惠子, 高橋利幸, 藤原一男, 横田隆徳,   水澤英洋. 視神経脊髄炎における
ring enhancementを伴う脊髄病変の特徴. 第25回日本神経免疫学会学術集会. 第25回日本神経免疫学会学術集会. 下関. 
2013. 11. 29.

95.	 能勢裕里江, 市野瀬慶子, 大久保卓哉, 町田明, 水澤英洋, 横田隆徳. 中枢性脱髄性疾患の髄液におけるmiRNAプロファ
イリング解析(第1報). 第25回日本神経免疫学会学術集会. 第25回日本神経免疫学会学術集会. 下関. 2013. 11. 29.

96.	 市野瀬慶子, 大久保卓哉, 吾妻玲欧, 稲葉彰, 織茂智之, 三條伸夫, 横田隆徳, 水澤英洋. 治療抵抗性の全身性のほぼ完全麻
痺が3年2ヶ月間の長期経過後に著明な改善を示したCIDPの38歳女性例. 第25回日本神経免疫学会学術集会. 下関. 2013. 
11. 29.

97.	 宮下彰子, 喜納里子, 三條伸夫, 横田隆徳, 水澤英洋. 認知症に加え、小脳失調とオプソクローヌスを呈した神経梅毒の
41歳男性. 第207回日本神経学会関東・甲信越地方会. 東京. 2013. 11. 30.

98.	 大谷木正貴, 伊藤貴弘, 工藤俊介, 渡邊睦房, 藤ヶ崎浩人. ラクナ梗塞による構音障害を契機にHANAC症候群の診断に
至った38歳男性例. 第207回日本神経学会関東・甲信越地方会. 東京. 2013. 11. 30.

99.	 大林正人, 伊藤陽子, 宇野佳孝, 三明裕知. 四肢症状軽度ながらNIPPVを要する呼吸不全を呈した抗ミトコンドリアM2
抗体陽性筋炎の72歳女性例. 第207回日本神経学会関東甲信越地方会. 東京. 2013. 11. 30.

[研究助成金]
  1.	 水澤英洋. 生涯に亘って心身の健康を支える脳の分子基盤、環境因子、その失調の解明.文部科学省脳科学研究戦略推

進プログラム課題E. 課題番号1A156, 平成22年10月1日〜平成27年3月31日（拠点長）
  2.	 水澤英洋. 精神・神経疾患の分子病態理解に基づく診断・治療へ向けた新技術の創出.戦略的創造研究推進事業

(CREST). 課題番号1A148, 平成 22 年 10 月 1 日〜平成27 年 3 月31日（主任研究者）
  3.	 水澤英洋. プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究.厚生労働科研費難治性疾患克服研究事業. 課題番

号 12112060, 平成 25 年 4 月 1 日〜平成26年 3 月 31 日（主任研究者）
  4.	 水澤英洋. プリオン病に対する低分子シャペロン治療薬の開発. 厚生労働科研費難治性疾患克服研究事業. 課題番号 

2241216, 平成 25 年 4 月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日（分担研究者）
  5.	 水澤英洋. 運動失調症の病態解明と治療法開発に関する研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業. 課

題番号2212147, 平成23年4月1日〜平成26年3月31日（分担研究者）
  6.	 水澤英洋. 神経変性疾患に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業. 課題番号2212148, 平

成23年4月1日〜平成26年3月31日（分担研究者）
  7.	 水澤英洋. 免疫性神経疾患に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業. 課題番号2212165, 

平成23年4月1日〜平成26年3月31日（分担研究者）
  8.	 水澤英洋. アミロイドーシスに関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業.課題番号2212166, 

平成23年4月1日〜平成26年3月31日（分担研究者）
  9.	 水澤英洋. 特発性発汗異常症・色素異常症の病態解析と新規治療薬開発に向けた戦略的研究. 厚生労働科学研究費補助

金難治性疾患克服研究事業. 課題番号2241217, 平成24年4月1日〜平成26年3月31日（分担研究者）
10.	 水澤英洋. 神経変性疾患に関する調査研究. 分科班, 病態に根ざしたALSの新規治療開発. 厚生労働科研費難治性疾患克

服研究事業. 平成23年4月1日〜平成26年３月31日（研究協力者）
11.	 横田隆徳. 肝臓に対する新規DDSを活用した経口遺伝子治療法の開発. 厚生労働科学研究費補助金 医療機器開発推進

研究事業. 課題番号1210401, 平成 23 年 5 月18日～平成 26 年 3 月31日（主任研究者）
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12.	 横田隆徳. ALSサルモデル,患者サンプルを用いたTDP-43病態の検索. 文部科学省研究費補助金. 新学術領域研究. 課題
番号：23110505, 平成 23 年 4 月1日～平成 26 年 3 月31日（主任研究者）

13.	 大久保卓哉. ALS霊長類モデルによる経シナプス逆行性伝播機序の解明. 文部科学省研究費補助金 若手研究（A）課題
番号：24689039, 平成24年4月1日～平成26年3月31日（主任研究者）

14.	 三條伸夫. プリオン病のサーベイランス. 厚生労働省厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業（難治性疾
患克服研究事業）プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班 課題番号 H22-難治-指定002, 平成25年
4月1日〜平成26年3月31日（分担研究者）

15.	 石川欽也. 優性遺伝型脊髄小脳変性症のハイスループット遺伝子変異探索. 文部科学省科学研究費補助金 新学術領域研
究（研究領域提案型）」 課題番号23129503, 平成 25 年 4 月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日（主任研究者）

16.	 石川欽也. 脊髄小脳失調症31型における異常RNA分子標的同定. 文部科学省科学研究費補助金 基盤C 課題番号
24591252, 平成 24 年 4 月 1 日〜平成 27 年 3 月 31 日（主任研究者）

17.	 池田正行. 脊髄小脳失調症６型の発症機序の解明と治療法の開発.文部科学省研究費補助金基盤研究C（一般）課題番号
23590603, 平成23年4月1日～平成26年3月31日（研究代表者）

18.	 横田隆徳．画期的な新規核酸医薬の分子技術の創出．戦略的創造研究推進事業CREST. 課題番号1Ａ178, 平成24年10月
1日～平成29年10月31日（主任研究者）

19.	 横田隆徳. TDP-43過剰発現による孤発性ALSのサルモデル作製. 文部科学省研究費補助金. 基盤研究A. 課題番号：
22240039, 平成22年4月1日～平成25年3月31日（主任研究者）

20.	 服部高明．拡散テンソル画像を用いた特発性正常圧水頭症における臨床症状の責任病巣の研究．日本二分脊椎・水頭
症研究振興財団．第18回（平成23年度）臨床／基礎研究助成．平成24年4月1日～平成26年3月31日（研究代表者）

21.	 石原正一郎. 自己免疫疾患に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服
研究事業）自己免疫疾患に関する調査研究班 課題番号H23-難治-一般005, 平成24年4月1日〜平成25年3月31日（分担研
究者）

22.	 池田正行. レギュラトリーサイエンスの手法を用いた新薬承認審査ナレッジベースの構築と応用. 日本学術振興会研究
費補助金 基盤研究(C) 課題番号2359060, 平成23年4月1日～平成26年3月31日（研究代表者）

23.	 池田正行. コンパニオン体外診断用医薬品の臨床性能試験の在り方に関する再帰的研究. 厚生労働科学研究費補助金 医
薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究経費. 課題番号201132052A, 平成23年4月1日～平成26年3月31日

（研究代表者）
24.	 池田正行. 熱帯病新興感染症の地球規模制御戦略拠点. 文部科学省グローバルCOEプログラム. 平成20年4月1日～平成

25年3月31日（分担研究者）
25.	 池田正行. デバイス・ラグ解消に向けた海外規制等の実態とその対策に係る調査研究 地球規模課題対応国際科学技術

協力事業. 厚生労働科学研究費補助金. 平成23年4月1日～平成25年3月31日（分担研究者）

[その他]
〈招待講演・シンポジウム〉
（国外）

  1.	 Mizusawa H: CJD Surveillance in Japan. European DJD Surveillance Network. Oslo. 2013. 6. 7.

（国内）
  1.	 西田陽一郎, 文村優一, 平島冨美子, 市川忠：特異な脳幹MRI像を呈した結核性髄膜炎の53歳男性. 彩の国で脳画像を語

る会. 大宮. 2013. 1. 22.
  2.	 大久保卓哉. 神経難病の理解と療養生活について. 東京都難病専門医等相談事業（小笠原諸島）. 母島. 2013. 2. 10.
  3.	 大久保卓哉. 神経難病の理解と療養生活について. 東京都難病専門医等相談事業（小笠原諸島）. 父島. 2013. 2. 11.
  4.	 田中宏明. 認知症ってどんなもの？原因・診断・治療を正しく知る. 第４回みなと市民セミナー「そなえあれば安心だ！

認知症についてみんなで学ぼう」横浜. 2013. 2. 16.
  5.	 石川欽也. 脊髄小脳失調症31型(SCA31) その発見から臨床、病理、病態研究まで.   平成24年度愛知医科大学加齢医学

研究所セミナー. 愛知. 2013. 2. 22.
  6.	 水澤英洋. 開会の挨拶. 第6回CBIR若手インスパイアシンポジウム. 東京. 2013. 2. 23.
  7.	 佐藤望, 石川欽也, 水澤英洋. 脊髄小脳失調症31型の発症機序についての検討. 第6回CBIR若手インスパイアシンポジウ

ム. 東京. 2013. 2. 23.
  8.	 町田明, 大久保卓哉, 松尾秀徳, 水澤英洋, 横田隆徳. 筋萎縮性側索硬化症における髄液microRNAプロファイリング解

析. 第6回CBIR若手インスパイアシンポジウム. 東京. 2013. 2. 23.
  9.	 相川智徳, 宮崎大輔, 三國貴康, 重本隆一, 若森実, 狩野方伸, 渡邊雅彦, 水澤英洋, 渡瀬啓. Cav2.1カルボキシル末端細胞

質内ドメインの病態生理学的意義の検討. 第6回CBIR若手インスパイアシンポジウム. 東京. 2013. 2. 23.
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10.	 水澤英洋. 閉会の挨拶. 第6回CBIR若手インスパイアシンポジウム. 東京. 2013. 2. 23.
11.	 水澤英洋. プリオン病について. プリオン病研修会. 東京. 2013. 2. 27.
12.	 新谷周三. 脳卒中の予防と対策. 地域医療講演会・取手大利根ライオンズクラブ・取手市身体障害者福祉協議会. 取手. 

2013. 3. 24.
13.	 堀 匠. アルツハイマー型認知症の初期症状について. とりで認知症講演会. JAとりで総合医療センター. 茨城. 2013. 4. 

25.
14.	 織茂智之. パーキンソン病の初期診断-神経放射線診断. 第54回日本神経学会学術大会 シンポジウムS. 東京. 2013. 5. 29.
15.	 Mizusawa H. The Japanese Society of Neurology and developing neurology in the world. 第54回日本神経学会学術大

会 (JSN-WFN/Asia Initiative Joint Symposium)東京. 2013. 5. 30.
16.	 叶内匡. 末梢神経障害の臨床診断-電気診断ワンポイントアドバイス. 第54回日本神経学会学術大会 教育講演ベーシッ

ク. 東京. 2013. 5. 30.
17.	 大和田潔. 群発頭痛の病態解明と治療-群発頭痛の臨床現場の実際. 第54回日本神経学会学術大会 シンポジウムS. 東京. 

2013. 5. 30.
18.	 Ishikawa K. Spinocerebellar ataxia type 31 and non-coding repeat expansion disorders. 第54回日本神経学会学術大会 

Neuroscience Frontier Symposium 1. 東京. 2013. 5. 30.
19.	 Uchihara T. Axonal α-synuclein and dendritic tau: contrasting spreads in neurons. 第54回日本神経学会学術大会 

Structural Template for Neurodegeneration-From Network to Clinical Manifestations. 東京. 2013. 5. 30.
20.	 Yokota T. Spread of TDP-43 pathology in non-human primate model of ALS. 第54回日本神経学会学術大会 

Structural Template for Neurodegeneration-From Network to Clinical Manifestations. 東京. 2013. 5. 30.
21.	 Yokota T. A new class of oligonucleotide drug. 第54回日本神経学会学術大会 Gene Silencing Therapy for 

Neurological Diseases. 東京. 2013. 5. 31.
22.	 Ishikawa K. Spinocerebellar ataxia type 31. 第54回日本神経学会学術大会 Non-coding Repeat Expansion Disorders. 

東京. 2013. 6. 1.
23.	 三條伸夫. プリオン病の基礎、サーベイランス、感染予防. プリオン病の最新情報. 第54回日本神経学会学術大会. 東京. 

2013. 6. 1.
24.	 水澤英洋. Opening Lecture-神経内科とは？ . 第54回日本神経学会学術大会 市民公開講座. 東京. 2013. 6. 2.
25.	 大久保卓哉. 神経難病の特徴と患者支援～在宅支援に必要な視点～. 東京都難病専門医等相談事業（八丈島）. 八丈島. 

2013. 6. 6
26.	 横手裕明. 多発性硬化症/視神経脊髄炎~日常診療で遭遇しうる神経難病. 第3回武蔵野神経内科勉強会. 東京. 2013. 7. 

11.
27.	 Yokote H, Nose Y, Ishibashi S, Tomoyuki Kamata, Toshiyuki Takahashi, Kazuo Fujihara, Takanori Yokota, Hidehiro 

Mizusawa. Spinal cord ring enhancement in patients with neuromyelitis optica: two cases. Sendai Conference 2013: 
International meeting of MS-related disorders, Sendai, 2013. 7. 13.

28.	 水澤英洋. プリオン病における認知症のスペクトラム. 第15回山陰認知症研究会. 米子. 2013. 8. 2.
29.	 水澤英洋. 小脳障害の評価-新しい定量的方法の開発. 第1回パーキンソン病と神経科学研究会. 京都. 2013. 8. 9.
30.	 水澤英洋. CCAの疾患概念に関する文献的考証. 運動失調症の病態解明と治療法開発に関する研究」班平成25年度ワー

クショップ. 東京. 2013. 8. 9.
31.	 水澤英洋. 運動器疾患専門医のための神経疾患診方-ふらつきを呈する疾患を中心に. 第10回徳島しびれ・痛み・脱力研

究会. 徳島. 2013. 8. 11.
32.	 石田和之. 水について. 座間医師会漢方研究会. 神奈川. 2013. 9. 5.
33.	 水澤英洋. 新しい定量的小脳機能評価法と脊髄小脳変性症. 第63回香川神経疾患研究会. 高松. 2013. 9. 6.
34.	 石原正一郎. 重症筋無力症. 江東区難病講演会. 東京. 2013. 11. 2.
35.	 石田和之. 頭痛・しびれ・眩暈の漢方治療. 相模原東洋医学基礎講座. 神奈川. 2013. 11. 7.
36.	 水澤英洋. 認知症とプリオン病. 第49回中国支部主催生涯教育講演会. 岡山. 2013. 11. 24.
37.	 水澤英洋, 辻省次. ビデオで見る神経内科. 第31回日本神経治療学会総会. 東京. 2013. 11. 22.
38.	 沼田純奈, 仁科智子, 田中規恵, 朴文英, 仁科一隆, 水澤英洋, 横田隆徳. トコフェロール結合一本鎖核酸の有効性につい

て. 第23回アンチセンスシンポジウム. 徳島. 2013. 11. 28.
39.	 筋野裕美子, 仁科一隆, 朴文英, 田中規恵, 仁科智子, 桑原宏哉, 水澤英洋, 横田隆徳.    新規核酸の静脈内投与による家族

性アミロイドポリニューロパチーに対する遺伝子治療. 第23回アンチセンスシンポジウム. 徳島. 2013. 11. 28.
40.	 仁科一隆, 朴文英, 田中（吉田）規恵, 仁科智子, 桑原宏哉, 水澤英洋, 横田隆徳.    DNA/RNAヘテロ二重鎖核酸を用い

た効果的な遺伝子抑制法の開発. 第23回アンチセンスシンポジウム. 徳島. 2013. 11. 29.
41.	 新田佳子, 朴文英, 田中規恵, 仁科一隆, 小比賀聡, 水澤英洋, 横田隆徳. 新規アンチセンス核酸を用いた脳室内投与によ

る効率的な遺伝子発現抑制法. 第23回アンチセンスシンポジウム. 徳島. 2013. 11. 29.
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42.	 水澤英洋. 国際会議の誘致及び開催による学会活動の活性化−第23回世界神経学会議（2017年度会議の誘致に成功）．
平成25年度日本政府観光局(JNTO)国際会議主催者セミナー. 東京. 2013. 12. 10.

〈座長・学会主催〉
  1.	 水澤英洋. 小脳研究会の目的と歩み. 2012年度小脳研究会. 東京. 2013. 1. 9. 
  2.	 飯田幸治, 水澤英洋. てんかん発作が患者にもたらすもの-てんかんの病態と社会的な観点からみた発作消失の重要性. 

学術講演会-てんかん診療のゴールを考える-イーケプラ発売２周年記念. 東京. 2013. 2. 22.
  3.	 後藤雄一, 水澤英洋. 国立精神・神経医療研究センターにおけるバイオリソースレポジトリーの構築と利用. 連携大学

院セミナー. 東京. 2013. 2. 22.   
  4.	 永井義隆, 水澤英洋. 神経変性疾患に対する蛋白質ミス フォールディング・凝集を標的とした治療戦略. 連携大学院セ

ミナー. 東京. 2013. 2. 22.
  5.	 水澤英洋. 開会の挨拶. お茶の水Epilepsyシンポジウム. 東京. 2013. 3. 14.
  6.	 大内尉義, 水澤英洋. 認知症と生活習慣病〜認知症における終末期医療を含めて. お茶の水認知症セミナー. 東京. 2013. 

3. 15.
  7.	 水澤英洋. 抗血小板療法１. STROKE 2013 第38回日本脳卒中学会総会. 東京. 2013. 3. 23.
  8.	 新谷周三. 第10回茨城リハ医の会. 土浦. 2013. 3. 23.
  9.	 伊藤日加瑠, 水澤英洋. HMGB１を用いた脊髄小脳変性症1型モデルマウス治療の試み. 第54回日本神経病理学会総会学

術研究会. 東京. 2013. 4. 26.
10.	 藤ヶ崎純子, 水澤英洋. 脊髄小脳失調症７型の核内封入体とCajal小体の関係. 第54回日本神経病理学会総会学術研究会. 

東京. 2013. 4. 26.
11.	 石川欽也, 水澤英洋. 脊髄小脳失調症31型（SCA31）2症例の臨床的、神経病理学的研究. 第54回日本神経病理学会総会

学術研究会. 東京. 2013. 4. 26.
12.	 岩田淳, 葛原茂樹, 水澤英洋. 神経変性疾患における細胞内凝集タンパク質の新規分解機能の解明. 第54回日本神経学会

学術大会. 東京. 2013. 5. 29.
13.	 武田篤, 葛原茂樹, 水澤英洋. 重度嗅覚障害はパーキンソン病認知症の前駆兆候である. 第54回日本神経学会学術大会. 

東京. 2013. 5. 2 9.
14.	 Ashizawa T. Mizusawa H. Spinocerebellar Ataxias: Research Progress and Developing Treatment. 第54回日本神経

学会学術大会 (Neuroscience Frontier Symposium 1). 東京. 2013. 5. 30.
15.	 宮崎雄, 山崎亮, 高橋恵子, 古田芳彦, 西山修平, 近藤孝之, 荒川武蔵, 水澤英洋.  最優秀口演賞候補. 第54回日本神経学会

学術大会. 東京. 2013. 5. 30.
16.	 J Ravits, Yokota T. Mechanism of regional spread in ALS. 第54回日本神経学会学術大会 Hot Topics. 東京. 2013. 5. 

30.
17.	 吉峰俊樹, 水澤英洋. BMIの神経疾患治療への応用. 第54回日本神経学会学術大会. 東京. 2013. 5. 31.
18.	 寺山靖夫, 青木正志, 宇川義一, 阿部康二, 水澤英洋. 神経疾患患者救済のための神経学会災害対策ネットワーク作り. 第

54回日本神経学会学術大会. 東京. 2013. 5. 31.
19.	 中島健二, 寺本明, 國光文乃, 池田康夫, 渡辺毅, 小川彰, 芦澤哲夫, 祖父江元, 水澤英洋. 神経内科専門医制度を考える. 第

54回日本神経学会学術大会. 東京. 2013. 6. 1.
20.	 三條伸夫, 浜口毅, 藤田浩司, 佐藤克也, 坪井義夫, 山田正仁, 水澤英洋. プリオン病の最新情報. 第54回日本神経学会学術

大会. 東京. 2013. 6. 1.
21.	 Ashizawa T, 水澤英洋. Challenges in restoration of neurological deficits-cerebellar ataxia as an example. 第54回日本

神経学会学術大会 ランチョンセミナー. 東京. 2013. 6. 1.
22.	 成田有吾, 新谷周三. より良い在宅医療をめざして. 第54回日本神経学会学術大会 シンポジウム. 東京. 2013. 6. 1.
23.	 辻省次, 石川欽也. 孤発性疾患における遺伝子異常の探索法. 第54回日本神経学会学術大会 シンポジウム. 東京. 2013. 6. 

1.
24.	 篠原幸人, 水野美邦, 坂井文彦, 辻貞俊, 葛原茂樹, 大久保卓哉, 水澤英洋. 神経内科で診る病気. 第54回日本神経学会学術

大会 市民公開講座. 東京. 2013. 6. 2.
25.	 水澤英洋. Opening Remarks. 第14回東京神経免疫研究会. 東京. 2013. 6. 28.
26.	 竹島多賀夫, 山本亘彦, 遠山正彌, 望月秀樹, 水澤英洋. 1. Migraine Research: 臨床とNeuroscienceのフロンティア 2. 大

脳皮質における神経活動依存的・非依存的な神経回路形成の制御機能−氏か育ちか  3. 主役の座に躍り出たグリア細
胞. 第35回神経組織培養研究会イブニングセミナー. 大阪. 2013. 6. 29.

27.	 饗場郁子, 吉田眞理, 平野成樹, 島田斉, 長谷川一子, 水澤英洋. PSP/CBD update. 神経変性疾患に関する調査研究班平
成25年度ワークショップ. 東京. 2013. 7. 19.

28.	 Doh-ura K. Kuwata K. Hamada T. Mizusawa H. Prospective Drug discovery in prion. Asian Pasific Prion 
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Symposium 2013. Nagasaki. 2013. 7. 22.
29.	 山田正仁, 水澤英洋. ヒトのプリオン病の実態とヒトにおける脳Aβアミロイドーシス伝播の可能性. アミロイドーシス

に関する調査研究班夏のワークショップ2013. 大分. 2013. 7. 26.
30.	 水澤英洋. パーキンソン病ー新しい治療への期待. 第7回お茶の水PD研究会. 東京. 2013. 7. 26.
31.	 埜中征哉, 水澤英洋. 治療可能になった遺伝性筋疾患ー糖原病Ⅱ型(ポンペ病)診断のポイント. 稀少疾患学術講演会. 東

京. 2013. 7. 30.
32.	 桑原聡, 吉田邦広, 水澤英洋. CCAとは何か. 運動失調症の病態解明と治療法開発に関する研究班平成25年度ワークショ

ップ. 東京. 2013. 8. 9.
33.	 中里信和, 大槻泰介, 赤松直樹, 前原健寿, 水澤英洋. てんかんと社会. 「てんかんと社会」国際シンポジウム. 東京. 2013. 

8. 24.
34.	 村田美穂, 水澤英洋. パーキンソン病における薬物治療の新展開. 学術講演会. 東京. 2013. 9. 10.   
35.	 田中正美, 水澤英洋. MSとNMOの診断と治療. 第12回東京MS研究会. 東京. 2013. 9. 13.
36.	 辻貞俊, 水澤英洋. 高齢者てんかんと改正道路交通法. 東京Epilepsyカンファレンス2013. 東京. 2013. 9. 28.
37.	 小池智, 水澤英洋. ポリオウィルスの神経指向性のメカニズム. 第18回日本神経感染症学会総会. 宮崎. 2013. 10. 11.
38.	 関守信, 村上秀友, 水澤英洋. パーキンソン病患者における認知機能とREM睡眠行動異常も関する多施設共同研究, 

Parkinson病における経度認知機能障害の検出〜MoCA, COGNISTATの有用性. 第5回ニューロフォーラム東京. 東京. 
2013. 10. 18.

39.	 柏原健一, 水澤英洋. 開会の挨拶, パーキンソン病の問題症状とその対応. 第5回TMD PD研究会. 東京. 2013. 10. 22.
40.	  水澤英洋. Opening Remarks 「認知症診療科の役割」．第3回 Metro Dementia Conference. 東京. 2013. 10. 25.
41.	 水澤英洋. Special Remarks. 6th Congress of the Pan-Asian Committee for Treatment and Research in Multiple 

Sclerosis (PACTRIMS). 京都. 2013. 11. 6.
42.	 高橋牧郎, 水澤英洋. パーキンソン病とレビー小体型認知症―分子病理学 up dateと精神症状の対処法. 松本. 2013. 11. 

8.
43.	 池田修一, 水澤英洋. 若年性認知症の新たな病型HDLS―臨床像と病態. 松本. 2013. 11. 8.
44.	 松浦徹, 小野寺理, 矢部一郎, 石川欽也, 佐々木秀直, 水澤英洋. 進化する脊髄小脳変性症治療―新たなステージへ. 第31

回日本神経治療学会総会. 東京. 2013. 11. 22.
45.	 桶田善彦, 鈴木仁, 二宮充喜子, 鈴木秀和, 丹羽淳一, 横田隆徳. 末梢神経疾患1. 第31回日本神経治療学会総会. 東京. 2013. 

11. 22.
46.	 安東由喜雄, 水澤英洋. 治す！神経内科疾患！ . 第22回お茶の水Brain Science Seminar. 東京. 2013. 12. 13.
47.	 田中寿和, 吉田亘佑, 小川朋子, 水澤英洋. 神経内科における痙縮治療とITB療法. 東京. 2013. 12. 14.
48.	 北園孝成, 水澤英洋. 脳梗塞の病態解明を目指して-Fukuoka Stroke Registryの知見から. お茶の水STROKE 

Symposium. 東京. 2013. 12. 20.
49.	 瓦井俊孝, 梶龍兒, 小久保康昌, 土井由利子, 清水俊夫, 関口輝彦, 水澤英洋. 2013年度神経変性疾患に関する調査研究. 平

成25年度神経変性疾患に関する調査研究班会議. 東京. 2013. 12. 21.
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精 神 行 動 医 科 学 分 野
Psychiatry and Behavioral Science

教　　授　西川　徹
准 教 授　車地曉生
講　　師　山本直樹
助　　教　竹内　崇，京野穂集(2013年3月まで)，武田充弘，
　　　　　上里彰仁，光定博生，
　　　　　甫母瑞枝(併任：睡眠制御学分野)
技術専門職員　海野麻未
医　　員　池井大輔(2013年3月まで)，
　　　　　玉井眞一郎(2013年9月まで)，
　　　　　川俣光太郎(2013年9月まで)，寺澤佑哉，日野恒平，
　　　　　冨岡　悠(2013年10月から)，
　　　　　原田敦子(2013年10月から)
メディカルフェロー　板坂典郎
技術補佐員　岡　泰央，齊藤美由紀，佐々木芽里，
　　　　　金子慈史(2013年6月まで)，
　　　　　染谷あやの，松永　健，
　　　　　石渡小百合(2013年4月から)，
　　　　　橋口さゆり(2013年6月から)，
　　　　　北畠綾子(2013年10月から)
大学院生　佐々木健至，高木俊輔，
　　　　　石渡小百合(2013年3月まで），海野真一，瀧口一夫，
　　　　　吉池卓也，蟹江絢子，後藤　恵，
　　　　　原茂恵美子(2013年3月まで)，小林桃子，白石知也，
　　　　　小野恵子，野中美佐

（１）教育
　卒後研修の前期2年間は、精神神経疾患に生物−心理−社会−倫理的側面からアプローチするために必要となる基本的な
検査法・診断技術や、精神療法・薬物療法などの治療法、実際の臨床に関わる法律の理解などを総合的に修得することを目
的としている。義務化された2年間の臨床研修の後、l年間は主として学内で精神科の専門初期研修を行う。その後の後期研
修では、神経精神科専門医としての知識および臨床経験を積むとともに、精神保健指定医の資格を得るために主に学外の関
連施設で研修を行う。卒前教育については、自主的に問題を解決する能力を高め神経精神医学に対する学生の主体的な学習
姿勢を引き出すため、クリニカルクラークシップに重点を置いており、その準備段階として、系統的な講義を行っている。

（２）研究
　当教室では、統合失調症、気分障害、不安障害などを初めとする精神神経疾患について、生物−心理−社会学的アプロー
チから総合的に研究することを目指している。学外の研究機関との協力の下で下記以外にも、社会精神医学、児童・思春期
精神医学、脳画像診断解析の研究を行っている。
1 ）神経生化学的研究
　（ｉ）精神神経疾患の病因・病態の解明に向けた分子遺伝学的研究：

　精神病症状惹起物質を用いた動物モデルを用いて、発達薬理学的観点から精神神経疾患の病因・ 病態に関する新規の
候補遺伝子群の単離を行う。またそれらの候補遺伝子群のヒ卜での解析を行い、精神神経疾患での変化を検索する。

　（ⅱ）精神神経疾患の新たな治療法開発に向けた薬理生化学的研究：
　新たな精神神経疾患の治療法の開発に向けて、その候補となる物質の薬理生化学的な検討を行う。特に内在性の抗精
神病物質と考えられるＤセリンについて、その代謝に関与する物質の分離や、脳内神経伝達に及ぼす影響などについて
多角的に検討を加えている。

　
2 ）神経生理・精神生理学的研究
　（ｉ）SPECTによる精神神経疾患の病態研究：

　アイカメラを用いた統合失調症の生物学的指標の研究：国内では主に一卵性双生児や小児発症患者、罹患ハイリスク
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児などを対象として、また国際的にはWHOの協同研究として本教室が責任施設となりプロジェクトを遂行している。
　（ⅱ）PETによる神経精神疾患の受容体研究、MRSを用いたてんかん焦点の研究：

　放射線医学総合研究所との協同研究として統合失調症患者のドーパミン受容体の研究を中心に行っている。
　（ⅲ）精神神経疾患の睡眠研究：

　独自に開発した睡眠ポリグラフィー自動解析装置を用いた研究、fMRIを用いた睡眠研究を行っている。
　（ⅳ）近赤外線スペクトロスコピー(NIRS：near-infrared spectroscopy)を用いた研究：

　精神疾患の生物学的指標の手がかりを得る目的で、主に統合失調症・気分障害などの患者を対象として、心理的課題
遂行時の脳各部位の機能状態変化を近赤外線スペクトロスコピーにより解析している。

3 ）精神病理学的研究
　精神障害について現象学的、人間学的、言語論的方法等によって心理学的側面から本態の解明に当たり、同時に精神療法
的アプローチを行っている。また精神医学の基本概念の検討及び今日の課題である精神障害の分類と診断の基礎づけも試み
ている。対象とする主要な精神障害は統合失調症、躁うつ病のいわゆる内因性精神病であるが、更に、神経症、現在関心を
ひいている境界例などについても精神分析的指向の研究および精神療法が行われている。他に病跡学や芸術療法などの創造
性の病理に関する研究も進めている。

（３）臨床
　当科の外来新患数は、月平均80名程度であり、ICD-10分類ではF3「気分障害」が最も多く、約3割を占める。ついで、F4「神
経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害」、F2「統合失調症、分裂病型障害および妄想性障害」と続く。また、
他科入院中の患者に対するコンサルテーシヨン・リエゾン精神医療にも取り組んでいる。老年痴呆、児童思春期特有の障害、
物質依存、集中的精神療法の適応のある神経症などに対しては、より専門性の高い関連の専門施設への紹介が行われること
も多い。一方、入院患者では、総合病院精神科および教育・研修期間としてのニーズに対応して、F2が比較的多くなり、つ
いでF4、F3の順となっており、その他てんかんや老人性痴呆などの神経疾患、睡眠リズム障害の診断や治療を行っている。
治療は、薬物療法を中心として、入院患者に対するmECT(全身麻酔下における電気けいれん療法)、入院・外来あるいはデ
イケアセンターにおける個人・集団精神療法などを積極的に導入しており、地域の社会復帰施設とも密接に連携しながら進
めている。 デイケアは入院と外来の移行的なプロセスとして位置づけられ、治療チームは医師1名、看護師2名，精神保健福
祉士あるいは臨床心理士l 名から構成される。デイケアの対象となる疾患は、統合失調症、うつ病、双極性障害、適応障害、
パーソナリティー障害など幅広い。治療目標はメンバーによって多様であるが、治療チームは各メンバーにあわせて異なる
枠組みのケアーを提供している。当科のデイケアでは、グループにおける対人関係が治療的効果を生む側面を重視しており、
その経験から、人と交流し社会で快適に生活していく力がついて行くようプログラムを工夫した上、働きかけと支援を行っ
ている。

（４）業績
[原著]
  1. 	Umezaki Y, Katagiri A, Watanabe M, Takenoshita M, Sakuma T, Sako E, Sato Y, Toriihara A, Uezato A, Shibuya H, 

Nishikawa T, Motomura H, Toyofuku A. Brain perfusion asymmetry in patients with oral somatic delusions. Eur 
Arch Psychiatry Clin Neurosci. 263(4):315-23, 2013. 

  2.	 Ishiwata S, Ogata S, Umino A, Shiraku H, Ohashi Y, Kajii Y, Nishikawa T. Increasingeffects of S-methyl-L-cysteine 
on the extracellular D-serine concentrations in the rat medial frontal cortex. Amino Acids. 44(5):1391-1395,2013.

  3.	 Ishiwata S, Umino A, Umino M, Yorita K, Fukui K, Nishikawa T. Modulation of extracellular d-serine content by 
calcium permeable AMPA receptors in rat medial prefrontal cortex as revealed by in vivo microdialysis. Int J 
Neuropsychopharmacol. 16(6):1395-1406,2013. 　

  4.	 Hatta K, Kishi Y, Takeuchi T, Wada K, Odawara T, Usui C, Machida Y, Nakamura H; DELIRIA-J Group. The 
predictive value of a change in natural killer cell activity for delirium. Prog Neuropsychopharmacol Biol Psychiatry. 
2014 Jan 3;48:26-31. doi: 10.1016/j.pnpbp.2013.09.08. Epub 2013 Sep 21.

  5.	 Hatta K, Kishi Y, Wada K, Odawara T, Takeuchi T, Shiganami T, Tsuchida K, Oshima Y, Uchimura N, Akaho R, 
Watanabe A, Taira T, Nishimura K, Hashimoto N, Usui C, Nakamura H. Antipsychotics for delirium in the general 
hospital setting in consecutive 2453 inpatients: a prospective observational study. Int J Geriatr Psychiatry. 2013 Jun 
25. doi: 10.1002/gps.3999. [Epub ahead of print]

  6.	 Sasaki T, Kodaka F, Taniguchi G, Nishikawa T, Watanabe M. Experiential auditory hallucinations due to chronic 
epileptic discharges after radiotherapy for oligoastrocytoma. Epileptic Disorder. 15(2):188-192, 2013.　

  7.	 Darrick T Balu, Yan Li, Matthew D Puhl, Michael A Benneyworth, Alo C Basu, Shunsuke Takagi, Vadim Y 
Bolshakov, Joseph T Coyle. Multiple risk pathways for schizophrenia converge in serine racemase knockout mice, a 
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mouse model of NMDA receptor hypofunction. Proc Natl Acad Sci U S A. 110(26) ,2013.
  8.	 Fuse-Nagase Y, Nishikawa T. Prolonged delusional state triggered by repeated ingestion of aromatic liquid in a 

past 5-methoxy-N, N-diisopropyltryptamine abuser Addiction Science & Clinical Practice 2013, 8:9. 

[総説]
  1. 	西川　徹, 石渡小百合. NMDAレセプターと統合失調症. 日本神経精神薬理学雑誌. (Jpn. J. Neuropsychopharmacol.), 

2013.　
  2.	 車地曉生. ICD-11 気分障害の動向—双極性障害とうつ病性障害. 精神神経学雑誌. 115：60-68, 2013.　 
  3.	 竹内　崇．せん妄の治療．精神科治療学.　28(1)：87-92，2013． 
  4.	 竹内　崇．コンサルテーション・リエゾン精神医療とせん妄．臨床精神医学. 17(5)：491-495，2013． 
  5.	 竹内　崇．せん妄の非薬物療法的アプローチ．精神科治療学. 28(8)：1049-1054, 2013．
  6.	 治徳大介, 吉川武男. 統合失調症の遺伝子研究.　日本臨床. 12(4)：599-604, 2013.
  7.	 上里彰仁, 西川 徹. 統合失調症の分子病態. 日本臨牀. 71(4) : 591-598,2013.
  8.	 上里彰仁．グルタミン酸／D-セリン系と精神疾患．D-アミノ酸学会誌.1:1-6,2013. 
  9.	 石渡 小百合, 西川 徹. Ｄ－セリンと統合失調症. 日本生物学的精神医学会誌. 24(3):135-144, 2013. 
10.	 石渡 小百合, 西川 徹. 精神疾患とグルタミン酸神経伝達：臨床的観点から. 脳21. 16(3):64 (316)-69(321),2013. 
11.	 T, Kamei Y. Circadian rhythm sleep disorders. Delayed and advanced sleep phase types. Nihon Rinsho 71 Suppl 

5: 399-404,2013.
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城, 2013年1月25日,

  2.	 西川 徹. 統合失調症の分子メカニズムを探る. つくばブレインサイエンスセミナー200回記念講演会, 筑波大学, 茨城, 
2013年2月9日.
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  4.	 石渡小百合, 海野麻未, 小方茂弘, 海野真一, 西川 徹. ラット内側前頭葉皮質における細胞外D-セリンの多様な調節. 

第5回CBIR若手インスパイアシンポジウム, 東京. 2013年2月23日. 
  5.	 T. Nishikawa. D-serine signaling in schizophrenia: Implications for novel therapy development. 11th World 

Congress of Biological Psychiatry. Kyoto. June 25, 2013. 
  6.	 石渡小百合, 海野麻未, 小方茂弘, 海野真一, 西川 徹. ラット内側前頭葉皮質における多様な細胞外Ｄ-セリン調節. 第

86回日本生化学会大会,横浜. 2013年9月12日. 
  7. 	上里彰仁. 統合失調症とグルタミン酸系. シンポジウム―難治性病態の打開に向けて～統合失調症～第23回日本臨床
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  7.	 上里彰仁, 玉岡明洋, 甫母瑞枝, 犬飼周佑, 秀島雅之, 宮崎泰成, 西川 徹, 柳下和慶．高気圧酸素療法を施行した患者の睡
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時間生物学会学術大会, 2013年11月9日-10日. 
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Disorder 研究会, 東京, 2013年11月30日.　　

　
［その他］
〈招待講演〉
（国内）

  1.	 Nishikawa T. Co-Chair: E. Domino. Ketamine: Rapid acting antidepressant actions-basic and clinical puzzles. 11th 
World Congress of Biological Psychiatry,Kyoto,June 25, 2013.

〈受賞〉
  1.	 BEST ORAL PRESENTATION AWARD賞, 第5回CBIR若手インスパイアシンポジウム, 東京, 2013年2月23日.　 
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脳神経機能外科学分野
Neurosurgery

教　　授　前原健寿
准 教 授　成相　直
講　　師　田中洋次，稲次基希
助　　教　田村　郁，菅原貴志，工藤琢巳，河野能久
大学院生　廣田　晋，木野智幸，武川麻紀，佐々木正史，
　　　　　小幡佳輝，石井洋介，平井作京，上田泰弘，
　　　　　荻島隆浩，清川樹里，林志保里，唐鎌　淳，
　　　　　清水一秀，董　暁書

　脳神経外科学の対象となる疾患は、脳脊髄の腫瘍、血管障害、外傷、奇形、機能異常、感染などである。その各々について、
固有の臨床的・基礎的研究課題がある。中枢神経系を研究対象とする際には、脳脊髄の正常機能と疾患時の病態に関する深
い知識と洞察力が必要である。臨床研究・基礎研究を通じて養成された研究マインドをもって臨床活動に従事することは、
直接、治療成績の向上につながる。研究の深まりは脳研究の探求心を満足させてくれるに違いない。「脳を知りたい」、知的
好奇心旺盛な活発な若い諸君の参入を期待する。

（1）教　育
　幅広く深い知識と確実な技術修得、旺盛な探求心を育てる。

（2）臨　床
　患者の背景に留意した医療、患者主体の医療を第一に、先端技術を駆使して脳の機能温存を重視した治療を行う。

（3）研　究
　学内外の研究施設と積極的に交流し、最新の知識と技術の導入・開発を図る。

１．脳腫瘍
・腫瘍の増殖・浸潤機序の解析〜治療への応用：グリア系腫瘍は如何に増殖・浸潤するかを分子細胞生物学・病理学の立
場から捉える。細胞回転、増殖因子、浸潤能、血管新生等が研究対象となる。

・脳脊髄腫瘍における癌遺伝子・抑制遺伝子の解析：神経膠腫、髄膜腫、NF2を対象とする。また、遺伝子導入による治
療への早期開発を目指す。

・腫瘍に対する光化学療法、放射線療法、化学療法剤、免疫療法、血管新生抑制剤の研究。特に最近治療に用いられてい
るガンマナイフの治療効果についての臨床・病理学的検討を行っている。

・脳腫瘍の手術治療に際し、解剖学的情報に機能情報、代謝情報を加えた多機能画像統合ナビゲーションシステムの開発
と導入を行い、その成果を検証している。

２．脳脊髄血管疾患
・脳血管攣縮の病態解析および治療への応用：くも膜下出血時の脳循環、血管反応性、心肺系の異常、電解質異常の検
討。エンドセリン、フリーラディカル、NO、凝固線溶系等の関与の検討。

・脳の虚血性および出血性疾患における循環障害と脳の可塑性の研究。
・モヤモヤ病の病態と間接的血管吻合術の検討。
・血管内手術法の開発に伴う諸問題の検討。

３．脳神経外傷
・脳脊髄外傷における力学的シミュレーション、細胞障害の解析、可塑性の研究。
・脳脊髄外傷の治療に関する実験的研究。

４．脳機能性疾患
・側頭葉てんかんの病態解析と外科的治療。
・神経伝達物質の検討。

５．脳循環代謝
・PET, MRI/S, MEG,キセノンガスを用いたヒト脳循環代謝の研究。
・PET, MRI/S, MEGを用いたヒト脳の正常・異常時の高次脳機能、および、その局在の臨床検討。
・PETを用いた脳内神経受容体の研究。
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・動物MRI, PETを用いた脳神経疾患の実験的研究。
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た小児てんかん関連脳腫の2症例. 第7回日本てんかん学会関東甲信越地方会 2013年6月15日 東京

30.	 河野能久、青柳　傑、田村　郁、菅原貴志、岸本誠司、前原健寿. 翼状突起基部および中頭蓋底内側病変への拡大側
頭下窩アプローチ. 第25回日本頭蓋底外科学会 2013年6月26-27日 名古屋

31.	 菅原貴志、青柳傑、河野能久、田村郁、荻島隆浩、玉置正史、矢野智之、角田篤信、前原健寿、岸本誠司. 当院にお
ける眼窩内進展を伴う鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する治療戦略とその臨床的検討. 第25回日本頭蓋底外科学会 2013年6月
26-27日 名古屋

32.	 田中洋次、河野能久、稲次基希、菅原貴志、前原健寿. 開頭・経鼻同時手術を行った巨大下垂体腺腫の一例. 第8回東
日本下垂体手術ビデオデモンストレーション. 2013年7月27日 東京

33.	 高橋暁、工藤琢巳、稲次基希、川並麗奈、原祥子、田端梓、原恵子、松浦雅人、前原健寿. HFOtomyと海馬MSTを施
行した正常海馬を有する左側頭葉てんかんの1例. 第36回関東機能的脳外科カンファレンス 2013年9月7日 東京

34.	 稲次基希、成相直、田中洋次、林志保里、前原健寿、織田圭一、坂田宗之、豊原潤、石渡喜一、石井賢二. Glioma 診断・
治療におけるMet-PETの活用と新規リガンド4DST-PETの有用性. 第18回日本脳腫瘍の外科学会 2013年9月19-20日 大
津

35.	 菅原貴志、青柳傑、河野能久、前原健寿. 当院における側脳室三角部髄膜腫4例に対する手術approachの検討. 第18回
日本脳腫瘍の外科学会 2013年9月19-20日 滋賀

36.	 前原健寿、稲次基希、成相直、田中洋次、林志保里、石渡喜一、石井賢二、小林大輔. 神経画像検査を用いたてんか
ん焦点におけるグリア機能評価の可能性. 第47回日本てんかん学会学術集会 2013年10月11-12日 北九州

37.	 林志保里、稲次基希、成相直、前原健寿、織田圭一、坂田宗之、石井賢二、石渡喜一. 11C-MPDX PET用いた側頭葉
てんかん患者脳におけるアデノシンA1受容体分布の測定. 第47回日本てんかん学会学術集会 2013年10月11-12日 北九
州

38.	 稲次基希、林志保里、原恵子、松浦雅人、前原健寿. Psychatric condition and seizure-free outcome of focus resection 
for patients with intractable epilepsy.　第47回日本てんかん学会学術集会 2013年10月11-12日 北九州
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39.	 稲次基希、成相直、田中洋次、林志保里、前原健寿、織田圭一、坂田宗之、豊原潤、石渡喜一、石井賢二. PET multi-
tracerによるglioma診断・治療の有用性. 日本脳神経外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 横浜

40.	 河野能久、成相直、前原健寿. 乳幼児もやもや病における術後虚血性合併症の検討. 日本脳神経外科学会第72回学術総会 
2013年10月16-18日 横浜

41.	 菅原貴志、青柳傑 、河野能久 、玉置正史 、矢野智之 、 岸本誠司、前原健寿. 眼窩内進展を伴う鼻副鼻腔悪性腫瘍に
対する頭頸部外科・脳神経外科・形成外科3科による手術戦略とその臨床的検討. 第72回日本脳神経外科学会学術総会
　2013年10月16-18日 横浜

42.	 高橋曉、工藤琢己、田中洋次、前原健寿. 術前高解像度MRIで責任病変の同定が困難であった三叉神経痛の検討. 日本
脳神経外科学会第72回学術総会　2013年10月16-18日 横浜

43.	 田中洋次、玉置正史、工藤琢己、菅原貴志、稲次基希、山村俊弘、前原健寿. 下垂体腫瘍に対する経鼻内視鏡併用被
膜外摘出術. 日本脳神経外科学会第72回学術総会　2013年10月16-18日 横浜

44.	 田村 郁、青柳 傑、河野 能久、菅原 貴志、荻島 隆浩、前原 健寿. 海綿静脈洞内・周辺頭蓋底腫瘍の外転神経モニタ
リング下摘出術. 第72回日本脳神経外科学会総会 2013年10月15-17日 横浜

45.	 林志保里、稲次基希、成相直、前原健寿、織田圭一、坂田宗之、石井賢二、石渡喜一. 11C-MPDX PETを用いた側頭
葉てんかん患者脳におけるアデノシンA1受容体分布の検討.　日本脳神経外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 
横浜　

46.	 橋本聡華、稲次基希、原恵子、松浦雅人、前原健寿. 難治性てんかんに対する迷走神経刺激術の有用性の検討. 日本脳
神経外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 横浜

47.	 山村俊弘、田中洋次、工藤琢己、稲次基希、菅原貴志、玉置正史、前原健寿. 下垂体腺腫による視野障害の術後変化
についての検討. 日本脳神経外科学会第72回学術総会　2013年10月16-18日 横浜

48.	 山内崇弘、稲次基希、林志保里、田中洋次、成相直、前原健寿、白石淳、大友康裕. 当院におけるスポーツ頭部外傷
の現状. 日本脳神経外科学会第72回学術総会　2013年10月16-18日 横浜

49.	 伊藤なつみ、稲次基希、成相直、河野能久、根木真理子、小林大輔、前原健寿. もやもや病長期経過例の剖検. 日本脳
神経外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 横浜

50.	 成相直、田中洋次、稲次基希、石井洋介、原祥子、荻島隆浩、前原健寿、石渡喜一、石井賢二. 慢性期血行再建術に
おける脳循環代謝計測の役割―手術対象の選別と周術期管理への適切な応用―. 日本脳神経外科学会第72回学術総会 
2013年10月16-18日 横浜

51.	 工藤琢己、成相直、稲次基希、林志保里、田中洋次、織田圭一、石渡喜一、石井賢二、前原健寿. 成人もやもや病の
血管病変進行による虚血症状悪化例の検討. 日本脳神経外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 横浜

52.	 廣田晋、稲次基希、成相直、前原健寿、原睦也、玉置正史、戸根修、富田博樹. びまん性脳損傷患者における社会復
帰と神経心理検査値との関連. 日本脳神経外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 横浜

53.	 百瀬俊也、成相直、川辺拓也、稲次基希、田中洋次、前原健寿、石井賢二、石渡喜一、山本昌昭. 再発転移性脳腫瘍
に対するPETガイドによる定位放射線治療の有用性. 日本脳神経外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 横浜

54.	 川並麗奈、田村郁、小林大輔、河野能久、稲次基希、田中洋次、成相直、前原健寿. テモダール導入後の膠芽腫の予
後とMGMT発現. 日本脳神経外科学会第72回学術総会　2013年10月16-18日 横浜

55.	 原祥子、田中洋次、成相直、上田泰弘、稲次基希、前原健寿、石渡喜一、石井賢二. もやもや病患者におけるASL-
MRIの有用性―PETとの対比による定量性の検討―. 日本脳神経外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 横浜

56.	 成相直. 慢性期血行再建術における脳循環代謝計測の役割-手術対象の選別と周術期管理への適切な応用-. 日本脳神経
外科学会第72回学術総会 2013年10月16-18日 横浜

57.	 前原健寿. 男女同数時代の脳外科医育成と侵襲的手法を用いた脳機能解明への挑戦.　日本脳神経外科学会第72回学術
総会 特別企画 2013年10月16-18日 横浜

58.	 成相直、日浦幹夫、田中洋次、稲次基希、織田圭一、石井賢二. 生理学的負荷による脳血流反応-正常者と脳血管障害
患者の定量PET脳血流計測から-. 第25回日本脳循環代謝学会総会 2013年11月1-2日 札幌

59.	 日浦幹夫、成相直、石井賢二、坂田宗之、織田圭一、豊原潤、石渡喜一. 定常運動負荷時の脳循環調節機構について：
H215O PET脳血流計測を用いた考察. 第25回日本脳循環代謝学会総会. 2013年11月1−2日 札幌

60.	 日浦幹夫、成相直、石井賢二、坂田宗之、織田圭一、豊原潤、石渡喜一. 有酸素運動後のポジティブな気分変化と内
因性オピオイドの関連について：11C-Carfentanil PETを用いた検討. 第25回日本脳循環代謝学会総会 2013年11月1−2日 
札幌

61.	 工藤琢巳、成相直、前原健寿、松島善治、大野喜久郎. もやもや病に伴う頭痛に対する漢方治療. 第22回日本脳神経外
科漢方医学会 2013年11月2日 東京

62.	 田中洋次、玉置正史、工藤琢己、菅原貴志、稲次基希、前原健寿. 下垂体腺腫に対する経鼻内視鏡併用手術：当院に
おける手術法、摘出法の変化と手術成績. 第20回日本神経内視鏡学会 2013年11月7-8日 甲府

63.	 菅原貴志、田中洋次、山本信二、冨士井睦、三木保、前原健寿. 小児Suprasellar Arachnoid Cyst 2 例に対する手術手
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技―Cystocisternostomy の方法―. 第20回日本神経内視鏡学会 2013年11月7-8日 山梨
64.	 稲次基希、成相直、林志保里、田中洋次、織田圭一、坂田宗之、石渡喜一、豊原潤、石井賢二、前原健寿. 11C-4DST 

PETのGlioma悪性度診断における有用性と妥当性の検証. 第53回日本核医学会学術総会, 2013年11月8-10日 福岡 
65.	 日浦幹夫、成相直、石井賢二、坂田宗之、織田圭一、豊原潤、石渡喜一. 11C-cargfentanilを用いた運動後の気分状態と

内因性オピオイド変化の検討. 第53回日本核医学会学術総会, 2013年11月8-10日 福岡
66.	 成相直、田中洋次、石井洋介、原祥子、稲次基希、前原健寿、織田圭一、石渡喜一、石井賢二. 慢性能動脈閉塞症の

脳循環評価における核医学検査とASL-MRIの役割. 第53回日本核医学会学術総会　2013年11月8-10日 福岡 
67.	 林志保里、稲次基希、成相直、前原健寿、織田圭一、坂田宗之、石井賢二、石渡喜一. 側頭葉てんかん患者脳におけ

る[11C]MPDX PETを用いたアデノシンA1受容体の測定. 第53回日本核医学会学術総会 2013年11月8-10日 福岡
68.	 山村俊弘、菅原貴志、伊藤慧、川並麗奈、小林大輔、前原健寿. 松果体部胚細胞腫瘍治療25年後に生じた腺癌の一例. 

第122回日本脳神経外科学会関東支部会 2013年12月7日　大手町サンケイプラザ
69.	 工藤琢巳、畑裕、前原健寿. The RASSF3 induces apoptosis and regulates cell proliferation via p53 in glioblastoma 

cell line. 第31回日本脳腫瘍学会学術集会 2013年12月8-10日 宮崎
70.	 田村郁、青柳傑、安藤登、荻島隆浩、脇本浩明、山本昌昭、大野喜久郎、前原健寿. 放射線治療後の悪性神経膠腫に

おける腫瘍血管障害と腫瘍菅細胞の増殖. 第31回日本脳腫瘍学会学術集会 2013年12月8-10日 宮崎
71.	 成相直、稲次基希、林志保里、田中洋次、前原健寿、石井賢二、石渡喜一. PET DNA合成能診断薬剤4DSTの脳腫瘍

に対する臨床研究の現状報告. 第31回日本脳腫瘍学会学術総会 2013年12月8−10日 宮崎
72.	 菅原貴志、前原健寿. 当院におけるくも膜下出血治療の現状. 御茶ノ水STROKE symposium 2013　2013年12月20日 東

京

【研究費】
  1.	 平成25年度　文部科学省科学研究費補助金　若手研究(B)　[25861259]分子生物学的手法を用いた脳腫瘍発生機序の基

礎的研究　○工藤 琢巳
  2.	 平成25年度　文部科学省科学研究費補助金　若手研究(B)　[25861260]悪性脳腫瘍治療抵抗性克服の為の、microRNA

と幹細胞を用いた新規治療法の開発　○田村 郁
  3.	 平成24年度　文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(C)一般 [24592115]水透過性の変化を考慮した無侵襲ASL-MRI脳

循環計測法の確立　○田中洋次, 成相　直
  4.	 平成24年度　文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(C)一般 [24592155]PETおよび光学計測を用いた、再生医療にお

ける神経回路再生過程の生体内評価 ○稲次基希
  5.	 平成24年度　文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(C)一般 [24500478] ポジトロン断層法脳血流計測を用いた運動負

荷時の脳循環調節機構の解明 ○日浦幹夫, 成相　直
  6.	 平成23年度　文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(B)一般 [23390344] 悪性脳腫瘍のDNA合成能の分子イメージン

グ－新規PET薬剤の世界初の臨床試験－ ○成相　直, 豊原　潤, 松村　明
  7.	 平成24年度　厚生労働科学研究費補助金 医療技術実用化総合研究事業 [2240501] 症候性脳放射線壊死に対する核医学

的診断とベバシズマブの静脈内投与による治療 ○研究分担者　成相　直（研究代表者　大阪医科大学脳神経外科　宮
武伸一）

  8.	 平成24年度　受託研究費（公益財団法人国際科学振興財団）（臨床研究費）　「脳外傷後高次脳機能障害に対する
Iomazenil SPECT共同研究」検証試験　○成相 直

  9.	 三井住友海上福祉財団　2012年度研究助成 —交通安全等部門— 「交通事故における、回転外力脳損傷のメカニズムの
検討」　○稲次基希

10.	 安田記念医学財団　平成24年度若手癌研究助成　幹細胞とmicroRNAを用いた悪性脳腫瘍の新規治療法の開発　○田
村　郁

11.	 日本損害保険協会　交通事故医療特定課題研究助成　　脳形態と脳機能の多層的分子イメージングによる軸索損傷時
の高次脳機能障害の客観的評価法の開発　〇成相　直, 稲次基希, 石渡喜一, 細田千尋

【受賞】
  1.	 Yosuke Ishii. Young Investigator Travel Bursary. 26th International Symposium on Cerebral Blood Flow, Metabolism 

and Function, and 11th International Conference on Quantification of Brain Function with PET (Brain 2013). 
  2.	 林志保里、稲次基希、成相直、前原健寿、織田圭一、坂田宗之、石井賢二、石渡喜一. 優秀ポスター賞. 「11C-MPDX 

PET用いた側頭葉てんかん患者脳におけるアデノシンA1受容体分布の測定」 第47回日本てんかん学会学術集会 2013年
10月11-12日 北九州
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血 管 内 治 療 学 分 野
Endovascular Surgery

教　　授　根本　繁
講　　師　吉野義一
助　　教　三木一徳

　血管内治療学の対象となる疾患は、脳脊髄及び頭頸部の血管障害、奇形、腫瘍、機能異常などである。その各々について、
固有の臨床的・基礎的研究課題がある。これらを研究対象とする際には、単に治療の対象となる異常のみならず、それに関
連する脳脊髄および末梢神経の血管造影学的解剖、病態生理に関する深い知識と洞察力が必要である。臨床研究・基礎研究
を通じて養成された研究マインドをもって臨床活動に従事することは、直接、治療成績の向上につながる。

（1）教　育
　幅広く深い知識と確実な技術修得、旺盛な探求心を育てる。

（2）研　究
　学内外の研究施設と積極的に交流し、最新の知識と技術の導入・開発を図る。

（3）臨　床
　患者の背景に留意した医療、患者主体の医療を第一に、先端技術を駆使して治療を行う。

　中枢神経系及び顔面、頭頸部の血管性疾患を対象とする場合、これら領域の血管解剖を中心として、各器官の機能と病態
に関する深い知識と洞察力が必要である。臨床上の疑問点と未解決の問題を研究により解明することを目的として実験研究
を行う。研究課題は対象疾患に応じるが、臨床や動物実験で得られた画像データをもとに、循環系血流解析、流体構造連成
数値解析を行い、各疾患の病態生理の解明、血管内手術治療効果の判定、新規治療デバイスの開発を行う。またより安全で
治療効果が高く、現在の血管内治療のコンセプトを超えた低侵襲治療法の開発を目指す。

（4）研究業績
【原著】

  1.	 Namba K, Nemoto S:Swine hybrid aneurysm model for endovascular surgery training. Interventional 
Neuroradiology　2013 Jun 25;19(2):153-8. Epub 2013 May 21.

  2.	 Namba K, Kawamura Y, Higaki A, Nemoto S.: Percutaneous medial saphenous artery approach for swine central 
artery access. Journal of Investigative Surgery　2013 Dec;26(6):360-3.

  3.	 K.Namba, S.Nemoto: Double Ophthalmic Artery Visualized with New Technology.　 The Neuroradiology Journal 26: 
371-372, 2013

  4.	 K.Namba, S.Nemoto: Parkes Weber Syndrome and Spinal Arteriovenous Malformations.　letter to editor　AJNR 
34：E110-E12, Sep 2013

  5.	 Ichijo M, Miki K, Ishibashi S. Response to letter by Gomez-Choco and Valdueza  regarding article, “Posterior 
cerebral artery laterality on magnetic resonance angiography predicts long-term functional outcome in middle 
cerebral artery occlusion”．Stroke. 2013 Aug;44(8):e101. 

  6.	 Ichijo M, Miki K, Ishibashi S, Kamata T, Fujigasaki H, Mizusawa H. Posterior cerebral artery laterality sign on 
MRA predicts long-term functional outcome in patients with middle cerebral artery occlusion treated with 
intravenous rtPA. Stroke 2013 Feb;44(2):512-52012 

  7.	 Iwasawa E, Ishibashi S, Miki K, Yoshino Y, Nemoto S, Mizusawa H. Teaching NeuroImages: Reversible cognitive 
impairment with bithalamic lesions caused by a  dural arteriovenous fistula. Neurology. 2013 Aug 6;81(6):e38-9. 

  8.	 井上雅人、平光宏行、宮原牧子、寺野成彦、山口玲、宮城島孝昭、赤尾法彦、大野博康、岡本幸一郎、原徹男「初期
研修医は脳神経外科での研修に何を求めているのか？‐研修終了後アンケートから‐」脳神経外科ジャーナル 22: 
62-67,2013

  9.	 吉野義一　根本　繁　三木一徳　山本信二　壽美田一貴　芳村雅隆,  色素血管母斑症に合併した内頚動脈錐体部巨大
動脈瘤の一例 Journal of Neuroendovascular Therapy Vol.7 No.3 July 2013 172-178
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【総説】
  1.	 根本　繁：脳血管内治療．特集　脳卒中診療の最新情報　臨床と研究（臨牀と研究）90(6)：57-64, 2013　大道學舘出

版部 （九州大学医学部内）
  2.	 吉野義一、根本　繁.　血管内手術の長期成績　Current Insights in Neurological Science, Vol.19-20, 6-7, 2013
  3.	 根本　繁：脳血管内治療．　今日の神経疾患治療指針．２．治療総論　その他の治療　pp 203-209（水澤英洋　鈴木

則宏　梶 龍児、吉良潤一、神田　隆、齊藤延人 編集）医学書院　　2013年3月15日　
  4.	 根本　繁：脳血管内治療．特集　脳卒中診療の最新情報　臨床と研究（臨牀と研究）90(6)：57-64, 2013　大道學舘出

版部 （九州大学医学部内）　
  5.	 三木一徳、根本　繁：頸動脈狭窄に対するCASの現状と問題点．脳と循環 18(1)：43-46, 2013

【その他】
  1.	 有村公一　BEST ORAL AWARD　「脳虚血におけるPDGF-Bシグナルを介したペリサイトの神経保護作用」第5回

CBIR若手インスパイアシンポジウム（2013年2月23日、東京）

【国際学会】
  1.	 Shigeru Nemoto, Yoshikazu Yoshino and Masaaki Shojima: Flow dynamic effect of Enterprise stent on coiling of 

cerebral aneurysms.　ABCWIN Seminar 20132　Anatomy-Biology-Clinical Correlations (ABC) / Working Group of 
Interventional Neuroradiology (WIN) 2013年1月16日（水）Val d'Isere France　

  2.	 Arimura K, Ago T, Nishimura A, Kuroda J, Sugimori H, Kamouchi M, Sasaki T, Kitazono T. Endothelial NADPH 
Oxidase 4 Worsens Ischemic Stroke by Suppressing eNOS Activity. International Stroke Conference 2013 February 
7th 2013, Honolulu, United States

  3.	 Yoshikazu Yoshino, Shigeru Nemoto, Toshiki Tomori, Kazunori Miki, Masato Inoue, Kouichi Arimura, Atsunobu 
Tsunoda, Seiji Kishimoto, Ken Kitamura，Endoscopically assisted direct intratumoral embolization of juvenile 
nasopharyngeal angiofibroma. The 2nd Meeting of European Academy of ORL‐HNS， Nice Acropolis congress 
center, 27‐30 April 2013

  4.	 Shigeru Nemoto：Long-Term Follow-Up of Unruptured Cerebral Aneurysms without Treatment; Compared with 
Those Treated by Endovascular Surgery．10th Annual Meeting of SNIS （Society of Neurointerventional Surgery）
e-poster  2013年7月30日（火）Miami　USA

  5.	 Shigeru Nemoto：Long-Term Follow-Up of Unruptured Cerebral Aneurysms without Treatment in single 
physicianʼs experience over 12 years; Compared with Those Treated by Endovascular Surgery．The 12th congress 
of WFITN（国際脳神経血管内治療学会）　2013年11月Buenosairesw Argentine 

【国内学会】
  1.	 有村 公一，吾郷 哲朗，鴨打 正浩，三木一徳, 吉野義一, 根本繁, 佐々木 富男，北園 孝成. 脳虚血におけるPDGF-Bシ

グナルを介したペリサイトの神経保護作用.  第5回CBIR若手インスパイアシンポジウム 2013年2月23日（東京）
  2.	 根本　繁：治療に難渋した内頸動脈CTOの一例．第17回小倉脳神経IVR カンファレンス　2013年2月23日（土）小倉
  3.	 根本　繁：巨大MCA脳動脈瘤の一例． 第21回Intravascular Surgery Winter Seminar　2013年3月2日（土）妙高
  4.	 吉野義一，根本　繁，東森俊樹，三木一徳，井上雅人，有村公一．血管内治療でうまくいかなかった脊髄硬膜動静脈

瘻の一例．第21回Intravascular Surgery Winter Seminar　2013年3月2日（土）妙高
  5.	 有村 公一，吉野 義一，三木 一徳，井上 雅人，東森 俊樹，根本 繁. tPA静注療法後に血管内治療を施行するか迷った1

例. 第21回Intravascular Surgery Winter Seminar 2013年3月1日（妙高）
  6.	 根本　繁，東森俊樹，吉野義一，三木一徳，有村公一，井上雅人，難波克成：未破裂脳動脈瘤 －経過観察群と血管内

治療群の長期予後－　第38回日本脳卒中学会 2013 年3月23日（土）東京
  7.	 吉野義一　根本　繁　東森俊樹　三木一徳　井上雅人　有村公一．エンタープライズVRDを用いた脳動脈瘤塞栓術の

初期成績の検討　第38回日本脳卒中学会 2013 年3月23日（土）東京
  8.	 東森俊樹、 吉野義一、 三木一徳、 井上雅人、有村公一、 根本　繁 、*青柳　傑、*前原健寿．高度専門施設における脳動

脈瘤に対する治療法の選択 第38回日本脳卒中学会 2013 年3月23日（土）東京
  9.	 三木一徳，吉野義一，有村公一，井上雅人，東森俊樹，根本繁．脳動脈瘤コイル塞栓術直後のCTにおける皮質性高

吸収域についての検討．第38回日本脳卒中学会総会　2013年3月23日（東京） 
10.	 井上雅人, 玉井雄大, 平光宏行, 宮原牧子, 寺野成彦, 赤尾法彦, 大野博康,　岡本幸一郎, 原徹男．「Clipping first施設にお

ける80歳以上の高齢者くも膜下出血の予後について；過去12年の解析」第42回日本脳卒中の外科学会総会2013年3月
21日～23日　東京　グランドプリンスホテル新高輪

11.	 有村 公一，吾郷 哲朗，黒田 淳哉、鴨打 正浩，佐々木 富男，北園 孝成. 内皮細胞NADPH oxidase 4の過剰発現は脳
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虚血を増悪させる.  第38回日本脳卒中学会総会2013年3月22日（東京）
12.	 三木一徳，吉野義一，有村公一，井上雅人，東森俊樹，根本繁．ステント使用血管内手術における血小板凝集能評価

と周術期合併症についての検討　第52回日本神経学会総会　2013年5月29日（東京）
13.	 吉野義一　根本　繁　東森俊樹　三木一徳　井上雅人　有村公一　菅原貴志　伊藤　慧　前原健寿．レスキューカテ

ーテルを用いてNBCAで接着したカテーテルを回収した AVM 塞栓術の一例　第10回日本脳神経血管内治療学会関東
地方会　2013年6月1日（土）東京　JA共催ビルカンファレンスホール

14.	 根本　繁：脳動脈瘤コイル塞栓術におけるEnterpriseステントの血行動態に及ぼす影響　－Computed Flow 
Dynamicsによる解析－　とステントによるFlow diversionの現在と今後の展望 　シンポジウム　第19回日本血管内
治療学会　2013年7月20日（土）青森 

15.	 有村 公一,　井上 雅人,　三木 一徳,　東森 俊樹, 吉野 義一,　根本 繁. 内頚動脈閉塞症の1例. 第7回東京脳卒中の血管内
治療セミナー 2013年9月21日（東京） 

16.	 東森俊樹、 吉野義一、 三木一徳、 井上雅人、有村公一、 根本　繁 、角　、岸本　誠、角田．「直接穿刺法を加えた塞栓
術を施行して内視鏡下摘出術により治療した咽頭粘表皮癌の一例」第121回　日本脳神経外科学会　関東支部会　
2013年9月28日 東京ステーションカンファレンス

17.	 根本　繁：頚動脈ステント治療．第5回JCA Clinicalシンポジウム　血管病の治療方針を考える．セッション１　頚動
脈狭窄症　第54回日本脈管学会総会　2013年10月10日（木）東京

18.	 根本　繁：内頚動脈慢性完全閉塞に対する血行再建術－血管内治療が有効な治療手段となりうるか－．第72回日本脳
神経外科学会学術総会　2013年10月横浜　

19.	 吉野義一, 根本 繁, 東森 俊樹, 三木 一徳, 井上 雅人, 有村 公一．エンタープライズVRDを用いた脳動脈瘤塞栓術 -初期
成績の検討-．第72回日本脳神経外科学会学術総会　2013年10月横浜

20.	 東森 俊樹, 吉野 義一, 三木 一徳, 井上 雅人, 有村 公一, 根本 繁．「認知症状悪化により診断・治療された硬膜動静脈瘻
症例」　第72回日本脳神経外科学会学術総会　2013年10月横浜

21.	 井上 雅人, 有村 公一, 三木 一徳, 東森 俊樹, 吉野 義一, 原 徹男, 根本 繁．「後拡張を行わない頸動脈ステント留置術後
のオープンセルステントの自己拡張」　第72回日本脳神経外科総会2013年10月16日～18日 横浜　パシフィコ横浜

22.	 有村 公一，井上 雅人，三木 一徳，東森 俊樹，吉野 義一，根本 繁．脳血管内治療における周術期出血性合併症 ―術
前抗血小板薬多剤併用症例についての検討―. （社）日本脳神経外科学会 第72回学術総会　2013年10月17日（横浜）

23.	 根本　繁：内頚動脈慢性完全閉塞に対する血行再建術－血管内治療が有効な治療手段となりうるか－　第29回日本脳
神経血管内治療学会　2013年11月　新潟

24.	 吉野義一, 根本 繁, 東森俊樹, 三木一徳, 井上雅人, 有村 公一, 岸本誠二, 角田篤信, 喜多村健．鼻咽頭腫瘍に対する多角
的塞栓術　第29回日本脳神経血管内治療学会　2013年11月21日（金）新潟朱鷺メッセ

25.	 東森俊樹、 吉野義一、 三木一徳、 井上雅人、有村公一、 根本　繁．シリコンモデルによるトレーニングシステム開発 
第29回日本脳神経血管内治療学会　2013年11月21日（金）新潟

26.	 三木一徳，吉野義一，有村公一，井上雅人，東森俊樹，根本繁．脳動脈瘤コイル塞栓術直後のCTにおける皮質性高
吸収域についての検討．第29回日本脳神経血管内治療学会　2013年11月21日（金）新潟

27.	 井上 雅人, 有村 公一, 三木 一徳, 東森 俊樹, 吉野 義一, 原 徹男, 根本 繁．「頸動脈ステント留置術におけるオープンセ
ルステントの自己拡張-後拡張を行わなくてもステントは拡張するか-」第29回日本脳血管内治療学会総会2012年11月
21～23日　新潟　朱鷺メッセ

28.	 有村 公一,　井上 雅人,　三木 一徳,　東森 俊樹, 吉野 義一,　根本 繁. 抗血小板薬複数投与症例における周術期出血性
合併症の検討. 第29回NPO法人日本脳神経血管内治療学会学術総会 2013年11月22日（新潟）

29.	 根本　繁：内頚動脈CTOの治療適応は．第3回CTO研究会　2013年2月23日（土）小倉

【座長】
  1.	 吉野義一　「血管内治療」　第121回　日本脳神経外科学会　関東支部会　2013年9月28日 東京ステーションカンファレ

ンス　A会場

【講演】
  1.	 根本　繁：内頚動脈慢性完全閉塞の血行再建術－血管内治療の新たな挑戦－　第3回道北頚部血管内治療研究会  2013

年4月25日（木）旭川
  2.	 Shigeru Nemoto : Endoscopiy and cone-beam CT guided tumor embolization.　Siemens Neuro Advisory Board 

Meeting  2013年6月18日（火）Nuremberg  
  3.	 根本　繁：虚血性脳血管障害の治療－血管内治療でどこまでできるか－　第3回由利本庄ATIS Summit　2013年7月5

日（金）由利本庄　（秋田県）
  4.	 根本　繁：脳動脈瘤コイル塞栓術におけるEnterpriseステントの血行動態に及ぼす影響　－Computed Flow 
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Dynamicsによる解析－ 舞連カンファレンス　2013年8月13日（火）徳島
  5.	 根本　繁：脳動脈瘤コイル塞栓術におけるEnterpriseステントの血行動態に及ぼす影響　－Computed Flow 

Dynamicsによる解析－ 第11回三島脳神経外科セミナー 2013年8月31日（土）三島
  6.	 根本　繁：頸動脈病変の治療．－血管内治療でどこまでできるか?－．第6回秋田頚動脈研究会　2013年9月6日（金）

秋田
  7.	 根本　繁：PC400の使用経験．第1回Tokyo Puenumbra Conference　2013年9月19日（木）東京
  8.	 根本　繁： 脳卒中の診療－血管内治療でなにができるか－　平成25年度第1回なめがた地域総合病院学術講演会 2013

年11月28日(木) 　行方　
  9.	 有村 公一,　三木 一徳,　東森 俊樹, 吉野 義一,　根本 繁. 当院における脳卒中に対する血管内治療の現状. お茶の水 

STROKE Symposium 2013年12月20日（東京）

【学会主催】
  1.	 根本　繁 第7回東京脳卒中の血管内治療セミナー 2013年9月21日　東京医科歯科大学ＭＤタワー
  2.	 根本　繁 第20回Intravascular Neurosurgery Winter Seminar　2013年3月2日-4日　新潟妙高赤倉観光ホテル

【2013年度研究費】
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究C　研究代表者　根本　繁：直接経費　150万円
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究C　研究代表者　吉野義一：直接経費　160万円

認知行動医学講座
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NCNP脳機能病態学分野
NCNP Brain Physiology and Pathology

連携教授　　星野　幹雄
連携教授　　後藤　雄一
連携教授　　功刀　　浩
連携教授　　本田　　学
連携教授　　一戸　紀孝
連携准教授　岡田　尚巳
連携准教授　永井　義隆

　NCNP脳機能病態学分野は、独立行政法人国立精神・神経医療研究センター（NCNP）との連携大学院として、平成24年
11月に発足した。

（1）教育
　脳神経系は精巧な生体制御装置であるが、それが破綻すると様々な精神神経疾患が惹起される。本分野では、正常な脳神
経系および筋肉系の構造・発生・機能について理解した上で、発達障害・精神疾患・神経疾患・筋疾患の病理を学ぶ。また
最近の高度先進医療にも触れる。2013年度時点ではまだ学生が在籍していないので、実際の教育は行っていない。2014年度
には、数名の入学が予定されている。

（2）研究
１．神経回路網形成の分子機構とその破綻による精神神経疾患の研究
　　（神経研究所　病態生化学研究部　部長　星野幹雄）
　高度な脳機能を司る複雑な神経ネットワークは、精巧な遺伝子プログラムの基に、様々な発生段階を経て創り上げられ
る。一方で、神経ネットワーク形成の過程で異常が生じると、てんかん、精神遅滞、自閉症などの様々な精神・神経疾患
が惹起されうる。以上の問題意識を持ちながら、病態生化学研究部では神経系の発生機構を研究し、さらにその破綻によ
る精神神経疾患の発症・病態進展機構を明らかにしていこうとしている。
　本年度は、小脳の神経幹細胞が、時間情報や空間情報によって制御され、様々な神経細胞を生み分けるしくみを明らか
にした(Seto et al., Nature Commun. 2014, Yamada et al., J. Neurosci. 2014)。

２．知的障害をきたす疾患の病因、病態、治療研究
　　（神経研究所　疾病研究第二部　部長　後藤雄一）
　知的障害の主要な原因は遺伝子異常に基づくものである。中枢神経に発現する遺伝子がきわめて多数であり、それらの
調和のとれた時期的・部位的調節が正常な脳機能・知的機能の獲得には必要である。それら遺伝子群の発現異常が知的障
害という共通の表現型として現れており、個々の患者から原因を特定することは困難であった。近年の分子遺伝学やゲノ
ム医学の発展により、患者試料を用いた遺伝学的解析研究が急速に進んでいる。当研究室では、ミトコンドリア病、Rett
症候群、皮質形成異常、大脳白質形成不全症などを中心に、病因、病態解析を進めた。

３．気分障害、統合失調症の臨床的研究
　　（神経研究所　疾病研究第三部　部長　功刀浩）
　気分障害や統合失調症は、いまだに原因や病態において不明な部分が多く、それらの指標となるバイオマーカーも乏し
い。当研究室では、国立精神・神経医療研究センター病院と共同で、オミックス、脳画像、生理学などを活用し、バイオ
マーカーを用いた客観的診断法の開発や、それに基づく治療法の開発を行うことをめざしている。今年度は、視床下部―
下垂体―副腎系によるストレスホルモン反応と気質やコーピングとの関連を明らかにした2つの論文や(J Affect Disord, 
2013; 2014)、うつ病と統合失調症をMRIで鑑別する方法の開発(J Psychiatr Res, 2013)などが主な成果である。

４．脳機能イメージングと非侵襲脳刺激法をもちいた高次脳機能障害の病態解明と新しい機能的治療法の開発
　　（神経研究所　疾病研究第七部　部長　本田学）
　多様な脳イメージングと脳刺激法とを統合的に用いて、人間の感覚・運動・思考・情動・感性といったさまざまな脳の
働きを明らかにするとともに、それらが障害される精神･神経疾患の病態解明と診断治療法の開発を目指した研究を進め
ている。



— 464 —

認知行動医学講座

５．脳回路に基づく社会性高次脳機能発現機序の解明と、同回路の発達異常による疾患（自閉症等）の診断と治療の開発
　　（神経研究所　微細構造研究部　部長　一戸紀孝）
　社会性の高い霊長類（マーモセット）の解剖学的・分子的回路形成解明、行動発達解析、回路に基づく種々の社会的条
件における電気生理学を用いて、高次社会性の発現する脳基盤とその形成過程を探る。また、遺伝子工学的障害法による
発達異常脳における行動障害、障害原因、疾患診断、疾患治療法を探る研究を行っている。
本年度は、霊長類発達期における神経細胞樹状突起のシナプス刈り込みの分子的メカニズムについて調べた(Sasaki et al., 
Biochem Biophys Res Commun. 2014, Sasaki et al., Biochem Biophys Res Commun. 2014)。

６．神経筋疾患に対する遺伝子細胞治療基盤技術の開発
　　（神経研究所　遺伝子疾患治療研究部　室長　岡田尚巳）
　難治性の遺伝性神経筋疾患に対する新規治療法として、遺伝子細胞治療の本格的実用化が期待されている。治療遺伝子
の送達担体としては、非病原性のアデノ随伴ウイルスに由来するベクターが遺伝子治療医薬品として欧州で承認され脚光
を浴びているが、大規模GMP製造や免疫応答制御が課題である。また、細胞治療においては間葉系幹細胞やiPS細胞の臨
床応用が期待されているが、標準化や分化誘導技術の改良が待たれている。我々は、これらの課題を克服することを目的
として、代表的な遺伝性筋疾患であるDuchenne型筋ジストロフィー(DMD)に対する取り組みを中心に、AAVベクターを
用いた治療タンパク質補充療法やエクソン・スキップ療法、機能強化型間葉系幹細胞を用いた炎症制御組織再生療法の開
発を推進している。
　本年は、小型霊長類に特徴的なAAVベクターの感染様式を見いだした(Okada H, et al., Molecular Therapy-Nucleic 
Acids, 2013)。また、従来は十分に証明されていなかった小型ジストロフィン遺伝子の筋ジストロフィー犬における機能
と長期的な治療有効性・安全性を、免疫寛容処置により解析することに成功した(論文投稿、修正中)。さらに、遺伝的な
炎症素因がDMDの病態に影響することを、IL-10欠損DMDモデルマウスの作出と解析により証明した(Kasahara Y, et al., 

Human Molecular Genetics, in press)。

７．神経変性疾患の病態解明・治療法開発
　　（神経研究所　疾病研究第四部　室長　永井義隆）
　人口高齢化社会を迎え、加齢に伴って発症するアルツハイマー病、パーキンソン病、ポリグルタミン病などの神経変性
疾患は、いずれも根本的な治療法に乏しい難病であり、その克服は重要な課題である。分子遺伝学・生物学的研究の飛躍
的な進展により、これらの神経変性疾患は、いずれも蛋白質のフォールディング異常・凝集によって引き起こされるとい
う共通の発症分子メカニズムが明らかになってきた。当研究部では、医学・薬学・理学・農学など様々なバックグランド
の研究者が集結して、分子遺伝学・生物学のみならず、構造生物学、ケミカルバイオロジー、様々な疾患モデル動物（シ
ョウジョウバエ、マウス、マーモセット）などの多彩な技術を駆使して、神経変性疾患の病態解明・治療法開発を目指し
た研究を行っている。
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免疫アレルギー学分野
Immune Regulation

教　　授　烏山　一
助　　教　河野洋平(〜9月)，佐藤真悟，吉川宗一郎
技術専門職員　小島利之
特別研究員　二宮(小畑)一茂(〜12月)
大学院生　江川真由美(〜3月)，李　麗華，堀口華代，
　　　　　壹岐美紗子，筒井英充，外山扇雅(4月〜)，
　　　　　坂東倫行(4月〜)，太田卓哉，出来隼人，
　　　　　髙橋沙織(4月〜)
研究者養成コース学生(医学科6年生)
　　　　　砂原真理子，三宅健介

（１）教　育
　学部学生に対して、感染症、癌、自己免疫疾患、アレルギー疾患、臓器移植など医療の様々な局面で問題となってくる免
疫反応の基本概念を解説するとともに、高次機能システムである免疫系の理解を通じて、生命科学のおもしろさを伝える。
　大学院教育では、リンパ球の発生、分化、活性化の分子機構の解明、アレルギー病態の解明ならびに原発性免疫不全症の
責任遺伝子の同定と病態解明を主たるテーマとして、分子生物学・細胞生物学・生化学・発生工学的手法を駆使した最先端
の分子免疫学の研究指導をおこなう。何が問題なのかを的確に把握し、自らトラブルシューティングをし、研究成果をまと
め上げ、発表する能力を培う。

（２）研　究
　私たちの体は外からは細菌やウイルスなど病原体の侵入、内においては癌細胞の出現と、絶えず自己の存続を脅かすよう
な危険にさらされている。このような事態に即座に対応し内外の敵から身を守っているのが全身にはりめぐらされた免疫ネ
ットワークによる監視機構である。免疫系の破綻は、AIDSなどでみられる免疫不全症、自己免疫疾患、悪性腫瘍、アレル
ギー疾患などの重篤な疾患をひきおこす。したがって、免疫系の制御機構の解明は高次複雑系を理解するという生命科学の
命題であるとともに、難治性疾患の治療、予防法の開発という観点からも非常に重要な課題である。当教室では下記の３つ
のテーマを掲げて、免疫系の制御機構の解明を進めている。

１．アレルギーなど免疫疾患における好塩基球の役割解明
　好塩基球は顆粒球の一種で、末梢血白血球の1%にも満たない極少血球細胞である。その存在自体は、今から130年以上も
前にドイツの免疫学者Paul Ehrlichによってすでに記載されているが、生体内での存在意義・役割は長い間不明であった。
絶対数が少ないため研究の対象となりづらかったというのも一因であるが、末梢組織中に常在するマスト（肥満）細胞と類
似した性質をもっているため、しばしば血中循環型のマスト細胞亜系あるいはマスト細胞前駆細胞であると誤解され、日陰
者として長い間注目されることはなかった。最近、私たちは好塩基球の機能解析に有用なツール（好塩基球除去抗体、好塩
基球特異抗体、誘導型好塩基球欠損モデルマウスなど）を開発し、それを駆使することで、これまでに知られていなかった「好
塩基球が主役を演じる慢性アレルギー炎症」を発見した。この発見は、好塩基球がマスト細胞とは異なったユニークかつ重
要な機能をもっていることを明確に証明したという点からも極めて重要である。現在、ごく少数の好塩基球がどのようにし
て重篤なアレルギー炎症をひきおこすのかその分子メカニズムの解析を進めており、新規アレルギー治療法の開発につなげ
たいと考えている。一方、好塩基球の産生するサイトカインIL-4がアレルギー炎症巣に遊走してきた炎症性単球に作用して
抗炎症性のマクロファージに変換し、炎症を抑制・終焉に向かわせることを見いだした。この炎症終焉機構の解明も新規ア
レルギー治療戦略の開発に役立つものと期待している。

２．生体防御における好塩基球の役割解明
　好塩基球は絶対数こそ少ないものの種々の動物で進化的に保存されている。したがって、アレルギーをひきおこすためだ
けに好塩基球が存在・維持されているとは考えにくい。私たちは、上記のように独自に開発したさまざまな解析ツールを応
用して、本来の好塩基球の役割・存在意義が寄生虫感染症に対する生体防御にあることを見いだした。マダニは吸血性の節
足動物で、吸血の際に様々な病原体を宿主に伝搬し、ライム病や重症熱性血小板減少症候群など重篤な感染症をひきおこす
ことが知られており、医学的に注目されている外部寄生虫である。これまでの研究で宿主動物が一度マダニ感染を経験する
と耐性を獲得し、２度目以降の感染ではダニ吸血が抑制されて病原体伝搬の頻度が減少することが知られていた。私たちは
２度目のマダニ感染では宿主皮膚のマダニ吸血部位に好塩基球が集まってきてダニ吸血を阻害する、すなわち好塩基球がマ
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ダニ耐性発揮に重要な働きをしていることを見いだした。さらに、内部寄生虫である鉤虫（消化管寄生虫）感染症においても、
２度目の感染時に、鉤虫幼虫が侵入する皮膚に好塩基球が集積して幼虫を攻撃することによって消化管への移行を阻止する
という生体防御機構があることを発見した。現在、これら寄生虫に対する耐性獲得の分子メカニズムの解析を進めており、
寄生虫に対するワクチン開発につなげたいと考えている。

３．in vivo imagingを応用した生体内免疫反応の解析
　好塩基球は絶対数が少ない上に病理切片で好塩基球を同定することは極めて難しく、好塩基球の生体内における動態の解
明は非常に遅れている。そこで私たちは、好塩基球特異的に蛍光蛋白を発現させた遺伝子改変マウスを樹立し、共焦点顕微
鏡を用いたin vivo imaging解析を進めている。このシステムを応用して、好塩基球が血中から病変部へと浸潤するメカニズ
ムを解明することで、好塩基球浸潤阻害による新たなアレルギー治療法の開発につなげたいと考えている。

（３）研究業績
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（国内）
  1.	 烏山　一：アレルギーならびに生体防御における好塩基球の新たな役割　第14回京都アレルギークロストーク　京都  

2013.02.21
  2.	 江川　真由美： 皮膚アレルギー炎症部位に浸潤した炎症性単球が、好塩基球由来のIL-4 の作用により2 型マクロファ

ージへと分化し、アレルギー炎症を抑制する　第22回東京免疫フォーラム　東京 2013.03.14
  3.	 烏山　一：アレルギーならびに生体防御における好塩基球の新たな役割〜日陰者が一気に檜舞台に　BIOtech2013 東

京 2013.05.10
  4.	 烏山　一：希少細胞を標的としたアレルギー治療ならびに寄生虫ワクチン開発に向けた基盤研究　ゲノム創薬フォー

ラム　東京　2013.07.25
  5.	 烏山　一：アレルギーならびに生体防御における好塩基球の新たな役割　ABCの会2013　東京　2013.07.26
  6.	 二宮(小畑)　一茂、石渡　賢治、筒井　英充、渡邊　直煕、太田　伸生、嘉糠　洋陸、烏山　一： 消化管寄生線虫

Nippostrongylus brasiliensisの再感染防御における皮膚の役割　第73回東日本支部大会　東京 2013.10.12　 
  7.	 三宅健介、吉川宗一郎、大洞将嗣、烏山　一： STIM1を介したストア作動性カルシウム流入は好塩基球の脱顆粒およ

び炎症局所への浸潤に重要である　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会　東京 2013.11.28-30　
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  5.	 科学研究費補助金　特別研究員奨励費　「好塩基球の生体内における機能解析」：課題番号22・5115　研究代表者　二

宮（小畑）一茂
  6.	 厚生労働省科学研究費補助金「アトピー性皮膚炎の難治性皮膚病変の病態解析と病態に基づいたピンポイントな新規
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  7.	 公益財団法人 浦上食品･食文化振興財団「食物アレルギーを誘導するアレルゲンをスクリーニングする新規ツールの

開発」：主任研究者　吉川　宗一郎
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【その他】
（受賞）

  1.	 吉川宗一郎　平成24年度　Tadamitsu Kishimoto International Travel Award (後期分)
  2.	 二宮一茂　Tadamitsu Kishimoto International Travel Award for the 15th ICI
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ウイルス制御学分野（微生物学）
Molecular Virology (Microbiology)

教　　授　山岡昇司
特任教授　井戸栄治(ガーナ野口記念医学研究所・拠点長)
助　　教　斎藤愛記，佐久間龍太，武内寛明，
　　　　　堀　恭徳(ガーナ野口記念医学研究所)
技　　官　稲垣好雄
非常勤講師　堀内三吉，吉仲由之，岡村　登
大学院生　大迫美穂，助川明香，齊戸秀樹，張延昭，
　　　　　福田晋子，鶴山惠理，山口　遼，鈴木尚人，
　　　　　細田眞照，越智遼太

　微生物学は細菌学、免疫学、ウイルス学をカバーする学問領域である。さまざまな微生物の研究を通して、宿主とそれら
寄生体の関係や病原性のメカニズムについての理解を深める。微生物学は今や医学研究の中心に位置する重要な学問である。
当教室では主として世界的に深刻化しているエイズの原因ウイルスであるヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、ならびに成人
Ｔ細胞白血病（ＡＴＬ）および神経疾患ＨＡＭの原因ウイルスであるＨＴＬＶという二つのヒトレトロウイルスに関する研
究と教育を最先端の技術を用いて進めている。

（１）教育
　医学部２年次の感染基礎講義および実習、４年次の感染ブロック講義、５年次のクリニカル・クラークシップを担当し、
ウイルス学・細菌学・免疫学をふまえ病原微生物学の教育を行っている。微生物の構造、増殖、機能、遺伝に関する原理お
よび微生物と人体との相互作用によって生ずる諸現象の理解と考え方の修得に重点をおく。大学院生ならびに専攻生の教育
も担当し、医歯学総合研究科生体環境応答学系ウイルス制御学講座として最先端の感染症学研究を指導する。週に１回文献
抄読会を、また週１回データ検討会を行い、生命現象や感染症の分子的基盤の理解につとめている。

（２）研究
　下記の研究課題について、最先端をゆく活発な論文ならびに学会発表を続けている。

１）HIVとHTLVの増殖と病原性にかかわる細胞側因子
　ウイルスはすべて寄生体であり、宿主細胞を巧妙に利用しながら、子孫を増やしている。ヒト免疫不全ウイルス(HIV-1)と
ヒトT細胞白血病ウイルス(HTLV-I)感染によりもたらされる病理学的変化の理解とその予防や治療には、ウイルスの遺伝子
産物が相互作用する細胞側因子の同定とその機能解析は必須である。HIV-1はヒトの細胞にはたいへんよく感染する。普通
のレトロウイルスは細胞が分裂・増殖していなければ感染できないが、HIV-1は細胞が分裂していなくても問題なく、改良
して遺伝子導入のベクターとして利用されるくらいである。HIV-1の治療は現在、ウイルス蛋白質を標的としたcARTという
効果的な治療法が行われているが、ウイルスの変異が早いため耐性株の出現によって治療効果が減弱して、エイズへの進行
を免れることはきわめて難しい。そこで、ウイルスが是非とも必要としている細胞因子を見つけ出し、ウイルスがそれを使
えないようにしてやれば、ウイルスの変異に大きく影響されることなく治療効果をあげることができるのではないか、と考
え、ライブラリー遺伝子導入の後にHIV-1が感染しやすい細胞を殺して感染しにくい細胞を生き残らせる実験系を開発した。
cDNAライブラリー導入やshRNAライブラリーによる細胞遺伝学的手法による感染しにくく変化した変異細胞の解析と、ウ
イルス複製に重要な細胞因子の同定は、しばしば問題となるウイルスの変異に左右されない抗ウイルス剤開発への展望をひ
らく。

２）ウイルスタンパク質による情報伝達経路のハイジャックと多段階発癌のモデル
　ウイルスタンパク質が転写因子を強力に活性化する際に、細胞内情報伝達経路の中枢部に直接作用していることに注目し、
HTLV-IのTax、Epstein-BarrウイルスのLMP1という発癌蛋白質によるシグナル伝達機構を明らかにすることをめざしてい
る。興味深いことに、HTLV-I感染後数十年たって発症するATLでは、腫瘍細胞において転写活性が維持されたままウイル
ス遺伝子の発現が抑制されていることが多く、これは生体の免疫機構から逃れつつ細胞側変異を蓄積することで悪性形質を
獲得していく多段階発癌のモデルと考えられる。この変異が何であるのかを分子レベルで明らかにすることで、ATLに特異
的な分子標的治療を確立することをめざしている。

３）抗ウイルス薬の開発
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　新規合成物質や動・植物由来の物質などについて、将来抗ウイルス薬として使用されるものを発見すべくその有効性を評
価するとともに、さらに有効な物質の検索を行い研究を進めている。標的ウイルスとしてはHIV-1のほかにSARS-CoVを用
いている。またATL白血病細胞の増殖を調節している遺伝子、とくに転写因子NF-kappaBに対する阻害剤を用いて、幅広い
悪性腫瘍細胞に対する有効性について研究している。

[原著]
  1. 	Nii-Trebi NI, Ibe S, Barnor JS, Ishikawa K, Brandful JA, Ofori SB, Yamaoka S, Ampofo WK, Sugiura W. : HIV-1 

drug-resistance surveillance among treatment-experienced and -naïve patients after the implementation of 
antiretroviral therapy in Ghana. PLoS One. 19;8(8):e71972. 2013.

  2.	 Lee H, Komano J, Saitoh Y, Yamaoka S, Kozaki T, Misawa T, Takahama M, Satoh T, Takeuchi O, Yamamoto N, 
Matsuura Y, Saitoh T, Akira S.: Zinc-finger antiviral protein mediates retinoic acid inducible gene I-like receptor-
independent antiviral response to murine leukemia virus. Natl Acad Sci U.S.A. 23;110(30):12379-84. 2013.

  3.	 Hori T, Takeuchi H, Saito H, Sakuma R, Inagaki Y, Yamaoka S.: A carboxy-terminally truncated human CPSF6 
lacking residues encoded by exon 6 inhibits HIV-1 cDNA synthesis and promotes capsid disassembly.  J Virol. 
87(13):7726-36. 2013.

  4.	 Muramatsu S, Tanaka S, Mogushi K, Adikrisna R, Aihara A, Ban D, Ochiai T, Irie T, Kudo A, Nakamura N, 
Nakayama K, Tanaka H, Yamaoka S. : Arii S.Visualization of stem cell features in human hepatocellular carcinoma 
reveals in vivo significance of tumor-host interaction and clinical course. Hepatology 58(1):218-28. 2013. 

  5.	 Sugiyama R, Abe M, Nishitsuji H, Murakami Y, Takeuchi H and Takaku H. : Induction of heat-shock protein 70 by 
prostaglandin A1 inhibits HIV-1 Vif-mediated degradation of APOBEC3G.  Antiviral Research 99(3):307-11. 2013.

[総説]
  1. 	井戸栄治、山岡昇司：東京医科歯科大学がガーナ大学野口医学研究所で展開している2 つの感染症研究プロジェクト 

ウイルス 第63巻 第1号: 79-86, 2013.

[学会]
（国際）

  1. 	Yamaoka S, Muyembe JJ：「High-throughput DNA sequencing is a powerful tool to analyze dual and multiple HIV 
infections − its first application to the study in DRC」20th Conference on Retroviruses and Opportunistic 
Infections. 2013年3月Atlanta, USA.

  2. 	Ido E, Karhemere S, Nakamura S, Nakaya T, Barnor J, Brandful J, Ampofo W, Aziati I, Agbosu E, Ebengho M, 
Bakuba K, Ikuta K, Yamaoka S, Muyembe JJ：「Molecular epidemiology of HIV in the Congo basin (Democratic 
Republic of Congo) analyzed by high-throughput DNA sequencing」6eme Congres International de Pathogogie 
Infectieuse et Parasitaire (CIPIP) 2013年6月Kinshasa, DRC.

  3. 	Ryuta Sakuma：「Host Cell Factors Regulating HIV-1 Replication and Update of Our Screening」Medical plant one 
day work shop. Noguchi Memorial Institute for Medical Research University of Ghana. 2013年9月Ghana, Accra.

（国内）
  1. 	山岡昇司：新学術領域研究「修飾シグナル病」第1回国際シンポジウム「Role for A20 in cancer cell survival」2013年

2月（東京）
  2. 	斉藤愛記、鶴山惠理、掛谷綾香、深澤麻純、持田佳奈子、大迫美穂、宇野雅哉、山岡昇司：「癌細胞におけるA20の役

割」新学術領域研究「修飾シグナル病」第3回領域推進会議・第4回研究交流若手ポスター発表会　2013年7月（東京）
  3. 	鶴山 惠理：「ユビキチン化修飾酵素A20はHTLV-I感染細胞の細胞死を抑制する」第5回HTLV-I研究会/シンポジウム  

2013年8月（東京）
  4. 	Yasunori Saitoh, Masaya Uno and Shoji Yamaoka：「Ubiquitin-editing enzyme A20 interacts with and suppresses 

caspase 8 in HTLV-I-infected cells」第72回日本癌学会学術総会　2013年10月（横浜）
  5. 	斉藤愛記、鶴山惠理、掛谷綾香、持田佳奈子、深澤麻純、大迫美穂、宇野雅哉、徳永文稔、山岡昇司：「HTLV-I感染

細胞におけるA20はcaspase-8の活性化を抑制する」新学領域研究「修飾シグナル病」2013年度修飾シグナル病若手ワ
ークショップ　2013年10月（群馬）

  6. 	井戸栄治, Stormy Karhemere、Joseph Kayumba、Joachim-Massa Mukedi、Ishmael Aziati、Esinam Agbosu、
William Ampofo、 伊吹謙太郎、山岡昇司、Jean-Jacques Muyembe：「コンゴ民主共和国北キヴ州に流行するHIVのサ
ブタイプ解析」第54回日本熱帯医学会大会　2013年10月（長崎）

  7. 	井戸栄治, Jacob Barnor, Ishmael Aziati, Esinam Agbosu, James Brandful, William Ampofo, George Danquah-
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Damptey, Samuel Morton, Samson Ofori, 山岡昇司：「ガーナ共和国におけるHIV-2感染の最新動向に関する研究」第
61回日本ウイルス学会学術集会　2013年11月（神戸）

  8. 	武内　寛明、山岡　昇司：「機能遺伝子発現抑制T細胞ライブラリーから同定した新規HIV感染制御因子の解析」第61
回日本ウイルス学会学術集会　2013年11月（神戸）

  9. 	佐久間　龍太、助川　明香、武内　寛明、鈴木　尚人、山岡昇司：「HIV-1複製に重要な新規宿主因子SPSB3の機能解析」
第61回日本ウイルス学会学術集会　2013年11月（神戸）

10. 	武内　寛明、山岡　昇司：「機能遺伝子発現抑制T細胞ライブラリーから同定した新規HIV感染必須因子の解析」第27
回日本エイズ学会学術集会　2013年11月（熊本）

11. 	井戸栄治,  Jacob Barnor, Ishmael Aziati, Esinam Agbosu, James Brandful, William Ampofo, George Danquah-
Damptey, Samuel Morton, Samson Ofori, 石川晃一、山岡昇司：「ガーナ国コフォリデュア州立病院における現行ART
の有効性評価に関する追跡調査研究」第27回日本エイズ学会学術集会総会　2013年11月（熊本）

12. 	堀　恭徳、Nursarat Ahmed, Tungguyen Huu, 宇野　拓洋、森永　紀、吉仲　由之、神奈木　真理、正山　征洋、山
岡　昇司：「ガーナ産植物由来成分による潜伏HIV-1プロウイルス再活性化とサイトカイン産生誘導の解析」第27回日
本エイズ学会学術集会総会　2013年11月（熊本）

13. 	鶴山惠理、斉藤愛記、持田佳奈子、徳永文稔、山岡昇司：「TNFAIP3/A20はHTLV-I感染細胞においてcaspase-8活性
化を制御する」　第36回日本分子生物学会年会　2013年12月（神戸）

［研究助成金］
  1. 	研究代表者　山岡昇司、分担研究者　斉藤愛記：文部科学省科学研究費補助金　新学術領域研究「持続的NF-kappaB

活性化メカニズムの解明と疾患」
  2. 	研究代表者　山岡昇司：独立行政法人国際協力機構「ガーナ由来薬用植物抽出物による抗ウイルス及び抗寄生虫活性

候補物質の研究」
  3. 	研究代表者　山岡昇司：文部科学省科学研究費補助金「ガーナ由来薬用植物抽出物による抗ウイルス及び抗寄生虫活

性候補物質の研究」
  4. 	研究代表者　山岡昇司、分担研究者　斉藤愛記：文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「ユビキチン化修飾

酵素A20の血液腫瘍細胞生存促進作用の解明」
  5. 	研究代表者　井戸栄治：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究A 「エイズパンデミック発生のなぞをコンゴ盆地最

奥部への探訪で解き明かす研究」
  6. 	研究代表者　井戸栄治：文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「非構造蛋白質の機能性ドメインに着目した

フラビウイルス感染症迅速鑑別診断法の開発」
  7. 	研究代表者　佐久間龍太：文部科学省科学研究費補助金　若手研究（B)「HIV-1産生に重要な新規宿主因子の機能解析」
  8. 	研究代表者　武内寛明：受託共同研究（塩野義製薬株式会社）「HIV感染増殖を制御する細胞内因子群の探索」
  9. 	研究代表者　佐久間龍太：武田科学振興財団　医学系研究奨励（感染症）「抗HIV-1 戦略構築の新規標的となり得る

ウイルス-宿主因子間の相互作用に関する研究」
10. 	研究分担者　山岡昇司、分担研究者　斉藤愛記：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）「NF-κB活性化抑制

の臨床応用（新規抗癌剤療法と手術侵襲の軽減）」
11. 	研究分担者　山岡昇司：文部科学省科学技術振興費　新興・再興感染症研究拠点形成プログラム「西アフリカ地域の

研究拠点を核とした感染症研究の戦略的展開」
12. 	研究分担研究者　山岡昇司、研究分担研究者　斉藤愛記：文部科学省科学研究費補助金　新学術領域研究癌研究支援  

「ATLにおけるNF-kB 活性化機序に関する研究」
13. 	分担研究者　山岡昇司：厚生労働科学研究費　地球規模保健課題推進研究事業「サハラ以南のアフリカにおけるエイ

ズ・結核研究ネットワークの構築に関する研究」
14. 	分担研究者　武内寛明：厚生労働科学研究費　エイズ対策研究事業「HIVエンベロープの治療標的構造に関する研究」

［その他］
（招待講演）

  1. 	Eiji Ido：「Molecular epidemiology of HIV in the Congo basin (Democratic Republic of Congo) analyzed by high-
throughput DNA sequencing.」6eme Congres International de Pathologie Infectieuse et Parasitaire (CIPIP), 2013年6
月 Kinshasa, DRC.

  2. 	山岡昇司：第16回市民フォーラム～医学講座とピアノ演奏会～「がんとウイルス」2013年6月 目黒パーシモンフォー
ル
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（学会主催）
  1. 	山岡昇司：「Medicinal Plants One-day Workshop」 Noguchi Memorial Institute for Medical Research University of 

Ghana. 2013年9月Ghana, Accra.
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免 疫 治 療 学 分 野
Immunotherapeutics

教　　授　神奈木真理  
准 教 授　増田貴夫
助　　教　長谷川温彦(学内講師)，永野佳子
特任助教　高森絢子，金原秀一
大学院生　玉井洋太郎，佐藤洋子，高畑辰郎，
　　　　　安藤聡美，村上悠二，秋葉彩乃，伊熊智大，
　　　　　柿沼桃瑠，木地山真実，三浦和樹

（１）教育
ⅰ）卒前教育では、免疫学I, II講義、プロジェクトセメスター、臨床実習Iを分担する。
ⅱ）大学院学生は、ウイルス学、免疫学、分子生物学の基本的な手技の取得、バイオハザードの概念の理解と実践を行う。
実験室の維持と運営には全員で当たる。カンファレンス、抄読会の参加を義務づけ、関連分野の知識の蓄積とフォロー
アップを行う。

（２）研究
　本講座では、主に持続感染ウイルスに対する宿主防御機構の研究を行い、免疫と病態のかかわりを解明し、免疫治療法の
可能性を追求する。この分野は、ウイルス学と免疫学の中間、基礎と臨床の中間に位置する。ヒトレトロウイルス（HTLV
とHIV）は、ヒトに持続感染し、腫瘍、自己免疫疾患、免疫不全等の様々な病態を引き起こす。これらの病態は、ウイルス
そのものの病原性だけで説明し得るものではなく、宿主の免疫応答が密接に関わっている。当研究室では、これらの持続感
染性ウイルスによる病態の背景にある、ウイルスと宿主免疫の攻防と共存の関係を把握することを大きな研究テーマとして
いる。このため、生体を用いた感染免疫・腫瘍免疫解析を一つの柱とし、ウイルス感染による細胞内情報伝達の変化とウイ
ルス複製の分子機構の解明をもう一つの柱とする。

主な研究課題
１. HTLV-Iによる腫瘍化と発症リスクに関する研究
２. 成人T細胞白血病（ATL）に対する抗腫瘍免疫（ワクチン）療法に関する研究
３. 自然免疫によるHTLV-I発現調節と病態に関する研究
４. HIV複製機構と抑制に関する研究
５. HIVインテグラーゼの構造と機能に関する研究

　これらのウイルスが関与する様々な病態は、未知の原因によっておこる類似病態のモデルでもある。我々は、これらのウ
イルス感染症を通して、生体内細胞集団間の相互作用の観点と細胞内分子機構の両面から、病態発現機構の解明を目指して
おり、その知見の臨床側への還元とともに、これを応用した免疫治療法開発を最終的な研究目標としている。

（３）業績
「原著」

  1. 	Tamai Y, Hasegawa A, Takamori A, Sasada A, Tanosaki R, Choi I, Utsunomiya A, Maeda Y, Yamano Y, Eto T, Koh 
KR, Nakamae H, Suehiro Y, Kato K, Takemoto S, Okamura J, Uike N, and Kannagi M. Potential contribution of a 
novel Tax epitope-specific CD4+ T cells to graft-versus-Tax effects in adult T-cell leukemia patients after allogeneic 
hematopoietic stem cell transplantation. J. Immunol 190: 4382-4392, 2013 (学位論文)

  2. 	Kannagi, M., Hasegawa A., Takamori A., Kinpara S., and Utsunomiya A. 2012. The roles of acquired and innate 
immunity in human T-cell leukemia virus type 1-mediated diseases. Front Microbiol 3:323. 2012

  3. 	Kinpara S, Kijiyama M, Takamori A, Hasegawa A, Sasada A, Masuda T, Tanaka Y, Utsunomiya A, and Kannagi M. 
Interferon-α (IFN-α) suppresses HTLV-1 gene expression and cell cycling, while IFN-α combined with zidovudin 
induces p53 signaling and apoptosis in HTLV-1-infected cells. Retrovirology, 10:52, 2013

  4. 	Mehra S, Golden NA, Stuckey K, Didier PJ, Doyle LA, Russell-Lodrigue KE, Sugimoto C, Hasegawa A, 
Sivasubramani SK, Roy CJ, Alvarez X, Kuroda MJ, Blanchard JL, Lackner AA, Kaushal D. The Mycobacterium 
tuberculosis stress response factor SigH is required for bacterial burden as well as immunopathology in primate 
lungs. J Infect Dis. 205(8):1203-13, 2012.
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  5. 	Yamaji O, Nagaishi T, Totsuka T, Onizawa M, Suzuki M, Tsuge N, Hasegawa A, Okamoto R, Tsuchiya K, 
Nakamura T, Arase H, Kanai T, Watanabe M. The development of colitogenic CD4(+) T cells is regulated by IL-7 in 
collaboration with NK cell function in a murine model of colitis. J. Immunol. 188(6):2524-36, 2012.

「学会」
国際学会
  1.	 Kannagi M, Kinpara S, Takamori Y, Sasada A, and Hasegawa A. Impact of innate and acquired immune responses 

in Adult T-cell Leukemia. AACR/JCA Joint Conference: Breakthroughs in Basic and Translational Cancer 
Research, taking place February 21-25, 2013, Maui. (Invited speaker)

  2. 	Hasegawa A, Tamai Y, Takamori A, Sasada A, Tanosaki R, Choi I, Utsunomiya A, Maeda Y, Yamano Y, Etoh T, 
Koh KR, Nakamae H, Suehiro Y, Kato K, Takemoto S, Okamura J, Uike N, Kannagi M. Identification of a novel 
HLA-DR1-restricted dominant epitope recognized by HTLV-1 Tax-specific CD4+ T-cells augmenting HTLV-1-
specific CTL expansion in ATL patients after allogeneic HSCT. The 9th AACR-Japanese cancer association joint 
conference, Feb. 2013, Maui.

  3. 	Kannagi M. Allogeneic BM transplantation in ATL: Whom to transplant and which modality to use? Can we go 
beyond BM transplantation? 16th International Conference on Human Retrovirology HTLV and Related Viruses, 
Clinical trial workshop. June 26-30, 2013, Montréal.  (Solicited speaker)

  4. 	Hasegawa A, Tamai Y, Takamori A, Sasada A, Tanosaki R, Choi I, Utsunomiya A, Maeda Y, Yamano Y, Etoh T, 
Koh KR, Nakamae H, Suehiro Y, Kato K, Takemoto S, Okamura J, Uike N, Kannagi M. Augmentation of donor-
derived Tax-specific CTL responses by a novel Tax epitope-specific CD4+ helper T-cells in ATL patients after 
allogeneic hematopoietic stem cell transplanation. 16th International Conference on Human Retrovirology HTLV and 
Related Viruses. June 26- 30, 2013, Montréal.

  5. 	Kinpara S, Kijiyama M, Takamori A, Hasegawa A, Sasada A, Masuda T, Tanaka Y, Utsunomiya A, Kannagi M. 
IFN-α suppresses HTLV-1 expression via PKR in infected cells and renders them susceptible to AZT through p53 
activation in AZT/IFN-α treatment.  16th International Conference on Human Retrovirology HTLV and Related 
Viruses June 26-30, 2013, Montréal. (Young Investigator Award)

  6. 	Suehiro Y, Hasegawa A, Iino T, Sasada A, Watanabe N, Choi I, Fukuda T, Takaishi S, Tanosaki R, Utsunomiya A, 
Miura O, Matsuoka M, Teshima T, Akashi K, Okamura J, Kannagi M, Uike N. The phase-I study of a therapeutic 
vaccine to ATL patients with autologous dendritic cells pulsed with peptides corresponding to Tax-specific CTL 
epitopes. 16th International Conference on Human Retrovirology HTLV and Related Viruses. June 26-30, 2013, 
Montréal.

  7. 	Kannagi M. Hasegawa A, Suehiro Y, Takamori A, Kinpara S, Ando S, Utsunomiya A, Choi I, Uike N. Immunological 
control of HTLV-1: Prospective therapy towards prophylaxis of disease. 第６回HTLV-1研究会国際シンポジウム. 
2013年8月，東京  (Invited speaker).

  8. 	Atsuhiko Hasegawa. Unresponsiveness of Tax-specific CTLs in Rats Orally Infected with HTLV-1 and Reinduction 
of Functional Tax-specific CTLs by Peptide-pulsed BMDC Vaccine. 第4回日本血液学会（JSH）国際シンポジウム 
2013 5.24-25, 愛媛.

国内学会
  1.	 Hasegawa A, Tamai Y, Takamori A, Sasada A, Tanosaki R, Choi I, Utsunomiya A, Suehiro Y, Maeda Y, Yamano Y, 

Uike N, Kannagi M. Identification of novel HTLV-1-specific CD4 epitopes in ATL patients after hematopoietic stem 
cell transplantation [同種造血幹細胞移植後ATL患者からの新規HTLV-1特異的CD4エピトープの同定]  第72回日本癌
学会2013年10月，横浜

  2.	 Kinpara S, Kijiyama M, Takamori A, Hasegawa A, Sasada A, Masuda T,  Tanaka Y, Utsunomiya A, Kannagi M. 
Therapeutic mechanism of AZT/IFN-α treatment for ATL: Involvement of RNA-dependent protein kinase and p53 
pathway [インターフェロンαとAZTの併用はATL細胞に対しHTLV-I遺伝子発現低下とp53活性化を誘導する] 第72
回日本癌学会2013年10月，横浜

  3.	 Takamori A, Hasegawa A, Utsunomiya A, Choi I,  Tanosaki R,  Eto T,  Kato K, Tamai Y, Sasada A, Suehiro Y, Uike 
N, Kannagi M. Kinetics of Tax-specific CTL in ATL patients following hematopoietic stem cell transplantation from 
uninfected donors [造血幹細胞移植後のATL患者における HTLV-1 Tax特異的細胞傷害性T細胞（CTL）応答の推移]  
第72回日本癌学会2013年10月，横浜

  4.	 Suehiro Y, Hasegawa A, Iino T, Sasada A, Watanabe N, Tanosaki R, Utsunomiya A, Matsuoka M, Teshima T, 
Akashi K, Okamura J, Kannagi M and Uike N. The phase-I study of a therapeutic vaccine to ATL patients with 
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autologous dendritic cells pulsed with Tax peptides [「ATLに対するHTLV-1 Tax特異的T細胞応答賦活化ペプチド
パルス樹状細胞を用いた免疫療法」第一相臨床試験] 第72回日本癌学会シンポジウム2013年10月，横浜

  5.	 柿沼桃瑠、金原秀一、笹田亜麻子、長谷川温彦、増田貴夫、神奈木真理.　HTLV-1感染によるI型インターフェロン応
答の誘導機序.　第61回日本ウイルス学会　2013年11月，神戸

  6.	 秋葉彩乃、高森絢子、長谷川温彦、金原秀一、木地山真実、増田貴夫、神奈木真理. HTLV-1感染者由来HTLV-1感染
T細胞株のサイトカイン産生プロファイル.　第61回日本ウイルス学会　2013年11月，神戸

  7.	 木地山真実、長谷川温彦、金原秀一、秋葉彩乃、増田貴夫、神奈木真理.　HTLV- １感染細胞のウイルス発現抑制へ
のPKRの関与.　第61回日本ウイルス学会　2013年11月，神戸

  8.	 長谷川温彦、安藤聡美、高森絢子、玉井洋太郎、笹田亜麻子、神奈木真理.　ATL発症予防、治療を目的としたペプチ
ドパルス樹状細胞療法に関する研究.　第23回日本樹状細胞研究会 2013年5月17日、京都

  9.	 Ando S, Hasegawa A, Murakami Y, Masuda T, Kannagi M. Peptide-pulsed dendritic cell vaccine reinduced 
functional Tax-specific CD8+ T cells in orally HTLV-1 infected rats with impaired Tax-specific CD8+ T cells 
responses. 日本免疫学会 2013年12月、幕張

10.	 高畑 辰郎、佐藤 洋子、長谷川 温彦、神奈木 真理、増田 貴夫　HIV-1 インテグラーゼの逆転写過程以前における非
酵素的機能と構造の解析 第27回　日本エイズ学会　2013年11月，熊本

11.	 佐藤　洋子,　高畑　辰郎,　鈴木　萌華,　河合　剛太,　長谷川　温彦,　神奈木　真理,　増田　貴夫　HIV-1 逆転写反
応の試験管内再構築に向けた各種因子の検討評価　第27回　日本エイズ学会　2013年11月，熊本

12.	 野間口 雅子、三宅 在子、土肥 直哉、藤原 佐知、宮崎 恭行、横田 恭子、横山 勝、佐藤 裕徳、増田 貴夫、足立 昭夫  
HIV-1 pol（4895-4933）の1塩基置換によるウイルス複製制御機構の解析 第61回 日本ウイルス学会 2013年11月，神戸

[研究助成金]
  1. 	神奈木真理（分担）：がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動、平成22年度文部科学省科学研究費補助金、新学術

領域研究（継続）
  2.	 増田貴夫（分担）：HIVの構造、増殖、変異に関する研究班, 平成24年度 厚生省労働省科学研究費補助金 エイズ対策

研究事業（継続）
  3.	 長谷川温彦（代表）：HTLV-1感染者における免疫抑制機序の解析、平成23年度文部科学省科学研究費補助金（継続）
  4.	 長谷川温彦（分担）：HTLV-1感染拡大を阻止するワクチンならびに抗体医薬等の開発基盤の確立、平成23年度厚生労

働省科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業）（継続）

[その他]
特許出願（国内）
  1.	 名称：「HLA-DR1拘束性HTLV-1 Tax特異的CD4+T細胞エピトープ」
	 発明者：玉井洋太郎、長谷川温彦、神奈木真理、田野崎隆二.
	 権利者：東京医科歯科大学
	 産業財産権の種類と番号：特願2013-002127
	 出願年月日：平成25年1月9日

特許取得（国内）
  1.	  名称：「HLA-A11拘束性Tax特異的抗腫瘍エピトープ」
	 発明者：原嶋奈々江、神奈木真理、田野崎隆二.
	 権利者：東京医科歯科大学
	 産業財産権の種類と番号：国内特許第5176099号
	 取得年月日：平成25年1月18日
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環境生物学分野（医歯学研究支援センター アイソトープ部門）
Cellular and Environmental Biology

(General Isotope Research Division, Research Center for Medical and Dental Sciences)

准 教 授　原　正幸
大学院生　宮倉　悟

（１）教育
　生物は環境に影響され、環境に適応し、また環境を形成し、進化してきた。すなわち、変化した環境に適応できない種は
滅び、適応可能な新種に取って代わられた。生物は地球環境の一部として存在しており、生物の個々の造りや営みは生存の
ための必然的な環境対策であるとも考えられる。現在、人類の活動の環境に及ぼす影響が問題化するのは、その変化のあま
りの急激さであるといえよう。本研究分野では環境の変化に対する生物の反応および適応を細胞レベルで究明し、環境要因
の有害性や毒性、あるいは生理活性について考察し、バイオ技術による環境問題への取り組みについても言及しており、こ
れらの観点からの教育を行っている。

（２）研究
１．クロマチンの高次構造と細胞分化の関係について
　ヘテロクロマチンはヌクレオソーム構造が高度に凝縮した高次構造体であり、細胞分化に伴ってその凝縮形態が変化する
ので、細胞分化に伴う遺伝子発現調節と密接に関係していると考えられており、ヘテロクロマチンを構成するタンパク質の
同定・機能解析を進めている。その過程で見いだしたタンパク質はクロマチン高次構造に関係し、細胞の分化依存的に発現
するisoformにより、種々の細胞で少しずつ作用が違う可能性がある。さらに相互作用因子の同定などを通じて、細胞分化に
伴う核の構造変化と遺伝子発現変化との関係について解明を進めている。

２．活性酸素消去系としてのメラトニン作用
　松果体ホルモンであるメラトニンは、日周リズムの調節や性周期制御に作用をもつとされているが、生体にとって有害物
質である活性酸素の消去作用も有することを示した。実験的にはメラトニンの活性酸素消去作用は明白であるが、生理的に
その作用が有意かどうかは疑問が残る。松果体除去等の処理による影響を調べる一方で、夜間に濃度が上昇するという生物
リズムに注目し、修復系酵素へのメラトニンの影響について調べ、活性酸素に対する防御系としてのメラトニンの生理的意
義を明らかにしたいと考えている。

３．細胞内小器官プロテオームに関する研究
　タンパク質には固有の電荷と分子サイズがあるため、等電点と分子量を平面の２軸にとる二次元電気泳動により、あらか
じめ分離した細胞内小器官を構成するすべてのタンパク質の分離展開が可能である。画像として取得後、個々のタンパク質
に番号付けをした上で座標と面積比をデータ化することで、その組織をプロファイル化できる。これを特定の条件にある特
定の細胞内小器官からデータ取得・蓄積し、また個々のタンパク質に関する既知情報があればそれも合わせデータベースを
構築する。このプロファイルを条件の異なる細胞（例えば病変細胞と正常細胞）同士で比較すると、各細胞内小器官におけ
る変化が読み取れる。このことより、環境変化、細胞分化、病因、薬物代謝等における細胞内小器官の役割をより詳しく解
析でき、同時にタンパク質の解析を行うことでその変化の中心となるタンパク質を同定できる。

（３）業績
【学会】

  1.	 宮倉　悟、横田平次、能登昭雄、渡部省二、大谷幸代、小林千登勢、原　正幸（2013, 7/3-5、東京大学弥生講堂、東京）
東京医科歯科大学市川キャンパスにおける原発事故後の汚染状況の推移．第50回　アイソトープ・放射線研究発表会

  2.	 宮倉　悟、能登昭雄、横田平次、大谷幸代、原　正幸（2013, 11/27-11/29、北海道大学、札幌）放射性セシウムの土
壌への吸着及び解離における安定セシウムの関与の仕方について．日本放射線安全管理学会第12回学術大会
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生 体 防 御 学 分 野
Biodefense Research

教　　授　樗木俊聡
講　　師　小内伸幸
助　　教　手塚裕之
助　　教　中西祐輔
非常勤講師(さきがけ研究員)佐藤　卓
特任助教　浅野純平
大学院生　川村俊輔
技術補佐員　黒田聖子，始関紀彰，中村瑠美子
事務補佐員　上岡寿子

（１）教育
　医学部医学科免疫学講義、生命情報科学教育部修士課程講義、大学院医歯学総合研究科博士課程生体防御学特論、演習、
実習、さらに他大学非常勤講師として大学院セミナーを担当している。また大学院博士課程の学生に免疫学の教育研究指導
を行っている。

（２）研究
　当分野は、生体の防御と恒常性維持に焦点をあて、それらを担う免疫細胞ならびに組織幹細胞の分化や機能発現機構を正
常および疾患病態において明らかにすることを目的としている。主として、樹状細胞などの免疫細胞や血液、腸、皮膚など
の組織幹細胞を研究対象として、生体防御と恒常性の維持、その破綻に起因する病態構築メカニズムの解明に取り組むこと
で目的達成を図る。さらに、それら成果に基づき、難治性疾患の予防・治療法の開発へ繋がる応用研究への糸口が得られる
よう研究を推進している。

１．樹状細胞の研究
１） 免疫の司令塔、樹状細胞の源を発見
　樹状細胞（dendritic cell, DC）は、感染など緊急時における免疫応答の発動のみならず、定常状態における免疫寛容の誘
導維持に必要不可欠な細胞である。DCは、抗原提示能に優れた従来型樹状細胞（conventional DC, cDC）と、大量のI型イ
ンターフェロンを産生する形質細胞様樹状細胞（plasmacytoid DC, pDC）に大別される。後者は、ウィルス感染における感
染防御だけでなく、全身性エリテマトーデスや乾癬などの自己免疫病の病態形成にも関わっている。DCは造血幹細胞を源
とし、いくつかの前駆細胞を経てDCになるが、DCだけに分化の方向性が運命決定された（他の血液細胞への分化能を失った）
“DC前駆細胞” の同定は、同細胞分化系譜の観点とトランスレーショナル的興味を同時に包含する重要な研究といえる。私
たちは、これまでにスイスの研究グループとの共同研究として、上記条件を満たすDC前駆細胞を同定し報告したが（Nat 
Immunol 8, 1207-16 (2007)）、この前駆細胞から分化するDCの大多数がcDCであったため、pDCへの分化能に優れたDC前駆
細胞の存在が予測され、同定が待たれていた。
　これらの背景に基づき、マウス骨髄細胞を詳細に解析した結果、pDCへの分化能に優れたDC前駆細胞の同定に成功した

（Immunity 38, 943-57 (2013)）。新たに発見したDC前駆細胞は、以前報告した前駆細胞に比べ、pDCを7-8倍多く作り出すこ
とができ、pDC分化に必須の転写因子E2-2を高く発現していた。これら２つのDC前駆細胞をまとめて「共通樹状細胞前駆細
胞（common DC progenitor, CDP）」と定義した。さらに、CDPが多能前駆細胞から分化する経路の存在も明らかになった。
本研究成果は、DC分化系譜を書き換え、免疫学・血液学分野に大きなインパクトを与えるものである。現在、感染症やが
んに対するワクチンの標的細胞としてDCの重要性がクローズアップされている。これとは対照的に、定常状態においては、
DCが免疫寛容の誘導・維持を介して自己免疫病を抑制していることも明らかになってきている。CDPは、たった１個から
500-1,000個もの樹状細胞を生み出すことが可能であり、今後、感染症・がん・自己免疫病に対する、同細胞を用いた新たな
予防・治療技術への応用が期待される。
２） 樹状細胞による新しい過剰免疫応答抑制メカニズムを発見
　感染に伴う免疫反応は、病原体を排除することで宿主を防衛すると同時に組織を傷害する、言わば “諸刃の剣” である。
私たちは、高濃度のTLR（Toll Like Receptor）リガンドを野生型マウスに投与すると、単球由来の樹状細胞（Monocyte-derived 
Dendritic Cell, Mo-DC）がアポトーシスを起こした赤血球系細胞を貪食することを見出した。同様の現象は重篤なウィルス
感染でも観察された。興味深いことに、Mo-DCは血球貪食依存性にIL-10を産生して、CTL（Cytotoxic T Lymphocyte）活
性などの過剰な免役応答による組織傷害を抑制して個体の生存を保障することが明らかになった（Immunity 39, 584-98 
(2013)）。従来、激しい炎症の指標として位置づけられてきた血球貪食現象が、過剰な免役応答を抑制する新たな免役寛容機
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構としての機能を有していると考えられる。組織を構成する多くの細胞が感染した場合、そのすべてをCTLによって破壊す
ると組織としての機能を維持することが困難になり、時として個体の生存を脅かす危険を伴うため、免疫系は積極的にCTL
の機能を抑制し感染病原体との共存（慢性感染）を選択した可能性が考えられる。

２．免疫系と組織幹細胞系の連関研究
　組織幹細胞は組織を構成する細胞の供給源となる細胞であり、多系統の細胞に分化する “多分化能” と幹細胞自身を再生
する “自己複製能” を持つ細胞と定義される。血液、腸上皮、皮膚（表皮）のように活発なターンオーバ−を繰り返す組織
で生涯にわたり組織の機能が維持されるためには、組織幹細胞プールが十分に保たれ、同幹細胞から適切な数と種類の組織
細胞が供給される必要があり、その破綻はさまざまな疾患誘導に繋がる。私たちは、なんら感染のない個体で恒常的に産生
されている微量なI型インターフェロン（IFN）が造血幹細胞（HSC）ストレスとして作用することを見出し、IFNシグナル
を抑制する転写因子IRF2が造血幹細胞の恒常性維持に重要なことを報告した（Nat Med 15, 696-700 (2009)）。この知見に基
づき、以下の研究を推進している。
１） IFNシグナルを利用した造血幹細胞移植に成功
　現行のHSC移植は、放射線や抗がん剤などの移植前処置による重篤な副作用を伴う欠点がある。私たちは、既述のI型IFN
のHSCへの作用を活かして放射線による移植前処置を行わずにHSCを移植することに成功した。さらに、これを先天性代謝
疾患ムコ多糖症の治療に応用し一定の治療効果を得た（Blood 121, 3267-73 (2013)）。
２） 皮膚・腸上皮疾患治療への応用
　表皮過形成モデルや腸炎モデルを用いて、皮膚や腸の組織幹細胞の機能や分化異常という視点から病態構築機序の解明と
治療法の開発を行っている。

３．粘膜免疫系の研究
　粘膜は多くの病原体が宿主へ侵入する場であると同時に栄養吸収の場であり常在菌の住処でもある。腸管粘膜免疫系では、
食物や常在菌由来の抗原に対して容易に免疫反応を起こさない免疫寛容環境が構築されており、その破綻は炎症性腸疾患の
原因になる。腸管粘膜免疫系で如何に免疫寛容機構が誘導・維持されるか、またその破綻が如何に炎症性腸疾患に繋がるか
について研究を行っている。これまでにユニークなDCサブセットの存在とIgA産生誘導における役割を報告した（Nature 
448, 929-33 (2007); Immunol Rev 234, 247-58 (2010); Immunity 34, 247-57 (2011)）。現在、潰瘍性大腸炎モデルを用いて腸粘膜
免疫系の破綻ならびに修復メカニズムを解明すべく研究を推進している。

（３）研究業績
[原著]
  1.	 Onai N, Kurabayashi K, Hosoi-Amaike M, Toyama-Sorimachi N, Matsushima K, Inaba, K, and Ohteki T. A 

clonogenic progenitor with prominent plasmacytoid dendritic cell developmental potential. Immunity 38, 943-57 
(2013).

  2.	 Sato T, Ikeda M, Yotsumoto S, Shimada Y, Higuchi T, Kobayashi H, Fukuda T, Ohashi T, Suda T, and Ohteki T. 
Novel interferon-based pre-transplantation conditioning in the treatment of a congenital metabolic disorder. Blood 

121, 3267-73 (2013).
  3.	 Hayashi A, Sato T, Kamada N, Mikami Y, Matsuoka K, Hisamatsu T, Hibi T, Roers S, Yagita H, Ohteki T, Oshimura 

A, Kanai T. A Single strain of Clostridium butyricum induces intestinal IL-10-producing macrophages that suppress 
acute colitis. Cell Host Microbe 13, 711-22 (2013). 

  4.	 Sato T, Kitawaki T, Fujita H, Iwata M, Iyoda T, Inaba K, Ohteki T, Hasegawa S, Kawada K, Sakai Y, Ikeuchi H, 
Nakase H, Niwa A, Takaori-Kondo A, Kadowaki N. Human CD1c+ myeloid dendritic cells acquire a high level of 
retinoic acid-producing capacity in response to vitamin D3. J Immunol 191, 3152-60 (2013). 

  5.	 Ohyagi H, Onai N, Sato T, Yotsumoto S, Liu J, Akiba H, Yagita H, Atarashi K, Honda K, Roers A, Muller W, 
Kurabayashi K, Hosoi-Amaike M, Takahashi N, Hirokawa M, Matsushima K, Sawada K, and Ohteki T. Monocyte-
derived dendritic cells perform hemophagocytosis to fine-tune excessive immune responses. Immunity 39, 584-98 
(2013). 

  6.	 Yokota-Nakatsuma A, Takeuchi H, Ohoka Y, Kato C, Song SY, Hoshino T, Yagita H, Ohteki T, and Iwata M．
Retinoic acid prevents mesenteric lymph node dendritic cells from inducing IL-13-producing inflammatory Th2 cells. 
Mucosal Immunol in press.

[総説]
  1.	 樗木俊聡　「樹状細胞、NK細胞の基礎知識」　HORMONE FRONTEER IN GYNECOLOGY 特集　生殖と自然免疫 

20, 21-6 （2013）.



— 487 —

生体環境応答学講座

  2. 	小内伸幸、大八木秀明　澤田賢一、樗木俊聡　「樹状細胞による新しい免疫寛容誘導の仕組み」　医薬ジャーナル 49, 
95-100 (2013). 

  3. 	樗木俊聡　「単球由来樹状細胞による過剰免疫応答の制御」　細胞工学　32, 1211-14 (2013). 

[学会]
（国際）

  1.	 Onai N, Toyama-Sorimachi N, Matsushima K, Inaba K, and Ohteki T. Identification of M-CSFR- dendritic cell 
progenitors with prominent pDC developmental potential: Rivised load map for dendritic cell development. Annual 
Meeting of the Japanese Society for Immunology. Chiba, 2013.12.12

  2. 	Tezuka H, and Ohteki T. TNF/iNOS-producing dendritic cells are originated from inflammatory monocytes and 
regulate gut IgA production. Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology. Chiba, 2013.12.12

  3. 	Nakanishi Y, and Ohteki T. Commensal gram-positive bacteria trigger the recruitment of monocyte/macrophage 
into the inflamed colon during development of colitis. Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology. 
Chiba, 2013.12.13

（国内）
  1.	 Asano J, Sato T, and Ohteki T.The physiological role of autophagy in the maintenannce of intestinal epithelial 

homeostasis. Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology. Chiba, 2013.12.13

［その他］
招待講演、シンポジウム

（国際）
  1.	 Ohteki T. New DC Progenitors with Prominent pDC Differentiation Potential. KEYSTONE SYMPOSIA on 

Molecular and Cellular Biology(2013), Keyston, USA, 2013.3.6

（国内）
  1.	 樗木俊聡「卓越したpDC分化能をもつ新規DC前駆細胞の同定」自治医科大学セミナー　栃木 2013.2.14
  2.	 樗木俊聡「腸管免疫」　自治医科大学医学部　特別講義　栃木　2013.2.15
  3.	 小内伸幸⎾血球貪食を行う単球由来樹状細胞 による免疫制御⏌第22回　東京免疫フォーラム　東京　2013.3.14
  4.	 樗木俊聡「卓越したpDC分化能をもつ新規DC前駆細胞の同定」 第23回日本樹状細胞研究会（第53回日本リンパ網内系

学会総会）京都　2013.5.17
  5.	 樗木俊聡「腸管免疫」　宮崎大学医学部　特別講義　宮崎　2013.6.18
  6.	 樗木俊聡「腸管免疫ホメオスターシスにおける常在菌の関与」日本食品免疫学会第９回学術大会（ＪＡＦＩ2013） 東京 

2013.10.17
  7.	 樗木俊聡「免疫の司令塔、樹状細胞の源となる細胞の発見」第39回臨床アレルギー懇話会　東京　2013.11.14 
  8.	 Ohteki T. Discovery of a novel source of dendritic cells, the control tower of the immune system　第42回日本免疫

学会学術集会テクニカルセミナー　Chiba, 2013.12.11
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病 態 細 胞 生 物 学 分 野
Pathological Cell Biology

教　　授　清水重臣
准 教 授　清水則夫
講　　師　吉田達士
特任講師　辻岡政経
助　　教　荒川聡子
特任助教　室橋道子，本田真也，山口啓史，
　　　　　橋詰　力，申　珉京
大学院生　杉本夕奈，宮崎　大，永田める菜，
　　　　　山下恵実，後藤佑太，中島あゆみ，
　　　　　山本寛典，中井美由紀，小田奈津季
技術補佐員　吉野育代，坂口三美，辻村恭子，
　　　　　渡邊　健，片山未来，望月　菊，
　　　　　太田麻利子，高橋秀行
事務補佐員　大塚幸子
共同研究員　小原睦美，柳川　聡秀，外丸靖浩

（１）教　育
当研究室では、①オートファジー機構の分子メカニズムの解明とその破綻に由来する疾患の治療薬開発、②細胞死機構の分
子メカニズムの解明と関連疾患に対する治療薬開発、③ミトコンドリア機能異常に由来する疾患の克服、④ウイルス治療学
を４つの柱として研究を行っており、これらの知見を基盤に生命の動作原理の解明を視野に入れている。細胞の生死やオー
トファジーの異常がどのように疾患と結びつくか、あるいは細胞内小器官の異常がどの程度の疾患と結びつくかを、その進
化的意義まで含めて理解できるように教育する。
　５月　大学院医歯学総合研究科医歯科学修士課程 生化学 講議   
　　　　担当教員：清水重臣
　11月　大学院医歯学総合研究科医歯科学修士課程 免疫学 講議   
　　　　担当教員：清水則夫

（２）研　究
　オートファジー機構や細胞死の解析とその破綻に由来する疾患の治療薬開発、ミトコンドリア機能異常に由来する疾患の
克服、ウイルス治療学を４つの柱として研究を行っている。
①オートファジーの生理的、病理的意義の解明―――オートファジーは細胞内の構成成分を分解することにより、細胞の
新陳代謝を活性化している。当研究室では、オートファジーを実行する新たな機構(Alternative macroautophagy)を発
見しており、その生理的、病理的意義を解析している。
１、	新たなオートファジー機構のメカニズムを解析する。
２、新たなオートファジー機構の生理的、病理的意義を解析する
②細胞死の解析―――多くの細胞は自殺装置を備えており、必要に応じ積極的にそのスイッチを入れ死に至る。生体で見
られる多くの細胞死はアポトーシスであるが、当教室では世界に先駆けて「オートファジー細胞死」、「ミトコンドリア
を介したネクローシス」を発見しており、これら非アポトーシス細胞死の生理的、病理的意義を解析している。また、
この他の新しい細胞死機構を探索している。
１、非アポトーシス細胞死分子機構の解析
　　（オートファジー細胞死、ミトコンドリアを介したネクローシス）
２、	生体における細胞死の全体的役割
３、	非アポトーシス細胞死の活性化による抗癌剤開発
４、	細胞死の異常に由来する疾患や病態を明らかにし、新規治療法開発を行う。
③ミトコンドリア機能異常による疾患の克服―――ミトコンドリアの異常に由来するパーキンソン病等の疾患に対して、
モデルマウスを作製し、治療法開発を行なっている。
④ウイルス治療学
Ａ．EBウイルス(EBV)感染症モデル動物の開発と応用
　　NOGマウスへのヒト造血幹細胞移植とEBV感染に関する研究
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Ｂ．網羅的病原微生物検査系の開発と実用化研究

（３）研究業績
［原　著］

  1.	 Mizushima T, Arakawa S, Sanada Y, Yoshino I, Miyazaki D, Urushima H, Tsujimoto Y, Ito T, Shimizu S.: Inhibition 
of epithelial cell death by Bcl-2 improved chronic colitis in IL10 KO mice. Am J Pathol. 183, 1936-44 (2013)

  2.	 Kobayashi Z, Akaza M, Numasawa Y, Ishihara S, Tomimitsu H, Nakamichi K, Saijo M, Morio T, Shimizu N, Sanjo N, 
Shintani S, Mizusawa H.: Failure of mefloquine therapy in progressive multifocal leukoencephalopathy:Report of two 
Japanese patients without human immunodeficiency virus infection. Journal of  the Neurological Sciences 324, 190–194 
(2013)

  3.	 Yan J, Ng SB, Tay JL, Lin B, Koh TL, Tan J, Selvarajan V, Liu SC, Bi C, Wang S, Choo SN, Shimizu N, Huang G, Yu 
Q, Chng WJ.: EZH2 overexpression in natural killer/T-cell lymphoma confers growth advantage independently of 
histone methyltransferase activity. blood 121, 4512-4520 (2013)

  4.	 Tachikawa R, Tomii K, Seo R, Nagata K, Otsuka K, Nakagawa A, Otsuka K, Hashimoto H, Watanabe K, Shimizu N.: 
Detection of Herpes Viruses by Multiplex and Real-Time PolymeraSEQhain Reaction in Bronchoalveolar Lavage 
Fluid of Patients with Acute Lung Injury or Acute Respiratory Distress Syndrome. Raspiration, [Epub ahead of 
print] (2013)

  5.	 Ito K, Shimizu N, Watanabe K, Saito T, Yoshioka Y, Sakane E, Tsunemine H, Akasaka H, Kodaka T, Takahashi T.: 
Analysis of viral infection by multiplex polymeraSEQhain reaction assays in patients with liver dysfunction. Internal 

Medicine. 52(2), 201-11 (2013)

［総　説］
  1. 	Shimizu S, Arakawa S, Nishida Y, Yamaguchi H, Yoshida T.: Mammalian autophagy can occur through an Atg5/

Atg7-independent pathway. AUTOPHAGY: Cancer, Other Pathologies, Inflammation, Immunity, and Infection.Vol. 2 (Edit 
MA Hayat) Academic Press, 49-59 (2013)

  2. 	Shimizu S, Yoshida T, Tsujioka M, Arakawa S.: Autophagic Cell Death and Cancer. Int. J. Mol. Sci. in press

  3. 	Shimizu S, Honda S, Arakawa S, Yamaguchi H.: Alternative Macroautophagy and Mitophagy. Int. J. Biochem. Cell Biol. 

In press

  4. 	荒川聡子、清水重臣:オートファジー細胞死−恒常的オートファジーとオートファジー細胞死の比較「医学のあゆみ」
246: 364-368, 2013

  5. 	清水重臣:オートファジー細胞死と癌「医学のあゆみ」246: 406-410, 2013
  6. 	清水重臣:オートファジー細胞死の分子機構とその生体での役割「遺伝子医学MOOK別冊：細胞死研究の今」32-37, 

2013
  7. 	清水重臣:ミトコンドリアのストレス応答「Surgical Frontier」20: 35-40, 2013

［著　書］
  1. 	原理からよくわかる　リアルタイムPCR完全実験ガイド　p72-74, 192-202. 北条浩彦編　羊土社

［学会発表］
国際学会
  1.	 Shimizu S：“Biological Roles of Autophagic Cell Death” CSH Asia conference on Mechanisms and Functions of Non-

apoptotic Cell Death　(2013/4/18; Suzhou)
  2.	 Shimizu S：“Mitophagy is regulated by Ulk1-dependent alternative macroautophagy during erythrocyte maturation” 

International Symposium on Mitochondria　(2013/11/6; Tokyo)

国内学会
  1.	 清水重臣：「ミトコンドリアの品質管理とその破綻による疾患」武田薬品工業セミナー(2013/5/21　藤沢市)
2.	 清水重臣：「新たに発見したオートファジー機構を標的とした先端的な癌治療法の開発」上原記念生命科学財団セミ

ナー(2013/6/10　下田市)
3.	 清水重臣：「生体の恒常性維持機構と循環器疾患」心筋代謝研究会(2013/7/13　品川区)
4.	 清水重臣：「オートファジーと細胞死のクロストーク」第22回日本Cell Death学会(2013/7/19　京都市)
5.	 清水重臣：「複数のオートファジー機構の生物学的理解とその難治疾患への応用」第3回　細胞再生医療研究会

(2013/7/27　神戸市)
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6.	 清水重臣：「Biological Roles of Autophagic Cell Death」第86回日本生化学会(2013/9/11　横浜市)
7.	 清水重臣：「オートファジー細胞死の制御を基盤とした癌分子標的治療薬の開発」医薬基盤研究所　橋渡しセミナー

(2013/11/1　千代田区)
8.	 清水重臣：「オートファジー細胞死の制御を基盤とした癌分子標的治療薬の開発」医薬基盤研究所　橋渡しセミナー

(2013/11/1　千代田区)
9.	 Yamaguchi H, Arakawa S, Kanaseki T, Shimizu S.: “Induction of Atg5-independent alternative macroautophagy by a 

disturbance of anterograde trafficking from the Golgi in yeast” 第36回日本分子生物学会年会 (2013/12/4　神戸市)
10.	 Honda S, Arakawa S, Nishida Y, Shimizu S.: “Alternative macroautophagy play the central role in the erythrocyte 

mitophagy” 第36回日本分子生物学会年会 (2013/12/4　神戸市)
11.	 Ohara M, Yamaguchi H, Honda S, Fukai F, Shimizu S.: “Analysis of autophagy induced by Flt3 tyrosine kinase 

inhibitor, anti-leukemia drug” 第36回日本分子生物学会年会 (2013/12/5　神戸市)
12.	 Arakawa S, Yoshino I, Tsujimoto Y, Shimizu S.: “Analysis of programmed cell death during mice development” 第36

回日本分子生物学会年会 (2013/12/5　神戸市)
13.	 清水重臣：「Atg5/7非依存的オートファジーの遺伝学的解析」第７回　オートファジー研究会(2013/12/19　掛川市)
14.	 清水重臣：「生体の恒常性維持に寄与する様々な細胞死とオートファジー」袖岡細胞分子化学プロジェクト最終報告

会(2014/1/15　文京区)
15.	 清水重臣：「複数のオートファジー機構の生物学的理解とその疾患への応用」シンポジウム　オートファジーに係る

治療戦略2014　(2014/2/15　千代田区)
16.	 今留謙一、松田剛、川野布由子、千葉佑規乃、新井文子、中澤温子、伊藤守、清水則夫、藤原成悦：「難治性EBウイ

ルス関連T/NKリンパ増殖性疾患モデルマウスを用いた新規治療薬3剤の評価研究」日本ウイルス学会　(11月神戸市)
17.	 清水則夫：「再生医療におけるウイルス・マイコプラズマ安全性検査系の開発」第14回日本医薬品等ウイルス安全性

研究会　（9月　東京）

［研究助成金］
代表（清水重臣）
  1.	 科学研究費補助金、基盤研究（S）「新しく発見したオートファジー機構の包括的理解とその「オートファジー病」へ

の応用」
  2.	 科学研究費補助金、新学術領域研究「ミトコンドリア膜上に一過性に形成される過渡期細胞死孔の捕捉」
  3.	 科学研究費補助金、挑戦的萌芽研究「オートファジー可視化技術の開発とこれを応用したオートファジーの生物学的

役割の解明」
  4.	 農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業　シーズ創出ステージ「オートファジー機能調節を介した抗肥満、抗脂

肪肝機能性食品の開発」
  5.	 上原記念生命科学財団　第８回　特定研究助成「新たに発見したオートファジー機構を標的とした先端的な癌治療法

の開発」
  6.	 先進医薬研究振興財団　特定研究助成「新規オートファジー実行分子の破綻によって生じる精神、血液、心疾患の病

態生理解明」　
  7.	 日本対がん協会「リレー・フォー・ライフ・プロジェクト未来」研究助成「オートファジー細胞死を標的とした新規

抗癌剤の開発」
  8.	 高松宮妃癌研究基金研究助成（第44回）「オートファジー細胞死の変調による発癌機構の解析とこれを基盤とした癌

治療法の開発」
  9.	 セコム科学技術振興財団研究助成「オートファジー機構を応用したスマート・エイジング対策法の開発」

代表（荒川聡子）
  1.	 科学研究費補助金、若手研究（A）「赤血球分化おけるオルタナティブ・オートファジーの生理機能の解明」
  2.	 科学研究費補助金、挑戦的萌芽研究「オルタナティブ・オートファジーモニターマウスの作出」
  3.	 科学研究費補助金、新学術領域研究「中心体数の制御機構の解明」

代表（室橋道子）
  1.	 科学研究費補助金、研究活動スタート支援「新規オートファジー誘導剤の臨床薬への応用」

分担（清水則夫）
  1.	 厚生労働科学研究費補助金 政策創薬総合研究事業　創薬総合研究（主任研究者　藤原成悦)「臍帯血DLIの実用化と

細胞治療製剤の医薬品化へ向けてのトランスレーションリサーチ」
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  2.	 厚生労働科学研究費補助金　医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業（主任研究者　川崎ナナ）「細
胞組織加工医薬品のウイルス感染リスク評価に関する研究」

  3.	 厚生労働科学研究費補助金 創薬基盤推進研究事業（主任研究者 小原有弘）「疾患研究のための細胞コレクションの資
源化ならびに品質評価法・特性解析法開発に関する研究」

  4.	 厚生労働科学研究費補助金　難治疾患克服事業（主任研究者　藤原成悦）「慢性活動性EBウイルス感染症の診断法及
び治療法確立に関する研究」

  5.	 成育医療研究開発費（主任研究者　今留謙一）「成育医療における病原体迅速診断システムによる適正な感染症診療
の実現と周産期感染症予防に関する研究」

  6.	 厚生労働科学研究費補助金 再生医療実用化研究事業（主任研究者　関矢一郎)「幹細胞による次世代の低侵襲軟骨再
生医療の開発と臨床応用」

  7.	 文部科学省　国家基幹研究開発事業　再生医療実現化プロジェクト　再生医療の実現化ハイウェイ（主任研究者　関
矢一郎）「滑膜幹細胞による膝半月板再生」

  8.	 独立行政法人 科学技術振興機構 再生医療実現拠点ネットワークプログラム　技術開発個別課題（主任研究者　森尾
友宏）「iPS細胞・体性幹細胞由来再生医療製剤の新規品質浄化技術法の開発」

  9.	 厚生労働科学研究費補助金 再生医療実用化研究事業（主任研究者　関矢一郎）　「滑膜幹細胞による半月板・関節軟骨
の治癒促進・再生」

［特許］ 
  1.	 発明の名称：ベンゾチオフェン化合物、該化合物を有効成分とするオルタナティブオートファジー誘導剤及び抗癌剤、

並びに抗癌活性を有する化合物をスクリーニングするための方法
	 国際出願番号：PCT/JP2013/052947、国際出願日：2013/02/07
	 基礎出願番号：特願2012-026373（2012/02/09、P10-009）
	 　　　　　　　特願2012-026377（2012/02/09、P10-010）
	 出願人：国立大学法人東京医科歯科大学
	 発明者：清水重臣（SHIMIZU Shigeomi）、細谷孝充（HOSOYA Takamitsu）
　　　　　　室橋道子（MUROHASHI Michiko）、吉田優（YOSHIDA Suguru）

［その他］ 
  1.	 医学部附属病院細胞治療センターと共同で、HIV1, HIV2, HTLV1, HTLV2, HBV, HCV,　HSV1, HSV2, VZV, EBV, 

CMV, HHV6, HHV7, HHV8, BKV, JCV, PVB19など多くのウイルスを迅速に高感度にかつ安価に検査するシステムを
構築した。2004年12月から医学部附属病院に公開し、陽性ウイルスはReal-time PCR法により定量し報告している。

（2013年の検査件数：1869件）。現在、検査対象を細菌・真菌・原虫等に拡大している。本検査法は、本学の臨床の質
を高めることに繋がっていると評価されており、今後も継続していく予定である。なお本検査法は医学部附属病院か
ら先進医療Aとして厚生労働省に申請され、平成25年12月の先進医療会議で承認された。現在、平成26年4月開始を目
指し実施準備を進めている。
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免疫応答制御学分野（免疫学分野）
Immunology (Immunology)

教　　授　鍔田武志
准 教 授　安達貴弘
助　　教　鈴木光浩
特任助教　松原直子，徐　米多，赤津ちづる
特任講師　王　継揚
外国人研究者　Soha Gomaa Ramadan Abdel Salam
大学院生　唐　淼，高田俊太朗，江崎澄代，
　　　　　Aslam Mohammad，焦　旭阳，
　　　　　Ayse Ucar Konuskan
大学院研究生　Nazim Medzhidov
卒業研究生　吉岡真代

（１）教育
　大学院教育として、修士課程の免疫学特論の講義の一部を担当するとともに、修士・博士課程の免疫学についての研究指
導を行っている。

（２）研究
　免疫系が抗原に反応する際に、抗原がタンパク質であるのか、あるいは、それ以外の分子であるのかによって反応の性状
は異なる。これは、もっぱらTリンパ球がタンパク質のみを認識するためである。正常な免疫系は、病原微生物やがん細胞
を排除するが、微生物以外の異物や自己成分には反応しない。微生物以外の異物や自己成分への反応は、それぞれ、アレル
ギーおよび自己免疫疾患の原因となるとされる。タンパク抗原への免疫応答の際の、病原微生物、微生物以外の異物、自己
成分の識別のメカニズムはほぼ解明されているが、非タンパク抗原への免疫応答については未解明の領域が多い。また、非
タンパク抗原への免疫応答は、結核菌や髄膜炎菌などへの免疫応答や、種々の自己免疫疾患の発症に重要である。したがって、
非タンパク抗原への免疫応答の解明は、免疫学の残されたフロンティアのなかでもとりわけ重要なものの１つである。本研
究室では、糖鎖、糖脂質および核酸関連抗原への抗体産生のメカニズムや、糖鎖シグナルによる抗体産生の制御についての
研究を行い、SLEや免疫性神経疾患の病態の解明や、糖鎖修飾化合物による免疫応答制御の研究をおこなっている。

（３）研究業績
[原著]
  1.	 Shimoda, M., Bolduc, A., Takezaki, M., Ametani, Y., Huang, L., Nutt S. L., Kamanaka, M., Flavell, R. A., Mellor A. L, 

Tsubata, T. and Koni, P. (2013): Constitutively CD40-activated B cells regulate CD8 T cell inflammatory response by 
IL-10 induction. J. Immunol. 190: 3189-3196.

  2.	 Xu, M., Hou, R., Sato-Hayashizaki, A., Man, R., Zhu, C., Wakabayashi, C, Hirose, S., Adachi, T. and Tsubata, T. (2013): 
CD72c is a modifier gene that regulates Fas lpr-induced autoimmune disease. J. Immunol. 190: 5436-5445.

  3.	 Aslam, M., Kishi, Y. and Tsubata, T. (2013): Excess CD40L does not rescue anti-DNA B cells from clonal anergy. 
F1000 Research 2:218.

  4.	 Naito-Matsui, Y., Takada, S., Kano, Y., Iyoda, T., Sugai, M, Shimizu, A., Inaba, K., Nitschke, L., Tsubata, T., Oka, S., 
Kozutsumi, Y. and Takematsu, H. (2014): Functional evaluation of activation-dependent alterations in the sialogylcan 
composition of T cells. J. Biol. Chem. 289: 1564-1579.

[学会]
(国際学会)
招待講演
  1.	 Tsubata, T.: CD72C a hapolotype encoding the SHP-1-binding B lymphocyte molecule is a modifier gene for murine 

lupus, the 10th International Conference on Protein Phosphatase, Feb 7-9. 2013, Tokyo
  2.	 Tsubata, T.: Sialic acids and immune responses. Molecular Frontier Science Conference for Humboltians and DAAD 

Alumni, September 20-22, 2013. Shanghai.
  3.	 Tsubata, T.: SHP-1-activating Receptors in B lymphocytes. The 2nd Taiwan-Japan Bilateral Conference on Protein 

Phosphatase, November 27-29, 2013. Hsinchu.
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一般演題
  1.	 Shimoda. M., Bolduc. A., Takezaki. M., Tsubata. T. and Koni. P-A. :Excess B cell CD40/CD40L signaling promotes 

CD4 T cell-mediated encephalomyelitis in mice. Immunology 2013 AAI Annual meeting. 3-7 May, 2013. Honolulu.

(国内学会)
招待講演
  1.	 鍔田武志「自己抗体産生とアイソタイプ」第20回自己抗体と自己免疫シンポジウム、平成25年2月2日、東京
  2.	 鍔田武志「CD72CはFas欠損マウスでの自己免疫疾患発症を制御する修飾遺伝子である」第22回日本cell death 学会学

術集会、平成25年７月19日、京都

一般演題
  1.	 Takata. T., Tang. M. and Tsubata. T.: Unconventional B cell antigen receptor endocytosis pathway. Annual Meeting 

of the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba.
  2.	 Xu. M., Hou. R., Sato-Hayashizaki. A., Man. R-Y., Zhu. C., Wakabayashi. C., Hirose. S., Adachi. T. and Tsubata. T.: 

Cd72C is a modifier gene that regulates Faslpr-induced autoimmune disease. Annual Meeting of the Japanese Society 
for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba. 

  3.	 Mohammad. A. and Tsubata T.:Distinct tolerance mechanisms for anti-DNA and anti-Sm B cells. Annual Meeting of 
the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba. 

  4.	 Li. Y., Hase. K., Tsubata. T. and Wang. J-Y.: Glia maturation factor-γ regulates marginal zone B cell migration and 
humoral immune responses. Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. 
Chiba.

  5.	 Kano. C., Ohno. H., Tsubata. T. and Wang. J-Y.: Identification of a putative form of AID that inhibits Ig gene 
hypermutation. Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba.

  6.	 Onodera. T., Takahashi. Y., Adachi. T., Tsubata. T., Kurosaki. T. and Ato. M.: Replenishment of long-live plasma 
cellsis constitutively restrictedby CD4+ T cells in the ir maintenance phase after influenza vaccination. Annual 
Meeting of the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba.

  7.	 品川健朗、沼本修孝、鍔田武志、伊藤暢聡「CD72の構造解析に向けて」第51回日本生物物理学会年会、平成25年10
月28日-30日 、京都

[外部資金]
  1.	 鍔田武志：平成25年度厚生労働科学研究費補助金　創薬基盤推進研究事業「新規コンセプトによる炎症を誘導しない

ワクチン用免疫増強剤の開発」
  2.	 鍔田武志：独立行政法人日本学術振興会　平成25年度科学研究費補助金基盤研究Ｂ「Ｂリンパ球レクチンの糖鎖認識

と機能」
  3.	 王継揚：独立行政法人日本学術振興会　平成25年度科学研究費補助金基盤研究基盤研究Ｃ「IgM受容体による液性免

疫の促進と自己免疫の回避の分子機構の解明」
  4.	 安達貴広：独立行政法人日本学術振興会　平成25年度科学研究費補助金　基盤研究Ｃ「記憶Ｂ細胞の迅速で強い抗体

産生機構の解明」

[その他]
特許取得
  1.	 鍔田武志　小野寺大志「B細胞におけるCD22機能を抑制することから成る免疫応答の促進方法」、特許権者：独立行

政法人・科学技術振興機構、特許番号：5243269

招待セミナー
  1.	 Tsubata, T.: Regulation of B lymphocyte responses and sialic acid-binding immunoglobulin-like lectins (Siglecs). Glyco 

Medicine Seminar, IBMS, Academia Sinica, November 27, 2013. Taipei.
  2.	 鍔田武志　「Sialic acids and immune responses」　徳島大学、平成25年8月12日、徳島　
  3.	 鍔田武志　「リンパ球の選択・分化とUPR」　広島大学、平成25年10月29日、広島

主催セミナー
  1.	 Juergen Wienands (Georg August University Gottingen): Targeting signal effecter proteins to the antigen receptor 

on naïve and class-switched memory B cells, December 10. 2013.
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発 生 発 達 病 態 学 分 野
Pediatrics and Developmental Biology

教　　授　水谷修紀
准 教 授　森尾友宏
講　　師　高木正稔，西山光則(～6月)，鹿島田健一(7月～)
助　　教　元吉八重子，菅原祐之，富澤大輔，鹿島田健一(～6月)， 
　　　　　杉江　学，石井　卓，(～3月)宇田川智宏，
　　　　　(4月～)青木由貴，田中絵里子，片岡　愛，保立麻美子，
　　　　　(12月～)滝　敦子
大学院学生　井原規公，松浦優子，長澤哲郎，神谷尚宏，細川　奨，
　　　　　小野敏明，金子節子，満生紀子，高澤　啓，松原洋平，
　　　　　中島啓介，宇田川智宏，遠藤明史，森丘千夏子，
　　　　　西井理奈，田中桂輔，熊木恵里(修士)，林　琳(修士)，
　　　　　内田侑里(修士)，遠藤英里(修士)，重野美湖(修士)，
　　　　　(～3月)田中絵里子，青木由貴，滝沢文彦，中谷夏織
研 究 生　長田さやか，小嶋健介
研究協力者　浅田　稔(日本医科大学薬理学講座)，
　　　　　　烏野初萌(ソニーバイオマテリアル研究所)，
メディカルフェロー　朴　今花

寄付講座　
　小児・周産期地域医療学講座
　　教　授　土井庄三郎
　　准教授　今井耕輔
　　講　師　(～3月)滝島　茂，(4月～)前田佳真

　地域小児医療調査研究講座(～3月)
　　教　授　長澤正之
　　助　教　森山剣光，渡邉友博，大川哲平，

（１）教　育
　担当科目：卒前教育として以下の内容に関わった。医学部医学科3年生の後期（10月9日～1月21日）に、“生殖・発達・加齢”
および “小児科学” の系別・系統講義として22時限の小児科学関連の講義（概論、新生児Ⅰ,Ⅱ、保健Ⅰ,Ⅱ、救急、栄養、神
経Ⅰ,Ⅱ、消化器、成長発達、内分泌Ⅰ,Ⅱ、腎臓、代謝、膠原病、遺伝性疾患、悪性腫瘍、アレルギー、遺伝カウンセリング、
虐待、在宅医療、歯の発達と小児疾患）を担当し行った。また上記の講義と並行して医学科3年生後期および4年生前期に、“循
環器学、血液学、感染症学、呼吸器学” それぞれの系統講義の中で、小児科学に関係する12時限の講義（先天性心疾患Ⅰ,Ⅱ,
Ⅲ、ミニケース・チアノーゼ、赤血球系疾患、白血球系疾患、凝固異常、血液ケーススタディ、感染症Ⅰ,Ⅱ、ワクチン、呼
吸器疾患）を担当し行った。上記系別・系統講義併せて計34時限の講義を、発生発達病態学講座と小児・周産期地域医療学
講座のスタッフが中心となり、そのほか若干名の他科スタッフと学外非常勤講師の協力を得て行った。医学科4年生後期の
半年間は、“プロジェクト・セメスター” として発生発達病態学を選択した学生4名に、幅広い生命現象全般に関する基礎研
究の指導を行った。医学科5年生の4～6月の “プレクラークシップ(PC)” は本格的臨床実習の準備実習として計画されており、
12の臓器別集中カリキュラムから成り立っている。学生は8～9人の少人数グループを構成し、1または2週間単位で各臓器疾
患に関する臨床シュミレーションの実習を行うが、小児科は血液、胸部（心疾患）と頭頚部のカリキュラムを一部担当した。
医学科5年生の7月から6年生の9月までの15か月間のうち、2回の夏期休暇としての2か月間を除く13か月間にわたり、ベッド
サイドでの臨床実習 “クリニカル・クラークシップ(CC)” を、全学生の必修実習として担当した。それぞれの学生は1グルー
プ7～9名で構成され、1か月間（4週間）の学内（血液・免疫、循環器、神経、内分泌、腎臓、新生児のいずれかのグループ
を1週間単位で）のみ、または学内および学外関連施設（土浦協同病院小児科とNICU、川口市立医療センターNICU、東京
北社会保険病院小児科のいずれかを1週間単位で）での臨床実習を教育指導した。以上の医学部医学科教育以外にも、保健
衛生学科看護科2年生の小児疾患講義8時限と3年生の事例検討授業オフィスアワー2時限を担当し教育指導した。また初めて
保健衛生学科臨床検査科2年生の小児生理学検査を担当し教育指導した。歯学部歯学科3年生には、小児疾患系統講義8時限（呼
吸器・循環器、消化器・腎尿路、感染症・アレルギー、血液・内分泌・代謝）を担当し教育指導した。
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　卒後教育として以下の内容に関わった。初期臨床研修医1・2年生には最低1か月間の基礎的臨床教育を、学内または学外
施設（草加市立病院、東京北社会保険病院、武蔵野赤十字病院）で行った。一方、小児科を2～8か月間選択した初期臨床研
修医には、専門的臨床教育を主に学内で行った。大学における後期臨床研修医3～5年生には、小児科専門医取得のための、
より専門的な臨床教育を幅広く行った。
　教育方針：医学部3, ４年生の系別・系統講義では、基本的な小児疾患の全体像の習得を、プロジェクト・セメスターでは、
研究を通して基礎的思考能力と基本的実験手技の習得を教育の目標としている。医学部5,6年生のPCおよびCCでは、診療チ
ームの一員として小児疾患の臨床に触れ、鑑別診断、診察・検査手技、検査計画や診療録記載など基本的な臨床実習の体得
や実践を目標としている。初期臨床研修医の１ヶ月必修者には主に学外施設（少数は学内）での一般小児疾患の診療指導を、
小児科選択者には大学での専門小児疾患の診療指導を目標としている。歯学部および保健衛生学科の学生には、基本的な小
児疾患の概要の習得のみならず、小児科の全人的診療の重要性や専門性の垣根を越えた相互協力の必要性を教育することを
目標としている。

（２）研　究
　小児疾患、特に難治性疾患の発症機構を解明し、治療に結びつけることを共通課題とし、幅広い生命現象全般に対する研
究を目指している。
　現在の主なテーマは
 1．「乳児白血病の幹細胞と階層性に関する研究」 
 2．「ATM欠損におけるプルキンエ細胞脱落の分子機構探索」
 3．「ATMの脂肪細胞分化における役割に関する研究」
 4．「Ras associated ALPS like disorder (RALD)に関する研究」
 5．「高速塩基配列決定法を用いた分類不能型免疫不全症の責任遺伝子探索」
 6．「放射線感受性高IgM症候群の責任遺伝子探索」
 7．「Tecファミリー分子による顆粒球活性化の負の制御に関する研究」
 8．「先端的細胞治療・遺伝子治療に関する研究、タンパク導入を用いた治療開発」
 9．「Wiskott-Aldrich症候群に合併するIgA腎症における糖鎖修飾異常の原因解明」
10．「皮膚における生体防御機構と皮膚・消化管アレルギー発症の分子機構解明」
11．「糸球体硬化症におけるNotchシグナルの関与に関する研究」
12．「特発性肺動脈性肺高血圧症成立機構の解析」　　　
13．「肺損傷におけるサイトカインと単球・顆粒球系細胞の関与に関する研究」
14．「脳室周囲白質損傷・肺損傷ラットの病態解析と治療に関する研究」
15．「性分化におけるSoxファミリー分子の関与に関する研究」
16．「胎児期の造血幹細胞移植に関する研究」
17．「造血幹細胞移植における凝固異常と赤血球膜蛋白変化の解析」
などである。
　英国国立がん研究所、伊ミラノ国立がん研究所、豪クイーンズランド大学、蘭エラスムス大学、韓国延世大学、難治疾患
研究所、長寿医療センター、ソニーライフサイエンスラボラトリー、理化学研究所免疫・アレルギー科学総合研究センター、
かずさDNA研究所、成育医療センター、産業総合研究所、都立神経研、順天堂大学など、国内外の研究施設・研究室と共同
研究、情報交換を行いながら、先端的な研究を行っている。
　2013年はプロジェクトセメスターにおいて3名の医学部4年生を預かり、研究を行った。
　血液腫瘍・免疫、循環器、神経、内分泌、新生児、腎臓、アレルギーの各グループが行っている研究の詳細は以下のとお
りである。

●  血液腫瘍・免疫
　血液腫瘍・免疫グループが扱う研究テーマは多岐に亘り、スタッフ4名、特任助教1名、大学院生9名(うち社会人大学院生1
名)、共同研究者、専攻生（4名）、及び数名の技術補佐員により研究が行われている。また医学部4年生プロジェクトセメス
ター3名を受け入れている。
　DNA損傷修復応答に関連する分子、細胞増殖と細胞死に関与する分子、免疫担当細胞に発現する分子の機能解析を通して、
基礎と臨床を橋渡しする研究を進めている。患者検体に加えて、患者検体からのiPS細胞、モデルマウス、モデルマウスの
ES細胞を用いて、臨床からの疑問を基礎研究で解明する質の高い研究を実施している。
腫瘍関連では、腫瘍発生監視機構とその破綻による白血病の成立、DNA損傷応答カスケードなどについて検討を進める中、
ATMヘテロ欠損が慢性骨髄性白血病の急性転化を促進することを明らかとした。免疫異常と悪性腫瘍をつなぐ新規疾患で
ある、Ras関連自己免疫性リンパ増殖症候群(RALD)では、自己免疫疾患発症と、腫瘍性疾患発症の分子基盤について、全国
の中心となって研究を行ってい、若年性骨髄単球性白血病JMMLで自然緩解した例では、自己免疫の合併とともにRAS変異
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クローンが残存していることを明らかとした。乳児白血病ではNOG-SCIDマウスへの白血病細胞の移植実験によって、幹細
胞の同定や白血病の階層性に関する研究を進め、それらと染色体異常との関連を探索している（理化学研究所との共同研究）。
毛細血管拡張性運動失調症の研究班は平成21年度で終了したが、引き続き運動失調改善を目的とした臨床試験を神経グルー
プと共同で継続するとともに、診断、臨床診療上のアドバイスを継続して行っている。自己免疫性リンパ増殖症候群(ALPS)
の研究班に引き続いてRas関連自己免疫性リンパ増殖症候群(RALD)の研究班が立ち上がり（研究代表者：高木講師）の研究
代表者となり、国内の症例を統括する形で研究を行っている。
　免疫不全症の分野では分類不能型免疫不全症(CVID)研究班（研究代表者：森尾准教授）があり、次世代シークエンサーを
用いた全エクソン解析の手法を用いて候補遺伝子の探索を進め、いくつかの既知の疾患責任遺伝子の変異に分類不能型免疫
不全症(CVID)に表現型を呈することが明らかになり、さらなる病態の解析を行っている。また原発性免疫不全症の患者QOL
向上を目的とした医療サイド、患者サイドが同じ基盤にのったインターネットベースの患者情報、データーベースの作成を
厚生労働省の研究班として構築しつつある（研究代表者：今井准教授）。さらには移植後の免疫学的再構築促進手段として
の養子免疫療法などにつき研究を行っている。細胞療法を含む再生医療分野については、革新的なモニタリングシステムの
開発にあたり、多種類の微生物を系統的に迅速に測定する系の検証や、非侵襲的変異細胞同定法の開発に当たっている（難
治疾患研究所・ウイルス感染学分野、ソニーライフサイエンスラボラトリーとの共同研究）。非侵襲的細胞観察法を応用して、
移植後などのストレス時における変形赤血球の解析も行われている。

●  循環器
　基礎研究は、前年度と同様に「肺高血圧の機序解明と治療法開発」を継続した。大学院の細川は心血管保護に関与すると
されるジぺプチジル・ぺプチダーゼDPP4と肺高血圧の関与を、助教の石井は抗炎症や抗凝固に関与するとされるエイコサ
ペンタン酸EPAと肺高血圧の関与を、モノクロタリン誘発肺高血圧ラットを用いて調べた。DPP4阻害薬(DPP4I)または
EPAを、モノクロタリン肺高血圧ラットに投与したところCTR群に比しDPP4I群、EPA群では、in vivo実験で生存率、心エ
コーおよび心カテによる右室圧負荷、免疫組織化学による中膜平滑筋肥大はすべて改善した。In vitro実験ではTGF-βで誘
導された中膜平滑筋細胞の増殖、およびリン酸化NF-κBやリン酸化MAPキナーゼはいずれも抑制された。以上のことから
DPP4IやEPAは肺高血圧の新しい治療薬となる可能性が示唆された。本研究結果は3月に東京で開催された日本循環器学会
学術集会、および11月にDallasで開催されたAmerican Heart Associationで発表した。
　臨床研究は日本小児循環器学会指定研究として「QT延長症候群のスクリーニングおよび管理基準（特に運動処方基準）
に関する研究」、「本邦におけるEisenmenger症候群成人例の罹病率・生存率および内科的管理の検討」の前向き研究、「我が
国におけるパリビズマブによる先天性心疾患児のRSV感染予防の実態調査」および「小児期特発性肺動脈性肺高血圧症の早
期診断における学校心臓検診の役割」に継続参加してきた。また新たに厚生労働科学研究（分担）として「小児心臓移植医
療の社会的基盤に関する研究」にも加わった。
   
●  神　経
１．色素性乾皮症の神経障害に関する臨床神経病理学的研究と新たな治療法の試み
　大学関連施設ならびに東京都神経科学総合研究所との協力において，色素性乾皮症についての臨床研究と病態解明およ
び新規治療法の開発を行っている．本疾患の神経症状の病態について，神経変性での酸化ストレスの関与，モノアミン神
経の選択的障害をあきらかにしてきたが，治療的試みとしてドパミン少量療法や抗酸化物質・薬物の臨床効果を検証する。

２．小児期発症の神経変性疾患での酸化ストレスの解明と抗酸化療法の研究
　小児期発症神経変性疾患，発達障害，難治性てんかんやけいれん重積・急性脳炎などの急性期疾患の酸化的ストレス障
害の関与を，剖検脳や患者尿・髄液での酸化ストレスマーカーの測定を通じて解析している。

３．先天異常症の診断および自然歴の解明
　知的障害や形態異常（いわゆる奇形）を合併する先天異常症の自然歴や病態の解明は、それぞれに対する見通しをもっ
た健康管理に必要不可欠である。当科では、全ゲノムマイクロアレイCGH解析（神奈川県立こども医療センターと共同）
などの分子遺伝学的手法も用いて、様々な先天異常症候群の疾患遺伝子の同定や機能解析、病態解明をすすめている。

４．毛細血管拡張性小脳失調症(AT)の神経症状発症メカニズム解明，及び新規治療開発の研究
　AT患者皮膚線維芽細胞から樹立したiPS細胞を神経系細胞へ分化誘導し，正常iPS細胞と比較検討することにより，い
いまだに解明されていないAT の神経症状発症のメカニズムを明らかにし，治療法開発を目指している．双方のiPS細胞か
ら神経幹細胞を分化誘導することに成功し，網羅的遺伝子発現解析や活性酸素，ミトコンドリア機能について解析を進め
ている．更に神経細胞への分化誘導実験も進めている。

５．少量ベタメタゾンの毛細血管拡張性小脳失調症(AT)に対する運動失調改善に関する研究
　現時点で全く治療法のないATの主要症状である運動失調に対して，合成糖質副腎皮質ホルモンであるベタメタゾンを
投与することにより，運動失調の改善を期待して臨床研究を行う．イタリアにおいて施行された臨床研究において有効性
が報告されており，その有効性と安全性を本邦において追試験するものである．当院ならびに都立神経病院，東京都神経
科学総合研究所との協力において，副作用の有無の確認，定期的な神経症状の評価，酸化ストレスの変化のモニタリング
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を行っている。

●  内分泌
　分子生物学的な手法を用いた小児内分泌疾患の病態解析を、他施設と共同してすすめている。2008年から2011年まで鹿島
田（現・医科歯科大学助教）がオーストラリア、クイーンズランド大学 IMB (Institute for Molecular Bioscience)にて性腺の
分化、発生における分子機構をモデルマウスや遺伝子改変マウスなどを用いて研究している。
１：精巣、卵巣発生に必須な分子についての機能、および性分化の機構についての検討。今年度は大学院生４年の高澤が卵
巣特異的転写因子であるFOXL2が卵巣発生初期にSf1 (NR5a1) の発現を抑制することを発見し、その成果がFASEB Jに掲載
された。また大学院生３年の松原がシステム発生・再生医学分野（浅原弘嗣教授）のもとで研究を行い、TALEN法を用い
たY染色体ノックアウトマウスの作製に成功、その成果を報告した。さらにグループの小野(H9卒)が現在メルボルンのV 
Harley教授の研究室に留学中、ヒトの性分化疾患の機構について研究中であり、2013年にはreviewgがNature Reviews 
Endocrinologyに掲載された。
２：副腎、および性腺発生に関する遺伝性疾患の分子機構の解明を、遺伝子解析、機能解析双方の側面より検討を行っている。
2013年度は高澤が3BHSDDの新規変異を発見し、その機能解析と合わせClin Endorinology誌に掲載された。今後も引き続き
遺伝学的解析をすすめ、内分泌疾患の病態の解明をしていく予定である。
３：以上の研究を統合し、発生学、分子生物学的手法を押し進め、最終的には再生医療としての内分泌疾患の治療を視野に
入れながら、そ治療法の開発を目指していきたいと考えている。

●  腎　臓
　小児ネフローゼ症候群における尿細管傷害の進行機序について、酸化ストレスの視点から研究を進めている。臨床検体を
用いた解析とともに培養細胞を用いた研究を行い、尿蛋白が尿細管に直接与えるダメージについて研究している。アメリカ
腎臓学会などでの発表を行っている。
　順天堂大学腎臓内科 富野教授、淺沼助教の研究室およびUniversity of Miami, Miller School of Medicine, Division of 
Nephrology and Hypertension, Peter Mundel Laboratoryの指導のもとで、腎臓糸球体上皮細胞（ポドサイト）の機能解明
についての研究も行っている。国際腎臓学会、国際小児腎臓病学会などでその成果を発表している。
　また、先天性免疫不全症であるWiskott Aldrich症候群に多く合併するIgA腎症について、その発症に関わる要因の研究を
産業技術総合研究所との共同研究で進めている。臨床検体を用いてIgAの糖鎖異常の解析を行っている。

●  新生児
1.	妊娠環境が胎児期の血管新生および早産児合併症に及ぼす影響を明らかにすることを目的として、分子生物学的手法に
よりヒトの胎盤および臍帯組織の血管新生関連因子の発現解析を行っている。 

2.	本学分子細胞機能学教室、ナノメディスン講座と共同して、早産児合併症に対する間葉系幹細胞を用いた治療について
の研究を行っている。具体的には、実験的子宮内感染症モデルを用いて、子宮内感染症に起因する脳室周囲白質軟化症、
慢性肺疾患の病態における内在性幹細胞の障害と疾患成立への関与を検討し、臍帯由来間葉系幹細胞やその培養上清を
用いて新たな治療法の開発にとりくんでいる。本研究は、厚生労働省の難治性疾患等克服研究事業である「稀少疾患へ
の治療応用を目指した臍帯および臍帯血由来細胞の系統的資源化とその応用に関する研究班」に参加している。

●  アレルギー
　免疫学、栄養学的アプローチによる食物アレルギーの発症および寛解の機序に関する研究を継続しており、おもに牛乳や
卵白アレルゲンにより誘導されるTh2タイプ反応に抑制的に働く調節性T細胞の機能の解析、皮膚・粘膜防御機構における
Innate immune responseに関する研究を行っている。厚生省アレルギー研究班の疫学調査の研究協力者としてアレルギー性
疾患発症の機序についての疫学的データと免疫学的要素の関係について分担研究をを行っている。日本小児アレルギー学会
の委託による小児気管支喘息治療管理ガイドラインのための薬物療法の臨床試験に参加している。また食物アレルギーに関
する臨床的、疫学的研究を進め、とくに除去食解除のための特異的経口耐性誘導療法（経口減感作療法）の臨床効果とその
基礎的メカニズムの研究を行っている。

（３）臨　床
●  血液腫瘍・免疫　
　血液・腫瘍・免疫グループでは主に小児期の血液悪性腫瘍、非悪性血液疾患、悪性固形腫瘍および原発性免疫不全症の診
断および治療を提供している。日本小児科学会、日本血液学会、日本小児血液・がん学会などの専門医および指導医資格を
持ったシニアスタッフ6名による指導体制の下、ジュニアスタッフ2名および研修医を加えたチーム医療を通じて、エビデン
スに基づく質の高い医療を実践している。外来患者については主にシニアスタッフが診療を担当している。また、聖路加国
際病院および順天堂大学順天堂医院との診療および専門研修の連携システムを構築中であり、2013年度から3施設による合
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同カンファレンスが定期的に開催されており、2014年度からは相互研修派遣が開始される予定である。
１．多施設共同研究への参加による標準的治療法の確立：日本小児白血病リンパ腫研究グループ（JPLSG）などの全国多施

設共同研究グループに属して、小児悪性腫瘍疾患の標準的治療法確立に貢献している。常時10前後の臨床試験が院内で
オープンしており、最新の臨床試験参加の機会を提供している。

２．企業治験の推進による新規医薬品の開発および適応拡大への貢献：昨年度は原発性免疫不全症に対する皮下投与型免疫
グロブリン製剤IgPro20、抗白血病酵素製剤OP-01の治験を実施した。

３．造血幹細胞移植：難治性血液悪性腫瘍、進行性悪性固形腫瘍やPID患者に対して造血幹細胞移植を行っている。2013年は、
例年と同程度の11例（血縁骨髄移植3例、非血縁骨髄移植2例、血縁末梢血幹細胞移植2例、非血縁臍帯血移植4例）行った。
造血幹細胞移植経験は今まで150例以上で、特に原発性免疫不全症に対する移植例は50例を越え、日本で屈指の経験と
治療成績を誇っている。また、HLA半合致血縁ドナーやNK細胞抑制性レセプター（KIR）リガンド不一致ドナーから
の同種移植、移植後晩期合併症の軽減を目指して骨髄非破壊的前処置（RIC）を用いた移植法にも積極的に取り組んで
いる。

４．希少疾患に対する病態解析および診療体制の構築：JMMLとALPS様の臨床症状を呈した乳児例の解析から、RAS遺伝
子変異によってひきおこされる新たな疾患概念（RALD：Ras-Associated Lymphoproliferative Disease）を提唱し、厚
労省班研究班を主催し、RALDの実態解明と研究を進めている。分類不能型免疫不全症の全国中心施設となり、厚労省
研究班を主催し、実態把握を進めるとともに、原因解明のため、網羅的遺伝子解析を国内共同研究により進めている。
毛細血管拡張性小脳失調症(AT; Ataxia Telangiectasia)の厚労省研究班を主催し、診断及び実態解明に取り組んでいる。

５．小児がん生存者（CSS）の長期フォローアップ：小児がん生存者（CSS）の長期QOLは今後重要な問題であるが、内分
泌グループと協力してフォロー体制を作る一方、心理的サポートについては病棟にCLS(child life specialist)1名を確保す
るとともに、非常勤臨床心理士2名による心理カウンセリング外来で精神的サポートが受けられる体制を整えている。

●  循環器　
　大学、土浦協同病院および草加市立病院は、日本小児循環器学会認定の専門医修練施設または施設群となっている。2013
年度の大学はスタッフとして小児循環器専門医3名→2名（土井、石井、西山〜6月）、専門医未取得医1名（前田）と2014年1
月からは心臓血管外科枠で1名（倉信）が入院・外来診療に当たった。入院患者数は102名で疾患としては42名の先天性心疾患、
44名の後天性心疾患（20名の各種の肺高血圧、17名の川崎病や7名の心筋疾患）と12名の各種不整脈と多岐にわたっていた。
年間の心臓カテーテル件数57例で、その内訳は先天性心疾患32例、肺高血圧症11例、川崎病8例、心筋症3例と不整脈3例で
あり、不整脈は全例catheter ablationを行い有効であった。
　手術必要症例は12月まではほぼ全例榊原記念病院に紹介してきたが、1月からは約30年ぶりに小児心臓手術を再開し、今
年度は心房中隔欠損症と心室中隔欠損症を1例ずつ行った。ICUの看護体制の問題もあり、手術症例数は月に1〜2例まで、
risk category分類の2まで、年齢は1歳以上に制限してきた。
　川崎病患児の治療方針としては、層別化を行い早期からglucocorticoid, urinastatinやinfliximabを積極的に使用することで、
生涯残存するような冠動脈瘤発生を予防してきた。肺高血圧症例に対しては、必要時には当科で開発した肺血管圧－流量関
係による生理学的診断を行っている。症例によっては、榊原記念病院に依頼し肺生検による病理学的診断も参考にしている。
早期診断と早期治療が必須の疾患であり、治療戦略の層別化により、重症例では積極的に2～3種類の経口標的治療薬による
upfront combination therapyを行い、治療効果の不十分な症例ではepoprostenol持続静注療法を積極的に導入増量する方針
とし、劇的な治療効果が得られ肺血管抵抗の低下や心拍出量の増加のみならず、顕著な肺動脈圧の低下を認めた。致死性不
整脈の1つであるQT延長症候群入院症例には、運動・冷水・ボスミン負荷心電図検査結果から薬剤投与の治療方針を決定し、
診断が強く疑われた症例では遺伝子検査を積極的に施行し治療方針決定の一助としている。本年はBrugada症候群疑い症例
に対しても負荷テストを行うことで、確定診断から治療方針を決定し外来経過観察を継続してきた。
　外来診療は小児循環器専門常勤医3→2名と小児循環器専門非常勤医師1名（泉田）が担当した。延べ人数は約1,800名と増
加し、心臓超音波検査件数は約1,500件、運動負荷心電図検査Treadmill89件、および24時間Holter心電図検査は102件であった。
東京都予防医学協会、東京都医師会主導の小・中・高等学校心臓検診に参加し、10,000名を上回る児童生徒の一次検診のコ
ンピューター診断済み心電図のlook overを行った。また二次検診は東京都予防医学協会保健会館または東京都医師会内の会
議室で行った。さらに三次精密検診対象者は、大学専門外来を受診してもらい、必要に応じて入院精査とし、その結果に基
づいて投薬や手術などの治療方針決定と学校生活管理指導を行ってきた。

●  神　経　
　大学附属病院では，難治てんかん・神経変性疾患・末梢神経筋疾患などの初期診断・治療から慢性期の全身管理，髄膜炎・
脳炎脳症などの急性期治療，重症心身障害児医療など，幅広く神経疾患を診察している。なかでも色素性乾皮症に関しては
これまでの多数患者の臨床・基礎研究を通じて得られたデータをもとに，あらたな治療法の開発に取り組んでいる。また難
治てんかん患者に対しては，ビデオ脳波同時記録や核医学検査（PETなど）を用いて評価を行い、ACTH療法・ケトン食療
法などの内科的特殊治療、焦点切除・脳梁離断術・迷走神経刺激療法などの外科治療の適応評価を脳外科との協力のもとに
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行っている。また、染色体微細構造異常などの先天異常について臨床診断やその後の健康管理、全ゲノムマイクロアレイ
CGH解析を神奈川県立こども医療センター遺伝科との協力のもとに行っている。

●  内分泌　
　川口市立医療センター，土浦協同病院，東京北社会保険病院，取手協同病院、武蔵野赤十字病院、東京ベイ浦安市川医療
センターにおいて小児内分泌専門外来を開設し，全診療患者数は1000名をこえる。各病院において，低身長，ターナー症候群，
下垂体機能低下症，思春期早発症・遅発症，糖尿病，甲状腺疾患，Ca・P代謝異常症，先天性副腎過形成症，性腺疾患，性
分化疾患など，様々な内分泌疾患を診療している。
　一方大学附属病院でも同様に小児内分泌疾患全般を扱い、小児内分泌疾患の入院患者数は2013年度で100人を超える見込
みであり、ここ数年は１年で10名程度ずつの増加傾向を続けている。また東京都における新生児マススクリーニング(内分泌
疾患)、特に先天性副腎過形成の専門医療機関として，スクリーニング要精査者の確定診断・治療を行っている。スタッフは
東京都予防医学協会の母子保健専門委員として，先天性副腎過形成症のマススクリーニングの指導を行っている。本疾患の
発症頻度は約２万人に１人とされるが、1989年の先天性副腎過形成症マススクリーニング開始から，先天性副腎過形成症の
精査目的により当科で検査をうけた患者数（東京都）は130名を超えた。また今後は先天性副腎過形成を含めた性分化疾患
についてもより専門性を高め、集約的に診療していく方針である。
　また当大学は小児がん、白血病、先天性免疫不全の患者数が多く、その治療後の後遺症（Childhood Cancer 
Survivor:CCS）が問題となる患者数が増えている。こうした患者への内分泌学的な治療はもとより、その社会的サポートに
ついても国際看護開発学の丸光恵教授との共同研究を行っている。
　患者サポートとしては、小児1型糖尿病患者会である “東京わかまつ会” の活動に，指導医として協力している。毎年8月
上旬には小児糖尿病サマーキャンプを開催し，2013年度も今までと同様千葉県岩井海外で行った。キャンプは例年約15名の
患者に加えて，大学附属病院および関連病院の医師・看護師のみならず，栄養士，薬剤師に加え、本学保健衛生学研究科国
際看護開発学分野（丸　光恵教授）、女子栄養大学等の協力のもと医学生，看護学生，栄養学生等がボランティアとして参
加している。医師は小児科医のみならず初期研修医や内分泌糖尿病内科医の参加もあり、総勢100名におよぶ規模であり、
患者のみならず医療スタッフの教育の場としても寄与している。
　卒後臨床教育としては，本学内分泌・糖尿病・代謝内科との連携のもと，大学附属病院にて日本内分泌学会内分泌代謝科
専門医（小児科）および日本糖尿病学会糖尿病専門医（小児科）取得のための研修が可能である。グループ長である鹿島田
が2012年度より指導医の資格を取得し、日本内分泌学会研修指導施設に認定された。
グループ内の活動としては、毎月の定期勉強会のほか，都立小児総合医療センター内分泌・代謝科あるいは日本大学・順天
堂大学の小児内分泌医との合同カンファレンスを年数回開催し，小児内分泌領域の基礎研究分野から臨床に至るまで，活発
な討議を通して最新の知見を深めている。さらには毎年秋に年１回の性分化に関する基礎のセミナー（Meet the specialist）
を開催し、基礎方面での情報の還元に勤めている。

●  腎　臓　
　大学病院、武蔵野赤十字病院、都立墨東病院を主な拠点とし、土浦協同病院、取手協同病院、草加市立病院、東京北社会
保険病院にも腎臓専門外来を設置し、それぞれ連携を図りながら診療にあたっている。急性糸球体腎炎、慢性糸球体腎炎（遺
伝性腎炎も含む）、ネフローゼ症候群、尿細管疾患、先天性腎尿路奇形などの診療を行っている。また、腎臓検診の精密検
診にも積極的に携わっている。
　大学病院においては1年で40例以上の腎生検を行い、先天性ネフローゼ症候群、難治性ネフローゼ症候群や治療抵抗性の
IgA腎症などの診療を行った。また、体重が10kgに満たない低体重児に対する急性血液浄化療法も血液浄化療法部の協力の
もとで行なった。先天性の低形成腎に伴う乳児の慢性腎臓病（CKD）についても診断を行い、継続治療を行っている。日本
腎臓学会、日本小児腎臓病学会や日本小児腎不全学会において数多くの発表を行った。
　臨床研究では、JSKDC (Japanese Study Group of Kidney Disease in Children)主導の難治性ネフローゼ症候群に対する他
施設共同研究を行っている。ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群に対する初期のステロイドパルス療法の有効性についての
研究に参加している。また、前年に開始した非典型溶血性尿毒症症候群に対するエクリズマブ治療の有効性と安全性を評価
する治験が完了し、PMDAにより適応拡大が承認された。希少疾患だが非常に予後が悪い非典型溶血性尿毒症症候群の診療
において大きな進歩である。
　毎月第4木曜日には大学病院においてグループカンファレンスを行い、臨床症例の検討や大学院生のプログレス・レポー
トを行っている。また、国立成育医療研究センター、東京女子医科大学をはじめとする多数の施設と小児腎臓医が集まり定
期的にカンファレンスを行い、情報交換を行い知識の向上に努めている。国立成育医療研究センターに国内留学し、難治性
腎疾患の診療、腎臓移植療法や透析療法の臨床研修なども行なった。

●  新生児
　大学附属病院では、2012年4月より新生児集中治療室（Neonatal Intensive Care Unit: NICU、6床）とその後方病床4床を
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開設した。NICUは東京都周産期連携病院の指定を受け、周産・女性診療科との連携により、近隣だけでなく遠方の多摩地
区からも母体搬送・新生児搬送を受け入れており、東京都の周産期医療に貢献している。外来ではNICU退院児のフォロー
アップ外来に加え、本年より、子育ての不安やこどもの成長・発達についての相談を受ける場としてすくすく外来（育児支
援外来）を開設した。
　NICUでは人工呼吸器管理、脳低温療法のための体温管理システム、一酸化窒素ガス管理システムなどの治療機器、そし
てaEEGモニター、NIRS（Near Infra- Red Spectoroscopy）、気管支内視鏡、広角眼底カメラといった検査機器を備えており、
高度な医療が提供可能である。現在、早産児については在胎週数30週以上、出生体重1000g以上から受け入れ可能であり、
開設後から院内出生の重症児は全例収容し治療を行っている。また、各専門グループとの連携により、関連病院で出生した
先天性心疾患、先天性内分泌疾患、血液疾患を有する重症の病的成熟新生児を積極的に受け入れている。
　連携病院である土浦協同病院（総合周産期母子医療センター）および川口市立医療センター（地域周産期母子医療センター）
において、超早産児の集中治療・全身管理に関する臨床研修を行っている。土浦協同病院と川口市立医療センターは、日本
周産期・新生児医学会　周産期（新生児）専門医の研修基幹施設であり、専門医取得のための研修が可能である。川口市立
医療センターは厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）「周産期医療の質と安全の向上のための研究」
に参加している。

●  アレルギー
　外来を中心に小児気管支喘息、食物アレルギー、アトピー性皮膚炎などの小児アレルギー疾患の診療に当たっている。食
物アレルギーの食物負荷試験や経口減感作療法は、関連病院施設に紹介し実施している。
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の発達、身長・体重の評価 未熟児新生児学会. 2013年11月30日−12月2日　金沢  

42.	 杉江学, 片岡愛, 森丘千夏子, 滝敦子, 西山光則, 水谷修紀. 出生時より著明な凝固障害がみられた一過性異常骨髄増殖症
の一例. 第49回日本周産期・新生児医学会学術集会2013年7月14-16日　横浜

43.	 杉江学, 片岡愛, 森丘千夏子, 滝敦子, 水谷修紀. 心合併症に対し外科的治療を要したTAM（一過性異常骨髄増殖症）の
2症例. 第58回日本未熟児新生児学会学術集会2013年11月30日-12月2日　石川

44.	 野村敏大, 伊藤一之, 松田希, 片岡愛, 杉江学, 森丘千夏子, 滝敦子, 水谷修紀. 高インスリン血性低血糖症に対してジアゾ
キシド投与を要した極低出生体重児の1例. 第58回日本未熟児新生児学会学術集会2013年11月30日-12月2日　石川

45.	 片岡　愛、黒田友紀子、大橋　育子、田上幸治、小坂　仁、松井　潔、黒澤　健司. MN1、CHEK2、およびNF2を含
む22q12.1-q12.2領域2.6Mb欠失のPierre Robin sequence　１男児例. 第 55 回日本小児神経学会総会学術集会　大分　
2013年5月29日- ６月1日　大分

46.	 片岡　愛、佐塚　丈彦、水谷　修紀. ともに生きる社会を夢見て. 日本人類遺伝学会第58回大会　2013年11月20-23日 
仙台

47.	 伊藤 一之、吉見 愛、中尾 朋平、加藤 啓輔、小池 和俊、土田 昌宏、國島 伸治、関根 孝司. 慢性ITPとの鑑別に苦慮
したMay-Hegglin異常（MHA）の男児例. 第102回　日本小児科学会 茨城地方会　平成25年2月17日

48.	 元吉八重子、宇田川智宏、田中絵里子、高橋匡輝、伊藤栄作、水谷修紀. 蛋白尿が非常に軽度であった重症IgA腎症の
一例. 第116回　日本小児科学会学術集会 2013年4月19-21日　広島

49.	 元吉八重子、高橋匡輝、宇田川智宏、水谷修紀. 小児ネフローゼ症候群患者における尿中酸化ストレスの解析. 第56回 
日本腎臓学会学術集会 2013年5月10-12日　東京

50.	 元吉八重子、菅原典子、齋藤宏、濱田陸. Continuing Professional Development 「Na、K代謝異常の鑑別と治療」第48回 
日本小児腎臓病学会 2013年6月28-29日　徳島

51.	 田中絵里子. Notch pathway inhibition by Jagged1 antagonistic antibody exacerbate proteinuria and 
glomerulosclerosis in mice with adriamycin nephropathy．第56回日本腎臓学会学術集会　2013年5月10日-12日 東京．

52.	 田中絵里子、淺沼克彦、Eunhee Kim、王　娟、佐々木　有、関　卓人、Juan Alejandro Oliva Trejo、野中香苗、細
江佳子、日高輝夫、高木正稔、水谷修紀、八木田秀雄、富野康日己．Notch2経路は障害されたポドサイトのアポトー
シスを防ぎ糸球体硬化への進展を抑制する．第56回日本腎臓学会学術集会　2013年5月10日-12日 東京．

53.	 宇田川 智宏, 元吉 八重子, 高橋 匡輝, 中島 啓介, 富澤 大輔, 梶原 道子, 長沢 正之, 森尾 友宏, 水谷 修紀．小児急性白血
病に対する造血幹細胞移植時の放射線全身照射は急性腎障害の高リスクとなる．第48回日本小児腎臓病学会学術集会．
2013年6月28-29日 徳島

54.	 高橋匡輝、元吉八重子、宇田川智宏、手束真理、富澤大輔、水谷修紀　化学療法中に耐糖能異常とRenal Salt-Wasting 
Syndrome(RSWS)を併発し、治療に難渋したB前駆細胞型急性リンパ性白血病の一例　第48回日本小児腎臓病学会学
術集会　2013年6月28-9日　徳島

55.	 才田謙、布山正貴、町田裕之、高橋匡輝、岡田麻理、佐藤舞、小椋雅夫、亀井宏一、伊藤秀一、長谷川慶、吉田瑶子、
藤村吉博　血漿交換とEculizumab投与により改善しえた抗Factor H抗体によるaHUSの1例　第35回日本小児腎不全学
会学術集会　2013年10月24-5日　福島

56.	 町田裕之、高橋匡輝、布山正貴、才田謙、岡田麻理、佐藤舞、小椋雅夫、亀井宏一、伊藤秀一　成長とともに腎機能
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本小児腎臓病学会 2013年6月28-29日　徳島
58.	 岩田啓、田中絵里子、元吉八重子、水谷修紀. 発症時と再発時に急性腎不全を繰り返したステロイド依存性ネフロー

ゼ症候群の一例. 第35回 日本小児腎不全学会 2013年10月24-25日 福島
59.	 高杉奈緒、田中絵里子、岩田啓、元吉八重子、水谷修紀、野村莉紗、松原直己、清原鋼二. 哺乳不良を契機に発見さ

れた先天性腎尿路奇形による慢性腎不全の1例. 第605回日本小児科学会東京地方会講話会 2013年12月14日 東京　
60.	 中谷夏織．母乳を介した卵摂取によりアナフィラキシーを呈した1男児例．第2回アレルギー疾患先端治療研究会　

2013年9月　東京
61.	 森尾友宏. 悪性腫瘍を合併する免疫不全症 第54 回日本小児血液・がん学会学術集会（シンポジウム） 2013年11月29日

‐12月1日 福岡
62.	 森尾友宏. 免疫不全症候群から学ぶ human immunology 第41回日本臨床免疫学会総会（シンポジウム） 2013年11月27

日‐29日 山口
63.	 森尾友宏. 易感染性、自己免疫、悪性腫瘍の分子基盤としての原発性免疫不全症 平成25年度遺伝子病制御研究所研究

集会 2013年10月25日 北海道
64.	 森尾友宏. 分類不能型免疫不全症（CVID）の多彩な病像と分子基盤 第75会回日本血液学会学術集会 （教育講演）2013

年10月11日‐13日 北海道
65.	 森尾友宏. 免疫細胞培養ガイドライン（免疫治療関連6学会合同策定）について：医療機関・研究施設に求められる基準 

第5回造血器腫瘍免疫療法研究会学術集会 2013年8月24日 名古屋
66.	 森尾友宏. ダウン症候群：その免疫学的特徴と易感染性Infections and Immune Defects in Down Syndrome  RSV 

Japan Global Expert Meeting（シンポジウム）、2013年6月29日
67.	 熊木恵里、重野美湖、水谷修紀、森尾友宏. PAPA症候群・壊疽性膿皮における好中球の過剰反応 第41回日本臨床免

疫学会 2013年11月29日 下関
68.	 加藤環, 釜江智佳子, 本間健一, 池川健, 横須賀とも子, 和田泰三, 谷内江昭宏, 西田直徳, 金兼弘和, 満生紀子, 小原收, 今

井耕輔, 森尾友宏, 野々山恵章. IgA単独欠損症として紹介され、TREC/KRECの結果からRAG1異常と同定しえた1例、
第4回関東甲越免疫不全症研究会、2013年9月22日 東京

69.	 星加将吾, 加藤文代, 角田達彦, 久保充明, 満生紀子, 今井耕輔, 森尾友宏, 杉原茂孝. 1型糖尿病に低γグロブリン血症、
血小板減少、多発性硬化症様病変を併発したLRBA欠損症の1例 第4回関東甲越免疫不全症研究会 2013年9月22日 東京

70.	 高島健浩, 満生紀子, 今井耕輔, 水谷修紀, 森尾友宏. STAT1変異を有する慢性皮膚粘膜カンジダ症12例の検討 第4回関
東甲越免疫不全症研究会 2013年9月22日 東京 

71.	 伊藤正樹, 谷澤昭彦, 遠野千佳子, 黒澤秀光, 渡辺輝浩, 嶋晴子, 湯坐有稀, 村松秀樹, 岡田雅彦, 堀田紀子, 長澤正之, 瓜生
英子, 齋藤明子, 足立壮一, 堀部敬三, 水谷修紀, 安井昌博, 稲垣二郎, 嶋田博之.「RISTを施行した小児CML32例の後方
視的解析：JPLSG CML11疫学研究」2013年12月1日　　第55回日本小児血液・がん学会（福岡）

72.	 遠野千佳子, 谷澤昭彦, 伊藤正樹, 黒澤秀光, 渡辺輝浩, 湯坐有稀, 嶋晴子, 村松秀樹, 堀田紀子, 岡田雅彦, 長澤正之, 瓜生
英子, 齋藤明子, 足立壮一, 堀部敬三, 水谷修紀, 井口晶裕, 安井昌博, 嶋田　博之. 「小児CMLに対する同種造血幹細胞移
植―JPLSG参加施設症例の後方視的解析：JPLSG CML11疫学調査報告2013年12月1日　　第55回日本小児血液・がん
学会（福岡）

73.	 高木正稔, 金子節子, 今井耕介, 小川誠司, 小島勢二, 森尾友宏, 水谷修紀. ATM変異のない毛細血管拡張性運動失調症
Ataxia Telangiectasia疑い症例のエクソーム解析. 第6回日本免疫不全症研究会　2013年1月26日　東京

74.	 金子節子, 熊田聡子, 高木正稔, 馬場信平, 森山剣光, 中島啓介, 菅原祐之, 森尾友宏, 水谷修紀. 毛細血管拡張性運動失調
症の神経症状に対する少量ベタメタゾン療法. 第116回日本小児科学会学術集会 2013年4月19-21日 広島

75.	 金子節子, 熊田聡子, 高木正稔, 馬場信平, 森山剣光, 中島啓介, 菅原祐之, 森尾友宏, 水谷修紀. 毛細血管拡張性運動失調
症の神経症状に対する評価尺度(AT NEST)の検討. 第116回日本小児科学会学術集会 2013年4月19-21日 広島

76.	 高木正稔, 森尾友宏, 水谷修紀. RAS関連自己免疫性リンパ球増殖症候群様疾患(RALD). 第116回日本小児科学会学術集
会 2013年4月19-21日 広島

77.	 高木正稔, 朴今花, 水谷修紀, 川口裕之, 秋山康介, 森麻希子, 康勝好, 今井千速, 渡辺輝浩, 小川淳, 小林千恵、RALDの視
点から見たRAS変異陽性JMML.　第18回小児MDS治療研究会　2013年6月2日 名古屋

78.	 窪川芽衣, 揚曦, 吉田健一, 高木正稔, 菊地雅子, 横田俊平, 松田和之, 小池健一, 村松秀城, 奥野友介, 白石友一, 千葉健一, 
田中洋子, 宮野悟, 小島勢二, 小川誠司, 金兼弘和．NRAS変異を有する自己免疫性リンパ増殖症候群様疾患の1例、第4
回関東甲越免疫不全症研究会 2013年9月22日 東京

79.	 高木正稔, 益谷美都子, 水谷修紀. E2A-HLF陽性急性リンパ性白血病に対するPARP阻害剤の有効性、第72回日本癌学
会学術総会 2013年10月3-5日横浜

80.	 高木正稔.毛細血管拡張性運動失調症-原発性免疫不全症から血液悪性腫瘍発症機構に迫る- 第75回日本血液学会学術集
会 2013年10月11-13日 札幌
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Masutani, Shuki Mizutani. Sensitivity to PARP inhibitor in acute lymphoblastic leukemia, 第75回日本血液学会学術集
会 2013年10月11-13日 札幌

82.	 Akifumi Endo, Ken Watanabe, Norio Shimizu, Harutaka Katano, Naoki Inoue, Tetsushi Yoshikawa, Masatoshi 
Takagi, Kohsuke Imai, Tomohiro Morio, Shuki Mizutani. CIHHV-6 was activated in a patient with X-linked severe 
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が奏功し同種末梢血幹細胞移植を行えたearly T cell precursor acute lymphoblastic leukemia,第55回小児血液・がん
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由子，工藤寿子．t(8;21)およびinv(16)を有する小児急性骨髄性白血病175例に対する造血幹細胞移植の成績．第35回日
本造血細胞移植学会総会，2013年3月8日，金沢

90.	 関中佳奈子，今井耕輔，梶原道子，富澤大輔，長澤正之，森尾友宏，水谷修紀，野々山恵章．CD40リガンド異常に
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96.	 Tomizawa D, Saito M, Takahashi H, Fukushima T, Kiyokawa N, Koh K, Manabe A, Kikuchi A, Ohara A.  Outcome 
of children older than 1 year with acute lymphoblastic leukemia and MLL gene rearrangement.  第75回日本血液学
会総会，2013年10月12日，札幌

97.	 Matsuo H, Kajihara M, Tomizawa D, Watanabe T, Saito AM, Fujimoto J, Horibe K, Tokumasu M, Itoh H, Nakayama 
H, Kinoshita A, Taga T, Tawa A, Taki T, Adachi S.  Investigation of the clinical significance of CEBPA mutation in 
child AML; The JPLSG AML-05 study.  第75回日本血液学会総会，2013年10月11日，札幌

98.	 Tokumasu M, Nagao M, Shimada A, Murata C, Ohki K, Hayashi Y, Saito A, Fujimoto J, Horibe K, Itoh H, Nakayama 
H, Kinoshita A, Tomizawa D, Taga T, Yamaguchi H, Tawa A, Heike T, Adachi S.  Prognostic impact of KIT 

mutations in t(8; 21) childhood AML: the JPLSG AML-05 trial.  第75回日本血液学会総会，2013年10月11日，札幌
99.	 Hara Y, Shiba N, Ichikawa H, Taki T, Shimada A, Kudo K, Tomizawa D, Taga T, Adachi S, Arakawa H, Tawa T, 

Hayashi Y.  NUP98-NSD1 gene fusion is a strong poor prognostic factor in pediatric AML.  第75回日本血液学会総
会，2013年10月11日，札幌

100.	Keino D, Kinoshita A, Tomizawa D, Takahashi H, Ida K, Kurosawa H, Koike K, Ota S, Yamamoto S, Kiyotani C, 
Yuza Y, Fujimura J, Iwasaki N, Osumi T, Ueda T, Mochizuki S, Isoyama K, Hanada R, Tawa A, Kikuchi A, Ohara 
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A.  Minimal residual disease in pediatric acute myeloid leukemia by multidimensional flow cytometry.  第75回日本
血液学会総会，2013年10月11日，札幌

101.	Takahashi H, Matsushita H, Kinoshita A, Taki T, Deguchi T, Kiyokawa N, Hashii Y, Hayashi Y, Tomizawa D, Taga 
T, Tawa A, Adachi S, Yabe M, Miyachi H.  A diversity of cases in AML with promyelocytic differentiation; A 
report from JPLSG.  第75回日本血液学会総会，2013年10月11日，札幌

102.	Kobayashi C, Ohkawa T, Tomizawa D, Tezuka M, Imai K, Takagi M, Kajiwara M, Nagasawa M, Morio T, Mizutani 
S.  A case with refractory Langerhans cell histiocytosis responded to combination of 2-CdA and Ara-C.  第75回日本
血液学会総会，2013年10月11日，札幌

103.	Kato M, Takahashi Y, Tomizawa D, Okamoto Y, Inagaki J, Koh K, Ogawa A, Okada K, Sakamaki H, Yabe H, Kawa 
K, Suzuki R, Kudo K, Kato K.  Comparison of intravenous with oral busulfan in transplantation for pediatric acute 
leukemia.  第75回日本血液学会総会，2013年10月13日，札幌

104.	Taga T, Saito AM, Kudo K, Tomizawa D, Terui K, Moritake H, Kinoshita A, Iwamoto S, Nakayama H, Takahashi H, 
Tawa A, Shimada A, Taki T, Kigasawa H, Koh K, Adachi S.  Clinical characteristics and outcome of refractory/
relapsed myeloid leukemia in children with Down syndrome.  第55回日本小児血液・がん学会学術集会，2013年11月
29日（プレナリー・セッション），福岡

105.	Ohki K, Sano H, Park M-J, Hara Y, Shiba N, Sotomatsu M, Tomizawa D, Taga T, Saito A, Fujimoto J, Tawa A, 
Horibe K, Adachi S, Hayashi Y.  Low frequency and poor prognosis of MLL-partial tandem duplications in pediatric 
acute myeloid leukemia using MLPA method: the Japanese Pediatric Leukemia/Lymphoma Study Group (JPLSG) 
AML-05 trial.  第55回日本小児血液・がん学会学術集会，2013年11月29日(ワークショップ)，福岡

106.	Yabe M, Matsushita H, Kinoshita A, Tokumasu M, Shimada A, Taki T, Hayashi Y, Tomizawa D, Taga T, Tawa A, 
Adachi S, Miyachi H.  Detection of the KIT mutation and treatment response of acute myeloid leukemia associated 
with mastocytosis: A retrospective study of JPLSG-AML05.  第55回日本小児血液・がん学会学術集会，2013年11月29
日(ワークショップ)，福岡

107.	Kurosawa H, Sato Y, Okuya M, Fukushima K, Arisaka O, Park M-J, Matsui H, Inaba T, Inukai T, Fujimoto J, Tawa 
A, Tomizawa D, Taga T, Adachi S, Horibe K, Hayashi Y.  Inhibitor of apoptosis proteins family genes expression in 
childhood AML.  第55回日本小児血液・がん学会学術集会，2013年11月29日(ワークショップ)，福岡

108.	Hara Y, Shiba N, Ohki K, Park M-J, Sotomatsu M, Tomizawa D, Taga T, Tawa A, Arakawa H, Adachi S, Hayashi Y.  
Comprehensive fusion gene analysis of non-Down syndrome acute megakaryoblastic leukemia.  第55回日本小児血
液・がん学会学術集会，2013年11月29日(ワークショップ)，福岡

109.	岩田啓，青木由貴，前田浩利，遠藤光洋，松本和明，星野大和，宮本智史，大川哲平，富澤大輔，今井耕輔，水谷修紀．
小児白血病患者の終末期在宅医療の経験．第55回日本小児血液・がん学会学術集会，2013年11月30日，福岡

110.	宮脇零士. 田村皓子. 小宮枝里子. 小林千佳. 青木由貴. 富澤大輔. 高木正稔. 今井耕輔. 梶原道子. 森尾友宏. 水谷修紀. 先
天性重症好中球減少症(ELA2変異)に対し臍帯血移植を施行後、汎血球減少を来した3歳男児例. 第34回小児血液腫瘍症
例検討会 2013年6月15日東京

[研究助成金]
  1.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業）「小児心臓移植医療の社会的基盤に関する研究」課題番号

25130301　研究代表者　中西敏雄　分担研究者　土井庄三郎
  2.	 公益財団法人東京都予防医学協会研究補助金「学校心臓検診に係る研究」研究代表者　土井庄三郎
  3.	 帝人ファーマ株式会社研究補助金「小児循環器関連の研究」研究代表者　土井庄三郎
  4.	 文部科学研究費補助金 基盤研究(B)「ＤＮＡ損傷応答機構を中心とした発がん制御機構の解析と, その応用による治療

法の開発」：課題番号23390271 研究代表者 水谷修紀 研究分担者 高木正稔
  5.	 文部科学研究費補助金　若手研究(B)「副腎髄質の発生分化における副腎皮質由来のΔ5ステロイドの役割の検討」課

題番号25860764 研究代表者　滝島　茂
  6.	 文部科学研究費補助金　基盤研究(B)「思春期・若年成人がん患者・サバイバーへの医療・教育・就労支援に関する国

際比較研究」課題番号　25305041　研究分担者　鹿島田健一
  7.	 文部科学研究費補助金（基金）挑戦的萌芽研究　子宮内感染症に起因する脳室周囲白質軟化症・肺損傷に対する間葉

系幹細胞治療法の開発　課題番号　T24659507　研究代表者　滝敦子
  8.	 文部科学研究費補助金 若手研究（B）「溶血性尿毒症症候群に対する血液凝固阻止剤は有効か」：課題番号24791045-0

研究代表者 宇田川智宏
  9.	 受託事業費（包括連携に基づくクリニカルサミットに関するコンサルティング業務にかかる受託事業費）「遠隔医療

の将来像」研究代表者 水谷修紀
10.	 受託研究費（製販後調査）H25-020「ホストイン清注750mgによる副作用・感染症報告」研究代表者 水谷修紀
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11.	 受託研究費（製販後調査）H25-033「フィニバックス小児に対する特定使用成績調査」研究代表者 水谷修紀
12.	 文部科学研究費補助金 基盤研究（B）「単一遺伝子異常による免疫学的寛容破綻の分子機構に関する研究」：課題番号

23390270 研究代表者　森尾友宏 
13.	 文部科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「新規好中球解析手法による病態解明と革新的好中球制御法の開発」：課題

番号25670472　研究代表者　森尾友宏
14.	 文部科学省委託 国家基幹研究開発推進事業　再生医療実現化拠点ネットワーク　技術開発個別課題 「iPS細胞・体性

幹細胞由来再生医療製剤の新規品質評価技術法の開発」：課題番号 1A185　研究代表者 森尾友宏 
15.	 文部科学省委託 国家基幹研究開発推進事業　再生医療の実現化ハイウェイ「滑膜幹細胞による膝半月板再生」：課題

番号1A170　研究代表者 関矢一郎　研究分担者　森尾友宏
16.	 厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「臓器移植・造血細胞移植後日和見感染症

に対する有効かつ安全な多ウイルス特異的Ｔ細胞療法の開発と導入に関する研究」：課題番号H25－難治等（免）－一
般－105  研究代表者　森尾友宏　

17.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「原発性免疫不全症候群に関する調査研究」：課題番号H23－
難治－一般－003　研究代表者　原寿郎　研究分担者　森尾友宏

18.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「自己炎症疾患とその類縁疾患に対する新規診療基盤の確立」：
課題番号H24－難治等（難）－一般－026　研究代表者　平家俊男　研究分担者　森尾友宏

19.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「RAS関連自己免疫性リンパ球増殖症候群様疾患(RALD)の実
態調査および病態病因解析」：課題番号H24－難治等（難）－一般－049　研究代表者　高木正稔　研究分担者　森尾
友宏

20.	 厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「免疫疾患におけるT細胞サブセットの機能
異常とその修復法の開発」：課題番号H24－難治等(免)－一般－003　研究代表者　山本一彦　研究分担者　森尾友宏

21.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「希少疾患への治療応用を目指した臍帯および臍帯血由来細
胞の系統的資源化とその応用に関する研究」：課題番号H24－難治等（難）－一般－016　研究代表者　長村登紀子  研
究分担者　森尾友宏

22.	 厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「適応拡大に向けた臍帯血移植の先進化に
よる成績向上と普及に関する研究」：課題番号H24－難治等(免)－一般－008　研究代表者　髙橋聡　研究分担者　森
尾友宏

23.	 厚生労働科学研究費補助金（再生医療実用化研究事業）「幹細胞による次世代の低侵襲軟骨再生治療の開発と臨床応
用」：課題番号H23－再生－一般－001研究代表者 関矢一郎 研究分担者 森尾友宏

24.	 厚生労働科学研究費補助金（再生医療実用化研究事業）「滑膜幹細胞による半月板・関節軟骨の治癒促進・再生」：課
題番号H25－再生－一般－006　研究代表者　関矢一郎　研究分担者　森尾友宏

25.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「慢性活動性EBウイルス感染症の発症機構解明と新規治療開
発に関する研究」：課題番号H24－難治等（難）－一般－046　研究代表者　藤原成悦　研究分担者　森尾友宏

26.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「原発性免疫不全症に対する造血幹細胞移植法の確立」：課題
番号H24－難治等（難）－一般－013　研究代表者　野々山恵章　研究分担者　森尾友宏

27.	 厚生労働科学研究費補助金（創薬基盤推進研究事業）「臍帯血移植後のドナーリンパ球輸注を可能とするための基盤
整備と第I相臨床試験」：課題番号KHD1221　研究代表者　藤原成悦　研究分担者　森尾友宏

28.	 経済産業省（再生医療等産業化促進事業）「自家培養表皮・自家培養軟骨を対象とした再生医療産業化促進のための
製品実現プロセスの検証. と合理的製造方法・評価方法の確立」：課題番号1A193　研究代表者　畠賢一郎、研究分担
者　森尾友宏

29.	 川野小児医学奨学財団　第24回一般枠研究助成金「好中球の暴走と枯渇を制御する分子の解析とその制御法の開発」：
課題番号2262　研究代表者　森尾友宏 

30.	 官民共同研究（ミルテニーバイオテク）「TexMACS GMP Medium(GMPグレード無血清培地)を用いたヒト臍帯血お
よび末梢血中T細胞増殖特性・安全性の評価に関する研究」：課題番号1A168　研究代表者　森尾友宏 

31.	 官民共同研究「活性化Ｔ細胞の医薬品及び保険適応化のための研究」：課題番号2A011　研究代表者　森尾友宏 
32.	 学長裁量特別経費「感染症及び腫瘍発生におけるDNA損傷修復反応に関する研究」：研究代表者　森尾友宏
33.	 文部科学研究費補助金　基盤研究C2平成24-26年度「凝固異常および酸化ストレスの視点からGVHD・慢性炎症を捉え

なおす基礎研究」研究代表者 長澤正之
34.	 文部科学研究費補助金 基盤研究(C)「T細胞受容体再構成異常が基盤とした発がん機構の解析」：課題番号13385524  

研究代表者　高木正稔
35.	 文部科学研究費補助金基盤研究(B)「ＤＮＡ損傷応答機構を中心とした発がん制御機構の解析と,その応用による治療法

の開発」：課題番号13316651研究代表者 水谷修紀　研究分担者 高木正稔
36.	 TMDU・ソニー研究プロジェクトサポートファンド　『細胞誘電計測の臨床応用開発に関する研究』研究代表者　高
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木正稔
37.	 森永奉仕会　研究助成　「マイクロRNA（miRNA）による脂肪細胞分化制御の解析」 研究代表者　研究代表者　高木

正稔
38.	 平成25年度　成育医療研究開発費「小児がん情報ステーションの運営と拡充・小児がん研修モデルの提示と指導者の

育成」:課題番号24-16　研究代表者 森鉄也, 研究分担者 富澤大輔
39.	 平成25年度　厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）「小児造血器腫瘍に対する標準治療と診断確立のため

の研究」：課題番号H23-がん臨床-一般-014　研究代表者 堀部敬三，研究分担者 富澤大輔
40.	 平成25年度　厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）「小児がん拠点病院を活用した臨床研究基盤のあり方

及び新規治療開発に関する研究」：課題番号H25-がん臨床-指定-002　研究代表者 田尻達郎，研究分担者 富澤大輔
41.	 平成25年度　厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）「小児がん

の臨床評価に関する研究」：課題番号H24-医薬-指定-025　研究代表者 菊地陽，研究分担者 富澤大輔
42.	 平成25年度　文部科学省科学研究費補助金（若手研究（B））：「乳児ALLにおけるKIR不一致ドナーを用いた造血幹細

胞移植の意義についての検討」：課題番号13273992　研究代表者　富澤大輔
43.	 上原記念生命科学財団　平成24年度海外留学助成リサーチフェローシップ　2013年3月11日 磯田健志

[その他]
〈招待講演〉
（海外・国際）

  1.	 Doi S. Pathophysiology, Diagnosis and Assessment of Pediatric Patients associated with Pulmonary Hypertension.  
The 9th KJC Pediatric Heart Forum.  Mar 22, 2013 Gyeongju, Korea　

  2.	 Doi S. Special lecture on The 5th World Symposium on Pulmonary Hypertension in Nice.  The 9th KJC Pediatric 
Heart Forum. Mar 22, 2013. Gyeongju, Korea

（国内）
  1.	 土井庄三郎．先天性心疾患に伴う肺高血圧．第1回いばらき肺高血圧症治療講演会／第1回茨城県小児科医会学術講演

会　2013年4月25日 つくば　
  2.	 土井庄三郎．CHD-PAHにおけるエポプロステノールの位置づけとは．エポアクトCHDフォーラム．2013年6月2日 東

京
  3.	 土井庄三郎．肺高血圧における肺血管と右心室～病態生理学の基礎から臨床～．第3回高知肺高血圧症研究会．2013

年6月27日．高知
  4.	 土井庄三郎．肺高血圧における右室と肺動脈～bench to bedside～．第3回川崎肺高血圧症ミーティング．2013年7月

26日．川崎
  5.	 土井庄三郎．肺血管抵抗と肺高血圧症～ニースでの国際シンポジウムも含めて～．ACHD-PAH Symposium 2013，

2013年7月19日．東京
  6.	 土井庄三郎．肺循環の基礎から小児肺高血圧治療の実際．沖縄県小児肺循環懇話会．2013年9月6日．沖縄
  7.	 土井庄三郎．重症肺高血圧症患者に対するPGI2治療の適応と実際．災害フォーラム＠お茶の水．2013年9月13日．東

京
  8.	 土井庄三郎．病態生理から診たPAHの診断、治療と予後．肺高血圧症フォーラム．2013年11月8日．東京
  9.	 土井庄三郎．肺高血圧症　病態と治療戦略．第1回鹿児島肺高血圧症研究会．2013年11月16日．鹿児島
10.	 土井庄三郎．肺高血圧症　病態と治療戦略．富山大学小児科特別セミナー．2013年12月20日．富山
11.	 水谷修紀. 医学研究における利益相反マネジメント 今なぜ必要か? 岡山大学特別講演 主催：岡山大学2012年7月26日 

岡山
12.	 高澤　啓. 低身長ってなんだろう？成長曲線をつけてみよう. 川口市戸塚児童センター育児セミナー 2013年11月1日 埼

玉
13.	 鹿島田健一　第4回熊本内分泌ベーシックカンファレンス　「性分化の分子機構について」2013年 6月29日　熊本
14.	 元吉八重子. 学校検尿のポイント：茨城県学校検尿の指針2013. 第40回 茨城県小児科医会総会・研修セミナープログラ

ム 2013年 10月14 日 水戸
15.	 水谷修紀. 遺伝的背景からみた放射線高感受性と小児疾患. 第20回小児血液フォーラムin岡山, 岡山コンベンショウンセ

ンター 2013年1月12日 岡山
16.	 水谷修紀. 日常診療から小児科学研究へ-経験症例を振り返って-. 第91回山陰小児科学会, 松江テルサ 2013年3月31日 松

江
17.	 水谷修紀. 胎生期から見た小児難病 -自験例を通して-. 第14回神戸全体研究会議, 神戸バイオテクノロジー研究・人材育

成センター, 主催:神戸大学,  2013年7月12日 神戸
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18.	 森尾友宏. 細胞調製施設の構造設備について、PMDA細胞組織加工製品専門部会. 2013年12月24日, 東京
19.	 森尾友宏. 再生医療・細胞治療製剤の品質保証　J-TEC社内勉強会. 2013年12月13日, 蒲郡（愛知）
20.	 森尾友宏. 病原体と宿主からみる呼吸器ウイルス感染症：その分子基盤と免疫操作による感染制御 第16回　茨城県小

児感染症研究会2013年11月20日 茨城
21.	 森尾友宏. 造血細胞移植後のウイルス感染症 第43回東海小児造血細胞移植研究会2013年11月12日 名古屋
22.	 森尾友宏. RSウイルス感染症のリスク要因とパリビスマブ使用の手引き、原発性免疫不全症と続発性免疫不全症、シ

ナジス適応追加講演会. 2013年11月09日, 東京
23.	 森尾友宏. RSウイルス感染症のリスク要因とパリビスマブ使用の手引き、ダウン症候群、シナジス適応追加講演会. 

2013年11月09日, 東京
24.	 森尾友宏. 医療戦略における再生医療の位置づけと今後の展望、三菱総合研究所勉強会. 2013年9月30日, 東京
25.	 森尾友宏. 抗体産生不全症の分子病態探索 第3回関西免疫不全症研究会 2013年7月27日
26.	 森尾友宏. 原発性免疫不全症からみる血液腫瘍疾患の分子基盤 第5回九州免疫不全症研究会 2013年7月13日 福岡
27.	 森尾友宏. PMX治療が敗血症患者の好中球機能に及ぼす効果に関する研究 (東レ社内勉強会）. 2013年6月20日, 東京
28.	 森尾友宏. 再生医療・細胞治療における品質保証変異細胞・微生物モニタリング、再生医療イノベーションフォーラ

ム. 2013年4月12日, 東京
29.	 長澤正之. 東京北社会病院　小児科公開勉強会（東京）「小児白血病の分子標的治療」2013年6月6日
30.	 長澤正之. 感染対策セミナー（千葉・浦安）「感染対策　いつやるの？　いまでしょ」2013年7月17日
31.	 長澤正之. 第3回Chiba Hematology Bay Forum（千葉）「トロンボモジュリン‐αは早期の凝固関連移植合併症を改善

する」2013年11月27日
32.	 長澤正之. 第1回東京ベイエリア小児科公開勉強会（千葉・浦安）「日常診療で見逃すと怖い小児血液疾患」2014年2月

5日
33.	 高木正稔. 発がんと原発性免疫不全症候群のクロストーク 埼玉先端血液懇話会 2013年 3月 29日 大宮
34.	 高木正稔. RAS関連自己免疫性リンパ増殖症様疾患RALDの発見 順天堂同門会 主催：順天堂大学2013年 10月 20日 東

京
35.	 高木正稔．腫瘍発生における細胞周期調節機構の制御、教育講演、第55回小児血液・がん学会学術集会　2013年11月

29-21日　博多
36.	 富澤大輔．急性リンパ性白血病の診断　日本小児血液・がん学会「小児がん医療に携わる医師に対する緩和ケア研修

等事業」（厚生労働省委託事業）第1回教育セミナー　2013年2月2日，フクラシア浜松町，東京
37.	 富澤大輔．小児白血病と真菌感染症　大日本住友製薬㈱社内勉強会　2013年2月27日，大日本住友製薬㈱東京支社，

東京
38.	 富澤大輔．小児白血病の病態と治療：最新の話題　中外製薬㈱社内勉強会　2013年3月5日，中外製薬㈱本社，東京
39.	 富澤大輔．小児血液疾患の現状について－JPLSGでの取り組みについて－　大塚製薬㈱社内勉強会　2013年7月8日，

大塚製薬㈱東京支店，東京
40.	 富澤大輔．急性リンパ性白血病複数回再発例に対するエボルトラ（クロファラビン）使用の経験　小児血液Webカン

ファレンス　2013年10月16日，KIT第1スタジオ，東京
41.	 富澤大輔．ランチョンセミナー6「日本における小児AML治療研究の方向性」　第55回日本小児血液・がん学会学術集

会　2013年11月30日，ヒルトン福岡シーホーク，福岡

〈セミナー〉
  1.	 小児科特別セミナー. 「Germ Cell Tumors (GCT) in Childhood and Adolescence the MAKEI-Experience」Gabriele 

Calaminus MD, Chair German MAKEI-group.( Imperial College London) 2013年1月31日, 東京医科歯科大学
  2.	 第17回 小児医療セミナー.  2013年3月 17 日, 東京医科歯科大学
  3.	 第18回 小児医療セミナー.  2013年 6月1日, 東京医科歯科大学
  4.	 第123回 小児血液腫瘍懇話会.  2013年2月15日, 東京医科歯科大学
  5.	 第124回 小児血液腫瘍懇話会.  2013年5月24日, 東京医科歯科大学
  6.	 第125回 小児血液腫瘍懇話会.  2013年7月19日, ホテルメトロポリタンエドモント
  7.	 第126回 小児血液腫瘍懇話会.  2013年 10月18日, 東京医科歯科大学
  8.	 東京医科歯科大学 -ソニー株式会社包括連携プログラム　2013年度クリニカルサミット
  9.	「ゲノムが拓く世界 -未来の医療・社会を描く-」2013年 8月20日, 東京医科歯科大学

〈特許〉
  1.	 腎疾患治療薬（特願2012-105132）田中絵里子, 淺沼克彦, 八木田秀雄, 富野康日己
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〈受賞〉
  1.	 田中絵里子．第56回日本腎臓学会学術集会優秀演題賞．2013年5月11日
  2.	 森尾友宏. 平成25年 東京医科歯科大学優秀研究賞
  3.	 磯田健志. 日本小児科学会学術奨励賞. 2013年4月19日
  4.	 磯田健志　お茶の水医科同窓会　第26回研究奨励賞 2013年3月29日

[報道]
  1.	 土井庄三郎．PHトークセッション．肺高血圧症　疾患啓発キャンペーン．2013年2月15～17日．キロロリゾート

[その他]
  1.	 土井庄三郎．（分担）第107回医師国家試験問題解説．MEDIC MEDIA　5月8日、 2013年出版
  2.	 土井庄三郎．もう1つの高血圧症～肺高血圧症　おとな？こども？～．市民公開セミナー．2013年9月29日．福岡　
  3.	 水谷修紀. いのちをささえる力について考えてみよう. 丸の内キッズジャンボリー ワンダーアートキャンパスオープン

ゼミ. 主催:株式会社東京国際フォーラム, 特別協力:産経新聞,TOKYO FM, 2012年8月14日 東京
  4.	 馬場信平，森山剣光，中島啓介，菅原祐之．慢性ビリルビン脳症が疑われた正期産児例．第11回新生児黄疸管理研究会．

2013年1月13日，淀川キリスト教病院
  5.	 松原洋平. TALENによるゲノム編集　–重症複合免疫不全症の遺伝子治療法の開発 –Y染色体遺伝子ノックアウトによ

る無精子症マウスの作成. 第4回Orthopedic Research Club 2013年11月9-10日 木更津
  6.	 野村莉紗 小児のインフルエンザウイルス感染症について 健康アドバイス　北区ケーブルテレビ 2013年11月16日-11月

30日放送
  7.	 第12回お茶の水小児アレルギー研究会.　2013年7月20日　東京
  8.	 第13回お茶の水小児アレルギー研究会.　2013年12月14日　東京
  9.	 水谷修紀. 学びをどう生かすか？ 福知山高校 進路指導講演会，2013年6月23日 京都府福知山市
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膠原病・リウマチ内科学分野
Medicine and Rheumatology

名誉教授　宮坂信之(4月～)
教　　授　宮坂信之(～3月)，上阪　等(4月～)
併任教授　針谷正祥(薬害監視学講座)，
　　　　　窪田哲朗(生体防御検査学分野)，
　　　　　高田和生(国際交流センター) 
併任准教授　小池竜司(臨床試験管理センター)，
　　　　　南木敏宏(薬害監視学講座)(～3月)，
特任講師　岩井秀之(～3月：GCOE特任講師)(4月～：特任講師)
助　　教　高村聡人，副島　誠，齋藤鉄也
併任助教　渡部香織(薬害監視学講座)(～3月)，
　　　　　酒井良子(薬害監視学講座)，
　　　　　山崎隼人(薬害監視学講座)(4月～)
特任助教　宮部斉重(～8月)，長谷川久紀(4月～)，横山和佳(9月～)
非常勤講師　鍔田利恵子，萩山裕之(横浜みなと赤十字病院)，
　　　　　野々村美紀(東京共済病院)，長坂憲治(青梅市立総合病院)，
　　　　　小川　純(小川クリニック)(～9月)，
　　　　　鈴木文仁(横浜みなと赤十字病院)，
　　　　　金子佳世子(草加市立病院)，
　　　　　Peter Y. Shane(ユーシービージャパン)，
　　　　　木野　亨(日揮ファーマサービス株式会社)，
　　　　　田中みち(PMDA)
医　　員　中島麻理(化学療法センター)(～3月)，小宮陽仁(～3月)，
　　　　　森　啓悦(～3月)，太田峰人(～3月)，楠田　岳(4月～)，
　　　　　松本拓実(4月～)，近藤文彬(4月～)，稲垣雅子(4月～)，　
　　　　　佐々木広和(4月～)，
博士課程大学院生
　　　　　木村直樹，松尾祐介，長谷川久紀(～3月)，細矢　匡，
　　　　　福田　真，山崎隼人(～3月)，吉橋(旧姓：中里)洋子，
　　　　　横山和佳(～8月)，平野史生，竹中健智，梅澤夏佳，
　　　　　本郷雅子(社会人大学院生)，原田紗世子(社会人大学院生)
特別研究員　宮部千恵(東京医科大学皮膚科大学院博士課程)(～3月)
後期研修医　太田峰人(青梅市立総合病院)(4月～)，
　　　　　小宮陽仁(東京都健康長寿医療センター)(4月～)，
　　　　　南　朋子(東京共済病院)(～3月)
　　　　　　　　　(東京都健康長寿医療センター)(4月～)，
　　　　　山本晃夫(草加市立病院)，
　　　　　楠田　岳(東京共済病院)(～3月)，
　　　　　松本拓実(東京都健康長寿医療センター)(～3月)，
　　　　　近藤文彬(横浜みなと赤十字病院)(～3月)，
　　　　　稲垣雅子(青梅市立総合病院)(～3月)，
　　　　　佐々木広和(青梅市立総合病院)(～3月)，
　　　　　篠原樹彦(青梅市立総合病院)(4月～)，
　　　　　田川泰寛(横浜みなと赤十字病院)(4月～)
治験コーディネーター
　　　　　矢島真理絵(薬害監視学講座)
秘　　書　藤明理恵，今野香緒里，栗盛可南子，
　　　　　高橋智子(薬害監視学講座)
テクニカルスタッフ
　　　　　吉本瑛梨(～3月)，山地　恵(～8月)，笠原秀美(5月～)，
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　　　　石下由紀(8月～)　

(1) 教育
　当科では、患者さんとのコミュニケーションを大切にしながら全人的医療を行うことを目指し、さらに、実地での診断、
治療に際して、自ら問題点を見つけ、これを解決していく能力を養うことを教育方針としている。
卒前教育：M3、M4学生の内科、膠原病・リウマチ学、臨床免疫学の講義、M4学生のプロジェクトセメスター、M5, M6学
生の膠原病・リウマチ内科の参加型臨床実習が行われた。
卒後教育：卒後臨床研修においても、当院研修医の内科ローテーターのうち希望者を中心として各ターム数人を受け入れ、
各種膠原病診療の指導を通じ、問診・身体所見をしっかり把握した上で鑑別診断を列挙し診断につなげるという内科医とし
ての基本的診療態度を徹底して教授している。後期卒後研修プログラムは当分野ホームページ（http://www.tmd.ac.jp/
grad/rheu/rheu-J.htm）で公開している。

(2) 研究
　当科は、「患者さんを診て、臨床の疑問点から出発した研究を行う」「患者さんに役立つための研究を行う」という当科の
伝統を共通認識として、診療の現場で解決すべきだと感じたこと、疑問に思ったことを主題にした基礎・臨床研究を日々行
っている。実際には生化学的、免疫学的、分子生物学的手法、ならびに統計学的手法を駆使して、自己免疫疾患の機序の解明、
新たな治療法の開発、根拠に基づいた診断・治療法の確立に取り組んでいる。現在、遂行している研究テーマとして、「関
節リウマチの治療指針の確立、及び新規治療法の開発」、「関節リウマチの病態における破骨細胞のmicroRNAの役割の解明
と治療応用の検討」、「細胞表面分子TREM-1の制御による抗リウマチ療法の研究」、「サイクリン依存性キナーゼ抑制による
関節リウマチの細胞周期制御療法」、「関節炎における病的滑膜線維芽細胞の起源の同定」、「多発性筋炎の発症機構の解析と
新規治療法の開発」、「多発性筋炎におけるJo-1の役割の解明」、「多発性筋炎の発症に関与する筋組織側因子の解析と新たな
治療法の開発」、「ケモカインの関節リウマチ病態形成への関与とその阻害による治療開発」、「脂質メディエーターを標的と
した関節リウマチの新規治療の開発」、「膠原病に伴う間質性肺炎の病態解明」、「血管炎の病態解明と新規治療開発」、「REAL
研究」、「SECURE研究」、「日本における分子標的治療薬使用関節リウマチ患者に関するアウトカム研究（CORRECT研究）」、

「抗好中球細胞質抗体関連血管炎関連遺伝子に関する研究」、「アバタセプトの有効性と安全性に関する解析研究」、「早期関
節炎に関する前向きコホート研究」、「大規模保険データベースを用いた関節リウマチの合併症および安全性に関する研究」、

「中・高疾患活動性関節リウマチ患者における「目標達成に向けた治療」に関する臨床疫学的研究(T2T疫学研究)」、「活動
性早期RA患者におけるMTXをアンカードラッグとする計画的強化治療の有効性と安全性に関するランダム化並行群間比較
試験（活動性早期RA強化治療試験）」、「リウマチ性疾患患者に対するST合剤予防投与における減量・漸増投与法の有効性と
忍容性に関するランダム化比較試験」、「健常者と活動性関節リウマチ患者におけるリウマスキャンの有用性に関する研究」、

「関節リウマチに伴う間質性肺炎に対する中等量ステロイドと免疫抑制薬による治療の有効性と安全性に関する研究」等が
挙げられる。これらの研究は、文部科学省科学研究費補助金基盤研究(A)・(B)・(C)、若手(B)、萌芽研究、CREST、歯と
骨のGCOE拠点研究、厚生労働科学研究費補助金（治験推進研究事業、免疫・アレルギー疾患等予防・治療研究事業、難治
性疾患克服研究事業）、二国間交流事業、各共同研究などの主任研究者ないし分担研究者として研究を実施している。

(3) 臨床
　当科は、主に膠原病およびリウマチ性疾患患者さんを対象に、根拠に基づいた医療（Evidence-based medicine）、および
世界標準（Global standard）に準拠した診療を志している。全身性疾患という特殊性から他科およびコメディカルと共同で、
患者さんのトータルケアを行うことを目標に、外来担当医、研修医・病棟主治医・指導医によるチーム医療を実践し、より
良い医療の提供に日夜努めている。
　2013年はのべ29,393名（うち初診：906名）の外来患者診療を行い、のべ301名の入院患者を受け入れた。患者数の増加と
ともに難治性の病態、合併症を持った症例も増加しているが、生物学的製剤等の高度先進医療を積極的に取り入れ治療にあ
ったっている。
　抗リウマチ薬をはじめとする各種新規薬剤の治験や市販後調査も積極的に行っている。
薬害監視学講座の針谷正祥（教授）、南木敏宏（准教授）、渡部香織（助教）、生体防御検査学分野の窪田哲朗（教授）、国際
交流センターの高田和生（教授）、臨床試験管理センターの小池竜司（准教授）、鍔田利恵子（非常勤講師）、医薬品医療機
器総合機構の田中みち（非常勤講師）、小川クリニックの小川純（非常勤講師）も当科と密接に連携し診療、研究活動に関
わっている。
　連携病院として、青梅市立総合病院に長坂憲治、横浜みなと赤十字病院に萩山裕之・鈴木文仁、都立大塚病院に山田隆、
東京都健康長寿医療センターに杉原毅彦、東京共済病院に野々村美紀、草加市立病院に金子佳代子、武蔵野赤十字病院に本
郷雅子が常勤医として勤務し、各地の膠原病診療の中核施設として機能している。さらに公立昭和病院、千葉西総合病院、
JAとりで総合医療センター、みさと健和病院、土浦協同病院、中野総合病院、江戸川病院、春日部秀和病院、横須賀共済病
院、下井病院、ひろせクリニック、東京ミッドタウンクリニック、苑田会人工関節センターなどの膠原病リウマチ専門外来
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に非常勤医を派遣している。なお、これらの連携病院とも当科は密接な情報交換を行い、質の高い診療を提供している。

(4) 研究業績
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  1.	 針谷正祥，川上純，金子祐子，松井利浩，天野宏一．中・高疾患活動性関節リウマチ患者における「目標達成に向け

た治療」に関する臨床疫学的研究（T2T疫学研究），平成24年度厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患等克服研究
事業 （免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業)総括・分担研究報告書　我が国における関節リウマチ治療の標準化
に関する多層的研究，27-30,2013.　

  2. 	針谷正祥．関節リウマチにおける合併症に関する研究（COMORA試験），平成24年度厚生労働科学研究費補助金　難
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  2. 	上阪等．リウマチ治療の未来　第40回東京都リウマチ膠原病談話会　平成25年3月9日　東京
  3. 	上阪等．リウマチ治療の未来を考える　田辺三菱製薬社内勉強会　平成25年3月13日　東京
  4. 	上阪等．変貌する多発性筋炎・皮膚筋炎診療　第5回島根膠原病研究会　平成25年3月21日　出雲
  5. 	上阪等．リウマチ治療の未来を考える　中外製薬　社外講師勉強会　平成25年4月15日
  6. 	上阪等IL-6阻害による効果的なRA関節破壊の抑制 ―リウマチ患者の望ましい未来を目指した新しいパラダイムシフ

ト― 第57回日本リウマチ学会総会学術集会　平成25年4月18-20日　京都
  7. 	上阪等．急展開する膠原病治療　第22回東京御茶ノ水腎談話会　平成25年6月4日　東京
  8. 	上阪等．抗リウマチ薬とはどんな薬？　読売・日本テレビ文化センター健康公開講座「関節リウマチをもっとよく知

ろう」　平成25年6月8日　東京
  9. 	上阪等．自己免疫疾患のSeed&Soilモデル　多摩セルトリズマブペゴル学術講演会　平成25年6月8日　東京
10. 	上阪等．次世代抗リウマチ薬の開発	リウマチ治療談話会　平成25年6月29日　長野
11. 	上阪等．新規策定中の国際診断基準　筋炎ワークショップ　平成25年9月14日　東京
12. 	上阪等．自己免疫疾患病態の新しいモデル　PHセミナー　平成25年9月18日　東京
13. 	上阪等．リウマチ治療の新展開　草加地区リウマチ研究会　平成25年11月18日　草加
14. 	Hitoshi Kohsaka．Complete regulation of arthritis with two distinct therapeutic approaches. Asia Congress of 

Autoimmunity 2013. 20-22 November, 2013, Hong Kong
15. 	上阪等．獲得免疫とは　神経免疫学入門レクチャー in 下関　第25回日本神経免疫学会学術集会　平成25年11月28日  
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チ学会総会学術集会　平成25年4月18-20日　京都
27. 	針谷正祥. 関節リウマチおける分子標的治療薬のbenefit-risk balance　第6回大阪バイオロジックフォーラム　2013年1

月　大阪
28. 	針谷正祥. 骨，リウマチ疾患の基礎および臨床における最新の情報提供　骨とリウマチ研究会講演会　2013年2月　東

京
29. 	針谷正祥. MPO-ANCA関連血管炎の発症における好中球細胞外トラップ(NETs)の関与　第1回東京血管炎研究会　

2013年2月　東京
30. 	針谷正祥. リウマチ性疾患における免疫抑制療法の安全性　第9回川崎中部リウマチ懇話会　2013年2月　横浜
31. 	針谷正祥. セルトリズマブペゴルの基礎データについて　シムジア発売記念講演会　2013年4月　名古屋
32. 	針谷正祥. リウマチ性疾患に対する免疫抑制療法と感染症リスク 第57回日本リウマチ学会総会・学術集会  2013年4月  

京都
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33. 	針谷正祥. 寛解基準とTreat-to-Target 第57回日本リウマチ学会総会・学術集会  2013年4月　京都
34. 	針谷正祥. 生物学的製剤副作用の早期発見と治療 第57回日本リウマチ学会総会・学術集会  2013年4月　京都
35. 	針谷正祥. 生物学的製剤の安全性:未解決の問題へのアプローチ 第57回日本リウマチ学会総会・学術集会  2013年4月　

京都
36. 	針谷正祥. New Insights of Biologics from REAL Database　Registry Study Updates in Japan　2013年4月　京都
37. 	針谷正祥. Registry: REAL　RA registry meeting　2013年4月　東京
38. 	針谷正祥. 全例調査結果から考察する生物学的製剤の安全性　Osaka Orencia Meeting　2013年5月　大阪
39. 	針谷正祥. 関節リウマチにおける高容量MTX投与の実際と注意点　平成25年度日本リウマチ財団　北海道・東北地区

リウマチ教育研修会　2013年6月　山形
40. 	針谷正祥. 信頼：Ｂｉｏｌｏｇｉｃｓの安全性マネジメント　レミケード関節リウマチ効能追加10周年記念講演会　

2013年7月　東京
41. 	針谷正祥.  REAL・SECUREデータベースより見た生物学的製剤のファーマコビジランス　第34回日本炎症・再生医

学会　2013年7月　京都
42. 	針谷正祥. 関節リウマチにおける分子標的治療のベネフィット・リスクバランス　第16回佐賀リウマチ研究会　2013

年7月　佐賀
43. 	針谷正祥.  Biologiscの安全性マネジメント　レミケード関節リウマチ効能追加10周年記念講演会　2013年7月　東京
44. 	針谷正祥. REAL・SECUREデータベースより見た生物学的製剤のフォーマコビジランス　第34回日本炎症・再生医学

会　2013年7月　京都
45. 	針谷正祥. セルトリズマブペゴルの安全性プロファイル　cimzia Forum2003　2013年9月　東京
46. 	針谷正祥. T2T実践へのアプローチ　2013年度GOAL研究会　2013年9月　東京
47. 	針谷正祥. 抗リウマチ薬・分子標的治療薬の副作用とその対策　平成25年度中国・四国地区リウマチ教育研修会　

2013年10月　高松
48. 	針谷正祥. 関節リウマチ治療薬の安全性　第24回リウマチ診療研究会　2013年10月　仙台
49. 	針谷正祥. 関節リウマチにおける分子標的治療薬の安全性マネジメント　リウマチ医療講演会　2013年10月　札幌
50. 	針谷正祥. 全例調査からみた適正使用情報　オレンシア皮下注発売記念講演会　2013年10月　東京
51. 	針谷正祥. トシリズマブ全例調査最終解析結果からみるベネフィットリスクバランス　第2回RAとIL-6研究会　2013年

11月　東京
52. 	針谷正祥. 関節リウマチ治療薬の安全性と対策　平成25年度関東甲信越地区リウマチ教育研修会　2013年11月　東京
53. 	針谷正祥. 関節リウマチ治療におけるリスク・ベネフィットバランス　ひたちリウマチ懇話会　2013年11月　ひたち

なか
54. 	針谷正祥. リウマチの最新治療と関節痛の克服-ロコモティブシンドロームを防ぐには-　第27回東京医科歯科大学医師

会市民公開講座　2013年12月　東京
55. 	針谷正祥. 関節リウマチ診療のリスクマネジメント　第24回日本リウマチ学会関東支部学術集会　2013年12月　東京
56. 	針谷正祥. セルトリズマブペゴルの安全性プロファイル　第28回日本臨床リウマチ学会　2013年12月　千葉
57. 	針谷正祥. 関節リウマチの分子標的治療と安全性マネジメント　第49回日本内科学会近畿支部生涯教育講演会　2013

年12月　大阪
58. 	小池竜司. 実地診療における関節リウマチの薬物治療．UCBジャパン・アステラス社内講演会　2013年4月23日 東京
59. 	小池竜司. SAE報告と安全性情報　平成25年度臨床研究コーディネーター養成研修　2013年6月27日　東京
60. 	小池竜司. ニューモシスチス　疾患理解のための基礎知識　ニューモシスチス肺炎UpToDate講演会　2013年8月31日  

東京
61. 	小池竜司. 治験って知ってますか？　新薬開発までの道のり　第62回お茶の水祭　UHCT Alliance特別企画講演  2013

年10月20日　東京
62. 	岩井秀之，細矢匡，竹中健智，村上洋介，宮坂信之，上阪　等．マウスTREM-1リガンドの機能解析及びヒト

TREM-1リガンドの同定　第57回日本リウマチ学会総会学術集会　平成25年4月18-20日　京都
63. 	長谷川久紀．「米国ハーバード大学医学部でのクリニカルクラークシップ参加とその意義」，日米医学医療交流セミナ

ー．2013年10月12日，東京．

【海外学会発表】
  1.	 Naoko Okiyama, Takehiko Sugihara, Hiroo Yokozeki, Hitoshi Kohsaka. Murine models of autoimmune myositis. 3rd 

International Comference on Cutaneous Lupus (ICCLE), Satellite meeting of the International Investigative 
Dermatology meeting, May 6-8, 2013, Edinburgh, Scotland

  2. 	Naoko Okiyama, Hitoshi Kohsaka, Ichiro Katayama, Hiroo Yokozeki. Seborrheic area erythema as a common skin 
manifestation in Japanese patients with dermatomyositis. International Investigative Dermatology 2013 May 8-11 
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2013, Edinburgh, Scotland
  3. 	Hisanori Hasegawa, Fumitaka Mizoguchi, Naoko Okiyama, Miyuki Azuma, Nobuyuki Miyaksaka and Hitoshi 

Kohsaka. CD28-CD80/86 blockade suppressed animal models of polymyositis driven by CD8 cytotoxic T cells 
Keystone Symposium Rheumatoid Advances in the Knowledge and Treatment of Autoimmunity April 4-9, 2013, 
Whistler

  4. 	Yeong-Wook Song, Jinhyun Kim, Jiyong Choi, Sunghae Chang, Kichul Shin, Sung-Hye Park, Eun Young Lee, Eun 
Bong Lee, Hiroshi Kawachi, Hitoshi Kohsaka. The effect of CXCL10 blockade in C protein-induced myositis. 15th 
International Congress of Immunology 22-27 August, 2013, Milan

  5. 	Nao Tateishi1, Shinya Hirata1, Kazuko Shibuya2, Akira Shibuya2, Nobuyuki Miyasaka1, Hitoshi Kohsaka. Killer T 
cell inhibition by CD226 blockade for treatment of autoimmune polymyositis. American College of Rheumatology 
77th National Meeting, San Diego, California, October 27-30, 2013

  6. 	Nao Tateishi, Shinya Hirata, Kazuko Shibuya, Akira Shibuya, Nobuyuki Miyasaka, Hitoshi Kohsaka. Killer T cell 
inhibition by CD226 blockade for treatment of autoimmune polymyositis. Asia Congress of Autoimmunity 2013, 
20-22 November, 2013, Hong Kong

  7. 	Yeong-Wook Song, Jinhyun Kim, Jiyong Choi, Sunghae Chang, Kichul Shin, Sung-Hye Park, Eun Young Lee, Eun 
Bong Lee, Hiroshi Kawachi, Hitoshi Kohsaka. The effect of CXCL10 blockade in C protein-induced myositis. Asia 
Congress of Autoimmunity 2013, 20-22 November, 2013, Hong Kong

  8. 	Sakai R, Cho SK, Harigai M, et al. The benefit-risk balance of treatment with tumor necrosis factor inhibitors has 
been improved with the change of time: a report from the REAL database. Annual European Congress of 
Rheumatology (EULAR) 2013. Madrid, Spain.

  9. 	Hisanori Hasegawa, Fumitaka Mizoguchi, Naoko Okiyama, Miyuki Azuma, Nobuyuki Miyaksaka and Hitoshi 
Kohsaka. CD28-CD80/86 blockade by CTLA-4 Ig suppresses murine models of polymyositis driven by cytotoxic 
CD8 T cells. The 5th East Asian Group of Rheumatology (EAGOR 2013). 31 May-1st June, 2013, Seoul Korea.

10.	 Yoko Yoshihashi-Nakazato, Naoki Kimura, Akito Takamura, Nobuyuki Miyasaka, Hitoshi Kohsaka Exacerbation of 
polymyositis model in interferon-gamma-deficient mice. The 5th East Asian Group of Rheumatology (EAGOR 2013). 
31 May-1st June, 2013, Seoul Korea.

【国内学会発表】
  1.	 上阪等．日本臨床免疫学が目指すもの　日本臨床免疫学会Midwinter Seminar 2013 2013年2月27日-3月2日　恩納村
  2. 	上阪等．炎症性筋疾患の診断と治療（Meet the Expert 5）第57回日本リウマチ学会総会学術集会　平成25年4月18-20

日　京都
  3. 	小池竜司（針谷正祥）．REAL・SECUREデータベースより見た生物学的製剤のファーマコビジランス．第34回日本炎

症再生医学会　シンポジウム6　生物学的製剤の新展開　京都　2013年7月3日
  4. 	小池竜司．シンポジウム20　各領域の薬物治療のトピックスと課題　薬物治療開発のトピックスと問題点　～リウマ

チ・膠原病領域～.　第34回日本臨床薬理学会学術総会　東京　2013年12月5日
  5. 	Koike R: A rare case of extrapulmonary tuberculosis; acute tuberculous cellulitis in adult. 28th International 

Congress of Chemotherapy and Infection. June 7th, 2013, Yokohama
  6. 	渡部香織，針谷正祥，佐田憲映，山村昌弘，藤井隆夫，有村義宏，槇野博史．抗好中球細胞質抗体関連血管炎の前向

きコホート研究RemIT-JAVにおける治療開始後6か月間の重篤感染症解析　第57回日本リウマチ学会総会　2013年4
月　京都

  7. 	宮部斉重，宮部千恵，福田真，横山和佳，宮坂信之，南木敏宏．リゾフォスファチジン酸受容体１(LPA1)欠損による
関節炎抑制 第57回日本リウマチ学会　2013年4月　京都

  8. 	Yusuke Tagata, Kenji Takehana, Nobuyuki Miyasaka, Hitoshi Kohsaka. Prevention of Inflammation-Associated 
Muscle Atrophy and Weakness with Branched-Chain Amino Acids as Treatment for Autoimmune Myositis. 7th 
International Conference of the Society on Sarcopenia, Cachexia and Wasting Disorders (SCWD), 9-11 December 
2013, Kobe

  9. 	Hisanori Hasegawa, Fumitaka Mizoguchi, Naoko Okiyama, Miyuki Azuma, Nobuyuki Miyaksaka, Hitoshi Kohsaka. 
Treatment of polymyositis models dependent on CD8 T cells by inhibiting CD28-CD80/86 costimulation（ワークシ
ョップ）. 第57回日本リウマチ学会総会学術集会　平成25年4月18-20日　京都

10. 	長谷川久紀，溝口史高，沖山奈緒子，東みゆき，宮坂信之，上阪等．CD28-CD80/86補助刺激阻害による細胞傷害性
CD8T細胞依存性多発性筋炎モデルの新規治療法の開発　第41回日本臨床免疫学会総会　2013年11月27-29日　下関

（ワークショップ）
11. 	長谷川久紀．CD28-CD80/86補助刺激阻害による細胞傷害性CD8T細胞依存性多発性筋炎モデルの改善．Midwinter 
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Seminar 2013 日本臨床免疫学会．2013年2月27日-3月2日，那覇．
12. 	細矢匡，岩井秀之，宮坂信之，上阪等．関節リウマチ治療における細胞周期制御・抗炎症併用療法の有効性（ワーク

ショップ）第57回日本リウマチ学会総会学術集会　平成25年4月18-20日　京都
13. 	細矢匡，岩井秀之，山口悠，宮坂信之，上阪等．関節リウマチ治療における細胞周期･抗炎症併用療法の有効性の検

討　第34回日本炎症・再生医学会　平成25年7月2−3日　京都
14. 	Tadashi Hosoya, Hideyuki Iwai, Nobuyuki Miyasaka, Hitoshi Kohsaka Cell cycle regulation therapy combined with 

cytokine blockade enhances anti-arthritic effects without increase of immune suppression. 第42回日本免疫学会学術
集会 2013年12月11-13日　幕張

15. 	吉橋洋子，木村直樹，高村聡人，宮坂信之，上阪等．多発性筋炎モデルマウスにおけるⅠ型及びII型サイトカインの
役割について　第41回日本臨床免疫学会総会　2013年11月27-29日　下関

16. 	木村直樹，上阪等．免疫疾患と動物モデルの臨床的接点」PM/DM　第41回日本臨床免疫学会総会　2013年11月27-29
日　下関（ワークショップ）

17. 	山崎隼人，酒井良子，小池竜司，田中みち，南木敏宏，渡部香織，宮坂信之，針谷正祥．膠原病における免疫抑制療
法下の肺感染症に関する前向き研究（PREVENT研究）第57回日本リウマチ学会総会・学術集会・第22回国際リウマ
チシンポジウム　京都，2013年4月

18. 	山﨑隼人，酒井良子，小池竜司，田中みち，南木敏宏，渡部香織，宮坂信之，針谷正祥．　膠原病における免疫抑制
療法下の肺感染症に関する研究　リウマチヤングアカデミー　2013年7月13日 千歳

19. 	酒井良子，趙秀卿，南木敏宏，山崎隼人，渡部香織，田中みち，小池竜司，宮坂信之，針谷正祥．REAL研究グルー
プ: REALを用いた関節リウマチ患者におけるTNF阻害薬の重篤な有害事象発現リスクの経年変化 第57回日本リウマ
チ学会総会・学術集会　京都，2013年4月

20. 	趙秀卿、酒井良子、南木敏宏、山崎隼人、渡部香織、田中みち、小池竜司、宮坂信之、針谷正祥、REAL研究グルー
プ: REALを用いたトシリズマブとTNF阻害薬の安全性に関する比較検討第57回日本リウマチ学会総会・学術集会　
京都，2013年4月

21. 	横山和佳，南木敏宏，針谷正祥，宮坂信之，上阪等．関節リウマチにおけるCCL25/CCR9の関与　リウマチヤングア
カデミー　2013年7月13日 千歳

22. 	近藤文彬，小宮陽仁，副島誠，宮坂信之，上阪等．メサラジン投与中に発症したANCA関連血管炎(AAV)の一例　第
24回日本リウマチ学会関東支部学術集会　平成25年12月7日　東京

23. 	小宮陽仁，齋藤鉄也，高村聡人，宮坂信之，上阪等．治療抵抗性血球貪食症候群，心筋障害を呈した皮膚筋炎の1例
　第54回　関東リウマチ研究会　平成25年6月22日　東京

24. 	吉藤康太，小宮陽仁，中島麻理，細矢　匡，渡部香織，上阪等，宮坂信之．冠動脈周囲炎と腹部大動脈瘤を来した
IgG4関連疾患の1例　第596回日本内科学会関東地方会　平成24年

【研究助成金】
  1.	 宮坂信之．基盤C 「我が国における関節リウマチ治療の標準化に関する多層的研究」30,500千円
  2. 	宮坂信之．「今後の難病対策のあり方に対する研究」（研究代表者：松谷有希雄）500千円
  3. 	宮坂信之．基盤C　「microRNAを標的とした関節リウマチの新規治療法開発と新病態機序解明への挑戦」350千円
  4. 	宮坂信之．基盤C 「生物学的製剤及び分子標的薬投与下の重篤感染症、日和見感染症に関する薬剤疫学的研究」（研究

代表者：田中みち）100千円
  5. 	上阪等．戦略的創造研究推進事業CREST　慢性炎症に伴う臓器線維化の分子・細胞基盤[研究代表：松島綱治]　主た

る共同研究者　7,000千円
  6. 	上阪等．二国間交流事業　韓国との共同研究　多発性筋炎の治療標的としての自然免疫細胞の研究　400千円
  7. 	上阪等．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）自己免疫疾患に関する調査研究[主任研究者：住田孝

之]　多発性筋炎・皮膚筋炎分科会長　7,000千円
  8. 	上阪等．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業[免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業]）　免疫

疾患におけるT細胞サブセットの機能異常とその修復法の開発[主任研究者：山本一彦] 1,000千円
  9. 	上阪等．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業[免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業]）　関節

リウマチ関節破壊機序の解明と関節破壊「ゼロ」を目指す治療法確立に関する研究[主任研究者：田中良哉] 2,000千円
10. 	上阪等．共同研究（ベネシス）多発性筋炎・皮膚筋炎などの難病に対する人免疫グロブリン療法の作用機序の解明　

1,050千円
11. 	上阪等．共同研究（味の素製薬）炎症性筋疾患に対する新規治療法の開発　1,520千円
12. 	上阪等．共同研究（田辺三菱）TREM1及びそのリガンドに対する抗体の作製と評価 3,000千円
13. 	上阪等．奨学寄付金（帝人ファーマ）医学研究助成 450千円
14.  	上阪等．奨学寄付金（アステラス）医学研究助成 1,800千円
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15. 	上阪等．奨学寄付金（中外製薬）医学研究助成 2,070千円
16. 	上阪等．奨学寄付金（ファイザー）医学研究助成 900千円
17. 	上阪等．奨学寄付金（アッヴィ合同会社）医学研究助成 900千円
18. 	上阪等．奨学寄付金（アクテリオンファーマシューティカルズジャパン）医学研究助成 900千円
19. 	上阪等．奨学寄付金（エーザイ）医学研究助成 900千円
20. 	上阪等．奨学寄付金（小野薬品）医学研究助成 3,600千円
21. 	上阪等．奨学寄付金（参天製薬）医学研究助成 900千円
22. 	上阪等．奨学寄付金（武田製薬）医学研究助成 4,500千円
23. 	上阪等．奨学寄付金（エーザイ）医学研究助成 900千円
24. 	針谷正祥．厚生労働省科学研究費補助金／難治性疾患克服研究事業「難治性血管炎に関する調査研究」(研究代表者:

槇野博史）1,050千円
25. 	針谷正祥．厚生労働科学研究費補助金・免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業　「我が国における関節リウマチ

治療の標準化に関する多層的研究」（研究代表者：宮坂信之）2,500千円
26. 	針谷正祥．基盤研究C〈一般〉「生物学的製剤及び分子標的薬投与下の重篤感染症，日和見感染症に関する薬剤疫学的

研究」　(主任研究者：田中みち）600千円
27. 	針谷正祥．文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「抗抗中球細胞質抗体関連血管炎のNETｓ形成を標的とす

る新規治療法の開発」　1,400千円
28. 	小池竜司. 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究（C）　本邦の診療事情に合わせた支持的抗菌薬管理プログラ

ムの有用性と経済性の検討　平成25年度　700千円
29. 	田中みち．基盤C 「生物学的製剤及び分子標的薬投与下の重篤感染症、日和見感染症に関する薬剤疫学的研究」1000

千円
30. 	岩井秀之　若手B　「新規細胞表面分子ＴＲＥＭ１リガンド及び細胞周期阻害による新規関節炎治療法の開発」500千

円
31. 	溝口史高．基盤C「microRNAを標的とした関節リウマチの新規治療法開発と新病態機序解明への挑戦」150千円
32. 	溝口史高．若手B　「関節リウマチにおける病的滑膜線維芽細胞の起源の同定と治療応用の検討」1,400千円
33. 	高村聡人．若手B  「多発性筋炎における筋傷害機序の解析－新たな細胞傷害メカニズム」1,600千円
34. 	高村聡人．奨学寄付金（ファイザー）関節リウマチ新規治療法の開発に関する研究　500千円
35. 	宮部斉重　若手B  「脂質メディエーターを標的とした血管炎の新規治療法開発」　1,600千円
36. 	酒井良子．科学研究費補助金（若手B）「関節リウマチ患者登録システムと保険データベースによる分子標的治療薬の

薬剤疫学研究」研究代表者1,600千円
37. 	酒井良子．かなえ医薬振興財団　アジア・オセアニア交流研究助成金交付2013年10月 2,000千円

【受賞】
  1.	 宮部斉重．第57回日本リウマチ学会．国際ワークショップ賞　京都 2013年4月
  2.	 山崎隼人．第57回日本リウマチ学会．国際ワークショップ賞　京都　2013年4月
  3.	 Hisanori Hasegawa. EAGOR 2013 Young Investigator Award.

生体環境応答学講座
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皮　膚　科　学　分　野
Dermatology

教　　授　横関博雄
講　　師　井川　健，高山かおる，西澤　綾
助　　教　宗次太吉，佐藤仁美(～7月)，藤原明子(～3月)，
　　　　　野老翔雲(4月～)，宇賀神つかさ(4月～)
医　　員　芝間さやか，椛沢未佳子(～3月)，
　　　　　井上梨沙子(～3月)，稲澤美奈子，渡部梨沙(～7月)，
　　　　　加藤恒平(4月～)，新井　円(12月～)
レジデント　石川貴裕(～3月)，寺木八菜(～3月)，
　　　　　近藤麻代(4月～)，善利奈保美(4月～)，
　　　　　高橋道央(4月～)
メディカルフェロー　宇賀神つかさ(～3月)，佐伯和美(4月～)
大学院生　竹原友貴，游　理恵，稲澤美奈子，陳　悦，
　　　　　杉山春俊(～11月)
社会人大学院生　佐伯和美(～3月)，金井康真(～3月)，藤本智子，
　　　　　上野真紀子， 端本宇志，古屋亜衣子，加藤恒平，
　　　　　芝間さやか，宗次太吉

　当講座は、皮膚に表現されるすべての疾患を対象とした教育、診療、研究を担当している。

（１）教育
　卒前教育では、一般医として必要な皮膚の解剖学、生理学、免疫学、薬理学などの基礎知識とそれに基づく皮膚疾患の理
解に重点をおき、外来での見学、ベットサイドティーチングを中心とした教育を行う。今年度12月から「皮膚・アレルギー・
膠原病」ブロック講義で皮膚科、アレルギー科のブロック講義を1週間担当している。卒後教育は、専門医としての皮膚科
学の基礎的知識の修得と臨床医としての技術・手技の習熟を行い、「皮膚科学から見る人間学」の研鑽をつむことを目標と
している。

（２）臨床
　皮膚科学の臨床は、皮膚に表現される微細な変化から全身の生体状態を把握し、疾病の早期診断・早期治療を行うことに
ある。外来・入院患者を通じて皮膚徴候の検出と理解の訓練、皮膚徴候からの内臓諸器官の機能の推測とその証明、皮膚疾
患の原因・誘因の検出方法、外用療法、外科的手技を用いた治療、内科的治療を駆使して疾病の治療を行っている。

（３）研究
　皮膚に表現される疾患の全てを対象とする皮膚科学では、その研究対象が多岐にわたる。当教室では種々の皮膚疾患の病
因・病態を免疫学的アプローチにより解明することに努力している。当教室のこれまでの研究業績を基盤として、免疫アレ
ルギー疾患、腫瘍等の研究を行っている。

（１）接触過敏症の研究
　接触過敏症のメカニズムについて、免疫担当細胞、各種のメディエーターやサイトカインの役割解析とそれらに伴う細胞
内シグナル伝達機構の解析を行っている。臨床的には接触皮膚炎診療ガイドラインを策定した。

（２）アトピー性皮膚炎の研究
　アトピー性皮膚炎での炎症反応についてサイトカイン、細胞接着分子、炎症細胞の動態を観察し、アトピー性皮膚炎炎症
の再構築を行い、アトピー性皮膚炎の本態を探る研究を行っている。またアトピー性皮膚炎にける各種治療薬の検討、新し
い核酸医薬品などの治療法の開発を行っている。さらに免疫反応と皮膚バリア機能との関わりについても研究をおこなって
いる。

（３）好酸球の研究
　皮膚炎症の場に出現する好酸球の役割を明かにするため、好酸球浸潤炎症モデルの作成を行い、この動物モデルを用いて
好酸球炎症における好酸球の役割を検討している。またヒト好酸球を用いてその機能や遊走、接着分子の解析を行っている。

（４）好塩基球の研究
　好塩基球の炎症における役割が最近あらためて注目されてきている。現在、マウス好塩基球の機能や皮膚への浸潤機序に
ついて好酸球と同様に研究を進めている。またヒト皮膚疾患における好塩基球の分布やその役割について解析を行っている。
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最近、好塩基球における亜鉛シグナルの役割を解析している。
（５）皮膚炎症におけるプロスタグランディンD2の役割に関する研究
　プロスタグランディンD2はアレルギー炎症の成立過程において重要であることがわかり最近注目を集めている。現在研究
室ではマウス皮膚炎症モデルを用いてプロスタグランディンD2やその受容体DP1とCRTH2の機能を解析している。また同
時にヒトの炎症性皮膚疾患におけるプロスタグランディンD2産生細胞やその作用の研究を行っている。

（６）乾癬の研究
　乾癬は難治性皮膚疾患の一つであり、多くの研究施設でさかんに病態解析が進められている。当教室ではTh1、 Th17細胞
に選択的に発現されているTim-3に着目し、乾癬患者細胞における発現とその意義、さらには治療の標的としての可能性に
ついて研究している。

（７）発汗異常の研究
　多汗症はしばしばＱＯＬを低下させ、精神的にも大きな負担となる疾患である。しかしながら未だ有効な治療法がない。
現在、多汗症、無汗症をふくめた発汗異常においてそのメカニズムの研究をおこなっており、有効な治療法の開発を目指し
ている。さらに診療ガイドラインの策定も当科を中心に行った。最近、光コヒーレンストモグラフィ（ＯＣＴ）という光干
渉を利用した汗管の三次元的解析を行っている。

（８）痒みの研究
　痒みは皮膚疾患において重要な症候の一つである。にもかかわらず痒みのメディーターやその成立機序の研究は非常に遅
れている。現在、マウス掻破行動モデルなどを用いて皮膚炎症での痒みの機序や止痒薬の効果について解析している。

（９）痒疹の研究
　痒疹は診断基準・治療指針が確立されていない。厚生労働省難治疾患克服事業研究班の班長として、痒疹診療ガイドライ
ン策定と病態解析を行っている。また痒疹マウスモデルの開発を試み、その発症機序の検討を進めている。

（１０）血管肉腫の治療に関する研究
　血管肉腫は臨床的に悪性度が高く、皮膚腫瘍のなかでは最も治療が難しい疾患といえる。当教室では不活化センダイウィ
ルスHVJを用いた免疫療法の研究を行い、将来的な臨床応用を目指している。

（１1）ヒトiPS細胞作製技術を利用した研究
　近年大きな話題となっているヒトiPS細胞に関する研究も当教室において行われている。ゲノム編集の技術を駆使して、ア
レルギー性皮膚炎症反応における遺伝子変異の影響などについての研究をスタートしたところである。大阪大学や広島大学
との共同研究も進行中である。

（１2）食物アレルギーの研究
　蛋白抗原を経皮感作することにより食物アレルギーを発症するマウスモデルを作成している。

（４）研究業績
[原著]
  1.	 Fujimoto T, Kawahara K, Yokozeki H :Epidemiological study and considerations of primary focal hyperhidrosis in 

Japan: From questionnaire analysis. J Dermatol. 2013  40(11);886-890
  2.	 Sakaguchi M, Bito T, Oda Y, Kikusawa A, Nishigori C, Munetsugu T, Yokozeki H, Itotani Y, Niguma T, Tsuruta D, 

Tateishi C, Ishii N, Koga H, Hashimoto T :Three cases of linear IgA/IgG bullous dermatosis showing IgA and IgG 
reactivity with multiple antigens, particularly laminin-332. JAMA Dermatol. 2013 Nov;149(11):1308-13. 

  3.	 Takehara Y, Satoh T, Nishizawa A, Saeki K, Nakamura M, Masuzawa M, Kaneda Y, Katayama I, Yokozeki H: Anti-
tumor effects of inactivated Sendai virus particles with an IL-2 gene on angiosarcoma. Clin Immunol. 2013 
Oct;149(1):1-10.

  4.	 Tanaka K, Mori H, Okazaki M, Nishizawa A, Yokozeki H: Long-term treatment outcome after only popliteal lymph 
node dissection for nodal metastasis in malignant melanoma of the heel: the only "interval node" dissection can be an 
adequate surgical treatment. Case Rep Oncol Med. 2013;2013:259326.

  5.	 Saeki K, Satoh T, Yokozeki H: α(1,3) Fucosyltransferases IV and VII are essential for the initial recruitment of 
basophils in chronic allergic inflammation. J Invest Dermatol. 2013 Sep;133(9):2161-9.

  6.	 Kato K, Satoh T, Tanaka-Fujimoto T, Ueda N, Yokozeki H.: IgG4-positive cells in skin lesions of cutaneous and 
systemic plasmacytosis. Eur J Dermatol. 2013 Apr 1;23(2):255-6.

  7.	 Kataoka N, Satoh T, Hirai A, Saeki K, Yokozeki H.:Indomethacin inhibits eosinophil migration to prostaglandin D2 : 
therapeutic potential of CRTH2 desensitization for eosinophilic pustular folliculitis. Immunology. 2013 Sep;140(1):78-
86.

  8.	 Inoue R, Sohara E, Rai T, Satoh T, Yokozeki H, Sasaki S, Uchida S.:Immunolocalization and translocation of 
aquaporin-5 water channel in sweat glands. J Dermatol Sci. 2013 Apr;70(1):26-33.

  9.	 Takahashi E, Yokozeki H, Satoh T. Atrophic fibrous hamartoma of infancy with epidermal and adnexal changes. J 
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Dermatol. 2013 Mar;40(3):212-4.
10.	 Satoh T, Ikeda H, Yokozeki H.Acrosyringeal involvement of palmoplantar lesions of eosinophilic pustular folliculitis. 

Acta Derm Venereol. 2013 Jan;93(1):99.
11.	 Inoue T, Yamaoka T, Murota H, Yokomi A, Tanemura A, Igawa K, Tani M, Katayama I. Effective Oral Psoralen 

Plus Ultraviolet A Therapy for Digital Ulcers with Revascularization in Systemic Sclerosis. Acta Derm Venereol. 
2013 Aug 8. 

12.	 Hanafusa T, Matsui S, Murota H, Tani M, Igawa K, Katayama I. Increased frequency of skin-infiltrating FoxP3+ 
regulatory T cells as a diagnostic indicator of severe atopic dermatitis from cutaneous T cell lymphoma. Clin Exp 
Immunol. 2013 Jun;172(3):507-12. 

13.	 Hanafusa T, Igawa K, Kotobuki Y, Kitaba S, Tani M, Katayama I. Systemic lymphadenopathy with systemic 
sclerosis and Sjögrenʼs syndrome: a case report. J Dermatol. 2013 Feb;40(2):124-5. 

14.	 Hashimoto T, Satoh T, Furuya A, Kataoka N, Yokozeki H: Kimura’ s disease with prurigo lesions treated with 
systemic indomethacin, J Eur Acad Dermatol Venereol, DOI: 10.1111/jdv.12339, 2013

15.	 Shen L, Higuchi T, Tubbe I, Voltz N, Krummen M, Pektor S, Montermann E, Rausch K, Schmidt M, Schild H, 
Grabbe S, Bros M. A trifunctional dextran-based nanovaccine targets and activates murine dendritic cells, and 
induces potent cellular and humoral immune responses in vivo. PLoS One. 2013 Dec 5;8(12)

16.	 Higuchi T, Satoh T, Yokozeki H. Using CD40 ligand expression to detect antigen-specific T cells in patients with 
drug eruptions. Acta Derm Venereol. 2014 Jan;94(1):86-7.

17.	 Villarroel VA, Okiyama N, Tsuji G, Linton JT, Katz SI. CXCR3-Mediated Skin Homing of Autoreactive CD8 T Cells 
Is a Key Determinant in Murine Graft-Versus-Host Disease. J Invest Dermatol. 2014 Jan 3.

18.	 Okiyama N, Furumoto Y, Villarroel VA, Linton JT, Tsai WL, Gutermuth J, Ghoreschi K, Gadina M, O'Shea JJ, Katz 
SI. Reversal of CD8 T-Cell-Mediated Mucocutaneous Graft-Versus-Host-Like Disease by the JAK Inhibitor 
Tofacitinib. J Invest Dermatol. 2013 Nov 8.

19.	 Miyagawa F, Okiyama N, Villarroel V, Katz SI. Identification of CD3+CD4-CD8- T cells as potential regulatory cells 
in an experimental murine model of graft-versus-host skin disease (GVHD). J Invest Dermatol. 2013 Nov;133(11):2538-
45. 

20.	 高山 直子, 西澤 綾, 藤本 智子, 佐藤 貴浩, 横関 博雄：【薬疹-2013】 <臨床例> オメプラゾール(オメプラール)による
nonpigmenting fixed drug eruption.　皮膚病診療(0387-7531)35巻12号 Page1121-1124(2013.12) (原著論文/特集)

21.	 林 美穂, 高山 かおる, 佐藤 貴浩, 横関 博雄：Multiple Miliary Osteomas of the Faceの1例.　皮膚科の臨床(0018-
1404)55巻11号 Page1484-1485(2013.11) (原著論文)

22.	 久保田 愛, 若林 知江, 上田 暢彦, 佐藤 貴浩, 横関 博雄：PEGインターフェロンα-2b・リバビリン併用療法中に生じた
薬疹.　皮膚科の臨床(0018-1404)55巻9号 Page1135-1138(2013.09) (原著論文/症例報告)

23.	 大嶋 雄一郎, 玉田 康彦, 横関 博雄, 前田 俊夫, 遠藤 輝, 千田 朋子, 長岐 為一郎：原発性腋窩多汗症患者に対するA型ボ
ツリヌス毒素製剤の治療評価.　西日本皮膚科(0386-9784)75巻4号 Page357-364(2013.08) (原著論文)

24.	 棟田 加奈子, 西澤 綾, 赤尾 信明, 佐藤 貴浩, 横関 博雄：【旅行皮膚病】 <臨床例>鉤虫の経皮感染が考えられたcreeping 
eruption.　皮膚病診療(0387-7531)35巻7号 Page645-648(2013.07) (原著論文/症例報告/特集)

25.	 高山 かおる, 横関 博雄：【体幹の皮膚病-非炎症性】 <臨床例>plasmacytosis.　皮膚病診療(0387-7531)35巻6号 Page561-
564(2013.06) (原著論文/症例報告/特集)

26.	 鈴木 瑠美, 沖山 奈緒子, 宮崎 安洋, 横関 博雄：【体幹の皮膚病-炎症性】 <臨床例>多汗を主訴としたRoss症候群と
Sjoegren症候群、橋本病の合併例.　Source皮膚病診療(0387-7531)35巻5号 Page477-480(2013.05) (原著論文/症例報告/
特集)

27.	 小笠原 祐子, 高山 かおる, 佐手 達男, 齋藤 やよい：高齢者のセルフケアにおけるフットケアの実態.　 日本フットケア
学会雑誌(2187-7505)11巻2号 Page70-82(2013.08) (原著論文)

28.	 宗次 太吉, 藤本 智子, 井上 梨紗子, 高山 かおる, 佐藤 貴浩, 横関 博雄：東京医科歯科大学皮膚科で経験した特発性後
天性全身性無汗症の臨床的検討.　発汗学(1340-4423)20巻1号 Page49-52(2013.04) (原著論文)

29.	 加藤 恒平, 盛山 吉弘, 藤本 智子, 佐藤 貴浩, 横関 博雄：形質細胞増多症におけるIgG4の検討.皮膚科の臨床(0018-
1404)55巻2号 Page211-215(2013.02) (原著論文/症例報告)

30.	 松本 奈央, 西澤 綾, 佐藤 貴浩, 横関 博雄：【ざ瘡・ざ瘡様発疹】 <臨床例>抗EGFRモノクローナル抗体によるざ瘡様病
変　0.1%アダパレンゲルによる治療例.　皮膚病診療(0387-7531)35巻3号 Page287-290(2013.03) (原著論文/症例報告/特
集)

31.	 藤本 智子, 井上 梨紗子, 横関 博雄, 伊東 慶子, 大嶋 雄一郎, 柳下 武士, 玉田 康彦：原発性手掌多汗症に対する二重盲
検下での塩化アルミニウム外用剤の有効性の検討.　日本皮膚科学会雑誌(0021-499X)123巻3号 Page281-289(2013.03)(原
著論文)
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32.	 竹内 聖二, 中野 英司, 山下 大介, 井川 健, 森田 明理, 苅田 典生, 錦織 千佳子：A群色素性乾皮症の軽症例.　日本小児
皮膚科学会雑誌32巻2号 Page167-172　

33.	 荒瀬 規子, 千田 聡子, 井川 健, 片山 一朗：【強皮症およびその関連疾患】 <臨床例>乳房針生検部より限局性強皮症を
発症した例.　皮膚病診療35巻10号 Page949-952

[著書]
  1.	 高山かおる：皮膚科臨床アセット18「紅班症と痒疹群」17.成人Still病に伴う紅斑の症状・診断・治療　p91-95　中山

書店.　2013
  2.	 宇賀神つかさ、横関博雄：皮膚科臨床アセット18「紅班症と痒疹群」31.痒疹発症における好塩基球の役割.　p167-171

中山書店.　 2013
  3.	 西澤　綾：皮膚科臨床アセット18「紅班症と痒疹群」33.急性痒疹・亜急性痒疹の診断・治療・生活指導.　p174-178中

山書店.　 2013
  4.	 横関博雄：皮膚科臨床アセット18「紅班症と痒疹群」34.慢性痒疹の定義・分類・症状・病理・診断・鑑別診断  p179-

183　中山書店.　2013
  5.	 高山かおる：高齢者によくみられる皮膚疾患アトラス-鑑別と治療のポイント.　第1章　各疾患の診断と治療.　I.湿疹

と類症.　2.接触皮膚炎　p14.　医薬ジャーナル.　2013
  6.	 井川　健：高齢者によくみられる皮膚疾患アトラス-鑑別と治療のポイント.　第1章　各疾患の診断と治療.　I.湿疹と

類症.　6.ビダール苔癬.　p28.　医薬ジャーナル.　2013
  7.	 高山かおる：高齢者によくみられる皮膚疾患アトラス-鑑別と治療のポイント.　第1章　各疾患の診断と治療.　III.物理

的障害および薬剤による疾患　6.胼胝・鶏眼　p97-99.　医薬ジャーナル.　2013
  8.	 西澤　綾：高齢者によくみられる皮膚疾患アトラス-鑑別と治療のポイント.　第1章　各疾患の診断と治療.　III.物理的

障害および薬剤による疾患　8.扁平苔癬　p104-107.　医薬ジャーナル.　2013
  9.	 高山かおる：高齢者によくみられる皮膚疾患アトラス-鑑別と治療のポイント.　第1章　各疾患の診断と治療.　IV老化

に伴う皮膚変化　6.爪の変化　p127-129.　医薬ジャーナル.　2013
10.	 井川　健：高齢者によくみられる皮膚疾患アトラス-鑑別と治療のポイント.　第2章　外用剤の種類と使い方.　I.ステ

ロイド外用剤.　 P224-230.　医薬ジャーナル. 　2013
11.	 井川　健：皮膚科臨床アセット14　肉芽腫性皮膚疾患　サルコイドーシス・他の肉芽腫.　P221-223.　Vリポイド類壊

死症.　38.　リポイド類壊死症の治療と経過.　中山書店. 　2013

[総説]
  1.	 横関博雄：ガイドラインに沿った接触皮膚炎の診方・考え方、東海花粉症研究会誌；24： 73-74,2013.
  2.	 横関博雄:【皮膚アレルギーの研究　アップデート～経皮感作とアレルギー～】 スギ花粉の経皮感作による皮膚炎.アレ

ルギー・免疫20;862-871:2013.
  3.	 横関博雄:【主訴から診断へ-臨床現場の思考経路】 全身的な訴え　発汗異常　発汗異常を訴える患者が来たら.診断と

治療101;Suppl: 56-61.2013.
  4.	 横関博雄：【経皮感作とアレルギー】 スギ花粉の経皮感作による皮膚炎の病態と治療.臨床免疫・アレルギー科59;:591-

597.2013.
  5.	 横関博雄:【日常診療に役立つ皮膚アレルギー入門forフレッシャーズ】 (Part3.)アトピー性皮膚炎.アトピー性皮膚炎の

問診と診断手順.Visual Dermatology;12:378-382.2013.
  6.	 横関博雄:【総合アレルギー診療を目指して】 《アレルギー疾患ガイドラインとその使い方》　接触皮膚炎.Modern 

Physician 33;183-187:2013.
  7.	 横関博雄：【決して安心できない!慢性疾患の急性増悪とその対応】　(Part 5)その他の疾患 アレルギー性皮膚疾患.  

Nursing Mook74号 Page114-119(2012.12) (解説/特集)
  8.	 中里良彦, 佐藤貴浩, 朝比奈正人, 横関博雄, 岩瀬　敏, 片山一朗, 佐野健司, 藤本智子, 宗次太吉, 渡辺大輔, 「特発性後天

性全身性無汗症診療ガイドライン」作成委員会：特発性後天性全身性無汗症診療ガイドライン.　自律神経(0288-
9250)50巻1号 Page67-74(2013.03) (解説)

  9.	 横関博雄：皮膚科領域からの花粉症へのアプローチ　花粉が引き起こす皮膚炎.　日本臨床皮膚科医会雑誌(1349-
7758)29巻6号 Page834-835(2012.11) (解説)

10.	 井川　健. 臨床免疫・アレルギー科60巻3号 Page295-301【アトピー性皮膚炎の病態と治療】 アトピー性皮膚炎の病態
に基づいた新規治療法

11.	 井川　健. アレルギー・免疫20巻7号 Page1064-1069 日常診療に役立つ皮膚アレルギー入門forフレッシャーズ】 (Part3.)
アトピー性皮膚炎(総説07)アレルギー疾患の治療薬　皮膚科領域　外用薬　免疫抑制剤外用薬

12.	 井川　健.　検査計画の立て方と結果の解釈. Visual Dermatology 12巻4号 Page384-387 
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13.	 井川　健. 発症機序に基づいた新規治療法の開発　アトピー性皮膚炎の新規治療法. Journal of Environmental 
Dermatology and Cutaneous Allergology 7巻1号 Page27-33

14.	 高山かおる：【皮膚科日常診療レベルアップエッセンス】　(I章)検査 プリックテスト・スクラッチテスト・皮内テスト. 
皮膚科の臨床(0018-1404)55巻12号 Page1516-1520(2013.11) (解説/特集)

15.	 高山かおる：【日常診療に役立つ皮膚アレルギー入門forフレッシャーズ】 (Part4.)接触皮膚炎(総説10)　問診と症状から
みた接触原の見つけ方.　 Visual Dermatology(2186-6589)12巻4号 Page398-403(2013.03) (解説/特集)

16.	 高山かおる：【皮膚診療スキルアップ30ポイント】 接触皮膚炎のスキルアップ　アレルゲン推定のコツ.　 Derma.
(1343-0831)203号 Page1-5(2013.04) (解説/特集)

17.	 高山かおる：【実践に役立つかぶれ治療ガイド】 アレルギー性接触皮膚炎のガイドライン活用法　こんなときにガイド
ラインを参考にしてください.　 Derma.(1343-0831)200号 Page1-7(2013.01) (解説/特集)

18.	 西澤　綾：アトピー性皮膚炎(総説08)　悪化因子をみつけるコツと対策, Visual dermatology，12(４), 388-391, 201
19.	 井上梨紗子：【皮膚診療スキルアップ30ポイント】 多汗症のスキルアップ　実践的な診断と治療.　Derma.(1343-

0831)203号 Page130-134(2013.04) (解説/特集)

[学会]
  1.	 横関博雄：「花粉症とアトピー性皮膚炎」公益財団法人日本アレルギー協会　アレルギー研修会（賛助会員向け），

2013年3月1日,　東京（講演）
  2.	 横関博雄：「スギ花粉皮膚炎アップデート」千代田区耳鼻科医会講演会,　2013年3月22日,　東京（講演）
  3.	 横関博雄：「掌蹠に発症する難治性皮膚病変（掌蹠膿疱症を含む）の病態と治療」.第11回関西皮膚疾患懇話会,　2013

年3月30日,　大阪市（講演）
  4.	 横関博雄：「発汗異常を伴う皮膚アレルギー疾患：アップデート」つくば皮膚フォーラム,2013年4月25日,　つくば市（講

演）
  5.	 横関博雄：「汗は善玉、悪玉？」けいはん皮膚臨床フォーラム,2013年6月26日,大阪市（講演）
  6.	 横関博雄：「アトピー性皮膚炎の病態と新規治験法」第6回NAGASAKI DERMATOLOGY FORUM,2013年7月4日,長

崎市（招待講演）
  7.	 横関博雄：「掌蹠に発症する難治性皮膚病変の病態と治療」信州皮膚アレルギーフォーラム,2013年8月1日,松本市（講演）
  8.	 横関博雄：「原発性局所多汗症の病態解析」第5回センターリサーチセミナー,2013年8月4日,大阪（講演）
  9.	 横関博雄：「ガイドラインに沿った接触皮膚炎の診療・考え方」第40回東三河皮膚科フォーラム,2013年9月5日,豊橋市（講

演）
10.	 横関博雄：「原発性腋窩多汗症の診断と治療」第71回東京都皮膚科医学術集会,2013年9月7日,東京都（講演）
11.	 横関博雄：「内科医が遭遇する皮膚疾患の診断・治療」練馬区医師会学術部内科医会講演会,2013年9月24日,東京（講演）
12.	 横関博雄：「スギ花粉症皮膚炎の病態と治療」第2回日本眼科アレルギー講習会,　2013年10月5日,　東京
13.	 横関博雄：「発汗異常と皮膚アレルギー：アップデート」第43回名古屋しゃちほこ皮膚科セミナー,2013年10月5日,名古

屋市（講演）
14.	 横関博雄：「掌蹠に発症する難治性疾患のアップデート」多摩皮膚科専門医会,2013年10月26日,東京都（講演）
15.	 Igawa K., Horie K., Yusa K., Yokozeki H., Katayama I., Takeda.: Efficient keratinocytes differentiation from 

transgene-free human induced pluripotent stem cell line: Implication for therapeutic application. International 
Investigative Dermatology. 8th - 11th May 2013, Edinburgh, Scotland

16.	 Igawa K.: Efficient keratinocytes differentiation from transgene-free human induced pluripotent stem cell line: 
Implication for therapeutic application.　第8回　箱根カンファレンス　2013年8月24、25日　淡路島.（講演）

17.	 Saeki K., Satoh T., Yokozeki H.：Basophils require interaction with CD49b(+)/c-kit(+) cells through L-selectin for 
induction of immunoglobulin E-mediated chronic allergic inflammation. 第42回日本免疫学会学術集会.　2013.12.11. 千
葉.（一般演題）

18.	 高山かおる：職業性アレルギー性皮膚疾患の診療のこつ アレルギーの臨床(0285-6379)34巻1号 Page98-99(2014.01)
19.	 高山かおる：臨床と基礎のクロストークから生まれる接触皮膚炎の新世界　接触皮膚炎ガイドラインを知っています

か?　活用方法についてJ EDCA (1882-0123)7巻5号 Page379(2013.11)
20.	 高山かおる, 横関博雄, 戸倉新樹, 松永佳世子, 片山一朗, 池澤善郎, 矢上晶子：職業アレルギーガイドライン2013　刊行

記念シンポジウム 職業性アレルギー皮膚疾患 日本職業・環境アレルギー学会雑誌(1349-5461)21巻1号 Page33(2013.06)
21.	 高山かおる：接触皮膚炎診療ガイドライン.　日本皮膚科学会第76回東京支部学術大会,2013年2月16-17日,東京
22.	 高山かおる：爪の疾患 機序から考える巻き爪・陥入爪の治療と予防.　第112回日本皮膚科学会総会,2013年6月14-15日,

横浜市（教育講演）
23.	 高山かおる：接触皮膚炎診療ガイドラインを上手に使おう.　第112回日本皮膚科学会総会,2013年6月14-15日,横浜市（教

育講演）
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24.	 西澤　綾、中野　創、横関博雄：痒疹型優性栄養障害型表皮水疱症の１家系、水疱症研究会  2013年10月19-20日、大
分

25.	 西澤　綾、佐藤貴浩、横関博雄：露出部に湿疹反応を呈する無汗性外胚葉形成不全症(AED)の男児―家族会アンケー
トでの本疾患とアトピー性皮膚炎の関連の検討―、第77回日本皮膚科学会東部支部学術大会、2013年9月21-22日  大宮 

26.	 西澤　綾：光コヒーレンストモグラフィーによる汗管の3次元的解析：多汗症患者と健常人の比較検討、第21回日本
発汗学会総会　2013年8月30-31日　松本 

27.	 西澤　綾、三浦圭子、横関博雄：環状の著明な過角化を伴う紅色の左足底腫瘤で再発したCD1a陽性・Langerin陰性
の組織球性腫瘍、第29回皮膚悪性腫瘍学会学術大会　2013年8月9，10日　甲府 

28.	 西澤　綾、佐藤貴浩、横関博雄、田中顕太郎、三浦圭子：遠隔リンパ節転移を生じたセンチネル陰性pT1a melanoma
　第28回皮膚外科学会　2013年7月19日、滋賀 

29.	 西澤　綾、佐藤貴浩、横関博雄：EGFR阻害剤よる皮膚障害に対する治療-ステロイド外用薬とアダパレンの効果の検討、
第112回皮膚科学会総会2013年6月1日　横浜 

30.	 西澤　綾：光コヒーレンストモグラフィーによる汗管の3次元的解析：多汗症患者と健常人の比較検討第112回皮膚科
学会総会2013年6月　横浜

31.	 宗次太吉、藤本智子、芝間さやか、西澤　綾、横関博雄：高IgE症候群の患者に生じた寒冷誘発性発汗過多症. 日本皮
膚科学会第852回東京地方会　2013年12月14日（東京）　症例報告

32.	 宗次太吉、藤本智子、芝間さやか、西澤綾、横関博雄：高IgE症候群の患者に生じた寒冷誘発性発汗過多症.　第21回
日本発汗学会総会　2013年8月30日 信州大学

33.	 宇賀神つかさ：グローブアレルギー（Ⅰ型、Ⅳ型）：キンバリークラーク株式会社.2013.9.6.　横浜市.（講演）
34.	 西田圭吾、宇賀神つかさ、山崎哲、鈴木純子、三田征治、久保允人、横関博雄、平野俊夫：亜鉛結合蛋白は好塩基球

のサイトカイン産生を調節する. メタロバイオサイエンス研究会 2013.9.26.　静岡.
35.	 稲澤美奈子、高山かおる、横関博雄：強皮症様の皮膚硬化を呈した慢性GVHDの1例.　第848回　東京地方会．2013．5．

18．東京．（一般演題）
36.	 稲澤美奈子、西澤　綾、久保田 愛、秋野　愛、横関博雄：膀胱癌の治療にて軽快した血栓性静脈炎.　第849回　東京

地方会合同臨床地方会．2013．7．20．東京．（一般演題）
37.	 芝間さやか、宗次太吉、福山國太郎、西澤綾、井川健、横関博雄：リベドを呈し、血管周囲性に肉芽腫を認めたサル

コイドーシスの1例.　 皮膚脈管膠原病研究会2013年1月26日　大阪
38.	 芝間さやか、宗次太吉、福山國太郎、西澤綾、井川健、三浦圭子、江石義信、横関博雄：リベドを呈し、血管周囲性

に肉芽腫を認めたサルコイドーシスの1例.　 日本皮膚科学会　東京地方会（合同臨床地方会）2013年2月17日　東京
39.	 芝間さやか、高山かおる、横関博雄：手指に膿疱を生じたChurg-Strauss症候群（CSS）．日本皮膚科学会　第850回東

京地方会　2013年9月28日　東京
40.	 加藤恒平、西澤綾、佐藤貴浩、横関博雄：筋力低下を伴った・粘液水腫苔癬の1例．第76回日本皮膚科学会東京支部

会学術大会．2013.2.16-17．東京都新宿区．（一般演題）
41.	 加藤恒平、湊原 一哉、宇都宮 雅子、清水 孝一：顔面の非典型的な紅斑と筋原性酵素の上昇を伴った好中球性皮膚症

の1例．第112会日本皮膚科学会総会．2013.6.14-16．横浜市．（一般演題）
42.	 加藤恒平、西澤綾、佐藤貴浩、横関博雄：無汗性外胚葉形成不全症患者に対するアンケート調査－アトピー性皮膚炎

の合併との関連について－．第21回日本発汗学会総会．2013.8.30，31．松本市．（一般演題）
43.	 加藤恒平、西澤綾、高山かおる、横関博雄：当科で経験したOTC医薬品、医薬部外品による重症の接触皮膚炎．第43

回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会学術大会．2013.11.29-12.1．金沢市．（一般演題）
44.	 善利奈保美、加藤恒平、野老翔雲、西澤　綾、高山かおる、横関博雄：マイアロン®軟膏による接触皮膚炎.　日本皮

膚科学会第850回東京地方会　2013年9月28日（東京）（症例報告）
45.	 善利奈保美、加藤恒平、野老翔雲、西澤　綾、高山かおる、横関博雄：コラージュフルフルネクストシャンプー®に

よる接触皮膚炎.　日本皮膚科学会第851回東京地方会　2013年11月16日（東京）（症例報告）
46.	 善利奈保美、宗次太吉、野老翔雲、西澤　綾、高山かおる、三浦圭子、横関博雄：手掌に生じた硬化型神経周膜腫の

１例.　日本皮膚科学会第852回東京地方会　2013年12月14日（東京）（症例報告）
47.	 近藤麻代、野老翔雲、芝間さやか、宗次太吉、西澤　綾、井川　健、横関博雄：CD30(+)large cell transformation を

きたしたhyperpigmentated mycosis fungoides.　日本皮膚科学会第850回東京地方会　2013年9月28日（東京）（症例報
告）

48.	 近藤麻代、中曽根亜美、高山かおる、横関博雄：ドセタキセルにより強皮症様皮膚硬化を来たした１例.　日本皮膚科
学会第851回東京地方会　2013年11月16日（東京）（症例報告）

49.	 高橋道央、西澤　綾、高山かおる、井川　健、横関博雄：生検により診断がついた丹毒様内臓癌皮膚転移の2例.日本
皮膚科学会第851回東京地方会　2013年11月16日（東京）（症例報告）

50.	 高橋道央、加藤恒平、野老翔雲、高山かおる、井川　健、横関博雄：ロクロニウムによるアナフィラキシ―が疑われ
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た１例.　日本皮膚科学会第852回東京地方会　2013年12月14日（東京）（症例報告）
51.	 寺木八菜、西澤綾、井川健、横関博雄：「紅皮症状態を呈したサルコイドーシス」日本皮膚科学会第847回東京地方会

　2013.1.19 東京都（一般演題、スライド供覧）
52.	 寺木八菜、西澤綾、宗次太吉、高山かおる、井川健、横関博雄：「粘膜病変および多彩な皮疹を認め,呼吸不全を伴っ

たChurg-Strauss症候群」日本皮膚科学会第848回東京地方会　2013.5.18 東京都（一般演題、症例報告）
53.	 竹下八菜、盛山吉弘、畠山　寛子：「急激な外方増殖を認めた上腕石灰化上皮腫の１例」第83回日本皮膚科学会茨城

地方会2013.10.13 水戸市（一般演題）
54.	 竹原友貴、高山かおる、木村円、佐藤貴浩、横関博雄：3D足測定器を用いた若年女性の足測定による現状把握と今後

の展望.　第112回日本皮膚科学会総会 2013.6.14 横浜市（ポスター発表）
55.	 竹原友貴：膠原病における皮膚石灰沈着症.　第９回大阪大学皮膚科臨床検討会2013.3.9 大阪（一般演題）
56.	 竹原友貴、佐藤貴浩、西澤綾、佐伯和美、増澤幹男、中村正孝、金田安史、片山一朗、横関博雄：HVJ-E の血管肉腫

に対する抗腫瘍効果.　第2回Crosstalk Osaka  2013.3.23 大阪（一般演題）
57.	 竹原友貴、佐藤貴浩、西澤綾、佐伯和美、増澤幹男、中村正孝、金田安史、片山一朗、横関博雄：Inactivated Sendai 

virus particles with an IL-2 gene exert anti-tumor effects on murine angiosarcoma.　第10回天王山カンファレンス　
2013.10.19 京都市（一般演題）

[研究助成金]
  1.	 文部科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）「好塩基球を標的とした慢性痒疹・痒疹反応の機序の解析と新規治療の開発」：

課題番号22591218 研究代表者　横関博雄
  2.	 文部省科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）「Ips細胞を利用してアトピー性皮膚炎におけるフィラグリンの関わりを評

価する試み」：課題番号24591651 研究代表者　井川 健
  3.	 文部科学省科学研究費補助金　若手研究（Ｂ）「エクリン汗腺の免疫機能と掌蹠限局性皮膚アレルギー疾患の病態の

解析」課題番号25860937　研究代表者　宗次太吉
  4.	 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）「発汗異常に伴う掌蹠の難治性皮膚疾患のOCTを用いた３次元的な病

態の解析」：　課題番号25461664　研究代表者　西澤　綾	
  5.	 厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業））「特発性発汗異常症・色素異

常症の病態解析と新規治療薬開発に向けた戦略的研究」　課題番号： H24-難治等(難)一一般-039　研究代表者　横関博
雄

  6.	 厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業））「アトピー
性皮膚炎の難治性皮膚病変の病態解析と病態に基づいたピンポイントな新規治療の開発」課題番号：H24-難治等(免)
―一般-007　研究代表者　横関博雄

  7.	 厚生労働省科学研究費補助金　難治性疾患等克服研究事業　「重症型扁平苔癬の病態解析及び診断基準・治療指針の
確立」　主任研究者　井川 健　

  8.	 文部科学研究費補助金　研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム）「OCTダイナミック解析によ
る手掌部発汗量測定と発汗異常症診断への応用」：　研究分担者　横関博雄

  9.	 厚生労働省科学研究費補助金　難治性疾患等克服研究事業　「アレルギー疾患のダイナミックな変化とその背景因子
の横断的解析による医療経済の改善効果に関する調査研究」　研究分担者　横関博雄

10.	 厚生労働省科学研究費補助金　難治性疾患等克服研究事業　「生命予後に関わる重篤な食物アレルギーの実態調査・
新規治療法の開発および治療指針の策定」　研究分担者　横関博雄

11.	 厚生労働省科学研究費補助金　難病・がん等の疾患分野の医療の実用化研究事業　「癌特異的アポトーシスを誘導す
る革新的分子標的薬による難治性皮膚癌に対する治療薬の医師主導臨床治験による実用化開発」　研究分担者　横関
博雄

12.	 科学技術振興機構（先端計測分析技術・機器開発プログラム）「KTN光偏向器を用いたEnface-OCTシステムの開発」
研究分担者　横関博雄
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NCCHD成育医学分野
NCCHD Child Health and Development

連携教授　阿久津英憲(6月～) 
連携教授　小野寺雅史(6月～) 
連携教授　深見真紀(6月～) 
連携教授　秦健一郎(6月～) 
連携教授　高田修治(6月～) 
連携教授　山内淳司(6月～)

　NCCHD成育医学分野は、独立行政法人国立成育医療研究センター（NCCHD）との連携大学院として、平成25年6月に発
足した。

（1）教育
　これまでの臨床医学的枠にとらわれず、ヒト生命の誕生から発達までを最新の分子生物学、遺伝学レベルで教育する。受
精から始まり、発生・発育し次世代へつながる「人のライフサイクル」に関連する様々な健康問題を包括的に捉えるのが成
育医学であり、NCCHDでは、様々な機能やツールを活かした教育プログラムを提供する。生命科学を生殖発生学、周産期・
胎児発生学、そして発生・発達医学の視点を基盤とし実践的な発生学的知識を身につけ、成育医療へ派生するダイナミズム
について学ぶとともに実践的知識を身につける。NCCHD成育医学分野は、2014年度より開講する。

（2）研究
　NCCHD成育医学分野は、2013年6月に発足したばかりである。そのため、この2013年の年報にはそれぞれの研究部門がど
のような研究を展開していこうとしているのかについて、記載する。6名の連携教官は以下の6つの研究部で研究を行 ってい
る。

１．受精卵の全能性獲得、リプログラミング、多能性幹細胞を対象に発生、生殖医学、疾患、再生医学研究
　　（国立成育医療研究センター研究所　再生医療センター生殖医療研究部　部長　阿久津英憲）
　受精卵の全能性獲得、リプログラミング、多能性幹細胞を対象に初期発生の分子機序、生殖医学、疾患研究そして再生
医療への応用等の研究を行う。

２．フローサイトメトリーにより細胞表面マーカー解析と細胞性質や免疫不全症病態の解明に関する研究
　　（国立成育医療研究センター研究所　成育遺伝研究部　部長　小野寺雅史）
　小児の難治性遺伝性疾患に関わる原因遺伝子を同定し、その機能を解析することで遺伝子ベースでの新たな治療法の開
発を目指す研究を行っている。具体的には、疾患iPS細胞の樹立とその解析ならびに臨床用ベクターの開発を行っている。
フローサイトメトリーにより細胞表面マーカーを調べ、細胞の性質や患者の病態等を解析する。

３．メタゲノム・エピゲノム解析と遺伝子異常の解明による先天性疾患分子基盤に関する研究
　　（国立成育医療研究センター研究所　分子内分泌研究部　部長　深見真紀）
　先天性疾患の分子基盤の解明。臨床サンプルの遺伝子解析（シークエンス、コピー数解析、メチル化解析など）によって、
疾患発症に関与する遺伝子異常を解明する。

４．メタゲノム・エピゲノム解析を駆使したシステムバイオロジーにより周産期病態の分子機構に関する研究
　　（国立成育医療研究センター研究所　周産期病態研究部　部長　秦　健一郎）
　胎児と胎児付属物（胎盤）の発生・分化異常およびそれに伴う周産期の病気解明を目指す。ゲノム解析、エピジェネテ
ィクス等を駆使したシステムバイオロジーにより周産期病態の分子機構を解明する。

５．発生遺伝学、発生工学、エピゲノム解析と性分化、生殖腺形成、ゲノムインプリントの分子機構に関する研究
　　（国立成育医療研究センター研究所　システム発生・再生医学研究部　部長　高田修治）
　発生遺伝学、分子生物学、発生工学、エピジェネティクス等を駆使し、性分化、生殖腺形成、ゲノムインプリントなど
の分子機構を明らかにすることにより、疾患の原因同定やモデルマウス作成を目指す。
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６．メタゲノム・エピゲノム解析を駆使したシステムバイオロジーにより周産期病態の分子機構に関する研究
　　（国立成育医療研究センター研究所　薬剤治療研究部　室長　山内淳司）
　胎生中期から新生児における神経発生に着目し研究を行っている。神経組織は神経細胞とグリア細胞からなるが、この
時期からはグリア細胞の発生が盛んおこる。とくに先天性の神経変性疾患の多くはグリア細胞が病変であることが知られ、
脱随疾患もそのひとつである。当分野では、インビトロおよび遺伝子改変動物を用い、グリア発生の根柢をなす分子メカ
ニズムの解明を行い、関連する病態の分子メカニズムを明らかにすることで、新しい創薬標的分子を明らかにすることを
目指し研究を進めている。

（3）研究業績
[原著]
  1.	 Tateno H, Matsushima A, Hiemori K, Onuma Y, Ito Y, Hasehira K, Nishimura K, Ohtaka M, Takayasu S, Nakanishi 

M, Ikehara Y, Nakanishi M, Ohnuma K, Chan T, Toyoda M, Akutsu H, Umezawa A, Asashima M, Hirabayashi J. 
Podocalyxin is a glycoprotein ligand of the human pluripotent stem cell-specific probe rBC2LCN. Stem Cells Transl 
Med. 2013; 2: 265-273.

  2.	 Hiura H, Toyoda M, Okae H, Sakurai M, Miyauchi N, Sato A, Kiyokawa N, Okita H, Miyagawa Y, Akutsu H, Nishino 
K, Umezawa A, Arima T. Stability of genomic imprinting in human induced pluripotent stem cells. BMC Genet. 
2013; 14: 32.

  3.	 Kobayashi H, Yanagisawa E, Sakashita A, Sugawara N, Kumakura S, Ogawa H, Akutsu H, Hata K, Nakabayashi K, 
Kono T. Epigenetic and transcriptional features of the novel human imprinted lncRNA GPR1AS suggest it is a 
functional ortholog to mouse Zdbf2linc. Epigenetics. 2013; 8: 635-645. 

  4.	 Okumura N, Akutsu H, Sugawara T, Miura T, Takezawa Y, Hosoda A, Yoshida K, Ichida JK, Yamada M, Hamatani 
T, Kuji N, Miyado K, Yoshimura Y, Umezawa A. β-Catenin Functions Pleiotropically in Differentiation and 
Tumorigenesis in Mouse Embryo-Derived Stem Cells. PLoS One 2013; 8: e63265. 

  5.	 Iwao T, Toyota M, Miyagawa Y, Okita H, Kiyokawa N, Akutsu H, Umezawa A, Nagata K, Matsunaga T. 
Differentiation of Human Induced Pluripotent Stem Cells into Functional Enterocyte-Like Cells Using a Simple 
Method. Drug Metab Pharmacokinet. 2014; 29: 44-51.

  6.	 Terai M, Izumiyama-Shimomura N, Aida J, Ishikawa N, Kuroiwa M, Poon SS, Arai T, Toyoda M, Akutsu H, 
Umezawa A, Nakamura KI, Takubo K. Investigation of telomere length dynamics in induced pluripotent stem cells 
using quantitative fluorescence in situ hybridization. Tissue Cell. 2013; 45: 407-413.

  7.	 Yamada-Fukunaga T, Yamada M, Hamatani T, Chikazawa N, Ogawa S, Akutsu H, Miura T, Miyado K, Tarín JJ, 
Kuji N, Umezawa A, Yoshimura Y. Age-associated telomere shortening in mouse oocytes. Reprod Biol Endocrinol. 
2013; 11(1): 108.

  8.	 Kondo Y, Iwao T, Nakamura K, Sasaki T, Takahashi S, Kamada N, Matsubara T, Gonzalez FJ, Akutsu H, Miyagawa 
Y, Okita H, Kiyokawa N, Toyoda M, Umezawa A, Nagata K, Matsunaga T, Ohmori S. An Efficient Method for 
Differentiation of Human Induced Pluripotent Stem Cells into Hepatocyte-Like Cells Retaining Drug Metabolizing 
Activity. Drug Metab Pharmacokinet. 2013 Dec 10. [Epub ahead of print]

  9.	 Yamazoe T, Shiraki N, Toyoda M, Kiyokawa N, Okita H, Miyagawa Y, Akutsu H, Umezawa A, Sasaki Y, Kume K, 
Kume S. A synthetic nanofibrillar matrix promotes in vitro hepatic differentiation of embryonic stem cells and 
induced pluripotent stem cells. J Cell Sci. 2013; 126(Pt 23): 5391-5399.

10.	 Nagasaki K, Tsuchiya S, Saitoh A, Ogata T, Fukami M. Neuromuscular Symptoms in a Patient with Familial 
Pseudohypoparathyroidism Type Ib Diagnosed by Methylation-Specific Multiplex Ligation-Dependent Probe 
Amplification. Endocr J. 60(2):231–236, 2013

11.	 Ayabe T, Matsubara K. Ogata T, Ayabe A, Murakami N, Nagai T, Fukami M. Birth Seasonality in Prader-Willi 
Syndrome Resulting from Chromosome 15 Microdeletion. Am J Med Genet A. 161(6):1495–1497, 2013

12. 	Yamaguchi R, Kato F, Hasegawa T, Katsumata N, Fukami M, Matsui T, Nagasaki K, Ogata T. A novel homozygous 
mutation of the nicotinamide nucleotide transhydrogenase gene in a Japanese patient with familial glucocorticoid 
deficiency. Endocr J. 60(7):855–859, 2013 

13. 	Fukami M, Iso M, Sato N, Igarashi M, Seo M, Kazukawa I, Kinoshita E, Dateki S, Ogata T. Submicroscopic deletion 
involving the fibroblast growth factor receptor 1 gene in a patient with combined pituitary hormone deficiency. 
Endocr J. 60(8):1013–1020, 2013 

14. 	Fukami M, Suzuki J, Nakabayashi K, Tsunasima R, Ogata T, Shozu M, Noguchi S. Lack of Genomic Rearrangements 
Involving the Aromatase Gene CYP19A1 in Breast Cancer. Breast Cancer. 2013 [Epub ahead of print]

15. 	Matsumura T, Imamichi Y, Mizutani T, Ju Y, Yazawa T, Kawabe S, Kanno M, Ayabe T, Katsumata N, Fukami M, 
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Inatani M, Akagi Y, Umezawa A, Ogata T, Miyamoto K. Human glutathione S-transferase A (GSTA) family genes 
are regulated by steroidogenic factor 1 (SF-1) and are involved in steroidogenesis. FASEB J. 227(8):3198–3208, 2013

16. 	Hayashi M, Kataoka Y, Sugimura Y, Kato F, Fukami M, Ogata T, Homma K, Hasegawa T, Oiso Y, Sasano H, 
Tanaka H. A 68-year-old phenotypically male patient with 21-hydroxylase deficiency and concomitant adrenocortical 
neoplasm producing testosterone and cortisol. Tohoku J Exp Med. 231(2):75–84, 2013

17. 	 Igarashi　M, Dung VC, Suzuki E, Ida S, Nakacho M, Nakabayashi K, Mizuno K, Hayashi Y, Kohri K, Kojima Y, 
Ogata T, Fukami M. Cryptic Genomic Rearrangements in Three Patients with 46,XY Disorders of Sex 
Development. Plos One. 8(7):e68194, 2013

18. 	Fukami M, Tsuchiya T, Vollbach H, Brown KA, Abe S, Ohtsu S, Wabitsch M, Burger H, Simpson ER, Umezawa A, 
Shihara D, Nakabayashi K, Bulun SE, Shozu M, Ogata T. Genomic Basis of Aromatase Excess Syndrome: 
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　医学部における病理学は、かつてはヒトの病気に関する理論という大きな枠でもって条件付けられていた分野であった。
その後、ヒト病気の原因となる対象をもって条件付けされた細菌学（現、微生物学）と寄生虫学（現、医動物学）とが病理
学の範疇から分離独立した。近年、従来の学問分野の枠組を越えた学際化が進行し、学問分野は目的に沿った細分化傾向に
ある。現在の病理学も学際化の波に洗われ、実験病理学あるいは細胞生物学的な基礎的分野は、臨床と密接に関連している
臨床病理学的分野から分離独立する傾向にある。このように、現在の病理学の範疇は、主として人体組織を取り扱ういわゆ
る人体病理学（臨床病理学・外科病理学）になりつつある。
　人体病理学分野はヒトの病気の病理学的診断を正確になし得る臨床病理医の教育、直接ヒトの病気に関わる命題について
の研究、及びその研究を遂行できる能力を備えた病理学研究者の教育を理念としている。

(1) 教　育
　社会が医療に要請していることは、正しい診断のもとに適切な治療がなされることである。従って、人体病理学分野では、
生検組織・手術標本の病理組織診断および病理解剖など、いわゆる臨床病理学の研鑽を積むことに重点を置くと共に、ヒト
の病気の原因、成り立ち、診断、治療に直接関係する多くの問題について、“強い問題意識と深い思索” のもとに研究するこ
とを目指している。
　前半の二年間は、主に人体病理解剖、生検組織診断、迅速組織診断、手術標本の組織診断などを行い、診断病理学分野な
らびに関連病院病理科で臨床病理学の研鑽を積む。一方、臨床各科との合同症例検討会に参加し病理診断を発表すると共に、
各臨床分野における現時点での問題点を把握し、それについて臨床医と討論あるいは共同研究を行う。後半の二年間は、臨
床病理学の研鑽を積むと共に、ヒトの病気の原因、診断、治療などに直接関わっている問題点をテーマとして分子、細胞、
組織レベルでの各種方法を用いて研究を行う。

(2) 研　究
　人体病理学分野のテーマは、現在、ヒトの癌および慢性炎症を柱としている。
1. ヒト癌について
　大きくは3つのことを目的としている。(1)癌と良性病変との関係、つまり癌組織発生について:食道癌、胃癌、大腸癌、潰
瘍性大腸炎 (含、クローン病) を対象として、遺伝子解析、モノクロナリティ解析、病理組織学的解析ならびに臨床病理学
的解析などを行う。(2)癌組織診断の客観化:　あらゆる臓器から発生する癌は、その臓器に発生する良性腫瘍との鑑別が問
題となる。つまり良性悪性境界領域腫瘍が存在する。その鑑別は、コンピューター画像解析により良性悪性の数量化を行っ
て診断し、各臓器腫瘍の良性悪性診断を確率的に行う多変量判別式を導く。(3)悪性腫瘍の転移機序:　ヒト大腸癌における
癌細胞の血管・リンパ管侵入機序について、超微形態学的ならびに免疫組織学的に解析する。

2. 慢性炎症について
　原因不明の慢性炎症性疾患について、病変部局所を病理学的立場から徹底的に解析し、その病気の成り立ちを明らかにす
る。さらに分子生物学的手法も加えて最終的にはその病気の原因究明を目指す。１）サルコイドーシスに関しては、
Propionibacterium acnes（アクネ菌）の深部臓器における細胞内潜伏感染と、その内因性活性化に伴う急激なautophagyの活
性化およびTh1免疫反応の誘導が肉芽腫形成の原因となっている可能性につき免疫病理学的な観点から研究している。２）
Helicobacter pylori（ピロリ菌）の胃粘膜表層での感染が慢性胃炎を生じる病理発生機構に関して、本菌が粘膜表層上皮障害に
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起因して粘膜固有層に進入し胃所属リンパ節にtranslocateすることが判明したことから、これが粘膜内の免疫担当細胞を直
接刺激することで胃粘膜の慢性炎症に寄与するとともに、リンパ節に流入後は傍皮質領域において免疫系を慢性的に刺激し
ている可能性につき研究している。３）Streptococcus pyogenes(溶連菌)の扁桃上皮内潜伏感染とIgA腎症における免疫複合体
との因果関係につき免疫病理学的に追求している。４）クローン病の原因細菌としてのMycobacterium paratuberculosis(ヨーネ
菌)の可能性につき免疫病理学的に追求している。５）潰瘍性大腸炎の原因細菌としてVacteroides fragilis、E. coli、
Fusobacterium variumなど腸内細菌の関与を免疫病理学的なアプローチ法にて追求している。

(3) 臨床上の特徴
　明治時代以来、医学部に於ける人体病理学分野は基礎医学に属していたが、近年の病院における病理学の役割は実質的に
臨床医学そのものである。すなわち、臨床各科の患者の病気診断に際しては、内視鏡的外科的に病変組織の一部を採取（生
検組織）あるいは病変部から細胞を採取し、それを基に顕微鏡で直接病変を眺め病理組織学的診断（生検組織診断、細胞診）
を行い臨床各科へ報告する。手術で除去された臓器・組織については、病理組織学的に病変の拡がりとその性質を検索する
と共に、手術の適切性を判断し、手術後の治療方針決定のための資料とする。また、患者の治療過程においては、病変部か
ら経時的に採取された組織を病理組織学的に検索し、治療効果を判定する。患者が不幸にも鬼籍に入った場合、生前の検査
所見と治療法の選択及びその効果を検討する為に主治医とともに病理解剖を行い、以後の診断と治療に役立たせる。いわば、
人体病理学分野は本学の組織体制上では診断病理学分野と異なってはいるものの、実際的には一心同体である。人体病理学
分野は直接患者に接することはないが、患者の診断・治療の点において直接的に深く関わっている。一人の患者を中心とし
た臨床各科の医師と臨床病理医間の意志疎通と強い連携診療は、最良の診療を行うための必須条件であり、これを現代社会
は特定機能病院としての大学病院に要請している。それ故に、人体病理学分野の医師は “doctor of doctors” とも云われてい
る良き臨床病理医であるべく、日々、診断病理学分野と一体となって人体病理学の研鑽に努め、患者のための病理学の実践
と研究を遂行している。
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大腸疾患NOW2013. 104-109頁，日本メディカルセンター　東京，2013年1月
10.	 河内 洋．【消化管癌の診断、治療の進歩と病理診断】 大腸SM癌における深達度と簇出の評価．病理と臨床．31巻11号

1207-12頁, 文光堂　東京，2013年11月
11.	 武村 民子, 江石 義信. サルコイドーシス　心・肺の病理学的特徴.循環器内科.74巻1号,107-114頁, 科学評論社 東京, 2013

年7月
12.	 高瀬 博, 江石 義信. 【ぶどう膜炎の研究最前線2013】 あたらしい眼科.30巻3号,313-319頁, メデイカル葵出版　東京,2013

年3月
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【学会】
(海外)
  1.	 Kawachi H, Okamoto N, Yoshida T, Kitagaki K, Sekine M, Kobayashi M, Kojima K, Kawano T, Eishi Y. “Crawling-

type” adenocarcinoma of the stomach: a distinct entity preceding poorly differentiated adenocarcinoma. 2013 Annual 
Meeting of United States & Canadian Academy of Pathology, Baltimore, USA ,March 6, 2013

  2.	 Olivares W, Gonzales C, Maturana MJ, Cerda J, Montecinos V, Aguayo F, Kobayashi M, Kawachi H, Corvalán AH. 
Differential patterns of RPRM expression throughout multistep progression of gastric cancer. 10th International 
Gastric Cancer Congress, Verona, Italy, June 19, 2013

  3.	 Kawachi H. Papel del patólogo en programa de screening. ENDOSUR 2013, Santiago, Chile ,August 19, 2013
  4.	 Kawachi H. Pathologic classification and surgical resection recommendation. ENDOSUR 2013, Santiago, 

Chile,August 20, 2013
  5.	 Kawachi H. Implication of immunohistochemistry in colorectal diseases. II International Symposium on 

Gastrointestinal Tumors, Quito, Ecuador ,August 26, 2013
  6.	 Kobayashi M. Role of molecular biology in colorectal cancer. II International Symposium on Gastrointestinal 

Tumors, Quito, Ecuador,August 26, 2013
  7.	 Rodríguez A, Olivares W, Maturana MJ, Kawachi H, Kobayashi M, Mena F, Corvalán A. Perdida de expresión de 

RPRM durante la progresión del cáncer gástrico. XVIII Congreso de la Sociedad Chilena de Anatomía Patológica, 
Santiago, Chile ,August 29, 2013

  8.	 Kawachi H. Colorectal serrated polyp. VIII Congreso Ecuatriano de Patología Clínica / Medicina de Laboratorio, 
Quito, Ecuador,October 17, 2013

  9.	 Kawachi H, Pasternak S, Zarate AJ, Moreno M, Kronberg U, Ponce A, Wainstein C, Tanaka K, Okada T, Kobayashi 
M, López F. Hallazgos de anatomía patológica en un programa de detección precoz de lesions neoplásicas 
colorrectales. LXXXVI Congreso Chileno e Internacional de Cirugía, Santiago, Chile ,November 20, 2013

10.	 Orellana P, Alvarez K, Villarroel C, Simian D, Estay C, Kobayashi M, Kawachi H, Kronberg U, Zarate AJ, Carvallo 
P, López F. Secuenciación masiva de la via de señalización del Receptor EGF en cáncer de colon. LXXXVI Congreso 
Chileno e Internacional de Cirugía, Santiago, Chile,November 20, 2013

11.	 López F, Zarate AJ, Kronberg U, Ponce A, Wainstein C, Kawachi H, Tanaka K, Okada T, Kobayashi M, Wielandt 
AM, Karelovic S, Pasternak S, Carrasco H, Flores S, Chacon J. Tamizaje de neoplasias colorrectales. ¿Se puede 
trabajar en RED? LXXXVI Congreso Chileno e Internacional de Cirugía, Santiago, Chile ,November 20, 2013

12.	 Kawachi H, Pasternak S, Zarate AJ, Moreno M, Kronberg U, Ponce A, Wainstein C, Tanaka K, Okada T, Kobayashi 
M, López F. Hallazgos de anatomía patológica en un programa de detección precoz de lesions neoplásicas 
colorrectales. XL Congreso Chileno de Gastroenterología, Pucón, Chile ,November 27, 2013

13.	 Orellana P, Alvarez K, Villarroel C, Simian D, Estay C, Kobayashi M, Kawachi H, Kronberg U, Carvallo P, López F. 
Secuenciación masiva de la via de señalización del Receptor del Factor de Crecimiento Epidermal en cáncer de 
colon. XL Congreso Chileno de Gastroenterología, Pucón, Chile ,November 27, 2013

14.	 Zarate AJ, Kronberg U, Ponce A, Wainstein C, Kawachi H, Tanaka K, Okada T, Kobayashi M, Wielandt AM, 
Karelovic S, Pasternak S, Carrasco H, Flores S, Chacon J. Tamizaje de neoplasias colorrectales. ¿Se Puede Trabajar 
en RED? XL Congreso Chileno de Gastroenterología, Pucón, Chile ,November 27, 2013

(国内)
  1.	 江石 義信．サルコイドーシス最新の病因論．第53回 日本呼吸器学会学術講演会, 東京, 2013年4月
  2.	 江石 義信．全身臓器における適応とその破綻 サルコイドーシスのアクネ菌病因説. 第17回 日本適応医学会学術集会, 

大宮 ,2013年6月
  3.	 飯田 忠恒, 花尾 麻美, 掛川 智也, 古川 あすか, 内田 佳介, 鈴木 好美, 熊坂 利夫, 武村 民子, 明石 巧, 江石 義信.新規抗結

核菌モノクローナル抗体の病理診断における有用性の検討. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月
  4.	 掛川 智也, 飯田 忠恒, 花尾 麻美, 井口 紘一郎, 古川 あすか, 内田 佳介, 鈴木 好美, 熊坂 利夫, 武村 民子, 江石 義信. 結

核菌は抗酸性を失った状態で宿主免疫反応を回避している.  第102回 日本病理学会総会,　札幌, 2013 年6月
  5.	 赤澤 直樹, 河内 洋, 北垣 慶介, 河野 辰幸, 江石 義信. 食道内分泌細胞癌における新規神経内分泌マーカーmASH1、

NeuroD1、PGP9.5、c-kitの有用性検討.第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月
  6.	 岡本 直子, 河内 洋,佐藤 麻奈, 関根 正喜, 根木 真理子, 永原 誠, 中川 剛士, 佐藤 隆宣, 長内 孝之, 江石 義信. 固定条件お

よび使用抗体に着目した乳癌HER2検査陽性率の検討.第113回 日本外科学会定期学術総会,福岡, 2013 年4月
  7.	 岡本 直子, 佐藤 麻奈, 関根 正喜, 根木 真理子, 河内 洋, 永原 誠, 中川 剛士, 佐藤 隆宣, 長内 孝之, 江石 義信. 固定条件

および使用抗体に着目した乳癌HER2検査陽性率の検討.第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月
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  8.	 福井 夕貴, 新森 栄一郎, 伊藤 栄作, 中嶋 裕, 根木 真理子, 明石 巧, 関根 正喜, 安藤 登, 江石 義信. 胸水中に腫瘍細胞が
出現した類上皮血管内皮腫の一例. 第54回 日本臨床細胞学会総会,　東京, 2013年6月

  9.	 遠山 怜, 竹本 暁, 明石 巧, 江石 義信, 山口 朗. 手術20年後に高悪性化し、縦隔に再発した子宮内膜間質肉腫により死亡
した一剖検例. 第102回 日本病理学会総会,　札幌, 2013 年6月

10.	 竹谷 陽子, 内田 智久, 飯田 忠恒, Taweevisit Mana, Srichomthong Chalurmpon, Mahachai Varocha, 江石 義信. 日本と
タイの胃生検材料を用いたHelicobacter pylori感染と炎症についての解析. 第102回 日本病理学会総会,　札幌, 2013 年
6月

11.	 岡田 卓也,川田 研郎, Swangsri Jirawat, 藤原 尚志, 藤原 直人, 太田 俊介, 宮脇 豊, 東海林 裕, 中島 康晃, 熊谷 洋一, 永
井 鑑, 河野 辰幸, 杉本 太郎, 清川 佑介, 岸本 誠司, 野村 文敬, 伊藤 崇, 江石 義信. 下咽頭表在性MALTリンパ腫の1例. 
第12回　頭頸部表在癌研究会, 東京, 2013年1月

12.	 芝間 さやか, 宗次 太吉, 福山 國太郎, 西澤 綾, 井川 健, 横関 博雄, 三浦 圭子, 江石 義信.  リベドを呈し、血管周囲性に
肉芽腫を認めたサルコイドーシスの1例. 第112回　日本皮膚科学会総会, 横浜, 2013年6月

13.	 宮脇 豊, 河内 洋, 大井 章史, 江石 義信, 河野 辰幸, 稲澤 譲治, 井本 逸勢. MYCおよびFHITのゲノムコピー数異常が食
道扁平上皮癌における有益な新規予後予測因子であることの同定および検証. 第113回　日本外科学会定期学術集会, 
福岡, 2013年4月

14.	 浅川 直也, 榊原 守, 神谷 究, 山田 史郎, 吉谷 敬, 畑中 佳奈子, 筒井 裕之, 江石 義信. 臨床的に心サルコイドーシスを疑
う症例におけるPAB抗体陽性所見の検討. 第61回　日本心臓病学会学術集会, 熊本, 2013年9月

15.	 松永 佳子, 浅井 淳, 鈴木 沙和子, 油座 利貴, 田中 健一, 林 義満, 旭 浩一, 中山 昌明, 渡辺 毅, 江石 義信. 腎サルコイド
ーシスの一例. 第57回　日本腎臓学会学術集会, 横浜, 2013年7月

16.	 篠崎 友紀子, 田中 こずえ, 津田 浩昌, 船田 信顕, 江石 義信. 筋生検で確定診断し得た脊髄サルコイドーシスの69歳女性
例. 第53回　日本神経学会学術集会, 東京, 2013年5月

17.	 新山 道大,小野 昌美, 三木 伸泰, 鈴木 薫, 渡辺 大輔, 森本 聡, 磯崎 収, 天野 耕作, 小森 隆司, 岡田 芳和, 江石 義信, 市原 
淳弘. アクネ菌陽性の組織所見を伴った下垂体Sarcoidosisの一例. 第86回　日本内分泌学会学術総会, 仙台, 2013年4月

18.	 永田 健児, 丸山 和一, 米田 一仁, 江石 義信, 木下 茂. 眼サルコイドーシスにおけるPropionibacterium acnesの関与につ
いての検討. 第117回　日本眼科学会総会, 東京, 2013年4月

19.	 古川 迪子,三條 伸夫, 工藤 俊介, 中道 一生, 鈴木 忠樹, 吉岡 耕太郎, 石橋 賢士, 石原 正一郎, 石橋 哲, 大久保 卓哉, 森尾 
友宏, 江石 義信, 西條 政幸, 横田 隆徳, 水澤 英洋. BKウイルス感染による後根神経節炎が疑われた原発性無ガンマグロ
ブリン血症の30歳男性. 第18回日本神経感染症学会総会学術集会, 宮崎,2013年10月

20.	 杉本太郎，岸本誠司，喜多村健，角卓郎，得丸貴夫，野村文敬，清川佑介，岩崎朱見，本田圭司，岸川正大，村岡秀樹，
稲吉康比呂，伊藤崇．中咽頭癌診断におけるNBI内視鏡観察の意義とHPV陽性中咽頭癌発症機序についての考察．第
114回日本耳鼻咽喉科学会総会，札幌，2013年5月

21.	 杉本 太郎, 岸本 誠司, 川田 研郎, 清川 佑介, 岡田 卓也, 藤原 尚志, 角 卓郎, 野村 文敬, 稲吉 康比呂, 齋藤 賢将, 藤原 直
人, 了徳寺 大郎, 東海林 裕, 中島 康晃, 永井 鑑, 河野 辰幸, 河内 洋, 伊藤 崇. 咽喉頭表在癌の彎曲型喉頭鏡下手術にお
ける手術手技の工夫.　第13回頭頸部表在癌研究会，東京, 2013年6月

22.	 川田研郎，岡田卓也，Swangsri Jirawat，藤原尚志，藤原直人，太田俊介，宮脇豊，東海林裕，中島康晃，熊谷洋一，
永井鑑，河野辰幸，杉本太郎，清川佑介，岸本誠司，野村文敬，伊藤崇．第12回頭頸部表在癌研究会，東京,2013年11
月

23.	 中川 剛士, 飯田 聡, 佐藤 隆宣, 永原 誠, 植竹 宏之, 高木 洋子, 河内 洋, 杉原 健一. 原発性乳癌におけるp-STAT3発現の
意義　ER発現に基づく検討. 第113回日本外科学会定期学術集会,福岡, 2013年4月

【海外講演・招待講演】
  1.	 Eishi Y (invited lecture) Pathologic safety criteria in the endoscopic resection of colon cancer. Second 

Latin0American Symposium ENDOSUR, Santiagom Chile, August 20, 2013
  2.	 Eishi Y (invited lecture) Why do we need colorectal cancer screening with appropriate procedures? Second 

International Symposium of Digestive Tumors. Quito, Ecuador, August 26, 2013
  3.	 Eishi Y (invited lecture) Limits of endoscopic resection and oncology safety concept. Second International 

Symposium of Digestive Tumors. Quito, Ecuador, August 26, 2013
  4.	 Kawachi H. Japanese classification of colorectal tumor. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, Ecuador, 

February 4, 2013
  5.	 Kawachi H. Diagnostic criteria and Group classification. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, Ecuador, 

February 4, 2013
  6.	 Kawachi H. Japanese processing of the resected specimen. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, Ecuador, 

February 4, 2013
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  7.	 Kawachi H. Therapeutic guideline of colorectal cancer -Pathologic viewpoint-. 1st TMDU GI course: colorectal 
lesions, Quito, Ecuador,February 5, 2013

  8.	 Kawachi H. Slide discussion of submucosal invasive colorectal cancer. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, 
Ecuador ,February 5, 2013

  9.	 Kawachi H. Immunohistochemistry and genetics in colorectal cancer. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, 
Ecuador, February 6, 2013

10.	 Tanaka K, Kawachi H. Slide discussion of early colorectal cancer cases. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, 
Quito, Ecuador, February 7, 2013

11.	 Kawachi H. Therapeutic strategy of early colorectal cancer according to the histopathologic analysis. II Curso de 
Oncologia Chileno Ecuatriano, Quito, Ecuador , June 28, 2013

12.	 Kawachi H. Macroscopic and histopathologic classification of early gastric cancer. II Curso de Oncologia Chileno 
Ecuatriano, Quito, Ecuador , June 28, 2013

13.	 Kawachi H. Rol del patólogo. Actualización resultados PRENEC. 1ªJornada PRENEC Magallanes, Punta Arenas, 
Chile, July 5, 2013

14.	 Kawachi H. Desarrollo de investigación en Japón. I Simposio Internacional de Investigación en Medicina, 
Universidad Finis Terrae, Santiago, Chile, November 8, 2013

15.	 江石義信．（招待講演）サルコイドーシス最新の病因論　第53回日本呼吸器病学会、東京国際フォーラム、2013年4月
19日

16.	 江石義信．（招待講演）アレルギー性内因性感染症としてのサルコイドーシスの病因論、第17回日本適応医学会、大
宮ソニックシティ、2013年6月28日

【研究助成金】
  1.	 江石義信．平成25年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）びまん性肺疾患調査研究班（分担研究者）
  2.	 江石義信．平成25年度科学研究費補助金「分泌発現系cDNAライブラリを用いた細胞性免疫責任抗原同定への新しい

アプローチ法」課題番号：24659402（研究代表者）
  3.	 江石義信．平成25年度科学研究費補助金「食道扁平上皮癌の新たな治療体系の構築を目指した統合的ゲノム・エピゲ

ノム解析」課題番号:24300341（分担研究者）
  4.	 江石義信．学術振興会科学技術研究員派遣事業、国際共同研究の推進、先進技術を基盤とした地域共通課題解決型共

同研究、「チリにおける大腸癌の環境的および遺伝学的危険因子についての研究」
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細 胞 生 理 学 分 野
Physiology and Cell Biology

教　　授　竹田　秀(7月～)
助　　教　福田　亨(12月～)

（１） 教育
　学部教育：生理学、生理学実習を担当している。狭義の生理学を教育するとともに、生体全体を視野に入れた基礎医学体
系を構築することを目標としている。
　大学院教育：多細胞生物では個々の細胞が独立した機能を発揮する一方で、他の細胞や細胞外環境とも連携しながらさら
に機能的な生体システムを構築している。細胞生理学では個々の臓器の枠をこえた、生体としての恒常性維持機構、特に骨
代謝調節機構について理解することを目標としている。

（２） 研究
１．骨を中心とした臓器間ネットワークの解明
　骨では、破骨細胞による骨吸収と骨芽細胞による骨形成が常に繰り返され（骨のリモデリング）、両者のバランスが保た
れることにより骨量は一定に維持されている。このバランスが崩れることにより、骨粗鬆症をはじめとした数多くの骨代謝
異常症が発症する。我が国において骨粗鬆症の患者数は1,300万人余りに至るが、その病態については依然多くの不明な点が
残されている。我々は世界に先駆けて脂肪由来ホルモンであるレプチンと交感神経系による骨代謝調節機構を提唱してきた
(Cell, 2002、Nature, 2005)。さらに、食欲抑制ペプチドの一種であるニューロメジンUが脳に作用して骨形成を抑制するこ
とを見出した(Nat Med, 2007)。これら一連の報告は、「神経系による骨代謝調節機構」として注目されている。また最近では、
骨はFGF23やオステオカルシンなどの液性因子を分泌し、腎臓や膵臓の代謝を調節することが示され、骨と骨外臓器は独立
して代謝を営んでいるわけでなく、ネットワークを形成し、互いの代謝を調節していることが明らかとなってきた。そこで、
この概念をさらに発展させ、骨以外の臓器による骨代謝調節機構、また骨からの脳への情報伝達機構を、種々の遺伝子改変
マウスを用いて、分子生化学的、組織学的、細胞生物学的な手法を駆使し検討し、骨を中心としたネットワーク医学の包括
的な理解を目指している。
２．感覚神経を介した骨代謝調節機構の解明
　骨代謝は、ホルモンなどにより調節されていることが知られている。また最近では、上述のように神経系による骨代謝調
節が注目されている。しかしながら、そのメカニズムについては、未解明な部分が多く残されている。我々は、骨内の感覚
神経が骨量の維持に重要な働きをしていること、そして健康な骨の発達や骨の治癒には骨への感覚神経の侵入が重要である
ことを解明した(Fukuda T, Nature, 2013)。今後は、この成果を基にした新しい骨粗鬆症治療薬の開発が期待される。
３．マイクロRNAによる骨代謝調節機構の解明
　近年、タンパク質にならない非コードRNAが注目されている。なかでもマイクロRNAは生物の多様性に関係し、またマ
イクロRNAの変異で、ある種の遺伝性疾患が発症するなど、その生理的、病態生理的意義は極めて大きいと考えられている。
我々は骨組織におけるマイクロRNAの生理的意義の解明を目指して研究を行っている(Inose H, PNAS, 2009)。現在、骨に
特異的に存在するマイクロRNAの同定とその機能の解析を行っている。

（３） 研究業績
[原著論文]
  1.	 Fukuda T, Takeda S, Xu R, Ochi H, Sunamura S, Sato T, Shibata S, Yoshida Y, Gu Z, Kimura A, Ma C, Xu C, Bando 

W, Fujita K, Shinomiya K, Hirai T, Asou Y, Enomoto M, Okano H, Okawa A, Itoh H. Sema3A regulates bone-mass 
accrual through sensory innervations. Nature 2013; 497: 490-3.

  2.	 Itoh S, Sekino Y, Shinomiya K, and Takeda S. The effects of risedronate administered in combination with a proton 
pump inhibitor for the treatment of osteoporosis. J Bone Miner Metab 2013; 31: 206-11.

  3.	 Kinouchi K, Ichihara A, Sano M, Sun-Wada GH, Wada Y, Ochi H, Fukuda T, Bokuda K, Kurosawa H, Yoshida N, et 
al. The role of individual domains and the significance of shedding of ATP6AP2/(pro)renin receptor in vacuolar 
H(+)-ATPase biogenesis. PLoS One 2013; 8: e78603.

  4.	 Kohata K, Itoh S, Takeda S, Kanai M, Yoshioka T, Suzuki H, and Yamashita K. Enhancement of fracture healing by 
electrical stimulation in the comminuted intraarticular fracture of distal radius. Biomed Mater Eng 2013; 23: 485-93.

  5.	 Takarada T, Hinoi E, Nakazato R, Ochi H, Xu C, Tsuchikane A, Takeda S, Karsenty G, Abe T, Kiyonari H, Yoneda, 
Y. An analysis of skeletal development in osteoblast-specific and chondrocyte-specific runt-related transcription 
factor-2 (Runx2) knockout mice. J Bone Miner Res 2013; 28: 2064-9.



— 550 —

器官システム制御学講座

  6.	 Piao J, Tsuji K, Ochi H, Iwata M, Koga D, Okawa A, Morita S, Takeda S, Asou Y. Sirt6 regulates postnatal growth 
plate differentiation and proliferation via Ihh signaling. Sci Rep. 2013 Oct 23;3:3022. doi: 10.1038/srep03022.

[著書]
  1.	 竹田秀: 【骨研究最前線】骨形成のメカニズム．NTS: 23-28, 2013
  2.	 竹田秀: 【癌と骨】高カルシウム血症: 173-178, 2013

[総説]
  1.	 福田亨, 竹田秀. 【骨粗鬆症-研究と臨床の最新動向】 骨と骨外臓器のネットワークシステム　神経系による骨代謝制御. 

医学のあゆみ 247:44-49, 2013.
  2.	 鵜山真紀, 竹田秀. 【骨・関節疾患の基礎と臨床】 骨代謝の分子制御. Medical Science Digest 39:559-562, 2013.
  3.	 鵜山真紀,　竹田秀.　【骨代謝調節の新たな展開】　microRNAによる骨代謝調節 27: 423-427, 2013
  4.	 大庭聖子,　竹田秀.　【代謝内分泌神経ネットワーク】　神経臓器間ネットワークから見た骨代謝 BIO Clinica. 28: 1325-

1329, 2013
  5.	 竹田秀．【腎と骨代謝】特集：骨と多臓器連関．総論―骨と全身の代謝ネットワーク―．27, 2: 93-97, 2013

[研究助成金]
  1.	 竹田　秀（代表）：科学研究費補助金、基盤研究（A）、「骨感覚神経」による骨代謝制御の分子基盤と臨床応用
  2.	 竹田　秀（代表）：科学技術振興機構科学研究費補助金、戦略的創造研究推進事業（CREST） 「骨を基軸とする代謝ネ

ットワークの解明」
  3.	 竹田　秀：受託研究（国際医療研究開発事業（国立国際医療研究センター））、HIV感染者の高齢化に伴う合併症対策

のための研究
  4.	 福田　亨（代表）：科学研究費補助金、基盤研究（C）、マイクロRNAシステムによる包括的骨代謝制御機構の解明
  5.	 福田　亨（代表）：科学研究費補助金、新学術領域研究（研究領域提案型）、骨代謝におけるマイクロRNA生理機能の

解明

[その他]
〈招待講演〉
（国内）

  1.	 竹田秀、骨代謝の新たな調節機構—臓器連関における骨の意義—、第43回　新潟腎カンファランス特別講演、新潟、
2013年10月

  2.	 竹田秀、臓器ネットワークによる新たな骨代謝調節機構、第15回　日本骨粗鬆症学会特別講演、大阪、2013年10月
  3.	 竹田秀、骨粗鬆症の新たな治療戦略～ステロイド性骨粗鬆症における骨形成促進剤の位置付け～、つくば　ステロイ

ド性骨粗鬆症　臨床セミナー特別講演、筑波、2013年11月
  4.	 竹田秀、骨代謝の新たな調節機構—臓器連関における骨の意義、横浜市立みなと赤十字病院セミナー特別講演、横浜、

2013年11月
  5.	 竹田秀、骨粗鬆症の病態と治療、埼玉県南部　骨・関節疾患フォーラム特別講演、川口、2013年12月
  6.	 竹田秀、臓器ネットワークによる新たな骨代謝調節機構、第31回　小児代謝性骨疾患研究会特別講演、東京、2013年

12月
  7.	 福田亨、Semaphorin 3A regulates bone homeostasis through sensory nerve system、第8回 Bone Research 

Seminar、品川、2013年2月
  8.	 福田亨、神経系による骨代謝調節、第1回 臨床骨ネットワーク研究会、品川、2013年3月
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分子細胞循環器学分野
Molecular Cellular Cardiology

教　　授　古川哲史
助　　教　江花有亮
大学院生　軽部裕也，小泉章子，張　鵬，劉　鏈，
　　　　　大類悠斗，小島聖美，五領田小百合，
　　　　　藤塚美紀，
　　　　　高橋健太郎(本学循環制御内科学大学院生)，
　　　　　杉山浩二(本学循環制御内科学大学院生)

（１）教育
　医学部学生教育では細胞生物学講義・生理学講義・循環器内科講義・プロジェクトセメスター指導、保健衛生学科学生教
育では心臓生理学の講義・卒業研究生指導を行なう。

（２）研究
　心血管系イオンチャネル・トランスポーター機能を、電気生理学的・細胞生物学的・光学的・遺伝学的・計算科学的解析
を用いた学際的アプローチにより検討する。得られた情報をもとに、心血管系難治疾患・コモン疾患（特に不整脈・突然死）
の病態解明と新たな治療戦略の確立を目指す。

(1) 心房細動の研究
　心房細動は最も頻度の高い持続性不整脈であり、日本における患者数は約350万人に上る。心原性塞栓による脳梗塞（本
邦で年間約25万人）を高頻度に合併し、寝たきり老人の主要な原因の1つである。心房細動は高齢者で罹患頻度が飛躍的に
上昇し、また心房細動患者は非患者に比べて認知症の頻度が約2倍高い。したがって、超高齢化社会を迎えたわが国では心
房細動の予防・治療法の確立が急がれている。
　(A) 心房細動関連遺伝子多型の研究
　　  GWAS (genome-wide association study) in atrial fibrillation

　本研究室は、理化学研究所主導で行われているオーダーメイド医療実現化プロジェクト(第1期2006年～2007年、第2
期2008年～2012年、第3期2013年～)に参加し、全ゲノムアプローチ法(genome-wide association study [GWAS])により
心房細動発症に関わる遺伝リスクを網羅的に解析している。昨年度は国際的メタ解析(CHARGE study)に参加し、心房
細動の遺伝的リスクとして、合計10のリスクの同定に成功した。

（理化学研究所ゲノム医科学研究所尾崎浩一博士、久保光明博士、本学バイオリソースセンター田中敏博教授、本学保
健衛生学科検査学専攻沢辺元治博士、本学循環器制御内科学および不整脈センターとの共同研究）

　(B) 心房細動関連遺伝子の生物学的機能解析
　　  Biological functional assay of atrial fibrillation-associated gene

　GWASの強みの1つと考えられているのは、網羅的解析であることから新規の疾患パスウェイが見つかり、新たな治
療標的が同定されることである。そこで、新たな疾患パスウェイの同定を目指して、(A)で抽出された心房細動関連遺
伝子の機能解析を行っている。有意水準がトップ2のSNPsと(A)の10リスク以外の日本人のみで心房細動との関連が同
定された1つ、合計3SNPsの解析を行っている。それぞれ、心房細動のトリガーと考えられる肺静脈心筋の異常興奮、心
房細動の維持機構の主原因とされる心房リモデリングのうち、細胞増殖および筋変性myolysisに関与することが示唆さ
れた。

　(C) 心房細動関連SNPsを用いたリスク層別化
　　  Risk stratification using atrial fibrillation associated SNPs 

　GWASのもう1つの強みは、得られた遺伝情報を元に疾患発症のリスク層別化が行えることである。これを元に、将
来的には個別化医療、先制医療の展開によるトランスレーショナル応用が期待される。そこで、(A)で得られた遺伝情
報を元に心房細動リスクをスコア化し、25%毎に4つの集団に分類したところ、最もハイリスクの集団ではオッズ比は
5.5となった。これを元に個別化医療を行ったと仮定すると、感度・特異度どもに65%となった。現状ではまだ個別化医
療への応用には不十分と考えられ、ポストGWAS研究の必要性が示唆された。

(2) 心室頻拍・突然死の研究
　突然死sudden deathのほとんどが致死性不整脈の心室細動によるものである。若年者では、基礎心疾患なしに発生する特
発性心室細動、中年以降では心筋梗塞に伴い発生する真しｈつ細動が突然死の主な原因であることは分かっているが、その
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発現機構の解明と予防法・治療法の確立はいまだに不整脈研究の最重要課題の1つとなっている。本研究室では遺伝子改変
マウスを用いたアプローチにより、突然死の病態解明を目指している。
　(A) 心臓ヒス・プルキニエ系特異的転写因子の遺伝的異常と運動時突然死
　　  Genetic disturbance of the His-Purkinje system-specific transcription factor, Irx3, and exercise-induced sudden death 

　運動中の突然死の頻度は0.01%程度と言われており、これは競技スポーツとリクリエーションスポーツの両者で見ら
れる。我々は、ヒス・プルキニエ系特異的に発現する転写因子が運動中の致死性不整脈の発現に関与することをマウス
とヒトで見出した。マウスでヒス・プルキニエ系特異的に発現する転写因子をノックアウトすると、心室内伝導が障害
され、運動時に心臓ブロックや心室不整脈が出現する。ヒト特発性心室細動患者130名でヒス・プルキニエ系特異的に
発現する転写因子のシークエンス解析を行ったところ、2つの新規変異、1つのコモンSNPが3人の患者で同定された。コ
モンSNPは疾患原因遺伝子のmodifierとして作用することが示唆された。以上から、運動に関連した心臓突然死の遺伝
的リスクの1つを同定することに成功したものと考える。

（浜松医科大学医学部生化学講座三浦直行教授、日本医科大学清水渉博士、国立循環器病センター相庭武博士、横浜労
災病院野上昭彦博士、本研究所分子病態分野木村彰方教授との共同研究）

　(B) 心筋虚血・再灌流傷害におけるパネキシン1の役割
　　  Role of pannexin-1 in myocardial ischemia-reperfusion injury

　心臓の虚血・再灌流による心筋梗塞と不整脈発症は突然死の最も大きな原因である。これに先立って、短時間の虚血
が繰り返されている傷害が軽減され、pre-conditioningと呼ばれている。Pre-conditioningには、心筋細胞から分泌される
ATPが関与することが知られているが、ATPの放出機構は分かっていない。我々は、KOマウスを用いることにより
pannexin-1が虚血による心筋細胞からのATP放出経路であること、これがpre-conditioningに関することを明らかにした。

（アムステル大学Wilde博士、Bezzina博士との共同研究）

(3) iPS細胞を用いた不整脈研究
　従来の不整脈研究は、ヒト以外の生物種（ラット、モルモットなど）の心筋細胞を用いた方法、あるいはヒト遺伝子を培
養細胞（HEK細胞など）に異所性に発現させてシステムを用いて行われてきたが、実際に不整脈の発生の環境場、特に興奮
－収縮連関・細胞内Ca2+ハンドリングが欠如した環境場での検討である点が重大な問題点となっている。ヒトiPS細胞から分
化誘導した心筋細胞を用いることにより、この問題点のない不整脈研究が可能となることが期待される。
　(A) ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いたQT延長薬評価系の確立
　　  QT-prolonging drug screening system using human iPS cells-derived cardiomyocytes

　市販薬の最も頻度の高いリコールの原因としてQT延長に伴う不整脈があり、新薬開発において厳密なQT延長に伴う
安全性評価が求められている。これらの薬物性QT延長のほとんどがhERGチャネル抑制に基づくことから、新薬開発に
おいては、①in vitroのhERGアッセイ、②in vivoのQT延長アッセイ、③ヒトでのthorough QT test(TQT)、の3つが求
められている。②、③でかかる労力・コストが大きなことから、①のin vitroアッセイの精度の向上が強く求められてい
る。特に、ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いることによる精度向上に大きな期待が寄せられている。そこで、本学生体
材料工学研究所安田教授、国立医薬品食品衛生研究所諫田博士と共同で、ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いたQT延長薬
評価システムの構築とそのvalidationを行っている。このアプローチの最大の問題点は、iPS細胞由来心筋細胞が比較的
未熟であり、成熟心筋と性質が著しく異なることである。本年度は、成熟心筋とiPS細胞由来心筋細胞の電気生理学的
相違のキー分子を、パッチ・クランプ実験とコンピューターモデルを用いてin silicoアプローチ（滋賀医大循環器内科芦
原貴司博士との共同研究）で同定し、同因子を操作することにより成熟心筋に近く、薬物評価システムとして精度の高
いiPS細胞由来心筋細胞の確立に成功した。

（慶應義塾大学医学部循環器内科学教室・再生医学教室福田恵一教授・湯浅慎介講師との共同研究）
　(B) ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いたQT延長薬評価系の確立
　　  QT-prolonging drug screening system using human iPS cells-derived cardiomyocytes 

　市販薬の最も頻度の高いリコールの原因としてQT延長に伴う不整脈があり、新薬開発において厳密なQT延長に伴う
安全性評価が求められている。これらの薬物性QT延長のほとんどがhERGチャネル抑制に基づくことから、新薬開発に
おいては、①in vitroのhERGアッセイ、②in vivoのQT延長アッセイ、③ヒトでのthorough QT test(TQT)、の3つが求
められている。②、③でかかる労力・コストが大きなことから、①のin vitroアッセイの精度の向上が強く求められてい
る。特に、ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いることによる精度向上に大きな期待が寄せられている。そこで、本学生体
材料工学研究所安田教授、国立医薬品食品衛生研究所諫田博士と共同で、ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いたQT延長薬
評価システムの構築とそのvalidationを行っている。本年度は、評価系確立の基盤となるヒトES由来心筋細胞とiPS由来
心筋細胞の電気生理学的特性の違いを明らかにした。

（本学生体材料工学研究所情報分野安田賢二教授、国立医薬品食品衛生研究所楝田泰成博士、滋賀医科大学循環器内科
芦原貴司博士との共同研究）
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(4) 先端テクノロジーを用いた心血管系研究
　　(A) Motion vector法を用いたin vitro心筋収縮能解析系の研究
　　  In vitro cardiomyocyte contraction assay system using the motion vector technology

　従来の心筋収縮能アッセイは、in vivoでの心エコー法、カテーテルによる心内圧、心容量測定など行っており、in 
vitroで心筋収縮性の評価は極めて困難であった。このため、薬物の心毒性はin vivo試験になるまで評価することが不可
能であった。ソニー株式会社が開発したmotion vector法は、in vitroで画像処理を行うだけで心筋収縮速度、心筋拡張
速度を測定することが可能である。2011年度からソニー株式会社と共同研究契約を結び、本システムの臨床応用へ向け
た検討、特にヒトiPS由来心筋細胞への応用を行っている。
本年度は、本システムの抗癌薬の心毒性の評価への応用を検討した。

（ソニー株式会社メディカル事業ユニット安田章夫博士、松居恵理子博士、早川智弘博士、烏野初萌博士、高橋和也博
士との共同研究）

　(B) 心臓電気現象3-Dシミュレーター構築
　　  Generation of 3-D simulator for cardiac electrical activity 

　計算力が世界1となった京コンピューターの医療分野応用の1つとして、生命現象の3-Dシミュレーターの構築が期待
されている。中でも、心臓電気現象は既に細胞レベルでのコンピューターシミュレーションモデルが構築されているこ
とから、最も実現化に近いと考えられており、また大きな問題となっている薬物誘発性不整脈の予防への応用が強く期
待されている。2011年度から、内閣府最先端研究開発支援プログラム『未解決のがんと心臓病を撲滅する最低医療開発』

（代表永井良三）のサブテーマ「ヒト心臓シミュレーターによる最適医療開発」（代表久田俊明）の枠組みでヒト心臓シ
ミュレーター(UT-heart)開発の基礎データ取得とシミュレーターのvalidationを担当している。本年度は、標準的な10
薬物(高リスク薬、低リスク薬、非リスク薬)の5種類のイオン電流に対する作用を解析した。今後は、このデータを
UT-heartに反映させることで、心毒性を評価できるか検討を行う。

（東京大学新領域創成科学科久田俊明教授、杉浦清了教授、岡田純一博士、エーザイ株式会社澤田光平博士、吉永貴志
博士との共同研究）

[原著]
  1.	 Asayama M, Kurokawa J, Shirakawa K, Okuyama H, Kagawa T, Okada J, Sugiura S, Hisada T, Furukawa T. Effects 

of an hERG activator, ICA-105574, on electrophysilogical properties of canine hearts. J. Pharmacol. Sci. 2013;121:1-8.
  2.	 Kurokawa J, Furukawa T. Non-genomic action of sex steroid hormones and cardiac repolarization. Biol. Pharm. Bull. 

2013:36:8-12.
  3.	 Furukawa T, Ebana Y. Current overview of genetic background of atrial fibrillation: possible genetically therapeutic 

targets for the treatment of atrial fibrillation. J. Arrhyhm. (in press)
  4.	 Okata S, Yuasa S, Yamane T, Furukawa T, Fukuda K. The generation of induced pluripotent stem cells from a 

patient with KCNH2 G603D, without LQT2 disease associated symptom. J. Med. Dent. Sci. 2013;60:17-22.
  5.	 Terao C, Yoshifuji H, Kimura A, Matsumura T, Ohmura K, Takahashi M, Shimizu M, Kawaguchi T, Chen Z, Naruse 

TK, Sato-Otsubo A, Ebana Y, Maejima Y, Kinoshita H, Murakami K, Kawabata D, Wada Y, Narita I, Tazaki J, 
Kawaguchi Y, Yamanaka H, Yurugi K, Miura Y, Maekawa T, Ogawa S, Komuro I, Nagai R, Yamada R, Tabara Y, 
Isobe M, Mimori T, Matsuda F. Two susceptibility loci to Takayasu arteritis reveal a synergistic role of the IL12B 
and HLA-B regions in a Japanese population. Am. J. Hum. Genet. 2013;93:289-97.

[著書]
  1.	 Tetsushi Furukawa. Ion Channel Expression and Function of iPSC-derived Cardiomyocytes. In:Cardiac Regeneration 

using Stem Cells. (eds.) Keiichi Fukuda, Shinsuke Yuasa. CRC Press, 2013.
  2.	 古川哲史．そうだったのか！臨床に役立つ循環薬理学．メディカル・サイエンス・インターナショナル．2013年2月

26日．

[総説]
  1.	 Kurokawa J, Furukawa T. Non-genomic action of sex steroid hormones and cardiac repolarization. Biol. Pharmacol. 

Bull, 2013;36:8-12.
  2.	 古川哲史、大石咲子、笹野哲郎．Best Basic Paper on AF2012に選ばれた「心房伸展と炎症のリンクの基礎研究」．

Jap. J. Electrocardiol. 2013;32:476-477.
  3.	 古川哲史．炎症と不整脈：オーバービュー．Jap. J. Electrocardiol. 2013;33:159-162.
  4.	 古川哲史．ヒトiPS細胞由来分化誘導心筋細胞を用いた薬物評価．Jap. J. Electrocardiol. 2013;SUPPL 3:S-3-23-S-3-29.
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[学会]
  1.	 Kurokawa J, Kodama M, Goryoda S, T Furukawa. Involvement of PDE2 in a localized regulation of the L-type Ca2+ 

channels by progesterone. 57th Biophysical Society Annual Meeting, Philadelphia, February 4th, 2014.
  2.	 Lopez-Redondo F, Kurokawa J, Nomura F, Kaneko T, Hamada T, Yasuda K, Furukawa T. Human ES- and iPS-

derived cardiomyocytes. A comparative electrophysiological study. 57th Biophysical Society Annual Meeting, 
Philadelphia, February 4th, 2014.

  3.	 古川哲史．Ionic Mechanism for Sex Difference in Cardiac Arrhythmias. Roundtable Discussion 1「性差医療を循環
器診療にどういかすか」、第77回日本循環器学会総会、横浜、2013年3月15日

  4.	 Ebana Y, Ozaki K, Nitta J, Takahashi Y, Hirao K, Isobe M, Tanaka T, Furukawa T. During the transdifferentiation 
from mesenchyme to cardiomyocyte, atrial fibrillation associated locus 4q25 enhanced PITX2c expression to 
interact with its promoter. 第77回日本循環器学会総会、横浜、2013年3月15日

  5.	 Ebana Y, Ozaki K, Isobe M, Tanaka T, Furukawa T. A SNP in 4p15.2 was Identified as a Novel Atrial Fibrillation 
Associated Locus Through the GWAS in Japanese Population. 第77回日本循環器学会総会、横浜、2013年3月17日

  6.	 黒川洵子、児玉昌美、五領田小百合、古川哲史．性ホルモンによる心筋L型カルシウムチャネルの機能制御．次世代
の会シンポジウム2「Ca2+チャネルマイクロドメインの分子制御基盤とその生理的意義」、第86回日本薬理学会年会、
福岡、2013年3月22日

  7.	 五領田小百合、児玉昌美、古川哲史、黒川洵子．心筋L型カルシウムチャネル調節における性ホルモン非ゲノム経路
の局在化機構－FRETプローブを用いた検証．第86回日本薬理学会年会、福岡、2013年3月22日

  8.	 古川哲史、大石咲子、笹野哲郎　パネキシンと心房リモデリング、心房細動．日本薬理学会連携シンポジウム「生理
機能の理解に基づいた循環器疾患薬物治療の新たな戦略」、第90回日本生理学会大会、東京、2013年3月27日

  9.	 五領田小百合, 児玉昌美，古川哲史，黒川洵子. 心筋細胞における性ホルモン非ゲノム経路の局在化機構. 日本薬学会
第133回年会、横浜．2013年3月29日．

10.	 Kodama M, Goryoda S, Tomida T, Furukawa T, Kurokawa J. Localized cAMP signaling in the heart regarding a 
cross-talk with a non-genomic pathway of progesterone receptors. The 2ndHD Physiology International Symposium, 
Tokyo. June 29th, 2013.

11.	 Min L, Kanda Y, Ashihara T, Sekino Y, Furukawa T, Kurokawa J. Functional optimization of commercially available 
human induced pluripotent stem cell-derived cardiomyocytes for evaluation of drug-induced QT prolongation. The 
2ndHD Physiology International Symposium, Tokyo, June 29th, 2013.

12.	 Furukawa T. The Cutting Edge of Cardiac Arrhythmia Genomics – Channelopathy, GWAS, and Beyond GWAS. 
Educational Lecture “iPS Cells: What is Gene Analysis?”，第28回日本不整脈学会年会、東京、2013年7月6日

13.	 Hayakawa T, Kunihiro T, Ando T, Unno H, Kobayashi S, Matsui E, Yada H, Kanda Y, Kurokawa J, Furukawa T. 
Contractile behaviors of human-induced pluripotent stem cell-derived cardiomyocyte monolayers evaluated with an 
image-based analysis using motion vector prediction technique: A comparison with extracellular electrophysiology. 
13th annual meeting of Safety Pharmacology Society. Rotterdam, Netherlands, September 16th-19th, 2013.

14.	 黒川洵子、李敏、諫田泰成、関野祐子、古川哲史．ヒトiPS由来心筋を用いた心毒性評価系の構築．学術委員会指定
トピックス「iPS細胞の臨床応用―現状と展望―」、第30回日本心電学会学術集会、青森、2013年10月12日

15.	 古川哲史．ゲノム研究から見えてきた心房細動発現メカニズム．サテライトシンポジウム第2回不整脈治療サミット「不
整脈治療の新たな幕開け」、第30回日本心電学会学術集会、青森、2013年10月12日

16.	 五領田小百合, 児玉昌美，冨田太一郎，黒羽笑加，鈴木岳史，古川哲史，黒川洵子. 心筋プロゲステロン受容体を介し
た性ホルモン非ゲノム経路の細胞内局在化機構. 日本薬理学会第129回関東部会、東京,  2013年10月19日．

[研究助成金]
  1.	 古川哲史（代表）：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(B)「難治性コモン不整脈における遺伝子－環境相互作用：

GWASデータに基づく検討」
  2.	 古川哲史（代表）：文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「MVP法を用いたin vitro心毒性アッセイシステム

の開発と応用」
  3.	 古川哲史（分担）：文部科学省科学研究費補助金　新学術領域研究公募「性ホルモン非ゲノム作用における心筋膜ラ

フト局在化シグナルの定量的解析」
  4.	 古川哲史（分担）：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(C)「発生学的アプローチによる心血管領域の性差機構の

解析」
  5.	 古川哲史（代表）：文部科学省リーディングプロジェクト「個人の遺伝情報に応じた医療の実現プロジェクト（第3期）：

メタボリック症候群関連疾患（心房細動）」
  6.	 古川哲史（分担）：内閣府最先端研究開発支援プログラム『未解決のがんと心臓病を撲滅する最低医療開発』（代表永
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井良三）のサブテーマ「ヒト心臓シミュレーターによる最適医療開発」（代表久田俊明）

[その他]
  1.	 特許出願：出願番号：2013-116243
	 発明者：黒川洵子（代表），諫田泰成，古川哲史
	 発明の名称：「正常な内向きのカリウム電流特性を有するヒトiPS細胞由来心筋細胞，その作製方法，及びそれを用い

た薬物スクリーニング方法」
	 出願人：国立大学法人東京医科歯科大学
	 出願日：平成25年5月31日
  2.	 五領田小百合：第133回日本薬学会年会大学院生優秀発表賞
  3.	 古川哲史：Circulation Journal Best Reviewers of the Year 2013
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幹 細 胞 制 御 学 分 野
Stem Cell Regulation

教　　授　田賀哲也
准 教 授　鹿川哲史，信久幾夫
特任助教　椨　康一
技術補佐員／秘書　伏見眞好
技術補佐員　井上和子
大学院生　備前典久，Maha ANANI，須藤元輝，
　　　　　國分康博，王　文茜(4月～)，
　　　　　村松希美(～3月)，原田果歩，天野麻友美，
　　　　　金子祥子，室田吉貴，池ノ上知世(4月～)，
　　　　　木村亮介(4月～)，齋藤清香(4月～)，
　　　　　箕輪あおい(4月～)
大学院研究生　寺嶋一夫

（１）教　育
　個体発生における器官形成過程では、組織・器官を構成する多細胞集団を生み出すもととなる組織・器官特異的幹細胞の
発生、多分化能維持、ならびに各細胞系譜への分化機構が重要である。それらの機構には増殖分化因子群や細胞表面分子群
等を介した細胞外来性シグナルと、エピジェネティック修飾や転写因子存在プロファイル等に基づく細胞内在性プログラム
が深く関わっている。幹細胞を制御する知識・技術の習得および基礎的・応用開発的研究の推進は、幹細胞に派生する各種
組織・臓器の発生と再生の理解に結びつく重要な意義がある。当分野ではこれらを念頭にして、主として中枢神経系や造血
系の幹細胞および、癌幹細胞を対象とした教育に取り組んでいる。

（２）研　究
　生体内各組織の形成・維持・再生に重要な役割を果たす幹細胞は、それぞれの組織を構成する多細胞集団を生み出す一方で、
そのような多分化能を維持した自己複製も行う。それら組織幹細胞（体性幹細胞）の発生や多分化能維持、あるいは組織内
各細胞系譜への分化といった過程においては、増殖分化因子や細胞外マトリクスなどによる細胞外来性のシグナルと、エピ
ジェネティック修飾や転写因子存在プロファイルに基づく細胞内在性のプログラムが深く関わっている。幹細胞制御分野に
おける組織幹細胞に焦点を当てた研究は、主として神経幹細胞や造血幹細胞を研究対象として幹細胞制御の分子基盤を明ら
かにすることを目的として実施している。また癌幹細胞に焦点を当てた研究では、癌幹細胞の特性解明とともに、癌幹細胞
の維持に寄与する微小環境（ニッチ）の分子基盤解明にも取り組んでいる。総合的に得られた知見が、神経幹細胞や造血幹
細胞のみならず広く生体内組織の発生・再生に関わる正常幹細胞や、癌の再発に関与する癌幹細胞を制御する機構の普遍的
理解ならびに、医療応用への開発的研究の手がかりとなるよう研究を推進している。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Kusunoki S, Kato K, Tabu K, Inagaki T, Okabe H, Kaneda H, Suga S, Terao Y, Taga T and Takeda S: The 
inhibitory effect of salinomycin on the proliferation, migration and invasion of human endometrial cancer stem-like 
cells. Gynecol. Oncol., 129: 598-605, 2013.

  2.	 Uemura M, Ozawa A, Nagata T, Kurasawa K, Tsunekawa N, Nobuhisa I, Taga T, Hara K, Kudo A, Kawakami H, 
Saijoh Y, Kurohmaru M, Kanai-Azuma M, and Kanai Y. Sox17 haploinsufficiency results in perinatal biliary atresia 
and hepatitis in C57BL6 background mice. Development, 140: 639-648, 2013.

  3.	 Bizen N, Inoue T, Shimizu T, Tabu K, Kagawa T and Taga T: A growth-promoting signaling component cyclin D1 
in neural stem cells has anti-astrogliogenic function to execute self-renewal. Stem Cells, doi: 10.1002/stem.1613. 2013 
[Epub ahead of print].

[著書]
  1.	 鹿川哲史、田賀哲也.　ニューロンとグリアの分化、　森寿、真鍋俊也、渡辺雅彦、岡野栄之、宮川剛編集　改訂第３

版「脳神経科学イラストレイテッド」第３章３項、pp113-119, 2013.
  2.	 椨康一、田賀哲也.　共同研究施設研究内容紹介（癌幹細胞の同定と治療への応用、コラム欄）．産婦人科の実際 Vol. 

63 No.2. 金原出版. 2014.
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[総説]
  1.	 Tabu K, Bizen N, Taga T, and Tanaka S. Gene regulation of Prominin-1 (CD133) in normal and cancerous Tissues. 

In Prominin-1 (CD133): New Insights on Stem & Cancer Stem Cell Biology. D. Corbeil Ed. (Springer) Adv. Exp. Med. 
Biol., Volume 777, 73-85, 2013.

  2.	 鹿川哲史、備前典久、清水健史、田賀哲也：GSK3βシグナル経路による神経前駆細胞の自己複製制御、生化学　印
刷中.

[学会]
  1.	 椨康一、田賀哲也　人工ニッチポリマーを用いた癌幹細胞の不均一性と維持機構の解析 平成24年度文部科学省新学術

領域研究 がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動 公開シンポジウム2013年1月29-30日 学術総合センター一橋記念
講堂.

  2.	 備 前 典 久、Acquisition of astrogliogenic competence in midgestational neural stem/progenitor cells by 
5-methylcytosine hydroxylase TET3. 第6回神経発生討論会　2013年3月14-15日. 和光市.

  3.	 村松希美、椨康一、田賀哲也　ラットC6グリオーマ幹細胞画分と腫瘍随伴マクロファージの相互作用による腫瘍形成
亢進　第12回日本再生医療学会総会　2013年3月21-23日　横浜市.

  4.	 Tetsuya Taga, Kouichi Tabu, and Nozomi Muramatsu. Understanding of cancer stem cell niche for the development 
of novel therapeutic strategies. Seoul National University CRI Cancer Symposium. Seoul, May 2-4, 2013.

  5.	 Kouichi Tabu, Norihisa Bizen, and Tetsuya Taga. Polymer-based identification of niche elements for C6 glioma 
cancer stem cells. The 11th Stem Cell Research Symposium. Tokyo, May 17-18, 2013.

  6.	 Ikuo Nobuhisa, Mitsujiro Osawa, Mami Uemura, Yoko Kishikawa, Maha Anani, Kaho Harada, Haruna Takagi, 
Masami Kanai-Azuma, Yoshiakira Kanai, Atsushi Iwama, Tetsuya Taga. Sox17 protein-mediated maintenance of 
cells with stem cell phenotype in the hematopoietic cell clusters in the fetal AGM region The 11th Annual Meeting 
of International Society for Stem Cell Research. Yokohama, May 17-18, 2013.

  7.	 Norihisa Bizen, Tetsushi Kagawa, Toshinobu Nakamura, Toru Nakano, Tetsuya Taga. 5-methylcytosine hydroxylase 
TET3 endows mid-gestational neural stem cells with the astrogliogenic competence. The 11th Annual Meeting of 
International Society for Stem Cell Research. Yokohama, May 17-18, 2013.

  8.	 Tetsushi Kagawa, Takeshi Shimizu, Kimi Araki, Naoki Takeda, Naomi Nakagata, Ikuo Nobuhisa, Tetsuya Taga. 
Gene expression analyses explaining regional astrocyte heterogeneity. アストロサイト不均一性の成因を探る遺伝子
発現解析　Neuro2013　2013年6月20-23日　京都市.

  9.	 Tetsuya Taga. Epigenetic regulation of neural stem cell differentiation and brain function. The 8th International 
Symposium of the Institute Network. Kyoto, June 27-28, 2013.

10.	 Ikuo Nobuhisa. Maintenance of immature phenotype of the hematopoietic cell clusters in the aorta-gonad-
mesonephros region by Sox17. The 8th International Symposium of the Institute Network. Kyoto, June 27-28, 2013.

11.	 Tetsuya Taga. 中枢神経系の発生と再生の分子基盤　第34回日本炎症・再生医学会　2013年7月2-3日　京都市.
12.	 Yoshitaka Murota. Problems and solutions in the analysis of cancer stem cell metabolism using fluorescence 

indicators　平成25年度がん若手研究者ワークショップ　2013年9月4-7日　茅野市.
13.	 Tetsuya Taga. Glioma stem cell survival strategy in view of niche involving immune/inflammatory cells. 11th World 

Congress on Inflammation, Natal, Brazil, September 21-25, 2013.
14.	 Kouichi Tabu, Nozomi Muramatsu, and Tetsuya Taga. Polymer-based identification of cancer stem cell niche for C6 

glioma. 72st Annual Meeting of the Japanese Cancer Association. Yokohama, Octorber 3-5, 2013.
15.	 Wenqian Wang, Kouichi Tabu, Yuta Sugiyama, Yuichiro Hagiya, Shun-ichiro Ogura, Tetsuya Taga. Enhanced 

metabolism of protoporphyrin IX in C6 glioma stem cell. The 36th Annual Meeting of the Molecular Biology Society 
of Japan. Kobe, December 3-6, 2013.

16.	 Yoshitaka Murota, Kouichi Tabu, and Tetsuya Taga. Requirement of ABC transporter inhibition and Hoechst 33342 
dye deprivation for the assessment of SP-defined cancer stem cell metabolism using fluorescence probes. The 36th 
Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan. Kobe, December 3-6, 2013.

17.	 Ikuo Nobuhisa, Mitsujiro Osawa, Mami Uemura, Yoko Kishikawa, Maha Anani, Kaho Harada, Haruna Takagi, 
Masami Kanai-Azuma, Yoshiakira Kanai, Atsushi Iwama, Tetsuya Taga. Introduction of Sox17 in the aorta-gonad-
mesonephros-derived hematopoietic cells leads to increased common myeloid progenitors in transplanted mice. The 
36th Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan. Kobe, December 3-6, 2013.

18.	 Kaho Harada, Ikuo Nobuhisa, Maha Anani, Kiyoka Saito, Tetsuya Taga  Thrombopoietin contributes to formation 
and maintenance of hematopoietic progenitor cell-containing cell clusters in the aorta-gonad-mesonephros region. 
The 36th Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan. Kobe, December 3-6, 2013.

器官システム制御学講座



— 559 —

器官システム制御学講座

19.	 Ikuo Nobuhisa, Mitsujiro Osawa, Kaho Harada, Maha Anani, Kiyoka Sito Haruna Takagi, Atsushi Iwama, Tetsuya 
Taga. Analysis of recipients transplantated with the bone marrow cells of Sox17-transduced cells-transplanted mice 
2013 Annual Meeting of the Japan Society for Immunology. Chiba, December 11-13, 2013.

[研究助成金]
  1.	 文部科学省 新学術領域研究（癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新構築：略称 癌幹細胞）「人工癌幹細胞ニッチの

構築による癌幹細胞維持シグナルの解明と新規治療戦略の開発」、研究代表者 田賀哲也
  2.	 日本学術振興会 科学研究費補助金基盤研究（B）「中枢神経系の発生と発達における細胞内エピゲノム要因と細胞外

微小環境要因の解明」、研究代表者 田賀哲也
  3.	 日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究（C）、「マウス胎生中期の造血発生におけるSox17ファミリータンパク質

の役割」、研究代表者 信久幾夫

[その他]
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分 子 薬 理 学 分 野
Molecular Pharmacology

教　　授　野田政樹
准 教 授　江面陽一
助　　教　早田匡芳
特任講師　納富拓也
特任助教　Smriti Aryal A.C.
大学院生　白川純平，守屋秀一，川崎真希理，山田峻之，
　　　　　林婉婷，
　　　　　Pawaputanon na mahasarakham Chantida，
　　　　　八田愛理奈
事務補佐員　小川尚子，藤原　令，井上洋子

（１）教育
　分子薬理学教室において、大学院生・ポストドクトラルフェローの研究を指導し、教育を行い、大学院生に対しては各教
官の指導によるセミナー形式の教育ならびに一部のコースと研究における指導を行う。医学部学生に対しては、薬理学、臨
床生化学の講義、実習を分担している。

（２）研究
　本研究分野の難治疾患研究の対象はカルシウム代謝異常疾患、特に骨粗鬆症並びに後縦靭帯骨化症などの骨量異常疾患で
ある。これらの疾患の分子生物学的、細胞生物学的な病態生理学的基盤の解明を目指しており、研究項目は以下の点である。
①細胞分化の制御に関わる転写因子の解析、②成長因子並びにサイトカインによる細胞機能制御機構の研究、③遺伝子ノッ
クアウトマウスを用いた疾患動物モデルの解析、④骨芽細胞、軟骨細胞の分化に関わる発生生物学的研究、⑤破骨細胞の形
成並びに機能調節に関する分子生物学的研究、⑥物理学的環境因子の骨芽細胞機能への影響の細胞生物学的研究

（３）研究業績
拠点事業関係

  1.	「歯・骨関連疾患のグローバル研究センター」文部科学省　卓越した大学院拠点形成支援補助金

原著論文
  1.	 Watanabe C, Morita M, Hayata T, Nakamoto T, Kikuguchi C, Li X, Kobayashi Y, Takahashi N, Notomi T, Moriyama 

K, Yamamoto T, Ezura Y, Noda M. Stability of mRNA influences osteoporotic bone mass via CNOT3. Proc Natl 

Acad Sci USA 111:2692-7, 2014.
  2.	 Komatsu K, Shimada A, Shibata T, Wada S, Ideno H, Nakashima K, Amizuka N, Noda M, Nifuji A. Alendronate 

promotes bone formation by inhibiting protein prenylation in osteoblasts in rat tooth replantation model. J 

Endocrinol 219:145-58, 2013.
  3.	 Suzuki T, Notomi T, Miyajima D, Mizoguchi F, Hayata T, Nakamoto T, Hanyu R, Kamolratanakul P, Mizuno A, 

Suzuki M, Ezura Y, Izumi Y, Noda M. Osteoblastic differentiation enhances expression of TRPV4 that is required 
for calcium oscillation induced by mechanical force. Bone 54:172-8, 2013.

  4.	 Aryal AC, Miyai K, Hayata T, Notomi T, Nakamoto T, Pawson T, Ezura Y, Noda M. Nck1 deficiency accelerates 
unloading-induced bone loss. J Cell Physiol 228:1397-403, 2013.

和文総説
  1.	 江面陽一, 野田政樹.  副甲状腺ホルモンと骨. CLINICAL CALCIUM 23: 203-9, 2013.

受賞
  1.	 渡辺千穂. IADR UNILEVER HATTON DIVISIONAL AWARD. International Association for Dental Research 

General Session. Seattle, WA, USA, Mar 20-23, 2013.
  2.	 早 田 匡 芳. Poster Award. The 3rd international symposium by JSPS Core-to-Core Program “Cooperative 

International Framework in TGF-ß Family Signaling”．Ehime, JAPAN, Oct 28-29, 2013.
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招待講演
  1. 	野田政樹：運動器疾患／骨・関節フォーラム　特別講演　2013年10月19日　演題：廃用性骨粗鬆症のメカニズム
  2.	 野田政樹：骨粗鬆症フォーラム2013　SAITAMA　特別講演　2013年9月10日　演題： 骨粗鬆症の基礎
  3.	 野田政樹：栃木県骨粗鬆症フォーラム　特別講演　2013年2月27日　演題：骨粗鬆症とテリパラチド

プレスリリース
  1. 	「骨粗鬆症を抑制する新しい分子機能の発見」2014年2月4日。東京医科歯科大学プレスリリース。http://www.tmd.

ac.jp/press-release/20140204/index.html

新聞
  1.	 2014年2月12日　加齢による骨量減少関与　日刊工業新聞
  2.	 2014年2月5日　骨量の減少 抑える遺伝子　朝日新聞
  3.	 2014年2月4日　骨粗しょう症 仕組み一部解明　日本経済新聞
  4.	 2014年2月4日　骨の減少抑える遺伝子特定　毎日新聞
  5.	 2014年2月4日　抑制たんぱく、加齢で減る　日経産業新聞

主催国際学会
  1. 	野田政樹：2nd Joint Meeting of the International Bone and Mineral Society and the Japanese Society for Bone and 

Mineral Research. Kobe, JAPAN. 28 MAY-1 JUNE, 2013.

主催セミナー
  1. 	第228回Bone Biology Seminar. Michael Rosenblatt. 「Mechanisms of metastasis to bone: homing of breast cancer to 

bone」平成25年1月22日。
  2.	 第229回Bone Biology Seminar. Shunichi Murakami. 「The ERK MAPK pathway in skeletal development.」平成25年1

月31日。
  3.	 第230回Bone Biology Seminar. Susan Kaye NILSSON.　「Bone marrow endothelium: A hierarchically organized 

system with transplantable hemogenic stem cells giving rise to functional blood vessels as well as HSC」平成25年3
月5日。

  4.	 第231回Bone Biology Seminar. Theresa A. Guise. 「Cancer-associated muscle dysfunction: role of ryanodine receptor 
remodeling  and the bone microenvironment」平成25年3月28日。

代表研究者としての研究費採択歴
  1. 	野田政樹：受託研究費（MSD株式会社）（2013-2016総額7,871,700円）4,000,000円
  2.	 野田政樹：「新ストレス複合受容体系による骨量制御の分子病態」日本学術振興会科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究  

1,400,000円
  3.	 野田政樹：公益財団法人東京生化学研究会研究助成　2,000,000円
  4.	 野田政樹「オステオポンチン機能仮説の検証」日本宇宙フォーラム
  5.	 江面陽一「組織再生医療に用いられる間葉系幹細胞の品質保証評価に有効な遺伝子発現の解析」日本学術振興会科学

研究費補助金　基盤研究(C)	1,400,000円
  6.	 早田匡芳「Ctdnep1遺伝子欠損による先天性多発性関節拘縮症発症メカニズムの解明」日本学術振興会科学研究費補

助金　基盤研究(C)　1,300,000円
  7.	 早田匡芳「変形性膝関節症におけるDullard遺伝子の機能解析」日本学術振興会藤田記念医学研究振興基金研究助成（科

研費に採択されたため、助成を辞退）　1,000,000円
  8.	 納富拓也「光操作－膜電位制御－による骨細胞機能・骨代謝機構コントロール」日本学術振興会科学研究費補助金　

挑戦的萌芽研究　1,900,000円
  9.	 納富拓也「膜電位操作回路による生体骨構築のための基盤研究-光照射による骨リモデリング制御-」日本学術振興会

科学研究費補助金　新学術領域研究	 5,400,000円
10.	 川崎真希理「骨・軟骨形成における、一次繊毛関連蛋白ＢＢＳ３の分子機能解析」日本学術振興会科学研究費補助金  

特別研究員奨励費　1,000,000円
11.	 ARYAL A.C S.「細胞骨格による骨代謝制御の分子機構－Ｎｃｋの骨の細胞機能調節に於ける役割の解明－」日本学

術振興会科学研究費補助金　特別研究員奨励費　900,000円
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国際学会発表
  1.	 Hayata T, Ezura Y, Asashima M, Nishinakamura R, Noda M. Dullard prevents excessive TGF-ß signaling in 

skeleton. The 3rd international symposium by JSPS Core-to-Core Program “Cooperative International Framework in 
TGF-ß Family Signaling” Oct 28-29, 2013, Ehime, JAPAN (Poster & Oral presentation).

  2.	 Hayata T, Ezura Y, Asashima M, Nishinakamura R, Noda M. Dullard/Ctdnep1 regulates endochondral bone 
formation through limiting TGF-ß signaling (Poster presentation). American Society for Bone Mineral and Research 
annual meeting, Baltimore, USA, Oct 4-7, 2013.

  3.	 Ezura Y, Hayata T, Notomi T, Sekiya I, Noda M. Genes significantly highly expressed in synovium derived stromal 
cells than in bone marrow derived cells are conserved both in mouse and human, and may contribute to higher 
potential for chondrogenic differentiation. American Society for Bone Mineral and Research annual meeting, 
Baltimore, USA, Oct 4-7, 2013 (Poster presentation).

  4.	 Shirakawa J, Ezura Y, Kawasaki M, Yamada T, Moriya S, Notomi T, Hayata T, Omura K, Noda M. PTH Additively 
Enhances The Mechanical Stress-induced Proliferation of Calvarial Osteoblasts. American Society for Bone Mineral 
and Research annual meeting, Baltimore, USA, Oct 4-7, 2013 (Poster presentation).

  5.	 Kawasaki M, Nakamoto T, Notomi T, Hayata T, Ezura Y, Noda M. TGF-β1 inhibits maturation of chondrogenic cell 
line ATDC5 by impeding canonical hedgehog signaling through direct down-regulation of ciliary component gene 
Ift88. American Society for Bone Mineral and Research annual meeting, Baltimore, USA, Oct 4-7, 2013 (Poster 
presentation).

  6.	 Moriya S, Hayata T, Shirakawa J, Kawasaki M, Notomi T, Ezura Y, Kaneko K, Noda M. Tob1, a BMP repressor, is 
activated by parathyroid hormone in osteoblasts in vitro and in vivo and reciprocally regulates PTH signaling. 
American Society for Bone Mineral and Research annual meeting, Baltimore, USA, Oct 4-7, 2013 (Poster 
presentation).

  7.	 Yamada T, Hayata T, Notomi T, Ezura Y, Harada K, Noda M. β₂Adrenergic Receptor agonist suppresses BMP-
induced osteoblastic differentiation in MC3T3E-1 cells while epinephrine modulates it differently. American Society 
for Bone Mineral and Research annual meeting, Baltimore, USA, Oct 4-7, 2013 (Poster presentation).

  8.	 Notomi T, Kuno M, Ezura Y, Noda M. Depolarizing Membrane Potential by PTH and VD3 Regulates RANKL-
intracellular Transportation; A Novel Mechanism of PTH- and VD3-induced Osteoclastogenesis. American Society 
for Bone Mineral and Research annual meeting, Baltimore, USA, Oct 4-7, 2013 (Poster presentation).

  9.	 Hayata T, Ezura Y, Asashima M, Nishinakamura R, Noda M. Dullard gene regulates endochondral bone formation 
via suppression of TGF-β signaling during skeletal development (Poster Sessions). The 8th International 
Symposium of the Institute Network & The Symposium of the Research Core for Transdisciplinary Collaboration 
on Tissue Engineering and Regenerative Medicine “Frontier in Medical Science and Engineering for Regenerative 
Medicine” . Kyoto, JAPAN, June 27-28, 2013 (Poster presentation).

10.	 Hayata T, Ezura Y, Nishinakamura R, Asashima M, Noda M. Dullard gene regulates endochondral bone formation 
via suppression of TGF-ß signaling during skeletal development. 2nd Joint Meeting of the International Bone and 
Mineral Society and The Japanese Society for Bone and Mineral Research, Kobe, JAPAN. May 28-June 1, 2013 (Oral 
presentation).

11.	 Ezura Y, Hayata T, Notomi T, Noda M. Identification of differentially expressed genes in mesenchymal stem cells 
derived from synovium, meniscus and ligament. 2nd Joint Meeting of the International Bone and Mineral Society 
and The Japanese Society for Bone and Mineral Research, Kobe, JAPAN. May 28-June 1, 2013 (Poster presentation).

12.	 Kawasaki M, Nakamoto T, Notomi T, Hayata T, Ezura Y, Noda M. Down-regulation of IFT88 augments TGF-ß1 
actions on the proliferation and differentiation of chondrogenic cell line ATDC5. 2nd Joint Meeting of the 
International Bone and Mineral Society and The Japanese Society for Bone and Mineral Research, Kobe, JAPAN. 
May 28-June 1, 2013 (Poster presentation).

13.	 Watanabe C, Morita M, Y. Ezura Y, Hayata T, Nakamoto T, Notomi T, Yamamoto M, Noda M, Moriyama K. 
Functional Analysis of Cnot3 in Regulation of Bone Metabolism. International Association for Dental Research 
General Session, Seattle, WA, Mar 20-23, 2013 (Oral presentation).

国内学会発表
  1. 	早田匡芳、江面陽一、浅島誠、西中村隆一、野田政樹。Dullard/Ctdnep1は、TGF-ßシグナルの抑制を介して内軟骨

性骨化を制御する。第36回日本分子生物学会年会、2013年12月3-6日、神戸。（ポスター発表）
  2.	 江面陽一、近藤久貴、長尾雅史、Aryal Smriti AC、鈴木允文、早田匡芳、納富拓也、野田政樹。メカニカルストレ

スに応じた骨代謝制御に関わる分子機構の解明。第36回日本分子生物学会年会、2013年12月3-6日、神戸。（口頭発表）
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  3.	 守屋秀一、早田匡芳、平林恭子、羽生亮、納富拓也、江面陽一、金子和夫、野田政樹。骨密度増加におけるPTHシグ
ナルとß2-adrenergic receptor (ß2AR)との相互作用機構の解析。第28回日本整形外科学会基礎学術集会、幕張、千葉、
2013年10月18-19日。（ポスター発表）

  4.	 守屋秀一、早田匡芳、中元哲也、納富拓也、江面陽一、山本雅、金子和夫、野田政樹。副甲状腺ホルモンは骨芽細胞
の増殖抑制因子 transducer of ErbB2（Tob1）遺伝子の発現を転写性に直接促進しこれにより皮質骨の骨量を増加さ
せる。第28回日本整形外科学会基礎学術集会、幕張、千葉、2013年10月18-19日。（口頭発表）

  5.	 江面陽一、早田匡芳、納富拓也、野田政樹、関谷一郎、宗田大。滑膜・半月板および靭帯由来間葉系幹細胞における
選択的発現遺伝子の同定。第３１回日本骨代謝学会、神戸、平成25年5月30日。（ポスター発表）

  6.	 渡辺千穂、森田斉弘、江面陽一、中元哲也、早田匡芳、菊口千智、李雪、納富拓也、山本雅、野田政樹、森山啓司。
Cnot3は RANK mRNA の安定性制御を介し骨量維持を行う。日本歯科骨粗鬆症研究会　第11回学術大会・総会、東京、
2013年3月25日。（ポスター発表）
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統合エピゲノミクス分野
Epigenetics 

准 教 授　幸田　尚
教　　授　石野史敏
助　　教　小野竜一
特任講師   李　知英
特任助教　成瀬美衣
非常勤講師　小林　慎
大学院生　及川真実，高橋沙央里，
　　　　　相馬未来，高木清考，
　　　　　北澤萌恵，松沢　歩

（１）教育
　エピジェネティクスは遺伝子発現制御にかかわる学問領域であり、個体発生・細胞分化等の高次の生命現象に深く関わっ
ている。生物の諸形質は遺伝子およびその発現制御によって決定されるため、ジェネティクス（遺伝学）とエピジェネティ
クスを合わせた生命現象の理解が21世紀の医学・生物学の基盤である。最先端の実験研究をとおして、それを理解するため
の教育を行っている。

（２）研究
　哺乳類特異的なゲノム機能に関係するジェネティクスとエピジェネティクスの研究として以下の課題を推進している。

（１）ゲノムインプリンティングは哺乳類に共通するエピジェネティック機構であり、これの異常に起因する多数の疾患が
知られている。父親・母親由来で発現するインプリント遺伝子群の機能解析をとおして、胎児や新生児の成長、成人
における機能の解明と疾患原因遺伝子の同定を目指している。また、親由来のエピジェネティック記憶が、次世代に
伝わる際のリプログラミング機構について研究している。

（２）近年のゲノム解析の結果、哺乳類が誕生する際、LTRレトロトランスポゾンに由来する新しい遺伝子がかなりの数、
哺乳類ゲノムに加わっていることが明らかになった。このような哺乳類特異的遺伝子群の機能および、ヒトにおける
遺伝疾患との関係を解析している。Sushi-ichi レトロトランスポゾンに由来し、母親と胎児をつなぐ胎生に必須の胎盤
の形成に必須な遺伝子であるPEG10やPEG11/RTL1に加えて、他の遺伝子についても着床、妊娠、出産、母性哺育行動
など哺乳類の特徴とされる形質の進化との関係性を研究しており、これらの研究から進化医学という新分野の確立に
貢献したい。

（３）体細胞クローン技術はiPS細胞技術とならんで、21世紀の再生医療の中心になることが期待されている。体細胞クロー
ン動物は成功率が低いことが大きな問題であるが、理化学研究所バイオリソースセンター小倉淳郎室長、山梨大学若
山照彦教授らとの共同研究で、体細胞クローン技術の改善を目指した解析を進めている。

（４）人工授精や顕微授精などの生殖補助医療の件数は、近年、急速に増加している。当研究室では、マウスをモデル動物
として、顕微授精で産まれた産仔において遺伝子発現のシフトが起きていることを明らかにし報告してきた。受精直
後の胚における網羅的な遺伝子発現解析から原因解明とヒトにおける影響の解析を進めている。

（３）臨　床
統合エピゲノミクス分野としての臨床は行っていないが、本学大学院生殖機能協関学（周産女性診療科）および関連病院と
の共同研究で、ヒトにおける不妊治療に用いられる顕微授精(ICSI)の胎児発生における影響を解析し、その結果を将来の治
療に活かせるよう努力している。

（４）研究業績
[原著]

  1. 	Kohda T and Ishino F. Embryo manipulation via assisted reproductive technology and epigenetic asymmetry in 
mammalian early development. (Review) Phillos Trans R Soc Lond B Biol Sci, 368(1609):20120353 (2013).

  2. 	Wakayama S, Kohda T, Obokata H, Tokoro M, Li C, Terashita Y, Mizutani E, Nguyen VT, Kishigami S, Ishino F 
and Wakayama T. Successful serial recloning in the mouse over multiple generations. Cell Stem Cell 12(3), 293-297 
(2013).

  3. 	Oikawa M, Matoba S, Inoue K, Kamimura S, Hirose M, Ogonuki N, Shiura H, Sugimoto M, Abe K, Ishino F and 
Ogura A. RNAi-mediated Knockdown of Xist Does Not Rescue the Impaired Development of Female Cloned Mouse 
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Embryos. J Reprod Dev 59(3), 231-237(2013).
  4. 	Iwasaki S, Suzuki S, Clark H, Ono R, Shaw G, Renfree MB, Kaneko-Ishino T and Ishino F. Identification of novel 

PNMA-MS1 in marsupials suggests LTR retrotransposon-derived PNMA genes differently expanded in marsupials 
and eutherians. DNA Res 20(5), 425-436 (2013).

  5. 	Nishimoto M, Katano M, Yamagishi T, Hishida T, Kamon M, Nabeshima Y, Nabeshima Y, Katsura Y, Satta Y, 
Deakin JE, Graves JAM, Kuroki Y, Ono R, Ishino, F, Okazaki Y, Kato H and Okuda A.. In vivo function and 
evolution of the eutherian-specific pluripotency marker UTF1. PLoS One 8(7):e68119 (2013). 

  6. 	Kobayashi S, Totoki Y, Soma M, Matsumoto K, Fujihara Y, Toyoda A, Sakaki Y, Okabe M and Ishino F. 
Identification of an imprinted gene cluster in the X-inactivation center. PLoS One 8(8):e71222 (2013).

  7. 	Kohda T. Effects of embryonic manipulation and epigenetics. J Hum Genet 58(7):416-420. (2013)
  8. 	Kawasaki Y, Lee J, Matsuzawa A, Kohda T, Kaneko-Ishino T and Ishino F. Active DNA demethylation is required 

for complete imprint erasure in primordial germ cells. Sci Rep (in press).

[学会]
  1. 	高橋沙央里、李知英、若山照彦、幸田尚、金児-石野知子、石野史敏　雌性単為発生胚由来１倍体細胞株における

DNAメチル化状態の破綻　第７回日本エピジェネティクス研究会年会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）。
  2. 	李知英、高橋沙央里、川崎祐季、佐渡敬、石野史敏　マウス精原幹細胞リプログラミングにおけるXISTの役割　第

７回日本エピジェネティクス研究会年会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）。
  3. 	高木清考、幸田尚、及川真実、小倉淳郎、石野史敏　マウスを用いた初期胚の父系発現遺伝子の同定　第７回日本エ

ピジェネティクス研究会年会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）。
  4. 	幸田尚、高木清考、及川真実、越後貫成美、井上貴美子、小倉淳郎、金児-石野知子、石野史敏　マウスを用いた初期

胚の父系発現遺伝子の同定　第７回日本エピジェネティクス研究会年会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）。
  5. 	北澤萌恵　真獣類特異的遺伝子Peg11の胎盤における役割と成長への影響　第７回日本エピジェネティクス研究会年

会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）
  6. 	M. Irie, M. Naruse,T. Kohda, R. Ono, S. Wakana, F. Ishino and T. Kaneko-Ishino: A sushi-ichi retrotransposon-

derived Sirh3 is a eutherian specific gene and its knockout mice display decreased daily activity. The 5th EMBO 
meeting 2013, 21-24 September, 2013 (Amsterdam)

  7. 	M. Naruse, R. Ono, K. Nakamura, T. Furuse, T. Hino, K. Oda, M. Kashimura, I. Yamada, S. Wakana, M. Yokoyama, 
F. Ishino and T. Kaneko-Ishino: Sirh7, a newly acquired gene from an LTR retrotransposon in eutherian mammalas, 
plays an essential role in viviparity. The 5th EMBO meeting 2013, 21-24 September, 2013 (Amsterdam)

  8. 	入江将仁、成瀬美衣、幸田尚、小野竜一、若菜茂晴、石野史敏、金児-石野知子　　Suchi-ichi レトロトランスポゾン
由来の遺伝子Sirh3の機能解析　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。

  9. 	松沢歩、李知英、高橋沙央里、石野史敏　培養条件によるES細胞のインプリンティング領域DNAメチル化の変化　
第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。

10. 	小林慎、十時泰、 相馬未來、 松本和也、藤原祥高、豊田敦、榊佳之、岡部勝、石野史敏　X 染色体不活性化中心 (Xic) 
領域に発見したインプリント遺伝子のクラスター　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、
神戸）。

11. 	幸田尚、高木清考、及川真実、越後貫成美、井上貴美子、金児石野知子、小倉淳郎、石野史敏　マウス初期胚で顕微
授精によって誘導される遺伝子発現調節の変化　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、
神戸）。

12. 	高木清考、幸田尚、及川真実、越後貫成美、井上貴美子、金児-石野知子、小倉淳郎、石野史敏　マウス着床前胚にお
ける父親性発現遺伝子の解析　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。

13. 	小野竜一、成瀬美衣、北澤萌恵、岡野栄之、岡部勝、伊川正人、金児-石野知子、 石野史敏　哺乳類特異的遺伝子 
Peg10 の機能解析　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）

14. 	北澤萌恵、関田洋一、小野竜一、金児-石野知子、石野史敏　真獣類特異的遺伝子Peg11 の胎仔・胎盤における役割　
第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。

15. 	高橋沙央里、Lee Jiyoung、幸田尚、川澄みゆり、金井正美、若山照彦、金児-石野知子、石野史敏　効率的な 
C57BL/6 マウス由来 1 倍体 ES 細胞株の樹立方法の検討　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際
会議場、神戸）。

[研究助成金]
  1. 	幸田尚（代表）文部科学省科研費　新学術領域研究「ゲノムを支える非コードDNA領域の機能」（公募研究）「胚操作

によって誘導されるエピゲノム変化」課題番号24114505
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  2. 	幸田尚（代表）文部科学省科研費　基盤研究（B）「ヒトにおける顕微授精の影響」課題番24310141
  3. 	幸田尚（代表）文部科学省科研費　挑戦的萌芽研究「ヒドロキシメチルシトシンの塩基単位での同定法の確立」課題

番号24651210
  4. 	幸田尚（分担）文部科学省科研費　新学術領域研究「生殖細胞のエピゲノムダイナミクスとその制御」（計画研究）「核

移植技術を用いた生殖サイクルのエピジェネティクス変化の解析」課題番 号25112009
  5. 	石野史敏 （代表）文部科学省科研費基盤研究（S）「哺乳類特異的ゲノム機能の解析」課題番号23221010　研究代表者 

石野史敏
  6. 	石野史敏 （分担）文部科学省科研費基盤研究（S）「マウスを用いたゲノム高度可塑化因子の同定とその応用」課題番

号23220011　研究代表者 小倉淳郎 
  7. 	小野竜一（代表）文部科学省科研費　新学術領域研究「ゲノム・遺伝子相関」（公募研究）「哺乳類におけるTy3/

Gypsy型レトロトランスポゾン挿入による遺伝子獲得」課題番号24113507

[その他]
招待講演、セミナー、特許、受賞、学会主催など

  1. 	Takashi Kohda, Kiyotaka Takagi, Mami Oikawa, Narumi Ogonuki, Kimiko Inoue, Tomoko Kaneko-Ishino, 
TeruhikoWakayama, Atsuo Ogura, Fumitoshi Ishino: 11th Transgenic Technology Meeting: Gene expression changes 
induced by intracitoplasmic sperm injection. February 26, 2013 (Baiyun International Convention Center, Guangzhou, 
China).

  2.	 Fumitoshi Ishino and Tomoko Kaneko-Ishino: Roles of LTR retrotransposon- derived genes in mammalian evolution 
and diversification. 2013 International Symposium on Frontier Agriscience and Technology –Insight into Biological 
Mechanisms, Resources and Availability– February 27, 2013 (Shinshu Univ., Ina).

  3.	 Fumitoshi Ishino and Tomoko Kaneko-Ishino: Evolution of mammalian viviparity and placentation by exaptation of 
LTR retrotransposons. CDB Symposium 2013 -The Making of a Vertebrate- March 4-6, 2013 (RIKEN CDB, Kobe).  

  4.	 石野史敏　哺乳類特異的形質の獲得　―進化の中立説と自然選択説―、岡田清孝先生退職記念シンポジウム, 2013年3
月29日（岡崎コンファレンスホール、岡崎）

  5.	 Fumitoshi Ishino and Tomoko Kaneko-Ishino: Mammalian evolution promoted by LTR retrotransposons. 
International Symposium “Evolution of non-coding DNA” - August 18-19, 2013 (Shonan Village Center, Hayama).

  6.	 石野史敏、成瀬美衣、小野竜一、日野敏昭、赤塚明、中村健司、横山峯介、金児-石野知子  レトロトランスポゾン由
来の真獣類特異的遺伝子Sirh7の胎盤における機能、第85回 遺伝学会ワークショップ「転移因子と宿主の相互作用」 
2013年9月19日（慶應義塾大学日吉キャンパス、日吉）

  7.	 幸田尚　マウス初期胚のエピジェネティックな非対称性と遺伝子発現、大阪大学蛋白質研究所セミナー　DNAメチル
化の制御機構－メチル化模様形成、維持と消去－　2013年11月1日（大阪大学蛋白質研究所、大阪）

  8.	 Fumitoshi Ishino and Tomoko Kaneko-Ishino: Mammalian evolution promoted by LTR retrotransposon-derived 
genes.  1st Kyoto International Symposium on Virus-Host Coevolution, November 7, 2013 (Inamori Hall, Shiran-
kaikan, Kyoto).

  9.	 幸田尚　顕微授精によって誘導される遺伝子発現の変化とゲノムのエピジェネティックな非対称性、生殖細胞のエピ
ゲノムダイナミクスとその制御−第１回公開シンポジウム　2013年11月15日（大阪大学微生物病研究所、大阪）

10.	 石野史敏、鈴木俊介、金児-石野知子　哺乳類におけるゲノムインプリンティングと胎生の進化　ワークショップ「染
色体不活性化のエピジェネティクス」第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）
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時 間 生 物 学 分 野
Chronobiology 

准 教 授　平山　順

問合せ先：
hirayama.dbio@mri.tmd.ac.jp

（１）教育
　当分野では、肝臓を中心とする器官の発生と再生の分子機構を、発生工学、遺伝学、細胞生物学、分子生物学、生化学な
どの幅広い手法を用いて解明し、肝不全や肝癌などの難治性疾患に対する再生医療の開発を目指した基盤研究を展開するこ
とを理念としている。また、広範な細胞機能の発現に介在する細胞内シグナル伝達の観点から研究を行なうことにより、高
次生命現象である器官の発生や再生の一般性と特殊性を明らかにするとともに、創薬の可能性を追求している。これら目的
の理解を目指した教育を行っている。

（２）研究
　当研究室では、「細胞社会である組織や器官がどのような仕組みで形成され、そして機能発現体として維持されるのか」
という課題を、情報のやり取り（シグナル伝達）の観点から、発生工学・遺伝学・細胞生物学・分子生物学・生化学などの
幅広い実験手法を駆使しながら解明することを目的としています。特に古来より再生能力の高い器官として知られている「肝
臓」に着目して、マウスやメダカをモデル生物に用いて、その発生や再生に関わるシグナル伝達系の研究を行っています。
難治性疾患に対する再生療法の開発や創薬のためには、病態の根底に潜む分子や細胞レベルの生物学の理解が必須であり、
また根本を記述する生物学はこれらに的確な解答を与えてくれます。

1. 個体の恒常性を制御する生物時計に関する研究
　ヒトを含む多くの生物は、光情報を利用して、睡眠/覚醒やホルモン分泌といった生理機能の日周期を外環境周期に同調
させることで恒常性を維持しています。この生理機能の日周的な変動は概日リズムと呼ばれ生物に内在する約24時間の周期
性を有する分子時計により形成されます。我々は、ゼブラフィッシュをモデル生物として用いて、概日リズムの光応答機構
の研究を行っています。ゼブラフィッシュの分子時計は光に直接応答し、またその構成因子は哺乳動物と共通です。最近、
TALENやCRISPRといった新規のゲノム編集技術が開発され、ゼブラフィッシュを含む多様なモデル生物で遺伝子改変個体
の作出が可能になりました。我々は、これらのゲノム編集技術を用いて分子時計の光応答制御に関わる候補因子のノックア
ウトゼブラフィッシュを作出し解析することで概日リズムの光応答の分子機構の理解を目指しています。

2. 小型魚類メダカを用いた肝臓研究
　発生期の肝形成は、幹細胞である肝芽細胞が内胚葉由来の前腸から発生することに始まります。肝芽細胞は増殖を繰り返
した後、胆管上皮細胞や成熟肝細胞へ分化・成熟します。in vitro 組織培養系の進歩や多数のノックアウトマウスの作出によ
って、肝形成に関与する遺伝子やシグナル伝達系が明らかになりつつあります。しかしながら、母胎内の子宮で発生するマ
ウス胚を用いた肝臓発生研究には様々な困難が伴います。それ故、母胎外で発生し、上記の問題を克服できる新たなモデル
生物が求められています。我々は、器官形成やヒト疾患のモデル生物として最近注目されている小型魚類メダカを用いて肝
形成および肝疾患に関する研究を展開しています。これまでに「肝形成不全および肝機能不全メダカ変異体」を複数単離す
ることに成功しています。得られた変異体は、その表現型から5つのグループ（第１群：肝芽形成不全変異体、第２群：肝
臓低形成変異体、第３群：肝臓位置異常変異体、第４群：胆嚢色異常変異体、第５群：脂質代謝異常変異体）に分類しました。
このうち第２群に属する “緋扇(hiohgi)” と命名した変異体（胚の形が扇子に似ている）は、“肝臓が小さく、胸鰭が無い” と
いう興味深い表現型を示します。原因遺伝子の同定から、ビタミンAからオールトランスレチノイン酸(RA)を合成する酵素

（レチノイン酸合成酵素タイプ２, RALDH2）をコードする遺伝子の変異であることが判明しました。詳細な解析から、側板
中胚葉（lateral plate mesoderm）に発現するRALDH2がRAを産生し、下流に位置するWnt2bb遺伝子の発現を誘導し、肝
臓の特異化を決定することが示されました。興味深いことに、このRALDH2によるWnt遺伝子誘導のシグナル系は、胸鰭の
特異化を決定するシグナル系と酷似しています。体内の器官である肝臓が、体外の腕と類似の分子機構で作られるというこ
とです。
　我々は遺伝的に脂肪肝になりやすいメダカ変異体kendamaの単離に成功しました。また、山口大学医学部との共同研究に
よって、高脂肪食をメダカに摂取させることによって、非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)をメダカに発症させることにも
成功しています。ヒトと類似の病理所見や遺伝子発現の変化が観察されました。興味深いことに、多価不飽和脂肪酸である
EPAの同時投与によってNASHの発症は抑制されました。欧米では既に小型脊椎動物ゼブラフィッシュを用いたハイスルー
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プット薬剤スクリーニングが行われています。マウスに比較して、スクリーニングできる薬剤の数は百倍以上、繁殖や飼育
にかかる実験費用も数十分の１以下という利点があるからです。それ故、ヒト疾患を模倣する変異体の単離が注目されてい
ます。正常の肝臓は脂肪肝の前段階を経て、線維化、NASH、肝硬変、肝癌へと病態を悪化させる場合が多いことが知られ
ています。重篤な肝疾患を予防するためには、脂肪肝を軽減させることが有効です。kendamaメダカ変異体や高脂肪食摂取
によるNASH様メダカを用いた脂肪肝発症機構の解明と創薬研究が期待されています。
　現在は、上記変異体の原因遺伝子の同定の観点から、「肝形成機構および脂肪肝発症機構」を研究しています。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Shimomura T, Miyamura N, Hata S, Miura R, Hirayama J* and Nishina H*. The PDZ-binding motif of Yes-associated 
protein is required for its co-activation of TEAD-mediated CTGF transcription and oncogenic cell transforming 
activity. Biochem. Biophys. Res. Commun. 2014; 443, 917-923 (*Corresponding authors).

  2.	 Egg M, Köblitz L, Hirayama J, Schwerte T, Folterbauer C, Kurz A, Fiechtner B, Möst M, Salvenmoser W, Sassone-
Corsi P, and Pelster B. Linking oxygen to time: The bidirectional interaction between the hypoxic signaling pathway 
and the circadian clock. Chronobiol. Int.　2013; 30, 510-529.

［総説］
  1.	 平山順、仁科博史：細胞内酸化還元ホメオスタシスと概日リズム：医学の歩み　2013年　247　医歯薬出版株式会社  

753-757 (2013)
　

[学会]
  1.	 平山順、川原敦雄、仁科博史；Study on a light signaling pathway for circadian entrainment in zebrafish.　[第19回小

型魚類研究会;2013年9月／仙台] 
  2.	 平山順、川原敦雄、仁科博史；Analysis of circadian light entrainment abilities of zCry1a and zPer2 knock out 

zebrafish.　[第20回日本時間生物学会学術大会;2013年11月／大阪] 
  3.	 平山順、仁科博史；ゼブラフィッシュ初期胚における概日リズム形成の分子機構　[第6回定量生物学会;2013年11月／

吹田] 

［研究助成金］
  1.	 仁科博史（代表）：日本学術振興会研究費, 基礎研究（B）「マウスやメダカを用いた肝発生・再生および肝病態シグナ

ルネットワークの解明」
  2.	 仁科博史（代表）：日本学術振興会研究費, 挑戦的萌芽研究「器官サイズ制御因子YAP標的転写産物の網羅的発現解析」
  3.	 仁科博史（分担）：厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策研究事業）「骨髄および脂肪由来細胞を用いた次

世代型肝臓再生・修復（抗線維化）療法の開発研究」
  4.	 平山順（代表）：科学研究費補助金　若手研究（A）　「DNA損傷シグナルによる概日リスム制御機構の解明」
  5.	 平山順（代表）：文部科学省研究費, 新学術領域研究「概日リズムの外環境への応答における時計蛋白質の翻訳後修飾

の役割」

教育活動
  1. 	仁科博史：東京大学薬学部・非常勤講師、山口大学医学部・消化器病態内科学教育研究プログラム・世話人、肝細胞

研究会・世話人、日本肝臓医生物学研究会・世話人、肝疾患と肝再生研究会・世話人、自然科学研究機構「メダカ」
バイオリソース運営委員会委員、日本Cell Death学会評議員
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幹 細 胞 医 学 分 野
Stem Cell Biology 

教　　授　西村栄美
助　　教　松村寛行
特任助教　森永浩伸
学術振興会特別研究員　毛利泰彰
大学院生　上野真紀子
特別研究学生　劉楠 Sally Eshiba
技術補佐員　矢嶋玲子，竹ノ内一政
事務補佐員　渡邊　郁

（１）教育
　生体を構築する多くの組織の恒常性維持において、幹細胞システムが大きな役割を果たしています。幹細胞医学分野では、
幹細胞システムの動作原理の解明とその破綻によりおこる病態研究を中心として生体組織の再生、老化、がん化の仕組みを
理解し、臨床に応用すべく研究を行っています。さらに、幹細胞システムの本質に迫る基礎研究をもとに、安全な再生医療
や抗老化戦略などへの医学応用を視野にいれた研究を行う人材を育成することを目指しています。

（２）研究
　本研究分野では、幹細胞システムの動作原理の解明とその破綻によりおこる病態解明と医学応用を目指しています。特に、
マウスやヒトの皮膚の幹細胞システムをモデルとして、幹細胞およびニッチ細胞の同定、幹細胞周囲の微小環境（ニッチ）
が幹細胞運命を制御する仕組みとその分子基盤の解明、幹細胞システムがさまざまなゲノム損傷ストレスや加齢に抗して幹
細胞プールを保持し組織の恒常性を維持する仕組みの解明に取り組んでいます。幹細胞医学という新しい研究領域を開拓し
ながら、再生医療や抗老化戦略、がん根治療法へと応用することを目指しています。

１）マウス皮膚における幹細胞およびニッチ細胞の同定
　皮膚は、最大の臓器であり、他の多くの組織や臓器と同様、新陳代謝を行いながらその恒常性を維持しています。皮膚は、
その外観から変化が容易に検出できる上、簡単にアクセスできる点で実験系としても大変優れています。特に、毛包におい
ては幹細胞およびその居場所（ニッチ：生態的適所）を容易に可視化することもできます。私たちは、こういった利点を生
かし、マウス成体皮膚における色素幹細胞を世界に先駆けて発見、同定しました。さらに、毛包のない掌蹠には汗腺内に色
素幹細胞が存在することを同定しており、悪性黒色腫（メラノーマ）の病理発生と深い関連があることを見出しています。
これら皮膚の幹細胞システムを最大限に生かして、他のシステムでは知り得ていない幹細胞システムの動作原理を明らかに
すべく研究を進めています。

２）組織幹細胞の維持機構の解明
　組織幹細胞の維持には幹細胞自身に加えてニッチによる制御が重要であることが複数の組織において明らかにされていま
す。色素幹細胞側で重要となる分子としては、色素細胞発生分化のマスター制御因子として知られるMITF転写因子および、
その標的遺伝子であるBcl2が必須であり、その欠損により毛が白髪化すること、特に色素幹細胞が休眠状態に入るタイミン
グで必須であることを明らかにしてきました（Nishimura EK. et al. Science 2005）。また、加齢に伴いニッチにおいて色素
幹細胞が “異所性に分化” する現象をはじめて発見し、これはMitf遺伝子の変異により有意に促進されることを示しました 

（Nishimura EK. et al. Science 2005）。
　一方、ニッチによる細胞外からの幹細胞制御については、色素幹細胞のニッチが色素幹細胞の運命を優勢に決定すること
を現象として捉えてはいましたが（Nishimura EK. et al., Nature, 2002.)、そのメカニズムについては明らかではありません
でした。我々は、今年度、色素幹細胞と隣接して毛包バルジ領域に存在する毛包幹細胞が、色素幹細胞にとっての機能的な
ニッチ細胞として働くこと（図２）（Tanimura S et al. Cell Stem Cell 2011）、毛包幹細胞の分泌するTGF−βが色素幹細胞
に作用し、その未分化性維持と休止期の維持を促進することを明らかにしました（Nishimura EK et al., Cell Stem Cell, 
2010）Tanimura S et al. Cell Stem Cell 2011）。また、色素幹細胞が休眠状態に入る際に、Bcl2が生存に必須となるのは、ニ
ッチ由来のTGF-βシグナルに抗して色素幹細胞が生存する必要があるためであることも同時に判明しました。一方、メラノ
ーマ細胞では、TGF-βシグナルに抵抗して生存増殖することも明らかになりました。（Nishimura EK et al., Cell Stem Cell, 
2010）

３）白髪や脱毛などの老化形質の発現メカニズムの解明
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　加齢に伴い、多くの組織臓器で機能低下および器質的変化が見られるようになります。加齢に伴って見られるこれら老化
形質のうちいくつかは、寿命の長い組織幹細胞やニッチにおける加齢変化に起因することが明らかにされつつあります。我々
は、白髪が最も典型的な老化現象の一つでもあることにいち早く着目し、加齢に伴って色素幹細胞においてどのような変化
がひきおこされるのか研究を進めてきました。加齢マウスと若齢マウスとの比較から、加齢マウスの髭毛包内において、色
素幹細胞が異所性にニッチにおいてメラニン色素を持って樹状の形態をとるようになる（形態的には通常の分化に酷似する）
こと、これに次いで幹細胞の枯渇と白髪が起こることを見い出しました。さらに、ヒトの加齢に伴う生理的な白髪においても、
同様の細胞が加齢に伴いニッチに現れ、未分化な色素細胞が枯渇してしまうこと、これについで白毛化が起こることが判明
しています（Nishimura EK. et al. Science 2005）。これらの研究から、ほ乳類では種をこえて色素幹細胞の維持不全により
白髪がおこることが明らかになりました。さらに、白髪以外の老化形質においても、加齢に伴って幹細胞が枯渇することに
よって老化形質が発現する例が実在することを明らかにしています（未発表）。

４）ゲノム損傷下における組織幹細胞の運命制御と組織老化のメカニズム
　早老症の多くで、早発性の白毛症（若白髪）が高頻度に見られる。近年、遺伝性の早老症の原因遺伝子が明らかにされ、
そのほとんどがゲノム損傷応答や修復に関わる遺伝子の変異に基づくこと、これらの疾患患者でゲノム不安定性が認められ
ることが明らかにされています。そこで、我々は、加齢に伴ってみられる色素幹細胞の異所性分化や白髪が、加齢に伴うゲ
ノム損傷と何らかの関連を持つのではないかと仮説をたてて検証してきました。その結果、白髪を誘発する程度のDNA損傷
ストレスを受けた後には、色素幹細胞は、アポトーシスや細胞老化などといった一般的に重篤なゲノム損傷後の細胞運命と
して知られているようなものではなく、幹細胞そのものが未分化性を失い、ニッチ内でそのまま成熟分化してしまう（異所
性分化する）ために自己複製できなくなること、その結果として幹細胞プールが枯渇し白髪となることが明らかになった。
また、色素幹細胞プールの量に加えて質を保つ上でゲノム損傷応答が重要な役割を果たしていること、自己複製のチェック
ポイントが存在することが明らかになってきました（Inomata K., Aoto T. et al. Cell 2009）。その分子基盤についても明らか
になりつつあります。
　一般的に、未熟な細胞で増殖頻度の高い細胞が放射線感受性が高いことが知られています。しかし、我々の研究から、色
素幹細胞が増殖を停止して静止期（Go）入ると放射線感受性で、いったん細胞周期が回りはじめて幹細胞がNon-Go期にあ
るときには、むしろ放射線耐性であることを見出しました。幹細胞が休眠状態（G ０）において放射線照射を受けるとゲノ
ム損傷応答が遷延化し、次ぎの毛周期で自己複製刺激を受けた際に、ニッチ内で自己複製せずに分化します。これら一連の
イベントは全て毛周期とよく一致しておこることから、毛周期において変動するニッチ環境そのものがこれらの幹細胞の運
命制御を担っていると考えられます（Ueno M et al. Pigment Cell Melanoma Res. in press）

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Ueno M, Aoto T, Mohri Y, Yokozeki H and Nishimura EK. Coupling of the radiosensitivity of melanocyte stem cells 
to their dormancy during the hair cycle. Pigment Cell Melanoma Res. in press 

  2.	 Morinaga H, Takenaka T, Hashiya F, Kizaki S, Hashiya K, Toshikazu B and Sugiyama H. Sequence-specific electron 
injection into DNA from an intermolecular electron donor. Nucleic Acids Res. 41(8):4724-4728. 2013

［総説］
  1.	 西村栄美：「毛髪再生のメディカルサイエンス：毛は生やせるか？」監修：基礎の基礎　細胞工学 Vol.32, No.10 : 

p1022-1025, 2013（秀潤社）
  2.	 松村寛行，毛利泰彰，西村栄美：「色素幹細胞とそのニッチ：毛包幹細胞の新しい役割」細胞工学 Vol.32, No.10 : 

p1038-1041, 2013（秀潤社）
　
[国外招聘講演]

  1.	 Emi K.Nishimura： DNA damage and melanocyte stem cells: Montagna Symposium on the Biology of Skin： October 
10, 2013, Washington, USA

  2.	 Emi K.Nishimura: Melanocyte Stem Cells Maintenance, Survival and Differntiation: International Pigment Cell 
Development Workshop: May 7th, 2013, Edinburgh, UK

  3.	 Emi K.Nishimura: Mechanisms of Hair Follicle Aging and Stem Cell Regulation: 7th World Congress for Hair 
Research: May 5th, 2013, Edinburgh, UK

[国内招聘講演]
  1.	 西村栄美：色素幹細胞の生物学とその臨床応用の可能性：第13回日本再生医療学会総会：2014年3月6日（京都）
  2.	 西村栄美：皮膚のステムセルエイジングと幹細胞制御：第9回京大病院　iPS細胞・再生医学研究会：2014年1月22日（京
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都）
  3.	 西村栄美：毛包の老化と幹細胞制御：第18回日本臨床毛髪学会：2013年11月23日（一ツ橋）
  4.	 西村栄美：組織の老化と幹細胞制御：黒髪が生える仕組みとその破綻について：第22回東京臨床血液研究会：2013年

10月31日（東京）
  5.	 西村栄美：組織の老化と幹細胞制御：第86回日本生化学会大会：2013年9月13日（パシフィコ横浜）
  6.	 西村栄美：色素幹細胞の制御とメラノーマの発生：第29回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会：2013年8月8日（甲府）
  7.	 西村栄美：上皮の老化と幹細胞制御：第13回抗加齢医学会総会：2013年6月28日（パシフィコ横浜）
  8.	 西村栄美：毛包における幹細胞の再生と老化：第112回日本皮膚科学会総会：2013年6月14日（パシフィコ横浜）
  9.	 西村栄美：なぜ老いるのか？：白髪と脱毛のメカニズム：第13回学習院大学生命科学シンポジウム：2013年5月25日（東

京）
10.	 Emi K.Nishimura：Hair Follicle aging and stem cell regulation：The 23rd Hot Spring Harbor Internatinal Symposium 

jointly with The 3rd “Grants for Excellent Graduate Schools” International Symposium: November 5, 2013, Kyushu 
University

［研究助成金］
  1.	 先先端研究助成基金助成金・最先端次世代開発支援プログラム（最終年度）　西村栄美（代表）（H2 ２−２５年度）『組

織幹細胞に着目した毛包の組織老化メカニズムの解明』
  2.	 文部科学研究費補助金・研究活動スタート支援（継続）　松村寛行（代表）（H2 ４-25年度）『ヒト型マウス皮膚をもつ

新規メラノーマモデルマウスの確立とメラノーマ発生機序の解明』
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統合呼吸器病学分野
Respiratory Medicine

教　　授　稲瀬直彦
講　　師　土屋公威
助　　教　藤江俊秀，立石知也，古澤春彦，
　　　　　岡本　師
大学院生　千葉佐保子，根井雄一郎，駒崎義利，
　　　　　田尾まゆ子，榊原ゆみ，石塚聖洋，須原宏造，
　　　　　筒井俊晴，増尾昌宏，白井　剛，
　　　　　杉浦真貴子

(1) 教育
　卒前および卒後初期の教育では、基本的な知識の習得はもちろん、医師としての自覚と責任を培うことを重視して教育に
あたっている。その後は内科医として幅広い知識と技術を身につけた上で呼吸器内科専門医としてさらに研鑽を積むことと
なる。呼吸器疾患は腫瘍、感染症、アレルギー疾患、非アレルギー炎症性疾患、先天異常まで多岐にわたることから、呼吸
器内科医としての修練は生涯続くといえる。

(2) 研究
1. 過敏性肺炎の病態解明、環境における原因抗原の同定

　2. 喘息モデルにおける気道リモデリング機序の解明
　3. 間質性肺炎における急性増悪の病態の解明
　4. 肺線維化因子のプロテオミクス解析
　5. 肺線維化と気腫性変化の病態解明

(3) 臨床
　内科各科の中でも常に多くの入院患者を担当しており、患者のQOL改善にも留意して最短の入院期間で最大限の治療効果
をあげるべく診療を行っている。教授を中心として教員により連日診療内容の確認が行われ、他科や他施設からのコンサル
テーションも多い。外来においても肺癌化学療法，在宅酸素療法，睡眠時無呼吸外来、臨床試験の実施など専門性の高い診
療が行われている。

(4) 研究業績
〔原著〕

  1.	 駒崎義利、角勇樹、筒井俊晴、石塚聖洋、岡本師、藤江俊秀、土屋公威、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、稲瀬直彦：
器質化肺炎を呈したIgG4関連肺疾患の1例．日本胸部臨床72:306-311, 2013．

  2.	 Miyazaki Y, Unoura K, Tateishi T, Akashi T, Takemura T, Inase N, Yoshizawa Y: Higher serum CCL17 maybe a 
promising predictor of acute exacerbation in chronic hypersensitivity pnumonitis. Respir Res 14: 57, 2013.

  3.	 内堀健、須原宏造、千葉佐保子、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、稲瀬直彦：気管支食道瘻に対して食道
バイパス術を行った肺扁平上皮癌の1例．気管支学35:150-155, 2013．

  4.	 Komazaki Y, Sakashita H, Furuie M, Fujie T, Tamaoka M, Sumi Y, Miyazaki Y, Kojima K, Jin Y, Inase N: Feasibility 
study of adjuvant chemotherapy of S-1 and carboplatin for completely resected non-small cell lung cancer. 
Chemotherapy 59: 35-41, 2013.

  5.	 石渡庸夫、谷口優子、稲瀬直彦：プロピルチオウラシルの投与と関連した好酸球性胸水の１例．日呼吸誌2: 437-441, 
2013．

  6.	 佐内文、大河内康実、笠井昭吾、徳田均、宮崎泰成、稲瀬直彦：ウロキナーゼ胸腔内注入療法が有用であった膿胸、
肺炎随伴性胸水の９例．お茶の水醫学誌61: 277-283, 2013．

  7.	 井上幸久、貫井義久、島田裕之、川上直樹、神靖人、吉村信行、稲瀬直彦：人工妊娠中絶術後に発症し肺胞出血を呈
した羊水塞栓症の1例．気管支学35:418-423, 2013．

  8.	 Sakashita H, Inoue H, Akamine S, Ishida T, Inase N, Shirao K, Mori M, Minori K: Identification of the NEDD4L gene 
as a prognostic marker by integrated microarray analysis of copy number and gene expression in non-small cell 
lung cancer. Ann  Surg Oncol 20: S590-598, 2013.

  9.	 Okamoto T, Miyazaki Y, Ogura T, Chida K, Kohno N, Kohno S, Taniguchi H, Akagawa S, Mochizuki Y, Yamauchi 
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K, Takahashi H, Johkoh T, Homma S, Kishi K, Ikushima S, Konno S, Mishima M, Ohta K, Nishioka Y, Yoshimura N, 
Munakata M, Watanabe K, Miyashita Y, Inase N: A nationwaide epidemiological survey of chronic hypersensitivity 
pnumonitis in Japan. Respir Invest 51: 191-199, 2013.

10.	 古澤春彦、宮崎泰成、土屋公威、稲瀬直彦：過敏性肺炎と肺サルコイドーシスの合併が疑われた３例．日サ会誌
33:127-132, 2013．

11.	 岸雅人、佐内文、尾熊洋子、石月亜由美、石田英恵、石井俊夫、寺田千代美、小松友子、杉山清子、稲瀬直彦：過敏
性肺炎と肺サルコイドーシスの合併が疑われた３例．日呼ケアリハ会誌23:204-209, 2013．

12.	 Nei Y, Obana-Ninomiya K, Tsutsui H, Ishiwata K, Miyasaka M, Matsumoto K, Nakae S, Kanuka H, Inase N, 
Karasuyama H: GATA-1 regulates the generation and function of basophils. Proc Natl Acad Sci USA 93: 18620-
18625, 2013.

13.	 Chiba, Tsuchiya K, Sakashita H, Ito E, Inase N: Rifampicin-induced acute kidney injury during the initial treatment 
of pulmonary tuberculosis: A case report and literature review. Intern Med 52: 2457-2460, 2013.

14.	 Komazaki Y. Miyazaki Y. Fujie T. Sakashita H. Tsuchiya K. Tamaoka M. Sumi Y. Maruyama Y. Nanki T. Inase N: 
Serodiagnosis of Mycobacterium avium complex pulmonary disease in rheumatoid arthritis. Respiration DOI: 
10.1159/000354791, 2013.

15.	 島田裕之、須原宏造、岡本師、古澤春彦、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、
稲瀬直彦：EBUS-TBNAで診断した縦隔原発大細胞型B細胞性リンパ腫の1例．気管支学35:650-655, 2013．

〔著書〕
  1.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎.　山口徹、北原光夫、福井次矢編：今日の治療指針2013年版　308-309, 2013、医学書院、東京
  2.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎.　貫和敏博、杉山幸比古、門田淳一編：呼吸器疾患最新の治療2013-2015.　342-344・2013、南

江堂、東京
  3.	 稲瀬直彦：呼吸器疾患.　全国柔道整復学校協会監修：一般臨床医学改訂第３版.　99-128・2013、医歯薬出版、東京
  4.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎.　永井良三、大田健編：今日の治療と看護　改訂第3版.　395-396・2013、南江堂、東京
  5.	 高山聡、稲瀬直彦：肺M. shimoidei症.　小川賢二編：肺MAC症診療Up to Date.　235-238・2013、南江堂、東京
  6.	 宮崎泰成、稲瀬直彦：ステロイド/免疫抑制薬.　杉山幸比古編：特発性間質性肺炎の治療と管理.　79-89・2013、克誠

堂出版、東京
  7.	 宮崎泰成、稲瀬直彦：シクロスポリン.　杉山幸比古編：特発性肺線維症（ＩＰＦ）改訂版.　235-245・2013、医薬ジ

ャーナル社、東京
  8.	 宮崎泰成、稲瀬直彦：過敏性肺炎.　田中良哉編：病態と治療戦略がみえる免疫・アレルギー疾患イラストレイテッド. 

312-316・2013、羊土社、東京
  9.	 玉岡明洋、稲瀬直彦：縦隔気腫　北村諭、巽浩一郎、石井芳樹編：別冊・医学のあゆみ　呼吸器疾患―State of arts 

Ver.6.　372-374・2013、医薬出版株式会社、東京
10.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎.　浦部晶夫、大田健、川合眞一、島田和幸、菅野健太郎編：今日の処方　改訂第5版.　238-

240・2013、南江堂、東京
11.	 稲瀬直彦：過敏性肺[臓]炎. 玉置淳監修：全部みえる　呼吸器疾患.　208-210・2013、成美堂出版、東京
12.	 稲瀬直彦：薬剤性肺炎. 玉置淳監修：全部みえる　呼吸器疾患.　211-213・2013、成美堂出版、東京
13.	 稲瀬直彦：放射線肺炎. 玉置淳監修：全部みえる　呼吸器疾患.　214-215・2013、成美堂出版、東京
14.	 稲瀬直彦：膠原病随伴性間質性肺炎. 玉置淳監修：全部みえる　呼吸器疾患.　216-217・2013、成美堂出版、東京
15.	 稲瀬直彦：好酸球性肺炎.　山口徹、北原光夫監修：今日の治療指針2014年版　314-315, 2014、医学書院、東京

〔総説〕
  1. 	土屋公威、稲瀬直彦：歯科技工士塵肺.　呼吸器内科23・506-510・2013
  2.	 藤江俊秀、稲瀬直彦：呼吸性アシドーシスの診断と治療.　レジデント6・70-75・2013
  3.	 稲瀬直彦：慢性過敏性肺炎　わが国におけるCHP最近の動向.　日胸72・S270-S274・2013
  4.	 立石知也、稲瀬直彦：慢性過敏性肺炎　CHPの画像推移ならびにIPF/UIPとの鑑別.　日胸72・S275-S279・2013
  5.	 稲瀬直彦：総論　難治性疾患としての慢性過敏性肺炎. 細胞45・552-554・2013
  6.	 宮崎泰成、稲瀬直彦：新規に保険収載された検査法　抗トリコスポロン・アサヒ抗体. Modern Media 59・265-271・

2013
  7.	 古澤春彦、稲瀬直彦：サルコイドーシスの鑑別すべき疾患・病態. 成人病と生活習慣病 43・1271-1275・2013
  8.	 玉岡明洋、稲瀬直彦：石綿関連良性胸膜疾患（胸膜プラーク、びまん性胸膜肥厚、良性石綿胸水）．呼吸器内科24・

431-437・2013
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〔学会〕
（海外・国際）

  1. 	Tateishi T, Miyazaki Y, Karasuyama H, Inase N: Basophil plays anti-fibrotic role in bleomycin induced lung fibrosis. 
ATS International Conference 2013年5月

  2.	 Chiba S, Sumi Y, Furusawa H, Tsuchiya K, Toshihide F, Tamaoka M, Sakashita H, Miyazaki Y, Inase N: 
Examonation of the blood clotting in respiratory diseases using a nobel apparatus: dielectric blood coagulometry. 
ATS International Conference 2013年5月

  3.	 Suhara K, Miyazaki Y, Okamoto T, Tateishi T, Furusawa H, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, 
Inase N: Proteomics analysis of BALF in rheumatoid arthritis associated interstitial lung disease with usual 
interstitial pneumonia pattern. ATS International Conference 2013年5月

  4.	 Okamoto T, Miyazaki Y, Fujii M, Furusawa H, Tateishi T, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, 
Inase N: Serum levels of KL-6 and SP-D in chronic hypersensitivity pneumonitis. ATS International Conference 2013
年5月

  5.	 Ishizuka M, Miyazaki Y, Tateishi T, Furusawa H, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, Inase N: 
Basophils in a murine model of bird-related hypersensitivity pneumonitis. ATS International Conference 2013年5月

  6.	 Tsutsui T, Miyazaki Y, Tateishi T, Furusawa H, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, Inase N: 
Measurement of avian antigen from the environment of patients with bird-related hypersensitivity pneumonitis. 
ATS International Conference 2013年5月

  7.	 Miyazaki Y, Unoura K, Tateishi T, Akashi T, Takemura T, Tomita M, Inase N, Yoshizawa Y: Higher serum CCL17 
mmay be a promising predictor of acute exacerbation in chronic hypersensitivity pneumonitis. 18th Congress of the 
Asian Pacific Society of Respirology 2013年11月

  8.	 Tateishi T, Joukou T, Sakai F, Miyazaki Y, Ogura T, Ichikado K, Chida K, Taguchi Y, Inoue Y, Takemura T, Colby 
T V, Sumikawa H, Fujimoto K, Arakawa H, Inase N: UIP pattern of chronic hypersensitivity pneumonitis: 
Differntiation from idiopathic pulmonaru fibrosis. 18th Congress of the Asian Pacific Society of Respirology 2013年11
月

  9.	 Suhara K, Miyazaki Y, Olamoto T, Tateishi T, Furusawa H, Tsuchiya K, Fujie T, Tamaoka M, Sakashita H, Sumi Y, 
Inase N: Proteomics analysis of BALF in rheumatoid arthritis associated interstitial lung disease with usual 
interstitial pneumonia pattern. 18th Congress of the Asian Pacific Society of Respirology 2013年11月

（国内）
  1. 	稲瀬直彦：慢性過敏性肺炎部会報告　厚生労働科学研究　難治性疾患克服事業　びまん性肺疾患に関する調査研究班  

平成24年度第2回班会議総会　2013年1月
  2.	 駒崎義利、宮崎泰成、稲瀬直彦：関節リウマチに合併した肺MAC症におけるGPL抗体の検討　第39回難治性気道疾患

研究会　2013年2月
  3.	 榊原ゆみ、森本耕三、吉山崇、倉島篤行、藤原永年、稲瀬直彦、石井則久、星野仁彦：抗酸菌感染症における

macrophage inducible C-type lectin (mincle)の発現　第88回日本結核病学会総会　2013年3月
  4.	 藤江俊秀、榊原ゆみ、稲瀬直彦：非結核性抗酸菌症における合併症の臨床的検討　第88回日本結核病学会総会　2013

年3月
  5.	 高野聡子、貫井義久、川上直樹、井上幸久、山内秀太、倉田季代子、小林亜紀子、山崎啓一、神靖人、吉村信行、稲

瀬直彦：縦隔癌治療後に発症した放射線関連肺癌の一例　第203回日本呼吸器学会関東地方会　2013年2月
  6.	 須原宏造、藤江俊秀、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：

環境調査が有用であった慢性鳥過敏性肺炎の１例　第144回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会　2013年3月
  7.	 筒井俊晴、坂下博之、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：間質性

肺炎に合併した重複肺癌の１例　第166回日本肺癌学会関東支部会　2013年3月
  8.	 稲瀬直彦：シンポジウム16 Usual Interstitial Pneumonia：二次性（原因のある）vs 特発性　慢性過敏性肺炎に伴う

UIP　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月
  9.	 榊原ゆみ、稲瀬直彦、星野仁彦：Mycobacterium avium complex感染における宿主macrophage inducible C-type lectin

（mincle）を介した自然免疫応答の解析　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月
10.	 榊原ゆみ、中永和枝、森本耕三、佐々木結花、倉島篤行、永井英明、藤原宏、長谷川直樹、松本智成、稲瀬直彦、牧

野正彦、石井則久、星野仁彦：Mycobacterium abcessusとMycobacterium massilienseのmultiplex PCR法による迅速鑑別の
検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

11.	 遠藤泰之、小松有、宮崎泰成、稲瀬直彦：睡眠時無呼吸症候群と耐糖能障害の合併についての検討　第53回日本呼吸
器学会学術講演会　2013年4月
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12.	 山内秀太、神靖人、高野聡子、貫井義久、川上直樹、井上幸久、倉田季代子、小林亜紀子、山崎啓一、吉村信行、稲
瀬直彦：当院におけるEGFR遺伝子変異陽性の手術不能非小細胞肺癌患者に対する臨床的検討　第53回日本呼吸器学
会学術講演会　2013年4月

13.	 立石知也、宮崎泰成、小倉高志、一門和哉、武村民子、澄川裕充、藤本公則、荒川浩明、上甲剛、酒井文和、稲瀬直彦：
慢性過敏性肺炎のUIPパターンとIPF/UIPのHRCT画像比較　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

14.	 藤江俊秀、榊原ゆみ、土屋公威、稲瀬直彦：非結核性抗酸菌症に合併した間質性肺炎の検討　第53回日本呼吸器学会
学術講演会　2013年4月

15.	 増尾昌宏、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、角勇樹、稲瀬直彦：間質性肺炎急性増
悪の剖検例における血清IL-6値の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

16.	 白井剛、古澤春彦、井部達也、島田裕之、増尾昌宏、須原宏造、筒井俊晴、石塚聖洋、駒崎義利、岡本師、千葉佐保子、
根井雄一郎、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、角勇樹、稲瀬直彦：サルコイドーシ
ス診断における18F FDG-PET/CTの有用性についての検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

17.	 古澤春彦、白井剛、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、角勇樹、稲瀬直彦：サルコイ
ドーシスの気管支肺胞洗浄液におけるアクネ菌の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

18.	 石塚聖洋、宮崎泰成、須原宏造、筒井俊晴、安井牧人、小松崎恵子、立石知也、古澤春彦、稲瀬直彦：鳥関連過敏性
肺炎マウスモデルにおけるTh17の関与　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

19.	 須原宏造、宮崎泰成、岡本師、稲瀬直彦：リウマチ肺の気管支肺胞洗浄液におけるプロテオミクス解析　第53回日本
呼吸器学会学術講演会　2013年4月

20.	 玉岡明洋、筒井俊晴、千葉佐保子、立石知也、藤江俊秀、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：当院における睡眠呼吸障害
合併多系統委縮症患者の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

21.	 筒井俊晴、宮崎泰成、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、稲瀬直彦：鳥関連過敏性肺炎
における環境中鳥抗原測定の有用性　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

22.	 駒崎義利、宮崎泰成、藤江俊秀、坂下博之、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、稲瀬直彦：住居関連過敏性肺
炎の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

23.	 尾形朋之、土屋公威、石塚聖洋、鵜浦康司、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：気腫を
伴う慢性過敏性肺炎の臨床的検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

24.	 岡本師、宮崎泰成、藤井真弓、立石知也、古澤春彦、土屋公威、稲瀬直彦：慢性過敏性肺炎におけるKL-6, SP-Dの検
討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

25.	 土屋公威、尾形朋之、石塚聖洋、宮崎泰成、稲瀬直彦：気腫合併過敏性肺炎の急性増悪例の臨床的検討　第53回日本
呼吸器学会学術講演会　2013年4月

26.	 川上直樹、高野聡子、貫井義久、井上幸久、山内秀太、倉田季代子、小林亜紀子、山崎啓一、神靖人、吉村信行、稲
瀬直彦：CPFEに合併した肺癌の臨床的検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

27.	 千葉佐保子、角勇樹、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、稲瀬直彦：誘電
コアグロメトリーを用いた呼吸器疾患における凝子能の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

28.	 井上幸久、神靖人、高野聡子、貫井義久、川上直樹、山内秀太、倉田季代子、小林亜紀子、山崎啓一、吉村信行、稲
瀬直彦：肺底動脈大動脈起始症４例の検討　第53回日本呼吸器学会学術講演会　2013年4月

29.	 古家正、山崎直美、三沢真琴、三沢喜彦、遠藤順治、中村陽一、稲瀬直彦：当院における高齢者喘息の治療と経過に
ついての検討　第25回日本アレルギー学会春季臨床大会　2013年5月

30.	 白井剛、古澤春彦、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦、石橋洋則、
大久保憲一：巨大腫瘤影を呈した肺MAC症の1例　第204回日本呼吸器学会関東地方会　2013年5月

31.	 柴田翔、岡本師、土屋公威、立石知也、古澤春彦、藤江俊秀、坂下博之、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：
気管生検にて気管気管支骨軟骨形成症と診断した1例　第145回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会　2013年6月

32.	 柴田翔、古澤春彦、岡本師、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、坂下博之、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：
肺扁平上皮癌に対してNab-Pacritaxel投与後に間質性肺炎の増悪を認めた1例　第167回日本肺癌学会関東支部会　
2013年6月

33.	 藤江俊秀、稲瀬直彦：関節リウマチにおける気管支鏡施行例の臨床的検討　第36回日本呼吸器内視鏡学会学術集会　
2013年6月

34.	 古澤春彦、岡本師、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、坂下博之、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：膜性腎症
を合併したサルコイドーシスの1例　第177回東京サルコイドーシス/肉芽腫性疾患研究会　2013年6月

35.	 井部達也、玉岡明洋、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、武村民子、
稲瀬直彦：緩徐に進行する気管支拡張および細気管支炎に対してVATSを施行した1例　第205回日本呼吸器学会関東
地方会　2013年7月

36.	 瀬間学、岡本師、古澤春彦、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、宮崎泰成、稲瀬直彦：診断に難
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渋した結核性縦隔リンパ節炎の1例　第598回日本内科学会関東地方会　2013年7月
37.	 酒井友子、岡本師、玉岡明洋、日下祐、榊原里江、柴田翔、瀬間学、貫井義久、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤

江俊秀、坂下博之、宮崎泰成、角勇樹、稲瀬直彦：Cushing症候群に合併した肺クリプトコッカス症の一例　第146回
日本呼吸器内視鏡学会関東支部会　2013年9月

38.	 榊原里江、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：左肺低動
脈大動脈起始症の１例　第206回日本呼吸器学会関東地方会　2013年9月

39.	 津浦幸夫、赤羽久昌、相田真介、稲瀬直彦：10年以上の経過をとった高分化型乳頭状中皮腫の一例　第20回石綿・中
皮腫研究会　2013年10月

40.	 稲瀬直彦：今後の中皮腫治療：免疫療法、遺伝子治療、分子標的治療　第20回石綿・中皮腫研究会　2013年10月
41.	 石塚聖洋、宮崎泰成、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：

当院における抗ARS抗体陽性間質性肺炎の検討　第88回間質性肺疾患研究会　2013年10月
42.	 松風綾香、白井剛、古川あすか、内田佳介、古澤春彦、宮崎泰成、稲瀬直彦、江石義信：鳥関連過敏性肺炎（鳥飼病）

患者血清を用いたハト血清中責任抗原蛋白の同定　第33回日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会総会　2013年10
月

43.	 古澤春彦、白井剛、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：鳥関連過
敏性肺炎（鳥飼病）膠原病を合併したサルコイドーシス症例の検討　第33回日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学
会総会　2013年10月

44.	 貫井義久、土屋公威、井部達也、岡本師、立石知也、古澤春彦、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：
Panitumumabが原因と考えられた薬剤性肺炎の1例　第207回日本呼吸器学会関東地方会　2013年11月

45.	 榊原里江、坂下博之、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、石橋洋則、
大久保憲一、稲瀬直彦：当院における間質性肺炎に合併した非小細胞肺癌の術後化学療法の検討　第54回日本肺癌学
会総会　2013年11月

46.	 古澤春彦、坂下博之、岡本師、立石知也、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：サルコイ
ドーシスの経過中に肺癌が出現した症例の検討　第54回日本肺癌学会総会　2013年11月

47.	 筒井俊晴、宮崎泰成、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、稲瀬直彦：鳥関連
過敏性肺炎における環境中鳥抗原測定の有用性　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会　2013年11月

48.	 須原宏造、宮崎泰成、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：
リウマチ肺の気管支肺胞洗浄液におけるプロテオミクス解析　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会　2013年11月

49.	 岡本師、宮崎泰成、藤井真弓、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、坂下博之、角勇樹、稲瀬直彦：
慢性過敏性肺炎におけるKL-6、SP-Dの検討　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会　2013年11月

50.	 橋場容子、中村陽一、遠藤順治、古家正、磯崎淳、田ノ上雅彦、河崎勉、稲瀬直彦、足立満：アナフィラキシーの評
価指標としての呼気一酸化窒素濃度の測定　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会　2013年11月

51.	 古家正、中村陽一、遠藤順治、橋場容子、磯崎淳、河崎勉、田ノ上雅彦、稲瀬直彦、足立満：習得した吸入手技はい
つまで持続できるのか～デバイス別の検討～　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会　2013年11月

52.	 遠藤順治、中村陽一、古家正、橋場容子、磯崎淳、河崎勉、田ノ上雅彦、稲瀬直彦、足立満：咳喘息の診断における
呼吸抵抗測定の意義―モストグラフによる検討(第３報)―　第63回日本アレルギー学会秋季学術大会　2013年11月

53.	 日下祐、榊原里江、酒井友子、柴田翔、瀬間学、貫井義久、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉
岡明洋、坂下博之、角勇樹、宮崎泰成、稲瀬直彦：化学療法が奏功した右胸壁形質細胞腫の1例　第168回日本肺癌学
会関東支部会　2013年12月

54.	 新村卓也、榊原里江、坂下博之、酒井友子、日下祐、柴田翔、瀬間学、貫井義久、岡本師、立石知也、古澤春彦、土
屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、宮崎泰成、角勇樹、稲瀬直彦：羽毛布団使用下の病院に入院中は改善を示さなかった
鳥関連過敏性肺炎の一例　第147回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会　2013年12月

〔研究助成金〕
  1.	 稲瀬直彦　平成25年度厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業　びまん性肺疾患に関する調査研究　分

担研究者
  2.	 稲瀬直彦　平成25年度厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業　特発性肺線維症急性増悪及び薬剤性肺

障害に関する日本人特異的遺伝素因に関する研究　分担研究者
  3.	 玉岡明洋　平成25年度日本学術振興会科学研究費助成事業（基盤研究C） 好塩基球特異的欠損マウスを用いた気管支

喘息の病態解明　代表研究者

〔講演〕
  1.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎　若手医師・研修医・学生の為の講演会―血液・呼吸器内科専門医養成講座―　2013年1月18
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日　高知大学医学部基礎・臨床研究棟1F会議室
  2.	 稲瀬直彦：関節リウマチと呼吸器疾患　第19回宇都宮リウマチ研究会　2013年3月16日　倉持病院1F会議室
  3.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎の診断と治療　第22回福岡びまん性肺疾患研究会　2013年6月15日 ホテルレオパレス博多
  4.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎 最近の知見　日本内科学会第48回関東支部主催生涯教育講演会　2013年7月21日 砂防会館
  5.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎の臨床　第378回熊本チェストカンファランス 2013年8月1日 熊本国際交流会館
  6.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎におけるKL-6、SP-D　第4回びまん性肺疾患バイオマーカー研究会 2013年8月23日 東京ステー

ションコンファレンス５Ｆ
  7.	 稲瀬直彦：慢性過敏性肺炎の診断と臨床　第31回呼吸器免疫シンポジウム 2013年10月5日 トップ オブ ザ スクエア 

宴
  8.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎の臨床　第27回千葉呼吸器カンファレンス 2013年10月31日　三井ガーデンホテル千葉３階「飛

鳥」
  9.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎の治療　第40回北陸アレルギー研究会 2013年12月7日　金沢都ホテル　7F「飛翔の間」
10.	 稲瀬直彦：過敏性肺炎の臨床　第1回呼吸器専門医のためのとことんセミナー 2013年12月20日　ブリーゼプラザ 803-

804
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消 化 器 病 態 学 分 野
Gastroenterology and Hepatology

教　　授　渡辺　守
教　　授　朝比奈康浩(肝臓病態制御学)
准 教 授　大塚和朗(光学医療診療部)，
　　　　　岡本隆一(消化管先端治療学)，
　　　　　中村哲也(消化管先端治療学)
　　　　　土屋輝一郎(消化管先端治療学)(4月〜)，
　　　　　大岡真也(腫瘍センター)(4月〜)，
　　　　　中川美奈(医歯学融合教育支援センター)(4月〜)
講　　師   荒木昭博，柿沼　晴(肝臓病態制御学)，
　　　　　井津井康浩(総合診療部)(4月〜)
特任助教　藤田めぐみ
助　　教　長堀正和，東　正新，永石宇司，大島　茂(4月〜)，
　　　　　藤井俊光(4月〜)，和田祥城(光学医療診療部)，
　　　　　根本泰宏(留学中)
医　　員　斉藤詠子，加納嘉人，浅野　侑(4月〜)，
　　　　　宍戸華子(4月〜)，竹中健人(4月〜)，渡部太郎(4月〜)，
　　　　　鈴木康平(4月〜)，櫻井　幸(検査部)，
　　　　　新田沙由梨(光学医療診療部)，
　　　　　鈴木雅博(光学医療診療部)(4月〜)，
　　　　　渡辺貴子(総合診療部)(4月〜)， 
　　　　　森尾純子(腫瘍センター)(4月〜)，
メディカルフェロー　水谷知裕
特任研究員　村野竜朗(4月〜)(留学中)
大学院生　清水寛路，村川美也子，福田将義，吉野耕平，伊藤　剛，
　　　　　堀田伸勝，松沢　優，野崎賢吾，高原政宏，河合富貴子，
　　　　　谷口未樹，大谷賢志，福島啓太，小林正典，藤井　悟，
　　　　　日比谷秀爾，高原政宏，後藤文男(4月〜)，
　　　　　仁部洋一(4月〜)，松本太一(4月〜)，中田　徹(4月〜)，
　　　　　前屋舗千明(4月〜)，林　亮平(4月〜)

（1）教育
　大学院における臨床教室の意義は次世代の医学・医療のための基礎を確立することにあり、これら先進性の確保のために
は臨床に基づく研究の推進および基礎研究に基づく画期的な治療法の開発以外にないとの考えに立ち、我が国の疾病構造の
中で極めて頻度の高い疾患群を構成する上・下部消化管疾患および肝・胆・膵疾患に関する優れた臨床研究者を育成するこ
とを目的とする。臨床においては、内視鏡を含む、医用工学を駆使した種々の診断技術の開発・実施に加え、高度な先端技
術を用いた治療法の開発を目指している。研究面では、消化管粘膜免疫制御機構と組織再生機構に関わる独自の基礎研究に
基づいた炎症性腸疾患の新規治療開発、ウイルス学・免疫学的アプローチによる基礎研究と慢性肝炎の進展阻止を目指した
臨床研究、および新規抗癌剤治療による消化器癌治療に関わる臨床研究など、臨床の場から課題を抽出して研究を展開し、
最終的には臨床現場に還元する「クリニカル・サイエンス」を追求する。国内外の交流および留学の機会を積極的に設け、
広い視野に立ち次世代の消化器内科学領域をリードする臨床研究者を育成することが本分野における大学院教育のゴールで
ある。

（2）研究
（主要テーマ）

・炎症性腸疾患病態解明とそれを基盤にした免疫統御療法の開発
・腸管粘膜免疫の特殊性を応用した炎症、アレルギーに対する新規治療法の開発
・体外培養を用いた消化管機能制御機構の解析
・消化管・肝における再生機構の解析と再生医療
・消化管上皮細胞内シグナル制御機構の解析
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・Ｃ型肝炎ウイルス増殖モデルを用いた新規治療法開発
・Ｃ型肝炎ウイルスインターフェロン耐性機序の解析
・消化器疾患における疾患関連遺伝子の検討

（3）臨床
（主要テーマ）

・免疫異常の是正を基盤とした炎症性腸疾患の治療
・ウイルス学的新知見を踏まえた慢性肝炎、肝癌の進展阻止
・肝癌に対する新しい治療の試み
・バルーン内視鏡、カプセル内視鏡を用いた小腸疾患の診断、治療
・大腸内視鏡、治療内視鏡
・MRエンテロクリシスなどの低侵襲的消化管検査
・膵癌、胃癌に対する化学療法の検討

（4）研究業績
［原著］

  1.	 Asahina Y, Hayashi N, Hiramatsu N, Izumi N, Koike K, Kumada H, Oketani M, Suzuki F, Takikawa H, Tanaka A, 
Tsubouchi H, Yotsuyanagi H: Editors of the Drafting Committee for Hepatitis Managemnt Guidelines: The Japan 
Society of  Hepatology: Gudelines for the Management of Hepatitis C Virus Infection, Hepatol Res. 43(1):1-34, 2013

  2.	 Asahina Y, Nakagawa M, Kakinuma S, Watanabe M: Polymorphism Near the Interleukin-28B Gene and anti-
Hepatitis C viral Response. J Clin Transl Hepatol, 1:39-44, 2013

  3.	 Asahina Y, Tsuchiya K, Nishimura T, Muraoka M, Suzuki Y, Tamaki N, Yasui Y, FHosokawa T, Ueda K, Nakanishi 
H, Itakura J, Takahashi Y, Kurosaki M, Enomoto N, FNakagawa M, Kakinuma S, Watanabe M, Izumi N: α
-fetoprotein levels after interferon therapy and risk of hepatocarcinogenesis in chronic hepatitis C. Hepatology. 
58(4):1253-1262, 2013

  4.	 Asahina Y, Tsuchiya K, Nishimura T, Muraoka M, Suzuki Y, Tamaki N, Yasui Y, Hosokawa T, Ueda K, Nakanishi 
H, Itakura J, Takahashi Y, Kurosaki M, Enomoto N, Nakagawa M, Kakinuma S, Watanabe M, Izumi N: Genetic 
variation near interleukin 28B and the risk of hepatocellular carcinoma in patients with chronic hepatitis C. J 
Gastroentero (Epub ahead of print), 2013

  5.	 Fujii T, Naganuma M, Kitazume Y, Saito E, Nagahori M, Ohtsuka K, Watanabe M: Advancing MR imaging in 
Crohn’ s disease. Digestion. (in press), 2013

  6.	 Ito G, Okamoto R, Murano T, Shimizu H, Fujii S, Nakata T, Mizutani T, Yui S, Akiyama-Morio J, Nemoto Y, Okada 
E, Araki A, Ohtsuka K, Tsuchiya K, Nakamura T, and Watanabe M: Lineage-specific expression of Bestrophin-2 and 
Bestrophin-4 in human intestinal epithelial cells. PloS One. 8(11):e79693, 2013

  7.	 Kano Y, Tsuchiya K, Zheng X, Horita N, Fukushima K, Hibiya S, Yamauchi Y, Nishimura T, Hinohara K, Gotoh N, 
Suzuki S, Okamoto R, Nakamura T, Watanabe M: The acquisition of malignant potential in colon cancer is regulated 
by the stabilization of Atonal homolog 1 protein. 1:432(1):175-181, Biochem Biophys Res Commun, 2013

  8.	 Murano T, Okamoto R, Ito G, Nakata T, Hibiya S, Shimizu H, Fujii S, Kano Y, MizutaniT, Yui S, Akiyama-Morio J, 
Nemoto Y, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: Hes1 promotes the IL-22-mediated antimicrobial response by 
enhancing STAT3-dependent transcription in human intestinal epithelial cells. Biochem Biophys Res Commun 2013; 
443(3):840-846.

  9.	 Nakagawa M, Sakamoto N, Watanabe T, Nishimura-Sakurai Y, Onozuka I, Azuma S, Kakinuma S, Nitta S, Kiyohashi 
K, Kusano-Kitazume A, Murakawa M, Yoshino K, Itsui Y, Tanaka Y, Mizokami M, Watanabe M, Ochanomizu Liver 
Conference Study Group: Association of ITPA gene variant and serum ribavirin concentration with blood cells 
decline in pegylated interferon-alfa plus ribavirin therapy for chronic hepatitis C. Hepatol Int. 7(1):153-161, 2013.

10.	 Nemoto Y, Kanai T, Takahara M, Oshima S, Nakamura T, Okamoto R, Kiichiro T, Watanabe M: Bone marrow-
mesenchymal stem cells are a major source of interleukin-7 and sustain colitis by forming the niche for colitogenic 
CD4+ memory T cells. Gut. 62(8):1142-1152, 2013

11.	 Nemoto Y, Kanai T, Takahara M, Oshima S, Okamoto R, Tsuchiya K, Matsumoto S, Watanabe M: Th1/Th17-
Mediated Interstit ial Pneumonia in Chronic Colit is Mice Independent of Intestinal Microbiota. J 
Immunol.190:6616-6625, 2013

12.	 Nitta S, Sakamoto N, Nakagawa M, Kakinuma S, Mishima K, Kusano-Kitazume A, Kiyohashi K, Murakawa M, 
Nishimura-Sakurai Y, Azuma S, Tasaka-Fujita M, Asahina Y, Yoneyama M, Fujita T, Watanabe M: Hepatitis C 
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virus NS4B protein targets STING and abrogates RIG-I-mediated type-I interferon-dependent innate immunity. 
Hepatology. 57(1):46-58, 2013

13.	 Okada E, Araki A, Suzuki S, Watanabe H, Ikeda T, Watanabe T, Kurata M, Eishi M, Watanabe M: Histological 
diagnosis of follicular lymphoma by biopsy of small intestinal normal mucosa. Digestive Endoscopy. 39(5):544-546, 
2013

14.	 Okamoto R, Nagahori M, Watanabe M: Perspectives for IBD in Japan. AGA Perspectives. 9(2):18-19 2013
15.	 Saito E, Nagahori M, Fujii T, Otsuka K, Watanabe M: Efficacy of salvage therapy and its effect on operative 

outcomes in patients with ulcerative colitis, Digestion JGA Special Issue 2014. (in press), 2013
16.	 Takahara M, Nemoto Y, Oshima S, Matsuzawa Y, Kanai T, Okamoto R, Tsuchiya K, Nakamura T, Yamamoto K, 

Watanabe M: IL-7 promotes long-term in vitro survival of unique long-lived memory subset generated from mucosal 
effector memory CD4+ T cells in chronic colitis mice. Immunol Lett. 156:82-93, 2013

17.	 Tsuchiya K, Asahina Y, Matsuda S, Muraoak M, Nakata T, Suzuki Y, Tamaki N,Yasui Y, Suzuki S, Hosokawa T, 
Nishimura T, Ueda K, Kuzuya T, Nakanishi H, Itakura J, Takahashi Y, Kurosaki M, Enomoto N, Izumi N: These 
authors contributed equally to this study: Changes in plasma vascular endothelial growth factor at 8 weeks after 
sorafenib administration as predictors of survival for advanced hepatocellular carcinoma. British Journal of Cancer. 
(in press), 2013

18.	 Watanabe M, Hanai H, Nishino H, Yokoyama T, Terada T, Suzuki Y: Comparison of QD and TID Oral Mesalazine 
for Maintenance of Remission in Quiescent Ulcerative Colitis: A Double - blind, Double - dummy, Randomized 
Multicenter Study. Inflamm Bowel Dis. 19(8):1681-1690, (Epub ahead of print), 2013

19.	 Watanabe M, Nishino H, Sameshima Y, Ota A, Nakamura S, Hibi T: Randomised clinical trial: evaluation of the 
efficacy of mesalazine (mesalamine) suppositories in patients with ulcerative colitis and active rectal inflammation -a 
placebo- controlled study. Aliment Pharmacol Ther. 38(3):264-273, 2013

20.	 Fordham RP, Yui S, Hannan NR, Soendergaard C, Madgwick A, Schweiger PJ, Nielsen OH, Vallier L, Pedersen RA, 
Nakamura T, Watanabe M, Jensen KB :Establishment of Fetal Enteric Progenitors as a Source for Transplantation . 
Cell Stem Cell. 13:734-744, 2013 

21.	 Fukata N, Okazaki K,Omiya M, Matsushita M, Watanabe M: Hematologic malignancies in the Japanese patients 
with inflammatory bowel disease. J Gastroenterol. (Epub ahead of print), 2013

22.	 Hibi T, Sakuraba A, Watanabe M, Motoya S, Ito H, Sato N, Yoshinari T, Motegi K, Kinouchi Y, Takazoe M, Suzuki 
Y, Matsumoto T, Kawakami K, Matsumoto T, Hirata I, Tanaka S, Ashida T, Matsui T: C- reactive protein is an 
indicator of  serum infiximab level  in predicting loss of responce in patients with Crohn's disease. J Gastroenterol. 
(Epub ahead of print), 2013

23.	 Hisabe T, Hirai F, Matsui T, Watanabe M: Evaluation of diagnostic criteria for Crohn's disease in Japan. J 
Gastroenterol. (Epub ahead of print), 2013

24.	 Kiyohashi K, Kakinuma S, Kamiya A, Sakamoto N, Nitta S, Yamanaka H, Yoshino K, Fujiki J, Murakawa M, Kusano-
Kitazume A, Shimizu H, Okamoto R, Azuma S, Nakagawa M, Asahina Y, Tanimizu N, Kikuchi A, Nakauchi H, 
Watanabe M: Wnt5a signaling mediates biliary differentiation of fetal hepatic stem/progenitor cells. Hepatology, 
57(6):2502-2513, 2013

25.	 Kurosaki M, Tanaka Y, Nishida N, Sakamoto N, Enomoto N, Matsuura K, Asahina Y, Nakagawa M, Watanabe M, 
Sakamoto M, Maekawa S, Tokunaga K, Mizokami M, Izumi N: Model incorporating the ITPA genotype identifies 
patients at high risk of anemia and treatment failure with pegylated-interferon plus ribavirin therapy for chronic 
hepatitis C. J Med Virol. 85(3):449-458, 2013

26.	 Kuwahara E, Asakura K, Nishiwaki Y, Inoue N, Watanabe M, Hibi T, Takebayashi T: Effects of family history on 
inflammatory bowel disease characteristics in Japanese patients. J Gastroenterol. 47(9):961-968, 2012

27.	 Naganuma M, Fujii T, Kunisaki R, Yoshimura N, Takazoe M, Takeuchi Y, Saito E, Nagahori M, Asakura K, 
Takebayashi T, Watanabe M: Incidence and characteristics of the 2009 influenza (H1N1) infections in inflammatory 
bowel disease patients. Journal of Crohnʼs & colitis. 7(4):308-318, (Epub ahead of print), 2013

28.	 Naganuma M, Kunisaki R, Yoshimura N, Takeuchi Y, Watanabe M: A prospective analysis of the incidence and risk 
factors for opportunistic infections in patients with inflammatory bowel disease. J Gastroenterol. 48(5):595-560, 2013

29.	 Naganuma M, Nagahori M, Fujii T, Morio J, Saito E, Watanabe M: Poor recall of prior exposure to varicella zoster, 
rubella, measles, or mumps in patients with IBD. Inflamm Bowel Dis. 19(2):418-422, (Epub ahead of print), 2013

30.	 Ohyagi M, Ohkubo T, Yagi Y, Ishibashi S, Akiyama J, Nagahori M, Watanabe M, Yokota T, Mizusawa H: Chronic 
inflammatory demyelinating polyradiculoneuropathy in a patient with crohn's disease, Intern Med. 52(1)125-128, 
2013



— 584 —

器官システム制御学講座

31.	 Ueno F, Matsui T, Matsumoto T, Matsuoka K, Watanabe M, Hibi T, on behalf of the guideline project group of 
intractable Inflammatory Bowel Disease granted by the Ministry of Health, Labour and Welfare of Japan and the 
Guidelines Committee of the Japanese: Evidence-based clinical practice guidelines for Crohn's disease, integrated 
with formal consensus of experts in Japan. J Gastroeoterol. 48(1)31-72, 2013

32.	 Watanabe K, Sasaki I, Fukushima K, Futami K, Ikeushi H, Sugita A, Nezu R, Mizushima T, Kamoka S, Kusunoki M, 
Yoshioka K, Funayama Y, Watanabe T, Fujii H, Watanabe M:  Long-term Incidence and Characteristics of Intestinal 
Failure in Crohn's disease:A Japanese Multicenter Study. J Gastroenterol.(in press), 2013

33.	 Izumi N, Asahina Y, Kurosaki M, Yamada G, Kawai T, Kajiwara E, Okamura Y, Takeuchi T, Yokosuka O, 
Kariyama K, Toyoda J, Inao M, Tanaka E, Morikawa H, Adachi K, Katsushima S, Kudo M, Takaguchi K, Hiasa Y, 
Chayama K, Yatsuhashi H, Oketani M, Kumada H: Inhibition of hepatocellular carcinoma by PegIFNα2a in patients 
with chronic hepatitis C: a nationwide multi-center cooperative study. J Gastroenterol. 48(3):382-390, 2013

34.	 Nakanishi H, Kurosaki M, Nakanishi K, Tsuchiya K, Noda T, Tamaki N, Yasui Y, Hosokawa T, Ueda K, Itakura J, 
Anami K, Asahina Y, Enomoto N, Higuchi T, Izumi N: Impaired brain actvity in cirrhotic patients with minimal 
hepatic encephalopathy. Hepatol Res. (Epub ahead of print), 2013

35.	 Tamaki N, Kurosaki M, Matsuda S, Nakata T, Muraoka M, Suzuki Y, Yasui Y, Suzuki S, Hosokawa T, Nishimura T, 
Ueda K, Tsuchiya K, Nakanishi H, Itakura J, Takahashi Y, Matsunaga K, Taki K, Asahina Y, Izumi N: Prospective 
comparison of real-time tissue elastography and serum fibrosis markers for the estimation of liver fibrosis in 
chronic hepatitis C patients. Hepatol Res. (Epub ahead of print), 2013

36.	 Tamaki N, Kurosaki M, Tanaka K, Suzuki Y, Hoshioka Y, Kato T, Yasui Y, Hosokawa T, Ueda K, Tsuchiya K, 
Nakanishi H, Itakura J, Asahina Y, Izumi N: Noninvasive estimation of fibrosis progression overtime using the FIB-4 
index in chronic hepatitis C. J Viral Hepat. 20: 72-76, 2013. 

37.	 Toyoda J, Ozeki I, Asahina Y, Izumi N, Takahashi S, Kawakami Y, Chayama K, Kamiya N, Aoki K, Yamada I, 
Suzuki Y, Suzuki F, Kumada H: Virologic response and safety of 24-week telaprevir alone in Japanese patients 
infected with hepatitis C virus subtype 1b. J Viral Hepat. 20(3):167-173, 2013

38.	 Yasui Y, Kudo A, Kurosaki M, Matsuda S, Muraoka M, Tamaki N, Suzuki S, Hosokawa T, Ueda K, Matsunaga K, 
Nakanishi H, Tsuchiya K, Itakura J, Takahashi Y, Tanaka S, Asahina Y, Enomoto N, Arii S, Izumi N: Reduced 
organic anion transporter expression is a risk factor for hepatocellular carcinoma in chronic hepatitis C patients: A 
propensity score matching study. Oncology. (in press), 2013

39.	 Watanabe D, Kudo SE, Hayashi S, Mori Y, Kodama K, Wakamura K, Miyachi H,Yamamura F, Ohtsuka K, Mikogami 
T, Kimura S, Fukuchi K, Ikehara N：Endocytoscopy provides an in vivo virtual histopathological diagnosis of 
Whippleʼs disease. Endoscopy. 45(2)143-144,2013

40.	 Callahan JA, Hammer GE, Agelides A, Duong BH, Oshima S, North J, Advincula R, Shifrin N, Truong HA, Paw J, 
Barrera J, DeFranco A, Rosenblum MD, Malynn BA, Ma A: Cutting edge: ABIN-1 protects against psoriasis by 
restricting MyD88 signals in dendritic cells. J Immunol. 191(2)535-539, 2013

41.	 Shao L, Oshima S, Duong B, Advincula R, Barrera J, Malynn BA, Ma A: A20 restricts wnt signaling in intestinal 
epithelial cells and suppresses colon carcinogenesis. PLoS One. 8(5):e62223, 2013

42.	 Kudo S, Mori Y, Wakamura K, Ikehara N, Ichimasa K, Wada Y, Kutsukawa M,  Misawa M, Kudo T, Hayashi T, 
Miyachi H, Inoue H, Hamatani S: Endocytoscopy can provide additional diagnostic ability to magnifying 
chromoendoscopy for colorectal neoplasms. J Gastroenterol Hepatol. (Epub ahead of print) , 2013 

43.	 Kudo S, Sugihara Y, Kida H, Ishida F, Miyachi H, Mori Y, Misawa M, Hisayuki T,  Kodama K, Wakamura K, 
Hayashi T, Wada Y, Hamatani S: Depressed-Type Colonic Lesions and “De Novo” Cancer in Familial Adenomatous 
Polyposis: A Colonoscopistʼs Viewpoint. ISRN Gastroenterol. (Epub ahead of print), 2013

44.	 Kutsukawa M, Kudo S, Ikehara N, Ogawa Y, Wakamura K, Mori Y, Ichimasa K,  Misawa M, Kudo T, Wada Y, 
Hayashi T, Miyachi H, Inoue H, Hamatani S: Efficiency of endocytoscopy in differentiating types of serrated polyps. 
Gastrointestinal Endosc. (Epub ahead of print) , 2013

45.	 Misawa M, Kudo S, Wada Y, Nakamura H, Toyoshima N, Hayashi S, Mori Y, Kudo T, Hayashi T, Wakamura K, 
Miyachi H, Yamamura F, Hamatani S : Magnifying narrow-band imaging of surface patterns for diagnosing 
colorectal cancer. Oncol Rep. 30(1):350-356, 2013 

46.	 Mori Y, Kudo S, Ikehara N, Wakamura K, Wada Y, Kutsukawa M, Misawa M, Kudo T, Kobayashi Y, Miyachi H, 
Yamamura F, Ohtsuka K, Inoue H, Hamatani S: Comprehensive diagnostic ability of endocytoscopy compared with 
biopsy for colorectal neoplasms: a prospective randomized noninferiority trial. Endoscopy, 45(2)98-105, 2013



— 585 —

器官システム制御学講座

［総説］
  1.	 渡辺　守：Crohn病. 専門医のための消化器病学　第2版. p199-207,医学書院, 2013
  2.	 渡辺　守：発刊によせて. 炎症性腸疾患の外科治療. メジカルビュー社, 2013
  3.	 渡辺　守：消化器疾患のトレンド. メディカル朝日. 42巻4号　p18-19 ,2013
  4.	 渡辺　守：IBDと合併症　巻頭言. 臨牀消化器内科. 28巻5号  p537-538,日本メディカルセンター ,2013
  5.	 渡辺　守：腸結核・腸管（型）ベーチェット病 今日の治療指針2014,南光堂 ,2013 
  6.	 渡辺　守：潰瘍性大腸炎. 今日の診断指針 第7版,医学書院,2013
  7.	 渡辺　守：【特集  免疫粘膜と腸疾患】総論  腸管環境と炎症のクロストーク. 細胞 45巻8号　p362-363, ニューサイエ

ンス,2013
  8.	 渡辺  守：【特集】小腸機能を標的とした生活習慣病腸-第２の脳としての生態防御-, Medical Sience Digest, 39(14):665-

667,ニューサイエンス社,2013
  9.	 朝比奈靖浩、中川美奈、泉 並木：【C型慢性肝炎の新たな治療展開】インターフェロン不応性の予測とプロテアーゼ

阻害薬3剤併用療法の治療効果.  消化器内科.  56巻4号　p456-459 ,科学評論社,2013
10.	 朝比奈靖浩：C型肝炎の治療効果を規定するウイルス要因と宿主要因. Modern Physician. 33巻4号　p485-489, 新興医

学出版社,2013
11.	 朝比奈靖浩、泉　並木、桶谷　眞、熊田博光、黒崎雅之、小池和彦、鈴木文孝、滝川　一、田中　篤、田中榮司、田

中靖人、坪内博仁、林　紀夫、平松直樹、四柳　宏：B型肝炎治療ガイドライン（第1.1版）日本肝臓学会肝炎診療ガ
イドライン作成委員会,肝臓,54(6):402-472,一般社団法人日本肝臓学会,2013

12.	 朝比奈靖浩：ウイルス肝炎の臨床の最新の知識と実地診療への応用.C型肝炎における肝癌発生高危険郡の設定と診療-
特に高齢者対策の重要性-. Medical Practice. 30巻2号　p286-288, 文光堂,2013

13.	 朝比奈靖浩、中川美奈、渡辺  守：【C型慢性肝炎に対するTelaprevir/Peg-IFN/RBV ３剤併用療法】難治性C型肝炎
におけるテラプレビル３剤併用療法の効果と安全性.  消化器内科.  57巻3号 p367-370 , 科学評論社,2013

14.	 朝比奈靖浩、中川美奈、渡辺 守：特集／消化器薬-新時代の治療指針〜C型肝炎,Medicina,51(1):70-74,医学書院,2013 
15.	 朝比奈靖浩：大きな進歩が期待できるC型肝炎治療の新戦略シメプレビルの有効性と安全性を考慮した適応症例とは, 

93-95,日経メディカル,2013
16.	 朝比奈靖浩：わが国のC型肝炎の現状と問題点,Pharma Medica,31 (12):9-13,メディカルレビュー社, 2013
17.	 河野裕志、安井　豊、土谷　薫、村岡　優、田中佳祐、鈴木雄一朗、星岡賢英、玉城信治、加藤知爾、細川貴範、上

田　研、中西裕之、板倉　潤、朝比奈靖浩、黒崎雅之、泉　並木：まれな臨床経過・画像所見を呈し肝生検で診断可
能であった全身性,  アミロイドーシスの1例.  日本消化器病学会雑誌.110巻6号  p1030-1037 ,日本消化器免疫学会,2013

18.	 安井  豊、朝比奈靖浩、泉　並木：C型肝炎に対するIFN治療後の発癌ポテンシャル. コホート研究からみたウィルス
性肝炎の解明.  p142-149 (2013)

19.	 荒木昭博、大塚和朗、渡辺  守：【症例に学ぶ-小腸内視鏡アトラス】 血管性病変、その他　メッケル憩室(図説/特集). 
消化器内視鏡.  25巻7号 p1040-1041,東京医学社,2013

20.	 荒木昭博、岡田英理子、渡辺  守：【症例に学ぶ-小腸内視鏡アトラス】 血管性病変、その他　静脈瘤(図説/特集).  消化
器内視鏡.  25巻7号 p 1036-1037,東京医学社,2013 

21.	 荒木昭博：【小腸疾患の臨床-最近の進歩】 腫瘍性疾患　上皮性腫瘍(解説/特集) .  臨床消化器内科.  28巻7号 p907-912, 
日本メディカルセンター,2013

22.	 大島　茂、渡辺　守：【特集　免疫反応と疾患】自己免疫疾患・炎症性疾患の免疫異常. 炎症性腸疾患.  medicina.  50
巻3号　p446-449 , 医学書院,2013

23.	 大島  茂：第３回 Maラボ Averil Ma, M.D. (海外ラボ紹介).分子消化器病. 10巻3号  p56-59 ,先端医学社,2013
24.	 大島　茂、渡辺　守：炎症性腸疾患.medicina.50(3):446-449, 医学書院,2013
25.	 大島　茂：ABIN-1によるシグナル伝達制御. 分子消化器病.  10巻1号　p62-66,先端医学社(2013)
26.	 大島　茂、藤井俊光、渡辺　守：臨床編II　臓器特異的自己免疫疾患　クローン病.  病態と治療戦略がみえる免疫・

アレルギー疾患イラストレイテッド.羊土社.p200-205, 2013
27.	 大塚和朗、藤井俊光、齊藤詠子、長堀正和、渡辺　守：【Colitic cancerにどう立ち向かうか】 Dysplasiaをどう取り扱

うか.  消化器の臨床.  16巻3号  p271-275, ヴァンメディカル,2013
28.	 大塚和朗：私の処方　潰瘍性大腸炎寛解期.  Modern Physician. 33巻7号  p919, 新興医学出版社,2013
29.	 岡本隆一、村野竜朗、渡辺　守：炎症性腸疾患における上皮再生機構の解明.消化器内科.  57巻5号,科学評論社,2013
30.	 岡本隆一、渡辺　守：トピックスmicroscopic colitis. 専門医のための消化器病学　第2版 p216-217,医学書院,2013
31.	 柿沼　晴、幾世橋佳、渡辺　守：Non-canonical Wnt経路による肝幹/前駆細胞の増殖/分化の調節. 消化器内科.56巻4号  

p480-484, 科学評論社,2013
32.	 幾世橋佳、柿沼　晴：Noncanonical Wnt経路による肝幹/前駆細胞の胆管分化の制御機構. 消化器内科.  56巻3号  p311-

315,科学評論社,2013



— 586 —

器官システム制御学講座

33.	 加納嘉人、土屋輝一郎、渡辺守：免疫異常・炎症性サイトカインとIBD発癌.G.I.Research.21(5):326-331,先端医学社, 
2013

34.	 加納嘉人、土屋輝一郎、渡辺　守：特集【Colitic Cancerの発生メカニズムと予防】免疫異常・炎症性サイトカインと
IBD発癌　G.I.Research.　第21巻5号 p326-331,先端医学社,2013

35.	 齊藤詠子：クローン病. Care Net 希少疾患ライブラリhttp://www.carenet.com/report/library/general/rare/index.
html, 2013

36.	 斎藤  豊、和田祥城、池松弘朗、斎藤彰一、岡  志郎、河野弘志、松田尚久、中島  健、坂本  琢、大竹陽介、藤井隆広：
大腸病変に対するNBI分類とその診断における有用性　大腸NBI分類国内統一への取り組みと経過　Intestine 17巻3
号 p223-231, 日本メディカルセンター,2013

37.	 清水寛路：IBDのセッションを中心に.米国消化器病週間.IBD Research.7巻3号  p207-210,先端医学社,2013
38.	 土屋輝一郎：分化した腸管上皮細胞からでも脱分化により腫瘍形成と幹細胞様特性を獲得する.  G.I. Research. 21巻5号 

p48-49,先端医学社,2013
39.	 土屋輝一郎：【みえてきた小腸の多彩な機能制御にせまる】 長軸方向の小腸構造はどのように制御されているのか.　

分子消化器病.  10巻1号 p12-16,先端医学社,2013
40.	 土屋輝一郎：【特集：機能性消化管障害(FGID):診断と治療の進歩】Ⅰ. FGIDの基本的知識　4. 感染症や腸内細菌の意

義（免疫学的異常について）.日本内科学会雑誌. 102巻1号  p25-31, 社団法人　日本内科学会,2013 
41.	 土屋輝一郎：消化管幹細胞と消化器がん幹細胞.  日本内科学会雑誌.  102巻9号 p2273-2278, 社団法人　日本内科学会, 

2013 
42.	 永石宇司、藤井俊光、渡辺　守：腸管の粘膜免疫と炎症性腸疾患.  最新医学. 68巻6号　p104-133, 最新医学社,2013
43.	 永石宇司、藤井俊光、渡辺　守：【自己免疫疾患・アレルギー疾患(後篇)それぞれの疾患の理解】 臓器特異的自己免疫

疾患　腸管の粘膜免疫と炎症性腸疾患.  最新医学.  68巻  p1296-1325,最新医学社,2013
44.	 永石宇司、山地　統、戸塚輝治、鬼澤道夫、鈴木雅博、柘植直人、金井隆典、渡辺　守：粘膜免疫からみた炎症性腸

疾患の病態と制御 IBDモデルにおける病原性T細胞の分化増殖はIL-7とNK細胞によって制御される. 消化器と免疫.  
49号　p35-38 ,日本消化器免疫学会,2013

45.	 中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺守：Cyclophilin阻害剤　特集  C型肝炎治療2014：経口抗ウイルス薬時代の到来: 肝胆膵. 
67巻6号（2013年12月特大号）p632-635 ,アークメディア,2013

46.	 長堀正和：-潰瘍性大腸炎、クローン病-承認が期待される新薬の開発状況と展望.IBD Research.7(4):269-272,先端医学社, 
2013

47.	 長堀正和：C型肝炎におけるテラプレビル3剤併用療法の効果と安全性.臨牀 消化器内科.57(3)367-370,日本メディカルセ
ンター,2013

48.	 長堀正和、藤井俊光、齊藤詠子、大塚和朗、渡辺　守：潰瘍性大腸炎に対する生物学的製剤による治療.　日本消化器
病学会雑誌110巻11号1909-1915 2014.2.2, 日本消化器病学会雑誌,2013

49.	 長堀正和、渡辺　守：クローン病.  今日の臨床サポート エルゼビア・ジャパン.　http://clinicalsup.jp/ (2013)
50.	 長堀正和：潰瘍性大腸炎における新たな治療戦略チオプリン誘導体.　INTESTINE 腸　17巻2号  p171-176,泰山堂, 

2013
51.	 長堀正和、渡辺　守：炎症性腸疾患.  免疫・アレルギー疾患の分子標的と治療薬辞典.  p232-234,羊土社,2013
52.	 中村哲也：トピックス　腸上皮幹細胞と再生医療. 専門医のための消化器病学　第2版 p207-208,医学書院,2013
53.	 根本泰宏、金井隆典：粘膜免疫からみた炎症性腸疾患の病態と制御 炎症性腸疾患難治性の要因としての腸炎惹起性メ

モリーCD4+T細胞維持機構の解析(解説).  消化器と免疫. 49巻　p30-34, 日本消化器免疫学会,2013
54.	 藤井俊光、北詰良雄、長沼　誠、齊藤詠子、長堀正和、大塚和朗、渡辺　守：【小腸疾患の臨床-最近の進歩】 クロー

ン病に対するMREC(MR enterocolonography)の有用性.  臨床消化器内科.  28巻7号p1069-1075,日本メディカルセンタ
ー, 2013

55.	 藤井俊光、渡辺　守：炎症性腸疾患感受性遺伝子研究によってもたらされた希望、成果、そして今後の課題.　Review 
of Gastroenterology & Clinical Gastroenterology and Hepatology.  8巻2号  p18-21 , ヘスコインターナショナル,2013

56.	 藤井俊光、長堀正和、渡辺　守：潰瘍性大腸炎. 今日の臨床サポート エルゼビア・ジャパン http://clinicalsup.jp,2013
57.	 藤井俊光、渡辺　守：潰瘍性大腸炎.　Care Net 希少疾患ライブラリ　http://www.carenet.com/report/library/

general/rare/index.html,2013
58.	 藤井俊光、渡辺守：特集・抗体医療による消化器治療のパラダイムシフト　【炎症性腸疾患(IBD)に対する生物学的製

剤治療】「生物学的製剤によるIBD治療戦略の進歩-どう変わっていくか」.  消化器の臨床.ヴァンメディカル,2013
59.	 藤井俊光、渡辺  守：海外論文解説 -World Wide Topics- 連載 第39回論文「ステロイド抵抗性重症潰瘍性大腸炎に対

するシクロスポリンおよびインフリキシマブの無作為化非盲検比較試験」．分子消化器病. 10巻3号　p88-92,先端医学
社, 2013

60.	 和田祥城、工藤進英、三澤将史、中村大樹、林　武雅、大塚和朗、渡辺　守：早期癌深達度診断のストラテジー 拡大



— 587 —

器官システム制御学講座

診断重視の立場から.消化器内視鏡.第25巻8 号 p1204-1212,東京医学社,2013
61.	 和田祥城、工藤進英、林武雅、須藤晃佑、豊嶋直也、三澤将史、石垣智之、松平真吾、釋尾有樹子、前田康晴、五十

嵐健太、一政克朗、林　靖子、宮原貢一、杉原雄策、森　悠一、工藤豊樹、児玉健太、久行友和、若村邦彦、宮地英行、
山村冬彦：病型・大きさからみた大腸ESDの適応.　胃と腸.　第48巻2号 p134-144 ,医学書院,2013

62.	 和田祥城、工藤進英、三澤将史、中村大樹、児玉健太、林　武雅、若村邦彦、山村冬彦、濱谷茂治：大腸病変に対す
るNBI分類とその診断における有用性　自施設分類から見た分類統一への考え方.Intestine.第17巻3号 p255-261 ,日本メ
ディカルセンター, 2013

63.	 和田祥城、工藤進英、三澤将史：NBI/BLI.アトラス.p196-197,日本メディカルセンター ,2013
64.	 石橋大海、滝川　一、中尾昭公、渡辺　守、丹羽康正、中村哲也、穂苅量太、福沢嘉孝、元雄良治、森實敏夫、菅野

健太郎：日本消化器病学会専門医カリキュラムの改訂.  日本消化器病学会雑誌.  110巻5号  p788-795,日本消化器免疫学
会,2013

65.	 小形 典之、大塚 和朗、緒方 晴彦、細江 直樹、池田 圭一、相原 弘之、日比 紀文、工藤 進英、田尻 久雄、Rey Jean-
Francois：【カプセル・バルーン内視鏡の新展開】 [カプセル内視鏡編]小腸以外へのカプセル内視鏡の応用　磁気誘導
カプセル内視鏡による胃スクリーニング,Intestine,17(6):557-561,日本メディカルセンター,2013

66.	 小形典之、大塚和朗、林　靖子、工藤進英：【カプセル内視鏡の進歩】小腸病変に対するコントラストカプセル内視
鏡検査の有用性, 消化器内科.  56巻3号  p252-255,日本メディカルセンター,2013

67.	 小形典之、大塚和朗、林　靖子、工藤進英：【原因不明消化管出血の診断と治療】 原因不明消化管出血におけるカプセ
ル内視鏡の有用性.消化器内科.56巻5号, p487-490,2013

68.	 小形 典之、大塚 和朗、工藤 進英：【症例に学ぶ-小腸内視鏡アトラス】 血管性病変、その他　小腸憩室-メッケル憩室
以外、潰瘍含併含めて.消化器内視鏡.25(7)1038-1039, 東京医学社,2013

69.	 小野祐一、金井隆典、筋野智久、三上洋平、林　篤史、松本淳宏、半田一己、松岡克善、久松理一、根本泰宏、渡辺  守、
日比紀文：粘膜免疫からみた炎症性腸疾患の病態と制御 Naturally-occurring Th17細胞とColitogenic Th17細胞の分化
発達におけるリンパ装置の必須性.  消化器と免疫.  49巻26号  p29 ,日本消化器免疫学会,2013

70.	 工藤進英、和田祥城：消化器診療最新ガイドライン. 第2版 p117-122,2013
71.	 工藤進英、久津川誠、児玉健太、若村邦彦、和田祥城、林  武雅、宮地英行、山村冬彦：下部消化管内視鏡　病院に

おける鎮静．消化器内視鏡.  25巻4号 p559-562 ,2013
72.	 杉原雄策、工藤進英、宮地英行、森  悠一、三澤将史、児玉健太、久行友和、林  武雅、若村邦彦、和田祥城、山村冬

彦、大越章吾、日高英二、石田文生、田中淳一：高齢者における株消化管内視鏡治療に伴う偶発症の検討．日本大腸
検査学会雑誌　30巻1号 p1-5,日本大腸検査学会,2013

73.	 竹内孝治、細江直樹、佐藤  宏、Wallace John L、土屋輝一郎、藤森俊二、酒井英嗣、梅垣英次、Hu Fulian、Gao 
WenSource：NSAID/アスピリン小腸病変の現状とマネジメント.  Pharma Medica. 31巻Suppl.1 p1-8,メディカルビュ
ー社,2013

74.	 林 靖子、大塚 和朗、工藤 進英：【症例に学ぶ-小腸内視鏡アトラス】 腫瘍および類似病変　Colonic Mucosubmucosal 
Elongated Polyp様の回腸ポリープ,消化器内視鏡,25(7)1018-1019,東京医学社,2013

75.	 細江直樹、日比紀文、金山はるか、相原弘之、池田圭一、小形典之、大塚和朗、田尻久雄、工藤進英、Rey Jean-
Francois、緒方晴彦：【カプセル内視鏡の現状と展望】 カプセル内視鏡の展望　自走式. カプセル内視鏡.  胃と腸.  48巻
4号  p425-430, 医学書院,2013

[学会]
  1.	 Nagaishi T, Yamaji O, Onizawa M, Suzuki M, Kanai T, Watanabe M: Natural killer cells regulate the early stage of 

pathogenic T cell development in a murine model of colitis.Immuno2013. Barcelona, 2013年2月11日
  2.	 Nagaishi T,Yamaji O, Onizawa M, Suzuki M, Kanai T, Watanabe. M: Natural killer cells abrogate an animal model of 

colitis by targeting the early stage of pathogenic T cell development. AGA 2013. Orlando , 2013年3月18日
  3.	 Fukushima K, Tsuchiya K, Watanabe M:  Stabilization of Atohl protein by TNF-αin colon cancer acquires cancer.

第99回日本消化器病学会総会. 鹿児島, 2013年3月23日
  4.	 Kubo S, Matsudaira S, Miyachi H, Ichimasa K, Oikawa H, Hisayuki T, Mori Y, Misawa M, Kubo T, Kodama K, Wada 

Y, Hayashi T,Wakamua K, Hidaka E, Yamamura F, Ohkoshi S, Ishida F, Tanaka J, Hamatani S: Diagnostic 
characteristics of depressed-type colorectal cancers with magnifying endoscopy and endocytoscopy.DDW2013. 
Orland, 2013年5月18日

  5.	 Shimizu H, Okamoto R, Fujii S, Ito G, Murano T, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: Complete conversion of 
crypt progenitor cells into ATOH1-positive cells by targeted deletion of DLL1 and Dll4 in LGR5-positive intestinal 
stem cells. DDW2013, Orland, 2013年5月18日

  6.	 Horita N, Tsuchiya K, Hibiya S, Fukushima K, Kano Y, Xiu Zheng, Okamoto R, Nakamura T , Watanabe M: Live 



— 588 —

器官システム制御学講座

imaging of single cell reveals single stem cell dynamics in an organoid derived from murine small intestine. 
DDW2013. Orland , 2013年5月19日

  7.	 Tsuchiya K, Fukushima K, Kano Y, Hibiya S, Horita N, Xiu Zheng, Okamoto R,Nakamura T, Watanabe M: 
Stabilization of Atoh1 protein by TNF-α in colitic cancer might acquire the cancer stemness.DDW2013. May-19-
2013, Orland. , 2013年5月19日

  8.	 Fuji T, Naganuma M, Kitazume Y, Saito E, Nagahori M: MR enterocolonography can predict clinical recurrence of 
Crohn's disease. DDW2013. Orland, 2013年5月20日

  9.	 Ito G, Murano T,  Shimizu H, Fujii S, Tsuchiya K, Nakamaru T, Watanabe M: Notch signaling regulates expression 
of Bestrophin-4, a novel absorptive cell specific HCO3-/Cl- channel, in human intestinal epithelial cells. DDW2013. 
Orland, 2013年5月20日

10.	 Wada Y, Kubo S, Misawa M, Matsudaira S, Nakamura H, Yagawa Y, Sudo K, Oikawa H, Hayashi S, Mori Y, Kudo T, 
Sugihara Y, Hisayuki T, Kodama K, Hayashi T, Wakamura K, Miyachi H:　Magnifying the endoscopic 
characteristics of colorectal lesions with narrow band imaging system ( The definition of sparse pattern ).DDW2013. 
Orland, 2013年5月21日

11.	 Watanabe T, Nakagawa M ,  Kondo M , Sakamoto N , Asahina Y, Watanabe M: Association of serum IL6 levels and 
treatment outcomes of PEG-IFN/RBV combination therapy or hepatocarcinogenesis.the 2nd JSGE International 
Topic Conference.鹿児島, 2013年6月5日

12.	 Nagahori M,Saito E, Fujii T, Otsuka K, Watanabe M: Analysis of indication and volume of colonoscopy for ulcerative 
colitis patients in the era of mucosal healing. １st  Annual Meeting of AOCC.東京. 2013年6月14日

13.	 Nakamura T: Epithelial regeneration by cultured colonic cells expanded from a single adult Lgr5+ stem cell.
Epithelial Tubulogy The First International Meeting. 北海道, 2013年6月22日

14.	 Watanabe M: Colonic stem cell culture and transplantaion-Application in Mucosal Immunology-. RIKEN RCAI-JSI 
International Symposium on Immunology 2013. Interface between Immune System and Environent. 横浜, 2013年6月
27日

15.	 Kano Y, Tsuchiya K, Okamoto R, Nakamura T: Watanabe M: Atoh1 protein stabilization acquired cancer stem cell 
phenotype and niche in colon cancer.GI Research Academy 2013. 京都, 2013年6月28日

16.	 Suzuki M, Nagaishi T, Onizawa M, Yamazaki M, Tsuge N, Watanabe M: Myosin Light Chain Kinase is Involved in 
the Development of an Animal Model of Colitis-Associted Tumor.11th International Congress of Mucosal 
Immunology. Vancouver , 2013年7月17日

17.	 Watanabe M,Epithelial and stromal cell effects on mucosal immunity: Colonic stem cell culture and transplantation-
its application in mucosal immunology. ICMI2013. Vancouver , 2013年7月19日

18.	 Watanabe M, JGF Marshal & Warren Lecture: Adult tissue stem cell therapy for gastrointestinal diseases.GASTRO 
2013 APDW / WCOG. 上海, 2013年9月23日

19.	 Kakinuma S, Kiyohashi K, Kamiya A, Asahina Y, Nakauchi H, Watanabe M: Functions of Wnt5a signaling in 
differentiation of murine hepatic stem/progenitor cells.The 20th Annual Meeting of the Japanese Society for the 
Research of Hepatic Cells.大阪, 2013年9月27日

20.	 Kano Y, Tsuchiya K,Watanabe M: Atoh1proteinstabilizationacquiredcancerstemcell phenotype and niche in colon 
cancer. 第72回日本癌学会学術集会.横浜, 2013年10月3日

21.	 Watanabe M: Molecular mechanism of characteristic acquisition in inflammation-associated colorectal cancer. 炎症関
連大腸癌における形質獲得分子機構. 第72回日本癌学会学術総会. 横浜, 2013年10月3日

22.	 Nitta S: HCV-NS48 protein blocks both type I and type III IFN production. 20th International Symposium on 
Hepatitis C Virus and Related Viruses. Melborne, 2013年10月7日

23.	 Murakawa M, Asahina Y, Nakagawa M, Otani S, Kawai F, Taniguchi M, Nitta S, Kitazume A, Watanabe T, Sakurai 
Y , Itsui Y, Kakinuma S, Sakamoto N, Watanabe M: Impaired induction of IL28B and expression of IFN-γ4 
influenced by the polymorphisms near IL28B gene are associated with a non-response to interferon in chronic 
hepatitis C patients.International Symposium on Hepatitis C Virus and Related Viruses. Melbourne, 2013年10月8日

24.	 Nitta S, Asahina Y, Sakamoto N, Tasaka-Fujita M, Kusano-Kitazume A, Murakawa M, Nakagawa M, Kakinuma S, 
Watanabe M: HCV-NS4B protein blocks both type I and type III IFN production.,20th International Symposium on 
Hepatitis C Virus and Related Viruses. Melbourne, 2013年10月8日

25.	 Watanabe T , Asahina Y , Kakinuma S ,Nakagawa M, Maekawa S,  Miura M, Enomoto N, Watanabe M: Resistance 
analysis of hepatitis C virus genotype 1b receiving the NS3 protease inhibitors by deep sequence analysis. 20th 
International Symposium on Hepatitis C Virus and Related Viruses. Melbourne, 2013年10月8日

26.	 Nagaishi T, Yamaji O,  Suzuki M, Yamazaki M,  Watanabe M:  Natural killer cells regulate the early stage of 



— 589 —

pathogenic T cell development in an IBD models. United European Gastoroenterology week, UEGW2013. Berlin, 
2013年10月12日

27.	 Tsuchiya K, Kano Y, Watanab M: Cancer Stemness In Mucinous Colon Cancer. BITʼs 6th Annual World Congress of 
Regenerative Medicine & Stem Cells-2013. 大連, 2013年10月13日

28.	 Fujii T, Naganuma M, Kitazume Y, Saito E, Nagahori M, Ohtsuka K, Watanabe M: MR enterocolonography is useful 
to predict clinical recurrence of Crohʼs disese and identify patients who need more aggressive treatment. 
UEGW2013. Berlin, 2013年10月14日

29.	 Takahara M,Nemoto Y, Ohshima S, Watanabe M:: IL-7 promotes long-term in vitro survival of unique long-lived 
memory  subset generated from mucosal effector memory CD4+ T cells in chronic colitis mice.UEGW2013. Berlin. 
2013年10月14 日

30.	 Ito G, Okamoto R, Murano T, Shimizu H, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: LINEAGE-SPECIFIC 
EXPRESSION OF BESTROPHIN-2 AND BESTROPHIN-4 IS REGULATED BY NOTCH SIGNALING IN HUMAN 
INTESTINAL EPITHELIAL CELLS.UEGW2013. Berlin , 2013年10月16日

31.	 Okamoto R, Murano T, Shimizu H, Ito G, Fujii S, Nakata T, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: IL-22-
MEDIATED ANTIMICROBIAL RESPONSE IS REGULATED BY HES1 VIA STAT3-DEPENDENT 
TRANSCRIPTION IN HUMAN INTESTINAL EPITHELIAL CELLS.UEGW2013. Berlin, 2013年10月16日

32.	 Shimizu H, Okamoto R, Nakata T, Fujii S, Ito G, Murano T, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: COMPLETE 
CONVERSION OF CRYPT PROGENITOR CELLS INTO ATOH1-POSITIVE CELLS BY TARGETED DELETION 
OF DLL1 AND DLL4 IN LGR5-POSITIVE INTESTINAL STEM CELLS.UEGW2013. Berlin, 2013年10月16日

33.	 Nishida N, Sawai H, Kashiwase K, Minami M, SUgiyama M, Wai-Kay seto, Man-Fung Yuen, Yong Poovorawan, Sang 
Hoon Ahn, Kwang-Hyub Han, Matsuura K, Tanaka Y, Kurosai M, Asahina Y, Izumi N, Jong-Hon Kang, Hige S, Ide 
T, Yamamoto K, Sakaida I, Murawaki Y, Itoh Y, Tamori A, Orito E, Hiasa Y, Honda M, Kanko S, Mita E, Suzuki K, 
Hino K, Tanaka E, Mochida S, Watanabe M, Eguchi Y, Korenaga M, Mawatari Y, Kawashima M, Tokunaga K, 
Mizokami M: Trans-ethnic analyses of HlA-DPA1, DPB1 hapaotypes to be associated with hepatitis B virs infection.
The 64rd Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Disease (AASLD The Liver Meeting 
2013). Washington DC, 2013年11月2日

34.	 Tasaka-Fujita M, Sugiyama N, Wonseok Kang, Murayama A, Sakamoto N, Wakita T, Eui-cheoul Shin, Kato T: 
Substitution of amono acid 70/91 in the hepatitis C core region affects infectious virus production and cell surface 
expression of MHC Class I.64th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Diseases. 
(AASLD The Liver Meeting 2013). Washington DC. 2013年11月4日

35.	 Asahina Y, Murakawa M, Nitta S, Itsui Y, Nakagawa M, Azuma S, Kakinuma S, Watanabe M: Impaired IL28B gene 
induction and expression of IFNγ4 are closely associated with a non-response to interferon-based therapy in 
chronic hepatitis C patients,The 64rd Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Disease 
(AASLD The Liver Meeting 2013). Washington DC , 2013年11月5日

36.	 Tsuchiya K, Yasui Y, Matsuda S, Muraoka M, Tamaki N, Suzuki S, Hosokawa T, Ueda K, Nakanishi H, Itakura J, 
Takahashi Y, Kurosaki M, Asahina Y, Izumi N: Monitoring of Plasma Vascular Endthelial Growth Factor After 
Sorafenib Administration as Predictor of Survival in Advanced Hepatocellular Carcinoma,The 64rd Annual Meeting 
of the American Association for the Study of Liver Disease (AASLD The Liver Meeting 2013). Washington DC, 
2013年11月5日

37.	 Nakamura T: Adult  Stem Cell Therapy for Gastrointestinal Epithelial Repair .Tokyo Medical and Dental University 
Taipei Medical University Symposium on Advances of Biomaterials and Regenerative Medicine.台湾, 2013年11月30
日

38.	 Suzuki M, Nagaishi T, Onizawa M, Yamazaki M, Yagita H, Watanabe M: Myosin light chain kinase induced by 
NF-kB is involved in the development of colitis-associated cancer. 日本免疫学会. 幕張, 2013年12月11日

39.	 中村哲也、水谷知裕、福田将義、野崎賢吾、渡辺　守: 腸管上皮幹細胞培養とその臨床応用技術開発.厚生労働科学研究 
難治性疾患克服研究事業 「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」.東京,2014年1月17日

40.	 齊藤詠子、長堀正和、藤井俊光、大塚和朗、渡辺　守: 難治性潰瘍性大腸炎の手術・非手術症例の背景因子と術後予
後の検討,消化管学会,東京,2013年1月26日

41.	 柿沼　晴：C型肝炎他施設共同研究（御茶ノ水リバーカンファレンス）の成果と今後の展開」.第13回 御茶ノ水消化器
疾患先端医療研究会. 東京,2013年2月1日

42.	 和田　祥城：大腸の拡大内視鏡診断と治療.第13回 御茶ノ水消化器疾患先端医療研究会. 東京, 2013年2月1日
43.	 堀田伸勝、土屋輝一郎、渡辺 守: 蛍光タンパク質を用いたライブイメージングによるマウス腸管上皮幹細胞制御機構

の解析.新学術領域研究　第３回　Vivid Workshop -細胞機能と分子活性の多次元蛍光生体イメージング-.金沢,2013年2

器官システム制御学講座



— 590 —

月22日
44.	 荒木 昭博、岡田 英理子、鈴木 伸治、新田 沙由梨、藤井 俊光、大塚 和朗、渡辺 守:ダブルバルーン内視鏡の一人法  

新しい挿入方法Hooking Technique.第99 回日本消化器病学会総会. 鹿児島, 2013年3月21
45.	 岡本隆一、村野竜朗、渡辺　守: 炎症性腸疾患における上皮再生機構の解明と粘膜再生治療への応用.第99回日本消化

器病学会総会. 鹿児島,2013年3月21日
46.	 林 靖子、大塚 和朗、小形 典之、児玉 健太、渡辺 大輔、前田 康晴、工藤 進英: クローン病における内視鏡的バルー

ン拡張術の検討.第99 回日本消化器病学会総会. 鹿児島,2013年3月21
47.	 朝比奈靖浩、中川美奈、渡辺  守: C型肝炎治療の最前線 難治性C型慢性肝炎におけるテラプレビル3剤併用療法の効果

と安全性の検討,第99回日本消化器病学会総会. 鹿児島,  2013年3月22日
48.	 齊藤詠子、長堀正和、渡辺　守: 潰瘍性大腸炎(UC)入院例における手術症例の背景因子と術後予後の検討.消化器病学

会総会.鹿児島,2013年3月22日
49.	 中村哲也、渡辺　守: 培養大腸上皮細胞による消化管再生へのアプローチ.第99回日本消化器病学会総会. 鹿児島,2013年

3月22日
50.	 村川美也子、朝比奈靖浩、中川美奈、河合富貴子、大谷賢志、谷口未樹、新田沙由梨、北詰晶子、渡辺貴子、柿沼　晴、

坂本直哉、渡辺　守:  IL28B産生能と遺伝子多型およびC型慢性肝炎に対するインターフェロン治療応答性の関連.日本
臨床分子医学会学術集会. 東京,2013年4月12日

51.	 土屋輝一郎: 消化管幹細胞と消化器癌幹細胞.第110回 日本内科学会講演会. 東京,2013年4月13日
52.	 岡田英理子、土屋輝一郎、岩嵜美智子、堀田伸勝、福島啓太、日比谷秀爾、加納嘉人、大塚和朗、荒木昭博、渡辺　

守:  潰瘍性大腸炎(UC)に対するインフリキシマブ(IFX)の中長期予後の内視鏡的検討,第85回 日本消化器内視鏡学会総
会. 京都, 2013年5月10日

53.	 岡田英理子、土屋輝一郎、岩嵜美智子、堀田伸勝、福島啓太、日比谷秀爾、加納嘉人、大塚和朗、荒木昭博、渡辺　
守: NSAIDs服用患者における全長小腸粘膜の病理学的検討.第85回 日本消化器内視鏡学会総会.京都, 2013年5月10

54.	 齊藤詠子、長堀正和、渡辺　守:  潰瘍性大腸炎(UC)に対するインフリキシマブ(IFX)の中長期予後の内視鏡的検討.第85
回 日本消化器内視鏡学会総会.京都,2013年5月10日

55.	 堀田伸勝、土屋輝一郎、渡辺 守:  全小腸マッピング生検検体を用いた網羅的遺伝子発現解析によるクローン病特異的
遺伝子の同定.第85回 日本消化器内視鏡学会総会.京都,2013年5月10日

56.	 一政克朗、工藤進英、宮地英行、久行友和、及川裕将、松平真悟、三澤将史、森悠一、杉原雄策、工藤豊樹、児玉健太、
若村邦彦、和田祥城、林武雅、山村冬彦、大越章吾、向井俊平、日高英二、石田文生、田中淳一、濱谷茂治:  直腸SM
癌は結腸SM癌と比べ生物学的悪性度が高いのか？ .第85回 日本消化器内視鏡学会総会. 京都, 2013年5月10日

57.	 岩野博俊、良沢昭銘、小形典之、林靖子、田場久美子、大塚和朗、宮地英行、山村冬彦、大越章吾、井上晴洋、工藤
進英：“Short” single balloon endoscopeを用いて空腸狭窄による閉塞性黄疸に金属ステント留置を行った２例.第85回 
日本消化器内視鏡学会総会. 京都,2013年5月10日

58.	 遠藤豊、黒木優一郎、岡崎玲子、木下裕人、鈴木亮一、上野文昭、吉田篤史、大塚和朗、小形典之、安田宏、福島恒男：
Intensive LCAP療法の有効性検討  神奈川LCAPスタディ中間報告.第85回 日本消化器内視鏡学会総会. 京都, 2013年5
月10日

59.	 小形 典之、大塚 和朗、工藤 進英: カプセル内視鏡の現在と未来 新型磁気誘導型カプセル内視鏡による胃のスクリー
ニング観察方法の検討,第85回日本消化器内視鏡学会総会. 京都,2013年5月10

60.	 小川悠史、工藤進英、池原伸直、久津川誠、森悠一、若村邦彦、和田祥城、一政克朗、武田健一、須藤晃佑、豊嶋直也、
三澤将史、児玉健太、林武雅、宮地英行、山村冬彦、良沢昭銘、井上晴洋、浜谷茂治:  大腸鋸歯状病変における
Endocytoscopyは有用か.第85回 日本消化器内視鏡学会総会. 京都, 2013年5月10日

61.	 片岡伸一、工藤進英、若村邦彦、釋尾有樹子、神山勇太、桜井達也、山内章裕、武田健一、松平真吾、矢川裕介、及
川裕将、久津川誠、須藤晃佑、豊嶋直也、杉原雄策、三澤将史、森悠一、工藤豊樹、児玉健太、林武雅、和田祥城:  
中核病院における便潜血反応陰性大腸腫瘍の特徴.第85回 日本消化器内視鏡学会総会.京都, 2013年5月10日

62.	 上山俊介、堀内亮郎、真栄城剛、浅野　徹、古本洋平、間野真也、村山巌一、石橋史明、外山雄三、港　洋平、村松
雄輔、宮本勇治、松田真輝、那須啓一、佐崎なほ子、鈴木伸治、忠願寺義通、藤木和彦、渡辺　守:  EBD時ESTの
ERCP後膵炎回避における有効性の検討.第85回 日本消化器内視鏡学会総会.京都,2013年5月10日

63.	 田場久美子、良沢昭銘、岩野博敏、小形典之、林　靖子、大塚和朗、宮地英行、山村冬彦、大越章吾、井上晴洋、工
藤進英：Roux-en-Y再建腸管における “ショート” シングルバルーンERCP.第85回 日本消化器内視鏡学会総会. 京都
,2013年5月10日　

64.	 久行友和、工藤進英、一政克朗、前田知世、及川裕将、森悠一、三澤将史、工藤豊樹、児玉健太、和田祥城、林武雅、
若村邦彦、山村冬彦、日高英二、石田文生、田中淳一、濱谷茂治:  K-ras変異から考察した大腸癌の発育進展.第85回 
日本消化器内視鏡学会総会. 京都, 2013年5月10日

65.	 若村邦彦、工藤進英、宮地英行、渡邉大輔、片岡伸一、釋尾有樹子、武田健一、松平真吾、須藤晃佑、久津川誠、豊
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嶋直也、及川裕将、杉原雄策、三澤将史、森悠一、工藤豊樹、児玉健太、林武雅、和田祥城、山村冬彦、大越章吾:  
人間ドック被験者を対象とした便潜血反応結果による大腸腫瘍の特徴.第85回 日本消化器内視鏡学会総会.京都, 2013年
5月10日

66.	 小形典之、大塚和朗、工藤進英: 新型磁気誘導型カプセル内視鏡による胃のスクリーニング観察方法の検討.第85回 日
本消化器内視鏡学会総会. 京都,2013年5年11日

67.	 三澤将史、工藤進英、和田祥城:  NBI併用endocytoscopyによる大腸病変の表面微細血管所見の検討.第85回 日本消化
器内視鏡学会総会. 京都,2013年5年12日

68.	 岡本隆一:  消化管上皮の分化・増殖・再生を司る分子機構の解明,新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー」若手研
究者ワークショップ. 東京, 2013年5月27日

69.	 岡本隆一:  初代培養腸管上皮を用いた生体応答解析法.新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー」第４回公開シンポ
ジウム. 茨木,2013年5月28日

70.	 渡辺　貴子、前川 伸哉、中川 美奈、 柿沼 晴、朝比奈 靖浩、三浦 美香、辰巳 明久、榎本 信幸、坂本 直哉、渡辺 守: 
次世代シークエンサーを用いたプロテアーゼ阻害薬耐性変異株の解析と治療予後の関連についての検討.第49回日本肝
臓学会総会.東京,2013年6月5日

71.	 朝比奈靖浩、中川美奈、渡辺　守: 難治性C型慢性肝炎におけるテラプレビル3剤併用療法の有用性の検討.第49回日本
肝臓学会総会.東京,2013年6月6日

72.	 柿沼　晴、幾世橋佳、山中秀人、紙谷聡英、新田沙由梨、藤木純子、吉野耕平、中川美奈、東　正新、坂本直哉、朝
比奈靖浩、中内啓光、渡辺　守: Wnt5-CaMK2 経路による肝幹/前駆細胞の胆管分化の調節機構,第49回日本肝臓学会
総会.東京,2013年6月6日

73.	 谷口未樹、中川美奈、朝比奈靖浩　柿沼　晴、東　正新、渡辺貴子、櫻井　幸、村川美也子、大谷賢志、河合富貴子、
後藤文男、坂本直哉、渡辺　守:  慢性肝疾患における肝細胞癌と血清IL-6の関連.第49回 日本肝臓学会総会.東京,2013
年6月6日

74.	 中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺守: 難治性C型慢性肝炎におけるテラプレビル3剤併用療法の有用性の検討. 第49回日本肝
臓学会総会. 東京,2013年6月6日

75.	 永山和宜、黒崎雅之、宮坂有香、佐藤千史、池田隆明、榎本信幸、渡辺　守:肝細胞癌診断における拡散強調画像の有
用性,第49回日本肝臓学会総会.東京,2013年6月6日

76.	 新田 沙由梨、坂本 直哉、村川 美也子、 北詰 晶子、藤田 めぐみ、中川 美奈、柿沼 晴、朝比奈 靖浩、渡辺 守: HCV-
NS4BによるSTINGを標的とした自然免疫応答回避メカニズムの解析.第49回日本肝臓学会総会. 東京,2013年6月7日

77.	 村川美也子、朝比奈靖浩、中川美奈、河合富貴子、藤木純子、大谷賢志、山中秀人、谷口未樹、新田沙由梨、北詰晶子、
渡辺貴子、櫻井幸、柿沼　晴、坂本直哉、渡辺　守: IL28B 産生能と C 型慢性肝炎に対するインターフェロン治療応
答性および遺伝子多型 （SNP）との関連.第49回日本肝臓学会総会. 東京,2013年6月6日

78.	 松沢　優:  オートファジーは炎症性腸疾患の新たな治療ターゲットとなるか？ .第19回 東京西部消化器先端医療勉強
会.東京,2013年6月17日

79.	 村川　美也子:  IL28Bスニップ解析はC型慢性肝炎の治療反応性を決定するか？ .第19回 東京西部消化器先端医療勉強
会.東京,2013年6月17日

80.	 堀田　伸勝:  幹細胞イメージングは腸管上皮の幹細胞制御を導くか？ .第19回 東京西部消化器先端医療勉強会.東京, 
2013年6月17日

81.	 和田　祥城:  大腸の微細血管・血流はここまで見える！ .第19回 東京西部消化器先端医療研究会. 東京,2013年6月17日
82.	 朝比奈靖浩、中川美奈、渡辺   守:発がんリスクと治療効果を考慮したC型肝炎における個別化治療.第16回  日本高齢

消化器病学会総会. 名古屋,2013年7月6日
83.	 高原政宏 、根本泰宏、大島　茂、渡辺　守: 炎症性腸疾患マウスモデルにおける腸炎惹起性memory stem  cell同定の

試み ,厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究事業 「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」, 東京,2013年7月26日
84.	 中村哲也、水谷知裕、福田将義、野崎賢吾、渡辺　守: 腸管上皮幹細胞培養とその臨床応用技術開発.厚生労働科学研究 

難治性疾患克服研究事業 「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」.東京,2013年7月26日 
85.	 大塚和朗: カプセル内視鏡の未来　−小腸、大腸、そして上部へ—.第6回日本カプセル内視鏡学術集会. 東京,2013年7月

28日
86.	 高原政宏、根本泰宏、大島　茂、渡辺　守: 炎症性腸疾患マウスモデルにおける腸炎惹起性memory stem  cell.第50回

日本消化器免疫学会総会. 東京,2013年8月2日
87.	 大塚　和朗: 「炎症性（IBD）の基礎知識」「IBD診療の進歩と近未来像〜治る時代へ〜」（司会），第12回 市民公開講

座「炎症性腸疾患の治療をめぐって｣. 東京, 2013年8月10日
88.	 長堀　正和:「炎症性（IBD）の基礎知識」．第12回 市民公開講座｢炎症性腸疾患の治療をめぐって｣. 東京, 2013年8月10

日
89.	 渡辺  守: IBD診療の進歩と近未来像〜治る時代へ〜. 第12回 市民公開講座「炎症性腸疾患の治療をめぐって｣. 東京, 
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2013年8月10日
90.	 土屋輝一郎:  炎症関連大腸がんにおける悪性形質獲得機構解析.がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動 公開シンポ

ジウム. 東京,2013年8月22日
91.	 渡辺   守:  炎症性腸疾患：最新の知見と治療戦略.25年度日本消化管学会教育集会『消化管疾患：病態の「ABC」と実

地診療の「いろは」』.東京,2013年9月8日
92.	 渡辺  守:  IBDにおける治療を考え直す.第10回 岡山IBDカンファレンス. 岡山,2013年9月12日
93.	 渡辺   守:  腸からヒト全身を繙く新しい時代の到来,消化器内科学・学術講演会. 札幌,2013年9月14日
94.	 渡辺　守： 炎症性腸疾患：最新の知見と治療戦略,平成25年度日本消化管学会教育集会. 東京,2013年9月28日
95.	 渡辺  守: 新しい時代を迎えた炎症性腸疾患治療.HUMIRA IBD symposium-広がるヒュミラのIBD治療-.東京,2013年10

月5日
96.	 朝比奈靖浩、中川美奈、渡辺  守: 発がんリスクを考慮したテラプレビル3剤併用療法の適応と治療効果.JDDW2013（第

17回日本肝臓学会大会）,東京, 2013年10月9日
97.	 朝比奈靖浩:  肝臓−腫瘍１.JDDW2013（第55回消化器病学会大会）.東京,2013年10月9日 
98.	 岩野 博俊、良沢 昭銘、田場 久美子、小形 典之、林 靖子、大塚 和朗、宮地 英行、山村 冬彦、大越 章吾、井上 晴洋、

工藤 進英: Roux-en-Y再建腸管における “ショート” シングルバルーンERCPの検討. JDDW2013(第86回日本消化器内
視鏡学会総会).東京,2013年10月9日

99.	 柿沼　晴 、朝比奈　靖浩、渡辺　守: 高齢者C型肝炎におけるウイルス排除を目指した治療の有効性と安全
,JDDW2013（第17回日本肝臓学会大会）.東京,2013年10月9日

100.	柿沼　晴、幾世橋佳 、紙谷聡英 、新田沙由梨 、東　正新、中川美奈 、朝比奈靖浩 、坂本直哉 、中内啓光 、渡辺  
守:  Wnt5a-CaMK2経路による肝幹/前駆細胞の分化調節機構,JDDW2013（第17回日本肝臓学会大会）．東京,2013年10
月9日

101.	齊藤詠子、長堀正和、渡辺  守: IBDに対する内科治療とその限界.JDDW2013.東京,2013年10月9日
102.	新田沙由梨, 坂本直哉, 村川美也子, 柿沼晴, 中川美奈, 朝比奈靖浩, 渡辺守: HCV-NS4BはIFN-β発現誘導だけでなく

IFN-λ発現誘導も抑制する.JDDW2013（第17回日本肝臓学会大会）.東京,2013年10月9日
103.	前田 康晴、工藤 進英、大塚 和朗、若村 邦彦、森 悠一、山内 章裕、林 靖子、久津川 誠、三澤 将史、小形 典之、児

玉 健太、林 武雅、和田 祥城、宮地 英行、山村 冬彦、濱谷 茂治: NBI併用Endocytoscopyによる潰瘍性大腸炎の活動
性の評価,JDDW2013(第86回日本消化器内視鏡学会総会). 東京　2013年10月9日

104.	村川 美也子、朝比奈 靖浩、中川 美奈、大谷 賢志、河合 富貴子、谷口 未樹、新田 沙由梨、北詰 晶子、渡辺 貴子、
櫻井 幸、柿沼 晴、坂本 直哉、渡辺 守: C型慢性肝炎治療におけるIFN不応性に関わるIFNλの機能解析. JDDW2013.
東京, 2013年10月9日

105.	渡辺　守: 潰瘍性大腸炎の治療における医師と患者の意識比較.JDDW2013.東京,2013年10月9日
106.	渡辺　守: 新ガイドライン作成の基本コンセプト.JDDW2013.東京,2013年10月9日
107.	小形 典之、大塚 和朗、林 靖子、児玉 健太、林 武雅、若村 邦彦、和田 祥城、宮地 英行、良沢 昭銘、山村 冬彦、大

越 章吾、井上 晴洋、工藤 進英: 小腸腫瘍に対するシングルバルーン内視鏡検査の有用性についての検討,JDDW2013（第
86回日本消化器内視鏡学会総会）．東京,2013年10月9日

108.	中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺守:  発癌リスクを考慮したテラプレビル3剤併用療法の適応と治療効果.JDDW2013（第
17回日本肝臓学会大会）．東京,2013年10月10日

109.	加納嘉人、土屋輝一郎、渡辺 守: Atoh1発現大腸癌における幹細胞形質獲得とニッチ形成,JDDW2013.東京,2013年10月
11日

110.	仁部洋一、金子　俊、竹中健人、後藤文男、岡本英子 、加納嘉人、福田将義、新田沙由梨、藤井　俊光、齊藤詠子、
櫻井　幸、岡田英理子、鈴木伸治、荒木昭博、大塚和朗、朝比奈靖浩、渡辺　守: 抗血栓薬内服患者におけるへパリ
ン置換法下での大腸内視鏡的粘膜切除術後出血の検討.JDDW2013.東京, 2013年10月11日

111.	荒木昭博、岡田英理子、渡辺守:  術後胆道へのアプローチ・ダブルバルーン内視鏡の一人法, JDDW2013.東京,2013年
10月12日

112.	土屋輝一郎: 白血球除去療法（LCAP）による潰瘍性大腸炎の治療戦略　- bench to bedside -. JDDW2013.東京, 2013年
10月12日

113.	渡辺　守: 炎症性腸疾患の最新治療戦略.第13回アジア汎太平洋小児栄養消化器肝臓学会/第40回日本小児栄養消化器肝
臓学会. 東京,2013年11月3日

114.	渡辺　守: 消化管からヒト全身を繙く新しい時代の到来.第102日本消化器病学会九州支部例会/第96日本消化器内視鏡
学会九州支部例会.宮崎,2013年11月3日

115.	土屋輝一郎、堀田伸勝、林　亮平、日比谷秀爾、福島啓太、加納嘉人、渡辺　守 : 全小腸マッピング生検によるクロ
ーン病病態解析.第51回 小腸研究会.名古屋, 2013年11月9日

116.	土屋輝一郎：持続炎症モデルにおける大腸発がん機構解析,新学術領域研究「癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新
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構築」第７回 総括班会議.福岡,2013年11月14日
117.	渡辺　守: 特別講演4「腸からのヒト全身を繙く新しい時代に向けて」．第68回日本大腸肛門病学会学術集会. 東京,2013

年11月16日
118.	水谷知裕: 正常腸管上皮培養法を用いたin vitroにおける腸管上皮機能解析モデルの確立,第4回Japan Gut Forum.東京, 

2013年11月23日
119.	高原政宏、根本泰宏、大島　茂、渡辺　守: 炎症性腸疾患マウスモデルにおける腸炎惹起性memory stem cell.第41回

日本臨床免疫学会総会.下関, 2013年11月27日
120.	永石 宇司、渡辺 守 :炎症性腸疾患の病態理解と実験モデル,日本臨床免疫学会.下関,2013年12月11日
121.	和田祥城、大塚和朗、宍戸華子、竹中健人、浅野侑、渡部太郎、鈴木康平、新田沙由梨、荒木昭博、伊藤栄作、渡辺

守: 上行結腸IIcの1例,第21回関東IIc研究会. 東京,2013.12.20
122.	新田沙由梨、朝比奈靖浩、柿沼 晴、坂本直哉、渡辺 守: C型肝炎ウイルスNS4B蛋白による宿主自然免疫応答の抑制機

構の解析.第21回浜名湖シンポジウム.浜松, 2013年12月22日
123.	大島　茂、松沢　優、高原政宏、小林正典、仁部洋一、前屋舗千明、永石宇司、土屋輝一郎、岡本隆一、中村哲也、

渡辺　守: クローン病感受性遺伝子A20による腸炎惹起機構.厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究事業 「難治性炎症
性腸管障害に関する調査研究」．東京,2014年1月17日

[研究助成]
  1.	 科学技術振興機構「再生医療実現拠点ネットワークプログラム」『疾患・組織別実用化研究拠点（拠点B）』「培養腸上

皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発拠点」：研究代表者　渡辺　守
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究 (S)「独自の培養技術を用いた大腸上皮細胞機能解析と臨床応用技術開

発」：課題番号22229005　研究代表者　渡辺   守
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金(基金)  基盤研究 (B)「自然免疫を基軸としたウイルス性肝炎治療抵抗性機序の解明

と新規治療法の創成」:課題番号25293169　研究代表者　朝比奈靖浩
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金(基金)  基盤研究 (B)「再生腸上皮幹細胞ニッチの誘導・再構築による炎症腸管粘膜

再生治療の確立」：課題番号25293170　研究代表者　岡本隆一
  5.	 日本学術振興会科学研究費補助金(基金)  基盤研究(B)「培養大腸上皮幹細胞を用いた再生医療技術基盤の確立」：課題

番号24390186  研究代表者　中村哲也
  6.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「HCV培養系を用いたI型・III型インターフェロン不応性機構の解析」：

課題番号24590960  分担研究者  朝比奈靖浩、渡辺  守
  7.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「人工肝細胞移植系を用いたHCV感染動物モデルの構築」：課題番号

24590959  研究代表者　東  正新
  8.	 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C) 「クローン病全小腸内環境解析によるバイオマーカー探索」：課題番号

25460945  研究代表者　荒木昭博
  9.	 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C)「炎症性腸疾患における自己抗体産生機構の解明」：課題番号25460946  

研究代表者  大島茂
10.	 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C)「生検検体を用いた小腸上皮性腫瘍の網羅的遺伝子解析」：課題番号

25461031  研究代表者  大塚和朗
11.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「肝幹細胞の分化決定と細胞移植公立に関わる分子機構の解析」：課題

番号24590957　研究代表者  柿沼  晴
12.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「GSK3βスイッチング制御による腸管上皮分化機能解析」：課題番号

24590935  研究代表者  土屋輝一郎
13.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「腸管上皮リンパ球間クロストークによる免疫調節機構の解析」：課題

番号24590936   研究代表者　永石宇司
14.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「インターロイキン6を基軸としたC型慢性肝炎の治療抵抗性機序の解

明」：課題番号24590958  研究代表者  中川美奈
15.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「特異的NK細胞受容体・リガンドを標的としたクローン病新規治療法

の開発」：課題番号24590937  研究代表者　長堀正和
16.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「S1P受動体を標的としたIBD新規治療法の開発」：課題番号2359034  

研究代表者  藤井俊光
17.	 日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究（計画）総括班「天然物ケミカルバイオロジーの研究」：課題番号

23102001研究分担者  岡本隆一
18.	 日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究「生体センサー腸上皮によるバイオスクリーニング法の開発」：課

題番号23102003   研究代表者  岡本隆一
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19.	 日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究「ヒト大腸上皮培養による大腸癌幹細胞の分化破綻機構解析」：課
題番号25130704研究代表者  土屋輝一郎

20.	 日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究「腸管上皮細胞における自然免疫応答スパイラル機構解析」：課題
番号25114703   研究代表者  土屋輝一郎

21.	 日本学術振興会科学研究費補助金  新学術領域研究「独自の正常大腸上皮幹細胞培養技術を用いた管腔形成機構の解
析」：課題番号24112508  研究代表者  中村哲也

22.	 日本学術振興会科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究「ヒト化腸上皮マウスを用いた疾患モデルの開発」：課題番号
25670367  研究代表者  渡辺   守

23.	 日本学術振興会科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究「肝幹細胞分化を基軸としたＨＢＶ　ｃｃｃＤＮＡの完全排除を目
指す新規治療の創成」：課題番号25670366  研究代表者　朝比奈靖浩

24.	 日本学術振興会科学研究費補助金  挑戦的萌芽研究「小腸・大腸上皮境界維持機構と分化転換機構の解明」：課題番号
25670106  研究代表者　中村哲也

25.	 日本学術振興会科学研究費補助金  若手研究(B)「C型肝炎ウイルス蛋白による宿主自然免疫からの回避機構の解明」：
課題番号25860522  研究代表者　新田沙由梨

26.	 日本学術振興会科学研究費補助金  若手研究(B)「インターフェロンλによるC型肝炎ウイルス排除機構の解明」：課題
番号25860523  研究代表者　藤田めぐみ

27.	 日本学術振興会科学研究費補助金  若手研究(B)「動物由来因子を使用しないヒト大腸幹細胞培養技術の確立」：課題番
号25860524  研究代表者　水谷知裕

28.	 日本学術振興会科学研究費補助金 研究活動スタート支援 「ウイルス性肝炎治療抵抗性に関わる新たな宿主因子の解
析」：課題番号25893064   研究代表者　井津井康浩

29.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業））「難治性炎症性腸管障害に関す
る調査研究」：研究代表者　渡辺　守

30.	 厚生労働科学研究費補助金  (難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患等克服研究事業）)「腸管希少難病群の疫学、病態、
診断、治療の相同性と相違性から見た包括的研究」：研究分担者　渡辺  守、岡本隆一

31.	 厚生労働科学研究費補助金（B型肝炎創薬実用化等研究事業）「B型肝炎ウイルスの完全排除等、完治を目指した新規
治療法の開発に関する包括的研究」：研究分担者　朝比奈靖浩

32.	 厚生労働科学研究費補助金（B型肝炎創薬実用化等研究事業）「Ｂ型肝炎ウイルスの感染複製機構の解明に関する研究」：
研究分担者　朝比奈靖浩

33.	 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策研究事業）「次世代シークエンス技術を駆使したウイルスゲノム解
析によるC型肝炎の病態解明と臨床応用」：研究分担者　朝比奈靖浩

34.	 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策研究事業）「次世代シーケンシング・ゲノムワイド関連解析を用い
たＣ型肝炎治療に伴う肝病態進展軽快、肝発癌に関わる宿主因子の解析」：研究分担者　朝比奈靖浩 

35.	 厚生労働科学研究費補助金（政策創薬マッチング研究事業HS財団番号KHC1213 ）「高効率にＣ型肝炎ウイルス感染を
阻止できる中和抗体の開発とその解析」：研究分担者　朝比奈靖浩

36.	 厚生労働科学研究費補助金（難病・がん等の疾患分野の医療の実用化研究事業 （肝炎関係研究分野））「慢性肝炎・肝
硬変・肝癌の病態解明と各病態および都市形態別で求められる医療を考慮したクリティカルパスモデルの開発のため
の研究」：研究分担者　朝比奈靖浩

37.	 Gastro 2013 MARSHALL-WARREN LECTURESHIP AWARD「Adult tissue stem cell therapy for gastrointestinal 
diseases」：研究代表者　渡辺　守

38.	 1st Annual Meeting of AOCC Best Poster Award「Hes1 promotes IL-22-mediated antimicrobial response through 
enhancement of STAT3-dependent transcription in human intestinal epithelial cells」：研究代表者　岡本隆一

39.	 1st Annual Meeting of AOCC Best Poster Award「Lineage-specific expression of bestrophin genes in normal and 
inflamed human intestine: implications for ulcerative colitis.」：研究代表者　伊藤　剛

40.	 JSIBD 8th Congress of ECCO Travel Award「Intravenous tacrolimus therapy can rapidly induce remission in 
refractory ulcerative colitis.」：研究代表者　藤井俊光

41.	 United European Gastroenterology Week 2013 Posters of Excellence「Complete conversion of crypt progenitor cells 
into ATOH1-positive cells by targeted deletion of DLL1 and Dll4 in LGR5-positive intestinal stem cells.」：研究代表
者　清水寛路

42.	 United European Gastroenterology Week 2013 Posters of Excellence「Natural killer cells regulate the early stage of 
pathogenic T cell development in an IBD models.」：研究代表者　永石宇志

43.	 United European Gastroenterology Week 2013 Posters of Excellence「MR enterocolonography is useful to predict 
clinical recurrence of Crohnʼs disese and identify patients who need more aggressive treatment.」：研究代表者　藤
井俊光
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44.	 United European Gastroenterology Week 2013 Travel Grant Award「LINEAGE-SPECIFIC EXPRESSION OF 
BESTROPHIN-2 AND BESTROPHIN-4 IS REGULATED BY NOTCH SIGNALING IN HUMAN INTESTINAL 
EPITHELIAL CELLS.」：研究代表者　伊藤　剛

45.	 United European Gastroenterology Week 2013 Travel Grant Award「Complete conversion of crypt progenitor cells 
into ATOH1-positive cells by targeted deletion of DLL1 and Dll4 in LGR5-positive intestinal stem cells.」：研究代表
者　清水寛路

46.	 United European Gastroenterology Week 2013 Travel Grant Award「MR enterocolonography is useful to predict 
clinical recurrence of Crohnʼs disese and identify patients who need more aggressive treatment.」：研究代表者　藤
井俊光

47.	 日本肝臓学会 第6回 CHUGAI Award賞「Wnt5aシグナルによる肝幹･前駆細胞の分化制御機構の解析」：研究代表者  
柿沼　晴

48.	 第12回 MSD Award賞「HCV-NS4B蛋白によるIFN-β発現誘導経路の抑制メカニズムの解析」：研究代表者　新田沙
由梨　

49.	 平成25年度東京都医師会医学研究奨励賞「C型肝炎ウイルスNS4B蛋白による宿主RIG-I依存性I型インターフェロン応
答阻害機構」：研究代表者　新田沙由梨

50.	 東京医科歯科大学医師会賞「C型肝炎ウイルスのNS4B蛋白はSTINGを標的としてRIG-I依存性I型インターフェロン応
答を阻害する」：研究代表者　新田沙由梨

51.	 平成25年度東京医科歯科大学医学研究奨励賞：研究代表者　根本泰宏
52.	 日本消化器病学会　海外学会参加助成 (DDW2013)「Notch signaling regulates expression of Bestrophin-4, a novel 

absorptive cell specific HCO3-/Cl- channel, in human intestinal epithelial cells.」：研究代表者　伊藤　剛
53.	 日本消化器病学会　海外学会参加助成 (DDW2013) 「Complete conversion of crypt progenitor cells into ATOH1-

positive cells by targeted deletion of DLL1 and Dll4 in LGR5-positive intestinal stem cells.」：研究代表者　清水寛路
54.	 土田直樹研究助成金「インフリキシマブ効果減弱難治性クローン病に対するアダリムマブスイッチ治療最適化と生物

製剤濃度・抗体産生・血清サイトカインの相関についての検討 (OASIS study)」：研究代表者　長堀正和
55.	 土田直樹研究助成金「ヒト化クローン病モデルマウス作成による病態解析と治療法開発」：研究代表者　中村哲也
56.	 国際科学振興財団　平成25年度消化器領域研究助成「正常腸管上皮培養法を用いたP-gp依存性薬剤排出機構の解析」：

研究代表者　水谷知裕
57.	 財団法人日本応用酸素協会　平成25年度「全身性炎症疾患の病因・病態の解明に関する研究助成」研究助成金「小腸

上皮培養細胞を用いた上皮移植技術の確立」：研究代表者　水谷知裕
58.	 2013年度 Japan Gut Club研究奨励助成金 奨励賞「正常腸管上皮培養法を用いたin vitroにおける腸管上皮機能解析モ

デルの確立」：研究代表者　水谷知裕
59.	 第20回 浜名湖シンポジウム研究助成「正常小腸上皮培養細胞を用いたP-gp依存性薬剤排出機構の解析」：研究代表者  

水谷知裕
60.	 平成25年度 ウイルス肝炎研究財団 Liver Forum in Kyoto研究奨励賞「ウイルス肝炎における自然免疫応答抑制メカ

ニズムの解析」：研究代表者　新田沙由梨
61.	 平成25年度　持田記念国内及び海外留学補助金「In vivo live-imagingを用いた炎症性腸疾患記憶形成メカニズムの解

明」：研究代表者　根本泰宏
62.	 平成25年度 宮川庚子記念研究財団研究助成金「HCV genotype 1b/2a キメラウイルス株を用いたcore領域アミノ酸変

異株によるIBF治療抵抗性の解析」：研究代表者　藤田めぐみ

[その他]
〈研究会主催〉

  1.	 第13回 御茶ノ水消化器疾患先端医療研究会. 渡辺 守, 2014年2月1日
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腫 瘍 外 科 学 分 野
Surgical Oncology

教　　授　杉原健一
講　　師　飯田　聡，井ノ口幹人
助　　教　佐藤隆宣，石川敏昭，中川剛士，加藤敬二，
　　　　　永原　誠，椙田浩文，岡崎　聡，菊池章史
特任教授　小嶋一幸(低侵襲医学研究センター)
特任准教授　小林宏寿(低侵襲医学研究センター)
特任准教授　植竹宏之(応用腫瘍学)
特任助教　石黒めぐみ(応用腫瘍学)
大 学 院　高角康志，大槻　将，小田剛史，藤森喜毅，
　　　　　山内慎一，宮崎光史，村瀬秀明，杉本　斉，
　　　　　田村宣子，石場俊之，小川憲人，増田大機，
　　　　　笠原　舞，谷中淑光，神谷綾子，佐藤雄哉，
　　　　　中川正敏，馬場裕信，高橋英徳，岩田乃理子，
　　　　　細矢徳子，染野泰典，樋口京子，小林建太

（１）教　育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　豊かな人間性のあふれる、国際人としての外科臨床医、医学研究者の育成。

（２）研　究
　「臨床に根ざし、臨床にフィ－ドバックできる研究」をスロ－ガンとして教育を行っている。主となる研究テ－マは下記
の①、②であるが、他にも種々の基礎及び臨床研究を行っている。
　①固形癌の発育・進展に関与する因子の同定。
　②遺伝子・蛋白発現の網羅的解析による抗癌剤受性及び予後の予測因子の同定。

（３）臨　床
　胃癌、大腸癌、乳癌に対し、最新の機器を用いて鏡視下手術を含めた低侵襲・機能温存手術を行っている。
　① 胃癌・大腸癌・乳癌の低侵襲・機能温存手術。腹腔鏡手術。
　② 胃癌・大腸癌・乳癌に対する化学療法。
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科学会定期学術集会  福岡  2013年4月11日
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三原規奨、白井久也、別宮絵美真、絹笠祐介、坂東悦郎、寺島雅典、上坂克彦. 膵頭十二指腸切除術後腹腔内膿瘍に
対するＣＴガイド下ドレナージ.パネルディスカッション（7). 膵・胆道術後合併症に対するリカバリーショット.第113
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福岡  2013年4月13日
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109.	松山貴俊、小林宏寿、飯田聡、岡崎聡、馬場裕信、増田大機、石黒めぐみ、石川敏昭:、植竹宏之、杉原健一.当院にお
ける肥満症例に対する腹腔鏡下結腸癌，直腸S状部癌切除術の検討. ミニオーラル19.代謝・栄養1.第68回日本消化器外
科学会総会　宮崎　2013年7月17日

110.	菊池弘人、岡林剛史、長谷川博俊、石井良幸、石田隆、清島亮、杉原 健一、北川雄光. 大腸癌の予後 〜施設間におけ
る比較検討〜.ミニオーラル36.大腸　予後1. 第68回日本消化器外科学会総会　　宮崎　　2013年7月17日

111.	瀬尾雄樹、岡林剛史、長谷川博俊、石井良幸、遠藤高志、杉原健一、北川雄光.傾向スコア(propensity score)を用いた
直腸癌根治手術におけるリンパ節郭清範囲の予後への影響.ミニオーラル36.大腸　予後1. 第68回日本消化器外科学会総
会　宮崎　2013年7月17日

112.	椙田浩文、小嶋一幸、井ノ口幹人、加藤敬二、佐藤雄哉、小川憲人、中川正敏、谷中淑光、河野辰幸、杉原健一. 腹
腔鏡下幽門側胃切除術後の再建法(Roux-en-Y法とBillroth-I法)の長期成績の比較.ワークショップ4.胃癌手術における切
除・再建法の工夫—長期QOLからみたコンセンサスの構築—. 第68回日本消化器外科学会総会　宮崎　2013年7月17日

113.	馬場裕信、石川敏昭、増田大機、岡崎聡、松山貴俊、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、植竹宏之、杉原健一. 網羅的
分子情報の統合解析による大腸癌リンパ節転移予測マーカーの探索. 企画関連口演39.消化器癌個別化治療 1　（下部消
化管）．第68回日本消化器外科学会総会　　宮崎　　2013年7月17日

114.	増田大機、石川敏昭、馬場裕信、岡崎聡、松山貴俊、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、植竹宏之、杉原健一. 大腸癌
におけるS100A2の発現と予後予測因子としての意義.企画関連口演39.消化器癌個別化治療 1　（下部消化管）．第68回
日本消化器外科学会総会　 宮崎 　2013年7月17日

115.	佐藤雄哉、小嶋一幸、井ノ口幹人、加藤敬二、椙田浩文、本山一夫、小川憲人、中川正敏、谷中淑光、杉原健一. 胃
癌に対する腹腔鏡下手術後の膵液瘻に関する検討.要望演題21.消化器外科手術におけるドレーン管理と周術期栄養管理
3.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎　 2013年7月17日
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116.	絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、塚本俊輔、賀川弘康、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦. 直腸癌に対する
ロボット支援下腹腔鏡下手術.ビデオシンポジウム3.次世代の標準化に向けた大腸癌の外科治療「開腹・鏡視下」．第68
回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月17日

117.	三木友一朗、川村泰一、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、大石琢磨、中島孝、絹笠祐介、寺島雅典. 胃GIST症例におけ
るKi-67　L1を用いたリスク評価.要望演題16. GISTに対する手術を含めた治療戦略2. 第68回日本消化器外科学会総会  
宮崎  2013年7月17日

118.	山口智弘、絹笠祐介、塩見明生、賀川弘康、塚本俊輔、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦. 他臓器合併切除
を伴う局所進行直腸癌の治療成績.シンポジウム6.局所進行直腸癌・再発直腸癌に対する治療戦略.第68回日本消化器外
科学会総会  宮崎  2013年7月17日

119.	川村泰一、杉沢徳彦、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、上坂克彦、金本秀行、絹笠祐介、寺島雅典. 幽門側胃切除後再
建法と術後胆道感染症・イレウスの検討.企画関連口演17.胃癌切除・再建法3. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  
2013年7月17日

120.	大植雅之、濱口哲弥、伊藤芳紀、藤田伸、絹笠祐介、坂井大介、能浦真吾、島田安博、森谷冝皓、齋藤典男. 再発high 
risk下部直腸癌（T4,側方陽性）に対する術前化学放射線療法（SOX-RT）の多施設第Ⅰ相試験と今後の課題.企画関連
口演27.進行・再発直腸癌1. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月17日

121.	蘆田良、水野隆史、金本秀行、杉浦禎一、岡村行泰、木内亮太、絹笠祐介、坂東悦郎、寺島雅典、上坂克彦. 転移性
肝癌症例における再肝切除を想定した肝体積・肝予備能変化の検討. ミニオーラル45.肝　肝予備能.第68回日本消化器
外科学会総会  宮崎  2013年7月17日

122.	小林宏寿、West Nicholas、高橋慶一、Perrakis Aristoteles、Weber Klaus、Hohenberger Werner、Quirke Philip、
杉原健一. 世界的にみた日本のStage III結腸癌に対する手術の質:日英独共同研究.シンポジウム1.消化器癌治療におけ
る日本からのエビデンスの発信―Oncologic ResectionやRCTの結果からみえてきたもの―.第68回日本消化器外科学会
総会  宮崎  2013年7月18日

123.	篠崎浩治、石黒めぐみ、絹笠祐介、高金明典、遠藤健、杉原健一. StageⅢ結腸癌術後補助化学療法としてのUFT/LV
療法とS-1療法の第Ⅲ相臨床試験:ACTS-CC trial.シンポジウム1. 消化器癌治療における日本からのエビデンスの発信―
Oncologic ResectionやRCTの結果からみえてきたもの―.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

124.	中川正敏、小嶋一幸、井ノ口幹人、加藤敬二、椙田浩文、小川憲人、谷中淑光、河野辰幸、杉原健一. R0腹腔鏡下胃
切除後の再発症例の検討.ミニオーラル60.胃十二指腸　外科治療3. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18
日

125.	石川敏昭、植竹宏之、岡崎聡、馬場裕信、増田大樹、松山貴俊、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、杉原健一. 大腸癌
H2，H3肝単独転移に対する治療戦略〜患者予後から検討した当科の治療方針.企画関連口演60.大腸癌肝転移4.第68回
日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

126.	小川憲人、佐藤雄哉、中川正敏、谷中淑光、椙田浩文、加藤敬二、井ノ口幹人、小嶋一幸. 肥満症例に対する腹腔鏡
下胃切除術の工夫.要望ビデオ14.肥満症例に対する消化器外科手術の工夫（Bariatric surgeryも含む）2.第68回日本消
化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

127.	岩田乃理子、神谷綾子、岡崎聡、松山貴俊、飯田聡、石黒めぐみ、石川敏昭、小林宏寿、植竹宏之、杉原健一. 腸管
合併切除を行った脂肪肉腫の5例.ミニオーラル85.腹膜・後腹膜2.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

128.	井ノ口幹人、小嶋一幸、加藤敬二、椙田浩文、小川憲人、谷中淑光、中川正敏、佐藤雄哉、神谷綾子、杉原健一. 80
歳以上高齢者における胃癌根治術の成績と術後合併症リスク因子. 企画関連口演49.高齢者癌5 （上部消化管). 第68回日
本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

129.	廣澤知一郎、番場嘉子、橋本拓造、小川真平、板橋道朗、亀岡信悟、固武健二郎、杉原健一. 大腸癌同時性腹膜播種
症例の層別化に関する検討.企画関連口演76.Stage IV大腸癌 3. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

130.	村瀬秀明、井ノ口幹人、椙田浩文、加藤敬二、小嶋一幸、杉原健一.胃癌におけるFGFR1， 2， 4発現の臨床病理・予後
に関する意義.ミニオーラル92.胃・十二指腸　基礎.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

131.	塚本俊輔、賀川弘康、山口智弘、塩見明生、絹笠祐介、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦. Stage IV大腸癌
の外科治療成績と切除時期についての検討.ミニオーラル.大腸　悪性2.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7
月18日

132.	塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、塚本俊輔、賀川弘康、坂東悦郎、寺島雅典、金本秀行、上坂克彦. 直腸癌に対する
腹腔鏡下低位前方切除術－合併症を減らす我々の工夫－.要望ビデオ17.腹腔鏡下低位前方切除術の実際と工夫3.第68回
日本消化器外科学会総会  宮崎　2013年7月18日

133.	賀川弘康、山口智弘、塚本俊輔、塩見明生、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. 腹腔鏡下大腸切
除術におけるレジデントのトレーニングシステム.ミニオーラル94.大腸　鏡視下手術3.第68回日本消化器外科学会総会  
宮崎  2013年7月18日

134.	佐藤力弥、塩見明生、山口智弘、塚本俊輔、賀川弘康、坂東悦郎、寺島雅典、金本秀行、上坂克彦、絹笠祐介. 根治
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切除不能StageⅣ大腸癌の姑息的原発巣切除における腹腔鏡下手術の有用性.ミニオーラル65.大腸　悪性2.第68回日本
消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

135.	篠崎浩治、石黒めぐみ、絹笠祐介、高金明典、遠藤健、杉原健一. StageⅢ結腸癌術後補助化学療法としてのUFT/LV
とS-1療法の第Ⅲ相臨床試験：ACTS-CC　traial.シンポジウム1. 消化器癌治療における日本からのエビデンスの発信－
Oncologic ResectionやRCTの結果からみえてきたもの－.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

136.	水野隆史、金本秀行、杉浦禎一、岡村行泰、栗原唯生、蘆田良、絹笠祐介、坂東悦郎、寺島雅典、上坂克彦. 化学療
法後結腸直腸癌肝転移切除に対する術前肝機能評価に基づいた手術戦略.企画関連口演61.大腸癌肝転移　5.第68回日本
消化器外科学会総会   宮崎  2013年7月18日

137.	杉沢徳彦、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島雅典. ERASの導入に向け
た統一胃切除パスの解析.企画関連口演57.ERAS 5（上部消化管). 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18
日

138.	石井正之、古角祐司郎、浅利建吾、長谷川寛、三浦晋、小泉直樹、上原徹也、藤本康二、東山洋、絹笠祐介. 局所進行・
局所再発直腸癌の治療.ミニオーラル66.大腸　外科治療2.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

139.	塚本俊輔、賀川弘康、山口智弘、塩見明生、絹笠祐介、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦. StageⅣ大腸癌の
外科治療成績と切除時期についての検討.ミニオーラル65.大腸　悪性2.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7
月18日

140.	木原康宏、杉浦禎一、岡村行泰、水野隆史、金本秀行、絹笠祐介、坂東悦郎、寺島雅典、佐々木惠子、上坂克彦. 当
院における浸潤性膵管癌切除後の3年無再発生存例の検討.要望演題32.膵癌術後長期生存例の検討2.第68回日本消化器
外科学会総会  宮崎  2013年7月18日

141.	馬場秀夫、渡邊雅之、宮田裕章、後藤満一、杉原健一、森正樹. 胃全摘術—NCDデータからみた我が国の現状と今後
の展開—.特別企画3. National clinical data base (NCD) のデータから見た我が国の消化器外科医療水準と今後の展開. 
第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月19日

142.	木村理、宮田裕章、後藤満一、見城明、北川雄光、島田光生、馬場秀夫、冨田尚裕、杉原健一、森正樹. 膵切除(膵頭
十二指腸切除術)-NCDデータから見た我が国の現状と今後の展開—.特別企画3.National clinical data base (NCD) のデ
ータから見た我が国の消化器外科医療水準と今後の展開.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月19日

143.	神谷綾子、松山貴俊、岡崎聡、石黒めぐみ、小林宏寿、石川敏昭、飯田聡、植竹宏之、杉原健一. 消化管穿孔を合併
した膠原病症例の検討.ミニオーラル124.小腸　症例.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月19日

144.	高橋英徳、松山貴俊、神谷綾子、岡崎聡、石黒めぐみ、小林宏寿、石川敏昭、飯田聡、植竹宏之、杉原健一. 当院で
の左側大腸癌イレウスの治療の検討.ミニオーラル130.大腸　救急1. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月
19日

145.	加藤敬二、小嶋一幸、井ノ口幹人、椙田浩文、小川憲人、谷中淑光、中川正敏、河野辰幸、杉原健一. 当科における
腹腔鏡下胃切除術後の再建法.企画関連口演94胃癌外科治療 1. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月19日

146.	杉原健一. セツキシマブを臨床でいかに用いるか：外科医の視点から(演者：九州大学消化器外科 沖英次).ランチョン
セミナー32.大腸がん治療：ASCO2013のエビデンス解釈と今後の展望.第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7
月19日

147.	岡崎聡、馬場裕信、増田大機、松山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、小林宏寿、飯田聡、植竹宏之、杉原健一. 当院に
おける大腸癌肺転移の治療成績.ミニオーラル161.大腸　肺転移. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎  2013年7月19日

148.	小野千尋、西岡良薫、星野直明、近藤純由、村山忠雄、上田浩樹. 当科における大腸癌イレウスの治療戦略と成績.口
演.大腸癌イレウスの治療戦略6.第68回日本消化器外科学会総会 宮崎   2013年7月19日

149.	伊江将史、水野隆史、木内亮太、岡村行泰、杉浦禎一、金本秀行、絹笠祐介、坂東悦郎、寺島雅典、上坂克彦. 有ス
トーマ患者における肝転移切除術後SSIの検討.企画関連口演98. SSI対策7（下部消化管). 第68回日本消化器外科学会総
会  宮崎  2013年7月19日

150.	岡ゆりか、山口智弘、賀川弘康、塚本俊輔、塩見明生、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. 原発
性直腸・肛門管癌に対する直腸切断術後骨盤死膣炎の検討.ミニオーラル162.大腸　合併症3. 第68回日本消化器外科学
会総会  宮崎   2013年7月19日

151.	岡村行泰、金本秀行、杉浦禎一、水野隆史、木内亮太、栗原唯生、寺島雅典、坂東悦郎、絹笠祐介、上坂克彦. 肝細
胞癌切除例における再発時腫瘍マーカーに関する検討.企画関連口演86.進行・再発肝細胞癌2. 第68回日本消化器外科学
会総会 宮崎   2013年7月19日

152.	栗原唯生、上坂克彦、金本秀行、杉浦禎一、水野隆史、岡村行泰、木内亮太、寺島雅典、坂東悦郎、絹笠祐介. 3cm・
3個以下のウイルス性肝細胞癌と非ウイルス性肝細胞癌の手術治療成績の比較.ミニオーラル137.肝　肝癌2. 第68回日本
消化器外科学会総会  宮崎   2013年7月19日

153.	坂東悦郎、幕内梨恵、杉沢徳彦、徳永正則、谷澤豊、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島雅典. 残胃の
癌におけるStagingの検討.要望演題45.残胃癌に対する外科治療1. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎   2013年7月19



— 608 —

日
154.	三原規奨、杉浦禎一、金本秀行、水野隆史、岡村行泰、坂東悦郎、絹笠祐介、寺島雅典、上坂克彦. 膵癌大動脈周囲

リンパ節転移例・腹水細胞診陽性例の手術適応の検討.要望演題49. 膵癌・胆道癌のUICC　M1（同時性・異時性遠隔
転移）例に対する切除の適応はないのか？ 2. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎   2013年7月19日

155.	上坂克彦、三原規奨、栗原唯生、金本秀行、杉浦禎一、水野隆史、岡村行泰、絹笠祐介、坂東悦郎、寺島雅典. 
Borderline resectable膵癌に対する放射線化学療法後の膵頭十二指腸切除術：次世代の標準治療の可能性.企画関連口
演84.膵癌外科治療. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎   2013年7月19日

156.	徳永正則、杉沢徳彦、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島雅典. StageⅠA胃癌に対
するロボット支援手術の安全性の評価を目的とした臨床第Ⅱ相試験. ミニオーラル120.胃十二指腸　鏡視下手術2. 第68
回日本消化器外科学会総会  宮崎   2013年7月19日

157.	幕内梨恵、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、中島孝、寺島雅典. 胃未分化
型腺癌における神経内分泌細胞の混在と治療成績. パネルディスカッション8. 膵・消化管Neuroendocrine 
Tumor(NET)の治療方針. 第68回日本消化器外科学会総会  宮崎   2013年7月19日

158.	吉野潤、中嶌雄高、岡島千里、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 広範に主膵管進展を呈した乳頭部癌の一例. 口演. 第68
回日本消化器外科学会総会  宮崎   2013年7月17～19日

159.	中嶌雄高、吉野潤、岡島千里、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 腹膜原発表在性漿液性乳頭腺癌の1例. 口演. 第68回日本
消化器外科学会総会  宮崎   2013年7月17～19日

160.	林哲二、吉野潤、中嶌雄高、岡島千里、設楽兼司、福成博幸. 成人胃軸捻転症の2例.口演. 第68回日本消化器外科学会
総会  宮崎   2013年7月17～19日

161.	絹笠祐介. ロボット支援下腹腔鏡下直腸癌手術.シンポジウム2. 低侵襲外科治療の進歩. 第20回外科フォーラム  東京  
2013年7月20日

162.	Sugihara K. Session 1、Session 2.International Workshop on Peritoneal Disease from Appendiceal and Colorectal 
Cancer  Tokyo　2013年7月27日

163.	瀧井泰公、尾嶋仁、橋田裕毅、日比健志、佐々木一晃、横山正、中村将人、宗本義則、渡邉昌也、杉原健一. Non-
inferiority of S-1 to UFT/LV as adjuvant therapy for stageⅢ　colon cancer:A randomized phase Ⅲ　trial(ACTS-
CC).(StageⅢ結腸癌術後補助化学療法としてのUFT/LV療法とS-1療法の第Ⅲ相臨床試験:ACTS-CC trial.).一般口演. 
Colorectal Cancer,Clinical Trial1（大腸がん臨床試験①). 第11回日本臨床腫瘍学会学術集会　仙台　2013年8月29日

164.	Takahashi T,Yamada Y,Takahari D,Matsumoto H,Baba H,Nakamura M,Sakata Y,Sasaki Y,shimada Y,Sugihara K. A   
phaseⅢ trial of  SOX+Bev versus mFOLFOX6+Bev in patients with metastatic colorectal cancer:the SOFT study. 
インタ－ナショナルセッション3（口演). Optimization of chemotherapy for metastic colorectal cancer.第11回日本臨
床腫瘍学会学術集会  仙台　2013年8月29日

165.	岩田乃理子、菊池章史、樋口京子、染野泰典、馬場裕信、高橋英徳、岡崎聡、石黒めぐみ、石川敏昭、小林宏寿、飯
田聡、植竹宏之、杉原健一. S状結腸憩室炎による結腸膀胱瘻. 消化管①.第20回御茶ノ水消化器セミナー  東京　　2013
年8月31日

166.	吉野潤、中嶌雄高、岡島千里、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 肝外門脈閉塞に伴う胆管空腸吻合部静脈瘤破裂に対し
てα-cyanoacrylate monomerを用いた内視鏡的止血術が奏功した1例. 口演.第20回御茶ノ水消化器セミナー  東京　　
2013年8月31日

167.	杉本武哉、吉田剛、松井俊大、青柳治彦、長谷川久美、兼子順、磯貝純、前島静顕. 超巨大GISTに対して摘出術を施
行した1例.口演. 第20回御茶ノ水消化器セミナー  東京　　2013年8月31日

168.	石川敏昭、植竹宏之、岡崎聡、岩田乃理子、馬場裕信、高橋英徳、菊池章史、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、杉原
健一. 当科における切除不能な遠隔転移を伴う大腸神経内分泌腫瘍に対する治療成績の検討.ポスター.第1回日本神経内
分泌腫瘍研究会学術集会　京都　2013年9月28日

169.	石場俊之、中西啓、高木洋子、永原誠、中川剛士、佐藤隆宣、杉原健一、三木義男. ペリオスチン欠損によるデコリ
ンの分泌は癌細胞の遊走・浸潤を抑制する.乳がん（5). 第72回日本癌学会学術総会　横浜　2013年10月5日

170.	小川憲人、神谷綾子、佐藤雄哉、中川正敏、谷中淑光、椙田浩文、加藤敬二、井ノ口公人、小嶋一幸、杉原健一. 胃
切除後の吻合部狭窄に対する内視鏡的バルーン拡張術.胃-その他2. JDDW2013（第86回日本消化器内視鏡学会総会）　
東京　2013年10月10日

171.	坂東悦郎、町田望、幕内梨恵、三木友一郎、杉沢徳彦、徳永正則、谷澤豊、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、
寺島雅典. 胃癌における術前生検病理組織型と切除標本の最終組織型との相違の検討.ポスターセッション.胃・十二指
腸(胃癌2）.JDDW2013(第55回日本消化器病学会大会) 東京　2013年10月10日 

172.	佐藤力弥、塩見明生、山口智弘、塚本俊輔、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、高柳智保、相川佳子、伊江将史、前田
哲生、岡ゆりか、坂東悦郎、寺島雅典、金本秀行、上坂克彦、絹笠祐介. 高齢者大腸癌における腹腔鏡下手術の有用
性. ポスターセッション.大腸-鏡視下手術3.JDDW2013(第11回日本消化器外科学会大会）　東京　2013年10月11日
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173.	吉村哲規、本山一夫、松山貴俊、岡村孝. 高齢者大腸がん症例における最適な周術期リスク評価法の検討.大腸-周術期
管理. JDDW2013(第11回日本消化器外科学会大会）　東京　2013年10月11日

174.	伴大輔、小嶋一幸、沼尾昇、小林宏寿、木原和徳、只野耕太郎、川嶋健嗣. 空気圧制御ロボット内視鏡鉗子による胆
管空調吻合.胆道-鏡視下手術.JDDW2013(第11回日本消化器外科学会大会）　東京　2013年10月11日

175.	瀬尾雄樹、岡林剛史、長谷川博俊、石井良幸、遠藤高志、杉原健一、北川雄光. 直腸癌手術における中枢方向のリン
パ節廓清範囲の予後への影響～傾向スコアマッチング法を用いた解析～. 大腸-手術治療1.JDDW2013(第11回日本消化
器外科学会大会）　東京　2013年10月11日

176.	岩本慈能、馬場秀夫、吉村和弘、合田文則、中村利夫、山本美満雄、高橋慶一、三崎秀行、渡邊昌彦、杉原健一. Soft 
Study：切除不能大腸癌に対するmFOLOFOX+Bev療法とSOX+Bev療法との第Ⅲ相試験.大腸-化学療法3.JDDW2013(
第11回日本消化器外科学会大会）　東京　2013年10月11日

177.	上野秀樹、神藤英二、内藤善久、島崎英幸、梶原由規、岡本耕一、識名敦、久保徹、深澤智美、山本順司、長谷和生、
杉原健一. リンパ節廓清を要する大腸SM癌の識別-リスク因子陽性判定に関する施設間格差の影響を含めて.大腸-診断
2. JDDW2013(第11回日本消化器外科学会大会）　東京　2013年10月11日

178.	小林宏寿、杉原健一. 腹腔鏡補助j化大腸癌切除術後の再発形式と予後.消化器癌内視鏡治療・鏡視下手術圧の再発病態
と対策.JDDW2013(第11回日本消化器外科学会大会）　東京　2013年10月12日

179.	杉原健一、矢永勝彦. 消化器外科学会特別企画.大腸癌肝転移診療国内外のUp to date. JDDW2013(第11回日本消化器外
科学会大会）　東京　2013年10月12日

180.	塩見明生、絹笠祐介、山口智弘.c T1-T2下部直腸・肛門管癌に対する腹腔鏡下ISRの治療成績の検討.ワークショップ
20.早期直腸癌治療における新展開.JDDW2013(第11回日本消化器外科学会大会）　東京　2013年10月12日

181.	坂東悦郎、三木友一郎、幕内梨恵、杉沢徳彦、徳永正則、谷澤豊、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島
雅典. 胃癌における神経周囲浸潤の意義の検討.ポスターセッション. 胃-診断. JDDW2013(第11回日本消化器外科学会大
会）　東京　2013年10月12日

182.	谷澤豊、坂東悦郎、徳永正則、川村泰一、上坂克彦、金本秀行、水野隆史、杉浦禎一、岡村行泰、絹笠祐介、寺島雅
典. 胃癌肝転移に対する肝切除例の検討.ポスターセッション.胃-手術治療1.JDDW2013(第11回日本消化器外科学会大
会）　東京　2013年10月12日

183.	小林宏寿、植竹宏之、飯田聡、石川敏昭、石黒めぐみ、岡崎聡、馬場裕信、高橋英徳、岩田乃理子、杉原健一. Stage
Ⅲ大腸癌手術における廓清度.示説.大腸・小腸　外科治療1.第51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013年10月24日

184.	吉田元樹、山田康秀、高張大亮、松本寛、辻晃仁、有岡仁、嶋田顕、傅田忠道、森田智視、高橋慶一、室圭、島田安博、
杉原健一. SOFT study:切除不能大腸癌に対するmFOLFOX6+Bev療法との第Ⅲ相試験. 臓器別シンポジウム3.大腸が
ん治療の最前線：進行・再発大腸がんの治療戦略.第51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013年10月24日

185.	石場俊之、中川剛士、永原誠、佐藤隆宣、大野玲、杉原健一. FDG-PETによる乳癌術前化学療法の治療効果判定と予
後予測.口演.乳腺　画像. 第51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013年10月25日

186.	石川敏昭、植竹宏之、岡崎聡、岩田乃理子、高橋英徳、馬場裕信、菊池章史、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、杉原
健一. 切除不能大腸癌に対する2次治療におけるCPT-11+ Bmab療法後の有用性の検討.口演.大腸・小腸　分子標的4.第
51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013年10月25日

187.	小野千尋、西岡良薫、星野直明、近藤純由、村山忠雄、上田浩樹. オキサリプラチン再導入が術後長期生存に寄与し
たと思われる肺転移を伴う直腸癌の1例.ポスター.大腸　小腸　化学療法2.第51回日本癌治療学会学術集会　京都  2013
年10月25日

188.	塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、佐藤純人、坂東悦郎、寺島雅典、金本秀行、上坂
克彦. cT1T2直腸癌に対する腹腔鏡下手術の短期成績および長期成績の検討.口演63.大腸・小腸　手術療法3. 第51回日
本癌治療学会学術集会　京都　2013年10月25日

189.	大植雅之、濱口哲弥、伊藤芳紀、坂井大介、能浦真吾、絹笠祐介、藤田伸、島田安博、齋藤典男、森谷宜皓. 進行下
部直腸癌（T4,側方陽性）に対する術前化学放射線療法（SOX-RT)の多施設第Ⅰ相試験.口演64.大腸・小腸　集学的治
療1. 第51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013年10月25日

190.	谷澤豊、徳永正則、坂東悦郎、川村泰一、三木友一郎、幕内梨恵、杉沢徳彦、上坂克彦、絹笠祐介、金本秀行、寺島
雅典. 当院における胃癌地域連携パスの現状と課題.口演51.地域連携1. 第51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013年
10月25日

191.	徳永正則、杉沢徳彦、幕内梨恵、三木友一郎、後藤裕信、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂
克彦、寺島雅典. 進行胃癌に対するR2切除.口演68.胃・十二指腸　手術2.第51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013
年10月25日

192.	中川剛士、上田浩樹、杉本斉、小田剛史、石場俊之、西岡良薫、安野正道、佐藤隆宣、永原誠、杉原健一. 進行再発
乳癌に対するpaclitaxel+bevacizumabの使用経験.示説.乳腺　化学療法5. 第51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013
年10月26日
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193.	中川剛士、佐藤隆宣、永原誠、石場俊之、杉原健一. ビスフォスフォネート製剤+ホルモン治療を施行した乳癌骨転移
症例の検討.示説.乳腺　支持療法・緩和. 第51回日本癌治療学会学術集会  京都　2013年10月26日

194.	石黒めぐみ、中谷英仁、石川敏昭、植竹宏之、杉原健一. 高齢者に対する結腸癌術後補助化学療法：ACTS-CC  trial 
年齢別解析.プレナリーセッション01. 第51回日本癌治療学会学術集会  京都　2013年10月26日

195.	植竹宏之. Treating mCRC patients with biologic agents and future for persinalized treatments.スポンサードシンポ
ジウム. 第51回日本癌治療学会学術集会  京都　2013年10月26日

196.	杉本武哉、吉田剛、松井俊大、青柳治彦、長谷川久美、兼子順、前島静顕. 上部消化管造影検査が診断に有用であっ
たびまん性食道痙攣の1例.口演.第55回全日本病院学会  埼玉　2013年11月2日

197.	小林宏寿、飯田聡、石川敏昭、石黒めぐみ、岡崎聡、菊池章史、馬場裕信、高橋英徳、岩田乃理子、杉原健一. 高齢
者大腸癌の特徴と治療成績.一般演題口演.高齢者大腸癌/治療成績1.第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　2013年
11月15日

198.	岡崎聡、高橋英徳、馬場裕信、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、小林宏寿、飯田聡、杉原健一. クローン病に合併
した多発小腸癌の1例.ポスター.症例　クローン病. 第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　　2013年11月15日

199.	石川敏昭、岡崎聡、岩田乃理子、高橋英徳、馬場裕信、菊池章史、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、杉原健一. 高齢
者大腸癌化学療法の現状と治療法の選択-ポイント制による治療選択. ワークショップ1.超高齢者大腸癌の治療の選択. 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　2013年11月15日

200.	塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、佐藤純人、伊江将史、前田哲生、佐藤力弥、岡ゆ
りか、古谷晃伸、仲井希. cT1早期直腸癌に対する治療選択　腹腔鏡下直腸切除術の短期成績および長期成績の検討. 
パネルディスカッション1.外科か内科か？早期直腸癌の治療選択. 第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　　2013
年11月15日 

201.	絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、佐藤純人、伊江将史、前田哲生、佐藤力弥、岡ゆ
りか、古谷晃伸、仲井希. 直腸癌に対するロボット支援下腹腔鏡下手術.ビデオパネルディスカッション1.大腸癌に対す
る腹腔鏡下手術～MPS　vs　RPS　vs　Robot～. 第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　2013年11月15日

202.	古谷晃伸、富岡寛行、岡ゆりか、佐藤力弥、前田哲生、伊江将史、佐藤純人、山川雄士、賀川弘康、富岡寛行、山口
智弘、塩見明生、絹笠祐介. 大腸神経内分泌細胞癌の6例.一般演題ポスター.症例　カルチノイド. 第68回日本大腸肛門
病学会学術集会  東京　2013年11月15日

203.	佐藤力弥、塩見明生、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、佐藤純人、伊江将史、前田哲生、岡ゆりか、古谷
晃伸、仲井希、絹笠祐介. 75歳以上の高齢者大腸癌における腹腔鏡下手術の有用性.一般演題　口演.高齢者大腸癌/鏡視
下手術1.第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　2013年11月15日

204.	山口智弘、古谷晃伸、仲井希、岡ゆりか、佐藤力弥、伊江将史、前田哲生、佐藤純人、山川雄士、賀川弘康、富岡寛行、
塩見明生、絹笠祐介. 局所進行直腸癌に対する術前化学放射線療法の安全性と有効性.一般演題　口演.直腸癌/放射線化
学療法1. 第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　2013年11月15日

205.	山川雄士、山口智弘、仲井希、岡ゆりか、佐藤力弥、伊江将史、前田哲生、佐藤純人、賀川弘康、富岡寛行、塩見明生、
絹笠祐介. 進行下部直腸癌に対する側方リンパ節郭清施工後の長期成績.一般演題　口演.予後1. 第68回日本大腸肛門病
学会学術集会  東京　2013年11月15日 

206.	菊池章史、近谷賢一、吉村哲規. 大腸ステント挿入により術前に肛門側病変のEMRをし得た閉塞性下行結腸癌の1例. 
ポスター.大腸癌イレウス. 第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　2013年11月16日

207.	賀川弘康、山口智弘、仲井希、古谷晃伸、岡ゆりか、佐藤力弥、前田哲生、伊江将史、佐藤純人、山川雄士、富岡寛行、
塩見明生、絹笠祐介. 切除不能大腸癌肝転移に対するconversion surgery の短期・長期成績.一般演題　口演.大腸癌肝
転移. 第68回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　　2013年11月16日

208.	富岡寛行、仲井希、古谷晃伸、岡ゆりか、佐藤力弥、前田哲生、伊江将史、佐藤純人、山川雄士、賀川弘康、山口智弘、
塩見明生、絹笠祐介. 直腸カルチノイドに対する外科治療症例の検討.一般演題　口演.直腸カルチノイド・GIST. 第68
回日本大腸肛門病学会学術集会  東京　2013年11月16日

209.	兼子順、松井俊大、前島顕太郎、梶野絋平、杉本武哉、青柳治彦、吉田剛、長谷川久美、前島静顕. 金属針による胃
穿通に対する鏡視下手術の1例.口演.第31回埼玉県外科集談会  埼玉　2013年11月16日

210.	井ノ口幹人、小嶋一幸、椙田浩文、谷中淑光、谷中淑光、中川正敏、佐藤雄哉、神谷綾子、河野辰幸、杉原健一. 胃
切除術のRoux-Y再建法後のPetersenヘルニア.パネルディスカッション. 術後腸閉塞の診断と治療（大腸). 第75回日本
臨床外科学会総会　名古屋　 2013年11月21日

211.	植竹宏之. 大腸癌化学療法up to date～抗癌剤の有効性を最大活用するコツ～.ランチョンセミナー. 第75回日本臨床外
科学会総会　名古屋　 2013年11月21日 

212.	谷澤豊、徳永正則、坂東悦郎、川村泰一、杉沢徳彦、三木友一郎、幕内梨恵、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島
雅典. 下肢静脈エコー検査による胃癌術前の下肢静脈血栓症（DVT）クリーニング.主題関連演題. 最近のVTE(静脈血
栓塞栓症）の予防と治療1.第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月21日
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213.	松井俊大、青柳治彦、兼子順、長谷川久美、吉田剛、前島静顕、磯貝純. 慢性呼吸不全を合併した upside down 
stomach の1例.ポスター.胃：良性疾患.第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月21日

214.	小林宏寿、植竹宏之、飯田聡、石川敏昭、石黒めぐみ、岡﨑聡、菊池章史、馬場裕信、高橋英徳、岩田乃理子、杉原
健一. 腹腔鏡下低位前方切除術における肛門側腸管切離の工夫と側方廓清.主題ｊ関連演題.内視鏡下大腸切除術の手術
手技. 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月22日

215.	塩見明生、伊藤雅昭、前田耕太郎、絹笠祐介、大田貢由、山上裕機、塩澤学、堀江久永、栗生宜明、西村洋治、長谷
和生、齋藤典男. 縫合不全危険因子の解析～大腸癌研究会プロジェクト研究『低位前方切除術における一時的人工肛
門造設に関する多施設共同前向き観察研究』からの検討～.ビデオシンポジウム03.吻合、再建の手術手技(大腸). 第75
回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月22日

216.	賀川弘康、山口智弘、山川雄士、富岡寛行、塩見明生、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. 進行
下部直腸癌に対する術前化学放射線療法により重篤な直腸潰瘍をきたした1例.一般口演.直腸:悪性疾患2. 第75回日本臨
床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月22日

217.	坂東悦郎、三木友一郎、幕内梨恵、杉沢徳彦、徳永正則、谷澤豊、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島
雅典. 胃癌における分化型・未分化型組織混在の検討－日本の規約とTNM分類の相違の観点から－.一般口演. 胃:悪性
疾患13. 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月22日

218.	川村泰一、杉沢徳彦、三木友一郎、幕内梨恵、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島
雅典. 噴門側胃切除後の食道残胃吻合再建における逆流関連症状の評価.パネルディスカッション19.噴門側胃切除のこ
れから. 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月22日

219.	富岡寛行、岡ゆりか、佐藤力弥、前田哲生、伊江将史、山川雄士、賀川弘康、山口智弘、塩見明生、坂東悦郎、金本
秀行、寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. 原発性大腸癌に対する骨盤内臓全摘術の検討.一般口演.直腸:悪性疾患5. 第75回
日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月22日

220.	青柳治彦、松井俊大、吉田剛、長谷川久美、兼子順、前島静顕. 十二指腸水平部に発生した側方発育型原発性早期
十二指腸癌の1例.ポスター.十二指腸：悪性疾患. 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月22日

221.	塚本俊輔、坂本良平、大城泰平、志田大、金光幸秀. エネルギーデバイス使用のコツと工夫 腹腔鏡下左側大腸癌手術
における超音波凝固切開装置使用時のコツと工夫.ビデオワークショップ.エネルギーデバイス使用のコツと工夫. 第75
回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月23日

222.	加藤敬二、小嶋一幸、井ノ口幹人、椙田浩文、杉原健一. 腹腔鏡下噴門側胃切除術における再建法-Double tract再建. 
ビデオシンポジウム.内視鏡下胃切除術の手術手技. 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月23日

223.	塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦. 下部進行直腸癌
に対するロボット支援下側方リンパ節郭清の手術手技.ビデオワークショップ16.内視鏡下手術手技の工夫（大腸). 第75
回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月23日

224.	塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、坂東悦郎、寺島雅典、金本秀行、上坂克彦. 直腸
癌に対するロボット支援下手術.ビデオシンポジウム11.ロボット支援手術の手術手技. 第75回日本臨床外科学会総会　 
名古屋 　2013年11月23日 

225.	山口智弘、塩見明生、富岡寛行、山川雄士、賀川弘康、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. 腹腔
鏡下直腸低位前方切除術において縫合不全1％以下を目指した取組み－エアーリークテストに着目－.ワークショップ
18.縫合不全の予防と治療（大腸). 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月23日

226.	寺島雅典、後藤裕信、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、杉沢徳彦、幕内梨恵、三木友一郎、絹笠祐介、金本
秀行、上坂克彦. 食道胃接合部癌に対する開腹アプローチによる経裂孔的下縦隔郭清.ビデオワークショップ15.食道胃
接合部癌の手術. 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月23日

227.	寺島雅典、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、杉沢徳彦、幕内梨恵、三木友一郎、後藤裕信、本田晋策、辰林
太一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦. 進行胃癌対する標準的開腹手術.ビデオワークショップ12.進行胃癌に対する手
術. 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月23日

228.	仲井希、山口智弘、伊江将史、前田哲生、山川雄士、賀川弘康、富岡寛行、塩見明生、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、
上坂克彦、絹笠祐介. 水疱性類天疱瘡を合併した多発大腸癌の1例.一般口演.直腸:悪性疾患9. 第75回日本臨床外科学会
総会　 名古屋 　2013年11月23日

229.	徳永正則、杉沢徳彦、幕内梨恵、三木友一郎、後藤裕信、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂
克彦、寺島雅典. モノポーラ剪刀を用いたロボット支援幽門側胃切除術.ビデオシンポジウム11.ロボット支援手術の手
術手技. 第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋 　2013年11月23日

230.	小川憲人、中川剛士、佐藤隆宣、杉原健一. 乳癌術後にtoxic shock ayndrimeを発症した1例.第75回日本臨床外科学会
総会　 名古屋 　2013年11月21日～23日

231.	吉野潤、中嶌雄高、岡島千里、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 保存的療法が奏功した門脈ガス血症を呈する非閉塞性
腸管虚血症の1例.口演.第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋　2013年11月21日～23日
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232.	中嶌雄高、吉野潤、岡島千里、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 胆管十二指腸吻合術後のSump症候群に対して内視鏡治
療が有効であった1例.口演.第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋　2013年11月21日～23日

233.	染野泰典、吉野潤、中嶌雄高、岡島千里、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 傍神経節腫(paraganglioma)にBurkittリンパ
腫を合併した1例.口演.第75回日本臨床外科学会総会　 名古屋　2013年11月21日～23日

234.	設楽兼司、吉野潤、中嶌雄高、岡島千里、林哲二、福成博幸. Gemcitabine,TS-1による全身化学療法で長期生存を得て
いる同時性多発肺転移を伴う膵尾部癌の一切除例.口演. 75回日本臨床外科学会総会　 名古屋　2013年11月21日～23日

235.	林哲二、吉野潤、中嶌雄高、岡島千里、設楽兼司、福成博幸. 大腸癌術後20年目のサーベイランス中に進行直腸癌を
合併した大腸腺腫症の1例.口演. 75回日本臨床外科学会総会　 名古屋　2013年11月21日～23日

236.	井ノ口幹人、小嶋一幸、椙田浩文、谷中淑光、谷中淑光、中川正敏、佐藤雄哉、神谷綾子、河野辰幸、杉原健一. D2
廓清における腹腔鏡下vs開腹幽門側胃切除術、後ろ向き比較研究のメタアナリシス.主要関連演題（口演）.胃癌に対す
る内視鏡外科のエビデンスを問う.第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日

237.	菊池章史、岡崎聡、石川敏昭、小林宏寿、飯田聡、杉原健一. 腹腔鏡下大腸癌手術の臍縦切開創におけるSSlの検討.一
般演題.第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日

238.	小林宏寿、植竹宏之、飯田聡、石川敏昭、石黒めぐみ、岡崎聡、菊池章史、馬場裕信、高橋英徳、岩田乃理子、杉原
健一. 下部直腸癌に対する腹腔鏡下側方廓清.主要関連演題. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日

239.	井ノ口幹人、小嶋一幸、加藤敬二、椙田浩文、谷中淑光、中川正敏、佐藤雄哉、神谷綾子、杉原健一. D2廓清におけ
る腹腔鏡下vs開腹幽門側胃切除術、後ろ向き比較研究のメタアナリシス. 主要関連演題. 第26回日本内視鏡外科学会総
会  福岡　 2013年11月28日

240.	谷中淑光、小嶋一幸、井ノ口幹人、加藤敬二、椙田浩文、小川憲人、中川正敏、佐藤雄哉、神谷綾子. 腹腔鏡下胃切
除術における肥満症例への対策.要望演題. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日

241.	伊江将史、塩見明生、古谷晃伸、仲井希、岡ゆりか、佐藤力弥、前田哲生、佐藤純人、山川雄士、賀川弘康、富岡寛行、
山口智弘、坂東悦郎、寺島雅典、絹笠祐介. 内視鏡不通過左側大腸癌に対する腹腔鏡下大腸切除術に関する検討.一般
演題10.大腸・肛門悪性　手術手技（2). 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日

242.	塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、佐藤純人、坂東悦郎、寺島雅典. 直腸癌に対する
ロボット支援下側方リンパ節郭清の手技と短期成績.パネルディスカッション10.直腸癌に対する側方郭清のあり方（ビ
デオ含める). 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日

243.	坂東悦郎、三木友一郎、幕内梨恵、杉沢徳彦、徳永正則、谷澤豊、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島
雅典. LAPPGにおける切除断端の検討―同時期の開腹PPGとの比較―.一般演題19.胃・十二指腸悪性　治療成績（2). 
第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日

244.	三木友一朗、徳永正則、杉沢徳彦、幕内梨恵、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島
雅典. 大型3型4型胃癌に対する審査腹腔鏡の有用性.一般演題21. 胃・十二指腸悪性　治療成績（6). 第26回日本内視鏡
外科学会総会  福岡　 2013年11月28日 

245.	山口智弘、塩見明生、賀川弘康、岡ゆりか、佐藤力弥、伊江将史、前田哲生、佐藤純人、山川雄士、富岡寛行、坂東
悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. ロボット支援下直腸癌手術94例の経験と将来性について. シンポジ
ウム4.ロボット支援手術の現状と将来.第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日

246.	仲井希、山口智弘、伊江将史、前田哲生、佐藤純人、山川雄士、賀川弘康、富岡寛行、塩見明生、坂東悦郎、金本秀行、
寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. 腎奇形合併大腸癌に対する腹腔鏡下大腸切除術4例の検討.要望演題5.大腸領域におけ
る困難症例対策や合併症軽減の工夫2. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月28日 

247.	富岡寛行、仲井希、古谷晃伸、岡ゆりか、佐藤力弥、前田哲生、伊江将史、佐藤純人、山川雄士、賀川弘康、山口智弘、
塩見明生、坂東悦郎、寺島雅典、絹笠祐介. 当院における結腸癌に対する腹腔鏡下手術の成績.要望演題11.内視鏡外科
手術のエビデンス（症例集積、観察研究、比較対象研究など）大腸（1). 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 
2013年11月28日

248.	小川憲人、小嶋一幸、井ノ口幹人、加藤敬二、椙田浩文、谷中淑光、中川正敏、佐藤雄哉、神谷綾子、杉原健一. 腹
腔鏡下胃切除術における術中合併症の予防と対応.ワークショップ. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　2013年11月
29日

249.	加藤敬二、小嶋一幸、井ノ口幹人、椙田浩文、谷中淑光、佐藤雄哉、中川正敏、神谷綾子、杉原健一. 当科における
腹腔鏡下幽門側胃切除術後の再建の工夫.パネルディスカッション.第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　2013年11月
29日

250.	中川正敏、小嶋一幸、井ノ口幹人、加藤敬二、椙田浩文、小川憲人、谷中淑光、佐藤雄哉、神谷綾子、川嶋健嗣、只
野耕太郎、河野辰幸、杉原健一. 空気圧駆動ロボットアームとヘッドディスプレイによる立体内視鏡システムの臨床
評価.要望演題.第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月29日

251.	塚本俊輔、坂本良平、大城泰平、志田大、金光幸秀. 右側結腸癌に対するCT colonographyとCT angiographyによる
術前イメージング.パネルディスカッション.先端技術の内視鏡外科への応用.第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡  
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2013年11月29日
252.	小野千尋、西岡良薫、星野直明、近藤純由、村山忠雄. 80歳以上の高齢者大腸癌に対する腹腔鏡下手術の有用性のエ

ビデンスを問う.口演.高齢者手術　肛門悪性4. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月29日
253.	佐藤力弥、塩見明生、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、佐藤純人、伊江将史、前田哲生、岡ゆりか、古谷

晃伸、仲井希、坂東悦郎、寺島雅典、絹笠祐介. 80歳以上の高齢者直腸癌に対する腹腔鏡下手術の短期成績.要望演題
47.高齢者手術　肛門悪性4. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月29日

254.	前田哲生、山口智弘、岡ゆりか、佐藤力弥、伊江将史、佐藤純人、山川雄士、賀川弘康、富岡寛行、塩見明生、坂東
悦郎、金本秀行、寺島雅典、絹笠祐介. 腹腔鏡下結腸切除術後の腸間膜閉鎖は必要か？ . 一般演題57.大腸・肛門悪性  
合併症・偶発症（5）. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月29日

255.	前平博充、三木友一朗、幕内梨恵、杉沢徳彦、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂
克彦、寺島雅典. Reduced port surgery による腹腔鏡下手術で摘出した後腹膜気管支嚢胞の1例.一般演題128.症例報告  
腫瘍（2）. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月29日

256.	池田公治、伊藤雅昭、坂井義治、花井恒一、北城秀司、大平猛、竹政伊知朗、朝隈光弘、絹笠祐介. 大腸がんに対する 
Reduced port Surgeryに関する前向き観察研究. 主要関連演題29. 単孔・Reduced Port Surgery と Conventional 
Endoscopic Surgery の接点2. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月29日 

257.	神谷綾子、小嶋一幸、佐藤雄哉、中川正敏、谷中淑光、椙田浩文、加藤敬二、井ノ口幹人、杉原健一. 当科における
内視鏡外科手術の教育システム.要望演題. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月30日

258.	佐藤雄哉、小嶋一幸、井ノ口幹人、加藤敬二、椙田浩文、小川憲人、中川正敏、谷中淑光、杉原健一. 腹腔鏡下胃切
除術における膵上縁リンパ節廓清の有効性と安全性の検討.主要関連演題. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡  2013
年11月30日

259.	賀川弘康、絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、富岡寛行、山川雄士、佐藤純人、伊江将史、前田哲生、佐藤力弥、岡ゆ
りか、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦. 直腸癌に対するロボット支援下手術のラーニングカーブとトレー
ニングシステムの展望.ワークショップ20.ロボット支援手術のトレーニング. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡  
2013年11月30日 

260.	古谷晃伸、山口智弘、伊江将史、前田哲生、佐藤純人、山川雄士、賀川弘康、富岡寛行、塩見明生、坂東悦郎、金本
秀行、寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. 同時性多発大腸癌に対する腹腔鏡下腸切除術の検討―吻合部が複数か所とな
る症例―.要望演題60.大腸領域における困難症例対策や合併症軽減の工夫5. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡   
2013年11月30日

261.	後藤裕信、谷澤豊、三木友一朗、幕内梨恵、杉沢徳彦、徳永正則、坂東悦郎、川村泰一、賀川弘康、富岡寛行、山口
智弘、塩見明生、絹笠祐介、寺島雅典. 胃癌・大腸癌に対する腹腔鏡下同時切除症例の検討.一般演題173.胃・十二指腸
悪性　同時手術. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月30日

262.	山口智弘、賀川弘康、富岡寛行、塩見明生、坂東悦郎、金本秀行、寺島雅典、上坂克彦、絹笠祐介. 直腸癌に対する
ロボット支援下内肛門括約筋切除術の短期成績.パネルディスカッション25.消化器・呼吸器外科におけるロボット支援
手術. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　 2013年11月30日

263.	山川雄士、塩見明生、仲井希、古谷晃伸、岡ゆりか、佐藤力弥、伊江将史、前田哲生、佐藤純人、賀川弘康、富岡寛行、
山口智弘、坂東悦郎、寺島雅典、絹笠祐介. da Vinchi S (Si) Surgical System を用いた直腸癌に対するtotal mesorectal 
excision.パネルディスカッション25.消化器・呼吸器外科におけるロボット支援手術. 第26回日本内視鏡外科学会総会  
福岡　 2013年11月30日

264.	寺島雅典、徳永正則、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、杉沢徳彦、幕内梨恵、三木友一郎、後藤裕信、絹笠祐介、金本
秀行、上坂克彦. ロボット支援下胃切除術に対する臨床試験の導入. パネルディスカッション25.消化器・呼吸器外科に
おけるロボット支援手術. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　2013年11月30日 

265.	徳永正則、杉沢徳彦、幕内梨恵、三木友一郎、後藤裕信、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、絹笠祐介、金本秀行、上坂
克彦、寺島雅典. 胃がん手術におけるロボット支援下手術の導入とトレーニング.ワークショップ20.ロボット支援手術
のトレーニング. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡 2013年11月30日

266.	幕内梨恵、徳永正則、後藤裕信、三木友一朗、杉沢徳彦、谷澤豊、坂東悦郎、川村泰一、白井久也、山口智弘、塩見
明生、絹笠祐介、金本秀行、上坂克彦、寺島雅典. 腹腔鏡下回盲部切除と同時手術を施行した完全鏡視下幽門側胃切
除の一例.一般演題173.胃・十二指腸悪性　同時手術. 第26回日本内視鏡外科学会総会  福岡　2013年11月30日 

267.	杉本武哉、吉田剛、松井俊大、青柳治彦、長谷川久美、兼子順、前島静顕. 上部消化管造影検査が診断に有用であっ
たびまん性食道痙攣の1例.口演.南埼玉郡市医師会総会  埼玉　2013年12月14日

[研究会]
  1.	 山口智弘、塩見明生、塚本俊輔、岡ゆりか、佐藤力弥、伊江将史、前田哲生、相川佳子、高柳智保、松本哲、賀川弘康、

絹笠祐介. 術前化学放射線療法を行わずに他臓器合併切除を行った局所進行直腸癌の治療成績.口演Ⅰ-2　主題Ⅰ.局所
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進行直腸癌の治療戦略. 第78回大腸癌研究会   東京　2013年1月18日
  2.	 林哲二、中嶌雄高、染野泰典、高橋英徳、設楽兼司、福成博幸. 当院におけるヘルニア治療の現況. 口演.第2回お茶の

水ヘルニア研究会  東京　　2013年3月2日
  3.	 石黒めぐみ、石川敏昭、石黒めぐみ、松井茂之、杉原健一、ACTS-CC研究グループ. 大腸癌術後補助療法のケル個別

化治療を目指した大規模コホート研究の試み：B-CAST.シンポジウム.第46回制癌剤適応研究会 長野　2013年3月8日. 
  4.	 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ、松井茂之、杉原健一、ACTS-CC研究グループ. StageⅢ結腸癌に対する術後補助

化学療法の第Ⅲ相比較臨床試験(ACTS-CC)におけるバイオマーカー探索. シンポジウム.第46回制癌剤適応研究会 長野  
2013年3月8日

  5.	 石川敏昭.大腸癌治療のおける分子標的薬のバイオマーカーの現状と展望.シンポジウム. 第46回制癌剤適応研究会 長野  
2013年3月8日

  6.	 岡崎聡、石川敏昭、植竹宏之、馬場裕信、増田大機、松山貴俊、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、杉原健一. 当院に
おける切除不能進行再発大腸癌化学療法の治療成績.一般演題.大腸2　第46回制癌剤適応研究会 長野　2013年3月8日

  7.	 前島静顕. 県大腸がん検診状況報告.口演.第2回埼玉消化器がん検診研究会　埼玉　2013年4月6日
  8.	 井ノ口幹人. R-Y再建. 主題Ⅳ. 幽門側胃切除再建. 第23回関東腹腔鏡下胃切除研究会  東京　2013年4月20日
  9.	 井ノ口幹人、小嶋一幸、加藤敬二、椙田浩文、小川憲人、谷中淑光、中川正敏、佐藤雄哉、神谷綾子、杉原健一. 腹

腔鏡下幽門側胃切除術後の腹腔内Roux-Y再建法（β吻合）とPetersen's　defect閉鎖法.第67回手術手技研究会　札幌  
2013年5月17日

10.	 小林宏寿、植竹宏之、飯田聡、石川敏昭、石黒めぐみ、松山貴俊、岡崎聡、増田大機、馬場裕信、杉原健一. 腹腔鏡
下腹会陰式直腸切断術における腹膜外経路による人工肛門増設術. 第67回手術手技研究会　札幌　2013年5月17日

11.	 塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、塚本俊輔、富岡寛行、賀川弘康. 直腸癌に対する腹腔鏡下低位前方切除術に関する
こだわりと合併症防止への工夫.サージカルフォーラム. 下部-1. 第67回手術手技研究会　札幌  2013年5月17日

12.	 絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康. 大腸切除におけるrobotic surgery. 主題Ⅰ-5. Robotic Surgery
のup-date. 第67回手術手技研究会　札幌　2013年5月17日

13.	 岩田乃理子、石川敏昭、高橋英徳、馬場裕信、増田大機、岡崎聡、松山貴俊、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、植竹
宏之、杉原健一. 直腸癌術後再発に対しCapeOX+Bmab療法が長期奏功している1例. 一般演題. 大腸6.第35回日本癌局
所療法研究会 　神戸　2013年5月31日

14.	 石場俊之、大司俊郎、加藤俊介、長野裕人、高松督、瀧和博、大野玲、嘉和知靖之、丸山洋、杉原健一. 集学的治療
によりpCRを得て無再発経過中の直腸間膜内再発の一例. 一般演題.第35回日本癌局所療法研究会  神戸  2013年5月31
日

15.	 増田大機、石川敏昭、岩田乃理子、馬場裕信、高橋英徳、岡崎聡、松山貴俊、石黒めぐみ、小林宏寿、飯田聡、植竹
宏之、杉原健一. 直腸癌単独仙骨転移にに対し、化学放射線治療が著効した一例.一般演題. 第35回日本癌局所療法研究
会 　神戸　2013年5月31日

16.	 馬場裕信、石川敏昭、岩田乃理子、高橋英徳、増田大機、岡崎聡、松山貴俊、石黒めぐみ、飯田聡、植竹宏之、小林
宏寿、杉原健一. 骨転移を伴う肛門刊内分泌細胞癌に対し集学的治療が奏功した1例.一般演題.第35回日本癌局所療法研
究会　神戸　2013年5月31日

17.	 中川剛士、佐藤隆宣、森弘樹、永原誠、杉原健一. 全身化学療法後、一次再建を施行したT4bN3c乳癌の一例.第35回日
本癌局所療法研究会　神戸　2013年5月31日

18.	 佐藤雄哉、中川剛士、佐藤隆宣、永原誠、杉原健一. Bevacizumab+Paclitaxel療法が奏功した乳癌癌性胸膜炎の一例. 
第35回日本癌局所療法研究会　神戸　2013年5月31

19.	 松井俊大、青柳治彦、兼子順、長谷川久美、吉田剛、前島静顕、磯貝純. CDDP+CPT-11療法が有効であったS-1禁忌
の胃癌多発肺転移の１例.口演.胃. 第35回日本癌局所療法研究会　神戸　2013年5月31

20.	 長谷川久美、松井俊大、青柳治彦、吉田剛、兼子順、前島静顕. 著しい腫瘍内出血を伴った肝細胞癌の1例.口演.肝1. 第
35回日本癌局所療法研究会　神戸　2013年5月31 

21.	 吉田剛、松井俊大、青柳治彦、長谷川久美、兼子順、前島静顕. XELOX+BV療法が奏功した高齢者S状結腸癌術後多
発肝転移の1例.口演.大腸6. 第35回日本癌局所療法研究会 　神戸　　2013年5月31

22.	 長谷川久美、松井俊大、青柳治彦、吉田剛、兼子順、前島静顕. 乳癌胸壁再発に化学療法が有効であった1例.口演. 乳
腺2. 第35回日本癌局所療法研究会　神戸　2013年5月31 

23.	 兼子順、合津和央、青柳治彦、吉田剛、松井俊大、赤須雅文、山邊義彬、長谷川久美、磯貝純、前島静顕. 関節リウ
マチに発生したリンパ腫に、MTX中止にて自然緩解した1例.口演. その他2. 第35回日本癌局所療法研究会　神戸  2013
年5月31 

24.	 絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、佐藤純人、伊江将史、前田哲生、佐藤力弥、岡ゆ
りか、古谷晃伸、仲井希. 解剖に則った機能温存直腸癌手術.主題2. 手術と評価「機能温存手術と機能評価」．第23回骨
盤外科機能温存研究会  柏　2013年6月29日
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25.	 賀川弘康、山口智弘、水野隆史、佐藤純人、山川雄士、富岡寛行、塩見明生、上坂克彦、絹笠祐介. 切除不能大腸癌
肝転移に対するconversion surgeryの短期・長期成績.口演Ⅰ-3　主題Ⅰ.予後からみた肝転移治療の新展開.第79回大腸
癌研究会  大坂狭山市  2013年7月5日

26.	 佐藤力弥、大石琢磨、塩見明生、山口智弘、富岡寛行、賀川弘康、山川雄士、佐藤純人、伊江将史、前田哲生、岡ゆ
りか、仲井希、古谷晃伸、川崎卓弥、杉野隆、絹笠祐介. StageⅡ大腸癌におけるExtramural venous invasionの意義. 
示説Ⅱ-10　主題Ⅱ.大腸癌のバイオマーカー. 第79回大腸癌研究会  大坂狭山市  2013年7月5日

27.	 絹笠祐介. 脾弯曲部解剖の理解と、内側アプローチを主体とした腹腔鏡下での脾弯曲授動のコツ. 左側結腸癌に対する
手術手技の工夫.第29回東海大腸外科治療研究会  名古屋　2013年7月12日

28.	 井ノ口幹人、小嶋一幸、椙田浩文、谷中淑光、谷中淑光、中川正敏、佐藤雄哉、神谷綾子、河野辰幸、杉原健一. 腹
腔鏡補助下幽門側胃切除術・Roux-Y再建後における迷走神経腹腔枝温存の長期成績.主題. 中長期経過からみた縮小手
術の功罪.第43回胃外科・術後障害研究会 　新潟　　2013年11月2日

29.	 中嶌雄高、吉野潤、岡島千里、設楽兼司、林哲二、福成博幸. 巨大な後腹膜脂肪肉腫の2切除例.口演. 医科歯科　研究会   
東京  2013年12月7日

[講演]
  1.	 前島静顕. 司会.大腸癌に対する標準的治療. 第23回埼玉県大腸がん検診セミナー   埼玉　2013年1月19日
  2.	 前島静顕. 司会. いのちの大切さ. 在宅医療推進フォーラム  埼玉  2013年3月3日
  3.	 Kojima K. Luncheon Seminar1:Current topics of laparoscopic radical resection for gastric cancer(Speakers). IASGO 

Continuing Medical Education Postgraduate Course in Tokyo2013  東京  2013年3月25日
  4.	 植竹宏之. 切除不能大腸癌に対するの最新の化学慮法について.From complexity to simplicity:redefining mCRC 

treatment meeting   Prague(Czech Republic) 　2013年4月27日～28日
  5.	 植竹宏之. 大腸癌治療における分子標的薬の使い分け.分子標的治療薬講演会   東京　2013年1月10日
  6.	 小嶋一幸. 東京医科歯科大学における内視鏡外科への新たな取り組み-院内技術認定制度と産学医工連携-.第17回群馬県

内視鏡外科研究会学術集会  群馬  2013年1月12日
  7.	 植竹宏之. 大腸癌治療における分子標的治療薬の使い分け.第3回熊本大腸がん地域連携研究会  熊本  2013年1月16日
  8.	 植竹宏之. 大腸癌術後補助化学療法UP to DATE～最近のエビデンスを踏まえて～. 北部大腸癌術後補助化学療法カン

ファランス  熊谷  2013年1月23日
  9.	 植竹宏之. 大腸癌治療における分子標的薬の症例報告.第2回大腸がん化学療法セミナー  東京　2013年1月31日
10.	 杉原健一. 日本の大腸癌診療に基づいた結腸癌の化学療法. 結腸癌術後補助化学療法　学術講演会  高知  2013年2月1日
11.	 杉原健一. 大腸癌肝転移に対する新たな治療方針の確立に向けて.ATOM trial キックオフミーティング　東京  2013年

2月2日
12.	 杉原健一. 大腸癌の標準治療と最新治療―抗EGFR抗体の位置づけー.横浜大腸癌エキスパートミーティング　横浜　  

2013年2月5日
13.	 石黒めぐみ. 大腸がん補助化学療法の今～個別化を目指して～. 第27回札幌冬季がんセミナー   札幌　　2013年2月9日
14.	 植竹宏之. Gene expression analtsis as abiomarker study for ACTS-CC trial,a phaseⅢ　trial for adjuvant 

chemotherapy of S-1 and UFT/LV against stage Ⅲ　colon cancer in Japan. 19th International Charles Heidelberger 
Symposium on Cancer Research　　鹿児島  2013年2月15日

15.	 杉原健一. 日本の患者さんのための最適な術後補助化学療法を考える.大腸癌術後補助化学療法を考える会　大阪  2013
年2月15日

16.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターにおける直腸癌手術への取り組み.NPO SEED Winter Seminar 2013  鹿児島　2013年2月
15日

17.	 杉原健一. 大腸癌研究会　会長の挨拶.もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in静岡（ブルーリボンキャラバン）　静
岡   2013年2月16日

18.	 石黒めぐみ. 大腸がん/大腸ポリープの診断・検査の実際. もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in静岡（ブルーリボ
ンキャラバン）　静岡   2013年2月16日

19.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターの直腸癌手術への取り組み. Meet the Expert in  SHIMONOSEKI　下関　2013年2月22日
20.	 植竹宏之. ベクティビックス全国TV/Web講演会　東京　2013年2月25日
21.	 植竹宏之. ASCO-GI2013 最新のトピックス  東京  2013年2月25日
22.	 小嶋一幸. LAG導入と教育・適応拡大のベストルート. CSP LAGイブニングセミナー  東京　2013年3月8日
23.	 植竹宏之. 大腸癌における今後の治療方針. East Tokyo 消化器癌フォーム　東京  2013年3月8日
24.	 植竹宏之. 大腸癌治療戦略の検討. GI Cancer academy2013  東京  2013年3月9日
25.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターの直腸癌手術への取り組み. Chugai Colorectal Cancer Symposium 2013 in Kyushu  福岡  

2013年3月9日
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26.	 植竹宏之. 大腸癌術後化学療法について. 春日部大腸癌術後化学療法講演会  春日部  2013年3月12日
27.	 杉原健一. 大腸がん. apical がん夜間学校  東京  2013年3月20日
28.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターにおける直腸癌手術への取り組み. 第9回千葉県大腸疾患研究会  千葉　　2013年3月23日
29.	 前島静顕. とねっと活用事例の報告と将来課題. 地域医療ネットワークシンポジウム  埼玉  2013年3月23日
30.	 杉原健一. 日本の大腸癌診療に基づいた補助療法. Colorectal Cancer Seminar  徳島  2013年3月27日
31.	 杉原健一. 大腸癌研究会　会長の挨拶. もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in東京（ブルーリボンキャラバン） 東京   

2013年3月29日
32.	 石黒めぐみ. 大腸がん/大腸ポリープの診断・検査の実際. もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in東京（ブルーリボ

ンキャラバン） 東京   2013年3月29日
33.	 植竹宏之. 大腸癌治療における分子標的薬の使い分け. 弘前の大腸がん治療を考える会　弘前　2013年4月1日
34.	 石川敏昭. 切除不能大腸癌の化学療法～up to date. 第4回中外オンコロジーセミナーIN湯島-大腸がん治療戦略　東京  

2013年4月17日
35.	 植竹宏之. 切除不能大腸癌に対する化学療法について. 第3回大腸癌治療ガイドライン講座-実践編-　東京　2013年4月

19日
36.	 小嶋一幸. 胃全摘D2廓清. 第23回関東腹腔鏡下胃切除研究会　東京　2013年4月20日
37.	 杉原健一. 新規経口マルチキナーゼ阻害剤レゴラフェニブ（スチバーガ錠）に対する期待. 新規マルチキナーゼ阻害剤

「スチバーガ錠」プレスセミナー　東京　2013年4月23日
38.	 植竹宏之. 大腸癌治療における分子標的薬の使い分け. 第198回福山外科会  福山　2013年4月23日
39.	 永原誠. 乳癌における薬物治療について. 御茶ノ水薬剤師勉強会　東京  2013年4月24日
40.	 植竹宏之. Meet The Expert on Colorectal Cancer  滋賀  2013年4月25日
41.	 植竹宏之. Global Stivarga Education Curriculum Review Meeting　京都　2013年5月12日
42.	 石川敏昭. 重症肝障害を伴うS状結腸癌、多発肝転移～肝動注後mFOLFOX6+Pmab療法が著効した1例. 第3回大腸が

ん化学療法セミナー  東京  2013年5月16日
43.	 植竹宏之. 大腸癌の集学的治療および、大腸癌における分子標的薬の症例報告. 第3回大腸がん化学療法セミナー　東京  

2013年5月16日
44.	 植竹宏之. 切除不能大腸癌に対する化学療法について. 大腸癌Meet the Expert　福井　2013年5月17日
45.	 植竹宏之. 切除不能大腸癌に対する化学療法について. 大腸癌フォーラムin 北琵琶湖　滋賀　2013年5月18日
46.	 植竹宏之. 切除不能大腸癌に対する化学療法について. かがわ大腸癌フォーラム　滋賀　2013年5月23日
47.	 石黒めぐみ. SessionⅠ治療成績向上への新たな挑戦. 大腸癌領域における新たな挑戦.  20th Tokyo Cancer 

Chemotherapy Symposium（がん治療～治療成績向上への新たな挑戦～）  東京  2013年5月25日
48.	 絹笠祐介. 腹腔鏡下大腸切除術ビデオカンファレンス. 第6回広島腹腔鏡下手術勉強会  広島  2013年6月8日
49.	 前島静顕. 座長.埼玉県の救急医療体制について～受入不能はなぜ起きたか～. 第29回救急シンポジウム  埼玉　2013年6

月15日
50.	 佐藤隆宣. 上肢リンパ浮腫を配慮した腋窩廓清の可能性について. 東京乳腺勉強会　東京　2013年6月19日
51.	 植竹宏之. ASCO2013を踏まえた大腸癌治療戦略について. ASCO2013 in城東　Round Table Discussion　東京  2013年

6月19日
52.	 石黒めぐみ. 大腸癌術後補助化学療法、副作用と利便性空考える使い分け. XELODA発売10周年記念講演会in三重  三

重  2013年6月20日
53.	 植竹宏之. 切除不能進行再発大腸癌における最新の化学療法について. 静岡県東部Colorectal Cancer Symposium  三島  

2013年6月20日
54.	 石黒めぐみ. ACTS-CC trial結果報告：TS-1は標準治療になりうるか？．大腸癌DIFMEETING  東京　2013年6月22日
55.	 杉原健一. 開会の辞・/閉会の辞. 大腸癌DIF MEETING　東京　2013年6月22日
56.	 植竹宏之. 切除不能進行再発大腸癌における最新の化学療法について. HiSCO Meeting  広島  2013年6月24日
57.	 杉原健一. 大腸癌研究会　会長の挨拶. もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in仙台（ブルーリボンキャラバン）  仙

台   2013年6月27日
58.	 石黒めぐみ. 大腸がん/大腸ポリープの診断・検査の実際. もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in仙台（ブルーリボ

ンキャラバン）  仙台   2013年6月27日
59.	 植竹宏之. 最近の試験結果から治療戦略を考える（ディスカッサント）Chugai Colorectal Symposium 2013 in Tokyo

東京  2013年6月28日
60.	 杉原健一. Closeing remarks. Chugai Colorectal Symposium 2013 in Tokyo　　東京　2013年6月28日
61.	 植竹宏之. 実臨床におけるセツキシマブ併用療法の意義　How　to learn from ASCO2013～. 三河大腸がんセミナー  

名古屋　2013年6月29日
62.	 絹笠祐介. 腹腔鏡下大腸癌手術における静岡がんセンターでの取組み. 聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学外科学･Grand Round  横浜  
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2013年7月3日
63.	 井ノ口幹人. 腹腔鏡下胃切除術における定型的な廓清とわれわれの再建法. 川口市医師会外科部会（7月定例外科部会）  

埼玉  2013年7月5日
64.	 石川敏昭. 大腸癌化学療法におけるbevacizumab有害事象のマネージメントの実際. Tokyo Oncology Seminar2013-悪

性神経膠腫　最新の治療-  東京  2013年7月11日
65.	 植竹宏之. 座長.一般講演. Tokyo Colorectal Cancer Seminar　東京　2013年7月11日
66.	 杉原健一. Closeing remarks. Tokyo Colorectal Cancer Seminar　東京　2013年7月11日
67.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターにおける腹腔鏡下大腸癌手術への取組み. 第3回大腸癌最新情報セミナー  福岡  2013年7月

11日
68.	 小嶋一幸. 胃癌の腹腔鏡下胃切除-最近の取り込み-.第14回南大阪で内視鏡手術を極める会  大阪  2013年7月12日
69.	 植竹宏之. 切除不能・進行再発大腸癌の最新知見-ASCO2013-.Colorectal Cancer Forum2013   群馬   2013年7月12日
70.	 杉原健一. 大腸癌の化学療法―新たなエビデンスに基づいてー. 北陸消化器癌フォーラム2013  金沢  2013年7月13日
71.	 絹笠祐介. ＜全員参加型！腹腔鏡下大腸切除セミナー＞「ピットフォールあるある」から学ぼう！直腸癌手術のコツ. 

第68回日本消化器外科学会総会 イブニングセミナー1  宮崎  2013年7月18日
72.	 植竹宏之. 大腸癌術後補助化学療法　UP to Date ～最新のエビデンスを踏まえて～. 第5回九州がん診療シンポジウム  

福岡  2013年7月20日
73.	 植竹宏之. 切除不能・進行再発大腸癌治療の最新知見-ASCO2013-を受けて. 第1回大腸癌マネジメントセミナー　福岡   

2013年7月26日
74.	 植竹宏之. ASCO2013後の大腸癌化学療法を考える（Commentator). Tochigi　Colorectal Cancer Symposium-ASCO 

2013 Report-  宇都宮  2013年7月31日
75.	 植竹宏之. 大腸癌術後補助化学療法Up to DATE～最新のエビデンスを踏まえて～. T ochigi　Colorectal Cancer 

Symposium-ASCO 2013 Report-  宇都宮  2013年7月31日
76.	 小嶋一幸. 胃癌におけるリデゥースポートサージェリーの適応と限界. 第7回単孔式内視鏡手術研究会  岩手  2013年8月

3日
77.	 杉原健一. 開会の辞. Expert Meeting in Tokyo　 東京 　2013年8月3日
78.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターにおける腹腔鏡下大腸癌手術への取組み.第7回最新医学ｾﾐﾅｰ  熊本  2013年8月9日
79.	 絹笠祐介. 大腸がんの最先端外科治療. 第10弾静岡がんセンター公開講座2013  三島  2013年8月24日
80.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターでの直腸癌手術への取り組み.第17回山形内視鏡外科研究会学術集会  山形　2013年8月31

日
81.	 杉原健一. 大腸癌肝転移に対する新たな治療方針. 第4回セコム提携病院　消化器内視鏡研究会  札幌  2013年8月31日
82.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターにおける腹腔鏡下大腸癌切除術への取組み. 第24回消化器外科共同研究会 内視鏡外科分科

会総会  大阪  2013年9月11日
83.	 杉原健一. 大腸癌研究会　会長の挨拶.もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in大阪（ブルーリボンキャラバン）  大阪   

2013年9月12日
84.	 石黒めぐみ. 大腸がん/大腸ポリープの診断・検査の実際. もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in大阪（ブルーリボ

ンキャラバン）  大阪   2013年9月12日
85.	 植竹宏之. 大腸癌における今後の治療方針.第35回城南地区大腸疾患懇話会  東京  　2013年9月13日
86.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターでの腹腔鏡下大腸切除への取り組み.第87回中国四国外科学会総会･第17回中国四国内視鏡

外科研究会　ランチョンセミナー3  徳島   2013年9月13日
87.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターでの腹腔鏡下大腸手術への取り組み. 第38回日本大腸肛門病学会九州地方会 ランチョンセ

ミナー鹿児島  2013年9月14日
88.	 杉原健一. 開会の辞.アービタックス学術講演会2013　東京　2013年9月14日
89.	 植竹宏之. パネリスト.パネルでスカッション.アービタックス学術講演会2013　東京　2013年9月14日
90.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターにおけるRobotic Surgery の現状.第2回神戸Robotic Surgeryセミナー  神戸  2013年9月17

日
91.	 石川敏昭. 切除不能・進行再発大腸癌の化学療法～有害事象のマネージメントの実際. 本郷大腸セミナー  東京  2013年

9月20日
92.	 植竹宏之. 大腸癌化学療法の新たな知見～セツキシマブの真のベネフット. 第2回大腸がん治療セミナー  東京  2013年9

月21日
93.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターでの腹腔鏡下大腸切除術への取組み. 山梨消化器外科フォーラム  中巨摩郡   2013年9月21

日
94.	 植竹宏之. 大腸癌化学療法UP to DATE～最新のエビデンスを踏まえて～. 今村病院　第1回化学療法研究会  鹿児島  

2013年9月27日
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95.	 絹笠祐介. 静岡がんセンターにおける腹腔鏡下大腸癌手術への取組み. 佐賀大腸がん治療フォーラム  佐賀 2013年9月
27日

96.	 絹笠祐介. 大腸がんに対する腹腔鏡下手術～静岡がんセンター取り組み～. 第137回神奈川県臨床外科医学会集談会  横
浜  2013年9月28日

97.	 絹笠祐介. 腹腔鏡下大腸切除術の標準化とロボット直腸癌手術. Meet the Experts 2013  大阪  2013年10月18日
98.	 杉原健一. 急増している大腸癌の治療は？ . 大日本住友製薬社員教育  東京  2013年10月22日
99.	 絹笠祐介. 初期症例における患者選択　病期と病歴. da Vinci LAR Course 2013  東京   2013年10月27日
100.	絹笠祐介. Patient selection for first few cases-Disease stage and prior history consideration. da Vinci LAR Course 

2013  da Vinci LAR Course 2013  東京   2013年10月28日
101.	絹笠祐介. Mwdial to lateral dissection+Total Mesorectal Excision.da Vinci LAR Course 2013  東京   2013年10月28日
102.	絹笠祐介. 術中術後合併症への対応と回避.da Vinci LAR Course 2013  東京   2013年10月29日
103.	絹笠祐介. 静岡がんセンターにおける腹腔鏡下大腸癌手術への取組み. 第3回城北大腸癌治療ｾﾐﾅｰ  東京  2013年10月30

日
104.	絹笠祐介. 静岡がんセンターでの腹腔鏡下大腸癌手術への取り組み. 第22回秋田県内視鏡外科研究会  秋田  2013年11月

2日
105.	前島静顕. 司会. 第2回心疾患と医療連携を考える会  埼玉　　2013年11月5日
106.	井ノ口幹人.胃癌に対する腹腔鏡下胃切除術の現状と将来.第4回足立区消化管研究会  東京  2013年11月6日
107.	杉原健一. 大腸癌治療における化学療法.Up-To-Date Oncologyセミナー　東京  2013年11月8日
108.	絹笠祐介. 静岡がんセンターにおけるロボット直腸癌手術について.第27回大腸外科検討会  大阪  2013年11月8日
109.	Sugihara K. Opening Remarks. Standardization of Surgical Treatment of Colon Caner　Tokyo  2013年11月9日
110.	小嶋一幸. Haptic systemを持ったロボット内視鏡鉗子の開発. 第2回次世代がん治療推進専門家養成プランシンポジウ

ム  東京  2013年11月9日
111.	杉原健一. 大腸がん肝転移の治療方針―新たな知見に基づいてー. 第2回北摂転移性肝癌治療研究会  高槻  2013年11月

14日
112.	絹笠祐介. 大腸腹腔鏡について.第117回西幡消化器疾患研究会  姫路  2013年11月14日
113.	杉原健一. Opening remarks. ベクティビックス発売3周年記念全国講演会  東京　　2013年11月16日
114.	杉原健一. Session.ベクティビックスの歩み.ベクティビックス発売3周年記念全国講演会  東京　　2013年11月16日
115.	前島静顕. 司会. 蓮田地区うつ病地域連携の会  埼玉  2013年11月19日
116.	塚本俊輔. 安全な腹腔鏡下結腸木々半切除. 第75回臨床外科学会総会　ブースセミナー  2013年11月22日
117.	絹笠祐介. ロボット支援下直腸癌手術の実際～導入から130例の経験を通して～.第26回日本内視鏡外科学会総会 ラン

チョンセミナー  福岡  2013年11月28日
118.	絹笠祐介. 解剖に基づいた内視鏡手術戦略!.第26回日本内視鏡外科学会総会 スポンサードシンポジウム  福岡  2013年

11月29日
119.	絹笠祐介. 困難症例から学ぶ、腹腔鏡下大腸切除術の手技・解剖・合併症予防.第26回日本内視鏡外科学会総会 ランチ

ョンセミナー  福岡  2013年11月29日
120.	杉原健一. 大腸癌治療化学療法の最新治療戦略. 新潟講演会  新潟  2013年11月30日
121.	杉原健一. 大腸癌研究会　会長の挨拶. もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in広島（ブルーリボンキャラバン）  広

島   2013年12月5日
122.	石黒めぐみ. 大腸がん/大腸ポリープの診断・検査の実際. もっと知ってほしい大腸がんのこと2013in広島（ブルーリボ

ンキャラバン）  広島   2013年12月5日
123.	前島静顕.司会. 蓮田病院病診連携懇話会  埼玉  2013年12月5日
124.	杉原健一. 大腸癌肝転移治療の最前線. 東京大腸癌治療セミナー  東京  2013年12月9日
125.	杉原健一. 日本の大腸癌診療に基づいた補助療法. 2013 ASCO FESTA in Okonawa  那覇  2013年12月13日
126.	杉原健一. 大腸癌化学療法の最近の話題. 宮古地区消化器癌治療勉強会  宮古島  2013年12月19日
127.	杉原健一. 大腸癌肝転移治療の最前線. ATOM trial 東北エリアmeeting   仙台  2013年12月21日

[座長・司会]
  1.	 植竹宏之. 座長.アフタヌーンセミナー1.大腸癌肝転移の外科治療におけるEOB・プリモビストの役割. 第78回大腸癌研

究会  東京　2013年1月18日
  2.	 小林宏寿、田中直文. 座長. シンポジウム.工学からみた医歯工産学連携.第2回国際産学連携低侵襲医学シンポジウム  

東京　2013年1月26日
  3.	 小嶋一幸、高瀬浩造. 座長.シンポジウム.企業サイドからみた医歯工産学連携.第2回国際産学連携低侵襲医学シンポジ

ウム  東京　2013年1月26日
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  4.	 植竹宏之. 司会.大腸がんの科学量における副作用対策（症例検討）. 第二回大腸がん化学療法セミナー  東京　2013年1
月31日

  5.	 絹笠祐介.座長. A-Ⅶ. 第224回静岡県外科医会集談会 三島　2013年3月2日
  6.	 杉原健一、石岡千加史. 座長. バイオマーカー研究の現状と展望. 第46回制癌剤適応御研究会　長野　2013年3月8日
  7.	 小嶋一幸. 座長. 特別シンポジウム. 第85回日本胃癌学会総会  大阪　2013年3月1日
  8.	 杉原健一、篠村恭久. 司会.シンポジウム. 8.切除不能大腸癌の化学療法. 第99回日本消化器病学会総会  鹿児島　2013年

3月23日
  9.	 飯田聡. 座長. 小腸2. 第828回外科集談会　東京　2013年3月23日
10.	 絹笠祐介. 司会.静岡 腹腔鏡下大腸切除手術手技勉強会 静岡　2013年4月6日
11.	 小嶋一幸. 司会.ランチョンセミナー. 内視鏡手術をより低侵襲に～こだわりのデバイス～. 第113回日本外科学会定期学

術集会  福岡　2013年4月11日
12.	 飯田聡. 司会.ポスターセッション. 大腸診断・腫瘍マーカー 2. 第113回日本外科学会定期学術集会  福岡　2013年4月11

日
13.	 杉原健一. 司会. 特別企画（3）. National Clinical Database（NCD）によってもたらされる外科医療の未来. 第113回日

本外科学会定期学術集会　 福岡　2013年4月12日
14.	 佐藤隆宣. 司会.ポスターセッション.乳腺　ホルモン受容体1. 第113回日本外科学会定期学術集会  福岡　2013年4月12

日
15.	 小林宏寿. 司会.ポスターセッション. 大腸低侵襲・機能温存手術 2. 第113回日本外科学会定期学術集会  福岡　2013年4

月12日
16.	 杉原健一.司会.ランチョンセミナー. 進行再発大腸癌における抗EGFR抗体を用いた治療戦略～臨床試験から見える新

時代への第一歩～（演者：済生会福岡総合病院外科　江見泰徳）第113回日本外科学会定期学術集会  福岡　2013年4
月13日

17.	 井ノ口幹人. 司会.ポスターセッション. 胃高齢者 5. 第113回日本外科学会定期学術集会  福岡　2013年4月13日
18.	 加藤敬二. 司会.ポスターセッション. 胃高齢者6.第113回日本外科学会定期学術集会  福岡　2013年4月13日
19.	 小嶋一幸. 座長. 主題Ⅲ. 胃全摘D2廓清. 第23回関東腹腔鏡下胃切除研究会 　東京  2013年4月20日
20.	 絹笠祐介. 司会. 日本内視鏡技術認定医取得へ向けたビデオクリニック. 久留米･熊本地区 合同ビデオクリニック  久留

米　2013年4月20日
21.	 Sugihara K. 司会.Optimizing treatments in colorectal cancer: a work in continuing progress  Trobjorn Holm  

Department of Surgery, Karolinska University Hospital. 第14回Update Colorectal Cancer Surgery  東京　2013年4月
26日

22.	 杉原健一. 特別発言.第85回日本消化器内視鏡学会総会  京都  2013年5月10日
23.	 杉原健一、千々岩一男. 座長. 主題Ⅰ-4. 他組織・臓器合併切除、再建の合目的手技. 第67回手術手技研究会  札幌  2013

年5月18日
24.	 杉原健一. 司会.教育講演. エピジェネティクスから見た5FUの作用機序と個別化（演者：東京女子医大化学療法科　川

上和之）第20回Tokyo Cancer Chemotherapy Symposium　東京　2013年5月25日
25.	 小嶋一幸. 司会.教育セミナー1. 腹腔鏡下胃切除術(LAG)-基本のき-デバイスの使い方とそのコツ（演者：がん研有明病

院消化器センター　比企直樹）．第38回日本外科系連合学会学術集会  東京 2013年6月6日
26.	 杉原健一、室圭. 座長. 進行再発大腸癌におけるTS-1の位置付け. 大腸癌DIF MEETING 　東京　2013年6月22日
27.	 絹笠祐介. 司会. 一般. Robotic Surgery. 第23回骨盤外科機能温存研究会　柏　2013年6月29日
28.	 杉原健一. 座長. Japanese Oral Sessions.大腸がん克服のための新たな展開. 第72回日本癌学会学術総会  横浜　2013年

10月4日
29.	 杉原健一. 司会.大腸癌肝転移の診療国内外のUp to Date.JDDW2013（第11回日本消化器外科学会大会）東京　2013年

10月12日
30.	 小嶋一幸. 座長.胃-術後合併症. JDDW2013（第11回日本消化器外科学会大会）東京　2013年10月12日
31.	 杉原健一、Rene Adam. 司会.Follow up Seminar after Preceptorship Program  東京　2013年10月18日
32.	 杉原健一.  特別発言. CRC Summit  東京　2013年10月19日
33.	 杉原健一. 特別発言. 学術セミナー22. 進行再発結腸・直腸癌におけるスチバーカーの位置付け.How to manage 

Stivarga in the treatment of mCRC?第51回日本癌治療学会学術集会　京都　2013年10月22日
34.	 杉原健一. 司会.学術セミナー35. Optimizing treatment strategies to maximize OS. 第51回日本癌治療学会学術集会  京

都　2013年10月26日
35.	 杉原健一、室圭. 司会.スポンサードシンポジウム7. Treating mCRC patients with biologic agents and future for 

personalized treatments.第51回日本癌治療学会学術集会  京都　2013年10月26日
36.	 前島静顕. 司会.口演.診療1. 第55回全日本病院学会in埼玉　埼玉　2013年11月2日
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37.	 杉原健一. 司会. NCCN ガイドライン講演会  東京　2013年11月8日
38.	 杉原健一. 司会. 特別講演2.大腸領域の内視鏡手術の近未来を予測する（演者　坂井義治　京都大学消化管外科教授）

第68回日本大腸肛門病学会学術集会 　東京　2013年11月15日
39.	 絹笠祐介. 座長. 脾彎曲部大腸癌2. 第68回日本大腸肛門病学会学術集会 　東京　2013年11月16日
40.	 小嶋一幸. 座長.要望演題口演.新しい器具の開発.第75回日本臨床外科学会総会  名古屋　　2013年11月21日
41.	 前島静顕. 司会.ポスター. 胃：悪性疾患7. 第75回日本臨床外科学会総会  名古屋　　2013年11月21日
42.	 絹笠祐介. ビデオシンポジウム. ロボット支援手術の手術手技. 第75回日本臨床外科学会総会  名古屋　2013年11月23日
43.	 絹笠祐介. 特別演題. 外科医に必要な直腸の解剖.第75回日本臨床外科学会総会　　名古屋　　2013年11月23日
44.	 絹笠祐介. 司会.パネルディスカッション.直腸癌に対する側方郭清のあり方（ビデオ含める）第26回日本内視鏡外科学

会総会　福岡　2013年11月28日

[研究費]
  1.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】がん登録からみたがん診療ガイドラインの普及効果に関する研究－診療動向と治

療成績の変化－.　研究代表者　平田公一　研究分担者　杉原健一
  2.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】進行性大腸がんに対する低侵襲治療法の標準的治療法確立に関する研究(H24-がん

臨床―一般-005). 研究代表者　北野正剛　研究分担者　杉原健一
  3.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】胃がんに対するリンパ節郭清を伴う腹腔鏡下手術と開腹手術との比較に関する多

施設共同ランダム化比較試験(H24-がん臨床―一般-009). 研究代表者　片井均　研究分担者　杉原健一
  4.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】肛門扁平上皮癌に対する新規化学放射線療法の確立(H23-がん臨床―一般-012). 研究

代表者　濱口哲弥　研究分担者　杉原健一
  5.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】精度の高い臓器がん登録による診療ガイドラインや専門医育成への活用に関する

研究（H24-がん臨床-一般-002）. 研究代表者　後藤満一　研究分担者　杉原健一
  6.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】臨床病期Ⅱ・IIIの下部直腸がんに対する側方リンパ節郭清術の意義に関するラン

ダム化比較試験(H23-がん臨床-一般-005).
  7.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】肛門扁平上皮癌に対する新規化学放射線治療の確立(H23-がん臨床-一般-012)
  8.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】進行性大腸がんに対する低侵襲治療法の確立に関する研究(H24－がん臨床－一般

－005). 研究分担者　絹笠祐介
  9.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】進行性大腸がんに対する低侵襲治療法の確立に関する（H24－がん臨床－一般－

005）．研究研究分担者　絹笠祐介
10.	【厚生労働省　がん臨床研究事業】肛門扁平上皮癌に対する新規化学放射線治療の確立(H23-がん臨床-一般-012). 研究

研究分担者　絹笠祐介
11.	【厚生労働省　難治性疾患克服研究事業】腸管希少難病群の疫学、病態、診断、治療の相同性と相違性から見た包括

的研究（H24－難治等（難）－一般－036）．研究代表者　日比紀文　研究分担者　杉原健一
12.	【厚生労働省　地域医療基盤開発推進研究】National Clinical Database を用いた医療資源の現状把握並びに適正配置

に関する研究 （24200601 ）．研究代表者　岩中督　研究分担者　杉原健一
13.	【文部科学省科研費 基盤研究C】大腸癌における新たな病理的指標とNomogramを用いた予後予測システムの確立. 研

究代表者　上野秀樹　研究分担者　石黒めぐみ
14.	【治験】エルプラット注射用/点滴静注液 50mg，100mg　特定使用成績調査.責任医師　植竹宏之　依頼者　㈱ヤクル

ト本社
15.	【治験】ティーエスワン 特定使用成績調査.ティーエスワンとトラスツズマブの併用における安全性の検討. 責任医師  

井ノ口幹人　依頼者　大鵬薬品㈱
16.	【治験】ソナゾイド　使用成績調査. 責任医師　佐藤隆宣　　依頼者　第一三共㈱
17.	【治験】ランマーク皮下注120mg　特定使用成績調査. 責任医師　佐藤隆宣　依頼者　第一三共㈱
18.	【治験】アバスチン投与による副作用調査. 責任医師　植竹宏之　依頼者　中外製薬㈱
19.	【受託研究】大腸癌肝転移（H2，H3）に対するmFOLFOX6+BV(bevacizumab)療法後の肝切除の有効性と安全性の検

討―第Ⅱ相臨床試験―. 責任医師　杉原健一　依頼者　㈶先端医療振興財団
20.	【受託研究】「切除不能進行・再発大腸癌に対する一次治療としてのFOLFOXまたはFOLFIRI＋panitumumab併用療

法の有効性・安全性に関する検討　－第Ⅱ相試験－. 責任医師　杉原健一　依頼者　㈶先端医療振興財団
21.	【受託研究】「治癒切除結腸癌（StageⅢ）を対象としたフッ化ピリミジン系薬剤を用いた術後補助化学療法の個別化

治療に関するコホート研究（研究略称：B-CAST）」をモデルとした遺伝子解析大規模研究基盤の構築に関する研究. 
責任医師　杉原健一　依頼者　㈶先端医療振興財団

22.	【受託研究】「大腸癌肝転移（H2，H3）に対するmFOLFOX6+BV(bevacizumab)療法後の肝切除の有効性と安全性の
検討―第Ⅱ相臨床試験―」をモデルとした大腸癌肝転移に対する臨床研究基盤の構築に関する研究. 責任医師　杉原
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健一　依頼者　㈶先端医療振興財団
23.	【受託研究】「切除不能進行・再発大腸癌に対する一次治療としてのFOLFOXまたはFOLFIRI＋panitumumab併用療

法の有効性・安全性に関する検討　－第Ⅱ相試験－」をモデルとした臨床研究基盤の強化に関する研究(Paff-J). 責任
医師　杉原健一　依頼者　㈶先端医療振興財団

24.	【受託研究】StageⅡ大腸癌に対する術後補助化学療法に関する研究　第Ⅲ相臨床試験. 責任医師　杉原健一　依頼者
　㈶先端医療振興財団

25.	【受託研究】「KRAS野生型切除可能大腸癌肝転移に対する術後補助化学療法mFOLFOX6と周術期化学療法
mFOLFOX6＋セツキシマブの第Ⅲ相ランダム化比較試験」（研究略称：EXPERT）. 責任医師　杉原健一

26.	【受託研究】切除不能大腸癌に対する5-FU/l-LV/oxaliplatin(FOLFOX)+bevacizumabとTS-1/oxaliplatin(SOX)+ 
bevacizumabとのランダム化比較第Ⅲ相試験. 責任医師　杉原健一　依頼者　大鵬薬品工業㈱

27.	【受託研究】StageⅢb大腸癌切除例に対する術後補助化学療法としてのUFT/Leucovorin療法とTS-1/Oxaliplatin療法
のランダム化比較第Ⅲ相試験. 責任医師　杉原健一　依頼者　大鵬薬品工業㈱

28.	【受託研究】切除不能大腸癌の二次治治療例に対するCPT-11+5+FU+l+LV(FOLFIRI)療法とCPT-11+TS-1(IRIS)療法
との第Ⅱ/Ⅲ相臨床試験. 責任医師　杉原健一　依頼者　大鵬薬品工業㈱

29.	【受託研究】StageⅢb大腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としてのUFT/Leucovorin療法とTS-1/Oxaliplatin
療法のランダム化比較第Ⅲ相試験. 責任医師　杉原健一　依頼者　大鵬薬品工業㈱

30.	【受託研究】大腸がんのKRAS遺伝子変異率に関する観察研究. 責任医師　杉原健一　依頼者　財団法人パブリックヘ
ルスリサ-センタ-

31.	【受託研究】オキサリプラチンを含む化学療法で増悪した遠隔転移を有する結腸・直腸癌（ｍCRC）患者を対象とした、
イリノテカン/5-FU（FOLFIRI）併用時のアフリベルセプトの国際共同、ランダム化、プラセボ対照、二重盲検臨床
試験. 責任医師　植竹宏之　依頼者　サノフィ㈱

32.	【受託研究】トポテシン特定使用成績調査（プラチナ製剤併用療法）. 責任医師　植竹宏之　依頼者　第一三共㈱
33.	【受託研究】切除不能大腸癌に対する5-FU/l-LV/oxaliplatin(FOLFOX)+bevacizumabとTS-1/oxaliplatin(SOX)+ 

bevacizumabとのランダム化比較第Ⅲ相試験. 責任医師　植竹宏之　依頼者　大鵬薬品工業㈱
34.	【受託研究】「KRAS野生型切除可能大腸癌肝転移に対する術後補助化学療法mFOLFOX6と周術期化学療法

mFOLFOX6＋セツキシマブの第Ⅲ相ランダム化比較試験」（研究略称：EXPERT）．責任医師　植竹宏之　依頼者  
㈶先端医療振興財団

35.	【受託研究】StageⅡ大腸癌における分子生物・病理学的マーカーによる再発high-risk群とフッ化ピリミジン感受性群
の選択に関する研究. 責任医師　植竹宏之　　依頼者　㈶先端医療振興財団

36.	【受託研究】「StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としてのUFT/Leucovorin療法とTS-1療法の第Ⅲ相
比較臨床試験および遺伝子発現に基づく効果予測因子の探索的研究」．責任医師　植竹宏之　依頼者　㈶先端医療振
興財団

37.	【受託研究】大腸癌肝転移巣における抗癌剤効果規定因子に関する研究. 責任医師　植竹宏之　依頼者　国立大学法人
熊本大学

38.	【受託研究】HER2陽性・65歳以上の進行再発胃癌に対するティーエスワン＋トラスツズマブ併用療法の第Ⅱ相試験 
（JACCRO GC-06）. 責任医師　井ノ口幹人　　依頼者　特定非営利活動法人日本がん臨床試験推進機構

39.	【受託研究】エストロゲン受容体陽性HER2陰性乳癌に対するS-1術後療法ランダム化比較第Ⅲ相試験. 責任医師　佐藤
隆宣　　依頼者　(財）パブリックヘルスリサーチセンター

40.	【受託研究】切除不能進行・再発大腸癌に対する一次治療としてのFOLFOXまたはFOLFIRI＋panitumumab併用療法
の有効性・安全性に関する検討第Ⅱ相試験-」をモデルとした臨床研究基盤の強化に関する研究　(Paff). 責任医師　石
黒めぐみ　依頼者　㈶先端医療振興財団

41.	【受託研究】治癒切除結腸癌（StageⅢ）を対象としたフッ化ピリミジリン系薬剤を用いた術後補助療化学療法の個別
化治療に関するコホート研究（研究省略：B-CAST）をモデルとした遺伝子解析大規模基盤の構築に関する研究. 責任
医師　石黒めぐみ　依頼者　㈶先端医療振興財団

42.	【受託研究】StageⅡ大腸癌に対する術後補助化学療法に関する研究－第Ⅲ相臨床試験－「SACURA」．責任医師　絹
笠祐介　依頼者　㈶先端医療振興財団

43.	【受託研究】StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としてのUFT/Leucovorin療法とTS-1療法の第Ⅲ相
比較臨床試験「ACTS-CC」．責任医師　絹笠祐介　依頼者　㈶先端医療振興財団

44.	【受託研究】大腸がん肝転移（H2,H3）に対するmFOLFOX6+BV（ベバシズマブ）療法後の肝切除の有効性と安全性
の検討「TRICC0808」．責任医師　絹笠祐介　依頼者　㈶先端医療振興財団

45.	【受託研究】治癒切除結腸がん（StageⅢ）を対象としたフッ化ピリミジン系薬剤を用いた術後補助化学療法の個別化
治療に関するコホート研究「B-CAST」．責任医師　絹笠祐介　依頼者　㈶先端医療振興財団

46.	【受託研究】切除可能な局所再発直腸癌に対する術前化学療法としてのm FOLFOX6+Bevacizumab療法前期・後期第
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Ⅱ相試験. 責任医師　絹笠祐介　　依頼者　特定非営利活動法人　名古屋外科支援機構
47.	【受託研究】「日本人StageⅡおよびStageⅢ結腸癌治癒切除例に対するOncotype DX® Colon Cancer Assay再発スコア

の妥当性に関する研究：Japan Colon Cancer Research Group（Confirmatory Study of Oncotype DX® Colon Cancer 
Assay to Assess the Relationship between Continuous Recurrence Score and the Likelihood of Recurrence in 
Patients with Resected StageⅡ and StageⅢ Colon Cancer）（SUNRISE）」．責任医師　絹笠祐介　依頼者　特定非営
利活動法人日本臨床研究支援ユニット

48.	【受託研究】StageⅢ（Dukes'C）結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としてのカペシタビンの至適投与期間
に関するランダム化第Ⅲ相比較臨床試験　付随研究　結腸癌述語治癒切除例に対する術後補助化学療法としてのカペ
シタビン投与期間延長におけるHRQOLおよび医療経済性への影響の調査【JFMC37】．責任医師　絹笠祐介　依頼者  
公益財団法人　がん集学的治療研究財団

49.	【独立行政法人国立がん研究センターがん研究開発費手術手技の最適化による標準治療確立のための多施設共同研究】
神経解剖に則った内視鏡下機能温存手術に関する研究(23-A-26). 責任医師　絹笠祐介

[その他]
  1.	 小林宏寿、杉原健一. 直腸癌術後縫合不全に対してOTCSが有用であった1例.  CLINICAL FRONTIER. センチュリー

メディカル社.2013年1月
  2.	 杉原健一. 巻頭言. 第50回日本癌治療学会学術集会　記録集　中外製薬㈱　2013年2月
  3.	 杉原健一. 巻頭言.ベクティビックス発売2周年記念講演会　武田薬品工業㈱　2013年2月
  4.	 小林宏寿. 大腸手術ビデオ・写真撮影. サノフィ株式会社　2013年2月6日
  5.	 永原誠. 乳癌治療におけるアブラキサン、TS-1について. 乳癌社内研修会　大鵬薬品工業㈱　2013年2月21日
  6.	 中川剛士. 再発乳がん薬物治療. ノバルティスファーマ㈱　2013年3月27日
  7.	 岡崎聡. 講師：MRトレーニングにおける講師. バイエル薬品㈱　2013年6月8日
  8.	 杉原健一. 学術委員会について.日本外科学会雑誌.2013；114:78
  9.	 杉原健一. インタビュー.大腸がんの基礎知識. がんサポート.2013；123(6):20-23
10.	 杉原健一. インタビュー. 大腸癌は、悪化するまで気づかない！．La Maison 2013; 14(9):24-5
11.	 渡邊聡明、杉原健一、滝川一、山崎直也、室圭. 座談会　切除不能な大腸癌に対する新規薬剤レゴラフェニブの適正

使用について. 癌と化学療法  2013;40:ⅰ～ⅴ
12.	 杉原健一. 大腸がんは、悪化するまで気づかない!. La Maisonすこやか  サノフィ・アベンティス健康保険組合  2013年  

4-5
13.	 杉原健一. Discussion. 大腸癌DIF MEETING2013　大鵬薬品工業㈱　　2013年6月22日　10-15
14.	 石黒めぐみ. セッション2大腸癌術後補助化学療法における新しいエビデンス.  ACTS-CC trial結果報告：TS-1標準治

療になりうるか? 大鵬薬品工業㈱　　2013年6月22日　4
15.	 前島静顕. 編集後記.埼玉県外科医会誌32号 2013年
16.	 前島静顕. 新聞.生涯現役をめざして.新年のご挨拶.埼玉中央よみうり　2013年1月3日、25日
17.	 兼子順. 新聞.生涯現役をめざして.最近の｢脱腸｣事情. 埼玉中央よみうり　2013年4月12日、19日
18.	 濱田節雄. 新聞.生涯現役をめざして.内視鏡検査の前に抗血栓薬を中止しなくてよくなりました.埼玉中央よみうり  

2013年7月19日、26日
19.	 吉田剛. 新聞.生涯現役をめざして.ピロリ菌のはなし.埼玉中央よみうり  2013年11月15日、22日
20.	 青柳治彦. 新聞.生涯現役をめざして.便秘について.埼玉中央よみうり  2013年12月6日～7日
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循環制御内科学分野
Cardiovascular Medicine

教　　授　磯部光章
特別診療教授　平尾見三(不整脈センター長)
准 教 授　足利貴志，笹野哲郎(生命機能情報解析学)
講　　師　横山泰廣，原口　剛(集中治療部)
助　　教　川端美穂子(学内講師、 外来医長)，
　　　　　前嶋康浩(8月～)，東　亮子(検査部)，
　　　　　吉川俊治(医局長)，栗原　顕(病棟医長)，
　　　　　前田真吾(～7月)，篠岡太郎，
　　　　　江花有亮(生体情報薬理学)
特任助教　手塚大介，前嶋康浩(～7月)，
　　　　　田尾　進(8月～)
大学院生　高村千智，秦野　雄，高橋健太郎，近江哲生，
　　　　　瀬戸口雅彦，田尾　進，萬野智子，植島大輔，
　　　　　杉山知代，井原健介，杉山浩二，高山　啓，
　　　　　岩塚良太，宮崎　徹，加藤陽子，小西裕二，　
　　　　　大滝陽一，滝川正晃，柳下敦彦，藤波竜也，
　　　　　稲葉　理，鈴木雅仁，三輪尚之，中村玲奈，
　　　　　渡邉梨里，梅本朋幸，村井典史，廣瀬俊輔，
　　　　　山口徹雄，佐藤弘典，大野真紀，菱刈景一，
　　　　　中川　尭，野本英嗣，渡邊　亮，塚原万紀子

（1）教　育
　当教室では、本邦におけるおもな死亡原因であり、国民病でもある心血管疾患を扱う。心血管疾患は虚血性心疾患・不整脈・
心臓弁膜症・心筋症など多岐にわたる疾患やその終末像としての心不全を包含しており、血管における病変も動脈硬化性疾
患や血管炎など多彩である。この分野は分子遺伝子学的な研究の進歩により、病態の理解が急速に深化している領域でもあ
る。診断法は画像診断や電気生理を中心に多様であり、治療法には従来の薬物治療・手術治療に加えて、カテーテルを用い
た血管内治療や不整脈に対するアブレーション、心移植などが行われるようになっている。また遺伝子治療も始まっており、
今後も大きな進歩が期待される領域である。本講座ではその病態、治療法、予防法を中心に研究と技術の習得を行う。

（2）研　究
　心血管疾患の成因や病態を明らかにするために、モデル動物や臨床検体を用いて病理学・細胞生物学・分子生物学・免疫
学などの手法により解析を行う。特に動脈硬化・心筋症、心筋炎、心拒絶反応、心不全で、分子病態の解明と遺伝子治療を
含めた新しい治療法、予防法の開発を行う。遺伝子変異と心血管病変の関係、また不整脈の発症機序解明と治療法の開発、
電気生理学、心筋細胞移植、心筋再生についても当講座の主要な研究テーマである。

・急性冠症候群の治療に関する臨床研究（磯部、足利、吉川）
・心筋虚血と虚血再灌流障害の分子機構と治療（磯部、原口）
・冠動脈再狭窄と血管障害の分子機構と治療（磯部）
・心筋炎と心慢性拒絶反応の遺伝子治療（磯部、鈴木）
・心拒絶反応と免疫寛容（安全な免疫抑制療法の開発）（磯部、鈴木）
・心筋の再生による心不全、心筋症の治療（磯部、前嶋）
・転写因子制御を標的とした動脈硬化や血管炎の制御機構に関する研究（磯部、前嶋）
・血管病変に対する遺伝子治療（磯部）
・大型血管炎の画像診断（磯部）
・大型血管炎の分子機構と治療（磯部、前嶋）
・大型血管炎、心不全、不整脈における血管内皮機能の評価に関する研究（磯部）
・心不全、心筋症の遺伝子治療に関する基礎的研究と臨床応用（磯部、前嶋）
・心不全、心肥大、心臓リモデリングの分子機構に関する研究（磯部、前嶋）
・心不全に合併した睡眠時無呼吸症候群の治療に関する研究（磯部）
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・画像診断による冠動脈、心機能の評価に関する研究（磯部、手塚）
・頻脈性不整脈（特に上室性頻拍症）の発生機序の解明（平尾）
・頻脈性不整脈に対する薬物療法、非薬物療法に関する研究（平尾）
・房室接合部伝導に関する実験的検討（平尾）
・心腔内内視鏡を用いた不整脈治療：実験的検討（平尾）
・実験的肺静脈起源心房細動に関する研究（平尾）
・心房細動の遺伝子的素因に関する研究（磯部、江花）
・心房細動のアブレーション治療に関する研究（平尾、横山）

　その他、難治疾患研究所をはじめとする学内諸施設、国内の他大学・海外の研究機関との共同研究が行われ、人的交流、
学術的交流を行っている。また関連病院も含めると臨床例は極めて多く、患者を用いた臨床研究も随時行っていく。当教室
における研究テーマは多彩・多様であり、希望に応じた研究プロジェクトを組むことにも柔軟に対応できる。

（3）臨　床
　心血管病の診断、治療法について演習を行い、必要な手技を取得する。特殊検査法には心臓超音波、心臓カテーテル、血
管造影、電気生理学的検査、心臓病理、シンチグラフィー、などが含まれており、総合的な診断演習、治療方針についての
思考論理を学ぶ。治療法としては薬物療法の他、カテーテルインターベンション、アブレーション等の適応と手技を修得する。

（4）研究業績
[原著]

  1.	 Aoyama N, Suzuki J, Ogawa M, Watanabe R, Kobayashi N, Hanatani T, Ashigaki N, Sekinishi A, Izumi Y, Isobe M: 
Toll-like receptor-2 plays a fundamental role in the periodontal bacteria-accelerated abdominal aortic aneurysms. 
Circ J 77(6): 1565-1573, 2013

  2.	 Ashigaki N, Suzuki J, Ogawa M, Watanabe R, Aoyama N, Kobayashi N, Hanatani T, Sekinishi A, Zempo H, Tada Y, 
Takamura C, Wakayama K, Hirata Y, Nagai R, Izumi Y, Isobe M: Periodontal bacteria aggravate experimental 
autoimmune myocarditis in mice. Am J Physiol Heart Circ Physiol 304(5): H740-748, 2013

  3.	 Ashigaki N, Suzuki J, Aoyama N, Ogawa M, Watanabe R, Kobayashi N, Komuro I, Izumi Y, Isobe M: The 
periodontal pathogen Aggregatibacter actinomycetemcomitans affects experimental autoimmune myocarditis in mice. Int 

Heart J 54: 412-416, 2013
  4.	 Hachiya H, Yamauchi Y, Iesaka Y, Yagishita A, Sasaki T, Higuchi K, Kawabata M, Sugiyama K, Tanaka Y, Kusa S, 

Nakamura H, Miyazaki S, Taniguchi H, Isobe M, Hirao K: Discrete prepotential as an indicator of succcessful 
ablation in patients with coronary cusp ventricular arrhythmia. Circ Arrhythm Electrophysiol 6(5): 898-904, 2013

  5.	 Hamaya R, Ogawa M, Suzuki J, Kobayashi N, Hirata Y, Nagai R, Komuro I, Isobe M: A selective peroxisome 
proliferator activated receptor-β/δ agonist attenuates neointimal hyperplasia after wire-mediated arterial injury. 
Expert Opin Invest Drug 22(9): 1095-106, 2013

  6.	 Hariharan N, Ikeda Y, Hong C, Alcendor RR, Usui S, Gao S, Maejima Y, Sadoshima J: Autophagy plays an essential 
role in mediating regression of hypertrophy during unloading of the heart. PLoS One 8: e51632, 2013

  7.	 Hayashi T, Naito S, Kumagai K, Ohshima S, Hachiya H, Hirao K, Isobe M: Ventricular tachycardia associated with a 
giant right atrial diverticulum. J Am Coll Cardiol 62: 2341, 2013

  8.	 Hayashi T, Kumagai K, Naito S, Goto K, Kaseno K, Ohshima S, Hachiya H, Hirao K, Isobe M: Preprocedural 
therapeutic international normalized ratio influence on bleeding complications in atrial fibrillation ablation with 
continued anticoagulation with warfarin. Circ J 77(2): 338-344, 2013

  9.	 Hikita H, Shigeta T, Kojima K, Oosaka Y, Hishikari K, Kawaguchi N, Nakashima E, Sugiyama T, Akiyama D, 
Kamiishi T, Kimura S, Takahashi Y, Kuwahara T, Sato A, Takahashi A, Isobe M: Lipoprotein(a) is an important 
factor to determine coronary artery plaque morphology in patients with acute myocardial infarction. Coron Artery 

Dis 24(5): 381-385, 2013
10.	 Hikita H, Kuroda S, Oosaka Y, Kawaguchi N, Nakashima E, Sugiyama T, Akiyama D, Kamiishi T, Kimura S, 

Takahashi Y, Kuwahara T, Sato A, Takahashi A, Isobe M: Impact of statin use before the onset of acute myocardial 
infarction on coronary plaque morphology of the culprit lesion. Angiology 64(5): 375-378, 2013

11.	 Hosokawa S, Haraguchi G, Sasaki A, Arai H, Muto S, Itai A, Doi S, Mizutani S, Isobe M: Pathophysiological roles of 
nuclear factor kappaB (NFkB) in pulmonary arterial hypertension: effects of synthetic selective NF-kB inhibitor 
IMD-0354. Cardiovasc Res 99(1): 35-43, 2013

12.	 Ihara K, Nitta J, Hirao K, Isobe M: Atrial tachycardia originating from the hepatic segment of inferior vena cava in 



— 625 —

器官システム制御学講座

interruption of inferor vena cava with azygos continuation. J Intrerv Card Electrophysiol 36: 261-266, 2013
13.	 Ishihara T, Haraguchi G, Tezuka D, Kamiishi T, Inagaki H, Isobe M: Diagnosis and assessment of Takayasu arteritis 

by multiple biomarkers. Circ J 77(2): 477-483, 2013 
14.	 Kanno Y, Suzuki J, Watanabe R, Ogawa M, Isobe M: Chlorogenic Acid Attenuates Ventricular Remodeling After 

Myocardial Infarction in Mice. Int Heart J 54(3): 176-180, 2013
15.	 Kawabata M, Yokoyama Y, Sasano T, Hachiya H, Tanaka Y, Yagishita A, Sugiyama K, Nakamura T, Suzuki M, 

Isobe M, Hirao K: Bleeding events and activated partial thromboplastin time with dabigatran in clinical practice. J 

Cardiol 62(2): 121-126, 2013
16.	 Kawata H, Morita H, Yamada Y, Noda T, Satomi K, Aiba T, Isobe M, Nagase S, Nakamura K, Kusano KF, Ito H, 

Kamakura S, Shimizu W: Prognostic significance of early repolarization in inferolateral leads in Brugada patients 
with documented ventricular fibrillation: A novel risk factor for Brugada syndrome with ventricular fibrillation. 
Heart Rhythm 10(8): 1161-1168, 2013

17.	 Kimura S, Inagaki H, Haraguchi G, Sugiyama T, Miyazaki T, Hatano Y, Yoshikawa S, Ashikaga T, Isobe M: 
Relationships of elevated systemic pentraxin-3 levels with high-risk coronary plaque components and impaired 
myocardial perfusion after percutaneous coronary intervention in patients with ST-elevation acute myocardial 
infarction. Circ J 78(1): 159-169, 2013

18.	 Kurabayashi M, Okishige K, Asano M, Suzuki H, Shimura T, Iwai S, Kato N, Ihara K, Aoyagi H, Isobe M: 
Cardiopulmonary Arrest Caused by Coronary Spasm after Coronary Vasodilator Withdrawal during Peri-operative 
Period of Gastrectomy. Intern Med 52(1): 81-84, 2013

19.	 Maeda S, Yamauchi Y, Tao S, Okada H, Obayashi T, Hirao K: Small reentrant atrial tachycardia adjacent to left 
aortic sinus of valsalva. Circ J 77(12): 3054-3055, 2013

20.	 Maejima Y, Kyoi S, Zhai P, Liu T, Li H, Ivessa A, Sciarretta S, Del Re DP, Zablocki DK, Hsu CP, Lim DS, Isobe M, 
Sadoshima J: Mst1 inhibits autophagy by promoting the interaction between Beclin1 and Bcl-2. Nat Med 19(11): 1478-
1488, 2013

21.	 Masumura M, Watanabe R, Nagashima A, Ogawa M, Suzuki J, Shichiri M, Komuro I, Isobe M: Anti-salusin-β 
antibody enhances angiogenesis after myocardial ischemia reperfusion injury. Expert Opin Ther Tar 17(9): 1003-1009, 
2013

22.	 Miyabe C, Miyabe Y, Miura NN, Takahashi K, Terashima Y, Toda E, Honda F, Morio T, Yamagata N, Ohno N, 
Shudo K, Suzuki J, Isobe M, Matsushima K, Tsuboi R, Miyasaka N, Nanki T: Am80, a retinoic acid receptor agonist, 
ameliorates murine vasculitis through the suppression of neutrophil migration and activation. Arthritis Rheum 65(2): 
503-512, 2013

23.	 Miyazaki S, Kobori A, Hocini M, Shar AJ, Taniguchi H, Kusa S, Uchiyama T, Nakamura H, Hachiya H, Isobe M, 
Hirao K, Haissaguerre M, Takahashi A, Iesaka Y: Clinical Utility of Adenosine-Infusion test at Repeat Atrial 
Fibrillation Ablation procedure. Heart Rhythm 10(5): 629-635, 2013

24.	 Miyazaki S, Uchiyama T, Komatsu Y, Taniguchi H, Kusa S, Nakamura H, Hachiya H, Isobe M, Hirao K, Iesaka Y: 
Long-term Complications of Implantable Defibrillator Therapy in Brugada Syndrome. Am J Cardiol 111(10): 1448-1451, 
2013

25.	 Miyazaki S, Taniguchi H, Komatsu Y, Uchiyama T, Kusa S, Nakamura H, Hachiya H, Isobe M, Hirao K, Iesaka Y: 
Sequential biatrial linear defragmentation approach for persistent atrial fibrillation. Heart Rhythm 10(3): 338-346, 2013

26.	 Murai T, Lee T, Yonetsu T, Iwai T, Takagi T, Hishikari K, Masuda R, Iesaka Y, Isobe M, Kakuta T: Variability of 
Index of Microcirculatory Resistance and its Relationship with Fractional Flow Reserve in Patients with 
Intermediate Coronary Artery Lesions. Circ J 77(7): 1769-1777, 2013

27.	 Murakami M, Suzuki J, Yamazaki S, Ikezoe M, Matsushima R, Ashigaki N, Aoyama N, Kobayashi N, Wakayama K, 
Akazawa H, Komuro I, Izumi Y, Isobe M: High incidence of Aggregatibacter actinomycetemcomitans infection in 
patients with cerebral infarction and diabetic renal failure: A cross-sectional study. BMC Infect Dis 13: 557, 2013

28.	 Nakamura T, Hachiya H, Tanaka Y, Yagishita A, Sugiyama K, Suzuki M, Kawabata M, Sasano T, Hirao K, Isobe M: 
Distribution of the origin of adenosine triphosphate-sensitive atrial tachycardias with the earliest activation 
recorded in the His bundle catheter: Are they limited to the immediate vicinity of the His bundle? Circ J 77(3): 626-
631, 2013

29.	 Setoguchi M, Iwasawa E, Hashimoto Y, Isobe M: A patient with infective endocarditis caused by community-
acquired Pseudomonas aeruginosa infection. Intern Med 52(11): 1259-1262, 2013

30.	 Terao C, Yoshifuji H, Kimura A, Matsumura T, Ohmura K, Takahashi M, Shimizu M, Kawguchi T, Chen Z, Naruse 
TK, Sato-Otsubo A, Ebana Y, Maejima Y, Kinoshita H, Murakami K, Kawabana D, Wada Y, Narita I, TazakiJ, 



— 626 —

器官システム制御学講座

KawaguchiY, Yamanaka H, Yurugi K, Miura Y, Maekawa T, Ogawa S, Komuro I, Nagai R, Yamada R, Tabara Y, 
Isobe M, Mimori T, Matsuda F: Two susceptibility loci to Takayasu arteritis reveal a synergistic role of the IL12B 
and HLA-B regions in a Japanese population. Am J Hum Genet 93(2): 289-297, 2013

31.	 Takahashi K, Kakuta T, Yonetsu T, Lee T, Koura K, Hishikari K, Murai T, Iesaka Y, Isobe M: In vivo detection of 
lipid-rich plaque by using a 40-MHz intravascular ultrasound: a comparison with optical coherence tomography 
findings. Cardiovasc Interv Ther 28: 333-343, 2013

32.	 Tezuka D, Haraguchi G, Inagaki H, Isobe M: Progression of thrombogenesis in large coronary aneurysms during 
anticoagulant therapy in a Buerger's disease patient. BMJ Case Reports 2013; doi: 10. 2013-009945

33.	 Watanabe R, Azuma R, Suzuki J, Ogawa M, Itai A, Hirata Y, Komuro I, Isobe M: Inhibition of NF-kappaB activation 
by a novel IKK inhibitor reduces the severity of experimental autoimmune myocarditis via suppression of T-cell 
activation. Am J Physiol Heart Circ Physiol 305: H1761-H1771, 2013

34.	 Yagishita A, Hachiya H, Kawabata M, Nakamura T, Sugiyama K, Tanaka Y, Sasano T, Isobe M, Hirao K: 
Amiodarone-Induced Thyrotoxicosis Late after Amiodarone Withdrawal. Circ J 77(12): 2898-2903, 2013

35.	 Zempo H, Suzuki J, Ogawa M, Watanabe R, Tada Y, Takamura C, Isobe M: Chlorogenic acid suppresses a cell 
adhesion molecule in experimental autoimmune myocarditis in mice. Immun Endocrinol Metab Agents Med Chem 13: 
232-236, 2013

36.	 Furukawa T, Hachiya H, Isobe M, Hirao K: Is head injury characteristic of arrhythmic syncope? J of  Arrhythmia 29: 
217-220, 2013

37.	 Higuchi K, Yamauchi Y, Hirao K, Marrouche NF: The importance of superuir vena cava isolation in ablation of 
strategy for atrial fibrillation. Curr Opin Cardiol 28: 2-6, 2013

38.	 Miyazaki S, Taniguchi H, Kusa S, Uchiyama T, Hirao K, Iesaka Y: Conduction recovery after electrical isolation of 
superior vena cava: Prevalence and electrophysiological properties. Circ J 77: 352-358, 2013

39.	 Miyazaki S, Taniguchi H, Uchiyama T, Kusa S, Nakamura H, Hachiya H, Hirao K, Iesaka Y: Clinical Impact of 
Adenosine Triphosphate Injection on Arrhythmogenic Superior Vena  Cave in the Context of Atrial Fibrillation 
Ablation. Circ Arrhythm Electrophysiol 6: 898-904, 2013

40.	 Miyazaki S, Taniguchi H, Uchiyama T, Kusa S, Nakamura H, Hachiya H, Hirao K, Iesaka Y: Impact of low-dose 
dipyridamole injection on adenosine test after pulmonary vein isolation. Pacing Clin Electrophysiol 36: 1451-1459, 2013

41.	 Okumura K, Aizawa Y, Hirao K, et al. Guidelines for non-pharmacotherapy of cardiac arrhythmias (JCS2011). Circ J 
77: 249-274, 2013

42.	 Takigawa M, Kuwahara T, Takahashi A, Kobori A, Takahashi Y, Okubo K, Watari Y, Kuroda S, Osaka Y, 
Kawaguchi N, Yamato K, Nakashima E, Sugiyama T, Akiyama D, Kamiishi T, Kimura S, Hikita H, Hirao K, Isobe M: 
Differences in catheter ablation of paroxysmal atrial fibrillation between male and female. Int J Cardiol 168: 1984-1991, 
2013

43.	 Yokoyma Y, Hirao K: Atrial Fibrillation (AF) Termination by Ablation in Patients with Persistent AF. Circ J 77: 
1399-400, 2013

44.	 高宮智正、横山泰廣、山下　周、白井康大、鈴木雅仁、前田真吾、田中泰章、佐々木毅、笹野哲郎、川端美穂子、平
尾見三．三尖弁弁論部に留置したmultielectrode arrayカテーテルによるnon-contact mappingが有用であった心房頻
拍の1例. 心臓 2013：4；12-16

45.	 田中泰章、山下　周、鈴木雅仁、高宮智正、杉山浩二、前田真吾、川端美穂子、横山泰広、平尾見三．Termination 
without propagation が観察されたATP感受性心房頻拍の一例.  臨床心臓電気生理 2013：36；81-88

[著書] 
  1.	 島田和幸、磯部光章、監修：生涯教育シリーズ84　「高血圧診療の全て」日本医師会雑誌特別号、2013
  2.	 磯部光章：心臓移植.内科学書.改訂8版、pp238-239、中山書店、東京、2013
  3.	 磯部光章：高安動脈炎.　皮膚症状から見た血管炎診断の手引き．Chapel-Hillコンセンサス会議2012に沿って. 厚生労

働省難治性血管炎に関する調査研究班．金原出版、東京、pp48-53，2013
  4.	 蜂谷　仁、平尾見三：発作性上室性頻拍. 今日の循環器疾患治療指針, 3版. p205-208, 2013年、医学書院
  5.	 蜂谷　仁、平尾見三：WPW症候群. 今日の循環器疾患治療指針, 3版. p208-212 2013年、医学書院
  6.	 横山泰広、平尾見三：心房細動カテーテルアブレーションの術後管理：植込み型デバイスを用いたフォローアップ. 

心房細動アブレーション  p290-293, 2013年メジカルビュー社

[総説] 
  1.	 Isobe M: Takayasu Arteritis: Advances in Diagnosis and Medical Treatment. Clin Exp Nephrol 17: 686-689, 2013



— 627 —

器官システム制御学講座

  2.	 Isobe M: Takayasu Arteritis Revisited: Current Diagnosis and Treatment. Int J Cardiol 168(1): 3-10, 2013
  3.	 JCS　Joint Working Group: Guidelines for treatment of acute heart failure (JCS2011): Circ J 77 (8): 2157-2201, 2013
  4.	 磯部光章：急性冠症候群診療の過去・現在・未来.日本医師会雑誌 141: 2605, 2013
  5.	 高村千智，磯部光章：高安動脈炎の診断．日本臨牀71(1): 167-172, 2013
  6.	 磯部光章：発熱，上肢痛，下顎痛を訴えながら半年間診断がつかなかった24歳女性．内科111(1): 171-173, 2013
  7.	 磯部光章：心筋の組織像と心筋炎の臨床病型分類．日本医事新報4636: 54-55, 2013
  8.	 磯部光章：高安動脈炎.医学と医療の最前線.日本内科学会雑誌 102: 986-993, 2013
  9.	 磯部光章：高血圧に伴う心不全-拡張不全による心不全の病態と治療. 島田和幸、磯部光章、監修：生涯教育シリーズ

84　「高血圧診療の全て」日本医師会雑誌　第142巻・特別号(1)、S118-120、2013
10.	 磯部光章：監修・編集のことば. 島田和幸、磯部光章、監修：生涯教育シリーズ84　「高血圧診療の全て」日本医師会

雑誌　第142巻・特別号(1)、S24、2013
11.	 青山典生、和泉雄一、磯部光章：歯周病と心血管病との関連．循環器内科、74(2)Aug:208-215,2013
12.	 磯部光章：温故知新：高安動脈炎．Medical Practice 30(10月）: 1814-1816, 2013
13.	 手塚大介、磯部光章：弧発性心臓サルコイドーシス.医学のあゆみ247(10月）：183-188, 2013
14.	 手塚大介、磯部光章：高安動脈炎.リウマチ科　50（4, Oct): 406-414, 2013
15.	 磯部光章、重松宏、松尾汎、中村正人：｢座談会」増え続ける脈管疾患とどう向き合うか.日本医師会雑誌142：191-

135,　2013
16.	 磯部光章：足元を見つめる．「末梢動脈・静脈・リンパ管の病気Update」巻頭言．日本医師会雑誌142: 1917, 2013
17.	 磯部光章：新しい心臓病診療の基盤を求めて．日本医事新報「プラタナス」4678: 3, 2013
18.	 磯部光章：欧州心不全学会Heart Failure2013からの報告．「学会リポート」臨床医のための循環器診療．No.19,　

50-51，2013
19.	 補助人工心臓治療関連学会協議会DuraHeart有害事象検討委員会、督励しよう適応検討委員会：DuraHeart鎖新補助

人工心臓システムの市販後における改良に関する報告．人工臓器42(3):262-274,2013
20.	 笹野哲郎、平尾見三：リズムコントロールの薬剤選択. 日本臨床 2013；71：67-71
21.	 井原健介、平尾見三：抗不整脈薬の分類・使い方. Medicina 2013；50：2184-2188, 医学書院
22.	 平尾見三：わが国の心房細動治療 : アブレーション直後の再発をどう防ぐか. 循環器診療 2013；18：18-72. 協和企画

[学会]
〈国際学会〉
[招待講演]

  1.	 Hirao K. Ablation of superior vena cava related atrial fibrillation. In 6th JHRS-ECAS Symposium. 9th annual congress, 
European Cardiac Arrhythmia Society, 2013, Paris, France

[一般演題]
  1.	 Maejima Y, Zhai P, Isobe M, Sadoshima J: Mst1 mediates a cell-protective mechanism in the heart through 

phosphorylation of FoxO1 and C/EBP-β. (2013, Nov.) American Heart Association Scientific Sessions 2013, Dallas, 
USA.

  2.	 Maejima Y, Isobe M, Sadoshima J. Mst1 mediates cell-protective mechanisms in the heart through phosphorylation 
of FoxO1 and C/EBP-β (2013, Jul.) Basic Cardiovascular Sciences 2013 Scientific Sessions of American Heart 
Association, Las Vegas, USA.

  3.	 Sasaoka T, Isobe M, Yonemoto N, Nonogi H: Clinical outcomes of heart failure among patients with in-hospital 
cardiac arrest: from J-RCPR study. Heart Failure Congress 2013 in Lisbon, Portugal, European Society of 
Cardiology, 2013年5月28日

  4.	 Masumura M, Sasaoka T, Fujiwara T, Arai H, Isobe M:  Clinical outcomes of device treatment of fulminant 
myocarditis: A series of case reports. Heart Failure Congress 2013 in Lisbon, Portugal, European Society of 
Cardiology, 2013年5月28日

  5.	 Setoguchi M, Hashimoto Y, Isobe M: Risk factors for rehospitalization in patinets with preserved ejection fraction: 
Comparison between preserved ejection fraction and reduced ejection fraction. Heart Failure Congress 2013 in 
Lisbon, Portugal, European Society of Cardiology, 2013年5月28日

  6.	 Ihara K, Takahashi Y, Nogami A, Nishizaki M, Okishige K, Hirao K, Isobe M: Clinical and electrocardiographical 
characteristics of the patients with recurrent ventricular arrhythmias in early reporalization syndrome. The Heart 
Rhythm Societyʼs 34th Annual Scientific Sessions, 2013.5.8-11. Denver

  7.	 Hachiya H, Hirao K, Uchiyama T, Kusa S, Nakamura H, Miyazaki S, Taniguchi H, Iesaka Y. Does activation 
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mapping take priority over pace mapping in epicardial outflow tract ventricular arrhythmis? 34th Annual Scientific 
Sessions of Heart Rhythm, 2013, Denver

  8.	 Sasano T, Kusa S, Ishihara Y, Oya M, Terashima M, Hirao K, Matsumura M: Electrocardiographic features 
predicting positive late gadolinium enhancement in cardiac magnetic resonance imaging. 34th Annual Scientific 
Sessions of Heart Rhythm, 2013, Denver

  9.	 Yokoyma Y, Tanaka Y, Yamashita S, Takamiya T, Shirai Y, Suzuki M, Maeda S, Sasaki T, Kawabata M, Sasano T, 
Hirao K. Usefulness of spaciotemporal mean dominat frequency in left atrium in a Patient with long-standing 
parsistent atrial fibrillation. 34th Annual Scientific Sessions of Heart Rhythm, 2013, Denver

10.	 Yokoyma Y, Suzuki F, Tanaka Y, Maeda S, Sasaki T, Kawabata M, Sasano T, Hirao K. Dose QRS alternans during 
supraventricular tachycardia alternate QRS morphology solely? In 6th JHRS-ECAS Symposium. 9th annual congress, 
European Cardiac Arrhythmia Society, 2013, Paris, France

〈国内学会〉
[シンポジウム・パネル・教育講演等]

  1.	 Isobe M: Role of inflammation in cardiovascular remodeling: from bench to bedside. 第90回日本生理学会大会．日本
循環器学会/日本生理学会合同シンポジウム、2013年3月28日、東京

  2.	 磯部光章：血管炎の診断法の進歩．「血管炎の最前線」日本リウマチ学会、2013年4月18日、京都
  3.	 磯部光章：日本循環器学会第5回コメディカルセミナーランチョンセミナー「心不全治療の薬剤の理論と実際」東京

コンファレンスセンター・品川2013年8月17日
	

[一般演題]
  1.	 高木崇光，角田恒和，李　哲民，村井典史，岩井利之，増田　怜，内山貴史，久佐茂樹，中村浩章，谷口宏史，宮崎

晋介，蜂谷　仁，家坂義人，藤原秀臣，磯部光章：「多彩な臨床経過を示した高安動脈炎の一例」，第227回日本循環
器学会関東甲信越地方会，東京，2013年2月9日

  2.	 佐藤弘典，山内康照，鈴木　篤，柳下敦彦，川初寛道，臼井英裕，宮崎亮一，山口徹雄，小西裕二，原　信博，梅本
朋幸，宮本貴庸，尾林　徹，磯部光章：「左房内に複数のlocalized reentryを認めた発作性心房細動の１例」，第227回
日本循環器学会関東甲信越地方会，東京，2013年2月9日

  3.	 関川雅裕，新田順一，黒田俊介，狩野実希，稲葉　理，村松賢一，大和恒博，佐藤　明，松村　穣，武居一康，淺川
喜裕，平尾見三，磯部光章：「持続性心房細動の維持に左下肺静脈からの頻回興奮が関与していた一例」，第227回日
本循環器学会関東甲信越地方会，東京，2013年2月9日

  4.	 重田卓俊，杉山知代，疋田浩之，小嶋啓介，菱刈景一，大坂友希，川口直彦，山尾一哉，中島永美子，秋山大樹，飯
田啓太，渡　雄至，滝川正晃，上石哲生，大久保健史，木村茂樹，高木克昌，桑原大志，高橋　淳，磯部光章：「深
部静脈血栓症に対し経皮的静脈形成術およびファウンテンカテーテルからのウロキナーゼ投与が奏功した一例」，第
227回日本循環器学会関東甲信越地方会，東京，2013年2月9日

  5.	 平尾龍彦，金地嘉久，羽田泰晃，古浦賢二，萬野智子，植島大輔，鈴木麻美，田尾　進，小野裕一，清水茂雄，大友
建一郎，磯部光章：「Valsalva洞破裂によるショックにて搬送され、外科的緊急パッチ閉鎖術を施行して救命し得た30
歳男性」，第227回日本循環器学会関東甲信越地方会，東京，2013年2月9日

  6.	 矢田沙和子，稲垣　裕，土山高明，石丸　剛，伊藤祐輔，岡田寛之，土信田信夫，高元俊彦，磯部光章，田村　清，
荒井裕国：「単乳頭筋症に伴うパラシュート僧帽弁により僧帽弁閉鎖不全を来した一例」，第227回日本循環器学会関
東甲信越地方会，東京，2013年2月9日

  7.	 増村麻由美，篠岡太郎，渡辺敬太，佐川雄一郎，山下　周，高宮智正，鈴木雅仁，大滝陽一，藤波竜也，杉山浩二，
前田真吾，田中泰章，栗原　顕，吉川俊治，川端美穂子，横山泰廣，足利貴志，平尾見三，磯部光章，荒井裕国：「大
動脈炎症候群による不安定狭心症にプレドニゾロン療法までのイベント予防目的にCABGを施行した1例」，第227回日
本循環器学会関東甲信越地方会，東京，2013年2月9日

  8.	 原口　剛，小西正則，磯部光章，三高千恵子：「退院時低ナトリウム血症は急性心不全患者の予後不良因子である」，
第40回日本集中治療医学会学術集会，松本，2013年2月28日～3月2日

  9.	 Maeda S, Takahashi Y, Nogami A, Okishige K, Nishizaki M, Isobe M, Hirao K: Weekly Distribution of Ventricular 
Fibrillation or Syncope in Patients with J-wave Syndrome from the J-PREVENT Registry. 第77回日本循環器学会学
術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

10.	 Takigawa M, Takahashi A, Kojima K, Shigeta T, Hishikari K, Osaka Y, Kawaguchi N, Yamao K, Nakashima E, 
Sugiyama T, Akiyama D, Watari Y, Handa K, Ohkubo K, Kimura S, Takagi K, Kuwahara T, Hikita H, Hirao K, 
Isobe M: Effect of Catheter Ablation on the Progression from Paroxysmal to PersistentAtrial Fibrillation: a Long 
Term Follow-up. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日
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11.	 Masuda R, Kakuta T, Lee T, Murai T, Iwai T, Takagi T, Uchiyama T, Kusa S, Nakamura H, Miyazaki S, Taniguchi 
H, Hachiya H, Fujiwara H, Iesaka Y, Isobe M: Impact of Microvascular Resistance in Coronary Flow and Fractional 
Flow Reserve. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

12.	 Akiyama D, Kimura S, Shigeta T, Kojima K, Hishikari K, Osaka Y, Yamao K, Kawaguchi N, Nakashima E, Sugiyama 
T, Handa K, Watari Y, Takigawa M, Ohkubo K, Takagi K, Kuwahara T, Hikita H, Takahashi A, Isobe M: 
Relationships between Slow-Flow Phenomenon During Percutaneous Coronary Intervention and Plaque 
Morphologies on Intravascular Ultrasound and Optical Coherence Tomography. 第77回日本循環器学会学術集会，横
浜, 2013年3月15日～17日

13.	 Sugiyama T, Kimura S, Kojima K, Shigeta T, Hishikari K, Osaka Y, Kawaguchi N, Yamao K, Nakashima E, Akiyama 
D, Handa K, Watari Y, Takigawa M, Ohkubo K, Takagi K, Kuwahara T, Hikita H, Takahashi A, Isobe M: 
Quantitative Assessment of Tissue Protrusion within Stented Segments on Optical Coherence Tomography and 
Coronary Flow after Percutaneous Coronary Intervention. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17
日

14.	 Lee T, Kakuta T, Murai T, Iwai T, Takagi T, Masuda R, Uchiyama T, Kusa S, Nakamura H, Miyazaki S, Taniguchi 
H, Hachiya H, Fujiwara H, Iesaka Y, Isobe M: Impact of Neoatherosclerosis after Stent Implantation Assessed by 
Optical Coherence Tomography on Cardiac Troponin Elevation After Elective Percutaneous Coronary Intervention. 
第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

15.	 Takeshi Sasaki T, Yokoyama Y, Tetsuo Sasano T, Mihoko Kawabata1 M, Yasuaki Tanaka Y, Shingo Maeda S, Koji 
Sugiyama K, Masahito Suzuki M, Tomomasa Takamiya T, Taro Sasaoka T, Ken Kurihara K, Shunji Yoshikawa S, 
Takashi Ashikaga T, Mitsuaki Isobe M, Kenzo Hirao K, Halperin H, Calkins H, Nazarian S: Myocardial Structural 
Associations with Local Electrograms: A Study of Post-Infarct Ventricular Tachycardia Pathophysiology and 
Magnetic Resonance Based Non-Invasive Mapping. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

16.	 Hishikari K, Kimura S, Shigeta T, Kojima K, Osaka Y, Kawaguchi N, Yamao K, Nakashima E, Sugiyama T, Akiyama 
D, Handa K, Takigawa M, Watari Y, Kamiishi T, Ohkubo K, Takagi K, Kuwahara T, Hikita H, Takahashi A, Isobe 
M:  Cardiac Troponin T Measured by High-Sensitivity Assay before Percutaneous Coronary Intervention is 
Associated with Cardiovascular Events in Stable Angina Pectoris. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月
15日～17日

17.	 Kimura S, Shigeta T, Kojima K, Hishikari K, Osaka Y, Yamao K, Kawaguchi N, Nakashima E, Akiyama D, Sugiyama 
T, Handa K, Watari Y, Takigawa M, Ohkubo K, Takagi K, Kuwahara T, Hikita H, Takahashi A, Isobe M: 
Assessment of Neointimal Tissue Characteristics in Stent Restenosis by Optical Coherence Tomography and 
Coronary Angioscopy. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

18.	 Noda M, Fujino M, Murakam T, Kananji Y, Yamamoto Y, Setoguchi M, Watanabe K, Hori M, Usui M, Ichikawa K, 
Egi K, Hariya A, Takazawa K, Isobe M: Role of Ambulatory Blood Pressure Monitoring (ABPM) on the Evaluation 
of Hypertension Treated with Cilnidipine, an L/N-type Calcium Channel Blocker. 第77回日本循環器学会学術集会, 横
浜, 2013年3月15日～17日

19.	 Ebana Y, Ozaki K, Isobe M, Tanaka T, Furukawa T: During the Transdifferentiation from Mesenchyme to 
Cardiomyocyte, Atrial Fibrillation Associated Locus 4q25 Enhanced PITX2c Expression to Interact with Its 
Promoter. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

20.	 Kawaguchi N, Takahash A, Kojima K, Shigeta T, Hishikari K, Osaka Y, Yamao K, Nakashima E, Sugiyama T, 
Akiyama D, Handa K, Watari Y,  M, Kenji Ohkubo K, Takagi K, Kimura S, Kuwahara T, Hikita H, Isobe M: Poor 
Reverse Remodeling of the Left Atrium after Atrial Fibrillation Ablation Predicts Very Late Recurrence. 第77回日
本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

21.	 Maeda S, Yamauchi Y, Suzuki M, Sagawa Y, Masumura M, Yamashita S, Takamiya T, Sugiyama S, Tanaka Y, 
Sasaki T, Sasano T, Kawabata M, Yokoyama Y, Obayashi T, Isobe M, Kenzo Hirao: Prevalence and Long-Term 
Outcome of Left Common Pulmonary Vein Isolation in Patients with Paroxysmal or Persistent Atrial Fibrillation. 第
77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

22.	 Osaka Y, Hikita H, Shigeta T, Kojima K, Hishikari K, Kawaguchi N, Yamao K, Nakashima E, Sugiyama T, Akiyama 
D, Takigawa M, Watari Y, Handa K, Ohkubo K, Kimura S, Takagi K, Kuwahara T, Takahashi A, Isobe M: High 
Coronary Flow Velocity and Disturbed Flow in Stent-implanted Region Predict Target Lesion Revascularization 
after Everolimus-Eluting Stent Implantation in Hemodialysis. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～
17日

23.	 Iwai T, Kakuta T, Lee T, Murai T, Takagi T, Masuda R, Uchiyama T, Nakamura H, Kusa S, Miyazaki S, Taniguchi 
H, Hachiya H, Fujiwara H, Iesaka Y, Isobe M: The Relationship between Transluminal Attenuatoion Gradient in 
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Computed Tomography Coronary Angiography and Anatomical or Functional Stenosis Severity. 第77回日本循環器
学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

24.	 Hishikari K, Kakuta T, Iwai T, Takagi T, Murai T, Ri T, Takahashi A, Iesaka Y, Mitsuaki Isobe M: Post-PCI 
ST-Segment Elevation of Intracoronary Electrocardiogram is Associated with Worse Outcome with Non-ST 
Segment Elevation Myocardial Infarction. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

25.	 Shigeta T, Hikita H, Osaka Y, Kojima K, Hishikari K, Kawaguchi N, Yamao K, Nakashima E, Sugiyama T, Akiyama 
D, Handa K, Takigawa M, Watari Y, Ohkubo K, Kimura S, Takagi K, Kuwahara T, Takahashi A, Isobe M: 
Lipoprotein (a) is an Important Factor to Determine Myocardial Viability after Acute Myocardial Infarction. 第77回
日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

26.	 Hori M, Noda M, Kanadi Y, Murakami T, Fujino M, Yamamoto Y, Setoguchi M, Watanabe K, Usui M, Ichikawa K, 
Egi K, Hariya A, Takazawa K, Isobe M: Autonomic Response in Exercise-induced Myocardial Ischemia. 第77回日本
循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

27.	 Kuboyama O, Nomoto H, Nakano K, Hattori E, Tokunaga T, Isobe M: The Incidence and Prognosis of Contrast-
induced Nephropathy (CIN) According to the Definition of CIN in Patients with AMI. 第77回日本循環器学会学術集
会, 横浜, 2013年3月15日～17日

28.	 Kuboyama O, Nomoto H, Nakano K, Hattori E, Tokunaga T, Isobe M: The Effect of Intravenous Administration of 
Landiolol and Nicorandil during PCI on Contrast Induced Nephropathy (CIN). 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 
2013年3月15日～17日

29.	 Nakamura T, Hirao K, Suzuki M, Sugiyama K, Yagishita A, Tanaka Y, Kawabata M, Sasano T, Hachiya H, Isobe M: 
Longer SVC Muscular Sleeve may Act as a Driver of Atrial Fibrillation: The Relationship between the Size and Its 
Arrythmogenicity. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

30.	 Osaka Y, Hikita H, Shigeta T, Kojima K, Hishikari K, Kawaguchi N, Yamao K, Nakashima E, Sugiyama T, Akiyama 
D, Watari Y, Takigawa M, Handa K, Ohkubo K, Kimura K, Takagi K, Kuwahara T, Takahashi A, Isobe M: 
Association of Fractional Excretion of Uric Acid and New-onset of Coronary Artery Disease. 第77回日本循環器学会
学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

31.	 Yoshikawa S, Ashikaga T, Fujinami T, Ohtaki Y, Sasaoka S, Kurihara K, Yokoyama Y, Hirao K, Isobe M: Incidence 
of Stent Thrombosis after Everolimus-eluting Stent Implantation: Result from Tokyo-MD PCI Study. 第77回日本循
環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

32.	 Tao S, Ohtomo K, Ono Y, Hirao T, Hada Y, Kour K, Mann T, Ueshima D, Suzuki A, Shimizu S, Yamauch Y, Hirao 
K, Isobe M: Usefulness of Implantable Cardioverter-Defibrillators in Survivors of Cardiac Arrest with Coronary 
Spasm and Inducible Ventricular Arhythmia. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

33.	 Hosokawa S, Haraguchi G, Ishii T, Doi S, Isobe M: Pathophyisiological Role of Dipeptidyl Peptidase-4 in Pulmonary 
Arterial Hypertension. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

34.	 Ishii T, Hosokawa S, Haraguchi G, Doi S, Isobe M: Eicosapentaenoic Acid Ameliorates Monocrotaline Induced 
Pulmonary Hypertension in Rats. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

35.	 Arima H, Nirei T, Hiyoshi Y, Yamada T, Gotoh K, Isobe M: Usefulness of the Absence of Respiration-caused 
Fluctuation in Venous Doppler Ultrasonography in Diagnosis of Iliac Compression Syndrome. 第77回日本循環器学会
学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

36.	 Yoshikawa S, Ashikaga T, Fujinami T, Ohtaki Y, Sasaoka T, Kurihara K, Yokoyama Y, Hirao K, Isobe M: Evaluation 
of Novel Optical Coherence Tomography Criteria for Determination of the Optimal Landing Position of Coronary 
Stent. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

37.	 Lee T, Kakuta T, Murai T, Iwai T, Takagi T, Masuda R, Uchiyama T,  Kusa S, Nakamura N, Miyazaki S, Taniguchi 
H, Hachiya H, Fujiwara H, Iesaka Y, Isobe M: Comparison of Optical Coherence Tomography Findings between 
Patients with Non-ST Segment Elevation Myocardial Infarction and Unstable Angina Pectoris. 第77回日本循環器学
会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

38.	 Kuboyama O, Nomoto H, Nakano K, Hattori E, Tokunaga T, Isobe M: LDL/HDL Ratio is Better Predictor for 
Cardiovascular Event in Patients who Performed PCI than HOMA-R and EPA/A　Ratio. 第77回日本循環器学会学
術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

39.	  Furukawa T, Isobe M, Hirao K: Clinical Characteristics of Cardiac Syncope and Those of Arrhythmic Syncope. 第
77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

40.	 Hikita H, Shigeta T, Kozima K, Hishikari K, Osaka Y, Kawaguchi N, Yamao K, Nakashima E, Akiyama D, Sugiyama 
T, Watari Y, Takigawa M, Handa K, Kamiishi T, Ohkubo K, Kimura S, Takagi K, Kuwahara T, Satoh A, Takahashi 
A, Isobe M: Coronary Flow Velocity and Fluid Shear Stress at Follow-up Angiography Predict Late Catch-up after 
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Sirolimus-Eluting Stent Implantation. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日
41.	 Takigawa M, Kuwahara T, Shigeta T, Kojima K, Hishikari K, Osaka Y, Kawaguchi N, Yamao K, Nakashima E, 

Sugiyama T, Akiyama D, Watari Y, Handa K, Ohkubo K, Kimura S, Takagi K, Hikita H, Takahashi A, Hirao K, 
Isobe M: Simultaneous Isolation of Pulmonary Vein Potentials Yields Better Clinical Outcome of Atrial Fibrillation 
Ablation. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

42.	 Kawaguchi N, Takahashi A, Kojima K, Shigeta T, Hishikari K, Osaka Y, Nakashima E, Yamao K, Sugiyama T, 
Akiyama D, Handa K, Watari Y, Takigawa M, Ohkubo K, Takagi K, Kimura S, Kuwahara T, Hikita H, Isobe M: Can 
Improvement of the Left Atrial Appendage Flow Velocity after Catheter Ablation of Persistent Atrial Fibrillation 
be Predicted before Ablation? 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

43.	 Kato N, Okishige K, Iwai S, Asano M, Ihara K, Suzuki H, Shimabuku T, Hatakeyama Y, Aoyagi H, Kurabayashi M, 
Azegami K, Hirao K, Isobe M: Clinical Study to Investigate "Cross-talk" Phenomenon Observed During Electrical 
Isolation of Pulmonary Veins. 第77回日本循環器学会学術集会, 横浜, 2013年3月15日～17日

44.	 Suzuki A, Yamauchi Y, Yagishita A, Sato H, Kawahatsu K, Usui E, Miyazaki R, Yamaguchi T, Hara N, Konishi Y, 
Umemoto T, Miyamoto T, Obayashi T, Isobe M: Heterogenesity of Breakthrough from Right Atrium to Superior 
Vena Cava: Implication for Safe Superior Vena Cava Isolation.
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12.	 磯部光章：2013年5月17日　第8回新広島循環器治療研究会．「高安病の診断と治療：最近の進歩」、リーガロイヤルホ

テル広島、広島
13.	 磯部光章：2013年5月31日　Young Cardiologist Heart Failure conference.「心不全の薬物治療と非薬物治療」、ロワジ

ールホテル＆スパタワー那覇、浦添
14.	 磯部光章：2013年6月7日　３rd Tokyo Cardiac Imaging Conference「心サルコイドーシスの診断と治療をめぐって」

器官システム制御学講座
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ローズガーデン別館、東京
15.	 磯部光章：2013年6月14日　第7回東京心血管病フォーラム「病歴のとりかた：患者と医師の上手なコミュニケーション」

東京ガーデンパレス、東京
16.	 磯部光章：2013年7月29日　トーアエイヨー社内研修会「β遮断薬と心不全」、東京
17.	 磯部光章：2013年8月3日　Daiichi-Sankyo循環器フォーラム2013－心不全Up-to-date
18.	 磯部光章：2013年8月17日　日本循環器学会第5回コメディカルセミナーランチョンセミナー「心不全治療の薬剤の理

論と実際」東京コンファレンスセンター・品川
19.	 磯部光章：2013年9月28日　第4回東北心不全研究会「心筋症治療の最前線」、仙台
20.	 磯部光章：2013年10月17日　第6回西関東血管炎フォーラム「高安動脈炎の診断と治療：最近の進歩」京王プラザホ

テル
21.	 磯部光章：2013年11月1日　成人保険講演会「しのびよる心筋梗塞」江東区城東保険相談所
22.	 磯部光章：2013年11月2日　日本心不全学会心不全市民公開講座「心不全を知る、防ぐ、治す」広島
23.	 磯部光章：2013年11月5日　第97回膠原病研究会「高安動脈炎の診断と治療」、新潟大学
24.	 磯部光章：2013年11月6日　東京都病院薬剤師会臨床薬学研究会「β遮断薬－高血圧から心不全、不整脈まで－」、東

医健保会館
25.	 磯部光章：2013年11月9日　第1回市民公開講座「だから怖い!歯と心臓の意外な関係」東京医科歯科大学循制御内科・

歯周病科、鈴木記念講堂、東京
26.	 磯部光章：	2013年12月18日　千代田区医師会・神田医師会合同学術講演会「心不全の薬物治療と非薬物治療」、国際フ

ォーラム（東京）

[研究助成金]
〈文部科学省〉

  1.	 2011-2013	 頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム（分担：磯部光章）

〈厚生労働省〉
  1.	 2013年　難治性血管炎に関する調査研究（槇野班　分担：磯部光章）80万円
  2.	 2013年　特発性心筋症に関する調査研究（北風班　分担：磯部光章）100万円

[その他]
〈報告書〉

  1.	 磯部光章：高安動脈炎における新しいヒト白血球抗原（Human Leukocyte Antigen: HLA)リスクアレルに関する研究．
厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）難治性血管炎に関する調査報告 平成24年度　総括・分担研
究報告書: 68-69、2013.

  2.	 磯部光章：突発性心筋症に関する調査研究―マウス心腎連関モデルを用いた腎不全による心不全悪化の機構の検討―．
厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）突発性心筋症に関する調査報告 平成24年度 総括研究報告
書: 19-20、2013

〈放送・WEB発表等〉
  1.	 磯部光章：2013年1月24日	 第5回リライフ診談室「サプリメント」
  2.	 磯部光章：2013年2月28日	 第6回リライフ診談室「生活習慣病」
  3.	 磯部光章：2013年3月28日	 第7回リライフ診談室「心不全ってどんな病気」
  4.	 磯部光章：2013年4月25日	 第8回リライフ診談室「お絵描き」
  5.	 磯部光章：2013年5月23日	 第9回リライフ診談室「めまい」
  6.	 磯部光章：2013年5月28日	 ラジオNIKKEI心臓財団「虚血性心疾患セミナー」「心臓移植の現状と人工心臓の展望」
  7.	 磯部光章：2013年6月4日	 ラジオNIKKEI「医学講座」「心サルコイドーシスの診断」
  8.	 磯部光章：2013年7月25日	 第10回リライフ診談室「正常値」
  9.	 磯部光章：2013年8月22日	 第11回リライフ診談室「健康って何」
10.	 磯部光章：2013年10月24日	 第12回リライフ診談室「ナラティブベイストメディシン」

〈新聞等〉
  1.	 磯部光章：読売新聞：こころ．医療現場の意思疎通．2013年4月25日
  2.	 磯部光章：m3.com　ニュース・医療維新　心不全学会がBNPの指針発表．2013年5月10日
  3.	 磯部光章：Medical Tribune：心不全学会がステートメント．心不全の診療にBNP、NT-ProBNPの適切な活用を．展

器官システム制御学講座
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望2013年5月23日
  4.	 Isobe M：Heart Failure Congress News “Why is it important for you to organize a joint session with the Heart 

Failure Association of the ESC during the Hearty Failure 2013 Congress”
  5.	 Medical Tribune：日本心不全学会ステートメント「BNPを心不全の早期診断に生かす」座談会（磯部光章、和泉徹、

斉藤能彦、吉村道博）、ct-6、2013年6月27日
  6.	 日本心不全学会：「心不全手帳」広報について（分担：磯部光章）
  7.	 磯部光章：だから怖い! 歯と心臓の意外な関係.　日本心臓財団Heart WEB NEWS for Media 第100号、2013年12月6日
  8.	 磯部光章：コミュニケーション不全の解決策．サクセスネット通信2013、第一生命保険株式会社
  9.	 平尾見三：この病院のエースたちシリーズ : 根治をはかるカテーテルアブレーション.「日刊ゲンダイ」H25年5月25日

号

〈雑誌編集企画〉
  1.	 磯部光章：2013年　日本医師会雑誌「急性冠症候群の臨床」
  2.	 磯部光章：2013年　日本医師会雑誌「高血圧診療の全て」（磯部光章監修）
  3.	 磯部光章：2013年　日本医師会雑誌「末梢動脈・静脈・リンパ管の病気update」（磯部光章、他監修）J727
  9.	 平尾見三：マキノ出版「安心」H25年10月号　名療法発見！心房細動の最新治療 P104-108

〈市民公開講座開催〉
  1.	 磯部光章：2013年2月17日　第一回市民公開講座「心不全ってどんな病気？」日本心不全学会主催、鈴木章夫記念講

堂
  2.	 磯部光章：2013年11月9日　第一回市民公開講座「歯周病を予防して全身を守る」鈴木章夫記念講堂

〈法廷〉
  1.	 平尾見三：東京地裁鑑定人として「意見書」作成・提出、出廷　H25年1月

器官システム制御学講座
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心肺統御麻酔学分野
Anesthesiology

教　　授　槇田浩史
准 教 授　中沢弘一
講　　師　内田篤治郎，石川晴士，倉田二郎
助　　教　舛田昭夫，里元麻衣子，山本　衛，伯水崇史，
　　　　　山本寛人(医歯学融合教育支援センター兼務)，
　　　　　田中園美(～3月)，大谷良江(～6月)，
　　　　　今泉義虎(～6月)，小日向浩行(～9月)，
　　　　　池田衣里(～9月)，牧野　史(4月～)，
　　　　　山本雄大(4月～)，伊藤雄介(7月～)，
　　　　　森川　要(7月～)，山本大樹( ７月～)，
　　　　　篠田　健(10月～)
医　　員　11名(レジデントを含む)
大学院生　8名

（１）教育
　当講座は麻酔・蘇生学，疼痛生理学，ペインクリニックなど幅広い分野の教育，臨床，研究を担当している。各々の部門
の根幹をなすものは全臓器の関与するダイナミックな臨床生理学，臨床薬理学であり，若い知的好奇心旺盛な臨床医，研究
者が情熱を注ぐ場所として充分手応えのある分野である。また関連分野として，集中治療医学，緩和医療などがある。学生
教育は生命維持のための基本的生理学，薬理学，特に呼吸・循環生理学とその急変時における正しい対処法の理解に重点を
おき，これを手術，麻酔，周術期における患者管理の場で実践させるようにしている。卒後教育も同様であるが，早期から
の探求心の育成と，本邦での専門医制度の先鞭でもある麻酔専門医の資格をとるための知識と技術の修得をとりあえず目標
としている。

（２）研究
　当講座の研究は，麻酔，集中治療，救急蘇生などの重症患者管理に共通した臨床生理学，臨床薬理学および基礎研究，さ
らには疼痛生理学などを幅広く扱っている。研究テーマは日常臨床上の疑問やニーズに由来するものが多く，また基礎的研
究の成果も臨床にフィードバック可能であることを目標としている。以下に当科の研究テーマを列記する。
１）肺傷害の治療に有効な治療法、人工呼吸法を多角的に検討する実験
２）肺傷害における間葉系幹細胞の治療効果発現メカニズムの検討　
３）幼若期脳への麻酔薬の影響
４）皮質脳波・誘発電位による全身麻酔薬作用機序に関する研究
５）マルチモーダル磁気共鳴画像法による慢性疼痛脳内機序に関する研究
６）開胸手術における保護的一側肺換気の換気メカニクス、および他臓器への遠隔効果に関する研究
７）周術期急性腎傷害の疫学、早期診断、予防、治療に関する研究
８）その他の臨床研究

（３）臨床
　手術室における麻酔の臨床は，外科系各科の最新医療を支える重要な任務を負っている。とくに他院からの紹介患者は重
症合併症を有した患者が多いため、呼吸循環管理を中心とした全身管理による麻酔によって好成績を得ている。ペインクリ
ニックは現在外来患者，各科入院中の紹介患者を扱い，神経ブロックを柱とした治療により難治性疼痛患者の治療に成果を
挙げている。島根大学医学部麻酔科とは高度医療人養成プログラムによる相互交流を行っている。さらに細分化された専門
領域の研修を希望する者は、国立循環器病センター、長野県立こども病院、当院集中治療部などで研修を行っている。

（４）研究業績
[原著論文]
(英文)

  1.	 Adachi YU, Satomoto M, Higuchi H, Watanabe K. The determinants of propofol induction time in anesthesia. 
Korean J Anesthesiol. 2013; 65: 121-6.

  2.	 Fan W, Nakazawa K, Abe S, Inoue M, Kitagawa M, Nagahara N, Makita K. Inhaled aerosolized insulin ameliorates 
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hyperglycemia-induced inflammatory responses in the lungs in an experimental model of acute lung injury. Critical 
Care 2013; 17: R83 (28 April 2013)

  3.	 Griesdale D, Ishikawa S, Lohser J.  About predictors of acute kidney injury after lung resection.  Reply.  Anesth 
Analg 2013; 116: 505-6.

  4.	 Senda M, Uchida T, Kobinata H, Nakazawa K, Makita K: i-Gel Supraglottic Airway for Inexperienced Anesthesia 
Residents. Open Journal of Anesthesiology, 2013; 3: 64-66

  5.	 Uchida T, Ohno N, Asahara M, Yamada Y, Yamaguchi O, Tomita M, Makita K. Soluble Isoform of the Receptor for 
Advanced Glycation End Products as a Biomarker for Postoperative Respiratory Failure after Cardiac Surgery Plos 
One 2013; 8: e70200

(和文)
  1.	 池田衣里, 大谷良江, 大畑めぐみ, 舛田昭夫, 槇田浩史. 難治性帯状疱疹後神経痛に対して抗凝固療法中断下に高周波熱

凝固を行った１症例．日本ペインクリニック学会雑誌　2013; 20: 98-101
  2.	 大塚美弥子，山本寛人，石川晴士，中沢弘一，槇田浩史．抜管時に下腹部の著明な膨満と平坦化を繰り返した1例．

臨床麻酔． 2013; 37：229-230
  3.	 木戸浩司, 内田篤治郎, 槇田浩史. ロクロニウムの筋弛緩作用遷延を契機に抗アセチルコリン受容体抗体が高値である

ことが判明した1症例．麻酔　2013; 62 :445-448.
  4.	 小柳哲男、可児浩行、森川要、千田麻里子、大畑めぐみ、斉藤裕. V-V ECMO使用下DumonTM気管ステントチューブ

留置術の麻酔経験.臨床麻酔37: 1182-84, 2013 
  5.	 里元麻衣子, 伊藤裕之, 内田篤治郎, 槇田浩史. レスベラトロールのセボフルラン曝露前投与は、幼若なマウス脳へのア

ポトーシス誘導を阻止できない. 麻酔 2013; 62: 1184-7.
  6.	 高橋哲也，伊藤敏孝，遠藤英穂，工藤俊介，武居哲洋，八木啓一．保存的加療で軽快した腹腔動脈起始部狭窄を伴う

孤立性上腸間膜動脈解離の1例．日救急医会誌．2013; 24: 200-6
  7.	 高橋哲也，伊藤敏孝，遠藤英穂，藤澤美智子，広海亮，武居哲洋，八木啓一．消化管出血を契機に発見され経カテー

テル的動脈塞栓術により治癒し得た外傷性肝仮性動脈瘤胆道穿破の１例．IVR会誌．2013; 28: 66-9
  8.	 高橋哲也，伊藤敏孝，遠藤英穂，藤澤美智子，武居哲洋，八木啓一．糖尿病性ケトアシドーシスの経過中に発症し血

栓溶解療法を施行した上腸間膜動脈血栓症の１例．IVR会誌．2013; 28: 443-6
  9.	 高橋哲也，伊藤敏孝，遠藤英穂，武居哲洋，八木啓一．治療方針の決定に血管造影が有効であった上腸間膜動脈閉塞

症の4例．日救急医会誌．2013; 24: 812-8
10.	 高橋哲也，伊藤敏孝，遠藤英穂，福島紘子，藤澤美智子，武居哲洋，八木啓一．経カテーテル的動脈塞栓術施行後に

十二指腸狭窄を来した前膵十二指腸動脈瘤破裂の1例．日救急医会誌．2013; 24: 338-44
11.	 高橋哲也，伊藤敏孝，金崇豪，榊原里江，原田龍一，武居哲洋，八木啓一．軽症頭部外傷に伴う外傷性動眼神経単独

麻痺の１例．日外傷会誌．2013; 27: 387-91
12.	 高橋哲也，伊藤敏孝，武居哲洋，八木啓一．救急外来における低血糖症例の検討．日救急医会誌．2013; 24: 391-8
13.	 武居哲洋．Closed ICUより優れたICU患者管理システムの可能性を探る．救急・集中治療．2013; 25: 1235-40
14.	 武居哲洋．院内急変対応システムとしてのRapid Response System(RRS)導入はコードシステムの吟味から．救急・集

中治療．2013; 25: 1226-30
15.	 武居哲洋．専門医認定制度改革序章：一人称で語られる学会へ．日集中医誌．2013; 20: 103-4
16.	 畠山淳司，中野実，武居哲洋，中村光伸，宮崎大，雨宮優，小倉崇以，橋田哲．坐剤によるレボチロキシン投与が有

効であった粘液水腫性昏睡の1例．日集中医誌．2013;20:655-6
17.	 原茂明弘, 大泉見知子, 伊藤雄介, 白澤円, 可児浩行, 斉藤裕. 本態性血小板血症患者における人工膝関節置換術の周術期

管理. 麻酔2013; 62: 226-228

[総説]
  1.	 石川晴士.　ドレーゲル：SmartCare®.　人工呼吸 2013; 30: 15-21.
  2.	 石川晴士.　安全な麻酔のためのモニター指針、換気のチェック：五感、モニター、アラームを駆使して致命的な合併

症を防げ.　LiSA 2013; 20: 338-42.
  3.	 石川晴士.　開胸手術の麻酔：最近5年間の進歩.　LiSA 別冊’ 13  2013; 20: 10-8.
  4.	 石川晴士.　周術期の急性腎傷害はスタチンで予防できるか.　LiSA 2013; 20: 513.
  5.	 石川晴士.　腎機能を悪化させる薬物.　LiSA 2013; 20: 974-8.
  6.	 石川晴士.　腎臓を守れ！　麻酔科医.　LiSA 2013; 20: 947.
  7.	 石川晴士.　非換気側肺への酸素投与法 (IPAP) のやり方をご説明します.　LiSA 2013; 20: 1149.
  8.	 伊藤裕之, 石川晴士, 槇田浩史.  輸液反応性と動的パラメータに関する最近の知見. 臨床麻酔 2013; 37:201-6
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  9.	 倉田二郎, 張　碩, 孫　忠良, 戚　鈺, 范　惟, 伊藤裕之, 吉松　薫, 橋本真紀子, 野口亜樹子, 竹本  彩, 鈴木真弓, 片平  舞,
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甲信越･東京支部第53回合同学術集会 2013.9.7. 東京

38.	 千田麻里子, 小柳哲男, 森川要, 大塚美弥子, 大畑めぐみ, 斉藤裕．乳癌に対する術前化学療法が麻酔中の循環動態に及
ぼす影響　日本麻酔科学会第60回学術集会 2013.5.24.　札幌

39.	 千田麻里子、范惟、中澤弘一、阿部晋也、北川昌伸、槇田浩史：高血糖を合併した急性肺傷害に対するインスリンの
効果について ― エアロゾール投与と静脈内投与の比較検討　日本麻酔科学会第60回学術集会　2013.5.23. 札幌

40.	 高橋哲也，伊藤敏孝，竹本正明，武居哲洋，八木啓一．Interventional Radiologyを施行された肝損傷の検討．第41回
日本救急医学会総会．2013.10.21. 東京

41.	 高橋哲也，伊藤敏孝，竹本正明，武居哲洋，八木啓一．Interventional Radiologyを施行された上腸間膜動脈閉塞症の
検討．第41回日本救急医学会総会．2013.10.21. 東京

42.	 武居哲洋．Closed-ICUよりも優れたICU患者管理システムの可能性を探る．第40回日本集中治療医学会総会．エクス
パート・Pro-Con白熱ディベート「Closed-ICUはICU患者管理に有用である？」．2013.3.2. 松本

43.	 武居哲洋．院内急変対応システムとしてのRRS導入は慎重に．第40回日本集中治療医学会総会．エクスパート・Pro-
Con白熱ディベート「Rapid Response Team(RRT)は院内急変対応に有用である？」．2013.3.1. 松本

44.	 竹本 彩, 山本 雄大, 伯水 崇史, 中沢 弘一, 槇田 浩史. 副咽頭間隙腫瘍摘出術中に内頸動脈を損傷し術中コイル塞栓術に
て止血した一症例：日本臨床麻酔学会第33回大会 2013.11.3. 金沢

45.	 友澤亜梨紗, 石川晴士, 塩田修玄, Cholvisudhi P, 槇田浩史.　肝臓切除術症例における術後急性腎傷害 (acute kidney 
injury: AKI) 発症のリスク因子に関する検討.　 日本麻酔科学会第60回学術集会, 2013.5.24. 札幌
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46.	 長島道生，平田晶子，和智万由子，畠山淳司，山田広之，藤澤美智子，奈良岳志，武居哲洋．人工呼吸中に巨大肺の
う胞形成と気胸を合併したニューモシスチス肺炎の1例．横浜呼吸管理カンファレンス．2013.7.12. 横浜

47.	 中野貴明，武居哲洋，金崇豪，岡島真里，高橋哲也，原田龍一，広海亮，伊藤敏孝．PCPS中に経食道心エコーで急
性肺塞栓症(PE)と診断し得た初療室心肺停止の１例．第40回日本集中治療医学会総会．2013.3.1. 松本

48.	 中野貴明，平野雅巳，中山祐介，金崇豪，平田晶子，畠山淳司，福島紘子，武居哲洋，八木啓一，伊藤敏孝．みなと
救急外来初期診療コース．第41回日本救急医学会総会．2013.10.21. 東京

49.	 中本志郎, 今井恵理子, 山本雄大, 花岡透子, 阿部世紀, 大畑淳. Fontan循環患児に対して術前輸液の全身麻酔導入時循環
変動への影響，日本麻酔科学会第60回学術集会2013.5.23. 札幌

50.	 畠山淳司，武居哲洋，山田広之，岡島真里，原田龍一，金崇豪，山地晶子，広海亮，奈良岳志，伊藤敏孝．脾膿瘍が
原因と考えられた類白血病反応の１例．第40回日本集中治療医学会総会．2013.3.2．松本

51.	 畠山淳司，武居哲洋．NEuromuscular pathology in CRitically ill patients: an autOPSY study: “NECROPSY study”．
第40回日本集中治療医学会総会．CTG (Clinical Trial Group)委員会報告「臨床研究の醍醐味―日本から世界へエヴィ
デンスを発信しよう―」．2013. 3. 1. 松本

52.	 平田晶子，奈良岳志，福島紘子，畠山淳司，高橋哲也，牧野史，山田広之，中野貴明，藤澤美智子，広海亮，中山祐介，
平野雅己，伊藤敏孝，武居哲洋，八木啓一．後腹膜膿瘍を合併した化膿性筋炎の一例．第63回日本救急医学会関東地
方会．2013. 2. 16. 東京

53.	 藤澤美智子，武居哲洋，奈良岳志，広海亮，山田広之，牧野史，畠山淳司，福島紘子．私の場合．第40回日本集中治
療医学会総会．パネルディスカッション「潜在的女性パワーを探る」．2013. 3. 1. 松本

54.	 藤原大樹，中山祐介，工藤俊介，李夏暎，高橋哲也，平野雅己，武居哲洋，伊藤敏孝，八木啓一．腹腔動脈解離の2例．
第63回日本救急医学会関東地方会．2013. 2. 16. 東京

55.	 牧野史，中野貴明，高橋哲也，中山祐介，平野雅己，平田晶子，畠山淳司，山田広之，藤澤美智子，広海亮，奈良岳志，
武居哲洋，伊藤敏孝，八木啓一．電撃性紫斑病の罹患後に興味深い脾臓サイズ変化を示した1例．第63回日本救急医
学会関東地方会．2013. 2. 16. 東京

56.	 山下和人，永松聡一郎，川口敦，幸部吉郎，志水太郎，高橋弘，萩原佑亮，三木智子，武居哲洋，高橋秀人．日本集
中治療医学会労働力調査の結果と学会員の地域分布．第40回日本集中治療医学会総会．集中治療の労働力調査プロジ
ェクトワーキンググループ報告「学会内制度調査で明らかになった急性期医療における医療資源の偏在と将来予測」．
2013. 3. 2. 松本

57.	 山田広之，畠山淳司，武居哲洋，奈良岳志，広海亮，藤澤美智子，牧野史，山地晶子，高橋哲也，伊藤敏孝．CT画
像における大静脈の面積・縦横比の臨床的意義についての検討. 第40回日本集中治療医学会総会. 2013. 3. 2. 松本

58.	 山本学慧，山田広之，平田晶子，福島紘子，畠山淳司，高橋哲也，藤澤美智子，中山祐介，中野貴明，広海亮，平野
雅巳，奈良岳志，伊藤敏孝，八木啓一，武居哲洋．降下性壊死性縦隔炎の1例．第22回日本集中治療医学会関東甲信
越地方会．2013. 8. 24. つくば

59.	 山本 雄大, 花岡 透子, 大畑 淳：三心房心を合併した左心低形成症候群に人工心肺下隔壁切除術両側肺動脈絞扼術を施
行した症例の麻酔経験，第18回日本心臓血管麻酔学会学術大会2013. 9. 27. 福岡

60.	 山本雄大, 中本志郎, 今井恵理子, 花岡透子, 阿部世紀, 大畑淳. 小児開心術におけるロクロニウム持続投与量についての
検討，日本麻酔科学会第60回学術集会　2013. 5. 25. 札幌

61.	 わちまゆこ　和智万由子，畠山淳司，武居哲洋，伊藤敏孝，奈良岳志，広海亮，藤澤美智子，山田広之，牧野史，福
島紘子，平田晶子，平野雅巳，中山祐介，中野貴明，高橋哲也，八木啓一．イレウス術後に低リン血症による急性心
不全を呈した1例．第22回日本集中治療医学会関東甲信越地方会．2013. 8. 24. つくば

[招待講演・シンポジウム]
（国内）

  1.	 Kurata J. The bottom-up/top-down hierarchy of pain matrix explains pain chronification. CiNet Seminar, Center for 
Information and Neural Networks, Osaka, Japan, 2013..7.10.

  2.	 石川晴士.　開胸手術の呼吸管理を再考する～一側肺換気は必須か～.　シンポジウム12　麻酔中の人工呼吸再考.　日
本臨床麻酔学会第33回大会, 2013. 11. 3. 金沢

  3.	 石川晴士.　揮発性吸入麻酔薬と臓器障害.　第1回 御茶ノ水 Suprane Meeting、2013. 5. 11. 東京.
  4.	 石川晴士.　現代の麻酔学における周術期の輸液管理の考え方. ～動的指標と目標指向型輸液療法～.　大塚製薬工場勉

強会、2013. 7. 8. 東京.
  5.	 石川晴士.　周術期急性腎傷害. ～基礎知識から最近の話題まで～.　平成24年度東京麻酔専門医会総会、2013. 6. 15. 東

京.
  6.	 内田篤治郎. ARDSの病態と治療―最新の知見―. 教育講演　第35回日本呼吸療法医学会学術集会　2013.7.21 東京
  7.	 倉田二郎, 渡辺ゆり, 小杉幸夫, 槇田浩史.皮質脳波・誘発電位から見たセボフルランによる意識消失メカニズム．日本
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麻酔科学会第60回学術集会, 2013.5.23-25. 札幌
  8.	 倉田二郎. 機能的脳画像から見た全身麻酔薬作用機序．日本麻酔科学会第60回学術集会, 2013.5.23－25. 札幌
  9.	 倉田二郎. 痛みの階層化モデルから慢性疼痛メカニズムにせまる．第35回日本疼痛学会, さいたま市, 2013.7.12-13．
10.	 倉田二郎. 麻酔薬が脳に及ぼす影響．周術期管理スキルアップセミナー, 東京都文京区, 2013.8.31．
11.	 倉田二郎. 慢性疼痛の脳画像研究update. 第1回麻酔と脳研究セミナーinお茶の水, 東京医科歯科大学, 東京, 2013.5.21．
12.	 斉藤裕. 医療安全について　倉敷中央病院第３８回セフティーマネジメント研修会 2013.6.29.　倉敷
13.	 斉藤裕. 医療安全の具体的な取り組み. 日本病院会平成２５年度医療安全管理者養成講習会　2013.12.7. 東京
14.	 中沢弘一　「ARDSに対する肺保護戦略―　多角的アプローチ　―」　臨海麻酔セミナー　平成25年1月東京
15.	 中沢弘一　「呼吸管理中のモニタリング」　2013年呼吸療法認定士認定更新のための講習会　2013.2.18東京
16.	 中沢弘一　「人工呼吸管理における呼吸生理」　講演　臨床呼吸機能検査講習会　2013.8. 29 東京
17.	 中沢弘一　「調節呼吸とグラフィックモニター」教育講演　第35回日本呼吸療法医学会学術集会　2013.7.21 東京
18.	 中沢弘一　「妊婦のFailed intubation：その時どうする？」PBLDコメンテータ　日本麻酔科学会第60回学術集会　

2013.5.24. 札幌
19.	 中沢弘一　「抜管のstrategy」平成25年度東京麻酔専門医会リフレッシャーコース　2013.7.7 東京
20.	 中沢弘一．「グラフィックモニターの読み方」　第3回呼吸治療専門臨床工学技士資格取得指定講習会　2013.9.28 東京

[研究助成]
  1.	 厚生労働省科学研究費補助金（慢性の痛み対策研究事業）「慢性疼痛の多面的評価システムの開発と客観的評価法の

確立に対する研究」分担研究者　倉田二郎.
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究（B）「急性肺傷害における肺組織幹細胞系細胞を用いた細胞治療への基

礎研究」課題番号23390411 研究代表者 内田篤治郎
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究（C）「食道癌手術における保護的一側肺換気による術後肺合併症および

急性腎傷害予防の試み」課題番号25462426 研究代表者 石川晴士
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究（C）「周術期急性肺傷害におけるバイオマーカープロファイルの検討」

課題番号 25462427　研究代表者 山本衛
  5.	 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究(B)　「幼若ラット脳へのセボフルラン毒性に対する間葉系幹細胞の予防・

治療的効果の検討」課題番号 25861361研究代表者　里元麻衣子
  6.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「急性肺傷害におけるMUSE細胞（ストレス耐性多能性幹細胞）

投与による治療法の開発」課題番号25670759　研究代表者 内田篤治郎
  7.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「肺組織由来のトリプシン高度耐性多能性幹細胞を用いた急性肺

傷害治療法の確立」課題番号 25670665　研究代表者 田中園美
  8.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽的研究　「幼弱脳への麻酔薬の毒性：iPS細胞による毒性評価系の確立

及び予防・治療法の開発」課題番号25670666 研究代表者　槇田浩史

[学会主催]
  1.	 第35回日本呼吸療法医学会学術総会　2013年7月20日－21日（京王プラザホテル、東京）会長　槇田浩史

[受賞]
  1.	 伊藤裕之, 内田篤治郎, 槇田浩史．骨髄由来間葉系幹細胞－肺胞上皮細胞間相互作用: ラット初代培養共培養系におけ

る胞状構造形成に関する検討．日本麻酔科学会第60回学術集会　呼吸(基礎) 最優秀演題賞受賞2013.5.23. 札幌
  2.	 山田広之，畠山淳司，武居哲洋，奈良岳志，広海亮，藤澤美智子，牧野史，山地晶子，高橋哲也，伊藤敏孝．CT画

像における大静脈の面積・縦横比の臨床的意義についての検討．第40回日本集中治療医学会総会．優秀演題賞受賞．
2013. 3. 2. 松本
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心臓血管外科学分野
Cardiovascular Surgery

教　　授　荒井裕国
准 教 授　水野友裕
講　　師　大井啓司(4月～)
助　　教　八島正文，川口　悟(～3月)，真鍋　晋(～9月)，
　　　　　八丸　剛，三原　茜，櫻井翔吾(4月～)，
　　　　　藤田修平(～3月)，酒井健司(10月～)
大学院生　黒木秀仁，渡辺大樹，藤原立樹
医　　員　5名

寄附研究部門
先端的外科治療技術研究開発研究部門
准 教 授　大内克洋

（１）教育
　学生教育は、心臓・血管の手術症例の術前準備・手術・術後管理を主治医チームと共に体験する事により、循環器系に関
する臨床解剖、臨床生理、臨床薬理等の基礎的知識の理解と臨床外科治療への理解を深められるように指導している。卒後
教育に関しては、初期研修医には、心臓血管外科治療を通して、循環器疾患の理解を深め、循環器疾患患者への基本的対応
を経験してもらうとともに、基本的外科手技を経験してもらうように心掛けている。後期研修以降、心臓血管外科を専攻し
た場合は、心臓血管外科専門医制度に沿った臨床研修プログラムに従って研修を受けてもらっている。

（２）研究
　循環器病の外科治療の成績を一層安定、向上させるため、
　₁）冠動脈バイパス術の安全性と質の向上を目的とした臨床評価、₂）虚血性心筋症に対する新しい術式開発、₃）弁膜
症における心拍動下弁形成術の開発、₄）補助人工心臓・心臓肺移植の研究、₅）重症不全心に対する心機能改善を目的と
した再生医療の研究、を研究課題として基礎的および臨床的に取り組んでいる。

₁）冠動脈バイパス術の安全性と質の向上を目的とした臨床評価
　（1）当教室において施行された冠動脈バイパス症例の長期遠隔予後評価。
　（2）手術用デバイスの開発と基礎実験および臨床研究。
₂）虚血性心筋症に対する新しい術式開発
　（1）虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対する新しい僧帽弁複合体再建術の術式開発。
　（2）僧帽弁複合体再建術による周術期・術後中期・遠隔期における左室形態のReverse Remodeling効果に関する研究。
　（3）左室形成術における至適手術法の開発と研究。
₃）弁膜症手術における心拍動下弁形成術の術式開発
　（1）弁形成術を心拍動下で安全に行うための工夫と対策。
　（2）心拍動下弁形成術における至適人工腱索決定方法の研究。
₄）補助人工心臓・心臓肺移植の研究
　（1）体外式補助人工心臓の臨床研究。
　（2）植込み型補助人工心臓の臨床研究。
　（3）異種心臓移植。
₅）重症不全心に対する心機能改善を目的とした再生医療の研究
　（1）心筋シート移植法の研究。
　（2）補助人工心臓と再生医療のハイブリッド治療による心機能改善法の研究。

（３）臨床上の特徴
　近年、症例の重症化・高齢化に伴いハイリスク症例が増加しており、手術の低侵襲化と安全性向上を目的とした外科治療
手技の工夫を行っている。同時に、従来は手術適応限界とされた重症心不全症例に対する新しい術式の開発と臨床応用を行
っている。植込み型補助人工心臓認定施設であるため、補助人工心臓治療とともに各種循環呼吸補助治療を積極的に行い、
大学病院ならではの先端的医療を行っている。ERとの連携で心・大血管の緊急手術も積極的に行っている。
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（４）研究業績
［原著］

  1. 	Tamura K, Arai H, Kawaguchi S, Makita S, Miyagi N, Watanabe T, Fujiwara T. Long-Term Results of Modified 
Bentall Procedure Using Flanged Composite Aortic Prosthesis.  Ann Thorac Cardiovasc Surg 2013 Apr; 19(2): 126-
130

  2.	 Wakasa S, Matsui Y, Isomura T, Takanashi S, Yamaguchi A, Komiya T, Cho Y, Kobayashi J, Yaku H, Kokaji K, 
Arai H, Sawa Y. Impact of left ventricular remodelling on outcomes after left ventriculoplasty for ischaemic 
cardiomyopathy: Japanese surgical ventricular reconstruction group experience.  Interact Cardiovasc Thorac Surg. 
2013 Jun; 16(6): 785-91.

  3.	 Fujiwara T, Nagaoka E, Watanabe T, Miyagi N, Kitao T, Sakota D, Mamiya T, Shinshi T, Arai H, Takatani S. New 
Generation Extracorporeal Membrane Oxygenation With MedTech Mag-Lev, a Single-Use, Magnetically Levitated, 
Centrifugal Blood Pump: Preclinical Evaluation in Calves. Artif Organs. 2013 May; 37(5): 447-56.

  4.	 Nagaoka E, Fujiwara T, Kaito T, Sakota D, Shinshi T, Arai H, Takatani S. MedTech Mag-Lev, Single-Use, 
extracorporeal magnetically levitated centrifugal blood pump for mid-term circulatory support. ASAIO J. 2013 May-
Jun; 59(3): 246-52.

  5.	 Fujita S, Tomita M, Moon S, Arai H. Proposal for Concise Method to Explore Reasonable Cutoffs from Clinical 
Databases by Exploiting Serial Testing. Journal of the Korean Data Analysis Society 2013 June; 15(3): 1139-1149

  6.	 Hosokawa S, Haraguchi G, Sasaki A, Arai H, Muto S, Itai A, Doi S, Mizutani S, Isobe M. Pathophysiological roles of 
nuclear factor kappaB (NF-kB) in pulmonary arterial hypertension: effects of synthetic selective NF-kB inhibitor 
IMD-0354. Cardiovascular Res. 2013 Jul; 99(1):35-43

  7.	 Oi K, Yoshida T, Takeshita M, Tsuruta G.  False aneurysm on distal part of coarctation of the aorta in a parous 
Turner syndrome patient.  General Thoracic and Cardiovascular Surgery 2013 Sep; 61(9): 531-3

  8.	 Fujita S, Arai H, Tomita M, Mizuno T, Kawaguchi S, Manabe S, Hachimaru T, Miyagi N. Proposal of a Novel Index 
for Selection of Optimal Annuloplasty Ring Size for Tricuspid Annuloplication. Circulation Journal 2013 Oct; 77(10): 
2505-2513

[総説]
  1. 	水野友裕, 荒井裕国　OPCAB手術手技とOPCABデバイスの進歩　冠疾患誌 2013; 19: 296-300
  2.	 八島正文、山岸正明、中山力恒、影山京子、志馬伸朗、溝部俊樹、黒光弘幸　Aortic translocation 手術と体外循環法  

Clinical Engineering 2013; 24: 372-384

[著書]
  1. 	宮城直人, 荒井裕国　心臓手術の実際Part 2 外科医が語る術式、麻酔科医が語る心臓麻酔、臨床工学技士が語る体外

循環法73-81　秀潤社　2013 
  2.	 荒井裕国　わが国で生まれた心臓血管外科手術　先達の創意工夫に学ぶ　64-65　メジカルビュー社　2013

[その他]
  1. 	Arai H. (JCS Joint Working Group) Guidelines for the Clinical Application of Bypass Grafts and the Surgical 

Techniques (JCS 2011) Published in 2012. Circulation Journal. 2013 Jun; 77(6): 1608-1641
  2.	 荒井裕国（外部評価委員）　重症心不全に対する植込型補助人工心臓治療ガイドライン　循環器病の診断と治療に関

するガイドライン　2013：147-19
  3.	 大内克洋　News; 新しい補助人工心臓の植込みトレーニング,　Bloom! 医科歯科 No.15, 23, 2013

[学会]
〈国際学会－招待講演－〉

  1. 	Arai H.  An Innovative Approach for FMR.  2nd Heart Care Heart International Symposium, Chiang Mai, Thailand, 
16 Feb 2013

  2.	 Arai H.  Beating Heart MV Surgery.  2nd Heart Care Heart International Symposium, Chiang Mai, Thailand, 17 Feb 
2013

  3.	 Arai H.  Imaging for CABG and Beyond - The Use and Clinical Implications of Intraoperative Imaging During Open 
Heart Surgery Using VeriQC; Impact of Intra - Operative Direct Coronary Scanning and Graft Validation Using 
VeriQC: Its Effectiveness and Application Beyond CABG. Luncheon Seminar The 21st Annual Meeting of the Asian 
Society for Cardiovascular and Thoracic Surgery, Hyogo, Japan, 6 Apr 2013
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  4.	 Arai H.  Management of subvalvular structure. Heart Valve Disease Forum 2013, Seoul, Korea, 31 Aug 2013
  5.	 Arai H.  OPCAB in Japan & Confirmation of Graft Patency. 2013 Winter Workshop of ISMICS, Seoul Korea, 9 Nov 

2013

〈国際学会－口演－〉
  1. 	Arai H, Watanabe T, Hachimaru T, Manabe S, Mizuno T.  New Concept of Valvuler Surgery; Beating Mitral Valve 

Repair: Technique and Results The 21st Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular and Thoracic 
Surgery, Hyogo, Japan, 6 Apr 2013 

  2.	 Arai H, Watanabe T, Manabe S, Nagaoka E, Fujiwara T, Hachimaru T, Kawaguchi S, Mizuno T.　Influence of 
Procedural Difference on Mitral Valve Configuration in the Surgical Repair for Functional Mitral Regurgitation: In 
Which Direction Should Papillary Muscle be Relocated?　2013 AATS Mitral Conclave, New York, USA, 3 May 2013

  3.	 Oi K, Miyata H, Motomura N, Sakata R, Yoshida T, Takamoto S. Carotid Artery Stenosis in CABG Patients with 
History of Neurologic Event. AATS Annual Meeting 2013, Minneapolis, USA, 7 May 2013

  4.	 Watanabe T, Arai H, Mizuno T, Kawaguchi S, Manabe S, Hachimaru T, Kuroki H, Fujiwara T. Impact of 
intraoperative direct coronary scanning using 15MHz high frequency epicardial ultrasound 13 ISMICS Annual 
Scientific Meeting, Prague, Czech Republic, 13 Jun 2013

  5.	 Manabe S, Sakai K, Chieko S, Sakurai S, Fujita S, Fujiwara T, Watanabe T, Kuroki H, Hachimaru T, Kawaguchi S, 
Mizuno T, Arai H. Short-term results of enclose Ⅱ in off-pump CABG. Comparison with the conventional aortic 
clamping technique.  13 ISMICS Annual Scientific Meeting, Prague, Czech Republic, 13 Jun 2013

  6.	 Manabe S, Kasegawa H, Sojung M, Okada T, Iwasaki K, Fujimoto T, Umezu M, Arai H. In-vitro hemodynamic 
assessment of newly developed stentless mitral valve (NORMO valve).  13 ISMICS Annual Scientific Meeting, 
Prague, Czech Republic, 13 Jun 2013

  7.	 Fujiwara T, Mizuno T, Oi K, Yashima M, Manabe S, Hachimaru T, Kuroki H, Watanabe T, Mihara A, Sakurai S, 
Shibuya C, Sakai K, Kurashima N, Arai H. The Clinical Evaluation of MERA Monopivot Centrifugal Blood Pump as 
a Mechanical Circulatory Support Device.  ISRBP 21th Congress of the International Society for Rotary Blood 
Pumps.  Yokohama, Japan, 28 Sep 2013

〈国内学会〉シンポジウム･パネルディスカッション
  1.	 水野友裕, 田村清, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国　左主幹部病変を有する

虚血性心疾患に対する治療選択：Off pump CABGの有効性の再認識　シンポジウム　第43回日本心臓血管外科学会
学術総会　東京 2013年2月25日　

  2.	 水野友裕, 田村清, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国　補助人工心臓普及のた
めに非移植認定施設が取り組む課題　パネルディスカッション　第43回日本心臓血管外科学会学術総会　東京　2013
年2月27日

  3.	 水野友裕, 田村清, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国　虚血性心疾患を有する
弓部大動脈瘤に対するTotal debranching＋TEVAR　ビデオシンポジウム３　第43回日本心臓血管外科学会学術総会  
東京　2013年2月25日

  4.	 渡辺大樹, 水野友裕, 田村清, 川口悟, 八丸剛, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国 遠隔成績からみた僧帽弁
形成術適応拡大の妥当性　ワークショップ　第43回日本心臓血管外科学会学術総会　東京　2013年2月27日

  5.	 渡辺大樹, 水野友裕, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒
井裕国　機能性僧帽弁閉鎖不全症に対する乳頭筋吊り上げの有用性～収縮期・拡張期僧帽弁機能からの検討　シンポ
ジウム１　第18回日本冠動脈外科学会学術大会　福岡 　2013年7月11日

  6.	 水野友裕, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒井裕国   
独自に開発したOPCAB用deviceを用いた定型的OPCAB　ビデオシンポジウム　第18回日本冠動脈外科学会学術大会   
福岡 　2013年7月12日

  7.	 水野友裕, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒井裕国   
冠動脈バイパス術周術期stroke予防のための中枢吻合法の選択　ワークショップ　第18回日本冠動脈外科学会学術大
会　福岡　2013年7月12日

  8.	 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 真鍋晋, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　当院における補助人工心臓装着時の弁病変への対応　ワークショップ　第51回日本人工臓器学会大会　神
奈川　2013年9月29日

  9.	 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　虚血性重症心不全症例に対する新しい治療戦略−心移植、Destination Therapyの適応を考える　シンポジ
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ウム　第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月17日
10.	 渡辺大樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 

荒井裕国　収縮期・拡張期機能からみた機能性僧帽弁閉鎖不全症に対する乳頭筋吊り上げの有用性　ワークショップ   
第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月17日

11.	 渡辺大樹, 水野友裕, 大井啓司, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 荒井裕国　機能性僧帽弁逆流に対する非薬物治療   
シンポジウム　第17回日本心不全学会学術集会　埼玉　2013年11月28日

12.	 藤原立樹，水野友裕，大井啓司，八島正文，真鍋　晋，八丸　剛，黒木秀仁，渡辺大樹，三原　茜，櫻井翔吾，澁谷
千英子，酒井健司，荒井裕国　PCPS装着患者に対する植込型補助人工心臓の適応拡大についての検討　シンポジウ
ム　第32回日本心臓移植研究会学術集会　大宮　2013年11月30日

13.	 水野友裕，大井啓司，八島正文，八丸剛，渡邊大樹，黒木秀仁，藤原立樹，三原茜，櫻井翔吾，酒井健司，荒井裕国  
SYNTAX Score から見た左主幹部病変症例に対する Off pump CABG の中長期成績　パネルディスカッション   第
27回 日本冠疾患学会学術集会　和歌山　2013年12月14日

14.	 櫻井翔吾，真鍋晋，水野友裕，大井啓司，八島正文，八丸剛，渡辺大樹，黒木秀仁，藤原立樹，三原茜，渋谷千英子，
酒井健司，荒井裕国　右冠動脈領域への橈骨動脈, 胃大網動脈, 大伏在静脈の遠隔期成績　パネルディスカッション   
第27回 日本冠疾患学会学術集会　和歌山　2013年12月13日

〈国内学会〉総会
  1. 	藤原立樹, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜 急性心筋梗塞による心原性ショッ

ク症例に対する補助人工心臓治療の経験　第41回人工心臓と補助循環懇話会学術集会　長野　2013年2月1日
  2.	 川口悟, 水野友裕, 田村清, 八丸剛, .渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国 当科における開心術術後

胸部正中創手術部位感染対策の変遷　第43回日本心臓血管外科学会学術総会　東京　2013年2月26日
  3.	 藤原立樹, 八丸剛, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 藤田修平, 酒

井健司, 荒井裕国　縦隔型気管支動脈瘤破裂に対し気管支動脈塞栓術とTEVARを施行した１治験例　第41回日本血管
外科学会学術総会　大阪 2013年5月31日

  4.	 酒井健司, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷
千英子, 荒井裕国　動脈管開存症術後遠隔期に診断された成人定型大動脈縮窄症の１治験例　第41回日本血管外科学
会学術総会　大阪 　2013年5月31日

  5.	 藤原立樹, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 藤田修平, 酒
井健司, 荒井裕国　虚血性心疾患による心原性ショックに対する補助人工心臓治療　会長要望演題　第18回日本冠動
脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月11日

  6.	 八丸剛, 水野友裕, 八島正文, 真鍋晋, 川口悟, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒
井健司, 荒井裕国　CABG術後のTotal debranching TEVAR　会長要望ビデオ演題　第18回日本冠動脈外科学会学術
大会　福岡　2013年7月11日

  7.	 酒井健司, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷
千英子, 荒井裕国　右胃大網動脈を用いた冠動脈バイパス術後遠隔期に開腹手術を必要とした症例の検討　第18回日
本冠動脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月11日

  8.	 澁谷千英子, 真鍋晋, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 酒
井健司, 荒井裕国　当院における冠動脈バイパス術を施行した維持透析症例の遠隔期成績　会長要望演題　第18回日
本冠動脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月11日

  9.	 黒木秀仁, 真鍋晋, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 藤田修平, 澁谷千英子, 酒
井健司, 荒井裕国　冠動脈バイパス症例における術後心房細動発生リスク因子の検討　会長要望演題　第18回日本冠
動脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月11日

10.	 渡辺大樹, 水野友裕, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒
井裕国　15MHz高周波心外膜エコーによる術中評価の有用性　会長要望ビデオ演題　第18回日本冠動脈外科学会学術
大会　福岡　2013年7月12日

11.	 真鍋晋, 酒井健司, 澁谷千英子, 藤田修平, 三原茜, 藤原立樹, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 八丸剛, 川口悟, 水野友裕, 荒井裕国 
Off pump CABGにおけるEnclose Ⅱの短期成績　会長要望演題　第18回日本冠動脈外科学会学術大会　福岡　2013年
7月12日

12.	 櫻井翔吾, 水野友裕, 八島正文, 真鍋晋, 川口悟, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 澁谷千英子, 酒
井健司, 荒井裕国　胸部正中切開による経横隔膜アプローチCABG、TEVAR、Yグラフト置換術の一期的手術　会長
要望ビデオ演題　第18回日本冠動脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月12日

13.	 藤原立樹，水野友裕，八丸剛，川口悟，真鍋晋，八島正文，黒木秀仁，渡辺大樹，三原茜，櫻井翔吾，澁谷千英子，
藤田修平，酒井健司，荒井裕国　当院における胸腹部大動脈瘤に対する腹部分枝Debranching TEVAR 症例の検討   
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第19回日本血管内治療学会総会　青森　2013年7月19日
14.	 黒木秀仁, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 

荒井裕国　慢性透析患者に対する大動脈弁置換術の遠隔期成績　第51回日本人工臓器学会大会　神奈川　2013年9月
28日

15.	 藤原立樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
倉島直樹, 荒井裕国　シリコーンコーティング人工肺 メラNHPエクセランNSH-Rの補助循環用デバイスとしての臨床
評価　第51回日本人工臓器学会大会　神奈川　2013年9月28日

16.	 大内克洋, 藤原立樹, 横山直幸, 木村太郎, 渡辺大樹, 遠藤衆, 川原卓郎, 千野航平, 北尾貴史, 水野友裕, 荒井裕国　大型動
物への植込み手術動画配信を伴った植込み型補助人工心臓サージカルトレーニング　第51回日本人工臓器学会大会  
神奈川　2013年9月28日

17.	 藤原立樹，水野友裕，大井啓司，真鍋晋，八丸剛，黒木秀仁，渡辺大樹，三原茜，櫻井翔吾，澁谷千英子，酒井健司，
倉島直樹，荒井裕国　多剤耐性菌を有する症例のBridge to Bridgeにおける一期的大網充填の有用性　第19回日本臨
床補助人工心臓研究会学術集会　神奈川　2013年9月29日

18.	 黒木秀仁, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　当院における大動脈弁置換術後10年の遠隔成績〜生体弁と機械弁の比較〜　第66回日本胸部外科学会定期
学術集会　宮城　2013年10月17日

19.	 櫻井翔吾, 真鍋晋, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　右冠動脈領域への胃大網動脈と大伏在静脈の遠隔期成績　ポスター　第66回日本胸部外科学会定期学術集
会　宮城　2013年10月17日

20.	 澁谷千英子, 八丸剛, 水野友裕, 大井啓司, 真鍋晋, 八島正文, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 酒井健司, 
荒井裕国　再発性心臓悪性腫瘍による重症心不全に対し、腫瘍摘出術で救命できた2例　第66回日本胸部外科学会定
期学術集会　宮城　2013年10月18日

21.	 酒井健司, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 
荒井裕国　術中Stanford A型大動脈解離の検討　第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月19日

22.	 藤原立樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　腎梗塞を初発症状とした拡張型心筋症profile1症例に対し、NIPRO VASによる長期的な両心補助にて救命
し、移植適応を得られた1例　ポスター　第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月19日

23.	 藤原立樹，水野友裕，大井啓司，八島正文，真鍋晋，八丸剛，黒木秀仁，渡辺大樹，三原茜，櫻井翔吾，澁谷千英子，
酒井健司，荒井裕国　CABG・Dor 手術後の虚血性心筋症に対する補助人工心臓装着手術　第27回日本冠疾患学会学
術集会　和歌山　2013年12月13日

24.	 渡辺大樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国 15MHz高周波心外膜エコーによる術中冠動脈評価の有用性　第27回日本冠疾患学会学術集会　和歌山　
2013年12月13日

25.	 酒井健司，水野友裕，大井啓司，八島正文，八丸剛，黒木秀仁，渡辺大樹，藤原立樹，三原茜，櫻井翔吾，荒井裕国  
左回旋枝冠動脈瘤と冠動脈左室瘻にて狭心症状を呈した一例　第27回日本冠疾患学会学術集会　和歌山　2013年12月
14日

〈地方会〉
  1. 	酒井健司, 藤田修平, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷

千英子, 荒井裕国　心臓大血管術後に発症した肺水腫に対し VV ECMOが奏功した 2 治験例　第161回日本胸部外科
学会関東甲信越地方会　群馬　2013年3月9日

  2.	 澁谷千英子, 酒井健司, 櫻井翔吾, 藤田修平, 三原茜, 藤原立樹, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 八丸剛, 真鍋晋, 川口悟, 八島正文, 水
野友裕, 荒井裕国　右室流出路障害をきたした転移性胸腺カルチノイドの1 治験例　第161回日本胸部外科学会関東甲
信越地方会　群馬　2013年3月9日

  3.	 酒井健司, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷
千英子, 荒井裕国　多発外傷を伴う外傷性Stanford A型大動脈解離の１治験例　第162回日本胸部外科学会関東甲信越
地方会　東京　2013年6月1日

  4.	 三原茜, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒
井裕国　単乳頭筋に対する僧帽弁形成術の一治験例　第162回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　東京　2013年6月
1日

  5.	 井本勝久, 大内克洋　透過光光電脈波法による歯髄脈波信号の検出と信号処理に関する基礎的検討　平成25年度日本
生体医工学会東海支部学術集会　愛知　2013年10月19日

  6.	 中村峻, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒
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井健司, 荒井裕国　体外型LVAD装着から15か月後に植込型補助人工心臓HeartMate2へ移行した拡張型心筋症の１例   
第163回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　東京　2013年11月2日

  7.	 大西洋輝, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 
酒井健司, 荒井裕国　MVP術後の真菌性心内膜炎に対してre MVPを施行した一治験例　第163回日本胸部外科学会関
東甲信越地方会　東京　2013年11月2日

〈研究会〉
  1.	 藤原立樹，長岡英気，渡辺大樹，進士忠彦，荒井裕国，高谷節雄　Bridge to Heart - Lung Transplantationのための

ECMOシステムの開発　第29回日本肺および心肺移植研究会　千葉　2013年1月26日
  2.	 荒井裕国　心臓血管外科専門医のトレーニングプログラム　Developing The Academic Surgeon 12　東京 2013年2月

25日
  3.	 藤原立樹，水野友裕，八島正文，川口悟，真鍋晋，八丸剛，黒木秀仁，渡辺大樹，三原茜，櫻井翔吾， 澁谷千英子， 

藤田修平， 酒井健司， 倉島直樹， 荒井裕国　重度の臓器障害を伴うCrash and Burn症例に対する治療戦略　第４回 心
臓移植治療戦略懇話会　東京　2013年3月2日

  4.	 酒井健司, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 
荒井裕国　PCPS補助中に左心系の著名な血栓形成を認めた開心術後LOS症例　第5回TOKYO Advanced Cardiac 
Surgery Conference 東京　2013年6月18日

  5.	 荒井裕国　OPCABにおけるTENTACLESを用いた視野展開の工夫とVeriQCによる術中エコー評価　第16回日本
Advanced Heart ＆ Vascular Surgery/OPCAB研究会　福岡 2013年7月10日

  6.	 荒井裕国　OPCAB　匠の技　第1回とかち帯広ハートセミナー　北海道　2013年9月7日
  7.	 藤原立樹, 水野友裕, 八丸剛, 大井啓司, 渡辺大樹, 荒井裕国　当院における大動脈解離に対するTotal Debranching 

TEVAR症例の検討　第1回とかち帯広ハートセミナー　北海道　2013年9月7日
  8.	 渡辺大樹, 水野友裕, 大井啓司, 真鍋晋, 八丸剛, 荒井裕国　15MHz高周波心外膜エコーによる術中冠動脈評価の有用性  

第1回とかち帯広ハートセミナー　北海道　2013年9月7日
  9.	 荒井裕国　Best Surgical Case Scenario「MVP」 第2回重症心不全外科研究会　宮城　2013年10月18日
10.	 酒井健司, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 荒井裕国　経大動脈

弁的手術操作を行った2例 －左室形成術・僧帽弁形成術－　第6回TOKYO Advanced Cardiac Surgery Conference 東
京　2013年11月12日

11.	 荒井裕国　大動脈非遮断心拍動下僧帽弁形成術のTips & Pitfalls　第17回日本Advanced Heart & Vascular Surgery 
OPCAB研究会　アカデミック学術集会　東京　2013年12月7日

12.	 荒井裕国　スーパーレクチャー　座長　第8回東京ハートラボ　東京　2013年12月7日
13.	 真鍋晋　症例検討会　ARの手術適応を検討する　コメンテーター　第8回東京ハートラボ　東京　2013年12月7日

〈座長〉
  1.	 荒井裕国　教育講演『A journey from the Jarvik 7 to the Jarvik 2000 of the future』Dr. Robert Jarvik 第41回人工心

臓と補助循環懇話会学術集会　長野　2013年2月1日
  2.	 Hirokuni Arai　MIS MV Surgery: Prime Time for Standard of Care 2nd Heart Care Heart International 

Symposium, Chiang Mai , Thailand, 15 Feb 2013
  3.	 Hirokuni Arai　MIS in Current Practice 2nd Heart Care Heart International Symposium,   Chiang Mai , Thailand, 

15 Feb 2013
  4.	 荒井裕国 ビデオシンポジウム２　私の “こだわりの” 手術手技：長期予後を考慮した弁形成手術　第43回日本心臓血

管外科学会学術総会　東京　2013年2月27日
  5.	 荒井裕国　講演2　第4回西日本補助人工心臓研修セミナー　大阪 　2013年3月9日
  6.	 Hirokuni Arai Oral4 Graft1 The 21st Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular and Thoracic Surgery  

兵庫  2013年4月5日
  7.	 荒井裕国　ポスターセッション(32)　心臓　体外循環他　第113回日本外科学会定期学術集会　　福岡 2013年4月11日
  8.	 荒井裕国　ポスターセッションP-04　A型解離（１）　第41回日本血管外科学会学術総会　大阪 　2013年5月30日
  9.	 荒井裕国　虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対する治療戦略　ランチョンセミナー5　第18回日本冠動脈外科学会学術大会  

福岡 2013年7月12日
10.	 荒井裕国　MICS-MITRAL advantage and pitfalls ～MICS or MACS?～ 提示を中心に。情報の共有を図る　Japan 

MICS Summit in Osaka　大阪　2013年7月13日
11.	 荒井裕国　ROBOTIC SURGERY ランチョンセミナー 第1回とかち帯広ハートセミナー　北海道　2013年9月7日
12.	 水野友裕　大動脈血管疾患1　第229回日本循環器学会関東甲信越地方会　東京　2013年9月14日
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13.	 荒井裕国　日本発心拍動下冠動脈バイパス術を世界標準にする短時間作業型選択的β １ブロッカーの可能性　ランチ
ョンセミナー　第51回日本人工臓器学会大会　神奈川　2013年9月27日

14.	 荒井裕国　心臓血管外科手術の術前術後におけるサムスカの有用性　ランチョンセミナー　第51回日本人工臓器学会
大会　神奈川　2013年9月28日

15.	 水野友裕　非移植認定施設における補助人工心臓治療の現状と将来展望　シンポジウム　第19回 日本臨床補助人工心
臓研究会学術集会　神奈川　2013年9月29日

16.	 荒井裕国　成人心臓11　冠状動脈4　第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月18日
17.	 荒井裕国　心臓手術におけるβ遮断薬への期待～術後心房細動はいかに予防すべきか～　ランチョンセミナー　第66

回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月19日
18.	 荒井裕国　Strategy for Infective Endocarditis　第4回日本心臓弁膜症学会　東京　2013年11月1日
19.	 荒井裕国　大動脈弁形成術のTips & Pitfalls「弁尖・弁輪形成」　第25回関東心臓外科手術手技研究会　東京　2013年

11月30日
20.	 荒井裕国　Aorta no touchにどこまでこだわるか？　外科シンポジウム１　第27回日本冠疾患学会学術集会　和歌山  

2013年12月13日
21.	 大内克洋　ポスター　エンジニアリング3　第41回人工心臓と補助循環懇話会学術集会　長野　2013年2月1日

［講演会］
  1.	 荒井裕国　重症心不全の外科治療～植込型補助人工心臓実施認定施設としての取組み～　Samsca Heart Forum in 

Kochi　高知 2013年3月22日
  2.	 荒井裕国　機能性僧帽弁閉鎖不全症の外科治療　第19回山形心臓外科懇話会　山形 2013年7月6日
  3.	 水野友裕　補助循環の治療ストラテジー　第29回日本人工臓器学会　教育セミナー　東京 　2013年7月13日
  4.	 水野友裕　当院でのメラ・モノピボット遠心ポンプの使用経験―右心バイパス・ECMO・PCPS　第51回日本人工臓

器学会大会 ランチョンセミナー　神奈川　2013年9月29日
  5.	 荒井裕国　機能性僧帽弁閉鎖不全症の外科治療　第85回北海道シネアンジオ研究会　北海道　2013年11月16日
  6.	 荒井裕国　非移植認定施設における補助人工心臓治療の取り組み　倉敷中央病院心臓病センター重症心不全治療講演

会　岡山　2013年11月22日

［学会主催］
  1.	 第41回人工心臓と補助循環懇話会学術集会　長野　2013年2月1日－2月2日
  2.	 第19回日本臨床補助人工心臓研究会学術集会　神奈川　2013年9月29日

[その他]
  1.	 真鍋晋　弁膜症疾患を内科外科双方の立場から考える　講演　第9回日本循環器病学会主催　循環器卒後サマースク

ール　2013年7月7日
  2.	 荒井裕国　An Option for Every Patient （東北大学主催ウェットラボ）講師　宮城　2013年8月10日－11日
  3.	 荒井裕国　Retrograde PTAV パネリスト　第4回Sendai/New Tokyo Live 宮城　2013年11月30日

［研究助成］
  1.	 研究代表者　水野友裕　科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金)(基盤研究(C))「補助人工心臓離脱率向上を目

指した心筋再生医療導入に関する実験的検討」：課題番号25462131
  2.	 研究代表者　真鍋晋　科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金)(基盤研究(C))「拍動型シミュレータを用いた僧

帽弁形成手技のin vitro形態解析」：課題番号25462132
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腎 臓 内 科 学 分 野
Nephrology

教　　授　佐々木成
准 教 授　内田信一，頼　建光(血液浄化療法部)
　　　　　岡戸丈和(慢性腎臓病病態治療学講座)
講　　師　蘇原映誠
助　　教　太田哲人，油井直史(血液浄化療法部)，
　　　　　桑名　仁(生命倫理研究センター)，
　　　　　西田秀範(血液浄化療法部)
教　　員　太田英里子(慢性腎臓病病態治療学講座)
Medical fellow　若林麻衣
特任助教　飯盛聡一郎
大学院生　磯部清志，井上佑一，須佐紘一郎，森　崇寧，
　　　　　高橋大栄，銭谷慕子，荒木雄也，森雄太郎，
　　　　　安藤史顕，吉崎　幸
医　　員　田中啓之，石神淳一，渭原克仁，山口若葉，
　　　　　野崎真由子，畔津春奈
臨床検査技師　千賀宗子

（１）教育
　「分子から個体までの幅広い視点に基づく研究」と「最先端の研究に基づく革新的医療」をモットーに教育、研究、そし
て診療活動を行っている。
　教育については、学内の血液浄化療法部と関連病院の協力を得て、卒前・卒後教育を行なっている。体液制御と腎疾患を
担当し、腎の体内環境調節における重要さの理解を図り、常にものの本質を見つけようとする姿勢を持ったアカデミックド
クターの育成を目指している。卒後２年間の初期研修後、大学および関連病院にて腎臓内科専門医としての研修を２年間行
い、この間に臨床での未解決の問題について自覚をもつよう指導している。大学院での研究活動は活発であり、最先端の研
究を行なうことにより、基礎と臨床の双方に秀でた医師の育成を行なっている。

（２）研究
　メインテーマは腎臓膜輸送体についての研究である。
　腎臓は体液恒常性を司る重要な臓器であり、尿細管各部位において、特別な輸送能を持つ輸送体蛋白により水、イオンが
巧妙な制御を受けて輸送されている。我々は、世界に先駆けて、腎臓の水チャネル、クロライドチャネルをクローニングし、
その分子の機能解析を行ってきた。また、分子から生体に戻り、ノックアウトマウス作成、ヒト遺伝疾患の解析を通じて、各々
の輸送体が細胞内・生体内でどのような役割を担っているのかを明らかにしている。最近は、種々の病態モデルマウスを遺
伝子組換え技術により作成し、生体内での病態解明と先端的治療法の開発を目指している。具体的には、１）偽性低アルド
ステロン症II型のモデルマウスの作成と解析を通じて、新たな腎臓での塩分出納調節機構や高血圧症発症機構を明らかにし
た。２）尿濃縮に重要なAQP2水チャネルの細胞内移動制御機構の詳細を解明した。
最近では、これらの解明した分子機序を応用して、それらを制御する化合物のスクリーニングを行い、新たな降圧薬、利尿薬、
尿崩症治療薬の開発を行っている。
　また臨床研究においては、慢性腎臓病（CKD）の病態、治療法、予後を前向きに調査するコホート研究（CKD-ROUTE）を、
大学と17の関連病院が共同で立ち上げ、本邦でのＣＫＤ治療法の確立を目指している。

（３）臨床
　我々は日本でもっとも早く透析療法を開始した医療機関の１つであり、腎臓病治療には長年の伝統と実績がある。その結
果多くの関連病院と緊密な連係を維持しており、共同して医療の質の向上に努めている。上述のCKD-ROUTE研究はその現
れの一つである。従って患者さんと他の医療機関から非常に厚い信頼を受けている。また最新の分子生物学を駆使して全国
でもさきがけて腎性尿崩症、Liddle症候群、偽性低アルドステロン症II型、などの遺伝性腎疾患の遺伝子解析を行っており、
全国から解析の依頼を受け付けている。遺伝子変異から発病に至る細胞内メカニズムの解明に取り組んでおり、その結果を
うけての治療法の開発を目指している。この領域では全国でも随一の実績を持つと自負している。

（４）業績
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78.	 岩本俊輔，篠原研司，大西剛史，木村仁志，安藤亮一，高山政之，山田耕永，菊池勘．透析患者におけるDarbepoetin 
alfa(DA)からEpoetin Beta Pegol(CERA)への切替え後の検討．第57回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．

79.	 岩本俊輔，山さとみ，大西剛史，木村仁志，安藤亮一．多発性嚢胞腎の肝嚢胞感染に対して経皮的嚢胞ドレナージを
施行した一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

80.	 宇原健史，齋藤恭子，原純也，安藤亮一．外来血液透析患者の栄養評価に関連する身体所見及び検査所見の特徴．第
28回日本静脈経腸栄養学会学術集会，金沢，2013年2月．
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81.	 江渡加代子，石川聖子，筧咲紀，田中啓之，木本成昭．超高齢腹膜透析患者の一例．第58回日本透析医学会学術集会・
総会，福岡，2013年6月．

82.	 大井克征，篠原研司，飯盛聡一郎，桑名仁，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，野田裕美，頼建光，内田信一，佐々木成．
門脈大循環シャント（PSS）による肝性脳症を呈した血液透析患者2例の検討．第58回日本透析医学会学術集会・総会．
福岡．2013年6月．

83.	 大井克征，石本育栄，飯盛聡一郎，桑名仁，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．利尿剤
負荷試験が有用であったGitelman症候群の1例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

84.	 大久保淳，倉島直樹，前田卓馬，中村紋子，宮本聡子，瀬島啓史，頼建光．Alb溶液を用いた血漿交換療法（PE）と
二重濾過血漿交換療法（DFPP）の溶質除去について．第24回日本急性血液浄化学会学術集会，北海道，2013 年9月．

85.	 大久保淳，倉島直樹，前田卓馬，中村紋子，宮本聡子，瀬島啓史，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．2種類の血漿分
離膜を使用した血漿交換療法の比較．第51回日本人工臓器学会大会，横浜，2013年9月．

86.	 大久保淳，倉島直樹，前田卓馬，宮本聡子，中村紋子，瀬島啓史，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．各種アフェレシ
ス療法による抗GAD抗体の除去特性．第34回日本アフェレシス学会学術大会，軽井沢，2013年11月．

87.	 大司俊郎，安藤亮一，斉藤恭子，山田美樹，佐々木佳奈恵，原純也，高松督，瀬戸克年，杉谷郁子，今井紳一郎，千
代延記道，加藤俊介，長野裕人，嘉和知靖之，丸山洋．術前補水療法を取り入れた絶食日の無い胃癌周術期管理 —
ERASプロトコ-ルとの比較—．第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会，金沢，2013年2月．

88.	 大西剛史，篠原研司，岩本俊輔，木村仁志，安藤亮一．長時間作用型ESA製剤により、透析導入はどのように変わっ
たか．第57回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．

89.	 大西剛史，山さとみ，岩本俊輔，木村仁志，安藤亮一．嘔吐による著明な代謝性アルカローシスとCO2ナルコーシス
を合併した一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

90.	 奥津理恵，早川顕子，小林隆彦，高崎淳，安藤昌之．熱射病にコンパートメント症候群を合併し、血漿交換と血液透
析で救命し得た1例．第58回日本透析医学会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

91.	 奥津理恵，吉田顕子，小林隆彦，秋田英貴，鄭子文．C型肝炎に微小変化群とIgA腎症の合併を認め、治療に難渋した
一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

92.	 小澤潔，木村寿宏，笹岡拓雄，福留裕一郎，嘉手川裕司，中西太一，東海林隆男．血液透析患者のヘモグロビン値を
現状よりさらに引き上げる必要はあるか．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

93.	 小澤潔，木村寿宏，笹岡拓雄，福留裕一郎，嘉手川裕司，中西太一，東海林隆男．EPOの造血刺激を最大限に引き出
すことを目指した投与パス下での鉄補給とフェリチンの長期観察．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013
年6月．

94.	 押尾麻衣，西垣啓介，藤井琢磨，草浦貴史．高度な半月体形成を認めたPGNMID（Proliferative Glomerulonephritis 
with Monoclonal IgG Deposits）の一例．第59回神奈川腎炎研究会，横浜，2013年2月．

95.	 押尾麻衣，藤井徹朗，藤井琢磨，草浦貴史．チャーグストラウス症候群に膜性腎症を合併した一例．第596回日本内
科学会関東地方会，東京，2013年5月．

96.	 押尾麻衣，藤井徹朗，藤井琢磨，草浦貴史．当院における超高齢での腹膜透析導入となった3症例の検討．第19回腹
膜透析学会，大阪，2013年9月．

97.	 押尾麻衣，藤井徹朗，藤井琢磨，草浦貴史．高度な半月体形成を認めたPGNMID（Proliferative Glomerulonephritis 
with Monoclonal IgG Deposits）の一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

98.	 笠木祐里，山さとみ，山﨑潤，土岐徳義，九鬼隆家，紀平裕美，羽田学，西尾康英.　ANCA関連血管炎(AAV)で腹膜
透析中に膵血管炎を発症し, 免疫抑制剤治療が奏功した1例．第58回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．

99.	 河内直樹，山本和俊，島崎雅史，釜谷英治，大場博，安藤亮一．水処理装置配管内にエンドトキシン(ET)検出時の対
応と対策．第57回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．

100.	神田英一郎，正田若菜，東郷久子，坂本麻実，赤澤政信，藍真澄，吉田雅幸，栗山廉二郎，椎貝達夫．ガイドライン
治療目標内での炭酸水素イオン濃度とCKD進行抑制効果　高齢CKD患者後ろ向きコホート研究．第56回日本腎臓学会
学術総会，東京，2013年5月．

101.	神田英一郎，宗雪年孝，平山智也，中島啓，坂本香織，渡邉早苗，松本芳博，菅野義彦．第56回日本腎臓学会学術総会，
東京，2013年5月．

102.	神田英一郎, 坂本麻実, 赤澤正信, 東郷久子, 正田若菜, 藍真澄, 岡崎三代, 前田益孝, 佐々木成, 吉田雅幸. 腹膜透析患者の
動脈硬化とリポ蛋白サブクラスの関係．第58回日本透析医学会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

103.	神田英一郎，藍真澄，岡崎三代，前田益孝，佐々木成，吉田雅幸．腹膜透析患者の末梢動脈疾患の進行にVLDLが影
響する．第19回日本腹膜透析医学会学術集会・総会，大阪，2013年9月．

104.	菊池絵梨子，森崇寧，磯部清志，蘇原映誠，頼建光，内田信一，佐々木成． ELISA法による化合物ライブラリースク
リーニングを用いた新規降圧剤としてのSPAKキナーゼ阻害薬の開発．第56回日本腎臓学会学術総会，横浜，2013年5
月．
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105.	菊池寛昭，山村知里，新井洋平，平澤卓，安藤昇太，稲葉直人，青柳誠，田中啓之，田村禎一，西尾康英，安藤史顕．
2施設におけるIgA腎症に対する扁摘パルス療法の臨床的寛解導入に影響を与える因子の検討．第56回日本腎臓学会学
術総会，東京，2013年5月．

106.	菊池寛昭，山村知里，新井洋平，平澤卓，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，田中啓之，田村禎一，小澤潔．透析患者に
おける虚血性腸炎発症に影響を与える因子の検討，第58回日本透析医学会学術集会，福岡，2013年6月．

107.	菊池寛昭，山村知里，新井洋平，平澤卓，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，田中啓之，田村禎一．E.coliによる胆管炎に
続発したIgA-dominant post infectious glomerulonephritis(PIGN)の1例．第85回神奈川腎研究会，神奈川，2013年6月．

108.	菊池寛昭，山村知里，新井洋平，平澤卓，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，田中啓之，田村禎一．Budd-Chiari症候群に
合併したANCA陰性急速進行性糸球体腎炎の一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

109.	紀平裕美，坂口祐希，山さとみ，笠木祐里，土岐徳義，山崎 潤，九鬼隆家，羽田学，西尾康英.透析導入時の在院日
数に影響を及ぼす因子の検討．第58回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．

110.	木村仁志，篠原研司，大西剛史，岩本俊輔，安藤亮一．慢性腎臓病患者における血清リン値と予後との関連について
の検討．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

111.	木村仁志，大西剛史，岩本俊輔，安藤亮一．当院におけるHIV透析患者の導入について．第57回日本透析医学会学術
総会，福岡，2013年6月．

112.	九鬼隆家，山さとみ，坂口祐希，笠木祐里，土岐徳義，山崎潤，紀平裕美，羽田学，西尾康英．治療抵抗性の血管炎
による小腸出血から死に至ったヘノッホシェーンライン紫斑病（HSP）の1例．第58回日本透析医学会学術総会，福岡，
2013年6月．

113.	倉島直樹，大久保淳，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．リコンビナントトロンボモジュリンは敗血症性ショック症例
に対するCBP早期離脱を可能にするか? 第51回日本人工臓器学会大会，横浜，2013年9月．

114.	桑原道雄，荷見祥子，萬代新太郎，田中智美，志熊聡美，秋田渉，森吉寛，佐々木成．Ankle-Brachial Index(ABI)の
減少率が透析患者の心血管病死を予測する．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

115.	桑原道雄，荷見祥子，萬代新太郎，田中智美，志熊聡美，森吉寛，佐々木成．保存期CKD患者に対する3種のESA製
剤効果の比較検討．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

116.	小林凡子，上野智敏，高島康利，宮田敏男，松阪泰二，長田道夫．PAI-1/uPA/uPAR複合体は細胞骨格変化を介して
ポドサイト剥離を起こす． 第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年6月．

117.	小林凡子，上野智敏，原怜史，坂本和雄，高島康利，山下春渚子，大橋久美，屋代紘，宮田敏男，松阪泰二，長田道夫．
FSGSの進展因子としての微小血管障害：濾過障壁のクロストークの破綻と病変形成．第4回分子腎臓フォーラム，京都，
2013年9月．

118.	小林凡子．FSGSの進展因子としての微小血管障害：濾過障壁のクロストークの破綻と病変形成．第104回腎生理集談会，
東京，2013年11月．

119.	近藤信太郎，田中靖子，山本格，石橋賢一．近位尿細管起源の多発性嚢胞腎モデル (AQPll欠損マウス) での経時的ア
レイ解析．日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．

120.	齊藤弥束，中嶌知子，岩本麻実，山﨑潤，土岐徳義，九鬼隆家，紀平裕美，羽田学，西尾康英．高Ca血症と急性腎障
害を呈した肩関節結核の１例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

121.	酒井拓磨，須崎紳一郎，勝見敦，原田尚重，原俊輔，蕪木友則，安田英人，片岡淳，徳田裕二，大場博，安藤亮一．
高TG血症による重症急性膵炎に対し、二重濾過血漿交換を施行した1例．第22回日本アフェレシス学会関東甲信越地
方会，東京，2013年5月．

122.	坂口祐希，山さとみ，笠木祐里，山﨑潤，土岐徳義，九鬼隆家，紀平裕美，羽田学，西尾 康英．透析導入患者の最大
原疾患は腎硬化症である～当院過去6年間の統計調査～．第58回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．

123.	坂口祐希，飯盛聡一郎，若林麻衣，油井直史，伊藤栄作，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．腹痛
ならびに両側水腎症を合併したループス腎炎の1例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月． 

124.	佐々木佳奈恵，原純也，山田美樹，斎藤恭子，中山孝作，丸山弘記，相田由美子，原田真理，陣場貴之，森朋子，安
藤亮一．NST専従の変遷と今後の課題．第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会，金沢，2013年2月．

125.	坂本麻実，正田若菜，東郷久子，赤澤政信，神田英一郎．サプリメントによる薬剤性高カルシウム血症を呈し、急性
腎不全に至った一例．第58回日本透析医学会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

126.	佐藤麻朝，大田聡一，陳鵬羽，島根謙一，永島正一，田中仁美，井下聖司．CADM(clinically amyopathic 
dermatomyositis)に合併した治療抵抗性間質性肺炎の1例．第597回日本内科学会関東地方会，東京，2013年6月．

127.	佐藤雄久，佐藤英彦，桑名仁，吉川桃乃，安井俊行，輿石晴也，加藤弘之．尿毒症性胸膜炎と診断したが、2年後の
呼吸不全増悪時に結核性胸膜炎の診断に至った維持透析患者の1例．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，
2013年6月．

128.	佐藤雄久，佐藤英彦，吉川桃乃，安井俊行，小倉三津雄．ナリジクス酸の内服により急性薬剤性間質性腎炎をきたし
た一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．
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129.	佐塚美幸，安藤史顕，都嵜祥人，吉崎幸，石本育栄，飯盛聡一郎，大井克征，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，
佐々木成．肝腫瘍と鑑別が困難であった粟粒結核によりショックに至り抗結核薬治療により救命しえた一例．第58回
日本透析医学会学術集会，福岡，2013年6月．

130.	椎貝達夫，平沢博，栗山廉二郎．フェブキソスタット（F,フェブリク）の使用経験．第56回日本腎臓学会学術総会，
東京，2013年5月．

131.	椎貝達夫，平沢博，栗山廉二郎．CKD患者へのベンズブロマロン（B,ユリノーム）の副作用について．第56回日本腎
臓学会学術総会，東京，2013年5月．

132.	椎貝達夫，平沢博，栗山廉二郎．尿蛋白（-）でGFRが漸減する人に対するcamostat mesilate(CM)、alfacalcidol(A)併
用の効果．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

133.	椎貝達夫，平沢博，栗山廉二郎．腎臓内科の診療はこれで良いか　184人のCKD患者へのアンケート調査より．第56
回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

134.	椎貝達夫，平沢博，栗山廉二郎．糖尿病性腎症（DN）93人の治療成績．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013
年5月．

135.	椎貝達夫．茨城県における慢性腎臓病（CKD）保存療法の医療費節減効果．第199回茨城県内科学会，茨城，2013年
10月．

136.	篠田俊雄．シンポジウム「急速進行性糸球体腎炎（RPGN）に対する血漿交換の適応と効果」RPGNに対する血漿交換；
保険医療の現状と適応拡大．第34回日本アフェレシス学会学術大会，軽井沢，2013年11月．

137.	篠田俊雄．「ランチョンセミナー・オーバービュー」ESHOL Study．第19回日本HDF研究会学術集会，東京，2013年
10月．

138.	庄司聡，横手裕明，八木洋輔，渡辺有希子，網野猛志，鎌田智幸，山本和俊，釜谷英治，河内直樹，島崎雅史，大場博，
大西剛史，岩本俊輔，木村仁志，安藤亮一．免疫吸着療法が奏功した高齢発症視神経脊髄炎関連疾患(NMOSD)の男性
例．第22回日本アフェレシス学会関東甲信越地方会，東京，2013年5月．

139.	正田若菜，東郷久子，坂本麻実，赤澤政信，神田英一郎．当院透析患者における微量栄養素の検討．第58回日本透析
医学会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

140.	陣場貴之，森朋子，佐々木佳奈恵，原純也，丸山弘記，原田真理，相田由美子，山田美樹，斉藤恭子，上田研，大司
俊郎，高松督，原俊輔，安藤亮一．当院NSTが介入した腎機能低下症例の腎機能、電解質に関する検討．第28回日本
静脈経腸栄養学会学術集会，金沢，2013年2月．

141.	鈴木一裕，神田英一郎，神吉秀明，菅野義彦．シャント血流量が心拍出量に及ぼす影響．第58回日本透析医学会学術
集会・総会，福岡，2013年6月．

142.	鈴木健，吉本裕，新井康介，高橋悠，丹呉康典，田中結衣，伊藤英治，高田茂，須田伸，芝本隆．多人数用透析液再
循環システムにおける消毒後水洗時間短縮の試み．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

143.	瀬島啓史，大久保淳，宮本聡子，中村紋子，倉島直樹，頼建光．DFPP施行時における安全対策〜血漿成分分画器濾
過圧測定回路の作成〜．第22回日本アフェレシス学会関東甲信越地方会，東京，2013年5月．

144.	銭谷慕子，蘇原映誠，大井克征，千賀宗子，須佐紘一郎，森崇寧，頼建光，佐々木成，内田信一．マウス血管平滑筋
における塩分摂取によるWNN3-SPAK-NKCC1カスケードの制御．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

145.	銭谷慕子．Dietary salt intake regulates WNK3-SPAK-NKCC1 phosphorylation cascade in mouse aorta through 
angiotensin II．第20回御茶ノ水腎研究会，東京，2013年10月．

146.	高田茂，須田伸，佐々木成．肺胞出血を伴ったMPO-ANCA、PR3-ANCA陽性急速進行性糸球体腎炎の一例．第58回
日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

147.	田島真人．島嶼部の腹膜透析～後方病院としての可能性について～．第23回東京PD研究会，東京，2013年5月．
148.	田島真人，石神淳一，本村亜矢子，佐藤文絵，高田茂，佐々木成．TTP/HUSに対し血漿交換およびその他の治療が

奏功した3症例．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．
149.	田島真人，石神淳一，本村亜矢子，佐藤文絵，高田茂，佐々木成．島嶼部在住の糖尿病性腎症を原疾患とする慢性腎

臓病患者が，ESBL産生菌による気腫性腎盂腎炎を発症した１症例．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，
2013年6月．

150.	田中仁美，山室めぐみ，中嶌知子，八幡真弓，末永松彦，井下聖司，桃井優．長期留置型カテーテルが上行腰静脈に
迷入した一例．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

151.	田中啓之，石川聖子，筧咲紀，江渡加代子，木本成昭．右萎縮腎患者の小脳出血亜急性期に，左腎梗塞を合併し末期
腎不全に至った一例．第58回日本透析医学会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

152.	田中啓之，菊池寛昭，山村知里，新井洋平，平澤卓，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，田村禎一．テーラー・メイドバ
リアンス付き横須賀CKD連携パスの実践．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

153.	田中啓之，菊池寛昭，山村知里，新井洋平，平澤卓，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，田村禎一．カーブタイプバルー
ン(Sphere)使用によるVAIVTについての解析．第58回日本透析医学会学術集会，福岡，2013年6月．
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154.	田中靖子，一柳美聡，倉光優太，清治めぐみ，山本龍世，石橋賢一．脳浮腫治療をめざした脳梗塞モデルマウスにお
けるアクアポリン11の機能解析． 日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．

155.	東郷久子，赤澤政信，正田若菜，坂本麻実，新井洋平，大井克征，神田英一郎．脳膿瘍の再燃を繰り返した血液透析
患者の一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

156.	土岐徳義，山さとみ，坂口祐希，笠木祐里，山﨑潤，九鬼隆家，紀平裕美，羽田学，西尾康英．腹直筋血腫を呈した
血液透析患者の一例．第58回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．　

157.	利木良太，山崎香里，山川竜之介，遠藤政人，平澤卓，山村知里，菊池寛昭，新井洋平，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，
田中啓之，田村禎一．CRRTにおいて回路寿命に与える因子の検討，第58回日本透析医学会学術集会，福岡，2013年6
月．

158.	戸田孝之，渡邉誠之，山口若葉，渭原克仁，内藤省太郎，松井則明．非カフ型カテーテル抜去後に症状が出現した2例．
第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

159.	戸田孝之，吉嶺朝陽，渡邉誠之，平井俊行，内藤省太郎，松井則明．特発性後腹膜線維症として治療後、腎機能再低
下しIgG4高値で経過している一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

160.	内藤省太郎，渭原克仁，山口若葉，渡邉誠之，戸田孝之，松井則明．維持透患者における検査曜日変更に伴う影響に
ついての検討．第58回日本透析医学会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

161.	内藤省太郎，吉嶺朝陽，渡邉誠之，平井俊行，戸田孝之，松井則明．当科における慢性腎臓病患者の初診時の状況と
経過．第40回関東農村医学会学術集会，さいたま，2013年7月．

162.	中嶌知子，山室めぐみ，八幡真弓，田中仁美，石橋 史明，間野 真也，末永松彦，井下聖司．潰瘍性大腸炎治療中に
溶血性尿毒症症候群を発症し血漿交換が奏功した一例．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

163.	中嶌知子，齊藤弥束，岩本麻実，山﨑潤，土岐徳義，九鬼隆家，紀平裕美，羽田学，西尾康英．慢性炎症性脱髄性多
発神経炎に合併した膜性腎症の治療に難渋したが寛解した一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

164.	中西太一，東海林隆男，木村寿宏，小澤潔，福留裕一郎，嘉手川祐司，笹岡拓雄，田村禎一．抗血栓療法下の血液透
析患者での生命予後についての検討．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

165.	中西太一，東海林隆男，木村寿宏，小澤潔，笹岡拓雄，福留裕一郎，嘉手川祐司，田村禎一．通院透析施設における
自宅死亡症例の推移．第58回日本透析医学会学術集会，福岡，2013年6月．

166.	中西太一，木村寿宏，福留裕一郎，東海林隆男，嘉手川川祐司，小澤潔，笹岡拓雄，田村禎一．維持透析患者にみら
れた門脈体循環短絡床の3例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

167.	中村恭菜，青木尚子，須藤裕嗣，山崎昌洋，福田純子，岡井隆広，篠田俊雄．トルバブタンにより、高度の浮腫と腎
機能の改善を認めたネフローゼ症候群の1例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

168.	中村紋子，大久保淳，宮本聡子，瀬島啓史，倉島直樹，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．選択的血漿分離器を用いた
血漿交換療法の検討．第34回日本アフェレシス学会学術大会，軽井沢，2013年11月．

169.	中村浩志，荷見祥子，志熊聡美，秋田渉，森吉寛，桑原道雄，安達進．人工血管感染から全身に感染が及んだ症例．
第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

170.	中山和樹，山崎瑠美，渡邉勲，小西悠介，大沢純一，石井喜由美，松下賢一，本村亜矢子，高田茂，田島真人．
PLASAUTO iQ21採血圧ライン凝固防止回路CHDF-21Hの作成について．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，
2013年6月．

171.	新津吉博，安藤史顕，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成． 微小変化型ネフローゼ症候群治療中に播
種性ノカルジア症を発症した１例． 第597回日本内科学会関東地方会，東京，2013年6月．

172.	西尾康英，高木由利，小沢尚．CKDに対する超低蛋白食(VLPD)のCKD進行抑制効果．多摩CKD超低蛋白食治療研究
会共同研究．第16回日本病態栄養学会学術総会，京都，2013年1月．

173.	西尾康英，高木由利，小沢尚．CKD患者に対する超低蛋白食(VLPD)のCKD進行抑制効果．第56回日本腎臓学会学術
総会，東京，2013年5月．

174.	西尾康英，川村美波，栄野川清香，古谷奈々，齋藤弥束，中嶌知子，岩本麻実，山﨑潤，土岐徳義，九鬼隆家，紀平
裕美，羽田学．CKDの最大原因疾患は腎硬化症で虚血により急性増悪する．第64回三多摩腎疾患治療医会，　東京，
2013年6月．

175.	野田裕美，都嵜祥人，蘇原映誠，伊藤栄作，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．家族性地中海熱に合併した
IgA腎症の1例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

176.	能登沙緒里，吉田顕子，小林隆彦，奥津理恵，足立拓也．HIV感染に急性発症し、RPGNを呈したIgA腎症の1例．第
601回内科学会関東地方会，東京，2013年11月．

177.	羽田俊彦，高屋俊樹，倉石博，八井田豊，大塚尚実，新田晃久，川浪匡史，金光廣則，早川俊輔，許沢佳弘，諏訪清隆．
日本赤十字社による東日本大震災後の石巻赤十字病院救急支援．第4回日本プライマリケア連合学会学術大会，仙台，
2013年5月．

178.	羽田俊彦，山口佳美，森威典，古谷能孝，瀧和博，蕪木友則．東日本大震災後の日本赤十字社による石巻赤十字病院
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救急支援．第19回日赤検査学術大会，八戸，2013年7月．
179.	羽田俊彦，高屋俊樹，倉石博，八井田豊，大塚尚実，新田晃久，川浪匡史，金光廣則，早川俊輔，許沢佳弘，諏訪清隆．

日本赤十字社による東日本大震災後の石巻赤十字病院救急支援の総括．第49回日本赤十字社医学会総会，　和歌山，
2013年10月．

180.	羽田俊彦．東日本大震災後の日本赤十字社による石巻赤十字病院救急支援．第60回日本臨床検査医学会学術集会，神戸，
2013年11月．

181.	羽田学，山さとみ，坂口祐希，笠木祐里，山﨑潤，土岐徳義，九鬼隆家，紀平裕美，西尾康英．VAIVTにおける超
音波ガイド下腕神経叢ブロック鎖骨上アプローチの有用性．第58回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．　

182.	浜田広，小澤潔，永井千代美，中西太一，安藝昇太，田村禎一．維持血液透析患者の呼気CO測定による赤血球寿命
とエリスロポエチン投与量及びグリコアルブミン/HbA1cとの関係について．第58回日本透析医学会学術集会，福岡，
2013年6月．

183.	浜田広，庄司のり子，小澤潔，永井千代美，中西太一，安藝昇太，田村禎一．維持血液透析患者の呼気CO測定によ
る赤血球寿命とエリスロポエチン投与量及びグリコアルブミン/HbA1c比の関係についての検討．第58回日本透析医
学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

184.	早川顕子，小林隆彦，足立拓也，井出愛周，奥津理恵．MTX少量内服により重篤な口内炎、汎血球減少症をきたし
た維持透析患者の一例．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

185.	原純也，斉藤恭子，山田美樹，佐々木佳奈恵，原田真理，陣場貴之，森朋子，中山孝作，宇原健史，大司俊郎，上田研，
安藤亮一．地域でのNST活動普及促進のためのワークショップの企画運営報告．第49回日本赤十字社医学会総会，和
歌山，2013年10月．

186.	平澤卓，菊池寛昭，山村知里，新井洋平，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，田中啓之，田村禎一．ペースメーカー(PM)
リードに疣贅が付着した感染性心内膜炎(IE)を保存的加療のみで治癒し得た長期透析患者の１例．第58回日本透析医
学会学術集会，福岡，2013年6月．

187.	平野沙智子，青木尚子，須藤裕嗣，山崎昌洋，福田純子，岡井隆広，篠田俊雄．急性腎不全と可逆性脳血管攣縮症候
群を併発し，透析導入となった1例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

188.	古荘泰佑，斉藤弥束，中嶌知子，山崎潤，岩本麻美，土岐徳義，九鬼隆家，紀平裕美，羽田学，西尾康英，布川貴博，
杉井章二．生検で診断した超高齢ANCA関連血管炎の2例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

189.	前田益孝，吉田紗矢香，平井俊行，河崎智樹，久山環．慢性腎疾患患者における推定エネルギー必要量の信頼性．第
110回日本内科学会講演会，東京，　2013年4月．

190.	前田益孝，吉田紗矢香，河崎智樹，赤澤政信，久山環，廣瀬博美，稲留征典．終末腎におけるレニン産生部位の同定．
第58回日本透析医学会学術集会, 福岡国際会議場，福岡，2013年6月．

191.	前田益孝．取手のポリシー．第1回インターベンショナルネフロロジー研究会，慈恵医大葛飾医療センター，青砥，
2013年7月．

192.	増田有香，篠田俊雄，米山美佐夫．透析施設通院患者を対象とした患者満足度調査～不満足度調査の実施と患者満足
度向上のための施設改善．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

193.	松平貴徳，江刺家義典，中村浩志，桑原道雄，安達進．透析患者におけるフットケア検査の検討．第58回日本透析医
学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

194.	宮本聡子，大久保淳，前田卓馬，中村紋子，瀬島啓史，倉島直樹，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．重症筋無力症に
対する免疫吸着療法施行中に血圧低下を呈した1例．第34回日本アフェレシス学会学術大会，軽井沢，2013年11月．

195.	森崇寧，蘇原映誠，頼建光，内田信一，佐々木成．新規降圧薬としてのWNK−OSR1/SPAK複合体形成阻害薬の開発．
第56回日本腎臓学会学術集会総会，東京，2013年6月．

196.	森雄太郎，蘇原映誠，若林麻衣，森崇寧，荒木雄也，頼建光，内田信一，佐々木成．偽性低アルドステロン症II型を
来すKLHL3変異体の解析．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

197.	矢嶋習吾，須田伸，高田茂，吉岡和香子，羽田俊彦，佐々木成．足趾潰瘍壊死と腎機能急性増悪を伴うコレステロー
ル塞栓症に対して、ステロイド投与ならびにLDL吸着療法が有効であった1例．第602回日本内科学会関東地方会，東京，
2013年12月．

198.	矢嶋優，菊池寛昭，山村知里，平澤卓，新井洋平，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，田中啓之，田村禎一．非ステロイ
ド性抗炎症薬貼付製剤によるネフローゼ症候群を来した1例．第597回日本内科学会関東地方会，東京，2013年6月．

199.	山さとみ，大西剛史，岩本俊輔，木村仁志，安藤亮一，宇都宮雅子，長田薫．両側下腿浮腫を主訴に発見されたIgG4
関連間質性腎炎の一例．第65回三多摩腎疾患治療医会，東京，2013年6月．

200.	山さとみ，坂口祐希，笠木祐里，山﨑潤，土岐徳義，九鬼隆家，紀平裕美，羽田学，西尾康英. 肺胞出血に対して血
漿交換療法を施行した3例．第58回日本透析医学会学術総会，福岡，2013年6月．

201.	山下匠，佐塚美幸，庄司紀和，田島真人，本田一穂．ステロイド治療導入後に腎炎症状を呈したHenoch-Schönlein紫
斑病（HSP）の一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．
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202.	山崎潤，坂口祐希，山さとみ，笠木祐里，土岐徳義，九鬼隆家，紀平裕美，羽田学，西尾康英．急性腎不全を呈する
微小変化型ネフローゼ症候群の臨床的特徴．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

203.	山崎昌洋，須藤裕嗣，青木尚子，福田純子，岡井隆広，篠田俊雄．当院におけるIgA腎症に対する扁桃摘出ステロイ
ドパルス療法の成績．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

204.	山口若葉，渭原克仁，渡邉誠之，齋藤弘明，内藤省太郎，戸田孝之，松井則明．自己免疫性溶血性貧血治療中に多発
性肺化膿症を合併した維持透析患者の一例．第53回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

205.	山崎里美，山本龍世，小川竜一，石橋賢一．がん骨転移患者に対するデノスマブとビスホスフォネート製剤の効果と
安全性の比較：メタ解析．第4回日本アプライドセラピューティクス学会，東京，2013年7月．

206.	山下匠，佐塚美幸，庄司紀和，田島真人，本田一穂．ステロイド治療導入後に腎炎症状を呈したHenoch-Schonlein紫
斑病（HSP）の一例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

207.	山田美樹，原純也，内山良香，井上玲子，斉藤恭子，佐々木佳奈恵，大司俊郎，安藤亮一．系各科に対する栄養サポ
ートチーム(NST)の関わり 外科外来における消化器癌術前からの栄養管理介入方法の検討．第38回日本外科系連合学
会学術集会，東京，2013年6月．

208.	山田美樹，佐々木佳奈恵，原田真理，斎藤恭子，大司俊郎，高松督，安藤亮一．当院消化器癌患者における術前栄養
介入方法の検討．第13回多摩NST研究会，東京，2013年11月．

209.	山村知里，菊池寛昭，新井洋平，平澤卓，安藝昇太，稲葉直人，青柳誠，田中啓之，田村禎一．肺外結核と診断した
維持血液透析患者の2例．第58回日本透析医学会学術集会，福岡，2013年6月．

210.	山室めぐみ，八幡真弓，中嶌知子，田中仁美，木下博之，薬師寺史厚，井下聖司．高Ca血症と急性腎不全を呈した
ACTH単独欠損症の2例．第596回日本内科学会関東地方会，東京，2013年5月．

211.	山室めぐみ，八幡真弓，中嶌知子，田中仁美，末永松彦，井下聖司．当院における成人発症紫斑病性腎炎の臨床学的
検討．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

212.	山本和俊，島崎雅史，河内直樹，釜谷英治，大場博，安藤亮一．当院における腹水濾過濃縮再静注（CART）の現状．
第66回三多摩腎疾患治療医会，東京，2013年12月．

213.	油井直史，Hua A. J. Lu, Bouley Richard, 野村尚弘，Brown Dennis, 内田信一，佐々木成．アクアポリン2のトランス
サイトーシス経路の同定．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

214.	吉川桃乃，佐藤雄久，佐藤英彦，桑名仁，安井俊行．積極的な栄養療法により重症病態から回復した維持透析患者の
3例．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

215.	吉崎幸，佐塚美幸，飯盛聡一郎，大井克征，桑名仁，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．
当院におけるアフェレシス療法．第22回日本アフェレシス学会関東甲信越地方会，東京，2013年5月．

216.	吉崎幸，安藤史顕，都嵜祥人，日下敬太，石本育栄，飯盛聡一郎，大井克征，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，
内田信一，佐々木成．自己免疫性多発内分泌症候群患者にアフェレーシス療法が奏功した一例．第58回日本透析医学
会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

217.	吉崎幸，飯盛聡一郎，大井克征，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．IgG4関連疾患が関
与したと考えられた後腹膜線維症の2例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月． 

218.	吉田紗矢香，平井俊行，河崎智樹，久山環，前田益孝．分娩2週間後に発症した原因不明のDICの1例．第598回日本内
科学会関東地方会，東京，2013年7月．

219.	吉田紗矢香，河崎智樹，赤澤政信，久山環，前田益孝．EPS症例と非EPS症例における排液中の細胞分画の比較検討．
第19回日本腹膜透析医学会学術集会総会内科学会，大阪，2013年9月．

220.	吉本裕，鈴木健，新井康介，高橋悠，丹呉康典，田中結衣，伊藤英治，高田茂，須田伸，芝本隆．熱水ROシステム
設置時汚染の消毒方法の検討．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

221.	吉本裕，鈴木健，新井康介，高橋悠，丹呉康典，田中結衣，伊藤英治，高田茂，須田伸，芝本隆．熱水個人用ROシ
ステムから個人用透析装置配管の清浄化対策．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

222.	若林麻衣，森崇寧，磯部清志，千賀宗子，森雄太郎，松尾浩司，村田智博，𡌛村信介，蘇原映誠，頼建光，内田信一，
佐々木成．KLHL3を介したWNK4のユビキチン化障害がヒト遺伝性高血圧症の発症メカニズムである．第56回日本腎
臓学会学術総会，東京，2013年5月．

223.	渡邉誠之，渭原克仁，山口若葉，内藤省太郎，戸田孝之，松井則明．ステロイド使用にて急激な腎機能悪化を来した
結核性間質性腎炎の一例．第197回茨城県内科学会，水戸，2013年3月．

224.	渡邉誠之，渭原克仁，山口若葉，内藤省太郎，戸田孝之，松井則明．透析導入に至った抗GBM抗体型急速進行性糸球
体腎炎(RPGN)の一例．第58回日本透析医学会学術集会総会，福岡，2013年6月．

225.	渡邉誠之，吉嶺朝陽，平井俊行，内藤省太郎，戸田孝之，松井則明．血液浄化療法が奏功した悪性症候群の1例．第
598回日本内科学会関東地方会，東京，2013年7月．

226	 渡邊麻美，山田美樹，安藤亮一，安田英人，斉藤恭子，原俊輔，佐々木佳奈恵．重症患者の経口摂取と経腸栄養併用
スライディング療法の考案 経口摂取低下時に必要栄養量を満たすために．第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会，金
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沢，2013年2月．

【講演】
  1.	 Sasaki S. Inherited Renal Channelopathy. The Annual Meeting of Taiwan Society of Nephrology, Taipei, Taiwan, 

December, 2013.
  2.	 Tsukamoto Y. KDIGO Clinial Practice Guideline in Glomerulonephritis: How to Implement. 6th Indonesian 

Nephrology Forum, Jakarta, Indonesia, May, 2013.
  3.	 Tsukamoto Y. Towards cooperative actions against CKD in the Asian-Pacific region. World Congress of 

Nephrology, Hong Kong, June, 2013.
  4.	 Tsukamoto Y. International Guideline Dissemination and Implementation: The Final Frontier. The 46th Annual 

Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, November, 2013.
  5.	 Uchida S. Impaired KLHL3/Cullin3-mediated ubiquitination of WNK4 causes human hypertension. Frontiers in 

Renal Disease Research symposium, Ulsan, South Korea, August 23, 2013.
  6.	 安藤亮一．腎性貧血治療～これまでの流れと今後の展望を考える～．和歌山CKD病態治療研究会，和歌山，2013年3月．
  7.	 安藤亮一．CKD診療における最近の話題と病診連携について．小金井市CKD病診連携の会，東京，2013年4月．
  8.	 安藤亮一．CKD診療における最近の話題と病診連携について．CKD病診連携講演会，東京，2013年4月．
  9.	 安藤亮一．保存期腎性貧血の現状と今後の展望．長野県北信地区学術講演会，長野，2013年5月．
10.	 安藤亮一．CKD-MBD診療における新しい潮流～リン管理の意義．透析療法エリアカンファランス，新潟，2013年5月．
11.	 安藤亮一．腎臓病診療のポイント（AKIからCKDまで）．武蔵野市医師会学術講演会，東京，2013年6月．
12.	 安藤亮一．CKD-MBDの最適管理をめざして～透析液Caの新潮流．キンダリー透析剤４号シリーズ講演会，山口，

2013年7月．
13.	 安藤亮一．CKD-MBDの最適管理をめざして～リン管理の重要性．リンと血管障害研究会，熊本，2013年7月．
14.	 安藤亮一．CKD-MBDの最適管理をめざして～ビタミンDの使い方．第41回宮崎県人工透析研究会，宮崎，2013年7月．
15.	 安藤亮一．腎性貧血の最適管理をめざして～より良いESA治療戦略を考える～．透析合併症対策講演会，岐阜，2013

年7月．
16.	 安藤亮一．透析患者のC型肝炎の現状と診断．透析患者のC型肝炎を考える．東京，2013年7月．
17.	 安藤亮一．透析患者の感染症．透析合併症研究会，東京，2013年8月．
18.	 安藤亮一．血液浄化と薬剤．平成25年度第６回血液浄化専門臨床工学技士資格取得指定講演会，東京，2013年8月．
19.	 安藤亮一．CKD-MBDの最適管理をめざして～リン管理の重要性．ホスレノール学術講演会，太田，2013年9月．
20.	 安藤亮一．CKD-MBDの最適管理をめざして～リン管理の重要性．高リン血症治療講演会，仙台，2013年10月．
21.	 安藤亮一．CKD-MBDにおけるP管理を考える～栄養とリン．多摩腎臓フォーラム，東京，2013年10月．
22.	 安藤亮一．CKD-MBDにおけるリン管理の新しい潮流～保存期から透析期まで．Fosrenol Forum 2013 in 

Hamamatsu，浜松，2013年10月．
23.	 安藤亮一．CKD-MBDにおけるリン管理の新しい潮流をとらえる～保存期から透析期まで．第5回沖縄CKD-MBD研究

会，沖縄，2013年10月．
24.	 安藤亮一．腎性貧血の最適管理をめざして～より良いESA治療戦略を考える～．透析合併症 update in Kawagoe，川越，

2013年11月．
25.	 内田信一．食塩感受性高血圧の新たな分子機序の解明．腎臓病と高血圧：診療と研究の最前線．第36回日本高血圧学

会総会，大阪，2013年10月．
26.	 内田信一．慢性腎臓病の治療と管理-CKDガイドライン2013をふまえて-．慢性腎臓病セミナー，東京，2013年11月．
27.	 内田信一．腎臓膜輸送体研究の今後の展望．第104回東京腎生理集談会，東京，2013年11月．
28.	 小澤潔．カルニチン補充療法の実践．神奈川カルニチンカンファレンス，横浜，2013年3月．
29.	 小澤潔．ESA使用下における血糖管理指標について．糖尿病セミナー　in　YOKOSUKA，横須賀，2013年4月．
30.	 小澤潔．眞仁会グループにおける血糖コントロールの現状．透析患者の血糖コントロールをどのように考えるか　in  

YOKOSUKA，横須賀，2013年6月．
31.	 河﨑智樹．肥満と代謝．第21回東葛腎と代謝性疾患懇話会，千葉，2013年11月．
32.	 神田英一郎．高血圧治療における今後の展望．高血圧学術講演会，東京，2013年4月．
33.	 神田英一郎．臨床研究計画論．東京医科歯科大学大学院生命倫理セミナー，東京，2013年4月．
34.	 神田英一郎．腎臓病の治療．じんぞう病セミナー，東京，2013年5月． 
35.	 神田英一郎．クールな統計．腎臓内科臨床研究セミナー，東京, 2013年7月．
36.	 神田英一郎．東京共済病院におけるインターベンショナルネフロロジーの現状と課題．第1回インターベンショナル

ネフロロジー研究会，東京，2013年7月．
37.	 神田英一郎．CKDと栄養障害．第12回茨城CKD研究会，茨城，2013年9月．
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38.	 神田英一郎．CKDと栄養障害対策．第3回区西南部腎不全医療研究会，東京，2013年10月．
39.	 神田英一郎．初心者のための臨床研究入門．京都CKD合併症対策セミナー，京都，2013年10月．
40.	 神田英一郎．研究に用いる基礎統計．東京医科歯科大学歯学部口腔保健衛生学科セミナー，東京，2013年12月．
41.	 木村仁志．慢性腎臓病患者における血清リン値と予後との関連についての検討．第3回城西透析フォーラム，東京，

2013年9月．
42.	 佐々木成．アクアポリンと疾患 ‐尿濃縮異常－．ネフロサイエンス新潟，新潟，2013年1月．
43.	 佐々木成．チャネル・トランスポーターと水電解質疾患．第3回徳島腎臓病を考える会，徳島，2013年5月．
44.	 佐々木成．日常診療における水電解質異常：低Na血症を中心に．日本内科学会信越支部第48回生涯教育講演会，長野，

2013年6月.
45.	 佐々木成．チャンネル・トランスポーターと腎疾患．日本内科学会生涯教育講演会，東京，2013年7月．
46.	 佐々木成．水電解質疾患の進歩．第6回CKD進展抑制研究会，東京，2013年7月． 
47.	 佐々木成．腎臓のAQP水チャネルと水電解質バランス．第1回非代償性肝硬変の合併症対策研究会，東京，2013年8月．
48.	 佐々木成．水電解質疾患の進歩．内科懇和会9月例会，東京，2013年9月．
49.	 佐々木成．血圧とNaと水代謝：遺伝子疾患からの新たな展開．第45回臨床体液研究会，2013年9月．
50.	 佐々木成．チャネル・トランスポーターと腎疾患．平成25年度日本内科学会生涯教育講演会B，東京，2013年7月．
51.	 椎貝達夫．4大CKDおよび間質性腎炎についての成績．腎生会講演会，東京，2013年1月．
52.	 椎貝達夫．「保存療法～血圧調節、食事療法、集学療法～」．腎生会講演会，東京，2013年2月．
53.	 椎貝達夫．「保存療法～薬物療法、CKDと運動」．腎生会講演会，東京，2013年3月．
54.	 椎貝達夫．「現在の21のCKD進行因子（リスクファクター）で、進行はどこまで説明できるか」．腎生会講演会，茨城，

2013年5月．
55.	 椎貝達夫．CKD保存療法での塩分制限．茨城腎と高血圧conference，‐減塩と高血圧‐，日本高血圧学会，茨城，

2013年7月．
56.	 椎貝達夫．「4大CKDの治療成績－透析・腎移植以外の「第3の道」を拓く」．第3回CKD保存療法研究会，茨城，2013

年9月．
57.	 椎貝達夫．糖尿病腎症の治療～既存の持ち駒でも治療効果には明るさがみられる～．第5回茨城糖尿病性腎症研究会，

茨城，2013年10月．
58.	 椎貝達夫．進行した腎臓病をどう停めるか．腎生会講演会，東京，2013年10月．
59.	 椎貝達夫．CKD保存療法－普及させるにはどうすれば良いか．取手市医師会理事会，茨城，2013年10月．
60.	 椎貝達夫．慢性腎臓病（CKD）保存療法の薬物療法．龍ヶ崎薬剤師会講演会，茨城，2013年11月．
61.	 椎貝達夫．CKD保存療法普及のための全国大会．腎生会講演会，茨城，2013年12月．
62.	 須田伸．糖尿病性腎症、進行を抑えるために大切なこと．メディカルスタッフ交流会，埼玉，2013年2月．
63.	 須田伸．シャントに関して．第5回川口血管疾患研究会，埼玉，2013年3月．
64.	 須田伸．透析患者におけるエクアの臨床効果．Saitama Nephrology Conference，埼玉，2013年7月．
65.	 蘇原映誠．WNKキナーゼによる血圧調節機構．第42回新潟腎カンファランス，新潟，2013年2月．
66.	 蘇原映誠．Investigation of Pathophysiology of Renal Sodium and Water Transport Disorders. 日本腎臓学会 平成25

年度大島賞受賞講演，東京，2013年5月．
67.	 田島真人．心腎連関～循環器科と腎臓内科の効率良い連携～．第一回心腎連関を考える会．
68.	 田島真人．CKDに降圧薬を使いこなす～ARBの活用術～．日本人の高血圧治療を考える会．
69.	 田島真人．島嶼部の医療連携．慢性腎臓病対策教室記念講演会．
70.	 塚本雄介．CKD国際ガイドライン (KDIGO)．第56回日本腎臓学会学術総会, 東京, 2013年5月．
71.	 塚本雄介．AKIにおける血液浄化療法．第18回日本心臓血管麻酔学会，小倉，2013年9月．
72.	 塚本雄介．2013KDIGO CKDガイドラインと2012CKD診療ガイド．第1回パン中生活習慣病懇話会，東京，2013年11月．
73.	 塚本雄介．CKDとその食事療法．第1回IMS栄養学会，東京，2013年11月．
74.	 西尾康英．CKD患者への低たんぱく食の壁を越える．腎臓病と栄養・代謝･食事フォーラム特別講演，東京，2013年3

月．
75.	 西尾康英．CKDの診断と治療上の問題点．臨床薬学研究会，八王子，2013年5月．
76.	 西尾康英．CKDとその治療　低蛋白食の有効性の根拠と実際．広島市民講座　腎臓病セミナー，広島，2013年7月．
77.	 西尾康英．腎硬化症の疫学と診断治療のピットフォール．腎硬化症研究会，東京，2013年10月．
78.	 西尾康英．高血圧性腎硬化症の診断と治療の盲点．埼玉県東部高血圧研究会，草加，2013年11月．
79.	 野田裕美．アクアポリンの時空間制御機構に基づく水分調節異常疾患治療法開発．資生堂女性研究者サイエンスグラ

ント式典2013，横浜，2013年6月．
80.	 羽田俊彦．第4回杏林大学JMECC (No.71)，東京，2013年1月．
81.	 羽田俊彦．第5回杏林大学JMECC (No.75)，東京，2013年2月．
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82.	 羽田俊彦．第9回東海大学文学部アジア文明学科(内藤耕教室)リワイアリングの会，東京，2013年2月．
83.	 羽田俊彦．第2回市立敦賀病院JMECC (No.81)，敦賀，2013年3月．
84.	 羽田俊彦．日本内科学会JMECC (No.95)，東京，2013年6月．
85.	 坂東梨恵，椎貝達夫，平沢博，熊本初美，窪田実．段階的腹膜透析導入法（SMAP）術後、CKD進行が長期間停止し

ている5例の特徴について．第47回茨城人工透析談話会，茨城，2013年11月．
86.	 前田益孝．サムスカの効果は腎機能に依存するか? 学術講演会，つくば， 2013年1月．
87.	 前田益孝．PD患者の栄養管理．第8回多摩PD研究会，吉祥寺，2013年3月．
88.	 前田益孝．終末腎におけるレニン産生部位の検討．第4回I-RAS (Ibaraki-Renin angiotensin Academy Seminar)，つくば，

2013年3月．
89.	 前田益孝．CQI概論．Baxter 東京CQI実践セミナー，東京，2013年5月．
90.	 前田益孝．腎不全の食事療法．岐阜保存期慢性腎不全研究会，岐阜，2013年6月．
91.	 前田益孝．CQIの理論的背景～そもそもCQIとは?　 Baxter 名古屋CQI実践セミナー，名古屋，2013年10月．
92.	 油井直史．アクアポリン2の新しい細胞内輸送経路．第23回バソプレシン研究会，東京，2013年1月．
93.	 頼建光．CKDガイドラインをいかに診療にいかすか?　草加地区難治性高血圧学術講演会，草加，2013年11月．

【研究助成金】
  1.	 石橋賢一．文部科学省科学研究費基盤研究(C)「細胞内水チャネルによるオートファジー制御と腎嚢胞形成機構の解明」．
  2.	 内田信一．科学研究費補助金基盤(S)「WNKシグナルによる塩分ストレス応答の分子病態解明と治療法の開発」．
  3.	 内田信一．科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「SPAKキナーゼ阻害薬の開発」．
  4.	 内田信一．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服事業　腎疾患対策研究事業）「WNKキナーゼをターゲットと

したCKD進展阻止のための新規治療薬の開発と最適降圧薬選択法の確立」．
  5.	 太田哲人．文部科学省科学研究費 科学研究費補助金　基盤研究(C） 「PHAIIにおけるKLHL3/Cullin3の役割の検討」．
  6.	 佐々木成．科学研究費補助金　基盤研究(A)「新たな腎臓膜輸送体制御法の開発」研究代表者．
  7.	 佐々木成．日本学術振興会　若手研究者戦略的海外派遣事業費補助金 頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣

プログラム「器官の恒常性維持とその破綻機序解明のための国際的共同拠点の構築」主担当研究者．
  8.	 佐々木成．科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「小胞体水チャネルの病態生理学的役割の解明」研究代表者．
  9.	 蘇原映誠．学術研究助成基金助成金(若手B) 「インスリンと塩分感受性高血圧をつなぐWNKキナーゼ」．
10.	 蘇原映誠．万有生命科学振興国際交流財団Banyu Foundation Research Grant生活習慣病領域「WNK-SPAK蛋白結合

阻害による新規高血圧治療薬の開発」．
11.	 野田裕美．文部省科学研究費基盤研究(B)「尿細管輸送複合体を制御する分子動力学的実体の解明と新規治療戦略の開

発」研究代表者．
12.	 頼建光．文部科学省科学研究費基盤研究(B)「腎臓における新規の血圧調節機構WNK-NCCシグナル伝達系の解明」．
13.	 頼建光．文部科学省科学研究費挑戦的萌芽研究「蛋白相互作用阻害による新規高血圧治療薬の開発」．

【受賞】
  1.	 Susa K．平成24年優秀論文賞，日本腎臓学会，2013年． 
  2.	 Nomura N. Poster of Distinction. 2013 Research Fellows Poster Celebration of Massachusetts General Hospital, 

Boston, May, 2013.
  3.	 Nomura N. Post Doctoral Fellow Award 2013. Division of Nephrology, Massachusetts General Hospital, Boston, Dec, 

2013.
  4.	 Wakabayashi M, Mori T. Top Oral Abstracts for ASN 2013, The 46th Annual Meeting of American Society of 

Nephrology, November, 2013.
  5.	 飯盛聡一郎．福岡臨床研究奨励賞，第15回お茶の水会医科同窓会，2013年3月．
  6.	 磯部清志．優秀賞，第4回分子腎臓フォーラム，2013年9月．
  7.	 磯部清志．優秀演題賞，第45回臨床体液研究会，2013年9月．
  8.	 井上佑一．優秀演題賞，第56回日本腎臓学会学術総会，2013年5月
  9.	 神田英一郎．Young Investigator賞，平成25年度日本腹膜透析医学会，2013年．
10.	 菊池絵梨子．会長賞，第56回日本腎臓学会学術大会，2013年5月．
11.	 小林凡子．優秀賞，第4回分子腎臓フォーラム，2013年9月．
12.	 椎貝達夫．医療功労賞，読売新聞社，2013年2月．
13.	 椎貝達夫．瑞宝小綬章，春の叙勲，2013年4月．
14.	 銭谷慕子．優秀演題賞，第56回日本腎臓学会学術総会，2013年5月．
15.	 蘇原映誠．平成25年度大島賞，日本腎臓学会，2013年5月．

器官システム制御学講座



— 672 —

器官システム制御学講座

16.	 前田益孝．平成25年度日本農村医学会研究奨励賞，第62回日本農村医学会，2013年11月．
17.	 若林麻衣．優秀演題賞，第56回日本腎臓学会学術総会，2013年5月．
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生殖機能協関学分野
Comprehensive Reproductive Medicine

教　　授　久保田俊郎
准 教 授　尾林　聡
特任教授　宮坂尚幸[小児・周産期地域医療学講座]
講　　師　吉木尚之，原田竜也
特任准教授　寺内公一[女性健康医学講座]
助　　教　若林　晶， 若菜公雄， 鳥羽三佳代，
　　　　　岩原由樹(～3月)，須藤乃里子(4月～)，
　　　　　平光史朗(4月～)， 山中政人， 平田麻実
特任助教　大井理恵[小児・周産期地域医療学講座]，
　　　　　江川真希子[小児・周産期地域医療学講座]
医　　員　市村建人，石山俊輔(～3月)，
　　　　　春山　怜(4月～6月)， 若松昌巨(7月～)
大学院生　宇野雅哉(～3月)，平光史朗(～3月)，
　　　　　大藏慶憲，白井怜子，山本　篤，飯塚　真，
　　　　　高木清考，本多　泉，本下愛子，
　　　　　梶山明日香，中筋貴史(4月～)，
　　　　　山田和輝(～3月)，広瀬由貴(～3月)，
　　　　　山田美樹子

　国立大学大学院の臨床医学分野の一つとして診療、教育、研究を行い、また地域医療機関と密接な相互協力を維持するこ
とを目的に運営されている。診療においては、医療の向上を絶えず希求し、医の倫理と患者の人権を尊重しながら高度の医
学知識と医療技術の修得を目指す。教育においては、思春期より更年期・老年期までの一連の流れの中での女性の生理的・
病的現象の系統的な理解が得られるよう努めている。研究では、臨床教室での研究であることを常に念頭におき、独創的な
発想と視点から問題の解決に取組み、研究の領域は生殖医学、腫瘍学、周産期医学および女性医学に及んでいる。

（１）教　育
　医学部医学科の産科婦人科学、保健衛生学科の母性・婦人科学の教育を担当している。講義には系統講義のほかに症例を
中心とした学生自身のプレゼンテーションも含んだ臨床講義、さらに学外の非常勤講師による特別講義を行っている。クリ
ニカルクラークシップでは外来および病棟においてできるだけ early exposure を取り入れ、学生は外来担当指導医･病棟担
当指導医･研修医からなる受け持ち医師チームの一員として行動し、積極的に分娩に立会い、婦人科的な処置や手術に出来
るだけ参加する。
　また、産婦人科領域でのup dateな知識・情報を小グループ学習にて提供し、教育関連病院での実地臨床を経験する機会を
用意している。

（２）研　究
1) 生殖生理・内分泌・代謝に関する研究
　生殖機能を卵胞の発育、雌雄の配偶子、受精・着床から妊娠、分娩・産褥に至るまでの生理および病態について、産婦人
科診療における臨床研究を行うとともに、ヒトおよび実験動物の生殖臓器から得た細胞の培養系を用いて、内分泌学的・免
疫学的・機能形態学的な解明を行っている。特に、局所ホルモンとしての各種成長因子、サイトカイン、血管内皮由来物質
の女性生殖機能に対する調節機構について検討を行っている。
2) 加齢に伴う身体機能の変化に関する研究
　更年期の婦人科臨床で問題となる更年期障害や骨粗鬆症、動脈硬化症、脳機能の変化などの病態の解明と治療法の確立を
めざした基礎・臨床の研究を多面的に行っている。
3) 婦人科悪性腫瘍の病理形態学的研究
　子宮癌、子宮肉腫、卵巣癌、絨毛癌などの新しい診断、治療法の開発を目的に、腫瘍細胞の増殖、転移に伴う機能・形態
的変化を生化学と病理形態学的に追求している。
　また、婦人科腫瘍での血管新生に関する生化学的研究にも着手している。
4) 周産期医学に関する研究
　子宮内胎児の発育、胎児治療に関する実験および臨床的研究と、子宮内の胎児環境を形成する胎児、胎盤、羊水系の内分
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泌学的検討並びに幼若ラット脳血流遮断による脳障害に対するMRI及び病理組織学的検討を行っている。

特徴とする研究方法
１）卵巣顆粒膜細胞、ヒト子宮内膜・脱落膜・絨毛細胞、ヒト子宮筋細胞・筋腫細胞、マウス卵や初期胚、婦人科腫瘍細胞、

骨芽細胞、破骨細胞などを用いた細胞培養実験。
２）卵巣顆粒膜細胞やヒト精子を用いた細胞内カルシウム濃度の測定（Fura-2AM法、パッチクランプ法）。
３）細胞内DNA合成能を測定（サイアミン取り込み実験）。
４）血清、尿、卵胞液、羊水中の種々のホルモン測定（RIA法、EIA法）。
５）種々のホルモンの膜受容体結合能の測定。
６）ABC法による免疫組織学的検討。
７）電子顕微鏡による細胞の超微形態学的な分析。
８）細胞内カルシウムやpHの変動の解析（共焦点レーザー顕微鏡）。
９）ノーザン・プロット法、ウエスタン・プロット法やRT-PCR法による分子生物学的検討。
10）ラット子宮筋や頸動脈血管の収縮能の検討（マグヌス装置）。
11）ラットの脳血流や脳障害におけるMRIによる分析。
12）フローサイトメトリー法によるタンパク発現の解析
13）Matrigel-coated invasion chamberを用いた培養細胞の浸潤能の検討
14）タネル法などによる培養細胞のアポトーシスの検討

（３）臨床上の特徴
  難治性不妊症の治療には、内視鏡検査を積極的に導入し、体外受精・胚移植法により好成績が得られている。中高年女性
の健康管理を専門とする外来を設け、QOLを主眼とした治療を行い、DEXA法による骨量測定、血管機能検査、乳房検診、
自律神経機能検査、ホルモン補充療法などを行っている。また、管理栄養士、臨床心理士による生活指導やカウンセリング
を含む全人的なヘルスケアを行っている。産科ではＬＤＲを設置し分娩症例の増加を目指すとともに、NICU開設に伴い、
低体重出生児や合併症をもった妊娠例を管理している。悪性腫瘍患者の治療には、関連診療科と協力し根治性の高い手術療
法に取り組み、化学療法、放射線療法を駆使して良好な治療成績を得ている。良性卵巣腫瘍や子宮内膜症には腹腔鏡下手術
も積極的に施行し、手術症例が増加している。　
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妊娠・分娩管理経験．第65回日本産科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5
17.	 大藏慶憲、尾林聡、山田和輝、上野友美、内山成人、久保田俊郎：植物エストロゲンS-equolによるラット胸部大動脈

血管内皮機能制御の検討．第65回日本産科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5　　
18.	 山本篤、塚本智史、原田竜也、久保田俊郎：受精卵の品質維持にリソソームが果たす役割についての研究．第65回日

本産科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5　　
19.	 飯塚真、宮坂尚幸、江川真希子、大井理恵、鳥羽三佳代、久保田俊郎：妊娠経過における血管特性、血管内皮機能、

自律神経機能の変化とPIHの発症予測における有用性について．第65回日本産科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5
20.	 高木清考、幸田尚、原田竜也、石野史敏、久保田俊郎：マウスICSI胚の発現調節に影響を受ける遺伝子の同定．第65

回日本産科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5
21.	 本多泉、須藤乃里子、宮坂尚幸、久保田俊郎、森田育男：LPS羊水腔内投与によるラット子宮内感染モデルにおける

胎盤および新生児合併症の解析．第65回日本産科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5　　
22.	 本下愛子、寺内公一、平光史朗、久保田俊郎：卵巣癌細胞株におけるDickkopf-3 の作用に関する検討．第65回日本産

科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5
23.	 梶山明日香、高尾茉希、宮坂尚幸、久保田俊郎：子宮動静脈奇形に対する硬化療法が奏功し、子宮を温存できた一例．

第65回日本産科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5
24.	 山田美樹子、久保田俊郎、尾林聡、大藏慶憲、山田和輝、内山成人、：S-equolによる血管内皮機能制御の検討．第65

回日本産科婦人科学会学術講演会、札幌、2013.5　
25.	 久保田俊郎：これからのウイメンズヘルスケア‐中高年女性のQOLとHRT‐．ホルモン補充療法セミナー、福井県産

婦人科医会総会・学術講演会、福井、2013.5
26.	 塗師由紀子、平田麻実、伏木淳、山中政人、尾林聡、久保田俊郎：広汎な深部静脈血栓症、肺血栓塞栓症をきたした

巨大子宮筋腫の1例．第366回東京産科婦人科学会例会、東京、2013.5　　　　
27.	 内藤未帆、江川真希子、高村有希、小林真弓、大井理恵、鳥羽三佳代、佐藤隆宣、杉江学、滝敦子、宮坂尚幸、久保

田俊郎：悪性疾患を合併した妊婦の治療と支援‐妊娠中に乳癌が判明した１例を経験して私たちが学んだこと‐．第
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31回東京母性衛生学会学術集会、東京、2013.5　　　　
28.	 高木清考、幸田尚、及川真実、小倉 淳郎、石野史敏：マウスを用いた初期胚の父系発現遺伝子の同定．第7回日本エ

ピジェネティクス研究会年会、奈良、2013.5
29.	 鳥羽三佳代、大井理恵、江川真希子、宮坂尚幸、久保田俊郎：東京医科歯科大学における産婦人科の救急医療への関

わり．第38回日本外科系連合学会学術集会、新宿、2013.6
30.	 伏木淳、平田麻実、若菜公雄、若林晶、尾林聡、久保田俊郎：低悪性度類上皮平滑筋腫瘍と考えられた一例．第125

回関東連合産科婦人科学会・学術集会、東京、2013.6
31.	 寺内公一：女性ホルモンの基礎知識、更年期の体の変化．第1回40代からの輝きプロジェクトセミナー、東京、2013.6
32.	 寺内公一：セッション1「閉経後骨粗鬆症とWntシグナリング」．第17回臨床骨代謝フォーラム、東京、2013.6　　　
33.	 寺内公一：研究報告1「ターナー症候群と骨粗鬆症」．第9回城西骨粗鬆症セミナー、東京、2013.6　　　　
34.	 久保田俊郎：やさしい漢方療法とウィメンズヘルスケア．ためして漢方！実践講座　　～よくある女性の不定愁訴を

考える～、東京、2013.6　　　
35.	 寺内公一：シンポジウム4　女性のライフステージと心身症「心身症・身体表現性障害としての更年期症候群」．第54

回日本心身医学会学術講演会、横浜、2013.6　　　　
36.	 寺内公一：ランチョンセミナー19「ウィメンズヘルス領域におけるSERM/EAAの多面性―骨粗鬆症治療からアンチ

エイジングへ―」．第13回日本抗加齢医学会総会、横浜、2013.6　　　　
37.	 久保田俊郎：医学生と研修医に知ってほしい産婦人科の魅力「学生と初期研修医に皆さんへのメッセージ」．第166回

秋田県産科婦人科学会学術講演会・秋田県産婦人科医会研修会、秋田、2013.7　　　　
38.	 久保田俊郎：女性医学に求められる月経困難症のケア．第166回秋田県産科婦人科学会学術講演会・秋田県産婦人科

医会研修会、秋田、2013.7　　　　
39.	 飯塚真、宮坂尚幸、江川真希子、大井理恵、鳥羽三佳代、久保田俊郎：産褥期の精神状態と自律神経活動の関連性に

ついて．第49回日本周産期・新生児医学会学術集会、横浜、2013.7　　　
40.	 宮坂尚幸： チーム医療推進のための参加型助産師研修．第49回日本周産期・新生児医学会学術集会、横浜、2013.7
41.	 大井理恵、宮坂尚幸、江川真希子、鳥羽三佳代、杉江学、滝敦子、久保田俊郎：NICU開設に伴う緊急帝王切開の増

加と対応の迅速化． 第49回日本周産期・新生児医学会学術集会、横浜、2013.7　　　
42.	 尾林聡 ： 更年期女性の健康づくり．パル生協講演、東京、2013.7　　　　
43.	 鳥羽三佳代、大井理恵、江川真希子、宮坂尚幸、久保田俊郎：卵巣チョコレート嚢胞の脱落膜変化診断におけるMRI

拡散強調画像の有用性．第54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、東京、2013.7　　　　
44.	 平田麻実、須藤乃里子、鳥羽三佳代、若菜公雄、若林晶、久保田俊郎：術前に確定診断が得られなかったSerous 

endometrial intraepithelial carcinomaの2例．第54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、東京、2013.7　　　　
45.	 寺内公一：女性ホルモンと美容との関係．第2回40代からの輝きプロジェクトセミナー．東京、2013.7　　　
46.	 若菜公雄、平田麻実、須藤乃里子、鳥羽三佳代、若林晶、久保田俊郎：子宮頸部円錐切除術後の妊娠予後に関する検討．

第54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、台場、2013.7　　　
47.	 尾林聡 ： 更年期・老化期の健康と罹患しやすい疾病．　助産師会セミナー、東京、2013.7　　　　
48.	 寺内公一、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、飯塚真、平光史朗、宮坂尚幸、尾林聡、松島英介、久保田俊郎：中高

年女性の頻尿と精神症状との関連について．第42回日本女性心身医学会学術集会、東京、2013.7
49.	 市村建人、吉木尚之、久保田俊郎：パネルディスカッション5「Pros and Cons of Reduced Port Surgery 婦人科疾患」

卵巣腫瘍に対する needlescopic surgery の適応限界を示した1例．2nd Reduced Port Surgery Forum、盛岡、2013.8
50.	 寺内公一: 自分も臨床試験をしてみようと思った時に．第1回日本骨粗鬆症学会若手サマーセミナー、東京、2013.8
51.	 寺内公一：女性ホルモンと疲労との関係．第3回40代からの輝きプロジェクトセミナー．東京、2013.8　　　
52.	 大藏慶憲、尾林聡、山田和輝、山田美樹子、上野友美、内山成人、久保田俊郎：植物エストロゲンS-equolによるラッ

ト血管内皮機能制御に関する検討．第37回日本産科婦人科栄養・代謝研究会、大宮、2013.8
53.	 寺内公一、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、梶山明日香、平光史朗、尾林聡、松島英介、久保田俊郎：更年期女性

の不眠症状に対する抑肝散の効果について．第33回産婦人科漢方研究会学術集会、福岡、2013.9　　　
54.	 平田麻実、市村建人、原田竜也、吉木尚之、尾林聡、久保田俊郎： 当院の子宮筋腫に対する腹腔鏡手術の成績と今後

の展望．第53回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会、名古屋、2013.9 　　　
55.	 市村建人、吉木尚之、久保田俊郎：子宮広間膜裂孔ヘルニアによる絞扼性イレウスの術後に同部位に嵌頓した卵巣腫

瘍を単孔式腹腔鏡下手術にて摘出した1例．第53回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会、名古屋、2013.9 　　　
56.	 鳥羽三佳代、伏木淳、大井理恵、江川真希子、宮坂尚幸、久保田俊郎：帝王切開術後急性期骨盤内感染症4例の画像

所見についての検討． JSAWI2013、淡路島、2013.9　　　　
57.	 伏木淳、鳥羽三佳代、平田麻実、若菜公雄、若林晶、宮坂尚幸、久保田俊郎、町田洋一、北詰良雄、大西威一郎、倉

田盛人：術前は子宮平滑筋肉腫を疑ったが、病理診断は低悪性度類上皮平滑筋腫瘍とした一例．JSAWI2013、淡路島、
2013.9　　　　
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58.	 町田洋一、北詰良雄、梶山明日香、若菜公雄、若林晶、冨井翔平、大西威一郎、倉田盛人、久保田俊郎、大橋勇：ギ
ナンドロブラストーマの一例．JSAWI2013、淡路島、2013.9　　　　

59.	 山本篤、塚本智史、水島昇：Fertilization-induced autophagy is mTORC1-indpendent.第86回日本生化学会大会、横浜、
2013.9　　　　　

60.	 尾林聡 ： 妊娠・分娩とその異常．　明治安田生命講演、東京、2013.9　　　　
61.	 岡本慈子、伏木淳、塗師由紀子、鳥羽三佳代、大井理恵、江川真希子、宮坂尚幸、久保田俊郎：先天性QT延長症候

群合併妊娠の1例．第367回東京産科婦人科学会例会、東京、2013.9　　　
62.	 久保田俊郎：PCOSの診断・治療に関する最新の動向．中野・杉並・新宿3区合同産婦人科医会学術講演会、東京、

2013.9　　　　
63.	 須藤乃里子、本多泉、久保田俊郎、森田育男：リンパ管再生に向けた基礎的検討．第21回日本血管生物医学会学術集会、

大阪、2013.9　　　　
64.	 寺内公一：女性ホルモンと血流との関係．第4回40代からの輝きプロジェクトセミナー、東京、2013.9　　　
65.	 宮坂尚幸：これからのチーム医療のあり方－院内助産システムの推進に向けて－「チーム医療推進のための助産師研

修会」．第54回日本母性衛生学会学術集会シンポジウム、大宮2013.10　　　　
66.	 若菜公雄、平田麻実、須藤乃里子、鳥羽三佳代、若林晶、久保田俊郎：当院における再発卵巣癌に対する手術療法に

ついての検討．第51回日本癌治療学会学術集会、京都、2013.10　　　
67.	 須藤乃里子、平田麻実、鳥羽三佳代、若菜公雄、若林晶、久保田俊郎：婦人科悪性腫瘍手術症例における早期大建中

湯内服効果についての検討．第51回日本癌治療学会学術集会、京都、2013.10　　　
68.	 寺内公一、堀口乃恵、梶山明日香、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、久保田俊郎：ブドウ種子由来プロアントシア

ニジンの更年期症状に対する効果について．第1回日本サプリメント学会学術集会、東京、2013.10　　　
69.	 寺内公一：ラウンドテーブルディスカッション13「女性ホルモンの基礎知識、更年期の心身の変化」．第12回更年期

と加齢のヘルスケア学会学術集会、東京、2013.10　　　
70.	 松岡竜也、市村建人、伏木淳、原田竜也、尾林聡、久保田俊郎：対外受精胚移植後の頸管妊娠に対しメトトレキセー

トが奏功し子宮温存し得た1例．第126回関東連合産科婦人科学会・学術集会、静岡、2013.10  　　　　
71.	 久保田俊郎：女性のQOLと月経困難症のケア．埼玉県産婦人科医会南ブロック学術講演会、埼玉、2013.10　　　　
72.	 久保田俊郎：エビデンスに基づいた やさしい漢方療法．富山産婦人科漢方フォーラム、富山、2013.11　　　　　
73.	 山本篤、塚本智史、原田竜也、水島昇、久保田俊郎：受精直後のオートファジー誘導はmTORC1シグナリングに依存

しない．第58回日本生殖医学学術講演会、神戸、2013.11
74.	 高木清考、幸田尚、及川真実、原田竜也、石野史敏、久保田俊郎：マウス顕微授精胚の次世代シーケンサーを用いた

遺伝子発現解析．第58 回日本生殖医学学術講演会、神戸、2013.11　　　
75.	 宮坂尚幸：PNHと妊娠・分娩．PNH倶楽部医療講演会＆ディスカッション、東京、2013.11   　
76.	 杉田洋祐、大井理恵、鳥羽三佳代、江川真希子、宮坂尚幸：2回の中期流産の後、管理に苦慮しながらも3rd trimester

まで妊娠継続中の1例．第7回日本早産予防研究会学術集会、神奈川、2013.11　　
77.	 寺内公一：特別講演「閉経後骨粗鬆症とWntシグナリング」．第13回徳島Bone Forum、徳島、2013.11　　　
78.	 寺内公一：女性ホルモンの基礎知識、更年期の体の変化．第5回40代からの輝きプロジェクトセミナー、東京、

2013.11　　　　
79.	 高木清考、幸田尚、及川真実、越後貫成美、井上貴美子、金児-石野 知子、小倉淳郎、石野史敏：マウス着床前胚に

おける父親性発現遺伝子の解析．第36回日本分子生物学会年会、神戸、2013.12　　　
80.	 高木清考、幸田尚、原田竜也、石野史敏、久保田俊郎：マウスを用いた初期胚の片親性発現遺伝子の同定．第 18回日

本生殖内分泌学会学術集会、東京、2013.12　　　
81.	 梶山明日香、寺内公一、久保田俊郎：大豆イソフラボンアグリコンがミドルエイジ女性の健康に与える影響について．

第17回産婦人科臨床フォーラム、東京、2013.12　　
82.	 久保拓之、山中政人、平田麻実、須藤乃里子、若菜公雄、若林晶、尾林聡、久保田俊郎：純粋型卵巣原発扁平上皮癌

の1例．第368回東京産科婦人科学会例会、東京、2013．12　　
83.	 山本篤、塚本智史、水島昇：Fertilization-induced autophagy in mouse embryos is independent of mTORC1.　第7回

オートファジー研究会・新学術領域第1回班会議、静岡、2013.12

［研究助成金］
  1.	 久保田俊郎（代表）：文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（C）「間葉系幹細胞を用いた新規切迫早産治療法の開発」
  2.	 尾林聡（代表）：文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（C）「植物ホルモンによるヒト血管内皮機能制御に関する

基礎的検討」
  3.	 須藤乃里子（代表）：文部科学省科学研究費補助金、若手研究（B）「再生療法を利用したリンパ浮腫に対する新規治

療開発」
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［受賞］
  1.	 寺内公一．平成25年度日本女性医学学会優秀演題賞.　東京、2013.10
  2.	 須藤乃里子．第65回日本産科婦人科学会学術講演会優秀演題賞.　札幌、2013.5
  3.	 平光史朗．平成25年度日本女性医学学会優秀演題賞.　東京、2013.10
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腎泌尿器外科学分野
Urology

教　　授　木原和徳
准 教 授　藤井靖久
講　　師　古賀文隆(～3月)，齋藤一隆，沼尾　昇(9月～)
助　　教　松岡　陽，
　　　　　石岡淳一郎(～8月、9月～低侵襲医学研究センター特任講師)，
　　　　　横山みなと(～2月)，吉田宗一郎，木島敏樹(4月～)，
　　　　　中西泰一(9月～)
大学院生　川村尚子，小林秀一郎(～3月)，木島敏樹(～3月)，
　　　　　福井直隆，北山沙知，中西泰一(～3月)，神田敏博，
　　　　　竹下英毅(～3月)，伊藤将也，井上雅晴，田中　一，
　　　　　中山貴之，樋口沙織(4月～)

（１）教　育
　腎泌尿器外科学講座の卒前卒後教育の目標は、高い倫理性を持ちかつ高度の医学知識と医療技術を身につけた泌尿器科専
門医を育てることにあり、その中から臨床医学の教育研究者としての資質を備えた人材が育ってくれることを期待している。
卒前教育は基礎的な解剖、生理、病理の知識を土台として患者の訴える病状と徴候を把握する能力を養い、それに基づいて
必要な検査を行い、そこで得た事実を体系づけて診断にいたる、問題解決型の思考を身につけ、これらの過程に必要な知識
のネットワークを作ることを目的としている。　卒後教育はまずプライマリケアと泌尿器科学一般の知識と技術を身につけ、
倫理性と責任感を養うことを目的とした 3年間の研修を行う。その後は泌尿器学の各専門分野領域に踏み込んだ臨床研修を
行うとともに、その何れかの領域におけるテーマについて研究を行う。この期間を約7年と考えており、初期の3年間と合わ
せて、この10年間は大学病院、大学院、関連病院、国内研究施設において研鑽し、この時期を経て海外施設への留学を行う。

（２）研　究
　教室開設以来、尿路性器悪性腫瘍、自律神経、生殖内分泌を中心に臨床研究、基礎研究が脈々と続けられてきている。研
究は臨床と車の両輪をなすものであり、臨床に立脚した研究を行うことによって臨床能力がより深められることを重視して
いる。臨床研究では、ミニマム創内視鏡下泌尿器手術体系の開発・運用を通じて、次世代の低侵襲手術である、“Gasless 
Single Port Access Surgery” の確立を目指す。また、“必要にして十分な、至適医療の確立” の基本理念の下，浸潤性膀胱
癌に対する低侵襲・根治的膀胱温存療法の開発、精密な立体多箇所前立腺針生検法の開発・確立、無駄な前立腺針生検を排
除するための正確なノモグラムの作成・運用、腎血流を遮断しない低侵襲・無阻血腎部分切除の開発、進行前立腺癌に対す
る順次集学的治療の開発、至適な周術期抗菌剤投与法の確立など、多岐の重要な領域に亘り臨床研究をすすめている。基礎
研究では、“Bed to Bench, feedback to Bed” をモットーに、現在、ホルモン抵抗性前立腺癌に対する分化誘導療法の開発、
排尿・勃起障害におけるNO系の分子機構異常の解明とそれに基づく治療法の開発、分子標的治療による泌尿器癌の治療耐
性の克服や新規治療法の開発などをテーマにした研究を行っている．

（３）臨　床
　“必要にして十分な、至適医療の確立” の基本理念の下，泌尿器科臨床の4本柱である腫瘍、畜排尿、生殖内分泌、結石／
感染症に関わるすべての領域に世界トップレベルの医療を提供できる診療体制をとっている。当教室で開発したミニマム創
内視鏡下泌尿器手術は全国に普及し、2008年4月には新技術として保険収載された。本手術体系では、患者を選別しない、
病状に合わせたテーラーメイドの低侵襲化が可能で、拡大手術をも安全・低侵襲に行い、良好な成績をあげている。一般的
な疾患に対しては国際標準的な治療を重視する原則を守りながらも、症例に応じて先端技術を駆使した方法を開発実用化し、
従来の治療の壁をこえて治療成績を向上させる努力を続けている。後者の範疇に入る先進的医療を以下に列記する。

●ミニマム創内視鏡下泌尿器手術：副腎摘除術、根治的腎摘除術、単純腎摘除術、腎部分切除術、腎尿管全摘除術、前立
腺全摘除術、骨盤リンパ節郭清術、膀胱全摘除、回腸導管造設術、回腸新膀胱造設、膀胱部分切除、後腹膜リンパ節郭清、
後腹膜腫瘍摘除、など

●浸潤性膀胱癌に対する低侵襲・根治的膀胱温存療法（低用量化学放射線療法＋ミニマム創内視鏡下膀胱部分切除）
●立体多箇所前立腺針生検（正確な前立腺生検法）
●前立腺癌予測ノモグラムの作成・運用（正確な前立腺癌予測による不要な前立腺生検の排除）
●腎血流を遮断しない低侵襲・無阻血腎部分切除
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●限局性前立腺癌に対する前立腺部分治療
●進行前立腺癌に対する順次集学的治療（進行前立腺癌患者の生命予後とQOLの改善を目指して）
●進行腎癌に対する多剤免疫・分子標的治療
●血清 CRP 値の泌尿器癌予後予測マーカーおよび手術侵襲マーカーとしての応用
●至適予防的抗菌薬使用法の開発

（４）研究業績
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原和徳．ミニマム創内視鏡下無阻血腎部分切除後の腎機能の検討: Tumor complexityは術後腎機能に影響を与える
か？．第101回日本泌尿器科学会総会、札幌、2013年4月25日．

97.	 横山みなと、増田　均、砂倉瑞明、竹下英毅、伊藤将也、中山貴之、香川　誠、福島啓司、石岡淳一郎、松岡　陽、
古賀文隆、齋藤一隆、藤井靖久、木原和徳．重症男性尿失禁に対する人工尿道括約筋植込36例の検討．第101回日本
泌尿器科学会総会、札幌、2013年4月26日．

98.	 米瀬淳二、山本真也、浦上慎司、吉川慎一、砂倉瑞明、助川　玄、田中　一、秋山佳之、上原　翔、大久保雄平、湯
浅　健、増田　均、福井　巖．ハイリスク前立腺がんに対する手術療法と放射線療法の治療成績．第101回日本泌尿
器科学会総会、札幌、2013年4月27日．

99.	 早稲田悠馬、中込一彰、後藤修一. 限局性前立腺癌に対する三次元原体照射後の放射線性晩期有害事象および長期治
療成績. 第101回日本泌尿器科学会総会、札幌、2013年4月25日．

［講演、シンポジウム］
  1.	 Fujii Y. Case-Based Discussion: Pitfalls of Radical Nephrectomy in the Management of Locally Advanced Cases of 

Renal Cancer. Advancements in Urology 2013: An AUA/JUA Symposium. Las Vegas, USA, 2013/2/13.
  2.	 Fujii Y. Video case discussion 1: Minimally invasive surgery - partial nephrectomy. The 107th annual meeting of the 

American Urological Association, The 8th AUA/JUA International Affiliate Society Meeting, San Diego, USA, 
2013/5/5.

  3.	 Fujii Y. Case discussion with Dr. Hashim Uddin Ahmed. 第3回Metropolitan Urology Summer Seminar, Focal 
therapy for prostate cancer, Tokyo, 2013/8/3.

  4.	 Kihara K. New three-dimensional head-mounted display (RoboSurgeon system) applied to gasless, single-port access 
urologic surgeries. The 101th annual meeting of the Japanese Urological Association, AUA/EAU/UAA/JUA joint 
session, Sapporo, 2013/4/24.

  5.	 Masuda H,  Yokoyama M.  70 cases of artificial urinary sphincter implantation for male prostatectomy incontinence. 
Nagoya Shinshu Forum.  2013/9/22. 
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  6.	 Masuda H.  Speaker of LUTS section. The Best of AUA Japan. Tokyo, 2013/10/6.
  7.	 Matsuoka Y. Prostate Biopsy and MRI to popularize Focal Therapy. The prediction of side-specific extracapsular 

extension. 3rd Metropolitan Urology Summer Seminar, Tokyo, 2013/8/3.
  8.	 影山幸雄．「ここが知りたい！？話題の前立腺がん治療」　前立腺がん市民公開講座2013　ブルークローバーキャンペ

ーン協賛、さいたま、2013年3月30日．
  9.	 影山幸雄．「前立腺がんの治療」　前立腺がん市民公開講座～専門医が語る前立腺がんのお話し～、春日部、2013年3

月30日．
10.	 影山幸雄．前立腺がん根治手術の実際と最近の進歩．キャンサーチャンネル、　2013年6月1日．
11.	 影山幸雄．前立腺周辺構造の解剖学的知識と小切開（ミニマム創）前立腺全摘を手際よく行うためのコツ．シンポジ

ウム４－３：腎膀胱前立腺　第26回日本小切開・鏡視外科学会、東京、2013年11月1日．
12.	 影山幸雄．前立腺全摘update2012．第9回さいたま市泌尿器科懇話会、大宮、2013年2月7日．
13.	 影山幸雄．元栓を閉める：小切開前立腺全摘における出血のコントロールとトラブル回避のTipse2012． Educational 

TV Seminar for Urologists、東京、2013年3月22日．
14.	 影山幸雄．前立腺全摘術と腎部分切除術の手術手技．第18回神奈川泌尿器科基本手術手技勉強会、横浜、2013年8月3日．
15.	 影山幸雄．腎癌、前立腺に関する最近のトピックス．朝霞地区医師会学術講演会、新座、2013年9月18日．
16.	 木原和徳．ガスレス・シングルポート・ロボサージャン手術．第2回国際産学連携低侵襲医学シンポジウム、東京、

2013年1月26日．
17.	 木原和徳．New three-dimensional head-mounted display system (RoboSurgeon system) applied to gasless single-port 

access urologic surgeries．第101回日本泌尿器科学会　国際セッション（AUA/EAU/UAA/JUA joint session）招待
講演、札幌、2013年4月24日．

18.	 木原和徳．ガスレスシングルポートロボサージャン手術：超高齢社会に適して先端手術に向けて．玄海泌尿器科学セ
ミナー　特別講演、福岡、2013年7月14日．　　

19.	 木原和徳．ミニマム創ロボサージャン前立腺全摘除Urological Cancer Seminar in Sapporo　シンポジウム講演、札幌、
2013年9月7日． 

20.	 木原和徳．日本発のロボット手術の開発へ：ガスレス・シングルポート・ロボサージャン手術．第22回日本癌学会  
市民公開講座　講演、横浜、2013年10月5日．　

21.	 木原和徳．日本発ロボサージャンシステム：ガスレス・シングルポート手術と腹腔鏡手術への応用．第27回日本泌尿
器内視鏡学会　特別講演、名古屋、2013年11月7日．

22.	 木原和徳．ガスレス・シングルポート・ロボサージャン手術の現状．第6回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会  特
別講演、東京、2013年12月22日．

23.	 古賀文隆．浸潤性膀胱癌に対する低侵襲・根治的膀胱温存. 第1回膀胱温存勉強会（日本医科大学主催）、講演、東京、
2013年3月28日．

24.	 古賀文隆．がん・感染症センター都立駒込病院泌尿器科の紹介～ガスレス・シングルポート・ロボサージャン手術～  
足立区医師会　医療連携推進連絡会、講演、東京、2013年5月24日．

25.	 古賀文隆．がん・感染症センター都立駒込病院泌尿器科の紹介～ガスレス・シングルポート・ロボサージャン手術～  
荒川区医師会　医療連携推進連絡会、講演、東京、2013年6月25日．

26.	 古賀文隆．がん・感染症センター都立駒込病院泌尿器科の紹介～ガスレス・シングルポート・ロボサージャン手術～  
地区医師会・駒込病院研修会　特別講演会、講演、東京、2013年8月20日．

27.	 古賀文隆．ガスレス・シングルポート・ロボサージャン手術および腎癌・膀胱癌に対する部分治療. 第2回文京・豊島
泌尿器勉強会、講演、東京、2013年9月5日．

28.	 古賀文隆．浸潤性膀胱癌に対する低侵襲・根治的膀胱温存療法. 第4回有明泌尿器がんカンファレンス、講演、東京、
2013年10月9日．

29.	 古賀文隆，横山みなと，福島啓司，内田裕將．ロボサージャンシステムの導入初期経験：ガスレス・シングルポート
手術で何が一番変わったか？　第6回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会、パネルディスカッション、東京、2013
年12月22日．

30.	 齋藤一隆．Case Study．第44回腎癌研究会International Session、 東京、2013年7月21日．
31.	 齋藤一隆．Hemi-gland brachytherapy for prostate cancer．第3回Metropolitan Urology Summer Seminar、東京、

2013年8月3日．
32.	 齋藤一隆、松岡　陽、沼尾　昇、古賀文隆、増田　均、藤井靖久、木原和徳．3Dヘッドマウントディスプレイ使用ガ

スレス・シングルポート/腎無阻血・無縫合/腎部分切除．第78回日本泌尿器科学会東部総会、ディベート、新潟、
2013年10月18日．

33.	 齋藤一隆、松岡　陽、沼尾　昇、古賀文隆、増田　均、藤井靖久、木原和徳．前立腺癌に対するHemi-gland 
brachytherapy．第9回泌尿器腫瘍放射線(GUTR)研究会、シンポジウム、京都、2013年10月26日．
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34.	 齋藤一隆、中西泰一、吉田宗一郎、石岡淳一郎、松岡　陽、沼尾　昇、古賀文隆、増田　均、藤井靖久、木原和徳. 
3Dヘッドマウントディスプレイ使用ガスレス・シングルポートアクセス/腎無阻血・無縫合/腎部分切除．第6回日本
ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会学術集、ビデオ討論：腎部分切除、 東京、2013年12月22日．

35.	 高沢亮治．特発性腎出血に対する尿管鏡手術のコツ．第27回日本泌尿器内視鏡学会総会、（特別企画）未来の名匠を
発掘する２：後世に伝えたい匠の技１、名古屋、2013年11月8日．

36.	 高沢亮治．TUA-UUTT (Transurethral Ablation of Upper Urinary Tract Tumor)の標準化をめざして．第27回日本
泌尿器内視鏡学会総会、（特別企画）未来の名匠を発掘する３：後世に伝えたい匠の技２、名古屋、2013年11月8日．

37.	 辻井俊彦、高沢亮治、北山沙知．前立腺がん、どう見つけてどう治すか　〜豊島区前立腺がん検診初年度の成果から〜．
豊島区医師会研修、東京、　2013年１月21日．

38.	 藤井靖久．進行性腎癌に対するI-CCA療法：一次治療およびpresurgical治療としての成績．第27回新潟泌尿器腫瘍セ
ミナー、特別講演、新潟、2013年3月1日．

39.	 藤井靖久．分子標的時代におけるサイトカイン療法の位置づけ．第101回日本泌尿器科学会総会、教育セミナー42、
札幌、2013年4月28日．

40.	 藤井靖久、横山みなと、竹下英毅、齋藤一隆、木原和徳．根治的腎摘除術：術後の腎機能と心血管イベントへのイン
パクト．第22回日本腎泌尿器疾患予防医学研究会、シンポジウムII腎癌治療と腎機能、仙台、2013年7月5日．

41.	 藤井靖久．腎癌．腎部分切除および腎機能について．The Best of AUA in Japan 2013、腎癌、東京、2013年10月6日．
42.	 藤井靖久、木原和徳．「3Dの応用」ガスレス・シングルポート・ロボサージャン前立腺全摘除．第26回日本小切開・

鏡視外科学会，シンポジウム４　腎・膀胱・前立腺、東京、2013年11月1日．
43.	 藤井靖久．筋層非浸潤性膀胱癌NMIBC：進展を予測する新しいモデル．東京セントラル尿路上皮癌セミナー、招待

講演、東京、2013年11月1日．
44.	 藤井靖久、木原和徳．先進ミニマム創手術：3D-HMD・ガスレス・シングルポート・ロボサージャン前立腺全摘除．

第27回 日本泌尿器内視鏡学会総会、シンポジウム３　前立腺全摘除術：生き残るのはどれか？名古屋、2013年11月7日．
45.	 藤井靖久．腎部分切除：オーバービュー．日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会　第6回学術集会、ビデオ討論：腎

部分切除、東京、2013年12月22日．
46.	 増田 均．前立腺の慢性炎症とPSA及び関連マーカー及び下部尿路症状との関連：多部位生検コホートからの検討．第

101日本泌尿器科学会総会、パネルディスカッション、札幌、2013年4月25日．
47.	 増田　均．新しい治療戦略シリーズ：括約筋機能障害　男性尿道スリング手術第101日本泌尿器科学会総会、シンポ

ジウム、札幌、2013年4月27日．
48.	 増田　均．男性腹圧性尿失禁に対する人工尿道括約筋植込術─手術の実際　第20回　日本排尿機能学会　モーニング

セミナー、静岡、2013年9月21日．
49.	 増田　均．前立腺癌の男性腹圧性尿失禁に対する人工尿道括約筋植込術の適応と手術の実際．TVセミナー　東京、

2013年10月11日．
50.	 増田　均．性差を考慮した過活動膀胱の治療．第2回　Neurourology カンファランス、川越、2013年12月2日．
51.	 松岡　陽．Focal therapyの実現へ向けた前立腺生検とMRI．前立腺Expert Meeting、東京、2013年7月6日．
52.	 森山真吾、竹下英毅、香川　誠、千葉 浩司、野呂 彰　他．Silodosin 4mg 1日1回投与の有効性・安全性に関する

Tamsulosin 0.2mg 1日1回投与との比較　【クロスオーバー試験　中間報告】．Saitama Urology研究会、大宮、2013年
11月．

53.	 吉田宗一郎．尿路上皮癌のバイオマーカーとしてのADC値．第1回泌尿器画像診断・治療技術研究会、京都、2013年9
月28日．

54.	 米瀬淳二．ビデオ討論　前立腺全摘術　拡大前立腺全摘膀胱頸部の処理. 第6回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会
学術集会、東京、2013年12月21日．

［研究助成金］
  1.	 古賀文隆．膀胱癌の転移／治療耐性における p63 蛋白の役割．文部科学省　科学研究費補助金：基盤(C) 23501266．
  2.	 駒井好信．進行性悪性腫瘍を原因とする尿管閉塞に対する尿管ステント留置の有効性の検証．タカイ医科工業グラン

ト，2013 年．
  3.	 吉田宗一郎．ミトコンドリア局在型熱ショックタンパク質90の機能調節による癌治療戦略．日本学術振興会 科学研究

費, 若手研究(B), 2013年. 
  4.	 吉田宗一郎. 腎細胞癌および膀胱癌の転移能獲得におけるミトコンドリア局在型熱ショックタンパク質90 (TRAP1)の

役割解明. 鈴木泌尿器医学振興財団　研究助成, 2013年

［受賞］
  1.	 Koga F, Fujii Y, Ishioka J, Matsuoka Y, Numao N, Saito K, Masuda H, Kawakami S, Kihara K. Risk factors for 
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intravesical tumor recurrence in muscle-invasive bladder cancer patients treated with selective bladder-sparing 
approaches. “Best Poster Presentation” The 28th Annual Congress of the European Association of Urology, Milan, 
Italy, 2013/3/17.

  2.	 Fukushima H, Saito K, Ishioka J, Matsuoka Y, Numao N, Koga F, Masuda H, Fujii Y, Sakai Y, Arisawa C, Okuno T, 
Yonese J, Kamata S, Nagahama K, Akira Noro, Morimoto S, Tsujii T, Kitahara S, Gotoh S, Higasi Y, Kihara K. 
Equivalent survival after distal ureterectomy compared to nephroureterectomy in patients with urothelial 
carcinoma of the distal ureter: A propensity score-matched multi-center study. “Best Poster Presentation” The 28th 
Annual Congress of the European Association of Urology, Milan, Italy, 2013/3/16. 

  3.	 藤井靖久、小林秀一郎、古賀文隆、横山みなと、吉田宗一郎、石岡淳一郎、松岡　陽、沼尾　昇、齋藤一隆、増田　均、
木原和徳．膀胱頸部腫瘍は筋層非浸潤性膀胱癌の進展の予測因子である：前向きコホートでの検証と進展予測モデル
の作成．第101回日本泌尿器科学会総会、札幌、2013年4月25日．（日本泌尿器科学会総会賞）．

  4.	 森山真吾、香川　誠、千葉浩司、野呂　彰．副腎に発生した神経内分泌癌の1例．第63回日本泌尿器科学会　埼玉地
方会、大宮、2013年2月．（ベストプレゼンテーション賞）.

［学会主催］
  1.	 第6回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会、東京、2013年12月21, 22日．

［その他］
  1.	 Matsuoka Y. Editorial Comment to Soft coagulation in partial nephrectomy without renorrhaphy: Feasibility of a 

new technique and early outcomes. Int J Urol. 2013 Sep 22. doi: 10.1111/iju.12278. [Epub ahead of print]. 
  2.	 Saito K, Kihara K. Author's reply: CRP kinetics could be prognostic predictors in urothelial cancer. Nat Rev Urol. 

10:182, 2013. 
  3.	 Yokoyama M, Masuda H, Kihara K. Letter to the Editor: Negative pressure wound therapy for surgical site 

infection associated with artificial urinary sphincter implantation. Int J Urol. 20: 1049-50, 2013.
  4.	 木原和徳． Urology Today  学会好事．第5回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会　2013.
  5.	 齋藤一隆、安田庸輔、湯浅　健、秋山佳之、助川　玄、田中　一、吉川慎一、浦上慎司、山本真也、藤井靖久、高橋

俊二、福井　巖． C反応性蛋白(CRP)はスニチニブにより治療された転移を有する腎細胞癌の予後予測因子である. 泌
尿器外科　第43回腎癌研究会記録集　26: 20-2, 2013.

  6.	 酒井康之、駒井好信. 国立がん研究センター東病院におけるミニマム創内視鏡下手術の導入. 日本ミニマム創泌尿器内
視鏡外科学会雑誌 4(2): 94-9, 2012.

  7.	 遠坂　顕．（監修）みんなの健康相談室 -泌尿器科-　素晴らしい一日　10: 105, 2013.
  8.	 藤井靖久．名医の相談室　連載第171回　高血圧で検査をうけたところ、副腎の検査を勧められました。取材・文　

高樹眞二．週刊現代　7月6日号 139, 2013.
  9.	 藤井靖久．がん治療最前線．進行腎がんI-CCA治療．日刊ゲンダイ　11月7日, 2013.
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食道・一般外科学分野
Esophageal and General Surgery

教　　授　河野辰幸
准 教 授　熊谷洋一，中島康晃
講　　師	　井上芳徳，西蔭徹郎
助　　教　永井　鑑，工藤敏文，川田研郎，
　　　　　東海林裕，田中浩司，岡田卓也，
　　　　　地引政利，豊福崇浩(ICU兼務）
特任助教	　宮脇　豊(バイオリソースセンター兼務）
大学院生(医員を含む）
　　　　　内山英俊，小泉伸也，猪狩公宏，
　　　　　太田俊介，了徳寺大郎，藤原直人，
　　　　　西澤真人，齊藤賢将，藤原尚志，
　　　　　葛井総太郎，奥田将史，小郷泰一，
　　　　　中村政宏，Tuerxun Rexiat，
　　　　　Jirawat Swangsri，Zynur Ablimitie

　本学の大学院重点化に伴い，第一外科学教室の流れを汲んで発足した分野であるが，外科系各専門医が混在しながら従来
の活力を維持している．本教室は真の外科臨床医の育成と外科学の進歩発展に寄与する事を目標としている．従って，高度
の医学知識と医療技術を身につけ，さらに，豊かな人間性をもって患者の治療にあたれる人材の育成をめざしている．すべ
ての面で積極性を持ち，絶えず現在の問題点を求めその解決に向けて努力する情熱を尊重する気風である．

(1) 教育
　卒前教育においては，外科学のこれまでの体系に最新かつ斬新なものを付加して教育を行う．卒後は，外科医としての精
神を身につけながらプライマリケアーや外科学一般の知識と技術を習得する．２年間の初期研修の後，大学と関連病院とで
３年間の臨床研修，臨床教育をうけ日本外科学会専門医を取得することを原則としている．その後各研究グループに所属し
大学院に進むか，別個に用意された研究を指導教官のもとで行う．

(2) 研究
　外科医は常に技術を磨く環境に自分をおくことが基本であり，やさしさ，協調性，さらに国際性が求められる．従って，
研究の主体は臨床研究であり，それが社会に還元され，かつ社会の要求に応えるものであることが大切である．各グループ
は互いに情報交換を行い，最新の情報を元にプロトコールを作成し，情熱を傾け得る研究体制のもとでその成果をあげるこ
とが特徴である．第一外科時代の内容を引き継ぐ研究が行われているが，医学部附属病院の診療科再編に伴い研究グループ
の再編も進んだ．診療科としての食道・胃外科，大腸肛門外科，乳腺外科は腫瘍外科学分野と一体的に活動を行っており，
肝胆膵領域の研究は肝胆膵・総合外科学分野で行われている．

１．食道・胃グループ：食道癌の診断と治療を中心に食道良性疾患も含め全般的に研究を行っている．癌の早期診断技術，
外科治療技術の向上と治療成績の改善をはかるため，癌の分子生物学的研究と集学的治療の確立，さらに患者のQOLを
考えた内視鏡治療や鏡視下手術の改良普及と，幅広く目標を設定している．

２．血管グループ：動脈硬化症を中心とした高齢者動脈病変や静脈・リンパ管疾患が研究の対象である．動脈瘤・動脈閉塞
には外科治療を中心とした臨床研究のほか病態・生理・生化学的研究を加えるとともに他科との集学的治療学の体制づ
くりを進めている．

(3) 臨床上の特徴
　一般外科，消化器外科の知識と修練につとめる．伝統的な手術手技の修得を行いながら，患者のQOLに最も適した拡大手
術からminimally invasive surgeryまでの幅広い診療を志す体制をとっている．

(4) 業績
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basaloid squamous carcinoma: Experience at a single institution. Int Surg 2013; 98: 450-454.
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  7.	 河野辰幸. 腹腔鏡胃癌手術の最新テクニックと術後管理―グレリン動態から考える胃切除後の体重減少防止の新戦略

―. 第68回日本消化器外科学会総会, 宮崎, 2013.7.17.
  8.	 河野辰幸. 食道再建手技の実際と工夫1. 第68回日本消化器外科学会総会, 宮崎, 2013.7.18.
  9.	 河野辰幸. 食道・咽頭－手術治療5. JDDW 2013, 東京, 2013.10.11.
10.	 川田研郎. 食道‐症例3. 第86回日本消化器内視鏡学会総会, 東京, 2013.10.12.
11.	 河野辰幸. 食道癌に対するESDの適応と限界. 第75回日本臨床外科学会総会, 2013.11.21.
12.	 河野辰幸. 胃・十二指腸悪性 その他. 第26回日本内視鏡外科学会総会, 福岡, 2013.11.30.
13.	 井上芳徳. 四肢末梢動脈. 第43回日本心臓血管外科学会. 東京. 2013.2.25-27.
14.	 井上芳徳. ポスターセッション「大血管”2」. 第113回日本外科学会. 福岡. 2013.4.11-13.
15.	 井上芳徳、笹嶋唯博.パネルディスカッション2　リンパ浮腫の診断と治療. 第33回日本静脈学会.倉敷.2013.6.28-29．

【その他】
  1. 	永井 鑑. 食道癌術後の早期経口摂取を安全に始めるために. 第67回日本食道学会モーニングセミナー, 大阪, 2013.6.14.
  2.	 永井 鑑. Nutritional supports for critically ill patients. ICU講演会, 本学, 2013.7.5.
  3.	 杉本太郎, 岸本誠司, 川田研郎. がん治療最前線 下咽頭癌の経口的下咽頭部分切除術. 日刊ゲンダイ, 2013.12.18.
  4.	 永井 鑑. 経腸栄養投与のいろは～こんなときにはこのルート？～. 第6回NSTセミナー, 本学, 2013.12.12.
  5.	 川田研郎. 知って得する経鼻内視鏡活用術～口腔・咽喉頭・食道トータルケアの有用性～. 春日部市医師会外科医会学

術講演会, 春日部, 2013.5.21.
  6.	 川田研郎. 知って得する経鼻内視鏡活用術～口腔・咽喉頭・食道トータルケアの有用性～. 平成25年第一回平成消化器

懇話会, 東京, 2013.6.26.
  7.	 川田研郎. 経鼻内視鏡による口腔・咽喉頭・食道トータルケア ～明日から使える経鼻内視鏡活用術. 第419回山陰消化

器研究会, 米子, 2013.9.20.
  8.	 川田研郎. 経鼻内視鏡＋FICEによる上部消化管早期癌拾い上げ診断. 2013 中華消化病学年度論壇, 北京, 2013.11.9.
  9.	 内山　英俊.Vascular Accessの作成、管理、治療.第4回関東CVTの会.東京.2013.11.30.
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呼 吸 器 外 科 学 分 野
Thoracic Surgery

教　　授　大久保憲一
講　　師　石橋洋則
助　　教　小林正嗣
医　　員　宇井了子，瀬戸克年，
　　　　　分島　良，浅川文香

　本教室は呼吸器外科学の研究・診療をすすめるため、大学院医歯学総合研究科の分野として2010年4月に開設された。外
科医として専門性の高い医学知識と医療技術を身につけ、臨床医として豊かな人間性をもち患者の治療に携われる人材の育
成をめざす。臨床への積極性を持ち、その疑問点・問題点の解決に向けて研究を行う。外科医は常に技術を磨く向上心と、
チーム医療を行う協調性や国際性が求められるが、これら指導を行うとともに外科学の発展に貢献する。

(1) 教育
　豊かな人間性のあふれる、国際人としての外科臨床医、医学研究者の育成をめざす。学生教育では、肺・縦隔・胸壁など
の幅広い呼吸器手術症例の術前準備・手術・術後管理を主治医と共に体験する事により、呼吸・循環系に関する臨床解剖・
臨床呼吸生理・臨床薬理等の基礎的知識の理解と臨床外科治療の実践を指導する。卒後教育として、外科専門医・呼吸器外
科専門医、その他専門医の取得に向けた臨床研修プログラムを施行する。

(2) 研究
　“臨床から生まれる疑問点・問題点を臨床にフィ－ドバックできる研究” を遂行する。臨床研究は、それが社会に還元され
かつ社会の要求に応えるものであることが大切である。手術によって得られた標本を用いて分子生物学的な基礎的研究を企
図し、大学他診療科や全国学会・国際学会での最新の情報交換を積極的に行い、その成果をあげることを目標とする。主と
なる研究テ－マは

① 外科治療技術の向上と治療成績の改善と集学的治療の確立
② 患者のQOLを考えた低侵襲手術の改良普及
③ 原発性肺癌・転移性肺癌・悪性胸膜中皮腫・胸腺腫瘍など胸部腫瘍の分子生物学的研究

(3) 臨床
　近年、胸部CTなどの医療機器の向上とともに早期肺癌が増加する一方、原発性肺癌・悪性胸膜中皮腫・他臓器癌に対し
ても新規抗癌剤や分子標的治療薬の進歩により治療選択肢が増大した。外科治療は単一治療法から集学的治療の一翼に至る
まで重要な役割を担う。治癒の見込める早期癌・良性疾患により低侵襲な手術を行い、進行性肺癌に対して抗癌剤放射線療
法など組み合わせ集学的治療・拡大手術による治療成績の向上をめざす。主な治療内容を列記する。
　① 早期肺癌などに対する低侵襲な胸腔鏡下手術
　② 局所進行肺癌に対する術前化学放射線療法
　③ 拡大手術：気管気管支形成術や周囲臓器（胸壁・大血管・横隔膜など）合併切除
　④ 悪性胸膜中皮腫に対する胸膜肺全摘・根治的胸膜摘除などを含む集学的治療

(4) 研究業績
[原著]

〈欧文〉
  1.	 Sonobe M, Date H, Wada H, Okubo K, Hamakawa H, Teramukai S, Matsumura A, Nakagawa T, Sumitomo S, 

Miyamoto Y, Okumura N, Takeo S, Kawakami K, Aoki M, Kosaka S; The Japan-Multinational Trial Organization.  
Prognostic factors after complete resection of pN2 non-small cell lung cancer.  J Thorac Cardiovasc Surg. 
2013;146:788-95.

  2.	 Hironori Ishibashi, Chihiro Takasaki, Kenichi Okubo: Phrenic nerve paralysis from recurrence of stage I thymoma 
with myasthenia gravis 10 years after complete resection. Gen Thorac Cardiovasc Surg.2013 Aug 15. [Epub ahead 
of print]

  3.	 Hironori Ishibashi, Chihiro Takasaki, Kenichi Okubo: Port-site recurrence after complete resection of stage I 
thymoma by video-assisted thoracoscopic surgery: Report of a case. Surgery Today 2013 Nov 17. [Epub ahead of 
print]
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  4.	 Kobayashi Masashi, Cheng-long Huang, Makoto Sonobe, Ryutaro Kikuchi, Masashi Ishikawa, Naoto Imamura, Jiro 
Kitamura, Shotaro Iwakiri, Kazumi Ito, Ryoji Yasumizu, Hiroshi Date: Snail expression is associated with a poor 
prognosis in malignant pleural mesotheliomas.  Ann Thorac Surg. 2013 Apr;95(4):1181-8

  5.	 Akihiro Ohsumi, Fengshi Chen, Jin Sakamoto, Daisuke Nakajima, Masashi Kobayashi, Toru Bando, Hiroshi 
Date:Protective Effect of Surfactant Inhalation against Warm Ischemic Injury in an Isolated Rat Lung Ventilation 
Model. PLoS One. Aug 29;8(8), 2013

  6.	 Shinji Sumiyoshi, Akihiko Yoshizawaa, Makoto Sonobe, Masashi Kobayashi, Masakazu Fujimoto, Tatsuaki 
Tsuruyama, Hiroshi Date, Hironori Haga:Pulmonary adenocarcinomas with micropapillary component significantly 
correlate with recurrence, but can be well controlled with EGFR tyrosine kinase in the early stages. Lung Cancer. 
2013 Jul;81(1):53-9 

  7.	 Masakazu Fujimoto, Akihiko Yoshizawa MD, Shinji Sumiyoshi MD, Makoto Sonobe, Masashi Kobayashi, Itsuko 
Koyanagi, Wulamujiang Aini, Tatsuaki Tsuruyama, Hiroshi Date, Hironori Haga: Stromal plasma cells expressing 
immunoglobulin G4 subclass in non-small cell lung cancer. Hum Pathol. 2013 Aug;44(8):1569-76

〈和文〉
  1.	 熊澤紗智子、石橋洋則、高橋健、前田亮、大久保憲一　先天性食道気管支瘻の1手術例 日呼外会誌　27(5)、637-641、

2013
  3.	 高崎千尋、石橋洋則、小島勝雄、大久保憲一【転移性肺腫瘍の外科治療】口腔癌肺転移に対する肺切除　胸部外科　

66(4)、271-274、2013
  3.	 石橋洋則、大久保憲一　画像診断Q&A(解説)　胸部外科　66(3)、230-233、2013

[学会]
〈国際学会〉 

  1.	 Okubo K. Induction chemoradiotherapy and pulmonary resection for N2-stage IIIA Lung cancer.  Thoracic 
Conference, Clinica Las Condes 8/19/2013, Santiago, Ghile

  2.	 Okubo K. Surgical treatment of pulmonary metastasis for colorectal cancer.  2nd Iternational Symposium of 
Digestive Tumors. 8/26/2013 Quito, Ecuador

  3.	 Hironori Ishibashi, Ken Takahashi, Sachiko Kumazawa, Ryo Maeda, Kenichi Okubo. Coughing at extubation of 
endotracheal tube causes extra air leakage: Laryngeal mask for extubation without coughing　21th European 
Conference on General Thoracic Surgery, Birmigham, UK　25– 29 May 2013

〈国内学会〉総会
  1.	 大久保憲一　悪性胸膜中皮腫に対する根治的胸膜摘除および術中温熱抗癌剤灌流の１例　第4回JIMG研究会　2013年

8月31日　京都
  2.	 石橋洋則、高橋健、熊澤紗智子、前田亮、大久保憲一　抗血栓療法患者の肺癌手術―当科の方針と周術期管理―　第

30回日本呼吸器外科学会総会2013年5月9－10日　名古屋　
  3.	 石橋洋則、高橋健、熊澤紗智子、前田亮、大久保憲一　高度気管狭窄をきたした後縦隔神経鞘腫の1例　第30回日本

呼吸器外科学会総会　2013年5月9－10日　名古屋　
  4.	 高橋健、石橋洋則、熊澤紗智子、前田亮、大久保憲一　血胸にて発症､救急搬送された胸腔内腫の2例　第30回日本呼

吸器外科学会総会　2013年5月9－10日　名古屋
  5.	 熊澤紗智子、高橋健、石橋洋則、前田亮、大久保憲一　高度石灰化を伴う後縦隔に発生したCastleman病の1手術例  

第30回日本呼吸器外科学会総会　2013年5月9－10日　名古屋 
  6.	 小林正嗣、黄政龍、菊地柳太郎、今村直人、志熊啓、曽和輝正、園部誠、伊達洋至　Ad-shWnt2B胸腔内投与モデル

に対するIVISを用いた治療評価　第72回日本癌学会学術総会　2013年10月4日　横浜
  7.	 石橋洋則、分島良、瀬戸克年、宇井了子、小林正嗣、大久保憲一　肺大細胞神経内分泌癌手術例の検討―混合型大細

胞神経内分泌癌との比較　第54回日本肺癌学会総会　2013年11月21－22日　東京
  8.	 宇井了子、石橋洋則、分島良、瀬戸克年、小林正嗣、大久保憲一　腎癌胸腔内転移の外科切10例の検討　第54回日本

肺癌学会総会　2013年11月21－22日　東京
  9.	 小林正嗣、分島良、瀬戸克年、宇井了子、石橋洋則、大久保憲一　ＦＤＧ－ＰＥＴによる化学放射線療法の効果判定

の有用性の検討　第54回日本肺癌学会総会　2013年11月21－22日　東京
10．榊原里江、坂下博之、岡本師、立石知也、古澤春彦、土屋公威、藤江俊秀、玉岡明洋、角勇樹、宮崎泰成、石橋洋則、

大久保憲一、稲瀬直彦 当院における間質性肺炎に合併した非小細胞肺癌の術後化学療法の検討 第54回日本肺癌学会
総会　2013年11月21－22日　東京
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〈国内学会〉地方会
  1.	 高橋健、石橋洋則、熊澤紗智子、前田亮、大久保憲一　高度気管狭窄をきたした後縦隔神経鞘腫の1例　第161回日本

胸部外科学会関東甲信越地方会　2013年3月9日　高崎
  2.	 熊澤紗智子、石橋洋則、高橋健、前田亮、大久保憲一　重症筋無力症合併異所性胸腺腫に対して頸部胸腺腫摘出､胸

腔鏡下拡大胸腺摘除を施行した1例 第161回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　2013年3月9日　高崎
  3.	 高橋健、石橋洋則、熊澤紗智子、前田亮、大久保憲一　多発性軟骨性肺過誤腫の1例　第162回日本胸部外科学会関東

甲信越地方会　2013年6月1日　東京
  4.	 熊澤紗智子、石橋洋則、高橋健、前田亮、大久保憲一　頸部に浸潤の疑われた胸腺癌に対して術前化学放射線療法後

に完全切除し得た1例 第167回日本肺癌学会関東支部会　2013年6月8日 東京
  5.	 鳥井原彰、石橋洋則、鈴木志保、久保田一徳、牧野朋子、大久保憲一、渋谷均　FDG-PET/CTが施行された胸膜原発

巨大孤立性線維性腫瘍の一例 第79回日本核医学会関東甲信越地方会　2013年7月6日　東京
  6.	 宇井了子、石橋洋則、浅川文香、瀬戸克年、分島良、小林正嗣、大久保憲一　胸壁malignant peripheral nerve sheath 

tumorの１手術例　第168回日本肺癌学会関東支部会　2013年12月7日　東京

〈研究会等〉
  1.	 石橋洋則、高崎千尋、高橋健、熊澤紗智子、前田亮、大久保憲一　胸腔鏡下拡大胸腺胸腺腫摘出術術後８年でポート

孔に再発した胸腺腫の1例　第32回日本胸腺研究会　2013年２月9日　札幌
  2.	 高橋健、石橋洋則、熊澤紗智子、前田亮、大久保憲一　肺軸捻転が疑われた1症例　肺外科研究会 　2013年1月8日　
  3.	 熊澤紗智子、石橋洋則、高橋健、前田亮、大久保憲一　膿胸　大網充填　肺外科研究会2013年2月5日
  4.	 熊澤紗智子、石橋洋則、高橋健、前田亮、大久保憲一　頸部に浸潤の疑われた胸腺癌に対して術前化学放射線療法後

に完全切除し得た1例　肺外科研究会2013年3月5日
  5.	 高橋健、石橋洋則、熊澤紗智子、前田亮、大久保憲一　悪性胸膜中皮腫術後に併発した乳び胸の2例　第22回文京区

呼吸器外科研究会　2013年3月30日　東京
  6.	 熊澤紗智子、石橋洋則、高橋健、前田亮、大久保憲一　Paraganglioma　肺外科研究会　2013年4月2日
  7.	 分島良、石橋洋則、瀬戸克年、宇井了子、小林正嗣、大久保憲一　転移性胸壁腫瘍に対して胸壁広範囲切除を行った

一例　肺外科研究会　2013年5月14日　　
  8.	 分島良、石橋洋則、瀬戸克年、宇井了子、小林正嗣、大久保憲一　転移性胸壁腫瘍に対して胸壁広範囲切除を行った

一例　胸部外科手術手技研究会　2013年6月30 日
  9.	 宇井了子、石橋洋則、瀬戸克年、分島良、小林正嗣、大久保憲一　サルコイドリアクションを伴った乳がん肺転移の

1切除例　肺外科研究会　2013年7月2日
10．分島良、石橋洋則、瀬戸克年、宇井了子、小林正嗣、大久保憲一　食道癌リンパ節転移気管浸潤に対する気管ステン

ト抜去の一例　肺外科研究会　2013年10月1日
11．宇井了子、石橋洋則、瀬戸克年、分島良、小林正嗣、大久保憲一　胸壁Malignant peripheral narve sheath tumorの1

切除例　肺外科研究会　2013年11月5日
12．分島良、石橋洋則、瀬戸克年、宇井了子、小林正嗣、大久保憲一　鎖骨上窩リンパ節転移を伴う胸腺癌に対する化療

放射線併用療法後摘出術の１例　第23回文京区呼吸器外科研究会　2013年11月9日　東京
13. 	石橋洋則、瀬戸克年、分島良、宇井了子、小林正嗣、大久保憲一　手技提示-非定型的な気管・気管支形成術　第23回

文京区呼吸器外科研究会　2013年11月9日　東京

[その他]
〈講演会〉

  1.	 大久保憲一　術後呼吸管理　教育講演　3学会合同呼吸療法認定士講習会　2013年2月19日　東京
  2.	 大久保憲一　胸部悪性腫瘍の外科治療　みなとセミナー第13回がんセンター講演会　2013年9月12日　横浜市みなと

赤十字病院
  3.	 大久保憲一　悪性胸膜中皮腫の外科治療・集学的治療　シンポジウム　第20回石綿・中皮腫研究会　がん研究会がん

研究所　2013年9月28日　東京
  4.	 大久保憲一　肺がんの外科治療　次世代がん治療推進専門家養成プラン、臓器別がんの診療　2013年11月22日　東京

医科歯科大学
  5.	 石橋洋則　低侵襲がん治療I（鏡視下手術）　呼吸器疾患における低侵襲治療　2013年６月６日　東京医科歯科大学
  6.	 石橋洋則　東京医科歯科大学イブニングセミナー　息るための呼吸器への外科治療　2013年11月15日　東京医科歯科

大学
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都医学研疾患分子生物学分野
Igakuken Disease-oriented Molecular Biology

連携教授　原　孝彦
連携教授　糸川昌成
連携教授　長谷川成人
連携教授　岡戸晴生
大学院生　宮下和也，高橋彩実(4月〜)

（1）教育
　がん、糖尿病、統合失調症、筋萎縮性側索硬化症、脳形成異常などの発症原因を分子レベルで探索し、それらの難病に対
する治療戦略を創出する研究を行える研究者を養成することを目的とする。大学院生２名を迎え入れ、専門教育を施した。

（2）研究
原　孝彦：組織幹細胞（造血幹細胞、骨格筋幹細胞等）がどのような分子機序によって発生し、成体内で維持されているの

かについて、ES/iPS細胞のin vitro分化系やコンディショナルKOマウスを用いて解明する。また、肥満性糖尿病や癌の
発症等に関与するケモカインCXCL14の分子生物学を進展させ、新たな分子標的薬の開発を目指す。

糸川昌成：分子生物学的アプローチにより精神疾患の原因解明をはかり、根本的な治療法を開発することを目的としている。
血液やDNAなどヒト検体を用いてゲノム解析やメタボローム解析を行う。同定した異常を細胞発現系実験により機能解
析し、遺伝子改変マウスを用いてモデル実験を行う。

長谷川成人：アルツハイマー病、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症などの神経変性疾患の発症、進行の分子機構の解明
を目的とする。効果的治療法をみつけるため、生化学、免疫組織学、分子生物学の手法を用いて、病態を再現する試験管、
細胞、動物モデルの構築と解析を行う。

岡戸晴生：脳形成異常や脳腫瘍などの難治性神経疾患の克服を目指して、大脳皮質ニューロンが分化、移動、成熟するメカ
ニズムを分子レベルで解明することを目指している。主に遺伝子改変マウスを用いて、胎児脳から神経幹細胞、培養ニ
ューロンの作製、ウイルスベクターを用いた遺伝子導入、子宮内エレクトロポレーション法による遺伝子導入、長期ス
ライス培養によるリアルタイムイメージング、免疫組織科化学、転写解析などの手法を用いる。

（3）研究業績
[原著] 

 1.	 K. Tanegashima, K. Suzuki, Y. Nakayama, K. Tsuji, A. Shigenaga, A. Otaka, and T. Hara. CXCL14 is a natural 
inhibitor of the CXCL12-CXCR4 signaling axis. FEBS Letters, 587: 1731-1735, 2013.

  2.	 K. Tanaka, K. Kondo, K. Kitajima, M. Muraoka, A. Nozawa, and T. Hara. Tumor-suppressive function of protein-
tyrosine phosphatase non-receptor type 23 in testicular germ cell tumors is lost upon overexpression of miR142-3p 
microRNA. J. Biol. Chem., 288: 23990-23999, 2013.

  3.	 K. Kitajima, M. Kawaguchi, M. Iacovino, M. Kyba, and T. Hara. Molecular functions of the LIM-homeobox 
transcription factor Lhx2 in hematopoietic progenitor cells derived from mouse embryonic stem cells. Stem Cells, 

31: 2680-2689, 2013.
  4.	 K. Tanegashima, K. Tsuji, K. Suzuki, A. Shigenaga, A. Otaka, and T. Hara. Dimeric peptides of the C-terminal region 

of CXCL14 function as CXCL12 inhibitors. FEBS Letters, 587: 3770-3775, 2013.
  5.	 K. Tsuji, K. Tanegashima, A. Shigenaga, K. Aihara, M. Denda, H. Ding, T. Hara, and A. Otaka. Synthesis of 

antagonistic peptide for putative CXCL14 receptor protein and their identification. Peptide Science 2012, p31-32, 
2013.

  6.	 M. Miyashita, M. Arai, A. Kobori, T. Ichikawa, K. Toriumi, K. Niizato, K. Oshima, Y. Okazaki, T. Yoshikawa, N. 
Amano, T. Miyata, and M. Itokawa. Clinical Features of Schizophrenia With Enhanced Carbonyl Stress. Schizophr. 

Bull., 2013 Sep 23. [Epub ahead of print]
  7.	 M. Miyashita, M. Arai, H. Yuzawa, K. Niizato, K. Oshima, I. Kushima, R. Hashimoto, M. Fukumoto, S. Koike, T. 

Toyota, H. Ujike, T. Arinami, K. Kasai, M. Takeda, N. Ozaki, Y. Okazaki, T. Yoshikawa, N. Amano, T. Miyata, and 
M. Itokawa. Replication of enhanced carbonyl stress in a subpopulation of schizophrenia. Psychiatry Clin. 

Neurosci., 68: 83-84, 2014.
  8.	 糸川昌成, 新井誠, 宮下光弘, 小堀晶子, 畠山幸子, 鳥海和也, 市川智恵, 大島健一, 新里和弘, 岡崎祐士, 齋藤正彦. 統合失

調症の遺伝子研究における課題と展望. 精神医学 , 55: 1133-1143, 2013.
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  9.	 Y. Suto, M. Hirai, M. Akiyama, G. Kobashi, M. Itokawa, M. Akashi, and N. Sugiura. Biodosimetry of restoration 
workers for the Tokyo electric power company (TEPCO) Fukushima daiichi nuclear power station accident. 
Health. Phys., 105: 366-373, 2013.

10.	 M. Furukawa, M. Tochigi, T. Otowa, T. Arinami, T. Inada, H. Ujike, Y. Watanabe, N. Iwata, M. Itokawa, H. Kunugi, 
R. Hashimoto, N. Ozaki, C. Kakiuchi, K. Kasai, and T. Sasaki. An association analysis of the cardiomyopathy-
associated 5 (CMYA5) gene with schizophrenia in a Japanese population. Psychiatr. Genet., 23: 179-180, 2013.

11.	 Y. Aoki, L. Orikabe, Y. Takayanagi, N. Yahata, Y. Mozue, Y. Sudo, T. Ishii, M. Itokawa, M. Suzuki, M. Kurachi, Y. 
Okazaki, K. Kasai, and H. Yamasue. Volume reductions in frontopolar and left perisylvian cortices 
inmethamphetamine induced psychosis. Schizophr. Res., 147: 355-361, 2013.

12.	 H. Shibata, K. Yamamoto, Z. Sun, A. Oka, H. Inoko, T. Arinami, T. Inada, H. Ujike, M. Itokawa, M. Tochigi, Y. 
Watanabe, T. Someya, H. Kunugi, T. Suzuki, N. Iwata, N. Ozaki, and Y. Fukumaki. Genome-wide association study of 
schizophrenia using microsatellite markers in the Japanese population. Psychiatr. Genet., 23: 117-123, 2013.

13.	  T. Nonaka, M. Masuda-Suzukake, T. Arai, Y. Hasegawa, H. Akatsu, T. Obi, M. Yoshida, S. Murayama, D. M. Mann, 
H. Akiyama, and M. Hasegawa. Prion-like Properties of Pathological TDP-43 Aggregates from Diseased Brains. Cell 

Rep., 4: 124-34, 2013. 
14.	 M. Masuda-Suzukake, T. Nonaka, M. Hosokawa, T. Oikawa, T. Arai, H. Akiyama, D. Mann, and M. Hasegawa. Prion-

like spreading of pathological alpha-synuclein in brain. Brain, 136: 1128-38, 2013.
15.	 A. Dan, M. Takahashi, M. Masuda-Suzukake, F. Kametani, T. Nonaka, H. Kondo, H. Akiyama, T. Arai, D. M. A. 

Mann, Y. Saito, H. Hatsuta, S. Murayama, and M. Hasegawa M. Extensive deamidation at asparagine residue 279 
accounts for weak immunoreactivity of tau with RD4 antibody in Alzheimer’ s disease brain. Acta. Neuropathol. 

Comm., 1: 54, 2013.
16.	 D. M. A. Mann, S. Rollinson, A. C. Robinson, J. Callister, J. S. Snowden, T. Gendron, L. Petrucelli, M. Masuda-

Suzukake, M. Hasegawa, Y. S. Davidson, and S. Pickering-Brown. Dipeptide repeat proteins are present in the p62 
positive inclusions in patients with Frontotemporal Lobar Degeneration and Motor Neuron Disease associated with 
expansions in C9ORF72. Acta. Neuropathol. Comm., 1: 68, 2013.

17.	 Z. Kobayashi, I. Kawakami, T. Arai, O. Yokota, K. Tsuchiya, H. Kondo, Y. Shimomura, C. Haga, N. Aoki, M. 
Hasegawa, M. Hosokawa, K. Oshima, K. Niizato, H. Ishizu, S. Terada, M. Onaya, M. Ikeda, K. Oyanagi, I. Nakano, S. 
Murayama, H. Akiyama, and H. Mizusawa. Pathological features of FTLD-FUS in a Japanese population: Analyses 
of nine cases. J Neurol. Sci., 335: 89-95, 2013.

18.	 P. G. Foulds, P. Diggle, D. Mitchell, A. Parker, M. Hasegawa, M. Masuda-Suzukake, D. M. A. Mann, and D. Allsop. A 
longitudinal study on alpha-synuclein in blood plasma as a biomarker for Parkinsonʼs disease. Sci. Rep., 3: 2540, 
2013. 

19.	 D. Moujalled, J. L. James, S. J. Parker, G. E. Lidgerwood, C. Duncan, J. Meyerowitz, T. Nonaka, M. Hasegawa, K. M. 
Kanninen, A. Grubman, J. R. Liddell, P. J. Crouch, and A. R. White. Kinase Inhibitor Screening Identifies Cyclin-
Dependent Kinases and Glycogen Synthase Kinase 3 as Potential Modulators of TDP-43 Cytosolic Accumulation 
during Cell Stress. PLoS ONE, 8: e67433, 2013.

20.	 T. Kimura, K. Tsutsumi, M. Taoka, T. Saito, M. Masuda-Suzukake, K. Ishiguro, F. Plattner, T. Uchida, T. Ishobe, M. 
Hasegawa, and S.-I. Hisanaga. Pin1 Stimulates Dephosphorylation of Tau at Cdk5-Dependent Alzheimer 
Phosphorylation Sites. J. Biol. Chem., 288: 7968-77, 2013.

21.	 J. I. Heng, Z. Qu, C. Ohtaka-Maruyama, H. Okado, M. Kasai, D. Castro, F. Guillemot, and S. S. Tan. The Zinc Finger 
Transcription Factor RP58 Negatively Regulates Rnd2 for the Control of Neuronal Migration During Cerebral 
Cortical Development. Cereb. Cortex., (in press)

22.	 S. Hayashizaki, S. Hirai, Y. Ito, Y. Honda, Y. Arime, I. Sora, H. Okado, T. Kodama, and M. Takada. 
Methamphetamine increases locomotion and dopamine transporter activity in dopamine D5 receptor-deficient mice. 
PLoS ONE, 8: e75975, 2013.

23.	 C. Ohtaka-Maruyama, S. Hirai, A. Miwa, J. I. Heng, H. Shitara, R. Ishii, C. Taya, H. Kawano, M. Kasai, K. Nakajima, 
and H. Okado. RP58 regulates the multipolar-bipolar transition of newborn neurons in the developing cerebral 
cortex. Cell Rep., 3: 458-471, 2013.

[著書] 
  1. 	糸川昌成. 統合失調症が秘密の扉をあけるまで～新しい治療法の発見は一臨床家の研究から生まれた. 星和書店, 2013.
  2. 	糸川昌成(監修). メンタル医療－原因解明と診断, 治療の最前線. シーエムシー出版, 2013.
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[総説] 
  1.	 糸川昌成, 新井誠. 代謝性疾患としての統合失調症の病態解明～カルボニルストレス研究からみえてき栄養学的治療法

への展開～. 精神と栄養～メンタルヘルスの新たな視点～, p56-66, 2013.
  2.	 長谷川成人. 細胞内異常タンパク質の伝播の可能性. Dementia Japan, 27: 45-53, 2013. 
  3.	 野中隆, 長谷川成人. 脳内に蓄積したTDP-43凝集体のプリオン様性質. 細胞工学, 32: 1076-1078, 2013.
  4.	 長谷川成人. Braak仮説をαシヌクレインの細胞間伝播で説明できるか？ Frontiers in Parkinsonʼs disease, 6: 13-16, 

2013.
  5.	 野中隆, 長谷川成人. 細胞内異常タンパク質凝集体の細胞間伝播：神経変性疾患の病態進行に関する新たなメカニズム. 

基礎老化研究, 37: 7-10, 2013.

[学会] 
  1.	 原　孝彦*, 種子島幸祐, 鈴木健司, 辻　耕平, 重永　章, 長澤丘司, 大高　章. CXCL12-CXCR4軸を介した幹細胞誘引の調

節因子.（*シンポジウム招待講演）第86回日本薬理学会年会, 2013.3.21-23, 福岡.
  2.	 K. Kitajima*, M. Kawaguchi, M. Iacovino, M. Kyba, and T. Hara. Molecular functions of the LIM-homeobox 

transcription factor Lhx2 in hematopoietic stem-like cell differentiation from mouse embryonic stem cells. (*Oral 
presentation) 第11回幹細胞シンポジウム, 2013.5.17-18, 東京.

  3.	 K. Tanegashima, K. Suzuki, T. Nagasawa, and T. Hara. Identification of The CXCL14 Receptor: CXCL14 is a Natural 
Inhibitor of The CXCL12/CXCR4 Axis. 第11回幹細胞シンポジウム, 2013.5.17-18, 東京.

  4.	 K. Kitajima, M. Kawaguchi, K. Miyashita, M. Iacovino, M. Kyba, and T. Hara*. Molecular mechanisms of the Lhx2-
mediated generation of hematopoietic stem cell-like cells from murine ES/iPS cells.（*シンポジウム招待講演） 第86
回日本生化学会大会, 2013.9.11-13, 横浜.

  5.	 田中貴代子, 原　孝彦. Tumor suppressor function of PTPN23 in human testicular germ cell tumors is lost upon 
overexpression of microRNA-142-3p. 第72回日本癌学会学術総会, 2013.10.3-5, 横浜.

  6.	 K. Kitajima*, M. Kawaguchi, K. Miyashita, and T. Hara. In vitro induction of HSC-like cells from mouse ESCs/iPSCs 
by a transcription factor Lhx2. (*Oral presentation) 第75回日本血液学会学術集会, 2013.10.11-13, 札幌.

  7.	 種子島幸祐, 鈴木健司, 辻　耕平, 重永　章, 大高　章, 原　孝彦. ケモカインCXCL14は、CXCL12-CXCR4シグナル経路
を阻害する. 第36回日本分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.

  8.	 鈴木輝彦, 押村光雄, 原　孝彦. リコンビナーゼ/インテグラーゼを利用して、ヒト人工染色体に複数ベクターを同時導
入する方法の開発. 第36回日本分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.

  9.	 小高悠作, 田中貴代子, 北島健二, 松田良一, 原　孝彦. Lhx2 は筋脱分化因子 Msx1, Msx2 の発現を制御する. 第36回日
本分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.

10.	 川口真実, 北島健二, 原　孝彦. Gata2 は hemogenic endothelial cells からの血液細胞出芽を促進する. 第36回日本分子
生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.

11.	 鈴木マリアンナ由乃, 種子島幸祐, 鈴木健司, 道上達男, 原　孝彦. オーファンGタンパク質共役型レセプター
Latrophilin-2の神経堤細胞遊走への関与. 第36回日本分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.

12.	 宮下和也, 北島健二, 原　孝彦. 転写制御因子 Lhx2 は急性 T リンパ芽球性白血病細胞の増殖を抑制する. 第36回日本
分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.

13.	 高橋彩実, 鈴木輝彦, 原　孝彦. ダイレクトリプログラミングにより作出したiHepクローンの遺伝子発現解析. 第36回日
本分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.

14.	 石村昭彦, 丹下正一郎, Oktyabri Dulamsuren, Enkhbaatar Zanabazar, 原　孝彦, 鈴木健之. JmjCファミリー遺伝子
Jmjd5による新しい遺伝子発現制御メカニズムの解析. 第36回日本分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.

15.	 川口真実, 北島健二, 原　孝彦. 造血発生における転写因子Lhx2とGata2の機能解析.第3回TOBIRA研究フォーラム, 
2014.2.3, 東京. 

16.	 M. Itokawa. [座長]. Poster sessiom II with lunch. Glyoxalase Centennial:100 Years of Glyoxalase Research and 
Emergence of Dicarbonyl Stress, Coventry, 2013.11.28, UK.

17.	 糸川昌成. 遺伝子研究から見えてきた精神疾患概念の課題と再編－異種性と複雑系－.日本科学哲学学会第46回大会シ
ンポジウム 精神医学の哲学：精神疾患概念の再検討に向けて, 2013.11.23, 京都.

18.	 Y. Suto and M. Itokawa. Cytogenetic Analysis of Restoration Workers for Fukushima Daiichi Nuclear Power Station 
Accident. MELODI 2013, 2013.10.8, Brussels.

19.	 M. Itokawa. Research on pathophysiology of schizophrenia; evidence revealed by molecular biological studies 
reorganizing classification of mental disorders. Tokyo Conference on Philosophy of Psychiatry, 2013.9.21, Tokyo.

20.	 糸川昌成, 新井誠, 宮下光弘, 鳥海和也, 小堀晶子. 統合失調症のパーソナルゲノム研究. 新学術領域脳疾患パーソナルゲ
ノム 平成25年度班会議, 2013.8.3, 東京.
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21.	 M. Miyashita, M. Arai, A. Kobori, T. Ichikawa, K. Toriumi, H. Yuzawa, I. Nohara, M. Arai, N. Obata, Y. Okazaki, T. 
Yoshikawa, N. Amano, and M. Itokawa. Clinical features of schizophrenia with enhanced carbonyl stress. 11th World 
Congress of Biological Psychiatry, 2013.6.25, Kyoto.

22.	 M. Arai, M. Xue, J. Masania, F. Shaheen, M. Miyashita, T. Ichikawa, K. Toriumi, A. Kobori, T. Yoshikawa, M. 
Itokawa, N. Rabbani, and P. Thornalley. Overcoming the heterogeneity of schizophrenia by profiling of carbonyl 
stress biomarkers. 11th World Congress of Biological Psychiatry, 2013.6.24, Kyoto.

23.	 数藤由美子, 平井百樹, 穐山美穂, 小橋元, 糸川昌成, 明石真言,　杉浦紳之. 東電福島第一原発事故に関連する放医研での
生物線量評価. 日本保健物理学会第46回研究発表会, 2013.6.24-25, 千葉.

24.	 鳥海和也, 宮下光弘, 野原泉, 市川智恵, 新井麻友美, 小幡菜々子, 糸川昌成. 海馬のテロメア長に与える抗精神病薬の効
果. Neuro 2013, 2013.6.22, 京都.

25.	 糸川昌成, 新井誠, 宮下光弘, 市川智恵, 鳥海和也, 小堀晶子, 宮田敏男. カルボニルストレス性統合失調症の研究. Neuro 
2013, 2013.6.21, 京都.

26.	 豊島学, 岡田洋平, 赤松和土, 糸川昌成, 岡野栄之, 吉川武男. 統合失調症を併発した22q11.2欠失症候群患者由来のiPS細
胞を用いたトランスクリプトーム解析. Neuro 2013, 2013.6.21, 京都.

27.	 糸川昌成. TP1-4臨床家がなぜ研究するのか－日本人だからこそ発見できる統合失調症研究－. 第109回日本精神神経学
会学術総会, 2013.5.23, 福岡.

28.	 糸川昌成. TP6-1代謝疾患としての統合失調症：身体に負担の少ない天然物質による治療法の研究. 第109回日本精神神
経学会学術総会, 2013.5.23, 福岡.

29.	 糸川昌成. カルボニルストレス性統合失調症. 第5回レドックス・ライフイノベーションシンポジウム, 2013.3.7, 川崎.
30.	 M. Itokawa, M. Arai, M. Miyashita, T. Ichikawa, A. Toriumi , Y. Okazaki, S. Koike, R. Takizawa, K. Kasai, T. Dan, 

and T. Miyata. Translational research on carbonyl stress induced schizophrenia. The 4rd Japan-Korea Jooint 
Symposium on Life Schince, 2013.2.9, Soeul.

31.	 糸川昌成, 新井誠, 市川智恵, 宮下光弘, 鳥海和也, 小堀晶子. 統合失調症のパーソナルゲノム研究. 新学術領域脳疾患パ
ーソナルゲノム 平成24年度班会議, 2013.2.9, 東京.

32.	 M. Itokawa. Discovery of a novel durg for schizophrenia: Challenge from academia. UK-Japan Workshop, 2013.1.28-
29, Tokyo.

33.	 T. Nonaka, M. Masuda-Suzukake, T. Arai, M. Yoshida, S. Murayama, D. Mann, H. Akiyama, and M. Hasegawa. Prion-
like properties of pathological TDP-43 aggregates in diseased brains. The 11th International Conference on 
Alzheimerʼs & Parkinsonʼs Diseases, 2013.3.7, Florence, Italy.

34.	 T. Nonaka, M. Masuda-Suzukake, T. Arai, Y. Hasegawa, H. Akatsu, T. Obi, M. Yoshida, S. Murayama, D. M. A. 
Mann, H. Akiyama, and M. Hasegawa. Insoluble TDP-43 prepared from diseased brains has prion-like properties. 
Alzheimerʼs Association International Conference (AAIC2013), 2013.7.18, Boston, USA.

35.	 M. Masuda-Suzukake, T. Nonaka, M. Hosokawa, T. Oikawa, T. Arai, H. Akiyama, and M. Hasegawa. Prion-like 
spreading of pathological alpha-synuclein in brain. The 11th International Conference on Alzheimerʼs & Parkinsonʼs 
Diseases, 2013.3.9, Florence, Italy.

36.	 新井哲明, 河上緒, 小林禅, 野中隆, 長谷川成人, 細川雅人, 秋山治彦, 池田研二, 朝田隆. タウオパチー病理変化の基礎. 第
32回日本認知症学会, 2013.11.9, 松本.

37.	 野中隆，新井哲明，長谷川成人. 患者脳に蓄積したTDP-43のプリオン様性質. 第32回日本認知症学会学術集会，
2013.11.9, 松本.

38.	 鈴掛雅美，野中隆，細川雅人，笈川貴行，新井哲明，David M. A. Mann，秋山治彦，長谷川成人.蓄積αシヌクレイ
ンはマウス脳内でプリオン様の伝播能を示す. 第86回日本生化学会, 2013. 9, 横浜.

39.	 野中隆，鈴掛雅美，新井哲明，赤津裕康，小尾智一，吉田眞理，村山繁雄，Mann David，秋山治彦，長谷川成人. 患
者脳に蓄積したTDP-43のプリオン様性質. 第54回日本神経病理学会総会，2013.4.25, 東京.

40.	 鈴掛雅美，野中隆，細川雅人，笈川貴行，新井哲明，Mann David，秋山治彦，長谷川成人. レビー小体型認知症患者
脳不溶性画分の脳内接種は野生型マウス脳にレビー小体病理を形成させる. 第54回日本神経病理学会総会，2013.4.25, 
東京.

41.	 平井清華, 岡戸晴生. RP58 splicing variantの発現パターンと機能解析. 第36回日本分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸. 
42.	 平井志伸, 堀田耕司, 久保義弘, 西野敦雄, 岡村康司, 岡浩太郎, 岡戸晴生. AMAP受容体機能の起源を求めて. 第36回日本

分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸.
43.	 丸山千秋, 岡本麻友美, 岡戸晴生, 宮田卓樹, 前田信明. The subplate layer (SP) is rich in extracellular matrix and a 

critical barrier for migrating neurons in the developing neocortex. 第36回日本分子生物学会年会, 2013.12.3-6, 神戸. 
44.	 C. Ohtaka-Maruyama, M. Okamoto, H. Okado, and N. Maeda. The subplate layer (SP) is a critical barrier for 

migrating neurons in the developing neocortex. Neuro2013 Satellite Symposium “Molecular &Cellular Mechanisms 
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of Brain Development & Evolution” , 2013.6.19, Kyoto.
45.	 丸 山 千 秋, 岡 戸 晴 生. Functional analysis of RP58 transcriptional repressor in neuronal migration during 

corticogenesis. 大脳皮質形成時の神経細胞移動におけるRP58転写抑制因子の機能解析. 第46回日本発生生物学会年会, 
2013.5.29, 松江.

[研究助成金] 
  1.	 原　孝彦：文科省科研費基盤研究Ｂ代表, 挑戦的萌芽研究代表.
  2.	 糸川昌成：文科省科研費新学術領域研究代表, 基盤研究Ａ代表, 厚生労働科学研究費代表, 産学連携研究費, 理研共同研

究費, 大塚製薬研究奨励金.
  3.	 長谷川成人：文科省科研費基盤Ａ代表, 新学術領域研究代表, 基盤Ｓ分担, 厚生労働省障害者対策研究事業「異常タン

パク伝播仮説に基づく神経疾患の画期的治療法の開発」代表, 神経変性疾患に関する調査研究」分担, 認知症対策総合
研究事業「アルツハイマー病の根本的治療薬開発に関する研究」分担.

  4.	 岡戸晴生：文科省科研費新学術領域研究代表, 包括型脳科学研究推進研究分担.

[その他] 
〈招待講演〉 
(海外・国際)

  1.	 T. Hara. Molecular mechanisms of the Lhx2-mediated generation of HSC-like cells from embryonic stem cells. 2nd 
Igakuken International Symposium, 2013.2.8, Tokyo.

  2.	 M. Itokawa, M. Arai, M. Miyashita, and T. Miyata. Research on carbonyl stress as pathophysiology of schizophrenia. 
Glyoxalase Centennial: 100 Years of Glyoxalase Research and Emergence of Dicarbonyl Stress, Coventry, 2013.11.28, 
UK.

  3.	 M. Hasegawa M. Prion-like Spreading of Pathological α-synuclein in Brain. The 17th Takeda Science Foundation 
Symposium  on Bioscience, 2012.12.6, Osaka.

(国内)
  1.	 原　孝彦. ES/iPS細胞から造血幹細胞をつくる試み、及びケモカインCXCL14を標的とした抗肥満性糖尿病薬開発の

試み. 東京医科歯科大学医歯学総合研究科大学院セミナー, 2013. 2. 22, 東京.
  2.	 原　孝彦. iPS細胞と生物の寿命. 東京都北区ことぶき大学. 2013.9.24, 東京.
  3.	 糸川昌成. 分子生物学的手法を用いた精神疾患の病態解明東京医科歯科大学医歯学総合研究科大学院セミナー, 2013. 2. 

22, 東京.
  4.	 糸川昌成. 分子生物学的手法を用いた精神疾患の病態解明[演者]. 教育講演3. 臨床家だから発見できる統合失調症研究. 

第8回日本統合失調症学会, 2013.4.20, 北海道.
  5.	 長谷川成人. 蓄積タンパク質の解析から発症機構の解明、治療法の開発へ. 国立精神・神経医療研究センター病院　第

７回精神医療セミナー, 2012.11.20, 東京.
  6.	 長谷川成人. 非アルツハイマー型認知症研究の最前線. 第２回都医学研シンポジウム「脳神経疾患の臨床・研究の拠点

形成による医療イノベーション」, 2012.11.28, 東京.
  7.	 M. Hasegawa. Prion-like propagation of pathological alpha-synuclein. The 86th Annual Meeting of the Japanese 

Biochemical Society Symposium 3S05a, 2013.9.13, Yokohama.
  8.	 長谷川成人. 神経変性疾患の細胞病理を形成する蛋白質のプリオン様特性. 第８回臨床ストレス応答学会, 2013.11.16, 

松本.
  9.	 長谷川成人. 神経変性疾患の原因となるタンパク質の構造異常とその伝播　第４回神経科学と構造生物学の融合研究

会, 2013.11.20, 岡崎.
10.	 長谷川成人. 神経変性疾患の細胞病理を構成する異常タンパク質のプリオン様特性　宮城パーキンソン病フォーラム, 

2013.10.2, 仙台. 
11.	 長谷川成人. 異常タンパク質から考える神経変性疾患. Yokohama Bay Research Conference, 2013.9.19, 横浜.
12.	 長谷川成人. タウ病理の特徴と伝播. 2013タウ研究ミーティング, 2013.8.9, 大府.
13.	 長谷川成人. 神経変性疾患の分子基盤と進行機序―患者脳の解析から導かれた新しい考え方とその検証― 平成25年度

文部科学省 新学術領域研究 生命科学系３分野 がん・ゲノム・脳 支援活動合同シンポジウム, 2013.8.6, 東京.
14.	 長谷川成人. タンパク質の異常と神経変性. 第６回東京アンチエイジングアカデミー,  2013.6.27, 東京.
15.	 長谷川成人. 神経変性疾患における細胞内異常タンパク質のプリオン様伝播. 第1回 Tokyo Conference on Alzheimerʼs 

Disease, 2013.6.25, 東京.
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16.	 長谷川成人. 神経変性疾患における細胞内異常タンパク質のプリオン様伝播, 東京医科歯科大学医歯学総合研究科大学
院／お茶の水ニューロサイエンスセミナー, 2013.3.22, 東京.

[学会主催] 
  1.	 原　孝彦. 第86回日本生化学会大会インターナショナルセッションオーガナイザー, 2013.9.11-13, 横浜.
  2.	 原　孝彦. 第36回日本分子生物学会年会ワークショップオーガナイザー, 2013.12.3-6, 神戸.
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臨 床 解 剖 学 分 野
Clinical Anatomy

教　　授　秋田恵一
講　　師　二村昭元，
　　　　　山口久美子(先駆的医療人材育成分野）
助　　教　原田理代
技術専門職員　那須久代，齋川清美，平馬貞明
大学院生　那須久代(～3月），坂本和陽(～3月），
　　　　　中島康雄，田崎　篤，関沢計人，
　　　　　中澤正孝，藤代　瞳，奥村敬子，田巻達也，
　　　　　塚田幸行，岡田隆平(4月～），
　　　　　香川栄一郎(4月～），田中基貴(4月～）

（１）教育：担当科目や教育方針 
　MIC（1学年）のPBL，人体構造総論（2学年），人体解剖学（2学年），呼吸器ブロック（3学年），消化器ブロック（3学年），
プロジェクトセメスター（4学年），クリニカルクラークシップ（PCC, 5学年）を担当する.
　複雑な人体構造の立体的配置を様々な角度から理解することと医師･研究者として必要となる観察眼を養成することを目
標としている．また，問題解決型学習（PBL：Problem-Based Learning）の運営を担当し，自主的な学習と討論，プレゼン
テーションを促している.
　人体構造総論では人体の成り立ち，とくに系統発生に重点を置き，人体の構造・配置を考える基礎を作る．また，比較解
剖学的な見地から，脊椎動物の一般のbasic body planにも焦点をあてる．人体発生学は，個体発生の視点から各器官の発生
およびその立体配置完成のプロセスについて理解する．
　解剖学講義では神経，血管などの体内配線図を中心に，諸構造の相互位置関係を血管・神経とのつながりを通じて理解す
ることに重点を置いている．このためには，解剖学実習を通じて剖出-観察-所見の記録-討論という過程を反復することが望
ましいと考えている．実習の効果を高めるには事前の講義が重要である．学習を有機的に結びつけるため，講義・実習の中
に臨床医学的要素も取り入れている．
　臨床実習を開始した高学年の学生に対しては，具体的な診断・治療を理解するうえで必要になる臨床解剖学的な講義をグ
ループ討論形式でおこなっている．

（２）研究
　筋や靱帯といった運動器の設計図と、末梢神経系ならびに脈管系といった人体に張りめぐらされた複雑な配線図を完成さ
せるべく研究を行い，主として「神経支配による筋の形態学的研究」および「自律神経系を中心とした臨床解剖学的研究」
をテーマとして取り組んで来た. 
　この中で重要視しているのは臨床的問題点へのアプローチのための解剖学的基盤の形成ということである．臨床的問題点
解決のための1つの基盤として，臨床解剖学的研究が求められている．通常，臨床解剖学はClinical Anatomyの訳であるが，
これを我々はClinically oriented anatomyととらえている．解剖学的研究として人体構造の理解という観点としても重要であ
るが，臨床応用を目指すという点で今後発展させていく必要があると考えている．
　代表的な研究テーマを以下にあげる．

１．肩関節およびその周囲筋の形態学的解析
　肩関節鏡視下手術が一般的になるにつれ，肩関節周囲の詳細な解剖が求められるようになってきた．これに応じて，従来
の解剖学的な常識を疑い，手術解剖ならびに機能解剖のためのデータ収集ならびに解析を始めた．これまでの教科書的な記
述の多くに先入観による誤記や不十分な調査に基づく誤りがあることがわかってきた．今後，臨床応用できるような情報と
して整形外科医と共同研究を進めている．
2．総排泄腔の分化と骨盤出口筋の発生の解析
　マウス胚を用いて，総排泄腔が分化し，尿生殖洞ならびに肛門の発生過程を詳細に解析するとともに，骨盤内臓の形成過
程に見られるapoptosisの分布を三次元的に解析し，その変化についても解析を行ってきた．また，それらの周囲に発生する
筋ならびに神経を追っている．
3．肛門領域の臨床解剖学的研究
　肛門管の構造ならびに構成する平滑筋ならびに骨格筋の配置についての解析を行ってきた．肛門領域の外科臨床のために
貢献することをめざす．
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4．婦人科癌手術における術式開発のための臨床解剖学的基盤
　広汎子宮全摘術における神経温存術式開発についての解剖学的基盤を形成するため，骨盤内自律神経の分布についてのデ
ータの収集，解析を行っている．
5．咀嚼筋の神経支配に基づく層構造の解析
　咀嚼にかかわる筋群の神経支配を精査することにより，各筋が完全に独立したものでなく，それぞれが移行的な部分をも
ちながら連続した形態であることがわかってきた．我々は，これらの連続的な形態や筋の層構造の解析および支配神経の分
枝パターンについての解析を行ない，咀嚼システムの成り立ちについて検討を行なっている．

（３）研究業績
［英文原著］

  1.	 Hatsushika D, Nimura A, Mochizuki T, Yamaguchi K, Muneta T, Akita K: Attachments of separate small bundles of 
human posterior cruciate ligament: an anatomic study. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013 21: 998-1004.

  2.	 Suzuki M, Tsunoda A, Kudo T, Okada R, Toyoda M : Successful management of hypoparathyroidism following total 
thyroidectomy with vitamin D3 alone. Auris Nasus Larynx, 41: 53-55, 2013.

  3.	 Nimura A, Akita K. Reply to: "The superior capsule of the shoulder joint complements the insertion of the rotator 
cuff". J Shoulder Elbow Surg. 2013 22: e20-1.

  4.	 Araki J, Nishizawa Y, Sato T, Naito M, Akita, K, et al. (2013) Anorectal Transplantation in Human Cadavers: Mock 
Anorectal Allotransplantation. PLoS ONE 8: e68977.

［和文原著］
  1. 	工藤毅, 鈴木政美, 岡田隆平：頸部郭清術前後における鎖骨下静脈の位置と血管径の変化　中心静脈カテーテル留置の

適否について.頭頸部外科22：345-349, 2013.
  2.	 坂本和陽. 野口英世博士の手の手術.臨床雑誌「整形外科」. 64: 1006-1010. 2013.

［総説］
  1. 	秋田恵一, 松井 修, 森　宣, 衣袋健司. 画像診断とIVRのための腹部血管解剖：肝・胆・膵・脾④－胆嚢・膵臓・脾臓  

その１. 日独医報 58（1）: 93-115, 2013.
  2.	 秋田恵一, 岡田隆平, 那須久代, 二村昭元, 山口久美子, 加藤友康：新しい医療技術　Thiel法による屍体の固定.整形・災

害外科56：1285-1289,2013.
  3.	 秋田恵一, 加藤友康, 加川隆三郎. 女性骨盤底の局所解剖学―女性骨盤器脱の機序を理解するために―女性骨盤底外科

手術Up to Date―増加する患者への対応を学ぶ　臨床婦人科産科　第67巻　第3号　別冊　2013年4月10日発行.
  4.	 八木茂典, 秋田恵一. 腱板機能からみた肩関節インピンジメント症候群に対する運動療法―その評価と治療のコツ―臨

床スポーツ医学　第30巻第5号　別冊2013年5月.
  5.	 田崎篤, 二村昭元, 望月智之, 加藤龍一, 山口久美子, 菅谷啓之, 黒田栄史, 秋田 恵一.【肩関節疾患の最前線】 (Part1)肩関

節疾患の基礎的研究　肩関節神経走行(肩甲上神経を中心に)　Bone Joint Nerve(2186-1110)3巻4号 Page611-
615(2013.10).

  6.	 望月智之, 二村昭元, 秋田恵一.【肩関節疾患の最前線】 (Part1)肩関節疾患の基礎的研究　肩後上方部の解剖（棘上筋、
棘下筋、小円筋の構造について）Bone Joint Nerve(2186-1110)3巻4号 Page605-609(2013.10).

  7.	 新井隆三, 松田秀一, 二村昭元, 秋田恵一.【肩関節疾患の最前線】 (Part1)肩関節疾患の基礎的研究　肩前上方部の解剖
（肩甲下筋腱、上腕二頭筋長頭腱、烏口上腕靱帯を中心に）Bone Joint Nerve(2186-1110)3巻4号 Page599-603(2013.10) .

  8.	 野崎太希, 田崎篤, 二村昭元, 望月智之, 秋田恵一.【達人はこうみる　四肢関節画像診断】 正常解剖　上肢　肩関節  MB 
Orthopaedics(0914-8124)26巻5号 Page87-93(2013.05).

  9.	 山本麻子, 秋田恵一.【達人はこうみる　四肢関節画像診断】 正常解剖　下肢　股関節  MB Orthopaedics 26巻5号 
Page109-115(2013.05).

10.	 小林宏寿, 秋田恵一, 杉原健一. 直腸癌におけるリンパ流の局所解剖.臨床雑誌「外科」第75巻 第13号 Page1433-
1437(2013.12).

［国際学会］
  1. 	Akita K, Shimura H, Nimura A. Anatomic study of extensor carpi radialis brevis in relation to etiology of lateral 

epicondylitis. 21th Congress of Korean Shoulder and Eibow Society, March 29-30, Korea
  2.	 Hamada J, Nimura A, Yamaguchi K, Yoshimura H, Mochizuki T, Akita K.Anatomical and histological studies of the 

coracohumeral ligament. 21th Congress of Korean Shoulder and Eibow Society, March 29-30, Korea.
  3.	 Yoshimura H, Mochizuki T, Nimura A, Hiyama K, Akita K. Anatomical variants in the insertion of the pectoralis 
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minor tendon associated with the coracohumeral ligament：anatomical and clinical study. 21th Congress of Korean 
Shoulder and Eibow Society, March 29-30, Korea.

  4.	 Yamaguchi K, Mikami T, Akita K. Three dimensional analyses of the spinal arachnoidal villi. 5th internatilnal 
Symposion of Clinical and Applied Anatomy/1St Paneuropean Meeting of Anatomists, May 24-26, Graz.

  5.	 Akita K, R Arai, A Nimura, K Yamaguchi, T Mochizuki. Fibers of the coracohumeral ligament envelop the superior 
and lateral part of the subscapularis muscle: stabilizing factor of the muscle. 5th internatilnal Symposion of Clinical 
and Applied Anatomy/1St Paneuropean Meeting of Anatomists, May 24-26, Graz.

  6.	 Akita K, K Yamaguchi, S Muro, K Watanabe, M Harada. Morphalogy of the perineal skeletal muscle revisited. 5th 
internatilnal Symposion of Clinical and Applied Anatomy/1St Paneuropean Meeting of Anatomists, May 24-26, Graz.

  7.	 Sakaguchi T, Hitomi Fujishiro, Kazuo Shimazaki, Kumiko Yamaguchi, Takashi Ono, Keiichi Akita. An anatomic 
study of the attachments of the condylar process. 5tth  internatilnal Symposion of Clinical and Applied Anatomy/1St 
Paneuropean Meeting of Anatomists, May 24-26, Graz.

  8.	 Kiyokawa J, Yamaguchi K, Okada R, Ohara K, Komura R, Nakamura Y, Matsunaga K, Maehara T, Akita K. Origins, 
courses and communications of the auricular branch of the vagus nerve European Joint Congress of Clinical 
Anatomy, June 26-29 , Lisbon.

 9.	 Akita K, Muro S, Watanabe K, Yamaguchi K, Nakajima Y, Harada M.  Spatial arrangements of the muscle layers of 
the posterior wall of anal canal. European Joint Congress of Clinical Anatomy, June 26-29 , Lisbon.

10.	 Yamaguchi K, Mikami T, Akita K. Spatial distribution of muscles around anal canal in mice. European Joint 
Congress of Clinical Anatomy, June 26-29 , Lisbon.

11.	 Nimura A, Mochizuki T, Nasu H, Yamaguchi K, Akita K. Specialty of extensor carpi radialis brevis in relation to 
etiology of tennis elbow European Joint Congress of Clinical Anatomy, June 26-29 , Lisbon.

12.	 Nasu H, Nimura A, Yamaguchi K, Akita K. Distribution of the axillary nerve around the shoulder joint. 12th 
Congress of European Association of Clinical Anatomy, June 26-29 , Lisbon.

13.	 Akita K, Tsukada S, Fujishiro H, Nimura A, Mochizuki T, Yamaguchi K, Mahakkanukrauh P, Yasuda K, Muneta T. 
Lateral intercondylar ridge on the femoral condyle with special reference to usage as the landmark for the anterior 
cruciate ligament reconstruction. European Joint Congress of Clinical Anatomy, June 26-29 , Lisbon. 

14.	 Nakazawa M, Koizumi M, Sato T, Akita K. Morphology of the acromioclavicular joint and ligaments European Joint 
Congress of Clinical Anatomy, June 26-29 , Lisbon.

15.	 Okada R, Yagi K, Ibuki K, Yamaguchi K, Tsunoda A, Akita K. Positional relationships between the tensor veli 
palatine and the superior contrictor European Joint Congress of Clinical Anatomy, June 26-29 , Lisbon.

16.	 Okumura K, Tamaki T, Oinuma K, Shiratsuchi H, Tomoe H, Akita K. Effect of Total Hip Arthroplasty on Urinary 
Incontinence 38th IUGA, May 29. Ireland.

17.	 Nimura A, Mochizuki T, Uomizu M, Yamaguchi K, Hagiwara Y, Sugaya H, Akita K. “Origins, Courses and 
Distributions of Anterior and Posterior Circumflex Humeral Arteries: An Anatomic Study” International Congress 
of Shoulder and Elbow Surgery. 10-12 April. 2013. Nagoya, Japan.

18.	 Nimura A, Mochizuki T, Sugaya H, Muneta T, Akita K. “Anatomic Study Of Extensor Carpi Radialis Brevis In 
Relation To Etiology Of Lateral Epicondylitis” Biennial ISAKOS Congress. 13 May. 2013. Toronto, Canada.

19. Nimura A, Nasu H, Yamaguchi K, Akita K. “Specialty of extensor carpi radialis brevis  in relation to etiology of 
tennis elbow” The Congress of European Association of Clinical Anatomy (EACA). 28 June. 2013. Lisbon, Portugal.

20.	 Ban D, Akita K, Miyoshi T, Matsumura S, Ochiai T, Irie T, Kudo A, Nakamura N, Tanaka S, Tanabe M.Where is 
the Optimal Cut Line of the Jejunum for Pancreatoduodenetomy? ~ from a Viewpoint of Surgical Anatomy. 
IAP&KPBA2013, 4-7 September, Seoul.

21.	 Ban D, Akita K, Miyoshi T, Matsumura S, Ochiai T, Irie T, Kudo A, Nakamura N, Tanaka S, Tanabe M. Treiz 
Ligament as a Good Landmark for the Left Side Approach to Mobilize the Duodenum in Pancreatoduodenectomy: a 
Thiel Soft Fix Cadaver Study. IAP&KPBA2013, 4-7 September, Seoul.

［国内学会］
  1. 	山口久美子, 須永昌代, 秋田恵一, 木下淳博. 医歯学融合教育におけるシミュレーション教材作成の試み. 第45回日本医

学教育学会　7/26-27, 千葉.
  2.	 塚田幸行, 藤代瞳, 加藤敦夫, 二村昭元, 望月智之, 山口久美子, Mahakkanukrauh Pasuk, 安田和則, 宗田 大, 秋田 恵一. 

Femoral lateral intercondylar ridgeの個体差. 第5回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会.  6/20-22.札幌. 
  3.	 今谷潤也, 森谷史朗, 近藤秀則, 桐田由季子, 林正典, 秋田恵一. Extensile lateral approachを用いた尺骨鈎状突起骨折の

手術的治療. 第39回日本骨折治療学会, 6/28-29 . 福岡. 
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  4.	 奥村敬子, 田巻達也, 老沼和弘, 白土英明, 巴ひかる, 秋田恵一. 人工股関節置換術手術が尿失禁に与える影響についての
検討―　人工股関節置換術前後での尿失禁症状の変化　―. 第43回日本人工関節学会. 2/22 .京都.

  5.	 奥村敬子, 磯部安朗, 竹内宣久, 平林聡. ガラパゴスFSFI～日本独自に進化したFSFI (Japanese version)による日本人女
性の性機能調査～. 第23回日本性機能学会 東部総会. 3/9. 仙台.

  6.	 奥村敬子, 磯部安朗, 竹内宣久, 平林聡. 「花電車」の真実～MRI・CT・筋電図を用いて検討した骨盤底筋群の動き～. 
第38回東三河泌尿器科医会. 3/16. 豊橋.

  7.	 奥村敬子, 田巻達也, 老沼和弘, 白土英明, 巴ひかる, 秋田恵一. 人工股関節置換術手術が尿失禁に与える影響についての
検討. 第15回日本女性骨盤底医学会. 7/27.東京.

  8.	 奥村敬子, 磯部安朗, 平林聡. セックスレスを考える. 第33回日本性科学会. 9/15.横浜.
  9.	 奥村敬子, 田巻達也, 老沼和弘, 白土英明, 巴ひかる, 秋田恵一. 人工股関節置換手術が尿失禁に与える影響についての検

討～人工股関節置換術前後での尿失禁症状の変化～. 第20回日本排尿機能学会. 9/20. 静岡.
10.	 奥村敬子, 田巻達也, 老沼和弘, 白土英明, 巴ひかる, 秋田恵一. 人工股関節手術前後における女性の尿失禁症状の変化に

ついて. 第40回日本股関節学会. 11/30. 広島.
11.	 中島康雄. 瘻管内が扁平上皮で覆われ内腔が明瞭であった小児坐骨直腸窩痔瘻の１例. 第68回日本大腸肛門病学会総会. 

11/15. 東京.
12.	 坂本和陽. 舟状月状骨解離に対する靱帯再建術の１治験例. 第27回福島手外科研究会, 10/12. 福島.
13.	 坂本和陽. 手スポーツ外傷の診断と治療. 平成25年郡山整形外科医会, 2/21. 福島.
14.	 岡田隆平, 鈴木政美, 新國摂, 堀越浩幸：唾液腺腫瘍におけるARFI elastographyの有用性.第37回頭頸部癌学会, 6/13-14. 

東京.
15.	 岡田隆平, 鈴木政美：甲状腺乳頭癌の膵転移症例. 第46回甲状腺外科学会, 9/26-27. 名古屋.
16.	 那須久代, 山口久美子, 二村昭元, 秋田恵一. 肩関節周囲における腋窩神経の分布領域. 第118回日本解剖学会総会・全国

学術集会, 3/28-30. 香川.
17.	 那須久代, 二村昭元, 山口久美子, 秋田恵一 . 肩関節周囲への腋窩神経の分布. 第10回肩の運動機能研究会, 9/27-28.  京

都.
18.	 田中基貴, 二村昭元, 高橋憲正, 河合伸昭, 望月智之, 秋田恵一, 菅谷啓之. ポスター　鏡視下所見に基づくdelamination腱

板断裂の臨床的特徴の検討. 第40回日本肩関節学会. 9/27. 京都.
19.	 野崎太希, 二村昭元, 望月智之, 山口久美子, 菅谷啓之, 秋田恵一. 上腕骨大結節骨形態と棘下筋腱停止部との関係. 第40

回日本肩関節学会. 9/27. 京都.
20.	 植木博子, 吉村英哉, 望月智之, 二村昭元, 秋田恵一, 荻内隆司. 小胸筋腱延長腱についての研究. 第40回日本肩関節学会. 

9/27-28. 京都.
21.	 八木茂典, 望月智之, 二村昭元, 吉村英哉, 中川照彦, 秋田恵一. 腱板断裂に対する保存療法：機能解剖にもとづいた理学

療法. 第40回日本肩関節学会, 9/27-28. 京都.
22.	 秋田恵一. 肩関節ならびに上肢帯の構造：とくに鳥口上腕靱帯の構造について. 日本柔道整復接骨医学会, 11/23-24, 東

京.

［招待講演（特別講演、教育講演を含む）］
  1. 	秋田恵一.	 特別授業.からだの仕組み.麻布高校. 1/12. 東京.
  2.	 秋田恵一.「膵臓の研究をめぐる歴史―特に膵管の発見をめぐって」．第19回お茶の水セミナー. 3/16. 東京.
  3.	 秋田恵一.	 関節の解剖.防衛医大講義. 3/18. 所沢.
  4.	 秋田恵一.	 骨盤出口筋と周囲構造の再検討 とくに直腸縦走筋との関係. 第26回大腸外科検討会. 4/6. 東京.
  5.	 秋田恵一.	 直腸下部ならびに肛門周囲の構造について：骨盤出口筋の臨床解剖. 第86回日本整形外科学会学術総会. 

5/10. 大阪.
  6.	 秋田恵一.	 解剖学的にみたACLの付着.第86回日本整形外科学会学術総会. 5/24. 広島.
  7.	 秋田恵一.	 骨盤内臓器および会陰の解剖.札幌医大解剖学講義. 6/10. 札幌.
  8.	 秋田恵一.	 骨盤の解剖の新しい知見と視点.第25回みなと泌尿器カンファレンス. 6/20. 東京.
  9.	 秋田恵一.	「医学を学ぶということ：東京医科歯科大学の取り組み」．平成25年　代々木ゼミナール　医学部対策セミ

ナー. 7/5. 東京.
10.	 秋田恵一.	 肘の解剖学. 上肢外科サマーセミナーin Kasaoka. 8/3. 岡山.
11.	 秋田恵一.	 人体の構造1. 東京外国語大学講義. 9/9. 東京.
12.	 秋田恵一.	 医師になること、医学者になること、医学部で学ぶこと.  駿台予備学校　全国国公立医学部医学科説明会. 

10/27. 東京.
13.	 秋田恵一.	 招待講演.「多様な選択肢に対応した医学教育 ―東京医科歯科大学の試み―」．河合塾　全国国公立大学医

学部医学科 入試相談会. 11/17. 東京.
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14.	 二村昭元.	 新たな知見がもたらす上肢機能解剖の新局面. 第3回埼玉県接骨師会　トレーナー同好会勉強会. 12/22. さい
たま.

15.	 奥村敬子.	 女もつらいよ～性機能から骨盤底解剖まで～. 健康長寿をめざす会.  11/8. 名古屋.
16.	 中島康雄.	 肛門筋内膿瘍を考える. 第3回千葉埼玉肛門疾患懇談会. 6/22. 千葉.
17.	 中島康雄.	 Parks分類を超音波画像で検証する（Parks分類における痔瘻の型はすべて存在するか？）．第4回千葉埼玉

肛門疾患懇談会. 11/30. 千葉.

［シンポジウム］
  1. 	秋田恵一.	 脳脊髄液循環の基礎と解剖 －病態を理解するために－. 日本賠償科学会第63回研究会. 12/14. 東京.
  2.	 二村昭元. 短橈側手根伸筋起始部における解剖学的特徴の検討―外側上顆炎との関連―. 第86回日本整形外科学会学術

総会. 5/24. 広島.
  3.	 二村昭元.	 テニス肘の病因における解剖学的研究.第11回東京スポーツ整形外科研修会. 4/27. 東京.
  4.	 二村昭元.	 肩甲骨周囲筋と腱板筋群の解剖. 第8回肩関節機能研究会. 11/9, 東京.

［研究助成金］
  1. 	秋田恵一（代表）：科学研究費助成事業、基盤研究（C）「ヒト骨盤出口筋の臨床解剖学的研究ならびにその発生学的

研究」
  2.	 秋田恵一（分担）：科学研究費助成事業、基盤研究（B）「頭蓋底外科における低侵襲かつ安全な頭蓋顔面アプローチ

法の確立に関する研究」
  3.	 二村昭元（代表）：科学研究費助成事業、若手研究（B）「マイクロCTを用いた筋腱付着部障害に関する解剖学的研究」
  4.	 原田理代（代表）：科学研究費助成事業、若手研究（B）「FGFシグナルが制御する生殖器形成機構の解明：尿道下裂

発症機序解明に向けて」
  5.	 那須久代（代表）：科学研究費助成事業、若手研究（B）「肩甲骨の安定性に作用する筋群の形態と神経支配に関する

研究」
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システム発生・再生医学分野
Systems BioMedicine

教　　授　淺原弘嗣
講　　師　篠原正浩
助　　教　伊藤義晃，久保　純
特任助教　田中陽子，松島隆英
特任研究員　千葉朋希
大学院生　齋藤剛志，高橋　彰，阿部健太郎，片岡健輔，
　　　　　松原洋平，幸田直己，鈴木英嗣，中筋貴史　
大学院特別研究学生　中道　亮，嘉山智大，内藤昌志，
　　　　　　　　　　望月祐輔

（1）教　育
学部教育：学部系統講義「分子遺伝学」を担当している。遺伝子発現のメカニズムを包括的に理解し、分子生物学を駆使し
た医学と医療における最先端の研究と臨床に対応できる知識と技術を身に着ける。
　研究実習としては、研究実践プログラムやプロジェクトセメスターなどを通して、マイクロアレイによる遺伝子発現解析、
細胞ベースでのハイスループットトランスフェクションアッセイなどシステム医学研究に必要な複数のアプローチを身につ
ける。また、システム医学的手法を組み合わせ、発生・再生および炎症などを制御する遺伝子ネットワークを探索し、その
意義をヒトサンプルや遺伝子改変マウスを作成することで解析、証明する。
大学院教育：修士課程・医歯理工学専攻では「発生・再生科学」を担当し、ここでは、発生・再生・生殖医学に関する基本
的知識を学び、最先端の研究戦略を理解するプログラムを構成している。
　医学と生物学の両面から、十分な情報を得て、この分野において深い洞察力をつけることを目標とする。医歯学総合研究科・
博士課程においては、遺伝子発現を包括的に解析し、コアネットワークを同定することにより、組織発生のメカニズムとそ
の破綻による疾患の解明を行う、システム医学という概念と戦略および技術の会得を目標とする。個の発生を通して、医学
生物学的知識を蓄えるだけでなく、まだ解明されていないパラダイムが何であるかを学び、それが明かされる事で期待され
るインパクトを想像し、サイエンス教育の本質に迫ることを目的とする。

(2) 研究
・新しい遺伝子カテゴリーであるノンコーディングRNAを探索し、その機能を解析する。
・TALENやCRISPR/Cas9などの遺伝子編集技術をもちいて、発生・再生医学の研究を行う。
・ゲノムの４次元ダイナミクスによる組織分化機構の解析と比較進化学を行う。
・バイオインフォマティクスやイメージング技術を統合した新しい医学研究を構築する。

　本年は、以下のテーマで研究を行った
１．3次元的実体顕微鏡システムによるマウス胎児発生の遺伝子発現データベースの構築

１）企業と共同で開発した3次元的な実体顕微鏡を医歯学の発生分野に応用し、3次元的な胎児期の遺伝子発現データベー
スを構築し、世界に無償で公開。

２）データベース上のマウスの画像をクリックし、180度自由に回転させ遺伝子の発現解析を可能とした。
３）遺伝子発現データベース “EMAGE” と相互運用し、世界的規模の遺伝子の動きを観察できるデータベースコンソー

シアムをスタートさせ、観察結果の情報を反映させたデータベースとして医歯学研究に貢献。
２．新しい遺伝子改変技術の応用による小さなRNAの欠損マウスの作製に成功

１）マイクロRNAという新しいタイプのノンコーディングRNAの遺伝子変異マウスを正確かつ、短期的に作製するため
にTALENという遺伝子編集技術を導入しマイクロRNAのノックアウトマウス作製に成功。

２）マイクロRNAは多くの病気との関連が報告されており、（イントロンに存在し、クラスターを形成すること）から欠
損マウスの作製が困難とされていたが、この技術によってほぼすべてのマイクロRNAの欠損マウスの作製が可能となり、
慢性炎症疾患などへの関与の解明が期待できる。

(3) 研究業績
[原著論文]

  1.	 Kato T, Miyata K, Sonobe M, Yamashita S, Tamano M, Miura K, Kanai Y, Miyamoto S, Sakuma T, Yamamoto T, 
Inui M, Kikusui T, Asahara H*, and Takada S*. Production of Sry knockout mouse using TALEN via oocyte 

先端医療開発学講座



— 724 —

先端医療開発学講座

injection. Scientific Rep. 3,
2.	 Takada S, Sato T, Ito Y, Yamashita S, Kato T, Kawasumi M, Kanai-Azuma M, Igarashi A, Kato T, Tamano M, 

AsaharaH. Targeted gene deletion of miRNAs in mice by TALEN system, PLOS One. 　PLoS ONE 8(10): e76004. 
3.	 Shimizu H, Kubo A, Uchibe K, Hashimoto M, Yokoyama S, Takada S, Mitsuoka K, Asahara H, The AERO System: a 

3D-like Approach for Recording Gene Expression Patterns in the Whole Mouse Embryo, PLOS One. 8(10):e75754.　
4.	 Yoshitaka T, Kawai A, Miyaki S, Numoto K, Kikuta K, Ozaki T, Lotz M, Asahara H. Analysis of microRNAs 

expressions in chondrosarcoma. J Orthop Res.  Volume 31(12):1861-2039,2013
5.	 Nakahara H, Hasegawa A, Otabe K, Ayabe F, Matsukawa T, Onizuka N, Ito Y, Ozaki T, Lotz MK, Asahara H. 

Transcription factor mohawk and the pathogenesis of human anterior cruciate ligament degradation. Arthritis 
Rheum. 65(8):2081-9

6.	 Watanabe T, Oyama T, Asada M, Harada D, Ito Y, Inagawa M, Suzuki Y, Sugano S, Katsube K, Karsenty G, Komori 
T, Kitagawa M, Asahara H. MAML1 enhances the transcriptional activity of Runx2 and plays a role in bone 
development. PLOS Genetics. 9(1):e1003132. 

7.	 Takata A, Otsuka M, Yoshikawa T, Kishikawa T, Hikiba Y, Obi S, Goto T, Kang YJ, Maeda S, Yoshida H, Omata M, 
Asahara H, Koike K. MiRNA-140 acts as a liver tumor suppressor by controlling NF-kB activity via directly 
targeting Dnmt1 expression. Hepatology 57(1):162-70, PMID: 22898998

[総説]
  1.	 Furumatsu T, Asahara H. Chromatin assembly and in vitro transcription analyses for evaluation of individual 

protein activities in multicomponent transcriptional complexes. Methods Mol Biol. 977:193-202. 
  2.	 浅原弘嗣　自己免疫疾患・アレルギー疾患（前篇）免疫の基礎、検査、治療　新しい研究手法・検査　関節炎とマイ

クロRNA　最新医学　68(3):648-658.
  3.	 荒巻敏寛、浅原弘嗣【サルコペニア-筋研究の最前線-】 (Part1)基礎　骨格筋分化の分子メカニズム　Bone Joint Nerve  

3(1):15-20.
  4.	 内藤昌志、浅原弘嗣　【サルコペニアと骨代謝】 筋細胞分化の分子メカニズム　腎と骨代謝　26(2):91-97. 
  5.	 中道亮、浅原弘嗣【再生医療の現況と最前線】 未来の再生医療に向けて　靱帯・腱の発生機構の発見と臨床応用への

展望 　整形・災害外科 56(5):675-682. 
  6.	 篠原正浩、高柳広　炎症性関節炎における破骨細胞の制御　臨床リウマチ　25:85-92. 
  7.	 伊藤義晃　Mohawk homeobox遺伝子による腱発生の制御  Pharma Medica  31(4): 47-50.

[学会]
招待講演・シンポジウム等

  1.	 浅原弘嗣、軟骨分化１　第26回日本軟骨代謝学会、千里ライフサイエンスセンター、3月1日　
  2.	 浅原弘嗣、RNA階層における関節軟骨破壊と保護の分子メカニズム、第57回日本リウマチ学会学術集会、国立京都国

際会館、4月18日
  3.	 浅原弘嗣、システム研究によるRNA階層の炎症制御機構の解明　次世代医薬 “核酸医薬” 創出に向けたStrategy. 品川

コクヨホール、4月26日
  4.	 浅原弘嗣、システム医学アプローチによるRNA階層での炎症制御機構の解明　独協医科大学免疫学講座、独協医科大

学、5月13日
  5.	 浅原弘嗣、システムアプローチによる筋骨格組織の発生と疾患の解析　第10回慈恵医大繊維化病態研究会、東京慈恵

会医科大学、6月3日
  6.	 浅原弘嗣、Macro View of miRNA　in arthritis pathogenesis、第34回炎症・再生医学会、国立京都国際会館、７月3

日
  7.	 浅原弘嗣、システム医学アプローチによるRNA階層での炎症制御機構の解明、第28回難病治療研究会、順天堂大学、

7月10日
  8.	 浅原弘嗣、生命のレゾンデートルと向き合う天空のキャンパス、駿台予備校特別講演会、8月3日
  9.	 Asahara H. A systems approach reveals molecular network regulating musculoskeletal tissues development and 

homeostasis 第86回日本生化学学会、パシフィコ横浜、9月12日
10.	 浅原弘嗣、腱・靭帯を修復する遺伝子の働き備後整形外科医学会　第148回備後整形外科医学会学術講演会　福山労

働会館みやび　10月5日
11.	 Asahara H. MicroRNA and Arthritis. American College of Rheumatology, San Diego, USA Oct.26 
12.	 浅原弘嗣、Itʼs NOT a small world:小さな非翻訳RNAが織り成す遺伝学のフロンティアと医学への応用　YAMCHER

主催第三回特別講演会　山梨大学　12月12



— 725 —

その他発表
  1.	 伊藤義晃、microRNA-455の軟骨における機能解析、RNAフロンティアミーティング　静岡９月3日 
  2.	 浅原弘嗣、RNA階層での炎症に関わる遺伝子発現制御機構のシステム解析　第36回分子生物学会年会、神戸ポートア

イランド　 12月4日
  3.	 田中陽子、高田修治、古松毅之、宮澤慎一、西田圭一郎、浅原弘嗣　 次世代シークエンサーを用いた関節リウマチと

変形性関節症におけるmicroRNAとターゲットの発現解析　第36回日本分子生物学会. 神戸. 12月 4日　
  4.	 篠原正浩、Orally available Btk inhibitor ibrutinib (PCI-32765) protects against osteoclast-mediated bone loss. 第42回

日本免疫学会学術集会、千葉、12月12日

[研究助成金]
  1.	 淺原弘嗣（代表）：(独)　科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業 チーム型研究（CREST）「RNA階層にお

ける炎症の時間軸制御機構の解明」 
  2.	 淺原弘嗣（代表）：文部科学省特別経費（プロジェクト分）概算要求-大学の特性を生かした多様な学術研究機能の充

実-「システム医学・生物学的アプローチによる疾患の解明とその臨床応用」
  3.	 淺原弘嗣（代表）：文部科学省科学研究費補助金（基盤（A））「筋：腱複合組織発生メカニズムの解明と疾患研究への

応用」
  4.	 淺原弘嗣（代表）：文部科学省科学研究費補助金（新学術領域）「miRNAの成熟制御によるＲＮＡネットワークの解明」 
  5.	 淺原弘嗣（代表）：文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「脊椎椎間板の形成・維持を担う分子メカニズム

の解析」　
  6.	 淺原弘嗣（分担）：文部科学省科学研究費補助金（基盤（A））「発生メカニズムに立脚した生物学的歯根再生技術の開

発」
  7.	 淺原弘嗣（代表）：ブリストルマイヤーズ関節リウマチ研究助成「関節リウマチにおけるノンコーディングRNAの機

能解析と診断、治療への応用」
  8.	 淺原弘嗣（代表）：公益財団法人　持田記念医学薬学振興財団「関節の炎症に対する保護作用を持つ非翻訳RNAの解析」 
  9.	 淺原弘嗣（代表）：味の素株式会社　共同研究助成「アミノ酸栄養が関節軟骨代謝に及ぼす影響に関する研究」
10.	 淺原弘嗣（分担）：JAXA「きぼう」利用重点課題（受託研究）「マウスを用いた宇宙環境応答の網羅的評価」におけ

る「骨における遺伝子発現変化解析」
11.	 篠原正浩：武田科学振興財団、2013年度医学系研究奨励
12.	 篠原正浩：かなえ医薬振興財団、第42回かなえ医薬振興財団研究助成金
13.	 伊藤義晃（独）：科学技術振興機構（JST）科学技術人材育成費補助金　テニュアトラック普及・定着事業
14.	 伊藤義晃（代表）：文部科学省科学研究費補助金　若手（B）「腱・靭帯形成におけるmicroRNAの機能解析」
15.	 千葉朋希（代表）：文部科学省科学研究費補助金　若手（B）「長鎖ノンコーディングRNAの炎症応答における意義の

解明」
16.	 松島隆英（代表）：文部科学省科学研究費補助金　研究活動スタート支援「TALを用いたサイトカイン遺伝子の発現

調節機構の解明」

[その他]
なし

非常勤講師
  1.	 浅原弘嗣. 転写ネットワーク解明のための技術と応用I・II. 慶応義塾大学医学部講義「分子生物学・遺伝子医学」．慶

応義塾大学, 東京. 5月2日
  2.	 浅原弘嗣. Bone This way: 骨にまつわる研究のフロンティア　岡山大学大学院特別講義「研究方法論」岡山大学, 岡山. 

8月6日
  3.	 浅原弘嗣. ゲノムという分子プログラムによる身体の発生の仕組み. 岐阜大学医学部講義「生化学・分子生物学」．岐

阜大学, 岐阜. 9月3日
  4.	 浅原弘嗣. ノンコーディングRNAによる遺伝子ネットワークの制御 & DNAの人為的修復による遺伝子・細胞治療. 東

京薬科大学講義「遺伝子工学Ⅱ」．東京薬科大学, 東京. 11月25日

[セミナー・学会主催]
  1.	 松下正之　先生（琉球大学大学院医学研究科　分子・細胞生理学講座）．キナーゼ活性を持つTRPM7チャネルによる

コレステロール代謝制御. 東京医科歯科大学システム発生・再生医学分野第4回講演会. 9月6日
  2.	 Alexander Hoffmann.（San Diego Center for Systems Biology, UCSD）．Combinatorial and Dynamical Codes to 
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specify Immune Responses. 東京医科歯科大学システム発生・再生医学分野第5回講演会. 9月11日
  3.	 安達卓　先生（学習院大学理学部教授）．ショウジョウバエの二核細胞器官：附属腺の形成機構と生理的意義.  東京医

科歯科大学システム発生・再生医学分野第6回講演会. 12月19日
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包 括 病 理 学 分 野
Comprehensive Pathology

教　　授　北川昌伸
講　　師　倉田盛人(休職中)
助　　教　山本浩平，阿部晋也，阿部志保
技　　官　井上美織
臨床検査技師　石橋佐知子
大学院生　大西威一郎，ダケット留理，李　娜，
　　　　　桐村　進，小川弘恵，宮本憲一，
　　　　　鈴木一史，井上雅文，加藤健一郎，
　　　　　金　小海

　当分野は教育面では学部学生に対する病理学全般の講義と実習、大学院生・専攻生に対しては生検・剖検材料を用いた臨
床病理診断学の研修を行っている。また、研究面では造血器腫瘍の発症機構とその治療モデルについて、病理学的、免疫学
的及び分子生物学的な実験的研究を行い、さらに外科・生検材料を用いた臨床病理学的研究も行っている。

(1) 教　育
１）学部教育：病理学総論、各論実習、ＰＢＬ、ブロック型学習、総合診断学実習、ＢＳＬ等により、専門課程第１学年

より第４学年に至る４年間を通して教育が行われている。実施にあたっては、人体病理学分野、病院病理部、分子病態
検査学分野、難研神経病理部門、歯学部口腔病理学講座の協力のもとに行われている。各論実習の最後に行われる症例
検討会、ＣＰＥでは少人数の学生が１症例を担当し、発表会を行い、症例経験を通した病理学の理解をすすめている。

２）卒後教育：病理学会認定医の資格を取得する事を目的とした病理解剖学、外科病理学の研修を行い、更に関連病院で
の研修も行っている。ＣＰＣ、臨床各科との症例検討会を通じて、臨床医学に対する理解も深めていくようにしている。
研究に関しては、通常の病理学的手法に加えて、免疫病理学、ウイルス学、生化学および分子生物学的手法など各人の
テーマに応じて利用し、先端的な研究を行える様に配慮している。

(2) 研　究
1. 臨床病理学研究
　外科材料や生検材料、及び病理解剖で得られた諸臓器について、通常の形態学的手法に加えて、免疫組織学的、電顕的、
分子病理学的検索を行い、疾患の概念、診断や治療に対する新しい概念を確立するための研究を行っている。
2. 実験病理学的研究
　マウスやラットを実験モデルとし、in vivoやin vitroで様々な侵襲を加えたあと、免疫系や血液系の細胞について、免疫組
織学的、ウイルス学的、生化学的、分子生物学的解析を行っている。
　１．レトロウイルス誘発白血病の発生機構の解析とその治療モデルの開発

　フレンド白血病ウイルスによる腫瘍の発症には、宿主のＴ細胞の機能が重要な役割を果たしている。ウイルス感染に
よりどの様なシグナル伝達機構が活性化され、どの様にＴ細胞機能が制御されるかを解析している。

　２．レトロウイルス由来蛋白を用いたアポトーシス誘導と遺伝子治療への応用
　フレンド白血病ウイルス由来のgp70は宿主由来遺伝子と強調して、DNA損傷シグナルに対するアポトーシス促進経
路を賦活化する。この系を用いて遺伝子治療を含めた治療への応用を進めている。

　３．MDS発症のメカニズムに関する分子病理学的研究
　骨髄異形成症候群（Myelodysplastic syndromes:MDS）は比較的高齢者に起こる疾患で、骨髄中の造血細胞に高頻度
のapoptosisが生じることによって、末梢の血球減少症を引き起こすという病態を呈する。ＭＤＳ骨髄細胞にapoptosisを
引き起こす原因となる分子の発現と制御機構について造血細胞、間質細胞の両面から解析を進めている。

　４．各種造血器系疾患の薬剤耐性に関する研究
　各種造血器系疾患の薬剤耐性遺伝子とそれに関連する分子群の動きについて解析を進めている。

　５．免疫系の形成とその加齢に伴う破綻のメカニズムに関する総合的研究
　免疫系の形成は生後急激に進行し、思春期にはピークに達するが、その後は加齢と共に低下する。その結果、70歳以
降の高齢者では、免疫機能が著明に下がることも希ではなく、AIDSと同じように感染症に罹り易くなる。こうした免
疫系の加齢変化のメカニズムを明らかにする為に、胸腺、Ｔ細胞、神経内分泌免疫系の加齢変化を分子レベルで解析し
ている。

　６．癌の増殖・進展に関する分子病理学的研究
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　主としてヒトの消化器系の癌組織を材料として、癌の増殖・進展と関連する様々な物質について分子病理学的手法を
用いて解析している。

(3) 研究業績
【原著】

  1. 	Tulafu M, Mitaka C, Hnin Si MK, Abe S, Kitagawa M, Ikeda S, Eishi Y, Kurata S, Tomita M: Atrial natriuretic 
peptide attenuates kidney-lung crosstalk in kidney injury. J Surg Res 2014; 186: 217-225.

  2.	 Si MK, Mitaka C, Tulafu M, Abe S, Kitagawa M, Ikeda S, Eishi Y, Kurata S, Tomita M. Inhibition of poly (adenosine 
diphosphate-ribose) polymerase attenuates lung-kidney crosstalk induced by intratracheal lipopolysaccharide 
instillation in rats. Respir Res. 2013; 14(1): 126.

  3.	 Li N, Abe S, Kurata M, Abe-Suzuki S, Onishi I, Kirimura S, Murayama T, Hidaka M, Kawano F, Kitagawa M. Over-
Expression of Cancerous Inhibitor of PP2A (CIP2A) in Bone Marrow Cells from Patients with a Group of High-Risk 
Myelodysplastic Syndromes. Pathol Oncol Res. 2013 Oct 26.

  4.	 Fan W, Nakazawa K, Abe S, Inoue M, Kitagawa M, Nagahara N, Makita K: Inhaled aerosolized insulin ameliorates 
hyperglycemia-induced inflammatory responses in the lungs in experimental model of acute lung injury. Critical 
Care 2013; 17: R83.

  5.	 Miwa Y, Tomohito H, Suzuki S, Abe S, Onishi I, Kirimura S, Kitagawa M, Kurata M:  Up-regulated expression of 
CXCL12 in spleens with extramedullary hematopoiesis. Pathology 2013; 45(4): 408-416.

  6.	 Kurata M, Suzuki S, Abe S, Onishi I, Kitagawa M: Bone marrow cell death and proliferation: Controlling 
mechanisms in normal and leukemic state (review). World Journal of Hematology 2013; 2(1):1-5.

  7.	 Hirokawa K, Utsuyama M, Hayashi Y, Kitagawa M, Makinodan T, Fulop T:  Slower immune system aging in 
women versus men in the Japanese population. Immun Ageing. 2013 May 15;10(1):19.

  8.	 Takeda T, Sato T, Ito T, Sumi Y, Kobayashi T, Kitagawa M, Hirokawa K, Uchihara T. Four-repeat tau-selective 
deposition in subthalamic nucleus and motor cortex in Alzheimer disease.  Clinical Neurology and Neurosurgery  
2013; 115:641-643.

  9.	 Yagi K, Yamamoto K, Umeda S, Abe S, Suzuki S, Ohnishi I, Kirimura S, Fukayama M, Arai A, Murayama T, Hideki 
M, Kitagawa M, Kurata M. Expression of multidrug resistance 1 gene in B-cell lymphomas: association with follcular 
dendritic cells.  Histopathology 2013 62:414-420.

10.	 Takagi M, Sato M, Piao J, Miyamoto S, Isoda T, Kitagawa M, Honda H, Mizutani S. ATM-dependent DNA-damage-
response pathwey as a determinant in chronic myelogenous leukemia.  DNA Repair 2013; 12:500-507.

11.	 三輪 槙, 融 衆太, 小林 高義, 前 素直, 遠藤 太嘉志, 北川 昌伸, 原 誠, 内原 俊記.  可逆性の上気道狭窄を呈したレヴィー
小体型認知症の89歳男性剖検例   臨床神経学(0009-918X)53巻10号 Page877(2013.10)

【学会】
(海外)

  1.	 Kohei Yamamoto, Yukiko Tone, Rimpei Niwa, Shuko Harada, Xuan Hao T. Doan, Jonathan Said, Phillip Koeffler and 
Masahide Tone　Regulation of  CD20 expression through alternative splicing.　2013 Immunology LA meeting, California, 
USA.

(国内)
  1.	 阿部晋也、倉田盛人、阿部志保、大西威一郎、小川弘恵、北川昌伸: MCM2 bound with retroviral gp70 is localized to 

cytoplasm and enhanced DNA-damage-induced apoptosis. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10月
  2.	 桐村進、倉田盛人、中川靖章、大西威一郎、阿部志保、阿部晋也、北川昌伸: Role of micro RNA 29b (mir-29b) in 

myelodysplastic syndromes during the course of transformation to overt leukemia. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013
年10月

  3.	 阿部志保、阿部晋也、倉田盛人、大西威一郎、桐村進、村山寿彦、北川昌伸: Expression analysis of CXCL12 in 
myelodysplastic syndromes. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10月

  4.	 小 川 弘 恵、 阿 部 晋 也、 倉 田 盛 人、 阿 部 志 保、 北 川 昌 伸: Expression and genotype analysis of MCM2 in 
myelodysplastic syndromes. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10月

  5.	 大西威一郎、小嶋洋輔、倉田盛人、村山寿彦、中川靖章、阿部志保、阿部晋也、北川昌伸: Expressional analysis of 
MDR1 and CXCL12 in the bone marrow cells of chronic myelogenous leukemia. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年
10月

  6.	 北川昌伸、阿部晋也、倉田盛人、阿部志保、大西威一郎、桐村進: In vivo model of cancer therapy by enhancing 
DNA-damage-induced apoptosis. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10月
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  7. 	阿部晋也、倉田盛人、鈴木志保、小川弘恵、北川昌伸:　DNA損傷誘発アポトーシス増強によるin vivo腫瘍治療モデ
ル. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

  8.	 北川昌伸、鈴木志保、倉田盛人、阿部晋也、大西威一郎、桐村進:　造血器腫瘍の最近の展開-造血器Nicheと骨髄性腫
瘍-.第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

  9.	 鈴木志保、倉田盛人、阿部晋也、大西威一郎、桐村進、村山寿彦、北川昌伸:　骨髄異形成症候群におけるCXCL12陽
性細胞の定量および局在解析. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

10.	 小川弘恵、阿部晋也、倉田盛人、鈴木志保、村山寿彦、北川昌伸:　骨髄異形成症候群におけるMCM2の遺伝子変異解
析. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

11.	 李娜、阿部晋也、鈴木志保、倉田盛人、村山寿彦、日高道弘、北川昌伸: 骨髄異形成症候群（myelodysplastic 
syndromes: MDS）の骨髄におけるCIP2Aの発現. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

12.	 桐村進、倉田盛人、中川靖章、大西威一郎、鈴木志保、阿部晋也、北川昌伸:　骨髄異形成症候群の白血病化における
microRNA 29b (mir-29b)の役割の検討. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

【研究助成金】
  1. 	北川昌伸：平成25年度文部科学省研究費補助金　基盤研究(C)　「MCM2の作用を用いた抗腫瘍モデルの開発」課題番号：

245904760（研究代表者）
  2.	 阿部晋也：平成25年度文部科学省研究費補助金　若手研究(B)「抗MCM2細胞内抗体を用いた新規癌治療モデルの開発」

課題番号：25860290（研究代表者）
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分 子 腫 瘍 医 学 分 野
Molecular Oncology

教　　授　湯浅保仁	
講　　師　秋山好光
講　　師　深町博史
助　　教　島田　周
臨床検査技師　長崎弘美
日本学術振興会特別研究員　橋本　裕，土田里香
大学院生　小嶋彰吾，坂本鮎菜，西川路武人，
　　　　　馬場可奈子

（１）教育
　学部教育では、講義、実習を行っている。テーマは、衛生学、分子腫瘍学である。大学院では各学生は教室の研究テーマ
の中から１つあるいは２つを選んで研究を行う。学生は全員遺伝子工学、生化学実験、細胞培養等の技術を習う。隔週で教
室セミナーを開き、研究の進行状況を発表して討論するとともに、新着の雑誌から重要な論文を紹介する。

（２）研究
　日本人の死亡原因の第一位は1981年以来がん（悪性新生物）である。このため、がんの原因解明・早期診断・根治療法の
開発は急務である。がんは遺伝子の異常により起こる事がわかってきており、分子腫瘍医学教室ではがん化機構の解明のた
め、最新のバイオテクノロジー技術を駆使している。

１．消化管の発生・分化、炎症とがん化との関連の解明
⃝胃がんは減ったとはいえ、日本やアジアに多い重要ながんである。従来、がん遺伝子・がん抑制遺伝子などが解析され

ているが、胃がんのがん化機構はまだ解明されていない。従って、日本の研究者が緊急に解明すべき重要ながんであ
る。

⃝近年、消化管の発生・分化過程が分子レベルで解明されつつあるので、ホメオボックスタンパク質など消化管の発生・
分化に関連した因子を、分化異常やがんで解析することにより全く新しい視点からの解明が期待できる。

⃝がん幹細胞の解析は、がん化機構の解明や新規治療法の開発に必須である。ヒト胃がん幹細胞の分離・解析を行ってい
る。

２．胃がんマウスモデルの作製と解析
　胃がんは、病理学的に大きく分化型と未分化型の2つに分かれる。胃のがん化機構解明の研究を推進させるためには、マ
ウスモデルの作製が必須であるが、未分化型胃がんではまだ報告されていなかった。我々は、ヒト胃がん発症に重要な遺伝
子をノックアウトすることにより、未分化型胃がんのマウスモデル作製に成功した。このマウスを用いて発がん機構の詳細
な解明、胃がん治療薬・予防法の開発を重点的に推進している。

３．DNAメチル化・マイクロRNAとがん化との関連の解明
⃝近年、DNAメチル化を代表とするepigeneticな変化が報告され、がん化に重要なことが明らかになってきた。患者の生

活習慣をアンケート調査して、それとDNAメチル化との関連を解析することにより、どの生活習慣要因がメチル化に関
連しているかを明らかにする。次にその生活習慣を変えることにより、メチル化を軽減させ、ひいてはがん化予防に応
用できる可能性がある。

⃝胃がんはH. pylori菌感染と関連があるが、メチル化の頻度も高い。そこで、炎症過程においてメチル化が誘導される機
構を明らかにしたい。さらに、炎症とメチル化の関連がわかれば、炎症とがん化の関連の解明も期待できる。

⃝マイクロRNA（miRNA）は約22塩基のnoncoding RNAで、mRNAに配列特異的に結合し、翻訳レベルで発現を阻害す
る。近年miRNAは発生・分化・がん化など生物現象の多くに関与していることが明らかとなり、注目されている。
miRNAとがん化との関連を解明するための研究を行っている。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Rotkrua P*, Shimada S*, Mogushi K, Akiyama Y, Tanaka H, Yuasa Y. Circulating microRNAs as biomarkers for 
early detection of diffuse-type gastric cancer using a mouse model. Br. J. Cancer. 108(4), 932-940, 2013. (*contributed 
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equally)
  2.	 Wang D, Zhou J, Liu X, Lu D, Shen C, Du Y, Wei FZ, Song B, Lu X, Yu Y, Wang L, Zhao Y, Wang H, Yang Y, 

Akiyama Y, Zhang H, Zhu WG. Methylation of SUV39H1 by SET7/9 results in heterochromatin relaxation and 
genome instability. Proc. Natl. Acad. Sci. USA. 110(14), 5516-5521, 2013.

  3.	 Hashimoto Y, Akiyama Y, Yuasa Y. Multiple-to-multiple relationships between microRNAs and target genes in 
gastric cancer. PLoS One. 8(5), e62589, 2013.

  4.	 Fukamachi H, Seol HS, Shimada S, Funasaka C, Baba K, Kim JH, Park YS, Kim MJ, Kato K, Inokuchi M, Kawachi H, 
Yook JH, Eishi Y, Kojima K, Kim WH, Jang SJ, Yuasa Y. CD49fhigh cells retain sphere-forming and tumor-initiating 
activities in human gastric tumors. PLoS One. 8(8), e72438, 2013.

  5.	 Seol HS, Suh YA, Ryu YJ, Kim HJ, Chun SM, Na DC, Fukamachi H, Jeong SY, Choi EK, Jang SJ. A patient-derived 
xenograft mouse model generated from primary cultured cells recapitulates patient tumors phenotypically and 
genetically. J. Cancer Res. Clin. Oncol. 139(9), 1471-1480, 2013.

  6.	 Fukamachi H, Kato S, Asashima M, Ichinose M, Yuasa Y. Activin A regulates growth of gastro-intestinal epithelial 
cells by mediating epithelial-mesenchymal interaction. Dev. Growth Differ. 55(9), 786-791, 2013.

  7.	 Osawa T, Tsuchida R, Muramatsu M, Shimamura T, Wang F, Suehiro J, Kanki Y, Wada Y, Yuasa Y, Aburatani H, 
Miyano S, Minami T, Kodama T, Shibuya M. Inhibition of histone demethylase JMJD1A improves anti-angiogenic 
therapy and reduces tumor associated macrophages. Canser Res. 73, 3019-3028, 2013.

[著書]
  なし

[総説]
  1.	 秋山好光. 胃がん. 遺伝子医学MOOK. 25巻（エピジェネティクスと病気），64-69, 2013.

[学会]
〈国際学会〉

  1.	 Shimada S, Akiyama Y, Fukamachi H, Yuasa Y. Targeting epigenetic alterations in a mouse model of E-cadherin/
p53-deficient diffuse-type gastric cancer. NRF A3 Foresight Program 2013 Seminar - Epigenetic Signatures in 
Gastric Carcinogenesis, 2013年7月6日〜9日, 扶余, 韓国.

  2.	 Nishikawaji T, Akiyama Y, Shimada S, Yuasa Y. Alterations of histone lysine methyltransferases, SETDB1 and 
SETDB2, in gastric cancers.　NRF A3 Foresight Program 2013 Seminar - Epigenetic Signatures in Gastric 
Carcinogenesis, 2013年7月6日〜9日, 扶余, 韓国.

  3.	 Seol HS, Akiyama Y, Shimada S, Suh YA, Jang SJ. The tumor suppressive role of miR-373 in lung carcinogenesis. 
NRF A3 Foresight Program 2013 Seminar - Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2013年7月6日〜9日, 扶
余, 韓国.

  4.	 Akiyama Y, Shimada S, Byeon S, Deng D, Kim WH, Zhu WG, Yuasa Y.  Alterations of SET7/9 and GATA4/5 in 
gastric cancer. NSFC A3 Foresight Program 2013 Seminar - Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2013
年10月26日〜29日, 桂林, 中国.

  5.	 Fukamachi H, Seol HS, Shimada S, Kim WH, Jang SJ, Yuasa Y. Summary of GC stem cell researches in the A3 
project. NSFC A3 Foresight Program 2013 Seminar - Epigenetic Signatures in Gastric Carcinogenesis, 2013年10月26
日〜29日, 桂林, 中国.

〈国内学会〉
  1.	 秋山好光, 甲田裕樹, 西川路武人, 島田周, Woo Ho Kim, Wei-Guo Zhu, 湯浅保仁．ヒストン修飾関連遺伝子SET7/9の胃

がんにおける発現低下と機能解析. 第7回日本エピジェネティクス研究会年会, 2013年5月30日～31日, 奈良.
  2.	 西川路武人, 秋山好光, 島田周, 湯浅保仁. 胃がんにおけるヒストンメチル化酵素SETDB2の異常と機能の解析. 第7回日

本エピジェネティクス研究会年会, 2013年5月30日〜31日, 奈良.
  3.	 島田周. びまん浸潤型胃癌マウスモデルにおけるエピジェネティクス変化の解析. 第24回日本消化器癌発生学会総会, 

2013年9月5～6日, 金沢.
  4.	 秋山好光. 食事がエピジェネティクスに与える影響、及びがんとの関係. 第13回抗加齢医学の実際 2013, 2013年9月15日

〜16日, 品川.
  5.	 Akiyama Y, Koda Y, Nishikawaji T, Shimada S, Yuasa Y. Frequent loss of SET7/9 protein and its clinicopathological 

significance in gastric carcinoma. 第72回日本癌学会総会, 2013年10月3日〜5日, 横浜.
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  6.	 Fukamachi H, Shimada S, Yuasa Y. Patient-dependent differences in the features of human gastric tumor-initiating 
cells in primary culture. 第72回日本癌学会総会, 2013年10月3日〜5日, 横浜.

  7.	 Shimada S, Akiyama Y, Fukamachi H, Yuasa Y. Epigenetic involvement in a mouse model of E-cadherin/p53-
deficient diffuse-type gastric cancer. 第72回日本癌学会総会, 2013年10月3日〜5日, 横浜.

  8.	 Sakamoto A, Shimada S, Akiyama Y, Yuasa Y. Function and expression of Twist1 in diffuse-type gastric cancer cell 
lines of an E-cadherin/p53-deficient mouse model. 第72回日本癌学会総会, 2013年10月3日〜5日, 横浜.

  9.	 Nishikawaji T, Akiyama Y, Shimada S, Yuasa Y．Alterations of SETDB2, a histone methyltransferase, in gastric 
cancers. 第72回日本癌学会総会, 2013年10月3日〜5日, 横浜.

[研究助成金]
  1.	 湯浅保仁：日本学術振興会日中韓フォーサイト事業、「胃がん発症におけるエピジェネティック変化の関与」
  2.	 湯浅保仁：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究B、「エピジェネティック疫学の疾病予防への応用」
  3.	 湯浅保仁：文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究、「未分化型胃がんのin vitroでの発がん過程の追跡」
  4.	 湯浅保仁：第43回（平成24年度）三菱財団自然科学助成、「胃がんマウスモデルを利用した新規エピジェネティクス

治療薬の開発」.
  5.	 秋山好光：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究C、「胃がんの組織内多様性と遺伝子のエピジェネティックな変化

の関連性」
  6.	 島田周：文部科学省科学研究費補助金　若手研究B、「胃がんマウスモデルを利用した未分化型胃がんの新規エピジェ

ネティクス治療薬の開発」
  7.	 島田周：研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）フィージビリティスタディステージ 探索タイプ、「未分化型

胃がんマウスモデルを利用した新規分子標的治療薬の開発」

[その他]
〈招待講演〉

  1.	 Shimada S. Targeting epigenetic alterations in a mouse model of E-cadherin/p53-deficient diffuse-type gastric 
cancer. The 4th JCA-AACR Special Joint Conference, 2013年12月16日～18日, 浦安.
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診 断 病 理 学 分 野
Surgical Pathology

部　　長　江石義信(兼，人体病理学教授)
副 部 長　明石　巧(診断病理学准教授)
助　　教　伊藤栄作，裴有安，菅原江美子
医　　員　三浦圭子

　大学における病理学講座は主として教育・研究が義務であるのに対して、診断病理学分野は病院における診断業務を主軸
として、病気に関連する諸問題の研究と、臨床病理学の教育の場でもある。社会が医療に要請していることは、言うまでも
なく、正しい診断のもとに適切な治療がなされることである。
　診断病理学分野は、ヒトの病気の病理学的診断を正確になし得る臨床病理医の育成、ヒトの病気に直接係わる命題につい
ての研究を遂行できる能力を備えた臨床および病理研究者の育成、という２つを目標としている。更には本学における病理
関連部門（人体病理学分野、包括病理学分野、保健衛生学研究科分子病態検査学分野、難研神経病理学分野、歯学部分子病
態学分野）及び臨床各科による臓器別臨床病理学の研鑚の場、集学的臨床病理の研究の場として、臨床各科と意思疎通をは
かり診療の質的向上を目指している。

(1) 教　育
　臨床病理医を志向する病理医は、前半の二年間は主に人体病理解剖、生検組織診断、迅速組織診断、手術標本の組織診断
などを行い、診断病理学分野ならびに関連病院病理科で臨床病理学の研鑚を積む。一方、臨床各科との合同症例検討会に参
加して病理診断を発表すると共に、各臨床分野における現時点での問題点を把握し、それについて臨床医と討論あるいは臨
床と病理の所謂集学的研究を行う。後半の二年間は、更に臨床病理学の研鑚を積み、ヒトの病気の原因、診断、治療などに
直接係わる問題点をテ－マに挙げ研究を行う。
　臨床科の医師で、各分野における臨床病理学の研鑚を志向する臨床医は、人体病理解剖、生検組織診断、迅速組織診断、
手術標本の組織診断などの中から選択して臓器別臨床病理学の研鑚を積む。

(2) 臨床上の特徴
　臨床各科の患者の病気診断に際しては、内視鏡的外科的に病変組織の一部を採取（生検組織）あるいは病変部から細胞を
採取し、それを基に顕微鏡で直接病変を眺め病理組織学的診断（生検組織診断、細胞診）を行ない臨床各科へ報告する。手
術で除去された臓器・組織については、病理組織学的な病変の拡がりとその性質を検索するとともに、手術の適切性を判断し、
手術後の治療方針決定のための資料とする。また、患者の治療過程においては、病変部から経時的に採取された組織を病理
組織学的に検索し、治療効果を判定する。患者が不幸にも鬼籍に入った場合、生前の検査所見と治療法の選択及びその効果
を検討する為に、主治医とともに病理解剖を行ない、以後の診断と治療に役立たせる。謂わば、診断病理学分野は本学の組
織体制上では人体病理学分野と異なってはいるものの、実際的には一心同体である。
　診断病理学分野は直接患者に接することないが、患者の診断・治療の点において直接的に深く係わっている。一人の患者
を中心とした臨床各科の医師と臨床病理医間の意志疎通と強い連携診療は、最良の診療を行なうための必須条件であり、こ
れを現代社会は特定機能病院としての大学病院に要請している。それ故に、診断病理学分野の医師は “doctor of doctors” と
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DNA-damage-induced apoptosis. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10月

11.	 北川昌伸、鈴木志保、倉田盛人、阿部晋也、大西威一郎、桐村進. 造血器腫瘍の最近の展開-造血器Nicheと骨髄性腫瘍-. 
第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

12.	 阿部晋也、倉田盛人、阿部志保、大西威一郎、小川弘恵、北川昌伸. MCM2 bound with retroviral gp70 is localized to 
cytoplasm and enhanced DNA-damage-induced apoptosis. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10月

13.	 桐村進、倉田盛人、中川靖章、大西威一郎、阿部志保、阿部晋也、北川昌伸. Role of micro RNA 29b (mir-29b) in 
myelodysplastic syndromes during the course of transformation to overt leukemia. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013
年10月

14.	 阿部志保、阿部晋也、倉田盛人、大西威一郎、桐村進、村山寿彦、北川昌伸. Expression analysis of CXCL12 in 
myelodysplastic syndromes. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10月

15.	 小川弘恵、阿部晋也、倉田盛人、阿部志保、北川昌伸. Expression and genotype analysis of MCM2 in myelodysplastic 
syndromes. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10月

16.	 大西威一郎、小嶋洋輔、倉田盛人、村山寿彦、中川靖章、阿部志保、阿部晋也、北川昌伸. Expressional analysis of 
MDR1 and CXCL12 in the bone marrow cells of chronic myelogenous leukemia. 第72回日本癌学会総会, 横浜,2013年10
月

17.	 阿部晋也、倉田盛人、鈴木志保、小川弘恵、北川昌伸.DNA損傷誘発アポトーシス増強によるin vivo腫瘍治療モデル. 
第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

18.	 鈴木志保、倉田盛人、阿部晋也、大西威一郎、桐村進、村山寿彦、北川昌伸.骨髄異形成症候群におけるCXCL12陽性細
胞の定量および局在解析. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

19.	 小川弘恵、阿部晋也、倉田盛人、鈴木志保、村山寿彦、北川昌伸. 骨髄異形成症候群におけるMCM2の遺伝子変異解析. 
第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

20.	 李娜、阿部晋也、鈴木志保、倉田盛人、村山寿彦、日高道弘、北川昌伸. 骨髄異形成症候群(myelodysplastic 
syndromes: MDS)の骨髄におけるCIP2Aの発現. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

21.	 桐村進、倉田盛人、中川靖章、大西威一郎、鈴木志保、阿部晋也、北川昌伸.骨髄異形成症候群の白血病化における
microRNA 29b (mir-29b)の役割の検討. 第102回 日本病理学会総会, 札幌, 2013 年6月

22.	 岡田 卓也,川田 研郎, Swangsri Jirawat, 藤原 尚志, 藤原 直人, 太田 俊介, 宮脇 豊, 東海林 裕, 中島 康晃, 熊谷 洋一, 永井 
鑑, 河野 辰幸, 杉本 太郎, 清川 佑介, 岸本 誠司, 野村 文敬, 伊藤 崇, 江石 義信. 下咽頭表在性MALTリンパ腫の1例. 第12
回　頭頸部表在癌研究会, 東京, 2013年1月

23.	 芝間 さやか, 宗次 太吉, 福山 國太郎, 西澤 綾, 井川 健, 横関 博雄, 三浦 圭子, 江石 義信.リベドを呈し、血管周囲性に肉
芽腫を認めたサルコイドーシスの1例. 第112回　日本皮膚科学会総会, 横浜, 2013年6月

24.	 宮脇 豊, 河内 洋, 大井 章史, 江石 義信, 河野 辰幸, 稲澤 譲治, 井本 逸勢. MYCおよびFHITのゲノムコピー数異常が食道
扁平上皮癌における有益な新規予後予測因子であることの同定および検証. 第113回　日本外科学会定期学術集会, 福岡, 
2013年4月

25.	 浅川 直也, 榊原 守, 神谷 究, 山田 史郎, 吉谷 敬, 畑中 佳奈子, 筒井 裕之, 江石 義信. 臨床的に心サルコイドーシスを疑う
症例におけるPAB抗体陽性所見の検討. 第61回　日本心臓病学会学術集会, 熊本, 2013年9月

26.	 松永 佳子, 浅井 淳, 鈴木 沙和子, 油座 利貴, 田中 健一, 林 義満, 旭 浩一, 中山 昌明, 渡辺 毅, 江石 義信.腎サルコイドー
シスの一例. 第57回　日本腎臓学会学術集会, 横浜, 2013年7月

27.	 篠崎 友紀子, 田中 こずえ, 津田 浩昌, 船田 信顕, 江石 義信. 筋生検で確定診断し得た脊髄サルコイドーシスの69歳女性
例. 第53回　日本神経学会学術集会, 東京, 2013年5月

28.	 新山 道大,小野 昌美, 三木 伸泰, 鈴木 薫, 渡辺 大輔, 森本 聡, 磯崎 収, 天野 耕作, 小森 隆司, 岡田 芳和, 江石 義信, 市原 
淳弘.アクネ菌陽性の組織所見を伴った下垂体Sarcoidosisの一例. 第86回　日本内分泌学会学術総会, 仙台, 2013年4月

29.	 永田 健児, 丸山 和一, 米田 一仁, 江石 義信, 木下 茂.眼サルコイドーシスにおけるPropionibacterium acnesの関与につ
いての検討. 第117回　日本眼科学会総会, 東京, 2013年4月

30.	 古川 迪子,三條 伸夫, 工藤 俊介, 中道 一生, 鈴木 忠樹, 吉岡 耕太郎, 石橋 賢士, 石原 正一郎, 石橋 哲, 大久保 卓哉, 森尾 
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友宏, 江石 義信, 西條 政幸, 横田 隆徳, 水澤 英洋. BKウイルス感染による後根神経節炎が疑われた原発性無ガンマグロ
ブリン血症の30歳男性. 第18回日本神経感染症学会総会学術集会, 宮崎,2013年10月

31.	 杉本太郎，岸本誠司，喜多村健，角卓郎，得丸貴夫，野村文敬，清川佑介，岩崎朱見，本田圭司，岸川正大，村岡秀樹，
稲吉康比呂，伊藤崇．中咽頭癌診断におけるNBI内視鏡観察の意義とHPV陽性中咽頭癌発症機序についての考察．第
114回日本耳鼻咽喉科学会総会，札幌，2013年5月

32.	 杉本 太郎, 岸本 誠司, 川田 研郎, 清川 佑介, 岡田 卓也, 藤原 尚志, 角 卓郎, 野村 文敬, 稲吉 康比呂, 齋藤 賢将,  藤原 直
人, 了徳寺 大郎, 東海林 裕, 中島 康晃, 永井 鑑, 河野 辰幸, 河内 洋, 伊藤 崇. 咽喉頭表在癌の彎曲型喉頭鏡下手術におけ
る手術手技の工夫.　第13回頭頸部表在癌研究会，東京, 2013年6月

33.	 川田研郎，岡田卓也，Swangsri Jirawat，藤原尚志，藤原直人，太田俊介，宮脇豊，東海林裕，中島康晃，熊谷洋一，
永井鑑，河野辰幸，杉本太郎，清川佑介，岸本誠司，野村文敬，伊藤崇．第12回頭頸部表在癌研究会，東京,2013年11
月

34.	 中川 剛士, 飯田 聡, 佐藤 隆宣, 永原 誠, 植竹 宏之, 高木 洋子, 河内 洋, 杉原 健一. 原発性乳癌におけるp-STAT3発現の
意義　ER発現に基づく検討. 第113回日本外科学会定期学術集会,福岡, 2013年4月

【海外・招待講演等】
 1.	 Eishi Y (invited lecture) Pathologic safety criteria in the endoscopic resection of colon cancer. Second 

Latin0American Symposium ENDOSUR, Santiagom Chile, August 20, 2013
 2.	 Eishi Y (invited lecture) Why do we need colorectal cancer screening with appropriate procedures? Second 

International Symposium of Digestive Tumors. Quito, Ecuador, August 26, 2013
 3.	 Eishi Y (invited lecture) Limits of endoscopic resection and oncology safety concept. Second International 

Symposium of Digestive Tumors. Quito, Ecuador, August 26, 2013
 4.	 Kawachi H. Japanese classification of colorectal tumor. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, Ecuador, 

February 4, 2013
 5.	 Kawachi H. Diagnostic criteria and Group classification. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, Ecuador, 

February 4, 2013
 6.	 Kawachi H. Japanese processing of the resected specimen. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, Ecuador, 

February 4, 2013
 7.	 Kawachi H. Therapeutic guideline of colorectal cancer -Pathologic viewpoint-. 1st TMDU GI course: colorectal 

lesions, Quito, Ecuador,February 5, 2013
 8.	 Kawachi H. Slide discussion of submucosal invasive colorectal cancer. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, 

Ecuador ,February 5, 2013
 9.	 Kawachi H. Immunohistochemistry and genetics in colorectal cancer. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, Quito, 

Ecuador, February 6, 2013
10.	 Tanaka K, Kawachi H. Slide discussion of early colorectal cancer cases. 1st TMDU GI course: colorectal lesions, 

Quito, Ecuador, February 7, 2013
11.	 Kawachi H. Therapeutic strategy of early colorectal cancer according to the histopathologic analysis. II Curso de 

Oncologia Chileno Ecuatriano, Quito, Ecuador , June 28, 2013
12.	 Kawachi H. Macroscopic and histopathologic classification of early gastric cancer. II Curso de Oncologia Chileno 

Ecuatriano, Quito, Ecuador , June 28, 2013
13.	 Kawachi H. Rol del patólogo. Actualización resultados PRENEC. 1ªJornada PRENEC Magallanes, Punta Arenas, 

Chile, July 5, 2013
14.	 Kawachi H. Desarrollo de investigación en Japón. I Simposio Internacional de Investigación en Medicina, 

Universidad Finis Terrae, Santiago, Chile, November 8, 2013
15.	 江石義信（招待講演）サルコイドーシス最新の病因論　第53回日本呼吸器病学会、東京国際フォーラム、2013年4月

19日
16.	 江石義信（招待講演）アレルギー性内因性感染症としてのサルコイドーシスの病因論、第17回日本適応医学会、大宮

ソニックシティ、2013年6月28日

【研究助成金】
 1.	 江石義信．平成25年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）びまん性肺疾患調査研究班（分担研究者）
 2.	 江石義信．平成25年度科学研究費補助金「前立腺の炎症関連発癌と遺伝子変異誘導酵素AIDの上皮内異所性発現」課

題番号：22659287（研究代表者）
 3.	 江石義信．平成25年度科学研究費補助金「食道扁平上皮癌の新たな治療体系の構築を目指した統合的ゲノム・エピゲ

先端医療開発学講座



— 741 —

先端医療開発学講座

ノム解析」課題番号:24300341（分担研究者）
 4.	 江石義信．学術振興会科学技術研究員派遣事業、国際共同研究の推進、先進技術を基盤とした地域共通課題解決型共

同研究、「チリにおける大腸癌の環境的および遺伝学的危険因子についての研究」
 5.	 北川昌伸．平成25年度文部科学省研究費補助金　基盤研究(C)　「MCM2の作用を用いた抗腫瘍モデルの開発」課題番

号：245904760（研究代表者）
 6.	 明石　巧．平成25年度文部科学省研究費補助金　基盤研究(C)「ホスファチジルイノシトールの蛍光イメージングを

用いた肺癌細胞の浸潤機構の研究」課題番号：25460433（研究代表者）
 7.	 阿部晋也．平成25年度文部科学省研究費補助金　若手研究(B)「抗MCM2細胞内抗体を用いた新規癌治療モデルの開発」

課題番号：25860290（研究代表者）
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疾患モデル動物解析学分野
Department of Experimental Animal Model for Human Disease

教　　授　金井正美
助　　教　遠藤　衆
　　　　　川澄みゆり
　　　　　鈴木仁美

1. 教育
　講義は実験動物実務者資格講習会と大学院医歯学総合研究科初期研究プログラムの［動物実験の進め方］などを行ってい
る。

2. 研究
１．前腸内胚葉発生におけるSox17の役割（肝炎モデルマウスの病因解明）
２．胚体外内胚葉におけるSoxFグループの機能解析
３．胆管発生のメカニズム（胆管系の特異化に関わるシグナル因子の同定、胆管系発生の進化的な保存性、肝膵胆管系の

細胞系譜の可塑性）
４．胚の子宮着床における転写因子Sox17の機能解析
５．哺乳類卵巣における原始卵胞活性化機構の解明

3. 研究業績
[学会]
国内

  1.	 篠村麻衣1、金指大海1、相山好美1、貴志かさね1、黒田淑子1、川澄みゆり2、恒川直樹1、九郎丸正道1、金井正美2、金井
克晃1（1東大　獣医解剖、2東京医科歯科大　実験動物）、セルトリ細胞を標的としたAMH-TRECKマウスの樹立と代
理種雄への有用性、「第106回日本繁殖生物学会大会」、2013年9月12日-14日、東京農工大学

  2.	 三浦健人1、張替香生子1、篠村麻衣1、中口真有1、冨田絢子1、恒川直樹1、鈴木仁美2、金井正美2、九郎丸正道1、金井克
晃1（1東大　獣医解剖、2東京医科歯科　実験動物）、Hsp-Sry Tgマウスを用いた精巣決定遺伝子SPYの標的遺伝子の同
定、「第106回日本繁殖生物学会大会」、2013年9月12日-14日、東京農工大学

  3.	 鈴木仁美、金井正美、 マウス卵巣における原始卵胞の休眠維持と活性化の制御機構「第27回モロシヌス研究会 」2013
年6月28日-29日、理化学研究所バイオリソースセンター、ポスター P-1（2013/06/29）

  4.	 川澄みゆり1、平松龍人2、金井克晃2、金井正美1（1東京医科歯科大・実験動物、2東大・農・獣医解剖）、Sox17-GFPト
ランスジェニックマウスを用いた着床メカニズムの解析、「第27回モロシヌス研究会 」2013年6月28日-29日、理化学
研究所バイオリソースセンター、ポスター P-2 (2013/06/29)

  5.	 Ikuo Nobuhisa1, Mitsujiro Osawa3, Mami Uemura4,5, Yoko Kishikawa2, Maha Anani1, Kaho Harada1, Haruna Takagi3, 
Masami Kanai-Azuma4, Yoshiakira Kanai1, Atsushi Iwama3, Tetsuya Taga1,(1Dept. of Stem Cell Regulation, Tokyo 
Med. and Dent. Univ., 2Dept. of Cell Fate Modulation, Institute of Molecular Embryology and Genetics, Kumamoto 
Univ., 3Dept of Cellular and Molecular Medicine, Graduate School of Medicine, Chiba Univ., 4Cent. For Exp. Anim., 
Tokyo Med. and Dent. Univ., 5Dept. of Vet. Anat., Univ. of Tokyo). Sox17 protein –mediated maintenance of cells 
with stem cell phenotype in the hematopoietic cell clusters in the fetal AGM region. The 11th Stem Cell Research 
Symposium, May 17-18, 2013, Tokyo Univ.

  6.	 川澄みゆり1、平松龍人2、鈴木仁美1、金井克晃2、金井正美1（1東京医科歯科大・実験動物、2東大・農・獣医解剖）、
Sox17-GFPトランスジェニックマウスを用いた着床メカニズムの解析、「第60回日本実験動物学会総会」、2013年5月15
日-17日、つくば国際会議場

  7.	 鈴木仁美、金井正美（東京医科歯科大・疾患モデル動物解析学分野）、マウス卵巣における原始卵胞の休眠維持と活
性化の制御機構、「第60回日本実験動物学会総会」、2013年5月15日-17日、つくば国際会議場

海外
  1.	 Masami Kanai-Azuma1, Yoshimi Aiyama2, Miyuri Kawasumi1, Yoshiakira Kanai2, (1Cent. For Exp. Anim., Tokyo Med. 

and Dent. Univ., 2Dept. of Vet. Anat., Univ. of Tokyo), LUMINAL FLUID FLOW SUPPORTS CONTINOUS 
SPERMATOGENESIS THROUGH THE BALANCED GDNF REGULATION, Gordon Research conference on 
germinal Stem Cell Biology(14-19July 2013) Hongkong
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  2.	 Kenta Yashiro1, Ioannis kokkinopoulos1, Rie Saba1, Hidekazu Ishida1, Yumiko Saga2, Masami Kanai-Azuma3,4, Keiko 
Kitajima5, Chikara Meno5, Yoshiakira Kanai3, Peter Koopman6, Hiroshi Hamada7 & Ken Suzuki1, Tetsuya Taga1, 
(1Translation Medicine and Therapeutics, Willian Harvey Research Institute, Barts and The London School of 
Medicine and Dentistry, Queen Mary Univ. of London, 2Dep. of Genetics, Sokendai, 3Dept. of Vet. Anat., Univ. of 
Tokyo 4Cent. For Exp. Anim., Tokyo Med. and Dent. Univ., 5Dept. of Developmental Biology, Graduate School of 
Med. Science, Kyushu Univ., 6Div. of Molecular Genetics and Development, Institute for Molecular Bioscience, The 
Univ. of Queensland, 7Development Genetics, Graduate School of Frontier Bioscience, Osaka Univ.), Single-Cell 
cDNA Analyses of embryonic cardiac progenitor cells, 17th International Congress of Developmental Biology, 
16-20Jun2013 Cancun Mexico

[発表論文]
  1.	 Targeted Gene Deletion of miRNAs in Mice by TALEN System.　Takada S, Sato T, Ito Y, Yamashita S, Kato T, 

Kawasumi M, Kanai-Azuma M, Igarashi A, Kato T, Tamano M, Asahara H., PLoS One. 8（10）:e76004. 2013 
  2.	 Heterogeneity in sexual bipotentiality and plasticity of granulosa cells in developing mouse ovaries.　Harikae K, 

Miura K, Shinomura M, Matoba S, Hiramatsu R, Tsunekawa N, Kanai-Azuma M, Kurohmaru M, Morohashi KI, 
Kanai Y., J Cell Sci. 126:2834-2844. 2013

  3.	 Targeted gene silencing in mouse germ cells by insertion of a homologous DNA into a piRNA generating locus.　
Yamamoto Y, Watanabe T, Hoki Y, Shirane K, Li Y, Ichiiyanagi K, Kuramochi-Miyagawa S, Toyoda A, Fujiyama A,  
Oginuma M,  Suzuki H,  Sado T,  Nakano T, *Sasaki H., Genome Res. 23(2):292-299. 2013

  4.	 Sox17 haploinsufficiency results in perinatal biliary atresia and hepatitis in C57BL/6 background mice.　Uemura M, 
Ozawa A, Nagata T, Kurasawa K, Tsunekawa N, Nobuhisa I, Taga T, Hara K, Kudo A, Kawakami H, Saijoh Y, 
Kurohmaru M, Kanai-Azuma M*, Kanai Y*. (*equally contribution) Development. 140:639-648. 2013

  5.	 Generation of a germ cell-specific mouse transgenic CHERRY reporter, Sohlh1-mCherry-Flag   Suzuki H. and 
*Rajkovic A., Genesis. 51(1):50-58. 2013

[研究助成金]
基盤研究（C）; SOX17ヘテロ不全マウスの新生児肝炎疾患モデル動物としての応用（金井）
若手研究（B）; Sox17-GFPトランスジェニックマウスを用いた着床メカニズムの解析（川澄）
若手研究（B）; 女性の生殖可能期間を支える原始卵胞活性化とその分子機構の解明（鈴木）

テニュア普及・定着事業（医系・鈴木）
テニュア普及・定着事業（個人選抜型・鈴木）
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医歯学研究支援センター
疾患遺伝子部門（シグナル遺伝子制御学）

Research Center for Medical and Dental Sciences
Human Gene Sciences Research Division (Signal Gene Regulation)

センター長(併任)教授　中村正孝
講　　師　船戸紀子
助　　教　水口真理子
外国人研究員　Patrick Varga-Weisz(7月～9月)
研究機関研究員　由田真奈美(～3月)，
　　　　　　　　松木秀明(4月～)
大学院生　熊谷智彰， Lindsay Preston(～9月)

　本センターは平成５年４月１日に発足した。平成７年４月に専任教授が着任して本格的な活動を開始、平成10年４月に現
在の共同研究棟（8号館南）に移転した。学内共同施設として質の高い遺伝子研究支援の提供が一つの任務となる。そのた
めにはセンター自身が高度な研究発進の場であることが必要と考えている。平成９年12月から医学系研究科 （平成12年４月
からは医歯学総合研究科）に所属している。平成22年4月の改組により医歯学研究支援センター・疾患遺伝子部門となった。
平成25年度は学内の各部局の約53グループが利用申請をしており、約302名の研究者・大学院生が利用している。

（１）教育
　疾患遺伝学、分子生物学を主体とした大学院生向けのセミナーを開催している。全学の研究者を対象とした遺伝子組換え
や先端機器の講習会を開催するとともに、センターを利用している大学院学生や研究者に対し、分子遺伝学、免疫学、ウイ
ルス学の知識と実験手技の指導を行っている。実験範囲は遺伝子組換え実験からDNAシークエンシングまでカバーしている。
大学院学生を含めた抄読会を開催し、常に最先端の研究を取り入れる機会を持っている。医学部医学科２年生の感染と免疫
学の講義の一部と保健衛生学科検査学専攻の３年生に遺伝子検査学の講義と実習を行っている。大学院の講義も担当してい
る。

（２）研究
1.　Ｔ細胞の増殖・活性化・腫瘍化機構の分子レベルでの解析.

1)　成人Ｔ細胞白血病ウイルス(HTLV-I)によるＴ細胞癌化機構.
　HTLV-Iの産生する転写制御因子Taxは癌化因子として知られている。Taxがどのように細胞増殖に作用し、細胞の癌化
を引き起こすか解明を進めている。従来知られている細胞側の転写因子の活性化に加え、TaxによるＴ細胞特異的な細胞
周期の促進や細胞不死化の機構を研究している。
2)　Ｔ細胞増殖因子(IL-2)による増殖機構.
　IL-2からの細胞質内のシグナルが複数経路明らかになっている。これらのシグナルが細胞増殖にどのように関与してい
るか、HTLV-I Taxの作用と比較して解析している。Ｔ細胞で細胞増殖に伴うテロメレース活性化を、IL-2とTaxによるテ
ロメレース遺伝子の発現調節機構の面から解析している。

2.　細胞増殖と分化における遺伝子発現調節機構の解析.
1)　頭蓋顔面の形態形成における転写調節因子の機能解析
　骨芽細胞や軟骨細胞は、共通の骨軟骨幹細胞からそれぞれの前駆細胞を経て分化する。それらの分化に関わる転写因子
とクロストークする分子及び標的遺伝子を、分子生物学および発生生物学の両面から研究している。
2)　細胞分化と遺伝子発現調節.
　骨細胞と筋細胞の分化をモデル系として、増殖停止と細胞分化での遺伝子発現調節の協調機構の解析を行うとともに、
疾患との関連を追求している。Seathre-Chotzen症候群の原因遺伝子であるTWISTはp21の発現抑制を通じて細胞分化を制
御していることを見出した。TWIST遺伝子の発現制御機構を明らかにし、その遺伝子産物の細胞分化での機能の詳細を
解析している。

3.　新しいプロスタグランジンD2受容体の機能.
　我々がTh2細胞特異的な膜分子としてクローニングしたCRTH2は、第２のプロスタグランジンD2受容体であった。その
後の解析によりCRTH2は好酸球、好塩基球にも発現しており細胞遊走に関与している。ノックアウトマウスを作成し、
CRTH2がアレルギー病態に関与していることを明らかにした。第1のプロスタグランジンD2受容体DPの遺伝子を欠損した
マウスとの掛け合わせにより、ダブルノックアウトマウスを作製した。これらを用い、主にアレルギー病態との関連を調べ
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ている。

（３）研究業績
【原著】

  1. 	Murata T, Aritake K, Tsubosaka Y, Maruyama T, Nakagawa T, Hori M, Hirai H, Nakamura M, Narumiya S, Urade 
Y, Ozaki H: Anti-inflammatory role of PGD2 in acute lung inflammation and therapeutic application of its signal 
enhancement. Pro. Natl. Acad. Sci. USA. 110: 5205-5210, 2013.

  2. 	Taketomi Y, Ueno N, Kojima T, Sato H, Murse R, Yamamoto K, Tanaka S, Sakanaka M, Nakamura M, Hishito Y, 
Kawana M, Kambe N, Ikeda K, Taguchi R, Nakamizo S, Kabashima K, Gelb M H, Arita M, Yokomizo T, Nakamura 
M, Watanabe K, Hirai H, Nakamura M, Okayama Y, Ra C, Aritake K, Urade Y, Morimoto K, Sugimoto Y, Shimizu 
T, Narumiya S, Hara S, Murakami M: Mast cell maturation is driven via a group III phospholipase A2-prostaglandin 
D2-DP1 receptor paracrine axis. Nature Immunol. 14: 554-563, 2013.

  3. 	Mizukoshi T, Komori H, Mizuguchi M, Abdelaziz H, Hara T, Higuchi M, Tanaka Y, Ohara Y, Funato N, Fujii M, 
Nakamura M: Failure in activation of the canonical NF-κB pathway by human T-cell leukemia virus type 1 Tax in 
non-hematopoietic cell lines. Virology. 443: 226-235, 2013. 

  4. 	Tsukahara T, Ohmine K, Yamamoto C, Uchibori1 R, Ido H, Teruya T, Urabe M, Mizukami H, Kume A, Nakamura 
M, Mineno J, Takesako K, Riviere I, Sadelain M, Brentjens R, Ozawa K: CD19 target-engineered T-cells accumulate 
at tumor lesions in human B-cell lymphoma xenograft mouse models. Biophy. Biochem. Res. Commun. 438: 84-89, 
2013.

  5. 	Takehara Y, Satoh T, Nishizawa A, Saeki K, Nakamura M, Matsuzawa M, Kaneda Y, Katayama I, Yokozeki H: 
Anti-tumor effects of inactivated Sendai virus particles with an IL-2 gene on angiosarcoma. Clin. Immunol. 149: 1-10, 
2013.

  6. 	Takahashi M, Higuchi M, Makokha GN, Matsuki H, Yoshita M, Tanaka Y, Fujii M: HTLV-1 Tax oncoprotein 
stimulates ROS production and apoptosis in T-cells by interacting with USP10. Blood. 122: 715-725, 2013.

  7. 	Matsuki H, Takahashi M, Higuchi M, Makokha GN, Oie M, Fujii M: Both G3BP1 and G3BP2 contribute to stress 
granule formation. Genes Cells. 18: 135-146, 2013.

  8. 	Takahashi M, Higuchi M, Matsuki H, Yoshita M, Ohsawa T, Oie M, Fujii M: Stress granules inhibit apoptosis by 
reducing reactive oxygen species production. Mol.Cell.Biol. 33: 815-829, 2013.

【著書】

【学会】
（海外・国際）

  1.	 Hara T, Nakamura M. CpG methylation abrogates KLF2-mediated transcriptional repression of telomerase in 
human T cells. Annual Meeting 2013, Washington, USA. April 6-10, 2013.

  2. 	Nakamura M. Prostaglandin D2 receptor CRTH2: Discovery to function. 2013 Shanhai Symposium on 
Polyunsaturated Fatty Acids and Metabolism, Shanghai, China, June 3-4, 2013.

  3. 	Nakamura M, Hara T. Regulation of hTERT transcription by the transcription factor KLF2 and DNA methylation 
in human T cells. 38th FEBS Congress, St. Petersburg, Russia, July 6-11, 2013.

  4. 	Mizuguchi M, Higuchi M, Fujii M. Nakamura M. HTLV-1 Tax activated NF-κB is involved in both cell growth and 
death. 16th International Conference on Human Retrovirology: HTLV and Related Viruses, Montreal, Canada, June 
26-30, 2013.

（国内）
  1. 	船戸紀子. Tbx1は口腔粘膜上皮の病的癒着と口蓋発生に関与する. 第55回歯科基礎医学会学術大会・総会、岡山、2013

年9月21〜22日.
  2. 	水口真理子、樋口雅也、藤井雅寛、中村正孝.　HTLV-1 TaxによるNF-κBを介した増殖抑制メカニズムの解析. 第72

回日本癌学会学術総会、横浜、2013年10月3日〜5日.
  3. 	塚原智典、大嶺謙、内堀亮介、卜部匡司、水上浩明、久米晃啓、中村正孝、峰野純一、小澤敬也. CD19に特異的なキ

メラ抗原受容体発現Ｔ細胞の抗腫瘍効果.　第72回日本癌学会学術総会、横浜、2013年10月3日〜5日.
  4. 	Tsubosaka Y, Hirai H, Nakamura M, Murata T. The role of prostaglandin D2 receptor CRTH2 in adjuvant-induced 

arthritis. 第42回日本免疫学会学術集会、幕張、2013年12月11日〜13日.
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【研究助成金】
  1.	 研究代表者　中村正孝： 日本学術振興会科学研究費補助金　平成23年度（継続）　基盤研究（Ｃ）、 「テロメア伸長酵素

（ｈＴＥＲＴ）遺伝子の発現調節機構 」
2.　研究代表者　船戸紀子：日本学術振興会科学研究費補助金　平成24年度（継続） 基盤研究（Ｂ）、 「骨軟骨幹細胞の初期

分化に関わる転写制御ネットワークの解明 」
3.　研究代表者　船戸紀子：日本学術振興会科学研究費補助金　平成25年度　挑戦的萌芽研究、 「口腔上皮幹細胞の機能維

持におけるTbx1の関与」

【その他】
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生体機能分子科学分野
Biofunctional Molecular Science

准 教 授　平野智也
助　　教　伊藤　茂，大崎愛弓(～3月)
技術職員　増野弘幸
大学院生　飯濱翔太郎(～3月)，遠藤祐太(～3月)，
　　　　　小宮山哲平(～3月)，中　亮人(～3月)，

（１）教育
　生体機能解析のために有用な機能性分子の開発に必要な有機化学，分析化学，生化学等の教育を大学院生や専攻生に行っ
ている。

（２）研究
　当分野では、生体内の種々の酵素、受容体などの蛋白質の機能を “制御する” 阻害剤などの分子、もしくはそれらの機能
を “測定する” 蛍光センサー等の分子等の、生理機能解析を行う上で有用な機能性分子の開発と応用を目指した研究を行っ
ている。具体的には以下の研究課題を遂行している。

１）生体機能解析に有用な蛍光センサーの効率的な開発法の構築
　蛍光センサーとは、生体内に存在する受容体、酵素、イオン等の生体内分子の濃度および活性を、蛍光の変化によって測
定する機能をもった分子である。我々は望みの機能を持った蛍光センサーを効率的に開発するための方法論の構築を行って
いる。

２）ヒストンメチル化酵素の機能解析研究
　DNAと複合体を形成しているヒストン蛋白質に対するアセチル化、メチル化等の修飾反応は、生理的に重要な機能を担っ
ていることが報告されている。さらにこうした修飾反応を担う酵素は、癌等の様々な疾患治療における新たな分子標的とし
ても注目を集めている。我々はこうした酵素の中で特にヒストンメチル化酵素着目し、その阻害剤開発研究を行っている。

３）蛍光物質の会合現象制御による蛍光センサーの開発
　同一分子内、分子間において特定の分子団と近接する蛍光物質には、蛍光の消光、蛍光波長の変化等が起こる。我々は、
こうした現象が起こるための化学構造的な要因を解析することにより、リン酸化、ニトロ化等の蛋白質の翻訳後修飾を検出
する蛍光センサー、特定の受容体蛋白質の局在を可視化する蛍光プローブの開発を行っている。

（３）研究業績
〔原著〕

  1. 	Niwa H, Handa N, Tomabechi Y, Honda K, Toyama M,  Ohsawa N, Shirouzu M, Kagechika H, Hirano T, Umehara 
T, Yokoyama S: Structures of histone methyltransferase SET7/9 in complexes with adenosylmethionine derivatives. 
Acta Crystallogr Sect D 69: 595 – 602, 2013.

〔総説〕
  1. 	Hirano T: Development of Functional Molecules for Elucidation of the Physiological Roles of Several Nuclear 

Receptors and Their Endogenous Ligands. Chem Pharm Bull 61: 111 – 120, 2013.

〔学会〕
（依頼）
（国内）

  1. 	平野智也．補酵素構造を基にしたヒストンメチル化酵素阻害剤の開発．日本薬学会第133年会、横浜、2013年3月．
  2.	 平野智也．蛍光物質ライブラリーおよびその構築法を基にした蛍光センサー開発．新学術領域ナノメディシン分子科

学セミナー “高精度分子イメージングで拓く医学新領域”、東京、2013年6月．
  3.	 平野智也．蛍光物質ライブラリーおよびその構築法を基にした多機能性蛍光センサー群の開発．新学術領域天然物ケ

ミカルバイオロジー・地区ミニシンポジウム “ケミカルバイオロジーのための可視化技術”、東京、2013年9月．
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（一般）
（海外・国際）

  1. 	Shiraishi, S., Hirano, T., Kubo, H., Hiromoto, K., Kagechika, H. “Facile Method for Development of Various 
Fluorescent Sensors Based on Coumarin Scaffold.” The 2nd HD Physiology International Symposium: Integrative 
Multi-level Systems Biology for In silico Cardiology and Pharmacokinetics, Tokyo, June 2013.

  2.	 Mori, S., Takaguchi, A., Fujiwara, T., Hrano, T., Kagechika, H. “Discrimination between Lysine and N-ε-methyllysine 
Using SNAr Reactions” The 2nd HD Physiology International Symposium: Integrative Multi-level Systems Biology 
for In silico Cardiology and Pharmacokinetics, Tokyo, June 2013.

（国内）
  1. 	平野智也、能城静香、影近弘之．反応団の最適化による高選択的活性窒素種蛍光センサーの開発研究．日本薬学会第

133年会、横浜、2013年3月．
  2.	 高口明日香、森修一、平野智也、影近弘之．SNAr反応を利用したリジン・メチル化リジンの識別．日本薬学会第133

年会、横浜、2013年3月．
  3.	 白石拓也、中亮人、平野智也、影近弘之．蛍光特性変化の様式を制御可能な新規蛍光センサー群の開発．日本化学会

第93春季年会、草津、2013年3月．
  4.	 藤原敬士、高口明日香、森修一、平野智也、影近弘之．SNAr反応を利用したリジン・メチル化リジンの識別．日本

ケミカルバイオロジー学会第8回年会、東京、2013年6月．
  5.	 白石拓也、平野智也、齋藤俊樹、影近弘之．置換基および認識部位の導入位置の組み合わせによる蛍光センサー機能

の多様化．日本ケミカルバイオロジー学会第8回年会、東京、2013年6月．
  6.	 白石拓也，平野智也，齊藤俊樹，影近弘之．置換基により蛍光特性変化の様式を制御可能な蛍光センサー群の開発．

第25回生体機能関連化学部会サマースクール，八王子，2013年7月．
  7.	 藤原敬士，高口明日香，森修一，平野智也，影近弘之．SNAr反応を利用したリジン・メチル化リジンの識別．第25

回生体機能関連化学部会サマースクール，八王子，2013年7月．
  8.	 藤原敬士，髙口明日香，森修一，平野智也，影近弘之．ヒストンメチル化酵素活性評価系の構築を目指した反応剤の

開発．第24回日本レチノイド研究会学術集会，東京，2013年8月．
  9.	 平野智也、小林周作、岩瀬健太、影近弘之．メチル化酵素、リン酸化酵素機能の制御および解析のための補酵素誘導

体の開発．第5回　東　洋　研究会、東京、2013年9月．
10.	 平野智也，小林周作，影近弘之．結合反応性を有する補酵素誘導体の開発と酵素機能解析への応用．第7回バイオ関

連化学シンポジウム，名古屋，2013年9月．
11.	 齊藤俊樹，白石拓也，長谷川翔平，平野智也，影近弘之．官能基変換により機能制御が可能な蛍光センサーの開発．

第３回CSJ化学フェスタ2013，東京，2013年10月．
12.	 大城佳奈子，日向尚輝，土川祐輝，黒木悠季菜，平野智也，影近弘之，大崎愛弓．ニガキ科植物に含まれる新規蛍光

成分の探索．日本薬学会関東支部第62年会，東京，2013年10月．

〔研究助成金〕
  1. 	研究代表者　平野智也：平成24－26年度　科学研究費補助金基盤研究(C)「蛍光物質ライブラリーの構築及びその合成

法を基にした、高機能蛍光センサーの開発」
  2.	 分担研究者　平野智也：平成23年度－27年度　次世代がんプロジェクト「発がんに関わるヒストン修飾酵素を標的と

した抗がん剤の開発におけるシード化合物の合成及び最適化」
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医薬品化学分野（メディシナルケミストリー）
Medicinal Chemistry

教　　授　玉村啓和
准 教 授　野村　渉
助　　教　鳴海哲夫(～9月)
特任助教　相川春夫(～8月)
研究機関研究員　大橋南美
研究支援推進員　橋本知恵(4～9月)
技術補佐員　田辺美保(11月～)
事務補佐員　鳴海梨加(～9月)
非常勤講師　小出隆規
大学院生　野中洋介，橋本知恵(～4月)，増田朱美(～4月)，
　　　　　武富昇平(4月～)，伊藤篤史，小関泰輔，
　　　　　小早川拓也，高野　皓，廣田雄樹，松本大地，
　　　　　苛原　優(4月～)，岡部諭典(4月～)，
　　　　　小林亮介(4月～)，坂本　翔(4月～)，
　　　　　本田柚子奈(4月～)

（１）教　育
　有機化学や有機合成化学を基盤とする生命現象の解明や制御を目指したケミカルバイオロジー研究や、これらを応用した
創薬化学研究、ポストゲノム時代の先端的医薬品化学研究を講義している。本分野では、定期的に文献紹介演習や研究検討
会を行い、教育、指導している。

（２）研　究
　（１）構造固定化テンプレートの創出とドラッグ・ディスカバリー

　ペプチド等生理活性化合物中に含まれる官能基(pharmacophore)を適切に空間配置することを可能にする構造固定化
用の創薬テンプレートを創出している。

　（２）蛍光プローブの創製，バイオセンシング，創薬を目指したケミカルバイオロジー研究
　酵素、受容体を特異的に認識するバイオ(蛍光)プローブを創出し、イメージング、センシングを含めたケミカルバイ
オロジー研究を行っている。また、これらの受容体、酵素等をターゲットとして、がん、エイズ、アルツハイマー、リ
ウマチ、 SARSの治療薬の創製研究を行っている。

　（３）受容体や酵素・リガンド相互作用の解析
　受容体や酵素リガンドの分子設計、合成を行い、共結晶化―X線結晶構造解析による相互作用の解析を行い、リガン
ドがもたらす構造情報伝達メカニズムを解明する。

　（４）亜鉛フィンガーツールによる遺伝子治療法の開発
　ゲノムDNAに対して高い配列特異性で結合する亜鉛フィンガータンパク質の遺伝子ターゲティングを利用して、疾病
遺伝子の転写調節、酵素反応（切断、組換え、メチル化）などを用いたDNA修飾による遺伝子治療への展開を行ってい
る。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Hashimoto C, Narumi T, Otsuki H, Hirota Y, Arai H, Yoshimura K, Harada S, Ohashi N, Nomura W, Miura T, 
Igarashi T, Matsushita S, Tamamura H. A CD4 Mimic as an HIV Entry Inhibitor: Pharmacokinetics. Bioorg Med 
Chem 21(24): 7884–7889, 2013.

  2.	 Hashimoto C, Nomura W, Narumi T, Fujino M, Nakahara T, Yamamoto N, Murakami T, Tamamura H. CXCR4-
derived Synthetic Peptides Inducing Anti-HIV-1 Antibodies. Bioorg Med Chem 21(22): 6878–6885, 2013.

  3.	 Otsuki H, Hishiki T, Miura T, Hashimoto C, Narumi T, Tamamura H, Yoshimura K, Matsushita S, Igarashi T. 
Generation of a Replication-competent Simian–human Immunodeficiency Virus, the Neutralisation Sensitivity of 
Which can be Enhanced in the Presence of a Small Molecule CD4 Mimic. J Gen Virol 94(12): 2710–2716, 2013.

  4.	 Nomura W, Aikawa H, Ohashi N, Urano E, Metifiot M, Fujino M, Maddali K, Ozaki T, Nozue A, Narumi T, 
Hashimoto C, Tanaka T, Pommier Y, Yamamoto N, Komano J, Murakami T, Tamamura H. Cell-Permeable Stapled 



— 752 —

先端医療開発学講座

Peptides Based on HIV-1 Integrase Inhibitors Derived from HIV-1 Gene Product. ACS Chem Biol 8(10): 2235–2244, 
2013.

  5.	 Hashimoto C, Nomura W, Narumi T, Fujino M, Tsutsumi H, Haseyama M, Yamamoto N, Murakami T, Tamamura 
H. Anti-HIV-1 Peptide Derivatives Based on the HIV-1 Co-receptor CXCR4.	 ChemMedChem 8(10): 1668-1672, 
2013.

  6.	 Nomura W, Hashimoto C, Suzuki T, Ohashi N, Fujino M, Murakami T, Yamamoto N. Tamamura H. Multimerized 
CHR-derived Peptides as HIV-1 Fusion Inhibitors. Bioorg Med Chem 21(15): 4452–4458, 2013.

  7.	 Narumi T, Arai H, Yoshimura K, Harada S, Hirota Y, Ohashi N, Hashimoto C, Nomura W, Matsushita S, Tamamura 
H. CD4 Mimics as HIV Entry Inhibitors: Lead Optimization Studies of the Aromatic Substituents. Bioorg Med Chem 
21(9): 2518–2526, 2013.

  8.	 Narumi T, Aikawa H, Tanaka T, Hashimoto C, Ohashi N, Nomura W, Kobayakawa T, Takano H, Hirota Y, 
Murakami T, Yamamoto N, Tamamura H. Low Molecular Weight CXCR4 Ligands with Variable Spacers. 
ChemMedChem 8(1): 118-124, 2013.

 
[著書]

  1. 	Nomura W, Tanaka T, Aikawa H, Narumi T, Tamamura H. Development of Cell-Penetrating ZIP Tag-Probe 
Systems for Fluorescent Imaging of Protein Dynamics in Cells. in “Peptide Science 2012,” ed. by Kazuhisa 
Sugimura, The Japanese Peptide Society, Osaka, pp. 113-114, 2013

  2.	 Masuda A, Nomura W, Tamamura H. Quantitative Analysis of Sequence-Specific Reactions by Artificial DNA 
Recombinases. in “Peptide Science 2012,” ed. by Kazuhisa Sugimura, The Japanese Peptide Society, Osaka, pp. 21-22, 
2013

  3.	 Hashimoto C, Nomura W, Komano JA, Tamamura H. Synthesis of an Artificial gp41-C34 Trimer as an HIV-1 Fusion 
Inhibitor. in “Peptide Science 2012,” ed. by Kazuhisa Sugimura, The Japanese Peptide Society, Osaka, pp. 45-46, 2013

  4.	 Nomura W,  Ohashi N,  Narumi T,  Tamamura H. Tag-Probe System for Imaging of Intracellular Proteins. 
Proceedings of the 23rd American Peptide Symposium, Michal Lebl (Ed.), American Peptide Society, Hawaii, pp. 
174-175, 2013.

  5.	 Nomura W,  Tanaka T, Aoki T,  Narumi T,  Tamamura H. Biological Effects of Bivalent-Type CXCR4 Ligands with 
Rigid Linkers. Proceedings of the 23rd American Peptide Symposium, Michal Lebl (Ed.), American Peptide Society, 
Hawaii, pp. 176-177, 2013.

[総説]
  1. 	Ohashi N, Nomura W, Narumi T, Tamamura H. Peptide-based Ligand Screening and Functional Analysis of Protein 

Kinase C. Biopolymers: Peptide Science 100(6): 613-620, 2013.

[学会]
  1.	 Nomura W,  Ohashi N,  Narumi T,  Tamamura H. Tag-Probe System for Imaging of Intracellular Proteins. The 6th 

International Peptide Symposium/the 23rd American Peptide Symposium. Hawaii, USA, June 22-27, 2013.
  2. 	Nomura W,  Tanaka T, Aoki T,  Narumi T,  Tamamura H. Biological Effects of Bivalent-Type CXCR4 Ligands with 

Rigid Linkers. The 6th International Peptide Symposium/the 23rd American Peptide Symposium. Hawaii, USA, 
June 22-27, 2013.

  3. 	Narumi T, Kobayakawa T, Tamamura H. Design and Synthesis of Chloroalkene Dipeptide Isosteres as Ground State 
Peptidomimetics. The 10th Australian Peptide Conference. Penang, Malaysia, Sep 8 -13, 2013.

  4. 	Nomura W, Tanaka T, Narumi T, Tamamura H. Bivalent Ligands Based on 14-mer Peptides for the Chemokine 
Receptor CXCR4 Dimer. The 2nd Annual Conference of the International Chemical Biology Society. Kyoto, Japan, 
Oct 7-9, 2013.

  5. 	Nomura W, Masuda A, Tamamura H. Effects of Zinc Finger Nucleases Targeting Telomerase Promoter Region. 
The 2nd Annual Conference of the International Chemical Biology Society. Kyoto, Japan, Oct 7-9, 2013.

  6. 	Taketomi　S, Konno M, Narumi T, Nomura W, Tamamura H. Structure Activity Relationship Studies on a Spacer 
Moiety of Small Molecular CXCR4 Antagonists as Potent HIV-1 Entry Inhibitors. The 14th Kumamoto AIDS 
Seminar. Kumamoto, Japan, Oct 29-31, 2013.

  7. 	Hirota Y, Narumi T, Yoshimura K, Harada S, Hashimoto C, Nomura W, Igarashi T, Matsushita S, Tamamura H. 
Indole-type Small CD4 Mimic Molecules Targeting an HIV Envelope Protein gp120. The 14th Kumamoto AIDS 
Seminar. Kumamoto, Japan, Oct 29-31, 2013.
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  8. 	Nomura W,  Ohashi N,  Métifiot M, Fujino M, Pommier Y, Murakami T,  Tamamura H. Stapled Peptides as HIV-1 
Integrase Inhibitors Derived from HIV-1 Gene Products. The 4th Asia-Pacific International Peptide Symposium/the 
50th Japanese Peptide Symposium. Osaka, Japan, Nov 6 -8, 2013.

  9. 	Nomura W, Hashimoto C, Suzuki T, Honda Y, Ohashi N, Fujino M, Murakami T, Yamamoto N, Tamamura H. 
Multimerized C34-Related Peptides as HIV-1 Fusion Inhibitors. The 4th Asia-Pacific International Peptide 
Symposium/the 50th Japanese Peptide Symposium. Osaka, Japan, Nov 6 -8, 2013.

10. 	Nomura W, Masuda A, Tamamura H. Creation of Zinc Finger Nucleases Targeting Telomerase Promoter Region. 
The 4th Asia-Pacific International Peptide Symposium/the 50th Japanese Peptide Symposium. Osaka, Japan, Nov 6 
-8, 2013.

11. 	Takano H, Narumi T, Ohashi N, Furuta T, Tamamura H. Development of 8-Azacoumarin-type Photolabile 
Protecting Groups that Efficiently React under Aqueous Milieu Based on Amide-Alkene Isosterism. The 17th 
Korean Peptide Protein Society Symposium, Seoul National University, Seoul, Korea, Nov 29, 2013.

12. 	鳴海哲夫, 相川春夫, 玉村啓和. 機能性アゾリウム塩によるインドール類のFriedel-Crafts型共役付加反応. 日本薬学会第
133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

13. 	相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. 二価結合型CXCR4リガンドにおける近赤外蛍光色素導入位置の検討. 日本薬学会第133年
会. 横浜, 2013年3月27-30日.

14. 	大橋南美, 湊　夏来, 野村 渉, 相川春夫, 玉村啓和. 蛍光性PKCリガンドの合成とC1bドメインへの蛍光基導入研究. 日本
薬学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

15. 	廣田雄樹, 鳴海哲夫, 橋本知恵, 吉村和久, 原田恵嘉, 大附寛幸, 三浦智行, 五十嵐樹彦, 相川春夫, 野村 渉, 松下修三, 玉村
啓和. HIV外被タンパク質gp120を標的とするインドール型低分子CD4ミミックの構造活性相関研究. 日本薬学会第133
年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

16. 	小早川拓也，鳴海哲夫，相川春夫，玉村啓和. 有機銅試薬によるE型クロロアルケン類の立体選択的合成法の開発. 日
本薬学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

17. 	小関泰輔, 相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. CXCR4の多量化状態の解析を目指した多価結合型リガンドの創製研究. 日本薬
学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

18. 	高野 皓, 鳴海哲夫, 相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. 水性環境下で効率的に反応する8-アザクマリニルメチル型光分解性保
護基の開発. 日本薬学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

19. 	野村 渉，田中智博，青木 徹，鳴海哲夫，玉村啓和. 2価結合型リガンドのケモカインレセプターCXCR4の発現認識と
細胞移動阻害活性に関する研究. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

20. 	鳴海哲夫, 相川春夫, 玉村啓和. カチオン-π相互作用を利用したインドール類のFriedel-Crafts型共役付加反応の開発. 
日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

21. 	相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. リンカー中央部に近赤外蛍光色素を導入した二価結合型CXCR4リガンドの創製. 日本ケ
ミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

22. 	大橋南美, 野村 渉, 湊　夏来, 相川春夫, 鳴海哲夫, 玉村啓和. FRETを用いたPKCリガンド結合活性評価法の開発研究. 
日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

23. 	橋本知恵, 野村 渉, 鈴木貴晴, 鳴海哲夫, 駒野 淳, 村上　努, 山本直樹, 玉村啓和. HIV-1外被タンパク質gp41-CHR三量体
構造を模倣した膜融合阻害剤の開発. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

24. 	小早川拓也, 鳴海哲夫, 相川春夫, 玉村啓和. 有機銅試薬によるクロロアルケン類の立体選択的合成法の開発. 日本ケミ
カルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

25. 	高野 皓, 鳴海哲夫, 野村 渉, 古田寿昭, 玉村啓和. 水性環境下で効率的に反応する8-アザクマリニルメチル型光分解性保
護基の開発. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

26. 	廣田雄樹, 鳴海哲夫, 原田恵嘉, 吉村和久, 橋本知恵, 野村 渉, 五十嵐樹彦, 松下修三, 玉村啓和. HIV外被タンパク質
gp120を分子標的とするインドール型低分子CD4ミミックの構造活性相関研究. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8
回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

27. 	小関泰輔, 相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. 細胞表面のCXCR4多量化状態検出を指向した多価結合型リガンドの創製研究. 
日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

28. 	松本大地, 橋本知恵, 高野 皓, 藤野真之, 相川春夫, 野村 渉, 村上 努, 山本直樹, 玉村啓和. ウイルスカプシド配列を基に
した抗HIV-1ペプチドの創製. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

29. 	野村 渉, 増田朱美, 玉村啓和. ジンクフィンガーヌクレアーゼによるテロメア活性の制御. 第7回バイオ関連化学シンポ
ジウム. 名古屋, 2013年9月27-29日.

30. 	大橋南美, 野村 渉, 湊　夏来, 相川春夫, 鳴海哲夫, 玉村啓和.  FRETを基盤とするPKCリガンドスクリーニング法の開
発. 第57回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

31. 	小早川拓也, 鳴海哲夫, 玉村啓和. クロロアルケン型ジペプチドイソスターのラージスケール合成法の開発. 第57回日本
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薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.
32. 	廣田雄樹, 鳴海哲夫, 吉村和久, 原田恵嘉, 橋本知恵, 野村 渉, 五十嵐樹彦, 松下修三, 玉村啓和. 抗HIV活性を有するCD

４ミミック誘導体の構造活性相関研究：インドール型誘導体の設計、合成とその生物活性評価. 第57回日本薬学会関
東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

33. 	松本大地, 橋本知恵, 藤野真之, 野村 渉, 村上 努, 山本直樹, 玉村啓和. フォワードケミカルジェネティクスをウイルスカ
プシドに応用した抗HIV-1ペプチドの創製. 第57回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

34. 	高野 皓, 鳴海哲夫, 野村 渉, 古田寿昭, 玉村啓和.  水性環境下で効率的に反応するアザクマリン型光感受性保護基の開
発. 第57回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日. 第57回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

35. 	小関泰輔, 相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. CXCR4多量体検出を目的とした多価結合型リガンドの創製. 第57回日本薬学会
関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

36. 	Nomura W, Masuda A, Tamamura H. DNA Modification Enzymes Utilizing Sequence-Specificity of Zinc Finger 
Domains. CBI学会2013年大会. 東京, 2013年10月28-31日.

37. 	野村 渉, 増田朱美, 玉村啓和. テロメラーゼプロモーター領域を標的としたゲノム編集. 細胞を創る会6.0. 鶴岡, 2013年
11月14-15日.

38. 	野村 渉，橋本知恵，鳴海哲夫，藤野真之, 村上 努, 玉村啓和. HIV-1外被タンパク質gp41-CHRの二量体構造を基盤とし
た膜融合阻害剤の有用性. 第27回日本エイズ学会学術集会・総会. 熊本, 2013年11月20-22日.

39. 	原田恵嘉, 鳴海哲夫, Samatchaya Boonchawalit, 玉村啓和, 松下修三, 吉村和久. バルクおよびクローンウイルスを用い
たCD4類似低分子化合物誘導体に対するin vitro 耐性ウイルス誘導. 第27回日本エイズ学会学術集会・総会. 熊本, 2013
年11月20-22日.

40. 	大附寛幸, 丸田泰広, 橋本知恵, 鳴海哲夫, 廣田雄樹, 原田恵嘉, 三浦智行, 吉村和久, 玉村啓和, 松下修三, 五十嵐樹彦. 抗
V3抗体および低分子CD4ミミック曝露後投与によるアカゲザルでのSHIV複製抑制. 第27回日本エイズ学会学術集会・
総会. 熊本, 2013年11月20-22日.

41. 	村上 努, 橋本知恵, 鳴海哲夫, 野村 渉, 山本直樹, 玉村啓和. HIV-1特異的侵入阻害剤として機能するMA部分ペプチドの
抗ウイルス活性作用機序の検討. 第27回日本エイズ学会学術集会・総会. 熊本, 2013年11月20-22日.

[研究助成金]
  1. 	文部科学省研究費補助金基盤研究(B)「GPCRの2価型リガンドによるがん組織・転移の早期診断技術の開発」：課題番

号24390024　研究代表者　玉村啓和
  2. 	文部科学省研究費補助金挑戦的萌芽研究「ニ量体化した膜型受容体検出のためのスイッチオン・オフ型プローブの創

出」：課題番号　24659043　研究代表者　玉村啓和　
  3. 	文部科学省研究費補助金基盤研究(C)「DNA結合ドメインの特長を生かしたDNA修飾酵素の開発とゲノム編集への応

用」：課題番号　25410171　研究代表者　野村 渉
  4. 	文部科学省研究費補助金若手研究(B)「ペプチドリード創薬のための新規アミド結合等価体の創出と応用」：課題番号

　24790107　研究代表者　鳴海哲夫
  5. 	文部科学省研究費補助金新学術領域研究「新規トランスジェニック細胞樹立の基盤技術確立と合成生物学への応用」：

課題番号24119506　研究代表者　野村 渉
  6. 	文部科学省研究費補助金新学術領域研究「複合型高活性アゾリウム塩の創製と不斉合成への応用」：課題番号　

24105507　研究代表者　鳴海哲夫
  7. 	文部科学省研究費補助金若手研究(B)「アミノ酸・ペプチドの新規修飾法の開発と新規アミドイソスターの開発」：課

題番号　25860005　研究代表者　相川春夫
  8. 	平成25年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「中和抗体を用いたHIV感染症の「機能的治癒」をめざす

新規治療法の開発」：課題番号 2251707　研究分担者　玉村啓和
  9. 	平成25年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「HIV Gag及びその関連因子の治療標的構造に関する研

究」：課題番号 2251702　研究分担者　玉村啓和
10. 	平成25年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「HIVエンベロープの治療標的構造に関する研究」：課題番

号 2251703　研究分担者　鳴海哲夫
11. 	 2013年度公益財団法人武田科学振興財団薬学系研究奨励「FRETを基盤とした新規リガンドスクリーニング法の開発

とPKCリガンドの探索への応用」 研究代表者　大橋南美

[その他]
招待講演

  1.	 Tamamura H. Peptide-based Chemical Biology & Medicinal Chemistry. Joint Symposium between Chulalongkorn 
University and IBB/TMDU on Biomedical Materials and Engineering, Chulalongkorn University, Bangkok, 
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Thailand, Oct 25, 2013.
  2. 	Nomura W. Development of Peptide-derived Molecular Probes and Inhibitors Based on the Interactions with 

Biomacromolecules. The 4th Asia-Pacific International Peptide Symposium/the 50th Japanese Peptide Symposium. 
Osaka, Japan, Nov 6 -8, 2013.

  3. 	Tamamura H. Peptide-based Chemical Biology for the Elucidation of a Dimerization State of a GPCR CXCR4 and 
the Development of Recognition Probes for Cancerous Cells. The 17th Korean Peptide Protein Society Symposium, 
Seoul National University, Seoul, Korea, Nov 29, 2013.

  4. 	玉村啓和. 自然ヒントに、見つけよ宝. 徳島大学薬学部HSP80特別講演会「将来を、悩むあなたに、道しるべ」HSP80
プロジェクト. 徳島, 2013年1月11日.

  5. 	野村　渉. ジンクフィンガー融合酵素による遺伝子発現制御法の開発. 日本薬学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.
  6. 	野村　渉. タグ―プローブシステムによる細胞内タンパク質の動態観察法の研究. 第17回ペプチドフォーラム－ケミカ

ルバイオロジーを先導する明日のペプチド科学：新しい接点と可能性を探る－. 東京, 2013年6月18日.
  7. 	玉村啓和. ケミカルバイオロジーとペプチド科学. 第17回ペプチドフォーラム－ケミカルバイオロジーを先導する明日

のペプチド科学：新しい接点と可能性を探る－. 東京, 2013年6月18日.
  8. 	玉村啓和. HIV感染防止AIDS発症防止についての基礎研究. 東京コンソーシアム教員研究セミナー－大学院紹介講演

会「疾患予防」－. 東京, 2013年7月11日.
  9. 	大橋南美. 留学体験記(Princeton Univ.). 第45回若手ペプチド夏の勉強会. 八王子, 2013年7月28-30日.
10. 	玉村啓和. 創薬を志向したケミカルバイオロジー. JSPS拠点形成事業「難治疾患に対する分子標的薬創製のための国際

共同研究拠点の構築」キックオフミーティング. 東京, 2013年7月31日.
11. 	玉村啓和. ターゲットタンパク質を特異的に認識するプローブの創製. 生命分子機能研究会2013学術集会「生命分子・

ペプチド創薬の医療へのインパクト」．長浜, 2013年9月19-20日.

セミナー
  1. 	玉村啓和. ケミカルバイオロジーを基盤とした抗HIV剤. 北海道大学遺伝子病制御研究所講演. 札幌, 2013年3月4日.
  2. 	玉村啓和. ペプチド化学と創薬化学. 東京薬科大学薬学部講義. 東京, 2013年5月30日.
  3. 	玉村啓和. 種々の作用点をターゲットとした抗HIV剤の創製. 平成25年度厚生労働科学研究費補助金　創薬基盤推進研

究事業　第42回ヒューマンサイエンス総合研究セミナー「新しい作用機構の抗ウイルス薬開発への取り組み―ウイル
ス感染症に挑む―」．東京, 2013年12月9日.

  4. 	野村　渉. ジンクフィンガーからゲノム編集ツールへの展開. 2013年度東日本スクリプス会. 東京, 2013年12月7日.

特許
  1. 	標的物質の検出方法、並びに、これに用いるタグ、DNA、ベクター、プローブ及び検出キット：
	 登録日：2013年5月21日
	 登録番号：8,445,291
	 特許査定：平成25年5月30日 特願2009-509091（出願日：2008年3月24日），TMDUP06-057P-JP
	 登録番号：特許5306995第号
	 登録日：平成25年(2013年)7月5日

受賞
  1. 	橋本知恵. 大学院博士課程の部　最優秀賞. 11th IBB BioFuture Encouragement Prize. 2013年1月25日.
  2. 	増田明美. 大学院博士課程の部　優秀賞. 11th IBB BioFuture Encouragement Prize. 2013年1月25日.
  3. 	野村　渉. 平成25年度日本ペプチド学会奨励賞. 2013年8月19日.
  4. 	橋本知恵. Aexander von Humboldt Foundation, Research Fellowship for postdoctoral researchers. 2013年8月5日.
  5. 	松本大地. 第57回日本薬学会関東支部大会優秀発表賞. 2013年10月26日.
  6. 	武富昇平. 第14回 熊本エイズセミナー若手研究者・学生のための旅費支援. 2013年10月29日-31日.
  7. 	廣田雄樹. 第14回 熊本エイズセミナー若手研究者・学生のための旅費支援. 2013年10月29日-31日.
  8. 	高野　皓. The 17th Korean Peptide Protein Society Symposium. 2013 Young Scientist Award for the Distinguished 

Lecture. 2013年11月29日.

学会・セミナー主催
  1. 	第145回生材研(IBB)セミナー. 林　良雄. ペプチド様小分子を用いた遺伝病治療薬の創製研究. 東京, 2013年1月8日.
  2. 	第146回生材研(IBB)セミナー. 二木史朗. 膜と相互作用する機能性ペプチド. 東京, 2013年1月8日.
  3. 	第17回ペプチドフォーラム－ケミカルバイオロジーを先導する明日のペプチド科学：新しい接点と可能性を探る－. 
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東京, 2013年6月18日.
  4. 	第45回若手ペプチド夏の勉強会. 八王子, 2013年7月28-30日.
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先端機器開発医学分野（バイオ情報分野）
Medical Instrument (Biomedical Information)

教　　授　安田賢二
准 教 授　野村典正
助　　教　寺薗英之
特任助教　
大学院生

（１）教育
　講義は医歯科学専攻修士課程の「医用システム学総論」(安田)、保健衛生学科検査技術専攻の「生体医工学」(安田)を担
当した。

（２）研究
１．生命システムが持つ後天的情報・記憶メカニズムの解明
　脳（神経細胞ネットワーク）、免疫細胞、心筋細胞などを用いて、細胞が環境との相互作用で後天的に獲得する情報の保
持機構の研究をしている。
２．ナノバイオテクノロジーを用いた「臓器モデルチップ」
　あたらしいナノテクノロジーとバイオテクノロジーの融合によって、チップ上に「臓器モデル」を構築して、薬効・毒性
を計測する技術を開発している。
３．神経細胞ネットワークを用いたバイオコンピューティング
　チップ上に構成的に構築した神経ネットワークを用いて、生きた細胞を用いたコンピューティングを行っている。
４．１分子計測技術を用いたあたらしい創薬技術の開発
　「細胞」内で起こっているイベントを1分子レベルで計測できる技術を開発している。また、この技術を用いてあたらしい
創薬技術の開発を行っている。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Yasuda K, Hattori A, Hyonchol K, Terazono H, Hayashi M, Takei H, Kaneko T, Nomura F: Non-destructive on-chip 
imaging flow cell-sorting system for on-chip cellomics. Microfluid Nanofluid 14(6): 907-931, 2013.

  2.	 Yasuda K: On-Chip Cellomics: Single-Cell-Based Constructive Cell-Network Assay for Quasi-In Vivo Screening of 
Cardiotoxicity. Proceedings of 35th Annual International Conference of IEEE EMBS 2825, 2013.

  3.	 Kaneko T, Takizawa E, Nomura F, Hamada T, Hattori A, Yasuda K: On-Chip Single-Cell-Shape Control Technology 
for Understanding Contractile Motion of Cardiomyocytes Measured Using Optical Image Analysis System. Jpn J 
Appl Phys 52: 06GK06, 2013.

  4.	 Hamada H, Kaneko T, Nomura H, Yasuda K: Physiological Sample Uniformity and Time–Course Stability in Lined-
Up Structure of Human Cardiomyocyte Network for In vitro Predictive Drug-Induced Cardiotoxicity. Jpn J Appl 
Phys 52: 06GK05, 2013.

  5.	 Terazono H, Hattori A, Kim H, Takei H, Nomura F, Kaneko T, Yasuda K: Temperature-Shift Speed Dependence of 
Nonspecific Amplification of Polymerase Chain Reaction Examined by 1480nm Photothermal Transition Speed 
Controllable High-Speed Polymerase Chain Reaction System. Jpn J Appl Phys 52: 06GK02, 2013.

  6.	 Nomura F, Kaneko T, Hamada T, Hattori A, Yasuda K: Advanced Ring-Shaped Microelectrode Assay Combined 
with Small Rectangular Electrode for Quasi-In vivo Measurement of Cell-to-Cell Conductance in Cardiomyocyte 
Network. Jpn J Appl Phys 52: 06GK07, 2013.

  7.	 Brunell C.A, Jokinen V, Sakha P, Terazono H, Nomura F, Kaneko T, Lauri S.E, Franssila S, Rivera C, Yasuda K, 
Huttunen H.J: Microtechnologies to fuel neurobiological research with nanometer precision. J Nanobiotech 11: 11, 
2013.

  8.	 Hamada H, Nomura F, Kaneko T, Yasuda K, Okamoto M: Exploring the implicit interlayer regulatory mechanism 
between cells and tissue: Stochastic mathematical analyses of the spontaneous ordering in beating synchronization. 
BioSystems 111: 208-215, 2013.

[成書・総説]
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  1.	 安田賢二. 物理はどこまで生命を理解できるか-物理学からみた「生命科学」のおもしろさ. パリティ, Vol.28, No.7, 4-5, 
2013.

  2.	 安田賢二. いまこそ読みたい物理の名著　生命とは何か. パリティ, Vol.28, No.5, 58-59, 2013.
  3.	 安田賢二. 生体分子がナノ世界でつくり出す「秩序」と「規則性」. パリティ, Vol.28, No.3, 1, 2013.
  4.	 安田賢二. ナノバイオマシンの物理学. パリティ, Vol.28, No.3, 4-10, 2013年.
  5.	 安田賢二. 超音波放射圧による生体微粒子ハンドリング. 超音波テクノ, Vol.25, No.1, 15-24, 2013.

[学会]
(海外・国際)

  1.	 Tomoyo Hamada, Fumimasa Nomura, Hideyuki Terazono, Akihiro Hattori, Peter Sartipy, Mitsuhiro Edagawa, 
Thomas Meyer, Kenji Yasuda. Toward quasi-in vivo from in vitro assay (I). Development of spatial conductance 
fluctuation measurement assay using a human cardiomyocyte line-network cell chip with multielectrode array 
system for in vitro predictive proarrhythmic cardiotoxicity. Safety Pharmacology Society 13th Annual Meeting, 
Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  2.	 Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Hideyuki Terazono, Kenji Yasuda. Toward quasi-in vivo from in vitro assay 
(II). Importance of spatial arrangement of cardiomyocyte network for precise and stable in vitro drug screening 
measurement. Safety Pharmacology Society 13th Annual Meeting, Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  3.	 Hideyuki Terazono, Hyonchol Kim, Akihiro Hattori, Tomoyo Hamada, Fumimasa Nomura, Kenji Yasuda. Toward 
Quasi-In Vivo from In Vitro Assay (III): Noninvasive Identification and Purification Method of Target 
Cardiomyocyte Cells Using Nuclease Digestive Magnet-Beads-Attached ssDNA Aptamers. Safety Pharmacology 
Society 13th Annual Meeting, Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  4.	 Hideyuki Terazono, Hyonchol Kim, Akihiro Hattori, Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada1, Kenji Yasuda. Toward 
Quasi-In Vivo from In Vitro Assay (IV): Fabrication of Direction-Controlled Artificial Neuronal Networks Using 
Agarose-Microetching Method and Single-Cell-Electrodes for Quantitative Evaluation of Neuropsychiatric Disorders. 
Safety Pharmacology Society 13th Annual Meeting, Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  5.	 Yumiko Asahi, Yasuyuki Abe, Kiyoshi Takasuna, Atsushi Sanbuissho, Kenji Yasuda, Fumimasa Nomura, Tomoyo 
Hamada. Evaluation of Fluctuation of Temporal Field Potential Duration and Spatial Conduction Time in Linear 
Network of Human-iPS Cell Derived Cardiomyocytes for Predictive Cardiotoxicity Measurement. Safety 
Pharmacology Society 13th Annual Meeting, Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  6.	 Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Fabrication of Cup-Shaped Superparamagnetic 
Metal Hemispheres for Size-Selective Target Cell Collection. MNC2013, Sapporo, Japan, Nov. 2013.

  7.	 Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Akihiro Hattori, Kenji Matsu-ura, Hideyuki Terazono, Kenji Yasuda. 
Importance of Spatial Arrangement of Cell Network Patterns for Precise and Stable Measurement of in Vitro 
Properties of Cells. MNC2013, Sapporo, Japan, Nov. 7. 2013.

  8.	 Akihiro Hattori, Hyonchol Kim, Kenji Yasuda. Development of On-chip Flow Cytometry System based on Bright 
Field/Fluorescent Dual-image Analysis. MNC2013, Sapporo, Japan, Nov. 2013.

  9.	 Kenji Matsuura, Akihiro Hattori, Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Hideyuki Terazono, Kenji Yasuda. 
Quantitative Evaluation of Origin of Changes in Electrophysiological Properties of Cells on Micro Electrodes using 
Impedances Analysis Measurement Setup. MNC2013, Sapporo, Japan, Nov. 2013.

10.	 Hideyuki Terazono, Hyonchol Kim, Hiroyuki Takei, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. Development of Ultra-high-speed 
Microfluidic Submicron-droplet PCR Device using Circulating Water System and a photo detector. MNC2013, 
Sapporo, Japan, Nov. 2013.

(国内)
  1.	 金賢徹, 竹井弘之, 寺薗英之, 安田賢二. 金ナノ粒子標識とFE-SEM計数計測を組み合わせた生体分子高感度検出法の開

発. 日本顕微鏡学会　第69回学術講演会, 大阪, 2013年5月.
  2.	 Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Fabrication of Superparamagnetic Metal Cups for 

Size-Selective Cell Collection. 第51回日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.
  3.	 Tomoyuki Kaneko, Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. Measurement of 

contractile direction on single-shape-controlled cardiomyocytes by on-chip optical image analysis system. 第51回日本
生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

  4.	 Hideyuki TERAZONO, Hyonchol KIM, Fumimasa NOMURA, Kenji YASUDA. Non-invasive identification and 
purification method of target cardiomyocyte cells using cell-surface-binding ssDNA aptamers. 第51回日本生物物理学
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会年会, 京都, 2013月10月.
  5.	 Fernando Lopez-Redondo, Junko Kurokawa, Fumimasa Nomura, Tomoyuki Kaneko, Tomoyo Hamada, Tetsushi 

Furukawa, Kenji Yasuda. A comparative study on electrophysiological properties of human iPS and
  6.	 ES-derived cardiomyocytes. 第51回日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.
  7.	 Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Hideyuki Terazono, Kenji Yasuda. Importance of spatial arrangement and 

community size on cardiomyocyte network for precise and stable in vitro drug screening　measurement. 第51回日
本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

  8.	 Masao Odaka, Mathias Girault, Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. Real time image 
analysis technology for identification and collection of clustered cells using on-chip multi-imaging cell sorter. 第51回
日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

  9.	 Mathias Girault, Hisayuki Arakawa, Gerald Gregori, Fuminori Hashihama, Hyonchol Kim, Masao Odaka, Kenji 
Yasuda. Flow cytometry identification of nanocyanobacteria and their limiting factors in the North Pacific 
Subtropical Gyre. 第51回日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

10.	 Akihiro Hattori, Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Masao Odaka, Mathias Girault, Kenji Yasuda. Development of 
On-chip Multi-imaging Flow Cytometer System using Real-time Bright Field/Fluorescent Dual Image Analysis 
High-speed Camera. 第51回日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

[研究助成金]
  1.	 独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構iPS細胞等幹細胞産業応用促進基盤技術開発, iPS細胞等幹細胞を

用いた創薬スクリーニングシステムの開発, 研究代表者　安田賢二.
  2.	 独立行政法人　科学技術振興機構　戦略的国際科学技術協力推進事業　日本-フィンランド研究交流, ニューロフロイ

ディックデバイス：構成的神経ネットワーク培養計測システムの構築, 日本側研究代表者　安田賢二.
  3.	 独立行政法人　科学技術振興機構　戦略的国際科学技術協力推進事業　日本-スウェーデン研究交流, ヒト心毒性検査

のためのヒト細胞ネットワークプラットホームの開発と評価, 日本側研究代表者 安田賢二.
  4.	 財団法人　神奈川科学技術アカデミー　短期集中型実用化プロジェクト, オンチップ・セロミクス, プロジェクト研究

代表者　安田賢二.
  5.	 独立行政法人　日本学術振興会 学術研究費助成基金助成金/科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究, 拍動心筋細胞を用い

た後天的情報の獲得保持機構の解明, 研究代表者　金子智行.
  6.	 独立行政法人　日本学術振興会 学術研究費助成基金助成金/科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究, 新規細胞選別技術に

よる細胞間コミュニケーションの解析, 研究代表者　寺薗英之
  7.	 独立行政法人　日本学術振興会 学術研究費助成基金助成金/科学研究費補助金　若手A研究, ナノ加工技術を利用した

オンチップ・神経ネットワーク機能計測装置の開発, 研究代表者　寺薗英之

[その他]
〈特許〉

  1.	 US 13/882,257「細胞分析装置」安田賢二, 寺薗英之, 金賢徹, 林真人, 服部明弘, 西尾和人, 荒尾徳三, 宮城洋平, 大津敬.
  2.	 EP 11837816.5「細胞分析装置」安田賢二, 寺薗英之, 金　賢徹, 林　真人, 服部明弘, 宮城洋平, 大津　敬.
  3.	 PCT/JP2013/059453「イメージングセルソーター」安田賢二, 金　賢徹, 服部明弘, 寺薗英之.
  4.	「イメージングセルソーター」安田賢二, 金　賢徹, 服部明弘, 寺薗英之.
  5.	 PCT/JP2013/055912「高速遺伝子増幅検出装置」安田賢二, 寺薗英之, 金　賢徹, 服部明弘.
  6.	 特願2013-188879「高速遺伝子増幅検出装置」安田賢二, 寺薗英之, 服部明弘, 金賢徹.
  7.	 特願2013-213169「イメージングセルソーター」安田賢二, 金賢徹, 服部明弘, 寺薗英之.

〈招待講演〉
  1.	 Kenji Yasuda. On-chip cardiomyocyte network screening assay for predictive cardiotoxicity. HESI Cardiac Safety 

Committee Workshop: Stem Cell-Derived Cardiomyocytes as Models of Cardiac Pathobiology and Toxicity, 
Cambridge, USA, 2013年3月

  2.	 安田賢二. 個人差や小さな病変も見逃さないバイオ計測技術の開発「早期がん診断を実現するナノバイオ計測技術」
オンチップ・セロミクス計測技術開発から創薬支援・医療診断技術開発への展開. 第３回 かながわ未来フォーラム「が
ん診断・最先端技術講演会」, 横浜, 2013年3月

  3.	 Kenji Yasuda. On-chip quasi-in vivo cardiomyocyte network screening assay for predictive cardiotoxicity beyond 
hERG and QT assays. Stem Cells & Cell Signaling -2013 Meeting, Waltham, USA, 2013年5月

  4.	 安田賢二. 超高速臨床診断・研究を可能にする小型オンチップ遺伝子診断システム. BIO tech 2013, 東京, 2013年5月
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  5.	 安田賢二. On-chip quasi-in vivo pre-clinical cardiac toxicity: Testing compounds beyond hERG and QT assay using 
spatiotemporal human cardiomyocytes measurement. Cellectis社サイエンスセミナー “Stem cells in Drug 
Discovery”，Tokyo, 2013年5月

  6.	 安田賢二. オンチップ・セロミクステクノロジー：１細胞からの生命システムの理解と応用. 理化学研究所細胞システ
ムコロキウム　SeriesⅣ Bioengineering and Biomechanics, 和光, 2013年6月

  7.	 Kenji Yasuda. On-Chip Cellomics: Single-Cell-Based Constructive Cell-Network Assay for Quasi-In Vivo Screening of 
Cardiotoxicity. 35th Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society 
(EMBCʼ13), Osaka, Japan, 2013年7月

  8.	 安田賢二. オンチップ細胞ネットワーク機能計測システム技術と創薬への応用. 大日本住友製薬(株)講演会, 大阪, 2013
年7月

  9.	 安田賢二. 「１細胞」からの生命の理解を目指したバイオツール・デバイス　知るための「技術開発」を中心に. （独）
科学技術振興機構　研究開発戦略センター　１細胞解析の俯瞰に関するワークショップ, 東京, 2013年7月

10.	 安田賢二. オンチップ心筋細胞ネットワークスクリーニング系による心毒性予測技術の開発. 早稲田大学第19回藤目記
念セミナー, 軽井沢, 2013年8月

11.	 Kenji Yasuda. On-Chip Quasi-In Vivo iPS Cardiomyocyte Network Screening Assay for Predictive Cardiotoxicity 
beyond hERG and QT Assays. 5th TMDU International Summer Program Symposium 2013, Tokyo, Japan, 2013年8
月

12.	 Kenji Yasuda. Development of Screening Technology of Circulating Tumor Cells Using Multi-imaging Cell Sorter. 
Bio Japan 2013, Tokyo, Japan, 2013年10月

13.	 Kenji Yasuda, Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Hideyuki Terazono, Akihiro Hattori. On-chip cellomics 
technology for studying dynamics of cellular networks. 5th Hiroshima Conference on Education and Science in 
Dentistry, Hiroshima, Japan, 2013年10月

14.	 安田賢二. オンチップ・セロミクス　１細胞からの生命システムの理解を目指して. （独）日本学術振興会　ゲノムテ
クノロジー第164委員会第41回研究会, 東京, 2013年11月

〈受賞〉

〈放送、 新聞記事等〉
  1.	 iPS細胞を創薬へ　第一三共(株)東京医科歯科大 心筋細胞用いて毒性評価 精度や成功率向上に期待, 化学工業日報, 

2013年3月4日
  2.	 最新のがん対策に学ぶ, 公明新聞, 7面, 2013年4月22日
  3.	 アジア最大規模　東京でバイオ展示会　神奈川県の財団が開発した装置　遺伝子検査技術, NHK総合テレビ　ニュー

ス, 2013年5月8日
  4.	 KAST　転移がん　血液検査で早期発見　高速カメラを開発　5年内に実用化　安田賢二プロジェクトリーダー（東京

医科歯科大学教授）, 化学工業日報, 9面, 2013年6月25日
  5.	 川崎生命科学・環境研究センター『ＬｉＳＥ』KAST・オンチップセロミクス・プロジェクト, テレビ神奈川 川崎市

公報番組　LOVEかわさき, 2013年8月17日
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バイオメカニクス分野
Biomechanics

教　　授　川嶋健嗣
准 教 授　遠藤　玄
助　　教　菅野貴皓
研 究 生　金　寅
大学院生　宮崎良兼(4月～)

（１）教育
　医療機器開発のために、バイオメカニクスを基盤として機械力学、ロボット工学、制御工学、情報工学などを学び、医工
連携分野で活躍できる人材を育成する。

（２）研究
　機械制御を基盤とした医療機器開発を目標に、実機(ハード）とシミュレーションや制御プログラム(ソフト）、電動と空気
圧駆動、工学と医学や歯学、人間と機械などのインテグレーション（融合）をキーワードとして研究開発を行っている。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Li H., Kawashima K., Tadano K., Shameek G., Nakano S. (2013). Achieving Haptic Perception in Forceps Manipulator 
using Pneumatic Artificial Muscle, IEEE/ASME Transactions on Mechatronics (TMECH) , 18(1):74-85

  2.	 Li J., Kawashima K., Fujita T., Kagawa T. (2013). Control Design of a Pneumatic Cylinder with Distributed Model of 
Pipelines, Precision Engineering, 37(4): 880–887　他合計6編

[総説]
  1.	 川嶋健嗣，只野耕太郎．空気圧サーボを用いた内視鏡手術支援ロボット，油空圧技術，52(12): 11-15 (2013)　他　合計

7編

[学会]
(海外・国際) 

  1.	 Haraguchi D., Tadano K., Kawashima K. Development of a Pneumatically-Driven Robotic Forceps with a Flexible 
Wrist, Procedia CIRP, Vol. 5, 61-65 (2013) 

  2.	 Kanno T., Haraguchi D., Tadano K., Kawashima K. Design of a 4-DOF Forceps Manipulator for Robotic Surgery, 
IEEE/SICE SII2013, Kobe, Dec.(2013)

  3.	 Kanno T., Yokokohji Y. Avoiding Conflicts of Operators in Multi-user Teleoperation Systems. IEEE World Haptics 
Conference , 401-406 (2013)  他合計8編

(国内) 
  1.	 川嶋健嗣．力覚を有する手術支援ロボットシステムIBIS，第26回日本内視鏡外科学会総会，福岡，2013年11月．他合

計11報

[研究助成金]
  1.	 川嶋健嗣：文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（B）「生体信号による操作者の特性を考慮した力覚提示機能を有

する遠隔操作システム」
  2.	 川嶋健嗣：JST CREST 分担 研究代表者小池康晴「知覚中心ヒューマンインターフェイスの開発」
  3.	 川嶋健嗣：大学発新産業創出拠点プロジェクト「気体の超精密制御技術を基盤とした低侵襲手術支援ロボットシステ

ムの開発」他

[その他]
〈招待講演〉
(海外・国際)

  1.	 Kawashima K. Surgical Robot System with Force Perception, Bio4Apps2013, Tokyo, Nov., 2013
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(国内)
  1.	 川嶋健嗣，原口大輔，只野耕太郎．力覚提示機能を有する手術支援ロボットの実用化に向けて，精密工学会春季大会

シンポジウム，東京，2013年3月．他合計3件

〈セミナー〉
  1.	 川嶋健嗣．力覚を有する手術支援ロボットの開発，日本ロボット学会ロボット工学セミナー，東京，2013年9月．

〈特許〉
  1.	 川嶋健嗣，只野耕太郎：特許第5327687号，力覚提示機能を有する操縦システム，2013年8月2日

〈展示会〉
  1.	 テクノフロンティア2013　東京ビックサイト　2013年7月17日～19日　東京ビックサイト，手術支援ロボットシステ

ム　動作展示，7月17日　テレビ東京WBS　トレたま放映
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生体材料機能医学分野
Material Biofunctions

准 教 授　永井亜希子
助　　教　野崎浩佑
特任准教授　増田　宏
技術補佐員　瀬川美奈子，山中歌澄

（１）教育
　再生医工学に貢献するバイオマテリアルの開発・研究を主導的に行える研究者を養成するために、生体活性に着目した医
療デバイス－生体組織界面に関する基礎科学と、組織工学や再生医工学に関連するバイオマテリアルの先端研究および応用
開発について学ぶ。

（２）研究
１．材料－生体組織間反応の解明
　医療材料・デバイス－生体組織界面の基礎的研究と、培養系や分子生物学的アプローチによる相互作用の解析により、材
料の安全性、組織適合性、生体機能を評価する。
２．医療材料・デバイスの人体への影響の解明
　生体機能材料や人工臓器の人体への影響を医学的見地から解析して体系づけることで、それらの知見を材料開発へフィー
ドバックすることを目指す。
３．骨形成能を亢進させる機能性材料の開発
　上記で得られた生体適合性発現メカニズムをもとに、生体内に用いられるインプラント材料の骨形成促進のための新しい
表面改質法の創製を行う。
４．材料－生体インタラクション評価法の開発
　物理化学的因子が及ぼす生体影響の評価に有用な新規生体内観察法を開発する。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Nagai A, Hattori T, Hirose M, Ogura A, Nozaki K, Aizawa M, Yamashita K. Mouse embryonic stem cells cultured 
under serum- and feeder-free conditions maintain their self-renewal capacity on hydroxyapatite. Mater Sci Engineer 
C, 34, 214-220, 2014.

  2.	 Nakamura M, Toyama T, Morita A, Horiuchi N, Nozaki K, Nagai A, Yamashita K, Electric Poling of Cement 
Composites of Hydroxyapatite Whiskers with Chitosan and their Chemical Properties in Simulated Body Fluid, J. 
Ceram. Soc. Jpn., 121 (10), 895-900, 2013.

  3.	 Horiuchi N, Endo J, Nozaki K, Nakamura M, Nagai A, Katayama K, Yamashita K, Dielectric Evaluation of Fluorine 
Substituted Hydroxyapatite, J. Ceram. Soc. Jpn., 121 (9), 770-774, 2013.

  4.	 Nemoto R, Nozaki K, Fukui Y, Yamashita K, Miura H. Effect of framework design on the surface strain of zirconia 
fixed partial dentures. Dent Mater J. 32(2):289-95(2013).

[総説]
  1.	 野崎浩佑，山下仁大，永井亜希子．体内埋め込み医療材料の開発とその理想的な性能・デザインの要件．技術情報協会．

[学会]
（海外・国際）
依頼

  1.	 Nagai A, Yamashita K. Recent advances of carbonated apatite. 2013 Asian BIoceramics symposium, Kyoto, Japan, 
Dec., 2013.

一般
  1.	 Nozaki K., Nagai A., Yamashita K. Effect of surface charges on early osseointegration of polarized Ti implant.  13th 

International Conference of the European Ceramic Society. Limoges, France, Jun., 2013.
  2.	 Nagai A, Hattori T, Nozaki K, Aizawa M, Yamashita K. Electric Fields Induced by Electric Polarization Reduce 

Proliferation Rates of Tumor Cell through Cell Cycle Modulation. The 4th International symposium of Surface and 
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Interface of Biomaterials, Roma, Italy, Sep.,2013
  3.	 Koizumi H., Nozaki K., Nagai A., Okura T., Yamashita K. Effect of electrical polarization on the adhesion of 

streptococcus mutans to the dental porcelain. 2nd International Symposium on Inorganic and Environmental 
Materials, Rennes, France, Oct., 2013.

  4.	 Matsui N, Ishihara K, Yamashita K, Nagai A, QCM-D assisted micro analysis of cell behaviors on hydroxyapatite 
films, 2nd International Symposium on Inorganic and Environmental Materials ,Rennes, France, Oct., 2013.

  5.	 Nozaki K., Horiuchi N., Nakamura M., Nagai A., Yamashita K. Enhanced osteoinductivity of titanium implant with 
controlled surface charge. International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedecal Devices, BioMEMS /
NEMS and Applications 2013 & 5th Sensing Biology Symposium. Tokyo, Japan, Oct., 2013.

  6.	 Matsui N, Horiuchi N, Ishihara K, Yamashita K, Nagai A, The invention of the nanoparticle stratified thin film 
which aimed at the protein-cell interaction analysis on hydroxyapatite. 13th Asian BioCeramics Symposium, Kyoto, 
Japan, Dec., 2013.

  7.	 Nozaki K., Ebe N., Nakamura M., Horiuchi N., Nagai A., Yamashita K. Effect of estrogen deficiency on 
osseointegration around surface charged titanium implant. International Symposium on EcoTopia Science 2013 & 
The 4th International Symposium on Advanced Materials Development and Integration of Novel Structured Metallic 
and Inorganic Materials. Dec., 2013.

（国内）
一般

  1.	 永井亜希子，野崎浩佑，相澤　守，山下仁大． SK腫瘍細胞の細胞周期に分極アパタイトが及ぼす影響．日本バイオ
マテリアル学会、東京、2013年11月．

  2.	 松井菜津乃，石原一彦，山下仁大，永井亜希子．QCM－Dを用いたハイドロキシアパタイト薄膜上でのタンパク質-細
胞挙動解析．日本バイオマテリアル学会、東京、2013年11月．

  3.	 野崎浩佑，小泉弘樹，大倉利典，山下仁大，永井亜希子．歯科用セラミックブロックの表面電荷が細菌付着に与える
影響．日本バイオマテリアル学会，東京，2013年11月．

  4.	 野崎浩佑，山下仁大，永井亜希子．エストロゲンの減少が表面電荷を制御したチタンインプラント周囲の骨形成に与
える影響．日本歯科理工学会学術講演会．新潟，2013年10月．

  5.	 小泉 弘樹，野崎 浩佑，永井亜希子，吉田直哉，大倉利典，山下仁大．分極結晶分散型ガラスの表面特性と細菌付着
の抑制．日本セラミックス協会秋季シンポジウム，長野，2013年9月

  6.	 野崎浩佑，堀内尚紘，山下仁大，永井亜希子．電気分極により表面電荷を制御したY-TZPの細菌付着への影響．日本
補綴歯科学会設立80周年記念第122回学術講演会，福岡，2013年5月．

  7.	 野崎浩佑，山下仁大，永井亜希子．表面電荷を制御したCAD/CAM用セラミックブロックの細菌付着評価．日本歯科
理工学会学術講演会，新潟，2013年4月．

  8.	 野崎浩佑，中村美穂，堀内尚紘，山下仁大，永井亜希子．分極により表面電荷を制御したチタンインプラント周囲の
骨形成能の検討．第3回6大学連携プロジェクト公開討論会，愛知，2013年3月．

  9.	 野崎浩佑，山下仁大，永井亜希子．表面電荷を制御したチタンインプラントの骨結合能評価．日本歯科骨粗鬆症研究
会　第11回学術大会・総会，東京，2013年1月．

[研究助成金]
  1.	 永井亜希子：文部科学省科学研究費補助金，基盤研究（C），「静電気力を用いた次世代コーティングステントの開発」
  2.	 野崎浩佑：文部科学省科学研究費補助金，若手研究(B)，「分極バイオマテリアルの骨形成制御メカニズムの解明」
  3.	 永井亜希子：電波利用技術研究開発等委託費，「６GHz超の周波数帯における局所ばく露時の健康影響閾値の評価」

[その他]
  1.	 Nagai A.  Development of functional bioceramics. 第5回国際サマープログラム、東京医科歯科大学、2013年8月．
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遺 伝 制 御 学 分 野
Genetic Regulation

教　　授　木村彰方
准 教 授　林　丈晴
助　　教　櫻井大祐
助　　教(特任)　成瀬妙子
大学院生(博士)　2名
大学院生(修士)　2名
共同研究者(他講座大学院生)　1名

（１）教育
　難治性疾患の病因・病態の遺伝子・分子・細胞レベルでの究明に向けた研究を行っているため，基礎・臨床を問わず幅広
く学内・学外の大学院生等を共同研究者として受け入れ，特に原因不明の疾患に対する分子遺伝学的，生化学的，細胞生物
学的アプローチに関する教育を行っている．

（２）研究
　種々の難治性疾患を対象とする研究の性格上，国内・国外の臨床医，臨床医学研究者，基礎医学研究者との広範囲にわた
る共同研究を展開している．主な研究プロジェクトは以下の通りである．

１．特発心筋症の病因究明
　原因不明の心筋疾患と定義されていた特発性心筋症の病因が遺伝子変異にあることが明らかになって来ており，これまで
に約30種を超える原因遺伝子が報告されている．しかしながら，これらの原因遺伝子に変異が見出されない患者も多数存在
することから，未知の原因遺伝子が存在すると考えられる．我々は既知の原因遺伝子がコードするタンパクとの機能連関を
指標とした候補遺伝子アプローチを展開している．本年の成果として，拡張型心筋症の新たな原因遺伝子としてFHOD3変
異を発見し，これがアクチン動態に依存したSRF活性化を障害することを解明した．一方，以前に肥大型心筋症の病因とし
て同定した３種類のANKRD1変異は異なる収縮機能異常を来すことを見出した．さらに，LMNA変異に起因する拡張型心筋
症の病態発現の性差がアンドロゲンレセプターの活性化によるFHL2依存性SRF核内移行の増強によることを解明した．

２．血管疾患の病因究明
　多因子病の代表として心筋梗塞を取り上げ，疾患関連遺伝子多型の機能解析を行っている．昨年までに，MKL1遺伝子の
プロモーター多型が心筋梗塞と関連すること，動脈硬化巣の新生内膜中で活性化マクロファージにもMKL1が強く発現する
ことを明らかにし， CD68プロモーターの制御下にMKL1遺伝子を発現するトランスジェニックマウスを作製した．本年度は
引き続き，CD68-MKL1高発現トランスジェニックマウスの表現型を検討している．一方，従来心筋梗塞の危険因子である
とされていた9p21領域多型が冠動脈硬化症の危険因子であり，心筋梗塞の発症には直接関連しないことを国際共同研究で明
らかにした．さらに，別の国際共同研究に参加し，若年発症心筋梗塞の新たな遺伝的危険因子としてALMS1多型を同定した．
これとは別に，高安動脈炎の疾患感受性にはHLA-BとIL12Bの相乗効果があることを解明した．

３．難治性不整脈の病因究明
　難治性不整脈の病因と病態解明に関連する共同研究を行っている．昨年に引き続き，ＱＴ延長症候群，特発性心室細動，
Ｂｒｕｇａｄａ症候群，カテコラミン誘導性心室頻拍などについて，その病因となるチャネル異常を検索している．新たな
知見として，SCN3B変異がNav1.5チャネルの細胞内輸送を障害することでBrugada症候群の原因となることを証明した．

４．自己免疫疾患の解析
　HLA領域内のマイクロサテライト多型やSNPの解析から，高安病，慢性関節リウマチ，若年性糖尿病，慢性血栓塞栓性肺
高血圧症などへの疾患感受性と関連することが示唆されるNFKBIL1（IkBL）遺伝子の機能解析を引き続き行っている．今
年度は，NFKBIL1による免疫関連遺伝子やインフルエンザウイルス遺伝子の選択的スプライシングを制御にはCLK1と
ASF/SF2が関わることを解明した．

5．アカゲザル，カニクイザルを用いた免疫遺伝学的研究
　エイズ(HIV)ワクチン開発に用いられているアカゲザルおよびカニクイザルを対象として，MHC領域，KIR領域，NKG2領
域，RAET1/ULBP領域のゲノム多様性を検討している．本年度はアカゲザルおよびカニクイザルのULBP2遺伝子の多様性
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を詳細に解析した．

6．HIV/AIDSの感受性・抵抗性のメカニズム
　HIV感染およびAIDS発症には個体差があることが知られているが，我々はHIV/AIDSへの感受性・抵抗性を制御する宿主
因子を解明する研究を進めている．本年は, TIM1多型がHIV感染後のCD4細胞数を制御することおよびTRIM5a多型による
HIV感染制御の分子機序を明らかにした．

7．疾患関連遺伝子の成立における遺伝的選択圧
　ヒトゲノムの多様性には人種差や民族差があり，これはヒトの進化や移住適応とも関連していると推定される．昨年に引
き続き，免疫・炎症関連遺伝子群の比較ゲノム解析を実施し，霊長類の進化過程において特定の系譜で選択圧が生じたと推
定される遺伝子を複数同定し，それぞれの解析を行っている．
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遺伝子応用医学分野
Applied Gene Medicine (Molecular Genetics)

教　　授　三木義男
准 教 授　中西　啓
特任講師　長崎光一
助　　教　竹中克也
特任助教　宮口　健
大学院生　Nadila Wali，ダウゼウェゲ　ヌルマ，
　　　　　石場俊之，加賀美裕也，手代木翔太，
　　　　　倉科太一，紺野真衣，清水優香

（１）教　育
　発がんの分子機構解明を目指し、分子細胞生物学や分子遺伝学を基盤とした研究を行うと共に、それら基礎研究から得ら
れた知見を応用しがんの革新的な診断、治療および予防を目指したゲノム応用医学等の先端的研究を行い講義する。大学院
医歯学総合研究科修士課程「遺伝疾患総論」を担当する。

（２）研　究
1.　BRCA2遺伝子変異腫瘍に対する合成致死性効果を示す新規低分子化合物の探索
　家族性乳がんの原因遺伝子産物であるBRCA1/2タンパク質は、DNA二本鎖切断での相同組換え修復に必須なタンパク質
である。近年、BRCA1/2遺伝子変異腫瘍に対して、ポリ（ADP-リボース）ポリメラーゼ１（PARP1）の阻害剤は、高い殺
傷作用を発揮することが報告された。 これは、BRCA遺伝子変異に対してPARP1酵素を阻害することで、破綻したDNA相
同組換え修復機構とそのバックアップのために働く酵素（PARP1）が失活するために生じると考えられている。この時、失
活したBRCA遺伝子産物に対してPARP1阻害剤は、「合成致死性」の関係にあり、両方の機能が共に阻害されたとき、がん
細胞は消滅する。ところが正常細胞は、１つのDNA修復タンパク質の機能を阻害してももう一方が機能するので生存する。
BRCA1/2タンパク質は、DNA修復以外に中心体や細胞質分裂にも関与する多機能タンパク質であることから、DNA修復阻
害剤以外の組み合わせによって合成致死性効果は期待される。従来の分子標的の抗がん薬は、標的とするタンパク質の立体
構造が似ているものに作用して副作用を起こすことが知られている。
　当研究室では、BRCA2がDNA修復に加えて中心体の複製やポジショニング、細胞質分裂に機能することを報告してきた。
我々は、 BRCA2の中心体、および細胞質分裂に対する機能に注目して、PARP1阻害剤とは異なる機構で合成致死効果を示
す低分子化合物を見出すため、東京医科歯科大学医療機能分子開発室所有の化合物ライブラリーを用いて、そのスクリーニ
ングを行っている。これまでにBRCA2欠失細胞（Capan-1細胞）に対して低分子既知化合物1230個の増殖抑制効果を測定し
た結果、40化合物（3.2%）がヒットした。そのうち抗菌・抗がん薬が70%、微小化形成阻害作用を示す化合物が13%含まれ
ていた。本研究はスタートしたばかりであるが、この既知化合物のスクリーニング結果から、今後機能未知化合物のスクリ
ーニングから検出されるヒット化合物は、抗菌・抗がん作用を有する可能性が示唆された。

2.　BRCA2タンパク質の機能解析
　家族性乳がんの原因遺伝子産物であるBRCA2は、多機能タンパク質であり、核内でRad51と結合してDNA修復に関与する。
我々はこれまでに、膜型マトリックスメタロプロテアーゼ1 (MT1-MMP)によって、BRCA2タンパク質が切断（2135番目の
アスパラギンと2136番目のロイシンの間）されることを明らかにし、各切断部位を特異的に認識する抗体の作成を報告して
きた。切断型BRCA2は、N末端側をN-BRCA2、C末端側をC-BRCA2と命名した。今回、このBRCA2タンパク質切断の生理
的意義を明らかにすることを試みたので報告する。またBRCA2は、細胞周期のG1/S期からM期前期にかけて中心体の周り
を取り巻く様に局在し、M期後期に中心体から消失する。細胞質分裂期に入ると、母・娘細胞間に形成されるミッドボディ
に局在し細胞質分裂に関与することが報告されている。我々はこれまで、BRCA2は、ミッドボディにおいてヒト非筋肉型ミ
オシンIICと共局在し、ミオシンIICのATPase活性に対するBRCA2の効果を検討してきた。

3.　中心体複製制御に係わるBRCA2分子内領域の決定に向けた，画像認識による中心体自動計数システムの構築
　我々は近年，BRCA2が正確な中心体複製制御に関与することを見出した。BRCA2は超巨大分子であり，またDNA修復な
どへの関与も知られる多機能分子であることから，分子内の領域毎に機能が分担されている可能性が考えられた。BRCA2を
小断片に分割し，各断片が中心体複製に与える影響を各細胞の中心体数を計数することにより定量化する手法を着想した。
従来中心体の計数は中心体蛍光染色検体を無作為に撮影し，顕微鏡写真を実験者が目で見て数える手法が採られてきた。と
ころが本計画のように比較対照数が数十にもなる場合，統計的に有効な結論を得るために計数せねばならない細胞数は膨大
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なものになる。そのため従来法に因ってでは肉体的時間的に現実的でないだけでなく，同一の判定基準の維持が非常に困難
であることから，正確な測定の実現は難しかった。そこで我々はコンピューターソフトを用いた画像解析により各細胞の中
心体を自動計数するシステムの構築に取り掛かった。細胞毎に異なる染色ムラやバックグラウンドを認識・除去して真に中
心体と考えられる染色像のみを抽出し，不偏的基準で複製前後の中心体数を正確に計数するマクロプログラミングとパラメ
ータ設定にほぼ目処が立った。少数のサンプルを用いた計測性能評価の後，さらなる自動化過程を実装し，BRCA2分子内の
中心体制御責任領域を決定できる見込である。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Wali N, Hosokawa K, Malik S, Saito H, Miyaguchi K, Imajoh-Ohmi S, Miki Y, Nakanishi A. Centrosomal BRCA2 is a 
target protein of membrane type-1 matrix metalloproteinase (MT1-MMP). Biochem Biophys Res Commun 2014, 
443:1148-1154.

  2.	 Wada Y, Matsuura M, Sugawara M, Ushijima M, Miyata S, Nagasaki K, Noda T, Miki Y. Development of detection 
method for novel fusion gene using GeneChip exon array. J Clin Bioinforma 2014, 4:3.

  3.	 Takaoka M, Saito H, Takenaka K, Miki Y, Nakanishi A. BRCA2 Phosphorylated by PLK1 Moves to the Midbody to 
Regulate Cytokinesis Mediated by Nonmuscle Myosin IIC. Cancer Res 2014.

  4.	 Nakamura S, Takahashi M, Tozaki M, Nakayama T, Nomizu T, Miki Y, Murakami Y, Aoki D, Iwase T, Nishimura S, 
et al. Prevalence and differentiation of hereditary breast and ovarian cancers in Japan. Breast Cancer 2013.

  5.	 Mimoto R, Taira N, Takahashi H, Yamaguchi T, Okabe M, Uchida K, Miki Y, Yoshida K. DYRK2 controls the 
epithelial-mesenchymal transition in breast cancer by degrading Snail. Cancer Lett 2013, 339:214-225.

  6.	 Low SK, Takahashi A, Ashikawa K, Inazawa J, Miki Y, Kubo M, Nakamura Y, Katagiri T. Genome-wide association 
study of breast cancer in the Japanese population. PLoS One 2013, 8:e76463.

  7.	 Kawazu M, Ueno T, Kontani K, Ogita Y, Ando M, Fukumura K, Yamato A, Soda M, Takeuchi K, Miki Y, et al. 
Transforming mutations of RAC guanosine triphosphatases in human cancers. Proc Natl Acad Sci U S A 2013, 
110:3029-3034.

[総説]
  1.	 三木 義男；[DNAとがん　ポストゲノム研究でここまで解明された発がんの分子機構] ポストゲノム研究でここまで

解明された発がんの分子機構．Credentials　59号，6-11，(2013)

[学会]
シンポジウム・特別講演 

  1.	 三木義男；新規BRCA機能とそれに基づく合成致死療法の開発．第51回日本癌治療学会学術集会シンポジウム、京都市、
2013年10月24日‐26日

  2.	 三木義男；乳がんにおける遺伝子の多様性．第14回よこはま乳がんシンポジウム、横浜市、2013年10月12日
  3.	 三木義男；次世代ゲノム解析による遺伝性乳がんの新規原因遺伝子の探索．日本人類遺伝学会 第58回大会シンポジウ

ム、仙台市、2013年11月21日

学会発表（英文）
  1.	 Nadila Wali, Kana Hosokawa, Hiroko Saito, Shinobu Ohmi, Akira Nakanishi, Yoshio Miki, Functional analysis of a 

cleavage product of BRCA2 in cancer cell lines, ASCB 2013 Annual meeting, poster, New Orleans, LA, USA, 
14/12/2013. 

  2.	 Nurmaa Dashzeveg, Taira Naoe, Yoshio Miki and Kiyotsugu Yoshida, The comprehensive study for the target 
genes of the Serine 46 phosphorylation of the p53, Ninth AACR-Japanese Cancer Association Joint Symposium, 
poster, Maui, HI, USA, 21/02/13.

主催会議
  1.	 第2回 日本HBOCコンソーシアム学術総会、東京都、2014年1月18日・19日
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分子細胞遺伝学分野（分子細胞遺伝）
Molecular Cytogenetics

教　　授　稲澤譲治
准 教 授　小崎健一
助　　教　井上　純
硬組織疾患ゲノムセンター特任講師　林　　深
ゲノム解析室　助　　教　谷本幸介
日本学術振興会特別研究員(PD)　村松智輝
グローバルCOEプログラム・アドバンスト・I・
スーパースチューデント(AISS大学院生)	
　　　　　Nuylan Michelle Loyola，Daniela Tiaki Uehara
大学院生　Sujata Sakha，今岡直毅，三藤里愛，宮田　楓，
　　　　　森澤　翔
大学院特別研究学生　永田啓明，岩舘怜子，髙橋寛吉

（1）教育
　医学部保健衛生学科「遺伝学」、歯学部歯学科「歯科医療と遺伝性疾患」、さらに医歯学総合研究科修士課程の「生化学」
ならびに「遺伝医学特論」を担当し、遺伝医学の基礎ならびに臨床的知識と先端的研究を併せて講義している。とりわけ、
ヒトゲノム解析研究の進捗状況と医学、医療の分野、さらに生命科学分野への波及効果に関しては、ポストシーケンス情報
を基盤にして展開される医学研究の新知見を紹介し、疾患発症機構の遺伝的メカニズムの理解に重点を置いている。

（2）研究
　癌やその他の疾病の発症要因となる遺伝学的背景を明らかにし、疾患原因遺伝子、修飾遺伝子の同定とその機能を解析し、
病態形成機構を明らかにすることを主眼としている。また、これらの研究は、常に実地臨床における疾患の診断、治療、さ
らに予防への貢献を視野に入れて取り組んでいる。
　疾患のゲノム・エピゲノム解析を基盤とした統合解析によって、食道扁平上皮がん、口腔扁平上皮がん、大腸がん、肝細
胞がん、子宮体がん、甲状腺未分化がん、小児神経芽腫などを含む多くの難治がんに関連する遺伝子を同定してきた。近年は、
蛋白をコードしない機能性RNAに着目し、複数種類のがん抑制遺伝子型マイクロRNAを見出している。さらに、がん幹細胞、
がんEMT制御異常、がん転移の3つの重要な病態について、in vitro/in vivo実験モデル系を独自に確立し、がん細胞のシステ
ムとしての異常を解明すべく研究を進めている。タンパク質分解機構であるオートファジーは、発がん・進展過程において、
促進・抑制の両方に寄与する。そのようなオートファジーのがんにおけるcontext-dependentな役割を解明することで、新た
ながん個別診断・治療の確立を目指している。一方、本態不明とされていた先天異常症・てんかん・精神発達遅滞などを対
象とした網羅的ゲノム解析により疾患関連遺伝子を指摘し、病態解明や臨床診断に寄与している。加えて、先天異常症の診
断用DNAアレイ（Genome Disorder Array）を開発し、2009年に実用化に至っている。

（3）臨床

（4）研究業績
【原著】

  1.	 Dobashi Y, Sato E, Oda Y, Inazawa J, Ooi A: Significance of Akt activation and AKT gene increases in soft tissue 
tumors. Hum Pathol 45:127-36, 2014

  2.	 Takemura K, Kawachi H, Eishi Y, Kitagaki K, Negi M, Kobayashi M, Uchida K, Inoue J, Inazawa J, Kawano T, 
Board PG: γ-Glutamylcyclotransferase as a novel immunohistochemical biomarker for the malignancy of esophageal 
squamous tumors. Hum Pathol 45:331-41, 2014

  3.	 Yamamoto S, Inoue J, Kawano T, Kozaki K, Omura K, Inazawa J: The impact of miRNA-based molecular 
diagnostics and treatment of NRF2-stabilized tumors. Mol Cancer Res 12:58-68, 2014

  4.	 Low SK, Takahashi A, Ashikawa K, Inazawa J, Miki Y, Kubo M, Nakamura Y, Katagiri T: Genome-wide association 
study of breast cancer in the Japanese population. PLoS One 8:e76463, 2013

  5.	 Yamamoto Y, Konishi H, Ichikawa D, Arita T, Shoda K, Komatsu S, Shiozaki A, Ikoma H, Fujiwara H, Okamoto K, 
Ochiai T, Inoue J, Inazawa J, Otsuji E: Significance of GSTP1 for predicting the prognosis and chemotherapeutic 
efficacy in esophageal squamous cell carcinoma. Oncol Rep 30:1687-94, 2013
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  6.	 Harazono Y, Muramatsu T, Endo H, Uzawa N, Kawano T, Harada K, Inazawa J, Kozaki K: miR-655 is an EMT-
suppressive microRNA targeting ZEB1 and TGFBR2. PLoS One  8:e62757, 2013

  7.	 Furuta M, Kozaki K, Tanimoto K, Tanaka S, Arii S, Shimamura T, Niida A, Miyano S, Inazawa J: The tumor-
suppressive miR-497-195 cluster targets multiple cell-cycle regulators in hepatocellular carcinoma. PLoS One 

8:e60155, 2013

【総説】
  1.	 藤原直人、稲澤譲治：個別化医療のための分子診断バイオマーカー. 医学図書出版株式会社. 胆と膵. Vol.34, No.2:123-

130, 2013/2/15 (8P)
  2.	 林深、稲澤譲治：染色体微細コピー数異常. Xp28重複症候群. 株式会社日本小児医事出版社. 小児科臨床. Vol.66増刊号

:1290-1296, 2013/7/25 (7P)
  3.	 稲澤譲治：アレイCGH. 株式会社エスアールエル. SRL宝函. Vol.34, No.3:4-11, 2013/10 (8P)

【学会】
（海外・国際）

  1.	 Hayashi S, Okamoto N, Takanashi J, Inazawa J: Investigation of CASK gene aberrations in 38 patients with severe 
intellectual disability, microcephaly and disproportionate pontine and cerebellar hypoplasia (MICPCH). American 
Society of Human Genetics 63th annual meeting. Boston, USA. 24/October/2013 

（海外・国際：ポスター）
  1.	 Uehara D.T., Hayashi S, Inazawa J: Pathogenic CNVs and causative gene analysis by SNP arrays as the third 

screening for 646 patients with intellectual disability and multiple congenital anomalies of unknown etiology. 
American Society of Human Genetics 63th annual meeting. Boston, USA.22-26/October/2013

（国内）
  1.	 永田啓明、小崎健一、谷本幸介、藤原直人、井元清哉、市川大輔、宮野悟、河野辰幸、大辻英吾、稲澤譲治：食道扁

平上皮癌におけるリンパ節転移予測マーカー同定を目指した網羅的DNAメチル化探索．第72回日本癌学会学術総会．
パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月3日

  2.	 岩舘怜子、井上純、青木大輔、稲澤譲治：オートファジー障害を持つ癌細胞における化合物スクリーニング．第72回
日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月3日

  3.	 山本信祐、井上純、河野辰幸、小崎健一、小村健、稲澤譲治：NRF2活性化癌に対するMicroRNAを基盤とした診断・
治療．第72回日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月4日

  4.	 Michelle Nuylan、井上純、河野辰幸、稲澤譲治：食道癌におけるLAPTM5遺伝子の発現低下．第72回日本癌学会学
術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月4日

  5.	 山本正樹、西村純一、林深、大屋敷一馬、安藤潔、野地秀義、北村邦朗、衛藤徹也、安藤寿彦、増子正義、七島勉、
柴山浩彦、長谷昌知、稲澤譲治、木下タロウ、金倉譲：Inherent resistance to eculizumab in PNH. 第75回日本血液学
会学術総会．さっぽろ芸文館．北海道．2013年10月13日

  6.	 森田圭一、松川祥、原田浩之、島本裕彰、富岡寛文、田中香衣、林深、小崎健一、稲澤譲治、小村健：口腔扁平上皮
癌患者のゲノム構造異常解析による治療抵抗性予測． 第51回日本癌治療学会学術集会．国立京都国際会館．京都．
2013年10月24日

  7.	 Daniela Tiaki Uehara、林深、井本逸勢、蒔田芳男、羽田明、稲澤譲治：SNP arrays analysis of 432 patients with 
intellectual disability and multiple congenital  anomalies of unknown etiology. 日本人類遺伝学会第58回大会．江陽グ
ランドホテル．宮城．2013年11月22日

  8.	 林深、岡本伸彦、高梨潤一、稲澤譲治：小脳脳幹部低形成(MICPCH)の原因となる多彩な病態の探索．日本人類遺伝
学会第58回大会．江陽グランドホテル．宮城．2013年11月23日

（国内：ポスター）
  1.	 森田圭一、松川祥、原田浩之、中島雄介、島本裕彰、富岡寛文、田中香衣、林深、小崎健一、稲澤譲治、小村　健：

口腔扁平上皮癌患者のゲノム構造異常解析による治療抵抗性予測．第37回日本頭頸部癌学会．京王プラザホテル．東京．
2013年6月14日

  2.	 土橋洋、小田義直、稲澤譲治、大井章史：骨軟部腫瘍におけるAktの活性化と遺伝子増加の意義．第72回日本癌学会
学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月3日

  3.	 村松智輝、小崎健一、井元清哉、山口類、宮野悟、稲澤譲治：口腔がん細胞株に認められた19番染色体の増幅領域に
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座位する遺伝子は、Rhoシグナル経路を介して転移に寄与している可能性がある．第72回日本癌学会学術総会．パシ
フィコ横浜．神奈川．2013年10月3日

  4.	 藤原直人、井上純、河野辰幸、小崎健一、稲澤譲治：複数癌腫における、MicroRNA-634による細胞死誘導機構．第
72回日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月5日

  5.	 森田圭一、谷本幸介、林深、小崎健一、稲澤譲治、小村健：次世代シーケンサーを用いたGorlin症候群患者における
hedgehog pathwayのゲノム解析．第58回日本口腔外科学会学術総会．福岡国際会議場・マリンメッセ福岡．福岡．
2013年10月12日

  6.	 森田圭一、谷本幸介、林深、小崎健一、稲澤譲治、小村健：次世代シーケンサーを用いたGorlin症候群患者における
hedgehog pathwayのゲノム解析．日本人類遺伝学会第58回大会．江陽グランドホテル．宮城．2013年11月22日

【シンポジウム】
（海外・国際）

  1.	 Inazawa J: Genetic and epigenetic aberrations of autophagy-related genes in human cancers. 2013 SNUCRI & 
SNUCH Cancer Symposium. Phooenixisland,Jeju, Korea. 2/May/2013 

  2.	 Kozaki K: Function-based screening of EMT-suppressive microRNA in cancer cells. 2013 SNUCRI & SNUCH 
Cancer Symposium. Phooenixisland,Jeju, Korea. 4/May/2013

（国内）
  1.	 稲澤譲治：GCOEプログラムで展開した難治疾患ゲノム研究、教育、知財形成の成果．第36回大学院医歯学総合研究

科大学院セミナー．東京医科歯科大学歯学部特別講堂．東京．2013年6月4日
  2.	 井上純、稲澤譲治：癌治療におけるオートファジー活性の評価．第72回日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．

2013年10月3日
  3.	 小崎健一、稲澤譲治：Eカドヘリン・プロモーター活性を指標としたEMT抑制性microRNAの機能的探索．第72回日

本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月5日
  4.	 稲澤譲治：がん抑制型マイクロRNAの探索．日本人類遺伝学会第58回大会．江陽グランドホテル．宮城．2013年11月

21日

【特別講演】
（国内）

  1.	 稲澤譲治：がん抑制性マイクロRNAの探索.第24回加藤記念研究助成贈呈式特別講演.公益財団法人加藤記念バイオサ
イエンス振興財団．2013年3月1日

  2.	 稲澤譲治：口腔・食道扁平上皮癌の統合的ゲノム・エピゲノム解析．第37回日本頭頸部癌学会．京王プラザホテル．
東京．2013年6月13日

  3.	 稲澤譲治：乳癌ゲノム学・最近の話題．Meet The Expert～genome meeting～.ホテルグランヴィア京都．京都．
2013年6月19日

  4.	 稲澤譲治：がんゲノム解析研究、最近の話題：クリニカルシークエンスとゲノム医療．第60回福島血液研究会．コラ
ッセふくしま．福島．2013年7月13日

  5.	 稲澤譲治：癌ゲノム研究と個別化医療．第72回日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月5日
  6.	 稲澤譲治：がんと遺伝疾患のゲノム・エピゲノム解析．第439回日本皮膚科学会大阪地方会/第20回小林浩記念講演．

朝日生命ホール．大阪．2013年10月12日
  7.	 稲澤譲治：がん関連マイクロRNAの探索．千里ライフサイエンスセミナー　がんシリーズ第4回「がんゲノミクス研

究と臨床応用」．千里ライフサイエンスセンタービル．大阪．2013年11月8日
  8.	 稲澤譲治：Recent topics in genomics and epigenomics in cancer and genetic disorders. 第121回国際総合プレゼンテ

ーション大学院医歯学総合研究科「医歯理学先端研究特論」．東京医科歯科大学歯学部特別講堂．東京．2013年11月
18日

【研究助成金】
  1.	 稲澤譲治：文部科学省科研費　新学術領域研究「がんの統合的ゲノム・エピゲノム解析と治療標的分子シーズの探索」

代表
  2.	 稲澤譲治：（独）日本学術振興会　基盤研究A「がんのゲノム・エピゲノム解析に基づく個性診断法の開発」代表
  3.	 稲澤譲治：文部科学省　科学技術試験研究委託事業「ゲノム網羅的解析情報を基盤とするオーダーメイドがん医療（胃

がんの個別化医療を目指した新規胃がん関連遺伝子の探索と同定）」代表
  4.	 稲澤譲治：文部科学省　次世代がん研究戦略推進プロジェクト「食道扁平上皮癌の新規治療標的分子と診断バイオマ
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ーカーの同定」代表
  5.	 稲澤譲治：厚生労働省科研費　第3次対がん総合戦略研究事業「網羅的なゲノム異常解析と詳細な臨床情報に基づく、

ヒトがんの多様な多段階発がん過程の分子基盤の解明とその臨床応用に関する研究」分担
  6.	 稲澤譲治：文部科学省科研費　新学術領域研究「領域の研究方針の策定」分担
  7.	 稲澤譲治：（独）日本学術振興会　基盤研究B「食道扁平上皮癌の新たな治療体型の構築を目指した統合的ゲノム・エ

ピゲノム解析」分担
  8.	 小崎健一：（独）日本学術振興会　基盤研究B「癌抑制遺伝子型microRNAの統合的スクリーニングと核酸医薬への応用」

代表
  9.	 井上　純：（独）日本学術振興会　基盤研究C「神経芽腫における自然退縮の分子メカニズムの解明」代表
10.	 林　深：（独）日本学術振興会　若手研究B「小脳・脳幹部低形成を伴う発達遅滞を呈する疾患群の包括的病態解明」

代表
11.	 井上　純：厚生労働省科研費　第3次対がん総合戦略「オートファジー活性を指標とした癌個別化医療の分子基盤に

関する研究」代表
12.	 林　深：厚生労働省科研費　障害者対策総合研究事業「原因不明の精神遅滞の病態解明を目指した統合的ゲノム解析」

代表

【その他】
（受賞）

  1.	 松村聡(大学院医歯学総合研究科博士課程平成22年度 修了）：第14回田中道子がん研究奨励賞
  2.	 村松智輝：平成24年度大学院生・若手研究者研究発表会で難治疾患研究賞・大学院生部門3位
  3.	 倉沢泰浩（大学院医歯学総合研究科博士課程 平成22年度修了）：平成24年度難治疾患研究所優秀論文賞
  4.	 白樺（大学院医歯学総合研究科博士課程 平成22年度修了）：平成24年度難治疾患研究所優秀論文賞
  5.	 與子田一輝（修士課程特別研究生　平成24年度修了）：文京学院大学学長賞
  6.	 原園陽介（大学院医歯学総合研究科博士課程 平成24年度修了）：公益財団法人細胞科学研究財団 平成25年度育成助成 

採択
  7.	 井上綾乃（歯学部学生）：平成25年度歯学部歯学科4年研究体験実習学生発表会 歯学部長賞

（主催セミナー）
  1.	 第24回癌ゲノムサイエンス研究会.東京医科歯科大学. 2013年2月7日.
  2.	 第25回癌ゲノムサイエンス研究会.東京医科歯科大学. 2013年7月4日.
  3.	 平成25年度文部科学省科学研究費補助金・新学術領域研究「がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動」．がん若手

研究者ワークショップ．蓼科グランドホテル滝の湯．長野．2013年9月4日～7日.

（特許）
〈特許取得 - 国内〉

  1.	 2013年8月2日、特許第5331404号、「先天性異常症の染色体欠失の検出方法」、稲澤譲治・井本逸勢・林深・会津善紀、
国立大学法人東京医科歯科大学・株式会社ビーエムエル・富士フィルム株式会社、特願2008-199541

  2.	 2013年6月14日、特許第5288456号、「口腔扁平上皮癌の検出方法」、稲澤譲治・井本逸勢・中村恵理奈・津田均、国立
大学法人東京医科歯科大学・富士フィルム株式会社、特願2008-205138

  3.	 2013年2月15日、P12-029、「マイクロRNAの測定方法、並びに、がん治療剤及びこれを有するがん治療のための医薬
組成物」、稲澤譲治・井上純・山本信祐・河野辰幸・小崎健一、国立大学法人東京医科歯科大学、特願2013-027399

〈特許取得 - 海外(EP)〉
  1.	 2013年11月27日、登録番号2253720、「食道癌の検出方法及び抑制方法」、稲澤譲治・井本逸勢・小松周平・小崎健一・

津田均、国立大学法人東京医科歯科大学・富士写真フィルム株式会社、特願2009-073998

〈特許取得 - 海外(CN)〉
  1.	 2013年7月17日、ZL200980130226.0、「先天性異常症の染色体欠失の検出方法」、稲澤譲治・井本逸勢・林深・会津善紀、

国立大学法人東京医科歯科大学・株式会社ビーエムエル・富士フィルム株式会社、特願2008-199541

（教育）
稲澤譲治：歯学部 歯学科「歯科医療と遺伝疾患」
　　　　　医学部 保健衛生学科「遺伝学」
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　　　　　医歯学総合研究科 医歯理工学専攻 修士課程「遺伝医学特論」、「生化学」
　　　　　京都府立医科大学大学院「大学院特別講義」
　　　　　名古屋大学大学院医学研究科「大学院特別講義」
小崎健一：医歯学総合研究科 生命理工学系専攻「生命科学特論Ⅰ」
　　　　　医歯学総合研究科 修士課程「遺伝医学特論」、「生化学」
　　　　　医学部 保健衛生学科「遺伝学」
　　　　　歯学部 歯学科「生命の分子的基盤-遺伝の分子的基盤-」
井上　純：医歯学総合研究科 生命理工学系専攻「生命科学特論Ⅰ」
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遺 伝 生 化 学 分 野
Biochemical Genetics

ゲノム構造制御学分野
Genome Structure and Regulation

教　　授　北嶋繁孝
准 教 授　田中裕二郎
助　　教　川内潤也
大学院生　井上　允，五嶋大統，枝川　真，
　　　　　福本悟史，高屋俊輔
卒業研究生　高橋拓也，新井菜月，藤沢晃久，
　　　　　鈴木卓也
外国人研究者　劉　嘉
技術補佐員　内田洋平
事務補佐員　高柳久仁子

（１）教育
　医歯学総合研究科、医学部、歯学部、保健衛生学研究科（卒業研究を含む）、医歯学総合大学院修士課程の講義を行った。

（２）研究
　本分野の研究テーマと本年度の成果は以下の通りである。

【概略】
　生命の設計図であるゲノム情報は、最終的な機能実行分子であるタンパク質に翻訳されてはじめてその生物機能が発現さ
れる。この遺伝子発現プロセスの中で、転写反応は第一義的な調節段階である。本分野では、転写制御の共通原理の解明と、
生命の環境応答や疾患の病態発現に関わる遺伝制御を明らかにすることを主要な研究テーマとしている。近年、基本的な転
写に関わる因子が転写症候群と呼ばれる難治疾患に深く関わることが明らかにされており、さらに、遺伝制御が細胞周期制
御、細胞死などの細胞運命や生体の恒常性維持に関与することも明らかである。遺伝子発現機構とそれに関わる制御分子の
研究によって、様々な疾患の病態を分子レベルで理解し、その結果に基づいた新しい治療法や予防法の開発を目指している。

１.　転写制御機構の解明
　真核生物においては、３種類のRNAポリメラーゼ(I, II, III)がそれぞれリボゾーム(r)RNA、メッセンジャー(m)RNA、ト
ランスファー(t)RNAの転写を担う。これらの転写制御メカニズムには共通した部分と相互作用する部分があり、遺伝子発
現と生物機能制御の理解にはより広い視野にたった研究が必須である。本分野では、PolII、PolIの遺伝子制御を中核に基本
的な制御と病態との関連を研究している。

１－１　転写リサイクリング因子/PolII CTD脱リン酸化酵素FCP1の機能解析
　RNAポリメラーゼII (PolII)の転写サイクルにおいてそのCTDはリン酸化・脱リン酸化される。CTD (C-terminal domain)は、
Tyr-Ser-Pro-Thr-Ser-Pro-Ser の 7 アミノ酸のリピート配列で酵母からヒトまで保存されリピート数は進化とともに増加し、
ヒトでは 52 回反復されている。転写活性化とともにCTD のSer 2, 5 はリン酸化されて転写は活性化されるが、転写終結時
には脱リン酸化されないと次の転写に向かうことができない。このCTD脱リン酸化の主要な遺伝子はFCP1でありその部分
欠損はCCFDNという遺伝病の原因である。我々はHeLa細胞のFCP1ノックダウンによって、p53-p21が活性化され可逆性の
細胞増殖の抑制が起こることを見出し、同時にFCP1とp53との結合を見出した。FCP1ノックダウンによる “転写ストレス”
と “FCP1によるp53制御” の両面から解析を進めている。

１－２　転写伸長因子ElonginAのDual機能の解析
　開始に引き続くmRNA合成伸長過程は、転写の重要な制御過程である。エロンガンは、ABCの３つのサブユニットからな
る３量体であるが、Elongin AはDNA damageに応答するRNAポリメラーゼII(Rpb1)分解E3リガーゼ活性と転写制御機能と
の２つの活性を持つ。本年度においては、DoxorubicinによるDNA傷害応答において、ElonginAが、Rpb1サブユニットのユ
ビキチン化を誘導し、かつ複数のストレス応答遺伝子(HSP70やATF3、p21など)の迅速な誘導に関与していることを見出し、
転写制御とRpb1ユビキチン化とを担うドメインが異なった領域で担われていることを明らかにした。さらに、共同研究拠点
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の成果として、ElonginAが脳神経の発生、分化に重要な機能を果たしていることを見出した。

２.　ストレス応答転写因子ATF3の解析
　細胞運命の決定は生体の恒常性維持とその破綻である種々の疾患病態に深く関係している。ATF/CREBファミリーに属
するb-Zip型転写因子ATF3は、種々のストレス刺激によって転写レベルで誘導されるが、多くの場合転写抑制因子として働
く。最近、ATF3がマクロファージやnatural killer cellなどで免疫にかかわるシグナルを負に制御するnegative regulatorで
あることが見出されている。さらに、ATF3のがんにおける役割も数多く示唆されており、抗がん剤作用に関わる「がん抑
制機能」と同時に、ヒト前立腺がんやホジキンReed-Sternberg細胞での高発現が、がん細胞の増殖や転移能を正に制御して
いるなど「発がん機能」も知られている。我々は、がんにおけるATF3機能の役割を研究しているが、本年度は、ATF3研
究について以下の結果を得た。

２－１　ATF3によるマイクロＲＮＡ制御の探索
  近年その生物機能とくにがんとの関わりが注目されるmicroRNAについて、ATF3が転写制御する標的microRNAの探索を
開始した。複数のmicroRNA promoterにATF3が結合することがクロマチン免疫沈降法によって確認され、ATF3はmRNA
だけでなく、non-coding geneの転写制御も介して、生物機能を発揮することが示唆された(佐々木ら．分子生物学会・生化
学会発表2010)。また、近年その生物機能とくにがんとの関わりが注目されるmicroRNAについて、ATF3が転写制御する標
的microRNAの探索を開始した。複数のmicroRNA promoterにATF3が結合することがクロマチン免疫沈降法によって確認
され、ATF3はmRNAだけでなく、non-coding geneの転写制御も介して、生物機能を発揮することが示唆された。

２－２　システムバイオロジーによるATF3標的遺伝子の網羅的探索
　ATF3は、細胞の種類やストレス刺激の条件によって細胞死を誘導または抑制するOpposing roleを示す転写因子であるが、
これらの異なったContextにおけるATF3の標的遺伝子は不明である。我々は、ATF3がp53の標的遺伝子であると同時に、
p53転写抑制因子であるネガテイブフィードバック制御を見出している。p53-ATF3 axisの意義を解析する目的で、ATF3, 
p53の遺伝子改変マウスを作製した。p53/Atf3の４つの遺伝子背景を有するマウス繊維芽細胞を用いて、DNA傷害誘導剤
Doxorubicin応答のmRNA, microRNA網羅的遺伝子発現解析を行った。現在、解析中であるが、ATF3とp53との複雑な競合
作用、拮抗作用が明らかになりつつある。

２－３　ストレス応答遺伝子ATF3はp53依存性および非依存性にDR5発現を正に制御する
　DNA damage応答のATF3網羅的解析からDR5 (Death receptor　5)がATF3結合性標的遺伝子であることを見出し、ヒト
大腸がん治療薬Camptothecinがp53依存性にATF3とDR5の発現を誘導することを見出した。今年度は、さらに、他のDR5誘
導剤がp53変異大腸がん細胞においてもATF3を誘導し、DR5誘導に重要な働きをしていることを見出した。現在、TRAIL
とDR5誘導薬との併用は、難治がんの新しい治療戦略としてPhase IIの段階にあるが、ATF3の発現レベルのmodulationが
DR5誘導剤の有効な開発につながる可能性がある。

３.　ヒストンメチル基転移酵素ASH1の二面的な転写制御機能
　ヒストン修飾が転写のどの過程にどのような影響を与えているのかは、実は必ずしも明らかではない。例えば、ヒストン
H3のリジン36(K36)のメチル化は酵母で転写伸長を抑制することが知られているが、我々の最近の研究により、K36特異的メ
チル基転移酵素の一つASH1は、K4メチル基転移酵素であるMLLと協調してHoxプロモーターを強く活性化するが、ASH1
によるK36メチル化は転写に必須ではなくむしろ抑制することが明らかにされた。さらに、ASH1の顔面肩甲上腕型筋ジスト
ロフィーへの関わりが共同研究先の報告で明らかになった。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Liu J, Edagawa M, Goshima H, Inoue M, Yagita H, Liu Z, Kitajima S. Role of ATF3 in synergistic cancer cell killing 
by a combination of HDAC inhibitors and agonistic anti-DR5 antibody through ER stress in human colon cancer 
cells. BBRC  in press.

  2.	 Kawauchi J, Inoue M, Fukuda M, Uchida Y, Yasukawa T, Conaway RC, Conaway JW, Aso T, Kitajima S. 
Transcriptional properties of mammalian Elongin A and its role in stress response. J Biol Chem. 2013 Aug 
23;288(34):24302-15. doi: 10.1074/jbc.M113.496703. Epub 2013 Jul 3. 

  3.	 Lee YS, Sasaki T, Kobayashi M, Kikuchi O, Kim HJ, Yokota-Hashimoto H, Shimpuku M, Susanti VY, Ido-Kitamura 
Y, Kimura K, Inoue H, Tanaka-Okamoto M, Ishizaki H, Miyoshi J, Ohya S, Tanaka Y, Kitajima S, Kitamura T. 
Hypothalamic ATF3 is involved in regulating glucose and energy metabolism in mice. Diabetologia. 2013 
Jun;56(6):1383-93. doi: 10.1007/s00125-013-2879-z. Epub 2013 Mar 6.
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［学会］
国内学会

  1.	 福本悟史、高屋俊輔、小高愛未、川内潤也、北嶋繁孝：Pol II CTD脱リン酸化酵素FCP1のDNA Damage Responseに
おける役割. 平成25年12月、神戸　第36回日本分子生物学会

  2.	 井上允、藤沢晃久、枝川真、川内潤也、関根茂樹、北嶋繁孝：ヒト大腸がん細胞におけるWnt-ATF3の同定と機能解
析. 平成25年12月、神戸　第36回日本分子生物学会

  3.	 枝 川 真、 五 嶋 大 統、 新 井 菜 月、 川 内 潤 也、 前 原 喜 彦、 北 嶋 繁 孝：p53非 依 存 性 ス ト レ ス 応 答 に よ るDeath 
Receptor(DR)5発現誘導におけるATF3の役割. 平成25年12月、神戸　第36回日本分子生物学会

  4.	 内田洋平、川内　潤也、Paul　Sheridan、山口類、井元清哉、宮野悟、北嶋繁孝：p53非存在下でのATF3の機能. 平
成25年12月、神戸　第36回日本分子生物学会

  5.	 田中裕二郎：一分子シーケンシングによるヒトゲノム反復配列のマッピング. 平成25年12月、神戸　第36回日本分子
生物学会

  6.	 川内潤也、福本悟史、高屋俊輔：Transcriptional Properties of Mammalian Elongin A and its role in Stress 
Response　平成25年8月、箱根「転写サイクル」第2回班会議

  7.	 北嶋繁孝、川内潤也、内田洋平、谷本幸介：がんのストレス応答と治療抵抗性のシステムズ解析　平成25年8月、東
京　「システムがん」平成25年度班会議

国際学会
なし

［研究助成金］
  1.	 北嶋繁孝（代表）：文部科学省新学術領域研究「がんのストレス応答と治療抵抗性のシステムズ解析」
  2.	 北嶋繁孝（代表）：文部科学省基盤研究(C)「遺伝子改変マウスを用いたＡＴＦ３の発がんとがん抑制機能の研究」　
  3.	 田中裕二郎（代表）：厚生労働省科学研究費「顔面肩甲上腕型筋ジストロフィーのエピジェネティック病態解明と革

新的治療法の開発」
  4.	 川内潤也（計画班・分担）：文部科学省新学術領域研究「Pol2の転写伸長・終結・リサイクル過程におけるチェックポ

イント制御機構の解明」
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血 液 内 科 学 分 野
Hematology

教　　授　三浦　修
講　　師　新井文子
助　　教　福田哲也，黒須哲也，山本正英，
　　　　　長尾俊景
特任助教　坂下千瑞子，渡邉　健
医　　員　秋山弘樹，服部圭一郎，内田慧美，
　　　　　大谷悠祐
大学院生　仁多美奈子，諏訪志穂子，
　　　　　市川理子，野上彩子，王　璐丹

（１）教育
卒前教育
　学部４年生を対象に系統別血液病学講義において血液内科学の基本的事項につき講義を行っている。学部５、６年生に対
して、診療参加型実習クリニカルクラークシップ(CC)において当科はCC １でPBL形式を用いた診療上の問題解決能力・手
法の取得を、CC3でベッドサイドおよび外来において血液疾患診断および治療方針決定能力の取得を目標に実践的指導を行
っている。
　基礎的な研究の実習として、医学部４年生のプロジクトセメスター、保健衛生学科４年生の卒研を積極的に受け入れてい
る。
卒後教育
　初期研修では、患者との意志の疎通を保ち、全人的治療を行うように指導を行っている。実地での診断、治療に必要な血
液病学の基礎的知識を身につけることを、内科認定医試験も視野に入れ目標としている。
　後期研修では、血液専門医としての知識、経験を身につけることを目標に、日常の診療に加え、学会発表、論文執筆も積
極的に指導している。2014年度は2名が当科のプログラムで後期研修を行う予定である。

（２）研究
　現在の主な研究テーマは、
１）造血細胞の増殖と腫瘍発症に関わる細胞内シグナル伝達機構の解明
２）リンパ系腫瘍発症の分子機構の解明
３）化学療法剤による造血器腫瘍のアポトーシス誘導制御機構
４）慢性骨髄性白血病における分子標的療法耐性機構の解明
５）EBウイルス関連疾患の病態解明
等である。

（３）臨床
　2013年の入院患者総数はのべ約250人で、血液疾患の多岐にわたる。6床の無菌病室において、急性白血病寛解導入療法や、
急性白血病および悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、慢性活動性EBV感染症の自家、および同種造血幹細胞移植療法を積極的に
行っている。骨髄移植推進財団、日本臍帯血バンクネットワークの移植施設として認定を受け、骨髄バンク及び臍帯血バン
クからの非血縁者間の造血幹細胞移植を積極的に行っている。2013年は同種造血幹細胞移植12例（血縁造血幹細胞移植2例、
非血縁骨髄移植10例、非血縁臍帯血移植0例）、自家末梢血幹細胞移植13例が施行された。外来に関しては、外来化学療法室
にて安全且つ生活の質に重点をおいた通院化学療法を施行している。

（４）研究業績
【原著】

  1.	 Kurosu T, Nagao T, Wu N, Oshikawa G, Miura O.: Inhibition of the PI3K/Akt/GSK3 pathway downstream of BCR/
ABL, Jak2-V617F, or FLT3-ITD downregulates DNA damage-induced Chk1 activation as well as G2/M arrest and 
prominently enhances induction of apoptosis. PLoS One 8(11):e79478, 2013.

  2.	 Nakaima Y, Watanabe K, Koyama T, Miura O, Fukuda T.: CD137 is induced by the CD40 signal on chronic 
lymphocytic leukemia B cells and transduces the survival signal via NF-κB activation. PLoS One 8(5):e64425, 2013.

  3.	 Wu N, Kurosu T, Oshikawa G, Nagao T, Miura O.: PECAM-1 is involved in BCR/ABL signaling and may 
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downregulate imatinib-induced apoptosis of Philadelphia chromosome-positive leukemia cells. Int J Oncol 42(2):419-28, 
2013

  4.	 Ichikawa A, Arakawa F, Kiyasu J, Sato K, Miyoshi H, Niino D, Kimura Y, Takeuchi M, Yoshida M, Ishibashi Y, 
Nakashima S, Sugita Y, Miura O, Ohshima K.: Methotrexate/iatrogenic lymphoproliferative disorders in rheumatoid 
arthritis: histology, Epstein–Barr virus, and clonality are important predictors of disease progression and regression. 
European J of  Haematol 91(1):20-8, 2013

  5.	 Yagi K, Yamamoto K, Umeda S, Abe S, Suzuki S, Onishi I, Kirimura S, Fukayama M, Arai A, Kitagawa M, Kurata 
M.: Expression of multidrug resistance 1 gene in B-cell lymphomas association with follicular dendritic cells. 
Histopathology 62:414-20, 2013.

【著書】
  1.	 血液疾患. 新井文子　「ポケットサイズのステロイド診療マニュアル」宮坂信之編集　新興医学出版社　p113-121, 2013

年
  2.	 フローサイトメトリー, 染色体分析, FISH, 遺伝子診断. 新井文子　「造血器腫瘍　腫瘍病理鑑別診断アトラス」　定平

吉都、北川昌伸編集　文光堂　p23- 33, 2013年

【総説】
  1.	 新井文子.  PLLの診断と治療.  血液内科 66:351-358, 2013
  2.	 新井文子. リンパ腫と血球貪食症候群. 血液フロンティア 23: 53-59, 2013
  3.	 新井文子.  EBウイルス陽性リンパ腫の発症機構. 最新医学 68:48-55, 2013
  4.	 新井文子. 慢性活動性EBV感染症 Chronic active EBV infection (CAEBV) と言われてきた疾患～EBV陽性T, NKリン

パ増殖症　EBV-T/NK-LPDs～. 成人病と生活習慣病 43:1073-78, 2013

【学会】
（国際学会）

  1.	 Arai A, Horino M, Wang L, Imadome K, Hamasaki K, Kurata M, Ichikawa A, Fujiwara S, Miura O. Simvastatin 
Induces Apoptosis in EBV-Positive T- or NK-Cell Lymphoproliferative Disorders and Anti-Tumor Effects in 
Xenograft Models. The 4th JSH International Symposium, Matsuyama, May 24, 2103

  2.	 Arai A, Imadome K, Wang L, Komatsu H, Chiba Y, Saitoh Y, Yamaoka S, Fujiwara S, Miura O. NF-κB is a 
potential molecular target of EBV-positive T- or NK-cell lymphoproliferative disorders. The 18th Congress of 
European Hematology Association, Stockholm, Jun 15, 2013

  3.	 Arai A, Horino M, Imadome K, Imai K, Wang L, Matsuda G, Hamazaki K, Komatsu H, Kurata M, Kurosu T, 
Fujiwara S, Miura O. Epstein–Barr virus Induces Activation-Induced Cytidine Deaminase Expression in T or NK 
Cells Leading to Mutagenesis and Development of Lymphoma. 55th Annual meeting of American Journal of 
Hematology, New Orleans, December 7,2013

（国内学会） 
  1.	 秋山めぐみ, 山本正英, 岡田啓五, 秋山弘樹, 渡邉大介, 長尾俊景, 黒須哲也, 福田哲也, 新井文子, 東田修二, 小山高敏, 村

上直己, 三浦修. Efficacy of salvage lenalidomide  therapy for multiple myeloma after auto stem cell transplantation. 
第35回日本造血細胞移植学会総会, 2013年3月7-9日, 金沢

  2.	 吉藤康太, 秋山めぐみ, 山本正英, 福田哲也, 東田修二, 三浦修. 自己免疫性溶血性貧血の治療中に多臓器不全を伴う播種
性varicella zoster virus(VZV)感染を発症した1例. 第595回日本内科学会関東地方会例会，2013年3月9日, 東京

  3.	 堀野雅人, 王路丹, 今留謙一, 市川理子, 藤原成悦, 三浦修, 新井文子. 慢性活動性Epstein-Barr Virus感染症に対する高脂
血症治療薬simvastatinの抗腫瘍効果の検討. 第23回EBウイルス感染症研究会, 2013年3月16日, 東京

  4.	 Arai A, Kurata M, Fujiwara S, Miura O. EBV induces AID expression in T or NK cells leading to mutagenesis and 
development of lymphoma. 第72回日本癌学会総会　シンポジウム　10月4日　横浜

  5.	 内田慧美, 大谷悠祐, 岡田啓吾, 秋山弘樹, 渡邉健, 長尾俊景, 山本正英, 坂下千瑞子, 黒須哲也, 新井文子, 三浦修. 心外膜
への浸潤を認めたenteropathy-associated T-cell lymphoma. 第170回日本血液学会例会, 2013年7月13日, 東京

  6.	 諏訪志穂子, 霞流彩, 加藤未有, 渡邉健, 三浦修, 福田哲也. トリプトファン代謝産物のリンパ系腫瘍に対する効果. 第5回
造血器腫瘍免疫療法研究会学術集会, 2013年8月24日, 名古屋

  7.	 Nogami A, Oshikawa G, Fukutake S, Nagao T, Umezawa Y, Kurosu T, Miura O. Molecular basis for differential 
responses of FlT3-ITD and TKD to P13K/Akt and proteasome inhibitors. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月11～
13日, 札幌
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  8.	 Komatsu H, Imadome K, Wang L, Kurata M, Koyama T, Fujiwara S, Miura O, Arai A. EBV-positive cells from 
CAEBV express FOX-P3 and suppress the proliferation of the effector T cells. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月
11～13日, 札幌

  9.	 Wang L, Imadome K, Komtasu H, Fukuda T, Kurata M, Fujiwara S, Miura O, Arai A. CD137 is induced by EBV in 
the presence of IL-2 in T or NK cells and mediates a survival signal. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月11～13日, 
札幌

10. 	Horino M, Imadome K, Imai K, Wang L, Matsuda G, Hamazaki K, Komatsu H, Kurata M, Kurosu T, Fujiwara S, 
Miura O. EBV induces AID expression in T or NK cells leading to mutagenesis and development of lymphoma. 第
75回日本血液学会総会, 2013年10月11～13日, 札幌

11. 	Kawaguchi T, Miyasaka, N, Miura O, Morishita E, Arima N, Usuki K, Morita Y, Nishiwaki K, Ninomiya H, Gotoh A, 
Horikawa K, Imashuku S, Shichishima T, Urabe A, Nishimura J, Kanakura Y. Management of pregnancy in 
paroxysmal nocturnal hemoglobinuria (PNH): A review of 10 cases. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月11～13日, 
札幌

12. 	Okada K, Uchida E, Ootani Y, Akiyama H, Nagao T, Yamamoto M, Kurosu T, Fukuda T, Ayako A, Miura O. 
Retrospective risk-stratified outcome analysis of 14 cases of APL treated at our hospital. 第75回日本血液学会総会, 
2013年10月11～13日, 札幌

13. 	Akiyama H, Okada K, Nagao T, Yamamoto M, Kurosu T, Fukuda T, Arai A, Miura O. First l ine 
immunosuppressive therapy with horse or rabbit ATG for aplastic anemia. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月11
～13日, 札幌

14. 	Kato M, Watanabe K, Suwa S, Iida M, Tohda S, Miura O, Fukuda T. Roles of tyrosine kinases in B-cell receptor 
signaling regulating survival of CLL B cells. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月11～13日, 札幌

15. 	Nagao T, Umezawa Y, Nogami A, Kurosu T, Miura O. Molecular biological analysis of a novel MYD88 mutation, 
L265-RPP, in Waldenstrom macroglobulinemia. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月11～13日, 札幌

16. 	Yui S, Yamaguchi H, Imadome K, Arai A, Asayama T, Kondo A, Moriya K, Nakayama K, Dan K, Inokuchi K. A 
case report for EBV-positive T-lymphoproliferative disease developed after CBT for AML. 第75回日本血液学会総会, 
2013年10月11～13日, 札幌

17. 	Fukuda T, Nakamae H, Shibayama H, Kurokawa M, Nakaseko C, Kanda Y, Nagai T, Ohnishi K, Matsumura I, 
Matsuda A, Amagasaki T, Ito K. Nilotinib vs. imatinib for newly-diagnosed CML-CP: ENESTnd 48-month update in 
Japanese patients. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月11～13日, 札幌

18. 	Miyamura K, Miyamoto T, Kurokawa M, Taimoto M, Yamamoto K, Taniwaki M, Kimura S, Ohyashiki K, 
Kawaguchi T, Matsumura I, Hata T, Tsurumi H, Naoe T, Hino M, Tadokoro S, Meguro K, Hyodo H, Yamamoto M, 
Kubo K, Tsukada J, Amagasaki T, Kondo M, Kawahara E, Yanada M. Nilotinib in CML-CP patients with suboptimal 
response (SoR) to imatinib (IM): SENSOR 12-month data. 第75回日本血液学会総会, 2013年10月11～13日, 札幌

【研究助成金】
  1.	 三浦　修：「恒常的活性化チロシンキナーゼを発現した造血器腫瘍に対する統合的分子標的療法の開発」．研究代表者. 

日本学術振興会　基盤研究(C). 
  2.	 新井文子：「ＥＢＶ陽性ＴおよびＮＫ細胞リンパ増殖症発症機構の解明と治療法の開発」．研究代表者. 日本学術振興

会　基盤研究(C).
  3.	 新井文子：「慢性活動性EBウイルス感染症の診断法及び治療法確立に関する研究」．研究分担者. 厚生労働省科学研究

費難治性疾患克服研究事業.
  4.	 福田哲也：「成人T細胞白血病の治癒を目指した病因ウイルス特異抗原を標的とする新規複合的ワクチン療法抗CCR4

抗体を併用した樹状細胞療法　第I/II相試験」．研究分担者. 厚生労働省科学研究費.
  5.	 長尾俊景：「抗癌剤による造血器腫瘍の活性化チロシンキナーゼ変異体分解誘導機構と治療応用」．研究代表者. 日本

学術振興会　若手研究(B).
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分子内分泌代謝学分野
Molecular Endocrinology and Metabolism

教　　授　小川佳宏
講　　師　吉本貴宣，泉山　肇1

学内講師　三原正朋
助　　教　南　　勲，土屋恭一郎
医　　員　木田道也，大木葉宣昭，柴久美子，村上正憲，
　　　　　大橋琢也
レジデント　小松奈々
メディカルフェロー　田中　都
日本学術振興会特別研究員RPD　蜂屋瑠見
特任助教　西條美佐
大学院生(博士課程)
　　　　　渡邉(浅野)貴子，池田賢司，津田直人，岩崎順博，
　　　　　青山千賀子，櫻井俊之，小宮　力，千葉恭敬，
　　　　　辻本和峰，宮地康高，加藤秀昭
大学院生(修士課程)
　　　　　笠原知美，田村江梨奈，畑澤幸乃
共同研究員　狩野理延
卒業研究生　椎橋卓哉
非常勤講師　川村光信，堀内敏行，辻野元祥，諸星政治，
　　　　　内村　功，土井　賢
特任教授2　菅波孝祥
特任准教授3　橋本貢士
特任助教2　伊藤美智子，袁勲梅，白川伊吹
1 医療連携支援センター、2 臓器代謝ネットワーク講座、
3 メタボ先制医療講座

（１）教育
担当科目：内分泌・代謝学、糖尿病、高血圧
教育方針：内分泌学は、古典的な「内分泌器官」に由来するホルモンのみならず、心血管組織、脂肪組織あるいは消化管な
どの全身臓器から産生される多くの生理活性物質の分泌・代謝・作用を包括的にとらえる学問である。内分泌系の異常は、
糖尿病、肥満症、高血圧症などの生活習慣病から特徴的な臨床症状を呈する比較的稀な内分泌疾患まで多彩な病態・疾患を
もたらす。当教室では国民的問題とされる糖尿病を中心とする生活習慣病やメタボリックシンドローム、難治性高血圧、ホ
ルモン異常による多彩な症状を呈する視床下部・下垂体・副腎疾患、膵・消化管ホルモン産生腫瘍などの難治性内分泌疾患
の診療を担当している。生活習慣病あるいは内分泌疾患を対象として、最新の知識に基づく論理的診断と病態生理あるいは
生活環境を考慮した全人的医療を実践できる専門医の育成、「慢性炎症」「エピジェネティクス」「異所性脂肪蓄積」をキー
ワードとした生活習慣病の成因の解明と新しい診断法・治療法の開発、ホルモン産生腫瘍を中心とする内分泌疾患の新しい
検査法・診断法の開発を目指した基礎・臨床研究の推進を実践している。以上の臨床活動・研究活動を通して、知識、技術、
思考力を涵養し、高い専門性と総合力を兼ね備えた医療人・医学者の育成を目指している。

平成25年度の教育実績は以下の通りである(授業のコマ数)。
１）医学部医学科系別総合講義（内分泌・代謝）（29）
２）医学部保健衛生学科講義（内分泌・代謝）（2）
３）歯学部歯学科講義　内科学各論（内分泌・糖尿病）（2）
４）歯学部口腔保健学科　医学一般（代謝性疾患、内分泌疾患）（2）
５）医学科実習
　・プレクリニカルクラークシップ（PCC）：（2013年4月－2013年6月）
　　5年学生グループを対象に内分泌・代謝（コース8）実習を1週間単位（隔週）で担当。
　・OSCE（医療面接）を担当
　・クリニカルクラークシップ（CC）：（2012年7月－2013年9月）



— 788 —

先端医療開発学講座

　　5年~6年学生（2～3名）を対象に4週間単位で担当病棟クルズスを毎週、PBLを隔週）。
６）大学院特別講義
　　自治医科大学　学長　永井良三先生
　　　「慢性炎症に基づく病態形成」

（２）研究
　ライフスタイルの欧米化に伴って肥満、糖尿病、高血圧、脂質異常症、動脈硬化性疾患などの生活習慣病の罹患率は増加
の一途を辿っており、国民医療の観点からもこれらの疾患の克服は極めて重要な研究課題である。生活習慣病の成因の解明
と新しい治療戦略の確立は、超高齢化社会を迎えつつあるわが国の国民の健康、医療、福祉の向上に不可欠である。当教室
では、メタボリックシンドロームあるいは多くの生活習慣病に共通する分子基盤として「慢性炎症」と「エピジェネティクス」
に注目し、本領域の基礎研究課題に取り組んでいる。さらに、内分泌･代謝･糖尿病･高血圧領域の病態生理、診断、治療に
関する幅広い臨床研究を行い、臨床へのフィードバックに取り組んでいる。主な研究テーマは以下のとおりである。

１）生活習慣病の分子基盤としての「慢性炎症」に関する研究
　慢性炎症では、長期にわたるストレス応答により各臓器の機能を担う実質細胞とその隙間に存在する間質細胞の相互作用
が遷延化し、本来可逆的な適応反応の破綻により不可逆な「組織リモデリング」を生じて臓器の機能不全や種々の疾患をも
たらす。最近では、ストレスあるいは傷害を受けた実質細胞より放出される自己由来成分（内因性リガンド）とマクロファ
ージなどの間質細胞に発現する病原体センサーの相互作用により誘導される慢性炎症として「自然炎症」の概念も提唱され
ている。例えば、肥満の脂肪組織では、実質細胞である脂肪細胞より放出される飽和脂肪酸が間質細胞であるマクロファー
ジに発現する病原体センサーTLR4を活性化することにより、「悪循環」を形成して炎症反応が持続化し（脂肪組織リモデリ
ング）、これは自然炎症のプロトタイプと考えることができる。当教室では、メタボリックシンドロームや生活習慣病にお
ける慢性炎症の分子機構の解明と新しい診断・治療戦略の開発に関する研究を推進している。

２）生活習慣病の分子基盤としての「エピジェネティクス」に関する研究
　環境因子と遺伝素因の複雑な相互作用により発症する代表的な多因子疾患である生活習慣病の発症機序として、種々の外
的要因（環境因子）によりもたらされる後天的なゲノム修飾（DNAメチル化、ヒストンメチル化・アセチル化など）による
遺伝子発現制御（エピジェネティクス）が注目されている。器官が形成される胎児期あるいは個体の成長が著しい新生児期は、
個体の一生を通じて全身臓器の可塑性が最も高い時期であり、胎生期〜新生児期の環境因子の変化がどのようにしてエピゲ
ノム記憶されて成人期の慢性疾患の発症に関与するのかを解明することにより、エピゲノム記憶を標的とする新しい医学応
用が期待される。私たちの研究室では、DNAメチル化に焦点を当てて、メタボリックシンドロームあるいは生活習慣病のエ
ピジェネティクス制御の分子機構に関する研究を推進している。

３）中枢性摂食異常症に関する調査研究（厚生労働省難治性疾患克服研究事業）
　近年、若い女性の強い「やせ」願望により、やせている女性の割合は、20歳代、30歳代の若い世代で年々増加しており、「や
せすぎ」が深刻な社会問題である。神経性食欲不振症などの中枢性摂食異常症の予備軍も30年前に比較して確実に増加して
おり、医療経済的にも大きな社会問題になっている。厚生労働省の難治性疾患克服研究事業「中枢性摂食異常症に関する調
査研究（代表研究者：小川佳宏）」は、「摂食障害のプライマリーケアを援助する基幹医療施設のネットワーク」を形成し、
対症療法しかない難治性疾患である中枢性摂食異常症の成因の解明から疫学調査、予防法・治療法の開発を目指している。

４）血管と代謝臓器の機能連関に関する研究
骨格筋や肝臓などの代謝臓器では、エネルギー環境の変化に対応するために、エネルギー産生機構を制御する転写調節機構
が存在する。高血糖、インスリン抵抗性あるいは脂質異常症などの代謝異常により惹起される血管内皮機能障害においても、
同様の代謝応答性転写調節機構が重要な役割を果たしている。また、血管は単に臓器に酸素・栄養素を供給するのみならず、
内皮細胞に由来する液性因子（パラクリンシグナル）や血管新生そのものにより、代謝臓器の機能を積極的に調節すること
が明らかになっている。当教室では、血管と代謝臓器のダイナミックな機能連関と代謝疾患における血管合併症に焦点を当
てて、血管病と代謝疾患の成因の解明と血管を標的とする治療法に関する研究を進めている。

５）ホルモン産生腫瘍の発生機構および病態解析に関する研究
　機能性ホルモン産生腫瘍は難治性内分泌疾患から高血圧や糖脂質代謝異常などの生活習慣病に至る広範な疾患の基盤病態
となり、ホルモン産生腫瘍の発生機構と病態の解明は内分泌代謝学における重要な研究課題である。当教室では、視床下部・
下垂体疾患あるいは副腎疾患を中心とする内分泌疾患を対象とする生化学的あるいは病理学的解析、ゲノム・エピゲノム解
析、疫学研究などを通じて、内分泌腫瘍あるいは異所性ホルモン産生腫瘍の新しい検査法・診断法の開発を目指した臨床研
究を展開している。 
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（３）診療
１）診療方針：下垂体、副腎、甲状腺、副甲状腺、膵、性腺などの内分泌疾患、糖尿病、肥満、脂質異常症などの代謝性疾患、
メタボリック症候群、高血圧症を含めた生活習慣病の診療を行っている。当内科のモットーは、内分泌・代謝疾患を単一臓
器の疾患ととらえるのではなく、ホルモン異常によってもたらされる全身臓器の疾患としてとらえ、他科との連携医療によ
り全人的診療に当たることである。

２）病棟診療はA14階の優先病床（15床）を中心に、8名のスタッフおよび3-4名の初期研修医（ローテーション）、1名の後
期研修医（レジデント）が担当している。毎週月曜午前の診療科長による総回診と、月、水、木曜午後にスタッフによる臨
床カンファレンスを行い、入院患者の検査、治療の方針を検討している。外来診療はA棟4階の合同内科（診察室14、15、53
番）で月から金曜日の午前（9－12時）、午後（13-16時）2-3名の担当医師による専門診療（初診・再診）を行っている。

３）診療の対象疾患および特色
内分泌疾患
　主な内分泌疾患として、視床下部・下垂体疾患（下垂体腫瘍、クッシング病、アクロメガリー、プロラクチノーマ、視床
下部・下垂体機能低下症、尿崩症、SIADH等）、甲状腺疾患（バセドウ病、橋本病、甲状腺炎、甲状腺腫瘍等）、副甲状腺疾
患（副甲状腺機能亢進症、副甲状腺機能低下症、骨粗鬆症等）、副腎疾患（クッシング症候群、原発性アルドステロン症、
褐色細胞腫、副腎偶発腫瘍、アジソン病、先天性副腎皮質過形成等）、その他（多発性内分泌腺腫症、インスリノーマ、ガ
ストリノーマなどの膵内分泌腫瘍、異所性ACTH症候群、多腺性自己免疫症候群等）を対象として、内分泌検査および画像
診断による的確な診断と治療、正確な腫瘍の局在診断による外科的治療の適応を決定している。また、外科との密接な連携
のもとに症例の術前・術後のフォローアップを行っている。
　特に副腎腫瘍に対して最新の診断と治療法を取り入れた連携医療を取り入れている。近年、画像診断の普及によって偶然
に副腎腫瘍が多く発見されるようになり（副腎偶発腫）、副腎腫瘍の良性・悪性の判定や腫瘍のホルモン分泌を正確に評価
し治療方法を選択すること、また治療前後でのホルモンのコントロールが重要である。現在、内分泌・代謝内科と泌尿器科
が連携し、副腎腫瘍の手術適応を十分に検討した上で、泌尿器科で開発された「ミニマム創内視鏡下手術」による最新の外
科的治療法を実施し、さらに術中・術後の経過も内科・泌尿器科が連携して対応し、患者のQOL向上に努めている。

糖尿病・高血圧症ならびに代謝疾患
　糖尿病（予備軍も含め約1870万人）および高血圧症（約4000万人）の両疾患は、本邦でもさらに増加の一途をたどっており、
両疾患とも虚血性心疾患および脳卒中の原因の根幹をなす動脈硬化症の発症に密接にかかわっている。したがって両疾患に
基づく臓器障害や合併症の予防と管理は患者のQOLを決定する上で最も重要である。当科では1-2週間の糖尿病教育入院や外
来治療に当たるとともに、糖尿病三大合併症（網膜症、腎症、神経障害）大血管障害に対しては各専門診療科と連携して治
療にあたっている。更に「糖尿病合併症予防のための戦略研究：JDOIT-3」の参加施設として2型糖尿病の血管合併症抑制の
ための介入試験を積極的に実施している。糖尿病・高血圧・脂質異常症・腹部肥満などが集積したいわゆるメタボリック症
候群に対しても、生活指導および薬物治療を積極的に取り入れて、血管内皮機能障害を血流依存性血管拡張反応（FMD）に
より評価して、早期介入による心血管合併症の予防や治療に役立てている。

４）臨床教育
卒後臨床教育：4週間毎にローテートする卒後1-2年初期研修医（2～3名）に対して医員、助手が直接指導医として臨床指導
を行っている。内科医としての全般的なプライマリーケアを含めた診療能力、糖尿病や高血圧などの生活習慣病の病態の理
解と基本的な診療、主な内分泌疾患の診断と治療、内分泌検査や糖尿病合併症検査の意義の理解と習得、などを指導している。
専門医教育：当科は日本内科学会、日本糖尿病学会、日本内分泌学会、日本肥満学会、日本甲状腺学会、日本高血圧学会の
認定教育施設（または専門治療施設）としてそれぞれ認定指導医による専門医の育成にあたっている。同時に看護師、薬剤師、
管理栄養士などのコメディカルによる糖尿病療養指導士の育成のため糖尿病スキルアップセミナーも実施している。
患者教育：外来患者および入院患者を対象とした糖尿病教室を当院5階症例検討室にて毎週水曜日に行っている。このプロ
グラムは毎回異なるテーマで内科医師および歯科医師（歯周病）、コメディカル（看護師、薬剤師）による講義を行い、4週
間で完了するように企画されている。また当院の糖尿病患者会「うめの実会」の糖尿病教室を毎月行っている。
2013年6月29日、当教室主催による患者・一般市民への啓発活動を目的とした、第二回市民公開講座「糖尿病と肥満の深い
関係」を本学鈴木章夫記念講堂にて開催した（参加者数355名）。

５）診療実績（2013年1月-12月）
病棟統計

病床稼働率：95.3%
平均在院日数：11.7日
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入院患者総数　398名（1-12月）
内訳：内分泌疾患（下垂体64名、甲状腺47名、副甲状腺3名、副腎115名、膵内分泌腫瘍18名、性腺9名）、糖尿病（359名）、
高血圧（240名）、高脂血症（233名）、重複あり

外来統計
総外来診療患者数：計22,884名（上半期1-6月：10,808名、下半期7-12月：10,363名）
甲状腺超音波検査：計554名（診療科枠344名、検査部スクリーニング枠210名、穿刺吸引細胞診数22名）
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13.	 杉山徹、小川佳宏：「ホルモン受容体異常症」：内科学　内分泌系の疾患　（矢崎義雄総編集）朝倉書店（東京）1714-
1716, 2013.

14.	 小川佳宏、菅波孝祥：「脂肪由来ホルモンと疾患」：内科学　内分泌系の疾患　（矢崎義雄総編集）朝倉書店（東京）
1719-1720, 2013.

【総説】
  1.	 泉山肇：消化器神経内分泌腫瘍　ソマトスタチン受容体シンチグラフィー：臨床消化器内科 28:95-100, 2013.
  2.	 伊藤美智子、菅波孝祥、小川佳宏：ω3多価不飽和脂肪酸：The Lipid 24:140-145, 2013.
  3.	 菅波孝祥、小川佳宏：肥満炎症説：生体の科学 64:176-182, 2013.
  4.	 菅波孝祥、小川佳宏：肥満の成因と病態生理 肥満発症にかかわる脂肪組織の慢性炎症の分子機構：日本臨牀 71: 225 

-230, 2013.
  5.	 小宮力、菅波孝祥、小川佳宏：慢性炎症　高血圧診療のすべて：日本医師会雑誌 142: S72-S75, 2013.
  6.	 小宮力、菅波孝祥、小川佳宏：慢性炎症と本態-線維化・免疫・炎症の各視点から-：Bio Clinica 28: 42-46, 2013.
  7.	 伊藤美智子、菅波孝祥、小川佳宏：n-3多価不飽和脂肪酸と糖代謝改善、動脈硬化改善のメカニズム：内分泌・糖尿病・

代謝内科 36:502-506, 2013.
  8.	 吉本貴宣、小川佳宏：アルドステロンによる動脈硬化・血管障害：The Lipid 24: 239-244, 2013.
  9.	 吉本貴宣、小川佳宏：副腎CTスキャンの意義と限界：カレントセラピー 31:689-693, 2013.
10.	 小川佳宏：メタボリックシンドロームと尿酸　MetSと高尿酸血症の関連では脂肪組織での尿酸の役割が重要：

CLINIC magazine 530: 8-13, 2013.
11.	 三原正朋、菅波孝祥、小川佳宏：脂肪細胞と炎症：月刊糖尿病 5: 25-31, 2013.
12.	 亀井康富、小川佳宏：糖尿病とエピジェネティクス：Diabetes Frontier 24: 447-452, 2013.
13.	 南勲、菅波孝祥、小川佳宏：異所性脂肪と2型糖尿病－オーバービュー－：糖尿病の最新治療 4: 180-184, 2013.
14.	 大木葉宣昭、三原正朋、小川佳宏：関節リウマチ・膠原病患者における糖尿病の管理：Keynote R・A 1: 46-49, 2013.
15.	 蜂屋瑠見、菅波孝祥、小川佳宏：脂肪組織と炎症：アレルギー・免疫 20: 1566-1573, 2013.
16.	 土屋恭一郎、菅波孝祥、小川佳宏：脂肪組織・異所性脂肪蓄積と老化関連疾患：実験医学増刊 30: 3274-3280, 2013.

【国際学会】
〔シンポジウム・講演〕

  1.	 Ogawa Y：Chronic Inflammation and Ectopic Fat Accumulation: The 2013 Asian Diabetes Forum in Tokushima, 
Tokushima (2013.1)

  2.	 Ogawa Y：Adipose tissue inflammation and ectopic fat accumulation：International Symposium on Development 
of Medical Technologies for Treating Intractable Cancers and Cardiovascular Diseases, Tokyo (2013.3)

  3.	 Hashimoto K：Serum triglyceride regulation by thyroid hormone via stearoyl-CoA desaturase (SCD)-1：Meet the 
Professor Workshop  83rd Annual Meeting of the American Thyroid Association，San Juan, Puerto Rico (2013.3)

  4.	 Ogawa Y：Regulation of Metabolic Genes by DNA Methylation: 8th World Congress on Developmental Origins of 



— 792 —

先端医療開発学講座

Health and Disease, Singapore (2013.11)

〔学会報告〕
  1.	 Iwasaki Y, Suganami T, Hachiya R, Shirakawa I, Hamaguchi M, and Ogawa Y：ATF4 Plays Critical Roles in 

Saturated Fatty Acid induced Il-6 Expression in Macropheges The Endocrine Societyʼs 95th Annual Meeting & 
Expo. San Francisco, US (2013. 6)

  2.	 Murakami M, Une N, Nishizawa M, Suzuki S, Takekawa S, Iwashima F, Ito H, Ogawa Y and Horiuchi T：Incretin 
secretion stimulated by ursodeoxycholic acid in healthy subjects and diabetics. The Endocrine Societyʼs 95th 
Annual Meeting & Expo. San Francisco, US (2013. 6)

  3.	 Ikeda K, Tanaka M, Suganami T, Komiya C, Ochi K, Shirakawa I, Hamaguchi M, Ogawa Y: Role of Mincle, a novel 
pathogen sensor in macrophages, in obesity-induced adipose tissue inflammation and fibrosis. 2014 Keystone 
Symposia Conference, Obesity: A Multisystems Perspective. Vancouver, Canada (2014.1)

【国内学会】
〔シンポジウム・講演〕

  1.	 小川佳宏：離乳前後におけるエピゲノム変化：第83回日本衛生学会学術総会講演集　金沢市　（2013.3）
  2.	 鈴木（堀田）眞理、小川佳宏：中枢性摂食異常症－調査研究班の業績2012：第86回日本内分泌学会学術総会　仙台  

（2013.4）
  3.	 小川佳宏：肝臓における糖脂質代謝のエピゲノム制御：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）
  4.	 小川佳宏：慢性炎症と異所性脂肪蓄積：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）
  5.	 小川佳宏：生活習慣病の先制医療：第325回日本消化器病学会関東支部例会　東京　（2013.7）
  6.	 小川佳宏：生活習慣病の基盤病態としての慢性炎症：第28回日本糖尿病合併症学会　旭川　（2013.9）
  7.	 土屋恭一郎：脂肪蓄積制御の分子機構　血管内皮細胞におけるインスリン抵抗性の病態生理的意義：第18回アディポ

サイエンス・シンポジウム　大阪　（2013.8）
  8.	 小川佳宏：生活習慣病の基盤病態としての慢性炎症：第47回日本小児内分泌学会学術集会　東京　（2013.10）
  9.	 菅波孝祥、小川佳宏：自然炎症の観点から捉えた慢性炎症と肥満症：第34回日本肥満学会　東京　（2013.10）
10.	 土屋恭一郎、菅波孝祥、Domenico Accili、小川佳宏：インスリンシグナル/FoxOに注目した動脈硬化と肝糖代謝にお

ける血管内皮細胞の病態生理的意義：第17回日本心血管内分泌代謝学会学術総会　大阪　（2013.11）

〔学会報告〕
  1.	 大木葉宣昭、杉山徹、辻本和峰、西尾勇一郎、早川恵理、工藤俊介、長尾栄広、堀匠、南勲、三原正朋、泉山肇、吉

本貴宣、横田隆徳、水澤英洋、小川佳宏：難治性てんかんを伴う多腺性自己免疫症候群（PGA）2型の1例：第22回臨
床内分泌代謝Update　大宮　（2013.1）

  2.	 柴久美子、畠山里枝、永田友香、佐藤文紀、黒澤由貴子、櫻田麻耶、西田賢司、辻野元祥、長瀬泰、岡田晴香、石澤貢、
小川佳宏：術後に低血糖を来した巨大褐色細胞腫の一例：第22回臨床内分泌代謝Update　大宮　（2013.1）

  3.	 中野雄二郎、井上榮生、西澤麻衣子、関口芳弘、原義人、小川佳宏：遺伝子検査により多発性内分泌腫瘍4型が疑わ
れた1例：第22回臨床内分泌代謝Update　大宮　（2013.1）

  4.	 辻本和峰、三原正朋、安東環、大木葉宣昭、西尾勇一郎、早川惠理、南勲、吉本貴宣、杉山徹、泉山肇、小川佳宏：
外来でのCGMS施行が治療に有用であった劇症1型糖尿病の１例：第50回日本糖尿病学会関東甲信越地方会　横浜　

（2013.1）
  5.	 早川惠理、吉本貴宣、安東環、大木葉宣昭、辻本和峰、西尾勇一郎、南勲、三原正朋、杉山徹、泉山肇、小川佳宏：

バセドウ病発症から12年後に1型糖尿病を発症した多腺性自己免疫症候群（PGA）3型の一例：第50回日本糖尿病学会
関東甲信越地方会　横浜　（2013.1）

  6.	 杉山徹、辻本和峰、安東環、大木葉宣昭、西尾勇一郎、早川惠理、南勲、三原正朋、泉山肇、吉本貴宣、小川佳宏：
糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）で発症したIgG4関連自己免疫性膵炎の一例（一般演題）：第50回日本糖尿病学会
関東甲信越地方会　横浜　（2013.1） 

  7.	 村上正憲、能登沙央理、鈴木紗加、竹川幸男、宇根直子、立石祐子、岩嶋富美子、堀内敏行: 発症後少なくとも半年
以上経過して来院した1型糖尿病ケトーシスの一例：第50回日本糖尿病学会関東甲信越地方会　横浜　（2013.1）

  8.	 大橋忠将、松田祐輔、武井高麿、粕谷綾子、小澤直子、佐藤望、小川佳宏：糖尿病性chorea/hemiballism後に片麻痺
が遷延した高血糖高浸透圧症候群の1例：第50回日本糖尿病学会関東甲信越地方会　横浜　（2013.1）

  9.	 杉山徹、辻本和峰、安東環、大木葉宣昭、西尾勇一郎、早川惠理、南勲、三原正朋、泉山肇、吉本貴宣、小川佳宏：
糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）で発症したlgG4関連自己免疫性膵炎の一例：第50回日本糖尿病学会関東甲信越地
方会　横浜　（2013.1）
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10.	 中原麗子、諸星政治、櫻井陽子、沼沢玲子、香宗我部知子、新井孝子、萩原康二、田上幹樹、小川佳宏：教育入院で
糖尿病患者の療養特性は自律型に変化するか－教育入院患者と外来通院患者の比較－：第50回日本糖尿病学会関東甲
信越地方会　横浜　（2013.1）

11.	 井上栄生、中野雄二郎、西澤麻依子、関口芳弘、原義人、友石純三、正木幸善、馬場由佳里、石川翔子、緒方大、小
川佳宏：1型糖尿病に合併したフルニエ壊疽に対しデブリドメントが有効であった一例：第50回日本糖尿病学会関東
甲信越地方会　横浜　（2013.1）

12.	 田中都、菅波孝祥、池田賢司、小宮力、白川伊吹、越智梢、亀井康富、小川佳宏：肥満に関連する慢性炎症における
新規病原体センサーの病態生理的意義：第27回日本糖尿病・肥満動物学会　東京　（2013.2）

13.	 岩崎順博、菅波孝祥、蜂屋瑠見、白川伊吹、濱口美穂、亀井康富、小川佳宏：転写因子ATF4を介する飽和脂肪酸に
よるIL6転写誘導機構の検討：第86回日本内分泌学会学術総会　仙台　（2013.4）

14.	 三原正朋、安東環、大木葉宣昭、辻本和峰、西尾勇一郎、大橋琢也、早川惠理、加藤真子、南勲、杉山徹、泉山肇、
吉本貴宣、小川佳宏：心膜炎によるタンポナーデを合併したACTH単独欠損症の一例：第86回日本内分泌学会学術総
会　仙台　（2013.4）

15.	 関口芳弘、井上栄生、中野雄二郎、西澤麻依子、原義人、小川佳宏：Hashitoxcosisが疑われた7症例の臨床像とその
病態形成に関する一考察：第86回日本内分泌学会学術総会　仙台　（2013.4）

16.	 小沼邦葉、伊藤美智子、菅波孝祥、加藤秀昭、河野浩之、和泉雄一、小川佳宏：ヒトNASH様病変を呈する新しいマ
ウスモデルに対するEPAの効果の検討：第86回日本内分泌学会学術総会　仙台　（2013.4）

17.	 大橋琢也、澤井瑞貴、杉山美帆、三原正朋、杉山徹、泉山肇、吉本貴宣、山田正三、井下尚子、佐々木茂和、小川佳宏：
周期性にTSH変動をきたし鑑別に苦慮したTSH産生下垂体腺腫の一例：第86回日本内分泌学会学術総会　仙台  

（2013.4）
18.	 黒澤由貴子、柴久美子、畠山里枝、永田友香、佐藤文紀、櫻田麻耶、西田賢司、辻野元祥、高田ゆかり、高西喜重郎、

小川佳宏：当院におけるインスリノーマ9症例の臨床的検討：第86回日本内分泌学会学術総会　仙台　（2013.4）
19.	 與五沢里美、水谷伸、小川佳宏、泉哲郎：糖尿病・肥満モデルマウスにおける新たな脂肪蓄積遺伝子ALK7の解析：

第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）
20.	 畠山里枝、柴久美子、永田友香、佐藤文紀、黒澤由貴子、櫻田麻耶、西田賢司、辻野元祥、小川佳宏：入院時から退

院後3か月までのQOLの継時的変化に影響を及ぼす因子について－糖尿病治療に関するQOL質問票（DTR-QOL）を用
いた検討－：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本（2013.5）

21.	 新井孝子、諸星政治、香宗我部知子、中原麗子、萩原康二、田上幹樹、小川佳宏：CNAMTS疫学研究公表以降の当
クリニックでのピオグリタゾン中止例の追跡：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本（2013.5）

22.	 佐藤文紀、辻野元祥、西田賢司、櫻田麻耶、黒澤由貴子、永田友香、柴久美子、畠山里枝、小川佳宏：当院における
GLP-1受容体作動薬導入症例の検討リラグルチドとエキセナチドの比較～：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊
本　（2013.5）

23.	 柴久美子、畠山里枝、永田友香、佐藤文紀、黒澤由貴子、櫻田麻耶、西田賢司、辻野元祥、小川佳宏：抗GAD抗体陽
性糖尿病患者の長期アウトカムの検討：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

24.	 池田賢司、田中都、菅波孝祥、小宮力、越智梢、白川伊吹、小川佳宏：肥満の脂肪組織における新規病原体センサー
Mincleの役割：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

25.	 吉本貴宣、南勲、小松奈々、辻本和峰、安東環、浅川雅博、三原正朋、小川佳宏：原発性アルドステロン症（PA）に
サブクリニカルクッシング症候群（SCS）合併し治療方針決定に難渋した高血圧の1例：第2回臨床高血圧フォーラム
　東京　（2013.5）

26.	 西田賢司、畠山里枝、柴久美子、永田友香、黒澤由貴子、佐藤文紀、櫻田麻耶、辻野元祥、小川佳宏：インスリン療
法中の2型糖尿病患者に対するシタグリプチン併用の長期効果：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

27.	 黒澤由貴子、柴久美子、畠山里枝、永田友香、佐藤文紀、櫻田麻耶、西田賢司、辻野元祥、小川佳宏：エキセナチド
離脱可能例の臨床的特徴：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

28.	 永田友香、佐藤文紀、辻野元祥、西田賢司、櫻田麻耶、黒澤由貴子、柴久美子、畠山里枝、小川佳宏：妊娠糖尿病の
産後糖代謝異常発症の予測因子に関する検討：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

29.	 村上正憲、鈴木紗加、竹川幸男、宇根直子、立石祐子、岩嶋富美子、堀内敏行、小川佳宏：当院におけるSPIDDMの
インスリン分泌能に注目した臨床的特徴に関する検討：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

30.	 中野雄二郎、井上栄生、西澤麻依子、関口芳弘、原義人、稲垣雅子、長坂憲治、小川佳宏：著明な炎症反応を示し
HLAにLoss　of　Heterozygosityを呈した劇症1型糖尿病の1例：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

31.	 大橋琢也、三原正朋、辻本和峰、大木葉宣昭、西尾勇一郎、早川惠理、安東環、南勲、杉山徹、泉山肇、吉本貴宣、
内村功、小川佳宏：メタボリックシンドローム患者におけるフェブキソスタットによる血管内皮機能改善効果につい
ての検討：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

32.	 香宗我部知子、諸星政治、中原麗子、新井孝子、萩原康二、田上幹樹、小川佳宏：DPP-4阻害薬の効果は持続しない？
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－当クリニックにおける一年間の追跡－：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）
33.	 長谷川裕美、宮地康高、山口実菜、小川佳宏：血糖コントロールにリラグルチドが奏功したインスリン受容体異常症

B型の1例：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）
34.	 櫻田麻耶、柴久美子、畠山里枝、永田友香、佐藤文紀、黒澤由貴子、西田賢司、辻野元祥、光山聡、小川佳宏：当院

における妊娠糖尿病および糖尿病合併妊娠の75ｇ経口ブドウ糖負荷試験と母体臨床像に関する後方視的検討：第56回
日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

35.	 辻野元祥、西田賢司、櫻田麻耶、佐藤文紀、黒澤由貴子、永田友香、柴久美子、畠山里枝、小川佳宏：循環型糖尿病
連携パス4年間運用のアウトカム：第56回日本糖尿病学会年次学術集会　熊本　（2013.5）

36.	 香宗我部知子、諸星政治、山崎智子、藤浪いと子、大島淳、新井孝子、萩原康二、田上幹樹、小川佳宏：当クリニッ
ク糖尿病患者における網膜症有無別における「CKDの重症度分類」の検討：第28回日本糖尿病合併症学会　旭川 

（2013.9）
37.	 笹原由梨子、早川惠理、長沢美樹、藤田進彦、杉山徹、小川佳宏　糖尿病性ケトアシドーシスを契機に発症した甲状

腺クリーゼの一例：第14回日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会　横浜　（2013.9）
38.	 小松奈々、南勲、村上正憲、柴久美子、大木葉宣昭、木田道也、三原正朋、泉山肇、吉本貴宣、大久保 憲一、飯田忠

恒、根木真理子、明石巧、小川佳宏　複数の神経系から発生したと考えられる多発パラガングリオーマの1例：第14
回日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会　横浜　（2013.9）

39.	 川崎元樹、永田友香、平澤麗子、畠山里枝、黒澤由貴子、佐藤文紀、櫻田麻耶、工藤昌良、樋口良平、西田賢司、辻
野元祥、小川佳宏：糖尿病壊疸に閉塞性動脈硬化症を合併し，著明な疼痛を伴った１例：第14回日本内分泌学会関東
甲信越支部学術集会　横浜　（2013.9）

40.	 古荘泰佑、高橋清香、川崎元樹、平澤麗子、永田友香、畠山里枝、佐藤文紀、黒澤由貴子、櫻田麻耶、西田賢司、辻
野元祥、小川佳宏：抗GAD抗体陰性であったが抗IA-2抗体陽性から診断された１型糖尿病の１例：第14回日本内分泌
学会関東甲信越支部学術集会　横浜　（2013.9）

41.	 畠山里枝、平澤麗子、永田友香、佐藤文紀、黒澤由貴子、櫻田麻耶、西田賢司、辻野元祥、杉山徹、姫野佳郎、小川
佳宏：MRIと下錐体静脈洞サンプリングで局在の乖離を認めたサブクリニカルクッシング病の１例：第14回日本内分
泌学会関東甲信越支部学術集会　横浜　（2013.9）

42.	 櫻田麻耶，川崎元樹，平澤麗子，畠山里枝，永田友香，佐藤文紀，黒澤由貴子，西田賢司，辻野元祥，馬場慎司，光
山聡，中屋宗雄，大竹山令奈，長谷川行洋，小川佳宏：出産後にTSAb陽性が判明し，児の甲状腺ホルモン補充を要
したバセドウ病合併妊娠の１例：第14回日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会　横浜　（2013.9）

43.	 内田 諭、長谷川 裕美、山口 実菜、藤井 靖久、木原 和徳、竹本 暁、明石 巧、三原 正朋、小川 佳宏：両側頭頂葉の
脳梗塞、耐糖能異常を契機に褐色細胞腫が発見され、腫瘍摘出後に耐糖能の著明な改善をみた１例：第14回日本内分
泌学会関東甲信越支部学術集会　横浜　（2013.9）

44.	 伊藤美智子、菅波孝祥、小沼邦葉、丸本芳雄、寺井崇二、佐久川廣、坂井田功、小川佳宏：NASH発症における
hepatic crown-like structure の意義：第34回日本肥満学会　東京　（2013.10）

45.	 江原達弥、亀井康富、袁勲梅、高橋真由美、田村江梨奈、菅波孝祥、高井貴子、畑田出穂、橋本貢士、小川佳宏：乳
仔期のマウス肝臓における代謝関連遺伝子のDNAメチル化変動の解析：第34回日本肥満学会　東京　（2013.10）

46.	 田中都、菅波孝祥、池田賢司、小宮力、白川伊吹、越智梢、青江誠一郎、小川佳宏：脂肪組織炎症における病原体セ
ンサー・Mincleの意義：第34回日本肥満学会　東京　（2013.10）

47.	 畑澤幸乃、亀井康富、笠原知美、金井紗綾香、狩野理延、菅波孝祥、北村忠弘、小川佳宏：FOXO1は骨格筋のアミ
ノ酸代謝を調節する：第34回日本肥満学会　東京　（2013.10）

48.	 土屋恭一郎、菅波孝祥、小川佳宏：肝糖代謝における肝類洞内皮細胞Fox0の病態生理的意義：第34回日本肥満学会  
東京　（2013.10）

49.	 小沼邦葉、伊藤美智子、菅波孝祥、河野浩之、和泉雄一、小川佳宏：新規マウスモデルを用いたNASHに対するEPA
の予防・治療効果の検討：第34回日本肥満学会　東京　（2013.10）

50.	 櫻田麻耶、川崎元樹、平澤麗子、畠山里枝、永田友香、佐藤文紀、黒澤由貴子、西田賢司、辻野元祥、中屋宗雄、馬
場慎司、光山聡、大竹山令奈、長谷川行洋、小川佳宏：甲状腺全摘術後もTRAb陽性が持続し、出産後にTSBAb陽性
が判明したバセドウ病合併妊娠の一例：第56回日本甲状腺学会　和歌山　（2013.11）

51.	 櫻田麻耶、永田友香、川崎元樹、平澤麗子、畠山里枝、佐藤文紀、黒澤由貴子、西田賢司、辻野元祥、光山聡、小川
佳宏：妊娠糖尿病および糖尿病合併妊娠における周産期の臨床像に関する後方視的検討：第29回日本糖尿病・妊娠学
会年次学術集会　岐阜　（2013.11）

【研究会】
〔講演〕

  1.	 杉山徹：内分泌代謝疾患における血管内皮機能障害：第1回CAKI conference　広島　（2013.1）
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  2.	 小川佳宏：メタボリックシンドロームと慢性炎症：炎症と生活習慣病研究会　佐賀　（2013.2）
  3.	 小川佳宏：メタボリックシンドロームと臓器代謝ネットワーク：加齢と代謝研究会2013　東京　（2013.2）
  4.	 三原正朋：DPP-4阻害薬とインスリンの併用の意義：Diabetes Medical Conference　東京　（2013.2）
  5.	 小川佳宏：異所性脂肪と慢性炎症：第3回Diabetes and Endocrinology Forum　千葉　（2013.3）
  6.	 小川佳宏：ｎ-3多価不飽和脂肪酸の多面的作用：城南地区ｎ-3脂肪酸研究会　東京　（2013.4）
  7.	 三原正朋：DPP-4阻害薬をベースとした治療戦略：Tokyo Diabetes Debate Session　東京　（2013.4）
  8.	 三原正朋：糖尿病治療のパラダイムシフト：インクレチンUPDATEセミナー　埼玉　（2013.5）
  9.	 小川佳宏：メタボリックシンドロームと慢性炎症：第8回炎症関連疾患を考える若手研究会　大阪　（2013.6）
10.	 小川佳宏：肝臓におけるエピゲノム変化と糖脂質代謝変化：第2回日本DOHaD研究会年会　東京　（2013.6）
11.	 小川佳宏：異所性脂肪蓄積と慢性炎症：第7回広島アンチエイジング研究会　広島　（2013.7）
12.	 南勲：インスリン分泌促進系（SU薬）をどう生かす？：ちよだ糖尿病セミナー　東京　（2013.7）
13.	 小川佳宏：メタボリックシンドロームと慢性炎症：姫路内科医会講演会　姫路　（2013.8）
14.	 小川佳宏：異所性脂肪蓄積と慢性炎症：第6回島根代謝・内分泌研究会　出雲　（2013.9）
15.	 小川佳宏：メタボリックシンドロームと慢性炎症：糖尿病と循環器疾患研究会　熊本　（2013.9）
16.	 橋本貢士：DNAメチル化変化による肝臓脂質代謝制御：第10回　Future of Atherosclerosis, Hypertension and 

Diabetes Mellitus （FAT DM）　東京　（2013.10）
17.	 小川佳宏：異所性脂肪蓄積と慢性炎症：Kagawa Lifestyle Disease Seminar 2013　高松　（2013.10）
18.	 三原正朋：糖尿病治療の現状と課題：N-SPOT 厳格かつ良好な血糖管理を考える　東京　（2013.10）

〔一般演題〕
  1.	 吉本貴宣：AVSで局在診断が困難なサブクリニカルクッシング症候群合併PA：第4回アルドステロンフォーラム　東

京　（2013.1）
  2.	 西尾勇一郎、泉山肇、安東環、大木葉宣昭、辻本和峰、早川惠理、南勲、三原正朋、杉山徹、吉本貴宣、小川佳宏：

ガストリノーマの合併が疑われたインスリノーマの一例：第8回NET Work Japan　大阪　（2013.2）
  3.	 大橋琢也、澤井瑞貴、畠山里枝、西尾勇一郎、飯降直男、足立淳一郎、三原正朋、杉山徹、泉山肇、吉本貴宣、小川

佳宏：インフルエンザ脳症を契機に発見された下垂体機能低下症とSITSHを呈した一例：第66回臨床内分泌代謝研究
会　東京　（2013.3）

  4.	 柴久美子、畠山里枝、永田友香、佐藤文紀、黒澤由貴子、櫻田麻耶、西田賢司、辻野元祥、長瀬泰、岡田晴香、石澤貢、
小川佳宏：術後に低血糖を来した巨大褐色細胞腫の一例：第66回臨床内分泌代謝研究会　東京　（2013.3）

  5.	 村上正憲、竹川幸男、宇根直子、立石祐子、岩嶋富美子、堀内敏行：ラトケ嚢胞術後に続発性副腎不全を発症したが
その後ACTH分泌能が緩徐に回復してきた一例：第24回間脳・下垂体・副腎系研究会　東京　（2013.3）

  6.	 辻本和峰、吉本貴宣、安東環、大木葉宣昭、西尾勇一郎、早川惠理、南勲、三原正朋、杉山徹、泉山肇、小川佳宏：
原発巣不明の周期性Cushing症候群の1例：第24回間脳・下垂体・副腎系研究会　東京　（2013.3） 

  7.	 土屋恭一郎：血管内皮、マクロファージにおけるフォークヘッド転写因子（FoxO）と動脈硬化：第10回Young 
Researchers Conference　東京　（2013.5）

  8.	 池田賢司、田中都、菅波孝祥、小宮力、越智梢、白川伊吹、小川佳宏：肥満の脂肪組織における新規病原体センサー
Mincleの役割：第49回血管研究会　東京　（2013.6）

  9.	 杉山徹：硫化水素による血管内皮細胞での血管新生促進作用：成人病の成因・病態の解明に関する研究助成第19回研
究発表会（TMFC）　大阪　（2013.7）

10.	 土屋恭一郎：血管内皮細胞における摂食応答性新規生理活性物質の探索と機能解析：成人病の成因・病態の解明に関
する研究助成第19回研究発表会（TMFC）　大阪　（2013.7）

11.	 池田賢司、田中都、菅波孝祥、小宮力、越智梢、白川伊吹、小川佳宏：肥満の脂肪組織における新規病原体センサー
Mincleの役割：第23回東京高血圧研究会　東京　（2013.9）

12.	 三原正朋：肥満・糖尿病における血液凝固能亢進の病態生理的意義の解明：第18回お茶の水糖尿病研究会　東京　
（2013.11）

【講演会】
  1.	 小川佳宏：異所性脂肪と慢性炎症：第1回糖尿病炉辺談話会　－基礎と臨床の融合を目指して－　東京　（2013.3）
  2.	 小川佳宏：糖尿病と肥満の深い関係：第2回東京医科歯科大学糖尿病・内分泌・代謝内科市民公開講座　東京　（2013.6）
  3.	 南勲：糖尿病：やっぱり肥満はまずい？：第2回東京医科歯科大学糖尿病・内分泌・代謝内科市民公開講座　東京 （2013.6）
  4.	 三原正朋：糖尿病：やせていれば大丈夫？：第2回東京医科歯科大学糖尿病・内分泌・代謝内科市民公開講座　東京 

（2013.6）
  5.	 三原正朋：実臨床におけるトレシーバの臨床効果：インスリン学術講演会　東京　（2013.7）
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  6.	 小川佳宏：異所性脂肪蓄積と慢性炎症：学術講演会（甲陽会）　西宮　（2013.7）
  7.	 小川佳宏：異所性脂肪蓄積と慢性炎症：星薬科大学日本肥満学会連携講座　東京　（2013.9）
  8.	 三原正朋：当科の糖尿病診療について：第1回御茶ノ水臨床糖尿病懇話会　東京　（2013.10）

【研究助成金】
  1.	 小川佳宏：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究
  2.	 小川佳宏：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（B）
  3.	 小川佳宏：独立行政法人日本学術振興会学術研究助成基金助成金 挑戦的萌芽研究
  4.	 小川佳宏：厚生労働科学研究費助成金 難治疾患克服研究事業
  5.	 小川佳宏：公益財団法人上原記念生命科学財団 特定研究助成金B
  6.	 小川佳宏：公益財団法人内藤記念科学振興財団 内藤記念科学奨励金・研究助成
  7.	 吉本貴宣：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
  8.	 菅波孝祥：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究
  9.	 菅波孝祥：独立行政法人日本学術振興会学術研究助成基金助成金 挑戦的萌芽研究
10.	 菅波孝祥：一般財団法人代謝異常治療研究基金 研究助成金
11.	 菅波孝祥：公益財団法人金原一郎記念医学医療振興財団 基礎医学医療研究助成金
12.	 菅波孝祥：公益財団法人持田記念医学薬学振興財団 研究助成金
13.	 橋本貢士：公益財団法人大和証券ヘルス財団 調査研究助成 
14.	 橋本貢士：公益財団法人黒住医学研究振興財団 研究助成金 
15.	 橋本貢士：日本イーライリリー株式会社 教育・研究助成プログラム
16.	 橋本貢士：サノフィジャパングループ 教育・研究助成
17.	 三原正朋：公益財団法人日本応用酵素協会 Front Runner of Future Diabetes Researchに関する研究助成
18.	 南勲：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究（B）
19.	 土屋恭一郎：公益財団法人上原記念生命科学財団 研究奨励金
20.	 土屋恭一郎：公益財団法人アステラス病態代謝研究会 研究助成
21.	 土屋恭一郎：公益財団法人日本糖尿病財団 研究助成
22.	 土屋恭一郎：公益財団法人武田科学振興財団 医学系研究奨励
23.	 土屋恭一郎：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 研究活動スタート支援
24.	 土屋恭一郎：公益財団法人第一三共生命科学研究振興財団 海外帰国研究者継続支援助成
25.	 土屋恭一郎：公益財団法人鈴木謙三記念医科学応用研究財団 調査研究助成
26.	 土屋恭一郎：公益財団法人日本応用酵素協会 成人病の原因・病態解明に関する研究助成
27.	 土屋恭一郎：第八回高血圧と冠動脈疾患研究会 研究助成
28.	 西條美佐：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
29.	 伊藤美智子：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究（B）
30.	 伊藤美智子：公益財団法人日本応用酵素協会 研究助成
31.	 伊藤美智子：一般財団法人横山臨床薬理研究助成基金 研究助成
32.	 田中都：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究（B）
33.	 田中都：公益財団法人日本応用酵素協会 研究助成
34.	 蜂屋瑠見：独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 特別研究員奨励費
35.	 袁勲梅：ネスレ栄養科学会議 研究助成

【受賞】
  1.	 橋本貢士：第5回日本甲状腺学会コスミック研究創成賞 最優秀賞
  2.	 土屋恭一郎：第8回高血圧と冠動脈疾患研究会 研究賞
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肝胆膵・総合外科学分野
Hepatobiliary and Pancreatic Surgery

教　　授　田邉　稔
准 教 授　田中真二
助　　教　中村典明(〜12月)，工藤　篤，入江　工，
　　　　　落合高徳， 松村　聡，
　　　　　伴　大輔(低侵襲医学研究センター)
大学院生(医員・レジデントを含む)
　　　　　渡辺雄一郎(〜1月)，佐藤公太(〜1月)，
　　　　　岡島千怜(〜3月)，小川康介(〜3月)，
　　　　　三浦智也，松永浩子，勝田絵里子，古山貴基，
　　　　　伊藤浩光，中尾圭介，赤星径一，
　　　　　上田浩樹(4月〜)，大畠慶映(4月〜)，
　　　　　佐藤　拓(4月〜10月)，大庭篤志(12月～)，
　　　　　シルアリ・ムハメット(〜3月)，
　　　　　マイヌル・アブドラフマン(〜3月)

（１）教育
１）担当科目　肝胆膵及び脾の外科的疾患の病態生理、診断、治療
２）教育方針
　卒前教育　指導医とマンツーマン体制で可能なかぎり実際の症例に即して、外科医としての一般的、基礎的知識、ついで
より実践的知識と段階を追って教育し、さらには上記担当科目に関する知識を習得させる。同時に、患者との接し方、病気
告知の問題など具体的事例に即して医師の在り方、モラルを身につけるべく指導する。外科の基本的手技については卒後教
育にその主体を委ねることになるが、肝胆膵外科高難度手術を助手として多く経験して臨床経験を積むことを目標とする。
また、学生や後輩に対する臨床教育に積極的に関与して教育者としての視点を持てるように指導する。
　卒後教育　関連病院との連携のもと高い水準の診察能力を有する外科医を育成することが最大の目的であるが、この若い
時期に国際的競争力のある専門医、外科研究者に飛躍できるような意欲を賦与したい。

（２）研究
　外科臨床上の未解決で重要な問題に対して、基礎的なアプローチも駆使して肝胆膵領域疾患の新しい、有益な診断、治療
法の開発を目指す。具体的なプロジェクトは以下のとおりである。
１）肝胆膵悪性腫瘍の発生、浸潤、転移に関する分子生物学的研究
２）肝胆膵悪性腫瘍に対する分子標的治療の開発
３）癌幹細胞に関する研究
４）肝切除適応拡大に関する研究
５）肝微小循環に関する研究
６）肝胆膵外科への鏡視下手術手技に関する研究
７）肝移植と肝保存法の改良
８）神経内分泌腫瘍に対する治療法の開発
９）肝胆膵悪性腫瘍に関する画像診断の開発

（３）臨床
　肝胆膵脾領域の外科的疾患が診療対象であるが、とくに悪性腫瘍に対する手術治療、そしてこれを軸とする集学的治療が
中心である。大学の使命として、高度進行癌、難治性癌にも積極的に取り組む。また生体肝移植も末期肝疾患患者に対する
治療の重要なOptionとして積極的に行う。さらには低侵襲治療として鏡視下手術も発展させる。
　2013年の肝胆膵悪性腫瘍切除症例数は　158　例であり、国内トップクラスのhigh volume施設である。

（４）研究業績
[原著]

  1.	 Sato K, Tanaka S, Mitsunori Y, Mogushi K, Yasen M, Aihara A, Ban D, Ochiai T, Irie T, Kudo A, Nakamura N, 
Tanaka H, Arii S.  Contrast-enhanced intraoperative ultrasonography for vascular imaging of hepatocellular 
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carcinoma; clinical and biological significance. Hepatology, 2013;57(4):1436-1447
  2.	 Muramatsu S, Tanaka S, Mogushi K, Adikrisna R, Aihara A, Ban D, Ochiai T, Irie T, Kudo A, Nakamura N, Tanaka 

H, Nakayama K, Tanaka H, Yamaoka S, Arii S.  Visualization of stem cell features in human hepatocellular 
carcinoma enlightened in vivo significance of tumor-host interaction and clinical implication. Hepatology, 
2013;58(1):218-228.

  3.	 Mitsunori Y, Tanaka S, Nakamura N, Ban D, Irie T, Noguchi N, Kudo A, Iijima H, Arii S. Contrast-enhanced 
intraoperative ultrasound for hepatocellular carcinoma: high sensitivity of diagnosis and therapeutic impact. J 
Hepatobiliary Pancreat Sci. 2013;20(2):234-242.

  4.	 Ogawa K, Tanaka S, Matsumura S, Murakata A, Ban D, Ochiai T, Irie T, Kudo A, Nakamura N, Tanabe M, Arii S. 
EpCAM-Targeted therapy for human hepatocellular carcinoma. Annals of Surgical Oncology, in press

  5.	 Katsuta E, Tanaka S, Mogushi K, Matsumura S, Ban D, Ochiai T, Irie T, Kudo A, Nakamura N, Tanaka H, Tanabe 
M, Arii S. Age-related clinicopathological and molecular features of patients received curative hepatectomy for 
hepatocellular carcinoma. American Journal of Surgery, in press

  6.	 Furuta M, Kozaki KI, Tanimoto K, Tanaka S, Arii S, Shimamura T, Niida A, Miyano S, Inazawa J. The Tumor-
suppressive mir-497-195 cluster targets multiple cell-cycle regulators in hepatocellular carcinoma. PLoS One. 
2013;8(3):e60155.

  7.	 Mayinuer A, Yasen M, Mogushi K, Obulhasim G, Xieraili M, Aihara A, Tanaka S, Mizushima H, Tanaka H, Arii S. 
Upregulation of protein tyrosine phosphatase type IVA member 3 (PTP4A3/PRL-3) associated with tumor 
differentiation and a poor prognosis in human hepatocellular carcinoma.　Annals of Surgical Oncology, 
2013;20(1):305-317.

  8.	 Katayama Y, Maeda M, Miyaguchi K, Nemoto S, Yasen M, Tanaka S, Mizushima H, Fukuoka Y, Arii S, Tanaka H. 
Identification of pathogenesis-related microRNAs in hepatocellular carcinoma by expression profiling. Oncol Lett. 
2012;4(4):817-823.

  9.	 Dohi O, Yasui K, Gen Y, Takada H, Endo M, Tsuji K, Konishi C, Yamada N, Mitsuyoshi H, Naito Y, Tanaka S, Arii 
S, Yoshikawa T.  Epigenetic silencing of miR-335 and its host gene MEST in hepatocellular carcinoma. Int J Oncol, 
2013;42(2):411-418.

10.	 Endo M, Yasui K, Zen Y, Gen Y, Zen K, Tsuji K, Dohi O, Mitsuyoshi H, Tanaka S, Taniwaki M, Nakanuma Y, Arii S, 
Yoshikawa T.  Alterations of the SWI/SNF chromatin remodeling subunit-BRG1 and BRM in hepatocellular 
carcinoma. Liver Int, 2013;33(1):105-117.

11.	 Obulhasim G, Yasen M, Kajino K, Mogushi K, Tanaka S, Mizushima H, Tanaka H, Arii S, Hino O. Up-regulation of 
dbpA mRNA in hepatocellular carcinoma associated with metabolic syndrome. Hepatology International, in press

12.	 Kudo A, Tanaka S, Ban D, Matsumura S, Irie T, Ochiai T, Nakamura N, Arii S, Tanabe M. Alcohol consumption and 
recurrence of non-B or non-C hepatocellular carcinoma after hepatectomy: a propensity score analysis.J 
Gastroenterol. 2013 Oct 18. [Epub ahead of print]      

13.	 Kudo A, Tanaka S, Ban D, Matsumura S, Irie T, Nakamura N, Arii S. Anatomic resection reduces the recurrence of 
solitary hepatocellular carcinoma <5 cm without macrovascular invasion. Am J Surg. 2013 Oct 8. pii: S0002-
9610(13)00510-2. doi: 10.1016/j.amjsurg.2013.06.009. [Epub ahead of print]

14.	 Kudo A, Igari T, Kumagai J, Ban D, Tanaka S, Arii S. A simple index to predict liver functional reserve after 
hepatectomy. Hepato-Gastroenterology, in press

15.	 Kudo A, Mogushi K, Takayama T, Matsumura S, Ban D, Irie T, Ochiai T, Tanaka H, Anzai N, Sakamoto M, Tanaka 
S, Arii S. Mitochondrial metabolism in the Noncancerous Liver Determine the Occurrence of Hepatocellular 
Carcinoma: A Prospective Study. Journal of Gastroenterology, in press

16.	 Ochiai T, Igari K, Furuyama T, Ito H, Mitsunori Y, Aihara A, Kumagai Y, Iida M, Odajima H, Tanaka S, Arii S, 
Yamazaki S. Favorable response after gemcitabine-radiotherapy for invasive pancreatic intraductal papillary 
mucinous neoplasm: a case report. International Surgery, 2013;98(4)340-345.

17.	 Ochiai T, Ohta K, Iida M, Kumagai Y, Mitsunori Y, Aihara A, Noguchi N, Arii S, Yamazaki S. High resectability of 
colorectal liver metastases with aggressive chemotherapy in the era of molecular target-based agents. Hepato-
Gastroenterology, 2013;60(125)955-960.

18.	 Yasui Y, Kudo A, Kurosaki M, Matsuda S, Muraoka M, Tamaki N, Suzuki S, Hosokawa T, Ueda K, Matsunaga K, 
Nakanishi H, Tshuchiya K, Itakura J, Takahashi Y, Tanaka S, Asahina Y, Enomoto N, Arii S, Izumi N. Reduced 
organic anion transporter expression is a risk factor for hepatocellular carcinoma in chronic hepatitis C patients. 
Oncology, 2013;86(1)53-62.

19.	 Tateno C, Miya F, Wake K, Kataoka M, Ishida Y, Yamasaki C, Yanagi A, Kakuni M, Wisse E, Verheyen F, Inoue K, 

先端医療開発学講座



— 799 —

Sato K, Kudo A, Arii S, Itamoto T, Asahara T, Tsunoda T, Yoshizato K. Morphological and microarray analyses of 
human hepatocytes from xenogeneic host livers. Laboratory Investigation, 2013;93(1)54-71.

20.	 Igari K, Ochiai T, Yamazaki S. POSSUM and P-POSSUM for risk assessment in general surgery in the elderly. 
Hepato-Gastroenterology, 2013;60(126):1320-1327.

21.	 Machida Y, Takemoto A, Ban D, Yoshumoto T, Mihara M, Shibuya H. Adrenal cortical adenoma arising from an 
adrenohepatic union. Japanese Journal of Radiology, 2013;31(9)623-626.

22.	 Fujimura N, Obara H, Suda K, Takeuchi H, Miyasho T, Kawasako K, Du W, Yamada S, Ono S, Matsumoto K, 
Matsuda S, Yagi H, Kitago M, Shinoda M, Itano O, Tanabe M, Sakamoto M, Maruyama I, Kitagawa Y. Neutrophil 
elastase inhibitor improves survival rate after ischemia reperfusion injury caused by supravisceral aortic clamping 
in rats. Journal of Surgical Research, 2013;180(1):e31-36.

23.	 Yagi H, Fukumitsu K, Fukuda K, Kitago M, Shinoda M, Obara H, Itano O, Kawachi S, Tanabe M, Coudriet GM, 
Piqanelli JD, Gilbert TW, Aoto-Gutierrea A, Kitagawa Y. Human-scale whole-organ bioengineering for liver 
transplantation: a regenerative medicine approach. Cell Transplantation, 2013;22(2)231-242.

[著書]
  1.	 篠田昌宏, 田邉稔, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 田中克典, 阿部雄太, 八木洋, 日比泰造, 藤野明浩, 下島直樹, 星野健, 黒田達

夫, 北川雄光. 慶應義塾大学における急性肝不全に対する成人ABO血液型不適合生体肝移植. ABO血液型不適合移植の
新戦略―2013―, In: 高橋公太, 田中紘一Eds, 1Ed. pp.63-68, 日本医学館, 東京, 2013.07

  2.	 篠田昌宏, 田中真之, 西山亮, 大島剛, 高野公徳, 海老沼浩利, 高柳淳, 山田晋吾, 宮庄拓, 須田康一, 林田哲, 八木洋, 阿部雄
太, 日比泰造, 北郷実, 尾原秀明, 竹内裕也, 板野理, 丸山征郎, 田邉稔, 北川雄光. HMGB1に着目した急性肝不全の病態理
解と治療法の開発. 第39回日本急性肝不全研究会記録集, In: 持田智, 富谷智明, 中山伸朗Eds, 1Ed. pp.141-145, 東京, ア
ークメディア, 2013.10

  3.	 田中真二、佐藤公太、有井滋樹、I.基本編 ~NASHを診る前の基礎知識~、11.術後NAFLD/NASH、In: Hepatology 
Practice第２巻、NASH・アルコール肝障害の診療を極める、竹井謙之、竹原徹郎、持田智（編）pp.83-87、文光堂、
東京、2013.10.13

  4.	 中村典明、田中真二、第１章　埋め込み医療機器・材料に起こっているトラブルとその解決、第13節　体内固定用組
織ステープル、[1]手術での創離開の発生原因、In: 体内埋め込み医療材料の開発とその理想的な性能・デザインの要件、
佐藤章弘（編）pp.239-242、技術情報協会、東京、2013.10.31

[症例報告]
  1.	 Ochiai T, Igari K, Furuyama T, Ito H, Mitsunori Y, Aihara A, Kumagai Y, Iida M, Odajima H, Tanaka S, Arii S, 

Yamazaki S. Favorable response after gemcitabine-radiotherapy for invasive pancreatic intraductal papillary 
mucinous neoplasm: a case report. International Surgery, 2013;98(4)340-345.

  2.	 Ito H, Kudo A, Matsumura S, Ban D, Irie T, Ochiai T, Nakamura N, Tanaka S, Tanabe M. Mixed 
adenoneuroendocrine carcinoma of the colon progressed rapidly after hepatic rupture:Report of a case.  Int Surg. 
2014 Jan-Feb;99(1):40-4.

  3.	 Miura T, Ban D, Koyama T, Kudo A, Ochiai T, Irie T, Nakamura N, Tanaka S, Arii S. Severe postoperative 
hemorrhage caused by antibody-mediated coagulation factor deficiencies: report of two cases. Surgery Today, in 
press

  4.	 Jibiki M, Inoue Y, Kudo T, Toyofuku T, Saito K, Kihara K, Kudo A, Ban D, Arii S. Combined resection of a tumor 
and the inferior vena cava: report of two cases. Surgery Today, 2013;44(1)166-170.

  5.	 Shinoda M, Kadota Y, Tsujikawa H, Masugi Y, Itano O, Ueno A, Mihara K, Hibi T, Abe Y, Yagi H, Kitago M, 
Kawachi S, Tanimoto A, Sakamoto M, Tanabe M, Kitagawa Y. Lymphoepithelioma-like hepatocellular carcinoma: a 
case report and a review of the literature. World J Surg Oncol, in press

  6.	 Kadota Y, Shinoda M, Tanabe M, Tsujikawa H, Ueno A, Masugi Y, Oshima G, Nishiyama R, Tanaka M, Mihara K, 
Abe Y, Yagi H, Kitago M, Itano O, Kawachi S, Aiura K, Tanimoto A, Sakamaoto M, Kitagawa Y. Concomitant 
pancreatic endocrine neoplasm and intraductal papillary mucinous neoplasm: a case report and literature review. 
World J Surg Oncol, in press

  7.	 落合高徳，八木 雅幸, 猪狩 公宏, 藍原 有弘, 熊谷 洋一, 小田島 肇, 飯田 道夫, 田中 真二, 有井 滋樹, 山崎 繁. 肝外胆管
腫瘍栓を伴った再発形態をとった肝細胞癌の1例. 日本消化器外科学会雑誌,2013:4(6)424-430.

  8.	 赤星径一、入江工、田中真二、松村聡、伴大輔、落合高徳、工藤篤、中村典明、田邉稔、阿部志保. 腫瘍内出血によ
り術前診断が困難であったnon-B, non-C肝細胞癌の1例. Liver cancer, 2013: 19:47-52.
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[総説・その他]
  1.	 Sakai S, Tanaka S, Kawakami K, Arii S.  Cell-enclosing microparticles and microcapsules production using a water-

immiscible fluid under laminar flow and application to cell therapy.  in Bioencapsulation of Living Cells for Diverse 
Medical Applications, ed. Brandtner EM, Dangerfield JA. Pp153-177, (Bentham Science Publishers), 2013

  2.	 田邉　稔，星野　健，尾原秀明，篠田昌弘，黒田達夫，北川雄光. 特集　消化器外科医が知っておくべき血管外科手
技.　肝移植に必要な血管外科手技.　手術，2013；67(3)：321-332.

  3.	 田邉　稔，北川雄光，阿部雄太，板野　理，篠田昌宏，北郷　実. 最新　肝胆膵脾手術アトラス.　単孔式腹腔鏡下胆
嚢摘出術. 手術，2013；67(6)：801-809.

  4.	 和田則仁，田邉　稔，片岡史夫，北川雄光. NOTESの現状と今後の展望. 4. 経膣経路による虫垂切除術. 日本外科学会
雑誌，2013; 114(6)：308-311.

  5.	 阿部雄太, 高野公徳, 田邉稔, 板野理, 篠田昌宏, 北郷実, 日比泰造, 八木洋, 北川雄光, 島津元秀.  局所進行膵癌における
画像支援シミュレ-ション. 胆と膵, 2013；34(1): 87-95.

  6.	 篠田昌宏, 田邉稔, 大島剛, 高野公徳, 西山亮, 田中真之, 林田哲, 八木洋, 阿部雄太, 北郷実, 田中克典, 尾原秀明, 板野理, 
須田康一, 竹内裕也, 河地茂行, 北川雄光. HMGB1制御による急性肝不全に対する新治療の開発─診療に役立つ治療法
の研究─. 日本腹部救急医学会雑誌, 2013；33(3): 535-542.

  7.	 北郷実, 真柳修平, 松田達雄, 阿部雄太, 日比泰造, 八木洋, 篠田昌宏, 川久保博文, 板野理, 竹内裕也, 相浦浩一, 田邉稔, 藤
田知信, 岡本正人, 砂村真琴, 田口淳一, 河上裕, 北川雄光. 慶應義塾大学における取り組み─切除不能進行膵癌・食道癌
に対する化学療法併用WT1ペプチドパルス樹状細胞ワクチン療法の第I相臨床試験. 臨床外科, 2013；68(8): 948-951.

  8.	 田中真二，有井滋樹. 特集　外科医が知っておくべき癌治療の薬物療法.　7.肝細胞癌の薬物療法. Ⅱ．抗癌薬各論.　1．
肝癌に対する肝葉切除.　外科，2013；75(12)：1362-1368.

  9.	 田中真二. 特集Ⅱ　肝発癌・進展機序における幹細胞の役割. 幹細胞の機能的特性を基盤とした肝癌のニッチ解析と臨
床的意義. 消化器内科，2013；57(4)：472-479.

10.	 田中真二、有井滋樹、特集／肝細胞がんのVascular Invasion、II．バイオマーカー研究からの進歩と可能性、臨床情
報に基づいた新規バイオマーカーの探索、肝胆膵　62(3):463-469、2013

11.	 工藤　篤, 有井滋樹. 特集／肝胆膵疾患の「予後」の変遷 II　膵疾患　６．膵内分泌腫瘍の予後.  肝胆膵 66 (3) 523-532, 
2013

12.	 伴大輔、田中真二．【肝胆膵外科手術におけるシミュレーションとナビゲーション】 肝機能不良例に対する肝切除シミ
ュレーションの活用.胆と膵，2013：34(1): 43-47.

13.	 小杉幸夫，竹前　忠，竹島大貴，工藤　篤，小嶋一幸. 三相電磁インピーダンスセンサを用いた生体異方性計測. 生体
医工学 2013；51(3)：224-231.

14.	 小池和彦、建石良介、橋本悦子、田中真二. 座談会／非B非C型肝癌を考える. The Liver Cancer Journal 2013; 5(4): 25
－33.

[学会]
（海外・国際）

  1.	 Shinoda M, Tanabe M, Tanaka M, Nishiyama R, Oshima G, Takano K, Maruyama I, Kitagawa Y. Hemoadsorption of 
high-mobility group box 1 in a swine acute liver failure model. International Surgical Week ISW 2013, Helsinki, 2013.

  2.	 Tanaka M, Shinoda M, Tanabe M, Takayanagi A, Nishiyama R, Yagi H, Maruyama I, Kitagawa Y. Gene transfer of 
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おける脱細胞化臓器骨格の可能性. 第68回日本消化器外科学会総会, 宮崎, 2013.07

115.	阿部雄太, 田邉稔, 板野理, 北郷実, 篠田昌宏, 八木洋, 日比泰造, 高野公徳, 島津元秀, 北川雄光. 局所進行膵癌のR0手術を
達成するために本質的に有用なナビゲ-ション手術の提案. 第68回日本消化器外科学会総会, 宮崎, 2013.07

116.	板野理, 大島剛, 田邉稔, 篠田昌宏, 北郷実, 阿部雄太, 日比泰造, 八木洋, 愛甲聡, 北川雄光. 審査内視鏡から拡大手術まで
―胆道癌に対する鏡視下アプロ-チを軸とした次世代の治療アルゴリズムの構築―. 第68回日本消化器外科学会総会, 宮
崎, 2013.07

117.	筒井りな, 板野理, 田邉稔, 篠田昌宏, 北郷実, 井上政則, 中塚誠之, 橋本統, 栗林幸夫, 北川雄光. TACE治療経過中に生じ
る肝機能障害についての検討. 第68回日本消化器外科学会総会, 宮崎, 2013.07

118.	工藤　篤，田中真二，伴　大輔，松村　聡，中村　典明，入江　工，落合　高徳，有井滋樹. 肝切除後多中心性再発
のバイオマーカー：背景肝のSLC22A7発現低下．第49回日本肝癌研究会，東京,2013.7.11. （ワークショップ）

119.	田中真二，松村　聡，茂櫛　薫，伴　大輔，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中　博，有井滋樹. 切除
症例における非Ｂ非Ｃ肝細胞癌の臨床病理学的特徴と遺伝子発現解析. 第49回日本肝癌研究会，東京,2013.7.11. （パネ
ルディスカッション　追加発言）

120.	工藤　篤，田中真二，伴　大輔，松村　聡，中村典明，入江　工,落合高徳，有井滋樹. 肝切除術後多中心性再発のバ
イオマーカー：背景肝のSLC22A7発現低下. 第49回日本肝癌研究会，東京,2013.7.11. （ワークショップ）

121.	中村典明，入江　工，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤，田中真二，有井滋樹. 胆管侵襲を伴う肝細胞癌の
臨床病理学的検討にもとづく治療戦略. 第49回日本肝癌研究会，東京,2013.7.11. （一般演題（口演））
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122.	入江　工，中村典明，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤，田中真二. 10cm以上の巨大肝細胞癌切除例の検討. 
第49回日本肝癌研究会，東京,2013.7.11. （一般演題（口演））

123.	工藤　篤，田中真二，伴　大輔，松村　聡，中村　典明，入江　工，落合　高徳，有井滋樹. 非B非C肝細胞癌の肝切
除後予後に与える因子の問題点．第49回日本肝癌研究会，東京,2013.7.12. （一般演題（口演））

124.	渡辺雄一郎，中村典明，入江　工，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤,田中真二. 多様な転移再発形式を示し
切除によって長期予後を得た肝細胞癌破裂の1例．第49回日本肝癌研究会，東京,2013.7.12. （一般演題（ポスター））

125.	松村　聡、田中真二，茂櫛　薫，伴　大輔，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中　博，有井滋樹．代謝
関連肝癌の分子生物学的メカニズムの解析．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17.（要望演題）

126.	三浦智也，工藤　篤，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，中村典明，田中真二．術後肝不全予測因子の検討
と最大可能肝切除量の予測．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17.（企画関連口演）

127.	工藤　篤，伴　大輔，松村　聡，入江　工，落合高徳，中村典明，田中真二，有井滋樹．術前3Dシュミレーションから 
Intra-luminal virtual portal venography による術中３Dナビゲーションへ．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，
2013.7.17.（企画関連口演）

128.	赤星径一，落合高徳，松村　聡，伴　大輔，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二．POSSUM scoreを用いた肝
切除手術症例の検討．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17.（ミニオーラル）

129.	田邉　稔，板野　理，篠田昌宏，北郷　実，阿部雄太，日比泰造，八木　洋，大平正典，藤村知賢，北川雄光．
Drum stick テクニックと “Bag-in-Bag” 法の開発：極限まで腹壁破壊を縮小した腹腔鏡下肝切除．第68回日本消化器
外科学会総会，宮崎，2013.7.17.（ビデオシンポジウム）

130.	松永浩子，中村典明，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，工藤　篤，田中真二，有井滋樹．当科で経験した
肝限局性結節性過形成（FNH)11例の検討．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17.（ミニオーラル）

131.	佐藤公太，伴　大輔，古山貴基，松村　聡，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二．当教室における
膵頭十二指腸切除後の短・長期合併症の検討．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17.（企画関連口演）

132.	伴　大輔，松村　聡，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二．我々の肝切除成績の向上に向けた取り
組み．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.18. （ミニオーラル）

133.	小川康介，田中真二，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明．EpCAMを標的とした新規
肝癌治療と幹細胞性に対する特異的効果．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.18. （ワークショップ）

134.	入江　工，堀川三郎，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤，中村典明，田中真二．脾動脈結紮術-肝切除後肝障
害を改善する試み．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.19. （ミニオーラル）

135.	伊藤浩光，松村　聡，伴　大輔，入江　工，落合高徳，工藤　篤，中村典明，田中真二．肝細胞癌切除後の早期再発
症例と再発様式の解析．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.19. （ミニオーラル）

136.	田中真二，松村　聡，伴　大輔，入江　工，落合高徳，中村典明，有井滋樹．高度進行肝癌および再発肝癌に対する
治療戦略と外科切除．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.19.（企画関連口演）

137.	中村典明，入江　工，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤，田中真二，有井滋樹．当科における膵癌 StageⅣ
ｂ切除症例の検討．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.19.（要望演題）

138.	勝田絵里子，工藤　篤，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，中村典明，田中真二．膵神経内分泌腫瘍の分類
と手術適応についての検討．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.19.（企画関連口演）

139.	アディクリスナ　ラマ，中村典明，松村　聡，入江　工，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤，田中真二，有井滋樹．右
胃大網動脈グラフトによる冠動脈バイパス術後症例に対する膵頭十二指腸切除術の経験．第68回日本消化器外科学会
総会，宮崎，2013.7.19. （ミニオーラル）

140.	阿部雄太,篠田昌宏,田邉　稔，板野　理，尾原秀明，北郷　実，八木　洋，日比泰造，下島直樹，藤野明浩，星野　健，
黒田達夫，北川雄光.緊急血液型不適合生体肝移植の成績の検証.第20回ABO血液型不適合移植研究会，名古屋，
2013.7.27.

141.	阿部雄太, 篠田昌宏, 田邉稔, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 八木洋, 日比泰造, 下島直樹, 藤野明浩, 星野健, 黒田達夫, 北川雄
光. 緊急血液型不適合生体肝移植の成績の検証. 第20回ABO血液型不適合移植研究会, 名古屋, 2013.08

142.	阿部雄太, 篠田昌宏, 尾原秀明, 板野理, 北郷実, 八木洋, 日比泰造, 星野健, 黒田達夫, 田邉稔, 北川雄光. 生体肝移植左葉
グラフトにおける肝静脈再建の工夫―グラフト反転法―. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09

143.	河地茂行, 田邉稔, 尾原秀明, 篠田昌宏, 高野公徳, 千葉斉一, 中村有紀, 岩本整, 北川雄光, 島津元秀. 成人生体肝移植後約
1週間で発症する急激なグラフト肝障害の病因. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09

144.	篠田昌宏, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 八木洋, 阿部雄太, 日比泰造, 星野健, 黒田達夫, 田邉稔, 北川雄光. 当科における成
人血液型不適合生体肝移植15年間の成績. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09

145.	田中真之, 篠田昌宏, 西山亮, 高野公徳, 高柳淳, 丸山征郎, 田邉稔, 北川雄光. HMGB1に着目した急性肝不全の病態理解
と体外循環吸着療法の可能性. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09

146.	猪股研太, 日比泰造, 篠田昌宏, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 星野健, 黒田達夫, 田邉稔, 北川雄光. 生体肝移植10年後に著明
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な腹水貯留にて発症したPTLDの1例. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09
147.	香月優亮, 篠田昌宏, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 八木洋, 阿部雄太, 日比泰造, 黒田達夫, 田邉稔, 北川雄光. 当院における

生体肝移植後新規悪性疾患. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09
148.	日比泰造, 篠田昌宏, 田中真之, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 八木洋, 阿部雄太, 田邉稔, 北川雄光. C型肝硬変に対する生体

肝移植:バシリキシマブを用いたステロイドフリ-免疫抑制プロトコル. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09
149.	北郷実, 篠田昌宏, 板野理, 尾原秀明, 阿部雄太, 日比泰造, 八木洋, 星野健, 黒田達夫, 田邉稔, 北川雄光. 当科における成

人生体肝移植術後CMV感染症の現状と問題点. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09
150.	田邉稔, 篠田昌宏, 尾原秀明, 板野理, 北郷実, 日比泰造, 阿部雄太, 八木洋, 藤野明浩, 星野健, 黒田達夫, 北川雄光. リンパ

球交叉試験陽性,ABO血液型不適合成人生体肝移植の現状. 第49回日本移植学会総会, 京都, 2013.09
151.	赤星径一. 演題①　「はじめてのPD」. 第3回TKB in 那須，栃木，2013.9.7
152.	落合高徳、松村聡、伴大輔、入江工、工藤篤、中村典明、熊谷陽一、飯田道夫、山崎繁、田中真二 十二指腸乳頭部癌

における胆道癌取扱規約とUICC-TNM分類の比較検討. 第49回日本胆道学会学術集会，千葉，2013.9.20.（一般演題（口
演））

153.	松村　聡, 工藤　篤, 松永浩子,三浦智也,伴　大輔,落合高徳,入江　工,中村典明,田中真二,田邉　稔. 肝切除における術前
３Ｄシミュレーションの意義. 第８回肝癌治療シミュレーション研究会,2013.9.28.（シンポジウム）

154.	工藤　篤，伴　大輔，入江　工，落合高徳，中村典明，田中真二，松村　聡，田邉　稔.　肝転移に対する集学的治療
の重要性. 第1回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会，京都，2013.9.28.（シンポジウム）

155.	赤星径一，工藤　篤，勝田絵里子，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，中村典明，田中真二，田邉　稔.　当
院における膵神経内分泌腫瘍に対するエベロリムスの使用経験. 第1回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会，京都，
2013.9.28.（ポスター）

156.	勝田絵里子，工藤　篤，赤星径一，三浦智也，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，中村典明，田中真二，田
邉　稔.　当院におけるStageⅣの膵神経内分泌腫瘍の治療戦略. 第1回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会，京都，
2013.9.28.（ポスター 優秀演題）

157.	三浦智也，工藤　篤，赤星径一，勝田絵里子，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，中村典明，田中真二，田
邉　稔.　膵神経内分泌腫瘍核出術における術中膵管造影の重要性. 第1回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会，京都，
2013.9.28.（ポスター）

158.	篠田昌宏, 田邉稔, 北川雄光. 当科における劇症肝炎に対する脳死・生体肝移植の現況~緊急血液型不適合生体肝移植の
選択肢~. 第11回日本消化器外科学会大会, 東京, 2013.10

159.	日比泰造, 板野理, 岸田憲弘, 真杉洋平, 田邉稔, 篠田昌宏, 北郷実, 阿部雄太, 八木洋, 辻川華子, 坂元亨宇, 北川雄光. 
Nonalcoholic Steatohepatitis(NASH)肝癌の臨床病理学的検討. 第11回日本消化器外科学会大会, 東京, 2013.10

160.	阿部雄太, 板野理, 田邉稔, 篠田昌宏, 北郷実, 八木洋, 日比泰造, 大平正典, 門多由恵, 田中真之, 香月優亮, 永滋教, 筒井り
な, 岸田憲弘, 石井政嗣, 猪股研太, 北川雄光. T2胆嚢癌に対する腹腔鏡下肝床切除. 第11回日本消化器外科学会大会, 東
京, 2013.10

161.	石井政嗣, 北郷実, 田邉稔, 板野理, 篠田昌宏, 八木洋, 日比泰造, 北川雄光. 膵神経内分泌腫瘍の手術症例の検討. 第11回
日本消化器外科学会大会, 東京, 2013.10

162.	猪股研太, 北郷実, 田邉稔, 板野理, 篠田昌宏, 八木洋, 阿部雄太, 日比泰造, 大平正典, 藤村知賢, 門多由恵, 永滋教, 香月優
亮, 田中真之, 筒井りな, 石井政嗣, 岸田憲弘, 北川雄光. リンパ節転移を伴った巨大十二指腸GISTの一切除例. 第11回日
本消化器外科学会大会, 東京, 2013.10

163.	篠田昌宏, 八木洋, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 日比泰造, 阿部雄太, 星野健, 黒田達夫, 田邉稔, 北川雄光. 当科における肝
細胞癌に対する生体肝移植~ミラノ基準の検証~. 第51回日本癌治療学会学術集会, 京都, 2013.10

164.	日比泰造, 篠田昌宏, 田中真之, 猪股研太, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 八木洋, 阿部雄太, 星野健, 藤野明浩, 富田紘史, 田邉
稔, 黒田達夫, 北川雄光. 生体肝移植後の新規悪性腫瘍:成人ならびに小児症例の解析. 第51回日本癌治療学会学術集会, 
京都, 2013.10

165.	香月優亮, 北郷実, 相浦浩一, 田邉稔, 板野理, 篠田昌宏, 八木洋, 阿部雄太, 日比泰造, 北川雄光. 経過観察となった手術適
応膵管内乳頭粘液性腫瘍(IPMN)の検討. 第55回日本消化器病学会大会, 東京, 2013.10

166.	岸田憲弘, 北郷実, 田邉稔, 板野理, 篠田昌宏, 八木洋, 阿部雄太, 日比泰造, 藤崎洋人, 相浦浩一, 北川雄光. 当科における
内視鏡的乳頭切除症例の検討. 第86回日本消化器内視鏡学会総会, 東京, 2013.10

167.	Tanaka S, Adikrisna R, Mogushi K, Matsumura S, Aihara A, Ochiai T, Tanaka H, Yamaoka S, Arii S. English Oral 
Sessions E11-2: Characteristics of cancer stem cell (2).  Visualization of stem cell features in human hepatocellular 
carcinoma and tumor-host interaction．第72回日本癌学会総会，横浜,2013.10.3.

168.	松村聡, 田中真二, 茂櫛　薫, 藍原有弘, 落合高徳, 田中　博, 有井滋樹．Clinicopathological analysis and gene profiling 
of non-B non-C hepatocellular carcinoma related to metabolic syndrome. 第72回日本癌学会総会，横浜,2013.10.5.（ポ
スター）
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169.	松永浩子, 田中真二, 松村　聡，藍原有弘，落合高徳，有井滋樹. 肝癌にかえるAurora kinaseB阻害剤とBcl-2/-xL阻害
剤併用療法の可能性.  第72回日本癌学会総会，横浜,2013.10.5.（ポスター）

170.	ソフィア・ソバティ，茂櫛　薫，マハムット　ヤセン，田中真二，田中博.　肝細胞がんにおけるDNAメチル化に関
わる遺伝子とパスウェーの同定.  第72回日本癌学会総会，横浜,2013.10.5.（ポスター）

171.	田中真二，小川康介，有井滋樹. 腫瘍形態に基づく肝細胞癌の遺伝子解析と特異的分子標的による治療戦略.　
JDDW2013，東京，2013.10.9.（シンポジウム）

172.	田中真二，伊藤浩光，有井滋樹. 非B非C肝細胞癌の肝切除術後予後に与える因子の問題点. JDDW2013，東京，
2013.10.10.（ワークショップ）

173.	松村　聡，小川康介，有井滋樹. NASH及びメタボリックシンドローム関連肝癌を含む非ウイルス性肝癌切除症例の解
析.　JDDW2013，東京，2013.10.10.（シンポジウム）

174.	田中真二，勝田絵里子，松村俊輔，茂櫛　薫，アディクリスナ・ラマ，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，
工藤　篤，中村典明，中山　恒，田中　博，山岡昇司，有井滋樹. 癌幹細胞可視化システムに基づいた腹膜播種メカ
ニズムの解析．JDDW2013，東京，2013.10.9.（ポスターセッション　最優秀演題）

175.	工藤　篤，田中真二，有井滋樹. 可視化癌幹細胞に基づいた分子生物学的特徴の解明と治療開発への展開. JDDW2013，
東京，2013.10.11.（ワークショップ）

176.	伴　大輔，小嶋一幸，沼尾　昇，小林宏寿，木原和徳，只野耕太郎，川嶋健嗣. 空気圧制御ロボット内視鏡鉗子によ
る胆管空腸吻合. JDDW2013，東京，2013.10.11.（ポスターセッション）

177.	赤星径一，落合高徳，松村　聡，伴　大輔，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二. 肝切除術におけるPOSSUM 
scoreの有用性．JDDW2013，東京，2013.10.11.（ポスターセッション）

178.	落合高徳，松村　聡，伴　大輔,入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二. 膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）切除症例
における嚢胞径増大速度をふまえた臨床病理学的検討．JDDW2013，東京，2013.10.12.（ポスターセッション）

179.	田中真二，藍原有弘，松永浩子，茂櫛　薫，中尾圭介，三浦智也，松村聡，伴　大輔，入江　工，落合高徳，工藤　篤，
中村典明，田中　博，田邉　稔，有井滋樹. 臨床検体に基づく肝細胞癌再発機序の解明と新規分子標的治療への応用
展開.　第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.26.（臓器別シンポジウム）

180.	勝田絵里子，工藤　篤，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，中村典明，田中真二，田邉　稔. 同時性転移を
有する膵神経内分泌腫瘍の検討. 第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24.（口演）

181.	落合高徳，松村　聡，伴　大輔，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二,田邉　稔. 肝細胞癌におけるvolume 
reduction surgery. 第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.26.（口演）

182.	松永浩子，中村典明，入江　工，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤，田中真二，田邉　稔. 切除不能進行癌
に対するジェムシタビンエルロチニブ（GE療法）療法の使用経験. 第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24.

（示説）
183.	中村典明，松村　聡，松永浩子，伴　大輔，落合高徳，入江　工，工藤　篤，田中真二，田邉　稔. 当科における若

年性膵管癌の診療経験. 第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.25.（ポスター）
184.	日比泰造, 篠田昌宏, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 八木洋, 阿部雄太, 星野健, 藤野明浩, 富田紘史, 黒田達夫, 田邉稔, 北川雄

光. 生体肝移植ドナーの負担軽減のために:腹腔鏡補助下小開腹による左肝系グラフト切除. 第26回日本内視鏡外科学会
総会, 福岡, 2013.11

185.	篠田昌宏, 板野理, 阿部雄太, 北郷実, 八木洋, 日比泰造, 香月優亮, 田中真之, 門多由恵, 岸田憲弘, 石井政嗣, 猪股研太, 田
邉稔, 北川雄光. 当科におけるITPに対する腹腔鏡下脾臓摘出術の工夫と成績. 第26回日本内視鏡外科学会総会, 福岡, 
2013.11

186.	伴　大輔，三浦智也，松永浩子，勝田絵里子，古山貴基，松村　聡，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，田
中真二，小嶋一幸，田邉　稔．単孔式手技を導入した腹腔鏡下肝切除術〜外側区域切除〜．第26回日本内視鏡外科学
会総会，福岡, 2013.11.29.（主要関連演題）

187.	河地茂行, 千葉斉一, 高野公徳, 佐野達, 沖原正章, 岩本整, 中村有紀, 篠田昌宏, 北川雄光, 田邉稔, 島津元秀. 予期せぬ液
性拒絶反応で失った生体肝移植を施行した一例. 第40回日本臓器保存生物医学会学術集会, 東京, 2013.11

188.	田中真之, 篠田昌宏, 高柳淳, 西山亮, 大島剛, 高野公徳, 山田晋吾, 宮庄拓, 須田康一, 林田哲, 八木洋, 阿部雄太, 日比泰
造, 北郷実, 尾原秀明, 竹内裕也, 板野理, 丸山征郎, 田邉稔, 北川雄光. HMGB1 A box domainの遺伝子導入方法の確立. 
第40回日本臓器保存生物医学会学術集会, 東京, 2013.11

189.	篠田昌宏, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 日比泰造, 阿部雄太, 八木洋, 河地茂行, 星野健, 黒田達夫, 田邉稔, 島津元秀, 北川雄
光. 急性肝不全症例に対する肝移植~生体か脳死待機か~. 第75回日本臨床外科学会総会, 名古屋, 2013.11

190.	皆川卓也, 日比泰造, 篠田昌宏, 田中真之, 猪股研太, 板野理, 北郷実, 八木洋, 阿部雄太, 藤野明浩, 富田紘史, 星野健, 黒田
達夫, 田邉稔, 北川雄光. 生体肝移植10年後に著明な腹水貯留にて発症し急速な経過を辿った移植後リンパ増殖性疾患
の1例. 第75回日本臨床外科学会総会, 名古屋, 2013.11

191.	香月優亮, 篠田昌宏, 板野理, 尾原秀明, 北郷実, 阿部雄太, 日比泰造, 八木洋, 星野健, 黒田達夫, 海老沼浩利, 笠原群生, 田
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邉稔, 北川雄光. 脳死肝移植後に溶血症候群(passenger lymphocyten:PLS)を合併した一例. 第75回日本臨床外科学会総
会, 名古屋, 2013.11

192.	上田浩樹，伴　大輔，小林大輔，大畠慶映，佐藤拓，赤星径一，中尾圭介，伊藤浩光，古山貴基，勝田絵里子，松永
浩子，三浦智也，松村　聡，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔.　肝細胞腺腫・血管筋
脂肪種との鑑別が問題となった高度脂肪化を伴う大型高分化型肝細胞の一例. 第48回肝癌症例検討会，東京，
2013.11.9.（セッション）

193.	佐藤　拓, 落合高徳, 松村　聡, 伴　大輔, 入江　工, 工藤　篤, 中村典明, 田中真二, 田邉　稔. 肝腫瘍破裂症例の検討. 第
5回日本Acute Care Surgery学会学術集会, 東京, 2013.11.10.（一般演題）

194.	伴  大輔，上田浩樹，大畠慶映，赤星径一，中尾圭介，勝田絵里子，古山貴基，伊藤浩光，松永浩子，三浦智也，松
村　聡，入江　工，落合高徳，工藤　篤，中村典明，田中真二，沼尾　昇，小林宏寿,小嶋一幸，田邉　稔. 単孔式腹
腔鏡下外側区域切除の導入とDrum-Stick法の有用性. 第7回肝臓内視鏡外科研究会，名古屋，2013.11.20.（一般演題）

195.	落合高徳，伴　大輔，佐藤　拓，大畠慶映，上田浩樹，赤星径一，中尾圭介，古山貴基，勝田絵里子，松永浩子，三
浦智也，伊藤浩光，松村　聡，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔. 右葉上区域（S7,8）領域の腹腔
鏡下肝部分切除の工夫：drum stick 法とdouble tract 法の考案. 第7回肝臓内視鏡外科研究会，名古屋，2013.11.20.（ワ
ークショップ）

196.	田中真二, 勝田絵里子, 藍原有弘, 松永浩子, 中尾圭介, 松村  聡, 伴　大輔, 落合高徳, 入江　工，工藤　篤，中村典明, 有
井滋樹，田邉　稔. 肝癌の再発治療の解析と再発パターンに基づく新規治療法の開発. 第75回日本臨床外科学会総会，
名古屋，2013.11.21.（パネルディスカッション）

197.	松村  聡，赤星径一，中尾圭介，伊藤浩光,古山貴基，勝田絵里子，松永浩子，三浦智也，伴　大輔，落合高徳，入江
　工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔. 術前肝動注化学療法により根治切除し得た高度進行肝細胞癌の検
討. 第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21.（パネルディスカッション）

198.	三浦智也，落合高徳，赤星径一，中尾圭介，古山貴基，勝田絵里子，松永浩子，伊藤浩光，松村　聡，伴　大輔，入
江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔. 当院における膵内分泌腫瘍に対する膵腫瘍核出術の工夫. 第75回
日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21.（要望ビデオ）

199.	古山貴基，伴　大輔、松村　聡，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔. 肝癌診療ガイド
ラインの日常診療における留意点－腫瘍肉眼型を考慮した治療選択－. 第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，
2013.11.22. （シンポジウム）

200.	勝田絵里子，田中真二，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，有井滋樹，田邉　稔. 高
齢者肝細胞癌の臨床病理および分子生物学的特徴. 第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.22. （シンポジウム）

201.	中村典明，入江　工，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤，田中真二，田邉　稔. 進行膵癌の治療戦略；
StageIVb膵癌に手術適応はないのか？ . 第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.22. （ワークショップ）

202.	伊藤浩光，中村典明，赤星径一，勝田絵里子，古山貴基，松永浩子，中尾圭介，三浦智也，松村　聡，伴　大輔，入
江　工，落合高徳，工藤　篤，田中真二，田邉　稔. IPMN ガイドライン（2012年版）の検証；その妥当性と問題点. 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.22. （パネルディスカッション）

203.	中尾圭介，伴　大輔，赤星径一，古山貴基，勝田絵里子，松永浩子，伊藤浩光，三浦智也，松村　聡，落合高徳，入
江　工，工藤　篤,中村典明，田中真二，田邉　稔. 膵体尾部切除後膵液漏の防止のために～膵断端にネオベールと
fibrin-glueを用いた工夫. 第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.22. （ビデオワークショップ）

204.	上田浩樹，伴　大輔，三浦智也，松永浩子，勝田絵里子，古山貴基，伊藤浩光，中尾圭介，松村　聡，落合高徳，入
江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔. 当教室における膵頭十二指腸切除後の胆管炎の検討. 第75回日本
臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.22. （一般口演）

205.	伴  大輔，松村　聡，落合高徳，入江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔. 単孔式手技を導入した腹腔鏡
下肝切除術～Drum-stick 法、Bag-in-Bag法～. 第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.23. （ビデオシンポジウム）

206.	松永浩子，中村典明，赤星径一，勝田絵里子，中尾圭介，古山貴基，伊藤浩光，三浦智也，松村　聡，伴　大輔，落
合高徳，入江　工，工藤　篤，田中真二，田邉　稔. 肝限局性結節性過形成（FNH）の臨床的特徴・・・11例の経験
から.  第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.23. （一般口演）

207.	工藤　篤，松村  聡，伴  大輔，落合高徳，入江  工，中村典明，田中真二，有井滋樹，田邉 稔.　ICG30％からの解剖
学的肝切除～肝機能の限界は？ . 第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.23.（一般口演）

208.	落合高徳，赤星径一，中尾圭介，伊藤浩光，古山貴基，勝田絵里子，松永浩子，三浦智也，松村　聡,伴　大輔，入江  
工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔. 門脈腫瘍栓を伴った肝細胞癌に対する治療戦略.  第75回日本臨床外科
学会総会，名古屋，2013.11.23. （一般口演）

209.	入江　工，中村典明，松村　聡，伴　大輔，落合高徳，工藤　篤，田中真二，田邉　稔. 肝細胞癌の腹膜播種は切除
により良好な予後が得られる.  第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.23. （主題関連演題）

210.	赤星径一，伴　大輔，三浦智也，伊藤浩光，松永浩子，勝田絵里子，古山貴基，中尾圭介，松村　聡,落合高徳，入江  
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工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔. 膵頭十二指腸切除術における膵空腸吻合法の工夫～Blumgart変法～.  
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.23. （ビデオシンポジウム）

211.	工藤　篤，伴　大輔，松村　聡，入江　工，落合高徳，中村典明，田中真二.　体内組み立て式Needle Retractorで極
める単孔式手術～効果的なDevice Formationのためのトレーニング方法. 第26回日本内視鏡外科学会総会，福岡，
2013.11.29.（ワークショップ）

212.	落合高徳，赤星径一，中尾圭介，伊藤浩光，古山貴基，勝田絵里子，松永浩子，三浦智也，松村　聡，伴　大輔，入
江　工，工藤　篤，中村典明，田中真二，田邉　稔.　腹腔鏡下脾臓摘出術22例の検討. 第26回日本内視鏡外科学会総会，
福岡，2013.11.30.（ワークショップ）

213.	雨宮隆介, 篠田昌宏, 田中真之, 高柳淳, 西山亮, 大島剛, 山田晋吾, 宮庄拓, 須田康一, 八木洋, 林田哲, 阿部雄太, 日比泰
造, 北郷実, 尾原秀明, 竹内裕也, 板野理, 丸山征郎, 田邉稔, 北川雄光. ラット急性肝不全モデルにおけるHMGB1 A box
遺伝子導入の効果. 第20回外科侵襲とサイトカイン研究会, 渋川, 2013.12

（司会・座長）
  1.	 田中真二. ワークショップ（4）司会.がん幹細胞研究の最前線. 第113回日本外科学会定期学術集会，福岡,2013.4.11.
  2.	 Tanaka S, Ashok Saluja. Chairs. Pancreatic stem cells and progenitor cells. AGA Clinical Symposium. DDW 2013, 

Orlando, USA, 2013,5.19.
  3.	 田邉　稔.　総括　セッション1.　慶應義塾大学病院脳死肝移植症例について」．劇症肝炎患者に対する脳死肝移植研究

会，東京，2013.6.5.
  4.	 田邉　稔．ミニビデオシンポジウム8　司会．生体肝移植の手術手技の工夫．第25回日本肝胆膵外科学会学術集会，

宇都宮,2013,6,13.
  5.	 田中真二．プレナリーセッション　ディスカッサント．第25回日本肝胆膵外科学会学術集会，宇都宮,2013.6.13.
  6.	 田中真二．要望ビデオセッション20　司会．腹腔鏡下切除（３）．第25回日本肝胆膵外科学会学術集会，宇都宮

,2013.6.14.
  7.	 田邉　稔，江川裕人.　シンポジウム6　座長. 血液型不適合肝移植　標準化と挑戦.　第31回日本肝移植研究会，熊本，

2013.7.5.
  8.	 田中真二．一般演題（ポスター）10　座長. ＨＣＣの臨床経過、予後不良症例. 第49回日本肝癌研究会，東京,2013.7.12.
  9.	 工藤　篤.座長　第325回　日本消化器病学会関東支部例会　研修医（胆・膵），東京　海運クラブ，2013.7.13.
10.	 田中真二．ミニオーラル43　座長．肝　症例2．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17.
11.	 田邉　稔．要望ビデオ30　座長．単孔式腹腔鏡手術の実際と工夫5．第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.19.
12.	 Tanabe M, N.J.Soper, T.M.Scheinin.Moderators. ISDS Main Session NOTES&RPS. ISW2013, Helsinki, Finland, 

2013.8.25.
13.	 Tanabe M. Chairpersons. Morning Lecture. Expanding the living donor pool with swap and ABO-I liver transplants.

CAST2013, Kyoto, Japan, 2013.9.4.
14.	 Tanabe M, Duck-Jong Han. Chairpersons. Oral Session. CAST2013, Kyoto, Japan, 2013.9.4.
15.	 田邉　稔, 川岸直樹．ワークショップ6　座長．ABO不適合に対する肝移植の現状．短期成績／長期成績.　第49回日

本移植学会総会，京都，2013.9.6.
16.	 工藤　篤，板野　理，遠藤　格. 第4部　座長. 第3回TKB in 那須，栃木，2013.9.7.
17.	 田中真二．肝臓がん　座長. 第72回日本癌学会総会，横浜,2013.10.5.
18.	 田中真二. ポスターセッション　肝臓-症例3　座長. JDDW2013，東京，2013.10.11.
19.	 田邉　稔. 司会. お茶の水肝胆膵疾患フォーラム，東京，2013.10.18.
20.	 田中真二. コメンテーター. お茶の水肝胆膵疾患フォーラム，東京，2013.10.18.
21.	 工藤　篤. コメンテーター.お茶の水肝胆膵疾患フォーラム，東京，2013.10.18.
22.	 田中真二. 口演　大腸・小腸　分子標的1　 座長. 第5 １回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24.（口演）
23.	 田邉　稔，武冨紹信，江口　晋.　スポンサードシンポジウム　司会. 大腸癌肝転移における腹腔鏡下肝切除の位置づ

け. 第7回肝臓内視鏡外科研究会，名古屋，2013.11.20.
24.	 田邉  稔，飯田修平，浅原利正. シンポジウム05 司会. 高齢者に対する癌治療方針（肝臓）．第75回日本臨床外科学会

総会，名古屋，2013.11.22.
25.	 田邉　稔，田中淳一.　ワークショップ11　司会. 単孔・Reduced Port Surgeryにおける機器開発と工夫. 第26回日本内

視鏡外科学会総会，福岡，2013.11.29. 
26.	 田邉　稔.　座長. セッションⅡ「大腸肝転移治療の最前線」．東京大腸癌治療セミナー, 東京，2013.12.9.

[研究助成金]
  1.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（C）「sTLRに着目した難病劇症肝不全に対する新治療法の開発と国際研究拠点

先端医療開発学講座
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の構築」：課題番号 24591888　研究代表者　田邉　稔
  2.	 文部科学省研究費補助金　新学術領域研究「ヒト固形癌の休眠型癌幹細胞とそのニッチ特性の解明」：課題番号

22130005　研究代表者 田中真二
  3.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（A）「幹細胞可視化システムに基づいた難治性消化器癌の先端的治療開発」：課

題番号25253081　研究代表者 田中真二
  4.	 文部科学省委託費（受託研究）次世代がん研究戦略推進プロジェクト「肝がんの多施設検体コホートに基づく難治性

規定分子の同定と分子標的治療の開発」：課題番号1A172　研究代表者 田中真二
  5.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（C）「マクロベジクラー脂肪肝グラフトの脆弱性の原因究明とその対応策」：課

題番号24591868　研究代表者 工藤　篤
  6.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（C）「ＮＦーκＢ活性化抑制の臨床応用（新規抗癌剤療法と手術侵襲の軽減）」：

課題番号24591870　研究代表者 落合高徳
  7.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（C）「画像情報解析による肝癌バイオマーカーの検索と肝機能評価方法の確立」：

課題番号25462082　研究代表者 伴　大輔
  8.	 文部科学省研究費補助金　挑戦的萌芽研究「可視化システムを用いた膵癌幹細胞の研究とゲノム・エピゲノム解析」：

課題番号25640060　研究代表者 伊藤浩光

[研究班]
  1.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究（C）「ｓＲＡＧＥに着目した脳死移植時代のあらたな肝、小腸虚血再灌流障害抑

制法の開発」：課題番号 23591875　研究代表者　篠田　昌宏（慶應義塾大学）研究分担者　田邉　稔
  2.	 文部科学省研究費補助金　挑戦的萌芽研究「小児肝移植患児に対する移行期自己管理支援体制の構築」：課題番号 

25670982　研究代表者　添田英津子（慶應義塾大学）研究分担者　田邉　稔
  3.	 厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服緊急対策研究事業　「C型肝炎を含む代謝関連肝がんの病態解明及び治療法の

開発等に関する研究」（H24-肝炎- 一般-006）　班長　小池和彦（東京大学医学部消化器内科）研究分担者　田中真二
  4.	 文部科学研究費補助金　新学術領域研究「癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新構築の総括班」：課題番号 

22130001　研究代表者　赤司　浩一（九州大学）　研究分担者　田中真二
  5.	 文部科学研究費補助金　基盤研究（B）「加齢グラフト部分肝移植における機能不全の解明と新たな治療法の開発」：

課題番号 23390324　研究代表者　島田光生（徳島大学）　研究分担者　田中真二
  6.	 文部科学研究費補助金　基盤研究（B）「癌パスウェイマーカの同定と治療応用の研究」：課題番号 25290070　研究代

表者　田中　博（東京医科歯科大学難治疾患研究所）　研究分担者　田中真二

[その他]
〈招待講演〉
（海外・国際）

  1.	 Tanabe M. Theoretical Sesson. State of the art in ablation therapy (radiofrequency, maicro wave and cryoablation). 
IRCAD France Advanced Course “New Perspectives in Hepatobiliary Surgery”，Strasbourg, France, 2013.4.4.

  2.	 Tanabe M. Experimental laboratory-Personalised training on live tissue. Laparoscopic partial hepatectomy. IRCAD 
France Advanced Course “New Perspectives in Hepatobiliary Surgery”，Strasbourg, France, 2013.4.4.

  3.	 Tanabe M. Theoretical Sesson. Single port liver resection: modification for extended indication. IRCAD France 
Advanced Course “New Perspectives in Hepatobiliary Surgery”，Strasbourg, France, 2013.4.5.

  4.	 Tanabe M. Experimental laboratory-Personalised training on live tissue.Laparoscopic partial hepatectomy. IRCAD 
France Advanced Course “New Perspectives in Hepatobiliary Surgery”，Strasbourg, France, 2013.4.5.

  5.	 Tanabe M. State of Art in radiofrequency, micro-wave, and cryoablation. I IRCAD Taiwan Advanced Course in 
hepatic and pancreatic surgery, Changhua, Taiwan, 2013.5.25.

  6.	 Tanabe M. SILS hepatectomy. IRCAD Taiwan Advanced Course in hepatic and pancreatic surgery, Changhua, 
Taiwan, 2013.5.25.

（国内）
  1.	 田中真二．特別講演Ⅱ「分子機序に基づく肝癌治療戦略」．第4回中四国肝臓病研究会，岡山，2013.1.12.
  2.	 田邉　稔.　講演　ミニレクチャー「血液型不適合患者の肝移植について」．東京女子医科大学 消化器外科　MMカン

ファレンス，東京，2013.4.23.
  3.	 田邉　稔.　講演「肝胆膵外科・低浸襲治療から肝移植まで」．埼玉医科大学消化管・一般外科講演会，埼玉，2013.5.8.
  4.	 工藤　篤. イブニングセミナー「膵神経内分泌腫瘍のトピック～手術に役立つ集学的治療～」．第25回日本内分泌外科

学会総会，山形，2013.5.23.

先端医療開発学講座
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  5.	 田中真二. 特別講演「分子機序に基づく癌治療戦略～光る癌幹細胞から～」．第3回ＣＩＴセミナー，広島，2013.7.31.
  6.	 田邉　稔.　ランチョンセミナー「TANKOのベーシックからアドバンスへの可能性」．第7回単孔式内視鏡手術研究会

ランチョンセミナー，岩手，2013.8.3.
  7.	 田邉　稔.　特別講演「肝胆膵外科領域における手術の実際」．アムコフェア　2013, 東京，2013.9.7.
  8.	 田邉　稔.　講演「肝切除を極める：部分切除」．Laparoscopic Hepatic Surgery Advanced Seminar, 東京，2013.9.14.
  9.	 田邉　稔.　特別講演「低侵襲肝臓治療」．第7回広島臓器移植セミナー, 広島，2013.9.20.
10.	 田邉　稔.　特別講演1「肝臓への新しい外科治療のアプローチ」．第7回IUHW国際肝臓セミナー, 東京，2013.9.27.
11.	 工藤　篤. 特別講演「膵神経内分泌腫瘍の治療戦略」．第6回Tohoku-NET Work，イブニングセミナー，東京，

2013.9.23.
12.	 田中真二. ワークショップ4「癌幹細胞を視る」 招待講演：光る癌幹細胞から「がん」の難治性メカニズムを視る. 第54

回日本組織細胞化学会総会・学術集会, 東京，2013.9.28.
13.	 田邉　稔.　特別講演「肝転移後慢性期の問題点」．第9回いわて肝移植適応研究会, 岩手，2013.10.4.
14.	 藍原有弘. 特別講演「肝胆膵領域難治癌に対する新規標的分子の探索および治療応用への前臨床試験」．お茶の水肝胆

膵疾患フォーラム，東京，2013.10.18.
15.	 田邉　稔.　特別講演「肝胆道領域の低侵襲外科治療：reduced port surgeryから凍結治療まで」．第68回山口県難治性

肝疾患研究会, 山口，2013.10.29.
16.	 田邉　稔.　ランチョンセミナー2　「肝移植の古くて新しい2つの話題　“肝移植と抗体関連拒絶反応” “肝移植から学ん

だ手術手技”」．第40回臓器保存生物医学会学術集会, 東京，2013.11.10.
17.	 田中真二. 指定講演 パネルディスカッション. 肝細胞癌に対する分子標的治療の現状と展望.  第75回日本臨床外科学会

総会，名古屋，2013.11.23. 
18.	 工藤　篤. ガイドライン策定のための膵神経内分泌腫瘍肝転移の治療方針～　講演　NET EXPERT SEMINAR 横浜 

2013.11.23.
19.	 工藤　篤.膵神経内分泌腫瘍の治療戦略　招待講演 Focus on NET学術講演会　Neuroendocrine tumor〜神経内分泌腫

瘍を考える〜長岡 2013.11.25.
20.	 田邉　稔.　特別講演「肝胆膵外科領域における手術の実際」．アムコフェア　in 札幌, 札幌，2013.12.7.

〈受賞〉
  1.	 田中真二．日本消化器外科学会賞

〈セミナー〉
なし。

〈特許〉
  1.	 田邉　稔，北川雄光　他．「手術用高周波電気外科用処置具と手術用高周波電気外科用システム」PCT/JP2013/083650

（出願日：2013年12月16日）
  2.	 米国特許出願：US 61/811, 360
	 Compositions and methods for detection and treatment of hepatocellular carcinoma.  Tanaka S,  MacDonald G (2013)

〈主宰研究会〉
なし。
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整 形 外 科 学 分 野
Orthopaedic and Spinal Surgery

教　　授　大川　淳
講　　師　神野哲也，若林良明，川端茂徳
助　　教　加藤　剛，古賀大介，吉井俊貴，澤村千草，
　　　　　猪瀬弘之
整形外科先端治療開発学講座
准 教 授　早乙女進一，麻生義則
大学院生　湯浅将人，請川　大，谷山　崇，王　耀東，
　　　　　請川　円，船内雄生，徐　成，許レン、
　　　　　馬　成山，小谷野岳，鏑木秀俊，角谷　智，
　　　　　鈴木英嗣，齊藤正徳，安田裕亮，
　　　　　小柳津卓哉

活動内容：
　当分野は、診療科としては運動器外科学分野と共同して “整形外科” を担当し、臨床、教育、研究を行っている。整形外
科では、骨・軟骨、関節、腱、靭帯、筋などの骨格系や脊髄、末梢神経などの神経系を扱い、これらの外傷、変性、腫瘍、
系統疾患など多彩な傷病を治療対象としている。このため広範囲にわたる基礎的研究を必要とし、かつ臨床医学として運動
機能の再建、再生医学的手法の臨床応用、人工材料や人工関節の開発、生体力学的アプローチ、疼痛の制御などの研究が行
われている。治療範囲が広く多方面にわたる最先端治療が必要なため、専門班を単位として日常診療や臨床研究を行うとと
もに、大学関連部門、学外研究施設との共同研究も積極的に行っている。
注：運動器外科学参照

（１）教育
　診療科として担当する整形外科分野を中心に、大学院生の教育を行っている。研究や学会発表の指導に加え、週3回の抄
読会において基礎知識の向上及び最新知見の獲得を目指している。また年に数回、国内外より著名な講師を招いて大学院特
別講義を開催している。
　初期教育として年1回初期研修セミナーを開催し、新規に入局したレジデントや初期後期研修医を対象に当科における臨
床、基礎研究活動について教育する機会を設けている。
　卒後教育として、年2回の集談会、年1回の卒後研修セミナーを開催し、大学院生のみならず学内外の同門の卒後教育の機
会を設けている。

（２）研究
１．人工骨の開発と評価（HOYA株式会社）
２．骨髄間葉系細胞と人工骨を応用した骨再生（オリンパス株式会社）
３．BMPと人工骨を応用した骨再生（HOYA株式会社、ストライカーバイオテック株式会社）
４．椎間板ヘルニアの発生消退機序、椎間板変性の原因遺伝子
５．脊髄誘発電位の臨床応用
６．磁界測定による新たな脊髄機能診断法の開発（金沢工業大学）
７．脊髄再生
８．神経障害性疼痛の機序と新規治療方法の開発
９．悪性骨軟部腫瘍の集学的治療法の研究
10．頚髄症あるいは腰部脊柱管狭窄症に対する低侵襲治療法の開発
11．骨粗鬆症椎体骨折に対する低侵襲治療法の開発
12．脊髄神経疾患に対する高気圧酸素療法
注：（　）内は共同研究者。

（３）臨床
　高齢化の進行、スポーツの大衆化により整形外科の必要性はますます増加している。単に疾患の治療だけでなくQOLの向
上を目指す高度な機能再建が求められ、その要求に応えるべく整形外科領域の治療は進歩を続けている。脊椎脊髄領域では、
インストルメント、顕微鏡手術、脊髄誘発電位測定の導入などにより安全で確実な除圧と固定が得られ、早期離床と確実な
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手術成績が得られている。また、内視鏡やチューブレトラクターなどを用いた最小侵襲脊椎手術の導入により、さらに在院
日数の短縮と早期社会復帰が可能となっている。上肢・手外科領域では、肩・肘・手関節の疾患・外傷に低侵襲な関節鏡手
術を導入し、早期社会・スポーツ復帰に貢献しており、手術用顕微鏡とマイクロサージャリー手技を駆使した神経縫合や神
経移植術にも取り組んでいる。また高齢化社会を反映して増加傾向にある上肢の変形性関節症に対する人工関節や関節形成
手術、絞扼性神経障害に対する機能再建術など、専門的な技量を要する手術にも対応している。四肢の悪性骨軟部腫瘍にお
いては、系統的な切除縁評価と骨欠損部へのパスツール処理骨使用や腫瘍用人工関節などで患肢温存手術が第一選択として
行われている。腫瘍切除後の組織機能欠損に対しては人工物をなるべく使用せず自家組織による恒久的な再建を目指し、吸
収性の人工骨を開発し応用するほか、大学の特性を生かし、脊椎、手、股関節、膝グループと緊密な連携をとりながら最先
端の治療技術による機能的再建にも配慮している。化学療法プロトコールの確定していない肉腫に対しては、免疫化学療法
を開始し、一部の肉腫では良好な治療成績が上がっており、また終末期における緩和医療にも積極的に取り組んでいる。　
股関節領域では、人工関節置換術後早期リハビリによる在院日数の短縮や両側同時置換の実施、低侵襲置換術など先進的治
療が実施されている。CT、MRI、血管造影、関節造影などを含めた様々な診断方法を総合して可能な限り関節温存手術を
行う、国内でも数少ない施設であるばかりでなく、人工股関節置換術においても関東の大学病院の中では症例数、手術成績
ともトップクラスにあり高い評価を受けている。さらに、前・初期股関節症に対しては、積極的に独自に開発した寛骨臼回
転骨切り術を行い、成績向上をめざしている。

（４）業績
【研究業績】
【学会発表】

  1.	 A Hybrid Grafting using Porous/ Dense Composite Hydroxyapatite combined with Percutaneously Harvested 
Trephine Bone For Anterior Cervical Discectomy and Fusion Yoshii T, Yuasa M, hirai T, Kawabata S, Kato T, 
Inose H, Shinomiya K, Okawa A. The 42nd Japanese Society for Spine Surgery and Related Research Annual 
meeting (2013.4）

  2.	 Dynamic Changes in Spinal Cord Compression in Cervical Ossification of the Posterior Longitudinal Ligament 
Evaluated By Kinematic Computed Tomography Myelography. Yoshii T, Yamada T, Sumiya S, Inose H, Kato T, 
Kawabata S, Shinomiya K, Okawa A  Cervical Spine Research Society Asia Pacific 4th annual Meeting (2013.4)

  3.	 Anterior Cervical Corpectomy and Fusion using Hydroxyapatite Block for Ossification of Posterior Longitudinal 
Ligament. Yoshii T, Yamada T, Sumiya S, Ukegawa D, Inose H, Kato T, Enomoto M, Kawabata S,　Okawa A The 
86th annual meeting, Japanese Orthopedic Association Annual Meeting.（2013.5）

  4.	 Yamada T: The effect of the quality of human bone marrow mesenchymal stromal cells (hMSCs) on bone formation. 
Orthopaedic Research Society 59th Annual meeting. (2013.2)

  5.	 Yuko Segawa, Makoto Kamegaya, Takashi Saisu, Mitsuaki Morita, Jun Kakizaki, Tetsuya Jinno, Atsushi Okawa: 
Treatment outcome of open reduction with and without Salter innominate osteotomy for developmental dislocation 
of the hip. 9th APOA Paediatric Section Congress (2013.8)

  6.	 Daisuke Koga, Tetsuya Jinno, Shigenori Kawabata, Takeshi Muneta, Atsushi Okawa: 14th EFFORT (2013.6)
  7.	 Fujita K: Isolation and Characterization of Human Osteoblasts From Needle Biopsies Without In Vitro Culture. 

ASBMR annual meeting, 2013.（2013.10）
  8.	 Yuasa M, Yamada T, Masaoka T, Yoshii T, Shinomiya K, Okawa A, Sotome S: The synegestic effects of 

dexamethasone and BMP-2 on osteogenesis in vitro and in vivo. 59th Annuial meeting of the orthopaedic research 
society（2013. 1）

  9.	 Yamada T, Yuasa M, Masaoka T, Taniyama T, Yoshii T, Okawa A, Sotome S: The effectof the quality of human 
bone marrow mesenchymal cells (hMSCs) on bone formation. 59th Annuial meeting of the orthopaedic research 
society（2013. 1）

10.	 Koyanagi H, Ae K, Yuasa M, Masaoka T, Yamada T, Taniyama T, Yoshii T, Saito M, Okawa A, Sotome S: Massive 
bone reconstruction with heat-treated bone graft loaded autologous bone marrow derived stromal cells and beta-
tricalcium phosphate composites in canine models. 59th Annuial meeting of the orthopaedic research society（2013. 
1）

11.	 小柳津 卓哉, 吉井 俊貴, 請川 大,榎本 光裕,川端　茂徳､大川 淳：椎変性後弯症患者における表面筋電図を用いた腰背
筋疲労評価と脊椎矢状面アライメント 第3回日本成人脊柱変形学会（2013.3）

12.	 吉井俊貴、加藤剛、猪瀬弘之、川端茂徳、大川淳：fluoroscopic椎弓根軸写像、cannulatedタップを使用した腰仙椎椎
弓根スクリュー挿入の精度と逸脱要因の検討 第42回日本脊椎脊髄病学会（2013.4）

13.	 吉井俊貴、加藤剛、山田剛史、角谷智、猪瀬弘之、川端茂徳、大川淳：骨化占拠率の大きい（≧50％）頚椎後縦靱帯
骨化症に対する前方除圧固定術と後方除圧固定術の比較. 第22回日本脊椎インストゥルメンテーション学会（2013.10）
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14.	 吉井俊貴、加藤剛、山田剛史、角谷智、猪瀬弘之、川端茂徳、大川淳：走行型術中CT使用による頚椎椎弓根スクリ
ュー挿入精度向上の工夫. 第22回日本脊椎インストゥルメンテーション学会（2013.10）

15.	 吉井俊貴、角谷智、加藤剛、山田剛史、榊経平、友利正樹、坂井顕一郎、折井久弥、川端茂徳、新井嘉容、佐藤浩一、
大川淳高齢者、骨粗鬆症性椎体骨折に対する後方進入脊柱再建術　－前後方再建手術との比較、多施設研究.　第22回
日本脊椎インストゥルメンテーション学会　（2013.10）

16.	 吉井俊貴、加藤剛、猪瀬弘之、川端茂徳、大川淳：骨化占拠率の大きい（≧50％）頚椎後縦靱帯骨化症に対する前方
除圧固定術と後方除圧固定術の比較.　脊柱靭帯骨化症に関する調査研究　第二回班会議（2013.12）

17.	 請川大、川端 茂徳,角谷 智,猪瀬 弘之,吉井 俊貴,加藤 剛,榎本 光裕,大川 淳：脊磁計による非侵襲的な腰椎椎間孔周囲
の神経活動の可視化.　 第42回日本脊椎脊髄病学会（2013.4）　

18.	 請川大、川端 茂徳 ,猪瀬 弘之,吉井 俊貴,加藤 剛,榎本 光裕,大川 淳：脊磁計による非侵襲的な腰椎椎間孔周囲の神経活
動の可視化.　第87回日本整形外科学会（2013.5）

19.	 齊藤正徳、猪瀬弘之、加藤剛、吉井俊貴、山田剛史、谷山崇、角谷智、榎本光裕、早乙女進一、川端茂徳、大川淳：
後縦靭帯骨化症の発生、進展に関与する遺伝子の検索.　第42回脊椎脊髄病学会（2013.4）

20.	 齊藤正徳、猪瀬弘之、早乙女進一、川端茂徳、榎本光裕、加藤剛、吉井俊貴、山田剛史、谷山崇、請川大、角谷智、
大川淳：後縦靭帯骨化症（OPLL）の進展・発生に関与する遺伝子の検索.　第28回日本整形外科学会基礎学術集会

（2013.10）
21.	 新谷尚子、小沼博明、角谷智、山田剛史、猪瀬弘之、吉井俊貴、加藤剛、川端茂徳、大川淳：高IgE症候群に伴う脊

椎圧迫骨折に対して脊椎固定術を行った一例. 第53回関東整形災害外科学会  (2013.3)
22.	 佐々木研、猪瀬弘之、吉井俊貴、加藤剛、川端茂徳、大川淳：悪性パラガングリオーマの頚椎転移. 第62回東日本整

形災害外科学会 (2013.9)
23.	 加藤剛、大川淳、四宮謙一　 ほか：骨粗鬆症椎体骨折後偽関節に対する種々椎体形成術の多施設共同比較研究．第86

回日本整形外科学会学術総会（2013.5）
24.	 加藤剛、吉井俊貴、猪瀬弘之、請川大、山田剛史、角谷智、小柳津卓哉、榎本光裕、川端茂徳、大川淳：当科におけ

る脊椎手術後感染の評価－術後予防的抗菌薬使用期間別の検討－．第86回日本整形外科学会学術総会（2013.5）
25.	 加藤剛、柳下和慶、小柳津卓哉、大川淳：胸腰椎多椎間化膿性脊椎炎に対する前方後方固定術併用による治療成績．

第36回日本骨・関節感染症学会（2013.7）
26.	 加藤剛、吉井俊貴、猪瀬弘之、請川大、山田剛史、角谷智、川端茂徳、大川淳：骨粗鬆症性椎体骨折に対する椎体形

成術の術後成績－局麻下経皮的内視鏡使用でのCPCによる椎体形成術とBKPとの比較検討－．第21回日本腰痛学会
（2013.11）

27.	 加藤剛、沼野藤希、大川淳：胸髄に発症した肥厚性硬膜炎の検討．第48回日本脊髄障害医学会（2013.11）
28.	 宮坂健、神野哲也、赤石孝一、原田義忠、川崎雅史、中田活也、松下功:Tri-lock bone preservation stem を用いた

THA の短期成績.第43回日本人工関節学会(2013/2)
29.	 古賀大介、神野哲也、高田亮平、平尾昌之、麻生義則、森田定雄、宗田大、大川淳:Wedge taper stemを用いた人工

股関節全置換術における術後早期のステム周囲放射線透過像の変化.第40回日本股関節学会（2013/11）
30.	 古賀大介、川端茂徳、神野哲也、麻生義則、小谷野岳、星野ちさと、森田定雄、宗田大、大川淳:人工股関節全置換術

におけるワイヤレス筋電計を用いた筋誘発電位モニタリング.第86回日本整形外科学学術総会（2013/5）
31.	 古賀大介、川端茂徳、大川淳:人工股関節全置換術における ワイヤレス筋誘発電位モニタリング.第43回日本臨床神経

生理学会（2013/11）
32.	 高田亮平、神野哲也、古賀大介、宮武和正、平尾昌之、星野ちさと、麻生義則、森田定雄、宗田大、大川淳:ステム長

の違いがステムの前捻とアライメントに及ぼす影響.第40回日本股関節学会（2013/11）
33.	 山内裕樹:人工股関節置換術周術期の疼痛に対するトラマドール塩酸塩/アセトアミノフェン配合錠の効果の検討.第40

回日本股関節学会（2013/11）
34.	 山内裕樹、神野哲也、奥田和弘:Wedge taper stem使用THAで再置換に至った症例.第28回沖縄関節外科研究会（2013/9）
35.	 山内裕樹、神野哲也、古賀大介、高田亮平、平尾昌之、谷口直史、麻生義則、森田定雄、宗田大、大川淳:Tapered 

wedgeステムと大径骨頭metal-on-metal摺動面使用人工股関節全置換術後早期に再置換を要した一例.第40回日本股関
節学会（2013/11）

36.	 小谷野岳、神野哲也、 麻生義則、 古賀大介、 高田ちさと、山内裕樹、森田定雄、 宗田大、 大川淳:両側同時 THA 例にお
けるストレートステムとアナトミカル・ショート・ステムの中期成績比較.第43回日本人工関節学会（2013/2）

37.	 小谷野岳、神野哲也、 麻生義則、 古賀大介、 高田ちさと、山内裕樹、森田定雄、 宗田大、 大川淳:両側同時THA例にお
けるストレートステムとアナトミカル・ショート・ステムの中期成績比較.第43回日本人工関節学会（2013/2）

38.	 小谷野岳、神野哲也、古賀大介、北濱純:大腿骨頚部骨嚢胞を認める例における股関節動作の検討.第39回関東股関節懇
話会（2013/9）

39.	 小谷野岳、神野哲也、古賀大介、北濱純:大腿骨頚部骨嚢胞を認める例における股関節動作の検討.第40回日本股関節学



— 818 —

先端医療開発学講座

会（2013/11）
40.	 小谷野岳、神野 哲也、麻生 義則、古賀 大介、高田 ちさと、森田 定雄、宗田 大、大川 淳:ドレーン留置が股関節機

能に及ぼす影響　　両側一期的人工股関節全置換術による検討. 第86回日本整形外科学会学術総会（2013/5）
41.	 神野哲也:セメントレスステムの固定様式と骨温存.第2回阪大股関節セミナー（2013/11）
42.	 神野哲也:最近の変形性股関節症治療と人工股関節の傾向.特定非営利活動法人のぞみ会医療講演会（2013/6）
43.	 神野哲也:人工股関節置換術の現状と問題点.杉並区中野区整形外科合同医会（2013/10）
44.	 神野哲也、古賀 大介、森田 定雄、長谷川 清一郎、松原 正明、麻生 義則、大川 淳、宗田 大:長期経過から見た髄腔

占拠型ストレートステムの利点と問題点.第43回日本人工関節学会（2013/2）
45.	 神野哲也、古賀 大介、星野 ちさと、小谷野 岳、麻生 義則、森田 定雄、宗田 大、大川 淳:人工股関節全置換術にお

ける稀な合併症と対策.第46回日本整形外科学会　骨・軟部腫瘍学術集会（2013/7）
46.	 神野哲也、古賀大介、宮武和正、高田亮平、平尾昌之、麻生義則、森田定雄、星野ちさと、宗田大、大川淳:青壮年期

股関節疾患における手術療法選択.第40回日本股関節学会（2013/11）
47.	 神野哲也、古賀大介:ステロイド性大腿骨頭壊死症に対する副作用救済の現状.第2回厚生労働科学研究費補助金　難治

性疾患等克服研究事業　特発性大腿骨頭壊死症調査研究班　平成24年度 第二回班会議（2013/1）
48.	 瀬川裕子:発症時年齢8歳以上のペルテス病の治療成績.第52回日本小児股関節研究会（2013/6）
49.	 瀬川裕子、亀ヶ谷真琴、西須孝、柿崎潤、久光淳士郎、森田光明、佐藤祐介、志賀康浩、神野哲也、大川淳:千葉県こ

ども病院における筋性斜頸の手術成績.第24回日本小児整形外科学会学術集会（2013/11）
50.	 瀬川裕子、亀ヶ谷真琴、西須孝、柿崎潤、森田光明、神野哲也:千葉県こども病院における先天性股関節脱臼患者の疫

学.第40回日本股関節学会（2013/11）
51.	 瀬川裕子、神野哲也、古賀大介、小谷野岳、星野ちさと、大川淳、亀ヶ谷真琴、久光淳士郎、森田光明、西須孝、柿

﨑潤、山本陽平:高度遺残性亜脱臼に対してDega steotomyと大腿骨骨切り術を施行した1例.第13回千葉股関節研究会
（2013/1）

52.	 星野ちさと、古賀大介、小谷野岳、神野哲也:前方進入THAにおける大腿神経障害.第38回関東股関節懇話会（2013/2）
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56.	 平尾昌之、平尾昌之、神野哲也、古賀大介、宮武和正、高田亮平、麻生義則、森田定雄、宗田大、大川淳:ステム形状

の違いによるTHAの周術期凝固線溶系変化の比較.第40回日本股関節学会（2013/11）
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科, 64(3):237-239, 2013.
26.	 鏑木秀俊, 若林良明, 二村昭元, 平井高志, 大川淳：両側特発性手根管症候群の片側手術後における非手術側の臨床経過. 

日本手外科学会雑誌, 29(5):470-472, 2013.
27.	 若杉琢磨, 古俣正人, 若林良明：年長児に生じた肩鎖関節偽性脱臼の3例. 骨折, 35(1):198-201, 2013.
28.	 雨宮正樹, 志村治彦, 新井嘉容, 奥田直樹, 片山隆之, 上小鶴正弘, 若林良明, 大川淳：豆状三角骨関節の変形性関節症に

よる小指屈筋腱皮下断裂の1例. 関東整形災害外科学会雑誌, 44(3):71-75, 2013.
29.	 菅田祐美, 太田剛, 若林良明, 石突正文：徒手整復不能であったPIP関節掌側回旋脱臼の1例　文献的考察を中心に. 日本

手外科学会雑誌, 29(6):786-789, 2014.
30.	 鈴木英嗣, 若林良明, 二村昭元, 大川淳：重度手根管症候群における第2虫様筋複合筋活動電位の有用性. 日本手外科学

会雑誌, 30(3):245-247, 2013.

【総説】
  1.	 瀬川 裕子、 西須 孝、 柿崎 潤、 亀ヶ谷 真琴、 神野 哲也、 大川 淳:【小児整形外科疾患　診断・治療の進歩】 手術的治療

の進歩　股関節疾患　高齢発症Perthes病に対する大腿骨転子部屈曲骨切り術の短期成績. 別冊整形外科(0287-1645)64
号 Page141-145(2013.10)

  2.	 神野 哲也、 古賀 大介、 森田 定雄:【人工股関節の脱臼】 人工股関節脱臼対策における進入法選択と術中・術後の股関
節可動域. 整形・災害外科(0387-4095)56巻10号 Page1265-1272(2013.09)

  3.	 若林良明, 二村昭元, 大川淳：【手の外科-最新の話題-】 (Part2)臨床　診断　上肢における患者立脚評価. Bone Joint 
Nerve, 3(2):207-212, 2013.

  4.	 藤田浩二, 竹田秀：ビタミン E は破骨細胞融合を刺激し，骨量減少をひき起こす. リウマチ科, 49(3):352-357, 2013.
  5.	 1.	早乙女進一：間葉系幹細胞を用いた骨再生（解説/特集）血液フロンティア　13（4）:　45(479)-52(486), 2013
  6.	 2.	谷山崇：多孔質ハイドロキシアパタイト・コラーゲン複合体（HAp/Col） 臨床雑誌　整形外科　65（3）: 256, 2013

【研究助成金】
  1.	 科学研究費補助金（基盤研究C）　研究題目：注入硬化型生体吸収性人工骨補填材の開発と評価　代表：阿江　啓介  

期間：平成23年度-平成25年度
  2.	 科学研究費補助金（基盤研究C）　研究題目：神経栄養因子と上皮成長因子（EGF）受容体制御による末梢神経再生  

代表：若林  良明　期間：平成23年－平成25年
  3.	 科学研究費補助金（基盤研究C）　研究題目：長寿遺伝子による骨代謝制御機構の解明　代表：麻生　義則　期間：平

成24年度－平成26年度
  4.	 若手研究B　研究題目：軟部肉腫治療の国際比較と再発を防ぐ治療戦略　代表：澤村　千草　期間：平成24年度-平成

26年度
  5.	 若手研究B　研究題目：miRNAによる骨軟部腫瘍の発生・進展における分子制御機構　代表：木村　文子　期間：平

成23年度-平成25年度
  6.	 若手研究B　研究題目：緻密質、多孔質ポリウレタンを組み合わせた新しい骨欠損補填材料の開発　代表：吉井　俊

貴　期間：平成24年度－平成26年度
  7.	 若手研究B　研究題目：マイクロRNAを標的とした閉経後骨粗鬆症の新規治療法の開発　代表：猪瀬　弘之　期間：

平成25年度－平成26年度
  8.	 助成金　一般社団法人　日本損害保険協会　研究題目：ハイドロキシアパタイト・コラーゲン複合体（Hap/Col）を

プラスミドベクター担体として使用した遺伝子導入による骨形成促進法の開発　代表：早乙女　進一　期間：平成24
年度－平成25年度

  9.	 助成金（日本イーライリリー株式会社）　研究題目：脊椎固定術を施工した骨粗鬆症患者における、週一回投与型
PTH製剤と連日投与型PTH製剤の骨癒合及び骨リモデリングへの影響についての比較検討　代表者：猪瀬　弘之　期
間：平成24年度-平成25年度

10.	 助成金　一般社団法人　日本損害保険協会　研究題目：慢性神経因性疼痛に対する新たな分子標的治療 -新世代核酸
医薬の開発.　代表：鏑木秀俊　期間：平成24年度－平成25年度

11.	 助成金（神澤医学研究振興財団）　研究題目：マイクロRNAを標的とした閉経後骨粗鬆症の新規治療法の開発　代表者：
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猪瀬　弘之　期間：平成25年度
12.	 助成金（財団法人セコム科学技術振興財団）　研究題目：超伝導磁気センサーを用いた革新的な非侵襲的脊髄機能診

断装置の開発。　高齢者の転倒・寝たきりを防ぐ「脊髄ドック」を目指して。　代表者：川端　茂徳　期間：平成25
年度

13.	 共同研究費（TDK株式会社）　研究題目：医用磁気センシングデバイスの開発　代表：川端　茂徳　期間：平成25年
度

【特許】
  1.	 整理番号：P05-075P-US
	 発明の名称：超伝導磁気測定装置、生体磁気測定方法、生体磁気測定装置用センサ筒カバーおよびシート
	 出願番号：12/224,249
	 出願日：2007/02/20
	 登録日：2013/11/12
	 登録番号：8583208
	 発明者：足立善昭、川端茂徳（Shigenori Kawabata）、富澤將司
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疾患ゲノミクス分野
Disease Genomics

教　　授　石川俊平
助　　教　砂河孝行，加藤洋人
共同研究員　西田浩之　　　　　
技術補佐員　佐藤玲子，相原聡子，
　　　　　　貴志一樹，鈴木良平
事務補佐員　田向美春

（１）教育
　ゲノム病理学分野では腫瘍性疾患や炎症・免疫疾患のような多種の細胞によって構成される複雑な系についてゲノムレベ
ルで多量のデータ計測を行うことによりその動態を明らかにし、介入可能な治療ターゲットやバイオマーカーになりうる特
異的現象の探索を行っていきます。また、疾患のゲノミクスについてその適応や手法・解釈についての一連の流れを学び、
実際のヒト疾患組織解析を通じてゲノム解析の応用的側面を理解するための教育を行います。

（２）研究
▪がん-間質の相互作用のゲノミクス
▪Functional Genomics Screening
▪がん関連分子のメカニズム解明とターゲットバリデーション
▪臨床ヒト疾患組織のゲノム解析

（３）研究業績
[原著論文]

  1.	 Li W, Katoh H, Wang L, Yu X, Du Z, Yan X, Zheng P, Liu Y.  FOXP3 regulates sensitivity of cancer cells to 
irradiation by transcriptional repression of BRCA1. Cancer Res. 2013 Apr 1;73(7):2170-80.

  2.	 Sato T, Kaneda A, Tsuji S, Isagawa T, Yamamoto S, Fujita T, Yamanaka R, Tanaka Y, Nukiwa T, Marquez VE, 
Ishikawa Y, Ichinose M, Aburatani H.  PRC2 overexpression and PRC2-target gene repression relating to poorer 
prognosis in small cell lung cancer. Sci Rep. 2013;3:1911.

  3.	 Tanaka M, Suzuki HI, Shibahara J, Kunita A, Isagawa T, Yoshimi A, Kurokawa M, Miyazono K, Aburatani H, 
Ishikawa S, Fukayama M.  EVI1 oncogene promotes KRAS pathway through suppression of microRNA-96 in 
pancreatic carcinogenesis.  Oncogene. 2013 Jun 10. [Epub ahead of print]

  4.	 Nakaya T, Kikuchi Y, Kunita A, Ishikawa S, Matsusaka K, Hino R, Aburatani H, Fukayama M.  Enrichment of stem-
like cell population comprises transformation ability of Epstein-Barr virus latent membrane protein 2A for non-
transformed cells. Virus Res. 2013 Jun;174(1-2):108-15.

  5.	 Yamamoto S, Tateishi K, Kudo Y, Yamamoto K, Isagawa T, Nagae G, Nakatsuka T, Asaoka Y, Ijichi H, Hirata Y, 
Otsuka M, Ikenoue T, Aburatani H, Omata M, Koike K.  Histone demethylase KDM4C regulates sphere formation 
by mediating the cross talk between Wnt and Notch pathways in colonic cancer cells. Carcinogenesis. 2013 
Oct;34(10):2380-8.

  6.	 Saito T, Takeda N, Amiya E, Nakao T, Abe H, Semba H, Soma K, Koyama K, Hosoya Y, Imai Y, Isagawa T, 
Watanabe M, Manabe I, Komuro I, Nagai R, Maemura K. VEGF-A induces its negative regulator, soluble form of 
VEGFR-1, by modulating its alternative splicing. FEBS Lett. 2013 Jul 11;587(14):2179-85. 

  7.	 Kon A, Shih LY, Minamino M, Sanada M, Shiraishi Y, Nagata Y, Yoshida K, Okuno Y, Bando M, Nakato R, Ishikawa 
S, Sato-Otsubo A, Nagae G, Nishimoto A, Haferlach C, Nowak D, Sato Y, Alpermann T, Nagasaki M, Shimamura T, 
Tanaka H, Chiba K, Yamamoto R, Yamaguchi T, Otsu M, Obara N, Sakata-Yanagimoto M, Nakamaki T, Ishiyama K, 
Nolte F, Hofmann WK, Miyawaki S, Chiba S, Mori H, Nakauchi H, Koeffler HP, Aburatani H, Haferlach T, Shirahige 
K, Miyano S, Ogawa S.  Recurrent mutations in multiple components of the cohesin complex in myeloid neoplasms. 
Nat Genet. 2013 Oct;45(10):1232-7.

  8.	 Fustin JM, Doi M, Yamaguchi Y, Hayashi H, Nishimura S, Yoshida M, Isagawa T, Suimye-Morioka M, Kakeya H, 
Manabe I, *Okamura H.  RNA-methylation-dependent RNA processing controls the speed of the circadian clock.  
Cell,  2013 Nov 7;155(4):793-806.

  9.	 Goda S, Isagawa T, Chikaoka Y, Kawamura T, Aburatani H.  Control of Histone H3 Lysine 9 (H3K9) Methylation 
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State via Cooperative Two-step Demethylation by Jumonji Domain Containing 1A (JMJD1A) Homodimer. J Biol 
Chem. 2013 Dec 27;288(52):36948-56

10.	 Hayashi A, Morikawa T, Kawai T, Kume H, Ishikawa S, Homma Y, Fukayama M.  Clinicopathological and 
prognostic significance of EZH2 expression in upper urinary tract carcinoma. Virchows Arch. 2014 Jan 21. [Epub 
ahead of print]

11.	 Ichimura T, Morikawa T, Kawai T, Nakagawa T, Matsushita H, Kakimi K, Kume H, Ishikawa S, Homma Y, 
Fukayama M.  Prognostic Significance of CD204-Positive Macrophages in Upper Urinary Tract Cancer. Ann Surg 
Oncol. 2014 Feb 4. [Epub ahead of print]

12.	 Ui T, Morishima K, Saito S, Sakuma Y, Fujii H, Hosoya Y, Ishikawa S, Aburatani H, Fukayama M, Niki T, Yasuda Y. 
The HSP90 inhibitor 17-N-allylamino-17-demethoxy geldanamycin (17-AAG) synergizes with cisplatin and induces 
apoptosis in cisplatin-resistant esophageal squamous cell carcinoma cell lines via the Akt/XIAP pathway. Oncol 
Rep. 2014 Feb;31(2):619-24.

[総説]
  1.	 加藤洋人, 石川俊平「Copy Number Variation(CNV)の意義」肝胆膵 2013;67(1):15-24

[学会]
講演

【国内学会】
  1.	 第102回日本病理学会総会　2013年6月6日(木)～8日(土)  石川俊平、河村大輔、佐藤玲子、砂河孝行、加藤洋人、油谷

浩幸、深山正久　「SY-1-5 がん治療標的探索のための細胞間相互作用のゲノミクス」
  2.	 第102回日本病理学会総会　2013年6月6日(木)～8日(土)　松原大祐、石川俊平、小原詩織、吉本多一郎、坂谷貴司、片

岡寛章、村上義則、油谷浩幸、深山正久、仁木利郎  「3-G4-12 RET融合遺伝子を有する肺線癌細胞株の発見」
  3.	 新学術領域研究「上皮管腔組織形成」第１回国際シンポジウム  2013年6月22日～23日  北海道大学学術交流会館  加

藤洋人　「Epithelial Self-Defense against Tumorigenesis of the Intestine in Mice」
  4.	 新学術領域研究「自然炎症」＋「脂質マシナリー」合同若手ワークショップ2013年7月2日～4日  ルネッサンスリゾー

ト鳴門　砂河孝行、　真鍋一郎  「マクロファージ炎症収束期におけるNF-kB1/p50の網羅的解析」
  5.	 第72回日本癌学会学術総会2013年10月3日(木)～5日(土)  Shumpei Ishikawa, Daisuke Komura, Ryohei Suzuki, Reiko 

Sato, Masashi Fukayama, Hiroyuki Aburatani　「S20-3　Systematic profiling of cancer-microenvironment 
interactome in cancer tissue」  石川俊平、河村大輔、鈴木良平、佐藤玲子、深山正久、油谷浩幸　「癌組織におけるが
ん-微小環境相互作用の体系的解析」

  6.	 第1回低酸素研究会2013年7月6日(土)　安部 元、武田憲彦、砂河孝行、仙波宏章、相馬 桂、小山雄広,　真鍋一郎、永
井良三、小室一成　「心臓リモデリングにおいてHIF-1α依存的に集積するM1マクロファージは心保護的に作用する」

  7.	 第72回日本癌学会学術総会2013年10月3日(木)～5日(土)  Akimasa Hayashi, Takanori Fujita, Genta Nagae, Hiroshi 
Kimura, Naoko Yamauchi, Shumpei Ishikawa, Masashi Fukayama, Hiroyuki Aburatani  「E-2009　Genome-wide 
distribution of H3K27ac in HCC」  林玲匡、藤田隆教、永江玄太、木村宏、山内直子、石川俊平、深山正久、油谷浩幸  

「肝細胞癌におけるゲノムワイドなH3K27ac の分布」
  8.	 日本人類遺伝学会　第58回大会 2013年11月20日(水)～23日(土)  石川俊平、河村大輔、貴志一樹、佐藤玲子、砂河孝行、

油谷浩幸  「s1-4 がんと間質の相互作用の包括的解析」

【国際学会】
  1.	 日仏がんワークショップ2013年11月20日～23日 トゥールーズ(フランス)  Hiroto Katoh  「Tumor Suppressor FOXP3 

Orchestrates H4K16ac and H3K4me3 for Target Gene Activation in Breast Cancer Cells」

[ポスター]
【国内学会】

  1.	 第102回日本病理学会総会　2013年6月6日(木)～8日(土)  深澤京、松坂恵介、金子信行、石川俊平、内藤眞、深山正久  
「SP3-58　digital PCRを用いた細胞株におけるHER2遺伝子増幅の検討」

  2.	 第72回日本癌学会学術総会2013年10月3日(木)～5日(土)  Miwako Kakiuchi, Kenji Tatsuno, Tokuichi Kawaguchi, 
Akimasa Hayashi, Hiroki Ueda, Shogo Yamamoto, Genta Nagae, Shumpei Ishikawa, Tetuo Noda, Hiroyuki 
Aburatani.  「P-2069 Comprehesive genomic charactarization of gastric cancer xenografts」  垣内美和子、辰野健二、
河口徳一、林玲匡、上田宏生、山本尚吾、永江玄太、石川俊平、野田哲夫、油谷浩幸  「P-2069 胃癌ゼノグラフトモデ
ルの網羅的ゲノム解析」
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  3.	 第72回日本癌学会学術総会2013年10月3日(木)～5日(土)  Reem A. Ibrahim, Daisuke Matsubara, Wael Osman, Teppei 
Morikawa, Shigeki Morita, Shumpei Ishikawa, Hiroyuki Aburatani, Masashi Fukayama, Toshiro Niki, Yoshinori 
Murakami  「P-2094 Expression of PRMT5 in lung adenocarcinoma : correlation with pathological features and 
progonosis」

  4.	 第36回日本分子生物学会年回2013年12月3日(火)～6日(金) 中山 幸輝，真鍋 一郎，砂河 孝行，森岡 勝樹，永井 良三，
小室 一成  「2P-0269 炎症性マクロファージにおける長鎖ノンコーディングRNA の役割」

  5.	 第11回　がんとハイポキシア研究会 平成25年12月13日(金)～14日(土)  安部 元、武田 憲彦、砂河 孝行、仙波 宏章、相
馬 桂、小山雄広, 真鍋 一郎、小室一成、永井 良三  「心臓リモデリングにおけるマクロファージ低酸素シグナルの役割」

  6.	 第11回　がんとハイポキシア研究会 平成25年12月13日(金)～14日(土)  相馬桂、武田憲彦、砂河孝行、安部元、仙波宏章、
小山雄広、真鍋一郎、小室一成、永井良三  「低酸素誘導性肺血管リモデリングにおけるマクロファージの働き」

  7.	 平成25年度「がん支援」公開シンポジウム 2014年1月30日～31日  Hiroto Katoh, Sho Kitamoto, Ayana Sasaki and 
Yasuyuki Fujita  「Epithelial Self-Defense against Colonic Tumorigenesis in Mice」

  8.	 平成25年度「がん支援」公開シンポジウム 2014年1月30日～31日  Hiroto Katoh, Daisuke Komura and Shumpei 
Ishikawa  「Transcriptome across Diverse Biological Species in Human Gastric Environment」

【国際学会】
  1.	 Gordon Research Conference on Apoptotic Cell Recognition & Clearance　06/23/2013 - 06/28/2013　 Hajime Abe, 

Norihiko Takeda, Takayuki Isagawa, Hiroaki Semba, Katsura Soma, Katsuhiro Koyama, Ichiro Manabe, Issei 
Komuro and Ryozo Nagai　「Roles of macrophages in pressure overload induced cardiac hypertrophy」

  2.	 Moscow Conference on Computational Molecular Biology (MCCMB'13) Moscow, Russia July 25–28, 2013　 Ryohei 
Suzuki, Daisuke Komura, Kazuki Yamamoto, Shumpei Ishikawa　「Restraint-based 3D Shape Manipulation Method 
using Hand Gestures for Interactive Molecular Dynamics」

  3.	 Keystone Symposia Conferenc Sensing and Signaling of Hypoxia: Interfaces with Biology and Medicine 07/01/2014 - 
12/01/2014　 H Abe, N Takeda, T Isagawa, H Semba, K Soma, K Koyama, I Manabe, I Komuro, R Nagai　「Roles of 
macrophages hypoxia signaling in cardiac remodeling」

  4.	 Keystone Symposia Conferenc Sensing and Signaling of Hypoxia: Interfaces with Biology and Medicine 07/01/2014 
～ 12/01/2014　 K Soma, N Takeda, T Isagawa, H Abe, H Senba, K Koyama,I Manabe, I Komuro, R Nagai　「The 
Role of Macrophage Polarization in Hypoxia Induced Pulmonary Arterial Remodeling」

[招待講演]
  1.	 2013SNUCRI Cancer Symposium: Innovative Approaches to Explore Novel Druggable Targets 2013年5月1日～5日  

Shumpei Ishikawa  「Sequencing-base approach for cancer-sromal interaction」
  2.	 2013年7月17日国立がん研究センター がんゲノミクス研究分野セミナー　「がん抑制遺伝子としてのFOXP3とその転

写調節メカニズム」　加藤洋人
  3.	 平成25年度第1回クリニカルサミット『ゲノムが拓く世界　–未来の医療・社会を描く-』2013年8月20日(火)　石川俊平 

「臨床病理審査におけるゲノミクス」
  4.	 2013年9月24日東京医科歯科大学 平成25年度第4回硬組織疾患ゲノムセンターセミナー　「がん抑制遺伝子としての

FOXP3とその転写制御メカニズム」　加藤洋人
  5.	 千里ライフサイエンスセミナー　がんシリーズ第4回　「がんゲノミクス研究と臨床応用」　2013年11月8日(金)　石川

俊平　「治療ターゲット探索の為のがん-間質相互作用のシーケンシング」
  6.	 東海医学界講演会　2013年12月12日　東海大学医学部伊勢原キャンパス1号館6階再生医学センターC.R 司会： 安藤  

潔（内科学系血液・腫瘍内科学）　石川俊平　「治療標的探索の為のがん－間質細胞間相互作用のシーケンシング」
  7.	 第61回(社)日本病理学会関東支部学術集会(第134回　東京病理集談会)2013年12月21日(土)  石川俊平  「胃癌組織や胃粘

膜組織におけるメタトランスクリプトーム解析」
  8.	 CIEA特別セミナー　2014年1月27日(月)公益財団法人実験動物中央研究所　「治療標的探索の為のがん-間質間相互作用

のシーケンシング」　石川俊平

[研究助成金]
  1.	 石川 俊平(研究代表者):文部科学省科学研究費助成金、若手研究(A) 「ゲノム医科学」「アクセス可能な治療標的探索の

為のがん-間質細胞間相互作用のシーケンシング解析」研究期間：平成25年度～平成28年度
  2.	 石川 俊平(研究代表者): 文部科学省科学研究費助成金、新学術領域研究(研究領域提案型)「システムがん」「治療によ

って修飾されるがんのゲノミクス解析とバイオマーカー探索」研究期間：平成22年度～平成27年度
  3.	 石川俊平(研究代表者):厚生労働科学研究費補助金(第3次がん総合戦略研究事業)「大量構造計算とゲノムバイオマーカ
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ーを取り入れたin vivoスクリーニングによる生理的肝代謝系で効果の高いbカテニン阻害剤の開発　平成24年度～平
成26年度

  4.	 石川俊平(分担者):厚生労働科学研究費補助金(難病・がん等の疾患分野の医療実現化研究事業)「ヒト成体間葉系幹細
胞の再生医療実現のためのゲノム科学に基づく品質管理と体内動態研究」平成25年度～平成31年度

  5.	 石川俊平(分担者):独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構事業「後天的ゲノム修飾のメカニズムを活用し
た創薬基盤技術開発」平成22年度～平成26年度

  6.	 加藤洋人(研究代表者): 文部科学省科学研究費助成金、新学術領域研究(研究領域提案型)「上皮管腔組織形成」「上皮
管腔形成における変異細胞と正常細胞の競合ー超初期発がんメカニズムの解明ー」平成24年度～平成25年度

  7.	 加藤洋人(研究代表者): 安田記念医学財団若手癌研究助成「世界初となる細胞競合マウスモデルの樹立」平成25年度
～平成26年度

  8.	 砂河孝行(研究代表者):文部科学省科学研究費助成金、若手研究(B)「循環器内科学」「マクロファージ分化・活性化に
おけるエピゲノム解析」平成24年度～平成25年度
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疾患多様性遺伝学分野
Human Genetics and Disease Diversity

教　　授　田中敏博
テニュアトラック講師　岡田随象

（１）教育
教育方針
　十人十色という言葉の通り、人間は多様な生物であり、疾患罹患性・治療抵抗性・薬剤の副作用発現など、医療の場にお
いてもヒトの多様性が関連する場面は多い。この多様性をゲノム解析、発現情報解析および遺伝統計解析を通じて理解し、
それを診療に活用することのできる人材の育成を目指している。

（２）研究
　以下の分野の研究を行っている．
１）ゲノム情報・メタゲノム情報に基づく生活習慣病の遺伝学的多様性の理解
２）個別医療に資するゲノム診療マーカーの探索
３）薬理遺伝学
４）疾患の遺伝的背景と環境要因との相互作用の解明
５）遺伝統計学およびゲノム創薬手法の開発

（３）研究業績
【原著】

  1.	 Okada Y, Wu D, Trynka G, Raj T, Terao C, Ikari K, Kochi Y, Ohmura K, Suzuki A, Yoshida S, Graham RR, 
Manoharan A, Ortmann W, Bhangale B, Denny JC, Carroll RJ, Eyler AE, Greenberg JD, Kremer JM, Pappas DA, 
Jiang L, Yin J, Ye L, Su D, Yang J, Xie G, Keystone E, Westra H, Esko T, Metspalu A, Zhou X, Gupta N, Mirel D, 
Stahl EA, Diogo D, Cui J, Liao K, Guo MH, Myouzen K, Kawaguchi T, Coenen MJH, van Riel PL, van de Laar MA, 
Guchelaar H, Huizinga TW, Dieudé P, Mariette X, Bridges Jr. SL, Zhernakova A, Toes RE, Tak PP, Miceli-Richard 
C, Bang S, Lee H, Martin J, Gonzalez-Gay MA, Rodriguez-Rodriguez L, Rantapää-Dahlqvist S, Ärlestig L, Choi HK, 
Kamatani Y, Galan P, Lathrop M, the RACI consortium, the GARNET consortium, Eyre S, Bowes J, Barton A, de 
Vries N, Moreland LW, Criswell LA, Karlson EW, Taniguchi A, Yamada R, Kubo M, Liu JS, Bae S, Worthington J, 
Padyukov L, Klareskog L, Gregersen PK, Raychaudhuri S, Stranger BE, De Jager PL, Franke L, Visscher PM, 
Brown MA, Yamanaka H, Mimori T, Takahashi A, Xu H, Behrens TW, Siminovitch KA, Momohara S, Matsuda F, 
Yamamoto K, Plenge RM. Genetics of rheumatoid arthritis contributes to biology and drug discovery. Nature  
506:376-381 (2014).

  2.	 Lubitz SA, Lunetta KL, Lin H, Arking DE, Trompet S, Li G, Krijthe BP, Chasman DI, Barnard J, Kleber ME, Dörr 
M, Ozaki K, Smith AV, Müller M, Walter S, Agarwal SK, Bis JC, Brody JA, Chen LY, Everett BM, Ford I, Franco 
OH, Harris TB, Hofman A, Kääb S, Mahida S, Kathiresan S, Kubo M, Launer LJ, MacFarlane PW, Magnani JW, 
McKnight B, McManus DD, Peters A, Psaty BM,  Rose LM, Rotter JI, Silbernagel G, Smith JD, Sotoodehnia N, Stott 
DJ, Taylor K, Tomaschitz A,Tsunoda T, Uitterlinden AG, VanWagoner DR, Völker U, Völzke H, Murabito JM, 
Sinner MF,  Gudnason V, Felix SB, März W, Chung M, Albert CM, Stricker BH, Tanaka T, Heckbert SR, Jukema 
JW, Alonso A, Benjamin EJ, Ellinor PT. Novel genetic markers associate with atrial fibrillation risk in Europeans 
and Japanese. Journal of  the American College of  Cardiology, 63:1200-1210 (2014).

  3.	 Behr ER, Ritchie MD, Tanaka T, Kääb S, Crawford DC, Nicoletti P, Floratos A, Sinner MF, Kannankeril PJ, AA. M. 
Wilde, Bezzina CR, Schulze-Bahr E, Zumhagen S, Guicheney P, Bishopric NH, Marshall V, Shakir S, Dalageorgou C, 
Bevan S, Jamshidi Y, Bastiaenen R, Myerberg RJ, Schott J-J, Camm AJ, Steinbeck G, Norris K, Altman RB, 
Tatonetti N, Jeffery S, Kubo M, Nakamura Y, Shen Y, George, Jr. AL. Genome wide analysis of drug-induced 
Torsades de Pointes: lack of common variants with large effect sizes. PLoS One 8:e78511 (2013).

  4.	 Suna S, Sakata Y, Nakatani D, Okuda K, Shimizu M, Usami M, Matsumoto S, Hara M, Ozaki K, Mizuno H, Minamino 
T, Takashima S, Nishino M, Matsumura Y, Takeda H, Tanaka T, Sato H, Hori M, Komuro I. Decreased mortality 
associated with statin treatment in patients with acute myocardial infarction and lymphotoxin-alpha C804A 
polymorphism. Atherosclerosis 227:373-379 (2013).

  5.	 Liao KP, Diogo D, Cui J, Cai T, Okada Y, Gainer VS, Murphy SN, Gupta N, Mirel D, Ananthakrishnan AN, Szolovits 
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P, Shaw SY, Raychaudhuri S, Churchill S, Kohane I, Karlson EW, Plenge RM. The association between low density 
lipoprotein (LDL) and RA genetic factors with LDL levels in rheumatoid arthritis and non-RA controls. Ann Rheum 

Dis doi:10.1136/annrheumdis-2012-203202.
  6.	 Tanikawa C, Okada Y, Takahashi A, Oda K, Kamatani N, Kubo M, Nakamura Y, Matsuda K. Genome Wide 

Association Study of Age at Menarche in the Japanese Population. PLoS One 8:e63821 (2013). 
  7.	 Cui J, Stahl EA, Saevarsdottir S, Miceli C, Diogo D, Trynka G, Raj T, Mirkov MU, Canhao H, Ikari K, Terao C, 

Okada Y, Wedrén S, Askling J, Yamanaka H, Momohara S, Taniguchi A, Ohmura K, Matsuda F, Mimori T, Gupta 
N, Kuchroo M, Morgan AW, Isaacs JD, Wilson AG, Hyrich KL, Herenius M, Doorenspleet ME, Tak PP, Crusius JB, 
van der Horst-Bruinsma IE, Wolbink GJ, van Riel PL, van de Laar M, Guchelaar HJ, Shadick NA, Allaart CF, 
Huizinga TW, Toes RE, Kimberly RP, Bridges SL Jr, Criswell LA, Moreland LW, Fonseca JE, de Vries N, Stranger 
BE, De Jager PL, Raychaudhuri S, Weinblatt ME, Gregersen PK, Mariette X, Barton A, Padyukov L, Coenen MJ, 
Karlson EW, Plenge RM. Genome-Wide Association Study and Gene Expression Analysis Identifies CD84 as a 
Predictor of Response to Etanercept Therapy in Rheumatoid Arthritis. PLoS Genet 9:e1003394 (2013). 

  8.	 Fritsche LG, Chen W, Schu M, Yaspan BL, Yu Y, Thorleifsson G, Zack DJ, Arakawa S, Cipriani V, Ripke S, Igo RP 
Jr, Buitendijk GH, Sim X, Weeks DE, Guymer RH, Merriam JE, Francis PJ, Hannum G, Agarwal A, Armbrecht AM, 
Audo I, Aung T, Barile GR, Benchaboune M, Bird AC, Bishop PN, Branham KE, Brooks M, Brucker AJ, Cade WH, 
Cain MS, Campochiaro PA, Chan CC, Cheng CY, Chew EY, Chin KA, Chowers I, Clayton DG, Cojocaru R, Conley 
YP, Cornes BK, Daly MJ, Dhillon B, Edwards AO, Evangelou E, Fagerness J, Ferreyra HA, Friedman JS, 
Geirsdottir A, George RJ, Gieger C, Gupta N, Hagstrom SA, Harding SP, Haritoglou C, Heckenlively JR, Holz FG, 
Hughes G, Ioannidis JP, Ishibashi T, Joseph P, Jun G, Kamatani Y, Katsanis N, N Keilhauer C, Khan JC, Kim IK, 
Kiyohara Y, Klein BE, Klein R, Kovach JL, Kozak I, Lee CJ, Lee KE, Lichtner P, Lotery AJ, Meitinger T, Mitchell P, 
Mohand-Saïd S, Moore AT, Morgan DJ, Morrison MA, Myers CE, Naj AC, Nakamura Y, Okada Y, Orlin A, Ortube 
MC, Othman MI, Pappas C, Park KH, Pauer GJ, Peachey NS, Poch O, Priya RR, Reynolds R, Richardson AJ, Ripp R, 
Rudolph G, Ryu E, Sahel JA, Schaumberg DA, Scholl HP, Schwartz SG, Scott WK, Shahid H, Sigurdsson H, Silvestri 
G, Sivakumaran TA, Smith RT, Sobrin L, Souied EH, Stambolian DE, Stefansson H, Sturgill-Short GM, Takahashi A, 
Tosakulwong N, Truitt BJ, Tsironi EE, Uitterlinden AG, van Duijn CM, Vijaya L, Vingerling JR, Vithana EN, 
Webster AR, Wichmann HE, Winkler TW, Wong TY, Wright AF, Zelenika D, Zhang M, Zhao L, Zhang K, Klein 
ML, Hageman GS, Lathrop GM, Stefansson K, Allikmets R, Baird PN, Gorin MB, Wang JJ, Klaver CC, Seddon JM, 
Pericak-Vance MA, Iyengar SK, Yates JR, Swaroop A, Weber BH, Kubo M, Deangelis MM, Léveillard T, 
Thorsteinsdottir U, Haines JL, Farrer LA, Heid IM, Abecasis GR, AMD Gene Consortium. Seven new loci associated 
with age-related macular degeneration. Nat Genet 45:433-439 (2013). 

  9.	 Chen Z, Tang H, Qayyum R, Schick UM, Nalls MA, Handsaker R, Li J, Lu Y, Yanek LR, Keating B, Meng Y, van 
Rooij FJ, Okada Y, Kubo M, Rasmussen-Torvik L, Keller MF, Lange L, Evans M, Bottinger EP, Linderman MD, 
Ruderfer DM, Hakonarson H, Papanicolaou G, Zonderman AB, Gottesman O, BioBank Japan Project, CHARGE 
Consortium, Thomson C, Ziv E, Singleton AB, Loos RJ, Sleiman PM, Ganesh S, McCarroll S, Becker DM, Wilson JG, 
Lettre G, Reiner AP. Genome-wide association analysis of red blood cell traits in African Americans: the COGENT 
Network. Hum Mol Genet 22:2529-2538 (2013). 

10.	 Shimane K, Kochi Y, Suzuki A, Okada Y, Ishii T, Horita T, Saito K, Okamoto A, Nishimoto N, Myouzen K, Kubo M, 
Hirakata M, Sumida T, Takasaki Y, Yamada R, Nakamura Y, Kamatani N, Yamamoto K. An association analysis of 
HLA-DRB1 with systemic lupus erythematosus and rheumatoid arthritis in a Japanese population: effects of *09:01 
allele on disease phenotypes. Rheumatology 52:1172-1182 (2013). 

11.	 Köttgen A, Albrecht E, Teumer A, Vitart V, Krumsiek J, Hundertmark C, Pistis G, Ruggiero D, O'Seaghdha CM, 
Haller T, Yang Q, Tanaka T, Johnson AD, Kutalik Z, Smith AV, Shi J, Struchalin M, Middelberg RP, Brown MJ, 
Gaffo AL, Pirastu N, Li G, Hayward C, Zemunik T, Huffman J, Yengo L, Zhao JH, Demirkan A, Feitosa MF, Liu X, 
Malerba G, Lopez LM, van der Harst P, Li X, Kleber ME, Hicks AA, Nolte IM, Johansson A, Murgia F, Wild SH, 
Bakker SJ, Peden JF, Dehghan A, Steri M, Tenesa A, Lagou V, Salo P, Mangino M, Rose LM, Lehtimäki T, 
Woodward OM, Okada Y, Tin A, Müller C, Oldmeadow C, Putku M, Czamara D, Kraft P, Frogheri L, Thun GA, 
Grotevendt A, Gislason GK, Harris TB, Launer LJ, McArdle P, Shuldiner AR, Boerwinkle E, Coresh J, Schmidt H, 
Schallert M, Martin NG, Montgomery GW, Kubo M, Nakamura Y, Tanaka T, Munroe PB, Samani NJ, Jacobs DR Jr, 
Liu K, D'Adamo P, Ulivi S, Rotter JI, Psaty BM, Vollenweider P, Waeber G, Campbell S, Devuyst O, Navarro P, 
Kolcic I, Hastie N, Balkau B, Froguel P, Esko T, Salumets A, Khaw KT, Langenberg C, Wareham NJ, Isaacs A, 
Kraja A, Zhang Q, Wild PS, Scott RJ, Holliday EG, Org E, Viigimaa M, Bandinelli S, Metter JE, Lupo A, Trabetti E, 
Sorice R, Döring A, Lattka E, Strauch K, Theis F, Waldenberger M, Wichmann HE, Davies G, Gow AJ, Bruinenberg 
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M, LifeLines Cohort Study, Stolk RP, Kooner JS, Zhang W, Winkelmann BR, Boehm BO, Lucae S, Penninx BW, Smit 
JH, Curhan G, Mudgal P, Plenge RM, Portas L, Persico I, Kirin M, Wilson JF, Mateo Leach I, van Gilst WH, Goel A, 
Ongen H, Hofman A, Rivadeneira F, Uitterlinden AG, Imboden M, von Eckardstein A, Cucca F, Nagaraja R, Piras 
MG, Nauck M, Schurmann C, Budde K, Ernst F, Farrington SM, Theodoratou E, Prokopenko I, Stumvoll M, Jula A, 
Perola M, Salomaa V, Shin SY, Spector TD, Sala C, Ridker PM, Kähönen M, Viikari J, Hengstenberg C, Nelson CP, 
CARDIoGRAM Consortium, DIAGRAM Consortium, ICBP Consortium, MAGIC Consortium, Meschia JF, Nalls MA, 
Sharma P, Singleton AB, Kamatani N, Zeller T, Burnier M, Attia J, Laan M, Klopp N, Hillege HL, Kloiber S, Choi H, 
Pirastu M, Tore S, Probst-Hensch NM, Völzke H, Gudnason V, Parsa A, Schmidt R, Whitfield JB, Fornage M, 
Gasparini P, Siscovick DS, Polašek O, Campbell H, Rudan I, Bouatia-Naji N, Metspalu A, Loos RJ, van Duijn CM, 
Borecki IB, Ferrucci L, Gambaro G, Deary IJ, Wolffenbuttel BH, Chambers JC, März W, Pramstaller PP, Snieder H, 
Gyllensten U, Wright AF, Navis G, Watkins H, Witteman JC, Sanna S, Schipf S, Dunlop MG, Tönjes A, Ripatti S, 
Soranzo N, Toniolo D, Chasman DI, Raitakari O, Kao WH, Ciullo M, Fox CS, Caulfield M, Bochud M, Gieger C. 
Genome-wide association analyses identify 18 new loci associated with serum urate concentrations. Nat Genet 

45:145-154 (2013). 
12.	 Aarnink A, Garchon HJ, Okada Y, Takahashi A, Matsuda K, Kubo M, Nakamura Y, Blancher A. Comparative 

analysis in cynomolgus macaque identifies a novel human MHC locus controlling platelet blood counts 
independently of BAK1. J Thromb Haemost 11:384-386 (2013). 

［総説］
  1.	 Okada Y, Plenge RM. Entering the age of whole-exome sequencing in rheumatic diseases: novel insights into disease 

pathogenicity. Arthritis Rheum 65:1975-1979 (2013).
  2.	 田中敏博　ゲノム解析テクノロジー　最新医学　68:1520-1524 (2013).
  3.	 岡田随象，山崎慶子，平野敦士，久保充明　潰瘍性大腸炎およびクローン病の疾患感受性に異なる効果を有するHLA

ハプロタイプの同定 INTESTINE 17 (2013).
  4.	 山本一彦，高地雄太，鈴木亜香里，岡田随象，山田亮　自己免疫疾患の遺伝子解析 ―ゲノム情報から機能解析へ―（第

49回　2012年度ベルツ賞受賞論文2等賞） 最新医学 68 (2013).

［著書］
  1.	 田中敏博　循環器疾患と遺伝子異常 虚血性心疾患 朝倉内科学 第10版 420-421.

［学会・シンポジウム］
（座長）

  1.	 田中敏博 「ゲノム研究最前線：循環器領域でのオーダーメイド医療は可能か？」 第77回日本循環器学会学術集会 「ミ
ートザエキスパート」 Mar, 2013.

（招待講演）
  1.	 Tanaka T. Genetic Epidemiology ~understanding human diversity~. Seminar at Health Sciences University of 

Mongolia (Ulaanbaatar, Mongolia) Sep, 2013.
  2.	 田中敏博 「ゲノム疫学」 動脈硬化Update2013 Sep, 2013.
  3.	 田中敏博 「ゲノム情報を診断ツールへ」 クリニカルサミット Aug, 2013.
  4.	 岡田随象 「遺伝統計解析を通じた疾患病態解明・ゲノム創薬への展望」 東京医科歯科大学　疾患バイオリソースセン

ターセミナー Dec, 2013.
  5.	 岡田随象 「ゲノム解析の時代からゲノム創薬の時代へ」 日本人類遺伝学会第58回大会　シンポジウム Nov, 2013.

（口頭発表）
  1.	 Okada Y, Diogo D, Liao KP, Fulton RS, Graham RR, Cui J, Greenberg JD, Eyre S, Bowes J, Lee AT, Pappas DA, 

Kremer JM, Barton A, Coenen MJH, Mariette X, Richard-Miceli C, Canhao H, Fonseca JE, de Vries N, Kurreeman 
F, Mikuls TR, Kohane I, Denny JC, Worthington J, Raychaudhuri S, Behrens TW, Seldin MF, Gregersen PK, Mardis 
ER, Plenge RM. Potential of Integrating Human Genetics and Electronic Medical Records for Drug Discovery: The 
Example of TYK2 and Rheumatoid Arthritis. American College of  Rheumatology Annual Meeting Oct 30, 2013.

  2.	 Okada Y, Wu D, Terao C, Ikari K, Kochi Y Ikari K, Kochi Y, Ohmura K, Suzuki A, Yamanaka H, Denny JC, 
Greenberg JD, Graham RR, Brown MA, the RACI consortium, the GARNET consortium, Bae SC, Worthington J, 
Padyukov L, Klareskog L, Gregersen PK, Visscher PM, Siminovitch KA, Plenge RM. Biological Insights From 
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Genetics of Rheumatoid Arthritis Contribute to Drug Discovery. American College of  Rheumatology Annual Meeting  
Oct, 28, 2013.

  3.	 Okada Y, Wu D, Terao C, Ikari K, Kochi Y Ikari K, Kochi Y, Ohmura K, Suzuki A, Yamanaka H, Denny JC, 
Greenberg JD, Graham RR, Brown MA, the RACI consortium, the GARNET consortium, Bae SC, Worthington J, 
Padyukov L, Klareskog L, Gregersen PK, Visscher PM, Siminovitch KA, Plenge RM. Biological Insights from 
Genetics and biology of rheumatoid arthritis contribute to drug discovery. American Society of  Human Genetics Annual 

Meeting Oct, 26, 2013.
  4.	 尾内 善広, 深澤隆治, 寺井勝, 濱田洋通, 本田隆文, 鈴木啓之, 末永智浩, 武内崇, 安川久美, 江畑亮太, 東浩二, 佐地　勉, 

監物　靖, 高月晋一, 濱本邦洋, 阿部淳, 関　満, 小林徹, 羽田明, 田中敏博 ORAI1遺伝子の多型と川崎病との関連 第33
回日本川崎病学会・学術集会　Sep, 2013.

  5.	 尾崎浩一, 坂田泰彦, 尾内善広, 砂真一郎, 久保充明, 小室一成, 中村祐輔, 田中敏博 心筋梗塞関連分子BRAP に結合する
分子の心筋梗塞との関連 日本人類遺伝学会第58回大会 Nov, 2013. 

  6.	 尾内善広, 深澤隆治, 尾崎浩一, 寺井勝, 濱田洋通, 本田隆文, 鈴木啓之, 末永智浩, 武内崇, 安川久美, 江畑亮太, 東浩二, 佐
地勉, 監物靖,　高月晋一, 尾内一信, 岸文雄, 吉川哲史, 永井敏郎, 濱本邦洋, 佐藤吉壮, 安部淳, 関満, 小林徹, 高橋篤, 角
田達彦, 久保充明, 中村祐輔, 羽田明, 田中敏博 ORAI1 遺伝子の多型と川崎病との関連 日本人類遺伝学会第58回大会 
Nov, 2013.

（ポスター発表）
  1.	 Ozaki K, Morizono T, Onouchi Y, Takahashi A, Tsunoda T, Kubo M, Nakamura Y, Tanaka T. Genome wide 

association study for Arteriosclerosis Obliterans in a Japanese population. American Society of  Human Genetics Annual 

Meeting Oct, 2013.
  2.	 Onouchi Y, Fukazawa R, Ozaki K, Terai M, Hamada H, Honda T, Suzuki H, Suenaga T, Takeuchi T, Yasukawa K, 

Ebata R, Higashi K, Saji T, Kemmotsu Y, Takatsuki S, Ouchi K, Kishi F, Yoshikawa T, Nagai T, Hamamoto K, Sato 
Y, Abe J, Seki M, Kobayashi T, Takahashi A, Tsunoda T, Kubo M, Nakamura Y, Hata A, Tanaka T. Variations in 
ORAI1 gene associated with Kawasaki disease. American Society of  Human Genetics Annual Meeting Oct, 2013.

  3.	 Ozaki K, Tanaka T. Whole genome association study for atrial fibrillation in a Japanese population. XXI International 

Society for Heart Research World Congress July, 2013
  4.	 Ozaki K, Morizono T, Tsunoda T, Kubo M, Nakamura Y, Tanaka T. Genetic risk factors for atrial fibrillation in the 

Japanese population. European Human Genetics Conference June, 2013
  5.	 尾崎浩一, 秋山慎太郎, 坂田泰彦, 砂真一郎, 尾内善広, 角田達彦, 久保充明, 小室一成, 中村祐輔, 田中敏博 欧米人におい

て同定された15 個の新規虚血性心疾患感受性座位の日本人における再検証解析 日本人類遺伝学会第58回大会 Nov, 
2013. 

［研究助成金］
  1.	 内藤記念科学振興財団　内藤記念科学奨励金・研究助成　「ゲノムDNA・miRNAの複合的解析による心房細動関連バ

イオマーカー群の探索」　田中敏博
  2.	 文部科学省　科学研究費助成事業　基盤研究（Ｂ）　「バイオインフォマテック解析を用いた歯周疾患新規バイオマー

カーの検索」　田中敏博　分担研究者（平成25-27年度）　（研究代表者：東京医科歯科大学医歯学総合研究科　和泉雄
一教授）

  3.	 文部科学省　科学研究費助成事業　基盤研究（Ｂ）　「モンゴロイドにおける顎顔面形態の国際比較研究」　分担研究
者（平成25-27年度）　田中敏博　分担研究者（平成25-29年度）　（研究代表者：東京医科歯科大学医歯学総合研究科  
森山啓司教授）

  4.	 厚生労働省　厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業　「遺伝性不整脈疾患の遺伝子基盤に基づいた病態
解明と診断・治療法の開発に関する研究」　田中敏博　分担研究者（平成24-25年度）（研究代表者：日本医科大学（循
環器内科）　清水渉教授）

  5.	 公益財団痛風財団研究助成金　「Target exon sequencingを用いた尿酸値関連多型の同定」　岡田随象
  6.	 科学技術人材育成費補助金（テニュアトラック普及・定着事業）におけるスタートアップ研究費 岡田随象

［その他］
（受賞）

  1.	 Travel award from The Program in Quantitative Genomics (PQG) at Harvard School of Public Health 岡田随象
  2.	 ASHG/Charles J. Epstein Trainee Award for Excellence in Human Genetics Research – Finalist 岡田随象
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応 用 再 生 医 学 分 野
Applied Regenerative Medicine

教　　授　関矢一郎  
助　　教　堀江雅史，小田邉浩二，
　　　　　藤田浩二

（１）教育
　応用再生医学分野は2013年6月に新設された。近年、幹細胞医学・再生医学の学問としての発展は目覚ましいが、臨床応
用にまで到るケースは乏しい。当分野では、再生医療を実用化する観点から幹細胞医学・再生医学の基礎研究を行ない、橋
渡し研究を充実させ、その成果を臨床応用し、最終的には産業化まで目指すことを目的とする。そのために必要な知識や技
術を教授する。

（２）研究
(1) 幹細胞による再生医療の開発
(2) 細胞治療・再生医療の実用化・産業化
(3) 幹細胞に対する安全性試験
(4) 橋渡し研究

（３）臨床
　半月板縫合手術の適応が難しい半月板損傷に対して、縫合術を施行し、自己滑膜由来間葉系幹細胞を移植することにより、
半月板縫合術の成績を向上させる臨床研究を開始した。

（４）研究業績
[原著]

  1.	 Matsukura Y, Muneta T, Tsuji K, Koga H, Sekiya I. (2013) Mesenchymal Stem Cells in Synovial Fluid Increase After 
Meniscus Injury. Clin Orthop Relat Res. May;472(5):1357-64.

  2.	 Atesok K, Doral MN, Bilge O, Sekiya I. (2013) Synovial stem cells in musculoskeletal regeneration. J Am Acad 
Orthop Surg. Apr;21(4):258-9. 

  3.	 Ozeki N, Muneta T, Koga H, Katagiri H, Otabe K, Okuno M, Tsuji K, Kobayashi E, Matsumoto K, Saito H, Saito T, 
Sekiya I. (2013) Transplantation of Achilles tendon treated with bone morphogenetic protein 7 promotes meniscus 
regeneration in a rat model of massive meniscal defect. Arthritis Rheum. Nov; 65(11):2876-86.

  4.	 Katagiri H, Muneta T, Tsuji K, Horie M, Koga H, Ozeki N, Kobayashi E, Sekiya I. (2013) Transplantation of 
aggregates of synovial mesenchymal stem cells regenerates meniscus more effectively in a rat massive meniscal 
defect. Biochem Biophys Res Commun. Jun;435(4):603-9.

  5.	 Hatsushika D, Muneta T, Horie M, Koga H, Tsuji K, Sekiya I. (2013) Intraarticular injection of synovial stem cells 
promotes meniscal regeneration in a rabbit massive meniscal defect model. J Orthop Res. Sep;31(9):1354-9. 

  6.	 Ichinose S, Tagami M, Muneta T, Mukohyama H, Sekiya I. (2013) Comparative sequential morphological analyses 
during in vitro chondrogenesis and osteogenesis of mesenchymal stem cells embedded in collagen gels. Med Mol 
Morphol. Mar;46(1):24-33.

  7.	 Miyatake K, Tsuji K, Yamaga M, Yamada J, Matsukura Y, Abula K, Sekiya I, Muneta T. (2013) Human YKL39 
(chitinase 3-like protein 2), an osteoarthritis-associated gene, enhances proliferation and type II collagen expression 
in ATDC5 cells. Biochem Biophys Res Commun. Feb;431(1):52-7. 

[著書]
  1.	 関矢一郎. (2013) 手術でひざの痛みを改善する.「別冊NHKきょうの健康　ひざ痛を治す」p66-80 宗田　大、ＮＨＫ出

版.
  2.	 関矢一郎. (2013) すり減った軟骨を再生させる新しい治療に期待.「別冊NHKきょうの健康　ひざ痛を治す」p80-80 宗

田　大、ＮＨＫ出版.
  3.	 関矢一郎, 宗田　大．(2013) 「半月板損傷」　スポーツ整形外科マニュアル p165-172　中外医学社.
  4.	 関矢一郎, 宗田　大．(2013) 「関節軟骨損傷」スポーツ整形外科マニュアル p194-196　中外医学社.
  5.	 関矢一郎, 宗田　大．(2013) 「変形性膝関節症」スポーツ整形外科マニュアル p197-200　中外医学社.
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  6.	 堀江雅史, 宗田　大, 関矢一郎．(2013) 「滑膜由来間葉系幹細胞を利用した半月板再生技術」骨研究最前線３巻 p207-
215 　 エヌ・ティー・エス. 

  7.	 堀江雅史, 宗田　大, 関矢一郎．(2013)　「滑膜由来間葉系幹細胞を用いた半月板再生の基礎と臨床への展望」整形・災
害外科 Vol56.No5. p593-601

[総説]
  1.	 堀江雅史, 関矢一郎, 宗田　大．(2013)【滑膜由来間葉系幹細胞による膝半月板再生】 炎症と免疫, 21(2):148-156
  2.	 関矢一郎．(2013)【滑膜由来間葉系幹細胞を用いた半月板再生の基礎と臨床への展望】 整形・災害外科56(5):593-601
  3.	 関矢一郎, 宗田　大．(2013)【半月板治療の限界と将来展望；滑膜幹細胞による半月板再生」膝半月板損傷診療マニュ

アル26:73-79
  4.	 中村智裕，関矢一郎，宗田　大，小林英司．(2013) 滑膜間葉系幹細胞による軟骨再生治療：ミニブタモデルでの検討、

クリニカルカルシウム. Nov;23(12):49-57
  5.	 小田邉浩二, 浅原弘嗣, Martin Lotz. (2014) 変性半月板の病理 Bone Joint Nerve 4(1): 7-16

[学会]
(海外)

  1.	 Sekiya I, Muneta T. (2013) Arthroscopic Transplantation of synovial MSCs for cartilage regeneration. International 
Cartilage Repair Society. 2013.9.15. Izmir, Turkey.

  2.	 Ozeki N, Sekiya I, Tsuji K, Saito T, Muneta T. (2013) Weekly intraarticular injections of synovial mesenchymal stem 
cells delay cartilage degeneration through trophic factors in a rat osteoarthritis model. International Cartilage 
Repair Society. 2013.9.15-18. Turkey.

  3.	 Nakagawa Y, Sekiya I, Kondo S, Saito R, Yanagisawa K, Tabuchi T, Nagata T, Obara M,Okuaki T, Koga H, Tsuji K, 
Muneta T. (2013) Comparison of MRI T1rho mapping and histology for normal and torn menisci in a pig model. 
International Cartilage Repair Society. 2013.9.15-18. Turkey.

  4.	 Udo M, Sekiya I, Tsuji K, Muneta T. (2013) Evaluation of a rat arthritis model induced by various doses of 
monoiodoacetic acid. International Cartilage Repair Society. 2013.9.15-18.

  5.	 Koji Otabe, Hiroyuki Nakahara, Akihiko Hasegawa, Fumiaki Ayabe, Tetsuya Matsukawa, Martin K. Lotz, Hiroshi 
Asahara. (2013) The transcription factor Mohawk plays an important role for maintaining human ACL homeostasis 
and ligament/tendon differentiation of mesenchymal stem cells. Osteoarthritis Research Society International. 
2013.4.18-21. Philadelphia

  6.	 Koji Otabe, Hiroyuki Nakahara, Akihiko Hasegawa, Martin Lotz, Hiroshi Asahara. (2013) Tenogenic effect of 
transcription factor Mohawk for bone marrow mesenchymal stem cells. ACR/ARHP Annual Meeting. 2013.10.26-30.

(国内)
  1.	 関矢一郎、宗田　大. (2013) OAは再生医療で治せるか. 滑膜幹細胞移植を中心とする私たちの取り組み. 第12回 再生医

療学会. 2013年3月22日 東京.
  2.	 関矢一郎、宗田　大. (2013) 滑膜由来の間葉系幹細胞を用いた関節軟骨再生　変形性膝関節症に対する私たちの取り組

み. 日本リウマチ学会. 2013年4月20日 東京.
  3.	 関矢一郎、宗田　大. (2013) 滑膜間葉系幹細胞を用いる軟骨再生医療の実際　特に安全性の観点から. 日本整形外科学

会総会. 2013年5月23日 広島.
  4.	 関矢一郎. (2013) 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生. 第4回 関節治療研究会. 2013年5月29日 東京.
  5.	 関矢一郎、宗田　大. (2013) 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生：基礎から臨床まで現状と展望. JOSKAS 2013年6月

20日 北海道.
  6.	 関矢一郎. (2013) 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生. 第26回 日本臨床整形外科学会. 2013年7月14日 東京.
  7.	 関矢一郎. (2013) 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生医療. BioJapan 2013. 2013年10月10日 神奈川.
  8.	 関矢一郎、堀江雅史、大川淳、古賀英之、初鹿大祐、中川裕介、松倉遊、辻邦和、宗田 大. (2013) 滑膜幹細胞による

半月板再生. 日整会基礎. 2013年10月18日 東京.
  9.	 関矢一郎. (2013) 滑膜由来の間葉系幹細胞による軟骨・半月板再生. 第25回 日本臨床検査医学会. 2013年11月16日 東京.

〈招待講演〉
(国内)

  1.	 関矢一郎. 自己血清で増殖させた体性幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療 JMS社内講演会. 2013年5月22日　東京
  2.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生 第23回 膝肩スポーツの会. 2013年7月27日　東京



— 833 —

先端医療開発学講座

  3.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生医療の開発 山梨運動器再生セミナー. 2013年9月12日　山梨
  4.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療の開発 東大　臨床研究者育成プログラム. 2013年10月11日　東

京
  5.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療の開発 第28回 新潟移植再生研究会. 2013年10月28日　新潟
  6.	 関矢一郎. 滑膜間葉幹細胞による関節軟骨・半月板再生 新技術説明会　2013年12月2日　東京
  7.	 関矢一郎. 関節軟骨障害治療2013　指定発現： Stem Cell治療 膝関節フォーラム　2013年12月7日　東京
  8.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生 第60回 山陰整形外科集談会　2013年12月16日　島根県

(海外・国際)
  1.	 Ichiro Sekiya. Arthroscopic transplantation of synovial MSCs for cartilage regeneration. Sportsclinic Germany. 

2013.9.30. Hannover, Germany
  2. 	Ichiro Sekiya. Arthroscopic transplantation of synovial MSCs for cartilage regeneration. Maartenskliniek Woerden. 

2013.10.2	 Utrecht, Netherlands
  3.	 Ichiro Sekiya. Cartilage and meniscus regeneration with synovial stem cells. Symposium on Materials and 

Regenerative Medicine. 2013.11.30. Taipei, Taiwan 

[研究助成金]
  1.	 代表　関矢一郎　厚労科研　再生医療実用化研究　「幹細胞による次世代の低侵襲軟骨再生治療の開発と臨床応用」
  2.	 代表　関矢一郎　再生医療の実現化ハイウェイ「滑膜幹細胞による膝半月板再生」
  3.	 代表　関矢一郎　厚労科研　再生医療実用化研究　「滑膜幹細胞による半月板・関節軟骨の治癒促進・再生」
  4.	 代表　関矢一郎　科学研究費助成基盤C　「人工膝関節全置換術後の動態解析及び日本人膝の形態学的検討」
  5.	 代表　堀江雅史　科学研究費助成若手研究B「滑膜組織と滑膜由来間葉系幹細胞の至適保存条件の検討」
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JFCR腫瘍制御学分野
JFCR Cancer Biology

連携教授　中村卓郎
連携教授　芝　清隆
連携教授　冨田章弘
連携教授　原　英二
連携教授　広田　亨
連携准教授　竹内賢吾

（１）教育
　発がんの分子過程と細胞起源についての考え方や最新情報を教示し、細胞老化誘導機構の発がんにおける役割について指
導する。リンパ腫や肺がん等のヒトがんの病理学的解析とその原因遺伝子について解説するとともに、その見方を指導する。
ナノバイオテクノロジーのがん診断への応用を紹介し、がんの創薬基礎研究の目標と現状を教示する。

（２）研究
　[芝] カーボンナノチューブを初めとするナノバイオテクノロジーの基礎を学び、この技術を利用したがんの診断装置の開
発に取り組む。 [竹内] ヒト悪性リンパ腫を系統的に観察・学習し、病理学的解析の基礎を習得する。悪性リンパ腫や肺がん
等のヒト固形がんにおいて、融合遺伝子を初めとする原因遺伝子を探索し、がん治療の新たな分子標的としての可能性を追
究する。 [冨田] 網羅的遺伝子発現解析を初めとするゲノム科学技術を用いたがんの解析や細胞生物学的解析を行い、ここか
ら得られた成果を基盤としたがん創薬研究を遂行する。 [中村] 白血病や骨軟部腫瘍の動物モデルの作製と解析、及びヒト症
例の解析を通して、発がんの分子機構とがんの病態に対する理解を深める。画期的なモデル作製や新規の分子標的の発見を
目指す。 [原] 細胞老化を誘導する仕組みを細胞生物学的な手法を駆使して明らかにし、モデル動物や臨床検体の解析を加え
て細胞老化の制御方法やヒトがんに対する治療法の開発に従事する。[広田] がんにおける染色体不安定性のメカニズムを研
究する。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Yoshimoto S, Loo TM, Atarashi K, Kanda H, Sato S, Oyadomari S, Iwakura Y, Oshima K, Morita H, Hattori M, 
Honda K, Ishikawa Y, Hara E, Ohtani N. (2013).  Obesity-induced gut microbial metabolite promotes liver cancer 
through senescence secretome. Nature 499, 97-101.

  2.	 Ushijima M*, Mashima T*, Tomida A*+, Dan S, Saito S, Furuno A, Tsukahara S, Seimiya H, Yamori T, Matsuura 
M+. (*equally, +corresponding)  Development of a gene expression database and related analysis programs for 
evaluation of anticancer compounds.  Cancer Sci. 104:360-8, 2013.

  3.	 Migita T, Okabe S, Ikeda K, Igarashi S, Sugawara S, Tomida A, Taguchi R, Soga T, Seimiya H.  Inhibition of ATP 
Citrate Lyase Induces an Anticancer Effect via Reactive Oxygen Species: AMPK as a Predictive Biomarker for 
Therapeutic Impact.  Am J Pathol. 182:1800-10, 2013.

  4.	 Sano, K., Miura, A., Yoshii, S., Okuda, M., Fukuta, M., Uraoka, Y., Fuyuki, T., Yamashita, I., and Shiba, K. (2013). 
Nonvolatile flash memory based on biologically integrated hierarchical nanostructures. Langmuir 29, 12483-9. 

  5.	 Yuasa, K., Kokubu, E., Kokubun, K., Matsuzaka, K., Shiba, K., Kashiwagi, K., and Inoue, T. An artificial fusion protein 
between BMP-2 and TBP is functional in vivo. J Biomed Mater Res A 102, 1180-6.

  6.	 Ando, K., Ozaki, T., Hirota, T., Nakagawara, A. (2013) NFBD1/MDC1 is phosphorylated by Plk1 and controls G2/M 
transition through the regulation of Topoisomerase II alpha-mediated decatenation checkpoint. PLoS One, 8: e82744

  7.	 Earnshaw, WC., Allshire, RC., Black, BE., Bloom, K., Brinkley, BR., Brown, W., Cheeseman, IM., Choo, KHA., 
Copenhaver, GP., DeLuca, JG., Desai, A., Diekmann, S., Erhardt, S., Fitzgerald-Hayes, M., Foltz, D., Fukagawa, T., 
Gassmann, R., Gerlich, DW., Glover, DM., Gorbsky, GJ., Harrison, SC., Heun, P., Hirota, T., Jansen, LET., Karpen, G., 
Kops, GJP., Lampson, MA., Lens, SM., Losada, A., Luger, K., Maiato, H., Maddox, PS., Margolis, RL., Masumoto, H., 
McAinsh, AD., Mellone, BG., Meraldi, P., Musacchio, A., Oegema, K., O’ Neill, RJ., Salmon, ED., Scott, K., Straight, 
AF., Stukenberg, PT., Sullivan, BA., Sullivan, KF., Sunkel, CE., Swedlow, JR., Walczak, CE, Warburton, PE., 
Westermann, S., Willard, HF., Wordeman, L., Yanagida, M., Yen, TJ., Yoda, K., Cleveland, DW. (2013) Esperanto for 
Histones: CENP-A, not CenH3, is the centromeric histone H3 variant. Commentary. Chromosome Res. 21: 101-106. 

  8.	 Itoh, G., Sugino, S., Mizuguchi, M., Kanno, S., Amin, MA., Iemura, K., Ikeda, M., Yasui, A., Hirota, T., Tanaka, K. (2013) 
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The nucleoporin Nup188 is required for chromosome alignment in mitosis. Cancer Sci. 104: 871-879
  9.	 Kon S, Minegishi N, Tanabe K, Watanabe T, Funaki T, Wong WF, Sakamoto T, Higuchi Y, Kiyonari H, Asano K, 

Iwakura Y, Fukumoto M, Osato M, Sanada M, Ogawa S, Nakamura T, Satake M. (2013). Smap1 deficiency perturbs 
receptor trafficking and predisposes mice to myelodysplasia. J Clin Invest. 123: 1123-1137.

10.	 Nagamachi A, Matsui H, Asou H, Ozaki Y, Aki D, Kanai A, Takubo K, Suda T, Nakamura T, Wolff L, Honda H, 
Inaba T. (2013). Haploinsufficiency of SAMD9L, an endosome fusion facilitator, causes myeloid malignancies in mice 
mimicking human diseases with monosomy 7. Cancer Cell. 24: 305-317.

[著書]
  1.	 進藤軌久、広田　亨（2013）「ヒストン修飾とその制御」「その他の染色体制御」イラストで徹底理解するエピジェネ

ティクス・キーワード事典・分担執筆（牛島俊和・眞貝洋一編）．

[総説]
  1.	 芝　清隆.（2013）．Molcraft法による人工タンパク質創製と医療分野への応用. 進化分子工学−高速分子進化によるタ

ンパク質・核酸の開発− 伏見譲（監修）エヌティーエス, 379-386.
  2.	 高橋元子、広田　亨（2013）総説「リン酸化による染色体凝縮の制御：コンデンシンに焦点をあてて」Surgery 

Frontier. 20: 420-424.
  3.	 進藤軌久、広田　亨（2013）総説「細胞分裂の仕組みに迫る―染色体分離のキー酵素separaseの活性の可視化と作用

機序の解明」バイオサイエンスとインダストリー.　71: 229-233. 
  4.	 阿部優介、広田　亨（2013）総説「Greatwallによるリン酸化バランス調節に基づくＭ期開始制御」実験医学増刊号・

ヒトと医学のステージへ拡大する細胞周期（中山敬一編、東京、羊土社）pp. 175-181.
  5.	 中村卓郎（2013）がんモデルマウス・ラットライブラリ（第９回）白血病モデル１（骨髄移植モデル）．細胞工学. 32: 

466-472.

[学会]
(海外・国際)

  1.	 Hirota, T. What makes kinetochores so dynamic? The 3rd Dynamic Kinetochore Workshop. Porto, Portugal 
（2013.05.14-17）

  2.	 Nakamura T. Mouse models of Ewingʼs sarcoma and fusion gene-related sarcoma: Correct phenotype and cell-of-
origin. AACR Special Conference on the Translational Impact of Model Organisms in Cancer. San Diego, USA 
(2013.11.5-8)

(国内)
  1.	 Hirota, T. Smc5/6-mediated regulation of replication progression contributes to mitotic chromosome assembly. The 

18th IMCB Symposium: SMC from molecule to disease. Tokyo （2013.11.29）
  2.	 Hirota, T. Live cell imaging analysis: a powerful tool to study mitosis. Luncheon Seminar, sponsored by Olympus Co. 

Ltd. The 72nd Annual Meeting of Japanese Cancer Association, Yokohama （2013.10.04）
  3.	 Hirota, T. Cell cycle regulation of chromosome structure that maintains genomic instability. Symposium. The 72nd  

Annual Meeting of Japanese Cancer Association, Yokohama （2013.10.03）
  4.	 冨田章弘．細胞内ストレス：がん細胞の特徴的代謝とストレス応答（Metabolism and stress response in cancer 

cells）．第17回日本がん分子標的治療学会学術集会，2013年6月14日（京都）．
  5.	 国政和宏，冨田章弘．遺伝子発現情報プロファイリングを利用した新規血管新生阻害剤gnetin Cの作用機序解析 

（Molecular mechanisms of a novel antiangiogenic compound gnetin C with gene expression signature-based 
approach）．第17回日本がん分子標的治療学会学術集会，2013年6月13日（京都）．

  6.	 冨田章弘，築茂由則，塚原里美． TBL2, a novel regulatory protein of UPR, as potential target for tumor 
microenvironment-oriented therapy．第72回日本癌学会学術総会，2013年10月5日（横浜）

  7.	 横山隆志、中武真由香、中村亜由美、田原栄俊、波多野直哉、中村卓郎. 白血病細胞の骨髄微小環境への定着におけ
るSytl1/Slp1の機能. 第72回日本癌学会学術総会, 2013年10月4日（横浜）

[研究助成金]
  1.	 原　英二：科学技術振興機構 CREST「細胞老化が引き起こす恒常性破綻の病態解明とその制御」　（研究代表者）
  2.	 原　英二：文部科学省科学研究費補助金、新学術領域研究「がん微小環境における細胞老化の役割とその制御機構の

解明」（研究代表者）
  3.	 原　英二：文部科学省科学研究費補助金、基盤研究 (B)「細胞老化による発癌促進機構の解明」（研究代表者）



— 837 —

先端医療開発学講座

  4.	 原　英二：文部科学省科学研究費補助金、挑戦的萌芽研究「細胞老化におけるアポトーシス抵抗性の分子基盤の解明
とその阻害方法の探索」（研究代表者）

  5.	 冨田章弘：文部科学省科学研究費助成事業（基盤研究（Ｂ））「がん細胞のエネルギー代謝とストレス適応の強調機構
の解明と治療標的化」

  6.	 冨田章弘：文部科学省科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金　挑戦的萌芽研究）「がん微小環境におけるＰ
ＥＲＫシグナル伝達経路の役割解明と治療への応用」

  7.	 冨田章弘：車両競技公益資金記念財団　がんの基礎的、先駆的研究　助成事業（医療の向上に資する研究事業）「が
ん細胞の糖代謝と微小環境の相互作用の分子機構解明とその制御」

  8.	 冨田章弘：科学技術試験研究委託事業 次世代がん研究戦略推進プロジェクト「次世代がん研究推進のためのシーズ育
成支援基盤」

  9.	 広田　亨：文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（B）「染色体分離の瞬間を規定するセパレースの活性制御機構」
10. 	広田　亨：文部科学省科学研究費補助金、新学術領域研究（研究領域提案型）「SMC複合体による姉妹染色分体の構

造変換制御」
11. 	広田　亨：東北大学加齢医学研究所共同研究助成「がん細胞における染色体動態異常のメカニズム解明に向けた基礎

的研究」
12. 	中村卓郎：文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（A）「骨髄性白血病の発症と悪性化を規定する分子基盤の解明」

〈招待講演〉　
(海外・国際)

  1.	 Eiji Hara、Obesity-induced gut microbial metabolite promotes liver cancer through senescence secretome、17th 
International Symposium on Cell of the Hepatic Sinusoid、大阪、2013/9/24-25

  2.	 Eiji Hara、DNA damage response and cellular senescence in cancer and aging、International Conference of the 
Korean Society for Molecular and Cellular Biology、Seoul, South Korea、2013/10/9-11

  3.	 Hirota, T. How cells ensure separation of sister chromatids in mitosis. Seminar at Fundacion Centro Investigaciones 
Oncologicias (CNIO). Madrid, Spain. （2013.05.13）

  4.	 Nakamura T. Leukemic gene network: from genetic interaction to in vivo function. France-Japan Cancer Congress. 
Toulouse, France. (2013.11.23)

(国内)
  1.	 原　英二．細胞老化のがんと老化における役割、日本生化学会・シンポジウム、横浜、2013/9/12-14
  2.	 Naoko Ohtani & Eiji Hara、Obesity-induced gut microbial metabolite promotes liver cancer through senescence 

secretome、日本癌学会総会シンポジウム、横浜、2013/10/3-5
  3.	 原　英二．細胞老化による発がん制御、蛋白研セミナー「細胞が集団になって初めて発現する機能」、大阪、

2013/11/28
  4.	 原　英二．細胞老化の分子メカニズムとその発癌制御における役割、脳心血管抗加齢研究会・シンポジウム・特別講演、

大阪、2013/12/14-15
  5.	 広田　亨．イメージング解析がもたらした細胞分裂研究の新たな展開. 鳥取大学医学部生命科学科・学生講義．

（2013.12.19）
  6.	 広田　亨．細胞の不思議に魅せられて．栃木高校創立117周年記念講演会．（2013.11.20）
  7.	 広田　亨．染色体分配のメカニズム：確かなゲノム継承のために．北海道大学医学部・細胞生物学講義．（2013.04.25）
  8.	 Takuro Nakamura. The role of Meis1 in engraftment and expansion of leukemic cells in vivo.　日本癌学会総会シン

ポジウム、横浜、2013.10.3
  9.	 Miwa Tanaka & Takuro Nakamura. A mouse model of Ewingʼs sarcoma: from tumor origin to effective treatments. 

日本癌学会総会シンポジウム、横浜2013.10.4
10. 	Takuro Nakamura. Mouse models for bone soft tissue sarcoma: from cell-of-origin to preclinical platform. 第18回日韓

がんワークショップ. 岐阜2013.11.30

〈特許〉
  1.	 広田　亨、進藤軌久、熊田和貴.（2012） 細胞観察用蛍光プローブ及びこれを使用する方法．国際特許出願中．PCT/

JP2013/068894.
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Advanced Science and Technology for Biomedical Sensors

(Biomedical Devices and Instrumentation)

教　　授　三林浩二
准 教 授　工藤寛之(〜3月)
助　　教　荒川貴博
非常勤講師　矢野 和義
研究支援推進員　ムンフジャルガル ムンフバヤル(4月〜)
大学院生　加沢エリト，月精智子，宮島久美子，叶　明，
　　　　　水越興治，佐藤　怜，黒木祐輔，佐藤敏征，
　　　　　鈴木友梨香，高木寛之，三木大輔，森　英久

（１）教　育
　講義として、医歯学総合研究科「バイオメディカル理工学」を担当している．センサ医工学による独創的な新しい計測デ
バイスの開発をはじめ，新しい検査機器，生体計測システムの研究開発を行っている．

（２）研　究
　バイオテクノロジーや情報技術（IT）を組み合わせ、生体情報学やバイオエレクトロニクス・バイオオプティクス・バイ
オMEMS(micro electro mechanical system)などの学際融合領域の研究を行っている．
１. ソフトコンタクトレンズ（SCL）型バイオセンサ
	 生体適合性の機能性高分子とMEMS技術を融合することで、 “SCL型バイオセンサ” を開発し、涙液糖モニタリングなど

新しい生体計測法を構築している．
２ 	 高いガス選択性を有する生化学式ガスセンサ（バイオスニファ）
	 肝臓の薬物代謝酵素などを用い、感度と選択性に優れたガスセンサ “バイオスニファ” を多数開発し、生体臭診断や健

康科学などへの展開を進めている.
３. 	匂い情報の可視化計測
	 化学物質の濃度情報を光に変換するバイオスニファの技術を応用して、空間中のガス分布を画像的にモニタニタリング

可能な匂いの可視化計測技術を開発している.
４. 	化学エネルギーを利用した “有機エンジン”
	 生体成分をはじめとする化学エネルギーを、直接力学エネルギーに変換する “有機エンジン” を開発し、新しい原理に

基づくバイオデバイスの研究を行っている.

（３）研究業績
[原著]

 1.	 Miyajima K, Miki D, Arakawa T, Kudo H, Saito H, Mitsubayashi K, Fiber-optic Fluoroimmunoassay for 
Determination of Dermatophagoides farinae Allergen by Flow Analysis Technique, Sensors and Materials, 25(9), 
591-599, 2013.

  2.	 Munkhjargal M, Matsuura Y, Hatayama K, Miyajima K, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K, Glucose-sensing and 
glucose-driven “organic engine” with co-immobilized enzyme membrane toward autonomous drug release systems 
for diabetes, Sensors and Actuators B: Chemical, vol. 188, 831–836, 2013.

  3.	 Arakawa T, Wang X, Kajiro K, Miyajima K, Takeuchi S, Kudo H, Yano K, Mitsubayashi K, A direct gaseous ethanol 
imaging system for analysis of alcohol metabolism from exhaled breath, Sensors and Actuators B: Chemical, 186, 
27–33, 2013.

  4.	 Arakawa T, Ando E, Wang X, Miyajima K, Takeuchi S, Kudo H, Saito H, Takahashi M, Mitani T, Mitsubayashi K, 
Chemiluminescent visualization for evaluation of gaseous ethanol distribution during ‘La France’ pear maturation, 
IEEE Sensors Journal, vol. 13, No. 8, 2842-2848, 2013.

  5.	 Kudo H, Yamashita T, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K, NADH-fluorometric Biochemical Gas sensor (bio-
sniffer) for Evaluation of Indoor Air Quality, IEEE Sensors Journal, vol. 13, No. 8, 2828-2833, 2013.

  6.	 Miyajima K, Koshida T, Arakawa T, Kudo H, Saito H, Yano K, Mitsubayashi K, Fiber-Optic Fluoroimmunoassay 
System with a Flow-Through Cell for Rapid On-Site Determination of Escherichia coli O157:H7 by Monitoring 
Fluorescence Dynamics, Biosensors, 3(1), 120-131, 2013.
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[学会発表]
（国際）
（依頼）

 1.	 Mitsubayashi K, Novel biosensor approaches for biomedical applications, 2013 International Workshop on Smart 
Info-Media Systems in Asia (SISA 2013), Nagoya, Japan, September 30 - October 2, 2013.

 2.	 Mitsubayashi K, Soft Contact-lens Type Sensing Device for Tear Glucose Monitoring, The 13th International 
Symposium on Electronics Packaging (ICEP2013), Osaka International Convention Center, Osaka, Japan, April 10-12, 
2013.

（一般）
 3.	 Yamashita T, Miyajima K, Gessei T, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K, Monitoring of Residential Air Quality by 

Formaldehyde Biochemical Gas Sensor for Indoor Public Health, The Fourth International Conference on 
Bioenvironment, Biodiversity and Renewable Energies B, Lisbon, Portugal, March 24-29, 2013.

 4.	 Kudo H, Yamashita T, Ye M, Miyajima K, Gessei T, Arakawa T, Mitsubayashi K, Bio-optical gas sensor for indoor 
formaldehyde (sub-ppb) and for evaluating phytoremediation effect of “Boston fern”，Environmental Health 2013, 
Science and Policy to Protect Future Generations, Boston, USA, March 3-6, 2013.

 5.	 Wang X, Kita K, Miyajima K, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K, Real-time bio-imaging system of breath ethanol 
after drinking by optical bio-sniffer techniques, 3rd International Conference on Bio-sensing Technology, Sitges, 
Spain, May 12-15, 2013.

 6.	 Chu MX, Mizuno K, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Biocompatible biosensor for tear glucose monitoring 
with Soft-MEMS techniques, 6th International Symposium on Flexible Organic Electronics (ISFOE13, 
NANOTEXNOLOGY 2013), Thessaloniki, Greece, July 8-11, 2013.

 7.	 Ye M, Gessei T, Miyajima K, Mukhjargal M, Arakawa T, Mitsubayashi K, Fluorometric gas-phase biosensor (bio-
sniffer) with UV-LED emission light for formaldehyde vapor, Optical MEMS and Nanophotonics 2013, Kanazawa, 
Japan, August 18-22, 2013.

 8.	 Arakawa T, Wang X, Kita K, Miyajima K, Munkhjargal M, Mitsubayashi K, A gaseous ethanol visualization system 
for analysis of alcohol metabolism from exhaled breath, 12th Asian Conference on Analytical Sciences 
(ASIANALYSIS XII), Fukuoka, Japan, August 22-24, 2013.

 9.	 Munkhjargal M, Miyajima K, Matsuura Y, Hatayama K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Biocatalysis-based chemo-
mechanical actuator for autonomous analysis of blood sugar control in diabetes, 12th Asian Conference on 
Analytical Sciences (ASIANALYSIS XII), Fukuoka, Japan, August 22-24, 2013.

10.	 Ye M, Yamashita T, Gessei T, Miyajima K, Munkhjargal M, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K, A highly 
sensitive formaldehyde gas sensor “bio-sniffer” for monitoring of indoor environment, 12th Asian Conference on 
Analytical Sciences (ASIANALYSIS XII), Fukuoka, Japan, August 22-24, 2013.

11.	 Munkhjargal M, Miyajima K, Matsuura Y, Hatayama K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Glucose-sensing chemo-
mechanical organic engine with co-immobilized enzyme membrane for autonomous drug release system in diabetes, 
17th Euroanalysis 2013, Warszawa, Poland, August 25-29, 2013.

12.	 Kita K, Wang X, Miyajima K, Munkhjargal M, Arakawa T, Mitsubayashi K, Spatio-temporal gas imaging system as 
real-time bioanalysis of human odor chemical (ethanol), 17th Euroanalysis 2013, Warszawa, Poland, August 25-29, 
2013.

13.	 Arakawa T, Wang X, Kita K, Miyajima K, Munkhjargal M, Mitsubayashi K, Gaseous ethanol imaging system for 
real-time alcohol analysis using emission of human breath and body, 8th International Conference on Instrumental 
Methods of Analysis Modern Trends and Applications (IMA 2013), Thessaloniki, Greece, September 15-19, 2013.

14.	 Takeuchi S, Tohara H, Sekita T, Mitsubayashi K, Pharyngeal manometry with an optical fiber-based sensor for 
swallowing analysis, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS 
and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 30-31, 2013.

15.	 Ye M, Gessei T, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K, NADH-fluorometric biochemical gas sensor (bio-sniffer) 
for sub-ppb monitoring of formaldehyde vapor, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical 
Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, 
October 30-31, 2013.

16.	 Chien PJ, Lee JA, Chen CM, Mitsubayashi K, D-lactate biosensor based on optical detection of NADH by UV-LED 
excitation, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS and 
Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 30-31, 2013.

17.	 Sato R, Takagi H, Munkhjargal M, Matsuura Y, Hatayama K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Improvement of a 
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chemo-mechanical reaction unit “Organic engine” in autonomous drug release system for blood sugar control in 
diabetes, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS and 
Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 30-31, 2013.

18.	 Kuroki Y, Yamashita S, Mizuno K, Chu MX, Arakawa T, Mitsubayashi K, A contact-lens type glucose sensor for 
non-invasive monitoring on the eye site, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, 
BioMEMS/NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 
30-31, 2013.

19.	 Sato T, Wang X, Arakawa T, Mitsubayashi K, A spatio and temporal gaseous ethanol imaging system for real time 
analysis of alcohol metabolism, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, 
BioMEMS/NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 
30-31, 2013.

20.	 Suzuki Y, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Fiber-optic chemifluorescent immunoassay system for on-site 
monitoring of airborne mite allergen Der f1, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical 
Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, 
October 30-31, 2013.

21.	 Takagi H, Sato R, Munkhjargal M, Kozuka M, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Biochemical motor with 
active transportation using hydrogen peroxide, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical 
Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, 
October 30-31, 2013.

22.	 Miki D, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Fiber-optic fluoroimmunoassay system for on-site determination 
of Der f1 in residential environment, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, 
BioMEMS/NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 
30-31, 2013.

23.	 Mori H, Ye M, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Fiber optical biosensor for monitoring of ethanol vapor 
using enzymatic reaction, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, BioMEMS/
NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 30-31, 2013.

24.	 Funahashi K, Ye M, Koshida T, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K, Fiber-optic biosensor for phenylketonuria 
diagnosis with UV-LED, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, BioMEMS/
NEMS and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 30-31, 2013.

25.	 Munkhjargal M, Miyajima K, Matsuura Y, Hatayama K, Ye M, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K, Glucose 
sensing and driven “Organic engine” with co-immobilized enzyme membrane for actuation by blood sugar in 
diabetes, IEEE SENSORS 2013, Baltimore, Maryland, USA, November 3-6, 2013.

26.	 Wang X, Ishii N, Ye M, Munkhjargal M, Miyajima K, Arakawa T, Saito H, Kudo H, Endo H, Mitsubayashi K, 
Application of chemiluminescence involving flow injection analysis to determination of glucose, glutamic acid and 
lactic acid for food analysis, IEEE SENSORS 2013, Baltimore, Maryland, USA, November 3-6, 2013.

27.	 Ye M, Yamashita T, Gessei T, Miyajima K, Munkhjargal M, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K, Biochemical gas 
sensor based on NADH fluoremetry for sub-ppb monitoring of formaldehyde vapor, 10th Asian Conference on 
Chemical Sensors (ACCS 2013), Chiang Mai, Thailand, November 11-14, 2013.

28.	 Mitsubayashi K, Gas-phase biosensor with high sensitive & selective for formaldehyde vapor, 7th International 
Conference on Sensing Technology, Wellington, New Zealand, December 3-5, 2013.

29.	 Arakawa T, Chu MX, Munkhjargal M, Miyajima K, Mitsubayashi K, Soft contact-lens type biomedical sensor for in 
situ ocular biomonitoring of tear glucose concentration, The 4th International Symposium on Advanced Materials 
Development and Integration of Novel Structured Metallic and Inorganic Materials, Nagoya, Japan, Decenmber 
13-15, 2013.

（国内）
（依頼）

 1.	 三林浩二．健康･医療･福祉のためのバイオセンシングと近未来生体計測Soft-Device技術を用いたウエアラブルセンサ・
バイオスニファ・アクチュエータ，第2 3 回マイクロナノ先端技術交流会，予防医療のための生体センシング技術の
最前線，東京，2013年1月10日．

 2.	 三林浩二．非侵襲センシング技術の開発動向と医療分野への応用そして将来展望，バイオセンシング最前線，主催：
サイエンス＆テクノロジー株式会社，東京，2013年1月21日．

 3.	 三林浩二．医療/ヘルスケア向けデバイス★徹底解説　～ウエラブルブルセンサ/人工臓器/BANを詳解～，Electronic 
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Journal 第1589回 Technical Seminar，主催：電子ジャーナル，東京，2013年2月18 日．
 4.	 三林浩二．医療ヘルスケア分野におけるＩＣＴの活用事例と産業界への期待について　健康･医療･福祉のためのバイ

オセンシングと近未来生体計測」，第３回「医療ヘルスケア産業イノベーションフォーラム，主催一般社団法人電子
情報技術産業協会（企画：医療ＩＴイノベーション戦略研究会），東京，2013年2月20日．

 5.	 三林浩二．「匂い成分の可視化モニタリング」，セッション23: 化学空間の可視化センシング，平成25年電気学会全国
大会 (創立125周年記念大会)，名古屋，2013年3月20日．

 6.	 三林浩二．「バイオセンサの基礎と医療・健康・環境計測への応用展開」，第22回センサテクノスクール，「次世代セ
ンサ・アクチュエータの基礎から最先端技術」，主催 次世代センサ協議会，東京，2013年6月19日．

 7.	 三林浩二．医療用バイオセンサの研究開発及び製品展開，「“簡便・迅速・選択” の 高性能化を目指したバイオセンサ
の開発と性能評価」，技術情報協会，東京，2013年7月30日．

 8.	 三林浩二．「健康･医療･福祉のためのバイオセンシングと近未来生体計測　～Soft-Device技術を用いたウエアラブル
センサ・バイオスニファ・アクチュエータ～」，第８回 医療エレクトロニクスデバイス技術分科会，一般社団法人　
電子情報技術産業協会，東京，2013年8月23日．

 9.	 三林浩二．「バイオデバイスによる医療・健康福祉・環境への応用展開」，TIAナノエレクトロニクス・サマースクール，
TIA（つくばイノベーションアリーナ），茨城，2013年9月2日．

10.	 三林浩二．「世界の医療・健康科学のためのバイオデバイス機器　～ 健康ビックデータ時代に備えて ～」，STARCワ
ークショップ， 神奈川，2013年9月12日．

11.	 三林浩二．「医療・健康・スポーツ科学のためのヒューマンセンシングと有機デバイス開発」，日本学術振興会シリコ
ン超集積化システム第165委員会研究会, 東京，2013年10月24日．

12.	 荒川貴博，三林浩二．MEMSのバイオ＆メディカル分野での活用について，シーズとニーズの会，東京，2013年10月
24日．

13.	 三林浩二．医用・ヘルスケア用バイオセンサとデバイスの現状と今後 技術セミナー（tech-seminar）主催：トリケッ
プス，2013年11月26日．

（一般）
 1.	 荒川貴博，ムンフジャルガルムンフバヤル，畑山宏大，松浦祐樹，宮島久美子，工藤寛之，三林浩二．血糖制御のた

めの薬物放出システムにおけるグルコース駆動式減圧ユニットの高出力化，電気学会 バイオ・マイクロシステム研究
会，東京，2013年3月．

 2.	 佐藤怜，ムンフジャルガルムンフバヤル，畑山宏大，松浦祐樹，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．薬物放出システム
におけるグルコース駆動式減圧ユニットの高出力化，第60回応用物理学会春季学術講演会，神奈川，2013年3月．

 3.	 山下宗大，水野くみ，初明星，宮島久美子，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．ソフトコンタクトレンズ型グルコース
センサを用いた涙液の分泌動態評価，第60回応用物理学会春季学術講演会，神奈川，2013年3月．

 4.	 船橋健吾，越田智之，宮島久美子，荒川貴博，工藤寛之，矢野和義，三林浩二．フェニルケトン尿症診断のための光
ファイバ型フェニルアラニン用バイオセンサ，第60回応用物理学会春季学術講演会，神奈川，2013年3月．

 5.	 ムンフジャルガルムンフバヤル，宮島久美子，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．グルコース計測および薬物放出を可
能とするセンシングデバイスに関する研究，第73回分析化学討論会，函館，2013年5月．

 6.	 叶明，宮島久美子，荒川貴博，工藤寛之，三林浩二．室内環境改善のためのホルムアルデヒドガス用バイオスニファ，
第73回分析化学討論会，函館，2013年5月．

 7.	 三木大輔，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．住環境アレルゲンDer f1連続計測のための光ファイバ式蛍光免疫計測
システム，生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013（LIFE 2013），山梨，2013年9月．

 8.	 髙木寛之，佐藤怜，ムンフジャルガルムンフバヤル，松浦祐樹，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．血糖値制御のた
めの薬物放出システムにおけるグルコース減圧機構の高出力化に関する研究，生活生命支援医療福祉工学系学会連合
大会2013（LIFE 2013），山梨，2013年9月．

 9.	 佐藤怜，ムンフジャルガルムンフバヤル，畑山宏大，松浦祐樹，荒川貴博，三林浩二．血糖値制御を目的とした自立
駆動型薬物放出システムの高出力化に関する研究，第3回次世代センサ研究発表会，東京，2013年9月．

10.	 黒木祐輔，山下宗大，水野くみ，初明星，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．ソフトコンタクトレンズ型バイオセン
サを用いた涙液の分泌動態評価，第3回次世代センサ研究発表会，東京，2013年9月．

11.	 ムンフジャルガルムンフバヤル，佐藤怜，髙木寛之，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．自立的グルコース濃度制御
のための化学・力学式薬物放出システム，第7回バイオ関連化学シンポジウム，名古屋，2013年9月．

12.	 荒川貴博，王昕，神白匠，ムンフジャルガルムンフバヤル，宮島久美子，工藤寛之，矢野和義，三林浩二．アルコー
ル代謝機能評価のための呼気中エタノールガスの可視化計測システムに関する研究，電気学会センサ・マイクロマシ
ン部門　第30回「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム，仙台，2013年11月．

13.	 黒木祐輔，初明星，水野くみ，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．ソフトコンタクトレンズ型グルコースセンサを応
用した涙液の分泌動態評価，25th SAS インテリジェントシンポジウム，神奈川，2013年11月．
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14.	 佐藤敏征，王昕，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．アルコール代謝評価のための呼気中アルコール可視化計測する
システムに関する研究，25th SAS インテリジェントシンポジウム，神奈川，2013年11月．

15.	 三木大輔，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．住環境アレルゲンDer f1連続計測のための光ファイバ式蛍光免疫計測
法に関する研究，25th SAS インテリジェントシンポジウム，神奈川，2013年11月．

16.	 森英久，山下俊文，叶明，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．ホルムアルデヒド用生化学式ガスセンサの開発と光触
媒の浄化能評価への応用研究，25th SAS インテリジェントシンポジウム，神奈川，2013年11月．

17.	 髙木寛之，佐藤怜，松浦佑樹，齊藤浩一，ムンフジャルガルムンフバヤル，宮島久美子，荒川貴博，三林浩二．グル
コース駆動式の薬物放出システムにおける減圧機構の高出力化，25th SAS インテリジェントシンポジウム，神奈川，
2013年11月．

18.	 鈴木友梨香，宮島久美子，新井萌花，下村弘治，芝紀代子，荒川貴博，三林浩二．化学蛍光法を利用した光ファイバ
型免疫測定系によるダニアレルゲンDer f1測定に関する研究，25th SAS インテリジェントシンポジウム，神奈川，
2013年11月．

19.	 荒川貴博，高木寛之，佐藤怜，畑山宏大，松浦祐樹，ムンフジャルガルムンフバヤル，宮島久美子，三林浩二．血糖
制御を目的とした薬物報酬システムにおけるグルコース駆動式減圧機構の高機能化，フィジカルセンサ研究会「新デ
バイス・新材料を含むフィジカルセンサ一般」，金沢，2013年12月20日．

（研究助成金）
  1.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究B　「UV‐LED励起蛍光法と代謝酵素を組合せた、超高感度な蛍光式匂

い成分モニタリング」　研究代表者　三林浩二
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究　「匂い情報(揮発性成分)の3次元可視化システム」　研究代表者  

三林浩二
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究C　「疾患スクリーニングのための生体由来ガス成分のイメージングシス

テムの構築」　研究代表者　荒川貴博
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究C　「住環境におけるアレルゲン分布動態評価のための免疫学的蛍光計測

システム」　研究代表者　宮島久美子

[その他]
（受賞）

 1.	 Best Poster Award. International Conference on Materials for Advanced Technologies (ICMAT) 2011, Soft Contact-
lens Biosensor based on MEMS Techniques for in-situ Monitoring of Tear Glucose, Kudo H, Chu MX, Hiranuma Y, 
Takahashi D, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K. June 2011.

 2.	「優秀技術論文賞」，工藤寛之，初明星，平沼義貴，宮島久美子，荒川貴博，佐野研二，平松秀夫，望月學，三林浩二，
涙液成分の動的変化に対するコンタクトレンズ型バイオセンサの評価，第28回「センサ・マイクロマシンと応用シス
テム」シンポジウム，東京，2011年9月27日．

 3.	 ACCS Best Poster Presentation Award. 9th Asian Conference on Chemical Sensors, Fiber optic biosensor with UV 
LED for assessment of formaldehyde vapor in indoor environment, Ye M, Yamashita T, Itabashi G, Gessei T, 
Miyajima K, Wang X, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K.

（書籍，解説）
  1.	 三林浩二．匂い成分のバイオセンシングと可視化モニタリング，嗅覚と匂い・香りの産業利用最前線，株式会社ＮＴＳ，

2013年2月．
  2.	 工藤寛之，三林浩二，第10章 1.1光センサ，電気工学ハンドブック，株式会社オーム社，2013年9月．
  3.	 三林浩二，バイオセンサ技術を用いた生体臭計測と自立駆動式薬物放出システムへの展開，人工臓器42巻1号，66-69，

2013年.
  4.	 三林浩二，グルコースにて作動する減圧機構と化学駆動・制御による人工すい臓モデルに関するレビュー，特集：エ

ネルギーの創出・活用に関わるセンシング，電気学会論文誌E（センサ・マイクロマシン部門誌）, Vol.133, No.10, 
292-296ページ, 2013年．

  5.	 三林浩二，第1 編 第3 章 ユビキタス・ヘルスケアのための新規なバイオセンシング技術－健康ビッグデータ時代に備
えて－，パーソナル・ヘルスケア－ユビキタス，ウェアラブル医療実現に向けたエレクトロニクス研究最前線－, 株
式会社エヌ･ティー･エス刊，2013年10月23日.

（マスコミ，新聞報道）
  1.	 子供の科学 2013年7月号, 「歴史を変える次世代医療最前線 コンタクトレンズで血糖値を計れ」，p76-77, 誠文堂新光社.
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（展示会）
  1.	 ナノ・マイクロビジネス展，東京ビッグサイト，2013年7月．
  2.	 センサエキスポジャパン2013，東京ビッグサイト，2013年9月．

（商品化）（ライセンス供与）
  1.	「ホルムアルデヒド測定器」，柴田科学株式会社

（成立特許）
  1.	 特許登録　発明の名称：ポンプ　登録番号：特許第5316930号　登録日：2013年7月19日，出願人：国立大学法人東京

医科歯科大学，発明者：三林浩二他．
  2.	 特許登録　発明の名称：真偽決定方法，登録番号：特許第5412681号，登録日：2013年11月22日，出願人：国立大学

法人東京医科歯科大学，ローム株式会社，発明者：三林浩二他．

（学会主催）
  1.	 International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 

2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, October 30-31, 2013, Tokyo Medical and Dental University, 
Japan.

（受賞）
  1.	 Best Oral Presentation，The 10th Asian Conference on Chemical Sensors (ACCS) Nov. 11-14, 2013, Chiang Mai, 

Thailand, Biochemical gas sensor based on NADH fluorescence for sub-ppb monitoring of formaldehyde vapor, Ye 
M, Yamashita T, Gessei T, Miyajima K, Munkhbayar M, Arakawa T, Kudo H, Mitsubayashi K.

  2.	 Bio4Apps 2013 Best Award, NADH-fluorometric biochemical gas sensor (bio-sniffer) for sub-ppb monitoring of 
formaldehyde vapor, International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS 
and Applications 2013 (Bio4Apps 2013) & 5th Sensing Biology Symposium, Tokyo, Japan, October 30-31, 2013, Ye M, 
Gessei T, Miyajima K, Arakawa T, Mitsubayashi K.
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バ イ オ 情 報 分 野
Biomedical Information

教　　授　安田賢二
准 教 授　野村典正
助　　教　寺薗英之
特任助教　
大学院生　

(1) 教育
　講義は医歯科学専攻修士課程の「医用システム学総論」（安田）、保健衛生学科検査技術専攻の「生体医工学」（安田）を
担当した。

(2) 研究
１．生命システムが持つ後天的情報・記憶メカニズムの解明

脳（神経細胞ネットワーク）、免疫細胞、心筋細胞などを用いて、細胞が環境との相互作用で後天的に獲得する情報の
保持機構の研究をしている。

２．ナノバイオテクノロジーを用いた「臓器モデルチップ」
あたらしいナノテクノロジーとバイオテクノロジーの融合によって、チップ上に「臓器モデル」を構築して、薬効・毒
性を計測する技術を開発している。

３．神経細胞ネットワークを用いたバイオコンピューティング
チップ上に構成的に構築した神経ネットワークを用いて、生きた細胞を用いたコンピューティングを行っている。

４．１分子計測技術を用いたあたらしい創薬技術の開発
「細胞」内で起こっているイベントを1分子レベルで計測できる技術を開発している。また、この技術を用いてあたらし
い創薬技術の開発を行っている。

(3) 研究業績
[原著]

  1.	 Yasuda K, Hattori A, Hyonchol K, Terazono H, Hayashi M, Takei H, Kaneko T, Nomura F: Non-destructive on-chip 
imaging flow cell-sorting system for on-chip cellomics. Microfluid Nanofluid 14(6): 907-931, 2013.

  2.	 Yasuda K: On-Chip Cellomics: Single-Cell-Based Constructive Cell-Network Assay for Quasi-In Vivo Screening of 
Cardiotoxicity. Proceedings of 35th Annual International Conference of IEEE EMBS 2825, 2013.

  3.	 Kaneko T, Takizawa E, Nomura F, Hamada T, Hattori A, Yasuda K: On-Chip Single-Cell-Shape Control Technology 
for Understanding Contractile Motion of Cardiomyocytes Measured Using Optical Image Analysis System. Jpn J 
Appl Phys 52: 06GK06, 2013.

  4.	 Hamada H, Kaneko T, Nomura H, Yasuda K: Physiological Sample Uniformity and Time–Course Stability in Lined-
Up Structure of Human Cardiomyocyte Network for In vitro Predictive Drug-Induced Cardiotoxicity. Jpn J Appl 
Phys 52: 06GK05, 2013.

  5.	 Terazono H, Hattori A, Kim H, Takei H, Nomura F, Kaneko T, Yasuda K: Temperature-Shift Speed Dependence of 
Nonspecific Amplification of Polymerase Chain Reaction Examined by 1480nm Photothermal Transition Speed 
Controllable High-Speed Polymerase Chain Reaction System. Jpn J Appl Phys 52: 06GK02, 2013.

  6.	 Nomura F, Kaneko T, Hamada T, Hattori A, Yasuda K: Advanced Ring-Shaped Microelectrode Assay Combined 
with Small Rectangular Electrode for Quasi-In vivo Measurement of Cell-to-Cell Conductance in Cardiomyocyte 
Network. Jpn J Appl Phys 52: 06GK07, 2013.

  7.	 Brunell C.A, Jokinen V, Sakha P, Terazono H, Nomura F, Kaneko T, Lauri S.E, Franssila S,  Rivera C, Yasuda K, 
Huttunen H.J: Microtechnologies to fuel neurobiological research with nanometer precision. J Nanobiotech 11: 11, 
2013.

  8.	 Hamada H, Nomura F, Kaneko T, Yasuda K, Okamoto M: Exploring the implicit interlayer regulatory mechanism 
between cells and tissue: Stochastic mathematical analyses of the spontaneous ordering in beating synchronization. 
BioSystems 111: 208-215, 2013.
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[成書・総説]
  1.	 安田賢二. 物理はどこまで生命を理解できるか-物理学からみた「生命科学」のおもしろさ. パリティ, Vol.28, No.7, 4-5, 

2013.
  2.	 安田賢二. いまこそ読みたい物理の名著　生命とは何か. パリティ, Vol.28, No.5, 58-59, 2013.
  3.	 安田賢二. 生体分子がナノ世界でつくり出す「秩序」と「規則性」．パリティ, Vol.28, No.3, 1, 2013.
  4.	 安田賢二. ナノバイオマシンの物理学. パリティ, Vol.28, No.3, 4-10, 2013年.
  5.	 安田賢二. 超音波放射圧による生体微粒子ハンドリング. 超音波テクノ, Vol.25, No.1, 15-24, 2013.

[学会]
(海外・国際)

  1.	 Tomoyo Hamada, Fumimasa Nomura, Hideyuki Terazono, Akihiro Hattori, Peter Sartipy, Mitsuhiro Edagawa, 
Thomas Meyer, Kenji Yasuda. Toward quasi-in vivo from in vitro assay (I). Development of spatial conductance 
fluctuation measurement assay using a human cardiomyocyte line-network cell chip with multielectrode array 
system for in vitro predictive proarrhythmic cardiotoxicity. Safety Pharmacology Society 13th Annual Meeting, 
Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  2.	 Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Hideyuki Terazono, Kenji Yasuda. Toward quasi-in vivo from in vitro assay 
(II). Importance of spatial arrangement of cardiomyocyte network for precise and stable in vitro drug screening 
measurement. Safety Pharmacology Society 13th Annual Meeting, Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  3.	 Hideyuki Terazono, Hyonchol Kim, Akihiro Hattori, Tomoyo Hamada, Fumimasa Nomura, Kenji Yasuda. Toward 
Quasi-In Vivo from In Vitro Assay (III): Noninvasive Identification and Purification Method of Target 
Cardiomyocyte Cells Using Nuclease Digestive Magnet-Beads-Attached ssDNA Aptamers. Safety Pharmacology 
Society 13th Annual Meeting, Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  4.	 Hideyuki Terazono, Hyonchol Kim, Akihiro Hattori, Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada1, Kenji Yasuda. Toward 
Quasi-In Vivo from In Vitro Assay (IV): Fabrication of Direction-Controlled Artificial Neuronal Networks Using 
Agarose-Microetching Method and Single-Cell-Electrodes for Quantitative Evaluation of Neuropsychiatric Disorders. 
Safety Pharmacology Society 13th Annual Meeting, Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  5.	 Yumiko Asahi, Yasuyuki Abe, Kiyoshi Takasuna, Atsushi Sanbuissho, Kenji Yasuda, Fumimasa Nomura, Tomoyo 
Hamada. Evaluation of Fluctuation of Temporal Field Potential Duration and Spatial Conduction Time in Linear 
Network of Human-iPS Cell Derived Cardiomyocytes for Predictive Cardiotoxicity Measurement. Safety 
Pharmacology Society 13th Annual Meeting, Rotterdam, Netherlands, Sep. 2013.

  6.	 Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Fabrication of Cup-Shaped Superparamagnetic 
Metal Hemispheres for Size-Selective Target Cell Collection. MNC2013, Sapporo, Japan, Nov. 2013.

  7.	 Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Akihiro Hattori, Kenji Matsu-ura, Hideyuki Terazono, Kenji Yasuda. 
Importance of Spatial Arrangement of Cell Network Patterns for Precise and Stable Measurement of in Vitro 
Properties of Cells. MNC2013, Sapporo, Japan, Nov. 7. 2013.

  8.	 Akihiro Hattori, Hyonchol Kim, Kenji Yasuda. Development of On-chip Flow Cytometry System based on Bright 
Field/Fluorescent Dual-image Analysis. MNC2013, Sapporo, Japan, Nov. 2013.

  9.	 Kenji Matsuura, Akihiro Hattori, Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Hideyuki Terazono, Kenji Yasuda. 
Quantitative Evaluation of Origin of Changes in Electrophysiological Properties of Cells on Micro Electrodes using 
Impedances Analysis Measurement Setup. MNC2013, Sapporo, Japan, Nov. 2013.

10.	 Hideyuki Terazono, Hyonchol Kim, Hiroyuki Takei, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. Development of Ultra-high-speed 
Microfluidic Submicron-droplet PCR Device using Circulating Water System and a photo detector. MNC2013, 
Sapporo, Japan, Nov. 2013.

(国内)
  1.	 金賢徹, 竹井弘之, 寺薗英之, 安田賢二. 金ナノ粒子標識とFE-SEM計数計測を組み合わせた生体分子高感度検出法の開

発. 日本顕微鏡学会　第69回学術講演会, 大阪, 2013年5月.
  2.	 Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Hiroyuki Takei, Kenji Yasuda. Fabrication of Superparamagnetic Metal Cups for 

Size-Selective Cell Collection. 第51回日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.
  3.	 Tomoyuki Kaneko, Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. Measurement of 

contractile direction on single-shape-controlled cardiomyocytes by on-chip optical image analysis system. 第51回日本
生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

  4.	 Hideyuki TERAZONO, Hyonchol KIM, Fumimasa NOMURA, Kenji YASUDA. Non-invasive identification and 
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purification method of target cardiomyocyte cells using cell-surface-binding ssDNA aptamers. 第51回日本生物物理学
会年会, 京都, 2013月10月.

  5.	 Fernando Lopez-Redondo, Junko Kurokawa, Fumimasa Nomura, Tomoyuki Kaneko, Tomoyo Hamada, Tetsushi 
Furukawa, Kenji Yasuda. A comparative study on electrophysiological properties of human iPS and

  6.	 ES-derived cardiomyocytes. 第51回日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.
  7.	 Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Hideyuki Terazono, Kenji Yasuda. Importance of spatial arrangement and 

community size on cardiomyocyte network for precise and stable in vitro drug screening　measurement. 第51回日
本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

  8.	 Masao Odaka, Mathias Girault, Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Akihiro Hattori, Kenji Yasuda. Real time image 
analysis technology for identification and collection of clustered cells using on-chip multi-imaging cell sorter. 第51回
日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

  9.	 Mathias Girault, Hisayuki Arakawa, Gerald Gregori, Fuminori Hashihama, Hyonchol Kim, Masao Odaka, Kenji 
Yasuda. Flow cytometry identification of nanocyanobacteria and their limiting factors in the North Pacific 
Subtropical Gyre. 第51回日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

10.	 Akihiro Hattori, Hyonchol Kim, Hideyuki Terazono, Masao Odaka, Mathias Girault, Kenji Yasuda. Development of 
On-chip Multi-imaging Flow Cytometer System using Real-time Bright Field/Fluorescent Dual Image Analysis 
High-speed Camera. 第51回日本生物物理学会年会, 京都, 2013月10月.

[研究助成金]
  1.	 独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構iPS細胞等幹細胞産業応用促進基盤技術開発, iPS細胞等幹細胞を

用いた創薬スクリーニングシステムの開発, 研究代表者　安田賢二.
  2.	 独立行政法人　科学技術振興機構　戦略的国際科学技術協力推進事業　日本-フィンランド研究交流, ニューロフロイ

ディックデバイス：構成的神経ネットワーク培養計測システムの構築, 日本側研究代表者　安田賢二.
  3.	 独立行政法人　科学技術振興機構　戦略的国際科学技術協力推進事業　日本-スウェーデン研究交流, ヒト心毒性検査

のためのヒト細胞ネットワークプラットホームの開発と評価, 日本側研究代表者 安田賢二.
  4.	 財団法人　神奈川科学技術アカデミー　短期集中型実用化プロジェクト, オンチップ・セロミクス, プロジェクト研究

代表者　安田賢二.
  5.	 独立行政法人　日本学術振興会 学術研究費助成基金助成金/科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究, 拍動心筋細胞を用い

た後天的情報の獲得保持機構の解明, 研究代表者　金子智行.
  6.	 独立行政法人　日本学術振興会 学術研究費助成基金助成金/科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究, 新規細胞選別技術に

よる細胞間コミュニケーションの解析, 研究代表者　寺薗英之
  7.	 独立行政法人　日本学術振興会 学術研究費助成基金助成金/科学研究費補助金　若手A研究, ナノ加工技術を利用した

オンチップ・神経ネットワーク機能計測装置の開発, 研究代表者　寺薗英之

[その他]
〈特許〉

  1.	 US 13/882,257「細胞分析装置」安田賢二, 寺薗英之, 金賢徹, 林真人, 服部明弘, 西尾和人, 荒尾徳三, 宮城洋平, 大津敬.
  2.	 EP 11837816.5「細胞分析装置」安田賢二, 寺薗英之, 金　賢徹, 林　真人, 服部明弘, 宮城洋平, 大津　敬.
  3.	 PCT/JP2013/059453「イメージングセルソーター」安田賢二, 金　賢徹, 服部明弘, 寺薗英之.
  4.	「イメージングセルソーター」安田賢二, 金　賢徹, 服部明弘, 寺薗英之.
  5.	 PCT/JP2013/055912「高速遺伝子増幅検出装置」安田賢二, 寺薗英之, 金　賢徹, 服部明弘.
  6.	 特願2013-188879「高速遺伝子増幅検出装置」安田賢二, 寺薗英之, 服部明弘, 金賢徹.
  7.	 特願2013-213169「イメージングセルソーター」安田賢二, 金賢徹, 服部明弘, 寺薗英之.

〈招待講演〉
  1.	 Kenji Yasuda. On-chip cardiomyocyte network screening assay for predictive cardiotoxicity. HESI Cardiac Safety 

Committee Workshop: Stem Cell-Derived Cardiomyocytes as Models of Cardiac Pathobiology and Toxicity, 
Cambridge, USA, 2013年3月

  2.	 安田賢二. 個人差や小さな病変も見逃さないバイオ計測技術の開発「早期がん診断を実現するナノバイオ計測技術」
オンチップ・セロミクス計測技術開発から創薬支援・医療診断技術開発への展開. 第３回 かながわ未来フォーラム「が
ん診断・最先端技術講演会」, 横浜, 2013年3月

  3.	 Kenji Yasuda. On-chip quasi-in vivo cardiomyocyte network screening assay for predictive cardiotoxicity beyond 
hERG and QT assays. Stem Cells & Cell Signaling -2013 Meeting, Waltham, USA, 2013年5月

生命理工学講座



— 850 —

  4.	 安田賢二. 超高速臨床診断・研究を可能にする小型オンチップ遺伝子診断システム. BIO tech 2013, 東京, 2013年5月
  5.	 安田賢二. On-chip quasi-in vivo pre-clinical cardiac toxicity: Testing compounds beyond hERG and QT assay using 

spatiotemporal human cardiomyocytes measurement. Cellectis社サイエンスセミナー “Stem cells in Drug 
Discovery”，Tokyo, 2013年5月

  6.	 安田賢二. オンチップ・セロミクステクノロジー：１細胞からの生命システムの理解と応用. 理化学研究所細胞システ
ムコロキウム　SeriesⅣ Bioengineering and Biomechanics, 和光, 2013年6月

  7.	 Kenji Yasuda. On-Chip Cellomics: Single-Cell-Based Constructive Cell-Network Assay for Quasi-In Vivo Screening of 
Cardiotoxicity. 35th Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society 
(EMBCʼ13), Osaka, Japan, 2013年7月

  8.	 安田賢二. オンチップ細胞ネットワーク機能計測システム技術と創薬への応用. 大日本住友製薬(株)講演会, 大阪, 2013
年7月

  9.	 安田賢二. 「１細胞」からの生命の理解を目指したバイオツール・デバイス　知るための「技術開発」を中心に. （独）
科学技術振興機構　研究開発戦略センター　１細胞解析の俯瞰に関するワークショップ, 東京, 2013年7月

10.	 安田賢二. オンチップ心筋細胞ネットワークスクリーニング系による心毒性予測技術の開発. 早稲田大学第19回藤目記
念セミナー, 軽井沢, 2013年8月

11.	 Kenji Yasuda. On-Chip Quasi-In Vivo iPS Cardiomyocyte Network Screening Assay for Predictive Cardiotoxicity 
beyond hERG and QT Assays. 5th TMDU International Summer Program Symposium 2013, Tokyo, Japan, 2013年8
月

12.	 Kenji Yasuda. Development of Screening Technology of Circulating Tumor Cells Using Multi-imaging Cell Sorter. 
Bio Japan 2013, Tokyo, Japan, 2013年10月

13.	 Kenji Yasuda, Fumimasa Nomura, Tomoyo Hamada, Hideyuki Terazono, Akihiro Hattori. On-chip cellomics 
technology for studying dynamics of cellular networks. 5th Hiroshima Conference on Education and Science in 
Dentistry, Hiroshima, Japan, 2013年10月

14.	 安田賢二. オンチップ・セロミクス　１細胞からの生命システムの理解を目指して. （独）日本学術振興会　ゲノムテ
クノロジー第164委員会第41回研究会, 東京, 2013年11月

〈受賞〉

〈放送、新聞記事等〉
  1.	 iPS細胞を創薬へ　第一三共(株)東京医科歯科大 心筋細胞用いて毒性評価 精度や成功率向上に期待, 化学工業日報, 

2013年3月4日
  2.	 最新のがん対策に学ぶ, 公明新聞, 7面, 2013年4月22日
  3.	 アジア最大規模　東京でバイオ展示会　神奈川県の財団が開発した装置　遺伝子検査技術, NHK総合テレビ　ニュー

ス, 2013年5月8日
  4.	 KAST　転移がん　血液検査で早期発見　高速カメラを開発　5年内に実用化　安田賢二プロジェクトリーダー（東京

医科歯科大学教授），化学工業日報, 9面, 2013年6月25日
  5.	 川崎生命科学・環境研究センター『ＬｉＳＥ』KAST・オンチップセロミクス・プロジェクト, テレビ神奈川 川崎市

公報番組　LOVEかわさき, 2013年8月17日
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バイオエレクトロニクス分野
Bioelectronics

教　　授　宮原裕二
准 教 授　松元　亮
助　　教　合田達郎
特任助教　前田康弘
特任助教　三條　舞
特任助教　田畑美幸
大学院生　山田恵梨子(～3月），飯塚大介，
　　　　　片山由梨佳，長坂啓太郎(4月～），
　　　　　荒井貴裕，今泉祐輝

（１）教育　
１．担当：大学院教育として、修士課程のバイオメディカル理工学の講義の一部を担当するとともに、修士・博士課程の研

究指導を行っている。
２．学習目標：多くの血清生化学成分は生体の代謝サイクルの一部を担っており、その濃度の恒常性は生体の動的平衡状態

の結果として現れている。この代謝経路に変化が起こると、その影響は血液に反映されて血液中の生化学成分は一定範
囲の値からずれ、異常値となる。体液成分の検出方法、及びその濃度制御機構について先端材料・工学技術との融合の
観点から学習し、新しい研究動向についての理解を深める。

３．習得する知識・技術：DNA、蛋白質、細胞などを実際に用い、取り扱い方、目的に応じた処理方法などを習得する。生
体分子、細胞の機能を計測する手法を実際に体験し、演習で学んだ理論を確認するとともに周辺技術を含めて習得する。
本研究室で行われている研究に参加し、実験の意義、研究計画の立て方、研究の進め方、結果の解析方法、報告書のま
とめ方などを学ぶ。

（２）研究
１．固／液界面の化学修飾・ナノ構造創製と生体分子・細胞の機能制御に関する研究
	 　多くのバイオセンサ、バイオチップ、あるいは生体材料は、材料表面と生体分子・細胞・組織との相互作用を利用し

ており、目的に応じた材料表面の機能設計・制御が重要となる。本テーマでは固／液界面の化学修飾・ナノ構造創製に
より、基板表面における生体分子認識反応を効率的に行わせるナノ界面を創製する。

２．生体分子・細胞の信号変換制御に関する基礎・応用研究
	 　DNA、たんぱく質、細胞など生体を構成する材料の機能と、半導体材料・デバイス機能との相互作用を明らかにし、

生体分子とその機能を検出する原理、信号変換のメカニズムに関する研究を行う。機能分子を用いて生体分子と半導体
材料のインターフェイスを創出し、生体分子認識を電子の信号に変換するメカニズムの研究を推進する。これらの研究
をとおして、新しい原理に基づくバイオトランジスタを創製し、医療・創薬への応用を推進する。

３．機能性高分子材料の合成と生体制御デバイスの開発
	 　生体の模倣や、生体に対する認知・フィードバック機能を備えた機能性高分子の創出を通じて、医療や生物学に貢献

する新規な材料やデバイスを開発する。生体において失われた機能を代替する材料・デバイスの開発に加え、薬物の新
規な細胞内輸送機序、生細胞イメージングを可能とする有機ナノ材料の開発を展開する。

４．バイオエレクトロニクスに関する基礎的研究
	 　エレクトロニクスとバイオテクノロジーを融合させたバイオエレクトロニクスの創製を進めている。細胞応答と電界

効果トランジスタを組み合わせたバイオトランジスタによる、高次情報処理デバイスの研究と生命科学への応用を進め
る。また、シリコンなどの半導体材料とイオン電導体材料を組み合わせ、イオンと電子の両方を情報の担体とすること
により、新しい機能を有する情報処理デバイスに関する基礎研究を行っている。

（３）研究業績
［原著］　　 　 

 1.	 Deshayes S, Cabral H, Ishii T, Miura Y, Kobayashi S, Yamashita T, Matsumoto A, Miyahara Y, Nishiyama N, 
Kataoka K. Phenylboronic acid-installed polymeric micelles for targeting sialylated epitopes in solid tumors. J Am 

Chem Soc 135(41): 15501-15507, 2013.
  2.	 Goda T, Tabata M, Sanjoh M, Uchimura M, Iwasaki Y, Miyahara Y. Thiolated 2-Methacryloyloxyethyl 

Phosphorylcholine for an Antifouling Biosensor Platform. Chem Commun 49(77): 8683-8685, 2013.
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  3.	 Matsumoto A, Matsumoto H, Maeda Y, Miyahara Y. Simple and Robust Strategy for Potentiometric Detection of 
Glucose Using Fluorinated Phenylboronic Acid Self-assembled Monolayer. BBA - Gen. Subjects 1830(9): 4359-4364, 2013.

  4.	 Goda T, Singi B A, Maeda Y. Matsumoto A, Torimura M, Aoki H, Miyahara Y. Label-free Potentiometry for 
Detecting DNA Hybridization using Peptide Nucleic Acid and DNA Probes. Sensors 13(2): 2267-2278, 2013.

  5.	 Goda T, Miyahara Y. Label-free and Reagent-less Protein Biosensing using Aptamer-modified Extended-gate Field-
effect Transistors. Biosens. Bioelectron 45: 89-94, 2013.

［成書］
 1.	 Goda T, Miyahara Y. Aptamer Nanostructures as Signaling Molecular Switches in Electrochemical Biosensing. In: 

Nanotechnology, Volume 10 Nanosensing (eds.: N. K. Navaani, S. Sinha, J. N. Govil), Studium Press LLC, USA, 
Chapter 3, 37-58, 2013.

［総説］
 1.	 総説：田畑美幸，合田達郎，松元亮，宮原裕二．機能性ナノ界面を有するバイオトランジスタ，電気学会論文誌E部

門誌，133 (11): 314-319, 2013.
  2.	 総説：Matsumoto A, Miyahara Y. Current and emerging challenges in field effect transistor based bio-sensing. 

Nanosc 5 (22): 10702-10718, 2013.
  3.	 総説：松元亮，石井武彦，片岡一則，宮原裕二．自律型インスリン投与デバイスを目指したグルコース応答ゲルの開発．

Drug Deliv Syst, 28 (2): 119-126, 2013.

［学会］
（海外・国際）

 1.	 Matsumoto A, Ishii T, Kataoka K, Miyahara Y. A totally synthetic approach toward self-regulated insulin delivery 
system, 2nd International Conference on Biomaterial Science in Tsukuba, Tsukuba, Mar, 2013.

  2.	 Goda T, Ishihara K. Relaxation Modes in Chemically Cross-linked poly(2-methacryloyloxyethyl phosphorylcholine) 
Hydrogels, 2nd International Conference on Biomaterial Science in Tsukuba, Tsukuba, Mar, 2013.

  3.	 Matsumoto A, Ishii T, Kataoka K, Miyahara Y.　A synthetic hydrogel based strategy to achieve continuous and 
self-regulated delivery of insulin. The 7th International Conference on Microtechnologies in Medicine and Biology, 
USA, Apr, 2013.

  4.	 Sanjoh M, Matsumoto A, Miyahara Y. Molecular recognition by boronic acid derivertive for effective pyrophosphate 
chemosensing. The 7th International Conference on Microtechnologies in Medicine and Biology, USA, Apr, 2013.

  5.	 Goda T. Electrical Sensing for Molecular Dynamics in Nanomedicine,　International Symposium on Nanomedicine 
Molecular Science 2013, Tokyo, Oct, 2013.

  6.	 Matsumoto A, Ishii T, Kataoka K, Miyahara Y. A synthetic gel based approach toward self-regulated insulin 
delivery system, International Symposium on Stimuli-Responsive Materials, USA, Oct, 2013.

  7.	 Tabata M, Nogami K, Goda T, Kataoka H C, Tsuya D, Iwai H, Matsumoto A, Miyahara Y. Fabrication and 
Electrochemical Properties of the Self-assembled Monolayer/AgCl Mixed Surface. Bio4Apps2013, Tokyo, Oct, 2013.

  8.	 Matsumot A. Phenylboronate based strategies for drug delivery and biosensing. Nanotechnology platform: Japan-
USA young scientist exchange program, Tsukuba, Dec, 2013.

  9.	 Yamada E, Nogami K, Tabata M, Sanjoh M, Maeda Y, Goda T, Matsumoto A, Miyahara Y. Electrochemical 
Monitoring of Nucleic Acid Amplification. International Symposium on EcoTopia Science 2013, Nagoya, Dec, 2013

（国内）
 1.	 田畑美幸，増野こずえ，合田達郎，松元亮，前田康弘，片岡知歩，井上裕美，津谷大樹，岩井秀夫，宮原裕二．AgS/

AgCl表面混合相の組成制御と電位計測バイオセンシングへの応用，第２２回インテリジェント材料/システムシンポ
ジウム & 第７回バイオ・ナノテクフォーラムシンポジウム，東京，2013年1月

  2.	 湯浅舞，松元亮，石井武彦，片岡一則， 青柳隆夫，澤口孝志，宮原裕二．温度揺らぎに耐性を持つフェニルボロン酸
含有型グルコース応答性ゲルの創製，第24回高分子ゲル研究討論会，東京，2013年1月

  3.	 山田恵梨子，野上こずえ，田畑美幸，三條舞，合田達郎，松元亮，宮原裕二．電気化学測定におけるタンパク質非特
異吸着の影響，第３回六大学連携プロジェクト公開討論会，名古屋，2013年3月．

  4.	 松元亮．ボロン酸を利用したDDS，第6回　若手ナノバイオネットワークシンポジウム，富山，2013年6月．
  5.	 宮原裕二，松元亮，合田達郎，田畑美幸，増野こずえ．小型・簡易microRNA解析デバイス，ナノバイオファースト

全体会議　第７回，東京，2013年7月．
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  6.	 宮原裕二．バイオトランジスタにおける新規な信号変換機としてのソフト界面の追及．ソフトインターフェースの分
子科学　第10回公開シンポジウム，東京，2013年7月．

  7.	 荒井貴裕，鶴井祐輔，前田康弘，合田達郎，松元亮，宮原裕二．半導体/生体分子ナノ界面の構築とバイオトランジ
スタへの応用．ソフトインターフェースの分子科学　第10回公開シンポジウム，東京，2013年7月． 

  8.	 荒井貴裕，前島雪絵，合田達郎，松元亮，大塚英典，宮原裕二．フェニルボロン酸含有高分子層を検出界面とするシ
アル酸認識バイオトランジスタの創製．電気学会　バイオ・マイクロシステム研究会，東京，2013年8月．

  9.	 松元亮，石井武彦，片岡一則，宮原裕二．フェニルボロン酸含有ゲルによるインスリンデリバリーシステム．第62回
高分子討論会，金沢，2013年9月．

10.	 三條舞，松元亮，宮原裕二．ピリジルボロン酸による分子認識能を利用したピロリン酸の選択的検出．第62回高分子
討論会，金沢，2013年9月．

11.	 佐藤祥平，松元亮，菊池明彦，宮原裕二．四分岐型ポリN-イソプロピリアクリルアミドマクロマーの合成とその環境
応答性の評価．第62回高分子討論会，金沢，2013年9月．

12.	 湯浅舞，松元亮，星徹，澤口孝志，宮原裕二．温度揺らぎに耐性を持つフェニルボロン酸含有型グルコース応答性ゲ
ルの創製．第62回高分子討論会，金沢，2013年9月．

13.	 田畑美幸，野上こずえ，合田達郎，松元亮，片岡知歩，津谷大樹，岩井秀夫，宮原裕二．自己組織化有機単分子膜／
AgCl混合表面の構築と電気化学特性．電気学会第30回「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム，仙
台，2013年11月．

14.	 合田達郎，宮原裕二．アプタマー機能化ナノ界面を用いたバイオトランジスタ，第35回日本バイオマテリアル学会大会，
東京，2013年11月．

15.	 合田達郎，田畑美幸，三條舞，内村まい，岩崎泰彦，宮原裕二．チオール化リン脂質を用いた耐汚れ性ナノ界面を有
するバイオセンサー，第35回日本バイオマテリアル学会大会，東京，2013年11月．

16.	 合田達郎，宮原裕二．吸着タンパク質の電荷と質量に基づく分子様態の評価，第35回日本バイオマテリアル学会大会，
東京，2013年11月．

17.	 山田恵梨子，野上こずえ，田畑美幸，三條舞，前田康弘，合田達郎，松元亮，宮原裕二．核酸増幅の電気化学的モニ
タリング，第35回日本バイオマテリアル学会大会，東京，2013年11月．

18.	 宮原裕二，松元亮，合田達郎，前田康弘，田畑美幸，三條舞．次世代バイオエレクトロニクスへの展開を目指した固
液界面ナノ設計，2013年真空・表面学術合同講演会：第33回表面科学学術講演会・第54回真空に関する連合講演会，
つくば，2013年11月．

19.	 合田達郎，宮原裕二．ナノ界面における生体分子ダイナミクスの電気的検出，第23回 日本MRS年次大会，横浜，
2013年12月．

20.	 前田康弘，松本裕子，松元亮，宮原裕二．ゲル修飾FETを用いたグルコース検出，第23回 日本MRS年次大会，横浜，
2013年12月．

［研究助成金］
 1.	 戦略的創造研究推進事CREST　研究領域「プロセスインテグレーションによる機能発現ナノシステムの創製」　研究

課題「機能化ナノ構造ゲートバイオトランジスタの創製:　研究代表者　宮原裕二
  2.	 最先端研究開発支援プログラム　研究課題名「ナノバイオテクノロジーが先導する診断・治療イノベーション」：中

心研究者　片岡一則
  3.	 頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム　研究課題名「バクテリア感染に関する共同研究による医

歯工融合分野の国際的若手リーダーの育成」：主担当研究者　宮原裕二
  4.	 二国間交流事業共同研究（シンガポール）　研究課題名「磁性ビーズ充填型マイクロ流路を用いた量子ドット標識

DNAの電気化学的検出」：共同研究代表者　合田達郎
  5.	 科学研究費補助金（若手研究Ａ）　研究課題名「次世代型アポトーシスパスウェイ解析のための集積化酵素活性計測

トランジスタの創製」：研究代表者　松元　亮
  6.	 科学研究費補助金（若手研究Ｂ）　研究課題名「核酸アプタマーを用いた超高感度電位計測バイオセンサーによる腫

瘍マーカー検出」：研究代表者　合田達郎
  7.	 科学研究費補助金（新学術領域研究　領域研究提案型）　研究課題名「イオン応答性電界効果トランジスタによるナ

ノ細胞毒性とナノメディシンの評価」：研究代表者　合田達郎
  8.	 科学研究費補助金（若手研究Ｂ）　研究課題名「超高感度電位計測バイオセンサーによる細胞骨格タンパク質動態の

モニタリング」：研究代表者　前田康弘
  9.	 科学研究費補助金（若手研究Ｂ）　研究課題名「高感度遺伝子トランジスタによる長鎖塩基配列解析を目指した機能

性界面ゲートの構築」：研究代表者　三條　舞
10.	 科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）　研究課題名「スマートゲルを利用した完全合成型の “人工膵臓” の創製」：研
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究代表者　松元　亮

[その他]
〈招待講演〉
（海外・国際）

 1.	 Goda T, Masuno k, Kosaka N, Ochiya T, Matsumoto A, Miyahara Y. Label-free Electrical Detection of Exosomal 
microRNAs using Microelectrode Array. NanoBio First International Symposium between Sweden and Japan, 
Tokyo, Mar, 2013.

 2.	 Miyahara Y. Detection of Biomolecular Recognition Using Bio-transistors，The nine International Nanotechnology 
Conference on Communication and Cooperation, Germany, May, 2013.

 3.	 Miyahara Y, Matsumoto A, Goda T, Maeda Y, Tabata M, Sanjoh M. Detection of Biomolecular Recognition Using 
Biotransistor. 2013 Tsukuba Nanotechnology Symposium, Tsukuba, July, 2013.

 4.	 Matsumoto A. A synthetic gel based approach toward self-regulated insulin delivery system. Singapore, Aug, 2013.
 5.	 Miyahara Y. Detection of Biomolecular Recognition using Biotransistors. Bio4Apps2013, Tokyo, Oct, 2013.

（国内）
 1.	 宮原裕二，松元亮，合田達郎，前田康弘，三條舞．バイオトランジスタによる生体分子認識の検出，12-2超分子研究

会　高分子の医用材料への応用，東京，2013年1月
  2.	 宮原裕二，松元亮，合田達郎，前田康弘，三條舞，田畑美幸．バイオトランジスタによる生体分子認識の検出，分子

ナノテクノロジー第174委員会第42回研究会，京都，2013年2月
  3.	 宮原裕二．バイオトランジスタによる生体分子認識の検出，「分子システム研究」平成24年度成果報告シンポジウム，

和光，2013年2月
  4.	 合田達郎．ホスホリルコリン基機能化ナノ界面が明らかにするC-反応性タンパク質の分子動態，新学術領域研究「ナ

ノメディシン分子科学」第4回全体会議，神戸，2013年3月．
  5.	 宮原裕二，松元亮，合田達郎，前田康弘，三條舞，田畑美幸．バイオトランジスタによる生体分子認識の検出，第３

回六大学連携プロジェクト公開討論会，名古屋，2013年3月．
  6.	 宮原裕二，松元亮，合田達郎，前田康弘，田畑美幸，三條舞．バイオトランジスタによる生体分子認識の検出，日本

ケミカルバイオロジー学会　第8回年会，東京，2013年6月．
  7.	 宮原裕二．バイオトランジスタによる生体分子認識の検出，医療エレクトロニクスデバイス技術分科会，東京，2013

年8月．
  8.	 松元亮．ボロン酸を利用した生体計測とDDS，「ナノメディシン分子科学」第3回若手研究交流会，東京，20013年10月．

〈受賞〉 
 1.	 Goda T. Travel Award, 2nd International Conference on Biomaterial Science, JPN, March, 2013.
 2.	 Naito M, Ishii T, Matsumoto A, Miyata K, Miyahara Y, Kataoka K. Biomaterials Science Poster Prize, 2nd 

International Conference on Biomaterial Science, JPN, May, 2013.
 3.	 松元亮. 東京医科歯科大学優秀研究賞　東京医科歯科大学，2013年10月
 4.	 Matsumoto A. J Mater Chem Poster Prize, the 9th International Symposium on Stimuli-Responsive Materials, USA, 

October, 2013.
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物 質 医 工 学 分 野
Material-Based Medical Engineering

教　　授　岸田晶夫
准 教 授　木村　剛
助　　教　南　広祐
大学院生　中村奈緒子，呉　平麗，植木光樹，
　　　　　張　永巍，本田智史，伊東　愛，稲田聡，
　　　　　岩田拓也，松橋亜希，森田裕子

（１）教　育
　医療に貢献する技術について、分子レベルからデバイスまでを対象に、基礎知識から開発に必要な分子設計論までを講義
する。大学院医歯学総合研究科では、生体機能材料学特論、人間環境医療工学、医歯薬産業技術特論を担当している。

（２）研　究
　医療および歯科医療に貢献する技術を開発するためには、分子レベルでの設計概念の構築とそれを実現するためのシステ
ム化が必要である。高分子化学、有機化学、物理化学を基盤に、細胞工学、遺伝子工学の技術を用いて具体的な臨床応用を
目指した研究を展開している。具体的な対象領域は、新医用材料開発、再生医療、遺伝子治療および治療工学である。
（1）脱細胞化生物組織を用いた再生医療

　異種細胞の完全な除去、感染性細菌・ウイルスの除去を目的として生体組織を高静水圧処理する新しい処理法を開発
し、再生医療のための新しいスキャフォールドとしての応用が期待される。

（2）超高圧処理による分子集合体形成
　6000気圧以上の高静水圧処理による水素結合性分子集合体形成について、基礎および応用研究を行う。具体的な応用
例としてDNAとの複合化による遺伝子送達システムの研究を行っている。

（3）細胞外マトリックスリモデリング
　人工的に再構築した細胞外マトリックス構造体の損傷部位への移植より、損傷組織の再構築を誘導します。このマト
リクスの構造を緻密に設計し、人工皮膚および人工角膜としての応用を目指している。

（4）免疫制御を目指した特異的な細胞捕獲・放出技術の創出
　がん免疫治療において、免疫反応を負に制御する制御性T細胞（Treg）を除去することで、抗腫瘍免疫応答を増強で
きる。Tregを高効率・intactな状態で捕獲・回収する技術開発を行っている。

（３）研究業績
［原著］

  1)	Ji-HunSeo，Sachiro Kakinoki，Yuuki Inoue，Kwangoo Nam，Tetsuji Yamaoka，Kazuhiko Ishihara，Akio Kishida，
Nobuhiko Yui，The significance of hydrated surface molecular mobility in the control of the morphology of adhering 
fibroblasts， Biomaterials　34(13): 3206-3214, 2013.

  2)	Natuko Murakami，Noriyuki Wakabayashi，Rie Matsushima，Akio Kishida，Yoshimasa Igarashi，Effect of high-
pressure polymerization on mechanical properties of PMMA denture base resin，J. Mech. Behav. Biomed. Mater. 
20:98-104，2013.

  3)	Nobusuke Katoh，Akira T. Kawaguchi，Akio Kishida，Tetsuji Yamaoka，Static Cardiomyoplasty With Synthetic 
Elastic Net Suppresses Ventricular Dilatation and Dysfunction After Myocardial Infarction in the Rat: A Chronic 
Study, Artif. Organs 37(7): 593-599，2013.

  4)	舩本誠一，吾郷友亮，橋本良秀，根岸淳，南広祐，木村剛，樋上哲哉，岸田晶夫，酸素供給マトリクスとしての脱細
胞化肝臓の応用，ライフサポート25(3):76-81，2013.

  5)	Tsuyoshi Kimura, Asami Sano, Kwangwoo Nam, Kazunari Akiyoshi, Yoshihiro Sasaki, Akio Kishida, Improvement 
of Antisense Oligonucleotides Delivery Using High Hydrostatic Pressurized Lipoplex, Proceedings of 2012 MRS fall 
meeting MRS Proceedings, vol 1498

  6)	Seiichiro Fujisawa, Yoshinori Kadoma. Mechanisms of action of (meth)acrylates in hemolytic activity, in vivo toxicity 
and dipalmitoylphosphatidylcholine (DPPC) liposomes determined using NMR spectroscopy. Int J Mol Sci 13(1): 758-
773, 2012.
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［総説］
  1)	Y. Sawa，E. Tatsumi，T. Tsukiya，K. Matsuda，K. Fukunaga，A. Kishida，T. Masuzawa， G. Matsumiya，A. 

Myoui，M. Nishimura，T. Nishimura，T. Nishinaka，E. Okamoto，Journal of Artificial Organs 2012: the year in 
review，Journal of Artificial Organs 16(1): 1-8，2013.

［学会発表・講演（国際）］
招待

  1)	Akio Kishida，Decellularized Xenogeneic Tissues as Novel Biomaterials，IXA2013，Japan，Nov，2013
一般

  1)	Kwangwoo Nam，Ji-HunSeo，Tsuyoshi Kimura，Nobuhiko Yui，Akio Kishida，Investigation of interaction 
between the dynamic polymer surfaces and collagen molecules，2013 Annual Meeting of the Society For 
Biomaterials，USA，Apr，2013

  2)	Kwangwoo Nam，Rie Matsushima，Yukiko Shimatsu，Tsuyoshi Kimura，Toshiya Fujisato，Akio Kishida，
Preparation and characterization of soft tissue-polymer complex for percutaneous device，2013 Annual Meeting of 
the Society For Biomaterials，USA，Apr，2013

  3)	Mitsuki Ueki，Tsuyoshi Kimura，Naoko Nakamura，Kwangwoo Nam，Toshiya Fujisato，Akio Kishida，
Preparation of Decellularized Melanoma Tissue using High Hydrostatic Pressure Technology，The TERMIS-
Americas 2013 Annual Conference & Exposition ， USA，Nov，2013

  4)	Naoko Nakamura，Kwangwoo Nam，Tsuyoshi Kimura，Toshiya Fujisato，Hiroo Iwata，Akio Kishida，
Microenvironment of Decellularized Bone Marrow for HSPC Homing，The TERMIS-Americas 2013 Annual 
Conference & Exposition， USA，Nov，2013

［学会発表（国内）］
招待・依頼

  1)	岸田晶夫，脱細胞化生体組織の機能と再生医療への応用、日本化学会関東支部講演会，東京,　9月，2013
  2)	岸田晶夫，材料としての細胞と生体組織，日本学術振興会第176委員会第24回研究会，東京，11月，2013

一般
  1)	松嶋理恵，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岸田晶夫，生体組織/高分子複合体を用いた経皮デバイスの作製とその機能

評価，第22回ライフサポート学会フロンティア講演会，東京，3月，2013
  2)	Pingli Wu，Tsuyoshi Kimura，Hiroko Tadokoro，Kwangwoo Nam，Akio Kishida，Measurement of protein 

permeability of decellularized aorta by using diffusion chamber system，第22回ライフサポート学会フロンティア講
演会，東京，3月，2013

  3)	岩田拓也，伊掛浩揮，南広祐，木村剛，清水繁，岸田晶夫，表面グラフト改質高分子を用いた生体組織接着に関する
研究，第22回ライフサポート学会フロンティア講演会，東京，3月，2013

  4)	呉平麗，田所弘子，木村剛，南広祐，岸田晶夫，Protein permeability of decellularized aorta by various methods，
第12回日本再生医療学会総会，神奈川，3月，2013

  5)	南 広祐，徐 知勲，木村 剛，由井伸彦，岸田晶夫，表面分子運動性によるコラーゲン吸着と線維化挙動の検討，第62
回高分子学会年次大会，京都，5月，2013

  6)	Pingli Wu，Tsuyoshi Kimura，Hiroko Tadocoro，Kwangwoo Nam，Akio Kishida，Investigation of protein 
permeability of decellularized aorta using diffusion chamber system，第62回高分子学会年次大会，京都，5月，2013

  7)	中村奈緒子，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岩田博夫，岸田晶夫，人工造血巣としての脱細胞化骨髄の開発と造血細胞
生着評価，第42回用高分子シンポジウム，東京，7月，2013

  8)	橋本一生，田代翔子，柴建次，岸田晶夫，尾関和秀，増澤徹，生体組織融着技術を用いた血管吻合装置の開発-ステン
トの加熱と融着強度の評価-，生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013，山梨，9月，2013

  9)	中村奈緒子，菅野桐子，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岸田晶夫，下顎骨治療に向けた脱細胞化皮質骨置換モデルの開発，
生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013，山梨，9月，2013

10)	 諏訪陽祐，増澤徹，南広祐，木村剛，岸田晶夫，複合低エネルギ生体組織接合に関する研究-加圧熱によるコラーゲン
フィブリルの幾何学的形状変化の検討-，生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013，山梨，9月，2013

11)	 木村剛，中村奈緒子，岩田拓也，南広祐，木村俊作，坂口志文，岸田晶夫，特異的リンパ球の回収を目指した抗体修
飾基材の開発，生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会2013，山梨，9月，2013

12)	 南広祐，木村剛，岸田晶夫，コラーゲン線維-ＧＡＧ複合体ゲルの作製とその機能の検討，第62回高分子討論会，金沢，
9月，2013
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13)	 Tsuyoshi Kimura，Yukie Kanda，Asami Sano，Kwangwoo Nam，Yoshihiro Sasaki，Kazunari Akiyoshi，Toshiya 
Fujisato，Akio Kishida，High hydrostatic pressurized lipoplex enhanced transfection efficiency in vitro，生体医工
学シンポジウム2013，福岡，9月，2013

14)	 Naoko Nakamura，Kiriko Sugano，Kwangwoo Nam，Tsuyoshi Kimura，Toshiya Fujisato，Akio Kishida，A new 
method for mandible reconstruction using decellularized cortical bone，生体医工学シンポジウム2013，福岡，9月，
2013

15)	 中村奈緒子，菅野桐子，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岸田晶夫，脱細胞化皮質骨を用いた下顎再建モデルの構築，第
51回日本人工臓器学会大会，横浜，9月，2013

16)	 田淵正樹，舩本誠一，根岸淳，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岸田晶夫，樋上哲哉，脱細胞化加工材料を用いた組織治
癒の検討，第51回日本人工臓器学会大会，横浜，9月，2013

17)	 植木光樹，木村剛，中村奈緒子，南広祐，藤里俊哉，岸田晶夫，脱細胞化腫瘍の調製と生医学応用，第35回日本バイ
オマテリアル学会大会，東京，11月，2013

18)	 本田智史，相馬貴彦，木村剛，鈴木郁郎，南広祐，岸田晶夫，脳由来ECMの調製および神経細胞挙動評価，第35回日
本バイオマテリアル学会大会，東京，11月，2013

19)	 中村奈緒子，南広祐，木村剛，藤里俊哉，岩田博夫，岸田晶夫，人工造血環境構築のための脱細胞化骨髄への造血細
胞ホーミング評価，第35回日本バイオマテリアル学会大会，東京，11月，2013

20)	 中村奈緒子，南広祐，木村剛, 藤里俊哉, 岩田博夫, 岸田晶夫,  HSC homing induced by the ECM preserved 
decellularized cancellous bone, 第36回日本分子生物学会年会，神戸，12月，2013

21)	 木村剛, 植木光樹, 中村奈緒子, 南広祐, 藤里俊哉, 岸田晶夫，Preparation of decellularized tumor using high 
hydrostatic pressure technology，第36回日本分子生物学会年会，神戸，12月，2013

［その他］
受賞

  1)	青代敏行，増沢徹，尾関和秀，岸田晶夫，樋上哲哉，Effect of metal surface characteristics on the adhesion 
performance of the integrated low-level energies method of adhesion，2013年度日本人工臓器学会論文賞，9月，2013
年

  2)	松嶋理恵，大学院修士課程の部　最優秀賞，11th IBB BioFuture Research Encouragement Prize．1月，2013年
  3)	松嶋理恵，ライフサポート学会奨励賞．3月，2013年
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薬　化　学　分　野
Organic and Medicinal Chemistry

教　　授　影近弘之
助　　教　藤井晋也(2013年11月転出），
　　　　　森　修一，湯浅磨里
大学院生　藤原敬士，今井　穣，白石拓也，
　　　　　飯濱翔太郎，大城佳奈子，大平香澄，
　　　　　斎藤俊樹，塚田　悠，八田健司，
　　　　　渡邉陽平，鈴山帆乃佳(4月～）

（１）教育
　薬化学研究に必要な有機化学、医薬化学、ケミカルバイオロジー分野ならびにその周辺分野の教育を大学院生や大学院研
究生に対して行っている。

（２）研究
　薬化学分野では、有機化学を基盤とした生理活性物質や機能性分子の創製を主な研究目的としている。医薬化学研究では、
単に活性物質の構造修飾や計算化学的な活性構造の考察にとどまらず、実際に医薬品としての臨床応用を志向した創薬研究
に取り組んでいる。また、細胞内情報伝達系を構築する基本的な情報を網羅的に解析するための方法論の開発や、芳香族ア
ミド類の立体特性を基盤として材料化学、物性科学への展開を志向した研究を行っている。具体的には以下の研究課題を遂
行している。
１）レチノイドの創薬研究
　レチノイドは細胞の分化・増殖、形態形成などの基本的な生命現象を特異的に制御する。レチノイドの特異的機能の解明
と医薬への応用を目的に新規レチノイドの創製を行っている。一方、本分野で設計、合成した芳香族アミドAm80は白血病

（APL）の治療薬として認可されており、その適応拡大（自己免疫疾患，心血管系疾患，神経変性疾患など）をはかる。
２）核内受容体を分子標的とした医薬化学研究
　リガンド依存的転写因子である核内受容体は、癌、骨粗鬆症、糖尿病、動脈硬化など様々な疾患の発症と治療に関わって
いる。本研究課題では、様々な核内受容体の内因性及び合成リガンドを探索、創製し、上記疾患の治療薬開発の基盤をつくる。
また、ヒストンメチル化酵素などの転写制御因子の機能制御剤の開発も行う。一方、ホウ素クラスターであるカルボランな
どの新規ファーマコフォアの探索とその応用を検討する。
３）細胞内情報伝達機構解析に有用な機能性蛍光物質の開発
　細胞内情報伝達系を構築する基本的な情報を網羅的に解析するための方法論の開発を目指す。具体的には、様々な反応性
をもつ蛍光物質を設計、合成し、細胞系における蛍光特性の変化から基質の同定等を行う。
４）芳香族アミドの立体特性と機能性分子創製
　芳香族アミドならびに関連する官能基（ウレア，グアニジンなど）がN-メチル化されるとシス型構造を優先することを見
いだしている。この立体特性を用いて、らせんや芳香環多層構造等のユニークな立体構造と動的挙動を有する芳香族分子を
創製し、機能性分子の設計に応用する。

（３）研究業績
〔原著〕

  1.	 Fujii, S., Miyajima, Y., Masuno, H., Kagechika, H. Increased Hydrophobicity and Estrogenic Activity of Simple 
Phenols with Silicon and Germanium-Containing Substituents. J. Med. Chem. 56: 160-166, 2013.

  2. 	Ohta, K., Kawachi, E., Shudo, K., Kagechika, H. Structure–activity relationship study on benzoic acid part of 
diphenylamine-based retinoids. Bioorg. Med. Chem. Lett. 23: 81-84, 2013.

  3. 	Niwa, H., Handa, N., Tomabechi, Y., Honda, K., Toyama, M., Ohsawa, N., Shirouzu, M., Kagechika, H., Hirano, T., 
Umehara, T., Yokoyama, S. Structures of histone methyltransferase SET7/9 in complexes with adenosylmethionine 
derivatives. Acta Cryst. D69: 595–602, 2013.

  4. 	Matsumura, M., Tanatani, A., Azumaya, I., Masu, H., Hashizume, D., Kagechika, H., Muranaka, A., Uchiyama, M. 
Unusual conformational preference of an aromatic secondary urea: solvent-dependent open-closed conformational 
switching of N,N’-bis(porphyrinyl)urea Chem. Commun. 49: 2290-2292, 2013.

  5. 	Persaud, S. D., Lin, Y.-W., Wu, C.-Y., Kagechika, H., Wei, L.-N. Cellular retinoic acid binding protein I mediates rapid 
non-canonical activation of ERK1/2 by all-trans retinoic acid. Cell. Signal. 25: 19-25, 2013.
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  6. 	Sagara, C., Takahashi, K., Kagechika, H., Takahashi, N. Molecular mechanism of 9-cis-retinoic acid inhibition of 
adipogenesis in 3T3-L1 cells. Biochem. Biophys. Res. Commun. 433: 102–107, 2013.

  7. 	Kanazawa, J., Takita, R., Jankowiak, A., Fujii, S., Kagechika, H., Hashizume, D., Shudo, K., Kaszyński, P., Uchiyama, 
M. Copper-mediated C-C cross-coupling reaction of monocarba-closo-dodecaborate anion for construction of 
functional molecules. Angew. Chem. Int. Ed., 52: 8017-8021, 2013.

  8. 	Takeuchi, H., Yokota-Nakatsuma, A., Ohoka, Y., Kagechika, H., Kato, C., Si-Young Song, S.-Y., Iwata, M. Retinoid X 
Receptor Agonists Modulate Foxp3 + Regulatory T Cell and Th17 Cell Differentiation with Differential Dependence 
on Retinoic Acid Receptor Activation. J. Immunol. 191: 3725-3733, 2013.

  9. 	Mori, T., Kikuchi, E., Watanabe, Y., Fujii, S., Ishigami‑Yuasa, M., Kagechika, H., Sohara, E., Rai, T., Sasaki, S., Uchida, 
S. Chemical library screening for WNK signalling inhibitors using fluorescence correlation spectroscopy. Biochem. J. 
455: 339-345, 2013.

10. 	Matsumura, M., Tanatani, A., Kaneko, T., Azumaya, I., Masu, H., Hashizume, D., Kagechika, H., Muranaka, A., 
Uchiyama, M. Synthesis of porphyrinylamide and observation of N-methylation-induced trans-cis amide 
conformational alteration. Tetrahedron 69: 10927-10932, 2013.

11. 	Hurst, R. J. M., De Caul, A., Little, M. C., Kagechika, H., Else, K. J. The Retinoic Acid Receptor Agonist Am80 
Increases Mucosal Inflammation in an IL-6 Dependent Manner During Trichuris muris Infection. J. Clin. Immunol. 
33: 1386-1394. 2013.

12. 	Yamada, A., Fujii, S., Mori, S., Kagechika, H.　Design and synthesis of 4-(4-benzoylaminophenoxy)phenol derivatives 
as androgen receptor antagonists. ACS Med. Chem. Lett. 24: 937－941, 2013.

〔学会〕
（海外・国際）

  1. 	Kagechika, H. D Development of novel synthetic retinoids and their biological functions. 1st International Retinoids 
Meeting 2013, Italy, Sep. 2013.

  2. 	Fujii, S., Miyajima, Y., Masuno, H., Kagechika, H. Increased hydrophobicity and estrogenic activity of silicon- and 
germanium-containing phenols. 14th Tetrahedron Symposium, Vienna, Austria, June 2013.

  3. 	Iihama, S., Fujii, S., Kagechika, H. Synthesis and characterization of a conjugated macrocyclic compound containing a 
carborane cage. 14th Tetrahedron Symposium, Vienna, Austria, June 2013.

  4. 	Masuno, H., Miyajima, Y., Fujii, S., Kagechika, H. Development of Novel Estrogen Receptor Agonists Based on 
Silicon- and Germanium-Containing Hydrophobic Functionalities. The 2nd HD Physiology International Symposium 
on Multi-Level Systems Biology, Tokyo, June 2013.

  5. 	Mori, S., Takaguchi, A., Fujiwara, T., Hirano, T., Kagechika, H. Discrimination between lysine and N-ε-methyllysine 
using SNAr reactions. The 2nd HD Physiology International Symposium on Multi-Level Systems Biology, Tokyo, 
June 2013.

  6. 	Shiraishi, T., Hirano, T., Kubo, H., Hiromoto, K., Kagechika, H.  Facile method for development of various fluorescent 
sensors based on coumarin scaffold. The 2nd HD Physiology International Symposium on Multi-Level Systems 
Biology, Tokyo, June 2013.

（国内）
  1. 	平野智也，影近弘之．補酵素構造を基にしたヒストンメチル化酵素阻害剤の開発．日本薬学会第133年会，横浜，

2013年3月．
  2. 	飯濱翔太郎，藤井晋也，影近弘之．カルボランを構成要素とする共役大環状化合物の合成と性質の検討．日本化学会

第93春期年会，滋賀，2013年3月．
  3.	 白石拓也，中亮人，平野智也，影近弘之．蛍光特性変化の様式を制御可能な新規蛍光センサー群の開発．日本化学会

第93春期年会，滋賀，2013年3月．
  4.	 平野智也，能城静香，影近弘之．反応団の最適化による高選択的活性窒素種蛍光センサーの開発研究．日本薬学会第

133年会，横浜，2013年3月．
  5.	 藤井晋也，宮島友，増野弘幸，影近弘之．シリル基・ゲルミル基の疎水性基としての性質と新規エストロゲン受容体

リガンド創製への応用．日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．
  6.	 山田歩，森修一，藤井晋也，影近弘之．PRアンタゴニスト活性を有する新規ベンゼンスルホンアミド誘導体の創製．

日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．
  7.	 清水章貴，藤井晋也，影近弘之．ビタミンK酸化誘導体の系統的合成とその生理活性．日本薬学会第133年会，横浜，

2013年3月．
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  8.	 大崎愛弓，小宮山哲平，小沢正晃，Samir K SADHU，Ahmed　FIROJ，粂田幸恵，袴塚高志，合田幸広，影近弘之，
石橋正己．シャタバリの成分と同定に関する検討．日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．

  9.	 竹内由起，中野英一，森修一，藤井晋也，棚谷綾，影近弘之．疎水性球状分子を骨格とする新規PRアンタゴニストの
創製．日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．

10.	 高口明日香，森修一，平野智也，影近弘之．SNAr反応を利用したリジン・メチル化リジンの識別．日本薬学会第133
年会，横浜，2013年3月．

11.	 藤原典子，関根良太，加納敦，持田善之，谷口京子，Chalermkiat　SONGKRAM，藤井晋也，影近弘之．カルボラ
ンを基盤とした新規VDRリガンドの構造活性相関．日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．

12.	 武者祥昭，藤井晋也，東候有希子，山本紗をり，影近弘之，棚谷綾．ピロールアミド誘導体の立体特性と環状トリア
ミドの創製．日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．

13.	 遠藤裕太，原田研一，久保美和，福山愛保，秋末剛吉，影近弘之，大崎愛弓．Bowdichia virgilioides の種子に含まれ
る新規成分．日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．

14.	 小宮山哲平，大崎愛弓，影近弘之，黒田智明，斎藤義紀，岡本育子，通元夫，Ⅹun GONG．中国四川省産薬用植物
Salvia grandifoliaに含まれる新規化学成分．日本薬学会第133年会，横浜，2013年3月．

15.	 藤井晋也，Angsuma Wongmayura，増野弘幸，伊藤茂，加納敦，河内恵美子，棚谷綾，影近弘之．球状疎水性ファ
ーマコフォアを有する非セコステロイド型ＶＤＲリガンドの構造活性相関．日本ビタミン学会第65回大会，東京，
2013年5月．

16.	 神田翠，藤井晋也，松村実生，片桐幸輔，桝飛雄馬，東屋功，影近弘之，棚谷綾．N,N’-ビス(オルト置換フェニル)ス
クアルアミドのらせん形成．Molecular Chirality 2013，京都，2013年5月．

17.	 藤井晋也，山田歩，森修一，影近弘之．新規ファーマコフォアの構築に基づくアンドロゲン受容体パンアンタゴニス
トの創製．ケミカルバイオロジー学会第8回年会，東京，2013年6月．

18.	 森修一，竹内由起，中野英一，藤井晋也，棚谷綾，影近弘之．疎水性球状分子を骨格とする新規プロゲステロン受容
体アンタゴニストの創製．ケミカルバイオロジー学会第8回年会，東京，2013年6月．

19.	 藤原敬士，高口明日香，森修一，平野智也，影近弘之．SNAr反応を利用したリジン・メチル化リジンの識別．ケミカ
ルバイオロジー学会第8回年会，東京，2013年6月．

20.	 白石拓也，平野智也，齋藤俊樹，影近弘之．置換基および認識部位の導入位置の組み合わせによる蛍光センサー機能
の多様化．ケミカルバイオロジー学会第8回年会，東京，2013年6月．

21.	 湯浅磨里，伊藤茂，増野弘幸，影近弘之．ケミカルバイオロジー研究推進に向けた東京医科歯大学での取り組みと展望．
ケミカルバイオロジー学会第8回年会，東京，2013年6月．

22.	 藤原敬士，高口明日香，森修一，平野智也，影近弘之．SNAr反応を利用したリジン・メチル化リジンの識別．第25回
生体機能関連化学部会サマースクール，八王子，2013年7月．

23.	 白石拓也，平野智也，齊藤俊樹，影近弘之．置換基により蛍光特性変化の様式を制御可能な蛍光センサー群の開発．
第25回生体機能関連化学部会サマースクール，八王子，2013年7月．

24.	 藤井晋也，山田歩，森修一，影近弘之．クルクミンの構造要素を基盤とした新規アンドロゲン受容体アンタゴニスト
の創製．第24回日本レチノイド研究会学術集会，東京，2013年8月．

25.	 藤原敬士，髙口明日香，森修一，平野智也，影近弘之．ヒストンメチル化酵素活性評価系の構築を目指した反応剤の
開発．第24回日本レチノイド研究会学術集会，東京，2013年8月．

26.	 平野智也，小林周作，岩瀬健太，影近弘之．メチル化酵素、リン酸化酵素機能の制御および解析のための補酵素誘導
体の開発．第5回東洋研究会，東京，2013年9月．

27.	 平野智也，小林周作，影近弘之．結合反応性を有する補酵素誘導体の開発と酵素機能解析への応用．第7回バイオ関
連化学シンポジウム，名古屋，2013年9月．

28.	 齊藤俊樹，白石拓也，長谷川翔平，平野智也，影近弘之．官能基変換により機能制御が可能な蛍光センサーの開発．
第３回CSJ化学フェスタ2013，東京，2013年10月．

29.	 大城佳奈子，日向尚輝，土川祐輝，黒木悠季菜，平野智也，影近弘之，大崎愛弓．ニガキ科植物に含まれる新規蛍光
成分の探索．日本薬学会関東支部第62年会，東京，2013年10月．

30.	 森修一，竹内由起，中野英一，藤井晋也，棚谷綾，影近弘之．疎水性球状分子を骨格とする新規プロゲステロン受容
体アンタゴニストの創製． 第31回メディシナルケミストリーシンポジウム，広島，2013年11月．

31.	 山田歩，藤井晋也，影近弘之，棚谷綾. アンドロゲン受容体アンタゴニスト活性を有する新規フェノキシフェノール
誘導体の構造活性相関. 第31回メディシナルケミストリーシンポジウム，広島，2013年11月．

32.	 藤井晋也，宮島友，増野弘幸，影近弘之. トリアルキルシリルおよびゲルミル基の疎水性構造としての性質と新規Ｅ
Ｒリガンド創製への応用. 第31回メディシナルケミストリーシンポジウム，広島，2013年11月．

33.	 影近弘之，藤井晋也，増野弘幸. ホウ素クラスターを基盤としたビタミンDの構造展開. 第341回脂溶性ビタミン総合研
究委員会，奈良，2013年12月．
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〔研究助成金〕
  1.	 影近弘之：文部科学省科学研究費・新学術領域研究「核内受容体を介した生体システム状態変動の細胞階層における

解析」（代表）
  2.	 影近弘之：文部科学省科学研究費・萌芽研究「ビタミンＫの新しい機能解明を志向した医薬化学研究」（代表）
  3.	 藤井晋也：文部科学省科研費・基盤研究C「生理活性天然物のファーマコフォア再構築による転写機能調節化合物の

創製」（代表）
  4.	 飯濱翔太郎：笹川科学研究助成「ホウ素クラスターを構成要素とする新規共役大環状化合物の創製とその物理化学的

性質の解明」（代表）

〔その他〕
〈受賞〉

  1.	 遠藤祐太．日本薬学会第133年会優秀発表賞．2013年3月．
  2.	 神田翠．モレキュラーキラリティーシンポジウム2013ポスター賞．2013年5月．
  3.	 藤井晋也. ケミカルバイオロジー学会第8回年会. ポスター賞. 2013年6月．

〈学会主催〉
  1.	 日本ケミカルバイオロジー学会第８回年会．2013年6月．

生命理工学講座
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生 命 有 機 化 学 分 野
Chemical Bioscience

教　　授　細谷孝充
助　　教　吉田　優，隅田有人
特任助教　矢野貴久(4月〜)
研究支援推進員　加藤ともえ(4月〜)，
技術補佐員　野中貴子(〜7月)，三澤善大，
　　　　　　奥山みゆき(12月〜)，
　　　　　　三井浩司(12月〜)
事務補佐員　祭田直美(〜6月)
大学院生　原田　龍，森田隆太，田中淳子，
　　　　　畠山泰朋
大学院研究生　内田圭祐
学外協力者　下森　顕

（１）教　育
　有機合成化学（ものつくり）を基盤として、生命科学現象の解明と制御に有用な分子プローブ（便利な道具）の開発と方
法論の開拓を目指した研究を通じて学生教育・人材養成を行っている。

（２）研　究
（1）ベンザインの新しい発生法と利用法の開発
　ベンザインは、ベンゼン環の炭素–炭素結合の一つが三重結合となった高反応性化学種であり、種々の基質と反応させる
ことで、複素環を含む多様な多置換ベンゼン類を容易に構築することができる。我々は、医薬品候補化合物になり得る多様
な芳香族化合物の簡便合成を目指し、ベンザインの新しい発生法の開発に取り組むとともに、ベンザインの新しい利用法を
開拓している。

（2）歪みアルキンを用いる生体分子の化学修飾法の開発
　生体分子を効率良く化学修飾するために、生体内に通常は存在しない（bioorthogonalな）官能基同士で速やかに進行する
反応が重要な役割を果たしている。これに対して我々は、高度に歪んだ環状アルキン化合物に着目し、これを用いる生体分
子の新たな化学修飾法について研究を行っている。これまでに、分子内に２つの歪みアルキン部位を有する化合物とアジド
との２度の環化付加反応が速やかに進行することを見いだし、これを利用して生体分子と機能性低分子とを効率良く連結で
きるダブルクリック反応の開発に成功した。現在、効率向上や新たな利用法への展開を目指した研究を進めている。

（3）ジアジドプローブ法による薬剤標的タンパク質の解明研究
　薬剤や天然有機化合物などの生物活性物質がどのようなメカニズムでその活性を示すのかはよく分かっていないことが多
い。我々は、芳香族アジドと脂肪族アジドの光反応性の差を見いだし、それを応用してジアジドプローブの利用に基づく光
反応による標的タンパク質の捕獲・同定法（光親和性標識法）を開発した。現在、本手法の高度化を目指し、ジアジドプロ
ーブの簡便合成法および光ラベル化タンパク質の効率的検出法の開発に取り組むとともに、共同研究により標的タンパク質
同定研究を進めている。

（4）アジド基の特性を利用した多分子連結法の開発
　アジド基（N3）は、多様な反応性を示すことから幅広い合成に利用されている官能基である。また、かさ高い芳香族アジ
ドが、その立体障害にもかかわらず著しく高いクリック反応性を示すことも発見した。これらアジド基の特性に基づき、新
しい多分子連結法の開発を行っている。

（5）生体分子イメージングのための新しい生物発光・蛍光システムの開発
　オワンクラゲは、発光タンパク質イクオリンを利用して発光する生物である。我々は、その発光基質である低分子化合物
セレンテラジンに着目し、生体分子イメージングに有用なアナログ体の開発を進めている。また、イクオリン発光後に生成
する青色蛍光タンパク質（BFP）中の発光クロモフォアであるセレンテラミドのアナログを合成し、新しい性質を有する蛍
光タンパク質の開発も行ってる。

（6）生体内分子イメージングのためのPETプローブ候補化合物の創製
　ヒトに適用可能な生体内分子イメージング法である陽電子放射断層撮影（PET）用プローブ候補化合物の創製を行ってい
る。薬剤そのものの体内動態とその薬剤が相互作用する標的タンパク質をイメージングすることで、各種疾患の治療薬およ
び診断薬開発の効率化に貢献できると考えている。
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（３）研究業績
[原著]

  1. 	Yoshida S, Hosoya T. Synthesis of diverse aromatic oxophosphorus compounds by the Michaelis–Arbuzov-type 
reaction of arynes. Chem Lett, 42(6): 583-585, 2013.

  2.	 Sumida Y, Kato T, Hosoya T. Generation of Arynes via Ate Complexes of Arylboronic Esters with an ortho-Leaving 
Group. Org Lett, 15(11): 2806-2809, 2013.

  3. 	Inouye S, Sahara–Miura Y, Sato J-i, Iimori R, Yoshida S, Hosoya T. Expression, purification and luminescence 
properties of coelenterazine-utilizing luciferases from Renilla, Oplophorus and Gaussia: Comparison of substrate 
specificity for C2-modified coelenterazines. Protein Expres Purif, 88(1): 150-156, 2013.

  4.	 Inouye S, Sato J-i, Sahara–Miura Y, Yoshida S, Kurakata H, Hosoya T. C6-Deoxy coelenterazine analogues as an 
efficient substrate for glow luminescence reaction of nanoKAZ: the mutated catalytic 19 kDa component of 
Oplophorus luciferase. Biochem Biophys Res Commun, 437(1): 23-28, 2013.

  5. 	Koyama H, Zhang Z, Ijuin R, Siqin, Son J, Hatta Y, Ohta M, Wakao M, Hosoya T, Doi H, Suzuki M. Pd0-mediated 
rapid coupling of methyl iodide with excess amounts of benzyl- and cinnamylboronic acid esters: efficient method 
for incorporation of positron-emitting 11C radionuclide into organic frameworks by coupling between two sp3-
hybridized carbons. RSC Adv, 3(24): 9391-9401, 2013.

  6. 	Miyajima M, Kusuhara H, Takahashi K, Takashima T, Hosoya T, Watanabe Y, Sugiyama Y. Investigation of the 
effect of active efflux at the blood–brain barrier on the distribution of nonsteroidal aromatase inhibitors in the 
central nervous system. J Pharm Sci, 102(9): 3309-3319, 2013.

  7.	 Tanaka K, Nakamoto Y, Siwu ERO, Pradipta AR, Morimoto K, Fujiwara T, Yoshida S, Hosoya T, Tamura Y, Hirai 
G, Sodeoka M, Fukase K. Development of bis-unsaturated ester aldehydes as amino-glue probes: Sequential double 
azaelectrocyclization as promising strategy for bioconjugation. Org Biomol Chem, 11(42): 7326-7333, 2013.

[総説]
  1. 	細谷孝充，隅田有人，吉田　優，鈴木崇弘，井上　敏．生物発光系によるin vivoイメージングを指向した発光基質の

開発．JSMI Report，6(1): 3–6, 2013.
  2. 	細谷孝充．ダブルクリック反応による新規生体分子標識法．G. I. Research，21(5): 372–378, 2013.

[学会]
国際・依頼

  1. 	Sumida Y, Kato T, Yoshida S, Hosoya T. Highly regio- and stereoselective synthesis of (E)-α-silyl-α,β-unsaturated 
alkenes via palladium-catalyzed hydrosilylation. Reaxys Prize Club Meeting, Nagoya, Japan, Jan. 2013.

  2. 	Hosoya T, Sumida Y, Kato T. Generation of Arynes via Ate Complexes of Arylboronic Esters with an ortho-Leaving 
Group. 10th International Symposium on Carbanion Chemistry (ISCC-10), Kyoto, Japan, Sep. 2013.

  3. 	Sumida Y, Harada R, Kato T, Hosoya T. New synthetic applications based on ortho-hydroxyarylboronic acids: 
generation of arynes and synthesis of dibenzoxaborins. The 1st Reaxys Inspiring Chemistry Conference, 
Grindelwald, Switzerland, Sep. 2013.

国際・一般
  1. 	Hosoya T, Yoshida S, Kanno K, Kii I, Matsushita T, Hagiwara M. Sequential Triple-Click Reaction by Three Azido-

Type Selective Cycloadditions. The First Asian Conference for "MONODUKURI" Strategy by Synthetic Organic 
Chemistry (ACMS), Okinawa, Japan, July 2013.

  2. 	Kato T, Sumida Y, Hosoya T. Generation of Arynes via Ate Complexes of Arylboronic Esters with an ortho-Leaving 
Group. The First Asian Conference for “MONODUKURI” Strategy by Synthetic Organic Chemistry (ACMS), 
Okinawa, Japan, July 2013.

  3. 	Sumida Y, Harada R, Hosoya T. An Efficient Synthetic Method of Dibenzoxaborins and Application to the Concise 
Synthesis of Defucogilvocarcin M. The First Asian Conference for “MONODUKURI” Strategy by Synthetic Organic 
Chemistry (ACMS), Okinawa, Japan, July 2013.

  4. 	Yoshida S, Uchida K, Hosoya T. Generation of Arynes Triggered by Sulfoxide-Metal Exchange Reaction of ortho-
Sulfinylaryl Triflates. 10th International Symposium on Carbanion Chemistry (ISCC-10), Kyoto, Japan, Sep. 2013.

  5. 	Yoshida S, Kanno K, Kii I, Matsushita T, Magiwara M, Hosoya T. Facile Synthesis of Trifunctional Probe by a 
Sequential Triple-click Reaction. 2nd Annual Conference of the International Chemical Biology Society (ICBS2013), 
Kyoto, Japan, Oct. 2012.

  6. 	Hosoya T. Making ready to prepare diazido photoaffinity labeling probes for target identification of bioactive 
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compounds. The 2nd International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation 
of Bioactivity, Yokohama, Japan, Oct. 2013.

国内・依頼
  1. 	細谷孝充．異種アジド選択的反応の開発．シンポジウム「未来を拓く有機化学 新方法論と新戦略の創成」，神戸，

2013年2月．
  2. 	隅田有人．ホウ素の特性を活かした新規合成反応の開発．第1回慶應有機化学若手シンポジウム，横浜，2013年5月．
  3. 	吉田　優．特異な反応性を示すアジド基の発見と多成分連結法への応用．上智大学理工学部物質生命理工学科コロキ

ウム，東京，2013年5月．
  4. 	吉田　優．初心者のためのClick Chemistry：‘アジド’ と ‘アルキン’ を簡単につなげる．新学術領域研究「天然物ケ

ミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」 第3回若手研究者ワークショップ，東京，2013年5月．
  5. 	細谷孝充．生命科学研究のための分子連結法．分子イメージングサマースクール2013，神戸，2013年8月．
  6. 	細谷孝充．異種アジド選択的反応の開発：かさ高さが促進する反応の発見と生命科学研究への展開．興和株式会社東

京創薬研究所，東京，2013年9月．
  7. 	吉田　優．多重標識型プローブの創製を指向した逐次マルチクリック反応の開発．新学術領域研究「天然物ケミカル

バイオロジー～分子標的と活性制御～」 地区ミニシンポジウム（早稲田大学）「ケミカルバイオロジーのための可視化
技術」，東京，2013年9月．

国内・一般
  1. 	菅野貴美幸，吉田　優，喜井　勲，松下武司，萩原正敏，細谷孝充．異種アジド選択的逐次クリック反応：機能性分

子集積への展開．日本化学会第93春季年会，草津，2013年3月．
  2. 	森田隆太，吉田　優，白石　旭，細谷孝充．機能性分子の逐次集積を指向したかさ高い脂肪族アジドのクリック反応

性に関する研究．日本化学会第93春季年会，草津，2013年3月．
  3. 	田中淳子，吉田　優，松下武司，細谷孝充．パラ位置換基導入によるかさ高い芳香族アジドのクリック反応性の向上．

日本化学会第93春季年会，草津，2013年3月．
  4. 	吉田　優，細谷孝充．ベンザインのMichaelis－Arbuzov型反応を用いた芳香族ホスホン酸類の新しい合成法の開発．

日本化学会第93春季年会，草津，2013年3月．
  5. 	内田圭祐，吉田　優，細谷孝充．スルホキシド－金属交換反応を鍵とする効率的迅速ベンザイン発生法の開発．日本

化学会第93春季年会，草津，2013年3月．
  6. 	隅田有人，細谷孝充．ホウ素を利用した新規ベンザイン発生法の開発．日本化学会第93春季年会，草津，2013年3月．
  7. 	原田　龍，隅田有人，細谷孝充．ジベンゾオキサボリン類の新規合成法の開発とその利用．日本化学会第93春季年会，

草津，2013年3月．
  8. 	吉田　優，三澤善大，細谷孝充．形式的な芳香族C–Hアジド化反応を鍵とするジアジドビルディングブロックの高効

率合成．第65回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（新潟シンポジウム），新潟，2013年5月．
  9. 	細谷孝充，吉田　優．天然物リガンドの標的同定用プローブ創製のための多様なジアジドビルディングブロックの創

製．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」 第4回公開シンポジウム，つくば，2013
年5月．

10. 	吉田　優，菅野貴美幸，喜井　勲，松下武司，萩原正敏，細谷孝充．多機能性分子プローブ創製に有用な異種アジド
選択的逐次クリック反応の開発．第103回有機合成シンポジウム，東京，2013年6月．

11. 	吉田　優，菅野貴美幸，喜井　勲，松下武司，萩原正敏，細谷孝充．異種アジド選択的トリプルクリック反応による
機能性分子集積．日本ケミカルバイオロジー学会第8回年会，東京，2013年6月．

12. 	喜井　勲，奥野友紀子，隅田有人，後藤利保，吉田　優，澁谷浩司，安倍美奈子，伊藤暢聡，細谷孝充，萩原正敏．
リン酸化酵素DYRK1Aのフォールディング中間体を標的とした新規阻害剤の開発．日本ケミカルバイオロジー学会第
8回年会，東京，2013年6月．

13. 	吉田真弓，片岡直行，吉田 優，薄井知美，佐久間真紀，奥野友紀子，細谷孝充，萩原正敏．リン酸化酵素DYRK1A
のフォールディング中間体を標的とした新規阻害剤の開発．日本ケミカルバイオロジー学会第8回年会，東京，2013
年6月．

14. 	横山ちひろ，川崎章弘，林　拓也，高橋佳代，細谷孝充，渡辺恭良，尾上浩隆．社会行動における脳内アロマテース
の機能的役割：コモンマーモセットを用いたPET研究．Neuro2013，京都，2013年6月．

15. 	森田隆太，吉田　優，白石　旭，細谷孝充．かさ高い脂肪族アジドを利用した逐次マルチクリック反応の開発研究．
第24回基礎有機化学討論会，東京，2013年9月．

16. 	田中淳子，吉田　優，松下武司，細谷孝充．かさ高い芳香族アジドのパラ位置換基によるクリック反応の高速化．第
24回基礎有機化学討論会，東京，2013年9月．

17. 	隅田有人，原田　龍，加藤ともえ，細谷孝充．銅触媒を用いたジベンゾオキサボリンの酸化的環化反応によるジベン
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ゾフランの合成．第60回有機金属化学討論会，東京，2013年9月．
18. 	畠山泰朋，吉田　優，細谷孝充．銅錯体形成による環状アルキンの保護法の開発．第60回有機金属化学討論会，東京，

2013年9月．
19. 	田中淳子，吉田　優，松下武司，細谷孝充．かさ高い芳香族アジドのパラ位アミノ基によるクリック反応の高速化．

第30回有機合成化学セミナー，倉敷，2013年9月．
20. 	畠山泰朋，吉田　優，細谷孝充．環状アルキンの保護法の開発．第30回有機合成化学セミナー，倉敷，2013年9月．
21. 	内田圭祐，吉田　優，細谷孝充．スルホキシド－金属交換反応の利用したベンザイン発生法の開発．第30回有機合成

化学セミナー，倉敷，2013年9月．
22. 	虎谷泰靖，丸尾美奈子，稲川博敬，喜井　勲，林　宣宏，細谷孝充，松下道雄，藤芳　暁．温度数Kの色素分子の三

次元イメージング技術の設計と実現．第７回分子科学討論会，京都，2013年9月．
23. 	屋田美代子，片岡　誠，高島忠之，新垣友隆，藤井比佐子，北条泰輔，佐久間信至，高橋佳代，細谷孝充，渡辺恭良，

杉山雄一，山下伸二．新規アロマターゼ阻害薬のヒト体内動態に関する研究：代謝酵素の特定および代謝物の同定．
第63回日本薬学会近畿支部総会・大会，京都，2013年10月．

24. 	細谷孝充，吉田　優，菅野貴美幸，喜井　勲，森田隆太，田中淳子，松下武司，萩原正敏．異種アジド基の特性にも
とづく逐次マルチクリック反応の開発．第43回複素環化学討論会，岐阜，2013年10月．

25. 	矢野貴久，吉田　優，細谷孝充．チアゾロベンザインを利用した多官能性ベンゾチアゾール合成法の開発．第43回複
素環化学討論会，岐阜，2013年10月．

26. 	内田圭祐，吉田　優，細谷孝充．スルホキシドの特性を利用したベンザイン発生法の開発と多置換複素環への展開．
第43回複素環化学討論会，岐阜，2013年10月．

27. 	隅田有人，原田　龍，加藤ともえ，細谷孝充．ホウ素の特性を利用したベンザイン発生法とジベンゾオキサボリンの
合成法の開発と応用．第39回反応と合成の進歩シンポジウム，福岡，2013年11月．

28. 	矢野貴久，吉田　優，細谷孝充．チアゾロベンザインを利用した多官能性ベンゾチアゾール合成法の開発．第39回反
応と合成の進歩シンポジウム，福岡，2013年11月．

29. 	吉田　優，野中貴子，森田隆太，細谷孝充．アルキンとアラインに対するアジドの連続環化付加反応によるビス-1,2,3-
トリアゾールの合成．第104回有機合成シンポジウム，東京，2013年11月．

30. 	鷲見賢吾，井上佳宏，西尾昌洋，内藤康仁，細谷孝充，鈴木正昭，日高弘義．ROCK阻害作用を有する5-イソキノリ
ンスルホンアミド系化合物の眼圧下降作用と網膜神経保護作用の検討．第31回メディシナルケミストリーシンポジウ
ム，広島，2013年11月．

31. 	原田　龍，隅田有人，細谷孝充．Dibenzoxaborin類の簡便合成法の開発とdefucogilvocarcin M合成への応用．第66回
有機合成化学協会関東支部シンポジウム（東工大シンポジウム），東京，2013年11月．

32. 	田中淳子，吉田　優，松下武司，細谷孝充．パラ位アミノ基導入によるかさ高い芳香族アジドのクリック反応の高速化．
第66回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（東工大シンポジウム），東京，2013年11月．

[研究助成金]
  1. 	細谷孝充（代表）：文部科学省研究開発施設等共用促進費補助金・創薬等支援技術基盤プラットフォーム事業（平成

24〜28年度）「ヒット化合物の標的分子同定技術の高度化・共用による革新的創薬支援」
  2. 	細谷孝充（代表）：文部科学省科学研究費助成事業・基盤研究（B）（一般）（平成24〜26年度）「革新的クリックケミ

ストリーによる生命科学研究」
  3. 	細谷孝充（代表）：文部科学省科学研究費助成事業・新学術領域研究（研究領域提案型）（公募研究）（平成24〜25年度）

「アジドケミストリーによる革新的標的タンパク質同定システムの開発」
  4. 	細谷孝充（代表）：文部科学省科学研究費助成事業・挑戦的萌芽研究（平成24〜25年度）「活性酸素種の生体内イメー

ジングを指向した新規セレンテラジン類縁体の創製」
  5. 	細谷孝充（分担）：科学技術振興機構（JST）・CREST（平成23〜28年度）「エピゲノム創薬による広汎性発達障害の

克服」
  6. 	細谷孝充（分担）：文部科学省・革新的細胞解析研究プログラム（セルイノベーション）（平成22〜25年度）「網羅的

スプライシング暗号解析に基づくRNA病の解明と治療技術の探索」
  7. 	細谷孝充（分担）：文部科学省・分子イメージング研究戦略推進プログラム（平成22〜26年度）「分子イメージングに

よるタウ凝集阻害剤開発」
  8. 	細谷孝充（分担）：医薬基盤研究所・先駆的医薬品医療機器研究発掘支援事業（平成24〜26年度）「pre-mRNAスプラ

イシング制御薬の開発研究」
  9. 	細谷孝充（分担）：文部科学省科学研究費助成事業・基盤研究（A）（一般）（平成24〜26年度）「タウ蛋白不安定化剤

による新しいタウオパチー治療戦略の構築」
10. 	吉田　優（代表）：倉田記念日立科学技術財団・倉田奨励金「簡便な機能性分子集積に有用な逐次マルチクリック反
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応の開発」
11. 	隅田有人（代表）：テルモ科学技術振興財団・一般研究助成「ホウ素のペプチド認識よる標的タンパク質ラベル化法

の開発」

[その他]
訳書

  1. 	吉田　優，細谷孝充．ケミカルバイオロジー　成功事例から学ぶ研究戦略（長野哲雄, 萩原正敏　監訳; Eds. H. 
Waldmann, P. Janning），6章　光親和性標識法による抗生物質リネゾリドの標的分子および結合部位の同定．丸善，
pp. 89–100，2013.

  2. 	隅田有人，細谷孝充．ケミカルバイオロジー　成功事例から学ぶ研究戦略（長野哲雄, 萩原正敏　監訳; Eds. H. 
Waldmann, P. Janning），18章　グアニン四重鎖リガンドを利用したc-MYCの転写調節機構の解明．丸善，pp. 271–
285，2013.

特許
国際成立　３件：US 8431525，GB2479692，US 8546568．
国際公開　３件：WO 2013-118842，WO 2013-137456，WO 2013-183718．
国際出願　４件：PCT JP 2013-052947，PCT JP 2013-057480，PCT JP 2013-065723，PCT JP 2013-070636．
国内出願　２件：特願2013-146891，特願2013-261396．

受賞
  1. 	田中淳子：11th IBB BioFuture Encouragement Prize，学部学生の部　最優秀賞，2013年1月25日．
  2. 	吉田　優：日本ケミカルバイオロジー学会第8回年会，ポスター発表賞，2013年6月21日．
  3. 	加藤ともえ：The First Asian Conference for "MONODUKURI" Strategy by Synthetic Organic Chemistry (ACMS) ，

ポスター発表賞，2013年7月19日.
  4. 	原田　龍：第66回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（東工大シンポジウム），学生優秀発表賞，2013年11月30日．
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金 属 生 体 材 料 分 野
Metallic Biomaterials

教　　授　塙　隆夫
准 教 授　堤　祐介
助　　教　土居　壽，蘆田茉希(4月～)，
特任助教　陳　鵬(4月～)
研究支援推進員　福島　修
事務補佐員　中西登志枝
事務補佐員　関　康子
大学院生　近藤亮太(～3月)，西坂　武(4月～)

（１）教育
　医療用部材・機器の材料として重要な位置を占める金属材料に関して，結晶構造，加工，熱処理と強度・靭性との関係，
金属材料ナノ表面の構造と性質，材料表面での生体組織の形成，特に生体分子，細胞との反応，生体環境での表面酸化物皮
膜のナノメートルレベルの変化，電気化学的性質について，金属バイオマテリアルの全貌を把握できることを目指す．診療
時における材料の選択，研究上の必要に応じて金属材料が正しく扱えることを目標とする．

（２）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している．
1. 電気化学的表面処理による金属の生体機能化
　金属表面への生体機能分子の固定化や陽極酸化などの電気化学的表面処理技術により，金属系バイオマテリアルの生体機
能化を進めている．ポリエチレングリコールを利用したタンパク質吸着，血小板粘着，バイオフィルム形成の抑制や，耐摩
耗性の向上，また陽極酸化による皮膜成長成を利用した組織適合性の向上を実現する表面処理技術の開発を行っている．
2. 生体用新合金および多孔質金属の開発
　様々なインプラント材料に要求される力学的機能と生体適合性を兼ね備えた新規な生体用合金の開発を行っている．高強
度・高延性を有する歯科用コバルトクロム合金の開発や，レーザー積層造形技術での成形により，骨と同等の弾性率を保持
する高機能多孔質金属を開発している．
3. MRIアーチファクトを抑制するZr合金の開発
　脳動脈瘤クリップや人工関節，歯科インプラント等に使用可能なMRI診断時のアーチファクトを抑制する生体用Zr合金の
開発を行っている．構成相と微細組織を制御することにより，低磁性を有し，高強度・高耐食性を兼備するZr合金の開発を
進めている．
4. 金属アレルギーへの対応
　金属系バイオマテリアルにとって重要な課題である金属アレルギー問題に対し，原因となる金属イオンの溶出を抑制する
ための合金組成や表面処理法の検討を行っている．また，アレルギーを判定するための新たなパッチテスト試薬の開発を進
めている．

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Imai H, Tanaka Y, Nomura N, Tsutsumi Y, Doi H, Kanno Z, Ohno K, Ono T, Hanawa T. Three-dimensional 
quantification of susceptibility artifacts from various metals in magnetic resonance images. Acta Biomaterialia 9: 
8433-8439, 2013.

  2.	 Zhu S, Xie G, Qin F, Wang X, Hanawa T. Ti particles dispersed Ti-based metallic glass matrix composite prepared 
by spark plasma sintering. Materials Transactions 54: 1335-1338, 2013.

  3.	 Seki I, Umetsu R, Xie G, Nomura N, Wang X, Hanawa T. Cooling rate and composition dependences of magnetic 
susceptibility for Zr54−xCu30+xAl8Ag8 glassy alloys. Materials Transactions 54: 1356-1360, 2013.

  4.	 Hieda J, Niinomi M, Nakai M, Kamura H, Tsutsumi H, Hanawa T. Improvement of adhesive strength of segmented 
polyurethane on Ti–29Nb–13Ta–4.6Zr alloy through H2O2 treatment for biomedical application. Journal of Biomedical 
Materials Research 101B: 776-783, 2013.

  5.	 Takaichi A, Suyalatu, Nakamoto T, Joko N, Nomura N, Tsutsumi Y, Migita S, Doi H, Kurosu S, Chiba A, 
Wakabayashi N, Igarashi Y, Hanawa T. Microstructures and mechanical properties of Co-29Cr-6Mo alloy fabricated 
by selected laser melting. The Journal of the Mechanical Behavior of Biomedical Materials 21: 67-79, 2013.
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  6.	 Kaneto M, Namura Y, Tamura T, Shimizu N, Tsutsumi Y, Hanawa T, Yoneyama T. Influence of electrolytic 
treatment time on the corrosion resistance of Ni-Ti orthodontic wire. Dental Materials Journal 32: 305-310, 2013.

  7.	 Kondo R, Shimizu R, Nomura N, Doi H, Suyalatu, Tsutsumi Y, Mitsuishi K, Shimojo M, Noda K, Hanawa T. Effect of 
cold rolling on the magnetic susceptibility of the Zr-14Nb alloy. Acta Biomaterialia 9: 5795-5801, 2013.

  8.	 Tsutsumi Y, Kobayashi E, Ogo M, Suyalatu, Migita S, Doi H, Nomura N, Noda K, Hanawa T. Accelerated calcium 
phosphate formation on titanium utilizing galvanic current between titanium and gold in Hanks’ solution. Materials 
Transactions 54: 149-155, 2013.

  9.	 谷川大地, 塚本雅裕, 篠永東吾, 永井亜希子, 塙　隆夫, 山下仁大, 升野振一郎, 高橋謙次朗, 藤崎　晃, 阿部信行. 高繰り返
しナノ秒ファイバーレーザーを用いたTi-6Al-4V合金への微細周期構造形成. レーザー加工学会誌 20: 124-129, 2013.

［著書］
  1.	 Hanawa T. Metal–Polymer Composite Biomaterial, Polymeric Biomaterials. Structure and Function, Volume 1, （S. 

Dumitriu, V. Popa Eds.）, CRC Press, Boca Raton, FL, USA, 2013
  2.	 塙　隆夫. 7-1 硬組織適合性向上を目的とした表面処理, 未来型人工関節を目指して（吉川秀樹, 中野貴由, 松岡厚子, 藤

本孝一編）, 日本医学館 283-287, 2013
  3.	 塙　隆夫. 第4章第2節　金属系材料の腐食性の評価試験, 体内埋め込み医療材料の開発とその理想的な性能・デザイン

の要件, 技術情報協会 298-302, 2013

［総説］
  1.	 Hanawa T. Research and development of metals for medical devices based on clinical needs. Science and 

Technology of Advanced Materials 13: 064102, 2013
  2.	 塙　隆夫. チタンの優れた生体組織適合性. 日本チタン協会機関誌「チタン」 61(2): 36-42, 2013
  3.	 塙　隆夫. 高分子配列制御による金属表面高機能化. 機能材料 33(9): 19-25, 2013
  4.	 堤　祐介. チタンおよび医療用合金の擬似体液中における長期腐食挙動の解析. 日本チタン協会機関誌「チタン」 61(4): 

26, 2013

［学会］
依頼講演

  1.	 Hanawa T. Development of new alloys and functional surfaces meeting clinical demands. The 4th Asian 
Biomaterials Congress, Hong Kong, June, 2013

  2.	 Hanawa T. Biofunctionalization of metallic materials. The 8th Pacific Rim International Congress on Advanced 
Materials and Processing (PRICM-8), Hawaii, USA, August, 2013

  3.	 Hanawa T. Research and development of metals for medical devices based on clinical needs. 5th TMDU 
International Summer Program (ISP2013), Tokyo, Japan, August, 2013

  4.	 Hanawa T. Introduction of IBB and development of metallic materials for medicine. Joint Symposium between 
Chulalongkorn University and IBB/TMDU on Biomedical Materials and Engineering, Bangkok, Thailand, October, 
2013

  5.	 Tsutsumi Y, Niizeki N, Chen P, Ashida M, Doi H, Noda K, Hanawa T. Improvement of biocompatibility of metallic 
biomaterial by electrochemical surface treatments. International Conference on Surface Engineering (ICSE2013), 
Busan, Korea, November, 2013

  6.	 Hanawa T. Development of new alloys and surface treatment techniques meeting clinical demands. 2013 Research 
Center for Oral Disease Regulation of the Aged International Symposium, Gwangju, Korea, November, 2013

  7.	 Hanawa T. Zirconium alloys to decrease artifact under MRI. 2013 Annual Meeting of the Korean Research Society 
for Dental Materials, Gwangju, Korea, November, 2013

  8.	 Hanawa T. Current and future metal-based biomaterials. The 30th Taiwan and Japan Engineering Symposium, 
Kaohsiung, Taiwan, November, 2013

  9.	 Hanawa T. Recent researches on surface modification of metals for biomedical use. The 30th Taiwan and Japan 
Engineering Symposium, Kaohsiung, Taiwan, November, 2013

10.	 Hanawa T. Biofunctionalization of metallic materials meeting clinical demands. TMDU-TMU Symposium on 
Advances of Biomaterials and Regenerative Medicine, Taipei, Taiwan, November, 2013

11.	 Niinomi M, Nakai M, Hieda J, Cho K, Goto T, Hanawa T. Biofunctional surface layer and its bonding strength in low 
modulus β-type titanium alloy for biomedical applications. International Conference on Processing & Manufacturing 
of Advanced Materials (THERMEC’ 2013), Las Vegas, USA, December, 2013
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12.	 Hanawa T. Materials for dental implant. Lecture and Seminar in School of Stomatology “New Technologies and 
Materials in Dentistry.” Brno, Czech, December, 2013

13.	 Hanawa T. Research and development of metallic biomaterials meeting clinical demands. 5th International 
Conference on Mechanics of Biomaterials and Tissues (ICMOBT 2013), Barcelona, Spain, December, 2013

14.	 Hanawa T. Development of new alloys and surface modification techniques based on clinical demand. International 
Symposium on EcoTopia Science 2013 (ISETS’ 13) -Innovation for Smart Sustainable Society-, Nagoya, Japan, 
December, 2013

15.	 塙　隆夫. チタンと生体組織との界面反応. 2013年春期講演大会（第152回）日本金属学会, 東京理科大学, 東京, 2013年
3月

16.	 塙　隆夫. 医療ニーズに基づいた金属材料の生体機能化. 科学技術フォーラム第133回セミナー, 品川区立総合区民会館
きゅりあん, 東京, 2013年7月

17.	 塙　隆夫. 生体材料の表面処理. 表面技術協会めっき部会7月例会, ルーテル市ヶ谷センター, 東京, 2013年7月
18.	 堤　祐介, 鈴木貴文, 土居 壽, 野田和彦, 塙 隆夫. 金属材料の加速腐食試験による金属アレルギーパッチテスト試薬の開

発. 東北大学金属材料研究所共同研究ワークショップ・日本バイオマテリアル学会東北地域講演会, 東北大学金属材料
研究所, 宮城, 2013年10月

19.	 塙　隆夫. 金属材料を再生医療に応用するための生体機能化. 京都リサーチパーク　「再生医療の全体像を見わたせる
わかりやすい解説講座」, 京都リサーチパーク, 京都, 2013年11月

20.	 塙　隆夫. 金属材料の医療応用と研究最前線. 加工プロセスによる材料新機能発現第176委員会第24回研究会, 神田エッ
サムホール, 東京, 2013年11月

21.	 堤　祐介. 医療用金属材料の腐食挙動とインピーダンス法による解析. 腐食防食学会第1回インピーダンス分科会, 文京
シビックセンター, 東京, 2013年12月

一般講演
  1.	 Tsutsumi Y, Migita S, Suyalatu, Doi H, Nomura N, Hanawa T. Long-term corrosion behavior of metallic biomaterials 
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第22回インテリジェント材料／システムシンポジウム, 東京, 2013年1月

11.	 糸井祐貴, 堤　祐介, 土居　壽, 野田和彦, 塙　隆夫. コバルトクロム合金への機能分子電着による摩擦特性の改善. 第22
回インテリジェント材料／システムシンポジウム, 東京, 2013年1月

12.	 中野成之, 下条雅幸, 近藤亮太, 堤　祐介, 土居　壽, 塙　隆夫. 擬似体液中におけるZrの耐食性に及ぼすSn添加の影響. 
2013年春期講演大会（第152回）日本金属学会, 東京, 2013年3月
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歯科理工学会学術講演会, 新潟, 2013年10月

26.	 堤　祐介, 土居　壽, 塙　隆夫. EIS法による歯科用金属材料の長期腐食速度の解析. 第62回日本歯科理工学会学術講演
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番号22240059　研究代表者　塙　隆夫.
  2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究　「軟組織接着性金属表面の創出」：課題番号23656424　研究代表

者　塙　隆夫.
  3.	 日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究（A）「塩化物環境におけるジルコニウムの腐食機構の解明」：課題番号

25709064　研究代表者　堤　祐介.
  4.	 日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「歯科用合金の口腔内における腐食劣化を模擬した新たな測定法

の開発」：課題番号24650275　研究代表者　堤　祐介.
  5.	 JST 研究成果最適展開支援プログラムA-STEP　FSステージ探索タイプ　「細菌感染リスクフリーの長寿命型硬組織

適合インプラントデバイスの開発」研究代表者　堤　祐介.
  6.	 JST戦略的イノベーション創出推進プログラム（Ｓ-イノベ）　「金属系バイオマテリアルの生体機能化－運動骨格系健

康長寿の要－」研究代表者　塙　隆夫.
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分子細胞生物学分野（細胞機能調節学分野）
Molecular Cell Biology

教　　授　澁谷浩司
准 教 授　後藤利保
助　　教　佐藤　淳
大学院生　清水幹容

（１）教育
　細胞内シグナル伝達の分子機構に立脚した先端的基礎医学研究を自立して行える研究者を養成するため、大学院生は分野
構成員との技術指導と討議を繰り返した後、独立した研究テーマに携わり、研究を推進していく。この際、分野構成員及び
分野外の研究者との討議を引き続き繰り返すことにより幅広い研究視野を養うように指導している。この観点から大学院生
を含め分野に所属する研究者は定期的に開催される論文抄読会や研究報告会において発表と討論に参加する機会が設けられ
ている。

（２）研究
　脊椎動物の形態形成、器官形成は、さまざまなシグナル分子が時間的空間的に細胞を誘導することにより成立する。また、
これら多くのシグナル分子の破綻が疾患の発症にも結びついている。したがって発生・分化を制御するシグナル分子による
シグナル伝達ネットワークの解明は形態形成、器官形成機構、さらには疾患の発症機構を明らかにする上で重要課題となる。
本研究分野では発生過程における形態形成、器官形成を制御するTGF-β及びWntシグナル伝達及び偽性低アルドステロン症
Ⅱ型の原因遺伝子WNKプロテインキナーゼに着目し、解析を進めている。

１．IQGAP1のcanonical Wntシグナル伝達経路での役割
　Wntシグナル伝達経路は種々の生物において高度に保存されたシグナル伝達経路であり、ガンや胚発生において重要な役
割を担っている。Wntシグナル伝達経路の中心的因子であるDVL（Dishevelled）はWntの下流において(1)β-catenin/TCF
を介した転写活性化経路 (canonical)、(2)カルシウム流入を介したシグナル経路 (non-canonical)、(3)Rho、JNKを介し、細
胞極性に関わるPCP経路(non-canonical)を制御している。canonical Wntシグナル伝達経路は、リガンドであるWntと膜タン
パク質であるFrizzled、及びLRPとの結合により始まる。Wnt刺激によりDVLは細胞膜で活性化され、β-cateninを分解する
働きを有するAPC/Axin/GSK-3複合体を不活化する。分解されなかった細胞質中のβ-cateninは核内へ移行し、転写因子Tcf
やc-jun、DVLと結合し、Wntの下流（標的）遺伝子の転写を活性化する。
　ツメガエルの胚発生において、Wntシグナルは初期胚での背腹運命の決定など重要な役割を有しており、背側における
Wntシグナルがβ-cateninの核移行を促進することで、背側組織を誘導するWnt標的遺伝子（Xnr3, Siamois, Xtwnなど）の
転写が活性化される。
　我々はWntシグナル伝達の解明を目的とし、DVLの結合因子の単離を試み、質量分析解析（LC-MS/MS）により、新規
DVL1結合候補としてIQGAP1を同定した。IQGAP1はRac1、Cdc42、Clip170、APCなどと結合し、細胞運動や極性を制御
することが報告されている。また、IQGAP1がWntシグナル伝達におけるβ-cateninを介した転写活性化経路に関与している
ことも示唆されているが、その詳細なメカニズムは謎であった。我々はこれまでにDVLとIQGAPの関係、さらにそれらの分
子のcanonical Wntシグナル伝達での機能を解析し、①xDVL2/xIQGAP1/β-cateninが複合体を形成し、核内移行すること、
②ツメガエル胚におけるxIQGAP1の機能消失により、Wnt標的遺伝子の発現が抑制されたことなど、xIQGAP1がcanonical 
Wntシグナル伝達経路においてDVLとβ-cateninの核移行に寄与する機構こと、③xIQGAP1と直接結合するxImportin-β5と
xRan1の機能消失実験等から、xImportin-β5とxRan1がIQGAP1を介し、canonical Wntシグナル伝達経路におけるDVLとβ
-cateninの核内移行に寄与することを明らかにした。
　さらに、我々はIQGAP1を介した核内移行機構の解析を進め、下記のような新たな知見を得ることができた。
１、xIQGAP1は培養細胞において、xRanGEFと同様に活性化型Ran（GTP-bound Ran）を増加させること。
２、xIQGAP1は活性化型Ran（GTP-bound Ran）よりも非活性化型Ran（GDP-bound Ran）に強く結合すること。
３、xIQGAP1はin vitroの系で、xRanGAPによる活性化型RanのGTPの加水分解（GAP活性）を抑制すること。
４、xIQGAP1は活性化型RanとxRanGAPの結合を阻害することで、xRanGAPによるGTPの加水分解を抑制していること。
５、in vitroの系で、xRanGEFのようなRanにGTPを付加させる（GEF活性）機能は有さなかったこと。
６、xIQGAP1により活性化型RanとxRanGEFの結合は阻害されなかったこと。
 以上の結果より、IQGAP1とRanの相互作用（活性化型Ranの維持等）がcanonical Wntシグナル伝達経路には必須であるこ
とが示された。
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２．偽性低アルドステロン症Ⅱ型の原因遺伝子、WNKプロテインキナーゼ
　セリン／スレオニンキナーゼWNK（with no lysine(K)）ファミリーは、線虫・ショウジョウバエからほ乳類に至るまで保
存されており、ほ乳類には４つのWNKファミリー分子が存在する。その内、WNK1及びWNK4は偽性低アルドステロン症II
型（PHAII）と呼ばれる常染色体優性遺伝性の高血圧症の原因遺伝子として同定されている。さらにWNK1は、ている。当
研究室において、WNK→SPAK/OSR1→Na,K,Cl共輸送体というシグナル伝達経路が存在することを示し、その制御異常が
PHAIIで見られる高血圧症の発症原因の一つになっていることを示すことができた。しかしながら、このシグナル経路の制
御異常が、PHAIIで見られる他の病態、歯や骨の発育不全や精神発達遅延などの原因とは考えにくく、他のシグナル経路の
存在が予想された。そこで我々は、新たにWNKに関与する因子の探索を行い、解析を行っている。
1.  WNKシグナル経路は、神経分化に関与する。
　ショウジョウバエのWNK（DWNK）の解析から、WNKシグナル経路の新たな下流因子としてArrowhead (Awh)を単離
した。また、そのほ乳類の相同因子Lhx8も、WNKシグナル伝達経路により、その発現が制御されており、進化的にも高度
に保存されているWNK→Lhx8/Awhという新規のシグナル伝達経路を見出した。さらに、Lhx8は、アセチルコリン性神経
の分化に関わっていることから、Neuro2A細胞を用いて、WNKシグナル伝達経路との関連を解析した。WNK1及びWNK4の
双方のノックダウンにより、分化に伴う神経突起の伸長が抑えられるという表現型が見られ、さらにはアセチルコリン性神
経の分化マーカーの発現も抑制されていた。このことは、WNKシグナル伝達経路が、神経分化にも関与しているという新
たな発見であった。また、PHAIIの患者において高血圧以外にも見られる精神発達遅延という症状を考慮すると、WNKシ
グナル伝達経路は、Lhx8を介して、発症に関与する可能性を示唆する始めての結果である。
2.  WNK4は、FGFシグナル伝達経路の正の制御因子として機能する。
　アフリカツメガエルのWNK4の発現を、アンチセンスMOにより抑制すると、頭部欠損という表現型を示し、頭部や神経
のマーカー遺伝子の発現も抑制していた。このことから、WNK4が頭部形成において、重要な機能を持つことが推測される。
頭部形成には、様々なシグナル伝達経路が関与するが、その内の一つであるFGFシグナル伝達経路の標的遺伝子、及びFGF
シグナル伝達経路による頭部神経マーカーの発現誘導が、WNK4の発現抑制により、抑制されることを明らかにした。また、
FGFシグナル伝達経路により誘導されたOSR1のリン酸化が、WNK4の発現抑制により、抑制された。以上の結果から、
FGF→WNK4→OSR1というシグナル伝達経路が示され、頭部形成において、WNK4がFGFシグナル伝達経路の正の制御因
子として、重要な機能を持つことを明らかにした。
　このように、WNKシグナル伝達経路は、線虫からショウジョウバエ、アフリカツメガエル、ほ乳類に至るまで広く保存
されたシグナル伝達経路であり、発生及び分化の様々な過程において関与が明らかになってきた。しかしながら、WNKシ
グナル伝達経路の詳細な機構や、PHAIIの発症機構などは、まだ未解明であり、今後も解析を続けていく。

（３）研究業績
［原著］

 1.	 Sato, A. and Shibuya, H. (2013).  WNK Signaling Is Involved in Neural Development via Lhx8/Awh Expression.  
PLoS One 8, e55301.

 2.	 Shimizu, M., Goto, T., Sato, A. and Shibuya, H. (2013).  WNK4 is an essential effector of anterior formation in FGF 
signaling.  Genes Cells 8, 442-449.

 3.	 Goto T., Michiue T., Ito Y., Asashima M. (2013).  Characterization of CXC-type chemokine molecules in early 
Xenopus laevis development.  Int. J. Dev. Biol. 57, 41-47.

 4.	 Goto, T., Sato, A., Shimizu, M., Adachi, S., Satoh, K., Iemura, S, Natsume, T and Shibuya, H. (2013). IQGAP1 Functions 
as a Modulator of Dishevelled Nuclear Localization in Wnt Signaling. PLoS One, 8, e60865.

 5.	 Goto. T, Sato, A., Adachi, S., Iemura, S., Natsume, T. and Shibuya, H. (2013). IQGAP1 regulates nuclear localization of 
β-Catenin via importin-β5 in Wnt signaling. J. Biol. Chem., 288, 36351-36360.

［学会］
 1.	 後藤利保、佐藤淳、足立俊吾、家村俊一郎、夏目徹、澁谷浩司　IQGAP1によるß-cateninの核内移行の調節機構の解

析　第36回日本分子生物学会年会、2013年12月、神戸、ポスター発表

［研究助成金］
 1.	 澁谷浩司：文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（B）「WNKシグナルによる発生制御機構の解明」
 2.	 後藤利保：文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（C）「Wntシグナル伝達におけるIQGAP1を介したβカテニンの

核内移行機構の解析」

［その他］
〈教育活動〉
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学内講義
 1.	 澁谷浩司：修士課程講義「細胞生物学特論」
 2.	 澁谷浩司、後藤利保、佐藤淳：博士課程講義「生命科学特論II」

学外講義
 1.	 後藤利保：千葉大学大学院、融合科学研究科、集中講義「分子細胞生物学特論II」
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発生再生生物学分野
Developmental and Regenerative Biology

教　　授　仁科博史
准 教 授　平山　順
助　　教　浅岡洋一
大学院生　山本　誠，野田英一郎

（１）教育
　当分野では、肝臓を中心とする器官の発生と再生の分子機構を、発生工学、遺伝学、細胞生物学、分子生物学、生化学な
どの幅広い手法を用いて解明し、肝不全や肝癌などの難治性疾患に対する再生医療の開発を目指した基盤研究を展開するこ
とを理念としている。また、広範な細胞機能の発現に介在する細胞内シグナル伝達の観点から研究を行なうことにより、高
次生命現象である器官の発生や再生の一般性と特殊性を明らかにするとともに、創薬の可能性を追求している。これら目的
の理解を目指した教育を行っている。

（２）研究
　当研究室では、「細胞社会である組織や器官がどのような仕組みで形成され、そして機能発現体として維持されるのか」
という課題を、情報のやり取り（シグナル伝達）の観点から、発生工学・遺伝学・細胞生物学・分子生物学・生化学などの
幅広い実験手法を駆使しながら解明することを目的としています。特に古来より再生能力の高い器官として知られている「肝
臓」に着目して、マウスやメダカをモデル生物に用いて、その発生や再生に関わるシグナル伝達系の研究を行っています。
難治性疾患に対する再生療法の開発や創薬のためには、病態の根底に潜む分子や細胞レベルの生物学の理解が必須であり、
また根本を記述する生物学はこれらに的確な解答を与えてくれます。

1. 細胞の生死を制御するSAPK/JNKシグナル伝達系に関する研究
　外部環境の変動に応答する仕組みを、生物は進化の過程を通じて生存に必須の機構として獲得してきました。紫外線によ
るDNA損傷に対処する修復系, ウイルスや細菌感染から個体を防御する免疫系など個体の恒常性を維持する仕組みです。我々
は様々なストレスに応答し活性化する “MAPキナーゼファミリーの一つであるJNK（別名stress-activated protein kinase 
(SAPK)）” に着目し、その活性化機構や生理的役割について研究しています。JNK活性化因子である２種類のリン酸化酵素
MKK4（別名SEK1）とMKK7の観点から解析を行ってきました。これまでに、両因子が協調的に働きJNKを相乗的に活性化
することを見出しました。「MKK4とMKK7によるJNKの連続リン酸化モデル」を提唱しています。また、本シグナル伝達系
は、発生期のマウスの肝臓の幹細胞（肝芽細胞）の増殖シグナルとして機能することを明らかにしました。本シグナル系に
不具合が生じると、肝芽細胞は増殖できず、細胞死（アポトーシス）が誘導され、肝形成不全となり、マウス個体も致死と
なります。
　現在は、「脊椎動物初期胚の形作りにおけるJNKシグナル系の役割」を小型魚類のゼブラフィッシュを用いて、また「哺
乳類動物の脳形成と脳の機能維持におけるJNKシグナル系の役割」を条件付きノックアウトマウスを用いて解析しています。

２. 組織や器官形成のサイズを制御するHippoシグナル伝達系に関する研究
　Hippoシグナル伝達系は、ショウジョウバエの「組織や器官のサイズを規定するシグナル伝達系」として2003年に発見さ
れました。本シグナル伝達系は、細胞の増殖と細胞死を同時に制御することで、組織や器官を構成する細胞数を制御します。
近年になって、哺乳類動物のマウスやヒトにおいても本シグナル伝達系が保存されていること、興味深いことにヒトでは「癌
抑制シグナル伝達系」として機能していることが示されました。肝臓で本シグナル系に異常が生じると、肝臓のサイズは大
きくなり、この状態が継続すると肝癌になることがマウスを用いた実験で示されました。
我々は、細胞核内に存在する「DNA損傷センサー」および「アポトーシスにおけるNKシグナル系の役割」を解明する過程で、
Hippoシグナル系を制御する癌抑制遺伝子産物Ras association domain family（RASSF）に関わることになりました。「JNK
シグナル系とHippoシグナル系とのクロストーク」が興味深い課題として浮かびつつあります。現在は、Hippoシグナル系の
標的分子で転写共役因子であるYAP蛋白質の視点から、メダカやマウスをモデル生物に用いて、「脊椎動物の組織や器官形
成におけるHippoシグナル系の役割」を研究しています。

３. マウス胚性幹（ES）細胞を用いた細胞分化シグナル伝達系に関する研究
　ES細胞は器官や組織を構成するほぼすべての細胞に分化する能力を有することや試験管内で増殖可能であることから、細
胞分化の仕組みの解明を目指す細胞生物学研究や細胞移植医療を目指す再生医学研究に用いられています。我々もマウスES
細胞を用いたノックアウトマウス作出の経験を活かして、ES細胞を用いた細胞分化の研究を行っています。これまでに「眼
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形成マスター遺伝子と呼ばれるPAX6の神経分化における役割」や「ES細胞や精巣で特異的発現するCrxOSの役割」につい
て報告してきました。国立成育医療センター眼科との共同研究です。現在は、細胞分化の運命決定におけるMAPキナーゼの
役割を研究しています。

４. 小型魚類メダカを用いた肝臓研究
　発生期の肝形成は、幹細胞である肝芽細胞が内胚葉由来の前腸から発生することに始まります。肝芽細胞は増殖を繰り返
した後、胆管上皮細胞や成熟肝細胞へ分化・成熟します。in vitro 組織培養系の進歩や多数のノックアウトマウスの作出によ
って、肝形成に関与する遺伝子やシグナル伝達系が明らかになりつつあります。しかしながら、母胎内の子宮で発生するマ
ウス胚を用いた肝臓発生研究には様々な困難が伴います。それ故、母胎外で発生し、上記の問題を克服できる新たなモデル
生物が求められています。我々は、器官形成やヒト疾患のモデル生物として最近注目されている小型魚類メダカを用いて肝
形成および肝疾患に関する研究を展開しています。これまでに「肝形成不全および肝機能不全メダカ変異体」を複数単離す
ることに成功しています。得られた変異体は、その表現型から5つのグループ（第１群：肝芽形成不全変異体、第２群：肝
臓低形成変異体、第３群：肝臓位置異常変異体、第４群：胆嚢色異常変異体、第５群：脂質代謝異常変異体）に分類しました。
このうち第２群に属する “緋扇(hiohgi)” と命名した変異体（胚の形が扇子に似ている）は、“肝臓が小さく、胸鰭が無い” と
いう興味深い表現型を示します。原因遺伝子の同定から、ビタミンAからオールトランスレチノイン酸(RA)を合成する酵素

（レチノイン酸合成酵素タイプ２, RALDH2）をコードする遺伝子の変異であることが判明しました。詳細な解析から、側板
中胚葉(lateral plate mesoderm)に発現するRALDH2がRAを産生し、下流に位置するWnt2bb遺伝子の発現を誘導し、肝臓の
特異化を決定することが示されました。興味深いことに、このRALDH2によるWnt遺伝子誘導のシグナル系は、胸鰭の特異
化を決定するシグナル系と酷似しています。体内の器官である肝臓が、体外の腕と類似の分子機構で作られるということで
す。
　我々は遺伝的に脂肪肝になりやすいメダカ変異体kendamaの単離に成功しました。また、山口大学医学部との共同研究に
よって、高脂肪食をメダカに摂取させることによって、非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)をメダカに発症させることにも
成功しています。ヒトと類似の病理所見や遺伝子発現の変化が観察されました。興味深いことに、多価不飽和脂肪酸である
EPAの同時投与によってNASHの発症は抑制されました。欧米では既に小型脊椎動物ゼブラフィッシュを用いたハイスルー
プット薬剤スクリーニングが行われています。マウスに比較して、スクリーニングできる薬剤の数は百倍以上、繁殖や飼育
にかかる実験費用も数十分の１以下という利点があるからです。それ故、ヒト疾患を模倣する変異体の単離が注目されてい
ます。正常の肝臓は脂肪肝の前段階を経て、線維化、NASH、肝硬変、肝癌へと病態を悪化させる場合が多いことが知られ
ています。重篤な肝疾患を予防するためには、脂肪肝を軽減させることが有効です。kendamaメダカ変異体や高脂肪食摂取
によるNASH様メダカを用いた脂肪肝発症機構の解明と創薬研究が期待されています。
　現在は、上記変異体の原因遺伝子の同定の観点から、「肝形成機構および脂肪肝発症機構」を研究しています。

５. マウスを用いた肝再生研究
　人類は紀元前の大昔に既に「肝臓が再生すること」を知っていたようです。プロメテウスという神様の神話がそれを示し
ています。マウスでは、肝臓全体の70％もの部分を除去した場合（部分肝切除）、残りは30％の部分が、約１週間後で、元
の100％のサイズに戻ります。きっちり100％に戻ることから、「肝臓は自分のサイズを知っている」ことになります。多く
の生物学者が興味を持ってきた課題です。また、部分肝切除後１日目には脂肪肝が観察されますが、この脂肪肝は病態の前
段階である「悪玉脂肪肝」（図11）ではなく、肝再生のエネルギーを供給するのに必須な「善玉脂肪肝」です。悪玉脂肪肝
と善玉脂肪肝の違いも興味ある研究課題です。
　現在は、これら魅力的な課題を、Hippoシグナル系と脂質代謝の観点から取り組んでいます。試行錯誤の段階です。

６. 個体の恒常性を制御する生物時計に関する研究
　概日リズムは、睡眠/覚醒、血圧、体温、ホルモン分泌、代謝等の生理現象の周期を主に光といった外界からの刺激を利
用して外環境に適応させ、生体の恒常性を維持しています。従って、この機構の異常は躁鬱病やメタボリック症候群等の代
謝異常を含む多くの病態に関与します。概日リズムは、分子時計と呼ばれる約24時間の周期性をもつ転写/翻訳に依存した
フィードバックループにより制御されています。この分子時計は、CLOCK, BMAL1, 及びCRYの3つの因子（時計蛋白質）
により構成され、我々の全身の組織の個々の細胞に存在しています。疫学的な解析や概日リズムの異常を示す変異マウスの
生理学・解剖学的解析により概日リズムと発癌等の疾患の関連は現象として多く報告されています。近年、BMAL1や
CLOCK等の分子時計制御因子の変異マウスが早老症や代謝異常を発症することが報告され、一部その病態メカニズムに分
子時計が関与していることが強く示唆されています。実際に、分子時計はWee1やc-Myc等の細胞周期制御因子や癌遺伝子の
転写を制御します。また、時計蛋白質CLOCKはヒストンアセチルトランスフェラーゼ（HAT）活性を有し、その酵素活性
により多様な細胞機能制御を担うグルココルチコイドレセプター（GR）等の非ヒストン蛋白質をアセチル化修飾し、ターゲ
ット蛋白質の機能を調節します。さらに、分子時計はCLOCKのHAT活性により遺伝子の発現調節領域のクロマチンリモデ
リングを行いますが、これは分子時計が細胞のエピジェネティック応答を担う可能性を示唆しています。我々は、分子時計
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制御に関わる新規の細胞内シグナル経路及び時計蛋白質の翻訳後修飾を見出してきました。重要なこととして、これらのシ
グナル経路や蛋白質の修飾は細胞のDNA損傷応答制御においても重要な役割を担っています。実際に、我々は分子時計の光
同調とDNA損傷応答が共通にMAPキナーゼシグナル経路を介して制御されていることを見出しています。
　現在我々は、分子時計制御因子として機能するDNA損傷応答因子（DNA damage Response Factor: DRF）を同定してい
ます。これらの知見に基づいて、我々は古典的なDNA損傷修復又は細胞死の選択という応答とは異なる｢分子時計を介した
新たなDNA損傷応答機構｣という仮説を提唱しそれを証明することにより、概日リズムの異常と発癌の関連の分子機構の一
端を解明したいと考えています。

（３）業績
[原著]

  1. 	Norie Arima1, Yoshimi Uchida1, Ruoxing Yu, Koh Nakayama and Hiroshi Nishina (2013) Acetylcholine Receptors 
Regulate Gene Expression that Is Essential for Primitive Streak Formation in Murine Embryoid Bodies. Biochem. 

Biophys. Res. Commun. 435, 447-453 (1Contributed equally)  
  2.	 Menno J. Oudhoff, Spencer A. Freeman, Amber L. Couzens, Frann Antignano, Ekaterina Kuznetsova, Paul H. Min, 

Jeffrey P. Northrop, Bernhard Lehnertz, Dalia Barsyte-Lovejoy, Masoud Vedadi, Cheryl H. Arrowsmith, Hiroshi 
Nishina, Michael R. Gold, Fabio M.V. Rossi, Anne-Claude Gingras, and Colby Zaph (2013) Control of the Hippo 
pathway by Set7-dependent methylation of Yap. Dev. Cell 26, 188-194.

[総説]
  1.	 Yoichi Asaoka, Shuji Terai, Isao Sakaida and Hiroshi Nishina (2013) The expanding role of fish models in 

understanding non-alcoholic fatty liver disease (NAFLD). Disease Models & Mechanisms 6, 905-914. 
  2. 	浅岡洋一：初期発生期におけるJNKシグナル伝達経路の多様な生理的役割：比較生理生化学　30: 59-67 (2013)  
  3. 	山崎世和、仁科博史：脳におけるSAPK/JNKシグナルの役割：CLINICAL NEUROSCIENCE；中外医学社　31: 654-

656 (2013)

[学会]
国際学会発表

  1.	 Shoji Hata, Yutaka Hata and Hiroshi Nishina; A novel acetylation cycle of YAP is triggered to SN2 alkylating 
agentnts [Keystone Symposia on The Hippo Tumor Suppressor Network, Monterey USA, May 19-23, 2013]

  2. 	Yutaka Hata et al. Acceleration of skeletal muscle regeneration in a mouse muscle injury model injected by aTAZ 
activator[Keystone Symposia on The Hippo Tumor Suppressor Network, Monterey USA, May 19-23, 2013]

  3. 	Norio Miyamura and Hiroshi Nishina; A novel mouse model of oncogene yap-dependent abnormal hepatocyte 
disappearance [Keystone Symposia on The Hippo Tumor Suppressor Network, Monterey USA, May 19-23, 2013]

  4. 	Miki Nishio et al.; Increased cancer susceptibility and embryonic lethality associated with double mutation of the 
Mob1A and Mob1B in mice [Keystone Symposia on The Hippo Tumor Suppressor Network, Monterey USA, May 
19-23, 2013]

  5. 	Menno J. Oudhoff et al.; Control of the Hippo pathway by Set7-dependent methylation of Yap [Keystone Symposia 
on The Hippo Tumor Suppressor Network, Monterey USA, May 19-23, 2013]

  6. 	Yoichi Asaoka et al.; Hippo signaling pathway-mediated three dimensional construction of the epithelial tubular 
structures. [1st International Meeting for Epithelial Tubulology, Sapporo, June 22-23, 2013]

  7. 	Yoshimi Uchida ; Mouse embryonic stem cell-based drug screen for novel modulators of mesoderm and ectoderm 
differentiation. [8th International Symposium of the Institute Network, Kyoto, June 27-28, 2013]

  8. 	Hiroshi Nishina ; A novel mouse model of oncogene yap-dependent abnormal hepatocyte disappearance. [The 20th 
Annual Meeting of the Japanese Society for the Research of Hepatic Cells, Osaka, September 26-27, 2013]

 
国内学会発表

  1. 	仁科博史；ストレス応答性MKKの生化学・生理機能の解明［新潟大学医歯学系分子細胞機能学セミナー;2013年3月4日／
新潟］

  2.	 内田好海他；標的既知化合物ライブラリーを用いた中胚葉分化制御シグナルの探索［第133回日本薬学会年会;2013年3
月27-30日／横浜］ 

  3.	 有馬誉恵他；心筋細胞分化におけるアセチルコリン受容体の機能解析［第133回日本薬学会年会;2013年3月27-30日／
横浜］ 

  4.	 仁科博史；肝臓のサイズとがん発症を制御するHippoシグナル伝達系［日本生化学会関東支部例会;2013年6月15日／山

生命理工学講座



— 882 —

生命理工学講座

梨］ 
  5.	 山崎世和他；ストレス応答性キナーゼMKK7の高次脳機能における役割［第12回生命科学研究会；2013年6月28-29日／

青森］
  6.	 浅岡洋一；Hippoシグナル伝達系の胚発生期における多彩な役割［第35回日本比較生理生化学会 比較三学会合同シン

ポジウム；2013年7月13-15日／姫路］
  7.	 仁科博史；細胞の生死を制御するJNKシグナル伝達系の新規生理機能の解明［第22回日本Cell Death学会;2013年7月

19-20日／京都］ 
  8.	 畠星治他；DNA損傷誘導性YAPアセチル化修飾の同定［第22回日本Cell Death学会;2013年7月19-20日／京都］ 
  9.	 仁科博史；Roles of Hippo signaling pathway in murine liver［第86回日本生化学会大会;2013年9月11-13日／横浜] 
10. 	有馬誉恵他；マウス初期胚におけるムスカリン性アセチルコリン受容体の機能解析［第12回次世代を担う若手ファー

マ・バイオフォーラム;2013年9月14-15日／東京］
11. 	畠星治他; がん遺伝子産物YAPの新規翻訳後修飾アセチル化の同定と機能解析［第12回次世代を担う若手ファーマ・

バイオフォーラム；2013年9月14-15日／東京］
12. 	平山順他；Study on a light signaling pathway for circadian entrainment in zebrafish［第19回小型魚類研究会；2012

年9月20-21日／仙台］
13. 	浅岡洋一他；Analysis of the Hippo-Yap signaling pathway controlling the retinal cell differentiation.［第19回小型魚

類研究会；2013年9月20-21日／仙台］
14. 	三浦良太; がん原遺伝子産物YAPのアセチル化修飾の生理学的機能の解明［第2回修飾シグナル病若手発表会；2013年

10月21-23日／伊香保］
15. 	平山順他；Analysis of a light signaling pathway for circadian entrainment using zCry1a and zPer2 knock out 

zebrafish［第20回日本時間生物学会学術大会；2013年11月9-10日／東大阪］
16. 	平山順他；ゼブラフィッシュ初期胚における概日リズム形成の分子機構［定量生物学の会 第6回年会；2013年11月

23-24日／吹田］
17. 	仁科博史；異常肝細胞排除現象の発見と機構解明［第19回日本肝臓医生物学研究会；2013年11月30日／札幌］
18. 	有馬誉恵；マウス三胚葉形成におけるムスカリン性アセチルコリン受容体の機能解析［第36回日本分子生物学会年会；

2013年12月3-6日／神戸］

[研究助成金]
  1.	 仁科博史（代表）：日本学術振興会研究費, 基礎研究（B）「マウスやメダカを用いた肝発生・再生および肝病態シグナ

ルネットワークの解明」
  2. 	仁科博史（代表）：日本学術振興会研究費, 挑戦的萌芽研究「器官サイズ制御因子YAP標的転写産物の網羅的発現解析」
  3. 	仁科博史（分担）：厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服緊急対策研究事業）「骨髄および脂肪由来細胞を用いた次

世代型肝臓再生・修復（抗線維化）療法の開発研究」
  4. 	平山順（代表）：科学研究費補助金　若手研究（A）「DNA損傷シグナルによる概日リズム制御機構の解明」
  5. 	平山順（代表）：文部科学省研究費, 新学術領域研究「概日リズムの外環境への応答における時計蛋白質の翻訳後修飾

の役割」
  6. 	浅岡洋一（代表）：科学研究費補助金　基礎研究（C）「上皮組織の立体構築過程におけるHippoシグナル伝達系の役割」
  7. 	浅岡洋一（代表）：文部科学省研究費, 新学術領域研究「器官サイズ制御シグナルによる神経管・血管系上皮組織の３

次元構築機構の解明」
  8. 	宮村憲央（代表）：科学研究費補助金　特別研究員奨励費「質量顕微鏡を用いた肝臓内低分子代謝産物の網羅的可視

化とバイオマーカーの探索」
  9. 	内田好海（代表）：科学研究費補助金　特別研究員奨励費「ストレスシグナルによる概日リズム制御の分子メカニズ

ムおよび生物学的意義の解明」

教育活動
  1.	 仁科博史；東京大学薬学部・非常勤講師
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免　疫　学　分　野
Immunology

教　　授　鍔田武志
准 教 授　安達貴弘
助　　教　鈴木光浩
特任助教　松原直子，徐　米多，赤津ちづる
特任講師　王　継揚
外国人研究者　Soha Gomaa Ramadan Abdel Salam
大学院生　唐　淼，高田俊太朗，江崎澄代，
　　　　　Aslam Mohammad，焦旭阳，
　　　　　Ayse Ucar Konuskan
大学院研究生　Nazim Medzhidov
卒業研究生　吉岡真代

（１）教育
　大学院教育として、修士課程の免疫学特論の講義の一部を担当するとともに、修士・博士課程の免疫学についての研究指
導を行っている。

（２）研究
　免疫系が抗原に反応する際に、抗原がタンパク質であるのか、あるいは、それ以外の分子であるのかによって反応の性状
は異なる。これは、もっぱらTリンパ球がタンパク質のみを認識するためである。正常な免疫系は、病原微生物やがん細胞
を排除するが、微生物以外の異物や自己成分には反応しない。微生物以外の異物や自己成分への反応は、それぞれ、アレル
ギーおよび自己免疫疾患の原因となるとされる。タンパク抗原への免疫応答の際の、病原微生物、微生物以外の異物、自己
成分の識別のメカニズムはほぼ解明されているが、非タンパク抗原への免疫応答については未解明の領域が多い。また、非
タンパク抗原への免疫応答は、結核菌や髄膜炎菌などへの免疫応答や、種々の自己免疫疾患の発症に重要である。したがって、
非タンパク抗原への免疫応答の解明は、免疫学の残されたフロンティアのなかでもとりわけ重要なものの１つである。本研
究室では、糖鎖、糖脂質および核酸関連抗原への抗体産生のメカニズムや、糖鎖シグナルによる抗体産生の制御についての
研究を行い、SLEや免疫性神経疾患の病態の解明や、糖鎖修飾化合物による免疫応答制御の研究をおこなっている。

（３）研究業績
[原著]

 1.	 Shimoda, M., Bolduc, A., Takezaki, M., Amtani, Y., Huang, L., Nutt S. L., Kamanaka, M., Flavell, R. A., Mellor A. L, 
Tsubata, T. andKoni, P. (2013): Constitutively CD40-activated B cells regulate CD8 T cell inflammatory response by 
IL-10 induction. J. Immunol. 190: 3189-3196.

 2.	 Xu, M., Hou, R., Sato-Hayashizaki, A., Man, R., Zhu, C., Wakabayashi, C, Hirose, S., Adachi, T. and Tsubata, T. (2013): 
CD72c is a modifier gene that regulates Faslpr-induced autoimmune disease. J. Immunol. 190: 5436-5445.

 3.	 Aslam, M., Kishi, Y. and Tsubata, T. (2013): Excess CD40L does not rescue anti-DNA B cells from clonal anergy. 
F1000 Research 2:218.

 4.	 Naito-Matsui, Y., Takada, S., Kano, Y., Iyoda, T., Sugai, M, Shimizu, A., Inaba, K., Nitschke, L., Tsubata, T., Oka, S., 
Kozutsumi, Y. and Takematsu, H. (2014): Functional evaluation of activation-dependent alterations in the sialogylcan 
composition of T cells. J. Biol. Chem. 289: 1564-1579.

[学会]
(国際学会)
招待講演

 1.	 Tsubata, T.: CD72c a hapolotype encoding the SHP-1-binding B lymphocyte molecule is a modifier gene for murine 
lupus, the 10th International Conference on Protein Phosphatase, Feb 7-9. 2013, Tokyo

 2.	 Tsubata, T.: Sialic acids and immune responses. Molecular Frontier Science Conference for Humboltians and DAAD 
Alumni, September 20-22, 2013. Shanghai.

 3.	 Tsubata, T.: SHP-1-activating Receptors in B lymphocytes. The 2nd Taiwan-Japan Bilateral Conference on Protein 
Phosphatase, November 27-29, 2013. Hsinchu.
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一般演題
 1.	 Shimoda. M., Bolduc. A., Takezaki. M., Tsubata. T. and Koni. P-A. :Excess B cell CD40/CD40L signaling promotes 

CD4 T cell-mediated encephalomyelitis in mice. Immunology 2013 AAI Annual meeting. 3-7 May, 2013. Honolulu.

(国内学会)
招待講演

 1.	 鍔田武志「自己抗体産生とアイソタイプ」第20回自己抗体と自己免疫シンポジウム、平成25年2月2日、東京
 2.	 鍔田武志「CD72cはFas欠損マウスでの自己免疫疾患発症を制御する修飾遺伝子である」第22回日本cell deth 学会学

術集会、平成25年７月19日、京都

一般演題
 1.	 Takata. T., Tang. M. and Tsubata. T.: Unconventional B cell antigen receptor endocytosis pathway. Annual Meeting 

of the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba.
 2.	 Xu. M., Hou. R., Sato-Hayashizaki. A., Man. R-Y., Zhu. C., Wakabayashi. C., Hirose. S., Adachi. T. and Tsubata. T.: 

Cd72c is a modifier gene that regulates Faslpr-induced autoimmune disease. Annual Meeting of the Japanese Society 
for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba. 

 3.	 Mohammad. A. and Tsubata T.:Distinct tolerance mechanisms for anti-DNA and anti-Sm B cells. Annual Meeting of 
the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba. 

 4.	 Li. Y., Hase. K., Tsubata. T. and Wang. J-Y.: Glia maturation factor-γ regulates marginal zone B cell migration and 
humoral immune responses. Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. 
Chiba.

 5.	 Kano. C., Ohno. H., Tsubata. T. and Wang. J-Y.: Identification of a putative form of AID that inhibits Ig gene 
hypermutation. Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba.

 6.	 Onodera. T., Takahashi. Y., Adachi. T., Tsubata. T., Kurosaki. T. and Ato. M.: Replenishment of long-live plasma 
cellsis constitutively restrictedby CD4+ T cells in the ir maintenance phase after influenza vaccination. Annual 
Meeting of the Japanese Society for Immunology, 2013. December 11-13, 2013. Chiba.

 7.	 品川健朗、沼本修孝、鍔田武志、伊藤暢聡「CD72の構造解析に向けて」第51回日本生物物理学会年会、平成25年10
月28日-30日 、京都

[外部資金]
 1.	 鍔田武志：平成25年度厚生労働科学研究費補助金　創薬基盤推進研究事業「新規コンセプトによる炎症を誘導しない

ワクチン用免疫増強剤の開発」
 2.	 鍔田武志：独立行政法人日本学術振興会　平成25年度科学研究費補助金基盤研究Ｂ「Ｂリンパ球レクチンの糖鎖認識

と機能」
 3.	 王継揚：独立行政法人日本学術振興会　平成25年度科学研究費補助金基盤研究基盤研究Ｃ「IgM受容体による液性免

疫の促進と自己免疫の回避の分子機構の解明」
 4.	 安達貴広：独立行政法人日本学術振興会　平成25年度科学研究費補助金　基盤研究Ｃ「記憶Ｂ細胞の迅速で強い抗体

産生機構の解明」

[その他]
特許取得

 1.	 鍔田武志　小野寺大志「B細胞におけるCD22機能を抑制することから成る免疫応答の促進方法」、特許権者：独立行
政法人・科学技術振興機構、特許番号：5243269

招待セミナー
 1.	 Tsubata, T.: Regulation of B lymphocyte responses and sialic acid-binding immunoglobulin-like lectins (Siglecs). Glyco 

Medicine Seminar, IBMS, Academia Sinica, November 27, 2013. Taipei.
 2.	 鍔田武志　「Sialic acids and immune responses」　徳島大学、平成25年8月12日、徳島　
 3.	 鍔田武志　「リンパ球の選択・分化とUPR」　広島大学、平成25年10月29日、広島

主催セミナー
 1.	 Juergen Wienands (Georg August University Gottingen): Targeting signal effecter proteins to the antigen receptor 

on naïve and class-switched memory B cells, December 10. 2013.
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エピジェネティクス分野
Epigenetics

教　　授　石野史敏
准 教 授　幸田　尚
助　　教　小野竜一
特任講師　李　知英
特任助教　成瀬美衣
非常勤講師　小林　慎
大学院生　及川真実，高橋沙央里，相馬未来，
　　　　　高木清考，北澤萌恵，松沢　歩

（１）教　育
　エピジェネティクスは遺伝子発現制御にかかわる学問領域であり、個体発生・細胞分化等の高次の生命現象に深く関わっ
ている。生物の諸形質は遺伝子およびその発現制御によって決定されるため、ジェネティクス（遺伝学）とエピジェネティ
クスを合わせた生命現象の理解が21世紀の医学・生物学の基盤である。最先端の実験研究をとおして、それを理解するため
の教育を行っている。

（２）研　究
　哺乳類特異的なゲノム機能に関係するジェネティクスとエピジェネティクスの研究として以下の課題を推進している。

（1）ゲノムインプリンティングは哺乳類に共通するエピジェネティック機構であり、これの異常に起因する多数の疾患が知
られている。父親・母親由来で発現するインプリント遺伝子群の機能解析をとおして、胎児や新生児の成長、成人にお
ける機能の解明と疾患原因遺伝子の同定を目指している。また、親由来のエピジェネティック記憶が、次世代に伝わる
際のリプログラミング機構について研究している。

（2）近年のゲノム解析の結果、哺乳類が誕生する際、LTRレトロトランスポゾンに由来する新しい遺伝子がかなりの数、哺
乳類ゲノムに加わっていることが明らかになった。このような哺乳類特異的遺伝子群の機能および、ヒトにおける遺伝
疾患との関係を解析している。Sushi-ichi レトロトランスポゾンに由来し、母親と胎児をつなぐ胎生に必須の胎盤の形
成に必須な遺伝子であるPEG10やPEG11/RTL1に加えて、他の遺伝子についても着床、妊娠、出産、母性哺育行動など
哺乳類の特徴とされる形質の進化との関係性を研究しており、これらの研究から進化医学という新分野の確立に貢献し
たい。

（3）体細胞クローン技術はiPS細胞技術とならんで、21世紀の再生医療の中心になることが期待されている。体細胞クロー
ン動物は成功率が低いことが大きな問題であるが、理化学研究所バイオリソースセンター小倉淳郎室長、山梨大学若山
照彦教授らとの共同研究で、体細胞クローン技術の改善を目指した解析を進めている。

（4）人工授精や顕微授精などの生殖補助医療の件数は、近年、急速に増加している。当研究室では、マウスをモデル動物と
して、顕微授精で産まれた産仔において遺伝子発現のシフトが起きていることを明らかにし報告してきた。受精直後の
胚における網羅的な遺伝子発現解析から原因解明とヒトにおける影響の解析を進めている。

（３）臨　床
　エピジェネティクス分野としての臨床は行っていないが、本学大学院生殖機能協関学（周産女性診療科）および関連病院
との共同研究で、ヒトにおける不妊治療に用いられる顕微授精（ICSI）の胎児発生における影響を解析し、その結果を将来
の治療に活かせるよう努力している。

（４）研究業績
[原著]

  1.	 Kohda T and Ishino F. Embryo manipulation via assisted reproductive technology and epigenetic asymmetry in 
mammalian early development. (Review) Phillos Trans R Soc Lond B Biol Sci, 368(1609):20120353 (2013).

  2. 	Wakayama S, Kohda T, Obokata H, Tokoro M, Li C, Terashita Y, Mizutani E, Nguyen VT, Kishigami S, Ishino F 
and Wakayama T. Successful serial recloning in the mouse over multiple generations. Cell Stem Cell 12(3), 293-297 
(2013).

  3. 	Oikawa M, Matoba S, Inoue K, Kamimura S, Hirose M, Ogonuki N, Shiura H, Sugimoto M, Abe K, Ishino F and 
Ogura A. RNAi-mediated Knockdown of Xist Does Not Rescue the Impaired Development of Female Cloned Mouse 
Embryos. J Reprod Dev 59(3), 231-237(2013).
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  4. 	Iwasaki S, Suzuki S, Clark H, Ono R, Shaw G, Renfree MB, Kaneko-Ishino T and Ishino F. Identification of novel 
PNMA-MS1 in marsupials suggests LTR retrotransposon-derived PNMA genes differently expanded in marsupials 
and eutherians. DNA Res 20(5), 425-436 (2013).

  5. 	Nishimoto M, Katano M, Yamagishi T, Hishida T, Kamon M, Nabeshima Y, Nabeshima Y, Katsura Y, Satta Y, 
Deakin JE, Graves JAM, Kuroki Y, Ono R, Ishino, F, Okazaki Y, Kato H and Okuda A.. In vivo function and evolution 
of the eutherian-specific pluripotency marker UTF1. PLoS One 8(7):e68119 (2013). 

  6. 	Kobayashi S, Totoki Y, Soma M, Matsumoto K, Fujihara Y, Toyoda A, Sakaki Y, Okabe M and Ishino F. 
Identification of an imprinted gene cluster in the X-inactivation center. PLoS One 8(8):e71222 (2013).

  7. 	Kohda T. Effects of embryonic manipulation and epigenetics. J Hum Genet 58(7):416-420. (2013)
  8. 	Kawasaki Y, Lee J, Matsuzawa A, Kohda T, Kaneko-Ishino T and Ishino F. Active DNA demethylation is required 

for complete imprint erasure in primordial germ cells. Sci Rep (in press). 

[学会]
  1. 	高橋沙央里、李知英、若山照彦、幸田尚、金児-石野知子、石野史敏　雌性単為発生胚由来１倍体細胞株における

DNAメチル化状態の破綻　第７回日本エピジェネティクス研究会年会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）。
  2.	 李知英、高橋沙央里、川崎祐季、佐渡敬、石野史敏　マウス精原幹細胞リプログラミングにおけるXISTの役割　第

７回日本エピジェネティクス研究会年会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）。
  3.	 高木清考、幸田尚、及川真実、小倉淳郎、石野史敏　マウスを用いた初期胚の父系発現遺伝子の同定　第７回日本エ

ピジェネティクス研究会年会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）。
  4.	 幸田尚、高木清考、及川真実、越後貫成美、井上貴美子、小倉淳郎、金児-石野知子、石野史敏　マウスを用いた初期

胚の父系発現遺伝子の同定　第７回日本エピジェネティクス研究会年会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）。
  5.	 北澤萌恵　真獣類特異的遺伝子Peg11の胎盤における役割と成長への影響　第７回日本エピジェネティクス研究会年

会　2013年5月30-31日（奈良県新公会堂、奈良）
  6.	 M. Irie, M. Naruse,T. Kohda, R. Ono, S. Wakana, F. Ishino and T. Kaneko-Ishino: A sushi-ichi retrotransposon-

derived Sirh3 is a eutherian specific gene and its knockout mice display decreased daily activity. The 5th EMBO 
meeting 2013, 21-24 September, 2013 (Amsterdam)

  7.	 M. Naruse, R. Ono, K. Nakamura, T. Furuse, T. Hino, K. Oda, M. Kashimura, I. Yamada, S. Wakana, M. Yokoyama, 
F. Ishino and T. Kaneko-Ishino: Sirh7, a newly acquired gene from an LTR retrotransposon in eutherian mammalas, 
plays an essential role in viviparity. The 5th EMBO meeting 2013, 21-24 September, 2013 (Amsterdam)

  8.	 入江将仁、成瀬美衣、幸田尚、小野竜一、若菜茂晴、石野史敏、金児-石野知子　　Suchi-ichi レトロトランスポゾン
由来の遺伝子Sirh3の機能解析　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。

  9.	 松沢歩、李知英、高橋沙央里、石野史敏　培養条件によるES細胞のインプリンティング領域DNAメチル化の変化  第
36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。

10. 	小林慎、十時泰、 相馬未來、 松本和也、藤原祥高、豊田敦、榊佳之、岡部勝、石野史敏　X 染色体不活性化中心 (Xic) 
領域に発見したインプリント遺伝子のクラスター　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、
神戸）。

11. 	幸田尚、高木清考、及川真実、越後貫成美、井上貴美子、金児石野知子、小倉淳郎、石野史敏　マウス初期胚で顕微
授精によって誘導される遺伝子発現調節の変化　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、
神戸）。

12. 	高木清考、幸田尚、及川真実、越後貫成美、井上貴美子、金児-石野知子、小倉淳郎、石野史敏　マウス着床前胚にお
ける父親性発現遺伝子の解析　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。

13. 	小野竜一、成瀬美衣、北澤萌恵、岡野栄之、岡部勝、伊川正人、金児-石野知子、 石野史敏　哺乳類特異的遺伝子 
Peg10 の機能解析　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）

14. 	北澤萌恵、関田洋一、小野竜一、金児-石野知子、石野史敏　真獣類特異的遺伝子Peg11 の胎仔・胎盤における役割  
第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。

15. 	高橋沙央里、Lee Jiyoung、幸田尚、川澄みゆり、金井正美、若山照彦、金児-石野知子、石野史敏　効率的な 
C57BL/6 マウス由来 1 倍体 ES 細胞株の樹立方法の検討　第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際
会議場、神戸）。

[研究助成金]
  1. 	石野史敏 （代表）文部科学省科研費基盤研究（S）「哺乳類特異的ゲノム機能の解析」課題番号23221010　研究代表者 

石野史敏
  2. 	石野史敏 （分担）文部科学省科研費基盤研究（S）「マウスを用いたゲノム高度可塑化因子の同定とその応用」課題番
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号23220011　研究代表者 小倉淳郎 
  3. 	幸田尚（代表）文部科学省科研費　新学術領域研究「ゲノムを支える非コードDNA領域の機能」（公募研究）「胚操作

によって誘導されるエピゲノム変化」課題番号24114505
  4. 	幸田尚（代表）文部科学省科研費　基盤研究（B）「ヒトにおける顕微授精の影響」課題番24310141
  5. 	幸田尚（代表）文部科学省科研費　挑戦的萌芽研究「ヒドロキシメチルシトシンの塩基単位での同定法の確立」課題

番号24651210
  6. 	幸田尚（分担）文部科学省科研費　新学術領域研究「生殖細胞のエピゲノムダイナミクスとその 制御」（計画研究）「核

移植技術を用いた生殖サイクルのエピジェネティクス変化の解析」課題番 号25112009
  7. 	小野竜一（代表）文部科学省科研費　新学術領域研究「ゲノム・遺伝子相関」（公募研究）「哺乳類におけるTy3/

Gypsy型レトロトランスポゾン挿入による遺伝子獲得」課題番号24113507

[その他]
招待講演、セミナー、特許、受賞、学会主催など

  1. 	Takashi Kohda, Kiyotaka Takagi, Mami Oikawa, Narumi Ogonuki, Kimiko Inoue, Tomoko Kaneko-Ishino, 
TeruhikoWakayama, Atsuo Ogura, Fumitoshi Ishino: 11th Transgenic Technology Meeting: Gene expression changes 
induced by intracitoplasmic sperm injection. February 26, 2013 (Baiyun International Convention Center, Guangzhou, 
China).

  2.	 Fumitoshi Ishino and Tomoko Kaneko-Ishino: Roles of LTR retrotransposon- derived genes in mammalian evolution 
and diversification. 2013 International Symposium on Frontier Agriscience and Technology –Insight into Biological 
Mechanisms, Resources and Availability– February 27, 2013 (Shinshu Univ., Ina).

  3.	 Fumitoshi Ishino and Tomoko Kaneko-Ishino: Evolution of mammalian viviparity and placentation by exaptation of 
LTR retrotransposons. CDB Symposium 2013 -The Making of a Vertebrate- March 4-6, 2013 (RIKEN CDB, Kobe).  

  4.	 石野史敏　哺乳類特異的形質の獲得　―進化の中立説と自然選択説―、岡田清孝先生退職記念シンポジウム, 2013年3
月29日（岡崎コンファレンスホール、岡崎）

  5.	 Fumitoshi Ishino and Tomoko Kaneko-Ishino: Mammalian evolution promoted by LTR retrotransposons. 
International Symposium “Evolution of non-coding DNA” - August 18-19, 2013 (Shonan Village Center, Hayama).

  6.	 石野史敏、成瀬美衣、小野竜一、日野敏昭、赤塚明、中村健司、横山峯介、金児-石野知子  レトロトランスポゾン由
来の真獣類特異的遺伝子Sirh7の胎盤における機能、第85回 遺伝学会ワークショップ「転移因子と宿主の相互作用」 
2013年9月19日（慶應義塾大学日吉キャンパス、日吉）

  7.	 Fumitoshi Ishino and Tomoko Kaneko-Ishino: Mammalian evolution promoted by LTR retrotransposon-derived 
genes.  1st Kyoto International Symposium on Virus-Host Coevolution, November 7, 2013 (Inamori Hall, Shiran-
kaikan, Kyoto).

  8. 	石野史敏、鈴木俊介、金児-石野知子 哺乳類におけるゲノムインプリンティングと胎生の進化　ワークショップ「染
色体不活性化のエピジェネティクス」第36回日本分子生物学会年会 2013年12月3-6日（神戸国際会議場、神戸）。
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生 命 情 報 学 分 野
Bioinformatics

教　　授　田中　博
准 教 授　新村芳人(～3月）
助　　教　茂櫛薫，森岡勝樹(7月～）
特任准教授　任鳳蓉
特任助教　長谷武志，飯島久美子
大学院生　金子佳之，遠藤有人，上野英一，田中泰羽，
　　　　　澤井　一，太田沙紀子，清水千佳子，
　　　　　鈴木麻美，糠谷祥子，長谷川浩章，小泉典秋，
　　　　　星　昭彦，Aw Wanping，井上紀彦，
　　　　　丸山智久，渡邊　考，佐竹紀彦，西部弘純，
　　　　　杉本京子，Sophia Subat，大久保三代，
　　　　　Asiya Hapaer，小出康太，高橋敏宏，
　　　　　萩原純也，大坪香澄美，張德政

（１）教育
　本分野の教育活動については、医学と情報科学の関連領域について広く本学の学部、大学院の講義演習を担当している。
学部教育では、医学部保健衛生学科看護学専攻の「医療情報学」および「保健統計学」、検査技術学専攻の「医療情報処理
演習II」および「卒業研究」、歯学部歯学科の「基礎情報医歯学」を担当している。大学院教育に関しては、医歯学総合研究
科の「バイオインフォマティクス」、「疾患オミックス情報学特論」、「クリニカル・インフォマティクス特論」、「生命情報学」、
生命理工学専攻の「システム情報生物学演習」、「生命情報科学特論」、総合保健看護学専攻の「看護情報統計学特論」を担
当している。なお、がんプロフェッショナル養成プラン「がん治療高度専門家養成プログラム」の「がんのシステム生物学
概論」も担当している。また分野の大学院生の学位論文指導に関しては、博士課程22名および修士課程5名の計27名を指導
している。

（２）研究
　本研究室では、主として「生命をシステムとして理解する」観点から生命科学、医学の課題解明に取り組んでいる。生命
科学分野では、システム進化生物学のテーゼを掲げ、生命とは「進化（複雑化）する生命分子ネットワーク」であると捉え、
この「システム進化原理」のもとに生命の基本課題の解明を目指している。我々はシステム進化原理が生命科学のグランド
セオリーであるとしてその構築を進めている。医学分野では、オミックス医療及び「システムとして病気を理解する」シス
テム分子医学を推進している。大半の疾患は単因子疾患ではなく、分子的な変異・異常と臓器組織レベルでの異常、個体レ
ベルでの臨床症状が相互に関連して、「システムとしての病気」が構成される。その網羅的分子表現型が疾患オミックス・
プロファイル情報である。これまでの疾病観にかわる、オミックス医療・システム分子医学こそが分子時代の医学を切り拓
くものだと考えている。その他の研究分野としては、医療への情報技術(IT)の応用を行う医療情報学の研究も進めており、「地
域医療福祉情報連携協議会」を創立して地域医療連携を推進するだけでなく、厚労省・総務省からの要請を受けて、みやぎ
医療福祉情報ネットワーク協議会アドバイザーとして、東日本大震災の被災地の復興後医療IT体制構築のグランドデザイン
の策定に取り組んでいる。
　2013年における代表的な研究内容を以下に紹介する。

１．アルツハイマー病におけるタンパク質間相互作用ネットワーク解析
　近年開発されているアルツハイマー病(AD)根本治療薬の多くは効果が見られていない。その理由の一つとして既知のタ
ンパクに加え様々な生体分子が複雑に絡み合っていることが示唆され、それら生体分子の関係は疾患の進行とともにダイナ
ミックに変化すると考えられる。本研究ではADのステージとして用いられるBraak stageの進行とともに、細胞内のタンパ
ク質間相互作用ネットワークがどのように変動するかを解明するために、各Braak stageごとのAD患者死後脳から採取した
3つの脳部位(嗅内皮質、海馬、上前頭回)のマイクロアレイデータとヒトタンパク質間相互作用データを組み合わせ、解析を
行った。その結果、AD初期に影響を受ける嗅内皮質では正常な老化に比べADの進行とともにネットワークが顕著に崩壊し
ていくことが分かった。さらに、ネットワークの崩壊に寄与する責任分子の一つとして脱ユビキチン化酵素UCHL5を同定し
た。
2．オミックス解析による疾患メカニズムの解明と臨床応用
　近年の生命科学研究における解析技術の発展にともない、ゲノム・トランスクリプトーム・プロテオームなどの網羅的な
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分子生物学的データ、すなわちオミックスデータが比較的簡便に得られるようになった。これらの膨大な情報から有用な知
見を引き出すためには、生物学的・医学的知識はもちろんのこと、データマイニングや統計学的手法、機械学習などといっ
た情報科学的アプローチ(バイオインフォマティクス)が必須である。我々は、学内外の診療各科や研究施設との共同研究を
行っており、主に(1) 肝細胞癌の予後予測マーカー探索、(2) 大腸癌における遠隔転移再発の予測マーカー探索、(3) 慢性
閉塞性肺疾患の新薬開発に向けたドラッグリポジショニング研究など、オミックスデータとバイオインフォマティクスを機
軸として多岐に渡る研究を進めている。
3．カメ嗅覚受容体遺伝子の進化解析
　理化学研究所CDB、中国のBGI、イギリスのEnsemblなどが参加した国際カメゲノムコンソーシアムのメンバーとして、
スッポンおよびアオウミガメの嗅覚受容体（OR）遺伝子の進化的解析を行った。2種のカメはいずれも水棲であるにもかか
わらず、陸棲の脊椎動物に特異的なα, γの2グループのOR遺伝子しか見出されなかった。また、OR遺伝子全体に占めるグ
ループαOR遺伝子の比率が高いこと、およびカメ特異的なグループα遺伝子の重複が多数起きていることを明らかにした。
グループαORは親水性のリガンドに結合する傾向があることから、このことはカメが二次的に水中生活に適応したことと
関係があるかもしれない。
4．遺伝子セットメタ解析法の開発
　高速シーケンサーをはじめとするハイスループット技術の進展によって、オミックスデータを用いた研究が盛んになって
きている。複数のオミックスデータから、生命現象の解明を試みる際は、遺伝子セット解析とメタ解析手法を合わせ持つ解
析手法が必要であり、公共データとin-houseデータの比較解析などが可能になることで、新しいデータ解釈や研究コストの
削減などに繋がる。我々は、最近遺伝子セット解析とメタ解析手法を合わせ持つ遺伝子セットメタ解析手法（GSMA）の開
発を進めている。その中で、遺伝子セットレーダー法は、確率に基づくスコアとレーダーチャートを用いたスコア可視化法
を利用することで、複数のオミックスデータ間における生物システム規模の違いを見出だすことに成功している。
5．蛋白質間相互作用ネットワークのモジュール構造に着目した薬剤ターゲット分子の探索
　網羅的なタンパク質間相互作用ネットワークの情報は、薬剤の作用機序の調査などにおいて、システム的視点からの理解
を助ける重要なリソースとなっている。蛋白質間相互作用ネットワークはモジュール構造を持ち、モジュール内のタンパク
質は関連性が強くお互いに似た機能を有することが知られている。今回、我々は、人の蛋白質間相互作用ネットワークにお
いて複数のモジュールを同定し、それぞれのモジュールがどのような薬剤のターゲット分子を含むのかについて、詳細な調
査を行った。その結果、異なる薬剤は、異なるモジュールをターゲットにしていることを発見した。例えば、抗不安薬や、
パーキンソン病に対する薬剤などは、抗がん剤とは異なるモジュールをターゲットとしている。このような、モジュールに
含まれる分子や相互作用を詳細に調査することにより、それぞれの病気に対する新しい薬剤標的分子の探索や、mechanisms 
of actionに関する研究を効率よく進めることが出来る可能性がある。

（３）研究業績
［原著］

  1.	 Kikuchi, M., Ogishima, S., Miyamoto, T., Miyashita, A., Kuwano, R., Nakaya, R., Tanaka, H. (2013). Identification of 
Unstable Network Modules Reveals Disease Modules Associated with the Progression of Alzheimer’ s Disease. 
PLoS ONE, DOI: 10.1371/journal.pone.0076162.

  2.	 Tanaka, Y., Nogata, H., Tanaka, H. (2013). Effect of Music upon Awakening from Nap. Biomedical Soft Computing 
and Human Sciences, 18(2):29-37.

  3.	 Tanaka, K., Ishihara, T., Sugizaki, T., Kobayashi, D., Yamashita, Y., Tahara, K., Yamakawa, N., Iijima, K., Mogushi, K., 
Tanaka, H., Sato, K., Suzuki, H., Mizushima, T. (2013). Mepenzolate bromide displays beneficial effects in a mouse 
model of chronic obstructive pulmonary disease. Nature Communications, 4:2686.

  4.	 Mogushi, K., Tanaka, H. (2013). PathAct: a novel method for pathway analysis using gene expression profiles. 
Bioinformation, 9(8):394-400.

  5.	 Ogishima, S., Mizuno, S., Kikuchi, M., Miyashita, A., Kuwano, R., Tanaka, H., Nakaya, J. (2013). A Map of Alzheimer's 
Disease-Signaling Pathways: A Hope for Drug Target Discovery. Clinical Pharmacology & Therapeutics, 93(5):399-
401.

  6.	 Muramatsu, S., Tanaka, S., Mogushi, K., Adikrisna, R., Aihara, A., Ban, D., Ochiai, T., Irie, T., Kudo, A., Nakamura, N., 
Nakayama, K., Tanaka, H., Yamaoka, S., Arii, S. (2013). Visualization of stem cell features in human hepatocellular 
carcinoma enlightened in vivo significance of tumor-host interaction and clinical implication. Hepatology, 58(1):218-28.

  7.	 Takahashi, M., Obayashi, M., Ishiguro, T., Sato, N., Niimi, Y., Ozaki, K., Mogushi, K., Mahmut, Y., Tanaka, H., Tsuruta, 
F., Dolmetsch, R., Yamada, M., Takahashi, H., Kato, T., Mori, O., Eishi, Y., Mizusawa, H., Ishikawa, K. (2013). 
Cytoplasmic Location of alpha1A Voltage-Gated Calcium Channel C-Terminal Fragment (Cav2.1-CTF) Aggregate Is 
Sufficient to Cause Cell Death. PLoS One, 8(3):e50121.

  8.	 Rotkrua, P., Shimada, S., Mogushi, K., Akiyama, Y., Tanaka, H., Yuasa, Y. (2013). Circulating microRNAs as 
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biomarkers for early detection of diffuse-type gastric cancer using a mouse model. British Journal of Cancer, 
108(4):932-40 

  9.	 Sato, K., Tanaka, S., Mitsunori, Y., Mogushi, K., Yasen, M., Aihara, A., Ban, D., Ochiai, T., Irie, T., Kudo, A., 
Nakamura, N., Tanaka, H., Arii, S. (2013). Contrast-enhanced intraoperative ultrasonography for vascular imaging of 
hepatocellular carcinoma; clinical and biological significance. Hepatology, 57(4):1436-47.

10.	 Mayinuer, A., Yasen, M., Mogushi, K., Obulhasim, G., Xieraili, M., Aihara, A., Tanaka, S., Mizushima, H., Tanaka, H., 
Arii, S. (2013). Upregulation of Protein Tyrosine Phosphatase type IVA member 3 (PTP4A3/PRL-3) Associated with 
tumor differentiation and a poor prognosis in human hepatocellular carcinoma. Annals of Surgical Oncology, 20:305-
17.

11.	 Sumino, J., Uzawa, N., Okada, N., Miyaguchi, K., Mogushi, K., Takahashi, KI., Sato, H., Michikawa, C., Nakata, Y., 
Tanaka, H., Amagasa, T. (2013). Gene expression changes in initiation and progression of oral squamous cell 
carcinomas revealed by laser microdissection and oligonucleotide microarray analysis. International Journal of 
Cancer, 132(3):540-8.

12.	 Kikuchi, A., Ishikawa, T., Mogushi, K., Ishiguro, M., Iida, S., Mizushima, H., Uetake, H., Tanaka, H., Sugihara, K. (2013). 
Identification of NUCKS1 as a colorectal cancer prognostic marker through integrated expression and copy number 
analysis. International Journal of Cancer, 132(10):2295-302.

13.	 Obulhasim, G., Yasen, M., Kajino, K., Mogushi, K., Tanaka, S., Mizushima, H., Tanaka, H., Arii, S., Hino, O. (2013). 
Up-regulation of dbpA mRNA in hepatocellular carcinoma associated with metabolic syndrome. Hepatology 
International, 7:215-25.

14.	 Kudo, A., Mogushi, K., Takayama, T., Matsumura, S., Ban, D., Irie, T., Ochiai, T., Nakamura, N., Tanaka, H., Anzai, N., 
Sakamoto, M., Tanaka, S., Arii, S. (2013). Mitochondrial metabolism in the noncancerous liver determine the 
occurrence of hepatocellular carcinoma: a prospective study. Journal of Gastroenterology, Doi: 10.1007/s00535-013-
0791-4.

15.	 Wang, Z., Pascual-Anaya, J., Zadissa, A., Li, W., Niimura, Y., …, Zhang, G., Irie, N. (2013). The draft genomes of soft-
shell turtle and green sea turtle yield insights into the development and evolution of the turtle-specific body plan. 
Nat Genet. 45: 701-706.

16.	 Matsumae H, Hamada M, Fujie M, Niimura Y, Tanaka H, Kawashima T. (2013). A methodical microarray design 
enables surveying of expression of a broader range of genes in Ciona intestinalis. Gene 519: 82–90.

［総説］
  1. 	田中博：がんの転移と創薬のシステム分子医学、シュミレーション、Vol.32、No.2、106-111、2013
  2.	 田中博：病院完結型から地域包括ケアを前提とした新しい医療IT連携へ、Doctor’ s Career Monthly、リクルート、

8-9、2013
  3.	 Niimura Y. (2013). Identification of chemosensory receptor genes from vertebrate genomes. Methods Mol Biol. 1068: 

95-105. 
  4.	 Niimura Y. (2013). Identification of olfactory receptor genes from Mammalian genome sequences. Methods Mol Biol. 

1003: 39–49.

［国際学会］
  1. 	Tanaka H: Systems Molecular Medicine for Cancer Metastasis and Drug Discovery, 9th WSEAS International 

Conference on CELLULAR and MOLECULAR BIOLOGY BIOPHYSICS and BIOENGINEERING, Chania, Crete 
Island, Greece, Aug 27-29, 2013

  2.	 Tanaka H: Systems Molecular Medicine for Cancer Metastasis and Drug Discovery, The 2nd HD Physiology 
International Symposium: Multi-Level Systems Biology, Tokyo, Japan, Jun 28-29, 2013

  3.	 Tanaka H: Structure of Protein Interaction Networks and Their Implications on Drug Design, Biomolecules and 
Nanostructures 4, Pultusk, Poland, May 15-19, 2013

［国内学会］
  1. 	茂櫛薫、田中博: A novel method for pathway analysis using gene expression profiles. CBI学会、東京、10月28日-31日 
  2.	 Sufeiya Subati, Kaoru Mogushi, Mahmut Yasen, Shinji Tanaka, Hiroshi Tanaka: Identification of genes and pathways 

involved in DNA methylation in hepatocellular carcinoma. 第72回日本癌学会学術総会、横浜、10月3日-5日
  3.	 Sufeiya Subati, Kaoru Mogushi, Mahmut Yasen, Takashi Kohda, Shinji Tanaka, Hiroshi, Tanaka: Identification of 

genes and pathways involved in DNA methylation in hepatocellular carcinoma. CBI学会、東京、2013年10月28日-31日 
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  4.	 萩原純也、森岡勝樹、茂櫛薫、渡瀬啓、水澤英洋、田中博: Analysis of gene expression patterns in the cerebellum of 
spinocerebellar ataxia type 6 knockin mice using RNA-seq, CBI学会、東京、10月28日-31日 

  5.	 高橋敏宏、緑川宇一、飯島久美子、森岡勝樹、茂櫛薫、Mahmut Yasen、田中真二、田邉稔、田中博: Global analysis 
of protein expression in the hepatocellular carcinoma. 第36回日本分子生物学会、神戸、12月3日-6日 

  6.	 Suzuki, A., Takai-Igarashi, T. and Tanaka, H. Development of an Ontology for Periodontitis. 生命医薬情報連合大会、
東京、10月31日   

  7.	 Hapear, A., Niimura, Y., Ren, F. and Tanaka H. Analysis of Human Immunodeficiency Virus Type 1 (HIV-1) CRF07_
BC in China Using BEAST. CBI学会、東京、10月28日-31日

  8.	 Hapear, A., Niimura, Y., Ren, F. and Tanaka H.  Phylogeographic Analysis of Human Immunodeficiency Virus Type 
1 (HIV-1) CRF07_BC in China. 日本エイズ学会、熊本、11月20日-22日

［招待講演］
  1. 	田中博：震災に強い内科診療：ICT の活用、第41回内科学の展望、仙台、2013年12月
  2.	 田中博：疾患オミックス解析とシステム分子医学、日本人類遺伝学会第58回大会、仙台、2013年11月
  3.	 田中博：Telemedicine in Japan、The 18th ISfTeH International Conference Organizing Committee、高松、2013年

10月
  4.	 田中博：DNA配列解読の進歩：GWASからGETへ、Visionary Seminar健康医療の新しいフロンティア：p-Medicine

と三次予防、神戸、2013年10月
  5.	 田中博：地域包括ケアとICT、医療福祉情報連携　コーディネーター養成講座、東京、2013年9月
  6.	 田中博：東北メディカルメガバンクと地域医療連携、第27回国際セミナー「希望あふれる復興と国際貢献」、福島、

2013年8月
  7.	 田中博：iPS細胞とがん転移のシステム分子医学－定量的Waddingtonエピゲノム地形(qWEL)理論について－、東京大

学、2013年8月
  8.	 田中博：地域医療情報連携と被災地復興医療IT、モダンホスピタルショー、東京、2013年7月
  9.	 田中博：地域包括ケアとICT、第5回シンポジウム「2025年に向けて高齢化時代の医療と介護～新たな連携の在り方～」、

東京、2013年6月
10.	 田中博：圏域階層的な地域医療情報連携を目指して～ 中小病院にとってのこれからの医療ICT～、2013医療情報シス

テムフェア、愛知、2013年6月
11.	 田中博：圏域階層的な地域医療情報連携を目指して～ 中小病院にとってのこれからの医療ICT～、JBCC講演、仙台、

2013年5月
12.	 田中博：医療分野のIT化-これまでの流れと現状、今後の課題、医療問題研究部会講演、東京、2013年5月
13.	 田中博：地域包括ケアに求められる患者情報の共有化、東京都支部継続研修講演、東京、2013年5月
14.	 田中博：オミックス先制医療への期待、オミックス医療学会準備講演会　パーソナルオミックス医療の現状と未来　

マイケル・シュナイダー博士（Stanford大学）を囲んで、東京、2013年4月
15.	 田中博：地域医療情報連携による我が国の医療の再生について、第42回日本脳卒中の外科学会、東京、2013年3月
16.	 田中博：システム分子医学の現状と将来、研究集会「応用トポロジーとシステムバイオロジー：数理医学の新たな挑戦」

文部科学技術省科学技術試験研究委託事業「数学・数理科学と諸科学・産業との協働によるイノベーション創出のた
めの研究促進プログラム」、大阪、2013年2月

17.	 田中博：情報連携で地域医療福祉の再生を目指す、一般社団法人情報サービス産業協会ワークショップ「クラウド時
代における医療福祉情報連携ネットワークの構築に向けて」、東京、2013年2月

18.	 田中博：システム分子医学と創薬、公開講演会「疾患のシステムバイオロジーと創薬」、大阪、2013年1月
19.	 田中博：医療ICTと病院経営、富士通ヘルスソリューションセミナー2013 in東京　～進化する医療ネットワーク～　

ヘルスケアの未来につながる最新ICTソリューション、東京、2013年1月
20.	 田中博：災害に強靭な地域医療情報連携システム、第９回社会技術研究シンポジウムプログラム「南海トラフの巨大

地震への防災対策と社会技術」、東京、2013年1月
21.	 田中博：医療ＩＣＴがかなえる医療の未来像と普及への取り組み、医療ＩＣＴの最新動向セミナー　全国医療連携を

実現するＩＣＴ医療の近未来　～クラウドとモバイルが創出するデジタル医療の幕開け～、東京、2013年1月
22.	 田中博：ITを活用した地域医療再生への展望について、地域医療崩壊防止に向けたフォーラム「ITを活用した医療連

携で、医療崩壊を止めよう」、出雲、2013年1月
23.	 新村芳人「環境センサーとしての嗅覚受容体の進化〜比較ゲノムの視点から〜」、日本寄生虫学会大会、東京、2013

年3月
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［研究助成金］
  1. 	田中博（代表）：文部科学省　科学研究費補助金　基盤研究(B)「癌パスウェイマーカの同定と治療応用の研究」
  2.	 田中博（代表）：厚生労働科学研究費補助金　地域医療基盤開発推進研究事業「地域医療連携の全国普及を目指した

地理的境界や職種の境界を越えた安全な情報連携に関する研究」
  3.	 田中博（代表）：厚生労働科学研究費補助金　地域医療基盤開発推進研究事業「被災地における地域医療情報連携体

制のあり方に関する研究」
  4.	 田中博（代表）：文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「癌上皮間葉転換における癌アトラクターの解明」
  5.	 田中博（分担）：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(C) 「動脈老化と動脈中膜変性疾患（大動脈解離、脳動脈癌、

脳動脈解離）のプロテオーム解析」
  6.	 田中博（分担）：文部科学省　科学技術振興機構（CREST）戦略的創造研究推進事業「精神・神経疾患の分子病態理

解に基づく診断・治療へ向けた新技術の創出、プルキンエ細胞変性の分子病態に基づく診断・治療の開発」
  7.	 新村芳人（代表）：文部科学省 科学研究費 若手研究（B）「嗅覚受容体遺伝子ファミリーを用いた遺伝子重複によるゲ

ノム進化の解析」
  8.	 長谷武志（代表）：文部科学省 科学研究費 若手研究（B）「ネットワーク解析と比較ゲノムを応用した薬剤標的分子を

予測する数理モデルの構築 」

［その他］
「新聞」

  1. 	地域医療連携の実現で、多くの医療従事者、患者さんの期待に応えていきます、日本經濟新聞（NTT東日本広告ペー
ジ）、45829号P.12、2013年9月10日

  2.	 地域医療連携の実現で、多くの医療従事者、患者さんの期待に応えていきます、朝日新聞（NTT東日本広告ページ）、
45741号P.35、2013年9月10日

  3.	 地域医療連携の実現で、多くの医療従事者、患者さんの期待に応えていきます、河北新報（NTT東日本広告ページ）、
42003号P.31、2013年9月10日

  4.	 患者情報全国で共有　医療機関結びネットワーク　治療歴や処方薬、讀賣新聞、49389号P.1、2013年8月4日

「学会主催」
  1.	 田中博：オミックス医療研究会シンポジウム　日本経済の東南アジアへのシフト：高病原性鳥インフルエンザの感染

拡大阻止に向けて、東京、会長、10月31日
  2.	 田中博：地域医療福祉情報連携協議会　第5回シンポジウム「2025年に向けて高齢化時代の医療と介護～新たな連携

の在り方～」、東京医科歯科大学、会長、6月28日
  3.	 田中博：オミックス医療学会準備講演会　パーソナルオミックス医療の現状と未来　マイケル・シュナイダー博士

(Stanford大学)を囲んで、東京、会長、4月19日
  4.	 田中博：地域医療福祉情報連携協議会 医療福祉情報連携　コーディネーター養成講座、東京、会長、3月9日
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分子構造情報学分野/構造生物学分野
Structural Biology

教　　授　伊藤暢聡
准 教 授　伊倉貞吉
助　　教　沼本修孝
技術補佐員　服部美智子，大野麻理奈(9月～)
大学院生　宮下ミチ香，品川健朗
プロジェクトセメスター　伊藤その

（１）教育
担当科目：
　分子構造学特論、分子構造情報学、構造生物学特論

教育方針：
　分子構造学特論

　生体高分子の立体構造を探求する構造生物学は、近年めざましい発展を遂げ、膨大な構造情報が蓄積・公開されており、
また新規の構造も次々と報告されている。本講義は、構造生物学を専門としない学生も、こうした貴重な成果を理解し、
利用できるようにするためのものである。

分子構造情報学
　X線結晶解析を中心に生体高分子の立体構造解析の原理を学ぶ。構造生物学の最新の研究や立体構造情報の創薬への応
用などについて、文献研究を通して学ぶ。実際の蛋白質を対象に、試料の大量調製や結晶などを学び、構造決定法やその
精密化などの計算的手法も習得する。さらに、得られた構造データの応用方法などについても学ぶ。

構造生物学特論
　タンパク質や核酸等の生体高分子を対象として、それらの構造と機能との関わりを、物理化学的観点から理解し解析す
る能力を養うことを目的とする。タンパク質のフォールディングと構造安定性に関する基本的な内容を扱った後、アルツ
ハイマー病はじめとする様々なフォールディング関連病について物理化学的観点から概観する。

（２）研究
　本分野では主に以下のようなテーマを対象として研究している。

1.T細胞の活性化におけるシグナル伝達機構の研究
2. 心筋特異的因子の作用機構の研究
3. HIV-1複製抑制機構の分子基盤の研究
4. 巨大ヘモグロビンの構造基盤の研究
5. タンパク質のフォールディング異常に関わる疾病の研究
6. リン酸化酵素を標的とした合理的薬物設計
7. 蛋白質立体構造データベースの改善

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Masuno† H, Ikura† T, Morizono D, Orita I, Yamada S, Shimizu M, Ito N (2013). Crystal structures of complexes of 
vitamin D receptor ligand-binding domain with lithocholic acid derivatives. J Lipid Res 54: 2206-2213. (†These 
authors contributed equally to this work.)

  2.	 Ikura T, Ito N (2013). The peptidyl-prolyl isomerase activity of FK506 binding protein 12 prevents tau peptide from 
aggregating. Protein Eng Des Sel, 26: 539-546.

  3.	 Nakabayashi M, Tsukahara Y, Iwasaki-Miyamoto Y, Mihori-Shimazaki M, Yamada S, Inaba S, Oda M, Shimizu M, 
Makishima M, Tokiwa H, Ikura T, Ito N (2013). Crystal structures of hereditary vitamin D-resistant rickets-
associated vitamin D receptor mutants R270L and W282R bound to 1,25-dihydroxyvitamin D3 and synthetic ligands. 
J Med Chem, 56: 6745-6760.

  4.	 Higo K, Ikura T, Oda M, Morii H, Takahashi J, Abe R, Ito N (2013). High resolution crystal structure of the Grb2 

生命理工学講座
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SH2 domain with a phosphopeptide derived from CD28. PloS One, 8, e74482: 1-6.
  5.	 Numoto N, Shimizu K, Matsumoto K, Miki K, Kita A (2013). Observation of the orientation of membrane protein 

crystals grown in high magnetic force fields. J Cryst Growth, 367: 53-56.
  6.	 Nagamatsu Y, Takeda K, Kuranaga T, Numoto N, Miki K (2013). Origin of Asymmetry at the Intersubunit 

Interfaces of V1-ATPase from Thermus thermophilus. J Mol Biol, 425: 2699-2708.

[学会]
  1.	 Ikura T, Ito N: Analysis of the capability of peptidyl prolyl isomerases to inhibit tau peptides from aggregating. 2nd 

International Symposium on Intrinsically Disordered Proteins (ISIDP) (Yokohama, Japan), 横浜, 2013年1月23, 24日
  2.	 伊倉貞吉, 伊藤暢聡: プロリン異性化反応がタウタンパク質の凝集を阻害する. 第13回日本蛋白質科学会年会. 鳥取, 

2013年6月12-14日
  3.	 沼本修孝，清水健一，松本和也，三木邦夫，喜田昭子: 膜タンパク質結晶化における強磁気力場の効果. 第13回日本蛋

白質科学会年会. 鳥取, 2013年6月12-14日
  4.	 沼本修孝，中川太郎，喜田昭子，伊藤暢聡，福森義宏，三木邦夫: 巨大ヘモグロビン結晶中での酸素結合状態の操作. 

日本結晶学会2013年度年会, 熊本, 2013年10月12-13日
  5.	 伊倉貞吉, 伊藤暢聡: タウタンパク質に対するPin1のプロリン異性化活性を測定するための新しい方法. 第51回日本生

物物理学会年会, 京都,. 2013年10月28-30日
  6.	 品川健朗，沼本修孝，鍔田武志，伊藤暢聡: CD72の構造解析に向けて. 第51回日本生物物理学会年会, 京都,. 2013年10

月28-30日

[研究助成金]
  1.	 伊藤暢聡: 厚生労働省, 厚生労働科学研究費（エイズ対策研究事業），「APOBEC3分子のタンパク質レベルの機能性多

型を基礎としたHIV-1複製抑制機構の分子基盤の解明」，分担
  2. 	伊藤暢聡: 厚生労働省, 厚生労働科学研究費（創薬基盤推進研究事業），「新規コンセプトによる炎症を誘導しないワク

チン用免疫増強剤の開発」，分担
  3.	 伊倉貞吉: 日本学術振興会科学研究費助成事業, 基盤研究（C）「タウタンパク質の神経原線維変化の形成抑制を目指し

たプロリン異性化酵素改変体の創製」，代表
  4.	 沼本修孝: 日本学術振興会科学研究費助成事業, 若手研究（B）「巨大ヘモグロビンにおける協同的酸素結合過程の逐次

構造解析」，代表

[その他]
〈招待講演〉
（国際）

  1.	 N. Ito: Structure Deposition at PDBj. OIST/CCP4 Workshop. OIST, Onna, Okinawa, 4–9 November 2013.

〈学会主催〉
  1.	 伊倉貞吉: International Symposium on Protein Folding and its Biological Significance. 岡崎コンファレンスセンター, 

岡崎, 2013年3月4–6日
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生体情報薬理学分野
Bio-informational Pharmacology

准 教 授　黒川洵子
大学院生　李　　敏

				  
1. 教育
　大学院生教育では修士学生の人体機能学・薬理学の講義担当を行う。

2. 研究
　心血管系イオンチャネル・トランスポーター機能を、電気生理学的・細胞生物学的・光学的・遺伝学的・計算科学的解析
を用いた学際的アプローチにより検討する。得られた情報をもとに、心血管系難治疾患・コモン疾患（特に不整脈・突然死）
の病態解明と新たな治療戦略の確立を目指す。

(1)心血管系性差医療の基礎的研究
　疾患罹患率・薬物に対する反応には男女間で差異がある。これを考慮した医療「性差医療gender-specific 
medicine(GSM)」が注目されている。性差をもたらすメカニズムの1つとして性ホルモン作用がある。性ホルモン作用には、
古典的な「ゲノム作用genomic action」に加えて、膜局在シグナル伝達系による「非ゲノム作用non-genomic action」が存
在する。本研究室では、一連の研究により性ホルモン非ゲノム作用が不整脈の性差の原因となることを明らかにした。

(2)iPS細胞を用いた不整脈研究
ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いたQT延長薬評価系の確立

QT-prolonging drug screening system using human iPS cells-derived cardiomyocytes
　新薬開発において厳密なQT延長に伴う安全性評価が求められており，その予測性を上げるためにガイドライン改正
が予告されている．新ガイドラインに向けて，コンピューターシミュレーションモデルを用いる方法（in silico）とヒト
iPS細胞由来心筋細胞を用いたin vitroアッセイが新たに加わるのではないかと大きな期待が集まっている。前者のin 
silicoモデル構築については，ヒトiPS由来心筋モデル構築を目指している．後者については、ヒトiPS細胞由来心筋細胞
を用いたQT延長薬評価システムの構築とその検証を行っている。

(3)先端テクノロジーを用いた心血管系研究
(A)Motion vector法を用いたin vitro心筋収縮能解析系の研究

In vitro cardiomyocyte contraction assay system using the motion vector technology
　従来のアッセイでは心筋収縮性の評価は極めて困難であり、薬物の心収縮毒性はin vivo試験になるまで評価すること
が不可能であった。ソニー株式会社が開発したmotion vector法は、非侵襲的にin vitroで心筋収縮速度、心筋拡張速度
を測定可能にした。

(B)心臓電気現象3-Dシミュレーター構築
Generation of 3-D simulator for cardiac electrical activity
　計算力が世界1となったスーパーコンピューターの医療分野応用の1つとして、生命現象の3-Dシミュレーターの構築
が期待されている。 

[原著]
 1.	 Asayama M, Kurokawa J, Shirakawa K, Okuyama H, Kagawa T, Okada J, Sugiura S, Hisada T, Furukawa T. Effects 

of a hERG activator, ICA-105574, on electrophysiological properties of canine hearts. J Pharmacol Sci, 2013,121:1-8.

[著書]
 1.	 Sasano T, Kurokawa J* (2013) Remodeling of potassium channels in cardiac hypertrophy In: Molecular 

Mechanisms of  Cardiac Remodeling. Jugdutt BI, Dhalla NS (Eds): Springer, New York, p31-45.

[総説]
 1.	 Kurokawa J, Furukawa T. (2013) Non-genomic action of sex steroid hormones and cardiac repolarization. Biol. 

Pharmacol. Bull, 36, 8-12.

生命理工学講座
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[学会]
 1.	 Min L, Kanda Y, Ashihara T, Sekino Y, Furukawa T, Kurokawa J　(2014.2.15-19) A novel approach for evaluation of 

drug-induced QT prolongation using human induced pluripotent stem cell-derived cardiomyocytes. The 58th 

Biophysics Society Annual Meeting, San Francisco, Poster.
  2.	 Kurokawa J (2014.1.11-12) Summary of Kirishima Meeting and the Next Step:Computational (in silico) safety 

pharmacology working group. Speaker & Moderator. !st Think Tank Meeting on Cardiac Safety 2014 in Kirishima 
<Kirishima Meeting>、霧島．1/12発表．

  3.	 Kanda Y, Min L, Sekino Y, Furukawa T, Kurokawa J. (2014.1.16-.18) Development of human iPS cell-derived mature 
cardiomyocytes for assessment of drug-induced QT prolongation. 第七回武田科学振興財団薬科学シンポジウム、大
阪．ポスター発表．

  4.	 黒川洵子 (2013.12.6) iPS心筋を用いた心機能評価．「次世代心不全治療の新機軸」シンポジウム口頭発表，第２３回日
本循環薬理学会､福岡．

  5.	 黒川洵子，李敏、諫田泰成、芦原貴司、関野祐子、古川哲史(2013.11.27-28) ヒトiPS由来心筋を用いた薬剤誘発性不整
脈の研究．口頭発表，平成25年度生理学研究所研究会，岡崎．27日発表

  6.	 五領田小百合, 児玉昌美，冨田太一郎，黒羽笑加，鈴木岳史，古川哲史，黒川洵子(2013.10.19). 心筋プロゲステロン受
容体を介した性ホルモン非ゲノム経路の細胞内局在化機構. 日本薬理学会第129回関東部会、東京． 10月19日口頭発表

  7.	 黒川洵子，李敏，諫田泰成，関野祐子，古川哲史 (2013.10.11-12) ヒトiPS由来心筋を用いた心臓毒性評価系の構築. シ
ンポジウム口頭発表 第30回日本心電学会, 東京．

  8.	 黒川洵子 (2013.8.28)　薬物誘発性不整脈の男女差に関する研究．特別講演．岡山心臓血管研究会，岡山．
  9.	 Hayakawa T, Kunihiro T, Ando T, Unno H, Kobayashi S, Matsui E, Yada H, Kanda Y, Kurokawa J, Furukawa T. 

(2013.9.16-19) Contractile behaviors of human-induced pluripotent stem cell-derived cardiomyocyte monolayers 
evaluated with an image-based analysis using motion vector prediction technique: A comparison with extracellular 
electrophysiology. 13th annual meeting of Safety Pharmacology Society. Rotterdam, Netherlands. Poster.

10.	 Min L, Kanda Y, Ashihara T, Sekino Y, Furukawa T, Kurokawa J　(2013.6．28－29) Functional optimization of 
commercially available human induced pluripotent stem cell-derived cardiomyocytes for evaluation of drug-induced 
QT prolongation. The 2ndHD Physiology International Symposium, Tokyo. 6/29ポスター発表

11.	 Kodama M, Goryoda S, Tomida T, Furukawa T, Kurokawa J　(2013.6．28－29) Localized cAMP signaling in the 
heart regarding a cross-talk with a non-genomic pathway of progesterone receptors. The 2ndHD Physiology 
International Symposium, Tokyo. 6/29ポスター発表

12.	 五領田小百合, 児玉昌美，古川哲史，黒川洵子(2013.3.27-30). 心筋細胞における性ホルモン非ゲノム経路の局在化機構. 
日本薬学会第133回年会、横浜．大学院生優秀発表賞受賞 3月29日口頭発表

13.	 Kurokawa J (2013.3.27-29) Gender differences in cardiac repolarization and the underlying mechanisms. Scandinavian 
Japan symposium at the 90th Annual Meeting of the Physiological Society of Japan, Funabori Chiba. シンポジウム口
頭発表(3/29)

14.	 Goryoda S, Kodama M, Furukawa T and Kurokawa J (2013.3.21-23). Localization of a non-genomic pathway of 
cardiac progesterone receptors. 第86回日本薬理学会大会、福岡 J Pharmacol Sci, 121, 206P. 3月22日ポスター発表

15.	 Lopez-Redondo F, Kurokawa J, Nomura F, Kaneko T, Hamada T, Yasuda K, Furukawa T (2013.2.4　ポスター発表) 
Human ES- and iPS-derived cardiomyocytes. A comparative electrophysiological study. 57th Biophysical Society 
Annual Meeting, Philadelphia, Biophys J, 104, 298a. (Feb 3-6, 2013)

16.	 Kurokawa J, Kodama M, Goryoda S, T Furukawa (2013.2.4) Involvement of PDE2 in a localized regulation of the 
L-type Ca2+ channels by progesterone. 57th Biophysical Society Annual Meeting, Philadelphia, Biophys J, 104, 
281a-282a.(Feb 3-6, 2013)

17.	 Kurokawa J (2013.1.24-27) Gender differences in cardiac physiology. Poster&oral, Japan-French Frontier of Science 
2013, Shiga.(1/25-26 presentation)

18.	 Goryoda S, Kodama M, Tomida T, Furukawa T and Kurokawa J (2013.1.16-17). Localized regulation of cardiac ion 
channels via a non-genomic pathway of sex hormone receptors in murine cardiomyocytes. ポスター発表、新学術領
域研究:第6回領域全体会議、沖縄。

[研究助成金]
 1.	 黒川洵子（代表）：文部科学省科学研究費補助金　基盤研究(C)「発生学的アプローチによる心血管領域の性差機構の

解析」
  2.	 黒川洵子（代表）：文部科学省科学研究費補助金　新学術領域研究公募「性ホルモンシグナルの細胞内局在化を考慮

した男女別不整脈モデルの構築」

生命理工学講座
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  3.	 古川哲史（分担）：内閣府最先端研究開発支援プログラム『未解決のがんと心臓病を撲滅する最低医療開発』（代表永
井良三）のサブテーマ「ヒト心臓シミュレーターによる最適医療開発」（代表久田俊明）

  4.	 黒川洵子（代表）：武田科学振興財団薬学系研究奨励金「不整脈における性差医療を目指した基盤研究」
  5.	 黒川洵子（代表）：島原科学振興会研究助成　医薬品研究部門「機能的成熟化ヒトiPS由来心筋を用いた創薬応用に向

けた基礎研究」

[その他]
特許出願：

出願番号：2013-116243
発明者：黒川洵子（代表），諫田泰成，古川哲史
発明の名称：「正常な内向きのカリウム電流特性を有するヒトiPS細胞由来心筋細胞，その作製方法，及びそれを用いた薬
物スクリーニング方法」
出願人：国立大学法人東京医科歯科大学
出願日：平成25年5月31日

生命理工学講座
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生命理工学講座

治 療 ゲ ノ ム 学 分 野
Department of Therapeutic Genomics

准 教 授　小崎健一
助　　教　井上　純

（1）教育
　医歯学総合研究科 生命理工学系専攻「生命科学特論Ⅰ」、医歯学総合研究科 修士課程「遺伝医学特論」ならびに「生化学」、
歯学部 歯学科「生命の分子的基盤-遺伝の分子的基盤-」、医学部 保健衛生学科「遺伝学」を担当し、癌をはじめとする生活
習慣病や遺伝性疾患の疾患バイオリソースを活用した統合的ゲノム・エピゲノム解析とこれによって明らかにされる病態形
成機構、ならびに個別化医療へ向けた治療ゲノム学の最新の知識や技術についての理解と習得に重点を置いている。

（2）研究
１.  癌抑制遺伝子型microRNAの機能ゲノム学的スクリーニングと核酸医薬への応用
２.  癌細胞の病態特異的DNAメチル化異常による悪性形質獲得機構の解明

（3）臨床

（4）研究業績
[原著]

  1.	 Takemura K, Kawachi H, Eishi Y, Kitagaki K, Negi M, Kobayashi M, Uchida K, Inoue J, Inazawa J, Kawano T, 
Board PG: γ-Glutamylcyclotransferase as a novel immunohistochemical biomarker for the malignancy of esophageal 
squamous tumors. Hum Pathol, 45:331-341, 2014 

  2.	 Yamamoto S, Inoue J, Kawano T, Kozaki K, Omura K, Inazawa J: The impact of miRNA-based molecular 
diagnostics and treatment of NRF2-stabilized tumors. Mol Cancer Res, 12:58-68, 2014

  3.	 Yamamoto Y, Konishi H, Ichikawa D, Arita T, Shoda K, Komatsu S, Shiozaki A, Ikoma H, Fujiwara H, Okamoto K, 
Ochiai T, Inoue J, Inazawa J, Otsuji E: Significance of GSTP1 for predicting the prognosis and chemotherapeutic 
efficacy in esophageal squamous cell carcinoma. Oncol Rep 30:1687-94, 2013

  4.	 Harazono Y, Muramatsu T, Endo H, Uzawa N, Kawano T, Harada K, Inazawa J, Kozaki K: miR-655 is an EMT-
suppressive microRNA targeting ZEB1 and TGFBR2. PLoS One  8:e62757, 2013

  5.	 Furuta M, Kozaki K, Tanimoto K, Tanaka S, Arii S, Shimamura T, Niida A, Miyano S, Inazawa J: The tumor-
suppressive miR-497-195 cluster targets multiple cell-cycle regulators in hepatocellular carcinoma. PLoS One 

8:e60155, 2013  

[著書]

[総説]

[学会】
（国内）

  1.	 永田啓明、小崎健一、谷本幸介、藤原直人、井元清哉、市川大輔、宮野悟、河野辰幸、大辻英吾、稲澤譲治：食道扁
平上皮癌におけるリンパ節転移予測マーカー同定を目指した網羅的DNAメチル化探索．第72回日本癌学会学術総会．
パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月3日

  2.	 岩舘怜子、井上純、青木大輔、稲澤譲治：オートファジー障害を持つ癌細胞における化合物スクリーニング．第72回
日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月3日

  3.	 山本信祐、井上純、河野辰幸、小崎健一、小村健、稲澤譲治：NRF2活性化癌に対するMicroRNAを基盤とした診断・
治療．第72回日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月4日

  4.	 Michelle Nuylan、井上純、河野辰幸、稲澤譲治：食道癌におけるLAPTM5遺伝子の発現低下．第72回日本癌学会学
術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月4日

  5.	 森田圭一、松川祥、原田浩之、島本裕彰、富岡寛文、田中香衣、林深、小崎健一、稲澤譲治、小村健：口腔扁平上皮
癌患者のゲノム構造異常解析による治療抵抗性予測．第51回日本癌治療学会学術集会．国立京都国際会館．京都．
2013年10月24日
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（国内：ポスター）
1.	 森田圭一、松川祥、原田浩之、中島雄介、島本裕彰、富岡寛文、田中香衣、林深、小崎健一、稲澤譲治、小村　健：

口腔扁平上皮癌患者のゲノム構造異常解析による治療抵抗性予測．第37回日本頭頸部癌学会．京王プラザホテル．東京．
2013年6月14日

2.	 村松智輝、小崎健一、井元清哉、山口類、宮野悟、稲澤譲治：口腔がん細胞株に認められた19番染色体の増幅領域に
座位する遺伝子は、Rhoシグナル経路を介して転移に寄与している可能性がある．第72回日本癌学会学術総会．パシ
フィコ横浜．神奈川．2013年10月3日

3.	 藤原直人、井上純、河野辰幸、小崎健一、稲澤譲治：複数癌腫における、MicroRNA-634による細胞死誘導機構．第
72回日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月5日

4.	 森田圭一、谷本幸介、林深、小崎健一、稲澤譲治、小村健：次世代シーケンサーを用いたGorlin症候群患者における
hedgehog pathwayのゲノム解析．第58回日本口腔外科学会学術総会．福岡国際会議場・マリンメッセ福岡．福岡．
2013年10月12日

5.	 森田圭一、谷本幸介、林深、小崎健一、稲澤譲治、小村健：次世代シーケンサーを用いたGorlin症候群患者における
hedgehog pathwayのゲノム解析．日本人類遺伝学会第58回大会．江陽グランドホテル．宮城．2013年11月22日

[シンポジウム]
（海外・国際）

 1.	 Kozaki K: Function-based screening of EMT-suppressive microRNA in cancer cells. 2013 SNUCRI & SNUCH 
Cancer Symposium. Phooenixisland,Jeju, Korea. 4/May/2013

（国内）
  1.	 井上純、稲澤譲治：癌治療におけるオートファジー活性の評価．第72回日本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．

2013年10月3日
  2.	 小崎健一、稲澤譲治：Eカドヘリン・プロモーター活性を指標としたEMT抑制性microRNAの機能的探索．第72回日

本癌学会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．2013年10月5日

[研究助成金]
  1.	 小崎健一：文部科学省科研費　基盤研究B「癌抑制遺伝子型microRNAの統合的スクリーニングと核酸医薬への応用」

代表
  2.	 小崎健一：文部科学省科研費　新学術領域研究「がんの統合的ゲノム・エピゲノム解析と治療標的分子シーズの探索」

分担
  3.	 小崎健一：文部科学省科研費　基盤研究A「がんのゲノム・エピゲノム解析に基づく個性診断法の開発」分担
  4.	 井上　純：文部科学省科研費　基盤研究C「腫瘍退縮の分子メカニズムの解明」代表
  5.	 井上　純：厚生労働省科研費　第３次対がん総合戦略研究事業「オートファジー活性を指標とした癌の個別化医療の

分子基盤の構築」代表
  6.	 井上　純：文部科学省科研費　基盤研究A「がんのゲノム・エピゲノム解析に基づく個性診断法の開発」分担

[その他]
（受賞）

（特許）
　〈特許取得 - 海外(EP)〉

  1.	 2013年11月27日、登録番号2253720、「食道癌の検出方法及び抑制方法」、稲澤譲治・井本逸勢・小松周平・小崎健一・
津田均、国立大学法人東京医科歯科大学・富士写真フィルム株式会社、特願2009-073998

  2.	 2013年2月15日、P12-029、「マイクロRNAの測定方法、並びに、がん治療剤及びこれを有するがん治療のための医薬
組成物」、稲澤譲治・井上純・山本信祐・河野辰幸・小崎健一、国立大学法人東京医科歯科大学、特願2013-027399

（教育）
小崎健一：医歯学総合研究科 生命理工学系専攻「生命科学特論Ⅰ」
　　　　　医歯学総合研究科 修士課程「遺伝医学特論」、「生化学」
　　　　　医学部 保健衛生学科「遺伝学」
　　　　　歯学部 歯学科「生命の分子的基盤-遺伝の分子的基盤-」
井上　純：医歯学総合研究科 生命理工学系専攻「生命科学特論Ⅰ」
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分子遺伝学分野（分子遺伝分野）
Molecular Genetics (Molecular Genetics)

准 教 授　中西　啓
大学院生　ダシゼウェゲ ヌルマ，加賀美裕也，
　　　　　手代木翔太

（１）教　育
　発がんの分子機構解明を目指し、分子細胞生物学や分子遺伝学を基盤とした研究を行うと共に、それら基礎研究から得ら
れた知見を応用しがんの革新的な診断、治療および予防を目指したゲノム応用医学等の先端的研究を行い講義する。大学院
医歯学総合研究科博士課程生命理工学系専攻「生命科学特論Ⅱ」を担当する。

（２）研　究
１．BRCA2遺伝子変異腫瘍に対する合成致死性効果を示す新規低分子化合物の探索
　家族性乳がんの原因遺伝子産物であるBRCA1/2タンパク質は、DNA二本鎖切断での相同組換え修復に必須なタンパク質
である。近年、BRCA1/2遺伝子変異腫瘍に対して、ポリ（ADP-リボース）ポリメラーゼ１（PARP1）の阻害剤は、高い殺
傷作用を発揮することが報告された。 これは、BRCA遺伝子変異に対してPARP1酵素を阻害することで、破綻したDNA相
同組換え修復機構とそのバックアップのために働く酵素（PARP1）が失活するために生じると考えられている。この時、失
活したBRCA遺伝子産物に対してPARP1阻害剤は、「合成致死性」の関係にあり、両方の機能が共に阻害されたとき、がん
細胞は消滅する。ところが正常細胞は、１つのDNA修復タンパク質の機能を阻害してももう一方が機能するので生存する。
BRCA1/2タンパク質は、DNA修復以外に中心体や細胞質分裂にも関与する多機能タンパク質であることから、DNA修復阻
害剤以外の組み合わせによって合成致死性効果は期待される。従来の分子標的の抗がん薬は、標的とするタンパク質の立体
構造が似ているものに作用して副作用を起こすことが知られている。
　当研究室では、BRCA2がDNA修復に加えて中心体の複製やポジショニング、細胞質分裂に機能することを報告してきた。
我々は、 BRCA2の中心体、および細胞質分裂に対する機能に注目して、PARP1阻害剤とは異なる機構で合成致死効果を示
す低分子化合物を見出すため、東京医科歯科大学医療機能分子開発室所有の化合物ライブラリーを用いて、そのスクリーニ
ングを行っている。これまでにBRCA2欠失細胞（Capan-1細胞）に対して低分子既知化合物1230個の増殖抑制効果を測定し
た結果、40化合物（3.2%）がヒットした。そのうち抗菌・抗がん薬が70%、微小化形成阻害作用を示す化合物が13%含まれ
ていた。本研究はスタートしたばかりであるが、この既知化合物のスクリーニング結果から、今後機能未知化合物のスクリ
ーニングから検出されるヒット化合物は、抗菌・抗がん作用を有する可能性が示唆された。

２．BRCA2タンパク質の機能解析
　家族性乳がんの原因遺伝子産物であるBRCA2は、多機能タンパク質であり、核内でRad51と結合してDNA修復に関与する。
我々はこれまでに、膜型マトリックスメタロプロテアーゼ1 (MT1-MMP)によって、BRCA2タンパク質が切断（2135番目の
アスパラギンと2136番目のロイシンの間）されることを明らかにし、各切断部位を特異的に認識する抗体の作成を報告して
きた。切断型BRCA2は、N末端側をN-BRCA2、C末端側をC-BRCA2と命名した。今回、このBRCA2タンパク質切断の生理
的意義を明らかにすることを試みたので報告する。またBRCA2は、細胞周期のG1/S期からM期前期にかけて中心体の周り
を取り巻く様に局在し、M期後期に中心体から消失する。細胞質分裂期に入ると、母・娘細胞間に形成されるミッドボディ
に局在し細胞質分裂に関与することが報告されている。我々はこれまで、BRCA2は、ミッドボディにおいてヒト非筋肉型ミ
オシンIICと共局在し、ミオシンIICのATPase活性に対するBRCA2の効果を検討してきた。

３．中心体複製制御に係わるBRCA2分子内領域の決定に向けた，画像認識による中心体自動計数システムの構築
　我々は近年，BRCA2が正確な中心体複製制御に関与することを見出した。BRCA2は超巨大分子であり，またDNA修復な
どへの関与も知られる多機能分子であることから，分子内の領域毎に機能が分担されている可能性が考えられた。BRCA2を
小断片に分割し，各断片が中心体複製に与える影響を各細胞の中心体数を計数することにより定量化する手法を着想した。
従来中心体の計数は中心体蛍光染色検体を無作為に撮影し，顕微鏡写真を実験者が目で見て数える手法が採られてきた。と
ころが本計画のように比較対照数が数十にもなる場合，統計的に有効な結論を得るために計数せねばならない細胞数は膨大
なものになる。そのため従来法に因ってでは肉体的時間的に現実的でないだけでなく，同一の判定基準の維持が非常に困難
であることから，正確な測定の実現は難しかった。そこで我々はコンピューターソフトを用いた画像解析により各細胞の中
心体を自動計数するシステムの構築に取り掛かった。細胞毎に異なる染色ムラやバックグラウンドを認識・除去して真に中
心体と考えられる染色像のみを抽出し，不偏的基準で複製前後の中心体数を正確に計数するマクロプログラミングとパラメ
ータ設定にほぼ目処が立った。少数のサンプルを用いた計測性能評価の後，さらなる自動化過程を実装し，BRCA2分子内の
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中心体制御責任領域を決定できる見込である。

（３）研究業績
[原著]

  1.	 Wali N, Hosokawa K, Malik S, Saito H, Miyaguchi K, Imajoh-Ohmi S, Miki Y, Nakanishi A. Centrosomal BRCA2 is a 
target protein of membrane type-1 matrix metalloproteinase (MT1-MMP). Biochem Biophys Res Commun 2014, 
443:1148-1154.

  2.	 Wada Y, Matsuura M, Sugawara M, Ushijima M, Miyata S, Nagasaki K, Noda T, Miki Y. Development of detection 
method for novel fusion gene using GeneChip exon array. J Clin Bioinforma 2014, 4:3.

  3.	 Takaoka M, Saito H, Takenaka K, Miki Y, Nakanishi A. BRCA2 Phosphorylated by PLK1 Moves to the Midbody to 
Regulate Cytokinesis Mediated by Nonmuscle Myosin IIC. Cancer Res 2014.

  4.	 Nakamura S, Takahashi M, Tozaki M, Nakayama T, Nomizu T, Miki Y, Murakami Y, Aoki D, Iwase T, Nishimura S, 
et al. Prevalence and differentiation of hereditary breast and ovarian cancers in Japan. Breast Cancer 2013.

  5.	 Mimoto R, Taira N, Takahashi H, Yamaguchi T, Okabe M, Uchida K, Miki Y, Yoshida K. DYRK2 controls the 
epithelial-mesenchymal transition in breast cancer by degrading Snail. Cancer Lett 2013, 339:214-225.

  6.	 Low SK, Takahashi A, Ashikawa K, Inazawa J, Miki Y, Kubo M, Nakamura Y, Katagiri T. Genome-wide association 
study of breast cancer in the Japanese population. PLoS One 2013, 8:e76463.

  7.	 Kawazu M, Ueno T, Kontani K, Ogita Y, Ando M, Fukumura K, Yamato A, Soda M, Takeuchi K, Miki Y, et al. 
Transforming mutations of RAC guanosine triphosphatases in human cancers. Proc Natl Acad Sci U S A 2013, 
110:3029-3034.

[総説]
  1.	 三木 義男；[DNAとがん　ポストゲノム研究でここまで解明された発がんの分子機構] ポストゲノム研究でここまで

解明された発がんの分子機構．Credentials　59号，6-11，(2013)

[学会]
シンポジウム・特別講演

  1.	 三木義男；新規BRCA機能とそれに基づく合成致死療法の開発．第51回日本癌治療学会学術集会シンポジウム、京都市、
2013年10月24日‐26日

  2.	 三木義男；乳がんにおける遺伝子の多様性．第14回よこはま乳がんシンポジウム、横浜市、2013年10月12日
  3.	 三木義男；次世代ゲノム解析による遺伝性乳がんの新規原因遺伝子の探索．日本人類遺伝学会 第58回大会シンポジウ

ム、仙台市、2013年11月21日
学会発表（英文）

  1.	 Nadila Wali, Kana Hosokawa, Hiroko Saito, Shinobu Ohmi, Akira Nakanishi, Yoshio Miki, Functional analysis of a 
cleavage product of BRCA2 in cancer cell lines, ASCB 2013 Annual meeting, poster, New Orleans, LA, USA, 
14/12/2013. 

  2.	 Nurmaa Dashzeveg, Taira Naoe, Yoshio Miki and Kiyotsugu Yoshida, The comprehensive study for the target 
genes of the Serine 46 phosphorylation of the p53, Ninth AACR-Japanese Cancer Association Joint Symposium, 
poster, Maui, HI, USA, 21/02/13.

主催会議
  1.	 第2回 日本HBOCコンソーシアム学術総会、東京都、2014年1月18日・19日
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環境エピゲノム分野
Epigenetic Epidemiology

教　　授　村松正明
准 教 授　佐藤憲子
助　　教　池田仁子
非常勤講師　須藤カツ子，佐田文宏
大学院学生　ネ・チー・トン，
　　　　　ジュネイド・パラヤン，平石敦子，
　　　　　趙　晨希，
　　　　　サリヤー・デーチャメーダーグン，
　　　　　沢辺美亜，カウン・シー・トゥ，
　　　　　キン・テテ・ゾー，前田裕子，
　　　　　藤谷啓雄
専 攻 生　平岡弓枝，テイ・ザ・チョウ

（１）教育
　本分野では、難治性病態に繋がる生活習慣病の発症に関わる遺伝子、環境因子およびその相互の関連を疫学手法、ゲノム
解析手法、エピゲノム解析手法、分子生物学的手法を用いて明らかにすることを目的として、大学院生および専攻生には、
ゲノム・エピゲノム学、遺伝統計学、疫学、そして分子生物学の知識や技術を教育し、学際的に広がりを持つ分野を理解し、
研究を遂行できる人材の育成を行っている。

（２）研究
　疫学フィールドを持つ研究グループとの共同研究のもとで、疾患の発症に及ぼす遺伝子および環境因子およびそれらの交
互作用の発見と検証を行っている。また疾患の易罹患性や薬剤反応性に関与する遺伝子とその多型を臨床グループとの共同
研究で解析し、さらには得られた遺伝子の機能解析を進めるべく研究を行っている。対照疾患は、生活習慣病の要である、
高血圧、糖尿病、肥満、メタボリックシンドローム、動脈硬化や重症薬疹などである。多くの疾患は多因子疾患であり、遺
伝子間の相互作用の影響が大きいので、これを包括的に解析するための手法の開発をバイオインフォマティックスの観点か
らも進めている。これにより各多型の疾患に対する相加的、相乗的なリスクを測ることで、将来的にはオーダーメイド医療
時代の新しい診断・治療指針の提唱を目指している。さらに、遺伝子多型とエピゲノムとの関係や、遺伝子多型では説明で
きない個体差とエピジェノタイプとの関連についての研究も開始している。特に、生活習慣病は、その一部の素因が胎児期
に形成されるという考え方が広く受け入れられるようになってきた。母親の胎内に宿っている期間に、個体のエピゲノム状
態が確立されるが、それが子宮内環境により変化するという考え方である。マウス個体やES細胞を用いて、子宮内環境変化
が胎児のDNAメチル化状態におよぼす影響についても研究を進めている。またパーソナルゲノム情報から、先制・予防医療
に重要な情報を抽出する方法を開発するプロジェクトを立ち上げた。

（３）研究業績
業績目録
原著論文

  1. 	Kengia JT, Ko KC, Ikeda S, Hiraishi A, Mieno-Naka M, Arai T, Sato N, Muramatsu M, Sawabe M. A gene variant in 
the Atp10d gene associates with atherosclerotic indices in Japanese elderly population. Atherosclerosis. 231:158-62. 
2013

  2. 	Daimon M, Sato H, Kaino W, Tada K, Takase K, Karasawa S, Wada K, Kameda W, Susa S, Oizumi T, Kayama T, 
Muramatsu M, Kato T. Association of the G-protein β3 subunit gene polymorphism with the incidence of 
cardiovascular disease independent of hypertension: the Funagata study. J Hum Hypertens. 27:612-6. 2013

  3. 	Honma N, Mori S, Zhou H, Ikeda S, Mieno MN, Tanaka N, Takubo K, Arai T, Sawabe M, Muramatsu M, Ito H. 
Association between estrogen receptor-β dinucleotide repeat polymorphism and incidence of femoral fracture. J 
Bone Miner Metab. 31:96-101.2013

  4. 	Honma N, Yamamoto K, Ohnaka K, Morita M, Toyomura K, Kono S, Muramatsu M, Arai T, Ueki T, Tanaka M, 
Kakeji Y, Maehara Y, Okamura T, Ikejiri K, Futami K, Maekawa T, Yasunami Y, Takenaka K, Ichimiya H, 
Terasaka R. Estrogen receptor-β gene polymorphism and colorectal cancer risk: effect modified by body mass 
index and isoflavone intake. Int J Cancer. 132:951-8. 2013
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  5. 	Yatsuga C, Toyohisa D, Fujisawa TX, Nishitani S, Shinohara K, Matsuura N, Ikeda S, Muramatsu M, Hamada A, 
Tomoda A. No association between COMT genotype and attention deficit hyperactivity disorder (ADHD) in 
Japanese children. Brain Dev. S0387-7604(13)00258-1 2013 

  6. 	Kaniwa N, Sugiyama E, Saito Y, Kurose K, Maekawa K, Hasegawa R, Furuya H, Ikeda H, Takahashi Y, Muramatsu 
M, Tohkin M, Ozeki T, Mushiroda T, Kubo M, Kamatani N, Abe M, Yagami A, Ueta M, Sotozono C, Kinoshita S, 
Ikezawa Z, Matsunaga K, Aihara M; Japan Pharmacogenomics Data Science Consortium. Specific HLA types are 
associated with antiepileptic drug-induced Stevens-Johnson syndrome and toxic epidermal necrolysis in Japanese 
subjects. Pharmacogenomics. 14:1821-31. 2013

学会発表
  1. 	Htun NC, Miyaki K, Zhao C, Muramatsu M, Sato.N Effects of COMT and MTHFR on normal variation of mental 

health in a Japanese population. Human Genome Meeting 2013 4.13-18, Singapore
  2. 	Zhao C, Ikeda S, Arai T, Mieno NM, Sato N, Muramatsu M, Sawabe M. Association of the RYR3 gene 

polymorphisms with atherosclerosis in elderly Japanese population. Human Genome Meeting 2013 4.13-18, Singapore
  3. 	Sato N “Genetic risk assessment of type 2 diabetes appropriate for individualized health care in Japan”，2nd 

International Conference on Translational & Personalized Medicine, 2013. 08.05-07, Chicago, USA
  4. 	Muramatsu, M, Daimon M, Sato N. “A genomic nomogram of type 2 diabetes risk assessment for Japanese” The 

14th International Meeting on Human Genome Variation and Complex Genome. 2013. 9.30-10.2 Seoul, Korea

国内学会
  1. 	佐藤憲子「日本人糖尿病の複合遺伝子リスク」オミックス医療研究会 “パーソナルオミックス医療の現状と未来”、

2013.04.19. 東京
  2. 	Sato N “Effects of intrauterine environment on fetal epigenome”，AsiaCORD 2013, 2013.04.19-20. 神戸
  3. 	佐藤憲子「胎生初期の栄養変化による影響がマウス胎仔エピゲノムに現れるタイミング」第２回日本DOHaD研究会、

2013.06.07-08、東京
  4. 	Dechamethakun S, Ikeda S, Arai T, Sato N, Sawabe M, Muramatsu M. Association of CDKN2A/B, ADTRP, and 

PDGFD polymorphisms with coronary atherosclerosis in Japan".生命医薬情報学連合大会, 2013.10.28-31, 東京
  5. 	Zhao C, Htun NC, Sato N, Muramatsu M. “Phasing haplotypes of HLA genes from Next Generation Sequencing data 

at individual level” 生命医薬情報学連合大会, 2013.10.28-31, 東京
  6. 	Kyaw TZ, Sato N, Muramatsu M. Exploring Developmental Origins of Health and Disease (DOHaD) hypothesis 

employing publicly available data. 生命医薬情報学連合大会, 2013.10.28-31, 東京

学外教育活動
  村松正明：山形大学医学部非常勤講師、お茶の水女子大学非常勤講師、北里大学非常勤講師

研究費取得
  1. 	文部科学省科学研究費（基盤研究C）「生活習慣病に繋がるエピゲノム変化が胎生期低栄養により形成される機序の解

明」：課題番号24590399 研究代表者　佐藤憲子．
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理研生体分子制御学分野
RIKEN Molecular and Chemical Somatology

連携教授　　小嶋　聡一，長田　裕之，
　　　　　　袖岡　幹子，山口　芳樹，
　　　　　　斉藤　　隆，豊田　哲郎　　
非常勤講師　今本　尚子，斎藤　臣雄，
　　　　　　植木　雅志，中野　雄司，
　　　　　　小川　健司，平井　　剛，
　　　　　　花島　慎弥，竹内　　新
　　　　　　長江　雅倫
大学院生 D3  早水　健二 ，原　秀太
　　　　 D2  Rajan Shrestha
　　　　 D1  酒井　基成 ，山崎　紗代子，
　　　　 　   Dulal Hari Prasad
　　　　 M2  山本　由佳，渋谷　麻実，
　　　　       宇賀田久美子，徳永　　倫
　　　　 M1  小嶋　俊太郎

(1) 教育
　生体分子制御学は、生体機能を制御する低分子有機化合物から高分子タンパク質・糖・ホルモンを対象として、生物有機
化学、化学生物学、構造生物学、分子免疫学、統合情報生命科学の基礎と、医学・生物学への応用を理解する学問分野であり、
様々な分野との複合領域研究が行われている。このような研究分野の鍵となる生体機能分子に着目し、最先端の研究動向に
ついて教育する。

(2) 研究
1．微生物由来低分子化合物を基盤とする生体機能分子の創製、探索、創薬標的開発の研究
2．生体機能制御分子の設計・合成と化学生物学的研究
3．生体機能分子を用いた分子細胞病態解析と制御
4．生体機能糖タンパク質および糖連鎖関連タンパク質の構造機能解析
5．生体分子によるリンパ球の活性化と免疫応答の制御機構
6．ゲノムデザインによる新機能生物開発（合成生物学）、ウェブ科学や数理科学を応用した生物機能解明（統合生命科学）

(3) 研究業績
[原著]

  1.	 Sakata, K., Hara, M., Terada, T., Watanabe, N., Takaya, D., Yaguchi, S., Matsumoto, T., Matsuura, T., Shirouzu, M., 
Yokoyama, S., Yamaguchi, T., Miyazawa, K., Aizaki, H., Suzuki, T., Wakita, T., Imoto, M., and Kojima, S. HCV NS3 
protease enhances liver fibrosis via binding to and activating TGF-β type I receptor. Sci. Rep. 3:3243. 2013.

  2.	 Wada A, Hara S, Osada H: Ribosome display and photo-crosslinking techniques for in vitro identification of target 
proteins of bioactive small molecules. Anal. Chem, 86: 6768-6773, 2014.

  3.	 Tsuchiya A, Asanuma M, Hirai G, Oonuma K, Muddassar M, Nishizawa E, Koyama Y, Otani Y, Zhang KYJ, 
Sodeoka M: CDC25A-inhibitory RE Derivatives Bind to Pocket Adjacent to the Catalytic Site. Molecular 
BioSystems, 9: 1026-1034, 2013.

  4.	 Ozawa M, Morita M, Hirai G, Tamura S, Kawai M, Tsuchiya A, Oonuma K, Maruoka K, Sodeoka M: ACS Med. 
Chem. Lett. 4: 730-735, 2013.

  5.	 Nagae, M., Yamanaka, K., Hanashima, S., Ikeda, A., Morita-Matsumoto, K., Satoh, T., Matsumoto, N., Yamamoto, K., 
and Yamaguchi, Y..  Recognition of bisecting N-acetylglucosamine: structural basis for asymmetric interaction with 
the mouse lectin dendritic cell inhibitory receptor 2. J. Biol. Chem., 288: 33598-33610. 2013.

  6.	 Yuasa, N., Koyama, T., Subedi, G.P, Yamaguchi, Y., Matsushita, M., and Fujita-Yamaguchi, Y..  Expression and 
structural characterization of anti-T-antigen single chain antibodies (scFvs) and analysis of their binding to 
T-antigen by surface plasmon resonance and NMR spectroscopy. J. Biochem., 154: 521-529. 2013.

  7.	 Tsukumo S, Unno M, Muto A, Takeuchi A, Kometani K, Kurosaki T, Igarashi K, Saito T. Bach2 maintains T cells in 
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a naive state by suppressing effector memory-related genes. Proc Natl Acad Sci U S A. 110: 10735-10740, 2013.

[著書]
なし

[総説]
なし

[学会]
(海外・国際) 

  1.	 Eda S, Lee E, Hara M, Imoto M, Kojima S, Neovessels contribute to liver fibrosis via providing latent transforming 
growth factor-beta to be activated by hepatic stellate cells, American Association for the Study of Liver 
Diseases(Atlanta, USA) Jun, 2013.

  2.	 Hara S, Wada A, Osada H, Development of a new methodology for target identification of bioactive small molecules 
by using ribosome display. KRIBB-RIKEN Chemical Biology Joint Symposium, (Ochang Korea) May, 2013.

  3.	 Ugata K., Futamura Y., Hayase H., Watanabe N., Osada H., Exploration of novel antimalarial compounds. KRIBB-
RIKEN Chemical Biology Joint Symposium, (Ochang Korea) May, 2013.

  4.	 Saito, T. “Dynamic regulation of T cell activation and co-stimulation” 43rd Annual Scientific Meeting Australasian 
Society for Immunology (ASI ASM 2013) (Wellington, New Zealand) December, 2013

  5.	 Saito, T. “Dynamic regulation and modulation of T cell activation” Immunology 2013, AAI Annual Meeting 
Symposium (Honolulu, USA) May, 2013

 (国内) 
  1.	 山本 由佳, 原詳子、坂田幸大郎、松浦知和、小嶋聡一. LAP断片を指標とした肝線維化因子TGF-βの活性化反応を阻

害するLAP結合抗線維化化合物の探索と評価、第40回日本肝臓学会西部会,Dec.2013
  2.	 原　秀太, 和田　章, 長田 裕之. 光固定化ビーズを用いて生物活性小分子の標的タンパク質を探索するリボソームディ

スプレイ法の開発. 第8回ケミカルバイオロジー学会, 東京, Jun. 2013
  3.	 竹内　新, 斉藤　隆. CRTAM+CD4+T cells represent a lineage of CD4+ cells with CTL function. 第42回日本免疫学

会, 幕張, Dec. 2013

[研究助成金]
  1.	 小嶋聡一 2012-2014　上原記念生命科学財団　第８回特定研究助成「革新的医療を創生する医学研究」TGF-βLAP断

片測定による線維化診断　代表研究者
  2.	 小嶋聡一 2012-2013　文部科学省科学研究費補助金　新学術領域研究 病的細胞増殖・細胞死・組織線維化・血管新生

を選択的制御する化合物の探索  代表研究者
  3.	 小嶋聡一 2012-2017  厚生労働省科学研究費補助金　Ｂ型肝炎創薬実用化等研究事業 次世代生命基盤技術を用いたＢ

型肝炎制圧のための創薬研究  代表研究者
  4.	 袖岡幹子 2013-2018 科学技術振興機構課題達成型基礎研究CRESTタイプ「生理活性代謝物と標的タンパク質同定のた

めの基盤技術の創出」　研究代表者　
  5.	 山口芳樹 ライフサイエンスデータベース統合推進事業 「糖鎖統合データベースと研究支援ツールの開発」研究分担者
  6.	 長江雅倫 文部科学省科学研究費補助金、若手研究(B) 「自然免疫に関わるC型レクチン受容体の構造基盤の解明」　研

究代表者
  7.	 竹内　新 2011-2013　文部科学省科学研究費補助金　若手研究（Ｂ） 活性化リンパ球特異的細胞接着因子ＣＲＴＡＭの

腸管免疫における機能の解明  代表研究者
  8.	 斉藤 隆 2012-2016文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (S) Ｔ細胞活性化制御の時空間的構造的解析代表研究者
　

[その他]
〈招待講演〉
(海外・国際) 

  1.	 Kojima, S. “Non-genomic and genomic actions of acyclic retinoid” 1st International Retinoids Meeting 2013, Calabria, 
Italy, September, 2013.

  2.	 Yamaguchi Y, Matsumoto K, Hirose K, Nishima W, Re S, Sugita Y, “Experimental and theoretical approaches to 
understand the conformational differences in isomeric glycan pairs” , 22nd International Symposium on 
Glycoconjugates, Dalian, China, June 27, 2013
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  3.	 Osada, H. “Isolation of New Microbial Metabolites for Natural Product Depository (NPDepo)”，2nd Annual 
Conference ICBS2013, Kyoto, Japan, Oct. 2013.

  4.	 Sodeoka M. “Synthesis and Evaluation of Bioactive Molecules Designed Based on Natural Prducts” The 23rd 
French-Japanese Symposium on Medicinal and Fine Chemistry, Nagasaki, Japan, May 2013.

  5.	 Saito T. “Spatiotemporal regulation of T cell activation and co-stimulation” 2012 Gordon Research Conference 
-Immunochemistry & Immunobiology, Les Diablerets, Switzerland, June 2012.

（国内）
  1.	 小嶋聡一「肝臓における核内受容体依存／非依存レチノイド作用」第40回日本肝臓学会西部会、岐阜、2013.12.6
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創　薬　科　学　分　野
Molecular Biomedicine

准 教 授　野村　渉
大学院生　野中洋介，橋本知恵(～4月)，増田朱美(～4月)，
　　　　　武富昇平(～4月)，伊藤篤史，小関泰輔，
　　　　　小早川拓也，高野　皓，廣田雄樹，松本大地，
　　　　　苛原　優(4月～)，岡部諭典(4月～)，
　　　　　小林亮介(4月～)，坂本　翔(4月～)，
　　　　　本田柚子奈(4月～)

（１）教　育
　有機化学や有機合成化学を基盤とする生命現象の解明や制御を目指したケミカルバイオロジー研究や、これらを応用した
創薬化学研究、ポストゲノム時代の先端的医薬品化学研究を講義している。本分野では、定期的に文献紹介演習や研究検討
会を行い、教育、指導している。

（２）研　究
　（１）構造固定化テンプレートの創出とドラッグ・ディスカバリー

　ペプチド等生理活性化合物中に含まれる官能基(pharmacophore)を適切に空間配置することを可能にする構造固定化
用の創薬テンプレートを創出している。

　（２）蛍光プローブの創製，バイオセンシング，創薬を目指したケミカルバイオロジー研究
　酵素、受容体を特異的に認識するバイオ(蛍光)プローブを創出し、イメージング、センシングを含めたケミカルバイ
オロジー研究を行っている。また、これらの受容体、酵素等をターゲットとして、がん、エイズ、アルツハイマー、リ
ウマチ、 SARSの治療薬の創製研究を行っている。

　（３）受容体や酵素・リガンド相互作用の解析
　受容体や酵素リガンドの分子設計、合成を行い、共結晶化―X線結晶構造解析による相互作用の解析を行い、リガン
ドがもたらす構造情報伝達メカニズムを解明する。

　（４）亜鉛フィンガーツールによる遺伝子治療法の開発
　ゲノムDNAに対して高い配列特異性で結合する亜鉛フィンガータンパク質の遺伝子ターゲティングを利用して、疾病
遺伝子の転写調節、酵素反応（切断、組換え、メチル化）などを用いたDNA修飾による遺伝子治療への展開を行ってい
る。

（３）研究業績
[原著]

  1. 	Hashimoto C, Narumi T, Otsuki H, Hirota Y, Arai H, Yoshimura K, Harada S, Ohashi N, Nomura W, Miura T, 
Igarashi T, Matsushita S, Tamamura H. A CD4 Mimic as an HIV Entry Inhibitor: Pharmacokinetics. Bioorg Med 
Chem 21(24): 7884–7889, 2013.

  2. 	Hashimoto C, Nomura W, Narumi T, Fujino M, Nakahara T, Yamamoto N, Murakami T, Tamamura H. CXCR4-
derived Synthetic Peptides Inducing Anti-HIV-1 Antibodies. Bioorg Med Chem 21(22): 6878–6885, 2013.

  3. 	Nomura W, Aikawa H, Ohashi N, Urano E, Metifiot M, Fujino M, Maddali K, Ozaki T, Nozue A, Narumi T, 
Hashimoto C, Tanaka T, Pommier Y, Yamamoto N, Komano J, Murakami T, Tamamura H. Cell-Permeable Stapled 
Peptides Based on HIV-1 Integrase Inhibitors Derived from HIV-1 Gene Product. ACS Chem Biol 8(10): 2235–2244, 
2013.

  4. 	Hashimoto C, Nomura W, Narumi T, Fujino M, Tsutsumi H, Haseyama M, Yamamoto N, Murakami T, Tamamura 
H. Anti-HIV-1 Peptide Derivatives Based on the HIV-1 Co-receptor CXCR4.	 ChemMedChem 8(10): 1668-1672, 
2013.

  5. 	Nomura W, Hashimoto C, Suzuki T, Ohashi N, Fujino M, Murakami T, Yamamoto N. Tamamura H. Multimerized 
CHR-derived Peptides as HIV-1 Fusion Inhibitors. Bioorg Med Chem 21(15): 4452–4458, 2013.

  6. 	Narumi T, Arai H, Yoshimura K, Harada S, Hirota Y, Ohashi N, Hashimoto C, Nomura W, Matsushita S, Tamamura 
H. CD4 Mimics as HIV Entry Inhibitors: Lead Optimization Studies of the Aromatic Substituents. Bioorg Med Chem 
21(9): 2518–2526, 2013.

  7. 	Narumi T, Aikawa H, Tanaka T, Hashimoto C, Ohashi N, Nomura W, Kobayakawa T, Takano H, Hirota Y, 
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Murakami T, Yamamoto N, Tamamura H. Low Molecular Weight CXCR4 Ligands with Variable Spacers. 
ChemMedChem 8(1): 118-124, 2013.

[著書]
  1. 	Nomura W, Tanaka T, Aikawa H, Narumi T, Tamamura H. Development of Cell-Penetrating ZIP Tag-Probe 

Systems for Fluorescent Imaging of Protein Dynamics in Cells. in “Peptide Science 2012,” ed. by Kazuhisa 
Sugimura, The Japanese Peptide Society, Osaka, pp. 113-114, 2013

  2. 	Masuda A, Nomura W, Tamamura H. Quantitative Analysis of Sequence-Specific Reactions by Artificial DNA 
Recombinases. in “Peptide Science 2012,” ed. by Kazuhisa Sugimura, The Japanese Peptide Society, Osaka, pp. 21-22, 
2013

  3. 	Hashimoto C, Nomura W, Komano JA, Tamamura H. Synthesis of an Artificial gp41-C34 Trimer as an HIV-1 Fusion 
Inhibitor. in “Peptide Science 2012,” ed. by Kazuhisa Sugimura, The Japanese Peptide Society, Osaka, pp. 45-46, 2013

  4. 	Nomura W,  Ohashi N,  Narumi T,  Tamamura H. Tag-Probe System for Imaging of Intracellular Proteins. 
Proceedings of the 23rd American Peptide Symposium, Michal Lebl (Ed.), American Peptide Society, Hawaii, pp. 
174-175, 2013.

  5. 	Nomura W,  Tanaka T, Aoki T,  Narumi T,  Tamamura H. Biological Effects of Bivalent-Type CXCR4 Ligands with 
Rigid Linkers. Proceedings of the 23rd American Peptide Symposium, Michal Lebl (Ed.), American Peptide Society, 
Hawaii, pp. 176-177, 2013.

[総説]
  1. 	Ohashi N, Nomura W, Narumi T, Tamamura H. Peptide-based Ligand Screening and Functional Analysis of Protein 

Kinase C. Biopolymers: Peptide Science 100(6): 613-620, 2013.

[学会]
（海外・国際）

  1. 	Nomura W,  Ohashi N,  Narumi T,  Tamamura H. Tag-Probe System for Imaging of Intracellular Proteins. The 6th 
International Peptide Symposium/the 23rd American Peptide Symposium. Hawaii, USA, June 22-27, 2013.

  2. 	Nomura W,  Tanaka T, Aoki T,  Narumi T,  Tamamura H. Biological Effects of Bivalent-Type CXCR4 Ligands with 
Rigid Linkers. The 6th International Peptide Symposium/the 23rd American Peptide Symposium. Hawaii, USA, 
June 22-27, 2013.

  3. 	Nomura W, Tanaka T, Narumi T, Tamamura H. Bivalent Ligands Based on 14-mer Peptides for the Chemokine 
Receptor CXCR4 Dimer. The 2nd Annual Conference of the International Chemical Biology Society. Kyoto, Japan, 
Oct 7-9, 2013.

  4. 	Nomura W, Masuda A, Tamamura H. Effects of Zinc Finger Nucleases Targeting Telomerase Promoter Region. 
The 2nd Annual Conference of the International Chemical Biology Society. Kyoto, Japan, Oct 7-9, 2013.

  5. 	Taketomi　S, Konno M, Narumi T, Nomura W, Tamamura H. Structure Activity Relationship Studies on a Spacer 
Moiety of Small Molecular CXCR4 Antagonists as Potent HIV-1 Entry Inhibitors. The 14th Kumamoto AIDS 
Seminar. Kumamoto, Japan, Oct 29-31, 2013.

  6. 	Hirota Y, Narumi T, Yoshimura K, Harada S, Hashimoto C, Nomura W, Igarashi T, Matsushita S, Tamamura H. 
Indole-type Small CD4 Mimic Molecules Targeting an HIV Envelope Protein gp120. The 14th Kumamoto AIDS 
Seminar. Kumamoto, Japan, Oct 29-31, 2013.

  7. 	Nomura W,  Ohashi N,  Métifiot M, Fujino M, Pommier Y, Murakami T,  Tamamura H. Stapled Peptides as HIV-1 
Integrase Inhibitors Derived from HIV-1 Gene Products. The 4th Asia-Pacific International Peptide Symposium/the 
50th Japanese Peptide Symposium. Osaka, Japan, Nov 6 -8, 2013.

  8. 	Nomura W, Hashimoto C, Suzuki T, Honda Y, Ohashi N, Fujino M, Murakami T, Yamamoto N, Tamamura H. 
Multimerized C34-Related Peptides as HIV-1 Fusion Inhibitors. The 4th Asia-Pacific International Peptide 
Symposium/the 50th Japanese Peptide Symposium. Osaka, Japan, Nov 6 -8, 2013.

  9. 	Nomura W, Masuda A, Tamamura H. Creation of Zinc Finger Nucleases Targeting Telomerase Promoter Region. 
The 4th Asia-Pacific International Peptide Symposium/the 50th Japanese Peptide Symposium. Osaka, Japan, Nov 6 
-8, 2013.

（国内）
10. 	相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. 二価結合型CXCR4リガンドにおける近赤外蛍光色素導入位置の検討. 日本薬学会第133年

会. 横浜, 2013年3月27-30日.



— 915 —

生命理工学講座

11. 	大橋南美, 湊　夏来, 野村 渉, 相川春夫, 玉村啓和. 蛍光性PKCリガンドの合成とC1bドメインへの蛍光基導入研究. 日本
薬学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

12. 	廣田雄樹, 鳴海哲夫, 橋本知恵, 吉村和久, 原田恵嘉, 大附寛幸, 三浦智行, 五十嵐樹彦, 相川春夫, 野村 渉, 松下修三, 玉村
啓和. HIV外被タンパク質gp120を標的とするインドール型低分子CD4ミミックの構造活性相関研究. 日本薬学会第133
年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

13. 	小関泰輔, 相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. CXCR4の多量化状態の解析を目指した多価結合型リガンドの創製研究. 日本薬
学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

14. 	高野 皓, 鳴海哲夫, 相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. 水性環境下で効率的に反応する8-アザクマリニルメチル型光分解性保
護基の開発. 日本薬学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.

15. 	野村 渉，田中智博，青木 徹，鳴海哲夫，玉村啓和. 2価結合型リガンドのケモカインレセプターCXCR4の発現認識と
細胞移動阻害活性に関する研究. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

16. 	相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. リンカー中央部に近赤外蛍光色素を導入した二価結合型CXCR4リガンドの創製. 日本ケ
ミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

17. 	大橋南美, 野村 渉, 湊　夏来, 相川春夫, 鳴海哲夫, 玉村啓和. FRETを用いたPKCリガンド結合活性評価法の開発研究. 
日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

18. 	橋本知恵, 野村 渉, 鈴木貴晴, 鳴海哲夫, 駒野 淳, 村上　努, 山本直樹, 玉村啓和. HIV-1外被タンパク質gp41-CHR三量体
構造を模倣した膜融合阻害剤の開発. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

19. 	高野 皓, 鳴海哲夫, 野村 渉, 古田寿昭, 玉村啓和. 水性環境下で効率的に反応する8-アザクマリニルメチル型光分解性保
護基の開発. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

20. 	廣田雄樹, 鳴海哲夫, 原田恵嘉, 吉村和久, 橋本知恵, 野村 渉, 五十嵐樹彦, 松下修三, 玉村啓和. HIV外被タンパク質
gp120を分子標的とするインドール型低分子CD4ミミックの構造活性相関研究. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8
回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

21. 	小関泰輔, 相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. 細胞表面のCXCR4多量化状態検出を指向した多価結合型リガンドの創製研究. 
日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

22. 	松本大地, 橋本知恵, 高野 皓, 藤野真之, 相川春夫, 野村 渉, 村上 努, 山本直樹, 玉村啓和. ウイルスカプシド配列を基に
した抗HIV-1ペプチドの創製. 日本ケミカルバイオロジー学会　第8回年会. 東京, 2013年6月19-21日.

23. 	野村 渉, 増田朱美, 玉村啓和. ジンクフィンガーヌクレアーゼによるテロメア活性の制御. 第7回バイオ関連化学シンポ
ジウム. 名古屋, 2013年9月27-29日.

24. 	大橋南美, 野村 渉, 湊　夏来, 相川春夫, 鳴海哲夫, 玉村啓和.  FRETを基盤とするPKCリガンドスクリーニング法の開
発. 第57回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

25. 	廣田雄樹, 鳴海哲夫, 吉村和久, 原田恵嘉, 橋本知恵, 野村 渉, 五十嵐樹彦, 松下修三, 玉村啓和. 抗HIV活性を有するCD
４ミミック誘導体の構造活性相関研究：インドール型誘導体の設計、合成とその生物活性評価. 第57回日本薬学会関
東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

26. 	松本大地, 橋本知恵, 藤野真之, 野村 渉, 村上 努, 山本直樹, 玉村啓和. フォワードケミカルジェネティクスをウイルスカ
プシドに応用した抗HIV-1ペプチドの創製. 第57回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

27. 	高野 皓, 鳴海哲夫, 野村 渉, 古田寿昭, 玉村啓和.  水性環境下で効率的に反応するアザクマリン型光感受性保護基の開
発. 第57回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日. 第57回日本薬学会関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

28. 	小関泰輔, 相川春夫, 野村 渉, 玉村啓和. CXCR4多量体検出を目的とした多価結合型リガンドの創製. 第57回日本薬学会
関東支部大会. 東京, 2013 年10月26日.

29. 	Nomura W, Masuda A, Tamamura H. DNA Modification Enzymes Utilizing Sequence-Specificity of Zinc Finger 
Domains. CBI学会2013年大会. 東京, 2013年10月28-31日.

30. 	野村 渉, 増田朱美, 玉村啓和. テロメラーゼプロモーター領域を標的としたゲノム編集. 細胞を創る会6.0. 鶴岡, 2013年
11月14-15日.

31. 	野村 渉，橋本知恵，鳴海哲夫，藤野真之, 村上 努, 玉村啓和. HIV-1外被タンパク質gp41-CHRの二量体構造を基盤とし
た膜融合阻害剤の有用性. 第27回日本エイズ学会学術集会・総会. 熊本, 2013年11月20-22日.

32. 	村上 努, 橋本知恵, 鳴海哲夫, 野村 渉, 山本直樹, 玉村啓和. HIV-1特異的侵入阻害剤として機能するMA部分ペプチドの
抗ウイルス活性作用機序の検討. 第27回日本エイズ学会学術集会・総会. 熊本, 2013年11月20-22日.

[研究助成金]
  1. 	文部科学省研究費補助金基盤研究(B)「GPCRの2価型リガンドによるがん組織・転移の早期診断技術の開発」：課題番

号24390024　研究代表者　玉村啓和
  2. 	文部科学省研究費補助金挑戦的萌芽研究「ニ量体化した膜型受容体検出のためのスイッチオン・オフ型プローブの創

出」：課題番号　24659043　研究代表者　玉村啓和　



— 916 —

生命理工学講座

  3. 	文部科学省研究費補助金基盤研究(C)「DNA結合ドメインの特長を生かしたDNA修飾酵素の開発とゲノム編集への応
用」：課題番号　25410171　研究代表者　野村 渉

  4. 	文部科学省研究費補助金若手研究(B)「ペプチドリード創薬のための新規アミド結合等価体の創出と応用」：課題番号
　24790107　研究代表者　鳴海哲夫

  5. 	文部科学省研究費補助金新学術領域研究「新規トランスジェニック細胞樹立の基盤技術確立と合成生物学への応用」：
課題番号24119506　研究代表者　野村 渉

  6. 	文部科学省研究費補助金新学術領域研究「複合型高活性アゾリウム塩の創製と不斉合成への応用」：課題番号  
24105507　研究代表者　鳴海哲夫

  7. 	文部科学省研究費補助金若手研究(B)「アミノ酸・ペプチドの新規修飾法の開発と新規アミドイソスターの開発」：課
題番号　25860005　研究代表者　相川春夫

  8. 	平成25年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「中和抗体を用いたHIV感染症の「機能的治癒」をめざす
新規治療法の開発」：課題番号 2251707　研究分担者　玉村啓和

  9. 	平成25年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「HIV Gag及びその関連因子の治療標的構造に関する研
究」：課題番号 2251702　研究分担者　玉村啓和

10. 	平成25年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「HIVエンベロープの治療標的構造に関する研究」：課題番
号 2251703　研究分担者　鳴海哲夫

11. 	 2013年度公益財団法人武田科学振興財団薬学系研究奨励「FRETを基盤とした新規リガンドスクリーニング法の開発
とPKCリガンドの探索への応用」 研究代表者　大橋南美

[その他]
招待講演

  1. 	Nomura W. Development of Peptide-derived Molecular Probes and Inhibitors Based on the Interactions with 
Biomacromolecules. The 4th Asia-Pacific International Peptide Symposium/the 50th Japanese Peptide Symposium. 
Osaka, Japan, Nov 6 -8, 2013.

  2. 	野村　渉. ジンクフィンガー融合酵素による遺伝子発現制御法の開発. 日本薬学会第133年会. 横浜, 2013年3月27-30日.
  3. 	野村　渉. タグ―プローブシステムによる細胞内タンパク質の動態観察法の研究. 第17回ペプチドフォーラム－ケミカ

ルバイオロジーを先導する明日のペプチド科学：新しい接点と可能性を探る－. 東京, 2013年6月18日.

セミナー
  1. 	野村　渉. ジンクフィンガーからゲノム編集ツールへの展開. 2013年度東日本スクリプス会. 東京, 2013年12月7日.

受賞
  1. 	橋本知恵. 大学院博士課程の部　最優秀賞. 11th IBB BioFuture Encouragement Prize. 2013年1月25日.
  2. 	増田明美. 大学院博士課程の部　優秀賞. 11th IBB BioFuture Encouragement Prize. 2013年1月25日.
  3. 	野村　渉. 平成25年度日本ペプチド学会奨励賞. 2013年8月19日.
  4. 	橋本知恵. Aexander von Humboldt Foundation, Research Fellowship for postdoctoral researchers. 2013年8月5日.
  5. 	松本大地. 第57回日本薬学会関東支部大会優秀発表賞. 2013年10月26日.
  6. 	武富昇平. 第14回 熊本エイズセミナー若手研究者・学生のための旅費支援. 2013年10月29日-31日.
  7. 	廣田雄樹. 第14回 熊本エイズセミナー若手研究者・学生のための旅費支援. 2013年10月29日-31日.
  8. 	高野　皓. The 17th Korean Peptide Protein Society Symposium. 2013 Young Scientist Award for the Distinguished 

Lecture. 2013年11月29日.

学会・セミナー主催
  1. 	第145回生材研(IBB)セミナー. 林　良雄. ペプチド様小分子を用いた遺伝病治療薬の創製研究. 東京, 2013年1月8日.
  2. 	第146回生材研(IBB)セミナー. 二木史朗. 膜と相互作用する機能性ペプチド. 東京, 2013年1月8日.
  3. 	第17回ペプチドフォーラム－ケミカルバイオロジーを先導する明日のペプチド科学：新しい接点と可能性を探る－. 

東京, 2013年6月18日.
  4. 	第45回若手ペプチド夏の勉強会. 八王子, 2013年7月28-30日.



薬 害 監 視 学 講 座
Department of Pharmacovigilance

　平成17年度に設立された薬害監視学講座は下記スタッフにより研究を進めている。

教　　授　針谷正祥
准 教 授　小池竜司(兼任：医学部附属病院臨床試験管理
　　　　　センター長）
助　　教　酒井良子，山﨑隼人
特任助教　横山和佳（膠原病・リウマチ内科学所属)
大学院生　平野史生（膠原病・リウマチ内科学所属）
　　　　　木原まり（膠原病・リウマチ内科学所属）
非常勤薬剤師　矢島真理絵
事務補佐員　高橋智子

（１）教育
　当講座は寄附講座であるため、講座固有の講義枠はないが、スタッフの多くが日本リウマチ学会認定専門医であり、膠原病・
リウマチ内科学の講義、卒前卒後教育において教育活動に関与している。担当講義に関しては下記に示す。またクリニカル
クラープシップ（CC）で膠原病・リウマチ内科を履修する学生の指導、初期研修および後期研修にて膠原病・リウマチ内科
を担当する研修医の教育・指導に携わっている。
　針谷、小池は医学部附属病院臨床試験管理センター所属の立場から、臨床試験や医学全般における倫理に関連した教育活
動、小池は総合診療部の教育活動への協力としておよび本学で唯一の感染症専門医であることより臨床研修医に対する感染
症学教育活動を行っている。
　本講座の研究内容は、臨床薬理学および薬剤疫学に包含される医薬品有害事象の監視活動である。現在本学において臨床
薬理学の教育研究を担当する講座は存在しない。そこで関連分野の情報収集を行い、卒前卒後教育・診療活動・臨床試験実
施において、自主的な監視活動や助言も行っている。

主な教育活動（講義・実習）
針谷：膠原病・リウマチ内科学「強皮症・混合性結合組織病」。
小池：医学部医学科第３学年：皮膚・アレルギー・膠原病ブロック「膠原病の治療薬」、感染・臨床ブロック責任者。第５
学年：医療面接実習、クリニカルクラークシップI、感染対策（手指消毒・手洗い）実習、各論コース３（感染・免疫・検査）

「感染制御」。医学部保健衛生学科検査学専攻第4学年：臨床病態学講義「病院における安全管理」。がん治療高度専門家養成
プログラム：総合基礎社会医学概論講義、「治験と臨床試験」。大学院医療政策学コース（MMA）講義「治験・臨床試験の
基礎知識」、「感染対策とリスクマネジメント」。大学院医歯学総合研究科初期研究研修プログラム：診療活動における感染
防御の理論と実際。共用試験OSCE（客観的臨床能力試験）準備検討副委員長。臨床技能評価試験CSA委員。クリニカルク
ラークシップ・臨床研修医対象セミナー（イブニングセミナー）：「感染症診療の基本」。医学部附属病院新規採用職員研修：

「当院における感染対策」。医学部附属病院全職員対象安全対策研修：「当院における医薬品インシデントの傾向と対策」。医
学部附属病院看護部スキルアップ研修「細菌感染症の診断と抗菌薬治療」。医学部附属病院検事研修「院内感染対策」。同裁
判官研修「院内感染対策」。
山﨑：クリニカルクラークシップ・臨床研修医対象セミナー（イブニングセミナー）：「免疫抑制治療中の感染症―予防・診断・
治療―」膠原病・リウマチ内科のクリニカルクラークシップディレクターを担当。医学科第5・6学年の膠原病・リウマチ内
科臨床実習における、オリエンテーション、中間評価、最終評価を行い、学生を指導した。

（２） 研究
　薬剤監視（ファーマコビジランス）は医薬品の主に市販開始後の有害事象や有効性を監視する活動である。当講座では特
に関節リウマチ診療における分子標的治療薬を中心に薬剤監視活動に関する研究を行っている。
1) REAL研究
　「日本における生物学的製剤使用関節リウマチ患者に関する疫学研究」（REAL研究）は、全国の関節リウマチ診療を専門
とする27医療機関を対象として、平成17年度から患者登録を開始した。研究目的は、生物学的製剤使用患者及び対照として
生物学的製剤非使用・疾患修飾性抗リウマチ薬（DMARDs）使用患者に関する安全性情報を収集し、我が国のRA患者にお
ける生物学的製剤使用の実態とその安全性を明らかにすることである。患者登録は平成24年末で終了し、平成25年3月31日
までのデータ入力を完了した。最終的な登録人数は、生物学的製剤投与患者群が1303名、DMARDs投与患者群が783名、合
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計2086名の登録が確認された。
　今年は、韓国のRA患者レジストリ（RESEARCh）との比較研究結果がModern Rheumatologyに受理された。また、TNF
阻害薬使用患者と比較したトシリズマブ投与開始1年間の安全性に関する解析や、TNF阻害薬のベネフィットリスクバラン
スの経年変化に関する解析を実施し、解析結果を第57回日本リウマチ学会総会・学術集会（平成25年4月）および欧州リウ
マチ学会（同年6月）にて発表し、現在、論文執筆中である。新たな解析として、生物学的製剤使用患者における罹病期間2
年以下の患者と2年超の患者の安全性の比較に関する解析を実施し、現在、学会発表の準備および論文作成準備を進めている。
さらに、データ入力終了後に患者背景因子や重篤な有害事象の集計を実施し、集計結果は本研究参加施設と共有している。
今後は、集計結果を基に決定した新たな解析を順次進める予定である。
2) CORRECT研究　
　当講座ではRAの日常臨床における生物学的製剤の安全性を検討するため平成18年にREALを立ち上げ、短期・中期的な生
物学的製剤の安全性を中心に多くの研究成果を報告してきた。しかし、RAの診療環境の変化が非常に早く、また、今後も続々
とRAの新規分子標的治療薬が開発・上市される予定であり、5年前に開始したREAL研究では十分に対応できない状況が生
まれてきた。そこで今回、新時代のRAの分子標的治療に関する安全性と有効性のデータを収集し、エビデンスを確立する
ため、CORRECT研究（日本における分子標的治療薬使用関節リウマチ患者に関するアウトカム研究）を立ち上げた。本研
究では、分子標的治療薬使用患者及び対照としてメトトレキサート使用患者に関する安全性と治療効果に関する情報を収集
し、我が国のRA患者における分子標的治療薬使用の実態およびその短・中期安全性と有効性を明らかにすることを目的と
する。今年はwebシステムを利用した患者登録および経過データの入力を継続している。平成26年1月には、分子標的薬曝露
群（TT群）が206名、非曝露群（MTX群）が179名、合計385名の患者の登録が確認されている。また、中間解析として、
平成25年末にデータ固定された、TT群150名、MTX群136名のベースラインデータや観察開始6ヵ月後のデータが固定され
たTT群90名、MTX群70名の6ヵ月後の治療反応性や重篤有害事象の内容を解析した。今後も引き続き患者登録および追跡
データの収集を継続し、十分な症例数が確保したのち分子標的薬のベネフィットリスクバランスに関する詳細な解析を実施
する予定である。
3) SECURE研究　
　当講座は、日本リウマチ学会による、「生物学的製剤使用関節リウマチ患者の長期安全性研究」（Safety of biologics in 
clinical use in Japanese patients with rheumatoid arthritis in the long term (SECURE)）の事務局として、研究用Webシス
テムを開発し、患者登録およびデータ収集を行っている。我が国では、生物学的製剤がRAの治療に広く用いられるように
なり、製薬会社が全例市販後調査（PMS）として短期的な有効性と安全性に関するデータが収集されている。しかし、悪性
腫瘍特に悪性リンパ腫を中心とした長期安全性は臨床上必要不可欠であるにも関わらず、これらのデータを収集する枠組み
はわが国では十分には確立されていない。そこで、本研究は日本リウマチ学会の事業として、生物学的製剤の投与が日本人
関節リウマチ患者における悪性腫瘍、特に悪性リンパ腫の発症率影響を与えるか否かを明らかにし、生命予後への影響を解
析することを目的としている。本研究の結果が、臨床上非常に重要なエビデンスとなることが期待される。平成26年1月現在、
351施設が本研究に参加し、21,071症例が登録されている。現在、データの中間解析を行い、論文投稿準備中である。
4) 抗好中球細胞質抗体関連血管炎関連遺伝子に関する研究
　我が国においては、抗好中球細胞質抗体(ANCA)関連血管炎の推定患者数は非常に少ない。日本におけるANCA関連血管
炎と欧米におけるこれらの疾患を比較すると、疫学や臨床像において大きな違いが認められる。その臨床像については、「難
治性血管炎に関する調査研究班」による「MPO-ANCA関連血管炎に関する前向き臨床試験（JMAAV試験）」（研究本部： 
聖マリアンナ大学リウマチ・膠原病・アレルギー内科学）、あるいは「抗好中球細胞質抗体（ANCA）関連血管炎の寛解導
入治療の現状とその有効性と安全性に関する観察研究（RemIT-JAV）研究」（研究本部： 岡山大学腎・免疫・内分泌代謝内
科学）、および2011年3月より新たに開始された「抗好中球細胞質抗体（ANCA）関連血管炎・急速進行性糸球体腎炎の寛解
導入治療の現状とその有効性と安全性に関する観察研究（RemIT-JAV-RPGN研究）」（研究本部： 岡山大学腎・免疫・内分
泌代謝内科学）によって詳しい情報が得られると期待されている。
　本研究の第一の目的は、JMAAV試験やRemIT-JAV、RemIT-JAV-RPGN研究に登録されたANCA関連血管炎患者の同意
を得てゲノムDNAを収集し、疾患に関連する遺伝子を調べ、病因や病態を明らかにすることである。さらに、収集した
DNAを研究資源バンクに寄託して保存し、今後の研究に用いることで、我が国における本疾患の研究を一層促進させること
が第二の目的である。研究計画書ならびに各種同意書類は平成22年10月に東京医科歯科大学の倫理委員会に承認され、各参
加施設からのゲノムDNA収集を開始し、現在240検体収集している。
5) アバタセプトの有効性と安全性に関する解析研究　
　抗原提示細胞のCD80/CD86に結合し、エフェクターT細胞の活性化を抑制するアバタセプトはRAの治療薬として新たに
開発され、2010年10月に日本でも発売された。これまで欧米で行われたアバタセプトに関する臨床試験では、従来の生物学
的製剤と比較して遜色ない有効性を認めており、重篤な合併症も比較的少ないとされているが、日本人での治療効果、副作
用に関してのreal worldにおけるエビデンスは十分ではなく、日本人におけるエビデンスの確立が必要とされている。そこで、
日本人におけるアバタセプトの有効性と安全性について検討し、有効性予測因子を探索することを目的とした本研究を立案
した。本研究では投与前、投与開始6ヶ月後の血液サンプルから得られる網羅的な遺伝子発現情報と臨床経過との関係を解
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析することによって、治療効果の予測マーカー遺伝子を抽出し、アバタセプトの効果予測を行うことも目的とする。また、
本研究と並行して行われる「日本人関節リウマチ患者におけるアバタセプトの有効性と安全性に関連する遺伝子の解析研究」
において、ゲノムDNAを収集し、臨床情報と関連付けた遺伝子解析を進めることにより、我が国におけるアバタセプトの薬
剤感受性関連遺伝子を同定することを目的とする。なお、本研究は本学と本学協力施設（青梅市立総合病院、国家公務員共
済組合連合会東京共済病院、東京都健康長寿医療センター、横浜市立みなと赤十字病院）、慶應義塾大学病院、埼玉医科大
学総合医療センターの共同研究として実施されている。2012年12月31日に患者登録を終了し、研究班全体で168例（本学か
らは47例）が登録された。遺伝子発現情報の検体は、ベースライン：129例、6ヶ月後：80例の症例から得られた。2013年12
月31日に観察終了とし、現在登録患者のデータ収集を終えるところである。今後、臨床データと遺伝子発現情報の比較を行い、
有効性予測因子を探索することを目指す。
6) 早期関節炎に関する前向きコホート研究　
　関節リウマチ(RA)は、2009年ACRおよび欧州リウマチ学会(EULAR)から新たなRA分類基準を提唱され、より早期から診
断することが可能になった。また、生物学的製剤の導入と各種の臨床試験結果から、疾患修飾性抗リウマチ薬（抗リウマチ薬）
の早期開始によりRAの疾患活動性を可及的速やかに消失させ（寛解導入）、それを維持する治療戦略（treat-to-targetおよび
tight control）の重要性が認識され、世界的なコンセンサスとなっている。我が国では、TNF阻害薬３剤、IL-6受容体阻害薬、
T細胞阻害薬が承認され、さらにRA治療の中心的薬剤であるメトトレキサートは、16㎎/週までの増量が承認され、国内の
治療環境が大きく変化している。しかし、これらの診断・治療環境下でのRA治療に関するエビデンスは明らかに不足して
いる。
　そこで、このような新しい診断・治療環境下でより良い治療戦略を確立するため、発症1年未満の早期関節炎にて当院を
初診した患者（RAとは限らない）を対象として、前向きに各種臨床データを集積するとともに、各種のバイオマーカーを
探索することを目的とするコホート研究を計画し、実行中である。研究期間は、2010年12月1日～2016年3月31日。300例を
目標登録症例数として研究を進めている。現在、97症例を登録し、観察を継続している。
7) 大規模保険データベースを用いた関節リウマチの合併症および安全性に関する研究
　関節リウマチ(RA)の予後を規定する因子として併存する各種合併疾患が知られており、心血管系疾患、骨粗鬆症などの
発症頻度が高いことが報告されている。しかしながら、日本人RA患者における合併症に関する大規模な疫学研究は実施さ
れていない。我が国のRA患者における合併症を考慮した治療マネージメントを確立させるためには、実臨床での合併症の
実態を明らかにする必要がある。今年は、我が国の保健データベース、Japan Medical Data Center Claims Data（JMDC 
Claims Data）を用いてRA群（2762名）と非RA群（27620名）での合併症有病率に関して詳細な解析を行った。その結果、
調査対象の各合併症の有病率（RA vs. 非RA）は、狭心症（4.5％ vs. 1.2％）、急性心筋梗塞（0.4％ vs. 0.1％）、虚血性心疾患

（5.0％ vs. 1.4％）、高血圧（23.6％ vs. 9.0％）、高脂血症（20.1％ vs. 7.3％）、糖尿病（6.0％ vs. 2.5％）、骨粗鬆症（19.9％ vs. 
1.2％）といずれの合併症においてもRA群の方が非RA群と比較して有意に高かった。また、背景因子で調整した非RA群に
対するRA群の合併症リスクを算出した結果、いずれの合併症においても有意な上昇を認め、RAと各合併症の間の有意な関
連性が示された。本研究により、我が国における非RA群と比較したRA群における各合併症の有病率が明らかになり、今後
は本解析結果を実臨床における合併症を考慮したRAの治療マネージメントの改善に繋げていく必要がある。また、JMDC 
Claims Dataを用いた新たな解析として、RA群と非RA群で、入院を要した有害事象の内容および頻度を比較検討し、我が
国のRA診療の実態を明らかにする解析を今後進める予定である。
8) 中・高疾患活動性関節リウマチ患者における「目標達成に向けた治療」に関する臨床疫学的研究(T2T疫学研究)　
　生物学的製剤の導入と各種の臨床試験結果から、疾患修飾性抗リウマチ薬（DMARD）の早期開始による速やかな寛解導
入と、それを維持する治療戦略(「目標達成に向けた治療」：treat-to-target、T2T)の重要性が認識されている。本研究は、中・
高疾患活動性のRA患者を対象にT2Tに基づく治療を行い、寛解または低疾患活動性導入とその維持が、関節構造変化およ
び身体機能に与える影響を同定することを主目的とし、また寛解、低疾患活動性の日常臨床における達成率、T2Tの実施率、
阻害要因を明らかにすること等を副次的目的としたコホート研究である。多施設共同研究として計24施設で実施中である。
登録基準は、米国リウマチ学会/欧州リウマチ学会による新分類基準を満たす中等度疾患活動性以上のRA患者のうち、生物
学的製剤を未使用かつ、登録時にDMARDを開始・変更・追加する患者（同一製剤の増量は含まない）もしくは生物学的製
剤を開始する患者である。平成25年6月末で登録を終了し、目標症例数311例のところ308例が登録された。282例について登
録時のデータが得られ、さらに202例について48週までのデータが得られた。48週でのSimplified Disease Activity Index

（SDAI)寛解率は48%、HAQ(Health Assessment Questionnaire)寛解率は61%、T2T実施率は登録時から24週で85%、24週か
ら48週で86%と良好であった。vdH-modified Total Sharp Score(vdH-mTSS)が評価できた183例では27%に有意な関節破壊の
進行がみられた。72週後のHAQ等の評価による機能的予後およびvdH-mTSSでの画像的予後を平成27年4月までに収集し、
これらを規定する因子を、多変量解析により同定する予定である。
9) 活動性早期RA患者におけるMTXをアンカードラッグとする計画的強化治療の有効性と安全性に関するランダム化並行群
間比較試験（活動性早期RA強化治療試験）
　近年報告された多くの臨床的なエビデンスから、関節リウマチ(RA)の早期治療の重要性が認識されているが、具体的な
治療アルゴリズムを構築するための日本人RA患者におけるデータは不足している。そこで本研究では、我が国の早期活動
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性RA患者を対象に、メトトレキサート(MTX)の急速増量法と最大耐用量投与による寛解達成とその維持を治療目標とする
計画的強化治療の有効性と安全性を、患者の治療反応性をみながら治療強度を調整する従来の治療方法と比較して検討する
ランダム化群間並行比較試験を実施した。平成26年1月現在、114例が登録されており、平成25年10月の時点で24週後までの
データが得られている77例（強化治療群：21例、通常治療群：23例）を対象に解析を行った。強化治療群でMTX最大到達
量に達した症例は17例(81.0%)であり、MTX不耐であった症例はいなかった。12週時点でSDAI寛解を達成した症例は強化治
療群：4例（19.0%）、通常治療群：0例であり、強化治療群で有意にSDAI寛解達成率が高かった（P=0.03）。一方、24週時点
のSDAI寛解率は強化治療群：10例（47.6%）、通常治療群8例（34.8%）であり、強化治療群で寛解率が高い傾向にあるものの、
有意差はなかった。有害事象の発現については、強化治療群：10件、8/21例（38.1%）、通常治療群：11件、10/23例（43.5%）
であり、両群間で有意差はなかった。本研究結果を解析することにより、我が国におけるMTXを基軸とした早期RAの標準
的治療を確立するための重要なエビデンスが得られると期待される。
10) リウマチ性疾患患者に対するST合剤予防投与における減量・漸増投与法の有効性と忍容性に関するランダム化比較試験

（ST合剤減量・漸増投与試験）
　リウマチ性疾患患者で副腎皮質ステロイドを開始する患者を対象に、PCP予防としてST合剤を少量から開始し漸増して常
用量の半量(バクタ®として0.5g/日)で継続する投与法、常用量（バクタ® として1.0g/日）で開始して継続する投与法、常用
量の半量（バクタ® として0.5g/日）で開始して継続する投与法を比較し、有効性と忍容性について検討することを主な目
的とするランダム化試験を開始した。本研究は、東京医科歯科大学薬害監視学講座が研究本部となり、15施設で実施される
他施設共同研究である。平成26年1月現在、研究班全体で129例が登録されており、本学からは27例が登録されている。平成
26年6月30日に研究登録を終了する予定であり、平成27年7月までに全登録患者の観察期間が終了する予定である。
11）健常者と活動性関節リウマチ患者におけるリウマスキャンの有用性に関する研究
　構造的・機能的予後の改善をめざす関節リウマチ(RA)の診療においては早期診断と適切な疾患活動性の評価が重要であ
る。このような中、MRIや関節超音波といった画像診断の役割が期待されているが、設備や人的資源などの面で様々な制約
がある。リウマスキャンはインドシアニングリーンを血流マーカーとして、炎症により亢進した局所の微小循環を捉えるこ
とで手指関節炎を評価する蛍光光学画像診断検査である。リウマスキャンはMRIや超音波検査と比較して簡便に行うことが
でき、既に認可されている欧州では関節超音波よりも感度が高く、造影MRIに匹敵すると報告されている。この研究では活
動性関節リウマチ患者6名に対して身体診察、関節超音波、造影MRI、リウマスキャンを、健常者3名に対して身体診察、リ
ウマスキャンによる評価を行い、MRIをreferenceとした場合の各検査の感度、特異度の検討、身体診察や超音波との比較を
行う。平成25年10月より研究を開始し、平成26年1月中に全ての症例について診察・検査を終える予定である。この研究に
よりリウマスキャンの基本的な検査特性に関する情報が得られると期待される。
12）関節リウマチに伴う間質性肺炎に対する中等量ステロイドと免疫抑制薬による治療の有効性と安全性に関する研究
　新たな治療薬の開発や様々な臨床研究の結果に基づく治療戦略により、関節リウマチにおける関節病変の予後は大きく改
善している。しかし代表的な関節外病変である間質性肺炎は関節炎の治療選択への影響や、生命予後を規定する因子である
という臨床上の重要性にも関わらず、標準的な治療は確立されていない。本研究はACR/EULAR分類基準を満たす関節リウ
マチ患者のうち、胸部HRCT上、UIP/NSIPパターンもしくはOPパターンを示す間質性肺炎の新規発症例と既存病変の増悪
例を対象とし、体重あたり0.5mgのプレドニゾロンと免疫抑制剤（UIP/NSIPパターンの場合はタクロリムス、OPパターン
の場合はメソトレキセート）による治療を行い、その有効性と安全性を検討する多施設共同研究である。目標症例数はそれ
ぞれのパターン15例ずつ計30例、主要評価項目は24週時点における努力肺活量の改善(UIP/NSIPパターンの場合)、肺HRCT
によるKazerooni scoreの改善（OPパターンの場合）である。平成25年末現在、UIP/NSIPパターン2例、OPパターン1例が
登録されている。

（３）臨床
　医学部附属病院膠原病・リウマチ内科において外来診療、入院患者の診療にも携わっている。
外来診療日（膠原病・リウマチ内科）
小池：月曜日（午前）
針谷：火曜日（午前・午後）、水曜日（午前）
山﨑：水曜日（午前）、金曜日（午前）
横山：水曜日（午前・午後）
山崎、平野：関節エコー：月曜日（午後）、水曜日（午後）
　針谷は医学部附属病院膠原病・リウマチ先端治療センター長、臨床試験管理センター副センター長を兼任、小池は医学部
附属病院臨床試験管理センターセンター長として、新規医薬品の治験、自主臨床試験の申請、審査、実施に関する業務にも
関与している。医学部附属病院感染対策委員会委員長・感染対策室室長、医薬品安全管理責任者にも従事している。

（４）研究業績
［英語原著論文］
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Congress of Chemotherapy and Infection. June 7th, 2013, Yokohama
 4.	 酒井良子、趙秀卿、南木敏宏、山崎隼人、渡部香織、田中みち、小池竜司、宮坂信之、針谷正祥、REAL研究グルー

プ: REALを用いた関節リウマチ患者におけるTNF阻害薬の重篤な有害事象発現リスクの経年変化 第57回日本リウマ
チ学会総会・学術集会　京都、2013年4月

 5.	 山崎隼人、酒井良子、小池竜司、田中みち、南木敏宏、渡部香織、宮坂信之、針谷正祥 膠原病における免疫抑制療法
下の肺感染症に関する前向き研究（PREVENT研究）第57回日本リウマチ学会総会・学術集会・第22回国際リウマチ
シンポジウム　京都、2013年4月

 6.	 山﨑隼人、酒井良子、小池竜司、田中みち、南木敏宏、渡部香織、宮坂信之、針谷正祥　膠原病における免疫抑制療
法下の肺感染症に関する研究　リウマチヤングアカデミー　2013年7月13日 千歳

 7.	 横山和佳、南木敏宏、針谷正祥、宮坂信之、上阪等　関節リウマチにおけるCCL25/CCR9の関与　リウマチヤングア
カデミー　2013年7月13日 千歳

［研究助成金］
 1.	 針谷正祥．厚生労働省科学研究費補助金／難治性疾患克服研究事業「難治性血管炎に関する調査研究」(研究代表者:

槇野博史)　1,050千円
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 2.	 針谷正祥．厚生労働科学研究費補助金・免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業　「我が国における関節リウマチ
治療の標準化に関する多層的研究」（研究代表者：宮坂信之）　2,500千円

 3.	 針谷正祥．基盤研究C〈一般〉「生物学的製剤及び分子標的薬投与下の重篤感染症、日和見感染症に関する薬剤疫学的
研究」　(主任研究者：田中みち)　600千円

 4.	 針谷正祥．文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「抗抗中球細胞質抗体関連血管炎のNETｓ形成を標的とす
る新規治療法の開発」　1,400千円

 5.	 小池竜司. 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究（C）　本邦の診療事情に合わせた支持的抗菌薬管理プログラ
ムの有用性と経済性の検討　平成25年度　700千円

 6.	 酒井良子．科学研究費補助金（若手B）「関節リウマチ患者登録システムと保険データベースによる分子標的治療薬の
薬剤疫学研究」研究代表者1,600千円

 7.	 酒井　良子．かなえ医薬振興財団　アジア・オセアニア交流研究助成金交付2013年10月

［受賞］
 1.	 山崎隼人：第57回日本リウマチ学会総会・学術集会．国際ワークショップ賞 東京．2013年4月
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ナノメディスン（DNP）講座
Department of Nanomedicine (DNP)

准教授　小牧基浩
助　教　岩崎剣吾
研究員　横山尚毅，菖蒲弘人

（1）教育
　歯周病学学生講義では、歯周組織再生に必要な生物学的原理と歯周外科手技の基礎を学ぶ。大学院講義では、創傷治癒の
機構を理解し、ナノテクノロジーによる細胞のパターニングとマトリックスへの細胞転写法や幹細胞が産生する液性因子に
よる創傷治癒促進効果などの最新知見を通してその原理を理解する。

講義
1．G-COE講義「Challenge for regenerative medicine −Cells to/or factors−」（小牧）
2．分子細胞機能学講座「間葉系幹細胞パラクライン因子と創傷治癒」（小牧）
3．歯周病学分野D5講義「歯周組織再生 テッシュエンジニアリング」（小牧）
4．歯周病学大学院講義「間葉系幹細胞パラクライン因子と創傷治癒」（小牧）

の講義を担当した。

ボーダレス教育プログラム（三人指導体制）
木村　康行　歯周病学分野（小牧）
遠井　政行　歯周病学分野（小牧）
野田　昌宏　歯周病学分野（小牧）
赤澤　恵子　歯周病学分野（岩崎）
永田　　瑞　歯周病学分野（岩崎）

（2）臨床
　歯学部附属病院歯周病外来において小牧、岩崎が来院患者の特定非営利活動法人日本歯周病学会認定専門医として治療な
らびに研修医、口腔保健学科臨床実習の指導を担当している。

（3）研究
　大学院4名（歯周病科4名、生殖機能協関学1名、発生発達病態学1名）、修士1名（口腔保健学科）の研究指導を担当した。

1. 細胞転写技術を用いた新規歯周組織再生治療の開発（赤澤・岩崎）
大日本印刷株式会社の有する転写技術を用いて歯根膜由来幹細胞を羊膜上（マトリックス）へ転写し、歯周組織欠損モ
デル動物に歯周組織再、移植細胞の経時的変化に関する研究と、細胞転写により異種細胞を積層し、歯周再生治療の最
適化に関する基礎的検討を行っている。

2. 歯根膜幹細胞培養上清による歯周組織再生の基礎的検討
歯周組織幹細胞の培養上清を担体とともに歯周組織欠損モデル動物に移植または局所投与し、歯周組織の再生について
基礎的検討を行っている。（永田・岩崎）

3. 幹細胞ならびに幹細胞培養上清を用いた子宮内感染を伴う早産に対する新規治療法の開発（本多、小牧）
実験的子宮内感染を伴う早産モデル動物を作成し、間葉系幹細胞培養上清投与による早産抑制効果について基礎的検討
を行っている。
4.幹細胞培養上清を用いた子宮内感染症（脳室周囲白質軟化症）に対する新規治療法の開発（森丘、小牧）
LPS投与による実験的子宮内感染モデルを確立し、子宮内感染により生じる新生児脳室周囲白質軟化症に対する各種間
葉系幹細胞培養上清の効果を組織学的、生化学的に検討している。

5. ヒト胎児附属器官由来幹細胞（小牧・森丘・菖蒲）
学内倫理指針に基づき、患者ご本人の同意の下、本学医学部附属病院にて妊娠38週、帝王切開の胎児附属組織（臍帯、
胎盤）を採取し、細胞を抽出し間葉系幹細胞マーカー発現ならびにin vitro分化能を確認した。

6. 幹細胞エクソソームの抽出と同定（菖蒲、横山、小牧）
間葉系幹細胞培養上清から通法に従い培養上清を調整し、培養上清より超遠心法によりエクソソームを抽出した。同定
は、免疫電顕、ウェスタンブロットによるエクソソームマーカー発現確認、動的光散乱法による粒径測定を併用した。
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また、蛍光ラベルしたエクソソームを用いて標的細胞への取込みを観察した。
7. 幹細胞エクソソームの細胞分化能に与える影響の検討（遠井・菖蒲・小牧）

がん細胞の増殖、転移には、がん細胞が産生するエクソソームによる骨髄感細胞の教育効果が報告されている。本研究
室では、少数の体性幹細胞がいかに組織修復に関与するのか、そのメカニズムとして組織幹細胞エクソソームの細胞分
化に与える影響について検討している。

8. 幹細胞エクソソームの血管新生に対する効果の検討（沼田、小牧）
胎盤由来幹細胞エクソソームの血管内皮細胞(HUVEC)の増殖、遊走、チューブ形成に与える影響をin vitroで検討し、幹
細胞エクソソームを用いた虚血性疾患に対する新規治療法の開発ための基礎的検討を行っている。

9. 褥瘡に対する新規治療法の開発（横山、小牧）
実験的皮膚欠損モデル動物を確立し、幹細胞培養上清ならびに幹細胞エクソソームの効果を検討し、新規褥瘡治療法の
開発ための基礎的検討を行っている。

 
（5）研究業績
［原著］

 1.	 1.	Gingival tissue healing following Er:YAG laser ablation compared to electrosurgery in rats.  Sawabe M, Aoki A, 
Komaki M, Iwasaki K, Ogita M, Izumi Y. Lasers Med Sci. 2013 Nov 16. [Epub ahead of print]

2.	 Periodontal Regeneration Using Periodontal Ligament Stem Cell-Transferred Amnion. Iwasaki K, Komaki M, 
Yokoyama N, Tanaka Y, Taki A, Honda I, Kimura Y, Takeda M, Akazawa K, Oda S, Izumi Y, Morita I.                                                          
Tissue Eng Part A. 2013 Dec 9. [Epub ahead of print]

3.	 Periodontal Ligament Stem Cells Possess the Characteristics of Pericytes. Iwasaki K, Komaki M, Yokoyama N, 
Tanaka Y, Taki A, Kimura Y, Takeda M, Oda S, Izumi Y, Morita I. J Periodontol. 2013 Oct;84(10):1425-33.

［著書］
なし

［総説］
なし
 

［学会］
（海外・国際）

	 なし
（国内）

 1.	 歯根膜幹細胞由来液性因子を用いた歯周組織再生　○岩崎剣吾、小牧基浩、赤澤惠子、横山尚毅、菖蒲弘人、永田瑞、
木村康之、遠井政行、和泉雄一、森田育男　第56回秋季日本歯周病学会学術大会　平成25年9月22日　群馬県、前橋
市

 2.	 歯根膜幹細胞培養上清を用いたラット歯周組織の再生　○岩崎剣吾、小牧基浩、横山尚毅、菖蒲弘人、森田育男　第
34回日本炎症再生医学会　平成25年7月2-3日　京都府、京都市

 3.	 歯根膜幹細胞の培養過程における形態および分化能の変化について　○岩崎剣吾、小牧基浩、赤澤惠子、横山尚毅、
菖蒲弘人、木村康之、遠井政行、和泉雄一、森田育男　第56回春季日本歯周病学会学術大会　平成25年5月31日　東
京

［その他］
<招待講演>

（海外・国際）
 1.	 Mesenchymal stem cell therapy for periodontal regeneration: Cell transfer technique to paracrine factors. Motohiro 

Komaki, Tokyo Medical and Dentai University Taipei Medical University Symposium on Advances of Biomaterials 
and Regenerative medicine Taipei, Taiwan, Nov 30th, 2013.

（国内）
 1.	 間葉系幹細胞パラクライン因子を用いた新規歯周治療を考える　○小牧基浩、岩崎剣吾、森田育男　第34回日本炎症・

再生医学会　シンポジウム　2013年7月2-3日　国立京都国際会館　京都府・京都市

［研究助成金］
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 1.	 寄付金1802　（大日本印刷株式会社）
 2.	 文部科学研究費補助金　基盤研究(B)　課題番号：24390442-2　研究課題名：印刷技術を用いた新規歯周組織再生法　

代表：森田育男教授, 分担：小牧基浩准教授、岩崎剣吾助教　研究期間：2012年4月1日～2015年3月31日
 3.	 文部科学研究費補助金（基金）基盤研究(C)	 課題番号：24593117-1　研究課題名：幹細胞由来パラクライン因子を応

用した新規歯周組織再生治療の開発　代表：岩崎剣吾助教、分担：小牧基浩准教授　研究期間：2012年4月1日～2015
年3月31日

 4.	 文部科学研究費補助金（基金）挑戦的萌芽研究　課題番号：24659869　課題名：幹細胞由来エクソソームによる組織
再生メカニズムの解明　代表：小牧基浩　分担：岩崎剣吾　研究期間：2012年4月1日～2014年3月31日

<受賞>
 1.	 岩崎剣吾助教　第34回日本炎症・再生医学会優秀演題賞 2013年　京都府、京都市

<特許>
 1.	 細胞のリプログラミングのための組成物
 2.	 歯周組織形成用材料
 3.	 レーザープローブ（生検用コンタクトチップ（本学整理番号：P13-012））
 4.	 組織切除用受け台（手術器具（本学整理番号：P13-013））
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肝臓病態制御学分野
Department for Hepatitis Control

教　　授　朝比奈靖浩
講　　師　柿沼　晴

大学院生(消化器病態学分野所属の大学院生に指導協力）
村川美也子，吉野耕平，大谷賢志，河合富貴子，
藤木純子，山中秀人，谷口未樹，後藤文男，
金子　俊(4月〜)，永田紘子(4月〜)

（1）教育
　本邦では、肝癌を含めた慢性肝疾患によって、年間約40,000人が死亡している。現在のところ、致死的肝不全に対する根
治的治療法は肝移植のみであるが、絶対的なドナー不足が社会問題となっており、肝癌・肝不全への進展阻止、肝癌・肝不
全における肝移植以外の治療の確立は、本邦の医療社会的な大きな問題としてクローズアップされている。本大学院におけ
る臨床教室の意義は次世代の医学・医療のための基礎を確立することにあり、これら先進性の確保のためには臨床に基づく
研究の推進および基礎研究に基づく画期的な治療法の開発以外にないとの考えに立つ、消化器病態学分野に関連する寄附講
座として本講座は設立された。
　そのために、本講座は肝疾患に関する優れた臨床医学研究者を育成することを大学院の教育目的とする。臨床においては、
本学医学部附属病院における治療の実践を目的とし、医用工学を駆使した種々の診断技術の開発・実施を行う。また、消化
器病態学関連の他施設共同研究を介した治療結果を解析することによって、治療効果の予測因子を同定することで治癒予測
因子を明らかにし、高度な先端技術を用いた治療法の開発を目指している。研究面では、ウイルス学・免疫学的アプローチ
による基礎研究、肝臓の組織再生・線維化機構の分子メカニズムの解析、幹細胞の分化調節機構の解析など、臨床の場から
課題を抽出して研究を展開し、最終的には臨床現場に還元することを目指す。広い視野に立ち次世代の肝臓学領域をリード
する臨床研究者を育成することが本分野における大学院教育のゴールである。

（2）研究
（主要テーマ）
・Ｃ型肝炎ウイルスのインターフェロン耐性機序の解析
・肝幹･前駆細胞の分化・増殖に関わる分子機構の解析
・肝疾患における疾患関連遺伝子の検討
・肝臓再生医学とその臨床応用

（3）臨床
（主要テーマ）
・ウイルス学的新知見を踏まえた慢性肝炎、肝癌の進展阻止
・肝癌に対する新しい治療の試み
 

（4）研究業績
［原著］

 1.	 Asahina Y, Tsuchiya K, Nishimura T, Muraoka M, Suzuki Y, Tamaki N, Yasui Y, FHosokawa T, Ueda K, Nakanishi 
H, Itakura J, Takahashi Y, Kurosaki M, Enomoto N, Nakagawa M, Kakinuma S, Watanabe M, Izumi N: α-fetoprotein 
levels after interferon therapy and risk of hepatocarcinogenesis in chronic hepatitis C. Hepatology. 58(4):1253-1262, 
2013

 2.	 Kiyohashi K, Kakinuma S, Kamiya A, Sakamoto N, Nitta S, Yamanaka H, Yoshino K, Fujiki J, Murakawa M, Kusano-
Kitazume A, Shimizu H, Okamoto R, Azuma S, Nakagawa M, Asahina Y, Tanimizu N, Kikuchi A, Nakauchi H, 
Watanabe M: Wnt5a signaling mediates biliary differentiation of fetal hepatic stem/progenitor cells. Hepatology, 
57(6):2502-2513, 2013

 3.	 Nitta S, Sakamoto N, Nakagawa M, Kakinuma S, Mishima K, Kusano-Kitazume A, Kiyohashi K, Murakawa M, 
Nishimura-Sakurai Y, Azuma S, Tasaka-Fujita M, Asahina Y, Yoneyama M, Fujita T, Watanabe M: Hepatitis C 
virus NS4B protein targets STING and abrogates RIG-I-mediated type-I interferon-dependent innate immunity. 
Hepatology. 57(1):46-58, 2013
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 4.	 Asahina Y, Hayashi N, Hiramatsu N, Izumi N, Koike K, Kumada H, Oketani M, Suzuki F, Takikawa H, Tanaka A, 
Tsubouchi H, Yotsuyanagi H: Editors of the Drafting Committee for Hepatitis Managemnt Guidelines: The Japan 
Society of Hepatology: Gudelines for the Management of Hepatitis C Virus Infection, Hepatol Res. 43(1):1-34, 2013

 5.	 Asahina Y, Nakagawa M, Kakinuma S, Watanabe M: Polymorphism Near the Interleukin-28B Gene and anti-
Hepatitis C viral Response. J Clin Transl Hepatol, 1:39-44, 2013

 6.	 Asahina Y, Tsuchiya K, Nishimura T, Muraoka M, Suzuki Y, Tamaki N, Yasui Y, Hosokawa T, Ueda K, Nakanishi 
H, Itakura J, Takahashi Y, Kurosaki M, Enomoto N, Nakagawa M, Kakinuma S, Watanabe M, Izumi N: Genetic 
variation near interleukin 28B and the risk of hepatocellular carcinoma in patients with chronic hepatitis C. J 

Gastroenterol. (Epub ahead of print), 2013
 7.	 Nakagawa M, Sakamoto N, Watanabe T, Nishimura-Sakurai Y, Onozuka I, Azuma S, Kakinuma S, Nitta S, Kiyohashi 

K, Kusano-Kitazume A, Murakawa M, Yoshino K, Itsui Y, Tanaka Y, Mizokami M, Watanabe M, Ochanomizu Liver 
Conference Study Group: Association of ITPA gene variant and serum ribavirin concentration with blood cells 
decline in pegylated interferon-alfa plus ribavirin therapy for chronic hepatitis C. Hepatol Int. 7(1):153-161, 2013.
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12.	 厚生労働科学研究費補助金（政策創薬マッチング研究事業HS財団番号KHC1213 ）「高効率にＣ型肝炎ウイルス感染を

阻止できる中和抗体の開発とその解析」：研究分担者　朝比奈靖浩
13.	 厚生労働科学研究費補助金（難病・がん等の疾患分野の医療の実用化研究事業 （肝炎関係研究分野））「慢性肝炎・肝

硬変・肝癌の病態解明と各病態および都市形態別で求められる医療を考慮したクリティカルパスモデルの開発のため
の研究」：研究分担者　朝比奈靖浩

14.	 日本肝臓学会 第6回 CHUGAI Award賞「Wnt5aシグナルによる肝幹･前駆細胞の分化制御機構の解析」：研究代表者
　柿沼　晴

15.	 第12回 MSD Award賞「HCV-NS4B蛋白によるIFN-β発現誘導経路の抑制メカニズムの解析」：研究代表者　新田沙由
梨　研究協力者  柿沼　晴、朝比奈靖浩

16.	 平成25年度東京都医師会医学研究奨励賞「C型肝炎ウイルスNS4B蛋白による宿主RIG-I依存性I型インターフェロン応
答阻害機構」：研究代表者　新田沙由梨　研究協力者  柿沼　晴、朝比奈靖浩

17.	 東京医科歯科大学医師会賞「C型肝炎ウイルスのNS4B蛋白はSTINGを標的としてRIG-I依存性I型インターフェロン応
答を阻害する」：研究代表者　新田沙由梨　研究協力者  柿沼　晴、朝比奈靖浩

18.	 平成25年度 ウイルス肝炎研究財団 Liver Forum in Kyoto研究奨励賞「ウイルス肝炎における自然免疫応答抑制メカ
ニズムの解析」：研究代表者　新田沙由梨　研究協力者  柿沼　晴、朝比奈靖浩
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消化管先端治療学講座
Department of Advanced GI Therapeutics

准 教 授   岡本隆一，中村哲也，土屋輝一郎
メディカルフェロー　水谷知裕
大学院生　福田将義，野崎賢吾，松本太一，
　　　　　堀田伸勝，日比谷秀爾，福島啓太，
　　　　　清水寛路，伊藤　剛，藤井　悟，
　　　　　中田　徹

（１）教育
　本講座は「日本から海外に発信できるようなチャレンジングかつ画期的な疾患制圧戦略の構築」をコンセプトとし、炎症
性腸疾患研究に特化した組織構築と人員配置、異分野複数企業の支援に基づく先端技術・情報の共有にもとづく研究展開を
特色とする大学院設置講座として平成19年度より研究･教育活動を精力的に展開している。本講座では当該研究･教育活動を
通し、難治性炎症性腸疾患の制圧に向けて、独自の視点に基づく次世代の基礎・臨床研究を推進する優れた臨床研究者を育
成することを目的とする。また臨床においては、本講座設立と同時に厚生労働科学研究費補助事業難治性疾患克服研究事業

「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 (渡辺 守 班長)」における全国規模の疾患治療開発・戦略構築の中心組織として活
動を指揮・先導し、当該領域における学術的進歩に貢献するのみならず、臨床の場から課題を抽出して研究を展開し、最終
的には臨床現場に還元する「クリニカル・サイエンス」を追求するという基本コンセプトを消化器病態学講座と共有し、研
究･教育活動を推進している。国内外の教育･研究施設との交流や留学の積極的は支援を通し、分野横断的な視点から次世代
の炎症性腸疾患治療の開発をリードする研究者を育成することが本分野における大学院教育の基本理念である。

（２）研究
（主要テーマ）
・炎症性腸疾患の免疫学的機序の解明とそれを基盤にした治療法開発
・消化管再生医学の臨床応用
・炎症粘膜の修復応答における分子シグナルの解明と分子標的治療の確立
・難治性潰瘍に対する細胞・組織移植技術の確立
・腸管細菌叢-上皮間クロストークによる炎症持続のメカニズム解明と新規免疫調節薬の開発

（3）臨床
（主要テーマ）
・免疫学的機序を基盤とした炎症性腸疾患の治療開発
・炎症性腸疾患に対する免疫調節薬の投与スケジュール最適化法の開発
・炎症性腸疾患におけるMRエンテロクリシス等の低侵襲的検査法の開発
・炎症性腸疾患におけるダブルバルーン内視鏡を用いた小腸病変の診断･治療法
 

（４）研究業績
［原著］

 1.	 Murano T, Okamoto R, Ito G, Nakata T, Hibiya S, Shimizu H, Fujii S, Kano Y, MizutaniT, Yui S, Akiyama-Morio J,  
Nemoto Y, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: Hes1 promotes the IL-22-mediated antimicrobial response by 
enhancing STAT3-dependent transcription in human intestinal epithelial cells. Biochem Biophys Res Commun 
2013; 443(3):840-846.

 2.	 Fujii T, Naganuma M, Kitazume Y, Saito E, Nagahori M, Ohtsuka K, Watanabe M: Advancing MR imaging in 
Crohn’ s disease. Digestion. (in press), 2013

 3.	 Ito G, Okamoto R, Murano T, Shimizu H, Fujii S, Nakata T, Mizutani T, Yui S, Akiyama-Morio J, Nemoto Y, Okada 
E, Araki A, Ohtsuka K, Tsuchiya K, Nakamura T, and Watanabe M: Lineage-specific expression of Bestrophin-2 and 
Bestrophin-4 in human intestinal epithelial cells. PloS One. 8(11):e79693, 2013

 4.	 Kano Y, Tsuchiya K, Zheng X, Horita N, Fukushima K, Hibiya S, Yamauchi Y, Nishimura T, Hinohara K, Gotoh N, 
Suzuki S, Okamoto R, Nakamura T, Watanabe M: The acquisition of malignant potential in colon cancer is regulated 
by the stabilization of Atonal homolog 1 protein. 1:432(1):175-181, Biochem Biophys Res Commun, 2013

 5.	 Nemoto Y, Kanai T, Takahara M, Oshima S, Nakamura T, Okamoto R, Kiichiro T, Watanabe M: Bone marrow-
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mesenchymal stem cells are a major source of interleukin-7 and sustain colitis by forming the niche for colitogenic 
CD4+ memory T cells. Gut. 62(8):1142-1152, 2013

 6.	 Nemoto Y, Kanai T, Takahara M, Oshima S, Okamoto R, Tsuchiya K, Matsumoto S, Watanabe M: Th1/Th17-
Mediated Interstitial Pneumonia in Chronic Colitis Mice Independent of Intestinal Microbiota. J Immunol. 190:6616-
6625, 2013

 7.	 Okada E, Araki A, Suzuki S, Watanabe H, Ikeda T, Watanabe T, Kurata M, Eishi M, Watanabe M: Histological 
diagnosis of follicular lymphoma by biopsy of small intestinal normal mucosa. Digestive Endoscopy. 39(5):544-546, 
2013

 8.	 Okamoto R, Nagahori M, Watanabe M: Perspectives for IBD in Japan. AGA Perspectives. 9(2):18-19 2013
 9.	 Saito E, Nagahori M, Fujii T, Otsuka K, Watanabe M: Efficacy of salvage therapy and its effect on operative 

outcomes in patients with ulcerative colitis, Digestion JGA Special Issue 2014. (in press), 2013
10.	 Takahara M, Nemoto Y, Oshima S, Matsuzawa Y, Kanai T, Okamoto R, Tsuchiya K, Nakamura T, Yamamoto K, 

Watanabe M: IL-7 promotes long-term in vitro survival of unique long-lived memory subset generated from mucosal 
effector memory CD4+ T cells in chronic colitis mice. Immunol Lett. 156:82-93, 2013

11.	 Watanabe M, Hanai H, Nishino H, Yokoyama T, Terada T, Suzuki Y: Comparison of QD and TID Oral Mesalazine 
for Maintenance of Remission in Quiescent Ulcerative Colitis: A Double - blind, Double - dummy, Randomized 
Multicenter Study. Inflamm Bowel Dis. 19(8):1681-1690, (Epub ahead of print), 2013

12.	 Watanabe M, Nishino H, Sameshima Y, Ota A, Nakamura S, Hibi T: Randomised clinical trial: evaluation of the 
efficacy of mesalazine (mesalamine) suppositories in patients with ulcerative colitis and active rectal inflammation -a 
placebo- controlled study. Aliment Pharmacol Ther. 38(3):264-273, 2013

13.	 Fordham RP, Yui S, Hannan NR, Soendergaard C, Madgwick A, Schweiger PJ, Nielsen OH, Vallier L, Pedersen RA, 
Nakamura T, Watanabe M, Jensen KB :Establishment of Fetal Enteric Progenitors as a Source for Transplantation . 
Cell Stem Cell. 13:734-744, 2013 

14.	 Fukata N, Okazaki K,Omiya M, Matsushita M, Watanabe M: Hematologic malignancies in the Japanese patients 
with inflammatory bowel disease. J Gastroenterol. (Epub ahead of print), 2013

15.	 Hibi T, Sakuraba A, Watanabe M, Motoya S, Ito H, Sato N, Yoshinari T, Motegi K, Kinouchi Y, Takazoe M, Suzuki 
Y, Matsumoto T, Kawakami K, Matsumoto T, Hirata I, Tanaka S, Ashida T, Matsui T: C- reactive protein is an 
indicator of  serum infiximab level  in predicting loss of responce in patients with Crohn's disease. J Gastroenterol. 
(Epub ahead of print), 2013

16.	 Hisabe T, Hirai F, Matsui T, Watanabe M: Evaluation of diagnostic criteria for Crohn's disease in Japan. J 
Gastroenterol. (Epub ahead of print), 2013

17.	 Kiyohashi K, Kakinuma S, Kamiya A, Sakamoto N, Nitta S, Yamanaka H, Yoshino K, Fujiki J, Murakawa M, Kusano-
Kitazume A, Shimizu H, Okamoto R, Azuma S, Nakagawa M, Asahina Y, Tanimizu N, Kikuchi A, Nakauchi H, 
Watanabe M: Wnt5a signaling mediates biliary differentiation of fetal hepatic stem/progenitor cells. Hepatology, 
57(6):2502-2513, 2013

18.	 Kuwahara E, Asakura K, Nishiwaki Y, Inoue N, Watanabe M, Hibi T, Takebayashi T: Effects of family history on 
inflammatory bowel disease characteristics in Japanese patients. J Gastroenterol. 47(9):961-968, 2012

19.	 Naganuma M, Fujii T, Kunisaki R, Yoshimura N, Takazoe M, Takeuchi Y, Saito E, Nagahori M, Asakura K, 
Takebayashi T, Watanabe M: Incidence and characteristics of the 2009 influenza (H1N1) infections in inflammatory 
bowel disease patients. Journal of Crohn's & colitis. 7(4):308-318, (Epub ahead of print), 2013

20.	 Naganuma M, Kunisaki R, Yoshimura N, Takeuchi Y, Watanabe M: A prospective analysis of the incidence and risk 
factors for opportunistic infections in patients with inflammatory bowel disease. J Gastroenterol. 48(5):595-560, 2013

21.	 Naganuma M, Nagahori M, Fujii T, Morio J, Saito E, Watanabe M: Poor recall of prior exposure to varicella zoster, 
rubella, measles, or mumps in patients with IBD. Inflamm Bowel Dis. 19(2):418-422, (Epub ahead of print), 2013

22.	 Ohyagi M, Ohkubo T, Yagi Y, Ishibashi S, Akiyama J, Nagahori M, Watanabe M, Yokota T, Mizusawa H: Chronic 
inflammatory demyelinating polyradiculoneuropathy in a patient with crohn's disease. Intern Med. 52(1)125-128, 
2013

23.	 Ueno F, Matsui T, Matsumoto T, Matsuoka K, Watanabe M, Hibi T, on behalf of the guideline project group of 
intractable Inflammatory Bowel Disease granted by the Ministry of Health, Labour and Welfare of Japan and the 
Guidelines Committee of the Japanese: Evidence-based clinical practice guidelines for Crohn's disease, integrated 
with formal consensus of experts in Japan. J Gastroeoterol. 48(1)31-72, 2013

24.	 Watanabe K, Sasaki I, Fukushima K, Futami K, Ikeushi H, Sugita A, Nezu R, Mizushima T, Kamoka S, Kusunoki M, 
Yoshioka K, Funayama Y, Watanabe T, Fujii H, Watanabe M:  Long-term Incidence and Characteristics of Intestinal 
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Failure in Crohn's disease:A Japanese Multicenter Study. J Gastroenterol. (in press), 2013

［総説］
 1.	 岡本隆一、村野竜朗、渡辺　守：炎症性腸疾患における上皮再生機構の解明.消化器内科.  57巻5号,科学評論社,2013
 2.	 岡本隆一、渡辺　守：トピックスmicroscopic colitis. 専門医のための消化器病学　第2版 p216-217,医学書院,2013
 3.	 土屋輝一郎：分化した腸管上皮細胞からでも脱分化により腫瘍形成と幹細胞様特性を獲得する.  G.I. Research. 21巻5号 

p48-49,先端医学社,2013
 4.	 土屋輝一郎：【みえてきた小腸の多彩な機能制御にせまる】 長軸方向の小腸構造はどのように制御されているのか.　

分子消化器病.  10巻1号 p12-16,先端医学社,2013
 5.	 土屋輝一郎：【特集：機能性消化管障害(FGID):診断と治療の進歩】Ⅰ. FGIDの基本的知識　4. 感染症や腸内細菌の意

義（免疫学的異常について）.日本内科学会雑誌. 102巻1号  p25-31, 社団法人　日本内科学会,2013 
 6.	 土屋輝一郎：消化管幹細胞と消化器がん幹細胞.  日本内科学会雑誌.  102巻9号 p2273-2278, 社団法人　日本内科学会

,2013 
 7.	 加納嘉人、土屋輝一郎、渡辺守：免疫異常・炎症性サイトカインとIBD発癌.G.I.Research.21(5):326-331,先端医学社, 

2013
 8.	 加納嘉人、土屋輝一郎、渡辺　守：特集【Colitic Cancerの発生メカニズムと予防】免疫異常・炎症性サイトカインと

IBD発癌　G.I.Research.　第21巻5号 p326-331,先端医学社,2013
 9.	 竹内孝治、細江直樹、佐藤  宏、Wallace John L、土屋輝一郎、藤森俊二、酒井英嗣、梅垣英次、Hu Fulian、Gao 

WenSource：NSAID/アスピリン小腸病変の現状とマネジメント.  Pharma Medica. 31巻Suppl.1 p1-8,メディカルビュ
ー社,2013

10.	 大島　茂、渡辺　守：【特集　免疫反応と疾患】自己免疫疾患・炎症性疾患の免疫異常. 炎症性腸疾患.  medicina.  50
巻3号　p446-449 , 医学書院,2013

11.	 大島  茂：第３回 Maラボ Averil Ma, M.D. (海外ラボ紹介).分子消化器病. 10巻3号  p56-59 ,先端医学社,2013
12.	 大島　茂、渡辺　守：炎症性腸疾患.medicina.50(3):446-449, 医学書院,2013
13.	 大島　茂：ABIN-1によるシグナル伝達制御. 分子消化器病.  10巻1号　p62-66,先端医学社(2013)
14.	 大島　茂、藤井俊光、渡辺　守：臨床編II　臓器特異的自己免疫疾患　クローン病.  病態と治療戦略がみえる免疫・

アレルギー疾患イラストレイテッド.羊土社.p200-205, 2013
15.	 中村哲也：トピックス　腸上皮幹細胞と再生医療. 専門医のための消化器病学　第2版 p207-208,医学書院,2013
16.	 清水寛路：IBDのセッションを中心に.米国消化器病週間.IBD Research.7巻3号  p207-210,先端医学社,2013
17.	 石橋大海、滝川　一、中尾昭公、渡辺　守、丹羽康正、中村哲也、穂苅量太、福沢嘉孝、元雄良治、森實敏夫、菅野

健太郎：日本消化器病学会専門医カリキュラムの改訂.  日本消化器病学会雑誌.  110巻5号  p788-795,日本消化器免疫学
会,2013

　
［学会］

 1.	 Fukushima K, Tsuchiya K, Watanabe M:  Stabilization of Atohl protein by TNF-αin colon cancer acquires cancer.
第99回日本消化器病学会総会. Mar-23-2013,鹿児島.

 2.	 Shimizu H, Okamoto R, Fujii S, Ito G, Murano T, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: Complete conversion of 
crypt progenitor cells into ATOH1-positive cells by targeted deletion of DLL1 and Dll4 in LGR5-positive intestinal 
stem cells.DDW2013,May-18-2013,Orland.

 3.	 Horita N, Tsuchiya K, Hibiya S, Fukushima K, Kano Y, Xiu Zheng, Okamoto R, Nakamura T , Watanabe M: Live 
imaging of single cell reveals single stem cell dynamics in an organoid derived from murine small intestine.
DDW2013.May-19-2013,Orland.

 4.	 Tsuchiya K, Fukushima K, Kano Y, Hibiya S, Horita N, Xiu Zheng, Okamoto R,Nakamura T, Watanabe M: 
Stabilization of Atoh1 protein by TNF-α in colitic cancer might acquire the cancer stemness.DDW2013.Orland,May-
19-2013,Orland.

 5.	 Ito G, Murano T,  Shimizu H, Fujii S, Tsuchiya K, Nakamaru T, Watanabe M: Notch signaling regulates expression 
of Bestrophin-4, a novel absorptive cell specific HCO3-/Cl- channel, in human intestinal epithelial cells. DDW2013.
May-20-2013,Orland.

 6.	 Kano Y, Tsuchiya K, Okamoto R, Nakamura T,  Watanabe M: Atoh1 protein stabilization acquired cancer stem cell 
phenotype and niche in colon cancer.GI Research Academy 2013.京都,2013年6月28日

 7.	 Kano Y,Tsuchiya K,Watanabe M: Atoh1proteinstabilizationacquiredcancerstemcell phenotype and niche in colon 
cancer.第72回日本癌学会学術集会.Oct-3-2013,横浜. 

 8.	 Tsuchiya K, Kano Y, Watanab M: Cancer Stemness In Mucinous Colon Cancer. BIT's 6th Annual World Congress of 
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Regenerative Medicine & Stem Cells-2013. Oct-13-2013,大連
 9.	 Ito G, Okamoto R, Murano T, Shimizu H, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: LINEAGE-SPECIFIC 

EXPRESSION OF BESTROPHIN-2 AND BESTROPHIN-4 IS REGULATED BY NOTCH SIGNALING IN HUMAN 
INTESTINAL EPITHELIAL CELLS.UEGW2013. Oct-16-2013,Berlin.

10.	 Okamoto R, Murano T, Shimizu H, Ito G, Fujii S, Nakata T, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: IL-22-
MEDIATED ANTIMICROBIAL RESPONSE IS REGULATED BY HES1 VIA STAT3-DEPENDENT 
TRANSCRIPTION IN HUMAN INTESTINAL EPITHELIAL CELLS.UEGW2013. Oct-16-2013,Berlin.

11.	 Shimizu H, Okamoto R, Nakata T, Fujii S, Ito G, Murano T, Tsuchiya K, Nakamura T, Watanabe M: COMPLETE 
CONVERSION OF CRYPT PROGENITOR CELLS INTO ATOH1-POSITIVE CELLS BY TARGETED DELETION 
OF DLL1 AND DLL4 IN LGR5-POSITIVE INTESTINAL STEM CELLS.UEGW2013. Oct-16-2013,Berlin.

12.	 Tsuchiya K, Yasui Y, Matsuda S, Muraoka M, Tamaki N, Suzuki S, Hosokawa T, Ueda K, Nakanishi H, Itakura J, 
Takahashi Y, Kurosaki M, Asahina Y, Izumi N: Monitoring of Plasma Vascular Endthelial Growth Factor After 
Sorafenib Administration as Predictor of Survival in Advanced Hepatocellular Carcinoma,The 64rd Annual Meeting 
of the American Association for the Study of Liver Disease (AASLD The Liver Meeting 2013).Nov-5-
2013,Washington DC.

13.	 仁部洋一、金子　俊、竹中健人、後藤文男、岡本英理子、加納嘉人、福田将義、新田沙由梨、藤井　俊光、齊藤詠子、
櫻井　幸、岡田英理子、鈴木伸治、荒木昭博、大塚和朗、朝比奈靖浩、渡辺　守: 抗血栓薬内服患者におけるへパリ
ン置換法下での大腸内視鏡的粘膜切除術後出血の検討.JDDW2013.東京, 2013年10月11日

14.	 中村哲也、水谷知裕、福田将義、野崎賢吾、渡辺　守: 腸管上皮幹細胞培養とその臨床応用技術開発.厚生労働科学研究 
難治性疾患克服研究事業 「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」.東京,2014年1月17日

15.	 堀田伸勝、土屋輝一郎、渡辺 守: 蛍光タンパク質を用いたライブイメージングによるマウス腸管上皮幹細胞制御機構
の解析.新学術領域研究　第３回　Vivid Workshop -細胞機能と分子活性の多次元蛍光生体イメージング-.金沢,2013年2
月22日

16.	 岡本隆一、村野竜朗、渡辺　守: 炎症性腸疾患における上皮再生機構の解明と粘膜再生治療への応用.第99回日本消化
器病学会総会. 鹿児島,2013年3月21日

17.	 中村哲也、渡辺　守: 培養大腸上皮細胞による消化管再生へのアプローチ.第99回日本消化器病学会総会. 鹿児島,2013年
3月22日

18.	 岡田英理子、土屋輝一郎、岩嵜美智子、堀田伸勝、福島啓太、日比谷秀爾、加納嘉人、大塚和朗、荒木昭博、渡辺　
守:  潰瘍性大腸炎(UC)に対するインフリキシマブ(IFX)の中長期予後の内視鏡的検討,第85回 日本消化器内視鏡学会総
会. 京都, 2013年5月10日

19.	 岡田英理子、土屋輝一郎、岩嵜美智子、堀田伸勝、福島啓太、日比谷秀爾、加納嘉人、大塚和朗、荒木昭博、渡辺　
守: NSAIDs服用患者における全長小腸粘膜の病理学的検討.第85回 日本消化器内視鏡学会総会.京都, 2013年5月10

20.	 堀田伸勝、土屋輝一郎、渡辺 守:  全小腸マッピング生検検体を用いた網羅的遺伝子発現解析によるクローン病特異的
遺伝子の同定.第85回 日本消化器内視鏡学会総会.京都,2013年5月10日

21.	 岡本隆一:  消化管上皮の分化・増殖・再生を司る分子機構の解明,新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー」若手研
究者ワークショップ. 東京, 2013年5月27日

22.	 岡本隆一:  初代培養腸管上皮を用いた生体応答解析法.新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー」第４回公開シンポ
ジウム. 茨木,2013年5月28日

23.	 中村哲也、水谷知裕、福田将義、野崎賢吾、渡辺　守: 腸管上皮幹細胞培養とその臨床応用技術開発.厚生労働科学研究 
難治性疾患克服研究事業 「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」.東京,2013年7月26日 

24.	 土屋輝一郎:  炎症関連大腸がんにおける悪性形質獲得機構解析.がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動 公開シンポ
ジウム. 東京,2013年8月22日

25.	 加納嘉人、土屋輝一郎、渡辺 守: Atoh1発現大腸癌における幹細胞形質獲得とニッチ形成,JDDW2013.東京,2013年10月
11日

26.	 荒木昭博、岡田英理子、渡辺守:  術後胆道へのアプローチ・ダブルバルーン内視鏡の一人法, JDDW2013.東京,2013年
10月12日

27.	 土屋輝一郎: 白血球除去療法（LCAP）による潰瘍性大腸炎の治療戦略　- bench to bedside -.JDDW2013.東京, 2013年
10月12日

28.	 土屋輝一郎、堀田伸勝、林　亮平、日比谷秀爾、福島啓太、加納嘉人、渡辺　守 :全小腸マッピング生検によるクロ
ーン病病態解析.第51回 小腸研究会.名古屋, 2013年11月9日

29.	 土屋輝一郎：持続炎症モデルにおける大腸発がん機構解析,新学術領域研究「癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新
構築」第７回 総括班会議.福岡,2013年11月14日

30.	 水谷知裕: 正常腸管上皮培養法を用いたin vitroにおける腸管上皮機能解析モデルの確立,第4回Japan Gut Forum.東京
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,2013年11月23日
31.	 大島　茂、松沢　優、高原政宏、小林正典、仁部洋一、前屋舗千明、永石宇司、土屋輝一郎、岡本隆一、中村哲也、

渡辺　守: クローン病感受性遺伝子A20による腸炎惹起機構.厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究事業 「難治性炎症
性腸管障害に関する調査研究」. 東京,2014年1月17日

［研究助成］
 1.	 科学技術振興機構「再生医療実現拠点ネットワークプログラム」『疾患・組織別実用化研究拠点（拠点B）』「培養腸上

皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発拠点」：研究代表者　渡辺　守
 2.	 日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究 (S)「独自の培養技術を用いた大腸上皮細胞機能解析と臨床応用技術開

発」：課題番号22229005　研究代表者　渡辺   守
 3.	 日本学術振興会科学研究費補助金(基金)  基盤研究 (B)「再生腸上皮幹細胞ニッチの誘導・再構築による炎症腸管粘膜

再生治療の確立」：課題番号25293170　研究代表者　岡本隆一
 4.	 日本学術振興会科学研究費補助金(基金)  基盤研究(B)「培養大腸上皮幹細胞を用いた再生医療技術基盤の確立」：課題

番号24390186  研究代表者　中村哲也
 5.	 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C)「炎症性腸疾患における自己抗体産生機構の解明」：課題番号25460946  

研究代表者  大島茂
 6.	 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究(C)「GSK3βスイッチング制御による腸管上皮分化機能解析」：課題番号

24590935  研究代表者  土屋輝一郎
 7.	 日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究（計画）総括班「天然物ケミカルバイオロジーの研究」：課題番号

23102001研究分担者  岡本隆一
 8.	 日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究「生体センサー腸上皮によるバイオスクリーニング法の開発」：課

題番号23102003   研究代表者  岡本隆一
 9.	 日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究「ヒト大腸上皮培養による大腸癌幹細胞の分化破綻機構解析」：課

題番号25130704研究代表者  土屋輝一郎
10.	 日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域研究「腸管上皮細胞における自然免疫応答スパイラル機構解析」：課題

番号25114703   研究代表者  土屋輝一郎
11.	 日本学術振興会科学研究費補助金  新学術領域研究「独自の正常大腸上皮幹細胞培養技術を用いた管腔形成機構の解

析」：課題番号24112508  研究代表者  中村哲也
12.	 日本学術振興会科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究「ヒト化腸上皮マウスを用いた疾患モデルの開発」：課題番号

25670367  研究代表者  渡辺   守
13.	 日本学術振興会科学研究費補助金  挑戦的萌芽研究「小腸・大腸上皮境界維持機構と分化転換機構の解明」：課題番号

25670106  研究代表者　中村哲也
14.	 日本学術振興会科学研究費補助金  若手研究(B)「動物由来因子を使用しないヒト大腸幹細胞培養技術の確立」：課題番

号25860524  研究代表者　水谷知裕
15.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業））「難治性炎症性腸管障害に関す

る調査研究」：研究代表者　渡辺　守
16.	 厚生労働科学研究費補助金  (難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患等克服研究事業）)「腸管希少難病群の疫学、病態、

診断、治療の相同性と相違性から見た包括的研究」：研究分担者　渡辺  守、岡本隆一
17.	 Gastro 2013 MARSHALL-WARREN LECTURESHIP AWARD「Adult tissue stem cell therapy for gastrointestinal 

diseases」：研究代表者　渡辺　守
18.	 1st Annual Meeting of AOCC Best Poster Award「Hes1 promotes IL-22-mediated antimicrobial response through 

enhancement of STAT3-dependent transcription in human intestinal epithelial cells」：研究代表者　岡本隆一
19.	 1st Annual Meeting of AOCC Best Poster Award「Lineage-specific expression of bestrophin genes in normal and 

inflamed human intestine: implications for ulcerative colitis.」：研究代表者　伊藤　剛
20.	 United European Gastroenterology Week 2013 Posters of Excellence「Complete conversion of crypt progenitor cells 

into ATOH1-positive cells by targeted deletion of DLL1 and Dll4 in LGR5-positive intestinal stem cells.」：研究代表
者　清水寛路

21.	 United European Gastroenterology Week 2013 Travel Grant Award「LINEAGE-SPECIFIC EXPRESSION OF 
BESTROPHIN-2 AND BESTROPHIN-4 IS REGULATED BY NOTCH SIGNALING IN HUMAN INTESTINAL 
EPITHELIAL CELLS.」：研究代表者　伊藤　剛

22.	 United European Gastroenterology Week 2013 Travel Grant Award「Complete conversion of crypt progenitor cells 
into ATOH1-positive cells by targeted deletion of DLL1 and Dll4 in LGR5-positive intestinal stem cells.」：研究代表
者　清水寛路
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23.	 日本消化器病学会　海外学会参加助成 (DDW2013)「Notch signaling regulates expression of Bestrophin-4, a novel 
absorptive cell specific HCO3-/Cl- channel, in human intestinal epithelial cells.」：研究代表者　伊藤　剛

24.	 日本消化器病学会　海外学会参加助成 (DDW2013) 「Complete conversion of crypt progenitor cells into ATOH1-
positive cells by targeted deletion of DLL1 and Dll4 in LGR5-positive intestinal stem cells.」：研究代表者　清水寛路

25.	 土田直樹研究助成金「ヒト化クローン病モデルマウス作成による病態解析と治療法開発」：研究代表者　中村哲也
26.	 国際科学振興財団　平成25年度消化器領域研究助成「正常腸管上皮培養法を用いたP-gp依存性薬剤排出機構の解析」：

研究代表者　水谷知裕
27.	 財団法人日本応用酸素協会　平成25年度「全身性炎症疾患の病因・病態の解明に関する研究助成」研究助成金「小腸

上皮培養細胞を用いた上皮移植技術の確立」：研究代表者　水谷知裕
28.	 2013年度 Japan Gut Club研究奨励助成金 奨励賞「正常腸管上皮培養法を用いたin vitroにおける腸管上皮機能解析モ

デルの確立」：研究代表者　水谷知裕
29.	 第20回 浜名湖シンポジウム研究助成「正常小腸上皮培養細胞を用いたP-gp依存性薬剤排出機構の解析」：研究代表者

　水谷知裕
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睡 眠 制 御 学 講 座
Department of Sleep Modulatory Medicine

教　　　授　　　稲瀬直彦(兼任：統合呼吸器病学教授)
寄附講座准教授　玉岡明洋
寄附講座助教　　甫母瑞枝

（１）教育　
　玉岡および甫母は、それぞれ呼吸器内科および精神科を兼務しているため、それぞれの科において講義や実習などの教育
を担当しており、そこにおいて睡眠呼吸障害等についての教育も行っている。また医学部附属病院においては臨床研修医や
医学部学生に対する終夜睡眠ポリグラフ検査の指導などを行っている。

（２）研究
　本講座では、睡眠時無呼吸症候群(sleep apnea syndrome: SAS)を初めとした睡眠呼吸障害の研究を中心に、COPDや間質
性肺炎など慢性呼吸不全の患者の増加とともに増加している在宅酸素療法に関しても睡眠生理や生化学的背景との関連おい
て研究に取り組んでいる。睡眠時無呼吸症候群においては、本症に伴う高血圧、不整脈や糖尿病の病態解明、特に自律神経
やアディポネクチンと内臓脂肪などについての研究を行っている。またSASに合併するアレルギー性鼻炎や顎関節症の治療
戦略に関しても、耳鼻科や歯学部との共同で研究を進めている。睡眠障害に関しては、内科疾患とうつ病や睡眠障害の関連
についての研究や、様々な精神疾患における睡眠変化に関する研究が行われている。現在進行中の臨床研究は以下の通りで
ある。

1.	「NMDAグルタミン酸受容体アゴニストの統合失調症脳波上ガンマオシレーション及び睡眠に与える影響」
2.	「睡眠障害を合併する糖尿病に対するラメルテオンの効果に関するオープン研究」　
3.	「睡眠時無呼吸症候群を合併する高血圧症へのアンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬投与タイミングにおける血圧変動と関

連因子への影響の検討」
4.	「SAS合併間質性肺炎患者の在宅酸素療法の有用性の検討」
5.	「閉塞型睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置の治療効果判断システムの開発」
6.	｢高気圧酸素治療が睡眠に与える効果に関するオープン研究｣
7.	「睡眠時無呼吸症候群における心拍変動とT波変動解析研究」
8.	「PSGに替わり在宅にて簡易に睡眠・呼吸を計測できるシステムの開発」

（３）臨床
　睡眠障害のなかでも睡眠時無呼吸症候群は潜在的症例を除いても成人の２〜４％を占める疾病で、現在本邦で10万人以上
の患者が鼻CPAPあるいは口腔内装具（スリープスプリント）などで治療を受けている。日中の強い眠気のため社会生活に
大きな影響を及ぼすとともに、無呼吸とそれに伴う低酸素血症および睡眠の断片化が原因となり、高血圧、メタボリックシ
ンドローム、心血管障害や脳血管障害を合併する。そこで、呼吸器内科医と精神科医が協力し睡眠障害を診断し、スリープ
スプリントを含めた治療を当大学歯学部附属病院と共同で行い、さらにこの疾患に合併してくる心疾患や内分泌疾患に関し
て、循環器内科医や内分泌代謝内科医と共同で対応する必要があるので、多くの診療科との連携が不可欠となる。このよう
な経緯で、2009年に本講座の診療部門として医学部附属病院に快眠センターが設置された。
　快眠センター開設から5年が経過し、外来の受診者数、簡易アプノモニター施行件数、入院での終夜睡眠ポリグラフ(PSG)
施行件数は着実に増加している。当初1名であった非常勤睡眠検査技師も2名体制となり、PSG検査も週1件から週3件施行で
きる体制となった。2012年10月には本学歯学部附属病院に快眠歯科外来が開設され、特に軽症OSASの口腔内装具治療にお
いてよりスムーズに医学部附属病院、歯学部附属病院の診療連携が取れるようになった。2013年1月から2013年12月の1年間
での診療実績は以下の通りである。

・初診患者数(SAS)：207名
・再診延べ数(SAS)：4037名
・入院終夜睡眠ポリグラフ施行件数：152名

○外来診療日（快眠センター）
月曜日：午前　　　　筒井(呼吸器内科：SAS外来)　　　午後　藤江(呼吸器内科：SAS外来）
火曜日：午前　　　　平井(精神科：睡眠障害外来）
水曜日：午前・午後　宮崎(保健管理センター：SAS外来）
木曜日：午前・午後　玉岡(睡眠制御学：SAS外来）
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金曜日：午前　　　　上里(精神科：睡眠障害外来）
　　　　午前・午後　立石(呼吸器内科：SAS外来）

（４）研究業績
［学会］

●日本睡眠学会第38回定期学術集会 （2013年6月27日〜28日　於：秋田）
・シンポジウム「ヒトおよび動物における睡眠時非侵襲的記録の最前線」平井伸英　
・ポスター「高気圧酸素療法を施行した患者の睡眠変化」　上里彰仁
・ポスター「睡眠時無呼吸症候群患者におけるCAVI（Cardio Ankle Vascular Index）についての検討」　藤江俊秀
・ポスター「OA療法予定のOSA患者に対する睡眠の客観的評価と主観的評価との関連について」　犬飼周佑
・ポスター「ナルコレプシー様症状を呈した過眠症の診断にMSLTが有用であった一例」　甫母瑞枝
・ポスター「Tandospironeの投与により睡眠時ブラキシズムに関連した症状が軽減した症例」　西山暁
・ポスター「睡眠時無呼吸症候群患者における呼吸機能の検討」　玉岡明洋

［研究助成金］
●玉岡明洋　科学研究費補助金（基盤C）研究代表者　「好塩基球特異的欠損マウスを用いた気管支喘息の病態解明」（2012

年 – 2014年）

［その他］
セミナー・講演会 

●2013. 4. 26　　第3回　快眠セミナー
　『スポーツと睡眠』
　　　講師　早稲田大学 スポーツ科学学術院　教授　内田 直 教授

●2013. 8. 5　　第4回 「快眠」を考える会 
1）『睡眠時無呼吸症候群と不整脈』　
　　　講師　東京医科歯科大学 生命機能情報解析学 　笹野 哲郎 准教授 
2）『病態から見た不眠症の診立てと睡眠薬の適正使用について』　
　　　講師　独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 
　　　　　　精神生理研究部 部長 脳病態統合イメージングセンター  
　　　　　　三島 和夫 部長
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小児・周産期地域医療学講座
Department of Pediatrics, Perinatal and Maternal Medicine

特任教授　　土井庄三郎(小児），宮坂尚幸(周産期）
特任准教授　今井耕輔(小児）
特任助教　　大井理恵(周産期），江川真希子(周産期），
　　　　　　前田佳真(小児）

【茨城県寄附講座として】
　茨城県は広大な可住面積の中に300万人の人口が拡散して居住しており、9つの二次医療圏に分散した広域医療行政も様々
な課題を抱えている。人口10万人あたりの医師数が全国で46位と低く、小児科・産科医師不足が深刻な県である。現在の慢
性的な医師不足、医療の疲弊を打開して今後の地域医療を維持していくためには、１）医師の基幹病院への集約化、２）基
幹病院と連携病院の機能分担ネットワーク、３）医師不足が深刻な診療科に従事する医師の育成と増員、４）地域医療機関
への医師派遣、の4点が不可欠である。これまで、東京医科歯科大学は茨城県下の病院に医師を派遣して、茨城県の医療を
長年にわたって支えてきた経緯がある。土浦協同病院は東京医科歯科大学最大の教育関連病院であり、小児科領域、産科領
域はじめ救急医療、がん医療、循環器医療などを中心に総合的に茨城県特に県南地域の医療に大きく貢献してきた。本講座
は東京医科歯科大学における小児・周産期医療の教育、研究、臨床を充実させ、高い技術を有する人間性豊かな医師を育成
し派遣すると同時に、IT技術を駆使して本学と土浦協同病院の連携を強化し、充実した卒後研修システムを構築することを
目的に設置された寄付講座である。本講座は厚生労働省地域医療再生計画をもとに2010年4月から4年間の計画で開設され、
本年度が最終年度であったが、これまでの実績が高く評価され次年度以降も茨城県とJA茨城県厚生連の共同出資により、新
たに「茨城県小児・周産期地域医療学講座」として活動を継続することとなった。

〔小児部門〕
（１）教　育
１）	 卒前教育として医学科3、4年生の系別・系統講義では、小児保健、先天性心疾患と先天性免疫不全を担当した。医学科

4年生のプロジェクトセメスターでは、2人の学生を担当指導した。医学科5年生のプレクリニカルクラークシップでは、
小児の心疾患および感染・免疫疾患を担当した。医学科5－6年生のクリニカルクラークシップでは、小児科ディレクタ
ーおよびチューターを務め、先天性心疾患および原発性免疫不全症について、小グループレクチャーを行った。

２）	 卒後教育として初期・後期研修医の臨床研修指導に当たった。毎週月曜日17時30分～18時30分のマンデー・セミナーでは、
症例検討、抄読、特別講演や研究会・学会予演などを通して、初期・後期研修医の教育に努めた。またすべての内容を、
本寄附講座のテレビ会議システムにより土浦協同病院小児科および新生児集中治療科に送信し、土浦協同病院勤務中の
研修医教育にも役立てた。

（２）研究
１）	 肺高血圧の機序解明と治療法開発をテーマとした研究を継続している。従来からのモノクロタリン誘発肺高血圧ラット

モデルを用い、2013年はDipeptidyl peptidase 4およびEicosapentaenoic acidの治療薬としての可能性について、日本循
環器学会・学術集会およびAmerican Heart Association(AHA)のScientific Conferenceで発表した。また昨年まで行って
きたnuclear factor kappa B (NF-kB)の研究成果を、Cardiovascular Researchに投稿発表した。

２）	 胎児および新生児の左右心室筋運動の検討に関しては、従来に引き続き2Dスペックルトラッキング法を使用し症例数を
増やした。また2013年は新たに、肺高血圧小児における右心室dyssynchronyに関して、2Dスペックルトラッキング法
を用いて解析した。結果は日本小児循環器学会で発表予定としている。

３）	 原発性免疫不全症、特に抗体産生不全症、樹状細胞欠損症の原因遺伝子の探索や候補遺伝子の機能解析を継続して行っ
た。

４）	 全国の原発性免疫不全症患者の病態解析や遺伝子解析により、臨床的なアドバイスを継続して行った。

（３）臨　床
１）	 関連病院や近医からの紹介による患者を主体として、種々の先天性心疾患、重症川崎病、肺高血圧症や心筋症などの後

天性心疾患、および重症不整脈小児の精査加療を継続して行ってきた。
	 先天性心疾患児の肺血流量制御を目的とした低濃度酸素ガス治療を、倫理審査委員会により認められた臨床研究として

実施した。また2014年1月より再開予定の心臓手術準備として、ワーキンググループ委員会副委員長として開催した。
	 重症川崎病児に対するインフリキシマブ使用に関しては、倫理審査委員会により認められた臨床研究を実施した。
	 厚生労働省の難病指定疾患の１つである肺動脈性肺高血圧症に対しては、全国でも有数の治療経験を有し、積極的な
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epoprostenolの導入および増量を行い、患児肺高血圧の劇的な改善効果を得てきた。
	 致死性不整脈の１つであるQT延長症候群に関しては、運動・冷水・ボスミン負荷および遺伝子解析結果の解析により

薬物治療方針を決定しており、その内容に関してβ遮断薬学術講演会で発表した。またWPW症候群の上室性頻拍以外に、
2013年は不整脈源性右室心筋症の心室頻拍にもカテーテル・アブレーションを施行し、有効であった。

２）	 血液・免疫・腫瘍疾患患者の診療にあたった。とくに日本における原発性免疫不全症診療のセンターとして、上述のIT
を活用した遠隔紹介システムだけでなく、外来でのセカンドオピニオンを含めた診療も行った。さらに重症複合免疫不
全症、CD40L欠損高IgM症候群、STAT1異常症、DiGeorge症候群、再生不良性貧血、急性リンパ性白血病患者に対して、
造血幹細胞移植を行い良好な結果を得た。

（４）研究業績
［原　著］

 1.	 Hosokawa S, Haraguchi G, Sasaki A, Arai H, Muto S, Itai A, Doi S, Isobe M, Pathophysiological roles of nuclear 
factor kappa B (NF-kB) in pulmonary arterial hypertension: effects of synthetic selective NF-kB inhibitor IMD-0354. 
Cardiovasc Res 2013; 99(1): 35-43.

 2.	 Rawat A, Singh S, Suri D, Gupta A, Saikia B, Minz RW, Sehgal S, Vaiphei K, Kamae C, Honma K, Nakagawa N, Imai 
K, Chronic Granulomatous Disease: Two Decades of Experience From a Tertiary Care Centre in North West India. 
Pediatr Blood Cancer. 2013;60,836-41.

 3.	 Yoshimi A, Kamachi Y, Imai K, Watanabe N, Nakadate H, Kanazawa T, Ozono S, Kobayashi R, Yoshida M, 
Kobayashi C, Hama A, Muramatsu H, Sasahara Y, Jakob M, Morio T, Ehl S, Manabe A, Niemeyer C, Kojima S. 
Wiskott-Aldrich syndrome presenting with a clinical picture mimicking juvenile myelomonocytic leukaemia. Pediatr 

Blood Cancer. 2013 ;60(5):836-41.
 4.	 Machida S, Tomizawa D, Tamaichi H, Okawa T, Endo A, Imai K, Nagasawa M, Morio T, Mizutani S, Takagi M. 

Successful Treatment of Diffuse Large B-Cell Lymphoma in a Patient With Ataxia Telangiectasia Using Rituximab. 
J Pediatr Hematol Oncol. 2013; 35(6):482-485

 5.	 Kamae C, Nakagawa N, Sato H, Honma K, Mitsuiki N, Ohara O, Kanegane H, Pasic S, Pan-Hammarström Q, van 
Zelm MC, Morio T, Imai K, Nonoyama S. Common variable immunodeficiency classification by quantifying T-cell 
receptor and immunoglobulin κ-deleting recombination excision circles. J Allergy Clin Immunol. 2013;131(5):1437-
40

 6.	 Kanegane H, Taneichi H, Nomura K, Wada T, Yachie A, Imai K, Ariga T, Santisteban I, Hershfield MS, Miyawaki 
T:Successful bone marrow transplantation with reduced intensity conditioning in a patient with delayed-onset 
adenosine deaminase deficiency. Pediatr Transplant. 2013;17(1):E29-32 

 7.	 Mizoguchi Y, Tsumura M, Okada S, Hirata O, Minegishi S, Imai K, Hyakuna N, Muramatsu H, Kojima S, Ozaki Y, 
Imai T, Takeda S, Okazaki T, Ito T, Yasunaga S, Takihara Y, Bryant VL, Kong XF, Cypowyj S, Boisson-Dupuis S, 
Puel A, Casanova JL, Morio T, Kobayashi M, Simple diagnosis of STAT1 gain-of-function alleles in patients with 
chronic mucocutaneous candidiasis. J Leukoc Biol. 2013 [Epub ahead of print]

 8.	 石井　卓, 西山光則, 佐々木章人, 高橋暁子, 山田哲夫, 八巻重雄, 土井庄三郎．生後早期より高度肺高血圧が持続し剖検
により肺小動脈低形成，肺血管の不正配列を認めた乳児例．心臓 2013;45: 789-95

 9.	 石井　卓, 佐々木章人, 梶川優介, 清原鋼二, 瀧聞浄宏, 安河内聰, 土井庄三郎．心臓再同期療法により左室機能が正常化
した重症特発性拡張型心筋症の1歳男児例．小児循環器学会雑誌 2013; 29: 345-51

10.	 町田静香，石井　卓，倉信　大，武井　陽，高橋暁子，西山光則，土井庄三郎，水谷修紀．インフリキシマブが著効
した乳児難治性川崎病の1例．日本小児科学会雑誌　2013;117:1907-12

［著　書］
 1.	 土井庄三郎（分担編集）症例でわかる小児科診療．診断と治療社 2013
 2.	 土井庄三郎．内科検診の事後措置と連携のポイント～筑波大学附属小学校での年間を通じた継続的保健管理の取り組

みから～．健康教室64(6):14-17　東山書房 2013
 3.	 今井耕輔（分担執筆）．第15章原発性免疫不全．標準免疫学 p392-433　監修：谷口　克　編集：宮坂　昌之／小安  重

夫　医学書院 2013

［総　説］
 1.	 土井庄三郎．肺高血圧症の病態と分類update. 肺高血圧症の心エコー総まとめ2013．心エコー14(12):1134-42,2013
 2.	 土井庄三郎．Eisenmenger症候群，特発性／遺伝性肺動脈性肺高血圧症． わかる心電図－病態に迫る判読のコツ．小

児科診療76(11):1716-23,2013
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 3.	 土井庄三郎，八尾厚史．肺高血圧症治療薬の使用方法－現状と将来の可能性－　臨床雑誌「内科」111(1):K1～K6 南
江堂 2013

 4.	 今井耕輔. 新生児スクリーニングによる原発性免疫不全症の診断. 小児科臨床 2013;1025-1032
 5.	 今井耕輔. TREC,KRECによる原発性免疫不全症のスクリーニング. 小児内科 2013;45:1148-1151
 6.	 今井耕輔. 免疫グロブリンクラススイッチ異常症(高IgM症候群). 日本臨床 別冊 2013;237-241
 7.	 今井耕輔. PIDJと原発性免疫不全の新生児スクリーニング. 小児科診療．2013;23:367-37
 8.	 今井耕輔. 自然免疫について. チャイルドヘルス2013;16,608-613.
 9.	 高木 正稔, 今井 耕輔, 森尾 友宏, 水谷 修紀. 原発性免疫不全症候群関連の免疫性血小板減少症. 臨床血液. 2013;54:357-

64.
10.	 今井耕輔. 原発性免疫不全症における遺伝学的検査の取り扱いと諸問題について. 日本小児血液・がん学会雑誌

2013;50:415-417
11.	 今井耕輔.原発性免疫不全症の最新国際分類(2011). 小児科 2013;54:1491-1515

［学　会］
 1.	 Doi S. Pathophysiology, Diagnosis and Assessment of Pediatric Patients associated with Pulmonary Hypertension.  

The 9th KJC Pediatric Heart Forum. Gyeongju, Korea　Mar 22, 2013
 2.	 Doi S. Special lecture on The 5th World Symposium on Pulmonary Hypertension in Nice.  The 9th KJC Pediatric 

Heart Forum.. Gyeongju, Korea　Mar 22, 2013. 
 3.	 Hosokawa S, Haraguchi G, Ishii T, Doi S, Isobe M.  Dipeptidyl peptidase-4 has a crucial role in pulmonary arterial 

smooth muscle cell (PASMC) proliferation through interaction between activated T cells and PASMCs. American 
Heart Association 2013. Dallas, USA. Nov. 16-20, 2013.

 4.	 Ishii T, Haraguchi G, Hosokawa S, Doi S, Isobe M.  Eicosapentaenoic Acid Ameliorates Pulmonary Hypertension via 
G protein-Coupled Receptor 120 Pathway in Rats.  American Heart Association 2013, Dallas, US, Nov 16-20, 2013

 5.	 Imai K, Horikoshi Y, Kato K, Yabe H, Nonoyama S, and Morio T. Hematopoietic Stem Cell Transplantation for 
Severe Combined Immunodeficiency in Japan. The 4th JSH International Symposium 2013. in Ehime. May 
24-25.2013.

 6.	 Tezuka M, Imai K, Okawa T, Tomizawa D, Takagi Masatoshi, Kajiwara M, Nagasawa M, Morio T, and Mizutani 
S.Fatal Outcome Due to Parainfluenza-3 Pneumonitis in a Patient with Atypical Complete DiGeorge Syndrome. The 
4th JSH International Symposium 2013. in Ehime. May 24-25.2013.

 7.	 Imai K, Yagi K, Sato H, Nonoyama T, Hara T, Ohara O, Miyawaki T, Primar y Immunodeficiency electronic recor 
d;Pier, for the PID patiens in japan. IPIC:First International Primary Immunodeficiencies Congress Estoril, Portugal, 
November, 2013

 8.	 土井 庄三郎，渡邉 友博，佐塚 真帆，石井 卓，細川 奨，西山 光則．多剤併用時代の小児IPAH/HPAHの治療　パネル・
ディスカッション　第19回日本小児肺循環研究会　2013年2月2日　東京

 9.	 渡邉友博 佐塚真帆 石井卓 細川奨 西山光則 土井庄三郎. Congenital extrahepatic portosystemic shunt(CEPS)による重
症門脈性肺高血圧症の女児例．第19回小児肺循環研究会2013年2月2日　東京

10.	 佐塚真帆, 渡邊友博, 石井卓, 細川奨, 西山光則, 土井庄三郎. 中等度の心房中隔欠損を有する重症肺動脈性肺高血圧症の
9歳女児例-心房間交通閉鎖の適応について-  第15回東京循環器小児科治療 Agora．2013年3月2日 東京

11.	 細川 奨，原口 剛，石井 卓，土井 庄三郎，磯部 光章． Pathophysiologidcal role of Dipeptidyl peptidase 4 in 
pulmonary arterial hypertension.第77回日本循環器学会・学術集会．2013年3月15－17日．横浜

12.	 石井 卓, 細川 奨, 原口 剛, 土井 庄三郎, 磯部 光章.　Eicosapentaenoic acid Ameliorates Monocrotaline induced 
Pulmonary Hypertension in Rats.  第77回日本循環器学会・学術集会  2013年3月15 -17日 横浜

13.	 土井 庄三郎，渡邉 友博，佐塚 真帆，石井 卓，細川 奨，西山 光則．肺高血圧症患者における心臓超音波検査による
右室機能評価．第116回日本小児科学会・学術集会．2013年4月19－21日．広島

14.	 小宮 枝里子，前田 佳真，石井 卓，細川 奨，西山 光則，土井 庄三郎．積極的epoprostenol増量により，肺動脈圧の
低下と右室機能の改善を認めたHPAHの重症．新宿御茶ノ水臨床肺高血圧研究会．2013年5月31日．東京

15.	 細川 奨, 原口 剛, 石井 卓, 佐塚 真帆, 渡邉 友博, 西山 光則, 磯部 光章, 土井 庄三郎.．肺動脈性肺高血圧症(PAH)の進展
過程におけるdipeptidyl peptidase-4 (DPP-4)の果たす役割.．第49回日本小児循環器学会・学術集会, 2013年7月11－13日．
東京

16.	 石井 卓, 渡邊 友博, 佐塚 真帆, 前田 佳真, 細川 奨, 西山 光則, 土井 庄三郎. 慢性EBウイルス感染症に対する臍帯血移植
後に肺動脈性肺高血圧を発症した9歳男児例. 第49回 日本小児循環器学会・学術集会　2013年7月11-13日 東京

17.	 宮下 智行，前田 佳真，石井 卓，細川 奨，西山 光則，土井 庄三郎．OCTで多彩な病像を認めた左前下行枝の90％狭
窄病変に対し，エキシマレーザー治療で100％開存を得た24歳の川崎病男性例．第33回日本川崎病学会学術集会，
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2013年9月27－28日．富山
18.	 前田 佳真，石井 卓，細川 奨，土井 庄三郎.安静時胸痛で発見された不整脈源性右室心筋症の1例．第22回日本小児心

筋疾患学会・学術集会．2013年10月5日　大阪
19.	 石井 卓, 佐塚 真帆, 前田 佳真, 渡邊 友博, 細川 奨, 西山 光則, 西口 康介, 西岡 正人, 渡部 誠一, 土井 庄三郎. Successful 

Upfront Combination and Active Induction of Epoprostenol Therapies in Child with Pulmonary Arterial 
Hypertension. 第1回日本肺高血圧学会・学術集会 2013年10月13-14日．東京

20.	 前田 佳真，石井 卓，西口 康介，細川 奨，西山 光則，土井 庄三郎．心房中隔欠損症を合併した肺動脈性肺高血圧症
に対し，up-front combination therapyを行った1症例　第２報～標的治療薬とASD閉鎖の是非～. 第16回東京循環器小
児科治療Agora．2013年10月19日．東京

21.	 石井 卓，前田 佳真，渡邉 友博，倉信 大，高橋 暁子，細川 奨，西山 光則，土井 庄三郎．経過中に治療戦略を変更
した重症門脈性肺高血圧症の一女児例．PAHを考えるフォーラム2013．2013年10月26日．福岡

22.	 前田 佳真，石井 卓，細川 奨，土井 庄三郎.ARVC2症例における管理～運動制限は必要か～. 第12回平岡不整脈研究
会. 2013年12月14日　熱海

23.	 小宮 枝里子，山口 洋平，前田 佳真，石井 卓，梶川 優介，細川 奨，渡部 誠一，土井 庄三郎．高度房室ブロックに
よる徐脈を呈した，Galloway-Mowat症候群の1例．第12回 平岡不整脈研究会，2013年12月14日．熱海

24.	 泉田 直己，小川 俊一，浅井 利夫，佐地 勉，村上 保夫，赤木 美智男，中西 敏雄，住友 直方，鮎澤 衛，土井 庄三郎，
山岸 敬幸，豊原 啓子，秋元 かつみ，伊東 三吾，城所 功文，唐澤 賢祐，齊藤 一郎，小島 好文，浅野 優，能登 信孝，
山内 邦昭，渡辺 象，正木 忠明，小林 信之．東京都立学校における学校心臓検診の状況（都立高等学校・都立中等教
育学校・都立中学校）第44回全国学校保健・学校医大会　2013年9月27－28日　東京

25.	 鈴木 奈都子，佐塚 真帆，白井 加奈子，高橋 暁子，前田 佳真，中村 蓉子，櫻井 牧人，前澤 身江子，石井 卓，西山 
光則，土井 庄三郎. ガンマグロブリン不応川崎病に対する10病日以内のステロイドパルス療法. 第49回日本小児循環器
学会学術集会2013年7月11-13日　東京

26.	 白井 加奈子, 石井 卓, 泉田 直己, 土井 庄三郎. 運動負荷試験にて伝導障害が顕在化し，SCN5Aの遺伝子変異が判明し
た完全左脚ブロックの1例. 第18回日本小児心電学研究会. 2013年11月29日 宮崎

27.	 石村 匡崇, 高田 英俊, 瀧本 智仁, 土居 岳彦, 今井 耕輔, 金兼 弘和, 森尾 友宏, 野々山 恵章, 宮脇 利男, 原 寿郎, 原発性
免疫不全症の年齢による特徴〜XLAとCVIDを中心に〜. 第41回日本臨床免疫学会総会. P8-1.3 2013年11月27日,下関

28.	 高島 健浩, 今井 耕輔, 森尾 友宏, 水谷 修紀, 石井 栄一, 1型高IgE症候群患者9例の臨床的・免疫学的検討. 第41回日本臨
床免疫学会総会. P8-1.3 2013年11月27日,下関

29.	 満生 紀子, 今井 耕輔, Xi YANG, 金兼 弘和, 小阪 嘉之, 高田 英俊, 水谷 修紀, 小原 収, 森尾 友宏. BTK異変を認めた
IgA単独欠損の解析. 第41回日本臨床免疫学会総会. P4-07. 2013年11月27日,下関

30.	 加藤 環, 釜江 智佳子, 満生 紀子, 小原 明, 林 正俊, 野口 恵美子, 久保田 健夫, 本間 健一, 小原 収, 今井 耕輔, 野々山 恵
章, 本邦における ICF(Immunodeˆciency with Centromeric instability and Facial anomalies)症候群 5 例の検討, 第41
回本臨床免疫学会総会, 2013年11 月27日-29日, 下関

31.	 小林 千佳，宮脇 零士，青木 由貴，富澤 大輔，高木 正稔，今井 耕輔，梶原 道子，森尾 友宏，水谷 修紀. 重症先天
性好中球減少症(ELANE変異)に対する非血縁者間同種臍帯血移植. 第19回小児HSCT研究会　2013年10月25日, 東京

32.	 土持 太一郎, 安藤 久美子, 落合 秀匡, 池原 甫, 井上 祐三朗, 菱木 はるか, 小林 弘信, 岩倉 英雄, 遠藤 真美子, 下条 直樹, 
満生 紀子, 今井 耕輔, 森尾 友宏, 小原 收, CHARGE症候群に重症複合型免疫不全を合併した1例, 第4回関東甲越免疫不
全症研究会, 2013年9月22日, 2013, 東京

33.	 加藤 環, 釡江 智佳子, 本間 健一, 池川 健, 横須賀 とも子, 和田 泰三, 谷内江 昭宏, 西田 直徳, 金兼 弘和, 満生 紀子, 小
原 收, 今井 耕輔, 森尾 友宏, 野々山 恵章, IgA 単独欠損症として紹介され，TREC/KRECの結果からRAG1異常と同定
しえた1例, 第4回関東甲越免疫不全症研究会, 2013年9月22日, 2013, 東京

34.	 星加 将吾，加藤 文代，角田 達彦，久保 充明，満生 紀子，今井 耕輔， 森尾 友宏，杉原 茂孝, 1型糖尿病に低γグロブ
リン血症，血小板減少，多発性硬化症様病変を併発したLRBA欠損症の1例, 第4回関東甲越免疫不全症研究会, 2013年9
月22日, 2013, 東京

35.	 高島 健浩，満生 紀子，今井 耕輔，水谷 修紀，森尾 友宏, STAT1変異を有する慢性皮膚粘膜カンジダ症12例の検討, 
第4回関東甲越免疫不全症研究会, 2013年9月22日, 2013, 東京

36.	 今井 耕輔, 原発性免疫不全症に対する造血細胞移植法の確立, (野々山班)ウィスコットオルドリッチ症候群. 平成25年
度拠点運営委員会(東大 血液免疫疾患拠点) 2013年9月9日, 東京

37.	 渡辺 恵理, 渡辺 信和, 森尾 友宏, 今井 耕輔, 阿部 泰子, 工藤 寿子, 糸洲 倫江, 原 寿郎. 中内 啓光, 原発性免疫不全症に
対する臍帯血ミニ移植後の混合キメリズムの解明と治療法の開発. 医科研共同研究成果報告会. 2013年3月11日, 東京

38.	 関中 佳奈子, 今井 耕輔, 梶原 道子, 富澤 大輔, 長澤 正之, 森尾 友宏, 水谷 修紀, 野々山 恵章, CD40リガンド異常による
高IgM症候群に対する造血細胞移植療法についての後方視的検討. 第35回日本造血細胞移植学会総会. 2013年3月9日, 
金沢
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39.	 大川 哲平, 小林 千佳, 手束 真理, 満生 紀子, 磯田 健志, 富澤 大輔, 今井 耕輔, 高木 正稔, 梶原 道子, 長澤 正之, 森尾 友
宏, 水谷 修紀. 多彩な皮膚粘膜症と血球減少，複合型免疫不全を呈し，非血縁臍帯血移植に至ったSTAT1異常症の1例. 
第35回日本造血細胞移植学会総会.2013年3月9日,金沢

40.	 釜江 智佳子, 満生 紀子, 小原 明, 野口 恵美子, 久保田 健夫, 本間 健一, 小原 収, 今井 耕輔, 野々山 恵章. 次世代シーク
エンサーを用いた原因遺伝子の同定により診断に至ったICF.第10回東京小児感染免疫懇話会. 2013年2月21日, 東京

41.	 今井 耕輔, 国内SCID140症例の造血幹細胞移植成績について. 第6回日本免疫不全症研究会(一般口演) 2013年1月26日, 
品川

42.	 今井 耕輔, 佐藤 弘樹, 小原 収, 野々山 恵章, 原 寿郎, 永井 敬子, 八木 かおり, 松戸 みゆき, 森下 和子, 宮脇 利男. PIDつ
ばさの会による電子医療記録：Pierの構築.厚生労働省難治性疾患克服研究事業 原発性免疫不全症候群に関する調査研
究班 平成24年度 班会議総会プログラム 2013年1月25日, 東京

43.	 本間 健一, 今井 耕輔, 加藤 環, 釜江 智佳子, 金兼 弘和, 吉田 健一, 奥野 友介, 小川 誠司, 松村 秀城, 小島 勢二, 野々山 
恵章. Exome解析による原発性免疫不全症原因遺伝子の探索. 厚生労働省難治性疾患克服研究事業 原発性免疫不全症
候群に関する調査研究班 平成24年度 班会議総会プログラム  2013年1月25日, 東京

44.	 満生 紀子, 今井 耕輔, 小原 収, 森尾 友宏, 次世代シークエンサーを用いた抗体産生不全症の遺伝子解析.厚生労働省難
治性疾患克服研究事業 原発性免疫不全症候群に関する調査研究班 平成24年度 班会議総会プログラム 2013年1月25日, 
東京

45.	 石村 匡崇, 高田 英俊, 瀧本 智仁, 土居 岳彦, 今井 耕輔, 金兼 弘和, 森尾 友宏, 野々山 恵章, 宮脇 利男, 原 寿郎. 原発性
免疫不全症の年齢による特徴〜XLAとCVIDを中心に〜. 厚生労働省難治性疾患克服研究事業 原発性免疫不全症候群
に関する調査研究班 平成24年度班会議総会プログラム 2013年1月25日, 東京

［招聘講演］
 1.	 Doi S. Pathophysiology, Diagnosis and Assessment of Pediatric Patients associated with Pulmonary Hypertension.  

The 9th KJC Pediatric Heart Forum.  Mar 22, 2013 Gyeongju, Korea　
 2.	 Doi S. Special lecture on The 5th World Symposium on Pulmonary Hypertension in Nice.  The 9th KJC Pediatric 

Heart Forum.. Mar 22, 2013. Gyeongju, Korea　
 3.	 Imai K,SCT for SCID – Japanese experience. EBMT Inborn Errors Working Party – Autumn Meeting 2013.

Leiden,September .2013
 4.	 土井庄三郎　先天性心疾患に伴う肺高血圧．第1回いばらき肺高血圧症治療講演会／第1回茨城県小児科医会学術講演

会　2013年4月25日 つくば　
 5.	 土井庄三郎．CHD-PAHにおけるエポプロステノールの位置づけとは．エポアクトCHDフォーラム．2013年6月2日 東

京
 6.	 土井庄三郎．肺高血圧における肺血管と右心室～病態生理学の基礎から臨床～．第3回高知肺高血圧症研究会．2013

年6月27日．高知
 7.	 土井庄三郎．肺高血圧における右室と肺動脈～bench to bedside～．第3回川崎肺高血圧症ミーティング．2013年7月

26日．川崎
 8.	 土井庄三郎．肺血管抵抗と肺高血圧症～ニースでの国際シンポジウムも含めて～．ACHD-PAH Symposium 2013，

2013年7月19日．東京
 9.	 土井庄三郎．肺循環の基礎から小児肺高血圧治療の実際．沖縄県小児肺循環懇話会．2013年9月6日．沖縄
10.	 土井庄三郎．重症肺高血圧症患者に対するPGI2治療の適応と実際．災害フォーラム＠お茶の水．2013年9月13日．東

京
11.	 土井庄三郎．病態生理から診たPAHの診断，治療と予後．肺高血圧症フォーラム．2013年11月8日．東京
12.	 土井庄三郎．肺高血圧症　病態と治療戦略．第1回鹿児島肺高血圧症研究会．2013年11月16日．鹿児島
13.	 土井庄三郎．肺高血圧症　病態と治療戦略．富山大学小児科特別セミナー．2013年12月20日．富山
14.	 今井 耕輔, 原発性免疫不全症に対する遺伝子治療の現状と展望　シンポジウム 3 小児免疫不全症の現状と展望 (教育

セッション 5 免疫不全) 第55回日本小児血液・がん学会学術集会. 2013年11月30日, 福岡
15.	 今井 耕輔, クリニカルゲノミクスへの期待 “遺伝性小児疾患である 原発性免疫不全症解析の見地から” かずさ DNA 

研究所/産総研 生命情報工学研究センター共催 ワークショップ バイオインフォマティクスと ゲノム医療 ─その課題
と将来展望─2013年11月20日, 東京

16.	 今井 耕輔, 新規高IgM症候群と病因探索について. 第116回日本小児科学会学術集会. 分野別シンポジウム13-3. 2013年4
月19日-21日, 広島

17.	 今井 耕輔, 先天性免疫不全症における遺伝子診断法.第116回日本小児科学会学術集会. 総合シンポジウム5. 2013年4月
19日-21日. 広島

18.	 今井 耕輔, 原発性免疫不全の原因遺伝子同定への戦略. ―PIDJ・FACS・TREC・KREC・次世代シークエンサーを用
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いて―. 第1回病態解析研究会. 2013年3月15日, 東京
19.	 今井耕輔．原発性免疫不全症の原因遺伝子同定への戦略〜PIDJ・FACS・TREC・ KREC・次世代シークエンサーを

用いて〜NTM-TRC(Tokyo Research Consortium)勉強会．2013年8月10日．東京
20.	 今井耕輔．原発性免疫不全症患者電子医療記録 “Pier” (ピアー)の構築．第2回先天代謝異常症患者会フォーラム．2013

年8月11日．東京

［研究助成金］
 1.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業）「小児心臓移植医療の社会的基盤に関する研究」課題番号

25130301　研究代表者　中西敏雄　分担研究者　土井庄三郎
 2.	 公益財団法人東京都予防医学協会研究補助金「学校心臓検診に係る研究」研究代表者　土井庄三郎
 3.	 帝人ファーマ株式会社研究補助金「小児循環器関連の研究」研究代表者　土井庄三郎
 4.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業）「原発性免疫不全症候群患者支援団体による患者レジスト

リの構築を通した 研究支援体制の構築に関わる研究」. 課題番号1211209　研究代表者　今井耕輔
 5.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業）「原発性免疫不全症に対する造血幹細胞移植法の確立」. 課

題番号2241205研究代表者 野々山恵章 分担研究者今井耕輔
 6.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業）「血液免疫系細胞分化障害による疾患の診断と治療に関す

る調査研究」課題番号2241204研究代表者 野々山恵章 分担研究者今井耕輔
 7.	 厚生労働科学研究費補助金　課題番号2241206（難治性疾患等克服研究事業）「原発性免疫不全症候群に関する調査研

究」研究代表者 原寿郎 分担研究者 今井耕輔
 8.	 厚生労働科学研究費補助金　課題番号2251201（難治性疾患等克服研究事業）「自己炎症疾患とその類縁疾患に対する

新規診療基盤の確立」研究代表者 平家俊男 分担研究者 今井耕輔
 9.	 厚生労働科学研究費補助金　課題番号2250601（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）「国際共同治験に基づく小

児稀少難病に対する遺伝子・細胞治療の実施とその支援体制の整備」研究代表者 小野寺雅史 分担研究者 今井耕輔
10.	 文部科学研究費補助金 基盤研究(C)「Ｂ細胞，ＮＫ細胞，樹状細胞欠損を伴う原発性免疫不全症の病態解析と原因遺

伝子の同定」. 課題番号23591561 研究代表者今井耕輔

［その他］ 
疾患啓発・患者支援

 1.	 土井庄三郎．PHトークセッション．肺高血圧症　疾患啓発キャンペーン．2013年2月15～17日．北海道
 2.	 土井庄三郎．もう1つの高血圧症～肺高血圧症　おとな？こども？～．市民公開セミナー．2013年9月29日．福岡　
 3.	 今井耕輔．Pierについて．厚労省難治性疾患等克服事業に関する説明会．NPO法人 PIDつばさの会総会 2013年4月28日，

東京
 4.	 今井耕輔．原発性免疫不全症患者電子医療記録 “Pier”（ピアー)の構築．第2回先天代謝異常症患者会フォーラム 2013

年8月11日，TKP ガーデンシティ品川 グリーンウィンド

〔周産期部門〕
（１）教　育
１）	 医学部系統講義における産科学、クリニカルクラークシップでは周産期医学に関するミニレクチャーを行うと同時に、

分娩立会い、処置・手術への積極的な参加を促した。
２）	 初期研修医・後期研修医には周産期グループの一員として分娩、処置、手術に参加してもらった。また外部講師にレク

チャーを依頼し、updateな知識の習得に努めた。

（２）研　究
１）	 歯周病と早産の関連
２）	 妊娠中の血小板由来マイクロパーティクルの変動
３）	 妊娠中の自律神経機能と血管特性の変化と相関
４）	 妊娠中の脳血行動態の解明
５）	 マタニティーブルースと自律神経機能の関連
６）	 妊娠高血圧による脳浮腫発生機序の解明
７）	 骨代謝、脂質代謝と自律神経機能の関連性
８）	 実験用MRIを用いた手術摘出標本の拡散テンソルの解析
９）	 動物実験用MRIによるラット子宮内感染モデルの新生仔脳病変の評価
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（３）臨　床
　2012年4月からNICUが開設し、東京都周産期連携病院の指定を受けたことから、近隣の産科医療施設からの母体搬送依頼
を受け入れるようになり、これに伴い昨年1年間の分娩件数も458件と増加した。また周産期母体胎児専門医（大井、江川）
2名の着任により、本学における周産期医療のレベルが大幅に高まった。今後はさらに母体胎児救急医療体制の構築および
本院の特徴である合併症妊娠管理体制の充実をはかる予定である。

（４）研究業績
［論　文］
1）英文論文

 1.	 Ye C, Katagiri S, Miyasaka N, Bharti P, Kobayashi H, Takeuchi Y, Momohara Y, Sekiguchi M, Takamine S, 
Nagasawa T, Izumi Y．The anti-phospholipid antibody-dependent and independent effects of periodontopathic 
bacteria on threatened preterm labor and preterm birth．Archives of Gynecology and Obstetrics. 288(1):65-72, 2013

 2.	 Yamada I, Hikishima K, Miyasaka N, Tokairin Y, Kawano T, Ito E, Kobayashi D, Eishi Y, Okano H, Shibuya H．
Diffusion-tensor MRI and tractography of the esophageal wall ex vivo．Journal of Magnetic Resonance Imaging 
(Published online)

 3.	 Miyasaka N, Akiyoshi M, Kubota T．Relationship between autonomic nervous system activity and bone mineral 
density in non-medicated perimenopausal women．Journal of Bone and Mineral Metabolism (Published online)

 4.	 Kishino M, Miyasaka N, Takeguchi Y, Ohashi I．Retrograde transvenous obliteration for uterine arteriovenous 
malformation．Obstetrics and Gynecology 123 (2 Pt 2): 427-430, 2014

 5.	 Yamada I, Hikishima K, Miyasaka N, Kawano T, Tokairin Y, Ito E, Koabayashi D, Eishi Y, Okano H．Esophageal 
carcinoma: ex vivo evaluation with diffusion-tensor MR Imaging and tractography at 7 T．Radiology (in press)

 6.	 Egawa M, Hayashi S, Limin Yang, Sakamoto N, Sago H.　Chorioamniotic membrane separation after fetoscopic 
laser surgery for twin-twin transfusion syndrome. Prenatal Diagnosis 33(1) :89-94, 2013 

2）和文論文
 1.	 鬼塚 真由美, 中村 礼子, 尾臺 珠美, 吉田 卓功, 羅 ことい, 栗田 郁, 藤岡 陽子, 後藤 亮子, 市川 麻以子, 遠藤 誠一, 坂本 

雅恵, 島袋 剛二, 宮坂 尚幸．HSV感染が発症誘因と考えられた妊娠中赤芽球癆の1例, 関東連合産科婦人科学会誌  
2013;50(1):161-166

 2.	 羅 ことい, 宮坂 尚幸, 中村 玲子, 吉田 卓功, 尾臺 珠美, 鬼塚 真由美, 藤岡 陽子, 栗田 郁, 後藤 亮子, 市川 麻以子, 遠藤 
誠一, 坂本 雅恵, 島袋 剛二．円錐切除後に浸潤癌として再発し子宮留のう腫を呈したCIN3の一例, 関東連合産科婦人
科学会誌  2013;50(1):155-160

 3.	 帝王切開後に腹腔内膿瘍を形成し開腹手術を要さず経皮的カテーテルドレナージで治癒した1例　高木 香織, 岡本 慈
子, 小林 真弓, 江川 真希子, 大井 理恵, 鳥羽 三佳代, 宮坂 尚幸, 久保田 俊郎．東京産科婦人科学会会誌62巻3号 
Page486-491(2013.07)

 4.	 吉野 育典, 大井 理恵, 尾臺 珠美, 高嶺 智子, 鳥羽 三佳代, 宮坂 尚幸, 久保田 俊郎．MTX治療後に妊娠組織の外科的摘
出に成功した子宮頸管妊娠の1例, 東京産科婦人科学会会誌,  2013;62(1):55-59

 5.	 奥田 亜紀子, 大井 理恵, 田中 智子, 赤股 宜子, 河村 美玲, 榊原 咲弥子, 菊田 香織, 砂倉 麻央, 岩田 みさ子, 桃原 祥人, 
阿部 史朗, 増永 健, 瀧川 逸朗．当院における超緊急帝王切開術(Grade A帝切)に関する取り組みと成果, 日本周産期・
新生児医学会雑誌,  2013;49(3):907-912

 6.	 菊田 香織, 大井 理恵, 田中 智子, 赤股 宜子, 河村 美玲, 奥田 亜紀子, 榊原 咲弥子, 砂倉 麻央, 阿部 史朗．妊婦のGBSス
クリーニング検査についての検討, 日本周産期・新生児医学会雑誌  2013;49(1):244-247

 7.	 大井 理恵, 久保田 俊郎．【ホルモン療法実践マニュアル】 周産期分野　Sheehan症候群産科と婦人科, 2013;80:104-107
 8.	 江川 真希子, 本村 健一郎, 左 勝則, 杉林 里佳, 住江 正大, 和田 誠司, 左合 治彦．双胎間輸血症候群に対する胎児鏡下

胎盤吻合血管レーザー凝固術における母体合併症の検討, 日本周産期・新生児医学会雑誌2013;49（3）：945-948

［学会発表］
（国際学会）

 1.	 Oi R．Consideration on the optimal time for effective fetal screening by ultrasonography in 2nd and 3rd trimester． 
23rd World Congress on Ultrasound in Obstetrics and Gynecology, Sydney, Oct , 2013

（国内学会）
 1.	 馬嶋 貴正, 堀 匠, 伊丹 亮, 高橋 真, 尾崎 心, 大久保 卓哉, 石橋 哲, 宮坂 尚幸, 三條 伸夫, 横田 隆徳, 水澤 英洋．発症1年

7ヵ月後の卵巣嚢腫切除にて回復した抗NMDA受容体脳炎の39歳女性例,  神経治療学 2013;30(5):643
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 2.	 中村 玲子, 尾臺 珠美, 吉田 卓功, 羅 ことい, 栗田 郁, 藤岡 陽子, 市川 麻以子, 遠藤 誠一, 坂本 雅恵, 島袋 剛二, 宮坂 尚
幸．嚢胞型胎便性腹膜炎と診断し緊急帝王切開を施行した一例,  関東連合産科婦人科学会誌 2013;50(3):508

 3.	 繰り返す静脈血栓症合併妊娠にヘパリンカルシウム皮下注射が有用であった1例　吉田 卓功, 宮坂 尚幸, 中村 玲子, 尾
臺 珠美, 羅 ことい, 藤岡 陽子, 栗田 郁, 市川 麻以子, 遠藤 誠一, 坂本 雅恵, 島袋 剛二．関東連合産科婦人科学会誌50巻
3号 Page445(2013.08)

 4.	 宮坂 尚幸．これからのチーム医療のあり方　院内助産システムの推進に向けて チーム医療推進のための助産師研修
会,  母性衛生 2013;54(3):号106

 5.	 飯塚 真, 宮坂 尚幸, 江川 真希子, 大井 理恵, 鳥羽 三佳代, 久保田 俊郎．産褥期の精神状態と自律神経活動の関連性に
ついて　産褥期の精神状態と自律神経活動の関連性について  日本周産期・新生児医学会雑誌 2013;49(2):847

 6.	 大井 理恵, 宮坂 尚幸, 江川 真希子, 鳥羽 三佳代, 杉江 学, 滝 敦子, 久保田 俊郎．NICU開設に伴う緊急帝王切開の増加
と対応の迅速化,  日本周産期・新生児医学会雑誌 2013;49(2):808

 7.	 宮坂 尚幸．助産師とのチーム医療を考える チーム医療推進のための参加型助産師研修, 日本周産期・新生児医学会雑誌 
2013;49(2):587

 8.	 <治療に活かす>胎児治療の次のステップ　治療適応・術後管理に超音波をどのように応用していくか 胎児脊髄髄膜
瘤の出生前診断と胎児治療の適応

 9.	 和田 誠司, 杉林 里佳, 江川 真希子, 住江 正大, 左合 治彦   超音波医学2013 ;40: S326
10.	 寺内 公一, 秋吉 美穂子, 大輪 陽子, 加藤 清子, 飯塚 真, 平光 史朗, 宮坂 尚幸, 尾林 聰, 松島 英介, 久保田 俊郎  中高年

女性の頻尿と精神症状との関連について
11.	 大井 理恵, 鳥羽 三佳代, 江川 真希子, 宮坂 尚幸, 久保田 俊郎   妊娠中・後期の胎児超音波スクリーニングにおいて、

最大の効果を得るための至適週数に関する考察
12.	 本多 泉, 須藤 乃里子, 宮坂 尚幸, 久保田 俊郎, 森田 育男  LPS羊水腔内投与によるラット子宮内感染モデルにおける胎

盤および新生児合併症の解析
13.	 江川 真希子, 高尾 茉希, 大井 理恵, 鳥羽 三佳代, 宮下 進, 宮坂 尚幸, 久保田 俊郎,  胎児にも同様の所見を認めた、鎖骨

頭蓋異形成症合併妊娠の1例  日本産科婦人科学会雑誌 2013; 65(2):649
14.	 宮坂 尚幸, 大井 理恵, 鳥羽 三佳代, 江川 真希子, 久保田 俊郎,  発作性夜間ヘモグロビン尿症合併妊娠における

Eculizumabの使用経験　日本産科婦人科学会雑誌　2013;658(2):646
15.	 高嶺 智子, 宮坂 尚幸, 鳥羽 三佳代, 大井 理恵, 江川 真希子, 久保田 俊郎, 梶原 道子,  Upshaw-Schulman症候群患者の

妊娠・分娩管理経験　日本産科婦人科学会雑誌　2013;65(2):642
16.	 鳥羽 三佳代, 大井 理恵, 江川 真希子, 宮坂 尚幸, 久保田 俊郎,  内膜症性卵巣のう腫の脱落膜変化の診断にMRIは有用

化か, 日本産科婦人科学会雑誌 65(2):639
17.	 飯塚 真, 宮坂 尚幸, 江川 真希子, 大井 理恵, 鳥羽 三佳代, 久保田 俊郎,  妊娠経過における血管特性、血管内皮機能、自

律神経機能の変化とPIHの発症予測における有用性について, 日本産科婦人科学会雑誌  2013:65(2):623
18.	 梶山 明日香, 高尾 茉希, 宮坂 尚幸, 久保田 俊郎,  子宮動静脈奇形に対する硬化療法が奏功し、子宮を温存できた一例  

日本産科婦人科学会雑誌　2013;65(2):603
19.	 内藤 未帆, 江川 真希子, 高村 有希, 小林 真弓, 大井 理恵, 鳥羽 三佳代, 佐藤 隆宣, 杉江 学, 滝 敦子, 宮坂 尚幸, 久保田 

俊郎,  悪性疾患を合併した妊婦の治療と支援　妊娠中に乳癌が判明した1例を経験して私たちが学んだこと, 東京母性
衛生学会誌 2013;30:S22

20.	 鳥羽 三佳代, 大井 理恵, 江川 真希子, 宮坂 尚幸, 久保田 俊郎，外科系各科の救急医療への関わり 東京医科歯科大学に
おける産婦人科の救急医療への関わり, 日本外科系連合学会誌 2013;38:569
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女 性 健 康 医 学 講 座
Department of Women’s Health

寄附講座准教授　寺内公一
寄附講座助教　　若菜公雄（兼任）

（１）教育
　本学大学院医歯学総合研究科生殖機能協関学分野および本学医学部附属病院周産・女性診療科の一員として、産科婦人科
学講義、遺伝疾患総論などの講義を担当した。またクリニカル・クラークシップの指導を行った。

（２）研究
　2012年4月に発足した本講座は、「『食』による女性の健康維持」を中心的課題として、様々な領域における女性の身体的・
精神的機能の加齢による変化と、食品・薬品およびそれらに含まれる生理活性物質がこれに対して与える影響についての研
究を行っており、2013年は以下のような研究課題を遂行した。

−ブドウ種子エキス加工食品が更年期女性の健康に与える影響に関する研究 
−正常高値血圧・高血圧を示す更年期障害女性に対するホルモン補充療法と漢方薬の効果に関する検討
−更年期女性の睡眠障害に対する非ベンゾジアゼピン系睡眠薬、メラトニン受容体アゴニスト、漢方薬の効果に関する検討
−抑うつ症状を有する更年期障害女性の自覚的・他覚的不眠症状に対する選択的セロトニン再取り込み阻害薬の効果に関

する研究
−月経困難症を有する若年女性の睡眠障害に対する低用量エストロジェン・プロジェスティン配合剤の影響に関する検討
−更年期障害に対する加味逍遙散の有効性・安全性の検討－プラセボ対照二重盲検無作為化比較試験－（多施設共同研究）
−本邦における婦人科術後患者の健康と予後に関する疫学研究（多施設共同研究）
−トマトジュース摂取がミドルエイジ女性の心血管リスク因子に与える影響について
−大豆イソフラボンアグリコンがミドルエイジ女性の健康に与える影響について
−閉経期ホルモン補充療法の投与経路が血液中の血小板マイクロパーティクル濃度に与える影響について

（３）臨床
　本学医学部附属病院周産・女性診療科の一員として、中高年を中心としてあらゆる年代の女性を対象に、 主に以下のよう
な疾患の診療を行った。

−更年期障害
−早発卵巣不全
−骨粗鬆症
−脂質異常症
−高血圧症
−骨盤臓器脱
−下部尿路症状
−うつ病
−不安障害
−不眠症
−月経困難症
−月経前症候群
ほか

（４）研究業績
[原著]

 1.	 Terauchi M, Hiramitsu S, Obayashi S, Akiyoshi M, Owa Y, Kato K, Matsushima E, Kubota T.　Associations among 
Depression, Anxiety, and Somatic Symptoms in Peri- and Post-Menopausal Women.　J Obstet Gynaecol Res 39(5): 
1007-1013, 2013

 2.	 Hiramitsu S, Terauchi M, Kubota T.　The effects of Dickkopf-4 on the proliferation, differentiation, and apoptosis of 
osteoblasts. Endocrinology154(12):4618-4626, 2013

 3.	 Terauchi M, Horiguchi N, Kajiyama A, Akiyoshi M, Owa Y, Kato K, Kubota T.　Effects of Grape Seed 
Proanthocyanidin Extract on Menopausal Symptoms, Body Composition, and Cardiovascular Parameters in Middle-
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aged Women: A Randomized, Double-blind, Placebo-controlled, Pilot Study.　Menopause (online publication)  
 4.	 Terauchi M, Hiramitsu S, Akiyoshi M, Owa Y, Kato K, Obayashi S, Matsushima E, Kubota T.　Effects of the 

Kampo Formula Tokishakuyakusan on Headaches and Concomitant Depression in Middle-aged Women.　 Evid-
Based Compl Alt (online publication)

[著書]
 1.	 寺内公一．更年期の抑うつ・不眠への対処法は？．EBM 婦人科疾患の治療2013-2014．中外医学社、東京．234-237, 

2013
 2.	 寺内公一．周期的投与法と持続的投与法はどちらがよいか？どう使い分けるか？．今日からできるホルモン補充療法

─HRT実践マニュアル．中外医学社、東京．126-131, 2013
 3.	 寺内公一．エストロゲンの性腺作用と性腺外作用．ファーマナビゲーター　SERM編．メディカルレビュー社、東京．

96-103, 2013

[総説]
 1.	 Terauchi M.　Which is worse: old or obese?　Menopause 20(8): 802-803, 2013
 2.	 寺内公一．閉経移行期・閉経後女性の不眠に対する当帰芍薬散、加味逍遥散、桂枝茯苓丸の効果．漢方医学　37(1):26-

29, 2013
 3.	 寺内公一．HRTと静脈血栓・塞栓症．産科と婦人科増刊号ホルモン療法実践マニュアル80(S):325-330, 2013
 4.	 寺内公一．周閉経期・閉経後女性における不眠．日本女性医学学会雑誌　20(3): 533-534, 2013
 5.	 寺内公一．内分泌系からみた女性のエイジング．更年期と加齢のヘルスケア　12(1): 32-36, 2013
 6.	 寺内公一．更年期の抑うつ・不安・不眠．更年期と加齢のヘルスケア　12(1): 155-157, 2013
 7.	 寺内公一．心身症や不定愁訴への対応と薬物療法．日本産科婦人科学会雑誌　65(9): N196-199, 2013
 8.	 寺内公一．HRTの慎重投与例への対応：全身性エリテマトーデス（SLE）．産科と婦人科　80(12): 1640-1643, 2013

[学会]
 1.	 Masakazu Terauchi, Shiro Hiramitsu, Mihoko Akiyoshi, Yoko Owa, Kiyoko Kato, Satoshi Obayashi, Eisuke 

Matsushima, Toshiro Kubota. “Effects of a Kampo formula Tokishakuyakusan on headaches and concomitant 
depression in middle-aged women”.　17th International Congress of the International Society of Psychosomatic 
Obstetrics and Gynaecology (ISPOG).　Berlin, 2013-05-22

 2.	 Masakazu Terauchi, Noe Horiguchi, Asuka Kajiyama, Mihoko Akiyoshi, Yoko Owa, Kiyoko Kato, Toshiro Kubota.　
“The effects of grape seed extract proanthocyanidin on menopausal symptoms”.　5th Scientific Meeting of the Asia 
Pacific Menopause Federation.　Tokyo, 2013-10-18

 3.	 Masakazu Terauchi, Mihoko Akiyoshi, Yoko Owa, Kiyoko Kato, Asuka Kajiyama, Shiro Hiramitsu, Satoshi Obayashi, 
Eisuke Matsushima, Toshiro Kubota.　“Prevalence and Determinants of Lower Urinary Tract Symptoms in Peri- 
and Postmenopausal Women”.　5th Scientific Meeting of the Asia Pacific Menopause Federation.　Tokyo, 2013-10-
18

 4.	 寺内公一．「中高年女性のプライマリケア ―不定愁訴・更年期障害・OABへの対応―」．府中市医師会学術講演会．
東京、2013-02-27

 5.	 寺内公一、秋吉美穂子、梶山明日香、平光史朗、尾林聰、久保田俊郎．「身体精神症状重症度プロファイルのクラス
ター分析による更年期障害患者の症候学的階層化」．第65回日本産科婦人科学会学術講演会．札幌、2013-05-11

 6.	 寺内公一．生涯研修プログラム　クリニカルカンファレンス7 （ヘルスケア）「心身症や不定愁訴への対応と薬物療法」．
第65回日本産科婦人科学会学術講演会．札幌、2013-05-12

 7.	 寺内公一．「女性ホルモンの基礎知識、更年期の体の変化」．第1回40代からの輝きプロジェクトセミナー．東京、
2013-06-22

 8.	 寺内公一．セッション1「閉経後骨粗鬆症とWntシグナリング」．第17回臨床骨代謝フォーラム．東京、2013-06-22
 9.	 寺内公一．研究報告1「ターナー症候群と骨粗鬆症」．第9回城西骨粗鬆症セミナー．東京、2013-06-25
10.	 寺内公一．シンポジウム4　女性のライフステージと心身症「心身症・身体表現性障害としての更年期症候群」．第54

回日本心身医学会学術講演会．横浜、2013-06-26
11.	 寺内公一．ランチョンセミナー19「ウィメンズヘルス領域におけるSERM/EAAの多面性 ―骨粗鬆症治療からアンチ

エイジングへ―」．第13回日本抗加齢医学会総会．横浜、2013-06-30
12.	 寺内公一．「女性ホルモンと美容との関係」．第2回40代からの輝きプロジェクトセミナー．東京、2013-07-20
13.	 寺内公一、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、飯塚真、平光史朗、宮坂尚幸、尾林聰、松島英介、久保田俊郎．「中

高年女性の頻尿と精神症状との関連について」．第42回日本女性心身医学会学術集会．東京、2013-07-28
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14.	 寺内公一．「自分も臨床試験をしてみようと思った時に」．第1回日本骨粗鬆症学会若手サマーセミナー．東京、2013-
08-03

15.	 寺内公一．「女性ホルモンと疲労との関係」．第3回40代からの輝きプロジェクトセミナー．東京、2013-08-24
16.	 寺内公一、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、梶山明日香、平光史朗、尾林聰、松島英介、久保田俊郎．「更年期女

性の不眠症状に対する抑肝散の効果について」．第33回産婦人科漢方研究会学術集会．福岡、2013-09-01
17.	 寺内公一．「女性ホルモンと血流との関係」．第4回40代からの輝きプロジェクトセミナー．東京、2013-09-28
18.	 寺内公一、堀口乃恵、梶山明日香、秋吉美穂子、大輪陽子、加藤清子、久保田俊郎．「ブドウ種子由来プロアントシ

アニジンの更年期症状に対する効果について」．第1回日本サプリメント学会学術集会．東京、2013-10-27
19.	 寺内公一．ラウンドテーブルディスカッション13「女性ホルモンの基礎知識、更年期の心身の変化」．第12回更年期

と加齢のヘルスケア学会学術集会．東京、2013-10-27
20.	 寺内公一．特別講演「閉経後骨粗鬆症とWntシグナリング」．第13回徳島Bone Forum．徳島、2013-11-28
21.	 寺内公一．「女性ホルモンの基礎知識、更年期の体の変化」．第5回40代からの輝きプロジェクトセミナー．東京、

2013-11-30

[その他]
 1.	 寺内公一．平成25年度日本女性医学学会優秀演題賞.　東京、2013-10-20

寄附講座・寄附研究部門
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先端的外科治療技術研究開発研究部門
Department of Advanced Surgical Technology Research and Development

寄附研究部門准教授　大内克洋
　　　　　　准教授　水野友裕（兼任：心臓血管外科）

（１）教育
　本寄附研究部門の設置目的には、「先端的外科治療技術のトレーニング」が掲げられており、世話講座である本学大学院
心臓血管外科学分野の協力のもとに、新規的な外科技術をより安全に臨床へ導入するための教育・人材育成を推進している。
大型動物を用いた、幅広い先端的外科治療技術の研修システムの構築・運営により、医療安全の向上に寄与する外科手術ト
レーニングセンターとしての役割を担っている。

（２）研究
（主要テーマ）

・先進外科治療技術の開発・評価
・新規医療機器開発・評価
・大型動物による外科手術トレーニング及び教育コンテンツの開発

（3）研究業績
[原著]

 1.	 Fujita S, Arai H, Tomita M, Mizuno T, Kawaguchi S, Manabe S, Hachimaru T, Miyagi N. Proposal of a Novel Index 
for Selection of Optimal Annuloplasty Ring Size for Tricuspid Annuloplication. Circulation Journal 2013 Oct; 77(10): 
2505-2513

[総説]
 1.	 水野友裕, 荒井裕国　OPCAB手術手技とOPCABデバイスの進歩　冠疾患誌 2013; 19: 296-300

 [その他]
 1.	 News; 新しい補助人工心臓の植込みトレーニング,  Bloom!  医科歯科No.15, 23, 2013

[学会]
＜国際学会 －口演－＞

 1.	 Arai H, Watanabe T, Hachimaru T, Manabe S, Mizuno T.  New Concept of Valvuler Surgery; Beating Mitral Valve 
Repair: Technique and Results The 21st Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular and Thoracic 
Surgery, Hyogo, Japan, 6 Apr 2013 

 2.	 Arai H, Watanabe T, Manabe S, Nagaoka E, Fujiwara T, Hachimaru T, Kawaguchi S, Mizuno T.　Influence of 
Procedural Difference on Mitral Valve Configuration in the Surgical Repair for Functional Mitral Regurgitation: In 
Which Direction Should Papillary Muscle be Relocated?　2013 AATS Mitral Conclave, New York, USA, 3 May 2013

 3.	 Watanabe T, Arai H, Mizuno T, Kawaguchi S, Manabe S, Hachimaru T, Kuroki H, Fujiwara T. Impact of 
intraoperative direct coronary scanning using 15MHz high frequency epicardial ultrasound 13 ISMICS Annual 
Scientific Meeting, Prague, Czech Republic, 13 Jun 2013

 4.	 Manabe S, Sakai K, Chieko S, Sakurai S, Fujita S, Fujiwara T, Watanabe T, Kuroki H, Hachimaru T, Kawaguchi S, 
Mizuno T, Arai H. Short-term results of enclose Ⅱ in off-pump CABG. Comparison with the conventional aortic 
clamping technique.  13 ISMICS Annual Scientific Meeting, Prague, Czech Republic, 13 Jun 2013

 5.	 Fujiwara T, Mizuno T, Oi K, Yashima M, Manabe S, Hachimaru T, Kuroki H, Watanabe T, Mihara A, Sakurai S, 
Shibuya C, Sakai K, Kurashima N, Arai H. The Clinical Evaluation of MERA Monopivot Centrifugal Blood Pump as 
a Mechanical Circulatory Support Device.  ISRBP 21th Congress of the International Society for Rotary Blood 
Pumps.  Yokohama, Japan, 28 Sep 2013

＜国内学会＞シンポジウム・パネルディスカッション
 1.	 水野友裕, 田村清, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国　左主幹部病変を有する

寄附講座・寄附研究部門
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虚血性心疾患に対する治療選択：Off pump CABGの有効性の再認識　シンポジウム　第43回日本心臓血管外科学会
学術総会　東京 2013年2月25日　

 2.	 水野友裕, 田村清, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国　補助人工心臓普及のた
めに非移植認定施設が取り組む課題　パネルディスカッション　第43回日本心臓血管外科学会学術総会　東京　2013
年2月27日

 3.	 水野友裕, 田村清, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国　虚血性心疾患を有する
弓部大動脈瘤に対するTotal debranching＋TEVAR　ビデオシンポジウム３　第43回日本心臓血管外科学会学術総会
　東京　2013年2月25日

 4.	 渡辺大樹, 水野友裕, 田村清, 川口悟, 八丸剛, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国 遠隔成績からみた僧帽弁
形成術適応拡大の妥当性　ワークショップ　第43回日本心臓血管外科学会学術総会　東京　2013年2月27日

 5.	 渡辺大樹, 水野友裕, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒
井裕国　機能性僧帽弁閉鎖不全症に対する乳頭筋吊り上げの有用性～収縮期・拡張期僧帽弁機能からの検討　シンポ
ジウム１　第18回日本冠動脈外科学会学術大会　福岡 　2013年7月11日

 6.	 水野友裕, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒井裕国　
独自に開発したOPCAB用deviceを用いた定型的OPCAB　ビデオシンポジウム　第18回日本冠動脈外科学会学術大会
　福岡 　2013年7月12日

 7.	 水野友裕, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒井裕国　
冠動脈バイパス術周術期stroke予防のための中枢吻合法の選択　ワークショップ　第18回日本冠動脈外科学会学術大
会　福岡　2013年7月12日

 8.	 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 真鍋晋, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　当院における補助人工心臓装着時の弁病変への対応　ワークショップ　第51回日本人工臓器学会大会　神
奈川　2013年9月29日

 9.	 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　虚血性重症心不全症例に対する新しい治療戦略−心移植、Destination Therapyの適応を考える　シンポジ
ウム　第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月17日

10.	 渡辺大樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　収縮期・拡張期機能からみた機能性僧帽弁閉鎖不全症に対する乳頭筋吊り上げの有用性　ワークショップ
　第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月17日

11.	 渡辺大樹, 水野友裕, 大井啓司, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 荒井裕国　機能性僧帽弁逆流に対する非薬物治療
　シンポジウム　第17回日本心不全学会学術集会　埼玉　2013年11月28日

12.	 藤原立樹，水野友裕，大井啓司，八島正文，真鍋　晋，八丸　剛，黒木秀仁，渡辺大樹，三原　茜，櫻井翔吾，澁谷
千英子，酒井健司，荒井裕国　PCPS装着患者に対する植込型補助人工心臓の適応拡大についての検討　シンポジウ
ム　第32回日本心臓移植研究会学術集会　大宮　2013年11月30日

13.	 水野友裕，大井啓司，八島正文，八丸剛，渡邊大樹，黒木秀仁，藤原立樹，三原茜，櫻井翔吾，酒井健司，荒井裕国
　SYNTAX Score から見た左主幹部病変症例に対する Off pump CABG の中長期成績　パネルディスカッション　
第27回 日本冠疾患学会学術集会　和歌山　2013年12月14日

14.	 櫻井翔吾，真鍋晋，水野友裕，大井啓司，八島正文，八丸剛，渡辺大樹，黒木秀仁，藤原立樹，三原茜，渋谷千英子，
酒井健司，荒井裕国　右冠動脈領域への橈骨動脈, 胃大網動脈, 大伏在静脈の遠隔期成績　パネルディスカッション　
第27回 日本冠疾患学会学術集会　和歌山　2013年12月13日

＜国内学会＞総会
 1.	 藤原立樹, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜 急性心筋梗塞による心原性ショッ

ク症例に対する補助人工心臓治療の経験　第41回人工心臓と補助循環懇話会学術集会　長野　2013年2月1日
 2.	 川口悟, 水野友裕, 田村清, 八丸剛, .渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 横山賢司, 荒井裕国 当科における開心術術後

胸部正中創手術部位感染対策の変遷　第43回日本心臓血管外科学会学術総会　東京　2013年2月26日
 3.	 藤原立樹, 八丸剛, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 藤田修平, 酒

井健司, 荒井裕国　縦隔型気管支動脈瘤破裂に対し気管支動脈塞栓術とTEVARを施行した１治験例　第41回日本血管
外科学会学術総会　大阪 2013年5月31日

 4.	 酒井健司, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷
千英子, 荒井裕国　動脈管開存症術後遠隔期に診断された成人定型大動脈縮窄症の１治験例　第41回日本血管外科学
会学術総会　大阪 　2013年5月31日

 5.	 藤原立樹, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 藤田修平, 酒
井健司, 荒井裕国　虚血性心疾患による心原性ショックに対する補助人工心臓治療　会長要望演題　第18回日本冠動

寄附講座・寄附研究部門
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脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月11日
 6.	 八丸剛, 水野友裕, 八島正文, 真鍋晋, 川口悟, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒

井健司, 荒井裕国　CABG術後のTotal debranching TEVAR　会長要望ビデオ演題　第18回日本冠動脈外科学会学術
大会　福岡　2013年7月11日

 7.	 酒井健司, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷
千英子, 荒井裕国　右胃大網動脈を用いた冠動脈バイパス術後遠隔期に開腹手術を必要とした症例の検討　第18回日
本冠動脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月11日

 8.	 澁谷千英子, 真鍋晋, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 酒
井健司, 荒井裕国　当院における冠動脈バイパス術を施行した維持透析症例の遠隔期成績　会長要望演題　第18回日
本冠動脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月11日

 9.	 黒木秀仁, 真鍋晋, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 藤田修平, 澁谷千英子, 酒
井健司, 荒井裕国　冠動脈バイパス症例における術後心房細動発生リスク因子の検討　会長要望演題　第18回日本冠
動脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月11日

10.	 渡辺大樹, 水野友裕, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒
井裕国　15MHz高周波心外膜エコーによる術中評価の有用性　会長要望ビデオ演題　第18回日本冠動脈外科学会学術
大会　福岡　2013年7月12日

11.	 真鍋晋, 酒井健司, 澁谷千英子, 藤田修平, 三原茜, 藤原立樹, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 八丸剛, 川口悟, 水野友裕, 荒井裕国 
Off pump CABGにおけるEnclose Ⅱの短期成績　会長要望演題　第18回日本冠動脈外科学会学術大会　福岡　2013年
7月12日

12.	 櫻井翔吾, 水野友裕, 八島正文, 真鍋晋, 川口悟, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 澁谷千英子, 酒
井健司, 荒井裕国　胸部正中切開による経横隔膜アプローチCABG、TEVAR、Yグラフト置換術の一期的手術　会長
要望ビデオ演題　第18回日本冠動脈外科学会学術大会　福岡　2013年7月12日

13.	 藤原立樹，水野友裕，八丸剛，川口悟，真鍋晋，八島正文，黒木秀仁，渡辺大樹，三原茜，櫻井翔吾，澁谷千英子，
藤田修平，酒井健司，荒井裕国　当院における胸腹部大動脈瘤に対する腹部分枝Debranching TEVAR 症例の検討　
第19回日本血管内治療学会総会　青森　2013年7月19日

14.	 黒木秀仁, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　慢性透析患者に対する大動脈弁置換術の遠隔期成績　第51回日本人工臓器学会大会　神奈川　2013年9月
28日

15.	 藤原立樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
倉島直樹, 荒井裕国　シリコーンコーティング人工肺 メラNHPエクセランNSH-Rの補助循環用デバイスとしての臨床
評価　第51回日本人工臓器学会大会　神奈川　2013年9月28日

16.	 大内克洋, 藤原立樹, 横山直幸, 木村太郎, 渡辺大樹, 遠藤衆, 川原卓郎, 千野航平, 北尾貴史, 水野友裕, 荒井裕国　大型動
物への植込み手術動画配信を伴った植込み型補助人工心臓サージカルトレーニング　第51回日本人工臓器学会大会　
神奈川　2013年9月28日

17.	 藤原立樹，水野友裕，大井啓司，真鍋晋，八丸剛，黒木秀仁，渡辺大樹，三原茜，櫻井翔吾，澁谷千英子，酒井健司，
倉島直樹，荒井裕国　多剤耐性菌を有する症例のBridge to Bridgeにおける一期的大網充填の有用性　第19回日本臨
床補助人工心臓研究会学術集会　神奈川　2013年9月29日

18.	 黒木秀仁, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　当院における大動脈弁置換術後10年の遠隔成績〜生体弁と機械弁の比較〜　第66回日本胸部外科学会定期
学術集会　宮城　2013年10月17日

19.	 櫻井翔吾, 真鍋晋, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　右冠動脈領域への胃大網動脈と大伏在静脈の遠隔期成績　ポスター　第66回日本胸部外科学会定期学術集
会　宮城　2013年10月17日

20.	 澁谷千英子, 八丸剛, 水野友裕, 大井啓司, 真鍋晋, 八島正文, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 酒井健司, 
荒井裕国　再発性心臓悪性腫瘍による重症心不全に対し、腫瘍摘出術で救命できた2例　第66回日本胸部外科学会定
期学術集会　宮城　2013年10月18日

21.	 酒井健司, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 
荒井裕国　術中Stanford A型大動脈解離の検討　第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月19日

22.	 藤原立樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 
荒井裕国　腎梗塞を初発症状とした拡張型心筋症profile1症例に対し、NIPRO VASによる長期的な両心補助にて救命
し、移植適応を得られた1例　ポスター　第66回日本胸部外科学会定期学術集会　宮城　2013年10月19日

23.	 藤原立樹，水野友裕，大井啓司，八島正文，真鍋晋，八丸剛，黒木秀仁，渡辺大樹，三原茜，櫻井翔吾，澁谷千英子，
酒井健司，荒井裕国　CABG・Dor 手術後の虚血性心筋症に対する補助人工心臓装着手術　第27回日本冠疾患学会学
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術集会　和歌山　2013年12月13日
24.	 渡辺大樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 

荒井裕国 15MHz高周波心外膜エコーによる術中冠動脈評価の有用性　第27回日本冠疾患学会学術集会　和歌山　
2013年12月13日

25.	 酒井健司，水野友裕，大井啓司，八島正文，八丸剛，黒木秀仁，渡辺大樹，藤原立樹，三原茜，櫻井翔吾，荒井裕国
　左回旋枝冠動脈瘤と冠動脈左室瘻にて狭心症状を呈した一例　第27回日本冠疾患学会学術集会　和歌山　2013年12
月14日

<地方会＞
 1.	 酒井健司, 藤田修平, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷

千英子, 荒井裕国　心臓大血管術後に発症した肺水腫に対し VV ECMOが奏功した 2 治験例　第161回日本胸部外科
学会関東甲信越地方会　群馬　2013年3月9日

 2.	 澁谷千英子, 酒井健司, 櫻井翔吾, 藤田修平, 三原茜, 藤原立樹, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 八丸剛, 真鍋晋, 川口悟, 八島正文, 水
野友裕, 荒井裕国　右室流出路障害をきたした転移性胸腺カルチノイドの1 治験例　第161回日本胸部外科学会関東甲
信越地方会　群馬　2013年3月9日

 3.	 酒井健司, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 藤田修平, 櫻井翔吾, 澁谷
千英子, 荒井裕国　多発外傷を伴う外傷性Stanford A型大動脈解離の１治験例　第162回日本胸部外科学会関東甲信越
地方会　東京　2013年6月1日

 4.	 三原茜, 水野友裕, 八島正文, 川口悟, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒井健司, 荒
井裕国　単乳頭筋に対する僧帽弁形成術の一治験例　第162回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　東京　2013年6月
1日

 5.	 中村峻, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 酒
井健司, 荒井裕国　体外型LVAD装着から15か月後に植込型補助人工心臓HeartMate2へ移行した拡張型心筋症の１例
　第163回日本胸部外科学会関東甲信越地方会　東京　2013年11月2日

 6.	 大西洋輝, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 
酒井健司, 荒井裕国　MVP術後の真菌性心内膜炎に対してre MVPを施行した一治験例　第163回日本胸部外科学会関
東甲信越地方会　東京　2013年11月2日

 7.	 井本勝久, 大内克洋. 透過光光電脈波法による歯髄脈波信号の検出と信号処理に関する基礎的検討. 日本生体医工学会
東海支部大会　愛知　2013年10月19日

＜座長＞
 1.	 水野友裕　大動脈血管疾患1　第229回日本循環器学会関東甲信越地方会　東京　2013年9月14日
 2.	 水野友裕　非移植認定施設における補助人工心臓治療の現状と将来展望　シンポジウム　第19回 日本臨床補助人工心

臓研究会学術集会　神奈川　2013年9月29日
 3.	 大内克洋　ポスター　エンジニアリング3　第41回人工心臓と補助循環懇話会学術集会　長野　2013年2月1日

［研究会］
 1.	 藤原立樹，水野友裕，八島正文，川口悟，真鍋晋，八丸剛，黒木秀仁，渡辺大樹，三原茜，櫻井翔吾， 澁谷千英子， 

藤田修平， 酒井健司， 倉島直樹， 荒井裕国　重度の臓器障害を伴うCrash and Burn症例に対する治療戦略　第４回 心
臓移植治療戦略懇話会　東京　2013年3月2日

 2.	 酒井健司, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 真鍋晋, 八丸剛, 渡辺大樹, 黒木秀仁, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 澁谷千英子, 
荒井裕国　PCPS補助中に左心系の著名な血栓形成を認めた開心術後LOS症例　第5回TOKYO Advanced Cardiac 
Surgery Conference 東京　2013年6月18日

 3.	 藤原立樹, 水野友裕, 八丸剛, 大井啓司, 渡辺大樹, 荒井裕国　当院における大動脈解離に対するTotal Debranching 
TEVAR症例の検討　第1回とかち帯広ハートセミナー　北海道　2013年9月7日

 4.	 渡辺大樹, 水野友裕, 大井啓司, 真鍋晋, 八丸剛, 荒井裕国　15MHz高周波心外膜エコーによる術中冠動脈評価の有用性
　第1回とかち帯広ハートセミナー　北海道　2013年9月7日

 5.	 酒井健司, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 黒木秀仁, 渡辺大樹, 藤原立樹, 三原茜, 櫻井翔吾, 荒井裕国　経大動脈
弁的手術操作を行った2例 －左室形成術・僧帽弁形成術－　第6回TOKYO Advanced Cardiac Surgery Conference 東
京　2013年11月12日

［講演会］
 1.	 水野友裕　補助循環の治療ストラテジー　第29回日本人工臓器学会　教育セミナー　東京 　2013年7月13日
 2.	 水野友裕　当院でのメラ・モノピボット遠心ポンプの使用経験―右心バイパス・ECMO・PCPS　第51回日本人工臓
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器学会大会 ランチョンセミナー　神奈川　2013年9月29日

［研究助成］
 1.	 研究代表者　水野友裕　科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金)(基盤研究(C))「補助人工心臓離脱率向上を目指

した心筋再生医療導入に関する実験的検討」：課題番号25462131
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基礎動脈硬化学講座
Arteriosclerosis and Vascular Biology

准教授　篠崎　昇平
助教　　豊島　堅志

（１）教育
　高齢化と食の欧米化に伴って、わが国でも動脈硬化性疾患が増加している。近年、動脈硬化発症の基盤として慢性炎症が
注目されており、動脈硬化病変の初期には炎症が深くかかわっていることが明らかになっている。多くの炎症が動脈硬化の
発生に係ることが明らかにされる一方で、一般的な抗炎症薬を用いた動脈硬化治療は成功しておらず、炎症と血管病変発生
の間には解明されていない機序が介在していると考えられる。本講座は動脈硬化発生の病態解明を目指す基礎研究の技術を
習得することを教育の基本方針としている。

（２）研究
・動脈硬化の病態を解明し、動脈硬化の予防方法および新規治療法について研究する。
・メタボリックシンドロームのメカニズムを、分子生物学的手法を用いて明らかにする。
・慢性炎症に着目し、S-ニトロソ化によるシグナル伝達系を解析することにより、疾患の発症メカニズムを解明する。

（3）研究業績
[原著]

 1.	 Shinozaki S, Chiba T, Kokame K, Miyata T, Kaneko E, Shimokado K. (2013). A deficiency of Herp, an endoplasmic 
reticulum stress protein, suppresses atherosclerosis in apoE knockout mice by attenuating inflammatory responses. 
PlosOne. 28;8(10):e75249.

 2.	 Sips PY, Irie T, Zou L, Shinozaki S, Sakai M, Shimizu N, Nguyen R, Stamler JS, Chao W, Kaneki M, Ichinose F. 
(2013). Reduction of cardiomyocyte S-nitrosylation by S-nitrosoglutathione reductase protects against sepsis-induced 
myocardial depression. Am J Physiol Heart Circ Physiol. 15;304(8):H1134-46.

 3.	 Kaneki M, Fukushima Y, Shinozaki S, Fukaya M, Habiro M, Shimizu N, Chang K, Yasuhara S, Martyn JA. (2013). 
iNOS inhibitor, L-NIL, reverses burn-induced glycogen synthase kinase-3β activation in skeletal muscle of rats. 
Metabolism. 62(3):341-6.

[研究助成金]
 1.	 篠﨑昇平（代表）：文部科学省科学研究費補助金、若手研究（Ｂ）「メタボリックシンドローム病態形成におけるS-ニ

トロソ化の役割」
 2.	 篠﨑昇平（代表）：武田科学振興財団、医学系研究奨励「メタボリックシンドローム病態形成と慢性炎症を結ぶミッ

シングリンクの解明」
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検　　　　査　　　　部
Clinical Laboratory

部　　長　東條尚子
副 部 長　東田修二
助　　教　村上直巳
　　　　　叶内　匡
　　　　　東　亮子

（１）教育
　医学部医学科の学生に対し、該当する各科目での講義、プレ・クリニカルクラークシップでの実習を行い、臨床検査法の
基本技術、検査の臨床的意義について指導している。保健衛生学科検査技術学専攻の学生に対しては、該当科目での講義、
検査部各部門での臨地実習を行い、臨床検査技師としての基本技術の指導を行っている。また臨床検査技師専門学校生の病
院実習を受け入れ、技術指導を行っている。医歯学総合研究科修士課程の学生に対しての病院実習も担当している。
　昨年同様、今年も初期臨床研修医8名を受け入れ、超音波検査を中心に検査医学全般について研修指導を行った。研修医・
レジデントを対象とした教育・技術指導、他病院の臨床検査技師1名の技術指導も行った。

（２）研究
　主たる研究テーマとしては、「血液疾患に対する分子診断法の開発」、「骨髄異形成症候群・骨髄増殖性疾患の細胞形態異常」、

「Evidence Based Laboratory Medicine」、「筋萎縮性側索硬化症の臨床・神経生理学的研究」、「末梢神経障害の新しい電気生
理学的診断・評価法」「呼吸機能検査法の標準化」などがある。

（３）臨床
　高度で良質な医療を遂行していく上で臨床検査部門は重要な責務を担っている。迅速で良質な臨床検査を基本とし、さら
に先進的な検査法を取り入れることにより、最高水準の臨床検査業務も行っている。中央採血室では8時05分から採血を開
始して分析を行い、採血待ち時間を短縮するとともに、検査結果提供の迅速化を図っている。緊急検査室では、夜間、輸血
部との協力により緊急検査室での輸血業務を行い、迅速な輸血製剤の供給を行っている。また、結核菌塗抹検査、髄液細胞
数など緊急検査項目の充実を図っている。オンラインによる最新の病棟別病原体薬剤感受性情報の提供ならびに、生理検査
部門では迅速かつ正確な結果報告を行っている。また、ISO15189取得に向け、準備中である。

（４）業績
[原著]

 1.	 Ono A, Oike R, Okuhashi Y, Takahashi Y, Itoh M, Nara N, Tohda S. Comparative effects of PP242 and rapamycin 
on mTOR signalling and NOTCH signalling in Leukemia cells. Anticancer Res 2013; 33: 809-814.

 2.	 Yonekura S, Itoh M, Okuhashi Y, Takahashi Y, Ono A, Nara N, Tohda S. Effects of the HIF1 inhibitor, echinomycin, 
on growth and NOTCH signalling in leukaemia cells. Anticancer Res 2013; 33: 3099-3103.

 3.	 Okuhashi Y, Itoh M, Nara N, Tohda S. NOTCH Knockdown affects the proliferation and mTOR signaling of leukemia 
cells. Anticancer Res 2013; 33: 4293-4298.

 4.	 Watanabe R, Azuma RW, Suzuki J, Ogawa M, Itai A, Hirata Y, Komuro I, Isobe M.　Inhibition of NF-κB activation 
by a novel IKK inhibitor reduces the severity of experimental autoimmune myocarditis via suppression of T-cell 
activation. Am J Physiol Heart Circ Physiol 2013; 305: H1761–H1771.

[著書]
 1.	 東條尚子：イエロー・ノート臨床編　2nd edition．芝　紀代子編，メジカルビュー社，東京，2013，pp529-537．
 2.	 東條尚子：グリーン・ノート臨床編　2nd edition．芝　紀代子編，メジカルビュー社，東京，2013，pp282-290.
 3.	 東條尚子：5．呼吸器．臨床検査技師国家試験問題注解編集委員会編，臨床検査技師　国家試験問題注解　2014年版，

金原出版株式会社，東京，2013，pp317-333.
 4.	 東田修二（訳）：血小板異常と凝固異常、凝固蛋白の異常．ウィリアムズ血液学マニュアル第２版，メディカル・サ

イエンス・インターナショナル社，東京，2013，pp591-676.
 5.	 東田修二：血球計数．臨床検査ガイド2013-2014，Medical Practice編集委員会編，文光堂，東京，2013，pp538-542.
 6.	 東田修二：抗菌薬の分類・特徴・代表的な薬剤名．「研修指導ノート」第8版，ソフトナイン株式会社，大阪，2013，

pp118-125.
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 7.	 東　亮子： 男女の心臓に違いはあるのか ―心エコー計測値や心血管疾患病の性差．心エコー第14巻第12号，大門雅
夫　編，文光堂，東京，2013，pp1208-1215

 8.	 叶内　匡：CMT病などの先天性脱髄疾患．神経伝導検査ポケットマニュアル，正門由久，高橋　修　編，医歯薬出
版株式会社，東京，2013，pp149-156.

 9.	 叶内　匡．脱髄性ニューロパチー ―GBSとCIDP．神経伝導検査ポケットマニュアル，正門由久，高橋　修　編，医
歯薬出版株式会社，東京，2013，pp157-167.

[総説] 
 1.	 東條尚子．Na・Clの異常と病態（酸塩基平衡異常）．臨床検査　2013; 57: 1020-1024.
 2.	 東條尚子．動脈血ガス分析．検査と技術　2013; 41: 1204-1207.
 3.	 東田修二：微少残存白血病の検出法. 検査と技術. 2013; 41:19-24.
 4.	 東田修二：未分化大細胞リンパ腫. 臨床検査. 2013; 57:1638-1640.
 5.	 叶内　匡，稲葉　彰．珍しいが知っておきたい疾患 File―生理検査編　File14 Charcot-Marie-Tooth病．Medical 

Technology 2013; 41(10): 1122-1125.

[学会]
 1.	 Yuki Okuhashi, Mai Itoh, Nobuo Nara, Shuji Tohda. Effects of NOTCH knockdown on the proliferation and mTOR 

signaling of mTOR signaling of T-ALL and AML cell lines. The 55th American Society of Hematology. New Orleans, 
LA, USA. 2013.12.7.

 2.	 Mai Itoh, Yusuke Takahashi, Yuki Okuhashi, Shuji Tohda. Effects of hypoxia on HIF, Notch, Akt, and NF-κB 
signaling in leukemia cell lines. The 55th American Society of Hematology. New Orleans, LA, USA. 2013.12.9.

 3.	 萩原友希，澤辺悦子，金平紗季，高橋里枝子，市村直也，北村優佳，武部　功，古畑紀子，萩原三千男，東田修二，
東條尚子．抗酸菌核酸増幅機器GENECUBEの検討．第24回臨床微生物学会，横浜，2013.2.2.

 4.	 高橋里枝子，澤辺悦子，金平紗季，市村直也，萩原友希，北村優佳，武部　功，古畑紀子，萩原三千男，東田修二，
齋藤良一，島　真理，小池竜司，東條尚子．KPC-2産生Klebsiella pneumoniae が分離された一例．第24回臨床微生物学
会，横浜，2013.2.2.

 5.	 武部　功，澤辺悦子，古畑紀子，北村優佳，萩原友希，市村直也，高橋里枝子，金平紗季，大楠清文，萩原三千男，
東田修二，東條尚子．血液培養でTsukamurella inchonensisを分離した骨髄線維症の1例．第24回臨床微生物学会，横浜，
2013.2.3.

 6.	 関口輝彦，叶内　匡，澁谷和幹，能登祐一，八木洋輔，稲葉　彰，阿部圭輔，三澤園子，織茂智之，小林高義，鎌田
智幸，中川正法，桑原　聡，水澤英洋，横田隆徳．筋萎縮性側索硬化症の下位運動ニューロン障害の腰仙髄における
進展形式の検討. 第54回日本神経学会学術大会. 東京. 2013.5.29.

 7.	 板谷早希子，岩澤絵梨，堀　匠，叶内　匡，横田隆徳，水澤英洋．抗MAG抗体陽性ニューロパチーにおける臨床経
過と電気生理学的評価の対応．第54回日本神経学会学術大会，東京，2013.5.29.

 8.	 吉藤康太，秋山めぐみ，山本正英，福田哲也，東田修二，三浦　修．自己免疫性溶血性貧血の治療中に多臓器不全を
伴う播種性varicella zoster virus（VZV）感染を発症した1例． 第595回日本内科学会関東地方会，東京，2013.3.9.

 9.	 塚島明希，甲田祐樹，水野菜々，齋藤弘子，金盛英里子，村上直巳，東條尚子，東田修二．骨髄壊死により骨髄穿刺
液の検査が不能であった急性リンパ性芽球性白血病の1例．第14回日本検査血液学会，東京，2013.7.27.

10.	 島野志都子，細川幹夫，小島和茂，本橋智子，額千尋，萩原三千男，東田修二，東條尚子．尿酸，クレアチニンが異
常高値を示した症例とその対策．第53回日本臨床化学会年次集会，徳島，2013.8.31.

11.	 Miyu Kato, Ken Watanabe, Shihoko Suwa, Megumi Iida, Shuji Tohda, Osamu Miura, Tetsuya Fukuda. Roles of 
tyrosine kinases in B-cell receptor signaling regulating survival of CLL B cells. 第75回日本血液学会学術集会，札幌，
2013.10.12.

12.	 桑田祐輔，藤江俊秀，高橋　裕，登坂直規，東條尚子，小池竜司，齋藤良一．東京医科歯科大学医学部附属病院にて
分離されたClostridium difficile の分子疫学解析．第62回日本感染症学会東日本地方会学術集会，東京，2013.10.30. 

13.	 東條尚子．呼吸器疾患をささえる臨床検査　呼吸機能検査の歴史と現状．第60回日本臨床検査医学会学術集会シンポ
ジウム，神戸，2013.11.2.

14.	 大野一彦，松本文枝，萩原三千男，東田修二，東條尚子．Direct RT-LAMP法によるインフルエンザ診断の臨床的検討．
第60回日本臨床検査医学会学術集会，神戸，2013.11.2.

15.	 高橋祐介，奥橋佑基，伊藤真以，東田修二．白血病細胞におけるEph/ephrin系とNotch系との相互作用．第60回日本
臨床検査医学会学術集会，神戸，2013.11.3.

16.	 奥橋佑基，高橋祐介，伊藤真以，東田修二．Notchを標的とするsiRNAを用いた白血病細胞の増殖に対する効果の検討．
第60回日本臨床検査医学会学術集会，神戸，2013.11.3.
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17.	 伊藤真以，奥橋佑基，高橋祐介，東田修二．白血病細胞の生存に対するHIF蛋白の役割. 第60回日本臨床検査医学会学
術集会，神戸，2013.11.3.

18.	 関口輝彦，小林正樹，叶内　匡，石橋　哲，稲葉　彰，冨満弘之，横田隆徳，水澤英洋．Churg-Strauss症候群の末梢
神経伝導検査における伝導ブロックと腓腹神経生検所見の対応．第43回日本臨床神経生理学会学術大会，高知，
2013.11.8.

19.	  叶内　匡，関口輝彦，水澤英洋，横田隆徳．筋萎縮性側索硬化症の初発部位における障害進行と他部位への障害進展
の関係．第43回日本臨床神経生理学会学術大会，高知，2013.11.8.

[研究助成金]
 1.	 東田修二. 症例に応じた分子標的治療を目指した急性白血病幹細胞の定量と特性の検査法の開発. 文部科学省科学研究

費補助金　基盤研究(C)（研究代表者）継続

[その他]：講演，セミナー，特許，受賞，学会主催など
 1.	 東條尚子．臨床生理学　日本臨床検査専門医会第83回教育セミナー，東京，2013.5.25.（講演）
 2.	 東條尚子．平成25年度（第35回）緊急臨床検査士資格認定試験，東京，2013.7.7.（主任試験委員）
 3.	 東田修二．リンパ節の検査．第11回日本検査血液学会指定研修会，東京，2013.11.30.（講演）
 4.	 東田修二．症例提示による疾患の理解：白血病．日本衛生検査所協会第38期血液学コース，東京，2013.10.29.（セミ

ナー）
 5.	 叶内　匡，横田隆徳．末梢神経障害の臨床診断　電気診断ワンポイントアドバイス．第54回日本神経学会学術大会，

東京，2013.5.30.（講演）
 6.	 叶内　匡．神経伝導検査の基本．第8回臨床神経生理技術講習会・東京，東京，2013.8.4.（講演）
 7.	 水澤英洋，関口輝彦，叶内　匡，横田隆徳，桑原　聡，中川正法．ALS患者の腰仙髄における下位運動ニューロン障

害の進展形式. 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 平成25年度 神経変性疾患に関する調査研究班 班
会議（調査報告会），東京，2013.12.21.
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輸　　　　血　　　　部
Department of Blood Transfusion Medicine

部　長　(講師)梶原道子
副部長　（臨床検査技師)
　　　　　　　大友直樹

（１）教育
　輸血療法は不足する血液成分を補充する補助療法であるが、最も歴史の長い細胞治療あるいは移植としての側面をもって
おり、安全で適正な輸血療法の実践が求められている。血液型をはじめとする輸血検査は、最も基本的な免疫血清学的検査
手法であり、これを正しく理解し実行することは、医療安全上もきわめて重要である。このような観点にたちながら、輸血
部では下記の教育活動を行っている。

１）医学部　医学科　　　　　　プレクリニカルクラークシップ	 輸血検査総論・輸血検査実習
２）医学部　保健衛生学科　　　免疫検査学講義　　　　　　　	 輸血検査学
３）医学部　保健衛生学科　　　臨地実習　　　　　　　　　　	 輸血検査学
４）大学院医歯学総合研究科　　医歯科学専攻修士　　　　　　	 病院実習
５）昭和医療技術専門学校　　　臨地実習　　　　　　　　　　	 輸血検査学
６）日本輸血・細胞治療学会　　認定輸血検査技師　　　　　　	 病院研修
７）日本輸血・細胞治療学会　　学会認定・臨床輸血看護師　　	 病院研修
８）医師およびコメディカルを対象とした輸血および造血細胞移植に関する卒後教育

（２）研究テーマ
１）安全で適正な輸血の実施と輸血事故防止対策の検討
２）造血細胞移植を中心とした細胞治療の基礎研究と臨床応用

（３）臨床
テーマ

１）安全で質の高い血液製剤の提供：自己血輸血および同種血輸血の適正な実施の推進
２）安全で質の高い細胞治療の提供：末梢血幹細胞・骨髄細胞の安全な採取・評価・処理・保管
３）輸血療法および細胞治療についての情報提供

	
平成25年実績
　１）血液製剤使用量
　　　　　　赤血球製剤	 11,661単位	 (5,938バッグ)
　　　　　　血小板製剤	 28,575単位	 (2,442バッグ)
　　　　　　新鮮凍結血漿	 6,773単位	 (3,199バッグ)

　２）自己血採血と自己血輸血
　　　　　　自己血採血	 395症例	 (500回，967単位)
　　　　　　自己血輸血	 361症例	 (857単位)
　３）輸血関連検査
　　　　　　血液型検査	 8,719件
　　　　　　赤血球抗体検査	 3,668件
　　　　　　交差適合試験	 9,748件
　４）時間外輸血への対応
　　　　　　検査部と合同で臨床検査技師による24時間対応体制
　５）造血幹細胞採取
　　　　　　自己末梢血幹細胞採取	 16例	 18回
　　　　　　同種末梢血幹細胞採取	 4例	 7回
　　　　　　自己末梢血単核球採取	 1例	 1回
　　　　　　同種骨髄採取	 16例	 16回	（骨髄移植推進財団ドナーを含む）
　６）造血幹細胞移植（移植細胞の評価・保存を実施）
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　　　　　　自己末梢血幹細胞移植	 15例	 15回
　　　　　　同種末梢血幹細胞移植	 4例	 4回
　　　　　　自己末梢血単核球移植	 1例	 1回
　　　　　　同種骨髄移植	 15例	 15回
　　　　　　同種臍帯血移植	 4例	 4回

（４）研究業績
[原著]

 1.	 Miyawaki Y, Imoto I, Tokairin Y, Kawada K, Nakajima T, Nishikage T, Nagai K, Kajiwara M, Inazawa J, Kawano T. 
Esophagial squamous cell carcinoma developed 11 years after allogenic bone marrow transplantation for acute 
lymphoblastic leukemia. Jpn J Clin Oncol 43:69-73, 2013.

 2.	 Isoda T, Mitsuiki N, Ohkawa T, Kaneko S, Endo A, Ono T, Aoki Y, Tomizawa D, Kajiwara M, Araki S, Nagasawa 
M, Morio T, Takagi M, Mizutani S. Irreversible leukoencephalopathy after reduced-intensity, stem cell 
transplantation in a dyskeratosis congenita patient with TINF2 mutation. J Pediatr Hematol Oncol 35:178-182, 2013.

 3.	 Nagasawa M, Ohkawa T, Endo A, Mitsuiki N, Ono T, Aoki Y, Isoda T, Tomizawa D, Takagi M, Kajiwara M, Morio 
T, Mizutani S. Early coagulation disorder after allogenic stem cell transplantation is a strong prognostic factor for 
transplantation-related mortality, and intervention with recombinant human thrombomodulin improves the outcome: 
a single-center experience. Int J Hematol 98:533-542, 2013.

 4.	 大友直樹，相川佳子，大石裕紀子，市原茂，佐々木正照，梶原道子．全自動輸血検査装置 WADiana Compactによる
DG Gelカイノスカードの反応態度の検討．医療と検査機器・試薬　36: 845-850, 2013.

[著書]
 1.	 梶原道子．小児輸血療法．輸血学テキスト．P54-61, 大坂顯通編著，中外医学社，東京，2013
 

[総説]
 1.	 梶原道子．【輸血関連副作用】アレルギー性輸血副作用．臨床検査　57:901-910, 2013.

[学会]
 1.	 関中佳奈子，大川哲平，今井耕輔，梶原道子，富澤大輔，長澤正之，森尾友宏，水谷修紀，野々山恵章．CD40リガ

ンド異常による高IgM症候群に対する造血細胞移植療法についての後方視的検討．第35回日本造血細胞移植学会総会，
金沢，2013年3月．

 2.	 大川哲平，小林千佳，手束真理，満生紀子，磯田健志，富澤大輔，今井耕輔，高木正稔，梶原道子，長澤正之，森尾
友宏，水谷修紀．多彩な皮膚粘膜症状と血球減少，複合型免疫不全を呈し，非血縁臍帯血移植に至ったSTAT1異常症
の１例．第35回日本造血細胞移植学会総会，金沢，2013年3月．

 3.	 高嶺智子，宮坂尚幸，鳥羽三佳代，大井理恵，江川真希子，久保田俊郎，梶原道子．Upshaw-Schulman症候群患者の
妊娠・分娩管理経験．第65回日本産科婦人科学会学術集会，札幌，2013年5月．

 4.	 大友直樹，梶原道子，相川佳子，大石裕紀子，市原茂，佐々木正照．DG GelカードとBioviewカセットの比較検討．
第61回日本輸血・細胞治療学会総会，横浜，2013年5月．

 5.	 宇田川智宏，元吉八重子，高橋匡輝，中島啓介，梶原道子，富澤大輔，長澤正之，森尾友宏，水谷修紀．小児急性白
血病に対する造血幹細胞移植時の放射線全身照射は急性腎障害の高リスクとなる．第48回日本小児腎臓病学会学術集
会，徳島，2013年6月．

 6.	 Kobayashi C, Okawa T, Tomizawa D, Tezuka M, Imai K, Takagi M, Kajiwara M, Nagasawa M, Morio T, Mizutani 
S. A case of refractory Langerhans cell histiocytosis responded to combination of 2-CdA and Ara-C. 第75回日本血液
学会総会，札幌，2013年10月．

 7.	 宮脇零士，小宮枝里子，小林千佳，青木由貴，富澤大輔，高木正稔，今井耕輔，梶原道子，森尾友宏，水谷修紀．ア
ルキル化剤が奏功し同種末梢血幹細胞移植を行えたearly T precursor acute lymphoblastic leukemiaの1例．第55回日
本小児血液・がん学会学術集会，福岡，2013年11月．

[研究助成金]
 1.	 梶原道子（分担研究者）．平成25年度厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総

合研究事業），200ml献血由来の赤血球濃厚液の安全性と有効性の評価及び初回献血を含む学校献血の推進等に関する
研究（H25-医薬-一般-022） 代表研究者 自治医科大学　室井一男．
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[その他]
〈講演〉

 1.	 梶原道子．「自己血輸血〜安全で効果的な実施のために〜」，柏市立柏病院　第3回輸血療法委員会研修会，千葉，
2013年1月

 2.	 梶原道子．「宗教的理由による輸血拒否の問題について」，福岡県医師会平成25年度第１回ハートフル研修会，福岡，
2013年8月．

 3.	 梶原道子．「Upshaw-Schulman症候群症例の妊娠分娩〜同一例の2回の妊娠経過から考える〜」第18回ADAMTS13研
究会，奈良，2013年9月．

 4.	 梶原道子．「小児領域の輸血療法」学会認定・臨床輸血看護師制度講習会，京都，2013年11月．
 5.	 梶原道子． 「非溶血性輸血副作用とその対応」「直接抗グロブリン試験陽性患者の輸血の注意点」」，柏市立柏病院　第

4回輸血療法委員会研修会，千葉，2013年11月

診療科・中央診療施設等
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血 液 浄 化 療 法 部
Department of Hemopurification

部　　長　頼　建光
助　　教　油井直史，西田秀範
医　　員　野﨑真由子，畔津春奈

（１）教育
　学生、実習生に対して、血液浄化療法に関する教育活動を以下のように行った。

１）医学部６年生クリニカルクラークシップ
２）医学部５年生プレクリニカルクラークシップ
３）医学部４年生臨床講義
４）歯学部臨床講義
５）大学院医歯科学専攻修士課程病院実習　28名
６）2013年度透析療法臨床研修　　1名
当院は日本透析医学会認定制度認定施設であるので、他施設の看護師、臨床工学士の研修生を毎年受け入れている。

（２）研究
　当診療部では、主に以下のテーマで研究を行っている。後に示す研究業績の項でもわかるように、研究成果を学会・研究
会で活発に発表するとともに論文としている。

１）慢性腎不全の病態と治療
２）急性腎不全の病態と治療
３）血液浄化療法に関する新たな技術の開発

（３）臨床
　当診療部では入院患者に対する維持血液浄化療法のために土曜、祝日、年末年始も通常業務を行う必要があり、週６日間
稼動した。時間外業務の緊急治療に対しては、医師、臨床工学士が常時携帯電話を携帯して対応にあたった。
　2013年の年間診療実績は以下の通りである。

血液浄化療法総件数　	 5156回
血液透析	 4510回
血漿交換	 128回
血漿吸着	 84回
持続血液透析	 339回
GCAP, LCAP	 39回
エンドトキシン吸着	 47回
腹水濾過濃縮再静注	 9回

血液浄化療法を施行した患者の診療科数：23科

（４）研究活動報告
　今年度も活発な研究活動を行った。その実績を以下に示す。
研究業績

【原著】
 1.	 Ando F, Okado T, Sohara E, Rai T, Uchida S, Sasaki S. Development of minimal-change glomerular disease and 

Hashimoto’s thyroiditis during the treatment of sarcoidosis. CEN Case Rep. 2: 248-51, 2013.
 2.	 Ando F, Sohara E, Ito E, Okado T, Rai T, Uchida S, Sasaki S. Acute poststreptococcal glomerulonephritis with acute 

interstitial nephritis related to streptococcal pyrogenic exotoxin B. Clin Kidney J. 6 : 347-348, 2013.
 3.	 Iimori S, Noda Y, Okado T, Naito S, Toda T, Chida Y, Kuwahara M, Ando R, Nishio Y, Maeda Y, Tanaka H, 

Tamura T, Kimoto S, Kanda E, Inoshita S, Yoshikawa M, Okutsu R, Tajima M, Kusaura T, Kobayashi K, Rai T, 
Uchida S, Sasaki S. Baseline characteristics and prevalence of cardiovascular disease in newly visiting or referred 
chronic kidney disease patients to nephrology centers in Japan: a prospective cohort study. BMC Nephrol. 14: 152, 
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2013.
 4.	 Inoue R, Sohara E, Rai T, Satoh T, Yokozeki H, Sasaki S, Uchida S. Immunolocalization and translocation of 

aquaporin-5 water channel in sweat glands. J Dermatol Sci. 70: 26-33, 2013. 
 5.	 Ishimoto I, Sohara E, Ito E, Okado E, Rai T, Uchida S. Fibronectin glomerulopathy. Clin Kidney J. 6 : 513-515, 2013.
 6.	 Isobe K, Mori T, Asano T, Kawaguchi H, Nonoyama S, Kumagai N, Kamada F, Morimoto T, Hayashi M, Sohara E, 

Rai T, Sasaki S, Uchida S. Development of enzyme-linked immunosorbent assays for urinary thiazide-sensitive Na-Cl 
cotransporter (NCC) measurement. Am J Physiol Renal Physiol. 305: F1374-81, 2013.

 7.	 Mori T, Kikuchi E, Watanabe Y, Fujii S, Ishigami-Yuasa M, Kagechika H, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. 
Chemical library screening for WNK signalling inhibitors using fluorescence correlation spectroscopy. Biochem J. 455: 
339-45, 2013.

 8.	 Mori Y, Wakabayashi M, Mori T, Araki Y, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. Decrease of WNK4 ubiquitination by 
disease-causing mutations of KLHL3 through different molecular mechanisms. Biochem Biophys Res Commun. 439: 30-4, 
2013. 

 9.	 Nomura N, Kamiya K, Ikeda K, Yui N, Chiga M, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. Treatment with 17-allylamino-
17-demethoxygeldanamycin ameliorated symptoms of Bartter syndrome type caused by mutated Bsnd in mice. 
Biochem Biophys Res Commun. 441: 544-49, 2013.

10.	 Ohkubo A, Kurashima N, Nakamura A, Miyamoto S, Iimori S, Rai T. Solute Removal Capacity of High Cut-Off 
Membrane Plasma Separators. Ther Apher Dial. 17: 484-9, 2013.

11.	 Sasaki S, Chiga M, Kikuchi E, Rai T, Uchida S. Hereditary nephrogenic diabetes insipidus in Japanese patients: 
analysis of 78 families and report of 22 new mutations in AVPR2 and AQP2. Clin Exp Nephrol. 17: 338-344, 2013.

12.	 Takahashi D, Mori T, Wakabayashi M, Mori Y, Susa K, Zeniya M, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. KLHL2 
interacts with and ubiquitinates WNK kinases. Biochem Biophys Res Commun. 437: 457-62, 2013. 

13.	 Wakabayashi M, Mori T, Isobe K, Sohara E, Susa K, Araki Y, Chiga M, Kikuchi E, Nomura N, Mori Y, Matsuo H, 
Murata T, Nomura S, Asano T, Kawaguchi H, Nonoyama S, Rai T, Sasaki S, Uchida S. Impaired KLHL3-mediated 
ubiquitination of WNK4 causes human hypertension. Cell Rep. 3: 858-68, 2013.

14.	 Zeniya M, Sohara E, Kita S, Iwamoto T, Susa K, Mori T, Oi K, Chiga M, Takahashi D, Yang SS, Lin SH, Rai T, 
Sasaki S, Uchida S. Dietary salt intake regulates WNK3-SPAK-NKCC1 phosphorylation cascade in mouse aorta 
through angiotensin II. Hypertension. 62: 872-878, 2013.

15.	 石本育栄，伊藤栄作，都嵜祥人，吉崎幸，安藤史顕，日下敬太，佐塚美幸，飯盛聡一郎，大井克征，桑名仁，油井直
史，蘇原映誠，岡戸丈和，野田裕美，頼建光，内田信一，佐々木成．急性腎不全、低K血症、血栓性微小血管症を呈
し、緊急透析導入を要した2例．臨床体液40：27-32，2013．

16.	 大久保淳，中村紋子， 宮本聡，瀬島啓史,　倉島直樹．血漿交換（Plasma Exchange：PE）における置換液アルブミ
ン（Alb）濃度について．日本血液浄化技術学会会誌21(2)：199-201，2013

17.	 宮本聡子, 大久保淳, 中村紋子, 倉島直樹．アルブミン溶液を用いた単純血漿交換療法．日本アフェレシス学会雑誌
32(3)：213-217，2013

【総説】
 1.	 石本育栄，頼建光．脱水．経静脈治療オーダーマニュアル：561-565，2013．
 2.	 都嵜祥人，頼建光．CKDと心血管疾患．成人病と生活習慣病43(1) 「CKD（慢性腎臓病）の外来診療 − up to 

date」：98-102，2013．
 3.	 頼建光．低Na血症はよく起こる − 頻度と成因 −．Fluid Management renaissance Vol.3 No.1 「低Na血症のすべ

て」：16-21，2013．
 4.	 頼建光．CKDの概念・疫学・診断と治療．LISA (Life Support and Anesthesia) 20(10)「徹底分析シリーズ　腎臓を守

れ！麻酔科医」：948-55，2013．

【著書】
 1.	 頼建光．概念・定義．新しい診断と治療のABC11/腎1 CKD（慢性腎臓病）慢性腎不全改訂第2版．pp13-19，佐々木

成編集，最新医学社　2013．
 2.	 頼建光．腎・尿路疾患．一般臨床医学　改訂第3版．pp198-220，全国柔道整復学校協会監修，医歯薬出版　2013．

【学会】
 1.	 Iimori S, Naito S, Okado T, Noda Y, Rai T, Uchida S, Sasaki S. Baseline characteristics and prevalence of 

cardiovascular disease in newly visiting or referred chronic kidney disease patients to nephrology centers in Japan. 
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50th European Renal Association-European Dialysis and Transplant Association (ERA-EDTA) Congress, Istanbul, 
May, 2013.

 2.	 Iimori S, Naito S, Okado T, Noda Y, Rai T, Uchida S, Sasaki S, CKD-ROUTE Study Group. Baseline characteristics 
and prevalence of cardiovascular disease in newly visiting or referred chronic kidney disease patients to nephrology 
centers in Japan. 2st Chronic Kidney Disease Frontier Meeting, Nagoya, Japan, Feb, 2013.

 3.	 Inoue Y, Sohara E, Kobayashi K, Rai T, Ishibashi K, Horie S, Su X, Zhou J, Sasaki S, Uchida S. Aberrant 
Glycosylation and Localization of Polycystin-1 Cause Polycystic Kidney in AQP11-Knockout Mice. The 46th Annual 
Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, November, 2013. 

 4.	 Ishigami J, Tajima M, Motomura A, Rai T, Uchida S, Sasaki S. Association between Mortality Risk and Severity of 
Acute Kidney Injury among Critical-care Patients from Remote Islands: A Single Center Prospective Cohort Study. 
The 46th Annual Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, November, 2013.

 5.	 Ishimoto I, Sohara E, Ito E, Chiga M, Iimori S, Okado T, Rai T, Uchida S, Sasaki S.　A case of fibronectin 
glomerulopathy with rapidly progressive, severe nephrotic syndrome leading to end-stage renal disease. The 46th 
Annual Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, November, 2013.

 6.	 Isobe K, Mori T, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. Clinical Significance of Urinary Thiazide-Sensitive Na-Cl 
Cotransporter (NCC) Measurement by Newly Development Enzyme-Linked Immunosorbent Assays. The 46th 

Annual meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, November, 2013.
 7.	 Kurashima N, Ohkubo A, Yui N, Rai T. Recombinant human soluble thrombomodulin administration improves septic 

shock requiring continuous renal replacement therapy: A retrospective cohort study. 46th Annual Meeting of 
American Society of Nephrology, Atlanta, USA, November, 2013.

 8.	 Mori T, Eriko K, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. Chemical library screening for WNK signaling inhibitors by 
using fluorescent correlation spectroscopy. The 46th Annual Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, 
November, 2013.

 9.	 Mori Y, Wakabayashi M, Mori T, Araki Y, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. Analyses of KLHL3 mutants that 
cause Pseudohypoaldosteronism type II. The 46th Annual Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, 
November, 2013.

10.	 Naito S, Iimori S, Okado T, Noda Y, Rai T, Uchida S, Sasaki S. Evaluation of blood pressure control of chronic 
kidney disease patients prior to nephrologist care in Japan. 50th European Renal Association-European Dialysis and 
Transplant Association (ERA-EDTA) Congress, Istanbul, May, 2013.

11.	 Ohkubo A, Kurashima N, Nakamura A, Miyamoto S, Seshima H, Iimori S, Yui N, Rai T. Therapeutic plasma 
exchange using high cut-off membrane plasma separator. The 46th Annual Meeting of American Society of 
Nephrology, Atlanta, USA, November, 2013.

12.	 Okado T, Iimori S, Noda Y, Yamamura C, Kihira H, Yui N, Rai T, Uchida S, Sasaki S. Anemia status of middle stage 
CKD patients on their first visit to the nephrology clinic in Japan. 50th ERA-EDTA Congress, Istanbul, Turkey, May, 
2013. 

13.	 Susa K, Sohara E, Zeniya M, Rai T, Sasaki S, Uchida S. Low salt intake decreased transcription and protein level of 
KLHL3 in mouse kidney. The 46th Annual Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, November, 2013.

14.	 Takahashi D, Mori T, Wakabayashi M, Mori Y, Susa K, Zeniya M, Sohara E, Rai T, Sasaki S, Uchida S. KLHL2 
interacts with and ubiquitinates WNK kinases. The 46th Annual Meeting of American Society of Nephrology, 
Atlanta, November, 2013.

15.	 Tanaka H, Iimori S, Naito S, Okado T, Rai T, Uchida S, Sasaki S, CKD-ROUTE Study Group. Cardiovascular events 
and mortality in a prospective cohort of CKD patients in Japan: effects of underlying kidney diseases. The 46th 

Annual Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, November, 2013.
16.	 Wakabayashi M, Mori T, Isobe K, Sohara E, Susa K, Araki Y, Chiga M, Kikuchi E, Nomura N, Mori Y, Rai T, Sasaki 

S, Uchida S. Impaired KLHL3-mediated ubiquitination of WNK4 activates OSR1 and SPAK kinases-NaCl 
cotransporter (NCC) signaling and causes hypertension. The 46st Annual Meeting of American Society of 
Nephrology, Atlanta, November, 2013.

17.	 Zeniya M, Sohara E, Kita S, Iwamoto T, Susa K, Mori T, Oi K, Chiga M, Takahashi D, Yang SS, Lin SH, Rai T, 
Sasaki S, Uchida S. WNK3 Regulates Blood Pressure Through the Regulation of Vascular OSR1/SPAK-NKCC1 
Phosphorylation Cascade. The 46th Annual Meeting of American Society of Nephrology, Atlanta, November, 2013. 

18.	 飯盛聡一郎，野田裕美，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．腎臓内科専門外来の新患CKD患者の特徴と心血管
疾患既往についての検討．第19回御茶ノ水腎研究会，東京，2013年4月．

19.	 飯盛聡一郎，野田裕美，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．腎臓内科専門外来の新患CKD患者の特徴と心血管
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疾患既往についての検討．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．
20.	 石本育栄，都嵜祥人，吉崎幸，安藤史顕，日下敬太，佐塚美幸，飯盛聡一郎，大井克征，桑名仁，油井直史，蘇原映

誠，岡戸丈和，野田裕美，頼建光，内田信一，佐々木成．血栓性微小血管症、急性腎障害により透析導入を要した悪
性高血圧症候群の2症例．第58回日本透析医学会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

21.	 磯部清志，蘇原映誠，頼建光，内田信一，佐々木成．尿Exosome中のtotalおよびリン酸化NCCのサンドイッチELISA
測定系の確立．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

22.	 井上佑一，蘇原映誠，小林克樹，頼建光，石橋賢一，堀江重郎，内田信一，佐々木成．AQP11ノックアウトマウスの
嚢胞腎形成におけるpolycystin1の細胞内局在と糖鎖の異常．第19回お茶の水腎研究会，東京，2013年4月．

23.	 大井克征，篠原研司，飯盛聡一郎，桑名仁，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，野田裕美，頼建光，内田信一，佐々木
成．門脈大循環シャント（PSS）による肝性脳症を呈した血液透析患者2例の検討．第58回日本透析医学会学術集会・
総会．福岡．2013年6月．

24.	 大井克征，石本育栄，飯盛聡一郎，桑名仁，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．利尿剤
負荷試験が有用であったGitelman症候群の1例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

25.	 大久保淳, 膜型血漿分離器「エバキュアー」の各種溶質除去能の検討, 第4回山梨血液浄化研究会, 山梨, 2013年1月
26.	 大久保淳, 中村紋子,  宮本聡子, 瀬島啓史,　倉島直樹．血漿交換（Plasma Exchange：PE）における置換液アルブミン

（Alb）濃度について‐第2報‐．第40回日本血液浄化技術学会学術大会・総会, 大宮, 2013年4月
27.	 大久保淳, 星野春奈, 浅見達也, 前田卓馬, 中村紋子, 宮本聡子, 瀬島啓史, 倉島直樹．デキストラン硫酸LDL吸着法

（DSAL）と血液透析（HD）同時施行についての検討．第23回日本臨床工学会, 山形, 2013年5月
28.	 大久保淳, 中村紋子,  宮本聡子, 瀬島啓史,　倉島直樹．透析膜の違いによる血液透析（HD）中の微小循環動態の検

討．第58 回日本透析医学会学術集会，福岡, 2013 年6月
29.	 大久保淳，倉島直樹，前田卓馬,中村紋子，宮本聡子，瀬島啓史，頼建光．Alb溶液を用いた血漿交換療法（PE）と二

重濾過血漿交換療法（DFPP）の溶質除去について．第24回日本急性血液浄化学会学術集会，北海道，2013 年9月．
30.	 大久保淳，倉島直樹，前田卓馬，中村紋子，宮本聡子，瀬島啓史，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．2種類の血漿分

離膜を使用した血漿交換療法の比較．第51回日本人工臓器学会大会，横浜，2013年9月．
31.	 大久保淳，倉島直樹，前田卓馬，宮本聡子，中村紋子，瀬島啓史，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．各種アフェレシ

ス療法による抗GAD抗体の除去特性．第34回日本アフェレシス学会学術大会，軽井沢，2013年11月．
32.	 菊池絵梨子，森崇寧，磯部清志，蘇原映誠，頼建光，内田信一，佐々木成． ELISA法による化合物ライブラリースク

リーニングを用いた新規降圧剤としてのSPAKキナーゼ阻害薬の開発．第56回日本腎臓学会学術総会，横浜，2013年5
月．

33.	 倉島直樹，大久保淳，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．リコンビナントトロンボモジュリンは敗血症性ショック症例
に対するCBP早期離脱を可能にするか? 第51回日本人工臓器学会大会，横浜，2013年9月．

34.	 佐塚美幸，安藤史顕，都嵜祥人，吉崎幸，石本育栄，飯盛聡一郎，大井克征，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信
一，佐々木成．肝腫瘍と鑑別が困難であった粟粒結核によりショックに至り抗結核薬治療により救命しえた一例．第
58回日本透析医学会学術集会，福岡，2013年6月．

35.	 瀬島啓史，大久保淳，宮本聡子，中村紋子，倉島直樹，頼建光．DFPP施行時における安全対策〜血漿成分分画器濾
過圧測定回路の作成〜．第22回日本アフェレシス学会関東甲信越地方会，東京，2013年5月．

36.	 銭谷慕子，蘇原映誠，大井克征，千賀宗子，須佐紘一郎，森崇寧，頼建光，佐々木成，内田信一．マウス血管平滑筋
における塩分摂取によるWNN3-SPAK-NKCC1カスケードの制御．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

37.	 中村紋子, 大久保淳,  宮本聡子, 瀬島啓史,　倉島直樹．個人用透析装置におけるサンフリーSNの使用評価．第58回日本
透析医学会学術集会，福岡, 2013 年6月

38.	 中村紋子，大久保淳，宮本聡子，瀬島啓史，倉島直樹，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．選択的血漿分離器を用いた
血漿交換療法の検討．第34回日本アフェレシス学会学術大会，軽井沢，2013年11月．

39.	 野田裕美，都嵜祥人，蘇原映誠，伊藤栄作，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．家族性地中海熱に合併した
IgA腎症の1例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月．

40.	 前田卓馬, 大久保淳, 星野春奈, 浅見達也, 榎本豊, 岡崎史紘, 倉島直樹．デキストラン硫酸LDL吸着法および集学的治療
は血液透析患者の下肢末梢循環障害を改善できるか？．第23回日本臨床工学会, 山形, 2013年5月

41.	 宮本聡子，大久保淳，前田卓馬，中村紋子，瀬島啓史，倉島直樹，飯盛聡一郎，岡戸丈和，頼建光．重症筋無力症に
対する免疫吸着療法施行中に血圧低下を呈した1例．第34回日本アフェレシス学会学術大会，軽井沢，2013年11月．

42.	 森崇寧，蘇原映誠，頼建光，内田信一，佐々木成．新規降圧薬としてのWNK−OSR1/SPAK複合体形成阻害薬の開
発．第56回日本腎臓学会学術集会総会，東京，2013年6月．

43.	 森雄太郎，蘇原映誠，若林麻衣，森崇寧，荒木雄也，頼建光，内田信一，佐々木成．偽性低アルドステロン症II型を
来すKLHL3変異体の解析．第56回日本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

44.	 吉崎幸，佐塚美幸，飯盛聡一郎，大井克征，桑名仁，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木



— 981 —

成．当院におけるアフェレシス療法．第22回日本アフェレシス学会関東甲信越地方会，東京，2013年5月．
45.	 吉崎幸，安藤史顕，都嵜祥人，日下敬太，石本育栄，飯盛聡一郎，大井克征，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建

光，内田信一，佐々木成．自己免疫性多発内分泌症候群患者にアフェレーシス療法が奏功した一例．第58回日本透析
医学会学術集会・総会，福岡，2013年6月．

46.	 吉崎幸，飯盛聡一郎，大井克征，油井直史，蘇原映誠，岡戸丈和，頼建光，内田信一，佐々木成．IgG4関連疾患が関
与したと考えられた後腹膜線維症の2例．第43回日本腎臓学会東部学術大会，東京，2013年10月． 

47.	 若林麻衣，森崇寧，磯部清志，千賀宗子，森雄太郎，松尾浩司，村田智博，𡌛村信介，蘇原映誠，頼建光，内田信
一，佐々木成．KLHL3を介したWNK4のユビキチン化障害がヒト遺伝性高血圧症の発症メカニズムである．第56回日
本腎臓学会学術総会，東京，2013年5月．

【講演】
 1.	 大久保淳：救急領域におけるアフェレシス；第40回日本血液浄化技術学会　ランチョンセミナー、2013年4月、大宮
 2.	 大久保淳：東京医科歯科大学における維持透析患者のPADに対する集学的治療；第5回山梨血液浄化研究会、2013年

10月、山梨
 3.	 頼建光．CKDガイドラインをいかに診療にいかすか?　草加地区難治性高血圧学術講演会，草加，2013年11月．

【研究助成金】
 1.	 頼建光．文部科学省科学研究費基盤研究(B)「腎臓における新規の血圧調節機構WNK-NCCシグナル伝達系の解明」．
 2.	 頼建光．文部科学省科学研究費挑戦的萌芽研究「蛋白相互作用阻害による新規高血圧治療薬の開発」．

診療科・中央診療施設等





— 983 —

高　気　圧　治　療　部
Hyperbaric Medical Center

部長･准教授　柳下和慶　　　　　　　　
特 任 講 師　榎本光裕
医　　　員　小柳津卓哉
非常勤講師　外川誠一郎，小島泰史
研　究　員　芝山正治，下田　学，堀江正樹，
　　　　　　山本和雄，鈴木直子
名 誉 教 授　眞野喜洋

（1）教育
　高気圧酸素治療は高気圧環境下にて高濃度酸素を吸入することで、特に溶解型酸素を増大することで、低酸素組織を含め
た全身に酸素供給を達成し、各種薬理作用を発揮する。世界標準の高気圧酸素治療は2.0～2.8気圧にて60～90分間の高濃度酸
素吸入とする治療で、100％酸素吸入（FiO2 100%）では溶解型酸素は1,500～2,050 mmHgに達する。高気圧酸素治療の適応
疾患には、減圧症や一酸化炭素中毒、コンパートメント症候群等の救急疾患のほか，末梢循環不全に伴う虚血性疾患や難治
性潰瘍や晩期放射線障害による出血性膀胱炎・腸炎、慢性骨髄炎等感染症の慢性疾患があり、また気体の圧縮効果によりイ
レウスやガス壊疽に対する有効性から、国際的にも確立した治療法として位置付けられている．
　本治療部では、全国で発生する減圧症の30％前後の患者を治療し、減圧症・潜水医学として日本を代表する施設である。
創傷治癒分野でも高気圧酸素治療は注目を浴びており、軟部組織外傷では急性期において局所の低酸素環境を改善・浮腫軽
減効果を呈し、修復期において瘢痕組織形成、靭帯組織形成の促進効果による早期治癒を可能とするため、本治療部では軟
部組織外傷に対する高気圧酸素治療の臨床に積極的に取り組み、あわせて基礎研究を実践している。
　以上より、本治療部では特殊治療である高気圧酸素治療の一般的教育のみならず、創傷治癒・軟部組織外傷に関連する臨
床及び基礎研究の教育や潜水医学に関連する教育を実践している。

（2）研究
　オリンピックにおいて、我が国が世界の強豪国に競り勝ち、より確実にメダルを獲得するために、トップレベル競技者な
どのメダル獲得が期待される者に対して、多方面からの専門的かつ高度な支援を戦略的・包括的に行う、文部科学省「チー
ムニッポンマルチサポート事業」の研究開発事業に参画し、2010年より「高気圧酸素環境の適応による、スポーツ選手のコ
ンディショニング回復・疲労回復・外傷回復の促進に関する研究」を実施している。ロンドンオリンピックでのメダル獲得
38競技中8競技（21%）のメダル獲得選手が、当治療部にて治療やコンディショニング目的使用するなど、オリンピックにお
ける貢献の実績を積んでいる。また、2011年4月より文部科学省特別経費事業「スポーツ医歯学領域の独創的研究推進プロ
ジェクト」が採択され、歯学等多分野との連携により、下記研究を進めている。

○高気圧酸素治療（HBO）の軟部組織外傷に対する回復促進効果の検討
○HBOによる、スポーツ領域における全身疲労および筋疲労の回復過程・コンディショニングに対する影響の検討
○高所トレーニングにおけるHBOの位置づけ
○基礎研究：動物筋損傷モデルによる骨格筋損傷の回復促進のメカニズム検討
○基礎研究：動物筋損傷モデルによる浮腫軽減促進効果のメカニズム検討
○基礎研究：抜歯後の軟部組織修復に対するHBOの有効性メカニズムの検討
○晩期放射線障害に対するHBOの臨床的有効性の検討
○HBOによる口腔内細菌環境の変化の検討
○HBOが睡眠に与える影響
○減圧症発症要因の検討

（3）臨床　　
　現在保険適応となっている疾患は以下の通りである．

救急的適応疾患として
 1）急性一酸化炭素中毒及びその他ガス中毒（間歇型を含む）
 2）ガス壊疽，壊死性筋膜炎又は壊疽性筋膜炎
 3）空気塞栓又は減圧症

診療科・中央診療施設等
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 4）	 急性末梢血管障害（重症の熱傷または凍傷，広汎挫傷又は中等度以上の血管断裂を伴う末梢血管障害，コンパートメ
ント症候群又は圧挫創症候群）

 5）ショック
 6）急性心筋梗塞その他の急性冠不全
 7）脳塞栓，重症頭部外傷若しくは開頭術後の意識障害又は脳浮腫
 8）重症の低酸素性脳機能障害
 9）腸閉塞
10）網膜動脈閉塞症
11）突発性難聴
12）重症の急性脊髄傷害
　

慢性的適応疾患として
 1）放射線治療又は抗癌剤治療と併用される悪性腫瘍
 2）難治性潰瘍を伴う末梢循環障害
 3）皮膚移植
 4）スモン
 5）脳血管障害，重症頭部外傷又は開頭術後の運動麻痺
 6）一酸化炭素中毒後遺症
 7）脊髄神経疾患
 8）骨髄炎又は放射線壊死

○2013年　年間高気圧酸素治療実績
・患者数：700人
・高気圧酸素治療回数：5,761回．

[原著]
 1.	 Enomoto M, Bunge MB, Tsoulfas P. A multifunctional neurotrophin with reduced affinity to p75NTR enhances 

transplanted Schwann cell survival and axon growth after spinal cord injury. Exp Neurol. 2013, 248:170-182
 2.	 Aizawa J, Masuda T, Hyodo K, Jinno T, Yagishita K, Nakamaru K, Koyama T, Morita S. Ranges of active joint 

motion for the shoulder, elbow, and wrist in healthy adults. Disability & Rehabilitation 2013, 35(16):1342-1349
 3.	 Sekiya I, Koga H, Muneta T, Yagishita K, Ju YJ, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Okawa A. Effect of 

Posterolateral Bundle Graft Fixation Angles on Graft Tension Curves and Load Sharing in Double-Bundle Anterior 
Cruciate Ligament Reconstruction Using a Transtibial Drilling Technique. Arthroscopy. 2013, 29(3);529-538.

 4.	 Koga H, Muneta T, Yagishita K, Watanabe T, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Sekiya I. Effect of femoral 
tunnel position on graft tension curves and knee stability in anatomic double-bundle anterior cruciate ligament 
reconstruction. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013. [Epub ahead of print]

 5.	 Koga H, Muneta T, Yagishita K, Ju YJ, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Okawa A, Sekiya I. Effect of 
posterolateral bundle graft fixation angles on graft tension curves and load sharing in double-bundle anterior 
cruciate ligament reconstruction using a transtibial drilling technique. Arthroscopy. 2013, 29(3):529-38.

 6.	 Hirai T, Enomoto M, Kaburagi H, Sotome S, Yoshida-Tanaka K, Ukegawa M, Kuwahara H, Yamamoto M, Tajiri M, 
Miyata H, Hirai Y, Tominaga M, Shinomiya K, Mizusawa H, Okawa A, Yokota T. Intrathecal AAV Serotype 
9-mediated Delivery of shRNA Against TRPV1 Attenuates Thermal Hyperalgesia in a Mouse Model of Peripheral 
Nerve Injury. Mol Ther. 2013. [Epub ahead of print]

 7.	 Arai Y, Hirai T, Yoshii T, Sakai K, Kato T, Enomoto M, Matsumoto R, Yamada T, Kawabata S, Shinomiya K, 
Okawa A. A Prospective Comparative Study of Two Minimally Invasive Decompression Procedures for Lumbar 
Spinal Canal Stenosis: Unilateral Laminotomy for Bilateral Decompression (ULBD) Versus Muscle-preserving 
Interlaminar Decompression (MILD). Spine (Phila Pa 1976). 2013. [Epub ahead of print]

 8.	 Yoshii T, Yuasa M, Sotome S, Yamada T, Sakaki K, Hirai T, Taniyama T, Inose H, Kato T, Arai Y, Kawabata S, 
Tomizawa S, Enomoto M, Shinomiya K, Okawa A. Porous/dense composite hydroxyapatite for anterior cervical 
discectomy and fusion. Spine (Phila Pa 1976). 2013, 38(10):833-40.

 9.	 Taniyama T, Hirai T, Yamada T, Yuasa M, Enomoto M, Yoshii T, Kato T, Kawabata S, Inose H, Okawa A. Modified 
K-line in magnetic resonance imaging predicts insufficient decompression of cervical laminoplasty. Spine (Phila Pa 
1976). 2013, 38(6):496-501.
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10.	 Horie M, Enomoto M, Shimoda M, Okawa A, Miyakawa S, Yagishita K.　Enhancement of satellite cell 
differentiation and functional recovery in injured skeletal muscle by hyperbaric oxygen treatment.J Appl Physiol. 
2014, 15;116(2):149-55. 

11.	 小柳津卓哉, 吉井俊貴, 請川大, 榎本光裕, 川端茂徳, 大川淳. 脊柱矢状面アライメントの異常とその矯正 脊椎変性後彎
症患者における表面筋電図を用いた腰背筋疲労評価と脊柱矢状面アライメント．整形・災害外科．2013, 56(7):831-37．

12.	 芝山正治．レジャーダイバーの過去10年間における減圧障害治療の推移．駒沢女子大学研究紀要．2013.12, 20,　印刷
中

[著書・総説・解説]
 1.	 柳下和慶．膝靭帯損傷に対する高気圧酸素治療．特集/膝靭帯損傷の治療およびリハビリテーション．Monthly Book 

Medical Rehabilitation. 154:1-5, 2013.
 2.	 柳下和慶．オリンピックとスポーツ医療．お茶の水医学雑誌．61(3):249-58, 2013.
 3.	 柳下和慶．スポーツ外傷・障害に対する高気圧酸素治療の適応と実際．【スポーツ外傷・障害に対する低侵襲治療の

最前線】．整形外科最小侵襲手術ジャーナル．69:27-32, 2013. 
 4.	 榎本光裕．整形トピックス ハニカムコラーゲンスポンジと細胞移植を併用した損傷脊髄の再建．整形外科(0030-

5901)64巻13号 p1382(2013.12)
 5.	 榎本光裕, 請川大, 加藤剛, 吉井俊貴, 川端茂徳, 大川淳．【脊柱変形A to Z】成人の脊柱変形 変性後側彎　表面筋電計を

用いた腰椎後彎症患者の腰背筋活動の特徴(解説/特集)．整形外科(0030-5901)64巻8号 p887-892(2013.07)
 6.	 小柳津卓哉, 吉井俊貴, 請川大, 榎本光裕, 川端茂徳, 大川淳．【脊柱矢状面アライメントの異常とその矯正】脊椎変性後

彎症患者における表面筋電図を用いた腰背筋疲労評価と脊柱矢状面アライメント．脊柱変形患者の背筋筋電図は手術
適応の決め手になるか．整形・災害外科(0387-4095)56巻7号 p831-837(2013.06)

 7.	 請川大, 榎本光裕, 富澤將司, 猪瀬弘之, 吉井俊貴, 加藤剛, 川端茂徳, 大川淳．【腰椎疾患up-to-date】 腰椎疾患に対する診
断・評価の進歩　画像および機能診断　胸腰椎椎体骨折後偽関節に対する椎体形成術後の腰背筋筋活動評価　表面筋
電図を用いた検討．別冊整形外科(0287-1645)63号 Page32-38(2013.04) 

[学会]
 1.	 Yagishita K, Enomoto M, Togawa S, Horie M, Mano Y. Hyperbaric oxygen therapy in athletes with medial 

collateral ligament injury of the knee. 1st Congress of the Asia Pacific Undersea and Hyperbaric Medical Society 
(2013年10月, Qingdao, China）

 2.	 Enomoto M, Yamashita R, Ukegawa M, Kaburagi H, Hirai T, Yagishita K, Okawa A. Expression patterns of glial 
cell-derived neurotrophic factor, vascular endothelial growth factor and their receptors after rat spinal cord injury. 
The 43th annual meeting of the Society for Neuroscience. (2013年10月, San Diego, USA)

 3.	 Kojima Y, Enomoto M, Togawa S, Kaburaki H, Horie M, Yagishita K. Multiple sclerosis presenting as spinal cord 
DCS: a case report. 46th Undersea & Hyperbaric Medical Society (UHMS) Annual Scientific Meeting. (2013年6月, 
Orlando, USA）

 4.	 Horie M, Enomoto M, Shimoda M, Yagishita K. Enhancement of injured skeletal muscle recovery by hyperbaric 
oxygen treatment. 46th Undersea & Hyperbaric Medical Society (UHMS) Annual Scientific Meeting. (2013年6月, 
Orlando, USA）

 5.	 Hirai T, Enomoto M, Kaburagi H, Sotome S, Shinomiya K, Okawa A, Yokota T. Intrathecal AAV serotype 
9-mediated delivery of shRNA against TRPV1 attenuates thermal hyperalgesia in a mouse model of peripheral 
nerve injury. The 43th annual meeting of the Society for Neuroscience. (2013年10月, San Diego, USA) 

 6.	 柳下和慶、小柳津卓哉、小島泰史、鈴木直子、山本和雄、榎本光裕．足関節捻挫に対する高気圧酸素治療の急性期に
おける有効性検討．第48回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．（2013年11月　東京）

 7.	 小島泰史，榎本光裕，市川周平，鈴木直子、外川誠一郎，小柳津卓哉，岡崎史紘，堀江正樹，山本和雄、柳下和慶．
当院における減圧症患者の検討．第48回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．（2013年11月　東京）

 8.	 中村智祐，堀江雅史，古賀英之，望月智之，渡邉敏文，柳下和慶，関矢一郎，大川淳，宗田大．解剖学的2重束前十
字靭帯再建術における移植腱の太さが及ぼす影響．第86回日本整形外科学会学術総会（2013年5月　広島）

 9.	 小柳津卓哉，榎本光裕，加藤剛，小島泰史，柳下和慶．潜函作業後に腹痛を主訴に発症した減圧障害の一例－CTで
の体内ガス像－．　第48回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．(2013年11月　東京）

10.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．高気圧酸素治療（HBO）における高気圧高酸素曝露が骨格筋再生過程に及
ぼす影響について．第3回高気圧酸素スポーツ医学研究会．（2013年3月　東京）

11.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．薬剤性筋損傷からの骨格筋再生過程に高気圧酸素治療が与える影響～基礎
研究からのアプローチ～．第23回 日本臨床工学技士会学術大会．（2013年5月　山形）
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12.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．高気圧・高酸素曝露が骨格筋損傷回復へ与える影響．第28回日本整形外科
学会基礎学術集会．（2013年10月　千葉）

13.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．廃用性筋萎縮に対する高気圧酸素治療の影響について．第48回本高気圧環境・
潜水医学会学術総会．（2013年11月　東京）

14.	 相澤純也，大路駿介，古賀英之，柳下和慶．片脚外側ジャンプ着地動作における空中での矢状面関節角度と着地後床
反力との関連．第159回体力医学会関東地方会．（2013年12月　東京）

15.	 芝山正治，柳下和慶，外川誠一郎，小島泰史，加藤剛，榎本光裕，岡崎史紘，小宮正久，眞野喜洋．ダイビング後の
航空機搭乗までの時間と減圧症との関係．第48日本高気圧環境・潜水医学会総会．(2012年11月　東京)

16.	 鈴木直子, 柳下和慶, 榎本光裕, 加藤剛, 小柳津卓哉, 外川誠一郎, 小島泰史, 芝山正治, 山本和雄, 眞野喜洋．沖縄地域に
おけるレジャーダーバーの減圧症発症誘因　第48回日本高気圧・環境潜水医学会学術総会．（2013年11月　東京）

17.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，大川淳，関矢一郎．2重束ACL再建術に
おける大腿骨孔位置が移植腱張力変化及び膝制動性に与える影響．第86回日本整形外科学会学術総会．（2013年5月　
広島）

18.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．スポーツ選手の外側半月板損
傷に対する修復術の工夫．第21回横浜スポーツ整形外科フォーラム．（2013年6月　横浜）

19.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．逸脱外側半月板に対する鏡視
下半月板制動術の短期成績．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

20.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．解剖学的2重束ACL再建術に
おける大腿骨孔位置が移植腱張力変化及び膝制動性に与える影響．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013
年6月　札幌）

21.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．二重束ACL再建術における初
期張力が制動性及び張力変化に与える影響．第40回日本臨床バイオメカニクス学会．（2013年11月　神戸）

22.	 堀江雅史，中村智祐，古賀英之，渡邊敏文，望月智之，柳下和慶，関矢一郎，大川　淳，宗田大．２重束ACL再建術
における大腿骨孔位置計測のための新しい術後レントゲン評価法：その再現性と正確性について．第5回日本関節鏡･
膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

23.	 堀江雅史，中村智祐，古賀英之，渡邊敏文，望月智之，柳下和慶，関矢一郎，大川　淳，宗田大．解剖学的2重束
ACL再建術後4か月の大腿骨骨孔内の移植腱の偏位：3D-MRIを用いた検討．第21回横浜スポーツ整形外科フォーラム．

（2013年6月　横浜）
24.	 石上貴之，高橋敏幸，藤野祥子，相澤純也，柳下和慶，上野俊明．咬合支持域の変化が姿勢外乱時の動的バランス能

力に及ぼす影響．第24回日本臨床スポーツ医学会学術集会．（2013年10月　熊本）
25.	 請川円, 榎本光裕, 鏑木秀俊, 若林良明, 大川淳．EGF受容体阻害薬を用いた末梢神経再生の促進．第28回日本整形外科

学会基礎学術集会．（2013年10月　千葉）
26.	 山下理子, 榎本光裕, 請川円, 鏑木秀俊, 早乙女進一, 大川淳．脊髄損傷慢性期における移植骨髄間葉系細胞の役割．第

28回日本整形外科学会基礎学術集会．（2013年10月　千葉）
27.	 石上貴之，高橋敏幸，藤野祥子，相澤純也，柳下和慶，上野俊明．咬合支持域の変化が姿勢外乱時の動的バランス能

力に及ぼす影響．第24回日本臨床スポーツ医学会．（2013年10月　熊本）

[研究助成]
 1.	 柳下和慶，榎本光浩，上野俊明ほか．文部科学省概算要求プロジェクト．スポーツ医歯学領域の独創的研究推進プロ

ジェクト．
 2.	 柳下和慶，榎本光裕，宮川俊平ほか．文部科学省、「チーム『ニッポン』マルチサポート事業．高気圧酸素環境の適

応による、スポーツ選手のコンディショニング回復・疲労回復・外傷回復の促進に関する研究」
 3.	 柳下和慶、榎本光裕、加藤剛、宗田大．基礎研究C「骨格筋損傷に対する高気圧酸素治療の作用機序の解明」2012年4

月～2015年3月．5,200（千円）
 4.	 榎本光裕．基盤研究C．慢性期損傷脊髄への細胞移植治療の確立とリハビリテーションの併用効果．1,690（千円）
 5.	 榎本光裕．中冨健康科学振興財団・研究助成金．痛み受容体を標的にした骨性疼痛の制御．1,000（千円）
 6.	 鏑木秀俊，榎本光裕，大川淳，横田隆徳，若林良明．日本損害保険協会 交通事故医療に関する一般研究助成．「慢性

神経因性疼痛に対する痛み受容体分子標的治療」2013年9月．1,000（千円）

[シンポジウム]
 1.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．骨格筋損傷に対する高気圧酸素治療〜効果とそのメカニズム〜．第39回日

本整形外科スポーツ医学会学術集会．（2013年9月　愛知）
 2.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．1重束及び2重束ACL再建術の
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前向き無作為化比較試験の長期成績．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）
 3.	 柳下和慶、榎本光裕、堀江正樹．高気圧酸素治療を用いた骨格筋損傷の治癒促進．第24回日本臨床スポーツ医学会．

スポーツ損傷の最新治療2013．（2013年10月25日　熊本）
 4.	 柳下和慶、小島泰史、野澤徹、小松富士夫、眞野喜洋．DAN JAPAN運営委員長の立場から．DAN JAPANの取り組

み．わが国の減圧障害の治療態勢―軽症例から重症例まで―．第48回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会． 
 5.	 柳下和慶、榎本光裕、堀江正樹、下田学、相澤純也．スポーツ軟部組織外傷における高気圧酸素治療．第159回日本

体力医学会関東地方会（2013年12月7日　調布）

[講演]
 1.	 小島泰史．DSP/HIRA　安全潜水を目指して．第15回安全潜水を考える会研究集会．（2013年12月21日　東京）
 2.	 鈴木直子．レジャーダイバーの減圧症発症誘因　ダイビング地域毎の検討．第14回潜水医学講座小田原セミナー．（2013

年2月2日　小田原）
 3.	 柳下和慶．スポーツ領域での高気圧酸素治療の活用－骨格筋損傷治療とコンディショニング目的使用について－．第

21回よこはまスポーツ整形外科フォーラム．（2013年6月2日　横浜）
 4.	 柳下和慶．高気圧酸素治療の適応疾患．第12回日本高気圧環境・潜水医学会教育集会．高気圧酸素治療の適応疾患（2013

年6月30日、東京）
 5.	 柳下和慶．高気圧酸素治療の適応疾患．第14回高気圧酸素治療専門医研修講座．高気圧酸素治療の適応疾患（2013年

6月30日、東京）
 6.	 柳下和慶．スポーツ領域での高圧酸素治療の治療効果．日本臨床スポーツ医学会主催・学生のためのスポーツ医学セ

ミナー．（2013年10月5日　東京）
 7.	 柳下和慶．高気圧酸素治療とオリンピック活動への展望．財務省ランチミーティング．（2013年10月29日　東京）
 8.	 柳下和慶．適応疾患と副作用．日本臨床工学技士学会　第1回高気圧酸素治療指定講習会．（2013年11月1日　東京）

[受賞]
 1.	 Horie M. The 46th Undersea & Hyperbaric Medical Society Annual Scientific meeting. President's Award for Best 

Overall Trainee/Resident Poster Presentation. 2013. “Enhancement of injured skeletal muscle recovery by 
hyperbaric oxygen treatment.”

 2.	 Horie M. Undersea & Hyperbaric Medical Society, Young Scientist/Medical Doctor Award 2013.

[セミナー・研究会主催]
 1.	 第3回高気圧酸素スポーツ医学研究会．スポーツ医歯学センター　柳下和慶（2013年3月23日　東京）
 2.	 日本整形外科スポーツ医学会第13回大学生・高校生のためのスポーツ医学セミナー．スポーツ医歯学センター　柳下

和慶．（2013年8月24日　東京）
 3.	 第1回湯島スポーツ医歯学研究会．スポーツ医歯学センター　柳下和慶（2013年11月30日　東京）

[その他・社会貢献]
柳下和慶
・独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）　専門委員
・日本高気圧環境・潜水医学会　副代表理事
・日本高気圧環境・潜水医学会　広報委員長
・日本高気圧環境・潜水医学会　保険委員会　委員
・日本高気圧環境・潜水医学会　学術委員会　委員
・日本高気圧環境・潜水医学会　教育委員会　委員
・日本高気圧環境・潜水医学会　外科系学会社会保険委員会連合（外保連）実務委員
・日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会　理事
・高気圧酸素治療安全協会　理事
・日本臨床スポーツ医学会　評議員
・日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（JOSKAS）　評議員
・日本オリンピック委員会（JOC）情報・医・科学専門部会　部会員
・厚生労働省　高気圧作業安全衛生規則改正検討会　参集者
・臨床工学合同委員会　委員
・国立スポーツ科学センター　アドバイザリーボード
・財団法人日本海洋レジャー安全・振興協会　委員
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・アメリカンフットボール　アサヒビール・シルバースター　チームドクター

榎本光裕	
・日本高気圧環境・潜水医学会　幹事

小島泰史
・日本高気圧環境・潜水医学会　学術委員会　委員
・財団法人日本海洋レジャー安全・振興協会　委員
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診療科・中央診療施設等

細 胞 治 療 セ ン タ ー
Center for Cell Therapy

センター長(併)	　森尾　友宏(医歯学総合研究科・発生発達病態学分野・准教授）
副センター長(併）	　関矢　一郎(再生医療研究センター・教授）
管理スタッフ(併)	管理責任者・品質管理責任者
	 　梶原　道子(医学部附属病院・輸血部・部長）
	 製造管理責任者
	 　清水　則夫(難治疾患研究所・ウイルス治療学分野・准教授）
技術補佐員：	 　河野ゆり， 寺田尚美， 宮坂あかね(～6月）
共同研究員：	 　小坂　崇(～3月）， 落合　央(4月～）
事務補佐員：	 　星川あき子(ISO9001担当)、草野　純（ISO9001担当）

（１）教育
　2004年2月20日、細胞調製施設として国内で始めてISO9001:2001（現在は2008）認証（JQA-QMA11047、登録活動範囲：
活性化Ｔ細胞の調製）を取得した。当センターにおける細胞加工工程は基準書及び標準操作手順書（Standard Operation 
Procedure: SOP）により定められ、記録・管理されている。教育訓練により施設内作業資格認定を行い、また内部監査のた
めの内部監査員講習を行っている。2013年は1月に更新審査を終了した。施設内で作業を実施するものには教育訓練を行う
とともに、新しくセンターにおいて細胞調製作業が必要な分野にはSOP構築方法などについて指導を行っている。

（２）研究
１）細胞医療製剤、再生医療製剤の品質管理に関する研究
　2）の研究と連動して、（1）高感度迅速網羅的微生物検査法、（2）培養・分化過程におけるDNA損傷及び細胞毒性のモニ
タリング、（3）遺伝的安定性検証系（高感度遺伝子変異同定）、（4）変異蓄積検証系の開発に当たっている。これらの研究は、
厚生労働科学研究（再生医療実用化）研究事業：幹細胞による次世代の低侵襲軟骨再生治療の開発と臨床応用（研究代表者：
関矢一郎）、再生医療の実現化ハイウェイ：滑膜幹細胞による膝半月板再生（研究代表者：関矢一郎）、再生医療実現拠点ネ
ットワークプロジェクト技術開発個別課題：iPS細胞・体性幹細胞由来再生医療製剤の新規品質評価技術法の開発（研究代
表者：森尾友宏）の中で実施された。これらは難治疾患研究所・分子細胞遺伝学分野稲澤譲治先生、ゲノム解析室谷本幸介
先生、ウイルス治療学分野清水則夫先生、かずさDNA研究所小原収先生、国立医薬品食品研究所佐藤陽治先生らとの共同研
究のもとで実施された。

２）高感度迅速網羅的ウイルス検査法の開発
　難治疾患研究所・フロンティア研究室ウイルス治療学が開発した手法を用いて、HSV1, HSV2, VZV, EBV, CMV, HHV6, 
HHV7, HHV8, BK virus, JC virus, Parvovirus B19を迅速に高感度にかつ安価に検査するシステムを構築し医学部附属病院に
公開している。現在、月曜日から金曜日まで連日検体を受け入れている。上記ウイルスは定性検査に加えてreal time PCRに
より定量することも可能である。その他にHIV1, HIV2, HTLV1, HTLV2, HBV, HCV, Norovirus, Pneumocyctis jiroveci, 

Cryptosporidium parvumなどの測定系の構築も終了している。さらに検索可能なウイルス・微生物の種類を増やす取り組みを
継続しており、 すでに開発したMycoplasmaの測定系に関しては次期改正薬局方で示される予定のバリデーション要件を満
たし実用化することを目指している。
　本検査法については、再生医療実現化拠点ネットワークプログラムの中で、国内標準検査法として検証されようとしてい
る。また京都大学iPS細胞研究所における治療用iPS細胞や、ネットワークプログラムの各拠点での調製細胞及び再生医療に
関与する代表的培養加工企業にて導入・検証が開始されようとしている。

３）Ex vivo 増幅臍帯血Ｔ細胞を用いたDLI (donor lymphocyte infusion)の実用化に向けての研究
　Ex vivo 増幅臍帯血Ｔ細胞を用いたDLI臨床第I相試験に向けてのprotocol作成、SOP作成、細胞培養にあたる基幹施設とし
ての役割を果たしている。本研究は政策創薬マッチング研究事業「臍帯血移植後のドナーリンパ球輸注を可能とするための
基盤整備と第I相臨床試験」（研究代表者：藤原成悦）の元で実施されている（虎ノ門病院、神鋼病院、成育医療研究センター、
株式会社リンフォテックとの共同研究）。なお2014年3月までで本事業はいったん終了する予定である。

４）多ウイルス特異的細胞傷害T細胞治療の開発
　Bayler大学および東京大学医科学研究所との共同研究により、７ウイルス15抗原からのoverlapping peptidesと至適サイト
カインを用いて、7ウイルス特異的細胞傷害性T細胞を樹立する研究を進めている。厚労科研費　難治性疾患等克服研究事業
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（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「適応拡大に向けた臍帯血移植の先進化による成績向上と普及に関する研究」（研
究代表者：高橋　聡）および、同事業「臓器移植・造血細胞移植後日和見感染症に対する有効かつ安全な多ウイルス特異的
Ｔ細胞療法の開発と導入に関する研究」（研究代表者：森尾友宏）の中で行われた研究である。

５）個人識別システムの開発
　最大18種類のプローブを用いることにより、short tandem repeat(STR)法を用いて、個人識別を行うシステムを開発して
いる。

６）自家滑膜由来間葉幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療の開発
　再生医療研究センター、運動器外科学分野、軟骨再生学分野で、軟骨損傷、半月板損傷に対して、従来法よりも安全で低
侵襲な細胞治療の開発を進め、実際に臨床応用に向かうと共に、さらに効果検証や安全性検証、効果指標検証、大動物を用
いた移植実験など広範な研究を展開している。

７）成人型T細胞白血病に対するHTLV-1 Tax特異的T細胞応答賦活化ペプチドパルス樹状細胞を用いた新規免疫療法（臨床
第Ⅰ相試験）

　これまでに本学免疫治療学分野で同定したHTLV-1 Tax特異的CTLの主要認識エピトープの合成ペプチド添加樹状細胞を
用いた新規免疫療法の第１相臨床試験を九州がんセンター、九州大学との共同研究で行った（九州の症例は九州大学で、関
東の症例は医科歯科大学で実施する予定）。これまでに九州がんセンターで３例の登録があり九州大学で樹状細胞調整、投
与が行われた。本年度はこれらの症例の免疫応答の追跡を行った。８週目の評価では2例がPR,1例がSDであり、その後１年
以上無治療で状態は安定している。16週前後をピークとしてTax特異的CTLの増殖応答が認められた。平成25年3月末で、本
研究をサポートしていた厚労科研費が途絶えたため臨床試験は一旦中断したが、平成25年度の二次公募で新規研究班（九州
がんセンター末廣陽子代表）が採択され、実用を目指した新規医師主導治験として再スタートした。但し、今回はCCR4抗
体とTaxペプチド添加樹状細胞の併用となる。現在、GMP基準の治験申請のため、品質試験や安全性試験についてPMDAと
頻回相談中である。

（３）臨床
　細胞治療センターは、ヒト細胞を安全に処理するための無菌培養室4室と、処理した細胞の品質を保証するための検査室
を備えている。施設全体を外の環境より陽圧としその状態を維持することにより、外気を完全に遮断できる構造となってお
り、室内の浮遊粉塵をHEPAフィルターで除くことにより、検査室はクラス100,000（1立方フィート中に浮遊粉塵が10万個
以下：通常の環境では数百万から数千万）、＋10Pa（パスカル）の清浄・陽圧環境になっている。細胞処理を行う無菌培養
室はさらに高度な清浄度が要求されるため、クラス10,000、＋30Pa (Grade B)の環境となっており、実際の細胞処理はクラス
100以下の安全キャビネット(Grade A)の中で行われる。細胞処理を行う作業者は検査室では清潔な白衣を着用し、無菌培養
室への入室に際しては全身を覆う無菌無塵衣、マスク、手袋の着用が義務付けられている。細胞の調製や検査はすべてこの
施設で行われる。また毎年施設及び機器のバリデーションを行い、正常稼働を確認している。
　細胞調製はすべて標準作業手順書(SOP)に沿って行われ、各工程で品質検査を行い、基準を満たし、微生物の混在のない
製品であることを確認している。また各工程では検体をサンプリング保存し、トラックバックできるようになっている。細
胞加工については、厚生労働省より「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針」など各種指針が提出されているが、当施
設はハード面、ソフト面ともに合致したシステムを構築しており、今後幹細胞医療、再生医療の臨床応用を目指す多科の参
入に対応可能である。
　尚、再生医療研究センター/運動器外科学/軟骨再生学によって開発した、自己の滑膜間葉系幹細胞を用いて、半月板縫合
後の治療成績を改善させる細胞治療が開始されている。また免疫治療学分野では、ATLに対する新規抗CCR4抗体を併用し
た樹状細胞療法の第I相治験申請の準備中である。

１）Ex vivo活性化Ｔ細胞輸注

　2013年細胞調製数：			   30投与

対象疾患：造血幹細胞移植後日和見感染症(CMV感染症、EBV感染症、Parvovirus感染症など)造血幹細胞後部分キメラ、
　　　　　化学療法中の日和見感染症、多剤耐性結核、造血幹細胞移植後白血病再発、固形腫瘍（膠芽腫など）など。

厚生労働省先進医療（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/sensiniryo/kikan03.html）
62．自己腫瘍（組織）を用いた活性化自己リンパ球移入療法（がん性の胸水、腹水又は進行がんに係るものに限る。）
　末梢血から採取した自己リンパ球と自己の腫瘍とを混合培養するなどして接触させた後、体外でインターロイキン2など
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の存在下で培養し、腫瘍に特異的と期待されるキラー細胞を誘導し、増殖させ、再び体内へ戻す療法。（平成26年1月より取
り下げ）

２）高感度迅速網羅的ウイルス測定

　2013年ウイルス検査数：　　　　　　　　　　1846件　(2012年：1593件)

　末梢血幹細胞採取：　　　　　　　　　　　　　18件　(2012年：1325件)

　血管再生医療：　　　　　　　　　　　　　　　 1件　(2012年：1381件)	

３）軟骨・半月板再生医療（再生医療研究センター、運動器外科学、軟骨再生学、整形外科）
　対象疾患：半月板損傷、外傷性軟骨損傷、変形性膝関節症
　自家滑膜由来間葉幹細胞を自己血清で増殖させ、低侵襲で半月板・軟骨損傷部に移植する再生医療を2008年より開始した。
国内外より広く注目を集めており、今後幅広い展開を予定している。

４）末梢血幹細胞による血管再生治療（老年病内科）
　対象疾患：慢性閉塞性動脈硬化症又はバージャー病（投与数：1件）

厚生労働省先進医療（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/sensiniryo/kikan03.html）
45．末梢血単核球移植による血管再生治療
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準 第5回造血器腫瘍免疫療法研究会学術集会 2013年8月24日 名古屋
 6.	 森尾友宏 . ダウン症候群：その免疫学的特徴と易感染性 Infections and Immune Defects in Down Syndrome  RSV 

Japan Global Expert Meeting（シンポジウム）、2013 年 6 月 29 日
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21.	 今留謙一、松田剛、川野布由子、千葉佑規乃、新井文子、中澤温子、伊藤守、清水則夫、藤原成悦. 難治性EBウイル
ス関連T/NKリンパ増殖性疾患モデルマウスを用いた新規治療薬3剤の評価研究 第61回日本ウイルス学会 2013年11月 
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会 2013年9月 東京



— 995 —

［招待講演］
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 2.	 森尾友宏. 再生医療・細胞治療製剤の品質保証　J-TEC社内勉強会. 2013年12月13日 蒲郡（愛知）
 3.	 森尾友宏. 病原体と宿主からみる呼吸器ウイルス感染症：その分子基盤と免疫操作による感染制御 第16回　茨城県小

児感染症研究会2013年11月20日 茨城
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 6.	 森尾友宏. RSウイルス感染症のリスク要因とパリビスマブ使用の手引き、ダウン症候群、シナジス適応追加講演会. 
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 7.	 森尾友宏. 医療戦略における再生医療の位置づけと今後の展望、三菱総合研究所勉強会. 2013年9月30日 東京
 8.	 森尾友宏. 抗体産生不全症の分子病態探索 第3回関西免疫不全症研究会 2013年7月27日
 9.	 森尾友宏. 原発性免疫不全症からみる血液腫瘍疾患の分子基盤 第5回九州免疫不全症研究会 2013年7月13日 福岡
10.	 森尾友宏. PMX治療が敗血症患者の好中球機能に及ぼす効果に関する研究、（東レ社内勉強会）. 2013年6月20日 東京
11.	 森尾友宏. 再生医療・細胞治療における品質保証変異細胞・微生物モニタリング、再生医療イノベーションフォーラ

ム（社内勉強会）. 2013年4月12日 東京
12.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生 第60回山陰整形外科集談会 2013年12月16日島根
13.	 関矢一郎. 関節軟骨障害治療2013　指定発現：Stem Cell治療 膝関節フォーラム 2013年12月7日 東京
14.	 関矢一郎. 滑膜間葉幹細胞による関節軟骨・半月板再生 新技術説明会 2013年12月2日 東京
15.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療の開発 第28回新潟移植再生研究会2013年10月28日 新潟
16.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療の開発 東大 臨床研究者育成プログラム 2013年10月11日 東京
17.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生医療の開発 山梨運動器再生セミナー　2013年9月12日　山梨
18.	 関矢一郎. 滑膜幹細胞による軟骨・半月板再生 第23回 膝肩スポーツの会	 2013年7月27日　東京
19.	 関矢一郎. 自己血清で増殖させた体性幹細胞による関節軟骨・半月板再生医療 JMS社内講演会 2013年5月22日 東京
20.	 梶原道子. 小児領域の輸血療法　学会認定・臨床輸血看護師制度講習会 2013年11月 京都
21.	 梶原道子. 非溶血性輸血副作用とその対応 直接抗グロブリン試験陽性患者の輸血の注意点（柏市立柏病院）第4回輸血

療法委員会研修会 2013年11月 千葉
22.	 梶原道子. Upshaw-Schulman症候群症例の妊娠分娩〜同一例の2回の妊娠経過から考える〜 第18回ADAMTS13研究会 

2013年9月 奈良
23.	 梶原道子. 宗教的理由による輸血拒否の問題について 福岡県医師会 平成25年度第１回ハートフル研修会 2013年8月 福

岡
24.	 梶原道子. 自己血輸血〜安全で効果的な実施のために〜（柏市立柏病院）第3回輸血療法委員会研修会 2013年1月 千葉

【研究助成金】
 1.	 文部科学研究費補助金（基盤研究（B））「単一遺伝子異常による免疫学的寛容破綻の分子機構に関する研究」研究

代表者　森尾友宏
 2.	 文部科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「新規好中球解析手法による病態解明と革新的好中球制御法の開発」研究

代表者　森尾友宏
 3.	 文部科学省委託 国家基幹研究開発推進事業　再生医療実現化拠点ネットワーク　技術開発個別課題「iPS細胞・体性

幹細胞由来再生医療製剤の新規品質評価技術法の開発」研究代表者　森尾友宏、研究分担者　清水則夫
 4.	 文部科学省　国家基幹研究開発事業　再生医療実現化プロジェクト　再生医療の実現化ハイウェイ「滑膜幹細胞によ

る膝半月板再生」代表研究者　関矢一郎、分担研究者　森尾友宏、清水則夫
 5.	 厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「臓器移植・造血細胞移植後日和見感染症

に対する有効かつ安全な多ウイルス特異的Ｔ細胞療法の開発と導入に関する研究」研究代表者　森尾友宏
 6.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「原発性免疫不全症候群に関する調査研究」研究分担者　森

尾友宏
 7.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「自己炎症疾患とその類縁疾患に対する新規診療基盤の確

立」研究分担者　森尾友宏
 8.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「RAS関連自己免疫性リンパ球増殖症候群様疾患(RALD)の

実態調査および病態病因解析」研究分担者　森尾友宏
 9.	 厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「免疫疾患におけるT細胞サブセットの機

能異常とその修復法の開発」研究分担者　森尾友宏
10.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「希少疾患への治療応用を目指した臍帯および臍帯血由来細

診療科・中央診療施設等
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胞の系統的資源化とその応用に関する研究」研究分担者　森尾友宏
11.	 厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「適応拡大に向けた臍帯血移植の先進化に

よる成績向上と普及に関する研究」研究分担者　森尾友宏
12.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「慢性活動性EBウイルス感染症の発症機構解明と新規治療開

発に関する研究」研究分担者　森尾友宏、清水則夫
13.	 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「原発性免疫不全症に対する造血幹細胞移植法の確立」研究

分担者　森尾友宏
14.	 厚生労働科学研究費補助金（創薬基盤推進研究事業）「臍帯血移植後のドナーリンパ球輸注を可能とするための基盤

整備と第I相臨床試験」研究分担者　森尾友宏
15.	 経済産業省（再生医療等産業化促進事業）「自家培養表皮・自家培養軟骨を対象とした再生医療産業化促進のための

製品実現プロセスの検証. と合理的製造方法・評価方法の確立」研究分担者　森尾友宏
16.	 川野小児医学奨学財団　第24回一般枠研究助成金「好中球の暴走と枯渇を制御する分子の解析とその制御法の開発」

研究代表者　森尾友宏、研究者分担　清水則夫
17.	 官民共同研究（ミルテニーバイオテク）「TexMACS GMP Medium(GMPグレード無血清培地）を用いたヒト臍帯血

および末梢血中T細胞増殖特性・安全性の評価に関する研究)」代表研究者　森尾友宏
18.	 官民共同研究「活性化Ｔ細胞の医薬品及び保険適応化のための研究」代表研究者　森尾友宏
19.	 学長裁量特別経費「感染症及び腫瘍発生におけるDNA損傷修復反応に関する研究」研究代表者　森尾友宏
20.	 厚生労働科学研究費補助金 再生医療実用化研究事業「幹細胞による次世代の低侵襲軟骨再生医療の開発と臨床応用」

代表研究者　関矢一郎、分担研究者　森尾友宏、清水則夫
21.	 厚生労働科学研究費補助金 再生医療実用化研究事業「滑膜幹細胞による半月板・関節軟骨の治癒促進・再生」代表研

究者　関矢一郎、分担研究者　森尾友宏、清水則夫
22.	 科学研究費助成基盤Ｂ　文部科学省、「歯髄幹細胞分離法の確立とシグナルネットワーク制御による硬組織再生の新

規パラダイム」共同研究者　関矢一郎
23.	 科学研究費助成基盤C　文部科学省、「変形性関節症の発症機構解明の為の新規動物モデルの確立と関節組織の初期

病変の解析」共同研究者　関矢一郎
24.	 科学研究費助成基盤C　文部科学省、「サル半月板損傷に対する修復術後の滑膜間葉系幹細胞移植」共同研究者　関

矢一郎
25.	 厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）「２００ｍｌ献血由来の

赤血球濃厚液の安全性と有効性の評価及び初回献血を含む学校献血の推進等に関する研究」分担研究者　梶原道子
26.	 厚生労働科学研究費補助金 政策創薬総合研究事業　創薬総合研究「臍帯血DLIの実用化と細胞治療製剤の医薬品化へ

向けてのトランスレーションリサーチ」分担研究者　清水則夫
27.	 厚生労働科学研究費補助金　医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業「細胞組織加工医薬品のウ

イルス感染リスク評価に関する研究」分担研究者　清水則夫
28.	 厚生労働科学研究費補助金 創薬基盤推進研究事業「疾患研究のための細胞コレクションの資源化ならびに品質評価

法・特性解析法開発に関する研究」分担研究者　清水則夫
29.	 成育医療研究開発費「成育医療における病原体迅速診断システムによる適正な感染症診療の実現と周産期感染症予防

に関する研究」分担研究者　清水則夫

【受　賞】
 1.	 森尾友宏：平成25年　東京医科歯科大学優秀研究賞
 2.	 中川裕介：第28回日本整形外科学会基礎学術集会 優秀口演賞 ブタ損傷半月板に対するMRI T1rhoマッピングと組織

学的評価. 日本関節病学会誌 2013; 32:243-246.

診療科・中央診療施設等
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クリーンルーム歯科外来
Clean Room, University Hospital, Faculty of Dentistry

准 教 授　砂川光宏
助　　教　松本宏之

（１）教育
歯学部附属病院外来部門及び入院部門における医療従事者ならびに学生への院内感染予防対策の啓発とその実際の教育と
普及

（２）研究
　本分野では以下のようなテーマを対象に研究している

１．歯科治療用消耗品類のディスポーザブル化の可能性
２．HIV陽性感染者およびエイズ患者の口腔内疾患の実態調査
３．歯科医師及び歯学部学生の院内感染予防対策に関する意識調査と歯学部附属病院内での職業上の暴露事故との関係

（３）臨床
　感染症患者及び易感染者を対象としたクリーンルーム歯科外来の管理運営ならびに同外来における患者の一般歯科治療

（４）研究業績
[原著]

 1.	 Kaneko T, Chokechanachaisakul U, Kawamura J, Yamanaka Y, Ito T, Sunakawa M, Suda H, Okiji T: Up-regulation 
of p38 Mitogen-activated Protein Kinase during Pulp Injury–induced Glial Cell/Neuronal Interaction in the Rat 
Thalamus. Journal of Endodontics, 39(4):488－492, 2013.

[著書]  
 1.	 砂川光宏（共著者 須田英明）：歯内治療に併発した医原性神経障害性疼痛. “歯科医展望特別号. お口の健康　全身元気

－各世代の最新歯科医療－第22回日本歯科医学会総会”，医歯薬出版株式会社, 歯科医展望特別号2013, 207, 2013/6/1.
 2.	 松本宏之（共著者 砂川光宏, 須田英明）：職業上の暴露事故「針刺し事故」の発生状況. “歯科医展望特別号. お口の健

康　全身元気－各世代の最新歯科医療－第22回日本歯科医学会総会”，医歯薬出版株式会社, 歯科医展望特別号2013, 
231, 2013/6/1.

 3.	 砂川光宏：3. 成人の歯内療法　歯内療法と慢性痛　−審査・診断・対応のポイント−　デンタルダイヤモンド別冊  
興地隆史，石井信之，井澤常泰，木ノ本喜史 編　ライフステージと歯内療法 〜歯の長期保存のために〜，　デンタル
ダイヤモンド社,  p100-103, 2013.

[総説]
	 なし

[国際学会]
 1.	 Kawamura J, Kaneko T, Chokechanachaisakul U, Yamanaka Y, Ito T, Sunakawa M, Okiji T, Suda H: Glial Cell/

neuronal Interaction in Thalamus following Dental Pulp Inflammation. 91st IADR, Poster, IADR Program book, 207, 
Washington State Convention Center, Seattle, USA, 2013/3/23-24.

 2.	 Sunakawa M, Suda H: Treatment of Teeth Possibly with Iatrogenic Neuropathic Pain. The 9th World Endodontic 
Congress, Poster, Tokyo International Forum, Tokyo, 2013/5/26.

 3.	 Matsumoto H, Sunakawa M, Suda H: Alterations of Periodontal Mechanoreceptive  Afferents' Activities by 
MO-induced Pulpal Inflammation. The 9th World Endodontic Congress, Poster, Tokyo International Forum, Tokyo, 
2013/5/26.

 4.	 Kawamura J, Kokuzawa C, Sunakawa M, Suda H: A case of Maxillary First Molar with Unique Morphology. IFEA, 
The 9th World Endodontic Congress, Tokyo International Forum, Tokyo 2013/5/25.

 5.	 Kawamura J, Kaneko T, Yamanaka Y, Ito T, Sunakawa M, Okiji T, Suda H: Analysis of Glial Cell-related Genes in 
Rat Thamalus following Dental Pulp Inflammation. Abstract Book 89, The 2nd IADR Asia Pacific Region (IADR-

診療科・中央診療施設等
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APR),. Bangkok, Thailand, 2013/8/21.

[国内学会]
 1.	 河村 隼, 金子友厚，山中裕介，伊藤崇史，砂川光宏，興地隆史，須田英明：実験的歯髄炎はラット視床におけるミク

ログリアを活性化させる. 第138回日本歯科保存学会, ポスター, 第138回日本歯科保存学会プログラム抄録集, 204, 福岡
国際会議場, 福岡, 2013/6/28.

[研究助成金]
なし

[その他]
①国際学術交流
　なし

②国内学術交流
(a)招待講演，シンポジウム
　なし

(b)国内研究活動
　なし

(c)新聞発表など
　なし

(d)主催したセミナー・講習会など
 1.	 平成25年度 第1回東京都エイズ歯科診療従事者講習会　2013.10.09-10.
 2.	 平成25年度 第2回東京都エイズ歯科診療従事者講習会　2013.11.13-14.

③教育上の特記すべき事項
1. 本学部教育

 1.	 砂川光宏 , 山崎陽子. 東京医科歯科大学歯学部歯学科6年　包括臨床実習臨床セミナー「歯科領域の痛みとその対策」.  
2013.

 2.	 砂川光宏, 松本宏之. 東京医科歯科大学歯学部歯学科5年　包括臨床実習Phase Iオリエンテーション講義「感染予防対
策」．2013.10.01.

2. 他大学学部教育
 1.	 砂川光宏. 日本大学歯学部歯学科４年　歯内療法特別講義「歯の痛みの基礎と臨床」2013.04.22

3. 大学院教育
 1.	 砂川光宏. 東京医科歯科大学大学院講義　“Peripheral and central sensitization in pain processing mechanism” 

201.12.13. 
 2.	 松本宏之. 東京医科歯科大学大学院講義　“Infection control in endodontic treatment”.  2013.12.13.

診療科・中央診療施設等
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歯科器材・薬品開発センター
Center for Development of Devices and Drugs in Dentistry

センター長　　田上順次
副センター長　高橋英和 
　　　　　　　原澤秀樹
　　　　　　　原田直子
センター員　　和賀井美和子(CRC）
　　　　　　　小島和子(CRC，4月～）

　本センターは平成16年4月に設置され、おもに歯科医療機器に関する薬事相談業務、および歯学部附属病院で行われてい
る治験、および治験以外の臨床試験（以下治験等）の管理と支援を行っている．

（1）教　育
　本センターでは歯学部歯学科第3学年の「歯科生体材料」、および口腔保健学科口腔保健工学専攻第2学年の「口腔保健理
工学」のモジュールにおいて、歯科医療機器の薬事法に関する基礎知識を教育している．また、生体材料工学研究所と連携
を図り、大学院医歯学総合研究科修士課程医歯理工学専攻第1学年の「医歯薬産業技術特論」において、大学発シーズの早
期実用化に向けて、研究成果の製品化を目指す際の課題や許認可制度に関する講義を行っている．

（2）治験等の支援業務
　本センターは治験等事務局として、治験等にかかわる管理および各種事務的業務を行うとともに、それらの試験が円滑に
実施されるように臨床試験コーディネーターを配置し、各種支援業務を行っている． 

（3）相談業務
　相談業務として、学内関係者および歯科、医科関連企業からの、歯科、医科医療機器の承認、認証申請など薬事全般に関
する相談への対応を行っている． 
　また、治験等を行おうとする企業との相談で、プロトコール作成等各種のサポートを行うことで、企業が適切な治験計画
を早期に立てることが可能となり、治験申請を早く行うことができる．なお、治験デザインについては（独）医薬品医療機
器総合機構が有料相談業務を行っており、本センターの相談業務は実際の診療現場での運用の観点を中心にサポートを行っ
ているため、これとは競合関係になるのではなく、補完の関係である．

（4）業務実績・研究業績
[治験等支援業務および相談業務]
　平成25年12月末日現在、1件の治験と１件の臨床研究を実施中であり、そのサポートを行っている．
　また歯科医療機器の薬事全般に関する相談業務および産官学連携関連の打ち合わせを、130件実施した．

[原著]
 1.	 石川烈, 原田直子: 新しい医療機器を現場に届けるには－大学サイドからの観点－. 日本レーザー歯学会誌, 24(3): 119-

122,  2013.
[著書]

[総説]

[学会]

[研究助成金」
 1.	 日本学術振興会科学研究費補助金、基盤研究Ｃ
	 研究題目：歯科医療機器のレギュラトリー・サイエンスの構築に関する研究　　研究代表者：原田直子
	 期間：平成22年～平成25年

[国内学術交流]
（シンポジウム主催）
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 1.	 第9回　東京医科歯科大学　歯科器材・薬品開発センター　シンポジウム「歯科医療機器産業の活性化に向けて」，東
京医科歯科大学, 出席者136名，2013年2月19日．

（セミナー）

（その他）
 1.	 高橋英和．代理議長．ISO/TC106/SC9 Dental CAD/CAM systems．仁川，2013年9月30日～10月5日．
 2.	 高橋英和．座長．ISO/TC106/SC7WG1 Manual tooth brush．仁川，2013年9月30日～10月5日．
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スポーツ医歯学センター
Center of Sports Medicine and Dentistry

医学部附属病院　スポーツ医学診療センター
センター長・准教授　柳下和慶
特 任 講 師　榎本光裕
助　　　教　中村智祐
アスレティックリハビリテーション部長　相澤純也
理学療法士　大路駿介

歯学部附属病院　スポーツ歯科外来
准　教　授　上野俊明
助　　　教　高橋敏幸，中禮　宏
医　　　員　黒川勝英
大 学 院 生　Sharika Shahrin(～9月），石上貴之，
　　　　　　Ruman Uddin Chowdhury，林　海里，
　　　　　　田辺麻衣，三ツ山晃弘，深沢慎太郎，
　　　　　　Abhishekhi Shrestha，白子高大(4月～）
非常勤講師　近藤剛史，佐々木幸生，佐藤　亮，
　　　　　　山中拓人
研修登録医　三浦弘美，森文彦，高畑智文，
　　　　　　足立幸一郎，藤野祥子，安倍圭祐

　スポーツ医歯学センターは，本学の医科・歯科分野における特徴的かつ先進的なスポーツ関連分野の連携と相互の活用の
拠点となり，スポーツ関連する外傷・障害・疾病の研究および臨床に資することを目的とする部門であり，医学部附属病院
スポーツ医学診療センターおよび歯学部附属病院スポーツ歯科外来から構成される．

（１）教　育
　スポーツ選手の健康管理，スポーツ外傷の安全対策，競技力向上の3側面に関する有効かつ効率的な医・歯・科学的サポ
ートの在り方を追及し，そのために必要な学識的知識の整理，技能の習得，態度の研鑚を目指した教育を行っている．

（２）研　究
○スポーツ医学診療センター：
　アスレティックリハビリテーション部門を中心に，体幹機能評価と体幹機能強化からの早期競技復帰，高レベルパフォー
マンス獲得のための様々な研究を行っている．

１）スポーツ選手の早期競技復帰，高レベルパフォーマンスの獲得
（1）膝前十字靱帯再建術後でのアスレティックリハビリテーションアプローチ
　　体幹機能強化による早期競技復帰と再受傷予防の研究

（2）オーバーユース，疲労骨折における体幹機能からの評価と治療アプローチ研究
２）新たな体幹機能評価の確立と体幹機能強化の有効性評価
３）動的バランスの評価法開発
４）高気圧酸素治療による早期競技復帰，コンディショニングの獲得
（1）靭帯損傷，肉離れ等の軟部組織外傷における有効性研究
（2）高気圧酸素治療の疲労回復，睡眠に対する影響研究

○スポーツ歯科分野：
　競技者やスポーツ愛好家の健康管理と外傷の安全対策に寄与貢献することを目的として，本分野ではスポーツや運動が人
体に与える様々な影響を考究している．

１）スポーツ選手の口腔健康維持増進
（1）スポーツ選手の口腔保健実態調査
（2）スポーツ・運動に伴う口腔内環境の変化
（3）スポーツドリンクおよびサプリメントの口腔に対する影響

スポーツ医歯学センター
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２）スポーツ歯科傷害の安全対策
（1）マウスガード＆フェイスガード材料の改良・開発
（2）マウスガード＆フェイスガードの外傷予防効果の検証と快適性の向上
（3）競技種目・特性によるマウスガード＆フェイスガード外形の基準化
（4）スキューバダイビング用マウスピースの改良・開発

３）咬合と骨格筋制御機能の相関
（1）バイオメカニクスによる骨格筋出力および力発揮特性の解析
（2）神経生理学的手法によるバックグラウンドメカニズムの検索

４）咬合と身体平衡機能の相関
５）咀嚼・咬合と脳機能の関連性
６）スポーツに関連する歯科疾患・傷害に対するHBOの応用

（３）臨　床
○スポーツ医学診療センター：
　スポーツ選手の外傷，障害，疾病を対象に，スポーツ競技復帰を「より早く，より高く」を目指し，本学に特徴的な先進
分野との連携にて，総合的な診療を実施する．アスレティックリハビリテーション部門では，個々の選手に合わせたカスタ
ムメードのリハプログラムにて，競技レベルへの復帰を達成し，傷害予防のプログラムを提供する．
　（2013年1月～12月実績）
　　スポーツ外来部門患者　			   1,232名
　　アスレティックリハビリテーション部門患者	 1,971名

○スポーツ歯科分野：
　スポーツ歯科外来では，スポーツ選手・愛好家の口腔の健康の維持・管理・回復・増進を図ることを目的に，次のような
相談・健診・治療を実施している．

１）スポーツ歯科健診＆コンディショニング・アドバイス
２）歯科疾患全般に関する相談・治療
３）スポーツ傷害（外傷・障害）に関する相談・治療
４）カスタムメイド・マウスガードの製作・調整
５）カスタムメイド・フェイスガードの製作・調整

（４）研究業績
[原著]

 1.	 Enomoto M, Bunge MB, Tsoulfas P. A multifunctional neurotrophin with reduced affinity to p75NTR enhances 
transplanted Schwann cell survival and axon growth after spinal cord injury. Exp Neurol. 2013, 248:170-182

 2.	 Nakagawa Y, Muneta T, Tsuji K, Ichinose S, Hakamatsuka Y, Koga H, Sekiya I. β-Tricalcium Phosphate Micron 
Particles Enhance Calcification of Human Mesenchymal Stem Cells In Vitro. Nanostructured Bioceramics. 2013.

 3.	 Abe K, Takahashi H, Churei H, Iwasaki N, Ueno T: Flexural properties and shock absorbing capabilities of new face 
guard materials reinforced with fiberglass cloth. Dent Traumatol. 2013, 29(1):23-28.

 4.	 Aizawa J, Masuda T, Hyodo K, Jinno T, Yagishita K, Nakamaru K, Koyama T, Morita S. Ranges of active joint 
motion for the shoulder, elbow, and wrist in healthy adults. Disability & Rehabilitation 2013, 35(16):1342-1349

 5.	 Sekiya I, Koga H, Muneta T, Yagishita K, Ju YJ, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Okawa A. Effect of 
Posterolateral Bundle Graft Fixation Angles on Graft Tension Curves and Load Sharing in Double-Bundle Anterior 
Cruciate Ligament Reconstruction Using a Transtibial Drilling Technique. Arthroscopy. 2013, 29(3);529-538.

 6.	 Koga H, Muneta T, Yagishita K, Watanabe T, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Sekiya I. Effect of femoral 
tunnel position on graft tension curves and knee stability in anatomic double-bundle anterior cruciate ligament 
reconstruction. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013. [Epub ahead of print]

 7.	 Koga H, Muneta T, Yagishita K, Ju YJ, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Okawa A, Sekiya I. Effect of 
posterolateral bundle graft fixation angles on graft tension curves and load sharing in double-bundle anterior 
cruciate ligament reconstruction using a transtibial drilling technique. Arthroscopy. 2013, 29(3):529-38.

 8.	 Hirai T, Enomoto M, Kaburagi H, Sotome S, Yoshida-Tanaka K, Ukegawa M, Kuwahara H, Yamamoto M, Tajiri M, 
Miyata H, Hirai Y, Tominaga M, Shinomiya K, Mizusawa H, Okawa A, Yokota T. Intrathecal AAV Serotype 
9-mediated Delivery of shRNA Against TRPV1 Attenuates Thermal Hyperalgesia in a Mouse Model of Peripheral 
Nerve Injury. Mol Ther. 2013. [Epub ahead of print]

スポーツ医歯学センター



— 1005 —

 9.	 Arai Y, Hirai T, Yoshii T, Sakai K, Kato T, Enomoto M, Matsumoto R, Yamada T, Kawabata S, Shinomiya K, 
Okawa A. A Prospective Comparative Study of Two Minimally Invasive Decompression Procedures for Lumbar 
Spinal Canal Stenosis: Unilateral Laminotomy for Bilateral Decompression (ULBD) Versus Muscle-preserving 
Interlaminar Decompression (MILD). Spine (Phila Pa 1976). 2013. [Epub ahead of print]

10.	 Fukuda T, Takeda S, Xu R, Ochi H, Sunamura S, Sato T, Shibata S, Yoshida Y, Gu Z, Kimura A, Ma C, Xu C, Bando 
W, Fujita K, Shinomiya K, Hirai T, Asou Y, Enomoto M, Okano H, Okawa A, Itoh H. Sema3A regulates bone-mass 
accrual through sensory innervations. Nature. 2013, 497(7450):490-3.

11.	 Yoshii T, Yuasa M, Sotome S, Yamada T, Sakaki K, Hirai T, Taniyama T, Inose H, Kato T, Arai Y, Kawabata S, 
Tomizawa S, Enomoto M, Shinomiya K, Okawa A. Porous/dense composite hydroxyapatite for anterior cervical 
discectomy and fusion. Spine (Phila Pa 1976). 2013, 38(10):833-40.

12.	 Taniyama T, Hirai T, Yamada T, Yuasa M, Enomoto M, Yoshii T, Kato T, Kawabata S, Inose H, Okawa A. Modified 
K-line in magnetic resonance imaging predicts insufficient decompression of cervical laminoplasty. Spine (Phila Pa 
1976). 2013, 38(6):496-501.

13.	 Muneta T, Koga H, Ju YJ, Horie M, Nakamura T, Sekiya I. Remnant volume of anterior cruciate ligament correlates 
preoperative patients' status and postoperative outcome. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013, 21(4):906-13.

14.	 Horie M, Muneta T, Yamazaki J, Nakamura T, Koga H, Watanabe T, Sekiya I. A modified quadrant method for 
describing the femoral tunnel aperture positions in ACL reconstruction using two-view plain radiographs. Knee 
Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2013. [Epub ahead of print]

15.	 Horie M, Enomoto M, Shimoda M, Okawa A, Miyakawa S, Yagishita K.　Enhancement of satellite cell 
differentiation and functional recovery in injured skeletal muscle by hyperbaric oxygen treatment.J Appl Physiol. 
2014, 15;116(2):149-55.

16.	 Reza F, Churei H, Takahashi H, Iwasaki N, Ueno T. Flexural impact force absorption of mouthguard materials 
using film sensor system. Dent Traumatol. 2013 Sep 18. [Epub ahead of print]

17.	 Shahrin S, Takahashi T, Chowdhury RU, Chowdhury NU, Toyoshima Y, Ueno T. General and oral injuries of the 
cricketers and field hockey players in Bangladesh. Int J Sports Dent. 2013, 6(1):13-23.

18.	 Tanabe M, Takahashi T, Shimoyama K, Toyoshima Y, Ueno T. Effects of rehydration and food consumption on 
salivary flow，pH and buffering capacity in young adult volunteers during ergometer exercise. J Int Soc Sports 
Nutr. 2013, 10(1):49-54.

19.	 上野俊明，添島沙夜香，松本勝，近藤尚知，高橋敏幸，黒田真司，宇津宮幸正．一流競技者の健康・体力追跡調査－
第12回東京オリンピック記念体力測定－：歯科メディカルチェックについて．平成24年度スポーツ医・科学研究報告（日
本体育協会＆国立スポーツ科学センター）．2013, 3:36-41．

20.	 大原敏之，立石智彦，中村智祐，古賀英之，清水禎則，林将也，中川照彦，土屋正光，宗田大．PCL付着部剥離骨折
に対し仰臥位Burksアプローチで治療した3例．日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会誌．2013, 38(1);134-5

21.	 田辺麻衣，高橋敏幸，下山和弘，添島沙夜香，上野俊明．ジュニアテニスプレーヤーとその保護者および指導者の口
腔衛生に関する意識行動調査．スポーツ歯学．2013, 16:49-55．

22.	 高橋敏幸，田辺麻衣，林海里，三ツ山晃弘，下山和弘，上野俊明．東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科4年生のス
ポーツ歯科臨床実習に対する評価．スポーツ歯学．2013, 17:5-8．

23.	 安井利一，前田芳信，田中佑人，石上惠一，上野俊明，松田成俊，松本　勝，月村直樹，竹内正敏，武田友高，額賀康之，
坂東陽月．マウスガードの外傷予防効果に関する大規模調査について－中間報告－．スポーツ歯学．2013, 17:9-13．

24.	 中村智祐，関矢一郎，宗田大，小林英司．滑膜間葉系幹細胞による軟骨再生治療：ミニブタモデルでの検討．Clin 
Calcium. 2013, 23(12):1741-9．

25.	 小柳津卓哉, 吉井俊貴, 請川大, 榎本光裕, 川端茂徳, 大川淳. 脊柱矢状面アライメントの異常とその矯正 脊椎変性後彎
症患者における表面筋電図を用いた腰背筋疲労評価と脊柱矢状面アライメント．整形・災害外科．2013, 56(7):831-37．

26.	 芝山正治．レジャーダイバーの過去10年間における減圧障害治療の推移．駒沢女子大学研究紀要．2013.12, 20,　印刷中

[著書・総説・解説]
 1.	 Maeda Y, Yasui T, Tanaka Y, Ando T, Ishigami K, Ueno T, Matsumoto M, Matsuda N. Is mouthguard effective for 

preventing traumatic injuries during sports event?: A strategic protocol formulated by the Japanese Academy of 
Sports Dentistry (JASD) to accumulate scientific evidence. Int J Sports Dent 2013, 6(1):7-11.

 2.	 柳下和慶．膝靭帯損傷に対する高気圧酸素治療．特集/膝靭帯損傷の治療およびリハビリテーション．Monthly Book 
Medical Rehabilitation. 154:1-5, 2013.

 3.	 柳下和慶．オリンピックとスポーツ医療．お茶の水医学雑誌．61(3):249-58, 2013.
 4.	 柳下和慶．スポーツ外傷・障害に対する高気圧酸素治療の適応と実際．【スポーツ外傷・障害に対する低侵襲治療の
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最前線】．整形外科最小侵襲手術ジャーナル．69:27-32, 2013.
 5.	 上野俊明（分担）．咬合と競技力の維持向上に関する基本的サポート．口腔科学．戸塚靖則，高戸毅（監修），飯田順

一郎，伊藤公一，岡野友宏，木村博人，小谷順一郎，齊藤力，佐々木啓一，白砂兼光，須田英明，丹沢秀樹，前田健康，
山根源之，山本浩嗣（編集）．朝倉書店，東京，2013．

 6.	 上野俊明．スポーツ・クレンチングのマネージメント．歯界展望（特別号）：334-335，2013．
 7.	 上野俊明．トップアスリートのメディカルチェックを検証する～ロンドンオリンピックをふりかえって～ 3．歯科医

の立場から．日臨スポ医学誌21：525-528，2013．
 8.	 榎本光裕．整形トピックス ハニカムコラーゲンスポンジと細胞移植を併用した損傷脊髄の再建．整形外科(0030-

5901)64巻13号 p1382(2013.12)
 9.	 榎本光裕，請川大，加藤剛，吉井俊貴，川端茂徳，大川淳．【脊柱変形A to Z】成人の脊柱変形 変性後側彎　表面筋

電計を用いた腰椎後彎症患者の腰背筋活動の特徴(解説/特集)．整形外科(0030-5901)64巻8号 p887-892(2013.07)
10.	 小柳津卓哉，吉井俊貴，請川大，榎本光裕，川端茂徳，大川淳．【脊柱矢状面アライメントの異常とその矯正】脊椎

変性後彎症患者における表面筋電図を用いた腰背筋疲労評価と脊柱矢状面アライメント．脊柱変形患者の背筋筋電図
は手術適応の決め手になるか．整形・災害外科(0387-4095)56巻7号 p831-837(2013.06)

11.	 相澤純也．19章切断者の評価②（断端評価）．p235-243．シンプル理学療法学シリーズ．義肢装具学テキスト改訂第2版．
磯崎弘司編集．南江堂

12.	 相澤純也．PART2前期・初期股関節症の理学療法．Ⅰ.理学療法評価と治療アプローチガイド１－股関節・腰部から
のアプローチ－．p20-34．臨床思考を踏まえる理学療法プラクティス．極める変形性股関節症の理学療法－病期別評
価とアプローチ－．斉藤秀之，加藤浩　編集．文光堂

13.	 相澤純也．23章対麻痺の理学療法（急性期）．p239-248．シンプル理学療法学シリーズ中枢神経障害理学療法学テキス
ト改訂第2版．植松光俊編集．南江堂

14.	 相澤純也．足関節の障害に対する運動療法の実際．理学療法30(3). p341-349
15.	 相澤純也．足関節捻挫のスポーツ復帰へ向けた運動療法のポイント．スポーツメディスンNo.150. p31-34
16.	 請川大，榎本光裕，富澤將司，猪瀬弘之，吉井俊貴，加藤剛，川端茂徳，大川淳．【腰椎疾患up-to-date】 腰椎疾患に

対する診断・評価の進歩　画像および機能診断　胸腰椎椎体骨折後偽関節に対する椎体形成術後の腰背筋筋活動評価
　表面筋電図を用いた検討．別冊整形外科(0287-1645)63号 Page32-38(2013.04)

17.	 中丸宏二、小山貴之、相澤純也、新田収監訳．ムーブメント－ファンクショナルムーブメントシステム．動作のスク
リーニング，アセスメント，修正ストラテジー－．NAP

	
[学会]

 1.	 Yagishita K, Enomoto M, Togawa S, Horie M, Mano Y. Hyperbaric oxygen therapy in athletes with medial 
collateral ligament injury of the knee. 1st Congress of the Asia Pacific Undersea and Hyperbaric Medical Society 
(2013年10月, Qingdao, China）

 2.	 Enomoto M, Yamashita R, Ukegawa M, Kaburagi H, Hirai T, Yagishita K, Okawa A. Expression patterns of glial 
cell-derived neurotrophic factor, vascular endothelial growth factor and their receptors after rat spinal cord injury. 
The 43th annual meeting of the Society for Neuroscience. (2013年10月, San Diego, USA)

 3.	 Kojima Y, Enomoto M, Togawa S, Kaburaki H, Horie M, Yagishita K. Multiple sclerosis presenting as spinal cord 
DCS: a case report. 46th Undersea & Hyperbaric Medical Society (UHMS) Annual Scientific Meeting. (2013年6月, 
Orlando, USA）

 4.	 Nakagawa Y, Sekiya I, Kondo S, Saito R, Yanagisawa K, Tabuchi T, Nagata T, Obara M, Okuaki T, Koga H, Tsuji K, 
Muneta T. Comparison of MRI T1rho mapping and histology for normal and torn menisci in a pig model. 11th 
International cartilage repair society annual meeting. (2013年9月, Izmir, Turkey)

 5.	 Horie M, Enomoto M, Shimoda M, Yagishita K. Enhancement of injured skeletal muscle recovery by hyperbaric 
oxygen treatment. 46th Undersea & Hyperbaric Medical Society (UHMS) Annual Scientific Meeting. (2013年6月, 
Orlando, USA）

 6.	 Horie M, Nakamura T, Koga H, Watanabe T, Mochizuki T, Okawa A, Sekiya I, Muneta T. A modified quadrant 
method for describing femoral tunnel position in double-bundle ACL reconstruction using 2 view of X-rays: a 
45-degree-flexion posterior-anterior view and a lateral view. 9th ISAKOS. (2013年5月, Toronto, Canada)

 7.	 Hatsushika D, Sekiya I, Nakamura T, Horie M, Koga H, Tsuji K, Muneta T. Porcine massive meniscal defect is 
regenerated by intraarticular injections of synovial stem cells. Orthopaedic Research Society 2013 Annual Meeting. 
(2013年1月, SanAntonio, USA)

 8.	 Hirai T, Enomoto M, Kaburagi H, Sotome S, Shinomiya K, Okawa A, Yokota T. Intrathecal AAV serotype 
9-mediated delivery of shRNA against TRPV1 attenuates thermal hyperalgesia in a mouse model of peripheral 
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nerve injury. The 43th annual meeting of the Society for Neuroscience. (2013年10月, San Diego, USA)
 9.	 Furuya H, Hirohata K, Kihara Y, Misaki S, Aizawa J. CRITERION-RELATED VALIDITY AND TEST-RETEST 

RELIABILITY OF JAPANESE EDITION FORGOTTEN JOINT SCORE TO ASSESS THE PATIENTS’ 
AWARENESS OF THEIR KNEE ARTHROPLASTY. 12th International Congress of Asian Confederation for 
Physical Therapy. (2013年9月, Taiwan)

10.	 Fukasawa S, Churei H, Chowdhury RU, Shrestha A, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T. Application of dental 
silicone rubber material for repairing mouthguard. 2nd IADR Asia Pacific Region Meeting. （2013年8月, Bangkok, 
Thailand）

11.	 Fukasawa S, Churei H, Chowdhury RU, Shrestha A, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T. Application of Dental 
Silicone Rubber Material for Repairing Mouthguard. 5th TMDU International Summer Program (ISP2013).（2013年8
月, Tokyo, Japan）

12.	 Mitsuyama A, Takahashi T, Tanabe M, Ueno T. Dental injury incidence and prevalence of mouthguard in Japanese 
ice hockey players. 101th FDI Annual World Dental Congress. （2013年8月, Istanbul, Turkey）

13.	 Ishigami T, Takahashi T, Fujino S, Ueno T: Effect of change in occlusal supporting zone on the stabilization of 
posture stance disturbed by electrical stimulation. 15th Biennial Meeting of the International College of 
Prosthodontists.（2013年9月, Torino, Italy）

14.	 柳下和慶，小柳津卓哉，小島泰史，鈴木直子，山本和雄，榎本光裕．足関節捻挫に対する高気圧酸素治療の急性期に
おける有効性検討．第48回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．（2013年11月　東京）

15.	 小島泰史，榎本光裕，市川周平，鈴木直子、外川誠一郎，小柳津卓哉，岡崎史紘，堀江正樹，山本和雄、柳下和慶．
当院における減圧症患者の検討．第48回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．（2013年11月　東京）

16.	 中村智祐，堀江雅史，古賀英之，望月智之，渡邉敏文，柳下和慶，関矢一郎，大川淳，宗田大．解剖学的2重束前十
字靭帯再建術における移植腱の太さが及ぼす影響．第86回日本整形外科学会学術総会（2013年5月　広島）

17.	 中村智祐，望月智之，二村昭元，宗田大，秋田恵一．前十字靭帯脛骨側付着部の解剖学的研究　‐外側半月板から連
続する線維構造‐．第5回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

18.	 中村智祐，宗田大，関矢一郎，渡邉敏文，古賀英之，堀江雅史．膝蓋骨不安定症に対する脛骨粗面前内側移動術の長
期成績．第5回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

19.	 中村智祐，関矢一郎，宗田大，山本晴康．後脛骨筋腱機能不全によりactive flatfootを呈した1例．第38回日本足の外
科学会．（2013年10月　仙台）

20.	 中川裕介，関矢一郎，近藤伸平，齋藤龍佑，柳澤克昭，松多誠也，初鹿大祐，古賀英之，辻邦和，長田剛，田渕隆，
大川淳，宗田大．ブタ正常半月板におけるMRI T1rhoマッピングと組織所見の対応．第28回日本整形外科学会基礎学
術集会．(2013年10月　千葉)

21.	 中川裕介，関矢一郎，大関信武，宇土美於，齋藤龍佑，柳澤克昭，松多誠也，松倉遊，片桐洋樹，鈴木志郎，市野瀬
志津子，辻邦和，堀江雅史，古賀英之，大川淳，宗田大． 骨髄間葉系幹細胞はIn vitroペレット培養系及びIn vivoの
軟骨欠損部の移植でルブリシンを発現した. 第28回日本整形外科学会基礎学術集会．(2013年10月　千葉)

22.	 中川裕介,　関矢一郎，近藤伸平，齋藤龍佑，柳澤克昭，松多誠也，初鹿大祐，古賀 英之，辻邦和，長田剛，田渕隆，
大川淳，宗田大. ブタ損傷半月板に対するMRI T1rhoマッピングと組織学的評価. 第28回日本整形外科学会基礎学術集
会．(2013年10月　千葉)

23.	 中川裕介，関矢一郎，柳澤克昭，宗田 大. ブタ損傷半月板に対するMRI T1rhoマッピングと組織学的評価. 第41回関
節病学会．（2013年11月 名古屋）

24.	 小柳津卓哉，榎本光裕，加藤剛，小島泰史，柳下和慶．潜函作業後に腹痛を主訴に発症した減圧障害の一例－CTで
の体内ガス像－．　第48回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．(2013年11月　東京）

25.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．高気圧酸素治療（HBO）における高気圧高酸素曝露が骨格筋再生過程に及
ぼす影響について．第3回高気圧酸素スポーツ医学研究会．（2013年3月　東京）

26.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．薬剤性筋損傷からの骨格筋再生過程に高気圧酸素治療が与える影響～基礎
研究からのアプローチ～．第23回 日本臨床工学技士会学術大会．（2013年5月　山形）

27.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．高気圧・高酸素曝露が骨格筋損傷回復へ与える影響．第28回日本整形外科
学会基礎学術集会．（2013年10月　千葉）

28.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．廃用性筋萎縮に対する高気圧酸素治療の影響について．第48回本高気圧環境・
潜水医学会学術総会．（2013年11月　東京）

29.	 相澤純也，大路駿介，古賀英之，柳下和慶．片脚外側ジャンプ着地動作における空中での矢状面関節角度と着地後床
反力との関連．第159回体力医学会関東地方会．（2013年12月　東京）

30.	 芝山正治，柳下和慶，外川誠一郎，小島泰史，加藤剛，榎本光裕，岡崎史紘，小宮正久，眞野喜洋．ダイビング後の
航空機搭乗までの時間と減圧症との関係．第48日本高気圧環境・潜水医学会総会．(2012年11月　東京)
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31.	 鈴木直子，柳下和慶，榎本光裕，加藤剛，小柳津卓哉，外川誠一郎，小島泰史，芝山正治，山本和雄，眞野喜洋．沖
縄地域におけるレジャーダーバーの減圧症発症誘因　第48回日本高気圧・環境潜水医学会学術総会．（2013年11月　
東京）

32.	 渡邊敏文，宗田大，関矢一郎，古賀英之，堀江雅史，中村智祐，Scott Banks．ロボット支援モジュール式人工膝関節
のキネマティクス．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

33.	 渡邊敏文，宗田大，関矢一郎，古賀英之，堀江雅史，中村智祐．新しい日本人向け後方安定型人工膝関節の短期成績．
第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

34.	 渡邊敏文，宗田大，関矢一郎，古賀英之，堀江雅史，中村智祐，Scott Banks．ロボット支援モジュラー式人工膝関節
は正常膝に近い生体内キネマティクスを示すか．第40回日本臨床バイオメカニクス学会．（2013年11月　神戸）

35.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，大川淳，関矢一郎．2重束ACL再建術に
おける大腿骨孔位置が移植腱張力変化及び膝制動性に与える影響．第86回日本整形外科学会学術総会．（2013年5月　
広島）

36.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．スポーツ選手の外側半月板損
傷に対する修復術の工夫．第21回横浜スポーツ整形外科フォーラム．（2013年6月　横浜）

37.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．逸脱外側半月板に対する鏡視
下半月板制動術の短期成績．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

38.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．解剖学的2重束ACL再建術に
おける大腿骨孔位置が移植腱張力変化及び膝制動性に与える影響．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013
年6月　札幌）

39.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．二重束ACL再建術における初
期張力が制動性及び張力変化に与える影響．第40回日本臨床バイオメカニクス学会．（2013年11月　神戸）

40.	 堀江雅史，中村智祐，古賀英之，渡邊敏文，望月智之，柳下和慶，関矢一郎，大川　淳，宗田大．２重束ACL再建術
における大腿骨孔位置計測のための新しい術後レントゲン評価法：その再現性と正確性について．第5回日本関節鏡･
膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

41.	 堀江雅史，中村智祐，古賀英之，渡邊敏文，望月智之，柳下和慶，関矢一郎，大川　淳，宗田大．解剖学的2重束
ACL再建術後4か月の大腿骨骨孔内の移植腱の偏位：3D-MRIを用いた検討．第21回横浜スポーツ整形外科フォーラム．

（2013年6月　横浜）
42.	 安宰成，古賀英之，関矢一郎，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，宗田大．脛骨外側高原に生じた

Osteochondral lesionに対し逆行性骨軟骨移植術及び外側半月板制動術を施行した1例．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ
整形外科学会．（2013年6月　札幌）

43.	 串田淑久，宗田大，関矢一郎，渡邊敏文，古賀英之，堀江雅史，中村智祐，大川淳．膝前十字靱帯を断裂した60歳以
上の高齢患者に対する靱帯再建術の4例．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）

44.	 柳澤克昭，渡邊敏文，関矢一郎，古賀英之，堀江雅史，中村智祐，宗田大．新しい日本人向け後方安定型人工膝関節
の短期成績．第41回日本関節病学会．（2013年11月　名古屋）

45.	 松本連平，渡邊敏文，関矢一郎，古賀英之，堀江雅史，中村智祐，宗田大．抗生剤入りセメントインプラントを用い
て治療した人工膝関節全置換術後感染例の中期成績．第41回日本関節病学会．（2013年11月　名古屋）

46.	 請川円，榎本光裕，鏑木秀俊，若林良明，大川淳．EGF受容体阻害薬を用いた末梢神経再生の促進．第28回日本整形
外科学会基礎学術集会．（2013年10月　千葉）

47.	 山下理子，榎本光裕，請川円，鏑木秀俊，早乙女進一，大川淳．脊髄損傷慢性期における移植骨髄間葉系細胞の役割．
第28回日本整形外科学会基礎学術集会．（2013年10月　千葉）

48.	 新谷尚子，関矢一郎，中村智祐，堀江雅史，古賀英之，渡邊敏文，宗田大．人工膝関節置換術後大腿骨顆上骨折の一例．
第43回日本人工関節学会．（2013年2月　京都）

49.	 小山貴之，中丸宏二，相澤純也，新田收．大学アメリカンフットボール選手の頸部既往が主観的アウトカムに及ぼす
影響．第48回日本理学療法学術大会．（2013年5月　名古屋）

50.	 瓦田恵三，中丸宏二，波戸根行成，相澤純也，小山貴之，松本高志郎，来間弘展，新田收，橋本明秀．頸部痛に対す
る専用機器を用いた頭頸部屈曲エクササイズが主観的・客観的アウトカムに及ぼす影響．第48回日本理学療法学術大
会．（2013年5月　名古屋）

51.	 古谷英孝，廣幡健二，木原由希恵，美崎定也，相澤純也，三井博正，坂本雅光，佐和田桂一，西野正洋，西法正，杉
本和隆．人工膝関節置換術後患者の膝への意識の程度を評価するための日本語版Forgotten joint Scoreの再現性と妥
当性－高い活動性および膝関節機能との関連―．第48回日本理学療法学術大会．（2013年5月　名古屋）

52.	 シャリカ，高橋敏幸，チョードリー，豊島由佳子，シェキ，上野俊明．Analysis of the dental injury pattern on the 
playing positions in Bangladesh elite cricketers．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）

53.	 チョードリー，中禮宏，深沢慎太郎，安倍圭祐，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明．Prototype product of glass fiber 
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reinforced thermoplastic for new mouthguard material．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
54.	 石上貴之，高橋敏幸，藤野祥子，根来武史，上野俊明．咬合支持域の変化が動的バランス機能に及ぼす影響．第24回

日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
55.	 林海里，高橋敏幸，田辺麻衣，三ツ山晃弘，堀江正樹，柴田俊一，柳下和慶，上野俊明．ラット頭蓋骨欠損モデルを

用いた骨欠損治癒に対する高気圧酸素治療の効果．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
56.	 三ツ山晃弘，高橋敏幸，田辺麻衣，三浦弘美，上野俊明．日本プロアイスホッケー選手のマウスガード使用状況に関

するアンケート調査．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
57.	 深沢慎太郎，中禮宏，チョードリー，横田嘉代子，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明．マウスガード修理用材料の開発

に向けた基礎的研究．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
58.	 田辺麻衣，高橋敏幸，下山和弘，上野俊明．ジュニアテニスプレイヤーとその保護者および指導者に対する口腔衛生

指導による行動変容効果．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
59.	 黒川勝英，高橋敏幸，上野俊明．マウスガードの咬合接触関係の可視化．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6

月　東京）
60.	 中禮宏，和田敬広，宇尾基弘，深沢慎太郎，チョードリー，安倍圭祐，高橋英和，上野俊明．ガラス繊維強化型サー

モプラスチック作製時の含浸性の向上．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
61.	 高橋敏幸，田辺麻衣，三ツ山晃弘，林海里，下山和弘，上野俊明．東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科4年生のス

ポーツ歯科臨床実習におけるマウスガード体験実習導入の評価．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
62.	 上野俊明，高橋敏幸，石上貴之，藤野祥子，中禮宏．可綴性義歯使用者の動的姿勢保持能力の評価．第24回日本スポ

ーツ歯科医学会．（2013年6月　東京）
63.	 山中拓人，高橋敏幸，黒川勝英，近藤剛史，佐々木幸生，佐藤亮，斉藤整，磯山永次郎，渡邊由直，上野俊明．スポ

ーツ外傷に起因する上顎前歯欠損部の補綴処置に関する文献学的考察．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月
　東京）

64.	 添島沙夜香，豊島由佳子，田中沙織，高橋敏幸，近藤尚知，松本芳郎，宇都宮幸正，宮澤慶，松本勝，上野俊明．我
が国のトップアスリートの歯科保健状況の変化と推移-JISS開所から10年を経過して-．第24回日本スポーツ歯科医学
会．（2013年6月　東京）

65.	 深沢慎太郎，中禮宏，和田敬広，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明．マウスガードシートへの歯科用シリコーンの接着
に対する工夫．第62回日本歯科理工学会．（2013年10月　新潟）

66.	 石上貴之，高橋敏幸，藤野祥子，相澤純也，柳下和慶，上野俊明．咬合支持域の変化が姿勢外乱時の動的バランス能
力に及ぼす影響．第24回日本臨床スポーツ医学会．（2013年10月　熊本）

67.	 田辺麻衣，高橋敏幸，三ツ山晃弘，下山和弘，上野俊明．ジュニアアイスホッケー選手の口腔保健行動に関する調査．
第24回日本臨床スポーツ医学会．（2013年10月　熊本）

68.	 上野俊明，添島沙夜香，豊島由佳子，松本勝，近藤尚知，宇津宮幸正，高橋敏幸，宮澤慶，川原貴：東京オリンピッ
ク記念体力測定参加者の歯科保健状況．第24回日本臨床スポーツ医学会．（2013年10月　熊本）

[研究助成]
 1.	 柳下和慶，榎本光浩，上野俊明ほか．文部科学省概算要求プロジェクト．スポーツ医歯学領域の独創的研究推進プロ

ジェクト．
 2.	 柳下和慶，榎本光裕，宮川俊平ほか．文部科学省、「チーム『ニッポン』マルチサポート事業．高気圧酸素環境の適

応による、スポーツ選手のコンディショニング回復・疲労回復・外傷回復の促進に関する研究」
 3.	 柳下和慶、榎本光裕、加藤剛、宗田大．基礎研究C「骨格筋損傷に対する高気圧酸素治療の作用機序の解明」2012年4

月～2015年3月．5,200（千円）
 4.	 榎本光裕．基盤研究C．慢性期損傷脊髄への細胞移植治療の確立とリハビリテーションの併用効果．1,690（千円）
 5.	 榎本光裕．中冨健康科学振興財団・研究助成金．痛み受容体を標的にした骨性疼痛の制御．1,000（千円）
 6.	 鏑木秀俊，榎本光裕，大川淳，横田隆徳，若林良明．日本損害保険協会 交通事故医療に関する一般研究助成．「慢性

神経因性疼痛に対する痛み受容体分子標的治療」2013年9月．1,000（千円）
 7.	 高橋敏幸，加藤剛，上野俊明．日本学術振興会科学研究費補助金・基盤C．高気圧酸素療法を応用した新しい歯牙再

植法の開発．
 8.	 安井利一，前田芳信，石上惠一，上野俊明，鷹股哲也，小出馨，松本勝，川良美佐雄．日本歯科医学会・プロジェク

ト研究助成．咬合支持の回復は姿勢の維持と転倒防止に寄与するか（担当：日本スポーツ歯科医学会）．
 9.	 中禮宏，深沢慎太郎，高橋英和，宇尾基弘，上野俊明．石本記念デサントスポーツ科学振興財団・研究助成．アスリ

ート向け高性能スポーツマウスガードの開発－ガラスファイバー強化型新規材料の創製と応用－
10.	 黒川勝英，高橋敏幸，上野俊明．日本学術振興会科学研究費補助金・基盤C．動的姿勢制御に関わる口腔機能の解明．
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[シンポジウム]
 1.	 堀江正樹，榎本光裕，下田学，柳下和慶．骨格筋損傷に対する高気圧酸素治療〜効果とそのメカニズム〜．第39回日

本整形外科スポーツ医学会学術集会．（2013年9月　愛知）
 2.	 渡邊敏文，宗田大，関矢一郎，古賀英之，堀江雅史，中村智祐，Scott Banks．人工膝関節全置換術において後十字靱

帯がキネマティクスに及ぼす影響．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）
 3.	 古賀英之，宗田大，柳下和慶，渡邊敏文，望月智之，堀江雅史，中村智祐，関矢一郎．1重束及び2重束ACL再建術の

前向き無作為化比較試験の長期成績．第5回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会．（2013年6月　札幌）
 4.	 柳下和慶、榎本光裕、堀江正樹．高気圧酸素治療を用いた骨格筋損傷の治癒促進．第24回日本臨床スポーツ医学会．

スポーツ損傷の最新治療2013．（2013年10月25日　熊本）
 5.	 上野俊明，添島沙夜香，田中沙織．青少年のスポーツ活動と歯・口腔外傷の実態および予防方策：トップアスリート

の歯・口腔外傷の実態と要因．第24回日本臨床スポーツ医学会．（2013年10月26日　熊本）
 6.	 柳下和慶、小島泰史、野澤徹、小松富士夫、眞野喜洋．DAN JAPAN運営委員長の立場から．DAN JAPANの取り組

み．わが国の減圧障害の治療態勢―軽症例から重症例まで―．第48回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．
 7.	 上野俊明，石上惠一，中村憲司，東裕司．スポーツ歯科と安全－危機管理の考え方を踏まえた歯・口のための教育と

管理－．和歌山県歯科医師会主催・第2回スポーツ歯科指導者講習会．（2013年11月17日　和歌山）
 8.	 柳下和慶、榎本光裕、堀江正樹、下田学、相澤純也．スポーツ軟部組織外傷における高気圧酸素治療．第159回日本

体力医学会関東地方会（2013年12月7日　調布）

[研究会・フォーラム]
 1.	 中村智祐，関矢一郎，宗田大，山本晴康．後脛骨筋腱機能不全によりactive flatfootを呈した1例．第10回関東足の外

科研究会．(2013年1月　東京)
 2.	 中村智祐，望月智之，大川淳，宗田大，秋田恵一．前十字靭帯脛骨側付着部の解剖学的研究　‐外側半月板から連続

する線維構造‐．第2回文京区整形外科セミナー．（2013年9月　東京）
 3.	 中川裕介，関矢一郎，近藤伸平，齋藤龍佑，柳澤克昭，松多誠也，初鹿大祐，古賀英之，市野瀬志津子，辻邦和，長

田剛，田渕隆，大川淳，宗田大．滑膜幹細胞による半月板縫合術後の治癒促進．第8回Orthopedic Research Club.（2013
年11月8日　千葉）

 4.	 中川裕介，関矢一郎，市野瀬志津子，袴塚泰治，古賀英之，辻邦和，宗田大. 直径10μm以下のβ-TCP顆粒は間葉系
幹細胞に貪食され間葉系幹細胞の石灰化を促進する. 第91回東京医科歯科大学整形外科集談会．（2013年12月　東京）

 5.	 堀江雅史，渡邊敏文，関矢一郎，古賀英之，中村智祐，宗田大．アキレス腱付着部の慢性疼痛を有する例に対して鏡
視下踵骨形成術と 骨棘摘出術を施行した２例．第21回御茶ノ水･膝スポーツ懇話会．（2013年12月　東京）

 6.	 青木隼人，渡邊敏文，中村智祐，古賀英之，堀江雅史，松本連平，関矢一郎，宗田大．Mid-term comparison of 
mobile- and fixed-bearing total knee arthroplasty．第91回東京医科歯科大学整形外科集談会．（2013年12月　東京）

[講演]
 1.	 小島泰史．DSP/HIRA　安全潜水を目指して．第15回安全潜水を考える会研究集会．（2013年12月21日　東京）
 2.	 相澤純也．エビデンスに基づく変形性股関節患者の保存療法と術後リハビリテーション．医療法人社団苑田会リハビ

リテーション科セミナー．（2013年6月　東京）
 3.	 相澤純也．スポーツ選手をいかにサポートするか－アスレティックケアとメディカルサポート－．日本臨床スポーツ

医学会「学生のためのスポーツセミナー」．（2013年10月　東京）
 4.	 相澤純也．体幹・股関節からアプローチする膝スポーツ傷害予防，動的バランス・パフォーマンス強化．第１回湯島

スポーツ医歯学研究会．（2013年11月　東京）
 5.	 鈴木直子．レジャーダイバーの減圧症発症誘因　ダイビング地域毎の検討．第14回潜水医学講座小田原セミナー．（2013

年2月2日　小田原）
 6.	 上野俊明．咬合と全身の関係からマウスガードを考える．愛知県歯科医師会主催・マウスガード認定講習会．（2013

年1月24日　名古屋）
 7.	 上野俊明．スポーツと歯科．日本体育協会主催・日体協公認スポーツドクター養成講習会．（2013年2月16日　東京）
 8.	 上野俊明．スポーツ歯科．日本産業衛生学会主催・産業歯科保健部会研修会．（2013年2月17日　東京）
 9.	 安井利一，松本勝，宮澤慶，中禮宏，黒川勝英ほか．埼玉県歯科医師会主催・マウスガード製作講習会．（2013年3月

17日　坂戸）
10.	 上野俊明．スポーツに関連する歯科的問題．埼玉県歯科医師会主催・スポーツ歯科講習会．（2013年4月18日　さいたま）
11.	 柳下和慶．スポーツ領域での高気圧酸素治療の活用－骨格筋損傷治療とコンディショニング目的使用について－．第

21回よこはまスポーツ整形外科フォーラム．（2013年6月2日　横浜）
12.	 上野俊明．咬合と全身の関係からマウスガードを考える．兵庫県歯科医師会主催・平成25年度兵庫県生涯研修セミナー．

スポーツ医歯学センター
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（2013年6月16日　神戸）
13.	 上野俊明．教育講演：外傷歯の治療（月星光博）．第24回日本スポーツ歯科医学会．（2013年6月29日　東京）
14.	 柳下和慶．高気圧酸素治療の適応疾患．第12回日本高気圧環境・潜水医学会教育集会．高気圧酸素治療の適応疾患（2013

年6月30日、東京）
15.	 柳下和慶．高気圧酸素治療の適応疾患．第14回高気圧酸素治療専門医研修講座．高気圧酸素治療の適応疾患（2013年

6月30日、東京）
16.	 上野俊明．スポーツと歯の大切な関係．株式会社ジーシー主催・少年野球夏休みわくわくデー．（2013年8月20日　東京）
17.	 上野俊明．Up-to-dateスポーツ歯科医学2013．北海道大学歯学部D5臨床講義．（2013年9月7日　札幌）
18.	 上野俊明．JISSにおけるデンタルサポート事業．日本体育協会主催・東京国体ドクターズ・ミーティング．（2013年9

月27日　東京）
19.	 上野俊明．スポーツ外傷・障害における歯科治療の重要性．日本臨床スポーツ医学会主催・学生のためのスポーツ医

学セミナー．（2013年10月5日　東京）
20.	 柳下和慶．スポーツ領域での高圧酸素治療の治療効果．日本臨床スポーツ医学会主催・学生のためのスポーツ医学セ

ミナー．（2013年10月5日　東京）
21.	 柳下和慶．高気圧酸素治療とオリンピック活動への展望．財務省ランチミーティング．（2013年10月29日　東京）
22.	 柳下和慶．適応疾患と副作用．日本臨床工学技士学会　第1回高気圧酸素治療指定講習会．（2013年11月1日　東京）
23.	 上野俊明．スポーツデンティストの役割と今後．和歌山県歯科医師会主催・第2回スポーツ歯科指導者講習会．（2013

年11月17日　和歌山）
24.	 中禮宏．サッカー選手に歯科的トラブルが起こったら．関東若手サッカードクター／ソクラテスの会主催・第3回勉

強会．（2013年11月18日　東京）
25.	 高橋敏幸．咬合と四肢・全身筋力の関係．東京医科歯科大学スポーツ医歯学センター主催・第1回湯島スポーツ医歯

学研究会．（2013年11月30日　東京）

[受賞]
 1.	 中川裕介，関矢一郎，近藤伸平，齋藤龍佑，柳澤克昭，松多誠也，初鹿大祐，古賀英之，辻邦和，長田剛，田渕隆，

大川淳，宗田大．第28回日本整形外科基礎学会 優秀口演賞（2013年）．ブタ損傷半月板に対するMRI T1rhoマッピン
グと組織学的評価．

 2.	 Horie M. The 46th Undersea & Hyperbaric Medical Society Annual Scientific meeting. President's Award for Best 
Overall Trainee/Resident Poster Presentation. 2013. “Enhancement of injured skeletal muscle recovery by 
hyperbaric oxygen treatment.”

 3.	 Horie M. Undersea & Hyperbaric Medical Society, Young Scientist/Medical Doctor Award 2013.

[報道・メディア]
 1.	 中川裕介．TBS 未来の起源 2013年8月4日　22時54分から23時00分 放送
 2.	 相澤純也．スゴ技Qスッキリ肩甲骨で不調脱出．あさイチ．NHK総合．2013年6月
 3.	 上野俊明．「生きる」の入り口－歯科医療は生活の中へ－：④「噛みしめる」の入り口．BS朝日，2013年3月23日．
 4.	 上野俊明．ジュニア期のスポーツマウスガード．日本歯科医師会生涯研修ライブラリー（シリーズ1208），2013年．
 5.	 上野俊明．Story－スポーツ歯学，咬合によるスポーツ運動機能への影響－．ラジオNIKKEI第2，2013年12月24‐27日．
 6.	 中禮宏．スポーツ医学・コラム⑱サッカー競技における疲労骨折．東京都サッカー審判協会雑誌PlayOn33：8，2013．
 7.	 中禮宏．スポーツ医学・コラム⑲スポーツドリンクの過剰摂取．東京都サッカー審判協会雑誌PlayOn34：8，2013．

[学会、研究会主催]
 1.	 山中拓人：【SPMDセミナー】NYU山野研究室における基礎研究の紹介－新しい非ウィルス遺伝子導入ベクターにつ

いて－．本学，2013年1月9日．
 2.	 石崎明：【大学院特別講義】細胞の増殖・分化機構と組織再生について．本学，2013年1月30日．
 3.	 Kwantae Noh：【SPMDセミナー】韓国における歯科補綴治療の実際．本学，2013年2月20日．
 4.	 柳下和慶：第3回高気圧酸素スポーツ医学研究会．本学，2013年3月23日
 5.	 Seiichi Yamano：【SPMDセミナー】Implant treatment plans for partially edentulous patients．本学，2013年4月18日．
 6.	 上野俊明，高橋英和，高橋敏幸，中禮宏，黒川勝英，石上貴之，林海里，三ツ山晃弘，深沢慎太郎ほか：【研修会】

スポーツ歯科アドバンス－外傷予防と競技力の維持向上に貢献する－．東京都歯科医師会主催・H25年度卒後研修，
2013年7月21日．

 7.	 柳下和慶：日本整形外科スポーツ医学会第13回大学生・高校生のためのスポーツ医学セミナー．本学，2013年8月24日．
 8.	 島田淳：【大学院特別講義】顎関節症のEBMと臨床マネージメント．本学，2013年10月30日．

スポーツ医歯学センター
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 9.	 柳下和慶，上野俊明．第1回湯島スポーツ医歯学研究会．本学，2013年11月30日．
10.	 上野俊明，隅田陽介，高橋敏幸，中禮宏，黒川勝英，藤野祥子，石上貴之，林海里，三ツ山晃弘，深沢慎太郎，チョ

ードリー，シェキ，白子高大ほか：【研修会】東京医科歯科大学歯科同窓会主催C.D.E実習付きコース・スポーツ歯科
NOW－JASD公認マウスガードを学ぶ－．本学，2013年12月1日．

[その他・社会貢献]
柳下和慶

・独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）　専門委員
・日本高気圧環境・潜水医学会　副代表理事
・日本高気圧環境・潜水医学会　広報委員長
・日本高気圧環境・潜水医学会　保険委員会　委員
・日本高気圧環境・潜水医学会　学術委員会　委員
・日本高気圧環境・潜水医学会　教育委員会　委員
・日本高気圧環境・潜水医学会　外科系学会社会保険委員会連合（外保連）実務委員
・日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会　理事
・高気圧酸素治療安全協会　理事
・日本臨床スポーツ医学会　評議員
・日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（JOSKAS）　評議員
・日本オリンピック委員会（JOC）情報・医・科学専門部会　部会員
・厚生労働省　高気圧作業安全衛生規則改正検討会　参集者
・臨床工学合同委員会　委員
・国立スポーツ科学センター　アドバイザリーボード
・財団法人日本海洋レジャー安全・振興協会　委員
・アメリカンフットボール　アサヒビール・シルバースター　チームドクター

上野俊明
・日本スポーツ歯科医学会・理事（担当：庶務，社会保険）
・日本スポーツ歯科医学会・評議員
・日本スポーツ歯科医学会・社会保険委員会・委員長
・日本スポーツ歯科医学会・認定委員会・副委員長
・日本スポーツ歯科医学会・国際誌編集委員会・副委員長
・日本スポーツ歯科医学会・学術研究委員会・委員
・日本スポーツ歯科医学会・教育普及委員会・委員
・日本スポーツ歯科医学会・MG研修施設選考委員会・委員
・日本スポーツ歯科医学会・MGテクニカルインストラクター選考委員会・委員
・日本スポーツ歯科医学会・学会賞選考委員会・委員
・日本スポーツ歯科医学会・学術論文賞選考委員会・委員
・International Journal of Sports Dentistry・編集委員
・JISS-国内スポーツ関連学会連携会議・委員
・歯学系学会社会保険委員会連合・委員
・日本歯科医師会・スポーツ歯科検討委員会・委員
・日本体育協会・スポーツ医・科学専門委員会・委員
・北海道大学歯学部・非常勤講師
・日本臨床スポーツ医学会･評議員
・大韓スポーツ歯科医学会・アドバイサー

榎本光裕	
・日本高気圧環境・潜水医学会　幹事

小島泰史
・日本高気圧環境・潜水医学会　学術委員会　委員
・財団法人日本海洋レジャー安全・振興協会　委員

スポーツ医歯学センター
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中川裕介
・栗田工業ラグビー・ウォーターガッシュ　チームドクター

相澤純也
・公益社団法人日本理学療法士協会　認定理学療法士審査担当者（運動器専門分野）
・公益社団法人日本理学療法士協会　ポイント認証担当者（運動器専門分野）
・公益社団法人日本理学療法士協会　必須・専門研修助言グループ委員

[社会貢献・ボランティア活動]
 1.	 シェキ：【国際交流】留学生が紹介する私たちの国・ネパールについて．文京区国際交流委員会主催・東京医科歯科

大学留学生との交流会．東京，2013年2月15日．
 2.	 中禮　宏，シャリカ，チョードリー，シェキ，三ツ山晃弘，黒川勝英，上野俊明ほか：【ボランティア活動】歯の健

康とけがの予防について（マウスガード展示・口腔衛生指導）．第6回市川市ラグビーフェスティバルwithクボタスピ
アーズ&NTTコミュニケーションズシャイニングアークス．市川・千葉，2013年3月24日．

 3.	 中禮　宏：【ボランティア】スポーツ祭東京2013（東京国体）文京区ボランティア（前日準備・駐車場・駐輪場管理）．
東京，2013年10月3日．

スポーツ医歯学センター
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口腔保健衛生学専攻

生涯口腔保健衛生学分野
Lifetime Oral Health Care Science

教　授　荒川　真一
講　師　近藤　圭子

（１）教　育
　我が国は、超高齢社会に突入しており、2025年には国民の約1/3が高齢者になることが予想されている。また、2013年度
から第2次健康日本21が開始されたが、5つの基本方針の一つとして、健康寿命の延伸がある。口腔疾患（特に歯周病）と糖
尿病、心臓血管疾患などの全身疾患との関連性が明らかになっている。従って、歯科医療従事者にとして、生涯にわたり国
民の健康を維持・増進し、健康寿命を延伸させるためには、口腔内疾患の予防と健診による早期発見を行う能力が重要となる。
そこで、口腔疾患予防学の深い学問的知識と高水準の技術の修得を教育の一つの目標とし、また口腔領域のヘルスカウンセ
リングやヘルスプロモーションの能力を養い、積極的に口腔保健の推進に寄与できる人材の育成を目標とする。

担当科目：
口腔保健と専門職、臨床体験実習、保健医療サービス、口腔疾患予防学の基礎、健康教育の基礎II、臨床口腔保健衛生基
礎学、臨床口腔保健衛生応用学I、歯科衛生過程基礎演習、口腔疾患予防学実習、ヘルスカウンセリング論、臨床口腔保健
衛生基礎学実習（微生物学実習）、ヘルスカウンセリング特論、歯科口腔介護、口腔保健衛生臨床実習（発達口腔保健衛
生臨床実習、成人口腔保健衛生臨床実習Ⅰ、成人口腔保健衛生臨床実習II、高齢者口腔保健衛生臨床実習、障害者口腔保
健衛生臨床実習）、地域口腔保健衛生臨地実習、特論（卒業研究）、科学英語II、歯科保存学（歯周病学）、臨床体験実習1、
臨床体験実習2、包括臨床実習

（２）研　究
1）健康寿命延伸を見据えたオゾンナノバブル水の基礎および臨床研究
　健康寿命延伸のため、オーラルヘルスプロモーションの効率的な実践が喫緊の課題となっている。歯周治療においても、
従来の機械的デブライドメントに加え、局所抗菌療法が行われている。新規の機能水：長期保存性を持つオゾンナノバブル
水（NBW3）の殺菌能について研究を行い、NBW3の各種細菌に対する殺菌能と口腔組織に対する高い安全性を確認し、実
際に歯周治療の補助的療法としてNBW3を使用した際の臨床的・細菌学的効果にを明らかにした今後は、NBW3の① 細菌バ
イオフィルムに及ぼす影響、② 宿主の免疫系に与える影響、③ 抗ウイルス活性を解明し、それらの結果を踏まえて、④ オ
ーラルヘルスプロモーションへの臨床応用について検討を行う予定である。

2）歯周病原細菌の病原因子の基礎的解析・臨床的検討
　Tannerella forsythia(T. forsythia)は、Porphyromonas gingivalis, Treponema dinticolaと並び歯周病原細菌 “red complex” のメン
バーである。しかし、他の2菌種と比較して当該細菌の病原性因子の解明は進んでいない。当該細菌から細胞死誘導因子

（Cytocidal toxin:CCT）とForsythia detaching factor（FDF）を単離し、ヒト線維芽細胞に対してIL-8産生を亢進することを
明らかにした。従って当該因子は病原因子と考えられ、臨床的な検討を行った。その結果、歯肉溝滲出液中の抗FDF抗体価
と歯周炎臨床パラメータとの間に正の相関関係が認められた。現在は、FDFの歯周組織細胞への作用の詳細な解析および、
歯周炎の発症・進行へのFDFの関与を解析している。

3）口腔疾患予防のための患者教育、および歯科衛生士教育に関する教育システムの開発
　本学では、特色ある大学教育支援プログラム（特色GP)に採択された取組である「医歯学シミュレーション教育システム
の構築」を実施し、本学附属病院の豊富な臨床資料を活用して、臨床教育に関するコンピュータシミュレーション教材を独
自に作成している。本研究では、同取組によって作成された、口腔疾患予防のための患者教育、および歯科衛生士教育に関
するコンピュータシミュレーション教材を学生等に活用し、その教育効果を評価・解析するとともに、本教材によるシミュ
レーション実習（自己学習）が、口腔保健学臨床教育における従来の講義・実習形態に加えた新たな授業形態として応用可
能か否かを明らかにする。

4）歯科衛生士の技術教育における新しい評価（自己評価・到達評価）プログラムの開発
　歯科衛生士教育の中で、専門的技術を修得するためには、基本的な技術を積み重ねていく課程が重要である。本研究は、
各段階（ステップ）における学生の自己評価と、指導者による評価及びフィードバックを組み合わせることにより、確実な
技術を修得するプログラムを開発することを目的とする。各過程における課題の提示および学生の自己評価ができる教材を
として、コンピュータシミュレーションを導入して開発する。
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（３）臨　床
　当分野の診療部門では、歯科医師と歯科衛生士が連携をとりながら、口腔疾患の予防、歯周治療と並行したケアおよび治
療後のメインテナンス、周術期の口腔ケアなどを行っている。生涯を通して口腔領域の健康、さらには全身の健康を保ち、
健康寿命を延伸できるよう個々の患者の生活、身体および口腔内の状態を把握し、歯科衛生士による歯科保健指導と専門的
な処置を行っている。

（４）研究業績
[原著]

 1.	 早雲彩絵，荒川真一，眞野喜洋，和泉雄一、オゾンナノバブル水の歯科材料への影響について、日本口腔機能水学会
誌　第14巻, 36-37. 2013．

 2.	 杉澤　満, 荒川真一, 早雲彩絵、オゾンナノバブル水（NBW3）のインプラント周囲炎治療への応用（症例報告）、日
本口腔機能水学会誌　第14巻, 38-39. 2013．

 3.	 荒川真一、オゾンナノバブル水の基礎的特質と臨床応用、口腔病学会雑誌　第80巻, 1- 8. 2013.
 4.	 Non communicable diseases（NCDs）について、和泉 雄一、荒川 真一、日本歯科医師会雑誌、 第66巻（2）、66-67, 

2013.
 5.	 荒川 真一、Midlevel Dental Providersについて、日本歯科医師会雑誌、第66巻（6）、65-67, 2013.
 6.	 杉澤　満, 荒川真一, 早雲彩絵、再結晶化HAコートインプラント周囲炎にDNP法を用いた治療成功例の検討、日本先

進インプラント医療学会誌　第4巻, 9-22. 2013．
 7.	 Sae Hayakumo, Shinichi Arakawa, Yoshihiro Mano, Yuichi Izumi. Clinical and microbiological effects of ozone nano-

bubble water irrigation as an adjunct to mechanical subgingival debridement in periodontitis patients in a 
randomized controlled trial. Clin Oral Invest. 2013; 17: 379-388.

 8.	 Akiko FURUICHI, Shinichi ARAKAWA, Yoshihiro MANO, Ikuo MORITA, Noriko TACHIKAWA, Yuuichi 
YAMADA and Shohei KASUGAI. Comparative analysis of efficacy of ozone nano bubble water (NBW3) with 
established antimicrobials. Bactericidal efficacy and cellular response. An in vitro study. Journal of Oral Tissue 
Engineering 2013;10(3): 131-141. 

 9.	 Hidetomo Onishi, Munehiko Ro, Joichiro Hayashi, Junichi Tatsumi, Namba Satomi, Kazuhiro Yatabe, Shinichi 
Arakawa, Yuichi Izumi, Kitetsu Shin. Modification of forsythia detaching factor by gingival crevicular fluid in 
periodontitis. Archives of Oral Biology. 2013; 58(8): 1007-1013．

10.	 Sunaga M, Kondo K, Adachi T, Miura Y, Kinoshita A.  Development and evaluation of a new dental model at Tokyo 
Medical and Dental University for the practice of periodontal pocket probing.  J Dent Educ.   2013 Sep;77(9):1185-
1192.  

[著書]
 1.	 歯科臨床イヤーノート 2014～　Section 3 歯周治療⑦PMTC p. 393-394. クイッテッセンス出版株式会社、2013年3月10

日発行．
 

[総説]
 1.	 荒川真一　オゾンナノバブル水（NBW3）の基礎的特質と臨床応用､ The Quintessence. Vol. 32, No. 12, 241-248（2013-

2744），2013, クイッテッセンス出版.

[学会]
 1.	 遠藤亜希子、渡辺孝康、細見晋吾、相川知宏、野澤孝志、荒川真一、丸山史人、中川一路、和泉雄一, “多株比較ゲノ

ム解析による歯周病原細菌Tannerella forsythiaの進化機構” 第86回日本細菌学会総会　2013年3月18-20日, 幕張メッセ国
際会議場（千葉県）.

 2.	 杉澤　満，荒川真一，早雲彩絵 オゾンナノバブル水（NBW3）のインプラント周囲炎治療への応用 平成24年度　埼
玉県歯科医学大会　2013年3月3日、さいたま市.

 3.	 早雲彩絵，荒川真一，眞野喜洋，和泉雄一，オゾンナノバブル水の歯科材料への影響について，第14回日本口腔機能
水学会学術大会（札幌），2013年3月23，24日．

 4.	 杉澤　満, 荒川真一, 早雲彩絵, オゾンナノバブル水（NBW3）のインプラント周囲炎治療への応用（症例報告）,，第
14回日本口腔機能水学会学術大会（札幌）, 2013年3月23，24日. 

 5.	 遠藤 亜希子, 渡辺 孝康, 細見 晋吾, 野澤 孝志, 相川 知宏, 荒川 真一 , 丸山 史人, 和泉 雄一, 中川 一路,全ゲノム解析に
より見えたTannerella forsythiaの生存戦略と進化機構, 第56春季日本歯周病学会学術大会・総会,　2013年5月31日, 6月1

口腔保健衛生学専攻
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日, タワーホール船堀
 6.	 大西英知，荒川真一，小野裕貴、市村　光、林丈一朗，申　基喆.光ファイバ表面プラズモン共鳴センサを用いた歯周

病原細菌由来病原因子の定量法の構築　第2報（P-56）　第56春季日本歯周病学会学術大会・総会,　2013年5月31日, 6
月1日,タワーホール船堀

 7.	 杉澤　満，荒川真一，早雲彩絵、オゾンナノバブル水のインプラント周囲炎への応用、第16回日本先進インプラント
医療学会総会・学術大会（埼玉支部）．2023年5月12,13日　大宮ソニック　

 8.	 杉澤　満、　荒川真一、　早雲彩絵、HAコートインプラントに発症した周囲炎へのNBW3の応用：第43回 公益社団法
人日本口腔インプラント学会学術大会．2013年9月13日(金)～15日(日）、福岡国際会議場・福岡サンパレスホテル＆
ホール.

 9.	 遠藤亜希子、渡辺孝康、細見晋吾、相川知宏、野澤孝志、荒川真一、丸山史人、中川一路、和泉雄一, “多株比較ゲノ
ム解析による歯周病原細菌Tannerella forsythiaの進化機構”　第55回歯科基礎医学会総会　2013年9月20日(金)－9月22日
(日)　岡山コンベンションセンター

10.	 杉澤　満，荒川真一，早雲彩絵、第16回日本先進インプラント医療学会総会・学術大会　再結晶化HAコートインプ
ラントに付着した細菌に対するNBW3の除去効果について、2013年9月8 日、一橋大学一橋講堂

11.	 松田悠平、吉松秀實、荒川真一、三浦雅彦、渡邊　裕、第78回　口腔病学会学術大会　舌癌小線源治療患者の口腔環
境評価　2013年12月7日、東京医科歯科大学　歯科棟南４階特別講堂

12.	 大塚紘未，三浦弘貴，近藤圭子，遠藤圭子，品田佳世子，石丸昌彦：小学校患者とその保護者を対象とした口腔筋機
能療法の長期継続実施への支援に関する検討，第８回日本歯科衛生学会学術大会（兵庫），2013年9月14－16日

13.	 宮本洋子，大沼由季，三浦佳子，永田幸子，森町加菜，星野美真，宮わかな，足達淑子，近藤圭子，吉増秀實：開設
12年を経過した口腔ケア外来の現状，第78回口腔病学会学術大会(東京)，2013年12月7日

14.	 杉澤　満、荒川真一、早雲彩絵, HAコート・インプラントに発症した周囲炎に対してNBW3を用いてイリゲーション
を行った1症例, 第2回　日本マイクロ・ナノバブル学会学術総会, 2013年12月15日　明治大学駿河台キャンパス. s

15.	 Akiko Endo, Takayasu Watanabe, Chihiro Aikawa, Takashi Nozawa, Shinichi Arakawa, Fumito Maruyama, Yuuichi 
Izumi, Ichiro Nakagawa. Comparative genome analyses of the complete genome sequences of periodontal pathogen 
Tannerella forsythia. May 18-21, 2013. 113th General Meeting ASM, Denver Colorado.

[研究助成金]
 1.	 基盤研究（C）（研究課題番号22530955）　歯科衛生士の技術教育におけるステッププログラムと評価システムの開発，

研究代表者 近藤圭子、研究分担者 木下淳博，遠藤圭子，白田千代子，足達淑子，三浦佳子
 2.	 基盤研究（B）（研究課題番号24300280）臨床体験型コンピュータシミュレーション教材の標準化と医歯学融合教育で

の教育効果、研究代表者 木下淳博、研究者分担者 近藤　圭子

[その他]
特許：

 1.	 酸素ナノバブル水：特許証　特許第5255451号：発明の名称：組織の修復又は再生用製剤、発明者： 眞野喜洋、荒川
真一、千葉金夫

受賞：
	 該当なし

公開講座・招待講演等：
 1.	 荒川真一、早雲彩絵、杉澤　満、 眞野喜洋、和泉雄一；オゾンナノバブル水の基礎的性質と口腔疾患への応用　二豊

マイクロ・ナノバブルフォーラム 2013 in 中津、2013年1月19，20日, 川嶌整形外科病院.
 2.	 荒川真一　元気で長生き！　口腔ケア、第一回　東京医科歯科大学循環器内科・歯周病科　市民公開講座2013：「歯

周病を予防して全身を守る」　2013年11月9日　東京医科歯科大学　M＆Dタワー2階　鈴木章夫記念講堂
 3.	 荒川真一　基調講演　オゾンナノバブル水の基礎と臨床応用. 第4回　オゾン医療研究会　平成25年5月12日　文京学

院大学
 4.	 荒川真一　オゾンナノバブル水（NBW3）- 基礎と臨床応用-  比企郡市歯科医師会　平成25年11月30日
 5.	 荒川真一　オゾンについての疑問に答える：Dr. Xの質問コーナー、平成25年12月15日　第5回　オゾン医療研究会　

文京学院大学

口腔保健衛生学専攻
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健康支援口腔保健衛生学分野
Oral Care for Systemic Health Support

教　　授　吉増　秀實
講　　師　小野寺光江
大学院生　松田悠平
　　　　　薄井里奈(4月から）
　　　　　津野美香(4月から9月まで）
研 究 生　大里　愛(10月から）

（１）教　育
　口腔の健康と全身の健康という立場から、口腔保健活動に必要な知識と技術を教授する。具体的には、栄養と食生活につ
いて講義し、生活習慣病との関連について教授する。また、全身および顎口腔領域の健康評価について教授するとともに、
実習を行って基礎的な知識と技術を習得させる。さまざまな口腔疾患について、病理、病態、診断と治療について講義する
とともに、全身疾患を有する人々の口腔保健指導に必要な知識を教授する。さらに、介護に必要な基礎的知識と基本的な技
術を修得させる。

担当科目：栄養学，食生活論，栄養指導，高齢者に対する支援と制度Ⅰ，口腔保健と専門職，口腔健康科学，臨床検査，口
腔外科学・歯科麻酔学，医学一般Ⅰ，医学一般Ⅱ，口腔保健衛生学臨床基礎実習，口腔保健衛生応用学実習Ⅰ，介護概論，
顎口腔医療(歯学科），総合講義(保健衛生学科），臨床口腔保健衛生基礎学演習(歯学科・口腔保健衛生学専攻合同)

（２）研　究
（1）口腔疾患患者の口腔保健　

　口腔癌、口唇裂・口蓋裂、顎変形症等の口腔疾患患者のQOL向上のために口腔衛生・食生活・口腔機能について口腔保
健学的研究を行っている。

（2）医科疾患患者の口腔ケアに関する研究
　医学部附属病院の入院患者に対して、口腔環境評価および口腔ケアの影響について口腔保健学的な研究を行っている。

（3）舌癌小線源治療患者の口腔環境評価に関する研究
　舌癌小線源治療患者に対し、口臭、口腔内湿潤度、口腔細菌などを測定し、口腔環境評価法について検討している。

（4）歯科清掃用具に関する基礎的研究
　歯ブラシの性能、歯の着色除去に対する清掃用具、歯磨剤の効果、歯面コーティング材の摩耗試験に対する色調変化等
について基礎的研究を行っている。

（5）口唇裂・口蓋裂患者の顎発育障害、口腔機能障害の診断と治療
　代表的な顎口腔領域の先天異常である口唇裂・口蓋裂について、顎発育障害、口腔機能障害の診断と治療、口腔保健に
ついて顎顔面外科学分野と共同研究を行っている。

（6）口腔機能食品の安全性のための調査研究
　近年、健康食品への関心が高まり、さまざまな種類の健康食品が発売されているが、その安全性や有効性についてはあ
いまいなものも多い。そのため、口腔に関してなんらかの機能を持つ食品の探索やその安全性を調査研究し、一般の人々
に対して啓蒙活動できる専門家の育成は必須であることから、研究に取り組んでいる。

（7）ギャップ結合の意義に対する基礎的研究
　骨構成細胞のコネキシン４３（Cx43）を介した細胞間･細胞内情報伝達機序を明らかにすることにより、骨リモデリング、
骨再生、分化、ガン化におけるCx43の関与の実態を明確に示す。さらに、このCx43の発現、機能を人為的に操作するこ
とにより、骨関連疾患の治療に展開していく。

（３）臨床
　口腔の健康を通じて全身の健康の維持・増進をはかるために、各科外来と連携しながら口腔ケア外来において歯科予防処
置、口腔保健指導を行うとともに、医学部附属病院において入院患者に対する口腔ケアを実施している。また、口腔外科外来・
顎顔面外科外来において、さまざまな口腔疾患患者の診断、治療、口腔保健指導等に従事している。

（４）研究業績
[総説・解説]

 1.	 中山玲奈，西山　暁，木野孔司，吉増秀實： 女子大生における顎関節症の寄与因子の影響，口病誌, 80(2)：14-19,2013.

口腔保健衛生学専攻
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[著書]
 1.	 池邉哲郎，升井一朗，吉増秀實，伊賀弘起：新・歯科衛生士マニュアル　口腔外科学・歯科麻酔学，クインテッセン

ス出版，東京, 2013. 
 2.	 北村　聖　総編集：臨床病態学３巻　第２版,ヌーヴェルヒロカワ，東京, 2013.
 3.	 伊藤公一，小野芳明，齊藤力，鈴木尚，高橋英登，宮地建夫，向井美惠，安井利一　編：新版家族のための歯と口の

健康百科，医歯薬出版，東京, 2013.
 4.	 新井俊二　監修：はじめて学ぶ歯科衛生士のための歯科介護 第３版，医歯薬出版，東京, 2013.

[学会]
 1.	 Okamitsu,M, Hirose,T., Teramoto,T., Okubo,N., Yoshimasu,H., Sato,Y., Morita,K., Omura,K.: Factors related to social 

support of mothers of infants with cleft lip and/or palate. International Collaboration for Community Health Nursing 
Research Conference 2013,Edinburgh,13-14,March,2013.

 2.	 三島木 節，香月佑子，佐藤豊，阿部成宏，村嶋真由子，山田峻之，町田章彦，上丸英，吉増秀實，原田　清：片側唇
顎口蓋裂患者の乳歯列期咬合評価. 第37回日本口蓋裂学会総会，佐賀, 2013年5月30,31日.

 3.	 佐藤　豊，三島木節，香月佑子，町田章彦，壬生美智子，谷口　尚，吉増秀實，原田　清：家族性にOFD1遺伝子変
異を認めた Oral-facial-digital 症候群，第37回日本口蓋裂学会総会，佐賀, 2013年5月30日.

 4.	 吉増秀實，松田悠平，大里　愛，佐藤 豊，三島木　節，香月祐子，町田章彦，原田　清：東京医科歯科大学歯学部附
属病院顎顔面外科で治療を行った口唇裂・口蓋裂児の口腔保健について. 第37回日本口蓋裂学会総会，佐賀, 2013年5
月30,31日.

 5.	 内藤美生，下山和弘，渡  一平，小野卓史，吉増秀實，品田佳世子：矯正歯科治療患者の口腔清掃に関する意識調査，
日本歯科衛生学会第8回学術大会，神戸, 2013年9月16日.

 6.	 Yoshimasu,H., Sato,Y., Mishimagi,T., Katsuki,Y., Harada,K.: Long-term results following the pharyngeal flap operation 
in patients with cleft  palate and  congenital velopharyngeal insufficiency. 21st International Conference an Oral and 
Maxillofacial Surgery,21-24 Oct., Barcelona, Spain. 

 7.	 松田悠平，吉増秀實，三浦雅彦，荒川真一，渡邉　裕：舌癌小線源治療の口腔環境評価, 第78回口腔病学会学術大会, 
東京, 2013年12月７日.

[その他]
健康支援活動・医療支援活動

 1.	 吉増秀實：お口の健康，ニチイホームシティセンター北，横浜市，2013.03.18.
 2.	 吉増秀實：口を知る・きれいにする・鍛える（平成25年度国立大学法人東京医科歯科大学公開講座），東京医科歯科

大学，2013.10.2.
 3.	 ベトナムにおける口唇裂・口蓋裂医療支援活動，ベンチェ省，ベトナム，2013.12.21-29.

口腔保健衛生学専攻
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口腔疾患予防学分野
Section of Preventive Oral Health Care Science

教　　　授　品田佳世子
准　教　授　遠藤圭子
助　　　教　大塚紘未
非常勤講師　田澤千鶴，飯田則子
大学院生(修士課程）
　　　　　　久保田絢子，静間夕香，
　　　　　　秋山恭子(4月～），
　　　　　　戸田花奈子(4月～），
　　　　　　内藤美央(4月～）

（１）教　育
　国民の健康の維持・増進のために重要な口腔疾患を予防するために、その原因と予防に関する専門的な知識と予防処置の
技術を教授し、ならびに口腔保健指導や健康教育が行える能力を培う教育を行う。専門的な口腔ケアを実践するための態度、
知識、技術を習得すること、また患者と望ましい信頼関係を築くために、必要とされるアプローチやコミュニケーションス
キルを身につけることを目標とする。
　大学院生は、口腔疾患予防学の深い学問的知識と高水準の技術を修得させ、疫学研究とその分析・解析および国民へヘル
スプロモーションを推進させるための能力を養う。
担当科目：

公衆衛生学、科学英語Ⅰ、口腔衛生学、口腔疾患予防学の基礎、口腔疾患予防学の応用と実践、口腔健康科学、健康教育
の基礎、臨床口腔保健衛生基礎学、臨床口腔保健衛生基礎学実習、歯科衛生過程基礎演習、小児歯科学、成人口腔保健衛
生臨床実習Ⅰ、成人口腔保健衛生臨床実習Ⅱ、口腔保健臨床実習、口腔保健と専門職、歯科衛生学概論Ⅰ・Ⅱ、口腔保健
衛生学原論Ⅱ、早期臨床体験実習、口腔健康教育、口腔健康教育実習、コミュニケーション論、ヘルスカウンセリング論、
地域口腔保健衛生臨地実習、選択臨床・臨地実習、特論(卒業研究)、歯科と栄養（歯学科）、食生活と健康（歯学科）、口
腔保健福祉学（大学院修士課程科目）、口腔保健臨地実習（大学院修士課程科目）、口腔保健演習（大学院修士課程科目）、
口腔保健実習（大学院修士課程科目）

（２）研　究
１）口腔疾患予防に関する研究

①う蝕の発生・進行させる要因とその予防方法
②歯周病の発生・進行させる要因とその予防方法
③口臭の発生の要因とその予防方法
④その他の口腔疾患の発生の要因とその予防方法

２）口腔疾患予防のための保健指導・健康教育、および歯科衛生過程教育に関して　
３）歯科衛生士の教育における新しい評価（自己評価・到達評価）プログラムの開発

下級生が上級生に教わる歯科臨床体験教育：ピアサポート教育に関して
４）健康教育と保健行動の変容に関する研究

①歯科衛生士養成教育、教材ならびに教育プログラム開発
②歯科衛生活動の現状と将来像に関する研究

５）その他

（３）臨床
　当分野の診療部門では、歯科医師と歯科衛生士が連携をとりながら、口腔疾患の予防、治療と並行したケアおよび治療後
のメインテナンスとしての口腔ケアを行っている。生涯を通して口腔領域の健康を保つために、個々の患者の生活、身体お
よび口腔内の状態を把握し、歯科衛生士による歯科保健指導と専門的な処置を行っている。

（４）研究業績
[原著]

 1.	 静間夕香，品田佳世子，近藤圭子，遠藤圭子，中学・高校生の歯科保健行動・意識と食生活習慣との関連性，口腔病
学会誌，80巻（第2号）ｐ54－61，2013年
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 2.	 S.Takeuchi, M.Ueno, S.Takehara, T.A.V.Pham, C.Hakuta, S.Morishima, K.Shinada, Y. Kawaguchi: The relationship 
between turbidity of mouth – rinsed water and oral health status,Acta Odontologica Scadinavica, 71:183-188,2013.

 3.	 Ueno M, Takeuchi S, Samnieng P, Morishima S, Shinada K, Kawaguchi Y: Turbidity of mouthrinsed water as a 
screening index for oral malodor,Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol. 　116(2):203-9,  2013. 

 4.	 小原由紀，大山篤，近藤圭子，遠藤圭子，大塚紘未，品田佳世子，俣木志朗，口腔保健学科学生の臨床実習における
インシデント経験からの学び　質的研究法を用いた検討，日本歯科衛生学会雑誌，7巻（2号），ｐ23-29、2013年

[著書]  
 1.	 品田佳世子　分担著：産業保健・産業栄養指導専門研修、中央労働災害防止協会、東京、2013年11月8日

[総説]

[学会]
（国内）

 1.	 大塚紘未，三浦弘貴，近藤圭子，遠藤圭子，品田佳世子，石丸昌彦：小学生患者とその保護者を対象とした口腔筋機
能療法の長期継続実施への支援に関する検討．第8回日本歯科衛生学会学術大会，兵庫，2013年9月15-16日，9月15日．

 2.	 秋山恭子，遠藤圭子，小原由紀，大塚紘未：歯科衛生士教員の考える教育観と現在の教育の課題に関する質的検討．
第8回日本歯科衛生学会学術大会，兵庫，2013年9月15-16日，9月15日．

 3.	 櫻井みゆき，遠藤圭子，大塚紘未：就業歯科衛生士の卒後研修に対する考え方と参加状況に関する調査．第8回日本
歯科衛生学会学術大会，兵庫，2013年9月15-16日，9月15日．

 4.	 久保田絢子，大塚紘未，遠藤圭子，品田佳世子：千葉県内2市における保護者と幼児の口腔保健行動の関連について．
第72回日本公衆衛生学会総会，三重，2013年10月23-25日，10月25日．

 5.	 静間夕香，妻鹿宏子，遠藤圭子，大塚紘未，品田佳世子：児童の「口の健康観」と食習慣やう蝕および口腔内細菌と
の関連性．第72回日本公衆衛生学会総会，三重，2013年10月23-25日，10月25日．

 6.	 戸田花奈子，品田佳世子，質問票調査による歯科保健指導の現状と課題の分析，第8回日本歯科衛生学会学術大会，
兵庫，2013年9月15-16日

 7.	 内藤美生，下山和弘，渡  一平，小野卓史，吉増秀實，品田佳世子，矯正歯科治療患者の 口腔清掃に関する意識調査，
第8回日本歯科衛生学会学術大会，兵庫，2013年9月15-16日

 8.	 城田　葵，遠藤圭子，品田佳世子，歯科保健指導における患者との信頼関係形成に関する研究，第78回口腔病学会，
東京，2013年12月7日

 9.	 橋場美幸，島田康史，品田佳世子，ソフトドリンクが歯質に与える影響，第78回口腔病学会，東京，2013年12月7日

[研究助成金]
 1.	 研究代表者：品田佳世子，分担者：木下淳博，田上順次，秀島雅之，森尾郁子，フォローアップGP「下級生が上級生

に教わる歯科臨床体験実習　質の高い大学教育推進プログラム」平成25年度
 2.	 研究代表者：木下淳博，分担者：大川　淳，荒木孝二，品田佳世子，長　雄一郎，フォローアップGP「コンピュータ

による診療模擬実習の展開」平成25年度 
 3.	 研究代表者：角　保徳，分担者：田上順次，須田英明，倉林　亨，水口俊介，品田佳世子　他，長寿医療研究開発費，

「近赤外光・レーザー等を用いた新たな歯科疾患診断・治療用機器の開発に関する研究」平成25年度　
 4.	 研究代表者：足達淑子，研究分担者：木下淳博，品田佳世子，近藤圭子　他，基盤研究（Ｃ）「コンピュータシュミ

レーションを活用した歯科衛生士キャリアパスの構築」平成25年度
 5.	 研究代表者：近藤圭子，研究分担者：遠藤圭子　他，基盤研究（C）「歯科衛生士の技術教育置けるステッププログラ

ムと評価システムの開発」平成24年度
 6.	 代表者：杉本久美子，研究分担者：遠藤圭子　他，基盤研究（C）「唾液成分および自律神経の分析による口腔ケアの

効果の科学的評価」平成24年度

【その他】
[国内講演会、シンポジウム等]　

 1.	 品田佳世子：「平成24年度心とからだの健康づくり(THP)指導者養成専門研修講義：産業栄養指導専門研修、口腔保健」，
2013年2月9日, 安全衛生総合会館,　東京.

 2.	 品田佳世子：「平成25年度産業医研修会　産業歯科保健と健康管理」，2013年8月14日，東京医科歯科大学，東京
 3.	 品田佳世子：「成人のフッ化物応用」産業歯科保健研究会，2013年8月25日，東京
 4.	 遠藤圭子：全国歯科衛生士教育協議会専任教員講習会Ⅳ，歯科衛生学総論，2013.8.26，東京．
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 5.	 藤岡万里，遠藤圭子，中里みどり，村松　朋彦：学童期の健康づくりを考える，2013.10.27，横須賀．
 6.	 品田佳世子：「平成25年度心とからだの健康づくり(THP)指導者養成専門研修講義：産業保健指導専門研修、口腔保健」，

2013年11月29日, 安全衛生総合会館,　東京.

[受賞]
 1.	 第7回日本歯科衛生学術大会　学術発表優秀賞　平成25年　大塚紘未，三浦弘貴，近藤圭子，遠藤圭子，品田佳世子，

石丸昌彦：小学生患者とその保護者を対象とした、口腔筋機能療法の実施状況向上への支援に関する検討．
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地域・福祉口腔保健衛生学分野
Oral Health Care Science for Community and Welfare

教　授　白田千代子
講　師　遠藤　慶子
学　生　中山　玲奈，
　　　　白部　麻樹(4月～)

（１）教　育
　口腔保健衛生学の学びを地域のそれぞれの現状に即した内容で提供できるよう教授するとともに、福祉分
野で、口腔保健を提供できる歯科衛生士として躍進ができるよう講義を行う。
　また、近年高齢社会の進行に伴い、保健・医療のサービスは、福祉ときわめて緊密な連携をとりながら、提供されるよう
になっている。したがって、歯科医療従事者にも、従来以上に社会福祉に関する知識を修得すること、ならびに、人々を健康・
生活の視点から理解し、支援する能力が求められている。そこで、従来の社会歯学的な内容に加え、学生が様々な社会福祉
の現場に出向き、社会福祉援助を実践する延べ4週間の現場実習に際しては、実習先の開拓や交渉、さらには実習中の学生
への訪問指導を行い、充実した実習が出来るよう援助している。

担当科目：
　臨床体験実習(1年・2年）臨床歯科医学：保存学・小児歯科学・歯科補綴学・口腔外科学・歯科麻酔学(2年）口腔疾患
予防学(2年･3年）口腔疾患予防学実習(2年・3年）生体材料学(2年）臨床口腔保健衛生基礎学(2年・3年）臨床口腔保健衛
生応用学Ⅰ(2年）歯科衛生過程( ２年）相談援助の基礎と専門職Ⅰ(2年）臨床歯科医学：再建系歯科医学・発達育成系歯
科医学・障害者歯科医学・矯正歯科学(3年）包括的歯科医療・先端歯周病予防学(3年）保健行動科学(3年・4年）地域口
腔保健衛生臨地実習(3年・4年）歯科口腔介護：口腔介護・顎口腔機能リハビリテーション(4年）口腔保健衛生臨床実習
(4年）臨床口腔保健衛生応用学Ⅱ(3年）口腔保健と国際協力(3年）
　社会保障Ⅰ(1年）社会保障Ⅱ(2年）ソーシャルワークⅠ(2年）相談援助の基盤と専門職Ⅰ(2年・編3年）相談援助の基
盤と専門職Ⅱ(3年）相談援助の理論と方法(編3年・4年）相談援助演習Ⅰ(3年）相談援助実習(3年）相談援助実習指導(3年）
地域福祉の理論と方法Ⅱ(編3年）障害者に対する支援と障害者自立支援制度Ⅱ(編3年）児童や家庭に対する支援と児童・
家庭福祉制度Ⅱ(編3年）低所得者に対する支援と生活保護制度(編3年）就労支援サービス(編3年・4年）福祉サービスの
組織と経営(編3年・4年）社会福祉相談援助実習指導(4年）社会福祉相談援助演習(4年）社会福祉相談援助実習(4年）
　特論：卒業研究(3年・4年）

（２）研　究
　本分野では以下のテーマの研究を行っている。 

１．地域保健で活用する、健康教育のための教材ならびに教育プログラム開発
２．幼児から高齢者までの口腔機能の向上に関する研究
３．地域における健康教育と保健行動の変容に関する研究
４．保健と福祉の両面から地域づくりを推進するためのプログラムの開発の研究
５．要介護高齢者の通所介護における介護予防に関する研究
６．高次脳機能障害者の成年後見に関わる研究
７．高齢者の食養生に関する研究

（３）臨床
　医学部附属病院病棟において、あらゆる疾病をもつ患者を対象とした口腔ケアを実施している。
　学生の見学実習も合わせて行っている。 医学部附属病院病棟で多職種との連携による臨地実習の指導を行っている。

（４）研究業績
[原著]

 1.	 中山玲奈，西山　暁，木野晃次，吉増秀實，白田千代子：女子大学における顎関節症の寄与因子の影響　口腔病学会誌，
第80巻，第2号，6，30，2013，

[著書]
 1.	 白田千代子共著：新版　家族のための歯と口の健康百科．医歯薬出版．302‐305．3．25．2013．
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 2.	 白田千代子共著：はじめて学ぶ歯科衛生士のための歯科介護．医歯薬出版．243‐254．7．1．2013．

[総説]
 1.	 白田千代子：知っていますか?「口腔のケア」のこと．福祉介護テクノプラス．46‐50 vol3．2013．
 2.	 白田千代子：出産前・後に歯科衛生士が伝えることすべきこと，附録，歯科衛生士として妊娠から出産までわかって

いたいことまるわかりシート，歯科衛生士，vol. 37．No. 2．2013．
 3.	 白田千代子：乳歯が生えてきた！ばっちりわかるここからのケア&指導，歯科衛生，43‐59．Vol. 37．No. 4．2013．
 4.	 白田千代子：多職種連携時代の歯科のあり方．Lion Dent．File　5‐8  Vol. 25．2013．
   

[学会]
 1.	 深井穫博，白田千代子，中村修一：ネパール首都近郊農村地域住民の歯の喪失に関する要因，第62回日本口腔衛生学会，

平成25年5月17日
 2.	 麻生弘，大野陽真，大野慧太朗，大野秀夫，志賀和子，白田千代子，深井穫弘：ネパール歯科医療協力会の活動－学

校歯科保健の支援について－，第51回小児歯科学会，平成25年5月23日
 3.	 中山玲奈，白田千代子：高齢者会館利用者の口腔に関する調査，第72回日本公衆衛生学会，平成25年10月24日
 4.	 白田千代子，品田佳世子：口腔ケアについての一考察～口腔再起の生息部位から～，第72回日本公衆衛生学会，平成

25年10月25日

[研究助成金]
 1.	 文部科学省研究費補助金　基盤研究C「インフルエンザの重症化に関する細菌を検出指標とする新しい口腔ケアシス

テムの開発」：課題番号23593084　研究代表者　白田千代子

[その他]
（講演会・シンポジウム）

 1.	 白田千代子：「口の中から見直そう生活習慣病」，第5中学校，東京，平成25年2月9日 
 2.	 白田千代子：「いまどきの保育園・幼稚園児への歯科健康教育」～歯科健康教育のポイントとミニ媒体作成～，新宿

保健所，東京，平成25年2月12日
 3.	 白田千代子：お口から考える健康長寿の秘訣」，光が丘保健所，東京，平成25年2月13日
 4.	 白田千代子：「お口の健康講座」東村山市老人クラブ，東京，平成25年2月17日
 5.	 白田千代子：歯周病と循環器疾患の関連を解き明かす，東京医科歯科大学歯科棟南4階　歯学部特別講堂，平成25年2

月22日，
 6.	 白田千代子：「健口体操で健康寿命を延ばそう」，秦野保健福祉事務所，神奈川，平成25年3月26日
 7.	 白田千代子：シンポジュウム：働き盛り世代にもとめられる健康力とは？，第86回日本産業衛生学会，松山，平成25

年5月17日
 8.	 白田千代子：摂食･嚥下リハビリテーション，東京，平成25年6月6日
 9.	 白田千代子：第9回がん看護セミナー，がん患者の口腔のケアのコツとポイント，福岡，平成26年7月20日
10.	 白田千代子：健康長寿を目指して，江古田ネットワーク，江古田地域センター２F，東京，平成26年7月24日
11.	 白田千代子：「食べるということ」，中野区役所７Ｆ，東京，平成26年8月19日
12.	 白田千代子：平成26年度8020運動推進員養成研修，厚木合同庁舎，神奈川，平成25年9月4日
13.	 白田千代子：平成26年度8020運動推進員養成研修，神奈川県歯科医師会館，神奈川，平成25年9月26日
14.	 白田千代子：平成26年度8020運動推進員養成研修，小田原合同庁舎，神奈川，平成25年10月9日
15.	 白田千代子：25年間の母子保健活動の歴史，ネパール歯科医療協力会，福岡，平成25年10月13日
16.	 白田千代子：食支援～口から食べる～，東京都千葉福祉園，千葉，平成25年10月17日
17.	 白田千代子：平成26年度8020運動推進員養成研修，茅ヶ崎保健福祉事務所，神奈川，平成26年10月23日
18.	 白田千代子：第7回かながわ「お口の健康フォーラム」，杜のホールはしもと，相模原市歯科医師会，神奈川，平成25

年10月27日
19.	 白田千代子：「介護予防～お口から～」，しん山の家，東京，平成25年11月1日
20.	 白田千代子：～あなたは「口のこと」どれだけ知っていますか？～，清水保健福祉センター，静岡，平成25年12月2

日
21.	 白田千代子：口から食べるを考える，東京都立中野特別支援学校，東京，平成25年12月10日
22.	 白田千代子：口から食べることの支援，新渡戸文化学園栄養学科，東京，平成25年12月13日
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口腔健康教育学分野
Oral Health Care Education

教　授　寺岡加代

（1）教育
　口腔健康教育学は、国民の健康に資することを目的に、口腔保健のあり方を全人的視野から捉え、心身の健康を維持・増
進するための理論と技術を構築する専門分野である。学生教育の目標は、地域住民や他職種との連携を図りながら、社会の
様々な場においてオーラル・ヘルスプロモーションが実践できる人材を育成することである。

（2）研究
　本分野では、以下のテーマの研究を行っている。

１．オーラル・ヘルスプロモーションに関する研究
２．高齢者の口腔保健・介護予防に関する研究
３．有病者に対する口腔管理システムに関する研究
４．地域口腔保健行政システムのあり方に関する研究

（3）研究業績
［著書］

 1.	 寺岡加代：口臭、今日の治療指針2013年版、医学書院、東京．
 2.	 寺岡加代：口腔ケアガイド、日本口腔ケア学会学術委員会編、文光堂、東京．

［学会・シンポジウム］
 1.	 木村文香、寺岡加代、遠藤圭子、近藤圭子、河野章江、高橋雄三：口腔乾燥感の評価と発症要因に関する調査、日本

歯科衛生士学会、9月、盛岡．

[研究助成金]
 1.	 奨学寄附金（継続）：「地域連携による包括的口腔管理システム構築に関する研究」、2,000,000、代表． 

[その他]
1．国際交流

 1）寺岡加代：「日本の医療制度について」、JICA集団研修コース（東欧地域）、1月31日、湯島ガーデンパレス、東京．
 2）寺岡加代：「日本の医療制度について」、JICA集団研修コース（東欧地域）、10月2日、湯島ガーデンパレス、東京．

2. 講演会・研修会
 1）寺岡加代：「高齢社会における医療の現状と課題～医科と歯科の連携を目指して～」、三重県歯科医療研修会、三重県

歯科医師会館、三重.
 2）寺岡加代：地域包括ケアにおける歯科の役割、全国歯科保健研修会、青森県民ホール、青森．
 3）寺岡加代：歯周病予防教室、東京厚生年金病院、6月19日、11月19日.
 

[他大学での講義]
 1.	 寺岡加代：「高齢者の口腔保健」4月12日、19日、首都大学東京、東京．
 2.	 寺岡加代：「高齢者の口腔保健」9月10日、11日、静岡県立大学、静岡.
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口腔保健衛生基礎学分野
Basic Sciences of Oral Health Care 

教　授　山口　朗
講　師　坂本裕次郎

（１）教育
１．人体の構造と機能について解剖学、組織学、発生学、病理学、薬理学、微生物学、免疫学などの講義と実習を担当し、

人体の諸器官の形態と機能、病態と疾病の成り立ち、生体防御機構ならびに疾病からの回復について総合的知識を習得
するための教育を行う。とくに顎口腔を中心とする頭頚部領域の正常構造と病的変化については、構造と機能の相互関
係を理解して、顎口腔の正常発育と機能維持を目的とした歯科口腔保健医療を行うために必要となる基礎医学的知識を
習得するための教育を行う。

	 担当科目名： 人体の構造と機能Ⅰ、栄養と代謝、人体の構造と機能Ⅱ、歯・口腔の構造と機能、歯の形態学実習、病理
学総論、口腔病理学、薬理学、病原性微生物と生体防御、口腔保健衛生基礎科学実習、歯科薬理・薬剤学。

２．大学で学んだことに基づいて行われる卒業研究における研究計画の立案、研究の実施、卒業論文の作成を通して、科学
的思考力と論理的文章構成力を培うための教育を行う。

	 担当科目名： 卒業研究。

（２）研　究
１．口腔保健に関わる基礎医学・歯学の研究
２．口腔保健の臨床応用に関わる基礎医学・歯学の研究
３．頭頚部の肉眼解剖学的研究

（３）研究業績
[原著]

 1.	 Sakamoto Y. Gross anatomical observations of attachments of the middle pharyngeal constrictor. Clinical Anatomy. 
In Press. 2013.

 2.	 Shibata S, Sakamoto Y, Baba O, Qin C, Murakami G, Cho BH. An immunohistochemical study of matrix proteins in 
the craniofacial cartilage in midterm human fetuses. European Journal of Histochemistry. 57: 262-270, 2013.

 3.	 Sakamoto Y. Interrelationships between the innervations from the laryngeal nerves and the pharyngeal plexus to 
the inferior pharyngeal constrictor. Surgical and Radiologic Anatomy. 35: 721-728, 2013.

 4.	 Hoshino A, Ueha S, Hanada S, Imai T, Ito M, Yamamoto K, Matsushima K, Yamaguchi A, Iimura T. Roles of 
chemokine receptor CX3CR1 in maintaining murine bone homeostasis through the regulation of both osteoblasts 
and osteoclasts. J Cell Sci 126: 1031-1045, 2013.

 5.	 Tanabe R, Haraikawa M, Sogabe N, Sugimoto A, Kawamura Y, Takasugi S, Nagata M, Nakane A, Yamaguchi A, 
Iimura T, Masae Goseki-Sone. Retention of bone strength by feeding of milk and dairy products in ovariectomized 
rats; involvement of changes in serum levels of 1alpha, 25(OH)2D3 and FGF23. J Nutr Biochem. 24: 1000-1007, 2013. 

 6.	 Makino Y, Takahashi Y, Tanabe R, Tamamura Y, Watanabe T, Haraikawa M, Hamagaki M, Hata K, Kanno J, 
Yoneda T, Saga Y, Goseki-Sone M, Kaneko K, Yamaguchi A, Iimura T. Spatiotemporal disorder in endochondral 
ossification during axial skeleton development in the Mesp2-null mouse: A developmental etiology of spondylocostal 
dysostosis and spondylothoracic dysostosis. BONE 53: 248-258, 2013.

 7.	 Matsumoto T, Iimura T, Ogura K, Moriyama K, Yamaguchi A. The role of osteocytes in bone resorption during 
orthodontic tooth movement. J Dent Res 92: 340-345, 2013.

 8.	 Pal KS, Sakamoto K, Aragaki T, Akashi T, Yamaguchi A. The expression profiles of acidic epithelial keratins in 
Ameloblastoma. Oral Surgery, Oral Medicine, Oral Pathology, Oral Radiology 115: 523-531, 2013.

 9.	 Sato K, Lee JW, Sakamoto K, Iimura T, Kayamori K, Yasuda H, Shindoh M, Ito M, Omura K, Yamaguchi A. 
RANKL synthesized by both stromal cells and cancer cells plays a crucial role in osteoclastic bone resorption 
induced by oral cancer. Am J Pathol 182: 1890-1899, 2013.

10.	 Matsushita Y, Sakamoto K, Tamamura Y, Shibata Y, Minamizato T, Kihara T, Ito M, Katsube K, Hiraoka S, Koseki 
H, Harada K, Yamaguchi A. CCN3 protein participates in bone regeneration as an inhibitory factor. J Biol Chem 
288: 19973-19985, 2013.

11.	 Shimada Y, Katsube K, Kabasawa Y, Morita K, Omura K, Yamaguchi A, Sakamoto K. Integrated genotypic analysis 
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of hedgehog-related genes identifies subgroups of keratocystic odontogenic tumor with distinct clinicopathological 
features. Plos One 8: e70995, 2013.

12.	 Lee JW, Yamaguchi A, Iimura T. Functional heterogeneity of osteocytes in FGF23 production: The possible 
involvement of DMP1 as a direct negative regulato. BoneKEy Reports, In Press.

[総説]
 1.	 Makino Y, Kaneko K, Yamaguchi A, Iimura T. Developmental biology and etiology of axial skeleton: Lessons from a 

mouse model of spondylocostal dysostosis and spondylothoracic dysostosis. J Oral Biosci 55: 175-179, 2013.
 2.	 山口 朗．骨・軟骨形成の分子メカニズムと再生医療の最新のトピックス．細胞45: 3-4, 2013
 3.	 山口 朗．骨形成・骨吸収における関連因子の働き-IL-6．日本臨床　71: 136-140, 2013
 4.	 坂本　啓、山口 朗．角化嚢胞性歯原性腫瘍（疾患概念の変遷と診断の要点、鑑別診断）．病理と臨床
 5.	 山口 朗．骨吸収抑制薬と顎骨壊死．お茶の水醫學雑誌 61: 119-127, 2013

[学会]
（海外・国際）

 1.	 Sakamoto Y. Morphological interrelations between the scaleni posterior and medius. The 30th annual meeting 
American Association of Clinical Anatomists, Denver, USA, July 9-13, 2013.

 2.	 Sakamoto Y. Gross anatomical observations on the attachments of the middle pharyngeal constrictor. European 
Joint Congress of Clinical Anatomy 2013. Lisbon, Portugal, June 26-29, 2013.

（国内）
 1.	 坂本裕次郎．後斜角筋と中斜角筋の形態と神経支配からみた相互関係についての肉眼解剖学的検討．第118回日本解

剖学会総会・全国学術集会，高松，2013年3月28-30日．

[研究助成金]
 1.	 科学研究費助成事業基盤研究(A)  口腔癌による骨破壊メカニズムの総括的解析と臨床応用への基盤構築（代表）

[その他]
〈招待講演〉
（海外・国際）

 1.	 Yamaguchi A. Role of CCN3 in osteoblast differentiation and bone regeneration. 7th International CCN Workshop, 
Nice, France, October 18, 2013.

（国内）
 1.	 山口 朗．骨細管系の比較形態学的解析、パネルディスカッション：骨代謝研究の進歩と臨床応用への展開．第８６回

日本整形外科学会学術総会、広島、2013年5月23日．
 2.	 山口 朗．オステオネットワークの獲得・維持・破綻（特別講演）．第５回しまなみ骨・関節フォーラム、松山、2013

年7月4日．
 3.	 山口 朗．骨芽細胞分化と骨再生におけるCCN3の役割（特別講演、 Keynote Lecture）．第５回日本CCNファミリー研

究会、岡山、2013年9月20日．
 4.	 山口 朗．インプラントに必要なオステオネットワークの知識．教育講演、デンタルコンセプト２１例会、東京、2013

年11月17日．
 5.	 山口 朗．骨細胞の分化・形態・機能．招待講演、DENTISTRY, QUO VADIS? 、東京、2013年12月8日．

〈国際学術協力〉
 1.	 坂本裕次郎. The Spanish Society of Anatomy. European Journal of Anatomy (official Journal of the Spanish society 

of anatomy)のAssociate Editor として協力．
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口 腔 基 礎 科 学 分 野
Basic Oral Health Science 

教　　授　杉本久美子

（１）教育
1．担当授業
歯学科：　
　　　モジュール　病態科学演習　　		  ユニット　病態科学演習
　　　　
口腔保健学科：
　口腔保健工学専攻

科目　口腔保健工学概論　　			   ユニット　口腔保健工学概論A、口腔保健工学概論B
科目　早期臨床体験実習
科目　人体の構造と機能Ⅰ
科目　人体の構造と機能Ⅱ
科目　ヘルスプロモーション
科目　コミュニケーション論
科目　口腔保健材料力学			   ユニット　口腔保健材料力学B
科目　口腔保健材料力学実習	
科目　口腔リハビリテーション工学

		  　
口腔保健衛生学専攻　

科目　人体の構造と機能及び疾病		  ユニット　人体の構造と機能Ⅰ
科目　歯・口腔の構造と機能　		  ユニット　歯・口腔の構造と機能
科目　疾病の成り立ちと回復過程の促進　	 ユニット　薬理学　
科目　口腔保健衛生基礎科学実習　　　　	 ユニット　口腔保健衛生基礎科学実習
科目　特論（卒業研究）			   ユニット　特論（卒業研究）

医歯学総合研究科：
　口腔化学・機能コース

2．教育方針				    　　　
　口腔保健学の科学的基礎となる人体の構造と機能の全般ならびにその疾患との関連について教授するとともに、人体への
薬物の作用機序等について教授する。人体の構造と機能の授業では、各器官系の機能を中心に、それを支える構造的基盤お
よび物質的基盤にも言及しながら、総合的な理解を促すよう講義を行う。加えて、講義で学んだことをより深く理解できる
よう、実習を通して体験する教育を実施している。
　また、卒業研究では、専門での学びの集大成として、学生自らの関心を基に、研究テーマを設定し、研究計画の立案から
実施までを行い、さらに得られたデータを整理分析して論文を作成するまでの一連の過程を体験することにより、研究の方
法を学ぶとともに、研究への意欲を培う教育を行う。
　

（２）研　究
1．口腔感覚に関する研究
①味覚刺激により誘発される自律神経活動と脳活動の変化
　口腔内に摂り入れた食物からの味覚情報は、大脳皮質の第一次・第二次味覚野に伝えられて、味が知覚・認知されるだけ
ではなく、意識にのぼらない形で自律神経を介して唾液分泌を始めとする消化器系への調節を引き起こす。それと同時に、
大脳辺縁系に送られた味覚情報は快・不快の情動を生じ、その評価結果が摂食行動として表出される。このような味覚刺激
に対する生体反応が味の質によって異なるのかという点を調べるため、自律神経の応答解析ならびに脳波による脳活動の解
析を行って検討した。その結果、自律神経活動においては、唾液分泌促進効果のあるうま味刺激で副交感神経活動の上昇が
みられたのに対し、一様に嫌われる苦味刺激では唾液分泌促進効果が低く、交感神経活動が上昇すること、さらに副交感神
経活動と唾液分泌量との間には正の相関があることが明らかとなった。このことから、副交感神経を亢進させるうま味など
は他の消化器系にも促進作用を及ぼすが、交感神経を亢進させる苦味などは負の調節を行う可能性が示唆された。また、脳
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波から情動の基本的4感情、すなわち喜（満足感）、怒（ストレス）、哀（気落ち感）、楽（リラックス）のレベルを解析した
結果、甘味と酸味刺激中の喜びの上昇や苦味刺激中のストレス上昇とリラックス低下などが観察され、味質により異なる感
情の変化パターンを生じることが示されたことから、この方法を用いて刺激に対する情動変化の客観的把握が可能となるこ
とが示唆された。

②先天性無痛・無汗症患者の味覚・嗅覚と辛味感覚
　先天性無痛・無汗症の患者は先天的に痛覚を伝える神経および交感神経節後線維を欠くために、痛みを感じられず、発汗
機能も働かないことが知られている。本疾患の病因は神経成長因子の受容体変異により、Aδ線維およびC線維の欠乏あるい
は減少が起こるためであることが報告されている。痛覚が欠如するために、口腔領域では、舌、口唇、頬粘膜の咬傷や自傷
行為による歯の脱臼や抜去などが問題となっている。しかし、Aδ線維によって情報が伝達される味覚および痛覚の受容体
TRPV1を刺激するとされる辛味物質のカプサイシンに対する感受性についてはほとんど報告がない。そこで、先天性無痛・
無汗症患者に対して味覚認知能検査、カプサイシン感受性検査を行った。その結果、各味質が認知できた無痛・無汗症患者
は75～87.5％であり、味の質の認知には問題がない者がほとんどであった。しかし、味質を認識できる認知閾値を健常者と
比較すると、酸味や苦味において高くなる傾向が認められた。この味覚閾値上昇も顕著ではなかったことから、通常の食生
活においては大きな問題は生じないと考えられた。また、本症患者において、高濃度のカプサイシンでは辛味刺激を感じな
い者は非常に少なかったが、検知閾値を測定したところ健常者と比較して非常に高い結果となり、カプサイシン受容体を有
する神経線維が少ない可能性が示唆された。一方、本症患者では認知機能低下がみられる場合もあることから、嗅覚機能に
も変化が生じている可能性が考えられたため、嗅覚同定能力の検査をあわせて行った。その結果、本症患者は健常者と変わ
らない同定能力を有しており、嗅覚機能には問題が無いことが示された。現在さらに脳波記録を行って、本症患者の辛味刺
激等により誘発される脳活動が健常者とどのように異なるかを分析している。

2．高齢者における口腔ケアの効果について　　
　高齢者では、全身疾患およびその治療薬の副作用によって、唾液分泌の減少や味覚の低下が起こることが多く、そのよう
な状態を改善するうえで、歯科衛生士による専門的口腔ケアが重要と考えられる。そこで、口腔ケアの前後で唾液を採取し、
唾液分泌量および分泌型IgA、アミラーゼなどの唾液成分濃度の測定を行って、高齢者における口腔ケアの効果を客観的科
学的指標から検討することを試みている。また、要介護高齢者、とりわけ認知症高齢者を対象とする場合には、情動を他覚
的に捉え、快適な口腔ケアを提供する必要があるため、対象者が口腔ケアを受ける際の情動変化を自律神経活動から分析、
評価している。その方法を確立するために、まず、自立高齢者を対象として、口腔内清掃、唾液腺マッサージ等のケアと健
康教育を行い、その前後で口腔機能の評価を行った。その結果、口腔乾燥感をもつ地域在住高齢者では、3ヶ月間の歯科衛
生士による介入によって、安静時唾液分泌量の増加、RSST積算時間の短縮および一部の味質に対する閾値の低下など口腔
機能の向上が認められ、専門的介入の有用性が示唆された。さらに、高齢者介護施設利用者において、週１回の口腔ケア介
入を3ヶ月間実施した結果、口腔衛生状態の改善、唾液分泌量のケア後の増加、味覚機能等の口腔機能の改善が認められた。
また、心理面においても、主観的気分の改善と一致して、客観的指標のアミラーゼ活性低下や副交感神経活動上昇が認められ、
ストレス減少、リラックス感上昇の効果が得られる可能性が示唆された。

3．更年期女性の口腔内状態の検討
　更年期の女性では、口腔乾燥などの口腔症状を訴える割合が多いといわれるが、この時期のホルモン変化と口腔内状態と
の関連についてはほとんど報告がないため、更年期とその前後の時期の女性を対象として、唾液分泌量および唾液成分濃度
を測定し、更年期における口腔内状態の変化について検討を行った。40～60歳の女性歯科衛生士を対象として、月経の状態
から更年期とその前後の時期の3群に分け、血清中エストラジオール（E2）濃度および安静時唾液分泌量、唾液中のαアミ
ラーゼ活性、抗酸化能、分泌型IgA（SIgA）濃度について測定し、3群間の違い、ならびに、これらのファクターとE2濃度
との間の相関について検討した。その結果、血清中E2濃度は更年期前、更年期、閉経後の順に低下する傾向がみられた。安
静時唾液分泌量は、更年期前に比較して、更年期では減少傾向、閉経後では有意な減少を示し、血清E2濃度との間に有意な
正の相関を示した。唾液中αアミラーゼ活性には3群間で差が認められなかったが、E2濃度との間に負の相関が認められた。
一方、唾液中の抗酸化能とSIgA濃度については、3群間で差がみられなかったが、両成分濃度の間には有意な正の相関が認
められた。上記の結果から、E2濃度の低下は唾液分泌量の減少につながる可能性があり、精神的ストレスとも関連する可能
性が示唆された。一方、口腔内健康状態の指標となる抗酸化能、SIgAは月経の状態よりも個々の健康状態に影響される可能
性が示唆された。

4．生理的指標による歯科治療中のストレス評価
　歯科治療中のストレスを軽減する為の適切な対処法を確立するためには、まず治療中の情動変化の実際を把握することが
重要である。とりわけ、小児患者は心身ともに発達過程にあるため、歯科治療現場では不適応行動を起こしやすいため、安
全で快適な小児歯科治療を提供するためには、患者の内的ストレスを把握し、患者の恐怖や不安を最大限取り除く対応が必
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要とされる。そこで、歯科治療中の小児のストレスを生理的反応から客観的に評価することを目的として、歯科治療中の自
律神経活動および顔面表情筋である皺眉筋の活動を分析し、ストレスとの関連について検討した。その結果、歯科治療中の
自律神経活動の分析、特に交感神経活動の変動から、歯科治療処置時に小児が感じるストレス度の把握が可能であることが
示唆された。同時に記録した顔面表情筋の皺眉筋活動と交感神経活動との間には高い関連は認められず、内面的ストレスは
直接的には筋活動に反映されにくいことが示唆された。さらに、この自律神経活動を情動の客観的指標として利用し、拘束
治療を実施した小児のストレス状態を、治療経過を追って分析検討した結果、非協力のため拘束治療を受けた時には小児の
ストレス度が高いものの、その後治療を理解し協力的になった段階ではストレスが大きく低下することが明らかとなり、抑
制治療はその後の歯科治療への拒否感には繋がらないことが示唆された。
　さらに、これらのストレス指標が情動応答と関連するかを検討するために、若年成人において歯科治療場面の映像を視聴
させた際の自律神経活動解析、脳波による感性解析および筋電図解析を行い、より多面的・包括的に、不快感と関連の高い
生理的指標の検索を試みた。その結果、浸潤麻酔の映像視聴時に交感神経活動の有意な上昇、リラックスレベルの有意な低
下が認められ、主観的不快度も浸潤麻酔映像で最も高かったことから、主観的不快度と自律神経、脳波の生理的反応との関
連性が示唆された。

( ３）研究業績
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の実験的検討．日本歯科衛生学会雑誌, 8(1): 35-42, 2013.

[総説]
 1.	 杉本久美子：味覚と遺伝，食習慣との関連．JOHNS　29(1): 61-64, 2013
 2.	 杉本久美子：味覚（うま味）と口腔保健：より健康な生活を目指して－特集にあたって．日本味と匂学会誌，20(2): 

93-96, 2013.
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 7.	 Kono Y, Yamagami1 A, Shibuya K, Sugimoto K: Effects of odor of arborous essential oil on saliva and relaxation. 
Poster presentation, fdi 101st Congress, Istanbul, August 28-31, 2013.

 8.	 Imura H, Yoshida N, Yamazaki Y, Shimada M, Sugimoto K: Does salivary antioxidant capacity reflect that of blood 
serum? Poster presentation, fdi 101st Congress, Istanbul, August 28-31, 2013.

 9.	 Sekiya T, Miwa Z, Tsuchihashi N, Sugimoto K: Objective understanding of emotional changes induced by viewing 
dental treatments. Poster presentation, fdi 101st Congress, Istanbul, August 28-31, 2013.

10.	 中井未来，鈴木敏惠，吉田直美，杉本久美子，工藤秀機: 更年期女性における口腔症状と白血球の変化．第60回日本
臨床検査医学会学術集会，神戸，2013年10月31日～11月3日．

11.	 吉田直美，杉本久美子，河野葉子，井村紘子: 更年期女性の口腔内状態の検討－第１報　歯科衛生士を対象とした質
問紙調査から－．第78回口腔病学会学術大会，東京，2013年12月6～7日．

12.	 杉本久美子，河野葉子，井村紘子，吉田直美: 更年期女性の口腔内状態の検討－第2報　歯科衛生士を対象とした唾液
分析から－．第78回口腔病学会学術大会，東京，2013年12月6～7日．

13.	 河野葉子, 渋谷耕司, 杉本久美子: クロモジ精油が唾液分泌および自律神経活動に及ぼす効果．第78回口腔病学会学術
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大会，東京，2013年12月6～7日．
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[その他]
 1.	 杉本久美子：うま味研究会公開シンポジウム「味覚（うま味）と口腔保健：より健康な生活を目指して」主催．東京，

2013年5月31日．
 2.	 杉本久美子：研究の基礎を学ぶ．全国歯科技工士教育協議会専任教員講習会，東京，2013年8月6日． 
 3.	 杉本久美子：更年期女性の唾液と味覚．うま味研究助成成果発表会，東京，2013年12月20日．
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口腔保健工学統合学分野
Comprehensive Oral Health Engineering

准 教 授　　大木　明子

（１）教育
　口腔保健工学統合学分野は、技術者の枠にとらわれない発展性を持ったスペシャリストを育成するために、造形美術的な
素養、社会教育に必要な学問としての造形学、デザイン学、健康福祉を教授する。深い専門性を有しながらも、医療技術者
としての幅広い教養と社会性を身につけ、たくましく社会に貢献できるものつくりのスペシャリストや教育者を育成するこ
とを目的とする。
　歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻の専門教育として、1年次を対象に「口腔保健工学概論」の「口腔保健と専門職」
においてPBLテュートリアル形式の教育を行う。「早期臨床体験実習」において顎義歯外来見学、歯科材料会社見学、課題
学習発表の学生指導を行う。「科学英語Ⅰ」講義において歯科英語の講義補助および外来見学指導を行う。2年次では、「ヘ
ルスプロモーション」においてPBLテュートリアル形式で健康福祉、ヘルスプロモーションについての教育、Microsoft-
Excelを用いた統計データの集計、統計解析を行う。また、「プロセスデバイス工学」においては、近年、歯科のみならず工
業界において用いられているプロセスデバイス工学の概論、主として工業界で用いられる3次元CAD/CAM/CAEシステムの
概論および3次元造形法について教授する。3年次では、「科学英語Ⅱ」において英語の教科書を読んで理解すること、英論
文を読み抄録を作成し、発表する形式で、歯科で用いられる英語について教授する。「咬合学実習」においてCAD/CAMを
用いて3次元造形を実際に行う。「顎補綴工学」において顎口腔および顔面領域の欠損の病態と治療法、特に治療用装置の構
造と製作法を教授し、「顎補綴工学実習」において、実際に上顎顎義歯を製作し指導を行う。さらに「小児歯科学実習（２）」
において、眼窩部欠損に対する眼窩エピテーゼの製作指導を行う。「口腔リハビリテーション工学」では、摂食・嚥下障害
について教授し、原因疾患、摂食・嚥下障害の状態とその訓練について、補綴的リハビリテーションを行うための装置につ
いてなどを教授する。3年から4年にかけて行われる「再建工学包括臨床実習」の顎補綴に関して指導を行い、包括医療統合
教育を担当する。「特論Ⅰ」の卒業研究では担当学生を指導する。国際交流では、2年次の「口腔保健工学概論B」と「コミ
ュニケーション論」では台北医学大学との交流のため、3年次の「口腔材料力学B」と「口腔材料力学実習」では高麗大学と
の交流のため、英語で日本の歯科事情と本学について説明できるように学生の指導にあたる。

（２）研究
　医療系造形技術者に欠くことのできない造形美術的な素養と、医療人として重要な社会学など多様な学問を統合し、歯科
技工の領域に特化した造形学、デザイン学、健康福祉を研究する。技術者の枠にとらわれない発展性を持ったスペシャリス
トに必要である関連分野を学問として確立し、広く教育に役立てることを目指す。
主な研究テーマを以下に示す。
　　１）3次元造形法によるエピテーゼ製作法の開発
　　２）顎顔面欠損による機能障害に関する治療についての研究
　　３）エピテーゼ材料の開発

（３）臨床
　歯学部附属病院顎義歯外来において、先天的あるいは後天的に顎口腔領域に後遺した欠損を有する患者に対し、機能的、
形態的障害の再建および回復のため、顎顔面補綴的リハビリテーションを行う。口唇裂口蓋裂患者の補綴治療、上顎、下顎、
顔面欠損に対する補綴治療、放射線治療後の患者の歯科的問題に対する治療を行う。

（４）研究業績
[原著]

 1.	 大木明子：第５章口腔疾患各論，２．歯の欠損と機能障害に対する治療，５）顎顔面欠損の治療，②上顎欠損の補綴
治療．戸塚靖則，高戸毅監修：口腔科学．朝倉書店　東京　2013．

[学会]
（国際）

 1.	 Ikeda M, Fukawa K, Takahashi H, Kamijo S, Yasue T, Oki M, Sugimoto K, Suzuki T.: A newly developed adhesive 
primer for ceramics, zirconia, indirect resin composites, precious metals and non-precious metals. The 5th 
International Congress of Dental Technology, Daejeon, Korea. 2013年7月7日．
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（国内）
 1.	 大木明子，隅田由香，服部麻里子，岩崎直彦，高橋英和，谷口尚：試作エピテーゼ用シリコーンの粘弾性特性の検討．

第30回日本顎顔面補綴学会、郡山市，2013年6月21日．
 2.	 波田野典子，山越典雅，埜藤奈美，大木明子，高戸毅：軽量化した舌接触補助床を用いた舌亜全摘術後の1例．第30

回日本顎顔面補綴学会、郡山市，2013年6月22日．
 3.	 池田正臣，土居寿，上條真吾，安江　透，冨川紘一，岩崎直彦，大木明子，杉本久美子，高橋英和，鈴木哲也．歯科

用合金の義歯洗浄剤溶液中における変色とイオン溶出．日本歯科保存学会春季学術大会，秋田市，2013年10月17日，
18日．

[研究助成金]
	 実験的固有口腔の拡大から解析する舌接触補助床のデザイン　科学研究費基盤研究(C)　研究代表者　鈴木哲也（2012

年4月～）　研究分担者　大木明子（2013年4月～）
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口 腔 臨 床 科 学 分 野
Clinical Oral Science

講　　師　池田　正臣

（１）教育
　地域の歯科医療現場のみならず、歯科医療研究・教育機関においても国際的なレベルで貢献でき、新しい材料・技術の臨
床応用能力のある専門的歯科医療技術者を養成することを目的とする。現在、歯科医療は、材料の開発と技術の向上に伴い、
インプラントやCAD/CAMなどの新しい術式が広く普及している。したがって、これらの歯科技工操作を適切に行うために
は、新しい材料と技術に関する知識を十分理解し習得する必要がある。また、得た知識を歯科医師、歯科衛生士に伝え、情
報を共有するためには、コミュニケーション能力は必須である。これらを考慮し、技術者の枠にとらわれない向上心を持っ
たスペシャリストの育成を行う。

　The purpose of this section is to educate professional dental technologists who has ability to apply newly developed 
materials and technologies and who is able to contribute in not only clinical situation but also research institution or 
educational organization at international levels. Presently, the latest technologies such as dental implant and dental CAD/
CAM etc became popular by the development of materials and the progress in technologies among dental treatment. 
Therefore, it is necessary to understand and lean knowledge about newly developed materials and technologies for 
properly control the dental laboratory works. Furthermore, It is necessary that the communication skill for report 
information about the materials and technologies to dentists and dental hygienists. Based on these evidences, it is an 
education in which specialists are raised to not be bound by classification as technologist and have ambition.

（２）研究
　口腔保健工学の基盤である歯科理工学を中核としながら、臨床歯科技工学において最新の課題を研究する。さらに開発さ
れた新材料についても歯科技工士の視点から評価し、学問を確立することを目指す。歯科理工学と歯科技工操作双方からの
アプローチにより、利益を社会に還元する技術情報の研究を推進する。

　There are working on research of clinical dental technology as to place dental material science of the based on oral 
health engineering at the canter in this section. Therefore, newly developed materials were evaluated from a technologist’s 
point of view and aimed to establish a study. It promotes research of technical information with approaches from both 
dental material sciences and dental lab works, and returns the profits to society.

（３）研究業績
[原著]

 1.	 Kirihara M, Inoue G, Nikaido T, Ikeda M, Sadr A, Tagami J. Effect of fluoride concentration in adhesives on 
morphology of acid-base resistant zones. Dent Mater J. 32(4), 578-84, 2013.

 2.	 Utaka S, Nakashima S, Sadr A, Ikeda M, Nikaido T, Shimizu A, Tagami J. Cariotester, a new device for assessment 
of dentin lesion remineralization in vitro. Dent Mater J. 32(2), 241-7, 2013.

 3.	 Gando I, Ariyoshi M, Ikeda M, Sadr A, Nikaido T, Tagami J. Resistance of dentin coating materials against abrasion 
by toothbrush. Dent Mater J. 32(1), 68-74, 2013.

 4.	 Thanatvarakorn O, Nakashima S, Sadr A, Prasansuttiporn T, Ikeda M, Tagami J. In vitro evaluation of dentinal 
hydraulic conductance and tubule sealing by a novel calcium-phosphate desensitizer. J Biomed Mater Res B Appl 
Biomater. 101(2), 303-9, 2013.

 5.	 中久木 康一，岡安 晴生，池田 正臣，鈴木 哲也．大規模災害時の歯科技工士の役割　東日本大震災の経験から期待さ
れることと、それに向けた準備. 日本歯科技工学会雑誌 34(1), 22-29, 2013.

[総説]

[学会発表]
 1.	 Fukawa K, Ikeda M, Yasue T, Kamijou S, Takahashi H, Suzuki T. Color reproducibility of indirect resin composites.  

International congress of dental technology, KOREA July 5, 6, 7. 2013.  
 2.	 Yasue T, Ikeda M, Fukawa K, Tsuchihira K, Takahashi H, Suzuki T. Gloss retention of resin composites restorative 
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material. International congress of dental technology, KOREA July 5, 6, 7. 2013.  
 3.	 Ikeda M, Fukawa K, Takahashi H, Kamijou S, Yasue T, Iwasaki N, Oki M, Sugimoto K, Suzuki T. A newly 

developed adhesive primer for silica-based ceramics, zirconia, indirect resin composites, precious metals and non-
precious metals. International congress of dental technology, KOREA July 5, 6, 7. 2013.  

 4.	 池田正臣，土居寿，上條真吾，安江　透，冨川紘一，岩崎直彦，大木明子，杉本久美子，高橋英和，鈴木哲也．歯科
用合金の義歯洗浄剤溶液中における変色とイオン溶出．日本歯科保存学会春季学術大会，秋田，2013年10月17日，18日．

[学会賞受賞等]
 1.	 日本接着歯学会論文賞
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情報歯科医療工学分野
Oral Helth Information Technology

教　　授　鈴木哲也（兼任）
助　　教　上條真吾

（1）教育
　最新の情報工学を駆使した歯科技工物製作の理論と実際への理解を深め、新たな技術開発への基礎力を培う。また、歯科
技工士のものづくりにおける専門知識や技術を生かして、疾患により失われた機能回復を促し、患者のQOLの維持・向上に
寄与するとともに、EBMを考慮した質の高い医療技術を提供できる能力を育成する。
担当科目：口腔保健工学概論、咬合学実習、歯冠修復工学実習、CAD/CAMシステム工学、CAD/CAMシステム工学実習、
　　　　　先進修復工学実習、セラミック加工学実習、再建工学包括臨床実習、特論Ⅱ(卒業作品)

（2）研究
１．｢生活を支える医療｣と歯科技工士のかかわり
２．コンピュータシュミレーション実習を活用した歯科技工士教育

（3）研究業績
[学会]

（海外・国際）
 1.	 Fukawa K, Ikeda M, Yasue T, Kamijo S, Takahashi H, Suzuki T. Color reproducibility of indirect resin composites. 

The 5th International Congress of Dental Technology, 5-7 July 2013, Daejeon, Korea.
 2.	 Ikeda M, Fukawa K, Takahashi H, Kamijo S, Yasue T, Iwasaki N, Oki M, Sugimoto K, Suzuki T. A newly developed 

adhesive primer for silica-based ceramics, zirconia, indirect resin composites, precious metals and non-precious 
metals. The 5th International Congress of Dental Technology, 5-7 July 2013, Daejeon, Korea.

（国内）
 1.	 池田正臣，土居寿，上條真吾，安江　透，冨川紘一，岩崎直彦，大木明子，杉本久美子，高橋英和，鈴木哲也．歯科

用合金の義歯洗浄剤溶液中における変色とイオン溶出．日本歯科保存学会春季学術大会，秋田，2013年10月17日，18日．
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生体材料加工学分野
Oral Biomaterials Engineering

教　　授　髙橋英和 
助　　教　岩崎直彦
特別研究生　Sasipin Lauvahutanon(～2月，6月～)

（１）教　育
　歯科材料の基礎，その使用方法を中心に以下の講義を行った．
　口腔保健学科口腔保健工学専攻1年生の「口腔保健材料力学」の講義を担当した．
　同2年生の「口腔保健理工学」，「口腔保健理工学実習」，「精密鋳造学」，｢精密鋳造学実習｣，「プロセスデバイス」の講義
および実習を担当した．
　同3年生の「口腔保健材料力学実習」の一部を担当した．
　口腔保健学科口腔保衛生学専攻２年生の「歯科生体材料学」の講義，ならびに「口腔保健基礎科学実習」を担当した．また，
歯学科3年生の「歯科生体材料学」の講義と実習を担当した．

（２）研　究
　本分野は，ものつくりの技術を科学的な基盤をもとに進展させ，医療機器の開発と加工に活かすための技術の研究と開発
を行っている．以下のようなテーマを対象として研究を行っている． 

1）象牙質の機械的性質に及ぼす各種因子の検討
2）象牙質と各種歯冠修復材料の疲労特性の評価
3）歯科用セラミックスの現状評価と新しい評価方法の確立
4）非接触測定法による微小変形挙動の観察
5）象牙質に類似する被削性を有するコンポジットレジンの開発
6）歯根破折挙動の解明
7）ガラス繊維の歯科応用
8）硬質レジンの物性評価と各種材料との接着性の改善
9）マウスガードとフェイスガード材料の衝撃吸収能の評価方法

（３）研究業績
[原著]

 1.	 Nagata K, Wakabayashi N, Takahashi H, Vallittu PK, Lassila LV. Fracture resistance of CAD/CAM manufactured 
FRC denture retainers. Inter J Prosthodont 2013; 26(4): 381-383

 2.	 Shiozawa M, Takahashi H, Finger WJ, Iwasaki N. Effects of the space for wash materials on sulcus depth 
reproduction with addition-curing silicone using two-step putty-wash technique. Dent Mater J 2013; 32(1): 150-5

 3.	 Bakry AS,Takahashi H, Otsuki M, Tagamie J. The durability of phosphoric acid promoted bioglass–dentin 
interaction layer. Dent Mater 2013; 29(4): 357-64

 4.	 Wang Fu, Takahashi H, Iwasaki N. Translucency of dental ceramics with different thicknesses. J Prosthet Dent 
2013; 110(1): 14-20

 5.	 Abe K, Takahashi H, Churei H, Iwasaki N, Ueno T. Flexural properties and shock-absorbing capabilities of new face 
guard materials reinforced with fiberglass cloth. Dent Traumatol 2013; 29(1): 23-28

 6.	 Asakawa Y, Takahashi H, Kobayashi M, Iwasaki N. Effect of components and surface treatments of fiber-reinforced 
composite posts on bond strength to composite resin. J Mech Behav Biomed Mater 2013; 26: 23-33

 7.	 青柳裕仁，岩崎直彦，赤坂 徹，高橋英和，宮城 敦，楳本貢三．訪問診療用トレーに関する比較検討．歯機器誌　
2013; 18(1): 47-50

 8.	 Jiangkongkho P, Kamonkhantikul K, Takahashi H, Arksornnukit M. Fracture resistance of endodontically treated 
teeth using fiber posts with an elastic modulus similar to dentin. Dent Mater J 2013; 32(5): 781-6

 9.	 Shiozawa M, Takahashi H, Iwasaki N., Uo M. Effect of calcium chloride solution immersion on surface hardness of 
restorative glass ionomer cements. Dent Mater J 2013; 32(5): 828-33.

10.	 Shiozawa M, Takahashi H, Iwasaki N., Uo M. Fluoride release and mechanical properties after 1-year water storage 
of recent restorative glass ionomer cements. Clin Oral Investig 2013; Aug 22. [Epub ahead of print]

11.	 Reza F, Churei H, Takahashi H, Iwasaki N. Impact force absorption of mouthguard materials using film sensor 
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system. Dent Traumatol. 2013 Sep 18. [Epub ahead of print]		

[著書]
 1.	 高橋英和: 第47回ISO/TC 106パリ会議報告書会議報告.日本歯科医師会, 東京，2013年3月
 2.	 高橋英和，岡田浩一ほか: SC1/WG9レジン系充填材料 他. 日本歯科材料器械研究協議会.第48回ISO/TC106インチョン

会議報告書. 日本歯科材料機会研究協議会, 東京, 2013年12月

[学会発表]
 1.	 岩崎直彦，高橋英和，鈴木哲也，織田展輔．義歯床用軟質裏装材のコーヒーによる着色．日本義歯ケア学会　第5回

学術大会，2013/1/27，大阪歯科大学附属病院，大阪市
 2.	 高橋英和，小泉詩織，岩崎直彦，野村太郎，鈴木哲也．各種義歯床用材料の歯ブラシ摩耗に及ぼす洗浄剤の違い．日

本義歯ケア学会　第5回学術大会，2013/1/27，大阪歯科大学附属病院，大阪市
 3.	 Shiozawa M, Takahashi H, Iwasaki N． Color stability of dual curable composite resin cements	 9 1 s t  G e n e r a l 

Session & Exhibition of the IADR，#3132，2013/3/23，Seattle Washington,
 4.	 Natthavoot K, 高橋 英和, Werner WJ, 兼平 正史，Lauvahutanon S. Fatigue strength and wear resistance of 

composite resins "　第61回日本歯科理工学会学術大会	A-8　2013/4/13　タワーホール船堀，江戸川区
 5.	 岩崎 直彦, 高橋 英和, 鈴木 哲也, 浅川 裕也, 塩沢 真穂, Natthavoot K. 軟質裏装材の着色に及ぼす各種着色剤の影響．

第61回日本歯科理工学会学術大会，P-44，2013/4/14，タワーホール船堀，江戸川区
 6.	 和田淳一郎，笛木賢治，谷田部 優*，浜口潤也，犬飼周佑，高橋英和，五十嵐順正．ノンメタルクラスプデンチャー

に用いる熱可塑性樹脂の適合性に関する基礎的研究．第122回日本補綴歯科学会，2013/5/18，福岡国際会議場
 7.	 大木明子，隅田由香，服部麻里子，岩崎直彦，高橋英和，谷口 尚．試作エピテーゼ用シリコーンの粘弾性特性の検討．

顎顔面補綴学会，＃2，2013/6/21，郡山市民交流センタ―
 8.	 Ikeda M, Fukawa K, Takahashi H, Yasue T, Iwasaki N, Oki M, Sugimoto K, Suzuki T. A newly developed adhesive 

primer for ceramics, zirconia, indirect resin composite, precious metal and non-precious metals. The 5th 
International Congess of Dental Technology, 2013/7/6, Daejeon Convention Center, Korea

 9.	 Fukawa K, Ikeda M, , Yasue T, Tsuchihira K, Takahashi H, Suzuki T. Color reproducibility of indirect resin 
composite. The 5th International Congess of Dental Technology, 2013/7/6, Daejeon Convention Center, Korea

10.	 チョドリー ルーマン ウディン，中禮 宏，和田敬広，宇尾基弘，深沢慎太郎，安部圭祐，高橋英和，上野俊明．ガラ
ス繊維を用いた熱可塑性マウスガード材料の試作．日本スポーツ歯科学会，PO-05，2013/7/30，国立スポーツセンター，
代々木

11.	 深沢慎太郎，中禮 宏，チョドリー ルーマン ウディン，横田嘉代子，和田敬広，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明．マ
ウスガード修理用材料の開発に向けた基礎的研究．日本スポーツ歯科学会，PO-08，2013/7/30，国立スポーツセンター，
代々木

12.	 中禮 宏，和田敬広，宇尾基弘，深沢慎太郎，チョドリー ルーマン ウディン，安部圭祐，高橋英和，上野俊明．ガラ
ス繊維強化型サーモプラスティック作製時の含浸性の向上．日本スポーツ歯科学会，PO-10，2013/7/30，国立スポー
ツセンター，代々木

13.	 浅川裕也, 岩崎直彦, 高橋英和. 難接着性歯科材料の接着性改善を目的とした小型紫外線照射器の開発. 日本医用歯科機
器学会, 2013/8/3, 東京医科歯科大学, 東京

14.	 Fukasawa S, Churei H, Chowdhury RU, Shrestha A, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T. Application of dental 
silicone rubber material for repairing mouthguard. IADR-APR 2013, #113, 2013/8/21, Plaza Athenee, Bangkok, 
Thailand 

15.	 Asakawa Y, Takahashi H, Iwasaki N, Kobayashi M, Uo M. Effect of ultraviolet-light irradiation on bonding of 
polyamide denture resin. IADR-APR 2013, #124, 2013/8/21, Plaza Athenee, Bangkok, Thailand 

16.	 Iwasaki N, Takahashi H, Koottathape N, Asakawa Y, Shiozawa M, Nakano F. Toothbrush wear of dual curable 
composite resin cements. IADR-APR 2013, #128, 2013/8/21, Plaza Athenee, Bangkok, Thailand 

17.	 Koottathape N, Takahashi H, Iwasaki N, Finger WJ, Lauvahutanon S. Fatigue strength of nanofiller containing 
composite resins. IADR-APR 2013, #480, 2013/8/22, Plaza Athenee, Bangkok, Thailand 

18.	 Sumita Y, Hattori M, Iwasaki N, Takahashi H, Lovely M, Aimaijiang Y, Yoshi S, Taniguchi H. Qualitative analysis of 
bonding between acrylic resin and silicone.  IADR-APR 2013, #486, 2013/8/22, Plaza Athenee, Bangkok, Thailand 

19.	 Shiozawa M, Takahashi H, Iwasaki N, Uo M. Color stability of adhesive resin cements after coffee immersion. 
IADR-APR 2013, #487, 2013/8/22, Plaza Athenee, Bangkok, Thailand 

20.	 池田正臣，上條真吾，安江透，冨川紘一，岩崎直彦，大木明子．歯科用合金の義歯洗浄剤中における変色とイオン溶
出. 日本歯科保存学会，2013/10/17-18，秋田
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21.	 浅川裕也, 高橋英和, 岩崎直彦, 小林雅博．ポリアミド樹脂への表面処理が化学重合型レジンとの接着強さにおよぼす
影響．第62回日本歯科理工学会学術講演会，P-3，2013/10/19，日本歯科大学新潟生命歯学部

22.	 深沢慎太郎, 中禮 宏, 和田敬広, 宇尾基弘, 高橋英和, 上野俊明．マウスガードシートへの歯科用シリコーンの接着に対
する工夫．第62回日本歯科理工学会学術講演会，P-26，2013/10/19，日本歯科大学新潟生命歯学部

[特別講演，招待講演]
 1.	 Takahashi H. Advances in Restorative Dental Materials.. 2013/1/18 Chonnam University
 2.	 高橋英和．治験実施における留意点．歯科器材薬品開発センターシンポジウム，2013/2/19，東京医科歯科大学
 3.	 高橋英和．歯科治療と歯科材料の基礎知識．平成24年度　歯科MDR講習会，2013/03/18，東京医科歯科大学
 4.	 高橋英和．マウスガード用材料の基礎的物性と取扱い上の注意点．東京都歯科医師会　平成25年度　卒後研修講習会，

2013/07/21，東京医科歯科大学
 5.	 高橋英和．ISO　TC106で現在調査中の色覚閾値の国際共同研究について．2013/7/29．トクヤマデンタルつくば研究

所
 6.	 高橋英和．これからの歯科技工士に必要とされる教育内容とは？全国歯科技工士教育校議会　専任講習会Ⅱ，

2013/8/7，東京医科歯科大学
 7.	 Takahashi H. Composition and properties of fiber posts. The 1st Asian Symposium on Fibre Reinforced Coomposite 

Materials in Dentistry, 2013/11/19, The University of Hong Kong, Faculty of Dentistry
 8.	 Takahashi H. Composition and characteristics of fiber posts, 2013/11/29，Chung Shan Medical University, Faculty 

of Dentistry

[研究助成金」
 1.	 平成22年度　科学研究費基盤研究(C)「歯科医療機器のレギュラトリー・サイエンスの構築に関する研究」課題番号

22592179，研究分担者：髙橋英和
 2.	 平成23年度　科学研究費基盤研究(B)「光干渉断層計の歯冠修復への応用」課題番号23390432，研究分担者：髙橋英和
 3.	 平成24年度　科学研究費挑戦的萌芽研究「難接着性補綴材料を接着可能にする小型紫外線照射装置の開発」課題番号

24659855，研究代表者：高橋英和，研究分担者：岩崎直彦

[その他]
（国際学術交流）
１．国際研究活動

 1.	 2012年11月1日から2013年1月31日　チュラロンコン大学歯学部大学院生　Sasipin Lauvahutanonが特別研究生として
来日し，コンポジットレジンの疲労と摩耗，コンポジットレジンの硬化速度と窩洞適合性の関係，に関する共同研究
を行った．

 2.	 2013年1月7日から11日，高橋教授がタイ王国を訪問し，Chulalongkorn大学歯学部学部長Suchit准教授，補綴科主任
Arksornnukit准教授と意見交換を行った．タイ王国の唯一の公的歯科技工士養成機関であるMahidol大学歯学部の歯
科技工士養成校を訪問し，タイ王国における歯科技工士教育の実際を見学し，歯科技工士教育についての問題点につ
いて意見交換を行った． Sainamtip社とPC Dental Loboを見学し，タイ王国での歯科技工の現状について意見交換を
行い，口腔保健工学学生の教育プログラムへの改善点を検討した．

 3.	 2013年1月18日から20日，高橋教授が全南大学歯学部(韓国)を訪問し，歯科理工学担当のPark Yeong-Joon教授と共同
研究を行った.

 4.	 2013年3月25日から28日，高橋教授がベトナム社会主義共和国を訪問し，ホｰチミン医科薬科大学の歯科技工士化を訪
問し，歯科技工学教育の現状を視察した，また，市内で歯科技工所を開設している国武政之氏を訪問しベトナムの歯
科事情について情報収集を行った．

 5.	 2013年4月20日から28日，Finger WJケルン大学名誉教授が来訪し，高橋教授とコンポジットレジンの摩耗に関する共
同実験，並びの今後の共同実験についての打ち合わせを行った．

 6.	 2013年4月28日 か ら5月1日　 チ ュ ラ ロ ン コ ン 大 学 歯 学 部Mansuang ARKSORNNUKIT准 教 授 お よ びKRID 
KAMONKHANTIKUL講師が来日し，コンポジットレジンの研磨と歯ブラシ摩耗の関係に関する共同研究ならびの今
後の共同研究の打合せを行った.

 7.	 2013年7月5日から8日に高橋教授，岩崎助教が韓国　太田市で開催された第5回国際歯科技工学会に出席し，最新の歯
科技工学研究の動向について意見交換を行った．また高麗大学健康科学部歯科技工学部門を訪問し，本専攻学生との
国際交流について打ち合わせを行った．

 8.	 2013年9月13日から10月1日，Finger WJケルン大学名誉教授が来訪し，高橋教授とコンポジットレジンの窩洞適合性
と重合触媒の含有量に関する共同研究，ならびに知覚過敏の臨床評価等に関する研究等の打ち合わせを行った．

口腔保健機材工学講座
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 9.	 2013年9月29日から10月6日，高橋教授が韓国仁川市で開催されたISO TC106歯科材料　ソウル会議に出席し，会議座
長などを務め，規格作成に協力した．

10.	 2013年10月21日，フィリピンのSteve MARK，Francis CO，宮田浩二氏が来訪し，高橋教授が日本の歯科技工士教育
についての説明と本口腔保健工学専攻の教育内容について紹介を行った．

11.	 2013年11月4日から11月6日，Finger WJケルン大学名誉教授が来訪し，高橋教授とコンポジットレジンの窩洞適合性
と重合触媒の含有量に関する共同研究，ならびに知覚過敏の臨床評価等に関する研究等の打ち合わせを行った．

12.	 2013年11月12日から15日，高橋教授が口腔保健工学専攻の教員及び学部3年生と高麗大学口腔保健学科を訪問し，同
校との国際交流を行った，また，ソウル市内の歯科技工所を見学し，韓国における歯科技工事情を視察した．

13.	 2013年11月25日から30日に高橋教授が，台湾医科大学口腔医学院を訪問し，本学専攻学生との交流を行った．台北市
内の歯科技工所を見学し，台湾の歯科技工の現状について情報収集を行った．中山医学大学歯科材料研究所の燕副教
授を訪問し，講演を行うとともに，学内を見学し今後の共同研究について意見交換を行った，TMDU-TMU生体材料，
再生医療シンポジウムに参加した．

14.	 2013年12月7日から9日，チュラロンコン大学歯学部のPisaisit Chaijareenont講師が来訪し，高橋教授と今後の共同実
験についての打ち合わせを行った．

（国内学術交流）
１．開催したセミナー

 1.	 2013年3月9日に本学歯科棟4階歯学部特別講堂で開催した日本歯科医療管理学会と日本医用歯科機器学会の共催フォ
ーラムに協力した．

 2.	 2013年8月3日に高橋英和教授が大会長として日本医用歯科器機学会第23回総会ならびに研究発表大会を，本学歯科棟
4階歯学部特別講堂で開催した．

 3.	 2013年8月5，6日に本学2号館講義室で開催した全国歯科技工士教育校議会　専任講習会Ⅱに協力した．

２．その他
 1.	 高橋英和：日本歯科医師会ガイドライン作成委員会として歯科材料ガイドラインの制定に協力した．
 2.	 高橋英和：日本歯科材料研究協議会ISO/TC106日本委員会委員として歯科材料の国際規格作成に協力した．
 3.	 高橋英和：日本歯科理工学会の理事として和文誌編集委員会，国際学会準備委員会等の学会活動に協力した．
 4.	 高橋英和：日本歯科医学会英文雑誌「Dental Sciences Review」の編集委員として雑誌発行に協力した．
 5.	 高橋英和：日本医用機器学会，日本歯科産業学会の常任理事として学会活動に協力した．
 6.	 高橋英和：歯科材料･薬品開発センター副センター長として治験実施に対する相談業務を行った．

口腔保健機材工学講座
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歯冠修復技工学分野
Fixed Prosthetic Engineering

講　師　安江　透

（１）教育
１．教育方針
　歯質および歯牙の実質的な欠損に伴って生じる口腔内諸組織の形態，機能および審美的障害を，歯冠修復物によって回復
するために必要な歯科技工に関する知識および技術を教授する．あらゆる歯科技工技術の基本的要素となる歯牙形態の習得
を形態認識造形学および同実習により集中的に行い，歯冠修復工学および有床義歯工学において個々の患者にあった形態と
咬合機能のみならず，高い色彩適合性を有する修復物の製作技術および最先端の材料を用いた修復物製作法を教授する．

２．担当科目
口腔保健工学専攻：

技術倫理
形態認識造形学
形態認識造形学実習A
形態認識造形学実習B
部分床義歯工学実習A
部分床義歯工学実習B
CAD/CAMシステム工学
CAD/CAMシステム工学実習
セラミック加工学実習
先進修復工学実習
矯正歯科工学実習
再建工学包括臨床実習A

口腔保健衛生学専攻：
歯の形態学実習
口腔保健衛生基礎科学実習

（２）研究
１．歯冠修復物製作者の視点から新たな歯科技工技術および歯科用材料の開発へアプローチし，とりわけデジタル機器を利

用した先進修復工学の開発研究を行う．
２．我が国における歯科技工界の将来像について，人口構造の推移予測から歯科技工界の構成人員推移を予測し，中長期的

観点から歯科技工士養成および就業形態に関する問題提起を行う．また，海外製歯科技工物の輸入に関する実態を調査し，
我が国における歯科技工士の就業問題および歯科診療構造の実態から，海外製歯科技工物の是非に関する問題提起を行う．

（３）臨床
　審美修復におけるCAD/CAMを用いたジルコニア素材の歯冠修復物について，口腔内における機能性および耐久性を検証
しながら，審美性に対する高度な要求を満たす歯冠修復物の製作を行っている．

（４）研究業績
[学会]

（海外）
 1.	 Tohru Yasue, Masaomi Ikeda, Kouichi Fukawa, Kazuhide Tsuchihira, Tetsuya Suzuki. Gloss retention of resin-based 

composite restorative material. The 5th International Congress of Dental Technology, Daejeon, Korea, July 2013.
 2.	 Kouichi Fukawa, Masaomi Ikeda, Tohru Yasue, Kazuhide Tsuchihira, Hidekazu Takahashi, Tetsuya Suzuki. Color 

reproducibility of indirect resin composites. The 5th International Congress of Dental Technology, Daejeon, Korea, 
July 2013.

口腔保健再建工学講座
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口腔機能再建技工学分野
Oral Prosthetic Engineering

教　　授　鈴木哲也 
助　　教　冨川 紘一

（１）教　育
　口腔機能再建技工学は歯科補綴学の一翼を担う学問分野で，歯の一部もしくは全部およびそれに関連した周囲組織の欠損
した症例に対し，口腔の形態，機能，審美性の回復を図ることを目的としている．特に，全部床義歯や部分床義歯といった
可撤性義歯の製作技術の習得に重きをおいた教育を実施している．
　担当する科目は，有床義歯技工学，咬合学，口腔保健工学概論，欠損再建工学，セラミック加工学である．

（２）研　究
　本分野では以下のようなテーマを対象として研究を行っている． 

1）歯科技工上教育の基準化とその評価方法
2）有床義歯に付与すべき咬合
3）義歯床用材料の開発と評価
4）高齢者の口腔機能の評価
5）咀喘機能と高次脳機能

（３）研究業績
[原著]

 1.	 Wakabayashi N, Suzuki T.Title: Patient-specific finite element analysis of viscoelastic masticatory mucosa.Journal: 
Journal of Dental Biomechanics 4:1-7, 2013.

 2.	 鈴木哲也．東京医科歯科大学における四年制歯科技工士教育の現状と課題. 日歯技工誌．33(2)．61-66，2013．
 3.	 中久木康一，岡安晴生，池田正臣，鈴木哲也．大規模災害時の歯科技工士の役割−東日本大震災の経験から期待され

ることと、それに向けた準備−，日歯技工誌．34(1)．22-29，2013．
 4.	 笛木賢治，大久保力廣，谷田部 優，荒川一郎，有田正博，井野　智，金森敏和，河相安彦，川良 美佐雄，小見山道，

鈴木哲也他．熱可塑性樹脂を用いた部分床義歯（ノンメタルクラスプデンチャー）の臨床応用．日補綴会誌（査読有）
5：387-408、2013.

[歯科雑誌，その他] 
 1.	 水口俊介，冨川紘一．GC友の会　全部床義歯トレーニングDVD「マスターしよう！コンプリートデンチャーPart3-排

列試適・義歯装着Basic-」． 2013

[学会]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一般講演

（海外・国際）
 1.	 Fukawa K, Ikeda M, Yasue T, Kamijo S, Takahashi H, Suzuki T. Color reproducibility of indirect resin composites. 

The 5th International Congress of Dental Technology, 5-7 July 2013, Daejeon, Korea.
 2.	 Ikeda M, Fukawa K, Takahashi H, Kamijo S, Yasue T, Iwasaki N, Oki M, Sugimoto K, Suzuki T. A newly developed 

adhesive primer for silica-based ceramics, zirconia, indirect resin composites, precious metals and non-precious 
metals. The 5th International Congress of Dental Technology, 5-7 July 2013, Daejeon, Korea.

 3.	 Yasuet,IkedaM，FukawaK,TuschihiraK, Sugimoto K, SuzukiT，Gloss retention of resin-based composite restorative 
material, The 5th International Congress of Dental Technology, 5-7 July 2013, Daejeon, Korea.

(国内)
 1.	 岩崎直彦，高橋英和，鈴木哲也，織田展輔．義歯床用軟質裏装材のコーヒーによる着色．日本義歯ケア学会　第5回

学術大会　大阪歯科大学附属病院，大阪市　2013年1月27日
 2.	 高橋英和，小泉詩織，岩崎直彦，野村太郎，鈴木哲也．各種義歯床用材料の歯ブラシ摩耗に及ぼす洗浄剤の違い．日

本義歯ケア学会　第5回学術大会　大阪歯科大学附属病院，大阪市　2013年1月27日
 3.	 池田正臣，土居寿，上條真吾，安江　透，冨川紘一，岩崎直彦，大木明子，杉本久美子，高橋英和，鈴木哲也．歯科

口腔保健再建工学講座
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用合金の義歯洗浄剤溶液中における変色とイオン溶出．日本歯科保存学会春季学術大会，秋田，2013年10月17日，18日．

[研究助成金]
 1.	 鈴木哲也．平成25年度科学研究費補助金　基盤研究（C）：実験的固有口腔の拡大から解析する舌接触補助床のデザイ

ン．代表研究者
 2.	 鈴木哲也．平成25年度科学研究費補助金　基盤研究（B）：義歯安定剤利用ガイドライン構築に関する基盤研究：マル

チセンター前向き研究．分担研究者　（代表研究者　河相安彦）
　

[その他]
（学会主催）

 1.	 鈴木哲也．日本医用歯科機器学会第23回研究発表会の主催．東京．東京医科歯科大学．2013年8月3日．

（教育活動）
 1.	 鈴木哲也．平成25年度全国歯科技工教育協議会専任教員講習会Ⅱの主催．東京、東京医科歯科大学．2013年8月5日～

6日．
 2.	 鈴木哲也．夢ナビライブ2013東京．「CAD/CAM技術が変える口腔の匠」、東京ビックサイト　2013年7月13日
 3.	 鈴木哲也．夢ナビライブ2013静岡．「CAD/CAM技術が変える口腔の匠」、ツインメッセ静岡、静岡市　2013年11月9

日
 4.	 鈴木哲也．広島大学歯学部口腔健康科学科　特別講義　広島大学．2013年7月24日

（国際交流）
 1.	 台北医学大学口腔医学院の教員3名、学生6名が来訪し、口腔保健工学専攻学生と講義、実習に参加し、学内外の歯科

医療施設の見学を行った。2013年2月27日～3月1日．東京医科歯科大学．
 2.	 口腔保健工学専攻教員3名、3年生10名がソウルの高麗大学健康科学部を訪問し学生によるプレゼンテーション行うと

共にソウル市内の歯科技工施設の視察を行った.2013年11月12日～15日．ソウル（韓国）．
 3.	 口腔保健工学専攻教員4名、2年生11名が台北医学大学口腔医学院歯科技工学科を訪問し学生相互によるプレゼンテー

ション行うと共に台北市内の歯科技工施設の視察を行った.2013年11月25日～29日．台北（台湾）．
 4.	 鈴木哲也．チュラロンコン大学、コンケン歯科大を訪問し教育、研究の打合せを行った．2013年1月7日～11日.バンコ

ク（タイ）．
 5.	 鈴木哲也．　ホーチミン市医科薬科大学を訪問し教育、研究の打合せの打合せを行った．2013年3月25日～28日．ホ

ーチミン（ベトナム）
 6.	 鈴木哲也．高麗大学健康科学部を訪問し教育、研究の打合せを行った．2013年7月8日．ソウル（韓国）
 7.	 鈴木哲也．ハーバード大学歯学部を訪問し教育、研究の打合せを行った．2013年10月21日．ボストン（米国）
 8.	 鈴木哲也．中山医学大学を訪問し教育、研究の打合せを行った．2013年11月29日.台中（台湾）．

（講演等）
 1.	 鈴木哲也．札幌歯科医師会学術講演会「よい総義歯とだめな総義歯の分岐点を探る」札幌歯科医師会館．2013年 2月

16日
 2.	 鈴木哲也.千葉県保険医協会八千代習志野支部学術講演会「よい総義歯とだめな総義歯を分ける5つのルール」八千代台、

千葉市、2013年2月6日
 3.	 鈴木哲也. 東京医科歯科大学歯学部静岡県同窓会学術講演会「よい総義歯とだめな総義歯を分ける7つのルール」静岡

市、2013年2月24日
 4.	 鈴木哲也.港北歯科医師会医療管理研修会「総義歯の装着・調整時にみる専門医の技と智恵」新横浜歯科技工専門学校、

横浜市．2013年 3月13日
 5.	 鈴木哲也．東京医科歯科大学歯科同窓会CDE講習会，だめな義歯からよい義歯へ　実習編，東京・東京医科歯科大学，

2013年4月14日
 6.	 鈴木哲也. 大阪府歯科保険医協会学術研究会「顎堤吸収の著しい下顎無歯顎症例への対応」、大阪、2013年4月21日
 7.	 鈴木哲也．平成25年度恵那デンタルセミナー特別講演会「だめな義歯からよい義歯へ－総義歯臨床を変える専門医の

技と知恵－」恵那峡グランドホテル、岐阜．平成25年6月9日
 8.	 鈴木哲也．岩手医科大学歯学部東京都同窓会学術講演会「だめな義歯からよい義歯へ－総義歯臨床を変える専門医の

技と知恵－」市ヶ谷．2013年 6月15日
 9.	 鈴木哲也．東京松風歯科クラブ学術講演会「よい義歯とだめな義歯の分岐点を探る―総義歯咬合編－」松風東京支社、

2013年 6月19日

口腔保健再建工学講座
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10.	 鈴木哲也．松風歯科クラブ臨床講座「だめな義歯から、よい義歯へ－総義歯の咬合と印象を変える技と知恵－」フォ
レスト仙台、仙台市　2013年 6月23日

11.	 鈴木哲也．東京医科歯科大学歯科理工学第1講座同門会学術講演会「顎堤吸収の著しい無歯顎症例への対応Part 2:－
咬合の与え方を知れば必ず結果が出せる－」東京医科歯科大学．2013年 6月26日

12.	 鈴木哲也. トクヤマデンタル倶楽部セミナー「超高齢社会における義歯の役割と責任」国際ファッションセンター．
両国　2013年 7月21日

13.	 鈴木哲也．千葉県保険医協会印旛支部学術講演会「顎堤吸収の著しい下顎無歯顎症例への対応」ウィシュトンホテル
ユーカリ．千葉市．2013年7月28日

14.	 鈴木哲也．徳島市歯科医師会学術講演会「だめな義歯から、よい義歯へ～超高齢社会に対応する総義歯臨床の技と知
恵～」徳島市歯科医師会館．2013年 8月25日

15.	 鈴木哲也．GC友の会　札幌講演会「良い総義歯と駄目な総義歯を分ける7つのルール」札幌．　　　　　　　　　　
　　　　　2013年 9月22日

16.	 鈴木哲也．広島大学歯学部同窓会卒後研修会「だめな義歯から、よい義歯へ－明日からの総義歯臨床を変える技と知
恵－」広島大学．2013年 9月8日

17.	 鈴木哲也．東京歯科大学歯科理工懇談会「顎堤吸収の著しい下顎無歯顎症例への対応」東京歯科大学．2013年 9月20
日

18.	 鈴木哲也．東京医科歯科大学歯科同窓会CDE講習会，だめな義歯からよい義歯へ　実習編，東京・東京医科歯科大学，
2013年9月29日

19.	 鈴木哲也.千葉県保険医協会八千代習志野支部学術講演会「よい義歯　だめな義歯　PartⅡ～ 開き直りから始める総
義歯の咬合採得 ～八千代台、千葉市．　2013年10月5日．

20.	 鈴木哲也．和田精密(株)役員研修会「よい義歯　だめな義歯～噛める総義歯の形と咬合のポイント～」大阪．　2013年 
10月11日
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